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序文
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The Holy Bible Aionian Edition ® is the world’s first Bible un-translation! What is an un-
translation? Bibles are translated into each of our languages from the original Hebrew,
Aramaic, and Koine Greek. Occasionally, the best word translation cannot be found and
these words are transliterated letter by letter. Four well known transliterations are Christ,
baptism, angel, and apostle. The meaning is then preserved more accurately through
context and a dictionary. The Aionian Bible un-translates and instead transliterates
eleven additional Aionian Glossary words to help us better understand God’s love for
individuals and all mankind, and the nature of afterlife destinies.

The first three words are aiōn, aiōnios, and aïdios, typically translated as eternal and
also world or eon. The Aionian Bible is named after an alternative spelling of aiōnios.
Consider that researchers question if aiōn and aiōnios actually mean eternal. Translating
aiōn as eternal in Matthew 28:20 makes no sense, as all agree. The Greek word
for eternal is aïdios, used in Romans 1:20 about God and in Jude 6 about demon
imprisonment. Yet what about aiōnios in John 3:16? Certainly we do not question
whether salvation is eternal! However, aiōnios means something much more wonderful
than infinite time! Ancient Greeks used aiōn to mean eon or age. They also used the
adjective aiōnios to mean entirety, such as complete or even consummate, but never
infinite time. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs. So aiōnios
is the perfect description of God's Word which has everything we need for life and
godliness! And the aiōnios life promised in John 3:16 is not simply a ticket to eternal life
in the future, but the invitation through faith to the consummate life beginning now!

The next seven words are Sheol, Hadēs, Geenna, Tartaroō, Abyssos, and Limnē Pyr.
These words are often translated as Hell, the place of eternal punishment. However, Hell
is ill-defined when compared with the Hebrew and Greek. For example, Sheol is the
abode of deceased believers and unbelievers and should never be translated as Hell.
Hadēs is a temporary place of punishment, Revelation 20:13-14. Geenna is the Valley of
Hinnom, Jerusalem's refuse dump, a temporal judgment for sin. Tartaroō is a prison for
demons, mentioned once in 2 Peter 2:4. Abyssos is a temporary prison for the Beast
and Satan. Translators are also inconsistent because Hell is used by the King James
Version 54 times, the New International Version 14 times, and the World English Bible
zero times. Finally, Limnē Pyr is the Lake of Fire, yet Matthew 25:41 explains that
these fires are prepared for the Devil and his angels. So there is reason to review our
conclusions about the destinies of redeemed mankind and fallen angels.

The eleventh word, eleēsē, reveals the grand conclusion of grace in Romans 11:32.
Take the time to understand these eleven words. The original translation is unaltered and
a note is added to 64 Old Testament and 201 New Testament verses. To help parallel
study and Strong's Concordance use, apocryphal text is removed and most variant verse
numbering is mapped to the English standard. We thank our sources at eBible.org,
Crosswire.org, unbound.Biola.edu, Bible4u.net, and NHEB.net. The Aionian Bible is
copyrighted with creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0, allowing 100% freedom to
copy and print, if respecting source copyrights. Check the Reader's Guide and read
online at AionianBible.org, with Android, and TOR network. Why purple? King Jesus’
Word is royal… and purple is the color of royalty!
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旧約聖書



神は人を追い出し、エデンの園の東に、ケルビムと、回る炎のつるぎとを置いて、

命の木の道を守らせられた。

創世記 3:24
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創世記

1はじめに神は天と地とを創造された。 2地は形なく、

むなしく、やみが淵のおもてにあり、神の霊が水のお

もてをおおっていた。 3神は「光あれ」と言われた。す

ると光があった。 4神はその光を見て、良しとされた。

神はその光とやみとを分けられた。 5神は光を昼と名づ

け、やみを夜と名づけられた。夕となり、また朝となっ

た。第一日である。 6神はまた言われた、「水の間にお

おぞらがあって、水と水とを分けよ」。 7そのようにな

った。神はおおぞらを造って、おおぞらの下の水とおお

ぞらの上の水とを分けられた。 8神はそのおおぞらを天

と名づけられた。夕となり、また朝となった。第二日で

ある。 9神はまた言われた、「天の下の水は一つ所に集

まり、かわいた地が現れよ」。そのようになった。 10神

はそのかわいた地を陸と名づけ、水の集まった所を海と

名づけられた。神は見て、良しとされた。 11神はまた言

われた、「地は青草と、種をもつ草と、種類にしたがっ

て種のある実を結ぶ果樹とを地の上にはえさせよ」。そ

のようになった。 12地は青草と、種類にしたがって種を

もつ草と、種類にしたがって種のある実を結ぶ木とをは

えさせた。神は見て、良しとされた。 13夕となり、また

朝となった。第三日である。 14神はまた言われた、「天

のおおぞらに光があって昼と夜とを分け、しるしのため

、季節のため、日のため、年のためになり、 15天のおお

ぞらにあって地を照らす光となれ」。そのようになった

。 16神は二つの大きな光を造り、大きい光に昼をつかさ

どらせ、小さい光に夜をつかさどらせ、また星を造られ

た。 17神はこれらを天のおおぞらに置いて地を照らさせ

、 18昼と夜とをつかさどらせ、光とやみとを分けさせら

れた。神は見て、良しとされた。 19夕となり、また朝と

なった。第四日である。 20神はまた言われた、「水は生

き物の群れで満ち、鳥は地の上、天のおおぞらを飛べ」

。 21神は海の大いなる獣と、水に群がるすべての動く生

き物とを、種類にしたがって創造し、また翼のあるすべ

ての鳥を、種類にしたがって創造された。神は見て、良

しとされた。 22神はこれらを祝福して言われた、「生め

よ、ふえよ、海の水に満ちよ、また鳥は地にふえよ」。

23夕となり、また朝となった。第五日である。 24神はま

た言われた、「地は生き物を種類にしたがっていだせ。

家畜と、這うものと、地の獣とを種類にしたがっていだ

せ」。そのようになった。 25神は地の獣を種類にしたが

い、家畜を種類にしたがい、また地に這うすべての物を

種類にしたがって造られた。神は見て、良しとされた。

26神はまた言われた、「われわれのかたちに、われわれ

にかたどって人を造り、これに海の魚と、空の鳥と、家

畜と、地のすべての獣と、地のすべての這うものとを治

めさせよう」。 27神は自分のかたちに人を創造された。

すなわち、神のかたちに創造し、男と女とに創造された

。 28神は彼らを祝福して言われた、「生めよ、ふえよ、

地に満ちよ、地を従わせよ。また海の魚と、空の鳥と、

地に動くすべての生き物とを治めよ」。 29神はまた言わ

れた、「わたしは全地のおもてにある種をもつすべての

草と、種のある実を結ぶすべての木とをあなたがたに与

える。これはあなたがたの食物となるであろう。 30また

地のすべての獣、空のすべての鳥、地を這うすべてのも

の、すなわち命あるものには、食物としてすべての青草

を与える」。そのようになった。 31神が造ったすべての

物を見られたところ、それは、はなはだ良かった。夕と

なり、また朝となった。第六日である。

2こうして天と地と、その万象とが完成した。 2神は第

七日にその作業を終えられた。すなわち、そのすべて

の作業を終って第七日に休まれた。 3神はその第七日を

祝福して、これを聖別された。神がこの日に、そのすべ

ての創造のわざを終って休まれたからである。 4これが

天地創造の由来である。主なる神が地と天とを造られた

時、 5地にはまだ野の木もなく、また野の草もはえてい

なかった。主なる神が地に雨を降らせず、また土を耕す

人もなかったからである。 6しかし地から泉がわきあが

って土の全面を潤していた。 7主なる神は土のちりで人

を造り、命の息をその鼻に吹きいれられた。そこで人は

生きた者となった。 8主なる神は東のかた、エデンに一

つの園を設けて、その造った人をそこに置かれた。 9ま

た主なる神は、見て美しく、食べるに良いすべての木を

土からはえさせ、更に園の中央に命の木と、善悪を知る

木とをはえさせられた。 10また一つの川がエデンから流

れ出て園を潤し、そこから分れて四つの川となった。 11

その第一の名はピソンといい、金のあるハビラの全地を

めぐるもので、 12その地の金は良く、またそこはブドラ

クと、しまめのうとを産した。 13第二の川の名はギホン

といい、クシの全地をめぐるもの。 14第三の川の名はヒ

デケルといい、アッスリヤの東を流れるもの。第四の川

はユフラテである。 15主なる神は人を連れて行ってエデ

ンの園に置き、これを耕させ、これを守らせられた。 16

主なる神はその人に命じて言われた、「あなたは園のど

の木からでも心のままに取って食べてよろしい。 17しか

し善悪を知る木からは取って食べてはならない。それを

取って食べると、きっと死ぬであろう」。 18また主なる

神は言われた、「人がひとりでいるのは良くない。彼の

ために、ふさわしい助け手を造ろう」。 19そして主なる

神は野のすべての獣と、空のすべての鳥とを土で造り、

人のところへ連れてきて、彼がそれにどんな名をつける

かを見られた。人がすべて生き物に与える名は、その名

となるのであった。 20それで人は、すべての家畜と、空

の鳥と、野のすべての獣とに名をつけたが、人にはふさ

わしい助け手が見つからなかった。 21そこで主なる神は

人を深く眠らせ、眠った時に、そのあばら骨の一つを取

って、その所を肉でふさがれた。 22主なる神は人から取

ったあばら骨でひとりの女を造り、人のところへ連れて

こられた。 23そのとき、人は言った。「これこそ、つい

にわたしの骨の骨、わたしの肉の肉。男から取ったもの

だから、これを女と名づけよう」。 24それで人はその父

と母を離れて、妻と結び合い、一体となるのである。 25

人とその妻とは、ふたりとも裸であったが、恥ずかしい

とは思わなかった。

3さて主なる神が造られた野の生き物のうちで、へびが
最も狡猾であった。へびは女に言った、「園にあるど

の木からも取って食べるなと、ほんとうに神が言われた

のですか」。 2女はへびに言った、「わたしたちは園の

木の実を食べることは許されていますが、 3ただ園の中

央にある木の実については、これを取って食べるな、こ

れに触れるな、死んではいけないからと、神は言われま

した」。 4へびは女に言った、「あなたがたは決して死

ぬことはないでしょう。 5それを食べると、あなたがた
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の目が開け、神のように善悪を知る者となることを、神

は知っておられるのです」。 6女がその木を見ると、そ

れは食べるに良く、目には美しく、賢くなるには好まし

いと思われたから、その実を取って食べ、また共にいた

夫にも与えたので、彼も食べた。 7すると、ふたりの目

が開け、自分たちの裸であることがわかったので、いち

じくの葉をつづり合わせて、腰に巻いた。 8彼らは、日

の涼しい風の吹くころ、園の中に主なる神の歩まれる音

を聞いた。そこで、人とその妻とは主なる神の顔を避け

て、園の木の間に身を隠した。 9主なる神は人に呼びか

けて言われた、「あなたはどこにいるのか」。 10彼は答

えた、「園の中であなたの歩まれる音を聞き、わたしは

裸だったので、恐れて身を隠したのです」。 11神は言わ

れた、「あなたが裸であるのを、だれが知らせたのか。

食べるなと、命じておいた木から、あなたは取って食べ

たのか」。 12人は答えた、「わたしと一緒にしてくださ

ったあの女が、木から取ってくれたので、わたしは食べ

たのです」。 13そこで主なる神は女に言われた、「あな

たは、なんということをしたのです」。女は答えた、「

へびがわたしをだましたのです。それでわたしは食べま

した」。 14主なる神はへびに言われた、「おまえは、こ

の事を、したので、すべての家畜、野のすべての獣のう

ち、最ものろわれる。おまえは腹で、這いあるき、一生

、ちりを食べるであろう。 15わたしは恨みをおく、おま

えと女とのあいだに、おまえのすえと女のすえとの間に

。彼はおまえのかしらを砕き、おまえは彼のかかとを砕

くであろう」。 16つぎに女に言われた、「わたしはあな

たの産みの苦しみを大いに増す。あなたは苦しんで子を

産む。それでもなお、あなたは夫を慕い、彼はあなたを

治めるであろう」。 17更に人に言われた、「あなたが妻

の言葉を聞いて、食べるなと、わたしが命じた木から取

って食べたので、地はあなたのためにのろわれ、あなた

は一生、苦しんで地から食物を取る。 18地はあなたのた

めに、いばらとあざみとを生じ、あなたは野の草を食べ

るであろう。 19あなたは顔に汗してパンを食べ、ついに

土に帰る、あなたは土から取られたのだから。あなたは

、ちりだから、ちりに帰る」。 20さて、人はその妻の名

をエバと名づけた。彼女がすべて生きた者の母だからで

ある。 21主なる神は人とその妻とのために皮の着物を造

って、彼らに着せられた。 22主なる神は言われた、「見

よ、人はわれわれのひとりのようになり、善悪を知るも

のとなった。彼は手を伸べ、命の木からも取って食べ、

永久に生きるかも知れない」。 23そこで主なる神は彼を

エデンの園から追い出して、人が造られたその土を耕さ

せられた。 24神は人を追い出し、エデンの園の東に、ケ

ルビムと、回る炎のつるぎとを置いて、命の木の道を守

らせられた。

4人はその妻エバを知った。彼女はみごもり、カインを
産んで言った、「わたしは主によって、ひとりの人を

得た」。 2彼女はまた、その弟アベルを産んだ。アベル

は羊を飼う者となり、カインは土を耕す者となった。 3

日がたって、カインは地の産物を持ってきて、主に供え

物とした。 4アベルもまた、その群れのういごと肥えた

ものとを持ってきた。主はアベルとその供え物とを顧み

られた。 5しかしカインとその供え物とは顧みられなか

ったので、カインは大いに憤って、顔を伏せた。 6そこ

で主はカインに言われた、「なぜあなたは憤るのですか

、なぜ顔を伏せるのですか。 7正しい事をしているので

したら、顔をあげたらよいでしょう。もし正しい事をし

ていないのでしたら、罪が門口に待ち伏せています。そ

れはあなたを慕い求めますが、あなたはそれを治めなけ

ればなりません」。 8カインは弟アベルに言った、「さ

あ、野原へ行こう」。彼らが野にいたとき、カインは弟

アベルに立ちかかって、これを殺した。 9主はカインに

言われた、「弟アベルは、どこにいますか」。カインは

答えた、「知りません。わたしが弟の番人でしょうか」

。 10主は言われた、「あなたは何をしたのです。あなた

の弟の血の声が土の中からわたしに叫んでいます。 11今

あなたはのろわれてこの土地を離れなければなりません

。この土地が口をあけて、あなたの手から弟の血を受け

たからです。 12あなたが土地を耕しても、土地は、もは

やあなたのために実を結びません。あなたは地上の放浪

者となるでしょう」。 13カインは主に言った、「わたし

の罰は重くて負いきれません。 14あなたは、きょう、わ

たしを地のおもてから追放されました。わたしはあなた

を離れて、地上の放浪者とならねばなりません。わたし

を見付ける人はだれでもわたしを殺すでしょう」。 15主

はカインに言われた、「いや、そうではない。だれでも

カインを殺す者は七倍の復讐を受けるでしょう」。そし

て主はカインを見付ける者が、だれも彼を打ち殺すこと

のないように、彼に一つのしるしをつけられた。 16カイ

ンは主の前を去って、エデンの東、ノドの地に住んだ。

17カインはその妻を知った。彼女はみごもってエノクを

産んだ。カインは町を建て、その町の名をその子の名に

したがって、エノクと名づけた。 18エノクにはイラデが

生れた。イラデの子はメホヤエル、メホヤエルの子はメ

トサエル、メトサエルの子はレメクである。 19レメクは

ふたりの妻をめとった。ひとりの名はアダといい、ひと

りの名はチラといった。 20アダはヤバルを産んだ。彼は

天幕に住んで、家畜を飼う者の先祖となった。 21その弟

の名はユバルといった。彼は琴や笛を執るすべての者の

先祖となった。 22チラもまたトバルカインを産んだ。彼

は青銅や鉄のすべての刃物を鍛える者となった。トバル

カインの妹をナアマといった。 23レメクはその妻たちに

言った、「アダとチラよ、わたしの声を聞け、レメクの

妻たちよ、わたしの言葉に耳を傾けよ。わたしは受ける

傷のために、人を殺し、受ける打ち傷のために、わたし

は若者を殺す。 24カインのための復讐が七倍ならば、レ

メクのための復讐は七十七倍」。 25アダムはまたその妻

を知った。彼女は男の子を産み、その名をセツと名づけ

て言った、「カインがアベルを殺したので、神はアベル

の代りに、ひとりの子をわたしに授けられました」。 26

セツにもまた男の子が生れた。彼はその名をエノスと名

づけた。この時、人々は主の名を呼び始めた。

5アダムの系図は次のとおりである。神が人を創造され
た時、神をかたどって造り、 2彼らを男と女とに創造

された。彼らが創造された時、神は彼らを祝福して、そ

の名をアダムと名づけられた。 3アダムは百三十歳にな

って、自分にかたどり、自分のかたちのような男の子を

生み、その名をセツと名づけた。 4アダムがセツを生ん

で後、生きた年は八百年であって、ほかに男子と女子を

生んだ。 5アダムの生きた年は合わせて九百三十歳であ

った。そして彼は死んだ。 6セツは百五歳になって、エ

ノスを生んだ。 7セツはエノスを生んだ後、八百七年生
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きて、男子と女子を生んだ。 8セツの年は合わせて九百

十二歳であった。そして彼は死んだ。 9エノスは九十歳

になって、カイナンを生んだ。 10エノスはカイナンを生

んだ後、八百十五年生きて、男子と女子を生んだ。 11エ

ノスの年は合わせて九百五歳であった。そして彼は死ん

だ。 12カイナンは七十歳になって、マハラレルを生んだ

。 13カイナンはマハラレルを生んだ後、八百四十年生き

て、男子と女子を生んだ。 14カイナンの年は合わせて九

百十歳であった。そして彼は死んだ。 15マハラレルは六

十五歳になって、ヤレドを生んだ。 16マハラレルはヤレ

ドを生んだ後、八百三十年生きて、男子と女子を生んだ

。 17マハラレルの年は合わせて八百九十五歳であった。

そして彼は死んだ。 18ヤレドは百六十二歳になって、エ

ノクを生んだ。 19ヤレドはエノクを生んだ後、八百年生

きて、男子と女子を生んだ。 20ヤレドの年は合わせて九

百六十二歳であった。そして彼は死んだ。 21エノクは六

十五歳になって、メトセラを生んだ。 22エノクはメトセ

ラを生んだ後、三百年、神とともに歩み、男子と女子を

生んだ。 23エノクの年は合わせて三百六十五歳であった

。 24エノクは神とともに歩み、神が彼を取られたので、

いなくなった。 25メトセラは百八十七歳になって、レメ

クを生んだ。 26メトセラはレメクを生んだ後、七百八十

二年生きて、男子と女子を生んだ。 27メトセラの年は合

わせて九百六十九歳であった。そして彼は死んだ。 28レ

メクは百八十二歳になって、男の子を生み、 29「この子

こそ、主が地をのろわれたため、骨折り働くわれわれを

慰めるもの」と言って、その名をノアと名づけた。 30レ

メクはノアを生んだ後、五百九十五年生きて、男子と女

子を生んだ。 31レメクの年は合わせて七百七十七歳であ

った。そして彼は死んだ。 32ノアは五百歳になって、セ

ム、ハム、ヤペテを生んだ。

6人が地のおもてにふえ始めて、娘たちが彼らに生れた
時、 2神の子たちは人の娘たちの美しいのを見て、自

分の好む者を妻にめとった。 3そこで主は言われた、「

わたしの霊はながく人の中にとどまらない。彼は肉にす

ぎないのだ。しかし、彼の年は百二十年であろう」。 4

そのころ、またその後にも、地にネピリムがいた。これ

は神の子たちが人の娘たちのところにはいって、娘たち

に産ませたものである。彼らは昔の勇士であり、有名な

人々であった。 5主は人の悪が地にはびこり、すべてそ

の心に思いはかることが、いつも悪い事ばかりであるの

を見られた。 6主は地の上に人を造ったのを悔いて、心

を痛め、 7「わたしが創造した人を地のおもてからぬぐ

い去ろう。人も獣も、這うものも、空の鳥までも。わた

しは、これらを造ったことを悔いる」と言われた。 8し

かし、ノアは主の前に恵みを得た。 9ノアの系図は次の

とおりである。ノアはその時代の人々の中で正しく、か

つ全き人であった。ノアは神とともに歩んだ。 10ノアは

セム、ハム、ヤペテの三人の子を生んだ。 11時に世は神

の前に乱れて、暴虐が地に満ちた。 12神が地を見られる

と、それは乱れていた。すべての人が地の上でその道を

乱したからである。 13そこで神はノアに言われた、「わ

たしは、すべての人を絶やそうと決心した。彼らは地を

暴虐で満たしたから、わたしは彼らを地とともに滅ぼそ

う。 14あなたは、いとすぎの木で箱舟を造り、箱舟の中

にへやを設け、アスファルトでそのうちそとを塗りなさ

い。 15その造り方は次のとおりである。すなわち箱舟の

長さは三百キュビト、幅は五十キュビト、高さは三十キ

ュビトとし、 16箱舟に屋根を造り、上へ一キュビトにそ

れを仕上げ、また箱舟の戸口をその横に設けて、一階と

二階と三階のある箱舟を造りなさい。 17わたしは地の上

に洪水を送って、命の息のある肉なるものを、みな天の

下から滅ぼし去る。地にあるものは、みな死に絶えるで

あろう。 18ただし、わたしはあなたと契約を結ぼう。あ

なたは子らと、妻と、子らの妻たちと共に箱舟にはいり

なさい。 19またすべての生き物、すべての肉なるものの

中から、それぞれ二つずつを箱舟に入れて、あなたと共

にその命を保たせなさい。それらは雄と雌とでなければ

ならない。 20すなわち、鳥はその種類にしたがい獣はそ

の種類にしたがい、また地のすべての這うものも、その

種類にしたがって、それぞれ二つずつ、あなたのところ

に入れて、命を保たせなさい。 21また、すべての食物と

なるものをとって、あなたのところにたくわえ、あなた

とこれらのものとの食物としなさい」。 22ノアはすべて

神の命じられたようにした。

7主はノアに言われた、「あなたと家族とはみな箱舟に
はいりなさい。あなたがこの時代の人々の中で、わた

しの前に正しい人であるとわたしは認めたからである。

2あなたはすべての清い獣の中から雄と雌とを七つずつ

取り、清くない獣の中から雄と雌とを二つずつ取り、 3

また空の鳥の中から雄と雌とを七つずつ取って、その種

類が全地のおもてに生き残るようにしなさい。 4七日の

後、わたしは四十日四十夜、地に雨を降らせて、わたし

の造ったすべての生き物を、地のおもてからぬぐい去り

ます」。 5ノアはすべて主が命じられたようにした。 6

さて洪水が地に起った時、ノアは六百歳であった。 7ノ

アは子らと、妻と、子らの妻たちと共に洪水を避けて箱

舟にはいった。 8また清い獣と、清くない獣と、鳥と、

地に這うすべてのものとの、 9雄と雌とが、二つずつノ

アのもとにきて、神がノアに命じられたように箱舟には

いった。 10こうして七日の後、洪水が地に起った。 11

それはノアの六百歳の二月十七日であって、その日に大

いなる淵の源は、ことごとく破れ、天の窓が開けて、 12

雨は四十日四十夜、地に降り注いだ。 13その同じ日に、

ノアと、ノアの子セム、ハム、ヤペテと、ノアの妻と、

その子らの三人の妻とは共に箱舟にはいった。 14またす

べての種類の獣も、すべての種類の家畜も、地のすべて

の種類の這うものも、すべての種類の鳥も、すべての翼

あるものも、皆はいった。 15すなわち命の息のあるすべ

ての肉なるものが、二つずつノアのもとにきて、箱舟に

はいった。 16そのはいったものは、すべて肉なるものの

雄と雌とであって、神が彼に命じられたようにはいった

。そこで主は彼のうしろの戸を閉ざされた。 17洪水は四

十日のあいだ地上にあった。水が増して箱舟を浮べたの

で、箱舟は地から高く上がった。 18また水がみなぎり、

地に増したので、箱舟は水のおもてに漂った。 19水はま

た、ますます地にみなぎり、天の下の高い山々は皆おお

われた。 20水はその上、さらに十五キュビトみなぎって

、山々は全くおおわれた。 21地の上に動くすべて肉なる

ものは、鳥も家畜も獣も、地に群がるすべての這うもの

も、すべての人もみな滅びた。 22すなわち鼻に命の息の

あるすべてのもの、陸にいたすべてのものは死んだ。 23

地のおもてにいたすべての生き物は、人も家畜も、這う

ものも、空の鳥もみな地からぬぐい去られて、ただノア
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と、彼と共に箱舟にいたものだけが残った。 24水は百五

十日のあいだ地上にみなぎった。

8神はノアと、箱舟の中にいたすべての生き物と、すべ
ての家畜とを心にとめられた。神が風を地の上に吹か

せられたので、水は退いた。 2また淵の源と、天の窓と

は閉ざされて、天から雨が降らなくなった。 3それで水

はしだいに地の上から引いて、百五十日の後には水が減

り、 4箱舟は七月十七日にアララテの山にとどまった。

5水はしだいに減って、十月になり、十月一日に山々の

頂が現れた。 6四十日たって、ノアはその造った箱舟の

窓を開いて、 7からすを放ったところ、からすは地の上

から水がかわききるまで、あちらこちらへ飛びまわった

。 8ノアはまた地のおもてから、水がひいたかどうかを

見ようと、彼の所から、はとを放ったが、 9はとは足の

裏をとどめる所が見つからなかったので、箱舟のノアの

もとに帰ってきた。水がまだ全地のおもてにあったから

である。彼は手を伸べて、これを捕え、箱舟の中の彼の

もとに引き入れた。 10それから七日待って再びはとを箱

舟から放った。 11はとは夕方になって彼のもとに帰って

きた。見ると、そのくちばしには、オリブの若葉があっ

た。ノアは地から水がひいたのを知った。 12さらに七日

待ってまた、はとを放ったところ、もはや彼のもとには

帰ってこなかった。 13六百一歳の一月一日になって、地

の上の水はかれた。ノアが箱舟のおおいを取り除いて見

ると、土のおもては、かわいていた。 14二月二十七日に

なって、地は全くかわいた。 15この時、神はノアに言わ

れた、 16「あなたは妻と、子らと、子らの妻たちと共に

箱舟を出なさい。 17あなたは、共にいる肉なるすべての

生き物、すなわち鳥と家畜と、地のすべての這うものと

を連れて出て、これらのものが地に群がり、地の上にふ

え広がるようにしなさい」。 18ノアは共にいた子らと、

妻と、子らの妻たちとを連れて出た。 19またすべての獣

、すべての這うもの、すべての鳥、すべて地の上に動く

ものは皆、種類にしたがって箱舟を出た。 20ノアは主に

祭壇を築いて、すべての清い獣と、すべての清い鳥との

うちから取って、燔祭を祭壇の上にささげた。 21主はそ

の香ばしいかおりをかいで、心に言われた、「わたしは

もはや二度と人のゆえに地をのろわない。人が心に思い

図ることは、幼い時から悪いからである。わたしは、こ

のたびしたように、もう二度と、すべての生きたものを

滅ぼさない。 22地のある限り、種まきの時も、刈入れの

時も、暑さ寒さも、夏冬も、昼も夜もやむことはないで

あろう」。

9神はノアとその子らとを祝福して彼らに言われた、「
生めよ、ふえよ、地に満ちよ。 2地のすべての獣、空

のすべての鳥、地に這うすべてのもの、海のすべての魚

は恐れおののいて、あなたがたの支配に服し、 3すべて

生きて動くものはあなたがたの食物となるであろう。さ

きに青草をあなたがたに与えたように、わたしはこれら

のものを皆あなたがたに与える。 4しかし肉を、その命

である血のままで、食べてはならない。 5あなたがたの

命の血を流すものには、わたしは必ず報復するであろう

。いかなる獣にも報復する。兄弟である人にも、わたし

は人の命のために、報復するであろう。 6人の血を流す

ものは、人に血を流される、神が自分のかたちに人を造

られたゆえに。 7あなたがたは、生めよ、ふえよ、地に

群がり、地の上にふえよ」。 8神はノアおよび共にいる

子らに言われた、 9「わたしはあなたがた及びあなたが

たの後の子孫と契約を立てる。 10またあなたがたと共に

いるすべての生き物、あなたがたと共にいる鳥、家畜、

地のすべての獣、すなわち、すべて箱舟から出たものは

、地のすべての獣にいたるまで、わたしはそれと契約を

立てよう。 11わたしがあなたがたと立てるこの契約によ

り、すべて肉なる者は、もはや洪水によって滅ぼされる

ことはなく、また地を滅ぼす洪水は、再び起らないであ

ろう」。 12さらに神は言われた、「これはわたしと、あ

なたがた及びあなたがたと共にいるすべての生き物との

間に代々かぎりなく、わたしが立てる契約のしるしであ

る。 13すなわち、わたしは雲の中に、にじを置く。これ

がわたしと地との間の契約のしるしとなる。 14わたしが

雲を地の上に起すとき、にじは雲の中に現れる。 15こう

して、わたしは、わたしとあなたがた、及びすべて肉な

るあらゆる生き物との間に立てた契約を思いおこすゆえ

、水はふたたび、すべて肉なる者を滅ぼす洪水とはなら

ない。 16にじが雲の中に現れるとき、わたしはこれを見

て、神が地上にあるすべて肉なるあらゆる生き物との間

に立てた永遠の契約を思いおこすであろう」。 17そして

神はノアに言われた、「これがわたしと地にあるすべて

肉なるものとの間に、わたしが立てた契約のしるしであ

る」。 18箱舟から出たノアの子らはセム、ハム、ヤペテ

であった。ハムはカナンの父である。 19この三人はノア

の子らで、全地の民は彼らから出て、広がったのである

。 20さてノアは農夫となり、ぶどう畑をつくり始めたが

、 21彼はぶどう酒を飲んで酔い、天幕の中で裸になって

いた。 22カナンの父ハムは父の裸を見て、外にいるふた

りの兄弟に告げた。 23セムとヤペテとは着物を取って、

肩にかけ、うしろ向きに歩み寄って、父の裸をおおい、

顔をそむけて父の裸を見なかった。 24やがてノアは酔い

がさめて、末の子が彼にした事を知ったとき、 25彼は言

った、「カナンはのろわれよ。彼はしもべのしもべとな

って、その兄弟たちに仕える」。 26また言った、「セム

の神、主はほむべきかな、カナンはそのしもべとなれ。

27神はヤペテを大いならしめ、セムの天幕に彼を住まわ

せられるように。カナンはそのしもべとなれ」。 28ノア

は洪水の後、なお三百五十年生きた。 29ノアの年は合わ

せて九百五十歳であった。そして彼は死んだ。

10ノアの子セム、ハム、ヤペテの系図は次のとおりで
ある。洪水の後、彼らに子が生れた。 2ヤペテの子

孫はゴメル、マゴグ、マダイ、ヤワン、トバル、メセク

、テラスであった。 3ゴメルの子孫はアシケナズ、リパ

テ、トガルマ。 4ヤワンの子孫はエリシャ、タルシシ、

キッテム、ドダニムであった。 5これらから海沿いの地

の国民が分れて、おのおのその土地におり、その言語に

したがい、その氏族にしたがって、その国々に住んだ。

6ハムの子孫はクシ、ミツライム、プテ、カナンであっ

た。 7クシの子孫はセバ、ハビラ、サブタ、ラアマ、サ

ブテカであり、ラアマの子孫はシバとデダンであった。

8クシの子はニムロデであって、このニムロデは世の権

力者となった最初の人である。 9彼は主の前に力ある狩

猟者であった。これから「主の前に力ある狩猟者ニムロ

デのごとし」ということわざが起った。 10彼の国は最初

シナルの地にあるバベル、エレク、アカデ、カルネであ

った。 11彼はその地からアッスリヤに出て、ニネベ、レ

ホボテイリ、カラ、 12およびニネベとカラとの間にある
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大いなる町レセンを建てた。 13ミツライムからルデ族、

アナミ族、レハビ族、ナフト族、 14パテロス族、カスル

族、カフトリ族が出た。カフトリ族からペリシテ族が出

た。 15カナンからその長子シドンが出て、またヘテが出

た。 16その他エブスびと、アモリびと、ギルガシびと、

17ヒビびと、アルキびと、セニびと、 18アルワデびと、

ゼマリびと、ハマテびとが出た。後になってカナンびと

の氏族がひろがった。 19カナンびとの境はシドンからゲ

ラルを経てガザに至り、ソドム、ゴモラ、アデマ、ゼボ

イムを経て、レシャに及んだ。 20これらはハムの子孫で

あって、その氏族とその言語とにしたがって、その土地

と、その国々にいた。 21セムにも子が生れた。セムはエ

ベルのすべての子孫の先祖であって、ヤペテの兄であっ

た。 22セムの子孫はエラム、アシュル、アルパクサデ、

ルデ、アラムであった。 23アラムの子孫はウヅ、ホル、

ゲテル、マシであった。 24アルパクサデの子はシラ、シ

ラの子はエベルである。 25エベルにふたりの子が生れた

。そのひとりの名をペレグといった。これは彼の代に地

の民が分れたからである。その弟の名をヨクタンといっ

た。 26ヨクタンにアルモダデ、シャレフ、ハザルマウテ

、エラ、 27ハドラム、ウザル、デクラ、 28オバル、ア

ビマエル、シバ、 29オフル、ハビラ、ヨバブが生れた。

これらは皆ヨクタンの子であった。 30彼らが住んだ所は

メシャから東の山地セパルに及んだ。 31これらはセムの

子孫であって、その氏族とその言語とにしたがって、そ

の土地と、その国々にいた。 32これらはノアの子らの氏

族であって、血統にしたがって国々に住んでいたが、洪

水の後、これらから地上の諸国民が分れたのである。

11全地は同じ発音、同じ言葉であった。 2時に人々は

東に移り、シナルの地に平野を得て、そこに住んだ

。 3彼らは互に言った、「さあ、れんがを造って、よく

焼こう」。こうして彼らは石の代りに、れんがを得、し

っくいの代りに、アスファルトを得た。 4彼らはまた言

った、「さあ、町と塔とを建てて、その頂を天に届かせ

よう。そしてわれわれは名を上げて、全地のおもてに散

るのを免れよう」。 5時に主は下って、人の子たちの建

てる町と塔とを見て、 6言われた、「民は一つで、みな

同じ言葉である。彼らはすでにこの事をしはじめた。彼

らがしようとする事は、もはや何事もとどめ得ないであ

ろう。 7さあ、われわれは下って行って、そこで彼らの

言葉を乱し、互に言葉が通じないようにしよう」。 8こ

うして主が彼らをそこから全地のおもてに散らされたの

で、彼らは町を建てるのをやめた。 9これによってその

町の名はバベルと呼ばれた。主がそこで全地の言葉を乱

されたからである。主はそこから彼らを全地のおもてに

散らされた。 10セムの系図は次のとおりである。セムは

百歳になって洪水の二年の後にアルパクサデを生んだ。

11セムはアルパクサデを生んで後、五百年生きて、男子

と女子を生んだ。 12アルパクサデは三十五歳になってシ

ラを生んだ。 13アルパクサデはシラを生んで後、四百三

年生きて、男子と女子を生んだ。 14シラは三十歳になっ

てエベルを生んだ。 15シラはエベルを生んで後、四百三

年生きて、男子と女子を生んだ。 16エベルは三十四歳に

なってペレグを生んだ。 17エベルはペレグを生んで後、

四百三十年生きて、男子と女子を生んだ。 18ペレグは三

十歳になってリウを生んだ。 19ペレグはリウを生んで後

、二百九年生きて、男子と女子を生んだ。 20リウは三十

二歳になってセルグを生んだ。 21リウはセルグを生んで

後、二百七年生きて、男子と女子を生んだ。 22セルグは

三十歳になってナホルを生んだ。 23セルグはナホルを生

んで後、二百年生きて、男子と女子を生んだ。 24ナホル

は二十九歳になってテラを生んだ。 25ナホルはテラを生

んで後、百十九年生きて、男子と女子を生んだ。 26テラ

は七十歳になってアブラム、ナホルおよびハランを生ん

だ。 27テラの系図は次のとおりである。テラはアブラム

、ナホルおよびハランを生み、ハランはロトを生んだ。

28ハランは父テラにさきだって、その生れた地、カルデ

ヤのウルで死んだ。 29アブラムとナホルは妻をめとった

。アブラムの妻の名はサライといい、ナホルの妻の名は

ミルカといってハランの娘である。ハランはミルカの父

、またイスカの父である。 30サライはうまずめで、子が

なかった。 31テラはその子アブラムと、ハランの子であ

る孫ロトと、子アブラムの妻である嫁サライとを連れて

、カナンの地へ行こうとカルデヤのウルを出たが、ハラ

ンに着いてそこに住んだ。 32テラの年は二百五歳であっ

た。テラはハランで死んだ。

12時に主はアブラムに言われた、「あなたは国を出て
、親族に別れ、父の家を離れ、わたしが示す地に行

きなさい。 2わたしはあなたを大いなる国民とし、あな

たを祝福し、あなたの名を大きくしよう。あなたは祝福

の基となるであろう。 3あなたを祝福する者をわたしは

祝福し、あなたをのろう者をわたしはのろう。地のすべ

てのやからは、あなたによって祝福される」。 4アブラ

ムは主が言われたようにいで立った。ロトも彼と共に行

った。アブラムはハランを出たとき七十五歳であった。

5アブラムは妻サライと、弟の子ロトと、集めたすべて

の財産と、ハランで獲た人々とを携えてカナンに行こう

としていで立ち、カナンの地にきた。 6アブラムはその

地を通ってシケムの所、モレのテレビンの木のもとに着

いた。そのころカナンびとがその地にいた。 7時に主は

アブラムに現れて言われた、「わたしはあなたの子孫に

この地を与えます」。アブラムは彼に現れた主のために

、そこに祭壇を築いた。 8彼はそこからベテルの東の山

に移って天幕を張った。西にはベテル、東にはアイがあ

った。そこに彼は主のために祭壇を築いて、主の名を呼

んだ。 9アブラムはなお進んでネゲブに移った。 10さて

、その地にききんがあったのでアブラムはエジプトに寄

留しようと、そこに下った。ききんがその地に激しかっ

たからである。 11エジプトにはいろうとして、そこに近

づいたとき、彼は妻サライに言った、「わたしはあなた

が美しい女であるのを知っています。 12それでエジプト

びとがあなたを見る時、これは彼の妻であると言ってわ

たしを殺し、あなたを生かしておくでしょう。 13どうか

あなたは、わたしの妹だと言ってください。そうすれば

わたしはあなたのおかげで無事であり、わたしの命はあ

なたによって助かるでしょう」。 14アブラムがエジプト

にはいった時エジプトびとはこの女を見て、たいそう美

しい人であるとし、 15またパロの高官たちも彼女を見て

パロの前でほめたので、女はパロの家に召し入れられた

。 16パロは彼女のゆえにアブラムを厚くもてなしたので

、アブラムは多くの羊、牛、雌雄のろば、男女の奴隷お

よび、らくだを得た。 17ところで主はアブラムの妻サラ

イのゆえに、激しい疫病をパロとその家に下された。 18

パロはアブラムを召し寄せて言った、「あなたはわたし
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になんという事をしたのですか。なぜ彼女が妻であるの

をわたしに告げなかったのですか。 19あなたはなぜ、彼

女はわたしの妹ですと言ったのですか。わたしは彼女を

妻にしようとしていました。さあ、あなたの妻はここに

います。連れて行ってください」。 20パロは彼の事につ

いて人々に命じ、彼とその妻およびそのすべての持ち物

を送り去らせた。

13アブラムは妻とすべての持ち物を携え、エジプトを
出て、ネゲブに上った。ロトも彼と共に上った。 2

アブラムは家畜と金銀に非常に富んでいた。 3彼はネゲ

ブから旅路を進めてベテルに向かい、ベテルとアイの間

の、さきに天幕を張った所に行った。 4すなわち彼が初

めに築いた祭壇の所に行き、その所でアブラムは主の名

を呼んだ。 5アブラムと共に行ったロトも羊、牛および

天幕を持っていた。 6その地は彼らをささえて共に住ま

せることができなかった。彼らの財産が多かったため、

共に住めなかったのである。 7アブラムの家畜の牧者た

ちとロトの家畜の牧者たちの間に争いがあった。そのこ

ろカナンびととペリジびとがその地に住んでいた。 8ア

ブラムはロトに言った、「わたしたちは身内の者です。

わたしとあなたの間にも、わたしの牧者たちとあなたの

牧者たちの間にも争いがないようにしましょう。 9全地

はあなたの前にあるではありませんか。どうかわたしと

別れてください。あなたが左に行けばわたしは右に行き

ます。あなたが右に行けばわたしは左に行きましょう」

。 10ロトが目を上げてヨルダンの低地をあまねく見わた

すと、主がソドムとゴモラを滅ぼされる前であったから

、ゾアルまで主の園のように、またエジプトの地のよう

に、すみずみまでよく潤っていた。 11そこでロトはヨル

ダンの低地をことごとく選びとって東に移った。こうし

て彼らは互に別れた。 12アブラムはカナンの地に住んだ

が、ロトは低地の町々に住み、天幕をソドムに移した。

13ソドムの人々はわるく、主に対して、はなはだしい罪

びとであった。 14ロトがアブラムに別れた後に、主はア

ブラムに言われた、「目をあげてあなたのいる所から北

、南、東、西を見わたしなさい。 15すべてあなたが見わ

たす地は、永久にあなたとあなたの子孫に与えます。 16

わたしはあなたの子孫を地のちりのように多くします。

もし人が地のちりを数えることができるなら、あなたの

子孫も数えられることができましょう。 17あなたは立っ

て、その地をたてよこに行き巡りなさい。わたしはそれ

をあなたに与えます」。 18アブラムは天幕を移してヘブ

ロンにあるマムレのテレビンの木のかたわらに住み、そ

の所で主に祭壇を築いた。

14シナルの王アムラペル、エラサルの王アリオク、エ
ラムの王ケダラオメルおよびゴイムの王テダルの世

に、 2これらの王はソドムの王ベラ、ゴモラの王ビルシ

ャ、アデマの王シナブ、ゼボイムの王セメベル、および

ベラすなわちゾアルの王と戦った。 3これら五人の王は

みな同盟してシデムの谷、すなわち塩の海に向かって行

った。 4すなわち彼らは十二年の間ケダラオメルに仕え

たが、十三年目にそむいたので、 5十四年目にケダラオ

メルは彼と連合した王たちと共にきて、アシタロテ・カ

ルナイムでレパイムびとを、ハムでズジびとを、シャベ

・キリアタイムでエミびとを撃ち、 6セイルの山地でホ

リびとを撃って、荒野のほとりにあるエル・パランに及

んだ。 7彼らは引き返してエン・ミシパテすなわちカデ

シへ行って、アマレクびとの国をことごとく撃ち、また

ハザゾン・タマルに住むアモリびとをも撃った。 8そこ

でソドムの王、ゴモラの王、アデマの王、ゼボイムの王

およびベラすなわちゾアルの王は出てシデムの谷で彼ら

に向かい、戦いの陣をしいた。 9すなわちエラムの王ケ

ダラオメル、ゴイムの王テダル、シナルの王アムラペル

、エラサルの王アリオクの四人の王に対する五人の王で

あった。 10シデムの谷にはアスファルトの穴が多かった

ので、ソドムの王とゴモラの王は逃げてそこに落ちたが

、残りの者は山にのがれた。 11そこで彼らはソドムとゴ

モラの財産と食料とをことごとく奪って去り、 12またソ

ドムに住んでいたアブラムの弟の子ロトとその財産を奪

って去った。 13時に、ひとりの人がのがれてきて、ヘブ

ルびとアブラムに告げた。この時アブラムはエシコルの

兄弟、またアネルの兄弟であるアモリびとマムレのテレ

ビンの木のかたわらに住んでいた。彼らはアブラムと同

盟していた。 14アブラムは身内の者が捕虜になったのを

聞き、訓練した家の子三百十八人を引き連れてダンまで

追って行き、 15そのしもべたちを分けて、夜かれらを攻

め、これを撃ってダマスコの北、ホバまで彼らを追った

。 16そして彼はすべての財産を取り返し、また身内の者

ロトとその財産および女たちと民とを取り返した。 17ア

ブラムがケダラオメルとその連合の王たちを撃ち破って

帰った時、ソドムの王はシャベの谷、すなわち王の谷に

出て彼を迎えた。 18その時、サレムの王メルキゼデクは

パンとぶどう酒とを持ってきた。彼はいと高き神の祭司

である。 19彼はアブラムを祝福して言った、「願わくは

天地の主なるいと高き神が、アブラムを祝福されるよう

に。 20願わくはあなたの敵をあなたの手に渡されたいと

高き神があがめられるように」。アブラムは彼にすべて

の物の十分の一を贈った。 21時にソドムの王はアブラム

に言った、「わたしには人をください。財産はあなたが

取りなさい」。 22アブラムはソドムの王に言った、「天

地の主なるいと高き神、主に手をあげて、わたしは誓い

ます。 23わたしは糸一本でも、くつひも一本でも、あな

たのものは何にも受けません。アブラムを富ませたのは

わたしだと、あなたが言わないように。 24ただし若者た

ちがすでに食べた物は別です。そしてわたしと共に行っ

た人々アネルとエシコルとマムレとにはその分を取らせ

なさい」。

15これらの事の後、主の言葉が幻のうちにアブラムに
臨んだ、「アブラムよ恐れてはならない、わたしは

あなたの盾である。あなたの受ける報いは、はなはだ大

きいであろう」。 2アブラムは言った、「主なる神よ、

わたしには子がなく、わたしの家を継ぐ者はダマスコの

エリエゼルであるのに、あなたはわたしに何をくださろ

うとするのですか」。 3アブラムはまた言った、「あな

たはわたしに子を賜わらないので、わたしの家に生れた

しもべが、あとつぎとなるでしょう」。 4この時、主の

言葉が彼に臨んだ、「この者はあなたのあとつぎとなる

べきではありません。あなたの身から出る者があとつぎ

となるべきです」。 5そして主は彼を外に連れ出して言

われた、「天を仰いで、星を数えることができるなら、

数えてみなさい」。また彼に言われた、「あなたの子孫

はあのようになるでしょう」。 6アブラムは主を信じた

。主はこれを彼の義と認められた。 7また主は彼に言わ

れた、「わたしはこの地をあなたに与えて、これを継が
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せようと、あなたをカルデヤのウルから導き出した主で

す」。 8彼は言った、「主なる神よ、わたしがこれを継

ぐのをどうして知ることができますか」。 9主は彼に言

われた、「三歳の雌牛と、三歳の雌やぎと、三歳の雄羊

と、山ばとと、家ばとのひなとをわたしの所に連れてき

なさい」。 10彼はこれらをみな連れてきて、二つに裂き

、裂いたものを互に向かい合わせて置いた。ただし、鳥

は裂かなかった。 11荒い鳥が死体の上に降りるとき、ア

ブラムはこれを追い払った。 12日の入るころ、アブラム

が深い眠りにおそわれた時、大きな恐ろしい暗やみが彼

に臨んだ。 13時に主はアブラムに言われた、「あなたは

よく心にとめておきなさい。あなたの子孫は他の国に旅

びととなって、その人々に仕え、その人々は彼らを四百

年の間、悩ますでしょう。 14しかし、わたしは彼らが仕

えたその国民をさばきます。その後かれらは多くの財産

を携えて出て来るでしょう。 15あなたは安らかに先祖の

もとに行きます。そして高齢に達して葬られるでしょう

。 16四代目になって彼らはここに帰って来るでしょう。

アモリびとの悪がまだ満ちないからです」。 17やがて日

は入り、暗やみになった時、煙の立つかまど、炎の出る

たいまつが、裂いたものの間を通り過ぎた。 18その日、

主はアブラムと契約を結んで言われた、「わたしはこの

地をあなたの子孫に与える。エジプトの川から、かの大

川ユフラテまで。 19すなわちケニびと、ケニジびと、カ

ドモニびと、 20ヘテびと、ペリジびと、レパイムびと、

21アモリびと、カナンびと、ギルガシびと、エブスびと

の地を与える」。

16アブラムの妻サライは子を産まなかった。彼女にひ
とりのつかえめがあった。エジプトの女で名をハガ

ルといった。 2サライはアブラムに言った、「主はわた

しに子をお授けになりません。どうぞ、わたしのつかえ

めの所におはいりください。彼女によってわたしは子を

もつことになるでしょう」。アブラムはサライの言葉を

聞きいれた。 3アブラムの妻サライはそのつかえめエジ

プトの女ハガルをとって、夫アブラムに妻として与えた

。これはアブラムがカナンの地に十年住んだ後であった

。 4彼はハガルの所にはいり、ハガルは子をはらんだ。

彼女は自分のはらんだのを見て、女主人を見下げるよう

になった。 5そこでサライはアブラムに言った、「わた

しが受けた害はあなたの責任です。わたしのつかえめを

あなたのふところに与えたのに、彼女は自分のはらんだ

のを見て、わたしを見下さげます。どうか、主があなた

とわたしの間をおさばきになるように」。 6アブラムは

サライに言った、「あなたのつかえめはあなたの手のう

ちにある。あなたの好きなように彼女にしなさい」。そ

してサライが彼女を苦しめたので、彼女はサライの顔を

避けて逃げた。 7主の使は荒野にある泉のほとり、すな

わちシュルの道にある泉のほとりで、彼女に会い、 8そ

して言った、「サライのつかえめハガルよ、あなたはど

こからきたのですか、またどこへ行くのですか」。彼女

は言った、「わたしは女主人サライの顔を避けて逃げて

いるのです」。 9主の使は彼女に言った、「あなたは女

主人のもとに帰って、その手に身を任せなさい」。 10主

の使はまた彼女に言った、「わたしは大いにあなたの子

孫を増して、数えきれないほどに多くしましょう」。 11

主の使はまた彼女に言った、「あなたは、みごもってい

ます。あなたは男の子を産むでしょう。名をイシマエル

と名づけなさい。主があなたの苦しみを聞かれたのです

。 12彼は野ろばのような人となり、その手はすべての人

に逆らい、すべての人の手は彼に逆らい、彼はすべての

兄弟に敵して住むでしょう」。 13そこで、ハガルは自分

に語られた主の名を呼んで、「あなたはエル・ロイです

」と言った。彼女が「ここでも、わたしを見ていられる

かたのうしろを拝めたのか」と言ったことによる。 14そ

れでその井戸は「ベエル・ラハイ・ロイ」と呼ばれた。

これはカデシとベレデの間にある。 15ハガルはアブラム

に男の子を産んだ。アブラムはハガルが産んだ子の名を

イシマエルと名づけた。 16ハガルがイシマエルをアブラ

ムに産んだ時、アブラムは八十六歳であった。

17アブラムの九十九歳の時、主はアブラムに現れて言
われた、「わたしは全能の神である。あなたはわた

しの前に歩み、全き者であれ。 2わたしはあなたと契約

を結び、大いにあなたの子孫を増すであろう」。 3アブ

ラムは、ひれ伏した。神はまた彼に言われた、 4「わた

しはあなたと契約を結ぶ。あなたは多くの国民の父とな

るであろう。 5あなたの名は、もはやアブラムとは言わ

れず、あなたの名はアブラハムと呼ばれるであろう。わ

たしはあなたを多くの国民の父とするからである。 6わ

たしはあなたに多くの子孫を得させ、国々の民をあなた

から起そう。また、王たちもあなたから出るであろう。

7わたしはあなた及び後の代々の子孫と契約を立てて、

永遠の契約とし、あなたと後の子孫との神となるであろ

う。 8わたしはあなたと後の子孫とにあなたの宿ってい

るこの地、すなわちカナンの全地を永久の所有として与

える。そしてわたしは彼らの神となるであろう」。 9神

はまたアブラハムに言われた、「あなたと後の子孫とは

共に代々わたしの契約を守らなければならない。あなた

がたのうち 10男子はみな割礼をうけなければならない。

これはわたしとあなたがた及び後の子孫との間のわたし

の契約であって、あなたがたの守るべきものである。 11

あなたがたは前の皮に割礼を受けなければならない。そ

れがわたしとあなたがたとの間の契約のしるしとなるで

あろう。 12あなたがたのうちの男子はみな代々、家に生

れた者も、また異邦人から銀で買い取った、あなたの子

孫でない者も、生れて八日目に割礼を受けなければなら

ない。 13あなたの家に生れた者も、あなたが銀で買い取

った者も必ず割礼を受けなければならない。こうしてわ

たしの契約はあなたがたの身にあって永遠の契約となる

であろう。 14割礼を受けない男子、すなわち前の皮を切

らない者はわたしの契約を破るゆえ、その人は民のうち

から断たれるであろう」。 15神はまたアブラハムに言わ

れた、「あなたの妻サライは、もはや名をサライといわ

ず、名をサラと言いなさい。 16わたしは彼女を祝福し、

また彼女によって、あなたにひとりの男の子を授けよう

。わたしは彼女を祝福し、彼女を国々の民の母としよう

。彼女から、もろもろの民の王たちが出るであろう」。

17アブラハムはひれ伏して笑い、心の中で言った、「百

歳の者にどうして子が生れよう。サラはまた九十歳にも

なって、どうして産むことができようか」。 18そしてア

ブラハムは神に言った、「どうかイシマエルがあなたの

前に生きながらえますように」。 19神は言われた、「い

や、あなたの妻サラはあなたに男の子を産むでしょう。

名をイサクと名づけなさい。わたしは彼と契約を立てて

、後の子孫のために永遠の契約としよう。 20またイシマ
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エルについてはあなたの願いを聞いた。わたしは彼を祝

福して多くの子孫を得させ、大いにそれを増すであろう

。彼は十二人の君たちを生むであろう。わたしは彼を大

いなる国民としよう。 21しかしわたしは来年の今ごろサ

ラがあなたに産むイサクと、わたしの契約を立てるであ

ろう」。 22神はアブラハムと語り終え、彼を離れて、の

ぼられた。 23アブラハムは神が自分に言われたように、

この日その子イシマエルと、すべて家に生れた者および

すべて銀で買い取った者、すなわちアブラハムの家の人

々のうち、すべての男子を連れてきて、前の皮に割礼を

施した。 24アブラハムが前の皮に割礼を受けた時は九十

九歳、 25その子イシマエルが前の皮に割礼を受けた時は

十三歳であった。 26この日アブラハムとその子イシマエ

ルは割礼を受けた。 27またその家の人々は家に生れた者

も、銀で異邦人から買い取った者も皆、彼と共に割礼を

受けた。

18主はマムレのテレビンの木のかたわらでアブラハム
に現れられた。それは昼の暑いころで、彼は天幕の

入口にすわっていたが、 2目を上げて見ると、三人の人

が彼に向かって立っていた。彼はこれを見て、天幕の入

口から走って行って彼らを迎え、地に身をかがめて、 3

言った、「わが主よ、もしわたしがあなたの前に恵みを

得ているなら、どうぞしもべを通り過ごさないでくださ

い。 4水をすこし取ってこさせますから、あなたがたは

足を洗って、この木の下でお休みください。 5わたしは

一口のパンを取ってきます。元気をつけて、それからお

出かけください。せっかくしもべの所においでになった

のですから」。彼らは言った、「お言葉どおりにしてく

ださい」。 6そこでアブラハムは急いで天幕に入り、サ

ラの所に行って言った、「急いで細かい麦粉三セヤをと

り、こねてパンを造りなさい」。 7アブラハムは牛の群

れに走って行き、柔らかな良い子牛を取って若者に渡し

たので、急いで調理した。 8そしてアブラハムは凝乳と

牛乳および子牛の調理したものを取って、彼らの前に供

え、木の下で彼らのかたわらに立って給仕し、彼らは食

事した。 9彼らはアブラハムに言った、「あなたの妻サ

ラはどこにおられますか」。彼は言った、「天幕の中で

す」。 10そのひとりが言った、「来年の春、わたしはか

ならずあなたの所に帰ってきましょう。その時、あなた

の妻サラには男の子が生れているでしょう」。サラはう

しろの方の天幕の入口で聞いていた。 11さてアブラハム

とサラとは年がすすみ、老人となり、サラは女の月のも

のが、すでに止まっていた。 12それでサラは心の中で笑

って言った、「わたしは衰え、主人もまた老人であるの

に、わたしに楽しみなどありえようか」。 13主はアブラ

ハムに言われた、「なぜサラは、わたしは老人であるの

に、どうして子を産むことができようかと言って笑った

のか。 14主にとって不可能なことがありましょうか。来

年の春、定めの時に、わたしはあなたの所に帰ってきま

す。そのときサラには男の子が生れているでしょう」。

15サラは恐れたので、これを打ち消して言った、「わた

しは笑いません」。主は言われた、「いや、あなたは笑

いました」。 16その人々はそこを立ってソドムの方に向

かったので、アブラハムは彼らを見送って共に行った。

17時に主は言われた、「わたしのしようとする事をアブ

ラハムに隠してよいであろうか。 18アブラハムは必ず大

きな強い国民となって、地のすべての民がみな、彼によ

って祝福を受けるのではないか。 19わたしは彼が後の子

らと家族とに命じて主の道を守らせ、正義と公道とを行

わせるために彼を知ったのである。これは主がかつてア

ブラハムについて言った事を彼の上に臨ませるためであ

る」。 20主はまた言われた、「ソドムとゴモラの叫びは

大きく、またその罪は非常に重いので、 21わたしはいま

下って、わたしに届いた叫びのとおりに、すべて彼らが

おこなっているかどうかを見て、それを知ろう」。 22そ

の人々はそこから身を巡らしてソドムの方に行ったが、

アブラハムはなお、主の前に立っていた。 23アブラハム

は近寄って言った、「まことにあなたは正しい者を、悪

い者と一緒に滅ぼされるのですか。 24たとい、あの町に

五十人の正しい者があっても、あなたはなお、その所を

滅ぼし、その中にいる五十人の正しい者のためにこれを

ゆるされないのですか。 25正しい者と悪い者とを一緒に

殺すようなことを、あなたは決してなさらないでしょう

。正しい者と悪い者とを同じようにすることも、あなた

は決してなさらないでしょう。全地をさばく者は公義を

行うべきではありませんか」。 26主は言われた、「もし

ソドムで町の中に五十人の正しい者があったら、その人

々のためにその所をすべてゆるそう」。 27アブラハムは

答えて言った、「わたしはちり灰に過ぎませんが、あえ

てわが主に申します。 28もし五十人の正しい者のうち五

人欠けたなら、その五人欠けたために町を全く滅ぼされ

ますか」。主は言われた、「もしそこに四十五人いたら

、滅ぼさないであろう」。 29アブラハムはまた重ねて主

に言った、「もしそこに四十人いたら」。主は言われた

、「その四十人のために、これをしないであろう」。 30

アブラハムは言った、「わが主よ、どうかお怒りになら

ぬよう。わたしは申します。もしそこに三十人いたら」

。主は言われた、「そこに三十人いたら、これをしない

であろう」。 31アブラハムは言った、「いまわたしはあ

えてわが主に申します。もしそこに二十人いたら」。主

は言われた、「わたしはその二十人のために滅ぼさない

であろう」。 32アブラハムは言った、「わが主よ、どう

かお怒りにならぬよう。わたしはいま一度申します、も

しそこに十人いたら」。主は言われた、「わたしはその

十人のために滅ぼさないであろう」。 33主はアブラハム

と語り終り、去って行かれた。アブラハムは自分の所に

帰った。

19そのふたりのみ使は夕暮にソドムに着いた。そのと
きロトはソドムの門にすわっていた。ロトは彼らを

見て、立って迎え、地に伏して、 2言った、「わが主よ

、どうぞしもべの家に立寄って足を洗い、お泊まりくだ

さい。そして朝早く起きてお立ちください」。彼らは言

った、「いや、われわれは広場で夜を過ごします」。 3

しかしロトがしいて勧めたので、彼らはついに彼の所に

寄り、家にはいった。ロトは彼らのためにふるまいを設

け、種入れぬパンを焼いて食べさせた。 4ところが彼ら

の寝ないうちに、ソドムの町の人々は、若い者も老人も

、民がみな四方からきて、その家を囲み、 5ロトに叫ん

で言った、「今夜おまえの所にきた人々はどこにいるか

。それをここに出しなさい。われわれは彼らを知るであ

ろう」。 6ロトは入口におる彼らの所に出て行き、うし

ろの戸を閉じて、 7言った、「兄弟たちよ、どうか悪い

事はしないでください。 8わたしにまだ男を知らない娘

がふたりあります。わたしはこれをあなたがたに、さし
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出しますから、好きなようにしてください。ただ、わた

しの屋根の下にはいったこの人たちには、何もしないで

ください」。 9彼らは言った、「退け」。また言った、

「この男は渡ってきたよそ者であるのに、いつも、さば

きびとになろうとする。それで、われわれは彼らに加え

るよりも、おまえに多くの害を加えよう」。彼らはロト

の身に激しく迫り、進み寄って戸を破ろうとした。 10そ

の時、かのふたりは手を伸べてロトを家の内に引き入れ

、戸を閉じた。 11そして家の入口におる人々を、老若の

別なく打って目をくらましたので、彼らは入口を捜すの

に疲れた。 12ふたりはロトに言った、「ほかにあなたの

身内の者がここにおりますか。あなたのむこ、むすこ、

娘およびこの町におるあなたの身内の者を、皆ここから

連れ出しなさい。 13われわれがこの所を滅ぼそうとして

いるからです。人々の叫びが主の前に大きくなり、主は

この所を滅ぼすために、われわれをつかわされたのです

」。 14そこでロトは出て行って、その娘たちをめとるむ

こたちに告げて言った、「立ってこの所から出なさい。

主がこの町を滅ぼされます」。しかしそれはむこたちに

は戯むれごとに思えた。 15夜が明けて、み使たちはロト

を促して言った 「立って、ここにいるあなたの妻とふた

りの娘とを連れ出しなさい。そうしなければ、あなたも

この町の不義のために滅ぼされるでしょう」。 16彼はた

めらっていたが、主は彼にあわれみを施されたので、か

のふたりは彼の手と、その妻の手と、ふたりの娘の手を

取って連れ出し、町の外に置いた。 17彼らを外に連れ出

した時そのひとりは言った、「のがれて、自分の命を救

いなさい。うしろをふりかえって見てはならない。低地

にはどこにも立ち止まってはならない。山にのがれなさ

い。そうしなければ、あなたは滅びます」。 18ロトは彼

らに言った、「わが主よ、どうか、そうさせないでくだ

さい。 19しもべはすでにあなたの前に恵みを得ました。

あなたはわたしの命を救って、大いなるいつくしみを施

されました。しかしわたしは山まではのがれる事ができ

ません。災が身に追い迫ってわたしは死ぬでしょう。 20

あの町をごらんなさい。逃げていくのに近く、また小さ

い町です。どうかわたしをそこにのがれさせてください

。それは小さいではありませんか。そうすればわたしの

命は助かるでしょう」。 21み使は彼に言った、「わたし

はこの事でもあなたの願いをいれて、あなたの言うその

町は滅ぼしません。 22急いでそこへのがれなさい。あな

たがそこに着くまでは、わたしは何事もすることができ

ません」。これによって、その町の名はゾアルと呼ばれ

た。 23ロトがゾアルに着いた時、日は地の上にのぼった

。 24主は硫黄と火とを主の所すなわち天からソドムとゴ

モラの上に降らせて、 25これらの町と、すべての低地と

、その町々のすべての住民と、その地にはえている物を

、ことごとく滅ぼされた。 26しかしロトの妻はうしろを

顧みたので塩の柱になった。 27アブラハムは朝早く起き

、さきに主の前に立った所に行って、 28ソドムとゴモラ

の方、および低地の全面をながめると、その地の煙が、

かまどの煙のように立ちのぼっていた。 29こうして神が

低地の町々をこぼたれた時、すなわちロトの住んでいた

町々を滅ぼされた時、神はアブラハムを覚えて、その滅

びの中からロトを救い出された。 30ロトはゾアルを出て

上り、ふたりの娘と共に山に住んだ。ゾアルに住むのを

恐れたからである。彼はふたりの娘と共に、ほら穴の中

に住んだ。 31時に姉が妹に言った、「わたしたちの父は

老い、またこの地には世のならわしのように、わたした

ちの所に来る男はいません。 32さあ、父に酒を飲ませ、

共に寝て、父によって子を残しましょう」。 33彼女たち

はその夜、父に酒を飲ませ、姉がはいって父と共に寝た

。ロトは娘が寝たのも、起きたのも知らなかった。 34あ

くる日、姉は妹に言った、「わたしは昨夜、父と寝まし

た。わたしたちは今夜もまた父に酒を飲ませましょう。

そしてあなたがはいって共に寝なさい。わたしたちは父

によって子を残しましょう」。 35彼らはその夜もまた父

に酒を飲ませ、妹が行って父と共に寝た。ロトは娘の寝

たのも、起きたのも知らなかった。 36こうしてロトのふ

たりの娘たちは父によってはらんだ。 37姉娘は子を産み

、その名をモアブと名づけた。これは今のモアブびとの

先祖である。 38妹もまた子を産んで、その名をベニアン

ミと名づけた。これは今のアンモンびとの先祖である。

20アブラハムはそこからネゲブの地に移って、カデシ
とシュルの間に住んだ。彼がゲラルにとどまってい

た時、 2アブラハムは妻サラのことを、「これはわたし

の妹です」と言ったので、ゲラルの王アビメレクは、人

をつかわしてサラを召し入れた。 3ところが神は夜の夢

にアビメレクに臨んで言われた、「あなたは召し入れた

あの女のゆえに死なねばならない。彼女は夫のある身で

ある」。 4アビメレクはまだ彼女に近づいていなかった

ので言った、「主よ、あなたは正しい民でも殺されるの

ですか。 5彼はわたしに、これはわたしの妹ですと言っ

たではありませんか。また彼女も自分で、彼はわたしの

兄ですと言いました。わたしは心も清く、手もいさぎよ

く、このことをしました」。 6神はまた夢で彼に言われ

た、「そうです、あなたが清い心をもってこのことをし

たのを知っていたから、わたしもあなたを守って、わた

しに対して罪を犯させず、彼女にふれることを許さなか

ったのです。 7いま彼の妻を返しなさい。彼は預言者で

すから、あなたのために祈って、命を保たせるでしょう

。もし返さないなら、あなたも身内の者もみな必ず死ぬ

と知らなければなりません」。 8そこでアビメレクは朝

早く起き、しもべたちをことごとく召し集めて、これら

の事をみな語り聞かせたので、人々は非常に恐れた。 9

そしてアビメレクはアブラハムを召して言った、「あな

たはわれわれに何をするのですか。あなたに対してわた

しがどんな罪を犯したために、あなたはわたしとわたし

の国とに、大きな罪を負わせるのですか。あなたはして

はならぬことをわたしにしたのです」。 10アビメレクは

またアブラハムに言った、「あなたはなんと思って、こ

の事をしたのですか」。 11アブラハムは言った、「この

所には神を恐れるということが、まったくないので、わ

たしの妻のゆえに人々がわたしを殺すと思ったからです

。 12また彼女はほんとうにわたしの妹なのです。わたし

の父の娘ですが、母の娘ではありません。そして、わた

しの妻になったのです。 13神がわたしに父の家を離れて

、行き巡らせた時、わたしは彼女に、あなたはわたした

ちの行くさきざきでわたしを兄であると言ってください

。これはあなたがわたしに施す恵みであると言いました

」。 14そこでアビメレクは羊、牛および男女の奴隷を取

ってアブラハムに与え、その妻サラを彼に返した。 15そ

してアビメレクは言った、「わたしの地はあなたの前に

あります。あなたの好きな所に住みなさい」。 16またサ

ラに言った、「わたしはあなたの兄に銀千シケルを与え
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ました。これはあなたの身に起ったすべての事について

、あなたに償いをするものです。こうしてすべての人に

あなたは正しいと認められます」。 17そこでアブラハム

は神に祈った。神はアビメレクとその妻および、はした

めたちをいやされたので、彼らは子を産むようになった

。 18これは主がさきにアブラハムの妻サラのゆえに、ア

ビメレクの家のすべての者の胎を、かたく閉ざされたか

らである。

21主は、さきに言われたようにサラを顧み、告げられ
たようにサラに行われた。 2サラはみごもり、神が

アブラハムに告げられた時になって、年老いたアブラハ

ムに男の子を産んだ。 3アブラハムは生れた子、サラが

産んだ男の子の名をイサクと名づけた。 4アブラハムは

神が命じられたように八日目にその子イサクに割礼を施

した。 5アブラハムはその子イサクが生れた時百歳であ

った。 6そしてサラは言った、「神はわたしを笑わせて

くださった。聞く者は皆わたしのことで笑うでしょう」

。 7また言った、「サラが子に乳を飲ませるだろうと、

だれがアブラハムに言い得たであろう。それなのに、わ

たしは彼が年とってから、子を産んだ」。 8さて、おさ

なごは育って乳離れした。イサクが乳離れした日にアブ

ラハムは盛んなふるまいを設けた。 9サラはエジプトの

女ハガルのアブラハムに産んだ子が、自分の子イサクと

遊ぶのを見て、 10アブラハムに言った、「このはしため

とその子を追い出してください。このはしための子はわ

たしの子イサクと共に、世継となるべき者ではありませ

ん」。 11この事で、アブラハムはその子のために非常に

心配した。 12神はアブラハムに言われた、「あのわらべ

のため、またあなたのはしためのために心配することは

ない。サラがあなたに言うことはすべて聞きいれなさい

。イサクに生れる者が、あなたの子孫と唱えられるから

です。 13しかし、はしための子もあなたの子ですから、

これをも、一つの国民とします」。 14そこでアブラハム

は明くる朝はやく起きて、パンと水の皮袋とを取り、ハ

ガルに与えて、肩に負わせ、その子を連れて去らせた。

ハガルは去ってベエルシバの荒野にさまよった。 15やが

て皮袋の水が尽きたので、彼女はその子を木の下におき

、 16「わたしはこの子の死ぬのを見るに忍びない」と言

って、矢の届くほど離れて行き、子供の方に向いてすわ

った。彼女が子供の方に向いてすわったとき、子供は声

をあげて泣いた。 17神はわらべの声を聞かれ、神の使は

天からハガルを呼んで言った、「ハガルよ、どうしたの

か。恐れてはいけない。神はあそこにいるわらべの声を

聞かれた。 18立って行き、わらべを取り上げてあなたの

手に抱きなさい。わたしは彼を大いなる国民とするであ

ろう」。 19神がハガルの目を開かれたので、彼女は水の

井戸のあるのを見た。彼女は行って皮袋に水を満たし、

わらべに飲ませた。 20神はわらべと共にいまし、わらべ

は成長した。彼は荒野に住んで弓を射る者となった。 21

彼はパランの荒野に住んだ。母は彼のためにエジプトの

国から妻を迎えた。 22そのころアビメレクとその軍勢の

長ピコルはアブラハムに言った、「あなたが何事をなさ

っても、神はあなたと共におられる。 23それゆえ、今こ

こでわたしをも、わたしの子をも、孫をも欺かないと、

神をさしてわたしに誓ってください。わたしがあなたに

親切にしたように、あなたもわたしと、このあなたの寄

留の地とに、しなければなりません」。 24アブラハムは

言った、「わたしは誓います」。 25アブラハムはアビメ

レクの家来たちが、水の井戸を奪い取ったことについて

アビメルクを責めた。 26しかしアビメレクは言った、「

だれがこの事をしたかわたしは知りません。あなたもわ

たしに告げたことはなく、わたしもきょうまで聞きませ

んでした」。 27そこでアブラハムは羊と牛とを取ってア

ビメレクに与え、ふたりは契約を結んだ。 28アブラハム

が雌の小羊七頭を分けて置いたところ、 29アビメレクは

アブラハムに言った、「あなたがこれらの雌の小羊七頭

を分けて置いたのは、なんのためですか」。 30アブラハ

ムは言った、「あなたはわたしの手からこれらの雌の小

羊七頭を受け取って、わたしがこの井戸を掘ったことの

証拠としてください」。 31これによってその所をベエル

シバと名づけた。彼らがふたりそこで誓いをしたからで

ある。 32このように彼らはベエルシバで契約を結び、ア

ビメレクとその軍勢の長ピコルは立ってペリシテの地に

帰った。 33アブラハムはベエルシバに一本のぎょりゅう

の木を植え、その所で永遠の神、主の名を呼んだ。 34こ

うしてアブラハムは長い間ペリシテびとの地にとどまっ

た。

22これらの事の後、神はアブラハムを試みて彼に言わ
れた、「アブラハムよ」。彼は言った、「ここにお

ります」。 2神は言われた、「あなたの子、あなたの愛

するひとり子イサクを連れてモリヤの地に行き、わたし

が示す山で彼を燔祭としてささげなさい」。 3アブラハ

ムは朝はやく起きて、ろばにくらを置き、ふたりの若者

と、その子イサクとを連れ、また燔祭のたきぎを割り、

立って神が示された所に出かけた。 4三日目に、アブラ

ハムは目をあげて、はるかにその場所を見た。 5そこで

アブラハムは若者たちに言った、「あなたがたは、ろば

と一緒にここにいなさい。わたしとわらべは向こうへ行

って礼拝し、そののち、あなたがたの所に帰ってきます

」。 6アブラハムは燔祭のたきぎを取って、その子イサ

クに負わせ、手に火と刃物とを執って、ふたり一緒に行

った。 7やがてイサクは父アブラハムに言った、「父よ

」。彼は答えた、「子よ、わたしはここにいます」。イ

サクは言った、「火とたきぎとはありますが、燔祭の小

羊はどこにありますか」。 8アブラハムは言った、「子

よ、神みずから燔祭の小羊を備えてくださるであろう」

。こうしてふたりは一緒に行った。 9彼らが神の示され

た場所にきたとき、アブラハムはそこに祭壇を築き、た

きぎを並べ、その子イサクを縛って祭壇のたきぎの上に

載せた。 10そしてアブラハムが手を差し伸べ、刃物を執

ってその子を殺そうとした時、 11主の使が天から彼を呼

んで言った、「アブラハムよ、アブラハムよ」。彼は答

えた、「はい、ここにおります」。 12み使が言った、「

わらべを手にかけてはならない。また何も彼にしてはな

らない。あなたの子、あなたのひとり子をさえ、わたし

のために惜しまないので、あなたが神を恐れる者である

ことをわたしは今知った」。 13この時アブラハムが目を

あげて見ると、うしろに、角をやぶに掛けている一頭の

雄羊がいた。アブラハムは行ってその雄羊を捕え、それ

をその子のかわりに燔祭としてささげた。 14それでアブ

ラハムはその所の名をアドナイ・エレと呼んだ。これに

より、人々は今日もなお「主の山に備えあり」と言う。

15主の使は再び天からアブラハムを呼んで、 16言った、

「主は言われた、『わたしは自分をさして誓う。あなた
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がこの事をし、あなたの子、あなたのひとり子をも惜し

まなかったので、 17わたしは大いにあなたを祝福し、大

いにあなたの子孫をふやして、天の星のように、浜べの

砂のようにする。あなたの子孫は敵の門を打ち取り、 18

また地のもろもろの国民はあなたの子孫によって祝福を

得るであろう。あなたがわたしの言葉に従ったからであ

る』」。 19アブラハムは若者たちの所に帰り、みな立っ

て、共にベエルシバへ行った。そしてアブラハムはベエ

ルシバに住んだ。 20これらの事の後、ある人がアブラハ

ムに告げて言った、「ミルカもまたあなたの兄弟ナホル

に子どもを産みました。 21長男はウヅ、弟はブズ、次は

アラムの父ケムエル、 22次はケセデ、ハゾ、ピルダシ、

エデラフ、ベトエルです」。 23ベトエルの子はリベカで

あって、これら八人はミルカがアブラハムの兄弟ナホル

に産んだのである。 24ナホルのそばめで、名をルマとい

う女もまたテバ、ガハム、タハシおよびマアカを産んだ

。

23サラの一生は百二十七年であった。これがサラの生
きながらえた年である。 2サラはカナンの地のキリ

アテ・アルバすなわちヘブロンで死んだ。アブラハムは

中にはいってサラのために悲しみ泣いた。 3アブラハム

は死人のそばから立って、ヘテの人々に言った、 4「わ

たしはあなたがたのうちの旅の者で寄留者ですが、わた

しの死人を出して葬るため、あなたがたのうちにわたし

の所有として一つの墓地をください」。 5ヘテの人々は

アブラハムに答えて言った、 6「わが主よ、お聞きなさ

い。あなたはわれわれのうちにおられて、神のような主

君です。われわれの墓地の最も良い所にあなたの死人を

葬りなさい。その墓地を拒んで、あなたにその死人を葬

らせない者はわれわれのうちには、ひとりもないでしょ

う」。 7アブラハムは立ちあがり、その地の民ヘテの人

々に礼をして、 8彼らに言った、「もしわたしの死人を

葬るのに同意されるなら、わたしの願いをいれて、わた

しのためにゾハルの子エフロンに頼み、 9彼が持ってい

る畑の端のマクペラのほら穴をじゅうぶんな代価でわた

しに与え、あなたがたのうちに墓地を持たせてください

」。 10時にエフロンはヘテの人々のうちにすわっていた

。そこでヘテびとエフロンはヘテの人々、すなわちすべ

てその町の門にはいる人々の聞いているところで、アブ

ラハムに答えて言った、 11「いいえ、わが主よ、お聞き

なさい。わたしはあの畑をあなたにさしあげます。また

その中にあるほら穴もさしあげます。わたしの民の人々

の前で、それをさしあげます。あなたの死人を葬りなさ

い」。 12アブラハムはその地の民の前で礼をし、 13そ

の地の民の聞いているところでエフロンに言った、「あ

なたがそれを承諾されるなら、お聞きなさい。わたしは

その畑の代価を払います。お受け取りください。わたし

の死人をそこに葬りましょう」。 14エフロンはアブラハ

ムに答えて言った、 15「わが主よ、お聞きなさい。あの

地は銀四百シケルですが、これはわたしとあなたの間で

、なにほどのことでしょう。あなたの死人を葬りなさい

」。 16そこでアブラハムはエフロンの言葉にしたがい、

エフロンがヘテの人々の聞いているところで言った銀、

すなわち商人の通用銀四百シケルを量ってエフロンに与

えた。 17こうしてマムレの前のマクペラにあるエフロン

の畑は、畑も、その中のほら穴も、畑の中およびその周

囲の境にあるすべての木も皆、 18ヘテの人々の前、すな

わちその町の門にはいるすべての人々の前で、アブラハ

ムの所有と決まった。 19その後、アブラハムはその妻サ

ラをカナンの地にあるマムレ、すなわちヘブロンの前の

マクペラの畑のほら穴に葬った。 20このように畑とその

中にあるほら穴とはヘテの人々によってアブラハムの所

有の墓地と定められた。

24アブラハムは年が進んで老人となった。主はすべて
の事にアブラハムを恵まれた。 2さてアブラハムは

所有のすべてを管理させていた家の年長のしもべに言っ

た、「あなたの手をわたしのももの下に入れなさい。 3

わたしはあなたに天地の神、主をさして誓わせる。あな

たはわたしが今一緒に住んでいるカナンびとのうちから

、娘をわたしの子の妻にめとってはならない。 4あなた

はわたしの国へ行き、親族の所へ行って、わたしの子イ

サクのために妻をめとらなければならない」。 5しもべ

は彼に言った、「もしその女がわたしについてこの地に

来ることを好まない時は、わたしはあなたの子をあなた

の出身地に連れ帰るべきでしょうか」。 6アブラハムは

彼に言った、「わたしの子は決して向こうへ連れ帰って

はならない。 7天の神、主はわたしを父の家、親族の地

から導き出してわたしに語り、わたしに誓って、おまえ

の子孫にこの地を与えると言われた。主は、み使をあな

たの前につかわされるであろう。あなたはあそこからわ

たしの子に妻をめとらねばならない。 8けれどもその女

があなたについて来ることを好まないなら、あなたはこ

の誓いを解かれる。ただわたしの子を向こうへ連れ帰っ

てはならない」。 9そこでしもべは手を主人アブラハム

のももの下に入れ、この事について彼に誓った。 10しも

べは主人のらくだのうちから十頭のらくだを取って出か

けた。すなわち主人のさまざまの良い物を携え、立って

アラム・ナハライムにむかい、ナホルの町へ行った。 11

彼はらくだを町の外の、水の井戸のそばに伏させた。時

は夕暮で、女たちが水をくみに出る時刻であった。 12彼

は言った、「主人アブラハムの神、主よ、どうか、きょ

う、わたしにしあわせを授け、主人アブラハムに恵みを

施してください。 13わたしは泉のそばに立っています。

町の人々の娘たちが水をくみに出てきたとき、 14娘に向

かって『お願いです、あなたの水がめを傾けてわたしに

飲ませてください』と言い、娘が答えて、『お飲みくだ

さい。あなたのらくだにも飲ませましょう』と言ったな

ら、その者こそ、あなたがしもべイサクのために定めら

れた者ということにしてください。わたしはこれによっ

て、あなたがわたしの主人に恵みを施されることを知り

ましょう」。 15彼がまだ言い終らないうちに、アブラハ

ムの兄弟ナホルの妻ミルカの子ベトエルの娘リベカが、

水がめを肩に載せて出てきた。 16その娘は非常に美しく

、男を知らぬ処女であった。彼女が泉に降りて、水がめ

を満たし、上がってきた時、 17しもべは走り寄って、彼

女に会って言った、「お願いです。あなたの水がめの水

を少し飲ませてください」。 18すると彼女は「わが主よ

、お飲みください」と言って、急いで水がめを自分の手

に取りおろして彼に飲ませた。 19飲ませ終って、彼女は

言った、「あなたのらくだもみな飲み終るまで、わたし

は水をくみましょう」。 20彼女は急いでかめの水を水ぶ

ねにあけ、再び水をくみに井戸に走って行って、すべて

のらくだのために水をくんだ。 21その間その人は主が彼

の旅の祝福されるか、どうかを知ろうと、黙って彼女を
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見つめていた。 22らくだが飲み終ったとき、その人は重

さ半シケルの金の鼻輪一つと、重さ十シケルの金の腕輪

二つを取って、 23言った、「あなたはだれの娘か、わた

しに話してください。あなたの父の家にわたしどもの泊

まる場所がありましょうか」。 24彼女は彼に言った、「

わたしはナホルの妻ミルカの子ベトエルの娘です」。 25

また彼に言った、「わたしどもには、わらも、飼葉もた

くさんあります。また泊まる場所もあります」。 26その

人は頭を下げ、主を拝して、 27言った、「主人アブラハ

ムの神、主はほむべきかな。主はわたしの主人にいつく

しみと、まこととを惜しまれなかった。そして主は旅に

あるわたしを主人の兄弟の家に導かれた」。 28娘は走っ

て行って、母の家のものにこれらの事を告げた。 29リベ

カにひとりの兄があって、名をラバンといった。ラバン

は泉のそばにいるその人の所へ走って行った。 30彼は鼻

輪と妹の手にある腕輪とを見、また妹リベカが「その人

はわたしにこう言った」というのを聞いて、その人の所

へ行ってみると、その人は泉のほとりで、らくだのそば

に立っていた。 31そこでその人に言った、「主に祝福さ

れた人よ、おはいりください。なぜ外に立っておられま

すか。わたしは家を準備し、らくだのためにも場所を準

備しておきました」。 32その人は家にはいった。ラバン

はらくだの荷を解いて、わらと飼葉をらくだに与え、ま

た水を与えてその人の足と、その従者たちの足を洗わせ

た。 33そして彼の前に食物を供えたが、彼は言った、「

わたしは用向きを話すまでは食べません」。ラバンは言

った、「お話しください」。 34そこで彼は言った、「わ

たしはアブラハムのしもべです。 35主はわたしの主人を

大いに祝福して、大いなる者とされました。主はまた彼

に羊、牛、銀、金、男女の奴隷、らくだ、ろばを与えら

れました。 36主人の妻サラは年老いてから、主人に男の

子を産みました。主人はその所有を皆これに与えました

。 37ところで主人はわたしに誓わせて言いました、『わ

たしの住んでいる地のカナンびとの娘を、わたしの子の

妻にめとってはならない。 38おまえはわたしの父の家、

親族の所へ行って、わたしの子に妻をめとらなければな

らない』。 39わたしは主人に言いました、『もしその女

がわたしについてこない時はどういたしましょうか』。

40主人はわたしに言いました、『わたしの仕えている主

は、み使をおまえと一緒につかわして、おまえの旅にさ

いわいを与えられるであろう。おまえはわたしの親族、

わたしの父の家からわたしの子に妻をめとらなければな

らない。 41そのとき、おまえはわたしにした誓いから解

かれるであろう。またおまえがわたしの親族に行く時、

彼らがおまえにその娘を与えないなら、おまえはわたし

にした誓いから解かれるであろう』。 42わたしはきょう

、泉のところにきて言いました、『主人アブラハムの神

、主よ、どうか今わたしのゆく道にさいわいを与えてく

ださい。 43わたしはこの泉のそばに立っていますが、水

をくみに出てくる娘に向かって、「お願いです。あなた

の水がめの水を少し飲ませてください」と言い、 44「お

飲みください。あなたのらくだのためにも、くみましょ

う」とわたしに言うなら、その娘こそ、主がわたしの主

人の子のために定められた女ということにしてください

』。 45わたしが心のうちでそう言い終らないうちに、リ

ベカが水がめを肩に載せて出てきて、水をくみに泉に降

りたので、わたしは『お願いです、飲ませてください』

と言いますと、 46彼女は急いで水がめを肩からおろし、

『お飲みください。わたしはあなたのらくだにも飲ませ

ましょう』と言いました。それでわたしは飲みましたが

、彼女はらくだにも飲ませました。 47わたしは彼女に尋

ねて、『あなたはだれの娘ですか』と言いますと、『ナ

ホルとその妻ミルカの子ベトエルの娘です』と答えまし

た。そこでわたしは彼女の鼻に鼻輪をつけ、手に腕輪を

つけました。 48そしてわたしは頭をさげて主を拝し、主

人アブラハムの神、主をほめたたえました。主は主人の

兄弟の娘を子にめとらせようと、わたしを正しい道に導

かれたからです。 49あなたがたが、もしわたしの主人に

いつくしみと、まことを尽そうと思われるなら、そうと

わたしにお話しください。そうでなければ、そうでない

とお話しください。それによってわたしは右か左に決め

ましょう」。 50ラバンとベトエルは答えて言った、「こ

の事は主から出たことですから、わたしどもはあなたに

よしあしを言うことができません。 51リベカがここにお

りますから連れて行って、主が言われたように、あなた

の主人の子の妻にしてください」。 52アブラハムのしも

べは彼らの言葉を聞いて、地に伏し、主を拝した。 53そ

してしもべは銀の飾りと、金の飾り、および衣服を取り

出してリベカに与え、その兄と母とにも価の高い品々を

与えた。 54彼と従者たちは飲み食いして宿ったが、あく

る朝彼らが起きた時、しもべは言った、「わたしを主人

のもとに帰らせてください」。 55リベカの兄と母とは言

った、「娘は数日、少なくとも十日、わたしどもと共に

いて、それから行かせましょう」。 56しもべは彼らに言

った、「主はわたしの道にさいわいを与えられましたか

ら、わたしを引きとめずに、主人のもとに帰らせてくだ

さい」。 57彼らは言った、「娘を呼んで聞いてみましょ

う」。 58彼らはリベカを呼んで言った、「あなたはこの

人と一緒に行きますか」。彼女は言った、「行きます」

。 59そこで彼らは妹リベカと、そのうばと、アブラハム

のしもべと、その従者とを送り去らせた。 60彼らはリベ

カを祝福して彼女に言った、「妹よ、あなたは、ちよろ

ずの人の母となれ。あなたの子孫はその敵の門を打ち取

れ」。 61リベカは立って侍女たちと共にらくだに乗り、

その人に従って行った。しもべはリベカを連れて立ち去

った。 62さてイサクはベエル・ラハイ・ロイからきて、

ネゲブの地に住んでいた。 63イサクは夕暮、野に出て歩

いていたが、目をあげて、らくだの来るのを見た。 64リ

ベカは目をあげてイサクを見、らくだからおりて、 65し

もべに言った、「わたしたちに向かって、野を歩いて来

るあの人はだれでしょう」。しもべは言った、「あれは

わたしの主人です」。するとリベカは、被衣で身をおお

った。 66しもべは自分がしたことのすべてをイサクに話

した。 67イサクはリベカを天幕に連れて行き、リベカを

めとって妻とし、彼女を愛した。こうしてイサクは母の

死後、慰めを得た。

25アブラハムは再び妻をめとった。名をケトラという
。 2彼女はジムラン、ヨクシャン、メダン、ミデア

ン、イシバクおよびシュワを産んだ。 3ヨクシャンの子

はシバとデダン。デダンの子孫はアシュリびと、レトシ

びと、レウミびとである。 4ミデアンの子孫はエパ、エ

ペル、ヘノク、アビダ、エルダアであって、これらは皆

ケトラの子孫であった。 5アブラハムはその所有をこと

ごとくイサクに与えた。 6またそのそばめたちの子らに

もアブラハムは物を与え、なお生きている間に彼らをそ
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の子イサクから離して、東の方、東の国に移らせた。 7

アブラハムの生きながらえた年は百七十五年である。 8

アブラハムは高齢に達し、老人となり、年が満ちて息絶

え、死んでその民に加えられた。 9その子イサクとイシ

マエルは彼をヘテびとゾハルの子エフロンの畑にあるマ

クペラのほら穴に葬った。これはマムレの向かいにあり

、 10アブラハムがヘテの人々から、買い取った畑であっ

て、そこにアブラハムとその妻サラが葬られた。 11アブ

ラハムが死んだ後、神はその子イサクを祝福された。イ

サクはベエル・ラハイ・ロイのほとりに住んだ。 12サラ

のつかえめエジプトびとハガルがアブラハムに産んだア

ブラハムの子イシマエルの系図は次のとおりである。 13

イシマエルの子らの名を世代にしたがって、その名をい

えば次のとおりである。すなわちイシマエルの長子はネ

バヨテ、次はケダル、アデビエル、ミブサム、 14ミシマ

、ドマ、マッサ、 15ハダデ、テマ、エトル、ネフシ、ケ

デマ。 16これはイシマエルの子らであり、村と宿営とに

よる名であって、その氏族による十二人の君たちである

。 17イシマエルのよわいは百三十七年である。彼は息絶

えて死に、その民に加えられた。 18イシマエルの子らは

ハビラからエジプトの東、シュルまでの間に住んで、ア

シュルに及んだ。イシマエルはすべての兄弟の東に住ん

だ。 19アブラハムの子イサクの系図は次のとおりである

。アブラハムの子はイサクであって、 20イサクは四十歳

の時、パダンアラムのアラムびとベトエルの娘で、アラ

ムびとラバンの妹リベカを妻にめとった。 21イサクは妻

が子を産まなかったので、妻のために主に祈り願った。

主はその願いを聞かれ、妻リベカはみごもった。 22とこ

ろがその子らが胎内で押し合ったので、リベカは言った

、「こんなことでは、わたしはどうなるでしょう」。彼

女は行って主に尋ねた。 23主は彼女に言われた、「二つ

の国民があなたの胎内にあり、二つの民があなたの腹か

ら別れて出る。一つの民は他の民よりも強く、兄は弟に

仕えるであろう」。 24彼女の出産の日がきたとき、胎内

にはふたごがあった。 25さきに出たのは赤くて全身毛ご

ろものようであった。それで名をエサウと名づけた。 26

その後に弟が出た。その手はエサウのかかとをつかんで

いた。それで名をヤコブと名づけた。リベカが彼らを産

んだ時、イサクは六十歳であった。 27さてその子らは成

長し、エサウは巧みな狩猟者となり、野の人となったが

、ヤコブは穏やかな人で、天幕に住んでいた。 28イサク

は、しかの肉が好きだったので、エサウを愛したが、リ

ベカはヤコブを愛した。 29ある日ヤコブが、あつものを

煮ていた時、エサウは飢え疲れて野から帰ってきた。 30

エサウはヤコブに言った、「わたしは飢え疲れた。お願

いだ。赤いもの、その赤いものをわたしに食べさせてく

れ」。彼が名をエドムと呼ばれたのはこのためである。

31ヤコブは言った、「まずあなたの長子の特権をわたし

に売りなさい」。 32エサウは言った、「わたしは死にそ

うだ。長子の特権などわたしに何になろう」。 33ヤコブ

はまた言った、「まずわたしに誓いなさい」。彼は誓っ

て長子の特権をヤコブに売った。 34そこでヤコブはパン

とレンズ豆のあつものとをエサウに与えたので、彼は飲

み食いして、立ち去った。このようにしてエサウは長子

の特権を軽んじた。

26アブラハムの時にあった初めのききんのほか、また
ききんがその国にあったので、イサクはゲラルにい

るペリシテびとの王アビメレクの所へ行った。 2その時

、主は彼に現れて言われた、「エジプトへ下ってはなら

ない。わたしがあなたに示す地にとどまりなさい。 3あ

なたがこの地にとどまるなら、わたしはあなたと共にい

て、あなたを祝福し、これらの国をことごとくあなたと

、あなたの子孫とに与え、わたしがあなたの父アブラハ

ムに誓った誓いを果そう。 4またわたしはあなたの子孫

を増して天の星のようにし、あなたの子孫にこれらの地

をみな与えよう。そして地のすべての国民はあなたの子

孫によって祝福をえるであろう。 5アブラハムがわたし

の言葉にしたがってわたしのさとしと、いましめと、さ

だめと、おきてとを守ったからである」。 6こうしてイ

サクはゲラルに住んだ。 7その所の人々が彼の妻のこと

を尋ねたとき、「彼女はわたしの妹です」と彼は言った

。リベカは美しかったので、その所の人々がリベカのゆ

えに自分を殺すかもしれないと思って、「わたしの妻で

す」と言うのを恐れたからである。 8イサクは長らくそ

こにいたが、ある日ペリシテびとの王アビメレクは窓か

ら外をながめていて、イサクがその妻リベカと戯れてい

るのを見た。 9そこでアビメレクはイサクを召して言っ

た、「彼女は確かにあなたの妻です。あなたはどうして

『彼女はわたしの妹です』と言われたのですか」。イサ

クは彼に言った、「わたしは彼女のゆえに殺されるかも

しれないと思ったからです」。 10アビメレクは言った、

「あなたはどうしてこんな事をわれわれにされたのです

か。民のひとりが軽々しくあなたの妻と寝るような事が

あれば、その時あなたはわれわれに罪を負わせるでしょ

う」。 11それでアビメレクはすべての民に命じて言った

、「この人、またはその妻にさわる者は必ず死ななけれ

ばならない」。 12イサクはその地に種をまいて、その年

に百倍の収穫を得た。このように主が彼を祝福されたの

で、 13彼は富み、またますます栄えて非常に裕福になり

、 14羊の群れ、牛の群れ及び多くのしもべを持つように

なったので、ペリシテびとは彼をねたんだ。 15またペリ

シテびとは彼の父アブラハムの時に、父のしもべたちが

掘ったすべての井戸をふさぎ、土で埋めた。 16アビメレ

クはイサクに言った、「あなたはわれわれよりも、はる

かに強くなられたから、われわれの所を去ってください

」。 17イサクはそこを去り、ゲラルの谷に天幕を張って

その所に住んだ。 18そしてイサクは父アブラハムの時に

人々の掘った水の井戸を再び掘った。アブラハムの死後

、ペリシテびとがふさいだからである。イサクは父がつ

けた名にしたがってそれらに名をつけた。 19しかしイサ

クのしもべたちが谷の中を掘って、そこにわき出る水の

井戸を見つけたとき、 20ゲラルの羊飼たちは、「この水

はわれわれのものだ」と言って、イサクの羊飼たちと争

ったので、イサクはその井戸の名をエセクと名づけた。

彼らが彼と争ったからである。 21彼らはまた一つの井戸

を掘ったが、これをも争ったので、名をシテナと名づけ

た。 22イサクはそこから移ってまた一つの井戸を掘った

が、彼らはこれを争わなかったので、その名をレホボテ

と名づけて言った、「いま主がわれわれの場所を広げら

れたから、われわれはこの地にふえるであろう」。 23彼

はそこからベエルシバに上った。 24その夜、主は彼に現

れて言われた、「わたしはあなたの父アブラハムの神で

ある。あなたは恐れてはならない。わたしはあなたと共

におって、あなたを祝福し、わたしのしもべアブラハム

のゆえにあなたの子孫を増すであろう」。 25それで彼は
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その所に祭壇を築いて、主の名を呼び、そこに天幕を張

った。またイサクのしもべたちはそこに一つの井戸を掘

った。 26時にアビメレクがその友アホザテと、軍勢の長

ピコルと共にゲラルからイサクのもとにきたので、 27イ

サクは彼らに言った、「あなたがたはわたしを憎んで、

あなたがたの中からわたしを追い出されたのに、どうし

てわたしの所にこられたのですか」。 28彼らは言った、

「われわれは主があなたと共におられるのを、はっきり

見ましたので、いまわれわれの間、すなわちわれわれと

あなたとの間に一つの誓いを立てて、あなたと契約を結

ぼうと思います。 29われわれはあなたに害を加えたこと

はなく、ただ良い事だけをして、安らかに去らせたので

すから、あなたはわれわれに悪い事をしてはなりません

。まことにあなたは主に祝福されたかたです」。 30そこ

でイサクは彼らのためにふるまいを設けた。彼らは飲み

食いし、 31あくる朝、はやく起きて互に誓った。こうし

てイサクは彼らを去らせたので、彼らはイサクのもとか

ら穏やかに去った。 32その日、イサクのしもべたちがき

て、自分たちが掘った井戸について彼に告げて言った、

「わたしたちは水を見つけました」。 33イサクはそれを

シバと名づけた。これによってその町の名は今日にいた

るまでベエルシバといわれている。 34エサウは四十歳の

時、ヘテびとベエリの娘ユデテとヘテびとエロンの娘バ

スマテとを妻にめとった。 35彼女たちはイサクとリベカ

にとって心の痛みとなった。

27イサクは年老い、目がかすんで見えなくなった時、
長子エサウを呼んで言った、「子よ」。彼は答えて

言った、「ここにおります」。 2イサクは言った。「わ

たしは年老いて、いつ死ぬかも知れない。 3それであな

たの武器、弓矢をもって野に出かけ、わたしのために、

しかの肉をとってきて、 4わたしの好きなおいしい食べ

物を作り、持ってきて食べさせよ。わたしは死ぬ前にあ

なたを祝福しよう」。 5イサクがその子エサウに語るの

をリベカは聞いていた。やがてエサウが、しかの肉を獲

ようと野に出かけたとき、 6リベカはその子ヤコブに言

った、「わたしは聞いていましたが、父は兄エサウに、

7『わたしのために、しかの肉をとってきて、おいしい

食べ物を作り、わたしに食べさせよ。わたしは死ぬ前に

、主の前であなたを祝福しよう』と言いました。 8それ

で、子よ、わたしの言葉にしたがい、わたしの言うとお

りにしなさい。 9群れの所へ行って、そこからやぎの子

の良いのを二頭わたしの所に取ってきなさい。わたしは

それで父のために、父の好きなおいしい食べ物を作りま

しょう。 10あなたはそれを持って行って父に食べさせな

さい。父は死ぬ前にあなたを祝福するでしょう」。 11ヤ

コブは母リベカに言った、「兄エサウは毛深い人ですが

、わたしはなめらかです。 12おそらく父はわたしにさわ

ってみるでしょう。そうすればわたしは父を欺く者と思

われ、祝福を受けず、かえってのろいを受けるでしょう

」。 13母は彼に言った、「子よ、あなたがうけるのろい

はわたしが受けます。ただ、わたしの言葉に従い、行っ

て取ってきなさい」。 14そこで彼は行ってやぎの子を取

り、母の所に持ってきたので、母は父の好きなおいしい

食べ物を作った。 15リベカは家にあった長子エサウの晴

着を取って、弟ヤコブに着せ、 16また子やぎの皮を手と

首のなめらかな所とにつけさせ、 17彼女が作ったおいし

い食べ物とパンとをその子ヤコブの手にわたした。 18そ

こでヤコブは父の所へ行って言った、「父よ」。すると

父は言った、「わたしはここにいる。子よ、あなたはだ

れか」。 19ヤコブは父に言った、「長子エサウです。あ

なたがわたしに言われたとおりにいたしました。どうぞ

起きて、すわってわたしのしかの肉を食べ、あなたみず

からわたしを祝福してください」。 20イサクはその子に

言った、「子よ、どうしてあなたはこんなに早く手に入

れたのか」。彼は言った、「あなたの神、主がわたしに

しあわせを授けられたからです」。 21イサクはヤコブに

言った、「子よ、近寄りなさい。わたしは、さわってみ

て、あなたが確かにわが子エサウであるかどうかをみよ

う」。 22ヤコブが、父イサクに近寄ったので、イサクは

彼にさわってみて言った、「声はヤコブの声だが、手は

エサウの手だ」。 23ヤコブの手が兄エサウの手のように

毛深かったため、イサクはヤコブを見わけることができ

なかったので、彼を祝福した。 24イサクは言った、「あ

なたは確かにわが子エサウですか」。彼は言った、「そ

うです」。 25イサクは言った、「わたしの所へ持ってき

なさい。わが子のしかの肉を食べて、わたしみずから、

あなたを祝福しよう」。ヤコブがそれを彼の所に持って

きたので、彼は食べた。またぶどう酒を持ってきたので

、彼は飲んだ。 26そして父イサクは彼に言った、「子よ

、さあ、近寄ってわたしに口づけしなさい」。 27彼が近

寄って口づけした時、イサクはその着物のかおりをかぎ

、彼を祝福して言った、「ああ、わが子のかおりは、主

が祝福された野のかおりのようだ。 28どうか神が、天の

露と、地の肥えたところと、多くの穀物と、新しいぶど

う酒とをあなたに賜わるように。 29もろもろの民はあな

たに仕え、もろもろの国はあなたに身をかがめる。あな

たは兄弟たちの主となり、あなたの母の子らは、あなた

に身をかがめるであろう。あなたをのろう者はのろわれ

、あなたを祝福する者は祝福される」。 30イサクがヤコ

ブを祝福し終って、ヤコブが父イサクの前から出て行く

とすぐ、兄エサウが狩から帰ってきた。 31彼もまたおい

しい食べ物を作って、父の所に持ってきて、言った、「

父よ、起きてあなたの子のしかの肉を食べ、あなたみず

から、わたしを祝福してください」。 32父イサクは彼に

言った、「あなたは、だれか」。彼は言った、「わたし

はあなたの子、長子エサウです」。 33イサクは激しくふ

るえて言った、「それでは、あのしかの肉を取って、わ

たしに持ってきた者はだれか。わたしはあなたが来る前

に、みんな食べて彼を祝福した。ゆえに彼が祝福を得る

であろう」。 34エサウは父の言葉を聞いた時、大声をあ

げ、激しく叫んで、父に言った、「父よ、わたしを、わ

たしをも祝福してください」。 35イサクは言った、「あ

なたの弟が偽ってやってきて、あなたの祝福を奪ってし

まった」。 36エサウは言った、「よくもヤコブと名づけ

たものだ。彼は二度までもわたしをおしのけた。さきに

は、わたしの長子の特権を奪い、こんどはわたしの祝福

を奪った」。また言った、「あなたはわたしのために祝

福を残しておかれませんでしたか」。 37イサクは答えて

エサウに言った、「わたしは彼をあなたの主人とし、兄

弟たちを皆しもべとして彼に与え、また穀物とぶどう酒

を彼に授けた。わが子よ、今となっては、あなたのため

に何ができようか」。 38エサウは父に言った、「父よ、

あなたの祝福はただ一つだけですか。父よ、わたしを、

わたしをも祝福してください」。エサウは声をあげて泣

いた。 39父イサクは答えて彼に言った、「あなたのすみ
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かは地の肥えた所から離れ、また上なる天の露から離れ

るであろう。 40あなたはつるぎをもって世を渡り、あな

たの弟に仕えるであろう。しかし、あなたが勇み立つ時

、首から、そのくびきを振り落すであろう」。 41こうし

てエサウは父がヤコブに与えた祝福のゆえにヤコブを憎

んだ。エサウは心の内で言った、「父の喪の日も遠くは

ないであろう。その時、弟ヤコブを殺そう」。 42しかし

リベカは長子エサウのこの言葉を人づてに聞いたので、

人をやり、弟ヤコブを呼んで言った、「兄エサウはあな

たを殺そうと考えて、みずから慰めています。 43子よ、

今わたしの言葉に従って、すぐハランにいるわたしの兄

ラバンのもとにのがれ、 44あなたの兄の怒りが解けるま

で、しばらく彼の所にいなさい。 45兄の憤りが解けて、

あなたのした事を兄が忘れるようになったならば、わた

しは人をやって、あなたをそこから迎えましょう。どう

して、わたしは一日のうちにあなたがたふたりを失って

よいでしょうか」。 46リベカはイサクに言った、「わた

しはヘテびとの娘どものことで、生きているのがいやに

なりました。もしヤコブがこの地の、あの娘どものよう

なヘテびとの娘を妻にめとるなら、わたしは生きていて

、何になりましょう」。

28イサクはヤコブを呼んで、これを祝福し、命じて言
った、「あなたはカナンの娘を妻にめとってはなら

ない。 2立ってパダンアラムへ行き、あなたの母の父ベ

トエルの家に行って、そこであなたの母の兄ラバンの娘

を妻にめとりなさい。 3全能の神が、あなたを祝福し、

多くの子を得させ、かつふえさせて、多くの国民とし、

4またアブラハムの祝福をあなたと子孫とに与えて、神

がアブラハムに授けられたあなたの寄留の地を継がせて

くださるように」。 5こうしてイサクはヤコブを送り出

した。ヤコブはパダンアラムに向かい、アラムびとベト

エルの子で、ヤコブとエサウとの母リベカの兄ラバンの

もとへ行った。 6さてエサウは、イサクがヤコブを祝福

して、パダンアラムにつかわし、そこから妻をめとらせ

ようとしたこと、彼を祝福し、命じて「あなたはカナン

の娘を妻にめとってはならない」と言ったこと、 7そし

てヤコブが父母の言葉に従って、パダンアラムへ行った

ことを知ったとき、 8彼はカナンの娘が父イサクの心に

かなわないのを見た。 9そこでエサウはイシマエルの所

に行き、すでにある妻たちのほかにアブラハムの子イシ

マエルの娘で、ネバヨテの妹マハラテを妻にめとった。

10さてヤコブはベエルシバを立って、ハランへ向かった

が、 11一つの所に着いた時、日が暮れたので、そこに一

夜を過ごし、その所の石を取ってまくらとし、そこに伏

して寝た。 12時に彼は夢をみた。一つのはしごが地の上

に立っていて、その頂は天に達し、神の使たちがそれを

上り下りしているのを見た。 13そして主は彼のそばに立

って言われた、「わたしはあなたの父アブラハムの神、

イサクの神、主である。あなたが伏している地を、あな

たと子孫とに与えよう。 14あなたの子孫は地のちりのよ

うに多くなって、西、東、北、南にひろがり、地の諸族

はあなたと子孫とによって祝福をうけるであろう。 15わ

たしはあなたと共にいて、あなたがどこへ行くにもあな

たを守り、あなたをこの地に連れ帰るであろう。わたし

は決してあなたを捨てず、あなたに語った事を行うであ

ろう」。 16ヤコブは眠りからさめて言った、「まことに

主がこの所におられるのに、わたしは知らなかった」。

17そして彼は恐れて言った、「これはなんという恐るべ

き所だろう。これは神の家である。これは天の門だ」。

18ヤコブは朝はやく起きて、まくらとしていた石を取り

、それを立てて柱とし、その頂に油を注いで、 19その所

の名をベテルと名づけた。その町の名は初めはルズとい

った。 20ヤコブは誓いを立てて言った、「神がわたしと

共にいまし、わたしの行くこの道でわたしを守り、食べ

るパンと着る着物を賜い、 21安らかに父の家に帰らせて

くださるなら、主をわたしの神といたしましょう。 22ま

たわたしが柱に立てたこの石を神の家といたしましょう

。そしてあなたがくださるすべての物の十分の一を、わ

たしは必ずあなたにささげます」。

29ヤコブはその旅を続けて東の民の地へ行った。 2見

ると野に一つの井戸があって、そのかたわらに羊の

三つの群れが伏していた。人々はその井戸から群れに水

を飲ませるのであったが、井戸の口には大きな石があっ

た。 3群れが皆そこに集まると、人々は井戸の口から石

をころがして羊に水を飲ませ、その石をまた井戸の口の

元のところに返しておくのである。 4ヤコブは人々に言

った、「兄弟たちよ、あなたがたはどこからこられたの

ですか」。彼らは言った、「わたしたちはハランからで

す」。 5ヤコブは彼らに言った、「あなたがたはナホル

の子ラバンを知っていますか」。彼らは言った、「知っ

ています」。 6ヤコブはまた彼らに言った、「彼は無事

ですか」。彼らは言った、「無事です。御覧なさい。彼

の娘ラケルはいま羊と一緒にここへきます」。 7ヤコブ

は言った、「日はまだ高いし、家畜を集める時でもない

。あなたがたは羊に水を飲ませてから、また行って飼い

なさい」。 8彼らは言った、「わたしたちはそれはでき

ないのです。群れがみな集まった上で、井戸の口から石

をころがし、それから羊に水を飲ませるのです」。 9ヤ

コブがなお彼らと語っている時に、ラケルは父の羊と一

緒にきた。彼女は羊を飼っていたからである。 10ヤコブ

は母の兄ラバンの娘ラケルと母の兄ラバンの羊とを見た

。そしてヤコブは進み寄って井戸の口から石をころがし

、母の兄ラバンの羊に水を飲ませた。 11ヤコブはラケル

に口づけし、声をあげて泣いた。 12ヤコブはラケルに、

自分がラケルの父のおいであり、リベカの子であること

を告げたので、彼女は走って行って父に話した。 13ラバ

ンは妹の子ヤコブがきたという知らせを聞くとすぐ、走

って行ってヤコブを迎え、これを抱いて口づけし、家に

連れてきた。そこでヤコブはすべての事をラバンに話し

た。 14ラバンは彼に言った、「あなたはほんとうにわた

しの骨肉です」。ヤコブは一か月の間彼と共にいた。 15

時にラバンはヤコブに言った、「あなたはわたしのおい

だからといって、ただでわたしのために働くこともない

でしょう。どんな報酬を望みますか、わたしに言ってく

ださい」。 16さてラバンにはふたりの娘があった。姉の

名はレアといい、妹の名はラケルといった。 17レアは目

が弱かったが、ラケルは美しくて愛らしかった。 18ヤコ

ブはラケルを愛したので、「わたしは、あなたの妹娘ラ

ケルのために七年あなたに仕えましょう」と言った。 19

ラバンは言った、「彼女を他人にやるよりもあなたにや

る方がよい。わたしと一緒にいなさい」。 20こうして、

ヤコブは七年の間ラケルのために働いたが、彼女を愛し

たので、ただ数日のように思われた。 21ヤコブはラバン

に言った、「期日が満ちたから、わたしの妻を与えて、
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妻の所にはいらせてください」。 22そこでラバンはその

所の人々をみな集めて、ふるまいを設けた。 23夕暮とな

ったとき、娘レアをヤコブのもとに連れてきたので、ヤ

コブは彼女の所にはいった。 24ラバンはまた自分のつか

えめジルパを娘レアにつかえめとして与えた。 25朝にな

って、見ると、それはレアであったので、ヤコブはラバ

ンに言った、「あなたはどうしてこんな事をわたしにさ

れたのですか。わたしはラケルのために働いたのではあ

りませんか。どうしてあなたはわたしを欺いたのですか

」。 26ラバンは言った、「妹を姉より先にとつがせる事

はわれわれの国ではしません。 27まずこの娘のために一

週間を過ごしなさい。そうすればあの娘もあなたにあげ

よう。あなたは、そのため更に七年わたしに仕えなけれ

ばならない」。 28ヤコブはそのとおりにして、その一週

間が終ったので、ラバンは娘ラケルをも妻として彼に与

えた。 29ラバンはまた自分のつかえめビルハを娘ラケル

につかえめとして与えた。 30ヤコブはまたラケルの所に

はいった。彼はレアよりもラケルを愛して、更に七年ラ

バンに仕えた。 31主はレアがきらわれるのを見て、その

胎を開かれたが、ラケルは、みごもらなかった。 32レア

は、みごもって子を産み、名をルベンと名づけて、言っ

た、「主がわたしの悩みを顧みられたから、今は夫もわ

たしを愛するだろう」。 33彼女はまた、みごもって子を

産み、「主はわたしが嫌われるのをお聞きになって、わ

たしにこの子をも賜わった」と言って、名をシメオンと

名づけた。 34彼女はまた、みごもって子を産み、「わた

しは彼に三人の子を産んだから、こんどこそは夫もわた

しに親しむだろう」と言って、名をレビと名づけた。 35

彼女はまた、みごもって子を産み、「わたしは今、主を

ほめたたえる」と言って名をユダと名づけた。そこで彼

女の、子を産むことはやんだ。

30ラケルは自分がヤコブに子を産まないのを知った時
、姉をねたんでヤコブに言った、「わたしに子ども

をください。さもないと、わたしは死にます」。 2ヤコ

ブはラケルに向かい怒って言った、「あなたの胎に子ど

もをやどらせないのは神です。わたしが神に代ることが

できようか」。 3ラケルは言った、「わたしのつかえめ

ビルハがいます。彼女の所におはいりなさい。彼女が子

を産んで、わたしのひざに置きます。そうすれば、わた

しもまた彼女によって子を持つでしょう」。 4ラケルは

つかえめビルハを彼に与えて、妻とさせたので、ヤコブ

は彼女の所にはいった。 5ビルハは、みごもってヤコブ

に子を産んだ。 6そこでラケルは、「神はわたしの訴え

に答え、またわたしの声を聞いて、わたしに子を賜わっ

た」と言って、名をダンと名づけた。 7ラケルのつかえ

めビルハはまた、みごもって第二の子をヤコブに産んだ

。 8そこでラケルは、「わたしは激しい争いで、姉と争

って勝った」と言って、名をナフタリと名づけた。 9さ

てレアは自分が子を産むことのやんだのを見たとき、つ

かえめジルパを取り、妻としてヤコブに与えた。 10レア

のつかえめジルパはヤコブに子を産んだ。 11そこでレア

は、「幸運がきた」と言って、名をガドと名づけた。 12

レアのつかえめジルパは第二の子をヤコブに産んだ。 13

そこでレアは、「わたしは、しあわせです。娘たちはわ

たしをしあわせな者と言うでしょう」と言って、名をア

セルと名づけた。 14さてルベンは麦刈りの日に野に出て

、野で恋なすびを見つけ、それを母レアのもとに持って

きた。ラケルはレアに言った、「あなたの子の恋なすび

をどうぞわたしにください」。 15レアはラケルに言った

、「あなたがわたしの夫を取ったのは小さな事でしょう

か。その上、あなたはまたわたしの子の恋なすびをも取

ろうとするのですか」。ラケルは言った、「それではあ

なたの子の恋なすびに換えて、今夜彼をあなたと共に寝

させましょう」。 16夕方になって、ヤコブが野から帰っ

てきたので、レアは彼を出迎えて言った、「わたしの子

の恋なすびをもって、わたしがあなたを雇ったのですか

ら、あなたはわたしの所に、はいらなければなりません

」。ヤコブはその夜レアと共に寝た。 17神はレアの願い

を聞かれたので、彼女はみごもって五番目の子をヤコブ

に産んだ。 18そこでレアは、「わたしがつかえめを夫に

与えたから、神がわたしにその価を賜わったのです」と

言って、名をイッサカルと名づけた。 19レアはまた、み

ごもって六番目の子をヤコブに産んだ。 20そこでレアは

、「神はわたしに良い賜物をたまわった。わたしは六人

の子を夫に産んだから、今こそ彼はわたしと一緒に住む

でしょう」と言って、その名をゼブルンと名づけた。 21

その後、彼女はひとりの娘を産んで、名をデナと名づけ

た。 22次に神はラケルを心にとめられ、彼女の願いを聞

き、その胎を開かれたので、 23彼女は、みごもって男の

子を産み、「神はわたしの恥をすすいでくださった」と

言って、 24名をヨセフと名づけ、「主がわたしに、なお

ひとりの子を加えられるように」と言った。 25ラケルが

ヨセフを産んだ時、ヤコブはラバンに言った、「わたし

を去らせて、わたしの故郷、わたしの国へ行かせてくだ

さい。 26あなたに仕えて得たわたしの妻子を、わたしに

与えて行かせてください。わたしがあなたのために働い

た骨折りは、あなたがごぞんじです」。 27ラバンは彼に

言った、「もし、あなたの心にかなうなら、とどまって

ください。わたしは主があなたのゆえに、わたしを恵ま

れるしるしを見ました」。 28また言った、「あなたの報

酬を申し出てください。わたしはそれを払います」。 29

ヤコブは彼に言った、「わたしがどのようにあなたに仕

えたか、またどのようにあなたの家畜を飼ったかは、あ

なたがごぞんじです。 30わたしが来る前には、あなたの

持っておられたものはわずかでしたが、ふえて多くなり

ました。主はわたしの行く所どこでも、あなたを恵まれ

ました。しかし、いつになったらわたしも自分の家を成

すようになるでしょうか」。 31彼は言った、「何をあな

たにあげようか」。ヤコブは言った、「なにもわたしに

くださるに及びません。もしあなたが、わたしのために

この一つの事をしてくださるなら、わたしは今一度あな

たの群れを飼い、守りましょう。 32わたしはきょう、あ

なたの群れをみな回ってみて、その中からすべてぶちと

まだらの羊、およびすべて黒い小羊と、やぎの中のまだ

らのものと、ぶちのものとを移しますが、これをわたし

の報酬としましょう。 33あとで、あなたがきて、あなた

の前でわたしの報酬をしらべる時、わたしの正しい事が

証明されるでしょう。もしも、やぎの中にぶちのないも

の、まだらでないものがあったり、小羊の中に黒くない

ものがあれば、それはみなわたしが盗んだものとなるで

しょう」。 34ラバンは言った、「よろしい。あなたの言

われるとおりにしましょう」。 35そこでラバンはその日

、雄やぎのしまのあるもの、まだらのもの、すべて雌や

ぎのぶちのもの、まだらのもの、すべて白みをおびてい

るもの、またすべて小羊の中の黒いものを移して子らの
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手にわたし、 36ヤコブとの間に三日路の隔たりを設けた

。ヤコブはラバンの残りの群れを飼った。 37ヤコブは、

はこやなぎと、あめんどうと、すずかけの木のなまの枝

を取り、皮をはいでそれに白い筋をつくり、枝の白い所

を表わし、 38皮をはいだ枝を、群れがきて水を飲む鉢、

すなわち水ぶねの中に、群れに向かわせて置いた。群れ

は水を飲みにきた時に、はらんだ。 39すなわち群れは枝

の前で、はらんで、しまのあるもの、ぶちのもの、まだ

らのものを産んだ。 40ヤコブはその小羊を別においた。

彼はまた群れの顔をラバンの群れのしまのあるものと、

すべて黒いものとに向かわせた。そして自分の群れを別

にまとめておいて、ラバンの群れには、入れなかった。

41また群れの強いものが発情した時には、ヤコブは水ぶ

ねの中に、その群れの目の前に、かの枝を置いて、枝の

間で、はらませた。 42けれども群れの弱いものの時には

、それを置かなかった。こうして弱いものはラバンのも

のとなり、強いものはヤコブのものとなったので、 43こ

の人は大いに富み、多くの群れと、男女の奴隷、および

らくだ、ろばを持つようになった。

31さてヤコブはラバンの子らが、「ヤコブはわれわれ
の父の物をことごとく奪い、父の物によってあのす

べての富を獲たのだ」と言っているのを聞いた。 2また

ヤコブがラバンの顔を見るのに、それは自分に対して以

前のようではなかった。 3主はヤコブに言われた、「あ

なたの先祖の国へ帰り、親族のもとに行きなさい。わた

しはあなたと共にいるであろう」。 4そこでヤコブは人

をやって、ラケルとレアとを、野にいる自分の群れのと

ころに招き、 5彼女らに言った、「わたしがあなたがた

の父の顔を見るのに、わたしに対して以前のようではな

い。しかし、わたしの父の神はわたしと共におられる。

6あなたがたが知っているように、わたしは力のかぎり

、あなたがたの父に仕えてきた。 7しかし、あなたがた

の父はわたしを欺いて、十度もわたしの報酬を変えた。

けれども神は彼がわたしに害を加えることをお許しにな

らなかった。 8もし彼が、『ぶちのものはあなたの報酬

だ』と言えば、群れは皆ぶちのものを産んだ。もし彼が

、『しまのあるものはあなたの報酬だ』と言えば、群れ

は皆しまのあるものを産んだ。 9こうして神はあなたが

たの父の家畜をとってわたしに与えられた。 10また群れ

が発情した時、わたしが夢に目をあげて見ると、群れの

上に乗っている雄やぎは皆しまのあるもの、ぶちのもの

、霜ふりのものであった。 11その時、神の使が夢の中で

わたしに言った、『ヤコブよ』。わたしは答えた、『こ

こにおります』。 12神の使は言った、『目を上げて見て

ごらん。群れの上に乗っている雄やぎは皆しまのあるも

の、ぶちのもの、霜ふりのものです。わたしはラバンが

あなたにしたことをみな見ています。 13わたしはベテル

の神です。かつてあなたはあそこで柱に油を注いで、わ

たしに誓いを立てましたが、いま立ってこの地を出て、

あなたの生れた国へ帰りなさい』」。 14ラケルとレアは

答えて言った、「わたしたちの父の家に、なおわたした

ちの受くべき分、また嗣業がありましょうか。 15わたし

たちは父に他人のように思われているではありませんか

。彼はわたしたちを売ったばかりでなく、わたしたちの

その金をさえ使い果たしたのです。 16神がわたしたちの

父から取りあげられた富は、みなわたしたちとわたした

ちの子どものものです。だから何事でも神があなたにお

告げになった事をしてください」。 17そこでヤコブは立

って、子らと妻たちをらくだに乗せ、 18またすべての家

畜、すなわち彼がパダンアラムで獲た家畜と、すべての

財産を携えて、カナンの地におる父イサクのもとへ赴い

た。 19その時ラバンは羊の毛を切るために出ていたので

、ラケルは父の所有のテラピムを盗み出した。 20またヤ

コブはアラムびとラバンを欺き、自分の逃げ去るのを彼

に告げなかった。 21こうして彼はすべての持ち物を携え

て逃げ、立って川を渡り、ギレアデの山地へ向かった。

22三日目になって、ヤコブの逃げ去ったことが、ラバン

に聞えたので、 23彼は一族を率いて、七日の間そのあと

を追い、ギレアデの山地で追いついた。 24しかし、神は

夜の夢にアラムびとラバンに現れて言われた、「あなた

は心してヤコブに、よしあしを言ってはなりません」。

25ラバンはついにヤコブに追いついたが、ヤコブが山に

天幕を張っていたので、ラバンも一族と共にギレアデの

山に天幕を張った。 26ラバンはヤコブに言った、「あな

たはなんという事をしたのですか。あなたはわたしを欺

いてわたしの娘たちをいくさのとりこのように引いて行

きました。 27なぜあなたはわたしに告げずに、ひそかに

逃げ去ってわたしを欺いたのですか。わたしは手鼓や琴

で喜び歌ってあなたを送りだそうとしていたのに。 28な

ぜわたしの孫や娘にわたしが口づけするのを許さなかっ

たのですか。あなたは愚かな事をしました。 29わたしは

あなたがたに害を加える力をもっているが、あなたがた

の父の神が昨夜わたしに告げて、『おまえは心して、ヤ

コブによしあしを言うな』と言われました。 30今あなた

が逃げ出したのは父の家が非常に恋しくなったからでし

ょうが、なぜあなたはわたしの神を盗んだのですか」。

31ヤコブはラバンに答えた、「たぶんあなたが娘たちを

わたしから奪いとるだろうと思ってわたしは恐れたから

です。 32だれの所にでもあなたの神が見つかったら、そ

の者を生かしてはおきません。何かあなたの物がわたし

のところにあるか、われわれの一族の前で、調べてみて

、それをお取りください」。ラケルが神を盗んだことを

ヤコブは知らなかったからである。 33そこでラバンはヤ

コブの天幕にはいり、またレアの天幕にはいり、更にふ

たりのはしための天幕にはいってみたが、見つからなか

ったので、レアの天幕を出てラケルの天幕にはいった。

34しかし、ラケルはすでにテラピムを取って、らくだの

くらの下に入れ、その上にすわっていたので、ラバンは

、くまなく天幕の中を捜したが、見つからなかった。 35

その時ラケルは父に言った、「わたしは女の常のことが

あって、あなたの前に立ち上がることができません。わ

が主よ、どうかお怒りにならぬよう」。彼は捜したがテ

ラピムは見つからなかった。 36そこでヤコブは怒ってラ

バンを責めた。そしてヤコブはラバンに言った、「わた

しにどんなあやまちがあり、どんな罪があって、あなた

はわたしのあとを激しく追ったのですか。 37あなたはわ

たしの物をことごとく探られたが、何かあなたの家の物

が見つかりましたか。それを、ここに、わたしの一族と

、あなたの一族の前に置いて、われわれふたりの間をさ

ばかせましょう。 38わたしはこの二十年、あなたと一緒

にいましたが、その間あなたの雌羊も雌やぎも子を産み

そこねたことはなく、またわたしはあなたの群れの雄羊

を食べたこともありませんでした。 39また野獣が、かみ

裂いたものは、あなたのもとに持ってこないで、自分で

それを償いました。また昼盗まれたものも、夜盗まれた
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ものも、あなたはわたしにその償いを求められました。

40わたしのことを言えば、昼は暑さに、夜は寒さに悩ま

されて、眠ることもできませんでした。 41わたしはこの

二十年あなたの家族のひとりでありました。わたしはあ

なたのふたりの娘のために十四年、またあなたの群れの

ために六年、あなたに仕えましたが、あなたは十度もわ

たしの報酬を変えられました。 42もし、わたしの父の神

、アブラハムの神、イサクのかしこむ者がわたしと共に

おられなかったなら、あなたはきっとわたしを、から手

で去らせたでしょう。神はわたしの悩みと、わたしの労

苦とを顧みられて昨夜あなたを戒められたのです」。 43

ラバンは答えてヤコブに言った、「娘たちはわたしの娘

、子どもたちはわたしの孫です。また群れはわたしの群

れ、あなたの見るものはみなわたしのものです。これら

のわたしの娘たちのため、また彼らが産んだ子どもたち

のため、きょうわたしは何をすることができましょうか

。 44さあ、それではわたしとあなたと契約を結んで、こ

れをわたしとあなたとの間の証拠としましょう」。 45そ

こでヤコブは石を取り、それを立てて柱とした。 46ヤコ

ブはまた一族の者に言った、「石を集めてください」。

彼らは石を取って、一つの石塚を造った。こうして彼ら

はその石塚のかたわらで食事をした。 47ラバンはこれを

エガル・サハドタと名づけ、ヤコブはこれをガルエドと

名づけた。 48そしてラバンは言った、「この石塚はきょ

うわたしとあなたとの間の証拠となります」。それでそ

の名はガルエドと呼ばれた。 49またミズパとも呼ばれた

。彼がこう言ったからである、「われわれが互に別れた

のちも、どうか主がわたしとあなたとの間を見守られる

ように。 50もしあなたがわたしの娘を虐待したり、わた

しの娘のほかに妻をめとることがあれば、たといそこに

だれひとりいなくても、神はわたしとあなたとの間の証

人でいらせられる」。 51更にラバンはヤコブに言った、

「あなたとわたしとの間にわたしが建てたこの石塚をご

らんなさい、この柱をごらんなさい。 52この石塚を越え

てわたしがあなたに害を加えず、またこの石塚とこの柱

を越えてあなたがわたしに害を加えないように、どうか

この石塚があかしとなり、この柱があかしとなるように

。 53どうかアブラハムの神、ナホルの神、彼らの父の神

がわれわれの間をさばかれるように」。ヤコブは父イサ

クのかしこむ者によって誓った。 54そしてヤコブは山で

犠牲をささげ、一族を招いて、食事をした。彼らは食事

をして山に宿った。 55あくる朝ラバンは早く起き、孫と

娘たちに口づけして彼らを祝福し、去って家に帰った。

32さて、ヤコブが旅路に進んだとき、神の使たちが彼
に会った。 2ヤコブは彼らを見て、「これは神の陣

営です」と言って、その所の名をマハナイムと名づけた

。 3ヤコブはセイルの地、エドムの野に住む兄エサウの

もとに、さきだって使者をつかわした。 4すなわちそれ

に命じて言った、「あなたがたはわたしの主人エサウに

こう言いなさい、『あなたのしもべヤコブはこう言いま

した。わたしはラバンのもとに寄留して今までとどまり

ました。 5わたしは牛、ろば、羊、男女の奴隷を持って

います。それでわが主に申し上げて、あなたの前に恵み

を得ようと人をつかわしたのです』」。 6使者はヤコブ

のもとに帰って言った、「わたしたちはあなたの兄エサ

ウのもとへ行きました。彼もまたあなたを迎えようと四

百人を率いてきます」。 7そこでヤコブは大いに恐れ、

苦しみ、共にいる民および羊、牛、らくだを二つの組に

分けて、 8言った、「たとい、エサウがきて、一つの組

を撃っても、残りの組はのがれるであろう」。 9ヤコブ

はまた言った、「父アブラハムの神、父イサクの神よ、

かつてわたしに『おまえの国へ帰り、おまえの親族に行

け。わたしはおまえを恵もう』と言われた主よ、 10あな

たがしもべに施されたすべての恵みとまことをわたしは

受けるに足りない者です。わたしは、つえのほか何も持

たないでこのヨルダンを渡りましたが、今は二つの組に

もなりました。 11どうぞ、兄エサウの手からわたしをお

救いください。わたしは彼がきて、わたしを撃ち、母や

子供たちにまで及ぶのを恐れます。 12あなたは、かつて

、『わたしは必ずおまえを恵み、おまえの子孫を海の砂

の数えがたいほど多くしよう』と言われました」。 13彼

はその夜そこに宿り、持ち物のうちから兄エサウへの贈

り物を選んだ。 14すなわち雌やぎ二百、雄やぎ二十、雌

羊二百、雄羊二十、 15乳らくだ三十とその子、雌牛四十

、雄牛十、雌ろば二十、雄ろば十。 16彼はこれらをそれ

ぞれの群れに分けて、しもべたちの手にわたし、しもべ

たちに言った、「あなたがたはわたしの先に進みなさい

、そして群れと群れとの間には隔たりをおきなさい」。

17また先頭の者に命じて言った、「もし、兄エサウがあ

なたに会って『だれのしもべで、どこへ行くのか。あな

たの前にあるこれらのものはだれの物か』と尋ねたら、

18『あなたのしもべヤコブの物で、わが主エサウにおく

る贈り物です。彼もわたしたちのうしろにおります』と

言いなさい」。 19彼は第二の者にも、第三の者にも、ま

た群れ群れについて行くすべての者にも命じて言った、

「あなたがたがエサウに会うときは、同じように彼に告

げて、 20『あなたのしもべヤコブもわれわれのうしろに

おります』と言いなさい」。ヤコブは、「わたしがさき

に送る贈り物をもってまず彼をなだめ、それから、彼の

顔を見よう。そうすれば、彼はわたしを迎えてくれるで

あろう」と思ったからである。 21こうして贈り物は彼に

先立って渡り、彼はその夜、宿営にやどった。 22彼はそ

の夜起きて、ふたりの妻とふたりのつかえめと十一人の

子どもとを連れてヤボクの渡しをわたった。 23すなわち

彼らを導いて川を渡らせ、また彼の持ち物を渡らせた。

24ヤコブはひとりあとに残ったが、ひとりの人が、夜明

けまで彼と組打ちした。 25ところでその人はヤコブに勝

てないのを見て、ヤコブのもものつがいにさわったので

、ヤコブのもものつがいが、その人と組打ちするあいだ

にはずれた。 26その人は言った、「夜が明けるからわた

しを去らせてください」。ヤコブは答えた、「わたしを

祝福してくださらないなら、あなたを去らせません」。

27その人は彼に言った、「あなたの名はなんと言います

か」。彼は答えた、「ヤコブです」。 28その人は言った

、「あなたはもはや名をヤコブと言わず、イスラエルと

言いなさい。あなたが神と人とに、力を争って勝ったか

らです」。 29ヤコブは尋ねて言った、「どうかわたしに

あなたの名を知らせてください」。するとその人は、「

なぜあなたはわたしの名をきくのですか」と言ったが、

その所で彼を祝福した。 30そこでヤコブはその所の名を

ペニエルと名づけて言った、「わたしは顔と顔をあわせ

て神を見たが、なお生きている」。 31こうして彼がペニ

エルを過ぎる時、日は彼の上にのぼったが、彼はそのも

ものゆえにびっこを引いていた。 32そのため、イスラエ

ルの子らは今日まで、もものつがいの上にある腰の筋を
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食べない。かの人がヤコブのもものつがい、すなわち腰

の筋にさわったからである。

33さてヤコブは目をあげ、エサウが四百人を率いて来
るのを見た。そこで彼は子供たちを分けてレアとラ

ケルとふたりのつかえめとにわたし、 2つかえめとその

子供たちをまっ先に置き、レアとその子供たちを次に置

き、ラケルとヨセフを最後に置いて、 3みずから彼らの

前に進み、七たび身を地にかがめて、兄に近づいた。 4

するとエサウは走ってきて迎え、彼を抱き、そのくびを

かかえて口づけし、共に泣いた。 5エサウは目をあげて

女と子供たちを見て言った、「あなたと一緒にいるこれ

らの者はだれですか」。ヤコブは言った、「神がしもべ

に授けられた子供たちです」。 6そこでつかえめたちは

その子供たちと共に近寄ってお辞儀した。 7レアもまた

その子供たちと共に近寄ってお辞儀し、それからヨセフ

とラケルが近寄ってお辞儀した。 8するとエサウは言っ

た、「わたしが出会ったあのすべての群れはどうしたの

ですか」。ヤコブは言った、「わが主の前に恵みを得る

ためです」。 9エサウは言った、「弟よ、わたしはじゅ

うぶんもっている。あなたの物はあなたのものにしなさ

い」。 10ヤコブは言った、「いいえ、もしわたしがあな

たの前に恵みを得るなら、どうか、わたしの手から贈り

物を受けてください。あなたが喜んでわたしを迎えてく

ださるので、あなたの顔を見て、神の顔を見るように思

います。 11どうかわたしが持ってきた贈り物を受けてく

ださい。神がわたしを恵まれたので、わたしはじゅうぶ

んもっていますから」。こうして彼がしいたので、彼は

受け取った。 12そしてエサウは言った、「さあ、立って

行こう。わたしが先に行く」。 13ヤコブは彼に言った、

「ごぞんじのように、子供たちは、かよわく、また乳を

飲ませている羊や牛をわたしが世話をしています。もし

一日でも歩かせ過ぎたら群れはみな死んでしまいます。

14わが主よ、どうか、しもべの先においでください。わ

たしはわたしの前にいる家畜と子供たちの歩みに合わせ

て、ゆっくり歩いて行き、セイルでわが主と一緒になり

ましょう」。 15エサウは言った、「それならわたしが連

れている者どものうち幾人かをあなたのもとに残しまし

ょう」。ヤコブは言った、「いいえ、それには及びませ

ん。わが主の前に恵みを得させてください」。 16その日

エサウはセイルへの帰途についた。 17ヤコブは立ってス

コテに行き、自分のために家を建て、また家畜のために

小屋を造った。これによってその所の名はスコテと呼ば

れている。 18こうしてヤコブはパダンアラムからきて、

無事カナンの地のシケムの町に着き、町の前に宿営した

。 19彼は天幕を張った野の一部をシケムの父ハモルの子

らの手から百ケシタで買い取り、 20そこに祭壇を建てて

、これをエル・エロヘ・イスラエルと名づけた。

34レアがヤコブに産んだ娘デナはその地の女たちに会
おうと出かけて行ったが、 2その地のつかさ、ヒビ

びとハモルの子シケムが彼女を見て、引き入れ、これと

寝てはずかしめた。 3彼は深くヤコブの娘デナを慕い、

この娘を愛して、ねんごろに娘に語った。 4シケムは父

ハモルに言った、「この娘をわたしの妻にめとってくだ

さい」。 5さてヤコブはシケムが、娘デナを汚したこと

を聞いたけれども、その子らが家畜を連れて野にいたの

で、彼らの帰るまで黙っていた。 6シケムの父ハモルは

ヤコブと話し合おうと、ヤコブの所に出てきた。 7ヤコ

ブの子らは野から帰り、この事を聞いて、悲しみ、かつ

非常に怒った。シケムがヤコブの娘と寝て、イスラエル

に愚かなことをしたためで、こんなことは、してはなら

ぬ事だからである。 8ハモルは彼らと語って言った、「

わたしの子シケムはあなたがたの娘を心に慕っています

。どうか彼女を彼の妻にください。 9あなたがたはわた

したちと婚姻し、あなたがたの娘をわたしたちに与え、

わたしたちの娘をあなたがたにめとってください。 10こ

うしてあなたがたとわたしたちとは一緒に住みましょう

。地はあなたがたの前にあります。ここに住んで取引し

、ここで財産を獲なさい」。 11シケムはまたデナの父と

兄弟たちとに言った、「あなたがたの前に恵みを得させ

てください。あなたがたがわたしに言われるものは、な

んでもさしあげましょう。 12たくさんの結納金と贈り物

とをお求めになっても、あなたがたの言われるとおりさ

しあげます。ただこの娘はわたしの妻にください」。 13

しかし、ヤコブの子らはシケムが彼らの妹デナを汚した

ので、シケムとその父ハモルに偽って答え、 14彼らに言

った、「われわれは割礼を受けない者に妹をやる事はで

きません。それはわれわれの恥とするところですから。

15ただ、こうなさればわれわれはあなたがたに同意しま

す。もしあなたがたのうち男子がみな割礼を受けて、わ

れわれのようになるなら、 16われわれの娘をあなたがた

に与え、あなたがたの娘をわれわれにめとりましょう。

そしてわれわれはあなたがたと一緒に住んで一つの民と

なりましょう。 17けれども、もしあなたがたがわれわれ

に聞かず、割礼を受けないなら、われわれは娘を連れて

行きます」。 18彼らの言葉がハモルとハモルの子シケム

との心にかなったので、 19若者は、ためらわずにこの事

をした。彼がヤコブの娘を愛したからである。また彼は

父の家のうちで一番重んじられた者であった。 20そこで

ハモルとその子シケムとは町の門に行き、町の人々に語

って言った、 21「この人々はわれわれと親しいから、こ

の地に住まわせて、ここで取引をさせよう。地は広く、

彼らをいれるにじゅうぶんである。そしてわれわれは彼

らの娘を妻にめとり、われわれの娘を彼らに与えよう。

22彼らが割礼を受けているように、もしわれわれのうち

の男子が皆、割礼を受けるなら、ただこの事だけで、こ

の人々はわれわれに同意し、われわれと一緒に住んで一

つの民となるのだ。 23そうすれば彼らの家畜と財産とす

べての獣とは、われわれのものとなるではないか。ただ

われわれが彼らに同意すれば、彼らはわれわれと一緒に

住むであろう」。 24そこで町の門に出入りする者はみな

ハモルとその子シケムとに聞き従って、町の門に出入り

するすべての男子は割礼を受けた。 25三日目になって彼

らが痛みを覚えている時、ヤコブのふたりの子、すなわ

ちデナの兄弟シメオンとレビとは、おのおのつるぎを取

って、不意に町を襲い、男子をことごとく殺し、 26また

つるぎの刃にかけてハモルとその子シケムとを殺し、シ

ケムの家からデナを連れ出した。 27そしてヤコブの子ら

は殺された人々をはぎ、町をかすめた。彼らが妹を汚し

たからである。 28すなわち羊、牛、ろば及び町にあるも

のと、野にあるもの、 29並びにすべての貨財を奪い、そ

の子女と妻たちを皆とりこにし、家の中にある物をこと

ごとくかすめた。 30そこでヤコブはシメオンとレビとに

言った、「あなたがたはわたしをこの地の住民、カナン

びととペリジびとに忌みきらわせ、わたしに迷惑をかけ

た。わたしは、人数が少ないから、彼らが集まってわた
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しを攻め撃つならば、わたしも家族も滅ぼされるであろ

う」。 31彼らは言った、「わたしたちの妹を遊女のよう

に彼が扱ってよいのですか」。

35ときに神はヤコブに言われた、「あなたは立ってベ
テルに上り、そこに住んで、あなたがさきに兄エサ

ウの顔を避けてのがれる時、あなたに現れた神に祭壇を

造りなさい」。 2ヤコブは、その家族および共にいるす

べての者に言った、「あなたがたのうちにある異なる神

々を捨て、身を清めて着物を着替えなさい。 3われわれ

は立ってベテルに上り、その所でわたしの苦難の日にわ

たしにこたえ、かつわたしの行く道で共におられた神に

祭壇を造ろう」。 4そこで彼らは持っている異なる神々

と、耳につけている耳輪をことごとくヤコブに与えたの

で、ヤコブはこれをシケムのほとりにあるテレビンの木

の下に埋めた。 5そして彼らは、いで立ったが、大いな

る恐れが周囲の町々に起ったので、ヤコブの子らのあと

を追う者はなかった。 6こうしてヤコブは共にいたすべ

ての人々と一緒にカナンの地にあるルズ、すなわちベテ

ルにきた。 7彼はそこに祭壇を築き、その所をエル・ベ

テルと名づけた。彼が兄の顔を避けてのがれる時、神が

そこで彼に現れたからである。 8時にリベカのうばデボ

ラが死んで、ベテルのしもの、かしの木の下に葬られた

。これによってその木の名をアロン・バクテと呼ばれた

。 9さてヤコブがパダンアラムから帰ってきた時、神は

再び彼に現れて彼を祝福された。 10神は彼に言われた、

「あなたの名はヤコブである。しかしあなたの名をもは

やヤコブと呼んではならない。あなたの名をイスラエル

としなさい」。こうして彼をイスラエルと名づけられた

。 11神はまた彼に言われた、「わたしは全能の神である

。あなたは生めよ、またふえよ。一つの国民、また多く

の国民があなたから出て、王たちがあなたの身から出る

であろう。 12わたしはアブラハムとイサクとに与えた地

を、あなたに与えよう。またあなたの後の子孫にその地

を与えよう」。 13神は彼と語っておられたその場所から

彼を離れてのぼられた。 14そこでヤコブは神が自分と語

られたその場所に、一本の石の柱を立て、その上に灌祭

をささげ、また油を注いだ。 15そしてヤコブは神が自分

と語られたその場所をベテルと名づけた。 16こうして彼

らはベテルを立ったが、エフラタに行き着くまでに、な

お隔たりのある所でラケルは産気づき、その産は重かっ

た。 17その難産に当って、産婆は彼女に言った、「心配

することはありません。今度も男の子です」。 18彼女は

死にのぞみ、魂の去ろうとする時、子の名をベノニと呼

んだ。しかし、父はこれをベニヤミンと名づけた。 19ラ

ケルは死んでエフラタ、すなわちベツレヘムの道に葬ら

れた。 20ヤコブはその墓に柱を立てた。これはラケルの

墓の柱であって、今日に至っている。 21イスラエルはま

た、いで立ってミグダル・エダルの向こうに天幕を張っ

た。 22イスラエルがその地に住んでいた時、ルベンは父

のそばめビルハのところへ行って、これと寝た。イスラ

エルはこれを聞いた。さてヤコブの子らは十二人であっ

た。 23すなわちレアの子らはヤコブの長子ルベンとシメ

オン、レビ、ユダ、イッサカル、ゼブルン。 24ラケルの

子らはヨセフとベニヤミン。 25ラケルのつかえめビルハ

の子らはダンとナフタリ。 26レアのつかえめジルパの子

らはガドとアセル。これらはヤコブの子らであって、パ

ダンアラムで彼に生れた者である。 27ヤコブはキリアテ

・アルバ、すなわちヘブロンのマムレにいる父イサクの

もとへ行った。ここはアブラハムとイサクとが寄留した

所である。 28イサクの年は百八十歳であった。 29イサ

クは年老い、日満ちて息絶え、死んで、その民に加えら

れた。その子エサウとヤコブとは、これを葬った。

36エサウ、すなわちエドムの系図は次のとおりである
。 2エサウはカナンの娘たちのうちから妻をめとっ

た。すなわちヘテびとエロンの娘アダと、ヒビびとヂベ

オンの子アナの娘アホリバマとである。 3また、イシマ

エルの娘ネバヨテの妹バスマテをめとった。 4アダはエ

リパズをエサウに産み、バスマテはリウエルを産み、 5

アホリバマはエウシ、ヤラム、コラを産んだ。これらは

エサウの子であって、カナンの地で彼に生れた者である

。 6エサウは妻と子と娘と家のすべての人、家畜とすべ

ての獣、またカナンの地で獲たすべての財産を携え、兄

弟ヤコブを離れてほかの地へ行った。 7彼らの財産が多

くて、一緒にいることができなかったからである。すな

わち彼らが寄留した地は彼らの家畜のゆえに、彼らをさ

さえることができなかったのである。 8こうしてエサウ

はセイルの山地に住んだ。エサウはすなわちエドムであ

る。 9セイルの山地におったエドムびとの先祖エサウの

系図は次のとおりである。 10エサウの子らの名は次のと

おりである。すなわちエサウの妻アダの子はエリパズ。

エサウの妻バスマテの子はリウエル。 11エリパズの子ら

はテマン、オマル、ゼポ、ガタム、ケナズである。 12テ

ムナはエサウの子エリパズのそばめで、アマレクをエリ

パズに産んだ。これらはエサウの妻アダの子らである。

13リウエルの子らは次のとおりである。すなわちナハテ

、ゼラ、シャンマ、ミザであって、これらはエサウの妻

バスマテの子らである。 14ヂベオンの子アナの娘で、エ

サウの妻アホリバマの子らは次のとおりである。すなわ

ち彼女はエウシ、ヤラム、コラをエサウに産んだ。 15エ

サウの子らの中で、族長たる者は次のとおりである。す

なわちエサウの長子エリパズの子らはテマンの族長、オ

マルの族長、ゼポの族長、ケナズの族長、 16コラの族長

、ガタムの族長、アマレクの族長である。これらはエリ

パズから出た族長で、エドムの地におった。これらはア

ダの子らである。 17エサウの子リウエルの子らは次のと

おりである。すなわちナハテの族長、ゼラの族長、シャ

ンマの族長、ミザの族長。これらはリウエルから出た族

長で、エドムの地におった。これらはエサウの妻バスマ

テの子らである。 18エサウの妻アホリバマの子らは次の

とおりである。すなわちエウシの族長、ヤラムの族長、

コラの族長。これらはアナの娘で、エサウの妻アホリバ

マから出た族長である。 19これらはエサウすなわちエド

ムの子らで、族長たる者である。 20この地の住民ホリび

とセイルの子らは次のとおりである。すなわちロタン、

ショバル、ヂベオン、アナ、 21デション、エゼル、デシ

ャン。これらはセイルの子ホリびとから出た族長で、エ

ドムの地におった。 22ロタンの子らはホリ、ヘマムであ

り、ロタンの妹はテムナであった。 23ショバルの子らは

次のとおりである。すなわちアルワン、マナハテ、エバ

ル、シポ、オナム。 24ヂベオンの子らは次のとおりであ

る。すなわちアヤとアナ。このアナは父ヂベオンのろば

を飼っていた時、荒野で温泉を発見した者である。 25ア

ナの子らは次のとおりである。すなわちデションとアホ

リバマ。アホリバマはアナの娘である。 26デションの子
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らは次のとおりである。すなわちヘムダン、エシバン、

イテラン、ケラン。 27エゼルの子らは次のとおりである

。すなわちビルハン、ザワン、アカン。 28デシャンの子

らは次のとおりである。すなわちウズとアラン。 29ホリ

びとから出た族長は次のとおりである。すなわちロタン

の族長、ショバルの族長、ヂベオンの族長、アナの族長

、 30デションの族長、エゼルの族長、デシャンの族長。

これらはホリびとから出た族長であって、その氏族に従

ってセイルの地におった者である。 31イスラエルの人々

を治める王がまだなかった時、エドムの地を治めた王た

ちは次のとおりである。 32ベオルの子ベラはエドムを治

め、その都の名はデナバであった。 33ベラが死んで、ボ

ズラのゼラの子ヨバブがこれに代って王となった。 34ヨ

バブが死んで、テマンびとの地のホシャムがこれに代っ

て王となった。 35ホシャムが死んで、ベダデの子ハダデ

がこれに代って王となった。彼はモアブの野でミデアン

を撃った者である。その都の名はアビテであった。 36ハ

ダデが死んで、マスレカのサムラがこれに代って王とな

った。 37サムラが死んでユフラテ川のほとりにあるレホ

ボテのサウルがこれに代って王となった。 38サウルが死

んでアクボルの子バアル・ハナンがこれに代って王とな

った。 39アクボルの子バアル・ハナンが死んで、ハダル

がこれに代って王となった。その都の名はパウであった

。その妻の名はメヘタベルといって、メザハブの娘マテ

レデの娘であった。 40エサウから出た族長の名は、その

氏族と住所と名に従って言えば次のとおりである。すな

わちテムナの族長、アルワの族長、エテテの族長、 41ア

ホリバマの族長、エラの族長、ピノンの族長、 42ケナズ

の族長、テマンの族長、ミブザルの族長、 43マグデエル

の族長、イラムの族長。これらはエドムの族長たちであ

って、その領地内の住所に従っていったものである。エ

ドムびとの先祖はエサウである。

37ヤコブは父の寄留の地、すなわちカナンの地に住ん
だ。 2ヤコブの子孫は次のとおりである。ヨセフは

十七歳の時、兄弟たちと共に羊の群れを飼っていた。彼

はまだ子供で、父の妻たちビルハとジルパとの子らと共

にいたが、ヨセフは彼らの悪いうわさを父に告げた。 3

ヨセフは年寄り子であったから、イスラエルは他のどの

子よりも彼を愛して、彼のために長そでの着物をつくっ

た。 4兄弟たちは父がどの兄弟よりも彼を愛するのを見

て、彼を憎み、穏やかに彼に語ることができなかった。

5ある時、ヨセフは夢を見て、それを兄弟たちに話した

ので、彼らは、ますます彼を憎んだ。 6ヨセフは彼らに

言った、「どうぞわたしが見た夢を聞いてください。 7

わたしたちが畑の中で束を結わえていたとき、わたしの

束が起きて立つと、あなたがたの束がまわりにきて、わ

たしの束を拝みました」。 8すると兄弟たちは彼に向か

って、「あなたはほんとうにわたしたちの王になるのか

。あなたは実際わたしたちを治めるのか」と言って、彼

の夢とその言葉のゆえにますます彼を憎んだ。 9ヨセフ

はまた一つの夢を見て、それを兄弟たちに語って言った

、「わたしはまた夢を見ました。日と月と十一の星とが

わたしを拝みました」。 10彼はこれを父と兄弟たちに語

ったので、父は彼をとがめて言った、「あなたが見たそ

の夢はどういうのか。ほんとうにわたしとあなたの母と

、兄弟たちとが行って地に伏し、あなたを拝むのか」。

11兄弟たちは彼をねたんだ。しかし父はこの言葉を心に

とめた。 12さて兄弟たちがシケムに行って、父の羊の群

れを飼っていたとき、 13イスラエルはヨセフに言った、

「あなたの兄弟たちはシケムで羊を飼っているではない

か。さあ、あなたを彼らの所へつかわそう」。ヨセフは

父に言った、「はい、行きます」。 14父は彼に言った、

「どうか、行って、あなたの兄弟たちは無事であるか、

また群れは無事であるか見てきて、わたしに知らせてく

ださい」。父が彼をヘブロンの谷からつかわしたので、

彼はシケムに行った。 15ひとりの人が彼に会い、彼が野

をさまよっていたので、その人は彼に尋ねて言った、「

あなたは何を捜しているのですか」。 16彼は言った、「

兄弟たちを捜しているのです。彼らが、どこで羊を飼っ

ているのか、どうぞわたしに知らせてください」。 17そ

の人は言った、「彼らはここを去りました。彼らが『ド

タンへ行こう』と言うのをわたしは聞きました」。そこ

でヨセフは兄弟たちのあとを追って行って、ドタンで彼

らに会った。 18ヨセフが彼らに近づかないうちに、彼ら

ははるかにヨセフを見て、これを殺そうと計り、 19互に

言った、「あの夢見る者がやって来る。 20さあ、彼を殺

して穴に投げ入れ、悪い獣が彼を食ったと言おう。そし

て彼の夢がどうなるか見よう」。 21ルベンはこれを聞い

て、ヨセフを彼らの手から救い出そうとして言った、「

われわれは彼の命を取ってはならない」。 22ルベンはま

た彼らに言った、「血を流してはいけない。彼を荒野の

この穴に投げ入れよう。彼に手をくだしてはならない」

。これはヨセフを彼らの手から救いだして父に返すため

であった。 23さて、ヨセフが兄弟たちのもとへ行くと、

彼らはヨセフの着物、彼が着ていた長そでの着物をはぎ

とり、 24彼を捕えて穴に投げ入れた。その穴はからで、

その中に水はなかった。 25こうして彼らはすわってパン

を食べた。時に彼らが目をあげて見ると、イシマエルび

との隊商が、らくだに香料と、乳香と、もつやくとを負

わせてエジプトへ下り行こうとギレアデからやってきた

。 26そこでユダは兄弟たちに言った、「われわれが弟を

殺し、その血を隠して何の益があろう。 27さあ、われわ

れは彼をイシマエルびとに売ろう。彼はわれわれの兄弟

、われわれの肉身だから、彼に手を下してはならない」

。兄弟たちはこれを聞き入れた。 28時にミデアンびとの

商人たちが通りかかったので、彼らはヨセフを穴から引

き上げ、銀二十シケルでヨセフをイシマエルびとに売っ

た。彼らはヨセフをエジプトへ連れて行った。 29さてル

ベンは穴に帰って見たが、ヨセフが穴の中にいなかった

ので、彼は衣服を裂き、 30兄弟たちのもとに帰って言っ

た、「あの子はいない。ああ、わたしはどこへ行くこと

ができよう」。 31彼らはヨセフの着物を取り、雄やぎを

殺して、着物をその血に浸し、 32その長そでの着物を父

に持ち帰って言った、「わたしたちはこれを見つけまし

たが、これはあなたの子の着物か、どうか見さだめてく

ださい」。 33父はこれを見さだめて言った、「わが子の

着物だ。悪い獣が彼を食ったのだ。確かにヨセフはかみ

裂かれたのだ」。 34そこでヤコブは衣服を裂き、荒布を

腰にまとって、長い間その子のために嘆いた。 35子らと

娘らとは皆立って彼を慰めようとしたが、彼は慰められ

るのを拒んで言った、「いや、わたしは嘆きながら陰府

に下って、わが子のもとへ行こう」。こうして父は彼の

ために泣いた。 (Sheol h7585) 36さて、かのミデアンびとら

はエジプトでパロの役人、侍衛長ポテパルにヨセフを売

った。
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38そのころユダは兄弟たちを離れて下り、アドラムび
とで、名をヒラという者の所へ行った。 2ユダはそ

の所で、名をシュアというカナンびとの娘を見て、これ

をめとり、その所にはいった。 3彼女はみごもって男の

子を産んだので、ユダは名をエルと名づけた。 4彼女は

再びみごもって男の子を産み、名をオナンと名づけた。

5また重ねて、男の子を産み、名をシラと名づけた。彼

女はこの男の子を産んだとき、クジブにおった。 6ユダ

は長子エルのために、名をタマルという妻を迎えた。 7

しかしユダの長子エルは主の前に悪い者であったので、

主は彼を殺された。 8そこでユダはオナンに言った、「

兄の妻の所にはいって、彼女をめとり、兄に子供を得さ

せなさい」。 9しかしオナンはその子が自分のものとな

らないのを知っていたので、兄の妻の所にはいった時、

兄に子を得させないために地に洩らした。 10彼のした事

は主の前に悪かったので、主は彼をも殺された。 11そこ

でユダはその子の妻タマルに言った、「わたしの子シラ

が成人するまで、寡婦のままで、あなたの父の家にいな

さい」。彼は、シラもまた兄弟たちのように死ぬかもし

れないと、思ったからである。それでタマルは行って父

の家におった。 12日がたってシュアの娘ユダの妻は死ん

だ。その後、ユダは喪を終ってその友アドラムびとヒラ

と共にテムナに上り、自分の羊の毛を切る者のところへ

行った。 13時に、ひとりの人がタマルに告げて、「あな

たのしゅうとが羊の毛を切るためにテムナに上って来る

」と言ったので、 14彼女は寡婦の衣服を脱ぎすて、被衣

で身をおおい隠して、テムナへ行く道のかたわらにある

エナイムの入口にすわっていた。彼女はシラが成人した

のに、自分がその妻にされないのを知ったからである。

15ユダは彼女を見たとき、彼女が顔をおおっていたため

、遊女だと思い、 16道のかたわらで彼女に向かって言っ

た、「さあ、あなたの所にはいらせておくれ」。彼はこ

の女がわが子の妻であることを知らなかったからである

。彼女は言った、「わたしの所にはいるため、何をくだ

さいますか」。 17ユダは言った、「群れのうちのやぎの

子をあなたにあげよう」。彼女は言った、「それをくだ

さるまで、しるしをわたしにくださいますか」。 18ユダ

は言った、「どんなしるしをあげようか」。彼女は言っ

た、「あなたの印と紐と、あなたの手にあるつえとを」

。彼はこれらを与えて彼女の所にはいった。彼女はユダ

によってみごもった。 19彼女は起きて去り、被衣を脱い

で寡婦の衣服を着た。 20やがてユダはその女からしるし

を取りもどそうと、その友アドラムびとに託してやぎの

子を送ったけれども、その女を見いだせなかった。 21そ

こで彼はその所の人々に尋ねて言った、「エナイムで道

のかたわらにいた遊女はどこにいますか」。彼らは言っ

た、「ここには遊女はいません」。 22彼はユダのもとに

帰って言った、「わたしは彼女を見いだせませんでした

。またその所の人々は、『ここには遊女はいない』と言

いました」。 23そこでユダは言った、「女に持たせてお

こう。わたしたちは恥をかくといけないから。とにかく

、わたしはこのやぎの子を送ったが、あなたは彼女を見

いだせなかったのだ」。 24ところが三月ほどたって、ひ

とりの人がユダに言った、「あなたの嫁タマルは姦淫し

ました。そのうえ、彼女は姦淫によってみごもりました

」。ユダは言った、「彼女を引き出して焼いてしまえ」

。 25彼女は引き出された時、そのしゅうとに人をつかわ

して言った、「わたしはこれをもっている人によって、

みごもりました」。彼女はまた言った、「どうか、この

印と、紐と、つえとはだれのものか、見定めてください

」。 26ユダはこれを見定めて言った、「彼女はわたしよ

りも正しい。わたしが彼女をわが子シラに与えなかった

ためである」。彼は再び彼女を知らなかった。 27さて彼

女の出産の時がきたが、胎内には、ふたごがあった。 28

出産の時に、ひとりの子が手を出したので、産婆は、「

これがさきに出た」と言い、緋の糸を取って、その手に

結んだ。 29そして、その子が手をひっこめると、その弟

が出たので、「どうしてあなたは自分で破って出るのか

」と言った。これによって名はペレヅと呼ばれた。 30そ

の後、手に緋の糸のある兄が出たので、名はゼラと呼ば

れた。

39さてヨセフは連れられてエジプトに下ったが、パロ
の役人で侍衛長であったエジプトびとポテパルは、

彼をそこに連れ下ったイシマエルびとらの手から買い取

った。 2主がヨセフと共におられたので、彼は幸運な者

となり、その主人エジプトびとの家におった。 3その主

人は主が彼とともにおられることと、主が彼の手のする

ことをすべて栄えさせられるのを見た。 4そこで、ヨセ

フは彼の前に恵みを得、そのそば近く仕えた。彼はヨセ

フに家をつかさどらせ、持ち物をみな彼の手にゆだねた

。 5彼がヨセフに家とすべての持ち物をつかさどらせた

時から、主はヨセフのゆえにそのエジプトびとの家を恵

まれたので、主の恵みは彼の家と畑とにあるすべての持

ち物に及んだ。 6そこで彼は持ち物をみなヨセフの手に

ゆだねて、自分が食べる物のほかは、何をも顧みなかっ

た。さてヨセフは姿がよく、顔が美しかった。 7これら

の事の後、主人の妻はヨセフに目をつけて言った、「わ

たしと寝なさい」。 8ヨセフは拒んで、主人の妻に言っ

た、「御主人はわたしがいるので家の中の何をも顧みず

、その持ち物をみなわたしの手にゆだねられました。 9

この家にはわたしよりも大いなる者はありません。また

御主人はあなたを除いては、何をもわたしに禁じられま

せんでした。あなたが御主人の妻であるからです。どう

してわたしはこの大きな悪をおこなって、神に罪を犯す

ことができましょう」。 10彼女は毎日ヨセフに言い寄っ

たけれども、ヨセフは聞きいれず、彼女と寝なかった。

また共にいなかった。 11ある日ヨセフが務をするために

家にはいった時、家の者がひとりもそこにいなかったの

で、 12彼女はヨセフの着物を捕えて、「わたしと寝なさ

い」と言った。ヨセフは着物を彼女の手に残して外にの

がれ出た。 13彼女はヨセフが着物を自分の手に残して外

にのがれたのを見て、 14その家の者どもを呼び、彼らに

告げて言った、「主人がわたしたちの所に連れてきたヘ

ブルびとは、わたしたちに戯れます。彼はわたしと寝よ

うとして、わたしの所にはいったので、わたしは大声で

叫びました。 15彼はわたしが声をあげて叫ぶのを聞くと

、着物をわたしの所に残して外にのがれ出ました」。 16

彼女はその着物をかたわらに置いて、主人の帰って来る

のを待った。 17そして彼女は次のように主人に告げた、

「あなたがわたしたちに連れてこられたヘブルのしもべ

はわたしに戯れようとして、わたしの所にはいってきま

した。 18わたしが声をあげて叫んだので、彼は着物をわ

たしの所に残して外にのがれました」。 19主人はその妻

が「あなたのしもべは、わたしにこんな事をした」と告

げる言葉を聞いて、激しく怒った。 20そしてヨセフの主
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人は彼を捕えて、王の囚人をつなぐ獄屋に投げ入れた。

こうしてヨセフは獄屋の中におったが、 21主はヨセフと

共におられて彼にいつくしみを垂れ、獄屋番の恵みをう

けさせられた。 22獄屋番は獄屋におるすべての囚人をヨ

セフの手にゆだねたので、彼はそこでするすべての事を

おこなった。 23獄屋番は彼の手にゆだねた事はいっさい

顧みなかった。主がヨセフと共におられたからである。

主は彼のなす事を栄えさせられた。

40これらの事の後、エジプト王の給仕役と料理役とが
その主君エジプト王に罪を犯した。 2パロはふたり

の役人、すなわち給仕役の長と料理役の長に向かって憤

り、 3侍衛長の家の監禁所、すなわちヨセフがつながれ

ている獄屋に入れた。 4侍衛長はヨセフに命じて彼らと

共におらせたので、ヨセフは彼らに仕えた。こうして彼

らは監禁所で幾日かを過ごした。 5さて獄屋につながれ

たエジプト王の給仕役と料理役のふたりは一夜のうちに

それぞれ意味のある夢を見た。 6ヨセフが朝、彼らのと

ころへ行って見ると、彼らは悲しみに沈んでいた。 7そ

こでヨセフは自分と一緒に主人の家の監禁所にいるパロ

の役人たちに尋ねて言った、「どうして、きょう、あな

たがたの顔色が悪いのですか」。 8彼らは言った、「わ

たしたちは夢を見ましたが、解いてくれる者がいません

」。ヨセフは彼らに言った、「解くことは神によるので

はありませんか。どうぞ、わたしに話してください」。

9給仕役の長はその夢をヨセフに話して言った、「わた

しが見た夢で、わたしの前に一本のぶどうの木がありま

した。 10そのぶどうの木に三つの枝があって、芽を出し

、花が咲き、ぶどうのふさが熟しました。 11時にわたし

の手に、パロの杯があって、わたしはそのぶどうを取り

、それをパロの杯にしぼり、その杯をパロの手にささげ

ました」。 12ヨセフは言った、「その解き明かしはこう

です。三つの枝は三日です。 13今から三日のうちにパロ

はあなたの頭を上げて、あなたを元の役目に返すでしょ

う。あなたはさきに給仕役だった時にされたように、パ

ロの手に杯をささげられるでしょう。 14それで、あなた

がしあわせになられたら、わたしを覚えていて、どうか

わたしに恵みを施し、わたしの事をパロに話して、この

家からわたしを出してください。 15わたしは、実はヘブ

ルびとの地からさらわれてきた者です。またここでもわ

たしは地下の獄屋に入れられるような事はしなかったの

です」。 16料理役の長はその解き明かしの良かったのを

見て、ヨセフに言った、「わたしも夢を見たが、白いパ

ンのかごが三つ、わたしの頭の上にあった。 17一番上の

かごには料理役がパロのために作ったさまざまの食物が

あったが、鳥がわたしの頭の上のかごからそれを食べて

いた」。 18ヨセフは答えて言った、「その解き明かしは

こうです。三つのかごは三日です。 19今から三日のうち

にパロはあなたの頭を上げ離して、あなたを木に掛ける

でしょう。そして鳥があなたの肉を食い取るでしょう」

。 20さて三日目はパロの誕生日であったので、パロはす

べての家来のためにふるまいを設け、家来のうちの給仕

役の長の頭と、料理役の長の頭を上げた。 21すなわちパ

ロは給仕役の長を給仕役の職に返したので、彼はパロの

手に杯をささげた。 22しかしパロは料理役の長を木に掛

けた。ヨセフが彼らに解き明かしたとおりである。 23と

ころが、給仕役の長はヨセフを思い出さず、忘れてしま

った。

41二年の後パロは夢を見た。夢に、彼はナイル川のほ
とりに立っていた。 2すると、その川から美しい、

肥え太った七頭の雌牛が上がってきて葦を食っていた。

3その後、また醜い、やせ細った他の七頭の雌牛が川か

ら上がってきて、川の岸にいた雌牛のそばに立ち、 4そ

の醜い、やせ細った雌牛が、あの美しい、肥えた七頭の

雌牛を食いつくした。ここでパロは目が覚めた。 5彼は

また眠って、再び夢を見た。夢に、一本の茎に太った良

い七つの穂が出てきた。 6その後また、やせて、東風に

焼けた七つの穂が出てきて、 7そのやせた穂が、あの太

って実った七つの穂をのみつくした。ここでパロは目が

覚めたが、それは夢であった。 8朝になって、パロは心

が騒ぎ、人をつかわして、エジプトのすべての魔術師と

すべての知者とを呼び寄せ、彼らに夢を告げたが、これ

をパロに解き明かしうる者がなかった。 9そのとき給仕

役の長はパロに告げて言った、「わたしはきょう、自分

のあやまちを思い出しました。 10かつてパロがしもべら

に向かって憤り、わたしと料理役の長とを侍衛長の家の

監禁所にお入れになった時、 11わたしも彼も一夜のうち

に夢を見、それぞれ意味のある夢を見ましたが、 12そこ

に侍衛長のしもべで、ひとりの若いヘブルびとがわれわ

れと共にいたので、彼に話したところ、彼はわれわれの

夢を解き明かし、その夢によって、それぞれ解き明かし

をしました。 13そして彼が解き明かしたとおりになって

、パロはわたしを職に返し、彼を木に掛けられました」

。 14そこでパロは人をつかわしてヨセフを呼んだ。人々

は急いで彼を地下の獄屋から出した。ヨセフは、ひげを

そり、着物を着替えてパロのもとに行った。 15パロはヨ

セフに言った、「わたしは夢を見たが、これを解き明か

す者がない。聞くところによると、あなたは夢を聞いて

、解き明かしができるそうだ」。 16ヨセフはパロに答え

て言った、「いいえ、わたしではありません。神がパロ

に平安をお告げになりましょう」。 17パロはヨセフに言

った、「夢にわたしは川の岸に立っていた。 18その川か

ら肥え太った、美しい七頭の雌牛が上がってきて葦を食

っていた。 19その後、弱く、非常に醜い、やせ細った他

の七頭の雌牛がまた上がってきた。わたしはエジプト全

国で、このような醜いものをまだ見たことがない。 20と

ころがそのやせた醜い雌牛が、初めの七頭の肥えた雌牛

を食いつくしたが、 21腹にはいっても、腹にはいった事

が知れず、やはり初めのように醜かった。ここでわたし

は目が覚めた。 22わたしはまた夢をみた。一本の茎に七

つの実った良い穂が出てきた。 23その後、やせ衰えて、

東風に焼けた七つの穂が出てきたが、 24そのやせた穂が

、あの七つの良い穂をのみつくした。わたしは魔術師に

話したが、わたしにそのわけを示しうる者はなかった」

。 25ヨセフはパロに言った、「パロの夢は一つです。神

がこれからしようとすることをパロに示されたのです。

26七頭の良い雌牛は七年です。七つの良い穂も七年で、

夢は一つです。 27あとに続いて、上がってきた七頭のや

せた醜い雌牛は七年で、東風に焼けた実の入らない七つ

の穂は七年のききんです。 28わたしがパロに申し上げた

ように、神がこれからしようとすることをパロに示され

たのです。 29エジプト全国に七年の大豊作があり、 30

その後七年のききんが起り、その豊作はみなエジプトの

国で忘れられて、そのききんは国を滅ぼすでしょう。 31

後に来るそのききんが、非常に激しいから、その豊作は

国のうちで記憶されなくなるでしょう。 32パロが二度重
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ねて夢を見られたのは、この事が神によって定められ、

神がすみやかにこれをされるからです。 33それゆえパロ

は今、さとく、かつ賢い人を尋ね出してエジプトの国を

治めさせなさい。 34パロはこうして国中に監督を置き、

その七年の豊作のうちに、エジプトの国の産物の五分の

一を取り、 35続いて来る良い年々のすべての食糧を彼ら

に集めさせ、穀物を食糧として、パロの手で町々にたく

わえ守らせなさい。 36こうすれば食糧は、エジプトの国

に臨む七年のききんに備えて、この国のためにたくわえ

となり、この国はききんによって滅びることがないでし

ょう」。 37この事はパロとそのすべての家来たちの目に

かなった。 38そこでパロは家来たちに言った、「われわ

れは神の霊をもつこのような人を、ほかに見いだし得よ

うか」。 39またパロはヨセフに言った、「神がこれを皆

あなたに示された。あなたのようにさとく賢い者はない

。 40あなたはわたしの家を治めてください。わたしの民

はみなあなたの言葉に従うでしょう。わたしはただ王の

位でだけあなたにまさる」。 41パロは更にヨセフに言っ

た、「わたしはあなたをエジプト全国のつかさとする」

。 42そしてパロは指輪を手からはずして、ヨセフの手に

はめ、亜麻布の衣服を着せ、金の鎖をくびにかけ、 43自

分の第二の車に彼を乗せ、「ひざまずけ」とその前に呼

ばわらせ、こうして彼をエジプト全国のつかさとした。

44ついでパロはヨセフに言った、「わたしはパロである

。あなたの許しがなければエジプト全国で、だれも手足

を上げることはできない」。 45パロはヨセフの名をザフ

ナテ・パネアと呼び、オンの祭司ポテペラの娘アセナテ

を妻として彼に与えた。ヨセフはエジプトの国を巡った

。 46ヨセフがエジプトの王パロの前に立った時は三十歳

であった。ヨセフはパロの前を出て、エジプト全国をあ

まねく巡った。 47さて七年の豊作のうちに地は豊かに物

を産した。 48そこでヨセフはエジプトの国にできたその

七年間の食糧をことごとく集め、その食糧を町々に納め

させた。すなわち町の周囲にある畑の食糧をその町の中

に納めさせた。 49ヨセフは穀物を海の砂のように、非常

に多くたくわえ、量りきれなくなったので、ついに量る

ことをやめた。 50ききんの年の来る前にヨセフにふたり

の子が生れた。これらはオンの祭司ポテペラの娘アセナ

テが産んだのである。 51ヨセフは長子の名をマナセと名

づけて言った、「神がわたしにすべての苦難と父の家の

すべての事を忘れさせられた」。 52また次の子の名をエ

フライムと名づけて言った、「神がわたしを悩みの地で

豊かにせられた」。 53エジプトの国にあった七年の豊作

が終り、 54ヨセフの言ったように七年のききんが始まっ

た。そのききんはすべての国にあったが、エジプト全国

には食物があった。 55やがてエジプト全国が飢えた時、

民はパロに食物を叫び求めた。そこでパロはすべてのエ

ジプトびとに言った、「ヨセフのもとに行き、彼の言う

ようにせよ」。 56ききんが地の全面にあったので、ヨセ

フはすべての穀倉を開いて、エジプトびとに売った。き

きんはますますエジプトの国に激しくなった。 57ききん

が全地に激しくなったので、諸国の人々がエジプトのヨ

セフのもとに穀物を買うためにきた。

42ヤコブはエジプトに穀物があると知って、むすこた
ちに言った、「あなたがたはなぜ顔を見合わせてい

るのですか」。 2また言った、「エジプトに穀物がある

ということだが、あなたがたはそこへ下って行って、そ

こから、われわれのため穀物を買ってきなさい。そうす

れば、われわれは生きながらえて、死を免れるであろう

」。 3そこでヨセフの十人の兄弟は穀物を買うためにエ

ジプトへ下った。 4しかし、ヤコブはヨセフの弟ベニヤ

ミンを兄弟たちと一緒にやらなかった。彼が災に会うの

を恐れたからである。 5こうしてイスラエルの子らは穀

物を買おうと人々に交じってやってきた。カナンの地に

ききんがあったからである。 6ときにヨセフは国のつか

さであって、国のすべての民に穀物を売ることをしてい

た。ヨセフの兄弟たちはきて、地にひれ伏し、彼を拝し

た。 7ヨセフは兄弟たちを見て、それと知ったが、彼ら

に向かっては知らぬ者のようにし、荒々しく語った。す

なわち彼らに言った、「あなたがたはどこからきたのか

」。彼らは答えた、「食糧を買うためにカナンの地から

きました」。 8ヨセフは、兄弟たちであるのを知ってい

たが、彼らはヨセフとは知らなかった。 9ヨセフはかつ

て彼らについて見た夢を思い出して、彼らに言った、「

あなたがたは回し者で、この国のすきをうかがうために

きたのです」。 10彼らはヨセフに答えた、「いいえ、わ

が主よ、しもべらはただ食糧を買うためにきたのです。

11われわれは皆、ひとりの人の子で、真実な者です。し

もべらは回し者ではありません」。 12ヨセフは彼らに言

った、「いや、あなたがたはこの国のすきをうかがうた

めにきたのです」。 13彼らは言った、「しもべらは十二

人兄弟で、カナンの地にいるひとりの人の子です。末の

弟は今、父と一緒にいますが、他のひとりはいなくなり

ました」。 14ヨセフは彼らに言った、「わたしが言った

とおり、あなたがたは回し者です。 15あなたがたをこう

してためしてみよう。パロのいのちにかけて誓います。

末の弟がここにこなければ、あなたがたはここを出るこ

とはできません。 16あなたがたのひとりをやって弟を連

れてこさせなさい。それまであなたがたをつないでおい

て、あなたがたに誠実があるかどうか、あなたがたの言

葉をためしてみよう。パロのいのちにかけて誓います。

あなたがたは確かに回し者です」。 17ヨセフは彼らをみ

な一緒に三日の間、監禁所に入れた。 18三日目にヨセフ

は彼らに言った、「こうすればあなたがたは助かるでし

ょう。わたしは神を恐れます。 19もしあなたがたが真実

な者なら、兄弟のひとりをあなたがたのいる監禁所に残

し、あなたがたは穀物を携えて行って、家族の飢えを救

いなさい。 20そして末の弟をわたしのもとに連れてきな

さい。そうすればあなたがたの言葉のほんとうであるこ

とがわかって、死を免れるでしょう」。彼らはそのよう

にした。 21彼らは互に言った、「確かにわれわれは弟の

事で罪がある。彼がしきりに願った時、その心の苦しみ

を見ながら、われわれは聞き入れなかった。それでこの

苦しみに会うのだ」。 22ルベンが彼らに答えて言った、

「わたしはあなたがたに、この子供に罪を犯すなと言っ

たではないか。それにもかかわらず、あなたがたは聞き

入れなかった。それで彼の血の報いを受けるのです」。

23彼らはヨセフが聞きわけているのを知らなかった。相

互の間に通訳者がいたからである。 24ヨセフは彼らを離

れて行って泣き、また帰ってきて彼らと語り、そのひと

りシメオンを捕えて、彼らの目の前で縛った。 25そして

ヨセフは人々に命じて、彼らの袋に穀物を満たし、めい

めいの銀を袋に返し、道中の食料を与えさせた。ヨセフ

はこのように彼らにした。 26彼らは穀物をろばに負わせ

てそこを去った。 27そのひとりが宿で、ろばに飼葉をや
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るため袋をあけて見ると、袋の口に自分の銀があった。

28彼は兄弟たちに言った、「わたしの銀は返してある。

しかも見よ、それは袋の中にある」。そこで彼らは非常

に驚き、互に震えながら言った、「神がわれわれにされ

たこのことは何事だろう」。 29こうして彼らはカナンの

地にいる父ヤコブのもとに帰り、その身に起った事をこ

とごとく告げて言った、 30「あの国の君は、われわれに

荒々しく語り、国をうかがう回し者だと言いました。 31

われわれは彼に答えました、『われわれは真実な者であ

って回し者ではない。 32われわれは十二人兄弟で、同じ

父の子である。ひとりはいなくなり、末の弟は今父と共

にカナンの地にいる』。 33その国の君であるその人はわ

れわれに言いました、『わたしはこうしてあなたがたの

真実な者であるのを知ろう。あなたがたは兄弟のひとり

をわたしのもとに残し、穀物を携えて行って、家族の飢

えを救いなさい。 34そして末の弟をわたしのもとに連れ

てきなさい。そうすればあなたがたが回し者ではなく、

真実な者であるのを知って、あなたがたの兄弟を返し、

この国であなたがたに取引させましょう』」。 35彼らが

袋のものを出して見ると、めいめいの金包みが袋の中に

あったので、彼らも父も金包みを見て恐れた。 36父ヤコ

ブは彼らに言った、「あなたがたはわたしに子を失わせ

た。ヨセフはいなくなり、シメオンもいなくなった。今

度はベニヤミンをも取り去る。これらはみなわたしの身

にふりかかって来るのだ」。 37ルベンは父に言った、「

もしわたしが彼をあなたのもとに連れて帰らなかったら

、わたしのふたりの子を殺してください。ただ彼をわた

しの手にまかせてください。わたしはきっと、あなたの

もとに彼を連れて帰ります」。 38ヤコブは言った、「わ

たしの子はあなたがたと共に下って行ってはならない。

彼の兄は死に、ただひとり彼が残っているのだから。も

しあなたがたの行く道で彼が災に会えば、あなたがたは

、しらがのわたしを悲しんで陰府に下らせるであろう」

。 (Sheol h7585)

43ききんはその地に激しかった。 2彼らがエジプトか

ら携えてきた穀物を食い尽した時、父は彼らに言っ

た、「また行って、われわれのために少しの食糧を買っ

てきなさい」。 3ユダは父に答えて言った、「あの人は

われわれをきびしく戒めて、弟が一緒でなければ、わた

しの顔を見てはならないと言いました。 4もしあなたが

弟をわれわれと一緒にやってくださるなら、われわれは

下って行って、あなたのために食糧を買ってきましょう

。 5しかし、もし彼をやられないなら、われわれは下っ

て行きません。あの人がわれわれに、弟が一緒でなけれ

ばわたしの顔を見てはならないと言ったのですから」。

6イスラエルは言った、「なぜ、もうひとりの弟がある

とあの人に言って、わたしを苦しめるのか」。 7彼らは

言った、「あの人がわれわれと一族とのことを問いただ

して、父はまだ生きているか、もうひとりの弟があるか

と言ったので、問われるままに答えましたが、その人が

、弟を連れてこいと言おうとは、どうして知ることがで

きたでしょう」。 8ユダは父イスラエルに言った、「あ

の子をわたしと一緒にやってくだされば、われわれは立

って行きましょう。そしてわれわれもあなたも、われわ

れの子供らも生きながらえ、死を免れましょう。 9わた

しが彼の身を請け合います。わたしの手から彼を求めな

さい。もしわたしが彼をあなたのもとに連れ帰って、あ

なたの前に置かなかったら、わたしはあなたに対して永

久に罪を負いましょう。 10もしわれわれがこんなにため

らわなかったら、今ごろは二度も行ってきたでしょう」

。 11父イスラエルは彼らに言った、「それではこうしな

さい。この国の名産を器に入れ、携え下ってその人に贈

り物にしなさい。すなわち少しの乳香、少しの蜜、香料

、もつやく、ふすだしう、あめんどう。 12そしてその上

に、倍額の銀を手に持って行きなさい。また袋の口に返

してあった銀は持って行って返しなさい。たぶんそれは

誤りであったのでしょう。 13弟も連れ、立って、またそ

の人の所へ行きなさい。 14どうか全能の神がその人の前

であなたがたをあわれみ、もうひとりの兄弟とベニヤミ

ンとを、返させてくださるように。もしわたしが子を失

わなければならないのなら、失ってもよい」。 15そこで

その人々は贈り物を取り、また倍額の銀を携え、ベニヤ

ミンを連れ、立ってエジプトへ下り、ヨセフの前に立っ

た。 16ヨセフはベニヤミンが彼らと共にいるのを見て、

家づかさに言った、「この人々を家に連れて行き、獣を

ほふって、したくするように。この人々は昼、わたしと

一緒に食事をします」。 17その人はヨセフの言ったよう

にして、この人々をヨセフの家へ連れて行った。 18とこ

ろがこの人々はヨセフの家へ連れて行かれたので恐れて

言った、「初めの時に袋に返してあったあの銀のゆえに

、われわれを引き入れたのです。そしてわれわれを襲い

、攻め、捕えて奴隷とし、われわれのろばをも奪うので

す」。 19彼らはヨセフの家づかさに近づいて、家の入口

で、言った、 20「ああ、わが主よ、われわれは最初、食

糧を買うために下ってきたのです。 21ところが宿に行っ

て袋をあけて見ると、めいめいの銀は袋の口にあって、

銀の重さは元のままでした。それでわれわれはそれを持

って参りました。 22そして食糧を買うために、ほかの銀

をも持って下ってきました。われわれの銀を袋に入れた

者が、だれであるかは分りません」。 23彼は言った、「

安心しなさい。恐れてはいけません。その宝はあなたが

たの神、あなたがたの父の神が、あなたがたの袋に入れ

てあなたがたに賜わったのです。あなたがたの銀はわた

しが受け取りました」。そして彼はシメオンを彼らの所

へ連れてきた。 24こうしてその人はこの人々をヨセフの

家へ導き、水を与えて足を洗わせ、また、ろばに飼葉を

与えた。 25彼らはその所で食事をするのだと聞き、贈り

物を整えて、昼にヨセフの来るのを待った。 26さてヨセ

フが家に帰ってきたので、彼らはその家に携えてきた贈

り物をヨセフにささげ、地に伏して、彼を拝した。 27ヨ

セフは彼らの安否を問うて言った、「あなたがたの父、

あなたがたがさきに話していたその老人は無事ですか。

なお生きながらえておられますか」。 28彼らは答えた、

「あなたのしもべ、われわれの父は無事で、なお生きな

がらえています」。そして彼らは、頭をさげて拝した。

29ヨセフは目をあげて同じ母の子である弟ベニヤミンを

見て言った、「これはあなたがたが前にわたしに話した

末の弟ですか」。また言った、「わが子よ、どうか神が

あなたを恵まれるように」。 30ヨセフは弟なつかしさに

心がせまり、急いで泣く場所をたずね、へやにはいって

泣いた。 31やがて彼は顔を洗って出てきた。そして自分

を制して言った、「食事にしよう」。 32そこでヨセフは

ヨセフ、彼らは彼ら、陪食のエジプトびとはエジプトび

と、と別々に席に着いた。エジプトびとはヘブルびとと

共に食事することができなかった。それはエジプトびと
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の忌むところであったからである。 33こうして彼らはヨ

セフの前に、長子は長子として、弟は弟としてすわらせ

られたので、その人々は互に驚いた。 34またヨセフの前

から、めいめいの分が運ばれたが、ベニヤミンの分は他

のいずれの者の分よりも五倍多かった。こうして彼らは

飲み、ヨセフと共に楽しんだ。

44さてヨセフは家づかさに命じて言った、「この人々
の袋に、運べるだけ多くの食糧を満たし、めいめい

の銀を袋の口に入れておきなさい。 2またわたしの杯、

銀の杯をあの年下の者の袋の口に、穀物の代金と共に入

れておきなさい」。家づかさはヨセフの言葉のとおりに

した。 3夜が明けると、その人々と、ろばとは送り出さ

れたが、 4町を出て、まだ遠くへ行かないうちに、ヨセ

フは家づかさに言った、「立って、あの人々のあとを追

いなさい。追いついて、彼らに言いなさい、『あなたが

たはなぜ悪をもって善に報いるのですか。なぜわたしの

銀の杯を盗んだのですか。 5これはわたしの主人が飲む

時に使い、またいつも占いに用いるものではありません

か。あなたがたのした事は悪いことです』」。 6家づか

さが彼らに追いついて、これらの言葉を彼らに告げたと

き、 7彼らは言った、「わが主は、どうしてそのような

ことを言われるのですか。しもべらは決してそのような

ことはいたしません。 8袋の口で見つけた銀でさえ、カ

ナンの地からあなたの所に持ち帰ったほどです。どうし

て、われわれは御主人の家から銀や金を盗みましょう。

9しもべらのうちのだれの所でそれが見つかっても、そ

の者は死に、またわれわれはわが主の奴隷となりましょ

う」。 10家づかさは言った、「それではあなたがたの言

葉のようにしよう。杯の見つかった者はわたしの奴隷と

ならなければならない。ほかの者は無罪です」。 11そこ

で彼らは、めいめい急いで袋を地におろし、ひとりひと

りその袋を開いた。 12家づかさは年上から捜し始めて年

下に終ったが、杯はベニヤミンの袋の中にあった。 13そ

こで彼らは衣服を裂き、おのおの、ろばに荷を負わせて

町に引き返した。 14ユダと兄弟たちとは、ヨセフの家に

はいったが、ヨセフがなおそこにいたので、彼らはその

前で地にひれ伏した。 15ヨセフは彼らに言った、「あな

たがたのこのしわざは何事ですか。わたしのような人は

、必ず占い当てることを知らないのですか」。 16ユダは

言った、「われわれはわが主に何を言い、何を述べ得ま

しょう。どうしてわれわれは身の潔白をあらわし得まし

ょう。神がしもべらの罪をあばかれました。われわれと

、杯を持っていた者とは共にわが主の奴隷となりましょ

う」。 17ヨセフは言った、「わたしは決してそのような

ことはしない。杯を持っている者だけがわたしの奴隷と

ならなければならない。ほかの者は安全に父のもとへ上

って行きなさい」。 18この時ユダは彼に近づいて言った

、「ああ、わが主よ、どうぞわが主の耳にひとこと言わ

せてください。しもべをおこらないでください。あなた

はパロのようなかたです。 19わが主はしもべらに尋ねて

、『父があるか、また弟があるか』と言われたので、 20

われわれはわが主に言いました、『われわれには老齢の

父があり、また年寄り子の弟があります。その兄は死ん

で、同じ母の子で残っているのは、ただこれだけですか

ら父はこれを愛しています』。 21その時あなたはしもべ

らに言われました、『その者をわたしの所へ連れてきな

さい。わたしはこの目で彼を見よう』。 22われわれはわ

が主に言いました。『その子供は父を離れることができ

ません。もし父を離れたら父は死ぬでしょう』。 23しか

し、あなたはしもべらに言われました、『末の弟が一緒

に下ってこなければ、おまえたちは再びわたしの顔を見

ることはできない』。 24それであなたのしもべである父

のもとに上って、わが主の言葉を彼に告げました。 25と

ころで、父が『おまえたちは再び行って、われわれのた

めに少しの食糧を買ってくるように』と言ったので、 26

われわれは言いました、『われわれは下って行けません

。もし末の弟が一緒であれば行きましょう。末の弟が一

緒でなければ、あの人の顔を見ることができません』。

27あなたのしもべである父は言いました、『おまえたち

の知っているとおり、妻はわたしにふたりの子を産んだ

。 28ひとりは外へ出たが、きっと裂き殺されたのだと思

う。わたしは今になっても彼を見ない。 29もしおまえた

ちがこの子をもわたしから取って行って、彼が災に会え

ば、おまえたちは、しらがのわたしを悲しんで陰府に下

らせるであろう』。 (Sheol h7585) 30わたしがあなたのしも

べである父のもとに帰って行くとき、もしこの子供が一

緒にいなかったら、どうなるでしょう。父の魂は子供の

魂に結ばれているのです。 31この子供がわれわれと一緒

にいないのを見たら、父は死ぬでしょう。そうすればし

もべらは、あなたのしもべであるしらがの父を悲しんで

陰府に下らせることになるでしょう。 (Sheol h7585) 32しも

べは父にこの子供の身を請け合って『もしわたしがこの

子をあなたのもとに連れ帰らなかったら、わたしは父に

対して永久に罪を負いましょう』と言ったのです。 33ど

うか、しもべをこの子供の代りに、わが主の奴隷として

とどまらせ、この子供を兄弟たちと一緒に上り行かせて

ください、 34この子供を連れずに、どうしてわたしは父

のもとに上り行くことができましょう。父が災に会うの

を見るに忍びません」。

45そこでヨセフはそばに立っているすべての人の前で
、自分を制しきれなくなったので、「人は皆ここか

ら出てください」と呼ばわった。それゆえヨセフが兄弟

たちに自分のことを明かした時、ひとりも彼のそばに立

っている者はなかった。 2ヨセフは声をあげて泣いた。

エジプトびとはこれを聞き、パロの家もこれを聞いた。

3ヨセフは兄弟たちに言った、「わたしはヨセフです。

父はまだ生きながらえていますか」。兄弟たちは答える

ことができなかった。彼らは驚き恐れたからである。 4

ヨセフは兄弟たちに言った、「わたしに近寄ってくださ

い」。彼らが近寄ったので彼は言った、「わたしはあな

たがたの弟ヨセフです。あなたがたがエジプトに売った

者です。 5しかしわたしをここに売ったのを嘆くことも

、悔むこともいりません。神は命を救うために、あなた

がたよりさきにわたしをつかわされたのです。 6この二

年の間、国中にききんがあったが、なお五年の間は耕す

ことも刈り入れることもないでしょう。 7神は、あなた

がたのすえを地に残すため、また大いなる救をもってあ

なたがたの命を助けるために、わたしをあなたがたより

さきにつかわされたのです。 8それゆえわたしをここに

つかわしたのはあなたがたではなく、神です。神はわた

しをパロの父とし、その全家の主とし、またエジプト全

国のつかさとされました。 9あなたがたは父のもとに急

ぎ上って言いなさい、『あなたの子ヨセフが、こう言い

ました。神がわたしをエジプト全国の主とされたから、
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ためらわずにわたしの所へ下ってきなさい。 10あなたは

ゴセンの地に住み、あなたも、あなたの子らも、孫たち

も、羊も牛も、その他のものもみな、わたしの近くにお

らせます。 11ききんはなお五年つづきますから、あなた

も、家族も、その他のものも、みな困らないように、わ

たしはそこで養いましょう』。 12あなたがたと弟ベニヤ

ミンが目に見るとおり、あなたがたに口ら語っているの

はこのわたしです。 13あなたがたはエジプトでの、わた

しのいっさいの栄えと、あなたがたが見るいっさいの事

をわたしの父に告げ、急いでわたしの父をここへ連れ下

りなさい」。 14そしてヨセフは弟ベニヤミンのくびを抱

いて泣き、ベニヤミンも彼のくびを抱いて泣いた。 15ま

たヨセフはすべての兄弟たちに口づけし、彼らを抱いて

泣いた。そして後、兄弟たちは彼と語った。 16時に、「

ヨセフの兄弟たちがきた」と言ううわさがパロの家に聞

えたので、パロとその家来たちとは喜んだ。 17パロはヨ

セフに言った、「兄弟たちに言いなさい、『あなたがた

は、こうしなさい。獣に荷を負わせてカナンの地へ行き

、 18父と家族とを連れてわたしのもとへきなさい。わた

しはあなたがたに、エジプトの地の良い物を与えます。

あなたがたは、この国の最も良いものを食べるでしょう

』。 19また彼らに命じなさい、『あなたがたは、こうし

なさい。幼な子たちと妻たちのためにエジプトの地から

車をもって行き、父を連れてきなさい。 20家財に心を引

かれてはなりません。エジプト全国の良い物は、あなた

がたのものだからです』」。 21イスラエルの子らはその

ようにした。ヨセフはパロの命に従って彼らに車を与え

、また途中の食料をも与えた。 22まためいめいに晴着を

与えたが、ベニヤミンには銀三百シケルと晴着五着とを

与えた。 23また彼は父に次のようなものを贈った。すな

わちエジプトの良い物を負わせたろば十頭と、穀物、パ

ン及び父の道中の食料を負わせた雌ろば十頭。 24こうし

てヨセフは兄弟たちを送り去らせ、彼らに言った、「途

中で争ってはなりません」。 25彼らはエジプトから上っ

てカナンの地に入り、父ヤコブのもとへ行って、 26彼に

言った、「ヨセフはなお生きていてエジプト全国のつか

さです」。ヤコブは気が遠くなった。彼らの言うことが

信じられなかったからである。 27そこで彼らはヨセフが

語った言葉を残らず彼に告げた。父ヤコブはヨセフが自

分を乗せるために送った車を見て元気づいた。 28そして

イスラエルは言った、「満足だ。わが子ヨセフがまだ生

きている。わたしは死ぬ前に行って彼を見よう」。

46イスラエルはその持ち物をことごとく携えて旅立ち
、ベエルシバに行って、父イサクの神に犠牲をささ

げた。 2この時、神は夜の幻のうちにイスラエルに語っ

て言われた、「ヤコブよ、ヤコブよ」。彼は言った、「

ここにいます」。 3神は言われた、「わたしは神、あな

たの父の神である。エジプトに下るのを恐れてはならな

い。わたしはあそこであなたを大いなる国民にする。 4

わたしはあなたと一緒にエジプトに下り、また必ずあな

たを導き上るであろう。ヨセフが手ずからあなたの目を

閉じるであろう」。 5そしてヤコブはベエルシバを立っ

た。イスラエルの子らはヤコブを乗せるためにパロの送

った車に、父ヤコブと幼な子たちと妻たちを乗せ、 6ま

たその家畜とカナンの地で得た財産を携え、ヤコブとそ

の子孫は皆ともにエジプトへ行った。 7こうしてヤコブ

はその子と、孫および娘と孫娘などその子孫をみな連れ

て、エジプトへ行った。 8イスラエルの子らでエジプト

へ行った者の名は次のとおりである。すなわちヤコブと

その子らであるが、ヤコブの長子はルベン。 9ルベンの

子らはハノク、パル、ヘヅロン、カルミ。 10シメオンの

子らはエムエル、ヤミン、オハデ、ヤキン、ゾハル及び

カナンの女の産んだ子シャウル。 11レビの子らはゲルシ

ョン、コハテ、メラリ。 12ユダの子らはエル、オナン、

シラ、ペレヅ、ゼラ。エルとオナンはカナンの地で死ん

だ。ペレヅの子らはヘヅロンとハムル。 13イッサカルの

子らはトラ、プワ、ヨブ、シムロン。 14ゼブルンの子ら

はセレデ、エロン、ヤリエル。 15これらと娘デナとはレ

アがパダンアラムでヤコブに産んだ子らである。その子

らと娘らは合わせて三十三人。 16ガドの子らはゼポン、

ハギ、シュニ、エヅボン、エリ、アロデ、アレリ。 17ア

セルの子らはエムナ、イシワ、イスイ、ベリアおよび妹

サラ。ベリアの子らはヘベルとマルキエル。 18これらは

ラバンが娘レアに与えたジルパの子らである。彼女はこ

れらをヤコブに産んだ。合わせて十六人。 19ヤコブの妻

ラケルの子らはヨセフとベニヤミンとである。 20エジプ

トの国でヨセフにマナセとエフライムとが生れた。これ

はオンの祭司ポテペラの娘アセナテが彼に産んだ者であ

る。 21ベニヤミンの子らはベラ、ベケル、アシベル、ゲ

ラ、ナアマン、エヒ、ロシ、ムッピム、ホパム、アルデ

。 22これらはラケルがヤコブに産んだ子らである。合わ

せて十四人。 23ダンの子はホシム。 24ナフタリの子ら

はヤジエル、グニ、エゼル、シレム。 25これらはラバン

が娘ラケルに与えたビルハの子らである。彼女はこれら

をヤコブに産んだ。合わせて七人。 26ヤコブと共にエジ

プトへ行ったすべての者、すなわち彼の身から出た者は

ヤコブの子らの妻をのぞいて、合わせて六十六人であっ

た。 27エジプトでヨセフに生れた子がふたりあった。エ

ジプトへ行ったヤコブの家の者は合わせて七十人であっ

た。 28さてヤコブはユダをさきにヨセフにつかわして、

ゴセンで会おうと言わせた。そして彼らはゴセンの地へ

行った。 29ヨセフは車を整えて、父イスラエルを迎える

ためにゴセンに上り、父に会い、そのくびを抱き、くび

をかかえて久しく泣いた。 30時に、イスラエルはヨセフ

に言った、「あなたがなお生きていて、わたしはあなた

の顔を見たので今は死んでもよい」。 31ヨセフは兄弟た

ちと父の家族とに言った、「わたしは上ってパロに言お

う、『カナンの地にいたわたしの兄弟たちと父の家族と

がわたしの所へきました。 32この者らは羊を飼う者、家

畜の牧者で、その羊、牛および持ち物をみな携えてきま

した』。 33もしパロがあなたがたを召して、『あなたが

たの職業は何か』と言われたら、 34『しもべらは幼い時

から、ずっと家畜の牧者です。われわれも、われわれの

先祖もそうです』と言いなさい。そうすればあなたがた

はゴセンの地に住むことができましょう。羊飼はすべて

、エジプトびとの忌む者だからです」。

47ヨセフは行って、パロに言った、「わたしの父と兄
弟たち、その羊、牛およびすべての持ち物がカナン

の地からきて、今ゴセンの地におります」。 2そしてそ

の兄弟のうちの五人を連れて行って、パロに会わせた。

3パロはヨセフの兄弟たちに言った、「あなたがたの職

業は何か」。彼らはパロに言った、「しもべらは羊を飼

う者です。われわれも、われわれの先祖もそうです」。

4彼らはまたパロに言った、「この国に寄留しようとし
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てきました。カナンの地はききんが激しく、しもべらの

群れのための牧草がないのです。どうかしもべらをゴセ

ンの地に住ませてください」。 5パロはヨセフに言った

、「あなたの父と兄弟たちとがあなたのところにきた。

6エジプトの地はあなたの前にある。地の最も良い所に

あなたの父と兄弟たちとを住ませなさい。ゴセンの地に

彼らを住ませなさい。もしあなたが彼らのうちに有能な

者があるのを知っているなら、その者にわたしの家畜を

つかさどらせなさい」。 7そこでヨセフは父ヤコブを導

いてパロの前に立たせた。ヤコブはパロを祝福した。 8

パロはヤコブに言った、「あなたの年はいくつか」。 9

ヤコブはパロに言った、「わたしの旅路のとしつきは、

百三十年です。わたしのよわいの日はわずかで、ふしあ

わせで、わたしの先祖たちのよわいの日と旅路の日には

及びません」。 10ヤコブはパロを祝福し、パロの前を去

った。 11ヨセフはパロの命じたように、父と兄弟たちと

のすまいを定め、彼らにエジプトの国で最も良い地、ラ

メセスの地を所有として与えた。 12またヨセフは父と兄

弟たちと父の全家とに、家族の数にしたがい、食物を与

えて養った。 13さて、ききんが非常に激しかったので、

全地に食物がなく、エジプトの国もカナンの国も、きき

んのために衰えた。 14それでヨセフは人々が買った穀物

の代金としてエジプトの国とカナンの国にあった銀をみ

な集め、その銀をパロの家に納めた。 15こうしてエジプ

トの国とカナンの国に銀が尽きたとき、エジプトびとは

みなヨセフのもとにきて言った、「食物をください。銀

が尽きたからとて、どうしてあなたの前で死んでよいで

しょう」。 16ヨセフは言った、「あなたがたの家畜を出

しなさい。銀が尽きたのなら、あなたがたの家畜と引き

替えで食物をわたそう」。 17彼らはヨセフの所へ家畜を

ひいてきたので、ヨセフは馬と羊の群れと牛の群れ及び

ろばと引き替えで、食物を彼らにわたした。こうして彼

はその年、すべての家畜と引き替えた食物で彼らを養っ

た。 18やがてその年は暮れ、次の年、人々はまたヨセフ

の所へきて言った、「わが主には何事も隠しません。わ

れわれの銀は尽き、獣の群れもわが主のものになって、

われわれのからだと田地のほかはわが主の前に何も残っ

ていません。 19われわれはどうして田地と一緒に、あな

たの目の前で滅んでよいでしょう。われわれと田地とを

食物と引き替えで買ってください。われわれは田地と一

緒にパロの奴隷となりましょう。また種をください。そ

うすればわれわれは生きながらえ、死を免れて、田地も

荒れないでしょう」。 20そこでヨセフはエジプトの田地

をみなパロのために買い取った。ききんがエジプトびと

に、きびしかったので、めいめいその田畑を売ったから

である。こうして地はパロのものとなった。 21そしてヨ

セフはエジプトの国境のこの端からかの端まで民を奴隷

とした。 22ただ祭司の田地は買い取らなかった。祭司に

はパロの給与があって、パロが与える給与で生活してい

たので、その田地を売らなかったからである。 23ヨセフ

は民に言った、「わたしはきょう、あなたがたとその田

地とを買い取って、パロのものとした。あなたがたに種

をあげるから地にまきなさい。 24収穫の時は、その五分

の一をパロに納め、五分の四を自分のものとして田畑の

種とし、自分と家族の食糧とし、また子供の食糧としな

さい」。 25彼らは言った、「あなたはわれわれの命をお

救いくださった。どうかわが主の前に恵みを得させてく

ださい。われわれはパロの奴隷になりましょう」。 26ヨ

セフはエジプトの田地について、収穫の五分の一をパロ

に納めることをおきてとしたが、それは今日に及んでい

る。ただし祭司の田地だけはパロのものとならなかった

。 27さてイスラエルはエジプトの国でゴセンの地に住み

、そこで財産を得、子を生み、大いにふえた。 28ヤコブ

はエジプトの国で十七年生きながらえた。ヤコブのよわ

いの日は百四十七年であった。 29イスラエルは死ぬ時が

近づいたので、その子ヨセフを呼んで言った、「もしわ

たしがあなたの前に恵みを得るなら、どうか手をわたし

のももの下に入れて誓い、親切と誠実とをもってわたし

を取り扱ってください。どうかわたしをエジプトには葬

らないでください。 30わたしが先祖たちと共に眠るとき

には、わたしをエジプトから運び出して先祖たちの墓に

葬ってください」。ヨセフは言った、「あなたの言われ

たようにいたします」。 31ヤコブがまた、「わたしに誓

ってください」と言ったので、彼は誓った。イスラエル

は床のかしらで拝んだ。

48これらの事の後に、「あなたの父は、いま病気です
」とヨセフに告げる者があったので、彼はふたりの

子、マナセとエフライムとを連れて行った。 2時に人が

ヤコブに告げて、「あなたの子ヨセフがあなたのもとに

きました」と言ったので、イスラエルは努めて床の上に

すわった。 3そしてヤコブはヨセフに言った、「先に全

能の神がカナンの地ルズでわたしに現れ、わたしを祝福

して、 4言われた、『わたしはおまえに多くの子を得さ

せ、おまえをふやし、おまえを多くの国民としよう。ま

た、この地をおまえの後の子孫に与えて永久の所有とさ

せる』。 5エジプトにいるあなたの所にわたしが来る前

に、エジプトの国で生れたあなたのふたりの子はいまわ

たしの子とします。すなわちエフライムとマナセとはル

ベンとシメオンと同じようにわたしの子とします。 6た

だし彼らの後にあなたに生れた子らはあなたのものとな

ります。しかし、その嗣業はその兄弟の名で呼ばれるで

しょう。 7わたしがパダンから帰って来る途中ラケルは

カナンの地で死に、わたしは悲しんだ。そこはエフラタ

に行くまでには、なお隔たりがあった。わたしはエフラ

タ、すなわちベツレヘムへ行く道のかたわらに彼女を葬

った」。 8ところで、イスラエルはヨセフの子らを見て

言った、「これはだれですか」。 9ヨセフは父に言った

、「神がここでわたしにくださった子どもです」。父は

言った、「彼らをわたしの所に連れてきて、わたしに祝

福させてください」。 10イスラエルの目は老齢のゆえに

、かすんで見えなかったが、ヨセフが彼らを父の所に近

寄らせたので、父は彼らに口づけし、彼らを抱いた。 11

そしてイスラエルはヨセフに言った、「あなたの顔が見

られようとは思わなかったのに、神はあなたの子らをも

わたしに見させてくださった」。 12そこでヨセフは彼ら

をヤコブのひざの間から取り出し、地に伏して拝した。

13ヨセフはエフライムを右の手に取ってイスラエルの左

の手に向かわせ、マナセを左の手に取ってイスラエルの

右の手に向かわせ、ふたりを近寄らせた。 14すると、イ

スラエルは右の手を伸べて弟エフライムの頭に置き、左

の手をマナセの頭に置いた。マナセは長子であるが、こ

とさらそのように手を置いたのである。 15そしてヨセフ

を祝福して言った、「わが先祖アブラハムとイサクの仕

えた神、生れてからきょうまでわたしを養われた神、 16

すべての災からわたしをあがなわれたみ使よ、この子供
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たちを祝福してください。またわが名と先祖アブラハム

とイサクの名とが、彼らによって唱えられますように、

また彼らが地の上にふえひろがりますように」。 17ヨセ

フは父が右の手をエフライムの頭に置いているのを見て

不満に思い、父の手を取ってエフライムの頭からマナセ

の頭へ移そうとした。 18そしてヨセフは父に言った、「

父よ、そうではありません。こちらが長子です。その頭

に右の手を置いてください」。 19父は拒んで言った、「

わかっている。子よ、わたしにはわかっている。彼もま

た一つの民となり、また大いなる者となるであろう。し

かし弟は彼よりも大いなる者となり、その子孫は多くの

国民となるであろう」。 20こうして彼はこの日、彼らを

祝福して言った、「あなたを指して、イスラエルは、人

を祝福して言うであろう、『神があなたをエフライムの

ごとく、またマナセのごとくにせられるように』」。こ

のように、彼はエフライムをマナセの先に立てた。 21イ

スラエルはまたヨセフに言った、「わたしはやがて死に

ます。しかし、神はあなたがたと共におられて、あなた

がたを先祖の国に導き返されるであろう。 22なおわたし

は一つの分を兄弟よりも多くあなたに与える。これはわ

たしがつるぎと弓とを持ってアモリびとの手から取った

ものである」。

49ヤコブはその子らを呼んで言った、「集まりなさい
。後の日に、あなたがたの上に起ることを、告げま

しょう、 2ヤコブの子らよ、集まって聞け。父イスラエ

ルのことばを聞け。 3ルベンよ、あなたはわが長子、わ

が勢い、わが力のはじめ、威光のすぐれた者、権力のす

ぐれた者。 4しかし、沸き立つ水のようだから、もはや

、すぐれた者ではあり得ない。あなたは父の床に上って

汚した。ああ、あなたはわが寝床に上った。 5シメオン

とレビとは兄弟。彼らのつるぎは暴虐の武器。 6わが魂

よ、彼らの会議に臨むな。わが栄えよ、彼らのつどいに

連なるな。彼らは怒りに任せて人を殺し、ほしいままに

雄牛の足の筋を切った。 7彼らの怒りは、激しいゆえに

のろわれ、彼らの憤りは、はなはだしいゆえにのろわれ

る。わたしは彼らをヤコブのうちに分け、イスラエルの

うちに散らそう。 8ユダよ、兄弟たちはあなたをほめる

。あなたの手は敵のくびを押え、父の子らはあなたの前

に身をかがめるであろう。 9ユダは、ししの子。わが子

よ、あなたは獲物をもって上って来る。彼は雄じしのよ

うにうずくまり、雌じしのように身を伏せる。だれがこ

れを起すことができよう。 10つえはユダを離れず、立法

者のつえはその足の間を離れることなく、シロの来る時

までに及ぶであろう。もろもろの民は彼に従う。 11彼は

そのろばの子をぶどうの木につなぎ、その雌ろばの子を

良きぶどうの木につなぐ。彼はその衣服をぶどう酒で洗

い、その着物をぶどうの汁で洗うであろう。 12その目は

ぶどう酒によって赤く、その歯は乳によって白い。 13ゼ

ブルンは海べに住み、舟の泊まる港となって、その境は

シドンに及ぶであろう。 14イッサカルはたくましいろば

、彼は羊のおりの間に伏している。 15彼は定住の地を見

て良しとし、その国を見て楽しとした。彼はその肩を下

げてにない、奴隷となって追い使われる。 16ダンはおの

れの民をさばくであろう、イスラエルのほかの部族のよ

うに。 17ダンは道のかたわらのへび、道のほとりのまむ

し。馬のかかとをかんで、乗る者をうしろに落すであろ

う。 18主よ、わたしはあなたの救を待ち望む。 19ガド

には略奪者が迫る。しかし彼はかえって敵のかかとに迫

るであろう。 20アセルはその食物がゆたかで、王の美味

をいだすであろう。 21ナフタリは放たれた雌じか、彼は

美しい子じかを生むであろう。 22ヨセフは実を結ぶ若木

、泉のほとりの実を結ぶ若木。その枝は、かきねを越え

るであろう。 23射る者は彼を激しく攻め、彼を射、彼を

いたく悩ました。 24しかし彼の弓はなお強く、彼の腕は

素早い。これはヤコブの全能者の手により、イスラエル

の岩なる牧者の名により、 25あなたを助ける父の神によ

り、また上なる天の祝福、下に横たわる淵の祝福、乳ぶ

さと胎の祝福をもって、あなたを恵まれる全能者による

。 26あなたの父の祝福は永遠の山の祝福にまさり、永久

の丘の賜物にまさる。これらの祝福はヨセフのかしらに

帰し、その兄弟たちの君たる者の頭の頂に帰する。 27ベ

ニヤミンはかき裂くおおかみ、朝にその獲物を食らい、

夕にその分捕物を分けるであろう」。 28すべてこれらは

イスラエルの十二の部族である。そしてこれは彼らの父

が彼らに語り、彼らを祝福したもので、彼は祝福すべき

ところに従って、彼らおのおのを祝福した。 29彼はまた

彼らに命じて言った、「わたしはわが民に加えられよう

としている。あなたがたはヘテびとエフロンの畑にある

ほら穴に、わたしの先祖たちと共にわたしを葬ってくだ

さい。 30そのほら穴はカナンの地のマムレの東にあるマ

クペラの畑にあり、アブラハムがヘテびとエフロンから

畑と共に買い取り、所有の墓地としたもので、 31そこに

アブラハムと妻サラとが葬られ、イサクと妻リベカもそ

こに葬られたが、わたしはまたそこにレアを葬った。 32

あの畑とその中にあるほら穴とはヘテの人々から買った

ものです」。 33こうしてヤコブは子らに命じ終って、足

を床におさめ、息絶えて、その民に加えられた。

50ヨセフは父の顔に伏して泣き、口づけした。 2そし

てヨセフは彼のしもべである医者たちに、父に薬を

塗ることを命じたので、医者たちはイスラエルに薬を塗

った。 3このために四十日を費した。薬を塗るにはこれ

ほどの日数を要するのである。エジプトびとは七十日の

間、彼のために泣いた。 4彼のために泣く日が過ぎて、

ヨセフはパロの家の者に言った、「今もしわたしがあな

たがたの前に恵みを得るなら、どうかパロに伝えてくだ

さい。 5『わたしの父はわたしに誓わせて言いました「

わたしはやがて死にます。カナンの地に、わたしが掘っ

て置いた墓に葬ってください」。それで、どうかわたし

を上って行かせ、父を葬らせてください。そうすれば、

わたしはまた帰ってきます』」。 6パロは言った、「あ

なたの父があなたに誓わせたように上って行って彼を葬

りなさい」。 7そこでヨセフは父を葬るために上って行

った。彼と共に上った者はパロのもろもろの家来たち、

パロの家の長老たち、エジプトの国のもろもろの長老た

ち、 8ヨセフの全家とその兄弟たち及びその父の家族で

あった。ただ子供と羊と牛はゴセンの地に残した。 9ま

た戦車と騎兵も彼と共に上ったので、その行列はたいそ

う盛んであった。 10彼らはヨルダンの向こうのアタデの

打ち場に行き着いて、そこで大いに嘆き、非常に悲しん

だ。そしてヨセフは七日の間父のために嘆いた。 11その

地の住民、カナンびとがアタデの打ち場の嘆きを見て、

「これはエジプトびとの大いなる嘆きだ」と言ったので

、その所の名はアベル・ミツライムと呼ばれた。これは

ヨルダンの向こうにある。 12ヤコブの子らは命じられた
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ようにヤコブにおこなった。 13すなわちその子らは彼を

カナンの地へ運んで行って、マクペラの畑のほら穴に葬

った。このほら穴はマムレの東にあって、アブラハムが

ヘテびとエフロンから畑と共に買って、所有の墓地とし

たものである。 14ヨセフは父を葬った後、その兄弟たち

及びすべて父を葬るために一緒に上った者と共にエジプ

トに帰った。 15ヨセフの兄弟たちは父の死んだのを見て

言った、「ヨセフはことによるとわれわれを憎んで、わ

れわれが彼にしたすべての悪に、仕返しするに違いない

」。 16そこで彼らはことづけしてヨセフに言った、「あ

なたの父は死ぬ前に命じて言われました、 17『おまえた

ちはヨセフに言いなさい、「あなたの兄弟たちはあなた

に悪をおこなったが、どうかそのとがと罪をゆるしてや

ってください」』。今どうかあなたの父の神に仕えるし

もべらのとがをゆるしてください」。ヨセフはこの言葉

を聞いて泣いた。 18やがて兄弟たちもきて、彼の前に伏

して言った、「このとおり、わたしたちはあなたのしも

べです」。 19ヨセフは彼らに言った、「恐れることはい

りません。わたしが神に代ることができましょうか。 20

あなたがたはわたしに対して悪をたくらんだが、神はそ

れを良きに変らせて、今日のように多くの民の命を救お

うと計らわれました。 21それゆえ恐れることはいりませ

ん。わたしはあなたがたとあなたがたの子供たちを養い

ましょう」。彼は彼らを慰めて、親切に語った。 22この

ようにしてヨセフは父の家族と共にエジプトに住んだ。

そしてヨセフは百十年生きながらえた。 23ヨセフはエフ

ライムの三代の子孫を見た。マナセの子マキルの子らも

生れてヨセフのひざの上に置かれた。 24ヨセフは兄弟た

ちに言った、「わたしはやがて死にます。神は必ずあな

たがたを顧みて、この国から連れ出し、アブラハム、イ

サク、ヤコブに誓われた地に導き上られるでしょう」。

25さらにヨセフは、「神は必ずあなたがたを顧みられる

。その時、あなたがたはわたしの骨をここから携え上り

なさい」と言ってイスラエルの子らに誓わせた。 26こう

してヨセフは百十歳で死んだ。彼らはこれに薬を塗り、

棺に納めて、エジプトに置いた。
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出エジプト記

1さて、ヤコブと共に、おのおのその家族を伴って、エ
ジプトへ行ったイスラエルの子らの名は次のとおりで

ある。 2すなわちルベン、シメオン、レビ、ユダ、 3イ

ッサカル、ゼブルン、ベニヤミン、 4ダン、ナフタリ、

ガド、アセルであった。 5ヤコブの腰から出たものは、

合わせて七十人。ヨセフはすでにエジプトにいた。 6そ

して、ヨセフは死に、兄弟たちも、その時代の人々もみ

な死んだ。 7けれどもイスラエルの子孫は多くの子を生

み、ますますふえ、はなはだ強くなって、国に満ちるよ

うになった。 8ここに、ヨセフのことを知らない新しい

王が、エジプトに起った。 9彼はその民に言った、「見

よ、イスラエルびとなるこの民は、われわれにとって、

あまりにも多く、また強すぎる。 10さあ、われわれは、

抜かりなく彼らを取り扱おう。彼らが多くなり、戦いの

起るとき、敵に味方して、われわれと戦い、ついにこの

国から逃げ去ることのないようにしよう」。 11そこでエ

ジプトびとは彼らの上に監督をおき、重い労役をもって

彼らを苦しめた。彼らはパロのために倉庫の町ピトムと

ラメセスを建てた。 12しかしイスラエルの人々が苦しめ

られるにしたがって、いよいよふえひろがるので、彼ら

はイスラエルの人々のゆえに恐れをなした。 13エジプト

びとはイスラエルの人々をきびしく使い、 14つらい務を

もってその生活を苦しめた。すなわち、しっくいこね、

れんが作り、および田畑のあらゆる務に当らせたが、そ

のすべての労役はきびしかった。 15またエジプトの王は

、ヘブルの女のために取上げをする助産婦でひとりは名

をシフラといい、他のひとりは名をプアという者にさと

して、 16言った、「ヘブルの女のために助産をするとき

、産み台の上を見て、もし男の子ならばそれを殺し、女

の子ならば生かしておきなさい」。 17しかし助産婦たち

は神をおそれ、エジプトの王が彼らに命じたようにはせ

ず、男の子を生かしておいた。 18エジプトの王は助産婦

たちを召して言った、「あなたがたはなぜこのようなこ

とをして、男の子を生かしておいたのか」。 19助産婦た

ちはパロに言った、「ヘブルの女はエジプトの女とは違

い、彼女たちは健やかで助産婦が行く前に産んでしまい

ます」。 20それで神は助産婦たちに恵みをほどこされた

。そして民はふえ、非常に強くなった。 21助産婦たちは

神をおそれたので、神は彼女たちの家を栄えさせられた

。 22そこでパロはそのすべての民に命じて言った、「ヘ

ブルびとに男の子が生れたならば、みなナイル川に投げ

こめ。しかし女の子はみな生かしておけ」。

2さて、レビの家のひとりの人が行ってレビの娘をめと
った。 2女はみごもって、男の子を産んだが、その麗

しいのを見て、三月のあいだ隠していた。 3しかし、も

う隠しきれなくなったので、パピルスで編んだかごを取

り、それにアスファルトと樹脂とを塗って、子をその中

に入れ、これをナイル川の岸の葦の中においた。 4その

姉は、彼がどうされるかを知ろうと、遠く離れて立って

いた。 5ときにパロの娘が身を洗おうと、川に降りてき

た。侍女たちは川べを歩いていたが、彼女は、葦の中に

かごのあるのを見て、つかえめをやり、それを取ってこ

させ、 6あけて見ると子供がいた。見よ、幼な子は泣い

ていた。彼女はかわいそうに思って言った、「これはヘ

ブルびとの子供です」。 7そのとき幼な子の姉はパロの

娘に言った、「わたしが行ってヘブルの女のうちから、

あなたのために、この子に乳を飲ませるうばを呼んでま

いりましょうか」。 8パロの娘が「行ってきてください

」と言うと、少女は行ってその子の母を呼んできた。 9

パロの娘は彼女に言った、「この子を連れて行って、わ

たしに代り、乳を飲ませてください。わたしはその報酬

をさしあげます」。女はその子を引き取って、これに乳

を与えた。 10その子が成長したので、彼女はこれをパロ

の娘のところに連れて行った。そして彼はその子となっ

た。彼女はその名をモーセと名づけて言った、「水の中

からわたしが引き出したからです」。 11モーセが成長し

て後、ある日のこと、同胞の所に出て行って、そのはげ

しい労役を見た。彼はひとりのエジプトびとが、同胞の

ひとりであるヘブルびとを打つのを見たので、 12左右を

見まわし、人のいないのを見て、そのエジプトびとを打

ち殺し、これを砂の中に隠した。 13次の日また出て行っ

て、ふたりのヘブルびとが互に争っているのを見、悪い

方の男に言った、「あなたはなぜ、あなたの友を打つの

ですか」。 14彼は言った、「だれがあなたを立てて、わ

れわれのつかさ、また裁判人としたのですか。エジプト

びとを殺したように、あなたはわたしを殺そうと思うの

ですか」。モーセは恐れた。そしてあの事がきっと知れ

たのだと思った。 15パロはこの事を聞いて、モーセを殺

そうとした。しかしモーセはパロの前をのがれて、ミデ

ヤンの地に行き、井戸のかたわらに座していた。 16さて

、ミデヤンの祭司に七人の娘があった。彼女たちはきて

水をくみ、水槽にみたして父の羊の群れに飲ませようと

したが、 17羊飼たちがきて彼女らを追い払ったので、モ

ーセは立ち上がって彼女たちを助け、その羊の群れに水

を飲ませた。 18彼女たちが父リウエルのところに帰った

時、父は言った、「きょうは、どうして、こんなに早く

帰ってきたのか」。 19彼女たちは言った、「ひとりのエ

ジプトびとが、わたしたちを羊飼たちの手から助け出し

、そのうえ、水をたくさんくんで、羊の群れに飲ませて

くれたのです」。 20彼は娘たちに言った、「そのかたは

どこにおられるか。なぜ、そのかたをおいてきたのか。

呼んできて、食事をさしあげなさい」。 21モーセがこの

人と共におることを好んだので、彼は娘のチッポラを妻

としてモーセに与えた。 22彼女が男の子を産んだので、

モーセはその名をゲルショムと名づけた。「わたしは外

国に寄留者となっている」と言ったからである。 23多く

の日を経て、エジプトの王は死んだ。イスラエルの人々

は、その苦役の務のゆえにうめき、また叫んだが、その

苦役のゆえの叫びは神に届いた。 24神は彼らのうめきを

聞き、神はアブラハム、イサク、ヤコブとの契約を覚え

、 25神はイスラエルの人々を顧み、神は彼らをしろしめ

された。

3モーセは妻の父、ミデヤンの祭司エテロの羊の群れを
飼っていたが、その群れを荒野の奥に導いて、神の山

ホレブにきた。 2ときに主の使は、しばの中の炎のうち

に彼に現れた。彼が見ると、しばは火に燃えているのに

、そのしばはなくならなかった。 3モーセは言った、「

行ってこの大きな見ものを見、なぜしばが燃えてしまわ

ないかを知ろう」。 4主は彼がきて見定ようとするのを

見、神はしばの中から彼を呼んで、「モーセよ、モーセ

よ」と言われた。彼は「ここにいます」と言った。 5神
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は言われた、「ここに近づいてはいけない。足からくつ

を脱ぎなさい。あなたが立っているその場所は聖なる地

だからである」。 6また言われた、「わたしは、あなた

の先祖の神、アブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神

である」。モーセは神を見ることを恐れたので顔を隠し

た。 7主はまた言われた、「わたしは、エジプトにいる

わたしの民の悩みを、つぶさに見、また追い使う者のゆ

えに彼らの叫ぶのを聞いた。わたしは彼らの苦しみを知

っている。 8わたしは下って、彼らをエジプトびとの手

から救い出し、これをかの地から導き上って、良い広い

地、乳と蜜の流れる地、すなわちカナンびと、ヘテびと

、アモリびと、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとのお

る所に至らせようとしている。 9いまイスラエルの人々

の叫びがわたしに届いた。わたしはまたエジプトびとが

彼らをしえたげる、そのしえたげを見た。 10さあ、わた

しは、あなたをパロにつかわして、わたしの民、イスラ

エルの人々をエジプトから導き出させよう」。 11モーセ

は神に言った、「わたしは、いったい何者でしょう。わ

たしがパロのところへ行って、イスラエルの人々をエジ

プトから導き出すのでしょうか」。 12神は言われた、「

わたしは必ずあなたと共にいる。これが、わたしのあな

たをつかわしたしるしである。あなたが民をエジプトか

ら導き出したとき、あなたがたはこの山で神に仕えるで

あろう」。 13モーセは神に言った、「わたしがイスラエ

ルの人々のところへ行って、彼らに『あなたがたの先祖

の神が、わたしをあなたがたのところへつかわされまし

た』と言うとき、彼らが『その名はなんというのですか

』とわたしに聞くならば、なんと答えましょうか」。 14

神はモーセに言われた、「わたしは、有って有る者」。

また言われた、「イスラエルの人々にこう言いなさい、

『「わたしは有る」というかたが、わたしをあなたがた

のところへつかわされました』と」。 15神はまたモーセ

に言われた、「イスラエルの人々にこう言いなさい『あ

なたがたの先祖の神、アブラハムの神、イサクの神、ヤ

コブの神である主が、わたしをあなたがたのところへつ

かわされました』と。これは永遠にわたしの名、これは

世々のわたしの呼び名である。 16あなたは行って、イス

ラエルの長老たちを集めて言いなさい、『あなたがたの

先祖の神、アブラハム、イサク、ヤコブの神である主は

、わたしに現れて言われました、「わたしはあなたがた

を顧み、あなたがたがエジプトでされている事を確かに

見た。 17それでわたしはあなたがたを、エジプトの悩み

から導き出して、カナンびと、ヘテびと、アモリびと、

ペリジびと、ヒビびと、エブスびとの地、乳と蜜の流れ

る地へ携え上ろうと決心した」と』。 18彼らはあなたの

声に聞き従うであろう。あなたはイスラエルの長老たち

と一緒にエジプトの王のところへ行って言いなさい、『

ヘブルびとの神、主がわたしたちに現れられました。そ

れで、わたしたちを、三日の道のりほど荒野に行かせて

、わたしたちの神、主に犠牲をささげることを許してく

ださい』と。 19しかし、エジプトの王は強い手をもって

迫らなければ、あなたがたを行かせないのをわたしは知

っている。 20それで、わたしは手を伸べて、エジプトの

うちに行おうとする、さまざまの不思議をもってエジプ

トを打とう。その後に彼はあなたがたを去らせるであろ

う。 21わたしはこの民にエジプトびとの好意を得させる

。あなたがたは去るときに、むなし手で去ってはならな

い。 22女はみな、その隣の女と、家に宿っている女に、

銀の飾り、金の飾り、また衣服を求めなさい。そしてこ

れらを、あなたがたのむすこ、娘に着けさせなさい。こ

のようにエジプトびとのものを奪い取りなさい」。

4モーセは言った、「しかし、彼らはわたしを信ぜず、
またわたしの声に聞き従わないで言うでしょう、『主

はあなたに現れなかった』と」。 2主は彼に言われた、

「あなたの手にあるそれは何か」。彼は言った、「つえ

です」。 3また言われた、「それを地に投げなさい」。

彼がそれを地に投げると、へびになったので、モーセは

その前から身を避けた。 4主はモーセに言われた、「あ

なたの手を伸ばして、その尾を取りなさい。そこで手を

伸ばしてそれを取ると、手のなかでつえとなった。 5こ

れは、彼らの先祖たちの神、アブラハムの神、イサクの

神、ヤコブの神である主が、あなたに現れたのを、彼ら

に信じさせるためである」。 6主はまた彼に言われた、

「あなたの手をふところに入れなさい」。彼が手をふと

ころに入れ、それを出すと、手は、らい病にかかって、

雪のように白くなっていた。 7主は言われた、「手をふ

ところにもどしなさい」。彼は手をふところにもどし、

それをふところから出して見ると、回復して、もとの肉

のようになっていた。 8主は言われた、「彼らがもしあ

なたを信ぜず、また初めのしるしを認めないならば、後

のしるしは信じるであろう。 9彼らがもしこの二つのし

るしをも信ぜず、あなたの声に聞き従わないならば、あ

なたはナイル川の水を取って、かわいた地に注ぎなさい

。あなたがナイル川から取った水は、かわいた地で血と

なるであろう」。 10モーセは主に言った、「ああ主よ、

わたしは以前にも、またあなたが、しもべに語られてか

ら後も、言葉の人ではありません。わたしは口も重く、

舌も重いのです」。 11主は彼に言われた、「だれが人に

口を授けたのか。おし、耳しい、目あき、目しいにだれ

がするのか。主なるわたしではないか。 12それゆえ行き

なさい。わたしはあなたの口と共にあって、あなたの言

うべきことを教えるであろう」。 13モーセは言った、「

ああ、主よ、どうか、ほかの適当な人をおつかわしくだ

さい」。 14そこで、主はモーセにむかって怒りを発して

言われた、「あなたの兄弟レビびとアロンがいるではな

いか。わたしは彼が言葉にすぐれているのを知っている

。見よ、彼はあなたに会おうとして出てきている。彼は

あなたを見て心に喜ぶであろう。 15あなたは彼に語って

言葉をその口に授けなさい。わたしはあなたの口と共に

あり、彼の口と共にあって、あなたがたのなすべきこと

を教え、 16彼はあなたに代って民に語るであろう。彼は

あなたの口となり、あなたは彼のために、神に代るであ

ろう。 17あなたはそのつえを手に執り、それをもって、

しるしを行いなさい」。 18モーセは妻の父エテロのとこ

ろに帰って彼に言った、「どうかわたしを、エジプトに

いる身うちの者のところに帰らせ、彼らがまだ生きなが

らえているか、どうかを見させてください」。エテロは

モーセに言った、「安んじて行きなさい」。 19主はミデ

ヤンでモーセに言われた、「エジプトに帰って行きなさ

い。あなたの命を求めた人々はみな死んだ」。 20そこで

モーセは妻と子供たちをとり、ろばに乗せて、エジプト

の地に帰った。モーセは手に神のつえを執った。 21主は

モーセに言われた、「あなたがエジプトに帰ったとき、

わたしがあなたの手に授けた不思議を、みなパロの前で

行いなさい。しかし、わたしが彼の心をかたくなにする
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ので、彼は民を去らせないであろう。 22あなたはパロに

言いなさい、『主はこう仰せられる。イスラエルはわた

しの子、わたしの長子である。 23わたしはあなたに言う

。わたしの子を去らせて、わたしに仕えさせなさい。も

し彼を去らせるのを拒むならば、わたしはあなたの子、

あなたの長子を殺すであろう』と」。 24さてモーセが途

中で宿っている時、主は彼に会って彼を殺そうとされた

。 25その時チッポラは火打ち石の小刀を取って、その男

の子の前の皮を切り、それをモーセの足につけて言った

、「あなたはまことに、わたしにとって血の花婿です」

。 26そこで、主はモーセをゆるされた。この時「血の花

婿です」とチッポラが言ったのは割礼のゆえである。 27

主はアロンに言われた、「荒野に行ってモーセに会いな

さい」。彼は行って神の山でモーセに会い、これに口づ

けした。 28モーセは自分をつかわされた主のすべての言

葉と、命じられたすべてのしるしをアロンに告げた。 29

そこでモーセとアロンは行ってイスラエルの人々の長老

たちをみな集めた。 30そしてアロンは主がモーセに語ら

れた言葉を、ことごとく告げた。また彼は民の前でしる

しを行ったので、 31民は信じた。彼らは主がイスラエル

の人々を顧み、その苦しみを見られたのを聞き、伏して

礼拝した。

5その後、モーセとアロンは行ってパロに言った、「イ
スラエルの神、主はこう言われる、『わたしの民を去

らせ、荒野で、わたしのために祭をさせなさい』と」。

2パロは言った、「主とはいったい何者か。わたしがそ

の声に聞き従ってイスラエルを去らせなければならない

のか。わたしは主を知らない。またイスラエルを去らせ

はしない」。 3彼らは言った、「ヘブルびとの神がわた

したちに現れました。どうか、わたしたちを三日の道の

りほど荒野に行かせ、わたしたちの神、主に犠牲をささ

げさせてください。そうしなければ主は疫病か、つるぎ

をもって、わたしたちを悩まされるからです」。 4エジ

プトの王は彼らに言った、「モーセとアロンよ、あなた

がたは、なぜ民に働きをやめさせようとするのか。自分

の労役につくがよい」。 5パロはまた言った、「見よ、

今や土民の数は多い。しかも、あなたがたは彼らに労役

を休ませようとするのか」。 6その日、パロは民を追い

使う者と、民のかしらたちに命じて言った、 7「あなた

がたは、れんがを作るためのわらを、もはや、今までの

ように、この民に与えてはならない。彼らに自分で行っ

て、わらを集めさせなさい。 8また前に作っていた、れ

んがの数どおりに彼らに作らせ、それを減らしてはなら

ない。彼らはなまけ者だ。それだから、彼らは叫んで、

『行ってわたしたちの神に犠牲をささげさせよ』と言う

のだ。 9この人々の労役を重くして、働かせ、偽りの言

葉に心を寄せさせぬようにしなさい」。 10そこで民を追

い使う者たちと、民のかしらたちは出て行って、民に言

った、「パロはこう仰せられる、『あなたがたに、わら

は与えない。 11自分で行って、見つかる所から、わらを

取って来るがよい。しかし働きは少しも減らしてはなら

ない』と」。 12そこで民はエジプトの全地に散って、わ

らのかわりに、刈り株を集めた。 13追い使う者たちは、

彼らをせき立てて言った、「わらがあった時と同じよう

に、あなたがたの働きの、日ごとの分を仕上げなければ

ならない」。 14パロの追い使う者たちがイスラエルの人

々の上に立てたかしらたちは、打たれて、「なぜ、あな

たがたは、れんが作りの仕事を、きょうも、前のように

仕上げないのか」と言われた。 15そこで、イスラエルの

人々のかしらたちはパロのところに行き、叫んで言った

、「あなたはなぜ、しもべどもにこんなことをなさるの

ですか。 16しもべどもは、わらを与えられず、しかも彼

らはわたしたちに、『れんがは作れ』と言うのです。そ

の上、しもべどもは打たれています。罪はあなたの民に

あるのです」。 17パロは言った、「あなたがたは、なま

け者だ、なまけ者だ。それだから、『行って、主に犠牲

をささげさせよ』と言うのだ。 18さあ、行って働きなさ

い。わらは与えないが、なおあなたがたは定めた数のれ

んがを納めなければならない」。 19イスラエルの人々の

かしらたちは、「れんがの日ごとの分を減らしてはなら

ない」と言われたので、悪い事態になったことを知った

。 20彼らがパロを離れて出てきた時、彼らに会おうとし

て立っていたモーセとアロンに会ったので、 21彼らに言

った、「主があなたがたをごらんになって、さばかれま

すように。あなたがたは、わたしたちをパロとその家来

たちにきらわせ、つるぎを彼らの手に渡して、殺させよ

うとしておられるのです」。 22モーセは主のもとに帰っ

て言った、「主よ、あなたは、なぜこの民をひどい目に

あわされるのですか。なんのためにわたしをつかわされ

たのですか。 23わたしがパロのもとに行って、あなたの

名によって語ってからこのかた、彼はこの民をひどい目

にあわせるばかりです。また、あなたは、すこしもあな

たの民を救おうとなさいません」。

6主はモーセに言われた、「今、あなたは、わたしがパ
ロに何をしようとしているかを見るであろう。すなわ

ちパロは強い手にしいられて、彼らを去らせるであろう

。否、彼は強い手にしいられて、彼らを国から追い出す

であろう」。 2神はモーセに言われた、「わたしは主で

ある。 3わたしはアブラハム、イサク、ヤコブには全能

の神として現れたが、主という名では、自分を彼らに知

らせなかった。 4わたしはまたカナンの地、すなわち彼

らが寄留したその寄留の地を、彼らに与えるという契約

を彼らと立てた。 5わたしはまた、エジプトびとが奴隷

としているイスラエルの人々のうめきを聞いて、わたし

の契約を思い出した。 6それゆえ、イスラエルの人々に

言いなさい、『わたしは主である。わたしはあなたがた

をエジプトびとの労役の下から導き出し、奴隷の務から

救い、また伸べた腕と大いなるさばきをもって、あなた

がたをあがなうであろう。 7わたしはあなたがたを取っ

てわたしの民とし、わたしはあなたがたの神となる。わ

たしがエジプトびとの労役の下からあなたがたを導き出

すあなたがたの神、主であることを、あなたがたは知る

であろう。 8わたしはアブラハム、イサク、ヤコブに与

えると手を挙げて誓ったその地にあなたがたをはいらせ

、それを所有として、与えるであろう。わたしは主であ

る』と」。 9モーセはこのようにイスラエルの人々に語

ったが、彼らは心の痛みと、きびしい奴隷の務のゆえに

、モーセに聞き従わなかった。 10さて主はモーセに言わ

れた、 11「エジプトの王パロのところに行って、彼がイ

スラエルの人々をその国から去らせるように話しなさい

」。 12モーセは主にむかって言った、「イスラエルの人

々でさえ、わたしの言うことを聞かなかったのに、どう

して、くちびるに割礼のないわたしの言うことを、パロ

が聞き入れましょうか」。 13しかし、主はモーセとアロ
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ンに語って、イスラエルの人々と、エジプトの王パロの

もとに行かせ、イスラエルの人々をエジプトの地から導

き出せと命じられた。 14彼らの先祖の家の首長たちは次

のとおりである。すなわちイスラエルの長子ルベンの子

らはハノク、パル、ヘヅロン、カルミで、これらはルベ

ンの一族である。 15シメオンの子らはエムエル、ヤミン

、オハデ、ヤキン、ゾハル、およびカナンの女から生れ

たシャウルで、これらはシメオンの一族である。 16レビ

の子らの名は、その世代に従えば、ゲルション、コハテ

、メラリで、レビの一生は百三十七年であった。 17ゲル

ションの子らの一族はリブニとシメイである。 18コハテ

の子らはアムラム、イヅハル、ヘブロン、ウジエルで、

コハテの一生は百三十三年であった。 19メラリの子らは

マヘリとムシである。これらはその世代によるレビの一

族である。 20アムラムは父の妹ヨケベデを妻としたが、

彼女はアロンとモーセを彼に産んだ。アムラムの一生は

百三十七年であった。 21イヅハルの子らはコラ、ネペグ

、ジクリである。 22ウジエルの子らはミサエル、エルザ

パン、シテリである。 23アロンはナションの姉妹、アミ

ナダブの娘エリセバを妻とした。エリセバは彼にナダブ

、アビウ、エレアザル、イタマルを産んだ。 24コラの子

らはアッシル、エルカナ、アビアサフで、これらはコラ

びとの一族である。 25アロンの子エレアザルはプテエル

の娘のひとりを妻とした。彼女はピネハスを彼に産んだ

。これらは、その一族によるレビびとの先祖の家の首長

たちである。 26主が、「イスラエルの人々をその軍団に

従って、エジプトの地から導き出しなさい」と言われた

のは、このアロンとモーセである。 27彼らはイスラエル

の人々をエジプトから導き出すことについて、エジプト

の王パロに語ったもので、すなわちこのモーセとアロン

である。 28主がエジプトの地でモーセに語られた日に、

29主はモーセに言われた、「わたしは主である。わたし

があなたに語ることは、みなエジプトの王パロに語りな

さい」。 30しかしモーセは主にむかって言った、「ごら

んのとおり、わたしは、くちびるに割礼のない者です。

パロがどうしてわたしの言うことを聞きいれましょうか

」。

7主はモーセに言われた、「見よ、わたしはあなたをパ
ロに対して神のごときものとする。あなたの兄弟アロ

ンはあなたの預言者となるであろう。 2あなたはわたし

が命じることを、ことごとく彼に告げなければならない

。そしてあなたの兄弟アロンはパロに告げて、イスラエ

ルの人々をその国から去らせるようにさせなければなら

ない。 3しかし、わたしはパロの心をかたくなにするの

で、わたしのしるしと不思議をエジプトの国に多く行っ

ても、 4パロはあなたがたの言うことを聞かないであろ

う。それでわたしは手をエジプトの上に加え、大いなる

さばきをくだして、わたしの軍団、わたしの民イスラエ

ルの人々を、エジプトの国から導き出すであろう。 5わ

たしが手をエジプトの上にさし伸べて、イスラエルの人

々を彼らのうちから導き出す時、エジプトびとはわたし

が主であることを知るようになるであろう」。 6モーセ

とアロンはそのように行った。すなわち主が彼らに命じ

られたように行った。 7彼らがパロと語った時、モーセ

は八十歳、アロンは八十三歳であった。 8主はモーセと

アロンに言われた、 9「パロがあなたがたに、『不思議

をおこなって証拠を示せ』と言う時、あなたはアロンに

言いなさい、『あなたのつえを取って、パロの前に投げ

なさい』と。するとそれはへびになるであろう」。 10そ

れで、モーセとアロンはパロのところに行き、主の命じ

られたとおりにおこなった。すなわちアロンはそのつえ

を、パロとその家来たちの前に投げると、それはへびに

なった。 11そこでパロもまた知者と魔法使を召し寄せた

。これらのエジプトの魔術師らもまた、その秘術をもっ

て同じように行った。 12すなわち彼らは、おのおのその

つえを投げたが、それらはへびになった。しかし、アロ

ンのつえは彼らのつえを、のみつくした。 13けれども、

パロの心はかたくなになって、主の言われたように、彼

らの言うことを聞かなかった。 14主はモーセに言われた

、「パロの心はかたくなで、彼は民を去らせることを拒

んでいる。 15あなたは、あすの朝、パロのところに行き

なさい。見よ、彼は水のところに出ている。あなたは、

へびに変ったあのつえを手に執り、ナイル川の岸に立っ

て彼に会い、 16そして彼に言いなさい、『ヘブルびとの

神、主がわたしをあなたにつかわして言われます、「わ

たしの民を去らせ、荒野で、わたしに仕えるようにさせ

よ」と。しかし今もなお、あなたが聞きいれようとされ

ないので、 17主はこう仰せられます、「これによってわ

たしが主であることを、あなたは知るでしょう。見よ、

わたしが手にあるつえでナイル川の水を打つと、それは

血に変るであろう。 18そして川の魚は死に、川は臭くな

り、エジプトびとは川の水を飲むことをいとうであろう

」』と」。 19主はまたモーセに言われた、「あなたはア

ロンに言いなさい、『あなたのつえを執って、手をエジ

プトの水の上、川の上、流れの上、池の上、またそのす

べての水たまりの上にさし伸べて、それを血にならせな

さい。エジプト全国にわたって、木の器、石の器にも、

血があるようになるでしょう』と」。 20モーセとアロン

は主の命じられたようにおこなった。すなわち、彼はパ

ロとその家来たちの目の前で、つえをあげてナイル川の

水を打つと、川の水は、ことごとく血に変った。 21それ

で川の魚は死に、川は臭くなり、エジプトびとは川の水

を飲むことができなくなった。そしてエジプト全国にわ

たって血があった。 22エジプトの魔術師らも秘術をもっ

て同じようにおこなった。しかし、主の言われたように

、パロの心はかたくなになり、彼らの言うことを聞かな

かった。 23パロは身をめぐらして家に入り、またこのこ

とをも心に留めなかった。 24すべてのエジプトびとはナ

イル川の水が飲めなかったので、飲む水を得ようと、川

のまわりを掘った。 25主がナイル川を打たれてのち七日

を経た。

8主はモーセに言われた、「あなたはパロのところに行
って言いなさい、『主はこう仰せられます、「わたし

の民を去らせて、わたしに仕えさせなさい。 2しかし、

去らせることを拒むならば、見よ、わたしは、かえるを

もって、あなたの領土を、ことごとく撃つであろう。 3

ナイル川にかえるが群がり、のぼって、あなたの家、あ

なたの寝室にはいり、寝台にのぼり、あなたの家来と民

の家にはいり、またあなたのかまどや、こね鉢にはいり

、 4あなたと、あなたの民と、すべての家来のからだに

、はい上がるであろう」と』」。 5主はモーセに言われ

た、「あなたはアロンに言いなさい、『つえを持って、

手を川の上、流れの上、、池の上にさし伸べ、かえるを

エジプトの地にのぼらせなさい』と」。 6アロンが手を
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エジプトの水の上にさし伸べたので、かえるはのぼって

エジプトの地をおおった。 7魔術師らも秘術をもって同

じように行い、かえるをエジプトの地にのぼらせた。 8

パロはモーセとアロンを召して言った、「かえるをわた

しと、わたしの民から取り去るように主に願ってくださ

い。そのときわたしはこの民を去らせて、主に犠牲をさ

さげさせるでしょう」。 9モーセはパロに言った、「あ

なたと、あなたの家来と、あなたの民のために、わたし

がいつ願って、このかえるを、あなたとあなたの家から

断って、ナイル川だけにとどまらせるべきか、きめてく

ださい」。 10パロは言った、「明日」。モーセは言った

、「仰せのとおりになって、わたしたちの神、主に並ぶ

もののないことを、あなたが知られますように。 11そし

て、かえるはあなたと、あなたの家と、あなたの家来と

、あなたの民を離れてナイル川にだけとどまるでしょう

」。 12こうしてモーセとアロンはパロを離れて出た。モ

ーセは主がパロにつかわされたかえるの事について、主

に呼び求めたので、 13主はモーセのことばのようにされ

、かえるは家から、庭から、また畑から死に絶えた。 14

これをひと山ひと山に積んだので、地は臭くなった。 15

ところがパロは息つくひまのできたのを見て、主が言わ

れたように、その心をかたくなにして彼らの言うことを

聞かなかった。 16主はモーセに言われた、「あなたはア

ロンに言いなさい、『あなたのつえをさし伸べて地のち

りを打ち、それをエジプトの全国にわたって、ぶよとな

らせなさい』と」。 17彼らはそのように行った。すなわ

ちアロンはそのつえをとって手をさし伸べ、地のちりを

打ったので、ぶよは人と家畜についた。すなわち、地の

ちりはみなエジプトの全国にわたって、ぶよとなった。

18魔術師らも秘術をもって同じように行い、ぶよを出そ

うとしたが、彼らにはできなかった。ぶよが人と家畜に

ついたので、 19魔術師らはパロに言った、「これは神の

指です」。しかし主の言われたように、パロの心はかた

くなになって、彼らのいうことを聞かなかった。 20主は

モーセに言われた、「あなたは朝早く起きてパロの前に

立ちなさい。ちょうど彼は水のところに出ているから彼

に言いなさい、『主はこう仰せられる、「わたしの民を

去らせて、わたしに仕えさせなさい。 21あなたがわたし

の民を去らせないならば、わたしは、あなたとあなたの

家来と、あなたの民とあなたの家とに、あぶの群れをつ

かわすであろう。エジプトびとの家々は、あぶの群れで

満ち、彼らの踏む地もまた、そうなるであろう。 22その

日わたしは、わたしの民の住むゴセンの地を区別して、

そこにあぶの群れを入れないであろう。国の中でわたし

が主であることをあなたが知るためである。 23わたしは

わたしの民とあなたの民の間に区別をおく。このしるし

は、あす起るであろう」と』」。 24主はそのようにされ

たので、おびただしいあぶが、パロの家と、その家来の

家と、エジプトの全国にはいってきて、地はあぶの群れ

のために害をうけた。 25そこで、パロはモーセとアロン

を召して言った、「あなたがたは行ってこの国の内で、

あなたがたの神に犠牲をささげなさい」。 26モーセは言

った、「そうすることはできません。わたしたちはエジ

プトびとの忌むものを犠牲として、わたしたちの神、主

にささげるからです。もし、エジプトびとの目の前で、

彼らの忌むものを犠牲にささげるならば、彼らはわたし

たちを石で打たないでしょうか。 27わたしたちは三日の

道のりほど、荒野にはいって、わたしたちの神、主に犠

牲をささげ、主がわたしたちに命じられるようにしなけ

ればなりません」。 28パロは言った、「わたしはあなた

がたを去らせ、荒野で、あなたがたの神、主に犠牲をさ

さげさせよう。ただあまり遠くへ行ってはならない。わ

たしのために祈願しなさい」。 29モーセは言った、「わ

たしはあなたのもとから出て行って主に祈願しましょう

。あすあぶの群れがパロと、その家来と、その民から離

れるでしょう。ただパロはまた欺いて、民が主に犠牲を

ささげに行くのをとめないようにしてください」。 30こ

うしてモーセはパロのもとを出て、主に祈願したので、

31主はモーセの言葉のようにされた。すなわち、あぶの

群れをパロと、その家来と、その民から取り去られたの

で、一つも残らなかった。 32しかしパロはこんどもまた

、その心をかたくなにして民を去らせなかった。

9主はモーセに言われた、「パロのもとに行って、彼に
言いなさい、『ヘブルびとの神、主はこう仰せられる

、「わたしの民を去らせて、わたしに仕えさせなさい。

2あなたがもし彼らを去らせることを拒んで、なお彼ら

を留めおくならば、 3主の手は最も激しい疫病をもって

、野にいるあなたの家畜、すなわち馬、ろば、らくだ、

牛、羊の上に臨むであろう。 4しかし、主はイスラエル

の家畜と、エジプトの家畜を区別され、すべてイスラエ

ルの人々に属するものには一頭も死ぬものがないであろ

う」と』」。 5主は、また、時を定めて仰せられた、「

あす、主はこのことを国に行うであろう」。 6あくる日

、主はこのことを行われたので、エジプトびとの家畜は

みな死んだ。しかし、イスラエルの人々の家畜は一頭も

死ななかった。 7パロは人をつかわして見させたが、イ

スラエルの家畜は一頭も死んでいなかった。それでもパ

ロの心はかたくなで、民を去らせなかった。 8主はモー

セとアロンに言われた、「あなたがたは、かまどのすす

を両手いっぱい取り、それをモーセはパロの目の前で天

にむかって、まき散らしなさい。 9それはエジプトの全

国にわたって、細かいちりとなり、エジプト全国で人と

獣に付いて、うみの出るはれものとなるであろう」。 10

そこで彼らは、かまどのすすを取ってパロの前に立ち、

モーセは天にむかってこれをまき散らしたので、人と獣

に付いて、うみの出るはれものとなった。 11魔術師らは

、はれもののためにモーセの前に立つことができなかっ

た。はれものが魔術師らと、すべてのエジプトびとに生

じたからである。 12しかし、主はパロの心をかたくなに

されたので、彼は主がモーセに語られたように、彼らの

言うことを聞かなかった。 13主はまたモーセに言われた

、「朝早く起き、パロの前に立って、彼に言いなさい、

『ヘブルびとの神、主はこう仰せられる、「わたしの民

を去らせて、わたしに仕えさせなさい。 14わたしは、こ

んどは、もろもろの災を、あなたと、あなたの家来と、

あなたの民にくだし、わたしに並ぶものが全地にないこ

とを知らせるであろう。 15わたしがもし、手をさし伸べ

、疫病をもって、あなたと、あなたの民を打っていたな

らば、あなたは地から断ち滅ぼされていたであろう。 16

しかし、わたしがあなたをながらえさせたのは、あなた

にわたしの力を見させるため、そして、わたしの名が全

地に宣べ伝えられるためにほかならない。 17それに、あ

なたはなお、わたしの民にむかって、おのれを高くし、

彼らを去らせようとしない。 18ゆえに、あすの今ごろ、

わたしは恐ろしく大きな雹を降らせるであろう。それは
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エジプトの国が始まった日から今まで、かつてなかった

ほどのものである。 19それゆえ、いま、人をやって、あ

なたの家畜と、あなたが野にもっているすべてのものを

、のがれさせなさい。人も獣も、すべて野にあって家に

帰らないものは降る雹に打たれて死ぬであろう」と』」

。 20パロの家来のうち、主の言葉をおそれる者は、その

しもべと家畜を家にのがれさせたが、 21主の言葉を意に

とめないものは、そのしもべと家畜を野に残しておいた

。 22主はモーセに言われた、「あなたの手を天にむかっ

てさし伸べ、エジプトの全国にわたって、エジプトの地

にいる人と獣と畑のすべての青物の上に雹を降らせなさ

い」。 23モーセが天にむかってつえをさし伸べると、主

は雷と雹をおくられ、火は地にむかって、はせ下った。

こうして主は、雹をエジプトの地に降らされた。 24そし

て雹が降り、雹の間に火がひらめき渡った。雹は恐ろし

く大きく、エジプト全国には、国をなしてこのかた、か

つてないものであった。 25雹はエジプト全国にわたって

、すべて畑にいる人と獣を打った。雹はまた畑のすべて

の青物を打ち、野のもろもろの木を折り砕いた。 26ただ

イスラエルの人々のいたゴセンの地には、雹が降らなか

った。 27そこで、パロは人をつかわし、モーセとアロン

を召して言った、「わたしはこんどは罪を犯した。主は

正しく、わたしと、わたしの民は悪い。 28主に祈願して

ください。この雷と雹はもうじゅうぶんです。わたしは

あなたがたを去らせます。もはやとどまらなくてもよろ

しい」。 29モーセは彼に言った、「わたしは町を出ると

、すぐ、主にむかってわたしの手を伸べひろげます。す

ると雷はやみ、雹はもはや降らなくなり、あなたは、地

が主のものであることを知られましょう。 30しかし、あ

なたとあなたの家来たちは、なお、神なる主を恐れない

ことを、わたしは知っています」。 31亜麻と大麦は打ち

倒された。大麦は穂を出し、亜麻は花が咲いていたから

である。 32小麦とスペルタ麦はおくてであるため打ち倒

されなかった。 33モーセはパロのもとを去り、町を出て

、主にむかって手を伸べひろげたので、雷と雹はやみ、

雨は地に降らなくなった。 34ところがパロは雨と雹と雷

がやんだのを見て、またも罪を犯し、心をかたくなにし

た。彼も家来も、そうであった。 35すなわちパロは心を

かたくなにし、主がモーセによって語られたように、イ

スラエルの人々を去らせなかった。

10そこで、主はモーセに言われた、「パロのもとに行
きなさい。わたしは彼の心とその家来たちの心をか

たくなにした。これは、わたしがこれらのしるしを、彼

らの中に行うためである。 2また、わたしがエジプトび

とをあしらったこと、また彼らの中にわたしが行ったし

るしを、あなたがたが、子や孫の耳に語り伝えるためで

ある。そしてあなたがたは、わたしが主であることを知

るであろう」。 3モーセとアロンはパロのもとに行って

彼に言った、「ヘブルびとの神、主はこう仰せられる、

『いつまで、あなたは、わたしに屈伏することを拒むの

ですか。民を去らせて、わたしに仕えさせなさい。 4も

し、わたしの民を去らせることを拒むならば、見よ、あ

す、わたしはいなごを、あなたの領土にはいらせるであ

ろう。 5それは地のおもてをおおい、人が地を見ること

もできないほどになるであろう。そして雹を免れて、残

されているものを食い尽し、野にはえているあなたがた

の木をみな食い尽すであろう。 6またそれはあなたの家

とあなたのすべての家来の家、および、すべてのエジプ

トびとの家に満ちるであろう。このようなことは、あな

たの父たちも、また、祖父たちも、彼らが地上にあった

日から今日に至るまで、かつて見たことのないものであ

る』と」。そして彼は身をめぐらして、パロのもとを出

て行った。 7パロの家来たちは王に言った、「いつまで

、この人はわれわれのわなとなるのでしょう。この人々

を去らせ、彼らの神なる主に仕えさせては、どうでしょ

う。エジプトが滅びてしまうことに、まだ気づかれない

のですか」。 8そこで、モーセとアロンは、また、パロ

のもとに召し出された。パロは彼らに言った、「行って

、あなたがたの神、主に仕えなさい。しかし、行くもの

はだれだれか」。 9モーセは言った、「わたしたちは幼

い者も、老いた者も行きます。むすこも娘も携え、羊も

牛も連れて行きます。わたしたちは主の祭を執り行わな

ければならないのですから」。 10パロは彼らに言った、

「万一、わたしが、あなたがたに子供を連れてまで去ら

せるようなことがあれば、主があなたがたと共にいます

がよい。あなたがたは悪いたくらみをしている。 11それ

はいけない。あなたがたは男だけ行って主に仕えるがよ

い。それが、あなたがたの要求であった」。彼らは、つ

いにパロの前から追い出された。 12主はモーセに言われ

た、「あなたの手をエジプトの地の上にさし伸べて、エ

ジプトの地にいなごをのぼらせ、地のすべての青物、す

なわち、雹が打ち残したものを、ことごとく食べさせな

さい」。 13そこでモーセはエジプトの地の上に、つえを

さし伸べたので、主は終日、終夜、東風を地に吹かせら

れた。朝となって、東風は、いなごを運んできた。 14い

なごはエジプト全国にのぞみ、エジプトの全領土にとど

まり、その数がはなはだ多く、このようないなごは前に

もなく、また後にもないであろう。 15いなごは地の全面

をおおったので、地は暗くなった。そして地のすべての

青物と、雹の打ち残した木の実を、ことごとく食べたの

で、エジプト全国にわたって、木にも畑の青物にも、緑

の物とては何も残らなかった。 16そこで、パロは、急い

でモーセとアロンを召して言った、「わたしは、あなた

がたの神、主に対し、また、あなたがたに対して罪を犯

しました。 17それで、どうか、もう一度だけ、わたしの

罪をゆるしてください。そしてあなたがたの神、主に祈

願して、ただ、この死をわたしから離れさせてください

」。 18そこで彼はパロのところから出て、主に祈願した

ので、 19主は、はなはだ強い西風に変らせ、いなごを吹

き上げて、これを紅海に追いやられたので、エジプト全

土には一つのいなごも残らなかった。 20しかし、主がパ

ロの心をかたくなにされたので、彼はイスラエルの人々

を去らせなかった。 21主はまたモーセに言われた、「天

にむかってあなたの手をさし伸べ、エジプトの国に、く

らやみをこさせなさい。そのくらやみは、さわれるほど

である」。 22モーセが天にむかって手をさし伸べたので

、濃いくらやみは、エジプト全国に臨み三日に及んだ。

23三日の間、人々は互に見ることもできず、まただれも

その所から立つ者もなかった。しかし、イスラエルの人

々には、みな、その住む所に光があった。 24そこでパロ

はモーセを召して言った、「あなたがたは行って主に仕

えなさい。あなたがたの子供も連れて行ってもよろしい

。ただ、あなたがたの羊と牛は残して置きなさい」。 25

しかし、モーセは言った、「あなたは、また、わたした

ちの神、主にささげる犠牲と燔祭の物をも、わたしたち
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にくださらなければなりません。 26わたしたちは家畜も

連れて行きます。ひずめ一つも残しません。わたしたち

は、そのうちから取って、わたしたちの神、主に仕えね

ばなりません。またわたしたちは、その場所に行くまで

は、何をもって、主に仕えるべきかを知らないからです

」。 27けれども、主がパロの心をかたくなにされたので

、パロは彼らを去らせようとしなかった。 28それでパロ

はモーセに言った、「わたしの所から去りなさい。心し

て、わたしの顔は二度と見てはならない。わたしの顔を

見る日には、あなたの命はないであろう」。 29モーセは

言った、「よくぞ仰せられました。わたしは、二度と、

あなたの顔を見ないでしょう」。

11主はモーセに言われた、「わたしは、なお一つの災
を、パロとエジプトの上にくだし、その後、彼はあ

なたがたをここから去らせるであろう。彼が去らせると

き、彼はあなたがたを、ことごとくここから追い出すで

あろう。 2あなたは民の耳に語って、男は隣の男から、

女は隣の女から、それぞれ銀の飾り、金の飾りを請い求

めさせなさい」。 3主は民にエジプトびとの好意を得さ

せられた。またモーセその人は、エジプトの国で、パロ

の家来たちの目と民の目とに、はなはだ大いなるものと

見えた。 4モーセは言った、「主はこう仰せられる、『

真夜中ごろ、わたしはエジプトの中へ出て行くであろう

。 5エジプトの国のうちのういごは、位に座するパロの

ういごをはじめ、ひきうすの後にいる、はしためのうい

ごに至るまで、みな死に、また家畜のういごもみな死ぬ

であろう。 6そしてエジプト全国に大いなる叫びが起る

であろう。このようなことはかつてなく、また、ふたた

びないであろう』と。 7しかし、すべて、イスラエルの

人々にむかっては、人にむかっても、獣にむかっても、

犬さえその舌を鳴らさないであろう。これによって主が

エジプトびととイスラエルびととの間の区別をされるの

を、あなたがたは知るであろう。 8これらのあなたの家

来たちは、みな、わたしのもとに下ってきて、ひれ伏し

て言うであろう、『あなたもあなたに従う民もみな出て

行ってください』と。その後、わたしは出て行きます」

。彼は激しく怒ってパロのもとから出て行った。 9主は

モーセに言われた、「パロはあなたがたの言うことを聞

かないであろう。それゆえ、わたしはエジプトの国に不

思議を増し加えるであろう」。 10モーセとアロンは、す

べてこれらの不思議をパロの前に行ったが、主がパロの

心をかたくなにされたので、彼はイスラエルの人々をそ

の国から去らせなかった。

12主はエジプトの国で、モーセとアロンに告げて言わ
れた、 2「この月をあなたがたの初めの月とし、こ

れを年の正月としなさい。 3あなたがたはイスラエルの

全会衆に言いなさい、『この月の十日におのおの、その

父の家ごとに小羊を取らなければならない。すなわち、

一家族に小羊一頭を取らなければならない。 4もし家族

が少なくて一頭の小羊を食べきれないときは、家のすぐ

隣の人と共に、人数に従って一頭を取り、おのおの食べ

るところに応じて、小羊を見計らわなければならない。

5小羊は傷のないもので、一歳の雄でなければならない

。羊またはやぎのうちから、これを取らなければならな

い。 6そしてこの月の十四日まで、これを守って置き、

イスラエルの会衆はみな、夕暮にこれをほふり、 7その

血を取り、小羊を食する家の入口の二つの柱と、かもい

にそれを塗らなければならない。 8そしてその夜、その

肉を火に焼いて食べ、種入れぬパンと苦菜を添えて食べ

なければならない。 9生でも、水で煮ても、食べてはな

らない。火に焼いて、その頭を足と内臓と共に食べなけ

ればならない。 10朝までそれを残しておいてはならない

。朝まで残るものは火で焼きつくさなければならない。

11あなたがたは、こうして、それを食べなければならな

い。すなわち腰を引きからげ、足にくつをはき、手につ

えを取って、急いでそれを食べなければならない。これ

は主の過越である。 12その夜わたしはエジプトの国を巡

って、エジプトの国におる人と獣との、すべてのういご

を打ち、またエジプトのすべての神々に審判を行うであ

ろう。わたしは主である。 13その血はあなたがたのおる

家々で、あなたがたのために、しるしとなり、わたしは

その血を見て、あなたがたの所を過ぎ越すであろう。わ

たしがエジプトの国を撃つ時、災が臨んで、あなたがた

を滅ぼすことはないであろう。 14この日はあなたがたに

記念となり、あなたがたは主の祭としてこれを守り、代

々、永久の定めとしてこれを守らなければならない。 15

七日の間あなたがたは種入れぬパンを食べなければなら

ない。その初めの日に家からパン種を取り除かなければ

ならない。第一日から第七日までに、種を入れたパンを

食べる人はみなイスラエルから断たれるであろう。 16か

つ、あなたがたは第一日に聖会を、また第七日に聖会を

開かなければならない。これらの日には、なんの仕事も

してはならない。ただ、おのおのの食べものだけは作る

ことができる。 17あなたがたは、種入れぬパンの祭を守

らなければならない。ちょうど、この日、わたしがあな

たがたの軍勢をエジプトの国から導き出したからである

。それゆえ、あなたがたは代々、永久の定めとして、そ

の日を守らなければならない。 18正月に、その月の十四

日の夕方に、あなたがたは種入れぬパンを食べ、その月

の二十一日の夕方まで続けなければならない。 19七日の

間、家にパン種を置いてはならない。種を入れたものを

食べる者は、寄留の他国人であれ、国に生れた者であれ

、すべて、イスラエルの会衆から断たれるであろう。 20

あなたがたは種を入れたものは何も食べてはならない。

すべてあなたがたのすまいにおいて種入れぬパンを食べ

なければならない』」。 21そこでモーセはイスラエルの

長老をみな呼び寄せて言った、「あなたがたは急いで家

族ごとに一つの小羊を取り、その過越の獣をほふらなけ

ればならない。 22また一束のヒソプを取って鉢の血に浸

し、鉢の血を、かもいと入口の二つの柱につけなければ

ならない。朝まであなたがたは、ひとりも家の戸の外に

出てはならない。 23主が行き巡ってエジプトびとを撃た

れるとき、かもいと入口の二つの柱にある血を見て、主

はその入口を過ぎ越し、滅ぼす者が、あなたがたの家に

はいって、撃つのを許されないであろう。 24あなたがた

はこの事を、あなたと子孫のための定めとして、永久に

守らなければならない。 25あなたがたは、主が約束され

たように、あなたがたに賜る地に至るとき、この儀式を

守らなければならない。 26もし、あなたがたの子供たち

が『この儀式はどんな意味ですか』と問うならば、 27あ

なたがたは言いなさい、『これは主の過越の犠牲である

。エジプトびとを撃たれたとき、エジプトにいたイスラ

エルの人々の家を過ぎ越して、われわれの家を救われた

のである』」。民はこのとき、伏して礼拝した。 28イス
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ラエルの人々は行ってそのようにした。すなわち主がモ

ーセとアロンに命じられたようにした。 29夜中になって

主はエジプトの国の、すべてのういご、すなわち位に座

するパロのういごから、地下のひとやにおる捕虜のうい

ごにいたるまで、また、すべての家畜のういごを撃たれ

た。 30それでパロとその家来およびエジプトびとはみな

夜のうちに起きあがり、エジプトに大いなる叫びがあっ

た。死人のない家がなかったからである。 31そこでパロ

は夜のうちにモーセとアロンを呼び寄せて言った、「あ

なたがたとイスラエルの人々は立って、わたしの民の中

から出て行くがよい。そしてあなたがたの言うように、

行って主に仕えなさい。 32あなたがたの言うように羊と

牛とを取って行きなさい。また、わたしを祝福しなさい

」。 33こうしてエジプトびとは民をせき立てて、すみや

かに国を去らせようとした。彼らは「われわれはみな死

ぬ」と思ったからである。 34民はまだパン種を入れない

練り粉を、こばちのまま着物に包んで肩に負った。 35そ

してイスラエルの人々はモーセの言葉のようにして、エ

ジプトびとから銀の飾り、金の飾り、また衣服を請い求

めた。 36主は民にエジプトびとの情を得させ、彼らの請

い求めたものを与えさせられた。こうして彼らはエジプ

トびとのものを奪い取った。 37さて、イスラエルの人々

はラメセスを出立してスコテに向かった。女と子供を除

いて徒歩の男子は約六十万人であった。 38また多くの入

り混じった群衆および羊、牛など非常に多くの家畜も彼

らと共に上った。 39そして彼らはエジプトから携えて出

た練り粉をもって、種入れぬパンの菓子を焼いた。まだ

パン種を入れていなかったからである。それは彼らがエ

ジプトから追い出されて滞ることができず、また、何の

食料をも整えていなかったからである。 40イスラエルの

人々がエジプトに住んでいた間は、四百三十年であった

。 41四百三十年の終りとなって、ちょうどその日に、主

の全軍はエジプトの国を出た。 42これは彼らをエジプト

の国から導き出すために主が寝ずの番をされた夜であっ

た。ゆえにこの夜、すべてのイスラエルの人々は代々、

主のために寝ずの番をしなければならない。 43主はモー

セとアロンとに言われた、「過越の祭の定めは次のとお

りである。すなわち、異邦人はだれもこれを食べてはな

らない。 44しかし、おのおのが金で買ったしもべは、こ

れに割礼を行ってのち、これを食べさせることができる

。 45仮ずまいの者と、雇人とは、これを食べてはならな

い。 46ひとつの家でこれを食べなければならない。その

肉を少しも家の外に持ち出してはならない。また、その

骨を折ってはならない。 47イスラエルの全会衆はこれを

守らなければならない。 48寄留の外国人があなたのもと

にとどまっていて、主に過越の祭を守ろうとするときは

、その男子はみな割礼を受けてのち、近づいてこれを守

ることができる。そうすれば彼は国に生れた者のように

なるであろう。しかし、無割礼の者はだれもこれを食べ

てはならない。 49この律法は国に生れたものにも、あな

たがたのうちに寄留している外国人にも同一である」。

50イスラエルの人々は、みなこのようにし、主がモーセ

とアロンに命じられたようにした。 51ちょうどその日に

、主はイスラエルの人々を、その軍団に従ってエジプト

の国から導き出された。

13主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人々のう

ちで、すべてのういご、すなわちすべて初めに胎を

開いたものを、人であれ、獣であれ、みな、わたしのた

めに聖別しなければならない。それはわたしのものであ

る」。 3モーセは民に言った、「あなたがたは、エジプ

トから、奴隷の家から出るこの日を覚えなさい。主が強

い手をもって、あなたがたをここから導き出されるから

である。種を入れたパンを食べてはならない。 4あなた

がたはアビブの月のこの日に出るのである。 5主があな

たに与えると、あなたの先祖たちに誓われたカナンびと

、ヘテびと、アモリびと、ヒビびと、エブスびとの地、

乳と蜜との流れる地に、導き入れられる時、あなたはこ

の月にこの儀式を守らなければならない。 6七日のあい

だ種入れぬパンを食べ、七日目には主に祭をしなければ

ならない。 7種入れぬパンを七日のあいだ食べなければ

ならない。種を入れたパンをあなたの所に置いてはなら

ない。また、あなたの地区のどこでも、あなたの所にパ

ン種を置いてはならない。 8その日、あなたの子に告げ

て言いなさい、『これはわたしがエジプトから出るとき

に、主がわたしになされたことのためである』。 9そし

て、これを、手につけて、しるしとし、目の間に置いて

記念とし、主の律法をあなたの口に置かなければならな

い。主が強い手をもって、あなたをエジプトから導き出

されるからである。 10それゆえ、あなたはこの定めを年

々その期節に守らなければならない。 11主があなたとあ

なたの先祖たちに誓われたように、あなたをカナンびと

の地に導いて、それをあなたに賜わる時、 12あなたは、

すべて初めに胎を開いた者、およびあなたの家畜の産む

ういごは、ことごとく主にささげなければならない。す

なわち、それらの男性のものは主に帰せしめなければな

らない。 13また、すべて、ろばの、初めて胎を開いたも

のは、小羊をもって、あがなわなければならない。もし

、あがなわないならば、その首を折らなければならない

。あなたの子らのうち、すべて、男のういごは、あがな

わなければならない。 14後になって、あなたの子が『こ

れはどんな意味ですか』と問うならば、これに言わなけ

ればならない、『主が強い手をもって、われわれをエジ

プトから、奴隷の家から導き出された。 15そのときパロ

が、かたくなで、われわれを去らせなかったため、主は

エジプトの国のういごを、人のういごも家畜のういごも

、ことごとく殺された。それゆえ、初めて胎を開く男性

のものはみな、主に犠牲としてささげるが、わたしの子

供のうちのういごは、すべてあがなうのである』。 16そ

して、これを手につけて、しるしとし、目の間に置いて

覚えとしなければならない。主が強い手をもって、われ

われをエジプトから導き出されたからである」。 17さて

、パロが民を去らせた時、ペリシテびとの国の道は近か

ったが、神は彼らをそれに導かれなかった。民が戦いを

見れば悔いてエジプトに帰るであろうと、神は思われた

からである。 18神は紅海に沿う荒野の道に、民を回らさ

れた。イスラエルの人々は武装してエジプトの国を出て

、上った。 19そのときモーセはヨセフの遺骸を携えてい

た。ヨセフが、「神は必ずあなたがたを顧みられるであ

ろう。そのとき、あなたがたは、わたしの遺骸を携えて

、ここから上って行かなければならない」と言って、イ

スラエルの人々に固く誓わせたからである。 20こうして

彼らは更にスコテから進んで、荒野の端にあるエタムに

宿営した。 21主は彼らの前に行かれ、昼は雲の柱をもっ

て彼らを導き、夜は火の柱をもって彼らを照し、昼も夜
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も彼らを進み行かせられた。 22昼は雲の柱、夜は火の柱

が、民の前から離れなかった。

14主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人々に告

げ、引き返して、ミグドルと海との間にあるピハヒ

ロテの前、バアルゼポンの前に宿営させなさい。あなた

がたはそれにむかって、海のかたわらに宿営しなければ

ならない。 3パロはイスラエルの人々について、『彼ら

はその地で迷っている。荒野は彼らを閉じ込めてしまっ

た』と言うであろう。 4わたしがパロの心をかたくなに

するから、パロは彼らのあとを追うであろう。わたしは

パロとそのすべての軍勢を破って誉を得、エジプトびと

にわたしが主であることを知らせるであろう」。彼らは

そのようにした。 5民の逃げ去ったことが、エジプトの

王に伝えられたので、パロとその家来たちとは、民に対

する考えを変えて言った、「われわれはなぜこのように

イスラエルを去らせて、われわれに仕えさせないように

したのであろう」。 6それでパロは戦車を整え、みずか

らその民を率い、 7また、えり抜きの戦車六百と、エジ

プトのすべての戦車およびすべての指揮者たちを率いた

。 8主がエジプトの王パロの心をかたくなにされたので

、彼はイスラエルの人々のあとを追った。イスラエルの

人々は意気揚々と出たのである。 9エジプトびとは彼ら

のあとを追い、パロのすべての馬と戦車およびその騎兵

と軍勢とは、バアルゼポンの前にあるピハヒロテのあた

りで、海のかたわらに宿営している彼らに追いついた。

10パロが近寄った時、イスラエルの人々は目を上げてエ

ジプトびとが彼らのあとに進んできているのを見て、非

常に恐れた。そしてイスラエルの人々は主にむかって叫

び、 11かつモーセに言った、「エジプトに墓がないので

、荒野で死なせるために、わたしたちを携え出したので

すか。なぜわたしたちをエジプトから導き出して、こん

なにするのですか。 12わたしたちがエジプトであなたに

告げて、『わたしたちを捨てておいて、エジプトびとに

仕えさせてください』と言ったのは、このことではあり

ませんか。荒野で死ぬよりもエジプトびとに仕える方が

、わたしたちにはよかったのです」。 13モーセは民に言

った、「あなたがたは恐れてはならない。かたく立って

、主がきょう、あなたがたのためになされる救を見なさ

い。きょう、あなたがたはエジプトびとを見るが、もは

や永久に、二度と彼らを見ないであろう。 14主があなた

がたのために戦われるから、あなたがたは黙していなさ

い」。 15主はモーセに言われた、「あなたは、なぜわた

しにむかって叫ぶのか。イスラエルの人々に語って彼ら

を進み行かせなさい。 16あなたはつえを上げ、手を海の

上にさし伸べてそれを分け、イスラエルの人々に海の中

のかわいた地を行かせなさい。 17わたしがエジプトびと

の心をかたくなにするから、彼らはそのあとを追っては

いるであろう。こうしてわたしはパロとそのすべての軍

勢および戦車と騎兵とを打ち破って誉を得よう。 18わた

しがパロとその戦車とその騎兵とを打ち破って誉を得る

とき、エジプトびとはわたしが主であることを知るであ

ろう」。 19このとき、イスラエルの部隊の前に行く神の

使は移って彼らのうしろに行った。雲の柱も彼らの前か

ら移って彼らのうしろに立ち、 20エジプトびとの部隊と

イスラエルびとの部隊との間にきたので、そこに雲とや

みがあり夜もすがら、かれとこれと近づくことなく、夜

がすぎた。 21モーセが手を海の上にさし伸べたので、主

は夜もすがら強い東風をもって海を退かせ、海を陸地と

され、水は分かれた。 22イスラエルの人々は海の中のか

わいた地を行ったが、水は彼らの右と左に、かきとなっ

た。 23エジプトびとは追ってきて、パロのすべての馬と

戦車と騎兵とは、彼らのあとについて海の中にはいった

。 24暁の更に、主は火と雲の柱のうちからエジプトびと

の軍勢を見おろして、エジプトびとの軍勢を乱し、 25そ

の戦車の輪をきしらせて、進むのに重くされたので、エ

ジプトびとは言った、「われわれはイスラエルを離れて

逃げよう。主が彼らのためにエジプトびとと戦う」。 26

そのとき主はモーセに言われた、「あなたの手を海の上

にさし伸べて、水をエジプトびとと、その戦車と騎兵と

の上に流れ返らせなさい」。 27モーセが手を海の上にさ

し伸べると、夜明けになって海はいつもの流れに返り、

エジプトびとはこれにむかって逃げたが、主はエジプト

びとを海の中に投げ込まれた。 28水は流れ返り、イスラ

エルのあとを追って海にはいった戦車と騎兵およびパロ

のすべての軍勢をおおい、ひとりも残らなかった。 29し

かし、イスラエルの人々は海の中のかわいた地を行った

が、水は彼らの右と左に、かきとなった。 30このように

、主はこの日イスラエルをエジプトびとの手から救われ

た。イスラエルはエジプトびとが海べに死んでいるのを

見た。 31イスラエルはまた、主がエジプトびとに行われ

た大いなるみわざを見た。それで民は主を恐れ、主とそ

のしもべモーセとを信じた。

15そこでモーセとイスラエルの人々は、この歌を主に
むかって歌った。彼らは歌って言った、「主にむか

ってわたしは歌おう、彼は輝かしくも勝ちを得られた、

彼は馬と乗り手を海に投げ込まれた。 2主はわたしの力

また歌、わたしの救となられた、彼こそわたしの神、わ

たしは彼をたたえる、彼はわたしの父の神、わたしは彼

をあがめる。 3主はいくさびと、その名は主。 4彼はパ

ロの戦車とその軍勢とを海に投げ込まれた、そのすぐれ

た指揮者たちは紅海に沈んだ。 5大水は彼らをおおい、

彼らは石のように淵に下った。 6主よ、あなたの右の手

は力をもって栄光にかがやく、主よ、あなたの右の手は

敵を打ち砕く。 7あなたは大いなる威光をもって、あな

たに立ちむかう者を打ち破られた。あなたが怒りを発せ

られると、彼らは、わらのように焼きつくされた。 8あ

なたの鼻の息によって水は積みかさなり、流れは堤とな

って立ち、大水は海のもなかに凝り固まった。 9敵は言

った、『わたしは追い行き、追い着いて、分捕物を分か

ち取ろう、わたしの欲望を彼らによって満たそう、つる

ぎを抜こう、わたしの手は彼らを滅ぼそう』。 10あなた

が息を吹かれると、海は彼らをおおい、彼らは鉛のよう

に、大水の中に沈んだ。 11主よ、神々のうち、だれがあ

なたに比べられようか、だれがあなたのように、聖にし

て栄えあるもの、ほむべくして恐るべきもの、くすしき

わざを行うものであろうか。 12あなたが右の手を伸べら

れると、地は彼らをのんだ。 13あなたは、あがなわれた

民を恵みをもって導き、み力をもって、あなたの聖なる

すまいに伴われた。 14もろもろの民は聞いて震え、ペリ

シテの住民は苦しみに襲われた。 15エドムの族長らは、

おどろき、モアブの首長らは、わななき、カナンの住民

は、みな溶け去った。 16恐れと、おののきとは彼らに臨

み、み腕の大いなるゆえに、彼らは石のように黙した、

主よ、あなたの民の通りすぎるまで、あなたが買いとら
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れた民の通りすぎるまで。 17あなたは彼らを導いて、あ

なたの嗣業の山に植えられる。主よ、これこそあなたの

すまいとして、みずから造られた所、主よ、み手によっ

て建てられた聖所。 18主は永遠に統べ治められる」。

19パロの馬が、その戦車および騎兵と共に海にはいると

、主は海の水を彼らの上に流れ返らされたが、イスラエ

ルの人々は海の中のかわいた地を行った。 20そのとき、

アロンの姉、女預言者ミリアムはタンバリンを手に取り

、女たちも皆タンバリンを取って、踊りながら、そのあ

とに従って出てきた。 21そこでミリアムは彼らに和して

歌った、「主にむかって歌え、彼は輝かしくも勝ちを得

られた、彼は馬と乗り手を海に投げ込まれた」。 22さて

、モーセはイスラエルを紅海から旅立たせた。彼らはシ

ュルの荒野に入り、三日のあいだ荒野を歩いたが、水を

得なかった。 23彼らはメラに着いたが、メラの水は苦く

て飲むことができなかった。それで、その所の名はメラ

と呼ばれた。 24ときに、民はモーセにつぶやいて言った

、「わたしたちは何を飲むのですか」。 25モーセは主に

叫んだ。主は彼に一本の木を示されたので、それを水に

投げ入れると、水は甘くなった。その所で主は民のため

に定めと、おきてを立てられ、彼らを試みて、 26言われ

た、「あなたが、もしあなたの神、主の声に良く聞き従

い、その目に正しいと見られることを行い、その戒めに

耳を傾け、すべての定めを守るならば、わたしは、かつ

てエジプトびとに下した病を一つもあなたに下さないで

あろう。わたしは主であって、あなたをいやすものであ

る」。 27こうして彼らはエリムに着いた。そこには水の

泉十二と、なつめやしの木七十本があった。その所で彼

らは水のほとりに宿営した。

16イスラエルの人々の全会衆はエリムを出発し、エジ
プトの地を出て二か月目の十五日に、エリムとシナ

イとの間にあるシンの荒野にきたが、 2その荒野でイス

ラエルの人々の全会衆は、モーセとアロンにつぶやいた

。 3イスラエルの人々は彼らに言った、「われわれはエ

ジプトの地で、肉のなべのかたわらに座し、飽きるほど

パンを食べていた時に、主の手にかかって死んでいたら

良かった。あなたがたは、われわれをこの荒野に導き出

して、全会衆を餓死させようとしている」。 4そのとき

主はモーセに言われた、「見よ、わたしはあなたがたの

ために、天からパンを降らせよう。民は出て日々の分を

日ごとに集めなければならない。こうして彼らがわたし

の律法に従うかどうかを試みよう。 5六日目には、彼ら

が取り入れたものを調理すると、それは日ごとに集める

ものの二倍あるであろう」。 6モーセとアロンは、イス

ラエルのすべての人々に言った、「夕暮には、あなたが

たは、エジプトの地からあなたがたを導き出されたのが

、主であることを知るであろう。 7また、朝には、あな

たがたは主の栄光を見るであろう。主はあなたがたが主

にむかってつぶやくのを聞かれたからである。あなたが

たは、いったいわれわれを何者として、われわれにむか

ってつぶやくのか」。 8モーセはまた言った、「主は夕

暮にはあなたがたに肉を与えて食べさせ、朝にはパンを

与えて飽き足らせられるであろう。主はあなたがたが、

主にむかってつぶやくつぶやきを聞かれたからである。

いったいわれわれは何者なのか。あなたがたのつぶやく

のは、われわれにむかってでなく、主にむかってである

」。 9モーセはアロンに言った、「イスラエルの人々の

全会衆に言いなさい、『あなたがたは主の前に近づきな

さい。主があなたがたのつぶやきを聞かれたからである

』と」。 10それでアロンがイスラエルの人々の全会衆に

語ったとき、彼らが荒野の方を望むと、見よ、主の栄光

が雲のうちに現れていた。 11主はモーセに言われた、

12「わたしはイスラエルの人々のつぶやきを聞いた。彼

らに言いなさい、『あなたがたは夕には肉を食べ、朝に

はパンに飽き足りるであろう。そうしてわたしがあなた

がたの神、主であることを知るであろう』と」。 13夕べ

になると、うずらが飛んできて宿営をおおった。また、

朝になると、宿営の周囲に露が降りた。 14その降りた露

がかわくと、荒野の面には、薄いうろこのようなものが

あり、ちょうど地に結ぶ薄い霜のようであった。 15イス

ラエルの人々はそれを見て互に言った、「これはなんで

あろう」。彼らはそれがなんであるのか知らなかったか

らである。モーセは彼らに言った、「これは主があなた

がたの食物として賜わるパンである。 16主が命じられる

のはこうである、『あなたがたは、おのおのその食べる

ところに従ってそれを集め、あなたがたの人数に従って

、ひとり一オメルずつ、おのおのその天幕におるものの

ためにそれを取りなさい』と」。 17イスラエルの人々は

そのようにして、ある者は多く、ある者は少なく集めた

。 18しかし、オメルでそれを計ってみると、多く集めた

者にも余らず、少なく集めた者にも不足しなかった。お

のおのその食べるところに従って集めていた。 19モーセ

は彼らに言った、「だれも朝までそれを残しておいては

ならない」。 20しかし彼らはモーセに聞き従わないで、

ある者は朝までそれを残しておいたが、虫がついて臭く

なった。モーセは彼らにむかって怒った。 21彼らは、お

のおのその食べるところに従って、朝ごとにそれを集め

たが、日が熱くなるとそれは溶けた。 22六日目には、彼

らは二倍のパン、すなわちひとりに二オメルを集めた。

そこで、会衆の長たちは皆きて、モーセに告げたが、 23

モーセは彼らに言った、「主の語られたのはこうである

、『あすは主の聖安息日で休みである。きょう、焼こう

とするものを焼き、煮ようとするものを煮なさい。残っ

たものはみな朝までたくわえて保存しなさい』と」。 24

彼らはモーセの命じたように、それを朝まで保存したが

、臭くならず、また虫もつかなかった。 25モーセは言っ

た、「きょう、それを食べなさい。きょうは主の安息日

であるから、きょうは野でそれを獲られないであろう。

26六日の間はそれを集めなければならない。七日目は安

息日であるから、その日には無いであろう」。 27ところ

が民のうちには、七日目に出て集めようとした者があっ

たが、獲られなかった。 28そこで主はモーセに言われた

、「あなたがたは、いつまでわたしの戒めと、律法とを

守ることを拒むのか。 29見よ、主はあなたがたに安息日

を与えられた。ゆえに六日目には、ふつか分のパンをあ

なたがたに賜わるのである。おのおのその所にとどまり

、七日目にはその所から出てはならない」。 30こうして

民は七日目に休んだ。 31イスラエルの家はその物の名を

マナと呼んだ。それはコエンドロの実のようで白く、そ

の味は蜜を入れたせんべいのようであった。 32モーセは

言った、「主の命じられることはこうである、『それを

一オメルあなたがたの子孫のためにたくわえておきなさ

い。それはわたしが、あなたがたをエジプトの地から導

き出した時、荒野であなたがたに食べさせたパンを彼ら

に見させるためである』と」。 33そしてモーセはアロン
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に言った「一つのつぼを取り、マナ一オメルをその中に

入れ、それを主の前に置いて、子孫のためにたくわえな

さい」。 34そこで主がモーセに命じられたように、アロ

ンはそれをあかしの箱の前に置いてたくわえた。 35イス

ラエルの人々は人の住む地に着くまで四十年の間マナを

食べた。すなわち、彼らはカナンの地の境に至るまでマ

ナを食べた。 36一オメルは一エパの十分の一である。

17イスラエルの人々の全会衆は、主の命に従って、シ
ンの荒野を出発し、旅路を重ねて、レピデムに宿営

したが、そこには民の飲む水がなかった。 2それで、民

はモーセと争って言った、「わたしたちに飲む水をくだ

さい」。モーセは彼らに言った、「あなたがたはなぜわ

たしと争うのか、なぜ主を試みるのか」。 3民はその所

で水にかわき、モーセにつぶやいて言った、「あなたは

なぜわたしたちをエジプトから導き出して、わたしたち

を、子供や家畜と一緒に、かわきによって死なせようと

するのですか」。 4このときモーセは主に叫んで言った

、「わたしはこの民をどうすればよいのでしょう。彼ら

は、今にも、わたしを石で打ち殺そうとしています」。

5主はモーセに言われた、「あなたは民の前に進み行き

、イスラエルの長老たちを伴い、あなたがナイル川を打

った、つえを手に取って行きなさい。 6見よ、わたしは

ホレブの岩の上であなたの前に立つであろう。あなたは

岩を打ちなさい。水がそれから出て、民はそれを飲むこ

とができる」。モーセはイスラエルの長老たちの目の前

で、そのように行った。 7そして彼はその所の名をマッ

サ、またメリバと呼んだ。これはイスラエルの人々が争

ったゆえ、また彼らが「主はわたしたちのうちにおられ

るかどうか」と言って主を試みたからである。 8ときに

アマレクがきて、イスラエルとレピデムで戦った。 9モ

ーセはヨシュアに言った、「われわれのために人を選び

、出てアマレクと戦いなさい。わたしはあす神のつえを

手に取って、丘の頂に立つであろう」。 10ヨシュアはモ

ーセが彼に言ったようにし、アマレクと戦った。モーセ

とアロンおよびホルは丘の頂に登った。 11モーセが手を

上げているとイスラエルは勝ち、手を下げるとアマレク

が勝った。 12しかしモーセの手が重くなったので、アロ

ンとホルが石を取って、モーセの足もとに置くと、彼は

その上に座した。そしてひとりはこちらに、ひとりはあ

ちらにいて、モーセの手をささえたので、彼の手は日没

までさがらなかった。 13ヨシュアは、つるぎにかけてア

マレクとその民を打ち敗った。 14主はモーセに言われた

、「これを書物にしるして記念とし、それをヨシュアの

耳に入れなさい。わたしは天が下からアマレクの記憶を

完全に消し去るであろう」。 15モーセは一つの祭壇を築

いてその名を「主はわが旗」と呼んだ。 16そしてモーセ

は言った、「主の旗にむかって手を上げる、主は世々ア

マレクと戦われる」。

18さて、モーセのしゅうと、ミデアンの祭司エテロは
、神がモーセと、み民イスラエルとにされたすべて

の事、主がイスラエルをエジプトから導き出されたこと

を聞いた。 2それでモーセのしゅうと、エテロは、さき

に送り返されていたモーセの妻チッポラと、 3そのふた

りの子とを連れてきた。そのひとりの名はゲルショムと

いった。モーセが、「わたしは外国で寄留者となってい

る」と言ったからである。 4ほかのひとりの名はエリエ

ゼルといった。「わたしの父の神はわたしの助けであっ

て、パロのつるぎからわたしを救われた」と言ったから

である。 5こうしてモーセのしゅうと、エテロは、モー

セの妻子を伴って、荒野に行き、神の山に宿営している

モーセの所にきた。 6その時、ある人がモーセに言った

、「ごらんなさい。あなたのしゅうと、エテロは、あな

たの妻とそのふたりの子を連れて、あなたの所にこられ

ます」。 7そこでモーセはしゅうとを出迎えて、身をか

がめ、彼に口づけして、互に安否を問い、共に天幕には

いった。 8そしてモーセは、主がイスラエルのために、

パロとエジプトびととにされたすべての事、道で出会っ

たすべての苦しみ、また主が彼らを救われたことを、し

ゅうとに物語ったので、 9エテロは主がイスラエルをエ

ジプトびとの手から救い出して、もろもろの恵みを賜わ

ったことを喜んだ。 10そしてエテロは言った、「主はほ

むべきかな。主はあなたがたをエジプトびとの手と、パ

ロの手から救い出し、民をエジプトびとの手の下から救

い出された。 11今こそわたしは知った。実に彼らはイス

ラエルびとにむかって高慢にふるまったが、主はあらゆ

る神々にまさって大いにいますことを」。 12そしてモー

セのしゅうとエテロは燔祭と犠牲を神に供え、アロンと

イスラエルの長老たちもみなきて、モーセのしゅうとと

共に神の前で食事をした。 13あくる日モーセは座して民

をさばいたが、民は朝から晩まで、モーセのまわりに立

っていた。 14モーセのしゅうとは、彼がすべて民にして

いることを見て、言った、「あなたが民にしているこの

ことはなんですか。あなたひとりが座し、民はみな朝か

ら晩まで、あなたのまわりに立っているのはなぜですか

」。 15モーセはしゅうとに言った、「民が神に伺おうと

して、わたしの所に来るからです。 16彼らは事があれば

、わたしの所にきます。わたしは相互の間をさばいて、

神の定めと判決を知らせるのです」。 17モーセのしゅう

とは彼に言った、「あなたのしていることは良くない。

18あなたも、あなたと一緒にいるこの民も、必ず疲れ果

てるであろう。このことはあなたに重過ぎるから、ひと

りですることができない。 19今わたしの言うことを聞き

なさい。わたしはあなたに助言する。どうか神があなた

と共にいますように。あなたは民のために神の前にいて

、事件を神に述べなさい。 20あなたは彼らに定めと判決

を教え、彼らの歩むべき道と、なすべき事を彼らに知ら

せなさい。 21また、すべての民のうちから、有能な人で

、神を恐れ、誠実で不義の利を憎む人を選び、それを民

の上に立てて、千人の長、百人の長、五十人の長、十人

の長としなさい。 22平素は彼らに民をさばかせ、大事件

はすべてあなたの所に持ってこさせ、小事件はすべて彼

らにさばかせなさい。こうしてあなたを身軽にし、あな

たと共に彼らに、荷を負わせなさい。 23あなたが、もし

この事を行い、神もまたあなたに命じられるならば、あ

なたは耐えることができ、この民もまた、みな安んじて

その所に帰ることができよう」。 24モーセはしゅうとの

言葉に従い、すべて言われたようにした。 25すなわち、

モーセはすべてのイスラエルのうちから有能な人を選ん

で、民の上に長として立て、千人の長、百人の長、五十

人の長、十人の長とした。 26平素は彼らが民をさばき、

むずかしい事件はモーセに持ってきたが、小さい事件は

すべて彼らみずからさばいた。 27こうしてモーセはしゅ

うとを送り返したので、その国に帰って行った。
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19イスラエルの人々は、エジプトの地を出て後三月目
のその日に、シナイの荒野にはいった。 2すなわち

彼らはレピデムを出立してシナイの荒野に入り、荒野に

宿営した。イスラエルはその所で山の前に宿営した。 3

さて、モーセが神のもとに登ると、主は山から彼を呼ん

で言われた、「このように、ヤコブの家に言い、イスラ

エルの人々に告げなさい、 4『あなたがたは、わたしが

エジプトびとにした事と、あなたがたを鷲の翼に載せて

わたしの所にこさせたことを見た。 5それで、もしあな

たがたが、まことにわたしの声に聞き従い、わたしの契

約を守るならば、あなたがたはすべての民にまさって、

わたしの宝となるであろう。全地はわたしの所有だから

である。 6あなたがたはわたしに対して祭司の国となり

、また聖なる民となるであろう』。これがあなたのイス

ラエルの人々に語るべき言葉である」。 7それでモーセ

は行って民の長老たちを呼び、主が命じられたこれらの

言葉を、すべてその前に述べたので、 8民はみな共に答

えて言った、「われわれは主が言われたことを、みな行

います」。モーセは民の言葉を主に告げた。 9主はモー

セに言われた、「見よ、わたしは濃い雲のうちにあって

、あなたに臨むであろう。それはわたしがあなたと語る

のを民に聞かせて、彼らに長くあなたを信じさせるため

である」。モーセは民の言葉を主に告げた。 10主はモー

セに言われた、「あなたは民のところに行って、きょう

とあす、彼らをきよめ、彼らにその衣服を洗わせ、 11三

日目までに備えさせなさい。三日目に主が、すべての民

の目の前で、シナイ山に下るからである。 12あなたは民

のために、周囲に境を設けて言いなさい、『あなたがた

は注意して、山に上らず、また、その境界に触れないよ

うにしなさい。山に触れる者は必ず殺されるであろう。

13手をそれに触れてはならない。触れる者は必ず石で打

ち殺されるか、射殺されるであろう。獣でも人でも生き

ることはできない』。ラッパが長く響いた時、彼らは山

に登ることができる」と。 14そこでモーセは山から民の

ところに下り、民をきよめた。彼らはその衣服を洗った

。 15モーセは民に言った、「三日目までに備えをしなさ

い。女に近づいてはならない」。 16三日目の朝となって

、かみなりと、いなずまと厚い雲とが、山の上にあり、

ラッパの音が、はなはだ高く響いたので、宿営におる民

はみな震えた。 17モーセが民を神に会わせるために、宿

営から導き出したので、彼らは山のふもとに立った。 18

シナイ山は全山煙った。主が火のなかにあって、その上

に下られたからである。その煙は、かまどの煙のように

立ち上り、全山はげしく震えた。 19ラッパの音が、いよ

いよ高くなったとき、モーセは語り、神は、かみなりを

もって、彼に答えられた。 20主はシナイ山の頂に下られ

た。そして主がモーセを山の頂に召されたので、モーセ

は登った。 21主はモーセに言われた、「下って行って民

を戒めなさい。民が押し破って、主のところにきて、見

ようとし、多くのものが死ぬことのないようにするため

である。 22主に近づく祭司たちにもまた、その身をきよ

めさせなさい。主が彼らを打つことのないようにするた

めである」。 23モーセは主に言った、「民はシナイ山に

登ることはできないでしょう。あなたがわたしたちを戒

めて『山のまわりに境を設け、それをきよめよ』と言わ

れたからです」。 24主は彼に言われた、「行け、下れ。

そしてあなたはアロンと共に登ってきなさい。ただし、

祭司たちと民とが、押し破って主のところに登ることの

ないようにしなさい。主が彼らを打つことのないように

するためである」。 25モーセは民の所に下って行って彼

らに告げた。

20神はこのすべての言葉を語って言われた。 2「わた

しはあなたの神、主であって、あなたをエジプトの

地、奴隷の家から導き出した者である。 3あなたはわた

しのほかに、なにものをも神としてはならない。 4あな

たは自分のために、刻んだ像を造ってはならない。上は

天にあるもの、下は地にあるもの、また地の下の水のな

かにあるものの、どんな形をも造ってはならない。 5そ

れにひれ伏してはならない。それに仕えてはならない。

あなたの神、主であるわたしは、ねたむ神であるから、

わたしを憎むものは、父の罪を子に報いて、三四代に及

ぼし、 6わたしを愛し、わたしの戒めを守るものには、

恵みを施して、千代に至るであろう。 7あなたは、あな

たの神、主の名を、みだりに唱えてはならない。主は、

み名をみだりに唱えるものを、罰しないでは置かないで

あろう。 8安息日を覚えて、これを聖とせよ。 9六日の

あいだ働いてあなたのすべてのわざをせよ。 10七日目は

あなたの神、主の安息であるから、なんのわざをもして

はならない。あなたもあなたのむすこ、娘、しもべ、は

しため、家畜、またあなたの門のうちにいる他国の人も

そうである。 11主は六日のうちに、天と地と海と、その

中のすべてのものを造って、七日目に休まれたからであ

る。それで主は安息日を祝福して聖とされた。 12あなた

の父と母を敬え。これは、あなたの神、主が賜わる地で

、あなたが長く生きるためである。 13あなたは殺しては

ならない。 14あなたは姦淫してはならない。 15あなた

は盗んではならない。 16あなたは隣人について、偽証し

てはならない。 17あなたは隣人の家をむさぼってはなら

ない。隣人の妻、しもべ、はしため、牛、ろば、またす

べて隣人のものをむさぼってはならない」。 18民は皆、

かみなりと、いなずまと、ラッパの音と、山の煙ってい

るのとを見た。民は恐れおののき、遠く離れて立った。

19彼らはモーセに言った、「あなたがわたしたちに語っ

てください。わたしたちは聞き従います。神がわたした

ちに語られぬようにしてください。それでなければ、わ

たしたちは死ぬでしょう」。 20モーセは民に言った、「

恐れてはならない。神はあなたがたを試みるため、また

その恐れをあなたがたの目の前において、あなたがたが

罪を犯さないようにするために臨まれたのである」。 21

そこで、民は遠く離れて立ったが、モーセは神のおられ

る濃い雲に近づいて行った。 22主はモーセに言われた、

「あなたはイスラエルの人々にこう言いなさい、『あな

たがたは、わたしが天からあなたがたと語るのを見た。

23あなたがたはわたしと並べて、何をも造ってはならな

い。銀の神々も、金の神々も、あなたがたのために、造

ってはならない。 24あなたはわたしのために土の祭壇を

築き、その上にあなたの燔祭、酬恩祭、羊、牛をささげ

なければならない。わたしの名を覚えさせるすべての所

で、わたしはあなたに臨んで、あなたを祝福するであろ

う。 25あなたがもしわたしに石の祭壇を造るならば、切

り石で築いてはならない。あなたがもし、のみをそれに

当てるならば、それをけがすからである。 26あなたは階

段によって、わたしの祭壇に登ってはならない。あなた

の隠し所が、その上にあらわれることのないようにする

ためである』。
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21これはあなたが彼らの前に示すべきおきてである。
2あなたがヘブルびとである奴隷を買う時は、六年

のあいだ仕えさせ、七年目には無償で自由の身として去

らせなければならない。 3彼がもし独身できたならば、

独身で去らなければならない。もし妻を持っていたなら

ば、その妻は彼と共に去らなければならない。 4もしそ

の主人が彼に妻を与えて、彼に男の子また女の子を産ん

だならば、妻とその子供は主人のものとなり、彼は独身

で去らなければならない。 5奴隷がもし『わたしは、わ

たしの主人と、わたしの妻と子供を愛します。わたしは

自由の身となって去ることを好みません』と明言するな

らば、 6その主人は彼を神のもとに連れて行き、戸ある

いは柱のところに連れて行って、主人は、きりで彼の耳

を刺し通さなければならない。そうすれば彼はいつまで

もこれに仕えるであろう。 7もし人がその娘を女奴隷と

して売るならば、その娘は男奴隷が去るように去っては

ならない。 8彼女がもし彼女を自分のものと定めた主人

の気にいらない時は、その主人は彼女が、あがなわれる

ことを、これに許さなければならない。彼はこれを欺い

たのであるから、これを他国の民に売る権利はない。 9

彼がもし彼女を自分の子のものと定めるならば、これを

娘のように扱わなければならない。 10彼が、たとい、ほ

かに女をめとることがあっても、前の女に食物と衣服を

与えることと、その夫婦の道とを絶えさせてはならない

。 11彼がもしこの三つを行わないならば、彼女は金を償

わずに去ることができる。 12人を撃って死なせた者は、

必ず殺されなければならない。 13しかし、人がたくむこ

とをしないのに、神が彼の手に人をわたされることのあ

る時は、わたしはあなたのために一つの所を定めよう。

彼はその所へのがれることができる。 14しかし人がもし

、ことさらにその隣人を欺いて殺す時は、その者をわた

しの祭壇からでも、捕えて行って殺さなければならない

。 15自分の父または母を撃つ者は、必ず殺されなければ

ならない。 16人をかどわかした者は、これを売っていて

も、なお彼の手にあっても、必ず殺されなければならな

い。 17自分の父または母をのろう者は、必ず殺されなけ

ればならない。 18人が互に争い、そのひとりが石または

、こぶしで相手を撃った時、これが死なないで床につき

、 19再び起きあがって、つえにすがり、外を歩くように

なるならば、これを撃った者は、ゆるされるであろう。

ただその仕事を休んだ損失を償い、かつこれにじゅうぶ

ん治療させなければならない。 20もし人がつえをもって

、自分の男奴隷または女奴隷を撃ち、その手の下に死ぬ

ならば、必ず罰せられなければならない。 21しかし、彼

がもし一日か、ふつか生き延びるならば、その人は罰せ

られない。奴隷は彼の財産だからである。 22もし人が互

に争って、身ごもった女を撃ち、これに流産させるなら

ば、ほかの害がなくとも、彼は必ずその女の夫の求める

罰金を課せられ、裁判人の定めるとおりに支払わなけれ

ばならない。 23しかし、ほかの害がある時は、命には命

、 24目には目、歯には歯、手には手、足には足、 25焼

き傷には焼き傷、傷には傷、打ち傷には打ち傷をもって

償わなければならない。 26もし人が自分の男奴隷の片目

、または女奴隷の片目を撃ち、これをつぶすならば、そ

の目のためにこれを自由の身として去らせなければなら

ない。 27また、もしその男奴隷の一本の歯、またはその

女奴隷の一本の歯を撃ち落すならば、その歯のためにこ

れを自由の身として去らせなければならない。 28もし牛

が男または女を突いて殺すならば、その牛は必ず石で撃

ち殺されなければならない。その肉は食べてはならない

。しかし、その牛の持ち主は罪がない。 29牛がもし以前

から突く癖があって、その持ち主が注意されても、これ

を守りおかなかったために、男または女を殺したならば

、その牛は石で撃ち殺され、その持ち主もまた殺されな

ければならない。 30彼がもし、あがないの金を課せられ

たならば、すべて課せられたほどのものを、命の償いに

支払わなければならない。 31男の子を突いても、女の子

を突いても、この定めに従って処置されなければならな

い。 32牛がもし男奴隷または女奴隷を突くならば、その

主人に銀三十シケルを支払わなければならない。またそ

の牛は石で撃ち殺されなければならない。 33もし人が穴

をあけたままに置き、あるいは穴を掘ってこれにおおい

をしないために、牛または、ろばがこれに落ち込むこと

があれば、 34穴の持ち主はこれを償い、金をその持ち主

に支払わなければならない。しかし、その死んだ獣は彼

のものとなるであろう。 35ある人の牛が、もし他人の牛

を突いて殺すならば、彼らはその生きている牛を売って

、その価を分け、またその死んだものをも分けなければ

ならない。 36あるいはその牛が以前から突く癖のあるこ

とが知られているのに、その持ち主がこれを守りおかな

かったならば、その人は必ずその牛のために牛をもって

償わなければならない。しかし、その死んだ獣は彼のも

のとなるであろう。

22もし人が牛または羊を盗んで、これを殺し、あるい
はこれを売るならば、彼は一頭の牛のために五頭の

牛をもって、一頭の羊のために四頭の羊をもって償わな

ければならない。 2もし盗びとが穴をあけてはいるのを

見て、これを撃って殺したときは、その人には血を流し

た罪はない。 3彼は必ず償わなければならない。もし彼

に何もない時は、彼はその盗んだ物のために身を売られ

るであろう。 しかし日がのぼって後ならば、その人に血

を流した罪がある。 4もしその盗んだ物がなお生きて、

彼の手もとにあれば、それは牛、ろば、羊のいずれにせ

よ、これを二倍にして償わなければならない。 5もし人

が畑またはぶどう畑のものを食わせ、その家畜を放って

他人の畑のものを食わせた時は、自分の畑の最も良い物

と、ぶどう畑の最も良い物をもって、これを償わなけれ

ばならない。 6もし火が出て、いばらに移り、積みあげ

た麦束、または立穂、または畑を焼いたならば、その火

を燃やした者は、必ずこれを償わなければならない。 7

もし人が金銭または物品の保管を隣人に託し、それが隣

人の家から盗まれた時、その盗びとが見つけられたなら

ば、これを二倍にして償わせなければならない。 8もし

盗びとが見つけられなければ、家の主人を神の前に連れ

てきて、彼が隣人の持ち物に手をかけたかどうかを、確

かめなければならない。 9牛であれ、ろばであれ、羊で

あれ、衣服であれ、あるいはどんな失った物であれ、そ

れについて言い争いが起り『これがそれです』と言う者

があれば、その双方の言い分を、神の前に持ち出さなけ

ればならない。そして神が有罪と定められる者は、それ

を二倍にしてその相手に償わなければならない。 10もし

人が、ろば、または牛、または羊、またはどんな家畜で

も、それを隣人に預けて、それが死ぬか、傷つくか、あ

るいは奪い去られても、それを見た者がなければ、 11双

方の間に、隣人の持ち物に手をかけなかったという誓い
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が、主の前になされなければならない。そうすれば、持

ち主はこれを受け入れ、隣人は償うに及ばない。 12けれ

ども、それがまさしく自分の所から盗まれた時は、その

持ち主に償わなければならない。 13もしそれが裂き殺さ

れた時は、それを証拠として持って来るならば、その裂

き殺されたものは償うに及ばない。 14もし人が隣人から

家畜を借りて、それが傷つき、または死ぬ場合、その持

ち主がそれと共にいない時は、必ずこれを償わなければ

ならない。 15もしその持ち主がそれと共におれば、それ

を償うに及ばない。もしそれが賃借りしたものならば、

その借賃をそれに当てなければならない。 16もし人がま

だ婚約しない処女を誘って、これと寝たならば、彼は必

ずこれに花嫁料を払って、妻としなければならない。 17

もしその父がこれをその人に与えることをかたく拒むな

らば、彼は処女の花嫁料に当るほどの金を払わなければ

ならない。 18魔法使の女は、これを生かしておいてはな

らない。 19すべて獣を犯す者は、必ず殺されなければな

らない。 20主のほか、他の神々に犠牲をささげる者は、

断ち滅ぼされなければならない。 21あなたは寄留の他国

人を苦しめてはならない。また、これをしえたげてはな

らない。あなたがたも、かつてエジプトの国で、寄留の

他国人であったからである。 22あなたがたはすべて寡婦

、または孤児を悩ましてはならない。 23もしあなたが彼

らを悩まして、彼らがわたしにむかって叫ぶならば、わ

たしは必ずその叫びを聞くであろう。 24そしてわたしの

怒りは燃えたち、つるぎをもってあなたがたを殺すであ

ろう。あなたがたの妻は寡婦となり、あなたがたの子供

たちは孤児となるであろう。 25あなたが、共におるわた

しの民の貧しい者に金を貸す時は、これに対して金貸し

のようになってはならない。これから利子を取ってはな

らない。 26もし隣人の上着を質に取るならば、日の入る

までにそれを返さなければならない。 27これは彼の身を

おおう、ただ一つの物、彼の膚のための着物だからであ

る。彼は何を着て寝ることができよう。彼がわたしにむ

かって叫ぶならば、わたしはこれに聞くであろう。わた

しはあわれみ深いからである。 28あなたは神をののしっ

てはならない。また民の司をのろってはならない。 29あ

なたの豊かな穀物と、あふれる酒とをささげるに、ため

らってはならない。あなたのういごを、わたしにささげ

なければならない。 30あなたはまた、あなたの牛と羊を

も同様にしなければならない。七日の間その母と共に置

いて、八日目にそれをわたしに、ささげなければならな

い。 31あなたがたは、わたしに対して聖なる民とならな

ければならない。あなたがたは、野で裂き殺されたもの

の肉を食べてはならない。それは犬に投げ与えなければ

ならない。

23あなたは偽りのうわさを言いふらしてはならない。
あなたは悪人と手を携えて、悪意のある証人になっ

てはならない。 2あなたは多数に従って悪をおこなって

はならない。あなたは訴訟において、多数に従って片寄

り、正義を曲げるような証言をしてはならない。 3また

貧しい人をその訴訟において、曲げてかばってはならな

い。 4もし、あなたが敵の牛または、ろばの迷っている

のに会う時は、必ずこれを彼の所に連れて行って、帰さ

なければならない。 5もしあなたを憎む者のろばが、そ

の荷物の下に倒れ伏しているのを見る時は、これを見捨

てて置かないように気をつけ、必ずその人に手を貸して

、これを起さなければならない。 6あなたは貧しい者の

訴訟において、裁判を曲げてはならない。 7あなたは偽

り事に遠ざからなければならない。あなたは罪のない者

と正しい者とを殺してはならない。わたしは悪人を義と

することはないからである。 8あなたは賄賂を取っては

ならない。賄賂は人の目をくらまし、正しい者の事件を

も曲げさせるからである。 9あなたは寄留の他国人をし

えたげてはならない。あなたがたはエジプトの国で寄留

の他国人であったので、寄留の他国人の心を知っている

からである。 10あなたは六年のあいだ、地に種をまき、

その産物を取り入れることができる。 11しかし、七年目

には、これを休ませて、耕さずに置かなければならない

。そうすれば、あなたの民の貧しい者がこれを食べ、そ

の残りは野の獣が食べることができる。あなたのぶどう

畑も、オリブ畑も同様にしなければならない。 12あなた

は六日のあいだ、仕事をし、七日目には休まなければな

らない。これはあなたの牛および、ろばが休みを得、ま

たあなたのはしための子および寄留の他国人を休ませる

ためである。 13わたしが、あなたがたに言ったすべての

事に心を留めなさい。他の神々の名を唱えてはならない

。また、これをあなたのくちびるから聞えさせてはなら

ない。 14あなたは年に三度、わたしのために祭を行わな

ければならない。 15あなたは種入れぬパンの祭を守らな

ければならない。わたしが、あなたに命じたように、ア

ビブの月の定めの時に七日のあいだ、種入れぬパンを食

べなければならない。それはその月にあなたがエジプト

から出たからである。だれも、むなし手でわたしの前に

出てはならない。 16また、あなたが畑にまいて獲た物の

勤労の初穂をささげる刈入れの祭と、あなたの勤労の実

を畑から取り入れる年の終りに、取入れの祭を行わなけ

ればならない。 17男子はみな、年に三度、主なる神の前

に出なければならない。 18あなたはわたしの犠牲の血を

、種を入れたパンと共にささげてはならない。また、わ

たしの祭の脂肪を翌朝まで残して置いてはならない。 19

あなたの土地の初穂の最も良い物を、あなたの神、主の

家に携えてこなければならない。あなたは子やぎを、そ

の母の乳で煮てはならない。 20見よ、わたしは使をあな

たの前につかわし、あなたを道で守らせ、わたしが備え

た所に導かせるであろう。 21あなたはその前に慎み、そ

の言葉に聞き従い、彼にそむいてはならない。わたしの

名が彼のうちにあるゆえに、彼はあなたがたのとがをゆ

るさないであろう。 22しかし、もしあなたが彼の声によ

く聞き従い、すべてわたしが語ることを行うならば、わ

たしはあなたの敵を敵とし、あなたのあだをあだとする

であろう。 23わたしの使はあなたの前に行って、あなた

をアモリびと、ヘテびと、ペリジびと、カナンびと、ヒ

ビびと、およびエブスびとの所に導き、わたしは彼らを

滅ぼすであろう。 24あなたは彼らの神々を拝んではなら

ない。これに仕えてはならない。また彼らのおこないに

ならってはならない。あなたは彼らを全く打ち倒し、そ

の石の柱を打ち砕かなければならない。 25あなたがたの

神、主に仕えなければならない。そうすれば、わたしは

あなたがたのパンと水を祝し、あなたがたのうちから病

を除き去るであろう。 26あなたの国のうちには流産する

女もなく、不妊の女もなく、わたしはあなたの日の数を

満ち足らせるであろう。 27わたしはあなたの先に、わた

しの恐れをつかわし、あなたが行く所の民を、ことごと

く打ち敗り、すべての敵に、その背をあなたの方へ向け
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させるであろう。 28わたしはまた、くまばちをあなたの

先につかわすであろう。これはヒビびと、カナンびと、

およびヘテびとをあなたの前から追い払うであろう。 29

しかし、わたしは彼らを一年のうちには、あなたの前か

ら追い払わないであろう。土地が荒れすたれ、野の獣が

増して、あなたを害することのないためである。 30わた

しは徐々に彼らをあなたの前から追い払うであろう。あ

なたは、ついにふえひろがって、この地を継ぐようにな

るであろう。 31わたしは紅海からペリシテびとの海に至

るまでと、荒野からユフラテ川に至るまでを、あなたの

領域とし、この地に住んでいる者をあなたの手にわたす

であろう。あなたは彼らをあなたの前から追い払うであ

ろう。 32あなたは彼ら、および彼らの神々と契約を結ん

ではならない。 33彼らはあなたの国に住んではならない

。彼らがあなたをいざなって、わたしに対して罪を犯さ

せることのないためである。もし、あなたが彼らの神に

仕えるならば、それは必ずあなたのわなとなるであろう

」。

24また、モーセに言われた、「あなたはアロン、ナダ
ブ、アビウおよびイスラエルの七十人の長老たちと

共に、主のもとにのぼってきなさい。そしてあなたがた

は遠く離れて礼拝しなさい。 2ただモーセひとりが主に

近づき、他の者は近づいてはならない。また、民も彼と

共にのぼってはならない」。 3モーセはきて、主のすべ

ての言葉と、すべてのおきてとを民に告げた。民はみな

同音に答えて言った、「わたしたちは主の仰せられた言

葉を皆、行います」。 4そしてモーセは主の言葉を、こ

とごとく書きしるし、朝はやく起きて山のふもとに祭壇

を築き、イスラエルの十二部族に従って十二の柱を建て

、 5イスラエルの人々のうちの若者たちをつかわして、

主に燔祭をささげさせ、また酬恩祭として雄牛をささげ

させた。 6その時モーセはその血の半ばを取って、鉢に

入れ、また、その血の半ばを祭壇に注ぎかけた。 7そし

て契約の書を取って、これを民に読み聞かせた。すると

、彼らは答えて言った、「わたしたちは主が仰せられた

ことを皆、従順に行います」。 8そこでモーセはその血

を取って、民に注ぎかけ、そして言った、「見よ、これ

は主がこれらのすべての言葉に基いて、あなたがたと結

ばれる契約の血である」。 9こうしてモーセはアロン、

ナダブ、アビウおよびイスラエルの七十人の長老たちと

共にのぼって行った。 10そして、彼らがイスラエルの神

を見ると、その足の下にはサファイアの敷石のごとき物

があり、澄み渡るおおぞらのようであった。 11神はイス

ラエルの人々の指導者たちを手にかけられなかったので

、彼らは神を見て、飲み食いした。 12ときに主はモーセ

に言われた、「山に登り、わたしの所にきて、そこにい

なさい。彼らを教えるために、わたしが律法と戒めとを

書きしるした石の板をあなたに授けるであろう」。 13そ

こでモーセは従者ヨシュアと共に立ちあがり、モーセは

神の山に登った。 14彼は長老たちに言った、「わたした

ちがあなたがたの所に帰って来るまで、ここで待ってい

なさい。見よ、アロンとホルとが、あなたがたと共にい

るから、事ある者は、だれでも彼らの所へ行きなさい」

。 15こうしてモーセは山に登ったが、雲は山をおおって

いた。 16主の栄光がシナイ山の上にとどまり、雲は六日

のあいだ、山をおおっていたが、七日目に主は雲の中か

らモーセを呼ばれた。 17主の栄光は山の頂で、燃える火

のようにイスラエルの人々の目に見えたが、 18モーセは

雲の中にはいって、山に登った。そしてモーセは四十日

四十夜、山にいた。

25主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人々に告

げて、わたしのためにささげ物を携えてこさせなさ

い。すべて、心から喜んでする者から、わたしにささげ

る物を受け取りなさい。 3あなたがたが彼らから受け取

るべきささげ物はこれである。すなわち金、銀、青銅、

4青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸、やぎの毛糸、 5あか

ね染の雄羊の皮、じゅごんの皮、アカシヤ材、 6ともし

油、注ぎ油と香ばしい薫香のための香料、 7縞めのう、

エポデと胸当にはめる宝石。 8また、彼らにわたしのた

めに聖所を造らせなさい。わたしが彼らのうちに住むた

めである。 9すべてあなたに示す幕屋の型および、その

もろもろの器の型に従って、これを造らなければならな

い。 10彼らはアカシヤ材で箱を造らなければならない。

長さは二キュビト半、幅は一キュビト半、高さは一キュ

ビト半。 11あなたは純金でこれをおおわなければならな

い。すなわち内外ともにこれをおおい、その上の周囲に

金の飾り縁を造らなければならない。 12また金の環四つ

を鋳て、その四すみに取り付けなければならない。すな

わち二つの環をこちら側に、二つの環をあちら側に付け

なければならない。 13またアカシヤ材のさおを造り、金

でこれをおおわなければならない。 14そしてそのさおを

箱の側面の環に通し、それで箱をかつがなければならな

い。 15さおは箱の環に差して置き、それを抜き放しては

ならない。 16そしてその箱に、わたしがあなたに与える

あかしの板を納めなければならない。 17また純金の贖罪

所を造らなければならない。長さは二キュビト半、幅は

一キュビト半。 18また二つの金のケルビムを造らなけれ

ばならない。これを打物造りとし、贖罪所の両端に置か

なければならない。 19一つのケルブをこの端に、一つの

ケルブをかの端に造り、ケルビムを贖罪所の一部として

その両端に造らなければならない。 20ケルビムは翼を高

く伸べ、その翼をもって贖罪所をおおい、顔は互にむか

い合い、ケルビムの顔は贖罪所にむかわなければならな

い。 21あなたは贖罪所を箱の上に置き、箱の中にはわた

しが授けるあかしの板を納めなければならない。 22その

所でわたしはあなたに会い、贖罪所の上から、あかしの

箱の上にある二つのケルビムの間から、イスラエルの人

々のために、わたしが命じようとするもろもろの事を、

あなたに語るであろう。 23あなたはまたアカシヤ材の机

を造らなければならない。長さは二キュビト、幅は一キ

ュビト、高さは一キュビト半。 24純金でこれをおおい、

周囲に金の飾り縁を造り、 25またその周囲に手幅の棧を

造り、その棧の周囲に金の飾り縁を造らなければならな

い。 26また、そのために金の環四つを造り、その四つの

足のすみ四か所にその環を取り付けなければならない。

27環は棧のわきに付けて、机をかつぐさおを入れる所と

しなければならない。 28またアカシヤ材のさおを造り、

金でこれをおおい、それをもって、机をかつがなければ

ならない。 29また、その皿、乳香を盛る杯および灌祭を

注ぐための瓶と鉢を造り、これらは純金で造らなければ

ならない。 30そして机の上には供えのパンを置いて、常

にわたしの前にあるようにしなければならない。 31また

純金の燭台を造らなければならない。燭台は打物造りと

し、その台、幹、萼、節、花を一つに連ならせなければ
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ならない。 32また六つの枝をそのわきから出させ、燭台

の三つの枝をこの側から、燭台の三つの枝をかの側から

出させなければならない。 33あめんどうの花の形をした

三つの萼が、それぞれ節と花をもって一つの枝にあり、

また、あめんどうの花の形をした三つの萼が、それぞれ

節と花をもってほかの枝にあるようにし、燭台から出る

六つの枝を、みなそのようにしなければならない。 34ま

た、燭台の幹には、あめんどうの花の形をした四つの萼

を付け、その萼にはそれぞれ節と花をもたせなさい。 35

すなわち二つの枝の下に一つの節を取り付け、次の二つ

の枝の下に一つの節を取り付け、更に次の二つの枝の下

に一つの節を取り付け、燭台の幹から出る六つの枝に、

みなそのようにしなければならない。 36それらの節と枝

を一つに連ね、ことごとく純金の打物造りにしなければ

ならない。 37また、それのともしび皿を七つ造り、その

ともしび皿に火をともして、その前方を照させなければ

ならない。 38その芯切りばさみと、芯取り皿は純金で造

らなければならない。 39すなわち純金一タラントで燭台

と、これらのもろもろの器とが造られなければならない

。 40そしてあなたが山で示された型に従い、注意してこ

れを造らなければならない。

26あなたはまた十枚の幕をもって幕屋を造らなければ
ならない。すなわち亜麻の撚糸、青糸、紫糸、緋糸

で幕を作り、巧みなわざをもって、それにケルビムを織

り出さなければならない。 2幕の長さは、おのおの二十

八キュビト、幕の幅は、おのおの四キュビトで、幕は皆

同じ寸法でなければならない。 3その幕五枚を互に連ね

合わせ、また他の五枚の幕をも互に連ね合わせなければ

ならない。 4その一連の端にある幕の縁に青色の乳をつ

け、また他の一連の端にある幕の縁にもそのようにしな

ければならない。 5あなたは、その一枚の幕に乳五十を

つけ、また他の一連の幕の端にも乳五十をつけ、その乳

を互に相向かわせなければならない。 6あなたはまた金

の輪五十を作り、その輪で幕を互に連ね合わせて一つの

幕屋にしなければならない。 7また幕屋をおおう天幕の

ためにやぎの毛糸で幕を作らなければならない。すなわ

ち幕十一枚を作り、 8その一枚の幕の長さは三十キュビ

ト、その一枚の幕の幅は四キュビトで、その十一枚の幕

は同じ寸法でなければならない。 9そして、その幕五枚

を一つに連ね合わせ、またその幕六枚を一つに連ね合わ

せて、その六枚目の幕を天幕の前で折り重ねなければな

らない。 10またその一連の端にある幕の縁に乳五十をつ

け、他の一連の幕の縁にも乳五十をつけなさい。 11そし

て青銅の輪五十を作り、その輪を乳に掛け、その天幕を

連ね合わせて一つにし、 12その天幕の幕の残りの垂れる

部分、すなわちその残りの半幕を幕屋のうしろに垂れさ

せなければならない。 13そして天幕の幕のたけで余るも

のの、こちらのキュビトと、あちらのキュビトとは、幕

屋をおおうように、その両側のこちらとあちらとに垂れ

させなければならない。 14また、あかね染めの雄羊の皮

で天幕のおおいと、じゅごんの皮でその上にかけるおお

いとを造らなければならない。 15あなたは幕屋のために

、アカシヤ材で立枠を造らなければならない。 16枠の長

さを十キュビト、枠の幅を一キュビト半とし、 17枠ごと

に二つの柄を造って、かれとこれとを食い合わさせ、幕

屋のすべての枠にこのようにしなければならない。 18あ

なたは幕屋のために枠を造り、南側のために枠二十とし

、 19その二十の枠の下に銀の座四十を造って、この枠の

下に、その二つの柄のために二つの座を置き、かの枠の

下にもその二つの柄のために二つの座を置かなければな

らない。 20また幕屋の他の側、すなわち北側のためにも

枠二十を造り、 21その銀の座四十を造って、この枠の下

に、二つの座を置き、かの枠の下にも二つの座を置かな

ければならない。 22また幕屋のうしろ、すなわち西側の

ために枠六つを造り、 23幕屋のうしろの二つのすみのた

めに枠二つを造らなければならない。 24これらは下で重

なり合い、同じくその頂でも第一の環まで重なり合うよ

うにし、その二つともそのようにしなければならない。

それらは二つのすみのために設けるものである。 25こう

してその枠は八つ、その銀の座は十六、この枠の下に二

つの座、かの枠の下にも二つの座を置かなければならな

い。 26またアカシヤ材で横木を造らなければならない。

すなわち幕屋のこの側の枠のために五つ、 27また幕屋の

かの側の枠のために横木五つ、幕屋のうしろの西側の枠

のために横木五つを造り、 28枠のまん中にある中央の横

木は端から端まで通るようにしなければならない。 29そ

してその枠を金でおおい、また横木を通すその環を金で

造り、また、その横木を金でおおわなければならない。

30こうしてあなたは山で示された様式に従って幕屋を建

てなければならない。 31また青糸、紫糸、緋糸、亜麻の

撚糸で垂幕を作り、巧みなわざをもって、それにケルビ

ムを織り出さなければならない。 32そして金でおおった

四つのアカシヤ材の柱の金の鉤にこれを掛け、その柱は

四つの銀の座の上にすえなければならない。 33その垂幕

の輪を鉤に掛け、その垂幕の内にあかしの箱を納めなさ

い。その垂幕はあなたがたのために聖所と至聖所とを隔

て分けるであろう。 34また至聖所にあるあかしの箱の上

に贖罪所を置かなければならない。 35そしてその垂幕の

外に机を置き、幕屋の南側に、机に向かい合わせて燭台

を置かなければならない。ただし机は北側に置かなけれ

ばならない。 36あなたはまた天幕の入口のために青糸、

紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で、色とりどりに織ったとばり

を作らなければならない。 37あなたはそのとばりのため

にアカシヤ材の柱五つを造り、これを金でおおい、その

鉤を金で造り、またその柱のために青銅の座五つを鋳て

造らなければならない。

27あなたはまたアカシヤ材で祭壇を造らなければなら
ない。長さ五キュビト、幅五キュビトの四角で、高

さは三キュビトである。 2その四すみの上にその一部と

してそれの角を造り、青銅で祭壇をおおわなければなら

ない。 3また灰を取るつぼ、十能、鉢、肉叉、火皿を造

り、その器はみな青銅で造らなければならない。 4また

祭壇のために青銅の網細工の格子を造り、その四すみで

、網の上に青銅の環を四つ取り付けなければならない。

5その網を祭壇の出張りの下に取り付け、これを祭壇の

高さの半ばに達するようにしなければならない。 6また

祭壇のために、さおを造らなければならない。すなわち

アカシヤ材で、さおを造り、青銅で、これをおおわなけ

ればならない。 7そのさおを環に通し、さおを祭壇の両

側にして、これをかつがなければならない。 8祭壇は板

で空洞に造り、山で示されたように、これを造らなけれ

ばならない。 9あなたはまた幕屋の庭を造り、両側では

庭のために長さ百キュビトの亜麻の撚糸のあげばりを設

け、その一方に当てなければならない。 10その柱は二十
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、その柱の二十の座は青銅にし、その柱の鉤と桁とは銀

にしなければならない。 11また同じく北側のために、長

さ百キュビトのあげばりを設けなければならない。その

柱は二十、その柱の二十の座は青銅にし、その柱の鉤と

桁とは銀にしなければならない。 12また庭の西側の幅の

ために五十キュビトのあげばりを設けなければならない

。その柱は十、その座も十。 13また東側でも庭の幅を五

十キュビトにしなければならない。 14そしてその一方に

十五キュビトのあげばりを設けなければならない。その

柱は三つ、その座も三つ。 15また他の一方にも十五キュ

ビトのあげばりを設けなければならない。その柱は三つ

、その座も三つ。 16庭の門のために青糸、紫糸、緋糸、

亜麻の撚糸で、色とりどりに織った長さ二十キュビトの

とばりを設けなければならない。その柱は四つ、その座

も四つ。 17庭の周囲の柱はみな銀の桁でつなぎ、その鉤

は銀、その座は青銅にしなければならない。 18庭の長さ

は百キュビト、その幅は五十キュビト、その高さは五キ

ュビトで、亜麻の撚糸の布を掛けめぐらし、その座を青

銅にしなければならない。 19すべて幕屋に用いるもろも

ろの器、およびそのすべての釘、また庭のすべての釘は

青銅で造らなければならない。 20あなたはまたイスラエ

ルの人々に命じて、オリブをつぶして採った純粋の油を

、ともし火のために持ってこさせ、絶えずともし火をと

もさなければならない。 21アロンとその子たちとは、会

見の幕屋の中のあかしの箱の前にある垂幕の外で、夕か

ら朝まで主の前に、そのともし火を整えなければならな

い。これはイスラエルの人々の守るべき世々変らざる定

めでなければならない。

28またイスラエルの人々のうちから、あなたの兄弟ア
ロンとその子たち、すなわちアロンとアロンの子ナ

ダブ、アビウ、エレアザル、イタマルとをあなたのもと

にこさせ、祭司としてわたしに仕えさせ、 2またあなた

の兄弟アロンのために聖なる衣服を作って、彼に栄えと

麗しきをもたせなければならない。 3あなたはすべて心

に知恵ある者、すなわち、わたしが知恵の霊を満たした

者たちに語って、アロンの衣服を作らせ、アロンを聖別

し、祭司としてわたしに仕えさせなければならない。 4

彼らの作るべき衣服は次のとおりである。すなわち胸当

、エポデ、衣、市松模様の服、帽子、帯である。彼らは

あなたの兄弟アロンとその子たちとのために聖なる衣服

を作り、祭司としてわたしに仕えさせなければならない

。 5彼らは金糸、青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸を受け

取らなければならない。 6そして彼らは金糸、青糸、紫

糸、緋糸、亜麻の撚糸を用い、巧みなわざをもってエポ

デを作らなければならない。 7これに二つの肩ひもを付

け、その両端を、これに付けなければならない。 8エポ

デの上で、これをつかねる帯は、同じきれでエポデの作

りのように、金糸、青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で作

らなければならない。 9あなたは二つの縞めのうを取っ

て、その上にイスラエルの子たちの名を刻まなければな

らない。 10すなわち、その名六つを一つの石に、残りの

名六つを他の石に、彼らの生れた順に刻まなければなら

ない。 11宝石に彫刻する人が印を彫刻するように、イス

ラエルの子たちの名をその二つの石に刻み、それを金の

編細工にはめ、 12この二つの石をエポデの肩ひもにつけ

て、イスラエルの子たちの記念の石としなければならな

い。こうしてアロンは主の前でその両肩に彼らの名を負

うて記念としなければならない。 13あなたはまた金の編

細工を作らなければならない。 14そして二つの純金の鎖

を、ひも細工にねじて作り、そのひもの鎖をかの編細工

につけなければならない。 15あなたはまたさばきの胸当

を巧みなわざをもって作り、これをエポデの作りのよう

に作らなければならない。すなわち金糸、青糸、紫糸、

緋糸、亜麻の撚糸で、これを作らなければならない。 16

これは二つに折って四角にし、長さは一指当り、幅も一

指当りとしなければならない。 17またその中に宝石を四

列にはめ込まなければならない。すなわち紅玉髄、貴か

んらん石、水晶の列を第一列とし、 18第二列は、ざくろ

石、るり、赤縞めのう。 19第三列は黄水晶、めのう、紫

水晶。 20第四列は黄碧玉、縞めのう、碧玉であって、こ

れらを金の編細工の中にはめ込まなければならない。 21

その宝石はイスラエルの子らの名に従い、その名とひと

しく十二とし、おのおの印の彫刻のように十二の部族の

ためにその名を刻まなければならない。 22またひも細工

にねじた純金の鎖を胸当につけなければならない。 23ま

た、胸当のために金の環二つを作り、胸当の両端にその

二つの環をつけ、 24かの二筋の金のひもを胸当の端の二

つの環につけなければならない。 25ただし、その二筋の

ひもの他の両端をかの二つの編細工につけ、エポデの肩

ひもにつけて、前にくるようにしなければならない。 26

あなたはまた二つの金の環を作って、これを胸当の両端

につけなければならない。すなわちエポデに接する内側

の縁にこれをつけなければならない。 27また二つの金の

環を作って、これをエポデの二つの肩ひもの下の部分に

つけ、前の方で、そのつなぎ目に近く、エポデの帯の上

の方にあるようにしなければならない。 28胸当は青ひも

をもって、その環をエポデの環に結びつけ、エポデの帯

の上の方にあるようにしなければならない。こうして胸

当がエポデから離れないようにしなければならない。 29

アロンが聖所にはいる時は、さばきの胸当にあるイスラ

エルの子たちの名をその胸に置き、主の前に常に覚えと

しなければならない。 30あなたはさばきの胸当にウリム

とトンミムを入れて、アロンが主の前にいたる時、その

胸の上にあるようにしなければならない。こうしてアロ

ンは主の前に常にイスラエルの子たちのさばきを、その

胸に置かなければならない。 31あなたはまた、エポデに

属する上服をすべて青地で作らなければならない。 32頭

を通す口を、そのまん中に設け、その口の周囲には、よ

ろいのえりのように織物の縁をつけて、ほころびないよ

うにし、 33そのすそには青糸、紫糸、緋糸で、ざくろを

作り、そのすその周囲につけ、また周囲に金の鈴をざく

ろの間々につけなければならない。 34すなわち金の鈴に

ざくろ、また金の鈴にざくろと、上服のすその周囲につ

けなければならない。 35アロンは務の時、これを着なけ

ればならない。彼が聖所にはいって主の前にいたる時、

また出る時、その音が聞えて、彼は死を免れるであろう

。 36あなたはまた純金の板を造り、印の彫刻のように、

その上に『主に聖なる者』と刻み、 37これを青ひもで帽

子に付け、それが帽子の前の方に来るようにしなければ

ならない。 38これはアロンの額にあり、そしてアロンは

イスラエルの人々がささげる聖なる物、すなわち彼らの

もろもろの聖なる供え物についての罪の責めを負うであ

ろう。これは主の前にそれらの受けいれられるため、常

にアロンの額になければならない。 39あなたは亜麻糸で

市松模様に下服を織り、亜麻布で、ずきんを作り、また
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、帯を色とりどりに織って作らなければならない。 40あ

なたはまたアロンの子たちのために下服を作り、彼らの

ために帯を作り、彼らのために、ずきんを作って、彼ら

に栄えと麗しきをもたせなければならない。 41そしてあ

なたはこれをあなたの兄弟アロンおよび彼と共にいるそ

の子たちに着せ、彼らに油を注ぎ、彼らを職に任じ、彼

らを聖別し、祭司として、わたしに仕えさせなければな

らない。 42また、彼らのために、その隠し所をおおう亜

麻布のしたばきを作り、腰からももに届くようにしなけ

ればならない。 43アロンとその子たちは会見の幕屋には

いる時、あるいは聖所で務をするために祭壇に近づく時

に、これを着なければならない。そうすれば、彼らは罪

を得て死ぬことはないであろう。これは彼と彼の後の子

孫とのための永久の定めでなければならない。

29あなたは彼らを聖別し、祭司としてわたしに仕えさ
せるために、次の事を彼らにしなければならない。

すなわち若い雄牛一頭と、きずのない雄羊二頭とを取り

、 2また種入れぬパンと、油を混ぜた種入れぬ菓子と、

油を塗った種入れぬせんべいとを取りなさい。これらは

小麦粉で作らなければならない。 3そしてこれを一つの

かごに入れ、そのかごに入れたまま、かの一頭の雄牛お

よび二頭の雄羊と共に携えてこなければならない。 4あ

なたはまたアロンとその子たちを会見の幕屋の入口に連

れてきて、水で彼らを洗い清め、 5また衣服を取り、下

服とエポデに属する上服と、エポデと胸当とをアロンに

着せ、エポデの帯を締めさせなければならない。 6そし

て彼の頭に帽子をかぶらせ、その帽子の上にかの聖なる

冠をいただかせ、 7注ぎ油を取って彼の頭にかけ、彼に

油注ぎをしなければならない。 8あなたはまた彼の子た

ちを連れてきて下服を着せ、 9彼ら、すなわちアロンと

その子たちに帯を締めさせ、ずきんをかぶらせなければ

ならない。祭司の職は永久の定めによって彼らに帰する

であろう。あなたはこうして、アロンとその子たちを職

に任じなければならない。 10あなたは会見の幕屋の前に

雄牛を引いてきて、アロンとその子たちは、その雄羊の

頭に手を置かなければならない。 11そして会見の幕屋の

入口で、主の前にその雄牛をほふり、 12その雄牛の血を

取り、指をもって、これを祭壇の角につけ、その残りの

血を祭壇の基に注ぎかけなさい。 13また、その内臓をお

おうすべての脂肪と肝臓の小葉と、二つの腎臓と、その

上の脂肪とを取って、これを祭壇の上で焼かなければな

らない。 14ただし、その雄牛の肉と皮と汚物とは、宿営

の外で火で焼き捨てなければならない。これは罪祭であ

る。 15あなたはまた、かの雄羊の一頭を取り、そしてア

ロンとその子たちは、その雄羊の頭に手を置かなければ

ならない。 16あなたはその雄羊をほふり、その血を取っ

て、祭壇の四つの側面に注ぎかけなければならない。 17

またその雄羊を切り裂き、その内臓と、その足とを洗っ

て、これをその肉の切れ、および頭と共に置き、 18その

雄羊をみな祭壇の上で焼かなければならない。これは主

にささげる燔祭である。すなわち、これは香ばしいかお

りであって、主にささげる火祭である。 19あなたはまた

雄羊の他の一頭を取り、アロンとその子たちは、その雄

羊の頭に手を置かなければならない。 20そしてあなたは

その雄羊をほふり、その血を取って、アロンの右の耳た

ぶと、その子たちの右の耳たぶとにつけ、また彼らの右

の手の親指と、右の足の親指とにつけ、その残りの血を

祭壇の四つの側面に注ぎかけなければならない。 21また

祭壇の上の血および注ぎ油を取って、アロンとその衣服

、およびその子たちと、その子たちの衣服とに注がなけ

ればならない。彼とその衣服、およびその子らと、その

衣服とは聖別されるであろう。 22あなたはまた、その雄

羊の脂肪、脂尾、内臓をおおう脂肪、肝臓の小葉、二つ

の腎臓、その上の脂肪、および右のももを取らなければ

ならない。これは任職の雄羊である。 23また主の前にあ

る種入れぬパンのかごの中からパン一個と、油菓子一個

と、せんべい一個とを取り、 24これをみなアロンの手と

、その子たちの手に置き、これを主の前に揺り動かして

、揺祭としなければならない。 25そしてあなたはこれを

彼らの手から受け取り、燔祭に加えて祭壇の上で焼き、

主の前に香ばしいかおりとしなければならない。これは

主にささげる火祭である。 26あなたはまた、アロンの任

職の雄羊の胸を取り、これを主の前に揺り動かして、揺

祭としなければならない。これはあなたの受ける分とな

るであろう。 27あなたはアロンとその子たちの任職の雄

羊の胸ともも、すなわち揺り動かした揺祭の胸と、ささ

げたももとを聖別しなければならない。 28これはイスラ

エルの人々から永久に、アロンとその子たちの受くべき

ささげ物であって、イスラエルの人々の酬恩祭の犠牲の

中から受くべきもの、すなわち主にささげるささげ物で

ある。 29アロンの聖なる衣服は彼の後の子孫に帰すべき

である。彼らはこれを着て、油注がれ、職に任ぜられな

ければならない。 30その子たちのうち、彼に代って祭司

となり、聖所で仕えるために会見の幕屋にはいる者は、

七日の間これを着なければならない。 31あなたは任職の

雄羊を取り、聖なる場所でその肉を煮なければならない

。 32アロンとその子たちは会見の幕屋の入口で、その雄

羊の肉と、かごの中のパンとを食べなければならない。

33彼らを職に任じ、聖別するため、あがないに用いたこ

れらのものを、彼らは食べなければならない。他の人は

これを食べてはならない。これは聖なる物だからである

。 34もし任職の肉、あるいはパンのうち、朝まで残るも

のがあれば、その残りは火で焼かなければならない。こ

れは聖なる物だから食べてはならない。 35あなたはわた

しがすべて命じるように、アロンとその子たちにしなけ

ればならない。すなわち彼らのために七日のあいだ、任

職の式を行わなければならない。 36あなたは毎日、あが

ないのために、罪祭の雄牛一頭をささげなければならな

い。また祭壇のために、あがないをなす時、そのために

罪祭をささげ、また、これに油を注いで聖別しなさい。

37あなたは七日の間、祭壇のために、あがないをして、

これを聖別しなければならない。こうして祭壇は、いと

聖なる物となり、すべて祭壇に触れる者は聖となるであ

ろう。 38あなたが祭壇の上にささぐべき物は次のとおり

である。すなわち当歳の小羊二頭を毎日絶やすことなく

ささげなければならない。 39その一頭の小羊は朝にこれ

をささげ、他の一頭の小羊は夕にこれをささげなければ

ならない。 40一頭の小羊には、つぶして取った油一ヒン

の四分の一をまぜた麦粉十分の一エパを添え、また灌祭

として、ぶどう酒一ヒンの四分の一を添えなければなら

ない。 41他の一頭の小羊は夕にこれをささげ、朝の素祭

および灌祭と同じものをこれに添えてささげ、香ばしい

かおりのために主にささげる火祭としなければならない

。 42これはあなたがたが代々会見の幕屋の入口で、主の

前に絶やすことなく、ささぐべき燔祭である。わたしは
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その所であなたに会い、あなたと語るであろう。 43また

、その所でわたしはイスラエルの人々に会うであろう。

幕屋はわたしの栄光によって聖別されるであろう。 44わ

たしは会見の幕屋と祭壇とを聖別するであろう。またア

ロンとその子たちを聖別し、祭司としてわたしに仕えさ

せるであろう。 45わたしはイスラエルの人々のうちに住

んで、彼らの神となるであろう。 46わたしが彼らのうち

に住むために、彼らをエジプトの国から導き出した彼ら

の神、主であることを彼らは知るであろう。わたしは彼

らの神、主である。

30あなたはまた香をたく祭壇を造らなければならない
。アカシヤ材でこれを造り、 2長さ一キュビト、幅

一キュビトの四角にし、高さ二キュビトで、これにその

一部として角をつけなければならない。 3その頂、その

四つの側面、およびその角を純金でおおい、その周囲に

金の飾り縁を造り、 4また、その両側に、飾り縁の下に

金の環二つをこれのために造らなければならない。すな

わち、その二つの側にこれを造らなければならない。こ

れはそれをかつぐさおを通すところである。 5そのさお

はアカシヤ材で造り、金でおおわなければならない。 6

あなたはそれを、あかしの箱の前にある垂幕の前に置い

て、わたしがあなたと会うあかしの箱の上にある贖罪所

に向かわせなければならない。 7アロンはその上で香ば

しい薫香をたかなければならない。朝ごとに、ともしび

を整える時、これをたかなければならない。 8アロンは

また夕べにともしびをともす時にも、これをたかなけれ

ばならない。これは主の前にあなたがたが代々に絶やす

ことなく、ささぐべき薫香である。 9あなたがたはその

上で異なる香をささげてはならない。燔祭をも素祭をも

その上でささげてはならない。また、その上に灌祭を注

いではならない。 10アロンは年に一度その角に血をつけ

てあがないをしなければならない。すなわち、あがない

の罪祭の血をもって代々にわたり、年に一度これがため

に、あがないをしなければならない。これは主に最も聖

なるものである」。 11主はモーセに言われた、 12「あ

なたがイスラエルの人々の数の総計をとるに当り、おの

おのその数えられる時、その命のあがないを主にささげ

なければならない。これは数えられる時、彼らのうちに

災の起らないためである。 13すべて数に入る者は聖所の

シケルで、半シケルを払わなければならない。一シケル

は二十ゲラであって、おのおの半シケルを主にささげ物

としなければならない。 14すべて数に入る二十歳以上の

者は、主にささげ物をしなければならない。 15あなたが

たの命をあがなうために、主にささげ物をする時、富め

る者も半シケルより多く出してはならず、貧しい者もそ

れより少なく出してはならない。 16あなたはイスラエル

の人々から、あがないの銀を取って、これを会見の幕屋

の用に当てなければならない。これは主の前にイスラエ

ルの人々のため記念となって、あなたがたの命をあがな

うであろう」。 17主はモーセに言われた、 18「あなた

はまた洗うために洗盤と、その台を青銅で造り、それを

会見の幕屋と祭壇との間に置いて、その中に水を入れ、

19アロンとその子たちは、それで手と足とを洗わなけれ

ばならない。 20彼らは会見の幕屋にはいる時、水で洗っ

て、死なないようにしなければならない。また祭壇に近

づいて、その務をなし、火祭を主にささげる時にも、そ

うしなければならない。 21すなわち、その手、その足を

洗って、死なないようにしなければならない。これは彼

とその子孫の代々にわたる永久の定めでなければならな

い」。 22主はまたモーセに言われた、 23「あなたはま

た最も良い香料を取りなさい。すなわち液体の没薬五百

シケル、香ばしい肉桂をその半ば、すなわち二百五十シ

ケル、におい菖蒲二百五十シケル、 24桂枝五百シケルを

聖所のシケルで取り、また、オリブの油一ヒンを取りな

さい。 25あなたはこれを聖なる注ぎ油、すなわち香油を

造るわざにしたがい、まぜ合わせて、におい油に造らな

ければならない。これは聖なる注ぎ油である。 26あなた

はこの油を会見の幕屋と、あかしの箱とに注ぎ、 27机と

、そのもろもろの器、燭台と、そのもろもろの器、香の

祭壇、 28燔祭の祭壇と、そのもろもろの器、洗盤と、そ

の台とに油を注ぎ、 29これらをきよめて最も聖なる物と

しなければならない。すべてこれに触れる者は聖となる

であろう。 30あなたはアロンとその子たちに油を注いで

、彼らを聖別し、祭司としてわたしに仕えさせなければ

ならない。 31そしてあなたはイスラエルの人々に言わな

ければならない、『これはあなたがたの代々にわたる、

わたしの聖なる注ぎ油であって、 32常の人の身にこれを

注いではならない。またこの割合をもって、これと等し

いものを造ってはならない。これは聖なるものであるか

ら、あなたがたにとっても聖なる物でなければならない

。 33すべてこれと等しい物を造る者、あるいはこれを祭

司以外の人につける者は、民のうちから断たれるであろ

う』」。 34主はまた、モーセに言われた、「あなたは香

料、すなわち蘇合香、シケレテ香、楓子香、純粋の乳香

の香料を取りなさい。おのおの同じ量でなければならな

い。 35あなたはこれをもって香、すなわち香料をつくる

わざにしたがって薫香を造り、塩を加え、純にして聖な

る物としなさい。 36また、その幾ぶんを細かに砕き、わ

たしがあなたと会う会見の幕屋にある、あかしの箱の前

にこれを供えなければならない。これはあなたがたに最

も聖なるものである。 37あなたが造る香の同じ割合をも

って、それを自分のために造ってはならない。これはあ

なたにとって主に聖なるものでなければならない。 38す

べてこれと等しいものを造って、これをかぐ者は民のう

ちから断たれるであろう」。

31主はモーセに言われた、 2「見よ、わたしはユダの

部族に属するホルの子なるウリの子ベザレルを名ざ

して召し、 3これに神の霊を満たして、知恵と悟りと知

識と諸種の工作に長ぜしめ、 4工夫を凝らして金、銀、

青銅の細工をさせ、 5また宝石を切りはめ、木を彫刻す

るなど、諸種の工作をさせるであろう。 6見よ、わたし

はまたダンの部族に属するアヒサマクの子アホリアブを

彼と共ならせ、そしてすべて賢い者の心に知恵を授け、

わたしがあなたに命じたものを、ことごとく彼らに造ら

せるであろう。 7すなわち会見の幕屋、あかしの箱、そ

の上にある贖罪所、幕屋のもろもろの器、 8机とその器

、純金の燭台と、そのもろもろの器、香の祭壇、 9燔祭

の祭壇とそのもろもろの器、洗盤とその台、 10編物の服

、すなわち祭司の務をするための祭司アロンの聖なる服

、およびその子たちの服、 11注ぎ油、聖所のための香ば

しい香などを、すべてわたしがあなたに命じたように造

らせるであろう」。 12主はまたモーセに言われた、 13

「あなたはイスラエルの人々に言いなさい、『あなたが

たは必ずわたしの安息日を守らなければならない。これ
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はわたしとあなたがたとの間の、代々にわたるしるしで

あって、わたしがあなたがたを聖別する主であることを

、知らせるためのものである。 14それゆえ、あなたがた

は安息日を守らなければならない。これはあなたがたに

聖なる日である。すべてこれを汚す者は必ず殺され、す

べてこの日に仕事をする者は、民のうちから断たれるで

あろう。 15六日のあいだは仕事をしなさい。七日目は全

き休みの安息日で、主のために聖である。すべて安息日

に仕事をする者は必ず殺されるであろう。 16ゆえに、イ

スラエルの人々は安息日を覚え、永遠の契約として、代

々安息日を守らなければならない。 17これは永遠にわた

しとイスラエルの人々との間のしるしである。それは主

が六日のあいだに天地を造り、七日目に休み、かつ、い

こわれたからである』」。 18主はシナイ山でモーセに語

り終えられたとき、あかしの板二枚、すなわち神が指を

もって書かれた石の板をモーセに授けられた。

32民はモーセが山を下ることのおそいのを見て、アロ
ンのもとに集まって彼に言った、「さあ、わたした

ちに先立って行く神を、わたしたちのために造ってくだ

さい。わたしたちをエジプトの国から導きのぼった人、

あのモーセはどうなったのかわからないからです」。 2

アロンは彼らに言った、「あなたがたの妻、むすこ、娘

らの金の耳輪をはずしてわたしに持ってきなさい」。 3

そこで民は皆その金の耳輪をはずしてアロンのもとに持

ってきた。 4アロンがこれを彼らの手から受け取り、工

具で型を造り、鋳て子牛としたので、彼らは言った、「

イスラエルよ、これはあなたをエジプトの国から導きの

ぼったあなたの神である」。 5アロンはこれを見て、そ

の前に祭壇を築いた。そしてアロンは布告して言った、

「あすは主の祭である」。 6そこで人々はあくる朝早く

起きて燔祭をささげ、酬恩祭を供えた。民は座して食い

飲みし、立って戯れた。 7主はモーセに言われた、「急

いで下りなさい。あなたがエジプトの国から導きのぼっ

たあなたの民は悪いことをした。 8彼らは早くもわたし

が命じた道を離れ、自分のために鋳物の子牛を造り、こ

れを拝み、これに犠牲をささげて、『イスラエルよ、こ

れはあなたをエジプトの国から導きのぼったあなたの神

である』と言っている」。 9主はまたモーセに言われた

、「わたしはこの民を見た。これはかたくなな民である

。 10それで、わたしをとめるな。わたしの怒りは彼らに

むかって燃え、彼らを滅ぼしつくすであろう。しかし、

わたしはあなたを大いなる国民とするであろう」。 11モ

ーセはその神、主をなだめて言った、「主よ、大いなる

力と強き手をもって、エジプトの国から導き出されたあ

なたの民にむかって、なぜあなたの怒りが燃えるのでし

ょうか。 12どうしてエジプトびとに『彼は悪意をもって

彼らを導き出し、彼らを山地で殺し、地の面から断ち滅

ぼすのだ』と言わせてよいでしょうか。どうかあなたの

激しい怒りをやめ、あなたの民に下そうとされるこの災

を思い直し、 13あなたのしもべアブラハム、イサク、イ

スラエルに、あなたが御自身をさして誓い、『わたしは

天の星のように、あなたがたの子孫を増し、わたしが約

束したこの地を皆あなたがたの子孫に与えて、長くこれ

を所有させるであろう』と彼らに仰せられたことを覚え

てください」。 14それで、主はその民に下すと言われた

災について思い直された。 15モーセは身を転じて山を下

った。彼の手には、かの二枚のあかしの板があった。板

はその両面に文字があった。すなわち、この面にも、か

の面にも文字があった。 16その板は神の作、その文字は

神の文字であって、板に彫ったものである。 17ヨシュア

は民の呼ばわる声を聞いて、モーセに言った、「宿営の

中に戦いの声がします」。 18しかし、モーセは言った、

「勝どきの声でなく、敗北の叫び声でもない。わたしの

聞くのは歌の声である」。 19モーセが宿営に近づくと、

子牛と踊りとを見たので、彼は怒りに燃え、手からかの

板を投げうち、これを山のふもとで砕いた。 20また彼ら

が造った子牛を取って火に焼き、こなごなに砕き、これ

を水の上にまいて、イスラエルの人々に飲ませた。 21モ

ーセはアロンに言った、「この民があなたに何をしたの

で、あなたは彼らに大いなる罪を犯させたのですか」。

22アロンは言った、「わが主よ、激しく怒らないでくだ

さい。この民の悪いのは、あなたがごぞんじです。 23彼

らはわたしに言いました、『わたしたちに先立って行く

神を、わたしたちのために造ってください。わたしたち

をエジプトの国から導きのぼった人、あのモーセは、ど

うなったのかわからないからです』。 24そこでわたしは

『だれでも、金を持っている者は、それを取りはずしな

さい』と彼らに言いました。彼らがそれをわたしに渡し

たので、わたしがこれを火に投げ入れると、この子牛が

出てきたのです」。 25モーセは民がほしいままにふるま

ったのを見た。アロンは彼らがほしいままにふるまうに

任せ、敵の中に物笑いとなったからである。 26モーセは

宿営の門に立って言った、「すべて主につく者はわたし

のもとにきなさい」。レビの子たちはみな彼のもとに集

まった。 27そこでモーセは彼らに言った、「イスラエル

の神、主はこう言われる、『あなたがたは、おのおの腰

につるぎを帯び、宿営の中を門から門へ行き巡って、お

のおのその兄弟、その友、その隣人を殺せ』」。 28レビ

の子たちはモーセの言葉どおりにしたので、その日、民

のうち、おおよそ三千人が倒れた。 29そこで、モーセは

言った、「あなたがたは、おのおのその子、その兄弟に

逆らって、きょう、主に身をささげた。それで主は、き

ょう、あなたがたに祝福を与えられるであろう」。 30あ

くる日、モーセは民に言った、「あなたがたは大いなる

罪を犯した。それで今、わたしは主のもとに上って行く

。あなたがたの罪を償うことが、できるかも知れない」

。 31モーセは主のもとに帰って、そして言った、「ああ

、この民は大いなる罪を犯し、自分のために金の神を造

りました。 32今もしあなたが、彼らの罪をゆるされます

ならば。しかし、もしかなわなければ、どうぞあなたが

書きしるされたふみから、わたしの名を消し去ってくだ

さい」。 33主はモーセに言われた、「すべてわたしに罪

を犯した者は、これをわたしのふみから消し去るであろ

う。 34しかし、今あなたは行って、わたしがあなたに告

げたところに民を導きなさい。見よ、わたしの使はあな

たに先立って行くであろう。ただし刑罰の日に、わたし

は彼らの罪を罰するであろう」。 35そして主は民を撃た

れた。彼らが子牛を造ったからである。それはアロンが

造ったのである。

33さて、主はモーセに言われた、「あなたと、あなた
がエジプトの国から導きのぼった民とは、ここを立

ってわたしがアブラハム、イサク、ヤコブに誓って、『

これをあなたの子孫に与える』と言った地にのぼりなさ

い。 2わたしはひとりの使をつかわしてあなたに先立た
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せ、カナンびと、アモリびと、ヘテびと、ペリジびと、

ヒビびと、エブスびとを追い払うであろう。 3あなたが

たは乳と蜜の流れる地にのぼりなさい。しかし、あなた

がたは、かたくなな民であるから、わたしが道であなた

がたを滅ぼすことのないように、あなたがたのうちにあ

って一緒にはのぼらないであろう」。 4民はこの悪い知

らせを聞いて憂い、ひとりもその飾りを身に着ける者は

なかった。 5主はモーセに言われた、「イスラエルの人

々に言いなさい、『あなたがたは、かたくなな民である

。もしわたしが一刻でも、あなたがたのうちにあって、

一緒にのぼって行くならば、あなたがたを滅ぼすであろ

う。ゆえに、今、あなたがたの飾りを身から取り去りな

さい。そうすればわたしはあなたがたになすべきことを

知るであろう』」。 6それで、イスラエルの人々はホレ

ブ山以来その飾りを取り除いていた。 7モーセは幕屋を

取って、これを宿営の外に、宿営を離れて張り、これを

会見の幕屋と名づけた。すべて主に伺い事のある者は出

て、宿営の外にある会見の幕屋に行った。 8モーセが出

て、幕屋に行く時には、民はみな立ちあがり、モーセが

幕屋にはいるまで、おのおのその天幕の入口に立って彼

を見送った。 9モーセが幕屋にはいると、雲の柱が下っ

て幕屋の入口に立った。そして主はモーセと語られた。

10民はみな幕屋の入口に雲の柱が立つのを見ると、立っ

ておのおの自分の天幕の入口で礼拝した。 11人がその友

と語るように、主はモーセと顔を合わせて語られた。こ

うしてモーセは宿営に帰ったが、その従者なる若者、ヌ

ンの子ヨシュアは幕屋を離れなかった。 12モーセは主に

言った、「ごらんください。あなたは『この民を導きの

ぼれ』とわたしに言いながら、わたしと一緒につかわさ

れる者を知らせてくださいません。しかも、あなたはか

つて『わたしはお前を選んだ。お前はまたわたしの前に

恵みを得た』と仰せになりました。 13それで今、わたし

がもし、あなたの前に恵みを得ますならば、どうか、あ

なたの道を示し、あなたをわたしに知らせ、あなたの前

に恵みを得させてください。また、この国民があなたの

民であることを覚えてください」。 14主は言われた「わ

たし自身が一緒に行くであろう。そしてあなたに安息を

与えるであろう」。 15モーセは主に言った「もしあなた

自身が一緒に行かれないならば、わたしたちをここから

のぼらせないでください。 16わたしとあなたの民とが、

あなたの前に恵みを得ることは、何によって知られまし

ょうか。それはあなたがわたしたちと一緒に行かれて、

わたしとあなたの民とが、地の面にある諸民と異なるも

のになるからではありませんか」。 17主はモーセに言わ

れた、「あなたはわたしの前に恵みを得、またわたしは

名をもってあなたを知るから、あなたの言ったこの事を

もするであろう」。 18モーセは言った、「どうぞ、あな

たの栄光をわたしにお示しください」。 19主は言われた

、「わたしはわたしのもろもろの善をあなたの前に通ら

せ、主の名をあなたの前にのべるであろう。わたしは恵

もうとする者を恵み、あわれもうとする者をあわれむ」

。 20また言われた、「しかし、あなたはわたしの顔を見

ることはできない。わたしを見て、なお生きている人は

ないからである」。 21そして主は言われた、「見よ、わ

たしのかたわらに一つの所がある。あなたは岩の上に立

ちなさい。 22わたしの栄光がそこを通り過ぎるとき、わ

たしはあなたを岩の裂け目に入れて、わたしが通り過ぎ

るまで、手であなたをおおうであろう。 23そしてわたし

が手をのけるとき、あなたはわたしのうしろを見るが、

わたしの顔は見ないであろう」。

34主はモーセに言われた、「あなたは前のような石の
板二枚を、切って造りなさい。わたしはあなたが砕

いた初めの板にあった言葉を、その板に書くであろう。

2あなたは朝までに備えをし、朝のうちにシナイ山に登

って、山の頂でわたしの前に立ちなさい。 3だれもあな

たと共に登ってはならない。また、だれも山の中にいて

はならない。また山の前で羊や牛を飼っていてはならな

い」。 4そこでモーセは前のような石の板二枚を、切っ

て造り、朝早く起きて、主が彼に命じられたようにシナ

イ山に登った。彼はその手に石の板二枚をとった。 5と

きに主は雲の中にあって下り、彼と共にそこに立って主

の名を宣べられた。 6主は彼の前を過ぎて宣べられた。

「主、主、あわれみあり、恵みあり、怒ることおそく、

いつくしみと、まこととの豊かなる神、 7いつくしみを

千代までも施し、悪と、とがと、罪とをゆるす者、しか

し、罰すべき者をば決してゆるさず、父の罪を子に報い

、子の子に報いて、三、四代におよぼす者」。 8モーセ

は急ぎ地に伏して拝し、 9そして言った、「ああ主よ、

わたしがもし、あなたの前に恵みを得ますならば、かた

くなな民ですけれども、どうか主がわたしたちのうちに

あって一緒に行ってください。そしてわたしたちの悪と

罪とをゆるし、わたしたちをあなたのものとしてくださ

い」。 10主は言われた、「見よ、わたしは契約を結ぶ。

わたしは地のいずこにも、いかなる民のうちにも、いま

だ行われたことのない不思議を、あなたのすべての民の

前に行うであろう。あなたが共に住む民はみな、主のわ

ざを見るであろう。わたしがあなたのためになそうとす

ることは、恐るべきものだからである。 11わたしが、き

ょう、あなたに命じることを守りなさい。見よ、わたし

はアモリびと、カナンびと、ヘテびと、ペリジびと、ヒ

ビびと、エブスびとを、あなたの前から追い払うであろ

う。 12あなたが行く国に住んでいる者と、契約を結ばな

いように、気をつけなければならない。おそらく彼らは

あなたのうちにあって、わなとなるであろう。 13むしろ

あなたがたは、彼らの祭壇を倒し、石の柱を砕き、アシ

ラ像を切り倒さなければならない。 14あなたは他の神を

拝んではならない。主はその名を『ねたみ』と言って、

ねたむ神だからである。 15おそらくあなたはその国に住

む者と契約を結び、彼らの神々を慕って姦淫を行い、そ

の神々に犠牲をささげ、招かれて彼らの犠牲を食べ、 16

またその娘たちを、あなたのむすこたちにめとり、その

娘たちが自分たちの神々を慕って姦淫を行い、また、あ

なたのむすこたちをして、彼らの神々を慕わせ、姦淫を

行わせるに至るであろう。 17あなたは自分のために鋳物

の神々を造ってはならない。 18あなたは種入れぬパンの

祭を守らなければならない。すなわち、わたしがあなた

に命じたように、アビブの月の定めの時に、七日のあい

だ、種入れぬパンを食べなければならない。あなたがア

ビブの月にエジプトを出たからである。 19すべて初めに

生れる者は、わたしのものである。すべてあなたの家畜

のういごの雄は、牛も羊もそうである。 20ただし、ろば

のういごは小羊であがなわなければならない。もしあが

なわないならば、その首を折らなければならない。あな

たのむすこのうちのういごは、みなあがなわなければな

らない。むなし手でわたしの前に出てはならない。 21あ
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なたは六日のあいだ働き、七日目には休まなければなら

ない。耕し時にも、刈入れ時にも休まなければならない

。 22あなたは七週の祭、すなわち小麦刈りの初穂の祭を

行わなければならない。また年の終りに取り入れの祭を

行わなければならない。 23年に三度、男子はみな主なる

神、イスラエルの神の前に出なければならない。 24わた

しは国々の民をあなたの前から追い払って、あなたの境

を広くするであろう。あなたが年に三度のぼって、あな

たの神、主の前に出る時には、だれもあなたの国を侵す

ことはないであろう。 25あなたは犠牲の血を、種を入れ

たパンと共に供えてはならない。また過越の祭の犠牲を

、翌朝まで残して置いてはならない。 26あなたの土地の

初穂の最も良いものを、あなたの神、主の家に携えてこ

なければならない。あなたは子やぎをその母の乳で煮て

はならない」。 27また主はモーセに言われた、「これら

の言葉を書きしるしなさい。わたしはこれらの言葉に基

いて、あなたおよびイスラエルと契約を結んだからであ

る」。 28モーセは主と共に、四十日四十夜、そこにいた

が、パンも食べず、水も飲まなかった。そして彼は契約

の言葉、十誡を板の上に書いた。 29モーセはそのあかし

の板二枚を手にして、シナイ山から下ったが、その山を

下ったとき、モーセは、さきに主と語ったゆえに、顔の

皮が光を放っているのを知らなかった。 30アロンとイス

ラエルの人々とがみな、モーセを見ると、彼の顔の皮が

光を放っていたので、彼らは恐れてこれに近づかなかっ

た。 31モーセは彼らを呼んだ。アロンと会衆のかしらた

ちとがみな、モーセのもとに帰ってきたので、モーセは

彼らと語った。 32その後、イスラエルの人々がみな近よ

ったので、モーセは主がシナイ山で彼に語られたことを

、ことごとく彼らにさとした。 33モーセは彼らと語り終

えた時、顔おおいを顔に当てた。 34しかしモーセは主の

前に行って主と語る時は、出るまで顔おおいを取り除い

ていた。そして出て来ると、その命じられた事をイスラ

エルの人人に告げた。 35イスラエルの人々はモーセの顔

を見ると、モーセの顔の皮が光を放っていた。モーセは

行って主と語るまで、また顔おおいを顔に当てた。

35モーセはイスラエルの人々の全会衆を集めて言った
、「これは主が行えと命じられた言葉である。 2六

日の間は仕事をしなさい。七日目はあなたがたの聖日で

、主の全き休みの安息日であるから、この日に仕事をす

る者はだれでも殺されなければならない。 3安息日には

あなたがたのすまいのどこでも火をたいてはならない」

。 4モーセはイスラエルの人々の全会衆に言った、「こ

れは主が命じられたことである。 5あなたがたの持ち物

のうちから、主にささげる物を取りなさい。すべて、心

から喜んでする者は、主にささげる物を持ってきなさい

。すなわち金、銀、青銅。 6青糸、紫糸、緋糸、亜麻糸

、やぎの毛糸。 7あかね染めの雄羊の皮、じゅごんの皮

、アカシヤ材、 8ともし油、注ぎ油と香ばしい薫香との

ための香料、 9縞めのう、エポデと胸当とにはめる宝石

。 10すべてあなたがたのうち、心に知恵ある者はきて、

主の命じられたものをみな造りなさい。 11すなわち幕屋

、その天幕と、そのおおい、その鉤と、その枠、その横

木、その柱と、その座、 12箱と、そのさお、贖罪所、隔

ての垂幕、 13机と、そのさお、およびそのもろもろの器

、供えのパン、 14また、ともしびのための燭台と、その

器、ともしび皿と、ともし油、 15香の祭壇と、そのさお

、注ぎ油、香ばしい薫香、幕屋の入口のとばり、 16燔祭

の祭壇およびその青銅の網、そのさおと、そのもろもろ

の器、洗盤と、その台、 17庭のあげばり、その柱とその

座、庭の門のとばり、 18幕屋の釘、庭の釘およびそのひ

も、 19聖所における務のための編物の服、すなわち祭司

の務をなすための祭司アロンの聖なる服およびその子た

ちの服」。 20イスラエルの人々の全会衆はモーセの前を

去り、 21すべて心に感じた者、すべて心から喜んでする

者は、会見の幕屋の作業と、そのもろもろの奉仕と、聖

なる服とのために、主にささげる物を携えてきた。 22す

なわち、すべて心から喜んでする男女は、鼻輪、耳輪、

指輪、首飾り、およびすべての金の飾りを携えてきた。

すべて金のささげ物を主にささげる者はそのようにした

。 23すべて青糸、紫糸、緋糸、亜麻糸、やぎの毛糸、あ

かね染めの雄羊の皮、じゅごんの皮を持っている者は、

それを携えてきた。 24すべて銀、青銅のささげ物をささ

げることのできる者は、それを主にささげる物として携

えてきた。また、すべて組立ての工事に用いるアカシヤ

材を持っている者は、それを携えてきた。 25また、すべ

て心に知恵ある女たちは、その手をもって紡ぎ、その紡

いだ青糸、紫糸、緋糸、亜麻糸を携えてきた。 26すべて

知恵があって、心に感じた女たちは、やぎの毛を紡いだ

。 27また、かしらたちは縞めのう、およびエポデと胸当

にはめる宝石を携えてきた。 28また、ともしびと、注ぎ

油と、香ばしい薫香のための香料と、油とを携えてきた

。 29このようにイスラエルの人々は自発のささげ物を主

に携えてきた。すなわち主がモーセによって、なせと命

じられたすべての工作のために、物を携えてこようと、

心から喜んでする男女はみな、そのようにした。 30モー

セはイスラエルの人々に言った、「見よ、主はユダの部

族に属するホルの子なるウリの子ベザレルを名ざして召

し、 31彼に神の霊を満たして、知恵と悟りと知識と諸種

の工作に長ぜしめ、 32工夫を凝らして金、銀、青銅の細

工をさせ、 33また宝石を切りはめ、木を彫刻するなど、

諸種の工作をさせ、 34また人を教えうる力を、彼の心に

授けられた。彼とダンの部族に属するアヒサマクの子ア

ホリアブとが、それである。 35主は彼らに知恵の心を満

たして、諸種の工作をさせられた。すなわち彫刻、浮き

織および青糸、紫糸、緋糸、亜麻糸の縫取り、また機織

など諸種の工作をさせ、工夫を凝らして巧みなわざをさ

せられた。

36ベザレルとアホリアブおよびすべて心に知恵ある者
、すなわち主が知恵と悟りとを授けて、聖所の組立

ての諸種の工事を、いかになすかを知らせられた者は、

すべて主が命じられたようにしなければならない」。 2

そこで、モーセはベザレルとアホリアブおよびすべて心

に知恵ある者、すなわち、その心に主が知恵を授けられ

た者、またきて、その工事をなそうと心に望むすべての

者を召し寄せた。 3彼らは聖所の組立ての工事をするた

めに、イスラエルの人々が携えてきたもろもろのささげ

物を、モーセから受け取ったが、民はなおも朝ごとに、

自発のささげ物を彼のもとに携えてきた。 4そこで聖所

のもろもろの工事をする賢い人々はみな、おのおのして

いた工事をやめて、 5モーセに言った「民があまりに多

く携えて来るので、主がせよと命じられた組立ての工事

には余ります」。 6モーセは命令を発し、宿営中にふれ

させて言った、「男も女も、もはや聖所のために、ささ
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げ物をするに及ばない」。それで民は携えて来ることを

やめた。 7材料はすべての工事をするのにじゅうぶんで

、かつ余るからである。 8すべて工作をする者のうちの

心に知恵ある者は、十枚の幕で幕屋を造った。すなわち

亜麻の撚糸、青糸、紫糸、緋糸で造り、巧みなわざをも

って、それにケルビムを織り出した。 9幕の長さは、お

のおの二十八キュビト、幕の幅は、おのおの四キュビト

で、幕はみな同じ寸法である。 10その幕五枚を互に連ね

合わせ、また他の五枚の幕をも互に連ね合わせ、 11その

一連の端にある幕の縁に青色の乳をつけ、他の一連の端

にある幕の縁にも、そのようにした。 12その一枚の幕に

乳五十をつけ、他の一連の幕の端にも、乳五十をつけた

。その乳を互に相向かわせた。 13そして金の輪五十を作

り、その輪で、幕を互に連ね合わせたので、一つの幕屋

になった。 14また、やぎの毛糸で幕を作り、幕屋をおお

う天幕にした。すなわち幕十一枚を作った。 15おのおの

の幕の長さは三十キュビト、おのおのの幕の幅は四キュ

ビトで、その十一枚の幕は同じ寸法である。 16そして、

その幕五枚を一つに連ね合わせ、また、その幕六枚を一

つに連ね合わせ、 17その一連の端にある幕の縁に、乳五

十をつけ、他の一連の幕の縁にも、乳五十をつけた。 18

そして、青銅の輪五十を作り、その天幕を連ね合わせて

一つにした。 19また、あかね染めの雄羊の皮で、天幕の

おおいと、じゅごんの皮で、その上にかけるおおいとを

作った。 20また幕屋のためにアカシヤ材をもって、立枠

を造った。 21枠の長さは十キュビト、枠の幅は、おのお

の一キュビト半とし、 22枠ごとに二つの柄を造って、か

れとこれとをくい合わせ、幕屋のすべての枠にこのよう

にした。 23幕屋のために枠を造った。すなわち南側のた

めに枠二十を造った。 24その二十の枠の下に銀の座四十

を造って、この枠の下に、その二つの柄のために二つの

座を置き、かの枠の下にも、その二つの柄のために二つ

の座を置いた。 25また幕屋の他の側、すなわち北側のた

めにも枠二十を造った。 26その銀の座四十を造って、こ

の枠の下にも二つの座を置き、かの枠の下にも二つの座

を置いた。 27また幕屋のうしろ、西側のために枠六つを

造り、 28幕屋のうしろの二つのすみのために枠二つを造

った。 29これらは、下で重なり合い、同じくその頂でも

第一の環まで重なり合うようにし、その二つとも二つの

すみのために、そのように造った。 30こうして、その枠

は八つ、その銀の座は十六、おのおのの枠の下に、二つ

ずつ座があった。 31またアカシヤ材の横木を造った。す

なわち幕屋のこの側の枠のために五つ、 32また幕屋のか

の側の枠のために横木五つ、幕屋のうしろの西側の枠の

ために横木五つを造った。 33枠のまん中にある中央の横

木は、端から端まで通るようにした。 34そして、その枠

を金でおおい、また横木を通すその環を金で造り、また

その横木を金でおおった。 35また青糸、紫糸、緋糸、亜

麻の撚糸で、垂幕を作り、巧みなわざをもって、それに

ケルビムを織り出した。 36また、これがためにアカシヤ

材の柱四本を作り、金でこれをおおい、その鉤を金にし

、その柱のために銀の座四つを鋳た。 37また幕屋の入口

のために青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で、色とりどり

に織ったとばりを作った。 38その柱五本と、その鉤とを

造り、その柱の頭と桁とを金でおおった。ただし、その

五つの座は青銅であった。

37ベザレルはアカシヤ材の箱を造った。長さは二キュ
ビト半、幅は一キュビト半、高さは一キュビト半で

ある。 2純金で、内そとをおおい、その周囲に金の飾り

縁を造った。 3また金の環四つを鋳て、その四すみに取

りつけた。すなわち二つの環をこちら側に、二つの環を

あちら側に取りつけた。 4またアカシヤ材のさおを造り

、金でこれをおおい、 5そのさおを箱の側面の環に通し

て、箱をかつぐようにした。 6また純金で贖罪所を造っ

た。長さは二キュビト半、幅は一キュビト半である。 7

また金で、二つのケルビムを造った。すなわち、これを

打物造りとし、贖罪所の両端に置いた。 8一つのケルブ

をこの端に、一つのケルブをかの端に置いた。すなわち

ケルビムを贖罪所の一部として、その両端に造った。 9

ケルビムは翼を高く伸べ、その翼で贖罪所をおおい、顔

は互に向かい合った。すなわちケルビムの顔は贖罪所に

向かっていた。 10またアカシヤ材で、机を造った。長さ

は二キュビト、幅は一キュビト、高さは一キュビト半で

ある。 11純金でこれをおおい、その周囲に金の飾り縁を

造った。 12またその周囲に手幅の棧を造り、その周囲の

棧に金の飾り縁を造った。 13またこれがために金の環四

つを鋳て、その四つの足のすみ四か所にその環を取りつ

けた。 14その環は棧のわきにあって、机をかつぐさおを

入れる所とした。 15またアカシヤ材で、机をかつぐさお

を造り、金でこれをおおった。 16また机の上の器、すな

わちその皿、乳香を盛る杯および灌祭を注ぐための鉢と

瓶とを純金で造った。 17また純金の燭台を造った。すな

わち打物造りで燭台を造り、その台、幹、萼、節、花を

一つに連ねた。 18また六つの枝をそのわきから出させた

。すなわち燭台の三つの枝をこの側から、燭台の三つの

枝をかの側から出させた。 19あめんどうの花の形をした

三つの萼が、節と花とをもって、この枝にあり、また、

あめんどうの花の形をした三つの萼が、節と花とをもっ

て、かの枝にあり、燭台から出る六つの枝をみなそのよ

うにした。 20また燭台の幹には、あめんどうの花の形を

した四つの萼を、その節と花とをもたせて取りつけた。

21また二つの枝の下に一つの節を取りつけ、次の二つの

枝の下に一つの節を取りつけ、さらに次の二つの枝の下

に一つの節を取りつけ、燭台の幹から出る六つの枝に、

みなそのようにした。 22それらの節と枝を一つに連ね、

ことごとく純金の打物造りとした。 23また、それのとも

しび皿七つと、その芯切りばさみと、芯取り皿とを純金

で造った。 24すなわち純金一タラントをもって、燭台と

そのすべての器とを造った。 25またアカシヤ材で香の祭

壇を造った。長さ一キュビト、幅一キュビトの四角にし

、高さ二キュビトで、これにその一部として角をつけた

。 26そして、その頂、その周囲の側面、その角を純金で

おおい、その周囲に金の飾り縁を造った。 27また、その

両側に、飾り縁の下に金の環二つを、そのために造った

。すなわちその二つの側にこれを造った。これはそれを

かつぐさおを通す所である。 28そのさおはアカシヤ材で

造り、金でこれをおおった。 29また香料を造るわざにし

たがって、聖なる注ぎ油と純粋の香料の薫香とを造った

。

38またアカシヤ材で燔祭の祭壇を造った。長さ五キュ
ビト、幅五キュビトの四角で、高さは三キュビトで

ある。 2その四すみの上に、その一部とし、それの角を

造り、青銅で祭壇をおおった。 3また祭壇のもろもろの
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器、すなわち、つぼ、十能、鉢、肉叉、火皿を造った。

そのすべての器を青銅で造った。 4また祭壇のために、

青銅の網細工の格子を造り、これを祭壇の出張りの下に

取りつけて、祭壇の高さの半ばに達するようにした。 5

また青銅の格子の四すみのために、環四つを鋳て、さお

を通す所とした。 6アカシヤ材で、そのさおを造り、青

銅でこれをおおい、 7そのさおを祭壇の両側にある環に

通して、それをかつぐようにした。祭壇は板をもって、

空洞に造った。 8また洗盤と、その台を青銅で造った。

すなわち会見の幕屋の入口で務をなす女たちの鏡をもっ

て造った。 9また庭を造った。その南側のために百キュ

ビトの亜麻の撚糸の庭のあげばりを設けた。 10その柱は

二十、その柱の二十の座は青銅で、その柱の鉤と桁は銀

とした。 11また北側のためにも百キュビトのあげばりを

設けた。その柱二十、その柱の二十の座は青銅で、その

柱の鉤と桁は銀とした。 12また西側のために、五十キュ

ビトのあげばりを設けた。その柱は十、その座も十で、

その柱の鉤と桁は銀とした。 13また東側のためにも、五

十キュビトのあげばりを設けた。 14その一方に十五キュ

ビトのあげばりを設けた。その柱は三つ、その座も三つ

。 15また他の一方にも、同じようにした。すなわち庭の

門のこなたかなたともに、十五キュビトのあげばりを設

けた。その柱は三つ、その座も三つ。 16庭の周囲のあげ

ばりはみな亜麻の撚糸である。 17柱の座は青銅、柱の鉤

と桁とは銀、柱の頭のおおいも銀である。庭の柱はみな

銀の桁で連ねた。 18庭の門のとばりは青糸、紫糸、緋糸

、亜麻の撚糸で、色とりどりに織ったものであった。長

さは二十キュビト、幅なる高さは五キュビトで、庭のあ

げばりと等しかった。 19その柱は四つ、その座も四つで

、ともに青銅。その鉤は銀、柱の頭のおおいと桁は銀で

ある。 20ただし、幕屋および、その周囲の庭の釘はみな

青銅であった。 21幕屋、すなわちあかしの幕屋に用いた

物の総計は次のとおりである。すなわちモーセの命に従

い、祭司アロンの子イタマルがレビびとを用いて量った

ものである。 22ユダの部族に属するホルの子なるウリの

子ベザレルは、主がモーセに命じられた事をことごとく

した。 23ダンの部族に属するアヒサマクの子アホリアブ

は彼と共にあって彫刻、浮き織をなし、また青糸、紫糸

、緋糸、亜麻糸で、縫取りをする者であった。 24聖所の

もろもろの工作に用いたすべての金、すなわち、ささげ

物なる金は聖所のシケルで、二十九タラント七百三十シ

ケルであった。 25会衆のうちの数えられた者のささげた

銀は聖所のシケルで、百タラント千七百七十五シケルで

あった。 26これはひとり当り一ベカ、すなわち聖所のシ

ケルの半シケルであって、すべて二十歳以上で数えられ

た者が六十万三千五百五十人であったからである。 27聖

所の座と垂幕の座とを鋳るために用いた銀は百タラント

であった。すなわち百座につき百タラント、一座につき

一タラントである。 28また千七百七十五シケルで柱の鉤

を造り、また柱の頭をおおい、柱のために桁を造った。

29ささげ物なる青銅は七十タラント二千四百シケルであ

った。 30これを用いて会見の幕屋の入口の座、青銅の祭

壇と、それにつく青銅の格子、および祭壇のもろもろの

器を造った。 31また庭の周囲の座、庭の門の座、および

幕屋のもろもろの釘と、庭の周囲のもろもろの釘を造っ

た。

39彼らは青糸、紫糸、緋糸で、聖所の務のための編物
の服を作った。またアロンのために聖なる服を作っ

た。主がモーセに命じられたとおりである。 2また金糸

、青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸でエポデを作った。 3

また金を打ち延べて板とし、これを切って糸とし、青糸

、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸に交えて、巧みな細工とした

。 4また、これがために肩ひもを作ってこれにつけ、そ

の両端でこれにつけた。 5エポデの上で、これをつかね

る帯は、同じきれで、同じように、金糸、青糸、紫糸、

緋糸、亜麻の撚糸で作った。主がモーセに命じられたと

おりである。 6また、縞めのうを細工して、金糸の編細

工にはめ、これに印を彫刻するように、イスラエルの子

たちの名を刻み、 7これをエポデの肩ひもにつけて、イ

スラエルの子たちの記念の石とした。主がモーセに命じ

られたとおりである。 8また胸当を巧みなわざをもって

、エポデの作りのように作った。すなわち金糸、青糸、

紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で作った。 9胸当は二つに折っ

て四角にした。すなわち二つに折って、長さを一指当り

とし、幅も一指当りとした。 10その中に宝石四列をはめ

た。すなわち、紅玉髄、貴かんらん石、水晶の列を第一

列とし、 11第二列は、ざくろ石、るり、赤縞めのう、

12第三列は黄水晶、めのう、紫水晶、 13第四列は黄碧玉

、縞めのう、碧玉であって、これらを金の編細工の中に

はめ込んだ。 14その宝石はイスラエルの子たちの名にし

たがい、その名と等しく十二とし、おのおの印の彫刻の

ように、十二部族のためにその名を刻んだ。 15またひも

細工にねじた純金のくさりを胸当につけた。 16また金の

二つの編細工と、二つの金の環とを作り、その二つの環

を胸当の両端につけた。 17かの二筋の金のひもを胸当の

端の二つの環につけた。 18ただし、その二筋のひもの他

の両端を、かの二つの編細工につけ、エポデの肩ひもに

つけて前にくるようにした。 19また二つの金の環を作っ

て、これを胸当の両端につけた。すなわちエポデに接す

る内側の縁にこれをつけた。 20また金の環二つを作って

、これをエポデの二つの肩ひもの下の部分につけ、前の

方で、そのつなぎ目に近く、エポデの帯の上の方にくる

ようにした。 21胸当は青ひもをもって、その環をエポデ

の環に結びつけ、エポデの帯の上の方にくるようにした

。こうして、胸当がエポデから離れないようにした。主

がモーセに命じられたとおりである。 22またエポデに属

する上服は、すべて青地の織物で作った。 23上服の口は

そのまん中にあって、その口の周囲には、よろいのえり

のように縁をつけて、ほころびないようにした。 24上服

のすそには青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で、ざくろを

作りつけ、 25また純金で鈴を作り、その鈴を上服のすそ

の周囲の、ざくろとざくろとの間につけた。 26すなわち

鈴にざくろ、鈴にざくろと、務の上服のすその周囲につ

けた。主がモーセに命じられたとおりである。 27またア

ロンとその子たちのために、亜麻糸で織った下服を作り

、 28亜麻布で帽子を作り、亜麻布で麗しい頭布を作り、

亜麻の撚糸の布で、下ばきを作り、 29亜麻の撚糸および

青糸、紫糸、緋糸で、色とりどりに織った帯を作った。

主がモーセに命じられたとおりである。 30また純金をも

って、聖なる冠の前板を作り、印の彫刻のように、その

上に「主に聖なる者」という文字を書き、 31これに青ひ

もをつけて、それを帽子の上に結びつけた。主がモーセ

に命じられたとおりである。 32こうして会見の天幕なる

幕屋の、もろもろの工事が終った。イスラエルの人々は
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すべて主がモーセに命じられたようにおこなった。 33彼

らは幕屋と天幕およびそのもろもろの器をモーセのもと

に携えてきた。すなわち、その鉤、その枠、その横木、

その柱、その座、 34あかね染めの雄羊の皮のおおい、じ

ゅごんの皮のおおい、隔ての垂幕、 35あかしの箱と、そ

のさお、贖罪所、 36机と、そのもろもろの器、供えのパ

ン、 37純金の燭台と、そのともしび皿、すなわち列に並

べるともしび皿と、そのもろもろの器、およびそのとも

し油、 38金の祭壇、注ぎ油、香ばしい薫香、幕屋の入口

のとばり、 39青銅の祭壇、その青銅の格子と、そのさお

、およびそのもろもろの器、洗盤とその台、 40庭のあげ

ばり、その柱とその座、庭の門のとばり、そのひもとそ

の釘、また会見の天幕の幕屋に用いるもろもろの器、 41

聖所で務をなす編物の服、すなわち祭司の務をなすため

の祭司アロンの聖なる服およびその子たちの服。 42イス

ラエルの人々は、すべて主がモーセに命じられたように

、そのすべての工事をした。 43モーセがそのすべての工

事を見ると、彼らは主が命じられたとおりに、それをな

しとげていたので、モーセは彼らを祝福した。

40主はモーセに言われた。 2「正月の元日にあなたは

会見の天幕なる幕屋を建てなければならない。 3そ

して、その中にあかしの箱を置き、垂幕で、箱を隔て隠

し、 4また、机を携え入れ、それに並べるものを並べ、

燭台を携え入れて、そのともしびをともさなければなら

ない。 5あなたはまた金の香の祭壇を、あかしの箱の前

にすえ、とばりを幕屋の入口にかけなければならない。

6また燔祭の祭壇を会見の天幕なる幕屋の入口の前にす

え、 7洗盤を会見の天幕と祭壇との間にすえて、これに

水を入れなければならない。 8また周囲に庭を設け、庭

の門にとばりをかけなければならない。 9そして注ぎ油

をとって、幕屋とその中のすべてのものに注ぎ、それと

そのもろもろの器とを聖別しなければならない、こうし

て、それは聖となるであろう。 10あなたはまた燔祭の祭

壇と、そのすべての器に油を注いで、その祭壇を聖別し

なければならない。こうして祭壇は、いと聖なるものと

なるであろう。 11また洗盤と、その台とに油を注いで、

これを聖別し、 12アロンとその子たちを会見の幕屋の入

口に連れてきて、水で彼らを洗い、 13アロンに聖なる服

を着せ、これに油を注いで聖別し、祭司の務をさせなけ

ればならない。 14また彼の子たちを連れてきて、これに

服を着せ、 15その父に油を注いだように、彼らにも油を

注いで、祭司の務をさせなければならない。彼らが油そ

そがれることは、代々ながく祭司職のためになすべきこ

とである」。 16モーセはそのように行った。すなわち主

が彼に命じられたように行った。 17第二年の正月になっ

て、その月の元日に幕屋は建った。 18すなわちモーセは

幕屋を建て、その座をすえ、その枠を立て、その横木を

さし込み、その柱を立て、 19幕屋の上に天幕をひろげ、

その上に天幕のおおいをかけた。主がモーセに命じられ

たとおりである。 20彼はまたあかしの板をとって箱に納

め、さおを箱につけ、贖罪所を箱の上に置き、 21箱を幕

屋に携え入れ、隔ての垂幕をかけて、あかしの箱を隠し

た。主がモーセに命じられたとおりである。 22彼はまた

会見の天幕なる幕屋の内部の北側、垂幕の外に机をすえ

、 23その上にパンを列に並べて、主の前に供えた。主が

モーセに命じられたとおりである。 24彼はまた会見の天

幕なる幕屋の内部の南側に、机にむかい合わせて燭台を

すえ、 25主の前にともしびをともした。主がモーセに命

じられたとおりである。 26彼は会見の幕屋の中、垂幕の

前に金の祭壇をすえ、 27その上に香ばしい薫香をたいた

。主がモーセに命じられたとおりである。 28彼はまた幕

屋の入口にとばりをかけ、 29燔祭の祭壇を会見の天幕な

る幕屋の入口にすえ、その上に燔祭と素祭をささげた。

主がモーセに命じられたとおりである。 30彼はまた会見

の天幕と祭壇との間に洗盤を置き、洗うためにそれに水

を入れた。 31モーセとアロンおよびその子たちは、それ

で手と足を洗った。 32すなわち会見の天幕にはいるとき

、また祭壇に近づくとき、そこで洗った。主がモーセに

命じられたとおりである。 33また幕屋と祭壇の周囲に庭

を設け、庭の門にとばりをかけた。このようにしてモー

セはその工事を終えた。 34そのとき、雲は会見の天幕を

おおい、主の栄光が幕屋に満ちた。 35モーセは会見の幕

屋に、はいることができなかった。雲がその上にとどま

り、主の栄光が幕屋に満ちていたからである。 36雲が幕

屋の上からのぼる時、イスラエルの人々は道に進んだ。

彼らはその旅路において常にそうした。 37しかし、雲が

のぼらない時は、そののぼる日まで道に進まなかった。

38すなわちイスラエルの家のすべての者の前に、昼は幕

屋の上に主の雲があり、夜は雲の中に火があった。彼ら

の旅路において常にそうであった。
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レビ記

1主はモーセを呼び、会見の幕屋からこれに告げて言わ
れた、 2「イスラエルの人々に言いなさい、『あなた

がたのうちだれでも家畜の供え物を主にささげるときは

、牛または羊を供え物としてささげなければならない。

3もしその供え物が牛の燔祭であるならば、雄牛の全き

ものをささげなければならない。会見の幕屋の入口で、

主の前に受け入れられるように、これをささげなければ

ならない。 4彼はその燔祭の獣の頭に手を置かなければ

ならない。そうすれば受け入れられて、彼のためにあが

ないとなるであろう。 5彼は主の前でその子牛をほふり

、アロンの子なる祭司たちは、その血を携えてきて、会

見の幕屋の入口にある祭壇の周囲に、その血を注ぎかけ

なければならない。 6彼はまたその燔祭の獣の皮をはぎ

、節々に切り分かたなければならない。 7祭司アロンの

子たちは祭壇の上に火を置き、その火の上にたきぎを並

べ、 8アロンの子なる祭司たちはその切り分けたものを

、頭および脂肪と共に、祭壇の上にある火の上のたきぎ

の上に並べなければならない。 9その内臓と足とは水で

洗わなければならない。こうして祭司はそのすべてを祭

壇の上で焼いて燔祭としなければならない。これは火祭

であって、主にささげる香ばしいかおりである。 10もし

その燔祭の供え物が群れの羊または、やぎであるならば

、雄の全きものをささげなければならない。 11彼は祭壇

の北側で、主の前にこれをほふり、アロンの子なる祭司

たちは、その血を祭壇の周囲に注ぎかけなければならな

い。 12彼はまたこれを節々に切り分かち、祭司はこれを

頭および脂肪と共に、祭壇の上にある火の上のたきぎの

上に並べなければならない。 13その内臓と足とは水で洗

わなければならない。こうして祭司はそのすべてを祭壇

の上で焼いて燔祭としなければならない。これは火祭で

あって、主にささげる香ばしいかおりである。 14もし主

にささげる供え物が、鳥の燔祭であるならば、山ばと、

または家ばとのひなを、その供え物としてささげなけれ

ばならない。 15祭司はこれを祭壇に携えて行き、その首

を摘み破り、祭壇の上で焼かなければならない。その血

は絞り出して祭壇の側面に塗らなければならない。 16ま

たその餌袋は羽と共に除いて、祭壇の東の方にある灰捨

場に捨てなければならない。 17これは、その翼を握って

裂かなければならない。ただし引き離してはならない。

祭司はこれを祭壇の上で、火の上のたきぎの上で燔祭と

して焼かなければならない。これは火祭であって、主に

ささげる香ばしいかおりである。

2人が素祭の供え物を主にささげるときは、その供え物
は麦粉でなければならない。その上に油を注ぎ、また

その上に乳香を添え、 2これをアロンの子なる祭司たち

のもとに携えて行かなければならない。祭司はその麦粉

とその油の一握りを乳香の全部と共に取り、これを記念

の分として、祭壇の上で焼かなければならない。これは

火祭であって、主にささげる香ばしいかおりである。 3

素祭の残りはアロンとその子らのものになる。これは主

の火祭のいと聖なる物である。 4あなたが、もし天火で

焼いたものを素祭としてささげるならば、それは麦粉に

油を混ぜて作った種入れぬ菓子、または油を塗った種入

れぬ煎餅でなければならない。 5あなたの供え物が、も

し、平鍋で焼いた素祭であるならば、それは麦粉に油を

混ぜて作った種入れぬものでなければならない。 6あな

たはそれを細かく砕き、その上に油を注がなければなら

ない。これは素祭である。 7あなたの供え物が、もし深

鍋で煮た素祭であるならば、麦粉に油を混ぜて作らなけ

ればならない。 8あなたはこれらの物で作った素祭を、

主に携えて行かなければならない。それを祭司に渡すな

らば、祭司はそれを祭壇に携えて行き、 9その素祭のう

ちから記念の分を取って、祭壇の上で焼かなければなら

ない。これは火祭であって、主にささげる香ばしいかお

りである。 10素祭の残りはアロンとその子らのものにな

る。これは、主の火祭のいと聖なる物である。 11あなた

がたが主にささげる素祭は、すべて種を入れて作っては

ならない。パン種も蜜も、すべて主にささげる火祭とし

て焼いてはならないからである。 12ただし、初穂の供え

物としては、これらを主にささげることができる。しか

し香ばしいかおりとして祭壇にささげてはならない。 13

あなたの素祭の供え物は、すべて塩をもって味をつけな

ければならない。あなたの素祭に、あなたの神の契約の

塩を欠いてはならない。すべて、あなたの供え物は、塩

を添えてささげなければならない。 14もしあなたが初穂

の素祭を主にささげるならば、火で穂を焼いたもの、新

穀の砕いたものを、あなたの初穂の素祭としてささげな

ければならない。 15あなたはそれに油を加え、その上に

乳香を置かなければならない。これは素祭である。 16祭

司は、その砕いた物およびその油のうちから記念の分を

取って、乳香の全部と共に焼かなければならない。これ

は主にささげる火祭である。

3もし彼の供え物が酬恩祭の犠牲であって、牛をささげ
るのであれば、雌雄いずれであっても、全きものを主

の前にささげなければならない。 2彼はその供え物の頭

に手を置き、会見の幕屋の入口で、これをほふらなけれ

ばならない。そしてアロンの子なる祭司たちは、その血

を祭壇の周囲に注ぎかけなければならない。 3彼はまた

その酬恩祭の犠牲のうちから火祭を主にささげなければ

ならない。すなわち内臓をおおう脂肪と、内臓の上のす

べての脂肪、 4二つの腎臓とその上の腰のあたりにある

脂肪、ならびに腎臓と共にとられる肝臓の上の小葉であ

る。 5そしてアロンの子たちは祭壇の上で、火の上のた

きぎの上に置いた燔祭の上で、これを焼かなければなら

ない。これは火祭であって、主にささげる香ばしいかお

りである。 6もし彼の供え物が主にささげる酬恩祭の犠

牲で、それが羊であるならば、雌雄いずれであっても、

全きものをささげなければならない。 7もし小羊を供え

物としてささげるならば、それを主の前に連れてきて、

8その供え物の頭に手を置き、それを会見の幕屋の前で

、ほふらなければならない。そしてアロンの子たちはそ

の血を祭壇の周囲に注ぎかけなければならない。 9彼は

その酬恩祭の犠牲のうちから、火祭を主にささげなけれ

ばならない。すなわちその脂肪、背骨に接して切り取る

脂尾の全部、内臓をおおう脂肪と内臓の上のすべての脂

肪、 10二つの腎臓とその上の腰のあたりにある脂肪、な

らびに腎臓と共に取られる肝臓の上の小葉である。 11祭

司はこれを祭壇の上で焼かなければならない。これは火

祭であって、主にささげる食物である。 12もし彼の供え

物が、やぎであるならば、それを主の前に連れてきて、

13その頭に手を置き、それを会見の幕屋の前で、ほふら
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なければならない。そしてアロンの子たちは、その血を

祭壇の周囲に注ぎかけなければならない。 14彼はまたそ

のうちから供え物を取り、火祭として主にささげなけれ

ばならない。すなわち内臓をおおう脂肪と内臓の上のす

べての脂肪、 15二つの腎臓とその上の腰のあたりにある

脂肪、ならびに腎臓と共に取られる肝臓の上の小葉であ

る。 16祭司はこれを祭壇の上で焼かなければならない。

これは火祭としてささげる食物であって、香ばしいかお

りである。脂肪はみな主に帰すべきものである。 17あな

たがたは脂肪と血とをいっさい食べてはならない。これ

はあなたがたが、すべてその住む所で、代々守るべき永

久の定めである』」。

4主はまたモーセに言われた、 2「イスラエルの人々に

言いなさい、『もし人があやまって罪を犯し、主のい

ましめにそむいて、してはならないことの一つをした時

は次のようにしなければならない。 3すなわち、油注が

れた祭司が罪を犯して、とがを民に及ぼすならば、彼は

その犯した罪のために雄の全き子牛を罪祭として主にさ

さげなければならない。 4その子牛を会見の幕屋の入口

に連れてきて主の前に至り、その子牛の頭に手を置き、

その子牛を主の前で、ほふらなければならない。 5油注

がれた祭司は、その子牛の血を取って、それを会見の幕

屋に携え入り、 6そして祭司は指をその血に浸して、聖

所の垂幕の前で主の前にその血を七たび注がなければな

らない。 7祭司はまたその血を取り、主の前で会見の幕

屋の中にある香ばしい薫香の祭壇の角に、それを塗らな

ければならない。その子牛の血の残りはことごとく会見

の幕屋の入口にある燔祭の祭壇のもとに注がなければな

らない。 8またその罪祭の子牛から、すべての脂肪を取

らなければならない。すなわち内臓をおおう脂肪と内臓

の上のすべての脂肪、 9二つの腎臓とその上の腰のあた

りにある脂肪、ならびに腎臓と共に取られる肝臓の上の

小葉である。 10これを取るには酬恩祭の犠牲の雄牛から

取るのと同じようにしなければならない。そして祭司は

それを燔祭の祭壇の上で焼かなければならない。 11その

子牛の皮とそのすべての肉、およびその頭と足と内臓と

汚物など、 12すべてその子牛の残りは、これを宿営の外

の、清い場所なる灰捨場に携え出し、火をもってこれを

たきぎの上で焼き捨てなければならない。すなわちこれ

は灰捨場で焼き捨てらるべきである。 13もしイスラエル

の全会衆があやまちを犯し、そのことが会衆の目に隠れ

ていても、主のいましめにそむいて、してはならないこ

との一つをなして、とがを得たならば、 14その犯した罪

が現れた時、会衆は雄の子牛を罪祭としてささげなけれ

ばならない。すなわちそれを会見の幕屋の前に連れてき

て、 15会衆の長老たちは、主の前でその子牛の頭に手を

置き、その子牛を主の前で、ほふらなければならない。

16そして、油注がれた祭司は、その子牛の血を会見の幕

屋に携え入り、 17祭司は指をその血に浸し、垂幕の前で

主の前に七たび注がなければならない。 18またその血を

取って、会見の幕屋の中の主の前にある祭壇の角に、そ

れを塗らなければならない。その血の残りはことごとく

会見の幕屋の入口にある燔祭の祭壇のもとに注がなけれ

ばならない。 19またそのすべての脂肪を取って祭壇の上

で焼かなければならない。 20すなわち祭司は罪祭の雄牛

にしたように、この雄牛にも、しなければならない。こ

うして、祭司が彼らのためにあがないをするならば、彼

らはゆるされるであろう。 21そして、彼はその雄牛を宿

営の外に携え出し、はじめの雄牛を焼き捨てたように、

これを焼き捨てなければならない。これは会衆の罪祭で

ある。 22またつかさたる者が罪を犯し、あやまって、そ

の神、主のいましめにそむき、してはならないことの一

つをして、とがを得、 23もしその犯した罪を知るように

なったときは、供え物として雄やぎの全きものを連れて

きて、 24そのやぎの頭に手を置き、燔祭をほふる場所で

、主の前にこれをほふらなければならない。これは罪祭

である。 25祭司は指でその罪祭の血を取り、燔祭の祭壇

の角にそれを塗り、残りの血は燔祭の祭壇のもとに注が

なければならない。 26また、そのすべての脂肪は、酬恩

祭の犠牲の脂肪と同じように、祭壇の上で焼かなければ

ならない。こうして、祭司が彼のためにその罪のあがな

いをするならば、彼はゆるされるであろう。 27また一般

の人がもしあやまって罪を犯し、主のいましめにそむい

て、してはならないことの一つをして、とがを得、 28そ

の犯した罪を知るようになったときは、その犯した罪の

ために供え物として雌やぎの全きものを連れてきて、 29

その罪祭の頭に手を置き、燔祭をほふる場所で、その罪

祭をほふらなければならない。 30そして祭司は指でその

血を取り、燔祭の祭壇の角にこれを塗り、残りの血をこ

とごとく祭壇のもとに注がなければならない。 31またそ

のすべての脂肪は酬恩祭の犠牲から脂肪を取るのと同じ

ように取り、これを祭壇の上で焼いて主にささげる香ば

しいかおりとしなければならない。こうして祭司が彼の

ためにあがないをするならば、彼はゆるされるであろう

。 32もし小羊を罪祭のために供え物として連れてくるな

らば、雌の全きものを連れてこなければならない。 33そ

の罪祭の頭に手を置き、燔祭をほふる場所で、これをほ

ふり、罪祭としなければならない。 34そして祭司は指で

その罪祭の血を取り、燔祭の祭壇の角にそれを塗り、残

りの血はことごとく祭壇のもとに注がなければならない

。 35またそのすべての脂肪は酬恩祭の犠牲から小羊の脂

肪を取るのと同じように取り、祭司はこれを主にささげ

る火祭のように祭壇の上で焼かなければならない。こう

して祭司が彼の犯した罪のためにあがないをするならば

、彼はゆるされるであろう。

5もし人が証人に立ち、誓いの声を聞きながら、その見
たこと、知っていることを言わないで、罪を犯すなら

ば、彼はそのとがを負わなければならない。 2また、も

し人が汚れた野獣の死体、汚れた家畜の死体、汚れた這

うものの死体など、すべて汚れたものに触れるならば、

そのことに気づかなくても、彼は汚れたものとなって、

とがを得る。 3また、もし彼が人の汚れに触れるならば

、その人の汚れが、どのような汚れであれ、それに気づ

かなくても、彼がこれを知るようになった時は、とがを

得る。 4また、もし人がみだりにくちびるで誓い、悪を

なそう、または善をなそうと言うならば、その人が誓っ

てみだりに言ったことは、それがどんなことであれ、そ

れに気づかなくても、彼がこれを知るようになった時は

、これらの一つについて、とがを得る。 5もしこれらの

一つについて、とがを得たときは、その罪を犯したこと

を告白し、 6その犯した罪のために償いとして、雌の家

畜、すなわち雌の小羊または雌やぎを主のもとに連れて

きて、罪祭としなければならない。こうして祭司は彼の

ために罪のあがないをするであろう。 7もし小羊に手の
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とどかない時は、山ばと二羽か、家ばとのひな二羽かを

、彼が犯した罪のために償いとして主に携えてきて、一

羽を罪祭に、一羽を燔祭にしなければならない。 8すな

わち、これらを祭司に携えてきて、祭司はその罪祭のも

のを先にささげなければならない。すなわち、その頭を

首の根のところで、摘み破らなければならない。ただし

、切り離してはならない。 9そしてその罪祭の血を祭壇

の側面に注ぎ、残りの血は祭壇のもとに絞り出さなけれ

ばならない。これは罪祭である。 10また第二のものは、

定めにしたがって燔祭としなければならない。こうして

、祭司が彼のためにその犯した罪のあがないをするなら

ば、彼はゆるされるであろう。 11もし二羽の山ばとにも

、二羽の家ばとのひなにも、手の届かないときは、彼の

犯した罪のために、供え物として麦粉十分の一エパを携

えてきて、これを罪祭としなければならない。ただし、

その上に油をかけてはならない。またその上に乳香を添

えてはならない。これは罪祭だからである。 12彼はこれ

を祭司のもとに携えて行き、祭司は一握りを取って、記

念の分とし、これを主にささげる火祭のように、祭壇の

上で焼かなければならない。これは罪祭である。 13こう

して、祭司が彼のため、すなわち、彼がこれらの一つを

犯した罪のために、あがないをするならば、彼はゆるさ

れるであろう。そしてその残りは素祭と同じく、祭司に

帰するであろう』」。 14主はまたモーセに言われた、

15「もし人が不正をなし、あやまって主の聖なる物につ

いて罪を犯したときは、その償いとして、あなたの値積

りにしたがい、聖所のシケルで、銀数シケルに当る雄羊

の全きものを、群れのうちから取り、それを主に携えて

きて、愆祭としなければならない。 16そしてその聖なる

物について犯した罪のために償いをし、またその五分の

一をこれに加えて、祭司に渡さなければならない。こう

して祭司がその愆祭の雄羊をもって、彼のためにあがな

いをするならば、彼はゆるされるであろう。 17また人が

もし罪を犯し、主のいましめにそむいて、してはならな

いことの一つをしたときは、たといそれを知らなくても

、彼は罪を得、そのとがを負わなければならない。 18彼

はあなたの値積りにしたがって、雄羊の全きものを群れ

のうちから取り、愆祭としてこれを祭司のもとに携えて

こなければならない。こうして、祭司が彼のために、す

なわち彼が知らないで、しかもあやまって犯した過失の

ために、あがないをするならば、彼はゆるされるであろ

う。 19これは愆祭である。彼は確かに主の前にとがを得

たからである」。

6主はまたモーセに言われた、 2「もし人が罪を犯し、

主に対して不正をなしたとき、すなわち預かり物、手

にした質草、またはかすめた物について、その隣人を欺

き、あるいはその隣人をしえたげ、 3あるいは落し物を

拾い、それについて欺き、偽って誓うなど、すべて人が

それをなして罪となることの一つについて、 4罪を犯し

、とがを得たならば、彼はそのかすめた物、しえたげて

取った物、預かった物、拾った落し物、 5または偽り誓

ったすべての物を返さなければならない。すなわち残り

なく償い、更にその五分の一をこれに加え、彼が愆祭を

ささげる日に、これをその元の持ち主に渡さなければな

らない。 6彼はその償いとして、あなたの値積りにした

がい、雄羊の全きものを、群れの中から取り、これを祭

司のもとに携えてきて、愆祭として主にささげなければ

ならない。 7こうして、祭司が主の前で彼のためにあが

ないをするならば、彼はそのいずれを行ってとがを得て

もゆるされるであろう」。 8主はまたモーセに言われた

、 9「アロンとその子たちに命じて言いなさい、『燔祭

のおきては次のとおりである。燔祭は祭壇の炉の上に、

朝まで夜もすがらあるようにし、そこに祭壇の火を燃え

続かせなければならない。 10祭司は亜麻布の服を着、亜

麻布のももひきを身につけ、祭壇の上で火に焼けた燔祭

の灰を取って、これを祭壇のそばに置き、 11その衣服を

脱ぎ、ほかの衣服を着て、その灰を宿営の外の清い場所

に携え出さなければならない。 12祭壇の上の火は、そこ

に燃え続かせ、それを消してはならない。祭司は朝ごと

に、たきぎをその上に燃やし、燔祭をその上に並べ、ま

た酬恩祭の脂肪をその上で焼かなければならない。 13火

は絶えず祭壇の上に燃え続かせ、これを消してはならな

い。 14素祭のおきては次のとおりである。アロンの子た

ちはそれを祭壇の前で主の前にささげなければならない

。 15すなわち素祭の麦粉一握りとその油を、素祭の上に

ある全部の乳香と共に取って、祭壇の上で焼き、香ばし

いかおりとし、記念の分として主にささげなければなら

ない。 16その残りはアロンとその子たちが食べなければ

ならない。すなわち、種を入れずに聖なる所で食べなけ

ればならない。会見の幕屋の庭でこれを食べなければな

らない。 17これは種を入れて焼いてはならない。わたし

はこれをわたしの火祭のうちから彼らの分として与える

。これは罪祭および愆祭と同様に、いと聖なるものであ

る。 18アロンの子たちのうち、すべての男子はこれを食

べることができる。これは主にささげる火祭のうちから

、あなたがたが代々永久に受けるように定められた分で

ある。すべてこれに触れるものは聖となるであろう』」

。 19主はまたモーセに言われた、 20「アロンとその子

たちが、アロンの油注がれる日に、主にささぐべき供え

物は次のとおりである。すなわち麦粉十分の一エパを、

絶えずささげる素祭とし、半ばは朝に、半ばは夕にささ

げなければならない。 21それは油をよく混ぜて平鍋で焼

き、それを携えてきて、細かく砕いた素祭とし、香ばし

いかおりとして、主にささげなければならない。 22彼の

子たちのうち、油注がれて彼についで祭司となる者は、

これをささげなければならない。これは永久に主に帰す

る分として、全く焼きつくすべきものである。 23すべて

祭司の素祭は全く焼きつくすべきものであって、これを

食べてはならない」。 24主はまたモーセに言われた、

25「アロンとその子たちに言いなさい、『罪祭のおきて

は次のとおりである。罪祭は燔祭をほふる場所で、主の

前にほふらなければならない。これはいと聖なる物であ

る。 26罪のためにこれをささげる祭司が、これを食べな

ければならない。すなわち会見の幕屋の庭の聖なる所で

、これを食べなければならない。 27すべてその肉に触れ

る者は聖となるであろう。もしその血が衣服にかかった

ならば、そのかかったものは聖なる所で洗わなければな

らない。 28またそれを煮た土の器は砕かなければならな

い。もし青銅の器で煮たのであれば、それはみがいて、

水で洗わなければならない。 29祭司たちのうちのすべて

の男子は、これを食べることができる。これはいと聖な

るものである。 30しかし、その血を会見の幕屋に携えて

いって、聖所であがないに用いた罪祭は食べてはならな

い。これは火で焼き捨てなければならない。
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7愆祭のおきては次のとおりである。それはいと聖なる
物である。 2愆祭は燔祭をほふる場所でほふらなけれ

ばならない。そして祭司はその血を祭壇の周囲に注ぎか

け、 3そのすべての脂肪をささげなければならない。す

なわち脂尾、内臓をおおう脂肪、 4二つの腎臓とその上

の腰のあたりにある脂肪、腎臓と共に取られる肝臓の上

の小葉である。 5祭司はこれを祭壇の上で焼いて、主に

火祭としなければならない。これは愆祭である。 6祭司

たちのうちのすべての男子は、これを食べることができ

る。これは聖なる所で食べなければならない。これはい

と聖なる物である。 7罪祭も愆祭も、そのおきては一つ

であって、異なるところはない。これは、あがないをな

す祭司に帰する。 8人が携えてくる燔祭をささげる祭司

、その祭司に、そのささげる燔祭のものの皮は帰する。

9すべて天火で焼いた素祭、またすべて深鍋または平鍋

で作ったものは、これをささげる祭司に帰する。 10すべ

て素祭は、油を混ぜたものも、かわいたものも、アロン

のすべての子たちにひとしく帰する。 11主にささぐべき

酬恩祭の犠牲のおきては次のとおりである。 12もしこれ

を感謝のためにささげるのであれば、油を混ぜた種入れ

ぬ菓子と、油を塗った種入れぬ煎餅と、よく混ぜた麦粉

に油を混ぜて作った菓子とを、感謝の犠牲に合わせてさ

さげなければならない。 13また種を入れたパンの菓子を

その感謝のための酬恩祭の犠牲に合わせ、供え物として

ささげなければならない。 14すなわちこのすべての供え

物のうちから、菓子一つずつを取って主にささげなけれ

ばならない。これは酬恩祭の血を注ぎかける祭司に帰す

る。 15その感謝のための酬恩祭の犠牲の肉は、その供え

物をささげた日のうちに食べなければならない。少しで

も明くる朝まで残して置いてはならない。 16しかし、そ

の供え物の犠牲がもし誓願の供え物、または自発の供え

物であるならば、その犠牲をささげた日のうちにそれを

食べ、その残りはまた明くる日に食べることができる。

17ただし、その犠牲の肉の残りは三日目には火で焼き捨

てなければならない。 18もしその酬恩祭の犠牲の肉を三

日目に少しでも食べるならば、それは受け入れられず、

また供え物と見なされず、かえって忌むべき物となるで

あろう。そしてそれを食べる者はとがを負わなければな

らない。 19その肉がもし汚れた物に触れるならば、それ

を食べることなく、火で焼き捨てなければならない。犠

牲の肉はすべて清い者がこれを食べることができる。 20

もし人がその身に汚れがあるのに、主にささげた酬恩祭

の犠牲の肉を食べるならば、その人は民のうちから断た

れるであろう。 21また人がもしすべて汚れたもの、すな

わち人の汚れ、あるいは汚れた獣、あるいは汚れた這う

ものに触れながら、主にささげた酬恩祭の犠牲の肉を食

べるならば、その人は民のうちから断たれるであろう』

」。 22主はまたモーセに言われた、 23「イスラエルの

人々に言いなさい、『あなたがたは、すべて牛、羊、や

ぎの脂肪を食べてはならない。 24自然に死んだ獣の脂肪

および裂き殺された獣の脂肪は、さまざまのことに使っ

てもよい。しかし、それは決して食べてはならない。 25

だれでも火祭として主にささげる獣の脂肪を食べるなら

ば、これを食べる人は民のうちから断たれるであろう。

26またあなたがたはすべてその住む所で、鳥にせよ、獣

にせよ、すべてその血を食べてはならない。 27だれでも

すべて血を食べるならば、その人は民のうちから断たれ

るであろう』」。 28主はまたモーセに言われた、 29「

イスラエルの人々に言いなさい、『酬恩祭の犠牲を主に

ささげる者は、その酬恩祭の犠牲のうちから、その供え

物を主に携えてこなければならない。 30主の火祭は手ず

からこれを携えてこなければならない。すなわちその脂

肪と胸とを携えてきて、その胸を主の前に揺り動かして

、揺祭としなければならない。 31そして祭司はその脂肪

を祭壇の上で焼かなければならない。その胸はアロンと

その子たちに帰する。 32あなたがたの酬恩祭の犠牲のう

ちから、その右のももを挙祭として、祭司に与えなけれ

ばならない。 33アロンの子たちのうち、酬恩祭の血と脂

肪とをささげる者は、その右のももを自分の分として、

獲るであろう。 34わたしはイスラエルの人々の酬恩祭の

犠牲のうちから、その揺祭の胸と挙祭のももを取って、

祭司アロンとその子たちに与え、これをイスラエルの人

々から永久に彼らの受くべき分とする。 35これは主の火

祭のうちから、アロンの受ける分と、その子たちの受け

る分とであって、祭司の職をなすため、彼らが主にささ

げられた日に定められたのである。 36すなわち、これは

彼らに油を注ぐ日に、イスラエルの人々が彼らに与える

ように、主が命じられたものであって、代々永久に受く

べき分である』」。 37これは燔祭、素祭、罪祭、愆祭、

任職祭、酬恩祭の犠牲のおきてである。 38すなわち、主

がシナイの荒野においてイスラエルの人々にその供え物

を主にささげることを命じられた日に、シナイ山でモー

セに命じられたものである。

8主はまたモーセに言われた、 2「あなたはアロンとそ

の子たち、およびその衣服、注ぎ油、罪祭の雄牛、雄

羊二頭、種入れぬパン一かごを取り、 3また全会衆を会

見の幕屋の入口に集めなさい」。 4モーセは主が命じら

れたようにした。そして会衆は会見の幕屋の入口に集ま

った。 5そこでモーセは会衆にむかって言った、「これ

は主があなたがたにせよと命じられたことである」。 6

そしてモーセはアロンとその子たちを連れてきて、水で

彼らを洗い清め、 7アロンに服を着させ、帯をしめさせ

、衣をまとわせ、エポデを着けさせ、エポデの帯をしめ

させ、それをもってエポデを身に結いつけ、 8また胸当

を着けさせ、その胸当にウリムとトンミムを入れ、 9そ

の頭に帽子をかぶらせ、その帽子の前に金の板、すなわ

ち聖なる冠をつけさせた。主がモーセに命じられたとお

りである。 10モーセはまた注ぎ油を取り、幕屋とそのう

ちのすべての物に油を注いでこれを聖別し、 11かつ、そ

れを七たび祭壇に注ぎ、祭壇とそのもろもろの器、洗盤

とその台に油を注いでこれを聖別し、 12また注ぎ油をア

ロンの頭に注ぎ、彼に油を注いでこれを聖別した。 13モ

ーセはまたアロンの子たちを連れてきて、服を彼らに着

させ、帯を彼らにしめさせ、頭巾を頭に巻かせた。主が

モーセに命じられたとおりである。 14彼はまた罪祭の雄

牛を連れてこさせ、アロンとその子たちは、その罪祭の

雄牛の頭に手を置いた。 15モーセはこれをほふり、その

血を取り、指をもってその血を祭壇の四すみの角につけ

て祭壇を清め、また残りの血を祭壇のもとに注いで、こ

れを聖別し、これがためにあがないをした。 16モーセは

またその内臓の上のすべての脂肪、肝臓の小葉、二つの

腎臓とその脂肪とを取り、これを祭壇の上で焼いた。 17

ただし、その雄牛の皮と肉と汚物は宿営の外で、火をも

って焼き捨てた。主がモーセに命じられたとおりである

。 18彼はまた燔祭の雄羊を連れてこさせ、アロンとその
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子たちは、その雄羊の頭に手を置いた。 19モーセはこれ

をほふって、その血を祭壇の周囲に注ぎかけた。 20そし

て、モーセはその雄羊を節々に切り分かち、その頭と切

り分けたものと脂肪とを焼いた。 21またモーセは水でそ

の内臓と足とを洗い、その雄羊をことごとく祭壇の上で

焼いた。これは香ばしいかおりのための燔祭であって、

主にささげる火祭である。主がモーセに命じられたとお

りである。 22彼はまたほかの雄羊、すなわち任職の雄羊

を連れてこさせ、アロンとその子たちは、その雄羊の頭

に手を置いた。 23モーセはこれをほふり、その血を取っ

て、アロンの右の耳たぶと、右手の親指と、右足の親指

とにつけた。 24またモーセはアロンの子たちを連れてき

て、その血を彼らの右の耳たぶと、右手の親指と、右足

の親指とにつけた。そしてモーセはその残りの血を、祭

壇の周囲に注ぎかけた。 25彼はまたその脂肪、すなわち

脂尾、内臓の上のすべての脂肪、肝臓の小葉、二つの腎

臓とその脂肪、ならびにその右のももを取り、 26また主

の前にある種入れぬパンのかごから種入れぬ菓子一つと

、油を入れたパンの菓子一つと、煎餅一つとを取って、

かの脂肪と右のももとの上に載せ、 27これをすべてアロ

ンの手と、その子たちの手に渡し、主の前に揺り動かさ

せて揺祭とした。 28そしてモーセはこれを彼らの手から

取り、祭壇の上で燔祭と共に焼いた。これは香ばしいか

おりとする任職の供え物であって、主にささげる火祭で

ある。 29そしてモーセはその胸を取り、主の前にこれを

揺り動かして揺祭とした。これは任職の雄羊のうちモー

セに帰すべき分であった。主がモーセに命じられたとお

りである。 30モーセはまた注ぎ油と祭壇の上の血とを取

り、これをアロンとその服、またその子たちとその服と

に注いで、アロンとその服、およびその子たちと、その

服とを聖別した。 31モーセはまたアロンとその子たちに

言った、「会見の幕屋の入口でその肉を煮なさい。そし

て任職祭のかごの中のパンと共に、それをその所で食べ

なさい。これは『アロンとその子たちが食べなければな

らない、と言え』とわたしが命じられたとおりである。

32あなたがたはその肉とパンとの残ったものを火で焼き

捨てなければならない。 33あなたがたはその任職祭の終

る日まで七日の間、会見の幕屋の入口から出てはならな

い。あなたがたの任職は七日を要するからである。 34き

ょう行ったように、あなたがたのために、あがないをせ

よ、と主はお命じになった。 35あなたがたは会見の幕屋

の入口に七日の間、日夜とどまり、主の仰せを守って、

死ぬことのないようにしなければならない。わたしはそ

のように命じられたからである」。 36アロンとその子た

ちは主がモーセによってお命じになったことを、ことご

とく行った。

9八日目になって、モーセはアロンとその子たち、およ
びイスラエルの長老たちを呼び寄せ、 2アロンに言っ

た、「あなたは雄の子牛の全きものを罪祭のために取り

、また雄羊の全きものを燔祭のために取って、主の前に

ささげなさい。 3あなたはまたイスラエルの人々に言い

なさい、『あなたがたは雄やぎを罪祭のために取り、ま

た一歳の全き子牛と小羊とを燔祭のために取りなさい、

4また主の前にささげる酬恩祭のために雄牛と雄羊とを

取り、また油を混ぜた素祭を取りなさい。主がきょうあ

なたがたに現れたもうからである』」。 5彼らはモーセ

が命じたものを会見の幕屋の前に携えてきた。会衆がみ

な近づいて主の前に立ったので、 6モーセは言った、「

これは主があなたがたに、せよと命じられたことである

。こうして主の栄光はあなたがたに現れるであろう」。

7モーセはまたアロンに言った、「あなたは祭壇に近づ

き、あなたの罪祭と燔祭をささげて、あなたのため、ま

た民のためにあがないをし、また民の供え物をささげて

、彼らのためにあがないをし、すべて主がお命じになっ

たようにしなさい」。 8そこでアロンは祭壇に近づき、

自分のための罪祭の子牛をほふった。 9そしてアロンの

子たちは、その血を彼のもとに携えてきたので、彼は指

をその血に浸し、それを祭壇の角につけ、残りの血を祭

壇のもとに注ぎ、 10また罪祭の脂肪と腎臓と肝臓の小葉

とを祭壇の上で焼いた。主がモーセに命じられたとおり

である。 11またその肉と皮とは宿営の外で火をもって焼

き捨てた。 12彼はまた燔祭の獣をほふり、アロンの子た

ちがその血を彼に渡したので、これを祭壇の周囲に注ぎ

かけた。 13彼らがまた燔祭のもの、すなわち、その切り

分けたものと頭とを彼に渡したので、彼はこれを祭壇の

上で焼いた。 14またその内臓と足とを洗い、祭壇の上で

燔祭と共にこれを焼いた。 15彼はまた民の供え物をささ

げた。すなわち、民のための罪祭のやぎを取ってこれを

ほふり、前のようにこれを罪のためにささげた。 16また

燔祭をささげた。すなわち、これを定めのようにささげ

た。 17また素祭をささげ、そのうちから一握りを取り、

朝の燔祭に加えて、これを祭壇の上で焼いた。 18彼はま

た民のためにささげる酬恩祭の犠牲の雄牛と雄羊とをほ

ふり、アロンの子たちが、その血を彼に渡したので、彼

はこれを祭壇の周囲に注ぎかけた。 19またその雄牛と雄

羊との脂肪、すなわち、脂尾、内臓をおおうもの、腎臓

、肝臓の小葉。 20これらの脂肪を彼らはその胸の上に載

せて携えてきたので、彼はその脂肪を祭壇の上で焼いた

。 21その胸と右のももとは、アロンが主の前に揺り動か

して揺祭とした。モーセが命じたとおりである。 22アロ

ンは民にむかって手をあげて、彼らを祝福し、罪祭、燔

祭、酬恩祭をささげ終って降りた。 23モーセとアロンは

会見の幕屋に入り、また出てきて民を祝福した。そして

主の栄光はすべての民に現れ、 24主の前から火が出て、

祭壇の上の燔祭と脂肪とを焼きつくした。民はみな、こ

れを見て喜びよばわり、そしてひれ伏した。

10さてアロンの子ナダブとアビフとは、おのおのその
香炉を取って火をこれに入れ、薫香をその上に盛っ

て、異火を主の前にささげた。これは主の命令に反する

ことであったので、 2主の前から火が出て彼らを焼き滅

ぼし、彼らは主の前に死んだ。 3その時モーセはアロン

に言った、「主は、こう仰せられた。すなわち『わたし

は、わたしに近づく者のうちに、わたしの聖なることを

示し、すべての民の前に栄光を現すであろう』」。アロ

ンは黙していた。 4モーセはアロンの叔父ウジエルの子

ミシヤエルとエルザパンとを呼び寄せて彼らに言った、

「近寄って、あなたがたの兄弟たちを聖所の前から、宿

営の外に運び出しなさい」。 5彼らは近寄って、彼らを

その服のまま宿営の外に運び出し、モーセの言ったよう

にした。 6モーセはまたアロンおよびその子エレアザル

とイタマルとに言った、「あなたがたは髪の毛を乱し、

また衣服を裂いてはならない。あなたがたが死ぬことの

ないため、また主の怒りが、すべての会衆に及ぶことの

ないためである。ただし、あなたがたの兄弟イスラエル
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の全家は、主が火をもって焼き滅ぼしたもうたことを嘆

いてもよい。 7また、あなたがたは死ぬことのないよう

に、会見の幕屋の入口から外へ出てはならない。あなた

がたの上に主の注ぎ油があるからである」。彼らはモー

セの言葉のとおりにした。 8主はアロンに言われた、 9

「あなたも、あなたの子たちも会見の幕屋にはいる時に

は、死ぬことのないように、ぶどう酒と濃い酒を飲んで

はならない。これはあなたがたが代々永く守るべき定め

としなければならない。 10これはあなたがたが聖なるも

のと俗なるもの、汚れたものと清いものとの区別をする

ことができるため、 11また主がモーセによって語られた

すべての定めを、イスラエルの人々に教えることができ

るためである」。 12モーセはまたアロンおよびその残っ

ている子エレアザルとイタマルとに言った、「あなたが

たは主の火祭のうちから素祭の残りを取り、パン種を入

れずに、これを祭壇のかたわらで食べなさい。これはい

と聖なる物である。 13これは主の火祭のうちからあなた

の受ける分、またあなたの子たちの受ける分であるから

、あなたがたはこれを聖なる所で食べなければならない

。わたしはこのように命じられたのである。 14また揺り

動かした胸とささげたももとは、あなたとあなたのむす

こ、娘たちがこれを清い所で食べなければならない。こ

れはイスラエルの人々の酬恩祭の犠牲の中からあなたの

分、あなたの子たちの分として与えられるものだからで

ある。 15彼らはそのささげたももと揺り動かした胸とを

、火祭の脂肪と共に携えてきて、これを主の前に揺り動

かして揺祭としなければならない。これは主がお命じに

なったように、長く受くべき分としてあなたと、あなた

の子たちとに帰するであろう」。 16さてモーセは罪祭の

やぎを、ていねいに捜したが、見よ、それがすでに焼か

れていたので、彼は残っているアロンの子エレアザルと

イタマルとにむかい、怒って言った、 17「あなたがたは

、なぜ罪祭のものを聖なる所で食べなかったのか。これ

はいと聖なる物であって、あなたがたが会衆の罪を負っ

て、彼らのために主の前にあがないをするため、あなた

がたに賜わった物である。 18見よ、その血は聖所の中に

携え入れなかった。その肉はわたしが命じたように、あ

なたがたは必ずそれを聖なる所で食べるべきであった」

。 19アロンはモーセに言った、「見よ、きょう、彼らは

その罪祭と燔祭とを主の前にささげたが、このような事

がわたしに臨んだ。もしわたしが、きょう罪祭のものを

食べたとしたら、主はこれを良しとせられたであろうか

」。 20モーセはこれを聞いて良しとした。

11主はまたモーセとアロンに言われた、 2「イスラエ

ルの人々に言いなさい、『地にあるすべての獣のう

ち、あなたがたの食べることができる動物は次のとおり

である。 3獣のうち、すべてひずめの分かれたもの、す

なわち、ひずめの全く切れたもの、反芻するものは、こ

れを食べることができる。 4ただし、反芻するもの、ま

たはひずめの分かれたもののうち、次のものは食べては

ならない。すなわち、らくだ、これは、反芻するけれど

も、ひずめが分かれていないから、あなたがたには汚れ

たものである。 5岩たぬき、これは、反芻するけれども

、ひずめが分かれていないから、あなたがたには汚れた

ものである。 6野うさぎ、これは、反芻するけれども、

ひずめが分かれていないから、あなたがたには汚れたも

のである。 7豚、これは、ひずめが分かれており、ひず

めが全く切れているけれども、反芻することをしないか

ら、あなたがたには汚れたものである。 8あなたがたは

、これらのものの肉を食べてはならない。またその死体

に触れてはならない。これらは、あなたがたには汚れた

ものである。 9水の中にいるすべてのもののうち、あな

たがたの食べることができるものは次のとおりである。

すなわち、海でも、川でも、すべて水の中にいるもので

、ひれと、うろこのあるものは、これを食べることがで

きる。 10すべて水に群がるもの、またすべての水の中に

いる生き物のうち、すなわち、すべて海、また川にいて

、ひれとうろこのないものは、あなたがたに忌むべきも

のである。 11これらはあなたがたに忌むべきものである

から、あなたがたはその肉を食べてはならない。またそ

の死体は忌むべきものとしなければならない。 12すべて

水の中にいて、ひれも、うろこもないものは、あなたが

たに忌むべきものである。 13鳥のうち、次のものは、あ

なたがたに忌むべきものとして、食べてはならない。そ

れらは忌むべきものである。すなわち、はげわし、ひげ

はげわし、みさご、 14とび、はやぶさの類、 15もろも

ろのからすの類、 16だちょう、よたか、かもめ、たかの

類、 17ふくろう、う、みみずく、 18むらさきばん、ペ

リカン、はげたか、 19こうのとり、さぎの類、やつがし

ら、こうもり。 20また羽があって四つの足で歩くすべて

の這うものは、あなたがたに忌むべきものである。 21た

だし、羽があって四つの足で歩くすべての這うもののう

ち、その足のうえに、跳ね足があり、それで地の上をは

ねるものは食べることができる。 22すなわち、そのうち

次のものは食べることができる。移住いなごの類、遍歴

いなごの類、大いなごの類、小いなごの類である。 23し

かし、羽があって四つの足で歩く、そのほかのすべての

這うものは、あなたがたに忌むべきものである。 24あな

たがたは次の場合に汚れたものとなる。すなわち、すべ

てこれらのものの死体に触れる者は夕まで汚れる。 25す

べてこれらのものの死体を運ぶ者は、その衣服を洗わな

ければならない。彼は夕まで汚れる。 26すべて、ひずめ

の分かれた獣で、その切れ目の切れていないもの、また

、反芻することをしないものは、あなたがたに汚れたも

のである。すべて、これに触れる者は汚れる。 27すべて

四つの足で歩く獣のうち、その足の裏のふくらみで歩く

ものは皆あなたがたに汚れたものである。すべてその死

体に触れる者は夕まで汚れる。 28その死体を運ぶ者は、

その衣服を洗わなければならない。彼は夕まで汚れる。

これは、あなたがたに汚れたものである。 29地にはう這

うもののうち、次のものはあなたがたに汚れたものであ

る。すなわち、もぐらねずみ、とびねずみ、とげ尾とか

げの類、 30やもり、大とかげ、とかげ、すなとかげ、カ

メレオン。 31もろもろの這うもののうち、これらはあな

たがたに汚れたものである。すべてそれらのものが死ん

で、それに触れる者は夕まで汚れる。 32またそれらのも

のが死んで、それが落ちかかった物はすべて汚れる。木

の器であれ、衣服であれ、皮であれ、袋であれ、およそ

仕事に使う器はそれを水に入れなければならない。それ

は夕まで汚れているが、そののち清くなる。 33またそれ

らのものが、土の器の中に落ちたならば、その中にある

ものは皆汚れる。あなたがたはその器をこわさなければ

ならない。 34またすべてその中にある食物で、水分のあ

るものは汚れる。またすべてそのような器の中にある飲

み物も皆汚れる。 35またそれらのものの死体が落ちかか
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ったならば、その物はすべて汚れる。天火であれ、かま

どであれ、それをこわさなければならない。これらは汚

れたもので、あなたがたに汚れたものとなる。 36ただし

、泉、あるいは水の集まった水たまりは汚れない。しか

し、その死体に触れる者は汚れる。 37それらのものの死

体が、まく種の上に落ちても、それは汚れない。 38ただ

し、種の上に水がかかっていて、その上にそれらのもの

の死体が、落ちるならば、それはあなたがたに汚れたも

のとなる。 39あなたがたの食べる獣が死んだ時、その死

体に触れる者は夕まで汚れる。 40その死体を食べる者は

、その衣服を洗わなければならない。夕まで汚れる。そ

の死体を運ぶ者も、その衣服を洗わなければならない。

夕まで汚れる。 41すべて地にはう這うものは忌むべきも

のである。これを食べてはならない。 42すべて腹ばい行

くもの、四つ足で歩くもの、あるいは多くの足をもつも

の、すなわち、すべて地にはう這うものは、あなたがた

はこれを食べてはならない。それらは忌むべきものだか

らである。 43あなたがたはすべて這うものによって、あ

なたがたの身を忌むべきものとしてはならない。また、

これをもって身を汚し、あるいはこれによって汚されて

はならない。 44わたしはあなたがたの神、主であるから

、あなたがたはおのれを聖別し、聖なる者とならなけれ

ばならない。わたしは聖なる者である。地にはう這うも

のによって、あなたがたの身を汚してはならない。 45わ

たしはあなたがたの神となるため、あなたがたをエジプ

トの国から導き上った主である。わたしは聖なる者であ

るから、あなたがたは聖なる者とならなければならない

』」。 46これは獣と鳥と、水の中に動くすべての生き物

と、地に這うすべてのものに関するおきてであって、 47

汚れたものと清いもの、食べられる生き物と、食べられ

ない生き物とを区別するものである。

12主はまたモーセに言われた、 2「イスラエルの人々

に言いなさい、『女がもし身ごもって男の子を産め

ば、七日のあいだ汚れる。すなわち、月のさわりの日か

ずほど汚れるであろう。 3八日目にはその子の前の皮に

割礼を施さなければならない。 4その女はなお、血の清

めに三十三日を経なければならない。その清めの日の満

ちるまでは、聖なる物に触れてはならない。また聖なる

所にはいってはならない。 5もし女の子を産めば、二週

間、月のさわりと同じように汚れる。その女はなお、血

の清めに六十六日を経なければならない。 6男の子また

は女の子についての清めの日が満ちるとき、女は燔祭の

ために一歳の小羊、罪祭のために家ばとのひな、あるい

は山ばとを、会見の幕屋の入口の、祭司のもとに、携え

てこなければならない。 7祭司はこれを主の前にささげ

て、その女のために、あがないをしなければならない。

こうして女はその出血の汚れが清まるであろう。これは

男の子または女の子を産んだ女のためのおきてである。

8もしその女が小羊に手の届かないときは、山ばと二羽

か、家ばとのひな二羽かを取って、一つを燔祭、一つを

罪祭とし、祭司はその女のために、あがないをしなけれ

ばならない。こうして女は清まるであろう』」。

13主はまたモーセとアロンに言われた、 2「人がその

身の皮に腫、あるいは吹出物、あるいは光る所がで

き、これがその身の皮にらい病の患部のようになるなら

ば、その人を祭司アロンまたは、祭司なるアロンの子た

ちのひとりのもとに、連れて行かなければならない。 3

祭司はその身の皮の患部を見、その患部の毛がもし白く

変り、かつ患部が、その身の皮よりも深く見えるならば

、それはらい病の患部である。祭司は彼を見て、これを

汚れた者としなければならない。 4もしまたその身の皮

の光る所が白くて、皮よりも深く見えず、また毛も白く

変っていないならば、祭司はその患者を七日のあいだ留

め置かなければならない。 5七日目に祭司はこれを見て

、もし患部の様子に変りがなく、また患部が皮に広がっ

ていないならば、祭司はその人をさらに七日のあいだ留

め置かなければならない。 6七日目に祭司は再びその人

を見て、患部がもし薄らぎ、また患部が皮に広がってい

ないならば、祭司はこれを清い者としなければならない

。これは吹出物である。その人は衣服を洗わなければな

らない。そして清くなるであろう。 7しかし、その人が

祭司に見せて清い者とされた後に、その吹出物が皮に広

くひろがるならば、再び祭司にその身を見せなければな

らない。 8祭司はこれを見て、その吹出物が皮に広がっ

ているならば、祭司はその人を汚れた者としなければな

らない。これはらい病である。 9もし人にらい病の患部

があるならば、その人を祭司のもとに連れて行かなけれ

ばならない。 10祭司がこれを見て、その皮に白い腫があ

り、その毛も白く変り、かつその腫に生きた生肉が見え

るならば、 11これは古いらい病がその身の皮にあるので

あるから、祭司はその人を汚れた者としなければならな

い。その人は汚れた者であるから、これを留め置くに及

ばない。 12もしらい病が広く皮に出て、そのらい病が、

その患者の皮を頭から足まで、ことごとくおおい、祭司

の見るところすべてに及んでおれば、 13祭司はこれを見

、もしらい病がその身をことごとくおおっておれば、そ

の患者を清い者としなければならない。それはことごと

く白く変ったから、彼は清い者である。 14しかし、もし

生肉がその人に現れておれば、汚れた者である。 15祭司

はその生肉を見て、その人を汚れた者としなければなら

ない。生肉は汚れたものであって、それはらい病である

。 16もしまたその生肉が再び白く変るならば、その人は

祭司のもとに行かなければならない。 17祭司はその人を

見て、もしその患部が白く変っておれば、祭司はその患

者を清い者としなければならない。その人は清い者であ

る。 18また身の皮に腫物があったが、直って、 19その

腫物の場所に白い腫、または赤みをおびた白い光る所が

あれば、これを祭司に見せなければならない。 20祭司は

これを見て、もし皮よりも低く見え、その毛が白く変っ

ていれば、祭司はその人を汚れた者としなければならな

い。それは腫物に起ったらい病の患部だからである。 21

しかし、祭司がこれを見て、もしその所に白い毛がなく

、また皮よりも低い所がなく、かえって薄らいでいるな

らば、祭司はその人を七日のあいだ留め置かなければな

らない。 22そしてもし皮に広くひろがっているならば、

祭司はその人を汚れた者としなければならない。それは

患部だからである。 23しかし、その光る所がもしその所

にとどまって広がらなければ、それは腫物の跡である。

祭司はその人を清い者としなければならない。 24また身

の皮にやけどがあって、そのやけどの生きた肉がもし赤

みをおびた白、または、ただ白くて光る所となるならば

、 25祭司はこれを見なければならない。そしてもし、そ

の光る所にある毛が白く変って、そこが皮よりも深く見

えるならば、これはやけどに生じたらい病である。祭司
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はその人を汚れた者としなければならない。これはらい

病の患部だからである。 26けれども祭司がこれを見て、

その光る所に白い毛がなく、また皮よりも低い所がなく

、かえって薄らいでいるならば、祭司はその人を七日の

あいだ留め置き、 27七日目に祭司は彼を見なければなら

ない。もし皮に広くひろがっているならば、祭司はその

人を汚れた者としなければならない。これはらい病の患

部だからである。 28もしその光る所が、その所にとどま

って、皮に広がらずに、かえって薄らいでいるならば、

これはやけどの腫である。祭司はその人を清い者としな

ければならない。これはやけどの跡だからである。 29男

あるいは女がもし、頭またはあごに患部が生じたならば

、 30祭司はその患部を見なければならない。もしそれが

皮よりも深く見え、またそこに黄色の細い毛があるなら

ば、祭司はその人を汚れた者としなければならない。そ

れはかいせんであって、頭またはあごのらい病だからで

ある。 31また祭司がそのかいせんの患部を見て、もしそ

れが皮よりも深く見えず、またそこに黒い毛がないなら

ば、祭司はそのかいせんの患者を七日のあいだ留め置き

、 32七日目に祭司はその患部を見なければならない。そ

のかいせんがもし広がらず、またそこに黄色の毛がなく

、そのかいせんが皮よりも深く見えないならば、 33その

人は身をそらなければならない。ただし、そのかいせん

をそってはならない。祭司はそのかいせんのある者をさ

らに七日のあいだ留め置き、 34七日目に祭司はそのかい

せんを見なければならない。もしそのかいせんが皮に広

がらず、またそれが皮よりも深く見えないならば、祭司

はその人を清い者としなければならない。その人はまた

その衣服を洗わなければならない。そして清くなるであ

ろう。 35しかし、もし彼が清い者とされた後に、そのか

いせんが、皮に広くひろがるならば、 36祭司はその人を

見なければならない。もしそのかいせんが皮に広がって

いるならば、祭司は黄色の毛を捜すまでもなく、その人

は汚れた者である。 37しかし、もしそのかいせんの様子

に変りなく、そこに黒い毛が生じているならば、そのか

いせんは直ったので、その人は清い。祭司はその人を清

い者としなければならない。 38また男あるいは女がもし

、その身の皮に光る所、すなわち白い光る所があるなら

ば、 39祭司はこれを見なければならない。もしその身の

皮の光る所が、鈍い白であるならば、これはただ白せん

がその皮に生じたのであって、その人は清い。 40人がも

しその頭から毛が抜け落ちても、それがはげならば清い

。 41もしその額の毛が抜け落ちても、それが額のはげな

らば清い。 42けれども、もしそのはげ頭または、はげ額

に赤みをおびた白い患部があるならば、それはそのはげ

頭または、はげ額にらい病が発したのである。 43祭司は

これを見なければならない。もしそのはげ頭または、は

げ額の患部の腫が白く赤みをおびて、身の皮にらい病が

あらわれているならば、 44その人はらい病に冒された者

であって、汚れた者である。祭司はその人を確かに汚れ

た者としなければならない。患部が頭にあるからである

。 45患部のあるらい病人は、その衣服を裂き、その頭を

現し、その口ひげをおおって『汚れた者、汚れた者』と

呼ばわらなければならない。 46その患部が身にある日の

間は汚れた者としなければならない。その人は汚れた者

であるから、離れて住まなければならない。すなわち、

そのすまいは宿営の外でなければならない。 47また衣服

にらい病の患部が生じた時は、それが羊毛の衣服であれ

、亜麻の衣服であれ、 48あるいは亜麻または羊毛の縦糸

であれ、横糸であれ、あるいは皮であれ、皮で作ったど

のような物であれ、 49もしその衣服あるいは皮、あるい

は縦糸、あるいは横糸、あるいは皮で作ったどのような

物であれ、その患部が青みをおびているか、あるいは赤

みをおびているならば、これはらい病の患部である。こ

れを祭司に見せなければならない。 50祭司はその患部を

見て、その患部のある物を七日のあいだ留め置き、 51七

日目に患部を見て、もしその衣服、あるいは縦糸、ある

いは横糸、あるいは皮、またどのように用いられている

皮であれ、患部が広がっているならば、その患部は悪性

のらい病であって、それは汚れた物である。 52彼はその

患部のある衣服、あるいは羊毛、または亜麻の縦糸、ま

たは横糸、あるいはすべて皮で作った物を焼かなければ

ならない。これは悪性のらい病であるから、その物を火

で焼かなければならない。 53しかし、祭司がこれを見て

、もし患部がその衣服、あるいは縦糸、あるいは横糸、

あるいはすべて皮で作った物に広がっていないならば、

54祭司は命じて、その患部のある物を洗わせ、さらに七

日の間これを留め置かなければならない。 55そしてその

患部を洗った後、祭司はそれを見て、もし患部の色が変

らなければ、患部が広がらなくても、それは汚れた物で

ある。それが表にあっても裏にあっても腐れであるから

、それを火で焼かなければならない。 56しかし、祭司が

これを見て、それを洗った後に、その患部が薄らいだな

らば、その衣服、あるいは皮、あるいは縦糸、あるいは

横糸から、それを切り取らなければならない。 57しかし

、なおその衣服、あるいは縦糸、あるいは横糸、あるい

はすべて皮で作った物にそれが現れれば、それは再発し

たのである。その患部のある物を火で焼かなければなら

ない。 58また洗った衣服、あるいは縦糸、あるいは横糸

、あるいはすべて皮で作った物から、患部が消え去るな

らば、再びそれを洗わなければならない。そうすれば清

くなるであろう」。 59これは羊毛または亜麻の衣服、あ

るいは縦糸、あるいは横糸、あるいはすべて皮で作った

物に生じるらい病の患部について、それを清い物とし、

または汚れた物とするためのおきてである。

14主はまたモーセに言われた、 2「らい病人が清い者

とされる時のおきては次のとおりである。すなわち

、その人を祭司のもとに連れて行き、 3祭司は宿営の外

に出て行って、その人を見、もしらい病の患部がいえて

いるならば、 4祭司は命じてその清められる者のために

、生きている清い小鳥二羽と、香柏の木と、緋の糸と、

ヒソプとを取ってこさせ、 5祭司はまた命じて、その小

鳥の一羽を、流れ水を盛った土の器の上で殺させ、 6そ

して生きている小鳥を、香柏の木と、緋の糸と、ヒソプ

と共に取って、これをかの流れ水を盛った土の器の上で

殺した小鳥の血に、その生きている小鳥と共に浸し、 7

これをらい病から清められる者に七たび注いで、その人

を清い者とし、その生きている小鳥は野に放たなければ

ならない。 8清められる者はその衣服を洗い、毛をこと

ごとくそり落し、水に身をすすいで清くなり、その後、

宿営にはいることができる。ただし七日の間はその天幕

の外にいなければならない。 9そして七日目に毛をこと

ごとくそらなければならい。頭の毛も、ひげも、まゆも

、ことごとくそらなければならない。彼はその衣服を洗

い、水に身をすすいで清くなるであろう。 10八日目にそ
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の人は雄の小羊の全きもの二頭と、一歳の雌の小羊の全

きもの一頭とを取り、また麦粉十分の三エパに油を混ぜ

た素祭と、油一ログとを取らなければならない。 11清め

をなす祭司は、清められる人とこれらの物とを、会見の

幕屋の入口で主の前に置き、 12祭司は、かの雄の小羊一

頭を取って、これを一ログの油と共に愆祭としてささげ

、またこれを主の前に揺り動かして揺祭としなければな

らない。 13この雄の小羊は罪祭および燔祭をほふる場所

、すなわち聖なる所で、これをほふらなければならない

。愆祭は罪祭と同じく、祭司に帰するものであって、い

と聖なる物である。 14そして祭司はその愆祭の血を取り

、これを清められる者の右の耳たぶと、右の手の親指と

、右の足の親指とにつけなければならない。 15祭司はま

た一ログの油を取って、これを自分の左の手のひらに注

ぎ、 16そして祭司は右の指を左の手のひらにある油に浸

し、その指をもって、その油を七たび主の前に注がなけ

ればならない。 17祭司は手のひらにある油の残りを、清

められる者の右の耳たぶと、右の手の親指と、右の足の

親指とに、さきにつけた愆祭の血の上につけなければな

らない。 18そして祭司は手のひらになお残っている油を

、清められる者の頭につけ、主の前で、その人のために

あがないをしなければならない。 19また祭司は罪祭をさ

さげて、汚れのゆえに、清められねばならぬ者のために

あがないをし、その後、燔祭のものをほふらなければな

らない。 20そして祭司は燔祭と素祭とを祭壇の上にささ

げ、その人のために、あがないをしなければならない。

こうしてその人は清くなるであろう。 21その人がもし貧

しくて、それに手の届かない時は、自分のあがないのた

めに揺り動かす愆祭として、雄の小羊一頭を取り、また

素祭として油を混ぜた麦粉十分の一エパと、油一ログと

を取り、 22さらにその手の届く山ばと二羽、または家ば

とのひな二羽を取らなければならない。その一つは罪祭

のため、他の一つは燔祭のためである。 23そして八日目

に、その清めのために会見の幕屋の入口におる祭司のも

と、主の前にこれを携えて行かなければならない。 24祭

司はその愆祭の雄の小羊と、一ログの油とを取り、これ

を主の前に揺り動かして揺祭としなければならない。 25

そして祭司は愆祭の雄の小羊をほふり、その愆祭の血を

取って、これを清められる者の右の耳たぶと、右の手の

親指と、右の足の親指とにつけなければならない。 26ま

た祭司はその油を自分の左の手のひらに注ぎ、 27祭司は

その右の指をもって、左の手のひらにある油を、七たび

主の前に注がなければならない。 28また祭司はその手の

ひらにある油を、清められる者の右の耳たぶと、右の手

の親指と、右の足の親指とに、すなわち、愆祭の血をつ

けたところにつけなければならない。 29また祭司は手の

ひらに残っている油を、清められる者の頭につけ、主の

前で、その人のために、あがないをしなければならない

。 30その人はその手の届く山ばと一羽、または家ばとの

ひな一羽をささげなければならない。 31すなわち、その

手の届くものの一つを罪祭とし、他の一つを燔祭として

素祭と共にささげなければならない。こうして祭司は清

められる者のために、主の前にあがないをするであろう

。 32これはらい病の患者で、その清めに必要なものに、

手の届かない者のためのおきてである」。 33主はまたモ

ーセとアロンに言われた、 34「あなたがたに所有として

与えるカナンの地に、あなたがたがはいる時、その所有

の地において、家にわたしがらい病の患部を生じさせる

ことがあれば、 35その家の持ち主はきて、祭司に告げ、

『患部のようなものが、わたしの家にあります』と言わ

なければならない。 36祭司は命じて、祭司がその患部を

見に行く前に、その家をあけさせ、その家にあるすべて

の物が汚されないようにし、その後、祭司は、はいって

その家を見なければならない。 37その患部を見て、もし

その患部が家の壁にあって、青または赤のくぼみをもち

、それが壁よりも低く見えるならば、 38祭司はその家を

出て、家の入口にいたり、七日の間その家を閉鎖しなけ

ればならない。 39祭司は七日目に、またきてそれを見、

その患部がもし家の壁に広がっているならば、 40祭司は

命じて、その患部のある石を取り出し、町の外の汚れた

物を捨てる場所に捨てさせ、 41またその家の内側のまわ

りを削らせ、その削ったしっくいを町の外の汚れた物を

捨てる場所に捨てさせ、 42ほかの石を取って、元の石の

ところに入れさせ、またほかのしっくいを取って、家を

塗らせなければならない。 43このように石を取り出し、

家を削り、塗りかえた後に、その患部がもし再び家に出

るならば、 44祭司はまたきて見なければならない。患部

がもし家に広がっているならば、これは家にある悪性の

らい病であって、これは汚れた物である。 45その家は、

こぼち、その石、その木、その家のしっくいは、ことご

とく町の外の汚れた物を捨てる場所に運び出さなければ

ならない。 46その家が閉鎖されている日の間に、これに

はいる者は夕まで汚れるであろう。 47その家に寝る者は

その衣服を洗わなければならない。その家で食する者も

、その衣服を洗わなければならない。 48しかし、祭司が

はいって見て、もし家を塗りかえた後に、その患部が家

に広がっていなければ、これはその患部がいえたのであ

るから、祭司はその家を清いものとしなければならない

。 49また彼はその家を清めるために、小鳥二羽と、香柏

の木と、緋の糸と、ヒソプとを取り、 50その小鳥の一羽

を流れ水を盛った土の器の上で殺し、 51香柏の木と、ヒ

ソプと、緋の糸と、生きている小鳥とを取って、その殺

した小鳥の血と流れ水に浸し、これを七たび家に注がな

ければならない。 52こうして祭司は小鳥の血と流れ水と

、生きている小鳥と、香柏の木と、ヒソプと、緋の糸と

をもって家を清め、 53その生きている小鳥は町の外の野

に放して、その家のために、あがないをしなければなら

ない。こうして、それは清くなるであろう」。 54これは

らい病のすべての患部、かいせん、 55および衣服と家の

らい病、 56ならびに腫と、吹出物と、光る所とに関する

おきてであって、 57いつそれが汚れているか、いつそれ

が清いかを教えるものである。これがらい病に関するお

きてである。

15主はまた、モーセとアロンに言われた、 2「イスラ

エルの人々に言いなさい、『だれでもその肉に流出

があれば、その流出は汚れである。 3その流出による汚

れは次のとおりである。すなわち、その肉の流出が続い

ていても、あるいは、その肉の流出が止まっていても、

共に汚れである。 4流出ある者の寝た床はすべて汚れる

。またその人のすわった物はすべて汚れるであろう。 5

その床に触れる者は、その衣服を洗い、水に身をすすが

なければならない。彼は夕まで汚れるであろう。 6流出

ある者のすわった物の上にすわる者は、その衣服を洗い

、水に身をすすがなければならない。彼は夕まで汚れる

であろう。 7流出ある者の肉に触れる者は衣服を洗い、
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水に身をすすがなければならない。彼は夕まで汚れるで

あろう。 8流出ある者のつばきが、清い者にかかったな

らば、その人は衣服を洗い、水に身をすすがなければな

らない。彼は夕まで汚れるであろう。 9流出ある者の乗

った鞍はすべて汚れる。 10また彼の下になった物に触れ

る者は、すべて夕まで汚れるであろう。またそれらの物

を運ぶ者は、その衣服を洗い、水に身をすすがなければ

ならない。彼は夕まで汚れるであろう。 11流出ある者が

、水で手を洗わずに人に触れるならば、その人は衣服を

洗い、水に身をすすがなければならない。彼は夕まで汚

れるであろう。 12流出ある者が触れた土の器は砕かなけ

ればならない。木の器はすべて水で洗わなければならな

い。 13流出ある者の流出がやんで清くなるならば、清め

のために七日を数え、その衣服を洗い、流れ水に身をす

すがなければならない。そうして清くなるであろう。 14

八日目に、山ばと二羽、または家ばとのひな二羽を取っ

て、会見の幕屋の入口に行き、主の前に出て、それを祭

司に渡さなければならない。 15祭司はその一つを罪祭と

し、他の一つを燔祭としてささげなければならない。こ

うして祭司はその人のため、その流出のために主の前に

、あがないをするであろう。 16人がもし精を漏らすこと

があれば、その全身を水にすすがなければならない。彼

は夕まで汚れるであろう。 17すべて精のついた衣服およ

び皮で作った物は水で洗わなければならない。これは夕

まで汚れるであろう。 18男がもし女と寝て精を漏らすこ

とがあれば、彼らは共に水に身をすすがなければならな

い。彼らは夕まで汚れるであろう。 19また女に流出があ

って、その身の流出がもし血であるならば、その女は七

日のあいだ不浄である。すべてその女に触れる者は夕ま

で汚れるであろう。 20その不浄の間に、その女の寝た物

はすべて汚れる。またその女のすわった物も、すべて汚

れるであろう。 21すべてその女の床に触れる者は、その

衣服を洗い、水に身をすすがなければならない。彼は夕

まで汚れるであろう。 22すべてその女のすわった物に触

れる者は皆その衣服を洗い、水に身をすすがなければな

らない。彼は夕まで汚れるであろう。 23またその女が床

の上、またはすわる物の上におる時、それに触れるなら

ば、その人は夕まで汚れるであろう。 24男がもし、その

女と寝て、その不浄を身にうけるならば、彼は七日のあ

いだ汚れるであろう。また彼の寝た床はすべて汚れるで

あろう。 25女にもし、その不浄の時のほかに、多くの日

にわたって血の流出があるか、あるいはその不浄の時を

越して流出があれば、その汚れの流出の日の間は、すべ

てその不浄の時と同じように、その女は汚れた者である

。 26その流出の日の間に、その女の寝た床は、すべてそ

の女の不浄の時の床と同じようになる。すべてその女の

すわった物は、不浄の汚れのように汚れるであろう。 27

すべてこれらの物に触れる人は汚れる。その衣服を洗い

、水に身をすすがなければならない。彼は夕まで汚れる

であろう。 28しかし、その女の流出がやんで、清くなる

ならば、自分のために、なお七日を数えなければならな

い。そして後、清くなるであろう。 29その女は八日目に

山ばと二羽、または家ばとのひな二羽を自分のために取

り、それを会見の幕屋の入口におる祭司のもとに携えて

行かなければならない。 30祭司はその一つを罪祭とし、

他の一つを燔祭としてささげなければならない。こうし

て祭司はその女のため、その汚れの流出のために主の前

に、あがないをするであろう。 31このようにしてあなた

がたは、イスラエルの人々を汚れから離さなければなら

ない。これは彼らのうちにあるわたしの幕屋を彼らが汚

し、その汚れのために死ぬことのないためである』」。

32これは流出ある者、精を漏らして汚れる者、 33不浄を

わずらう女、ならびに男あるいは女の流出ある者、およ

び不浄の女と寝る者に関するおきてである。

16アロンのふたりの子が、主の前に近づいて死んだ後
、 2主はモーセに言われた、「あなたの兄弟アロン

に告げて、彼が時をわかたず、垂幕の内なる聖所に入り

、箱の上なる贖罪所の前に行かぬようにさせなさい。彼

が死を免れるためである。なぜなら、わたしは雲の中に

あって贖罪所の上に現れるからである。 3アロンが聖所

に、はいるには、次のようにしなければならない。すな

わち雄の子牛を罪祭のために取り、雄羊を燔祭のために

取り、 4聖なる亜麻布の服を着、亜麻布のももひきをそ

の身にまとい、亜麻布の帯をしめ、亜麻布の帽子をかぶ

らなければならない。これらは聖なる衣服である。彼は

水に身をすすいで、これを着なければならない。 5また

イスラエルの人々の会衆から雄やぎ二頭を罪祭のために

取り、雄羊一頭を燔祭のために取らなければならない。

6そしてアロンは自分のための罪祭の雄牛をささげて、

自分と自分の家族のために、あがないをしなければなら

ない。 7アロンはまた二頭のやぎを取り、それを会見の

幕屋の入口で主の前に立たせ、 8その二頭のやぎのため

に、くじを引かなければならない。すなわち一つのくじ

は主のため、一つのくじはアザゼルのためである。 9そ

してアロンは主のためのくじに当ったやぎをささげて、

これを罪祭としなければならない。 10しかし、アザゼル

のためのくじに当ったやぎは、主の前に生かしておき、

これをもって、あがないをなし、これをアザゼルのため

に、荒野に送らなければならない。 11すなわち、アロン

は自分のための罪祭の雄牛をささげて、自分と自分の家

族のために、あがないをしなければならない。彼は自分

のための罪祭の雄牛をほふり、 12主の前の祭壇から炭火

を満たした香炉と、細かくひいた香ばしい薫香を両手い

っぱい取って、これを垂幕の内に携え入り、 13主の前で

薫香をその火にくべ、薫香の雲に、あかしの箱の上なる

贖罪所をおおわせなければならない。こうして、彼は死

を免れるであろう。 14彼はまたその雄牛の血を取り、指

をもってこれを贖罪所の東の面に注ぎ、また指をもって

その血を贖罪所の前に、七たび注がなければならない。

15また民のための罪祭のやぎをほふり、その血を垂幕の

内に携え入り、その血をかの雄牛の血のように、贖罪所

の上と、贖罪所の前に注ぎ、 16イスラエルの人々の汚れ

と、そのとが、すなわち、彼らのもろもろの罪のゆえに

、聖所のためにあがないをしなければならない。また彼

らの汚れのうちに、彼らと共にある会見の幕屋のために

も、そのようにしなければならない。 17彼が聖所であが

ないをするために、はいった時は、自分と自分の家族と

、イスラエルの全会衆とのために、あがないをなし終え

て出るまで、だれも会見の幕屋の内にいてはならない。

18そして彼は主の前の祭壇のもとに出てきて、これがた

めに、あがないをしなければならない、すなわち、かの

雄牛の血と、やぎの血とを取って祭壇の四すみの角につ

け、 19また指をもって七たびその血をその上に注ぎ、イ

スラエルの人々の汚れを除いてこれを清くし、聖別しな

ければならない。 20こうして聖所と会見の幕屋と祭壇と
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のために、あがないをなし終えたとき、かの生きている

やぎを引いてこなければならない。 21そしてアロンは、

その生きているやぎの頭に両手をおき、イスラエルの人

々のもろもろの悪と、もろもろのとが、すなわち、彼ら

のもろもろの罪をその上に告白して、これをやぎの頭に

のせ、定めておいた人の手によって、これを荒野に送ら

なければならない。 22こうしてやぎは彼らのもろもろの

悪をになって、人里離れた地に行くであろう。すなわち

、そのやぎを荒野に送らなければならない。 23そして、

アロンは会見の幕屋に入り、聖所に入る時に着た亜麻布

の衣服を脱いで、そこに置き、 24聖なる所で水に身をす

すぎ、他の衣服を着、出てきて、自分の燔祭と民の燔祭

とをささげて、自分のため、また民のために、あがない

をしなければならない。 25また罪祭の脂肪を祭壇の上で

焼かなければならない。 26かのやぎをアザゼルに送った

者は衣服を洗い、水に身をすすがなければならない。そ

の後、宿営に入ることができる。 27聖所で、あがないを

するために、その血を携え入れられた罪祭の雄牛と、罪

祭のやぎとは、宿営の外に携え出し、その皮と肉と汚物

とは、火で焼き捨てなければならない。 28これを焼く者

は衣服を洗い、水に身をすすがなければならない。その

後、宿営に入ることができる。 29これはあなたがたが永

久に守るべき定めである。すなわち、七月になって、そ

の月の十日に、あなたがたは身を悩まし、何の仕事もし

てはならない。この国に生れた者も、あなたがたのうち

に宿っている寄留者も、そうしなければならない。 30こ

の日にあなたがたのため、あなたがたを清めるために、

あがないがなされ、あなたがたは主の前に、もろもろの

罪が清められるからである。 31これはあなたがたの全き

休みの安息日であって、あなたがたは身を悩まさなけれ

ばならない。これは永久に守るべき定めである。 32油を

注がれ、父に代って祭司の職に任じられる祭司は、亜麻

布の衣服、すなわち、聖なる衣服を着て、あがないをし

なければならない。 33彼は至聖所のために、あがないを

なし、また会見の幕屋のためと、祭壇のために、あがな

いをなし、また祭司たちのためと、民の全会衆のために

、あがないをしなければならない。 34これはあなたがた

の永久に守るべき定めであって、イスラエルの人々のも

ろもろの罪のために、年に一度あがないをするものであ

る」。彼は主がモーセに命じられたとおりにおこなった

。

17主はまたモーセに言われた、 2「アロンとその子た

ち、およびイスラエルのすべての人々に言いなさい

、『主が命じられることはこれである。すなわち 3イス

ラエルの家のだれでも、牛、羊あるいは、やぎを宿営の

内でほふり、または宿営の外でほふり、 4それを会見の

幕屋の入口に携えてきて主の幕屋の前で、供え物として

主にささげないならば、その人は血を流した者とみなさ

れる。彼は血を流したゆえ、その民のうちから断たれる

であろう。 5これはイスラエルの人々に、彼らが野のお

もてでほふるのを常としていた犠牲を主のもとにひいて

こさせ、会見の幕屋の入口におる祭司のもとにきて、こ

れを主にささげる酬恩祭の犠牲としてほふらせるためで

ある。 6祭司はその血を会見の幕屋の入口にある主の祭

壇に注ぎかけ、またその脂肪を焼いて香ばしいかおりと

し、主にささげなければならない。 7彼らが慕って姦淫

をおこなったみだらな神に、再び犠牲をささげてはなら

ない。これは彼らが代々ながく守るべき定めである』。

8あなたはまた彼らに言いなさい、『イスラエルの家の

者、またはあなたがたのうちに宿る寄留者のだれでも、

燔祭あるいは犠牲をささげるのに、 9これを会見の幕屋

の入口に携えてきて、主にささげないならば、その人は

、その民のうちから断たれるであろう。 10イスラエルの

家の者、またはあなたがたのうちに宿る寄留者のだれで

も、血を食べるならば、わたしはその血を食べる人に敵

して、わたしの顔を向け、これをその民のうちから断つ

であろう。 11肉の命は血にあるからである。あなたがた

の魂のために祭壇の上で、あがないをするため、わたし

はこれをあなたがたに与えた。血は命であるゆえに、あ

がなうことができるからである。 12このゆえに、わたし

はイスラエルの人々に言った。あなたがたのうち、だれ

も血を食べてはならない。またあなたがたのうちに宿る

寄留者も血を食べてはならない。 13イスラエルの人々の

うち、またあなたがたのうちに宿る寄留者のうち、だれ

でも、食べてもよい獣あるいは鳥を狩り獲た者は、その

血を注ぎ出し、土でこれをおおわなければならない。 14

すべて肉の命は、その血と一つだからである。それで、

わたしはイスラエルの人々に言った。あなたがたは、ど

んな肉の血も食べてはならない。すべて肉の命はその血

だからである。すべて血を食べる者は断たれるであろう

。 15自然に死んだもの、または裂き殺されたものを食べ

る人は、国に生れた者であれ、寄留者であれ、その衣服

を洗い、水に身をすすがなければならない。彼は夕まで

汚れているが、その後、清くなるであろう。 16もし、洗

わず、また身をすすがないならば、彼はその罪を負わな

ければならない』」。

18主はまたモーセに言われた、 2「イスラエルの人々

に言いなさい、『わたしはあなたがたの神、主であ

る。 3あなたがたの住んでいたエジプトの国の習慣を見

習ってはならない。またわたしがあなたがたを導き入れ

るカナンの国の習慣を見習ってはならない。また彼らの

定めに歩んではならない。 4わたしのおきてを行い、わ

たしの定めを守り、それに歩まなければならない。わた

しはあなたがたの神、主である。 5あなたがたはわたし

の定めとわたしのおきてを守らなければならない。もし

人が、これを行うならば、これによって生きるであろう

。わたしは主である。 6あなたがたは、だれも、その肉

親の者に近づいて、これを犯してはならない。わたしは

主である。 7あなたの母を犯してはならない。それはあ

なたの父をはずかしめることだからである。彼女はあな

たの母であるから、これを犯してはならない。 8あなた

の父の妻を犯してはならない。それはあなたの父をはず

かしめることだからである。 9あなたの姉妹、すなわち

あなたの父の娘にせよ、母の娘にせよ、家に生れたのと

、よそに生れたのとを問わず、これを犯してはならない

。 10あなたのむすこの娘、あるいは、あなたの娘の娘を

犯してはならない。それはあなた自身をはずかしめるこ

とだからである。 11あなたの父の妻があなたの父によっ

て産んだ娘は、あなたの姉妹であるから、これを犯して

はならない。 12あなたの父の姉妹を犯してはならない。

彼女はあなたの父の肉親だからである。 13またあなたの

母の姉妹を犯してはならない。彼女はあなたの母の肉親

だからである。 14あなたの父の兄弟の妻を犯し、父の兄

弟をはずかしめてはならない。彼女はあなたのおばだか
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らである。 15あなたの嫁を犯してはならない。彼女はあ

なたのむすこの妻であるから、これを犯してはならない

。 16あなたの兄弟の妻を犯してはならない。それはあな

たの兄弟をはずかしめることだからである。 17あなたは

女とその娘とを一緒に犯してはならない。またその女の

むすこの娘、またはその娘の娘を取って、これを犯して

はならない。彼らはあなたの肉親であるから、これは悪

事である。 18あなたは妻のなお生きているうちにその姉

妹を取って、同じく妻となし、これを犯してはならない

。 19あなたは月のさわりの不浄にある女に近づいて、こ

れを犯してはならない。 20隣の妻と交わり、彼女によっ

て身を汚してはならない。 21あなたの子どもをモレクに

ささげてはならない。またあなたの神の名を汚してはな

らない。わたしは主である。 22あなたは女と寝るように

男と寝てはならない。これは憎むべきことである。 23あ

なたは獣と交わり、これによって身を汚してはならない

。また女も獣の前に立って、これと交わってはならない

。これは道にはずれたことである。 24あなたがたはこれ

らのもろもろの事によって身を汚してはならない。わた

しがあなたがたの前から追い払う国々の人は、これらの

もろもろの事によって汚れ、 25その地もまた汚れている

。ゆえに、わたしはその悪のためにこれを罰し、その地

もまたその住民を吐き出すのである。 26ゆえに、あなた

がたはわたしの定めとわたしのおきてを守り、これらの

もろもろの憎むべき事の一つでも行ってはならない。国

に生れた者も、あなたがたのうちに宿っている寄留者も

そうである。 27あなたがたの先にいたこの地の人々は、

これらのもろもろの憎むべき事を行ったので、その地も

汚れたからである。 28これは、あなたがたがこの地を汚

して、この地があなたがたの先にいた民を吐き出したよ

うに、あなたがたをも吐き出すことのないためである。

29これらのもろもろの憎むべき事の一つでも行う者があ

れば、これを行う人は、だれでもその民のうちから断た

れるであろう。 30それゆえに、あなたがたはわたしの言

いつけを守り、先に行われたこれらの憎むべき風習の一

つをも行ってはならない。またこれによって身を汚して

はならない。わたしはあなたがたの神、主である』」。

19主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人々の全

会衆に言いなさい、『あなたがたの神、主なるわた

しは、聖であるから、あなたがたも聖でなければならな

い。 3あなたがたは、おのおのその母とその父とをおそ

れなければならない。またわたしの安息日を守らなけれ

ばならない。わたしはあなたがたの神、主である。 4む

なしい神々に心を寄せてはならない。また自分のために

神々を鋳て造ってはならない。わたしはあなたがたの神

、主である。 5酬恩祭の犠牲を主にささげるときは、あ

なたがたが受け入れられるように、それをささげなけれ

ばならない。 6それは、ささげた日と、その翌日とに食

べ、三日目まで残ったものは、それを火で焼かなければ

ならない。 7もし三日目に、少しでも食べるならば、そ

れは忌むべきものとなって、あなたは受け入れられない

であろう。 8それを食べる者は、主の聖なる物を汚すの

で、そのとがを負わなければならない。その人は民のう

ちから断たれるであろう。 9あなたがたの地の実のりを

刈り入れるときは、畑のすみずみまで刈りつくしてはな

らない。またあなたの刈入れの落ち穂を拾ってはならな

い。 10あなたのぶどう畑の実を取りつくしてはならない

。またあなたのぶどう畑に落ちた実を拾ってはならない

。貧しい者と寄留者とのために、これを残しておかなけ

ればならない。わたしはあなたがたの神、主である。 11

あなたがたは盗んではならない。欺いてはならない。互

に偽ってはならない。 12わたしの名により偽り誓って、

あなたがたの神の名を汚してはならない。わたしは主で

ある。 13あなたの隣人をしえたげてはならない。また、

かすめてはならない。日雇人の賃銀を明くる朝まで、あ

なたのもとにとどめておいてはならない。 14耳しいを、

のろってはならない。目しいの前につまずく物を置いて

はならない。あなたの神を恐れなければならない。わた

しは主である。 15さばきをするとき、不正を行ってはな

らない。貧しい者を片よってかばい、力ある者を曲げて

助けてはならない。ただ正義をもって隣人をさばかなけ

ればならない。 16民のうちを行き巡って、人の悪口を言

いふらしてはならない。あなたの隣人の血にかかわる偽

証をしてはならない。わたしは主である。 17あなたは心

に兄弟を憎んではならない。あなたの隣人をねんごろに

いさめて、彼のゆえに罪を身に負ってはならない。 18あ

なたはあだを返してはならない。あなたの民の人々に恨

みをいだいてはならない。あなた自身のようにあなたの

隣人を愛さなければならない。わたしは主である。 19あ

なたがたはわたしの定めを守らなければならない。あな

たの家畜に異なった種をかけてはならない。あなたの畑

に二種の種をまいてはならない。二種の糸の混ぜ織りの

衣服を身につけてはならない。 20だれでも、人と婚約の

ある女奴隷で、まだあがなわれず、自由を与えられてい

ない者と寝て交わったならば、彼らふたりは罰を受ける

。しかし、殺されることはない。彼女は自由の女ではな

いからである。 21しかし、その男は愆祭を主に携えてこ

なければならない。すなわち、愆祭の雄羊を、会見の幕

屋の入口に連れてこなければならない。 22そして、祭司

は彼の犯した罪のためにその愆祭の雄羊をもって、主の

前に彼のために、あがないをするであろう。こうして彼

の犯した罪はゆるされるであろう。 23あなたがたが、か

の地にはいって、もろもろのくだものの木を植えるとき

は、その実はまだ割礼をうけないものと、見なさなけれ

ばならない。すなわち、それは三年の間あなたがたには

、割礼のないものであって、食べてはならない。 24四年

目には、そのすべての実を聖なる物とし、それをさんび

の供え物として主にささげなければならない。 25しかし

五年目には、あなたがたはその実を食べることができる

であろう。こうするならば、それはあなたがたのために

、多くの実を結ぶであろう。わたしはあなたがたの神、

主である。 26あなたがたは何をも血のままで食べてはな

らない。また占いをしてはならない。魔法を行ってはな

らない。 27あなたがたのびんの毛を切ってはならない。

ひげの両端をそこなってはならない。 28死人のために身

を傷つけてはならない。また身に入墨をしてはならない

。わたしは主である。 29あなたの娘に遊女のわざをさせ

て、これを汚してはならない。これはみだらな事が国に

行われ、悪事が地に満ちないためである。 30あなたがた

はわたしの安息日を守り、わたしの聖所を敬わなければ

ならない。わたしは主である。 31あなたがたは口寄せ、

または占い師のもとにおもむいてはならない。彼らに問

うて汚されてはならない。わたしはあなたがたの神、主

である。 32あなたは白髪の人の前では、起立しなければ

ならない。また老人を敬い、あなたの神を恐れなければ



レビ記 78

ならない。わたしは主である。 33もし他国人があなたが

たの国に寄留して共にいるならば、これをしえたげては

ならない。 34あなたがたと共にいる寄留の他国人を、あ

なたがたと同じ国に生れた者のようにし、あなた自身の

ようにこれを愛さなければならない。あなたがたもかつ

てエジプトの国で他国人であったからである。わたしは

あなたがたの神、主である。 35あなたがたは、さばきに

おいても、物差しにおいても、はかりにおいても、ます

においても、不正を行ってはならない。 36あなたがたは

正しいてんびん、正しいおもり石、正しいエパ、正しい

ヒンを使わなければならない。わたしは、あなたがたを

エジプトの国から導き出したあなたがたの神、主である

。 37あなたがたはわたしのすべての定めと、わたしのす

べてのおきてを守って、これを行わなければならない。

わたしは主である』」。

20主はまたモーセに言われた、 2「イスラエルの人々

に言いなさい、『イスラエルの人々のうち、またイ

スラエルのうちに寄留する他国人のうち、だれでもその

子供をモレクにささげる者は、必ず殺されなければなら

ない。すなわち、国の民は彼を石で撃たなければならな

い。 3わたしは顔をその人に向け、彼を民のうちから断

つであろう。彼がその子供をモレクにささげてわたしの

聖所を汚し、またわたしの聖なる名を汚したからである

。 4その人が子供をモレクにささげるとき、国の民がも

しことさらに、この事に目をおおい、これを殺さないな

らば、 5わたし自身、顔をその人とその家族とに向け、

彼および彼に見ならってモレクを慕い、これと姦淫する

者を、すべて民のうちから断つであろう。 6もし口寄せ

、または占い師のもとにおもむき、彼らを慕って姦淫す

る者があれば、わたしは顔をその人に向け、これを民の

うちから断つであろう。 7ゆえにあなたがたは、みずか

らを聖別し、聖なる者とならなければならない。わたし

はあなたがたの神、主である。 8あなたがたはわたしの

定めを守って、これを行わなければならない。わたしは

あなたがたを聖別する主である。 9だれでも父または母

をのろう者は、必ず殺されなければならない。彼が父ま

たは母をのろったので、その血は彼に帰するであろう。

10人の妻と姦淫する者、すなわち隣人の妻と姦淫する者

があれば、その姦夫、姦婦は共に必ず殺されなければな

らない。 11その父の妻と寝る者は、その父をはずかしめ

る者である。彼らはふたりとも必ず殺されなければなら

ない。その血は彼らに帰するであろう。 12子の妻と寝る

者は、ふたり共に必ず殺されなければならない。彼らは

道ならぬことをしたので、その血は彼らに帰するであろ

う。 13女と寝るように男と寝る者は、ふたりとも憎むべ

き事をしたので、必ず殺されなければならない。その血

は彼らに帰するであろう。 14女をその母と一緒にめとる

ならば、これは悪事であって、彼も、女たちも火に焼か

れなければならない。このような悪事をあなたがたのう

ちになくするためである。 15男がもし、獣と寝るならば

彼は必ず殺されなければならない。あなたがたはまた、

その獣を殺さなければならない。 16女がもし、獣に近づ

いて、これと寝るならば、あなたは、その女と獣とを殺

さなければならない。彼らは必ず殺さるべきである。そ

の血は彼らに帰するであろう。 17人がもし、その姉妹、

すなわち父の娘、あるいは母の娘に近づいて、その姉妹

のはだを見、女はその兄弟のはだを見るならば、これは

恥ずべき事である。彼らは、その民の人々の目の前で、

断たれなければならない。彼は、その姉妹を犯したので

あるから、その罪を負わなければならない。 18人がもし

、月のさわりのある女と寝て、そのはだを現すならば、

男は女の源を現し、女は自分の血の源を現したのである

から、ふたり共にその民のうちから断たれなければなら

ない。 19あなたの母の姉妹、またはあなたの父の姉妹を

犯してはならない。これは、自分の肉親の者を犯すこと

であるから、彼らはその罪を負わなければならない。 20

人がもし、そのおばと寝るならば、これはおじをはずか

しめることであるから、彼らはその罪を負い、子なくし

て死ぬであろう。 21人がもし、その兄弟の妻を取るなら

ば、これは汚らわしいことである。彼はその兄弟をはず

かしめたのであるから、彼らは子なき者となるであろう

。 22あなたがたはわたしの定めとおきてとをことごとく

守って、これを行わなければならない。そうすれば、わ

たしがあなたがたを住まわせようと導いて行く地は、あ

なたがたを吐き出さぬであろう。 23あなたがたの前から

わたしが追い払う国びとの風習に、あなたがたは歩んで

はならない。彼らは、このもろもろのことをしたから、

わたしは彼らを憎むのである。 24わたしはあなたがたに

言った、「あなたがたは、彼らの地を獲るであろう。わ

たしはこれをあなたがたに与えて、これを獲させるであ

ろう。これは乳と蜜との流れる地である」。わたしはあ

なたがたを他の民から区別したあなたがたの神、主であ

る。 25あなたがたは清い獣と汚れた獣、汚れた鳥と清い

鳥を区別しなければならない。わたしがあなたがたのた

めに汚れたものとして区別した獣、または鳥またはすべ

て地を這うものによって、あなたがたの身を忌むべきも

のとしてはならない。 26あなたがたはわたしに対して聖

なる者でなければならない。主なるわたしは聖なる者で

、あなたがたをわたしのものにしようと、他の民から区

別したからである。 27男または女で、口寄せ、または占

いをする者は、必ず殺されなければならない。すなわち

、石で撃ち殺さなければならない。その血は彼らに帰す

るであろう』」。

21主はまたモーセに言われた、「アロンの子なる祭司
たちに告げて言いなさい、『民のうちの死人のため

に、身を汚す者があってはならない。 2ただし、近親の

者、すなわち、父、母、むすこ、娘、兄弟のため、 3ま

た彼の近親で、まだ夫のない処女なる姉妹のためには、

その身を汚してもよい。 4しかし、夫にとついだ姉妹の

ためには、身を汚してはならない。 5彼らは頭の頂をそ

ってはならない。ひげの両端をそり落してはならない。

また身に傷をつけてはならない。 6彼らは神に対して聖

でなければならない。また神の名を汚してはならない。

彼らは主の火祭、すなわち、神の食物をささげる者であ

るから、聖でなければならない。 7彼らは遊女や汚れた

女をめとってはならない。また夫に出された女をめとっ

てはならない。祭司は神に対して聖なる者だからである

。 8あなたは彼を聖としなければならない。彼はあなた

の神の食物をささげる者だからである。彼はあなたにと

って聖なる者でなければならない。あなたがたを聖とす

る主、すなわち、わたしは聖なる者だからである。 9祭

司の娘である者が、淫行をなして、その身を汚すならば

、その父を汚すのであるから、彼女を火で焼かなければ

ならない。 10その兄弟のうち、頭に注ぎ油を注がれ、職
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に任ぜられて、その衣服をつけ、大祭司となった者は、

その髪の毛を乱してはならない。またその衣服を裂いて

はならない。 11死人のところに、はいってはならない。

また父のためにも母のためにも身を汚してはならない。

12また聖所から出てはならない。神の聖所を汚してはな

らない。その神の注ぎ油による聖別が、彼の上にあるか

らである。わたしは主である。 13彼は処女を妻にめとら

なければならない。 14寡婦、出された女、汚れた女、遊

女などをめとってはならない。ただ、自分の民のうちの

処女を、妻にめとらなければならない。 15そうすれば、

彼は民のうちに、自分の子孫を汚すことはない。わたし

は彼を聖別する主だからである』」。 16主はまたモーセ

に言われた、 17「アロンに告げて言いなさい、『あなた

の代々の子孫で、だれでも身にきずのある者は近寄って

、神の食物をささげてはならない。 18すべて、その身に

きずのある者は近寄ってはならない。すなわち、目しい

、足なえ、鼻のかけた者、手足の不つりあいの者、 19足

の折れた者、手の折れた者、 20せむし、こびと、目にき

ずのある者、かいせんの者、かさぶたのある者、こうが

んのつぶれた者などである。 21すべて祭司アロンの子孫

のうち、身にきずのある者は近寄って、主の火祭をささ

げてはならない。彼は身にきずがあるから、神の食物を

ささげるために、近寄ってはならない。 22彼は神の食物

の聖なる物も、最も聖なる物も食べることができる。 23

ただし、垂幕に近づいてはならない。また祭壇に近寄っ

てはならない。身にきずがあるからである。彼はわたし

の聖所を汚してはならない。わたしはそれを聖別する主

である』」。 24モーセはこれをアロンとその子ら及びイ

スラエルのすべての人々に告げた。

22主はまたモーセに言われた、 2「アロンとその子た

ちに告げて、イスラエルの人々の聖なる物、すなわ

ち、彼らがわたしにささげる物をみだりに用いて、わた

しの聖なる名を汚さないようにさせなさい。わたしは主

である。 3彼らに言いなさい、『あなたがたの代々の子

孫のうち、だれでも、イスラエルの人々が主にささげる

聖なる物に、汚れた身をもって近づく者があれば、その

人はわたしの前から断たれるであろう。わたしは主であ

る。 4アロンの子孫のうち、だれでも、らい病の者、ま

た流出ある者は清くなるまで、聖なる物を食べてはなら

ない。また、すべて死体によって汚れた物に触れた者、

精を漏らした者、 5または、すべて人を汚す這うものに

触れた者、または、どのような汚れにせよ、人を汚れさ

せる人に触れた者、 6このようなものに触れた人は夕ま

で汚れるであろう。彼はその身を水にすすがないならば

、聖なる物を食べてはならない。 7日が入れば、彼は清

くなるであろう。そののち、聖なる物を食べることがで

きる。それは彼の食物だからである。 8自然に死んだも

の、または裂き殺されたものを食べ、それによって身を

汚してはならない。わたしは主である。 9それゆえに、

彼らはわたしの言いつけを守らなければならない。彼ら

がこれを汚し、これがために、罪を獲て死ぬことのない

ためである。わたしは彼らを聖別する主である。 10すべ

て一般の人は聖なる物を食べてはならない。祭司の同居

人や雇人も聖なる物を食べてはならない。 11しかし、祭

司が金をもって人を買った時は、その者はこれを食べる

ことができる。またその家に生れた者も祭司の食物を食

べることができる。 12もし祭司の娘が一般の人にとつい

だならば、彼女は聖なる供え物を食べてはならない。 13

もし祭司の娘が、寡婦となり、または出されて、子供も

なく、その父の家に帰り、娘の時のようであれば、その

父の食物を食べることができる。ただし、一般の人は、

すべてこれを食べてはならない。 14もし人があやまって

聖なる物を食べるならば、それにその五分の一を加え、

聖なる物としてこれを祭司に渡さなければならない。 15

祭司はイスラエルの人々が、主にささげる聖なる物を汚

してはならない。 16人々が聖なる物を食べて、その罪の

とがを負わないようにさせなければならない。わたしは

彼らを聖別する主である』」。 17主はまたモーセに言わ

れた、 18「アロンとその子たち、およびイスラエルのす

べての人々に言いなさい、『イスラエルの家の者、また

はイスラエルにおる他国人のうちのだれでも、誓願の供

え物、または自発の供え物を燔祭として主にささげよう

とするならば、 19あなたがたの受け入れられるように牛

、羊、あるいはやぎの雄の全きものをささげなければな

らない。 20すべてきずのあるものはささげてはならない

。それはあなたがたのために、受け入れられないからで

ある。 21もし人が特別の誓願をなすため、または自発の

供え物のために、牛または羊を酬恩祭の犠牲として、主

にささげようとするならば、その受け入れられるために

、それは全きものでなければならない。それには、どん

なきずもあってはならない。 22すなわち獣のうちで、め

くらのもの、折れた所のあるもの、切り取った所のある

もの、うみの出る者、かいせんの者、かさぶたのある者

など、あなたがたは、このようなものを主にささげては

ならない。また祭壇の上に、これらを火祭として、主に

ささげてはならない。 23牛あるいは羊で、足の長すぎる

者、または短すぎる者は、あなたがたが自発の供え物と

することはできるが、誓願の供え物としては受け入れら

れないであろう。 24あなたがたは、こうがんの破れたも

の、つぶれたもの、裂けたもの、または切り取られたも

のを、主にささげてはならない。またあなたがたの国の

うちで、このようなことを、行ってはならない。 25また

、あなたがたは異邦人の手からこれらのものを受けて、

あなたがたの神の食物としてささげてはならない。これ

らのものには欠点があり、きずがあって、あなたがたの

ために受け入れられないからである』」。 26主はまたモ

ーセに言われた、 27「牛、または羊、またはやぎが生れ

たならば、これを七日の間その母親のもとに置かなけれ

ばならない。八日目からは主にささげる火祭として受け

入れられるであろう。 28あなたがたは雌牛または雌羊を

その子と同じ日にほふってはならない。 29あなたがたが

感謝の犠牲を主にささげるときは、あなたがたの受け入

れられるようにささげなければならない。 30これはその

日のうちに食べなければならない。明くる日まで残して

おいてはならない。わたしは主である。 31あなたがたは

わたしの戒めを守り、これを行わなければならない。わ

たしは主である。 32あなたがたはわたしの聖なる名を汚

してはならない。かえって、わたしはイスラエルの人々

のうちに聖とされなければならない。わたしはあなたが

たを聖別する主である。 33あなたがたの神となるために

、あなたがたをエジプトの国から導き出した者である。

わたしは主である」。

23主はまたモーセに言われた、 2「イスラエルの人々

に言いなさい、『あなたがたが、ふれ示して聖会と
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すべき主の定めの祭は次のとおりである。これらはわた

しの定めの祭である。 3六日の間は仕事をしなければな

らない。第七日は全き休みの安息日であり、聖会である

。どのような仕事もしてはならない。これはあなたがた

のすべてのすまいにおいて守るべき主の安息日である。

4その時々に、あなたがたが、ふれ示すべき主の定めの

祭なる聖会は次のとおりである。 5正月の十四日の夕は

主の過越の祭である。 6またその月の十五日は主の種入

れぬパンの祭である。あなたがたは七日の間は種入れぬ

パンを食べなければならない。 7その初めの日に聖会を

開かなければならない。どんな労働もしてはならない。

8あなたがたは七日の間、主に火祭をささげなければな

らない。第七日には、また聖会を開き、どのような労働

もしてはならない』」。 9主はまたモーセに言われた、

10「イスラエルの人々に言いなさい、『わたしが与える

地にはいって穀物を刈り入れるとき、あなたがたは穀物

の初穂の束を、祭司のところへ携えてこなければならな

い。 11彼はあなたがたの受け入れられるように、その束

を主の前に揺り動かすであろう。すなわち、祭司は安息

日の翌日に、これを揺り動かすであろう。 12またその束

を揺り動かす日に、一歳の雄の小羊の全きものを燔祭と

して主にささげなければならない。 13その素祭には油を

混ぜた麦粉十分の二エパを用い、これを主にささげて火

祭とし、香ばしいかおりとしなければならない。またそ

の灌祭には、ぶどう酒一ヒンの四分の一を用いなければ

ならない。 14あなたがたの神にこの供え物をささげるそ

の日まで、あなたがたはパンも、焼麦も、新穀も食べて

はならない。これはあなたがたのすべてのすまいにおい

て、代々ながく守るべき定めである。 15また安息日の翌

日、すなわち、揺祭の束をささげた日から満七週を数え

なければならない。 16すなわち、第七の安息日の翌日ま

でに、五十日を数えて、新穀の素祭を主にささげなけれ

ばならない。 17またあなたがたのすまいから、十分の二

エパの麦粉に種を入れて焼いたパン二個を携えてきて揺

祭としなければならない。これは初穂として主にささげ

るものである。 18あなたがたはまたパンのほかに、一歳

の全き小羊七頭と、若き雄牛一頭と、雄羊二頭をささげ

なければならない。すなわち、これらをその素祭および

灌祭とともに主にささげて燔祭としなければならない。

これは火祭であって、主に香ばしいかおりとなるであろ

う。 19また雄やぎ一頭を罪祭としてささげ、一歳の小羊

二頭を酬恩祭の犠牲としてささげなければならない。 20

そして祭司はその初穂のパンと共に、この二頭の小羊を

主の前に揺祭として揺り動かさなければならない。これ

らは主にささげる聖なる物であって、祭司に帰するであ

ろう。 21あなたがたは、その日にふれ示して、聖会を開

かなければならない。どのような労働もしてはならない

。これはあなたがたのすべてのすまいにおいて、代々な

がく守るべき定めである。 22あなたがたの地の穀物を刈

り入れるときは、その刈入れにあたって、畑のすみずみ

まで刈りつくしてはならない。またあなたの穀物の落ち

穂を拾ってはならない。貧しい者と寄留者のために、そ

れを残しておかなければならない。わたしはあなたがた

の神、主である』」。 23主はまたモーセに言われた、

24「イスラエルの人々に言いなさい、『七月一日をあな

たがたの安息の日とし、ラッパを吹き鳴らして記念する

聖会としなければならない。 25どのような労働もしては

ならない。しかし、主に火祭をささげなければならない

』」。 26主はまたモーセに言われた、 27「特にその七

月の十日は贖罪の日である。あなたがたは聖会を開き、

身を悩まし、主に火祭をささげなければならない。 28そ

の日には、どのような仕事もしてはならない。これはあ

なたがたのために、あなたがたの神、主の前にあがない

をなすべき贖罪の日だからである。 29すべてその日に身

を悩まさない者は、民のうちから断たれるであろう。 30

またすべてその日にどのような仕事をしても、その人を

わたしは民のうちから滅ぼし去るであろう。 31あなたが

たはどのような仕事もしてはならない。これはあなたが

たのすべてのすまいにおいて、代々ながく守るべき定め

である。 32これはあなたがたの全き休みの安息日である

。あなたがたは身を悩まさなければならない。またその

月の九日の夕には、その夕から次の夕まで安息を守らな

ければならない」。 33主はまたモーセに言われた、 34

「イスラエルの人々に言いなさい、『その七月の十五日

は仮庵の祭である。七日の間、主の前にそれを守らなけ

ればならない。 35初めの日に聖会を開かなければならな

い。どのような労働もしてはならない。 36また七日の間

、主に火祭をささげなければならない。八日目には聖会

を開き、主に火祭をささげなければならない。これは聖

会の日であるから、どのような労働もしてはならない。

37これらは主の定めの祭であって、あなたがたがふれ示

して聖会とし、主に火祭すなわち、燔祭、素祭、犠牲お

よび灌祭を、そのささぐべき日にささげなければならな

い。 38このほかに主の安息日があり、またほかに、あな

たがたのささげ物があり、またほかに、あなたがたのも

ろもろの誓願の供え物があり、またそのほかに、あなた

がたのもろもろの自発の供え物がある。これらは皆あな

たがたが主にささげるものである。 39あなたがたが、地

の産物を集め終ったときは、七月の十五日から七日のあ

いだ、主の祭を守らなければならない。すなわち、初め

の日にも安息をし、八日目にも安息をしなければならな

い。 40初めの日に、美しい木の実と、なつめやしの枝と

、茂った木の枝と、谷のはこやなぎの枝を取って、七日

の間あなたがたの神、主の前に楽しまなければならない

。 41あなたがたは年に七日の間、主にこの祭を守らなけ

ればならない。これはあなたがたの代々ながく守るべき

定めであって、七月にこれを守らなければならない。 42

あなたがたは七日の間、仮庵に住み、イスラエルで生れ

た者はみな仮庵に住まなければならない。 43これはわた

しがイスラエルの人々をエジプトの国から導き出したと

き、彼らを仮庵に住まわせた事を、あなたがたの代々の

子孫に知らせるためである。わたしはあなたがたの神、

主である』」。 44モーセは主の定めの祭をイスラエルの

人々に告げた。

24主はまたモーセに言われた、 2「イスラエルの人々

に命じて、オリブを砕いて採った純粋の油を、とも

しびのためにあなたの所へ持ってこさせ、絶えずともし

びをともさせなさい。 3すなわち、アロンは会見の幕屋

のうちのあかしの垂幕の外で、夕から朝まで絶えず、そ

のともしびを主の前に整えなければならない。これはあ

なたがたが代々ながく守るべき定めである。 4彼は純金

の燭台の上に、そのともしびを絶えず主の前に整えなけ

ればならない。 5あなたは麦粉を取り、それで十二個の

菓子を焼かなければならない。菓子一個に麦粉十分の二

エパを用いなければならない。 6そしてそれを主の前の
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純金の机の上に、ひと重ね六個ずつ、ふた重ねにして置

かなければならない。 7あなたはまた、おのおのの重ね

の上に、純粋の乳香を置いて、そのパンの記念の分とし

、主にささげて火祭としなければならない。 8安息日ご

とに絶えず、これを主の前に整えなければならない。こ

れはイスラエルの人々のささぐべきものであって、永遠

の契約である。 9これはアロンとその子たちに帰する。

彼らはこれを聖なる所で食べなければならない。これは

いと聖なる物であって、主の火祭のうち彼に帰すべき永

久の分である」。 10イスラエルの女を母とし、エジプト

びとを父とするひとりの者が、イスラエルの人々のうち

に出てきて、そのイスラエルの女の産んだ子と、ひとり

のイスラエルびとが宿営の中で争いをし、 11そのイスラ

エルの女の産んだ子が主の名を汚して、のろったので、

人々は彼をモーセのもとに連れてきた。その母はダンの

部族のデブリの娘で、名をシロミテといった。 12人々は

彼を閉じ込めて置いて、主の示しを受けるのを待ってい

た。 13時に主はモーセに言われた、 14「あの、のろい

ごとを言った者を宿営の外に引き出し、それを聞いた者

に、みな手を彼の頭に置かせ、全会衆に彼を石で撃たせ

なさい。 15あなたはまたイスラエルの人々に言いなさい

、『だれでも、その神をのろう者は、その罪を負わなけ

ればならない。 16主の名を汚す者は必ず殺されるであろ

う。全会衆は必ず彼を石で撃たなければならない。他国

の者でも、この国に生れた者でも、主の名を汚すときは

殺されなければならない。 17だれでも、人を撃ち殺した

者は、必ず殺されなければならない。 18獣を撃ち殺した

者は、獣をもってその獣を償わなければならない。 19も

し人が隣人に傷を負わせるなら、その人は自分がしたよ

うに自分にされなければならない。 20すなわち、骨折に

は骨折、目には目、歯には歯をもって、人に傷を負わせ

たように、自分にもされなければならない。 21獣を撃ち

殺した者はそれを償い、人を撃ち殺した者は殺されなけ

ればならない。 22他国の者にも、この国に生れた者にも

、あなたがたは同一のおきてを用いなければならない。

わたしはあなたがたの神、主だからである』」。 23モー

セがイスラエルの人々に向かい、「あの、のろいごとを

言った者を宿営の外に引き出し、石で撃て」と命じたの

で、イスラエルの人々は、主がモーセに命じられたよう

にした。

25主はシナイ山で、モーセに言われた、 2「イスラエ

ルの人々に言いなさい、『わたしが与える地に、あ

なたがたがはいったときは、その地にも、主に向かって

安息を守らせなければならない。 3六年の間あなたは畑

に種をまき、また六年の間ぶどう畑の枝を刈り込み、そ

の実を集めることができる。 4しかし、七年目には、地

に全き休みの安息を与えなければならない。これは、主

に向かって守る安息である。あなたは畑に種をまいては

ならない。また、ぶどう畑の枝を刈り込んではならない

。 5あなたの穀物の自然に生えたものは刈り取ってはな

らない。また、あなたのぶどうの枝の手入れをしないで

結んだ実は摘んではならない。これは地のために全き休

みの年だからである。 6安息の年の地の産物は、あなた

がたの食物となるであろう。すなわち、あなたと、男女

の奴隷と、雇人と、あなたの所に宿っている他国人と、

7あなたの家畜と、あなたの国のうちの獣とのために、

その産物はみな、食物となるであろう。 8あなたは安息

の年を七たび、すなわち、七年を七回数えなければなら

ない。安息の年七たびの年数は四十九年である。 9七月

の十日にあなたはラッパの音を響き渡らせなければなら

ない。すなわち、贖罪の日にあなたがたは全国にラッパ

を響き渡らせなければならない。 10その五十年目を聖別

して、国中のすべての住民に自由をふれ示さなければな

らない。この年はあなたがたにはヨベルの年であって、

あなたがたは、おのおのその所有の地に帰り、おのおの

その家族に帰らなければならない。 11その五十年目はあ

なたがたにはヨベルの年である。種をまいてはならない

。また自然に生えたものは刈り取ってはならない。手入

れをしないで結んだぶどうの実は摘んではならない。 12

この年はヨベルの年であって、あなたがたに聖であるか

らである。あなたがたは畑に自然にできた物を食べなけ

ればならない。 13このヨベルの年には、おのおのその所

有の地に帰らなければならない。 14あなたの隣人に物を

売り、また隣人から物を買うときは、互に欺いてはなら

ない。 15ヨベルの後の年の数にしたがって、あなたは隣

人から買い、彼もまた畑の産物の年数にしたがって、あ

なたに売らなければならない。 16年の数の多い時は、そ

の値を増し、年の数の少ない時は、値を減らさなければ

ならない。彼があなたに売るのは産物の数だからである

。 17あなたがたは互に欺いてはならない。あなたの神を

恐れなければならない。わたしはあなたがたの神、主で

ある。 18あなたがたはわたしの定めを行い、またわたし

のおきてを守って、これを行わなければならない。そう

すれば、あなたがたは安らかにその地に住むことができ

るであろう。 19地はその実を結び、あなたがたは飽きる

までそれを食べ、安らかにそこに住むことができるであ

ろう。 20「七年目に種をまくことができず、また産物を

集めることができないならば、わたしたちは何を食べよ

うか」とあなたがたは言うのか。 21わたしは命じて六年

目に、あなたがたに祝福をくだし、三か年分の産物を実

らせるであろう。 22あなたがたは八年目に種をまく時に

は、なお古い産物を食べているであろう。九年目にその

産物のできるまで、あなたがたは古いものを食べること

ができるであろう。 23地は永代には売ってはならない。

地はわたしのものだからである。あなたがたはわたしと

共にいる寄留者、また旅びとである。 24あなたがたの所

有としたどのような土地でも、その土地の買いもどしに

応じなければならない。 25あなたの兄弟が落ちぶれてそ

の所有の地を売った時は、彼の近親者がきて、兄弟の売

ったものを買いもどさなければならない。 26たといその

人に、それを買いもどしてくれる人がいなくても、その

人が富み、自分でそれを買いもどすことができるように

なったならば、 27それを売ってからの年を数えて残りの

分を買い手に返さなければならない。そうすればその人

はその所有の地に帰ることができる。 28しかし、もしそ

れを買いもどすことができないならば、その売った物は

ヨベルの年まで買い主の手にあり、ヨベルにはもどされ

て、その人はその所有の地に帰ることができるであろう

。 29人が城壁のある町の住宅を売った時は、売ってから

満一年の間は、それを買いもどすことができる。その間

は彼に買いもどすことを許さなければならない。 30満一

年のうちに、それを買いもどさない時は、城壁のある町

の内のその家は永代にそれを買った人のものと定まって

、代々の所有となり、ヨベルの年にももどされないであ

ろう。 31しかし、周囲に城壁のない村々の家は、その地
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方の畑に附属するものとみなされ、買いもどすことがで

き、またヨベルの年には、もどされるであろう。 32レビ

びとの町々、すなわち、彼らの所有の町々の家は、レビ

びとはいつでも買いもどすことができる。 33レビびとの

ひとりが、それを買いもどさない時は、その所有の町に

ある売った家はヨベルの年にはもどされるであろう。レ

ビびとの町々の家はイスラエルの人々のうちに彼らがも

っている所有だからである。 34ただし、彼らの町々の周

囲の放牧地は売ってはならない。それは彼らの永久の所

有だからである。 35あなたの兄弟が落ちぶれ、暮して行

けない時は、彼を助け、寄留者または旅びとのようにし

て、あなたと共に生きながらえさせなければならない。

36彼から利子も利息も取ってはならない。あなたの神を

恐れ、あなたの兄弟をあなたと共に生きながらえさせな

ければならない。 37あなたは利子を取って彼に金を貸し

てはならない。また利益をえるために食物を貸してはな

らない。 38わたしはあなたがたの神、主であって、カナ

ンの地をあなたがたに与え、かつあなたがたの神となる

ためにあなたがたをエジプトの国から導き出した者であ

る。 39あなたの兄弟が落ちぶれて、あなたに身を売ると

きは、奴隷のように働かせてはならない。 40彼を雇人の

ように、また旅びとのようにしてあなたの所におらせ、

ヨベルの年まであなたの所で勤めさせなさい。 41その時

には、彼は子供たちと共にあなたの所から出て、その一

族のもとに帰り、先祖の所有の地にもどるであろう。 42

彼らはエジプトの国からわたしが導き出したわたしのし

もべであるから、身を売って奴隷となってはならない。

43あなたは彼をきびしく使ってはならない。あなたの神

を恐れなければならない。 44あなたがもつ奴隷は男女と

もにあなたの周囲の異邦人のうちから買わなければなら

ない。すなわち、彼らのうちから男女の奴隷を買うべき

である。 45また、あなたがたのうちに宿っている旅びと

の子供のうちからも買うことができる。また彼らのうち

あなたがたの国で生れて、あなたがたと共におる人々の

家族からも買うことができる。そして彼らはあなたがた

の所有となるであろう。 46あなたがたは彼らを獲て、あ

なたがたの後の子孫に所有として継がせることができる

。すなわち、彼らは長くあなたがたの奴隷となるであろ

う。しかし、あなたがたの兄弟であるイスラエルの人々

をあなたがたは互にきびしく使ってはならない。 47あな

たと共にいる寄留者または旅びとが富み、そのかたわら

にいるあなたの兄弟が落ちぶれて、あなたと共にいるそ

の寄留者、旅びと、または寄留者の一族のひとりに身を

売った場合、 48身を売った後でも彼を買いもどすことが

できる。その兄弟のひとりが彼を買いもどさなければな

らない。 49あるいは、おじ、または、おじの子が彼を買

いもどさなければならない。あるいは一族の近親の者が

、彼を買いもどさなければならない。あるいは自分に富

ができたならば、自分で買いもどさなければならない。

50その時、彼は自分の身を売った年からヨベルの年まで

を、その買い主と共に数え、その年数によって、身の代

金を決めなければならない。その年数は雇われた年数と

して数えなければならない。 51なお残りの年が多い時は

、その年数にしたがい、買われた金額に照して、あがな

いの金を払わなければならない。 52またヨベルの年まで

に残りの年が少なければ、その人と共に計算し、その年

数にしたがって、あがないの金を払わなければならない

。 53彼は年々雇われる人のように扱われなければならな

い。あなたの目の前で彼をきびしく使わせてはならない

。 54もし彼がこのようにしてあがなわれないならば、ヨ

ベルの年に彼は子供と共に出て行くことができる。 55イ

スラエルの人々は、わたしのしもべだからである。彼ら

はわたしがエジプトの国から導き出したわたしのしもべ

である。わたしはあなたがたの神、主である。

26あなたがたは自分のために、偶像を造ってはならな
い。また刻んだ像も石の柱も立ててはならない。ま

たあなたがたの地に石像を立てて、それを拝んではなら

ない。わたしはあなたがたの神、主だからである。 2あ

なたがたはわたしの安息日を守り、またわたしの聖所を

敬わなければならない。わたしは主である。 3もしあな

たがたがわたしの定めに歩み、わたしの戒めを守って、

これを行うならば、 4わたしはその季節季節に、雨をあ

なたがたに与えるであろう。地は産物を出し、畑の木々

は実を結ぶであろう。 5あなたがたの麦打ちは、ぶどう

の取入れの時まで続き、ぶどうの取入れは、種まきの時

まで続くであろう。あなたがたは飽きるほどパンを食べ

、またあなたがたの地に安らかに住むであろう。 6わた

しが国に平和を与えるから、あなたがたは安らかに寝る

ことができ、あなたがたを恐れさすものはないであろう

。わたしはまた国のうちから悪い獣を絶やすであろう。

つるぎがあなたがたの国を行き巡ることはないであろう

。 7あなたがたは敵を追うであろう。彼らは、あなたが

たのつるぎに倒れるであろう。 8あなたがたの五人は百

人を追い、百人は万人を追い、あなたがたの敵はつるぎ

に倒れるであろう。 9わたしはあなたがたを顧み、多く

の子を獲させ、あなたがたを増し、あなたがたと結んだ

契約を固めるであろう。 10あなたがたは古い穀物を食べ

ている間に、また新しいものを獲て、その古いものを捨

てるようになるであろう。 11わたしは幕屋をあなたがた

のうちに建て、心にあなたがたを忌みきらわないであろ

う。 12わたしはあなたがたのうちに歩み、あなたがたの

神となり、あなたがたはわたしの民となるであろう。 13

わたしはあなたがたの神、主であって、あなたがたをエ

ジプトの国から導き出して、奴隷の身分から解き放った

者である。わたしはあなたがたのくびきの横木を砕いて

、まっすぐに立って歩けるようにしたのである。 14しか

し、あなたがたがもしわたしに聞き従わず、またこのす

べての戒めを守らず、 15わたしの定めを軽んじ、心にわ

たしのおきてを忌みきらって、わたしのすべての戒めを

守らず、わたしの契約を破るならば、 16わたしはあなた

がたにこのようにするであろう。すなわち、あなたがた

の上に恐怖を臨ませ、肺病と熱病をもって、あなたがた

の目を見えなくし、命をやせ衰えさせるであろう。あな

たがたが種をまいてもむだである。敵がそれを食べるで

あろう。 17わたしは顔をあなたがたにむけて攻め、あな

たがたは敵の前に撃ちひしがれるであろう。またあなた

がたの憎む者があなたがたを治めるであろう。あなたが

たは追う者もないのに逃げるであろう。 18それでもなお

、あなたがたがわたしに聞き従わないならば、わたしは

あなたがたの罪を七倍重く罰するであろう。 19わたしは

あなたがたの誇とする力を砕き、あなたがたの天を鉄の

ようにし、あなたがたの地を青銅のようにするであろう

。 20あなたがたの力は、むだに費されるであろう。すな

わち、地は産物をいださず、国のうちの木々は実を結ば

ないであろう。 21もしあなたがたがわたしに逆らって歩
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み、わたしに聞き従わないならば、わたしはあなたがた

の罪に従って七倍の災をあなたがたに下すであろう。 22

わたしはまた野獣をあなたがたのうちに送るであろう。

それはあなたがたの子供を奪い、また家畜を滅ぼし、あ

なたがたの数を少なくするであろう。あなたがたの大路

は荒れ果てるであろう。 23もしあなたがたがこれらの懲

しめを受けてもなお改めず、わたしに逆らって歩むなら

ば、 24わたしもまたあなたがたに逆らって歩み、あなた

がたの罪を七倍重く罰するであろう。 25わたしはあなた

がたの上につるぎを臨ませ、違約の恨みを報いるであろ

う。あなたがたが町々に集まる時は、あなたがたのうち

に疫病を送り、あなたがたは敵の手にわたされるであろ

う。 26わたしがあなたがたのつえとするパンを砕くとき

、十人の女が一つのかまどでパンを焼き、それをはかり

にかけてあなたがたに渡すであろう。あなたがたは食べ

ても満たされないであろう。 27それでもなお、あなたが

たがわたしに聞き従わず、わたしに逆らって歩むならば

、 28わたしもあなたがたに逆らい、怒りをもって歩み、

あなたがたの罪を七倍重く罰するであろう。 29あなたが

たは自分のむすこの肉を食べ、また自分の娘の肉を食べ

るであろう。 30わたしはあなたがたの高き所をこぼち、

香の祭壇を倒し、偶像の死体の上に、あなたがたの死体

を投げ捨てて、わたしは心にあなたがたを忌みきらうで

あろう。 31わたしはまたあなたがたの町々を荒れ地とし

、あなたがたの聖所を荒らすであろう。またわたしはあ

なたがたのささげる香ばしいかおりをかがないであろう

。 32わたしがその地を荒らすゆえ、そこに住むあなたが

たの敵はそれを見て驚くであろう。 33わたしはあなたが

たを国々の間に散らし、つるぎを抜いて、あなたがたの

後を追うであろう。あなたがたの地は荒れ果て、あなた

がたの町々は荒れ地となるであろう。 34こうしてその地

が荒れ果てて、あなたがたは敵の国にある間、地は安息

を楽しむであろう。すなわち、その時、地は休みを得て

、安息を楽しむであろう。 35それは荒れ果てている日の

間、休むであろう。あなたがたがそこに住んでいる間、

あなたがたの安息のときに休みを得なかったものである

。 36またあなたがたのうちの残っている者の心に、敵の

国でわたしは恐れをいだかせるであろう。彼らは木の葉

の動く音にも驚いて逃げ、つるぎを避けて逃げる者のよ

うに逃げて、追う者もないのにころび倒れるであろう。

37彼らは追う者もないのに、つるぎをのがれる者のよう

に折り重なって、つまずき倒れるであろう。あなたがた

は敵の前に立つことができないであろう。 38あなたがた

は国々のうちにあって滅びうせ、あなたがたの敵の地は

あなたがたをのみつくすであろう。 39あなたがたのうち

の残っている者は、あなたがたの敵の地で自分の罪のゆ

えにやせ衰え、また先祖たちの罪のゆえに彼らと同じよ

うにやせ衰えるであろう。 40しかし、彼らがもし、自分

の罪と、先祖たちの罪、すなわち、わたしに反逆し、ま

たわたしに逆らって歩んだことを告白するならば、 41た

といわたしが彼らに逆らって歩み、彼らを敵の国に引い

て行っても、もし彼らの無割礼の心が砕かれ、あまんじ

て罪の罰を受けるならば、 42そのときわたしはヤコブと

結んだ契約を思い起し、またイサクと結んだ契約および

アブラハムと結んだ契約を思い起し、またその地を思い

起すであろう。 43しかし、彼らが地を離れて地が荒れ果

てている間、地はその安息を楽しむであろう。彼らはま

た、あまんじて罪の罰を受けるであろう。彼らがわたし

のおきてを軽んじ、心にわたしの定めを忌みきらったか

らである。 44それにもかかわらず、なおわたしは彼らが

敵の国におるとき、彼らを捨てず、また忌みきらわず、

彼らを滅ぼし尽さず、彼らと結んだわたしの契約を破る

ことをしないであろう。わたしは彼らの神、主だからで

ある。 45わたしは彼らの先祖たちと結んだ契約を彼らの

ために思い起すであろう。彼らはわたしがその神となる

ために国々の人の目の前で、エジプトの地から導き出し

た者である。わたしは主である』」。 46これらは主が、

シナイ山で、自分とイスラエルの人々との間に、モーセ

によって立てられた定めと、おきてと、律法である。

27主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人々に言

いなさい、『人があなたの値積りに従って主に身を

ささげる誓願をする時は、 3あなたの値積りは、二十歳

から六十歳までの男には、その値積りを聖所のシケルに

従って銀五十シケルとし、 4女には、その値積りは三十

シケルとしなければならない。 5また五歳から二十歳ま

では、男にはその値積りを二十シケルとし、女には十シ

ケルとしなければならない。 6一か月から五歳までは、

男にはその値積りを銀五シケルとし、女にはその値積り

を銀三シケルとしなければならない。 7また六十歳以上

は、男にはその値積りを十五シケルとし、女には十シケ

ルとしなければならない。 8もしその人が貧しくて、あ

なたの値積りに応じることができないならば、祭司の前

に立ち、祭司の値積りを受けなければならない。祭司は

その誓願者の力に従って値積らなければならない。 9主

に供え物とすることができる家畜で、人が主にささげる

ものはすべて聖なる物となる。 10ほかのものをそれに代

用してはならない。良い物を悪い物に、悪い物を良い物

に取り換えてはならない。もし家畜と家畜とを取り換え

るならば、その物も、それと取り換えた物も共に聖なる

物となるであろう。 11もしそれが汚れた家畜で、主に供

え物としてささげられないものであるならば、その人は

その家畜を祭司の前に引いてこなければならない。 12祭

司はその良い悪いに従って、それを値積らなければなら

ない。それは祭司が値積るとおりになるであろう。 13も

しその人が、それをあがなおうとするならば、その値積

りにその五分の一を加えなければならない。 14もし人が

自分の家を主に聖なる物としてささげるときは、祭司は

その良い悪いに従って、それを値積らなければならない

。それは祭司が値積ったとおりになるであろう。 15もし

その家をささげる人が、それをあがなおうとするならば

、その値積りの金に、その五分の一を加えなければなら

ない。そうすれば、それは彼のものとなるであろう。 16

もし人が相続した畑の一部を主にささげるときは、あな

たはそこにまく種の多少に応じて、値積らなければなら

ない。すなわち、大麦一ホメルの種を銀五十シケルに値

積らなければならない。 17もしその畑をヨベルの年から

ささげるのであれば、その価はあなたの値積りのとおり

になるであろう。 18もしその畑をヨベルの年の後にささ

げるのであれば、祭司はヨベルの年までに残っている年

の数に従ってその金を数え、それをあなたの値積りから

さし引かなければならない。 19もしまた、その畑をささ

げる人が、それをあがなおうとするならば、あなたの値

積りの金にその五分の一を加えなければならない。そう

すれば、それは彼のものと決まるであろう。 20しかし、

もしその畑をあがなわず、またそれを他の人に売るなら
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ば、それはもはやあがなうことができないであろう。 21

その畑は、ヨベルの年になって期限が切れるならば、奉

納の畑と同じく、主の聖なる物となり、祭司の所有とな

るであろう。 22もしまた相続した畑の一部でなく、買っ

た畑を主にささげる時は、 23祭司は値積りしてヨベルの

年までの金を数えなければならない。その人はその値積

りの金をその日に主にささげて、聖なる物としなければ

ならない。 24ヨベルの年にその畑は売り主であるその地

の相続者に返るであろう。 25すべてあなたの値積りは聖

所のシケルによってしなければならない。二十ゲラを一

シケルとする。 26しかし、家畜のういごは、ういごとし

てすでに主のものだから、だれもこれをささげてはなら

ない。牛でも羊でも、それは主のものである。 27もし汚

れた家畜であるならば、あなたの値積りにその五分の一

を加えて、その人はこれをあがなわなければならない。

もしあがなわないならば、それを値積りに従って売らな

ければならない。 28ただし、人が自分の持っているもの

のうちから奉納物として主にささげたものは、人であっ

ても、家畜であっても、また相続の畑であっても、いっ

さいこれを売ってはならない。またあがなってはならな

い。奉納物はすべて主に属するいと聖なる物である。 29

またすべて人のうちから奉納物としてささげられた人は

、あがなってはならない。彼は必ず殺されなければなら

ない。 30地の十分の一は地の産物であれ、木の実であれ

、すべて主のものであって、主に聖なる物である。 31も

し人がその十分の一をあがなおうとする時は、それにそ

の五分の一を加えなければならない。 32牛または羊の十

分の一については、すべて牧者のつえの下を十番目に通

るものは、主に聖なる物である。 33その良い悪いを問う

てはならない。またそれを取り換えてはならない。もし

取り換えたならば、それと、その取り換えたものとは、

共に聖なる物となるであろう。それをあがなうことはで

きない』」。 34これらは主が、シナイ山で、イスラエル

の人々のために、モーセに命じられた戒めである。
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民数記

1エジプトの国を出た次の年の二月一日に、主はシナイ
の荒野において、会見の幕屋で、モーセに言われた、

2「あなたがたは、イスラエルの人々の全会衆を、その

氏族により、その父祖の家によって調査し、そのすべて

の男子の名の数を、ひとりびとり数えて、その総数を得

なさい。 3イスラエルのうちで、すべて戦争に出ること

のできる二十歳以上の者を、あなたとアロンとは、その

部隊にしたがって数えなければならない。 4また、すべ

ての部族は、おのおの父祖の家の長たるものを、ひとり

ずつ出して、あなたがたと協力させなければならない。

5すなわち、あなたがたに協力すべき人々の名は、次の

とおりである。ルベンからはシデウルの子エリヅル。 6

シメオンからはツリシャダイの子シルミエル。 7ユダか

らはアミナダブの子ナション。 8イッサカルからはツア

ルの子ネタニエル。 9ゼブルンからはヘロンの子エリア

ブ。 10ヨセフの子たちのうち、エフライムからはアミホ

デの子エリシャマ、マナセからはパダヅルの子ガマリエ

ル。 11ベニヤミンからはギデオニの子アビダン。 12ダ

ンからはアミシャダイの子アヒエゼル。 13アセルからは

オクランの子パギエル。 14ガドからはデウエルの子エリ

アサフ。 15ナフタリからはエナンの子アヒラ」。 16こ

れらは会衆のうちから選び出された人々で、その父祖の

部族のつかさたち、またイスラエルの氏族のかしらたち

である。 17こうして、モーセとアロンが、ここに名を掲

げた人々を引き連れて、 18二月一日に会衆をことごとく

集めたので、彼らはその氏族により、その父祖の家によ

り、その名の数にしたがって二十歳以上のものが、ひと

りびとり登録した。 19主が命じられたように、モーセは

シナイの荒野で彼らを数えた。 20すなわち、イスラエル

の長子ルベンの子たちから生れたものを、その氏族によ

り、その父祖の家によって調べ、すべて戦争に出ること

のできる二十歳以上の男子の名の数を、ひとりびとり得

たが、 21ルベンの部族のうちで、数えられたものは四万

六千五百人であった。 22またシメオンの子たちから生れ

たものを、その氏族により、その父祖の家によって調べ

、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上の男子の名

の数を、ひとりびとり得たが、 23シメオンの部族のうち

で、数えられたものは五万九千三百人であった。 24また

ガドの子たちから生れたものを、その氏族により、その

父祖の家によって調べ、すべて戦争に出ることのできる

二十歳以上の者の名の数を得たが、 25ガドの部族のうち

で、数えられたものは四万五千六百五十人であった。 26

ユダの子たちから生れたものを、その氏族により、その

父祖の家によって調べ、すべて戦争に出ることのできる

二十歳以上の者の名の数を得たが、 27ユダの部族のうち

で、数えられたものは七万四千六百人であった。 28イッ

サカルの子たちから生れたものを、その氏族により、そ

の父祖の家によって調べ、すべて戦争に出ることのでき

る二十歳以上の者の名の数を得たが、 29イッサカルの部

族のうちで、数えられたものは五万四千四百人であった

。 30ゼブルンの子たちから生れたものを、その氏族によ

り、その父祖の家によって調べ、すべて戦争に出ること

のできる二十歳以上の者の名の数を得たが、 31ゼブルン

の部族のうちで、数えられたものは五万七千四百人であ

った。 32ヨセフの子たちのうち、エフライムの子たちか

ら生れたものを、その氏族により、その父祖の家によっ

て調べ、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上の者

の名の数を得たが、 33エフライムの部族のうちで、数え

られたものは四万五百人であった。 34マナセの子たちか

ら生れたものを、その氏族により、その父祖の家によっ

て調べ、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上の者

の名の数を得たが、 35マナセの部族のうちで、数えられ

たものは三万二千二百人であった。 36ベニヤミンの子た

ちから生れたものを、その氏族により、その父祖の家に

よって調べ、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上

の者の名の数を得たが、 37ベニヤミンの部族のうちで、

数えられたものは三万五千四百人であった。 38ダンの子

たちから生れたものを、その氏族により、その父祖の家

によって調べ、すべて戦争に出ることのできる二十歳以

上の者の名の数を得たが、 39ダンの部族のうちで、数え

られたものは六万二千七百人であった。 40アセルの子た

ちから生れたものを、その氏族により、その父祖の家に

よって調べ、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上

の者の名の数を得たが、 41アセルの部族のうちで、数え

られたものは四万一千五百人であった。 42ナフタリの子

たちから生れたものを、その氏族により、その父祖の家

によって調べ、すべて戦争に出ることのできる二十歳以

上の者の名の数を得たが、 43ナフタリの部族のうちで、

数えられたものは、五万三千四百人であった。 44これら

が数えられた人々であって、モーセとアロンとイスラエ

ルのつかさたちとが数えた人々である。そのつかさたち

は十二人であって、おのおのその父祖の家のために出た

ものである。 45そしてイスラエルの人々のうち、その父

祖の家にしたがって数えられた者は、すべてイスラエル

のうち、戦争に出ることのできる二十歳以上の者であっ

て、 46その数えられた者は合わせて六十万三千五百五十

人であった。 47しかし、レビびとは、その父祖の部族に

したがって、そのうちに数えられなかった。 48すなわち

、主はモーセに言われた、 49「あなたはレビの部族だけ

は数えてはならない。またその総数をイスラエルの人々

のうちに数えあげてはならない。 50あなたはレビびとに

、あかしの幕屋と、そのもろもろの器と、それに附属す

るもろもろの物を管理させなさい。彼らは幕屋と、その

もろもろの器とを持ち運び、またそこで務をし、幕屋の

まわりに宿営しなければならない。 51幕屋が進む時は、

レビびとがこれを取りくずし、幕屋を張る時は、レビび

とがこれを組み立てなければならない。ほかの人がこれ

に近づく時は殺されるであろう。 52イスラエルの人々は

その部隊にしたがって、おのおのその宿営に、おのおの

その旗のもとにその天幕を張らなければならない。 53し

かし、レビびとは、あかしの幕屋のまわりに宿営しなけ

ればならない。そうすれば、主の怒りはイスラエルの人

々の会衆の上に臨むことがないであろう。レビびとは、

あかしの幕屋の務を守らなければならない」。 54イスラ

エルの人々はこのようにして、すべて主がモーセに命じ

られたように行った。

2主はモーセとアロンに言われた、 2「イスラエルの人

々は、おのおのその部隊の旗のもとに、その父祖の家

の旗印にしたがって宿営しなければならない。また会見

の幕屋のまわりに、それに向かって宿営しなければなら

ない。 3すなわち、日の出る方、東に宿営するものは、

ユダの宿営の旗につく者であって、その部隊にしたがっ



民数記 86

て宿営し、アミナダブの子ナションが、ユダの子たちの

つかさとなるであろう。 4その部隊、すなわち、数えら

れた者は七万四千六百人である。 5そのかたわらに宿営

する者はイッサカルの部族で、ツアルの子ネタニエルが

、イッサカルの子たちのつかさとなるであろう。 6その

部隊、すなわち、数えられた者は五万四千四百人である

。 7次はゼブルンの部族で、ヘロンの子エリアブが、ゼ

ブルンの子たちのつかさとなるであろう。 8その部隊、

すなわち、数えられた者は五万七千四百人である。 9ユ

ダの宿営の、その部隊にしたがって数えられた者は、合

わせて十八万六千四百人である。これらの者は、まっ先

に進まなければならない。 10南の方では、ルベンの宿営

の旗につく者が、その部隊にしたがっており、シデウル

の子エリヅルが、ルベンの子たちのつかさとなるであろ

う。 11その部隊、すなわち、数えられた者は四万六千五

百人である。 12そのかたわらに宿営する者はシメオンの

部族で、ツリシャダイの子シルミエルが、シメオンの子

たちのつかさとなるであろう。 13その部隊、すなわち、

数えられた者は五万九千三百人である。 14次はガドの部

族で、デウエルの子エリアサフが、ガドの子たちのつか

さとなるであろう。 15その部隊、すなわち、数えられた

者は四万五千六百五十人である。 16ルベンの宿営の、そ

の部隊にしたがって数えられた者は、合わせて十五万一

千四百五十人である。これらの者は二番目に進まなけれ

ばならない。 17その次に会見の幕屋を、レビびとの宿営

とともに、もろもろの宿営の中央にして進まなければな

らない。彼らは宿営するのと同じように、おのおのその

位置で、その旗にしたがって進まなければならない。 18

西の方では、エフライムの宿営の旗につく者が、その部

隊にしたがっており、アミホデの子エリシャマが、エフ

ライムの子たちのつかさとなるであろう。 19その部隊、

すなわち、数えられた者は四万五百人である。 20そのか

たわらにマナセの部族がおって、パダヅルの子ガマリエ

ルが、マナセの子たちのつかさとなるであろう。 21その

部隊、すなわち、数えられた者は三万二千二百人である

。 22次にベニヤミンの部族がおって、ギデオニの子アビ

ダンが、ベニヤミンの子たちのつかさとなるであろう。

23その部隊、すなわち、数えられた者は三万五千四百人

である。 24エフライムの宿営の、その部隊にしたがって

数えられた者は、合わせて十万八千百人である。これら

の者は三番目に進まなければならない。 25北の方では、

ダンの宿営の旗につく者が、その部隊にしたがっており

、アミシャダイの子アヒエゼルが、ダンの子たちのつか

さとなるであろう。 26その部隊、すなわち、数えられた

者は六万二千七百人である。 27そのかたわらに宿営する

者は、アセルの部族であって、オクランの子パギエルが

、アセルの子たちのつかさとなるであろう。 28その部隊

、すなわち、数えられた者は四万一千五百人である。 29

次にナフタリの部族がおって、エナンの子アヒラが、ナ

フタリの子たちのつかさとなるであろう。 30その部隊、

すなわち、数えられた者は五万三千四百人である。 31ダ

ンの宿営の、数えられた者は合わせて十五万七千六百人

である。これらの者はその旗にしたがって、最後に進ま

なければならない」。 32これがイスラエルの人々の、そ

の父祖の家にしたがって数えられた人々である。もろも

ろの宿営の、その部隊にしたがって数えられた者は合わ

せて六十万三千五百五十人であった。 33しかし、レビび

とはイスラエルの人々のうちに数えられなかった。主が

モーセに命じられたとおりである。 34イスラエルの人々

は、すべて主がモーセに命じられたとおりに行い、その

旗にしたがって宿営し、おのおのその氏族に従い、その

父祖の家に従って進んだ。

3主がシナイ山で、モーセと語られた時の、アロンとモ
ーセの一族は、次のとおりであった。 2アロンの子た

ちの名は、次のとおりである。長子はナダブ、次はアビ

ウ、エレアザル、イタマル。 3これがアロンの子たちの

名であって、彼らはみな油を注がれ、祭司の職に任じら

れて祭司となった。 4ナダブとアビウとは、シナイの荒

野において、異火を主の前にささげたので、主の前で死

んだ。彼らには子供がなかった。そしてエレアザルとイ

タマルとが、父アロンの前で祭司の務をした。 5主はま

たモーセに言われた、 6「レビの部族を召し寄せ、祭司

アロンの前に立って仕えさせなさい。 7彼らは会見の幕

屋の前にあって、アロンと全会衆のために、その務をし

、幕屋の働きをしなければならない。 8すなわち、彼ら

は会見の幕屋の、すべての器をまもり、イスラエルの人

々のために務をし、幕屋の働きをしなければならない。

9あなたはレビびとを、アロンとその子たちとに、与え

なければならない。彼らはイスラエルの人々のうちから

、全くアロンに与えられたものである。 10あなたはアロ

ンとその子たちとを立てて、祭司の職を守らせなければ

ならない。ほかの人で近づくものは殺されるであろう」

。 11主はまたモーセに言われた、 12「わたしは、イス

ラエルの人々のうちの初めに生れたすべてのういごの代

りに、レビびとをイスラエルの人々のうちから取るであ

ろう。レビびとは、わたしのものとなるであろう。 13う

いごはすべてわたしのものだからである。わたしは、エ

ジプトの国において、すべてのういごを撃ち殺した日に

、イスラエルのういごを、人も獣も、ことごとく聖別し

て、わたしに帰せしめた。彼らはわたしのものとなるで

あろう。わたしは主である」。 14主はまたシナイの荒野

でモーセに言われた、 15「あなたはレビの子たちを、そ

の父祖の家により、その氏族によって数えなさい。すな

わち、一か月以上の男子を数えなければならない」。 16

それでモーセは主の言葉にしたがって、命じられたとお

りに、それを数えた。 17レビの子たちの名は次のとおり

である。すなわち、ゲルション、コハテ、メラリ。 18ゲ

ルションの子たちの名は、その氏族によれば次のとおり

である。すなわち、リブニ、シメイ。 19コハテの子たち

は、その氏族によれば、アムラム、イヅハル、ヘブロン

、ウジエル。 20メラリの子たちは、その氏族によれば、

マヘリ、ムシ。これらはその父祖の家によるレビの氏族

である。 21ゲルションからリブニびとの氏族と、シメイ

びとの氏族とが出た。これらはゲルションびとの氏族で

ある。 22その数えられた者、すなわち、一か月以上の男

子の数は合わせて七千五百人であった。 23ゲルションび

との氏族は幕屋の後方、すなわち、西の方に宿営し、 24

ラエルの子エリアサフが、ゲルションびとの父祖の家の

つかさとなるであろう。 25会見の幕屋の、ゲルションの

子たちの務は、幕屋、天幕とそのおおい、会見の幕屋の

入口のとばり、 26庭のあげばり、幕屋と祭壇のまわりの

庭の入口のとばり、そのひも、およびすべてそれに用い

る物を守ることである。 27また、コハテからアムラムび

との氏族、イヅハルびとの氏族、ヘブロンびとの氏族、

ウジエルびとの氏族が出た。これらはコハテびとの氏族
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である。 28一か月以上の男子の数は、合わせて八千六百

人であって、聖所の務を守る者たちである。 29コハテの

子たちの氏族は、幕屋の南の方に宿営し、 30ウジエルの

子エリザパンが、コハテびとの氏族の父祖の家のつかさ

となるであろう。 31彼らの務は、契約の箱、机、燭台、

二つの祭壇、聖所の務に用いる器、とばり、およびすべ

てそれに用いる物を守ることである。 32祭司アロンの子

エレアザルが、レビびとのつかさたちの長となり、聖所

の務を守るものたちを監督するであろう。 33メラリから

マヘリびとの氏族と、ムシびとの氏族とが出た。これら

はメラリの氏族である。 34その数えられた者、すなわち

、一か月以上の男子の数は、合わせて六千二百人であっ

た。 35アビハイルの子ツリエルが、メラリの氏族の父祖

の家のつかさとなるであろう。彼らは幕屋の北の方に宿

営しなければならない。 36メラリの子たちが、その務と

して管理すべきものは、幕屋の枠、その横木、その柱、

その座、そのすべての器、およびそれに用いるすべての

物、 37ならびに庭のまわりの柱とその座、その釘、およ

びそのひもである。 38また幕屋の前、その東の方、すな

わち、会見の幕屋の東の方に宿営する者は、モーセとア

ロン、およびアロンの子たちであって、イスラエルの人

々の務に代って、聖所の務を守るものである。ほかの人

で近づく者は殺されるであろう。 39モーセとアロンとが

、主の言葉にしたがって数えたレビびとで、その氏族に

よって数えられた者、一か月以上の男子は、合わせて二

万二千人であった。 40主はまたモーセに言われた、「あ

なたは、イスラエルの人々のうち、すべてういごである

男子の一か月以上のものを数えて、その名の数を調べな

さい。 41また主なるわたしのために、イスラエルの人々

のうちの、すべてのういごの代りにレビびとを取り、ま

たイスラエルの人々の家畜のうちの、すべてのういごの

代りに、レビびとの家畜を取りなさい」。 42そこでモー

セは主の命じられたように、イスラエルの人々のうちの

、すべてのういごを数えた。 43その数えられたういごの

男子、すべて一か月以上の者は、その名の数によると二

万二千二百七十三人であった。 44主はモーセに言われた

、 45「あなたはイスラエルの人々のうちの、すべてのう

いごの代りに、レビびとを取り、また彼らの家畜の代り

に、レビびとの家畜を取りなさい。レビびとはわたしの

ものとなる。わたしは主である。 46またイスラエルの人

々のういごは、レビびとの数を二百七十三人超過してい

るから、そのあがないのために、 47そのあたまかずによ

って、ひとりごとに銀五シケルを取らなければならない

。すなわち、聖所のシケルにしたがって、それを取らな

ければならない。一シケルは二十ゲラである。 48あなた

は、その超過した者をあがなう金を、アロンと、その子

たちに渡さなければならない」。 49そこでモーセは、レ

ビびとによってあがなわれた者を超過した人々から、あ

がないの金を取った。 50すなわち、モーセは、イスラエ

ルの人々のういごから、聖所のシケルにしたがって千三

百六十五シケルの銀を取り、 51そのあがないの金を、主

の言葉にしたがって、アロンとその子たちに渡した。主

がモーセに命じられたとおりである。

4主はまたモーセとアロンに言われた、 2「レビの子た

ちのうちから、コハテの子たちの総数を、その氏族に

より、その父祖の家にしたがって調べ、 3三十歳以上五

十歳以下で、務につき、会見の幕屋で働くことのできる

者を、ことごとく数えなさい。 4コハテの子たちの、会

見の幕屋の務は、いと聖なる物にかかわるものであって

、次のとおりである。 5すなわち、宿営の進む時に、ア

ロンとその子たちとは、まず、はいって、隔ての垂幕を

取りおろし、それをもって、あかしの箱をおおい、 6そ

の上に、じゅごんの皮のおおいを施し、またその上に総

青色の布をうちかけ、環にさおをさし入れる。 7また供

えのパンの机の上には、青色の布をうちかけ、その上に

、さら、乳香を盛る杯、鉢、および灌祭の瓶を並べ、ま

た絶やさず供えるパンを置き、 8緋色の布をその上にう

ちかけ、じゅごんの皮のおおいをもって、これをおおい

、さおをさし入れる。 9また青色の布を取って、燭台と

そのともし火ざら、芯切りばさみ、芯取りざら、および

それに用いるもろもろの油の器をおおい、 10じゅごんの

皮のおおいのうちに、燭台とそのもろもろの器をいれて

、担架に載せる。 11また、金の祭壇の上に青色の布をう

ちかけ、じゅごんの皮のおおいで、これをおおい、その

さおをさし入れる。 12また聖所の務に用いる務の器をみ

な取り、青色の布に包み、じゅごんの皮のおおいで、こ

れをおおって、担架に載せる。 13また祭壇の灰を取り去

って、紫の布をその祭壇の上にうちかけ、 14その上に、

務をするのに用いるもろもろの器、すなわち、火ざら、

肉さし、十能、鉢、および祭壇のすべての器を載せ、ま

たその上に、じゅごんの皮のおおいをうちかけ、そして

さおをさし入れる。 15宿営の進むとき、アロンとその子

たちとが、聖所と聖所のすべての器をおおうことを終っ

たならば、その後コハテの子たちは、それを運ぶために

、はいってこなければならない。しかし、彼らは聖なる

物に触れてはならない。触れると死ぬであろう。会見の

幕屋のうちの、これらの物は、コハテの子たちが運ぶも

のである。 16祭司アロンの子エレアザルは、ともし油、

香ばしい薫香、絶やさず供える素祭および注ぎ油をつか

さどり、また幕屋の全体と、そのうちにあるすべての聖

なる物、およびその所のもろもろの器をつかさどらなけ

ればならない」。 17主はまた、モーセとアロンに言われ

た、 18「あなたがたはコハテびとの一族を、レビびとの

うちから絶えさせてはならない。 19彼らがいと聖なる物

に近づく時、死なないで、命を保つために、このように

しなさい、すなわち、アロンとその子たちが、まず、は

いり、彼らをおのおのその働きにつかせ、そのになうべ

きものを取らせなさい。 20しかし、彼らは、はいって、

ひと目でも聖なる物を見てはならない。見るならば死ぬ

であろう」。 21主はまたモーセに言われた、 22「あな

たはまたゲルションの子たちの総数を、その父祖の家に

より、その氏族にしたがって調べ、 23三十歳以上五十歳

以下で、務につき、会見の幕屋で働くことのできる者を

、ことごとく数えなさい。 24ゲルションびとの氏族の務

として働くことと、運ぶ物とは次のとおりである。 25す

なわち、彼らは幕屋の幕、会見の幕屋およびそのおおい

と、その上のじゅごんの皮のおおい、ならびに会見の幕

屋の入口のとばりを運び、 26また庭のあげばり、および

幕屋と祭壇のまわりの庭の門の入口のとばりと、そのひ

も、ならびにそれに用いるすべての器を運ばなければな

らない。そして彼らはすべてこれらのものについての働

きをしなければならない。 27ゲルションびとの子たちの

すべての務、すなわち、その運ぶことと、働くこととは

、すべてアロンとその子たちの命に従わなければならな

い。あなたがたは彼らにすべてその運ぶべき物を定めて
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、これを守らせなければならない。 28これはすなわちゲ

ルションびとの子たちの氏族が、会見の幕屋でする働き

であって、彼らの務は祭司アロンの子イタマルの指揮の

もとにおかなければならない。 29メラリの子たちをもま

たあなたはその氏族により、その祖父の家にしたがって

調べ、 30三十歳以上五十歳以下で、務につき、会見の幕

屋の働きをすることのできる者を、ことごとく数えなさ

い。 31彼らが会見の幕屋でするすべての務にしたがって

、その運ぶ責任のある物は次のとおりである。すなわち

、幕屋の枠、その横木、その柱、その座、 32庭のまわり

の柱、その座、その釘、そのひも、またそのすべての器

、およびそれに用いるすべてのものである。あなたがた

は彼らが運ぶ責任のある器を、その名によって割り当て

なければならない。 33これはすなわちメラリの子たちの

氏族の働きであって、彼らは祭司アロンの子イタマルの

指揮のもとに、会見の幕屋で、このすべての働きをしな

ければならない」。 34そこでモーセとアロン、および会

衆のつかさたちは、コハテの子たちをその氏族により、

その父祖の家にしたがって調べ、 35三十歳以上五十歳以

下で、務につき、会見の幕屋で働くことのできる者を、

ことごとく数えたが、 36その氏族にしたがって数えられ

た者は二千七百五十人であった。 37これはすなわち、コ

ハテびとの氏族の数えられた者で、すべて会見の幕屋で

働くことのできる者であった。モーセとアロンが、主の

モーセによって命じられたところにしたがって数えたの

である。 38またゲルションの子たちを、その氏族により

、その父祖の家にしたがって調べ、 39三十歳以上五十歳

以下で、務につき、会見の幕屋で働くことのできる者を

、ことごとく数えたが、 40その氏族により、その父祖の

家にしたがって数えられた者は二千六百三十人であった

。 41これはすなわち、ゲルションの子たちの氏族の数え

られた者で、すべて会見の幕屋で働くことのできる者で

あった。モーセとアロンが、主の命にしたがって数えた

のである。 42またメラリの子たちの氏族を、その氏族に

より、その父祖の家にしたがって調べ、 43三十歳以上五

十歳以下で、務につき、会見の幕屋で働くことのできる

者を、ことごとく数えたが、 44その氏族にしたがって数

えられた者は三千二百人であった。 45これはすなわち、

メラリの子たちの氏族の数えられた者で、モーセとアロ

ンが、主のモーセによって命じられたところにしたがっ

て数えたのである。 46モーセとアロン、およびイスラエ

ルのつかさたちは、レビびとを、その氏族により、その

父祖の家にしたがって調べ、 47三十歳以上五十歳以下で

、会見の幕屋にはいって務の働きをし、また、運ぶ働き

をする者を、ことごとく数えたが、 48その数えられた者

は八千五百八十人であった。 49彼らは主の命により、モ

ーセによって任じられ、おのおのその働きにつき、かつ

その運ぶところを受け持った。こうして彼らは主のモー

セに命じられたように数えられたのである。

5主はまたモーセに言われた、 2「イスラエルの人々に

命じて、らい病人、流出のある者、死体にふれて汚れ

た者を、ことごとく宿営の外に出させなさい。 3男でも

女でも、あなたがたは彼らを宿営の外に出してそこにお

らせ、彼らに宿営を汚させてはならない。わたしがその

中に住んでいるからである」。 4イスラエルの人々はそ

のようにして、彼らを宿営の外に出した。すなわち、主

がモーセに言われたようにイスラエルの人々は行った。

5主はまたモーセに言われた、 6「イスラエルの人々に

告げなさい、『男または女が、もし人の犯す罪をおかし

て、主に罪を得、その人がとがある者となる時は、 7そ

の犯した罪を告白し、その物の価にその五分の一を加え

て、彼がとがを犯した相手方に渡し、そのとがをことご

とく償わなければならない。 8しかし、もし、そのとが

の償いを受け取るべき親族も、その人にない時は、主に

そのとがの償いをして、これを祭司に帰せしめなければ

ならない。なお、このほか、そのあがないをするために

用いた贖罪の雄羊も、祭司に帰せしめなければならない

。 9イスラエルの人々が、祭司のもとに携えて来るすべ

ての聖なるささげ物は、みな祭司に帰せしめなければな

らない。 10すべて人の聖なるささげ物は祭司に帰し、す

べて人が祭司に与える物は祭司に帰するであろう』」。

11主はまたモーセに言われた、 12「イスラエルの人々に

告げなさい、『もし人の妻たる者が、道ならぬ事をして

、その夫に罪を犯し、 13人が彼女と寝たのに、その事が

夫の目に隠れて現れず、彼女はその身を汚したけれども

、それに対する証人もなく、彼女もまたその時に捕えら

れなかった場合、 14すなわち、妻が身を汚したために、

夫が疑いの心を起して妻を疑うことがあり、または妻が

身を汚した事がないのに、夫が疑いの心を起して妻を疑

うことがあれば、 15夫は妻を祭司のもとに伴い、彼女の

ために大麦の粉一エパの十分の一を供え物として携えて

こなければならない。ただし、その上に油を注いではな

らない。また乳香を加えてはならない。これは疑いの供

え物、覚えの供え物であって罪を覚えさせるものだから

である。 16祭司はその女を近く進ませ、主の前に立たせ

なければならない。 17祭司はまた土の器に聖なる水を入

れ、幕屋のゆかのちりを取ってその水に入れ、 18その女

を主の前に立たせ、女にその髪の毛をほどかせ、覚えの

供え物すなわち、疑いの供え物を、その手に持たせなけ

ればならない。そして祭司は、のろいの苦い水を手に取

り、 19女に誓わせて、これに言わなければならない、「

もし人があなたと寝たことがなく、またあなたが、夫の

もとにあって、道ならぬ事をして汚れたことがなければ

、のろいの苦い水も、あなたに害を与えないであろう。

20しかし、あなたが、もし夫のもとにあって、道ならぬ

ことをして身を汚し、あなたの夫でない人が、あなたと

寝たことがあるならば、 21祭司はその女に、のろいの誓

いをもって誓わせ、その女に言わなければならない。主

はあなたのももをやせさせ、あなたの腹をふくれさせて

、あなたを民のうちの、のろいとし、また、ののしりと

されるように。 22また、のろいの水が、あなたの腹には

いってあなたの腹をふくれさせ、あなたのももをやせさ

せるように」。その時、女は「アァメン、アァメン」と

言わなければならない。 23祭司は、こののろいを書き物

に書きしるし、それを苦い水に洗い落し、 24女にそのの

ろいの水を飲ませなければならない。そののろいの水は

彼女のうちにはいって苦くなるであろう。 25そして祭司

はその女の手から疑いの供え物を取り、その供え物を主

の前に揺り動かして、それを祭壇に持ってこなければな

らない。 26祭司はその供え物のうちから、覚えの分、一

握りを取って、それを祭壇で焼き、その後、女にその水

を飲ませなければならない。 27その水を女に飲ませる時

、もしその女が身を汚し、夫に罪を犯した事があれば、

そののろいの水は女のうちにはいって苦くなり、その腹

はふくれ、ももはやせて、その女は民のうちののろいと
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なるであろう。 28しかし、もし女が身を汚した事がなく

、清いならば、害を受けないで、子を産むことができる

であろう。 29これは疑いのある時のおきてである。妻た

る者が夫のもとにあって、道ならぬ事をして身を汚した

時、 30または夫たる者が疑いの心を起して、妻を疑う時

、彼はその女を主の前に立たせ、祭司はこのおきてを、

ことごとく彼女に行わなければならない。 31こうするな

らば、夫は罪がなく、妻は罪を負うであろう』」。

6主はまたモーセに言われた、 2「イスラエルの人々に

言いなさい、『男または女が、特に誓いを立て、ナジ

ルびととなる誓願をして、身を主に聖別する時は、 3ぶ

どう酒と濃い酒を断ち、ぶどう酒の酢となったもの、濃

い酒の酢となったものを飲まず、また、ぶどうの汁を飲

まず、また生でも干したものでも、ぶどうを食べてはな

らない。 4ナジルびとである間は、すべて、ぶどうの木

からできるものは、種も皮も食べてはならない。 5また

、ナジルびとたる誓願を立てている間は、すべて、かみ

そりを頭に当ててはならない。身を主に聖別した日数の

満ちるまで、彼は聖なるものであるから、髪の毛をのば

しておかなければならない。 6身を主に聖別している間

は、すべて死体に近づいてはならない。 7父母、兄弟、

姉妹が死んだ時でも、そのために身を汚してはならない

。神に聖別したしるしが、頭にあるからである。 8彼は

ナジルびとである間は、すべて主の聖なる者である。 9

もし人がはからずも彼のかたわらに死んで、彼の聖別し

た頭を汚したならば、彼は身を清める日に、頭をそらな

ければならない。すなわち、七日目にそれをそらなけれ

ばならない。 10そして八日目に山ばと二羽、または家ば

とのひな二羽を携えて、会見の幕屋の入口におる祭司の

所に行かなければならない。 11祭司はその一羽を罪祭に

、一羽を燔祭にささげて、彼が死体によって得た罪を彼

のためにあがない、その日に彼の頭を聖別しなければな

らない。 12彼はまたナジルびとたる日の数を、改めて主

に聖別し、一歳の雄の小羊を携えてきて、愆祭としなけ

ればならない。それ以前の日は、彼がその聖別を汚した

ので、無効になるであろう。 13これがナジルびとの律法

である。聖別の日数が満ちた時は、その人を会見の幕屋

の入口に連れてこなければならない。 14そしてその人は

供え物を主にささげなければならない。すなわち、一歳

の雄の小羊の全きもの一頭を燔祭とし、一歳の雌の小羊

の全きもの一頭を罪祭とし、雄羊の全きもの一頭を酬恩

祭とし、 15また種入れぬパンの一かご、油を混ぜて作っ

た麦粉の菓子、油を塗った種入れぬ煎餅、および素祭と

灌祭を携えてこなければならない。 16祭司はこれを主の

前に携えてきて、その罪祭と燔祭とをささげ、 17また雄

羊を種入れぬパンの一かごと共に、酬恩祭の犠牲として

、主にささげなければならない。祭司はまたその素祭と

灌祭をもささげなければならない。 18そのナジルびとは

会見の幕屋の入口で、聖別した頭をそり、その聖別した

頭の髪を取って、これを酬恩祭の犠牲の下にある火の上

に置かなければならない。 19祭司はその雄羊の肩の煮え

たものと、かごから取った種入れぬ菓子一つと、種入れ

ぬ煎餅一つを取って、これをナジルびとが、その聖別し

た頭をそった後、その手に授け、 20祭司は主の前でこれ

を揺り動かして揺祭としなければならない。これは聖な

る物であって、その揺り動かした胸と、ささげたももと

共に、祭司に帰するであろう。こうして後、そのナジル

びとは、ぶどう酒を飲むことができる。 21これは誓願を

するナジルびとと、そのナジルびとたる事のために、主

にささげる彼の供え物についての律法である。このほか

にその力の及ぶ物をささげることができる。すなわち、

彼はその誓う誓願のように、ナジルびとの律法にしたが

って行わなければならない』」。 22主はまたモーセに言

われた、 23「アロンとその子たちに言いなさい、『あな

たがたはイスラエルの人々を祝福してこのように言わな

ければならない。 24「願わくは主があなたを祝福し、あ

なたを守られるように。 25願わくは主がみ顔をもってあ

なたを照し、あなたを恵まれるように。 26願わくは主が

み顔をあなたに向け、あなたに平安を賜わるように」』

。 27こうして彼らがイスラエルの人々のために、わたし

の名を唱えるならば、わたしは彼らを祝福するであろう

」。

7モーセが幕屋を建て終り、これに油を注いで聖別し、
またそのすべての器、およびその祭壇と、そのすべて

の器に油を注いで、これを聖別した日に、 2イスラエル

のつかさたち、すなわち、その父祖の家の長たちは、さ

さげ物をした。彼らは各部族のつかさたちであって、そ

の数えられた人々をつかさどる者どもであった。 3彼ら

はその供え物を、主の前に携えてきたが、おおいのある

車六両と雄牛十二頭であった。つかさふたりに車一両、

ひとりに雄牛一頭である。彼らはこれを幕屋の前に引い

てきた。 4その時、主はモーセに言われた、 5「あなた

はこれを会見の幕屋の務に用いるために、彼らから受け

取って、レビびとに、おのおのその務にしたがって、渡

さなければならない」。 6そこでモーセはその車と雄牛

を受け取って、これをレビびとに渡した。 7すなわち、

ゲルションの子たちには、その務にしたがって、車二両

と雄牛四頭を渡し、 8メラリの子たちには、その務にし

たがって車四両と雄牛八頭を渡し、祭司アロンの子イタ

マルに、これを監督させた。 9しかし、コハテの子たち

には、何をも渡さなかった。彼らの務は聖なる物を、肩

にになって運ぶことであったからである。 10つかさたち

は、また祭壇に油を注ぐ日に、祭壇奉納の供え物を携え

てきて、その供え物を祭壇の前にささげた。 11主はモー

セに言われた、「つかさたちは一日にひとりずつ、祭壇

奉納の供え物をささげなければならない」。 12第一日に

供え物をささげた者は、ユダの部族のアミナダブの子ナ

ションであった。 13その供え物は銀のさら一つ、その重

さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共

に聖所のシケルによる。この二つには素祭に使う油を混

ぜた麦粉を満たしていた。 14また十シケルの金の杯一つ

。これには薫香を満たしていた。 15また燔祭に使う若い

雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 16罪祭に使

う雄やぎ一頭。 17酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五

頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これは

アミナダブの子ナションの供え物であった。 18第二日に

はイッサカルのつかさ、ツアルの子ネタニエルがささげ

物をした。 19そのささげた供え物は銀のさら一つ、その

重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、

共に聖所のシケルによる。この二つには素祭に使う油を

混ぜた麦粉を満たしていた。 20また十シケルの金の杯一

つ、これには薫香を満たしていた。 21また燔祭に使う若

い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 22罪祭に

使う雄やぎ一頭。 23酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊
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五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これ

はツアルの子ネタニエルの供え物であった。 24第三日に

はゼブルンの子たちのつかさ、ヘロンの子エリアブ。 25

その供え物は銀のさら一つ、その重さは百三十シケル、

銀の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖所のシケルによ

る。この二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たして

いた。 26また十シケルの金の杯一つ、これには薫香を満

たしていた。 27また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭

、一歳の雄の小羊一頭。 28罪祭に使う雄やぎ一頭。 29

酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、

一歳の雄の小羊五頭であって、これはヘロンの子エリア

ブの供え物であった。 30第四日にはルベンの子たちのつ

かさ、シデウルの子エリヅル。 31その供え物は銀のさら

一つ、その重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七

十シケル、共に聖所のシケルによる。この二つには素祭

に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 32また十シケル

の金の杯一つ、これには薫香を満たしていた。 33また燔

祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭

。 34罪祭に使う雄やぎ一頭。 35酬恩祭の犠牲に使う雄

牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭で

あって、これはシデウルの子エリヅルの供え物であった

。 36第五日にはシメオンの子たちのつかさ、ツリシャダ

イの子シルミエル。 37その供え物は銀のさら一つ、その

重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、

共に聖所のシケルによる。この二つには素祭に使う油を

混ぜた麦粉を満たしていた。 38また十シケルの金の杯一

つ、これには薫香を満たしていた。 39また燔祭に使う若

い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 40罪祭に

使う雄やぎ一頭。 41酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊

五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これ

はツリシャダイの子シルミエルの供え物であった。 42第

六日にはガドの子たちのつかさ、デウエルの子エリアサ

フ。 43その供え物は銀のさら一つ、その重さは百三十シ

ケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖所のシケ

ルによる。この二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉を満

たしていた。 44また十シケルの金の杯一つ、これには薫

香を満たしていた。 45また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄

羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 46罪祭に使う雄やぎ一頭

。 47酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五

頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これはデウエルの子

エリアサフの供え物であった。 48第七日にはエフライム

の子たちのつかさ、アミホデの子エリシャマ。 49その供

え物は銀のさら一つ、その重さは百三十シケル、銀の鉢

一つ、これは七十シケル、共に聖所のシケルによる。こ

の二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。

50また十シケルの金の杯一つ、これには薫香を満たして

いた。 51また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳

の雄の小羊一頭。 52罪祭に使う雄やぎ一頭。 53酬恩祭

の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の

雄の小羊五頭であって、これはアミホデの子エリシャマ

の供え物であった。 54第八日にはマナセの子たちのつか

さ、パダヅルの子ガマリエル。 55その供え物は銀のさら

一つ、その重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七

十シケル、共に聖所のシケルによる。この二つには素祭

に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 56また十シケル

の金の杯一つ、これには薫香を満たしていた。 57また燔

祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭

。 58罪祭に使う雄やぎ一頭。 59酬恩祭の犠牲に使う雄

牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭で

あって、これはパダヅルの子ガマリエルの供え物であっ

た。 60第九日にはベニヤミンの子らのつかさ、ギデオニ

の子アビダン。 61その供え物は銀のさら一つ、その重さ

は百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共に

聖所のシケルによる。この二つには素祭に使う油を混ぜ

た麦粉を満たしていた。 62また十シケルの金の杯一つ、

これには薫香を満たしていた。 63また燔祭に使う若い雄

牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 64罪祭に使う

雄やぎ一頭。 65酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭

、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これはギ

デオニの子アビダンの供え物であった。 66第十日にはダ

ンの子たちのつかさ、アミシャダイの子アヒエゼル。 67

その供え物は銀のさら一つ、その重さは百三十シケル、

銀の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖所のシケルによ

る。この二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たして

いた。 68また十シケルの金の杯一つ、これには薫香を満

たしていた。 69また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭

、一歳の雄の小羊一頭。 70罪祭に使う雄やぎ一頭。 71

酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、

一歳の雄の小羊五頭であって、これはアミシャダイの子

アヒエゼルの供え物であった。 72第十一日にはアセルの

子たちのつかさ、オクランの子パギエル。 73その供え物

は銀のさら一つ、その重さは百三十シケル、銀の鉢一つ

、これは七十シケル、共に聖所のシケルによる。この二

つには素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 74ま

た十シケルの金の杯一つ、これには薫香を満たしていた

。 75また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄

の小羊一頭。 76罪祭に使う雄やぎ一頭。 77酬恩祭の犠

牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の

小羊五頭であって、これはオクランの子パギエルの供え

物であった。 78第十二日にはナフタリの子たちのつかさ

、エナンの子アヒラ。 79その供え物は銀のさら一つ、そ

の重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル

、共に聖所のシケルによる。この二つには素祭に使う油

を混ぜた麦粉を満たしていた。 80また十シケルの金の杯

一つ、これには薫香を満たしていた。 81また燔祭に使う

若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 82罪祭

に使う雄やぎ一頭。 83酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭。雄

羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、こ

れはエナンの子アヒラの供え物であった。 84以上は祭壇

に油を注ぐ日に、イスラエルのつかさたちが、祭壇を奉

納する供え物として、ささげたものである。すなわち、

銀のさら十二、銀の鉢十二、金の杯十二。 85銀のさらは

それぞれ百三十シケル、鉢はそれぞれ七十シケル、聖所

のシケルによれば、この銀の器は合わせて二千四百シケ

ル。 86また薫香の満ちている十二の金の杯は、聖所のシ

ケルによれば、それぞれ十シケル、その杯の金は合わせ

て百二十シケルであった。 87また燔祭に使う雄牛は合わ

せて十二、雄羊は十二、一歳の雄の小羊は十二、このほ

かにその素祭のものがあった。また罪祭に使う雄やぎは

十二。 88酬恩祭の犠牲に使う雄牛は合わせて二十四、雄

羊は六十、雄やぎは六十、一歳の雄の小羊は六十であっ

て、これは祭壇に油を注いだ後に、祭壇奉納の供え物と

してささげたものである。 89さてモーセは主と語るため

に、会見の幕屋にはいって、あかしの箱の上の、贖罪所

の上、二つのケルビムの間から自分に語られる声を聞い

た。すなわち、主は彼に語られた。
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8主はモーセに言われた、 2「アロンに言いなさい、『

あなたがともし火をともす時は、七つのともし火で燭

台の前方を照すようにしなさい』」。 3アロンはそのよ

うにした。すなわち、主がモーセに命じられたように、

燭台の前方を照すように、ともし火をともした。 4燭台

の造りは次のとおりである。それは金の打ち物で、その

台もその花も共に打物造りであった。モーセは主に示さ

れた型にしたがって、そのようにその燭台を造った。 5

主はまたモーセに言われた、 6「レビびとをイスラエル

の人々のうちから取って、彼らを清めなさい。 7あなた

はこのようにして彼らを清めなければならない。すなわ

ち、罪を清める水を彼らに注ぎかけ、彼らに全身をそら

せ、衣服を洗わせて、身を清めさせ、 8そして彼らに若

い雄牛一頭と、油を混ぜた麦粉の素祭とを取らせなさい

。あなたはまた、ほかに若い雄牛を罪祭のために取らな

ければならない。 9そして、あなたはレビびとを会見の

幕屋の前に連れてきて、イスラエルの人々の全会衆を集

め、 10レビびとを主の前に進ませ、イスラエルの人々を

して、手をレビびとの上に置かせなければならない。 11

そしてアロンは、レビびとをイスラエルの人々のささげ

る揺祭として、主の前にささげなければならない。これ

は彼らに主の務をさせるためである。 12それからあなた

はレビびとをして、手をかの雄牛の頭の上に置かせ、そ

の一つを罪祭とし、一つを燔祭として主にささげ、レビ

びとのために罪のあがないをしなければならない。 13あ

なたはレビびとを、アロンとその子たちの前に立たせ、

これを揺祭として主にささげなければならない。 14こう

して、あなたはレビびとをイスラエルの人々のうちから

分かち、レビびとをわたしのものとしなければならない

。 15こうして後レビびとは会見の幕屋にはいって務につ

くことができる。あなたは彼らを清め、彼らをささげて

揺祭としなければならない。 16彼らはイスラエルの人々

のうちから、全くわたしにささげられたものだからであ

る。イスラエルの人々のうちの初めに生れた者、すなわ

ち、すべてのういごの代りに、わたしは彼らを取ってわ

たしのものとした。 17イスラエルの人々のうちのういご

は、人も獣も、みなわたしのものだからである。わたし

はエジプトの地で、すべてのういごを撃ち殺した日に、

彼らを聖別してわたしのものとした。 18それでわたしは

イスラエルの人々のうちの、すべてのういごの代りにレ

ビびとを取った。 19わたしはイスラエルの人々のうちか

らレビびとを取って、アロンとその子たちに与え、彼ら

に会見の幕屋で、イスラエルの人々に代って務をさせ、

またイスラエルの人々のために罪のあがないをさせるで

あろう。これはイスラエルの人々が、聖所に近づいて、

イスラエルの人々のうちに災の起ることのないようにす

るためである」。 20モーセとアロン、およびイスラエル

の人々の全会衆は、すべて主がレビびとの事につき、モ

ーセに命じられた所にしたがって、レビびとに行った、

すなわち、イスラエルの人々は、そのように彼らに行っ

た。 21そこでレビびとは身を清め、その衣服を洗った。

アロンは彼らを主の前にささげて揺祭とした。アロンは

また彼らのために、罪のあがないをして彼らを清めた。

22こうして後、レビびとは会見の幕屋にはいって、アロ

ンとその子たちに仕えて務をした。すなわち、彼らはレ

ビびとの事について、主がモーセに命じられた所にした

がって、そのように彼らに行った。 23主はまたモーセに

言われた、 24「レビびとは次のようにしなければならな

い。すなわち、二十五歳以上の者は務につき、会見の幕

屋の働きをしなければならない。 25しかし、五十歳から

は務の働きを退き、重ねて務をしてはならない。 26ただ

、会見の幕屋でその兄弟たちの務の助けをすることがで

きる。しかし、務をしてはならない。あなたがレビびと

にその務をさせるには、このようにしなければならない

」。

9エジプトの国を出た次の年の正月、主はシナイの荒野
でモーセに言われた、 2「イスラエルの人々に、過越

の祭を定めの時に行わせなさい。 3この月の十四日の夕

暮、定めの時に、それを行わなければならない。あなた

がたは、そのすべての定めと、そのすべてのおきてにし

たがって、それを行わなければならない」。 4そこでモ

ーセがイスラエルの人々に、過越の祭を行わなければな

らないと言ったので、 5彼らは正月の十四日の夕暮、シ

ナイの荒野で過越の祭を行った。すなわち、イスラエル

の人々は、すべて主がモーセに命じられたようにおこな

った。 6ところが人の死体に触れて身を汚したために、

その日に過越の祭を行うことのできない人々があって、

その日モーセとアロンの前にきて、 7その人々は彼に言

った、「わたしたちは人の死体に触れて身を汚しました

が、なぜその定めの時に、イスラエルの人々と共に、主

に供え物をささげることができないのですか」。 8モー

セは彼らに言った、「しばらく待て。主があなたがたに

ついて、どう仰せになるかを聞こう」。 9主はモーセに

言われた、 10「イスラエルの人々に言いなさい、『あな

たがたのうち、また、あなたがたの子孫のうち、死体に

触れて身を汚した人も、遠い旅路にある人も、なお、過

越の祭を主に対して行うことができるであろう。 11すな

わち、二月の十四日の夕暮、それを行い、種入れぬパン

と苦菜を添えて、それを食べなければならない。 12これ

を少しでも朝まで残しておいてはならない。またその骨

は一本でも折ってはならない。過越の祭のすべての定め

にしたがってこれを行わなければならない。 13しかし、

その身は清く、旅に出てもいないのに、過越の祭を行わ

ないときは、その人は民のうちから断たれるであろう。

このような人は、定めの時に主の供え物をささげないゆ

え、その罪を負わなければならない。 14もし他国の人が

、あなたがたのうちに寄留していて、主に対して過越の

祭を行おうとするならば、過越の祭の定めにより、その

おきてにしたがって、これを行わなければならない。あ

なたがたは他国の人にも、自国の人にも、同一の定めを

用いなければならない』」。 15幕屋を建てた日に、雲は

幕屋をおおった。すれはすなわち、あかしの幕屋であっ

て、夕には、幕屋の上に、雲は火のように見えて、朝に

まで及んだ。 16常にそうであって、昼は雲がそれをおお

い、夜は火のように見えた。 17雲が幕屋を離れてのぼる

時は、イスラエルの人々は、ただちに道に進んだ。また

雲がとどまる所に、イスラエルの人々は宿営した。 18す

なわち、イスラエルの人々は、主の命によって道に進み

、主の命によって宿営し、幕屋の上に雲がとどまってい

る間は、宿営していた。 19幕屋の上に、日久しく雲のと

どまる時は、イスラエルの人々は主の言いつけを守って

、道に進まなかった。 20また幕屋の上に、雲のとどまる

日の少ない時もあったが、彼らは、ただ主の命にしたが

って宿営し、主の命にしたがって、道に進んだ。 21また

雲は夕から朝まで、とどまることもあったが、朝になっ



民数記 92

て、雲がのぼる時は、彼らは道に進んだ。また昼でも夜

でも、雲がのぼる時は、彼らは道に進んだ。 22ふつかで

も、一か月でも、あるいはそれ以上でも、幕屋の上に、

雲がとどまっている間は、イスラエルの人々は宿営して

いて、道に進まなかったが、それがのぼると道に進んだ

。 23すなわち、彼らは主の命にしたがって宿営し、主の

命にしたがって道に進み、モーセによって、主が命じら

れたとおりに、主の言いつけを守った。

10主はモーセに言われた、 2「銀のラッパを二本つく

りなさい。すなわち、打物造りとし、それで会衆を

呼び集め、また宿営を進ませなさい。 3この二つを吹く

ときは、全会衆が会見の幕屋の入口に、あなたの所に集

まってこなければならない。 4もしその一つだけを吹く

ときは、イスラエルの氏族の長であるつかさたちが、あ

なたの所に集まってこなければならない。 5またあなた

がたが警報を吹き鳴らす時は、東の方の宿営が、道に進

まなければならない。 6二度目の警報を吹き鳴らす時は

、南の方の宿営が、道に進まなければならない。すべて

道に進む時は、警報を吹き鳴らさなければならない。 7

また会衆を集める時にも、ラッパを吹き鳴らすが、警報

は吹き鳴らしてはならない。 8アロンの子である祭司た

ちが、ラッパを吹かなければならない。これはあなたが

たが、代々ながく守るべき定めとしなければならない。

9また、あなたがたの国で、あなたがたをしえたげるあ

だとの戦いに出る時は、ラッパをもって、警報を吹き鳴

らさなければならない。そうするならば、あなたがたは

、あなたがたの神、主に覚えられて、あなたがたの敵か

ら救われるであろう。 10また、あなたがたの喜びの日、

あなたがたの祝いの時、および月々の第一日には、あな

たがたの燔祭と酬恩祭の犠牲をささげるに当って、ラッ

パを吹き鳴らさなければならない。そうするならば、あ

なたがたの神は、それによって、あなたがたを覚えられ

るであろう。わたしはあなたがたの神、主である」。 11

第二年の二月二十日に、雲があかしの幕屋を離れてのぼ

ったので、 12イスラエルの人々は、シナイの荒野を出て

、その旅路に進んだが、パランの荒野に至って、雲はと

どまった。 13こうして彼らは、主がモーセによって、命

じられたところにしたがって、道に進むことを始めた。

14先頭には、ユダの子たちの宿営の旗が、その部隊を従

えて進んだ。ユダの部隊の長はアミナダブの子ナション

、 15イッサカルの子たちの部族の部隊の長はツアルの子

ネタニエル、 16ゼブルンの子たちの部族の部隊の長はヘ

ロンの子エリアブであった。 17そして幕屋は取りくずさ

れ、ゲルションの子たち、およびメラリの子たちは幕屋

を運び進んだ。 18次にルベンの宿営の旗が、その部隊を

従えて進んだ。ルベンの部隊の長はシデウルの子エリヅ

ル、 19シメオンの子たちの部族の部隊の長はツリシャダ

イの子シルミエル、 20ガドの子たちの部族の部隊の長は

デウエルの子エリアサフであった。 21そしてコハテびと

は聖なる物を運び進んだ。これが着くまでに、人々は幕

屋を建て終るのである。 22次にエフライムの子たちの宿

営の旗が、その部隊を従えて進んだ。エフライムの部隊

の長はアミホデの子エリシャマ、 23マナセの子たちの部

族の部隊の長はパダヅルの子ガマリエル、 24ベニヤミン

の子たちの部族の部隊の長はギデオニの子アビダンであ

った。 25次にダンの子たちの宿営の旗が、その部隊を従

えて進んだ。この部隊はすべての宿営のしんがりであっ

た。ダンの部隊の長はアミシャダイの子アヒエゼル、 26

アセルの子たちの部族の部隊の長はオクランの子パギエ

ル、 27ナフタリの子たちの部族の部隊の長はエナンの子

アヒラであった。 28イスラエルの人々が、その道に進む

時は、このように、その部隊に従って進んだ。 29さて、

モーセは、妻の父、ミデヤンびとリウエルの子ホバブに

言った、「わたしたちは、かつて主がおまえたちに与え

ると約束された所に向かって進んでいます。あなたも一

緒においでください。あなたが幸福になられるようにい

たしましょう。主がイスラエルに幸福を約束されたので

すから」。 30彼はモーセに言った、「わたしは行きませ

ん。わたしは国に帰って、親族のもとに行きます」。 31

モーセはまた言った、「どうかわたしたちを見捨てない

でください。あなたは、わたしたちが荒野のどこに宿営

すべきかを御存じですから、わたしたちの目となってく

ださい。 32もしあなたが一緒においでくださるなら、主

がわたしたちに賜わる幸福をあなたにも及ぼしましょう

」。 33こうして彼らは主の山を去って、三日の行程を進

んだ。主の契約の箱は、その三日の行程の間、彼らに先

立って行き、彼らのために休む所を尋ねもとめた。 34彼

らが宿営を出て、道に進むとき、昼は主の雲が彼らの上

にあった。 35契約の箱の進むときモーセは言った、「主

よ、立ちあがってください。あなたの敵は打ち散らされ

、あなたを憎む者どもは、あなたの前から逃げ去ります

ように」。 36またそのとどまるとき、彼は言った、「主

よ、帰ってきてください、イスラエルのちよろずの人に

」。

11さて、民は災難に会っている人のように、主の耳に
つぶやいた。主はこれを聞いて怒りを発せられ、主

の火が彼らのうちに燃えあがって、宿営の端を焼いた。

2そこで民はモーセにむかって叫んだ。モーセが主に祈

ったので、その火はしずまった。 3主の火が彼らのうち

に燃えあがったことによって、その所の名はタベラと呼

ばれた。 4また彼らのうちにいた多くの寄り集まりびと

は欲心を起し、イスラエルの人々もまた再び泣いて言っ

た、「ああ、肉が食べたい。 5われわれは思い起すが、

エジプトでは、ただで、魚を食べた。きゅうりも、すい

かも、にらも、たまねぎも、そして、にんにくも。 6し

かし、いま、われわれの精根は尽きた。われわれの目の

前には、このマナのほか何もない」。 7マナは、こえん

どろの実のようで、色はブドラクの色のようであった。

8民は歩きまわって、これを集め、ひきうすでひき、ま

たは、うすでつき、かまで煮て、これをもちとした。そ

の味は油菓子の味のようであった。 9夜、宿営の露がお

りるとき、マナはそれと共に降った。 10モーセは、民が

家ごとに、おのおのその天幕の入口で泣くのを聞いた。

そこで主は激しく怒られ、またモーセは不快に思った。

11そして、モーセは主に言った、「あなたはなぜ、しも

べに悪い仕打ちをされるのですか。どうしてわたしはあ

なたの前に恵みを得ないで、このすべての民の重荷を負

わされるのですか。 12わたしがこのすべての民を、はら

んだのですか。わたしがこれを生んだのですか。そうで

はないのに、あなたはなぜわたしに『養い親が乳児を抱

くように、彼らをふところに抱いて、あなたが彼らの先

祖たちに誓われた地に行け』と言われるのですか。 13わ

たしはどこから肉を獲て、このすべての民に与えること

ができましょうか。彼らは泣いて、『肉を食べさせよ』
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とわたしに言っているのです。 14わたしひとりでは、こ

のすべての民を負うことができません。それはわたしに

は重過ぎます。 15もしわたしがあなたの前に恵みを得ま

すならば、わたしにこのような仕打ちをされるよりは、

むしろ、ひと思いに殺し、このうえ苦しみに会わせない

でください」。 16主はモーセに言われた、「イスラエル

の長老たちのうち、民の長老となり、つかさとなるべき

ことを、あなたが知っている者七十人をわたしのもとに

集め、会見の幕屋に連れてきて、そこにあなたと共に立

たせなさい。 17わたしは下って、その所で、あなたと語

り、またわたしはあなたの上にある霊を、彼らにも分け

与えるであろう。彼らはあなたと共に、民の重荷を負い

、あなたが、ただひとりで、それを負うことのないよう

にするであろう。 18あなたはまた民に言いなさい、『あ

なたがたは身を清めて、あすを待ちなさい。あなたがた

は肉を食べることができるであろう。あなたがたが泣い

て主の耳に、わたしたちは肉が食べたい。エジプトにい

た時は良かったと言ったからである。それゆえ、主はあ

なたがたに肉を与えて食べさせられるであろう。 19あな

たがたがそれを食べるのは、一日や二日や五日や十日や

二十日ではなく、 20一か月に及び、ついにあなたがたの

鼻から出るようになり、あなたがたは、それに飽き果て

るであろう。それはあなたがたのうちにおられる主を軽

んじて、その前に泣き、なぜ、わたしたちはエジプトか

ら出てきたのだろうと言ったからである』」。 21モーセ

は言った、「わたしと共におる民は徒歩の男子だけでも

六十万です。ところがあなたは、『わたしは彼らに肉を

与えて一か月のあいだ食べさせよう』と言われます。 22

羊と牛の群れを彼らのためにほふって、彼らを飽きさせ

るというのですか。海のすべての魚を彼らのために集め

て、彼らを飽きさせるというのですか」。 23主はモーセ

に言われた、「主の手は短かろうか。あなたは、いま、

わたしの言葉の成るかどうかを見るであろう」。 24この

時モーセは出て、主の言葉を民に告げ、民の長老たち七

十人を集めて、幕屋の周囲に立たせた。 25主は雲のうち

にあって下り、モーセと語られ、モーセの上にある霊を

、その七十人の長老たちにも分け与えられた。その霊が

彼らの上にとどまった時、彼らは預言した。ただし、そ

の後は重ねて預言しなかった。 26その時ふたりの者が、

宿営にとどまっていたが、ひとりの名はエルダデと言い

、ひとりの名はメダデといった。彼らの上にも霊がとど

まった。彼らは名をしるされた者であったが、幕屋に行

かなかったので、宿営のうちで預言した。 27時にひとり

の若者が走ってきて、モーセに告げて言った、「エルダ

デとメダデとが宿営のうちで預言しています」。 28若い

時からモーセの従者であったヌンの子ヨシュアは答えて

言った、「わが主、モーセよ、彼らをさし止めてくださ

い」。 29モーセは彼に言った、「あなたは、わたしのた

めを思って、ねたみを起しているのか。主の民がみな預

言者となり、主がその霊を彼らに与えられることは、願

わしいことだ」。 30こうしてモーセはイスラエルの長老

たちと共に、宿営に引きあげた。 31さて、主のもとから

風が起り、海の向こうから、うずらを運んできて、これ

を宿営の近くに落した。その落ちた範囲は、宿営の周囲

で、こちら側も、おおよそ一日の行程、あちら側も、お

およそ一日の行程、地面から高さおおよそ二キュビトで

あった。 32そこで民は立ち上がってその日は終日、その

夜は終夜、またその次の日も終日、うずらを集めたが、

集める事の最も少ない者も、十ホメルほど集めた。彼ら

はみな、それを宿営の周囲に広げておいた。 33その肉が

なお、彼らの歯の間にあって食べつくさないうちに、主

は民にむかって怒りを発し、主は非常に激しい疫病をも

って民を撃たれた。 34これによって、その所の名はキブ

ロテ・ハッタワと呼ばれた。欲心を起した民を、そこに

埋めたからである。 35キブロテ・ハッタワから、民はハ

ゼロテに進み、ハゼロテにとどまった。

12モーセはクシの女をめとっていたが、そのクシの女
をめとったゆえをもって、ミリアムとアロンはモー

セを非難した。 2彼らは言った、「主はただモーセによ

って語られるのか。われわれによっても語られるのでは

ないのか」。主はこれを聞かれた。 3モーセはその人と

なり柔和なこと、地上のすべての人にまさっていた。 4

そこで、主は突然モーセとアロン、およびミリアムにむ

かって「あなたがた三人、会見の幕屋に出てきなさい」

と言われたので、彼ら三人は出てきたが、 5主は雲の柱

のうちにあって下り、幕屋の入口に立って、アロンとミ

リアムを呼ばれた。彼らふたりが進み出ると、 6彼らに

言われた、「あなたがたは、いま、わたしの言葉を聞き

なさい。あなたがたのうちに、もし、預言者があるなら

ば、主なるわたしは幻をもって、これにわたしを知らせ

、また夢をもって、これと語るであろう。 7しかし、わ

たしのしもべモーセとは、そうではない。彼はわたしの

全家に忠信なる者である。 8彼とは、わたしは口ずから

語り、明らかに言って、なぞを使わない。彼はまた主の

形を見るのである。なぜ、あなたがたはわたしのしもべ

モーセを恐れず非難するのか」。 9主は彼らにむかい怒

りを発して去られた。 10雲が幕屋の上を離れ去った時、

ミリアムは、らい病となり、その身は雪のように白くな

った。アロンがふり返ってミリアムを見ると、彼女はら

い病になっていた。 11そこで、アロンはモーセに言った

、「ああ、わが主よ、わたしたちは愚かなことをして罪

を犯しました。どうぞ、その罰をわたしたちに受けさせ

ないでください。 12どうぞ彼女を母の胎から肉が半ば滅

びうせて出る死人のようにしないでください」。 13その

時モーセは主に呼ばわって言った、「ああ、神よ、どう

ぞ彼女をいやしてください」。 14主はモーセに言われた

、「彼女の父が彼女の顔につばきしてさえ、彼女は七日

のあいだ、恥じて身を隠すではないか。彼女を七日のあ

いだ、宿営の外で閉じこめておかなければならない。そ

の後、連れもどしてもよい」。 15そこでミリアムは七日

のあいだ、宿営の外で閉じこめられた。民はミリアムが

連れもどされるまでは、道に進まなかった。 16その後、

民はハゼロテを立って進み、パランの荒野に宿営した。

13主はモーセに言われた、 2「人をつかわして、わた

しがイスラエルの人々に与えるカナンの地を探らせ

なさい。すなわち、その父祖の部族ごとに、すべて彼ら

のうちのつかさたる者ひとりずつをつかわしなさい」。

3モーセは主の命にしたがって、パランの荒野から彼ら

をつかわした。その人々はみなイスラエルの人々のかし

らたちであった。 4彼らの名は次のとおりである。ルベ

ンの部族ではザックルの子シャンマ、 5シメオンの部族

ではホリの子シャパテ、 6ユダの部族ではエフンネの子

カレブ、 7イッサカルの部族ではヨセフの子イガル、 8

エフライムの部族ではヌンの子ホセア、 9ベニヤミンの
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部族ではラフの子パルテ、 10ゼブルンの部族ではソデの

子ガデエル、 11ヨセフの部族すなわち、マナセの部族で

はスシの子ガデ、 12ダンの部族ではゲマリの子アンミエ

ル、 13アセルの部族ではミカエルの子セトル、 14ナフ

タリの部族ではワフシの子ナヘビ、 15ガドの部族ではマ

キの子ギウエル。 16以上はモーセがその地を探らせるた

めにつかわした人々の名である。そしてモーセはヌンの

子ホセアをヨシュアと名づけた。 17モーセは彼らをつか

わし、カナンの地を探らせようとして、これに言った、

「あなたがたはネゲブに行って、山に登り、 18その地の

様子を見、そこに住む民は、強いか弱いか、少ないか多

いか、 19また彼らの住んでいる地は、良いか悪いか。人

々の住んでいる町々は、天幕か、城壁のある町か、 20そ

の地は、肥えているか、やせているか、そこには、木が

あるかないかを見なさい。あなたがたは、勇んで行って

、その地のくだものを取ってきなさい」。時は、ぶどう

の熟し始める季節であった。 21そこで、彼らはのぼって

いって、その地をチンの荒野からハマテの入口に近いレ

ホブまで探った。 22彼らはネゲブにのぼって、ヘブロン

まで行った。そこにはアナクの子孫であるアヒマン、セ

シャイ、およびタルマイがいた。ヘブロンはエジプトの

ゾアンよりも七年前に建てられたものである。 23ついに

彼らはエシコルの谷に行って、そこで一ふさのぶどうの

枝を切り取り、これを棒をもって、ふたりでかつぎ、ま

た、ざくろといちじくをも取った。 24イスラエルの人々

が、そこで切り取ったぶどうの一ふさにちなんで、その

所はエシコルの谷と呼ばれた。 25四十日の後、彼らはそ

の地を探り終って帰ってきた。 26そして、パランの荒野

にあるカデシにいたモーセとアロン、およびイスラエル

の人々の全会衆のもとに行って、彼らと全会衆とに復命

し、その地のくだものを彼らに見せた。 27彼らはモーセ

に言った、「わたしたちはあなたが、つかわした地へ行

きました。そこはまことに乳と蜜の流れている地です。

これはそのくだものです。 28しかし、その地に住む民は

強く、その町々は堅固で非常に大きく、わたしたちはそ

こにアナクの子孫がいるのを見ました。 29またネゲブの

地には、アマレクびとが住み、山地にはヘテびと、エブ

スびと、アモリびとが住み、海べとヨルダンの岸べには

、カナンびとが住んでいます」。 30そのとき、カレブは

モーセの前で、民をしずめて言った、「わたしたちはす

ぐにのぼって、攻め取りましょう。わたしたちは必ず勝

つことができます」。 31しかし、彼とともにのぼって行

った人々は言った、「わたしたちはその民のところへ攻

めのぼることはできません。彼らはわたしたちよりも強

いからです」。 32そして彼らはその探った地のことを、

イスラエルの人々に悪く言いふらして言った、「わたし

たちが行き巡って探った地は、そこに住む者を滅ぼす地

です。またその所でわたしたちが見た民はみな背の高い

人々です。 33わたしたちはまたそこで、ネピリムから出

たアナクの子孫ネピリムを見ました。わたしたちには自

分が、いなごのように思われ、また彼らにも、そう見え

たに違いありません」。

14そこで、会衆はみな声をあげて叫び、民はその夜、
泣き明かした。 2またイスラエルの人々はみなモー

セとアロンにむかってつぶやき、全会衆は彼らに言った

、「ああ、わたしたちはエジプトの国で死んでいたらよ

かったのに。この荒野で死んでいたらよかったのに。 3

なにゆえ、主はわたしたちをこの地に連れてきて、つる

ぎに倒れさせ、またわたしたちの妻子をえじきとされる

のであろうか。エジプトに帰る方が、むしろ良いではな

いか」。 4彼らは互に言った、「わたしたちはひとりの

かしらを立てて、エジプトに帰ろう」。 5そこで、モー

セとアロンはイスラエルの人々の全会衆の前でひれふし

た。 6このとき、その地を探った者のうちのヌンの子ヨ

シュアとエフンネの子カレブは、その衣服を裂き、 7イ

スラエルの人々の全会衆に言った、「わたしたちが行き

巡って探った地は非常に良い地です。 8もし、主が良し

とされるならば、わたしたちをその地に導いて行って、

それをわたしたちにくださるでしょう。それは乳と蜜の

流れている地です。 9ただ、主にそむいてはなりません

。またその地の民を恐れてはなりません。彼らはわたし

たちの食い物にすぎません。彼らを守る者は取り除かれ

ます。主がわたしたちと共におられますから、彼らを恐

れてはなりません」。 10ところが会衆はみな石で彼らを

撃ち殺そうとした。そのとき、主の栄光が、会見の幕屋

からイスラエルのすべての人に現れた。 11主はモーセに

言われた、「この民はいつまでわたしを侮るのか。わた

しがもろもろのしるしを彼らのうちに行ったのに、彼ら

はいつまでわたしを信じないのか。 12わたしは疫病をも

って彼らを撃ち滅ぼし、あなたを彼らよりも大いなる強

い国民としよう」。 13モーセは主に言った、「エジプト

びとは、あなたが力をもって、この民を彼らのうちから

導き出されたことを聞いて、 14この地の住民に告げるで

しょう。彼らは、主なるあなたが、この民のうちにおら

れ、主なるあなたが、まのあたり現れ、あなたの雲が、

彼らの上にとどまり、昼は雲の柱のうちに、夜は火の柱

のうちにあって、彼らの前に行かれるのを聞いたのです

。 15いま、もし、あなたがこの民をひとり残らず殺され

るならば、あなたのことを聞いた国民は語って、 16『主

は与えると誓った地に、この民を導き入れることができ

なかったため、彼らを荒野で殺したのだ』と言うでしょ

う。 17どうぞ、あなたが約束されたように、いま主の大

いなる力を現してください。 18あなたはかつて、『主は

怒ることおそく、いつくしみに富み、罪ととがをゆるす

者、しかし、罰すべき者は、決してゆるさず、父の罪を

子に報いて、三、四代に及ぼす者である』と言われまし

た。 19どうぞ、あなたの大いなるいつくしみによって、

エジプトからこのかた、今にいたるまで、この民をゆる

されたように、この民の罪をおゆるしください」。 20主

は言われた、「わたしはあなたの言葉のとおりにゆるそ

う。 21しかし、わたしは生きている。また主の栄光が、

全世界に満ちている。 22わたしの栄光と、わたしがエジ

プトと荒野で行ったしるしを見ながら、このように十度

もわたしを試みて、わたしの声に聞きしたがわなかった

人々はひとりも、 23わたしがかつて彼らの先祖たちに与

えると誓った地を見ないであろう。またわたしを侮った

人々も、それを見ないであろう。 24ただし、わたしのし

もべカレブは違った心をもっていて、わたしに完全に従

ったので、わたしは彼が行ってきた地に彼を導き入れる

であろう。彼の子孫はそれを所有するにいたるであろう

。 25谷にはアマレクびととカナンびとが住んでいるから

、あなたがたは、あす、身をめぐらして紅海の道を荒野

へ進みなさい」。 26主はモーセとアロンに言われた、

27「わたしにむかってつぶやくこの悪い会衆をいつまで

忍ぶことができようか。わたしはイスラエルの人々が、
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わたしにむかってつぶやくのを聞いた。 28あなたは彼ら

に言いなさい、『主は言われる、「わたしは生きている

。あなたがたが、わたしの耳に語ったように、わたしは

あなたがたにするであろう。 29あなたがたは死体となっ

て、この荒野に倒れるであろう。あなたがたのうち、わ

たしにむかってつぶやいた者、すなわち、すべて数えら

れた二十歳以上の者はみな倒れるであろう。 30エフンネ

の子カレブと、ヌンの子ヨシュアのほかは、わたしがか

つて、あなたがたを住まわせようと、手をあげて誓った

地に、はいることができないであろう。 31しかし、あな

たがたが、えじきになるであろうと言ったあなたがたの

子供は、わたしが導いて、はいるであろう。彼らはあな

たがたが、いやしめた地を知るようになるであろう。 32

しかしあなたがたは死体となってこの荒野に倒れるであ

ろう。 33あなたがたの子たちは、あなたがたの死体が荒

野に朽ち果てるまで四十年のあいだ、荒野で羊飼となり

、あなたがたの不信の罪を負うであろう。 34あなたがた

は、かの地を探った四十日の日数にしたがい、その一日

を一年として、四十年のあいだ、自分の罪を負い、わた

しがあなたがたを遠ざかったことを知るであろう」。 35

主なるわたしがこれを言う。わたしは必ずわたしに逆ら

って集まったこの悪い会衆に、これをことごとく行うで

あろう。彼らはこの荒野に朽ち、ここで死ぬであろう』

」。 36こうして、モーセにつかわされ、かの地を探りに

行き、帰ってきて、その地を悪く言い、全会衆を、モー

セにむかって、つぶやかせた人々、 37すなわち、その地

を悪く言いふらした人々は、疫病にかかって主の前に死

んだが、 38その地を探りに行った人々のうち、ヌンの子

ヨシュアと、エフンネの子カレブとは生き残った。 39モ

ーセが、これらのことを、イスラエルのすべての人々に

告げたとき、民は非常に悲しみ、 40朝早く起きて山の頂

きに登って言った、「わたしたちはここにいる。さあ、

主が約束された所へ上って行こう。わたしたちは罪を犯

したのだから」。 41モーセは言った、「あなたがたは、

それをなし遂げることもできないのに、どうして、その

ように主の命にそむくのか。 42あなたがたは上って行っ

てはならない。主があなたがたのうちにおられないから

、あなたがたは敵の前に、撃ち破られるであろう。 43そ

こには、アマレクびとと、カナンびとがあなたがたの前

にいるから、あなたがたは、つるぎに倒れるであろう。

あなたがたがそむいて、主に従わなかったゆえ、主はあ

なたがたと共におられないからである」。 44しかし、彼

らは、ほしいままに山の頂に登った。ただし、主の契約

の箱と、モーセとは、宿営の中から出なかった。 45そこ

で、その山に住んでいたアマレクびとと、カナンびとが

下ってきて、彼らを撃ち破り、ホルマまで追ってきた。

15主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人々に言

いなさい、『あなたがたが、わたしの与えて住ませ

る地に行って、 3主に火祭をささげる時、すなわち特別

の誓願の供え物、あるいは自発の供え物、あるいは祝の

ときの供え物として、牛または羊を燔祭または犠牲とし

てささげ、主に香ばしいかおりとするとき、 5その供え

物を主にささげる者は、燔祭または犠牲と共に、小羊一

頭ごとに、麦粉一エパの十分の一に、油一ヒンの四分の

一を混ぜたものを、素祭としてささげ、ぶどう酒一ヒン

の四分の一を、灌祭としてささげなければならない。 6

もし、また雄羊を用いるときは、麦粉一エパの十分の二

に、油一ヒンの三分の一を混ぜたものを、素祭としてさ

さげ、 7また、ぶどう酒一ヒンの三分の一を、灌祭とし

てささげて、主に香ばしいかおりとしなければならない

。 8またあなたが特別の誓願の供え物、あるいは酬恩祭

を、主にささげる時、若い雄牛を、燔祭または犠牲とす

るならば、 9麦粉一エパの十分の三に、油一ヒンの二分

の一を混ぜたものを、素祭として、若い雄牛と共にささ

げ、 10また、ぶどう酒一ヒンの二分の一を、灌祭として

ささげなければならない。これは火祭であって、主に香

ばしいかおりとするものである。 11雄牛、あるいは雄羊

、あるいは小羊、あるいは子やぎは、一頭ごとに、この

ようにしなければならない。 12すなわち、あなたがたの

ささげる数にてらし、その数にしたがって、一頭ごとに

、このようにしなければならない。 13すべて国に生れた

者が、火祭をささげて、主に香ばしいかおりとするとき

は、このように、これらのことを行わなければならない

。 14またあなたがたのうちに寄留している他国人、また

はあなたがたのうちに、代々ながく住む者が、火祭をさ

さげて、主に香ばしいかおりとしようとする時は、あな

たがたがするように、その人もしなければならない。 15

会衆たる者は、あなたがたも、あなたがたのうちに寄留

している他国人も、同一の定めに従わなければならない

。これは、あなたがたが代々ながく守るべき定めである

。他国の人も、主の前には、あなたがたと等しくなけれ

ばならない。 16すなわち、あなたがたも、あなたがたの

うちに寄留している他国人も、同一の律法、同一のおき

てに従わなければならない』」。 17主はまたモーセに言

われた、 18「イスラエルの人々に言いなさい、『わたし

が導いて行く地に、あなたがたがはいって、 19その地の

食物を食べるとき、あなたがたは、ささげ物を主にささ

げなければならない。 20すなわち、麦粉の初物で作った

菓子を、ささげ物としなければならない。これを、打ち

場からのささげ物のように、ささげなければならない。

21あなたがたは代々その麦粉の初物で、主にささげ物を

しなければならない。 22あなたがたが、もしあやまって

、主がモーセに告げられたこのすべての戒めを行わず、

23主がモーセによって戒めを与えられた日からこのかた

、代々にわたり、あなたがたに命じられたすべての事を

行わないとき、 24すなわち、会衆が知らずに、あやまっ

て犯した時は、全会衆は若い雄牛一頭を、燔祭としてさ

さげ、主に香ばしいかおりとし、これに素祭と灌祭とを

定めのように加え、また雄やぎ一頭を、罪祭としてささ

げなければならない。 25そして祭司は、イスラエルの人

々の全会衆のために、罪のあがないをしなければならな

い。そうすれば、彼らはゆるされるであろう。それは過

失だからである。彼らはその過失のために、その供え物

として、火祭を主にささげ、また罪祭を主の前にささげ

なければならない。 26そうすれば、イスラエルの人々の

全会衆はゆるされ、また彼らのうちに寄留している他国

人も、ゆるされるであろう。民はみな過失を犯したから

である。 27もし人があやまって罪を犯す時は、一歳の雌

やぎ一頭を罪祭としてささげなければならない。 28そし

て祭司は、人があやまって罪を犯した時、そのあやまっ

て罪を犯した人のために、主の前に罪のあがないをして

、その罪をあがなわなければならない。そうすれば、彼

はゆるされるであろう。 29イスラエルの人々のうちの、

国に生れた者でも、そのうちに寄留している他国人でも

、あやまって罪を犯す者には、あなたがたは同一の律法
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を用いなければならない。 30しかし、国に生れた者でも

、他国の人でも、故意に罪を犯す者は主を汚すもので、

その人は民のうちから断たれなければならない。 31彼は

主の言葉を侮り、その戒めを破ったのであるから、必ず

断たれ、その罪を負わなければならない』」。 32イスラ

エルの人々が荒野におるとき、安息日にひとりの人が、

たきぎを集めるのを見た。 33そのたきぎを集めるのを見

た人々は、その人をモーセとアロン、および全会衆のも

とに連れてきたが、 34どう取り扱うべきか、まだ示しを

受けていなかったので、彼を閉じ込めておいた。 35その

とき、主はモーセに言われた、「その人は必ず殺されな

ければならない。全会衆は宿営の外で、彼を石で撃ち殺

さなければならない」。 36そこで、全会衆は彼を宿営の

外に連れ出し、彼を石で撃ち殺し、主がモーセに命じら

れたようにした。 37主はまたモーセに言われた、 38「

イスラエルの人々に命じて、代々その衣服のすその四す

みにふさをつけ、そのふさを青ひもで、すその四すみに

つけさせなさい。 39あなたがたが、そのふさを見て、主

のもろもろの戒めを思い起して、それを行い、あなたが

たが自分の心と、目の欲に従って、みだらな行いをしな

いためである。 40こうして、あなたがたは、わたしのも

ろもろの戒めを思い起して、それを行い、あなたがたの

神に聖なる者とならなければならない。 41わたしはあな

たがたの神、主であって、あなたがたの神となるために

、あなたがたをエジプトの国から導き出した者である。

わたしはあなたがたの神、主である」。

16ここに、レビの子コハテの子なるイヅハルの子コラ
と、ルベンの子なるエリアブの子ダタンおよびアビ

ラムと、ルベンの子なるペレテの子オンとが相結び、 2

イスラエルの人々のうち、会衆のうちから選ばれて、つ

かさとなった名のある人々二百五十人と共に立って、モ

ーセに逆らった。 3彼らは集まって、モーセとアロンと

に逆らって言った、「あなたがたは、分を越えています

。全会衆は、ことごとく聖なるものであって、主がその

うちにおられるのに、どうしてあなたがたは、主の会衆

の上に立つのですか」。 4モーセはこれを聞いてひれ伏

した。 5やがて彼はコラと、そのすべての仲間とに言っ

た、「あす、主は、主につくものはだれ、聖なる者はだ

れであるかを示して、その人をみもとに近づけられるで

あろう。すなわち、その選んだ人を、みもとに近づけら

れるであろう。 6それで、次のようにしなさい。コラと

そのすべての仲間とは、火ざらを取り、 7その中に火を

入れ、それに薫香を盛って、あす、主の前に出なさい。

その時、主が選ばれる人は聖なる者である。レビの子た

ちよ、あなたがたこそ、分を越えている」。 8モーセは

またコラに言った、「レビの子たちよ、聞きなさい。 9

イスラエルの神はあなたがたをイスラエルの会衆のうち

から分かち、主に近づかせて、主の幕屋の務をさせ、か

つ会衆の前に立って仕えさせられる。これはあなたがた

にとって、小さいことであろうか。 10神はあなたとあな

たの兄弟なるレビの子たちをみな近づけられた。あなた

がたはなお、その上に祭司となることを求めるのか。 11

あなたとあなたの仲間は、みなそのために集まって主に

敵している。あなたがたはアロンをなんと思って、彼に

対してつぶやくのか」。 12モーセは人をやって、エリア

ブの子ダタンとアビラムとを呼ばせたが、彼らは言った

、「わたしたちは参りません。 13あなたは乳と蜜の流れ

る地から、わたしたちを導き出して、荒野でわたしたち

を殺そうとしている。これは小さいことでしょうか。そ

の上、あなたはわたしたちに君臨しようとしている。 14

かつまた、あなたはわたしたちを、乳と蜜の流れる地に

導いて行かず、畑と、ぶどう畑とを嗣業として与えもし

ない。これらの人々の目をくらまそうとするのですか。

わたしたちは参りません」。 15モーセは大いに怒って、

主に言った、「彼らの供え物を顧みないでください。わ

たしは彼らから、ろば一頭をも取ったことなく、また彼

らのひとりをも害したことはありません」。 16そしてモ

ーセはコラに言った、「あなたとあなたの仲間はみなア

ロンと一緒に、あす、主の前に出なさい。 17あなたがた

は、おのおの火ざらを取って、それに薫香を盛り、おの

おのその火ざらを主の前に携えて行きなさい。その火ざ

らは会わせて二百五十。あなたとアロンも、おのおの火

ざらを携えて行きなさい」。 18彼らは、おのおの火ざら

を取り、火をその中に入れ、それに薫香を盛り、モーセ

とアロンも共に、会見の幕屋の入口に立った。 19そのと

き、コラは会衆を、ことごとく会見の幕屋の入口に集め

て、彼らふたりに逆らわせようとしたが、主の栄光は全

会衆に現れた。 20主はモーセとアロンに言われた、 21

「あなたがたはこの会衆を離れなさい。わたしはただち

に彼らを滅ぼすであろう」。 22彼らふたりは、ひれ伏し

て言った、「神よ、すべての肉なる者の命の神よ、この

ひとりの人が、罪を犯したからといって、あなたは全会

衆に対して怒られるのですか」。 23主はモーセに言われ

た、 24「あなたは会衆に告げて、コラとダタンとアビラ

ムのすまいの周囲を去れと言いなさい」。 25モーセは立

ってダタンとアビラムのもとに行ったが、イスラエルの

長老たちも、彼に従って行った。 26モーセは会衆に言っ

た、「どうぞ、あなたがたはこれらの悪い人々の天幕を

離れてください。彼らのものには何にも触れてはならな

い。彼らのもろもろの罪によって、あなたがたも滅ぼさ

れてはいけないから」。 27そこで人々はコラとダタンと

アビラムのすまいの周囲を離れ去った。そして、ダタン

とアビラムとは、妻、子、および幼児と一緒に出て、天

幕の入口に立った。 28モーセは言った、「あなたがたは

主がこれらのすべての事をさせるために、わたしをつか

わされたこと、またわたしが、これを自分の心にしたが

って行うものでないことを、次のことによって知るであ

ろう。 29すなわち、もしこれらの人々が、普通の死に方

で死に、普通の運命に会うのであれば、主がわたしをつ

かわされたのではない。 30しかし、主が新しい事をされ

、地が口を開いて、これらの人々と、それに属する者と

を、ことごとくのみつくして、生きながら陰府に下らせ

られるならば、あなたがたはこれらの人々が、主を侮っ

たのであることを知らなければならない」。 (Sheol h7585)

31モーセが、これらのすべての言葉を述べ終ったとき、

彼らの下の土地が裂け、 32地は口を開いて、彼らとその

家族、ならびにコラに属するすべての人々と、すべての

所有物をのみつくした。 33すなわち、彼らと、彼らに属

するものは、皆生きながら陰府に下り、地はその上を閉

じふさいで、彼らは会衆のうちから、断ち滅ぼされた。

(Sheol h7585) 34この時、その周囲にいたイスラエルの人々

は、みな彼らの叫びを聞いて逃げ去り、「恐らく地はわ

たしたちをも、のみつくすであろう」と言った。 35また

主のもとから火が出て、薫香を供える二百五十人をも焼

きつくした。 36主はモーセに言われた、 37「あなたは
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祭司アロンの子エレアザルに告げて、その燃える火の中

から、かの火ざらを取り出させ、その中の火を遠く広く

まき散らさせなさい。それらの火ざらは聖となったから

、 38罪を犯して命を失った人々の、これらの火ざらを、

広い延べ板として、祭壇のおおいとしなさい。これは主

の前にささげられて、聖となったからである。こうして

、これはイスラエルの人々に、しるしとなるであろう」

。 39そこで祭司エレアザルは、かの焼き殺された人々が

供えた青銅の火ざらを取り、これを広く打ち延ばして、

祭壇のおおいとし、 40これをイスラエルの人々の記念の

物とした。これはアロンの子孫でないほかの人が、主の

前に近づいて、薫香をたくことのないようにするため、

またその人がコラ、およびその仲間のようにならないた

めである。すなわち、主がモーセによってエレアザルに

言われたとおりである。 41その翌日、イスラエルの人々

の会衆は、みなモーセとアロンとにつぶやいて言った、

「あなたがたは主の民を殺しました」。 42会衆が集まっ

て、モーセとアロンとに逆らったとき、会見の幕屋を望

み見ると、雲がこれをおおい、主の栄光が現れていた。

43モーセとアロンとが、会見の幕屋の前に行くと、 44主

はモーセに言われた、 45「あなたがたはこの会衆を離れ

なさい。わたしはただちに彼らを滅ぼそう」。そこで彼

らふたりは、ひれ伏した。 46モーセはアロンに言った、

「あなたは火ざらを取って、それに祭壇から取った火を

入れ、その上に薫香を盛り、急いでそれを会衆のもとに

持って行って、彼らのために罪のあがないをしなさい。

主が怒りを発せられ、疫病がすでに始まったからです」

。 47そこで、アロンはモーセの言ったように、それを取

って会衆の中に走って行ったが、疫病はすでに民のうち

に始まっていたので、薫香をたいて、民のために罪のあ

がないをし、 48すでに死んだ者と、なお生きている者と

の間に立つと、疫病はやんだ。 49コラの事によって死ん

だ者のほかに、この疫病によって死んだ者は一万四千七

百人であった。 50アロンは会見の幕屋の入口にいるモー

セのもとに帰った。こうして疫病はやんだ。

17主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人々に告

げて、彼らのうちから、おのおのの父祖の家にした

がって、つえ一本ずつを取りなさい。すなわち、そのす

べてのつかさたちから、父祖の家にしたがって、つえ十

二本を取り、その人々の名を、おのおのそのつえに書き

しるし、 3レビのつえにはアロンの名を書きしるしなさ

い。父祖の家のかしらは、おのおののつえ一本を出すの

だからである。 4そして、これらのつえを、わたしがあ

なたがたに会う会見の幕屋の中の、あかしの箱の前に置

きなさい。 5わたしの選んだ人のつえには、芽が出るで

あろう。こうして、わたしはイスラエルの人々が、あな

たがたにむかって、つぶやくのをやめさせるであろう」

。 6モーセが、このようにイスラエルの人々に語ったの

で、つかさたちはみな、その父祖の家にしたがって、お

のおの、つえ一本ずつを彼に渡した。そのつえは合わせ

て十二本。アロンのつえも、そのつえのうちにあった。

7モーセは、それらのつえを、あかしの幕屋の中の、主

の前に置いた。 8その翌日、モーセが、あかしの幕屋に

はいって見ると、レビの家のために出したアロンのつえ

は芽をふき、つぼみを出し、花が咲いて、あめんどうの

実を結んでいた。 9モーセがそれらのつえを、ことごと

く主の前から、イスラエルのすべての人の所に持ち出し

たので、彼らは見て、おのおの自分のつえを取った。 10

主はモーセに言われた、「アロンのつえを、あかしの箱

の前に持ち帰り、そこに保存して、そむく者どものため

に、しるしとしなさい。こうして、彼らのわたしに対す

るつぶやきをやめさせ、彼らの死ぬのをまぬかれさせな

ければならない」。 11モーセはそのようにして、主が彼

に命じられたとおりに行った。 12イスラエルの人々は、

モーセに言った、「ああ、わたしたちは死ぬ。破滅です

、全滅です。 13主の幕屋に近づく者が、みな死ぬのであ

れば、わたしたちは死に絶えるではありませんか」。

18そこで、主はアロンに言われた、「あなたとあなた
の子たち、およびあなたの父祖の家の者は、聖所に

関する罪を負わなければならない。また、あなたとあな

たの子たちとは、祭司職に関する罪を負わなければなら

ない。 2あなたはまた、あなたの兄弟なるレビの部族の

者、すなわち、あなたの父祖の部族の者どもを、あなた

に近づかせ、あなたに連なり、あなたに仕えさせなけれ

ばならない。ただし、あなたとあなたの子たちとは、共

にあかしの幕屋の前で仕えなければならない。 3彼らは

、あなたの務と、すべての幕屋の務とを守らなければな

らない。ただし、聖所の器と、祭壇とに近づいてはなら

ない。彼らもあなたがたも、死ぬことのないためである

。 4彼らはあなたに連なって、会見の幕屋の務を守り、

幕屋のもろもろの働きをしなければならない。ほかの者

は、あなたがたに近づいてはならない。 5このように、

あなたがたは、聖所の務と、祭壇の務とを守らなければ

ならない。そうすれば、主の激しい怒りは、かさねてイ

スラエルの人々に臨まないであろう。 6わたしはあなた

がたの兄弟たるレビびとを、イスラエルの人々のうちか

ら取り、主のために、これを賜物として、あなたがたに

与え、会見の幕屋の働きをさせる。 7あなたとあなたの

子たちは共に祭司職を守って、祭壇と、垂幕のうちのす

べての事を執り行い、共に勤めなければならない。わた

しは祭司の職務を賜物として、あなたがたに与える。ほ

かの人で近づく者は殺されるであろう」。 8主はまたア

ロンに言われた、「わたしはイスラエルの人々の、すべ

ての聖なる供え物で、わたしにささげる物の一部をあな

たに与える。すなわち、わたしはこれをあなたと、あな

たの子たちに、その分け前として与え、永久に受くべき

分とする。 9いと聖なる供え物のうち、火で焼かずに、

あなたに帰すべきものは次のとおりである。すなわち、

わたしにささげるすべての供え物、素祭、罪祭、愆祭は

みな、いと聖なる物であって、あなたとあなたの子たち

に帰するであろう。 10いと聖なる所で、それを食べなけ

ればならない。男子はみな、それを食べることができる

。それはあなたに帰すべき聖なる物である。 11またあな

たに帰すべきものはこれである。すなわち、イスラエル

の人々のささげる供え物のうち、すべて揺祭とするもの

であって、これをあなたとあなたのむすこ娘に与えて、

永久に受くべき分とする。あなたの家の者のうち、清い

者はみな、これを食べることができる。 12すべて油の最

もよい物、およびすべて新しいぶどう酒と、穀物の最も

良い物など、人々が主にささげる初穂をあなたに与える

。 13国のすべての産物の初物で、人々が主のもとに携え

てきたものは、あなたに帰するであろう。あなたの家の

者のうち、清い者はみな、これを食べることができる。

14イスラエルのうちの奉納物はみな、あなたに帰する。
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15すべて肉なる者のういごであって、主にささげられる

者はみな、人でも獣でも、あなたに帰する。ただし、人

のういごは必ずあがなわなければならない。また汚れた

獣のういごも、あがなわなければならない。 16人のうい

ごは生後一か月で、あがなわなければならない。そのあ

がない金はあなたの値積りにより、聖所のシケルにした

がって、銀五シケルでなければならない。一シケルは二

十ゲラである。 17しかし、牛のういご、羊のういご、や

ぎのういごは、あがなってはならない。これらは聖なる

ものである。その血を祭壇に注ぎかけ、その脂肪を焼い

て火祭とし、香ばしいかおりとして、主にささげなけれ

ばならない。 18その肉はあなたに帰する。それは揺祭の

胸や右のももと同じく、あなたに帰する。 19イスラエル

の人々が、主にささげる聖なる供え物はみな、あなたと

あなたのむすこ娘とに与えて、永久に受ける分とする。

これは主の前にあって、あなたとあなたの子孫とに対し

、永遠に変らぬ塩の契約である」。 20主はまたアロンに

言われた、「あなたはイスラエルの人々の地のうちに、

嗣業をもってはならない。また彼らのうちに、何の分を

も持ってはならない。彼らのうちにあって、わたしがあ

なたの分であり、あなたの嗣業である。 21わたしはレビ

の子孫にはイスラエルにおいて、すべて十分の一を嗣業

として与え、その働き、すなわち、会見の幕屋の働きに

報いる。 22イスラエルの人々は、かさねて会見の幕屋に

近づいてはならない。罪を得て死なないためである。 23

レビびとだけが会見の幕屋の働きをしなければならない

。彼らがその罪を負うであろう。彼らがイスラエルの人

々のうちに、嗣業の地を持たないことをもって、あなた

がたの代々ながく守るべき定めとしなければならない。

24わたしはイスラエルの人々が供え物として主にささげ

る十分の一を、レビびとに嗣業として与えた。それで『

彼らはイスラエルの人々のうちに、嗣業の地を持っては

ならない』と、わたしは彼らに言ったのである」。 25主

はモーセに言われた、 26「レビびとに言いなさい、『わ

たしがイスラエルの人々から取って、嗣業として与える

十分の一を受ける時、あなたがたはその十分の一の十分

の一を、主にささげなければならない。 27あなたがたの

ささげ物は、打ち場からの穀物や、酒ぶねからのぶどう

酒と同じように見なされるであろう。 28そのようにあな

たがたもまた、イスラエルの人々から受けるすべての十

分の一の物のうちから、主に供え物をささげ、主にささ

げたその供え物を、祭司アロンに与えなければならない

。 29あなたがたの受けるすべての贈物のうちから、その

良いところ、すなわち、聖なる部分を取って、ことごと

く供え物として、主にささげなければならない』。 30あ

なたはまた彼らに言いなさい、『あなたがたが、そのう

ちから良いところを取ってささげる時、その残りの部分

はレビびとには、打ち場の産物や、酒ぶねの産物と同じ

ように見なされるであろう。 31あなたがたと、あなたが

たの家族とは、どこでそれを食べてもよい。これは会見

の幕屋であなたがたがする働きの報酬である。 32あなた

がたが、その良いところをささげるときは、それによっ

て、あなたがたは罪を負わないであろう。あなたがたは

イスラエルの人々の聖なる供え物を汚してはならない。

死をまぬかれるためである』」。

19主はモーセとアロンに言われた、 2「主の命じられ

た律法の定めは次のとおりである。すなわち『イス

ラエルの人々に告げて、完全で、傷がなく、まだくびき

を負ったことのない赤い雌牛を、あなたのもとに引いて

こさせ、 3これを祭司エレアザルにわたして、宿営の外

にひき出させ、彼の前でこれをほふらせなければならな

い。 4そして祭司エレアザルは、指をもってその血を取

り、会見の幕屋の表に向かって、その血を七たびふりか

けなければならない。 5ついでその雌牛を自分の目の前

で焼かせ、その皮と肉と血とは、その汚物と共に焼かな

ければならない。 6そして祭司は香柏の木と、ヒソプと

、緋の糸とを取って雌牛の燃えているなかに投げ入れな

ければならない。 7そして祭司は衣服を洗い、水に身を

すすいで後、宿営に、はいることができる。ただし祭司

は夕まで汚れる。 8またその雌牛を焼いた者も水で衣服

を洗い、水に身をすすがなければならない。彼も夕まで

汚れる。 9それから身の清い者がひとり、その雌牛の灰

を集め、宿営の外の清い所にたくわえておかなければな

らない。これはイスラエルの人々の会衆のため、汚れを

清める水をつくるために備えるものであって、罪を清め

るものである。 10その雌牛の灰を集めた者は衣服を洗わ

なければならない。その人は夕まで汚れる。これはイス

ラエルの人々と、そのうちに宿っている他国人との、永

久に守るべき定めとしなければならない。 11すべて人の

死体に触れる者は、七日のあいだ汚れる。 12その人は三

日目と七日目とに、この灰の水をもって身を清めなけれ

ばならない。そうすれば清くなるであろう。しかし、も

し三日目と七日目とに、身を清めないならば、清くなら

ないであろう。 13すべて死人の死体に触れて、身を清め

ない者は主の幕屋を汚す者で、その人はイスラエルから

断たれなければならない。汚れを清める水がその身に注

ぎかけられないゆえ、その人は清くならず、その汚れは

、なお、その身にあるからである。 14人が天幕の中で死

んだ時に用いる律法は次のとおりである。すなわち、す

べてその天幕にはいった者、およびすべてその天幕にい

た者は七日のあいだ汚れる。 15ふたで上をおおわない器

はみな汚れる。 16つるぎで殺された者、または死んだ者

、または人の骨、または墓などに、野外で触れる者は皆

、七日のあいだ汚れる。 17汚れた者があった時には、罪

を清める焼いた雌牛の灰を取って器に入れ、流れの水を

これに加え、 18身の清い者がひとりヒソプを取って、そ

の水に浸し、これをその天幕と、すべての器と、そこに

いた人々と、骨、あるいは殺された者、あるいは死んだ

者、あるいは墓などに触れた者とにふりかけなければな

らない。 19すなわちその身の清い人は三日目と七日目と

にその汚れたものに、それをふりかけなければならない

。そして七日目にその人は身を清め、衣服を洗い、水に

身をすすがなければならない。そうすれば夕になって清

くなるであろう。 20しかし、汚れて身を清めない人は主

の聖所を汚す者で、その人は会衆のうちから断たれなけ

ればならない。汚れを清める水がその身に注ぎかけられ

ないゆえ、その人は汚れているからである。 21これは彼

らの永久に守るべき定めとしなければならない。すなわ

ち汚れを清める水をふりかけた者は衣服を洗わなければ

ならない。また汚れを清める水に触れた者も夕まで汚れ

るであろう。 22すべて汚れた人の触れる物は汚れる。ま

たそれに触れる人も夕まで汚れるであろう』」。

20イスラエルの人々の全会衆は正月になってチンの荒
野にはいった。そして民はカデシにとどまったが、
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ミリアムがそこで死んだので、彼女をそこに葬った。 2

そのころ会衆は水が得られなかったため、相集まってモ

ーセとアロンに迫った。 3すなわち民はモーセと争って

言った、「さきにわれわれの兄弟たちが主の前に死んだ

時、われわれも死んでいたらよかったものを。 4なぜ、

あなたがたは主の会衆をこの荒野に導いて、われわれと

、われわれの家畜とを、ここで死なせようとするのです

か。 5どうしてあなたがたはわれわれをエジプトから上

らせて、この悪い所に導き入れたのですか。ここには種

をまく所もなく、いちじくもなく、ぶどうもなく、ざく

ろもなく、また飲む水もありません」。 6そこでモーセ

とアロンは会衆の前を去り、会見の幕屋の入口へ行って

ひれ伏した。すると主の栄光が彼らに現れ、 7主はモー

セに言われた、 8「あなたは、つえをとり、あなたの兄

弟アロンと共に会衆を集め、その目の前で岩に命じて水

を出させなさい。こうしてあなたは彼らのために岩から

水を出して、会衆とその家畜に飲ませなさい」。 9モー

セは命じられたように主の前にあるつえを取った。 10モ

ーセはアロンと共に会衆を岩の前に集めて彼らに言った

、「そむく人たちよ、聞きなさい。われわれがあなたが

たのためにこの岩から水を出さなければならないのであ

ろうか」。 11モーセは手をあげ、つえで岩を二度打つと

、水がたくさんわき出たので、会衆とその家畜はともに

飲んだ。 12そのとき主はモーセとアロンに言われた、「

あなたがたはわたしを信じないで、イスラエルの人々の

前にわたしの聖なることを現さなかったから、この会衆

をわたしが彼らに与えた地に導き入れることができない

であろう」。 13これがメリバの水であって、イスラエル

の人々はここで主と争ったが、主は自分の聖なることを

彼らのうちに現された。 14さて、モーセはカデシからエ

ドムの王に使者をつかわして言った、「あなたの兄弟、

イスラエルはこう申します、『あなたはわたしたちが遭

遇したすべての患難をご存じです。 15わたしたちの先祖

はエジプトに下って行って、わたしたちは年久しくエジ

プトに住んでいましたが、エジプトびとがわたしたちと

、わたしたちの先祖を悩ましたので、 16わたしたちが主

に呼ばわったとき、主はわたしたちの声を聞き、ひとり

の天の使をつかわして、わたしたちをエジプトから導き

出されました。わたしたちは今あなたの領地の端にある

カデシの町におります。 17どうぞ、わたしたちにあなた

の国を通らせてください。わたしたちは畑もぶどう畑も

通りません。また井戸の水も飲みません。ただ王の大路

を通り、あなたの領地を過ぎるまでは右にも左にも曲り

ません』」。 18しかし、エドムはモーセに言った、「あ

なたはわたしの領地をとおってはなりません。さもない

と、わたしはつるぎをもって出て、あなたに立ちむかう

でしょう」。 19イスラエルの人々はエドムに言った、「

わたしたちは大路を通ります。もしわたしたちとわたし

たちの家畜とが、あなたの水を飲むことがあれば、その

価を払います。わたしは徒歩で通るだけですから何事も

ないでしょう」。 20しかし、エドムは「あなたは通るこ

とはなりません」と言って、多くの民と強い軍勢とを率

い、出て、これに立ちむかってきた。 21このようにエド

ムはイスラエルに、その領地を通ることを拒んだので、

イスラエルはエドムからほかに向かった。 22こうしてイ

スラエルの人々の全会衆はカデシから進んでホル山に着

いた。 23主はエドムの国境に近いホル山で、モーセとア

ロンに言われた、 24「アロンはその民に連ならなければ

ならない。彼はわたしがイスラエルの人々に与えた地に

、はいることができない。これはメリバの水で、あなた

がたがわたしの言葉にそむいたからである。 25あなたは

アロンとその子エレアザルを連れてホル山に登り、 26ア

ロンに衣服を脱がせて、それをその子エレアザルに着せ

なさい。アロンはそのところで死んで、その民に連なる

であろう」。 27モーセは主が命じられたとおりにし、連

れだって全会衆の目の前でホル山に登った。 28そしてモ

ーセはアロンに衣服を脱がせ、それをその子エレアザル

に着せた。アロンはその山の頂で死んだ。そしてモーセ

とエレアザルは山から下ったが、 29全会衆がアロンの死

んだのを見たとき、イスラエルの全家は三十日の間アロ

ンのために泣いた。

21時にネゲブに住んでいたカナンびとアラデの王は、
イスラエルがアタリムの道をとおって来ると聞いて

、イスラエルを攻撃し、そのうちの数人を捕虜にした。

2そこでイスラエルは主に誓いを立てて言った、「もし

、あなたがこの民をわたしの手にわたしてくださるなら

ば、わたしはその町々をことごとく滅ぼしましょう」。

3主はイスラエルの言葉を聞きいれ、カナンびとをわた

されたので、イスラエルはそのカナンびとと、その町々

とをことごとく滅ぼした。それでその所の名はホルマと

呼ばれた。 4民はホル山から進み、紅海の道をとおって

、エドムの地を回ろうとしたが、民はその道に堪えがた

くなった。 5民は神とモーセとにむかい、つぶやいて言

った、「あなたがたはなぜわたしたちをエジプトから導

き上って、荒野で死なせようとするのですか。ここには

食物もなく、水もありません。わたしたちはこの粗悪な

食物はいやになりました」。 6そこで主は、火のへびを

民のうちに送られた。へびは民をかんだので、イスラエ

ルの民のうち、多くのものが死んだ。 7民はモーセのも

とに行って言った、「わたしたちは主にむかい、またあ

なたにむかい、つぶやいて罪を犯しました。どうぞへび

をわたしたちから取り去られるように主に祈ってくださ

い」。モーセは民のために祈った。 8そこで主はモーセ

に言われた、「火のへびを造って、それをさおの上に掛

けなさい。すべてのかまれた者が仰いで、それを見るな

らば生きるであろう」。 9モーセは青銅で一つのへびを

造り、それをさおの上に掛けて置いた。すべてへびにか

まれた者はその青銅のへびを仰いで見て生きた。 10イス

ラエルの人々は道を進んでオボテに宿営した。 11またオ

ボテから進んで東の方、モアブの前にある荒野において

、イエアバリムに宿営した。 12またそこから進んでゼレ

デの谷に宿営し、 13さらにそこから進んでアルノン川の

かなたに宿営した。アルノン川はアモリびとの境から延

び広がる荒野を流れるもので、モアブとアモリびととの

間にあって、モアブの境をなしていた。 14それゆえに、

「主の戦いの書」にこう言われている。「スパのワヘブ

、アルノンの谷々、 15谷々の斜面、アルの町まで傾き、

モアブの境に寄りかかる」。 16彼らはそこからベエルへ

進んで行った。これは主がモーセにむかって、「民を集

めよ。わたしはかれらに水を与えるであろう」と言われ

た井戸である。 17その時イスラエルはこの歌をうたった

。「井戸の水よ、わきあがれ、人々よ、この井戸のため

に歌え、 18笏とつえとをもってつかさたちがこの井戸を

掘り、民のおさたちがこれを掘った」。そして彼らは荒

野からマッタナに進み、 19マッタナからナハリエルに、
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ナハリエルからバモテに、 20バモテからモアブの野にあ

る谷に行き、荒野を見おろすピスガの頂に着いた。 21こ

こでイスラエルはアモリびとの王シホンに使者をつかわ

して言わせた、 22「わたしにあなたの国を通らせてくだ

さい。わたしたちは畑にもぶどう畑にも、はいりません

。また井戸の水も飲みません。わたしたちはあなたの領

地を通り過ぎるまで、ただ王の大路を通ります」。 23し

かし、シホンはイスラエルに自分の領地を通ることを許

さなかった。そしてシホンは民をことごとく集め、荒野

に出て、イスラエルを攻めようとし、ヤハズにきてイス

ラエルと戦った。 24イスラエルは、やいばで彼を撃ちや

ぶり、アルノンからヤボクまで彼の地を占領し、アンモ

ンびとの境に及んだ。ヤゼルはアンモンびとの境だから

である。 25こうしてイスラエルはこれらの町々をことご

とく取った。そしてイスラエルはアモリびとのすべての

町々に住み、ヘシボンとそれに附属するすべての村々に

いた。 26ヘシボンはアモリびとの王シホンの都であって

、シホンはモアブの以前の王と戦って、彼の地をアルノ

ンまで、ことごとくその手から奪い取ったのである。 27

それゆえに歌にうたわれている。「人々よ、ヘシボンに

きたれ、シホンの町を築き建てよ。 28ヘシボンから火が

燃え出し、シホンの都から炎が出て、モアブのアルを焼

き尽し、アルノンの高地の君たちを滅ぼしたからだ。 29

モアブよ、お前はわざわいなるかな、ケモシの民よ、お

前は滅ぼされるであろう。彼は、むすこらを逃げ去らせ

、娘らをアモリびとの王シホンの捕虜とならせた。 30彼

らの子らは滅び去った、ヘシボンからデボンまで。われ

われは荒した、火はついてメデバに及んだ」。 31こうし

てイスラエルはアモリびとの地に住んだが、 32モーセは

また人をつかわしてヤゼルを探らせ、ついにその村々を

取って、そこにいたアモリびとを追い出し、 33転じてバ

シャンの道に上って行ったが、バシャンの王オグは、そ

の民をことごとく率い、エデレイで戦おうとして出迎え

た。 34主はモーセに言われた、「彼を恐れてはならない

。わたしは彼とその民とその地とを、ことごとくあなた

の手にわたす。あなたはヘシボンに住んでいたアモリび

との王シホンにしたように彼にもするであろう」。 35そ

こで彼とその子とすべての民とを、ひとり残らず撃ち殺

して、その地を占領した。

22さて、イスラエルの人々はまた道を進んで、エリコ
に近いヨルダンのかなたのモアブの平野に宿営した

。 2チッポルの子バラクはイスラエルがアモリびとにし

たすべての事を見たので、 3モアブは大いにイスラエル

の民を恐れた。その数が多かったためである。モアブは

イスラエルの人々をひじょうに恐れたので、 4ミデアン

の長老たちに言った、「この群衆は牛が野の草をなめつ

くすように、われわれの周囲の物をみな、なめつくそう

としている」。チッポルの子バラクはこの時モアブの王

であった。 5彼はアンモンびとの国のユフラテ川のほと

りにあるペトルに使者をつかわし、ベオルの子バラムを

招こうとして言わせた、「エジプトから出てきた民があ

り、地のおもてをおおってわたしの前にいます。 6どう

ぞ今きてわたしのためにこの民をのろってください。彼

らはわたしよりも強いのです。そうしてくだされば、わ

れわれは彼らを撃って、この国から追い払うことができ

るかもしれません。あなたが祝福する者は祝福され、あ

なたがのろう者はのろわれることをわたしは知っていま

す」。 7モアブの長老たちとミデアンの長老たちは占い

の礼物を手にして出発し、バラムのもとへ行って、バラ

クの言葉を告げた。 8バラムは彼らに言った、「今夜こ

こに泊まりなさい。主がわたしに告げられるとおりに、

あなたがたに返答しましょう」。それでモアブのつかさ

たちはバラムのもとにとどまった。 9ときに神はバラム

に臨んで言われた、「あなたのところにいるこの人々は

だれですか」。 10バラムは神に言った、「モアブの王チ

ッポルの子バラクが、わたしに人をよこして言いました

。 11『エジプトから出てきた民があり、地のおもてをお

おっています。どうぞ今きてわたしのために彼らをのろ

ってください。そうすればわたしは戦って、彼らを追い

払うことができるかもしれません』」。 12神はバラムに

言われた、「あなたは彼らと一緒に行ってはならない。

またその民をのろってはならない。彼らは祝福された者

だからである」。 13明くる朝起きて、バラムはバラクの

つかさたちに言った、「あなたがたは国にお帰りなさい

。主はわたしがあなたがたと一緒に行くことを、お許し

になりません」。 14モアブのつかさたちは立ってバラク

のもとに行って言った、「バラムはわたしたちと一緒に

来ることを承知しません」。 15バラクはまた前の者より

も身分の高いつかさたちを前よりも多くつかわした。 16

彼らはバラムのところへ行って言った、「チッポルの子

バラクはこう申します、『どんな妨げをも顧みず、どう

ぞわたしのところへおいでください。 17わたしはあなた

を大いに優遇します。そしてあなたがわたしに言われる

事はなんでもいたします。どうぞきてわたしのためにこ

の民をのろってください』」。 18しかし、バラムはバラ

クの家来たちに答えた、「たといバラクがその家に満ち

るほどの金銀をわたしに与えようとも、事の大小を問わ

ず、わたしの神、主の言葉を越えては何もすることがで

きません。 19それで、どうぞ、あなたがたも今夜ここに

とどまって、主がこの上、わたしになんと仰せられるか

を確かめさせてください」。 20夜になり、神はバラムに

臨んで言われた、「この人々はあなたを招きにきたのだ

から、立ってこの人々と一緒に行きなさい。ただしわた

しが告げることだけを行わなければならない」。 21明く

る朝起きてバラムは、ろばにくらをおき、モアブのつか

さたちと一緒に行った。 22しかるに神は彼が行ったため

に怒りを発せられ、主の使は彼を妨げようとして、道に

立ちふさがっていた。バラムは、ろばに乗り、そのしも

べふたりも彼と共にいたが、 23ろばは主の使が、手に抜

き身のつるぎをもって、道に立ちふさがっているのを見

、道をそれて畑にはいったので、バラムは、ろばを打っ

て道に返そうとした。 24しかるに主の使はまたぶどう畑

の間の狭い道に立ちふさがっていた。道の両側には石が

きがあった。 25ろばは主の使を見て、石がきにすり寄り

、バラムの足を石がきに押しつけたので、バラムは、ま

た、ろばを打った。 26主の使はまた先に進んで、狭い所

に立ちふさがっていた。そこは右にも左にも、曲る道が

なかったので、 27ろばは主の使を見てバラムの下に伏し

た。そこでバラムは怒りを発し、つえでろばを打った。

28すると、主が、ろばの口を開かれたので、ろばはバラ

ムにむかって言った、「わたしがあなたに何をしたとい

うのですか。あなたは三度もわたしを打ったのです」。

29バラムは、ろばに言った、「お前がわたしを侮ったか

らだ。わたしの手につるぎがあれば、いま、お前を殺し

てしまうのだが」。 30ろばはまたバラムに言った、「わ
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たしはあなたが、きょうまで長いあいだ乗られたろばで

はありませんか。わたしはいつでも、あなたにこのよう

にしたでしょうか」。バラムは言った、「いや、しなか

った」。 31このとき主がバラムの目を開かれたので、彼

は主の使が手に抜き身のつるぎをもって、道に立ちふさ

がっているのを見て、頭を垂れてひれ伏した。 32主の使

は彼に言った、「なぜあなたは三度もろばを打ったのか

。あなたが誤って道を行くので、わたしはあなたを妨げ

ようとして出てきたのだ。 33ろばはわたしを見て三度も

身を巡らしてわたしを避けた。もし、ろばが身を巡らし

てわたしを避けなかったなら、わたしはきっと今あなた

を殺して、ろばを生かしておいたであろう」。 34バラム

は主の使に言った、「わたしは罪を犯しました。あなた

がわたしをとどめようとして、道に立ちふさがっておら

れるのを、わたしは知りませんでした。それで今、もし

、お気に召さないのであれば、わたしは帰りましょう」

。 35主の使はバラムに言った、「この人々と一緒に行き

なさい。ただし、わたしが告げることのみを述べなけれ

ばならない」。こうしてバラムはバラクのつかさたちと

一緒に行った。 36さて、バラクはバラムがきたと聞いて

、国境のアルノン川のほとり、国境の一端にあるモアブ

の町まで出て行って迎えた。 37そしてバラクはバラムに

言った、「わたしは人をつかわしてあなたを招いたでは

ありませんか。あなたはなぜわたしのところへきません

でしたか。わたしは実際あなたを優遇することができな

いでしょうか」。 38バラムはバラクに言った、「ごらん

なさい。わたしはあなたのところにきています。しかし

、今、何事かをみずから言うことができましょうか。わ

たしはただ神がわたしの口に授けられることを述べなけ

ればなりません」。 39こうしてバラムはバラクと一緒に

行き、キリアテ・ホゾテにきたとき、 40バラクは牛と羊

とをほふって、バラムおよび彼と共にいたバラムを連れ

てきたつかさたちに贈った。 41明くる朝バラクはバラム

を伴ってバモテバアルにのぼり、そこからイスラエルの

民の宿営の一端をながめさせた。

23バラムはバラクに言った、「わたしのために、ここ
に七つの祭壇を築き、七頭の雄牛と七頭の雄羊とを

整えなさい」。 2バラクはバラムの言ったとおりにした

。そしてバラクとバラムとは、その祭壇ごとに雄牛一頭

と雄羊一頭とをささげた。 3バラムはバラクに言った、

「あなたは燔祭のかたわらに立っていてください。その

間にわたしは行ってきます。主はたぶんわたしに会って

くださるでしょう。そして、主がわたしに示される事は

なんでもあなたに告げましょう」。こうして彼は一つの

はげ山に登った。 4神がバラムに会われたので、バラム

は神に言った、「わたしは七つの祭壇を設け、祭壇ごと

に雄牛一頭と雄羊一頭とをささげました」。 5主はバラ

ムの口に言葉を授けて言われた、「バラクのもとに帰っ

てこう言いなさい」。 6彼がバラクのもとに帰ってみる

と、バラクはモアブのすべてのつかさたちと共に燔祭の

かたわらに立っていた。 7バラムはこの託宣を述べた。

「バラクはわたしをアラムから招き寄せ、モアブの王は

わたしを東の山から招き寄せて言う、『きてわたしのた

めにヤコブをのろえ、きてイスラエルをのろえ』と。 8

神ののろわない者を、わたしがどうしてのろえよう。主

ののろわない者を、わたしがどうしてのろえよう。 9岩

の頂からながめ、丘の上から見たが、これはひとり離れ

て住む民、もろもろの国民のうちに並ぶものはない。 10

だれがヤコブの群衆を数え、イスラエルの無数の民を数

え得よう。わたしは義人のように死に、わたしの終りは

彼らの終りのようでありたい」。 11そこでバラクはバラ

ムに言った、「あなたはわたしに何をするのですか。わ

たしは敵をのろうために、あなたを招いたのに、あなた

はかえって敵を祝福するばかりです」。 12バラムは答え

た、「わたしは、主がわたしの口に授けられる事だけを

語るように注意すべきではないでしょうか」。 13バラク

は彼に言った、「わたしと一緒にほかのところへ行って

、そこから彼らをごらんください。あなたはただ彼らの

一端を見るだけで、全体を見ることはできないでしょう

が、そこからわたしのために彼らをのろってください」

。 14そして彼はバラムを連れてゾピムの野に行き、ピス

ガの頂に登って、そこに七つの祭壇を築き、祭壇ごとに

雄牛一頭と雄羊一頭とをささげた。 15ときにはバラムは

バラクに言った、「あなたはここで、燔祭のかたわらに

立っていてください。わたしは向こうへ行って、主に伺

いますから」。 16主はバラムに臨み、言葉を口に授けて

言われた、「バラクのもとに帰ってこう言いなさい」。

17彼がバラクのところへ行って見ると、バラクは燔祭の

かたわらに立ち、モアブのつかさたちも共にいた。バラ

クはバラムに言った、「主はなんと言われましたか」。

18そこでバラムはまたこの託宣を述べた。「バラクよ、

立って聞け、チッポルの子よ、わたしに耳を傾けよ。 19

神は人のように偽ることはなく、また人の子のように悔

いることもない。言ったことで、行わないことがあろう

か、語ったことで、しとげないことがあろうか。 20祝福

せよとの命をわたしはうけた、すでに神が祝福されたも

のを、わたしは変えることができない。 21だれもヤコブ

のうちに災のあるのを見ない、またイスラエルのうちに

悩みのあるのを見ない。彼らの神、主が共にいまし、王

をたたえる声がその中に聞える。 22神は彼らをエジプト

から導き出された、彼らは野牛の角のようだ。 23ヤコブ

には魔術がなく、イスラエルには占いがない。神がその

なすところを時に応じてヤコブに告げ、イスラエルに示

されるからだ。 24見よ、この民は雌じしのように立ち上

がり、雄じしのように身を起す。これはその獲物を食ら

い、その殺した者の血を飲むまでは身を横たえない」。

25バラクはバラムに言った、「あなたは彼らをのろうこ

とも祝福することも、やめてください」。 26バラムは答

えてバラクに言った、「主の言われることは、なんでも

しなければならないと、わたしはあなたに告げませんで

したか」。 27バラクはバラムに言った、「どうぞ、おい

でください。わたしはあなたをほかの所へお連れしまし

ょう。神はあなたがそこからわたしのために彼らをのろ

うことを許されるかもしれません」。 28そしてバラクは

バラムを連れて、荒野を見おろすペオルの頂に行った。

29バラムはバラクに言った、「わたしのためにここに七

つの祭壇を築き、雄牛七頭と、雄羊七頭とを整えなさい

」。 30バラクはバラムの言ったとおりにし、その祭壇ご

とに雄牛一頭と雄羊一頭とをささげた。

24バラムはイスラエルを祝福することが主の心にかな
うのを見たので、今度はいつものように行って魔術

を求めることをせず、顔を荒野にむけ、 2目を上げて、

イスラエルがそれぞれ部族にしたがって宿営しているの

を見た。その時、神の霊が臨んだので、 3彼はこの託宣
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を述べた。「ベオルの子バラムの言葉、目を閉じた人の

言葉、 4神の言葉を聞く者、全能者の幻を見る者、倒れ

伏して、目の開かれた者の言葉。 5ヤコブよ、あなたの

天幕は麗しい、イスラエルよ、あなたのすまいは、麗し

い。 6それは遠くひろがる谷々のよう、川べの園のよう

、主が植えられた沈香樹のよう、流れのほとりの香柏の

ようだ。 7水は彼らのかめからあふれ、彼らの種は水の

潤いに育つであろう。彼らの王はアガグよりも高くなり

、彼らの国はあがめられるであろう。 8神は彼らをエジ

プトから導き出された、彼らは野牛の角のようだ。彼ら

は敵なる国々の民を滅ぼし、その骨を砕き、矢をもって

突き通すであろう。 9彼らは雄じしのように身をかがめ

、雌じしのように伏している。だれが彼らを起しえよう

。あなたを祝福する者は祝福され、あなたをのろう者は

のろわれるであろう」。 10そこでバラクはバラムにむか

って怒りを発し、手を打ち鳴らした。そしてバラクはバ

ラムに言った、「敵をのろうために招いたのに、あなた

はかえって三度までも彼らを祝福した。 11それで今あな

たは急いで自分のところへ帰ってください。わたしはあ

なたを大いに優遇しようと思った。しかし、主はその優

遇をあなたに得させないようにされました」。 12バラム

はバラクに言った、「わたしはあなたがつかわされた使

者たちに言ったではありませんか、 13『たといバラクが

その家に満ちるほどの金銀をわたしに与えようとも、主

の言葉を越えて心のままに善も悪も行うことはできませ

ん。わたしは主の言われることを述べるだけです』。 14

わたしは今わたしの民のところへ帰って行きます。それ

でわたしはこの民が後の日にあなたの民にどんなことを

するかをお知らせしましょう」。 15そしてこの託宣を述

べた。「ベオルの子バラムの言葉、目を閉じた人の言葉

。 16神の言葉を聞く者、いと高き者の知識をもつ者、全

能者の幻を見、倒れ伏して、目の開かれた者の言葉。 17

わたしは彼を見る、しかし今ではない。わたしは彼を望

み見る、しかし近くではない。ヤコブから一つの星が出

、イスラエルから一本のつえが起り、モアブのこめかみ

と、セツのすべての子らの脳天を撃つであろう。 18敵の

エドムは領地となり、セイルもまた領地となるであろう

。そしてイスラエルは勝利を得るであろう。 19権を執る

者がヤコブから出、生き残った者を町から断ち滅ぼすで

あろう」。 20バラムはまたアマレクを望み見て、この託

宣を述べた。「アマレクは諸国民のうちの最初のもの、

しかし、ついに滅び去るであろう」。 21またケニびとを

望み見てこの託宣を述べた。「お前のすみかは堅固だ、

岩に、お前は巣をつくっている。 22しかし、カインは滅

ぼされるであろう。アシュルはいつまでお前を捕虜とす

るであろうか」。 23彼はまたこの託宣を述べた。「ああ

、神が定められた以上、だれが生き延びることができよ

う。 24キッテムの海岸から舟がきて、アシュルを攻めな

やまし、エベルを攻めなやますであろう。そして彼もま

たついに滅び去るであろう」。 25こうしてバラムは立ち

上がって、自分のところへ帰っていった。バラクもまた

立ち去った。

25イスラエルはシッテムにとどまっていたが、民はモ
アブの娘たちと、みだらな事をし始めた。 2その娘

たちが神々に犠牲をささげる時に民を招くと、民は一緒

にそれを食べ、娘たちの神々を拝んだ。 3イスラエルは

こうしてペオルのバアルにつきしたがったので、主はイ

スラエルにむかって怒りを発せられた。 4そして主はモ

ーセに言われた、「民の首領をことごとく捕え、日のあ

るうちにその人々を主の前で処刑しなさい。そうすれば

主の怒りはイスラエルを離れるであろう」。 5モーセは

イスラエルのさばきびとたちにむかって言った、「あな

たがたはおのおの、配下の者どもでペオルのバアルにつ

きしたがったものを殺しなさい」。 6モーセとイスラエ

ルの人々の全会衆とが会見の幕屋の入口で泣いていた時

、彼らの目の前で、ひとりのイスラエルびとが、その兄

弟たちの中に、ひとりのミデアンの女を連れてきた。 7

祭司アロンの子なるエレアザルの子ピネハスはこれを見

て、会衆のうちから立ち上がり、やりを手に執り、 8そ

のイスラエルの人の後を追って、奥の間に入り、そのイ

スラエルの人を突き、またその女の腹を突き通して、ふ

たりを殺した。こうして疫病がイスラエルの人々に及ぶ

のがやんだ。 9しかし、その疫病で死んだ者は二万四千

人であった。 10主はモーセに言われた、 11「祭司アロ

ンの子なるエレアザルの子ピネハスは自分のことのよう

に、わたしの憤激をイスラエルの人々のうちに表わし、

わたしの怒りをそのうちから取り去ったので、わたしは

憤激して、イスラエルの人々を滅ぼすことをしなかった

。 12このゆえにあなたは言いなさい、『わたしは平和の

契約を彼に授ける。 13これは彼とその後の子孫に永遠の

祭司職の契約となるであろう。彼はその神のために熱心

であって、イスラエルの人々のために罪のあがないをし

たからである』と」。 14ミデアンの女と共に殺されたイ

スラエルの人の名はジムリといい、サルの子で、シメオ

ンびとのうちの一族のつかさであった。 15またその殺さ

れたミデアンの女の名はコズビといい、ツルの娘であっ

た。ツルはミデアンの民の一族のかしらであった。 16主

はまたモーセに言われた、 17「ミデアンびとを打ち悩ま

しなさい。 18彼らはたくらみをもって、あなたがたを悩

まし、ペオルの事と、彼らの姉妹、ミデアンのつかさの

娘コズビ、すなわちペオルの事により、疫病の起った日

に殺された女の事とによって、あなたがたを惑わしたか

らである」。

26疫病の後、主はモーセと祭司アロンの子エレアザル
とに言われた、 2「イスラエルの人々の全会衆の総

数をその父祖の家にしたがって調べ、イスラエルにおい

て、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上の者を数

えなさい」。 3そこでモーセと祭司エレアザルとは、エ

リコに近いヨルダンのほとりにあるモアブの平野で彼ら

に言った、 4「主がモーセに命じられたように、あなた

がたのうちの二十歳以上の者を数えなさい」。エジプト

の地から出てきたイスラエルの人々は次のとおりである

。 5ルベンはイスラエルの長子である。ルベンの子孫は

、ヘノクからヘノクびとの氏族が出、パルからパルびと

の氏族が出、 6ヘヅロンからヘヅロンびとの氏族が出、

カルミからカルミびとの氏族が出た。 7これらはルベン

びとの氏族であって、数えられた者は四万三千七百三十

人であった。 8またパルの子はエリアブ。 9エリアブの

子はネムエル、ダタン、アビラムである。このダタンと

アビラムとは会衆のうちから選び出された者で、コラの

ともがらと共にモーセとアロンとに逆らって主と争った

時、 10地は口を開いて彼らとコラとをのみ、その仲間は

死んだ。その時二百五十人が火に焼き滅ぼされて、戒め

の鏡となった。 11ただし、コラの子たちは死ななかった
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。 12シメオンの子孫は、その氏族によれば、ネムエルか

らネムエルびとの氏族が出、ヤミンからヤミンびとの氏

族が出、ヤキンからヤキンびとの氏族が出、 13ゼラから

ゼラびとの氏族が出、シャウルからシャウルびとの氏族

が出た。 14これらはシメオンびとの氏族であって、数え

られた者は二万二千二百人であった。 15ガドの子孫は、

その氏族によれば、ゼポンからゼポンびとの氏族が出、

ハギからハギびとの氏族が出、シュニからシュニびとの

氏族が出、 16オズニからオズニびとの氏族が出、エリか

らエリびとの氏族が出、 17アロドからアロドびとの氏族

が出、アレリからアレリびとの氏族が出た。 18これらは

ガドの子孫の氏族であって、数えられた者は四万五百人

であった。 19ユダの子らはエルとオナンとであって、エ

ルとオナンとはカナンの地で死んだ。 20ユダの子孫は、

その氏族によれば、シラからシラびとの氏族が出、ペレ

ヅからペレヅびとの氏族が出、ゼラからゼラびとの氏族

が出た。 21ペレヅの子孫は、ヘヅロンからヘヅロンびと

の氏族が出、ハムルからハムルびとの氏族が出た。 22こ

れらはユダの氏族であって、数えられた者は七万六千五

百人であった。 23イッサカルの子孫は、その氏族によれ

ば、トラからトラびとの氏族が出、プワからプワびとの

氏族が出、 24ヤシュブからヤシュブびとの氏族が出、シ

ムロンからシムロンびとの氏族が出た。 25これらはイッ

サカルの氏族であって、数えられた者は六万四千三百人

であった。 26ゼブルンの子孫は、その氏族によれば、セ

レデからセレデびとの氏族が出、エロンからエロンびと

の氏族が出、ヤリエルからヤリエルびとの氏族が出た。

27これらはゼブルンびとの氏族であって、数えられた者

は六万五百人であった。 28ヨセフの子らは、その氏族に

よれば、マナセとエフライムとであって、 29マナセの子

孫は、マキルからマキルびとの氏族が出た。マキルから

ギレアデが生れ、ギレアデからギレアデびとの氏族が出

た。 30ギレアデの子孫は次のとおりである。イエゼルか

らイエゼルびとの氏族が出、ヘレクからヘレクびとの氏

族が出、 31アスリエルからアスリエルびとの氏族が出、

シケムからシケムびとの氏族が出、 32セミダからセミダ

びとの氏族が出、ヘペルからヘペルびとの氏族が出た。

33ヘペルの子ゼロペハデには男の子がなく、ただ女の子

のみで、ゼロペハデの女の子の名はマアラ、ノア、ホグ

ラ、ミルカ、テルザといった。 34これらはマナセの氏族

であって、数えられた者は五万二千七百人であった。 35

エフライムの子孫は、その氏族によれば、次のとおりで

ある。シュテラからはシュテラびとの氏族が出、ベケル

からベケルびとの氏族が出、タハンからタハンびとの氏

族が出た。 36またシュテラの子孫は次のとおりである。

すなわちエランからエランびとの氏族が出た。 37これら

はエフライムの子孫の氏族であって、数えられた者は三

万二千五百人であった。以上はヨセフの子孫で、その氏

族によるものである。 38ベニヤミンの子孫は、その氏族

によれば、ベラからベラびとの氏族が出、アシベルから

アシベルびとの氏族が出、アヒラムからアヒラムびとの

氏族が出、 39シュパムからシュパムびとの氏族が出、ホ

パムからホパムびとの氏族が出た。 40ベラの子はアルデ

とナアマンとであって、アルデからアルデびとの氏族が

出、ナアマンからナアマンびとの氏族が出た。 41これら

はベニヤミンの子孫であって、その氏族によれば数えら

れた者は四万五千六百人であった。 42ダンの子孫は、そ

の氏族によれば、次のとおりである。シュハムからシュ

ハムびとの氏族が出た。これらはダンの氏族であって、

その氏族によるものである。 43シュハムびとのすべての

氏族のうち、数えられた者は六万四千四百人であった。

44アセルの子孫は、その氏族によれば、エムナからエム

ナびとの氏族が出、エスイからエスイびとの氏族が出、

ベリアからベリアびとの氏族が出た。 45ベリアの子孫の

うちヘベルからヘベルびとの氏族が出、マルキエルから

マルキエルびとの氏族が出た。 46アセルの娘の名はサラ

といった。 47これらはアセルの子孫の氏族であって、数

えられた者は五万三千四百人であった。 48ナフタリの子

孫は、その氏族によれば、ヤジエルからヤジエルびとの

氏族が出、グニからグニびとの氏族が出、 49エゼルから

エゼルびとの氏族が出、シレムからシレムびとの氏族が

出た。 50これらはナフタリの氏族であって、その氏族に

より、数えられた者は四万五千四百人であった。 51これ

らはイスラエルの子孫の数えられた者であって、六十万

一千百三十人であった。 52主はモーセに言われた、 53

「これらの人々に、その名の数にしたがって地を分け与

え、嗣業とさせなさい。 54大きい部族には多くの嗣業を

与え、小さい部族には少しの嗣業を与えなさい。すなわ

ち数えられた数にしたがって、おのおのの部族にその嗣

業を与えなければならない。 55ただし地は、くじをもっ

て分け、その父祖の部族の名にしたがって、それを継が

なければならない。 56すなわち、くじをもってその嗣業

を大きいものと、小さいものとに分けなければならない

」。 57レビびとのその氏族にしたがって数えられた者は

次のとおりである。ゲルションからゲルションびとの氏

族が出、コハテからコハテびとの氏族が出、メラリから

メラリびとの氏族が出た。 58レビの氏族は次のとおりで

ある。すなわちリブニびとの氏族、ヘブロンびとの氏族

、マヘリびとの氏族、ムシびとの氏族、コラびとの氏族

であって、コハテからアムラムが生れた。 59アムラムの

妻の名はヨケベデといって、レビの娘である。彼女はエ

ジプトでレビに生れた者であるが、アムラムにとついで

、アロンとモーセおよびその姉妹ミリアムを産んだ。 60

アロンにはナダブ、アビウ、エレアザルおよびイタマル

が生れた。 61ナダブとアビウは異火を主の前にささげた

時に死んだ。 62その数えられた一か月以上のすべての男

子は二万三千人であった。彼らはイスラエルの人々のう

ちに嗣業を与えられなかったため、イスラエルの人々の

うちに数えられなかった者である。 63これらはモーセと

祭司エレアザルが、エリコに近いヨルダンのほとりにあ

るモアブの平野で数えたイスラエルの人々の数である。

64ただしそのうちには、モーセと祭司アロンがシナイの

荒野でイスラエルの人々を数えた時に数えられた者はひ

とりもなかった。 65それは主がかつて彼らについて「彼

らは必ず荒野で死ぬであろう」と言われたからである。

それで彼らのうちエフンネの子カレブとヌンの子ヨシュ

アのほか、ひとりも残った者はなかった。

27さて、ヨセフの子マナセの氏族のうちのヘペルの子
、ゼロペハデの娘たちが訴えてきた。ヘペルはギレ

アデの子、ギレアデはマキルの子、マキルはマナセの子

である。その娘たちは名をマアラ、ノア、ホグラ、ミル

カ、テルザといったが、 2彼らは会見の幕屋の入口でモ

ーセと、祭司エレアザルと、つかさたちと全会衆との前

に立って言った、 3「わたしたちの父は荒野で死にまし

た。彼は、コラの仲間となって主に逆らった者どもの仲
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間のうちには加わりませんでした。彼は自分の罪によっ

て死んだのですが、男の子がありませんでした。 4男の

子がないからといって、どうしてわたしたちの父の名が

その氏族のうちから削られなければならないのでしょう

か。わたしたちの父の兄弟と同じように、わたしたちに

も所有地を与えてください」。 5モーセがその事を主の

前に述べると、 6主はモーセに言われた、 7「ゼロペハ

デの娘たちの言うことは正しい。あなたは必ず彼らの父

の兄弟たちと同じように、彼らにも嗣業の所有地を与え

なければならない。すなわち、その父の嗣業を彼らに渡

さなければならない。 8あなたはイスラエルの人々に言

いなさい、『もし人が死んで、男の子がない時は、その

嗣業を娘に渡さなければならない。 9もしまた娘もない

時は、その嗣業を兄弟に与えなければならない。 10もし

兄弟もない時は、その嗣業を父の兄弟に与えなければな

らない。 11もしまた父に兄弟がない時は、その氏族のう

ちで彼に最も近い親族にその嗣業を与えて所有させなけ

ればならない』。主がモーセに命じられたようにイスラ

エルの人々は、これをおきての定めとしなければならな

い」。 12主はモーセに言われた、「このアバリムの山に

登って、わたしがイスラエルの人々に与える地を見なさ

い。 13あなたはそれを見てから、兄弟アロンのようにそ

の民に加えられるであろう。 14これは会衆がチンの荒野

で逆らい争った時、あなたがたはわたしの命にそむき、

あの水のかたわらで彼らの目の前にわたしの聖なること

を現さなかったからである」。これはチンの荒野にある

カデシのメリバの水である。 15モーセは主に言った、

16「すべての肉なるものの命の神、主よ、どうぞ、この

会衆の上にひとりの人を立て、 17彼らの前に出入りし、

彼らを導き出し、彼らを導き入れる者とし、主の会衆を

牧者のない羊のようにしないでください」。 18主はモー

セに言われた、「神の霊のやどっているヌンの子ヨシュ

アを選び、あなたの手をその上におき、 19彼を祭司エレ

アザルと全会衆の前に立たせて、彼らの前で職に任じな

さい。 20そして彼にあなたの権威を分け与え、イスラエ

ルの人々の全会衆を彼に従わせなさい。 21彼は祭司エレ

アザルの前に立ち、エレアザルは彼のためにウリムをも

って、主の前に判断を求めなければならない。ヨシュア

とイスラエルの人々の全会衆とはエレアザルの言葉に従

っていで、エレアザルの言葉に従ってはいらなければな

らない」。 22そこでモーセは主が命じられたようにし、

ヨシュアを選んで、祭司エレアザルと全会衆の前に立た

せ、 23彼の上に手をおき、主がモーセによって語られた

とおりに彼を任命した。

28主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人々に命

じて言いなさい、『あなたがたは香ばしいかおりと

してわたしにささげる火祭、すなわち、わたしの供え物

、わたしの食物を定めの時にわたしにささげることを怠

ってはならない』。 3また彼らに言いなさい、『あなた

がたが主にささぐべき火祭はこれである。すなわち一歳

の雄の全き小羊二頭を毎日ささげて常燔祭としなければ

ならない。 4すなわち一頭の小羊を朝にささげ、一頭の

小羊を夕にささげなければならない。 5また麦粉一エパ

の十分の一に、砕いて取った油一ヒンの四分の一を混ぜ

て素祭としなければならない。 6これはシナイ山で定め

られた常燔祭であって、主に香ばしいかおりとしてささ

げる火祭である。 7またその灌祭は小羊一頭について一

ヒンの四分の一をささげなければならない。すなわち聖

所において主のために濃い酒をそそいで灌祭としなけれ

ばならない。 8夕には他の一頭の小羊をささげなければ

ならない。その素祭と灌祭とは朝のものと同じようにし

、その小羊を火祭としてささげ、主に香ばしいかおりと

しなければならない。 9また安息日には一歳の雄の全き

小羊二頭と、麦粉一エパの十分の二に油を混ぜた素祭と

、その灌祭とをささげなければならない。 10これは安息

日ごとの燔祭であって、常燔祭とその灌祭とに加えらる

べきものである。 11またあなたがたは月々の第一日に燔

祭を主にささげなければならない。すなわち若い雄牛二

頭、雄羊一頭、一歳の雄の全き小羊七頭をささげ、 12雄

牛一頭には麦粉一エパの十分の三に油を混ぜたものを素

祭とし、雄羊一頭には麦粉一エパの十分の二に油を混ぜ

たものを素祭とし、 13小羊一頭には麦粉十分の一に油を

混ぜたものを素祭とし、これを香ばしいかおりの燔祭と

して主のために火祭としなければならない。 14またその

灌祭は雄牛一頭についてぶどう酒一ヒンの二分の一、雄

羊一頭について一ヒンの三分の一、小羊一頭について一

ヒンの四分の一をささげなければならない。これは年の

月々を通じて、新月ごとにささぐべき燔祭である。 15ま

た常燔祭とその灌祭とのほかに、雄やぎ一頭を罪祭とし

て主にささげなければならない。 16正月の十四日は主の

過越の祭である。 17またその月の十五日は祭日としなけ

ればならない。七日のあいだ種入れぬパンを食べなけれ

ばならない。 18その初めの日には聖会を開かなければな

らない。なんの労役をもしてはならない。 19あなたがた

は火祭として主に燔祭をささげなければならない。すな

わち若い雄牛二頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊七頭をさ

さげなければならない。これらはみな全きものでなけれ

ばならない。 20その素祭には油を混ぜた麦粉をささげな

ければならない。すなわち雄牛一頭につき麦粉一エパの

十分の三、雄羊一頭につき十分の二をささげ、 21また七

頭の小羊にはその一頭ごとに十分の一をささげなければ

ならない。 22また雄やぎ一頭を罪祭としてささげ、あな

たがたのために罪のあがないをしなければならない。 23

あなたがたは朝にささげる常燔祭の燔祭のほかに、これ

らをささげなければならない。 24このようにあなたがた

は七日のあいだ毎日、火祭の食物をささげて、主に香ば

しいかおりとしなければならない。これは常燔祭とその

灌祭とのほかにささぐべきものである。 25そして第七日

に、あなたがたは聖会を開かなければならない。なんの

労役をもしてはならない。 26あなたがたは七週の祭、す

なわち新しい素祭を主にささげる初穂の日にも聖会を開

かなければならない。なんの労役をもしてはならない。

27あなたがたは燔祭をささげて、主に香ばしいかおりと

しなければならない。すなわち若い雄牛二頭、雄羊一頭

、一歳の雄の小羊七頭をささげなければならない。 28そ

の素祭には油を混ぜた麦粉をささげなければならない。

すなわち雄牛一頭につき一エパの十分の三、雄羊一頭に

つき十分の二をささげ、 29また七頭の小羊には一頭ごと

に十分の一をささげなければならない。 30また雄やぎ一

頭をささげてあなたがたのために罪のあがないをしなけ

ればならない。 31あなたがたは常燔祭とその素祭とその

灌祭とのほかに、これらをささげなければならない。こ

れらはみな、全きものでなければならない。
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29七月には、その月の第一日に聖会を開かなければな
らない。なんの労役をもしてはならない。これはあ

なたがたがラッパを吹く日である。 2あなたがたは燔祭

をささげて、主に香ばしいかおりとしなければならない

。すなわち若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の全き小

羊七頭をささげなければならない。 3その素祭には油を

混ぜた麦粉をささげなければならない。すなわち雄牛一

頭について一エパの十分の三、雄羊一頭について十分の

二をささげ、 4また七頭の小羊には一頭ごとに十分の一

をささげなければならない。 5また雄やぎ一頭を罪祭と

してささげ、あなたがたのために罪のあがないをしなけ

ればならない。 6これは新月の燔祭とその素祭、常燔祭

とその素祭、および灌祭のほかのものであって、これら

のものの定めにしたがい、香ばしいかおりとして、主に

火祭としなければならない。 7またその七月の十日に聖

会を開き、かつあなたがたの身を悩まさなければならな

い。なんの仕事もしてはならない。 8あなたがたは主に

燔祭をささげて、香ばしいかおりとしなければならない

。すなわち若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊七

頭をささげなければならない。これらはみな全きもので

なければならない。 9その素祭には油を混ぜた麦粉をさ

さげなければならない。すなわち雄牛一頭につき一エパ

の十分の三、雄羊一頭につき十分の二をささげ、 10また

七頭の小羊には一頭ごとに十分の一をささげなければな

らない。 11また雄やぎ一頭を罪祭としてささげなければ

ならない。これらは贖罪の罪祭と常燔祭とその素祭、お

よび灌祭のほかのものである。 12七月の十五日に聖会を

開かなければならない。なんの労役もしてはならない。

七日のあいだ主のために祭をしなければならない。 13あ

なたがたは燔祭をささげて、主に香ばしいかおりの火祭

としなければならない。すなわち若い雄牛十三頭、雄羊

二頭、一歳の雄の小羊十四頭をささげなければならない

。これらはみな全きものでなければならない。 14その素

祭には油を混ぜた麦粉をささげなければならない。すな

わち十三頭の雄牛には一頭ごとに十分の三、その二頭の

雄羊には一頭ごとに十分の二をささげ、 15その十四頭の

小羊には一頭ごとに十分の一をささげなければならない

。 16また雄やぎ一頭を罪祭としてささげなければならな

い。これらは常燔祭とその素祭および灌祭のほかのもの

である。 17第二日には若い雄牛十二頭、雄羊二頭、一歳

の雄の全き小羊十四頭をささげなければならない。 18そ

の雄牛と雄羊と小羊とのための素祭と灌祭とはその数に

したがって、定めのようにささげなければならない。 19

また雄やぎ一頭を罪祭としてささげなければならない。

これらは常燔祭とその素祭および灌祭のほかのものであ

る。 20第三日には雄牛十一頭、雄羊二頭、一歳の雄の全

き小羊十四頭をささげなければならない。 21その雄牛と

雄羊と小羊とのための素祭と灌祭とは、その数にしたが

って定めのようにささげなければならない。 22また雄や

ぎ一頭を罪祭としてささげなければならない。これらは

常燔祭とその素祭および灌祭のほかのものである。 23第

四日には雄牛十頭、雄羊二頭、一歳の雄の全き小羊十四

頭をささげなければならない。 24その雄牛と雄羊と小羊

とのための素祭と灌祭とは、その数にしたがって定めの

ようにささげなければならない。 25また雄やぎ一頭を罪

祭としてささげなければならない。これらは常燔祭とそ

の素祭および灌祭のほかのものである。 26第五日には雄

牛九頭、雄羊二頭、一歳の雄の全き小羊十四頭をささげ

なければならない。 27その雄牛と雄羊と小羊とのための

素祭と灌祭とは、その数にしたがって定めのようにささ

げなければならない。 28また雄やぎ一頭を罪祭としてさ

さげなければならない。これらは常燔祭とその素祭およ

び灌祭のほかのものである。 29第六日には雄牛八頭、雄

羊二頭、一歳の雄の全き小羊十四頭をささげなければな

らない。 30その雄牛と雄羊と小羊とのための素祭と灌祭

とは、その数にしたがって定めのようにささげなければ

ならない。 31また雄やぎ一頭を罪祭としてささげなけれ

ばならない。これらは常燔祭とその素祭および灌祭のほ

かのものである。 32第七日には雄牛七頭、雄羊二頭、一

歳の雄の全き小羊十四頭をささげなければならない。 33

その雄牛と雄羊と小羊とのための素祭と灌祭とは、その

数にしたがって定めのようにささげなければならない。

34また雄やぎ一頭を罪祭としてささげなければならない

。これらは常燔祭とその素祭および灌祭のほかのもので

ある。 35第八日にはまた集会を開かなければならない。

なんの労役をもしてはならない。 36あなたがたは燔祭を

ささげて主に香ばしいかおりの火祭としなければならな

い。すなわち雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の全き小羊

七頭をささげなければならない。 37その雄牛と雄羊と小

羊とのための素祭と灌祭とは、その数にしたがって定め

のようにささげなければならない。 38また雄やぎ一頭を

罪祭としてささげなければならない。これらは常燔祭と

その素祭および灌祭のほかのものである。 39あなたがた

は定めの祭の時に、これらのものを主にささげなければ

ならない。これらはあなたがたの誓願、または自発の供

え物としてささげる燔祭、素祭、灌祭および酬恩祭のほ

かのものである』」。 40モーセは主が命じられた事をこ

とごとくイスラエルの人々に告げた。

30モーセはイスラエルの人々の部族のかしらたちに言
った、「これは主が命じられた事である。 2もし人

が主に誓願をかけ、またはその身に物断ちをしようと誓

いをするならば、その言葉を破ってはならない。口で言

ったとおりにすべて行わなければならない。 3またもし

女がまだ若く、父の家にいて、主に誓願をかけ、または

その身に物断ちをしようとする時、 4父が彼女の誓願、

または彼女の身に断った物断ちのことを聞いて、彼女に

何も言わないならば、彼女はすべて誓願を行い、またそ

の身に断った物断ちをすべて守らなければならない。 5

しかし、彼女の父がそれを聞いた日に、それを承認しな

い時は、彼女はその誓願、またはその身に断った物断ち

をすべてやめることができる。父が承認しないのである

から、主は彼女をゆるされるであろう。 6またもし夫の

ある身で、みずから誓願をかけ、またはその身に物断ち

をしようと、軽々しく口で言った場合、 7夫がそれを聞

き、それを聞いた日に彼女に何も言わないならば、彼女

はその誓願を行い、その身に断った物断ちを守らなけれ

ばならない。 8しかし、もし夫がそれを聞いた日に、そ

れを承認しないならば、夫はその女がかけた誓願、また

はその身に物断ちをしようと、軽々しく口に言ったこと

をやめさせることができる。主はその女をゆるされるで

あろう。 9しかし、寡婦あるいは離縁された女の誓願、

すべてその身に断った物断ちは、それを守らなければな

らない。 10もし女が夫の家で誓願をかけ、またはその身

に物断ちをしようと誓った時、 11夫がそれを聞いて、彼

女に何も言わず、またそれに反対しないならば、その誓
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願はすべて行わなければならない。またその身に断った

物断ちはすべて守らなければならない。 12しかし、もし

夫がそれを聞いた日にそれを認めないならば、彼女の誓

願、または身の物断ちについて、彼女が口で言った事は

、すべてやめることができる。夫がそれを認めなかった

のだから、主はその女をゆるされるであろう。 13すべて

の誓願およびすべてその身を悩ます物断ちの誓約は、夫

がそれを守らせることができ、または夫がそれをやめさ

せることができる。 14もし夫が彼女に何も言わずに日を

送るならば、彼は妻がした誓願、または物断ちをすべて

認めたのである。彼はそれを聞いた日に妻に何も言わな

かったのだから、それを認めたのである。 15しかし、も

し夫がそれを聞き、あとになって、それを認めないなら

ば、彼は妻の罪を負わなければならない」。 16これらは

主がモーセに命じられた定めであって、夫と妻との間、

および父とまだ若くて父の家にいる娘との間に関するも

のである。

31さて主はモーセに言われた、 2「ミデアンびとにイ

スラエルの人々のあだを報いなさい。その後、あな

たはあなたの民に加えられるであろう」。 3モーセは民

に言った、「あなたがたのうちから人を選んで戦いのた

めに武装させ、ミデアンびとを攻めて、主のためミデア

ンびとに復讐しなさい。 4すなわちイスラエルのすべて

の部族から、部族ごとに千人ずつを戦いに送り出さなけ

ればならない」。 5そこでイスラエルの部族のうちから

部族ごとに千人ずつを選び、一万二千人を得て、戦いの

ために武装させた。 6モーセは各部族から千人ずつを戦

いにつかわし、また祭司エレアザルの子ピネハスに、聖

なる器と吹き鳴らすラッパとを執らせて、共に戦いにつ

かわした。 7彼らは主がモーセに命じられたようにミデ

アンびとと戦って、その男子をみな殺した。 8その殺し

た者のほかにまたミデアンの王五人を殺した。その名は

エビ、レケム、ツル、フル、レバである。またベオルの

子バラムをも、つるぎにかけて殺した。 9またイスラエ

ルの人々はミデアンの女たちとその子供たちを捕虜にし

、その家畜と、羊の群れと、貨財とをことごとく奪い取

り、 10そのすまいのある町々と、その部落とを、ことご

とく火で焼いた。 11こうして彼らはすべて奪ったものと

、かすめたものとは人をも家畜をも取り、 12その生けど

った者と、かすめたものと、奪ったものとを携えて、エ

リコに近いヨルダンのほとりのモアブの平野の宿営にお

るモーセと祭司エレアザルとイスラエルの人々の会衆の

もとへもどってきた。 13ときにモーセと祭司エレアザル

と会衆のつかさたちはみな宿営の外に出て迎えたが、 14

モーセは軍勢の将たち、すなわち戦場から帰ってきた千

人の長たちと、百人の長たちに対して怒った。 15モーセ

は彼らに言った、「あなたがたは女たちをみな生かして

おいたのか。 16彼らはバラムのはかりごとによって、イ

スラエルの人々に、ペオルのことで主に罪を犯させ、つ

いに主の会衆のうちに疫病を起すに至った。 17それで今

、この子供たちのうちの男の子をみな殺し、また男と寝

て、男を知った女をみな殺しなさい。 18ただし、まだ男

と寝ず、男を知らない娘はすべてあなたがたのために生

かしておきなさい。 19そしてあなたがたは七日のあいだ

宿営の外にとどまりなさい。あなたがたのうちすべて人

を殺した者、およびすべて殺された者に触れた者は、あ

なたがた自身も、あなたがたの捕虜も共に、三日目と七

日目とに身を清めなければならない。 20またすべての衣

服と、すべての皮の器と、すべてやぎの毛で作ったもの

と、すべての木の器とを清めなければならない」。 21祭

司エレアザルは戦いに出たいくさびとたちに言った、「

これは主がモーセに命じられた律法の定めである。 22金

、銀、青銅、鉄、すず、鉛など、 23すべて火に耐える物

は火の中を通さなければならない。そうすれば清くなる

であろう。なおその上、汚れを清める水で、清めなけれ

ばならない。しかし、すべて火に耐えないものは水の中

を通さなければならない。 24あなたがたは七日目に衣服

を洗わなければならない。そして清くなり、その後宿営

にはいることができる」。 25主はモーセに言われた、

26「あなたと祭司エレアザルおよび会衆の氏族のかしら

たちは、その生けどった人と家畜の獲物の総数を調べ、

27その獲物を戦いに出た勇士と、全会衆とに折半しなさ

い。 28そして戦いに出たいくさびとに、人または牛、ま

たはろば、または羊を、おのおの五百ごとに一つを取り

、みつぎとして主にささげさせなさい。 29すなわち彼ら

が受ける半分のなかから、それを取り、主にささげる物

として祭司エレアザルに渡しなさい。 30またイスラエル

の人々が受ける半分のなかから、その獲た人または牛、

またはろば、または羊などの家畜を、おのおの五十ごと

に一つを取り、主の幕屋の務をするレビびとに与えなさ

い」。 31モーセと祭司エレアザルとは主がモーセに命じ

られたとおりに行った。 32そこでその獲物、すなわち、

いくさびとたちが奪い取ったものの残りは羊六十七万五

千、 33牛七万二千、 34ろば六万一千、 35人三万二千、

これはみな男と寝ず、男を知らない女であった。 36そし

てその半分、すなわち戦いに出た者の分は羊三十三万七

千五百、 37主にみつぎとした羊は六百七十五。 38牛は

三万六千、そのうちから主にみつぎとしたものは七十二

。 39ろばは三万五百、そのうちから主にみつぎとしたも

のは六十一。 40人は一万六千、そのうちから主にみつぎ

としたものは三十二人であった。 41モーセはそのみつぎ

を主にささげる物として祭司エレアザルに渡した。主が

モーセに命じられたとおりである。 42モーセが戦いに出

た人々とは別にイスラエルの人々に与えた半分、 43すな

わち会衆の受けた半分は羊三十三万七千五百、 44牛三万

六千、 45ろば三万五百、 46人一万六千であって、 47モ

ーセはイスラエルの人々の受けた半分のなかから、人お

よび獣をおのおの五十ごとに一つを取って、主の幕屋の

務をするレビびとに与えた。主がモーセに命じられたと

おりである。 48時に軍勢の将であったものども、すなわ

ち千人の長たちと百人の長たちとがモーセのところにき

て、 49モーセに言った、「しもべらは、指揮下のいくさ

びとを数えましたが、われわれのうち、ひとりも欠けた

者はありませんでした。 50それで、われわれは、おのお

の手に入れた金の飾り物、すなわち腕飾り、腕輪、指輪

、耳輪、首飾りなどを主に携えてきて供え物とし、主の

前にわれわれの命のあがないをしようと思います」。 51

モーセと祭司エレアザルとは、彼らから細工を施した金

の飾り物を受け取った。 52千人の長たちと百人の長たち

とが、主にささげものとした金は合わせて一万六千七百

五十シケル。 53いくさびとは、おのおの自分のぶんどり

物を獲た。 54モーセと祭司エレアザルとは、千人の長た

ちと百人の長たちとから、その金を受け取り、それを携

えて会見の幕屋に入り、主の前に置いてイスラエルの人

々のために記念とした。
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32ルベンの子孫とガドの子孫とは非常に多くの家畜の
群れを持っていた。彼らがヤゼルの地と、ギレアデ

の地とを見ると、そこは家畜を飼うのに適していたので

、 2ガドの子孫とルベンの子孫とがきて、モーセと、祭

司エレアザルと、会衆のつかさたちとに言った、 3「ア

タロテ、デボン、ヤゼル、ニムラ、ヘシボン、エレアレ

、シバム、ネボ、ベオン、 4すなわち主がイスラエルの

会衆の前に撃ち滅ぼされた国は、家畜を飼うのに適した

地ですが、しもべらは家畜を持っています」。 5彼らは

また言った、「それでもし、あなたの恵みを得られます

なら、どうぞこの地をしもべらの領地にして、われわれ

にヨルダンを渡らせないでください」。 6モーセはガド

の子孫とルベンの子孫とに言った、「あなたがたは兄弟

が戦いに行くのに、ここにすわっていようというのか。

7どうしてあなたがたはイスラエルの人々の心をくじい

て、主が彼らに与えられる地に渡ることができないよう

にするのか。 8あなたがたの先祖も、わたしがカデシ・

バルネアから、その地を見るためにつかわした時に、同

じようなことをした。 9すなわち彼らはエシコルの谷に

行って、その地を見たとき、イスラエルの人々の心をく

じいて、主が与えられる地に行くことができないように

した。 10そこでその時、主は怒りを発し、誓って言われ

た、 11『エジプトから出てきた人々で二十歳以上の者は

ひとりもわたしがアブラハム、イサク、ヤコブに誓った

地を見ることはできない。彼らはわたしに従わなかった

からである。 12ただケニズびとエフンネの子カレブとヌ

ンの子ヨシュアとはそうではない。このふたりは全く主

に従ったからである』。 13主はこのようにイスラエルに

むかって怒りを発し、彼らを四十年のあいだ荒野にさま

よわされたので、主の前に悪を行ったその世代の人々は

、ついにみな滅びた。 14あなたがたはその父に代って立

った罪びとのやからであって、主のイスラエルに対する

激しい怒りをさらに増そうとしている。 15あなたがたが

もしそむいて主に従わないならば、主はまたこの民を荒

野にすておかれるであろう。そうすればあなたがたはこ

の民をことごとく滅ぼすに至るであろう」。 16彼らはモ

ーセのところへ進み寄って言った、「われわれはこの所

に、群れのために羊のおりを建て、また子供たちのため

に町々を建てようと思います。 17しかし、われわれは武

装してイスラエルの人々の前に進み、彼らをその所へ導

いて行きましょう。ただわれわれの子供たちは、この地

の住民の害をのがれるため、堅固な町々に住ませておか

なければなりません。 18われわれはイスラエルの人々が

、おのおのその嗣業を受けるまでは、家に帰りません。

19またわれわれはヨルダンのかなたで彼らとともには嗣

業を受けません。われわれはヨルダンのこなた、すなわ

ち東の方で嗣業を受けるからです」。 20モーセは彼らに

言った、「もし、あなたがたがそのようにし、みな武装

して主の前に行って戦い、 21みな武装して主の前に行っ

てヨルダン川を渡り、主がその敵を自分の前から追い払

われて、 22この国が主の前に征服されて後、帰ってくる

ならば、あなたがたは主の前にも、イスラエルの前にも

、とがめはないであろう。そしてこの地は主の前にあな

たがたの所有となるであろう。 23しかし、そうしないな

らば、あなたがたは主にむかって罪を犯した者となり、

その罪は必ず身に及ぶことを知らなければならない。 24

あなたがたは子供たちのために町々を建て、羊のために

、おりを建てなさい。しかし、あなたがたは約束したこ

とは行わなければならない」。 25ガドの子孫とルベンの

子孫とは、モーセに言った、「しもべらはあなたの命じ

られたとおりにいたします。 26われわれの子供たちと妻

と羊と、すべての家畜とは、このギレアデの町々に残し

ます。 27しかし、しもべらはみな武装して、あなたの言

われるとおり、主の前に渡って行って戦います」。 28モ

ーセは彼らのことについて、祭司エレアザルと、ヌンの

子ヨシュアと、イスラエルの人々の部族のうちの氏族の

かしらたちとに命じた。 29そしてモーセは彼らに言った

、「ガドの子孫と、ルベンの子孫とが、おのおの武装し

てあなたがたと一緒にヨルダンを渡り、主の前に戦って

、その地をあなたがたが征服するならば、あなたがたは

彼らにギレアデの地を領地として与えなければならない

。 30しかし、もし彼らが武装してあなたがたと一緒に渡

って行かないならば、彼らはカナンの地であなたがたの

うちに領地を獲なければならない」。 31ガドの子孫と、

ルベンの子孫とは答えて言った、「しもべらは主が言わ

れたとおりにいたします。 32われわれは武装して、主の

前にカナンの地へ渡って行きますが、ヨルダンのこなた

で、われわれの嗣業をもつことにします」。 33そこでモ

ーセはガドの子孫と、ルベンの子孫と、ヨセフの子マナ

セの部族の半ばとに、アモリびとの王シホンの国と、バ

シャンの王オグの国とを与えた。すなわち、その国およ

びその領内の町々とその町々の周囲の地とを与えた。 34

こうしてガドの子孫は、デボン、アタロテ、アロエル、

35アテロテ・ショパン、ヤゼル、ヨグベハ、 36ベテニム

ラ、ベテハランなどの堅固な町々を建て、羊のおりを建

てた。 37またルベンの子孫は、ヘシボン、エレアレ、キ

リヤタイム、 38および後に名を改めたネボと、バアル・

メオンの町を建て、またシブマの町を建てた。彼らは建

てた町々に新しい名を与えた。 39またマナセの子マキル

の子孫はギレアデに行って、そこを取り、その住民アモ

リびとを追い払ったので、 40モーセはギレアデをマナセ

の子マキルに与えてそこに住まわせた。 41またマナセの

子ヤイルは行って村々を取り、それをハオテヤイルと名

づけた。 42またノバは行ってケナテとその村々を取り、

自分の名にしたがって、それをノバと名づけた。

33イスラエルの人々が、モーセとアロンとに導かれ、
その部隊に従って、エジプトの国を出てから経た旅

路は次のとおりである。 2モーセは主の命により、その

旅路にしたがって宿駅を書きとめた。その宿駅にしたが

えば旅路は次のとおりである。 3彼らは正月の十五日に

ラメセスを出立した。すなわち過越の翌日イスラエルの

人々は、すべてのエジプトびとの目の前を意気揚々と出

立した。 4その時エジプトびとは、主に撃ち殺されたす

べてのういごを葬っていた。主はまた彼らの神々にも罰

を加えられた。 5こうしてイスラエルの人々はラメセス

を出立してスコテに宿営し、 6スコテを出立して荒野の

端にあるエタムに宿営し、 7エタムを出立してバアル・

ゼポンの前にあるピハヒロテに引き返してミグドルの前

に宿営し、 8ピハヒロテを出立して、海のなかをとおっ

て荒野に入り、エタムの荒野を三日路ほど行って、メラ

に宿営し、 9メラを出立し、エリムに行って宿営した。

エリムには水の泉十二と、なつめやし七十本とがあった

。 10エリムを出立して紅海のほとりに宿営し、 11紅海

を出立してシンの荒野に宿営し、 12シンの荒野を出立し

てドフカに宿営し、 13ドフカを出立してアルシに宿営し
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、 14アルシを出立してレピデムに宿営した。そこには民

の飲む水がなかった。 15レピデムを出立してシナイの荒

野に宿営し、 16シナイの荒野を出立してキブロテ・ハッ

タワに宿営し、 17キブロテ・ハッタワを出立してハゼロ

テに宿営し、 18ハゼロテを出立してリテマに宿営し、

19リテマを出立してリンモン・パレツに宿営し、 20リン

モン・パレツを出立してリブナに宿営し、 21リブナを出

立してリッサに宿営し、 22リッサを出立してケヘラタに

宿営し、 23ケヘラタを出立してシャペル山に宿営し、

24シャペル山を出立してハラダに宿営し、 25ハラダを出

立してマケロテに宿営し、 26マケロテを出立してタハテ

に宿営し、 27タハテを出立してテラに宿営し、 28テラ

を出立してミテカに宿営し、 29ミテカを出立してハシモ

ナに宿営し、 30ハシモナを出立してモセラに宿営し、

31モセラを出立してベネヤカンに宿営し、 32ベネヤカン

を出立してホル・ハギデガデに宿営し、 33ホル・ハギデ

ガデを出立してヨテバタに宿営し、 34ヨテバタを出立し

てアブロナに宿営し、 35アブロナを出立してエジオン・

ゲベルに宿営し、 36エジオン・ゲベルを出立してチンの

荒野すなわちカデシに宿営し、 37カデシを出立してエド

ムの国の端にあるホル山に宿営した。 38イスラエルの人

々がエジプトの国を出て四十年目の五月一日に、祭司ア

ロンは主の命によりホル山に登って、その所で死んだ。

39アロンはホル山で死んだとき百二十三歳であった。 40

カナンの地のネゲブに住んでいたカナンびとアラデの王

は、イスラエルの人々の来るのを聞いた。 41ついで、ホ

ル山を出立してザルモナに宿営し、 42ザルモナを出立し

てプノンに宿営し、 43プノンを出立してオボテに宿営し

、 44オボテを出立してモアブの境にあるイエ・アバリム

に宿営し、 45イエ・アバリムを出立してデボン・ガドに

宿営し、 46デボン・ガドを出立してアルモン・デブラタ

イムに宿営し、 47アルモン・デブラタイムを出立してネ

ボの前にあるアバリムの山に宿営し、 48アバリムの山を

出立してエリコに近いヨルダンのほとりのモアブの平野

に宿営した。 49すなわちヨルダンのほとりのモアブの平

野で、ベテエシモテとアベル・シッテムとの間に宿営し

た。 50エリコに近いヨルダンのほとりのモアブの平野で

、主はモーセに言われた、 51「イスラエルの人々に言い

なさい。あなたがたがヨルダンを渡ってカナンの地には

いるときは、 52その地の住民をことごとくあなたがたの

前から追い払い、すべての石像をこぼち、すべての鋳像

をこぼち、すべての高き所を破壊しなければならない。

53またあなたがたはその地の民を追い払って、そこに住

まなければならない。わたしがその地をあなたがたの所

有として与えたからである。 54あなたがたは、おのおの

氏族ごとにくじを引き、その地を分けて嗣業としなけれ

ばならない。大きい部族には多くの嗣業を与え、小さい

部族には少しの嗣業を与えなければならない。そのくじ

の当った所がその所有となるであろう。あなたがたは父

祖の部族にしたがって、それを継がなければならない。

55しかし、その地の住民をあなたがたの前から追い払わ

ないならば、その残して置いた者はあなたがたの目にと

げとなり、あなたがたの脇にいばらとなり、あなたがた

の住む国において、あなたがたを悩ますであろう。 56ま

た、わたしは彼らにしようと思ったとおりに、あなたが

たにするであろう」。

34主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人々に命

じて言いなさい。あなたがたがカナンの地にはいる

とき、あなたがたの嗣業となるべき地はカナンの地で、

その全域は次のとおりである。 3南の方はエドムに接す

るチンの荒野に始まり、南の境は、東は塩の海の端に始

まる。 4その境はアクラビムの坂の南を巡ってチンに向

かい、カデシ・バルネアの南に至り、ハザル・アダルに

進み、アズモンに及ぶ。 5その境はまたアズモンから転

じてエジプトの川に至り、海に及んで尽きる。 6西の境

はおおうみとその沿岸で、これがあなたがたの西の境で

ある。 7あなたがたの北の境は次のとおりである。すな

わちおおうみからホル山まで線を引き、 8ホル山からハ

マテの入口まで線を引き、その境をゼダデに至らせ、 9

またその境はジフロンに進み、ハザル・エノンに至って

尽きる。これがあなたがたの北の境である。 10あなたが

たの東の境は、ハザル・エノンからシパムまで線を引き

、 11またその境はアインの東の方で、シパムからリブラ

に下り、またその境は下ってキンネレテの海の東の斜面

に至り、 12またその境はヨルダンに下り、塩の海に至っ

て尽きる。あなたがたの国の周囲の境は以上のとおりで

ある」。 13モーセはイスラエルの人々に命じて言った、

「これはあなたがたが、くじによって継ぐべき地である

。主はこれを九つの部族と半部族とに与えよと命じられ

た。 14それはルベンの子孫の部族とガドの子孫の部族と

が共に父祖の家にしたがって、すでにその嗣業を受け、

またマナセの半部族もその嗣業を受けていたからである

。 15この二つの部族と半部族とはエリコに近いヨルダン

のかなた、すなわち東の方、日の出る方で、その嗣業を

受けた」。 16主はまたモーセに言われた、 17「あなた

がたに、嗣業として地を分け与える人々の名は次のとお

りである。すなわち祭司エレアザルと、ヌンの子ヨシュ

アとである。 18あなたがたはまた、おのおの部族から、

つかさひとりずつを選んで、地を分け与えさせなければ

ならない。 19その人々の名は次のとおりである。すなわ

ちユダの部族ではエフンネの子カレブ、 20シメオンの子

孫の部族ではアミホデの子サムエル、 21ベニヤミンの部

族ではキスロンの子エリダデ、 22ダンの子孫の部族では

ヨグリの子つかさブッキ、 23ヨセフの子孫、すなわちマ

ナセの部族ではエポデの子つかさハニエル、 24エフライ

ムの子孫の部族ではシフタンの子つかさケムエル、 25ゼ

ブルンの子孫の部族ではパルナクの子つかさエリザパン

、 26イッサカルの子孫の部族ではアザンの子つかさパル

テエル、 27アセルの子孫の部族ではシロミの子つかさア

ヒウデ、 28ナフタリの子孫の部族では、アミホデの子つ

かさパダヘル。 29カナンの地でイスラエルの人々に嗣業

を分け与えることを主が命じられた人々は以上のとおり

である」。

35エリコに近いヨルダンのほとりのモアブの平野で、
主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人々に命

じて、その獲た嗣業のうちから、レビびとに住むべき町

々を与えさせなさい。また、あなたがたは、その町々の

周囲の放牧地をレビびとに与えなければならない。 3そ

の町々は彼らの住む所、その放牧地は彼らの家畜と群れ

、およびすべての獣のためである。 4あなたがたがレビ

びとに与える町々の放牧地は、町の石がきから一千キュ

ビトの周囲としなければならない。 5あなたがたは町の

外で東側に二千キュビト、南側に二千キュビト、西側に
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二千キュビト、北側に二千キュビトを計り、町はその中

央にしなければならない。彼らの町の放牧地はこのよう

にしなければならない。 6あなたがたがレビびとに与え

る町々は六つで、のがれの町とし、人を殺した者がのが

れる所としなければならない。なおこのほかに四十二の

町を与えなければならない。 7すなわちあなたがたがレ

ビびとに与える町は合わせて四十八で、これをその放牧

地と共に与えなければならない。 8あなたがたがイスラ

エルの人々の所有のうちからレビびとに町々を与えるに

は、大きい部族からは多く取り、小さい部族からは少な

く取り、おのおの受ける嗣業にしたがって、その町々を

レビびとに与えなければならない」。 9主はモーセに言

われた、 10「イスラエルの人々に言いなさい。あなたが

たがヨルダンを渡ってカナンの地にはいるときは、 11あ

なたがたのために町を選んで、のがれの町とし、あやま

って人を殺した者を、そこにのがれさせなければならな

い。 12これはあなたがたが復讐する者を避けてのがれる

町であって、人を殺した者が会衆の前に立って、さばき

を受けないうちに、殺されることのないためである。 13

あなたがたが与える町々のうち、六つをのがれの町とし

なければならない。 14すなわちヨルダンのかなたで三つ

の町を与え、カナンの地で三つの町を与えて、のがれの

町としなければならない。 15これらの六つの町は、イス

ラエルの人々と、他国の人および寄留者のために、のが

れの場所としなければならない。すべてあやまって人を

殺した者が、そこにのがれるためである。 16もし人が鉄

の器で、人を打って死なせたならば、その人は故殺人で

ある。故殺人は必ず殺されなければならない。 17またも

し人を殺せるほどの石を取って、人を打って死なせたな

らば、その人は故殺人である。故殺人は必ず殺されなけ

ればならない。 18あるいは人を殺せるほどの木の器を取

って、人を打って死なせたならば、その人は故殺人であ

る。故殺人は必ず殺されなければならない。 19血の復讐

をする者は、自分でその故殺人を殺すことができる。す

なわち彼に出会うとき、彼を殺すことができる。 20また

もし恨みのために人を突き、あるいは故意に人に物を投

げつけて死なせ、 21あるいは恨みによって手で人を打っ

て死なせたならば、その打った者は必ず殺されなければ

ならない。彼は故殺人だからである。血の復讐をする者

は、その故殺人に出会うとき殺すことができる。 22しか

し、もし恨みもないのに思わず人を突き、または、なに

ごころなく人に物を投げつけ、 23あるいは人のいるのも

見ずに、人を殺せるほどの石を投げつけて死なせた場合

、その人がその敵でもなく、また害を加えようとしたの

でもない時は、 24会衆はこれらのおきてによって、その

人を殺した者と、血の復讐をする者との間をさばかなけ

ればならない。 25すなわち会衆はその人を殺した者を血

の復讐をする者の手から救い出して、逃げて行ったのが

れの町に返さなければならない。その者は聖なる油を注

がれた大祭司の死ぬまで、そこにいなければならない。

26しかし、もし人を殺した者が、その逃げて行ったのが

れの町の境を出た場合、 27血の復讐をする者は、のがれ

の町の境の外で、これに出会い、血の復讐をする者が、

その人を殺した者を殺しても、彼には血を流した罪はな

い。 28彼は大祭司の死ぬまで、そののがれの町におるべ

きものだからである。大祭司の死んだ後は、人を殺した

者は自分の所有の地にかえることができる。 29これらの

ことはすべてあなたがたの住む所で、代々あなたがたの

ためのおきての定めとしなければならない。 30人を殺し

た者、すなわち故殺人はすべて証人の証言にしたがって

殺されなければならない。しかし、だれもただひとりの

証言によって殺されることはない。 31あなたがたは死に

当る罪を犯した故殺人の命のあがないしろを取ってはな

らない。彼は必ず殺されなければならない。 32また、の

がれの町にのがれた者のために、あがないしろを取って

大祭司の死ぬ前に彼を自分の地に帰り住まわせてはなら

ない。 33あなたがたはそのおる所の地を汚してはならな

い。流血は地を汚すからである。地の上に流された血は

、それを流した者の血によらなければあがなうことがで

きない。 34あなたがたは、その住む所の地、すなわちわ

たしのおる地を汚してはならない。主なるわたしがイス

ラエルの人々のうちに住んでいるからである」。

36ヨセフの子孫の氏族のうち、マナセの子マキルの子
であるギレアデの子らの氏族のかしらたちがきて、

モーセとイスラエルの人々のかしらであるつかさたちと

の前で語って、 2言った、「イスラエルの人々に、その

嗣業の地をくじによって与えることを主はあなたに命じ

られ、あなたもまた、われわれの兄弟ゼロペハデの嗣業

を、その娘たちに与えるよう、主によって命じられまし

た。 3その娘たちがもし、イスラエルの人々のうちの他

の部族のむすこたちにとつぐならば、彼女たちの嗣業は

、われわれの父祖の嗣業のうちから取り除かれて、その

とつぐ部族の嗣業に加えられるでしょう。こうしてそれ

はわれわれの嗣業の分から取り除かれるでしょう。 4そ

してイスラエルの人々のヨベルの年がきた時、彼女たち

の嗣業は、そのとついだ部族の嗣業に加えられるでしょ

う。こうして彼女たちの嗣業は、われわれの父祖の部族

の嗣業のうちから取り除かれるでしょう」。 5モーセは

主の言葉にしたがって、イスラエルの人々に命じて言っ

た、「ヨセフの子孫の部族の言うところは正しい。 6ゼ

ロペハデの娘たちについて、主が命じられたことはこう

である。すなわち『彼女たちはその心にかなう者にとつ

いでもよいが、ただその父祖の部族の一族にのみ、とつ

がなければならない。 7そうすればイスラエルの人々の

嗣業は、部族から部族に移るようなことはないであろう

。イスラエルの人々は、おのおのその父祖の部族の嗣業

をかたく保つべきだからである。 8イスラエルの人々の

部族のうち、嗣業をもっている娘はみな、その父の部族

に属する一族にとつがなければならない。そうすればイ

スラエルの人々は、おのおのその父祖の嗣業を保つこと

ができる。 9こうして嗣業は一つの部族から他の部族に

移ることはなかろう。イスラエルの人々の部族はおのお

のその嗣業をかたく保つべきだからである』」。 10そこ

でゼロペハデの娘たちは、主がモーセに命じられたよう

にした。 11すなわちゼロペハデの娘たち、マアラ、テル

ザ、ホグラ、ミルカおよびノアは、その父の兄弟のむす

こたちにとついだ。 12彼女たちはヨセフの子マナセのむ

すこたちの一族にとついだので、その嗣業はその父の一

族の属する部族にとどまった。 13これらはエリコに近い

ヨルダンのほとりのモアブの平野で、主がモーセによっ

てイスラエルの人々に命じられた命令とおきてである。
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申命記

1これはヨルダンの向こうの荒野、パランと、トペル、
ラバン、ハゼロテ、デザハブとの間の、スフの前にあ

るアラバにおいて、モーセがイスラエルのすべての人に

告げた言葉である。 2ホレブからセイル山の道を経て、

カデシ・バルネアに達するには、十一日の道のりである

。 3第四十年の十一月となり、その月の一日に、モーセ

はイスラエルの人々にむかって、主が彼らのため彼に授

けられた命令を、ことごとく告げた。 4これはモーセが

ヘシボンに住んでいたアモリびとの王シホン、およびア

シタロテとエデレイとに住んでいたバシャンの王オグを

殺した後であった。 5すなわちモーセはヨルダンの向こ

うのモアブの地で、みずから、この律法の説明に当った

、そして言った、 6「われわれの神、主はホレブにおい

て、われわれに言われた、『あなたがたはすでに久しく

、この山にとどまっていたが、 7身をめぐらして道に進

み、アモリびとの山地に行き、その近隣のすべての所、

アラバ、山地、低地、ネゲブ、海べ、カナンびとの地、

またレバノンに行き、大川ユフラテにまで行きなさい。

8見よ、わたしはこの地をあなたがたの前に置いた。こ

の地にはいって、それを自分のものとしなさい。これは

主が、あなたがたの先祖アブラハム、イサク、ヤコブに

誓って、彼らとその後の子孫に与えると言われた所であ

る』。 9あの時、わたしはあなたがたに言った、『わた

しはひとりであなたがたを負うことができない。 10あな

たがたの神、主はあなたがたを多くされたので、あなた

がたは、きょう、空の星のように多い。 11どうぞ、あな

たがたの先祖の神、主があなたがたを、今あるより千倍

も多くし、またあなたがたに約束されたように、あなた

がたを恵んでくださるように。 12わたしひとりで、どう

して、あなたがたを負い、あなたがたの重荷と、あなた

がたの争いを処理することができようか。 13あなたがた

は、おのおの部族ごとに、知恵があり、知識があって、

人に知られている人々を選び出しなさい。わたしはその

人々を、あなたがたのかしらとするであろう』。 14その

時、あなたがたはわたしに答えた、『あなたがしようと

言われることは良いことです』。 15そこで、わたしは、

あなたがたのうちから、知恵があり、人に知られている

人々を取って、あなたがたのかしらとした。すなわち千

人の長、百人の長、五十人の長、十人の長とし、また、

あなたがたの部族のつかさびととした。 16また、あのと

き、わたしはあなたがたのさばきびとたちに命じて言っ

た、『あなたがたは、兄弟たちの間の訴えを聞き、人と

その兄弟、または寄留の他国人との間を、正しくさばか

なければならない。 17あなたがたは、さばきをする時、

人を片寄り見てはならない。小さい者にも大いなる者に

も聞かなければならない。人の顔を恐れてはならない。

さばきは神の事だからである。あなたがたで決めるのに

むずかしい事は、わたしのところに持ってこなければな

らない。わたしはそれを聞くであろう』。 18わたしはま

た、あの時、あなたがたがしなければならないことを、

ことごとく命じた。 19われわれの神、主が命じられたよ

うに、われわれは、ホレブを出立して、あなたがたが見

た、あの大きな恐ろしい荒野を通り、アモリびとの山地

へ行く道によって、カデシ・バルネアにきた。 20その時

わたしはあなたがたに言った、『あなたがたは、われわ

れの神、主がお与えになるアモリびとの山地に着いた。

21見よ、あなたの神、主はこの地をあなたの前に置かれ

た。あなたの先祖の神、主が告げられたように、上って

行って、これを自分のものとしなさい。恐れてはならな

い。おののいてはならない』。 22あなたがたは皆わたし

に近寄って言った、『われわれは人をさきにつかわして

、その地を探らせ、どの道から上るべきか、どの町々に

入るべきかを、復命させましょう』。 23このことは良い

と思ったので、わたしはあなたがたのうち、おのおのの

部族から、ひとりずつ十二人の者を選んだ。 24彼らは身

をめぐらして、山地に上って行き、エシコルの谷へ行っ

てそれを探り、 25その地のくだものを手に取って、われ

われのところに持って下り、復命して言った、『われわ

れの神、主が賜わる地は良い地です』。 26しかし、あな

たがたは上って行くことを好まないで、あなたがたの神

、主の命令にそむいた。 27そして天幕でつぶやいて言っ

た。『主はわれわれを憎んでアモリびとの手に渡し、滅

ぼそうとしてエジプトの国から導き出されたのだ。 28わ

れわれはどこへ上って行くのか。兄弟たちは、「その民

はわれわれよりも大きくて、背も高い。町々は大きく、

その石がきは天に届いている。われわれは、またアナク

びとの子孫をその所で見た」と言って、われわれの心を

くじいた』。 29その時、わたしはあなたがたに言った、

『彼らをこわがってはならない。また恐れてはならない

。 30先に立って行かれるあなたがたの神、主はエジプト

において、あなたがたの目の前で、すべてのことを行わ

れたように、あなたがたのために戦われるであろう。 31

あなたがたはまた荒野で、あなたの神、主が、人のその

子を抱くように、あなたを抱かれるのを見た。あなたが

たが、この所に来るまで、その道すがら、いつもそうで

あった』。 32このように言っても、あなたがたはなお、

あなたがたの神、主を信じなかった。 33主は道々あなた

がたの先に立って行き、あなたがたが宿営する場所を捜

し、夜は火のうちにあり、昼は雲のうちにあって、あな

たがたに行くべき道を示された。 34主は、あなたがたの

言葉を聞いて怒り、誓って言われた、 35『この悪い世代

の人々のうちには、わたしが、あなたがたの先祖たちに

与えると誓ったあの良い地を見る者は、ひとりもないで

あろう。 36ただエフンネの子カレブだけはそれを見るこ

とができるであろう。彼が踏んだ地を、わたしは彼とそ

の子孫に与えるであろう。彼が全く主に従ったからであ

る』。 37主はまた、あなたがたのゆえに、わたしをも怒

って言われた、『おまえもまた、そこにはいることがで

きないであろう。 38おまえに仕えているヌンの子ヨシュ

アが、そこにはいるであろう。彼を力づけよ。彼はイス

ラエルにそれを獲させるであろう。 39またあなたがたが

、かすめられるであろうと言ったあなたがたのおさなご

たち、およびその日にまだ善悪をわきまえないあなたが

たの子供たちが、そこにはいるであろう。わたしはそれ

を彼らに与える。彼らはそれを所有とするであろう。 40

あなたがたは身をめぐらし、紅海の道によって、荒野に

進んで行きなさい』。 41しかし、あなたがたはわたしに

答えて言った、『われわれは主にむかって罪を犯しまし

た。われわれの神、主が命じられたように、われわれは

上って行って戦いましょう』。そして、おのおの武器を

身に帯びて、かるがるしく山地へ上って行こうとした。

42その時、主はわたしに言われた、『彼らに言いなさい

、「あなたがたは上って行ってはならない。また戦って
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はならない。わたしはあなたがたのうちにいない。おそ

らく、あなたがたは敵に撃ち敗られるであろう」』。 43

このようにわたしが告げたのに、あなたがたは聞かない

で主の命令にそむき、ほしいままに山地へ上って行った

が、 44その山地に住んでいるアモリびとが、あなたがた

に向かって出てきて、はちが追うように、あなたがたを

追いかけ、セイルで撃ち敗って、ホルマにまで及んだ。

45あなたがたは帰ってきて、主の前で泣いたが、主はあ

なたがたの声を聞かず、あなたがたに耳を傾けられなか

った。 46こうしてあなたがたは、日久しくカデシにとど

まった。あなたがたのそこにとどまった日数のとおりで

ある。

2それから、われわれは身をめぐらし、主がわたしに告
げられたように、紅海の方に向かって荒野に進み入り

、日久しくセイル山を行きめぐっていたが、 2主はわた

しに言われた、 3『あなたがたは既に久しくこの山を行

きめぐっているが、身をめぐらして北に進みなさい。 4

おまえはまた民に命じて言え、「あなたがたは、エサウ

の子孫、すなわちセイルに住んでいるあなたがたの兄弟

の領内を通ろうとしている。彼らはあなたがたを恐れる

であろう。それゆえ、あなたがたはみずから深く慎み、

5彼らと争ってはならない。彼らの地は、足の裏で踏む

ほどでも、あなたがたに与えないであろう。わたしがセ

イル山をエサウに与えて、領地とさせたからである。 6

あなたがたは彼らから金で食物を買って食べ、また金で

水を買って飲まなければならない。 7あなたの神、主が

、あなたのするすべての事において、あなたを恵み、あ

なたがこの大いなる荒野を通るのを、見守られたからで

ある。あなたの神、主がこの四十年の間、あなたと共に

おられたので、あなたは何も乏しいことがなかった」』

。 8こうしてわれわれは、エサウの子孫でセイルに住ん

でいる兄弟を離れ、アラバの道を避け、エラテとエジオ

ン・ゲベルを離れて進んだ。われわれは転じて、モアブ

の荒野の方に向かって進んだ。 9その時、主はわたしに

言われた、『モアブを敵視してはならない。またそれと

争い戦ってはならない。彼らの地は、領地としてあなた

に与えない。ロトの子孫にアルを与えて、領地とさせた

からである。 10（むかし、エミびとがこの所に住んでい

た。この民は大いなる民であって、数も多く、アナクび

とのように背も高く、 11またアナクびとと同じくレパイ

ムであると、みなされていたが、モアブびとは、これを

エミびとと呼んでいた。 12ホリびとも、むかしはセイル

に住んでいたが、エサウの子孫がこれを追い払い、これ

を滅ぼし、彼らに代ってそこに住んだ。主が賜わった所

有の地に、イスラエルがおこなったのと同じである。）

13あなたがたは、いま、立ちあがってゼレデ川を渡りな

さい』。そこでわれわれはゼレデ川を渡った。 14カデシ

・バルネアを出てこのかた、ゼレデ川を渡るまでの間の

日は三十八年であって、その世代のいくさびとはみな死

に絶えて、宿営のうちにいなくなった。主が彼らに誓わ

れたとおりである。 15まことに主の手が彼らを攻め、宿

営のうちから滅ぼし去られたので、彼らはついに死に絶

えた。 16いくさびとがみな民のうちから死に絶えたとき

、 17主はわたしに言われた、 18『おまえは、きょう、

モアブの領地アルを通ろうとしている。 19アンモンの子

孫に近づく時、おまえは彼らを敵視してはならない。ま

た争ってはならない。わたしはアンモンの子孫の地を領

地として、おまえに与えない。それをロトの子孫に領地

として与えたからである。 20（これもまたレパイムの国

とみなされた。むかし、レパイムがここに住んでいたか

らである。しかし、アンモンびとは彼らをザムズミびと

と呼んだ。 21この民は大いなる民であって数も多く、ア

ナクびとのように背も高かったが、主はアンモンびとの

前から、これを滅ぼされ、アンモンびとがこれを追い払

って、彼らに代ってそこに住んだ。 22この事は、セイル

に住んでいるエサウの子孫のためにその前から、ホリび

とを滅ぼされたのと同じである。彼らはホリびとを追い

払い、これに代って今日までそこに住んでいる。 23また

カフトルから出たカフトルびとは、ガザにまで及ぶ村々

に住んでいたアビびとを滅ぼして、これに代ってそこに

住んでいる。） 24あなたがたは立ちあがり、進んでアル

ノン川を渡りなさい。わたしはヘシボンの王アモリびと

シホンとその国とを、おまえの手に渡した。それを征服

し始めよ。彼と争って戦え。 25きょうから、わたしは全

天下の民に、おまえをおびえ恐れさせるであろう。彼ら

はおまえのうわさを聞いて震え、おまえのために苦しむ

であろう』。 26そこでわたしは、ケデモテの荒野から、

ヘシボンの王シホンに使者をつかわし、平和の言葉を述

べさせた。 27『あなたの国を通らせてください。わたし

は大路をとおっていきます、右にも左にも曲りません。

28金で食物を売ってわたしに食べさせ、金をとって水を

与えてわたしに飲ませてください。徒歩で通らせてくだ

さるだけでよいのです。 29セイルに住むエサウの子孫と

、アルに住むモアブびとが、わたしにしたようにしてく

ださい。そうすれば、わたしはヨルダンを渡って、われ

われの神、主が賜わる地に行きます』。 30しかし、ヘシ

ボンの王シホンは、われわれを通らせるのを好まなかっ

た。あなたの神、主が彼をあなたの手に渡すため、その

気を強くし、その心をかたくなにされたからである。今

日見るとおりである。 31時に主はわたしに言われた、『

わたしはシホンと、その地とを、おまえに渡し始めた。

おまえはそれを征服しはじめ、その地を自分のものとせ

よ』。 32そこでシホンは、われわれを攻めようとして、

その民をことごとく率い、出てきてヤハズで戦ったが、

33われわれの神、主が彼を渡されたので、われわれは彼

とその子らと、そのすべての民とを撃ち殺した。 34その

時、われわれは彼のすべての町を取り、そのすべての町

の男、女および子供を全く滅ぼして、ひとりをも残さな

かった。 35ただその家畜は、われわれが取った町々のぶ

んどり物と共に、われわれが獲て自分の物とした。 36ア

ルノンの谷のほとりにあるアロエルおよび谷の中にある

町からギレアデに至るまで、われわれが攻めて取れなか

った町は一つもなかった。われわれの神、主がことごと

くわれわれに渡されたのである。 37ただアンモンの子孫

の地、すなわちヤボク川の全岸、および山地の町々、ま

たすべてわれわれの神、主が禁じられた所には近寄らな

かった。

3そしてわれわれは身をめぐらして、バシャンの道を上
って行ったが、バシャンの王オグは、われわれを迎え

撃とうとして、その民をことごとく率い、出てきてエデ

レイで戦った。 2時に主はわたしに言われた、『彼を恐

れてはならない。わたしは彼と、そのすべての民と、そ

の地をおまえの手に渡している。おまえはヘシボンに住

んでいたアモリびとの王シホンにしたように、彼にする
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であろう』。 3こうしてわれわれの神、主はバシャンの

王オグと、そのすべての民を、われわれの手に渡された

ので、われわれはこれを撃ち殺して、ひとりをも残さな

かった。 4その時、われわれは彼の町々を、ことごとく

取った。われわれが取らなかった町は一つもなかった。

取った町は六十。アルゴブの全地方であって、バシャン

におけるオグの国である。 5これらは皆、高い石がきが

あり、門があり、貫の木のある堅固な町であった。この

ほかに石がきのない町は、非常に多かった。 6われわれ

はヘシボンの王シホンにしたように、これらを全く滅ぼ

し、そのすべての町の男、女および子供をことごとく滅

ぼした。 7ただし、そのすべての家畜と、その町々から

のぶんどり物とは、われわれが獲て自分の物とした。 8

その時われわれはヨルダンの向こう側にいるアモリびと

のふたりの王の手から、アルノン川からヘルモン山まで

の地を取った。 9（シドンびとはヘルモンをシリオンと

呼び、アモリびとはこれをセニルと呼んでいる。） 10す

なわち高原のすべての町、ギレアデの全地、バシャンの

全地、サルカおよびエデレイまで、バシャンにあるオグ

の国の町々をことごとく取った。 11（バシャンの王オグ

はレパイムのただひとりの生存者であった。彼の寝台は

鉄の寝台であった。これは今なおアンモンびとのラバに

あるではないか。これは普通のキュビト尺で、長さ九キ

ュビト、幅四キュビトである。） 12その時われわれは、

この地を獲た。そしてわたしはアルノン川のほとりのア

ロエルから始まる地と、ギレアデの山地の半ばと、その

町々とは、ルベンびとと、ガドびととに与えた。 13わた

しはまたギレアデの残りの地と、オグの国であったバシ

ャンの全地とは、マナセの半部族に与えた。すなわちア

ルゴブの全地方である。（そのバシャンの全地はレパイ

ムの国と唱えられる。 14マナセの子ヤイルは、アルゴブ

の全地方を取って、ゲシュルびとと、マアカびとの境に

まで達し、自分の名にしたがって、バシャンをハボテ・

ヤイルと名づけた。この名は今日にまでおよんでいる。

） 15またわたしはマキルにはギレアデを与えた。 16ル

ベンびとと、ガドびととには、ギレアデからアルノン川

までを与え、その川のまん中をもって境とし、またアン

モンびとの境であるヤボク川にまで達せしめた。 17また

ヨルダンを境として、キンネレテからアラバの海すなわ

ち塩の海まで、アラバをこれに与えて、東の方ピスガの

ふもとに達せしめた。 18その時わたしはあなたがたに命

じて言った、『あなたがたの神、主はこの地をあなたが

たに与えて、これを獲させられるから、あなたがた勇士

はみな武装して、兄弟であるイスラエルの人々に先立っ

て、渡って行かなければならない。 19ただし、あなたが

たの妻と、子供と、家畜とは、わたしが与えた町々にと

どまらなければならない。（わたしはあなたがたが多く

の家畜を持っているのを知っている。） 20主がすでにあ

なたがたに与えられたように、あなたがたの兄弟にも安

息を与えられて、彼らもまたヨルダンの向こう側で、あ

なたがたの神、主が与えられる地を獲るようになったな

らば、あなたがたはおのおのわたしがあなたがたに与え

た領地に帰ることができる』。 21その時わたしはヨシュ

アに命じて言った、『あなたの目はあなたがたの神、主

がこのふたりの王に行われたすべてのことを見た。主は

またあなたが渡って行くもろもろの国にも、同じように

行われるであろう。 22彼らを恐れてはならない。あなた

がたの神、主があなたがたのために戦われるからである

』。 23その時わたしは主に願って言った、 24『主なる

神よ、あなたの大いなる事と、あなたの強い手とを、た

った今、しもべに示し始められました。天にも地にも、

あなたのようなわざをなし、あなたのような力あるわざ

のできる神が、ほかにありましょうか。 25どうぞ、わた

しにヨルダンを渡って行かせ、その向こう側の良い地、

あの良い山地、およびレバノンを見ることのできるよう

にしてください』。 26しかし主はあなたがたのゆえにわ

たしを怒り、わたしに聞かれなかった。そして主はわた

しに言われた、『おまえはもはや足りている。この事に

ついては、重ねてわたしに言ってはならない。 27おまえ

はピスガの頂に登り、目をあげて西、北、南、東を望み

見よ。おまえはこのヨルダンを渡ることができないから

である。 28しかし、おまえはヨシュアに命じ、彼を励ま

し、彼を強くせよ。彼はこの民に先立って渡って行き、

彼らにおまえの見る地を継がせるであろう』。 29こうし

てわれわれはベテペオルに対する谷にとどまっていた。

4イスラエルよ、いま、わたしがあなたがたに教える定
めと、おきてとを聞いて、これを行いなさい。そうす

れば、あなたがたは生きることができ、あなたがたの先

祖の神、主が賜わる地にはいって、それを自分のものと

することができよう。 2わたしがあなたがたに命じる言

葉に付け加えてはならない。また減らしてはならない。

わたしが命じるあなたがたの神、主の命令を守ることの

できるためである。 3あなたがたの目は、主がバアル・

ペオルで行われたことを見た。ペオルのバアルに従った

人々は、あなたの神、主がことごとく、あなたのうちか

ら滅ぼしつくされたのである。 4しかし、あなたがたの

神、主につき従ったあなたがたは皆、きょう、生きなが

らえている。 5わたしはわたしの神、主が命じられたと

おりに、定めと、おきてとを、あなたがたに教える。あ

なたがたがはいって、自分のものとする地において、そ

のように行うためである。 6あなたがたは、これを守っ

て行わなければならない。これは、もろもろの民にあな

たがたの知恵、また知識を示す事である。彼らは、この

もろもろの定めを聞いて、『この大いなる国民は、まこ

とに知恵あり、知識ある民である』と言うであろう。 7

われわれの神、主は、われわれが呼び求める時、つねに

われわれに近くおられる。いずれの大いなる国民に、こ

のように近くおる神があるであろうか。 8また、いずれ

の大いなる国民に、きょう、わたしがあなたがたの前に

立てるこのすべての律法のような正しい定めと、おきて

とがあるであろうか。 9ただあなたはみずから慎み、ま

たあなた自身をよく守りなさい。そして目に見たことを

忘れず、生きながらえている間、それらの事をあなたの

心から離してはならない。またそれらのことを、あなた

の子孫に知らせなければならない。 10あなたがホレブに

おいて、あなたの神、主の前に立った日に、主はわたし

に言われた、『民をわたしのもとに集めよ。わたしは彼

らにわたしの言葉を聞かせ、地上に生きながらえる間、

彼らにわたしを恐れることを学ばせ、またその子供を教

えることのできるようにさせよう』。 11そこであなたが

たは近づいて、山のふもとに立ったが、山は火で焼けて

、その炎は中天に達し、暗黒と雲と濃い雲とがあった。

12時に主は火の中から、あなたがたに語られたが、あな

たがたは言葉の声を聞いたけれども、声ばかりで、なん

の形も見なかった。 13主はその契約を述べて、それを行
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うように、あなたがたに命じられた。それはすなわち十

誡であって、主はそれを二枚の石の板に書きしるされた

。 14その時、主はわたしに命じて、あなたがたに定めと

、おきてとを教えさせられた。あなたがたが渡って行っ

て自分のものとする地で、行わせるためであった。 15そ

れゆえ、あなたがたはみずから深く慎まなければならな

い。ホレブで主が火の中からあなたがたに語られた日に

、あなたがたはなんの形も見なかった。 16それであなた

がたは道を誤って、自分のために、どんな形の刻んだ像

をも造ってはならない。男または女の像を造ってはなら

ない。 17すなわち地の上におるもろもろの獣の像、空を

飛ぶもろもろの鳥の像、 18地に這うもろもろの物の像、

地の下の水の中におるもろもろの魚の像を造ってはなら

ない。 19あなたはまた目を上げて天を望み、日、月、星

すなわちすべて天の万象を見、誘惑されてそれを拝み、

それに仕えてはならない。それらのものは、あなたの神

、主が全天下の万民に分けられたものである。 20しかし

、主はあなたがたを取って、鉄の炉すなわちエジプトか

ら導き出し、自分の所有の民とされた。きょう、見ると

おりである。 21ところで主はあなたがたのゆえに、わた

しを怒り、わたしがヨルダンを渡って行くことができな

いことと、あなたの神、主が嗣業としてあなたに賜わる

良い地にはいることができないこととを誓われた。 22わ

たしはこの地で死ぬ。ヨルダンを渡って行くことはでき

ない。しかしあなたがたは渡って行って、あの良い地を

獲るであろう。 23あなたがたは慎み、あなたがたの神、

主があなたがたと結ばれた契約を忘れて、あなたの神、

主が禁じられたどんな形の刻んだ像をも造ってはならな

い。 24あなたの神、主は焼きつくす火、ねたむ神である

。 25あなたがたが子を生み、孫を得、長くその地におる

うちに、道を誤って、すべて何かの形に刻んだ像を造り

、あなたの神、主の目の前に悪をなして、その憤りを引

き起すことがあれば、 26わたしは、きょう、天と地を呼

んであなたがたに対してあかしとする。あなたがたはヨ

ルダンを渡って行って獲る地から、たちまち全滅するで

あろう。あなたがたはその所で長く命を保つことができ

ず、全く滅ぼされるであろう。 27主はあなたがたを国々

に散らされるであろう。そして主があなたがたを追いや

られる国民のうちに、あなたがたの残る者の数は少ない

であろう。 28その所であなたがたは人が手で作った、見

ることも、聞くことも、食べることも、かぐこともない

木や石の神々に仕えるであろう。 29しかし、その所から

あなたの神、主を求め、もし心をつくし、精神をつくし

て、主を求めるならば、あなたは主に会うであろう。 30

後の日になって、あなたがなやみにあい、これらのすべ

ての事が、あなたに臨むとき、もしあなたの神、主に立

ち帰ってその声に聞きしたがうならば、 31あなたの神、

主はいつくしみの深い神であるから、あなたを捨てず、

あなたを滅ぼさず、またあなたの先祖に誓った契約を忘

れられないであろう。 32試みにあなたの前に過ぎ去った

日について問え。神が地上に人を造られた日からこのか

た、天のこの端から、かの端までに、かつてこのように

大いなる事があったであろうか。このようなことを聞い

たことがあったであろうか。 33火の中から語られる神の

声をあなたが聞いたように、聞いてなお生きていた民が

かつてあったであろうか。 34あるいはまた、あなたがた

の神、主がエジプトにおいて、あなたがたの目の前に、

あなたがたのためにもろもろの事をなされたように、試

みと、しるしと、不思議と、戦いと、強い手と、伸ばし

た腕と、大いなる恐るべき事とをもって臨み、一つの国

民を他の国民のうちから引き出して、自分の民とされた

神が、かつてあったであろうか。 35あなたにこの事を示

したのは、主こそ神であって、ほかに神のないことを知

らせるためであった。 36あなたを訓練するために、主は

天からその声を聞かせ、地上では、またその大いなる火

を示された。あなたはその言葉が火の中から出るのを聞

いた。 37主はあなたの先祖たちを愛されたので、その後

の子孫を選び、大いなる力をもって、みずからあなたを

エジプトから導き出し、 38あなたよりも大きく、かつ強

いもろもろの国民を、あなたの前から追い払い、あなた

をその地に導き入れて、これを嗣業としてあなたに与え

ようとされること、今日見るとおりである。 39それゆえ

、あなたは、きょう知って、心にとめなければならない

。上は天、下は地において、主こそ神にいまし、ほかに

神のないことを。 40あなたは、きょう、わたしが命じる

主の定めと命令とを守らなければならない。そうすれば

、あなたとあなたの後の子孫はさいわいを得、あなたの

神、主が永久にあなたに賜わる地において、長く命を保

つことができるであろう」。 41それからモーセはヨルダ

ンの向こう側、東の方に三つの町々を指定した。 42過去

の恨みによるのではなく、あやまって隣人を殺した者を

そこにのがれさせ、その町の一つにのがれて、命を全う

させるためであった。 43すなわちルベンびとのためには

荒野の中の高地にあるベゼルを、ガドびとのためにはギ

レアデのラモテを、マナセびとのためにはバシャンのゴ

ランを定めた。 44モーセがイスラエルの人々の前に示し

た律法はこれである。 45イスラエルの人々がエジプトか

ら出たとき、モーセが彼らに述べたあかしと、定めと、

おきてとはこれである。 46すなわちヨルダンの向こう側

、アモリびとの王シホンの国のベテペオルに対する谷に

おいてこれを述べた。シホンはヘシボンに住んでいたが

、モーセとイスラエルの人々が、エジプトを出てきた時

、これを撃ち敗って、 47その国を獲、またバシャンの王

オグの国を獲た。このふたりはアモリびとの王であって

、ヨルダンの向こう側、東の方におった。 48彼らの獲た

地はアルノン川のほとりにあるアロエルからシリオン山

すなわちヘルモンに及び、 49ヨルダンの東側のアラバの

全部をかねて、アラバの海に達し、ピスガのふもとに及

んだ。

5さてモーセはイスラエルのすべての人を召し寄せて言
った、「イスラエルよ、きょう、わたしがあなたがた

の耳に語る定めと、おきてを聞き、これを学び、これを

守って行え。 2われわれの神、主はホレブで、われわれ

と契約を結ばれた。 3主はこの契約をわれわれの先祖た

ちとは結ばず、きょう、ここに生きながらえているわれ

われすべての者と結ばれた。 4主は山で火の中から、あ

なたがたと顔を合わせて語られた。 5その時、わたしは

主とあなたがたとの間に立って主の言葉をあなたがたに

伝えた。あなたがたは火のゆえに恐れて山に登ることが

できなかったからである。主は言われた、 6『わたしは

あなたの神、主であって、あなたをエジプトの地、奴隷

の家から導き出した者である。 7あなたはわたしのほか

に何ものをも神としてはならない。 8あなたは自分のた

めに刻んだ像を造ってはならない。上は天にあるもの、

下は地にあるもの、また地の下の水の中にあるものの、
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どのような形をも造ってはならない。 9それを拝んでは

ならない。またそれに仕えてはならない。あなたの神、

主であるわたしは、ねたむ神であるから、わたしを憎む

ものには、父の罪を子に報いて三、四代に及ぼし、 10わ

たしを愛し、わたしの戒めを守る者には恵みを施して千

代に至るであろう。 11あなたの神、主の名をみだりに唱

えてはならない。主はその名をみだりに唱える者を罰し

ないではおかないであろう。 12安息日を守ってこれを聖

とし、あなたの神、主があなたに命じられたようにせよ

。 13六日のあいだ働いて、あなたのすべてのわざをしな

ければならない。 14七日目はあなたの神、主の安息であ

るから、なんのわざをもしてはならない。あなたも、あ

なたのむすこ、娘、しもべ、はしため、牛、ろば、もろ

もろの家畜も、あなたの門のうちにおる他国の人も同じ

である。こうしてあなたのしもべ、はしためを、あなた

と同じように休ませなければならない。 15あなたはかつ

てエジプトの地で奴隷であったが、あなたの神、主が強

い手と、伸ばした腕とをもって、そこからあなたを導き

出されたことを覚えなければならない。それゆえ、あな

たの神、主は安息日を守ることを命じられるのである。

16あなたの神、主が命じられたように、あなたの父と母

とを敬え。あなたの神、主が賜わる地で、あなたが長く

命を保ち、さいわいを得ることのできるためである。 17

あなたは殺してはならない。 18あなたは姦淫してはなら

ない。 19あなたは盗んではならない。 20あなたは隣人

について偽証してはならない。 21あなたは隣人の妻をむ

さぼってはならない。また隣人の家、畑、しもべ、はし

ため、牛、ろば、またすべて隣人のものをほしがっては

ならない』。 22主はこれらの言葉を山で火の中、雲の中

、濃い雲の中から、大いなる声をもって、あなたがたの

全会衆にお告げになったが、このほかのことは言われず

、二枚の石の板にこれを書きしるして、わたしに授けら

れた。 23時に山は火で燃えていたが、あなたがたが暗黒

のうちから聞える声を聞くに及んで、あなたがたの部族

のすべてのかしらと長老たちは、わたしに近寄って、 24

言った、『われわれの神、主がその栄光と、その大いな

ることとを、われわれに示されて、われわれは火の中か

ら出るその声を聞きました。きょう、われわれは神が人

と語られ、しかもなおその人が生きているのを見ました

。 25われわれはなぜ死ななければならないでしょうか。

この大いなる火はわれわれを焼き滅ぼそうとしています

。もしこの上なおわれわれの神、主の声を聞くならば、

われわれは死んでしまうでしょう。 26およそ肉なる者の

うち、だれが、火の中から語られる生ける神の声を、わ

れわれのように聞いてなお生きている者がありましょう

か。 27あなたはどうぞ近く進んで行って、われわれの神

、主が言われることをみな聞き、われわれの神、主があ

なたにお告げになることをすべてわれわれに告げてくだ

さい。われわれは聞いて行います』。 28あなたがたがわ

たしに語っている時、主はあなたがたの言葉を聞いて、

わたしに言われた、『わたしはこの民がおまえに語って

いる言葉を聞いた。彼らの言ったことはみな良い。 29た

だ願わしいことは、彼らがつねにこのような心をもって

わたしを恐れ、わたしのすべての命令を守って、彼らも

その子孫も永久にさいわいを得るにいたることである。

30おまえは行って彼らに、「あなたがたはおのおのその

天幕に帰れ」と言え。 31しかし、おまえはこの所でわた

しのそばに立て。わたしはすべての命令と、定めと、お

きてとをおまえに告げ示すであろう。おまえはこれを彼

らに教え、わたしが彼らに与えて獲させる地において、

これを行わせなければならない』。 32それゆえ、あなた

がたの神、主が命じられたとおりに、慎んで行わなけれ

ばならない。そして左にも右にも曲ってはならない。 33

あなたがたの神、主が命じられた道に歩まなければなら

ない。そうすればあなたがたは生きることができ、かつ

さいわいを得て、あなたがたの獲る地において、長く命

を保つことができるであろう。

6これはあなたがたの神、主があなたがたに教えよと命
じられた命令と、定めと、おきてであって、あなたが

たは渡って行って獲る地で、これを行わなければならな

い。 2これはあなたが子や孫と共に、あなたの生きなが

らえる日の間、つねにあなたの神、主を恐れて、わたし

が命じるもろもろの定めと、命令とを守らせるため、ま

たあなたが長く命を保つことのできるためである。 3そ

れゆえ、イスラエルよ、聞いて、それを守り行え。そう

すれば、あなたはさいわいを得、あなたの先祖の神、主

があなたに言われたように、乳と蜜の流れる国で、あな

たの数は大いに増すであろう。 4イスラエルよ聞け。わ

れわれの神、主は唯一の主である。 5あなたは心をつく

し、精神をつくし、力をつくして、あなたの神、主を愛

さなければならない。 6きょう、わたしがあなたに命じ

るこれらの言葉をあなたの心に留め、 7努めてこれをあ

なたの子らに教え、あなたが家に座している時も、道を

歩く時も、寝る時も、起きる時も、これについて語らな

ければならない。 8またあなたはこれをあなたの手につ

けてしるしとし、あなたの目の間に置いて覚えとし、 9

またあなたの家の入口の柱と、あなたの門とに書きしる

さなければならない。 10あなたの神、主は、あなたの先

祖アブラハム、イサク、ヤコブに向かって、あなたに与

えると誓われた地に、あなたをはいらせられる時、あな

たが建てたものでない大きな美しい町々を得させ、 11あ

なたが満たしたものでないもろもろの良い物を満たした

家を得させ、あなたが掘ったものでない掘り井戸を得さ

せ、あなたが植えたものでないぶどう畑とオリブの畑と

を得させられるであろう。あなたは食べて飽きるであろ

う。 12その時、あなたはみずから慎み、エジプトの地、

奴隷の家から導き出された主を忘れてはならない。 13あ

なたの神、主を恐れてこれに仕え、その名をさして誓わ

なければならない。 14あなたがたは他の神々すなわち周

囲の民の神々に従ってはならない。 15あなたのうちにお

られるあなたの神、主はねたむ神であるから、おそらく

、あなたに向かって怒りを発し、地のおもてからあなた

を滅ぼし去られるであろう。 16あなたがたがマッサでし

たように、あなたがたの神、主を試みてはならない。 17

あなたがたの神、主があなたがたに命じられた命令と、

あかしと、定めとを、努めて守らなければならない。 18

あなたは主が見て正しいとし、良いとされることを行わ

なければならない。そうすれば、あなたはさいわいを得

、かつ主があなたの先祖に誓われた、あの良い地にはい

って、自分のものとすることができるであろう。 19また

主が仰せられたように、あなたの敵を皆あなたの前から

追い払われるであろう。 20後の日となって、あなたの子

があなたに問うて言うであろう、『われわれの神、主が

あなたがたに命じられたこのあかしと、定めと、おきて

とは、なんのためですか』。 21その時あなたはその子に
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言わなければならない。『われわれはエジプトでパロの

奴隷であったが、主は強い手をもって、われわれをエジ

プトから導き出された。 22主はわれわれの目の前で、大

きな恐ろしいしるしと不思議とをエジプトと、パロとそ

の全家とに示され、 23われわれをそこから導き出し、か

つてわれわれの先祖に誓われた地にはいらせ、それをわ

れわれに賜わった。 24そして主はこのすべての定めを行

えと、われわれに命じられた。これはわれわれの神、主

を恐れて、われわれが、つねにさいわいであり、また今

日のように、主がわれわれを守って命を保たせるためで

ある。 25もしわれわれが、命じられたとおりに、このす

べての命令をわれわれの神、主の前に守って行うならば

、それはわれわれの義となるであろう』。

7あなたの神、主が、あなたの行って取る地にあなたを
導き入れ、多くの国々の民、ヘテびと、ギルガシびと

、アモリびと、カナンびと、ペリジびと、ヒビびと、お

よびエブスびと、すなわちあなたよりも数多く、また力

のある七つの民を、あなたの前から追いはらわれる時、

2すなわちあなたの神、主が彼らをあなたに渡して、こ

れを撃たせられる時は、あなたは彼らを全く滅ぼさなけ

ればならない。彼らとなんの契約をもしてはならない。

彼らに何のあわれみをも示してはならない。 3また彼ら

と婚姻をしてはならない。あなたの娘を彼のむすこに与

えてはならない。かれの娘をあなたのむすこにめとって

はならない。 4それは彼らがあなたのむすこを惑わして

わたしに従わせず、ほかの神々に仕えさせ、そのため主

はあなたがたにむかって怒りを発し、すみやかにあなた

がたを滅ぼされることとなるからである。 5むしろ、あ

なたがたはこのように彼らに行わなければならない。す

なわち彼らの祭壇をこぼち、その石の柱を撃ち砕き、そ

のアシラ像を切り倒し、その刻んだ像を火で焼かなけれ

ばならない。 6あなたはあなたの神、主の聖なる民であ

る。あなたの神、主は地のおもてのすべての民のうちか

らあなたを選んで、自分の宝の民とされた。 7主があな

たがたを愛し、あなたがたを選ばれたのは、あなたがた

がどの国民よりも数が多かったからではない。あなたが

たはよろずの民のうち、もっとも数の少ないものであっ

た。 8ただ主があなたがたを愛し、またあなたがたの先

祖に誓われた誓いを守ろうとして、主は強い手をもって

あなたがたを導き出し、奴隷の家から、エジプトの王パ

ロの手から、あがない出されたのである。 9それゆえあ

なたは知らなければならない。あなたの神、主は神にま

しまし、真実の神にましまして、彼を愛し、その命令を

守る者には、契約を守り、恵みを施して千代に及び、 10

また彼を憎む者には、めいめいに報いて滅ぼされること

を。主は自分を憎む者には猶予することなく、めいめい

に報いられる。 11それゆえ、きょうわたしがあなたに命

じる命令と、定めと、おきてとを守って、これを行わな

ければならない。 12あなたがたがこれらのおきてを聞い

て守り行うならば、あなたの神、主はあなたの先祖たち

に誓われた契約を守り、いつくしみを施されるであろう

。 13あなたを愛し、あなたを祝福し、あなたの数を増し

、あなたに与えると先祖たちに誓われた地で、あなたの

子女を祝福し、あなたの地の産物、穀物、酒、油、また

牛の子、羊の子を増されるであろう。 14あなたは万民に

まさって祝福されるであろう。あなたのうち、男も女も

子のないものはなく、またあなたの家畜にも子のないも

のはないであろう。 15主はまたすべての病をあなたから

取り去り、あなたの知っている、あのエジプトの悪疫に

かからせず、ただあなたを憎むすべての者にそれを臨ま

せられるであろう。 16あなたの神、主があなたに渡され

る国民を滅ぼしつくし、彼らを見てあわれんではならな

い。また彼らの神々に仕えてはならない。それがあなた

のわなとなるからである。 17あなたは心のうちで『これ

らの国民はわたしよりも多いから、どうしてこれを追い

払うことができようか』と言うのか。 18彼らを恐れては

ならない。あなたの神、主がパロと、すべてのエジプト

びととにされたことを、よく覚えなさい。 19すなわち、

あなたが目で見た大いなる試みと、しるしと、不思議と

、強い手と、伸ばした腕とを覚えなさい。あなたの神、

主はこれらをもって、あなたを導き出されたのである。

またそのように、あなたの神、主はあなたが恐れている

すべての民にされるであろう。 20あなたの神、主はまた

、くまばちを彼らのうちに送って、なお残っている者と

逃げ隠れている者を滅ぼしつくされるであろう。 21あな

たは彼らを恐れてはならない。あなたの神、主である大

いなる恐るべき神があなたのうちにおられるからである

。 22あなたの神、主はこれらの国民を徐々にあなたの前

から追い払われるであろう。あなたはすみやかに彼らを

滅ぼしつくしてはならない。そうでなければ、野の獣が

増してあなたを害するであろう。 23しかし、あなたの神

、主は彼らをあなたに渡し、大いなる混乱におとしいれ

て、ついに滅ぼされるであろう。 24また彼らの王たちを

あなたの手に渡されるであろう。あなたは彼らの名を天

の下から消し去るであろう。あなたに立ちむかうものは

なく、あなたはついに彼らを滅ぼすにいたるであろう。

25あなたは彼らの神々の彫像を火に焼かなければならな

い。それに着せた銀または金をむさぼってはならない。

これを取って自分のものにしてはならない。そうでなけ

れば、あなたはこれによって、わなにかかるであろう。

これはあなたの神が忌みきらわれるものだからである。

26あなたは忌むべきものを家に持ちこんで、それと同じ

ようにあなた自身も、のろわれたものとなってはならな

い。あなたはそれを全く忌みきらわなければならない。

それはのろわれたものだからである。

8わたしが、きょう、命じるこのすべての命令を、あな
たがたは守って行わなければならない。そうすればあ

なたがたは生きることができ、かつふえ増し、主があな

たがたの先祖に誓われた地にはいって、それを自分のも

のとすることができるであろう。 2あなたの神、主がこ

の四十年の間、荒野であなたを導かれたそのすべての道

を覚えなければならない。それはあなたを苦しめて、あ

なたを試み、あなたの心のうちを知り、あなたがその命

令を守るか、どうかを知るためであった。 3それで主は

あなたを苦しめ、あなたを飢えさせ、あなたも知らず、

あなたの先祖たちも知らなかったマナをもって、あなた

を養われた。人はパンだけでは生きず、人は主の口から

出るすべてのことばによって生きることをあなたに知ら

せるためであった。 4この四十年の間、あなたの着物は

すり切れず、あなたの足は、はれなかった。 5あなたは

また人がその子を訓練するように、あなたの神、主もあ

なたを訓練されることを心にとめなければならない。 6

あなたの神、主の命令を守り、その道に歩んで、彼を恐

れなければならない。 7それはあなたの神、主があなた
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を良い地に導き入れられるからである。そこは谷にも山

にもわき出る水の流れ、泉、および淵のある地、 8小麦

、大麦、ぶどう、いちじく及びざくろのある地、油のオ

リブの木、および蜜のある地、 9あなたが食べる食物に

欠けることなく、なんの乏しいこともない地である。そ

の地の石は鉄であって、その山からは銅を掘り取ること

ができる。 10あなたは食べて飽き、あなたの神、主がそ

の良い地を賜わったことを感謝するであろう。 11あなた

は、きょう、わたしが命じる主の命令と、おきてと、定

めとを守らず、あなたの神、主を忘れることのないよう

に慎まなければならない。 12あなたは食べて飽き、麗し

い家を建てて住み、 13また牛や羊がふえ、金銀が増し、

持ち物がみな増し加わるとき、 14おそらく心にたかぶり

、あなたの神、主を忘れるであろう。主はあなたをエジ

プトの地、奴隷の家から導き出し、 15あなたを導いて、

あの大きな恐ろしい荒野、すなわち火のへびや、さそり

がいて、水のない、かわいた地を通り、あなたのために

堅い岩から水を出し、 16先祖たちも知らなかったマナを

荒野であなたに食べさせられた。それはあなたを苦しめ

、あなたを試みて、ついにはあなたをさいわいにするた

めであった。 17あなたは心のうちに『自分の力と自分の

手の働きで、わたしはこの富を得た』と言ってはならな

い。 18あなたはあなたの神、主を覚えなければならない

。主はあなたの先祖たちに誓われた契約を今日のように

行うために、あなたに富を得る力を与えられるからであ

る。 19もしあなたの神、主を忘れて他の神々に従い、こ

れに仕え、これを拝むならば、わたしは、きょう、あな

たがたに警告する。あなたがたはきっと滅びるであろう

。 20主があなたがたの前から滅ぼし去られる国々の民の

ように、あなたがたも滅びるであろう。あなたがたの神

、主の声に従わないからである。

9イスラエルよ、聞きなさい。あなたは、きょう、ヨル
ダンを渡って行って、あなたよりも大きく、かつ強い

国々を取ろうとしている。その町々は大きく、石がきは

天に達している。 2その民は、あなたの知っているアナ

クびとの子孫であって、大きく、また背が高い。あなた

はまた『アナクの子孫の前に、だれが立つことができよ

うか』と人の言うのを聞いた。 3それゆえ、あなたは、

きょう、あなたの神、主は焼きつくす火であって、あな

たの前に進まれることを知らなければならない。主は彼

らを滅ぼし、彼らをあなたの前に屈伏させられるであろ

う。主があなたに言われたように、彼らを追い払い、す

みやかに滅ぼさなければならない。 4あなたの神、主が

あなたの前から彼らを追い払われた後に、あなたは心の

なかで『わたしが正しいから主はわたしをこの地に導き

入れてこれを獲させられた』と言ってはならない。この

国々の民が悪いから、主はこれをあなたの前から追い払

われるのである。 5あなたが行ってその地を獲るのは、

あなたが正しいからではなく、またあなたの心がまっす

ぐだからでもない。この国々の民が悪いから、あなたの

神、主は彼らをあなたの前から追い払われるのである。

これは主があなたの先祖アブラハム、イサク、ヤコブに

誓われた言葉を行われるためである。 6それであなたは

、あなたの神、主があなたにこの良い地を与えてこれを

得させられるのは、あなたが正しいからではないことを

知らなければならない。あなたは強情な民である。 7あ

なたは荒野であなたの神、主を怒らせたことを覚え、そ

れを忘れてはならない。あなたがたはエジプトの地を出

た日からこの所に来るまで、いつも主にそむいた。 8ま

たホレブにおいてさえ、あなたがたが主を怒らせたので

、主は怒ってあなたがたを滅ぼそうとされた。 9わたし

が石の板すなわち主があなたがたと結ばれた契約の板を

受けるために山に登った時、わたしは四十日四十夜、山

にいて、パンも食べず水も飲まなかった。 10主は神の指

をもって書きしるした石の板二枚をわたしに授けられた

。その上には、集会の日に主が山で火の中から、あなた

がたに告げられた言葉が、ことごとく書いてあった。 11

すなわち四十日四十夜が終った時、主はわたしにその契

約の板である石の板二枚を授け、 12そして主はわたしに

言われた、『おまえは立って、すみやかにこの所から降

りなさい。おまえがエジプトから導き出した民は悪を行

ったからである。彼らはわたしが命じた道を早くも離れ

て、鋳た像を自分たちのために造った』。 13主はまたわ

たしに言われた、『この民を見るのに、これは強情な民

である。 14わたしを止めるな。わたしは彼らを滅ぼし、

彼らの名を天の下から消し去り、おまえを彼らよりも強

く、かつ大いなる国民としよう』。 15そこでわたしは身

をめぐらして山を降りたが、山は火で焼けていた。契約

の板二枚はわたしの両手にあった。 16そしてわたしが見

ると、あなたがたは、あなたがたの神、主にむかって罪

を犯し、自分たちのために鋳物の子牛を造って、主が命

じられた道を早くも離れたので、 17わたしはその二枚の

板をつかんで、両手から投げ出し、あなたがたの目の前

でこれを砕いた。 18そしてわたしは前のように四十日四

十夜、主の前にひれ伏し、パンも食べず、水も飲まなか

った。これはあなたがたが主の目の前に悪をおこない、

罪を犯して主を怒らせたすべての罪によるのである。 19

主は怒りを発し、憤りを起し、あなたがたを怒って滅ぼ

そうとされたので、わたしは恐れたが、その時もまた主

はわたしの願いを聞かれた。 20主はまた、はなはだしく

アロンを怒って、彼を滅ぼそうとされたが、わたしはそ

の時もまたアロンのために祈った。 21わたしはあなたが

たが造って罪を得た子牛を取り、それを火で焼き、それ

を撃ち砕き、よくひいて細かいちりとし、そのちりを山

から流れ下る谷川に投げ捨てた。 22あなたがたはタベラ

、マッサおよびキブロテ・ハッタワにおいてもまた主を

怒らせた。 23また主はカデシ・バルネアから、あなたが

たをつかわそうとされた時、『上って行って、わたしが

与える地を占領せよ』と言われた。ところが、あなたが

たはあなたがたの神、主の命令にそむき、彼を信ぜず、

また彼の声に聞き従わなかった。 24わたしがあなたがた

を知ったその日からこのかた、あなたがたはいつも主に

そむいた。 25そしてわたしは、さきにひれ伏したように

、四十日四十夜、主の前にひれ伏した。主があなたがた

を滅ぼすと言われたからである。 26わたしは主に祈って

言った、『主なる神よ、あなたが大いなる力をもってあ

がない、強い手をもってエジプトから導き出されたあな

たの民、あなたの嗣業を滅ぼさないでください。 27あな

たのしもべアブラハム、イサク、ヤコブを覚えてくださ

い。この民の強情と悪と罪とに目をとめないでください

。 28あなたがわれわれを導き出された国の人はおそらく

、「主は、約束した地に彼らを導き入れることができず

、また彼らを憎んだので、彼らを導き出して荒野で殺し

たのだ」と言うでしょう。 29しかし彼らは、あなたの民
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、あなたの嗣業であって、あなたが大いなる力と伸ばし

た腕とをもって導き出されたのです』。

10その時、主はわたしに言われた、『おまえは、前の
ような石の板二枚を切って作り、山に登って、わた

しのもとにきなさい。また木の箱一つを作りなさい。 2

さきにおまえが砕いた二枚の板に書いてあった言葉を、

わたしはその板に書きしるそう。おまえはそれをその箱

におさめなければならない』。 3そこでわたしはアカシ

ヤ材の箱一つを作り、また前のような石の板二枚を切っ

て作り、その二枚の板を手に持って山に登った。 4主は

かつて、かの集会の日に山で火の中からあなたがたに告

げられた十誡を書きしるされたように、その板に書きし

るし、それを主はわたしに授けられた。 5それでわたし

は身をめぐらして山から降り、その板を、わたしが作っ

た箱におさめた。今なおその中にある。主がわたしに命

じられたとおりである。 6（こうしてイスラエルの人々

はベエロテ・ベネ・ヤカンを出立してモセラに着いた。

アロンはその所で死んでそこに葬られ、その子エレアザ

ルが彼に代って祭司となった。 7またそこを出立してグ

デゴダに至り、グデゴダを出立してヨテバタに着いた。

この地には多くの水の流れがあった。 8その時、主はレ

ビの部族を選んで、主の契約の箱をかつぎ、主の前に立

って仕え、また主の名をもって祝福することをさせられ

た。この事は今日に及んでいる。 9そのためレビは兄弟

たちと一緒には分け前がなく、嗣業もない。あなたの神

、主が彼に言われたとおり、主みずからが彼の嗣業であ

った。） 10わたしは前の時のように四十日四十夜、山に

おったが、主はその時にもわたしの願いを聞かれた。主

はあなたを滅ぼすことを望まれなかった。 11そして主は

わたしに『おまえは立ちあがり、民に先立って進み行き

、わたしが彼らに与えると、その先祖に誓った地に彼ら

をはいらせ、それを取らせよ』と言われた。 12イスラエ

ルよ、今、あなたの神、主があなたに求められる事はな

んであるか。ただこれだけである。すなわちあなたの神

、主を恐れ、そのすべての道に歩んで、彼を愛し、心を

つくし、精神をつくしてあなたの神、主に仕え、 13また

、わたしがきょうあなたに命じる主の命令と定めとを守

って、さいわいを得ることである。 14見よ、天と、もろ

もろの天の天、および地と、地にあるものとはみな、あ

なたの神、主のものである。 15そうであるのに、主はた

だあなたの先祖たちを喜び愛し、その後の子孫であるあ

なたがたを万民のうちから選ばれた。今日見るとおりで

ある。 16それゆえ、あなたがたは心に割礼をおこない、

もはや強情であってはならない。 17あなたがたの神であ

る主は、神の神、主の主、大いにして力ある恐るべき神

にましまし、人をかたより見ず、また、まいないを取ら

ず、 18みなし子とやもめのために正しいさばきを行い、

また寄留の他国人を愛して、食物と着物を与えられるか

らである。 19それゆえ、あなたがたは寄留の他国人を愛

しなさい。あなたがたもエジプトの国で寄留の他国人で

あった。 20あなたの神、主を恐れ、彼に仕え、彼に従い

、その名をさして誓わなければならない。 21彼はあなた

のさんびすべきもの、またあなたの神であって、あなた

が目に見たこれらの大いなる恐るべき事を、あなたのた

めに行われた。 22あなたの先祖たちは、わずか七十人で

エジプトに下ったが、いま、あなたの神、主はあなたを

天の星のように多くされた。

11それゆえ、あなたの神、主を愛し、常にそのさとし
と、定めと、おきてと、戒めとを守らなければなら

ない。 2あなたがたは、きょう、次のことを知らなけれ

ばならない。わたしが語るのは、あなたがたの子供たち

に対してではない。彼らはあなたがたの神、主の訓練と

、主の大いなる事と、その強い手と、伸べた腕とを知ら

ず、また見なかった。 3また彼らは主がエジプトで、エ

ジプト王パロとその全国に対して行われたしるしと、わ

ざ、 4また主がエジプトの軍勢とその馬と戦車とに行わ

れた事、すなわち彼らがあなたがたのあとを追ってきた

時に、紅海の水を彼らの上にあふれさせ、彼らを滅ぼさ

れて、今日に至った事、 5またあなたがたがこの所に来

るまで、主が荒野で、あなたがたに行われた事、 6およ

びルベンの子のエリアブの子、ダタンとアビラムとにさ

れた事、すなわちイスラエルのすべての人々の中で、地

が口を開き、彼らと、その家族と、天幕と、彼らに従う

すべてのものを、のみつくした事などを彼らは知らず、

また見なかった。 7しかし、あなたがたは主が行われた

これらの大いなる事を、ことごとく目に見たのである。

8ゆえに、わたしが、きょう、あなたがたに命じる戒め

を、ことごとく守らなければならない。そうすればあな

たがたは強くなり、渡って行って取ろうとする地にはい

って、それを取ることができ、 9かつ、主が先祖たちに

誓って彼らとその子孫とに与えようと言われた地、乳と

蜜の流れる国において、長く生きることができるであろ

う。 10あなたがたが行って取ろうとする地は、あなたが

たが出てきたエジプトの地のようではない。あそこでは

、青物畑でするように、あなたがたは種をまき、足でそ

れに水を注いだ。 11しかし、あなたがたが渡って行って

取る地は、山と谷の多い地で、天から降る雨で潤ってい

る。 12その地は、あなたの神、主が顧みられる所で、年

の始めから年の終りまで、あなたの神、主の目が常にそ

の上にある。 13もし、きょう、あなたがたに命じるわた

しの命令によく聞き従って、あなたがたの神、主を愛し

、心をつくし、精神をつくして仕えるならば、 14主はあ

なたがたの地に雨を、秋の雨、春の雨ともに、時にした

がって降らせ、穀物と、ぶどう酒と、油を取り入れさせ

、 15また家畜のために野に草を生えさせられるであろう

。あなたは飽きるほど食べることができるであろう。 16

あなたがたは心が迷い、離れ去って、他の神々に仕え、

それを拝むことのないよう、慎まなければならない。 17

おそらく主はあなたがたにむかい怒りを発して、天を閉

ざされるであろう。そのため雨は降らず、地は産物を出

さず、あなたがたは主が賜わる良い地から、すみやかに

滅びうせるであろう。 18それゆえ、これらのわたしの言

葉を心と魂におさめ、またそれを手につけて、しるしと

し、目の間に置いて覚えとし、 19これを子供たちに教え

、家に座している時も、道を歩く時も、寝る時も、起き

る時も、それについて語り、 20また家の入口の柱と、門

にそれを書きしるさなければならない。 21そうすれば、

主が先祖たちに与えようと誓われた地に、あなたがたの

住む日数およびあなたがたの子供たちの住む日数は、天

が地をおおう日数のように多いであろう。 22もしわたし

があなたがたに命じるこのすべての命令をよく守って行

い、あなたがたの神、主を愛し、そのすべての道に歩み

、主につき従うならば、 23主はこの国々の民を皆、あな

たがたの前から追い払われ、あなたがたはあなたがたよ

りも大きく、かつ強い国々を取るに至るであろう。 24あ
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なたがたが足の裏で踏む所は皆、あなたがたのものとな

り、あなたがたの領域は荒野からレバノンに及び、また

大川ユフラテから西の海に及ぶであろう。 25だれもあな

たがたに立ち向かうことのできる者はないであろう。あ

なたがたの神、主は、かつて言われたように、あなたが

たの踏み入る地の人々が、あなたがたを恐れおののくよ

うにされるであろう。 26見よ、わたしは、きょう、あな

たがたの前に祝福と、のろいとを置く。 27もし、きょう

、わたしがあなたがたに命じるあなたがたの神、主の命

令に聞き従うならば、祝福を受けるであろう。 28もしあ

なたがたの神、主の命令に聞き従わず、わたしが、きょ

う、あなたがたに命じる道を離れ、あなたがたの知らな

かった他の神々に従うならば、のろいを受けるであろう

。 29あなたの神、主が、あなたの行って占領する地にあ

なたを導き入れられる時、あなたはゲリジム山に祝福を

置き、エバル山にのろいを置かなければならない。 30こ

れらの山はヨルダンの向こう側、アラバに住んでいるカ

ナンびとの地で、日の入る方の道の西側にあり、ギルガ

ルに向かいあって、モレのテレビンの木の近くにあるで

はないか。 31あなたがたはヨルダンを渡り、あなたがた

の神、主が賜わる地にはいって、それを占領しようとし

ている。あなたがたはそれを占領して、そこに住むであ

ろう。 32それゆえ、わたしが、きょう、あなたがたに授

ける定めと、おきてをことごとく守って行わなければな

らない。

12これはあなたの先祖たちの神、主が所有として賜わ
る地で、あなたがたが世に生きながらえている間、

守り行わなければならない定めと、おきてである。 2あ

なたがたの追い払う国々の民が、その神々に仕えた所は

、高い山にあるものも、丘にあるものも、青木の下にあ

るものも、ことごとくこわし、 3その祭壇をこぼち、柱

を砕き、アシラ像を火で焼き、また刻んだ神々の像を切

り倒して、その名をその所から消し去らなければならな

い。 4ただし、あなたがたの神、主にはそのようにして

はならない。 5あなたがたの神、主がその名を置くため

に、あなたがたの全部族のうちから選ばれる場所、すな

わち主のすまいを尋ね求めて、そこに行き、 6あなたが

たの燔祭と、犠牲と、十分の一と、ささげ物と、誓願の

供え物と、自発の供え物および牛、羊のういごをそこに

携えて行って、 7そこであなたがたの神、主の前で食べ

、あなたがたも、家族も皆、手を労して獲るすべての物

を喜び楽しまなければならない。これはあなたの神、主

の恵みによって獲るものだからである。 8そこでは、わ

れわれがきょうここでしているように、めいめいで正し

いと思うようにふるまってはならない。 9あなたがたは

まだ、あなたがたの神、主から賜わる安息と嗣業の地に

、はいっていないのである。 10しかし、あなたがたがヨ

ルダンを渡り、あなたがたの神、主が嗣業として賜わる

地に住むようになり、さらに主があなたがたの周囲の敵

をことごとく除いて、安息を与え、あなたがたが安らか

に住むようになる時、 11あなたがたの神、主はその名を

置くために、一つの場所を選ばれるであろう。あなたが

たはそこにわたしの命じる物をすべて携えて行かなけれ

ばならない。すなわち、あなたがたの燔祭と、犠牲と、

十分の一と、ささげ物およびあなたがたが主に誓ったす

べての誓願の供え物とを携えて行かなければならない。

12そしてあなたがたのむすこ、娘、しもべ、はしためと

共にあなたがたの神、主の前に喜び楽しまなければなら

ない。また町の内におるレビびととも、そうしなければ

ならない。彼はあなたがたのうちに分け前がなく、嗣業

を持たないからである。 13慎んで、すべてあなたがよい

と思う場所で、みだりに燔祭をささげないようにしなけ

ればならない。 14ただあなたの部族の一つのうちに、主

が選ばれるその場所で、燔祭をささげ、またわたしが命

じるすべての事をしなければならない。 15しかし、あな

たの神、主が賜わる恵みにしたがって、すべて心に好む

獣を、どの町ででも殺して、その肉を食べることができ

る。すなわち、かもしかや雄じかの肉と同様にそれを、

汚れた人も、清い人も、食べることができる。 16ただし

、その血は食べてはならない。水のようにそれを地に注

がなければならない。 17あなたの穀物と、ぶどう酒と、

油との十分の一および牛、羊のういご、ならびにあなた

が立てる誓願の供え物と、自発の供え物およびささげ物

は、町の内で食べることはできない。 18あなたの神、主

が選ばれる場所で、あなたの神、主の前でそれを食べな

ければならない。すなわちあなたのむすこ、娘、しもべ

、はしため、および町の内におるレビびとと共にそれを

食べ、手を労して獲るすべての物を、あなたの神、主の

前に喜び楽しまなければならない。 19慎んで、あなたが

世に生きながらえている間、レビびとを捨てないように

しなければならない。 20あなたの神、主が約束されたよ

うに、あなたの領域を広くされるとき、あなたは肉を食

べたいと願って、『わたしは肉を食べよう』と言うであ

ろう。その時、あなたはほしいだけ肉を食べることがで

きる。 21もしあなたの神、主がその名を置くために選ば

れる場所が、遠く離れているならば、わたしが命じるよ

うに、主が賜わる牛、羊をほふり、門の内で、ほしいだ

け食べることができる。 22かもしかや、雄じかを食べる

ように、それを食べることができる。すなわち汚れた人

も、清い人も一様にそれを食べることができる。 23ただ

堅く慎んで、その血を食べないようにしなければならな

い。血は命だからである。その命を肉と一緒に食べては

ならない。 24あなたはそれを食べてはならない。水のよ

うにそれを地に注がなければならない。 25あなたはそれ

を食べてはならない。こうして、主が正しいと見られる

事を行うならば、あなたにも後の子孫にも、さいわいが

あるであろう。 26ただあなたのささげる聖なる物と、誓

願の物とは、主が選ばれる場所へ携えて行かなければな

らない。 27そして燔祭をささげる時は、肉と血とをあな

たの神、主の祭壇の上にささげなければならない。犠牲

をささげる時は、血をあなたの神、主の祭壇にそそぎか

け、肉はみずから食べることができる。 28あなたはわた

しが命じるこれらの事を、ことごとく聞いて守らなけれ

ばならない。こうしてあなたの神、主が見て良いとし、

正しいとされる事を行うならば、あなたにも後の子孫に

も、長くさいわいがあるであろう。 29あなたの神、主が

、あなたの行って追い払おうとする国々の民を、あなた

の前から断ち滅ぼされ、あなたがついにその国々を獲て

、その地に住むようになる時、 30あなたはみずから慎み

、彼らがあなたの前から滅ぼされた後、彼らにならって

、わなにかかってはならない。また彼らの神々を尋ね求

めて、『これらの国々の民はどのようにその神々に仕え

たのか、わたしもそのようにしよう』と言ってはならな

い。 31あなたの神、主に対しては、そのようにしてはな

らない。彼らは主の憎まれるもろもろの忌むべき事を、
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その神々にむかって行い、むすこ、娘をさえ火に焼いて

、神々にささげたからである。 32あなたがたはわたしが

命じるこのすべての事を守って行わなければならない。

これにつけ加えてはならない。また減らしてはならない

。

13あなたがたのうちに預言者または夢みる者が起って
、しるしや奇跡を示し、 2あなたに告げるそのしる

しや奇跡が実現して、あなたがこれまで知らなかった『

ほかの神々に、われわれは従い仕えよう』と言っても、

3あなたはその預言者または夢みる者の言葉に聞き従っ

てはならない。あなたがたの神、主はあなたがたが心を

つくし、精神をつくして、あなたがたの神、主を愛する

か、どうかを知ろうと、このようにあなたがたを試みら

れるからである。 4あなたがたの神、主に従って歩み、

彼を恐れ、その戒めを守り、その言葉に聞き従い、彼に

仕え、彼につき従わなければならない。 5その預言者ま

たは夢みる者を殺さなければならない。あなたがたをエ

ジプトの国から導き出し、奴隷の家からあがなわれたあ

なたがたの神、主にあなたがたをそむかせ、あなたの神

、主が歩めと命じられた道を離れさせようとして語るゆ

えである。こうしてあなたがたのうちから悪を除き去ら

なければならない。 6同じ母に生れたあなたの兄弟、ま

たはあなたのむすこ、娘、またはあなたのふところの妻

、またはあなたと身命を共にする友が、ひそかに誘って

『われわれは行って他の神々に仕えよう』と言うかも知

れない。これはあなたも先祖たちも知らなかった神々、

7すなわち地のこのはてから、地のかのはてまで、ある

いは近く、あるいは遠く、あなたの周囲にある民の神々

である。 8しかし、あなたはその人に従ってはならない

。その人の言うことを聞いてはならない。その人をあわ

れんではならない。その人を惜しんではならない。その

人をかばってはならない。 9必ず彼を殺さなければなら

ない。彼を殺すには、あなたがまず彼に手を下し、その

後、民がみな手を下さなければならない。 10彼はエジプ

トの国、奴隷の家からあなたを導き出されたあなたの神

、主からあなたを離れさせようとしたのであるから、あ

なたは石をもって彼を撃ち殺さなければならない。 11そ

うすればイスラエルは皆聞いて恐れ、重ねてこのような

悪い事を、あなたがたのうちに行わないであろう。 12あ

なたの神、主があなたに与えて住まわせられる町の一つ

で、 13よこしまな人々があなたがたのうちに起って、あ

なたがたの知らなかった『ほかの神々に、われわれは行

って仕えよう』と言って、その町に住む人々を誘惑した

ことを聞くならば、 14あなたはそれを尋ね、探り、よく

問いたださなければならない。そして、そのような憎む

べき事があなたがたのうちに行われた事が、真実で、確

かならば、 15あなたは必ず、その町に住む者をつるぎの

刃にかけて撃ち殺し、その町と、そのうちにおるすべて

の者、およびその家畜をつるぎの刃にかけて、ことごと

く滅ぼさなければならない。 16またそのすべてのぶんど

り物は、町の広場の中央に集め、火をもってその町と、

すべてのぶんどり物とを、ことごとく焼いて、あなたの

神、主にささげなければならない。これはながく荒塚と

なって、再び建て直されないであろう。 17そののろわれ

た物は一つもあなたの手に留めおいてはならない。主が

激しい怒りをやめ、あなたに慈悲を施して、あなたをあ

われみ、先祖たちに誓われたように、あなたの数を多く

されるためである。 18あなたの神、主の言葉に聞き従い

、わたしが、きょう、命じるすべての戒めを守り、あな

たの神、主が正しいと見られる事を行うならば、このよ

うになるであろう。

14あなたがたはあなたがたの神、主の子供である。死
んだ人のために自分の身に傷をつけてはならない。

また額の髪をそってはならない。 2あなたはあなたの神

、主の聖なる民だからである。主は地のおもてのすべて

の民のうちからあなたを選んで、自分の宝の民とされた

。 3忌むべき物は、どんなものでも食べてはならない。

4あなたがたの食べることができる獣は次のとおりであ

る。すなわち牛、羊、やぎ、 5雄じか、かもしか、こじ

か、野やぎ、くじか、おおじか、野羊など、 6獣のうち

、すべて、ひずめの分れたもの、ひずめが二つに切れた

もので、反芻するものは食べることができる。 7ただし

、反芻するものと、ひずめの分れたもののうち、次のも

のは食べてはならない。すなわち、らくだ、野うさぎ、

および岩だぬき、これらは反芻するけれども、ひずめが

分れていないから汚れたものである。 8また豚、これは

、ひずめが分れているけれども、反芻しないから、汚れ

たものである。その肉を食べてはならない。またその死

体に触れてはならない。 9水の中にいるすべての物のう

ち、次のものは食べることができる。すなわち、すべて

、ひれと、うろこのあるものは、食べることができる。

10すべて、ひれと、うろこのないものは、食べてはなら

ない。これは汚れたものである。 11すべて清い鳥は食べ

ることができる。 12ただし、次のものは食べてはならな

い。すなわち、はげわし、ひげはげわし、みさご、 13黒

とび、はやぶさ、とびの類。 14各種のからすの類。 15

だちょう、夜たか、かもめ、たかの類。 16ふくろう、み

みずく、むらさきばん、 17ペリカン、はげたか、う、

18こうのとり、さぎの類。やつがしら、こうもり。 19ま

たすべて羽があって這うものは汚れたものである。それ

を食べてはならない。 20すべて翼のある清いものは食べ

ることができる。 21すべて自然に死んだものは食べては

ならない。町の内におる寄留の他国人に、それを与えて

食べさせることができる。またそれを外国人に売っても

よい。あなたはあなたの神、主の聖なる民だからである

。子やぎをその母の乳で煮てはならない。 22あなたは毎

年、畑に種をまいて獲るすべての産物の十分の一を必ず

取り分けなければならない。 23そしてあなたの神、主の

前、すなわち主がその名を置くために選ばれる場所で、

穀物と、ぶどう酒と、油との十分の一と、牛、羊のうい

ごを食べ、こうして常にあなたの神、主を恐れることを

学ばなければならない。 24ただし、その道があまりに遠

く、あなたの神、主がその名を置くために選ばれる場所

が、非常に遠く離れていて、あなたの神、主があなたを

恵まれるとき、それを携えて行くことができないならば

、 25あなたはその物を金に換え、その金を包んで手に取

り、あなたの神、主が選ばれる場所に行き、 26その金を

すべてあなたの好む物に換えなければならない。すなわ

ち牛、羊、ぶどう酒、濃い酒など、すべてあなたの欲す

る物に換え、その所であなたの神、主の前でそれを食べ

、家族と共に楽しまなければならない。 27町の内におる

レビびとを捨ててはならない。彼はあなたがたのうちに

分がなく、嗣業を持たない者だからである。 28三年の終

りごとに、その年の産物の十分の一を、ことごとく持ち
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出して、町の内にたくわえ、 29あなたがたのうちに分け

前がなく、嗣業を持たないレビびと、および町の内にお

る寄留の他国人と、孤児と、寡婦を呼んで、それを食べ

させ、満足させなければならない。そうすれば、あなた

の神、主はあなたが手で行うすべての事にあなたを祝福

されるであろう。

15あなたは七年の終りごとに、ゆるしを行わなければ
ならない。 2そのゆるしのしかたは次のとおりであ

る。すべてその隣人に貸した貸主はそれをゆるさなけれ

ばならない。その隣人または兄弟にそれを督促してはな

らない。主のゆるしが、ふれ示されたからである。 3外

国人にはそれを督促することができるが、あなたの兄弟

に貸した物はゆるさなければならない。 4しかしあなた

がたのうちに貧しい者はなくなるであろう。（あなたの

神、主が嗣業として与えられる地で、あなたを祝福され

るからである。） 5ただ、あなたの神、主の言葉に聞き

従って、わたしが、きょう、あなたに命じることの戒め

を、ことごとく守り行うとき、そのようになるであろう

。 6あなたの神、主が約束されたようにあなたを祝福さ

れるから、あなたは多くの国びとに貸すようになり、借

りることはないであろう。またあなたは多くの国びとを

治めるようになり、彼らがあなたを治めることはないで

あろう。 7あなたの神、主が賜わる地で、もしあなたの

兄弟で貧しい者がひとりでも、町の内におるならば、そ

の貧しい兄弟にむかって、心をかたくなにしてはならな

い。また手を閉じてはならない。 8必ず彼に手を開いて

、その必要とする物を貸し与え、乏しいのを補わなけれ

ばならない。 9あなたは心に邪念を起し、『第七年のゆ

るしの年が近づいた』と言って、貧しい兄弟に対し、物

を惜しんで、何も与えないことのないように慎まなけれ

ばならない。その人があなたを主に訴えるならば、あな

たは罪を得るであろう。 10あなたは心から彼に与えなけ

ればならない。彼に与える時は惜しんではならない。あ

なたの神、主はこの事のために、あなたをすべての事業

と、手のすべての働きにおいて祝福されるからである。

11貧しい者はいつまでも国のうちに絶えることがないか

ら、わたしは命じて言う、『あなたは必ず国のうちにい

るあなたの兄弟の乏しい者と、貧しい者とに、手を開か

なければならない』。 12もしあなたの兄弟であるヘブル

の男、またはヘブルの女が、あなたのところに売られて

きて、六年仕えたならば、第七年には彼に自由を与えて

去らせなければならない。 13彼に自由を与えて去らせる

時は、から手で去らせてはならない。 14群れと、打ち場

と、酒ぶねのうちから取って、惜しみなく彼に与えなけ

ればならない。すなわちあなたの神、主があなたを恵ま

れたように、彼に与えなければならない。 15あなたはか

つてエジプトの国で奴隷であったが、あなたの神、主が

あなたをあがない出された事を記憶しなければならない

。このゆえにわたしは、きょう、この事を命じる。 16し

かしその人があなたと、あなたの家族を愛し、あなたと

一緒にいることを望み、『わたしはあなたを離れて去り

たくありません』と言うならば、 17あなたは、きりを取

って彼の耳を戸に刺さなければならない。そうすれば、

彼はいつまでもあなたの奴隷となるであろう。女奴隷に

もそうしなければならない。 18彼に自由を与えて去らせ

る時には、快く去らせなければならない。彼が六年間、

賃銀を取る雇人の二倍あなたに仕えて働いたからである

。あなたがそうするならば、あなたの神、主はあなたが

行うすべての事にあなたを祝福されるであろう。 19牛、

羊の産む雄のういごは皆あなたの神、主に聖別しなけれ

ばならない。牛のういごを用いてなんの仕事をもしては

ならない。また羊のういごの毛を切ってはならない。 20

あなたの神、主が選ばれる所で、主の前にあなたは家族

と共に年ごとにそれを食べなければならない。 21しかし

、その獣がもし傷のあるもの、すなわち足なえまたは、

めくらなど、すべて悪い傷のあるものである時は、あな

たの神、主にそれを犠牲としてささげてはならない。 22

町の内でそれを食べなければならない。汚れた人も、清

い人も、かもしかや、雄じかと同様にそれを食べること

ができる。 23ただし、その血は食べてはならない。水の

ようにそれを地にそそがなければならない。

16あなたはアビブの月を守って、あなたの神、主のた
めに過越の祭を行わなければならない。アビブの月

に、あなたの神、主が夜の間にあなたをエジプトから導

き出されたからである。 2主がその名を置くために選ば

れる場所で、羊または牛をあなたの神、主に過越の犠牲

としてほふらなければならない。 3種を入れたパンをそ

れと共に食べてはならない。七日のあいだ、種入れぬパ

ンすなわち悩みのパンを、それと共に食べなければなら

ない。あなたがエジプトの国から出るとき、急いで出た

からである。こうして世に生きながらえる日の間、エジ

プトの国から出てきた日を常に覚えなければならない。

4その七日の間は、国の内どこにもパン種があってはな

らない。また初めの日の夕暮にほふるものの肉を、翌朝

まで残しておいてはならない。 5あなたの神、主が賜わ

る町の内で、過越の犠牲をほふってはならない。 6ただ

あなたの神、主がその名を置くために選ばれる場所で、

夕暮の日の入るころ、あなたがエジプトから出た時刻に

、過越の犠牲をほふらなければならない。 7そしてあな

たの神、主が選ばれる場所で、それを焼いて食べ、朝に

なって天幕に帰らなければならない。 8六日のあいだ種

入れぬパンを食べ、七日目にあなたの神、主のために聖

会を開かなければならない。なんの仕事もしてはならな

い。 9また七週間を数えなければならない。すなわち穀

物に、かまを入れ始める時から七週間を数え始めなけれ

ばならない。 10そしてあなたの神、主のために七週の祭

を行い、あなたの神、主が賜わる祝福にしたがって、力

に応じ、自発の供え物をささげなければならない。 11こ

うしてあなたはむすこ、娘、しもべ、はしためおよび町

の内におるレビびと、ならびにあなたがたのうちにおる

寄留の他国人と孤児と寡婦と共に、あなたの神、主がそ

の名を置くために選ばれる場所で、あなたの神、主の前

に喜び楽しまなければならない。 12あなたはかつてエジ

プトで奴隷であったことを覚え、これらの定めを守り行

わなければならない。 13打ち場と、酒ぶねから取入れを

したとき、七日のあいだ仮庵の祭を行わなければならな

い。 14その祭の時には、あなたはむすこ、娘、しもべ、

はしためおよび町の内におるレビびと、寄留の他国人、

孤児、寡婦と共に喜び楽しまなければならない。 15主が

選ばれる場所で七日の間、あなたの神、主のために祭を

行わなければならない。あなたの神、主はすべての産物

と、手のすべてのわざとにおいて、あなたを祝福される

から、あなたは大いに喜び楽しまなければならない。 16

あなたのうちの男子は皆あなたの神、主が選ばれる場所
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で、年に三度、すなわち種入れぬパンの祭と、七週の祭

と、仮庵の祭に、主の前に出なければならない。ただし

、から手で主の前に出てはならない。 17あなたの神、主

が賜わる祝福にしたがい、おのおの力に応じて、ささげ

物をしなければならない。 18あなたの神、主が賜わるす

べての町々の内に、部族にしたがって、さばきびとと、

つかさびととを、立てなければならない。そして彼らは

正しいさばきをもって民をさばかなければならない。 19

あなたはさばきを曲げてはならない。人をかたより見て

はならない。また賄賂を取ってはならない。賄賂は賢い

者の目をくらまし、正しい者の事件を曲げるからである

。 20ただ公義をのみ求めなければならない。そうすれば

あなたは生きながらえて、あなたの神、主が賜わる地を

所有するにいたるであろう。 21あなたの神、主のために

築く祭壇のかたわらに、アシラの木像をも立ててはなら

ない。 22またあなたの神、主が憎まれる柱を立ててはな

らない。

17すべて傷があり、欠けた所のある牛または羊はあな
たの神、主にささげてはならない。そのようなもの

はあなたの神、主の忌みきらわれるものだからである。

2あなたの神、主が賜わる町で、あなたがたのうちに、

もし男子または女子があなたの神、主の前に悪事をおこ

なって、契約にそむき、 3行って他の神々に仕え、それ

を拝み、わたしの禁じる、日や月やその他の天の万象を

拝むことがあり、 4その事を知らせる者があって、あな

たがそれを聞くならば、あなたはそれをよく調べなけれ

ばならない。そしてその事が真実であり、そのような憎

むべき事が確かにイスラエルのうちに行われていたなら

ば、 5あなたはその悪事をおこなった男子または女子を

町の門にひき出し、その男子または女子を石で撃ち殺さ

なければならない。 6ふたりの証人または三人の証人の

証言によって殺すべき者を殺さなければならない。ただ

ひとりの証人の証言によって殺してはならない。 7その

ような者を殺すには、証人がまず手を下し、それから民

が皆、手を下さなければならない。こうしてあなたのう

ちから悪を除き去らなければならない。 8町の内に訴え

事が起り、その事件がもし血を流す事、または権利を争

う事、または人を撃った事などであって、あなたが、さ

ばきかねるものである時は、立ってあなたの神、主が選

ばれる場所にのぼり、 9レビびとである祭司と、その時

の裁判人とに行って尋ねなければならない。彼らはあな

たに判決の言葉を告げるであろう。 10あなたは、主が選

ばれるその場所で、彼らが告げる言葉に従っておこない

、すべて彼らが教えるように守り行わなければならない

。 11すなわち彼らが教える律法と、彼らが告げる判決と

に従って行わなければならない。彼らが告げる言葉にそ

むいて、右にも左にもかたよってはならない。 12もし人

がほしいままにふるまい、あなたの神、主の前に立って

仕える祭司または裁判人に聞き従わないならば、その人

を殺して、イスラエルのうちから悪を除かなければなら

ない。 13そうすれば民は皆、聞いて恐れ、重ねてほしい

ままにふるまうことをしないであろう。 14あなたの神、

主が賜わる地に行き、それを獲てそこに住むようになる

時、もしあなたが『わたしも周囲のすべての国びとのよ

うに、わたしの上に王を立てよう』と言うならば、 15必

ずあなたの神、主が選ばれる者を、あなたの上に立てて

王としなければならない。同胞のひとりを、あなたの上

に立てて王としなければならない。同胞でない外国人を

あなたの上に立ててはならない。 16王となる人は自分の

ために馬を多く獲ようとしてはならない。また馬を多く

獲るために民をエジプトに帰らせてはならない。主はあ

なたがたにむかって、『この後かさねてこの道に帰って

はならない』と仰せられたからである。 17また妻を多く

持って心を、迷わしてはならない。また自分のために金

銀を多くたくわえてはならない。 18彼が国の王位につく

ようになったら、レビびとである祭司の保管する書物か

ら、この律法の写しを一つの書物に書きしるさせ、 19世

に生きながらえる日の間、常にそれを自分のもとに置い

て読み、こうしてその神、主を恐れることを学び、この

律法のすべての言葉と、これらの定めとを守って行わな

ければならない。 20そうすれば彼の心が同胞を見くだし

て、高ぶることなく、また戒めを離れて、右にも左にも

曲ることなく、その子孫と共にイスラエルにおいて、長

くその位にとどまることができるであろう。

18レビびとである祭司すなわちレビの全部族はイスラ
エルのうちに、分も嗣業も持たない。彼らは主にさ

さげられる火祭の物と、その他のささげ物とを食べなけ

ればならない。 2彼らはその兄弟のうちに嗣業を持たな

い。かつて彼らに約束されたとおり主が彼らの嗣業であ

る。 3祭司が民から受ける分は次のとおりである。すな

わち犠牲をささげる者は、牛でも、羊でも、その肩と、

両方のほおと、胃とを祭司に与えなければならない。 4

また穀物と、ぶどう酒と、油の初物および羊の毛の初物

をも彼に与えなければならない。 5あなたの神、主がす

べての部族のうちから彼を選び出して、彼とその子孫を

長く主の名によって立って仕えさせられるからである。

6レビびとはイスラエルの全地のうち、どこにいる者で

も、彼が宿っている町を出て、主が選ばれる場所に行く

ならば、 7彼は主の前に立っているすべての兄弟レビび

とと同じように、その神、主の名によって仕えることが

できる。 8彼が食べる分は彼らと同じである。ただし彼

はこのほかに父の遺産を売って獲た物を持つことができ

る。 9あなたの神、主が賜わる地にはいったならば、そ

の国々の民の憎むべき事を習いおこなってはならない。

10あなたがたのうちに、自分のむすこ、娘を火に焼いて

ささげる者があってはならない。また占いをする者、卜

者、易者、魔法使、 11呪文を唱える者、口寄せ、かんな

ぎ、死人に問うことをする者があってはならない。 12主

はすべてこれらの事をする者を憎まれるからである。そ

してこれらの憎むべき事のゆえにあなたの神、主は彼ら

をあなたの前から追い払われるのである。 13あなたの神

、主の前にあなたは全き者でなければならない。 14あな

たが追い払うかの国々の民は卜者、占いをする者に聞き

従うからである。しかし、あなたには、あなたの神、主

はそうする事を許されない。 15あなたの神、主はあなた

のうちから、あなたの同胞のうちから、わたしのような

ひとりの預言者をあなたのために起されるであろう。あ

なたがたは彼に聞き従わなければならない。 16これはあ

なたが集会の日にホレブであなたの神、主に求めたこと

である。すなわちあなたは『わたしが死ぬことのないよ

うにわたしの神、主の声を二度とわたしに聞かせないで

ください。またこの大いなる火を二度と見させないでく

ださい』と言った。 17主はわたしに言われた、『彼らが

言ったことは正しい。 18わたしは彼らの同胞のうちから
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、おまえのようなひとりの預言者を彼らのために起して

、わたしの言葉をその口に授けよう。彼はわたしが命じ

ることを、ことごとく彼らに告げるであろう。 19彼がわ

たしの名によって、わたしの言葉を語るのに、もしこれ

に聞き従わない者があるならば、わたしはそれを罰する

であろう。 20ただし預言者が、わたしが語れと命じない

ことを、わたしの名によってほしいままに語り、あるい

は他の神々の名によって語るならば、その預言者は殺さ

なければならない』。 21あなたは心のうちに『われわれ

は、その言葉が主の言われたものでないと、どうして知

り得ようか』と言うであろう。 22もし預言者があって、

主の名によって語っても、その言葉が成就せず、またそ

の事が起らない時は、それは主が語られた言葉ではなく

、その預言者がほしいままに語ったのである。その預言

者を恐れるに及ばない。

19あなたの神、主が国々の民を滅ぼしつくして、あな
たの神、主がその地を賜わり、あなたがそれを獲て

、その町々と、その家々に住むようになる時は、 2あな

たの神、主が与えて獲させられる地のうちに、三つの町

をあなたのために指定しなければならない。 3そしてそ

こに行く道を備え、またあなたの神、主があなたに継が

せられる地の領域を三区に分け、すべて人を殺した者を

そこにのがれさせなければならない。 4人を殺した者が

そこにのがれて、命を全うすべき場合は次のとおりであ

る。すなわち以前から憎むこともないのに、知らないで

その隣人を殺した場合、 5たとえば人が木を切ろうとし

て、隣人と一緒に林に入り、手におのを取って、木を切

り倒そうと撃ちおろすとき、その頭が柄から抜け、隣人

にあたって、死なせたような場合がそれである。そうい

う人はこれらの町の一つにのがれて、命を全うすること

ができる。 6そうしなければ、復讐する者が怒って、そ

の殺した者を追いかけ、道が長いために、ついに追いつ

いて殺すであろう。しかし、その人は以前から彼を憎ん

でいた者でないから、殺される理由はない。 7それでわ

たしはあなたに命じて『三つの町をあなたのために指定

しなければならない』と言ったのである。 8あなたの神

、主が先祖たちに誓われたように、あなたの領域を広め

、先祖たちに与えると言われた地を、ことごとく賜わる

時、 9わたしが、きょう、命じるこのすべての戒めを守

って、それをおこない、あなたの神、主を愛して、常に

その道に歩む時あなたはこれら三つの町のほかに、また

三つの町をあなたのために増し加えなければならない。

10これはあなたの神、主が与えて嗣業とされる地のうち

で、罪のない者の血が流されないようにするためである

。そうしなければ、その血を流したとがは、あなたに帰

するであろう。 11しかし、もし人が隣人を憎んでそれを

つけねらい、立ちかかってその人を撃ち殺し、そしてこ

れらの町の一つにのがれるならば、 12その町の長老たち

は人をつかわして彼をそこから引いてこさせ、復讐する

者にわたして殺させなければならない。 13彼をあわれん

ではならない。罪のない者の血を流したとがを、イスラ

エルから除かなければならない。そうすればあなたにさ

いわいがあるであろう。 14あなたの神、主が与えて獲さ

せられる地で、あなたが継ぐ嗣業において、先祖の定め

たあなたの隣人の土地の境を移してはならない。 15どん

な不正であれ、どんなとがであれ、すべて人の犯す罪は

、ただひとりの証人によって定めてはならない。ふたり

の証人の証言により、または三人の証人の証言によって

、その事を定めなければならない。 16もし悪意のある証

人が起って、人に対して悪い証言をすることがあれば、

17その相争うふたりの者は主の前に行って、その時の祭

司と裁判人の前に立たなければならない。 18その時、裁

判人は詳細にそれを調べなければならない。そしてその

証人がもし偽りの証人であって、兄弟にむかって偽りの

証言をした者であるならば、 19あなたがたは彼が兄弟に

しようとしたことを彼に行い、こうしてあなたがたのう

ちから悪を除き去らなければならない。 20そうすれば他

の人たちは聞いて恐れ、その後ふたたびそのような悪を

あなたがたのうちに行わないであろう。 21あわれんでは

ならない。命には命、目には目、歯には歯、手には手、

足には足をもって償わせなければならない。

20あなたが敵と戦うために出る時、馬と戦車と、あな
たよりも大ぜいの軍隊を見ても、彼らを恐れてはな

らない。あなたをエジプトの国から導きのぼられたあな

たの神、主が共におられるからである。 2あなたがたが

戦いに臨むとき、祭司は進み出て民に告げて、 3彼らに

言わなければならない、『イスラエルよ聞け。あなたが

たは、きょう、敵と戦おうとしている。気おくれしては

ならない。恐れてはならない。あわててはならない。彼

らに驚いてはならない。 4あなたがたの神、主が共に行

かれ、あなたがたのために敵と戦って、あなたがたを救

われるからである』。 5次につかさたちは民に告げて言

わなければならない。『新しい家を建てて、まだそれを

ささげていない者があれば、その人を家に帰らせなけれ

ばならない。そうしなければ、彼が戦いに死んだとき、

ほかの人がそれをささげるようになるであろう。 6ぶど

う畑を作って、まだその実を食べていない者があれば、

その人を家に帰らせなければならない。そうしなければ

彼が戦いに死んだとき、ほかの人がそれを食べるように

なるであろう。 7女と婚約して、まだその女をめとって

いない者があれば、その人を家に帰らせなければならな

い。そうしなければ彼が戦いに死んだとき、ほかの人が

彼女をめとるようになるであろう』。 8つかさたちは、

また民に告げて言わなければならない。『恐れて気おく

れする者があるならば、その人を家に帰らせなければな

らない。そうしなければ、兄弟たちの心が彼の心のよう

にくじけるであろう』。 9つかさたちがこのように民に

告げ終ったならば、軍勢のかしらたちを立てて民を率い

させなければならない。 10一つの町へ進んで行って、そ

れを攻めようとする時は、まず穏やかに降服することを

勧めなければならない。 11もしその町が穏やかに降服し

ようと答えて、門を開くならば、そこにいるすべての民

に、みつぎを納めさせ、あなたに仕えさせなければなら

ない。 12もし穏やかに降服せず、戦おうとするならば、

あなたはそれを攻めなければならない。 13そしてあなた

の神、主がそれをあなたの手にわたされる時、つるぎを

もってそのうちの男をみな撃ち殺さなければならない。

14ただし女、子供、家畜およびすべて町のうちにあるも

の、すなわちぶんどり物は皆、戦利品として取ることが

できる。また敵からぶんどった物はあなたの神、主が賜

わったものだから、あなたはそれを用いることができる

。 15遠く離れている町々、すなわちこれらの国々に属さ

ない町々には、すべてこのようにしなければならない。

16ただし、あなたの神、主が嗣業として与えられるこれ
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らの民の町々では、息のある者をひとりも生かしておい

てはならない。 17すなわちヘテびと、アモリびと、カナ

ンびと、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとはみな滅ぼ

して、あなたの神、主が命じられたとおりにしなければ

ならない。 18これは彼らがその神々を拝んでおこなった

すべての憎むべき事を、あなたがたに教えて、それを行

わせ、あなたがたの神、主に罪を犯させることのないた

めである。 19長く町を攻め囲んで、それを取ろうとする

時でも、おのをふるって、そこの木を切り枯らしてはな

らない。それはあなたの食となるものだから、切り倒し

てはならない。あなたは田野の木までも、人のように攻

めなければならないであろうか。 20ただし実を結ばない

木とわかっている木は切り倒して、あなたと戦っている

町にむかい、それをもってとりでを築き、陥落するまで

、それを攻めることができる。

21あなたの神、主が与えて獲させられる地で、殺され
て野に倒れている人があって、だれが殺したのかわ

からない時は、 2長老たちと、さばきびとたちが出てき

て、その殺された者のある所から、周囲の町々までの距

離をはからなければならない。 3そしてその殺された者

のある所に最も近い町の長老たちは、まだ使わない、ま

だくびきを負わせて引いたことのない若い雌牛をとり、

4その町の長老たちはその雌牛を、耕すことも、種まく

こともしない、絶えず水の流れている谷へ引いていって

、その谷で雌牛のくびを折らなければならない。 5その

時レビの子孫である祭司たちは、そこに進み出なければ

ならない。彼らはあなたの神、主が自分に仕えさせ、ま

た主の名によって祝福させるために選ばれた者で、すべ

ての論争と、すべての暴行は彼らの言葉によって解決さ

れるからである。 6そしてその殺された者のある所に最

も近い町の長老たちは皆、彼らが谷でくびを折った雌牛

の上で手を洗い、 7証言して言わなければならない、『

われわれの手はこの血を流さず、われわれの目もそれを

見なかった。 8主よ、あなたがあがなわれた民イスラエ

ルをおゆるしください。罪のない者の血を流したとがを

、あなたの民イスラエルのうちにとどめないでください

。そして血を流したとがをおゆるしください』。 9この

ようにして、あなたは主が正しいと見られる事をおこな

い、罪のない者の血を流したとがを、あなたがたのうち

から除き去らなければならない。 10あなたが出て敵と戦

う際、あなたの神、主がそれをあなたの手にわたされ、

あなたがそれを捕虜とした時、 11もし捕虜のうちに美し

い女のあるのを見て、それを好み、妻にめとろうとする

ならば、 12その女をあなたの家に連れて帰らなければな

らない。女は髪をそり、つめを切り、 13また捕虜の着物

を脱ぎすてて、あなたの家におり、自分の父母のために

一か月のあいだ嘆かなければならない。そして後、あな

たは彼女の所にはいって、その夫となり、彼女を妻とす

ることができる。 14その後あなたがもし彼女を好まなく

なったならば、彼女を自由に去らせなければならない。

決して金で売ってはならない。あなたはすでに彼女をは

ずかしめたのだから、彼女を奴隷のようにあしらっては

ならない。 15人がふたりの妻をもち、そのひとりは愛す

る者、ひとりは気にいらない者であって、その愛する者

と気にいらない者のふたりが、ともに男の子を産み、も

しその長子が、気にいらない女の産んだ者である時は、

16その子たちに自分の財産を継がせる時、気にいらない

女の産んだ長子をさしおいて、愛する女の産んだ子を長

子とすることはできない。 17必ずその気にいらない者の

産んだ子が長子であることを認め、自分の財産を分ける

時には、これに二倍の分け前を与えなければならない。

これは自分の力の初めであって、長子の特権を持ってい

るからである。 18もし、わがままで、手に負えない子が

あって、父の言葉にも、母の言葉にも従わず、父母がこ

れを懲らしてもきかない時は、 19その父母はこれを捕え

て、その町の門に行き、町の長老たちの前に出し、 20町

の長老たちに言わなければならない、『わたしたちのこ

の子はわがままで、手に負えません。わたしたちの言葉

に従わず、身持ちが悪く、大酒飲みです』。 21そのとき

、町の人は皆、彼を石で撃ち殺し、あなたがたのうちか

ら悪を除き去らなければならない。そうすれば、イスラ

エルは皆聞いて恐れるであろう。 22もし人が死にあたる

罪を犯して殺され、あなたがそれを木の上にかける時は

、 23翌朝までその死体を木の上に留めておいてはならな

い。必ずそれをその日のうちに埋めなければならない。

木にかけられた者は神にのろわれた者だからである。あ

なたの神、主が嗣業として賜わる地を汚してはならない

。

22あなたの兄弟の牛、または羊の迷っているのを見て
、それを見捨てておいてはならない。必ずそれを兄

弟のところへ連れて帰らなければならない。 2もしその

兄弟が近くの者でなく、知らない人であるならば、それ

を自分の家にひいてきて、あなたのところにおき、その

兄弟が尋ねてきた時に、それを彼に返さなければならな

い。 3あなたの兄弟のろばの場合も、そうしなければな

らない。着物の場合も、そうしなければならない。また

すべてあなたの兄弟の失った物を見つけた場合も、そう

しなければならない。それを見捨てておくことはできな

い。 4あなたの兄弟のろばまたは牛が道に倒れているの

を見て、見捨てておいてはならない。必ずそれを助け起

さなければならない。 5女は男の着物を着てはならない

。また男は女の着物を着てはならない。あなたの神、主

はそのような事をする者を忌みきらわれるからである。

6もしあなたが道で、木の上、または地面に鳥の巣のあ

るのを見つけ、その中に雛または卵があって、母鳥がそ

の雛または卵を抱いているならば、母鳥を雛と一緒に取

ってはならない。 7必ず母鳥を去らせ、ただ雛だけを取

らなければならない。そうすればあなたはさいわいを得

、長く生きながらえることができるであろう。 8新しい

家を建てる時は、屋根に欄干を設けなければならない。

それは人が屋根から落ちて、血のとがをあなたの家に帰

することのないようにするためである。 9ぶどう畑に二

種の種を混ぜてまいてはならない。そうすればあなたが

まいた種から産する物も、ぶどう畑から出る物も、みな

忌むべき物となるであろう。 10牛と、ろばとを組み合わ

せて耕してはならない。 11羊毛と亜麻糸を混ぜて織った

着物を着てはならない。 12身にまとう上着の四すみに、

ふさをつけなければならない。 13もし人が妻をめとり、

妻のところにはいって後、その女をきらい、 14『わたし

はこの女をめとって近づいた時、彼女に処女の証拠を見

なかった』と言って虚偽の非難をもって、その女に悪名

を負わせるならば、 15その女の父と母は、彼女の処女の

証拠を取って、門におる町の長老たちに差し出し、 16そ

して彼女の父は長老たちに言わなければならない。『わ
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たしはこの人に娘を与えて妻にさせましたが、この人は

娘をきらい、 17虚偽の非難をもって、「わたしはあなた

の娘に処女の証拠を見なかった」と言います。しかし、

これがわたしの娘の処女の証拠です』と言って、その父

母はかの布を町の長老たちの前にひろげなければならな

い。 18その時、町の長老たちは、その人を捕えて撃ち懲

らし、 19また銀百シケルの罰金を課し、それを女の父に

与えなければならない。彼はイスラエルの処女に悪名を

負わせたからである。彼はその女を妻とし、一生その女

を出すことはできない。 20しかし、この非難が真実であ

って、その女に処女の証拠が見られない時は、 21その女

を父の家の入口にひき出し、町の人々は彼女を石で撃ち

殺さなければならない。彼女は父の家で、みだらな事を

おこない、イスラエルのうちに愚かな事をしたからであ

る。あなたはこうしてあなたがたのうちから悪を除き去

らなければならない。 22もし夫のある女と寝ている男を

見つけたならば、その女と寝た男およびその女を一緒に

殺し、こうしてイスラエルのうちから悪を除き去らなけ

ればならない。 23もし処女である女が、人と婚約した後

、他の男が町の内でその女に会い、これを犯したならば

、 24あなたがたはそのふたりを町の門にひき出して、石

で撃ち殺さなければならない。これはその女が町の内に

おりながら叫ばなかったからであり、またその男は隣人

の妻をはずかしめたからである。あなたはこうしてあな

たがたのうちから悪を除き去らなければならない。 25し

かし、男が、人と婚約した女に野で会い、その女を捕え

てこれを犯したならば、その男だけを殺さなければなら

ない。 26その女には何もしてはならない。女には死にあ

たる罪がない。人がその隣人に立ちむかって、それを殺

したと同じ事件だからである。 27これは男が野で女に会

ったので、人と婚約したその女が叫んだけれども、救う

者がなかったのである。 28まだ人と婚約しない処女であ

る女に、男が会い、これを捕えて犯し、ふたりが見つけ

られたならば、 29女を犯した男は女の父に銀五十シケル

を与えて、女を自分の妻としなければならない。彼はそ

の女をはずかしめたゆえに、一生その女を出すことはで

きない。 30だれも父の妻をめとってはならない。父の妻

と寝てはならない。

23すべて去勢した男子は主の会衆に加わってはならな
い。 2私生児は主の会衆に加わってはならない。そ

の子孫は十代までも主の会衆に加わってはならない。 3

アンモンびととモアブびとは主の会衆に加わってはなら

ない。彼らの子孫は十代までも、いつまでも主の会衆に

加わってはならない。 4これはあなたがたがエジプトか

ら出てきた時に、彼らがパンと水を携えてあなたがたを

道に迎えず、アラム・ナハライムのペトルからベオルの

子バラムを雇って、あなたをのろわせようとしたからで

ある。 5しかし、あなたの神、主はバラムの言うことを

聞こうともせず、あなたの神、主はあなたのために、そ

ののろいを変えて、祝福とされた。あなたの神、主があ

なたを愛されたからである。 6あなたは一生いつまでも

彼らのために平安をも、幸福をも求めてはならない。 7

あなたはエドムびとを憎んではならない。彼はあなたの

兄弟だからである。またエジプトびとを憎んではならな

い。あなたはかつてその国の寄留者であったからである

。 8そして彼らが産んだ子どもは三代目には、主の会衆

に加わることができる。 9敵を攻めるために出て陣営に

おる時は、すべての汚れた物を避けなければならない。

10あなたがたのうちに、夜の思いがけない事によって身

の汚れた人があるならば、陣営の外に出なければならな

い。陣営の内に、はいってはならない。 11しかし、夕方

になって、水で身を洗い、日が没して後、陣営の内に、

はいることができる。 12あなたはまた陣営の外に一つの

所を設けておいて、用をたす時、そこに出て行かなけれ

ばならない。 13また武器と共に、くわを備え、外に出て

、かがむ時、それをもって土を掘り、向きをかえて、出

た物をおおわなければならない。 14あなたの神、主があ

なたを救い、敵をあなたにわたそうと、陣営の中を歩ま

れるからである。ゆえに陣営は聖なる所として保たなけ

ればならない。主があなたのうちにきたない物のあるの

を見て、離れ去られることのないためである。 15主人を

避けて、あなたのところに逃げてきた奴隷を、その主人

にわたしてはならない。 16その者をあなたがたのうちに

、あなたと共におらせ、町の一つのうち、彼が好んで選

ぶ場所に住ませなければならない。彼を虐待してはなら

ない。 17イスラエルの女子は神殿娼婦となってはならな

い。またイスラエルの男子は神殿男娼となってはならな

い。 18娼婦の得た価または男娼の価をあなたの神、主の

家に携えて行って、どんな誓願にも用いてはならない。

これはともにあなたの神、主の憎まれるものだからであ

る。 19兄弟に利息を取って貸してはならない。金銭の利

息、食物の利息などすべて貸して利息のつく物の利息を

取ってはならない。 20外国人には利息を取って貸しても

よい。ただ兄弟には利息を取って貸してはならない。こ

れはあなたが、はいって取る地で、あなたの神、主がす

べてあなたのする事に祝福を与えられるためである。 21

あなたの神、主に誓願をかける時、それを果すことを怠

ってはならない。あなたの神、主は必ずそれをあなたに

求められるからである。それを怠るときは罪を得るであ

ろう。 22しかし、あなたが誓願をかけないならば、罪を

得ることはない。 23あなたが口で言った事は守って行わ

なければならない。あなたが口で約束した事は、あなた

の神、主にあなたが自発的に誓願したのだからである。

24あなたが隣人のぶどう畑にはいる時、そのぶどうを心

にまかせて飽きるほど食べてもよい。しかし、あなたの

器の中に取り入れてはならない。 25あなたが隣人の麦畑

にはいる時、手でその穂を摘んで食べてもよい。しかし

、あなたの隣人の麦畑にかまを入れてはならない。

24人が妻をめとって、結婚したのちに、その女に恥ず
べきことのあるのを見て、好まなくなったならば、

離縁状を書いて彼女の手に渡し、家を去らせなければな

らない。 2女がその家を出てのち、行って、ほかの人に

とつぎ、 3後の夫も彼女をきらって、離縁状を書き、そ

の手に渡して家を去らせるか、または妻にめとった後の

夫が死んだときは、 4彼女はすでに身を汚したのちであ

るから、彼女を去らせた先の夫は、ふたたび彼女を妻に

めとることはできない。これは主の前に憎むべき事だか

らである。あなたの神、主が嗣業としてあなたに与えら

れる地に罪を負わせてはならない。 5人が新たに妻をめ

とった時は、戦争に出してはならない。また何の務もこ

れに負わせてはならない。その人は一年の間、束縛なく

家にいて、そのめとった妻を慰めなければならない。 6

ひきうす、またはその上石を質にとってはならない。こ

れは命をつなぐものを質にとることだからである。 7イ
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スラエルの人々のうちの同胞のひとりをかどわかして、

これを奴隷のようにあしらい、またはこれを売る者を見

つけたならば、そのかどわかした者を殺して、あなたが

たのうちから悪を除き去らなければならない。 8らい病

の起った時は気をつけて、すべてレビびとたる祭司が教

えることを、よく守って行わなければならない。すなわ

ちわたしが彼らに命じたように、あなたがたはそれを守

って行わなければならない。 9あなたがたがエジプトか

ら出てきたとき、道であなたの神、主がミリアムにされ

たことを記憶しなければならない。 10あなたが隣人に物

を貸すときは、自分でその家にはいって、質物を取って

はならない。 11あなたは外に立っていて、借りた人が質

物を外にいるあなたのところへ持ち出さなければならな

い。 12もしその人が貧しい人である時は、あなたはその

質物を留めおいて寝てはならない。 13その質物は日の入

るまでに、必ず返さなければならない。そうすれば彼は

自分の上着をかけて寝ることができて、あなたを祝福す

るであろう。それはあなたの神、主の前にあなたの義と

なるであろう。 14貧しく乏しい雇人は、同胞であれ、ま

たはあなたの国で、町のうちに寄留している他国人であ

れ、それを虐待してはならない。 15賃銀はその日のうち

に払い、それを日の入るまで延ばしてはならない。彼は

貧しい者で、その心をこれにかけているからである。そ

うしなければ彼はあなたを主に訴えて、あなたは罪を得

るであろう。 16父は子のゆえに殺さるべきではない。子

は父のゆえに殺さるべきではない。おのおの自分の罪の

ゆえに殺さるべきである。 17寄留の他国人または孤児の

さばきを曲げてはならない。寡婦の着物を質に取っては

ならない。 18あなたはかつてエジプトで奴隷であったが

、あなたの神、主がそこからあなたを救い出されたこと

を記憶しなければならない。それでわたしはあなたにこ

の事をせよと命じるのである。 19あなたが畑で穀物を刈

る時、もしその一束を畑におき忘れたならば、それを取

りに引き返してはならない。それは寄留の他国人と孤児

と寡婦に取らせなければならない。そうすればあなたの

神、主はすべてあなたがする事において、あなたを祝福

されるであろう。 20あなたがオリブの実をうち落すとき

は、ふたたびその枝を捜してはならない。それを寄留の

他国人と孤児と寡婦に取らせなければならない。 21また

ぶどう畑のぶどうを摘み取るときは、その残ったものを

、ふたたび捜してはならない。それを寄留の他国人と孤

児と寡婦に取らせなければならない。 22あなたはかつて

エジプトの国で奴隷であったことを記憶しなければなら

ない。それでわたしはあなたにこの事をせよと命じるの

である。

25人と人との間に争い事があって、さばきを求めてき
たならば、さばきびとはこれをさばいて、正しい者

を正しいとし、悪い者を悪いとしなければならない。 2

その悪い者が、むち打つべき者であるならば、さばきび

とは彼を伏させ、自分の前で、その罪にしたがい、数え

て彼をむち打たせなければならない。 3彼をむち打つに

は四十を越えてはならない。もしそれを越えて、それよ

りも多くむちを打つときは、あなたの兄弟はあなたの目

の前で、はずかしめられることになるであろう。 4脱穀

をする牛にくつこを掛けてはならない。 5兄弟が一緒に

住んでいて、そのうちのひとりが死んで子のない時は、

その死んだ者の妻は出て、他人にとついではならない。

その夫の兄弟が彼女の所にはいり、めとって妻とし、夫

の兄弟としての道を彼女につくさなければならない。 6

そしてその女が初めに産む男の子に、死んだ兄弟の名を

継がせ、その名をイスラエルのうちに絶やさないように

しなければならない。 7しかしその人が兄弟の妻をめと

るのを好まないならば、その兄弟の妻は町の門へ行って

、長老たちに言わなければならない、『わたしの夫の兄

弟はその兄弟の名をイスラエルのうちに残すのを拒んで

、夫の兄弟としての道をつくすことを好みません』。 8

そのとき町の長老たちは彼を呼び寄せて、さとさなけれ

ばならない。もし彼が固執して、『わたしは彼女をめと

ることを好みません』と言うならば、 9その兄弟の妻は

長老たちの目の前で、彼のそばに行き、その足のくつを

脱がせ、その顔につばきして、答えて言わなければなら

ない。『兄弟の家をたてない者には、このようにすべき

です』。 10そして彼の家の名は、くつを脱がされた者の

家と、イスラエルのうちで呼ばれるであろう。 11ふたり

の人が互に争うときに、そのひとりの人の妻が、打つ者

の手から夫を救おうとして近づき、手を伸べて、その人

の隠し所をつかまえるならば、 12その女の手を切り落さ

なければならない。あわれみをかけてはならない。 13あ

なたの袋に大小二種の重り石を入れておいてはならない

。 14あなたの家に大小二種のますをおいてはならない。

15不足のない正しい重り石を持ち、また不足のない正し

いますを持たなければならない。そうすればあなたの神

、主が賜わる地で、あなたは長く命を保つことができる

であろう。 16すべてこのような不正をする者を、あなた

の神、主が憎まれるからである。 17あなたがエジプトか

ら出てきた時、道でアマレクびとがあなたにしたことを

記憶しなければならない。 18すなわち彼らは道であなた

に出会い、あなたがうみ疲れている時、うしろについて

きていたすべての弱っている者を攻め撃った。このよう

に彼らは神を恐れなかった。 19それで、あなたの神、主

が嗣業として賜わる地で、あなたの神、主があなたの周

囲のすべての敵を征服して、あなたに安息を与えられる

時、あなたはアマレクの名を天の下から消し去らなけれ

ばならない。この事を忘れてはならない。

26あなたの神、主が嗣業として賜わる国にはいって、
それを所有し、そこに住む時は、 2あなたの神、主

が賜わる国にできる、地のすべての実の初物を取ってか

ごに入れ、あなたの神、主がその名を置くために選ばれ

る所へ携えて行かなければならない。 3そしてその時の

祭司の所へ行って彼に言わなければならない、『きょう

、あなたの神、主にわたしは申します。主がわれわれに

与えると先祖たちに誓われた国に、わたしははいること

ができました』。 4そのとき祭司はあなたの手からその

かごを受け取ってあなたの神、主の祭壇の前に置かなけ

ればならない。 5そして、あなたはあなたの神、主の前

に述べて言わなければならない、『わたしの先祖は、さ

すらいの一アラムびとでありましたが、わずかの人を連

れてエジプトへ下って行って、その所に寄留し、ついに

そこで大きく、強い、人数の多い国民になりました。 6

ところがエジプトびとはわれわれをしえたげ、また悩ま

して、つらい労役を負わせましたが、 7われわれが先祖

たちの神、主に叫んだので、主はわれわれの声を聞き、

われわれの悩みと、骨折りと、しえたげとを顧み、 8主

は強い手と、伸べた腕と、大いなる恐るべき事と、しる
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しと、不思議とをもって、われわれをエジプトから導き

出し、 9われわれをこの所へ連れてきて、乳と蜜の流れ

るこの地をわれわれに賜わりました。 10主よ、ごらんく

ださい。あなたがわたしに賜わった地の実の初物を、い

ま携えてきました』。そしてあなたはそれをあなたの神

、主の前に置いて、あなたの神、主の前に礼拝し、 11あ

なたの神、主があなたとあなたの家とに賜わったすべて

の良い物をもって、レビびとおよびあなたのなかにいる

寄留の他国人と共に喜び楽しまなければならない。 12第

三年すなわち十分の一を納める年に、あなたがすべての

産物の十分の一を納め終って、それをレビびとと寄留の

他国人と孤児と寡婦とに与え、町のうちで彼らに飽きる

ほど食べさせた時、 13あなたの神、主の前で言わなけれ

ばならない、『わたしはその聖なる物を家から取り出し

、またレビびとと寄留の他国人と孤児と寡婦とにそれを

与え、すべてあなたが命じられた命令のとおりにいたし

ました。わたしはあなたの命令にそむかず、またそれを

忘れませんでした。 14わたしはその聖なる物を喪のうち

で食べたことがなく、また汚れた身でそれを取り出した

ことがなく、また死人にそれを供えたことがありません

でした。わたしはわたしの神、主の声に聞き従い、すべ

てあなたがわたしに命じられたとおりにいたしました。

15あなたの聖なるすみかである天からみそなわして、あ

なたの民イスラエルと、あなたがわれわれに与えられた

地とを祝福してください。これはあなたがわれわれの先

祖に誓われた乳と蜜の流れる地です』。 16きょう、あな

たの神、主はこれらの定めと、おきてとを行うことをあ

なたに命じられる。それゆえ、あなたは心をつくし、精

神をつくしてそれを守り行わなければならない。 17きょ

う、あなたは主をあなたの神とし、かつその道に歩み、

定めと、戒めと、おきてとを守り、その声に聞き従うこ

とを明言した。 18そして、主は先に約束されたように、

きょう、あなたを自分の宝の民とされること、また、あ

なたがそのすべての命令を守るべきことを明言された。

19主は誉と良き名と栄えとをあなたに与えて、主の造ら

れたすべての国民にまさるものとされるであろう。あな

たは主が言われたように、あなたの神、主の聖なる民と

なるであろう」。

27モーセとイスラエルの長老たちとは民に命じて言っ
た、「わたしが、きょう、あなたがたに命じるすべ

ての戒めを守りなさい。 2あなたがたがヨルダンを渡っ

てあなたの神、主が賜わる国にはいる時、あなたは大き

な石数個を立てて、それにしっくいを塗り、 3そしてあ

なたが渡って、あなたの先祖たちの神、主が約束された

ようにあなたの神、主が賜わる地、すなわち乳と蜜の流

れる地にはいる時、この律法のすべての言葉をその上に

書きしるさなければならない。 4すなわち、あなたがた

が、ヨルダンを渡ったならば、わたしが、きょう、あな

たがたに命じるそれらの石をエバル山に立て、それにし

っくいを塗らなければならない。 5またそこにあなたの

神、主のために、祭壇、すなわち石の祭壇を築かなけれ

ばならない。鉄の器を石に当てず、 6自然のままの石で

あなたの神、主のために祭壇を築き、その上であなたの

神、主に燔祭をささげなければならない。 7また酬恩祭

の犠牲をささげて、その所で食べ、あなたの神、主の前

で喜び楽しまなければならない。 8あなたはこの律法の

すべての言葉をその石の上に明らかに書きしるさなけれ

ばならない」。 9またモーセとレビびとたる祭司たちと

は、イスラエルのすべての人々に言った、「イスラエル

よ、静かに聞きなさい。あなたは、きょう、あなたの神

、主の民となった。 10それゆえ、あなたの神、主の声に

聞き従い、わたしが、きょう、命じる戒めと定めとを行

わなければならない」。 11その日またモーセは民に命じ

て言った、 12「あなたがたがヨルダンを渡った時、次の

人たちはゲリジム山に立って民を祝福しなければならな

い。すなわちシメオン、レビ、ユダ、イッサカル、ヨセ

フおよびベニヤミン。 13また次の人たちはエバル山に立

ってのろわなければならない。すなわちルベン、ガド、

アセル、ゼブルン、ダンおよびナフタリ。 14そしてレビ

びとは大声でイスラエルのすべての人々に告げて言わな

ければならない。 15『工人の手の作である刻んだ像、ま

たは鋳た像は、主が憎まれるものであるから、それを造

って、ひそかに安置する者はのろわれる』。民は、みな

答えてアァメンと言わなければならない。 16『父や母を

軽んずる者はのろわれる』。民はみなアァメンと言わな

ければならない。 17『隣人との土地の境を移す者はのろ

われる』。民はみなアァメンと言わなければならない。

18『盲人を道に迷わす者はのろわれる』。民はみなアァ

メンと言わなければならない。 19『寄留の他国人や孤児

、寡婦のさばきを曲げる者はのろわれる』。民はみなア

ァメンと言わなければならない。 20『父の妻を犯す者は

、父を恥ずかしめるのであるからのろわれる』。民はみ

なアァメンと言わなければならない。 21『すべて獣を犯

す者はのろわれる』。民はみなアァメンと言わなければ

ならない。 22『父の娘、または母の娘である自分の姉妹

を犯す者はのろわれる』。民はみなアァメンと言わなけ

ればならない。 23『妻の母を犯す者はのろわれる』。民

はみなアァメンと言わなければならない。 24『ひそかに

隣人を撃ち殺す者はのろわれる』。民はみなアァメンと

言わなければならない。 25『まいないを取って罪なき者

を殺す者はのろわれる』。民はみなアァメンと言わなけ

ればならない。 26『この律法の言葉を守り行わない者は

のろわれる』。民はみなアァメンと言わなければならな

い。

28もしあなたが、あなたの神、主の声によく聞き従い
、わたしが、きょう、命じるすべての戒めを守り行

うならば、あなたの神、主はあなたを地のもろもろの国

民の上に立たせられるであろう。 2もし、あなたがあな

たの神、主の声に聞き従うならば、このもろもろの祝福

はあなたに臨み、あなたに及ぶであろう。 3あなたは町

の内でも祝福され、畑でも祝福されるであろう。 4また

あなたの身から生れるもの、地に産する物、家畜の産む

もの、すなわち牛の子、羊の子は祝福されるであろう。

5またあなたのかごと、こねばちは祝福されるであろう

。 6あなたは、はいるにも祝福され、出るにも祝福され

るであろう。 7敵が起ってあなたを攻める時は、主はあ

なたにそれを撃ち敗らせられるであろう。彼らは一つの

道から攻めて来るが、あなたの前で七つの道から逃げ去

るであろう。 8主は命じて祝福をあなたの倉と、あなた

の手のすべてのわざにくだし、あなたの神、主が賜わる

地であなたを祝福されるであろう。 9もし、あなたの神

、主の戒めを守り、その道を歩むならば、主は誓われた

ようにあなたを立てて、その聖なる民とされるであろう

。 10そうすれば地のすべての民は皆あなたが主の名をも
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って唱えられるのを見てあなたを恐れるであろう。 11主

があなたに与えると先祖に誓われた地で、主は良い物、

すなわちあなたの身から生れる者、家畜の産むもの、地

に産する物を豊かにされるであろう。 12主はその宝の蔵

である天をあなたのために開いて、雨を季節にしたがっ

てあなたの地に降らせ、あなたの手のすべてのわざを祝

福されるであろう。あなたは多くの国民に貸すようにな

り、借りることはないであろう。 13主はあなたをかしら

とならせ、尾とはならせられないであろう。あなたはた

だ栄えて衰えることはないであろう。きょう、わたしが

命じるあなたの神、主の戒めに聞き従って、これを守り

行うならば、あなたは必ずこのようになるであろう。 14

きょう、わたしが命じるこのすべての言葉を離れて右ま

たは左に曲り、他の神々に従い、それに仕えてはならな

い。 15しかし、あなたの神、主の声に聞き従わず、きょ

う、わたしが命じるすべての戒めと定めとを守り行わな

いならば、このもろもろののろいがあなたに臨み、あな

たに及ぶであろう。 16あなたは町のうちでものろわれ、

畑でものろわれ、 17あなたのかごも、こねばちものろわ

れ、 18あなたの身から生れるもの、地に産する物、牛の

子、羊の子ものろわれるであろう。 19あなたは、はいる

にものろわれ、出るにものろわれるであろう。 20主はあ

なたが手をくだすすべての働きにのろいと、混乱と、懲

しめとを送られ、あなたはついに滅び、すみやかにうせ

果てるであろう。これはあなたが悪をおこなってわたし

を捨てたからである。 21主は疫病をあなたの身につかせ

、あなたが行って取る地から、ついにあなたを断ち滅ぼ

されるであろう。 22主はまた肺病と熱病と炎症と間けつ

熱と、かんばつと、立ち枯れと、腐り穂とをもってあな

たを撃たれるであろう。これらのものはあなたを追い、

ついにあなたを滅ぼすであろう。 23あなたの頭の上の天

は青銅となり、あなたの下の地は鉄となるであろう。 24

主はあなたの地の雨を、ちりと、ほこりに変らせ、それ

が天からあなたの上にくだって、ついにあなたを滅ぼす

であろう。 25主はあなたを敵の前で敗れさせられるであ

ろう。あなたは一つの道から彼らを攻めて行くが、彼ら

の前で七つの道から逃げ去るであろう。そしてあなたは

地のもろもろの国に恐るべき見せしめとなるであろう。

26またあなたの死体は空のもろもろの鳥と、地の獣との

えじきとなり、しかもそれを追い払う者はないであろう

。 27主はエジプトの腫物と潰瘍と壊血病とひぜんとをも

ってあなたを撃たれ、あなたはいやされることはないで

あろう。 28また主はあなたを撃って気を狂わせ、目を見

えなくし、心を混乱させられるであろう。 29あなたは盲

人が暗やみに手探りするように、真昼にも手探りするで

あろう。あなたは行く道で栄えることがなく、ただ常に

しえたげられ、かすめられるだけで、あなたを救う者は

ないであろう。 30あなたは妻をめとっても、ほかの人が

彼女と寝るであろう。家を建てても、その中に住まない

であろう。ぶどう畑を作っても、その実を摘み取ること

がないであろう。 31あなたの牛が目の前でほふられても

、あなたはそれを食べることができず、あなたのろばが

目の前で奪われても、返されないであろう。あなたの羊

が敵のものになっても、それを救ってあなたに返す者は

ないであろう。 32あなたのむすこや娘は他国民にわたさ

れる。あなたの目はそれを見、終日、彼らを慕って衰え

るが、あなたは手を施すすべもないであろう。 33あなた

の地の産物およびあなたの労して獲た物はみなあなたの

知らない民が食べるであろう。あなたは、ただ常にしえ

たげられ、苦しめられるのみであろう。 34こうしてあな

たは目に見る事柄によって、気が狂うにいたるであろう

。 35主はあなたのひざと、はぎとに悪い、いやし得ない

腫物を生じさせて、足の裏から頭の頂にまで及ぼされる

であろう。 36主はあなたとあなたが立てた王とを携えて

、あなたもあなたの先祖も知らない国に移されるであろ

う。あなたはそこで木や石で造ったほかの神々に仕える

であろう。 37あなたは主があなたを追いやられるもろも

ろの民のなかで驚きとなり、ことわざとなり、笑い草と

なるであろう。 38あなたが多くの種を畑に携えて出ても

、その収穫は少ないであろう。いなごがそれを食いつく

すからである。 39あなたがぶどう畑を作り、それにつち

かっても、そのぶどう酒を飲むことができず、その実を

集めることもないであろう。虫がそれを食べるからであ

る。 40あなたの国にはあまねくオリブの木があるであろ

う。しかし、あなたはその油を身に塗ることができない

であろう。その実がみな落ちてしまうからである。 41む

すこや、娘があなたに生れても、あなたのものにならな

いであろう。彼らは捕えられて行くからである。 42あな

たのもろもろの木、および地の産物は、いなごが取って

食べるであろう。 43あなたのうちに寄留する他国人は、

ますます高くなり、あなたの上に出て、あなたはますま

す低くなるであろう。 44彼はあなたに貸し、あなたは彼

に貸すことができない。彼はかしらとなり、あなたは尾

となるであろう。 45このもろもろののろいが、あなたに

臨み、あなたを追い、ついに追いついて、あなたを滅ぼ

すであろう。これはあなたの神、主の声に聞き従わず、

あなたに命じられた戒めと定めとを、あなたが守らなか

ったからである。 46これらの事は長くあなたとあなたの

子孫のうえにあって、しるしとなり、また不思議となる

であろう。 47あなたがすべての物に豊かになり、あなた

の神、主に心から喜び楽しんで仕えないので、 48あなた

は飢え、かわき、裸になり、すべての物に乏しくなって

、主があなたにつかわされる敵に仕えるであろう。敵は

鉄のくびきをあなたのくびにかけ、ついにあなたを滅ぼ

すであろう。 49すなわち主は遠い所から、地のはてから

一つの民を、はげたかが飛びかけるように、あなたに攻

めきたらせられるであろう。これはあなたがその言葉を

知らない民、 50顔の恐ろしい民であって、彼らは老人の

身を顧みず、幼い者をあわれまず、 51あなたの家畜が産

むものや、地の産物を食って、あなたを滅ぼし、穀物を

も、酒をも、油をも、牛の子をも、羊の子をも、あなた

の所に残さず、ついにあなたを全く滅ぼすであろう。 52

その民は全国ですべての町を攻め囲み、ついにあなたが

頼みとする、堅固な高い石がきをことごとく撃ちくずし

、あなたの神、主が賜わった国のうちのすべての町々を

攻め囲むであろう。 53あなたは敵に囲まれ、激しく攻め

なやまされて、ついにあなたの神、主が賜わったあなた

の身から生れた者、むすこ、娘の肉を食べるに至るであ

ろう。 54あなたがたのうちのやさしい、温和な男でさえ

も、自分の兄弟、自分のふところの妻、最後に残ってい

る子供にも食物を惜しんで与えず、 55自分が自分の子供

を食べ、その肉を少しでも、この人々のだれにも与えよ

うとはしないであろう。これは敵があなたのすべての町

々を囲み、激しく攻め悩まして、何をもその人に残さな

いからである。 56またあなたがたのうちのやさしい、柔

和な女、すなわち柔和で、やさしく、足の裏を土に付け
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ようともしない者でも、自分のふところの夫や、むすこ

、娘にもかくして、 57自分の足の間からでる後産や、自

分の産む子をひそかに食べるであろう。敵があなたの町

々を囲み、激しく攻めなやまして、すべての物が欠乏す

るからである。 58もしあなたが、この書物にしるされて

いるこの律法のすべての言葉を守り行わず、あなたの神

、主というこの栄えある恐るべき名を恐れないならば、

59主はあなたとその子孫の上に激しい災を下されるであ

ろう。その災はきびしく、かつ久しく、その病気は重く

、かつ久しいであろう。 60主はまた、あなたが恐れた病

気、すなわちエジプトのもろもろの病気を再び臨ませて

、あなたの身につかせられるであろう。 61またこの律法

の書にのせてないもろもろの病気と、もろもろの災とを

、主はあなたが滅びるまで、あなたの上に下されるであ

ろう。 62あなたがたは天の星のように多かったが、あな

たの神、主の声に聞き従わなかったから、残る者が少な

くなるであろう。 63さきに主があなたがたを良くあしら

い、あなたがたを多くするのを喜ばれたように、主は今

あなたがたを滅ぼし絶やすのを喜ばれるであろう。あな

たがたは、はいって取る地から抜き去られるであろう。

64主は地のこのはてから、かのはてまでのもろもろの民

のうちにあなたがたを散らされるであろう。その所で、

あなたもあなたの先祖たちも知らなかった木や石で造っ

たほかの神々にあなたは仕えるであろう。 65その国々の

民のうちであなたは安きを得ず、また足の裏を休める所

も得られないであろう。主はその所で、あなたの心をお

ののかせ、目を衰えさせ、精神を打ちしおれさせられる

であろう。 66あなたの命は細い糸にかかっているように

なり、夜昼恐れおののいて、その命もおぼつかなく思う

であろう。 67あなたが心にいだく恐れと、目に見るもの

によって、朝には『ああ夕であればよいのに』と言い、

夕には『ああ朝であればよいのに』と言うであろう。 68

主はあなたを舟に乗せ、かつてわたしがあなたに告げて

、『あなたは再びこれを見ることはない』と言った道に

よって、あなたをエジプトへ連れもどされるであろう。

あなたがたはそこで男女の奴隷として敵に売られるが、

だれも買う者はないであろう」。

29これは主がモーセに命じて、モアブの地でイスラエ
ルの人々と結ばせられた契約の言葉であって、ホレ

ブで彼らと結ばれた契約のほかのものである。 2モーセ

はイスラエルのすべての人を呼び集めて言った、「あな

たがたは主がエジプトの地で、パロと、そのすべての家

来と、その全地とにせられたすべての事をまのあたり見

た。 3すなわちその大きな試みと、しるしと、大きな不

思議とをまのあたり見たのである。 4しかし、今日まで

主はあなたがたの心に悟らせず、目に見させず、耳に聞

かせられなかった。 5わたしは四十年の間、あなたがた

を導いて荒野を通らせたが、あなたがたの身につけた着

物は古びず、足のくつは古びなかった。 6あなたがたは

またパンも食べず、ぶどう酒も濃い酒も飲まなかった。

こうしてあなたがたは、わたしがあなたがたの神、主で

あることを知るに至った。 7あなたがたがこの所にきた

とき、ヘシボンの王シホンと、バシャンの王オグがわれ

われを迎えて戦ったが、われわれは彼らを撃ち敗って、

8その地を取り、これをルベンびとと、ガドびとと、マ

ナセびとの半ばとに、嗣業として与えた。 9それゆえ、

あなたがたはこの契約の言葉を守って、それを行わなけ

ればならない。そうすればあなたがたのするすべての事

は栄えるであろう。 10あなたがたは皆、きょう、あなた

がたの神、主の前に立っている。すなわちあなたがたの

部族のかしらたち、長老たち、つかさたちなど、イスラ

エルのすべての人々、 11あなたがたの小さい者たちも、

妻たちも、宿営のうちに寄留している他国人も、あなた

のために、たきぎを割る者も、水をくむ者も、みな主の

前に立って、 12あなたの神、主が、きょう、あなたと結

ばれるあなたの神、主の契約と誓いとに、はいろうとし

ている。 13これは主がさきにあなたに約束されたように

、またあなたの先祖アブラハム、イサク、ヤコブに誓わ

れたように、きょう、あなたを立てて自分の民とし、ま

たみずからあなたの神となられるためである。 14わたし

はただあなたがたとだけ、この契約と誓いとを結ぶので

はない。 15きょう、ここで、われわれの神、主の前にわ

れわれと共に立っている者ならびに、きょう、ここにわ

れわれと共にいない者とも結ぶのである。 16われわれが

どのようにエジプトの国に住んでいたか、どのように国

々の民の中を通ってきたか、それはあなたがたが知って

いる。 17またあなたがたは木や石や銀や金で造った憎む

べき物と偶像とが、彼らのうちにあるのを見た。 18それ

ゆえ、あなたがたのうちに、きょう、その心にわれわれ

の神、主を離れてそれらの国民の神々に行って仕える男

や女、氏族や部族があってはならない。またあなたがた

のうちに、毒草や、にがよもぎを生ずる根があってはな

らない。 19そのような人はこの誓いの言葉を聞いても、

心に自分を祝福して『心をかたくなにして歩んでもわた

しには平安がある』と言うであろう。そうすれば潤った

者も、かわいた者もひとしく滅びるであろう。 20主はそ

のような人をゆるすことを好まれない。かえって主はそ

の人に怒りとねたみを発し、この書物にしるされたすべ

てののろいを彼の上に加え、主はついにその人の名を天

の下から消し去られるであろう。 21主はイスラエルのす

べての部族のうちからその人を区別して災をくだし、こ

の律法の書にしるされた契約の中のもろもろののろいの

ようにされるであろう。 22後の代の人、すなわちあなた

がたののちに起るあなたがたの子孫および遠い国から来

る外国人は、この地の災を見、主がこの地にくだされた

病気を見て言うであろう。 23全地は硫黄となり、塩とな

り、焼け土となって、種もまかれず、実も結ばず、なん

の草も生じなくなって、むかし主が怒りと憤りをもって

滅ぼされたソドム、ゴモラ、アデマ、ゼボイムの破滅の

ようである。 24すなわち、もろもろの国民は言うであろ

う、『なぜ、主はこの地にこのようなことをされたのか

。この激しい大いなる怒りは何ゆえか』。 25そのとき人

々は言うであろう、『彼らはその先祖の神、主がエジプ

トの国から彼らを導き出して彼らと結ばれた契約をすて

、 26行って彼らの知らない、また授からない、ほかの神

々に仕えて、それを拝んだからである。 27それゆえ主は

この地にむかって怒りを発し、この書物にしるされたも

ろもろののろいをこれにくだし、 28そして主は怒りと、

はげしい怒りと大いなる憤りとをもって彼らをこの地か

ら抜き取って、ほかの国に投げやられた。今日見るとお

りである』。 29隠れた事はわれわれの神、主に属するも

のである。しかし表わされたことは長くわれわれとわれ

われの子孫に属し、われわれにこの律法のすべての言葉

を行わせるのである。
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30わたしがあなたがたの前に述べたこのもろもろの祝
福と、のろいの事があなたに臨み、あなたがあなた

の神、主に追いやられたもろもろの国民のなかでこの事

を心に考えて、 2あなたもあなたの子供も共にあなたの

神、主に立ち帰り、わたしが、きょう、命じるすべての

ことにおいて、心をつくし、精神をつくして、主の声に

聞き従うならば、 3あなたの神、主はあなたを再び栄え

させ、あなたをあわれみ、あなたの神、主はあなたを散

らされた国々から再び集められるであろう。 4たといあ

なたが天のはてに追いやられても、あなたの神、主はそ

こからあなたを集め、そこからあなたを連れ帰られるで

あろう。 5あなたの神、主はあなたの先祖が所有した地

にあなたを帰らせ、あなたはそれを所有するに至るであ

ろう。主はまたあなたを栄えさせ、数を増して先祖たち

よりも多くされるであろう。 6そしてあなたの神、主は

あなたの心とあなたの子孫の心に割礼を施し、あなたを

して、心をつくし、精神をつくしてあなたの神、主を愛

させ、こうしてあなたに命を得させられるであろう。 7

あなたの神、主はまた、あなたを迫害する敵と、あなた

を憎む者とに、このもろもろののろいをこうむらせられ

るであろう。 8しかし、あなたは再び主の声に聞き従い

、わたしが、きょう、あなたに命じるすべての戒めを守

るであろう。 9そうすればあなたの神、主はあなたのす

るすべてのことと、あなたの身から生れる者と、家畜の

産むものと、地に産する物を豊かに与えて、あなたを栄

えさせられるであろう。すなわち主はあなたの先祖たち

を喜ばれたように再びあなたを喜んで、あなたを栄えさ

せられるであろう。 10これはあなたが、あなたの神、主

の声に聞きしたがい、この律法の書にしるされた戒めと

定めとを守り、心をつくし、精神をつくしてあなたの神

、主に帰するからである。 11わたしが、きょう、あなた

に命じるこの戒めは、むずかしいものではなく、また遠

いものでもない。 12これは天にあるのではないから、『

だれがわれわれのために天に上り、それをわれわれのと

ころへ持ってきて、われわれに聞かせ、行わせるであろ

うか』と言うに及ばない。 13またこれは海のかなたにあ

るのではないから、『だれがわれわれのために海を渡っ

て行き、それをわれわれのところへ携えてきて、われわ

れに聞かせ、行わせるであろうか』と言うに及ばない。

14この言葉はあなたに、はなはだ近くあってあなたの口

にあり、またあなたの心にあるから、あなたはこれを行

うことができる。 15見よ、わたしは、きょう、命とさい

わい、および死と災をあなたの前に置いた。 16すなわち

わたしは、きょう、あなたにあなたの神、主を愛し、そ

の道に歩み、その戒めと定めと、おきてとを守ることを

命じる。それに従うならば、あなたは生きながらえ、そ

の数は多くなるであろう。またあなたの神、主はあなた

が行って取る地であなたを祝福されるであろう。 17しか

し、もしあなたが心をそむけて聞き従わず、誘われて他

の神々を拝み、それに仕えるならば、 18わたしは、きょ

う、あなたがたに告げる。あなたがたは必ず滅びるであ

ろう。あなたがたはヨルダンを渡り、はいって行って取

る地でながく命を保つことができないであろう。 19わた

しは、きょう、天と地を呼んであなたがたに対する証人

とする。わたしは命と死および祝福とのろいをあなたの

前に置いた。あなたは命を選ばなければならない。そう

すればあなたとあなたの子孫は生きながらえることがで

きるであろう。 20すなわちあなたの神、主を愛して、そ

の声を聞き、主につき従わなければならない。そうすれ

ばあなたは命を得、かつ長く命を保つことができ、主が

先祖アブラハム、イサク、ヤコブに与えると誓われた地

に住むことができるであろう」。

31そこでモーセは続いてこの言葉をイスラエルのすべ
ての人に告げて、 2彼らに言った、「わたしは、き

ょう、すでに百二十歳になり、もはや出入りすることは

できない。また主はわたしに『おまえはこのヨルダンを

渡ることはできない』と言われた。 3あなたの神、主は

みずからあなたに先立って渡り、あなたの前から、これ

らの国々の民を滅ぼし去って、あなたにこれを獲させら

れるであろう。また主がかつて言われたように、ヨシュ

アはあなたを率いて渡るであろう。 4主がさきにアモリ

びとの王シホンとオグおよびその地にされたように、彼

らにもおこなって彼らを滅ぼされるであろう。 5主は彼

らをあなたがたに渡されるから、あなたがたはわたしが

命じたすべての命令のとおりに彼らに行わなければなら

ない。 6あなたがたは強く、かつ勇ましくなければなら

ない。彼らを恐れ、おののいてはならない。あなたの神

、主があなたと共に行かれるからである。主は決してあ

なたを見放さず、またあなたを見捨てられないであろう

」。 7モーセはヨシュアを呼び、イスラエルのすべての

人の目の前で彼に言った、「あなたはこの民と共に行き

、主が彼らの先祖たちに与えると誓われた地に入るので

あるから、あなたは強く、かつ勇ましくなければならな

い。あなたは彼らにそれを獲させるであろう。 8主はみ

ずからあなたに先立って行き、またあなたと共におり、

あなたを見放さず、見捨てられないであろう。恐れては

ならない、おののいてはならない」。 9モーセはこの律

法を書いて、主の契約の箱をかつぐレビの子孫である祭

司およびイスラエルのすべての長老たちに授けた。 10そ

してモーセは彼らに命じて言った、「七年の終りごとに

、すなわち、ゆるしの年の定めの時になり、かりいおの

祭に、 11イスラエルのすべての人があなたの神、主の前

に出るため、主の選ばれる場所に来るとき、あなたはイ

スラエルのすべての人の前でこの律法を読んで聞かせな

ければならない。 12すなわち男、女、子供およびあなた

の町のうちに寄留している他国人など民を集め、彼らに

これを聞かせ、かつ学ばせなければならない。そうすれ

ば彼らはあなたがたの神、主を恐れてこの律法の言葉を

、ことごとく守り行うであろう。 13また彼らの子供たち

でこれを知らない者も聞いて、あなたがたの神、主を恐

れることを学ぶであろう。あなたがたがヨルダンを渡っ

て行って取る地にながらえる日のあいだ常にそうしなけ

ればならない」。 14主はまたモーセに言われた、「あな

たの死ぬ日が近づいている。ヨシュアを召して共に会見

の幕屋に立ちなさい。わたしは彼に務を命じるであろう

」。モーセとヨシュアが行って会見の幕屋に立つと、 15

主は幕屋で雲の柱のうちに現れられた。その雲の柱は幕

屋の入口のかたわらにとどまった。 16主はモーセに言わ

れた、「あなたはまもなく眠って先祖たちと一緒になる

であろう。そのときこの民はたちあがり、はいって行く

地の異なる神々を慕って姦淫を行い、わたしを捨て、わ

たしが彼らと結んだ契約を破るであろう。 17その日には

、わたしは彼らにむかって怒りを発し、彼らを捨て、わ

たしの顔を彼らに隠すゆえに、彼らは滅ぼしつくされ、

多くの災と悩みが彼らに臨むであろう。そこでその日、
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彼らは言うであろう、『これらの災がわれわれに臨むの

は、われわれの神がわれわれのうちにおられないからで

はないか』。 18しかも彼らがほかの神々に帰して、もろ

もろの悪を行うゆえに、わたしはその日には必ずわたし

の顔を隠すであろう。 19それであなたがたは今、この歌

を書きしるし、イスラエルの人々に教えてその口に唱え

させ、この歌をイスラエルの人々に対するわたしのあか

しとならせなさい。 20わたしが彼らの先祖たちに誓った

、乳と蜜の流れる地に彼らを導き入れる時、彼らは食べ

て飽き、肥え太るに及んで、ほかの神々に帰し、それに

仕えて、わたしを軽んじ、わたしの契約を破るであろう

。 21こうして多くの災と悩みとが彼らに臨む時、この歌

は彼らに対して、あかしとなるであろう。（それはこの

歌が彼らの子孫の口にあって、彼らはそれを忘れないか

らである。）わたしが誓った地に彼らを導き入れる前、

すでに彼らが思いはかっている事をわたしは知っている

からである」。 22モーセはその日、この歌を書いてイス

ラエルの人々に教えた。 23主はヌンの子ヨシュアに命じ

て言われた、「あなたはイスラエルの人々をわたしが彼

らに誓った地に導き入れなければならない。それゆえ強

くかつ勇ましくあれ。わたしはあなたと共にいるであろ

う」。 24モーセがこの律法の言葉を、ことごとく書物に

書き終った時、 25モーセは主の契約の箱をかつぐレビび

とに命じて言った、 26「この律法の書をとって、あなた

がたの神、主の契約の箱のかたわらに置き、その所であ

なたにむかってあかしをするものとしなさい。 27わたし

はあなたのそむくことと、かたくななこととを知ってい

る。きょう、わたしが生きながらえて、あなたがたと一

緒にいる間ですら、あなたがたは主にそむいた。まして

わたしが死んだあとはどんなであろう。 28あなたがたの

部族のすべての長老たちと、つかさたちをわたしのもと

に集めなさい。わたしはこれらの言葉を彼らに語り聞か

せ、天と地とを呼んで彼らにむかってあかしさせよう。

29わたしは知っている。わたしが死んだのち、あなたが

たは必ず悪い事をして、わたしが命じた道を離れる。そ

して後の日に災があなたがたに臨むであろう。これは主

の悪と見られることを行い、あなたがたのすることをも

って主を怒らせるからである」。 30そしてモーセはイス

ラエルの全会衆に次の歌の言葉を、ことごとく語り聞か

せた。

32「天よ、耳を傾けよ、わたしは語る、地よ、わたし
の口の言葉を聞け。 2わたしの教は雨のように降り

そそぎ、わたしの言葉は露のようにしたたるであろう。

若草の上に降る小雨のように、青草の上にくだる夕立ち

のように。 3わたしは主の名をのべよう、われわれの神

に栄光を帰せよ。 4主は岩であって、そのみわざは全く

、その道はみな正しい。主は真実なる神であって、偽り

なく、義であって、正である。 5彼らは主にむかって悪

を行い、そのきずのゆえに、もはや主の子らではなく、

よこしまで、曲ったやからである。 6愚かな知恵のない

民よ、あなたがたはこのようにして主に報いるのか。主

はあなたを生み、あなたを造り、あなたを堅く立てられ

たあなたの父ではないか。 7いにしえの日を覚え、代々

の年を思え。あなたの父に問え、彼はあなたに告げるで

あろう。長老たちに問え、彼らはあなたに語るであろう

。 8いと高き者は人の子らを分け、諸国民にその嗣業を

与えられたとき、イスラエルの子らの数に照して、もろ

もろの民の境を定められた。 9主の分はその民であって

、ヤコブはその定められた嗣業である。 10主はこれを荒

野の地で見いだし、獣のほえる荒れ地で会い、これを巡

り囲んでいたわり、目のひとみのように守られた。 11わ

しがその巣のひなを呼び起し、その子の上に舞いかけり

、その羽をひろげて彼らをのせ、そのつばさの上にこれ

を負うように、 12主はただひとりで彼を導かれて、ほか

の神々はあずからなかった。 13主は彼に地の高き所を乗

り通らせ、田畑の産物を食わせ、岩の中から蜜を吸わせ

、堅い岩から油を吸わせ、 14牛の凝乳、羊の乳、小羊と

雄羊の脂肪、バシャンの牛と雄やぎ、小麦の良い物を食

わせられた。またあなたはぶどうのしるのあわ立つ酒を

飲んだ。 15しかるにエシュルンは肥え太って、足でけっ

た。あなたは肥え太って、つややかになり、自分を造っ

た神を捨て、救の岩を侮った。 16彼らはほかの神々に仕

えて、主のねたみを起し、憎むべきおこないをもって主

の怒りをひき起した。 17彼らは神でもない悪霊に犠牲を

ささげた。それは彼らがかつて知らなかった神々、近ご

ろ出た新しい神々、先祖たちの恐れることもしなかった

者である。 18あなたは自分を生んだ岩を軽んじ、自分を

造った神を忘れた。 19主はこれを見、そのむすこ、娘を

怒ってそれを捨てられた。 20そして言われた、『わたし

はわたしの顔を彼らに隠そう。わたしは彼らの終りがど

うなるかを見よう。彼らはそむき、もとるやから、真実

のない子らである。 21彼らは神でもない者をもって、わ

たしにねたみを起させ、偶像をもって、わたしを怒らせ

た。それゆえ、わたしは民ともいえない者をもって、彼

らにねたみを起させ、愚かな民をもって、彼らを怒らせ

るであろう。 22わたしの怒りによって、火は燃えいで、

陰府の深みにまで燃え行き、地とその産物とを焼きつく

し、山々の基を燃やすであろう。 (Sheol h7585) 23わたしは

彼らの上に災を積みかさね、わたしの矢を彼らにむかっ

て射つくすであろう。 24彼らは飢えて、やせ衰え、熱病

と悪い疫病によって滅びるであろう。わたしは彼らを獣

の歯にかからせ、地に這うものの毒にあたらせるであろ

う。 25外にはつるぎ、内には恐れがあって、若き男も若

き女も、乳のみ子も、しらがの人も滅びるであろう。 26

わたしはまさに言おうとした、「彼らを遠く散らし、彼

らの事を人々が記憶しないようにしよう」。 27しかし、

わたしは敵が誇るのを恐れる。あだびとはまちがえて言

うであろう、「われわれの手が勝ちをえたのだ。これは

みな主がされたことではない」』。 28彼らは思慮の欠け

た民、そのうちには知識がない。 29もし、彼らに知恵が

あれば、これをさとり、その身の終りをわきまえたであ

ろうに。 30彼らの岩が彼らを売らず、主が彼らをわたさ

れなかったならば、どうして、ひとりで千人を追い、ふ

たりで万人を敗ることができたであろう。 31彼らの岩は

われらの岩に及ばない。われらの敵もこれを認めている

。 32彼らのぶどうの木は、ソドムのぶどうの木から出た

もの、またゴモラの野から出たもの、そのぶどうは毒ぶ

どう、そのふさは苦い。 33そのぶどう酒はへびの毒のよ

う、まむしの恐ろしい毒のようである。 34これはわたし

のもとにたくわえられ、わたしの倉に封じ込められてい

るではないか。 35彼らの足がすべるとき、わたしはあだ

を返し、報いをするであろう。彼らの災の日は近く、彼

らの破滅は、すみやかに来るであろう。 36主はついにそ

の民をさばき、そのしもべらにあわれみを加えられるで

あろう。これは彼らの力がうせ去り、つながれた者もつ
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ながれない者も、もはやいなくなったのを、主が見られ

るからである。 37そのとき主は言われるであろう、『彼

らの神々はどこにいるか、彼らの頼みとした岩はどこに

あるか。 38彼らの犠牲のあぶらを食い、灌祭の酒を飲ん

だ者はどこにいるか。立ちあがってあなたがたを助けさ

せよ、あなたがたを守らせよ。 39今見よ、わたしこそは

彼である。わたしのほかに神はない。わたしは殺し、ま

た生かし、傷つけ、またいやす。わたしの手から救い出

しうるものはない。 40わたしは天にむかい手をあげて誓

う、「わたしは永遠に生きる。 41わたしがきらめくつる

ぎをとぎ、手にさばきを握るとき、わたしは敵にあだを

返し、わたしを憎む者に報復するであろう。 42わたしの

矢を血に酔わせ、わたしのつるぎに肉を食わせるであろ

う。殺された者と捕えられた者の血を飲ませ、敵の長髪

の頭の肉を食わせるであろう」』。 43国々の民よ、主の

民のために喜び歌え。主はそのしもべの血のために報復

し、その敵にあだを返し、その民の地の汚れを清められ

るからである」。 44モーセとヌンの子ヨシュアは共に行

って、この歌の言葉を、ことごとく民に読み聞かせた。

45モーセはこの言葉を、ことごとくイスラエルのすべて

の人に告げ終って、 46彼らに言った、「あなたがたはわ

たしが、きょう、あなたがたに命じるこのすべての言葉

を心におさめ、子供たちにもこの律法のすべての言葉を

守り行うことを命じなければならない。 47この言葉はあ

なたがたにとって、むなしい言葉ではない。これはあな

たがたのいのちである。この言葉により、あなたがたは

ヨルダンを渡って行って取る地で、長く命を保つことが

できるであろう」。 48この日、主はモーセに言われた、

49「あなたはエリコに対するモアブの地にあるアバリム

山すなわちネボ山に登り、わたしがイスラエルの人々に

与えて獲させるカナンの地を見渡たせ。 50あなたは登っ

て行くその山で死に、あなたの民に連なるであろう。あ

なたの兄弟アロンがホル山で死んでその民に連なったよ

うになるであろう。 51これはあなたがたがチンの荒野に

あるメリバテ・カデシの水のほとりで、イスラエルの人

々のうちでわたしにそむき、イスラエルの人々のうちで

わたしを聖なるものとして敬わなかったからである。 52

それであなたはわたしがイスラエルの人々に与える地を

、目の前に見るであろう。しかし、その地に、はいるこ

とはできない」。

33神の人モーセは死ぬ前にイスラエルの人々を祝福し
た。祝福の言葉は次のとおりである。 2「主はシナ

イからこられ、セイルからわれわれにむかってのぼられ

、パランの山から光を放たれ、ちよろずの聖者の中から

こられた。その右の手には燃える火があった。 3まこと

に主はその民を愛される。すべて主に聖別されたものは

、み手のうちにある。彼らはあなたの足もとに座して、

教をうける。 4モーセはわれわれに律法を授けて、ヤコ

ブの会衆の所有とさせた。 5民のかしらたちが集まり、

イスラエルの部族がみな集まった時、主はエシュルンの

うちに王となられた」。 6「ルベンは生きる、死にはし

ない。しかし、その人数は少なくなるであろう」。 7ユ

ダについては、こう言った、「主よ、ユダの声を聞いて

、彼をその民に導きかえしてください。み手をもって、

彼のために戦ってください。彼を助けて、敵に当らせて

ください」。 8レビについては言った、「あなたのトン

ミムをレビに与えてください。ウリムをあなたに仕える

人に与えてください。かつてあなたはマッサで彼を試み

、メリバの水のほとりで彼と争われた。 9彼はその父、

その母について言った、『わたしは彼らを顧みない』。

彼は自分の兄弟をも認めず、自分の子供をも顧みなかっ

た。彼らはあなたの言葉にしたがい、あなたの契約を守

ったからである。 10彼らはあなたのおきてをヤコブに教

え、あなたの律法をイスラエルに教え、薫香をあなたの

前に供え、燔祭を祭壇の上にささげる。 11主よ、彼の力

を祝福し、彼の手のわざを喜び受けてください。彼に逆

らう者と、彼を憎む者との腰を打ち砕いて、立ち上がる

ことのできないようにしてください」。 12ベニヤミンに

ついては言った、「主に愛される者、彼は安らかに主の

そばにおり、主は終日、彼を守り、その肩の間にすまい

を営まれるであろう」。 13ヨセフについては言った、「

どうぞ主が彼の地を祝福されるように。上なる天の賜物

と露、下に横たわる淵の賜物、 14日によって産する尊い

賜物、月によって生ずる尊い賜物、 15いにしえの山々の

産する賜物、とこしえの丘の尊い賜物、 16地とそれに満

ちる尊い賜物、しばの中におられた者の恵みが、ヨセフ

の頭に臨み、その兄弟たちの君たる者の頭の頂にくだる

ように。 17彼の牛のういごは威厳があり、その角は野牛

の角のよう、これをもって国々の民をことごとく突き倒

し、地のはてにまで及ぶ。このような者はエフライムに

幾万とあり、またこのような者はマナセに幾千とある」

。 18ゼブルンについては言った、「ゼブルンよ、あなた

は外に出て楽しみを得よ。イッサカルよ、あなたは天幕

にいて楽しみを得よ。 19彼らは国々の民を山に招き、そ

の所で正しい犠牲をささげるであろう。彼らは海の富を

吸い、砂に隠れた宝を取るからである」。 20ガドについ

ては言った、「ガドを大きくする者は、ほむべきかな。

ガドは、ししのように伏し、腕や頭の頂をかき裂くであ

ろう。 21彼は初穂の地を自分のために選んだ。そこには

将軍の分も取り置かれていた。彼は民のかしらたちと共

にきて、イスラエルと共に主の正義と審判とを行った」

。 22ダンについては言った、「ダンはししの子であって

、バシャンからおどりでる」。 23ナフタリについては言

った、「ナフタリよ、あなたは恵みに満たされ、主の祝

福に満ちて、湖とその南の地を所有する」。 24アセルに

ついては言った、「アセルは他の子らにまさって祝福さ

れる。彼はその兄弟たちに愛せられ、その足を油にひた

すことができるように。 25あなたの貫の木は鉄と青銅、

あなたの力はあなたの年と共に続くであろう」。 26「エ

シュルンよ、神に並ぶ者はほかにない。あなたを助ける

ために天に乗り、威光をもって空を通られる。 27とこし

えにいます神はあなたのすみかであり、下には永遠の腕

がある。敵をあなたの前から追い払って、『滅ぼせ』と

言われた。 28イスラエルは安らかに住み、ヤコブの泉は

穀物とぶどう酒の地に、ひとりいるであろう。また天は

露をくだすであろう。 29イスラエルよ、あなたはしあわ

せである。だれがあなたのように、主に救われた民があ

るであろうか。主はあなたを助ける盾、あなたの威光の

つるぎ、あなたの敵はあなたにへつらい服し、あなたは

彼らの高き所を踏み進むであろう」。

34モーセはモアブの平野からネボ山に登り、エリコの
向かいのピスガの頂へ行った。そこで主は彼にギレ

アデの全地をダンまで示し、 2ナフタリの全部、エフラ

イムとマナセの地およびユダの全地を西の海まで示し、
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3ネゲブと低地、すなわち、しゅろの町エリコの谷をゾ

アルまで示された。 4そして主は彼に言われた、「わた

しがアブラハム、イサク、ヤコブに、これをあなたの子

孫に与えると言って誓った地はこれである。わたしはこ

れをあなたの目に見せるが、あなたはそこへ渡って行く

ことはできない」。 5こうして主のしもべモーセは主の

言葉のとおりにモアブの地で死んだ。 6主は彼をベテペ

オルに対するモアブの地の谷に葬られたが、今日までそ

の墓を知る人はない。 7モーセは死んだ時、百二十歳で

あったが、目はかすまず、気力は衰えていなかった。 8

イスラエルの人々はモアブの平野で三十日の間モーセの

ために泣いた。そしてモーセのために泣き悲しむ日はつ

いに終った。 9ヌンの子ヨシュアは知恵の霊に満ちた人

であった。モーセが彼の上に手を置いたからである。イ

スラエルの人々は彼に聞き従い、主がモーセに命じられ

たとおりにおこなった。 10イスラエルには、こののちモ

ーセのような預言者は起らなかった。モーセは主が顔を

合わせて知られた者であった。 11主はエジプトの地で彼

をパロとそのすべての家来およびその全地につかわして

、もろもろのしるしと不思議を行わせられた。 12モーセ

はイスラエルのすべての人の前で大いなる力をあらわし

、大いなる恐るべき事をおこなった。
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ヨシュア記

1主のしもべモーセが死んだ後、主はモーセの従者、ヌ
ンの子ヨシュアに言われた、 2「わたしのしもべモー

セは死んだ。それゆえ、今あなたと、このすべての民と

は、共に立って、このヨルダンを渡り、わたしがイスラ

エルの人々に与える地に行きなさい。 3あなたがたが、

足の裏で踏む所はみな、わたしがモーセに約束したよう

に、あなたがたに与えるであろう。 4あなたがたの領域

は、荒野からレバノンに及び、また大川ユフラテからヘ

テびとの全地にわたり、日の入る方の大海に達するであ

ろう。 5あなたが生きながらえる日の間、あなたに当る

ことのできる者は、ひとりもないであろう。わたしは、

モーセと共にいたように、あなたと共におるであろう。

わたしはあなたを見放すことも、見捨ることもしない。

6強く、また雄々しくあれ。あなたはこの民に、わたし

が彼らに与えると、その先祖たちに誓った地を獲させな

ければならない。 7ただ強く、また雄々しくあって、わ

たしのしもべモーセがあなたに命じた律法をことごとく

守って行い、これを離れて右にも左にも曲ってはならな

い。それはすべてあなたが行くところで、勝利を得るた

めである。 8この律法の書をあなたの口から離すことな

く、昼も夜もそれを思い、そのうちにしるされているこ

とを、ことごとく守って行わなければならない。そうす

るならば、あなたの道は栄え、あなたは勝利を得るであ

ろう。 9わたしはあなたに命じたではないか。強く、ま

た雄々しくあれ。あなたがどこへ行くにも、あなたの神

、主が共におられるゆえ、恐れてはならない、おののい

てはならない」。 10そこでヨシュアは民のつかさたちに

命じて言った、 11「宿営のなかを巡って民に命じて言い

なさい、『糧食の備えをしなさい。三日のうちに、あな

たがたはこのヨルダンを渡って、あなたがたの神、主が

あなたがたに与えて獲させようとされる地を獲るために

、進み行かなければならないからである』」。 12ヨシュ

アはまたルベンびと、ガドびと、およびマナセの半部族

に言った、 13「主のしもべモーセがあなたがたに命じて

、『あなたがたの神、主はあなたがたのために安息の場

所を備え、この地をあなたがたに賜わるであろう』と言

った言葉を記憶しなさい。 14あなたがたの妻子と家畜と

は、モーセがあなたがたに与えたヨルダンのこちら側の

地にとどまらなければならない。しかし、あなたがたの

うちの勇士はみな武装して、兄弟たちの先に立って渡り

、これを助けなければならない。 15そして主があなたが

たに賜わったように、あなたがたの兄弟たちにも安息を

賜わり、彼らもあなたがたの神、主が賜わる地を獲るよ

うになるならば、あなたがたは、主のしもべモーセから

与えられた、ヨルダンのこちら側、日の出の方にある、

あなたがたの所有の地に帰って、それを保つことができ

るであろう」。 16彼らはヨシュアに答えた、「あなたが

われわれに命じられたことをみな行います。あなたがつ

かわされる所へは、どこへでも行きます。 17われわれは

すべてのことをモーセに聞き従ったように、あなたに聞

き従います。ただ、どうぞ、あなたの神、主がモーセと

共におられたように、あなたと共におられますように。

18だれであっても、あなたの命令にそむき、あなたの命

じられる言葉に聞き従わないものがあれば、生かしては

おきません。ただ、強く、また雄々しくあってください

」。

2ヌンの子ヨシュアは、シッテムから、ひそかにふたり
の斥候をつかわして彼らに言った、「行って、その地

、特にエリコを探りなさい」。彼らは行って、名をラハ

ブという遊女の家にはいり、そこに泊まったが、 2エリ

コの王に、「イスラエルの人々のうちの数名の者が今夜

この地を探るために、はいってきました」と言う者があ

ったので、 3エリコの王は人をやってラハブに言った、

「あなたの所にきて、あなたの家にはいった人々をここ

へ出しなさい。彼らはこの国のすべてを探るためにきた

のです」。 4しかし、女はすでにそのふたりの人を入れ

て彼らを隠していた。そして彼女は言った、「確かにそ

の人々はわたしの所にきました。しかし、わたしはその

人々がどこからきたのか知りませんでしたが、 5たそが

れ時、門の閉じるころに、その人々は出て行きました。

どこへ行ったのかわたしは知りません。急いであとを追

いなさい。追いつけるでしょう」。 6その実、彼女はす

でに彼らを連れて屋根にのぼり、屋上に並べてあった亜

麻の茎の中に彼らを隠していたのである。 7そこでその

人々は彼らのあとを追ってヨルダンの道を進み、渡し場

へ向かった。あとを追う者が出て行くとすぐ門は閉ざさ

れた。 8ふたりの人がまだ寝ないうち、ラハブは屋上に

のぼって彼らの所にきた。 9そして彼らに言った、「主

がこの地をあなたがたに賜わったこと、わたしたちがあ

なたがたをひじょうに恐れていること、そしてこの地の

民がみなあなたがたの前に震えおののいていることをわ

たしは知っています。 10あなたがたがエジプトから出て

こられた時、主があなたがたの前で紅海の水を干された

こと、およびあなたがたが、ヨルダンの向こう側にいた

アモリびとのふたりの王シホンとオグにされたこと、す

なわちふたりを、全滅されたことを、わたしたちは聞い

たからです。 11わたしたちはそれを聞くと、心は消え、

あなたがたのゆえに人々は全く勇気を失ってしまいまし

た。あなたがたの神、主は上の天にも、下の地にも、神

でいらせられるからです。 12それで、どうか、わたしが

あなたがたを親切に扱ったように、あなたがたも、わた

しの父の家を親切に扱われることをいま主をさして誓い

、確かなしるしをください。 13そしてわたしの父母、兄

弟、姉妹およびすべて彼らに属するものを生きながらえ

させ、わたしたちの命を救って、死を免れさせてくださ

い」。 14ふたりの人は彼女に言った、「もしあなたがた

が、われわれのこのことを他に漏らさないならば、われ

われは命にかけて、あなたがたを救います。また主がわ

れわれにこの地を賜わる時、あなたがたを親切に扱い、

真実をつくしましょう」。 15そこでラハブは綱をもって

彼らを窓からつりおろした。その家が町の城壁の上に建

っていて、彼女はその城壁の上に住んでいたからである

。 16ラハブは彼らに言った、「追手に会わないように、

あなたがたは山へ行って、三日の間そこに身を隠し、追

手の帰って行くのを待って、それから去って行きなさい

」。 17ふたりの人は彼女に言った、「あなたがわれわれ

に誓わせたこの誓いについて、われわれは罪を犯しませ

ん。 18われわれがこの地に討ち入る時、わたしたちをつ

りおろした窓に、この赤い糸のひもを結びつけ、またあ

なたの父母、兄弟、およびあなたの父の家族をみなあな

たの家に集めなさい。 19ひとりでも家の戸口から外へ出
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て、血を流されることがあれば、その責めはその人自身

のこうべに帰すでしょう。われわれに罪はありません。

しかしあなたの家の中にいる人に手をかけて血を流すこ

とがあれば、その責めはわれわれのこうべに帰すでしょ

う。 20またあなたが、われわれのこのことを他に漏らす

ならば、あなたがわれわれに誓わせた誓いについては、

われわれに罪はありません」。 21ラハブは言った、「あ

なたがたの仰せのとおりにいたしましょう」。こうして

彼らを送り出したので、彼らは去った。そして彼女は赤

いひもを窓に結んだ。 22彼らは立ち去って山にはいり、

追手が帰るのを待って、三日の間そこにとどまった。追

手は彼らをあまねく道に捜したが、ついに見つけること

ができなかった。 23こうしてふたりの人はまた山を下り

、川を渡って、ヌンの子ヨシュアのもとにきて、その身

に起ったことをつぶさに述べた。 24そしてヨシュアに言

った、「ほんとうに主はこの国をことごとくわれわれの

手にお与えになりました。この国の住民はみなわれわれ

の前に震えおののいています」。

3ヨシュアは朝早く起き、イスラエルの人々すべてとと
もにシッテムを出立して、ヨルダンに行き、それを渡

らずに、そこに宿った。 2三日の後、つかさたちは宿営

の中を行き巡り、 3民に命じて言った、「レビびとであ

る祭司たちが、あなたがたの神、主の契約の箱をかきあ

げるのを見るならば、あなたがたはその所を出立して、

そのあとに従わなければならない。 4そうすれば、あな

たがたは行くべき道を知ることができるであろう。あな

たがたは前にこの道をとおったことがないからである。

しかし、あなたがたと箱との間には、おおよそ二千キュ

ビトの距離をおかなければならない。それに近づいては

ならない」。 5ヨシュアはまた民に言った、「あなたが

たは身を清めなさい。あす、主があなたがたのうちに不

思議を行われるからである」。 6ヨシュアは祭司たちに

言った、「契約の箱をかき、民に先立って渡りなさい」

。そこで彼らは契約の箱をかき、民に先立って進んだ。

7主はヨシュアに言われた、「きょうからわたしはすべ

てのイスラエルの前にあなたを尊い者とするであろう。

こうしてわたしがモーセと共にいたように、あなたとと

もにおることを彼らに知らせるであろう。 8あなたは契

約の箱をかく祭司たちに命じて言わなければならない、

『あなたがたは、ヨルダンの水ぎわへ行くと、すぐ、ヨ

ルダンの中に立ちとどまらなければならない』」。 9ヨ

シュアはイスラエルの人々に言った、「あなたがたはこ

こに近づいて、あなたがたの神、主の言葉を聞きなさい

」。 10そしてヨシュアは言った、「生ける神があなたが

たのうちにおいでになり、あなたがたの前から、カナン

びと、ヘテびと、ヒビびと、ペリジびと、ギルガシびと

、アモリびと、エブスびとを、必ず追い払われることを

、次のことによって、あなたがたは知るであろう。 11ご

らんなさい。全地の主の契約の箱は、あなたがたに先立

ってヨルダンを渡ろうとしている。 12それゆえ、今、イ

スラエルの部族のうちから、部族ごとにひとりずつ、合

わせて十二人を選びなさい。 13全地の主なる神の箱をか

く祭司たちの足の裏が、ヨルダンの水の中に踏みとどま

る時、ヨルダンの水は流れをせきとめられ、上から流れ

くだる水はとどまって、うず高くなるであろう」。 14こ

うして民はヨルダンを渡ろうとして天幕をいで立ち、祭

司たちは契約の箱をかき、民に先立って行ったが、 15箱

をかく者がヨルダンにきて、箱をかく祭司たちの足が水

ぎわにひたると同時に、ヨルダンは刈入れの間中、岸一

面にあふれるのであるが、 16上から流れくだる水はとど

まって、はるか遠くのザレタンのかたわらにある町アダ

ムのあたりで、うず高く立ち、アラバの海すなわち塩の

海の方に流れくだる水は全くせきとめられたので、民は

エリコに向かって渡った。 17すべてのイスラエルが、か

わいた地を渡って行く間、主の契約の箱をかく祭司たち

は、ヨルダンの中のかわいた地に立っていた。そしてつ

いに民はみなヨルダンを渡り終った。

4民が皆、ヨルダンを渡り終った時、主はヨシュアに言
われた、 2「民のうちから、部族ごとにひとりずつ、

合わせて十二人を選び、 3彼らに命じて言いなさい、『

ヨルダンの中で祭司たちが足を踏みとどめたその所から

、石十二を取り、それを携えて渡り、今夜あなたがたが

宿る場所にすえなさい』」。 4そこでヨシュアはイスラ

エルの人々のうちから、部族ごとに、ひとりずつ、かね

て定めておいた十二人の者を召し寄せ、 5ヨシュアは彼

らに言った、「あなたがたの神、主の契約の箱の前に立

って行き、ヨルダンの中に進み入り、イスラエルの人々

の部族の数にしたがって、おのおの石一つを取り上げ、

肩にのせて運びなさい。 6これはあなたがたのうちに、

しるしとなるであろう。後の日になって、あなたがたの

子どもたちが、『これらの石は、どうしたわけですか』

と問うならば、 7その時あなたがたは彼らに、むかしヨ

ルダンの水が、主の契約の箱の前で、せきとめられたこ

と、すなわちその箱がヨルダンを渡った時、ヨルダンの

水が、せきとめられたことを告げなければならない。こ

うして、それらの石は永久にイスラエルの人々の記念と

なるであろう」。 8イスラエルの人々はヨシュアが命じ

たようにし、主がヨシュアに言われたように、イスラエ

ルの人々の部族の数にしたがって、ヨルダンの中から十

二の石を取り、それを携えて渡り、彼らの宿る場所へ行

って、そこにすえた。 9ヨシュアはまたヨルダンの中で

、契約の箱をかく祭司たちが、足を踏みとどめた所に、

十二の石を立てたが、今日まで、そこに残っている。 10

箱をかく祭司たちは、主がヨシュアに命じて、民に告げ

させられた事が、すべて行われてしまうまで、ヨルダン

の中に立っていた。すべてモーセがヨシュアに命じたと

おりである。民は急いで渡った。 11民がみな渡り終った

時、主の箱と祭司たちとは、民の見る前で渡った。 12ル

ベンの子孫とガドの子孫、およびマナセの部族の半ばは

、モーセが彼らに命じていたように武装して、イスラエ

ルの人々に先立って渡り、 13戦いのために武装したおお

よそ四万の者が戦うため、主の前に渡って、エリコの平

野に着いた。 14この日、主はイスラエルのすべての人の

前にヨシュアを尊い者とされたので、彼らはみなモーセ

を敬ったように、ヨシュアを一生のあいだ敬った。 15主

はヨシュアに言われた、 16「あかしの箱をかく祭司たち

に命じて、ヨルダンから上がってこさせなさい」。 17ヨ

シュアは祭司たちに命じて言った、「ヨルダンから上が

ってきなさい」。 18主の契約の箱をかく祭司たちはヨル

ダンの中から上がってきたが、祭司たちの足の裏がかわ

いた地にあがると同時に、ヨルダンの水はもとの所に流

れかえって、以前のように、その岸にことごとくあふれ

た。 19民は正月の十日に、ヨルダンから上がってきて、

エリコの東の境にあるギルガルに宿営した。 20そしてヨ
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シュアは、人々がヨルダンから取ってきた十二の石をギ

ルガルに立て、 21イスラエルの人々に言った、「後の日

にあなたがたの子どもたちが、その父に『これらの石は

、どうしたわけですか』とたずねたならば、 22『むかし

イスラエルがこのヨルダンを、かわいた地にされて渡っ

たのだ』と言って、その子どもたちに知らせなければな

らない。 23すなわちあなたがたの神、主はヨルダンの水

を、あなたがたのために干しからして、あなたがたを渡

らせてくださった。それはあたかも、あなたがたの神、

主が、われわれのために紅海を干しからして、われわれ

を渡らせてくださったのと同じである。 24このようにさ

れたのは、地のすべての民に、主の手に力のあることを

知らせ、あなたがたの神、主をつねに恐れさせるためで

ある」。

5ヨルダンの向こう側、すなわち西の方におるアモリび
との王たちと、海べにおるカナンびとの王たちとは皆

、主がイスラエルの人々の前で、ヨルダンの水を干しか

らして、彼らを渡らせられたと聞いて、イスラエルの人

々のゆえに、心は消え、彼らのうちに、もはや元気もな

くなった。 2その時、主はヨシュアに言われた、「火打

石の小刀を造り、重ねてまたイスラエルの人々に割礼を

行いなさい」。 3そこでヨシュアは火打石の小刀を造り

、陽皮の丘で、イスラエルの人々に割礼を行った。 4ヨ

シュアが人々に割礼を行った理由はこうである。エジプ

トから出てきた民のうちの、すべての男子、すなわち、

いくさびとたちは皆、エジプトを出た後、途中、荒野で

死んだが、 5その出てきた民は皆、割礼を受けた者であ

った。しかし、エジプトを出た後に、途中、荒野で生ま

れた民は、みな割礼を受けていなかった。 6イスラエル

の人々は四十年の間、荒野を歩いていて、そのエジプト

から出てきた民、すなわち、いくさびとたちは、みな死

に絶えた。これは彼らが主の声に聞き従わなかったので

、主は彼らの先祖たちに誓って、われわれに与えると仰

せられた地、乳と蜜の流れる地を、彼らに見させないと

誓われたからである。 7ヨシュアが割礼を行ったのは、

この人々についで起されたその子どもたちであった。彼

らは途中で割礼を受けていなかったので、無割礼の者で

あったからである。 8すべての民に割礼を行うことが終

ったので、民は宿営のうちの自分の所にとどまって傷の

直るのを待った。 9その時、主はヨシュアに言われた、

「きょう、わたしはエジプトのはずかしめを、あなたが

たからころがし去った」。それでその所の名は、今日ま

でギルガルと呼ばれている。 10イスラエルの人々はギル

ガルに宿営していたが、その月の十四日の夕暮、エリコ

の平野で過越の祭を行った。 11そして過越の祭の翌日、

その地の穀物、すなわち種入れぬパンおよびいり麦を、

その日に食べたが、 12その地の穀物を食べた翌日から、

マナの降ることはやみ、イスラエルの人々は、もはやマ

ナを獲なかった。その年はカナンの地の産物を食べた。

13ヨシュアがエリコの近くにいたとき、目を上げて見る

と、ひとりの人が抜き身のつるぎを手に持ち、こちらに

向かって立っていたので、ヨシュアはその人のところへ

行って言った、「あなたはわれわれを助けるのですか。

それともわれわれの敵を助けるのですか」。 14彼は言っ

た、「いや、わたしは主の軍勢の将として今きたのだ」

。ヨシュアは地にひれ伏し拝して言った、「わが主は何

をしもべに告げようとされるのですか」。 15すると主の

軍勢の将はヨシュアに言った、「あなたの足のくつを脱

ぎなさい。あなたが立っている所は聖なる所である」。

ヨシュアはそのようにした。

6さてエリコは、イスラエルの人々のゆえに、かたく閉
ざして、出入りするものがなかった。 2主はヨシュア

に言われた、「見よ、わたしはエリコと、その王および

大勇士を、あなたの手にわたしている。 3あなたがた、

いくさびとはみな、町を巡って、町の周囲を一度回らな

ければならない。六日の間そのようにしなければならな

い。 4七人の祭司たちは、おのおの雄羊の角のラッパを

携えて、箱に先立たなければならない。そして七日目に

は七度町を巡り、祭司たちはラッパを吹き鳴らさなけれ

ばならない。 5そして祭司たちが雄羊の角を長く吹き鳴

らし、そのラッパの音が、あなたがたに聞える時、民は

みな大声に呼ばわり、叫ばなければならない。そうすれ

ば、町の周囲の石がきは、くずれ落ち、民はみなただち

に進んで、攻め上ることができる」。 6ヌンの子ヨシュ

アは祭司たちを召して言った、「あなたがたは契約の箱

をかき、七人の祭司たちは雄羊の角のラッパ七本を携え

て、主の箱に先立たなければならない」。 7そして民に

言った、「あなたがたは進んで行って町を巡りなさい。

武装した者は主の箱に先立って進まなければならない」

。 8ヨシュアが民に命じたように、七人の祭司たちは、

雄羊の角のラッパ七本を携えて、主に先立って進み、ラ

ッパを吹き鳴らした。主の契約の箱はそのあとに従った

。 9武装した者はラッパを吹き鳴らす祭司たちに先立っ

て行き、しんがりは箱に従った。ラッパは絶え間なく鳴

り響いた。 10しかし、ヨシュアは民に命じて言った、「

あなたがたは呼ばわってはならない。あなたがたの声を

聞えさせてはならない。また口から言葉を出してはなら

ない。ただ、わたしが呼ばわれと命じる日に、あなたが

たは呼ばわらなければならない」。 11こうして主の箱を

持って、町を巡らせ、その周囲を一度回らせた。人々は

宿営に帰り、夜を宿営で過ごした。 12翌朝ヨシュアは早

く起き、祭司たちは主の箱をかき、 13七人の祭司たちは

、雄羊の角のラッパ七本を携えて、主の箱に先立ち、絶

えず、ラッパを吹き鳴らして進み、武装した者はこれに

先立って行き、しんがりは主の箱に従った。ラッパは絶

え間なく鳴り響いた。 14その次の日にも、町の周囲を一

度巡って宿営に帰った。六日の間そのようにした。 15七

日目には、夜明けに、早く起き、同じようにして、町を

七度めぐった。町を七度めぐったのはこの日だけであっ

た。 16七度目に、祭司たちがラッパを吹いた時、ヨシュ

アは民に言った、「呼ばわりなさい。主はこの町をあな

たがたに賜わった。 17この町と、その中のすべてのもの

は、主への奉納物として滅ぼされなければならない。た

だし遊女ラハブと、その家に共におる者はみな生かして

おかなければならない。われわれが送った使者たちをか

くまったからである。 18また、あなたがたは、奉納物に

手を触れてはならない。奉納に当り、その奉納物をみず

から取って、イスラエルの宿営を、滅ぼさるべきものと

し、それを悩ますことのないためである。 19ただし、銀

と金、青銅と鉄の器は、みな主に聖なる物であるから、

主の倉に携え入れなければならない」。 20そこで民は呼

ばわり、祭司たちはラッパを吹き鳴らした。民はラッパ

の音を聞くと同時に、みな大声をあげて呼ばわったので

、石がきはくずれ落ちた。そこで民はみな、すぐに上っ
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て町にはいり、町を攻め取った。 21そして町にあるもの

は、男も、女も、若い者も、老いた者も、また牛、羊、

ろばをも、ことごとくつるぎにかけて滅ぼした。 22その

時ヨシュアは、この地を探ったふたりの人に言った、「

あの遊女の家にはいって、その女と彼女に属するすべて

のものを連れ出し、彼女に誓ったようにしなさい」。 23

斥候となったその若い人たちははいって、ラハブとその

父母、兄弟、そのほか彼女に属するすべてのものを連れ

出し、その親族をみな連れ出して、イスラエルの宿営の

外に置いた。 24そして火で町とその中のすべてのものを

焼いた。ただ、銀と金、青銅と鉄の器は、主の家の倉に

納めた。 25しかし、遊女ラハブとその父の家の一族と彼

女に属するすべてのものとは、ヨシュアが生かしておい

たので、ラハブは今日までイスラエルのうちに住んでい

る。これはヨシュアがエリコを探らせるためにつかわし

た使者たちをかくまったためである。 26ヨシュアは、そ

の時、人々に誓いを立てて言った、「おおよそ立って、

このエリコの町を再建する人は、主の前にのろわれるで

あろう。その礎をすえる人は長子を失い、その門を建て

る人は末の子を失うであろう」。 27主はヨシュアと共に

おられ、ヨシュアの名声は、あまねくその地に広がった

。

7しかし、イスラエルの人々は奉納物について罪を犯し
た。すなわちユダの部族のうちの、ゼラの子ザブデの

子であるカルミの子アカンが奉納物を取ったのである。

それで主はイスラエルの人々にむかって怒りを発せられ

た。 2ヨシュアはエリコから人々をつかわし、ベテルの

東、ベテアベンの近くにあるアイに行かせようとして、

その人々に言った、「上って行って、かの地を探ってき

なさい」。人々は上って行って、アイを探ったが、 3ヨ

シュアのもとに帰ってきて言った、「民をことごとく行

かせるには及びません。ただ二、三千人を上らせて、ア

イを撃たせなさい。彼らは少ないのですから、民をこと

ごとくあそこへやってほねおりをさせるには及びません

」。 4そこで民のうち、おおよそ三千人がそこに上った

が、ついにアイの人々の前から逃げ出した。 5アイの人

々は彼らのうち、おおよそ三十六人を殺し、更に彼らを

門の前からシバリムまで追って、下り坂で彼らを殺した

ので、民の心は消えて水のようになった。 6そのためヨ

シュアは衣服を裂き、イスラエルの長老たちと共に、主

の箱の前で、夕方まで地にひれ伏し、ちりをかぶった。

7ヨシュアは言った、「ああ、主なる神よ、あなたはな

にゆえ、この民にヨルダンを渡らせ、われわれをアモリ

びとの手に渡して滅ぼさせられるのですか。われわれは

ヨルダンの向こうに、安んじてとどまればよかったので

す。 8ああ、主よ。イスラエルがすでに敵に背をむけた

今となって、わたしはまた何を言い得ましょう。 9カナ

ンびと、およびこの地に住むすべてのものは、これを聞

いて、われわれを攻めかこみ、われわれの名を地から断

ち去ってしまうでしょう。それであなたは、あなたの大

いなる名のために、何をしようとされるのですか」。 10

主はヨシュアに言われた、「立ちなさい。あなたはどう

して、そのようにひれ伏しているのか。 11イスラエルは

罪を犯し、わたしが彼らに命じておいた契約を破った。

彼らは奉納物を取り、盗み、かつ偽って、それを自分の

所有物のうちに入れた。 12それでイスラエルの人々は敵

に当ることができず、敵に背をむけた。彼らも滅ぼされ

るべきものとなったからである。あなたがたが、その滅

ぼされるべきものを、あなたがたのうちから滅ぼし去る

のでなければ、わたしはもはやあなたがたとは共にいな

いであろう。 13立って、民を清めて言いなさい、『あな

たがたは身を清めて、あすのために備えなさい。イスラ

エルの神、主はこう仰せられる、「イスラエルよ、あな

たがたのうちに、滅ぼされるべきものがある。その滅ぼ

されるべきものを、あなたがたのうちから除き去るまで

は、敵に当ることはできないであろう」。 14それゆえ、

あすの朝、あなたがたは部族ごとに進み出なければなら

ない。そして主がくじを当てられる部族は、氏族ごとに

進みいで、主がくじを当てられる氏族は、家族ごとに進

みいで、主がくじを当てられる家族は、男ひとりびとり

進み出なければならない。 15そしてその滅ぼされるべき

ものを持っていて、くじを当てられた者は、その持ち物

全部と共に、火で焼かれなければならない。主の契約を

破りイスラエルのうちに愚かなことを行ったからである

』」。 16こうしてヨシュアは朝早く起き、イスラエルを

部族ごとに進み出させたところ、ユダの部族がくじに当

り、 17ユダのもろもろの氏族を進み出させたところ、ゼ

ラびとの氏族が、くじに当った。ゼラびとの氏族を家族

ごとに進み出させたところ、ザブデの家族が、くじに当

った。 18ザブデの家族を男ひとりびとり進み出させたと

ころ、アカンがくじに当った。アカンはユダの部族のう

ちの、ゼラの子、ザブデの子なるカルミの子である。 19

その時ヨシュアはアカンに言った、「わが子よ、イスラ

エルの神、主に栄光を帰し、また主をさんびし、あなた

のしたことを今わたしに告げなさい。わたしに隠しては

ならない」。 20アカンはヨシュアに答えた、「ほんとう

にわたしはイスラエルの神、主に対して罪を犯しました

。わたしがしたのはこうです。 21わたしはぶんどり物の

うちに、シナルの美しい外套一枚と銀二百シケルと、目

方五十シケルの金の延べ棒一本のあるのを見て、ほしく

なり、それを取りました。わたしの天幕の中に、地に隠

してあります。銀はその下にあります」。 22そこでヨシ

ュアは使者たちをつかわした。使者たちが天幕に走って

いって見ると、それは彼の天幕に隠してあって、銀もそ

の下にあった。 23彼らはそれを天幕の中から取り出して

、ヨシュアとイスラエルのすべての人々の所に携えてき

たので、それを主の前に置いた。 24ヨシュアはすべての

イスラエルびとと共に、ゼラの子アカンを捕え、かの銀

と外套と金の延べ棒、および彼のむすこ、娘、牛、ろば

、羊、天幕など、彼の持ち物をことごとく取って、アコ

ルの谷へ引いていった。 25そしてヨシュアは言った、「

なぜあなたはわれわれを悩ましたのか。主は、きょう、

あなたを悩まされるであろう」。やがてすべてのイスラ

エルびとは石で彼を撃ち殺し、また彼の家族をも石で撃

ち殺し、火をもって焼いた。 26そしてアカンの上に石塚

を大きく積み上げたが、それは今日まで残っている。そ

して主は激しい怒りをやめられたが、このことによって

、その所の名は今日までアコルの谷と呼ばれている。

8主はヨシュアに言われた、「恐れてはならない、おの
のいてはならない。いくさびとを皆、率い、立って、

アイに攻め上りなさい。わたしはアイの王とその民、そ

の町、その地をあなたの手に授ける。 2あなたは、さき

にエリコとその王にしたとおり、アイとその王とにしな

ければならない。ただし、ぶんどり物と家畜とは戦利品



ヨシュア記137

としてあなたがたのものとすることができるであろう。

あなたはまず、町のうしろに伏兵を置きなさい」。 3ヨ

シュアは立って、すべてのいくさびとと共に、アイに攻

め上ろうとして、まず大勇士三万人を選び、それを夜の

うちにつかわした。 4ヨシュアは彼らに命じて言った、

「あなたがたは町に向かって、町のうしろに伏せていな

ければならない。町を遠く離れないで、みな備えをして

いなければならない。 5わたしとわたしに従う民とは皆

共に、町に攻め寄せよう。そして彼らが前のようにわれ

われにむかって出てくるとき、われわれは彼らの前から

逃げるであろう。 6そうすれば彼らはわれわれを追って

出てくるであろうから、われわれはついに彼らを町から

おびき出すことができる。彼らは言うであろう、『この

人々はまた前のように、われわれの前から逃げていく』

。こうしてわれわれは彼らの前から逃げるであろう。 7

その時、あなたがたは伏せている所から立ち上がって、

町を取らなければならない。あなたがたの神、主がそれ

をあなたがたの手に与えられるからである。 8あなたが

たが、町を取ったならば、町に火を放ち、主が命じられ

たようにしなければならない。わたしはこう、あなたが

たに命じるのである」。 9そうしてヨシュアが彼らをつ

かわしたので、彼らはアイの西方、ベテルとアイの間の

待ち伏せする場所に行って身を伏せた。ヨシュアはその

夜、民の中に宿った。 10ヨシュアは明くる朝、早く起き

て、民を集め、イスラエルの長老たちと共に、民に先立

って、アイに上っていった。 11彼と共にいたいくさびと

たちもみな上っていって、町の前に近づき、アイの北に

陣を取った。彼らとアイの間には、一つの谷があった。

12ヨシュアはおおよそ五千人をとって、町の西方、ベテ

ルとアイの間に、伏せておいた。 13こうして民の主力を

町の北におき、しんがりを町の西においた。ヨシュアは

その夜、谷の中で宿った。 14アイの王はこれを見て、す

べての民と共に、急いで、早く起き、アラバに行く下り

坂に進み出て、イスラエルと戦った。しかし、王は町の

うしろに、すきをうかがう伏兵のおることを知らなかっ

た。 15ヨシュアはイスラエルのすべての人々と共に、彼

らに打ち破られたふりをして、荒野の方向へ逃げだした

ので、 16その町の民はみな呼ばわり集まって彼らのあと

を追い、ヨシュアのあとを追って町からおびき出され、

17アイにもベテルにも残っているものはひとりもなく、

みな出てイスラエルのあとを追い、町を開け放して、イ

スラエルのあとを追った。 18その時、主はヨシュアに言

われた、「あなたの手にあるなげやりを、アイの方にさ

し伸べなさい。わたしはその町をあなたの手に与えるで

あろう」。そこでヨシュアが手にしていたなげやりを、

アイの方にさし伸べると、 19伏兵はたちまちその場所か

ら立ち上がり、ヨシュアが手をのべると同時に、走って

町に入り、それを取って、ただちに町に火をかけた。 20

それでアイの人々が、うしろをふり返って見ると、町の

焼ける煙が天に立ちのぼっていたので、こちらへもあち

らへも逃げるすべがなかった。荒野へ逃げていった民も

身をかえして、追ってきた者に迫った。 21ヨシュアとす

べてのイスラエルびとは、伏兵が町を取り、町の焼ける

煙が立ち上るのを見て、身をかえしてアイの人々を撃っ

た。 22また町を取ったものは町を出て彼らに向かったの

で、彼らは、こちらとあちらとからイスラエルの中には

さまれた。こうしてイスラエルびとが彼らを撃ったので

、生き残ったもの、逃げおおせたものは、ひとりもなか

った。 23そしてアイの王を生けどりにして、ヨシュアの

もとへ連れてきた。 24イスラエルびとは、荒野に追撃し

てきたアイの住民をことごとく野で殺し、つるぎをもっ

てひとりも残さず撃ち倒してのち、皆アイに帰り、つる

ぎをもってその町を撃ち滅ぼした。 25その日アイの人々

はことごとく倒れた。その数は男女あわせて一万二千人

であった。 26ヨシュアはアイの住民をことごとく滅ぼし

つくすまでは、なげやりをさし伸べた手を引っこめなか

った。 27ただし、その町の家畜および、ぶんどり品はイ

スラエルびとが自分たちの戦利品として取った。主がヨ

シュアに命じられた言葉にしたがったのである。 28こう

してヨシュアはアイを焼いて、永久に荒塚としたが、そ

れは今日まで荒れ地となっている。 29ヨシュアはまた、

アイの王を夕方まで木に掛けてさらし、日の入るころ、

命じて、その死体を木から取りおろし、町の門の入口に

投げすて、その上に石の大塚を積み上げさせたが、それ

は今日まで残っている。 30そしてヨシュアはエバル山に

イスラエルの神、主のために一つの祭壇を築いた。 31こ

れは主のしもべモーセがイスラエルの人々に命じたこと

にもとづき、モーセの律法の書にしるされているように

、鉄の道具を当てない自然のままの石の祭壇であって、

人々はその上で、主に燔祭をささげ、酬恩祭を供えた。

32その所で、ヨシュアはまたモーセの書きしるした律法

を、イスラエルの人々の前で、石に書き写した。 33こう

してすべてのイスラエルびとは、本国人も、寄留の他国

人も、長老、つかさびと、さばきびとと共に、主の契約

の箱をかくレビびとである祭司たちの前で、箱のこなた

とかなたに分れて、半ばはゲリジム山の前に、半ばはエ

バル山の前に立った。これは主のしもべモーセがさきに

命じたように、イスラエルの民を祝福するためであった

。 34そして後、ヨシュアはすべての律法の書にしるされ

ている所にしたがって、祝福と、のろいとに関する律法

の言葉をことごとく読んだ。 35モーセが命じたすべての

言葉のうち、ヨシュアがイスラエルの全会衆および女と

子どもたち、ならびにイスラエルのうちに住む寄留の他

国人の前で、読まなかったものは一つもなかった。

9さて、ヨルダンの西側の、山地、平地、およびレバノ
ンまでの大海の沿岸に住むもろもろの王たち、すなわ

ちヘテびと、アモリびと、カナンびと、ペリジびと、ヒ

ビびと、エブスびとの王たちは、これを聞いて、 2心を

合わせ、相集まって、ヨシュアおよびイスラエルと戦お

うとした。 3しかし、ギベオンの住民たちは、ヨシュア

がエリコとアイにおこなったことを聞いて、 4自分たち

も策略をめぐらし、行って食料品を準備し、古びた袋と

、古びて破れたのを繕ったぶどう酒の皮袋とを、ろばに

負わせ、 5繕った古ぐつを足にはき、古びた着物を身に

つけた。彼らの食料のパンは、みなかわいて、砕けてい

た。 6彼らはギルガルの陣営のヨシュアの所にきて、彼

とイスラエルの人々に言った、「われわれは遠い国から

まいりました。それで今われわれと契約を結んでくださ

い」。 7しかし、イスラエルの人々はそのヒビびとたち

に言った、「あなたがたはわれわれのうちに住んでいる

のかも知れないから、われわれはどうしてあなたがたと

契約が結べましょう」。 8彼らはヨシュアに言った、「

われわれはあなたのしもべです」。ヨシュアは彼らに言

った、「あなたがたはだれですか。どこからきたのです

か」。 9彼らはヨシュアに言った、「しもべどもはあな
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たの神、主の名のゆえに、ひじょうに遠い国からまいり

ました。われわれは主の名声、および主がエジプトで行

われたすべての事を聞き、 10また主がヨルダンの向こう

側にいたアモリびとのふたりの王、すなわちヘシボンの

王シホン、およびアシタロテにおったバシャンの王オグ

に行われたすべてのことを聞いたからです。 11それで、

われわれの長老たち、および国の住民はみなわれわれに

言いました、『おまえたちは旅路の食料を手に携えてい

って、彼らに会って言いなさい、「われわれはあなたが

たのしもべです。それで今われわれと契約を結んでくだ

さい」』。 12ここにあるこのパンは、あなたがたの所に

来るため、われわれが出立する日に、おのおの家から、

まだあたたかなのを旅の食料として準備したのですが、

今はもうかわいて砕けています。 13またぶどう酒を満た

したこれらの皮袋も、新しかったのですが、破れました

。われわれのこの着物も、くつも、旅路がひじょうに長

かったので、古びてしまいました」。 14そこでイスラエ

ルの人々は彼らの食料品を共に食べ、主のさしずを求め

ようとはしなかった。 15そしてヨシュアは彼らと和を講

じ、契約を結んで、彼らを生かしておいた。会衆の長た

ちは彼らに誓いを立てた。 16契約を結んで三日の後に、

彼らはその人々が近くの人々で、自分たちのうちに住ん

でいるということを聞いた。 17イスラエルの人々は進ん

で、三日目にその町々に着いた。その町々とは、ギベオ

ン、ケピラ、ベエロテおよびキリアテ・ヤリムであった

。 18ところで会衆の長たちが、すでにイスラエルの神、

主をさして彼らに誓いを立てていたので、イスラエルの

人々は彼らを殺さなかった。そこで会衆はみな、長たち

にむかってつぶやいた。 19しかし、長たちは皆、全会衆

に言った、「われわれはイスラエルの神、主をさして彼

らに誓った。それゆえ今、彼らに触れてはならない。 20

われわれは、こうして彼らを生かしておこう。そうすれ

ば、われわれが彼らに立てた誓いのゆえに、怒りがわれ

われに臨むことはないであろう」。 21長たちはまた人々

に「彼らを生かしておこう」と言ったので、彼らはつい

に、全会衆のために、たきぎを切り、水をくむものとな

った。長たちが彼らに言ったとおりである。 22ヨシュア

は彼らを呼び寄せて言った、「あなたがたは、われわれ

のうちに住みながら、なぜ『われわれはあなたがたから

は遠く離れている』と言って、われわれをだましたのか

。 23それであなたがたは今のろわれ、奴隷となってわた

しの神の家のために、たきぎを切り、水をくむものが、

絶えずあなたがたのうちから出るであろう」。 24彼らは

ヨシュアに答えて言った、「あなたの神、主がそのしも

べモーセに、この地をことごとくあなたがたに与え、こ

の地に住む民をことごとくあなたがたの前から滅ぼし去

るようにと、お命じになったことを、しもべどもは明ら

かに伝え聞きましたので、あなたがたのゆえに、命が危

いと、われわれは非常に恐れて、このことをしたのです

。 25われわれは、今、あなたの手のうちにあります。わ

れわれにあなたがして良いと思い、正しいと思うことを

してください」。 26そこでヨシュアは、彼らにそのよう

にし、彼らをイスラエルの人々の手から救って殺させな

かった。 27しかし、ヨシュアは、その日、彼らを、会衆

のため、また主の祭壇のため、主が選ばれる場所で、た

きぎを切り、水をくむ者とした。これは今日までつづい

ている。

10エルサレムの王アドニゼデクは、ヨシュアがアイを
攻め取って、それを全く滅ぼし、さきにエリコとそ

の王とにしたように、アイとその王にもしたこと、また

ギベオンの住民が、イスラエルと和を講じて、そのうち

におることを聞き、 2大いに恐れた。それは、ギベオン

が大きな町であって、王の都にもひとしいものであり、

またアイより大きくて、そのうちの人々が、すべて強か

ったからである。 3それでエルサレムの王アドニゼデク

は、ヘブロンの王ホハム、ヤルムテの王ピラム、ラキシ

の王ヤピア、およびエグロンの王デビルに人をつかわし

て言った、 4「わたしの所に上ってきて、わたしを助け

てください。われわれはギベオンを撃ちましょう。ギベ

オンはヨシュアおよびイスラエルの人々と和を講じたか

らです」。 5アモリびとの五人の王、すなわちエルサレ

ムの王、ヘブロンの王、ヤルムテの王、ラキシの王、お

よびエグロンの王は兵を集め、そのすべての軍勢を率い

て上ってきて、ギベオンに向かって陣を取り、それを攻

めて戦った。 6ギベオンの人々は、ギルガルの陣営に人

をつかわし、ヨシュアに言った、「あなたの手を引かな

いで、しもべどもを助けてください。早く、われわれの

所に上ってきて、われわれを救い、助けてください。山

地に住むアモリびとの王たちがみな集まって、われわれ

を攻めるからです」。 7そこでヨシュアはすべてのいく

さびとと、すべての大勇士を率いて、ギルガルから上っ

て行った。 8その時、主はヨシュアに言われた、「彼ら

を恐れてはならない。わたしが彼らをあなたの手にわた

したからである。彼らのうちには、あなたに当ることの

できるものは、ひとりもないであろう」。 9ヨシュアは

、ギルガルから、よもすがら進みのぼって、にわかに彼

らに攻めよせたところ、 10主は彼らを、イスラエルの前

に、恐れあわてさせられたので、イスラエルはギベオン

で彼らをおびただしく撃ち殺し、ベテホロンの上り坂を

とおって逃げる彼らを、アゼカとマッケダまで追撃した

。 11彼らがイスラエルの前から逃げ走って、ベテホロン

の下り坂をおりていた時、主は天から彼らの上に大石を

降らし、アゼカにいたるまでもそうされたので、多くの

人々が死んだ。イスラエルの人々がつるぎをもって殺し

たものよりも、雹に打たれて死んだもののほうが多かっ

た。 12主がアモリびとをイスラエルの人々にわたされた

日に、ヨシュアはイスラエルの人々の前で主にむかって

言った、「日よ、ギベオンの上にとどまれ、月よ、アヤ

ロンの谷にやすらえ」。 13民がその敵を撃ち破るまで、

日はとどまり、月は動かなかった。これはヤシャルの書

にしるされているではないか。日が天の中空にとどまっ

て、急いで没しなかったこと、おおよそ一日であった。

14これより先にも、あとにも、主がこのように人の言葉

を聞きいれられた日は一日もなかった。主がイスラエル

のために戦われたからである。 15こうしてヨシュアはイ

スラエルのすべての人と共にギルガルの陣営に帰った。

16かの五人の王たちは逃げて行って、マッケダのほら穴

に隠れたが、 17五人の王たちがマッケダのほら穴にかく

れているのが見つかったと、ヨシュアに告げる者があっ

たので、 18ヨシュアは言った、「ほら穴の口に大石をこ

ろがし、そのそばに人を置いて、守らせなさい。 19ただ

し、あなたがたは、そこにとどまらないで、敵のあとを

追い、そのしんがりを撃ち、彼らをその町にはいらせて

はならない。あなたがたの神、主が彼らをあなたがたの

手に渡されたからである」。 20ヨシュアとイスラエルの
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人々は、大いに彼らを撃ち殺し、ついに彼らを滅ぼしつ

くしたが、彼らのうちのがれて生き残った者どもは、堅

固な町々に逃げこんだので、 21民はみな安らかにマッケ

ダの陣営のヨシュアのもとに帰ってきたが、イスラエル

の人々にむかって舌を鳴らす者はひとりもなかった。 22

その時ヨシュアは言った、「ほら穴の口を開いて、ほら

穴から、かの五人の王たちを、わたしのもとにひき出し

なさい」。 23やがて、そのようにして、かの五人の王た

ち、すなわち、エルサレムの王、ヘブロンの王、ヤルム

テの王、ラキシの王、およびエグロンの王を、ほら穴か

ら彼のもとにひき出した。 24この王たちをヨシュアのも

とにひき出した時、ヨシュアはイスラエルのすべての人

々を呼び寄せ、自分と共に行ったいくさびとの長たちに

言った、「近寄って、この王たちのくびに足をかけなさ

い」。そこで近寄って、その王たちのくびに足をかけた

ので、 25ヨシュアは彼らに言った、「恐れおののいては

ならない。強くまた雄々しくあれ。あなたがたが攻めて

戦うすべての敵には、主がこのようにされるのである」

。 26そして後ヨシュアは彼らを撃って死なせ、五本の木

にかけて、夕暮れまで木の上にさらして置いたが、 27日

の入るころになって、ヨシュアが命じたので、これを木

からおろし、彼らが隠れていたほら穴に投げ入れ、ほら

穴の口に大石を置いた。これは今日まで残っている。 28

その日ヨシュアはマッケダを取り、つるぎをもって、そ

れと、その王とを撃ち、その中のすべての人を、ことご

とく滅ぼして、ひとりも残さず、エリコの王にしたよう

に、マッケダの王にもした。 29こうしてヨシュアはイス

ラエルのすべての人を率いて、マッケダからリブナに進

み、リブナを攻めて戦った。 30主が、それと、その王を

も、イスラエルの手に渡されたので、つるぎをもって、

それと、その中のすべての人を撃ち滅ぼして、ひとりも

その中に残さず、エリコの王にしたように、その王にも

した。 31ヨシュアはまたイスラエルのすべての人を率い

て、リブナからラキシに進み、これに向かって陣をしき

、攻め戦った。 32主がラキシをイスラエルの手に渡され

たので、ふつか目にこれを取り、つるぎをもって、それ

と、その中のすべての人を撃ち滅ぼした。すべてリブナ

にしたとおりであった。 33その時、ゲゼルの王ホラムが

、ラキシを助けるために上ってきたので、ヨシュアは彼

と、その民とを撃ち滅ぼして、ついにひとりも残さなか

った。 34ヨシュアはまたイスラエルのすべての人を率い

て、ラキシからエグロンに進み、これに向かって陣をし

き、攻め戦った。 35その日これを取り、つるぎをもって

、これを撃ち、その中のすべての人を、ことごとくその

日に滅ぼした。すべてラキシにしたとおりであった。 36

ヨシュアはまたイスラエルのすべての人を率いて、エグ

ロンからヘブロンに進み上り、これを攻めて戦い、 37そ

れを取って、それと、その王、およびそのすべての町々

と、その中のすべての人を、つるぎをもって撃ち滅ぼし

、ひとりも残さなかった。すべてエグロンにしたとおり

であった。すなわち、それとその中のすべての人を、こ

とごとく滅ぼした。 38またヨシュアはイスラエルのすべ

ての人を率いて、デビルへひきかえし、これを攻めて戦

い、 39それと、その王、およびそのすべての町々を取り

、つるぎをもってそれを撃ち、その中のすべての人を、

ことごとく滅ぼし、ひとりも残さなかった。彼がデビル

と、その王にしたことは、ヘブロンにしたとおりであり

、またリブナと、その王にしたとおりであった。 40こう

してヨシュアはその地の全部、すなわち、山地、ネゲブ

、平地、および山腹の地と、そのすべての王たちを撃ち

滅ぼして、ひとりも残さず、すべて息のあるものは、こ

とごとく滅ぼした。イスラエルの神、主が命じられたと

おりであった。 41ヨシュアはカデシ・バルネアからガザ

までの国々、およびゴセンの全地を撃ち滅ぼして、ギベ

オンにまで及んだ。 42イスラエルの神、主がイスラエル

のために戦われたので、ヨシュアはこれらすべての王た

ちと、その地をいちどきに取った。 43そしてヨシュアは

イスラエルのすべての人を率いて、ギルガルの陣営に帰

った。

11ハゾルの王ヤビンは、これを聞いて、マドンの王ヨ
バブ、シムロンの王、およびアクサフの王、 2また

北の山地、キンネロテの南のアラバ、平地、西の方のド

ルの高地におる王たち、 3すなわち、東西のカナンびと

、アモリびと、ヘテびと、ペリジびと、山地のエブスび

と、ミヅパの地にあるヘルモンのふもとのヒビびとに使

者をつかわした。 4そして彼らは、そのすべての軍勢を

率いて出てきた。その大軍は浜べの砂のように数多く、

馬と戦車も、ひじょうに多かった。 5これらの王たちは

みな軍を集め、進んできて、共にメロムの水のほとりに

陣をしき、イスラエルと戦おうとした。 6その時、主は

ヨシュアに言われた、「彼らのゆえに恐れてはならない

。あすの今ごろ、わたしは彼らを皆イスラエルに渡して

、ことごとく殺させるであろう。あなたは彼らの馬の足

の筋を切り、戦車を火で焼かなければならない」。 7そ

こでヨシュアは、すべてのいくさびとを率いて、にわか

にメロムの水のほとりにおし寄せ、彼らを襲った。 8主

は彼らをイスラエルの手に渡されたので、これを撃ち破

り、大シドンおよびミスレポテ・マイムまで、これを追

撃し、東の方では、ミヅパの谷まで彼らを追い、ついに

ひとりも残さず撃ちとった。 9ヨシュアは主が命じられ

たとおりに彼らに行い、彼らの馬の足の筋を切り、戦車

を火で焼いた。 10その時、ヨシュアはひきかえして、ハ

ゾルを取り、つるぎをもって、その王を撃った。ハゾル

は昔、これらすべての国々の盟主であったからである。

11彼らはつるぎをもって、その中のすべての人を撃ち、

ことごとくそれを滅ぼし、息のあるものは、ひとりも残

さなかった。そして火をもってハゾルを焼いた。 12ヨシ

ュアはこれらの王たちのすべての町々、およびその諸王

を取り、つるぎをもって、これを撃ち、ことごとく滅ぼ

した。主のしもべモーセが命じたとおりであった。 13た

だし、丘の上に立っている町々をイスラエルは焼かなか

った。ヨシュアはただハゾルだけを焼いた。 14これらの

町のすべてのぶんどり物と家畜とは、イスラエルの人々

が戦利品として取ったが、人はみなつるぎをもって、滅

ぼし尽し、息のあるものは、ひとりも残さなかった。 15

主がそのしもべモーセに命じられたように、モーセはヨ

シュアに命じたが、ヨシュアはそのとおりにおこなった

。すべて主がモーセに命じられたことで、ヨシュアが行

わなかったことは一つもなかった。 16こうしてヨシュア

はその全地、すなわち、山地、ネゲブの全地、ゴセンの

全地、平地、アラバならびにイスラエルの山地と平地を

取り、 17セイルへ上って行く道のハラク山から、ヘルモ

ン山のふもとのレバノンの谷にあるバアルガデまでを獲

た。そしてそれらの王たちを、ことごとく捕えて、撃ち

殺した。 18ヨシュアはこれらすべての王たちと、長いあ
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いだ戦った。 19ギベオンの住民ヒビびとのほかには、イ

スラエルの人々と和を講じた町は一つもなかった。町々

はみな戦争をして、攻め取ったものであった。 20彼らが

心をかたくなにして、イスラエルに攻めよせたのは、も

ともと主がそうさせられたので、彼らがのろわれた者と

なり、あわれみを受けず、ことごとく滅ぼされるためで

あった。主がモーセに命じられたとおりである。 21その

時、ヨシュアはまた行って、山地、ヘブロン、デビル、

アナブ、ユダのすべての山地、イスラエルのすべての山

地から、アナクびとを断ち、彼らの町々をも共に滅ぼし

た。 22それでイスラエルの人々の地に、アナクびとは、

ひとりもいなくなった。ただガサ、ガテ、アシドドには

、少し残っているだけであった。 23こうしてヨシュアは

その地を、ことごとく取った。すべて主がモーセに告げ

られたとおりである。そしてヨシュアはイスラエルの部

族にそれぞれの分を与えて、嗣業とさせた。こうしてそ

の地に戦争はやんだ。

12さてヨルダンの向こう側、日の出の方で、アルノン
の谷からヘルモン山まで、および東アラバの全土の

うちで、イスラエルの人々が撃ち滅ぼして地を取った国

の王たちは、次のとおりである。 2まず、アモリびとの

王シホン。彼はヘシボンに住み、その領地は、アルノン

の谷のほとりにあるアロエル、および谷の中の町から、

ギレアデの半ばを占めて、アンモンびととの境であるヤ

ボク川に達し、 3東の方ではアラバをキンネレテの湖ま

で占め、またアラバの海すなわち塩の海の東におよび、

ベテエシモテの道を経て、南はピスガの山のふもとに達

した。 4次にレパイムの生き残りのひとりであったバシ

ャンの王オグ。彼はアシタロテとエデレイとに住み、 5

ヘルモン山、サレカ、およびバシャンの全土を領したの

で、ゲシュルびと、およびマアカびとと境を接し、また

ギレアデの半ばを領したので、ヘシボンの王シホンと境

を接していた。 6主のしもべモーセと、イスラエルの人

々とが、彼らを撃ち滅ぼし、そして主のしもべモーセは

、これらの地を、ルベンびと、ガドびと、およびマナセ

の半部族に与えて所有とさせた。 7ヨルダンのこちら側

、西の方にあって、レバノンの谷にあるバアルガデから

、セイルへ上って行く道のハラク山までの間で、ヨシュ

アと、イスラエルの人々とが、撃ち滅ぼした国の王たち

は、次のとおりである。ヨシュアは彼らの地をイスラエ

ルの部族に、それぞれの分を与えて嗣業とさせた。 8こ

れは、山地、平地、アラバ、山腹、荒野、およびネゲブ

であって、ヘテびと、アモリびと、カナンびと、ペリジ

びと、ヒビびと、エブスびとの所領であった。 9エリコ

の王ひとり。ベテルのほとりのアイの王ひとり。 10エル

サレムの王ひとり。ヘブロンの王ひとり。 11ヤルムテの

王ひとり。ラキシの王ひとり。 12エグロンの王ひとり。

ゲゼルの王ひとり。 13デビルの王ひとり。ゲデルの王ひ

とり。 14ホルマの王ひとり。アラデの王ひとり。 15リ

ブナの王ひとり。アドラムの王ひとり。 16マッケダの王

ひとり。ベテルの王ひとり。 17タップアの王ひとり。ヘ

ペルの王ひとり。 18アペクの王ひとり。シャロンの王ひ

とり。 19マドンの王ひとり。ハゾルの王ひとり。 20シ

ムロン・メロンの王ひとり。アクサフの王ひとり。 21タ

アナクの王ひとり。メギドの王ひとり。 22ケデシの王ひ

とり。カルメルのヨクネアムの王ひとり。 23ドルの高地

におるドルの王ひとり。ガリラヤのゴイイムの王ひとり

。 24テルザの王ひとり。合わせて三十一王である。

13さてヨシュアは年が進んで老いたが、主は彼に言わ
れた、「あなたは年が進んで老いたが、取るべき地

は、なお多く残っている。 2その残っている地は、次の

とおりである。ペリシテびとの全地域、ゲシュルびとの

全土、 3エジプトの東のシホルから北にのびて、カナン

びとに属するといわれるエクロンの境までの地、ペリシ

テびとの五人の君たちの地、すなわち、ガザ、アシドド

、アシケロン、ガテ、およびエクロン。 4南のアビびと

の地、カナンびとの全地、シドンびとに属するメアラか

らアモリびとの境にあるアペクまでの部分。 5またヘル

モン山のふもとのバアルガデからハマテの入口に至るゲ

バルびとの地、およびレバノンの東の全土。 6レバノン

からミスレポテ・マイムまでの山地のすべての民、すな

わちシドンびとの全土。わたしはみずから彼らをイスラ

エルの人々の前から追い払うであろう。わたしが命じた

ように、あなたはその地をイスラエルに分け与えて、嗣

業とさせなければならない。 7すなわち、その地を九つ

の部族と、マナセの半部族とに分け与えて、嗣業とさせ

なければならない」。 8マナセの他の半部族と共に、ル

ベンびとと、ガドびととは、ヨルダンの向こう側、東の

方で、その嗣業をモーセから受けた。主のしもべモーセ

が、彼らに与えたのは、 9アルノンの谷のほとりにある

アロエル、および谷の中にある町から、デボンとメデバ

の間にある高原のすべての地。 10ヘシボンで世を治めた

、アモリびとの王シホンのすべての町々を含めて、アン

モンの人々の境までの地。 11ギレアデと、ゲシュルびと

、ならびにマアカびとの領地、ヘルモン山の全土、サル

カまでのバシャン全体。 12アシタロテとエデレイで世を

治めたバシャンの王オグの全国。オグはレパイムの生き

残りであった。モーセはこれらを撃って、追い払った。

13ただし、イスラエルの人々は、ゲシュルびとと、マア

カびとを追い払わなかった。ゲシュルびとと、マアカび

とは、今日までイスラエルのうちに住んでいる。 14ただ

レビの部族には、ヨシュアはなんの嗣業をも与えなかっ

た。イスラエルの神、主の火祭が彼らの嗣業であるから

である。主がヨシュアに言われたとおりである。 15モー

セはルベンびとの部族に、その家族にしたがって嗣業を

与えたが、 16その領域はアルノンの谷のほとりにあるア

ロエル、および谷の中にある町からメデバのほとりのす

べての高原、 17ヘシボンおよびその高原のすべての町々

、デボン、バモテ・バアル、ベテ・バアル・メオン、 18

ヤハヅ、ケデモテ、メパアテ、 19キリアタイム、シブマ

、谷の中の山にあるゼレテ・シャハル、 20ベテペオル、

ピスガの山腹、ベテエシモテ、 21すなわち高原のすべて

の町々と、ヘシボンで世を治めたアモリびとの王シホン

の全国に及んだ。モーセはシホンを、ミデアンのつかさ

たちエビ、レケム、ツル、ホルおよびレバと共に撃ち殺

した。これらはみなシホンの諸侯であって、その地に住

んでいた者である。 22イスラエルの人々はまたベオルの

子、占い師バラムをもつるぎにかけて、そのほかに殺し

た者どもと共に殺した。 23ルベンびとの領域はヨルダン

を境とした。これはルベンびとが、その家族にしたがっ

て獲た嗣業であって、その町々と村々とを含む。 24モー

セはまたガドの部族、ガドの子孫にも、その家族にした

がって、嗣業を与えたが、 25その領域はヤゼル、ギレア
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デのすべての町々、アンモンびとの地の半ばで、ラバの

東のアロエルまでの地。 26ヘシボンからラマテ・ミゾパ

までの地、およびベトニム、マハナイムからデビルの境

までの地。 27谷の中ではベテハラム、ベテニムラ、スコ

テ、およびザポンなど、ヘシボンの王シホンの国の残り

の部分。ヨルダンを境として、ヨルダンの東側、キンネ

レテの湖の南の端までの地。 28これはガドびとが、その

家族にしたがって獲た嗣業であって、その町々と村々と

を含む。 29モーセはまたマナセの半部族にも、嗣業を与

えたが、それはマナセの半部族が、その家族にしたがっ

て与えられたものである。 30その領域はマハナイムから

バシャンの全土に及び、バシャンの王オグの全国、バシ

ャンにあるヤイルのすべての町々、すなわちその六十の

町。 31またギレアデの半ば、バシャンのオグの国の町で

あるアシタロテとエデレイ。これらはマナセの子マキル

の子孫に与えられた。すなわちマキルの子孫の半ばが、

その家族にしたがって、それを獲た。 32これらはヨルダ

ンの向こう側、エリコの東のモアブの平野で、モーセが

分け与えた嗣業である。 33ただし、レビの部族には、モ

ーセはなんの嗣業をも与えなかった。イスラエルの神、

主がその嗣業だからである。主がモーセに言われたとお

りである。

14イスラエルの人々が、カナンの地で受けた嗣業の地
は、次のとおりである。すなわち、祭司エレアザル

、ヌンの子ヨシュア、およびイスラエルの人々の部族の

首長たちが、これを彼らに分かち、 2主がモーセによっ

て命じられたように、くじによって、これを九つの部族

と、半ばの部族とに、嗣業として与えた。 3これはヨル

ダンの向こう側で、モーセがすでに他の二つの部族と、

半ばの部族とに、嗣業を与えていたからである。ただし

レビびとには、彼らの中で嗣業を与えず、 4ヨセフの子

孫が、マナセと、エフライムの二つの部族となったから

である。レビびとには土地の分け前を与えず、ただ、そ

の住むべき町々および、家畜と持ち物とを置くための放

牧地を与えたばかりであった。 5イスラエルの人々は、

主がモーセに命じられたようにおこなって、その地を分

けた。 6時に、ユダの人々がギルガルのヨシュアの所に

きて、ケニズびとエフンネの子カレブが、ヨシュアに言

った、「主がカデシ・バルネアで、あなたとわたしとに

ついて、神の人モーセに言われたことを、あなたはごぞ

んじです。 7主のしもべモーセが、この地を探るために

、わたしをカデシ・バルネアからつかわした時、わたし

は四十歳でした。そしてわたしは、自分の信ずるところ

を復命しました。 8しかし、共に上って行った兄弟たち

は、民の心をくじいてしまいましたが、わたしは全くわ

が神、主に従いました。 9その日モーセは誓って、言い

ました、『おまえの足で踏んだ地は、かならず長くおま

えと子孫との嗣業となるであろう。おまえが全くわが神

、主に従ったからである』。 10主がこの言葉をモーセに

語られた時からこのかた、イスラエルが荒野に歩んだ四

十五年の間、主は言われたように、わたしを生きながら

えさせてくださいました。わたしは今日すでに八十五歳

ですが、 11今もなお、モーセがわたしをつかわした日の

ように、健やかです。わたしの今の力は、あの時の力に

劣らず、どんな働きにも、戦いにも堪えることができま

す。 12それで主があの日語られたこの山地を、どうか今

、わたしにください。あの日あなたも聞いたように、そ

こにはアナキびとがいて、その町々は大きく堅固です。

しかし、主がわたしと共におられて、わたしはついには

、主が言われたように、彼らを追い払うことができるで

しょう」。 13そこでヨシュアはエフンネの子カレブを祝

福し、ヘブロンを彼に与えて嗣業とさせた。 14こうして

ヘブロンは、ケニズびとエフンネの子カレブの嗣業とな

って、今日に至っている。彼が全くイスラエルの神、主

に従ったからである。 15ヘブロンの名は、もとはキリア

テ・アルバといった。アルバは、アナキびとのうちの、

最も大いなる人であった。こうしてこの地に戦争はやん

だ。

15ユダの人々の部族が、その家族にしたがって、くじ
で獲た地は、南の方では、エドムの境に達し、南の

はてにあるチンの荒野に及んでいた。 2その南の境は、

塩の海の南の端の、入海から起り、 3アクラビムの坂の

南に出てチンに進み、カデシ・バルネアの南から上って

、ヘヅロンに進み、アダルに上っていって、カルカに回

り、 4アヅモンに進んで、エジプトの川に達し、その境

は海に至って尽きる。これが彼らの南の境である。 5東

の境は塩の海であって、ヨルダンの川口に達する。北の

方の境は、ヨルダンの川口の、入海から起り、 6上って

ベテホグラに行き、ベテアラバの北を過ぎ、上ってルベ

ンびとボハンの石に達し、 7またアコルの谷からデビル

に上って、北におもむき、川の南にあるアドミムの坂に

対するギルガルに向かって進み、エンシメシの水に達し

、エンロゲルに至って尽きる。 8またその境はベンヒン

ノムの谷に沿って、エブスびとの地、すなわちエルサレ

ムの南のわきに上り、ヒンノムの谷の西にある山の頂に

上る。これはレパイムの谷の北の果にあるものである。

9その境は、この山の頂からネフトアの水の源に至り、

その所からエフロン山の町々に及び、その境は曲ってバ

アラに達する。これは、すなわちキリアテ・ヤリムであ

る。 10その境は、バアラから西に回って、セイル山に及

び、ヤリム山、すなわちケサロンの北のわきを経て、ベ

テシメシに下り、テムナに進み、 11エクロンの北の丘の

わきに出て、シッケロンに曲り、バアラ山に進み、ヤブ

ネルに達し、海に至って尽きる。 12また西の境は大海で

あって、海岸を境とした。これがユダの人々の、その家

族にしたがって獲た地の四方の境である。 13ヨシュアは

、主に命じられたように、エフンネの子カレブに、ユダ

の人々のうちで、キリアテ・アルバ、すなわちヘブロン

を与えて、その分とさせた。アルバはアナクの父であっ

た。 14カレブはその所から、アナクの子三人を追い払っ

た。すなわち、セシャイ、アヒマン、およびタルマイで

あって、アナクから出たものである。 15そして彼はこの

所からデビルに住む民の所に攻め上った。デビルの名は

、もとはキリアテ・セペルといった。 16カレブは言った

、「キリアテ・セペルを撃って、これを取る者には、わ

たしの娘アクサを妻として与えるであろう」。 17ケナズ

の子で、カレブの弟オテニエルがそれを取ったので、カ

レブは娘アクサを、妻として彼に与えた。 18彼女がとつ

ぐ時、畑を父に求めるようにと、オテニエルに勧められ

た。そして彼女が、ろばから降りたので、カレブは彼女

に、何を望むのかとたずねた。 19彼女は答えて言った、

「わたしに贈り物をください。あなたはネゲブの地に、

わたしをやられるのですから、泉をもください」。カレ

ブは彼女に上の泉と下の泉とを与えた。 20ユダの人々の
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部族が、その家族にしたがって獲た嗣業は、次のとおり

である。 21ユダの人々の部族が、南でエドムの境の方に

もっていた遠くの町々は、カブジエル、エデル、ヤグル

、 22キナ、デモナ、アダダ、 23ケデシ、ハゾル、イテ

ナン、 24ジフ、テレム、ベアロテ、 25ハゾル・ハダッ

タ、ケリオテ・ヘヅロンすなわちハゾル、 26アマム、シ

マ、モラダ、 27ハザルガダ、ヘシモン、ベテペレテ、

28ハザル・シュアル、ベエルシバ、ビジョテヤ、 29バア

ラ、イイム、エゼム、 30エルトラデ、ケシル、ホルマ、

31チクラグ、マデマンナ、サンサンナ、 32レバオテ、シ

ルヒム、アイン、リンモン。これらの町は合わせて二十

九、ならびにそれに属する村々。 33平地では、エシタオ

ル、ゾラ、アシナ、 34ザノア、エンガンニム、タップア

、エナム、 35ヤルムテ、アドラム、ソコ、アゼカ、 36

シャアライム、アデタイム、ゲデラ、ゲデロタイム。す

なわち十四の町々と、それに属する村々。 37ゼナン、ハ

ダシャ、ミグダルガデ、 38デラン、ミヅパ、ヨクテル、

39ラキシ、ボヅカテ、エグロン、 40カボン、ラマム、キ

テリシ、 41ゲデロテ、ベテダゴン、ナアマ、マッケダ。

すなわち十六の町々と、それに属する村々。 42またリブ

ナ、エテル、アシャン、 43イフタ、アシナ、ネジブ、

44ケイラ、アクジブ、マレシャ。すなわち九つの町々と

、それに属する村々。 45エクロンと、その町々、および

村々。 46エクロンから海まで、すべてアシドドのほとり

にある町々、およびそれに属する村々。 47アシドドとそ

の町々および村々。ガザとその町々および村々。エジプ

トの川と大海の海岸までが、その境であった。 48山地で

は、シャミル、ヤッテル、ソコ、 49ダンナ、キリアテ・

サンナすなわちデビル、 50アナブ、エシテモ、アニム、

51ゴセン、ホロン、ギロ。すなわち十一の町々と、それ

に属する村々。 52アラブ、ドマ、エシャン、 53ヤニム

、ベテタップア、アペカ、 54ホムタ、キリアテ・アルバ

すなわちヘブロン、ヂオル。すなわち九つの町々と、そ

れに属する村々。 55マオン、カルメル、ジフ、ユッタ、

56エズレル、ヨクデアム、ザノア、 57カイン、ギベア、

テムナ。すなわち十の町々と、それに属する村々。 58ハ

ルホル、ベテズル、ゲドル、 59マアラテ、ベテアノテ、

エルテコン。すなわち六つの町々と、それに属する村々

。 60キリアテ・バアルすなわちキリアテ・ヤリム、ラバ

。これらの二つの町とそれに属する村々。 61荒野では、

ベテアラバ、ミデン、セカカ、 62ニブシャン、塩の町、

エンゲデ。すなわち六つの町々と、それに属する村々。

63しかし、ユダの人々は、エルサレムの住民エブスびと

を追い払うことができなかった。それでエブスびとは今

日まで、ユダの人々と共にエルサレムに住んでいる。

16ヨセフの子孫が、くじによって獲た地の境は、エリ
コのほとりのヨルダン、すなわちエリコの水の東か

ら起って、荒野に延び、エリコから山地に上っている荒

野を経て、ベテルに至り、 2ベテルからルズにおもむき

、アルキびとの領地であるアタロテに進み、 3西に下っ

てヤフレテびとの領地に達し、下ベテホロンの地域に及

び、ゲゼルに達し、海に至って尽きる。 4こうしてヨセ

フの子孫のマナセと、エフライムとは、その嗣業を受け

た。 5エフライムの子孫が、その家族にしたがって獲た

地の境は、次のとおりである。彼らの嗣業の東の境は、

アタロテ・アダルであって、上ベテホロンに達し、 6そ

の境は、その所から海に及ぶ。北にはミクメタテがあり

、東ではその境はタアナテシロで曲り、進んでヤノアの

東に至り、 7ヤノアからアタロテとナアラに下り、エリ

コに達し、ヨルダンに至って尽きる。 8タップアからそ

の境は西に進んで、カナの川に達し、海に至って尽きる

。これはエフライムの子孫の部族が、その家族にしたが

って獲た嗣業である。 9このほかにマナセの子孫の嗣業

のうちにも、エフライムの子孫のために分け与えられた

町々があって、そのすべての町々と、それに属する村々

を獲た。 10ただし、ゲゼルに住むカナンびとを、追い払

わなかったので、カナンびとは今日までエフライムの中

に住み、奴隷となって追い使われている。

17マナセの部族が、くじによって獲た地は、次のとお
りである。マナセはヨセフの長子であった。マナセ

の長子で、ギレアデの父であるマキルは、軍人であった

ので、ギレアデとバシャンを獲た。 2マナセの部族の他

のものにも、その家族にしたがって、地を与えたが、そ

れは、アビエゼル、ヘレク、アスリエル、シケム、ヘペ

ル、セミダで、これらはヨセフの子マナセの男の子孫で

あって、その家族にしたがって、あげたものである。 3

しかし、マナセの子マキル、その子ギレアデ、その子ヘ

ペル、その子であったゼロペハデには、女の子だけで、

男の子がなかった。女の子たちの名は、マヘラ、ノア、

ホグラ、ミルカ、テルザといった。 4彼女たちは、祭司

エレアザル、ヌンの子ヨシュアおよび、つかさたちの前

に進み出て、「わたしたちの兄弟と同じように、わたし

たちにも、嗣業を与えよと、主はモーセに命じおきにな

りました」と言ったので、ヨシュアは主の命にしたがっ

て、彼らの父の兄弟たちと同じように、彼女たちにも嗣

業を与えた。 5こうしてマナセはヨルダンの向こう側で

、ギレアデとバシャンの地のほかに、なお十の部分を獲

た。 6マナセの娘たちが、男の子らと共に、嗣業を獲た

からである。ギレアデの地は、そのほかのマナセの子孫

に分け与えられた。 7マナセの獲た地の境は、アセルか

らシケムの東のミクメタテに及び、その境は南に延びて

、エンタップアの住民に達する。 8タップアの地はマナ

セに属していたが、マナセの境にあるタップアの町は、

エフライムの子孫に属していた。 9またその境はカナの

川に下って、川の南に至る。そこの町々はマナセの町々

の中にあって、エフライムに属した。マナセの境は、川

の北に沿って進み、海に達して尽きる。 10その川の南の

地は、エフライムに属し、北はマナセに属する。海がそ

の境となる。マナセは北はアセルに接し、東はイッサカ

ルに接する。 11マナセはまたイッサカルとアセルの中に

、ベテシャンとその村々、イブレアムとその村々、ドル

の住民とその村々、エンドルの住民とその村々、タアナ

クの住民とその村々、メギドの住民とその村々を獲た。

このうち第三のものは高地である。 12しかし、マナセの

子孫は、これらの町々を取ることができなかったので、

カナンびとは長くこの地に住み続けようとした。 13しか

し、イスラエルの人々が強くなるにしたがって、カナン

びとを使役するようになり、ことごとく追い払うことは

しなかった。 14ヨセフの子孫はヨシュアに言った、「主

が今まで、わたしを祝福されたので、わたしは数の多い

民となったのに、あなたはなぜ、わたしの嗣業として、

ただ一つのくじ、一つの分だけを、くださったのですか

」。 15ヨシュアは彼らに言った、「もしあなたが数の多

い民ならば、林に上っていって、そこで、ペリジびとや
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レパイムびとの地を自分で切り開くがよい。エフライム

の山地が、あなたがたには狭いのだから」。 16ヨセフの

子孫は答えた、「山地はわたしどもに十分ではありませ

ん。かつまた平地におるカナンびとは、ベテシャンとそ

の村々におるものも、エズレルの谷におるものも、みな

鉄の戦車を持っています」。 17ヨシュアはまたヨセフの

家、すなわちエフライムとマナセに言った、「あなたは

数の多い民で、大きな力をもっています。それでただ一

つのくじでは足りません。 18山地をもあなたのものとし

なければなりません。それは林ではあるが、切り開いて

、向こうの端まで、自分のものとしなければなりません

。カナンびとは鉄の戦車があって、強くはあるが、あな

たはそれを追い払うことができます」。

18そこでイスラエルの人々の全会衆は、その地を征服
したので、シロに集まり、そこに会見の幕屋を立て

た。 2その時、イスラエルの人々のうちに、まだ嗣業を

分かち取らない部族が、七つ残っていたので、 3ヨシュ

アはイスラエルの人々に言った、「あなたがたは、先祖

の神、主が、あなたがたに与えられた地を取りに行くの

を、いつまで怠っているのですか。 4部族ごとに三人ず

つを出しなさい。わたしはその人々をつかわしましょう

。彼らは立っていって、その地を行き巡り、おのおのの

嗣業のために、それを図面にして、わたしのところへ持

ってこなければならない。 5彼らはその地を七つの部分

に分けなければならない。ユダは南のその領地にとどま

り、ヨセフの家は北のその領地にとどまらなければなら

ない。 6あなたがたは、その地を七つに分けて、図面に

し、それをここに、わたしのところへ持ってこなければ

ならない。わたしはここで、われわれの神、主の前に、

あなたがたのために、くじを引くであろう。 7レビびと

は、あなたがたのうちに何の分をも持たない。主の祭司

たることが、彼らの嗣業だからである。またガドとルベ

ンとマナセの半部族とは、ヨルダンの向こう側、東の方

で、すでにその嗣業を受けた。それは主のしもべモーセ

が、彼らに与えたものである」。 8そこでその人々は立

って行った。その地の図面を作るために出て行く人々に

、ヨシュアは命じて言った、「あなたがたは行って、そ

の地を行き巡り、それを図面にして、わたしのところに

持って帰りなさい。わたしはシロで、主の前に、あなた

がたのために、ここでくじを引きましょう」。 9こうし

てその人々は行って、その地を経めぐり、町々にしたが

って、それを七つの部分とし、図面にして、書物に書き

しるし、シロの宿営におるヨシュアのもとへ持ってきた

。 10ヨシュアはシロで、彼らのために主の前に、くじを

引いた。そしてヨシュアはその所で、イスラエルの人々

に、それぞれの分として、地を分け与えた。 11まずベニ

ヤミンの子孫の部族のために、その家族にしたがって、

くじを引いた。そしてそのくじによって獲た領地は、ユ

ダの子孫と、ヨセフの子孫との間にあった。 12すなわち

、その北の方の境は、ヨルダンに始まり、エリコの北の

わきに上り、また西の方の山地をとおって上り、ベテア

ベンの荒野に達して尽きる。 13そこから、その境はルズ

に進み、ルズの南のわきに至る。ルズはベテルである。

ついでその境は下ベテホロンの南の山にあるアタロテ・

アダルに下り、 14西の方では、ベテホロンの南にある山

から南に曲り、ユダの子孫の町キリアテ・バアルに至っ

て尽きる。キリアテ・バアルはキリアテ・ヤリムである

。これが西の方の境であった。 15また南の方は、キリア

テ・ヤリムの端に始まり、その境はそこからエフロンに

おもむき、ネフトアの水の源に至り、 16ついでその境は

、レパイムの谷の北の端にあるベンヒンノムの谷を見お

ろす山の端に下り、進んでエブスびとのわきの南、ヒン

ノムの谷に下り、また下ってエンロゲルに至り、 17北に

曲ってエンシメシにおもむき、アドミムの坂に対するゲ

リロテにおもむき、ルベンびとボハンの石に下り、 18ベ

テアラバのわきを北に進んで、アラバに下り、 19その境

は、ベテホグラの北のわきに進み、ヨルダンの南端で、

塩の海の北の入海に至って尽きる。これが南の境である

。 20ヨルダンは東の方の境となっていた。これがベニヤ

ミンの子孫の、その家族にしたがって獲た嗣業の四方の

境である。 21ベニヤミンの子孫の部族が、その家族にし

たがって獲た町々は、エリコ、ベテホグラ、エメクケジ

ツ、 22ベテアラバ、ゼマライム、ベテル、 23アビム、

パラ、オフラ、 24ケパル・アンモニ、オフニ、ゲバ。す

なわち十二の町々と、それに属する村々。 25またギベオ

ン、ラマ、ベエロテ、 26ミヅパ、ケピラ、モザ、 27レ

ケム、イルピエル、タララ、 28ゼラ、エレフ、エブスす

なわちエルサレム、ギベア、キリアテ・ヤリム。すなわ

ち十四の町々と、それに属する村々。これがベニヤミン

の子孫の、その家族にしたがって獲た嗣業である。

19次にシメオンのため、すなわちシメオンの子孫の部
族のために、その家族にしたがって、くじを引いた

。その嗣業はユダの子孫の嗣業のうちにあった。 2その

嗣業として獲たものは、ベエルシバ、すなわちシバ、モ

ラダ、 3ハザル・シュアル、バラ、エゼム、 4エルトラ

デ、ベトル、ホルマ、 5チクラグ、ベテ・マルカボテ、

ハザルスサ、 6ベテレバオテ、シャルヘン。すなわち十

三の町々と、それに属する村々。 7またアイン、リンモ

ン、エテル、アシャン。すなわち四つの町々と、それに

属する村々。 8およびこれらの町の周囲にあって、バア

ラテ・ベエル、すなわちネゲブのラマに至るまでのすべ

ての村々。これがシメオンの子孫の部族の、その家族に

したがって獲た嗣業である。 9シメオンの子孫の嗣業は

、ユダの子孫の領域のうちにあった。これはユダの子孫

の分が大きかったので、シメオンの子孫が、その嗣業を

彼らの嗣業の中に獲たからである。 10第三にゼブルンの

子孫のために、その家族にしたがって、くじを引いた。

その嗣業の領域はサリデに及び、 11その境は西に上って

、マララに至り、ダバセテに達し、ヨクネアムの東にあ

る川に達し、 12サリデから、東の方、日の出の方に曲り

、キスロテ・タボルの境に至り、ダベラテに出て、ヤピ

アに上り、 13そこから東の方、日の出の方に進んで、ガ

テヘペルとイッタ・カジンに至り、リンモンに進んで、

ネアの方に曲る。 14北ではその境はハンナトンに回り、

イフタエルの谷に至って尽きる。 15そしてカッタテ、ナ

ハラル、シムロン、イダラ、ベツレヘムなど十二の町々

と、それに属する村々があった。 16これがゼブルンの子

孫の、その家族にしたがって獲た嗣業であって、その町

々と、それに属する村々とである。 17第四にイッサカル

、すなわちイッサカルの子孫のために、その家族にした

がって、くじを引いた。 18その領域には、エズレル、ケ

スロテ、シュネム、 19ハパライム、シオン、アナハラテ

、 20ラビテ、キション、エベツ、 21レメテ、エンガン

ニム、エンハダ、ベテパッゼズがあり、 22その境はタボ
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ル、シャハヂマ、ベテシメシに達し、その境はヨルダン

に至って尽きる。十六の町々と、それに属する村々があ

った。 23これがイッサカルの子孫の部族の、その家族に

したがって獲た嗣業であって、その町々と、それに属す

る村々とである。 24第五に、アセルの子孫の部族のため

に、その家族にしたがって、くじを引いた。 25その領域

には、ヘルカテ、ハリ、ベテン、アクサフ、 26アランメ

レク、アマデ、ミシャルがあり、その境は西では、カル

メルとシホル・リブナテに達し、 27それから東に折れて

、ベテダゴンに至り、北の方ゼブルンと、イプタエルの

谷に達し、ベテエメクおよびネイエルに至り、北はカブ

ルにいで、 28更にエブロン、レホブ、ハンモン、カナを

経て、大シドンに及び、 29それから、その境はラマに曲

り、堅固な町ツロに至る。またその境はホサに曲り、海

に至って尽きる。そして、マハラブ、アクジブ、 30ウン

マ、アペク、レホブなど、二十二の町々と、それに属す

る村々があった。 31これがアセルの子孫の部族の、その

家族にしたがって獲た嗣業であって、その町々と、それ

に属する村々とである。 32第六に、ナフタリの子孫のた

めに、その家族にしたがって、くじを引いた。 33その境

はヘレフから、すなわちザアナニイムのかしの木から起

り、アダミ・ネケブおよび、ヤブネルを経て、ラクムに

至り、ヨルダンに至って尽きる。 34そしてその境は西に

向かって、アズノテ・タボルに至り、そこからホッコク

に出る。南はゼブルンに接し、西はアセルに接し、東は

ヨルダンのユダに達する。 35その堅固な町々は、ヂデム

、ゼル、ハンマテ、ラッカテ、キンネレテ、 36アダマ、

ラマ、ハゾル、 37ケデシ、エデレイ、エンハゾル、 38

イロン、ミグダルエル、ホレム、ベテアナテ、ベテシメ

シなどで、十九の町々と、それに属する村々があった。

39これがナフタリの子孫の部族が、その家族にしたがっ

て獲た嗣業であって、その町々と、それに属する村々と

である。 40第七に、ダンの子孫の部族のために、その家

族にしたがって、くじを引いた。 41その嗣業の領域には

、ゾラ、エシタオル、イルシメシ、 42シャラビム、アヤ

ロン、イテラ、 43エロン、テムナ、エクロン、 44エル

テケ、ギベトン、バアラテ、 45エホデ、ベネベラク、ガ

テリンモン、 46メヤルコン、ラッコン、およびヨッパと

相対する地域があった。 47ただし、ダンの子孫の領域は

、彼らのために小さかったので、ダンの子孫は、上って

行き、レセムを攻めてそれを取り、つるぎにかけて撃ち

滅ぼし、それを獲てそこに住み、先祖ダンの名にしたが

って、レセムをダンと名づけた。 48これがダンの子孫の

部族の、その家族にしたがって獲た嗣業であって、その

町々と、それに属する村々とである。 49こうして国の各

地域を嗣業として分け与えることを終ったとき、イスラ

エルの人々は、自分たちのうちに、一つの嗣業を、ヌン

の子ヨシュアに与えた。 50すなわち、主の命に従って、

彼が求めた町を与えたが、それはエフライムの山地にあ

るテムナテ・セラであって、彼はその町を建てなおして

、そこに住んだ。 51これらは、祭司エレアザル、ヌンの

子ヨシュア、およびイスラエルの子孫の部族の族長たち

が、シロにおいて会見の幕屋の入口で、主の前に、くじ

を引いて分け与えた嗣業である。こうして地を分けるこ

とを終った。

20そこで主はヨシュアに言われた、 2「イスラエルの

人々に言いなさい、『先にわたしがモーセによって

言っておいた、のがれの町を選び定め、 3あやまって、

知らずに人を殺した者を、そこへのがれさせなさい。こ

れはあなたがたが、あだを討つ者をさけて、のがれる場

所となるでしょう。 4その人は、これらの町の一つにの

がれて行って、町の門の入口に立ち、その町の長老たち

に、そのわけを述べなければならない。そうすれば、彼

らはその人を町に受け入れて、場所を与え、共に住ませ

るであろう。 5たとい、あだを討つ者が追ってきても、

人を殺したその者を、その手に渡してはならない。彼は

あやまって隣人を殺したのであって、もとからそれを憎

んでいたのではないからである。 6その人は、会衆の前

に立って、さばきを受けるまで、あるいはその時の大祭

司が死ぬまで、その町に住まなければならない。そして

後、彼は自分の町、自分の家に帰って行って、逃げ出し

てきたその町に住むことができる』」。 7そこで、ナフ

タリの山地にあるガリラヤのケデシ、エフライムの山地

にあるシケム、およびユダの山地にあるキリアテ・アル

バすなわちヘブロンを、これがために選び分かち、 8ま

たヨルダンの向こう側、エリコの東の方では、ルベンの

部族のうちから、高原の荒野にあるベゼル、ガドの部族

のうちから、ギレアデのラモテ、マナセの部族のうちか

ら、バシャンのゴランを選び定めた。 9これらは、イス

ラエルのすべての人々、およびそのうちに寄留する他国

人のために設けられた町々であって、すべて、あやまっ

て人を殺した者を、そこにのがれさせ、会衆の前に立た

ないうちに、あだを討つ者の手にかかって死ぬことのな

いようにするためである。

21時にレビの族長たちは、祭司エレアザル、ヌンの子
ヨシュアおよびイスラエルの部族の族長たちのもと

にきて、 2カナンの地のシロで彼らに言った、「主はか

つて、われわれに住むべき町々を与えることと、それに

属する放牧地を、家畜のために与えることを、モーセに

よって命じられました」。 3それでイスラエルの人々は

、主の命にしたがって、自分たちの嗣業のうちから、次

の町々と、その放牧地とを、レビびとに与えた。 4まず

コハテびとの氏族のために、くじを引いた。祭司アロン

の子孫であるこれらのレビびとは、くじによって、ユダ

の部族、シメオンの部族、およびベニヤミンの部族のう

ちから、十三の町を獲た。 5その他のコハテびとは、く

じによって、エフライムの部族の氏族、ダンの部族、お

よびマナセの半部族のうちから、十の町を獲た。 6また

ゲルションびとは、くじによって、イッサカルの部族の

氏族、アセルの部族、ナフタリの部族、およびバシャン

にあるマナセの半部族のうちから、十三の町を獲た。 7

またメラリびとは、その氏族にしたがって、ルベンの部

族、ガドの部族、およびゼブルンの部族のうちから、十

二の町を獲た。 8イスラエルの人々は、主がモーセによ

って命じられたとおりに、これらの町と、その放牧地と

を、くじによって、レビびとに与えた。 9まずユダの部

族と、シメオンの部族のうちから、次に名をあげる町々

を与えた。 10これらはレビびとに属するコハテびとの氏

族の一つである、アロンの子孫に与えられた。最初のく

じが彼らに当ったからである。 11すなわちユダの山地に

あるキリアテ・アルバすなわちヘブロンおよびその周囲

の放牧地を彼らに与えた。このアルバはアナクの父であ

った。 12ただし、この町の畑と、それに属する村々とは

、すでにエフンネの子カレブが、それを受けて所有して
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いた。 13祭司アロンの子孫に与えたのは、人を殺した者

の、のがれる町であるヘブロンとその放牧地、リブナと

その放牧地、 14ヤッテルとその放牧地、エシテモアとそ

の放牧地、 15ホロンとその放牧地、デビルとその放牧地

、 16アインとその放牧地、ユッタとその放牧地、ベテシ

メシとその放牧地など、九つの町であって、この二つの

部族のうちから分け与えたものである。 17またベニヤミ

ンの部族のうちから、ギベオンとその放牧地、ゲバとそ

の放牧地、 18アナトテとその放牧地、アルモンとその放

牧地など、四つの町を与えた。 19アロンの子孫である祭

司たちの町は、合わせて十三であって、それに属する放

牧地があった。 20その他のコハテびとであるレビびとの

氏族は、くじによって、エフライムの部族のうちから町

を獲た。 21すなわち、その町は、人を殺したものの、の

がれる町であるエフライムの山地のシケムとその放牧地

、ゲゼルとその放牧地、 22キブザイムとその放牧地、ベ

テホロンとその放牧地など、四つの町である。 23またダ

ンの部族のうちから分け与えた町は、エルテケとその放

牧地、ギベトンとその放牧地、 24アヤロンとその放牧地

、ガテリンモンとその放牧地など、四つの町である。 25

またマナセの半部族のうちから分け与えた町は、タアナ

クとその放牧地、およびガテリンモンとその放牧地など

、二つの町である。 26その他のコハテびとの氏族の町は

、合わせて十であって、それに属する放牧地があった。

27ゲルションびとであるレビびとの氏族の一つに与えら

れた町は、マナセの半部族のうちからは、人を殺した者

の、のがれる町であるバシャンのゴランとその放牧地、

およびベエシテラとその放牧地など、二つの町である。

28イッサカルの部族のうちからは、キションとその放牧

地、ダベラテとその放牧地、 29ヤルムテとその放牧地、

エンガンニムとその放牧地など、四つの町である。 30ア

セルの部族のうちからは、ミシャルとその放牧地、アブ

ドンとその放牧地、 31ヘルカテとその放牧地、レホブと

その放牧地など、四つの町である。 32ナフタリの部族の

うちからは、人を殺した者の、のがれる町であるガリラ

ヤのケデシとその放牧地、ハンモテ・ドルとその放牧地

、カルタンとその放牧地など、三つの町である。 33ゲル

ションびとが、その氏族にしたがって獲た町は、合わせ

て十三の町であって、それに属する放牧地があった。 34

その他のレビびとである、メラリびとの氏族に与えられ

た町は、ゼブルンの部族のうちからは、ヨクネアムとそ

の放牧地、カルタとその放牧地、 35デムナとその放牧地

、ナハラルとその放牧地など、四つの町である。 36ルベ

ンの部族のうちからは、ベゼルとその放牧地、ヤハヅと

その放牧地、 37ケデモテとその放牧地、メパアテとその

放牧地など、四つの町である。 38ガドの部族のうちから

は、人を殺した者の、のがれる町であるギレアデのラモ

テとその放牧地、マハナイムとその放牧地、 39ヘシボン

とその放牧地、ヤゼルとその放牧地など、合わせて四つ

の町である。 40これらはみな、ほかのレビびとであるメ

ラリびとが、その氏族にしたがって、くじをもって獲た

町であって、合わせて十二であった。 41イスラエルの人

々の所有のうちに、レビびとが持った町々は、合わせて

四十八であって、それに属する放牧地があった。 42これ

らの町々は、それぞれその周囲に放牧地があった。これ

らの町々はみなそうであった。 43このように、主が、イ

スラエルに与えると、その先祖たちに誓われた地を、こ

とごとく与えられたので、彼らはそれを獲て、そこに住

んだ。 44主は彼らの先祖たちに誓われたように、四方に

安息を賜わったので、すべての敵のうち、ひとりも彼ら

に手向かう者はなかった。主が敵をことごとく彼らの手

に渡されたからである。 45主がイスラエルの家に約束さ

れたすべての良いことは、一つとしてたがわず、みな実

現した。

22時にヨシュアは、ルベンびと、ガドびと、およびマ
ナセの部族の半ばを呼び集めて、 2言った、「あな

たがたは主のしもべモーセが命じたことを、ことごとく

守り、またわたしの命じたすべての事にも、わたしの言

葉に聞きしたがいました。 3今日まで長い年月の間、あ

なたがたの兄弟たちを捨てず、あなたがたの神、主の命

令を、よく守ってきました。 4今はすでに、あなたがた

の神、主が、あなたがたの兄弟たちに、先に約束された

とおり、安息を賜わるようになりました。それで、あな

たがたは身を返して、主のしもべモーセが、あなたがた

に与えたヨルダンの向こう側の所有の地に行き、自分た

ちの天幕に帰りなさい。 5ただ主のしもべモーセが、あ

なたがたに命じた戒めと、律法とを慎んで行い、あなた

がたの神、主を愛し、そのすべての道に歩み、その命令

を守って、主につき従い、心をつくし、精神をつくして

、主に仕えなさい」。 6そしてヨシュアが彼らを祝福し

て去らせたので、彼らはその天幕に帰った。 7マナセの

部族の半ばには、すでにモーセがバシャンで所有地を与

えたが、他の半ばには、ヨシュアがヨルダンのこちら側

、西の方で、その兄弟たちのうちに、所有地を与えた。

ヨシュアは、彼らをその天幕に送りかえす時、彼らを祝

福して、 8言った、「あなたがたは多くの貨財と、おび

ただしい数の家畜と、金、銀、青銅、鉄、および多くの

衣服を持って天幕に帰り、敵から獲たぶんどり物を兄弟

たちに分けなさい」。 9こうしてルベンの子孫、ガドの

子孫、およびマナセの部族の半ばは、主がモーセによっ

て命じられたように、すでに自分の所有地となっている

ギレアデの地に行こうと、カナンの地のシロで、イスラ

エルの人々と別れて帰って行った。 10ルベンの子孫、ガ

ドの子孫、およびマナセの部族の半ばが、カナンの地の

ヨルダンのほとりにきた時、その所で、ヨルダンの岸べ

に一つの祭壇を築いた。それは大きくて遠くから見える

祭壇であった。 11イスラエルの人々は、「ルベンの子孫

、ガドの子孫、およびマナセの部族の半ばが、カナンの

地の国境、ヨルダンのほとりのイスラエルの人々に属す

る方で、一つの祭壇を築いた」といううわさを聞いた。

12イスラエルの人々が、それを聞くとひとしく、イスラ

エルの人々の全会衆はシロに集まって、彼らの所に攻め

上ろうとした。 13そしてイスラエルの人々は、祭司エレ

アザルの子ピネハスをギレアデの地のルベンの子孫、ガ

ドの子孫、およびマナセの半部族の所につかわし、 14イ

スラエルの各部族のうちから、父祖の家のつかさ、ひと

りずつをあげて、合わせて十人のつかさたちを、彼と共

に行かせた。これらはみなイスラエルの氏族のうちで、

父祖の家のかしらたる人々であった。 15彼らはギレアデ

の地に行き、ルベンの子孫、ガドの子孫、およびマナセ

の半部族に語って言った、 16「主の全会衆はこう言いま

す、『あなたがたがイスラエルの神にむかって、とがを

犯し、今日、ひるがえって主に従うことをやめ、自分の

ために一つの祭壇を築いて、今日、主にそむこうとする

のは何事か。 17ペオルで犯した罪で、なお足りないとす



ヨシュア記 146

るのか。それがために主の会衆に災が下ったが、われわ

れは今日もなお、その罪から清められていない。 18しか

もあなたがたは、今日、ひるがえって主に従うことをや

めようとするのか。あなたがたが、きょう、主にそむく

ならば、あす、主はイスラエルの全会衆にむかって怒ら

れるであろう。 19もしあなたがたの所有の地が清くない

のであれば、主の幕屋の立っている主の所有の地に渡っ

てきて、われわれのうちに、所有の地を獲なさい。ただ

、われわれの神、主の祭壇のほかに、自分のために祭壇

を築いて、主にそむき、またわれわれをそむく者となら

せないでください。 20ゼラの子アカンは、のろわれた物

について、とがを犯し、それがためイスラエルの全会衆

に、怒りが臨んだではないか。またその罪によって滅び

た者は、彼ひとりではなかった』」。 21その時、ルベン

の子孫、ガドの子孫、およびマナセの半部族は、イスラ

エルの氏族のかしらたちに答えて言った、 22「力ある者

、神、主。力ある者、神、主。主は知ろしめす。イスラ

エルもまた知らなければならない。もしそれがそむくこ

とであり、あるいは主に罪を犯すことであるならば、き

ょう、われわれをゆるさないでください。 23われわれが

祭壇を築いたことが、もし主に従うことをやめるためで

あり、またその上に、燔祭、素祭をささげるためであり

、あるいはまたその上に、酬恩祭の犠牲をささげるため

であったならば、主みずから、その罪を問いただしてく

ださい。 24しかし、われわれは次のことを考えてしたの

です。すなわち、のちの日になって、あなたがたの子孫

が、われわれの子孫にむかって言うことがあるかも知れ

ません、『あなたがたは、イスラエルの神、主と、なん

の関係があるのですか。 25ルベンの子孫と、ガドの子孫

よ、主は、あなたがたと、われわれとの間に、ヨルダン

を境とされました。あなたがたは主の民の特権がありま

せん』。こう言って、あなたがたの子孫が、われわれの

子孫に、主を拝むことをやめさせるかも知れないので、

26われわれは言いました、『さあ、われわれは一つの祭

壇を築こう。燔祭のためではなく、また犠牲のためでも

なく、 27ただあなたがたと、われわれとの間、およびわ

れわれの後の子孫の間に、証拠とならせて、われわれが

、燔祭と犠牲、および酬恩祭をもって、主の前で、主に

つとめをするためである。こうすれば、のちの日になっ

て、あなたがたの子孫が、われわれの子孫に、「あなた

がたは主の民の特権がありません」とは言わないであろ

う』。 28またわれわれは言いました、『のちの日に、わ

れわれ、またわれわれの子孫が、もしそのようなことを

言われるならば、その時、われわれは言おう、「われわ

れの先祖が造った主の祭壇の型をごらんなさい。これは

燔祭のためではなく、また犠牲のためでもなく、あなた

がたと、われわれとの間の証拠である」。 29主にそむき

、ひるがえって今日、主に従うことをやめて、われわれ

の神、主の幕屋の前にある祭壇のほかに、燔祭、素祭、

または犠牲をささげるための祭壇を築くようなことは、

決していたしません』」。 30祭司ピネハス、および会衆

のつかさたち、すなわち彼と共に行ったイスラエルの氏

族のかしらたちは、ルベンの子孫、ガドの子孫、および

マナセの子孫が語った言葉を聞いて、それを良しとした

。 31そして祭司エレアザルの子ピネハスは、ルベンの子

孫、ガドの子孫、およびマナセの子孫に言った、「今日

、われわれは、主がわれわれのうちにいますことを知っ

た。あなたがたが、主にむかって、このとがを犯さなか

ったからである。あなたがたは今、イスラエルの人々を

、主の手から救い出したのです」。 32こうして祭司エレ

アザルの子ピネハスと、つかさたちは、ルベンの子孫、

およびガドの子孫に別れて、ギレアデの地からカナンの

地に帰り、イスラエルの人々のところに行って復命した

ので、 33イスラエルの人々はそれを良しとした。そして

イスラエルの人々は神をほめたたえ、ルベンの子孫、お

よびガドの子孫の住んでいる国を滅ぼすために攻め上ろ

うとは、もはや言わなかった。 34ルベンの子孫とガドの

子孫は、その祭壇を「あかし」と名づけて言った、「こ

れは、われわれの間にあって、主が神にいますというあ

かしをするものである」。

23主がイスラエルの周囲の敵を、ことごとく除いて、
イスラエルに安息を賜わってのち、久しくたち、ヨ

シュアも年が進んで老いた。 2ヨシュアはイスラエルの

すべての人、その長老、かしらたち、さばきびと、つか

さびとたちを呼び集めて言った、「わたしは年も進んで

老人となった。 3あなたがたは、すでにあなたがたの神

、主が、このもろもろの国びとに行われたすべてのこと

を見た。あなたがたのために戦われたのは、あなたがた

の神、主である。 4見よ、わたしはヨルダンから、日の

入る方、大海までの、このもろもろの残っている国々と

、すでにわたしが滅ぼし去ったすべての国々を、くじを

もって、あなたがたに分け与え、あなたがたの各部族の

嗣業とさせた。 5あなたがたの前から、その国民を打ち

払い、あなたがたの目の前から追い払われるのは、あな

たがたの神、主である。そしてあなたがたの神、主が約

束されたように、あなたがたは彼らの地を獲るであろう

。 6それゆえ、あなたがたは堅く立って、モーセの律法

の書にしるされていることを、ことごとく守って行わな

ければならない。それを離れて右にも左にも曲ってはな

らない。 7あなたがたのうちに残っている、これらの国

民と交じってはならない。彼らの神々の名を唱えてはな

らない。それをさして誓ってはならない。またそれに仕

え、それを拝んではならない。 8ただ、今日までしてき

たように、あなたがたの神、主につき従わなければなら

ない。 9主が大いなる強き国民を、あなたがたの前から

追い払われた。あなたがたには今日まで、立ち向かうこ

とのできる者は、ひとりもなかった。 10あなたがたのひ

とりは、千人を追い払うことができるであろう。あなた

がたの神、主が約束されたように、みずからあなたがた

のために戦われるからである。 11それゆえ、あなたがた

は深く慎んで、あなたがたの神、主を愛さなければなら

ない。 12しかし、あなたがたがもしひるがえって、これ

らの国民の、生き残って、あなたがたの中にとどまる者

どもと親しくなり、これと婚姻し、ゆききするならば、

13あなたがたは、しかと知らなければならない。あなた

がたの神、主は、もはや、これらの国民をあなたがたの

前から、追い払うことをされないであろう。彼らは、か

えって、あなたがたのわなとなり、網となり、あなたが

たのわきに、むちとなり、あなたがたの目に、とげとな

って、あなたがたはついに、あなたがたの神、主が賜わ

ったこの良い地から、滅びうせるであろう。 14見よ、今

日、わたしは世の人のみな行く道を行こうとする。あな

たがたがみな、心のうちにまた、肝に銘じて知っている

ように、あなたがたの神、主が、あなたがたについて約

束されたもろもろの良いことで、一つも欠けたものはな
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かった。みなあなたがたに臨んで、一つも欠けたものは

なかった。 15しかし、あなたがたの神、主があなたがた

について約束された、もろもろの良いことが、あなたが

たに臨んだように、主はまた、もろもろの悪いことをあ

なたがたに下して、あなたがたの神、主が賜わったこの

良い地から、ついに、あなたがたを滅ぼし断たれるであ

ろう。 16もし、あなたがたの神、主が命じられたその契

約を犯し、行って他の神々に仕え、それを拝むならば、

主はあなたがたにむかって怒りを発し、あなたがたは、

主が賜わった良い地から、すみやかに滅びうせるであろ

う」。

24ヨシュアは、イスラエルのすべての部族をシケムに
集め、イスラエルの長老、かしら、さばきびと、つ

かさたちを召し寄せて、共に神の前に進み出た。 2そし

てヨシュアはすべての民に言った、「イスラエルの神、

主は、こう仰せられる、『あなたがたの先祖たち、すな

わちアブラハムの父、ナホルの父テラは、昔、ユフラテ

川の向こうに住み、みな、ほかの神々に仕えていたが、

3わたしは、あなたがたの先祖アブラハムを、川の向こ

うから連れ出して、カナンの全地を導き通り、その子孫

を増した。わたしは彼にイサクを与え、 4イサクにヤコ

ブとエサウを与え、エサウにはセイルの山地を与えて、

所有とさせたが、ヤコブとその子供たちはエジプトに下

った。 5わたしはモーセとアロンをつかわし、またエジ

プトのうちに不思議をおこなって、これに災を下し、そ

の後あなたがたを導き出した。 6わたしはあなたがたの

父たちを、エジプトから導き出し、あなたがたが海にき

たとき、エジプトびとは、戦車と騎兵とをもって、あな

たがたの父たちを紅海に追ってきた。 7そのとき、あな

たがたの父たちが主に呼ばわったので、主は暗やみをあ

なたがたとエジプトびととの間に置き、海を彼らの上に

傾けて彼らをおおわれた。あなたがたは、わたしがエジ

プトでしたことを目で見た。そして長い間、荒野に住ん

でいた。 8わたしはまたヨルダンの向こう側に住んでい

たアモリびとの地に、あなたがたを導き入れた。彼らは

あなたがたと戦ったので、わたしは彼らをあなたがたの

手に渡して、彼らの地を獲させ、彼らをあなたがたの前

から滅ぼし去った。 9ついで、モアブの王チッポルの子

バラクが立って、イスラエルに敵し、人をつかわし、ベ

オルの子バラムを招き、あなたがたをのろわせようとし

たが、 10わたしがバラムに聞こうとしなかったので、彼

は、かえって、あなたがたを祝福した。こうしてわたし

は彼の手からあなたがたを救い出した。 11そしてあなた

がたは、ヨルダンを渡って、エリコにきたが、エリコの

人々はあなたがたと戦い、アモリびと、ペリジびと、カ

ナンびと、ヘテびと、ギルガシびと、ヒビびと、および

エブスびとも、あなたがたと戦ったが、わたしは彼らを

あなたがたの手に渡した。 12わたしは、あなたがたの前

に、くまばちを送って、あのアモリびとのふたりの王を

、あなたがたの前から追い払った。これはあなたがたの

つるぎ、または、あなたがたの弓によってではなかった

。 13そしてわたしは、あなたがたが自分で労しなかった

地を、あなたがたに与え、あなたがたが建てなかった町

を、あなたがたに与えた。そしてあなたがたはいまその

所に住んでいる。あなたがたはまた自分で作らなかった

ぶどう畑と、オリブ畑の実を食べている』。 14それゆえ

、いま、あなたがたは主を恐れ、まことと、まごころと

、真実とをもって、主に仕え、あなたがたの先祖が、川

の向こう、およびエジプトで仕えた他の神々を除き去っ

て、主に仕えなさい。 15もしあなたがたが主に仕えるこ

とを、こころよしとしないのならば、あなたがたの先祖

が、川の向こうで仕えた神々でも、または、いまあなた

がたの住む地のアモリびとの神々でも、あなたがたの仕

える者を、きょう、選びなさい。ただし、わたしとわた

しの家とは共に主に仕えます」。 16その時、民は答えて

言った、「主を捨てて、他の神々に仕えるなど、われわ

れは決していたしません。 17われわれの神、主がみずか

らわれわれと、われわれの先祖とを、エジプトの地、奴

隷の家から導き上り、またわれわれの目の前で、あの大

いなるしるしを行い、われわれの行くすべての道で守り

、われわれが通ったすべての国民の中でわれわれを守ら

れたからです。 18主はまた、この地に住んでいたアモリ

びとなど、すべての民を、われわれの前から追い払われ

ました。それゆえ、われわれも主に仕えます。主はわれ

われの神だからです」。 19しかし、ヨシュアは民に言っ

た、「あなたがたは主に仕えることはできないであろう

。主は聖なる神であり、ねたむ神であって、あなたがた

の罪、あなたがたのとがを、ゆるされないからである。

20もしあなたがたが主を捨てて、異なる神々に仕えるな

らば、あなたがたにさいわいを下されたのちにも、ひる

がえってあなたがたに災をくだし、あなたがたを滅ぼし

つくされるであろう」。 21民はヨシュアに言った、「い

いえ、われわれは主に仕えます」。 22そこでヨシュアは

民に言った、「あなたがたは主を選んで、主に仕えると

言った。あなたがたみずからその証人である」。彼らは

言った、「われわれは証人です」。 23ヨシュアはまた言

った、「それならば、あなたがたのうちにある、異なる

神々を除き去り、イスラエルの神、主に、心を傾けなさ

い」。 24民はヨシュアに言った、「われわれの神、主に

、われわれは仕え、その声に聞きしたがいます」。 25こ

うしてヨシュアは、その日、民と契約をむすび、シケム

において、定めと、おきてを、彼らのために設けた。 26

ヨシュアはこれらの言葉を神の律法の書にしるし、大き

な石を取って、その所で、主の聖所にあるかしの木の下

にそれを立て、 27ヨシュアは、すべての民に言った、「

見よ、この石はわれわれのあかしとなるであろう。主が

われわれに語られたすべての言葉を、聞いたからである

。それゆえ、あなたがたが自分の神を捨てることのない

ために、この石が、あなたがたのあかしとなるであろう

」。 28こうしてヨシュアは民を、おのおのその嗣業の地

に帰し去らせた。 29これらの事の後、主のしもべ、ヌン

の子ヨシュアは百十歳で死んだ、 30人々は彼をその嗣業

の地のうちのテムナテ・セラに葬った。テムナテ・セラ

は、エフライムの山地で、ガアシ山の北にある。 31イス

ラエルはヨシュアの世にある日の間、また主がイスラエ

ルのために行われたもろもろのことを知っていて、ヨシ

ュアのあとに生き残った長老たちが世にある日の間、つ

ねに主に仕えた。 32イスラエルの人々が、エジプトから

携え上ったヨセフの骨は、むかしヤコブが銀百枚で、シ

ケムの父ハモルの子らから買い取ったシケムのうちの地

所の一部に葬られた。これはヨセフの子孫の嗣業となっ

た。 33アロンの子エレアザルも死んだ。人々は彼を、そ

の子ピネハスに与えられた町で、エフライムの山地にあ

るギベアに葬った。
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士師記

1ヨシュアが死んだ後、イスラエルの人々は主に問うて
言った、「わたしたちのうち、だれが先に攻め上って

、カナンびとと戦いましょうか」。 2主は言われた、「

ユダが上るべきである。わたしはこの国を彼の手にわた

した」。 3ユダはその兄弟シメオンに言った、「わたし

と一緒に、わたしに割り当てられた領地へ上って行って

、カナンびとと戦ってください。そうすればわたしもあ

なたと一緒に、あなたに割り当てられた領地へ行きまし

ょう」。そこでシメオンは彼と一緒に行った。 4ユダが

上って行くと、主は彼らの手にカナンびととペリジびと

とをわたされたので、彼らはベゼクで一万人を撃ち破り

、 5またベゼクでアドニベゼクに会い、彼と戦ってカナ

ンびととペリジびととを撃ち破った。 6アドニベゼクは

逃げたが、彼らはそのあとを追って彼を捕え、その手足

の親指を切り放った。 7アドニベゼクは言った、「かつ

て七十人の王たちが手足の親指を切られて、わたしの食

卓の下で、くずを拾ったことがあったが、神はわたしが

したように、わたしに報いられたのだ」。人々は彼をエ

ルサレムへ連れて行ったが、彼はそこで死んだ。 8ユダ

の人々はエルサレムを攻めて、これを取り、つるぎをも

ってこれを撃ち、町に火を放った。 9その後、ユダの人

々は山地とネゲブと平地に住んでいるカナンびとと戦う

ために下ったが、 10ユダはまずヘブロンに住んでいるカ

ナンびとを攻めて、セシャイとアヒマンとタルマイを撃

ち破った。ヘブロンのもとの名はキリアテ・アルバであ

った。 11またそこから進んでデビルの住民を攻めた。（

デビルのもとの名はキリアテ・セペルであった。） 12時

にカレブは言った、「キリアテ・セペルを撃って、これ

を取る者には、わたしの娘アクサを妻として与えるであ

ろう」。 13カレブの弟ケナズの子オテニエルがそれを取

ったので、カレブは娘アクサを妻として彼に与えた。 14

アクサは行くとき彼女の父に畑を求めることを夫にすす

められたので、アクサがろばから降りると、カレブは彼

女に言った、「あなたは何を望むのか」。 15アクサは彼

に言った、「わたしに贈り物をください。あなたはわた

しをネゲブの地へやられるのですから、泉をもください

」。それでカレブは上の泉と下の泉とを彼女に与えた。

16モーセのしゅうとであるケニびとの子孫はユダの人々

と共に、しゅろの町からアラドに近いネゲブにあるユダ

の野に上ってきて、アマレクびとと共に住んだ。 17そし

てユダはその兄弟シメオンと共に行って、ゼパテに住ん

でいたカナンびとを撃ち、それをことごとく滅ぼした。

これによってその町の名はホルマと呼ばれた。 18ユダは

またガザとその地域、アシケロンとその地域、エクロン

とその地域を取った。 19主がユダと共におられたので、

ユダはついに山地を手に入れたが、平地に住んでいた民

は鉄の戦車をもっていたので、これを追い出すことがで

きなかった。 20人々はモーセがかつて言ったように、ヘ

ブロンをカレブに与えたので、カレブはその所からアナ

クの三人の子を追い出した。 21ベニヤミンの人々はエル

サレムに住んでいたエブスびとを追い出さなかったので

、エブスびとは今日までベニヤミンの人々と共にエルサ

レムに住んでいる。 22ヨセフの一族はまたベテルに攻め

上ったが、主は彼らと共におられた。 23すなわちヨセフ

の一族は人をやってベテルを探らせた。この町のもとの

名はルズであった。 24その斥候たちは町から出てきた人

を見て、言った、「どうぞこの町にはいる道を教えてく

ださい。そうすればわたしたちはあなたに恵みを施しま

しょう」。 25彼が町にはいる道を教えたので、彼らはつ

るぎをもって町を撃った。しかし、かの人とその家族は

自由に去らせた。 26その人はヘテびとの地に行って町を

建て、それをルズと名づけた。これは今日までその名で

ある。 27マナセはベテシャンとその村里の住民、タアナ

クとその村里の住民、ドルとその村里の住民、イブレア

ムとその村里の住民、メギドとその村里の住民を追い出

さなかったので、カナンびとは引き続いてその地に住ん

でいたが、 28イスラエルは強くなったとき、カナンびと

を強制労働に服させ、彼らをことごとくは追い出さなか

った。 29またエフライムはゲゼルに住んでいたカナンび

とを追い出さなかったので、カナンびとはゲゼルにおい

て彼らのうちに住んでいた。 30ゼブルンはキテロンの住

民およびナハラルの住民を追い出さなかったので、カナ

ンびとは彼らのうちに住んで強制労働に服した。 31アセ

ルはアッコの住民およびシドン、アヘラブ、アクジブ、

ヘルバ、アピク、レホブの住民を追い出さなかったので

、 32アセルびとは、その地の住民であるカナンびとのう

ちに住んでいた。彼らが追い出さなかったからである。

33ナフタリはベテシメシの住民およびベテアナテの住民

を追い出さずに、その地の住民であるカナンびとのうち

に住んでいた。しかしベテシメシとベテアナテの住民は

、ついに彼らの強制労働に服した。 34アモリびとはダン

の人々を山地に追い込んで平地に下ることを許さなかっ

た。 35アモリびとは引き続いてハルヘレス、アヤロン、

シャラビムに住んでいたが、ヨセフの一族の手が強くな

ったので、彼らは強制労働に服した。 36アモリびとの境

はアクラビムの坂からセラを経て上の方に及んだ。

2主の使がギルガルからボキムに上って言った、「わた
しはあなたがたをエジプトから上らせて、あなたがた

の先祖に誓った地に連れてきて、言った、『わたしはあ

なたと結んだ契約を決して破ることはない。 2あなたが

たはこの国の住民と契約を結んではならない。彼らの祭

壇をこぼたなければならない』と。しかし、あなたがた

はわたしの命令に従わなかった。あなたがたは、なんと

いうことをしたのか。 3それでわたしは言う、『わたし

はあなたがたの前から彼らを追い払わないであろう。彼

らはかえってあなたがたの敵となり、彼らの神々はあな

たがたのわなとなるであろう』と」。 4主の使がこれら

の言葉をイスラエルのすべての人々に告げたので、民は

声をあげて泣いた。 5それでその所の名をボキムと呼ん

だ。そして彼らはその所で主に犠牲をささげた。 6ヨシ

ュアが民を去らせたので、イスラエルの人々はおのおの

その領地へ行って土地を獲た。 7民はヨシュアの在世中

も、またヨシュアのあとに生き残った長老たち、すなわ

ち主がかつてイスラエルのために行われたすべての大い

なるわざを見た人々の在世中も主に仕えた。 8こうして

主のしもべヌンの子ヨシュアは百十歳で死んだ。 9人々

は彼をエフライムの山地のガアシ山の北のテムナテ・ヘ

レスにある彼の領地内に葬った。 10そしてその時代の者

もまたことごとくその先祖たちのもとにあつめられた。

その後ほかの時代が起ったが、これは主を知らず、また

主がイスラエルのために行われたわざをも知らなかった

。 11イスラエルの人々は主の前に悪を行い、もろもろの
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バアルに仕え、 12かつてエジプトの地から彼らを導き出

された先祖たちの神、主を捨てて、ほかの神々すなわち

周囲にある国民の神々に従い、それにひざまずいて、主

の怒りをひき起した。 13すなわち彼らは主を捨てて、バ

アルとアシタロテに仕えたので、 14主の怒りがイスラエ

ルに対して燃え、かすめ奪う者の手にわたして、かすめ

奪わせ、かつ周囲のもろもろの敵の手に売られたので、

彼らは再びその敵に立ち向かうことができなかった。 15

彼らがどこへ行っても、主の手は彼らに災をした。これ

は主がかつて言われ、また主が彼らに誓われたとおりで

、彼らはひどく悩んだ。 16その時、主はさばきづかさを

起して、彼らをかすめ奪う者の手から救い出された。 17

しかし彼らはそのさばきづかさにも従わず、かえってほ

かの神々を慕ってそれと姦淫を行い、それにひざまずき

、先祖たちが主の命令に従って歩んだ道を、いちはやく

離れ去って、そのようには行わなかった。 18主が彼らの

ためにさばきづかさを起されたとき、そのさばきづかさ

の在世中、主はさばきづかさと共におられて、彼らを敵

の手から救い出された。これは彼らが自分をしえたげ悩

ました者のゆえに、うめき悲しんだので、主が彼らをあ

われまれたからである。 19しかしさばきづかさが死ぬと

、彼らはそむいて、先祖たちにまさって悪を行い、ほか

の神々に従ってそれに仕え、それにひざまずいてそのお

こないをやめず、かたくなな道を離れなかった。 20それ

で主はイスラエルに対し激しく怒って言われた、「この

民はわたしがかつて先祖たちに命じた契約を犯し、わた

しの命令に従わないゆえ、 21わたしもまたヨシュアが死

んだときに残しておいた国民を、この後、彼らの前から

追い払わないであろう。 22これはイスラエルが、先祖た

ちの守ったように主の道を守ってそれに歩むかどうかを

わたしが試みるためである」。 23それゆえ主はこれらの

国民を急いで追い払わずに残しておいて、ヨシュアの手

にわたされなかったのである。

3すべてカナンのもろもろの戦争を知らないイスラエル
の人々を試みるために、主が残しておかれた国民は次

のとおりである。 2これはただイスラエルの代々の子孫

、特にまだ戦争を知らないものに、それを教え知らせる

ためである。 3すなわちペリシテびとの五人の君たちと

、すべてのカナンびとと、シドンびとおよびレバノン山

に住んで、バアル・ヘルモン山からハマテの入口までを

占めていたヒビびとなどであって、 4これらをもってイ

スラエルを試み、主がモーセによって先祖たちに命じら

れた命令に、彼らが従うかどうかを知ろうとされたので

ある。 5しかるにイスラエルの人々はカナンびと、ヘテ

びと、アモリびと、ペリジびと、ヒビびと、エブスびと

のうちに住んで、 6彼らの娘を妻にめとり、また自分た

ちの娘を彼らのむすこに与えて、彼らの神々に仕えた。

7こうしてイスラエルの人々は主の前に悪を行い、自分

たちの神、主を忘れて、バアルおよびアシラに仕えた。

8そこで主はイスラエルに対して激しく怒り、彼らをメ

ソポタミヤの王クシャン・リシャタイムの手に売りわた

されたので、イスラエルの人々は八年の間、クシャン・

リシャタイムに仕えた。 9しかし、イスラエルの人々が

主に呼ばわったとき、主はイスラエルの人々のために、

ひとりの救助者を起して彼らを救われた。すなわちカレ

ブの弟、ケナズの子オテニエルである。 10主の霊がオテ

ニエルに臨んだので、彼はイスラエルをさばいた。彼が

戦いに出ると、主はメソポタミヤの王クシャン・リシャ

タイムをその手にわたされたので、オテニエルの手はク

シャン・リシャタイムに勝ち、 11国は四十年のあいだ太

平であった。ケナズの子オテニエルはついに死んだ。 12

イスラエルの人々はまた主の前に悪をおこなった。すな

わち彼らが主の前に悪をおこなったので、主はモアブの

王エグロンを強めて、イスラエルに敵対させられた。 13

エグロンはアンモンおよびアマレクの人々を集め、きて

イスラエルを撃ち、しゅろの町を占領した。 14こうして

イスラエルの人々は十八年の間モアブの王エグロンに仕

えた。 15しかしイスラエルの人々が主に呼ばわったとき

、主は彼らのために、ひとりの救助者を起された。すな

わちベニヤミンびと、ゲラの子、左ききのエホデである

。イスラエルの人々は彼によってモアブの王エグロンに

、みつぎ物を送った。 16エホデは長さ一キュビトのもろ

刃のつるぎを作らせ、それを衣の下、右のももの上に帯

びて、 17モアブの王エグロンにみつぎ物をもってきた。

エグロンは非常に肥えた人であった。 18エホデがみつぎ

物をささげ終ったとき、彼はみつぎ物をになってきた民

を帰らせ、 19かれ自身はギルガルに近い石像のある所か

ら引きかえして言った、「王よ、わたしはあなたに申し

あげる機密をもっています」。そこで王は「さがってお

れ」と言ったので、かたわらに立っている者は皆出て行

った。 20エホデが王のところにはいって来ると、王はひ

とりで涼みの高殿に座していたので、エホデが「わたし

は神の命によってあなたに申しあげることがあります」

と言うと、王は座から立ちあがった。 21そのときエホデ

は左の手を伸ばし、右のももからつるぎをとって王の腹

を刺した。 22つるぎのつかも刃と共にはいったが、つる

ぎを腹から抜き出さなかったので、脂肪が刃をふさいだ

。そして汚物が出た。 23エホデは廊下に出て、王のおる

高殿の戸を閉じ、錠をおろした。 24彼が出た後、王のし

もべどもがきて、高殿の戸に錠のおろされてあるのを見

て、「王はきっと涼み殿のへやで足をおおっておられる

のだ」と思った。 25しもべどもは長いあいだ待っていた

が、王がなお高殿の戸を開かないので、心配してかぎを

とって開いて見ると、王は床にたおれて死んでいた。 26

エホデは彼らのためらうまに、のがれて石像のある所を

過ぎ、セイラに逃げていった。 27彼が行ってエフライム

の山地にラッパを吹き鳴らしたので、イスラエルの人々

は彼と共に山地から下ってエホデに従った。 28エホデは

彼らに言った、「わたしについてきなさい。主はあなた

がたの敵モアブびとをあなたがたの手にわたされます」

。そこで彼らはエホデに従って下り、ヨルダンの渡し場

をおさえ、モアブびとをひとりも渡らせなかった。 29そ

のとき彼らはモアブびとおおよそ一万人を殺した。これ

はいずれも肥え太った勇士であって、ひとりも、のがれ

た者がなかった。 30こうしてモアブはその日イスラエル

の手に服し、国は八十年のあいだ太平であった。 31エホ

デの後、アナテの子シャムガルが起り、牛のむちをもっ

てペリシテびと六百人を殺した。この人もまたイスラエ

ルを救った。

4エホデが死んだ後、イスラエルの人々がまた主の前に
悪をおこなったので、 2主は、ハゾルで世を治めてい

たカナンの王ヤビンの手に彼らを売りわたされた。ヤビ

ンの軍勢の長はハロセテ・ゴイムに住んでいたシセラで

あった。 3彼は鉄の戦車九百両をもち、二十年の間イス
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ラエルの人々を激しくしえたげたので、イスラエルの人

々は主に向かって呼ばわった。 4そのころラピドテの妻

、女預言者デボラがイスラエルをさばいていた。 5彼女

はエフライムの山地のラマとベテルの間にあるデボラの

しゅろの木の下に座し、イスラエルの人々は彼女のもと

に上ってきて、さばきをうけた。 6デボラは人をつかわ

して、ナフタリのケデシからアビノアムの子バラクを招

いて言った、「イスラエルの神、主はあなたに、こう命

じられるではありませんか、『ナフタリの部族とゼブル

ンの部族から一万人を率い、行って、タボル山に陣をし

け。 7わたしはヤビンの軍勢の長シセラとその戦車と軍

隊とをキション川に引き寄せて、あなたに出あわせ、彼

をあなたの手にわたすであろう』」。 8バラクは彼女に

言った、「あなたがもし一緒に行ってくだされば、わた

しは行きます。しかし、一緒に行ってくださらないなら

ば、行きません」。 9デボラは言った、「必ずあなたと

一緒に行きます。しかしあなたは今行く道では誉を得な

いでしょう。主はシセラを女の手にわたされるからです

」。デボラは立ってバラクと一緒にケデシに行った。 10

バラクはゼブルンとナフタリをケデシに呼び集め、一万

人を従えて上った。デボラも彼と共に上った。 11時にケ

ニびとヘベルはモーセのしゅうとホバブの子孫であるケ

ニびとから分れて、ケデシに近いザアナイムのかしの木

までも遠く行って天幕を張っていた。 12アビノアムの子

バラクがタボル山に上ったと、人々がシセラに告げたの

で、 13シセラは自分の戦車の全部すなわち鉄の戦車九百

両と、自分と共におるすべての民をハロセテ・ゴイムか

らキション川に呼び集めた。 14デボラはバラクに言った

、「さあ、立ちあがりなさい。きょうは主がシセラをあ

なたの手にわたされる日です。主はあなたに先立って出

られるではありませんか」。そこでバラクは一万人を従

えてタボル山から下った。 15主はつるぎをもってシセラ

とすべての戦車および軍勢をことごとくバラクの前に撃

ち敗られたので、シセラは戦車から飛びおり、徒歩で逃

げ去った。 16バラクは戦車と軍勢とを追撃してハロセテ

・ゴイムまで行った。シセラの軍勢はことごとくつるぎ

にたおれて、残ったものはひとりもなかった。 17しかし

シセラは徒歩で逃げ去って、ケニびとヘベルの妻ヤエル

の天幕に行った。ハゾルの王ヤビンとケニびとヘベルの

家とは互にむつまじかったからである。 18ヤエルは出て

きてシセラを迎え、彼に言った、「おはいりください。

主よ、どうぞうちへおはいりください。恐れるにはおよ

びません」。シセラが天幕にはいったので、ヤエルは毛

布をもって彼をおおった。 19シセラはヤエルに言った、

「どうぞ、わたしに水を少し飲ませてください。のどが

かわきましたから」。ヤエルは乳の皮袋を開いて彼に飲

ませ、また彼をおおった。 20シセラはまたヤエルに言っ

た、「天幕の入口に立っていてください。もし人がきて

、あなたに『だれか、ここにおりますか』と問うならば

『おりません』と答えてください」。 21しかし彼が疲れ

て熟睡したとき、ヘベルの妻ヤエルは天幕のくぎを取り

、手に槌を携えて彼に忍び寄り、こめかみにくぎを打ち

込んで地に刺し通したので、彼は息絶えて死んだ。 22バ

ラクがシセラを追ってきたとき、ヤエルは彼を出迎えて

言った、「おいでなさい。あなたが求めている人をお見

せしましょう」。彼がヤエルの天幕にはいって見ると、

シセラはこめかみにくぎを打たれて倒れて死んでいた。

23こうしてその日、神はカナンの王ヤビンをイスラエル

の人々の前に撃ち敗られた。 24そしてイスラエルの人々

の手はますますカナンびとの王ヤビンの上に重くなって

、ついにカナンの王ヤビンを滅ぼすに至った。

5その日デボラとアビノアムの子バラクは歌って言った
。 2「イスラエルの指導者たちは先に立ち、民は喜び

勇んで進み出た。主をさんびせよ。 3もろもろの王よ聞

け、もろもろの君よ、耳を傾けよ。わたしは主に向かっ

て歌おう、わたしはイスラエルの神、主をほめたたえよ

う。 4主よ、あなたがセイルを出、エドムの地から進ま

れたとき、地は震い、天はしたたり、雲は水をしたたら

せた。 5もろもろの山は主の前に揺り動き、シナイの主

、すなわちイスラエルの神、主の前に揺り動いた。 6ア

ナテの子シャムガルのとき、ヤエルの時には隊商は絶え

、旅人はわき道をとおった。 7イスラエルには農民が絶

え、かれらは絶え果てたが、デボラよ、ついにあなたは

立ちあがり、立ってイスラエルの母となった。 8人々が

新しい神々を選んだとき、戦いは門に及んだ。イスラエ

ルの四万人のうちに、盾あるいは槍の見られたことがあ

ったか。 9わたしの心は民のうちの喜び勇んで進み出た

イスラエルのつかさたちと共にある。主をさんびせよ。

10茶色のろばに乗るもの、毛氈の上にすわるもの、およ

び道を歩むものよ、共に歌え。 11楽人の調べは水くむ所

に聞える。かれらはそこで主の救を唱え、イスラエルの

農民の救を唱えている。その時、主の民は門に下って行

った。 12起きよ、起きよ、デボラ。起きよ、起きよ、歌

をうたえ。立てよ、バラク、とりこを捕えよ、アビノア

ムの子よ。 13その時、残った者は尊い者のように下って

行き、主の民は勇士のように下って行った。 14彼らはエ

フライムから出て谷に進み、兄弟ベニヤミンはあなたの

民のうちにある。マキルからはつかさたちが下って行き

、ゼブルンからは指揮を執るものが下って行った。 15イ

ッサカルの君たちはデボラと共におり、イッサカルはバ

ラクと同じく、直ちにそのあとについて谷に突進した。

しかしルベンの氏族は大いに思案した。 16なぜ、あなた

は、おりの間にとどまって、羊の群れに笛吹くのを聞い

ているのか。ルベンの氏族は大いに思案した。 17ギレア

デはヨルダンの向こうにとどまっていた。なぜ、ダンは

舟のかたわらにとどまったか。アセルは浜べに座し、そ

の波止場のかたわらにとどまっていた。 18ゼブルンは命

をすてて、死を恐れぬ民である。野の高い所におるナフ

タリもまたそうであった。 19もろもろの王たちはきて戦

った。その時カナンの王たちは、メギドの水のほとりの

タアナクで戦った。彼らは一片の銀をも獲なかった。 20

もろもろの星は天より戦い、その軌道をはなれてシセラ

と戦った。 21キションの川は彼らを押し流した、激しく

流れる川、キションの川。わが魂よ、勇ましく進め。 22

その時、軍馬ははせ駆けり、馬のひずめは地を踏みなら

した。 23主の使は言った、『メロズをのろえ、激しくそ

の民をのろえ、彼らはきて主を助けず、主を助けて勇士

を攻めなかったからである』。 24ケニびとヘベルの妻ヤ

エルは、女のうちの最も恵まれた者、天幕に住む女のう

ち最も恵まれた者である。 25シセラが水を求めると、ヤ

エルは乳を与えた。すなわち貴重な鉢に凝乳を盛ってさ

さげた。 26ヤエルはくぎに手をかけ、右手に重い槌をと

って、シセラを打ち、その頭を砕き、粉々にして、その

こめかみを打ち貫いた。 27シセラはヤエルの足もとにか

がんで倒れ伏し、その足もとにかがんで倒れ、そのかが
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んだ所に倒れて死んだ。 28シセラの母は窓からながめ、

格子窓から叫んで言った、『どうして彼の車の来るのが

おそいのか、どうして彼の車の歩みがはかどらないのか

』。 29その侍女たちの賢い者は答え、母またみずからお

のれに答えて言った、 30『彼らは獲物を得て、それを分

けているのではないか、人ごとにひとり、ふたりのおな

ごを取り、シセラの獲物は色染めの衣、縫い取りした色

染めの衣の獲物であろう。すなわち縫い取りした色染め

の衣二つを、獲物としてそのくびにまとうであろう』。

31主よ、あなたの敵はみなこのように滅び、あなたを愛

する者を太陽の勢いよく上るようにしてください」。こ

うして後、国は四十年のあいだ太平であった。

6イスラエルの人々はまた主の前に悪をおこなったので
、主は彼らを七年の間ミデアンびとの手にわたされた

。 2ミデアンびとの手はイスラエルに勝った。イスラエ

ルの人々はミデアンびとのゆえに、山にある岩屋と、ほ

ら穴と要害とを自分たちのために造った。 3イスラエル

びとが種をまいた時には、いつもミデアンびと、アマレ

クびとおよび東方の民が上ってきてイスラエルびとを襲

い、 4イスラエルびとに向かって陣を取り、地の産物を

荒してガザの附近にまで及び、イスラエルのうちに命を

つなぐべき物を残さず、羊も牛もろばも残さなかった。

5彼らが家畜と天幕を携えて、いなごのように多く上っ

てきたからである。すなわち彼らとそのらくだは無数で

あって、彼らは国を荒すためにはいってきたのであった

。 6こうしてイスラエルはミデアンびとのために非常に

衰え、イスラエルの人々は主に呼ばわった。 7イスラエ

ルの人々がミデアンびとのゆえに、主に呼ばわったとき

、 8主はひとりの預言者をイスラエルの人々につかわし

て彼らに言われた、「イスラエルの神、主はこう言われ

る、『わたしはかつてあなたがたをエジプトから導き上

り、あなたがたを奴隷の家から携え出し、 9エジプトび

との手およびすべてあなたがたをしえたげる者の手から

救い出し、あなたがたの前から彼らを追い払って、その

国をあなたがたに与えた。 10そしてあなたがたに言った

、「わたしはあなたがたの神、主である。あなたがたが

住んでいる国のアモリびとの神々を恐れてはならない」

と。しかし、あなたがたはわたしの言葉に従わなかった

』」。 11さて主の使がきて、アビエゼルびとヨアシに属

するオフラにあるテレビンの木の下に座した。時にヨア

シの子ギデオンはミデアンびとの目を避けるために酒ぶ

ねの中で麦を打っていたが、 12主の使は彼に現れて言っ

た、「大勇士よ、主はあなたと共におられます」。 13ギ

デオンは言った、「ああ、君よ、主がわたしたちと共に

おられるならば、どうしてこれらの事がわたしたちに臨

んだのでしょう。わたしたちの先祖が『主はわれわれを

エジプトから導き上られたではないか』といって、わた

したちに告げたそのすべての不思議なみわざはどこにあ

りますか。今、主はわたしたちを捨てて、ミデアンびと

の手にわたされました」。 14主はふり向いて彼に言われ

た、「あなたはこのあなたの力をもって行って、ミデア

ンびとの手からイスラエルを救い出しなさい。わたしが

あなたをつかわすのではありませんか」。 15ギデオンは

主に言った、「ああ主よ、わたしはどうしてイスラエル

を救うことができましょうか。わたしの氏族はマナセの

うちで最も弱いものです。わたしはまたわたしの父の家

族のうちで最も小さいものです」。 16主は言われた、「

しかし、わたしがあなたと共におるから、ひとりを撃つ

ようにミデアンびとを撃つことができるでしょう」。 17

ギデオンはまた主に言った、「わたしがもしあなたの前

に恵みを得ていますならば、どうぞ、わたしと語るのが

あなたであるというしるしを見せてください。 18どうぞ

、わたしが供え物を携えてあなたのもとにもどってきて

、あなたの前に供えるまで、ここを去らないでください

」。主は言われた、「わたしはあなたがもどって来るま

で待ちましょう」。 19そこでギデオンは自分の家に行っ

て、やぎの子を整え、一エパの粉で種入れぬパンをつく

り、肉をかごに入れ、あつものをつぼに盛り、テレビン

の木の下におる彼のもとに持ってきて、それを供えた。

20神の使は彼に言った、「肉と種入れぬパンをとって、

この岩の上に置き、それにあつものを注ぎなさい」。彼

はそのようにした。 21すると主の使が手にもっていたつ

えの先を出して、肉と種入れぬパンに触れると、岩から

火が燃えあがって、肉と種入れぬパンとを焼きつくした

。そして主の使は去って見えなくなった。 22ギデオンは

その人が主の使であったことをさとって言った、「ああ

主なる神よ、どうなることでしょう。わたしは顔をあわ

せて主の使を見たのですから」。 23主は彼に言われた、

「安心せよ、恐れるな。あなたは死ぬことはない」。 24

そこでギデオンは主のために祭壇をそこに築いて、それ

を「主は平安」と名づけた。これは今日までアビエゼル

びとのオフラにある。 25その夜、主はギデオンに言われ

た、「あなたの父の雄牛と七歳の第二の雄牛とを取り、

あなたの父のもっているバアルの祭壇を打ちこわし、そ

のかたわらにあるアシラ像を切り倒し、 26あなたの神、

主のために、このとりでの頂に、石を並べて祭壇を築き

、第二の雄牛を取り、あなたが切り倒したアシラの木を

もって燔祭をささげなさい」。 27ギデオンはしもべ十人

を連れて、主が言われたとおりにおこなった。ただし彼

は父の家族のもの、および町の人々を恐れたので、昼そ

れを行うことができず、夜それを行った。 28町の人々が

朝早く起きて見ると、バアルの祭壇は打ちこわされ、そ

のかたわらのアシラ像は切り倒され、新たに築いた祭壇

の上に、第二の雄牛がささげられてあった。 29そこで彼

らは互に「これはだれのしわざか」と言って問い尋ねた

すえ、「これはヨアシの子ギデオンのしわざだ」と言っ

た。 30町の人々はヨアシに言った、「あなたのむすこを

引き出して殺しなさい。彼はバアルの祭壇を打ちこわし

そのかたわらにあったアシラ像を切り倒したのです」。

31しかしヨアシは自分に向かって立っているすべての者

に言った、「あなたがたはバアルのために言い争うので

すか。あるいは彼を弁護しようとなさるのですか。バア

ルのために言い争う者は、あすの朝までに殺されるでし

ょう。バアルがもし神であるならば、自分の祭壇が打ち

こわされたのだから、彼みずから言い争うべきです」。

32そこでその日、「自分の祭壇が打ちこわされたのだか

ら、バアルみずからその人と言い争うべきです」と言っ

たので、ギデオンはエルバアルと呼ばれた。 33時にミデ

アンびと、アマレクびとおよび東方の民がみな集まって

ヨルダン川を渡り、エズレルの谷に陣を取ったが、 34主

の霊がギデオンに臨み、ギデオンがラッパを吹いたので

、アビエゼルびとは集まって彼に従った。 35次に彼があ

まねくマナセに使者をつかわしたので、マナセびともま

た集まって彼に従った。彼がまたアセル、ゼブルンおよ

びナフタリに使者をつかわすと、その人々も上って彼を
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迎えた。 36ギデオンは神に言った、「あなたがかつて言

われたように、わたしの手によってイスラエルを救おう

とされるならば、 37わたしは羊の毛一頭分を打ち場に置

きますから、露がその羊の毛の上にだけあって、地がす

べてかわいているようにしてください。これによってわ

たしは、あなたがかつて言われたように、わたしの手に

よってイスラエルをお救いになることを知るでしょう」

。 38すなわちそのようになった。彼が翌朝早く起きて、

羊の毛をかき寄せ、その毛から露を絞ると、鉢に満ちる

ほどの水が出た。 39ギデオンは神に言った、「わたしを

お怒りにならないように願います。わたしにもう一度だ

け言わせてください。どうぞ、もう一度だけ羊の毛をも

ってためさせてください。どうぞ、羊の毛だけをかわか

して、地にはことごとく露があるようにしてください」

。 40神はその夜、そうされた。すなわち羊の毛だけかわ

いて、地にはすべて露があった。

7さてエルバアルと呼ばれるギデオンおよび彼と共にい
たすべての民は朝早く起き、ハロデの泉のほとりに陣

を取った。ミデアンびとの陣は彼らの北の方にあり、モ

レの丘に沿って谷の中にあった。 2主はギデオンに言わ

れた、「あなたと共におる民はあまりに多い。ゆえにわ

たしは彼らの手にミデアンびとをわたさない。おそらく

イスラエルはわたしに向かってみずから誇り、『わたし

は自身の手で自分を救ったのだ』と言うであろう。 3そ

れゆえ、民の耳に触れ示して、『だれでも恐れおののく

者は帰れ』と言いなさい」。こうしてギデオンは彼らを

試みたので、民のうち帰った者は二万二千人あり、残っ

た者は一万人であった。 4主はまたギデオンに言われた

、「民はまだ多い。彼らを導いて水ぎわに下りなさい。

わたしはそこで、あなたのために彼らを試みよう。わた

しがあなたに告げて『この人はあなたと共に行くべきだ

』と言う者は、あなたと共に行くべきである。またわた

しがあなたに告げて『この人はあなたと共に行ってはな

らない』と言う者は、だれも行ってはならない」。 5そ

こでギデオンが民を導いて水ぎわに下ると、主は彼に言

われた、「すべて犬のなめるように舌をもって水をなめ

る者はそれを別にしておきなさい。またすべてひざを折

り、かがんで水を飲む者もそうしなさい」。 6そして手

を口にあてて水をなめた者の数は三百人であった。残り

の民はみなひざを折り、かがんで水を飲んだ。 7主はギ

デオンに言われた、「わたしは水をなめた三百人の者を

もって、あなたがたを救い、ミデアンびとをあなたの手

にわたそう。残りの民はおのおのその家に帰らせなさい

」。 8そこで彼はかの三百人を留めおき、残りのイスラ

エルびとの手から、つぼとラッパを取り、民をおのおの

その天幕に帰らせた。時にミデアンびとの陣は下の谷の

中にあった。 9その夜、主はギデオンに言われた、「立

てよ、下っていって敵陣に攻め入れ。わたしはそれをあ

なたの手にわたす。 10もしあなたが下って行くことを恐

れるならば、あなたのしもべプラと共に敵陣に下ってい

って、 11彼らの言うところを聞け。そうすればあなたの

手が強くなって、敵陣に攻め下ることができるであろう

」。ギデオンがしもべプラと共に下って、敵陣にある兵

隊たちの前哨地点に行ってみると、 12ミデアンびと、ア

マレクびとおよびすべての東方の民はいなごのように数

多く谷に沿って伏していた。そのらくだは海べの砂のよ

うに多くて数えきれなかった。 13ギデオンがそこへ行っ

たとき、ある人がその仲間に夢を語っていた。その人は

言った、「わたしは夢を見た。大麦のパン一つがミデア

ンの陣中にころがってきて、天幕に達し、それを打ち倒

し、くつがえしたので、天幕は倒れ伏した」。 14仲間は

答えて言った、「それはイスラエルの人、ヨアシの子ギ

デオンのつるぎにちがいない。神はミデアンとすべての

軍勢を彼の手にわたされるのだ」。 15ギデオンは夢の物

語とその解き明かしとを聞いたので、礼拝し、イスラエ

ルの陣営に帰り、そして言った、「立てよ、主はミデア

ンの軍勢をあなたがたの手にわたされる」。 16そして彼

は三百人を三組に分け、手に手にラッパと、からつぼと

を取らせ、つぼの中にたいまつをともさせ、 17彼らに言

った、「わたしを見て、わたしのするようにしなさい。

わたしが敵陣のはずれに達したとき、あなたがたもわた

しのするようにしなさい。 18わたしと共におる者がみな

ラッパを吹くと、あなたがたもまたすべての陣営の四方

でラッパを吹き、『主のためだ、ギデオンのためだ』と

言いなさい」。 19こうしてギデオンと、彼と共にいた百

人の者が、中更の初めに敵陣のはずれに行ってみると、

ちょうど番兵を交代した時であったので、彼らはラッパ

を吹き、手に携えていたつぼを打ち砕いた。 20すなわち

三組の者がラッパを吹き、つぼを打ち砕き、左の手には

たいまつをとり、右の手にはラッパを持ってそれを吹き

、「主のためのつるぎ、ギデオンのためのつるぎ」と叫

んだ。 21そしておのおのその持ち場に立ち、敵陣を取り

囲んだので、敵軍はみな走り、大声をあげて逃げ去った

。 22三百人のものがラッパを吹くと、主は敵軍をしてみ

な互に同志打ちさせられたので、敵軍はゼレラの方、ベ

テシッタおよびアベルメホラの境、タバテの近くまで逃

げ去った。 23イスラエルの人々はナフタリ、アセルおよ

び全マナセから集まってきて、ミデアンびとを追撃した

。 24ギデオンは使者をあまねくエフライムの山地につか

わし、「下ってきて、ミデアンびとを攻め、ベタバラに

至るまでの流れを取り、またヨルダンをも取れ」と言わ

せた。そこでエフライムの人々はみな集まってきて、ベ

タバラに至るまでの流れを取り、またヨルダンをも取っ

た。 25彼らはまたミデアンびとのふたりの君オレブとゼ

エブを捕え、オレブをオレブ岩のほとりで殺し、ゼエブ

をゼエブの酒ぶねのほとりで殺した。またミデアンびと

を追撃し、オレブとゼエブの首を携えてヨルダンの向こ

うのギデオンのもとへ行った。

8エフライムの人々はギデオンに向かい「あなたが、ミ
デアンびとと戦うために行かれたとき、われわれを呼

ばれなかったが、どうしてそういうことをされたのです

か」と言って激しく彼を責めた。 2ギデオンは彼らに言

った、「今わたしのした事は、あなたがたのした事と比

べものになりましょうか。エフライムの拾い集めた取り

残りのぶどうはアビエゼルの収穫したぶどうにもまさる

ではありませんか。 3神はミデアンの君オレブとゼエブ

をあなたがたの手にわたされました。わたしのなし得た

事は、あなたがたのした事と比べものになりましょうか

」。ギデオンがこの言葉を述べると、彼らの憤りは解け

た。 4ギデオンは自分に従っていた三百人と共にヨルダ

ンに行ってこれを渡り、疲れながらもなお追撃したが、

5彼はスコテの人々に言った、「どうぞわたしに従って

いる民にパンを与えてください。彼らが疲れているのに

、わたしはミデアンの王ゼバとザルムンナを追撃してい
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るのですから」。 6スコテのつかさたちは言った、「ゼ

バとザルムンナは、すでにあなたの手のうちにあるので

すか。われわれはどうしてあなたの軍勢にパンを与えね

ばならないのですか」。 7ギデオンは言った、「それな

らば主がわたしの手にゼバとザルムンナをわたされると

き、わたしは野のいばらと、おどろをもって、あなたが

たの肉を打つであろう」。 8そしてギデオンはそこから

ペヌエルに上り、同じことをペヌエルの人々に述べると

、彼らもスコテの人々が答えたように答えたので、 9ペ

ヌエルの人々に言った、「わたしが安らかに帰ってきた

とき、このやぐらを打ちこわすであろう」。 10さてゼバ

とザルムンナは軍勢おおよそ一万五千人を率いて、カル

コルにいた。これは皆、東方の民の全軍のうち生き残っ

たもので、戦死した者は、つるぎを帯びているものが十

二万人あった。 11ギデオンはノバとヨグベハの東の隊商

の道を上って、敵軍の油断しているところを撃った。 12

ゼバとザルムンナは逃げたが、ギデオンは追撃して、ミ

デアンのふたりの王ゼバとザルムンナを捕え、その軍勢

をことごとく撃ち敗った。 13こうしてヨアシの子ギデオ

ンはヘレスの坂をとおって戦いから帰り、 14スコテの若

者ひとりを捕えて、尋ねたところ、彼はスコテのつかさ

たち及び長老たち七十七人の名をギデオンのために書き

しるした。 15ギデオンはスコテの人々のところへ行って

言った、「あなたがたがかつて『ゼバとザルムンナはす

でにあなたの手のうちにあるのか。われわれはどうして

あなたの疲れた人々にパンを与えねばならないのか』と

言って、わたしをののしったそのゼバとザルムンナを見

なさい」。 16そして彼は、その町の長老たちを捕え、野

のいばらと、おどろとを取り、それをもってスコテの人

々を懲らし、 17またペヌエルのやぐらを打ちこわして町

の人々を殺した。 18そしてギデオンはゼバとザルムンナ

に言った、「あなたがたがタボルで殺したのは、どんな

人々であったか」。彼らは答えた、「彼らはあなたに似

てみな王子のように見えました」。 19ギデオンは言った

、「彼らはわたしの兄弟、わたしの母の子たちだ。主は

生きておられる。もしあなたがたが彼らを生かしておい

たならば、わたしはあなたがたを殺さないのだが」。 20

そして長子エテルに言った、「立って、彼らを殺しなさ

い」。しかしその若者はなお年が若かったので、恐れて

つるぎを抜かなかった。 21そこでゼバとザルムンナは言

った、「あなた自身が立って、わたしたちを撃ってくだ

さい。人によってそれぞれ力も違いますから」。ギデオ

ンは立ちあがってゼバとザルムンナを殺し、彼らのらく

だの首に掛けてあった月形の飾りを取った。 22イスラエ

ルの人々はギデオンに言った、「あなたはミデアンの手

からわれわれを救われたのですから、あなたも、あなた

の子も孫もわれわれを治めてください」。 23ギデオンは

彼らに言った、「わたしはあなたがたを治めることはい

たしません。またわたしの子もあなたがたを治めてはな

りません。主があなたがたを治められます」。 24ギデオ

ンはまた彼らに言った、「わたしはあなたがたに一つの

願いがあります。あなたがたのぶんどった耳輪をめいめ

いわたしにください」。ミデアンびとはイシマエルびと

であったゆえに、金の耳輪を持っていたからである。 25

彼らは答えた、「わたしどもは喜んでそれをさしあげま

す」。そして衣をひろげ、めいめいぶんどった耳輪をそ

の中に投げ入れた。 26こうしてギデオンが求めて得た金

の耳輪の重さは一千七百金シケルであった。ほかに月形

の飾りと耳飾りと、ミデアンの王たちの着た紫の衣およ

びらくだの首に掛けた首飾りなどもあった。 27ギデオン

はそれをもって一つのエポデを作り、それを自分の町オ

フラに置いた。イスラエルは皆それを慕って姦淫をおこ

なった。それはギデオンとその家にとって、わなとなっ

た。 28このようにしてミデアンはイスラエルの人々に征

服されて、再びその頭をあげることができなかった。そ

して国はギデオンの世にあるうち、四十年のあいだ太平

であった。 29ヨアシの子エルバアルは行って自分の家に

住んだ。 30ギデオンは多くの妻をもっていたので、自分

の子供だけで七十人あった。 31シケムにいた彼のめかけ

がまたひとりの子を産んだので、アビメレクと名づけた

。 32ヨアシの子ギデオンは高齢に達して死に、アビエゼ

ルびとのオフラにある父ヨアシの墓に葬られた。 33ギデ

オンが死ぬと、イスラエルの人々はまたバアルを慕って

、これと姦淫を行い、バアル・ベリテを自分たちの神と

した。 34すなわちイスラエルの人々は周囲のもろもろの

敵の手から自分たちを救われた彼らの神、主を覚えず、

35またエルバアルすなわちギデオンがイスラエルのため

にしたもろもろの善行に応じて彼の家族に親切をつくす

こともしなかった。

9さてエルバアルの子アビメレクはシケムに行き、母の
身内の人たちのもとに行って、彼らと母の父の家の一

族とに言った、 2「どうぞ、シケムのすべての人々の耳

に告げてください、『エルバアルのすべての子七十人で

あなたがたを治めるのと、ただひとりであなたがたを治

めるのと、どちらがよいか。わたしがあなたがたの骨肉

であることを覚えてください』と」。 3そこで母の身内

の人たちがアビメレクに代ってこれらの言葉をことごと

くシケムのすべての人々の耳に告げると、彼らは心をア

ビメレクに傾け、「彼はわれわれの兄弟だ」と言って、

4バアル・ベリテの宮から銀七十シケルを取って彼に与

えた。アビメレクはそれをもって、やくざのならず者を

雇って自分に従わせ、 5オフラにある父の家に行って、

エルバアルの子で、自分の兄弟である七十人を、一つの

石の上で殺した。ただしエルバアルの末の子ヨタムは身

を隠したので生き残った。 6そこでシケムのすべての人

々とベテミロのすべての人々は集まり、行ってシケムに

ある石の柱のかたわらのテレビンの木のもとで、アビメ

レクを立てて王とした。 7このことをヨタムに告げる者

があったので、ヨタムは行ってゲリジム山の頂に立ち、

大声に叫んで彼らに言った、「シケムの人々よ、わたし

に聞きなさい。そうすれば神はあなたがたに聞かれるで

しょう。 8ある時、もろもろの木が自分たちの上に王を

立てようと出て行ってオリブの木に言った、『わたした

ちの王になってください』。 9しかしオリブの木は彼ら

に言った、『わたしはどうして神と人とをあがめるため

に用いられるわたしの油を捨てて行って、もろもろの木

を治めることができましょう』。 10もろもろの木はまた

いちじくの木に言った、『きてわたしたちの王になって

ください』。 11しかしいちじくの木は彼らに言った、『

わたしはどうしてわたしの甘味と、わたしの良い果実と

を捨てて行って、もろもろの木を治めることができまし

ょう』。 12もろもろの木はまたぶどうの木に言った、『

きてわたしたちの王になってください』。 13しかし、ぶ

どうの木は彼らに言った、『わたしはどうして神と人と

を喜ばせるわたしのぶどう酒を捨てて行って、もろもろ
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の木を治めることができましょう』。 14そこですべての

木はいばらに言った、『きてわたしたちの王になってく

ださい』。 15いばらはもろもろの木に言った、『あなた

がたが真実にわたしを立てて王にするならば、きてわた

しの陰に難を避けなさい。そうしなければ、いばらから

火が出てレバノンの香柏を焼きつくすでしょう』。 16あ

なたがたがアビメレクを立てて王にしたことは、真実と

敬意とをもってしたものですか。あなたがたはエルバア

ルとその家をよく扱い、彼のおこないに応じてしたので

すか。 17わたしの父はあなたがたのために戦い、自分の

命を投げ出して、あなたがたをミデアンの手から救い出

したのに、 18あなたがたは、きょう、わたしの父の家に

反抗して起り、その子七十人を一つの石の上で殺し、そ

の腰元の子アビメレクをあなたがたの身内の者であるゆ

えに立てて、シケムの人々の王にしました。 19あなたが

たが、きょう、エルバアルとその家になされたことが真

実と敬意をもってしたものであるならば、アビメレクの

ために喜びなさい。彼もまたあなたがたのために喜ぶで

しょう。 20しかし、そうでなければ、アビメレクから火

が出て、シケムの人々とベテミロとを焼きつくし、また

シケムの人々とベテミロからも火が出てアビメレクを焼

きつくすでしょう」。 21こうしてヨタムは走って逃げ去

り、ベエルに行き、兄弟アビメレクの顔をさけてそこに

住んだ。 22アビメレクは三年の間イスラエルを治めたが

、 23神はアビメレクとシケムの人々の間に悪霊をおくら

れたので、シケムの人々はアビメレクを欺くようになっ

た。 24これはエルバアルの七十人の子が受けた暴虐と彼

らの血が、彼らを殺した兄弟アビメレクの上と、彼の手

を強めてその兄弟を殺させたシケムの人々の上とに報い

となってきたのである。 25シケムの人々は彼に敵して待

ち伏せする者を山々の頂におき、すべてその道を通り過

ぎる者を略奪させた。このことがアビメレクに告げ知ら

された。 26さてエベデの子ガアルはその身内の人々と一

緒にシケムに移住したが、シケムの人々は彼を信用した

。 27人々は畑に出てぶどうを取り入れ、それを踏み絞っ

て祭をし、神の宮に行って飲み食いしてアビメレクをの

ろった。 28そしてエベデの子ガアルは言った、「アビメ

レクは何ものか。シケムのわれわれは何ものなれば彼に

仕えなければならないのか。エルバアルの子とその役人

ゼブルはシケムの先祖ハモルの一族に仕えたではないか

。われわれはどうして彼に仕えなければならないのか。

29ああ、この民がわたしの手の下にあったらよいのだが

。そうすればわたしはアビメレクをやめさせ、アビメレ

クに向かって『おまえの軍勢を増して出てこい』と言う

であろう」。 30町のつかさゼブルはエベデの子ガアルの

言葉を聞いて怒りを発し、 31使者をアルマにおるアビメ

レクにつかわして言わせた、「エベデの子ガアルとその

身内の人々がシケムにきて、町を騒がせ、あなたにそむ

かせようとしています。 32それであなたと、あなたと共

におる人々が夜のうちに行って、野に身を伏せ、 33朝に

なって、日ののぼるとき、早く起き出て町を襲うならば

、ガアルと、彼と共におる民は出てきて、あなたに抵抗

するでしょう。その時あなたは機を得て、彼らを撃つこ

とができるでしょう」。 34アビメレクと、彼と共にいた

すべての民は夜のうちに起き出て、四組に分れ、身を伏

せてシケムをうかがった。 35エベデの子ガアルが出て、

町の門の入口に立ったとき、アビメレクと、彼と共にい

た民が身を伏せていたところから立ちあがったので、 36

ガアルは民を見てゼブルに言った、「ごらんなさい。民

が山々の頂からおりてきます」。ゼブルは彼に言った、

「あなたは山々の影を人のように見るのです」。 37ガア

ルは再び言った、「ごらんなさい。民が国の中央部から

おりてきます。一組は占い師のテレビンの木の方からき

ます」。 38ゼブルは彼に言った、「あなたがかつて『ア

ビメレクは何ものか。われわれは何ものなれば彼に仕え

なければならないのか』と言ったあなたの口は今どこに

ありますか。これはあなたが侮った民ではありませんか

。今、出て彼らと戦いなさい」。 39そこでガアルはシケ

ムの人々を率い、出てアビメレクと戦ったが、 40アビメ

レクは彼を追ったので、ガアルは彼の前から逃げた。そ

して傷つき倒れる者が多く、門の入口にまで及んだ。 41

こうしてアビメレクは引き続いてアルマにいたが、ゼブ

ルはガアルとその身内の人々を追い出してシケムにおら

せなかった。 42翌日、民が畑に出ると、そのことがアビ

メレクに聞えた。 43アビメレクは自分の民を率い、それ

を三組に分け、野に身を伏せて、うかがっていると、民

が町から出てきたので、たちあがってこれを撃った。 44

アビメレクと、彼と共にいた組の者は襲って行って、町

の門の入口に立ち、他の二組は野にいたすべてのものを

襲って、それを殺した。 45アビメレクはその日、終日、

町を攻め、ついに町を取って、そのうちの民を殺し、町

を破壊して、塩をまいた。 46シケムのやぐらの人々は皆

これを聞いて、エルベリテの宮の塔にはいった。 47シケ

ムのやぐらの人々が皆集まったことがアビメレクに聞え

たので、 48アビメレクは自分と一緒にいた民をことごと

く率いてザルモン山にのぼり、アビメレクは手におのを

取って、木の枝を切り落し、それを取りあげて自分の肩

にのせ、一緒にいた民にむかって言った、「あなたがた

はわたしがしたことを見たとおりに急いでしなさい」。

49そこで民もまた皆おのおのその枝を切り落し、アビメ

レクに従って行って、枝を塔によせかけ、塔に火をつけ

て彼らを攻めた。こうしてシケムのやぐらの人々もまた

ことごとく死んだ。男女おおよそ一千人であった。 50つ

いでアビメレクはテベツに行き、テベツに向かって陣を

張り、これを攻め取ったが、 51町の中に一つの堅固なや

ぐらがあって、すべての男女すなわち町の人々が皆そこ

に逃げ込み、あとを閉ざして、やぐらの屋根に上ったの

で、 52アビメレクはやぐらのもとに押し寄せてこれを攻

め、やぐらの入口に近づいて、火をつけて焼こうとした

とき、 53ひとりの女がアビメレクの頭に、うすの上石を

投げて、その頭骸骨を砕いた。 54アビメレクは自分の武

器を持つ若者を急ぎ呼んで言った、「つるぎを抜いてわ

たしを殺せ。さもないと人々はわたしを、女に殺された

のだと言うであろう」。その若者が彼を刺し通したので

彼は死んだ。 55イスラエルの人々はアビメレクの死んだ

のを見て、おのおの去って家に帰った。 56このように神

はアビメレクがその兄弟七十人を殺して、自分の父に対

して犯した悪に報いられた。 57また神はシケムの人々の

すべての悪を彼らのこうべに報いられた。こうしてエル

バアルの子ヨタムののろいが、彼らに臨んだのである。

10アビメレクの後、イッサカルの人で、ドドの子であ
るプワの子トラが起ってイスラエルを救った。彼は

エフライムの山地のシャミルに住み、 2二十三年の間イ

スラエルをさばいたが、ついに死んでシャミルに葬られ

た。 3彼の後にギレアデびとヤイルが起って二十二年の
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間イスラエルをさばいた。 4彼に三十人の子があった。

彼らは三十頭のろばに乗り、また三十の町をもっていた

。ギレアデの地で今日まで、ハボテ・ヤイルと呼ばれて

いるものがそれである。 5ヤイルは死んで、カモンに葬

られた。 6イスラエルの人々は再び主の前に悪を行い、

バアルとアシタロテおよびスリヤの神々、シドンの神々

、モアブの神々、アンモンびとの神々、ペリシテびとの

神々に仕え、主を捨ててこれに仕えなかった。 7主はイ

スラエルに対して怒りを発し、彼らをペリシテびとの手

およびアンモンびとの手に売りわたされたので、 8彼ら

はその年イスラエルの人々をしえたげ悩ました。すなわ

ち彼らはヨルダンの向こうのギレアデにあるアモリびと

の地にいたすべてのイスラエルびとを十八年のあいだ悩

ました。 9またアンモンの人々がユダとベニヤミンとエ

フライムの氏族を攻めるためにヨルダンを渡ってきたの

で、イスラエルは非常に悩まされた。 10そこでイスラエ

ルの人々は主に呼ばわって言った、「わたしたちはわた

したちの神を捨ててバアルに仕え、あなたに罪を犯しま

した」。 11主はイスラエルの人々に言われた、「わたし

はかつてエジプトびと、アモリびと、アンモンびと、ペ

リシテびとからあなたがたを救い出したではないか。 12

またシドンびと、アマレクびとおよびマオンびとがあな

たがたをしえたげた時、わたしに呼ばわったので、あな

たがたを彼らの手から救い出した。 13しかしあなたがた

はわたしを捨てて、ほかの神々に仕えた。それゆえ、わ

たしはかさねてあなたがたを救わないであろう。 14あな

たがたが選んだ神々に行って呼ばわり、あなたがたの悩

みの時、彼らにあなたがたを救わせるがよい」。 15イス

ラエルの人々は主に言った、「わたしたちは罪を犯しま

した。なんでもあなたが良いと思われることをしてくだ

さい。ただどうぞ、きょう、わたしたちを救ってくださ

い」。 16そうして彼らは自分たちのうちから異なる神々

を取り除いて、主に仕えた。それで主の心はイスラエル

の悩みを見るに忍びなくなった。 17時にアンモンの人々

は召集されてギレアデに陣を取ったが、イスラエルの人

々は集まってミヅパに陣を取った。 18その時、民とギレ

アデの君たちとは互に言った、「だれがアンモンの人々

に向かって戦いを始めるか。その人はギレアデのすべて

の民のかしらとなるであろう」。

11さてギレアデびとエフタは強い勇士であったが遊女
の子で、エフタの父はギレアデであった。 2ギレア

デの妻も子供を産んだが、その妻の子供たちが成長した

とき、彼らはエフタを追い出して彼に言った、「あなた

はほかの女の産んだ子だから、わたしたちの父の家を継

ぐことはできません」。 3それでエフタはその兄弟たち

のもとから逃げ去って、トブの地に住んでいると、やく

ざ者がエフタのもとに集まってきて、彼と一緒に出かけ

て略奪を事としていた。 4日がたって後、アンモンの人

々はイスラエルと戦うことになり、 5アンモンの人々が

イスラエルと戦ったとき、ギレアデの長老たちは行って

エフタをトブの地から連れてこようとして、 6エフタに

言った、「きて、わたしたちの大将になってください。

そうすればわたしたちはアンモンの人々と戦うことがで

きます」。 7エフタはギレアデの長老たちに言った、「

あなたがたはわたしを憎んで、わたしの父の家から追い

出したではありませんか。しかるに今あなたがたが困っ

ている時とはいえ、わたしのところに来るとはどういう

わけですか」。 8ギレアデの長老たちはエフタに言った

、「それでわたしたちは今、あなたに帰ったのです。ど

うぞ、わたしたちと一緒に行って、アンモンの人々と戦

ってください。そしてわたしたちとギレアデに住んでい

るすべてのものとのかしらになってください」。 9エフ

タはギレアデの長老たちに言った、「もしあなたがたが

、わたしをつれて帰って、アンモンの人々と戦わせると

き、主が彼らをわたしにわたされるならば、わたしはあ

なたがたのかしらとなりましょう」。 10ギレアデの長老

たちはエフタに言った、「主はあなたとわたしたちの間

の証人です。わたしたちは必ずあなたの言われるとおり

にしましょう」。 11そこでエフタはギレアデの長老たち

と一緒に行った。民は彼を立てて自分たちのかしらとし

、大将とした。それでエフタはミヅパで、自分の言葉を

ことごとく主の前に述べた。 12かくてエフタはアンモン

の人々の王に使者をつかわして言った、「あなたはわた

しとなんのかかわりがあって、わたしのところへ攻めて

きて、わたしの国と戦おうとするのですか」。 13アンモ

ンの人々の王はエフタの使者に答えた、「昔、イスラエ

ルがエジプトから上ってきたとき、アルノンからヤボク

に及び、またヨルダンに及ぶわたしの国を奪い取ったか

らです。それゆえ今、穏やかにそれを返しなさい」。 14

エフタはまた使者をアンモンの人々の王につかわして、

15言わせた、「エフタはこう申します、『イスラエルは

モアブの地も、またアンモンの人々の地も取りませんで

した。 16イスラエルはエジプトから上ってきたとき、荒

野をとおって紅海にいたり、カデシにきました。 17そし

てイスラエルは使者をエドムの王につかわして「どうぞ

、われわれにあなたの国を通らせてください」と言わせ

ましたが、エドムの王は聞きいれませんでした。また同

じように人をモアブの王につかわしたが、彼も承諾しな

かったので、イスラエルはカデシにとどまりました。 18

それから荒野をとおって、エドムの地とモアブの地を回

り、モアブの地の東部に達し、アルノンの向こうに宿営

しましたがモアブの領域には、はいりませんでした。ア

ルノンはモアブの境だからです。 19次にイスラエルはヘ

シボンの王すなわちアモリびとの王シホンに使者をつか

わし、シホンに向かって「どうぞ、われわれにあなたの

国をとおって、われわれの目的地へ行かせてください」

と言わせました。 20ところがシホンはイスラエルを信ぜ

ず、その領域を通らせないばかりか、かえってすべての

民を集めてヤハヅに陣を取り、イスラエルと戦いました

が、 21イスラエルの神、主はシホンとそのすべての民を

イスラエルの手にわたされたので、イスラエルは彼らを

撃ち破って、その土地に住んでいたアモリびとの地をこ

とごとく占領し、 22アルノンからヤボクまでと、荒野か

らヨルダンまで、アモリびとの領域をことごとく占領し

ました。 23このようにイスラエルの神、主はその民イス

ラエルの前からアモリびとを追い払われたのに、あなた

はそれを取ろうとするのですか。 24あなたは、あなたの

神ケモシがあなたに取らせるものを取らないのですか。

われわれはわれわれの神、主がわれわれの前から追い払

われたものの土地を取るのです。 25あなたはモアブの王

チッポルの子バラクにまさる者ですか。バラクはかつて

イスラエルと争ったことがありますか。かつて彼らと戦

ったことがありますか。 26イスラエルはヘシボンとその

村里に住み、またアロエルとその村里およびアルノンの

岸に沿うすべての町々に住むこと三百年になりますが、
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あなたがたはどうしてその間にそれを取りもどさなかっ

たのですか。 27わたしはあなたに何も悪い事をしたこと

もないのに、あなたはわたしと戦って、わたしに害を加

えようとします。審判者であられる主よ、どうぞ、きょ

う、イスラエルの人々とアンモンの人々との間をおさば

きください』」。 28しかしアンモンの人々の王はエフタ

が言いつかわした言葉をききいれなかった。 29時に主の

霊がエフタに臨み、エフタはギレアデおよびマナセをと

おって、ギレアデのミヅパに行き、ギレアデのミヅパか

ら進んでアンモンの人々のところに行った。 30エフタは

主に誓願を立てて言った、「もしあなたがアンモンの人

々をわたしの手にわたされるならば、 31わたしがアンモ

ンの人々に勝って帰るときに、わたしの家の戸口から出

てきて、わたしを迎えるものはだれでも主のものとし、

その者を燔祭としてささげましょう」。 32エフタはアン

モンの人々のところに進んで行って、彼らと戦ったが、

主は彼らをエフタの手にわたされたので、 33アロエルか

らミンニテの附近まで、二十の町を撃ち敗り、アベル・

ケラミムに至るまで、非常に多くの人を殺した。こうし

てアンモンの人々はイスラエルの人々の前に攻め伏せら

れた。 34やがてエフタはミヅパに帰り、自分の家に来る

と、彼の娘が鼓をもち、舞い踊って彼を出迎えた。彼女

はエフタのひとり子で、ほかに男子も女子もなかった。

35エフタは彼女を見ると、衣を裂いて言った、「ああ、

娘よ、あなたは全くわたしを打ちのめした。わたしを悩

ますものとなった。わたしが主に誓ったのだから改める

ことはできないのだ」。 36娘は言った、「父よ、あなた

は主に誓われたのですから、主があなたのために、あな

たの敵アンモンの人々に報復された今、あなたが言われ

たとおりにわたしにしてください」。 37娘はまた父に言

った、「どうぞ、この事をわたしにさせてください。す

なわち二か月の間わたしをゆるし、友だちと一緒に行っ

て、山々をゆきめぐり、わたしの処女であることを嘆か

せてください」。 38エフタは「行きなさい」と言って、

彼女を二か月の間、出してやった。彼女は友だちと一緒

に行って、山の上で自分の処女であることを嘆いたが、

39二か月の後、父のもとに帰ってきたので、父は誓った

誓願のとおりに彼女におこなった。彼女はついに男を知

らなかった。 40これによって年々イスラエルの娘たちは

行って、年に四日ほどギレアデびとエフタの娘のために

嘆くことがイスラエルのならわしとなった。

12エフライムの人々は集まってザポンに行き、エフタ
に言った、「なぜあなたは進んで行ってアンモンの

人々と戦いながら、われわれを招いて一緒に行かせませ

んでしたか。われわれはあなたの家に火をつけてあなた

を一緒に焼いてしまいます」。 2エフタは彼らに言った

、「かつてわたしとわたしの民がアンモンの人々と大い

に争ったとき、あなたがたを呼んだが、あなたがたはわ

たしを彼らの手から救ってくれませんでした。 3あなた

がたが救ってくれないのを見たから、わたしは命がけで

アンモンの人々のところへ攻めて行きますと、主は彼ら

をわたしの手にわたされたのです。どうしてあなたがた

は、きょう、わたしのところに上ってきて、わたしと戦

おうとするのですか」。 4そこでエフタはギレアデの人

々をことごとく集めてエフライムと戦い、ギレアデの人

々はエフライムを撃ち破った。これはエフライムが「ギ

レアデびとよ、あなたがたはエフライムとマナセのうち

にいるエフライムの落人だ」と言ったからである。 5そ

してギレアデびとはエフライムに渡るヨルダンの渡し場

を押えたので、エフライムの落人が「渡らせてください

」と言うとき、ギレアデの人々は「あなたはエフライム

びとですか」と問い、その人がもし「そうではありませ

ん」と言うならば、 6またその人に「では『シボレテ』

と言ってごらんなさい」と言い、その人がそれを正しく

発音することができないで「セボレテ」と言うときは、

その人を捕えて、ヨルダンの渡し場で殺した。その時エ

フライムびとの倒れたものは四万二千人であった。 7エ

フタは六年の間イスラエルをさばいた。ギレアデびとエ

フタはついに死んで、ギレアデの自分の町に葬られた。

8彼の後にベツレヘムのイブザンがイスラエルをさばい

た。 9彼に三十人のむすこがあった。また三十人の娘が

あったが、それを自分の氏族以外の者にとつがせ、むす

こたちのためには三十人の娘をほかからめとった。彼は

七年の間イスラエルをさばいた。 10イブザンはついに死

んで、ベツレヘムに葬られた。 11彼の後にゼブルンびと

エロンがイスラエルをさばいた。彼は十年の間イスラエ

ルをさばいた。 12ゼブルンびとエロンはついに死んで、

ゼブルンの地のアヤロンに葬られた。 13彼の後にピラト

ンびとヒレルの子アブドンがイスラエルをさばいた。 14

彼に四十人のむすこ及び三十人の孫があり、七十頭のろ

ばに乗った。彼は八年の間イスラエルをさばいた。 15ピ

ラトンびとヒレルの子アブドンはついに死んで、エフラ

イムの地のアマレクびとの山地にあるピラトンに葬られ

た。

13イスラエルの人々がまた主の前に悪を行ったので、
主は彼らを四十年の間ペリシテびとの手にわたされ

た。 2ここにダンびとの氏族の者で、名をマノアという

ゾラの人があった。その妻はうまずめで、子を産んだこ

とがなかった。 3主の使がその女に現れて言った、「あ

なたはうまずめで、子を産んだことがありません。しか

し、あなたは身ごもって男の子を産むでしょう。 4それ

であなたは気をつけて、ぶどう酒または濃い酒を飲んで

はなりません。またすべて汚れたものを食べてはなりま

せん。 5あなたは身ごもって男の子を産むでしょう。そ

の頭にかみそりをあててはなりません。その子は生れた

時から神にささげられたナジルびとです。彼はペリシテ

びとの手からイスラエルを救い始めるでしょう」。 6そ

こでその女はきて夫に言った、「神の人がわたしのとこ

ろにきました。その顔かたちは神の使の顔かたちのよう

で、たいそう恐ろしゅうございました。わたしはその人

が、どこからきたのか尋ねませんでしたが、その人もわ

たしに名を告げませんでした。 7しかしその人はわたし

に『あなたは身ごもって男の子を産むでしょう。それで

あなたはぶどう酒または濃い酒を飲んではなりません。

またすべて汚れたものを食べてはなりません。その子は

生れた時から死ぬ日まで神にささげられたナジルびとで

す』と申しました」。 8そこでマノアは主に願い求めて

言った、「ああ、主よ、どうぞ、あなたがさきにつかわ

された神の人をもう一度わたしたちに臨ませて、わたし

たちがその生れる子になすべきことを教えさせてくださ

い」。 9神がマノアの願いを聞かれたので、神の使は女

が畑に座していた時、ふたたび彼女に臨んだ。しかし夫

マノアは一緒にいなかった。 10女は急ぎ走って行って夫

に言った、「さきごろ、わたしに臨まれた人がまたわた
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しに現れました」。 11マノアは立って妻のあとについて

行き、その人のもとに行って言った、「あなたはかつて

この女にお告げになったおかたですか」。その人は言っ

た、「そうです」。 12マノアは言った、「あなたの言わ

れたことが事実となったとき、その子の育て方およびこ

れになすべき事はなんでしょうか」。 13主の使はマノア

に言った、「わたしがさきに女に言ったことは皆、守ら

せなければなりません。 14すなわちぶどうの木から産す

るものはすべて食べてはなりません。またぶどう酒と濃

い酒を飲んではなりません。またすべて汚れたものを食

べてはなりません。わたしが彼女に命じたことは皆、守

らせなければなりません」。 15マノアは主の使に言った

、「どうぞ、わたしたちに、あなたを引き留めさせ、あ

なたのために子やぎを備えさせてください」。 16主の使

はマノアに言った、「あなたがわたしを引き留めても、

わたしはあなたの食物をたべません。しかしあなたが燔

祭を備えようとなさるのであれば、主にそれをささげな

さい」。マノアは彼が主の使であるのを知らなかったか

らである。 17マノアは主の使に言った、「あなたの名は

なんといいますか。あなたの言われたことが事実となっ

たとき、わたしたちはあなたをあがめましょう」。 18主

の使は彼に言った、「わたしの名は不思議です。どうし

てあなたはそれをたずねるのですか」。 19そこでマノア

は子やぎと素祭とをとり、岩の上でそれを主にささげた

。主は不思議なことをされ、マノアとその妻はそれを見

た。 20すなわち炎が祭壇から天にあがったとき、主の使

は祭壇の炎のうちにあってのぼった。マノアとその妻は

見て、地にひれ伏した。 21主の使はふたたびマノアとそ

の妻に現れなかった。その時マノアは彼が主の使である

ことを知った。 22マノアは妻に向かって言った、「わた

したちは神を見たから、きっと死ぬであろう」。 23妻は

彼に言った、「主がもし、わたしたちを殺そうと思われ

たのならば、わたしたちの手から燔祭と素祭をおうけに

ならなかったでしょう。またこれらのすべての事をわた

したちにお示しになるはずはなく、また今わたしたちに

このような事をお告げにならなかったでしょう」。 24や

がて女は男の子を産んで、その名をサムソンと呼んだ。

その子は成長し、主は彼を恵まれた。 25主の霊はゾラと

エシタオルの間のマハネダンにおいて初めて彼を感動さ

せた。

14サムソンはテムナに下って行き、ペリシテびとの娘
で、テムナに住むひとりの女を見た。 2彼は帰って

きて父母に言った、「わたしはペリシテびとの娘で、テ

ムナに住むひとりの女を見ました。彼女をめとってわた

しの妻にしてください」。 3父母は言った、「あなたが

行って、割礼をうけないペリシテびとのうちから妻を迎

えようとするのは、身内の娘たちのうちに、あるいはわ

たしたちのすべての民のうちに女がないためなのですか

」。しかしサムソンは父に言った、「彼女をわたしにめ

とってください。彼女はわたしの心にかないますから」

。 4父母はこの事が主から出たものであることを知らな

かった。サムソンはペリシテびとを攻めようと、おりを

うかがっていたからである。そのころペリシテびとはイ

スラエルを治めていた。 5かくてサムソンは父母と共に

テムナに下って行った。彼がテムナのぶどう畑に着くと

、一頭の若いししがほえたけって彼に向かってきた。 6

時に主の霊が激しく彼に臨んだので、彼はあたかも子や

ぎを裂くようにそのししを裂いたが、手にはなんの武器

も持っていなかった。しかしサムソンはそのしたことを

父にも母にも告げなかった。 7サムソンは下って行って

女と話し合ったが、女はサムソンの心にかなった。 8日

がたって後、サムソンは彼女をめとろうとして帰ったが

、道を転じて、かのししのしかばねを見ると、ししのか

らだに、はちの群れと、蜜があった。 9彼はそれをかき

あつめ、手にとって歩きながら食べ、父母のもとに帰っ

て、彼らに与えたので、彼らもそれを食べた。しかし、

ししのからだからその蜜をかきあつめたことは彼らに告

げなかった。 10そこで父が下って、女のもとに行ったの

で、サムソンはそこにふるまいを設けた。そうすること

は花婿のならわしであったからである。 11人々はサムソ

ンを見ると、三十人の客を連れてきて、同席させた。 12

サムソンは彼らに言った、「わたしはあなたがたに一つ

のなぞを出しましょう。あなたがたがもし七日のふるま

いのうちにそれを解いて、わたしに告げることができた

なら、わたしはあなたがたに亜麻の着物三十と、晴れ着

三十をさしあげましょう。 13しかしあなたがたが、それ

をわたしに告げることができなければ、亜麻の着物三十

と晴れ着三十をわたしにくれなければなりません」。彼

らはサムソンに言った、「なぞを出しなさい。わたした

ちはそれを聞きましょう」。 14サムソンは彼らに言った

、「食らう者から食い物が出、強い者から甘い物が出た

」。彼らは三日のあいだなぞを解くことができなかった

。 15四日目になって、彼らはサムソンの妻に言った、「

あなたの夫を説きすすめて、なぞをわたしたちに明かす

ようにしてください。そうしなければ、わたしたちは火

をつけてあなたとあなたの父の家を焼いてしまいます。

あなたはわたしたちの物を取るために、わたしたちを招

いたのですか」。 16そこでサムソンの妻はサムソンの前

に泣いて言った、「あなたはただわたしを憎むだけで、

愛してくれません。あなたはわたしの国の人々になぞを

出して、それをわたしに解き明かしませんでした」。サ

ムソンは彼女に言った、「わたしは自分の父にも母にも

解き明かさなかった。どうしてあなたに解き明かせよう

」。 17彼女は七日のふるまいの間、彼の前に泣いていた

が、七日目になって、サムソンはついに彼女に解き明か

した。ひどく彼に迫ったからである。そこで彼女はなぞ

を自分の国の人々にあかした。 18七日目になって、日の

没する前に町の人々はサムソンに言った、「蜜より甘い

ものに何があろう。ししより強いものに何があろう」。

サムソンは彼らに言った、「わたしの若い雌牛で耕さな

かったなら、わたしのなぞは解けなかった」。 19この時

、主の霊が激しくサムソンに臨んだので、サムソンはア

シケロンに下って行って、その町の者三十人を殺し、彼

らからはぎ取って、かのなぞを解いた人々に、その晴れ

着を与え、激しく怒って父の家に帰った。 20サムソンの

妻は花婿付添人であった客の妻となった。

15日がたって後、麦刈の時にサムソンは子やぎを携え
て妻をおとずれ、「へやにはいって、妻に会いまし

ょう」と言ったが、妻の父ははいることを許さなかった

。 2そして父は言った、「あなたが確かに彼女をきらっ

たに相違ないと思ったので、わたしは彼女をあなたの客

であった者にやりました。彼女の妹は彼女よりもきれい

ではありませんか。どうぞ、彼女の代りに妹をめとって

ください」。 3サムソンは彼らに言った、「今度はわた
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しがペリシテびとに害を加えても、彼らのことでは、わ

たしに罪がない」。 4そこでサムソンは行って、きつね

三百匹を捕え、たいまつをとり、尾と尾をあわせて、そ

の二つの尾の間に一つのたいまつを結びつけ、 5たいま

つに火をつけて、そのきつねをペリシテびとのまだ刈ら

ない麦の中に放し入れ、そのたばね積んだものと、まだ

刈らないものとを焼き、オリブ畑をも焼いた。 6ペリシ

テびとは言った、「これはだれのしわざか」。人々は言

った、「テムナびとの婿サムソンだ。そのしゅうとがサ

ムソンの妻を取り返して、その客であった者に与えたか

らだ」。そこでペリシテびとは上ってきて彼女とその父

の家を火で焼き払った。 7サムソンは彼らに言った、「

あなたがたがそんなことをするならば、わたしはあなた

がたに仕返しせずにはおかない」。 8そしてサムソンは

彼らを、さんざんに撃って大ぜい殺した。こうしてサム

ソンは下って行って、エタムの岩の裂け目に住んでいた

。 9そこでペリシテびとは上ってきて、ユダに陣を取り

、レヒを攻めたので、 10ユダの人々は言った、「あなた

がたはどうしてわれわれのところに攻めのぼってきたの

ですか」。彼らは言った、「われわれはサムソンを縛り

、彼がわれわれにしたように、彼にするために上ってき

たのです」。 11そこでユダの人々三千人がエタムの岩の

裂け目に下って行って、サムソンに言った、「ペリシテ

びとはわれわれの支配者であることをあなたは知らない

のですか。あなたはどうしてわれわれにこんな事をした

のですか」。サムソンは彼らに言った、「彼らがわたし

にしたように、わたしは彼らにしたのです」。 12彼らは

またサムソンに言った、「われわれはあなたを縛って、

ペリシテびとの手にわたすために下ってきたのです」。

サムソンは彼らに言った、「あなたがた自身はわたしを

撃たないということを誓いなさい」。 13彼らはサムソン

に言った、「いや、われわれはただ、あなたを縛って、

ペリシテびとの手にわたすだけです。決してあなたを殺

しません」。彼らは二本の新しい綱をもって彼を縛って

、岩からひきあげた。 14サムソンがレヒにきたとき、ペ

リシテびとは声をあげて、彼に近づいた。その時、主の

霊が激しく彼に臨んだので、彼の腕にかかっていた綱は

火に焼けた亜麻のようになって、そのなわめが手から解

けて落ちた。 15彼はろばの新しいあご骨一つを見つけた

ので、手を伸べて取り、それをもって一千人を打ち殺し

た。 16そしてサムソンは言った、「ろばのあご骨をもっ

て山また山を築き、ろばのあご骨をもって一千人を打ち

殺した」。 17彼は言い終ると、その手からあご骨を投げ

すてた。これがためにその所は「あご骨の丘」と呼ばれ

た。 18時に彼はひどくかわきを覚えたので、主に呼ばわ

って言った、「あなたはしもべの手をもって、この大き

な救を施されたのに、わたしは今、かわいて死に、割礼

をうけないものの手に陥ろうとしています」。 19そこで

神はレヒにあるくぼんだ所を裂かれたので、そこから水

が流れ出た。サムソンがそれを飲むと彼の霊はもとにか

えって元気づいた。それでその名を「呼ばわった者の泉

」と呼んだ。これは今日までレヒにある。 20サムソンは

ペリシテびとの時代に二十年の間イスラエルをさばいた

。

16サムソンはガザへ行って、そこでひとりの遊女を見
、その女のところにはいった。 2「サムソンがここ

にきた」と、ガザの人々に告げるものがあったので、ガ

ザの人々はその所を取り囲み、夜通し町の門で待ち伏せ

し、「われわれは朝まで待って彼を殺そう」と言って、

夜通し静かにしていた。 3サムソンは夜中まで寝たが、

夜中に起きて、町の門のとびらと二つの門柱に手をかけ

て、貫の木もろともに引き抜き、肩に載せて、ヘブロン

の向かいにある山の頂に運んで行った。 4この後、サム

ソンはソレクの谷にいるデリラという女を愛した。 5ペ

リシテびとの君たちはその女のところにきて言った、「

あなたはサムソンを説きすすめて、彼の大力はどこにあ

るのか、またわれわれはどうすれば彼に勝って、彼を縛

り苦しめることができるかを見つけなさい。そうすれば

われわれはおのおの銀千百枚ずつをあなたにさしあげま

しょう」。 6そこでデリラはサムソンに言った、「あな

たの大力はどこにあるのか、またどうすればあなたを縛

って苦しめることができるか、どうぞわたしに聞かせて

ください」。 7サムソンは女に言った、「人々がもし、

かわいたことのない七本の新しい弓弦をもってわたしを

縛るなら、わたしは弱くなってほかの人のようになるで

しょう」。 8そこでペリシテびとの君たちが、かわいた

ことのない七本の新しい弓弦を女に持ってきたので、女

はそれをもってサムソンを縛った。 9女はかねて奥のへ

やに人を忍ばせておいて、サムソンに言った、「サムソ

ンよ、ペリシテびとがあなたに迫っています」。しかし

サムソンはその弓弦を、あたかも亜麻糸が火にあって断

たれるように断ち切った。こうして彼の力の秘密は知れ

なかった。 10デリラはサムソンに言った、「あなたはわ

たしを欺いて、うそを言いました。どうしたらあなたを

縛ることができるか、どうぞ今わたしに聞かせてくださ

い」。 11サムソンは女に言った、「もし人々がまだ用い

たことのない新しい綱をもって、わたしを縛るなら、弱

くなってほかの人のようになるでしょう」。 12そこでデ

リラは新しい綱をとり、それをもって彼を縛り、そして

彼に言った、「サムソンよ、ペリシテびとがあなたに迫

っています」。時に人々は奥のへやに忍んでいたが、サ

ムソンはその綱を糸のように腕から断ち落した。 13そこ

でデリラはサムソンに言った、「あなたは今まで、わた

しを欺いて、うそを言いましたが、どうしたらあなたを

縛ることができるか、わたしに聞かせてください」。彼

は女に言った、「あなたがもし、わたしの髪の毛七ふさ

を機の縦糸と一緒に織って、くぎでそれを留めておくな

らば、わたしは弱くなってほかの人のようになるでしょ

う」。そこで彼が眠ったとき、デリラはサムソンの髪の

毛、七ふさをとって、それを機の縦糸に織り込み、 14く

ぎでそれを留めておいて、彼に言った、「サムソンよ、

ペリシテびとがあなたに迫っています」。しかしサムソ

ンは目をさまして、くぎと機と縦糸とを引き抜いた。 15

そこで女はサムソンに言った、「あなたの心がわたしを

離れているのに、どうして『おまえを愛する』と言うこ

とができますか。あなたはすでに三度もわたしを欺き、

あなたの大力がどこにあるかをわたしに告げませんでし

た」。 16女は毎日その言葉をもって彼に迫り促したので

、彼の魂は死ぬばかりに苦しんだ。 17彼はついにその心

をことごとく打ち明けて女に言った、「わたしの頭には

かみそりを当てたことがありません。わたしは生れた時

から神にささげられたナジルびとだからです。もし髪を

そり落されたなら、わたしの力は去って弱くなり、ほか

の人のようになるでしょう」。 18デリラはサムソンがそ

の心をことごとく打ち明けたのを見、人をつかわしてペ
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リシテびとの君たちを呼んで言った、「サムソンはその

心をことごとくわたしに打ち明けましたから、今度こそ

上っておいでなさい」。そこでペリシテびとの君たちは

、銀を携えて女のもとに上ってきた。 19女は自分のひざ

の上にサムソンを眠らせ、人を呼んで髪の毛、七ふさを

そり落させ、彼を苦しめ始めたが、その力は彼を去って

いた。 20そして女が「サムソンよ、ペリシテびとがあな

たに迫っています」と言ったので、彼は目をさまして言

った、「わたしはいつものように出て行って、からだを

ゆすろう」。彼は主が自分を去られたことを知らなかっ

た。 21そこでペリシテびとは彼を捕えて、両眼をえぐり

、ガザに引いて行って、青銅の足かせをかけて彼をつな

いだ。こうしてサムソンは獄屋の中で、うすをひいてい

たが、 22その髪の毛はそり落された後、ふたたび伸び始

めた。 23さてペリシテびとの君たちは、彼らの神ダゴン

に大いなる犠牲をささげて祝をしようと、共に集まって

言った、「われわれの神は、敵サムソンをわれわれの手

にわたされた」。 24民はサムソンを見て、自分たちの神

をほめたたえて言った、「われわれの神は、われわれの

国を荒し、われわれを多く殺した敵をわれわれの手にわ

たされた」。 25彼らはまた心に喜んで言った、「サムソ

ンを呼んで、われわれのために戯れ事をさせよう」。彼

らは獄屋からサムソンを呼び出して、彼らの前に戯れ事

をさせた。彼らがサムソンを柱のあいだに立たせると、

26サムソンは自分の手をひいている若者に言った、「わ

たしの手を放して、この家をささえている柱をさぐらせ

、それに寄りかからせてください」。 27その家には男女

が満ち、ペリシテびとの君たちも皆そこにいた。また屋

根の上には三千人ばかりの男女がいて、サムソンの戯れ

事をするのを見ていた。 28サムソンは主に呼ばわって言

った、「ああ、主なる神よ、どうぞ、わたしを覚えてく

ださい。ああ、神よ、どうぞもう一度、わたしを強くし

て、わたしの二つの目の一つのためにでもペリシテびと

にあだを報いさせてください」。 29そしてサムソンは、

その家をささえている二つの中柱の一つを右の手に、一

つを左の手にかかえて、身をそれに寄せ、 30「わたしは

ペリシテびとと共に死のう」と言って、力をこめて身を

かがめると、家はその中にいた君たちと、すべての民の

上に倒れた。こうしてサムソンが死ぬときに殺したもの

は、生きているときに殺したものよりも多かった。 31や

がて彼の身内の人たちおよび父の家族の者がみな下って

きて、彼を引き取り、携え上って、ゾラとエシタオルの

間にある父マノアの墓に葬った。サムソンがイスラエル

をさばいたのは二十年であった。

17ここにエフライムの山地の人で、名をミカと呼ぶも
のがあった。 2彼は母に言った、「あなたはかつて

銀千百枚を取られたので、それをのろい、わたしにも話

されましたが、その銀はわたしが持っています。わたし

がそれを取ったのです」。母は言った、「どうぞ主がわ

が子を祝福されますように」。 3そして彼が銀千百枚を

母に返したので、母は言った、「わたしはわたしの子の

ために一つの刻んだ像と、一つの鋳た像を造るためにそ

の銀をわたしの手から主に献納します。それで今それを

あなたに返しましょう」。 4ミカがその銀を母に返した

ので、母はその銀二百枚をとって、それを銀細工人に与

え、一つの刻んだ像と、一つの鋳た像を造らせた。その

像はミカの家にあった。 5このミカという人は神の宮を

もち、エポデとテラピムを造り、その子のひとりを立て

て、自分の祭司とした。 6そのころイスラエルには王が

なかったので、人々はおのおの自分たちの目に正しいと

思うことを行った。 7さてここにユダの氏族のもので、

ユダのベツレヘムからきたひとりの若者があった。彼は

レビびとであって、そこに寄留していたのである。 8こ

の人は自分の住むべきところを尋ねて、ユダのベツレヘ

ムの町を去り、旅してエフライムの山地のミカの家にき

た。 9ミカは彼に言った、「あなたはどこからおいでに

なりましたか」。彼は言った、「わたしはユダのベツレ

ヘムのレビびとですが、住むべきところを尋ねて旅をし

ているのです」。 10ミカは言った、「わたしと一緒にい

て、わたしのために父とも祭司ともなってください。そ

うすれば年に銀十枚と衣服ひとそろいと食物とをさしあ

げましょう」。 11レビびとはついにその人と一緒に住む

ことを承諾した。そしてその若者は彼の子のひとりのよ

うになった。 12ミカはレビびとであるこの若者を立てて

自分の祭司としたので、彼はミカの家にいた。 13それで

ミカは言った、「今わたしはレビびとを祭司に持つよう

になったので、主がわたしをお恵みくださることがわか

りました」。

18そのころイスラエルには王がなかった。そのころダ
ンびとの部族はイスラエルの部族のうちにあって、

その日までまだ嗣業の地を得なかったので自分たちの住

むべき嗣業の地を求めていた。 2それでダンの人々は自

分の部族の総勢のうちから、勇者五人をゾラとエシタオ

ルからつかわして土地をうかがい探らせた。すなわち彼

らに言った、「行って土地を探ってきなさい」。彼らは

エフライムの山地に行き、ミカの家に着いて、そこに宿

ろうとした。 3彼らがミカの家に近づいたとき、レビび

とである若者の声を聞きわけたので、身をめぐらしてそ

こにはいって彼に言った、「だれがあなたをここに連れ

てきたのですか。あなたはここで何をしているのですか

。ここになんの用があるのですか」。 4若者は彼らに言

った、「ミカが、かようかようにしてわたしを雇ったの

で、わたしはその祭司となったのです」。 5彼らは言っ

た、「どうぞ、神に伺って、われわれが行く道にしあわ

せがあるかどうかを知らせてください」。 6その祭司は

彼らに言った、「安心して行きなさい。あなたがたが行

く道は主が見守っておられます」。 7そこで五人の者は

去ってライシに行き、そこにいる民を見ると、彼らは安

らかに住まい、その穏やかで安らかなことシドンびとの

ようであって、この国には一つとして欠けたものがなく

、富を持ち、またシドンびとと遠く離れており、ほかの

民と交わることがなかった。 8かくて彼らがゾラとエシ

タオルにおる兄弟たちのもとに帰ってくると、兄弟たち

は彼らに言った、「いかがでしたか」。 9彼らは言った

、「立って彼らのところに攻め上りましょう。われわれ

はかの地を見たが、非常に豊かです。あなたがたはなぜ

じっとしているのですか。ためらわずに進んで行って、

かの地を取りなさい。 10あなたがたが行けば、安らかに

おる民の所に行くでしょう。その地は広く、神はそれを

あなたがたの手に賜わるのです。そこには地にあるもの

一つとして欠けているものはありません」。 11そこでダ

ンの氏族のもの六百人が武器を帯びて、ゾラとエシタオ

ルを出発し、 12上って行ってユダのキリアテ・ヤリムに

陣を張った。このゆえに、その所は今日までマハネダン
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と呼ばれる。それはキリアテ・ヤリムの西にある。 13彼

らはそこからエフライムの山地に進み、ミカの家に着い

た。 14かのライシの国をうかがいに行った五人の者はそ

の兄弟たちに言った、「あなたがたはこれらの家にエポ

デとテラピムと刻んだ像と鋳た像のあるのを知っていま

すか。それであなたがたは今、なすべきことを決めなさ

い」。 15そこで彼らはその方へ身をめぐらして、かのレ

ビびとの若者の家すなわちミカの家に行って、彼に安否

を問うた。 16しかし武器を帯びた六百人のダンの人々は

門の入口に立っていた。 17かの土地をうかがいに行った

五人の者は上って行って、そこにはいり、刻んだ像とエ

ポデとテラピムと鋳た像とを取ったが、祭司は武器を帯

びた六百人の者と共に門の入口に立っていた。 18彼らが

ミカの家にはいって刻んだ像とエポデとテラピムと鋳た

像とを取った時、祭司は彼らに言った、「あなたがたは

何をなさいますか」。 19彼らは言った、「黙りなさい。

あなたの手を口にあてて、われわれと一緒にきて、われ

われのために父とも祭司ともなりなさい。ひとりの家の

祭司であるのと、イスラエルの一部族、一氏族の祭司で

あるのと、どちらがよいですか」。 20祭司は喜んで、エ

ポデとテラピムと刻んだ像とを取り、民のなかに加わっ

た。 21かくて彼らは身をめぐらして去り、その子供たち

と家畜と貨財をさきにたてて進んだが、 22ミカの家をは

るかに離れたとき、ミカは家に近い家の人々を集め、ダ

ンの人々に追いつき、 23ダンの人々を呼んだので、彼ら

はふり向いてミカに言った、「あなたがそのように仲間

を連れてきたのは、どうしたのですか」。 24彼は言った

、「あなたがたが、わたしの造った神々および祭司を奪

い去ったので、わたしに何が残っていますか。しかるに

あなたがたがわたしに向かって『どうしたのですか』と

言われるとは何事ですか」。 25ダンの人々は彼に言った

、「あなたは大きな声を出さないがよい。気の荒い連中

があなたに撃ちかかって、あなたは自分の命と家族の命

を失うようになるでしょう」。 26こうしてダンの人々は

去って行ったが、ミカは彼らの強いのを見て、くびすを

かえして自分の家に帰った。 27さて彼らはミカが造った

物と、ミカと共にいた祭司とを奪ってライシにおもむき

、穏やかで、安らかな民のところへ行って、つるぎをも

って彼らを撃ち、火をつけてその町を焼いたが、 28シド

ンを遠く離れており、ほかの民との交わりがなかったの

で、それを救うものがなかった。その町はベテレホブに

属する谷にあった。彼らは町を建てなおしてそこに住み

、 29イスラエルに生れた先祖ダンの名にしたがって、そ

の町の名をダンと名づけた。その町の名はもとはライシ

であった。 30そしてダンの人々は刻んだ像を自分たちの

ために安置し、モーセの孫すなわちゲルショムの子ヨナ

タンとその子孫がダンびとの部族の祭司となって、国が

捕囚となる日にまで及んだ。 31神の家がシロにあったあ

いだ、常に彼らはミカが造ったその刻んだ像を飾って置

いた。

19そのころ、イスラエルに王がなかった時、エフライ
ムの山地の奥にひとりのレビびとが寄留していた。

彼はユダのベツレヘムからひとりの女を迎えて、めかけ

としていたが、 2そのめかけは怒って、彼のところを去

り、ユダのベツレヘムの父の家に帰って、そこに四か月

ばかり過ごした。 3そこで夫は彼女をなだめて連れ帰ろ

うと、しもべと二頭のろばを従え、立って彼女のあとを

追って行った。彼が女の父の家に着いた時、娘の父は彼

を見て、喜んで迎えた。 4娘の父であるしゅうとが引き

留めたので、彼は三日共におり、みな飲み食いしてそこ

に宿った。 5四日目に彼らは朝はやく起き、彼が立ち去

ろうとしたので、娘の父は婿に言った、「少し食事をし

て元気をつけ、それから出かけなさい」。 6そこでふた

りは座して共に飲み食いしたが、娘の父はその人に言っ

た、「どうぞもう一晩泊まって楽しく過ごしなさい」。

7その人は立って去ろうとしたが、しゅうとがしいたの

で、ついにまたそこに宿った。 8五日目になって、朝は

やく起きて去ろうとしたが、娘の父は言った、「どうぞ

、元気をつけて、日が傾くまでとどまりなさい」。そこ

で彼らふたりは食事をした。 9その人がついにめかけお

よびしもべと共に去ろうとして立ちあがったとき、娘の

父であるしゅうとは彼に言った、「日も暮れようとして

いる。どうぞもう一晩泊まりなさい。日は傾いた。ここ

に宿って楽しく過ごしなさい。そしてあしたの朝はやく

起きて出立し、家に帰りなさい」。 10しかし、その人は

泊まることを好まないので、立って去り、エブスすなわ

ちエルサレムの向かいに着いた。くらをおいた二頭のろ

ばと彼のめかけも一緒であった。 11彼らがエブスに近づ

いたとき、日はすでに没したので、しもべは主人に言っ

た、「さあ、われわれは道を転じてエブスびとのこの町

にはいって、そこに宿りましょう」。 12主人は彼に言っ

た、「われわれは道を転じて、イスラエルの人々の町で

ない外国人の町に、はいってはならない。ギベアまで行

こう」。 13彼はまたしもべに言った、「さあ、われわれ

はギベアかラマか、そのうちの一つに着いてそこに宿ろ

う」。 14彼らは進んで行ったが、ベニヤミンに属するギ

ベアの近くで日が暮れたので、 15ギベアへ行って宿ろう

と、そこに道を転じ、町にはいって、その広場に座した

。だれも彼らを家に迎えて泊めてくれる者がなかったか

らである。 16時にひとりの老人が夕暮に畑の仕事から帰

ってきた。この人はエフライムの山地の者で、ギベアに

寄留していたのである。ただしこの所の人々はベニヤミ

ンびとであった。 17彼は目をあげて、町の広場に旅人の

おるのを見た。老人は言った、「あなたはどこへ行かれ

るのですか。どこからおいでになりましたか」。 18その

人は言った、「われわれはユダのベツレヘムから、エフ

ライムの山地の奥へ行くものです。わたしはあそこの者

で、ユダのベツレヘムへ行き、今わたしの家に帰るとこ

ろですが、だれもわたしを家に泊めてくれる者がありま

せん。 19われわれには、ろばのわらも飼葉もあり、また

わたしと、はしためと、しもべと共にいる若者との食物

も酒もあって、何も欠けているものはありません」。 20

老人は言った、「安心しなさい。あなたの必要なものは

なんでも備えましょう。ただ広場で夜を過ごしてはなり

ません」。 21そして彼を家に連れていって、ろばに飼葉

を与えた。彼らは足を洗って飲み食いした。 22彼らが楽

しく過ごしていた時、町の人々の悪い者どもがその家を

取り囲み、戸を打ちたたいて、家のあるじである老人に

言った、「あなたの家にきた人を出しなさい。われわれ

はその者を知るであろう」。 23しかし家のあるじは彼ら

のところに出ていって言った、「いいえ、兄弟たちよ、

どうぞ、そんな悪いことをしないでください。この人は

すでにわたしの家にはいったのだから、そんなつまらな

い事をしないでください。 24ここに処女であるわたしの

娘と、この人のめかけがいます。今それを出しますから
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、それをはずかしめ、あなたがたの好きなようにしなさ

い。しかしこの人にはそのようなつまらない事をしない

でください」。 25しかし人々が聞きいれなかったので、

その人は自分のめかけをとって彼らのところに出した。

彼らはその女を犯して朝まで終夜はずかしめ、日ののぼ

るころになって放し帰らせた。 26朝になって女は自分の

主人を宿してくれた人の家の戸口にきて倒れ伏し、夜の

あけるまでに及んだ。 27彼女の主人は朝起きて家の戸を

開き、出て旅立とうとすると、そのめかけである女が家

の戸口に、手を敷居にかけて倒れていた。 28彼は女に向

かって、「起きよ、行こう」と言ったけれども、なんの

答もなかった。そこでその人は女をろばに乗せ、立って

自分の家におもむいたが、 29その家に着いたとき、刀を

執り、めかけを捕えて、そのからだを十二切れに断ち切

り、それをイスラエルの全領域にあまねく送った。 30そ

れを見たものはみな言った、「イスラエルの人々がエジ

プトの地から上ってきた日から今日まで、このような事

は起ったこともなく、また見たこともない。この事をよ

く考え、協議して言うことを決めよ」。

20そこでイスラエルの人々は、ダンからベエルシバま
で、またギレアデの地からもみな出てきて、その会

衆はひとりのようにミヅパで主のもとに集まった。 2民

の首領たち、すなわちイスラエルのすべての部族の首領

たちは、みずから神の民の集合に出た。つるぎを帯びて

いる歩兵が四十万人あった。 3ベニヤミンの人々は、イ

スラエルの人々がミヅパに上ったことを聞いた。イスラ

エルの人々は言った、「どうして、この悪事が起ったの

か、われわれに話してください」。 4殺された女の夫で

あるレビびとは答えて言った、「わたしは、めかけと一

緒にベニヤミンに属するギベアへ行って宿りましたが、

5ギベアの人々は立ってわたしを攻め、夜の間に、わた

しのおる家を取り囲んで、わたしを殺そうと企て、つい

にわたしのめかけをはずかしめて、死なせました。 6そ

れでわたしはめかけを捕えて断ち切り、それをイスラエ

ルの嗣業のすべての地方にあまねく送りました。彼らが

イスラエルにおいて憎むべきみだらなことを行ったから

です。 7イスラエルの人々よ、あなたがたは皆自分の意

見と考えをここに述べてください」。 8民は皆ひとりの

ように立って言った、「われわれはだれも自分の天幕に

行きません。まただれも自分の家に帰りません。 9われ

われが今ギベアに対してしようとする事はこれです。わ

れわれはくじを引いて、ギベアに攻めのぼりましょう。

10すなわちイスラエルのすべての部族から百人について

十人、千人について百人、万人について千人を選んで、

民の糧食をとらせ、民はベニヤミンのギベアに行って、

ベニヤミンびとがイスラエルにおいておこなったすべて

のみだらな事に対して、報復しましょう」。 11こうして

イスラエルの人々は皆集まり、一致結束して町を攻めよ

うとした。 12イスラエルのもろもろの部族は人々をあま

ねくベニヤミンの部族のうちにつかわして言わせた、「

あなたがたのうちに起ったこの事は、なんたる悪事でし

ょうか。 13それで今ギベアにいるあの悪い人々をわたし

なさい。われわれは彼らを殺して、イスラエルから悪を

除き去りましょう」。しかしベニヤミンの人々はその兄

弟であるイスラエルの人々の言葉を聞きいれなかった。

14かえってベニヤミンの人々は町々からギベアに集まり

、出てイスラエルの人々と戦おうとした。 15その日、町

々から集まったベニヤミンの人々はつるぎを帯びている

者二万六千人あり、ほかにギベアの住民で集まった精兵

が七百人あった。 16このすべての民のうちに左ききの精

兵が七百人あって、いずれも一本の毛すじをねらって石

を投げても、はずれることがなかった。 17イスラエルの

人々の集まった者はベニヤミンを除いて、つるぎを帯び

ている者四十万人あり、いずれも軍人であった。 18イス

ラエルの人々は立ちあがってベテルにのぼり、神に尋ね

た、「われわれのうち、いずれがさきにのぼって、ベニ

ヤミンの人々と戦いましょうか」。主は言われた、「ユ

ダがさきに」。 19そこでイスラエルの人々は、朝起きて

、ギベアに対し陣を取った。 20すなわちイスラエルの人

々はベニヤミンと戦うために出て行って、ギベアで彼ら

に対して戦いの備えをしたが、 21ベニヤミンの人々はギ

ベアから出てきて、その日イスラエルの人々のうち二万

二千人を地に撃ち倒した。 22しかしイスラエルの民の人

々は奮いたって初めの日に備えをした所にふたたび戦い

の備えをした。 23そしてイスラエルの人々は上って行っ

て主の前に夕暮まで泣き、主に尋ねた、「われわれは再

びわれわれの兄弟であるベニヤミンの人々と戦いを交え

るべきでしょうか」。主は言われた、「攻めのぼれ」。

24そこでイスラエルの人々は、次の日またベニヤミンの

人々の所に攻めよせたが、 25ベニヤミンは次の日またギ

ベアから出て、これを迎え、ふたたびイスラエルの人々

のうち一万八千人を地に撃ち倒した。これらは皆つるぎ

を帯びている者であった。 26これがためにイスラエルの

すべての人々すなわち全軍はベテルに上って行って泣き

、その所で主の前に座して、その日夕暮まで断食し、燔

祭と酬恩祭を主の前にささげた。 27そしてイスラエルの

人々は主に尋ね、そのころ神の契約の箱はそこにあって

、 28アロンの子エレアザルの子であるピネハスが、それ

に仕えていたそして言った、「われわれはなおふたたび

出て、われわれの兄弟であるベニヤミンの人々と戦うべ

きでしょうか。あるいはやめるべきでしょうか」。主は

言われた、「のぼれ。わたしはあす彼らをあなたがたの

手にわたすであろう」。 29そこでイスラエルはギベアの

周囲に伏兵を置き、 30そしてイスラエルの人々は三日目

にまたベニヤミンの人々のところに攻めのぼり、前のよ

うにギベアに対して備えをした。 31ベニヤミンの人々は

出て、民を迎えたが、ついに町からおびき出されたので

、彼らは前のように大路で民を撃ちはじめ、また野でイ

スラエルの人を三十人ばかり殺した。その大路は、一つ

はベテルに至り、一つはギベアに至るものであった。 32

ベニヤミンの人々は言った、「彼らは初めのように、わ

れわれの前に撃ち破られる」。しかしイスラエルの人々

は言った、「われわれは逃げて、彼らを町から大路にお

びき出そう」。 33そしてイスラエルの人々は皆その所か

ら立ってバアル・タマルに備えをした。その間に待ち伏

せていたイスラエルの人々がその所から、すなわちゲバ

の西から現れ出た。 34すなわちイスラエルの全軍のうち

から精兵一万人がきて、ギベアを襲い、その戦いは激し

かった。しかしベニヤミンの人々は災の自分たちに迫っ

ているのを知らなかった。 35主がイスラエルの前にベニ

ヤミンを撃ち敗られたので、イスラエルの人々は、その

日ベニヤミンびと二万五千一百人を殺した。これらは皆

つるぎを帯びている者であった。 36こうしてベニヤミン

の人々は自分たちの撃ち敗られたのを見た。そこでイス

ラエルの人々はギベアに対して設けた伏兵をたのんで、
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ベニヤミンびとを避けて退いた。 37伏兵は急いでギベア

に突き入り、進んでつるぎをもって町をことごとく撃っ

た。 38イスラエルの人々と伏兵の間に定めた合図は、町

から大いなるのろしがあがるとき、 39イスラエルの人々

が戦いに転じることであった。さてベニヤミンは初めイ

スラエルの人々を撃って三十人ばかりを殺したので言っ

た、「まことに彼らは最初の戦いのようにわれわれの前

に撃ち敗られる」。 40しかし、のろしが煙の柱となって

町からのぼりはじめたので、ベニヤミンの人々がうしろ

を見ると、町はみな煙となって天にのぼっていた。 41そ

の時イスラエルの人々が向きを変えたので、ベニヤミン

の人々は災が自分たちに迫ったのを見て、うろたえ、 42

イスラエルの人々の前から身をめぐらして荒野の方に向

かったが、戦いが彼らに追い迫り、町から出てきた者ど

もは、彼らを中にはさんで殺した。 43すなわちイスラエ

ルの人々はベニヤミンの人々を切り倒し、追い撃ち、踏

みにじって、ノハから東の方ギベアの向かいにまで及ん

だ。 44ベニヤミンの倒れた者は一万八千人で、みな勇士

であった。 45彼らは身をめぐらして荒野の方、リンモン

の岩まで逃げたが、イスラエルの人々は大路でそのうち

五千人を切り倒し、なおも追撃してギドムに至り、その

うちの二千人を殺した。 46こうしてその日ベニヤミンの

倒れた者はつるぎを帯びている者合わせて二万五千人で

、みな勇士であった。 47しかし六百人の者は身をめぐら

して荒野の方、リンモンの岩まで逃げて、四か月の間リ

ンモンの岩に住んだ。 48そこでイスラエルの人々はまた

身をかえしてベニヤミンの人々を攻め、つるぎをもって

人も獣もすべて見つけたものを撃ち殺し、また見つけた

すべての町に火をかけた。

21かつてイスラエルの人々はミヅパで、「われわれの
うちひとりもその娘をベニヤミンびとの妻として与

える者があってはならない」と言って誓ったので、 2民

はベテルに行って、そこで夕暮まで神の前に座し、声を

あげて激しく泣いて、 3言った、「イスラエルの神、主

よ、どうしてイスラエルにこのような事が起って、今日

イスラエルに一つの部族が欠けるようになったのですか

」。 4翌日、民は早く起きて、そこに祭壇を築き、燔祭

と酬恩祭をささげた。 5そしてイスラエルの人々は言っ

た、「イスラエルのすべての部族のうちで集会に上って

、主のもとに行かなかった者はだれか」。これは彼らが

ミヅパにのぼって、主のもとに行かない者のことについ

て大いなる誓いを立てて、「その人は必ず殺されなけれ

ばならない」と言ったからである。 6しかしイスラエル

の人々は兄弟ベニヤミンをあわれんで言った、「今日イ

スラエルに一つの部族が絶えた。 7われわれは主をさし

て、われわれの娘を彼らに妻として与えないと誓ったの

で、かの残った者どもに妻をめとらせるにはどうしたら

よいであろうか」。 8彼らはまた言った、「イスラエル

の部族のうちで、ミヅパにのぼって主のもとに行かなか

ったのはどの部族か」。ところがヤベシ・ギレアデから

はひとりも陣営にきて集会に臨んだ者がなかった。 9す

なわち民を集めて見ると、ヤベシ・ギレアデの住民はひ

とりもそこにいなかった。 10そこで会衆は勇士一万二千

人をかしこにつかわし、これに命じて言った、「ヤベシ

・ギレアデに行って、その住民を、女、子供もろともつ

るぎをもって撃て。 11そしてこのようにしなければなら

ない。すなわち男および男と寝た女はことごとく滅ぼさ

なければならない」。 12こうして彼らはヤベシ・ギレア

デの住民のうちで四百人の若い処女を獲た。これはまだ

男と寝たことがなく、男を知らない者である。彼らはこ

れをカナンの地にあるシロの陣営に連れてきた。 13そこ

で全会衆は人をつかわして、リンモンの岩におるベニヤ

ミンの人々に平和を告げた。 14ベニヤミンの人々がその

時、帰ってきたので、彼らはヤベシ・ギレアデの女のう

ちから生かしておいた女をこれに与えたが、なお足りな

かった。 15こうして民は、主がイスラエルの部族のうち

に欠陥をつくられたことのために、ベニヤミンをあわれ

んだ。 16会衆の長老たちは言った、「ベニヤミンの女が

絶えたので、かの残りの者どもに妻をめとらせるにはど

うしたらよいでしょうか」。 17彼らはまた言った、「イ

スラエルから一つの部族が消えうせないためにベニヤミ

ンのうちの残りの者どもに、あとつぎがなければならな

い。 18しかし、われわれの娘を彼らの妻に与えることは

できない。イスラエルの人々が『ベニヤミンに妻を与え

る者はのろわれる』と言って誓ったからである」。 19そ

れで彼らは言った、「年々シロに主の祭がある」。シロ

はベテルの北にあって、ベテルからシケムにのぼる大路

の東、レバナの南にある。 20そして彼らはベニヤミンの

人々に命じて言った、「あなたがたは行って、ぶどう畑

に待ち伏せして、 21うかがいなさい。もしシロの娘たち

が踊りを踊りに出てきたならば、ぶどう畑から出て、シ

ロの娘たちのうちから、めいめい自分の妻をとって、ベ

ニヤミンの地に連れて行きなさい。 22もしその父あるい

は兄弟がきて、われわれに訴えるならば、われわれは彼

らに、『われわれのために彼らをゆるしてください。戦

争のときにわれわれは、彼らおのおのに妻をとってやら

なかったし、またあなたがたも彼らに与えなかったから

です。もし与えたならば、あなたがたは罪を犯したこと

になるからでした』と言いましょう」。 23ベニヤミンの

人々はそのように行い、踊っている者どものうちから自

分たちの数にしたがって妻を取り、それを連れて領地に

帰り、町々を建てなおして、そこに住んだ。 24こうして

イスラエルの人々は、その時そこを去って、おのおのそ

の部族および氏族に帰った。すなわちそこを立って、お

のおのその嗣業の地に帰った。 25そのころ、イスラエル

には王がなかったので、おのおの自分の目に正しいと見

るところをおこなった。



ルツ記163

ルツ記

1さばきづかさが世を治めているころ、国に飢きんがあ
ったので、ひとりの人がその妻とふたりの男の子を連

れてユダのベツレヘムを去り、モアブの地へ行ってそこ

に滞在した。 2その人の名はエリメレク、妻の名はナオ

ミ、ふたりの男の子の名はマロンとキリオンといい、ユ

ダのベツレヘムのエフラタびとであった。彼らはモアブ

の地へ行って、そこにおったが、 3ナオミの夫エリメレ

クは死んで、ナオミとふたりの男の子が残された。 4ふ

たりの男の子はそれぞれモアブの女を妻に迎えた。その

ひとりの名はオルパといい、ひとりの名はルツといった

。彼らはそこに十年ほど住んでいたが、 5マロンとキリ

オンのふたりもまた死んだ。こうしてナオミはふたりの

子と夫とに先だたれた。 6その時、ナオミはモアブの地

で、主がその民を顧みて、すでに食物をお与えになって

いることを聞いたので、その嫁と共に立って、モアブの

地からふるさとへ帰ろうとした。 7そこで彼女は今いる

所を出立し、ユダの地へ帰ろうと、ふたりの嫁を連れて

道に進んだ。 8しかしナオミはふたりの嫁に言った、「

あなたがたは、それぞれ自分の母の家に帰って行きなさ

い。あなたがたが、死んだふたりの子とわたしに親切を

つくしたように、どうぞ、主があなたがたに、いつくし

みを賜わりますよう。 9どうぞ、主があなたがたに夫を

与え、夫の家で、それぞれ身の落ち着き所を得させられ

るように」。こう言って、ふたりの嫁に口づけしたので

、彼らは声をあげて泣き、 10ナオミに言った、「いいえ

、わたしたちは一緒にあなたの民のところへ帰ります」

。 11しかしナオミは言った、「娘たちよ、帰って行きな

さい。どうして、わたしと一緒に行こうというのですか

。あなたがたの夫となる子がまだわたしの胎内にいると

思うのですか。 12娘たちよ、帰って行きなさい。わたし

は年をとっているので、夫をもつことはできません。た

とい、わたしが今夜、夫をもち、また子を産む望みがあ

るとしても、 13そのためにあなたがたは、子どもの成長

するまで待っているつもりなのですか。あなたがたは、

そのために夫をもたずにいるつもりなのですか。娘たち

よ、それはいけません。主の手がわたしに臨み、わたし

を責められたことで、あなたがたのために、わたしは非

常に心を痛めているのです」。 14彼らはまた声をあげて

泣いた。そしてオルパはそのしゅうとめに口づけしたが

、ルツはしゅうとめを離れなかった。 15そこでナオミは

言った、「ごらんなさい。あなたの相嫁は自分の民と自

分の神々のもとへ帰って行きました。あなたも相嫁のあ

とについて帰りなさい」。 16しかしルツは言った、「あ

なたを捨て、あなたを離れて帰ることをわたしに勧めな

いでください。わたしはあなたの行かれる所へ行き、ま

たあなたの宿られる所に宿ります。あなたの民はわたし

の民、あなたの神はわたしの神です。 17あなたの死なれ

る所でわたしも死んで、そのかたわらに葬られます。も

し死に別れでなく、わたしがあなたと別れるならば、主

よ、どうぞわたしをいくえにも罰してください」。 18ナ

オミはルツが自分と一緒に行こうと、固く決心している

のを見たので、そのうえ言うことをやめた。 19そしてふ

たりは旅をつづけて、ついにベツレヘムに着いた。彼ら

がベツレヘムに着いたとき、町はこぞって彼らのために

騒ぎたち、女たちは言った、「これはナオミですか」。

20ナオミは彼らに言った、「わたしをナオミ（楽しみ）

と呼ばずに、マラ（苦しみ）と呼んでください。なぜな

ら全能者がわたしをひどく苦しめられたからです。 21わ

たしは出て行くときは豊かでありましたが、主はわたし

をから手で帰されました。主がわたしを悩まし、全能者

がわたしに災をくだされたのに、どうしてわたしをナオ

ミと呼ぶのですか」。 22こうしてナオミは、モアブの地

から帰った嫁、モアブの女ルツと一緒に帰ってきて、大

麦刈の初めにベツレヘムに着いた。

2さてナオミには、夫エリメレクの一族で、非常に裕福
なひとりの親戚があって、その名をボアズといった。

2モアブの女ルツはナオミに言った、「どうぞ、わたし

を畑に行かせてください。だれか親切な人が見当るなら

ば、わたしはその方のあとについて落ち穂を拾います」

。ナオミが彼女に「娘よ、行きなさい」と言ったので、

3ルツは行って、刈る人たちのあとに従い、畑で落ち穂

を拾ったが、彼女ははからずもエリメレクの一族である

ボアズの畑の部分にきた。 4その時ボアズは、ベツレヘ

ムからきて、刈る者どもに言った、「主があなたがたと

共におられますように」。彼らは答えた、「主があなた

を祝福されますように」。 5ボアズは刈る人たちを監督

しているしもべに言った、「これはだれの娘ですか」。

6刈る人たちを監督しているしもべは答えた、「あれは

モアブの女で、モアブの地からナオミと一緒に帰ってき

たのですが、 7彼女は『どうぞ、わたしに、刈る人たち

のあとについて、束のあいだで、落ち穂を拾い集めさせ

てください』と言いました。そして彼女は朝早くきて、

今まで働いて、少しのあいだも休みませんでした」。 8

ボアズはルツに言った、「娘よ、お聞きなさい。ほかの

畑に穂を拾いに行ってはいけません。またここを去って

はなりません。わたしのところで働く女たちを離れない

で、ここにいなさい。 9人々が刈りとっている畑に目を

とめて、そのあとについて行きなさい。わたしは若者た

ちに命じて、あなたのじゃまをしないようにと、言って

おいたではありませんか。あなたがかわく時には水がめ

のところへ行って、若者たちのくんだのを飲みなさい」

。 10彼女は地に伏して拝し、彼に言った、「どうしてあ

なたは、わたしのような外国人を顧みて、親切にしてく

ださるのですか」。 11ボアズは答えて彼女に言った、「

あなたの夫が死んでこのかた、あなたがしゅうとめにつ

くしたこと、また自分の父母と生れた国を離れて、かつ

て知らなかった民のところにきたことは皆わたしに聞え

ました。 12どうぞ、主があなたのしたことに報いられる

ように。どうぞ、イスラエルの神、主、すなわちあなた

がその翼の下に身を寄せようとしてきた主からじゅうぶ

んの報いを得られるように」。 13彼女は言った、「わが

主よ、まことにありがとうございます。わたしはあなた

のはしためのひとりにも及ばないのに、あなたはこんな

にわたしを慰め、はしためにねんごろに語られました」

。 14食事の時、ボアズは彼女に言った、「ここへきて、

パンを食べ、あなたの食べる物を酢に浸しなさい」。彼

女が刈る人々のかたわらにすわったので、ボアズは焼麦

を彼女に与えた。彼女は飽きるほど食べて残した。 15そ

して彼女がまた穂を拾おうと立ちあがったとき、ボアズ

は若者たちに命じて言った、「彼女には束の間でも穂を

拾わせなさい。とがめてはならない。 16また彼女のため

に束からわざと抜き落しておいて拾わせなさい。しかっ
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てはならない」。 17こうして彼女は夕暮まで畑で落ち穂

を拾った。そして拾った穂を打つと、大麦は一エパほど

あった。 18彼女はそれを携えて町にはいり、しゅうとめ

にその拾ったものを見せ、かつ食べ飽きて、残して持ち

かえったものを取り出して与えた。 19しゅうとめは彼女

に言った、「あなたは、きょう、どこで穂を拾いました

か。どこで働きましたか。あなたをそのように顧みてく

ださったかたに、どうか祝福があるように」。そこで彼

女は自分がだれの所で働いたかを、しゅうとめに告げて

、「わたしが、きょう働いたのはボアズという名の人の

所です」と言った。 20ナオミは嫁に言った、「生きてい

る者をも、死んだ者をも、顧みて、いつくしみを賜わる

主が、どうぞその人を祝福されますように」。ナオミは

また彼女に言った、「その人はわたしたちの縁者で、最

も近い親戚のひとりです」。 21モアブの女ルツは言った

、「その人はまたわたしに『あなたはわたしのところの

刈入れが全部終るまで、わたしのしもべたちのそばにつ

いていなさい』と言いました」。 22ナオミは嫁ルツに言

った、「娘よ、その人のところで働く女たちと一緒に出

かけるのはけっこうです。そうすればほかの畑で人にい

じめられるのを免れるでしょう」。 23それで彼女はボア

ズのところで働く女たちのそばについていて穂を拾い、

大麦刈と小麦刈の終るまでそうした。こうして彼女はし

ゅうとめと一緒に暮した。

3時にしゅうとめナオミは彼女に言った、「娘よ、わた
しはあなたの落ち着き所を求めて、あなたをしあわせ

にすべきではないでしょうか。 2あなたが一緒に働いた

女たちの主人ボアズはわたしたちの親戚ではありません

か。彼は今夜、打ち場で大麦をあおぎ分けます。 3それ

であなたは身を洗って油をぬり、晴れ着をまとって打ち

場に下って行きなさい。ただ、あなたはその人が飲み食

いを終るまで、その人に知られてはなりません。 4そし

てその人が寝る時、その寝る場所を見定め、はいって行

って、その足の所をまくって、そこに寝なさい。彼はあ

なたのすべきことを知らせるでしょう」。 5ルツはしゅ

うとめに言った、「あなたのおっしゃることを皆いたし

ましょう」。 6こうして彼女は打ち場に下り、すべてし

ゅうとめが命じたとおりにした。 7ボアズは飲み食いし

て、心をたのしませたあとで、麦を積んである場所のか

たわらへ行って寝た。そこで彼女はひそかに行き、ボア

ズの足の所をまくって、そこに寝た。 8夜中になって、

その人は驚き、起きかえって見ると、ひとりの女が足の

ところに寝ていたので、 9「あなたはだれですか」と言

うと、彼女は答えた、「わたしはあなたのはしためルツ

です。あなたのすそで、はしためをおおってください。

あなたは最も近い親戚です」。 10ボアズは言った、「娘

よ、どうぞ、主があなたを祝福されるように。あなたは

貧富にかかわらず若い人に従い行くことはせず、あなた

が最後に示したこの親切は、さきに示した親切にまさっ

ています。 11それで、娘よ、あなたは恐れるにおよびま

せん。あなたが求めることは皆、あなたのためにいたし

ましょう。わたしの町の人々は皆、あなたがりっぱな女

であることを知っているからです。 12たしかにわたしは

近い親戚ではありますが、わたしよりも、もっと近い親

戚があります。 13今夜はここにとどまりなさい。朝にな

って、もしその人が、あなたのために親戚の義務をつく

すならば、よろしい、その人にさせなさい。しかし主は

生きておられます。その人が、あなたのために親戚の義

務をつくすことを好まないならば、わたしはあなたのた

めに親戚の義務をつくしましょう。朝までここにおやす

みなさい」。 14ルツは朝まで彼の足のところに寝たが、

だれかれの見分け難いころに起きあがった。それはボア

ズが「この女の打ち場にきたことが人に知られてはなら

ない」と言ったからである。 15そしてボアズは言った、

「あなたの着る外套を持ってきて、それを広げなさい」

。彼女がそれを広げると、ボアズは大麦六オメルをはか

って彼女に負わせた。彼女は町に帰り、 16しゅうとめの

ところへ行くと、しゅうとめは言った、「娘よ、どうで

したか」。そこでルツはその人が彼女にしたことをこと

ごとく告げて、 17言った、「あのかたはわたしに向かっ

て、から手で、しゅうとめのところへ帰ってはならない

と言って、この大麦六オメルをわたしにくださいました

」。 18しゅうとめは言った、「娘よ、この事がどうなる

かわかるまでお待ちなさい。あの人は、きょう、その事

を決定しなければ落ち着かないでしょう」。

4ボアズは町の門のところへ上っていって、そこにすわ
った。すると、さきにボアズが言った親戚の人が通り

過ぎようとしたので、ボアズはその人に言った、「友よ

、こちらへきて、ここにおすわりください」。彼はきて

すわった。 2ボアズはまた町の長老十人を招いて言った

、「ここにおすわりください」。彼らがすわった時、 3

ボアズは親戚の人に言った、「モアブの地から帰ってき

たナオミは、われわれの親族エリメレクの地所を売ろう

としています。 4それでわたしはそのことをあなたに知

らせて、ここにすわっている人々と、民の長老たちの前

で、それを買いなさいと、あなたに言おうと思いました

。もし、あなたが、それをあがなおうと思われるならば

、あがなってください。しかし、あなたがそれをあがな

わないならば、わたしにそう言って知らせてください。

それをあがなう人は、あなたのほかにはなく、わたしは

あなたの次ですから」。彼は言った、「わたしがあがな

いましょう」。 5そこでボアズは言った、「あなたがナ

オミの手からその地所を買う時には、死んだ者の妻であ

ったモアブの女ルツをも買って、死んだ者の名を起して

その嗣業を伝えなければなりません」。 6その親戚の人

は言った、「それでは、わたしにはあがなうことができ

ません。そんなことをすれば自分の嗣業をそこないます

。あなたがわたしに代って、自分であがなってください

。わたしはあがなうことができませんから」。 7むかし

イスラエルでは、物をあがなう事と、権利の譲渡につい

て、万事を決定する時のならわしはこうであった。すな

わち、その人は、自分のくつを脱いで、相手の人に渡し

た。これがイスラエルでの証明の方法であった。 8そこ

で親戚の人がボアズにむかい「あなたが自分であがない

なさい」と言って、そのくつを脱いだので、 9ボアズは

長老たちとすべての民に言った、「あなたがたは、きょ

う、わたしがエリメレクのすべての物およびキリオンと

マロンのすべての物をナオミの手から買いとった事の証

人です。 10またわたしはマロンの妻であったモアブの女

ルツをも買って、わたしの妻としました。これはあの死

んだ者の名を起してその嗣業を伝え、死んだ者の名がそ

の一族から、またその郷里の門から断絶しないようにす

るためです。きょうあなたがたは、その証人です」。 11

すると門にいたすべての民と長老たちは言った、「わた
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したちは証人です。どうぞ、主があなたの家にはいる女

を、イスラエルの家をたてたラケルとレアのふたりのよ

うにされますよう。どうぞ、あなたがエフラタで富を得

、ベツレヘムで名を揚げられますように。 12どうぞ、主

がこの若い女によってあなたに賜わる子供により、あな

たの家が、かのタマルがユダに産んだペレヅの家のよう

になりますように」。 13こうしてボアズはルツをめとっ

て妻とし、彼女のところにはいった。主は彼女をみごも

らせられたので、彼女はひとりの男の子を産んだ。 14そ

のとき、女たちはナオミに言った、「主はほむべきかな

、主はあなたを見捨てずに、きょう、あなたにひとりの

近親をお授けになりました。どうぞ、その子の名がイス

ラエルのうちに高く揚げられますように。 15彼はあなた

のいのちを新たにし、あなたの老年を養う者となるでし

ょう。あなたを愛するあなたの嫁、七人のむすこにもま

さる彼女が彼を産んだのですから」。 16そこでナオミは

その子をとり、ふところに置いて、養い育てた。 17近所

の女たちは「ナオミに男の子が生れた」と言って、彼に

名をつけ、その名をオベデと呼んだ。彼はダビデの父で

あるエッサイの父となった。 18さてペレヅの子孫は次の

とおりである。ペレヅからヘヅロンが生れ、 19ヘヅロン

からラムが生れ、ラムからアミナダブが生れ、 20アミナ

ダブからナションが生れ、ナションからサルモンが生れ

、 21サルモンからボアズが生れ、ボアズからオベデが生

れ、 22オベデからエッサイが生れ、エッサイからダビデ

が生れた。
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サムエル記Ⅰ

1エフライムの山地のラマタイム・ゾピムに、エルカナ
という名の人があった。エフライムびとで、エロハム

の子であった。エロハムはエリウの子、エリウはトフの

子、トフはツフの子である。 2エルカナには、ふたりの

妻があって、ひとりの名はハンナといい、ひとりの名は

ペニンナといった。ペニンナには子どもがあったが、ハ

ンナには子どもがなかった。 3この人は年ごとに、その

町からシロに上っていって、万軍の主を拝し、主に犠牲

をささげるのを常とした。シロには、エリのふたりの子

、ホフニとピネハスとがいて、主に仕える祭司であった

。 4エルカナは、犠牲をささげる日、妻ペニンナとその

むすこ娘にはみな、その分け前を与えた。 5エルカナは

ハンナを愛していたが、彼女には、ただ一つの分け前を

与えるだけであった。主がその胎を閉ざされたからであ

る。 6また彼女を憎んでいる他の妻は、ひどく彼女を悩

まして、主がその胎を閉ざされたことを恨ませようとし

た。 7こうして年は暮れ、年は明けたが、ハンナが主の

宮に上るごとに、ペニンナは彼女を悩ましたので、ハン

ナは泣いて食べることもしなかった。 8夫エルカナは彼

女に言った、「ハンナよ、なぜ泣くのか。なぜ食べない

のか。どうして心に悲しむのか。わたしはあなたにとっ

て十人の子どもよりもまさっているではないか」。 9シ

ロで彼らが飲み食いしたのち、ハンナは立ちあがった。

その時、祭司エリは主の神殿の柱のかたわらの座にすわ

っていた。 10ハンナは心に深く悲しみ、主に祈って、は

げしく泣いた。 11そして誓いを立てて言った、「万軍の

主よ、まことに、はしための悩みをかえりみ、わたしを

覚え、はしためを忘れずに、はしために男の子を賜わり

ますなら、わたしはその子を一生のあいだ主にささげ、

かみそりをその頭にあてません」。 12彼女が主の前で長

く祈っていたので、エリは彼女の口に目をとめた。 13ハ

ンナは心のうちで物を言っていたので、くちびるが動く

だけで、声は聞えなかった。それゆえエリは、酔ってい

るのだと思って、 14彼女に言った、「いつまで酔ってい

るのか。酔いをさましなさい」。 15しかしハンナは答え

た、「いいえ、わが主よ。わたしは不幸な女です。ぶど

う酒も濃い酒も飲んだのではありません。ただ主の前に

心を注ぎ出していたのです。 16はしためを、悪い女と思

わないでください。積る憂いと悩みのゆえに、わたしは

今まで物を言っていたのです」。 17そこでエリは答えた

、「安心して行きなさい。どうかイスラエルの神があな

たの求める願いを聞きとどけられるように」。 18彼女は

言った、「どうぞ、はしためにも、あなたの前に恵みを

得させてください」。こうして、その女は去って食事し

、その顔は、もはや悲しげではなくなった。 19彼らは朝

早く起きて、主の前に礼拝し、そして、ラマにある家に

帰って行った。エルカナは妻ハンナを知り、主が彼女を

顧みられたので、 20彼女はみごもり、その時が巡ってき

て、男の子を産み、「わたしがこの子を主に求めたから

だ」といって、その名をサムエルと名づけた。 21エルカ

ナその人とその家族とはみな上っていって、年ごとの犠

牲と、誓いの供え物とをささげた。 22しかしハンナは上

って行かず、夫に言った、「わたしはこの子が乳離れし

てから、主の前に連れていって、いつまでも、そこにお

らせましょう」。 23夫エルカナは彼女に言った、「あな

たが良いと思うようにして、この子の乳離れするまで待

ちなさい。ただどうか主がその言われたことを実現して

くださるように」。こうしてその女はとどまって、その

子に乳をのませ、乳離れするのを待っていたが、 24乳離

れした時、三歳の雄牛一頭、麦粉一エパ、ぶどう酒のは

いった皮袋一つを取り、その子を連れて、シロにある主

の宮に行った。その子はなお幼かった。 25そして彼らは

その牛を殺し、子供をエリのもとへ連れて行った。 26ハ

ンナは言った、「わが君よ、あなたは生きておられます

。わたしは、かつてここに立って、あなたの前で、主に

祈った女です。 27この子を与えてくださいと、わたしは

祈りましたが、主はわたしの求めた願いを聞きとどけら

れました。 28それゆえ、わたしもこの子を主にささげま

す。この子は一生のあいだ主にささげたものです」。そ

して彼らはそこで主を礼拝した。

2ハンナは祈って言った、「わたしの心は主によって喜
び、わたしの力は主によって強められた、わたしの口

は敵をあざ笑う、あなたの救によってわたしは楽しむか

らである。 2主のように聖なるものはない、あなたのほ

かには、だれもない、われわれの神のような岩はない。

3あなたがたは重ねて高慢に語ってはならない、たかぶ

りの言葉を口にすることをやめよ。主はすべてを知る神

であって、もろもろのおこないは主によって量られる。

4勇士の弓は折れ、弱き者は力を帯びる。 5飽き足りた

者は食のために雇われ、飢えたものは、もはや飢えるこ

とがない。うまずめは七人の子を産み、多くの子をもつ

女は孤独となる。 6主は殺し、また生かし、陰府にくだ

し、また上げられる。 (Sheol h7585) 7主は貧しくし、また

富ませ、低くし、また高くされる。 8貧しい者を、ちり

のなかから立ちあがらせ、乏しい者を、あくたのなかか

ら引き上げて、王侯と共にすわらせ、栄誉の位を継がせ

られる。地の柱は主のものであって、その柱の上に、世

界をすえられたからである。 9主はその聖徒たちの足を

守られる、しかし悪いものどもは暗黒のうちに滅びる。

人は力をもって勝つことができないからである。 10主と

争うものは粉々に砕かれるであろう、主は彼らにむかっ

て天から雷をとどろかし、地のはてまでもさばき、王に

力を与え、油そそがれた者の力を強くされるであろう」

。 11エルカナはラマにある家に帰ったが、幼な子は祭司

エリの前にいて主に仕えた。 12さて、エリの子らは、よ

こしまな人々で、主を恐れなかった。 13民のささげ物に

ついての祭司のならわしはこうである。人が犠牲をささ

げる時、その肉を煮る間に、祭司のしもべは、みつまた

の肉刺しを手に持ってきて、 14それをかま、またはなべ

、またはおおがま、または鉢に突きいれ、肉刺しの引き

上げるものは祭司がみな自分のものとした。彼らはシロ

で、そこに来るすべてのイスラエルの人に、このように

した。 15人々が脂肪を焼く前にもまた、祭司のしもべが

きて、犠牲をささげる人に言うのであった、「祭司のた

めに焼く肉を与えよ。祭司はあなたから煮た肉を受けな

い。生の肉がよい」。 16その人が、「まず脂肪を焼かせ

ましょう。その後ほしいだけ取ってください」と言うと

、しもべは、「いや、今もらいたい。くれないなら、わ

たしは力づくで、それを取ろう」と言う。 17このように

、その若者たちの罪は、主の前に非常に大きかった。こ

の人々が主の供え物を軽んじたからである。 18サムエル

はまだ幼く、身に亜麻布のエポデを着けて、主の前に仕
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えていた。 19母は彼のために小さい上着を作り、年ごと

に、夫と共にその年の犠牲をささげるために上る時、そ

れを持ってきた。 20エリはいつもエルカナとその妻を祝

福して言った、「この女が主にささげた者のかわりに、

主がこの女によってあなたに子を与えられるように」。

そして彼らはその家に帰るのを常とした。 21こうして主

がハンナを顧みられたので、ハンナはみごもって、三人

の男の子とふたりの女の子を産んだ。わらべサムエルは

主の前で育った。 22エリはひじょうに年をとった。そし

てその子らがイスラエルの人々にしたいろいろのことを

聞き、また会見の幕屋の入口で勤めていた女たちと寝た

ことを聞いて、 23彼らに言った、「なにゆえ、そのよう

なことをするのか。わたしはこのすべての民から、あな

たがたの悪いおこないのことを聞く。 24わが子らよ、そ

れはいけない。わたしの聞く、主の民の言いふらしてい

る風説は良くない。 25もし人が人に対して罪を犯すなら

ば、神が仲裁されるであろう。しかし人が主に対して罪

を犯すならば、だれが、そのとりなしをすることができ

ようか」。しかし彼らは父の言うことに耳を傾けようと

もしなかった。主が彼らを殺そうとされたからである。

26わらべサムエルは育っていき、主にも、人々にも、ま

すます愛せられた。 27このとき、ひとりの神の人が、エ

リのもとにきて言った、「主はかく仰せられる、『あな

たの先祖の家がエジプトでパロの家の奴隷であったとき

、わたしはその先祖の家に自らを現した。 28そしてイス

ラエルのすべての部族のうちからそれを選び出して、わ

たしの祭司とし、わたしの祭壇に上って、香をたかせ、

わたしの前でエポデを着けさせ、また、イスラエルの人

々の火祭をことごとくあなたの先祖の家に与えた。 29そ

れにどうしてあなたがたは、わたしが命じた犠牲と供え

物をむさぼりの目をもって見るのか。またなにゆえ、わ

たしよりも自分の子らを尊び、わたしの民イスラエルの

ささげるもろもろの供え物の、最も良き部分をもって自

分を肥やすのか』。 30それゆえイスラエルの神、主は仰

せられる、『わたしはかつて、「あなたの家とあなたの

父の家とは、永久にわたしの前に歩むであろう」と言っ

た』。しかし今、主は仰せられる、『決してそうはしな

い。わたしを尊ぶ者を、わたしは尊び、わたしを卑しめ

る者は、軽んぜられるであろう。 31見よ、日が来るであ

ろう。その日、わたしはあなたの力と、あなたの父の家

の力を断ち、あなたの家に年老いた者をなくするであろ

う。 32そのとき、あなたは災のうちにあって、イスラエ

ルに与えられるもろもろの繁栄を、ねたみ見るであろう

。あなたの家には永久に年老いた者がいなくなるであろ

う。 33しかしあなたの一族のひとりを、わたしの祭壇か

ら断たないであろう。彼は残されてその目を泣きはらし

、心を痛めるであろう。またあなたの家に生れ出るもの

は、みなつるぎに死ぬであろう。 34あなたのふたりの子

ホフニとピネハスの身に起ることが、あなたのためにそ

のしるしとなるであろう。すなわちそのふたりは共に同

じ日に死ぬであろう。 35わたしは自分のために、ひとり

の忠実な祭司を起す。その人はわたしの心と思いとに従

って行うであろう。わたしはその家を確立しよう。その

人はわたしが油そそいだ者の前につねに歩むであろう。

36そしてあなたの家で生き残っている人々はみなきて、

彼に一枚の銀と一個のパンを請い求め、「どうぞ、わた

しを祭司の職の一つに任じ、一口のパンでも食べること

ができるようにしてください」と言うであろう』」。

3わらべサムエルは、エリの前で、主に仕えていた。そ
のころ、主の言葉はまれで、黙示も常ではなかった。

2さてエリは、しだいに目がかすんで、見ることができ

なくなり、そのとき自分のへやで寝ていた。 3神のとも

しびはまだ消えず、サムエルが神の箱のある主の神殿に

寝ていた時、 4主は「サムエルよ、サムエルよ」と呼ば

れた。彼は「はい、ここにおります」と言って、 5エリ

の所へ走っていって言った、「あなたがお呼びになりま

した。わたしは、ここにおります」。しかしエリは言っ

た、「わたしは呼ばない。帰って寝なさい」。彼は行っ

て寝た。 6主はまたかさねて「サムエルよ、サムエルよ

」と呼ばれた。サムエルは起きてエリのもとへ行って言

った、「あなたがお呼びになりました。わたしは、ここ

におります」。エリは言った、「子よ、わたしは呼ばな

い。もう一度寝なさい」。 7サムエルはまだ主を知らず

、主の言葉がまだ彼に現されなかった。 8主はまた三度

目にサムエルを呼ばれたので、サムエルは起きてエリの

もとへ行って言った、「あなたがお呼びになりました。

わたしは、ここにおります」。その時、エリは主がわら

べを呼ばれたのであることを悟った。 9そしてエリはサ

ムエルに言った、「行って寝なさい。もしあなたを呼ば

れたら、『しもべは聞きます。主よ、お話しください』

と言いなさい」。サムエルは行って自分の所で寝た。 10

主はきて立ち、前のように、「サムエルよ、サムエルよ

」と呼ばれたので、サムエルは言った、「しもべは聞き

ます。お話しください」。 11その時、主はサムエルに言

われた、「見よ、わたしはイスラエルのうちに一つの事

をする。それを聞く者はみな、耳が二つとも鳴るであろ

う。 12その日には、わたしが、かつてエリの家について

話したことを、はじめから終りまでことごとく、エリに

行うであろう。 13わたしはエリに、彼が知っている悪事

のゆえに、その家を永久に罰することを告げる。その子

らが神をけがしているのに、彼がそれをとめなかったか

らである。 14それゆえ、わたしはエリの家に誓う。エリ

の家の悪は、犠牲や供え物をもってしても、永久にあが

なわれないであろう」。 15サムエルは朝まで寝て、主の

宮の戸をあけたが、サムエルはその幻のことをエリに語

るのを恐れた。 16しかしエリはサムエルを呼んで言った

、「わが子サムエルよ」。サムエルは言った、「はい、

ここにおります」。 17エリは言った、「何事をお告げに

なったのか。隠さず話してください。もしお告げになっ

たことを一つでも隠して、わたしに言わないならば、ど

うぞ神があなたを罰し、さらに重く罰せられるように」

。 18そこでサムエルは、その事をことごとく話して、何

も彼に隠さなかった。エリは言った、「それは主である

。どうぞ主が、良いと思うことを行われるように」。 19

サムエルは育っていった。主が彼と共におられて、その

言葉を一つも地に落ちないようにされたので、 20ダンか

らベエルシバまで、イスラエルのすべての人は、サムエ

ルが主の預言者と定められたことを知った。 21主はふた

たびシロで現れられた。すなわち主はシロで、主の言葉

によって、サムエルに自らを現された。こうしてサムエ

ルの言葉は、あまねくイスラエルの人々に及んだ。

4イスラエルびとは出てペリシテびとと戦おうとして、
エベネゼルのほとりに陣をしき、ペリシテびとはアペ

クに陣をしいた。 2ペリシテびとはイスラエルびとにむ

かって陣備えをしたが、戦うに及んで、イスラエルびと
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はペリシテびとの前に敗れ、ペリシテびとは戦場におい

て、おおよそ四千人を殺した。 3民が陣営に退いた時、

イスラエルの長老たちは言った、「なにゆえ、主はきょ

う、ペリシテびとの前にわれわれを敗られたのか。シロ

へ行って主の契約の箱をここへ携えてくることにしよう

。そして主をわれわれのうちに迎えて、敵の手から救っ

ていただこう」。 4そこで民は人をシロにつかわし、ケ

ルビムの上に座しておられる万軍の主の契約の箱を、そ

こから携えてこさせた。その時エリのふたりの子、ホフ

ニとピネハスは神の契約の箱と共に、その所にいた。 5

主の契約の箱が陣営についた時、イスラエルびとはみな

大声で叫んだので、地は鳴り響いた。 6ペリシテびとは

、その叫び声を聞いて言った、「ヘブルびとの陣営の、

この大きな叫び声は何事か」。そして主の箱が、陣営に

着いたことを知った時、 7ペリシテびとは恐れて言った

、「神々が陣営にきたのだ」。彼らはまた言った、「あ

あ、われわれはわざわいである。このようなことは今ま

でなかった。 8ああ、われわれはわざわいである。だれ

がわれわれをこれらの強い神々の手から救い出すことが

できようか。これらの神々は、もろもろの災をもってエ

ジプトびとを荒野で撃ったのだ。 9ペリシテびとよ、勇

気を出して男らしくせよ。ヘブルびとがあなたがたに仕

えたように、あなたがたが彼らに仕えることのないため

に、男らしく戦え」。 10こうしてペリシテびとが戦った

ので、イスラエルびとは敗れて、おのおのその家に逃げ

て帰った。戦死者はひじょうに多く、イスラエルの歩兵

で倒れたものは三万であった。 11また神の箱は奪われ、

エリのふたりの子、ホフニとピネハスは殺された。 12そ

の日ひとりのベニヤミンびとが、衣服を裂き、頭に土を

かぶって、戦場から走ってシロにきた。 13彼が着いたと

き、エリは道のかたわらにある自分の座にすわって待ち

かまえていた。その心に神の箱の事を気づかっていたか

らである。その人が町にはいって、情報をつたえたので

、町はこぞって叫んだ。 14エリはその叫び声を聞いて言

った、「この騒ぎ声は何か」。その人は急いでエリの所

へきてエリに告げた。 15その時エリは九十八歳で、その

目は固まって見ることができなかった。 16その人はエリ

に言った、「わたしは戦場からきたものです。きょう戦

場からのがれたのです」。エリは言った、「わが子よ、

様子はどうであったか」。 17しらせをもたらしたその人

は答えて言った、「イスラエルびとは、ペリシテびとの

前から逃げ、民のうちにはまた多くの戦死者があり、あ

なたのふたりの子、ホフニとピネハスも死に、神の箱は

奪われました」。 18彼が神の箱のことを言ったとき、エ

リはその座から、あおむけに門のかたわらに落ち、首を

折って死んだ。老いて身が重かったからである。彼のイ

スラエルをさばいたのは四十年であった。 19彼の嫁、ピ

ネハスの妻はみごもって出産の時が近づいていたが、神

の箱が奪われたこと、しゅうとと夫が死んだというしら

せを聞いたとき、陣痛が起り身をかがめて子を産んだ。

20彼女が死にかかっている時、世話をしていた女が彼女

に言った、「恐れることはありません。男の子が生れま

した」。しかし彼女は答えもせず、また顧みもしなかっ

た。 21ただ彼女は「栄光はイスラエルを去った」と言っ

て、その子をイカボデと名づけた。これは神の箱の奪わ

れたこと、また彼女のしゅうとと夫のことによるのであ

る。 22彼女はまた、「栄光はイスラエルを去った。神の

箱が奪われたからです」と言った。

5ペリシテびとは神の箱をぶんどって、エベネゼルから
アシドドに運んできた。 2そしてペリシテびとはその

神の箱を取ってダゴンの宮に運びこみ、ダゴンのかたわ

らに置いた。 3アシドドの人々が、次の日、早く起きて

見ると、ダゴンが主の箱の前に、うつむきに地に倒れて

いたので、彼らはダゴンを起して、それをもとの所に置

いた。 4その次の朝また早く起きて見ると、ダゴンはま

た、主の箱の前に、うつむきに地に倒れていた。そして

ダゴンの頭と両手とは切れて離れ、しきいの上にあり、

ダゴンはただ胴体だけとなっていた。 5それゆえダゴン

の祭司たちやダゴンの宮にはいる人々は、だれも今日に

いたるまで、アシドドのダゴンのしきいを踏まない。 6

そして主の手はアシドドびとの上にきびしく臨み、主は

腫物をもってアシドドとその領域の人々を恐れさせ、ま

た悩まされた。 7アシドドの人々は、このありさまを見

て言った、「イスラエルの神の箱を、われわれの所に、

とどめ置いてはならない。その神の手が、われわれと、

われわれの神ダゴンの上にきびしく臨むからである」。

8そこで彼らは人をつかわして、ペリシテびとの君たち

を集めて言った、「イスラエルの神の箱をどうしましょ

う」。彼らは言った、「イスラエルの神の箱はガテに移

そう」。人々はイスラエルの神の箱をそこに移した。 9

彼らがそれを移すと、主の手がその町に臨み、非常な騒

ぎが起った。そして老若を問わず町の人々を撃たれたの

で、彼らの身に腫物ができた。 10そこで人々は神の箱を

エクロンに送ったが、神の箱がエクロンに着いた時、エ

クロンの人々は叫んで言った、「彼らがイスラエルの神

の箱をわれわれの所に移したのは、われわれと民を滅ぼ

すためである」。 11そこで彼らは人をつかわして、ペリ

シテびとの君たちをみな集めて言った、「イスラエルの

神の箱を送り出して、もとの所に返し、われわれと民を

滅ぼすことのないようにしよう」。恐ろしい騒ぎが町中

に起っていたからである。そこには神の手が非常にきび

しく臨んでいたので、 12死なない人は腫物をもって撃た

れ、町の叫びは天に達した。

6主の箱は七か月の間ペリシテびとの地にあった。 2ペ

リシテびとは、祭司や占い師を呼んで言った、「イス

ラエルの神の箱をどうしましょうか。どのようにして、

それをもとの所へ送り返せばよいか告げてください」。

3彼らは言った、「イスラエルの神の箱を送り返す時に

は、それをむなしく返してはならない。必ず彼にとがの

供え物をもって償いをしなければならない。そうすれば

、あなたがたはいやされ、また彼の手がなぜあなたがた

を離れないかを知ることができるであろう」。 4人々は

言った、「われわれが償うとがの供え物には何をしまし

ょうか」。彼らは答えた、「ペリシテびとの君たちの数

にしたがって、金の腫物五つと金のねずみ五つである。

あなたがたすべてと、君たちに臨んだ災は一つだからで

ある。 5それゆえ、あなたがたの腫物の像と、地を荒す

ねずみの像を造り、イスラエルの神に栄光を帰するなら

ば、たぶん彼は、あなたがた、およびあなたがたの神々

と、あなたがたの地に、その手を加えることを軽くされ

るであろう。 6なにゆえ、あなたがたはエジプトびとと

パロがその心をかたくなにしたように、自分の心をかた

くなにするのか。神が彼らを悩ましたので、彼らは民を

行かせ、民は去ったではないか。 7それゆえ今、新しい

車一両を造り、まだくびきを付けたことのない乳牛二頭
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をとり、その牛を車につなぎ、そのおのおのの子牛を乳

牛から離して家に連れ帰り、 8主の箱をとって、それを

その車に載せ、あなたがたがとがの供え物として彼に償

う金の作り物を一つの箱におさめてそのかたわらに置き

、それを送って去らせなさい。 9そして見ていて、それ

が自分の領地へ行く道を、ベテシメシへ上るならば、こ

の大いなる災を、われわれに下したのは彼である。しか

し、そうしない時は、われわれを撃ったのは彼の手では

なく、その事の偶然であったことを知るであろう」。 10

人々はそのようにした。すなわち、彼らは二頭の乳牛を

とって、これを車につなぎ、そのおのおのの子牛を家に

閉じこめ、 11主の箱、および金のねずみと、腫物の像を

おさめた箱とを車に載せた。 12すると雌牛はまっすぐに

ベテシメシの方向へ、ひとすじに大路を歩み、鳴きなが

ら進んでいって、右にも左にも曲らなかった。ペリシテ

びとの君たちは、ベテシメシの境までそのあとについて

いった。 13時にベテシメシの人々は谷で小麦を刈り入れ

ていたが、目をあげて、その箱を見、それを迎えて喜ん

だ。 14車はベテシメシびとヨシュアの畑にはいって、そ

こにとどまった。その所に大きな石があった。人々は車

の木を割り、その雌牛を燔祭として主にささげた。 15レ

ビびとは主の箱と、そのかたわらの、金の作り物をおさ

めた箱を取りおろし、それを大石の上に置いた。そして

ベテシメシの人々は、その日、主に燔祭を供え、犠牲を

ささげた。 16ペリシテびとの五人の君たちはこれを見て

、その日、エクロンに帰った。 17ペリシテびとが、とが

の供え物として、主に償いをした金の腫物は、次のとお

りである。すなわちアシドドのために一つ、ガザのため

に一つ、アシケロンのために一つ、ガテのために一つ、

エクロンのために一つであった。 18また金のねずみは、

城壁をめぐらした町から城壁のない村里にいたるまで、

すべて五人の君たちに属するペリシテびとの町の数にし

たがって造った。主の箱をおろした所のかたわらにあっ

た大石は、今日にいたるまで、ベテシメシびとヨシュア

の畑にあって、あかしとなっている。 19ベテシメシの人

々で主の箱の中を見たものがあったので、主はこれを撃

たれた。すなわち民のうち七十人を撃たれた。主が民を

撃って多くの者を殺されたので、民はなげき悲しんだ。

20ベテシメシの人々は言った、「だれが、この聖なる神

、主の前に立つことができようか。主はわれわれを離れ

てだれの所へ上って行かれたらよいのか」。 21そして彼

らは、使者をキリアテ・ヤリムの人々につかわして言っ

た、「ペリシテびとが主の箱を返したから、下ってきて

、それをあなたがたの所へ携え上ってください」。

7キリアテ・ヤリムの人々は、きて、主の箱を携え上り
、丘の上のアビナダブの家に持ってきて、その子エレ

アザルを聖別して、主の箱を守らせた。 2その箱は久し

くキリアテ・ヤリムにとどまって、二十年を経た。イス

ラエルの全家は主を慕って嘆いた。 3その時サムエルは

イスラエルの全家に告げていった、「もし、あなたがた

が一心に主に立ち返るのであれば、ほかの神々とアシタ

ロテを、あなたがたのうちから捨て去り、心を主に向け

、主にのみ仕えなければならない。そうすれば、主はあ

なたがたをペリシテびとの手から救い出されるであろう

」。 4そこでイスラエルの人々はバアルとアシタロテを

捨て去り、ただ主にのみ仕えた。 5サムエルはまた言っ

た、「イスラエルびとを、ことごとくミヅパに集めなさ

い。わたしはあなたがたのために主に祈りましょう」。

6人々はミヅパに集まり、水をくんでそれを主の前に注

ぎ、その日、断食してその所で言った、「われわれは主

に対して罪を犯した」。サムエルはミヅパでイスラエル

の人々をさばいた。 7イスラエルの人々のミヅパに集ま

ったことがペリシテびとに聞えたので、ペリシテびとの

君たちは、イスラエルに攻め上ってきた。イスラエルの

人々はそれを聞いて、ペリシテびとを恐れた。 8そして

イスラエルの人々はサムエルに言った、「われわれのた

め、われわれの神、主に叫ぶことを、やめないでくださ

い。そうすれば主がペリシテびとの手からわれわれを救

い出されるでしょう」。 9そこでサムエルは乳を飲む小

羊一頭をとり、これを全き燔祭として主にささげた。そ

してサムエルはイスラエルのために主に叫んだので、主

はこれに答えられた。 10サムエルが燔祭をささげていた

時、ペリシテびとはイスラエルと戦おうとして近づいて

きた。しかし主はその日、大いなる雷をペリシテびとの

上にとどろかせて、彼らを乱されたので、彼らはイスラ

エルびとの前に敗れて逃げた。 11イスラエルの人々はミ

ヅパを出てペリシテびとを追い、これを撃って、ベテカ

ルの下まで行った。 12その時サムエルは一つの石をとっ

てミヅパとエシャナの間にすえ、「主は今に至るまでわ

れわれを助けられた」と言って、その名をエベネゼルと

名づけた。 13こうしてペリシテびとは征服され、ふたた

びイスラエルの領地に、はいらなかった。サムエルの一

生の間、主の手が、ペリシテびとを防いだ。 14ペリシテ

びとがイスラエルから取った町々は、エクロンからガテ

まで、イスラエルにかえり、イスラエルはその周囲の地

をもペリシテびとの手から取りかえした。またイスラエ

ルとアモリびととの間には平和があった。 15サムエルは

一生の間イスラエルをさばいた。 16年ごとにサムエルは

ベテルとギルガル、およびミヅパを巡って、その所々で

イスラエルをさばき、 17ラマに帰った。そこに彼の家が

あったからである。その所でも彼はイスラエルをさばき

、またそこで主に祭壇を築いた。

8サムエルは年老いて、その子らをイスラエルのさばき
づかさとした。 2長子の名はヨエルといい、次の子の

名はアビヤと言った。彼らはベエルシバでさばきづかさ

であった。 3しかしその子らは父の道を歩まないで、利

にむかい、まいないを取って、さばきを曲げた。 4この

時、イスラエルの長老たちはみな集まってラマにおるサ

ムエルのもとにきて、 5言った、「あなたは年老い、あ

なたの子たちはあなたの道を歩まない。今ほかの国々の

ように、われわれをさばく王を、われわれのために立て

てください」。 6しかし彼らが、「われわれをさばく王

を、われわれに与えよ」と言うのを聞いて、サムエルは

喜ばなかった。そしてサムエルが主に祈ると、 7主はサ

ムエルに言われた、「民が、すべてあなたに言う所の声

に聞き従いなさい。彼らが捨てるのはあなたではなく、

わたしを捨てて、彼らの上にわたしが王であることを認

めないのである。 8彼らは、わたしがエジプトから連れ

上った日から、きょうまで、わたしを捨ててほかの神々

に仕え、さまざまの事をわたしにしたように、あなたに

もしているのである。 9今その声に聞き従いなさい。た

だし、深く彼らを戒めて、彼らを治める王のならわしを

彼らに示さなければならない」。 10サムエルは王を立て

ることを求める民に主の言葉をことごとく告げて、 11言
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った、「あなたがたを治める王のならわしは次のとおり

である。彼はあなたがたのむすこを取って、戦車隊に入

れ、騎兵とし、自分の戦車の前に走らせるであろう。 12

彼はまたそれを千人の長、五十人の長に任じ、またその

地を耕させ、その作物を刈らせ、またその武器と戦車の

装備を造らせるであろう。 13また、あなたがたの娘を取

って、香をつくる者とし、料理をする者とし、パンを焼

く者とするであろう。 14また、あなたがたの畑とぶどう

畑とオリブ畑の最も良い物を取って、その家来に与え、

15あなたがたの穀物と、ぶどう畑の、十分の一を取って

、その役人と家来に与え、 16また、あなたがたの男女の

奴隷および、あなたがたの最も良い牛とろばを取って、

自分のために働かせ、 17また、あなたがたの羊の十分の

一を取り、あなたがたは、その奴隷となるであろう。 18

そしてその日あなたがたは自分のために選んだ王のゆえ

に呼ばわるであろう。しかし主はその日にあなたがたに

答えられないであろう」。 19ところが民はサムエルの声

に聞き従うことを拒んで言った、「いいえ、われわれを

治める王がなければならない。 20われわれも他の国々の

ようになり、王がわれわれをさばき、われわれを率いて

、われわれの戦いにたたかうのである」。 21サムエルは

民の言葉をことごとく聞いて、それを主の耳に告げた。

22主はサムエルに言われた、「彼らの声に聞き従い、彼

らのために王を立てよ」。サムエルはイスラエルの人々

に言った、「あなたがたは、めいめいその町に帰りなさ

い」。

9さて、ベニヤミンの人で、キシという名の裕福な人が
あった。キシはアビエルの子、アビエルはゼロルの子

、ゼロルはベコラテの子、ベコラテはアピヤの子、アピ

ヤはベニヤミンびとである。 2キシにはサウルという名

の子があった。若くて麗しく、イスラエルの人々のうち

に彼よりも麗しい人はなく、民のだれよりも肩から上、

背が高かった。 3サウルの父キシの数頭のろばがいなく

なった。そこでキシは、その子サウルに言った、「しも

べをひとり連れて、立って行き、ろばを捜してきなさい

」。 4そこでふたりはエフライムの山地を通りすぎ、シ

ャリシャの地を通り過ぎたけれども見当らず、シャリム

の地を通り過ぎたけれどもおらず、ベニヤミンの地を通

り過ぎたけれども見当らなかった。 5彼らがツフの地に

きた時、サウルは連れてきたしもべに言った、「さあ、

帰ろう。父は、ろばのことよりも、われわれのことを心

配するだろう」。 6ところが、しもべは言った、「この

町には神の人がおられます。尊い人で、その言われるこ

とはみなそのとおりになります。その所へ行きましょう

。われわれの出てきた旅のことについて何か示されるで

しょう」。 7サウルはしもべに言った、「しかし行くの

であれば、その人に何を贈ろうか。袋のパンはもはや、

なくなり、神の人に持っていく贈り物がない。何かあり

ますか」。 8しもべは、またサウルに答えた、「わたし

の手に四分の一シケルの銀があります。わたしはこれを

、神の人に与えて、われわれの道を示してもらいましょ

う」。 9昔イスラエルでは、神に問うために行く時には

、こう言った、「さあ、われわれは先見者のところへ行

こう」。今の預言者は、昔は先見者といわれていたので

ある。 10サウルはそのしもべに言った、「それは良い。

さあ、行こう」。こうして彼らは、神の人のいるその町

へ行った。 11彼らは町へ行く坂を上っている時、水をく

むために出てくるおとめたちに出会ったので、彼らに言

った、「先見者はここにおられますか」。 12おとめたち

は答えた、「おられます。ごらんなさい、この先です。

急いで行きなさい。民がきょう高き所で犠牲をささげる

ので、たった今、町にこられたところです。 13あなたが

たは、町にはいるとすぐ、あのかたが高き所に上って食

事される前に会えるでしょう。民はそのかたがこられる

までは食事をしません。あのかたが犠牲を祝福されてか

ら、招かれた人々が食事をするのです。さあ、上ってい

きなさい。すぐに会えるでしょう」。 14こうして彼らは

町に上っていった。そして町の中に、はいろうとした時

、サムエルは高き所に上るため彼らのほうに向かって出

てきた。 15さてサウルが来る一日前に、主はサムエルの

耳に告げて言われた、 16「あすの今ごろ、あなたの所に

、ベニヤミンの地から、ひとりの人をつかわすであろう

。あなたはその人に油を注いで、わたしの民イスラエル

の君としなさい。彼はわたしの民をペリシテびとの手か

ら救い出すであろう。わたしの民の叫びがわたしに届き

、わたしがその悩みを顧みるからである」。 17サムエル

がサウルを見た時、主は言われた、「見よ、わたしの言

ったのはこの人である。この人がわたしの民を治めるで

あろう」。 18そのときサウルは、門の中でサムエルに近

づいて言った、「先見者の家はどこですか。どうか教え

てください」。 19サムエルはサウルに答えた、「わたし

がその先見者です。わたしの前に行って、高き所に上り

なさい。あなたがたは、きょう、わたしと一緒に食事し

なさい。わたしはあすの朝あなたを帰らせ、あなたの心

にあることをみな示しましょう。 20三日前に、いなくな

ったあなたのろばは、もはや見つかったので心にかけな

くてもよろしい。しかしイスラエルのすべての望ましき

ものはだれのものですか。それはあなたのもの、あなた

の父の家のすべての人のものではありませんか」。 21サ

ウルは答えた、「わたしはイスラエルのうちの最も小さ

い部族のベニヤミンびとであって、わたしの一族はまた

ベニヤミンのどの一族よりも卑しいものではありません

か。どうしてあなたは、そのようなことをわたしに言わ

れるのですか」。 22サムエルはサウルとそのしもべを導

いて、へやにはいり、招かれた三十人ほどのうちの上座

にすわらせた。 23そしてサムエルは料理人に言った、「

あなたに渡して、取りのけておくようにと言っておいた

分を持ってきなさい」。 24料理人は、ももとその上の部

分を取り上げて、それをサウルの前に置いた。そしてサ

ムエルは言った、「ごらんなさい。取っておいた物が、

あなたの前に置かれています。召しあがってください。

あなたが客人たちと一緒に食事ができるように、この時

まで、あなたのために取っておいたものです」。こうし

てサウルはその日サムエルと一緒に食事をした。 25そし

て彼らが高き所を下って町にはいった時、サウルのため

に屋上に床が設けられ、彼はその上に身を横たえて寝た

。 26そして夜明けになって、サムエルは屋上のサウルに

呼ばわって言った、「起きなさい。あなたをお送りしま

す」。サウルは起き上がった。そしてサウルとサムエル

のふたりは、共に外に出た。 27彼らが町はずれに下った

時、サムエルはサウルに言った、「あなたのしもべに先

に行くように言いなさい。しもべが先に行ったら、あな

たは、しばらくここに立ちとどまってください。神の言

葉を知らせましょう」。
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10その時サムエルは油のびんを取って、サウルの頭に
注ぎ、彼に口づけして言った、「主はあなたに油を

注いで、その民イスラエルの君とされたではありません

か。あなたは主の民を治め、周囲の敵の手から彼らを救

わなければならない。主があなたに油を注いで、その嗣

業の君とされたことの、しるしは次のとおりです。 2あ

なたがきょう、わたしを離れて、去って行くとき、ベニ

ヤミンの領地のゼルザにあるラケルの墓のかたわらで、

ふたりの人に会うでしょう。そして彼らはあなたに言い

ます、『あなたが捜しに行かれたろばは見つかりました

。いま父上は、ろばよりもあなたがたの事を心配して、

「わが子のことは、どうしよう」と言っておられます』

。 3あなたが、そこからなお進んで、タボルのかしの木

の所へ行くと、そこでベテルに上って神を拝もうとする

三人の者に会うでしょう。ひとりは三頭の子やぎを連れ

、ひとりは三つのパンを携え、ひとりは、ぶどう酒のは

いった皮袋一つを携えている。 4彼らはあなたにあいさ

つし、二つのパンをくれるでしょう。あなたはそれを、

その手から受けなければならない。 5その後、あなたは

神のギベアへ行く。そこはペリシテびとの守備兵のいる

所である。あなたはその所へ行って、町にはいる時、立

琴、手鼓、笛、琴を執る人々を先に行かせて、預言しな

がら高き所から降りてくる一群の預言者に会うでしょう

。 6その時、主の霊があなたの上にもはげしく下って、

あなたは彼らと一緒に預言し、変って新しい人となるで

しょう。 7これらのしるしが、あなたの身に起ったなら

ば、あなたは手当たりしだいになんでもしなさい。神が

あなたと一緒におられるからです。 8あなたはわたしに

先立ってギルガルに下らなければならない。わたしはあ

なたのもとに下っていって、燔祭を供え、酬恩祭をささ

げるでしょう。わたしがあなたのもとに行って、あなた

のしなければならない事をあなたに示すまで、七日のあ

いだ待たなければならない」。 9サウルが背をかえして

サムエルを離れたとき、神は彼に新しい心を与えられた

。これらのしるしは皆その日に起った。 10彼らはギベア

にきた時、預言者の一群に出会った。そして神の霊が、

はげしくサウルの上に下り、彼は彼らのうちにいて預言

した。 11もとからサウルを知っていた人々はみな、サウ

ルが預言者たちと共に預言するのを見て互に言った、「

キシの子に何事が起ったのか。サウルもまた預言者たち

のうちにいるのか」。 12その所のひとりの者が答えた、

「彼らの父はだれなのか」。それで「サウルもまた預言

者たちのうちにいるのか」というのが、ことわざとなっ

た。 13サウルは預言することを終えて、高き所へ行った

。 14サウルのおじが、サウルとそのしもべとに言った、

「あなたがたは、どこへ行ったのか」。サウルは言った

、「ろばを捜しにいったのですが、どこにもいないので

、サムエルのもとに行きました」。 15サウルのおじは言

った、「サムエルが、どんなことを言ったか、どうぞ話

してください」。 16サウルはおじに言った、「ろばが見

つかったと、はっきり、わたしたちに言いました」。し

かしサムエルが言った王国のことについて、おじには何

も告げなかった。 17さて、サムエルは民をミヅパで主の

前に集め、 18イスラエルの人々に言った、「イスラエル

の神、主はこう仰せられる、『わたしはイスラエルをエ

ジプトから導き出し、あなたがたをエジプトびとの手、

およびすべてあなたがたをしえたげる王国の手から救い

出した』。 19しかしあなたがたは、きょう、あなたがた

をその悩みと苦しみの中から救われるあなたがたの神を

捨て、その上、『いいえ、われわれの上に王を立てよ』

と言う。それゆえ今、あなたがたは、部族にしたがい、

また氏族にしたがって、主の前に出なさい」。 20こうし

てサムエルがイスラエルのすべての部族を呼び寄せた時

、ベニヤミンの部族が、くじに当った。 21またベニヤミ

ンの部族をその氏族にしたがって呼び寄せた時、マテリ

の氏族が、くじに当り、マテリの氏族を人ごとに呼び寄

せた時、キシの子サウルが、くじに当った。しかし人々

が彼を捜した時、見つからなかった。 22そこでまた主に

「その人はここにきているのですか」と問うと、主は言

われた、「彼は荷物の間に隠れている」。 23人々は走っ

て行って、彼をそこから連れてきた。彼は民の中に立っ

たが、肩から上は、民のどの人よりも高かった。 24サム

エルはすべての民に言った、「主が選ばれた人をごらん

なさい。民のうちに彼のような人はないではありません

か」。民はみな「王万歳」と叫んだ。 25その時サムエル

は王国のならわしを民に語り、それを書にしるして、主

の前におさめた。こうしてサムエルはすべての民をそれ

ぞれ家に帰らせた。 26サウルもまたギベアにある彼の家

に帰った。そして神にその心を動かされた勇士たちも彼

と共に行った。 27しかし、よこしまな人々は「この男が

どうしてわれわれを救うことができよう」と言って、彼

を軽んじ、贈り物をしなかった。しかしサウルは黙って

いた。

11アンモンびとナハシは上ってきて、ヤベシ・ギレア
デを攻め囲んだ。ヤベシの人々はナハシに言った、

「われわれと契約を結びなさい。そうすればわれわれは

あなたに仕えます」。 2しかしアンモンびとナハシは彼

らに言った、「次の条件であなたがたと契約を結ぼう。

すなわち、わたしが、あなたがたすべての右の目をえぐ

り取って、全イスラエルをはずかしめるということだ」

。 3ヤベシの長老たちは彼に言った、「われわれに七日

の猶予を与え、イスラエルの全領土に使者を送ることを

許してください。そしてもしわれわれを救う者がない時

は降伏します」。 4こうして使者が、サウルのギベアに

きて、この事を民の耳に告げたので、民はみな声をあげ

て泣いた。 5その時サウルは畑から牛のあとについてき

た。そしてサウルは言った、「民が泣いているのは、ど

うしたのか」。人々は彼にヤベシの人々の事を告げた。

6サウルがこの言葉を聞いた時、神の霊が激しく彼の上

に臨んだので、彼の怒りははなはだしく燃えた。 7彼は

一くびきの牛をとり、それを切り裂き、使者の手によっ

てイスラエルの全領土に送って言わせた、「だれであっ

てもサウルとサムエルとに従って出ない者は、その牛が

このようにされるであろう」。民は主を恐れて、ひとり

のように出てきた。 8サウルはベゼクでそれを数えたが

、イスラエルの人々は三十万、ユダの人々は三万であっ

た。 9そして人々は、きた使者たちに言った、「ヤベシ

・ギレアデの人にこう言いなさい、『あす、日の暑くな

るころ、あなたがたは救を得るであろう』と」。使者が

帰って、ヤベシの人々に告げたので、彼らは喜んだ。 10

そこでヤベシの人々は言った、「あす、われわれは降伏

します。なんでも、あなたがたが良いと思うことを、わ

れわれにしてください」。 11明くる日、サウルは民を三

つの部隊に分け、あかつきに敵の陣営に攻め入り、日の

暑くなるころまで、アンモンびとを殺した。生き残った
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者はちりぢりになって、ふたり一緒にいるものはなかっ

た。 12その時、民はサムエルに言った、「さきに、『サ

ウルがどうしてわれわれを治めることができようか』と

言ったものはだれでしょうか。その人々を引き出してく

ださい。われわれはその人々を殺します」。 13しかしサ

ウルは言った、「主はきょう、イスラエルに救を施され

たのですから、きょうは人を殺してはなりません」。 14

そこでサムエルは民に言った、「さあ、ギルガルへ行っ

て、あそこで王国を一新しよう」。 15こうして民はみな

ギルガルへ行って、その所で主の前にサウルを王とし、

酬恩祭を主の前にささげ、サウルとイスラエルの人々は

皆、その所で大いに祝った。

12サムエルはイスラエルの人々に言った、「見よ、わ
たしは、あなたがたの言葉に聞き従って、あなたが

たの上に王を立てた。 2見よ王は今、あなたがたの前に

歩む。わたしは年老いて髪は白くなった。わたしの子ら

もあなたがたと共にいる。わたしは若い時から、きょう

まで、あなたがたの前に歩んだ。 3わたしはここにいる

。主の前と、その油そそがれた者の前に、わたしを訴え

よ。わたしが、だれの牛を取ったか。だれのろばを取っ

たか。だれを欺いたか。だれをしえたげたか。だれの手

から、まいないを取って、自分の目をくらましたか。も

しそのようなことがあれば、わたしはそれを、あなたが

たに償おう」。 4彼らは言った、「あなたは、われわれ

を欺いたことも、しえたげたこともありません。また人

の手から何も取ったことはありません」。 5サムエルは

彼らに言った、「あなたがたが、わたしの手のうちに、

なんの不正をも見いださないことを、主はあなたがたに

あかしされる。その油そそがれた者も、きょうそれをあ

かしする」。彼らは言った、「あかしされます」。 6サ

ムエルは民に言った、「モーセとアロンを立てて、あな

たがたの先祖をエジプトの地から導き出された主が証人

です。 7それゆえ、あなたがたは今、立ちなさい。わた

しは主が、あなたがたとあなたがたの先祖のために行わ

れたすべての救のわざについて、主の前に、あなたがた

と論じよう。 8ヤコブがエジプトに行って、エジプトび

とが、彼らを、しえたげた時、あなたがたの先祖は主に

呼ばわったので、主はモーセとアロンをつかわされた。

そこで彼らは、あなたがたの先祖をエジプトから導き出

して、この所に住まわせた。 9しかし、彼らがその神、

主を忘れたので、主は彼らをハゾルの王ヤビンの軍の長

シセラの手に渡し、またペリシテびとの手とモアブの王

の手にわたされた。そこで彼らがイスラエルを攻めたの

で、 10民は主に呼ばわって言った、『われわれは主を捨

て、バアルとアシタロテに仕えて、罪を犯しました。今

、われわれを敵の手から救い出してください。われわれ

はあなたに仕えます』。 11主はエルバアルとバラクとエ

フタとサムエルをつかわして、あなたがたを周囲の敵の

手から救い出されたので、あなたがたは安らかに住むこ

とができた。 12ところが、アンモンびとの王ナハシが攻

めてくるのを見たとき、あなたがたの神、主があなたが

たの王であるのに、あなたがたはわたしに、『いいえ、

われわれを治める王がなければならない』と言った。 13

それゆえ、今あなたがたの選んだ王、あなたがたが求め

た王を見なさい。主はあなたがたの上に王を立てられた

。 14もし、あなたがたが主を恐れ、主に仕えて、その声

に聞き従い、主の戒めにそむかず、あなたがたも、あな

たがたを治める王も共に、あなたがたの神、主に従うな

らば、それで良い。 15しかし、もしあなたがたが主の声

に聞き従わず、主の戒めにそむくならば、主の手は、あ

なたがたとあなたがたの王を攻めるであろう。 16それゆ

え、今、あなたがたは立って、主が、あなたがたの目の

前で行われる、この大いなる事を見なさい。 17きょうは

小麦刈の時ではないか。わたしは主に呼ばわるであろう

。そのとき主は雷と雨を下して、あなたがたが王を求め

て、主の前に犯した罪の大いなることを見させ、また知

らせられるであろう」。 18そしてサムエルが主に呼ばわ

ったので、主はその日、雷と雨を下された。民は皆ひじ

ょうに主とサムエルとを恐れた。 19民はみなサムエルに

言った、「しもべらのために、あなたの神、主に祈って

、われわれの死なないようにしてください。われわれは

、もろもろの罪を犯した上に、また王を求めて、悪を加

えました」。 20サムエルは民に言った、「恐れることは

ない。あなたがたは、このすべての悪をおこなった。し

かし主に従うことをやめず、心をつくして主に仕えなさ

い。 21むなしい物に迷って行ってはならない。それは、

あなたがたを助けることも救うこともできないむなしい

ものだからである。 22主は、その大いなる名のゆえに、

その民を捨てられないであろう。主が、あなたがたを自

分の民とすることを良しとされるからである。 23また、

わたしは、あなたがたのために祈ることをやめて主に罪

を犯すことは、けっしてしないであろう。わたしはまた

良い、正しい道を、あなたがたに教えるであろう。 24あ

なたがたは、ただ主を恐れ、心をつくして、誠実に主に

仕えなければならない。そして主がどんなに大きいこと

をあなたがたのためにされたかを考えなければならない

。 25しかし、あなたがたが、なおも悪を行うならば、あ

なたがたも、あなたがたの王も、共に滅ぼされるであろ

う」。

13サウルは三十歳で王の位につき、二年イスラエルを
治めた。 2さてサウルはイスラエルびと三千を選ん

だ。二千はサウルと共にミクマシ、およびベテルの山地

におり、一千はヨナタンと共にベニヤミンのギベアにい

た。サウルはその他の民を、おのおの、その天幕に帰ら

せた。 3ヨナタンは、ゲバにあるペリシテびとの守備兵

を敗った。ペリシテびとはそのことを聞いた。そこで、

サウルは国中に、あまねく角笛を吹きならして言わせた

、「ヘブルびとよ、聞け」。 4イスラエルの人は皆、サ

ウルがペリシテびとの守備兵を敗ったこと、そしてイス

ラエルがペリシテびとに憎まれるようになったことを聞

いた。こうして民は召されて、ギルガルのサウルのもと

に集まった。 5ペリシテびとはイスラエルと戦うために

集まった。戦車三千、騎兵六千、民は浜べの砂のように

多かった。彼らは上ってきて、ベテアベンの東のミクマ

シに陣を張った。 6イスラエルびとは、ひどく圧迫され

、味方が危くなったのを見て、ほら穴に、縦穴に、岩に

、墓に、ため池に身を隠した。 7また、あるヘブルびと

はヨルダンを渡って、ガドとギレアデの地へ行った。し

かしサウルはなおギルガルにいて、民はみな、ふるえな

がら彼に従った。 8サウルは、サムエルが定めたように

、七日のあいだ待ったが、サムエルがギルガルにこなか

ったので、民は彼を離れて散って行った。 9そこでサウ

ルは言った、「燔祭と酬恩祭をわたしの所に持ってきな

さい」。こうして彼は燔祭をささげた。 10その燔祭をさ



サムエル記Ⅰ173

さげ終ると、サムエルがきた。サウルはあいさつをしよ

うと、彼を迎えに出た。 11その時サムエルは言った、「

あなたは何をしたのですか」。サウルは言った、「民は

わたしを離れて散って行き、あなたは定まった日のうち

にこられないのに、ペリシテびとがミクマシに集まった

のを見たので、 12わたしは、ペリシテびとが今にも、ギ

ルガルに下ってきて、わたしを襲うかも知れないのに、

わたしはまだ主の恵みを求めることをしていないと思い

、やむを得ず燔祭をささげました」。 13サムエルはサウ

ルに言った、「あなたは愚かなことをした。あなたは、

あなたの神、主の命じられた命令を守らなかった。もし

守ったならば、主は今あなたの王国を長くイスラエルの

上に確保されたであろう。 14しかし今は、あなたの王国

は続かないであろう。主は自分の心にかなう人を求めて

、その人に民の君となることを命じられた。あなたが主

の命じられた事を守らなかったからである」。 15こうし

てサムエルは立って、ギルガルからベニヤミンのギベア

に上っていった。サウルは共にいる民を数えてみたが、

おおよそ六百人あった。 16サウルとその子ヨナタン、な

らびに、共にいる民は、ベニヤミンのゲバにおり、ペリ

シテびとはミクマシに陣を張っていた。 17そしてペリシ

テびとの陣から三つの部隊にわかれた略奪隊が出てきて

、一部隊はオフラの方に向かって、シュアルの地に行き

、 18一部隊はベテホロンの方に向かい、一部隊は荒野の

方のゼボイムの谷を見おろす境の方に向かった。 19その

ころ、イスラエルの地にはどこにも鉄工がいなかった。

ペリシテびとが「ヘブルびとはつるぎも、やりも造って

はならない」と言ったからである。 20ただしイスラエル

の人は皆、そのすきざき、くわ、おの、かまに刃をつけ

るときは、ペリシテびとの所へ下って行った。 21すきざ

きと、くわのための料金は一ピムであり、おのに刃をつ

けるのと、とげのあるむちを直すのは三分の一シケルで

あった。 22それでこの戦いの日には、サウルおよびヨナ

タンと共にいた民の手には、つるぎもやりもなく、ただ

サウルとその子ヨナタンとがそれを持っていた。 23ペリ

シテびとの先陣はミクマシの渡りに進み出た。

14ある日、サウルの子ヨナタンは、その武器を執る若
者に「さあ、われわれは向こう側の、ペリシテびと

の先陣へ渡って行こう」と言った。しかしヨナタンは父

には告げなかった。 2サウルはギベアのはずれで、ミグ

ロンにある、ざくろの木の下にとどまっていたが、共に

いた民はおおよそ六百人であった。 3またアヒヤはエポ

デを身に着けて共にいた。アヒヤはアヒトブの子、アヒ

トブはイカボデの兄弟、イカボデはピネハスの子、ピネ

ハスはシロにおいて主の祭司であったエリの子である。

民はヨナタンが出かけることを知らなかった。 4ヨナタ

ンがペリシテびとの先陣に渡って行こうとする渡りには

、一方に険しい岩があり、他方にも険しい岩があり、一

方の名をボゼヅといい、他方の名をセネといった。 5岩

の一つはミクマシの前にあって北にあり、一つはゲバの

前にあって南にあった。 6ヨナタンはその武器を執る若

者に言った、「さあ、われわれは、この割礼なき者ども

の先陣へ渡って行こう。主がわれわれのために何か行わ

れるであろう。多くの人をもって救うのも、少ない人を

もって救うのも、主にとっては、なんの妨げもないから

である」。 7武器を執る者は彼に言った、「あなたの望

みどおりにしなさい。わたしは一緒にいます。わたしは

あなたと同じ心です」。 8ヨナタンはまた言った、「わ

れわれは、あの人々の所に渡っていって、彼らに身を現

そう。 9そして、もし彼らがわれわれに、『こちらから

行くまで待て』と言うならば、われわれはその場にとど

まり、彼らの所に上っていかないであろう。 10しかし、

もし彼らが『われわれのところへ上ってこい』と言うな

らば、われわれは上って行こう。主が彼らをわれわれの

手に渡されるからである。これをもってしるしとしよう

」。 11こうしてふたりはペリシテびとの先陣に、その身

を現したので、ペリシテびとは言った、「見よ、ヘブル

びとが、隠れていた穴から出てくる」。 12先陣の人々は

ヨナタンと、その武器を執る者に叫んで言った、「われ

われのところに上ってこい。目に、もの見せてくれよう

」。ヨナタンは、その武器を執る者に言った、「わたし

のあとについて上ってきなさい。主は彼らをイスラエル

の手に渡されたのだ」。 13そしてヨナタンはよじ登り、

武器を執る者もそのあとについて登った。ペリシテびと

はヨナタンの前に倒れた。武器を執る者も、あとについ

ていってペリシテびとを殺した。 14ヨナタンとその武器

を執る者とが、手始めに殺したものは、おおよそ二十人

であって、このことは一くびきの牛の耕す畑のおおよそ

半分の内で行われた。 15そして陣営にいる者、野にいる

もの、およびすべての民は恐怖に襲われ、先陣のもの、

および略奪隊までも、恐れおののいた。また地は震い動

き、非常に大きな恐怖となった。 16ベニヤミンのギベア

にいたサウルの番兵たちが見ると、ペリシテびとの群衆

はくずれて右往左往していた。 17その時サウルは、共に

いる民に言った、「人数を調べて、われわれのうちのだ

れが出て行ったかを見よ」。人数を調べたところ、ヨナ

タンとその武器を執る者とがそこにいなかった。 18サウ

ルはアヒヤに言った、「エポデをここに持ってきなさい

」。その時、アヒヤはイスラエルの人々の前でエポデを

身に着けていたからである。 19サウルが祭司に語ってい

る間にも、ペリシテびとの陣営の騒ぎはますます大きく

なったので、サウルは祭司に言った、「手を引きなさい

」。 20こうしてサウルおよび共にいる民は皆、集まって

戦いに出た。ペリシテびとはつるぎをもって同志打ちし

たので、非常に大きな混乱となった。 21また先にペリシ

テびとと共にいて、彼らと共に陣営にきていたヘブルび

とたちも、翻ってサウルおよびヨナタンと共にいるイス

ラエルびとにつくようになった。 22またエフライムの山

地に身を隠していたイスラエルびとたちも皆、ペリシテ

びとが逃げると聞いて、彼らもまた戦いに出て、それを

追撃した。 23こうして主はその日イスラエルを救われた

。そして戦いはベテアベンに移った。 24しかしその日イ

スラエルの人々は苦しんだ。これはサウルが民に誓わせ

て「夕方まで、わたしが敵にあだを返すまで、食物を食

べる者は、のろわれる」と言ったからである。それゆえ

民のうちには、ひとりも食物を口にしたものはなかった

。 25ところで、民がみな森の中にはいると、地のおもて

に蜜があった。 26民は森にはいった時、蜜のしたたって

いるのを見た。しかしだれもそれを手に取って口につけ

るものがなかった。民が誓いを恐れたからである。 27し

かしヨナタンは、父が民に誓わせたことを聞かなかった

ので、手を伸べてつえの先を蜜ばちの巣に浸し、手に取

って口につけた。すると彼は目がはっきりした。 28その

時、民のひとりが言った、「あなたの父は、かたく民に

誓わせて『きょう、食物を食べる者は、のろわれる』と
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言われました。それで民は疲れているのです」。 29ヨナ

タンは言った、「父は国を悩ませました。ごらんなさい

。この蜜をすこしなめたばかりで、わたしの目がこんな

に、はっきりしたではありませんか。 30まして、民がき

ょう敵からぶんどった物を、じゅうぶん食べていたなら

ば、さらに多くのペリシテびとを殺していたでしょうに

」。 31その日イスラエルびとは、ペリシテびとを撃って

、ミクマシからアヤロンに及んだ。そして民は、ひじょ

うに疲れたので、 32ぶんどり物に、はせかかって、羊、

牛、子牛を取って、それを地の上に殺し、血のままでそ

れを食べた。 33人々はサウルに言った、「民は血のまま

で食べて、主に罪を犯しています」。サウルは言った、

「あなたがたはそむいている。この所へ、わたしのもと

に大きな石をころがしてきなさい」。 34サウルはまた言

った、「あなたがたは分れて、民の中にはいって、彼ら

に言いなさい、『おのおの牛または、羊を引いてきてこ

こでほふって食べなさい。血のままで食べて、主に罪を

犯してはならない』」。そこで民は皆、その夜、おのお

の牛を引いてきて、それを、その所でほふった。 35こう

してサウルは主に一つの祭壇を築いた。これはサウルが

主のために築いた最初の祭壇である。 36サウルは言った

、「われわれは夜のうちにペリシテびとを追って下り、

夜明けまで彼らをかすめて、ひとりも残らぬようにしよ

う」。人々は言った、「良いと思われることを、なんで

もしてください」。しかし祭司は言った、「われわれは

、ここで、神に尋ねましょう」。 37そこでサウルは神に

伺った、「わたしはペリシテびとを追って下るべきでし

ょうか。あなたは彼らをイスラエルの手に渡されるでし

ょうか」。しかし神はその日は答えられなかった。 38そ

こでサウルは言った、「民の長たちよ、みなこの所に近

よりなさい。あなたがたは、よく見きわめて、きょうの

この罪が起きたわけを知らなければならない。 39イスラ

エルを救う主は生きておられる。たとい、それがわたし

の子ヨナタンであっても、必ず死ななければならない」

。しかし民のうちにはひとりも、これに答えるものがい

なかった。 40サウルはイスラエルのすべての人に言った

、「あなたがたは向こう側にいなさい。わたしとわたし

の子ヨナタンはこちら側にいましょう」。民はサウルに

言った、「良いと思われることをしてください」。 41そ

こでサウルは言った、「イスラエルの神、主よ、あなた

はきょう、なにゆえしもべに答えられなかったのですか

。もしこの罪がわたしにあるか、またはわたしの子ヨナ

タンにあるのでしたら、イスラエルの神、主よ、ウリム

をお与えください。しかし、もしこの罪が、あなたの民

イスラエルにあるのでしたらトンミムをお与えください

」。こうしてヨナタンとサウルとが、くじに当り、民は

のがれた。 42サウルは言った、「わたしか、わたしの子

ヨナタンかを決めるために、くじを引きなさい」。くじ

はヨナタンに当った。 43サウルはヨナタンに言った、「

あなたがしたことを、わたしに言いなさい」。ヨナタン

は言った、「わたしは確かに手にあったつえの先に少し

ばかりの蜜をつけて、なめました。わたしはここにいま

す。死は覚悟しています」。 44サウルは言った、「神が

わたしをいくえにも罰してくださるように。ヨナタンよ

、あなたは必ず死ななければならない」。 45その時、民

はサウルに言った、「イスラエルのうちにこの大いなる

勝利をもたらしたヨナタンが死ななければならないので

すか。決してそうではありません。主は生きておられま

す。ヨナタンの髪の毛一すじも地に落してはなりません

。彼は神と共にきょう働いたのです」。こうして民はヨ

ナタンを救ったので彼は死を免れた。 46サウルはペリシ

テびとを追うことをやめて引きあげ、ペリシテびとはそ

の国へ帰った。 47サウルはイスラエルの王となって、周

囲のもろもろの敵、すなわちモアブ、アンモンの人々、

エドム、ゾバの王たちおよびペリシテびとと戦い、すべ

て向かう所で勝利を得た。 48サウルは勇ましく働き、ア

マレクびとを撃って、イスラエルびとを略奪者の手から

救い出した。 49さて、サウルのむすこたちはヨナタン、

エスイ、およびマルキシュアである。ふたりの娘の名は

次のとおりである。すなわち姉の名はメラブ、妹の名は

ミカルである。 50サウルの妻の名はアヒノアムといい、

アヒマアズの娘である。また軍の長の名はアブネルとい

い、サウルのおじネルの子である。 51サウルの父キシと

アブネルの父ネルとは、アビエルの子である。 52サウル

の一生の間、ペリシテびとと激しい戦いがあった。サウ

ルは力の強い人や勇気のある人を見るごとに、それを召

しかかえた。

15さて、サムエルはサウルに言った、「主は、わたし
をつかわし、あなたに油をそそいで、その民イスラ

エルの王とされました。それゆえ、今、主の言葉を聞き

なさい。 2万軍の主は、こう仰せられる、『わたしは、

アマレクがイスラエルにした事、すなわちイスラエルが

エジプトから上ってきた時、その途中で敵対したことに

ついて彼らを罰するであろう。 3今、行ってアマレクを

撃ち、そのすべての持ち物を滅ぼしつくせ。彼らをゆる

すな。男も女も、幼な子も乳飲み子も、牛も羊も、らく

だも、ろばも皆、殺せ』」。 4サウルは民を呼び集め、

テライムで人数を調べたところ、歩兵は二十万、ユダの

人は一万であった。 5そしてサウルはアマレクの町へ行

って、谷に兵を伏せた。 6サウルはケニびとに言った、

「さあ、あなたがたはアマレクびとを離れて、下ってい

ってください。彼らと一緒にあなたがたを滅ぼすような

ことがあってはならない。あなたがたは、イスラエルの

人々がエジプトから上ってきた時、親切にしてくれたの

ですから」。そこでケニびとはアマレクびとを離れて行

った。 7サウルはアマレクびとを撃って、ハビラからエ

ジプトの東にあるシュルにまで及んだ。 8そしてアマレ

クびとの王アガグをいけどり、つるぎをもってその民を

ことごとく滅ぼした。 9しかしサウルと民はアガグをゆ

るし、また羊と牛の最も良いもの、肥えたものならびに

小羊と、すべての良いものを残し、それらを滅ぼし尽す

ことを好まず、ただ値うちのない、つまらない物を滅ぼ

し尽した。 10その時、主の言葉がサムエルに臨んだ、

11「わたしはサウルを王としたことを悔いる。彼がそむ

いて、わたしに従わず、わたしの言葉を行わなかったか

らである」。サムエルは怒って、夜通し、主に呼ばわっ

た。 12そして朝サウルに会うため、早く起きたが、サム

エルに告げる人があった、「サウルはカルメルにきて、

自分のために戦勝記念碑を建て、身をかえして進み、ギ

ルガルへ下って行きました」。 13サムエルがサウルのも

とへ来ると、サウルは彼に言った、「どうぞ、主があな

たを祝福されますように。わたしは主の言葉を実行しま

した」。 14サムエルは言った、「それならば、わたしの

耳にはいる、この羊の声と、わたしの聞く牛の声は、い

ったい、なんですか」。 15サウルは言った、「人々がア
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マレクびとの所から引いてきたのです。民は、あなたの

神、主にささげるために、羊と牛の最も良いものを残し

たのです。そのほかは、われわれが滅ぼし尽しました」

。 16サムエルはサウルに言った、「おやめなさい。昨夜

、主がわたしに言われたことを、あなたに告げましょう

」。サウルは彼に言った、「言ってください」。 17サム

エルは言った、「たとい、自分では小さいと思っても、

あなたはイスラエルの諸部族の長ではありませんか。主

はあなたに油を注いでイスラエルの王とされた。 18そし

て主はあなたに使命を授け、つかわして言われた、『行

って、罪びとなるアマレクびとを滅ぼし尽せ。彼らを皆

殺しにするまで戦え』。 19それであるのに、どうしてあ

なたは主の声に聞き従わないで、ぶんどり物にとびかか

り、主の目の前に悪をおこなったのですか」。 20サウル

はサムエルに言った、「わたしは主の声に聞き従い、主

がつかわされた使命を帯びて行き、アマレクの王アガグ

を連れてきて、アマレクびとを滅ぼし尽しました。 21し

かし民は滅ぼし尽すべきもののうち最も良いものを、ギ

ルガルで、あなたの神、主にささげるため、ぶんどり物

のうちから羊と牛を取りました」。 22サムエルは言った

、「主はそのみ言葉に聞き従う事を喜ばれるように、燔

祭や犠牲を喜ばれるであろうか。見よ、従うことは犠牲

にまさり、聞くことは雄羊の脂肪にまさる。 23そむくこ

とは占いの罪に等しく、強情は偶像礼拝の罪に等しいか

らである。あなたが主のことばを捨てたので、主もまた

あなたを捨てて、王の位から退けられた」。 24サウルは

サムエルに言った、「わたしは主の命令とあなたの言葉

にそむいて罪を犯しました。民を恐れて、その声に聞き

従ったからです。 25どうぞ、今わたしの罪をゆるし、わ

たしと一緒に帰って、主を拝ませてください」。 26サム

エルはサウルに言った、「あなたと一緒に帰りません。

あなたが主の言葉を捨てたので、主もあなたを捨てて、

イスラエルの王位から退けられたからです」。 27こうし

てサムエルが去ろうとして身をかえした時、サウルがサ

ムエルの上着のすそを捕えたので、それは裂けた。 28サ

ムエルは彼に言った、「主はきょう、あなたからイスラ

エルの王国を裂き、もっと良いあなたの隣人に与えられ

た。 29またイスラエルの栄光は偽ることもなく、悔いる

こともない。彼は人ではないから悔いることはない」。

30サウルは言った、「わたしは罪を犯しましたが、どう

ぞ、民の長老たち、およびイスラエルの前で、わたしを

尊び、わたしと一緒に帰って、あなたの神、主を拝ませ

てください」。 31そこでサムエルはサウルのあとについ

て帰った。そしてサウルは主を拝んだ。 32時にサムエル

は言った、「わたしの所にアマレクびとの王アガグを引

いてきなさい」。アガグはうれしそうにサムエルの所に

きた。アガグは「死の苦しみはきっと過ぎ去ったのだ」

と思った。 33サムエルは言った、「あなたのつるぎは多

くの女に子供を失わせた。そのようにあなたの母も女の

うちで最も無惨に子供を失う者となるであろう」。サム

エルはギルガルで主の前に、アガグを寸断した。 34そし

てサムエルはラマに行き、サウルは故郷のギベアに上っ

て、その家に帰った。 35サムエルは死ぬ日まで、二度と

サウルを見なかった。しかしサムエルはサウルのために

悲しんだ。また主はサウルをイスラエルの王としたこと

を悔いられた。

16さて主はサムエルに言われた、「わたしがすでにサ
ウルを捨てて、イスラエルの王位から退けたのに、

あなたはいつまで彼のために悲しむのか。角に油を満た

し、それをもって行きなさい。あなたをベツレヘムびと

エッサイのもとにつかわします。わたしはその子たちの

うちにひとりの王を捜し得たからである」。 2サムエル

は言った、「どうしてわたしは行くことができましょう

。サウルがそれを聞けば、わたしを殺すでしょう」。主

は言われた、「一頭の子牛を引いていって、『主に犠牲

をささげるためにきました』と言いなさい。 3そしてエ

ッサイを犠牲の場所に呼びなさい。その時わたしはあな

たのすることを示します。わたしがあなたに告げる人に

油を注がなければならない」。 4サムエルは主が命じら

れたようにして、ベツレヘムへ行った。町の長老たちは

、恐れながら出て、彼を迎え、「穏やかな事のためにこ

られたのですか」と言った。 5サムエルは言った、「穏

やかな事のためです。わたしは主に犠牲をささげるため

にきました。身をきよめて、犠牲の場所にわたしと共に

きてください」。そしてサムエルはエッサイとその子た

ちをきよめて犠牲の場に招いた。 6彼らがきた時、サム

エルはエリアブを見て、「自分の前にいるこの人こそ、

主が油をそそがれる人だ」と思った。 7しかし主はサム

エルに言われた、「顔かたちや身のたけを見てはならな

い。わたしはすでにその人を捨てた。わたしが見るとこ

ろは人とは異なる。人は外の顔かたちを見、主は心を見

る」。 8そこでエッサイはアビナダブを呼んでサムエル

の前を通らせた。サムエルは言った、「主が選ばれたの

はこの人でもない」。 9エッサイはシャンマを通らせた

が、サムエルは言った、「主が選ばれたのはこの人でも

ない」。 10エッサイは七人の子にサムエルの前を通らせ

たが、サムエルはエッサイに言った、「主が選ばれたの

はこの人たちではない」。 11サムエルはエッサイに言っ

た、「あなたのむすこたちは皆ここにいますか」。彼は

言った、「まだ末の子が残っていますが羊を飼っていま

す」。サムエルはエッサイに言った、「人をやって彼を

連れてきなさい。彼がここに来るまで、われわれは食卓

につきません」。 12そこで人をやって彼をつれてきた。

彼は血色のよい、目のきれいな、姿の美しい人であった

。主は言われた、「立ってこれに油をそそげ。これがそ

の人である」。 13サムエルは油の角をとって、その兄弟

たちの中で、彼に油をそそいだ。この日からのち、主の

霊は、はげしくダビデの上に臨んだ。そしてサムエルは

立ってラマへ行った。 14さて主の霊はサウルを離れ、主

から来る悪霊が彼を悩ました。 15サウルの家来たちは彼

に言った、「ごらんなさい。神から来る悪霊があなたを

悩ましているのです。 16どうぞ、われわれの主君が、あ

なたの前に仕えている家来たちに命じて、じょうずに琴

をひく者ひとりを捜させてください。神から来る悪霊が

あなたに臨む時、彼が手で琴をひくならば、あなたは良

くなられるでしょう」。 17そこでサウルは家来たちに言

った、「じょうずに琴をひく者を捜して、わたしのもと

に連れてきなさい」。 18その時、ひとりの若者がこたえ

た、「わたしはベツレヘムびとエッサイの子を見ました

が、琴がじょうずで、勇気もあり、いくさびとで、弁舌

にひいで、姿の美しい人です。また主が彼と共におられ

ます」。 19そこでサウルはエッサイのもとに使者をつか

わして言った、「羊を飼っているあなたの子ダビデをわ

たしのもとによこしなさい」。 20エッサイは、ろばにパ
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ンを負わせ、皮袋にいれたぶどう酒一袋と、やぎの子と

を取って、その子ダビデの手によってサウルに送った。

21ダビデはサウルのもとにきて、彼に仕えた。サウルは

ひじょうにこれを愛して、その武器を執る者とした。 22

またサウルは人をつかわしてエッサイに言った、「ダビ

デをわたしに仕えさせてください。彼はわたしの心にか

ないました」。 23神から出る悪霊がサウルに臨む時、ダ

ビデは琴をとり、手でそれをひくと、サウルは気が静ま

り、良くなって、悪霊は彼を離れた。

17さてペリシテびとは、軍を集めて戦おうとし、ユダ
に属するソコに集まって、ソコとアゼカの間にある

エペス・ダミムに陣取った。 2サウルとイスラエルの人

々は集まってエラの谷に陣取り、ペリシテびとに対して

戦列をしいた。 3ペリシテびとは向こうの山の上に立ち

、イスラエルはこちらの山の上に立った。その間に谷が

あった。 4時に、ペリシテびとの陣から、ガテのゴリア

テという名の、戦いをいどむ者が出てきた。身のたけは

六キュビト半。 5頭には青銅のかぶとを頂き、身には、

うろことじのよろいを着ていた。そのよろいは青銅で重

さ五千シケル。 6また足には青銅のすね当を着け、肩に

は青銅の投げやりを背負っていた。 7手に持っているや

りの柄は、機の巻棒のようであり、やりの穂の鉄は六百

シケルであった。彼の前には、盾を執る者が進んだ。 8

ゴリアテは立ってイスラエルの戦列に向かって叫んだ、

「なにゆえ戦列をつくって出てきたのか。わたしはペリ

シテびと、おまえたちはサウルの家来ではないか。おま

えたちから、ひとりを選んで、わたしのところへ下って

こさせよ。 9もしその人が戦ってわたしを殺すことがで

きたら、われわれはおまえたちの家来となる。しかしわ

たしが勝ってその人を殺したら、おまえたちは、われわ

れの家来になって仕えなければならない」。 10またこの

ペリシテびとは言った、「わたしは、きょうイスラエル

の戦列にいどむ。ひとりを出して、わたしと戦わせよ」

。 11サウルとイスラエルのすべての人は、ペリシテびと

のこの言葉を聞いて驚き、ひじょうに恐れた。 12さて、

ダビデはユダのベツレヘムにいたエフラタびとエッサイ

という名の人の子で、この人に八人の子があったが、サ

ウルの世には年が進んで、すでに年老いていた。 13エッ

サイの子らのうち、上の三人はサウルに従って戦争に出

た。その戦いに出た三人の子の名は、長子をエリアブと

いい、次をアビナダブといい、第三をシャンマと言った

。 14ダビデは末の子であって、兄三人はサウルにしたが

った。 15ダビデはサウルの所から行ったりきたりして、

ベツレヘムで父の羊を飼っていた。 16あのペリシテびと

は四十日の間、朝夕出てきて、彼らの前に立った。 17時

に、エッサイはその子ダビデに言った、「兄たちのため

、このいり麦一エパと、この十個のパンをとって、急い

で陣営にいる兄の所へ持っていきなさい。 18またこの十

の乾酪を取って、千人の長にもって行き、兄たちの安否

を見とどけて、そのしるしをもらってきなさい」。 19さ

てサウルと彼らおよびイスラエルのすべての人は、エラ

の谷でペリシテびとと戦っていた。 20ダビデは朝はやく

起きて、羊を番人に託し、エッサイが命じたように食料

品を携えて行った。彼が陣営に着いた時、軍勢は、とき

の声をあげて戦線に出ようとしていた。 21そしてイスラ

エルとペリシテびととは戦列を敷いて、軍と軍と向き合

った。 22ダビデは荷物をおろして、荷物を守る者にあず

け、戦列の方へ走って、兄たちの所へ行き、彼らの安否

を尋ねた。 23兄たちと語っている時、ペリシテびとの戦

列から、ガテのペリシテびとで、名をゴリアテという、

あの戦いをいどむ者が上ってきて、前と同じ言葉を言っ

たので、ダビデはそれを聞いた。 24イスラエルのすべて

の人は、その人を見て、避けて逃げ、ひじょうに恐れた

。 25イスラエルの人々はまた言った、「あなたがたは、

あの上ってきた人を見たか。確かにイスラエルにいどむ

ために上ってきたのだ。彼を殺す人は、王が大いなる富

を与えて富ませ、その娘を与え、その父の家にはイスラ

エルのうちで税を免れさせるであろう」。 26ダビデはか

たわらに立っている人々に言った、「このペリシテびと

を殺し、イスラエルの恥をすすぐ人には、どうされるの

ですか。この割礼なきペリシテびとは何者なので、生け

る神の軍をいどむのか」。 27民は前と同じように、「彼

を殺す人にはこうされるであろう」と答えた。 28上の兄

エリアブはダビデが人々と語るのを聞いて、ダビデに向

かい怒りを発して言った、「なんのために下ってきたの

か。野にいるわずかの羊はだれに託したのか。あなたの

わがままと悪い心はわかっている。戦いを見るために下

ってきたのだ」。 29ダビデは言った、「わたしが今、何

をしたというのですか。ただひと言いっただけではあり

ませんか」。 30またふり向いて、ほかの人に前のように

語ったところ、民はまた同じように答えた。 31人々はダ

ビデの語った言葉を聞いて、それをサウルに告げたので

、サウルは彼を呼び寄せた。 32ダビデはサウルに言った

、「だれも彼のゆえに気を落してはなりません。しもべ

が行ってあのペリシテびとと戦いましょう」。 33サウル

はダビデに言った、「行って、あのペリシテびとと戦う

ことはできない。あなたは年少だが、彼は若い時からの

軍人だからです」。 34しかしダビデはサウルに言った、

「しもべは父の羊を飼っていたのですが、しし、あるい

はくまがきて、群れの小羊を取った時、 35わたしはその

あとを追って、これを撃ち、小羊をその口から救いだし

ました。その獣がわたしにとびかかってきた時は、ひげ

をつかまえて、それを撃ち殺しました。 36しもべはすで

に、ししと、くまを殺しました。この割礼なきペリシテ

びとも、生ける神の軍をいどんだのですから、あの獣の

一頭のようになるでしょう」。 37ダビデはまた言った、

「ししのつめ、くまのつめからわたしを救い出された主

は、またわたしを、このペリシテびとの手から救い出さ

れるでしょう」。サウルはダビデに言った、「行きなさ

い。どうぞ主があなたと共におられるように」。 38そし

てサウルは自分のいくさ衣をダビデに着せ、青銅のかぶ

とを、その頭にかぶらせ、また、うろことじのよろいを

身にまとわせた。 39ダビデは、いくさ衣の上に、つるぎ

を帯びて行こうとしたが、できなかった。それに慣れて

いなかったからである。そこでダビデはサウルに言った

、「わたしはこれらのものを着けていくことはできませ

ん。慣れていないからです」。 40ダビデはそれらを脱ぎ

すて、手につえをとり、谷間からなめらかな石五個を選

びとって自分の持っている羊飼の袋に入れ、手に石投げ

を執って、あのペリシテびとに近づいた。 41そのペリシ

テびとは進んできてダビデに近づいた。そのたてを執る

者が彼の前にいた。 42ペリシテびとは見まわしてダビデ

を見、これを侮った。まだ若くて血色がよく、姿が美し

かったからである。 43ペリシテびとはダビデに言った、

「つえを持って、向かってくるが、わたしは犬なのか」
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。ペリシテびとは、また神々の名によってダビデをのろ

った。 44ペリシテびとはダビデに言った、「さあ、向か

ってこい。おまえの肉を、空の鳥、野の獣のえじきにし

てくれよう」。 45ダビデはペリシテびとに言った、「お

まえはつるぎと、やりと、投げやりを持って、わたしに

向かってくるが、わたしは万軍の主の名、すなわち、お

まえがいどんだ、イスラエルの軍の神の名によって、お

まえに立ち向かう。 46きょう、主は、おまえをわたしの

手にわたされるであろう。わたしは、おまえを撃って、

首をはね、ペリシテびとの軍勢の死かばねを、きょう、

空の鳥、地の野獣のえじきにし、イスラエルに、神がお

られることを全地に知らせよう。 47またこの全会衆も、

主は救を施すのに、つるぎとやりを用いられないことを

知るであろう。この戦いは主の戦いであって、主がわれ

われの手におまえたちを渡されるからである」。 48その

ペリシテびとが立ち上がり、近づいてきてダビデに立ち

向かったので、ダビデは急ぎ戦線に走り出て、ペリシテ

びとに立ち向かった。 49ダビデは手を袋に入れて、その

中から一つの石を取り、石投げで投げて、ペリシテびと

の額を撃ったので、石はその額に突き入り、うつむきに

地に倒れた。 50こうしてダビデは石投げと石をもってペ

リシテびとに勝ち、ペリシテびとを撃って、これを殺し

た。ダビデの手につるぎがなかったので、 51ダビデは走

りよってペリシテびとの上に乗り、そのつるぎを取って

、さやから抜きはなし、それをもって彼を殺し、その首

をはねた。ペリシテの人々は、その勇士が死んだのを見

て逃げた。 52イスラエルとユダの人々は立ちあがり、と

きをあげて、ペリシテびとを追撃し、ガテおよびエクロ

ンの門にまで及んだ。そのためペリシテびとの負傷者は

、シャライムからガテおよびエクロンに行く道の上に倒

れた。 53イスラエルの人々はペリシテびとの追撃を終え

て帰り、その陣営を略奪した。 54ダビデは、あのペリシ

テびとの首を取ってエルサレムへ持って行ったが、その

武器は自分の天幕に置いた。 55サウルはダビデがあのペ

リシテびとに向かって出ていくのを見て、軍の長アブネ

ルに言った、「アブネルよ、この若者はだれの子か」。

アブネルは言った、「王よ、あなたのいのちにかけて誓

います。わたしは知らないのです」。 56王は言った、「

この若者がだれの子か、尋ねてみよ」。 57ダビデが、あ

のペリシテびとを殺して帰ってきた時、アブネルは、ペ

リシテびとの首を手に持っている彼を、サウルの前に連

れて行った。 58サウルは彼に言った、「若者よ、あなた

はだれの子か」。ダビデは答えた、「あなたのしもべ、

ベツレヘムびとエッサイの子です」。

18ダビデがサウルに語り終えた時、ヨナタンの心はダ
ビデの心に結びつき、ヨナタンは自分の命のように

ダビデを愛した。 2この日、サウルはダビデを召しかか

えて、父の家に帰らせなかった。 3ヨナタンとダビデと

は契約を結んだ。ヨナタンが自分の命のようにダビデを

愛したからである。 4ヨナタンは自分が着ていた上着を

脱いでダビデに与えた。また、そのいくさ衣、およびつ

るぎも弓も帯も、そのようにした。 5ダビデはどこでも

サウルがつかわす所に出て行って、てがらを立てたので

、サウルは彼を兵の隊長とした。それはすべての民の心

にかない、またサウルの家来たちの心にもかなった。 6

人々が引き揚げてきた時、すなわちダビデが、かのペリ

シテびとを殺して帰った時、女たちはイスラエルの町々

から出てきて、手鼓と祝い歌と三糸の琴をもって、歌い

つ舞いつ、サウル王を迎えた。 7女たちは踊りながら互

に歌いかわした、「サウルは千を撃ち殺し、ダビデは万

を撃ち殺した」。 8サウルは、ひじょうに怒り、この言

葉に気を悪くして言った、「ダビデには万と言い、わた

しには千と言う。この上、彼に与えるものは、国のほか

ないではないか」。 9サウルは、この日からのちダビデ

をうかがった。 10次の日、神から来る悪霊がサウルには

げしく臨んで、サウルが家の中で狂いわめいたので、ダ

ビデは、いつものように、手で琴をひいた。その時、サ

ウルの手にやりがあったので、 11サウルは「ダビデを壁

に刺し通そう」と思って、そのやりをふり上げた。しか

しダビデは二度身をかわしてサウルを避けた。 12主がサ

ウルを離れて、ダビデと共におられたので、サウルはダ

ビデを恐れた。 13それゆえサウルは、ダビデを遠ざけて

、千人の長としたので、ダビデは民の先に立って出入り

した。 14またダビデは、すべてそのすることに、てがら

を立てた。主が共におられたからである。 15サウルはダ

ビデが大きなてがらを立てるのを見て彼を恐れたが、 16

イスラエルとユダのすべての人はダビデを愛した。彼が

民の先に立って出入りしたからである。 17その時サウル

はダビデに言った、「わたしの長女メラブを、あなたに

妻として与えよう。ただ、あなたはわたしのために勇ま

しく、主の戦いを戦いなさい」。サウルは「自分の手で

彼を殺さないで、ペリシテびとの手で殺そう」と思った

からである。 18ダビデはサウルに言った、「わたしは何

者なのでしょう。わたしの親族、わたしの父の一族はイ

スラエルのうちで何者なのでしょう。そのわたしが、ど

うして王のむこになることができましょう」。 19しかし

サウルの娘メラブは、ダビデにとつぐべき時になって、

メホラびとアデリエルに妻として与えられた。 20サウル

の娘ミカルはダビデを愛した。人々がそれをサウルに告

げたとき、サウルはその事を喜んだ。 21サウルは「ミカ

ルを彼に与えて、彼を欺く手だてとし、ペリシテびとの

手で彼を殺そう」と思ったので、サウルはふたたびダビ

デに言った、「あなたを、きょう、わたしのむこにしま

す」。 22そしてサウルは家来たちに命じた、「ひそかに

ダビデに言いなさい、『王はあなたが気に入り、王の家

来たちも皆あなたを愛しています。それゆえ王のむこに

なりなさい』」。 23そこでサウルの家来たちはこの言葉

をダビデの耳に語ったので、ダビデは言った、「わたし

のような貧しく、卑しい者が、王のむこになることは、

あなたがたには、たやすいことと思われますか」。 24サ

ウルの家来たちはサウルに、「ダビデはこう言った」と

告げた。 25サウルは言った、「あなたがたはダビデにこ

う言いなさい、『王はなにも結納を望まれない。ただペ

リシテびとの陽の皮一百を獲て、王のあだを討つことを

望まれる』」。これはサウルが、ダビデをペリシテびと

の手によって倒そうと思ったからである。 26サウルの家

来たちが、この言葉をダビデに告げた時、ダビデは王の

むこになることを良しとした。そして定めた日がまだこ

ないうちに、 27ダビデは従者をつれて、立って行き、ペ

リシテびと二百人を殺して、その陽の皮を携え帰り、王

のむこになるために、それをことごとく王にささげた。

そこでサウルは娘ミカルを彼に妻として与えた。 28しか

しサウルは見て、主がダビデと共におられること、また

イスラエルのすべての人がダビデを愛するのを知った時

、 29サウルは、ますますダビデを恐れた。こうしてサウ
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ルは絶えずダビデに敵した。 30さてペリシテびとの君た

ちが攻めてきたが、ダビデは、彼らが攻めてくるごとに

、サウルのどの家来よりも多くのてがらを立てたので、

その名はひじょうに尊敬された。

19サウルはその子ヨナタンおよびすべての家来たちに
ダビデを殺すようにと言った。しかしサウルの子ヨ

ナタンは深くダビデを愛していた。 2ヨナタンはダビデ

に言った、「父サウルはあなたを殺そうとしています。

それゆえあすの朝、気をつけて、わからない場所に身を

隠していてください。 3わたしは出て行って、あなたが

いる野原で父のかたわらに立ち、父にあなたのことを話

しましょう。そして、何かわたしにわかれば、あなたに

告げましょう」。 4ヨナタンは父サウルにダビデのこと

をほめて言った、「王よ、どうか家来ダビデに対して罪

を犯さないでください。彼は、あなたに罪を犯さず、ま

た彼のしたことは、あなたのためになることでした。 5

彼は命をかけて、あのペリシテびとを殺し、主はイスラ

エルの人々に大いなる勝利を与えられたのです。あなた

はそれを見て喜ばれました。それであるのに、どうして

ゆえなくダビデを殺し、罪なき者の血を流して罪を犯そ

うとされるのですか」。 6サウルはヨナタンの言葉を聞

きいれた。そしてサウルは誓った、「主は生きておられ

る。わたしは決して彼を殺さない」。 7ヨナタンはダビ

デを呼んでこれらのことをみなダビデに告げた。そして

ヨナタンがダビデをサウルのもとに連れてきたので、ダ

ビデは、もとのようにサウルの前にいた。 8ところがま

た戦争がおこって、ダビデは出てペリシテびとと戦い、

大いに彼らを殺したので、彼らはその前から逃げ去った

。 9さてサウルが家にいて手にやりを持ってすわってい

た時、主から来る悪霊がサウルに臨んだので、ダビデは

琴をひいていたが、 10サウルはそのやりをもってダビデ

を壁に刺し通そうとした。しかし彼はサウルの前に身を

かわしたので、やりは壁につきささった。そしてダビデ

は逃げ去った。 11その夜、サウルはダビデの家に使者た

ちをつかわして見張りをさせ、朝になって彼を殺させよ

うとした。しかしダビデの妻ミカルはダビデに言った、

「もし今夜のうちに、あなたが自分の命を救わないなら

ば、あすは殺されるでしょう」。 12そしてミカルがダビ

デを窓からつりおろしたので、彼は逃げ去った。 13ミカ

ルは一つの像をとって、寝床の上に横たえ、その頭にや

ぎの毛の網をかけ、着物をもってそれをおおった。 14サ

ウルはダビデを捕えるため使者たちをつかわしたが、彼

女は言った、「あの人は病気です」。 15そこでサウルは

、ダビデを見させようと使者たちをつかわして言った、

「彼を寝床のまま、わたしの所に連れてきなさい。わた

しが彼を殺そう」。 16使者たちがはいって見ると、寝床

には像が横たえてあって、その頭には、やぎの毛の網が

かけてあった。 17サウルはミカルに言った、「あなたは

どうして、このようにわたしを欺いて、わたしの敵を逃

がしたのか」。ミカルはサウルに答えた、「あの人はわ

たしに『逃がしてくれ。さもないと、おまえを殺す』と

言いました」。 18ダビデは逃げ去り、ラマにいるサムエ

ルのもとへ行って、サウルが自分にしたすべてのことを

彼に告げた。そしてダビデとサムエルは行ってナヨテに

住んだ。 19ある人がサウルに「ダビデはラマのナヨテに

います」と告げたので、 20サウルは、ダビデを捕えるた

めに、使者たちをつかわした。彼らは預言者の一群が預

言していて、サムエルが、そのうちの、かしらとなって

立っているのを見たが、その時、神の霊はサウルの使者

たちにも臨んで、彼らもまた預言した。 21サウルは、こ

のことを聞いて、他の使者たちをつかわしたが、彼らも

また預言した。サウルは三たび使者たちをつかわしたが

、彼らもまた預言した。 22そこでサウルはみずからラマ

に行き、セクの大井戸に着いた時、問うて言った、「サ

ムエルとダビデは、どこにおるか」。ひとりの人が答え

た、「彼らはラマのナヨテにいます」。 23そこでサウル

はそこからラマのナヨテに行ったが、神の霊はまた彼に

も臨んで、彼はラマのナヨテに着くまで歩きながら預言

した。 24そして彼もまた着物を脱いで、同じようにサム

エルの前で預言し、一日一夜、裸で倒れ伏していた。人

々が「サウルもまた預言者たちのうちにいるのか」とい

うのはこのためである。

20ダビデはラマのナヨテから逃げてきて、ヨナタンに
言った、「わたしが何をし、どのような悪いことが

あり、あなたの父の前にどんな罪を犯したので、わたし

を殺そうとされるのでしょうか」。 2ヨナタンは彼に言

った、「決して殺されることはありません。父は事の大

小を問わず、わたしに告げないですることはありません

。どうして父がわたしにその事を隠しましょう。そのよ

うなことはありません」。 3しかしダビデは答えた、「

あなたの父は、わたしがあなたの好意をえていることを

よく知っておられます。それで『ヨナタンが悲しむこと

のないように、これを知らせないでおこう』と思ってお

られるのです。しかし、主は生きておられ、あなたの魂

は生きています。わたしと死との間は、ただ一歩です」

。 4ヨナタンはダビデに言った、「あなたが言われるこ

とはなんでもします」。 5ダビデはヨナタンに言った、

「あすは、ついたちですから、わたしは王と一緒に食事

をしなければなりません。しかしわたしを行かせて三日

目の夕方まで、野原に隠れることを許してください。 6

もしあなたの父がわたしのことを尋ねられるならば、そ

の時、言ってください、『ダビデはふるさとの町ベツレ

ヘムへ急いで行くことを許してくださいと、しきりにわ

たしに求めました。そこで全家の年祭があるからです』

。 7もし彼が「良し」と言われるなら、しもべは安全で

すが、怒られるなら、わたしに害を加える決心でおられ

るのを知ってください。 8あなたは、主の前で、しもべ

と契約を結んでくださいました。それでどうぞしもべに

いつくしみを施してください。しかし、もしわたしに悪

いことがあるならば、あなた自らわたしを殺してくださ

い。どうしてあなたの父のもとへわたしを引いていかな

ければならないでしょう」。 9ヨナタンは言った、「そ

のようなことは決してありません。父があなたに害を加

える決心をしていることがわたしにわかっているならば

、わたしはそれをあなたに告げないでおきましょうか」

。 10ダビデはヨナタンに言った、「あなたの父が荒々し

くあなたに答えられる時、だれがわたしに告げるでしょ

うか」。 11ヨナタンはダビデに言った、「さあ、野原へ

出ていこう」。こうしてふたりは野原へ出て行った。 12

そしてヨナタンはダビデに言った、「イスラエルの神、

主が、証人です。明日か明後日の今ごろ、わたしが父の

心を探って、父がダビデに対して良いのを見ながら、人

をつかわしてあなたに知らせないようなことをするでし

ょうか。 13しかし、もし父があなたに害を加えようと思
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っているのに、それをあなたに知らせず、あなたを逃が

して、安全に去らせないならば、主よ、どうぞ幾重にも

、このヨナタンを罰してください。どうぞ主が父と共に

おられたように、あなたと共におられますように。 14も

しわたしがなお生きながらえているならば、主のいつく

しみをわたしに施し、死を免れさせてください。 15また

わたしの家をも、長くあなたのいつくしみにあずからせ

てください。主がダビデの敵をことごとく地のおもてか

ら断ち滅ぼされる時、 16ヨナタンの名をダビデの家から

絶やさないでください。どうぞ主がダビデの敵に、あだ

を返されるように」。 17そしてヨナタンは重ねてダビデ

に誓わせた。彼を愛したからである。ヨナタンは自分の

命のように彼を愛していた。 18ヨナタンはダビデに言っ

た、「あすはついたちです。あなたの席があいているの

で、どうしたのかと尋ねられるでしょう。 19三日目には

、きびしく尋ねられるでしょうから、先にあなたが隠れ

た場所へ行って、向こうの石塚のかたわらにいてくださ

い。 20わたしは的を射るようにして、矢を三本、そのそ

ばに放ちます。 21そして、『行って矢を捜してきなさい

』と言って子供をつかわしましょう。わたしが子供に、

『矢は手前にある。それを取ってきなさい』と言うなら

ば、その時あなたはきてください。主が生きておられる

ように、あなたは安全で、何も危険がないからです。 22

しかしわたしがその子供に、『矢は向こうにある』と言

うならば、その時、あなたは去って行きなさい。主があ

なたを去らせられるのです。 23あなたとわたしとで話し

あった事については、主が常にあなたとわたしとの間に

おられます」。 24そこでダビデは野原に身を隠した。さ

て、ついたちになったので、王は食事をするため席に着

いた。 25王はいつものように壁寄りに席に着き、ヨナタ

ンはその向かい側の席に着き、アブネルはサウルの横の

席に着いたが、ダビデの場所にはだれもいなかった。 26

ところがその日サウルは何も言わなかった、「彼に何か

起って汚れたのだろう。きっと汚れたのにちがいない」

と思ったからである。 27しかし、ふつか目すなわち、つ

いたちの明くる日も、ダビデの場所はあいていたので、

サウルは、その子ヨナタンに言った、「どうしてエッサ

イの子は、きのうもきょうも食事にこないのか」。 28ヨ

ナタンはサウルに答えた、「ダビデは、ベツレヘムへ行

くことを許してくださいと、しきりにわたしに求めまし

た。 29彼は言いました、『わたしに行かせてください。

われわれの一族が町で祭をするので、兄がわたしに来る

ようにと命じました。それでもし、あなたの前に恵みを

得ますならば、どうぞ、わたしに行くことを許し、兄弟

たちに会わせてください』。それで彼は王の食卓にこな

かったのです」。 30その時サウルはヨナタンにむかって

怒りを発し、彼に言った、「あなたは心の曲った、そむ

く女の産んだ子だ。あなたがエッサイの子を選んで、自

分の身をはずかしめ、また母の身をはずかしめているこ

とをわたしが知らないと思うのか。 31エッサイの子がこ

の世に生きながらえている間は、あなたも、あなたの王

国も堅く立っていくことはできない。それゆえ今、人を

つかわして、彼をわたしのもとに連れてこさせなさい。

彼は必ず死ななければならない」。 32ヨナタンは父サウ

ルに答えた、「どうして彼は殺されなければならないの

ですか。彼は何をしたのですか」。 33ところがサウルは

ヨナタンを撃とうとして、やりを彼に向かって振り上げ

たので、ヨナタンは父がダビデを殺そうと、心に決めて

いるのを知った。 34ヨナタンは激しく怒って席を立ち、

その月のふつかには食事をしなかった。父がダビデをは

ずかしめたので、ダビデのために憂えたからである。 35

あくる朝、ヨナタンは、ひとりの小さい子供を連れて、

ダビデと打ち合わせたように野原に出て行った。 36そし

てその子供に言った、「走って行って、わたしの射る矢

を捜しなさい」。子供が走って行く間に、ヨナタンは矢

を彼の前の方に放った。 37そして子供が、ヨナタンの放

った矢のところへ行った時、ヨナタンは子供のうしろか

ら呼ばわって、「矢は向こうにあるではないか」と言っ

た。 38ヨナタンはまた、その子供のうしろから呼ばわっ

て言った、「早くせよ、急げ。とどまるな」。その子供

は矢を拾い集めて主人ヨナタンのもとにきた。 39しかし

子供は何も知らず、ヨナタンとダビデだけがそのことを

知っていた。 40ヨナタンは自分の武器をその子供に渡し

て言った、「あなたはこれを町へ運んで行きなさい」。

41子供が行ってしまうとダビデは石塚のかたわらをはな

れて立ちいで、地にひれ伏して三度敬礼した。そして、

ふたりは互に口づけし、互に泣いた。やがてダビデは心

が落ち着いた。 42その時ヨナタンはダビデに言った、「

無事に行きなさい。われわれふたりは、『主が常にわた

しとあなたの間におられ、また、わたしの子孫とあなた

の子孫の間におられる』と言って、主の名をさして誓っ

たのです」。こうしてダビデは立ち去り、ヨナタンは町

にはいった。

21ダビデはノブに行き、祭司アヒメレクのところへ行
った。アヒメレクはおののきながらダビデを迎えて

言った、「どうしてあなたはひとりですか。だれも供が

いないのですか」。 2ダビデは祭司アヒメレクに言った

、「王がわたしに一つの事を命じて、『わたしがおまえ

をつかわしてさせる事、またわたしが命じたことについ

ては、何をも人に知らせてはならない』と言われました

。そこでわたしは、ある場所に若者たちを待たせてあり

ます。 3ところで今あなたの手もとにパン五個でもあれ

ば、それをわたしにください。なければなんでも、ある

ものをください」。 4祭司はダビデに答えて言った、「

常のパンはわたしの手もとにありません。ただその若者

たちが女を慎んでさえいたのでしたら、聖別したパンが

あります」。 5ダビデは祭司に答えた、「わたしが戦い

に出るいつもの時のように、われわれはたしかに女たち

を近づけていません。若者たちの器は、常の旅であった

としても、清いのです。まして、きょう、彼らの器は清

くないでしょうか」。 6そこで祭司は彼に聖別したパン

を与えた。その所に、供えのパンのほかにパンがなく、

このパンは、これを取り下げる日に、あたたかいパンと

置きかえるため、主の前から取り下さげたものである。

7その日、その所に、サウルのしもべのひとりが、主の

前に留め置かれていた。その名はドエグといい、エドム

びとであって、サウルの牧者の長であった。 8ダビデは

またアヒメレクに言った、「ここに、あなたの手もとに

、やりかつるぎがありませんか。王の事が急を要したの

で、わたしはつるぎも武器も持ってこなかったのです」

。 9祭司は言った、「あなたがエラの谷で殺したペリシ

テびとゴリアテのつるぎが、布に包んでエポデのうしろ

にあります。もしあなたがこれを取ろうとおもわれるな

ら、お取りください。ここにはそのほかにはありません

」。ダビデは言った、「それにまさるものはありません
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。それをわたしにください」。 10ダビデはその日サウル

を恐れて、立ってガテの王アキシのところへ逃げて行っ

た。 11アキシの家来たちはアキシに言った、「これはあ

の国の王ダビデではありませんか。人々が踊りながら、

互に歌いかわして、『サウルは千を撃ち殺し、ダビデは

万を撃ち殺した』と言ったのは、この人のことではあり

ませんか」。 12ダビデは、これらの言葉を心におき、ガ

テの王アキシを、ひじょうに恐れたので、 13人々の前で

、わざと挙動を変え、捕えられて気違いのふりをし、門

のとびらを打ちたたき、よだれを流して、ひげに伝わら

せた。 14アキシは家来たちに言った、「あなたがたの見

るように、この人は気違いだ。どうして彼をわたしの所

へ連れてきたのか。 15わたしに気違いが必要なのか。こ

の者を連れてきて、わたしの前で狂わせようというのか

。この者をわたしの家へ入れようとするのか」。

22こうしてダビデはその所を去り、アドラムのほら穴
へのがれた。彼の兄弟たちと父の家の者は皆、これ

を聞き、その所に下って彼のもとにきた。 2また、しえ

たげられている人々、負債のある人々、心に不満のある

人々も皆、彼のもとに集まってきて、彼はその長となっ

た。おおよそ四百人の人々が彼と共にあった。 3ダビデ

はそこからモアブのミヅパへ行き、モアブの王に言った

、「神がわたしのためにどんなことをされるかわかるま

で、どうぞわたしの父母をあなたの所におらせてくださ

い」。 4そして彼はモアブの王に彼らを託したので、彼

らはダビデが要害におる間、王の所におった。 5さて、

預言者ガドはダビデに言った、「要害にとどまっていな

いで、去ってユダの地へ行きなさい」。そこでダビデは

去って、ハレテの森へ行った。 6サウルは、ダビデおよ

び彼と共にいる人々が見つかったということを聞いた。

サウルはギベアで、やりを手にもって、丘のぎょりゅう

の木の下にすわっており、家来たちはみなそのまわりに

立っていた。 7サウルはまわりに立っている家来たちに

言った、「あなたがたベニヤミンびとは聞きなさい。エ

ッサイの子もまた、あなたがたおのおのに畑やぶどう畑

を与え、おのおのを千人の長、百人の長にするであろう

か。 8あなたがたは皆共にはかってわたしに敵した。わ

たしの子がエッサイの子と契約を結んでも、それをわた

しに告げるものはなく、またあなたがたのうち、ひとり

もわたしのために憂えず、きょうのように、わたしの子

がわたしのしもべをそそのかしてわたしに逆らわせ、道

で彼がわたしを待ち伏せするようになっても、わたしに

告げる者はない」。 9その時エドムびとドエグは、サウ

ルの家来たちのそばに立っていたが、答えて言った、「

わたしはエッサイの子がノブにいるアヒトブの子アヒメ

レクの所にきたのを見ました。 10アヒメレクは彼のため

に主に問い、また彼に食物を与え、ペリシテびとゴリア

テのつるぎを与えました」。 11そこで王は人をつかわし

て、アヒトブの子祭司アヒメレクとその父の家のすべて

の者、すなわちノブの祭司たちを召したので、みな王の

所にきた。 12サウルは言った、「アヒトブの子よ、聞き

なさい」。彼は答えた、「わが主よ、わたしはここにお

ります」。 13サウルは彼に言った、「どうしてあなたは

エッサイの子と共にはかってわたしに敵し、彼にパンと

つるぎを与え、彼のために神に問い、きょうのように彼

をわたしに逆らって立たせ、道で待ち伏せさせるのか」

。 14アヒメレクは王に答えて言った、「あなたの家来の

うち、ダビデのように忠義な者がほかにありますか。彼

は王の娘婿であり、近衛兵の長であって、あなたの家で

尊ばれる人ではありませんか。 15彼のために神に問うた

のは、きょう初めてでしょうか。いいえ、決してそうで

はありません。王よ、どうぞ、しもべと父の全家に罪を

負わせないでください。しもべは、これについては、事

の大小を問わず、何をも知らなかったのです」。 16王は

言った、「アヒメレクよ、あなたは必ず殺されなければ

ならない。あなたの父の全家も同じである」。 17そして

王はまわりに立っている近衛の兵に言った、「身をひる

がえして、主の祭司たちを殺しなさい。彼らもダビデと

協力していて、ダビデの逃げたのを知りながら、それを

わたしに告げなかったからです」。ところが王の家来た

ちは主の祭司たちを殺すために手を下そうとはしなかっ

た。 18そこで王はドエグに言った、「あなたが身をひる

がえして、祭司たちを殺しなさい」。エドムびとドエグ

は身をひるがえして祭司たちを撃ち、その日亜麻布のエ

ポデを身につけている者八十五人を殺した。 19彼はまた

、つるぎをもって祭司の町ノブを撃ち、つるぎをもって

男、女、幼な子、乳飲み子、牛、ろば、羊を殺した。 20

しかしアヒトブの子アヒメレクの子たちのひとりで、名

をアビヤタルという人は、のがれてダビデの所に走った

。 21そしてアビヤタルは、サウルが主の祭司たちを殺し

たことをダビデに告げたので、 22ダビデはアビヤタルに

言った、「あの日、エドムびとドエグがあそこにいたの

で、わたしは彼がきっとサウルに告げるであろうと思っ

た。わたしがあなたの父の家の人々の命を失わせるもと

となったのです。 23あなたはわたしの所にとどまってく

ださい。恐れることはありません。あなたの命を求める

者は、わたしの命をも求めているのです。わたしの所に

おられるならば、あなたは安全でしょう」。

23さて人々はダビデに告げて言った、「ペリシテびと
がケイラを攻めて、打ち場の穀物をかすめています

」。 2そこでダビデは主に問うて言った、「わたしが行

って、このペリシテびとを撃ちましょうか」。主はダビ

デに言われた、「行ってペリシテびとを撃ち、ケイラを

救いなさい」。 3しかしダビデの従者たちは彼に言った

、「われわれは、ユダのここにおってさえ、恐れている

のに、ましてケイラへ行って、ペリシテびとの軍に当る

ことができましょうか」。 4ダビデが重ねて主に問うた

ところ、主は彼に答えて言われた、「立って、ケイラへ

下りなさい。わたしはペリシテびとをあなたの手に渡し

ます」。 5ダビデとその従者たちはケイラへ行って、ペ

リシテびとと戦い、彼らの家畜を奪いとり、彼らを多く

撃ち殺した。こうしてダビデはケイラの住民を救った。

6アヒメレクの子アビヤタルは、ケイラにいるダビデの

もとにのがれてきた時、手にエポデをもって下ってきた

。 7さてダビデのケイラにきたことがサウルに聞えたの

で、サウルは言った、「神はわたしの手に彼をわたされ

た。彼は門と貫の木のある町にはいって、自分で身を閉

じこめたからである」。 8そこでサウルはすべての民を

戦いに呼び集めて、ケイラに下り、ダビデとその従者を

攻め囲もうとした。 9ダビデはサウルが自分に害を加え

ようとしているのを知って、祭司アビヤタルに言った、

「エポデを持ってきてください」。 10そしてダビデは言

った、「イスラエルの神、主よ、しもべはサウルがケイ

ラにきて、わたしのために、この町を滅ぼそうとしてい
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ることを確かに聞きました。 11ケイラの人々はわたしを

彼の手に渡すでしょうか。しもべの聞いたように、サウ

ルは下ってくるでしょうか。イスラエルの神、主よ、ど

うぞ、しもべに告げてください」。主は言われた、「彼

は下って来る」。 12ダビデは言った、「ケイラの人々は

わたしと従者たちをサウルの手にわたすでしょうか」。

主は言われた、「彼らはあなたがたを渡すであろう」。

13そこでダビデとその六百人ほどの従者たちは立って、

ケイラを去り、いずこともなくさまよった。ダビデのケ

イラから逃げ去ったことがサウルに聞えたので、サウル

は戦いに出ることをやめた。 14ダビデは荒野にある要害

におり、またジフの荒野の山地におった。サウルは日々

に彼を尋ね求めたが、神は彼をその手に渡されなかった

。 15さてダビデはサウルが自分の命を求めて出てきたの

で恐れた。その時ダビデはジフの荒野のホレシにいたが

、 16サウルの子ヨナタンは立って、ホレシにいるダビデ

のもとに行き、神によって彼を力づけた。 17そしてヨナ

タンは彼に言った、「恐れるにはおよびません。父サウ

ルの手はあなたに届かないでしょう。あなたはイスラエ

ルの王となり、わたしはあなたの次となるでしょう。こ

のことは父サウルも知っています」。 18こうして彼らふ

たりは主の前で契約を結び、ダビデはホレシにとどまり

、ヨナタンは家に帰った。 19その時ジフびとはギベアに

いるサウルのもとに上って行き、そして言った、「ダビ

デは、荒野の南にあるハキラの丘の上のホレシの要害に

隠れて、われわれと共にいるではありませんか。 20それ

ゆえ王よ、あなたが下って行こうという望みのとおり、

いま下ってきてください。われわれは彼を王の手に渡し

ます」。 21サウルは言った、「あなたがたはわたしに同

情を寄せてくれたのです。どうぞ主があなたがたを祝福

されるように。 22あなたがたは行って、なお確かめてく

ださい。彼のよく行く所とだれがそこで彼を見たかを見

きわめてください。人の語るところによると、彼はひじ

ょうに悪賢いそうだ。 23それで、あなたがたは彼が隠れ

る隠れ場所をみな見きわめ、確かな知らせをもってわた

しの所に帰ってきなさい。その時わたしはあなたがたと

共に行きます。もし彼がこの地にいるならば、わたしは

ユダの氏族をあまねく尋ねて彼を捜しだします」。 24彼

らは立って、サウルに先立ってジフへ行った。さてダビ

デとその従者たちは荒野の南のアラバにあるマオンの荒

野にいた。 25そしてサウルとその従者たちはきて彼を捜

した。人々がこれをダビデに告げたので、ダビデはマオ

ンの荒野にある岩の所へ下って行った。サウルはこれを

聞いて、マオンの荒野にきてダビデを追った。 26サウル

は山のこちら側を行き、ダビデとその従者たちとは山の

むこう側を行った。そしてダビデは急いでサウルからの

がれようとした。サウルとその従者たちが、ダビデとそ

の従者たちを囲んで捕えようとしたからである。 27その

時、サウルの所に、ひとりの使者がきて言った、「ペリ

シテびとが国を侵しています。急いできてください」。

28そこでサウルはダビデを追うことをやめて帰り、行っ

てペリシテびとに当った。それで人々は、その所を「の

がれの岩」と名づけた。 29ダビデはそこから上ってエン

ゲデの要害にいた。

24サウルがペリシテびとを追うことをやめて帰ってき
たとき、人々は彼に告げて言った、「ダビデはエン

ゲデの野にいます」。 2そこでサウルは、全イスラエル

から選んだ三千の人を率い、ダビデとその従者たちとを

捜すため、「やぎの岩」の前へ出かけた。 3途中、羊の

おりの所にきたが、そこに、ほら穴があり、サウルは足

をおおうために、その中にはいった。その時、ダビデと

その従者たちは、ほら穴の奥にいた。 4ダビデの従者た

ちは彼に言った、「主があなたに告げて、『わたしはあ

なたの敵をあなたの手に渡す。あなたは自分の良いと思

うことを彼にすることができる』と言われた日がきたの

です」。そこでダビデは立って、ひそかに、サウルの上

着のすそを切った。 5しかし後になって、ダビデはサウ

ルの上着のすそを切ったことに、心の責めを感じた。 6

ダビデは従者たちに言った、「主が油を注がれたわが君

に、わたしがこの事をするのを主は禁じられる。彼は主

が油を注がれた者であるから、彼に敵して、わたしの手

をのべるのは良くない」。 7ダビデはこれらの言葉をも

って従者たちを差し止め、サウルを撃つことを許さなか

った。サウルは立って、ほら穴を去り、道を進んだ。 8

ダビデもまた、そのあとから立ち、ほら穴を出て、サウ

ルのうしろから呼ばわって、「わが君、王よ」と言った

。サウルがうしろをふり向いた時、ダビデは地にひれ伏

して拝した。 9そしてダビデはサウルに言った、「どう

して、あなたは『ダビデがあなたを害しようとしている

』という人々の言葉を聞かれるのですか。 10あなたは、

この日、自分の目で、主があなたをきょう、ほら穴の中

でわたしの手に渡されたのをごらんになりました。人々

はわたしにあなたを殺すことを勧めたのですが、わたし

は殺しませんでした。『わが君は主が油を注がれた方で

あるから、これに敵して手をのべることはしない』とわ

たしは言いました。 11わが父よ、ごらんなさい。あなた

の上着のすそは、わたしの手にあります。わたしがあな

たの上着のすそを切り、しかも、あなたを殺さなかった

ことによって、あなたは、わたしの手に悪も、とがもな

いことを見て知られるでしょう。あなたはわたしの命を

取ろうと、ねらっておられますが、わたしはあなたに対

して罪をおかしたことはないのです。 12どうぞ主がわた

しとあなたの間をさばかれますように。また主がわたし

のために、あなたに報いられますように。しかし、わた

しはあなたに手をくだすことをしないでしょう。 13昔か

ら、ことわざに言っているように、『悪は悪人から出る

』。しかし、わたしはあなたに手をくだすことをしない

でしょう。 14イスラエルの王は、だれを追って出てこら

れたのですか。あなたは、だれを追っておられるのです

か。死んだ犬を追っておられるのです。一匹の蚤を追っ

ておられるのです。 15どうぞ主がさばきびととなって、

わたしとあなたの間をさばき、かつ見て、わたしの訴え

を聞き、わたしをあなたの手から救い出してくださるよ

うに」。 16ダビデがこれらの言葉をサウルに語り終った

とき、サウルは言った、「わが子ダビデよ、これは、あ

なたの声であるか」。そしてサウルは声をあげて泣いた

。 17サウルはまたダビデに言った、「あなたはわたしよ

りも正しい。わたしがあなたに悪を報いたのに、あなた

はわたしに善を報いる。 18きょう、あなたはいかに良く

わたしをあつかったかを明らかにしました。すなわち主

がわたしをあなたの手にわたされたのに、あなたはわた

しを殺さなかったのです。 19人は敵に会ったとき、敵を

無事に去らせるでしょうか。あなたが、きょう、わたし

にした事のゆえに、どうぞ主があなたに良い報いを与え

られるように。 20今わたしは、あなたがかならず王とな
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ることを知りました。またイスラエルの王国が、あなた

の手によって堅く立つことを知りました。 21それゆえ、

あなたはわたしのあとに、わたしの子孫を断たず、また

わたしの父の家から、わたしの名を滅ぼし去らないと、

いま主をさして、わたしに誓ってください」。 22そこで

ダビデはサウルに、そのように誓った。そしてサウルは

家に帰り、ダビデとその従者たちは要害にのぼって行っ

た。

25さてサムエルが死んだので、イスラエルの人々はみ
な集まって、彼のためにひじょうに悲しみ、ラマに

あるその家に彼を葬った。そしてダビデは立ってパラン

の荒野に下って行った。 2マオンに、ひとりの人があっ

て、カルメルにその所有があり、ひじょうに裕福で、羊

三千頭、やぎ一千頭を持っていた。彼はカルメルで羊の

毛を切っていた。 3その人の名はナバルといい、妻の名

はアビガイルといった。アビガイルは賢くて美しかった

が、その夫は剛情で、粗暴であった。彼はカレブびとで

あった。 4ダビデは荒野にいて、ナバルがその羊の毛を

切っていることを聞いたので、 5十人の若者をつかわし

、その若者たちに言った、「カルメルに上って行ってナ

バルの所へ行き、わたしの名をもって彼にあいさつし、

6彼にこう言いなさい、『どうぞあなたに平安があるよ

うに。あなたの家に平安があるように。またあなたのす

べての持ち物に平安があるように。 7わたしはあなたが

羊の毛を切っておられることを聞きました。あなたの羊

飼たちはわれわれと一緒にいたのですが、われわれは彼

らを少しも害しませんでした。また彼らはカルメルにい

る間に、何ひとつ失ったことはありません。 8あなたの

若者たちに聞いてみられるならば、わかります。それゆ

え、わたしの若者たちに、あなたの好意を示してくださ

い。われわれは祝の日にきたのです。どうぞ、あなたの

手もとにあるものを、贈り物として、しもべどもとあな

たの子ダビデにください』」。 9ダビデの若者たちは行

って、ダビデの名をもって、これらの言葉をナバルに語

り、そして待っていた。 10ナバルはダビデの若者たちに

答えて言った、「ダビデとはだれか。エッサイの子とは

だれか。このごろは、主人を捨てて逃げるしもべが多い

。 11どうしてわたしのパンと水、またわたしの羊の毛を

切る人々のためにほふった肉をとって、どこからきたの

かわからない人々に与えることができようか」。 12ダビ

デの若者たちは、そこを去り、帰ってきて、彼にこのす

べての事を告げた。 13そこでダビデは従者たちに言った

、「おのおの、つるぎを帯びなさい」。彼らはおのおの

つるぎを帯び、ダビデもまたつるぎを帯びた。そしてお

およそ四百人がダビデに従って上っていき、二百人は荷

物のところにとどまった。 14ところで、ひとりの若者が

ナバルの妻アビガイルに言った、「ダビデが荒野から使

者をつかわして、主人にあいさつをしたのに、主人はそ

の使者たちをののしられました。 15しかし、あの人々は

われわれに大へんよくしてくれて、われわれは少しも害

を受けず、またわれわれが野にいた時、彼らと共にいた

間は、何ひとつ失ったことはありませんでした。 16われ

われが羊を飼って彼らと共にいる間、彼らは夜も昼もわ

れわれのかきとなってくれました。 17それで、あなたは

今それを知って、自分のすることを考えてください。主

人とその一家に災が起きるからです。しかも主人はよこ

しまな人で、話しかけることもできません」。 18その時

、アビガイルは急いでパン二百、ぶどう酒の皮袋二つ、

調理した羊五頭、いり麦五セア、ほしぶどう百ふさ、ほ

しいちじくのかたまり二百を取って、ろばにのせ、 19若

者たちに言った、「わたしのさきに進みなさい。わたし

はあなたがたのうしろに、ついて行きます」。しかし彼

女は夫ナバルには告げなかった。 20アビガイルが、ろば

に乗って山陰を下ってきた時、ダビデと従者たちは彼女

の方に向かって降りてきたので、彼女はその人々に出会

った。 21さて、ダビデはさきにこう言った、「わたしは

この人が荒野で持っている物をみな守って、その人に属

する物を何ひとつなくならないようにしたが、それは全

くむだであった。彼はわたしのした親切に悪をもって報

いた。 22もしわたしがあすの朝まで、ナバルに属するす

べての者のうち、ひとりの男でも残しておくならば、神

が幾重にもダビデを罰してくださるように」。 23アビガ

イルはダビデを見て、急いで、ろばを降り、ダビデの前

で地にひれ伏し、 24その足もとに伏して言った、「わが

君よ、このとがをわたしだけに負わせてください。しか

しどうぞ、はしために、あなたの耳に語ることを許し、

はしための言葉をお聞きください。 25わが君よ、どうぞ

、このよこしまな人ナバルのことを気にかけないでくだ

さい。あの人はその名のとおりです。名はナバルで、愚

かな者です。あなたのはしためであるわたしは、わが君

なるあなたがつかわされた若者たちを見なかったのです

。 26それゆえ今、わが君よ、主は生きておられます。ま

たあなたは生きておられます。主は、あなたがきて血を

流し、また手ずから、あだを報いるのをとどめられまし

た。どうぞ今、あなたの敵、およびわが君に害を加えよ

うとする者は、ナバルのごとくになりますように。 27今

、あなたのつかえめが、わが君に携えてきた贈り物を、

わが君に従う若者たちに与えてください。 28どうぞ、は

しためのとがを許してください。主は必ずわが君のため

に確かな家を造られるでしょう。わが君が主のいくさを

戦い、またこの世に生きながらえられる間、あなたのう

ちに悪いことが見いだされないからです。 29たとい人が

立ってあなたを追い、あなたの命を求めても、わが君の

命は、生きている者の束にたばねられて、あなたの神、

主のもとに守られるでしょう。しかし主はあなたの敵の

命を、石投げの中から投げるように、投げ捨てられるで

しょう。 30そして主があなたについて語られたすべての

良いことをわが君に行い、あなたをイスラエルのつかさ

に任じられる時、 31あなたが、ゆえなく血を流し、また

わが君がみずからあだを報いたと言うことで、それがあ

なたのつまずきとなり、またわが君の心の責めとなるこ

とのないようにしてください。主がわが君を良くせられ

る時、このはしためを思いだしてください」。 32ダビデ

はアビガイルに言った、「きょう、あなたをつかわして

、わたしを迎えさせられたイスラエルの神、主はほむべ

きかな。 33あなたの知恵はほむべきかな。またあなたは

ほむべきかな。あなたは、きょう、わたしがきて血を流

し、手ずからあだを報いることをとどめられたのです。

34わたしがあなたを害することをとどめられたイスラエ

ルの神、主はまことに生きておられる。もしあなたが急

いでわたしに会いにこなかったならば、あすの朝までに

は、ナバルのところに、ひとりの男も残らなかったでし

ょう」。 35ダビデはアビガイルが携えてきた物をその手

から受けて、彼女に言った、「あなたは無事にのぼって

、家に帰りなさい。わたしはあなたの声を聞きいれ、あ
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なたの願いを許します」。 36こうしてアビガイルはナバ

ルのもとにきたが、見よ、彼はその家で、王の酒宴のよ

うな酒宴を開いていた。ナバルは心に楽しみ、ひじょう

に酔っていたので、アビガイルは明くる朝まで事の大小

を問わず何をも彼に告げなかった。 37朝になってナバル

の酔いがさめたとき、その妻が彼にこれらの事を告げる

と、彼の心はそのうちに死んで、彼は石のようになった

。 38十日ばかりして主がナバルを撃たれたので彼は死ん

だ。 39ダビデはナバルが死んだと聞いて言った、「主は

ほむべきかな。主はわたしがナバルの手から受けた侮辱

に報いて、しもべが悪をおこなわないようにされた。主

はナバルの悪行をそのこうべに報いられたのだ」。ダビ

デはアビガイルを妻にめとろうと、人をつかわして彼女

に申し込んだ。 40ダビデのしもべたちはカルメルにいる

アビガイルの所にきて、彼女に言った、「ダビデはあな

たを妻にめとろうと、われわれをあなたの所へつかわし

たのです」。 41アビガイルは立ち、地にひれ伏し拝して

言った、「はしためは、わが君のしもべたちの足を洗う

つかえめです」。 42アビガイルは急いで立ち、ろばに乗

って、五人の侍女たちを連れ、ダビデの使者たちに従っ

て行き、ダビデの妻となった。 43ダビデはまたエズレル

のアヒノアムをめとった。彼女たちはふたりともダビデ

の妻となった。 44ところでサウルはその娘、ダビデの妻

ミカルを、ガリムの人であるライシの子パルテに与えた

。

26そのころジフびとがギベアにおるサウルのもとにき
て言った、「ダビデは荒野の前にあるハキラの山に

隠れているではありませんか」。 2サウルは立って、ジ

フの荒野でダビデを捜すために、イスラエルのうちから

選んだ三千人をひき連れて、ジフの荒野に下った。 3サ

ウルは荒野の前の道のかたわらにあるハキラの山に陣を

取った。ダビデは荒野にとどまっていたが、サウルが自

分のあとを追って荒野にきたのを見て、 4斥候を出し、

サウルが確かにきたのを知った。 5そしてダビデは立っ

て、サウルが陣を取っている所へ行って、サウルとその

軍の長、ネルの子アブネルの寝ている場所を見た。サウ

ルは陣所のうちに寝ていて、民はその周囲に宿営してい

た。 6ダビデは、ヘテびとアヒメレク、およびゼルヤの

子で、ヨアブの兄弟であるアビシャイに言った、「だれ

がわたしと共にサウルの陣に下って行くか」。アビシャ

イは言った、「わたしが一緒に下って行きます」。 7こ

うしてダビデとアビシャイとが夜、民のところへ行って

みると、サウルは陣所のうちに身を横たえて寝ており、

そのやりは枕もとに地に突きさしてあった。そしてアブ

ネルと民らとはその周囲に寝ていた。 8アビシャイはダ

ビデに言った、「神はきょう敵をあなたの手に渡されま

した。どうぞわたしに、彼のやりをもってひと突きで彼

を地に刺しとおさせてください。ふたたび突くには及び

ません」。 9しかしダビデはアビシャイに言った、「彼

を殺してはならない。主が油を注がれた者に向かって、

手をのべ、罪を得ない者があろうか」。 10ダビデはまた

言った、「主は生きておられる。主が彼を撃たれるであ

ろう。あるいは彼の死ぬ日が来るであろう。あるいは戦

いに下って行って滅びるであろう。 11主が油を注がれた

者に向かって、わたしが手をのべることを主は禁じられ

る。しかし今、そのまくらもとにあるやりと水のびんを

取りなさい。そしてわれわれは去ろう」。 12こうしてダ

ビデはサウルの枕もとから、やりと水のびんを取って彼

らは去ったが、だれもそれを見ず、だれも知らず、また

、だれも目をさまさず、みな眠っていた。主が彼らを深

く眠らされたからである。 13ダビデは向こう側に渡って

行って、遠く離れて山の頂に立った。彼らの間の隔たり

は大きかった。 14ダビデは民とネルの子アブネルに呼ば

わって言った、「アブネルよ、あなたは答えないのか」

。アブネルは答えて言った、「王を呼んでいるあなたは

だれか」。 15ダビデはアブネルに言った、「あなたは男

ではないか。イスラエルのうちに、あなたに及ぶ人があ

ろうか。それであるのに、どうしてあなたは主君である

王を守らなかったのか。民のひとりが、あなたの主君で

ある王を殺そうとして、はいりこんだではないか。 16あ

なたがしたこの事は良くない。主は生きておられる。あ

なたがたは、まさに死に値する。主が油をそそがれた、

あなたの主君を守らなかったからだ。いま王のやりがど

こにあるか。その枕もとにあった水のびんがどこにある

かを見なさい」。 17サウルはダビデの声を聞きわけて言

った、「わが子ダビデよ、これはあなたの声か」。ダビ

デは言った、「王、わが君よ、わたしの声です」。 18ダ

ビデはまた言った、「わが君はどうしてしもべのあとを

追われるのですか。わたしが何をしたのですか。わたし

の手になんのわるいことがあるのですか。 19王、わが君

よ、どうぞ、今しもべの言葉を聞いてください。もし主

があなたを動かして、わたしの敵とされたのであれば、

どうぞ主が供え物を受けて和らいでくださるように。も

し、それが人であるならば、どうぞその人々が主の前に

のろいを受けるように。彼らが『おまえは行って他の神

々に仕えなさい』と言って、きょう、わたしを追い出し

、主の嗣業にあずかることができないようにしたからで

す。 20それゆえ今、主の前を離れて、わたしの血が地に

落ちることのないようにしてください。イスラエルの王

は、人が山で、しゃこを追うように、わたしの命を取ろ

うとして出てこられたのです」。 21その時、サウルは言

った、「わたしは罪を犯した。わが子ダビデよ、帰って

きてください。きょう、わたしの命があなたの目に尊く

見られたゆえ、わたしは、もはやあなたに害を加えない

であろう。わたしは愚かなことをして、非常なまちがい

をした」。 22ダビデは答えた、「王のやりは、ここにあ

ります。ひとりの若者に渡ってこさせ、これを持ちかえ

らせてください。 23主は人おのおのにその義と真実とに

従って報いられます。主がきょう、あなたをわたしの手

に渡されたのに、わたしは主が油を注がれた者に向かっ

て、手をのべることをしなかったのです。 24きょう、わ

たしがあなたの命を重んじたように、どうぞ主がわたし

の命を重んじて、もろもろの苦難から救い出してくださ

るように」。 25サウルはダビデに言った、「わが子ダビ

デよ、あなたはほむべきかな。あなたは多くの事をおこ

なって、それをなし遂げるであろう」。こうしてダビデ

はその道を行き、サウルは自分の所へ帰った。

27ダビデは心のうちに言った、「わたしは、いつかは
サウルの手にかかって滅ぼされるであろう。早くペ

リシテびとの地へのがれるほかはない。そうすればサウ

ルはこの上イスラエルの地にわたしをくまなく捜すこと

はやめ、わたしは彼の手からのがれることができるであ

ろう」。 2こうしてダビデは、共にいた六百人と一緒に

、立ってガテの王マオクの子アキシの所へ行った。 3ダ
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ビデと従者たちは、おのおのその家族とともに、ガテで

アキシと共に住んだ。ダビデはそのふたりの妻、すなわ

ちエズレルの女アヒノアムと、カルメルの女でナバルの

妻であったアビガイルと共におった。 4ダビデがガテに

のがれたことがサウルに聞えたので、サウルはもはや彼

を捜さなかった。 5さてダビデはアキシに言った、「も

しわたしがあなたの前に恵みを得るならば、どうぞ、い

なかにある町のうちで一つの場所をわたしに与えてそこ

に住まわせてください。どうしてしもべがあなたと共に

王の町に住むことができましょうか」。 6アキシはその

日チクラグを彼に与えた。こうしてチクラグは今日にい

たるまでユダの王に属している。 7ダビデがペリシテび

との国に住んだ日の数は一年と四か月であった。 8さて

ダビデは従者と共にのぼって、ゲシュルびと、ゲゼルび

とおよびアマレクびとを襲った。これらは昔からシュル

に至るまでの地の住民であって、エジプトに至るまでの

地に住んでいた。 9ダビデはその地を撃って、男も女も

生かしおかず、羊と牛とろばとらくだと衣服とを取って

、アキシのもとに帰ってきた。 10アキシが「あなたはき

ょうどこを襲いましたか」と尋ねると、ダビデは、その

時々、「ユダのネゲブです」、「エラメルびとのネゲブ

です」「ケニびとのネゲブです」と言った。 11ダビデは

男も女も生かしおかず、ひとりをもガテに引いて行かな

かった。それはダビデが、「恐らくは、彼らが、『ダビ

デはこうした』と言って、われわれのことを告げるであ

ろう」と思ったからである。ダビデはペリシテびとのい

なかに住んでいる間はこうするのが常であった。 12アキ

シはダビデを信じて言った、「彼は自分を全くその民イ

スラエルに憎まれるようにした。それゆえ彼は永久にわ

たしのしもべとなるであろう」。

28そのころ、ペリシテびとがイスラエルと戦おうとし
て、いくさのために軍勢を集めたので、アキシはダ

ビデに言った、「あなたは、しかと承知してください。

あなたとあなたの従者たちとは、わたしと共に出て、軍

勢に加わらなければなりません」。 2ダビデはアキシに

言った、「よろしい、あなたはしもべが何をするかを知

られるでしょう」。アキシはダビデに言った、「よろし

い、あなたを終身わたしの護衛の長としよう」。 3さて

サムエルはすでに死んで、イスラエルのすべての人は彼

のために悲しみ、その町ラマに葬った。また先にサウル

は口寄せや占い師をその地から追放した。 4ペリシテび

とが集まってきてシュネムに陣を取ったので、サウルは

イスラエルのすべての人を集めて、ギルボアに陣を取っ

た。 5サウルはペリシテびとの軍勢を見て恐れ、その心

はいたくおののいた。 6そこでサウルは主に伺いをたて

たが、主は夢によっても、ウリムによっても、預言者に

よっても彼に答えられなかった。 7サウルはしもべたち

に言った、「わたしのために、口寄せの女を捜し出しな

さい。わたしは行ってその女に尋ねよう」。しもべたち

は彼に言った、「見よ、エンドルにひとりの口寄せがい

ます」。 8サウルは姿を変えてほかの着物をまとい、ふ

たりの従者を伴って行き、夜の間に、その女の所にきた

。そしてサウルは言った、「わたしのために口寄せの術

を行って、わたしがあなたに告げる人を呼び起してくだ

さい」。 9女は彼に言った、「あなたはサウルがしたこ

とをごぞんじでしょう。彼は口寄せや占い師をその国か

ら断ち滅ぼしました。どうしてあなたは、わたしの命に

わなをかけて、わたしを死なせようとするのですか」。

10サウルは主をさして彼女に誓って言った、「主は生き

ておられる。この事のためにあなたが罰を受けることは

ないでしょう」。 11女は言った、「あなたのためにだれ

を呼び起しましょうか」。サウルは言った、「サムエル

を呼び起してください」。 12女はサムエルを見た時、大

声で叫んだ。そしてその女はサウルに言った、「どうし

てあなたはわたしを欺かれたのですか。あなたはサウル

です」。 13王は彼女に言った、「恐れることはない。あ

なたには何が見えるのですか」。女はサウルに言った、

「神のようなかたが地からのぼられるのが見えます」。

14サウルは彼女に言った、「その人はどんな様子をして

いますか」。彼女は言った、「ひとりの老人がのぼって

こられます。その人は上着をまとっておられます」。サ

ウルはその人がサムエルであるのを知り、地にひれ伏し

て拝した。 15サムエルはサウルに言った、「なぜ、わた

しを呼び起して、わたしを煩わすのか」。サウルは言っ

た、「わたしは、ひじょうに悩んでいます。ペリシテび

とがわたしに向かっていくさを起し、神はわたしを離れ

て、預言者によっても、夢によっても、もはやわたしに

答えられないのです。それで、わたしのすべきことを知

るために、あなたを呼びました」。 16サムエルは言った

、「主があなたを離れて、あなたの敵となられたのに、

どうしてあなたはわたしに問うのですか。 17主は、わた

しによって語られたとおりにあなたに行われた。主は王

国を、あなたの手から裂きはなして、あなたの隣人であ

るダビデに与えられた。 18あなたは主の声に聞き従わず

、主の激しい怒りに従って、アマレクびとを撃ち滅ぼさ

なかったゆえに、主はこの事を、この日、あなたに行わ

れたのである。 19主はまたイスラエルをも、あなたと共

に、ペリシテびとの手に渡されるであろう。あすは、あ

なたもあなたの子らもわたしと一緒になるであろう。ま

た主はイスラエルの軍勢をもペリシテびとの手に渡され

る」。 20そのときサウルは、ただちに、地に伸び、倒れ

、サムエルの言葉のために、ひじょうに恐れ、またその

力はうせてしまった。その一日一夜、食物をとっていな

かったからである。 21女はサウルのもとにきて、彼のお

ののいているのを見て言った、「あなたのつかえめは、

あなたの声に聞き従い、わたしの命をかけて、あなたの

言われた言葉に従いました。 22それゆえ今あなたも、つ

かえめの声に聞き従い、一口のパンをあなたの前にそな

えさせてください。あなたはそれをめしあがって力をつ

け、道を行ってください」。 23ところがサウルは断って

言った、「わたしは食べません」。しかし彼のしもべた

ちも、その女もしいてすすめたので、サウルはその言葉

を聞きいれ、地から起きあがり、床の上にすわった。 24

その女は家に肥えた子牛があったので、急いでそれをほ

ふり、また麦粉をとり、こねて、種入れぬパンを焼き、

25サウルとそのしもべたちの前に持ってきたので、彼ら

は食べた。そして彼らは立ち上がって、その夜のうちに

去った。

29さてペリシテびとは、その軍勢をことごとくアペク
に集めた。イスラエルびとはエズレルにある泉のか

たわらに陣を取った。 2ペリシテびとの君たちは、ある

いは百人、あるいは千人を率いて進み、ダビデとその従

者たちはアキシと共に、しんがりになって進んだ。 3そ

の時、ペリシテびとの君たちは言った、「これらのヘブ
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ルびとはここで何をしているのか」。アキシはペリシテ

びとたちに言った、「これはイスラエルの王サウルのし

もべダビデではないか。彼はこの日ごろ、この年ごろ、

わたしと共にいたが、逃げ落ちてきた日からきょうまで

、わたしは彼にあやまちがあったのを見たことがない」

。 4しかしペリシテびとの君たちは彼に向かって怒った

。そしてペリシテびとの君たちは彼に言った、「この人

を帰らせて、あなたが彼を置いたもとの所へ行かせなさ

い。われわれと一緒に彼を戦いに下らせてはならない。

戦いの時、彼がわれわれの敵となるかも知れないからで

ある。この者は何をもってその主君とやわらぐことがで

きようか。ここにいる人々の首をもってするほかはある

まい。 5これは、かつて人々が踊りのうちに歌いかわし

て、『サウルは千を撃ち殺し、ダビデは万を撃ち殺した

』と言った、あのダビデではないか」。 6そこでアキシ

はダビデを呼んで言った、「主は生きておられる。あな

たは正しい人である。あなたがわたしと一緒に戦いに出

入りすることをわたしは良いと思っている。それはあな

たがわたしの所にきた日からこの日まで、わたしは、あ

なたに悪い事があったのを見たことがないからである。

しかしペリシテびとの君たちはあなたを良く言わない。

7それゆえ今安らかに帰って行きなさい。彼らが悪いと

思うことはしないがよかろう」。 8ダビデはアキシに言

った、「しかしわたしが何をしたというのですか。わた

しがあなたに仕えはじめた日からこの日までに、あなた

はしもべの身に何を見られたので、わたしは行って、わ

たしの主君である王の敵と戦うことができないのですか

」。 9アキシはダビデに答えた、「わたしは見て、あな

たが神の使のようにりっぱな人であることを知っている

。しかし、ペリシテびとの君たちは、『われわれと一緒

に彼を戦いに上らせてはならない』と言っている。 10そ

れで、あなたは、一緒にきたあなたの主君のしもべたち

と共に朝早く起きなさい。そして朝早く起き、夜が明け

てから去りなさい」。 11こうしてダビデとその従者たち

とは共にペリシテびとの地へ帰ろうと、朝早く起きて出

立したが、ペリシテびとはエズレルへ上って行った。

30さてダビデとその従者たちが三日目にチクラグにき
た時、アマレクびとはすでにネゲブとチクラグを襲

っていた。彼らはチクラグを撃ち、火をはなってこれを

焼き、 2その中にいた女たちおよびすべての者を捕虜に

し、小さい者をも大きい者をも、ひとりも殺さずに、引

いて、その道に行った。 3ダビデと従者たちはその町に

きて、町が火で焼かれ、その妻とむすこ娘らは捕虜とな

ったのを見た。 4ダビデおよび彼と共にいた民は声をあ

げて泣き、ついに泣く力もなくなった。 5ダビデのふた

りの妻すなわちエズレルの女アヒノアムと、カルメルび

とナバルの妻であったアビガイルも捕虜になった。 6そ

の時、ダビデはひじょうに悩んだ。それは民がみなおの

おのそのむすこ娘のために心を痛めたため、ダビデを石

で撃とうと言ったからである。しかしダビデはその神、

主によって自分を力づけた。 7ダビデはアヒメレクの子

、祭司アビヤタルに、「エポデをわたしのところに持っ

てきなさい」と言ったので、アビヤタルは、エポデをダ

ビデのところに持ってきた。 8ダビデは主に伺いをたて

て言った、「わたしはこの軍隊のあとを追うべきですか

。わたしはそれに追いつくことができましょうか」。主

は彼に言われた、「追いなさい。あなたは必ず追いつい

て、確かに救い出すことができるであろう」。 9そこで

ダビデは、一緒にいた六百人の者と共に出立してベソル

川へ行ったが、あとに残る者はそこにとどまった。 10す

なわちダビデは四百人と共に追撃をつづけたが、疲れて

ベソル川を渡れない者二百人はとどまった。 11彼らは野

で、ひとりのエジプトびとを見て、それをダビデのもと

に引いてきて、パンを食べさせ、水を飲ませた。 12また

彼らはほしいちじくのかたまり一つと、ほしぶどう二ふ

さを彼に与えた。彼は食べて元気を回復した。彼は三日

三夜、パンを食べず、水を飲んでいなかったからである

。 13ダビデは彼に言った、「あなたはだれのものか。ど

こからきたのか」。彼は言った、「わたしはエジプトの

若者で、アマレクびとの奴隷です。三日前にわたしが病

気になったので、主人はわたしを捨てて行きました。 14

わたしどもは、ケレテびとのネゲブと、ユダに属する地

と、カレブのネゲブを襲い、また火でチクラグを焼きは

らいました」。 15ダビデは彼に言った、「あなたはその

軍隊のところへわたしを導き下ってくれるか」。彼は言

った、「あなたはわたしを殺さないこと、またわたしを

主人の手に渡さないことを、神をさしてわたしに誓って

ください。そうすればあなたをその軍隊のところへ導き

下りましょう」。 16彼はダビデを導き下ったが、見よ、

彼らはペリシテびとの地とユダの地から奪い取ったさま

ざまの多くのぶんどり物のゆえに、食い飲み、かつ踊り

ながら、地のおもてにあまねく散りひろがっていた。 17

ダビデは夕ぐれから翌日の夕方まで、彼らを撃ったので

、らくだに乗って逃げた四百人の若者たちのほかには、

ひとりものがれた者はなかった。 18こうしてダビデはア

マレクびとが奪い取ったものをみな取りもどした。また

ダビデはそのふたりの妻を救い出した。 19そして彼らに

属するものは、小さいものも大きいものも、むすこも娘

もぶんどり物も、アマレクびとが奪い去った物は何をも

失わないで、ダビデがみな取りもどした。 20ダビデはま

たすべての羊と牛を取った。人々はこれらの家畜を彼の

前に追って行きながら、「これはダビデのぶんどり物だ

」と言った。 21そしてダビデが、あの疲れてダビデにつ

いて行くことができずに、ベソル川のほとりにとどまっ

ていた二百人の者のところへきた時、彼らは出てきてダ

ビデを迎え、またダビデと共にいる民を迎えた。ダビデ

は民に近づいてその安否を問うた。 22そのときダビデと

共に行った人々のうちで、悪く、かつよこしまな者ども

はみな言った、「彼らはわれわれと共に行かなかったの

だから、われわれはその人々にわれわれの取りもどした

ぶんどり物を分け与えることはできない。ただおのおの

にその妻子を与えて、連れて行かせましょう」。 23しか

しダビデは言った、「兄弟たちよ、主はわれわれを守っ

て、攻めてきた軍隊をわれわれの手に渡された。その主

が賜わったものを、あなたがたはそのようにしてはなら

ない。 24だれがこの事について、あなたがたに聞き従い

ますか。戦いに下って行った者の分け前と、荷物のかた

わらにとどまっていた者の分け前を同様にしなければな

らない。彼らはひとしく分け前を受けるべきである」。

25この日以来、ダビデはこれをイスラエルの定めとし、

おきてとして今日に及んでいる。 26ダビデはチクラグに

きて、そのぶんどり物の一部をユダの長老である友人た

ちにおくって言った、「これは主の敵から取ったぶんど

り物のうちからあなたがたにおくる贈り物である」。 27

そのおくり先は、ベテルにいる人々、ネゲブのラモテに
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いる人々、ヤッテルにいる人々、 28アロエルにいる人々

、シフモテにいる人々、エシテモアにいる人々、ラカル

にいる人々、 29エラメルびとの町々にいる人々、ケニび

との町々にいる人々、 30ホルマにいる人々、ボラシャン

にいる人々、アタクにいる人々、 31ヘブロンにいる人々

、およびダビデとその従者たちが、さまよい歩いたすべ

ての所にいる人々であった。

31さてペリシテびとはイスラエルと戦った。イスラエ
ルの人々はペリシテびとの前から逃げ、多くの者は

傷ついてギルボア山にたおれた。 2ペリシテびとはサウ

ルとその子らに攻め寄り、そしてペリシテびとはサウル

の子ヨナタン、アビナダブ、およびマルキシュアを殺し

た。 3戦いは激しくサウルに迫り、弓を射る者どもがサ

ウルを見つけて、彼を射たので、サウルは射る者たちに

ひどい傷を負わされた。 4そこでサウルはその武器を執

る者に言った、「つるぎを抜き、それをもってわたしを

刺せ。さもないと、これらの無割礼の者どもがきて、わ

たしを刺し、わたしをなぶり殺しにするであろう」。し

かしその武器を執る者は、ひじょうに恐れて、それに応

じなかったので、サウルは、つるぎを執って、その上に

伏した。 5武器を執る者はサウルが死んだのを見て、自

分もまたつるぎの上に伏して、彼と共に死んだ。 6こう

してサウルとその三人の子たち、およびサウルの武器を

執る者、ならびにその従者たちは皆、この日共に死んだ

。 7イスラエルの人々で、谷の向こう側、およびヨルダ

ンの向こう側にいる者が、イスラエルの人々の逃げるの

を見、またサウルとその子たちの死んだのを見て町々を

捨てて逃げたので、ペリシテびとはきてその中に住んだ

。 8あくる日、ペリシテびとは殺された者から、はぎ取

るためにきたが、サウルとその三人の子たちがギルボア

山にたおれているのを見つけた。 9彼らはサウルの首を

切り、そのよろいをはぎ取り、ペリシテびとの全地に人

をつかわして、この良い知らせを、その偶像と民とに伝

えさせた。 10また彼らは、そのよろいをアシタロテの神

殿に置き、彼のからだをベテシャンの城壁にくぎづけに

した。 11ヤベシ・ギレアデの住民たちは、ペリシテびと

がサウルにした事を聞いて、 12勇士たちはみな立ち、夜

もすがら行って、サウルのからだと、その子たちのから

だをベテシャンの城壁から取りおろし、ヤベシにきて、

これをそこで焼き、 13その骨を取って、ヤベシのぎょり

ゅうの木の下に葬り、七日の間、断食した。
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サムエル記Ⅱ

1サウルが死んだ後、ダビデはアマレクびとを撃って帰
り、ふつかの間チクラグにとどまっていたが、 2三日

目となって、ひとりの人が、その着物を裂き、頭に土を

かぶって、サウルの陣営からきた。そしてダビデのもと

にきて、地に伏して拝した。 3ダビデは彼に言った、「

あなたはどこからきたのか」。彼はダビデに言った、「

わたしはイスラエルの陣営から、のがれてきたのです」

。 4ダビデは彼に言った、「様子はどうであったか話し

なさい」。彼は答えた、「民は戦いから逃げ、民の多く

は倒れて死に、サウルとその子ヨナタンもまた死にまし

た」。 5ダビデは自分と話している若者に言った、「あ

なたはサウルとその子ヨナタンが死んだのを、どうして

知ったのか」。 6彼に話している若者は言った、「わた

しは、はからずも、ギルボア山にいましたが、サウルは

そのやりによりかかっており、戦車と騎兵とが彼に攻め

寄ろうとしていました。 7その時、彼はうしろを振り向

いてわたしを見、わたしを呼びましたので、『ここにい

ます』とわたしは答えました。 8彼は『おまえはだれか

』と言いましたので、『アマレクびとです』と答えまし

た。 9彼はまたわたしに言いました、『そばにきて殺し

てください。わたしは苦しみに耐えない。まだ命がある

からです』。 10そこで、わたしはそのそばにいって彼を

殺しました。彼がすでに倒れて、生きることのできない

のを知ったからです。そしてわたしは彼の頭にあった冠

と、腕につけていた腕輪とを取って、それをわが主のも

とに携えてきたのです」。 11そのときダビデは自分の着

物をつかんでそれを裂き、彼と共にいた人々も皆同じよ

うにした。 12彼らはサウルのため、またその子ヨナタン

のため、また主の民のため、またイスラエルの家のため

に悲しみ泣いて、夕暮まで食を断った。それは彼らがつ

るぎに倒れたからである。 13ダビデは自分と話していた

若者に言った、「あなたはどこの人ですか」。彼は言っ

た、「アマレクびとで、寄留の他国人の子です」。 14ダ

ビデはまた彼に言った、「どうしてあなたは手を伸べて

主の油を注がれた者を殺すことを恐れなかったのですか

」。 15ダビデはひとりの若者を呼び、「近寄って彼を撃

て」と言った。そこで彼を撃ったので死んだ。 16ダビデ

は彼に言った、「あなたの流した血の責めはあなたに帰

する。あなたが自分の口から、『わたしは主の油を注が

れた者を殺した』と言って、自身にむかって証拠を立て

たからである」。 17ダビデはこの悲しみの歌をもって、

サウルとその子ヨナタンのために哀悼した。 18これは、

ユダの人々に教えるための弓の歌で、ヤシャルの書にし

るされている。彼は言った、 19「イスラエルよ、あなた

の栄光は、あなたの高き所で殺された。ああ、勇士たち

は、ついに倒れた。 20ガテにこの事を告げてはいけない

。アシケロンのちまたに伝えてはならない。おそらくは

ペリシテびとの娘たちが喜び、割礼なき者の娘たちが勝

ちほこるであろう。 21ギルボアの山よ、露はおまえの上

におりるな。死の野よ、雨もおまえの上に降るな。その

所に勇士たちの盾は捨てられ、サウルの盾は油を塗らず

に捨てられた。 22殺した者の血を飲まずには、ヨナタン

の弓は退かず、勇士の脂肪を食べないでは、サウルのつ

るぎは、むなしくは帰らなかった。 23サウルとヨナタン

とは、愛され、かつ喜ばれた。彼らは生きるにも、死ぬ

にも離れず、わしよりも早く、ししよりも強かった。 24

イスラエルの娘たちよ、サウルのために泣け。彼は緋色

の着物をもって、はなやかにあなたがたを装い、あなた

がたの着物に金の飾りをつけた。 25ああ、勇士たちは戦

いのさなかに倒れた。ヨナタンは、あなたの高き所で殺

された。 26わが兄弟ヨナタンよ、あなたのためわたしは

悲しむ。あなたはわたしにとって、いとも楽しい者であ

った。あなたがわたしを愛するのは世の常のようでなく

、女の愛にもまさっていた。 27ああ、勇士たちは倒れた

。戦いの器はうせた」。

2この後、ダビデは主に問うて言った、「わたしはユダ
の一つの町に上るべきでしょうか」。主は彼に言われ

た、「上りなさい」。ダビデは言った、「どこへ上るべ

きでしょうか」。主は言われた、「ヘブロンへ」。 2そ

こでダビデはその所へ上った。彼のふたりの妻、エズレ

ルの女アヒノアムと、カルメルびとナバルの妻であった

アビガイルも上った。 3ダビデはまた自分と共にいた人

々を、皆その家族と共に連れて上った。そして彼らはヘ

ブロンの町々に住んだ。 4時にユダの人々がきて、その

所でダビデに油を注ぎ、ユダの家の王とした。人々がダ

ビデに告げて、「サウルを葬ったのはヤベシ・ギレアデ

の人々である」と言ったので、 5ダビデは使者をヤベシ

・ギレアデの人々につかわして彼らに言った、「あなた

がたは、主君サウルにこの忠誠をあらわして彼を葬った

。どうぞ主があなたがたを祝福されるように。 6どうぞ

主がいまあなたがたに、いつくしみと真実を示されるよ

うに。あなたがたが、この事をしたので、わたしもまた

あなたがたに好意を示すであろう。 7今あなたがたは手

を強くし、雄々しくあれ。あなたがたの主君サウルは死

に、ユダの家がわたしに油を注いで、彼らの王としたか

らである」。 8さてサウルの軍の長、ネルの子アブネル

は、さきにサウルの子イシボセテを取り、マハナイムに

連れて渡り、 9彼をギレアデ、アシュルびと、エズレル

、エフライム、ベニヤミンおよび全イスラエルの王とし

た。 10サウルの子イシボセテはイスラエルの王となった

時、四十歳であって、二年の間、世を治めたが、ユダの

家はダビデに従った。 11ダビデがヘブロンにいてユダの

家の王であった日数は七年と六か月であった。 12ネルの

子アブネル、およびサウルの子イシボセテの家来たちは

マハナイムを出てギベオンへ行った。 13ゼルヤの子ヨア

ブとダビデの家来たちも出ていって、ギベオンの池のそ

ばで彼らと出会い、一方は池のこちら側に、一方は池の

あちら側にすわった。 14アブネルはヨアブに言った、「

さあ、若者たちを立たせて、われわれの前で勝負をさせ

よう」。ヨアブは言った、「彼らを立たせよう」。 15こ

うしてサウルの子イシボセテとベニヤミンびととのため

に十二人、およびダビデの家来たち十二人を数えて出し

た。彼らは立って進み、 16おのおの相手の頭を捕え、つ

るぎを相手のわき腹に刺し、こうして彼らは共に倒れた

。それゆえ、その所はヘルカテ・ハヅリムと呼ばれた。

それはギベオンにある。 17その日、戦いはひじょうに激

しく、アブネルとイスラエルの人々はダビデの家来たち

の前に敗れた。 18その所にゼルヤの三人の子、ヨアブ、

アビシャイ、およびアサヘルがいたが、アサヘルは足の

早いこと、野のかもしかのようであった。 19アサヘルは

アブネルのあとを追っていったが、行くのに右にも左に

も曲ることなく、アブネルのあとに走った。 20アブネル
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は後をふりむいて言った、「あなたはアサヘルであった

か」。アサヘルは答えた、「わたしです」。 21アブネル

は彼に言った、「右か左に曲って、若者のひとりを捕え

、そのよろいを奪いなさい」。しかしアサヘルはアブネ

ルを追うことをやめず、ほかに向かおうともしなかった

。 22アブネルはふたたびアサヘルに言った、「わたしを

追うことをやめて、ほかに向かいなさい。あなたを地に

撃ち倒すことなど、どうしてわたしにできようか。それ

をすれば、わたしは、どうしてあなたの兄ヨアブに顔を

合わせることができようか」。 23それでもなお彼は、ほ

かに向かうことを拒んだので、アブネルは、やりの石突

きで彼の腹を突いたので、やりはその背中に出た。彼は

そこに倒れて、その場で死んだ。そしてアサヘルが倒れ

て死んでいる場所に来る者は皆立ちとどまった。 24しか

しヨアブとアビシャイとは、なおアブネルのあとを追っ

たが、彼らがギベオンの荒野の道のほとり、ギアの前に

あるアンマの山にきた時、日は暮れた。 25ベニヤミンの

人々はアブネルのあとについてきて、集まり、一隊とな

って、一つの山の頂に立った。 26その時アブネルはヨア

ブに呼ばわって言った、「いつまでもつるぎをもって滅

ぼそうとするのか。あなたはその結果の悲惨なのを知ら

ないのか。いつまで民にその兄弟を追うことをやめよと

命じないのか」。 27ヨアブは言った、「神は生きておら

れる。もしあなたが言いださなかったならば、民はおの

おのその兄弟を追わずに、朝のうちに去っていたであろ

う」。 28こうしてヨアブは角笛を吹いたので、民はみな

立ちとどまって、もはやイスラエルのあとを追わず、ま

た重ねて戦わなかった。 29アブネルとその従者たちは、

夜もすがら、アラバを通って行き、ヨルダンを渡り、昼

まで行進を続けてマハナイムに着いた。 30ヨアブはアブ

ネルを追うことをやめて帰り、民をみな集めたが、ダビ

デの家来たち十九人とアサヘルとが見当らなかった。 31

しかし、ダビデの家来たちは、アブネルの従者であるベ

ニヤミンの人々三百六十人を撃ち殺した。 32人々はアサ

ヘルを取り上げてベツレヘムにあるその父の墓に葬った

。ヨアブとその従者たちは、夜もすがら行って、夜明け

にヘブロンに着いた。

3サウルの家とダビデの家との間の戦争は久しく続き、
ダビデはますます強くなり、サウルの家はますます弱

くなった。 2ヘブロンでダビデに男の子が生れた。彼の

長子はエズレルの女アヒノアムの産んだアムノン、 3そ

の次はカルメルびとナバルの妻であったアビガイルの産

んだキレアブ、第三はゲシュルの王タルマイの娘マアカ

の子アブサロム、 4第四はハギテの子アドニヤ、第五は

アビタルの子シパテヤ、 5第六はダビデの妻エグラの産

んだイテレアム。これらの子がヘブロンでダビデに生れ

た。 6サウルの家とダビデの家とが戦いを続けている間

に、アブネルはサウルの家で、強くなってきた。 7さて

サウルには、ひとりのそばめがあった。その名をリヅパ

といい、アヤの娘であったが、イシボセテはアブネルに

言った、「あなたはなぜわたしの父のそばめのところに

はいったのですか」。 8アブネルはイシボセテの言葉を

聞き、非常に怒って言った、「わたしはユダの犬のかし

らですか。わたしはきょう、あなたの父サウルの家と、

その兄弟と、その友人とに忠誠をあらわして、あなたを

ダビデの手に渡すことをしなかったのに、あなたはきょ

う、女の事のあやまちを挙げてわたしを責められる。 9

主がダビデに誓われたことを、わたしが彼のためになし

遂げないならば、神がアブネルをいくえにも罰しられる

ように。 10すなわち王国をサウルの家から移し、ダビデ

の位をダンからベエルシバに至るまで、イスラエルとユ

ダの上に立たせられるであろう」。 11イシボセテはアブ

ネルを恐れたので、ひと言も彼に答えることができなか

った。 12アブネルはヘブロンにいるダビデのもとに使者

をつかわして言った、「国はだれのものですか。わたし

と契約を結びなさい。わたしはあなたに力添えして、イ

スラエルをことごとくあなたのものにしましょう」。 13

ダビデは言った、「よろしい。わたしは、あなたと契約

を結びましょう。ただし一つの事をあなたに求めます。

あなたがきてわたしの顔を見るとき、まずサウルの娘ミ

カルを連れて来るのでなければ、わたしの顔を見ること

はできません」。 14それからダビデは使者をサウルの子

イシボセテにつかわして言った、「ペリシテびとの陽の

皮一百をもってめとったわたしの妻ミカルを引き渡しな

さい」。 15そこでイシボセテは人をやって彼女をその夫

、ライシの子パルテエルから取ったので、 16その夫は彼

女と共に行き、泣きながら彼女のあとについて、バホリ

ムまで行ったが、アブネルが彼に「帰って行け」と言っ

たので彼は帰った。 17アブネルはイスラエルの長老たち

と協議して言った、「あなたがたは以前からダビデをあ

なたがたの王とすることを求めていましたが、 18今それ

をしなさい。主がダビデについて、『わたしのしもべダ

ビデの手によって、わたしの民イスラエルをペリシテび

との手、およびもろもろの敵の手から救い出すであろう

』と言われたからです」。 19アブネルはまたベニヤミン

にも語った。そしてアブネルは、イスラエルとベニヤミ

ンの全家が良いと思うことをみな、ヘブロンでダビデに

告げようとして出発した。 20アブネルが二十人を従えて

ヘブロンにいるダビデのもとに行った時、ダビデはアブ

ネルと彼に従っている従者たちのために酒宴を設けた。

21アブネルはダビデに言った、「わたしは立って行き、

イスラエルをことごとく、わが主、王のもとに集めて、

あなたと契約を結ばせ、あなたの望むものをことごとく

治められるようにいたしましょう」。こうしてダビデは

アブネルを送り帰らせたので彼は安全に去って行った。

22ちょうどその時、ダビデの家来たちはヨアブと共に多

くのぶんどり物を携えて略奪から帰ってきた。しかしア

ブネルはヘブロンのダビデのもとにはいなかった。ダビ

デが彼を帰らせて彼が安全に去ったからである。 23ヨア

ブおよび彼と共にいた軍勢がみな帰ってきたとき、人々

はヨアブに言った、「ネルの子アブネルが王のもとにき

たが、王が彼を帰らせたので彼は安全に去った」。 24そ

こでヨアブは王のもとに行って言った、「あなたは何を

なさったのですか。アブネルがあなたの所にきたのに、

あなたはどうして、彼を返し去らせられたのですか。 25

ネルの子アブネルがあなたを欺くためにきたこと、そし

てあなたの出入りを知り、またあなたのなさっているこ

とを、ことごとく知るためにきたことをあなたはごぞん

じです」。 26ヨアブはダビデの所から出てきて、使者を

つかわし、アブネルを追わせたので、彼らはシラの井戸

から彼を連れて帰った。しかしダビデはその事を知らな

かった。 27アブネルがヘブロンに帰ってきたとき、ヨア

ブはひそかに語ろうといって彼を門のうちに連れて行き

、その所で彼の腹を刺して死なせ、自分の兄弟アサヘル

の血を報いた。 28その後ダビデはこの事を聞いて言った
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、「わたしとわたしの王国とは、ネルの子アブネルの血

に関して、主の前に永久に罪はない。 29どうぞ、その罪

がヨアブの頭と、その父の全家に帰するように。またヨ

アブの家には流出を病む者、らい病人、つえにたよる者

、つるぎに倒れる者、または食物の乏しい者が絶えない

ように」。 30こうしてヨアブとその弟アビシャイとはア

ブネルを殺したが、それは彼がギベオンの戦いで彼らの

兄弟アサヘルを殺したためであった。 31ダビデはヨアブ

および自分と共にいるすべての民に言った、「あなたが

たは着物を裂き、荒布をまとい、アブネルの前に嘆きな

がら行きなさい」。そしてダビデ王はその棺のあとに従

った。 32人々はアブネルをヘブロンに葬った。王はアブ

ネルの墓で声をあげて泣き、民もみな泣いた。 33王はア

ブネルのために悲しみの歌を作って言った、「愚かな人

の死ぬように、アブネルがどうして死んだのか。 34あな

たの手は縛られず、足には足かせもかけられないのに、

悪人の前に倒れる人のように、あなたは倒れた」。そし

て民は皆、ふたたび彼のために泣いた。 35民はみなきて

、日のあるうちに、ダビデにパンを食べさせようとした

が、ダビデは誓って言った、「もしわたしが日の入る前

に、パンでも、ほかのものでも味わうならば、神がわた

しをいくえにも罰しられるように」。 36民はみなそれを

見て満足した。すべて王のすることは民を満足させた。

37その日すべての民およびイスラエルは皆、ネルの子ア

ブネルを殺したのは、王の意思によるものでないことを

知った。 38王はその家来たちに言った、「この日イスラ

エルで、ひとりの偉大なる将軍が倒れたのをあなたがた

は知らないのか。 39わたしは油を注がれた王であるけれ

ども、今日なお弱い。ゼルヤの子であるこれらの人々は

わたしの手におえない。どうぞ主が悪を行う者に、その

悪にしたがって報いられるように」。

4サウルの子イシボセテは、アブネルがヘブロンで死ん
だことを聞いて、その力を失い、イスラエルは皆あわ

てた。 2サウルの子イシボセテにはふたりの略奪隊の隊

長があった。ひとりの名はバアナ、他のひとりの名はレ

カブといって、ベニヤミンの子孫であるベロテびとリン

モンの子たちであった。（それはベロテもまたベニヤミ

ンのうちに数えられているからである。 3ベロテびとは

ギッタイムに逃げていって、今日までその所に寄留して

いる）。 4さてサウルの子ヨナタンに足のなえた子がひ

とりあった。エズレルからサウルとヨナタンの事の知ら

せがきた時、彼は五歳であった。うばが彼を抱いて逃げ

たが、急いで逃げる時、その子は落ちて足なえとなった

。その名はメピボセテといった。 5ベロテびとリンモン

の子たち、レカブとバアナとは出立して、日の暑いころ

イシボセテの家にきたが、イシボセテは昼寝をしていた

。 6家の門を守る女は麦をあおぎ分けていたが、眠くな

って寝てしまった。そこでレカブとその兄弟バアナは、

ひそかに中にはいった。 7彼らが家にはいった時、イシ

ボセテは寝室で床の上に寝ていたので、彼らはそれを撃

って殺し、その首をはね、その首を取って、よもすがら

アラバの道を行き、 8イシボセテの首をヘブロンにいる

ダビデのもとに携えて行って王に言った、「あなたの命

を求めたあなたの敵サウルの子イシボセテの首です。主

はきょう、わが君、王のためにサウルとそのすえとに報

復されました」。 9ダビデはベロテびとリンモンの子レ

カブとその兄弟バアナに答えた、「わたしの命を、もろ

もろの苦難から救われた主は生きておられる。 10わたし

はかつて、人がわたしに告げて、『見よ、サウルは死ん

だ』と言って、みずから良いおとずれを伝える者と思っ

ていた者を捕えてチクラグで殺し、そのおとずれに報い

たのだ。 11悪人が正しい人をその家の床の上で殺したと

きは、なおさらのことだ。今わたしが、彼の血を流した

罪を報い、あなたがたを、この地から絶ち滅ぼさないで

おくであろうか」。 12そしてダビデは若者たちに命じた

ので、若者たちは彼らを殺し、その手足を切り離し、ヘ

ブロンの池のほとりで木に掛けた。人々はイシボセテの

首を持って行って、ヘブロンにあるアブネルの墓に葬っ

た。

5イスラエルのすべての部族はヘブロンにいるダビデの
もとにきて言った、「われわれは、あなたの骨肉です

。 2先にサウルがわれわれの王であった時にも、あなた

はイスラエルを率いて出入りされました。そして主はあ

なたに、『あなたはわたしの民イスラエルを牧するであ

ろう。またあなたはイスラエルの君となるであろう』と

言われました」。 3このようにイスラエルの長老たちが

皆、ヘブロンにいる王のもとにきたので、ダビデ王はヘ

ブロンで主の前に彼らと契約を結んだ。そして彼らはダ

ビデに油を注いでイスラエルの王とした。 4ダビデは王

となったとき三十歳で、四十年の間、世を治めた。 5す

なわちヘブロンで七年六か月ユダを治め、またエルサレ

ムで三十三年、全イスラエルとユダを治めた。 6王とそ

の従者たちとはエルサレムへ行って、その地の住民エブ

スびとを攻めた。エブスびとはダビデに言った、「あな

たはけっして、ここに攻め入ることはできない。かえっ

て、めしいや足なえでも、あなたを追い払うであろう」

。彼らが「ダビデはここに攻め入ることはできない」と

思ったからである。 7ところがダビデはシオンの要害を

取った。これがダビデの町である。 8その日ダビデは、

「だれでもエブスびとを撃とうとする人は、水をくみ上

げる縦穴を上って行って、ダビデが心に憎んでいる足な

えやめしいを撃て」と言った。それゆえに人々は、「め

しいや足なえは、宮にはいってはならない」と言いなら

わしている。 9ダビデはその要害に住んで、これをダビ

デの町と名づけた。またダビデはミロから内の周囲に城

壁を築いた。 10こうしてダビデはますます大いなる者と

なり、かつ万軍の神、主が彼と共におられた。 11ツロの

王ヒラムはダビデに使者をつかわして、香柏および大工

と石工を送った。彼らはダビデのために家を建てた。 12

そしてダビデは主が自分を堅く立ててイスラエルの王と

されたこと、主がその民イスラエルのためにその王国を

興されたことを悟った。 13ダビデはヘブロンからきて後

、さらにエルサレムで妻とそばめを入れたので、むすこ

と娘がまたダビデに生れた。 14エルサレムで彼に生れた

者の名は次のとおりである。シャンムア、ショバブ、ナ

タン、ソロモン、 15イブハル、エリシュア、ネペグ、ヤ

ピア、 16エリシャマ、エリアダ、およびエリペレテ。

17さてペリシテびとは、ダビデが油を注がれてイスラエ

ルの王になったことを聞き、みな上ってきてダビデを捜

したが、ダビデはそれを聞いて要害に下って行った。 18

ペリシテびとはきて、レパイムの谷に広がっていた。 19

ダビデは主に問うて言った、「ペリシテびとに向かって

上るべきでしょうか。あなたは彼らをわたしの手に渡さ

れるでしょうか」。主はダビデに言われた、「上るがよ



サムエル記Ⅱ 190

い。わたしはかならずペリシテびとをあなたの手に渡す

であろう」。 20そこでダビデはバアル・ペラジムへ行っ

て、彼らをその所で撃ち破り、そして言った、「主は、

破り出る水のように、敵をわたしの前に破られた」。そ

れゆえにその所の名はバアル・ペラジムと呼ばれている

。 21ペリシテびとはその所に彼らの偶像を捨てて行った

ので、ダビデとその従者たちはそれを運び去った。 22ペ

リシテびとが、ふたたび上ってきて、レパイムの谷に広

がったので、 23ダビデは主に問うたが、主は言われた、

「上ってはならない。彼らのうしろに回り、バルサムの

木の前から彼らを襲いなさい。 24バルサムの木の上に行

進の音が聞えたならば、あなたは奮い立たなければなら

ない。その時、主があなたの前に出て、ペリシテびとの

軍勢を撃たれるからである」。 25ダビデは、主が命じら

れたようにして、ペリシテびとを撃ち、ゲバからゲゼル

に及んだ。

6ダビデは再びイスラエルのえり抜きの者三万人をこと
ごとく集めた。 2そしてダビデは立って、自分と共に

いるすべての民と共にバアレ・ユダへ行って、神の箱を

そこからかき上ろうとした。この箱はケルビムの上に座

しておられる万軍の主の名をもって呼ばれている。 3彼

らは神の箱を新しい車に載せて、山の上にあるアビナダ

ブの家から運び出した。 4アビナダブの子たち、ウザと

アヒオとが神の箱を載せた新しい車を指揮し、ウザは神

の箱のかたわらに沿い、アヒオは箱の前に進んだ。 5ダ

ビデとイスラエルの全家は琴と立琴と手鼓と鈴とシンバ

ルとをもって歌をうたい、力をきわめて、主の前に踊っ

た。 6彼らがナコンの打ち場にきた時、ウザは神の箱に

手を伸べて、それを押えた。牛がつまずいたからである

。 7すると主はウザに向かって怒りを発し、彼が手を箱

に伸べたので、彼をその場で撃たれた。彼は神の箱のか

たわらで死んだ。 8主がウザを撃たれたので、ダビデは

怒った。その所は今日までペレヅ・ウザと呼ばれている

。 9その日ダビデは主を恐れて言った、「どうして主の

箱がわたしの所に来ることができようか」。 10ダビデは

主の箱をダビデの町に入れることを好まず、これを移し

てガテびとオベデエドムの家に運ばせた。 11神の箱はガ

テびとオベデエドムの家に三か月とどまった。主はオベ

デエドムとその全家を祝福された。 12しかしダビデ王は

、「主が神の箱のゆえに、オベデエドムの家とそのすべ

ての所有を祝福されている」と聞き、ダビデは行って、

喜びをもって、神の箱をオベデエドムの家からダビデの

町にかき上った。 13主の箱をかく者が六歩進んだ時、ダ

ビデは牛と肥えた物を犠牲としてささげた。 14そしてダ

ビデは力をきわめて、主の箱の前で踊った。その時ダビ

デは亜麻布のエポデをつけていた。 15こうしてダビデと

イスラエルの全家とは、喜びの叫びと角笛の音をもって

、神の箱をかき上った。 16主の箱がダビデの町にはいっ

た時、サウルの娘ミカルは窓からながめ、ダビデ王が主

の前に舞い踊るのを見て、心のうちにダビデをさげすん

だ。 17人々は主の箱をかき入れて、ダビデがそのために

張った天幕の中のその場所に置いた。そしてダビデは燔

祭と酬恩祭を主の前にささげた。 18ダビデは燔祭と酬恩

祭をささげ終った時、万軍の主の名によって民を祝福し

た。 19そしてすべての民、イスラエルの全民衆に、男に

も女にも、おのおのパンの菓子一個、肉一きれ、ほしぶ

どう一かたまりを分け与えた。こうして民はみなおのお

のその家に帰った。 20ダビデが家族を祝福しようとして

帰ってきた時、サウルの娘ミカルはダビデを出迎えて言

った、「きょうイスラエルの王はなんと威厳のあったこ

とでしょう。いたずら者が、恥も知らず、その身を現す

ように、きょう家来たちのはしためらの前に自分の身を

現されました」。 21ダビデはミカルに言った、「あなた

の父よりも、またその全家よりも、むしろわたしを選ん

で、主の民イスラエルの君とせられた主の前に踊ったの

だ。わたしはまた主の前に踊るであろう。 22わたしはこ

れよりももっと軽んじられるようにしよう。そしてあな

たの目には卑しめられるであろう。しかしわたしは、あ

なたがさきに言った、はしためたちに誉を得るであろう

」。 23こうしてサウルの娘ミカルは死ぬ日まで子供がな

かった。

7さて、王が自分の家に住み、また主が周囲の敵をこと
ごとく打ち退けて彼に安息を賜わった時、 2王は預言

者ナタンに言った、「見よ、今わたしは、香柏の家に住

んでいるが、神の箱はなお幕屋のうちにある」。 3ナタ

ンは王に言った、「主があなたと共におられますから、

行って、すべてあなたの心にあるところを行いなさい」

。 4その夜、主の言葉がナタンに臨んで言った、 5「行

って、わたしのしもべダビデに言いなさい、『主はこう

仰せられる。あなたはわたしの住む家を建てようとする

のか。 6わたしはイスラエルの人々をエジプトから導き

出した日から今日まで、家に住まわず、天幕をすまいと

して歩んできた。 7わたしがイスラエルのすべての人々

と共に歩んだすべての所で、わたしがわたしの民イスラ

エルを牧することを命じたイスラエルのさばきづかさの

ひとりに、ひと言でも「どうしてあなたがたはわたしの

ために香柏の家を建てないのか」と、言ったことがある

であろうか』。 8それゆえ、今あなたは、わたしのしも

べダビデにこう言いなさい、『万軍の主はこう仰せられ

る。わたしはあなたを牧場から、羊に従っている所から

取って、わたしの民イスラエルの君とし、 9あなたがど

こへ行くにも、あなたと共におり、あなたのすべての敵

をあなたの前から断ち去った。わたしはまた地上の大い

なる者の名のような大いなる名をあなたに得させよう。

10そしてわたしの民イスラエルのために一つの所を定め

て、彼らを植えつけ、彼らを自分の所に住ませ、重ねて

動くことのないようにするであろう。 11また前のように

、わたしがわたしの民イスラエルの上にさばきづかさを

立てた日からこのかたのように、悪人が重ねてこれを悩

ますことはない。わたしはあなたのもろもろの敵を打ち

退けて、あなたに安息を与えるであろう。主はまた「あ

なたのために家を造る」と仰せられる。 12あなたが日が

満ちて、先祖たちと共に眠る時、わたしはあなたの身か

ら出る子を、あなたのあとに立てて、その王国を堅くす

るであろう。 13彼はわたしの名のために家を建てる。わ

たしは長くその国の位を堅くしよう。 14わたしは彼の父

となり、彼はわたしの子となるであろう。もし彼が罪を

犯すならば、わたしは人のつえと人の子のむちをもって

彼を懲らす。 15しかしわたしはわたしのいつくしみを、

わたしがあなたの前から除いたサウルから取り去ったよ

うに、彼からは取り去らない。 16あなたの家と王国はわ

たしの前に長く保つであろう。あなたの位は長く堅うせ

られる』」。 17ナタンはすべてこれらの言葉のように、

またすべてこの幻のようにダビデに語った。 18その時ダ
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ビデ王は、はいって主の前に座して言った、「主なる神

よ、わたしがだれ、わたしの家が何であるので、あなた

はこれまでわたしを導かれたのですか。 19主なる神よ、

これはなおあなたの目には小さい事です。主なる神よ、

あなたはまたしもべの家の、はるか後の事を語って、き

たるべき代々のことを示されました。 20ダビデはこの上

なにをあなたに申しあげることができましょう。主なる

神よ、あなたはしもべを知っておられるのです。 21あな

たの約束のゆえに、またあなたの心に従って、あなたは

このもろもろの大いなる事を行い、しもべにそれを知ら

せられました。 22主なる神よ、あなたは偉大です。それ

は、われわれがすべて耳に聞いたところによれば、あな

たのような者はなく、またあなたのほかに神はないから

です。 23地のどの国民が、あなたの民イスラエルのよう

でありましょうか。これは神が行って、自分のためにあ

がなって民とし、自らの名をあげられたもの、また彼ら

のために大いなる恐るべきことをなし、その民の前から

国びととその神々とを追い出されたものです。 24そして

あなたの民イスラエルを永遠にあなたの民として、自分

のために、定められました。主よ、あなたは彼らの神と

なられたのです。 25主なる神よ、今あなたが、しもべと

しもべの家とについて語られた言葉を長く堅うして、あ

なたの言われたとおりにしてください。 26そうすれば、

あなたの名はとこしえにあがめられて、『万軍の主はイ

スラエルの神である』と言われ、あなたのしもべダビデ

の家は、あなたの前に堅く立つことができましょう。 27

万軍の主、イスラエルの神よ、あなたはしもべに示して

、『おまえのために家を建てよう』と言われました。そ

れゆえ、しもべはこの祈をあなたにささげる勇気を得た

のです。 28主なる神よ、あなたは神にましまし、あなた

の言葉は真実です。あなたはこの良き事をしもべに約束

されました。 29どうぞ今、しもべの家を祝福し、あなた

の前に長くつづかせてくださるように。主なる神よ、あ

なたがそれを言われたのです。どうぞあなたの祝福によ

って、しもべの家がながく祝福されますように」。

8この後ダビデはペリシテびとを撃って、これを征服し
た。ダビデはまたペリシテびとの手からメテグ・アン

マを取った。 2彼はまたモアブを撃ち、彼らを地に伏さ

せ、なわをもって彼らを測った。すなわち二筋のなわを

もって殺すべき者を測り、一筋のなわをもって生かして

おく者を測った。そしてモアブびとは、ダビデのしもべ

となって、みつぎを納めた。 3ダビデはまたレホブの子

であるゾバの王ハダデゼルが、ユフラテ川のほとりにそ

の勢力を回復しようとして行くところを撃った。 4そし

てダビデは彼から騎兵千七百人、歩兵二万人を取った。

ダビデはまた一百の戦車の馬を残して、そのほかの戦車

の馬はみなその足の筋を切った。 5ダマスコのスリヤび

とが、ゾバの王ハダデゼルを助けるためにきたので、ダ

ビデはスリヤびと二万二千人を殺した。 6そしてダビデ

はダマスコのスリヤに守備隊を置いた。スリヤびとは、

ダビデのしもべとなって、みつぎを納めた。主はダビデ

にすべてその行く所で勝利を与えられた。 7ダビデはハ

ダデゼルのしもべらが持っていた金の盾を奪って、エル

サレムに持ってきた。 8ダビデ王はまたハダデゼルの町

、ベタとベロタイから、ひじょうに多くの青銅を取った

。 9時にハマテの王トイは、ダビデがハダデゼルのすべ

ての軍勢を撃ち破ったことを聞き、 10その子ヨラムをダ

ビデ王のもとにつかわして、彼にあいさつし、かつ祝を

述べさせた。ハダデゼルはかつてしばしばトイと戦いを

交えたが、ダビデがハダデゼルと戦ってこれを撃ち破っ

たからである。ヨラムが銀の器と金の器と青銅の器を携

えてきたので、 11ダビデ王は征服したすべての国民から

取ってささげた金銀と共にこれらをも主にささげた。 12

すなわちエドム、モアブ、アンモンの人々、ペリシテび

と、アマレクから獲た物、およびゾバの王レホブの子ハ

ダデゼルから獲たぶんどり物と共にこれをささげた。 13

こうしてダビデは名声を得た。彼は帰ってきてから塩の

谷でエドムびと一万八千人を撃ち殺した。 14そしてエド

ムに守備隊を置いた。すなわちエドムの全地に守備隊を

置き、エドムびとは皆ダビデのしもべとなった。主はダ

ビデにすべてその行く所で勝利を与えられた。 15こうし

てダビデはイスラエルの全地を治め、そのすべての民に

正義と公平を行った。 16ゼルヤの子ヨアブは軍の長、ア

ヒルデの子ヨシャパテは史官、 17アヒトブの子ザドクと

アビヤタルの子アヒメレクは祭司、セラヤは書記官、 18

エホヤダの子ベナヤはケレテびととペレテびとの長、ダ

ビデの子たちは祭司であった。

9時にダビデは言った、「サウルの家の人で、なお残っ
ている者があるか。わたしはヨナタンのために、その

人に恵みを施そう」。 2さて、サウルの家にヂバという

名のしもべがあったが、人々が彼をダビデのもとに呼び

寄せたので、王は彼に言った、「あなたがヂバか」。彼

は言った、「しもべがそうです」。 3王は言った、「サ

ウルの家の人がまだ残っていませんか。わたしはその人

に神の恵みを施そうと思う」。ヂバは王に言った、「ヨ

ナタンの子がまだおります。あしなえです」。 4王は彼

に言った、「その人はどこにいるのか」。ヂバは王に言

った、「彼はロ・デバルのアンミエルの子マキルの家に

おります」。 5ダビデ王は人をつかわして、ロ・デバル

のアンミエルの子マキルの家から、彼を連れてこさせた

。 6サウルの子ヨナタンの子であるメピボセテはダビデ

のもとにきて、ひれ伏して拝した。ダビデが、「メピボ

セテよ」と言ったので、彼は、「しもべは、ここにおり

ます」と答えた。 7ダビデは彼に言った、「恐れること

はない。わたしはかならずあなたの父ヨナタンのために

あなたに恵みを施しましょう。あなたの父サウルの地を

みなあなたに返します。またあなたは常にわたしの食卓

で食事をしなさい」。 8彼は拝して言った、「あなたは

、しもべを何とおぼしめして、死んだ犬のようなわたし

を顧みられるのですか」。 9王はサウルのしもべヂバを

呼んで言った、「すべてサウルとその家に属する物を皆

、わたしはあなたの主人の子に与えた。 10あなたと、あ

なたの子たちと、しもべたちとは、彼のために地を耕し

て、あなたの主人の子が食べる食物を取り入れなければ

ならない。しかしあなたの主人の子メピボセテはいつも

わたしの食卓で食事をするであろう」。ヂバには十五人

の男の子と二十人のしもべがあった。 11ヂバは王に言っ

た、「すべて王わが主君がしもべに命じられるとおりに

、しもべはいたしましょう」。こうしてメピボセテは王

の子のひとりのようにダビデの食卓で食事をした。 12メ

ピボセテには小さい子があって、名をミカといった。そ

してヂバの家に住んでいる者はみなメピボセテのしもべ

となった。 13メピボセテはエルサレムに住んだ。彼がい
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つも王の食卓で食事をしたからである。彼は両足ともに

、なえていた。

10この後アンモンの人々の王が死んで、その子ハヌン
がこれに代って王となった。 2そのときダビデは言

った、「わたしはナハシの子ハヌンに、その父がわたし

に恵みを施したように、恵みを施そう」。そしてダビデ

は彼を、その父のゆえに慰めようと、しもべをつかわし

た。ダビデのしもべたちはアンモンの人々の地に行った

が、 3アンモンの人々のつかさたちはその主君ハヌンに

言った、「ダビデが慰める者をあなたのもとにつかわし

たのは彼があなたの父を尊ぶためだと思われますか。ダ

ビデがあなたのもとに、しもべたちをつかわしたのは、

この町をうかがい、それを探って、滅ぼすためではあり

ませんか」。 4そこでハヌンはダビデのしもべたちを捕

え、おのおの、ひげの半ばをそり落し、その着物を中ほ

どから断ち切り腰の所までにして、彼らを帰らせた。 5

人々がこれをダビデに告げたので、ダビデは人をつかわ

して彼らを迎えさせた。その人々はひじょうに恥じたか

らである。そこで王は言った、「ひげがのびるまでエリ

コにとどまって、その後、帰りなさい」。 6アンモンの

人々は自分たちがダビデに憎まれていることがわかった

ので、人をつかわして、ベテ・レホブのスリヤびととゾ

バのスリヤびととの歩兵二万人およびマアカの王とその

一千人、トブの人一万二千人を雇い入れた。 7ダビデは

それを聞いて、ヨアブと勇士の全軍をつかわしたので、

8アンモンの人々は出て、門の入口に戦いの備えをした

。ゾバとレホブとのスリヤびと、およびトブとマアカの

人々は別に野にいた。 9ヨアブは戦いが前後から自分に

迫ってくるのを見て、イスラエルのえり抜きの兵士のう

ちから選んで、これをスリヤびとに対して備え、 10その

ほかの民を自分の兄弟アビシャイの手にわたして、アン

モンの人々に対して備えさせ、 11そして言った、「もし

スリヤびとがわたしに手ごわいときは、わたしを助けて

ください。もしアンモンの人々があなたに手ごわいとき

は、行ってあなたを助けましょう。 12勇ましくしてくだ

さい。われわれの民のため、われわれの神の町々のため

、勇ましくしましょう。どうぞ主が良いと思われること

をされるように」。 13ヨアブが自分と一緒にいる民と共

に、スリヤびとに向かって戦おうとして近づいたとき、

スリヤびとは彼の前から逃げた。 14アンモンの人々はス

リヤびとが逃げるのを見て、彼らもまたアビシャイの前

から逃げて町にはいった。そこでヨアブはアンモンの人

々を撃つことをやめてエルサレムに帰った。 15しかしス

リヤびとは自分たちのイスラエルに打ち敗られたのを見

て、共に集まった。 16そしてハダデゼルは人をつかわし

、ユフラテ川の向こう側にいるスリヤびとを率いてヘラ

ムにこさせた。ハダデゼルの軍の長ショバクがこれを率

いた。 17この事がダビデに聞えたので、彼はイスラエル

をことごとく集め、ヨルダンを渡ってヘラムにきた。ス

リヤびとはダビデに向かって備えをして彼と戦った。 18

しかしスリヤびとがイスラエルの前から逃げたので、ダ

ビデはスリヤびとの戦車の兵七百、騎兵四万を殺し、ま

たその軍の長ショバクを撃ったので、彼はその所で死ん

だ。 19ハダデゼルの家来であった王たちはみな、自分た

ちがイスラエルに打ち敗られたのを見て、イスラエルと

和を講じ、これに仕えた。こうしてスリヤびとは恐れて

再びアンモンの人々を助けることをしなかった。

11春になって、王たちが戦いに出るに及んで、ダビデ
はヨアブおよび自分と共にいる家来たち、並びにイ

スラエルの全軍をつかわした。彼らはアンモンの人々を

滅ぼし、ラバを包囲した。しかしダビデはエルサレムに

とどまっていた。 2さて、ある日の夕暮、ダビデは床か

ら起き出て、王の家の屋上を歩いていたが、屋上から、

ひとりの女がからだを洗っているのを見た。その女は非

常に美しかった。 3ダビデは人をつかわしてその女のこ

とを探らせたが、ある人は言った、「これはエリアムの

娘で、ヘテびとウリヤの妻バテシバではありませんか」

。 4そこでダビデは使者をつかわして、その女を連れて

きた。女は彼の所にきて、彼はその女と寝た。（女は身

の汚れを清めていたのである。）こうして女はその家に

帰った。 5女は妊娠したので、人をつかわしてダビデに

告げて言った、「わたしは子をはらみました」。 6そこ

でダビデはヨアブに、「ヘテびとウリヤをわたしの所に

つかわせ」と言ってやったので、ヨアブはウリヤをダビ

デの所につかわした。 7ウリヤがダビデの所にきたので

、ダビデは、ヨアブはどうしているか、民はどうしてい

るか、戦いはうまくいっているかとたずねた。 8そして

ダビデはウリヤに言った、「あなたの家に行って、足を

洗いなさい」。ウリヤは王の家を出ていったが、王の贈

り物が彼の後に従った。 9しかしウリヤは王の家の入口

で主君の家来たちと共に寝て、自分の家に帰らなかった

。 10人々がダビデに、「ウリヤは自分の家に帰りません

でした」と告げたので、ダビデはウリヤに言った、「旅

から帰ってきたのではないか。どうして家に帰らなかっ

たのか」。 11ウリヤはダビデに言った、「神の箱も、イ

スラエルも、ユダも、小屋の中に住み、わたしの主人ヨ

アブと、わが主君の家来たちが野のおもてに陣を取って

いるのに、わたしはどうして家に帰って食い飲みし、妻

と寝ることができましょう。あなたは生きておられます

。あなたの魂は生きています。わたしはこの事をいたし

ません」。 12ダビデはウリヤに言った、「きょうも、こ

こにとどまりなさい。わたしはあす、あなたを去らせま

しょう」。そこでウリヤはその日と次の日エルサレムに

とどまった。 13ダビデは彼を招いて自分の前で食い飲み

させ、彼を酔わせた。夕暮になって彼は出ていって、そ

の床に、主君の家来たちと共に寝た。そして自分の家に

は下って行かなかった。 14朝になってダビデはヨアブに

あてた手紙を書き、ウリヤの手に託してそれを送った。

15彼はその手紙に、「あなたがたはウリヤを激しい戦い

の最前線に出し、彼の後から退いて、彼を討死させよ」

と書いた。 16ヨアブは町を囲んでいたので、勇士たちが

いると知っていた場所にウリヤを置いた。 17町の人々が

出てきてヨアブと戦ったので、民のうち、ダビデの家来

たちにも、倒れるものがあり、ヘテびとウリヤも死んだ

。 18ヨアブは人をつかわして戦いのことをつぶさにダビ

デに告げた。 19ヨアブはその使者に命じて言った、「あ

なたが戦いのことをつぶさに王に語り終ったとき、 20も

し王が怒りを起して、『あなたがたはなぜ戦おうとして

そんなに町に近づいたのか。彼らが城壁の上から射るの

を知らなかったのか。 21エルベセテの子アビメレクを撃

ったのはだれか。ひとりの女が城壁の上から石うすの上

石を投げて彼をテベツで殺したのではなかったか。あな

たがたはなぜそんなに城壁に近づいたのか』と言われた

ならば、その時あなたは、『あなたのしもべ、ヘテびと

ウリヤもまた死にました』と言いなさい」。 22こうして
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使者は行き、ダビデのもとにきて、ヨアブが言いつかわ

したことをことごとく告げた。 23使者はダビデに言った

、「敵はわれわれよりも有利な位置を占め、出てきてわ

れわれを野で攻めましたが、われわれは町の入口まで彼

らを追い返しました。 24その時、射手どもは城壁からあ

なたの家来たちを射ましたので、王の家来のある者は死

に、また、あなたの家来ヘテびとウリヤも死にました」

。 25ダビデは使者に言った、「あなたはヨアブにこう言

いなさい、『この事で心配することはない。つるぎはこ

れをも彼をも同じく滅ぼすからである。強く町を攻めて

戦い、それを攻め落しなさい』と。そしてヨアブを励ま

しなさい」。 26ウリヤの妻は夫ウリヤが死んだことを聞

いて、夫のために悲しんだ。 27その喪が過ぎた時、ダビ

デは人をつかわして彼女を自分の家に召し入れた。彼女

は彼の妻となって男の子を産んだ。しかしダビデがした

この事は主を怒らせた。

12主はナタンをダビデにつかわされたので、彼はダビ
デの所にきて言った、「ある町にふたりの人があっ

て、ひとりは富み、ひとりは貧しかった。 2富んでいる

人は非常に多くの羊と牛を持っていたが、 3貧しい人は

自分が買った一頭の小さい雌の小羊のほかは何も持って

いなかった。彼がそれを育てたので、その小羊は彼およ

び彼の子供たちと共に成長し、彼の食物を食べ、彼のわ

んから飲み、彼のふところで寝て、彼にとっては娘のよ

うであった。 4時に、ひとりの旅びとが、その富んでい

る人のもとにきたが、自分の羊または牛のうちから一頭

を取って、自分の所にきた旅びとのために調理すること

を惜しみ、その貧しい人の小羊を取って、これを自分の

所にきた人のために調理した」。 5ダビデはその人の事

をひじょうに怒ってナタンに言った、「主は生きておら

れる。この事をしたその人は死ぬべきである。 6かつそ

の人はこの事をしたため、またあわれまなかったため、

その小羊を四倍にして償わなければならない」。 7ナタ

ンはダビデに言った、「あなたがその人です。イスラエ

ルの神、主はこう仰せられる、『わたしはあなたに油を

注いでイスラエルの王とし、あなたをサウルの手から救

いだし、 8あなたに主人の家を与え、主人の妻たちをあ

なたのふところに与え、またイスラエルとユダの家をあ

なたに与えた。もし少なかったならば、わたしはもっと

多くのものをあなたに増し加えたであろう。 9どうして

あなたは主の言葉を軽んじ、その目の前に悪事をおこな

ったのですか。あなたはつるぎをもってヘテびとウリヤ

を殺し、その妻をとって自分の妻とした。すなわちアン

モンの人々のつるぎをもって彼を殺した。 10あなたがわ

たしを軽んじてヘテびとウリヤの妻をとり、自分の妻と

したので、つるぎはいつまでもあなたの家を離れないで

あろう』。 11主はこう仰せられる、『見よ、わたしはあ

なたの家からあなたの上に災を起すであろう。わたしは

あなたの目の前であなたの妻たちを取って、隣びとに与

えるであろう。その人はこの太陽の前で妻たちと一緒に

寝るであろう。 12あなたはひそかにそれをしたが、わた

しは全イスラエルの前と、太陽の前にこの事をするので

ある』」。 13ダビデはナタンに言った、「わたしは主に

罪をおかしました」。ナタンはダビデに言った、「主も

またあなたの罪を除かれました。あなたは死ぬことはな

いでしょう。 14しかしあなたはこの行いによって大いに

主を侮ったので、あなたに生れる子供はかならず死ぬで

しょう」。 15こうしてナタンは家に帰った。さて主は、

ウリヤの妻がダビデに産んだ子を撃たれたので、病気に

なった。 16ダビデはその子のために神に嘆願した。すな

わちダビデは断食して、へやにはいり終夜地に伏した。

17ダビデの家の長老たちは、彼のかたわらに立って彼を

地から起そうとしたが、彼は起きようとはせず、また彼

らと一緒に食事をしなかった。 18七日目にその子は死ん

だ。ダビデの家来たちはその子が死んだことをダビデに

告げるのを恐れた。それは彼らが、「見よ、子のなお生

きている間に、われわれが彼に語ったのに彼はその言葉

を聞きいれなかった。どうして彼にその子の死んだこと

を告げることができようか。彼は自らを害するかも知れ

ない」と思ったからである。 19しかしダビデは、家来た

ちが互にささやき合うのを見て、その子の死んだのを悟

り、家来たちに言った、「子は死んだのか」。彼らは言

った、「死なれました」。 20そこで、ダビデは地から起

き上がり、身を洗い、油をぬり、その着物を替えて、主

の家にはいって拝した。そののち自分の家に行き、求め

て自分のために食物を備えさせて食べた。 21家来たちは

彼に言った、「あなたのなさったこの事はなんでしょう

か。あなたは子の生きている間はその子のために断食し

て泣かれました。しかし子が死ぬと、あなたは起きて食

事をなさいました」。 22ダビデは言った、「子の生きて

いる間に、わたしが断食して泣いたのは、『主がわたし

をあわれんで、この子を生かしてくださるかも知れない

』と思ったからです。 23しかし今は死んだので、わたし

はどうして断食しなければならないでしょうか。わたし

は再び彼をかえらせることができますか。わたしは彼の

所に行くでしょうが、彼はわたしの所に帰ってこないで

しょう」。 24ダビデは妻バテシバを慰め、彼女の所には

いって、彼女と共に寝たので、彼女は男の子を産んだ。

ダビデはその名をソロモンと名づけた。主はこれを愛さ

れた。 25そして預言者ナタンをつかわし、命じてその名

をエデデアと呼ばせられた。 26さてヨアブはアンモンの

人々のラバを攻めて王の町を取った。 27ヨアブは使者を

ダビデにつかわして言った、「わたしはラバを攻めて水

の町を取りました。 28あなたは今、残りの民を集め、こ

の町に向かって陣をしき、これを取りなさい。わたしが

この町を取って、人がわたしの名をもって、これを呼ぶ

ようにならないためです」。 29そこでダビデは民をこと

ごとく集めてラバへ行き、攻めてこれを取った。 30そし

てダビデは彼らの王の冠をその頭から取りはなした。そ

れは金で重さは一タラントであった。宝石がはめてあり

、それをダビデの頭に置いた。ダビデはその町からぶん

どり物を非常に多く持ち出した。 31またダビデはそのう

ちの民を引き出して、彼らをのこぎりや、鉄のつるはし

、鉄のおのを使う仕事につかせ、また、れんが造りの労

役につかせた。彼はアンモンの人々のすべての町にこの

ようにした。そしてダビデと民とは皆エルサレムに帰っ

た。

13さてダビデの子アブサロムには名をタマルという美
しい妹があったが、その後ダビデの子アムノンはこ

れを恋した。 2アムノンは妹タマルのために悩んでつい

にわずらった。それはタマルが処女であって、アムノン

は彼女に何事もすることができないと思ったからである

。 3ところがアムノンにはひとりの友だちがあった。名

をヨナダブといい、ダビデの兄弟シメアの子である。ヨ
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ナダブはひじょうに賢い人であった。 4彼はアムノンに

言った、「王子よ、あなたは、どうして朝ごとに、そん

なにやせ衰えるのですか。わたしに話さないのですか」

。アムノンは彼に言った、「わたしは兄弟アブサロムの

妹タマルを恋しているのです」。 5ヨナダブは彼に言っ

た、「あなたは病と偽り、寝床に横たわって、あなたの

父がきてあなたを見るとき彼に言いなさい、『どうぞ、

わたしの妹タマルをこさせ、わたしの所に食物を運ばせ

てください。そして彼女がわたしの目の前で食物をとと

のえ、彼女の手からわたしが食べることのできるように

させてください』」。 6そこでアムノンは横になって病

と偽ったが、王がきて彼を見た時、アムノンは王に言っ

た、「どうぞわたしの妹タマルをこさせ、わたしの目の

前で二つの菓子を作らせて、彼女の手からわたしが食べ

ることのできるようにしてください」。 7ダビデはタマ

ルの家に人をつかわして言わせた、「あなたの兄アムノ

ンの家へ行って、彼のために食物をととのえなさい」。

8そこでタマルはその兄アムノンの家へ行ったところ、

アムノンは寝ていた。タマルは粉を取って、これをこね

、彼の目の前で、菓子を作り、その菓子を焼き、 9なべ

を取って彼の前にそれをあけた。しかし彼は食べること

を拒んだ。そしてアムノンは、「みな、わたしを離れて

出てください」と言ったので、皆、彼を離れて出た。 10

アムノンはタマルに言った、「食物を寝室に持ってきて

ください。わたしはあなたの手から食べます」。そこで

タマルは自分の作った菓子をとって、寝室にはいり兄ア

ムノンの所へ持っていった。 11タマルが彼に食べさせよ

うとして近くに持って行った時、彼はタマルを捕えて彼

女に言った、「妹よ、来て、わたしと寝なさい」。 12タ

マルは言った、「いいえ、兄上よ、わたしをはずかしめ

てはなりません。このようなことはイスラエルでは行わ

れません。この愚かなことをしてはなりません。 13わた

しの恥をわたしはどこへ持って行くことができましょう

。あなたはイスラエルの愚か者のひとりとなるでしょう

。それゆえ、どうぞ王に話してください。王がわたしを

あなたに与えないことはないでしょう」。 14しかしアム

ノンは彼女の言うことを聞こうともせず、タマルよりも

強かったので、タマルをはずかしめてこれと共に寝た。

15それからアムノンは、ひじょうに深くタマルを憎むよ

うになった。彼女を憎む憎しみは、彼女を恋した恋より

も大きかった。アムノンは彼女に言った、「立って、行

きなさい」。 16タマルはアムノンに言った、「いいえ、

兄上よ、わたしを返すことは、あなたがさきにわたしに

なさった事よりも大きい悪です」。しかしアムノンは彼

女の言うことを聞こうともせず、 17彼に仕えている若者

を呼んで言った、「この女をわたしの所から外におくり

出し、そのあとに戸を閉ざすがよい」。 18この時、タマ

ルは長そでの着物を着ていた。昔、王の姫たちの処女で

ある者はこのような着物を着たからである。アムノンの

しもべは彼女を外に出して、そのあとに戸を閉ざした。

19タマルは灰を頭にかぶり、着ていた長そでの着物を裂

き、手を頭にのせて、叫びながら去って行った。 20兄ア

ブサロムは彼女に言った、「兄アムノンがあなたと一緒

にいたのか。しかし妹よ、今は黙っていなさい。彼はあ

なたの兄です。この事を心にとめなくてよろしい」。こ

うしてタマルは兄アブサロムの家に寂しく住んでいた。

21ダビデ王はこれらの事をことごとく聞いて、ひじょう

に怒った。 22アブサロムはアムノンに良いことも悪いこ

とも語ることをしなかった。それはアムノンがアブサロ

ムの妹タマルをはずかしめたので、アブサロムが彼を憎

んでいたからである。 23満二年の後、アブサロムはエフ

ライムの近くにあるバアル・ハゾルで羊の毛を切らせて

いた時、王の子たちをことごとく招いた。 24そしてアブ

サロムは王のもとにきて言った、「見よ、しもべは羊の

毛を切らせております。どうぞ王も王の家来たちも、し

もべと共にきてください」。 25王はアブサロムに言った

、「いいえ、わが子よ、われわれが皆行ってはならない

。あなたの重荷になるといけないから」。アブサロムは

ダビデにしいて願った。しかしダビデは行くことを承知

せず彼に祝福を与えた。 26そこでアブサロムは言った、

「それでは、どうぞわたしの兄アムノンをわれわれと共

に行かせてください」。王は彼に言った、「どうして彼

があなたと共に行かなければならないのか」。 27しかし

アブサロムは彼にしいて願ったので、ついにアムノンと

王の子たちを皆、アブサロムと共に行かせた。 28そこで

アブサロムは若者たちに命じて言った、「アムノンが酒

を飲んで、心楽しくなった時を見すまし、わたしがあな

たがたに、『アムノンを撃て』と言う時、彼を殺しなさ

い。恐れることはない。わたしが命じるのではないか。

雄々しくしなさい。勇ましくしなさい」。 29アブサロム

の若者たちはアブサロムの命じたようにアムノンにおこ

なったので、王の子たちは皆立って、おのおのその騾馬

に乗って逃げた。 30彼らがまだ着かないうちに、「アブ

サロムは王の子たちをことごとく殺して、ひとりも残っ

ている者がない」という知らせがダビデに達したので、

31王は立ち、その着物を裂いて、地に伏した。そのかた

わらに立っていた家来たちも皆その着物を裂いた。 32し

かしダビデの兄弟シメアの子ヨナダブは言った、「わが

主よ、王の子たちである若者たちがみな殺されたと、お

考えになってはなりません。アムノンだけが死んだので

す。これは彼がアブサロムの妹タマルをはずかしめた日

から、アブサロムの命によって定められていたことなの

です。 33それゆえ、わが主、王よ、王の子たちが皆死ん

だと思って、この事を心にとめられてはなりません。ア

ムノンだけが死んだのです」。 34アブサロムはのがれた

。時に見張りをしていた若者が目をあげて見ると、山の

かたわらのホロナイムの道から多くの民の来るのが見え

た。 35ヨナダブは王に言った、「見よ、王の子たちがき

ました。しもべの言ったとおりです」。 36彼が語ること

を終った時、王の子たちはきて声をあげて泣いた。王も

その家来たちも皆、非常にはげしく泣いた。 37しかしア

ブサロムはのがれて、ゲシュルの王アミホデの子タルマ

イのもとに行った。ダビデは日々その子のために悲しん

だ。 38アブサロムはのがれてゲシュルに行き、三年の間

そこにいた。 39王は心に、アブサロムに会うことを、せ

つに望んだ。アムノンは死んでしまい、ダビデが彼のこ

とはあきらめていたからである。

14ゼルヤの子ヨアブは王の心がアブサロムに向かって
いるのを知った。 2そこでヨアブはテコアに人をつ

かわして、そこからひとりの賢い女を連れてこさせ、そ

の女に言った、「あなたは悲しみのうちにある人をよそ

おって、喪服を着、油を身に塗らず、死んだ人のために

長いあいだ悲しんでいる女のように、よそおって、 3王

のもとに行き、しかじかと彼に語りなさい」。こうして

ヨアブはその言葉を彼女の口に授けた。 4テコアの女は
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王のもとに行き、地に伏して拝し、「王よ、お助けくだ

さい」と言った。 5王は女に言った、「どうしたのか」

。女は言った、「まことにわたしは寡婦でありまして、

夫は死にました。 6つかえめにはふたりの子どもがあり

、ふたりは野で争いましたが、だれも彼らを引き分ける

者がなかったので、ひとりはついに他の者を撃って殺し

ました。 7すると全家族がつかえめに逆らい立って、『

兄弟を撃ち殺した者を引き渡たすがよい。われわれは彼

が殺したその兄弟の命のために彼を殺そう』と言い、彼

らは世継をも殺そうとしました。こうして彼らは残って

いるわたしの炭火を消して、わたしの夫の名をも、跡継

をも、地のおもてにとどめないようにしようとしていま

す」。 8王は女に言った、「家に帰りなさい。わたしは

あなたのことについて命令を下します」。 9テコアの女

は王に言った、「わが主、王よ、わたしとわたしの父の

家にその罪を帰してください。どうぞ王と王の位には罪

がありませんように」。 10王は言った、「もしあなたに

何か言う者があれば、わたしの所に連れてきなさい。そ

うすれば、その人は重ねてあなたに触れることはないで

しょう」。 11女は言った、「どうぞ王が、あなたの神、

主をおぼえて、血の報復をする者に重ねて滅ぼすことを

させず、わたしの子の殺されることのないようにしてく

ださい」。王は言った、「主は生きておられる。あなた

の子の髪の毛一筋も地に落ちることはないでしょう」。

12女は言った、「どうぞ、つかえめにひと言、わが主、

王に言わせてください」。ダビデは言った、「言いなさ

い」。 13女は言った、「あなたは、それならばどうして

、神の民に向かってこのような事を図られたのですか。

王は今この事を言われたことによって自分を罪ある者と

されています。それは王が追放された者を帰らせられな

いからです。 14わたしたちはみな死ななければなりませ

ん。地にこぼれた水の再び集めることのできないのと同

じです。しかし神は、追放された者が捨てられないよう

に、てだてを設ける人の命を取ることはなさいません。

15わたしがこの事を王、わが主に言おうとして来たのは

、わたしが民を恐れたからです。つかえめは、こう思っ

たのです、『王に申し上げよう。王は、はしための願い

のようにしてくださるかもしれない。 16王は聞いてくだ

さる。わたしとわたしの子を共に滅ぼして神の嗣業から

離れさせようとする人の手から、はしためを救い出して

くださるのだから』。 17つかえめはまた、こう思ったの

です、『王、わが主の言葉はわたしを安心させるであろ

う』と。それは王、わが主は神の使のように善と悪を聞

きわけられるからです。どうぞあなたの神、主があなた

と共におられますように」。 18王は女に答えて言った、

「わたしが問うことに隠さず答えてください」。女は言

った、「王、わが主よ、どうぞ言ってください」。 19王

は言った、「このすべての事において、ヨアブの手があ

なたと共にありますか」。女は答えた、「あなたはたし

かに生きておられます。王、わが主よ、すべて王、わが

主の言われた事から人は右にも左にも曲ることはできま

せん。わたしに命じたのは、あなたのしもべヨアブです

。彼がつかえめの口に、これらの言葉をことごとく授け

たのです。 20事のなりゆきを変えるため、あなたのしも

べヨアブがこの事をしたのです。わが君には神の使の知

恵のような知恵があって、地の上のすべてのことを知っ

ておられます」。 21そこで王はヨアブに言った、「この

事を許す。行って、若者アブサロムを連れ帰るがよい」

。 22ヨアブは地にひれ伏して拝し、王を祝福した。そし

てヨアブは言った、「わが主、王よ、王がしもべの願い

を許されたので、きょうしもべは、あなたの前に恵みを

得たことを知りました」。 23そこでヨアブは立ってゲシ

ュルに行き、アブサロムをエルサレムに連れてきた。 24

王は言った、「彼を自分の家に引きこもらせるがよい。

わたしの顔を見てはならない」。こうしてアブサロムは

自分の家に引きこもり、王の顔を見なかった。 25さて全

イスラエルのうちにアブサロムのように、美しさのため

ほめられた人はなかった。その足の裏から頭の頂まで彼

には傷がなかった。 26アブサロムがその頭を刈る時、そ

の髪の毛をはかったが、王のはかりで二百シケルあった

。毎年の終りにそれを刈るのを常とした。それが重くな

ると、彼はそれを刈ったのである。 27アブサロムに三人

のむすこと、タマルという名のひとりの娘が生れた。タ

マルは美しい女であった。 28こうしてアブサロムは満二

年の間エルサレムに住んだが、王の顔を見なかった。 29

そこでアブサロムはヨアブを王のもとにつかわそうとし

て、ヨアブの所に人をつかわしたが、ヨアブは彼の所に

こようとはしなかった。彼は再び人をつかわしたがヨア

ブはこようとはしなかった。 30そこでアブサロムはその

家来に言った、「ヨアブの畑はわたしの畑の隣にあって

、そこに大麦がある。行ってそれに火を放ちなさい」。

アブサロムの家来たちはその畑に火を放った。 31ヨアブ

は立ってアブサロムの家にきて彼に言った、「どうして

あなたの家来たちはわたしの畑に火を放ったのですか」

。 32アブサロムはヨアブに言った、「わたしはあなたに

人をつかわして、ここへ来るようにと言ったのです。あ

なたを王のもとにつかわし、『なんのためにわたしはゲ

シュルからきたのですか。なおあそこにいたならば良か

ったでしょうに』と言わせようとしたのです。それゆえ

今わたしに王の顔を見させてください。もしわたしに罪

があるなら王にわたしを殺させてください」。 33そこで

ヨアブは王のもとへ行って告げたので、王はアブサロム

を召しよせた。彼は王のもとにきて、王の前に地にひれ

伏して拝した。王はアブサロムに口づけした。

15この後、アブサロムは自分のために戦車と馬、およ
び自分の前に駆ける者五十人を備えた。 2アブサロ

ムは早く起きて門の道のかたわらに立つのを常とした。

人が訴えがあって王に裁判を求めに来ると、アブサロム

はその人を呼んで言った、「あなたはどの町の者ですか

」。その人が「しもべはイスラエルのこれこれの部族の

ものです」と言うと、 3アブサロムはその人に言った、

「見よ、あなたの要求は良く、また正しい。しかしあな

たのことを聞くべき人は王がまだ立てていない」。 4ア

ブサロムはまた言った、「ああ、わたしがこの地のさば

きびとであったならばよいのに。そうすれば訴え、また

は申立てのあるものは、皆わたしの所にきて、わたしは

これに公平なさばきを行うことができるのだが」。 5そ

して人が彼に敬礼しようとして近づくと、彼は手を伸べ

、その人を抱きかかえて口づけした。 6アブサロムは王

にさばきを求めて来るすべてのイスラエルびとにこのよ

うにした。こうしてアブサロムはイスラエルの人々の心

を自分のものとした。 7そして四年の終りに、アブサロ

ムは王に言った、「どうぞわたしを行かせ、ヘブロンで

、かつて主に立てた誓いを果させてください。 8それは

、しもべがスリヤのゲシュルにいた時、誓いを立てて、
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『もし主がほんとうにわたしをエルサレムに連れ帰って

くださるならば、わたしは主に礼拝をささげます』と言

ったからです」。 9王が彼に、「安らかに行きなさい」

と言ったので、彼は立ってヘブロンへ行った。 10そして

アブサロムは密使をイスラエルのすべての部族のうちに

つかわして言った、「ラッパの響きを聞くならば、『ア

ブサロムがヘブロンで王となった』と言いなさい」。 11

二百人の招かれた者がエルサレムからアブサロムと共に

行った。彼らは何心なく行き、何事をも知らなかった。

12アブサロムは犠牲をささげている間に人をつかわして

、ダビデの議官ギロびとアヒトペルを、その町ギロから

呼び寄せた。徒党は強く、民はしだいにアブサロムに加

わった。 13ひとりの使者がダビデのところにきて、「イ

スラエルの人々の心はアブサロムに従いました」と言っ

た。 14ダビデは、自分と一緒にエルサレムにいるすべて

の家来に言った、「立て、われわれは逃げよう。そうし

なければアブサロムの前からのがれることはできなくな

るであろう。急いで行くがよい。さもないと、彼らが急

ぎ追いついて、われわれに害をこうむらせ、つるぎをも

って町を撃つであろう」。 15王のしもべたちは王に言っ

た、「しもべたちは、わが主君、王の選ばれる所をすべ

て行います」。 16こうして王は出て行き、その全家は彼

に従った。王は十人のめかけを残して家を守らせた。 17

王は出て行き、民はみな彼に従った。彼らは町はずれの

家にとどまった。 18彼のしもべたちは皆、彼のかたわら

を進み、すべてのケレテびとと、すべてのペレテびと、

および彼に従ってガテからきた六百人のガテびとは皆、

王の前に進んだ。 19時に王はガテびとイッタイに言った

、「どうしてあなたもまた、われわれと共に行くのです

か。あなたは帰って王と共にいなさい。あなたは外国人

で、また自分の国から追放された者だからです。 20あな

たは、きのう来たばかりです。わたしは自分の行く所を

知らずに行くのに、どうしてきょう、あなたを、われわ

れと共にさまよわせてよいでしょう。あなたは帰りなさ

い。あなたの兄弟たちも連れて帰りなさい。どうぞ主が

恵みと真実をあなたに示してくださるように」。 21しか

しイッタイは王に答えた、「主は生きておられる。わが

君、王は生きておられる。わが君、王のおられる所に、

死ぬも生きるも、しもべもまたそこにおります」。 22ダ

ビデはイッタイに言った、「では進んで行きなさい」。

そこでガテびとイッタイは進み、また彼のすべての従者

および彼と共にいた子どもたちも皆、進んだ。 23国中み

な大声で泣いた。民はみな進んだ。王もまたキデロンの

谷を渡って進み、民は皆進んで荒野の方に向かった。 24

そしてアビヤタルも上ってきた。見よ、ザドクおよび彼

と共にいるすべてのレビびともまた、神の契約の箱をか

いてきた。彼らは神の箱をおろして、民がことごとく町

を出てしまうのを待った。 25そこで王はザドクに言った

、「神の箱を町にかきもどすがよい。もしわたしが主の

前に恵みを得るならば、主はわたしを連れ帰って、わた

しにその箱とそのすまいとを見させてくださるであろう

。 26しかしもし主が、『わたしはおまえを喜ばない』と

そう言われるのであれば、どうぞ主が良しと思われるこ

とをわたしにしてくださるように。わたしはここにおり

ます」。 27王はまた祭司ザドクに言った、「見よ、あな

たもアビヤタルも、ふたりの子たち、すなわちあなたの

子アヒマアズとアビヤタルの子ヨナタンを連れて、安ら

かに町に帰りなさい。 28わたしはあなたがたから言葉が

あって知らせをうけるまで、荒野の渡し場にとどまりま

す」。 29そこでザドクとアビヤタルは神の箱をエルサレ

ムにかきもどり、そこにとどまった。 30ダビデはオリブ

山の坂道を登ったが、登る時に泣き、その頭をおおい、

はだしで行った。彼と共にいる民もみな頭をおおって登

り、泣きながら登った。 31時に、「アヒトペルがアブサ

ロムと共謀した者のうちにいる」とダビデに告げる人が

あったのでダビデは言った、「主よ、どうぞアヒトペル

の計略を愚かなものにしてください」。 32ダビデが山の

頂にある神を礼拝する場所にきた時、見よ、アルキびと

ホシャイはその上着を裂き、頭に土をかぶり、来てダビ

デを迎えた。 33ダビデは彼に言った、「もしあなたがわ

たしと共に進むならば、わたしの重荷となるであろう。

34しかしもしあなたが町に帰ってアブサロムに向かい、

『王よ、わたしはあなたのしもべとなります。わたしが

これまで、あなたの父のしもべであったように、わたし

は今あなたのしもべとなります』と言うならば、あなた

はわたしのためにアヒトペルの計略を破ることができる

であろう。 35祭司たち、ザドクとアビヤタルとは、あな

たと共にあそこにいるではないか。それゆえ、あなたは

王の家から聞くことをことごとく祭司たち、ザドクとア

ビヤタルとに告げなさい。 36あそこには彼らと共にその

ふたりの子たち、すなわちザドクの子アヒマアズとアビ

ヤタルの子ヨナタンとがいる。あなたがたは聞いたこと

をことごとく彼らの手によってわたしに通報しなさい」

。 37そこでダビデの友ホシャイは町にはいった。その時

アブサロムはすでにエルサレムにはいっていた。

16ダビデが山の頂を過ぎて、すこし行った時、メピボ
セテのしもべヂバは、くらを置いた二頭のろばを引

き、その上にパン二百個、干ぶどう百ふさ、夏のくだも

の一百、ぶどう酒一袋を載せてきてダビデを迎えた。 2

王はヂバに言った、「あなたはどうしてこれらのものを

持ってきたのですか」。ヂバは答えた、「ろばは王の家

族が乗るため、パンと夏のくだものは若者たちが食べる

ため、ぶどう酒は荒野で弱った者が飲むためです」。 3

王は言った、「あなたの主人の子はどこにおるのですか

」。ヂバは王に言った、「エルサレムにとどまっていま

す。彼は、『イスラエルの家はきょう、わたしの父の国

をわたしに返すであろう』と思ったのです」。 4王はヂ

バに言った、「見よ、メピボセテのものはことごとくあ

なたのものです」。ヂバは言った、「わたしは敬意を表

します。わが主、王よ、あなたの前にいつまでも恵みを

得させてください」。 5ダビデ王がバホリムにきた時、

サウルの家の一族の者がひとりそこから出てきた。その

名をシメイといい、ゲラの子である。彼は出てきながら

絶えずのろった。 6そして彼はダビデとダビデ王のもろ

もろの家来に向かって石を投げた。その時、民と勇士た

ちはみな王の左右にいた。 7シメイはのろう時にこう言

った、「血を流す人よ、よこしまな人よ、立ち去れ、立

ち去れ。 8あなたが代って王となったサウルの家の血を

すべて主があなたに報いられたのだ。主は王国をあなた

の子アブサロムの手に渡された。見よ、あなたは血を流

す人だから、災に会うのだ」。 9時にゼルヤの子アビシ

ャイは王に言った、「この死んだ犬がどうしてわが主、

王をのろってよかろうか。わたしに、行って彼の首を取

らせてください」。 10しかし王は言った、「ゼルヤの子

たちよ、あなたがたと、なんのかかわりがあるのか。彼
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がのろうのは、主が彼に、『ダビデをのろえ』と言われ

たからであるならば、だれが、『あなたはどうしてこう

いうことをするのか』と言ってよいであろうか」。 11ダ

ビデはまたアビシャイと自分のすべての家来とに言った

、「わたしの身から出たわが子がわたしの命を求めてい

る。今、このベニヤミンびととしてはなおさらだ。彼を

許してのろわせておきなさい。主が彼に命じられたのだ

。 12主はわたしの悩みを顧みてくださるかもしれない。

また主はきょう彼ののろいにかえて、わたしに善を報い

てくださるかも知れない」。 13こうしてダビデとその従

者たちとは道を行ったが、シメイはダビデに並んで向か

いの山の中腹を行き、行きながらのろい、また彼に向か

って石や、ちりを投げつけた。 14王および共にいる民は

みな疲れてヨルダンに着き、彼はその所で息をついだ。

15さてアブサロムとすべての民、イスラエルの人々はエ

ルサレムにきた。アヒトペルもアブサロムと共にいた。

16ダビデの友であるアルキびとホシャイがアブサロムの

もとにきた時、ホシャイはアブサロムに「王万歳、王万

歳」と言った。 17アブサロムはホシャイに言った、「こ

れはあなたがその友に示す真実なのか。あなたはどうし

てあなたの友と一緒に行かなかったのか」。 18ホシャイ

はアブサロムに言った、「いいえ、主とこの民とイスラ

エルのすべての人々が選んだ者にわたしは属し、かつそ

の人と一緒におります。 19かつまたわたしはだれに仕え

るべきですか。その子の前に仕えるべきではありません

か。あなたの父の前に仕えたように、わたしはあなたの

前に仕えます」。 20そこでアブサロムはアヒトペルに言

った、「あなたがたは、われわれがどうしたらよいのか

、計りごとを述べなさい」。 21アヒトペルはアブサロム

に言った、「あなたの父が家を守るために残された、め

かけたちの所にはいりなさい。そうすればイスラエルは

皆あなたが父上に憎まれることを聞くでしょう。そして

あなたと一緒にいる者の手は強くなるでしょう」。 22こ

うして彼らがアブサロムのために屋上に天幕を張ったの

で、アブサロムは全イスラエルの目の前で父のめかけた

ちの所にはいった。 23そのころアヒトペルが授ける計り

ごとは人が神のみ告げを伺うようであった。アヒトペル

の計りごとは皆ダビデにもアブサロムにも共にそのよう

に思われた。

17時にアヒトペルはアブサロムに言った、「わたしに
一万二千の人を選び出させてください。わたしは立

って、今夜ダビデのあとを追い、 2彼が疲れて手が弱く

なっているところを襲って、彼をあわてさせましょう。

そして彼と共にいる民がみな逃げるとき、わたしは王ひ

とりを撃ち取り、 3すべての民を花嫁がその夫のもとに

帰るようにあなたに帰らせましょう。あなたが求めてお

られるのはただひとりの命だけですから、民はみな穏や

かになるでしょう」。 4この言葉はアブサロムとイスラ

エルのすべての長老の心にかなった。 5そこでアブサロ

ムは言った、「アルキびとホシャイをも呼びよせなさい

。われわれは彼の言うことを聞きましょう」。 6ホシャ

イがアブサロムのもとにきた時、アブサロムは彼に言っ

た、「アヒトペルはこのように言った。われわれは彼の

言葉のように行うべきか。いけないのであれば、言いな

さい」。 7ホシャイはアブサロムに言った、「このたび

アヒトペルが授けた計りごとは良くありません」。 8ホ

シャイはまた言った、「ごぞんじのように、あなたの父

とその従者たちとは勇士です。その上彼らは、野で子を

奪われた熊のように、ひどく怒っています。また、あな

たの父はいくさびとですから、民と共に宿らないでしょ

う。 9彼は今でも穴の中か、どこかほかの所にかくれて

います。もし民のうちの幾人かが手始めに倒れるならば

、それを聞く者はだれでも、『アブサロムに従う民のう

ちに戦死者があった』と言うでしょう。 10そうすれば、

ししの心のような心のある勇ましい人であっても、恐れ

て消え去ってしまうでしょう。それはイスラエルのすべ

ての人が、あなたの父の勇士であること、また彼と共に

いる者が、勇ましい人々であることを知っているからで

す。 11ところでわたしの計りごとは、イスラエルをダン

からベエルシバまで、海べの砂のように多くあなたのも

とに集めて、あなたみずから戦いに臨むことです。 12こ

うしてわれわれは彼の見つかる場所で彼を襲い、つゆが

地におりるように彼の上に下る。そして彼および彼と共

にいるすべての人をひとりも残さないでしょう。 13もし

彼がいずれかの町に退くならば、全イスラエルはその町

になわをかけ、われわれはそれを谷に引き倒して、そこ

に一つの小石も見られないようにするでしょう」。 14ア

ブサロムとイスラエルの人々はみな、「アルキびとホシ

ャイの計りごとは、アヒトペルの計りごとよりもよい」

と言った。それは主がアブサロムに災を下そうとして、

アヒトペルの良い計りごとを破ることを定められたから

である。 15そこでホシャイは祭司たち、ザドクとアビヤ

タルとに言った、「アヒトペルはアブサロムとイスラエ

ルの長老たちのためにこういう計りごとをした。またわ

たしはこういう計りごとをした。 16それゆえ、あなたが

たはすみやかに人をつかわしてダビデに告げ、『今夜、

荒野の渡し場に宿らないで、必ず渡って行きなさい。さ

もないと王および共にいる民はみな、滅ぼされるでしょ

う』と言いなさい」。 17時に、ヨナタンとアヒマアズは

エンロゲルで待っていた。ひとりのつかえめが行って彼

らに告げ、彼らは行ってダビデ王に告げるのが常であっ

た。それは彼らが町にはいるのを見られないようにする

ためである。 18ところがひとりの若者が彼らを見てアブ

サロムに告げたので、彼らふたりは急いで去り、バホリ

ムの、あるひとりの人の家にきた。その人の庭に井戸が

あって、彼らはその中に下ったので、 19女はおおいを取

ってきて井戸の口の上にひろげ、麦をその上にまき散ら

した。それゆえその事は何も知れなかった。 20アブサロ

ムのしもべたちはその女の家にきて言った、「アヒマア

ズとヨナタンはどこにいますか」。女は彼らに言った、

「あの人々は小川を渡って行きました」。彼らは尋ねた

が見当らなかったのでエルサレムに帰った。 21彼らが去

った後、人々は井戸から上り、行ってダビデ王に告げた

。すなわち彼らはダビデに言った、「立って、すみやか

に川を渡りなさい。アヒトペルがあなたがたに対してこ

ういう計りごとをしたからです」。 22そこでダビデは立

って、共にいるすべての民と一緒にヨルダンを渡った。

夜明けには、ヨルダンを渡らない者はひとりもなかった

。 23アヒトペルは、自分の計りごとが行われないのを見

て、ろばにくらを置き、立って自分の町に行き、その家

に帰った。そして家の人に遺言してみずからくびれて死

に、その父の墓に葬られた。 24ダビデはマハナイムにき

た。またアブサロムは自分と共にいるイスラエルのすべ

ての人々と一緒にヨルダンを渡った。 25アブサロムはア

マサをヨアブの代りに軍の長とした。アマサはかのナハ
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シの娘でヨアブの母ゼルヤの妹であるアビガルをめとっ

たイシマエルびと、名はイトラという人の子である。 26

そしてイスラエルとアブサロムはギレアデの地に陣取っ

た。 27ダビデがマハナイムにきた時、アンモンの人々の

うちのラバのナハシの子ショビと、ロ・デバルのアンミ

エルの子マキル、およびロゲリムのギレアデびとバルジ

ライは、 28寝床と鉢、土器、小麦、大麦、粉、いり麦、

豆、レンズ豆、 29蜜、凝乳、羊、乾酪をダビデおよび共

にいる民が食べるために持ってきた。それは彼らが、「

民は荒野で飢え疲れかわいている」と思ったからである

。

18さてダビデは自分と共にいる民を調べて、その上に
千人の長、百人の長を立てた。 2そしてダビデは民

をつかわし、三分の一をヨアブの手に、三分の一をゼル

ヤの子ヨアブの兄弟アビシャイの手に、三分の一をガテ

びとイッタイの手にあずけた。こうして王は民に言った

、「わたしもまた必ずあなたがたと一緒に出ます」。 3

しかし民は言った、「あなたは出てはなりません。それ

はわれわれがどんなに逃げても、彼らはわれわれに心を

とめず、われわれの半ばが死んでも、われわれに心をと

めないからです。しかしあなたはわれわれの一万に等し

いのです。それゆえあなたは町の中からわれわれを助け

てくださる方がよろしい」。 4王は彼らに言った、「あ

なたがたの最も良いと思うことをわたしはしましょう」

。こうして王は門のかたわらに立ち、民は皆あるいは百

人、あるいは千人となって出て行った。 5王はヨアブ、

アビシャイおよびイッタイに命じて、「わたしのため、

若者アブサロムをおだやかに扱うように」と言った。王

がアブサロムの事についてすべての長たちに命じている

時、民は皆聞いていた。 6こうして民はイスラエルに向

かって野に出て行き、エフライムの森で戦ったが、 7イ

スラエルの民はその所でダビデの家来たちの前に敗れた

。その日その所に戦死者が多く、二万に及んだ。 8そし

て戦いはあまねくその地のおもてに広がった。この日、

森の滅ぼした者は、つるぎの滅ぼした者よりも多かった

。 9さてアブサロムはダビデの家来たちに行き会った。

その時アブサロムは騾馬に乗っていたが、騾馬は大きい

かしの木の、茂った枝の下を通ったので、アブサロムの

頭がそのかしの木にかかって、彼は天地の間につりさが

った。騾馬は彼を捨てて過ぎて行った。 10ひとりの人が

それを見てヨアブに告げて言った、「わたしはアブサロ

ムが、かしの木にかかっているのを見ました」。 11ヨア

ブはそれを告げた人に言った、「あなたはそれを見たと

いうのか。それなら、どうしてあなたは彼をその所で、

地に撃ち落さなかったのか。わたしはあなたに銀十シケ

ルと帯一筋を与えたであろうに」。 12その人はヨアブに

言った、「たといわたしの手に銀千シケルを受けても、

手を出して王の子に敵することはしません。王はわれわ

れが聞いているところで、あなたとアビシャイとイッタ

イに、『わたしのため若者アブサロムを保護せよ』と命

じられたからです。 13もしわたしがそむいて彼の命をそ

こなったのであれば、何事も王に隠れることはありませ

んから、あなたはみずから立ってわたしを責められたで

しょう」。 14そこで、ヨアブは「こうしてあなたと共に

とどまってはおられない」と言って、手に三筋の投げや

りを取り、あのかしの木にかかって、なお生きているア

ブサロムの心臓にこれを突き通した。 15ヨアブの武器を

執る十人の若者たちは取り巻いて、アブサロムを撃ち殺

した。 16こうしてヨアブがラッパを吹いたので、民はイ

スラエルのあとを追うことをやめて帰った。ヨアブが民

を引きとめたからである。 17人々はアブサロムを取って

、森の中の大きな穴に投げいれ、その上にひじょうに大

きい石塚を積み上げた。そしてイスラエルはみなおのお

のその天幕に逃げ帰った。 18さてアブサロムは生きてい

る間に、王の谷に自分のために一つの柱を建てた。それ

は彼が、「わたしは自分の名を伝える子がない」と思っ

たからである。彼はその柱に自分の名をつけた。その柱

は今日までアブサロムの碑ととなえられている。 19さて

ザドクの子アヒマアズは言った、「わたしは走って行っ

て、主が王を敵の手から救い出されたおとずれを王に伝

えましょう」。 20ヨアブは彼に言った、「きょうは、お

とずれを伝えてはならない。おとずれを伝えるのは、ほ

かの日にしなさい。きょうは王の子が死んだので、おと

ずれを伝えてはならない」。 21ヨアブはクシびとに言っ

た、「行って、あなたの見た事を王に告げなさい」。ク

シびとはヨアブに礼をして走って行った。 22ザドクの子

アヒマアズは重ねてヨアブに言った、「何事があろうと

も、わたしにもクシびとのあとから走って行かせてくだ

さい」。ヨアブは言った、「子よ、おとずれの報いを得

られないのに、どうしてあなたは走って行こうとするの

か」。 23彼は言った、「何事があろうとも、わたしは走

って行きます」。ヨアブは彼に言った、「走って行きな

さい」。そこでアヒマアズは低地の道を走って行き、ク

シびとを追い越した。 24時にダビデは二つの門の間にす

わっていた。そして見張りの者が城壁の門の屋根にのぼ

り、目をあげて見ていると、ただひとりで走ってくる者

があった。 25見張りの者が呼ばわって王に告げたので、

王は言った、「もしひとりならば、その口におとずれが

あるであろう」。その人は急いできて近づいた。 26見張

りの者は、ほかにまたひとり走ってくるのを見たので、

門の方に呼ばわって言った、「見よ、ほかにただひとり

で走って来る者があります」。王は言った、「彼もまた

おとずれを持ってくるのだ」。 27見張りの者は言った、

「まっ先に走って来る人はザドクの子アヒマアズのよう

です」。王は言った、「彼は良い人だ。良いおとずれを

持ってくるであろう」。 28時にアヒマアズは呼ばわって

王に言った、「平安でいらせられますように」。そして

王の前に地にひれ伏して言った、「あなたの神、主はほ

むべきかな。主は王、わが君に敵して手をあげた人々を

引き渡されました」。 29王は言った、「若者アブサロム

は平安ですか」。アヒマアズは答えた、「ヨアブがしも

べをつかわす時、わたしは大きな騒ぎを見ましたが、何

事であったか知りません」。 30王は言った、「わきへ行

って、そこに立っていなさい」。彼はわきへ行って立っ

た。 31その時クシびとがきた。そしてそのクシびとは言

った、「わが君、王が良いおとずれをお受けくださるよ

う。主はきょう、すべてあなたに敵して立った者どもの

手から、あなたを救い出されたのです」。 32王はクシび

とに言った、「若者アブサロムは平安ですか」。クシび

とは答えた、「王、わが君の敵、およびすべてあなたに

敵して立ち、害をしようとする者は、あの若者のように

なりますように」。 33王はひじょうに悲しみ、門の上の

へやに上って泣いた。彼は行きながらこのように言った

、「わが子アブサロムよ。わが子、わが子アブサロムよ
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。ああ、わたしが代って死ねばよかったのに。アブサロ

ム、わが子よ、わが子よ」。

19時にヨアブに告げる者があって、「見よ、王はアブ
サロムのために泣き悲しんでいる」と言った。 2こ

うしてその日の勝利はすべての民の悲しみとなった。そ

れはその日、民が、「王はその子のために悲しんでいる

」と人の言うのを聞いたからである。 3そして民はその

日、戦いに逃げて恥じている民がひそかに、はいるよう

に、ひそかに町にはいった。 4王は顔をおおった。そし

て王は大声に叫んで、「わが子アブサロムよ。アブサロ

ム、わが子よ、わが子よ」と言った。 5時にヨアブは家

にはいり、王のもとにきて言った、「あなたは、きょう

、あなたの命と、あなたのむすこ娘たちの命、およびあ

なたの妻たちの命と、めかけたちの命を救ったすべての

家来の顔をはずかしめられました。 6それはあなたが自

分を憎む者を愛し、自分を愛する者を憎まれるからです

。あなたは、きょう、軍の長たちをも、しもべたちをも

顧みないことを示されました。きょう、わたしは知りま

した。もし、アブサロムが生きていて、われわれが皆き

ょう死んでいたら、あなたの目にかなったでしょう。 7

今立って出て行って、しもべたちにねんごろに語ってく

ださい。わたしは主をさして誓います。もしあなたが出

られないならば、今夜あなたと共にとどまる者はひとり

もないでしょう。これはあなたが若い時から今までにこ

うむられたすべての災よりも、あなたにとって悪いでし

ょう」。 8そこで王は立って門のうちの座についた。人

々はすべての民に、「見よ、王は門に座している」と告

げたので、民はみな王の前にきた。さてイスラエルはお

のおのその天幕に逃げ帰った。 9そしてイスラエルのも

ろもろの部族の中で民はみな争って言った、「王はわれ

われを敵の手から救い出し、またわれわれをペリシテび

との手から助け出された。しかし今はアブサロムのため

に国のそとに逃げておられる。 10またわれわれが油を注

いで、われわれの上に立てたアブサロムは戦いで死んだ

。それであるのに、どうしてあなたがたは王を導きかえ

ることについて、何をも言わないのか」。 11ダビデ王は

祭司たちザドクとアビヤタルとに人をつかわして言った

、「ユダの長老たちに言いなさい、『全イスラエルの言

葉が王に達したのに、どうしてあなたがたは王をその家

に導きかえる最後の者となるのですか。 12あなたがたは

わたしの兄弟、わたしの骨肉です。それにどうして王を

導きかえる最後の者となるのですか』。 13またアマサに

言いなさい、『あなたはわたしの骨肉ではありませんか

。これから後あなたをヨアブに代えて、わたしの軍の長

とします。もしそうしないときは、神が幾重にもわたし

を罰してくださるように』」。 14こうしてダビデはユダ

のすべての人の心を、ひとりのように自分に傾けさせた

ので、彼らは王に、「どうぞあなたも、すべての家来た

ちも帰ってきてください」と言いおくった。 15そこで王

は帰ってきてヨルダンまで来ると、ユダの人人は王を迎

えるためギルガルにきて、王にヨルダンを渡らせた。 16

バホリムのベニヤミンびと、ゲラの子シメイは、急いで

ユダの人々と共に下ってきて、ダビデ王を迎えた。 17一

千人のベニヤミンびとが彼と共にいた。またサウルの家

のしもべヂバもその十五人のむすこと、二十人のしもべ

を従えて、王の前にヨルダンに駆け下った。 18そして王

の家族を渡し、王の心にかなうことをしようと渡し場を

渡った。ゲラの子シメイはヨルダンを渡ろうとする時、

王の前にひれ伏し、 19王に言った、「どうぞわが君が、

罪をわたしに帰しられないように。またわが君、王のエ

ルサレムを出られた日に、しもべがおこなった悪い事を

思い出されないように。どうぞ王がそれを心に留められ

ないように。 20しもべは自分が罪を犯したことを知って

います。それゆえ、見よ、わたしはきょう、ヨセフの全

家のまっ先に下ってきて、わが主、王を迎えるのです」

。 21ゼルヤの子アビシャイは答えて言った、「シメイは

主が油を注がれた者をのろったので、そのために殺され

るべきではありませんか」。 22ダビデは言った、「あな

たがたゼルヤの子たちよ、あなたがたとなにのかかわり

があって、あなたがたはきょうわたしに敵対するのか。

きょう、イスラエルのうちで人を殺して良かろうか。わ

たしが、きょうイスラエルの王となったことを、どうし

て自分で知らないことがあろうか」。 23こうして王はシ

メイに、「あなたを殺さない」と言って、王は彼に誓っ

た。 24サウルの子メピボセテは下ってきて王を迎えた。

彼は王が去った日から安らかに帰る日まで、その足を飾

らず、そのひげを整えず、またその着物を洗わなかった

。 25彼がエルサレムからきて王を迎えた時、王は彼に言

った、「メピボセテよ、あなたはどうしてわたしと共に

行かなかったのか」。 26彼は答えた、「わが主、王よ、

わたしの家来がわたしを欺いたのです。しもべは彼に、

『わたしのために、ろばにくらを置け。わたしはそれに

乗って王と共に行く』と言ったのです。しもべは足なえ

だからです。 27ところが彼はしもべのことをわが主、王

の前に、あしざまに言ったのです。しかし、わが主、王

は神の使のようでいらせられます。それで、あなたの良

いと思われることをしてください。 28わたしの父の全家

はわが主、王の前にはみな死んだ人にすぎないのに、あ

なたはしもべを、あなたの食卓で食事をする人々のうち

に置かれました。わたしになんの権利があって、重ねて

王に訴えることができましょう」。 29王は彼に言った、

「あなたはどうしてなおも自分のことを言うのですか。

わたしは決めました。あなたとヂバとはその土地を分け

なさい」。 30メピボセテは王に言った、「わが主、王が

安らかに家に帰られたのですから、彼にそれをみな取ら

せてください」。 31さてギレアデびとバルジライはロゲ

リムから下ってきて、ヨルダンで王を見送るため、王と

共にヨルダンに進んだ。 32バルジライは、ひじょうに年

老いた人で八十歳であった。彼はまた、ひじょうに裕福

な人であったので、王がマハナイムにとどまっている間

、王を養った。 33王はバルジライに言った、「わたしと

一緒に渡って行きなさい。わたしはエルサレムであなた

をわたしと共におらせて養いましょう」。 34バルジライ

は王に言った、「わたしは、なお何年いきながらえるの

で、王と共にエルサレムに上るのですか。 35わたしは今

日八十歳です。わたしに、良いこと悪いことがわきまえ

られるでしょうか。しもべは食べるもの、飲むものを味

わうことができましょうか。わたしは歌う男や歌う女の

声をまだ聞くことができましょうか。それであるのに、

しもべはどうしてなおわが主、王の重荷となってよろし

いでしょうか。 36しもべは王と共にヨルダンを渡って、

ただ少し行きましょう。どうして王はこのような報いを

わたしに報いられなければならないのでしょうか。 37ど

うぞしもべを帰らせてください。わたしは自分の町で、

父母の墓の近くで死にます。ただし、あなたのしもべキ
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ムハムがここにおります。わが主、王と共に彼を渡って

行かせてください。またあなたが良いと思われる事を彼

にしてください」。 38王は答えた、「キムハムはわたし

と共に渡って行かせます。わたしは、あなたが良いと思

われる事を彼にしましょう。またあなたが望まれること

はみな、あなたのためにいたします」。 39こうして民は

みなヨルダンを渡った。王は渡った時、バルジライに口

づけして、祝福したので、彼は自分の家に帰っていった

。 40王はギルガルに進んだ。キムハムも彼と共に進んだ

。ユダの民はみな王を送り、イスラエルの民の半ばもま

たそうした。 41さてイスラエルの人々はみな王の所にき

て、王に言った、「われわれの兄弟であるユダの人々は

、何ゆえにあなたを盗み去って、王とその家族、および

ダビデに伴っているすべての従者にヨルダンを渡らせた

のですか」。 42ユダの人々はみなイスラエルの人々に答

えた、「王はわれわれの近親だからです。あなたがたは

どうしてこの事で怒られるのですか。われわれが少しで

も王の物を食べたことがありますか。王が何か賜物をわ

れわれに与えたことがありますか」。 43イスラエルの人

々はユダの人々に答えた、「われわれは王のうちに十の

分を持っています。またダビデのうちにもわれわれはあ

なたがたよりも多くを持っています。それであるのに、

どうしてあなたがたはわれわれを軽んじたのですか。わ

れらの王を導き帰ろうと最初に言ったのはわれわれでは

ないのですか」。しかしユダの人々の言葉はイスラエル

の人々の言葉よりも激しかった。

20さて、その所にひとりのよこしまな人があって、名
をシバといった。ビクリの子で、ベニヤミンびとで

あった。彼はラッパを吹いて言った、「われわれはダビ

デのうちに分がない。またエッサイの子のうちに嗣業を

持たない。イスラエルよ、おのおのその天幕に帰りなさ

い」。 2そこでイスラエルの人々は皆ダビデに従う事を

やめて、ビクリの子シバに従った。しかしユダの人々は

その王につき従って、ヨルダンからエルサレムへ行った

。 3ダビデはエルサレムの自分の家にきた。そして王は

家を守るために残しておいた十人のめかけたちを取って

、一つの家に入れて守り、また養ったが、彼女たちの所

には、はいらなかった。彼女たちは死ぬ日まで閉じこめ

られ一生、寡婦としてすごした。 4王はアマサに言った

、「わたしのため三日のうちにユダの人々を呼び集めて

、ここにきなさい」。 5アマサはユダを呼び集めるため

に行ったが、彼は定められた時よりもおくれた。 6ダビ

デはアビシャイに言った、「ビクリの子シバは今われわ

れにアブサロムよりも多くの害をするであろう。あなた

の主君の家来たちを率いて、彼のあとを追いなさい。さ

もないと彼は堅固な町々を獲て、われわれを悩ますであ

ろう」。 7こうしてヨアブとケレテびととペレテびと、

およびすべての勇士はアビシャイに従って出た。すなわ

ち彼らはエルサレムを出て、ビクリの子シバのあとを追

った。 8彼らがギベオンにある大石のところにいた時、

アマサがきて彼らに会った。時にヨアブは軍服を着て、

帯をしめ、その上にさやに納めたつるぎを腰に結んで帯

びていたが、彼が進み出た時つるぎは抜け落ちた。 9ヨ

アブはアマサに、「兄弟よ、あなたは安らかですか」と

言って、ヨアブは右の手をもってアマサのひげを捕えて

彼に口づけしようとしたが、 10アマサはヨアブの手につ

るぎがあることに気づかなかったので、ヨアブはそれを

もってアマサの腹部を刺して、そのはらわたを地に流し

出し、重ねて撃つこともなく彼を殺した。こうしてヨア

ブとその兄弟アビシャイはビクリの子シバのあとを追っ

た。 11時にヨアブの若者のひとりがアマサのかたわらに

立って言った、「ヨアブに味方する者、ダビデにつく者

はヨアブのあとに従いなさい」。 12アマサは血に染んで

大路の中にころがっていたので、そのそばに来る者はみ

な彼を見て立ちどまった。この人は民がみな立ちどまる

のを見て、アマサを大路から畑に移し、衣服をその上に

かけた。 13アマサが大路から移されたので、民は皆ヨア

ブに従って進み、ビクリの子シバのあとを追った。 14シ

バはイスラエルのすべての部族のうちを通ってベテマア

カのアベルにきた。ビクリびとは皆、集まってきて彼に

従った。 15そこでヨアブと共にいたすべての人々がきて

、彼をベテマアカのアベルに囲み、町に向かって土塁を

築いた。それはとりでに向かって立てられた。こうして

彼らは城壁をくずそうとしてこれを撃った。 16その時、

ひとりの賢い女が町から呼ばわった、「あなたがたは聞

きなさい。あなたがたは聞きなさい。ヨアブに、『ここ

にきてください。わたしはあなたに言うことがあります

』と言ってください」。 17彼がその女に近寄ると、女は

「あなたがヨアブですか」と言った。彼は「そうです」

と答えた。すると女は彼に「はしための言葉をお聞きく

ださい」と言ったので、「聞きましょう」と彼は言った

。 18そこで女は言った、「昔、人々はいつも、『アベル

で尋ねなさい』と言って、事を定めました。 19わたしは

イスラエルのうちの平和な、忠誠な者です。そうである

のに、あなたはイスラエルのうちで母ともいうべき町を

滅ぼそうとしておられます。どうして主の嗣業を、のみ

尽そうとされるのですか」。 20ヨアブは答えた、「いい

え、決してそうではなく、わたしが、のみ尽したり、滅

ぼしたりすることはありません。 21事実はそうではなく

、エフライムの山地の人ビクリの子、名をシバという者

が手をあげて王ダビデにそむいたのです。あなたがたが

彼ひとりを渡すならば、わたしはこの町を去ります」。

女はヨアブに言った、「彼の首は城壁の上からあなたの

所へ投げられるでしょう」。 22こうしてこの女が知恵を

もって、すべての民の所に行ったので、彼らはビクリの

子シバの首をはねてヨアブの所へ投げ出した。そこでヨ

アブはラッパを吹きならしたので、人々は散って町を去

り、おのおの家に帰った。ヨアブはエルサレムにいる王

のもとに帰った。 23ヨアブはイスラエルの全軍の長であ

った。エホヤダの子ベナヤはケレテびと、およびペレテ

びとの長、 24アドラムは徴募人の長、アヒルデの子ヨシ

ャパテは史官、 25シワは書記官、ザドクとアビヤタルと

は祭司。 26またヤイルびとイラはダビデの祭司であった

。

21ダビデの世に、年また年と三年、ききんがあったの
で、ダビデが主に尋ねたところ、主は言われた、「

サウルとその家とに、血を流した罪がある。それはかつ

て彼がギベオンびとを殺したためである」。 2そこで王

はギベオンびとを召しよせた。ギベオンびとはイスラエ

ルの子孫ではなく、アモリびとの残りであって、イスラ

エルの人々は彼らと誓いを立てて、その命を助けた。と

ころがサウルはイスラエルとユダの人々のために熱心で

あったので、彼らを殺そうとしたのである。 3それでダ

ビデはギベオンびとに言った、「わたしはあなたがたの
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ために、何をすればよいのですか。どんな償いをすれば

、あなたがたは主の嗣業を祝福するのですか」。 4ギベ

オンびとは彼に言った、「これはわれわれと、サウルま

たはその家との間の金銀の問題ではありません。またイ

スラエルのうちのひとりでも、われわれが殺そうという

のでもありません」。ダビデは言った、「わたしがあな

たがたのために何をすればよいと言うのですか」。 5か

れらは王に言った、「われわれを滅ぼした人、われわれ

を滅ぼしてイスラエルの領域のどこにもおらせないよう

にと、たくらんだ人、 6その人の子孫七人を引き渡して

ください。われわれは主の山にあるギベオンで、彼らを

主の前に木にかけましょう」。王は言った、「引き渡し

ましょう」。 7しかし王はサウルの子ヨナタンの子であ

るメピボセテを惜しんだ。彼らの間、すなわちダビデと

サウルの子ヨナタンとの間に、主をさして立てた誓いが

あったからである。 8王はアヤの娘リヅパがサウルに産

んだふたりの子アルモニとメピボセテ、およびサウルの

娘メラブがメホラびとバルジライの子アデリエルに産ん

だ五人の子を取って、 9彼らをギベオンびとの手に引き

渡したので、ギベオンびとは彼らを山で主の前に木にか

けた。彼ら七人は共に倒れた。彼らは刈入れの初めの日

、すなわち大麦刈りの初めに殺された。 10アヤの娘リヅ

パは荒布をとって、それを自分のために岩の上に敷き、

刈入れの初めから、その人々の死体の上に天から雨が降

るまで、昼は空の鳥が死体の上にこないようにし、夜は

野の獣を近寄らせなかった。 11アヤの娘でサウルのめか

けであったリヅパのしたことがダビデに聞えたので、 12

ダビデは行ってサウルの骨とその子ヨナタンの骨を、ヤ

ベシギレアデの人々の所から取ってきた。これはペリシ

テびとがサウルをギルボアで殺した日に、木にかけたベ

テシャンの広場から、彼らが盗んでいたものである。 13

ダビデはそこからサウルの骨と、その子ヨナタンの骨を

携えて上った。また人々はそのかけられた者どもの骨を

集めた。 14こうして彼らはサウルとその子ヨナタンの骨

を、ベニヤミンの地のゼラにあるその父キシの墓に葬り

、すべて王の命じたようにした。この後、神はその地の

ために、祈を聞かれた。 15ペリシテびとはまたイスラエ

ルと戦争をした。ダビデはその家来たちと共に下ってペ

リシテびとと戦ったが、ダビデは疲れていた。 16時にイ

シビベノブはダビデを殺そうと思った。イシビベノブは

巨人の子孫で、そのやりは青銅で重さ三百シケルあり、

彼は新しいつるぎを帯びていた。 17しかしゼルヤの子ア

ビシャイはダビデを助けて、そのペリシテびとを撃ち殺

した。そこでダビデの従者たちは彼に誓って言った、「

あなたはわれわれと共に、重ねて戦争に出てはなりませ

ん。さもないと、あなたはイスラエルのともし火を消す

でしょう」。 18この後、再びゴブでペリシテびととの戦

いがあった。時にホシャびとシベカイは巨人の子孫のひ

とりサフを殺した。 19ここにまたゴブで、ペリシテびと

との戦いがあったが、そこではベツレヘムびとヤレオレ

ギムの子エルハナンは、ガテびとゴリアテを殺した。そ

のやりの柄は機の巻棒のようであった。 20またガテで再

び戦いがあったが、そこにひとりの背の高い人があり、

その手の指と足の指は六本ずつで、その数は合わせて二

十四本であった。彼もまた巨人から生れた者であった。

21彼はイスラエルをののしったので、ダビデの兄弟シメ

アの子ヨナタンが彼を殺した。 22これらの四人はガテで

巨人から生れた者であったが、ダビデの手とその家来た

ちの手に倒れた。

22ダビデは主がもろもろの敵の手とサウルの手から、
自分を救い出された日に、この歌の言葉を主に向か

って述べ、 2彼は言った、「主はわが岩、わが城、わた

しを救う者、 3わが神、わが岩。わたしは彼に寄り頼む

。わが盾、わが救の角、わが高きやぐら、わが避け所、

わが救主。あなたはわたしを暴虐から救われる。 4わた

しは、ほめまつるべき主に呼ばわって、わたしの敵から

救われる。 5死の波はわたしをとりまき、滅びの大水は

わたしを襲った。 6陰府の綱はわたしをとりかこみ、死

のわなはわたしに、たち向かった。 (Sheol h7585) 7苦難の

うちにわたしは主を呼び、またわが神に呼ばわった。主

がその宮からわたしの声を聞かれて、わたしの叫びはそ

の耳にとどいた。 8その時地は震いうごき、天の基はゆ

るぎふるえた。彼が怒られたからである。 9煙はその鼻

からたち上り、火はその口から出て焼きつくし、白熱の

炭は彼から燃え出た。 10彼は天を低くして下られ、暗や

みが彼の足の下にあった。 11彼はケルブに乗って飛び、

風の翼に乗ってあらわれた。 12彼はその周囲に幕屋とし

て、やみと濃き雲と水の集まりとを置かれた。 13そのみ

前の輝きから炭火が燃え出た。 14主は天から雷をとどろ

かせ、いと高き者は声を出された。 15彼はまた矢を放っ

て彼らを散らし、いなずまを放って彼らを撃ち破られた

。 16主のとがめと、その鼻のいぶきとによって、海の底

はあらわれ、世界の基が、あらわになった。 17彼は高き

所から手を伸べてわたしを捕え、大水の中からわたしを

引き上げ、 18わたしの強い敵と、わたしを憎む者とから

わたしを救われた。彼らはわたしにとって、あまりにも

強かったからだ。 19彼らはわたしの災の日にわたしに、

たち向かった。しかし主はわたしの支柱となられた。 20

彼はまたわたしを広い所へ引きだされ、わたしを喜ばれ

て、救ってくださった。 21主はわたしの義にしたがって

わたしに報い、わたしの手の清きにしたがってわたしに

報いかえされた。 22それは、わたしが主の道を守り、悪

を行わず、わが神から離れたことがないからである。 23

そのすべてのおきてはわたしの前にあって、わたしはそ

の、み定めを離れたことがない。 24わたしは主の前に欠

けた所なく、自らを守って罪を犯さなかった。 25それゆ

え、主はわたしの義にしたがい、その目のまえにわたし

の清きにしたがって、わたしに報いられた。 26忠実な者

には、あなたは忠実な者となり、欠けた所のない人には

、あなたは欠けた所のない者となり、 27清い者には、あ

なたは清い者となり、まがった者には、かたいぢな者と

なられる。 28あなたはへりくだる民を救われる、しかし

あなたの目は高ぶる者を見てこれをひくくせられる。 29

まことに、主よ、あなたはわたしのともし火、わが神は

わたしのやみを照される。 30まことに、あなたによって

わたしは敵軍をふみ滅ぼし、わが神によって石がきをと

び越えることができる。 31この神こそ、その道は非のう

ちどころなく、主の約束は真実である。彼はすべて彼に

寄り頼む者の盾である。 32主のほかに、だれが神か、わ

れらの神のほか、だれが岩であるか。 33この神こそわた

しの堅固な避け所であり、わたしの道を安全にされた。

34わたしの足をめじかの足のようにして、わたしを高い

所に安全に立たせ、 35わたしの手を戦いに慣らされたの

で、わたしの腕は青銅の弓を引くことができる。 36あな
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たはその救の盾をわたしに与え、あなたの助けは、わた

しを大いなる者とされた。 37あなたはわたしが歩く広い

場所を与えられたので、わたしの足はすべらなかった。

38わたしは敵を追って、これを滅ぼし、これを絶やすま

では帰らなかった。 39わたしは彼らを絶やし、彼らを砕

いたので彼らは立つことができず、わたしの足もとに倒

れた。 40あなたは戦いのために、わたしに力を帯びさせ

わたしを攻める者をわたしの下にかがませられた。 41あ

なたによって、敵はそのうしろをわたしに向けたので、

わたしを憎む者をわたしは滅ぼした。 42彼らは見まわし

たが、救う者はいなかった。彼らは主に叫んだが、彼ら

には答えられなかった。 43わたしは彼らを地のちりのよ

うに細かに打ちくだき、ちまたのどろのように、踏みに

じった。 44あなたはわたしを国々の民との争いから救い

出し、わたしをもろもろの国民のかしらとされた。わた

しの知らなかった民がわたしに仕えた。 45異国の人たち

はきてわたしにこび、わたしの事を聞くとすぐわたしに

従った。 46異国の人たちは、うちしおれてその城からふ

るえながら出てきた。 47主は生きておられる。わが岩は

ほむべきかな。わが神、わが救の岩はあがむべきかな。

48この神はわたしのために、あだを報い、もろもろの民

をわたしの下に置かれた。 49またわたしを敵から救い出

し、あだの上にわたしをあげ、暴虐の人々からわたしを

救い出された。 50それゆえ、主よ、わたしはもろもろの

国民の中で、あなたをたたえ、あなたの、み名をほめ歌

うであろう。 51主はその王に大いなる勝利を与え、油を

注がれた者に、ダビデとその子孫とに、とこしえに、い

つくしみを施される」。

23これはダビデの最後の言葉である。エッサイの子ダ
ビデの託宣、すなわち高く挙げられた人、ヤコブの

神に油を注がれた人、イスラエルの良き歌びとの託宣。

2「主の霊はわたしによって語る、その言葉はわたしの

舌の上にある。 3イスラエルの神は語られた、イスラエ

ルの岩はわたしに言われた、『人を正しく治める者、神

を恐れて、治める者は、 4朝の光のように、雲のない朝

に、輝きでる太陽のように、地に若草を芽ばえさせる雨

のように人に臨む』。 5まことに、わが家はそのように

、神と共にあるではないか。それは、神が、よろず備わ

って確かなとこしえの契約をわたしと結ばれたからだ。

どうして彼はわたしの救と願いを、皆なしとげられぬこ

とがあろうか。 6しかし、よこしまな人は、いばらのよ

うで、手をもって取ることができないゆえ、みな共に捨

てられるであろう。 7これに触れようとする人は鉄や、

やりの柄をもって武装する、彼らはことごとく火で焼か

れるであろう」。 8ダビデの勇士たちの名は次のとおり

である。タクモンびとヨセブ・バッセベテはかの三人の

うちの長であったが、彼はいちじに八百人に向かって、

やりをふるい、それを殺した。 9彼の次はアホアびとド

ドの子エレアザルであって、三勇士のひとりである。彼

は、戦おうとしてそこに集まったペリシテびとに向かっ

て戦いをいどみ、イスラエルの人々が退いた時、ダビデ

と共にいたが、 10立ってペリシテびとを撃ち、ついに手

が疲れ、手がつるぎに着いて離れないほどになった。そ

の日、主は大いなる勝利を与えられた。民は彼のあとに

帰ってきて、ただ殺された者をはぎ取るばかりであった

。 11彼の次はハラルびとアゲの子シャンマであった。あ

る時、ペリシテびとはレヒに集まった。そこに一面にレ

ンズ豆を作った地所があった。民はペリシテびとの前か

ら逃げたが、 12彼はその地所の中に立って、これを防ぎ

、ペリシテびとを殺した。そして主は大いなる救を与え

られた。 13三十人の長たちのうちの三人は下って行って

刈入れのころに、アドラムのほら穴にいるダビデのもと

にきた。時にペリシテびとの一隊はレパイムの谷に陣を

取っていた。 14その時ダビデは要害におり、ペリシテび

との先陣はベツレヘムにあったが、 15ダビデは、せつに

望んで、「だれかベツレヘムの門のかたわらにある井戸

の水をわたしに飲ませてくれるとよいのだが」と言った

。 16そこでその三人の勇士たちはペリシテびとの陣を突

き通って、ベツレヘムの門のかたわらにある井戸の水を

汲み取って、ダビデのもとに携えてきた。しかしダビデ

はそれを飲もうとはせず、主の前にそれを注いで、 17言

った、「主よ、わたしは断じて飲むことをいたしません

。いのちをかけて行った人々の血を、どうしてわたしは

飲むことができましょう」。こうして彼はそれを飲もう

とはしなかった。三勇士はこれらのことを行った。 18ゼ

ルヤの子ヨアブの兄弟アビシャイは三十人の長であった

。彼は三百人に向かって、やりをふるい、それを殺した

。そして、彼は三人と共に名を得た。 19彼は三十人のう

ち最も尊ばれた者で、彼らの長となった。しかし、かの

三人には及ばなかった。 20エホヤダの子ベナヤはカブジ

エル出身の勇士であって、多くのてがらを立てた。彼は

モアブのアリエルのふたりの子を撃ち殺した。彼はまた

雪の日に下っていって、穴の中でししを撃ち殺した。 21

彼はまた姿のうるわしいエジプトびとを撃ち殺した。そ

のエジプトびとは手にやりを持っていたが、ベナヤはつ

えをとってその所に下っていき、エジプトびとの手から

やりをもぎとって、そのやりをもって殺した。 22エホヤ

ダの子ベナヤはこれらの事をして三勇士と共に名を得た

。 23彼は三十人のうちに有名であったが、かの三人には

及ばなかった。ダビデは彼を侍衛の長とした。 24三十人

のうちにあったのは、ヨアブの兄弟アサヘル。ベツレヘ

ム出身のドドの子エルハナン。 25ハロデ出身のシャンマ

。ハロデ出身のエリカ。 26パルテびとヘレヅ。テコア出

身のイッケシの子イラ。 27アナトテ出身のアビエゼル。

ホシャびとメブンナイ。 28アホアびとザルモン。ネトパ

出身のマハライ。 29ネトパ出身のバアナの子ヘレブ。ベ

ニヤミンびとのギベアから出たリバイの子イッタイ。 30

ピラトンのベナヤ。ガアシの谷出身のヒダイ。 31アルバ

テびとアビアルボン。バホリム出身のアズマウテ。 32シ

ャルボン出身のエリヤバ。ヤセンの子たち。ヨナタン。

33ハラルびとシャンマ。ハラルびとシャラルの子アヒア

ム。 34マアカ出身のアハスバイの子エリペレテ。ギロ出

身のアヒトペルの子エリアム。 35カルメル出身のヘヅロ

。アルバびとパアライ。 36ゾバ出身のナタンの子イガル

。ガドびとバニ。 37アンモンびとゼレク。ゼルヤの子ヨ

アブの武器を執る者、ベエロテ出身のナハライ。 38イテ

ルびとイラ。イテルびとガレブ。 39ヘテびとウリヤ。合

わせて三十七人である。

24主は再びイスラエルに向かって怒りを発し、ダビデ
を感動して彼らに逆らわせ、「行ってイスラエルと

ユダとを数えよ」と言われた。 2そこで王はヨアブおよ

びヨアブと共にいる軍の長たちに言った、「イスラエル

のすべての部族のうちを、ダンからベエルシバまで行き

巡って民を数え、わたしに民の数を知らせなさい」。 3
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ヨアブは王に言った、「どうぞあなたの神、主が、民を

今よりも百倍に増してくださいますように。そして王、

わが主がまのあたり、それを見られますように。しかし

王、わが主は何ゆえにこの事を喜ばれるのですか」。 4

しかし王の言葉がヨアブと軍の長たちとに勝ったので、

ヨアブと軍の長たちとは王の前を退き、イスラエルの民

を数えるために出て行った。 5彼らはヨルダンを渡り、

アロエルから、すなわち谷の中にある町から始めて、ガ

ドに向かい、ヤゼルに進んだ。 6それからギレアデに行

き、またヘテびとの地にあるカデシに行き、それからダ

ンに至り、ダンからシドンにまわり、 7またツロの要害

に行き、ヒビびと、およびカナンびとのすべての町に行

き、ユダのネゲブに出てベエルシバへ行った。 8こうし

て彼らは国をあまねく行き巡って、九か月と二十日を経

てエルサレムにきた。 9そしてヨアブは民の総数を王に

告げた。すなわちイスラエルには、つるぎを抜く勇士た

ちが八十万あった。ただしユダの人々は五十万であった

。 10しかしダビデは民を数えた後、心に責められた。そ

こでダビデは主に言った、「わたしはこれをおこなって

大きな罪を犯しました。しかし主よ、今どうぞしもべの

罪を取り去ってください。わたしはひじょうに愚かなこ

とをいたしました」。 11ダビデが朝起きたとき、主の言

葉はダビデの先見者である預言者ガデに臨んで言った、

12「行ってダビデに言いなさい、『主はこう仰せられる

、「わたしは三つのことを示す。あなたはその一つを選

ぶがよい。わたしはそれをあなたに行うであろう」と』

」。 13ガデはダビデのもとにきて、彼に言った、「あな

たの国に三年のききんをこさせようか。あなたが敵に追

われて三か月敵の前に逃げるようにしようか。それとも

、あなたの国に三日の疫病をおくろうか。あなたは考え

て、わたしがどの答を、わたしをつかわされた方になす

べきかを決めなさい」。 14ダビデはガデに言った、「わ

たしはひじょうに悩んでいますが、主のあわれみは大き

いゆえ、われわれを主の手に陥らせてください。わたし

を人の手には陥らせないでください」。 15そこで主は朝

から定めの時まで疫病をイスラエルに下された。ダンか

らベエルシバまでに民の死んだ者は七万人あった。 16天

の使が手をエルサレムに伸べてこれを滅ぼそうとしたが

、主はこの害悪を悔い、民を滅ぼしている天の使に言わ

れた、「もはや、じゅうぶんである。今あなたの手をと

どめるがよい」。その時、主の使はエブスびとアラウナ

の打ち場のかたわらにいた。 17ダビデは民を撃っている

天の使を見た時、主に言った、「わたしは罪を犯しまし

た。わたしは悪を行いました。しかしこれらの羊たちは

何をしたのですか。どうぞあなたの手をわたしとわたし

の父の家に向けてください」。 18その日ガデはダビデの

ところにきて彼に言った、「上って行ってエブスびとア

ラウナの打ち場で主に祭壇を建てなさい」。 19ダビデは

ガデの言葉に従い、主の命じられたように上って行った

。 20アラウナは見おろして、王とそのしもべたちが自分

の方に進んでくるのを見たので、アラウナは出てきて王

の前に地にひれ伏して拝した。 21そしてアラウナは言っ

た、「どうして王わが主は、しもべの所にこられました

か」。ダビデは言った、「あなたから打ち場を買い取り

、主に祭壇を築いて民に下る災をとどめるためです」。

22アラウナはダビデに言った、「どうぞ王、わが主のよ

いと思われる物を取ってささげてください。燔祭にする

牛もあります。たきぎにする打穀機も牛のくびきもあり

ます。 23王よ、アラウナはこれをことごとく王にささげ

ます」。アラウナはまた王に、「あなたの神、主があな

たを受けいれられますように」と言った。 24しかし王は

アラウナに言った、「いいえ、代価を支払ってそれをあ

なたから買い取ります。わたしは費用をかけずに燔祭を

わたしの神、主にささげることはしません」。こうして

ダビデは銀五十シケルで打ち場と牛とを買い取った。 25

ダビデはその所で主に祭壇を築き、燔祭と酬恩祭をささ

げた。そこで主はその地のために祈を聞かれたので、災

がイスラエルに下ることはとどまった。
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列王記Ⅰ

1ダビデ王は年がすすんで老い、夜着を着せても暖まら
なかったので、 2その家来たちは彼に言った、「王わ

が主のために、ひとりの若いおとめを捜し求めて王には

べらせ、王の付添いとし、あなたのふところに寝て、王

わが主を暖めさせましょう」。 3そして彼らはあまねく

イスラエルの領土に美しいおとめを捜し求めて、シュナ

ミびとアビシャグを得、王のもとに連れてきた。 4おと

めは非常に美しく、王の付添いとなって王に仕えたが、

王は彼女を知ることがなかった。 5さてハギテの子アド

ニヤは高ぶって、「わたしは王となろう」と言い、自分

のために戦車と騎兵および自分の前に駆ける者五十人を

備えた。 6彼の父は彼が生れてこのかた一度も「なぜ、

そのような事をするのか」と言って彼をたしなめたこと

がなかった。アドニヤもまた非常に姿の良い人であって

、アブサロムの次に生れた者である。 7彼がゼルヤの子

ヨアブと祭司アビヤタルとに相談したので、彼らはアド

ニヤに従って彼を助けた。 8しかし祭司ザドクと、エホ

ヤダの子ベナヤと、預言者ナタンおよびシメイとレイ、

ならびにダビデの勇士たちはアドニヤに従わなかった。

9アドニヤはエンロゲルのほとりにある「へびの石」の

かたわらで、羊と牛と肥えた家畜をほふって、王の子で

ある自分の兄弟たち、および王の家来であるユダの人々

をことごとく招いた。 10しかし預言者ナタンと、ベナヤ

と、勇士たちと、自分の兄弟ソロモンとは招かなかった

。 11時にナタンはソロモンの母バテシバに言った、「ハ

ギテの子アドニヤが王となったのをお聞きになりません

でしたか。われわれの主ダビデはそれをごぞんじないの

です。 12それでいま、あなたに計りごとを授けて、あな

たの命と、あなたの子ソロモンの命を救うようにいたし

ましょう。 13あなたはすぐダビデ王のところへ行って、

『王わが主よ、あなたは、はしために誓って、おまえの

子ソロモンが、わたしに次いで王となり、わたしの位に

座するであろうと言われたではありませんか。そうであ

るのに、どうしてアドニヤが王となったのですか』と言

いなさい。 14あなたがなお王と話しておられる間に、わ

たしもまた、あなたのあとから、はいって行って、あな

たの言葉を確認しましょう」。 15そこでバテシバは寝室

にはいって王の所へ行った。（王は非常に老いて、シュ

ナミびとアビシャグが王に仕えていた）。 16バテシバは

身をかがめて王を拝した。王は言った、「何の用か」。

17彼女は王に言った、「わが主よ、あなたは、あなたの

神、主をさして、はしために誓い、『おまえの子ソロモ

ンがわたしに次いで王となり、わたしの位に座するであ

ろう』と言われました。 18そうであるのに、ごらんなさ

い、今アドニヤが王となりました。王わが主よ、あなた

はそれをごぞんじないのです。 19彼は牛と肥えた家畜と

羊をたくさんほふって、王の子たち、および祭司アビヤ

タルと、軍の長ヨアブを招きましたが、あなたのしもべ

ソロモンは招きませんでした。 20王わが主よ、イスラエ

ルのすべての目はあなたに注がれ、だれがあなたに次い

で、王わが主の位に座すべきかを告げられるのを望んで

います。 21王わが主が先祖と共に眠られるとき、わたし

と、わたしの子ソロモンは謀叛人とみなされるでしょう

」。 22バテシバがなお王と話しているうちに、預言者ナ

タンがはいってきた。 23人々は王に告げて、「預言者ナ

タンがここにおります」と言った。彼は王の前にはいり

、地に伏して王を拝した。 24そしてナタンは言った、「

王わが主よ、あなたは、『アドニヤがわたしに次いで王

となり、わたしの位に座するであろう』と仰せられまし

たか。 25彼はきょう下っていって、牛と、肥えた家畜と

羊をたくさんほふって、王の子たちと、軍の長ヨアブと

、祭司アビヤタルを招きました。彼らはアドニヤの前で

食い飲みして、『アドニヤ万歳』と言いました。 26しか

し、あなたのしもべであるわたしと、祭司ザドクと、エ

ホヤダの子ベナヤと、あなたのしもべソロモンを招きま

せんでした。 27この事は王わが主がさせられた事ですか

。あなたはしもべたちに、だれがあなたに次いで王わが

主の位に座すべきかを告げられませんでした」。 28ダビ

デ王は答えて言った、「バテシバをわたしのところに呼

びなさい」。彼女は王の前にはいってきて、王の前に立

った。 29すると王は誓って言った、「わたしの命をすべ

ての苦難から救われた主は生きておられる。 30わたしが

イスラエルの神、主をさしてあなたに誓い、『あなたの

子ソロモンがわたしに次いで王となり、わたしに代って

、わたしの位に座するであろう』と言ったように、わた

しはきょう、そのようにしよう」。 31そこでバテシバは

身をかがめ、地に伏して王を拝し、「わが主ダビデ王が

、とこしえに生きながらえられますように」と言った。

32ダビデは言った、「祭司ザドクと、預言者ナタンおよ

びエホヤダの子ベナヤをわたしの所に呼びなさい」。や

がて彼らは王の前にきた。 33王は彼らに言った、「あな

たがたの主君の家来たちを連れ、わが子ソロモンをわた

しの騾馬に乗せ、彼を導いてギホンに下り、 34その所で

祭司ザドクと預言者ナタンは彼に油を注いでイスラエル

の王としなさい。そしてラッパを吹いて、『ソロモン王

万歳』と言いなさい。 35それから、あなたがたは彼に従

って上ってきなさい。彼はきて、わたしの位に座し、わ

たしに代って王となるであろう。わたしは彼を立ててイ

スラエルとユダの上に主君とする」。 36エホヤダの子ベ

ナヤは王に答えて言った、「アァメン、願わくは、王わ

が主君の神、主もまたそう仰せられますように。 37願わ

くは、主が王わが主君と共におられたように、ソロモン

と共におられて、その位をわが主君ダビデ王の位よりも

大きくせられますように」。 38そこで祭司ザドクと預言

者ナタンおよびエホヤダの子ベナヤ、ならびにケレテび

とと、ペレテびとは下って行って、ソロモンをダビデ王

の騾馬に乗せ、彼をギホンに導いて行った。 39祭司ザド

クは幕屋から油の角を取ってきて、ソロモンに油を注い

だ。そしてラッパを吹き鳴らし、民は皆「ソロモン王万

歳」と言った。 40民はみな彼に従って上り、笛を吹いて

大いに喜び祝った。地は彼らの声で裂けるばかりであっ

た。 41アドニヤおよび彼と共にいた客たちは皆食事を終

ったとき、これを聞いた。ヨアブはラッパの音を聞いて

言った、「町の中のあの騒ぎは何か」。 42彼の言葉のな

お終らないうちに、そこへ祭司アビヤタルの子ヨナタン

がきたので、アドニヤは彼に言った、「はいりなさい。

あなたは勇敢な人で、よい知らせを持ってきたのでしょ

う」。 43ヨナタンは答えてアドニヤに言った、「いいえ

、主君ダビデ王はソロモンを王とせられました。 44王は

祭司ザドクと預言者ナタンおよびエホヤダの子ベナヤ、

ならびにケレテびとと、ペレテびとをソロモンと共につ

かわされたので、彼らはソロモンを王の騾馬に乗せて行

き、 45祭司ザドクと預言者ナタンはギホンで彼に油を注
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いで王としました。そして彼らがそこから喜んで上って

来るので、町が騒がしいのです。あなたが聞いた声はそ

れなのです。 46こうしてソロモンは王の位に座し、 47

かつ王の家来たちがきて、主君ダビデ王に祝いを述べて

、『願わくは、あなたの神がソロモンの名をあなたの名

よりも高くし、彼の位をあなたの位よりも大きくされま

すように』と言いました。そして王は床の上で拝されま

した。 48王はまたこう言われました、『イスラエルの神

、主はほむべきかな。主はきょう、わたしの位に座する

ひとりの子を与えて、これをわたしに見せてくださった

』と」。 49その時アドニヤと共にいた客はみな驚き、立

っておのおの自分の道に去って行った。 50そしてアドニ

ヤはソロモンを恐れ、立って行って祭壇の角をつかんだ

。 51ある人がこれをソロモンに告げて言った、「アドニ

ヤはソロモンを恐れ、今彼は祭壇の角をつかんで、『ど

うぞ、ソロモン王がきょう、つるぎをもってしもべを殺

さないとわたしに誓ってくださるように』と言っていま

す」。 52ソロモンは言った、「もし彼がよい人となるな

らば、その髪の毛ひとすじも地に落ちることはなかろう

。しかし彼のうちに悪のあることがわかるならば、彼は

死ななければならない」。 53ソロモンは人をつかわして

彼を祭壇からつれて下らせた。彼がきてソロモンを拝し

たので、ソロモンは彼に「家に帰りなさい」と言った。

2ダビデの死ぬ日が近づいたので、彼はその子ソロモン
に命じて言った、 2「わたしは世のすべての人の行く

道を行こうとしている。あなたは強く、男らしくなけれ

ばならない。 3あなたの神、主のさとしを守り、その道

に歩み、その定めと戒めと、おきてとあかしとを、モー

セの律法にしるされているとおりに守らなければならな

い。そうすれば、あなたがするすべての事と、あなたの

向かうすべての所で、あなたは栄えるであろう。 4また

主がさきにわたしについて語って『もしおまえの子たち

が、その道を慎み、心をつくし、精神をつくして真実を

もって、わたしの前に歩むならば、おまえに次いでイス

ラエルの位にのぼる人が、欠けることはなかろう』と言

われた言葉を確実にされるであろう。 5またあなたはゼ

ルヤの子ヨアブがわたしにした事、すなわち彼がイスラ

エルのふたりの軍の長ネルの子アブネルと、エテルの子

アマサにした事を知っている。彼はこのふたりを殺して

、戦争で流した地を太平の時に報い、罪のない者の血を

わたしの腰のまわりの帯と、わたしの足のくつにつけた

。 6それゆえ、あなたの知恵にしたがって事を行い、彼

のしらがを安らかに陰府に下らせてはならない。 (Sheol

h7585) 7ただしギレアデびとバルジライの子らには恵みを

施し、彼らをあなたの食卓で食事する人々のうちに加え

なさい。彼らはわたしがあなたの兄弟アブサロムを避け

て逃げた時、わたしを迎えてくれたからである。 8また

バホリムのベニヤミンびとゲラの子シメイがあなたと共

にいる。彼はわたしがマハナイムへ行った時、激しいの

ろいの言葉をもってわたしをのろった。しかし彼がヨル

ダンへ下ってきて、わたしを迎えたので、わたしは主を

さして彼に誓い、『わたしはつるぎをもってあなたを殺

さない』と言った。 9しかし彼を罪のない者としてはな

らない。あなたは知恵のある人であるから、彼になすべ

き事を知っている。あなたは彼のしらがを血に染めて陰

府に下らせなければならない」。 (Sheol h7585) 10ダビデは

その先祖と共に眠って、ダビデの町に葬られた。 11ダビ

デがイスラエルを治めた日数は四十年であった。すなわ

ちヘブロンで七年、エルサレムで三十三年、王であった

。 12このようにしてソロモンは父ダビデの位に座し、国

は堅く定まった。 13さて、ハギテの子アドニヤがソロモ

ンの母バテシバのところへきたので、バテシバは言った

、「あなたは穏やかな事のためにきたのですか」。彼は

言った、「穏やかな事のためです」。 14彼はまた言った

、「あなたに申しあげる事があります」。バテシバは言

った、「言いなさい」。 15彼は言った、「ごぞんじのよ

うに、国はわたしのもので、イスラエルの人は皆わたし

が王になるものと期待していました。しかし国は転じて

、わたしの兄弟のものとなりました。彼のものとなった

のは、主から出たことです。 16今わたしはあなたに一つ

のお願いがあります。断らないでください」。バテシバ

は彼に言った、「言いなさい」。 17彼は言った、「どう

かソロモン王に請うて、王はあなたに断るようなことは

ないでしょうからシュナミびとアビシャグをわたしに与

えて妻にさせてください」。 18バテシバは言った、「よ

ろしい。わたしはあなたのために王に話しましょう」。

19バテシバはアドニヤのためにソロモン王に話すため、

王のもとへ行った。王は立って迎え、彼女を拝して王座

に着き、王母のために座を設けさせたので、彼女は王の

右に座した。 20そこでバテシバは言った、「あなたに一

つの小さいお願いがあります。お断りにならないでくだ

さい」。王は彼女に言った、「母上よ、あなたの願いを

言ってください。わたしは断らないでしょう」。 21彼女

は言った、「どうぞ、シュナミびとアビシャグをあなた

の兄弟アドニヤに与えて、妻にさせてください」。 22ソ

ロモン王は答えて母に言った、「どうしてアドニヤのた

めにシュナミびとアビシャグを求められるのですか。彼

のためには国をも求めなさい。彼はわたしの兄で、彼の

味方には祭司アビヤタルとゼルヤの子ヨアブがいるので

すから」。 23そしてソロモン王は主をさして誓って言っ

た、「もしアドニヤがこの言葉によって自分の命を失う

のでなければ、どんなにでもわたしを罰してください。

24わたしを立てて、父ダビデの位にのぼらせ、主が約束

されたように、わたしに一家を与えてくださった主は生

きておられる。アドニヤはきょう殺されなければならな

い」。 25ソロモン王はエホヤダの子ベナヤをつかわした

ので、彼はアドニヤを撃って殺した。 26王はまた祭司ア

ビヤタルに言った、「あなたの領地アナトテへ行きなさ

い。あなたは死に当る者ですが、さきにわたしの父ダビ

デの前に神、主の箱をかつぎ、またすべてわたしの父が

受けた苦しみを、あなたも共に苦しんだので、わたしは

、きょうは、あなたを殺しません」。 27そしてソロモン

はアビヤタルを主の祭司職から追放した。こうして主が

シロでエリの家について言われた主の言葉が成就した。

28さてこの知らせがヨアブに達したので、ヨアブは主の

幕屋にのがれて、祭壇の角をつかんだ。ヨアブはアブサ

ロムを支持しなかったけれども、アドニヤを支持したか

らである。 29ヨアブが主の幕屋にのがれて、祭壇のかた

わらにいることを、ソロモン王に告げる者があったので

、ソロモン王はエホヤダの子ベナヤをつかわし、「行っ

て彼を撃て」と言った。 30ベナヤは主の幕屋へ行って彼

に言った、「王はあなたに、出て来るようにと申されま

す」。しかし彼は言った、「いや、わたしはここで死に

ます」。ベナヤは王に復命して言った、「ヨアブはこう

申しました。またわたしにこう答えました」。 31そこで
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王はベナヤに言った、「彼が言うようにし、彼を撃ち殺

して葬り、ヨアブがゆえなく流した血のとがをわたしと

、わたしの父の家から除き去りなさい。 32主はまたヨア

ブが血を流した行為を、彼自身のこうべに報いられるで

あろう。これは彼が自分よりも正しいすぐれたふたりの

人、すなわちイスラエルの軍の長ネルの子アブネルと、

ユダの軍の長エテルの子アマサを、つるぎをもって撃ち

殺し、わたしの父ダビデのあずかり知らない事をしたか

らである。 33それゆえ、彼らの血は永遠にヨアブのこう

べと、その子孫のこうべに帰すであろう。しかしダビデ

と、その子孫と、その家と、その位とには、主から賜わ

る平安が永久にあるであろう」。 34そこでエホヤダの子

ベナヤは上っていって、彼を撃ち殺した。彼は荒野にあ

る自分の家に葬られた。 35王はエホヤダの子ベナヤを、

ヨアブに代って軍の長とした。王はまた祭司ザドクをア

ビヤタルに代らせた。 36また王は人をつかわし、シメイ

を召して言った、「あなたはエルサレムのうちに、自分

のために家を建てて、そこに住み、そこからどこへも出

てはならない。 37あなたが出て、キデロン川を渡る日に

は必ず殺されることを、しかと知らなければならない。

あなたの血はあなたのこうべに帰すであろう」。 38シメ

イは王に言った、「お言葉は結構です。王、わが主の仰

せられるとおりに、しもべはいたしましょう」。こうし

てシメイは久しくエルサレムに住んだ。 39ところが三年

の後、シメイのふたりの奴隷が、ガテの王マアカの子ア

キシのところへ逃げ去った。人々がシメイに告げて、「

ごらんなさい、あなたの奴隷はガテにいます」と言った

ので、 40シメイは立って、ろばにくらを置き、ガテのア

キシのところへ行って、その奴隷を尋ねた。すなわちシ

メイは行ってその奴隷をガテから連れてきたが、 41シメ

イがエルサレムからガテへ行って帰ったことがソロモン

王に聞えたので、 42王は人をつかわし、シメイを召して

言った、「わたしはあなたに主をさして誓わせ、かつお

ごそかにあなたを戒めて、『あなたが出て、どこかへ行

く日には、必ず殺されることを、しかと知らなければな

らない』と言ったではないか。そしてあなたは、わたし

に『お言葉は結構です。従います』と言った。 43ところ

で、あなたはなぜ主に対する誓いと、わたしが命じた命

令を守らなかったのか」。 44王はまたシメイに言った、

「あなたは自分の心に、あなたがわたしの父ダビデにし

たもろもろの悪を知っている。主はあなたの悪をあなた

のこうべに報いられるであろう。 45しかしソロモン王は

祝福をうけ、ダビデの位は永久に主の前に堅く立つであ

ろう」。 46王がエホヤダの子ベナヤに命じたので、彼は

出ていってシメイを撃ち殺した。こうして国はソロモン

の手に堅く立った。

3ソロモン王はエジプトの王パロと縁を結び、パロの娘
をめとってダビデの町に連れてきて、自分の家と、主

の宮と、エルサレムの周囲の城壁を建て終るまでそこに

おらせた。 2そのころまで主の名のために建てた宮がな

かったので、民は高き所で犠牲をささげていた。 3ソロ

モンは主を愛し、父ダビデの定めに歩んだが、ただ彼は

高き所で犠牲をささげ、香をたいた。 4ある日、王はギ

ベオンへ行って、そこで犠牲をささげようとした。それ

が主要な高き所であったからである。ソロモンは一千の

燔祭をその祭壇にささげた。 5ギベオンで主は夜の夢に

ソロモンに現れて言われた、「あなたに何を与えようか

、求めなさい」。 6ソロモンは言った、「あなたのしも

べであるわたしの父ダビデがあなたに対して誠実と公義

と真心とをもって、あなたの前に歩んだので、あなたは

大いなるいつくしみを彼に示されました。またあなたは

彼のために、この大いなるいつくしみをたくわえて、今

日、彼の位に座する子を授けられました。 7わが神、主

よ、あなたはこのしもべを、わたしの父ダビデに代って

王とならせられました。しかし、わたしは小さい子供で

あって、出入りすることを知りません。 8かつ、しもべ

はあなたが選ばれた、あなたの民、すなわちその数が多

くて、数えることも、調べることもできないほどのおび

ただしい民の中におります。 9それゆえ、聞きわける心

をしもべに与えて、あなたの民をさばかせ、わたしに善

悪をわきまえることを得させてください。だれが、あな

たのこの大いなる民をさばくことができましょう」。 10

ソロモンはこの事を求めたので、そのことが主のみここ

ろにかなった。 11そこで神は彼に言われた、「あなたは

この事を求めて、自分のために長命を求めず、また自分

のために富を求めず、また自分の敵の命をも求めず、た

だ訴えをききわける知恵を求めたゆえに、 12見よ、わた

しはあなたの言葉にしたがって、賢い、英明な心を与え

る。あなたの先にはあなたに並ぶ者がなく、あなたの後

にもあなたに並ぶ者は起らないであろう。 13わたしはま

たあなたの求めないもの、すなわち富と誉をもあなたに

与える。あなたの生きているかぎり、王たちのうちにあ

なたに並ぶ者はないであろう。 14もしあなたが、あなた

の父ダビデの歩んだように、わたしの道に歩んで、わた

しの定めと命令とを守るならば、わたしはあなたの日を

長くするであろう」。 15ソロモンが目をさましてみると

、それは夢であった。そこで彼はエルサレムへ行き、主

の契約の箱の前に立って燔祭と酬恩祭をささげ、すべて

の家来のために祝宴を設けた。 16さて、ふたりの遊女が

王のところにきて、王の前に立った。 17ひとりの女は言

った、「ああ、わが主よ、この女とわたしとはひとつの

家に住んでいますが、わたしはこの女と一緒に家にいる

時、子を産みました。 18ところがわたしの産んだ後、三

日目にこの女もまた子を産みました。そしてわたしたち

は一緒にいましたが、家にはほかにだれもわたしたちと

共にいた者はなく、ただわたしたちふたりだけでした。

19ところがこの女は自分の子の上に伏したので、夜のう

ちにその子は死にました。 20彼女は夜中に起きて、はし

ための眠っている間に、わたしの子をわたしのかたわら

から取って、自分のふところに寝かせ、自分の死んだ子

をわたしのふところに寝かせました。 21わたしは朝、子

に乳を飲ませようとして起きて見ると死んでいました。

しかし朝になってよく見ると、それはわたしが産んだ子

ではありませんでした」。 22ほかの女は言った、「いい

え、生きているのがわたしの子です。死んだのはあなた

の子です」。初めの女は言った、「いいえ、死んだのが

あなたの子です。生きているのはわたしの子です」。彼

らはこのように王の前に言い合った。 23この時、王は言

った、「ひとりは『この生きているのがわたしの子で、

死んだのがあなたの子だ』と言い、またひとりは『いい

え、死んだのがあなたの子で、生きているのはわたしの

子だ』と言う」。 24そこで王は「刀を持ってきなさい」

と言ったので、刀を王の前に持ってきた。 25王は言った

、「生きている子を二つに分けて、半分をこちらに、半

分をあちらに与えよ」。 26すると生きている子の母であ
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る女は、その子のために心がやけるようになって、王に

言った、「ああ、わが主よ、生きている子を彼女に与え

てください。決してそれを殺さないでください」。しか

しほかのひとりは言った、「それをわたしのものにも、

あなたのものにもしないで、分けてください」。 27する

と王は答えて言った、「生きている子を初めの女に与え

よ。決して殺してはならない。彼女はその母なのだ」。

28イスラエルは皆王が与えた判決を聞いて王を恐れた。

神の知恵が彼のうちにあって、さばきをするのを見たか

らである。

4ソロモン王はイスラエルの全地の王であった。 2彼の

高官たちは次のとおりである。ザドクの子アザリヤは

祭司。 3シシャの子エリホレフとアヒヤは書記官。アヒ

ルデの子ヨシャバテは史官。 4エホヤダの子ベナヤは軍

の長。ザドクとアビヤタルは祭司。 5ナタンの子アザリ

ヤは代官の長。ナタンの子ザブデは祭司で、王の友であ

った。 6アヒシャルは宮内卿。アブダの子アドニラムは

徴募の長であった。 7ソロモンはまたイスラエルの全地

に十二人の代官を置いた。その人々は王とその家のため

に食物を備えた。すなわちおのおの一年に一月ずつ食物

を備えるのであった。 8その名は次のとおりである。エ

フライムの山地にはベンホル。 9マカヅと、シャラビム

と、ベテシメシと、エロン・ベテハナンにはベンデケル

。 10アルボテにはベンヘセデ、（彼はソコとヘペルの全

地を担当した）。 11ドルの高地の全部にはベン・アビナ

ダブ、（彼はソロモンの娘タパテを妻とした）。 12アヒ

ルデの子バアナはタアナクとメギドと、エズレルの下、

ザレタンのかたわらにあるベテシャンの全地を担当して

、ベテシャンからアベル・メホラに至り、ヨクメアムの

向こうにまで及んだ。 13ラモテ・ギレアデにはベンゲベ

ル、（彼はギレアデにあるマナセの子ヤイルの村々を担

当し、またバシャンにあるアルゴブの地方の城壁と青銅

の貫の木のある大きな町六十を担当した）。 14マハナイ

ムにはイドの子アヒナダブ。 15ナフタリにはアヒマアズ

、（彼もソロモンの娘バスマテを妻にめとった）。 16ア

セルとベアロテにはホシャイの子バアナ。 17イッサカル

にはパルアの子ヨシャパテ。 18ベニヤミンにはエラの子

シメイ。 19アモリびとの王シホンの地およびバシャンの

王オグの地なるギレアデの地にはウリの子ゲベル。彼は

その地のただひとりの代官であった。 20ユダとイスラエ

ルの人々は多くて、海べの砂のようであったが、彼らは

飲み食いして楽しんだ。 21ソロモンはユフラテ川からペ

リシテびとの地と、エジプトの境に至るまでの諸国を治

めたので、皆みつぎ物を携えてきて、ソロモンの一生の

あいだ仕えた。 22さてソロモンの一日の食物は細かい麦

粉三十コル、荒い麦粉六十コル、 23肥えた牛十頭、牧場

の牛二十頭、羊百頭で、そのほかに雄じか、かもしか、

こじか、および肥えた鳥があった。 24これはソロモンが

ユフラテ川の西の地方をテフサからガザまで、ことごと

く治めたからである。すなわち彼はユフラテ川の西の諸

王をことごとく治め、周囲至る所に平安を得た。 25ソロ

モンの一生の間、ユダとイスラエルはダンからベエルシ

バに至るまで、安らかにおのおの自分たちのぶどうの木

の下と、いちじくの木の下に住んだ。 26ソロモンはまた

戦車の馬の、うまや四千と、騎兵一万二千を持っていた

。 27そしてそれらの代官たちはおのおの当番の月にソロ

モン王のため、およびすべてソロモン王の食卓に連なる

者のために、食物を備えて欠けることのないようにした

。 28また彼らはおのおのその割当にしたがって馬および

早馬に食わせる大麦とわらを、その馬のいる所に持って

きた。 29神はソロモンに非常に多くの知恵と悟りを授け

、また海べの砂原のように広い心を授けられた。 30ソロ

モンの知恵は東の人々の知恵とエジプトのすべての知恵

にまさった。 31彼はすべての人よりも賢く、エズラびと

エタンよりも、またマホルの子ヘマン、カルコル、ダル

ダよりも賢く、その名声は周囲のすべての国々に聞えた

。 32彼はまた箴言三千を説いた。またその歌は一千五首

あった。 33彼はまた草木のことを論じてレバノンの香柏

から石がきにはえるヒソプにまで及んだ。彼はまた獣と

鳥と這うものと魚のことを論じた。 34諸国の人々はソロ

モンの知恵を聞くためにきた。地の諸王はソロモンの知

恵を聞いて人をつかわした。

5さてツロの王ヒラムは、ソロモンが油を注がれ、その
父に代って、王となったのを聞いて、家来をソロモン

につかわした。ヒラムは常にダビデを愛したからである

。 2そこでソロモンはヒラムに人をつかわして言った、

3「あなたの知られるとおり、父ダビデはその周囲にあ

った敵との戦いのゆえに、彼の神、主の名のために宮を

建てることができず、主が彼らをその足の裏の下に置か

れるのを待ちました。 4ところが今わが神、主はわたし

に四方の太平を賜わって、敵もなく、災もなくなったの

で、 5主が父ダビデに『おまえに代って、おまえの位に

、わたしがつかせるおまえの子、その人がわが名のため

に宮を建てるであろう』と言われたように、わが神、主

の名のために宮を建てようと思います。 6それゆえ、あ

なたは命令を下して、レバノンの香柏をわたしのために

切り出させてください。わたしのしもべたちをあなたの

しもべたちと一緒に働かせます。またわたしはすべてあ

なたのおっしゃるとおり、あなたのしもべたちの賃銀を

あなたに払います。あなたの知られるとおり、わたした

ちのうちにはシドンびとのように木を切るに巧みな人が

ないからです」。 7ヒラムはソロモンの言葉を聞いて大

いに喜び、「きょう、主はあがむべきかな。主はこのお

びただしい民を治める賢い子をダビデに賜わった」と言

った。 8そしてヒラムはソロモンに人をつかわして言っ

た、「わたしはあなたが申しおくられたことを聞きまし

た。香柏の材木と、いとすぎの材木については、すべて

お望みのようにいたします。 9わたしのしもべどもにそ

れをレバノンから海に運びおろさせましょう。わたしは

それをいかだに組んで、海路、あなたの指示される場所

まで送り、そこでそれをくずしましょう。あなたはそれ

を受け取ってください。また、あなたはわたしの家のた

めに食物を供給して、わたしの望みをかなえてください

」。 10こうしてヒラムはソロモンにすべて望みのように

香柏の材木と、いとすぎの材木を与えた。 11またソロモ

ンはヒラムにその家の食物として小麦二万コルを与え、

またオリブをつぶして取った油二万コルを与えた。この

ようにソロモンは年々ヒラムに与えた。 12主は約束され

たようにソロモンに知恵を賜わった。またヒラムとソロ

モンの間は平和であって、彼らふたりは条約を結んだ。

13ソロモン王はイスラエルの全地から強制的に労働者を

徴募した。その徴募人員は三万人であった。 14ソロモン

は彼らを一か月交代に一万人ずつレバノンにつかわした

。すなわち一か月レバノンに、二か月家にあり、アドニ
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ラムは徴募の監督であった。 15ソロモンにはまた荷を負

う者が七万人、山で石を切る者が八万人あった。 16ほか

にソロモンには工事を監督する上役の官吏が三千三百人

あって、工事に働く民を監督した。 17王は命じて大きい

高価な石を切り出させ、切り石をもって宮の基をすえさ

せた。 18こうしてソロモンの建築者と、ヒラムの建築者

およびゲバルびとは石を切り、材木と石とを宮を建てる

ために備えた。

6イスラエルの人々がエジプトの地を出て後四百八十年
、ソロモンがイスラエルの王となって第四年のジフの

月すなわち二月に、ソロモンは主のために宮を建てるこ

とを始めた。 2ソロモン王が主のために建てた宮は長さ

六十キュビト、幅二十キュビト、高さ三十キュビトであ

った。 3宮の拝殿の前の廊は宮の幅にしたがって長さ二

十キュビト、その幅は宮の前で十キュビトであった。 4

彼は宮に、内側の広い枠の窓を造った。 5また宮の壁に

つけて周囲に脇屋を設け、宮の壁すなわち拝殿と本殿の

壁の周囲に建てめぐらし、宮の周囲に脇間があるように

した。 6下の脇間は広さ五キュビト、中の広さ六キュビ

ト、第三のは広さ七キュビトであった。宮の外側には壁

に段を造って、梁を宮の壁の中に差し込まないようにし

た。 7宮は建てる時に、石切り場で切り整えた石をもっ

て造ったので、建てている間は宮のうちには、つちも、

おのも、その他の鉄器もその音が聞えなかった。 8下の

脇間の入口は宮の右側にあり、回り階段によって中の脇

間に、中の脇間から第三の脇間にのぼった。 9こうして

彼は宮を建て終り、香柏のたるきと板をもって宮の天井

を造った。 10また宮につけて、おのおの高さ五キュビト

の脇間のある脇屋を建てめぐらし、香柏の材木をもって

宮に接続させた。 11そこで主の言葉がソロモンに臨んだ

、 12「あなたが建てるこの宮については、もしあなたが

わたしの定めに歩み、おきてを行い、すべての戒めを守

り、それに従って歩むならば、わたしはあなたの父ダビ

デに約束したことを成就する。 13そしてわたしはイスラ

エルの人々のうちに住み、わたしの民イスラエルを捨て

ることはない」。 14こうしてソロモンは宮を建て終った

。 15彼は香柏の板をもって宮の壁の内側を張った。すな

わち宮の床から天井のたるきまで香柏の板で張った。ま

た、いとすぎの板をもって宮の床を張った。 16また宮の

奥に二十キュビトの室を床から天井のたるきまで香柏の

板をもって造った。すなわち宮の内に至聖所としての本

堂を造った。 17宮すなわち本殿の前にある拝殿は長さ四

十キュビトであった。 18宮の内側の香柏の板は、ひさご

の形と、咲いた花を浮彫りにしたもので、みな香柏の板

で、石は見えなかった。 19そして主の契約の箱を置くた

めに、宮の内の奥に本殿を設けた。 20本殿は長さ二十キ

ュビト、幅二十キュビト、高さ二十キュビトであって、

純金でこれをおおった。また香柏の祭壇を造った。 21ソ

ロモンは純金をもって宮の内側をおおい、本殿の前に金

の鎖をもって隔てを造り、金をもってこれをおおった。

22また金をもって残らず宮をおおい、ついに宮を飾るこ

とをことごとく終えた。また本殿に属する祭壇をことご

とく金でおおった。 23本殿のうちにオリブの木をもって

二つのケルビムを造った。その高さはおのおの十キュビ

ト。 24そのケルブの一つの翼の長さは五キュビト、また

そのケルブの他の翼の長さも五キュビトであった。一つ

の翼の端から他の翼の端までは十キュビトあった。 25他

のケルブも十キュビトであって、二つのケルビムは同じ

寸法、同じ形であった。 26このケルブの高さは十キュビ

ト、かのケルブの高さも同じであった。 27ソロモンは宮

のうちの奥にケルビムをすえた。ケルビムの翼を伸ばし

たところ、このケルブの翼はこの壁に達し、かのケルブ

の翼はかの壁に達し、他の二つの翼は宮の中で互に触れ

合った。 28彼は金をもってそのケルビムをおおった。

29彼は宮の周囲の壁に、内外の室とも皆ケルビムと、し

ゅろの木と、咲いた花の形の彫り物を刻み、 30宮の床は

、内外の室とも金でおおった。 31本殿の入口にはオリブ

の木のとびらを造った。そのとびらの上のかまちと脇柱

とで五辺形をなしていた。 32その二つのとびらもオリブ

の木であって、ソロモンはその上にケルビムと、しゅろ

の木と、咲いた花の形を刻み、金をもっておおった。す

なわちケルビムと、しゅろの木の上に金を着せた。 33こ

うしてソロモンはまた拝殿の入口のためにオリブの木で

四角の形に脇柱を造った。 34その二つのとびらはいとす

ぎであって、一つのとびらは二つにたたむ折り戸であり

、他のとびらも二つにたたむ折り戸であった。 35ソロモ

ンはその上にケルビムと、しゅろの木と、咲いた花を刻

み、金をもって彫り物の上を形どおりにおおった。 36ま

た切り石三かさねと、香柏の角材ひとかさねとをもって

内庭を造った。 37第四年のジフの月に主の宮の基をすえ

、 38第十一年のブルの月すなわち八月に、宮のすべての

部分が設計どおりに完成した。ソロモンはこれを建てる

のに七年を要した。

7またソロモンは自分の家を建てたが、十三年かかって
その家を全部建て終った。 2彼はレバノンの森の家を

建てた。長さ百キュビト、幅五十キュビト、高さ三十キ

ュビトで、三列の香柏の柱があり、その柱の上に香柏の

梁があった。 3四十五本の柱の上にある室は香柏の板で

おおった。柱は各列十五本あった。 4また窓わくが三列

あって、窓と窓と三段に向かい合っていた。 5戸口と窓

はみな四角の枠をもち、窓と窓と三段に向かい合った。

6また柱の広間を造った。長さ五十キュビト、幅三十キ

ュビトであった。柱の前に一つの広間があり、その玄関

に柱とひさしがあった。 7またソロモンはみずから審判

をするために玉座の広間、すなわち審判の広間を造った

。床からたるきまで香柏をもっておおった。 8ソロモン

が住んだ宮殿はその広間のうしろの他の庭にあって、そ

の造作は同じであった。ソロモンはまた彼がめとったパ

ロの娘のために家を建てたが、その広間と同じであった

。 9これらはみな内外とも、土台から軒まで、また主の

宮の庭から大庭まで、寸法に合わせて切った石、すなわ

ち、のこぎりでひいた高価な石で造られた。 10また土台

は高価な石、大きな石、すなわち八キュビトの石、十キ

ュビトの石であった。 11その上には寸法に合わせて切っ

た高価な石と香柏とがあった。 12また大庭の周囲には三

かさねの切り石と、一かさねの香柏の角材があった。主

の宮の内庭と宮殿の広間の庭の場合と同じである。 13ソ

ロモン王は人をつかわしてツロからヒラムを呼んできた

。 14彼はナフタリの部族の寡婦の子であって、その父は

ツロの人で、青銅の細工人であった。ヒラムは青銅のい

ろいろな細工をする知恵と悟りと知識に満ちた者であっ

たが、ソロモン王のところにきて、そのすべての細工を

した。 15彼は青銅の柱二本を鋳た。一本の柱の高さは十

八キュビト、そのまわりは綱をもって測ると十二キュビ
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トあり、指四本の厚さで空洞であった。他の柱も同じで

ある。 16また青銅を溶かして柱頭二つを造り、柱の頂に

すえた。その一つの柱頭の高さは五キュビト、他の柱頭

の高さも五キュビトであった。 17柱の頂にある柱頭のた

めに鎖に編んだ飾りひもで市松模様の網細工二つを造っ

た。すなわちこの柱頭のために一つ、かの柱頭のために

一つを造った。 18またざくろを造った。すなわち二並び

のざくろを一つの網細工の上のまわりに造って、柱の頂

にある柱頭を巻いた。他の柱頭にも同じようにした。 19

この廊の柱の頂にある柱頭の上に四キュビトのゆりの花

の細工があった。 20二つの柱の上端の丸い突出部の上に

ある網細工の柱頭の周囲には、おのおの二百のざくろが

二並びになっていた。 21この柱を神殿の廊に立てた。す

なわち南に柱を立てて、その名をヤキンと名づけ、北に

柱を立てて、その名をボアズと名づけた。 22その柱の頂

にはゆりの花の細工があった。こうしてその柱の造作が

できあがった。 23また海を鋳て造った。縁から縁まで十

キュビトであって、周囲は円形をなし、高さ五キュビト

で、その周囲は綱をもって測ると三十キュビトであった

。 24その縁の下には三十キュビトの周囲をめぐるひさご

があって、海の周囲を囲んでいた。そのひさごは二並び

で、海を鋳る時に鋳たものである。 25その海は十二の牛

の上に置かれ、その三つは北に向かい、三つは西に向か

い、三つは南に向かい、三つは東に向かっていた。海は

その上に置かれ、牛のうしろは皆内に向かっていた。 26

海の厚さは手の幅で、その縁は杯の縁のように、ゆりの

花に似せて造られた。海には水が二千バテはいった。 27

また青銅の台を十個造った。台は長さ四キュビト、幅四

キュビト、高さ三キュビトであった。 28その台の構造は

次のとおりである。台には鏡板があり、鏡板は枠の中に

あった。 29枠の中にある鏡板には、ししと牛とケルビム

とがあり、また、ししと牛の上と下にある枠の斜面には

花飾りが細工してあった。 30また台にはおのおの四つの

青銅の車輪と、青銅の車軸があり、その四すみには洗盤

のささえがあった。そのささえは、おのおの花飾りのか

たわらに鋳て造りつけてあった。 31その口は一キュビト

上に突き出て、台の頂の内にあり、その口は丸く、台座

のように造られ、深さ一キュビト半であった。またその

口には彫り物があった。その鏡板は四角で、丸くなかっ

た。 32四つの車輪は鏡板の下にあり、車軸は台に取り付

けてあり、車輪の高さはおのおの一キュビト半であった

。 33車輪の構造は戦車の車輪の構造と同じで、その車軸

と縁と輻と轂とはみな鋳物であった。 34おのおのの台の

四すみに四つのささえがあり、そのささえは台の一部を

なしていた。 35台の上には高さ半キュビトの丸い帯輪が

あった。そして台の上にあるその支柱と鏡板とはその一

部をなしていた。 36その支柱の表面と鏡板にはそれぞれ

の場所に、ケルビムと、ししと、しゅろを刻み、またそ

の周囲に花飾りを施した。 37このようにして十個の台を

造った。それはみな同じ鋳方、同じ寸法、同じ形であっ

た。 38また青銅の洗盤を十個造った。洗盤はおのおの四

十バテの水がはいり、洗盤はおのおの四キュビトであっ

た。十個の台の上にはおのおの一つずつの洗盤があった

。 39その台の五個を宮の南の方に、五個を宮の北の方に

置き、宮の東南の方に海をすえた。 40ヒラムはまたつぼ

と十能と鉢を造った。こうしてヒラムはソロモン王のた

めに主の宮のすべての細工をなし終えた。 41すなわち二

本の柱と、その柱の頂にある柱頭の二つの玉と、柱の頂

にある柱頭の二つの玉をおおう二つの網細工と、 42その

二つの網細工のためのざくろ四百。このざくろは一つの

網細工に、二並びにつけて、柱の頂にある柱頭の二つの

玉を巻いた。 43また十個の台と、その台の上の十個の洗

盤と、 44一つの海と、その海の下の十二の牛とであった

。 45さてつぼと十能と鉢、すなわちヒラムがソロモン王

のために造った主の宮のこれらの器はみな光のある青銅

であった。 46王はヨルダンの低地で、スコテとザレタン

の間の粘土の地でこれらを鋳た。 47ソロモンはその器が

非常に多かったので、皆それをはからずにおいた。その

青銅の重さは、はかり得なかった。 48またソロモンは主

の宮にあるもろもろの器を造った。すなわち金の祭壇と

、供えのパンを載せる金の机、 49および純金の燭台。こ

の燭台は本殿の前に、五つは南に、五つは北にあった。

また金の花と、ともしび皿と、心かきと、 50純金の皿と

、心切りばさみと、鉢と、香の杯と、心取り皿と、至聖

所である宮の奥のとびらのためおよび、宮の拝殿のとび

らのために、金のひじつぼを造った。 51こうしてソロモ

ン王が主の宮のために造るすべての細工は終った。そし

てソロモンは父ダビデがささげた物、すなわち金銀およ

び器物を携え入り、主の宮の宝蔵の中にたくわえた。

8ソロモンは主の契約の箱をダビデの町、すなわちシオ
ンからかつぎ上ろうとして、イスラエルの長老たちと

、すべての部族のかしらたちと、イスラエルの人々の氏

族の長たちをエルサレムでソロモン王のもとに召し集め

た。 2イスラエルの人は皆エタニムの月すなわち七月の

祭にソロモン王のもとに集まった。 3イスラエルの長老

たちが皆来たので、祭司たちは箱を取りあげた。 4そし

て彼らは主の箱と、会見の幕屋と、幕屋にあるすべての

聖なる器をかつぎ上った。すなわち祭司とレビびとがこ

れらの物をかつぎ上った。 5ソロモン王および彼のもと

に集まったイスラエルの会衆は皆彼と共に箱の前で、羊

と牛をささげたが、その数が多くて調べることも数える

こともできなかった。 6祭司たちは主の契約の箱をその

場所にかつぎ入れた。すなわち宮の本殿である至聖所の

うちのケルビムの翼の下に置いた。 7ケルビムは翼を箱

の所に伸べていたので、ケルビムは上から箱とそのさお

をおおった。 8さおは長かったので、さおの端が本殿の

前の聖所から見えた。しかし外には見えなかった。その

さおは今日までそこにある。 9箱の内には二つの石の板

のほか何もなかった。これはイスラエルの人々がエジプ

トの地から出たとき、主が彼らと契約を結ばれたときに

、モーセがホレブで、それに納めたものである。 10そし

て祭司たちが聖所から出たとき、雲が主の宮に満ちたの

で、 11祭司たちは雲のために立って仕えることができな

かった。主の栄光が主の宮に満ちたからである。 12そこ

でソロモンは言った、「主は日を天に置かれた。しかも

主は自ら濃き雲の中に住まおうと言われた。 13わたしは

あなたのために高き家、とこしえのみすまいを建てた」

。 14王は身をめぐらして、イスラエルのすべての会衆を

祝福した。その時イスラエルのすべての会衆は立ってい

た。 15彼は言った、「イスラエルの神、主はほむべきか

な。主はその口をもってわたしの父ダビデに約束された

ことを、その手をもってなし遂げられた。主は言われた

、 16『わが民イスラエルをエジプトから導き出した日か

ら、わたしはわたしの名を置くべき宮を建てるために、

イスラエルのもろもろの部族のうちから、どの町をも選
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んだことがなかった。ただダビデを選んで、わが民イス

ラエルの上に立たせた』と。 17イスラエルの神、主の名

のために宮を建てることは、わたしの父ダビデの心にあ

った。 18しかし主はわたしの父ダビデに言われた、『わ

たしの名のために宮を建てることはあなたの心にあった

。あなたの心にこの事のあったのは結構である。 19けれ

どもあなたはその宮を建ててはならない。あなたの身か

ら出るあなたの子がわたしの名のために宮を建てるであ

ろう』と。 20そして主はその言われた言葉を行われた。

すなわちわたしは父ダビデに代って立ち、主が言われた

ように、イスラエルの位に座し、イスラエルの神、主の

名のために宮を建てた。 21わたしはまたそこに主の契約

を納めた箱のために一つの場所を設けた。その契約は主

がわれわれの先祖をエジプトの地から導き出された時に

、彼らと結ばれたものである」。 22ソロモンはイスラエ

ルの全会衆の前で、主の祭壇の前に立ち、手を天に伸べ

て、 23言った、「イスラエルの神、主よ、上の天にも、

下の地にも、あなたのような神はありません。あなたは

契約を守られ、心をつくしてあなたの前に歩むあなたの

しもべらに、いつくしみを施し、 24あなたのしもべであ

るわたしの父ダビデに約束されたことを守られました。

あなたが口をもって約束されたことを、手をもってなし

遂げられたことは、今日見るとおりであります。 25それ

ゆえ、イスラエルの神、主よ、あなたのしもべであるわ

たしの父ダビデに、あなたが約束して『おまえがわたし

の前に歩んだように、おまえの子孫が、その道を慎んで

、わたしの前に歩むならば、おまえにはイスラエルの位

に座する人が、わたしの前に欠けることはないであろう

』と言われたことを、ダビデのために守ってください。

26イスラエルの神よ、どうぞ、あなたのしもべであるわ

たしの父ダビデに言われた言葉を確認してください。 27

しかし神は、はたして地上に住まわれるでしょうか。見

よ、天も、いと高き天もあなたをいれることはできませ

ん。ましてわたしの建てたこの宮はなおさらです。 28し

かしわが神、主よ、しもべの祈と願いを顧みて、しもべ

がきょう、あなたの前にささげる叫びと祈をお聞きくだ

さい。 29あなたが『わたしの名をそこに置く』と言われ

た所、すなわち、この宮に向かって夜昼あなたの目をお

開きください。しもべがこの所に向かって祈る祈をお聞

きください。 30しもべと、あなたの民イスラエルがこの

所に向かって祈る時に、その願いをお聞きください。あ

なたのすみかである天で聞き、聞いておゆるしください

。 31もし人がその隣り人に対して罪を犯し、誓いをする

ことを求められる時、来てこの宮であなたの祭壇の前に

誓うならば、 32あなたは天で聞いて行い、あなたのしも

べらをさばき、悪人を罰して、そのおこないの報いをそ

のこうべに帰し、義人を義として、その義にしたがって

、その人に報いてください。 33もしあなたの民イスラエ

ルが、あなたに対して罪を犯したために敵の前に敗れた

時、あなたに立ち返って、あなたの名をあがめ、この宮

であなたに祈り願うならば、 34あなたは天にあって聞き

、あなたの民イスラエルの罪をゆるして、あなたが彼ら

の先祖に賜わった地に彼らを帰らせてください。 35もし

彼らがあなたに罪を犯したために、天が閉ざされて雨が

なく、あなたが彼らを苦しめられる時、彼らがこの所に

向かって祈り、あなたの名をあがめ、その罪を離れるな

らば、 36あなたは天で聞き、あなたのしもべ、あなたの

民イスラエルの罪をゆるし、彼らに歩むべき良い道を教

えて、あなたが、あなたの民に嗣業として与えられた地

に雨を降らせてください。 37もし国にききんがあるか、

もしくは疫病、立ち枯れ、腐り穂、いなご、青虫がある

か、もしくは敵のために町の中に攻め囲まれることがあ

るか、どんな災害、どんな病気があっても、 38もし、だ

れでも、あなたの民イスラエルがみな、おのおのその心

の悩みを知って、この宮に向かい、手を伸べるならば、

どんな祈、どんな願いでも、 39あなたは、あなたのすみ

かである天で聞いてゆるし、かつ行い、おのおのの人に

、その心を知っておられるゆえ、そのすべての道にした

がって報いてください。ただ、あなただけ、すべての人

の心を知っておられるからです。 40あなたが、われわれ

の先祖に賜わった地に、彼らの生きながらえる日の間、

常にあなたを恐れさせてください。 41またあなたの民イ

スラエルの者でなく、あなたの名のために遠い国から来

る異邦人が、 42それは彼らがあなたの大いなる名と、強

い手と、伸べた腕とについて聞き及ぶからです、もしき

て、この宮に向かって祈るならば、 43あなたは、あなた

のすみかである天で聞き、すべて異邦人があなたに呼び

求めることをかなえさせてください。そうすれば、地の

すべての民は、あなたの民イスラエルのように、あなた

の名を知り、あなたを恐れ、またわたしが建てたこの宮

があなたの名によって呼ばれることを知るにいたるでし

ょう。 44あなたの民が敵と戦うために、あなたがつかわ

される道を通って出て行くとき、もし彼らがあなたの選

ばれた町、わたしがあなたの名のために建てた宮の方に

向かって、主に祈るならば、 45あなたは天で、彼らの祈

と願いを聞いて彼らをお助けください。 46彼らがあなた

に対して罪を犯すことがあって、人は罪を犯さない者は

ないのです、あなたが彼らを怒り、彼らを敵にわたし、

敵が彼らを捕虜として遠近にかかわらず、敵の地に引い

て行く時、 47もし彼らが捕われていった地で、みずから

省みて悔い、自分を捕えていった者の地で、あなたに願

い、『われわれは罪を犯しました、そむいて悪を行いま

した』と言い、 48自分を捕えていった敵の地で、心をつ

くし、精神をつくしてあなたに立ち返り、あなたが彼ら

の先祖に与えられた地、あなたが選ばれた町、わたしが

あなたの名のために建てた宮の方に向かって、あなたに

祈るならば、 49あなたのすみかである天で、彼らの祈と

願いを聞いて、彼らを助け、 50あなたの民が、あなたに

対して犯した罪と、あなたに対して行ったすべてのあや

まちをゆるし、彼らを捕えていった者の前で、彼らにあ

われみを得させ、その人々が彼らをあわれむようにして

ください。 51（彼らはあなたがエジプトから、鉄のかま

どの中から導き出されたあなたの民、あなたの嗣業であ

るからです）。 52どうぞ、しもべの願いと、あなたの民

イスラエルの願いに、あなたの目を開き、すべてあなた

に呼び求める時、彼らの願いをお聞きください。 53あな

たは彼らを地のすべての民のうちから区別して、あなた

の嗣業とされたからです。主なる神よ、あなたがわれわ

れの先祖をエジプトから導き出された時、モーセによっ

て言われたとおりです」。 54ソロモンはこの祈と願いを

ことごとく主にささげ終ると、それまで天に向かって手

を伸べ、ひざまずいていた主の祭壇の前から立ちあがり

、 55立って大声でイスラエルの全会衆を祝福して言った

、 56「主はほむべきかな。主はすべて約束されたように

、その民イスラエルに太平を賜わった。そのしもべモー

セによって仰せられたその良き約束は皆一つもたがわな
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かった。 57われわれの神がわれわれの先祖と共におられ

たように、われわれと共におられるように。われわれを

離れず、またわれわれを見捨てられないように。 58われ

われの心を主に傾けて、主のすべての道に歩ませ、われ

われの先祖に命じられた戒めと定めと、おきてとを守ら

せられるように。 59主の前にわたしが述べたこれらの願

いの言葉が、日夜われわれの神、主に覚えられるように

。そして主は日々の事に、しもべを助け、主の民イスラ

エルを助けられるように。 60そうすれば、地のすべての

民は主が神であることと、他に神のないことを知るに至

るであろう。 61それゆえ、あなたがたは、今日のように

われわれの神、主に対して、心は全く真実であり、主の

定めに歩み、主の戒めを守らなければならない」。 62そ

して王および王と共にいるすべてのイスラエルびとは主

の前に犠牲をささげた。 63ソロモンは酬恩祭として牛二

万二千頭、羊十二万頭を主にささげた。こうして王とイ

スラエルの人々は皆主の宮を奉献した。 64その日、王は

主の宮の前にある庭の中を聖別し、その所で燔祭と素祭

と酬恩祭の脂肪をささげた。これは主の前にある青銅の

祭壇が素祭と酬恩祭の脂肪とを受けるに足りなかったか

らである。 65その時ソロモンは七日の間われわれの神、

主の前に祭を行った。ハマテの入口からエジプトの川に

至るまでのすべてのイスラエルびとの大いなる会衆が彼

と共にいた。 66八日目にソロモンは民を帰らせた。民は

王を祝福し、主がそのしもべダビデと、その民イスラエ

ルとに施されたもろもろの恵みを喜び、心に楽しんでそ

の天幕に帰って行った。

9ソロモンが主の宮と王の宮殿およびソロモンが建てよ
うと望んだすべてのものを建て終った時、 2主はかつ

てギベオンでソロモンに現れられたように再び現れて、

3彼に言われた、「あなたが、わたしの前に願った祈と

願いとを聞いた。わたしはあなたが建てたこの宮を聖別

して、わたしの名を永久にそこに置く。わたしの目と、

わたしの心は常にそこにあるであろう。 4あなたがもし

、あなたの父ダビデが歩んだように全き心をもって正し

くわたしの前に歩み、すべてわたしが命じたようにおこ

なって、わたしの定めと、おきてとを守るならば、 5わ

たしは、あなたの父ダビデに約束して『イスラエルの王

位にのぼる人があなたに欠けることはないであろう』と

言ったように、あなたのイスラエルに王たる位をながく

確保するであろう。 6しかし、あなたがた、またはあな

たがたの子孫がそむいてわたしに従わず、わたしがあな

たがたの前に置いた戒めと定めとを守らず、他の神々に

行って、それに仕え、それを拝むならば、 7わたしはイ

スラエルを、わたしが与えた地のおもてから断つであろ

う。またわたしの名のために聖別した宮をわたしの前か

ら投げすてるであろう。そしてイスラエルはもろもろの

民のうちにことわざとなり、笑い草となるであろう。 8

かつ、この宮は荒塚となり、そのかたわらを過ぎる者は

皆驚き、うそぶいて『なにゆえ、主はこの地と、この宮

とにこのようにされたのか』と言うであろう。 9その時

人々は答えて『彼らは自分の先祖をエジプトの地から導

き出した彼らの神、主を捨てて、他の神々につき従い、

それを拝み、それに仕えたために、主はこのすべての災

を彼らの上に下したのである』と言うであろう」。 10ソ

ロモンは二十年を経て二つの家すなわち主の宮と王の宮

殿とを建て終った時、 11ツロの王ヒラムがソロモンの望

みに任せて香柏と、いとすぎと、金とを供給したので、

ソロモン王はガリラヤの地の町二十をヒラムに与えた。

12しかしヒラムがツロから来て、ソロモンが彼に与えた

町々を見たとき、それらは彼の気にいらなかったので、

13彼は、「兄弟よ、あなたがくださったこれらの町々は

、いったいなんですか」と言った。それで、そこは今日

までカブルの地と呼ばれている。 14ヒラムはかつて金百

二十タラントを王に贈った。 15ソロモン王が強制的に労

働者を徴募したのはこうである。すなわち主の宮と自分

の宮殿と、ミロとエルサレムの城壁と、ハゾルとメギド

とゲゼルを建てるためであった。 16（エジプトの王パロ

はかつて上ってきて、ゲゼルを取り、火でこれを焼き、

その町に住んでいたカナンびとを殺し、これをソロモン

の妻である自分の娘に与えて婚姻の贈り物としたので、

17ソロモンはそのゲゼルを建て直した）。また下ベテホ

ロンと、 18バアラテとユダの国の荒野にあるタマル、

19およびソロモンが持っていた倉庫の町々、戦車の町々

、騎兵の町々ならびにソロモンがエルサレム、レバノン

およびそのすべての領地において建てようと望んだもの

をことごとく建てるためであった。 20すべてイスラエル

の子孫でないアモリびと、ヘテびと、ペリジびと、ヒビ

びと、エブスびとの残った者、 21その地にあって彼らの

あとに残った子孫すなわちイスラエルの人々の滅ぼしつ

くすことのできなかった者を、ソロモンは強制的に奴隷

として徴募をおこない、今日に至っている。 22しかしイ

スラエルの人々をソロモンはひとりも奴隷としなかった

。彼らは軍人、また彼の役人、司令官、指揮官、戦車隊

長、騎兵隊長であったからである。 23ソロモンの工事を

監督する上役の官吏は五百五十人であって、工事に働く

民を治めた。 24パロの娘はダビデの町から上って、ソロ

モンが彼女のために建てた家に住んだ。その時ソロモン

はミロを建てた。 25ソロモンは主のために築いた祭壇の

上に年に三度燔祭と酬恩祭をささげ、また主の前に香を

たいた。こうしてソロモンは宮を完成した。 26ソロモン

王はエドムの地、紅海の岸のエラテに近いエジオン・ゲ

ベルで数隻の船を造った。 27ヒラムは海の事を知ってい

る船員であるそのしもべをソロモンのしもべと共にその

船でつかわした。 28彼らはオフルへ行って、そこから金

四百二十タラントを取って、ソロモン王の所にもってき

た。

10シバの女王は主の名にかかわるソロモンの名声を聞
いたので、難問をもってソロモンを試みようとたず

ねてきた。 2彼女は多くの従者を連れ、香料と、たくさ

んの金と宝石とをらくだに負わせてエルサレムにきた。

彼女はソロモンのもとにきて、その心にあることをこと

ごとく彼に告げたが、 3ソロモンはそのすべての問に答

えた。王が知らないで彼女に説明のできないことは一つ

もなかった。 4シバの女王はソロモンのもろもろの知恵

と、ソロモンが建てた宮殿、 5その食卓の食物と、列座

の家来たちと、その侍臣たちの伺候ぶり、彼らの服装と

、彼の給仕たち、および彼が主の宮でささげる燔祭を見

て、全く気を奪われてしまった。 6彼女は王に言った、

「わたしが国であなたの事と、あなたの知恵について聞

いたことは真実でありました。 7しかしわたしがきて、

目に見るまでは、その言葉を信じませんでしたが、今見

るとその半分もわたしは知らされていなかったのです。

あなたの知恵と繁栄はわたしが聞いたうわさにまさって
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います。 8あなたの奥方たちはさいわいです。常にあな

たの前に立って、あなたの知恵を聞く家来たちはさいわ

いです。 9あなたの神、主はほむべきかな。主はあなた

を喜び、あなたをイスラエルの位にのぼらせられました

。主は永久にイスラエルを愛せられるゆえ、あなたを王

として公道と正義とを行わせられるのです」。 10そして

彼女は金百二十タラントおよび多くの香料と宝石とを王

に贈った。シバの女王がソロモン王に贈ったような多く

の香料は再びこなかった。 11オフルから金を載せてきた

ヒラムの船は、またオフルからたくさんのびゃくだんの

木と宝石とを運んできたので、 12王はびゃくだんの木を

もって主の宮と王の宮殿のために壁柱を造り、また歌う

人々のために琴と立琴とを造った。このようなびゃくだ

んの木は、かつてきたこともなく、また今日まで見たこ

ともなかった。 13ソロモン王はその豊かなのにしたがっ

てシバの女王に贈り物をしたほかに、彼女の望みにまか

せて、すべてその求める物を贈った。そして彼女はその

家来たちと共に自分の国へ帰っていった。 14さて一年の

間にソロモンのところに、はいってきた金の目方は六百

六十六タラントであった。 15そのほかに貿易商および商

人の取引、ならびにアラビヤの諸王と国の代官たちから

も、はいってきた。 16ソロモン王は延金の大盾二百を造

った。その大盾にはおのおの六百シケルの金を用いた。

17また延金の小盾三百を造った。その小盾にはおのおの

三ミナの金を用いた。王はこれらをレバノンの森の家に

置いた。 18王はまた大きな象牙の玉座を造り、純金をも

ってこれをおおった。 19その玉座に六つの段があり、玉

座の後に子牛の頭があり、座席の両側にひじ掛けがあっ

て、ひじ掛けのわきに二つのししが立っていた。 20また

六つの段のおのおのの両側に十二のししが立っていた。

このような物はどこの国でも造られたことがなかった。

21ソロモン王が飲むときに用いた器は皆金であった。ま

たレバノンの森の家の器も皆純金であって、銀のものは

なかった。銀はソロモンの世には顧みられなかった。 22

これは王が海にタルシシの船隊を所有して、ヒラムの船

隊と一緒に航海させ、タルシシの船隊に三年に一度、金

、銀、象牙、さる、くじゃくを載せてこさせたからであ

る。 23このようにソロモン王は富も知恵も、地のすべて

の王にまさっていたので、 24全地の人々は神がソロモン

の心に授けられた知恵を聞こうとしてソロモンに謁見を

求めた。 25人々はおのおの贈り物を携えてきた。すなわ

ち銀の器、金の器、衣服、没薬、香料、馬、騾馬など年

々定まっていた。 26ソロモンは戦車と騎兵とを集めたが

、戦車一千四百両、騎兵一万二千あった。ソロモンはこ

れを戦車の町とエルサレムの王のもとに置いた。 27王は

エルサレムで、銀を石のように用い、香柏を平地にある

いちじく桑のように多く用いた。 28ソロモンが馬を輸入

したのはエジプトとクエからであった。すなわち王の貿

易商はクエから代価を払って受け取ってきた。 29エジプ

トから輸入される戦車一両は銀六百シケル、馬は百五十

シケルであった。このようにして、これらのものが王の

貿易商によって、ヘテびとのすべての王たちおよびスリ

ヤの王たちに輸出された。

11ソロモン王は多くの外国の女を愛した。すなわちパ
ロの娘、モアブびと、アンモンびと、エドムびと、

シドンびと、ヘテびとの女を愛した。 2主はかつてこれ

らの国民について、イスラエルの人々に言われた、「あ

なたがたは彼らと交わってはならない。彼らもまたあな

たがたと交わってはならない。彼らは必ずあなたがたの

心を転じて彼らの神々に従わせるからである」。しかし

ソロモンは彼らを愛して離れなかった。 3彼には王妃と

しての妻七百人、そばめ三百人があった。その妻たちが

彼の心を転じたのである。 4ソロモンが年老いた時、そ

の妻たちが彼の心を転じて他の神々に従わせたので、彼

の心は父ダビデの心のようには、その神、主に真実でな

かった。 5これはソロモンがシドンびとの女神アシタロ

テに従い、アンモンびとの神である憎むべき者ミルコム

に従ったからである。 6このようにソロモンは主の目の

前に悪を行い、父ダビデのように全くは主に従わなかっ

た。 7そしてソロモンはモアブの神である憎むべき者ケ

モシのために、またアンモンの人々の神である憎むべき

者モレクのためにエルサレムの東の山に高き所を築いた

。 8彼はまた外国のすべての妻たちのためにもそうした

ので、彼女たちはその神々に香をたき、犠牲をささげた

。 9このようにソロモンの心が転じて、イスラエルの神

、主を離れたため、主は彼を怒られた。すなわち主がか

つて二度彼に現れ、 10この事について彼に、他の神々に

従ってはならないと命じられたのに、彼は主の命じられ

たことを守らなかったからである。 11それゆえ、主はソ

ロモンに言われた、「これがあなたの本心であり、わた

しが命じた契約と定めとを守らなかったので、わたしは

必ずあなたから国を裂き離して、それをあなたの家来に

与える。 12しかしあなたの父ダビデのために、あなたの

世にはそれをしないが、あなたの子の手からそれを裂き

離す。 13ただし、わたしは国をことごとくは裂き離さず

、わたしのしもべダビデのために、またわたしが選んだ

エルサレムのために一つの部族をあなたの子に与えるで

あろう」。 14こうして主はエドムびとハダデを起して、

ソロモンの敵とされた。彼はエドムの王家の者であった

。 15さきにダビデはエドムにいたが、軍の長ヨアブが上

っていって、戦死した者を葬り、エドムの男子をことご

とく打ち殺した時、 16（ヨアブはイスラエルの人々と共

に六か月そこにとどまって、エドムの男子をことごとく

断った）。 17ハダデはその父のしもべである数人のエド

ムびとと共に逃げてエジプトへ行こうとした。その時ハ

ダデはまだ少年であった。 18彼らがミデアンを立ってパ

ランへ行き、パランから人々を伴ってエジプトへ行き、

エジプトの王パロのところへ行くと、パロは彼に家を与

え、食糧を定め、かつ土地を与えた。 19ハダデは大いに

パロの心にかなったので、パロは自分の妻の妹すなわち

王妃タペネスの妹を妻として彼に与えた。 20タペネスの

妹は彼に男の子ゲヌバテを産んだので、タペネスはその

子をパロの家のうちで乳離れさせた。ゲヌバテはパロの

家で、パロの子どもたちと一緒にいた。 21さてハダデは

エジプトで、ダビデがその先祖と共に眠ったことと、軍

の長ヨアブが死んだことを聞いたので、ハダデはパロに

言った、「わたしを去らせて、国へ帰らせてください」

。 22パロは彼に言った、「わたしと共にいて、なんの不

足があって国へ帰ることを求めるのですか」。彼は言っ

た、「ただ、わたしを帰らせてください」。 23神はまた

エリアダの子レゾンを起してソロモンの敵とされた。彼

はその主人ゾバの王ハダデゼルのもとを逃げ去った者で

あった。 24ダビデがゾバの人々を殺した後、彼は人々を

自分のまわりに集めて略奪隊の首領となった。彼らはダ

マスコへ行って、そこに住み、ダマスコで彼を王とした
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。 25彼はソロモンの一生の間、イスラエルの敵となって

、ハダデがしたように害をなし、イスラエルを憎んでス

リヤを治めた。 26ゼレダのエフライムびとネバテの子ヤ

ラベアムはソロモンの家来であったが、その母の名はゼ

ルヤといって寡婦であった。彼もまたその手をあげて王

に敵した。 27彼が手をあげて、王に敵した事情はこうで

ある。ソロモンはミロを築き、父ダビデの町の破れ口を

ふさいでいた。 28ヤラベアムは非常に手腕のある人であ

ったが、ソロモンはこの若者がよく働くのを見て、彼に

ヨセフの家のすべての強制労働の監督をさせた。 29その

ころ、ヤラベアムがエルサレムを出たとき、シロびとで

ある預言者アヒヤが道で彼に会った。アヒヤは新しい着

物を着ていた。そして彼らふたりだけが野にいた。 30ア

ヒヤは着ている着物をつかんで、それを十二切れに裂き

、 31ヤラベアムに言った、「あなたは十切れを取りなさ

い。イスラエルの神、主はこう言われる、『見よ、わた

しは国をソロモンの手から裂き離して、あなたに十部族

を与えよう。 32（ただし彼はわたしのしもべダビデのた

めに、またわたしがイスラエルのすべての部族のうちか

ら選んだ町エルサレムのために、一つの部族をもつであ

ろう）。 33それは彼がわたしを捨てて、シドンびとの女

神アシタロテと、モアブの神ケモシと、アンモンの人々

の神ミルコムを拝み、父ダビデのように、わたしの道に

歩んで、わたしの目にかなう事を行い、わたしの定めと

、おきてを守ることをしなかったからである。 34しかし

、わたしは国をことごとくは彼の手から取らない。わた

しが選んだ、わたしのしもべダビデが、わたしの命令と

定めとを守ったので、わたしは彼のためにソロモンを一

生の間、君としよう。 35そして、わたしはその子の手か

ら国を取って、その十部族をあなたに与える。 36その子

には一つの部族を与えて、わたしの名を置くために選ん

だ町エルサレムで、わたしのしもべダビデに、わたしの

前に常に一つのともしびを保たせるであろう。 37わたし

があなたを選び、あなたはすべて心の望むところを治め

て、イスラエルの上に王となるであろう。 38もし、あな

たが、わたしの命じるすべての事を聞いて、わたしの道

に歩み、わたしの目にかなう事を行い、わたしのしもべ

ダビデがしたように、わたしの定めと戒めとを守るなら

ば、わたしはあなたと共にいて、わたしがダビデのため

に建てたように、あなたのために堅固な家を建てて、イ

スラエルをあなたに与えよう。 39わたしはこのためにダ

ビデの子孫を苦しめる。しかし永久にではない』」。 40

ソロモンはヤラベアムを殺そうとしたが、ヤラベアムは

立ってエジプトにのがれ、エジプト王シシャクのところ

へ行って、ソロモンの死ぬまでエジプトにいた。 41ソロ

モンのそのほかの事績と、彼がしたすべての事およびそ

の知恵は、ソロモンの事績の書にしるされているではな

いか。 42ソロモンがエルサレムでイスラエルの全地を治

めた日は四十年であった。 43ソロモンはその先祖と共に

眠って、父ダビデの町に葬られ、その子レハベアムが代

って王となった。

12レハベアムはシケムへ行った。すべてのイスラエル
びとが彼を王にしようとシケムへ行ったからである

。 2ネバテの子ヤラベアムはソロモンを避けてエジプト

にのがれ、なおそこにいたが、これを聞いてエジプトか

ら帰ったので、 3人々は人をつかわして彼を招いた。そ

してヤラベアムとイスラエルの会衆は皆レハベアムの所

にきて言った、 4「父上はわれわれのくびきを重くされ

ましたが、今父上のきびしい使役と、父上がわれわれに

負わせられた重いくびきとを軽くしてください。そうす

ればわれわれはあなたに仕えます」。 5レハベアムは彼

らに言った、「去って、三日過ぎてから、またわたしの

ところにきなさい」。それで民は立ち去った。 6レハベ

アム王は父ソロモンの存命中ソロモンに仕えた老人たち

に相談して言った、「この民にどう返答すればよいと思

いますか」。 7彼らはレハベアムに言った、「もし、あ

なたが、きょう、この民のしもべとなって彼らに仕え、

彼らに答えるとき、ねんごろに語られるならば、彼らは

永久にあなたのしもべとなるでしょう」。 8しかし彼は

老人たちが与えた勧めを捨てて、自分と一緒に大きくな

って自分に仕えている若者たちに相談して、 9彼らに言

った、「この民がわたしにむかって『あなたの父がわれ

われに負わせたくびきを軽くしてください』というのに

、われわれはなんと返答すればよいと思いますか」。 10

彼と一緒に大きくなった若者たちは彼に言った、「あな

たにむかって『父上はわれわれのくびきを重くされまし

たが、あなたは、それをわれわれのために軽くしてくだ

さい』と言うこの民に、こう言いなさい、『わたしの小

指は父の腰よりも太い。 11父はあなたがたに重いくびき

を負わせたが、わたしはさらに、あなたがたのくびきを

重くしよう。父はむちであなたがたを懲らしたが、わた

しはさそりをもってあなたがたを懲らそう』と」。 12さ

てヤラベアムと民は皆、王が「三日目に再びわたしのと

ころに来るように」と言ったとおりに、三日目にレハベ

アムのところにきた。 13王は荒々しく民に答え、老人た

ちが与えた勧めを捨てて、 14若者たちの勧めに従い、彼

らに告げて言った、「父はあなたがたのくびきを重くし

たが、わたしはあなたがたのくびきを、さらに重くしよ

う。父はむちであなたがたを懲らしたが、わたしはさそ

りをもってあなたがたを懲らそう」。 15このように王は

民の言うことを聞きいれなかった。これはかつて主がシ

ロびとアヒヤによって、ネバテの子ヤラベアムに言われ

た言葉を成就するために、主が仕向けられた事であった

。 16イスラエルの人々は皆、王が自分たちの言うことを

聞きいれないのを見たので、民は王に答えて言った、「

われわれはダビデのうちに何の分があろうか、エッサイ

の子のうちに嗣業がない。イスラエルよ、あなたがたの

天幕へ帰れ。ダビデよ、今自分の家の事を見よ」。そし

てイスラエルはその天幕へ去っていった。 17しかしレハ

ベアムはユダの町々に住んでいるイスラエルの人々を治

めた。 18レハベアム王は徴募の監督であったアドラムを

つかわしたが、イスラエルが皆、彼を石で撃ち殺したの

で、レハベアム王は急いで車に乗り、エルサレムへ逃げ

た。 19こうしてイスラエルはダビデの家にそむいて今日

に至った。 20イスラエルは皆ヤラベアムの帰ってきたの

を聞き、人をつかわして彼を集会に招き、イスラエルの

全家の上に王とした。ユダの部族のほかはダビデの家に

従う者がなかった。 21ソロモンの子レハベアムはエルサ

レムに来て、ユダの全家とベニヤミンの部族の者、すな

わちえり抜きの軍人十八万を集め、国を取りもどすため

に、イスラエルの家と戦おうとしたが、 22神の言葉が神

の人シマヤに臨んだ、 23「ソロモンの子であるユダの王

レハベアム、およびユダとベニヤミンの全家、ならびに

そのほかの民に言いなさい、 24『主はこう仰せられる。

あなたがたは上っていってはならない。あなたがたの兄
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弟であるイスラエルの人々と戦ってはならない。おのお

の家に帰りなさい。この事はわたしから出たのである』

」。それで彼らは主の言葉をきき、主の言葉に従って帰

っていった。 25ヤラベアムはエフライムの山地にシケム

を建てて、そこに住んだ。彼はまたそこから出てペヌエ

ルを建てた。 26しかしヤラベアムはその心のうちに言っ

た、「国は今ダビデの家にもどるであろう。 27もしこの

民がエルサレムにある主の宮に犠牲をささげるために上

るならば、この民の心はユダの王である彼らの主君レハ

ベアムに帰り、わたしを殺して、ユダの王レハベアムに

帰るであろう」。 28そこで王は相談して、二つの金の子

牛を造り、民に言った、「あなたがたはもはやエルサレ

ムに上るには、およばない。イスラエルよ、あなたがた

をエジプトの国から導き上ったあなたがたの神を見よ」

。 29そして彼は一つをベテルにすえ、一つをダンに置い

た。 30この事は罪となった。民がベテルへ行って一つを

礼拝し、ダンへ行って一つを礼拝したからである。 31彼

はまた高き所に家を造り、レビの子孫でない一般の民を

祭司に任命した。 32またヤラベアムはユダで行う祭と同

じ祭を八月の十五日に定め、そして祭壇に上った。彼は

ベテルでそのように行い、彼が造った子牛に犠牲をささ

げた。また自分の造った高き所の祭司をベテルに立てた

。 33こうして彼はベテルに造った祭壇に八月の十五日に

上った。これは彼が自分で勝手に考えついた月であった

。そして彼はイスラエルの人々のために祭を定め、祭壇

に上って香をたいた。

13見よ、神の人が主の命によってユダからベテルにき
た。その時ヤラベアムは祭壇の上に立って香をたい

ていた。 2神の人は祭壇にむかい主の命によって呼ばわ

って言った、「祭壇よ、祭壇よ、主はこう仰せられる、

『見よ、ダビデの家にひとりの子が生れる。その名をヨ

シヤという。彼はおまえの上で香をたく高き所の祭司ら

を、おまえの上にささげる。また人の骨がおまえの上で

焼かれる』」。 3その日、彼はまた一つのしるしを示し

て言った、「主の言われたしるしはこれである、『見よ

、祭壇は裂け、その上にある灰はこぼれ出るであろう』

」。 4ヤラベアム王は、神の人がベテルにある祭壇にむ

かって呼ばわる言葉を聞いた時、祭壇から手を伸ばして

、「彼を捕えよ」と言ったが、彼にむかって伸ばした手

が枯れて、ひっ込めることができなかった。 5そして神

の人が主の言葉をもって示したしるしのように祭壇は裂

け、灰は祭壇からこぼれ出た。 6王は神の人に言った、

「あなたの神、主に願い、わたしのために祈って、わた

しの手をもとに返らせてください」。神の人が主に願っ

たので、王の手はもとに返って、前のようになった。 7

そこで王は神の人に言った、「わたしと一緒に家にきて

、身を休めなさい。あなたに謝礼をさしあげましょう」

。 8神の人は王に言った、「たとい、あなたの家の半ば

をくださっても、わたしはあなたと一緒にまいりません

。またこの所では、パンも食べず水も飲みません。 9主

の言葉によってわたしは、『パンを食べてはならない、

水を飲んではならない。また来た道から帰ってはならな

い』と命じられているからです」。 10こうして彼はほか

の道を行き、ベテルに来た道からは帰らなかった。 11さ

てベテルにひとりの年老いた預言者が住んでいたが、そ

のむすこたちがきて、その日神の人がベテルでした事ど

もを彼に話した。また神の人が王に言った言葉をもその

父に話した。 12父が彼らに「その人はどの道を行ったか

」と聞いたので、むすこたちはユダからきた神の人の行

った道を父に示した。 13父はむすこたちに言った、「わ

たしのためにろばにくらを置きなさい」。彼らがろばに

くらを置いたので、彼はそれに乗り、 14神の人のあとを

追って行き、かしの木の下にすわっているのを見て、そ

の人に言った、「あなたはユダからこられた神の人です

か」。その人は言った、「そうです」。 15そこで彼はそ

の人に言った、「わたしと一緒に家にきてパンを食べて

ください」。 16その人は言った、「わたしはあなたと一

緒に引き返すことはできません。あなたと一緒に行くこ

とはできません。またわたしはこの所であなたと一緒に

パンも食べず水も飲みません。 17主の言葉によってわた

しは、『その所でパンを食べてはならない、水を飲んで

はならない。また来た道から帰ってはならない』と言わ

れているからです」。 18彼はその人に言った、「わたし

もあなたと同じ預言者ですが、天の使が主の命によって

わたしに告げて、『その人を一緒に家につれ帰り、パン

を食べさせ、水を飲ませよ』と言いました」。これは彼

がその人を欺いたのである。 19そこでその人は彼と一緒

に引き返し、その家でパンを食べ、水を飲んだ。 20彼ら

が食卓についていたとき、主の言葉が、その人をつれて

帰った預言者に臨んだので、 21彼はユダからきた神の人

にむかい呼ばわって言った、「主はこう仰せられます、

『あなたが主の言葉にそむき、あなたの神、主がお命じ

になった命令を守らず、 22引き返して、主があなたに、

パンを食べてはならない、水を飲んではならない、と言

われた場所でパンを食べ、水を飲んだゆえ、あなたの死

体はあなたの先祖の墓に行かないであろう』」。 23そし

てその人がパンを食べ、水を飲んだ後、彼はその人のた

め、すなわちつれ帰った預言者のためにろばにくらを置

いた。 24こうしてその人は立ち去ったが、道でししが彼

に会って彼を殺した。そしてその死体は道に捨てられ、

ろばはそのかたわらに立ち、ししもまた死体のかたわら

に立っていた。 25人々はそこをとおって、道に捨てられ

ている死体と、死体のかたわらに立っているししを見て

、かの老預言者の住んでいる町にきてそれを話した。 26

その人を道からつれて帰った預言者はそれを聞いて言っ

た、「それは主の言葉にそむいた神の人だ。主が彼に言

われた言葉のように、主は彼をししにわたされ、ししが

彼を裂き殺したのだ」。 27そしてむすこたちに言った、

「わたしのためにろばにくらを置きなさい」。彼らがく

らを置いたので、 28彼は行って、死体が道に捨てられ、

ろばとししが死体のかたわらに立っているのを見た。し

しはその死体を食べず、ろばも裂いていなかった。 29そ

こで預言者は神の人の死体を取りあげ、それをろばに載

せて町に持ち帰り、悲しんでそれを葬った。 30すなわち

その死体を自分の墓に納め、皆これがために「ああ、わ

が兄弟よ」と言って悲しんだ。 31彼はそれを葬って後、

むすこたちに言った、「わたしが死んだ時は、神の人を

葬った墓に葬り、わたしの骨を彼の骨のかたわらに納め

なさい。 32彼が主の命によって、ベテルにある祭壇にむ

かい、またサマリヤの町々にある高き所のすべての家に

むかって呼ばわった言葉は必ず成就するのです」。 33こ

の事の後も、ヤラベアムはその悪い道を離れて立ち返る

ことをせず、また一般の民を、高き所の祭司に任命した

。すなわち、だれでも好む者は、それを立てて高き所の
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祭司とした。 34この事はヤラベアムの家の罪となって、

ついにこれを地のおもてから断ち滅ぼすようになった。

14そのころヤラベアムの子アビヤが病気になったので
、 2ヤラベアムは妻に言った、「立って姿を変え、

ヤラベアムの妻であることの知られないようにしてシロ

へ行きなさい。わたしがこの民の王となることを、わた

しに告げた預言者アヒヤがそこにいます。 3パン十個と

菓子数個および、みつ一びんを携えて彼のところへ行き

なさい。彼はこの子がどうなるかをあなたに告げるでし

ょう」。 4ヤラベアムの妻はそのようにして、立ってシ

ロへ行き、アヒヤの家に着いたが、アヒヤは年老いたた

め、目がかすんで見ることができなかった。 5しかし主

はアヒヤに言われた、「ヤラベアムの妻が子供の事をあ

なたに尋ねるために来る。子供は病気だ。あなたは彼女

にこうこう言わなければならない」。彼女は来るとき、

他人を装っていた。 6しかし彼女が戸口にはいってきた

とき、アヒヤはその足音を聞いて言った、「ヤラベアム

の妻よ、はいりなさい。なぜ、他人を装うのですか。わ

たしはあなたにきびしい事を告げるよう、命じられてい

ます。 7行ってヤラベアムに言いなさい、『イスラエル

の神、主はこう仰せられる、「わたしはあなたを民のう

ちからあげ、わたしの民イスラエルの上に立てて君とし

、 8国をダビデの家から裂き離して、それをあなたに与

えたのに、あなたはわたしのしもべダビデが、わたしの

命令を守って一心にわたしに従い、ただわたしの目にか

なった事のみを行ったようにではなく、 9あなたよりも

先にいたすべての者にまさって悪をなし、行って自分の

ために他の神々と鋳た像を造り、わたしを怒らせ、わた

しをうしろに捨て去った。 10それゆえ、見よ、わたしは

ヤラベアムの家に災を下し、ヤラベアムに属する男は、

イスラエルについて、つながれた者も、自由な者もこと

ごとく断ち、人があくたを残りなく焼きつくすように、

ヤラベアムの家を全く断ち滅ぼすであろう。 11ヤラベア

ムに属する者は、町で死ぬ者を犬が食べ、野で死ぬ者を

空の鳥が食べるであろう。主がこれを言われるのである

」』。 12あなたは立って、家へ帰りなさい。あなたの足

が町にはいる時に、子どもは死にます。 13そしてイスラ

エルは皆、彼のために悲しんで彼を葬るでしょう。ヤラ

ベアムに属する者は、ただ彼だけ墓に葬られるでしょう

。ヤラベアムの家のうちで、彼はイスラエルの神、主に

むかって良い思いをいだいていたからです。 14主はイス

ラエルの上にひとりの王を起されます。彼はその日ヤラ

ベアムの家を断つでしょう。 15その後主はイスラエルを

撃って、水に揺らぐ葦のようにし、イスラエルを、その

先祖に賜わったこの良い地から抜き去って、ユフラテ川

の向こうに散らされるでしょう。彼らがアシラ像を造っ

て主を怒らせたからです。 16主はヤラベアムの罪のゆえ

に、すなわち彼がみずから犯し、またイスラエルに犯さ

せたその罪のゆえにイスラエルを捨てられるでしょう」

。 17ヤラベアムの妻は立って去り、テルザへ行って、家

の敷居をまたいだ時、子どもは死んだ。 18イスラエルは

皆彼を葬り、彼のために悲しんだ。主がそのしもべ預言

者アヒヤによって言われた言葉のとおりである。 19ヤラ

ベアムのその他の事績、彼がどのように戦い、どのよう

に世を治めたかは、イスラエルの王の歴代志の書にしる

されている。 20ヤラベアムが世を治めた日は二十二年で

あった。彼はその先祖と共に眠って、その子ナダブが代

って王となった。 21ソロモンの子レハベアムはユダで世

を治めた。レハベアムは王となったとき四十一歳であっ

たが、主がその名を置くために、イスラエルのすべての

部族のうちから選ばれた町エルサレムで、十七年世を治

めた。その母の名はナアマといってアンモンびとであっ

た。 22ユダの人々はその先祖の行ったすべての事にまさ

って、主の目の前に悪を行い、その犯した罪によって主

の怒りを引き起した。 23彼らもすべての高い丘の上と、

すべての青木の下に、高き所と石の柱とアシラ像とを建

てたからである。 24その国にはまた神殿男娼たちがいた

。彼らは主がイスラエルの人々の前から追い払われた国

民のすべての憎むべき事をならい行った。 25レハベアム

の王の第五年にエジプトの王シシャクがエルサレムに攻

め上ってきて、 26主の宮の宝物と、王の宮殿の宝物を奪

い去った。彼はそれをことごとく奪い去り、またソロモ

ンの造った金の盾をみな奪い去った。 27レハベアムはそ

の代りに青銅の盾を造って、王の宮殿の門を守る侍衛長

の手にわたした。 28王が主の宮にはいるごとに、侍衛は

それを携え、また、それを侍衛のへやへ持ち帰った。 29

レハベアムのその他の事績と、彼がしたすべての事は、

ユダの王の歴代志の書にしるされているではないか。 30

レハベアムとヤラベアムの間には絶えず戦争があった。

31レハベアムはその先祖と共に眠って先祖と共にダビデ

の町に葬られた。その母の名はナアマといってアンモン

びとであった。その子アビヤムが代って王となった。

15ネバテの子ヤラベアム王の第十八年にアビヤムがユ
ダの王となり、 2エルサレムで三年世を治めた。そ

の母の名はマアカといって、アブサロムの娘であった。

3彼はその父が先に行ったもろもろの罪をおこない、そ

の心は父ダビデの心のようにその神、主に対して全く真

実ではなかった。 4それにもかかわらず、その神、主は

ダビデのために、エルサレムにおいて彼に一つのともし

びを与え、その子を彼のあとに立てて、エルサレムを固

められた。 5それはダビデがヘテびとウリヤの事のほか

、一生の間、主の目にかなう事を行い、主が命じられた

すべての事に、そむかなかったからである。 6レハベア

ムとヤラベアムの間には一生の間、戦争があった。 7ア

ビヤムのその他の行為と、彼がしたすべての事は、ユダ

の王の歴代志の書にしるされているではないか。アビヤ

ムとヤラベアムの間にも戦争があった。 8アビヤムはそ

の先祖と共に眠って、ダビデの町に葬られ、その子アサ

が代って王となった。 9イスラエルの王ヤラベアムの第

二十年にアサはユダの王となり、 10エルサレムで四十一

年世を治めた。その母の名はマアカといってアブサロム

の娘であった。 11アサはその父ダビデがしたように主の

目にかなう事をし、 12神殿男娼を国から追い出し、先祖

たちの造ったもろもろの偶像を除いた。 13彼はまたその

母マアカが、アシラのために憎むべき像を造らせたので

、彼女を太后の位から退けた。そしてアサはその憎むべ

き像を切り倒してキデロンの谷で焼き捨てた。 14ただし

高き所は除かなかった。けれどもアサの心は一生の間、

主に対して全く真実であった。 15彼は父の献納した物と

自分の献納した物、金銀および器物を主の宮に携え入れ

た。 16アサとイスラエルの王バアシャの間には一生の間

、戦争があった。 17イスラエルの王バアシャはユダに攻

め上り、ユダの王アサの所に、だれをも出入りさせない

ためにラマを築いた。 18そこでアサは主の宮の宝蔵と、
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王の宮殿の宝蔵に残っている金銀をことごとく取って、

これを家来たちの手にわたし、そしてアサ王は彼らをダ

マスコに住んでいるスリヤの王、ヘジョンの子タブリモ

ンの子であるベネハダデにつかわして言わせた、 19「わ

たしの父とあなたの父との間に結ばれていたように、わ

たしとあなたの間に同盟を結びましょう。わたしはあな

たに金銀の贈り物をさしあげます。行って、あなたとイ

スラエルの王バアシャとの同盟を破棄し、彼をわたしの

所から撤退させてください」。 20ベネハダデはアサ王の

言うことを聞き、自分の軍勢の長たちをつかわしてイス

ラエルの町々を攻め、イヨンとダンとアベル・ベテ・マ

アカおよびキンネレテの全地と、ナフタリの全地を撃っ

た。 21バアシャはこれを聞き、ラマを築くことをやめて

、テルザにとどまった。 22そこでアサ王はユダ全国に布

告を発した。ひとりも免れる者はなかった。すなわちバ

アシャがラマを築くために用いた石と材木を運びこさせ

、アサ王はそれを用いて、ベニヤミンのゲバとミヅパを

築いた。 23アサのその他の事績とそのすべての勲功と、

彼がしたすべての事および彼が建てた町々は、ユダの王

の歴代志の書にしるされているではないか。彼は老年に

なって足を病んだ。 24アサはその先祖と共に眠って、父

ダビデの町に先祖と共に葬られ、その子ヨシャパテが代

って王となった。 25ユダの王アサの第二年にヤラベアム

の子ナダブがイスラエルの王となって、二年イスラエル

を治めた。 26彼は主の目の前に悪を行い、その父の道に

歩み、父がイスラエルに犯させた罪をおこなった。 27イ

ッサカルの家のアヒヤの子バアシャは彼に対してむほん

を企て、ペリシテびとに属するギベトンで彼を撃った。

これはナダブとイスラエルが皆ギベトンを囲んでいたか

らである。 28こうしてユダの王アサの第三年にバアシャ

は彼を殺し、彼に代って王となった。 29彼は王となると

すぐヤラベアムの全家を撃ち、息のある者をひとりもヤ

ラベアムの家に残さず、ことごとく滅ぼした。主がその

しもべシロびとアヒヤによって言われた言葉のとおりで

あって、 30これはヤラベアムがみずから犯し、またイス

ラエルに犯させた罪のため、また彼がイスラエルの神、

主を怒らせたその怒りによるのであった。 31ナダブのそ

の他の事績と、彼がしたすべての事は、イスラエルの王

の歴代志の書にしるされているではないか。 32アサとイ

スラエルの王バアシャの間には一生の間戦争があった。

33ユダの王アサの第三年にアヒヤの子バアシャはテルザ

でイスラエルの全地の王となって、二十四年世を治めた

。 34彼は主の目の前に悪を行い、ヤラベアムの道に歩み

、ヤラベアムがイスラエルに犯させた罪をおこなった。

16そこで主の言葉がハナニの子エヒウに臨み、バアシ
ャを責めて言った、 2「わたしはあなたをちりの中

からあげて、わたしの民イスラエルの上に君としたが、

あなたはヤラベアムの道に歩み、わたしの民イスラエル

に罪を犯させ、その罪をもってわたしを怒らせた。 3そ

れでわたしは、バアシャとその家を全く滅ぼし去り、あ

なたの家をネバテの子ヤラベアムの家のようにする。 4

バアシャに属する者で、町で死ぬ者は犬が食べ、彼に属

する者で、野で死ぬ者は空の鳥が食べるであろう」。 5

バアシャのその他の事績と、彼がした事と、その勲功と

は、イスラエルの王の歴代志の書にしるされているでは

ないか。 6バアシャはその先祖と共に眠って、テルザに

葬られ、その子エラが代って王となった。 7主の言葉は

またハナニの子預言者エヒウによって臨み、バアシャと

その家を責めた。これは彼が主の目の前に、もろもろの

悪を行い、その手のわざをもって主を怒らせ、ヤラベア

ムの家にならったためであり、また彼がヤラベアムの家

を滅ぼしたためであった。 8ユダの王アサの第二十六年

にバアシャの子エラはテルザでイスラエルの王となり、

二年世を治めた。 9彼がテルザにいて、テルザの宮殿の

つかさアルザの家で酒を飲んで酔った時、その家来で戦

車隊の半ばを指揮していたジムリが、彼にそむいた。 10

そしてユダの王アサの第二十七年にジムリは、はいって

きて彼を撃ち殺し、彼に代って王となった。 11ジムリは

王となって、位についた時、バアシャの全家を殺し、そ

の親族または友だちの男子は、ひとりも残さなかった。

12こうしてジムリはバアシャの全家を滅ぼした。主が預

言者エヒウによってバアシャを責めて言われた言葉のと

おりである。 13これはバアシャのもろもろの罪と、その

子エラの罪のためであって、彼らが罪を犯し、またイス

ラエルに罪を犯させ、彼らの偶像をもってイスラエルの

神、主を怒らせたからである。 14エラのその他の事績と

、彼がしたすべての事は、イスラエルの王の歴代志の書

にしるされているではないか。 15ユダの王アサの第二十

七年にジムリはテルザで七日の間、世を治めた。民はペ

リシテびとに属するギベトンにむかって陣取っていたが

、 16その陣取っていた民が「ジムリはむほんを起して王

を殺した」と人のいうのを聞いたので、イスラエルは皆

その日陣営で、軍の長オムリをイスラエルの王とした。

17そこでオムリはイスラエルの人々と共にギベトンから

上ってテルザを囲んだ。 18ジムリはその町の陥るのを見

て、王の宮殿の天守にはいり、王の宮殿に火をかけてそ

の中で死んだ。 19これは彼が犯した罪のためであって、

彼が主の目の前に悪を行い、ヤラベアムの道に歩み、ヤ

ラベアムがイスラエルに犯させたその罪を行ったからで

ある。 20ジムリのその他の事績と、彼が企てた陰謀は、

イスラエルの王の歴代志の書にしるされているではない

か。 21その時イスラエルの民は二つに分れ、民の半ばは

ギナテの子テブニに従って、これを王としようとし、半

ばはオムリに従った。 22しかしオムリに従った民はギナ

テの子テブニに従った民に勝って、テブニは死に、オム

リが王となった。 23ユダの王アサの第三十一年にオムリ

はイスラエルの王となって十二年世を治めた。彼はテル

ザで六年王であった。 24彼は銀二タラントでセメルから

サマリヤの山を買い、その上に町を建て、その建てた町

の名をその山の持ち主であったセメルの名に従ってサマ

リヤと呼んだ。 25オムリは主の目の前に悪を行い、彼よ

りも先にいたすべての者にまさって悪い事をした。 26彼

はネバテの子ヤラベアムのすべての道に歩み、ヤラベア

ムがイスラエルに罪を犯させ、彼らの偶像をもってイス

ラエルの神、主を怒らせたその罪を行った。 27オムリが

行ったその他の事績と、彼があらわした勲功とは、イス

ラエルの王の歴代志の書にしるされているではないか。

28オムリはその先祖と共に眠って、サマリヤに葬られ、

その子アハブが代って王となった。 29ユダの王アサの第

三十八年にオムリの子アハブがイスラエルの王となった

。オムリの子アハブはサマリヤで二十二年イスラエルを

治めた。 30オムリの子アハブは彼よりも先にいたすべて

の者にまさって、主の目の前に悪を行った。 31彼はネバ

テの子ヤラベアムの罪を行うことを、軽い事とし、シド

ンびとの王エテバアルの娘イゼベルを妻にめとり、行っ
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てバアルに仕え、これを拝んだ。 32彼はサマリヤに建て

たバアルの宮に、バアルのために祭壇を築いた。 33アハ

ブはまたアシラ像を造った。アハブは彼よりも先にいた

イスラエルのすべての王にまさってイスラエルの神、主

を怒らせることを行った。 34彼の代にベテルびとヒエル

はエリコを建てた。彼はその基をすえる時に長子アビラ

ムを失い、その門を立てる時に末の子セグブを失った。

主がヌンの子ヨシュアによって言われた言葉のとおりで

ある。

17ギレアデのテシベに住むテシベびとエリヤはアハブ
に言った、「わたしの仕えているイスラエルの神、

主は生きておられます。わたしの言葉のないうちは、数

年雨も露もないでしょう」。 2主の言葉がエリヤに臨ん

だ、 3「ここを去って東におもむき、ヨルダンの東にあ

るケリテ川のほとりに身を隠しなさい。 4そしてその川

の水を飲みなさい。わたしはからすに命じて、そこであ

なたを養わせよう」。 5エリヤは行って、主の言葉のと

おりにした。すなわち行って、ヨルダンの東にあるケリ

テ川のほとりに住んだ。 6すると、からすが朝ごとに彼

の所にパンと肉を運び、また夕ごとにパンと肉を運んで

きた。そして彼はその川の水を飲んだ。 7しかし国に雨

がなかったので、しばらくしてその川はかれた。 8その

時、主の言葉が彼に臨んで言った、 9「立ってシドンに

属するザレパテへ行って、そこに住みなさい。わたしは

そのところのやもめ女に命じてあなたを養わせよう」。

10そこで彼は立ってザレパテへ行ったが、町の門に着い

たとき、ひとりのやもめ女が、その所でたきぎを拾って

いた。彼はその女に声をかけて言った、「器に水を少し

持ってきて、わたしに飲ませてください」。 11彼女が行

って、それを持ってこようとした時、彼は彼女を呼んで

言った、「手に一口のパンを持ってきてください」。 12

彼女は言った、「あなたの神、主は生きておられます。

わたしにはパンはありません。ただ、かめに一握りの粉

と、びんに少しの油があるだけです。今わたしはたきぎ

二、三本を拾い、うちへ帰って、わたしと子供のために

それを調理し、それを食べて死のうとしているのです」

。 13エリヤは彼女に言った、「恐れるにはおよばない。

行って、あなたが言ったとおりにしなさい。しかしまず

、それでわたしのために小さいパンを、一つ作って持っ

てきなさい。その後、あなたと、あなたの子供のために

作りなさい。 14『主が雨を地のおもてに降らす日まで、

かめの粉は尽きず、びんの油は絶えない』とイスラエル

の神、主が言われるからです」。 15彼女は行って、エリ

ヤが言ったとおりにした。彼女と彼および彼女の家族は

久しく食べた。 16主がエリヤによって言われた言葉のよ

うに、かめの粉は尽きず、びんの油は絶えなかった。 17

これらの事の後、その家の主婦であるこの女の男の子が

病気になった。その病気はたいそう重く、息が絶えたの

で、 18彼女はエリヤに言った、「神の人よ、あなたはわ

たしに、何の恨みがあるのですか。あなたはわたしの罪

を思い出させるため、またわたしの子を死なせるために

おいでになったのですか」。 19エリヤは彼女に言った、

「子をわたしによこしなさい」。そして彼女のふところ

から子供を取り、自分のいる屋上のへやへかかえて上り

、自分の寝台に寝かせ、 20主に呼ばわって言った、「わ

が神、主よ、あなたはわたしが宿っている家のやもめに

さえ災をくだして、子供を殺されるのですか」。 21そし

て三度その子供の上に身を伸ばし、主に呼ばわって言っ

た、「わが神、主よ、この子供の魂をもとに帰らせてく

ださい」。 22主はエリヤの声を聞きいれられたので、そ

の子供の魂はもとに帰って、彼は生きかえった。 23エリ

ヤはその子供を取って屋上のへやから家の中につれて降

り、その母にわたして言った、「ごらんなさい。あなた

の子は生きかえりました」。 24女はエリヤに言った、「

今わたしはあなたが神の人であることと、あなたの口に

ある主の言葉が真実であることを知りました」。

18多くの日を経て、三年目に主の言葉がエリヤに臨ん
だ、「行って、あなたの身をアハブに示しなさい。

わたしは雨を地に降らせる」。 2エリヤはその身をアハ

ブに示そうとして行った。その時、サマリヤにききんが

激しかった。 3アハブは家づかさオバデヤを召した。（

オバデヤは深く主を恐れる人で、 4イゼベルが主の預言

者を断ち滅ぼした時、オバデヤは百人の預言者を救い出

して五十人ずつほら穴に隠し、パンと水をもって彼らを

養った）。 5アハブはオバデヤに言った、「国中のすべ

ての水の源と、すべての川に行ってみるがよい。馬と騾

馬を生かしておくための草があるかもしれない。そうす

れば、われわれは家畜をいくぶんでも失わずにすむであ

ろう」。 6彼らは行き巡る地をふたりで分け、アハブは

ひとりでこの道を行き、オバデヤはひとりで他の道を行

った。 7オバデヤが道を進んでいた時、エリヤが彼に会

った。彼はエリヤを認めて伏して言った、「わが主エリ

ヤよ、あなたはここにおられるのですか」。 8エリヤは

彼に言った、「そうです。行って、あなたの主人に、エ

リヤはここにいると告げなさい」。 9彼は言った、「わ

たしにどんな罪があって、あなたはしもべをアハブの手

にわたして殺そうとされるのですか。 10あなたの神、主

は生きておられます。わたしの主人があなたを尋ねるた

めに、人をつかわさない民はなく、国もありません。そ

してエリヤはいないと言う時は、その国、その民に、あ

なたが見つからないという誓いをさせるのです。 11あな

たは今『行って、エリヤはここにいると主人に告げよ』

と言われます。 12しかしわたしがあなたを離れて行くと

、主の霊はあなたを、わたしの知らない所へ連れて行く

でしょう。わたしが行ってアハブに告げ、彼があなたを

見つけることができなければ、彼はわたしを殺すでしょ

う。しかし、しもべは幼い時から主を恐れている者です

。 13イゼベルが主の預言者を殺した時に、わたしがした

事、すなわち、わたしが主の預言者のうち百人を五十人

ずつほら穴に隠して、パンと水をもって養った事を、わ

が主は聞かれませんでしたか。 14ところが今あなたは『

行って、エリヤはここにいると主人に告げよ』と言われ

ます。そのようなことをすれば彼はわたしを殺すでしょ

う」。 15エリヤは言った、「わたしの仕える万軍の主は

生きておられる。わたしは必ず、きょう、わたしの身を

彼に示すであろう」。 16オバデヤは行ってアハブに会い

、彼に告げたので、アハブはエリヤに会おうとして行っ

た。 17アハブはエリヤを見たとき、彼に言った、「イス

ラエルを悩ます者よ、あなたはここにいるのですか」。

18彼は答えた、「わたしがイスラエルを悩ますのではあ

りません。あなたと、あなたの父の家が悩ましたのです

。あなたがたが主の命令を捨て、バアルに従ったためで

す。 19それで今、人をつかわしてイスラエルのすべての

人およびバアルの預言者四百五十人、ならびにアシラの
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預言者四百人、イゼベルの食卓で食事する者たちをカル

メル山に集めて、わたしの所にこさせなさい」。 20そこ

でアハブはイスラエルのすべての人に人をつかわして、

預言者たちをカルメル山に集めた。 21そのときエリヤは

すべての民に近づいて言った、「あなたがたはいつまで

二つのものの間に迷っているのですか。主が神ならばそ

れに従いなさい。しかしバアルが神ならば、それに従い

なさい」。民はひと言も彼に答えなかった。 22エリヤは

民に言った、「わたしはただひとり残った主の預言者で

す。しかしバアルの預言者は四百五十人あります。 23わ

れわれに二頭の牛をください。そして一頭の牛を彼らに

選ばせ、それを切り裂いて、たきぎの上に載せ、それに

火をつけずにおかせなさい。わたしも一頭の牛を整え、

それをたきぎの上に載せて火をつけずにおきましょう。

24こうしてあなたがたはあなたがたの神の名を呼びなさ

い。わたしは主の名を呼びましょう。そして火をもって

答える神を神としましょう」。民は皆答えて「それがよ

かろう」と言った。 25そこでエリヤはバアルの預言者た

ちに言った、「あなたがたは大ぜいだから初めに一頭の

牛を選んで、それを整え、あなたがたの神の名を呼びな

さい。ただし火をつけてはなりません」。 26彼らは与え

られた牛を取って整え、朝から昼までバアルの名を呼ん

で「バアルよ、答えてください」と言った。しかしなん

の声もなく、また答える者もなかったので、彼らは自分

たちの造った祭壇のまわりに踊った。 27昼になってエリ

ヤは彼らをあざけって言った、「彼は神だから、大声を

あげて呼びなさい。彼は考えにふけっているのか、よそ

へ行ったのか、旅に出たのか、または眠っていて起され

なければならないのか」。 28そこで彼らは大声に呼ばわ

り、彼らのならわしに従って、刀とやりで身を傷つけ、

血をその身に流すに至った。 29こうして昼が過ぎても彼

らはなお叫び続けて、夕の供え物をささげる時にまで及

んだ。しかしなんの声もなく、答える者もなく、また顧

みる者もなかった。 30その時エリヤはすべての民にむか

って「わたしに近寄りなさい」と言ったので、民は皆彼

に近寄った。彼はこわれている主の祭壇を繕った。 31そ

してエリヤは昔、主の言葉がヤコブに臨んで、「イスラ

エルをあなたの名とせよ」と言われたヤコブの子らの部

族の数にしたがって十二の石を取り、 32その石で主の名

によって祭壇を築き、祭壇の周囲に種二セヤをいれるほ

どの大きさの、みぞを作った。 33また、たきぎを並べ、

牛を切り裂いてたきぎの上に載せて言った、「四つのか

めに水を満たし、それを燔祭とたきぎの上に注げ」。 34

また言った、「それを二度せよ」。二度それをすると、

また言った、「三度それをせよ」。三度それをした。 35

水は祭壇の周囲に流れた。またみぞにも水を満たした。

36夕の供え物をささげる時になって、預言者エリヤは近

寄って言った、「アブラハム、イサク、ヤコブの神、主

よ、イスラエルでは、あなたが神であること、わたしが

あなたのしもべであって、あなたの言葉に従ってこのす

べての事を行ったことを、今日知らせてください。 37主

よ、わたしに答えてください、わたしに答えてください

。主よ、この民にあなたが神であること、またあなたが

彼らの心を翻されたのであることを知らせてください」

。 38そのとき主の火が下って燔祭と、たきぎと、石と、

ちりとを焼きつくし、またみぞの水をなめつくした。 39

民は皆見て、ひれ伏して言った、「主が神である。主が

神である」。 40エリヤは彼らに言った、「バアルの預言

者を捕えよ。そのひとりも逃がしてはならない」。そこ

で彼らを捕えたので、エリヤは彼らをキション川に連れ

くだって、そこで彼らを殺した。 41エリヤはアハブに言

った、「大雨の音がするから、上って行って、食い飲み

しなさい」。 42アハブは食い飲みするために上っていっ

た。しかしエリヤはカルメルの頂に登り、地に伏して顔

をひざの間に入れていたが、 43彼はしもべに言った、「

上っていって海の方を見なさい」。彼は上っていって、

見て、「何もありません」と言ったので、エリヤは「も

う一度行きなさい」と言って七度に及んだ。 44七度目に

しもべは言った、「海から人の手ほどの小さな雲が起っ

ています」。エリヤは言った、「上っていって、『雨に

とどめられないように車を整えて下れ』とアハブに言い

なさい」。 45すると間もなく、雲と風が起り、空が黒く

なって大雨が降ってきた。アハブは車に乗ってエズレル

へ行った。 46また主の手がエリヤに臨んだので、彼は腰

をからげ、エズレルの入口までアハブの前に走っていっ

た。

19アハブはエリヤのしたすべての事、また彼がすべて
の預言者を刀で殺したことをイゼベルに告げたので

、 2イゼベルは使者をエリヤにつかわして言った、「も

しわたしが、あすの今ごろ、あなたの命をあの人々のひ

とりの命のようにしていないならば、神々がどんなにで

も、わたしを罰してくださるように」。 3そこでエリヤ

は恐れて、自分の命を救うために立って逃げ、ユダに属

するベエルシバへ行って、しもべをそこに残し、 4自分

は一日の道のりほど荒野にはいって行って、れだまの木

の下に座し、自分の死を求めて言った、「主よ、もはや

、じゅうぶんです。今わたしの命を取ってください。わ

たしは先祖にまさる者ではありません」。 5彼はれだま

の木の下に伏して眠ったが、天の使が彼にさわり、「起

きて食べなさい」と言ったので、 6起きて見ると、頭の

そばに、焼け石の上で焼いたパン一個と、一びんの水が

あった。彼は食べ、かつ飲んでまた寝た。 7主の使は再

びきて、彼にさわって言った、「起きて食べなさい。道

が遠くて耐えられないでしょうから」。 8彼は起きて食

べ、かつ飲み、その食物で力づいて四十日四十夜行って

、神の山ホレブに着いた。 9その所で彼はほら穴にはい

って、そこに宿ったが、主の言葉が彼に臨んで、彼に言

われた、「エリヤよ、あなたはここで何をしているのか

」。 10彼は言った、「わたしは万軍の神、主のために非

常に熱心でありました。イスラエルの人々はあなたの契

約を捨て、あなたの祭壇をこわし、刀をもってあなたの

預言者たちを殺したのです。ただわたしだけ残りました

が、彼らはわたしの命を取ろうとしています」。 11主は

言われた、「出て、山の上で主の前に、立ちなさい」。

その時主は通り過ぎられ、主の前に大きな強い風が吹き

、山を裂き、岩を砕いた。しかし主は風の中におられな

かった。風の後に地震があったが、地震の中にも主はお

られなかった。 12地震の後に火があったが、火の中にも

主はおられなかった。火の後に静かな細い声が聞えた。

13エリヤはそれを聞いて顔を外套に包み、出てほら穴の

口に立つと、彼に語る声が聞えた、「エリヤよ、あなた

はここで何をしているのか」。 14彼は言った、「わたし

は万軍の神、主のために非常に熱心でありました。イス

ラエルの人々はあなたの契約を捨て、あなたの祭壇をこ

わし、刀であなたの預言者たちを殺したからです。ただ
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わたしだけ残りましたが、彼らはわたしの命を取ろうと

しています」。 15主は彼に言われた、「あなたの道を帰

って行って、ダマスコの荒野におもむき、ダマスコに着

いて、ハザエルに油を注ぎ、スリヤの王としなさい。 16

またニムシの子エヒウに油を注いでイスラエルの王とし

なさい。またアベルメホラのシャパテの子エリシャに油

を注いで、あなたに代って預言者としなさい。 17ハザエ

ルのつるぎをのがれる者をエヒウが殺し、エヒウのつる

ぎをのがれる者をエリシャが殺すであろう。 18また、わ

たしはイスラエルのうちに七千人を残すであろう。皆バ

アルにひざをかがめず、それに口づけしない者である」

。 19さてエリヤはそこを去って行って、シャパテの子エ

リシャに会った。彼は十二くびきの牛を前に行かせ、自

分は十二番目のくびきと共にいて耕していた。エリヤは

彼のかたわらを通り過ぎて外套を彼の上にかけた。 20エ

リシャは牛を捨て、エリヤのあとに走ってきて言った、

「わたしの父母に口づけさせてください。そして後あな

たに従いましょう」。エリヤは彼に言った、「行ってき

なさい。わたしはあなたに何をしましたか」。 21エリシ

ャは彼を離れて帰り、ひとくびきの牛を取って殺し、牛

のくびきを燃やしてその肉を煮、それを民に与えて食べ

させ、立って行ってエリヤに従い、彼に仕えた。

20スリヤの王ベネハダデはその軍勢をことごとく集め
た。三十二人の王が彼と共におり、また馬と戦車も

あった。彼は上ってサマリヤを囲み、これを攻めた。 2

また彼は町に使者をつかわし、イスラエルの王アハブに

言った、「ベネハダデはこう申します、 3『あなたの金

銀はわたしのもの、またあなたの妻たちと子供たちの最

も美しい者もわたしのものです』」。 4イスラエルの王

は答えた、「王、わが主よ、仰せのとおり、わたしと、

わたしの持ち物は皆あなたのものです」。 5使者は再び

きて言った、「ベネハダデはこう申します、『わたしは

さきに人をつかわして、あなたの金銀、妻子を引きわた

せと言いました。 6しかし、あすの今ごろ、しもべたち

をあなたにつかわします。彼らはあなたの家と、あなた

の家来の家を探って、すべて彼らの気にいる物を手に入

れて奪い去るでしょう』」。 7そこでイスラエルの王は

国の長老をことごとく召して言った、「よく注意して、

この人が無理な事を求めているのを知りなさい。彼は人

をつかわして、わたしの妻子と金銀を求めたが、わたし

はそれを拒まなかった」。 8すべての長老および民は皆

彼に言った、「聞いてはなりません。承諾してはなりま

せん」。 9それで彼はベネハダデの使者に言った、「王

、わが主に告げなさい。『あなたが初めに要求されたこ

とは皆いたしましょう。しかし今度の事はできません』

」。使者は去って復命した。 10ベネハダデは彼に人をつ

かわして言った、「もしサマリヤのちりが、わたしに従

うすべての民の手を満たすに足りるならば、神々がどん

なにでも、わたしを罰してくださるように」。 11イスラ

エルの王は答えた、「『武具を帯びる者は、それを脱ぐ

者のように誇ってはならない』と告げなさい」。 12ベネ

ハダデは仮小屋で、王たちと酒を飲んでいたが、この事

を聞いて、その家来たちに言った、「戦いの備えをせよ

」。彼らは町にむかって戦いの備えをした。 13この時ひ

とりの預言者がイスラエルの王アハブのもとにきて言っ

た、「主はこう仰せられる、『あなたはこの大軍を見た

か。わたしはきょう、これをあなたの手にわたす。あな

たは、わたしが主であることを、知るようになるであろ

う』」。 14アハブは言った、「だれにさせましょうか」

。彼は言った、「主はこう仰せられる、『地方の代官の

家来たちにさせよ』」。アハブは言った、「だれが戦い

を始めましょうか」。彼は答えた、「あなたです」。 15

そこでアハブは地方の代官の家来たちを調べたところ二

百三十二人あった。次にすべての民、すなわちイスラエ

ルのすべての人を調べたところ七千人あった。 16彼らは

昼ごろ出ていったが、ベネハダデは仮小屋で、味方の三

十二人の王たちと共に酒を飲んで酔っていた。 17地方の

代官の家来たちが先に出ていった。ベネハダデは斥候を

つかわしたが、彼らは「サマリヤから人々が出てきた」

と報告したので、 18彼は言った、「和解のために出てき

たのであっても、生どりにせよ。また戦いのために出て

きたのであっても、生どりにせよ」。 19地方の代官の家

来たちと、それに従う軍勢が町から出ていって、 20おの

おのその相手を撃ち殺したので、スリヤびとは逃げた。

イスラエルはこれを追ったが、スリヤの王ベネハダデは

馬に乗り、騎兵を従えてのがれた。 21イスラエルの王は

出ていって、馬と戦車をぶんどり、また大いにスリヤび

とを撃ち殺した。 22時に、かの預言者がイスラエルの王

のもとにきて言った、「行って、力を養い、なすべき事

をよく考えなさい。来年の春にはスリヤの王が、あなた

のところに攻め上ってくるからです」。 23スリヤの王の

家来たちは王に言った、「彼らの神々は山の神ですから

彼らがわれわれよりも強かったのです。もしわれわれが

平地で戦うならば、必ず彼らよりも強いでしょう。 24そ

れでこうしなさい。王たちをおのおのその地位から退か

せ、総督を置いてそれに代らせなさい。 25またあなたが

失った軍勢に等しい軍勢を集め、馬は馬、戦車は戦車を

もって補いなさい。こうしてわれわれが平地で戦うなら

ば必ず彼らよりも強いでしょう」。彼はその言葉を聞き

いれて、そのようにした。 26春になって、ベネハダデは

スリヤびとを集めて、イスラエルと戦うために、アペク

に上ってきた。 27イスラエルの人々は召集され、糧食を

受けて彼らを迎え撃つために出かけた。イスラエルの人

々はやぎの二つの小さい群れのように彼らの前に陣取っ

たが、スリヤびとはその地に満ちていた。 28その時神の

人がきて、イスラエルの王に言った、「主はこう仰せら

れる、『スリヤびとが、主は山の神であって、谷の神で

はないと言っているから、わたしはこのすべての大軍を

あなたの手にわたす。あなたは、わたしが主であること

を知るようになるであろう』」。 29彼らは七日の間、互

にむかいあって陣取り、七日目になって戦いを交えたが

、イスラエルの人々は一日にスリヤびとの歩兵十万人を

殺した。 30そのほかの者はアペクの町に逃げこんだが、

城壁がくずれて、その残った二万七千人の上に倒れた。

ベネハダデは逃げて町に入り、奥の間にはいった。 31家

来たちは彼に言った、「イスラエルの家の王たちはあわ

れみ深い王であると聞いています。それでわれわれの腰

に荒布をつけ、くびになわをかけて、イスラエルの王の

所へ行かせてください。たぶん彼はあなたの命を助ける

でしょう」。 32そこで彼らは荒布を腰にまき、なわをく

びにかけてイスラエルの王の所へ行って言った、「あな

たのしもべベネハダデが『どうぞ、わたしの命を助けて

ください』と申しています」。アハブは言った、「彼は

まだ生きているのですか。彼はわたしの兄弟です」。 33

その人々はこれを吉兆としてすみやかに彼の言葉をうけ
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、「そうです。ベネハダデはあなたの兄弟です」と言っ

たので、彼は言った、「行って彼をつれてきなさい」。

それでベネハダデは彼の所に出てきたので、彼はこれを

自分の車に乗せた。 34ベネハダデは彼に言った、「わた

しの父が、あなたの父上から取った町々は返します。ま

たわたしの父がサマリヤに造ったように、あなたはダマ

スコに、あなたのために市場を設けなさい」。アハブは

言った、「わたしはこの契約をもってあなたを帰らせま

しょう」。こうしてアハブは彼と契約を結び、彼を帰ら

せた。 35さて預言者のともがらのひとりが主の言葉に従

ってその仲間に言った、「どうぞ、わたしを撃ってくだ

さい」。しかしその人は撃つことを拒んだので、 36彼は

その人に言った、「あなたは主の言葉に聞き従わないゆ

え、わたしを離れて行くとすぐ、ししがあなたを殺すで

しょう」。その人が彼のそばを離れて行くとすぐ、しし

が彼に会って彼を殺した。 37彼はまたほかの人に会って

言った、「どうぞ、わたしを撃ってください」。すると

その人は彼を撃ち、撃って傷つけた。 38こうしてその預

言者は行って、道のかたわらで王を待ち、目にほうたい

を当てて姿を変えていた。 39王が通り過ぎる時、王に呼

ばわって言った、「しもべはいくさの中に出て行きまし

たが、ある軍人が、ひとりの人をわたしの所につれてき

て言いました、『この人を守っていなさい。もし彼がい

なくなれば、あなたの命を彼の命に代えるか、または銀

一タラントを払わなければならない』。 40ところが、し

もべはあちらこちらと忙しくしていたので、ついに彼は

いなくなりました」。イスラエルの王は彼に言った、「

あなたはそのとおりにさばかれなければならない。あな

たが自分でそれを定めたのです」。 41そこで彼が急いで

目のほうたいを取り除いたので、イスラエルの王はそれ

が預言者のひとりであることを知った。 42彼は王に言っ

た、「主はこう仰せられる、『わたしが滅ぼそうと定め

た人を、あなたは自分の手から放して行かせたので、あ

なたの命は彼の命に代り、あなたの民は彼の民に代るで

あろう』と」。 43イスラエルの王は悲しみ、かつ怒って

自分の家におもむき、サマリヤに帰った。

21さてエズレルびとナボテはエズレルにぶどう畑をも
っていたが、サマリヤの王アハブの宮殿のかたわら

にあったので、 2アハブはナボテに言った、「あなたの

ぶどう畑はわたしの家の近くにあるので、わたしに譲っ

て青物畑にさせてください。その代り、わたしはそれよ

りも良いぶどう畑をあなたにあげましょう。もしお望み

ならば、その価を金でさしあげましょう」。 3ナボテは

アハブに言った、「わたしは先祖の嗣業をあなたに譲る

ことを断じていたしません」。 4アハブはエズレルびと

ナボテが言った言葉を聞いて、悲しみ、かつ怒って家に

はいった。ナボテが「わたしは先祖の嗣業をあなたに譲

りません」と言ったからである。アハブは床に伏し、顔

をそむけて食事をしなかった。 5妻イゼベルは彼の所に

きて、言った、「あなたは何をそんなに悲しんで、食事

をなさらないのですか」。 6彼は彼女に言った、「わた

しはエズレルびとナボテに『あなたのぶどう畑を金で譲

ってください。もし望むならば、その代りに、ほかのぶ

どう畑をあげよう』と言ったが、彼は答えて『わたしは

ぶどう畑を譲りません』と言ったからだ」。 7妻イゼベ

ルは彼に言った、「あなたが今イスラエルを治めている

のですか。起きて食事をし、元気を出してください。わ

たしがエズレルびとナボテのぶどう畑をあなたにあげま

す」。 8彼女はアハブの名で手紙を書き、彼の印をおし

て、ナボテと同じように、その町に住んでいる長老たち

と身分の尊い人々に、その手紙を送った。 9彼女はその

手紙に書きしるした、「断食を布告して、ナボテを民の

うちの高い所にすわらせ、 10またふたりのよこしまな者

を彼の前にすわらせ、そして彼を訴えて、『あなたは神

と王とをのろった』と言わせなさい。こうして彼を引き

出し、石で撃ち殺しなさい」。 11その町の人々、すなわ

ち、その町に住んでいる長老たちおよび身分の尊い人々

は、イゼベルが言いつかわしたようにした。彼女が彼ら

に送った手紙に書きしるされていたように、 12彼らは断

食を布告して、ナボテを民のうちの高い所にすわらせた

。 13そしてふたりのよこしまな者がはいってきて、その

前にすわり、そのよこしまな者たちが民の前でナボテを

訴えて、「ナボテは神と王とをのろった」と言った。そ

こで人々は彼を町の外に引き出し、石で撃ち殺した。 14

そして人々はイゼベルに「ナボテは石で撃ち殺された」

と言い送った。 15イゼベルはナボテが石で撃ち殺された

のを聞くとすぐ、アハブに言った、「立って、あのエズ

レルびとナボテが、あなたに金で譲ることを拒んだぶど

う畑を取りなさい。ナボテは生きていません。死んだの

です」。 16アハブはナボテの死んだのを聞くとすぐ、立

って、エズレルびとナボテのぶどう畑を取るために、そ

こへ下っていった。 17そのとき、主の言葉がテシベびと

エリヤに臨んだ、 18「立って、下って行き、サマリヤに

いるイスラエルの王アハブに会いなさい。彼はナボテの

ぶどう畑を取ろうとしてそこへ下っている。 19あなたは

彼に言わなければならない、『主はこう仰せられる、あ

なたは殺したのか、また取ったのか』と。また彼に言い

なさい、『主はこう仰せられる、犬がナボテの血をなめ

た場所で、犬があなたの血をなめるであろう』」。 20ア

ハブはエリヤに言った、「わが敵よ、ついに、わたしを

見つけたのか」。彼は言った、「見つけました。あなた

が主の目の前に悪を行うことに身をゆだねたゆえ、 21わ

たしはあなたに災を下し、あなたを全く滅ぼし、アハブ

に属する男は、イスラエルにいてつながれた者も、自由

な者もことごとく断ち、 22またあなたの家をネバテの子

ヤラベアムの家のようにし、アヒヤの子バアシャの家の

ようにするでしょう。これはあなたがわたしを怒らせた

怒りのゆえ、またイスラエルに罪を犯させたゆえです。

23イゼベルについて、主はまた言われました、『犬がエ

ズレルの地域でイゼベルを食うであろう』と。 24アハブ

に属する者は、町で死ぬ者を犬が食い、野で死ぬ者を空

の鳥が食うでしょう」。 25アハブのように主の目の前に

悪を行うことに身をゆだねた者はなかった。その妻イゼ

ベルが彼をそそのかしたのである。 26彼は主がイスラエ

ルの人々の前から追い払われたアモリびとがしたように

偶像に従って、はなはだ憎むべき事を行った。 27アハブ

はこれらの言葉を聞いた時、衣を裂き、荒布を身にまと

い、食を断ち、荒布に伏し、打ちしおれて歩いた。 28こ

の時、主の言葉がテシベびとエリヤに臨んだ、 29「アハ

ブがわたしの前にへりくだっているのを見たか。彼がわ

たしの前にへりくだっているゆえ、わたしは彼の世には

災を下さない。その子の世に災をその家に下すであろう

」。
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22スリヤとイスラエルの間に戦争がなくて三年を経た
。 2しかし三年目にユダの王ヨシャパテがイスラエ

ルの王の所へ下っていったので、 3イスラエルの王はそ

の家来たちに言った、「あなたがたは、ラモテ・ギレア

デがわれわれの所有であることを知っていますか。しか

もなおわれわれはスリヤの王の手からそれを取らずに黙

っているのです」。 4彼はヨシャパテに言った、「ラモ

テ・ギレアデで戦うためにわたしと一緒に行かれません

か」。ヨシャパテはイスラエルの王に言った、「わたし

はあなたと一つです。わたしの民はあなたの民と一つで

す。わたしの馬はあなたの馬と一つです」。 5ヨシャパ

テはまたイスラエルの王に言った、「まず、主の言葉を

伺いなさい」。 6そこでイスラエルの王は預言者四百人

ばかりを集めて、彼らに言った、「わたしはラモテ・ギ

レアデに戦いに行くべきでしょうか、あるいは控えるべ

きでしょうか」。彼らは言った、「上っていきなさい。

主はそれを王の手にわたされるでしょう」。 7ヨシャパ

テは言った、「ここには、われわれの問うべき主の預言

者がほかにいませんか」。 8イスラエルの王はヨシャパ

テに言った、「われわれが主に問うことのできる人が、

まだひとりいます。イムラの子ミカヤです。彼はわたし

について良い事を預言せず、ただ悪い事だけを預言する

ので、わたしは彼を憎んでいます」。ヨシャパテは言っ

た、「王よ、そう言わないでください」。 9そこでイス

ラエルの王は役人を呼んで、「急いでイムラの子ミカヤ

を連れてきなさい」と言った。 10さてイスラエルの王お

よびユダの王ヨシャパテは王の服を着て、サマリヤの門

の入口の広場に、おのおのその王座にすわり、預言者た

ちは皆その前で預言していた。 11ケナアナの子ゼデキヤ

は鉄の角を造って言った、「主はこう仰せられます、『

あなたはこれらの角をもってスリヤびとを突いて彼らを

滅ぼしなさい』」。 12預言者たちは皆そのように預言し

て言った、「ラモテ・ギレアデに上っていって勝利を得

なさい。主はそれを王の手にわたされるでしょう」。 13

さてミカヤを呼びにいった使者は彼に言った、「預言者

たちは一致して王に良い事を言いました。どうぞ、あな

たも、彼らのひとりの言葉のようにして、良い事を言っ

てください」。 14ミカヤは言った、「主は生きておられ

ます。主がわたしに言われる事を申しましょう」。 15彼

が王の所へ行くと、王は彼に言った、「ミカヤよ、われ

われはラモテ・ギレアデに戦いに行くべきでしょうか、

あるいは控えるべきでしょうか」。彼は王に言った、「

上っていって勝利を得なさい。主はそれを王の手にわた

されるでしょう」。 16しかし王は彼に言った、「幾たび

あなたを誓わせたら、あなたは主の名をもって、ただ真

実のみをわたしに告げるでしょうか」。 17彼は言った、

「わたしはイスラエルが皆、牧者のない羊のように、山

に散っているのを見ました。すると主は『これらの者は

飼主がいない。彼らをそれぞれ安らかに、その家に帰ら

せよ』と言われました」。 18イスラエルの王はヨシャパ

テに言った、「彼がわたしについて良い事を預言せず、

ただ悪い事だけを預言すると、あなたに告げたではあり

ませんか」。 19ミカヤは言った、「それゆえ主の言葉を

聞きなさい。わたしは主がその玉座にすわり、天の万軍

がそのかたわらに、右左に立っているのを見たが、 20主

は『だれがアハブをいざなってラモテ・ギレアデに上ら

せ、彼を倒れさせるであろうか』と言われました。する

とひとりはこの事を言い、ひとりはほかの事を言いまし

た。 21その時一つの霊が進み出て、主の前に立ち、『わ

たしが彼をいざないましょう』と言いました。 22主は『

どのような方法でするのか』と言われたので、彼は『わ

たしが出て行って、偽りを言う霊となって、すべての預

言者の口に宿りましょう』と言いました。そこで主は『

おまえは彼をいざなって、それを成し遂げるであろう。

出て行って、そうしなさい』と言われました。 23それで

主は偽りを言う霊をあなたのすべての預言者の口に入れ

、また主はあなたの身に起る災を告げられたのです」。

24するとケナアナの子ゼデキヤは近寄って、ミカヤのほ

おを打って言った、「どのようにして主の霊がわたしを

離れて、あなたに語りましたか」。 25ミカヤは言った、

「あなたが奥の間にはいって身を隠すその日に、わかる

でしょう」。 26イスラエルの王は言った、「ミカヤを捕

え、町のつかさアモンと、王の子ヨアシの所へ引いて帰

って、 27言いなさい、『王がこう言います、この者を獄

屋に入れ、わずかのパンと水をもって彼を養い、わたし

が勝利を得て帰ってくるのを待て』」。 28ミカヤは言っ

た、「もしあなたが勝利を得て帰ってこられるならば、

主がわたしによって語られなかったのです」。また彼は

言った、「あなたがた、すべての民よ、聞きなさい」。

29こうしてイスラエルの王とユダの王ヨシャパテはラモ

テ・ギレアデに上っていった。 30イスラエルの王はヨシ

ャパテに言った、「わたしは姿を変えて、戦いに行きま

す。あなたは王の服を着けなさい」。イスラエルの王は

姿を変えて戦いに行った。 31さて、スリヤの王は、その

戦車長三十二人に命じて言った、「あなたがたは、小さ

い者とも大きい者とも戦わないで、ただイスラエルの王

とだけ戦いなさい」。 32戦車長らはヨシャパテを見たと

き、これはきっとイスラエルの王だと思ったので、身を

めぐらして、これと戦おうとすると、ヨシャパテは呼ば

わった。 33戦車長らは彼がイスラエルの王でないのを見

たので、彼を追うことをやめて引き返した。 34しかし、

ひとりの人が何心なく弓をひいて、イスラエルの王の胸

当と草摺の間を射たので、彼はその戦車の御者に言った

、「わたしは傷を受けた。戦車をめぐらして、わたしを

戦場から運び出せ」。 35その日戦いは激しくなった。王

は戦車の中にささえられて立ち、スリヤびとにむかって

いたが、ついに、夕暮になって死んだ。傷の血は戦車の

底に流れた。 36日の没するころ、軍勢の中に呼ばわる声

がした、「めいめいその町へ、めいめいその国へ帰れ」

。 37王は死んで、サマリヤへ携え行かれた。人々は王を

サマリヤに葬った。 38またその戦車をサマリヤの池で洗

ったが、犬がその血をなめた。また遊女がそこで身を洗

った。主が言われた言葉のとおりである。 39アハブのそ

のほかの事績と、彼がしたすべての事と、その建てた象

牙の家と、その建てたすべての町は、イスラエルの王の

歴代志の書にしるされているではないか。 40こうしてア

ハブはその先祖と共に眠って、その子アハジヤが代って

王となった。 41アサの子ヨシャパテはイスラエルの王ア

ハブの第四年にユダの王となった。 42ヨシャパテは王と

なった時、三十五歳であったが、エルサレムで二十五年

世を治めた。その母の名はアズバといい、シルヒの娘で

あった。 43ヨシャパテは父アサのすべての道に歩み、そ

れを離れることなく、主の目にかなう事をした。ただし

高き所は除かなかったので、民はなお高き所で犠牲をさ

さげ、香をたいた。 44ヨシャパテはまたイスラエルの王

と、よしみを結んだ。 45ヨシャパテのその他の事績と、
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彼があらわした勲功およびその戦争については、ユダの

王の歴代志の書にしるされているではないか。 46彼は父

アサの世になお残っていた神殿男娼たちを国のうちから

追い払った。 47そのころエドムには王がなく、代官が王

であった。 48ヨシャパテはタルシシの船を造って、金を

獲るためにオフルに行かせようとしたが、その船はエジ

オン・ゲベルで難破したため、ついに行かなかった。 49

そこでアハブの子アハジヤはヨシャパテに「わたしの家

来をあなたの家来と一緒に船で行かせなさい」と言った

が、ヨシャパテは承知しなかった。 50ヨシャパテはその

先祖と共に眠って、父ダビデの町に先祖と共に葬られ、

その子ヨラムが代って王となった。 51アハブの子アハジ

ヤはユダの王ヨシャパテの第十七年にサマリヤでイスラ

エルの王となり、二年イスラエルを治めた。 52彼は主の

目の前に悪を行い、その父の道と、その母の道、および

かのイスラエルに罪を犯させたネバテの子ヤラベアムの

道に歩み、 53バアルに仕えて、それを拝み、イスラエル

の神、主を怒らせた。すべて彼の父がしたとおりであっ

た。
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列王記Ⅱ

1アハブが死んだ後、モアブはイスラエルにそむいた。
2 さてアハジヤはサマリヤにある高殿のらんかんから

落ちて病気になったので、使者をつかわし、「行ってエ

クロンの神バアル・ゼブブに、この病気がなおるかどう

かを尋ねよ」と命じた。 3時に、主の使はテシベびとエ

リヤに言った、「立って、上って行き、サマリヤの王の

使者に会って言いなさい、『あなたがたがエクロンの神

バアル・ゼブブに尋ねようとして行くのは、イスラエル

に神がないためか』。 4それゆえ主はこう仰せられる、

『あなたは、登った寝台から降りることなく、必ず死ぬ

であろう』」。そこでエリヤは上って行った。 5使者た

ちがアハジヤのもとに帰ってきたので、アハジヤは彼ら

に言った、「なぜ帰ってきたのか」。 6彼らは言った、

「ひとりの人が上ってきて、われわれに会って言いまし

た、『おまえたちをつかわした王の所へ帰って言いなさ

い。主はこう仰せられる、あなたがエクロンの神バアル

・ゼブブに尋ねようとして人をつかわすのは、イスラエ

ルに神がないためなのか。それゆえあなたは、登った寝

台から降りることなく、必ず死ぬであろう』」。 7アハ

ジヤは彼らに言った、「上ってきて、あなたがたに会っ

て、これらの事を告げた人はどんな人であったか」。 8

彼らは答えた、「その人は毛ごろもを着て、腰に皮の帯

を締めていました」。彼は言った、「その人はテシべび

とエリヤだ」。 9そこで王は五十人の長を、部下の五十

人と共にエリヤの所へつかわした。彼がエリヤの所へ上

っていくと、エリヤは山の頂にすわっていたので、エリ

ヤに言った、「神の人よ、王があなたに、下って来るよ

うにと言われます」。 10しかしエリヤは五十人の長に答

えた、「わたしがもし神の人であるならば、火が天から

下って、あなたと部下の五十人とを焼き尽すでしょう」

。そのように火が天から下って、彼と部下の五十人とを

焼き尽した。 11王はまた他の五十人の長を、部下の五十

人と共にエリヤにつかわした。彼は上っていってエリヤ

に言った、「神の人よ、王がこう命じられます、『すみ

やかに下ってきなさい』」。 12しかしエリヤは彼らに答

えた、「わたしがもし神の人であるならば、火が天から

下って、あなたと部下の五十人とを焼き尽すでしょう」

。そのように神の火が天から下って、彼と部下の五十人

とを焼き尽した。 13王はまた第三の五十人の長を部下の

五十人と共につかわした。第三の五十人の長は上ってい

って、エリヤの前にひざまずき、彼に願って言った、「

神の人よ、どうぞ、わたしの命と、あなたのしもべであ

るこの五十人の命をあなたの目に尊いものとみなしてく

ださい。 14ごらんなさい、火が天からくだって、さきの

五十人の長ふたりと、その部下の五十人ずつとを焼き尽

しました。しかし今わたしの命をあなたの目に尊いもの

とみなしてください」。 15その時、主の使はエリヤに言

った、「彼と共に下りなさい。彼を恐れてはならない」

。そこでエリヤは立って、彼と共に下り、王のもとへ行

って、 16王に言った、「主はこう仰せられます、『あな

たはエクロンの神バアル・ゼブブに尋ねようと使者をつ

かわしたが、それはイスラエルに、その言葉を求むべき

神がないためであるか。それゆえあなたは、登った寝台

から降りることなく、必ず死ぬであろう』」。 17彼はエ

リヤが言った主の言葉のとおりに死んだが、彼に子がな

かったので、その兄弟ヨラムが彼に代って王となった。

これはユダの王ヨシャパテの子ヨラムの第二年である。

18アハジヤのその他の事績は、イスラエルの王の歴代志

の書にしるされているではないか。

2主がつむじ風をもってエリヤを天に上らせようとされ
た時、エリヤはエリシャと共にギルガルを出て行った

。 2エリヤはエリシャに言った、「どうぞ、ここにとど

まってください。主はわたしをベテルにつかわされるの

ですから」。しかしエリシャは言った、「主は生きてお

られます。またあなたも生きておられます。わたしはあ

なたを離れません」。そして彼らはベテルへ下った。 3

ベテルにいる預言者のともがらが、エリシャのもとに出

てきて彼に言った、「主がきょう、あなたの師事する主

人をあなたから取られるのを知っていますか」。彼は言

った、「はい、知っています。あなたがたは黙っていて

ください」。 4エリヤは彼に言った、「エリシャよ、ど

うぞ、ここにとどまってください。主はわたしをエリコ

につかわされるのですから」。しかしエリシャは言った

、「主は生きておられます。またあなたも生きておられ

ます。わたしはあなたを離れません」。そして彼らはエ

リコへ行った。 5エリコにいた預言者のともがらが、エ

リシャのもとにきて彼に言った、「主がきょう、あなた

の師事する主人をあなたから取られるのを知っています

か」。彼は言った、「はい、知っています。あなたがた

は黙っていてください」。 6エリヤはまた彼に言った、

「どうぞ、ここにとどまってください。主はわたしをヨ

ルダンにつかわされるのですから」。しかし彼は言った

、「主は生きておられます。またあなたも生きておられ

ます。わたしはあなたを離れません」。そしてふたりは

進んで行った。 7預言者のともがら五十人も行って、彼

らにむかって、はるかに離れて立っていた。彼らふたり

は、ヨルダンのほとりに立ったが、 8エリヤは外套を取

り、それを巻いて水を打つと、水が左右に分れたので、

ふたりはかわいた土の上を渡ることができた。 9彼らが

渡ったとき、エリヤはエリシャに言った、「わたしが取

られて、あなたを離れる前に、あなたのしてほしい事を

求めなさい」。エリシャは言った、「どうぞ、あなたの

霊の二つの分をわたしに継がせてください」。 10エリヤ

は言った、「あなたはむずかしい事を求める。あなたが

もし、わたしが取られて、あなたを離れるのを見るなら

ば、そのようになるであろう。しかし見ないならば、そ

のようにはならない」。 11彼らが進みながら語っていた

時、火の車と火の馬があらわれて、ふたりを隔てた。そ

してエリヤはつむじ風に乗って天にのぼった。 12エリシ

ャはこれを見て「わが父よ、わが父よ、イスラエルの戦

車よ、その騎兵よ」と叫んだが、再び彼を見なかった。

そこでエリシャは自分の着物をつかんで、それを二つに

裂き、 13またエリヤの身から落ちた外套を取り上げ、帰

ってきてヨルダンの岸に立った。 14そしてエリヤの身か

ら落ちたその外套を取って水を打ち、「エリヤの神、主

はどこにおられますか」と言い、彼が水を打つと、水は

左右に分れたので、エリシャは渡った。 15エリコにいる

預言者のともがらは彼の近づいて来るのを見て、「エリ

ヤの霊がエリシャの上にとどまっている」と言った。そ

して彼らは来て彼を迎え、その前に地に伏して、 16彼に

言った、「しもべらの所に力の強い者が五十人います。

どうぞ彼らをつかわして、あなたの主人を尋ねさせてく
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ださい。主の霊が彼を引きあげて、彼を山か谷に投げた

のかも知れません」。エリシャは「つかわしてはならな

い」と言ったが、 17彼の恥じるまで、しいたので、彼は

「つかわしなさい」と言った。それで彼らは五十人の者

をつかわし、三日の間尋ねたが、彼を見いださなかった

。 18エリシャのなおエリコにとどまっている時、彼らが

帰ってきたので、エリシャは彼らに言った、「わたしは

、あなたがたに、行ってはならないと告げたではないか

」。 19町の人々はエリシャに言った、「見られるとおり

、この町の場所は良いが水が悪いので、この地は流産を

起すのです」。 20エリシャは言った、「新しい皿に塩を

盛って、わたしに持ってきなさい」。彼らは持ってきた

。 21エリシャは水の源へ出て行って、塩をそこに投げ入

れて言った、「主はこう仰せられる、『わたしはこの水

を良い水にした。もはやここには死も流産も起らないで

あろう』」。 22こうしてその水はエリシャの言ったとお

りに良い水になって今日に至っている。 23彼はそこから

ベテルへ上ったが、上って行く途中、小さい子供らが町

から出てきて彼をあざけり、彼にむかって「はげ頭よ、

のぼれ。はげ頭よ、のぼれ」と言ったので、 24彼はふり

返って彼らを見、主の名をもって彼らをのろった。する

と林の中から二頭の雌ぐまが出てきて、その子供らのう

ち四十二人を裂いた。 25彼はそこからカルメル山へ行き

、そこからサマリヤに帰った。

3ユダの王ヨシャパテの第十八年にアハブの子ヨラムは
サマリヤでイスラエルの王となり、十二年世を治めた

。 2彼は主の目の前に悪をおこなったが、その父母のよ

うではなかった。彼がその父の造ったバアルの石柱を除

いたからである。 3しかし彼はイスラエルに罪を犯させ

たネバテの子ヤラベアムの罪につき従って、それを離れ

なかった。 4モアブの王メシャは羊の飼育者で、十万の

小羊と、十万の雄羊の毛とを年々イスラエルの王に納め

ていたが、 5アハブが死んだ後、モアブの王はイスラエ

ルの王にそむいた。 6そこでヨラム王はその時サマリヤ

を出て、イスラエルびとをことごとく集め、 7また、人

をユダの王ヨシャパテにつかわし、「モアブの王はわた

しにそむきました。あなたはモアブと戦うために、わた

しと一緒に行かれませんか」と言わせた。彼は言った、

「行きましょう。わたしはあなたと一つです。わたしの

民はあなたの民と一つです。わたしの馬はあなたの馬と

一つです」。 8彼はまた言った、「われわれはどの道を

上るのですか」。ヨラムは答えた、「エドムの荒野の道

を上りましょう」。 9こうしてイスラエルの王はユダの

王およびエドムの王と共に出て行った。しかし彼らは回

り道をして、七日の間進んだが、軍勢とそれに従う家畜

の飲む水がなかったので、 10イスラエルの王は言った、

「ああ、主は、この三人の王をモアブの手に渡そうとし

て召し集められたのだ」。 11ヨシャパテは言った、「わ

れわれが主に問うことのできる主の預言者はここにいま

せんか」。イスラエルの王のひとりの家来が答えた、「

エリヤの手に水を注いだシャパテの子エリシャがここに

います」。 12ヨシャパテは言った、「主の言葉が彼にあ

ります」。そこでイスラエルの王とヨシャパテとエドム

の王とは彼のもとへ下っていった。 13エリシャはイスラ

エルの王に言った、「わたしはあなたとなんのかかわり

がありますか。あなたの父上の預言者たちと母上の預言

者たちの所へ行きなさい」。イスラエルの王は彼に言っ

た、「いいえ、主がこの三人の王をモアブの手に渡そう

として召し集められたのです」。 14エリシャは言った、

「わたしの仕える万軍の主は生きておられます。わたし

はユダの王ヨシャパテのためにするのでなければ、あな

たを顧み、あなたに会うことはしないのだが、 15いま楽

人をわたしの所に連れてきなさい」。そこで楽人が楽を

奏すると、主の手が彼に臨んで、 16彼は言った、「主は

こう仰せられる、『わたしはこの谷を水たまりで満たそ

う』。 17これは主がこう仰せられるからである、『あな

たがたは風も雨も見ないのに、この谷に水が満ちて、あ

なたがたと、その家畜および獣が飲むであろう』。 18こ

れは主の目には小さい事である。主はモアブびとをも、

あなたがたの手に渡される。 19そしてあなたがたはすべ

ての堅固な町と、すべての良い町を撃ち、すべての良い

木を切り倒し、すべての水の井戸をふさぎ、石をもって

地のすべての良い所を荒すであろう」。 20あくる朝にな

って、供え物をささげる時に、水がエドムの方から流れ

てきて、水は国に満ちた。 21さてモアブびとは皆、王た

ちが自分たちを攻めるために上ってきたのを聞いたので

、よろいを着ることのできる者を、老いも若きもことご

とく召集して、国境に配置したが、 22朝はやく起きて、

太陽がのぼって水を照したとき、モアブびとは目の前に

血のように赤い水を見たので、 23彼らは言った、「これ

は血だ、きっと王たちが互に戦って殺し合ったのだ。だ

から、モアブよ、ぶんどりに行きなさい」。 24しかしモ

アブびとがイスラエルの陣営に行くと、イスラエルびと

は立ちあがってモアブびとを撃ったので、彼らはイスラ

エルの前から逃げ去った。イスラエルびとは進んで、モ

アブびとを撃ち、その国にはいって、 25町々を滅ぼし、

おのおの石を一つずつ、地のすべての良い所に投げて、

これに満たし、水の井戸をことごとくふさぎ、良い木を

ことごとく切り倒して、ただキル・ハラセテはその名を

残すのみとなったが、石を投げる者がこれを囲んで撃ち

滅ぼした。 26モアブの王は戦いがあまりに激しく、当り

がたいのを見て、つるぎを抜く者七百人を率い、エドム

の王の所に突き入ろうとしたが、果さなかったので、 27

自分の位を継ぐべきその長子をとって城壁の上で燔祭と

してささげた。その時イスラエルに大いなる憤りが臨ん

だので、彼らは彼をすてて自分の国に帰った。

4預言者のともがらの、ひとりの妻がエリシャに呼ばわ
って言った、「あなたのしもべであるわたしの夫が死

にました。ごぞんじのように、あなたのしもべは主を恐

れる者でありましたが、今、債主がきて、わたしのふた

りの子供を取って奴隷にしようとしているのです」。 2

エリシャは彼女に言った、「あなたのために何をしまし

ょうか。あなたの家にどんな物があるか、言いなさい」

。彼女は言った、「一びんの油のほかは、はしための家

に何もありません」。 3彼は言った、「ほかへ行って、

隣の人々から器を借りなさい。あいた器を借りなさい。

少しばかりではいけません。 4そして内にはいって、あ

なたの子供たちと一緒に戸の内に閉じこもり、そのすべ

ての器に油をついで、いっぱいになったとき、一つずつ

それを取りのけておきなさい」。 5彼女は彼を離れて去

り、子供たちと一緒に戸の内に閉じこもり、子供たちの

持って来る器に油をついだ。 6油が満ちたとき、彼女は

子供に「もっと器を持ってきなさい」と言ったが、子供

が「器はもうありません」と言ったので、油はとまった
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。 7そこで彼女は神の人のところにきて告げたので、彼

は言った、「行って、その油を売って負債を払いなさい

。あなたと、あなたの子供たちはその残りで暮すことが

できます」。 8ある日エリシャはシュネムへ行ったが、

そこにひとりの裕福な婦人がいて、しきりに彼に食事を

すすめたので、彼はそこを通るごとに、そこに寄って食

事をした。 9その女は夫に言った、「いつもわたしたち

の所を通るあの人は確かに神の聖なる人です。 10わたし

たちは屋上に壁のある一つの小さいへやを造り、そこに

寝台と机といすと燭台とを彼のために備えましょう。そ

うすれば彼がわたしたちの所に来るとき、そこに、はい

ることができます」。 11さて、ある日エリシャはそこに

きて、そのへやにはいり、そこに休んだが、 12彼はその

しもべゲハジに「このシュネムの女を呼んできなさい」

と言った。彼がその女を呼ぶと、彼女はきてエリシャの

前に立ったので、 13エリシャはゲハジに言った、「彼女

に言いなさい、『あなたはこんなにねんごろに、わたし

たちのために心を用いられたが、あなたのためには何を

したらよいでしょうか。王または軍勢の長にあなたの事

をよろしく頼むことをお望みですか』」。彼女は答えて

言った、「わたしは自分の民のうちに住んでいます」。

14エリシャは言った、「それでは彼女のために何をしよ

うか」。ゲハジは言った、「彼女には子供がなく、その

夫は老いています」。 15するとエリシャが「彼女を呼び

なさい」と言ったので、彼女を呼ぶと、来て戸口に立っ

た。 16エリシャは言った、「来年の今ごろ、あなたはひ

とりの子を抱くでしょう」。彼女は言った、「いいえ、

わが主よ、神の人よ、はしためを欺かないでください」

。 17しかし女はついに身ごもって、エリシャが彼女に言

ったように、次の年のそのころに子を産んだ。 18その子

が成長して、ある日、刈入れびとの所へ出ていって、父

のもとへ行ったが、 19父にむかって「頭が、頭が」と言

ったので、父はしもべに「彼を母のもとへ背負っていき

なさい」と言った。 20彼を背負って母のもとへ行くと、

昼まで母のひざの上にすわっていたが、ついに死んだ。

21母は上がっていって、これを神の人の寝台の上に置き

、戸を閉じて出てきた。 22そして夫を呼んで言った、「

どうぞ、しもべひとりと、ろば一頭をわたしにかしてく

ださい。急いで神の人の所へ行って、また帰ってきます

」。 23夫は言った、「どうしてきょう彼の所へ行こうと

するのか。きょうは、ついたちでもなく、安息日でもな

い」。彼女は言った、「よろしいのです」。 24そして彼

女はろばにくらを置いて、しもべに言った、「速く駆け

させなさい。わたしが命じる時でなければ、歩調をゆる

めてはなりません」。 25こうして彼女は出発してカルメ

ル山へ行き、神の人の所へ行った。神の人は彼女の近づ

いてくるのを見て、しもべゲハジに言った、「向こうか

ら、あのシュネムの女が来る。 26すぐ走って行って、彼

女を迎えて言いなさい、『あなたは無事ですか。あなた

の夫は無事ですか。あなたの子供は無事ですか』」。彼

女は答えた、「無事です」。 27ところが彼女は山にきて

、神の人の所へくるとエリシャの足にすがりついた。ゲ

ハジが彼女を追いのけようと近よった時、神の人は言っ

た、「かまわずにおきなさい。彼女は心に苦しみがある

のだから。主はそれを隠して、まだわたしにお告げにな

らないのだ」。 28そこで彼女は言った、「わたしがあな

たに子を求めましたか。わたしを欺かないでくださいと

言ったではありませんか」。 29エリシャはゲハジに言っ

た、「腰をひきからげ、わたしのつえを手に持って行き

なさい。だれに会っても、あいさつしてはならない。ま

たあなたにあいさつする者があっても、それに答えては

ならない。わたしのつえを子供の顔の上に置きなさい」

。 30子供の母は言った、「主は生きておられます。あな

たも生きておられます。わたしはあなたを離れません」

。そこでエリシャはついに立ちあがって彼女のあとにつ

いて行った。 31ゲハジは彼らの先に行って、つえを子供

の顔の上に置いたが、なんの声もなく、生きかえったし

るしもなかったので、帰ってきてエリシャに会い、彼に

告げて「子供はまだ目をさましません」と言った。 32エ

リシャが家にはいって見ると、子供は死んで、寝台の上

に横たわっていたので、 33彼ははいって戸を閉じ、彼ら

ふたりだけ内にいて主に祈った。 34そしてエリシャが上

がって子供の上に伏し、自分の口を子供の口の上に、自

分の目を子供の目の上に、自分の両手を子供の両手の上

にあて、その身を子供の上に伸ばしたとき、子供のから

だは暖かになった。 35こうしてエリシャは再び起きあが

って、家の中をあちらこちらと歩み、また上がって、そ

の身を子供の上に伸ばすと、子供は七たびくしゃみをし

て目を開いた。 36エリシャはただちにゲハジを呼んで、

「あのシュネムの女を呼べ」と言ったので、彼女を呼ん

だ。彼女がはいってくるとエリシャは言った、「あなた

の子供をつれて行きなさい」。 37彼女ははいってきて、

エリシャの足もとに伏し、地に身をかがめた。そしてそ

の子供を取りあげて出ていった。 38エリシャはギルガル

に帰ったが、その地にききんがあった。預言者のともが

らが彼の前に座していたので、エリシャはそのしもべに

言った、「大きなかまをすえて、預言者のともがらのた

めに野菜の煮物をつくりなさい」。 39彼らのうちのひと

りが畑に出ていって青物をつんだが、つる草のあるのを

見て、その野うりを一包つんできて、煮物のかまの中に

切り込んだ。彼らはそれが何であるかを知らなかったか

らである。 40やがてこれを盛って人々に食べさせようと

したが、彼らがその煮物を食べようとした時、叫んで、

「ああ神の人よ、かまの中に、たべると死ぬものがはい

っています」と言って、食べることができなかったので

、 41エリシャは「それでは粉を持って来なさい」と言っ

て、それをかまに投げ入れ、「盛って人々に食べさせな

さい」と言った。かまの中には、なんの毒物もなくなっ

た。 42その時、バアル・シャリシャから人がきて、初穂

のパンと、大麦のパン二十個と、新穀一袋とを神の人の

もとに持ってきたので、エリシャは「人々に与えて食べ

させなさい」と言ったが、 43その召使は言った、「どう

してこれを百人の前に供えるのですか」。しかし彼は言

った、「人々に与えて食べさせなさい。主はこう言われ

る、『彼らは食べてなお余すであろう』」。 44そこで彼

はそれを彼らの前に供えたので、彼らは食べてなお余し

た。主の言葉のとおりであった。

5スリヤ王の軍勢の長ナアマンはその主君に重んじられ
た有力な人であった。主がかつて彼を用いてスリヤに

勝利を得させられたからである。彼は大勇士であったが

、らい病をわずらっていた。 2さきにスリヤびとが略奪

隊を組んで出てきたとき、イスラエルの地からひとりの

少女を捕えて行った。彼女はナアマンの妻に仕えたが、

3その女主人にむかって、「ああ、御主人がサマリヤに

いる預言者と共におられたらよかったでしょうに。彼は
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そのらい病をいやしたことでしょう」と言ったので、 4

ナアマンは行って、その主君に、「イスラエルの地から

きた娘がこういう事を言いました」と告げると、 5スリ

ヤ王は言った、「それでは行きなさい。わたしはイスラ

エルの王に手紙を書きましょう」。そこで彼は銀十タラ

ントと、金六千シケルと、晴れ着十着を携えて行った。

6彼がイスラエルの王に持って行った手紙には、「この

手紙があなたにとどいたならば、わたしの家来ナアマン

を、あなたにつかわしたことと御承知ください。あなた

に彼のらい病をいやしていただくためです」とあった。

7イスラエルの王はその手紙を読んだ時、衣を裂いて言

った、「わたしは殺したり、生かしたりすることのでき

る神であろうか。どうしてこの人は、らい病人をわたし

につかわして、それをいやせと言うのか。あなたがたは

、彼がわたしに争いをしかけているのを知って警戒する

がよい」。 8神の人エリシャは、イスラエルの王がその

衣を裂いたことを聞き、王に人をつかわして言った、「

どうしてあなたは衣を裂いたのですか。彼をわたしのも

とにこさせなさい。そうすれば彼はイスラエルに預言者

のあることを知るようになるでしょう」。 9そこでナア

マンは馬と車とを従えてきて、エリシャの家の入口に立

った。 10するとエリシャは彼に使者をつかわして言った

、「あなたはヨルダンへ行って七たび身を洗いなさい。

そうすれば、あなたの肉はもとにかえって清くなるでし

ょう」。 11しかしナアマンは怒って去り、そして言った

、「わたしは、彼がきっとわたしのもとに出てきて立ち

、その神、主の名を呼んで、その箇所の上に手を動かし

て、らい病をいやすのだろうと思った。 12ダマスコの川

アバナとパルパルはイスラエルのすべての川水にまさる

ではないか。わたしはこれらの川に身を洗って清まるこ

とができないのであろうか」。こうして彼は身をめぐら

し、怒って去った。 13その時、しもべたちは彼に近よっ

て言った、「わが父よ、預言者があなたに、何か大きな

事をせよと命じても、あなたはそれをなさらなかったで

しょうか。まして彼はあなたに『身を洗って清くなれ』

と言うだけではありませんか」。 14そこでナアマンは下

って行って、神の人の言葉のように七たびヨルダンに身

を浸すと、その肉がもとにかえって幼な子の肉のように

なり、清くなった。 15彼はすべての従者を連れて神の人

のもとに帰ってきて、その前に立って言った、「わたし

は今、イスラエルのほか、全地のどこにも神のおられな

いことを知りました。それゆえ、どうぞ、しもべの贈り

物を受けてください」。 16エリシャは言った、「わたし

の仕える主は生きておられる。わたしは何も受けません

」。彼はしいて受けさせようとしたが、それを拒んだ。

17そこでナアマンは言った、「もしお受けにならないの

であれば、どうぞ騾馬に二駄の土をしもべにください。

これから後しもべは、他の神には燔祭も犠牲もささげず

、ただ主にのみささげます。 18どうぞ主がこの事を、し

もべにおゆるしくださるように。すなわち、わたしの主

君がリンモンの宮にはいって、そこで礼拝するとき、わ

たしの手によりかかることがあり、またわたしもリンモ

ンの宮で身をかがめることがありましょう。わたしがリ

ンモンの宮で身をかがめる時、どうぞ主がその事を、し

もべにおゆるしくださるように」。 19エリシャは彼に言

った、「安んじて行きなさい」。ナアマンがエリシャを

離れて少し行ったとき、 20神の人エリシャのしもべゲハ

ジは言った、「主人はこのスリヤびとナアマンをいたわ

って、彼が携えてきた物を受けなかった。主は生きてお

られる。わたしは彼のあとを追いかけて、彼から少し、

物を受けよう」。 21そしてゲハジはナアマンのあとを追

ったが、ナアマンは自分のあとから彼が走ってくるのを

見て、車から降り、彼を迎えて、「変った事があるので

すか」と言うと、 22彼は言った、「無事です。主人がわ

たしをつかわして言わせます、『ただいまエフライムの

山地から、預言者のともがらのふたりの若者が、わたし

のもとに来ましたので、どうぞ彼らに銀一タラントと晴

れ着二着を与えてください』」。 23ナアマンは、「どう

ぞ二タラントを受けてください」と言って彼にしい、銀

二タラントを二つの袋に入れ、晴れ着二着を添えて、自

分のふたりのしもべに渡したので、彼らはそれを負って

ゲハジの先に立って進んだが、 24彼は丘にきたとき、そ

れを彼らの手から受け取って家のうちにおさめ、人々を

送りかえしたので、彼らは去った。 25彼がはいって主人

の前に立つと、エリシャは彼に言った、「ゲハジよ、ど

こへ行ってきたのか」。彼は言った、「しもべはどこへ

も行きません」。 26エリシャは言った、「あの人が車を

はなれて、あなたを迎えたとき、わたしの心はあなたと

一緒にそこにいたではないか。今は金を受け、着物を受

け、オリブ畑、ぶどう畑、羊、牛、しもべ、はしためを

受ける時であろうか。 27それゆえ、ナアマンのらい病は

あなたに着き、ながくあなたの子孫に及ぶであろう」。

彼がエリシャの前を出ていくとき、らい病が発して雪の

ように白くなっていた。

6さて預言者のともがらはエリシャに言った、「わたし
たちがあなたと共に住んでいる所は狭くなりましたの

で、 2わたしたちをヨルダンに行かせ、そこからめいめ

い一本ずつ材木を取ってきて、わたしたちの住む場所を

造らせてください」。エリシャは言った、「行きなさい

」。 3時にそのひとりが、「どうぞあなたも、しもべら

と一緒に行ってください」と言ったので、エリシャは「

行きましょう」と答えた。 4そしてエリシャは彼らと一

緒に行った。彼らはヨルダンへ行って木を切り倒したが

、 5ひとりが材木を切り倒しているとき、おのの頭が水

の中に落ちたので、彼は叫んで言った。「ああ、わが主

よ。これは借りたものです」。 6神の人は言った、「そ

れはどこに落ちたのか」。彼がその場所を知らせると、

エリシャは一本の枝を切り落し、そこに投げ入れて、そ

のおのの頭を浮ばせ、 7「それを取りあげよ」と言った

ので、その人は手を伸べてそれを取った。 8かつてスリ

ヤの王がイスラエルと戦っていたとき、家来たちと評議

して「しかじかの所にわたしの陣を張ろう」と言うと、

9神の人はイスラエルの王に「あなたは用心して、この

所をとおってはなりません。スリヤびとがそこに下って

きますから」と言い送った。 10それでイスラエルの王は

神の人が自分に告げてくれた所に人をつかわし、警戒し

たので、その所でみずからを防ぎえたことは一、二回に

とどまらなかった。 11スリヤの王はこの事のために心を

悩まし、家来たちを召して言った、「われわれのうち、

だれがイスラエルの王と通じているのか、わたしに告げ

る者はないか」。 12ひとりの家来が言った、「王、わが

主よ、だれも通じている者はいません。ただイスラエル

の預言者エリシャが、あなたが寝室で語られる言葉でも

イスラエルの王に告げるのです」。 13王は言った、「彼

がどこにいるか行って捜しなさい。わたしは人をやって
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彼を捕えよう」。時に「彼はドタンにいる」と王に告げ

る者があったので、 14王はそこに馬と戦車および大軍を

つかわした。彼らは夜のうちに来て、その町を囲んだ。

15神の人の召使が朝早く起きて出て見ると、軍勢が馬と

戦車をもって町を囲んでいたので、その若者はエリシャ

に言った、「ああ、わが主よ、わたしたちはどうしまし

ょうか」。 16エリシャは言った、「恐れることはない。

われわれと共にいる者は彼らと共にいる者よりも多いの

だから」。 17そしてエリシャが祈って「主よ、どうぞ、

彼の目を開いて見させてください」と言うと、主はその

若者の目を開かれたので、彼が見ると、火の馬と火の戦

車が山に満ちてエリシャのまわりにあった。 18スリヤび

とがエリシャの所に下ってきた時、エリシャは主に祈っ

て言った、「どうぞ、この人々の目をくらましてくださ

い」。するとエリシャの言葉のとおりに彼らの目をくら

まされた。 19そこでエリシャは彼らに「これはその道で

はない。これはその町でもない。わたしについてきなさ

い。わたしはあなたがたを、あなたがたの尋ねる人の所

へ連れて行きましょう」と言って、彼らをサマリヤへ連

れて行った。 20彼らがサマリヤにはいったとき、エリシ

ャは言った、「主よ、この人々の目を開いて見させてく

ださい」。主は彼らの目を開かれたので、彼らが見ると

、見よ、彼らはサマリヤのうちに来ていた。 21イスラエ

ルの王は彼らを見て、エリシャに言った、「わが父よ、

彼らを撃ち殺しましょうか。彼らを撃ち殺しましょうか

」。 22エリシャは答えた、「撃ち殺してはならない。あ

なたはつるぎと弓をもって、捕虜にした者どもを撃ち殺

すでしょうか。パンと水を彼らの前に供えて食い飲みさ

せ、その主君のもとへ行かせなさい」。 23そこで王は彼

らのために盛んなふるまいを設けた。彼らが食い飲みを

終ると彼らを去らせたので、その主君の所へ帰った。ス

リヤの略奪隊は再びイスラエルの地にこなかった。 24こ

の後スリヤの王ベネハダデはその全軍を集め、上ってき

てサマリヤを攻め囲んだので、 25サマリヤに激しいきき

んが起った。すなわち彼らがこれを攻め囲んだので、つ

いに、ろばの頭一つが銀八十シケルで売られ、はとのふ

ん一カブの四分の一が銀五シケルで売られるようになっ

た。 26イスラエルの王が城壁の上をとおっていた時、ひ

とりの女が彼に呼ばわって、「わが主、王よ、助けてく

ださい」と言ったので、 27彼は言った、「もし主があな

たを助けられないならば、何をもってわたしがあなたを

助けることができよう。打ち場の物をもってか、酒ぶね

の物をもってか」。 28そして王は女に尋ねた、「何事な

のですか」。彼女は答えた、「この女はわたしにむかっ

て『あなたの子をください。わたしたちは、きょうそれ

を食べ、あす、わたしの子を食べましょう』と言いまし

た。 29それでわたしたちは、まずわたしの子を煮て食べ

ましたが、次の日わたしが彼女にむかって『あなたの子

をください。わたしたちはそれを食べましょう』と言い

ますと、彼女はその子を隠しました」。 30王はその女の

言葉を聞いて、衣を裂き、王は城壁の上をとおっていた

が、民が見ると、その身に荒布を着けていた 31そして王

は言った「きょう、シャパテの子エリシャの首がその肩

の上にすわっているならば、神がどんなにでもわたしを

罰してくださるように」。 32さてエリシャはその家に座

していたが、長老たちもきて彼と共に座した。王は自分

の所から人をつかわしたが、エリシャはその使者がまだ

着かないうちに長老たちに言った、「あなたがたは、こ

の人を殺す者がわたしの首を取るために、人をつかわす

のを見ますか。その使者がきたならば、戸を閉じて、内

に入れてはなりません。彼のうしろに、その主君の足音

がするではありませんか」。 33彼がなお彼らと語ってい

るうちに、王は彼のもとに下ってきて言った、「この災

は主から出たのです。わたしはどうしてこの上、主を待

たなければならないでしょうか」。

7エリシャは言った、「主の言葉を聞きなさい。主はこ
う仰せられる、『あすの今ごろサマリヤの門で、麦粉

一セアを一シケルで売り、大麦二セアを一シケルで売る

ようになるであろう』」。 2時にひとりの副官すなわち

王がその人の手によりかかっていた者が神の人に答えて

言った、「たとい主が天に窓を開かれても、そんな事が

ありえましょうか」。エリシャは言った、「あなたは自

分の目をもってそれを見るであろう。しかしそれを食べ

ることはなかろう」。 3さて町の門の入口に四人のらい

病人がいたが、彼らは互に言った、「われわれはどうし

てここに座して死を待たねばならないのか。 4われわれ

がもし町にはいろうといえば、町には食物が尽きている

から、われわれはそこで死ぬであろう。しかしここに座

していても死ぬのだ。いっその事、われわれはスリヤび

との陣営へ逃げて行こう。もし彼らがわれわれを生かし

ておいてくれるならば、助かるが、たといわれわれを殺

しても死ぬばかりだ」。 5そこで彼らはスリヤびとの陣

営へ行こうと、たそがれに立ちあがったが、スリヤびと

の陣営のほとりに行って見ると、そこにはだれもいなか

った。 6これは主がスリヤびとの軍勢に戦車の音、馬の

音、大軍の音を聞かせられたので、彼らは互に「見よ、

イスラエルの王がわれわれを攻めるために、ヘテびとの

王たちおよびエジプトの王たちを雇ってきて、われわれ

を襲うのだ」と言って、 7たそがれに立って逃げ、その

天幕と、馬と、ろばを捨て、陣営をそのままにしておい

て、命を全うしようと逃げたからである。 8そこでらい

病人たちは陣営のほとりに行き、一つの天幕にはいって

食い飲みし、そこから金銀、衣服を持ち出してそれを隠

し、また来て、他の天幕に入り、そこからも持ち出して

それを隠した。 9そして彼らは互に言った、「われわれ

のしている事はよくない。きょうは良いおとずれのある

日であるのに、黙っていて、夜明けまで待つならば、わ

れわれは罰をこうむるであろう。さあ、われわれは行っ

て王の家族に告げよう」。 10そこで彼らは来て、町の門

を守る者を呼んで言った、「わたしたちがスリヤびとの

陣営に行って見ると、そこにはだれの姿も見えず、また

人声もなく、ただ、馬とろばがつないであり、天幕はそ

のままでした」。 11そこで門を守る者は呼ばわって、そ

れを王の家族のうちに知らせた。 12王は夜のうちに起き

て、家来たちに言った、「スリヤびとがわれわれに対し

て図っている事をあなたがたに告げよう。彼らは、われ

われの飢えているのを知って、陣営を出て野に隠れ、『

イスラエルびとが町を出たら、いけどりにして、町に押

し入ろう』と考えているのだ」。 13家来のひとりが答え

て言った、「人々に、ここに残っている馬のうち五頭を

連れてこさせてください。ここに残っているこれらの人

々は、すでに滅びうせたイスラエルの全群衆と同じ運命

にあうのですから。わたしたちは人をやってうかがわせ

ましょう」。 14そこで彼らはふたりの騎兵を選んだ。王

はそれをつかわし、「行って見よ」と言って、スリヤび
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との軍勢のあとをつけさせたので、 15彼らはそのあとを

追ってヨルダンまで行ったが、道にはすべて、スリヤび

とがあわてて逃げる時に捨てていった衣服と武器が散ら

ばっていた。その使者は帰ってきて、これを王に告げた

。 16そこで民が出ていって、スリヤびとの陣営をかすめ

たので、麦粉一セアは一シケルで売られ、大麦二セアは

一シケルで売られ、主の言葉のとおりになった。 17王は

自分がその人の手によりかかっていた、あの副官を立て

て門を管理させたが、民は門で彼を踏みつけたので、彼

は死んだ。すなわち、王が神の人のところに下ってきた

時、神の人が言ったとおりであった。 18これは神の人が

王にむかって、「あすの今ごろ、サマリヤの門で大麦二

セアを一シケルで売り、麦粉一セアを一シケルで売るよ

うになるであろう」と言ったときに、 19その副官が神の

人に答えて、「たとい主が天に窓を開かれても、そんな

事がありえようか」と言ったからである。そのとき神の

人は「あなたは自分の目をもってそれを見るであろう。

しかしそれを食べることはなかろう」と言ったが、 20こ

れはそのとおり彼に臨んだ。すなわち民が門で彼を踏み

つけたので彼は死んだ。

8エリシャはかつて、その子を生きかえらせてやった女
に言ったことがある。「あなたは、ここを立って、あ

なたの家族と共に行き、寄留しようと思う所に寄留しな

さい。主がききんを呼び下されたので、七年の間それが

この地に臨むから」。 2そこで女は立って神の人の言葉

のようにし、その家族と共に行ってペリシテびとの地に

七年寄留した。 3七年たって後、女はペリシテびとの地

から帰ってきて、自分の家と畑のために王に訴えようと

出ていった。 4時に王は神の人のしもべゲハジにむかっ

て「エリシャがしたもろもろの大きな事をわたしに話し

てください」と言って、彼と物語っていた。 5すなわち

エリシャが死人を生きかえらせた事を、ゲハジが王と物

語っていたとき、その子を生きかえらせてもらった女が

、自分の家と畑のために王に訴えてきたので、ゲハジは

言った、「わが主、王よ、これがその女です。またこれ

がその子で、エリシャが生きかえらせたのです」。 6王

がその女に尋ねると、彼女は王に話したので、王は彼女

のためにひとりの役人に命じて言った、「すべて彼女に

属する物、ならびに彼女がこの地を去った日から今まで

のその畑の産物をことごとく彼女に返しなさい」。 7さ

てエリシャはダマスコに来た。時にスリヤの王ベネハダ

デは病気であったが、「神の人がここに来た」と告げる

者があったので、 8王はハザエルに言った、「贈り物を

携えて行って神の人を迎え、彼によって主に『わたしの

この病気はなおりましょうか』と言って尋ねなさい」。

9そこでハザエルは彼を迎えようと、ダマスコのもろも

ろの良い物をらくだ四十頭に載せ、贈り物として携え行

き、エリシャの前に立って言った、「あなたの子、スリ

ヤの王ベネハダデがわたしをあなたにつかわして、『わ

たしのこの病気はなおりましょうか』と言わせています

」。 10エリシャは彼に言った、「行って彼に『あなたは

必ずなおります』と告げなさい。ただし主はわたしに、

彼が必ず死ぬことを示されました」。 11そして神の人が

ひとみを定めて彼の恥じるまでに見つめ、やがて泣き出

したので、 12ハザエルは言った、「わが主よ、どうして

泣かれるのですか」。エリシャは答えた、「わたしはあ

なたがイスラエルの人々にしようとする害悪を知ってい

るからです。すなわち、あなたは彼らの城に火をかけ、

つるぎをもって若者を殺し、幼な子を投げうち、妊娠の

女を引き裂くでしょう」。 13ハザエルは言った、「しも

べは一匹の犬にすぎないのに、どうしてそんな大きな事

をすることができましょう」。エリシャは言った、「主

がわたしに示されました。あなたはスリヤの王となるで

しょう」。 14彼がエリシャのもとを去って、主君のとこ

ろへ行くと、「エリシャはあなたになんと言ったか」と

尋ねられたので、「あなたが必ずなおるでしょうと、彼

はわたしに告げました」と答えた。 15しかし翌日になっ

てハザエルは布を取って水に浸し、それをもって王の顔

をおおったので、王は死んだ。ハザエルは彼に代って王

となった。 16イスラエルの王アハブの子ヨラムの第五年

に、ユダの王ヨシャパテの子ヨラムが位についた。 17彼

は王となったとき三十二歳で、八年の間エルサレムで世

を治めた。 18彼はアハブの家がしたようにイスラエルの

王たちの道に歩んだ。アハブの娘が彼の妻であったから

である。彼は主の目の前に悪をおこなったが、 19主はし

もべダビデのためにユダを滅ぼすことを好まれなかった

。すなわち主は彼とその子孫に常にともしびを与えると

、彼に約束されたからである。 20ヨラムの世にエドムが

そむいてユダの支配を脱し、みずから王を立てたので、

21ヨラムはすべての戦車を従えてザイルにわたって行き

、その戦車の指揮官たちと共に、夜のうちに立ちあがっ

て、彼を包囲しているエドムびとを撃った。しかしヨラ

ムの軍隊は天幕に逃げ帰った。 22エドムはこのようにそ

むいてユダの支配を脱し、今日に至っている。リブナも

また同時にそむいた。 23ヨラムのその他の事績および彼

がしたすべての事は、ユダの歴代志の書にしるされてい

るではないか。 24ヨラムはその先祖たちと共に眠って、

ダビデの町にその先祖たちと共に葬られ、その子アハジ

ヤが代って王となった。 25イスラエルの王アハブの子ヨ

ラムの第十二年にユダの王ヨラムの子アハジヤが位につ

いた。 26アハジヤは王となったとき二十二歳で、エルサ

レムで一年世を治めた。その母は名をアタリヤと言って

、イスラエルの王オムリの孫娘であった。 27アハジヤは

またアハブの家の道に歩み、アハブの家がしたように主

の目の前に悪をおこなった。彼はアハブの家の婿であっ

たからである。 28彼はアハブの子ヨラムと共に行って、

スリヤの王ハザエルとラモテ・ギレアデで戦ったが、ス

リヤびとらはヨラムに傷を負わせた。 29ヨラム王はその

スリヤの王ハザエルと戦うときにラマでスリヤびとに負

わされた傷をいやすため、エズレルに帰ったが、ユダの

王ヨラムの子アハジヤはアハブの子ヨラムが病んでいた

ので、エズレルに下って彼をおとずれた。

9時に預言者エリシャは預言者のともがらのひとりを呼
んで言った、「腰をひきからげ、この油のびんを携え

て、ラモテ・ギレアデへ行きなさい。 2そこに着いたな

らば、ニムシの子ヨシャパテの子であるエヒウを尋ね出

し、内にはいって彼をその同僚たちのうちから立たせて

、奥の間に連れて行き、 3油のびんを取って、その頭に

注ぎ、『主はこう仰せられる、わたしはあなたに油を注

いでイスラエルの王とする』と言い、そして戸をあけて

逃げ去りなさい。とどまってはならない」。 4そこで預

言者であるその若者はラモテ・ギレアデへ行ったが、 5

来て見ると、軍勢の長たちが会議中であったので、彼は

「将軍よ、わたしはあなたに申しあげる事があります」
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と言うと、エヒウが答えて、「われわれすべてのうちの

、だれにですか」と言ったので、彼は「将軍よ、あなた

にです」と言った。 6するとエヒウが立ちあがって家に

はいったので、若者はその頭に油を注いで彼に言った、

「イスラエルの神、主はこう仰せられます、『わたしは

あなたに油を注いで、主の民イスラエルの王とする。 7

あなたは主君アハブの家を撃ち滅ぼさなければならない

。それによってわたしは、わたしのしもべである預言者

たちの血と、主のすべてのしもべたちの血をイゼベルに

報いる。 8アハブの全家は滅びるであろう。アハブに属

する男は、イスラエルにいて、つながれた者も、自由な

者も、ことごとくわたしは断ち、 9アハブの家をネバテ

の子ヤラベアムのようにし、アヒヤの子バアシャの家の

ようにする。 10犬がイズレルの地域でイゼベルを食い、

彼女を葬る者はないであろう』」。そして彼は戸をあけ

て逃げ去った。 11やがてエヒウが主君の家来たちの所へ

出て来ると、彼らはエヒウに言った、「変った事はあり

ませんか。あの気違いは、なんのためにあなたの所にき

たのですか」。エヒウは彼らに言った、「あなたがたは

、あの人を知っています。またその言う事も知っていま

す」。 12彼らは言った、「それは違います。どうぞわれ

われに話してください」。そこでエヒウは言った、「彼

はこうこう、わたしに告げて言いました、『主はこう仰

せられる、わたしはあなたに油を注いで、イスラエルの

王とする』」。 13すると彼らは急いで、おのおの衣服を

とり、それを階段の上のエヒウの下に敷き、ラッパを吹

いて「エヒウは王である」と言った。 14こうしてニムシ

の子であるヨシャパテの子エヒウはヨラムにそむいた。

（ヨラムはイスラエルをことごとく率いて、ラモテ・ギ

レアデでスリヤの王ハザエルを防いだが、 15ヨラム王は

スリヤの王ハザエルと戦った時に、スリヤびとに負わさ

れた傷をいやすため、エズレルに帰っていた。）エヒウ

は言った、「もしこれがあなたがたの本心であるならば

、ひとりもこの町から忍び出て、これをエズレルに告げ

てはならない」。 16そしてエヒウは車に乗ってエズレル

へ行った。ヨラムがそこに伏していたからである。また

ユダの王アハジヤはヨラムを見舞うために下っていた。

17さてエズレルのやぐらに、ひとりの物見が立っていた

が、エヒウの群衆が来るのを見て、「群衆が見える」と

言ったので、ヨラムは言った、「ひとりを馬に乗せてつ

かわし、それに会わせて『平安ですか』と言わせなさい

」。 18そこでひとりが馬に乗って行き、彼に会って言っ

た、「王はこう仰せられます、『平安ですか』」。エヒ

ウ言った、「あなたは平安となんの関係がありますか。

わたしのあとについてきなさい」。物見はまた告げて言

った、「使者は彼らの所へ行きましたが、帰ってきませ

ん」。 19そこで再び人を馬でつかわしたので、彼らの所

へ行って言った、「王はこう仰せられます、『平安です

か』」。エヒウは答えて言った、「あなたは平安となん

の関係がありますか。わたしのあとについてきなさい」

。 20物見はまた告げて言った、「彼も、彼らの所へ行き

ましたが帰ってきません。あの車の操縦はニムシの子エ

ヒウの操縦するのに似て、猛烈な勢いで操縦して来ます

」。 21そこでヨラムが「車を用意せよ」と言ったので、

車を用意すると、イスラエルの王ヨラムと、ユダの王ア

ハジヤは、おのおのその車で出て行った。すなわちエヒ

ウに会うために出ていって、エズレルびとナボテの地所

で彼に会った。 22ヨラムはエヒウを見て言った、「エヒ

ウよ、平安ですか」。エヒウは答えた、「あなたの母イ

ゼベルの姦淫と魔術とが、こんなに多いのに、どうして

平安でありえましょうか」。 23その時ヨラムは車をめぐ

らして逃げ、アハジヤにむかって、「アハジヤよ、反逆

です」と言うと、 24エヒウは手に弓をひきしぼって、ヨ

ラムの両肩の間を射たので、矢は彼の心臓を貫き、彼は

車の中に倒れた。 25エヒウはその副官ビデカルに言った

、「彼を取りあげて、エズレルびとナボテの畑に投げ捨

てなさい。かつて、わたしとあなたと、ふたり共に乗っ

て、彼の父アハブに従ったとき、主が彼について、この

預言をされたことを記憶しなさい。 26すなわち主は言わ

れた、『まことに、わたしはきのうナボテの血と、その

子らの血を見た』。また主は言われた、『わたしはこの

地所であなたに報復する』と。それゆえ彼を取りあげて

、その地所に投げすて、主の言葉のようにしなさい」。

27ユダの王アハジヤはこれを見てベテハガンの方へ逃げ

たが、エヒウはそのあとを追い、「彼をも撃て」と言っ

たので、イブレアムのほとりのグルの坂で車の中の彼を

撃った。彼はメギドまで逃げていって、そこで死んだ。

28その家来たちは彼を車に載せてエルサレムに運び、ダ

ビデの町で彼の墓にその先祖たちと共に葬った。 29アハ

ブの子ヨラムの第十一年にアハジヤはユダの王となった

のである。 30エヒウがエズレルにきた時、イゼベルはそ

れを聞いて、その目を塗り、髪を飾って窓から望み見た

が、 31エヒウが門にはいってきたので、「主君を殺した

ジムリよ、無事ですか」と言った。 32するとエヒウは顔

をあげて窓にむかい、「だれか、わたしに味方する者が

あるか。だれかあるか」と言うと、二、三人の宦官がエ

ヒウを望み見たので、 33エヒウは「彼女を投げ落せ」と

言った。彼らは彼女を投げ落したので、その血が壁と馬

とにはねかかった。そして馬は彼女を踏みつけた。 34エ

ヒウは内にはいって食い飲みし、そして言った、「あの

のろわれた女を見、彼女を葬りなさい。彼女は王の娘な

のだ」。 35しかし彼らが彼女を葬ろうとして行って見る

と、頭蓋骨と、足と、たなごころのほか何もなかったの

で、 36帰って、彼に告げると、彼は言った、「これは主

が、そのしもべ、テシベびとエリヤによってお告げにな

った言葉である。すなわち『エズレルの地で犬がイゼベ

ルの肉を食うであろう。 37イゼベルの死体はエズレルの

地で、糞土のように野のおもてに捨てられて、だれも、

これはイゼベルだ、と言うことができないであろう』」

。

10アハブはサマリヤに七十人の子供があった。エヒウ
は手紙をしたためてサマリヤに送り、町のつかさた

ちと、長老たちと、アハブの子供の守役たちとに伝えて

言った、 2「あなたがたの主君の子供たちがあなたがた

と共におり、また戦車も馬も、堅固な町も武器もあるの

だから、この手紙があなたがたのもとに届いたならば、

すぐ、 3あなたがたは主君の子供たちのうち最もすぐれ

た、最も適当な者を選んで、その父の位にすえ、主君の

家のために戦いなさい」。 4彼らは大いに恐れて言った

、「ふたりの王たちがすでに彼に当ることができなかっ

たのに、われわれがどうして当ることができよう」。 5

そこで宮廷のつかさ、町のつかさ、長老たちと守役たち

はエヒウに人をつかわして言った、「わたしたちは、あ

なたのしもべです。すべてあなたが命じられる事をいた

します。わたしたちは王を立てることを好みません。あ
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なたがよいと思われることをしてください」。 6そこで

エヒウは再び彼らに手紙を書き送って言った、「もしあ

なたがたが、わたしに味方し、わたしに従おうとするな

らば、あなたがたの主君の子供たちの首を取って、あす

の今ごろエズレルにいるわたしのもとに持ってきなさい

」。そのころ、王の子供たち七十人は彼らを育てていた

町のおもだった人々と共にいた。 7彼らはその手紙を受

け取ると、王の子供たちを捕えて、その七十人をことご

とく殺し、その首をかごにつめて、エズレルにいるエヒ

ウのもとに送った。 8使者が来て、エヒウに告げ、「人

々が王の子供たちの首を持ってきました」と言うと、「

あくる朝までそれを門の入口に、ふた山に積んでおけ」

と言った。 9朝になると、彼は出て行って立ち、すべて

の民に言った、「あなたがたは正しい。主君にそむいて

彼を殺したのはわたしです。しかしこのすべての者ども

を殺したのはだれですか。 10これであなたがたは、主が

アハブの家について告げられた主の言葉は一つも地に落

ちないことを知りなさい。主は、そのしもべエリヤによ

ってお告げになった事をなし遂げられたのです」。 11こ

うしてエヒウは、アハブの家に属する者でエズレルに残

っている者をことごとく殺し、またそのすべてのおもだ

った者、その親しい者およびその祭司たちを殺して、彼

に属する者はひとりも残さなかった。 12さてエヒウは立

ってサマリヤへ行ったが、途中、牧者の集まり場で、 13

ユダの王アハジヤの身内の人々に会い、「あなたがたは

どなたですか」と言うと、「わたしたちはアハジヤの身

内の者ですが、王の子供たちと、王母の子供たちの安否

を問うために下ってきたのです」と答えたので、 14エヒ

ウは「彼らをいけどれ」と命じた。そこで彼らをいけど

って、集まり場の穴のかたわらで彼ら四十二人をことご

とく殺し、ひとりをも残さなかった。 15エヒウはそこを

立って行ったが、自分を迎えにきたレカブの子ヨナダブ

に会ったので、彼にあいさつして、「あなたの心は、わ

たしがあなたに対するように真実ですか」と言うと、ヨ

ナダブは「真実です」と答えた。するとエヒウは「それ

ならば、あなたの手をわたしに伸べなさい」と言ったの

で、その手を伸べると、彼を引いて自分の車に上らせ、

16「わたしと一緒にきて、わたしが主に熱心なのを見な

さい」と言った。そして彼を自分の車に乗せ、 17サマリ

ヤへ行って、アハブに属する者で、サマリヤに残ってい

る者をことごとく殺して、その一族を滅ぼした。主がエ

リヤにお告げになった言葉のとおりである。 18次いでエ

ヒウは民をことごとく集めて彼らに言った、「アハブは

少しばかりバアルに仕えたが、エヒウは大いにこれに仕

えるであろう。 19それゆえ、今バアルのすべての預言者

、すべての礼拝者、すべての祭司をわたしのもとに召し

なさい。ひとりもこない者のないようにしなさい。わた

しは大いなる犠牲をバアルにささげようとしている。す

べてこない者は生かしておかない」。しかしエヒウはバ

アルの礼拝者たちを滅ぼすために偽ってこうしたのであ

る。 20そしてエヒウは「バアルのために聖会を催しなさ

い」と命じたので、彼らはこれを布告した。 21エヒウは

あまねくイスラエルに人をつかわしたので、バアルの礼

拝者たちはことごとく来た。こないで残った者はひとり

もなかった。彼らはバアルの宮にはいったので、バアル

の宮は端から端までいっぱいになった。 22その時エヒウ

は衣装をつかさどる者に「祭服を取り出してバアルのす

べての礼拝者に与えよ」と言ったので、彼らのために祭

服を取り出した。 23そしてエヒウはレカブの子ヨナダブ

と共にバアルの宮に入り、バアルの礼拝者たちに言った

、「調べてみて、ここにはただバアルの礼拝者のみで、

主のしもべはひとりも、あなたがたのうちにいないよう

にしなさい」。 24こうして彼は犠牲と燔祭とをささげる

ためにはいった。さてエヒウは八十人の者を外に置いて

言った、「わたしがあなたがたの手に渡す者をひとりで

も逃す者は、自分の命をもってその人の命に換えなけれ

ばならない」。 25こうして燔祭をささげることが終った

とき、エヒウはその侍衛と将校たちに言った、「はいっ

て彼らを殺せ。ひとりも逃がしてはならない」。侍衛と

将校たちはつるぎをもって彼らを撃ち殺し、それを投げ

出して、バアルの宮の本殿に入り、 26バアルの宮にある

柱の像を取り出して、それを焼いた。 27また彼らはバア

ルの石柱をこわし、バアルの宮をこわして、かわやとし

たが今日まで残っている。 28このようにエヒウはイスラ

エルのうちからバアルを一掃した。 29しかしエヒウはイ

スラエルに罪を犯させたネバテの子ヤラベアムの罪、す

なわちベテルとダンにある金の子牛に仕えることをやめ

なかった。 30主はエヒウに言われた、「あなたはわたし

の目にかなう事を行うにあたって、よくそれを行い、ま

たわたしの心にあるすべての事をアハブの家にしたので

、あなたの子孫は四代までイスラエルの位に座するであ

ろう」。 31しかしエヒウはイスラエルの神、主の律法を

心をつくして守り行おうとはせず、イスラエルに罪を犯

させたヤラベアムの罪を離れなかった。 32この時にあた

って、主はイスラエルの領地を切り取ることを始められ

た。すなわちハザエルはイスラエルのすべての領域を侵

し、 33ヨルダンの東で、ギレアデの全地、カドびと、ル

ベンびと、マナセびとの地を侵し、アルノン川のほとり

にあるアロエルからギレアデとバシャンに及んだ。 34エ

ヒウのその他の事績と、彼がしたすべての事およびその

武勇は、ことごとくイスラエルの王の歴代志の書にしる

されているではないか。 35エヒウはその先祖たちと共に

眠ったので、彼をサマリヤに葬った。その子エホアハズ

が代って王となった。 36エヒウがサマリヤでイスラエル

を治めたのは二十八年であった。

11さてアハジヤの母アタリヤはその子の死んだのを見
て、立って王の一族をことごとく滅ぼしたが、 2ヨ

ラム王の娘で、アハジヤの姉妹であるエホシバはアハジ

ヤの子ヨアシを、殺されようとしている王の子たちのう

ちから盗み取り、彼とそのうばとを寝室に入れて、アタ

リヤに隠したので、彼はついに殺されなかった。 3ヨア

シはうばと共に六年の間、主の宮に隠れていたが、その

間アタリヤが国を治めた。 4第七年になってエホヤダは

人をつかわして、カリびとと近衛兵との大将たちを招き

よせ、主の宮にいる自分のもとにこさせ、彼らと契約を

結び、主の宮で彼らに誓いをさせて王の子を見せ、 5命

じて言った、「あなたがたのする事はこれです、すなわ

ち、安息日に非番となって王の家を守るあなたがたの三

分の一は、 6宮殿を守らなければならない。（他の三分

の一はスルの門におり、三分の一は近衛兵のうしろの門

におる）。 7すべて安息日に当番で主の宮を守るあなた

がたの二つの部隊は、 8おのおのの武器を手に取って王

のまわりに立たなければならない。すべて列に近よる者

は殺されなければならない。あなたがたは王が出る時に

も、はいる時にも王と共にいなければならない」。 9そ
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こでその大将たちは祭司エホヤダがすべて命じたとおり

におこなった。すなわち彼らはおのおの安息日に非番と

なる者と、安息日に当番となる者とを率いて祭司エホヤ

ダのもとにきたので、 10祭司は主の宮にあるダビデ王の

やりと盾を大将たちに渡した。 11近衛兵はおのおの手に

武器をとって主の宮の南側から北側まで、祭壇と宮を取

り巻いて立った。 12そこでエホヤダは王の子をつれ出し

て冠をいただかせ、律法の書を渡し、彼を王と宣言して

油を注いだので、人々は手を打って「王万歳」と言った

。 13アタリヤは近衛兵と民の声を聞いて、主の宮に入り

、民のところへ行って、 14見ると、王は慣例にしたがっ

て柱のかたわらに立ち、王のかたわらには大将たちとラ

ッパ手たちが立ち、また国の民は皆喜んでラッパを吹い

ていたので、アタリヤはその衣を裂いて、「反逆です、

反逆です」と叫んだ。 15その時祭司エホヤダは軍勢を指

揮していた大将たちに命じて、「彼女を列の間をとおっ

て出て行かせ、彼女に従う者をつるぎをもって殺しなさ

い」と言った。これは祭司がさきに「彼女を主の宮で殺

してはならない」と言ったからである。 16そこで彼らは

彼女を捕え、王の家の馬道へ連れて行ったが、彼女はつ

いにそこで殺された。 17かくてエホヤダは主と王および

民との間に、皆主の民となるという契約を立てさせ、ま

た王と民との間にもそれを立てさせた。 18そこで国の民

は皆バアルの宮に行って、これをこわし、その祭壇とそ

の像を打ち砕き、バアルの祭司マッタンをその祭壇の前

で殺した。そして祭司は主の宮に管理人を置いた。 19次

いでエホヤダは大将たちと、カリびとと、近衛兵と国の

すべての民を率いて、主の宮から王を導き下り、近衛兵

の門の道から王の家に入り、王の位に座せしめた。 20こ

うして国の民は皆喜び、町はアタリヤが王の家でつるぎ

をもって殺されてのち、おだやかになった。 21ヨアシは

位についた時七歳であった。

12ヨアシはエヒウの第七年に位につき、エルサレムで
四十年の間、世を治めた。その母はベエルシバの出

身で、名をヂビアといった。 2ヨアシは一生の間、主の

目にかなう事をおこなった。祭司エホヤダが彼を教えた

からである。 3しかし高き所は除かなかったので、民は

なおその高き所で犠牲をささげ、香をたいた。 4ヨアシ

は祭司たちに言った、「すべて主の宮に聖別してささげ

る銀、すなわちおのおのが課せられて、割当にしたがっ

て人々の出す銀、および人々が心から願って主の宮の持

ってくる銀は、 5これを祭司たちがおのおのその知る人

から受け取り、どこでも主の宮に破れの見える時は、そ

れをもってその破れを繕わなければならない」。 6とこ

ろがヨアシ王の二十三年に至るまで、祭司たちは主の宮

の破れを繕わなかった。 7それで、ヨアシ王は祭司エホ

ヤダおよび他の祭司たちを召して言った、「なぜ、あな

たがたは主の宮の破れを繕わないのか。あなたがたはも

はや知人から銀を受けてはならない。主の宮の破れを繕

うためにそれを渡しなさい」。 8祭司たちは重ねて民か

ら銀を受けない事と、主の宮の破れを繕わない事とに同

意した。 9そこで祭司エホヤダは一つの箱を取り、その

ふたに穴をあけて、それを主の宮の入口の右側、祭壇の

かたわらに置いた。そして門を守る祭司たちは主の宮に

はいってくる銀をことごとくその中に入れた。 10こうし

てその箱の中に銀が多くなったのを見ると、王の書記官

と大祭司が上ってきて、主の宮にある銀を数えて袋に詰

めた。 11そしてその数えた銀を、工事をつかさどる主の

宮の監督者の手にわたしたので、彼らはそれを主の宮に

働く木工と建築師に払い、 12石工および石切りに払い、

またそれをもって主の宮の破れを繕う材木と切り石を買

い、主の宮を繕うために用いるすべての物のために費し

た。 13ただし、主の宮にはいってくるその銀をもって主

の宮のために銀のたらい、心切りばさみ、鉢、ラッパ、

金の器、銀の器などを造ることはしなかった。 14ただこ

れを工事をする者に渡して、それで主の宮を繕わせた。

15またその銀を渡して工事をする者に払わせた人々と計

算することはしなかった。彼らは正直に事をおこなった

からである。 16愆祭の銀と罪祭の銀は主の宮に、はいら

ないで、祭司に帰した。 17そのころ、スリヤの王ハザエ

ルが上ってきて、ガテを攻めてこれを取った。そしてハ

ザエルがエルサレムに攻め上ろうとして、その顔を向け

たとき、 18ユダの王ヨアシはその先祖、ユダの王ヨシャ

パテ、ヨラム、アハジヤが聖別してささげたすべての物

、およびヨアシ自身が聖別してささげた物、ならびに主

の宮の倉と、主の宮にある金をことごとく取って、スリ

ヤ王のハザエルに贈ったので、ハザエルはエルサレムを

離れ去った。 19ヨアシのその他の事績および彼がしたす

べての事は、ユダの王の歴代志の書にしるされているで

はないか。 20ヨアシの家来たちは立って徒党を結び、シ

ラに下る道にあるミロの家でヨアシを殺した。 21すなわ

ちその家来シメアテの子ヨザカルと、ショメルの子ヨザ

バデが彼を撃って殺し、彼をその先祖と同じく、ダビデ

の町に葬った。その子アマジヤが代って王となった。

13ユダの王アハジヤの子ヨアシの第二十三年にエヒウ
の子エホアハズはサマリヤでイスラエルの王となり

、十七年世を治めた。 2彼は主の目の前に悪を行い、イ

スラエルに罪を犯させたネバテの子ヤラベアムの罪を行

いつづけて、それを離れなかった。 3そこで主はイスラ

エルに対して怒りを発し、エホアハズの治世の間、絶え

ずイスラエルをスリヤの王ハザエルの手にわたし、また

ハザエルの子ベネハダデの手にわたされた。 4しかしエ

ホアハズが主に願い求めたので、主はついにこれを聞き

いれられた。スリヤの王によって悩まされたイスラエル

の悩みを見られたからである。 5それで主がひとりの救

助者をイスラエルに賜わったので、イスラエルの人々は

スリヤびとの手をのがれ、前のように自分たちの天幕に

住むようになった。 6それにもかかわらず、彼らはイス

ラエルに罪を犯させたヤラベアムの家の罪を離れず、そ

れを行いつづけた。またアシラの像もサマリヤに立った

ままであった。 7さきにスリヤの王が彼らを滅ぼし、踏

み砕くちりのようにしたのでエホアハズの軍勢で残った

ものは、ただ騎兵五十人、戦車十両、歩兵一万人のみで

あった。 8エホアハズその他の事績と、彼がしたすべて

の事およびその武勇は、イスラエルの王の歴代志の書に

しるされているではないか。 9エホアハズは先祖たちと

共に眠ったので、彼をサマリヤに葬った。その子ヨアシ

が代って王となった。 10ユダの王ヨアシの第三十七年に

、エホアハズの子ヨアシはサマリヤでイスラエルの王と

なり、十六年世を治めた。 11彼は主の目の前に悪を行い

、イスラエルに罪を犯させたネバテの子ヤラベアムのも

ろもろの罪を離れず、それに歩んだ。 12ヨアシのその他

の事績と、彼がしたすべての事およびユダの王アマジヤ

と戦ったその武勇は、イスラエルの王の歴代志の書にし
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るされているではないか。 13ヨアシは先祖たちと共に眠

って、ヤラベアムがその位に座した。そしてヨアシはイ

スラエルの王たちと同じくサマリヤに葬られた。 14さて

エリシャは死ぬ病気にかかっていたが、イスラエルの王

ヨアシは下ってきて彼の顔の上に涙を流し、「わが父よ

、わが父よ、イスラエルの戦車よ、その騎兵よ」と言っ

た。 15エリシャは彼に「弓と矢を取りなさい」と言った

ので、弓と矢を取った。 16エリシャはまたイスラエルの

王に「弓に手をかけなさい」と言ったので、手をかけた

。するとエリシャは自分の手を王の手の上におき、 17「

東向きの窓をあけなさい」と言ったので、それをあける

と、エリシャはまた「射なさい」と言った。彼が射ると

、エリシャは言った、「主の救の矢、スリヤに対する救

の矢。あなたはアペクでスリヤびとを撃ち破り、彼らを

滅ぼしつくすであろう」。 18エリシャはまた「矢を取り

なさい」と言ったので、それを取った。エリシャはまた

イスラエルの王に「それをもって地を射なさい」と言っ

たので、三度射てやめた。 19すると神の人は怒って言っ

た、「あなたは五度も六度も射るべきであった。そうし

たならば、あなたはスリヤを撃ち破り、それを滅ぼしつ

くすことができたであろう。しかし今あなたはそうしな

かったので、スリヤを撃ち破ることはただ三度だけであ

ろう」。 20こうしてエリシャは死んで葬られた。さてモ

アブの略奪隊は年が改まるごとに、国にはいって来るの

を常とした。 21時に、ひとりの人を葬ろうとする者があ

ったが、略奪隊を見たので、その人をエリシャの墓に投

げ入れて去った。その人はエリシャの骨に触れるとすぐ

生きかえって立ちあがった。 22スリヤの王ハザエルはエ

ホアハズの一生の間、イスラエルを悩ましたが、 23主は

アブラハム、イサク、ヤコブと結ばれた契約のゆえにイ

スラエルを恵み、これをあわれみ、これを顧みて滅ぼす

ことを好まず、なおこれをみ前から捨てられなかった。

24スリヤの王ハザエルはついに死んで、その子ベネハダ

デが代って王となった。 25そこでエホアハズの子ヨアシ

は、父エホアハズがハザエルに攻め取られた町々を、ハ

ザエルの子ベネハダデの手から取り返した。すなわちヨ

アシは三度彼を撃ち破って、イスラエルの町々を取り返

した。

14イスラエルの王エホアハズの子ヨアシの第二年に、
ユダの王ヨアシの子アマジヤが王となった。 2彼は

王となった時二十五歳で、二十九年の間エルサレムで世

を治めた。その母はエルサレムの出身で、名をエホアダ

ンといった。 3アマジヤは主の目にかなう事をおこなっ

たが、先祖ダビデのようではなかった。彼はすべての事

を父ヨアシがおこなったようにおこなった。 4ただし高

き所は除かなかったので、民はなおその高き所で犠牲を

ささげ、香をたいた。 5彼は国が彼の手のうちに強くな

った時、父ヨアシ王を殺害した家来たちを殺したが、 6

その殺害者の子供たちは殺さなかった。これはモーセの

律法の書にしるされている所に従ったのであって、そこ

に主は命じて「父は子のゆえに殺さるべきではない。子

は父のゆえに殺さるべきではない。おのおの自分の罪の

ゆえに殺さるべきである」と言われている。 7アマジヤ

はまた塩の谷でエドムびと一万人を殺した。またセラを

攻め取って、その名をヨクテルと名づけたが、今日まで

そのとおりである。 8そこでアマジヤがエヒウの子エホ

アハズの子であるイスラエルの王ヨアシに使者をつかわ

して、「さあ、われわれは互に顔を合わせよう」と言わ

せたので、 9イスラエルの王ヨアシはユダの王アマジヤ

に言い送った、「かつてレバノンのいばらがレバノンの

香柏に、『あなたの娘をわたしのむすこの妻にください

』と言い送ったことがあったが、レバノンの野獣がとお

って、そのいばらを踏み倒した。 10あなたは大いにエド

ムを撃って、心にたかぶっているが、その栄誉に満足し

て家にとどまりなさい。何ゆえ、あなたは災をひき起し

て、自分もユダも共に滅びるような事をするのですか」

。 11しかしアマジヤが聞きいれなかったので、イスラエ

ルの王ヨアシは上ってきた。そこで彼とユダの王アマジ

ヤはユダのベテシメシで互に顔をあわせたが、 12ユダは

イスラエルに敗られて、おのおのその天幕に逃げ帰った

。 13イスラエルの王ヨアシはアハジヤの子ヨアシの子で

あるユダの王アマジヤをベテシメシで捕え、エルサレム

にきて、エルサレムの城壁をエフライムの門から隅の門

まで、おおよそ四百キュビトにわたってこわし、 14また

主の宮と王の家の倉にある金銀およびもろもろの器をこ

とごとく取り、かつ人質をとってサマリヤに帰った。 15

ヨアシのその他の事績と、その武勇および彼がユダの王

アマジヤと戦った事は、イスラエルの王の歴代志の書に

しるされているではないか。 16ヨアシはその先祖たちと

共に眠って、イスラエルの王たちと共にサマリヤに葬ら

れ、その子ヤラベアムが代って王となった。 17ヨアシの

子であるユダの王アマジヤは、エホアハズの子であるイ

スラエルの王ヨアシが死んで後、なお十五年生きながら

えた。 18アマジヤのその他の事績は、ユダの王の歴代志

の書にしるされているではないか。 19時に人々がエルサ

レムで徒党を結び、彼に敵対したので、彼はラキシに逃

げていったが、その人々はラキシに人をつかわして彼を

そこで殺させた。 20人々は彼を馬に載せて運んできて、

エルサレムで彼を先祖たちと共にダビデの町に葬った。

21そしてユダの民は皆アザリヤを父アマジヤの代りに王

とした。時に年十六歳であった。 22彼はエラテの町を建

てて、これをユダに復帰させた。これはかの王がその先

祖たちと共に眠った後であった。 23ユダの王ヨアシの子

アマジヤの第十五年に、イスラエルの王ヨアシの子ヤラ

べアムがサマリヤで王となって四十一年の間、世を治め

た。 24彼は主の目の前に悪を行い、イスラエルに罪を犯

させたネバテの子ヤラベアムの罪を離れなかった。 25彼

はハマテの入口からアラバの海まで、イスラエルの領域

を回復した。イスラエルの神、主がガテヘペルのアミッ

タイの子である、そのしもべ預言者ヨナによって言われ

た言葉のとおりである。 26主はイスラエルの悩みの非常

に激しいのを見られた。そこにはつながれた者も、自由

な者もいなくなり、またイスラエルを助ける者もいなか

った。 27しかし主はイスラエルの名を天が下から消し去

ろうとは言われなかった。そして彼らをヨアシの子ヤラ

ベアムの手によって救われた。 28ヤラベアムのその他の

事績と、彼がしたすべての事およびその武勇、すなわち

彼が戦争をした事および、かつてユダに属していたダマ

スコとハマテを、イスラエルに復帰させた事は、イスラ

エルの王の歴代志の書にしるされているではないか。 29

ヤラベアムはその先祖であるイスラエルの王たちと共に

眠って、その子ゼカリヤが代って王となった。

15イスラエルの王ヤラベアムの第二十七年に、ユダの
王アマジヤの子アザリヤが王となった。 2彼が王と
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なった時は十六歳で、五十二年の間エルサレムで世を治

めた。その母はエルサレムの出身で、名をエコリアとい

った。 3彼は主の目にかなう事を行い、すべての事を父

アマジヤが行ったようにおこなった。 4ただし高き所は

除かなかったので、民はなおその高き所で犠牲をささげ

、香をたいた。 5主が王を撃たれたので、その死ぬ日ま

で、らい病人となって、離れ家に住んだ。王の子ヨタム

が家の事を管理し、国の民をさばいた。 6アザリヤのそ

の他の事績と、彼がしたすべての事は、ユダの王の歴代

志の書にしるされているではないか。 7アザリヤはその

先祖たちと共に眠ったので、彼をダビデの町にその先祖

たちと共に葬った。その子ヨタムが代って王となった。

8ユダの王アザリヤの第三十八年にヤラベアムの子ゼカ

リヤがサマリヤでイスラエルの王となり、六か月世を治

めた。 9彼はその先祖たちがおこなったように主の目の

前に悪を行い、イスラエルに罪を犯させたネバテの子ヤ

ラベアムの罪を離れなかった。 10ヤベシの子シャルムが

徒党を結んで彼に敵し、イブレアムで彼を撃ち殺し、彼

に代って王となった。 11ゼカリヤのその他の事績は、イ

スラエルの王の歴代志の書にしるされている。 12主はか

つてエヒウに、「あなたの子孫は四代までイスラエルの

位に座するであろう」と告げられたが、はたしてそのと

おりになった。 13ヤベシの子シャルムはユダの王ウジヤ

の第三十九年に王となり、サマリヤで一か月世を治めた

。 14時にガデの子メナヘムがテルザからサマリヤに上っ

てきて、ヤベシの子シャルムをサマリヤで撃ち殺し、彼

に代って王となった。 15シャルムのその他の事績と、彼

が徒党を結んだ事は、イスラエルの王の歴代志の書にし

るされている。 16その時メナヘムはテルザから進んでい

って、タップアと、そのうちにいるすべての者、および

その領域を撃った。すなわち彼らが彼のために開かなか

ったので、これを撃って、そのうちの妊娠の女をことご

とく引き裂いた。 17ユダの王アザリヤの第三十九年に、

ガデの子メナヘムはイスラエルの王となり、サマリヤで

十年の間、世を治めた。 18彼は主の目の前に悪を行い、

イスラエルに罪を犯させたネバテの子ヤラベアムの罪を

一生の間、離れなかった。 19時にアッスリヤの王プルが

国に攻めてきたので、メナヘムは銀一千タラントをプル

に与えた。これは彼がプルの助けを得て、国を自分の手

のうちに強くするためであった。 20すなわちメナヘムは

その銀をイスラエルのすべての富める者に課し、その人

々におのおの銀五十シケルを出させてアッスリヤの王に

与えた。こうしてアッスリヤの王は国にとどまらないで

帰っていった。 21メナヘムのその他の事績と彼がしたす

べての事は、イスラエルの王の歴代志の書にしるされて

いるではないか。 22メナヘムは先祖たちと共に眠り、そ

の子ペカヒヤが代って王となった。 23メナヘムの子ペカ

ヒヤはユダの王アザリヤの第五十年に、サマリヤでイス

ラエルの王となり、二年の間、世を治めた。 24彼は主の

目の前に悪を行い、イスラエルに罪を犯せたネバテの子

ヤラベアムの罪を離れなかった。 25時に彼の副官であっ

たレマリヤのペカが、ギレアデびと五十人と共に徒党を

結んで彼に敵し、サマリヤの、王の宮殿の天守で彼を撃

ち殺した。すなわちペカは彼を殺し、彼に代って王とな

った。 26ペカヒヤのその他の事績と彼がしたすべての事

は、イスラエルの王の歴代志の書にしるされている。 27

レマリヤの子ペカはユダの王アザリヤの第五十二年に、

サマリヤでイスラエルの王となり、二十年の間、世を治

めた。 28彼は主の目の前に悪をおこない、イスラエルに

罪を犯させたネバテの子ヤラベアムの罪を離れなかった

。 29イスラエルの王ペカの世に、アッスリヤの王テグラ

テピレセルが来て、イヨン、アベル・ベテマアカ、ヤノ

ア、ケデシ、ハゾル、ギレアデ、ガリラヤ、ナフタリの

全地を取り、人々をアッスリヤへ捕え移した。 30時にエ

ラの子ホセアは徒党を結んで、レマリヤの子ペカに敵し

、彼を撃ち殺し、彼に代って王となった。これはウジヤ

の子ヨタムの第二十年であった。 31ペカのその他の事績

と彼がしたすべての事は、イスラエルの王の歴代志の書

にしるされている。 32レマリヤの子イスラエルの王ペカ

の第二年に、ユダの王ウジヤの子ヨタムが王となった。

33彼は王となった時二十五歳であったが、エルサレムで

十六年の間、世を治めた。母はザドクの娘で、名をエル

シャといった。 34彼は主の目にかなう事を行い、すべて

父ウジヤの行ったようにおこなった。 35ただし高き所は

除かなかったので、民はなおその高き所で犠牲をささげ

、香をたいた。彼は主の宮の上の門を建てた。 36ヨタム

のその他の事績と彼がしたすべての事は、ユダの王の歴

代志の書にしるされているではないか。 37そのころ、主

はスリヤの王レヂンとレマリヤの子ペカをユダに攻めこ

させられた。 38ヨタムは先祖たちと共に眠って、その先

祖ダビデの町に先祖たちと共に葬られ、その子アハズが

代って王となった。

16レマリヤの子ペカの第十七年にユダの王ヨタムの子
アハズが王となった。 2アハズは王となった時二十

歳で、エルサレムで十六年の間、世を治めたが、その神

、主の目にかなう事を先祖ダビデのようには行わなかっ

た。 3彼はイスラエルの王たちの道に歩み、また主がイ

スラエルの人々の前から追い払われた異邦人の憎むべき

おこないにしたがって、自分の子を火に焼いてささげ物

とした。 4かつ彼は高き所、また丘の上、すべての青木

の下で犠牲をささげ、香をたいた。 5そのころ、スリヤ

の王レヂンおよびレマリヤの子であるイスラエルの王ペ

カがエルサレムに攻め上って、アハズを囲んだが、勝つ

ことができなかった。 6その時エドムの王はエラテを回

復してエドムの所領とし、ユダの人々をエラテから追い

出した。そしてエドムびとがエラテにきて、そこに住み

、今日に至っている。 7そこでアハズは使者をアッスリ

ヤの王テグラテピレセルにつかわして言わせた、「わた

しはあなたのしもべ、あなたの子です。スリヤの王とイ

スラエルの王がわたしを攻め囲んでいます。どうぞ上っ

てきて、彼らの手からわたしを救い出してください」。

8そしてアハズは主の宮と王の家の倉にある金と銀をと

り、これを贈り物としてアッスリヤの王におくったので

、 9アッスリヤの王は彼の願いを聞きいれた。すなわち

アッスリヤの王はダマスコに攻め上って、これを取り、

その民をキルに捕え移し、またレヂンを殺した。 10アハ

ズ王はアッスリヤの王テグラテピレセルに会おうとダマ

スコへ行ったが、ダマスコにある祭壇を見たので、アハ

ズ王はその祭壇の作りにしたがって、その詳しい図面と

、ひな型とを作って、祭司ウリヤに送った。 11そこで祭

司ウリヤはアハズ王がダマスコから送ったものにしたが

って祭壇を建てた。すなわち祭司ウリヤはアハズ王がダ

マスコから帰るまでにそのとおりに作った。 12王はダマ

スコから帰ってきて、その祭壇を見、祭壇に近づいてそ

の上に登り、 13燔祭と素祭を焼き、灌祭を注ぎ、酬恩祭
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の血を祭壇にそそぎかけた。 14彼はまた主の前にあった

青銅の祭壇を宮の前から移した。すなわちそれを新しい

祭壇と主の宮の間から移して、新しい祭壇の北の方にす

えた。 15そしてアハズ王は祭司ウリヤに命じて言った、

「朝の燔祭と夕の素祭および王の燔祭とその素祭、なら

びに国中の民の燔祭とその素祭および灌祭は、この大き

な祭壇の上で焼きなさい。また燔祭の血と犠牲の血はす

べてこれにそそぎかけなさい。あの青銅の祭壇をわたし

は伺いを立てるのに用いよう」。 16祭司ウリヤはアハズ

王がすべて命じたとおりにおこなった。 17またアハズ王

は台の鏡板を切り取って、洗盤をその上から移し、また

海をその下にある青銅の牛の上からおろして、石の座の

上にすえ、 18また宮のうちに造られていた安息日用のお

おいのある道、および王の用いる外の入口をアッスリヤ

の王のために主の宮から除いた。 19アハズのその他の事

績は、ユダの王の歴代志の書にしるされているではない

か。 20アハズは先祖たちと共に眠って、ダビデの町にそ

の先祖たちと共に葬られ、その子ヒゼキヤが代って王と

なった。

17ユダの王アハズの第十二年にエラの子ホセアが王と
なり、サマリヤで九年の間、イスラエルを治めた。

2彼は主の目の前に悪を行ったが、彼以前のイスラエル

の王たちのようではなかった。 3アッスリヤの王シャル

マネセルが攻め上ったので、ホセアは彼に隷属して、み

つぎを納めたが、 4アッスリヤの王はホセアがついに自

分にそむいたのを知った。それはホセアが使者をエジプ

トの王ソにつかわし、また年々納めていたみつぎを、ア

ッスリヤの王に納めなかったからである。そこでアッス

リヤの王は彼を監禁し、獄屋につないだ。 5そしてアッ

スリヤの王は攻め上って国中を侵し、サマリヤに上って

きて三年の間、これを攻め囲んだ。 6ホセアの第九年に

なって、アッスリヤの王はついにサマリヤを取り、イス

ラエルの人々をアッスリヤに捕えていって、ハラと、ゴ

ザンの川ハボルのほとりと、メデアの町々においた。 7

この事が起ったのは、イスラエルの人々が、自分たちを

エジプトの地から導き上って、エジプトの王パロの手を

のがれさせられたその神、主にむかって罪を犯し、他の

神々を敬い、 8主がイスラエルの人々の前から追い払わ

れた異邦人のならわしに従って歩み、またイスラエルの

王たちが定めたならわしに従って歩んだからである。 9

イスラエルの人々はその神、主にむかって正らぬ事をひ

そかに行い、見張台から堅固な町に至るまで、すべての

町々に高き所を建て、 10またすべての高い丘の上、すべ

ての青木の下に石の柱とアシラ像を立て、 11主が彼らの

前から捕え移された異邦人がしたように、すべての高き

所で香をたき、悪事を行って、主を怒らせた。 12また主

が彼らに「あなたがたはこの事をしてはならない」と言

われたのに偶像に仕えた。 13主はすべての預言者、すべ

ての先見者によってイスラエルとユダを戒め、「翻って

、あなたがたの悪い道を離れ、わたしがあなたがたの先

祖たちに命じ、またわたしのしもべである預言者たちに

よってあなたがたに伝えたすべての律法のとおりに、わ

たしの戒めと定めとを守れ」と仰せられたが、 14彼らは

聞きいれず、彼らの先祖たちがその神、主を信じないで

、強情であったように、彼らは強情であった。 15そして

彼らは主の定めを捨て、主が彼らの先祖たちと結ばれた

契約を破り、また彼らに与えられた警告を軽んじ、かつ

むなしい偶像に従ってむなしくなり、また周囲の異邦人

に従った。これは主が、彼らのようにおこなってはなら

ないと彼らに命じられたものである。 16彼らはその神、

主のすべての戒めを捨て、自分のために二つの子牛の像

を鋳て造り、またアシラ像を造り、天の万象を拝み、か

つバアルに仕え、 17またそのむすこ、娘を火に焼いてさ

さげ物とし、占いおよびまじないをなし、主の目の前に

悪をおこなうことに身をゆだねて、主を怒らせた。 18そ

れゆえ、主は大いにイスラエルを怒り、彼らをみ前から

除かれたので、ユダの部族のほか残った者はなかった。

19ところがユダもまたその神、主の戒めを守らず、イス

ラエルが定めたならわしに歩んだので、 20主はイスラエ

ルの子孫をことごとく捨て、彼らを苦しめ、彼らを略奪

者の手にわたして、ついに彼らをみ前から打ちすてられ

た。 21主はイスラエルをダビデの家から裂き離されたの

で、イスラエルはネバテの子ヤラベアムを王としたが、

ヤラベアムはイスラエルに、主に従うことをやめさせ、

大きな罪を犯させた。 22イスラエルの人々がヤラベアム

のおこなったすべての罪をおこない続けて、それを離れ

なかったので、 23ついに主はそのしもべである預言者た

ちによって言われたように、イスラエルをみ前から除き

去られた。こうしてイスラエルは自分の国からアッスリ

ヤに移されて今日に至っている。 24かくてアッスリヤの

王はバビロン、クタ、アワ、ハマテおよびセパルワイム

から人々をつれてきて、これをイスラエルの人々の代り

にサマリヤの町々におらせたので、その人々はサマリヤ

を領有して、その町々に住んだ。 25彼らがそこに住み始

めた時、主を敬うことをしなかったので、主は彼らのう

ちにししを送り、ししは彼らのうちの数人を殺した。 26

そこで人々はアッスリヤの王に告げて言った、「あなた

が移してサマリヤの町々におらせられたあの国々の民は

、その地の神のおきてを知らないゆえに、その神は彼ら

のうちにししを送り、ししは彼らを殺した。これは彼ら

が、その地の神のおきてを知らないためです」。 27アッ

スリヤの王は命じて言った、「あなたがたがあそこから

移した祭司のひとりをあそこへ連れて行きなさい。彼を

あそこへやって住まわせ、その国の神のおきてをその人

々に教えさせなさい」。 28そこでサマリヤから移された

祭司のひとりが来てベテルに住み、どのように主を敬う

べきかを彼らに教えた。 29しかしその民はおのおの自分

の神々を造って、それをサマリヤびとが造った高き所の

家に安置した。民は皆住んでいる町々でそのようにおこ

なった。 30すなわちバビロンの人々はスコテ・ベノテを

造り、クタの人々はネルガルを造り、ハマテの人々はア

シマを造り、 31アワの人々はニブハズとタルタクを造り

、セパルワイムびとはその子を火に焼いて、セパルワイ

ムの神アデランメレクおよびアナンメレクにささげた。

32彼はまた主を敬い、自分たちのうちから一般の民を立

てて高き所の祭司としたので、その人々は高き所の家で

勤めをした。 33このように彼らは主を敬ったが、また彼

らが出てきた国々のならわしにしたがって、自分たちの

神々にも仕えた。 34今日に至るまで彼らは先のならわし

にしたがっておこなっている。彼らは主を敬わず、また

主がイスラエルと名づけられたヤコブの子孫に命じられ

た定めにも、おきてにも、律法にも、戒めにも従わない

。 35主はかつて彼らと契約を結び、彼らに命じて言われ

た、「あなたがたは他の神々を敬ってはならない。また

彼らを拝み、彼らに仕え、彼らに犠牲をささげてはなら



列王記Ⅱ235

ない。 36ただ大きな力と伸べた腕とをもって、あなたが

たをエジプトの地から導き上った主をのみ敬い、これを

拝み、これに犠牲をささげなければならない。 37またあ

なたがたのために書きしるされた定めと、おきてと、律

法と、戒めとを、慎んで常に守らなければならない。他

の神々を敬ってはならない。 38わたしがあなたがたと結

んだ契約を忘れてはならない。また他の神々を敬っては

ならない。 39ただあなたがたの神、主を敬わなければな

らない。主はあなたがたをそのすべての敵の手から救い

出されるであろう」。 40しかし彼らは聞きいれず、かえ

って先のならわしにしたがっておこなった。 41このよう

に、これらの民は主を敬い、またその刻んだ像にも仕え

たが、その子たちも、孫たちも同様であって、彼らはそ

の先祖がおこなったように今日までおこなっている。

18イスラエルの王エラの子ホセアの第三年にユダの王
アハズの子ヒゼキヤが王となった。 2彼は王となっ

た時二十五歳で、エルサレムで二十九年の間、世を治め

た。その母はゼカリヤの娘で、名をアビといった。 3ヒ

ゼキヤはすべて先祖ダビデがおこなったように主の目に

かなう事を行い、 4高き所を除き、石柱をこわし、アシ

ラ像を切り倒し、モーセの造った青銅のへびを打ち砕い

た。イスラエルの人々はこの時までそのへびに向かって

香をたいていたからである。人々はこれをネホシタンと

呼んだ。 5ヒゼキヤはイスラエルの神、主に信頼した。

そのために彼のあとにも彼の先にも、ユダのすべての王

のうちに彼に及ぶ者はなかった。 6すなわち彼は固く主

に従って離れることなく、主がモーセに命じられた命令

を守った。 7主が彼と共におられたので、すべて彼が出

て戦うところで功をあらわした。彼はアッスリヤの王に

そむいて、彼に仕えなかった。 8彼はペリシテびとを撃

ち敗って、ガザとその領域にまで達し、見張台から堅固

な町にまで及んだ。 9ヒゼキヤ王の第四年すなわちイス

ラエルの王エラの子ホセアの第七年に、アッスリヤの王

シャルマネセルはサマリヤに攻め上って、これを囲んだ

が、 10三年の後ついにこれを取った。サマリヤが取られ

たのはヒゼキヤの第六年で、それはイスラエルの王ホセ

アの第九年であった。 11アッスリヤの王はイスラエルの

人々をアッスリヤに捕えていって、ハラと、ゴザンの川

ハボルのほとりと、メデアの町々に置いた。 12これは彼

らがその神、主の言葉にしたがわず、その契約を破り、

主のしもべモーセの命じたすべての事に耳を傾けず、ま

た行わなかったからである。 13ヒゼキヤ王の第十四年に

アッスリヤの王セナケリブが攻め上ってユダのすべての

堅固な町々を取ったので、 14ユダの王ヒゼキヤは人をラ

キシにつかわしてアッスリヤの王に言った、「わたしは

罪を犯しました。どうぞ引き上げてください。わたしに

課せられることはなんでもいたします」。アッスリヤの

王は銀三百タラントと金三十タラントをユダの王ヒゼキ

ヤに課した。 15ヒゼキヤは主の宮と王の家の倉とにある

銀をことごとく彼に与えた。 16この時ユダの王ヒゼキヤ

はまた主の神殿の戸および柱から自分が着せた金をはぎ

取って、アッスリヤの王に与えた。 17アッスリヤの王は

またタルタン、ラブサリスおよびラブシャケを、ラキシ

から大軍を率いてエルサレムにいるヒゼキヤ王のもとに

つかわした。彼らは上ってエルサレムに来た。彼らはエ

ルサレムに着くと、布さらし場に行く大路に沿っている

上の池の水道のかたわらへ行って、そこに立った。 18そ

して彼らが王を呼んだので、ヒルキヤの子である宮内卿

エリアキム、書記官セブナ、およびアサフの子である史

官ヨアが彼らのところに出てきた。 19ラブシャケは彼ら

に言った、「ヒゼキヤに言いなさい、『大王、アッスリ

ヤの王はこう仰せられる。あなたが頼みとする者は何か

。 20口先だけの言葉が戦争をする計略と力だと考えるの

か。あなたは今だれにたよって、わたしにそむいたのか

。 21今あなたは、あの折れかけている葦のつえ、エジプ

トを頼みとしているが、それは人がよりかかる時、その

人の手を刺し通すであろう。エジプトの王パロはすべて

寄り頼む者にそのようにする。 22しかしあなたがもし「

われわれは、われわれの神、主を頼む」とわたしに言う

のであれば、その神はヒゼキヤがユダとエルサレムに告

げて、「あなたがたはエルサレムで、この祭壇の前に礼

拝しなければならない」と言って、その高き所と祭壇と

を除いた者ではないか。 23さあ、わたしの主君アッスリ

ヤの王とかけをせよ。もしあなたの方に乗る人があるな

らば、わたしは馬二千頭を与えよう。 24あなたはエジプ

トを頼み、戦車と騎兵を請い求めているが、わたしの主

君の家来のうちの最も小さい一隊長でさえ、どうして撃

退することができようか。 25わたしがこの所を滅ぼすた

めに上ってきたのは、主の許しなしにしたことであろう

か。主がわたしにこの地に攻め上ってこれを滅ぼせと言

われたのだ』」。 26その時ヒルキヤの子エリアキムおよ

びセブナとヨアはラブシャケに言った、「どうぞ、アラ

ム語でしもべどもに話してください。わたしたちは、そ

れがわかるからです。城壁の上にいる民の聞いていると

ころで、わたしたちにユダヤの言葉で話さないでくださ

い」。 27しかしラブシャケは彼らに言った、「わたしの

主君は、あなたの主君とあなたにだけでなく、城壁の上

に座している人々にも、この言葉を告げるためにわたし

をつかわしたのではないか。彼らも、あなたがたと共に

自分の糞尿を食い飲みするに至るであろう」。 28そして

ラブシャケは立ちあがり、ユダヤの言葉で大声に呼ばわ

って言った。「大王、アッスリヤの王の言葉を聞け。 29

王はこう仰せられる、『あなたがたはヒゼキヤに欺かれ

てはならない。彼はあなたがたをわたしの手から救いだ

すことはできない。 30ヒゼキヤが「主は必ずわれわれを

救い出される。この町はアッスリヤ王の手に陥ることは

ない」と言っても、あなたがたは主を頼みとしてはなら

ない』。 31あなたがたはヒゼキヤの言葉を聞いてはなら

ない。アッスリヤの王はこう仰せられる、『あなたがた

はわたしと和解して、わたしに降服せよ。そうすればあ

なたがたはおのおの自分のぶどうの実を食べ、おのおの

自分のいちじくの実を食べ、おのおの自分の井戸の水を

飲むことができるであろう。 32やがてわたしが来て、あ

なたがたを一つの国へ連れて行く。それはあなたがたの

国のように穀物とぶどう酒のある地、パンとぶどう畑の

ある地、オリブの木と蜜のある地である。あなたがたは

生きながらえることができ、死ぬことはない。ヒゼキヤ

が「主はわれわれを救われる」と言って、あなたがたを

惑わしても彼に聞いてはならない。 33諸国民の神々のう

ち、どの神がその国をアッスリヤの王の手から救ったか

。 34ハマテやアルパデの神々はどこにいるのか。セパル

ワイム、ヘナおよびイワの神々はどこにいるのか。彼ら

はサマリヤをわたしの手から救い出したか。 35国々のす

べての神々のうち、その国をわたしの手から救い出した

者があったか。主がどうしてエルサレムをわたしの手か
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ら救い出すことができよう』」。 36しかし民は黙して、

ひと言も彼に答えなかった。王が命じて「彼に答えては

ならない」と言っておいたからである。 37こうしてヒル

キヤの子である宮内卿エリアキム、書記官セブナ、およ

びアサフの子である史官ヨアは衣を裂き、ヒゼキヤのも

とに来て、ラブシャケの言葉を彼に告げた。

19ヒゼキヤ王はこれを聞いて、衣を裂き、荒布を身に
まとって主に宮に入り、 2宮内卿エリアキムと書記

官セブナおよび祭司のうちの年長者たちに荒布をまとわ

せて、アモツの子預言者イザヤのもとにつかわした。 3

彼らはイザヤに言った、「ヒゼキヤはこう申されます、

『きょうは悩みと、懲しめと、はずかしめの日です。胎

児がまさに生れようとして、これを産み出す力がないの

です。 4あなたの神、主はラブシャケがその主君アッス

リヤの王につかわされて、生ける神をそしったもろもろ

の言葉を聞かれたかもしれません。そしてあなたの神、

主はその聞いた言葉をとがめられるかもしれません。そ

れゆえ、この残っている者のために祈をささげてくださ

い』」。 5ヒゼキヤ王の家来たちがイザヤのもとに来た

とき、 6イザヤは彼らに言った、「あなたがたの主君に

こう言いなさい、『主はこう仰せられる、アッスリヤの

王の家来たちが、わたしをそしった言葉を聞いて恐れる

には及ばない。 7見よ、わたしは一つの霊を彼らのうち

に送って、一つのうわさを聞かせ、彼を自分の国へ帰ら

せて、自分の国でつるぎに倒れさせるであろう』」。 8

ラブシャケは引き返して、アッスリヤの王がリブナを攻

めているところへ行った。彼が王のラキシを去ったこと

を聞いたからである。 9この時アッスリヤの王はエチオ

ピヤの王テルハカについて、「彼はあなたと戦うために

出てきた」と人々がいうのを聞いたので、再び使者をヒ

ゼキヤにつかわして言った、 10「ユダの王ヒゼキヤにこ

う言いなさい、『あなたは、エルサレムはアッスリヤの

王の手に陥ることはない、と言うあなたの信頼する神に

欺かれてはならない。 11あなたはアッスリヤの王たちが

もろもろの国々にした事、彼らを全く滅ぼした事を聞い

ている。どうしてあなたが救われることができようか。

12わたしの父たちはゴザン、ハラン、レゼフ、およびテ

ラサルにいたエデンの人々を滅ぼしたが、その国々の神

々は彼らを救ったか。 13ハマテの王、アルパデの王、セ

パルワイムの町の王、ヘナの王およびイワの王はどこに

いるのか』」。 14ヒゼキヤは使者の手から手紙を受け取

ってそれを読み、主の宮にのぼっていって、主の前にそ

れをひろげ、 15そしてヒゼキヤは主の前に祈って言った

、「ケルビムの上に座しておられるイスラエルの神、主

よ、地のすべての国のうちで、ただあなただけが神でい

らせられます。あなたは天と地を造られました。 16主よ

、耳を傾けて聞いてください。主よ、目を開いてごらん

ください。セナケリブが生ける神をそしるために書き送

った言葉をお聞きください。 17主よ、まことにアッスリ

ヤの王たちはもろもろの民とその国々を滅ぼし、 18また

その神々を火に投げ入れました。それらは神ではなく、

人の手の作ったもので、木や石だから滅ぼされたのです

。 19われわれの神、主よ、どうぞ、今われわれを彼の手

から救い出してください。そうすれば地の国々は皆、主

であるあなただけが神でいらせられることを知るように

なるでしょう」。 20その時アモツの子イザヤは人をつか

わしてヒゼキヤに言った、「イスラエルの神、主はこう

仰せられる、『アッスリヤの王セナケリブについてあな

たがわたしに祈ったことは聞いた』。 21主が彼について

語られた言葉はこうである、『処女であるシオンの娘は

あなたを侮り、あなたをあざける。エルサレムの娘はあ

なたのうしろで頭を振る。 22あなたはだれをそしり、だ

れをののしったのか。あなたはだれにむかって声をあげ

、目を高くあげたのか。イスラエルの聖者にむかってし

たのだ。 23あなたは使者をもって主をそしって言った、

「わたしは多くの戦車をひきいて山々の頂にのぼり、レ

バノンの奥に行き、たけの高い香柏と最も良いいとすぎ

を切り倒し、またその果の野営地に行き、その密林には

いった。 24わたしは井戸を掘って外国の水を飲んだ。わ

たしは足の裏で、エジプトのすべての川を踏みからした

」。 25あなたは聞かなかったか、昔わたしがこれを定め

たことを。堅固な町々をあなたが荒塚とすることも、い

にしえの日からわたしが計画して今これをおこなうのだ

。 26そのうちに住む民は力弱くおののき、恥をいだいて

、野の草のように、青菜のようになり、育たないで枯れ

る屋根の草のようになった。 27わたしはあなたのすわる

こと、出入りすること、わたしにむかって怒り叫んだこ

とをも知っている。 28あなたがわたしにむかって怒り叫

んだことと、あなたの高慢がわたしの耳にはいったため

、わたしはあなたの鼻に輪をつけ、あなたの口にくつわ

をはめて、あなたをもときた道へ引きもどすであろう』

。 29『あなたに与えるしるしはこれである。すなわち、

ことしは落ち穂からはえたものを食べ、二年目にはまた

その落ち穂からはえたものを食べ、三年目には種をまき

、刈り入れ、ぶどう畑を作ってその実を食べるであろう

。 30ユダの家ののがれて残る者は再び下に根を張り、上

に実を結ぶであろう。 31すなわち残る者がエルサレムか

ら出てき、のがれた者がシオンの山から出て来るであろ

う。主の熱心がこれをされるであろう』。 32それゆえ、

主はアッスリヤの王について、こう仰せられる、『彼は

この町にこない、またここに矢を放たない、盾をもって

その前に来ることなく、また塁を築いてこれを攻めるこ

とはない。 33彼は来た道を帰って、この町に、はいるこ

とはない。主がこれを言う。 34わたしは自分のため、ま

たわたしのしもべダビデのためにこの町を守って、これ

を救うであろう』」。 35その夜、主の使が出て、アッス

リヤの陣営で十八万五千人を撃ち殺した。人々が朝早く

起きて見ると、彼らは皆、死体となっていた。 36アッス

リヤの王セナケリブは立ち去り、帰って行ってニネベに

いたが、 37その神ニスロクの神殿で礼拝していた時、そ

の子アデランメレクとシャレゼルが、つるぎをもって彼

を殺し、ともにアララテの地へ逃げて行った。そこでそ

の子エサルハドンが代って王となった。

20そのころ、ヒゼキヤは病気になって死にかかってい
た。アモツの子預言者イザヤは彼のところにきて言

った、「主はこう仰せられます、『家の人に遺言をなさ

い。あなたは死にます。生きながらえることはできませ

ん』」。 2そこでヒゼキヤは顔を壁に向けて主に祈って

言った、 3「ああ主よ、わたしが真実を真心をもってあ

なたの前に歩み、あなたの目にかなうことをおこなった

のをどうぞ思い起してください」。そしてヒゼキヤは激

しく泣いた。 4イザヤがまだ中庭を出ないうちに主の言

葉が彼に臨んだ、 5「引き返して、わたしの民の君ヒゼ

キヤに言いなさい、『あなたの父ダビデの神、主はこう
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仰せられる、わたしはあなたの祈を聞き、あなたの涙を

見た。見よ、わたしはあなたをいやす。三日目にはあな

たは主の宮に上るであろう。 6かつ、わたしはあなたの

よわいを十五年増す。わたしはあなたと、この町とをア

ッスリヤの王の手から救い、わたしの名のため、またわ

たしのしもべダビデのためにこの町を守るであろう』」

。 7そしてイザヤは言った、「干しいちじくのひとかた

まりを持ってきて、それを腫物につけさせなさい。そう

すれば直るでしょう」。 8ヒゼキヤはイザヤに言った、

「主がわたしをいやされる事と、三日目にわたしが主の

家に上ることについて、どんなしるしがありましょうか

」。 9イザヤは言った、「主が約束されたことを行われ

ることについては、主からこのしるしを得られるでしょ

う。すなわち日影が十度進むか、あるいは十度退くかで

す」。 10ヒゼキヤは答えた、「日影が十度進むことはた

やすい事です。むしろ日影を十度退かせてください」。

11そこで預言者イザヤが主に呼ばわると、アハズの日時

計の上に進んだ日影を、十度退かせられた。 12そのころ

、バラダンの子であるバビロンの王メロダクバラダンは

、手紙と贈り物を持たせて使節をヒゼキヤにつかわした

。これはヒゼキヤが病んでいることを聞いたからである

。 13ヒゼキヤは彼らを喜び迎えて、宝物の蔵、金銀、香

料、貴重な油および武器倉、ならびにその倉庫にあるす

べての物を彼らに見せた。家にある物も、国にある物も

、ヒゼキヤが彼らに見せない物は一つもなかった。 14そ

の時、預言者イザヤはヒゼキヤ王のもとにきて言った、

「あの人々は何を言いましたか。どこからきたのですか

」。ヒゼキヤは言った、「彼らは遠い国から、バビロン

からきたのです」。 15イザヤは言った、「彼らはあなた

の家で何を見ましたか」。ヒゼキヤは答えて言った、「

わたしの家にある物を皆見ました。わたしの倉庫のうち

には、わたしが彼らに見せない物は一つもありません」

。 16そこでイザヤはヒゼキヤに言った、「主の言葉を聞

きなさい、 17『主は言われる、見よ、すべてあなたの家

にある物、および、あなたの先祖たちが今日までに積み

たくわえた物の、バビロンに運び去られる日が来る。何

も残るものはないであろう。 18また、あなたの身から出

るあなたの子たちも連れ去られ、バビロンの王の宮殿で

宦官となるであろう』」。 19ヒゼキヤはイザヤに言った

、「あなたが言われた主の言葉は結構です」。彼は「せ

めて自分が世にあるあいだ、平和と安全があれば良いこ

とではなかろうか」と思ったからである。 20ヒゼキヤの

その他の事績とその武勇および、彼が貯水池と水道を作

って、町に水を引いた事は、ユダの王の歴代志の書にし

るされているではないか。 21ヒゼキヤはその先祖たちと

共に眠って、その子マナセが代って王となった。

21マナセは十二歳で王となり、五十五年の間、エルサ
レムで世を治めた。母の名はヘフジバといった。 2

マナセは主がイスラエルの人々の前から追い払われた国

々の民の憎むべきおこないにならって、主の目の前に悪

をおこなった。 3彼は父ヒゼキヤがこわした高き所を建

て直し、またイスラエルの王アハブがしたようにバアル

のために祭壇を築き、アシラ像を造り、かつ天の万象を

拝んで、これに仕えた。 4また主の宮のうちに数個の祭

壇を築いた。これは主が「わたしの名をエルサレムに置

こう」と言われたその宮である。 5彼はまた主の宮の二

つの庭に天の万象のために祭壇を築いた。 6またその子

を火に焼いてささげ物とし、占いをし、魔術を行い、口

寄せと魔法使を用い、主の目の前に多くの悪を行って、

主の怒りを引き起した。 7彼はまたアシラの彫像を作っ

て主の宮に置いた。主はこの宮についてダビデとその子

ソロモンに言われたことがある、「わたしはこの宮と、

わたしがイスラエルのすべての部族のうちから選んだエ

ルサレムとに、わたしの名を永遠に置く。 8もし、彼ら

がわたしが命じたすべての事、およびわたしのしもべモ

ーセが命じたすべての律法を守り行うならば、イスラエ

ルの足を、わたしが彼らの先祖たちに与えた地から、重

ねて迷い出させないであろう」。 9しかし彼らは聞きい

れなかった。マナセが人々をいざなって悪を行ったこと

は、主がイスラエルの人々の前に滅ぼされた国々の民よ

りもはなはだしかった。 10そこで主はそのしもべである

預言者たちによって言われた、 11「ユダの王マナセがこ

れらの憎むべき事を行い、彼の先にあったアモリびとの

行ったすべての事よりも悪い事を行い、またその偶像を

もってユダに罪を犯させたので、 12イスラエルの神、主

はこう仰せられる、見よ、わたしはエルサレムとユダに

災をくだそうとしている。これを聞く者は、その耳が二

つながら鳴るであろう。 13わたしはサマリヤをはかった

測りなわと、アハブの家に用いた下げ振りをエルサレム

にほどこし、人が皿をぬぐい、これをぬぐって伏せるよ

うに、エルサレムをぬぐい去る。 14わたしは、わたしの

嗣業の民の残りを捨て、彼らを敵の手に渡す。彼らはも

ろもろの敵のえじきとなり、略奪にあうであろう。 15こ

れは彼らの先祖たちがエジプトを出た日から今日に至る

まで、彼らがわたしの目の前に悪を行って、わたしを怒

らせたためである」。 16マナセはまた主の目の前に悪を

行って、ユダに罪を犯させたその罪のほかに、罪なき者

の血を多く流して、エルサレムのこの果から、かの果に

まで満たした。 17マナセのその他の事績と、彼がおこな

ったすべての事およびその犯した罪は、ユダの王の歴代

志の書にしるされているではないか。 18マナセは先祖た

ちと共に眠って、その家の園すなわちウザの園に葬られ

、その子アモンが代って王となった。 19アモンは王とな

った時二十二歳であって、エルサレムで二年の間、世を

治めた。母はヨテバのハルツの娘で、名をメシュレメテ

といった。 20アモンはその父マナセのおこなったように

、主の目の前に悪を行った。 21すなわち彼はすべてその

父の歩んだ道に歩み、父の仕えた偶像に仕えて、これを

拝み、 22先祖たちの神、主を捨てて、主の道に歩まなか

った。 23アモンの家来たちはついに彼に敵して徒党を結

び、王をその家で殺したが、 24国の民は、アモン王に敵

して徒党を結んだ者をことごとく撃ち殺した。そして国

の民はアモンの子ヨシヤを王としてアモンに代らせた。

25アモンのその他の事績は、ユダの王の歴代志の書にし

るされているではないか。 26アモンはウザの園にある墓

に葬られ、その子ヨシヤが代って王となった。

22ヨシヤは八歳で王となり、エルサレムで三十一年の
間、世を治めた。母はボヅカテのアダヤの娘で、名

をエデダといった。 2ヨシヤは主の目にかなう事を行い

、先祖ダビデの道に歩んで右にも左にも曲らなかった。

3ヨシヤ王の第十八年に王はメシュラムの子アザリヤの

子である書記官シャパンを主の宮につかわして言った、

4「大祭司ヒルキヤのもとへのぼって行って、主に宮に

はいってきた銀、すなわち門を守る者が民から集めたも
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のの総額を彼に数えさせ、 5それを工事をつかさどる主

の宮の監督者の手に渡させ、彼らから主の宮で工事をす

る者にそれを渡して、宮の破れを繕わせなさい。 6すな

わち木工と建築師と石工にそれを渡し、また宮を繕う材

木と切り石を買わせなさい。 7ただし彼らは正直に事を

行うから、彼らに渡した銀については彼らと計算するに

及ばない」。 8その時大祭司ヒルキヤは書記官シャパン

に言った、「わたしは主の宮で律法の書を見つけました

」。そしてヒルキヤがその書物をシャパンに渡したので

、彼はそれを読んだ。 9書記官シャパンは王のもとへ行

き、王に報告して言った、「しもべどもは宮にあった銀

を皆出して、それを工事をつかさどる主の宮の監督者の

手に渡しました」。 10書記官シャパンはまた王に告げて

「祭司ヒルキヤはわたしに一つの書物を渡しました」と

言い、それを王の前で読んだ。 11王はその律法の書の言

葉を聞くと、その衣を裂いた。 12そして王は祭司ヒルキ

ヤと、シャパンの子アヒカムと、ミカヤの子アクボルと

、書記官シャパンと、王の大臣アサヤとに命じて言った

、 13「あなたがたは行って、この見つかった書物の言葉

について、わたしのため、民のため、またユダ全国のた

めに主に尋ねなさい。われわれの先祖たちがこの書物の

言葉に聞き従わず、すべてわれわれについてしるされて

いる事を行わなかったために、主はわれわれにむかって

、大いなる怒りを発しておられるからです」。 14そこで

祭司ヒルキヤ、アヒカム、アクボル、シャパンおよびア

サヤはシャルムの妻である女預言者ホルダのもとへ行っ

た。シャルムはハルハスの子であるテクワの子で、衣装

べやを守る者であった。その時ホルダはエルサレムの下

町に住んでいた。彼らがホルダに告げたので、 15ホルダ

は彼らに言った、「イスラエルの神、主はこう仰せられ

ます、『あなたがたをわたしにつかわした人に言いなさ

い。 16主はこう言われます、見よ、わたしはユダの王が

読んだあの書物のすべての言葉にしたがって、災をこの

所と、ここに住んでいる民に下そうとしている。 17彼ら

がわたしを捨てて他の神々に香をたき、自分たちの手で

作ったもろもろの物をもって、わたしを怒らせたからで

ある。それゆえ、わたしはこの所にむかって怒りの火を

発する。これは消えることがないであろう』。 18ただし

主に尋ねるために、あなたがたをつかわしたユダの王に

はこう言いなさい、『あなたが聞いた言葉についてイス

ラエルの神、主はこう仰せられます、 19あなたは、わた

しがこの所と、ここに住んでいる民にむかって、これは

荒れ地となり、のろいとなるであろうと言うのを聞いた

時、心に悔い、主の前にへりくだり、衣を裂いてわたし

の前に泣いたゆえ、わたしもまたあなたの言うことを聞

いたのであると主は言われる。 20それゆえ、見よ、わた

しはあなたを先祖たちのもとに集める。あなたは安らか

に墓に集められ、わたしがこの所に下すもろもろの災を

目に見ることはないであろう』」。彼らはこの言葉を王

に持ち帰った。

23そこで王は人をつかわしてユダとエルサレムの長老
たちをことごとく集めた。 2そして王はユダのもろ

もろの人々と、エルサレムのすべての住民および祭司、

預言者ならびに大小のすべての民を従えて主の宮にのぼ

り、主の宮で見つかった契約の書の言葉をことごとく彼

らに読み聞かせた。 3次いで王は柱のかたわらに立って

、主の前に契約を立て、主に従って歩み、心をつくし精

神をつくして、主の戒めと、あかしと、定めとを守り、

この書物にしるされているこの契約の言葉を行うことを

誓った。民は皆その契約に加わった。 4こうして王は大

祭司ヒルキヤと、それに次ぐ祭司たちおよび門を守る者

どもに命じて、主の神殿からバアルとアシラと天の万象

とのために作ったもろもろの器を取り出させ、エルサレ

ムの外のキデロンの野でそれを焼き、その灰をベテルに

持って行かせた。 5また、ユダの町々とエルサレムの周

囲にある高き所で香をたくためにユダの王たちが任命し

た祭司たちを廃し、またバアルと日と月と星宿と天の万

象とに香をたく者どもをも廃した。 6彼はまた主の宮か

らアシラ像を取り出し、エルサレムの外のキデロン川に

持って行って、キデロン川でそれを焼き、それを打ち砕

いて粉とし、その粉を民の墓に投げすてた。 7また主の

宮にあった神殿男娼の家をこわした。そこは女たちがア

シラ像のために掛け幕を織る所であった。 8彼はまたユ

ダの町々から祭司をことごとく召しよせ、また祭司が香

をたいたゲバからベエルシバまでの高き所を汚し、また

門にある高き所をこわした。これらの高き所は町のつか

さヨシュアの門の入口にあり、町の門にはいる人の左に

あった。 9高き所の祭司たちはエルサレムで主の祭壇に

のぼることをしなかったが、その兄弟たちのうちにあっ

て種入れぬパンを食べた。 10王はまた、だれもそのむす

こ娘を火に焼いて、モレクにささげ物とすることのない

ように、ベンヒンノムの谷にあるトペテを汚した。 11ま

たユダの王たちが太陽にささげて主の宮の門に置いた馬

を、境内にある侍従ナタンメレクのへやのかたわらに移

し、太陽の車を火で焼いた。 12また王はユダの王たちが

アハズの高殿の屋上に造った祭壇と、マナセが主の宮の

二つの庭に造った祭壇とをこわして、それを打ち砕き、

砕けたものをキデロン川に投げすてた。 13また王はイス

ラエルの王ソロモンが昔シドンびとの憎むべき者アシタ

ロテと、モアブびとの憎むべき者ケモシと、アンモンの

人々の憎むべき者ミルコムのためにエルサレムの東、滅

亡の山の南に築いた高き所を汚した。 14またもろもろの

石柱を打ち砕き、アシラ像を切り倒し、人の骨をもって

その所を満たした。 15また、ベテルにある祭壇と、イス

ラエルに罪を犯させたネバテの子ヤラベアムが造った高

き所、すなわちその祭壇と高き所とを彼はこわし、その

石を打ち砕いて粉とし、かつアシラ像を焼いた。 16そし

てヨシヤは身をめぐらして山に墓のあるのを見、人をつ

かわしてその墓から骨を取らせ、それをその祭壇の上で

焼いて、それを汚した。昔、神の人が主の言葉としてこ

の事を呼ばわり告げたが、そのとおりになった。 17その

時ヨシヤは「あそこに見える石碑は何か」と尋ねた。町

の人々が彼に「あれはあなたがベテルの祭壇に対して行

われたこれらの事を、ユダからきて預言した神の人の墓

です」と言ったので、 18彼は言った、「そのままにして

置きなさい。だれもその骨を移してはならない」。それ

でその骨と、サマリヤからきた預言者の骨には手をつけ

なかった。 19またイスラエルの王たちがサマリヤの町々

に造って、主を怒らせた高き所の家も皆ヨシヤは取り除

いて、彼がすべてベテルに行ったようにこれに行った。

20彼はまた、そこにあった高き所の祭司たちを皆祭壇の

上で殺し、人の骨を祭壇の上で焼いた。こうして彼はエ

ルサレムに帰った。 21そして王はすべての民に命じて、

「あなたがたはこの契約の書にしるされているように、

あなたがたの神、主に過越の祭を執り行いなさい」と言
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った。 22さばきづかさがイスラエルをさばいた日からこ

のかた、またイスラエルの王たちとユダの王たちの世に

も、このような過越の祭を執り行ったことはなかったが

、 23ヨシヤ王の第十八年に、エルサレムでこの過越の祭

を主に執り行ったのである。 24ヨシヤはまた祭司ヒルキ

ヤが主の宮で見つけた書物にしるされている律法の言葉

を確実に行うために、口寄せと占い師と、テラピムと偶

像およびユダの地とエルサレムに見られるもろもろの憎

むべき者を取り除いた。 25ヨシヤのように心をつくし、

精神をつくし、力をつくしてモーセのすべての律法にし

たがい、主に寄り頼んだ王はヨシヤの先にはなく、また

その後にも彼のような者は起らなかった。 26けれども主

はなおユダにむかって発せられた激しい大いなる怒りを

やめられなかった。これはマナセがもろもろの腹だたし

い行いをもって主を怒らせたためである。 27それゆえ主

は言われた、「わたしはイスラエルを移したように、ユ

ダをもわたしの目の前から移し、わたしが選んだこのエ

ルサレムの町と、わたしの名をそこに置こうと言ったこ

の宮とを捨てるであろう」。 28ヨシヤのその他の事績と

、彼が行ったすべての事は、ユダの王の歴代志の書にし

るされているではないか。 29ヨシヤの世にエジプトの王

パロ・ネコが、アッスリヤの王のところへ行こうと、ユ

フラテ川をさして上ってきたので、ヨシヤ王は彼を迎え

撃とうと出て行ったが、パロ・ネコは彼を見るや、メギ

ドにおいて彼を殺した。 30その家来たちは彼の死体を車

に載せ、メギドからエルサレムに運んで彼の墓に葬った

。国の民はヨシヤの子エホアハズを立て、彼に油を注ぎ

、王として父に代らせた。 31エホアハズは王となった時

二十三歳で、エルサレムで三か月の間、世を治めた。母

はリブナのエレミヤの娘で、名をハムタルといった。 32

エホアハズは先祖たちがすべて行ったように主の目の前

に悪を行ったが、 33パロ・ネコは彼をハマテの地のリブ

ラにつないで置いて、エルサレムで世を治めることがで

きないようにした。また銀百タラントと金一タラントの

みつぎを国に課した。 34そしてパロ・ネコはヨシヤの子

エリアキムを父ヨシヤに代って王とならせ、名をエホヤ

キムと改め、エホアハズをエジプトへ引いて行った。エ

ホアハズはエジプトへ行ってそこで死んだ。 35エホヤキ

ムは金銀をパロに送った。しかし彼はパロの命に従って

金を送るために国に税を課し、国の民おのおのからその

課税にしたがって金銀をきびしく取り立てて、それをパ

ロ・ネコに送った。 36エホヤキムは二十五歳で王となり

、エルサレムで十一年の間、世を治めた。母はルマのペ

ダヤの娘で、名をゼビダといった。 37エホヤキムは先祖

たちがすべて行ったように主の目の前に悪を行った。

24エホヤキムの世にバビロンの王ネブカデネザルが上
ってきたので、エホヤキムは彼に隷属して三年を経

たが、ついに翻って彼にそむいた。 2主はカルデヤびと

の略奪隊、スリヤびとの略奪隊、モアブびとの略奪隊、

アンモンびとの略奪隊をつかわしてエホヤキムを攻めら

れた。すなわちユダを攻め、これを滅ぼすために彼らを

つかわされた。主がそのしもべである預言者たちによっ

て語られた言葉のとおりである。 3これは全く主の命に

よってユダに臨んだもので、ユダを主の目の前から払い

除くためであった。すなわちマナセがすべておこなった

その罪のため、 4また彼が罪なき人の血を流し、罪なき

人の血をエルサレムに満たしたためであって、主はその

罪をゆるそうとはされなかった。 5エホヤキムのその他

の事績と、彼がおこなったすべての事は、ユダの王の歴

代志の書にしるされているではないか。 6エホヤキムは

先祖たちとともに眠り、その子エホヤキンが代って王と

なった。 7エジプトの王は再びその国から出てこなかっ

た。バビロンの王がエジプトの川からユフラテ川まで、

すべてエジプトの王に属するものを取ったからである。

8エホヤキンは王となった時十八歳で、エルサレムで三

か月の間、世を治めた。母はエルサレムのエルナタンの

娘で、名をネホシタといった。 9エホヤキンはすべてそ

の父がおこなったように主の目の前に悪を行った。 10そ

のころ、バビロンの王ネブカデネザルの家来たちはエル

サレムに攻め上って、町を囲んだ。 11その家来たちが町

を囲んでいたとき、バビロンの王ネブカデネザルもまた

町に攻めてきた。 12ユダの王エホヤキンはその母、その

家来、そのつかさたち、および侍従たちと共に出て、バ

ビロンの王に降服したので、バビロンの王は彼を捕虜と

した。これはネブカデネザルの治世の第八年であった。

13彼はまた主の宮のもろもろの宝物および王の家の宝物

をことごとく持ち出し、イスラエルの王ソロモンが造っ

て主の神殿に置いたもろもろの金の器を切りこわした。

主が言われたとおりである。 14彼はまたエルサレムのす

べての市民、およびすべてのつかさとすべての勇士、な

らびにすべての木工と鍛冶一万人を捕えて行った。残っ

た者は国の民の貧しい者のみであった。 15さらに彼はエ

ホヤキンをバビロンに捕えて行き、また王の母、王の妻

たち、および侍従と国のうちのおもな人々をも、エルサ

レムからバビロンへ捕えて行った。 16またバビロンの王

はすべて勇敢な者七千人、木工と鍛冶一千人ならびに強

くて良く戦う者をみな捕えてバビロンへ連れて行った。

17そしてバビロンの王はエホヤキンの父の兄弟マッタニ

ヤを王としてエホヤキンに代え、名をゼデキヤと改めた

。 18ゼデキヤは二十一歳で王となり、エルサレムで十一

年の間、世を治めた。母はリブナのエレミヤの娘で、名

をハムタルといった。 19ゼデキヤはすべてエホヤキムが

おこなったように主の目の前に悪を行った。 20エルサレ

ムとユダにこのような事の起ったのは主の怒りによるの

で、主はついに彼らをみ前から払いすてられた。さてゼ

デキヤはバビロンの王にそむいた。

25そこでゼデキヤの治世の第九年の十月十日に、バビ
ロンの王ネブカデネザルはもろもろの軍勢を率い、

エルサレムにきて、これにむかって陣を張り、周囲にと

りでを築いてこれを攻めた。 2こうして町は囲まれて、

ゼデキヤ王の第十一年にまで及んだが、 3その四月九日

になって、町のうちにききんが激しくなり、その地の民

に食物がなくなった。 4町の一角がついに破れたので、

王はすべての兵士とともに、王の園のかたわらにある二

つの城壁のあいだの門の道から夜のうちに逃げ出して、

カルデヤびとが町を囲んでいる間に、アラバの方へ落ち

延びた。 5しかしカルデヤびとの軍勢は王を追い、エリ

コの平地で彼に追いついた。彼の軍勢はみな彼を離れて

散り去ったので、 6カルデヤびとは王を捕え、彼をリブ

ラにいるバビロンの王のもとへ引いていって彼の罪を定

め、 7ゼデキヤの子たちをゼデキヤの目の前で殺し、ゼ

デキヤの目をえぐり、足かせをかけてバビロンへ連れて

行った。 8バビロンの王ネブカデネザルの第十九年の五

月七日に、バビロンの王の臣、侍衛の長ネブザラダンが
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エルサレムにきて、 9主の宮と王の家とエルサレムのす

べての家を焼いた。すなわち火をもってすべての大きな

家を焼いた。 10また侍衛の長と共にいたカルデヤびとの

すべての軍勢はエルサレムの周囲の城壁を破壊した。 11

そして侍衛の長ネブザラダンは、町に残された民および

バビロン王に降服した者と残りの群衆を捕え移した。 12

ただし侍衛の長はその地の貧しい者を残して、ぶどうを

作る者とし、農夫とした。 13カルデヤびとはまた主の宮

の青銅の柱と、主の宮の洗盤の台と、青銅の海を砕いて

、その青銅をバビロンに運び、 14またつぼと、十能と、

心切りばさみと、香を盛る皿およびすべて神殿の務に用

いる青銅の器、 15また心取り皿と鉢を取り去った。侍衛

の長はまた金で作った物と銀で作った物を取り去った。

16ソロモンが主の宮のために造った二つの柱と、一つの

海と洗盤の台など、これらのもろもろの器の青銅の重さ

は量ることができなかった。 17一つの柱の高さは十八キ

ュビトで、その上に青銅の柱頭があり、柱頭の高さは三

キュビトで、柱頭の周囲に網細工とざくろがあって、み

な青銅であった。他の柱もその網細工もこれと同じであ

った。 18侍衛の長は祭司長セラヤと次席の祭司ゼパニヤ

と三人の門を守る者を捕え、 19また兵士をつかさどるひ

とりの役人と、王の前にはべる者のうち、町で見つかっ

た者五人と、その地の民を募った軍勢の長の書記官と、

町で見つかったその地の民六十人を町から捕え去った。

20侍衛の長ネブザラダンは彼らを捕えて、リブラにいる

バビロンの王のもとへ連れて行ったので、 21バビロンの

王はハマテの地のリブラで彼らを撃ち殺した。このよう

にしてユダはその地から捕え移された。 22さてバビロン

の王ネブカデネザルはユダの地に残してとどまらせた民

の上に、シャパンの子アヒカムの子であるゲダリヤを立

てて総督とした。 23時に軍勢の長たちおよびその部下の

人々は、バビロンの王がゲダリヤを総督としたことを聞

いて、ミヅパにいるゲダリヤのもとにきた。すなわちネ

タニヤの子イシマエル、カレヤの子ヨハナン、ネトパび

とタンホメテの子セラヤ、マアカびとの子ヤザニヤおよ

びその部下の人々がゲダリヤのもとにきた。 24ゲダリヤ

は彼らとその部下の人々に誓って言った、「あなたがた

はカルデヤびとのしもべとなることを恐れてはならない

。この地に住んで、バビロンの王に仕えなさい。そうす

ればあなたがたは幸福を得るでしょう」。 25ところが七

月になって、王の血統のエリシャマの子であるネタニヤ

の子イシマエルは十人の者と共にきて、ゲダリヤを撃ち

殺し、また彼と共にミヅパにいたユダヤ人と、カルデヤ

びとを殺した。 26そのため、大小の民および軍勢の長た

ちは、みな立ってエジプトへ行った。彼らはカルデヤび

とを恐れたからである。 27ユダの王エホヤキンが捕え移

されて後三十七年の十二月二十七日、すなわちバビロン

の王エビルメロダクの治世の第一年に、王はユダの王エ

ホヤキンを獄屋から出して 28ねんごろに彼を慰め、その

位を彼と共にバビロンにいる王たちの位よりも高くした

。 29こうしてエホヤキンはその獄屋の衣を脱ぎ、一生の

間、常に王の前で食事した。 30彼は一生の間、たえず日

々の分を王から賜わって、その食物とした。
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歴代誌Ⅰ

1アダム、セツ、エノス、 2ケナン、マハラレル、ヤレ

ド、 3エノク、メトセラ、ラメク、 4ノア、セム、ハ

ム、ヤペテ。 5ヤペテの子らはゴメル、マゴグ、マダイ

、ヤワン、トバル、メセク、テラス。 6ゴメルの子らは

アシケナズ、デパテ、トガルマ。 7ヤワンの子らはエリ

シャ、タルシシ、キッテム、ロダニム。 8ハムの子らは

クシ、エジプト、プテ、カナン。 9クシの子らはセバ、

ハビラ、サブタ、ラアマ、サブテカ。ラアマの子らはシ

バとデダン。 10クシはニムロデを生んだ。ニムロデは初

めて世の権力ある者となった。 11エジプトはルデびと、

アナムびと、レハブびと、ナフトびと、 12パテロスびと

、カスルびと、カフトルびとを生んだ。カフトルびとか

らペリシテびとが出た。 13カナンは長子シドンとヘテを

生んだ。 14またエブスびと、アモリびと、ギルガシびと

、 15ヒビびと、アルキびと、セニびと、 16アルワデび

と、ゼマリびと、ハマテびとを生んだ。 17セムの子らは

エラム、アシュル、アルパクサデ、ルデ、アラム、ウズ

、ホル、ゲテル、メセクである。 18アルパクサデはシラ

を生み、シラはエベルを生んだ。 19エベルにふたりの子

が生れた。ひとりの名はペレグ彼の代に地の民が散り分

れたからであるその弟の名はヨクタンといった。 20ヨク

タンはアルモダデ、シャレフ、ハザル・マウテ、エラ、

21ハドラム、ウザル、デクラ、 22エバル、アビマエル、

シバ、 23オフル、ハビラ、ヨバブを生んだ。これらはみ

なヨクタンの子である。 24セム、アルパクサデ、シラ、

25エベル、ペレグ、リウ、 26セルグ、ナホル、テラ、

27アブラムすなわちアブラハムである。 28アブラハムの

子らはイサクとイシマエルである。 29彼らの子孫は次の

とおりである。イシマエルの長子はネバヨテ、次はケダ

ル、アデビエル、ミブサム、 30ミシマ、ドマ、マッサ、

ハダデ、テマ、 31エトル、ネフシ、ケデマ。これらはイ

シマエルの子孫である。 32アブラハムのそばめケトラの

子孫は次のとおりである。彼女はジムラン、ヨクシャン

、メダン、ミデアン、イシバク、シュワを産んだ。ヨク

シャンの子らはシバとデダンである。 33ミデアンの子ら

はエパ、エペル、ヘノク、アビダ、エルダア。これらは

みなケトラの子孫である。 34アブラハムはイサクを生ん

だ。イサクの子らはエサウとイスラエル。 35エサウの子

らはエリパズ、リウエル、エウシ、ヤラム、コラ。 36エ

リパズの子らはテマン、オマル、ゼピ、ガタム、ケナズ

、テムナ、アマレク。 37リウエルの子らはナハテ、ゼラ

、シャンマ、ミッザ。 38セイルの子らはロタン、ショバ

ル、ヂベオン、アナ、デション、エゼル、デシャン。 39

ロタンの子らはホリとホマム。ロタンの妹はテムナ。 40

ショバルの子らはアルヤン、マナハテ、エバル、シピ、

オナム。ヂベオンの子らはアヤとアナ。 41アナの子はデ

ション。デションの子らはハムラン、エシバン、イテラ

ン、ケラン。 42エゼルの子らはビルハン、ザワン、ヤカ

ン。デシャンの子らはウズとアラン。 43イスラエルの人

々を治める王がまだなかった時、エドムの地を治めた王

たちは次のとおりである。ベオルの子ベラ。その都の名

はデナバといった。 44ベラが死んで、ボズラのゼラの子

ヨバブが代って王となった。 45ヨバブが死んで、テマン

びとの地のホシャムが代って王となった。 46ホシャムが

死んで、ベダテの子ハダデが代って王となった。彼はモ

アブの野でミデアンを撃った。彼の都の名はアビテとい

った。 47ハダデが死んで、マスレカのサムラが代って王

となった。 48サムラが死んで、ユフラテ川のほとりのレ

ホボテのサウルが代って王となった。 49サウルが死んで

、アクボルの子バアル・ハナンが代って王となった。 50

バアル・ハナンが死んで、ハダデが代って王となった。

彼の都の名はパイといった。彼の妻はマテレデの娘であ

って、名をメヘタベルといった。マテレデはメザハブの

娘である。 51ハダデも死んだ。エドムの族長は、テムナ

侯、アルヤ侯、エテテ侯、 52アホリバマ侯、エラ侯、ピ

ノン侯、 53ケナズ侯、テマン侯、ミブザル侯、 54マグ

デエル侯、イラム侯。これらはエドムの族長である。

2イスラエルの子らは次のとおりである。ルベン、シメ
オン、レビ、ユダ、イッサカル、ゼブルン、 2ダン、

ヨセフ、ベニヤミン、ナフタリ、ガド、アセル。 3ユダ

の子らはエル、オナン、シラである。この三人はカナン

の女バテシュアがユダによって産んだ者である。ユダの

長子エルは主の前に悪を行ったので、主は彼を殺された

。 4ユダの嫁タマルはユダによってペレヅとゼラを産ん

だ。ユダの子らは合わせて五人である。 5ペレヅの子ら

はヘヅロンとハムル。 6ゼラの子らはジムリ、エタン、

ヘマン、カルコル、ダラで、合わせて五人である。 7カ

ルミの子はアカル。アカルは奉納物について罪を犯し、

イスラエルを悩ました者である。 8エタンの子はアザリ

ヤである。 9ヘヅロンに生れた子らはエラメル、ラム、

ケルバイである。 10ラムはアミナダブを生み、アミナダ

ブはユダの子孫のつかさナションを生んだ。 11ナション

はサルマを生み、サルマはボアズを生み、 12ボアズはオ

ベデを生み、オベデはエッサイを生んだ。 13エッサイは

長子エリアブ、次にアビナダブ、第三にシメア、 14第四

にネタンエル、第五にラダイ、 15第六にオゼム、第七に

ダビデを生んだ。 16彼らの姉妹はゼルヤとアビガイルで

ある。ゼルヤの産んだ子はアビシャイ、ヨアブ、アサヘ

ルの三人である。 17アビガイルはアマサを産んだ。アマ

サの父はイシマエルびとエテルである。 18ヘヅロンの子

カレブはその妻アズバおよびエリオテによって子をもう

けた。その子らはエシル、ショバブ、アルドンである。

19カレブはアズバが死んだのでエフラタをめとった。エ

フラタはカレブによってホルを産んだ。 20ホルはウリを

生み、ウリはベザレルを生んだ。 21そののちヘヅロンは

ギレアデの父マキルの娘の所にはいった。彼が彼女をめ

とったときは六十歳であった。彼女はヘヅロンによって

セグブを産んだ。 22セグブはヤイルを生んだ。ヤイルは

ギレアデの地に二十三の町をもっていた。 23しかしゲシ

ュルとアラムは彼らからハボテ・ヤイルおよびケナテと

その村里など合わせて六十の町を取った。これらはみな

ギレアデの父マキルの子孫であった。 24ヘヅロンが死ん

だのち、カレブは父ヘヅロンの妻エフラタの所にはいっ

た。彼女は彼にテコアの父アシュルを産んだ。 25ヘヅロ

ンの長子エラメルの子らは長子ラム、次はブナ、オレン

、オゼム、アヒヤである。 26エラメルはまたほかの妻を

もっていた。名をアタラといって、オナムの母である。

27エラメルの長子ラムの子らはマアツ、ヤミン、エケル

である。 28オナムの子らはシャンマイとヤダである。シ

ャンマイの子らはナダブとアビシュルである。 29アビシ

ュルの妻の名はアビハイルといって、アバンとモリデを

産んだ。 30ナダブの子らはセレデとアッパイムである。
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セレデは子をもたずに死んだ。 31アッパイムの子はイシ

、イシの子はセシャン、セシャンの子はアヘライである

。 32シャンマイの兄弟ヤダの子らはエテルとヨナタンで

ある。エテルは子をもたずに死んだ。 33ヨナタンの子ら

はペレテとザザである。以上はエラメルの子孫である。

34セシャンには男の子はなく、ただ女の子のみであった

が、彼はヤルハと呼ぶエジプトびとの奴隷をもっていた

ので、 35セシャンは娘を奴隷ヤルハに与えてその妻とさ

せた。彼女はヤルハによってアッタイを産んだ。 36アッ

タイはナタンを生み、ナタンはザバデを生み、 37ザバデ

はエフラルを生み、エフラルはオベデを生み、 38オベデ

はエヒウを生み、エヒウはアザリヤを生み、 39アザリヤ

はヘレヅを生み、ヘレヅはエレアサを生み、 40エレアサ

はシスマイを生み、シスマイはシャルムを生み、 41シャ

ルムはエカミヤを生み、エカミヤはエリシャマを生んだ

。 42エラメルの兄弟であるカレブの子らは長子をマレシ

ャといってジフの父である。マレシャの子はヘブロン。

43ヘブロンの子らはコラ、タップア、レケム、シマであ

る。 44シマはラハムを生んだ。ラハムはヨルカムの父で

ある。またレケムはシャンマイを生んだ。 45シャンマイ

の子はマオン。マオンはベテヅルの父である。 46カレブ

のそばめエパはハラン、モザ、ガゼズを産んだ。ハラン

はガゼズを生んだ。 47エダイの子らはレゲム、ヨタム、

ゲシャン、ペレテ、エパ、シャフである。 48カレブのそ

ばめマアカはシベルとテルハナを産み、 49またマデマン

ナの父シャフおよびマクベナとギベアの父シワを産んだ

。カレブの娘はアクサである。 50これらはカレブの子孫

であった。エフラタの長子ホルの子らはキリアテ・ヤリ

ムの父ショバル、 51ベツレヘムの父サルマおよびベテガ

デルの父ハレフである。 52キリアテ・ヤリムの父ショバ

ル子らはハロエとメヌコテびとの半ばである。 53キリア

テ・ヤリムの氏族はイテルびと、プテびと、シュマびと

、ミシラびとであって、これらからザレアびとおよびエ

シタオルびとが出た。 54サルマの子らはベツレヘム、ネ

トパびと、アタロテ・ベテ・ヨアブ、マナハテびとの半

ばおよびゾリびとである。 55またヤベヅに住んでいた書

記の氏族テラテびと、シメアテびと、スカテびとである

。これらはケニびとであってレカブの家の先祖ハマテか

ら出た者である。

3ヘブロンで生れたダビデの子らは次のとおりである。
長子はアムノンでエズレルびとアヒノアムから生れ、

次はダニエルでカルメルびとアビガイルから生れ、 2第

三はアブサロムでゲシュルの王タルマイの娘マアカの産

んだ子、第四はアドニヤでハギテの産んだ子、 3第五は

シパテヤでアビタルから生れ、第六はイテレアムで、彼

の妻エグラから生れた。 4この六人はヘブロンで彼に生

れた。ダビデがそこで王となっていたのは七年六か月、

エルサレムで王となっていたのは三十三年であった。 5

エルサレムで生れたものは次のとおりである。すなわち

シメア、ショバブ、ナタン、ソロモン。この四人はアン

ミエルの娘バテシュアから生れた。 6またイブハル、エ

リシャマ、エリペレテ、 7ノガ、ネペグ、ヤピア、 8エ

リシャマ、エリアダ、エリペレテの九人、 9これらはみ

なダビデの子である。このほかに、そばめどもの産んだ

子らがあり、タマルは彼らの姉妹であった。 10ソロモン

の子はレハベアム、その子はアビヤ、その子はアサ、そ

の子はヨシャパテ、 11その子はヨラム、その子はアハジ

ヤ、その子はヨアシ、 12その子はアマジヤ、その子はア

ザリヤ、その子はヨタム、 13その子はアハズ、その子は

ヒゼキヤ、その子はマナセ、 14その子はアモン、その子

はヨシヤ、 15ヨシヤの子らは長子ヨハナン、次はエホヤ

キム、第三はゼデキヤ、第四はシャルムである。 16エホ

ヤキムの子孫はその子はエコニア、その子はゼデキヤで

ある。 17捕虜となったエコニヤの子らはその子シャルテ

ル、 18マルキラム、ペダヤ、セナザル、エカミア、ホシ

ャマ、ネダビヤである。 19ペダヤの子らはゼルバベルと

シメイである。ゼルバベルの子らはメシュラムとハナニ

ヤ。シロミテは彼らの姉妹である。 20またハシュバ、オ

ヘル、ベレキヤ、ハサデヤ、ユサブ・ヘセデの五人があ

る。 21ハナニヤの子らはペラテヤとエシャヤ、その子レ

パヤ、その子アルナン、その子オバデヤ、その子シカニ

ヤである。 22シカニヤの子らはシマヤ。シマヤの子らは

ハットシ、イガル、バリア、ネアリヤ、シャパテの六人

である。 23ネアリヤの子らはエリオエナイ、ヒゼキヤ、

アズリカムの三人である。 24エリオエナイの子らはホダ

ヤ、エリアシブ、ペラヤ、アックブ、ヨハナン、デラヤ

、アナニの七人である。

4ユダの子らはペレヅ、ヘヅロン、カルミ、ホル、ショ
バルである。 2ショバルの子レアヤはヤハテを生み、

ヤハテはアホマイとラハデを生んだ。これらはザレアび

との一族である。 3エタムの子らはエズレル、イシマお

よびイデバシ、彼らの姉妹の名はハゼレルポニである。

4ゲドルの父はペヌエル、ホシャの父はエゼルである。

これらはベツレヘムの父エフラタの長子ホルの子らであ

る。 5テコアの父アシュルにはふたりの妻ヘラとナアラ

とがあった。 6ナアラはアシュルによってアホザム、ヘ

ペル、テメニおよびアハシタリを産んだ。これらはナア

ラの子である。 7ヘラの子らはゼレテ、エゾアル、エテ

ナンである。 8コヅはアヌブとゾベバを生んだ。またハ

ルムの子アハルヘルの氏族も彼から出た。 9ヤベヅはそ

の兄弟のうちで最も尊ばれた者であった。その母が「わ

たしは苦しんでこの子を産んだから」と言ってその名を

ヤベヅと名づけたのである。 10ヤベヅはイスラエルの神

に呼ばわって言った、「どうか、あなたが豊かにわたし

を恵み、わたしの国境を広げ、あなたの手がわたしとと

もにあって、わたしを災から免れさせ、苦しみをうけさ

せられないように」。神は彼の求めるところをゆるされ

た。 11シュワの兄弟ケルブはメヒルを生んだ。メヒルは

エシトンの父、 12エシトンはベテラパ、パセアおよびイ

ルナハシの父テヒンナを生んだ。これらはレカの人々で

ある。 13ケナズの子らはオテニエルとセラヤ。オテニエ

ルの子らはハタテとメオノタイ。 14メオノタイはオフラ

を生み、セラヤはゲハラシムの父ヨアブを生んだ。彼ら

は工人であったのでゲハラシムと呼ばれたのである。 15

エフンネの子カレブの子らはイル、エラおよびナアム。

エラの子はケナズ。 16エハレレルの子らはジフ、ジバ、

テリア、アサレルである。 17エズラの子らはエテル、メ

レデ、エペル、ヤロン。次のものはメレデがめとったパ

ロの娘ビテヤの子らである。すなわち彼女はみごもって

ミリアム、シャンマイおよびイシバを産んだ。イシバは

エシテモアの父である。 18彼の妻はユダヤ人で、ゲドル

の父エレデとソコの父ヘベルとザノアの父エクテエルを

産んだ。 19ナハムの姉妹であるホデヤの妻の子らはガル

ムびとケイラの父およびマアカびとエシテモアである。
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20シモンの子らはアムノン、リンナ、ベネハナン、テロ

ンである。イシの子らはゾヘテとベネゾヘテである。 21

ユダの子シラの子らはレカの父エル、マレシャの父ラダ

およびベテアシベアの亜麻布織の家の一族、 22ならびに

モアブを治めてレヘムに帰ったヨキム、コゼバの人々、

ヨアシおよびサラフである。その記録は古い。 23これら

の者は陶器を造る人で、ネタイムおよびゲデラに住み、

王の用をするため、王とともに、そこに住んだ。 24シメ

オンの子らはネムエル、ヤミン、ヤリブ、ゼラ、シャウ

ル。 25シャウルの子はシャルム、その子はミブサム、そ

の子はミシマ。 26ミシマの子孫は、その子はハムエル、

その子はザックル、その子はシメイ。 27シメイには男の

子十六人、女の子六人あったが、その兄弟たちには多く

の子はなかった。またその氏族の者はすべてユダの子孫

ほどにはふえなかった。 28彼らの住んだ所はベエルシバ

、モラダ、ハザル・シュアル、 29ビルハ、エゼム、トラ

デ、 30ベトエル、ホルマ、チクラグ、 31ベテ・マルカ

ボテ、ハザル・スシム、ベテ・ビリ、およびシャライム

である。これらはダビデの世に至るまで彼らの町であっ

た。 32その村里はエタム、アイン、リンモン、トケン、

アシャンの五つの町である。 33またこれらの町々の周囲

に多くの村があって、バアルまでおよんだ。彼らのすみ

かは以上のとおりで、彼らはおのおの系図をもっていた

。 34メショバブ、ヤムレク、アマジヤの子ヨシャ、 35

ヨエル、アシエルのひこ、セラヤの孫、ヨシビアの子エ

ヒウ。 36エリオエナイ、ヤコバ、エショハヤ、アサヤ、

アデエル、エシミエル、ベナヤ、 37およびシピの子ジザ

。シピはアロンの子、アロンはエダヤの子、エダヤはシ

ムリの子、シムリはシマヤの子である。 38ここに名をあ

げた者どもはその氏族の長であって、それらの氏族は大

いにふえ広がった。 39彼らは群れのために牧場を求めて

ゲドルの入口に行き、谷の東の方まで進み、 40ついに豊

かな良い牧場を見いだした。その地は広く穏やかで、安

らかであった。その地の前の住民はハムびとであったか

らである。 41これらの名をしるした者どもはユダの王ヒ

ゼキヤの世に行って、彼らの天幕と、そこにいたメウニ

びとを撃ち破り、彼らをことごとく滅ぼして今日に至っ

ている。そこには、群れのための牧場があったので、彼

らはそこに住んだ。 42またシメオンびとのうちの五百人

はイシの子らペラテヤ、ネアリヤ、レパヤ、ウジエルを

かしらとしてセイル山に行き、 43アマレクびとで、のが

れて残っていた者を撃ち滅ぼして、今日までそこに住ん

でいる。

5イスラエルの長子ルベンの子らは次のとおりである。
ルベンは長子であったが父の床を汚したので、長子の

権はイスラエルの子ヨセフの子らに与えられた。それで

長子の権による系図にしるされていない。 2またユダは

兄弟たちにまさる者となり、その中から君たる者がでた

が長子の権はヨセフのものとなったのである。 3すなわ

ちイスラエルの長子ルベンの子らはハノク、パル、ヘヅ

ロン、カルミ。 4ヨエルの子らはその子はシマヤ、その

子はゴグ、その子はシメイ、 5その子はミカ、その子は

レアヤ、その子はバアル、 6その子はベエラである。こ

のベエラはアッスリヤの王テルガテ・ピルネセルが捕え

移した者である。彼はルベンびとのつかさであった。 7

彼の兄弟たちは、その氏族により、その歴代の系図によ

れば、かしらエイエルおよびゼカリヤ、 8ベラなどであ

る。ベラはアザズの子、シマの孫、ヨエルのひこである

。彼はアロエルに住み、ネボおよびバアル・メオンまで

及んでいたが、 9ギレアデの地で彼の家畜がふえ増した

ので、彼は東の方ユフラテ川のこなたの荒野の入口にま

で住んだ。 10またサウルの時、彼らはハガルびとと戦っ

て、これを撃ち倒し、ギレアデの東の全部にわたって彼

らの天幕に住んだ。 11ガドの子孫はこれと相対してバシ

ャンの地に住み、サルカまで及んでいた。 12そのかしら

はヨエル、次はシャパム、ヤアナイ、シャパテで、とも

にバシャンに住んだ。 13彼らの兄弟たちは、その氏族に

よればミカエル、メシュラム、シバ、ヨライ、ヤカン、

ジア、エベルの七人である。 14これらはホリの子アビハ

イルの子らである。ホリはヤロアの子、ヤロアはギレア

デの子、ギレアデはミカエルの子、ミカエルはエシサイ

の子、エシサイはヤドの子、ヤドはブズの子である。 15

アヒはアブデルの子、アブデルはグニの子、グニはその

氏族の長である。 16彼らはギレアデとバシャンとその村

里とシャロンのすべての放牧地に住んで、その四方の境

にまで及んでいた。 17これらはみなユダの王ヨタムの世

とイスラエルの王ヤラベアムの世に系図にのせられた。

18ルベンびとと、ガドびとと、マナセの半部族には出て

戦いうる者四万四千七百六十人あり、皆勇士で、盾とつ

るぎをとり、弓をひき、戦いに巧みな人々であった。 19

彼らはハガルびとおよびエトル、ネフシ、ノダブなどと

戦ったが、 20助けを得てこれを攻めたので、ハガルびと

およびこれとともにいた者は皆、彼らの手にわたされた

。これは彼らが戦いにあたって神に呼ばわり、神に寄り

頼んだので神はその願いを聞かれたからである。 21彼ら

はその家畜を奪い取ったが、らくだ五万、羊二十五万、

ろば二千あり、また人は十万人あった。 22これはその戦

いが神によったので、多くの者が殺されて倒れたからで

ある。そして彼らは捕え移される時まで、これに代って

その所に住んだ。 23マナセの半部族の人々はこの地に住

み、ふえ広がって、ついにバシャンからバアル・ヘルモ

ン、セニルおよびヘルモン山にまで及んだ。 24その氏族

の長たちは次のとおりである。すなわち、エペル、イシ

、エリエル、アズリエル、エレミヤ、ホダヤ、ヤデエル

。これらは皆その氏族の長で名高い大勇士であった。 25

彼らは先祖たちの神にむかって罪を犯し、神が、かつて

彼らの前から滅ぼされた国の民の神々を慕って、これと

姦淫したので、 26イスラエルの神は、アッスリヤの王プ

ルの心を奮い起し、またアッスリヤの王テルガテ・ピル

ネセルの心を奮い起されたので、彼はついにルベンびと

と、ガドびとと、マナセの半部族を捕えて行き、ハウラ

とハボルとハラとゴザン川のほとりに移して今日に至っ

ている。

6レビの子らはゲルション、コハテ、メラリ。 2コハテ

の子らはアムラム、イヅハル、ヘブロン、ウジエル。

3アムラムの子らはアロン、モーセ、ミリアム。アロン

の子らはナダブ、アビウ、エレアザル、イタマル。 4エ

レアザルはピネハスを生み、ピネハスはアビシュアを生

み、 5アビシュアはブッキを生み、ブッキはウジを生み

、 6ウジはゼラヒヤを生み、ゼラヒヤはメラヨテを生み

、 7メラヨテはアマリヤを生み、アマリヤはアヒトブを

生み、 8アヒトブはザドクを生み、ザドクはアヒマアズ

を生み、 9アヒマアズはアザリヤを生み、アザリヤはヨ

ナハンを生み、 10ヨナハンはアザリヤを生んだ。このア



歴代誌Ⅰ 244

ザリヤはソロモンがエルサレムに建てた宮で祭司の務を

した者である。 11アザリヤはアマリヤを生み、アマリヤ

はアヒトブを生み、 12アヒトブはザトクを生み、ザトク

はシャルムを生み、 13シャルムはヒルキヤを生み、ヒル

キヤはアザリヤを生み、 14アザリヤはセラヤを生み、セ

ラヤはヨザダクを生んだ。 15ヨザダクは主がネブカデネ

ザルの手によってユダとエルサレムの人を捕え移された

時に捕えられて行った。 16レビの子らはゲルション、コ

ハテおよびメラリ。 17ゲルションの子らの名はリブニと

シメイ。 18コハテの子らはアムラム、イヅハル、ヘブロ

ン、ウジエルである。 19メラリの子らはマヘリとムシ。

これらはレビびとのその家筋による氏族である。 20ゲル

ションの子はリブニ、その子はヤハテ、その子はジンマ

、 21その子はヨア、その子はイド、その子はゼラ、その

子はヤテライ。 22コハテの子はアミナダブ、その子はコ

ラ、その子はアシル、 23その子はエルカナ、その子はエ

ビアサフ、その子はアシル、 24その子はタハテ、その子

はウリエル、その子はウジヤ、その子はシャウル。 25エ

ルカナの子らはアマサイとアヒモテ、 26その子はエルカ

ナ、その子はゾパイ、その子はナハテ、 27その子はエリ

アブ、その子はエロハム、その子はエルカナ。 28サムエ

ルの子らは、長子はヨエル、次はアビヤ。 29メラリの子

はマヘリ、その子はリブニ、その子はシメイ、その子は

ウザ、 30その子はシメア、その子はハギヤ、その子はア

サヤである。 31契約の箱を安置したのち、ダビデが主の

宮で歌をうたう事をつかさどらせた人々は次のとおりで

ある。 32彼らは会見の幕屋の前で歌をもって仕えたが、

ソロモンがエルサレムに主の宮を建ててからは、一定の

秩序に従って務を行った。 33その務をしたもの、および

その子らは次のとおりである。コハテびとの子らのうち

ヘマンは歌をうたう者、ヘマンはヨエルの子、ヨエルは

サムエルの子、 34サムエルはエルカナの子、エルカナは

エロハムの子、エロハムはエリエルの子、エリエルはト

アの子、 35トアはヅフの子、ヅフはエルカナの子、エル

カナはマハテの子、マハテはアマサイの子、 36アマサイ

はエルカナの子、エルカナはヨエルの子、ヨエルはアザ

リヤの子、アザリヤはゼパニヤの子、 37ゼパニヤはタハ

テの子、タハテはアシルの子、アシルはエビアサフの子

、エビアサフはコラの子、 38コラはイヅハルの子、イヅ

ハルはコハテの子、コハテはレビの子、レビはイスラエ

ルの子である。 39ヘマンの兄弟アサフはヘマンの右に立

った。アサフはベレキヤの子、ベレキヤはシメアの子、

40シメアはミカエルの子、ミカエルはバアセヤの子、バ

アセヤはマルキヤの子、 41マルキヤはエテニの子、エテ

ニはゼラの子、ゼラはアダヤの子、 42アダヤはエタンの

子、エタンはジンマの子、ジンマはシメイの子、 43シメ

イはヤハテの子、ヤハテはゲルションの子、ゲルション

はレビの子である。 44また彼らの兄弟であるメラリの子

らが左に立った。そのうちのエタンはキシの子、キシは

アブデの子、アブデはマルクの子、 45マルクはハシャビ

ヤの子、ハシャビヤはアマジヤの子、アマジヤはヒルキ

ヤの子、 46ヒルキヤはアムジの子、アムジはバニの子、

バニはセメルの子、 47セメルはマヘリの子、マヘリはム

シの子、ムシはメラリの子、メラリはレビの子である。

48彼らの兄弟であるレビびとたちは、神の宮の幕屋のも

ろもろの務に任じられた。 49アロンとその子らは燔祭の

壇と香の祭壇の上にささげることをなし、また至聖所の

すべてのわざをなし、かつイスラエルのためにあがない

をなした。すべて神のしもべモーセの命じたとおりであ

る。 50アロンの子孫は次のとおりである。アロンの子は

エレアザル、その子はピネハス、その子はアビシュア、

51その子はブッキ、その子はウジ、その子はゼラヒヤ、

52その子はメラヨテ、その子はアマリヤ、その子はアヒ

トブ、 53その子はザドク、その子はアヒマアズである。

54アロンの子孫の住む所はその境のうちにある宿営によ

っていえば次のとおりである。まずコハテびとの氏族が

くじによって得たところ、 55すなわち彼らが与えられた

ところは、ユダの地にあるヘブロンとその周囲の放牧地

である。 56ただし、その町の田畑とその村々は、エフン

ネの子カレブに与えられた。 57そしてアロンの子孫に与

えられたものは、のがれの町であるヘブロンおよびリブ

ナとその放牧地、ヤッテルおよびエシテモアとその放牧

地、 58ヒレンとその放牧地、デビルとその放牧地、 59

アシャンとその放牧地、ベテシメシとその放牧地である

。 60またベニヤミンの部族のうちからはゲバとその放牧

地、アレメテとその放牧地、アナトテとその放牧地を与

えられた。彼らの町は、すべてその氏族のうちに十三あ

った。 61またコハテの子孫の残りの者は部族の氏族のう

ちからと、半部族すなわちマナセの半部族のうちからく

じによって十の町を与えられた。 62またゲルションの子

孫はその氏族によってイッサカルの部族、アセルの部族

、ナフタリの部族、およびバシャンのマナセの部族のう

ちから十三の町が与えられた。 63メラリの子孫はその氏

族によってルベンの部族、ガドの部族、およびゼブルン

の部族のうちからくじによって十二の町が与えられた。

64このようにイスラエルの人々はレビびとに町々とその

放牧地とを与えた。 65すなわちユダの子孫の部族とシメ

オンの部族の子孫と、ベニヤミンの子孫の部族のうちか

らここに名をあげたこれらの町をくじによって与えた。

66コハテの子孫の氏族はまたエフライムの部族のうちか

らも町々を獲てその領地とした。 67すなわち彼らが与え

られた、のがれの町はエフライムの山地にあるシケムと

その放牧地、ゲゼルとその放牧地、 68ヨクメアムとその

放牧地、ベテホロンとその放牧地、 69アヤロンとその放

牧地、ガテリンモンとその放牧地である。 70またマナセ

の半部族のうちからは、アネルとその放牧地およびビレ

アムとその放牧地を、コハテの子孫の氏族の残りのもの

に与えた。 71ゲルションの子孫に与えられたものはマナ

セの半部族のうちからはバシャンのゴランとその放牧地

、アシタロテとその放牧地。 72イッサカルの部族のうち

からはケデシとその放牧地、ダベラテとその放牧地、 73

ラモテとその放牧地、アネムとその放牧地。 74アセルの

部族のうちからはマシャルとその放牧地、アブドンとそ

の放牧地、 75ホコクとその放牧地、レホブとその放牧地

。 76ナフタリの部族のうちからはガリラヤのケデシとそ

の放牧地、ハンモンとその放牧地、キリアタイムとその

放牧地である。 77このほかのもの、すなわちメラリの子

孫に与えられたものはゼブルンの部族のうちからリンモ

ンとその放牧地、タボルとその放牧地、 78エリコに近い

ヨルダンのかなた、すなわちヨルダンの東ではルベンの

部族のうちからは荒野のベゼルとその放牧地、ヤザとそ

の放牧地、 79ケデモテとその放牧地、メパアテとその放

牧地。 80ガドの部族のうちからはギレアデのラモテとそ

の放牧地、マハナイムとその放牧地、 81ヘシボンとその

放牧地、ヤゼルとその放牧地である。
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7イッサカルの子らはトラ、プワ、ヤシュブ、シムロム
の四人。 2トラの子らはウジ、レパヤ、エリエル、ヤ

マイ、エブサム、サムエル。これは皆トラの子で、その

氏族の長である。その子孫の大勇士たる者はダビデの世

にはその数二万二千六百人であった。 3ウジの子はイズ

ラヒヤ、イズラヒヤの子らはミカエル、オバデヤ、ヨエ

ル、イシアの五人で、みな長たる者であった。 4その子

孫のうちに、その氏族に従えば軍勢の士卒三万六千人あ

った。これは彼らが妻子を多くもっていたからである。

5イッサカルのすべての氏族のうちの兄弟たちで系図に

よって数えられた大勇士は合わせて八万七千人あった。

6ベニヤミンの子らはベラ、ベケル、エデアエルの三人

。 7ベラの子らはエヅボン、ウジ、ウジエル、エレモテ

、イリの五人で、皆その氏族の長である。その系図によ

って数えられた大勇士は二万二千三十四人あった。 8ベ

ケルの子らはゼミラ、ヨアシ、エリエゼル、エリオエナ

イ、オムリ、エレモテ、アビヤ、アナトテ、アラメテで

皆ベケルの子らである。 9その子孫のうち、その氏族の

長として系図によって数えられた大勇士は二万二百人あ

った。 10エデアエルの子はビルハン。ビルハンの子らは

エウシ、ベニヤミン、エホデ、ケナアナ、ゼタン、タル

シシ、アヒシャハル。 11皆エデアエルの子らで氏族の長

であった。その子孫のうちには、いくさに出てよく戦う

大勇士が一万七千二百人あった。 12またイルの子らはシ

ュパムとホパム。アヘルの子はホシムである。 13ナフタ

リの子らはヤハジエル、グニ、エゼル、シャルムで皆ビ

ルハの産んだ子である。 14マナセの子らはそのそばめで

あるスリヤの女の産んだアスリエル。彼女はまたギレア

デの父マキルを産んだ。 15マキルはホパムとシュパムの

妹マアカという者を妻にめとった。二番目の子はゼロペ

ハデという。ゼロペハデには女の子だけがあった。 16マ

キルの妻マアカは男の子を産んで名をペレシと名づけた

。その弟の名はシャレシ。シャレシの子らはウラムとラ

ケムである。 17ウラムの子はベダン。これらはマナセの

子マキルの子であるギレアデの子らである。 18その妹ハ

ンモレケテはイシホデ、アビエゼル、マヘラを産んだ。

19セミダの子らはアヒアン、シケム、リキ、アニアムで

ある。 20エフライムの子はシュテラ、その子はベレデ、

その子はタハテ、その子はエラダ、その子はタハテ、 21

その子はザバデ、その子はシュテラである。エゼルとエ

レアデはガテの土人らに殺された。これは彼らが下って

行ってその家畜を奪おうとしたからである。 22父エフラ

イムが日久しくこのために悲しんだので、その兄弟たち

が来て彼を慰めた。 23そののち、エフライムは妻のとこ

ろにはいった。妻ははらんで男の子を産み、その名をベ

リアと名づけた。その家に災があったからである。 24エ

フライムの娘セラは上と下のベテホロンおよびウゼン・

セラを建てた。 25ベリアの子はレパ、その子はレセフ、

その子はテラ、その子はタハン、 26その子はラダン、そ

の子はアミホデ、その子はエリシャマ、 27その子はヌン

、その子はヨシュア。 28エフライムの子孫の領地と住所

はベテルとその村々、また東の方ではナアラン、西の方

ではゲゼルとその村々、またシケムとその村々、アワと

その村々。 29またマナセの子孫の国境に沿って、ベテシ

ャンとその村々、タアナクとその村々、メギドンとその

村々、ドルとその村々で、イスラエルの子ヨセフの子孫

はこれらの所に住んだ。 30アセルの子らはイムナ、イシ

ワ、エスイ、ベリアおよびその姉妹セラ。 31ベリアの子

らはヘベルとマルキエル。マルキエルはビルザヒテの父

である。 32ヘベルはヤフレテ、ショメル、ホタムおよび

その姉妹シュアを生んだ。 33ヤフレテの子らはパサク、

ビムハル、アシワテ。これらはヤレフテの子らである。

34彼の兄弟ショメルの子らはロガ、ホバおよびアラム。

35ショメルの兄弟ヘレムの子らはゾパ、イムナ、シレシ

、アマル。 36ゾパの子らはスア、ハルネペル、シュアル

、ベリ、イムラ、 37ベゼル、ホド、シャンマ、シルシャ

、イテラン、ベエラ。 38エテルの子らはエフンネ、ピス

パおよびアラ。 39ウラの子らはアラ、ハニエル、および

リヂア。 40これらは皆アセルの子孫であって、その氏族

の長、えりぬきの大勇士、つかさたちのかしらであった

。その系図によって数えられた者で、いくさに出てよく

戦う者の数は二万六千人であった。

8ベニヤミンの生んだ者は長子はベラ、その次はアシベ
ル、第三はアハラ、 2第四はノハ、第五はラパ。 3ベ

ラの子らはアダル、ゲラ、アビウデ、 4アビシュア、ナ

アマン、アホア、 5ゲラ、シフパム、ヒラム。 6エホデ

の子らは次のとおりである。（これらはゲバの住民の氏

族の長であって、マナハテに捕え移されたものである。

） 7すなわちナアマン、アヒヤ、ゲラすなわちヘグラム

。ゲラはウザとアヒフデの父であった。 8シャハライム

は妻ホシムとバアラを離別してのち、モアブの国で子ら

をもうけた。 9彼が妻ホデシによってもうけた子らはヨ

バブ、ヂビア、メシャ、マルカム、 10エウヅ、シャキヤ

、ミルマ。これらはその子らであって氏族の長である。

11彼はまたホシムによってアビトブとエルパアルをもう

けた。 12エルパアルの子らはエベル、ミシャムおよびセ

メド。彼はオノとロドとその村々を建てた者である。 13

またベリアとシマがあった。（これはアヤロンの住民の

氏族の長であって、ガテの住民を追い払ったものである

。） 14またアヒオ、シャシャク、エレモテ。 15ゼバデ

ヤ、アラデ、アデル、 16ミカエル、イシパおよびヨハは

ベリアの子らであった。 17ゼバデヤ、メシュラム、ヘゼ

キ、ヘベル、 18イシメライ、エズリアおよびヨバブはエ

ルパアルの子らであった。 19ヤキン、ジクリ、ザベデ、

20エリエナイ、チルタイ、エリエル、 21アダヤ、ベラヤ

およびシムラテはシマの子らであった。 22イシパン、ヘ

ベル、エリエル、 23アブドン、ジクリ、ハナン、 24ハ

ナニヤ、エラム、アントテヤ、 25イペデヤおよびペヌエ

ルはシャシャクの子らであった。 26シャムセライ、シハ

リア、アタリヤ、 27ヤレシャ、エリヤおよびジクリはエ

ロハムの子らであった。 28これらは歴代の氏族の長であ

り、またかしらであって、エルサレムに住んだ。 29ギベ

オンの父エイエルはギベオンに住み、その妻の名はマア

カといった。 30その長子はアブドンで、次はツル、キシ

、バアル、ナダブ、 31ゲドル、アヒオ、ザケル、 32お

よびミクロテ。ミクロテはシメアを生んだ。これらもま

た兄弟たちと向かいあってエルサレムに住んだ。 33ネル

はキシを生み、キシはサウルを生み、サウルはヨナタン

、マルキシュア、アビナダブ、エシバアルを生んだ。 34

ヨナタンの子はメリバアルで、メリバアルはミカエルを

生んだ。 35ミカの子らはピトン、メレク、タレア、アハ

ズである。 36アハズはエホアダを生み、エホアダはアレ

メテ、アズマウテ、ジムリを生み、ジムリはモザを生み

、 37モザはビネアを生んだ。ビネアの子はラパ、ラパの

子はエレアサ、エレアサの子はアゼルである。 38アゼル
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には六人の子があり、その名はアズリカム、ボケル、イ

シマエル、シャリヤ、オバデヤ、ハナンで、皆アゼルの

子である。 39その兄弟エセクの子らは、長子はウラム、

次はエウシ、第三はエリペレテである。 40ウラムの子ら

は大勇士で、よく弓を射る者であった。彼は多くの子と

孫をもち、百五十人もあった。これらは皆ベニヤミンの

子孫である。

9このようにすべてのイスラエルびとは系図によって数
えられた。これらはイスラエルの列王紀にしるされて

いる。ユダはその不信のゆえにバビロンに捕囚となった

。 2その領地の町々に最初に住んだものはイスラエルび

と、祭司、レビびとおよび宮に仕えるしもべたちであっ

た。 3またエルサレムにはユダの子孫、ベニヤミンの子

孫およびエフライムとマナセの子孫が住んでいた。 4す

なわちユダの子ペレヅの子孫のうちではアミホデの子ウ

タイ。アミホデはオムリの子、オムリはイムリの子、イ

ムリはバニの子である。 5シロびとのうちでは長子アサ

ヤとそのほかの子たち。 6ゼラの子孫のうちではユエル

とその兄弟六百九十人。 7ベニヤミンの子孫のうちでは

ハセヌアの子ホダビヤの子であるメシュラムの子サル、

8エロハムの子イブニヤ、ミクリの子であるウジの子エ

ラおよびイブニヤの子リウエルの子であるシパテヤの子

メシュラム、 9ならびに彼らの兄弟たちで、その系図に

よれば合わせて九百五十六人。これらの人々は皆その氏

族の長であった。 10祭司のうちではエダヤ、ヨアリブ、

ヤキン、 11およびヒルキヤの子アザリヤ、ヒルキヤはメ

シュラムの子、メシュラムはザドクの子、ザドクはメラ

ヨテの子、メラヨテはアヒトブの子である。アザリヤは

神の宮のつかさである。 12またエロハムの子アダヤ、エ

ロハムはパシュルの子、パシュルはマルキヤの子である

。またアデエルの子はマアセヤ、アデエルはヤゼラの子

、ヤゼラはメシュラムの子、メシュラムはメシレモテの

子、メシレモテはインメルの子である。 13そのほかに彼

らの兄弟たちもあった。これらはその氏族の長で、合わ

せて一千七百六十人、みな神の宮の務をするのに、はな

はだ力のある人々であった。 14レビびとのうちではハシ

ュブの子シマヤ、ハシュブはアズリカムの子、アズリカ

ムはハシャビヤの子で、これらはメラリの子孫である。

15またバクバッカル、ヘレシ、ガラル、およびアサフの

子ジクリの子であるミカの子マッタニヤ、 16ならびにエ

ドトンの子ガラルの子であるシマヤの子オバデヤおよび

エルカナの子であるアサの子ベレキヤ、エルカナはネト

パびとの村里に住んだ者である。 17門を守るものはシャ

ルム、アックブ、タルモン、アヒマンおよびその兄弟た

ちで、シャルムはその長であった。 18彼は今日まで東の

方にある王の門を守っている。これらはレビの子孫で営

の門を守る者である。 19コラの子エビヤサフの子である

コレの子シャルムおよびその氏族の兄弟たちなどのコラ

びとは幕屋のもろもろの門を守る務をつかさどった。そ

の先祖たちは主の営をつかさどり、その入口を守る者で

あった。 20エレアザルの子ピネハスが、むかし彼らのつ

かさであった。主は彼とともにおられた。 21メシレミヤ

の子ゼカリヤは会見の幕屋の門を守る者であった。 22こ

れらは皆選ばれて門を守る者で、合わせて二百十二人あ

った。彼らはその村々で系図によって数えられた者で、

ダビデと先見者サムエルが彼らを職に任じたのである。

23こうして彼らとその子孫は監守人として、主の家であ

る幕屋の家の門をつかさどった。 24門を守る者は東西南

北の四方にいた。 25またその村々にいる兄弟たちは七日

ごとに代り、来て彼らを助けた。 26門を守る者の長であ

る四人のレビびとは神の家のもろもろの室と宝とをつか

さどった。 27彼らは神の家を守る身であるから、そのま

わりに宿った。そして朝ごとにこれを開くことをした。

28そのうちに務の器をつかさどる者があった。彼らはそ

の数を調べて携え入り、またその数を調べて携え出した

。 29またそのほかの品、すべての聖なる器および麦粉、

ぶどう酒、油、乳香、香料をつかさどる者があった。 30

また祭司のともがらのうちに香料を混ぜる者があった。

31コラびとシャルムの長子でレビびとのひとりであるマ

タテヤはせんべいを造る勤めをつかさどった。 32またコ

ハテびとの子孫であるその兄弟たちのうちに供えのパン

をつかさどって、安息日ごとにこれを整える者どもがあ

った。 33レビびとの氏族の長であるこれらの者は歌うた

う者であって、宮のもろもろの室に住み、ほかの務はし

なかった。彼らは日夜自分の務に従ったからである。 34

これらはレビびとの歴代の氏族の長であって、かしらた

る人々であった。彼らはエルサレムに住んだ。 35ギベオ

ンの父エヒエルはギベオンに住んでいた。その妻の名は

マアカといった。 36彼の長子はアブドン、次はツル、キ

シ、バアル、ネル、ナダブ、 37ゲドル、アヒオ、ゼカリ

ヤ、ミクロテである。 38ミクロテはシメアムを生んだ。

彼らもその兄弟たちとともにエルサレムに住んで、その

兄弟たちと向かいあっていた。 39ネルはキシを生み、キ

シはサウルを生み、サウルはヨナタン、マルキシュア、

アビナダブ、エシバアルを生んだ。 40ヨナタンの子はメ

リバアルで、メリバアルはミカを生んだ。 41ミカの子ら

はピトン、メレク、タレアおよびアハズである。 42アハ

ズはヤラを生み、ヤラはアレメテ、アズマウテおよびジ

ムリを生み、ジムリはモザを生み、 43モザはビネアを生

んだ。ビネアの子はレパヤ、その子はエレアサ、その子

はアゼルである。 44アゼルに六人の男の子があった。そ

の名はアズリカム、ボケル、イシマエル、シャリヤ、オ

バデヤ、ハナン。これらはみなアゼルの子らであった。

10さてペリシテびとはイスラエルと戦ったが、イスラ
エルの人々がペリシテびとの前から逃げ、ギルボア

山で殺されて倒れたので、 2ペリシテびとはサウルとそ

の子たちのあとを追い、サウルの子ヨナタン、アビナダ

ブおよびマルキシュアを殺した。 3戦いは激しくサウル

におし迫り、射手の者どもがついにサウルを見つけたの

で、彼は射手の者どもに傷を負わされた。 4そこでサウ

ルはその武器を執る者に言った、「つるぎを抜き、それ

をもってわたしを刺せ。さもないと、これらの割礼なき

者が来て、わたしをはずかしめるであろう」。しかしそ

の武器を執る者がいたく恐れて聞きいれなかったので、

サウルはつるぎをとってその上に伏した。 5武器を執る

者はサウルの死んだのを見て、自分もまたつるぎの上に

伏して死んだ。 6こうしてサウルと三人の子らおよびそ

の家族は皆ともに死んだ。 7谷にいたイスラエルの人々

は皆彼らの逃げるのを見、またサウルとその子らの死ん

だのを見て、町々をすてて逃げたので、ペリシテびとが

来てそのうちに住んだ。 8あくる日ペリシテびとは殺さ

れた者から、はぎ取るために来て、サウルとその子らの

ギルボア山に倒れているのを見、 9サウルをはいでその

首と、よろいかぶとを取り、ペリシテびとの国の四方に
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人をつかわして、この良き知らせをその偶像と民に告げ

させた。 10そしてサウルのよろいかぶとを彼らの神の家

に置き、首をダゴンの神殿にくぎづけにした。 11しかし

ヤベシ・ギレアデの人々は皆ペリシテびとがサウルにし

たことを聞いたので、 12勇士たちが皆立ち上がり、サウ

ルのからだとその子らのからだをとって、これをヤベシ

に持って来て、ヤベシのかしの木の下にその骨を葬り、

七日の間、断食した。 13こうしてサウルは主にむかって

犯した罪のために死んだ。すなわち彼は主の言葉を守ら

ず、また口寄せに問うことをして、 14主に問うことをし

なかった。それで主は彼を殺し、その国を移してエッサ

イの子ダビデに与えられた。

11ここにイスラエルの人は皆ヘブロンにいるダビデの
もとに集まって来て言った、「われわれは、あなた

の骨肉です。 2先にサウルが王であった時にも、あなた

はイスラエルを率いて出入りされました。そしてあなた

の神、主はあなたに『あなたはわが民イスラエルを牧す

る者となり、わが民イスラエルの君となるであろう』と

言われました」。 3このようにイスラエルの長老が皆ヘ

ブロンにいる王のもとに来たので、ダビデはヘブロンで

主の前に彼らと契約を結んだ。そして彼らは、サムエル

によって語られた主の言葉に従ってダビデに油を注ぎ、

イスラエルの王とした。 4ダビデとすべてのイスラエル

はエルサレムへ行った。エルサレムはすなわちエブスで

あって、そこにはその地の住民であるエブスびとがいた

。 5エブスの住民はダビデに言った、「あなたはここに

はいってはならない」。しかし、ダビデはシオンの要害

を取った。これがすなわちダビデの町である。 6この時

ダビデは言った、「だれでも第一にエブスびとを撃つ者

を、かしらとし、将とする」。ゼルヤの子ヨアブが第一

にのぼっていったので、かしらとなった。 7そしてダビ

デがその要害に住んだので人々はこれをダビデの町と名

づけた。 8ダビデはまたその町の周囲すなわちミロから

四方に石がきを築き、ヨアブは町のほかの部分を繕った

。 9こうしてダビデはますます大いなる者となった。万

軍の主が彼とともにおられたからである。 10ダビデの勇

士のおもなものは次のとおりである。彼らはイスラエル

のすべての人とともにダビデに力をそえて国を得させ、

主がイスラエルについて言われた言葉にしたがって、彼

を王とした人々である。 11ダビデの勇士の数は次のとお

りである。すなわち三人の長であるハクモニびとの子ヤ

ショベアム、彼はやりをふるって三百人に向かい、一度

にこれを殺した者である。 12彼の次はアホアびとドドの

子エレアザルで、三勇士のひとりである。 13彼はダビデ

とともにパスダミムにいたが、ペリシテびとがそこに集

まって来て戦った。そこに一面に大麦のはえた地所があ

った。民はペリシテびとの前から逃げた。 14しかし彼は

地所の中に立ってこれを防ぎ、ペリシテびとを殺した。

そして主は大いなる勝利を与えて彼らを救われた。 15三

十人の長たちのうちの三人は下っていってアドラムのほ

らあなの岩の所にいるダビデのもとへ行った。時にペリ

シテびとの軍勢はレパイムの谷に陣を取っていた。 16そ

の時ダビデは要害におり、ペリシテびとの先陣はベツレ

ヘムにあったが、 17ダビデはせつに望んで、「だれかベ

ツレヘムの門のかたわらにある井戸の水をわたしに飲ま

せてくれるとよいのだが」と言った。 18そこでその三人

はペリシテびとの陣を突き通って、ベツレヘムの門のか

たわらにある井戸の水をくみ取って、ダビデのもとに携

えて来た。しかしダビデはそれを飲もうとはせず、それ

を主の前に注いで、 19言った、「わが神よ、わたしは断

じてこれをいたしません。命をかけて行ったこの人たち

の血をどうしてわたしは飲むことができましょう。彼ら

は命をかけてこの水をとって来たのです」。それゆえ、

ダビデはこの水を飲もうとはしなかった。三勇士はこの

ことをおこなった。 20ヨアブの兄弟アビシャイは三十人

の長であった。彼はやりをふるって三百人に立ち向かい

、これを殺して三人のほかに名を得た。 21彼は三十人の

うち、最も尊ばれた者で、彼らのかしらとなった。しか

し、かの三人には及ばなかった。 22エホヤダの子ベナヤ

は、カブジエル出身の勇士であって、多くのてがらを立

てた。彼はモアブのアリエルのふたりの子を撃ち殺した

。彼はまた雪の日に下っていって、穴の中でししを撃ち

殺した。 23彼はまた身のたけ五キュビトばかりのエジプ

トびとを撃ち殺した。そのエジプトびとは手に機の巻棒

ほどのやりを持っていたが、ベナヤはつえをとって彼の

所へ下って行き、エジプトびとの手から、やりをもぎと

り、そのやりをもって彼を殺した。 24エホヤダの子ベナ

ヤは、これらの事を行って三勇士のほかに名を得た。 25

彼は三十人のうちに有名であったが、かの三人には及ば

なかった。ダビデは彼を侍衛の長とした。 26軍団のうち

の勇士はヨアブの兄弟アサヘル。ベツレヘム出身のドド

の子エルハナン。 27ハロデ出身のシャンマ。ペロンびと

ヘレヅ。 28テコア出身のイッケシの子イラ。アナトテ出

身のアビエゼル。 29ホシャテびとシベカイ。アホアびと

イライ。 30ネトパ出身のマハライ。ネトパ出身のバアナ

の子ヘレデ。 31ベニヤミンびとのギベアから出たリバイ

の子イタイ。ピラトンのベナヤ。 32ガアシの谷のホライ

。アルバテびとアビエル。 33バハルム出身のアズマウテ

。シャルボン出身のエリヤバ。 34ギゾンびとハセム。ハ

ラルびとシャゲの子ヨナタン。 35ハラルびとサカルの子

アヒアム。ウルの子エリパル。 36メケラテびとヘペル。

ペロンびとアヒヤ。 37カルメル出身のヘズロ。エズバイ

の子ナアライ。 38ナタンの兄弟ヨエル。ハグリの子ミブ

ハル。 39アンモンびとゼレク。ゼルヤの子ヨアブの武器

を執るもの、ベエロテ出身のナハライ。 40イテルびとイ

ラ。イテルびとガレブ。 41ヘテびとウリヤ。アハライの

子ザバデ。 42ルベンびとシザの子アデナ。彼はルベンび

との長であって、三十人を率いた。 43またマアカの子ハ

ナン。ミテニびとヨシャパテ。 44アシテラテびとウジヤ

。アロエルびとホタムの子らシャマとエイエル。 45テジ

びとシムリの子エデアエルおよびその兄弟ヨハ。 46マハ

ブびとエリエル。エルナアムの子らエリバイおよびヨシ

ャビヤ。モアブびとイテマ。 47エリエル、オベデおよび

メゾバびとヤシエルである。

12ダビデがキシの子サウルにしりぞけられて、なおチ
クラグにいた時、次の人々が彼のもとに来た。彼ら

はダビデを助けて戦った勇士たちのうちにあり、 2弓を

よくする者、左右いずれの手をもってもよく矢を射、石

を投げる者で、ともにベニヤミンびとで、サウルの同族

である。 3そのかしらはアヒエゼル、次はヨアシで、と

もにギベア出身のシマアの子たちである。またエジエル

とペレテで、ともにアズマウテの子たちである。またベ

ラカおよびアナトテ出身のエヒウ。 4またギベオン出身

のイシマヤ、彼は三十人のうちの勇士で、その三十人の
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長である。またエレミヤ、ヤハジエル、ヨハナン、ゲデ

ラ出身のヨザバデ、 5エルザイ、エリモテ、ベアリヤ、

シマリヤ、ハリフびとシパテヤ、 6エルカナ、イシア、

アザリエル、ヨエゼル、ヤショベアムで、これらはコラ

びとである。 7またゲドルのエロハムの子たちであるヨ

エラおよびゼバデヤである。 8ガドびとのうちから荒野

の要害に来て、ダビデについた者は皆勇士で、よく戦う

軍人、よく盾とやりをつかう者、その顔はししの顔のよ

うで、その速いことは山にいるしかのようであった。 9

彼らのかしらはエゼル、次はオバデヤ、第三はエリアブ

、 10第四はミシマンナ、第五はエレミヤ、 11第六はア

ッタイ、第七はエリエル、 12第八はヨナハン、第九はエ

ルザバデ、 13第十はエレミヤ、第十一はマクバナイであ

る。 14これらはガドの子孫で軍勢の長たる者、その最も

小さい者でも百人に当り、その最も大いなる者は千人に

当った。 15正月、ヨルダンがその全岸にあふれたとき、

彼らはこれを渡って、谷々にいる者をことごとく東に西

に逃げ走らせた。 16ベニヤミンとユダの子孫のうちの人

々が要害に来て、ダビデについた。 17ダビデは出て彼ら

を迎えて言った、「あなたがたが好意をもって、わたし

を助けるために来たのならば、わたしの心もあなたがた

と、ひとつになりましょう。しかし、わたしの手になん

の悪事もないのに、もしあなたがたが、わたしを欺いて

、敵に渡すためであるならば、われわれの先祖の神がど

うぞみそなわして、あなたがたを責められますように」

。 18時に霊が三十人の長アマサイに臨み、アマサイは言

った、「ダビデよ、われわれはあなたのもの。エッサイ

の子よ、われわれはあなたと共にある。平安あれ、あな

たに平安あれ。あなたを助ける者に平安あれ。あなたの

神があなたを助けられる」。そこでダビデは彼らを受け

いれて部隊の長とした。 19さきにダビデがペリシテびと

と共にサウルと戦おうと攻めて来たとき、マナセびと数

人がダビデについた。（ただしダビデはついにペリシテ

びとを助けなかった。それはペリシテびとの君たちが相

はかって、「彼はわれわれの首をとって、その主君サウ

ルのもとに帰るであろう」と言って、彼を去らせたから

である。） 20ダビデがチクラグへ行ったとき、マナセび

とアデナ、ヨザバデ、エデアエル、ミカエル、ヨザバデ

、エリウ、ヂルタイが彼についた。皆マナセびとの千人

の長であった。 21彼らはダビデを助けて敵軍に当った。

彼らは皆大勇士で軍勢の長であった。 22ダビデを助ける

者が日に日に加わって、ついに大軍となり、神の軍勢の

ようになった。 23主の言葉に従い、サウルの国をダビデ

に与えようとして、ヘブロンにいるダビデのもとに来た

武装した軍隊の数は、次のとおりである。 24ユダの子孫

で盾とやりをとり、武装した者六千八百人、 25シメオン

の子孫で、よく戦う勇士七千百人、 26レビの子孫からは

四千六百人。 27エホヤダはアロンの家のつかさで、彼に

属する者は三千七百人。 28ザドクは年若い勇士で、彼の

氏族から出た将軍は二十二人。 29サウルの同族、ベニヤ

ミンの子孫からは三千人、ベニヤミンびとの多くはなお

サウルの家に忠義をつくしていた。 30エフライムの子孫

からは二万八百人、皆勇士で、その氏族の名ある人々で

あった。 31マナセの半部族からは一万八千人、皆ダビデ

を王に立てようとして上って来て、名をつらねた者であ

る。 32イッサカルの子孫からはよく時勢に通じ、イスラ

エルのなすべきことをわきまえた人々が来た。その長た

る者が二百人あって、その兄弟たちは皆その指揮に従っ

た。 33ゼブルンからは五万人、皆訓練を経た軍隊で、も

ろもろの武具で身をよろい、一心にダビデを助けた者で

ある。 34ナフタリからは将たる者一千人および盾とやり

をとってこれに従う者三万七千人。 35ダンびとからは武

装した者二万八千六百人。 36アセルからは戦いの備えを

した熟練の者四万人。 37またヨルダンのかなたルベンび

と、ガドびと、マナセの半部族からはもろもろの武具で

身をよろった者十二万人であった。 38すべてこれらの戦

いの備えをしたいくさびとらは真心をもってヘブロンに

来て、ダビデを全イスラエルの王にしようとした。この

ほかのイスラエルびともまた、心をひとつにしてダビデ

を王にしようとした。 39彼らはヘブロンにダビデととも

に三日いて、食い飲みした。その兄弟たちは彼らのため

に備えをしたからである。 40また彼らに近い人々はイッ

サカル、ゼブルン、ナフタリなどの遠い所の者まで、ろ

ば、らくだ、騾馬、牛などに食物を負わせて来た。すな

わち麦粉の食物、干いちじく、干ぶどう、ぶどう酒、油

、牛、羊などを多く携えて来た。これはイスラエルに喜

びがあったからである。

13ここにダビデは千人の長、百人の長などの諸将と相
はかり、 2そしてダビデはイスラエルの全会衆に言

った、「もし、このことをあなたがたがよしとし、われ

われの神、主がこれを許されるならば、われわれは、イ

スラエルの各地に残っているわれわれの兄弟ならびに、

放牧地の付いている町々にいる祭司とレビびとに、使を

つかわし、われわれの所に呼び集めましょう。 3また神

の箱をわれわれの所に移しましょう。われわれはサウル

の世にはこれをおろそかにしたからです」。 4会衆は一

同「そうしましょう」と言った。このことがすべての民

の目に正しかったからである。 5そこでダビデはキリア

テ・ヤリムから神の箱を運んでくるため、エジプトのシ

ホルからハマテの入口までのイスラエルをことごとく呼

び集めた。 6そしてダビデとすべてのイスラエルはバア

ラすなわちユダのキリアテ・ヤリムに上り、ケルビムの

上に座しておられる主の名をもって呼ばれている神の箱

をそこからかき上ろうと、 7神の箱を新しい車にのせて

、アビナダブの家からひきだし、ウザとアヒヨがその車

を御した。 8ダビデおよびすべてのイスラエルは歌と琴

と立琴と、手鼓と、シンバルと、ラッパをもって、力を

きわめて神の前に踊った。 9彼らがキドンの打ち場に来

た時、ウザは手を伸べて箱を押えた。牛がつまずいたか

らである。 10ウザが手を箱につけたことによって、主は

彼に向かって怒りを発し、彼を撃たれたので、彼はその

所で神の前に死んだ。 11主がウザを撃たれたので、ダビ

デは怒った。その所は今日までペレヅ・ウザと呼ばれて

いる。 12その日ダビデは神を恐れて言った、「どうして

神の箱を、わたしの所へかいて行けようか」。 13それで

ダビデはその箱を自分の所ダビデの町へは移さず、これ

を転じてガテびとオベデ・エドムの家に運ばせた。 14神

の箱は三か月の間、オベデ・エドムの家に、その家族と

ともにとどまった。主はオベデ・エドムの家族とそのす

べての持ち物を祝福された。

14ツロの王ヒラムはダビデに使者をつかわし、彼のた
めに家を建てさせようと香柏および石工と木工を送

った。 2ダビデは主が自分を堅く立ててイスラエルの王

とされたことと、その民イスラエルのために彼の国を大

いに興されたことを悟った。 3ダビデはエルサレムでま
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た妻たちをめとった。そしてダビデにまたむすこ、娘が

生れた。 4彼がエルサレムで得た子たちの名は次のとお

りである。すなわちシャンマ、ショバブ、、ナタン、ソ

ロモン、 5イブハル、エリシュア、エルペレテ、 6ノガ

、ネペグ、ヤピア、 7エリシャマ、ベエリアダ、エリペ

レテである。 8さてペリシテびとはダビデが油を注がれ

て全イスラエルの王になったことを聞いたので、ペリシ

テびとはみな上ってきてダビデを捜した。ダビデはこれ

を聞いてこれに当ろうと出ていったが、 9ペリシテびと

はすでに来て、レパイムの谷を侵した。 10ダビデは神に

問うて言った、「ペリシテびとに向かって上るべきでし

ょうか。あなたは彼らをわたしの手にわたされるでしょ

うか」。主はダビデに言われた、「上りなさい。わたし

は彼らをあなたの手にわたそう」。 11そこで彼はバアル

・ペラジムへ上っていった。その所でダビデは彼らを打

ち敗り、そして言った、「神は破り出る水のように、わ

たしの手で敵を破られた」。それゆえ、その所の名はバ

アル・ペラジムと呼ばれている。 12彼らが自分たちの神

をそこに残して退いたので、ダビデは命じてこれを火で

焼かせた。 13ペリシテびとは再び谷を侵した。 14ダビ

デが再び神に問うたので神は言われた、「あなたは彼ら

を追って上ってはならない。遠回りしてバルサムの木の

前から彼らを襲いなさい。 15バルサムの木の上に行進の

音が聞えたならば、あなたは行って戦いなさい。神があ

なたの前に出てペリシテびとの軍勢を撃たれるからです

」。 16ダビデは神が命じられたようにして、ペリシテび

との軍勢を撃ち破り、ギベオンからゲゼルに及んだ。 17

そこでダビデの名はすべての国々に聞えわたり、主はす

べての国びとに彼を恐れさせられた。

15ダビデはダビデの町のうちに自分のために家を建て
、また神の箱のために所を備え、これがために幕屋

を張った。 2ダビデは言った、「神の箱をかくべき者は

ただレビびとのみである。主が主の箱をかかせ、また主

に長く仕えさせるために彼らを選ばれたからである」。

3ダビデは主の箱をこれがために備えた所にかき上るた

め、イスラエルをことごとくエルサレムに集めた。 4ダ

ビデはまたアロンの子孫とレビびとを集めた。 5すなわ

ち、コハテの子孫のうちからはウリエルを長としてその

兄弟百二十人、 6メラリの子孫のうちからはアサヤを長

としてその兄弟二百二十人、 7ゲルショムの子孫のうち

からはヨエルを長としてその兄弟百三十人、 8エリザパ

ンの子孫のうちからはシマヤを長としてその兄弟二百人

、 9ヘブロンの子孫のうちからはエリエルを長としてそ

の兄弟八十人、 10ウジエルの子孫のうちからはアミナダ

ブを長としてその兄弟百十二人である。 11ダビデは祭司

ザドクとアビヤタル、およびレビびとウリエル、アサヤ

、ヨエル、シマヤ、エリエル、アミナダブを召し、 12彼

らに言った、「あなたがたはレビびとの氏族の長である

。あなたがたとあなたがたの兄弟はともに身を清め、イ

スラエルの神、主の箱をわたしがそのために備えた所に

かき上りなさい。 13さきにこれをかいた者があなたがた

でなかったので、われわれの神、主はわれわれを撃たれ

ました。これはわれわれがその定めにしたがってそれを

扱わなかったからです」。 14そこで祭司たちとレビびと

たちはイスラエルの神、主の箱をかき上るために身を清

め、 15レビびとたちはモーセが主の言葉にしたがって命

じたように、神の箱をさおをもって肩にになった。 16ダ

ビデはまたレビびとの長たちに、その兄弟たちを選んで

歌うたう者となし、立琴と琴とシンバルなどの楽器を打

ちはやし、喜びの声をあげることを命じた。 17そこでレ

ビびとはヨエルの子ヘマンと、その兄弟ベレキヤの子ア

サフおよびメラリの子孫である彼らの兄弟クシャヤの子

エタンを選んだ。 18またこれに次ぐその兄弟たちがこれ

と共にいた。すなわちゼカリヤ、ヤジエル、セミラモテ

、エイエル、ウンニ、エリアブ、ベナヤ、マアセヤ、マ

ッタテヤ、エリペレホ、ミクネヤおよび門を守る者オベ

デ・エドムとエイエル。 19歌うたう者ヘマン、アサフお

よびエタンは青銅のシンバルを打ちはやす者であった。

20ゼカリヤ、アジエル、セミラモテ、エイエル、ウンニ

、エリアブ、マアセヤ、ベナヤはアラモテにしたがって

立琴を奏する者であった。 21しかしマッタテヤ、エリペ

レホ、ミクネヤ、オベデ・エドム、エイエル、アザジヤ

はセミニテにしたがって琴をもって指揮する者であった

。 22ケナニヤはレビびとの楽長で、音楽に通じていたの

で、これを指揮した。 23ベレキヤとエルカナは箱のため

に門を守る者であった。 24祭司シバニヤ、ヨシャパテ、

ネタネル、アマサイ、ゼカリヤ、ベナヤ、エリエゼルら

は神の箱の前でラッパを吹き、オベデ・エドムとエヒア

は箱のために門を守る者であった。 25ダビデとイスラエ

ルの長老たちおよび千人の長たちは行って、オベデ・エ

ドムの家から主の契約の箱を喜び勇んでかき上った。 26

神が主の契約の箱をかくレビびとを助けられたので、彼

らは雄牛七頭、雄羊七頭をささげた。 27ダビデは亜麻布

の衣服を着ていた。箱をかくすべてのレビびとは、歌う

たう者、音楽をつかさどるケナニヤも同様である。ダビ

デはまた亜麻布のエポデを着ていた。 28こうしてイスラ

エルは皆、声をあげ、角笛を吹きならし、ラッパと、シ

ンバルと、立琴と琴をもって打ちはやして主の契約の箱

をかき上った。 29主の契約の箱がダビデの町にはいった

とき、サウルの娘ミカルが窓からながめ、ダビデ王の舞

い踊るのを見て、心のうちに彼をいやしめた。

16人々は神の箱をかき入れて、ダビデがそのために張
った幕屋のうちに置き、そして燔祭と酬恩祭を神の

前にささげた。 2ダビデは燔祭と酬恩祭をささげ終えた

とき、主の名をもって民を祝福し、 3イスラエルの人々

に男にも女にもおのおのパン一つ、肉一切れ、干ぶどう

一かたまりを分け与えた。 4ダビデはまたレビびとのう

ちから主の箱の前に仕える者を立てて、イスラエルの神

、主をあがめ、感謝し、ほめたたえさせた。 5楽長はア

サフ、その次はゼカリヤ、エイエル、セミラモテ、エヒ

エル、マッタテヤ、エリアブ、ベナヤ、オベデ・エドム

、エイエルで、彼らは立琴と琴を弾じ、アサフはシンバ

ルを打ち鳴らし、 6祭司ベナヤとヤハジエルは神の契約

の箱の前でつねにラッパを吹いた。 7その日ダビデは初

めてアサフと彼の兄弟たちを立てて、主に感謝をささげ

させた。 8主に感謝し、そのみ名を呼び、そのみわざを

もろもろの民の中に知らせよ。 9主にむかって歌え、主

をほめ歌え。そのもろもろのくすしきみわざを語れ。 10

その聖なるみ名を誇れ。どうか主を求める者の心が喜ぶ

ように。 11主とそのみ力とを求めよ。つねにそのみ顔を

たずねよ。 13そのしもべアブラハムのすえよ、その選ば

れたヤコブの子らよ。主のなされたくすしきみわざと、

その奇跡と、そのみ口のさばきとを心にとめよ。 14彼は

われわれの神、主にいます。そのさばきは全地にある。
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15主はとこしえにその契約をみこころにとめられる。こ

れはよろずよに命じられたみ言葉であって、 16アブラハ

ムと結ばれた契約、イサクに誓われた約束である。 17主

はこれを堅く立ててヤコブのために定めとし、イスラエ

ルのためにとこしえの契約として、 18言われた、「あな

たにカナンの地を与えて、あなたがたの受ける嗣業の分

け前とする」と。 19その時、彼らの数は少なくて、数え

るに足らず、かの国で旅びととなり、 20国から国へ行き

、この国からほかの民へ行った。 21主は人の彼らをしえ

たげるのをゆるされず、彼らのために王たちを懲しめて

、 22言われた、「わが油そそがれた者たちにさわっては

ならない。わが預言者たちに害を加えてはならない」と

。 23全地よ、主に向かって歌え。日ごとにその救を宣べ

伝えよ。 24もろもろの国の中にその栄光をあらわし、も

ろもろの民の中にくすしきみわざをあらわせ。 25主は大

いなるかたにいまして、いとほめたたうべき者、もろも

ろの神にまさって、恐るべき者だからである。 26もろも

ろの民のすべての神はむなしい。しかし主は天を造られ

た。 27誉と威厳とはそのみ前にあり、力と喜びとはその

聖所にある。 28もろもろの民のやからよ、主に帰せよ、

栄光と力とを主に帰せよ。 29そのみ名にふさわしい栄光

を主に帰せよ。供え物を携えて主のみ前にきたれ。聖な

る装いをして主を拝め。 30全地よ、そのみ前におののけ

。世界は堅く立って、動かされることはない。 31天は喜

び、地はたのしみ、もろもろの国民の中に言え、「主は

王であられる」と。 32海とその中に満つるものとは鳴り

どよめき、田畑とその中のすべての物は喜べ。 33そのと

き林のもろもろの木も主のみ前に喜び歌う。主は地をさ

ばくためにこられるからである。 34主に感謝せよ、主は

恵みふかく、そのいつくしみはとこしえに絶えることが

ない。 35また言え、「われわれの救の神よ、われわれを

救い、もろもろの国民の中からわれわれを集めてお救い

ください。そうすればあなたの聖なるみ名に感謝し、あ

なたの誉を誇るでしょう。 36イスラエルの神、主は、と

こしえからとこしえまでほむべきかな」と。その時すべ

ての民は「アァメン」と言って主をほめたたえた。 37ダ

ビデはアサフとその兄弟たちを主の契約の箱の前にとめ

おいて、常に箱の前に仕え、日々のわざを行わせた。 38

オベデ・エドムとその兄弟たちは合わせて六十八人であ

る。またエドトンの子オベデ・エドムおよびホサは門守

であった。 39祭司ザドクとその兄弟である祭司たちはギ

ベオンにある高き所で主の幕屋の前に仕え、 40主がイス

ラエルに命じられた律法にしるされたすべてのことにし

たがって燔祭の壇の上に朝夕たえず燔祭を主にささげた

。 41また彼らとともにヘマン、エドトンおよびほかの選

ばれて名をしるされた者どもがいて、主のいつくしみの

世々限りなきことについて主に感謝した。 42すなわちヘ

マンおよびエドトンは彼らとともにいて、ラッパ、シン

バルおよびその他の聖歌のための楽器をとって音楽を奏

し、エドトンの子らは門を守った。 43こうして民は皆お

のおの家に帰り、ダビデはその家族を祝福するために帰

って行った。

17さてダビデは自分の家に住むようになったとき、預
言者ナタンに言った、「見よ、わたしは香柏の家に

住んでいるが、主の契約の箱は天幕のうちにある」。 2

ナタンはダビデに言った、「神があなたとともにおられ

るから、すべてあなたの心にあるところを行いなさい」

。 3その夜、神の言葉がナタンに臨んで言った、 4「行

ってわたしのしもべダビデに告げよ、『主はこう言われ

る、わたしの住む家を建ててはならない。 5わたしはイ

スラエルを導き上った日から今日まで、家に住まわず、

天幕から天幕に、幕屋から幕屋に移ったのである。 6わ

たしがすべてのイスラエルと共に歩んだすべての所で、

わたしの民を牧することを命じたイスラエルのさばきづ

かさのひとりに、ひと言でも、「どうしてあなたがたは

、わたしのために香柏の家を建てないのか」と言ったこ

とがあるだろうか』と。 7それゆえ今あなたは、わたし

のしもべダビデにこう言いなさい、『万軍の主はこう仰

せられる、「わたしはあなたを牧場から、羊に従ってい

る所から取って、わたしの民イスラエルの君とし、 8あ

なたがどこへ行くにもあなたと共におり、あなたのすべ

ての敵をあなたの前から断ち去った。わたしはまた地の

上の大いなる者の名のような名をあなたに得させよう。

9そしてわたしはわが民イスラエルのために一つの所を

定めて、彼らを植えつけ、彼らを自分の所に住ませ、重

ねて動くことのないようにしよう。 10また前のように、

すなわちわたしがわが民イスラエルの上にさばきづかさ

を立てた時からこのかたのように、悪い人が重ねてこれ

を荒すことはないであろう。わたしはまたあなたのもろ

もろの敵を征服する。かつわたしは主があなたのために

家を建てられることを告げる。 11あなたの日が満ち、あ

なたの先祖たちの所へ行かねばならぬとき、わたしはあ

なたの子、すなわちあなたの子らのひとりを、あなたの

あとに立てて、その王国を堅くする。 12彼はわたしのた

めに家を建てるであろう。わたしは長く彼の位を堅くす

る。 13わたしは彼の父となり、彼はわたしの子となる。

わたしは、わたしのいつくしみを、あなたのさきにあっ

た者から取り去ったように、彼からは取り去らない。 14

かえって、わたしは彼を長くわたしの家に、わたしの王

国にすえおく。彼の位はとこしえに堅く立つであろう』

」。 15ナタンはすべてこれらの言葉のように、またすべ

てこの幻のようにダビデに語った。 16そこで、ダビデ王

は、はいって主の前に座して言った、「主なる神よ、わ

たしがだれ、わたしの家がなんであるので、あなたはこ

れまでわたしを導かれたのですか。 17神よ、これはあな

たの目には小さな事です。主なる神よ、あなたはしもべ

の家について、はるか後の事を語って、きたるべき代々

のことを示されました。 18しもべの名誉については、ダ

ビデはこの上あなたに何を申しあげることができましょ

う。あなたはしもべを知っておられるからです。 19主よ

、あなたはしもべのために、またあなたの心にしたがっ

て、このもろもろの大いなる事をなし、すべての大いな

る事を知らされました。 20主よ、われわれがすべて耳に

聞いた所によれば、あなたのようなものはなく、またあ

なたのほかに神はありません。 21また地上のどの国民が

、あなたの民イスラエルのようでありましょうか。これ

は神が行って、自分のためにあがなって民とし、エジプ

トからあなたがあがない出されたあなたの民の前から国

々の民を追い払い、大いなる恐るべき事を行って、名を

得られたものではありませんか。 22あなたはあなたの民

イスラエルを長くあなたの民とされました。主よ、あな

たは彼らの神となられたのです。 23それゆえ主よ、あな

たがしもべと、しもべの家について語られた言葉を長く

堅くして、あなたの言われたとおりにしてください。 24

そうすればあなたの名はとこしえに堅くされ、あがめら
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れて、『イスラエルの神、万軍の主はイスラエルの神で

ある』と言われ、またあなたのしもべダビデの家はあな

たの前に堅く立つことができるでしょう。 25わが神よ、

あなたは彼のために家を建てると、しもべに示されまし

た。それゆえ、しもべはあなたの前に祈る勇気を得まし

た。 26主よ、あなたは神にいまし、この良き事をしもべ

に約束されました。 27それゆえどうぞいま、しもべの家

を祝福し、あなたの前に長く続かせてくださるように。

主よ、あなたの祝福されるものは長く祝福を受けるから

です」。

18この後ダビデはペリシテびとを撃ってこれを征服し
、ペリシテびとの手からガテとその村々を取った。

2彼はまたモアブを撃った。モアブびとはダビデのしも

べとなって、みつぎを納めた。 3ダビデはまた、ハマテ

のゾバの王ハダデゼルがユフラテ川のほとりに、その記

念碑を建てようとして行ったとき彼を撃った。 4そして

ダビデは彼から戦車一千、騎兵七千人、歩兵二万人を取

った。ダビデは一百の戦車の馬を残して、そのほかの戦

車の馬はみなその足の筋を切った。 5その時ダマスコの

スリヤびとがゾバの王ハダデゼルを助けるために来たの

で、ダビデはそのスリヤびと二万二千人を殺した。 6そ

してダビデはダマスコのスリヤに守備隊を置いた。スリ

ヤびとはみつぎを納めてダビデのしもべとなった。主は

ダビデにすべてその行く所で勝利を与えられた。 7ダビ

デはハダデゼルのしもべらが持っていた金の盾を奪って

、エルサレムに持ってきた。 8またハダデゼルの町テブ

ハテとクンからダビデは非常に多くの青銅を取った。ソ

ロモンはそれを用いて青銅の海、柱および青銅の器を造

った。 9時にハマテの王トイはダビデがゾバの王ハダデ

ゼルのすべての軍勢を撃ち破ったことを聞き、 10その子

ハドラムをダビデ王につかわして、彼にあいさつさせ、

かつ祝を述べさせた。ハダデゼルはかつてしばしばトイ

と戦いを交えたが、ダビデはハダデゼルと戦って、これ

を撃ち破ったからである。ハドラムは金、銀および青銅

のさまざまの器を贈ったので、 11ダビデ王はこれをエド

ム、モアブ、アンモンの人々、ペリシテびと、アマクレ

などの諸国民のうちから取ってきた金銀とともに、主に

ささげた。 12ゼルヤの子アビシャイは塩の谷で、エドム

びと一万八千を撃ち殺した。 13ダビデはエドムに守備隊

を置き、エドムびとは皆ダビデのしもべとなった。主は

ダビデにすべてその行く所で勝利を与えられた。 14こう

してダビデはイスラエルの全地を治め、そのすべての民

に公道と正義を行った。 15ゼルヤの子ヨアブは軍の長、

アヒルデの子ヨシャパテは史官、 16アヒトブの子ザドク

とアビヤタルの子アビメレクは祭司、シャウシャは書記

官、 17エホヤダの子ベナヤはケレテびととペレテびとの

長、ダビデの子たちは王のかたわらにはべる大臣であっ

た。

19この後アンモンの人々の王ナハシが死んで、その子
がこれに代って王となった。 2そのときダビデは言

った、「わたしはナハシの子ハヌンに、彼の父がわたし

に恵みを施したように、恵みを施そう」。そしてダビデ

は彼をその父のゆえに慰めようとして使者をつかわした

。ダビデのしもべたちはハヌンを慰めるためアンモンの

人々の地に来たが、 3アンモンの人々のつかさたちはハ

ヌンに言った、「ダビデが慰める者をあなたのもとにつ

かわしたことによって、あなたは彼があなたの父を尊ぶ

のだと思われますか。彼のしもべたちが来たのは、この

国をうかがい、探って滅ぼすためではありませんか」。

4そこでハヌンはダビデのしもべたちを捕えて、そのひ

げをそり落し、その着物を中ほどから断ち切って腰の所

までにして彼らを帰してやった。 5ある人々が来て、こ

の人たちのされたことをダビデに告げたので、彼は人を

つかわして、彼らを迎えさせた。その人々が非常に恥じ

たからである。そこで王は言った、「ひげがのびるまで

エリコにとどまって、その後帰りなさい」。 6アンモン

の人々は自分たちがダビデに憎まれることをしたとわか

ったので、ハヌンおよびアンモンの人々は銀千タラント

を送ってメソポタミヤとアラム・マアカ、およびゾバか

ら戦車と騎兵を雇い入れた。 7すなわち戦車三万二千お

よびマアカの王とその軍隊を雇い入れたので、彼らは来

てメデバの前に陣を張った。そこでアンモンの人々は町

々から寄り集まって、戦いに出動した。 8ダビデはこれ

を聞いてヨアブと勇士の全軍をつかわしたので、 9アン

モンの人々は出て来て町の入口に戦いの備えをした。ま

た助けに来た王たちは別に野にいた。 10時にヨアブは戦

いが前後から自分に向かっているのを見て、イスラエル

のえり抜きの兵士のうちから選んで、これをスリヤびと

に対して備え、 11そのほかの民を自分の兄弟アビシャイ

の手にわたして、アンモンの人々に対して備えさせ、 12

そして言った、「もしスリヤびとがわたしに手ごわいと

きは、わたしを助けてください。もしアンモンの人々が

あなたに手ごわいときは、あなたを助けましょう。 13勇

ましくしてください。われわれの民のためと、われわれ

の神の町々のために、勇ましくしましょう。どうか、主

が良いと思われることをされるように」。 14こうしてヨ

アブが自分と一緒にいる民と共にスリヤびとに向かって

戦おうとして近づいたとき、スリヤびとは彼の前から逃

げた。 15アンモンの人々はスリヤびとの逃げるのを見て

、彼らもまたヨアブの兄弟アビシャイの前から逃げて町

にはいった。そこでヨアブはエルサレムに帰った。 16し

かしスリヤびとは自分たちがイスラエルの前に打ち敗ら

れたのを見て、使者をつかわし、ハダデゼルの軍の長シ

ョパクの率いるユフラテ川の向こう側にいるスリヤびと

を引き出した。 17この事がダビデに聞えたので、彼はイ

スラエルをことごとく集め、ヨルダンを渡り、彼らの所

に来て、これに向かって戦いの備えをした。ダビデがこ

のようにスリヤびとに対して戦いの備えをしたとき、彼

はダビデと戦った。 18しかしスリヤびとがイスラエルの

前から逃げたので、ダビデはスリヤびとの戦車の兵七千

、歩兵四万を殺し、また軍の長ショパクをも殺した。 19

ハダデゼルのしもべたちは味方の者がイスラエルに打ち

敗られたのを見て、ダビデと和を講じ、彼に仕えた。ス

リヤびとは再びアンモンびとを助けることをしなかった

。

20春になって、王たちが戦いに出るに及んで、ヨアブ
は軍勢を率いてアンモンびとの地を荒し、行ってラ

バを包囲した。しかしダビデはエルサレムにとどまった

。ヨアブはラバを撃って、これを滅ぼした。 2そしてダ

ビデは彼らの王の冠をその頭から取りはなした。その金

の重さを量ってみると一タラント、またその中に宝石が

あった。これをダビデの頭に置いた。ダビデはまたその

町のぶんどり物を非常に多く持ち出した。 3また彼はそ
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のうちの民を引き出して、これをのこぎりと、鉄のつる

はしと、おのを使う仕事につかせた。ダビデはアンモン

びとのすべての町々にこのように行った。そしてダビデ

と民とは皆エルサレムに帰った。 4この後ゲゼルでペリ

シテびとと戦いが起った。その時ホシャびとシベカイが

巨人の子孫のひとりシパイを殺した。かれらはついに征

服された。 5ここにまたペリシテびとと戦いがあったが

、ヤイルの子エルハナンはガテびとゴリアテの兄弟ラミ

を殺した。そのやりの柄は機の巻棒のようであった。 6

またガテに戦いがあったが、そこにひとりの背の高い人

がいた。その手の指と足の指は六本ずつで、合わせて二

十四本あった。彼もまた巨人から生れた者であった。 7

彼はイスラエルをののしったので、ダビデの兄弟シメア

の子ヨナタンがこれを殺した。 8これらはガテで巨人か

ら生れた者であったが、ダビデの手とその家来たちの手

に倒れた。

21時にサタンが起ってイスラエルに敵し、ダビデを動
かしてイスラエルを数えさせようとした。 2ダビデ

はヨアブと軍の将校たちに言った、「あなたがたは行っ

て、ベエルシバからダンまでのイスラエルを数え、その

数を調べてわたしに知らせなさい」。 3ヨアブは言った

、「それがどのくらいあっても、どうか主がその民を百

倍に増されるように。しかし王わが主よ、彼らは皆あな

たのしもべではありませんか。どうしてわが主はこの事

を求められるのですか。どうしてイスラエルに罪を得さ

せられるのですか」。 4しかし王の言葉がヨアブに勝っ

たので、ヨアブは出て行って、イスラエルをあまねく行

き巡り、エルサレムに帰って来た。 5そしてヨアブは民

の総数をダビデに告げた。すなわちイスラエルにはつる

ぎを抜く者が百十万人、ユダにはつるぎを抜く者が四十

七万人あった。 6しかしヨアブは王の命令を快しとしな

かったので、レビとベニヤミンとはその中に数えなかっ

た。 7この事が神の目に悪かったので、神はイスラエル

を撃たれた。 8そこでダビデは神に言った、「わたしは

この事を行って大いに罪を犯しました。しかし今どうか

、しもべの罪を除いてください。わたしは非常に愚かな

ことをいたしました」。 9主はダビデの先見者ガデに告

げて言われた、 10「行ってダビデに言いなさい、『主は

こう仰せられる、わたしは三つの事を示す。あなたはそ

の一つを選びなさい。わたしはそれをあなたに行おう』

と」。 11ガデはダビデのもとに来て言った、「主はこう

仰せられます、『あなたは選びなさい。 12すなわち三年

のききんか、あるいは三月の間、あなたのあだの前に敗

れて、敵のつるぎに追いつかれるか、あるいは三日の間

、主のつるぎすなわち疫病がこの国にあって、主の使が

イスラエルの全領域にわたって滅ぼすことをするか』。

いま、わたしがどういう答をわたしをつかわしたものに

なすべきか決めなさい」。 13ダビデはガデに言った、「

わたしは非常に悩んでいるが、主のあわれみは大きいゆ

え、わたしを主の手に陥らせてください。しかしわたし

を人の手に陥らせないでください」。 14そこで主はイス

ラエルに疫病を下されたので、イスラエルびとのうち七

万人が倒れた。 15神はまたみ使をエルサレムにつかわし

て、これを滅ぼそうとされたが、み使がまさに滅ぼそう

としたとき、主は見られて、この災を悔い、その滅ぼす

み使に言われた、「もうじゅうぶんだ。今あなたの手を

とどめよ」。そのとき主の使はエブスびとオルナンの打

ち場のかたわらに立っていた。 16ダビデが目をあげて見

ると、主の使が地と天の間に立って、手に抜いたつるぎ

をもち、エルサレムの上にさし伸べていたので、ダビデ

と長老たちは荒布を着て、ひれ伏した。 17そしてダビデ

は神に言った、「民を数えよと命じたのはわたしではあ

りませんか。罪を犯し、悪い事をしたのはわたしです。

しかしこれらの羊は何をしましたか。わが神、主よ、ど

うぞあなたの手をわたしと、わたしの父の家にむけてく

ださい。しかし災をあなたの民に下さないでください」

。 18時に主の使はガデに命じ、ダビデが上って行って、

エブスびとオルナンの打ち場で主のために一つの祭壇を

築くように告げさせた。 19そこでダビデはガデが主の名

をもって告げた言葉に従って上って行った。 20そのとき

オルナンは麦を打っていたが、ふりかえってみ使を見た

ので、ともにいた彼の四人の子は身をかくした。 21ダビ

デがオルナンに近づくと、オルナンは目を上げてダビデ

を見、打ち場から出て来て地にひれ伏してダビデを拝し

た。 22ダビデはオルナンに言った、「この打ち場の所を

わたしに与えなさい。わたしは災が民に下るのをとどめ

るため、そこに主のために一つの祭壇を築きます。あな

たは、そのじゅうぶんな価をとってこれをわたしに与え

なさい」。 23オルナンはダビデに言った、「どうぞこれ

をお取りなさい。そして王わが主の良しと見られるとこ

ろを行いなさい。わたしは牛を燔祭のために、打穀機を

たきぎのために、麦を素祭のためにささげます。わたし

は皆これをささげます」。 24ダビデ王はオルナンに言っ

た、「いいえ、わたしはじゅうぶんな代価を払ってこれ

を買います。わたしは主のためにあなたのものを取るこ

とをしません。また、費えなしに燔祭をささげることを

いたしません」。 25それでダビデはその所のために金六

百シケルをはかって、オルナンに払った。 26こうしてダ

ビデは主のために、その所に一つの祭壇を築き、燔祭と

酬恩祭をささげて、主を呼んだ。主は燔祭の祭壇の上に

天から火を下して答えられた。 27また主がみ使に命じら

れたので、彼はつるぎをさやにおさめた。 28その時ダビ

デは主がエブスびとオルナンの打ち場で自分に答えられ

たのを見たので、その所で犠牲をささげた。 29モーセが

荒野で造った主の幕屋と燔祭の祭壇とは、その時ギベオ

ンの高き所にあったからである。 30しかしダビデはその

前へ行って神に求めることができなかった。彼が主の使

のつるぎを恐れたからである。

22それでダビデは言った、「主なる神の家はこれであ
る、イスラエルのための燔祭の祭壇はこれである」

と。 2ダビデは命じてイスラエルの地にいる他国人を集

めさせ、また神の家を建てるのに用いる石を切るために

石工を定めた。 3ダビデはまた門のとびらのくぎ、およ

びかすがいに用いる鉄をおびただしく備えた。また青銅

を量ることもできないほどおびただしく備えた。 4また

香柏を数えきれぬほど備えた。これはシドンびととツロ

の人々がおびただしく香柏をダビデの所に持って来たか

らである。 5ダビデは言った、「わが子ソロモンは若く

、かつ経験がない。また主のために建てる家はきわめて

壮大で、万国に名を得、栄えを得るものでなければなら

ない。それゆえ、わたしはその準備をしておこう」と。

こうしてダビデは死ぬ前に多くの物資を準備した。 6そ

して彼はその子ソロモンを召して、イスラエルの神、主

のために家を建てることを命じた。 7すなわちダビデは
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ソロモンに言った、「わが子よ、わたしはわが神、主の

名のために家を建てようと志していた。 8ところが主の

言葉がわたしに臨んで言われた、『おまえは多くの血を

流し、大いなる戦争をした。おまえはわたしの前で多く

の血を地に流したから、わが名のために家を建ててはな

らない。 9見よ、男の子がおまえに生れる。彼は平和の

人である。わたしは彼に平安を与えて、周囲のもろもろ

の敵に煩わされないようにしよう。彼の名はソロモンと

呼ばれ、彼の世にわたしはイスラエルに平安と静穏とを

与える。 10彼はわが名のために家を建てるであろう。彼

はわが子となり、わたしは彼の父となる。わたしは彼の

王位をながくイスラエルの上に堅くするであろう』。 11

それでわが子よ、どうか主があなたと共にいまし、あな

たを栄えさせて、主があなたについて言われたように、

あなたの神、主の家を建てさせてくださるように。 12た

だ、どうか主があなたに分別と知恵を賜い、あなたをイ

スラエルの上に立たせられるとき、あなたの神、主の律

法を、あなたに守らせてくださるように。 13あなたがも

し、主がイスラエルについてモーセに命じられた定めと

おきてとを慎んで守るならば、あなたは栄えるであろう

。心を強くし、勇め。恐れてはならない、おののいては

ならない。 14見よ、わたしは苦難のうちにあって主の家

のために金十万タラント、銀百万タラントを備え、また

青銅と鉄を量ることもできないほどおびただしく備えた

。また材木と石をも備えた。あなたはまたこれに加えな

ければならない。 15あなたにはまた多数の職人、すなわ

ち石や木を切り刻む者、工作に巧みな各種の者がある。

16金、銀、青銅、鉄もおびただしくある。たって行いな

さい。どうか主があなたと共におられるように」。 17ダ

ビデはまたイスラエルのすべてのつかさたちにその子ソ

ロモンを助けるように命じて言った、 18「あなたがたの

神、主はあなたがたとともにおられるではないか。四方

に泰平を賜わったではないか。主はこの地の民をわたし

の手にわたされたので、この地は主の前とその民の前に

服している。 19それであなたがたは心をつくし、精神を

つくしてあなたがたの神、主を求めなさい。たって主な

る神の聖所を建て、主の名のために建てるその家に、主

の契約の箱と神の聖なるもろもろの器を携え入れなさい

」。

23ダビデは老い、その日が満ちたので、その子ソロモ
ンをイスラエルの王とした。 2ダビデはイスラエル

のすべてのつかさおよび祭司とレビびとを集めた。 3レ

ビびとの三十歳以上のものを数えると、その男の数が三

万八千人あった。 4ダビデは言った、「そのうち二万四

千人は主の家の仕事をつかさどり、六千人はつかさびと

、およびさばきびととなり、 5四千人は門を守る者とな

り、また四千人はさんびのためにわたしの造った楽器で

主をたたえよ」。 6そしてダビデは彼らをレビの子らに

したがってゲルション、コハテ、メラリの組に分けた。

7ゲルションの子らはラダンとシメイ。 8ラダンの子ら

は、かしらのエヒエルとゼタムとヨエルの三人。 9シメ

イの子らはシロミテ、ハジエル、ハランの三人。これら

はラダンの氏族の長であった。 10シメイの子らはヤハテ

、ジナ、エウシ、ベリアの四人。皆シメイの子で、 11ヤ

ハテはかしら、ジザはその次、エウシとベリアは子が多

くなかったので、ともに数えられて一つの氏族となった

。 12コハテの子らはアムラム、イヅハル、ヘブロン、ウ

ジエルの四人。 13アムラムの子らはアロンとモーセであ

る。アロンはその子らとともに、ながくいと聖なるもの

を聖別するために分かたれて、主の前に香をたき、主に

仕え、常に主の名をもって祝福することをなした。 14神

の人モーセの子らはレビの部族のうちに数えられた。 15

モーセの子らはゲルションとエリエゼル。 16ゲルション

の子らは、かしらはシブエル。 17エリエゼルの子らは、

かしらはレハビヤ。エリエゼルにはこのほかに子がなか

った。しかしレハビヤの子らは非常に多かった。 18イヅ

ハルの子らは、かしらはシロミテ。 19ヘブロンの子らは

長子はエリヤ、次はアマリヤ、第三はヤハジエル、第四

はエカメアム。 20ウジエルの子らは、かしらはミカ、次

はイシアである。 21メラリの子らはマヘリとムシ。マヘ

リの子らはエレアザルとキシ。 22エレアザルは男の子が

なくて死に、ただ娘たちだけであったが、キシの子であ

るその身内の男たちが彼女たちをめとった。 23ムシの子

らはマヘリ、エデル、エレモテの三人である。 24これら

はその氏族によるレビの子孫であって、その人数が数え

られ、その名がしるされて、主の家の務をなした二十歳

以上の者で、氏族の長であった。 25ダビデは言った、「

イスラエルの神、主はその民に平安を与え、ながくエル

サレムに住まわれる。 26レビびとは重ねて幕屋およびそ

の勤めの器物をかつぐことはない。 27ダビデの最後の言

葉によって、レビびとは二十歳以上の者が数えられた 28

彼らの務はアロンの子孫を助けて主の家の働きをし、庭

とへやの仕事およびすべての聖なるものを清めること、

そのほか、すべて神の家の働きをすることである。 29ま

た供えのパン、素祭の麦粉、種入れぬ菓子、焼いた供え

物、油をまぜた供え物をつかさどり、またすべて分量お

よび大きさを量ることをつかさどり、 30また朝ごとに立

って主に感謝し、さんびし、夕にもまたそのようにし、

31また安息日と新月と祭日に、主にもろもろの燔祭をさ

さげるときは、絶えず主の前にその命じられた数にした

がってささげなければならない。 32このようにして彼ら

は会見の幕屋と聖所の務を守り、主の家の働きのために

その兄弟であるアロンの子らに仕えなければならない」

。

24アロンの子孫の組は次のとおりである。すなわちア
ロンの子らはナダブ、アビウ、エレアザル、イタマ

ル。 2ナダブとアビウはその父に先だって死に、子がな

かったので、エレアザルとイタマルが祭司となった。 3

ダビデはエレアザルの子孫ザドクとイタマルの子孫アヒ

メレクの助けによって彼らを分けて、それぞれの勤めに

つけた。 4エレアザルの子孫のうちにはイタマルの子孫

のうちよりも長たる人々が多かった。それでエレアザル

の子孫で氏族の長である十六人と、イタマルの子孫で氏

族の長である者八人にこれを分けた。 5このように彼ら

は皆ひとしく、くじによって分けられた。聖所のつかさ

、および神のつかさは、ともにエレアザルの子孫とイタ

マルの子孫から出たからである。 6レビびとネタネルの

子である書記シマヤは、王とつかさたちと祭司ザドクと

アビヤタルの子アヒメレクと祭司およびレビびとの氏族

の長たちの前で、これを書きしるした。すなわちエレア

ザルのために氏族一つを取れば、イタマルのためにも一

つを取った。 7第一のくじはヨアリブに当り、第二はエ

ダヤに当り、 8第三はハリムに、第四はセオリムに、 9

第五はマルキヤに、第六はミヤミンに、 10第七はハッコ
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ヅに、第八はアビヤに、 11第九はエシュアに、第十はシ

カニヤに、 12第十一はエリアシブに、第十二はヤキムに

、 13第十三はホッパに、第十四はエシバブに、 14第十

五はビルガに、第十六はインメルに、 15第十七はヘジル

に、第十八はハピセツに、 16第十九はペタヒヤに、第二

十はエゼキエルに、 17第二十一はヤキンに、第二十二は

ガムルに、 18第二十三はデラヤに、第二十四はマアジヤ

に当った。 19これは、彼らの先祖アロンによって設けら

れた定めにしたがい、主の家にはいって務をなす順序で

あって、イスラエルの神、主の彼に命じられたとおりで

ある。 20このほかのレビの子孫は次のとおりである。す

なわちアムラムの子らのうちではシュバエル。シュバエ

ルの子らのうちではエデヤ。 21レハビヤについては、レ

ハビヤの子らのうちでは長子イシア。 22イヅハリびとの

うちではシロミテ。シロミテの子らのうちではヤハテ。

23ヘブロンの子らは長子はエリヤ、次はアマリヤ、第三

はヤハジエル、第四はエカメアム。 24ウジエルの子らの

うちではミカ。ミカの子らのうちではシャミル。 25ミカ

の兄弟はイシア。イシアの子らのうちではゼカリヤ。 26

メラリの子らはマヘリとムシ。ヤジアの子らはベノ。 27

メラリの子孫のヤジアから出た者はベノ、ショハム、ザ

ックル、イブリ。 28マヘリからエレアザルが出た。彼に

は子がなかった。 29キシについては、キシの子はエラメ

ル。 30ムシの子らはマヘリ、エデル、エリモテ。これら

はレビびとの子孫で、その氏族によっていった者である

。 31これらの者もまた氏族の兄もその弟も同様に、ダビ

デ王と、ザドクと、アヒメレクと、祭司およびレビびと

の氏族の長たちの前で、アロンの子孫であるその兄弟た

ちのようにくじを引いた。

25ダビデと軍の長たちはまたアサフ、ヘマンおよびエ
ドトンの子らを勤めのために分かち、琴と、立琴と

、シンバルをもって預言する者にした。その勤めをなし

た人々の数は次のとおりである。 2アサフの子たちはザ

ックル、ヨセフ、ネタニヤ、アサレラであって、アサフ

の指揮のもとに王の命によって預言した者である。 3エ

ドトンについては、エドトンの子たちはゲダリヤ、ゼリ

、エサヤ、ハシャビヤ、マッタテヤの六人で、琴をもっ

て主に感謝し、かつほめたたえて預言したその父エドト

ンの指揮の下にあった。 4ヘマンについては、ヘマンの

子たちはブッキヤ、マッタニヤ、ウジエル、シブエル、

エレモテ、ハナニヤ、ハナニ、エリアタ、ギダルテ、ロ

マムテ・エゼル、ヨシベカシャ、マロテ、ホテル、マハ

ジオテである。 5これらは皆、神がご自身の約束にした

がって高くされた王の先見者ヘマンの子たちであった。

神はヘマンに男の子十四人、女の子三人を与えられた。

6これらの者は皆その父の指揮の下にあって、主の宮で

歌をうたい、シンバルと立琴と琴をもって神の宮の務を

した。アサフ、エドトンおよびヘマンは王の命の下にあ

った。 7彼らおよび主に歌をうたうことのために訓練さ

れ、すべて熟練した兄弟たちの数は二百八十八人であっ

た。 8彼らは小なる者も、大なる者も、教師も生徒も皆

ひとしくその務のためにくじを引いた。 9第一のくじは

アサフのためにヨセフに当り、第二はゲダリヤに当った

。彼とその兄弟たちおよびその子たち、合わせて十二人

。 10第三はザックルに当った。その子たちおよびその兄

弟たち、合わせて十二人。 11第四はイヅリに当った。そ

の子たちおよびその兄弟たち、合わせて十二人。 12第五

はネタニヤに当った。その子たちおよびその兄弟たち、

合わせて十二人。 13第六はブッキヤに当った。その子た

ちおよびその兄弟たち、合わせて十二人。 14第七はアサ

レラに当った。その子たちおよびその兄弟たち、合わせ

て十二人。 15第八はエサヤに当った。その子たちおよび

その兄弟たち、合わせて十二人。 16第九はマッタニヤに

当った。その子たちおよびその兄弟たち、合わせて十二

人。 17第十はシメイに当った。その子たちおよびその兄

弟たち、合わせて十二人。 18第十一はアザリエルに当っ

た。その子たちおよびその兄弟たち、合わせて十二人。

19第十二はハシャビヤに当った。その子たちおよびその

兄弟たち、合わせて十二人。 20第十三はシュバエルに当

った。その子たちおよびその兄弟たち、合わせて十二人

。 21第十四はマッタテヤに当った。その子たちおよびそ

の兄弟たち、合わせて十二人。 22第十五はエレモテに当

った。その子たちおよびその兄弟たち、合わせて十二人

。 23第十六はハナニヤに当った。その子たちおよびその

兄弟たち、合わせて十二人。 24第十七はヨシベカシャに

当った。その子たちおよびその兄弟たち、合わせて十二

人。 25第十八はハナニに当った。その子たちおよびその

兄弟たち、合わせて十二人。 26第十九はマロテに当った

。その子たちおよびその兄弟たち、合わせて十二人。 27

第二十はエリアタに当った。その子たちおよびその兄弟

たち、合わせて十二人。 28第二十一はホテルに当った。

その子たちおよびその兄弟たち、合わせて十二人。 29第

二十二はギダルテに当った。その子たちおよびその兄弟

たち、合わせて十二人。 30第二十三はマハジオテに当っ

た。その子たちおよびその兄弟たち、合わせて十二人。

31第二十四はロマムテ・エゼルに当った。その子たちお

よびその兄弟たち、合わせて十二人であった。

26門を守る者の組は次のとおりである。すなわちコラ
びとのうちでは、アサフの子孫のうちのコレの子メ

シレミヤ。 2メシレミヤの子たちは、長子はゼカリヤ、

次はエデアエル、第三はゼバデヤ、第四はヤテニエル、

3第五はエラム、第六はヨハナン、第七はエリヨエナイ

である。 4オベデ・エドムの子たちは、長子はシマヤ、

次はヨザバデ、第三はヨア、第四はサカル、第五はネタ

ネル、 5第六はアンミエル、第七はイッサカル、第八は

ピウレタイである。神が彼を祝福されたからである。 6

彼の子シマヤにも数人の子が生れ、有能な人々であった

ので、その父の家を治める者となった。 7すなわちシマ

ヤの子たちはオテニ、レパエル、オベデ、エルザバデで

、エルザバデの兄弟エリウとセマキヤは力ある人々であ

った。 8これらは皆オベデ・エドムの子孫である。彼ら

はその子たちおよびその兄弟たちと共にその勤めに適し

た力ある人々で、合わせて六十二人、みなオベデ・エド

ムに属する者である。 9メシレミヤにも子たちと兄弟た

ち合わせて十八人あって、皆力ある人々であった。 10メ

ラリの子孫ホサにも子たちがあった。そのかしらはシム

リ、これは長子ではなかったが、父はこれをかしらにし

たのであった。 11次はヒルキヤ、第三はテバリヤ、第四

はゼカリヤである。ホサの子たちと兄弟たちは合わせて

十三人である。 12これらは門を守る者の組の長たる人々

であって、その兄弟たちと同様に務をなして、主の宮に

仕えた。 13彼らはそれぞれ門のために小なる者も、大な

る者も等しく、その氏族にしたがってくじを引いた。 14

東の門のくじはシレミヤに当った。また彼の子で思慮深
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い議士ゼカリヤのためにくじを引いたが、北の門のくじ

がこれに当った。 15オベデ・エドムには南の門のくじ、

その子たちには倉のくじ、 16シュパムとホサには西の門

のくじが当った。これは坂の大路にあるシャレケテの門

のかたわらにあった。守る者と守る者とが相対していた

。 17東の方には毎日六人、北の方には毎日四人、南の方

には毎日四人、倉には二人と二人、 18西の方パルバルに

は大路に四人、パルバルに二人。 19門を守る者の組は以

上のとおりで、コラの子孫とメラリの子孫であった。 20

レビびとのうちアヒヤは神の宮の倉および聖なる物の倉

をつかさどった。 21ラダンの子孫すなわちラダンから出

たゲルションびとの子孫で、ゲルションびとの氏族の長

はエヒエリである。 22エヒエリ、ゼタムおよびその兄弟

ヨエルの子たちは主の宮の倉をつかさどった。 23アムラ

ムびと、イヅハルびと、ヘブロンびと、ウジエルびとの

うちでは次のとおりであった。 24すなわちモーセの子ゲ

ルショムの子シブエルは倉のつかさであった。 25その兄

弟でエリエゼルから出た者は、その子はレハビヤ、その

子はエサヤ、その子はヨラム、その子はジクリ、その子

はシロミテである。 26このシロミテとその兄弟たちはす

べての聖なる物の倉をつかさどった。これはダビデ王と

、氏族の長と、千人の長と、百人の長と、軍の長たちの

ささげたものである。 27すなわち彼らが戦いで獲たぶん

どり物のうちから主の宮の修繕のためにささげたもので

ある。 28またすべて先見者サムエル、キシの子サウル、

ネルの子アブネル、ゼルヤの子ヨアブなどがささげた物

。すべてこれらのささげ物はシロミテとその兄弟たちが

管理した。 29イヅハルびとのうちでは、ケナニヤとその

子たちが、つかさおよびさばきびととしてイスラエルの

外事のために選ばれた。 30ヘブロンびとのうちでは、ハ

シャビヤおよびその兄弟など勇士千七百人があって、ヨ

ルダンのこなた、すなわち西の方でイスラエルの監督と

なり、主のすべての事を行い、王に奉仕した。 31ヘブロ

ンびとのうちでは、系図と氏族によってエリヤがヘブロ

ンびとの長であったが、ダビデの治世の第四十年に彼ら

を尋ね求め、ギレアデのヤゼルで彼らのうちから大勇士

を得た。 32ダビデ王は彼とその兄弟など氏族の長たち二

千七百人の勇士をルベンびと、ガドびと、マナセびとの

半部族の監督となし、すべて神につける事と王の事とを

つかさどらせた。

27イスラエルの子孫のうちで氏族の長、千人の長、百
人の長、およびつかさたちは年のすべての月の間、

月ごとに交替して組のすべての事をなして王に仕えたが

、その数にしたがえば各組二万四千人あった。 2まず第

一の組すなわち正月の分はザブデエルの子ヤショベアム

がこれを率いた。その組には二万四千人あった。 3彼は

ペレヅの子孫で、正月の軍団のすべての将たちのかしら

であった。 4二月の組はアホアびとドダイがこれを率い

た。その組には二万四千人あった。 5三月の第三の将は

祭司エホヤダの子ベナヤが長であって、その組には二万

四千人あった。 6このベナヤはかの三十人のうちの勇士

であって三十人を率い、その子アミザバデがその組にあ

った。 7四月の第四の将はヨアブの兄弟アサヘルであっ

て、その子ゼバデヤがこれに次いだ。その組には二万四

千人あった。 8五月の第五の将はイズラヒびとシャンモ

テであって、その組には二万四千人あった。 9六月の第

六の将はテコアびとイッケシの子イラであって、その組

には二万四千人あった。 10七月の第七の将はエフライム

の子孫であるペロンびとヘレヅであって、その組には二

万四千人あった。 11八月の第八の将はゼラびとの子孫で

あるホシャびとシベカイであって、その組には二万四千

人あった。 12九月の第九の将はベニヤミンの子孫である

アナトテびとアビエゼルであって、その組には二万四千

人あった。 13十月の第十の将はゼラびとの子孫であるネ

トパびとマハライであって、その組には二万四千人あっ

た。 14十一月の第十一の将はエフライムの子孫であるピ

ラトンびとベナヤであって、その組には二万四千人あっ

た。 15十二月の第十二の将はオテニエルの子孫であるネ

トパびとヘルダイであって、その組には二万四千人あっ

た。 16なおイスラエルの部族を治める者たちは次のとお

りである。ルベンびとのつかさはヂクリの子エリエゼル

。シメオンびとのつかさはマアカの子シパテヤ。 17レビ

びとのつかさはケムエルの子ハシャビヤ。アロンびとの

つかさはザドク。 18ユダのつかさはダビデの兄弟のひと

りエリウ。イッサカルのつかさはミカエルの子オムリ。

19ゼブルンのつかさはオバデヤの子イシマヤ。ナフタリ

のつかさはアズリエルの子エレモテ。 20エフライムの子

孫のつかさはアザジヤの子ホセア。マナセの半部族のつ

かさはペダヤの子ヨエル。 21ギレアデにあるマナセの半

部族のつかさはゼカリヤの子イド。ベニヤミンのつかさ

はアブネルの子ヤシエル。 22ダンのつかさはエロハムの

子アザリエル。これらはイスラエルの部族のつかさたち

であった。 23しかしダビデは二十歳以下の者は数えなか

った。主がかつてイスラエルを天の星のように多くする

と言われたからである。 24ゼルヤの子ヨアブは数え始め

たが、これをなし終えなかった。その数えることによっ

て怒りがイスラエルの上に臨んだ。またその数はダビデ

王の歴代志に載せなかった。 25アデエルの子アズマウテ

は王の倉をつかさどり、ウジヤの子ヨナタンは田野、町

々、村々、もろもろの塔にある倉をつかさどり、 26ケル

ブの子エズリは地を耕す農夫をつかさどり、 27ラマテび

とシメイはぶどう畑をつかさどり、シプミびとザブデは

ぶどう畑から取ったぶどう酒の倉をつかさどり、 28ゲデ

ルびとバアル・ハナンは平野のオリブの木といちじく桑

の木をつかさどり、ヨアシは油の倉をつかさどり、 29シ

ャロンびとシテライはシャロンで飼う牛の群れをつかさ

どり、アデライの子シャパテはもろもろの谷におる牛の

群れをつかさどり、 30イシマエルびとオビルはらくだを

つかさどり、メロノテびとエデヤはろばをつかさどり、

31ハガルびとヤジズは羊の群れをつかさどった。彼らは

皆ダビデ王の財産のつかさであった。 32またダビデのお

じヨナタンは議官で、知恵ある人であり、学者であった

。また彼とハクモニの子エヒエルは王の子たちの補佐で

あった。 33アヒトペルは王の議官。アルキびとホシャイ

は王の友であった。 34アヒトペルに次ぐ者はベナヤの子

エホヤダおよびアビヤタル。王の軍の長はヨアブであっ

た。

28ダビデはイスラエルのすべての長官、すなわち部族
の長、王に仕えた組の長、千人の長、百人の長、王

とその子たちのすべての財産および家畜のつかさ、宦官

、有力者、勇士などをことごとくエルサレムに召し集め

た。 2そしてダビデ王はその足で立ち上がって言った、

「わが兄弟たち、わが民よ、わたしに聞きなさい。わた

しは主の契約の箱のため、われわれの神の足台のために
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安住の家を建てようとの志をもち、すでにこれを建てる

準備をした。 3しかし神はわたしに言われた、『おまえ

はわが名のために家を建ててはならない。おまえは軍人

であって、多くの血を流したからである』と。 4それに

もかかわらず、イスラエルの神、主はわたしの父の全家

のうちからわたしを選んで長くイスラエルの王とせられ

た。すなわちユダを選んでかしらとし、ユダの家のうち

で、わたしの父の家を選び、わたしの父の子らのうちで

、わたしを喜び、全イスラエルの王とせられた。 5そし

て主はわたしに多くの子を賜わり、そのすべての子らの

うちからわが子ソロモンを選び、これを主の国の位にす

わらせて、イスラエルを治めさせようとせられた。 6主

はまたわたしに言われた、『おまえの子ソロモンがわが

家およびわが庭を造るであろう。わたしは彼を選んでわ

が子となしたからである。わたしは彼の父となる。 7彼

がもし今日のように、わが戒めとわがおきてを固く守っ

て行うならば、わたしはその国をいつまでも堅くするで

あろう』と。 8それゆえいま、主の会衆なる全イスラエ

ルの目の前およびわれわれの神の聞かれる所であなたが

たに勧める。あなたがたはその神、主のすべての戒めを

守り、これを求めなさい。そうすればあなたがたはこの

良き地を所有し、これをあなたがたの後の子孫に長く嗣

業として伝えることができる。 9わが子ソロモンよ、あ

なたの父の神を知り、全き心をもって喜び勇んで彼に仕

えなさい。主はすべての心を探り、すべての思いを悟ら

れるからである。あなたがもし彼を求めるならば会うこ

とができる。しかしあなたがもしかれを捨てるならば彼

は長くあなたを捨てられるであろう。 10それであなたは

慎みなさい。主はあなたを選んで聖所とすべき家を建て

させようとされるのだから心を強くしてこれを行いなさ

い」。 11こうしてダビデは神殿の廊およびその家、その

倉、その上の室、その内の室、贖罪所の室などの計画を

その子ソロモンに授け、 12またその心にあったすべての

もの、すなわち主の宮の庭、周囲のすべての室、神の家

の倉、ささげ物の倉などの計画を授け、 13また祭司およ

びレビびとの組と、主の宮のもろもろの務の仕事と、主

の宮のもろもろの勤めの器物について授け、 14またもろ

もろの勤めに用いるすべての金の器を造る金の目方、お

よびもろもろの勤めに用いる銀の器の目方を定めた。 15

すなわち金の燭台と、そのともしび皿の目方、おのおの

の燭台と、そのともしび皿の金の目方を定め、また銀の

燭台についてもおのおのの燭台の用法にしたがって燭台

と、そのともしび皿の銀の目方を定めた。 16また供えの

パンの机については、そのおのおのの机のために金の目

方を定め、また銀の机のためにも銀を定め、 17また肉さ

し、鉢、かめに用いる純金の目方を定め、金の大杯につ

いてもおのおのの目方を定め、銀の大杯についてもおの

おのの目方を定め、 18また香の祭壇のために精金の目方

を定め、また翼を伸べて主の契約の箱をおおっているケ

ルビムの金の車のひな型の金を定めた。 19ダビデはすべ

ての工作が計画にしたがってなされるため、これについ

て主の手によって書かれたものにより、これをことごと

く明らかにした。 20ダビデはその子ソロモンに言った、

「あなたは心を強くし、勇んでこれを行いなさい。恐れ

てはならない。おののいてはならない。主なる神、わた

しの神があなたとともにおられるからである。主はあな

たを離れず、あなたを捨てず、ついに主の宮の務のすべ

ての工事をなし終えさせられるでしょう。 21見よ、神の

宮のすべての務のためには祭司とレビびとの組がある。

またもろもろの勤めのためにすべての仕事を喜んでする

巧みな者が皆あなたと共にある。またつかさたちおよび

すべての民もあなたの命じるところをことごとく行うで

しょう」。

29ダビデ王はまた全会衆に言った、「わが子ソロモン
は神がただひとりを選ばれた者であるが、まだ若く

て経験がなく、この事業は大きい。この宮は人のためで

はなく、主なる神のためだからである。 2そこでわたし

は力をつくして神の宮のために備えた。すなわち金の物

を造るために金、銀の物のために銀、青銅の物のために

青銅、鉄の物のために鉄、木の物のために木を備えた。

その他縞めのう、はめ石、アンチモニイ、色のついた石

、さまざまの宝石、大理石などおびただしい。 3なおわ

たしはわが神の宮に熱心なるがゆえに、聖なる家のため

に備えたすべての物に加えて、わたしの持っている金銀

の財宝をわが神の宮にささげる。 4すなわちオフルの金

三千タラント、精銀七千タラントをそのもろもろの建物

の壁をおおうためにささげる。 5金は金の物のために、

銀は銀の物のために、すべて工人によって造られるもの

のために用いる。だれかきょう、主にその身をささげる

者のように喜んでささげ物をするだろうか」。 6そこで

氏族の長たち、イスラエルの部族のつかさたち、千人の

長、百人の長および王の工事をつかさどる者たちは喜ん

でささげ物をした。 7こうして彼らは神の宮の務のため

に金五千タラント一万ダリク、銀一万タラント、青銅一

万八千タラント、鉄十万タラントをささげた。 8宝石を

持っている者はそれをゲルションびとエヒエルの手によ

って神の宮の倉に納めた。 9彼らがこのように真心から

みずから進んで主にささげたので、民はそのみずから進

んでささげたのを喜んだ。ダビデ王もまた大いに喜んだ

。 10そこでダビデは全会衆の前で主をほめたたえた。ダ

ビデは言った、「われわれの先祖イスラエルの神、主よ

、あなたはとこしえにほむべきかたです。 11主よ、大い

なることと、力と、栄光と、勝利と、威光とはあなたの

ものです。天にあるもの、地にあるものも皆あなたのも

のです。主よ、国もまたあなたのものです。あなたは万

有のかしらとして、あがめられます。 12富と誉とはあな

たから出ます。あなたは万有をつかさどられます。あな

たの手には勢いと力があります。あなたの手はすべての

ものを大いならしめ、強くされます。 13われわれの神よ

、われわれは、いま、あなたに感謝し、あなたの光栄あ

る名をたたえます。 14しかしわれわれがこのように喜ん

でささげることができても、わたしは何者でしょう。わ

たしの民は何でしょう。すべての物はあなたから出ます

。われわれはあなたから受けて、あなたにささげたので

す。 15われわれはあなたの前ではすべての先祖たちのよ

うに、旅びとです、寄留者です。われわれの世にある日

は影のようで、長くとどまることはできません。 16われ

われの神、主よ、あなたの聖なる名のために、あなたに

家を建てようとしてわれわれが備えたこの多くの物は皆

あなたの手から出たもの、また皆あなたのものです。 17

わが神よ、あなたは心をためし、また正直を喜ばれるこ

とを、わたしは知っています。わたしは正しい心で、こ

のすべての物を喜んでささげました。今わたしはまた、

ここにおるあなたの民が喜んで、みずから進んであなた

にささげ物をするのを見ました。 18われわれの先祖アブ
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ラハム、イサク、イスラエルの神、主よ、あなたの民の

心にこの意志と精神とをいつまでも保たせ、その心をあ

なたに向けさせてください。 19またわが子ソロモンに心

をつくしてあなたの命令と、あなたのあかしと、あなた

のさだめとを守らせて、これをことごとく行わせ、わた

しが備えをした宮を建てさせてください」。 20そしてダ

ビデが全会衆にむかって、「あなたがたの神、主をほめ

たたえよ」と言ったので、全会衆は先祖たちの神、主を

ほめたたえ、伏して主を拝し、王に敬礼した。 21そして

その翌日彼らは全イスラエルのために主に犠牲をささげ

た。すなわち燔祭として雄牛一千、雄羊一千、小羊一千

をその灌祭と共に主にささげ、おびただしい犠牲をささ

げた。 22そしてその日、彼らは大いなる喜びをもって主

の前に食い飲みした。彼らはさらに改めてダビデの子ソ

ロモンを王となし、これに油を注いで主の君となし、ま

たザドクを祭司とした。 23こうしてソロモンはその父ダ

ビデに代り、王として主の位に座した。彼は栄え、イス

ラエルは皆彼に従った。 24またすべてのつかさたち、勇

士たち、およびダビデ王の王子たちも皆ソロモン王に忠

誠を誓った。 25主は全イスラエルの目の前でソロモンを

非常に大いならしめ、彼より前のイスラエルのどの王も

得たことのない王威を彼に与えられた。 26このようにエ

ッサイの子ダビデは全イスラエルを治めた。 27彼がイス

ラエルを治めた期間は四十年であった。すなわちヘブロ

ンで七年世を治め、エルサレムで三十三年世を治めた。

28彼は高齢に達し、年も富も誉も満ち足りて死んだ。そ

の子ソロモンが彼に代って王となった。 29ダビデ王の始

終の行為は、先見者サムエルの書、預言者ナタンの書お

よび先見者ガドの書にしるされている。 30そのうちには

彼のすべての政と、その力および彼とイスラエルと他の

すべての国々に臨んだ事どもをしるしている。
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歴代誌Ⅱ

1ダビデの子ソロモンはその国に自分の地位を確立した
。その神、主が共にいまして彼を非常に大いなる者に

された。 2ソロモンはすべてのイスラエルびと、すなわ

ち千人の長、百人の長、さばきびとおよびイスラエルの

全地のすべてのつかさ、氏族のかしらたちに告げた。 3

そしてソロモンとイスラエルの全会衆はともにギベオン

にある高き所へ行った。主のしもべモーセが荒野で造っ

た神の会見の幕屋がそこにあったからである。 4（しか

し神の箱はダビデがすでにキリアテ・ヤリムから、これ

のために備えた所に運び上らせてあった。ダビデはさき

に、エルサレムでこれのために天幕を張って置いたから

である。） 5またホルの子であるウリの子ベザレルが造

った青銅の祭壇がその所の主の幕屋の前にあり、ソロモ

ンおよび会衆は主に求めた。 6ソロモンはそこに上って

行って、会見の幕屋のうちにある主の前の青銅の祭壇に

燔祭一千をささげた。 7その夜、神はソロモンに現れて

言われた、「あなたに何を与えようか、求めなさい」。

8ソロモンは神に言った、「あなたはわたしの父ダビデ

に大いなるいつくしみを示し、またわたしを彼に代って

王とされました。 9主なる神よ、どうぞわが父ダビデに

約束された事を果してください。あなたは地のちりのよ

うな多くの民の上にわたしを立てて王とされたからです

。 10この民の前に出入りすることのできるように今わた

しに知恵と知識とを与えてください。だれがこのような

大いなるあなたの民をさばくことができましょうか」。

11神はソロモンに言われた、「この事があなたの心にあ

って、富をも、宝をも、誉をも、またあなたを憎む者の

命をも求めず、また長命をも求めず、ただわたしがあな

たを立てて王としたわたしの民をさばくために知恵と知

識とを自分のために求めたので、 12知恵と知識とはあな

たに与えられている。わたしはまたあなたの前の王たち

の、まだ得たことのないほどの富と宝と誉とをあなたに

与えよう。あなたの後の者も、このようなものを得ない

でしょう」。 13それからソロモンはギベオンの高き所を

去り、会見の幕屋の前を去って、エルサレムに帰り、イ

スラエルを治めた。 14ソロモンは戦車と騎兵とを集めた

が、戦車一千四百両、騎兵一万二千人あった。ソロモン

はこれを戦車の町々と、エルサレムの王のもととに置い

た。 15王は銀と金を石のようにエルサレムに多くし、香

柏を平野のいちじく桑のように多くした。 16ソロモンが

馬を輸入したのはエジプトとクエからであった。すなわ

ち王の貿易商人がクエから代価を払って受け取って来た

。 17彼らはエジプトから戦車一両を銀六百シケルで輸入

し、馬一頭を銀百五十で輸入した。同じようにこれらの

ものが彼らによってヘテびとのすべての王たち、および

スリヤの王たちにも輸出された。

2さてソロモンは主の名のために一つの宮を建て、また
自分のために一つの王宮を建てようと思った。 2そし

てソロモンは荷を負う者七万人、山で石を切り出す者八

万人、これらを監督する者三千六百人を数え出した。 3

ソロモンはまずツロのヒラムに人をつかわして言わせた

、「あなたはわたしの父ダビデに、その住むべき家を建

てるために香柏を送られました。どうぞ彼にされたよう

に、わたしにもして下さい。 4見よ、わたしはわが神、

主の名のために一つの家を建て、これを聖別して彼にさ

さげ、彼の前にこうばしい香をたき、常供のパンを供え

、また燔祭を安息日、新月、およびわれらの神、主の定

めの祭に朝夕ささげ、これをイスラエルのながく守るべ

き定めにしようとしています。 5またわたしの建てる家

は大きな家です。われらの神はすべての神よりも大いな

る神だからです。 6しかし、天も、諸天の天も彼を入れ

ることができないのに、だれが彼のために家を建てるこ

とができましょうか。わたしは何者ですか、彼のために

家を建てるというのも、ただ彼の前に香をたく所に、ほ

かならないのです。 7それで、どうぞ金、銀、青銅、鉄

の細工および紫糸、緋糸、青糸の織物にくわしく、また

彫刻の術に巧みな工人ひとりをわたしに送って、父ダビ

デが備えておいたユダとエルサレムのわたしの工人たち

と一緒に働かせてください。 8またどうぞレバノンから

香柏、いとすぎ、びゃくだんを送ってください。わたし

はあなたのしもべたちがレバノンで木を切ることをよく

わきまえているのを知っています。わたしのしもべたち

も、あなたのしもべたちと一緒に働かせ、 9わたしのた

めにたくさんの材木を備えさせてください。わたしの建

てる家は非常に広大なものですから。 10わたしは木を切

るあなたのしもべたちに砕いた小麦二万コル、大麦二万

コル、ぶどう酒二万バテ、油二万バテを与えます」。 11

そこでツロの王ヒラムは手紙をソロモンに送って答えた

、「主はその民を愛するゆえに、あなたを彼らの王とさ

れました」。 12ヒラムはまた言った、「天地を造られた

イスラエルの神、主はほむべきかな。彼はダビデ王に賢

い子を与え、これに分別と知恵を授けて、主のために宮

を建て、また自分のために、王宮を建てることをさせら

れた。 13いまわたしは達人ヒラムという知恵のある工人

をつかわします。 14彼はダンの子孫である女を母とし、

ツロの人を父とし、金銀、青銅、鉄、石、木の細工およ

び紫糸、青糸、亜麻糸、緋糸の織物にくわしく、またよ

くもろもろの彫刻をし、意匠を凝らしてもろもろの工作

をします。彼を用いてあなたの工人およびあなたの父、

わが主ダビデの工人と一緒に働かせなさい。 15それでい

まわが主の言われた小麦、大麦、油およびぶどう酒をそ

のしもべどもに送ってください。 16あなたの求められる

材木はレバノンから切りだし、いかだに組んで、海から

ヨッパに送ります。あなたはそれをエルサレムに運び上

げなさい」。 17そこでソロモンはその父ダビデが数えた

ようにイスラエルの国にいるすべての他国人を数えたが

、合わせて十五万三千六百人あった。 18彼はその七万人

を荷を負う者とし、八万人を山で木や石を切る者とし、

三千六百人を民を働かせる監督者とした。

3ソロモンはエルサレムのモリアの山に主の宮を建てる
ことを始めた。そこは父ダビデに主が現れられた所、

すなわちエブスびとオルナンの打ち場にダビデが備えた

所である。 2ソロモンが宮を建て始めたのは、その治世

の四年の二月であった。 3ソロモンの建てた神の宮の基

の寸法は次のとおりである。すなわち昔の尺度によれば

長さ六十キュビト、幅二十キュビト、 4宮の前の廊は宮

の幅に従って長さ二十キュビト高さ百二十キュビトで、

その内部は純金でおおった。 5またその拝殿はいとすぎ

の板で張り、精金をもってこれをおおい、その上にしゅ

ろと鎖の形を施した。 6また宝石をはめ込んで宮を飾っ

た。その金はパルワイムの金であった。 7彼はまた金を
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もってその宮、すなわち、梁、敷居、壁および戸をおお

い、壁の上にケルビムを彫りつけた。 8彼はまた至聖所

を造った。その長さは宮の長さにしたがって二十キュビ

ト、幅も二十キュビトである。彼は精金六百タラントを

もってこれをおおった。 9その釘の金の重さは五十シケ

ルであった。彼はまた階上の室も金でおおった。 10彼は

至聖所に木を刻んだケルビムの像を二つ造り、これを金

でおおった。 11ケルビムの翼の長さは合わせて二十キュ

ビトあった。すなわち一つのケルブの一つの翼は五キュ

ビトで、宮の壁に届き、ほかの翼も五キュビトで、他の

ケルブの翼に届き、 12他のケルブの一つの翼も五キュビ

トで、宮の壁に届き、ほかの翼も五キュビトで、先のケ

ルブの翼に接していた。 13これらのケルビムの翼は広げ

ると二十キュビトあった。かれらは共に足で立ち、その

顔は拝殿に向かっていた。 14ソロモンはまた青糸、紫糸

、緋糸および亜麻糸で垂幕を造り、その上にケルビムの

縫い取りを施した。 15彼は宮の前に柱を二本造った。そ

の高さは三十五キュビト、おのおのの柱の頂に五キュビ

トの柱頭を造った。 16彼は首飾のような鎖を造って、柱

の頂につけ、ざくろ百を造ってその鎖の上につけた。 17

彼はこの柱を神殿の前に、一本を南の方に、一本を北の

方に立て、南の方のをヤキンと名づけ、北の方のをボア

ズと名づけた。

4ソロモンはまた青銅の祭壇を造った。その長さ二十キ
ュビト、幅二十キュビト、高さ十キュビトである。 2

彼はまた海を鋳て造った。縁から縁まで十キュビトであ

って、周囲は円形をなし、高さ五キュビトで、その周囲

は綱をもって測ると三十キュビトあった。 3海の下には

三十キュビトの周囲をめぐるひさごの形があって、海の

周囲を囲んでいた。そのひさごは二並びで、海を鋳る時

に鋳たものである。 4その海は十二の牛の上に置かれ、

その三つは北に向かい、三つは西に向かい、三つは南に

向かい、三つは東に向かっていた。海はその上に置かれ

、牛のうしろはみな内に向かっていた。 5海の厚さは手

の幅で、その縁は杯の縁のように、ゆりの花に似せて造

られた。海には水を三千バテ入れることができた。 6彼

はまた物を洗うために洗盤十個を造って、五個を南側に

、五個を北側に置いた。その中で燔祭に用いるものを洗

った。しかし海は祭司がその中で身を洗うためであった

。 7彼はまた金の燭台十個をその定めに従って造り、拝

殿の中の南側に五個、北側に五個を置き、 8また机十個

を造り、神殿の中の南側に五個、北側に五個を置き、ま

た金の鉢百を造った。 9彼はまた祭司の庭と大庭および

庭の戸を造り、その戸を青銅でおおった。 10彼は海を宮

の東南のすみにすえた。 11ヒラムはまたつぼと十能と鉢

とを造った。こうしてヒラムはソロモン王のため、神の

宮の工事を終えた。 12すなわち二本の柱と玉と、柱の頂

にある二つの柱頭と、柱の頂にある柱頭の二つの玉をお

おう二つの網細工と、 13その二つの網細工のためのざく

ろ四百、このざくろはおのおの網細工に二並びにつけて

、柱の頂にある柱頭の二つの玉を巻いていた。 14彼はま

た台と台の上の洗盤と、 15一つの海とその下の十二の牛

を造った。 16つぼ、十能、肉さしなどすべてこれらの器

物を、達人ヒラムはソロモン王のため、主の宮のために

、光のある青銅で造った。 17王はヨルダンの低地で、ス

コテとゼレダの間の粘土の地でこれを鋳た。 18このよう

にソロモンはこれらのすべての器物を非常に多く造った

ので、その青銅の重量は、量ることができなかった。 19

こうしてソロモンは神の宮のすべての器物を造った。す

なわち金の祭壇と、供えのパンを載せる机、 20また定め

のように本殿の前で火をともす純金の燭台と、そのとも

しび皿を造った。 21その花、ともしび皿、心かきは精金

であった。 22また心切りばさみ、鉢、香の杯、心取り皿

は純金であった。また宮の戸、すなわち至聖所の内部の

戸および拝殿の戸のひじつぼは金であった。

5こうしてソロモンは主の宮のためにしたすべての工事
を終った。そしてソロモンは父ダビデがささげた物、

すなわち金銀およびもろもろの器物を携えて行って神の

宮の宝蔵に納めた。 2ソロモンは主の契約の箱をダビデ

の町シオンからかつぎ上ろうとして、イスラエルの長老

たちと、すべての部族のかしらたちと、イスラエルの人

々の氏族の長たちをエルサレムに召し集めた。 3イスラ

エルの人々は皆七月の祭に王のもとに集まった。 4イス

ラエルの長老たちが皆きたので、レビびとたちは箱を取

り上げた。 5彼らは箱と、会見の幕屋と、幕屋にあるす

べて聖なる器をかつぎ上った。すなわち祭司とレビびと

がこれらの物をかつぎ上った。 6ソロモン王および彼の

もとに集まったイスラエルの会衆は皆箱の前で羊と牛を

ささげたが、その数が多くて、調べることも数えること

もできなかった。 7こうして祭司たちは主の契約の箱を

その場所にかつぎ入れ、宮の本殿である至聖所のうちの

ケルビムの翼の下に置いた。 8ケルビムは翼を箱の所の

上に伸べていたので、ケルビムは上から箱とそのさおを

おおった。 9さおは長かったので、さおの端が本殿の前

の聖所から見えた。しかし外部には見えなかった。さお

は今日までそこにある。 10箱の内には二枚の板のほか何

もなかった。これはイスラエルの人々がエジプトから出

て来たとき、主が彼らと契約を結ばれ、モーセがホレブ

でそれを納めたものである。 11そして祭司たちが聖所か

ら出たとき（ここにいた祭司たちは皆、その組の順にか

かわらず身を清めた。 12またレビびとの歌うたう者、す

なわちアサフ、ヘマン、エドトンおよび彼らの子たちと

兄弟たちはみな亜麻布を着、シンバルと、立琴と、琴を

とって祭壇の東に立ち、百二十人の祭司は彼らと一緒に

立ってラッパを吹いた。 13ラッパ吹く者と歌うたう者と

は、ひとりのように声を合わせて主をほめ、感謝した）

、そして彼らがラッパと、シンバルとその他の楽器をも

って声をふりあげ、主をほめて「主は恵みあり、そのあ

われみはとこしえに絶えることがない」と言ったとき、

雲はその宮すなわち主の宮に満ちた。 14祭司たちは雲の

ゆえに立って勤めをすることができなかった。主の栄光

が神の宮に満ちたからである。

6そこでソロモンは言った、「主はみずから濃き雲の中
に住まおうと言われた。 2しかしわたしはあなたのた

めに高き家、とこしえのみすまいを建てた」。 3そして

王は顔をふり向けてイスラエルの全会衆を祝福した。そ

の時イスラエルの全会衆は立っていた。 4彼は言った、

「イスラエルの神、主はほむべきかな。主は口をもって

わが父ダビデに約束されたことを、その手をもってなし

遂げられた。すなわち主は言われた、 5『わが民をエジ

プトの地から導き出した日から、わたしはわが名を置く

べき家を建てるために、イスラエルのもろもろの部族の

うちから、どの町をも選んだことがなく、また他のだれ
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をもわが民イスラエルの君として選んだことがない。 6

わが名を置くために、ただエルサレムだけを選び、また

わが民イスラエルを治めさせるために、ただダビデだけ

を選んだ』。 7イスラエルの神、主の名のために家を建

てることは、父ダビデの心にあった。 8しかし主は父ダ

ビデに言われた、『わたしの名のために家を建てること

はあなたの心にあった。あなたの心にこの事のあったの

は結構である。 9しかしあなたはその家を建ててはなら

ない。あなたの腰から出るあなたの子がわたしの名のた

めに家を建てるであろう』。 10そして主はそう言われた

言葉を行われた。すなわちわたしは父ダビデに代って立

ち、主が言われたように、イスラエルの位に座し、イス

ラエルの神、主の名のために家を建てた。 11わたしはま

た、主がイスラエルの人々と結ばれた主の契約を入れた

箱をそこに納めた」。 12ソロモンはイスラエルの全会衆

の前、主の祭壇の前に立って、手を伸べた。 13ソロモン

はさきに長さ五キュビト、幅五キュビト、高さ三キュビ

トの青銅の台を造って、庭のまん中にすえて置いたので

、彼はその上に立ち、イスラエルの全会衆の前でひざを

かがめ、その手を天に伸べて、 14言った、「イスラエル

の神、主よ、天にも地にも、あなたのような神はありま

せん。あなたは契約を守られ、心をつくしてあなたの前

に歩むあなたのしもべらに、いつくしみを施し、 15あな

たのしもべ、わたしの父ダビデに約束されたことを守ら

れました。あなたが口をもって約束されたことを、手を

もってなし遂げられたことは、今日見るとおりでありま

す。 16それゆえ、イスラエルの神、主よ、あなたのしも

べ、わたしの父ダビデに、あなたが約束して、『おまえ

がわたしの前に歩んだように、おまえの子孫がその道を

慎んで、わたしのおきてに歩むならば、おまえにはイス

ラエルの位に座する人がわたしの前に欠けることはない

』と言われたことを、ダビデのためにお守りください。

17それゆえ、イスラエルの神、主よ、どうぞ、あなたの

しもべダビデに言われた言葉を確認してください。 18し

かし神は、はたして人と共に地上に住まわれるでしょう

か。見よ、天も、いと高き天もあなたをいれることはで

きません。わたしの建てたこの家などなおさらです。 19

しかしわが神、主よ、しもべの祈と願いを顧みて、しも

べがあなたの前にささげる叫びと祈をお聞きください。

20どうぞ、あなたの目を昼も夜もこの家に、すなわち、

あなたの名をそこに置くと言われた所に向かってお開き

ください。どうぞ、しもべがこの所に向かってささげる

祈をお聞きください。 21どうぞ、しもべと、あなたの民

イスラエルがこの所に向かって祈る時に、その願いをお

聞きください。あなたのすみかである天から聞き、聞い

ておゆるしください。 22もし人がその隣り人に対して罪

を犯し、誓いをすることを求められるとき、来てこの宮

で、あなたの祭壇の前に誓うならば、 23あなたは天から

聞いて、行い、あなたのしもべらをさばき、悪人に報い

をなして、その行いの報いをそのこうべに帰し、義人を

義として、その義にしたがってその人に報いてください

。 24もしあなたの民イスラエルが、あなたに対して罪を

犯したために、敵の前に敗れた時、あなたに立ち返って

、あなたの名をあがめ、この宮であなたの前に祈り願う

ならば、 25あなたは天から聞き、あなたの民イスラエル

の罪をゆるして、あなたが彼らとその先祖に与えられた

地に彼らを帰らせてください。 26もし彼らがあなたに罪

を犯したために、天が閉ざされて、雨がなく、あなたが

彼らを苦しめられるとき、彼らがこの所に向かって祈り

、あなたの名をあがめ、その罪を離れるならば、 27あな

たは天にあって聞き、あなたのしもべ、あなたの民イス

ラエルの罪をゆるして、彼らに歩むべき良い道を教え、

あなたの民に嗣業として賜わった地に雨を降らせてくだ

さい。 28もし国にききんがあるか、もしくは疫病、立ち

枯れ、腐り穂、いなご、青虫があるか、または敵のため

に町の門の中に攻め囲まれることがあるか、どんな災害

、どんな病気があっても、 29もし、ひとりか、あるいは

あなたの民イスラエルが皆おのおのその心の悩みを知っ

て、この宮に向かい、手を伸べるならば、どんな祈、ど

んな願いでも、 30あなたはそのすみかである天から聞い

てゆるし、おのおのの人に、その心を知っておられるゆ

え、そのすべての道にしたがって報いてください。ただ

あなただけがすべての人の心を知っておられるからです

。 31あなたがわれわれの先祖たちに賜わった地に、彼ら

の生きながらえる日の間、常にあなたを恐れさせ、あな

たの道に歩ませてください。 32またあなたの民イスラエ

ルの者でなく、他国人で、あなたの大いなる名と、強い

手と、伸べた腕のために遠い国から来て、この宮に向か

って祈るならば、 33あなたは、あなたのすみかである天

から聞き、すべて他国人があなたに呼び求めるようにし

てください。そうすれば地のすべての民はあなたの民イ

スラエルのように、あなたの名を知り、あなたを恐れ、

またわたしが建てたこの宮が、あなたの名によって呼ば

れることを知るにいたるでしょう。 34あなたの民が敵と

戦うために、あなたがつかわされる道によって出るとき

、もし彼らがあなたの選ばれたこの町と、わたしがあな

たの名のために建てたこの宮に向かってあなたに祈るな

らば、 35あなたは天から彼らの祈と願いとを聞いて彼ら

をお助けください。 36彼らがあなたに対して罪を犯すこ

とがあって、罪を犯さない人はないゆえ、あなたが彼ら

を怒って、敵にわたし、敵が彼らを捕虜として遠い地あ

るいは近い地に引いて行くとき、 37もし、彼らが捕われ

て行った地で、みずから省みて悔い、その捕われの地で

あなたに願い、『われわれは罪を犯し、よこしまな事を

し、悪を行いました』と言い、 38その捕われの地で心を

つくし、精神をつくしてあなたに立ち返り、あなたが彼

らの先祖に与えられた地、あなたが選ばれた町、わたし

があなたの名のために建てたこの宮に向かって祈るなら

ば、 39あなたのすみかである天から、彼らの祈と願いと

を聞いて彼らを助け、あなたに向かって罪を犯したあな

たの民をおゆるしください。 40わが神よ、どうぞ、この

所でささげる祈にあなたの目を開き、あなたの耳を傾け

てください。 41主なる神よ、今あなたと、あなたの力の

箱が立って、あなたの安息所におはいりください。主な

る神よ、どうぞあなたの祭司たちに救の衣を着せ、あな

たの聖徒たちに恵みを喜ばせてください。 42主なる神よ

、どうぞあなたの油そそがれた者の顔を退けないでくだ

さい。あなたのしもべダビデに示されたいつくしみを覚

えて下さい」。

7ソロモンが祈り終ったとき、天から火が下って燔祭と
犠牲を焼き、主の栄光が宮に満ちた。 2主の栄光が主

の宮に満ちたので、祭司たちは主の宮に、はいることが

できなかった。 3イスラエルの人々はみな火が下ったの

を見、また主の栄光が宮に臨んだのを見て、敷石の上で

地にひれ伏して拝し、主に感謝して言った、「主は恵み
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ふかく、そのいつくしみはとこしえに絶えることがない

」。 4そして王と民は皆主の前に犠牲をささげた。 5ソ

ロモン王のささげた犠牲は、牛二万二千頭、羊十二万頭

であった。こうして王と民は皆神の宮をささげた。 6祭

司はその持ち場に立ち、レビびとも主の楽器をとって立

った。その楽器はダビデ王が主に感謝するために造った

もので、ダビデが彼らの手によってさんびをささげると

き、「そのいつくしみは、とこしえに絶えることがない

」ととなえさせたものである。祭司は彼らの前でラッパ

を吹き、すべてのイスラエルびとは立っていた。 7ソロ

モンはまた主の宮の前にある庭の中を聖別し、その所で

、燔祭と酬恩祭のあぶらをささげた。これはソロモンが

造った青銅の祭壇が、その燔祭と素祭とあぶらとを載せ

るに足りなかったからである。 8その時ソロモンは七日

の間祭を行った。ハマテの入口からエジプトの川に至る

までのすべてのイスラエルびとが彼と共にあり、非常に

大きな会衆であった。 9そして八日目に聖会を開いた。

彼らは七日の間、祭壇奉献の礼を行い、七日の間祭を行

ったが、 10七月二十三日に至ってソロモンは民をその天

幕に帰らせた。皆主がダビデ、ソロモンおよびその民イ

スラエルに施された恵みのために喜び、かつ心に楽しん

で去った。 11こうしてソロモンは主の家と王の家とを造

り終えた。すなわち彼は主の家と自分の家について、し

ようと計画したすべての事を首尾よくなし遂げた。 12時

に主は夜ソロモンに現れて言われた、「わたしはあなた

の祈を聞き、この所をわたしのために選んで、犠牲をさ

さげる家とした。 13わたしが天を閉じて雨をなくし、ま

たはわたしがいなごに命じて地の物を食わせ、または疫

病を民の中に送るとき、 14わたしの名をもってとなえら

れるわたしの民が、もしへりくだり、祈って、わたしの

顔を求め、その悪い道を離れるならば、わたしは天から

聞いて、その罪をゆるし、その地をいやす。 15今この所

にささげられる祈にわたしの目を開き、耳を傾ける。 16

今わたしはわたしの名をながくここにとどめるために、

この宮を選び、かつ聖別した。わたしの目とわたしの心

は常にここにある。 17あなたがもし父ダビデの歩んだよ

うにわたしの前に歩み、わたしが命じたとおりにすべて

行って、わたしの定めとおきてとを守るならば、 18わた

しはあなたの父ダビデに契約して『イスラエルを治める

人はあなたに欠けることがない』と言ったとおりに、あ

なたの王の位を堅くする。 19しかし、あなたがたがもし

翻って、わたしがあなたがたの前に置いた定めと戒めと

を捨て、行って他の神々に仕え、それを拝むならば、 20

わたしはあなたがたをわたしの与えた地から抜き去り、

またわたしの名のために聖別したこの宮をわたしの前か

ら投げ捨てて、もろもろの民のうちにことわざとし、笑

い草とする。 21またこの宮は高いけれども、ついには、

そのかたわらを過ぎる者は皆驚いて、『何ゆえ主はこの

地と、この宮とにこのようにされたのか』と言うであろ

う。 22その時、人々は答えて『彼らはその先祖たちをエ

ジプトの地から導き出した彼らの神、主を捨てて、他の

神々につき従い、それを拝み、それに仕えたために、主

はこのすべての災を彼らの上に下したのである』と言う

であろう」。

8ソロモンは二十年を経て、主の家と自分の家とを建て
終った。 2またソロモンはヒラムから送られた町々を

建て直して、そこにイスラエルの人々を住ませた。 3ソ

ロモンはまたハマテ・ゾバを攻めて、これを取った。 4

彼はまた荒野にタデモルを建て、もろもろの倉の町をハ

マテに建てた。 5また城壁、門、貫の木のある堅固な町

、上ベテホロンと下ベテホロンを建てた。 6ソロモンは

またバアラテと自分のもっていたすべての倉の町と、す

べての戦車の町と、騎兵の町、ならびにエルサレム、レ

バノンおよび自分の治める全地方に建てようと望んだも

のを、ことごとく建てた。 7すべてイスラエルの子孫で

ないヘテびと、アモリびと、ペリジびと、ヒビびと、エ

ブスびとの残った民、 8その地にあって彼らのあとに残

ったその子孫、すなわちイスラエルの子孫が滅ぼし尽さ

なかった民に、ソロモンは強制徴募をおこなって今日に

及んでいる。 9しかし、イスラエルの人々をソロモンは

その工事のためには、ひとりも奴隷としなかった。彼ら

は兵士となり、将校となり、戦車と、騎兵の長となった

。 10これらはソロモン王のおもな官吏で、二百五十人あ

り、民を治めた。 11ソロモンはパロの娘をダビデの町か

ら連れ上って、彼女のために建てた家に入れて言った、

「主の箱を迎えた所は神聖であるから、わたしの妻はイ

スラエルの王ダビデの家に住んではならない」。 12ソロ

モンは廊の前に築いておいた主の祭壇の上で主に燔祭を

ささげた。 13すなわちモーセの命令に従って、毎日定め

のようにささげ、安息日、新月および年に三度の祭、す

なわち種入れぬパンの祭、七週の祭、仮庵の祭にこれを

ささげた。 14ソロモンは、その父ダビデのおきてに従っ

て、祭司の組を定めてその職に任じ、またレビびとをそ

の勤めに任じて、毎日定めのように祭司の前でさんびと

奉仕をさせ、また門を守る者に、その組にしたがって、

もろもろの門を守らせた。これは神の人ダビデがこのよ

うに命じたからである。 15祭司とレビびとはすべての事

につき、また倉の事について、王の命令にそむかなかっ

た。 16このようにソロモンは、主の宮の基をすえた日か

らこれをなし終えたときまで、その工事の準備をことご

とくなしたので、主の宮は完成した。 17それからソロモ

ンはエドムの地の海べにあるエジオン・ゲベルおよびエ

ロテへ行った。 18時にヒラムはそのしもべどもの手によ

って船団を彼に送り、また海の事になれたしもべどもを

つかわしたので、彼らはソロモンのしもべらと共にオフ

ルへ行き、そこから金四百五十タラントを取って、これ

をソロモン王のもとに携えてきた。

9シバの女王はソロモンの名声を聞いたので、難問をも
ってソロモンを試みようと、非常に多くの従者を連れ

、香料と非常にたくさんの金と宝石とをらくだに負わせ

て、エルサレムのソロモンのもとに来て、その心にある

ことをことごとく彼に告げた。 2ソロモンは彼女のすべ

ての問に答えた。ソロモンが知らないで彼女に説明ので

きないことは一つもなかった。 3シバの女王はソロモン

の知恵と、彼が建てた家を見、 4またその食卓の食物と

、列座の家来たちと、その侍臣たちの伺候振りと彼らの

服装、および彼の給仕たちとその服装、ならびに彼が主

の宮でささげる燔祭を見て、全く気を奪われてしまった

。 5彼女は王に言った、「わたしが国であなたの事と、

あなたの知恵について聞いたうわさは真実でした。 6し

かしわたしは来て目に見るまでは、そのうわさを信じま

せんでしたが、今見ると、あなたの知恵の大いなること

はその半分もわたしに知らされませんでした。あなたは

わたしの聞いたうわさにまさっています。 7あなたの奥
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方たちはさいわいです。常にあなたの前に立って、あな

たの知恵を聞くこのあなたの家来たちはさいわいです。

8あなたの神、主はほむべきかな。主はあなたを喜び、

あなたをその位につかせ、あなたの神、主のために王と

されました。あなたの神はイスラエルを愛して、とこし

えにこれを堅くするために、あなたをその王とされ、公

道と正義を行われるのです」。 9そして彼女は金百二十

タラント、および非常に多くの香料と宝石とを王に贈っ

た。シバの女王がソロモンに贈ったような香料は、いま

だかつてなかった。 10オフルから金を携えて来たヒラム

のしもべたちとソロモンのしもべたちはまた、びゃくだ

んの木と宝石をも携えて来た。 11王はそのびゃくだんの

木で、主の宮と王の家とに階段を造り、また歌うたう者

のために琴と立琴を造った。このようなものはかつてユ

ダの地で見たことがなかった。 12ソロモン王は、シバの

女王が贈った物に報いたほかに、彼女の望みにまかせて

、すべてその求めるものを贈った。そして彼女はその家

来たちと共に自分の国へ帰って行った。 13さて一年の間

にソロモンの所にはいって来た金の目方は六百六十六タ

ラントであった。 14このほかに貿易商および商人の携え

て来たものがあった。またアラビヤのすべての王たちお

よび国の代官たちも金銀をソロモンに携えてきた。 15ソ

ロモン王は延金の大盾二百を造った。その大盾にはおの

おの六百シケルの延金を用いた。 16また延金の小盾三百

を造った。小盾にはおのおの三百シケルの金を用いた。

王はこれらをレバノンの森の家に置いた。 17王はまた大

きな象牙の玉座を造り、純金でこれをおおった。 18その

玉座には六つの段があり、また金の足台があって共に玉

座につらなり、その座する所の両方に、ひじかけがあっ

て、ひじかけのわきに二つのししが立っていた。 19また

十二のししが六つの段のおのおのの両側に立っていた。

このような物はどこの国でも造られたことがなかった。

20ソロモン王が飲むときに用いた器はみな金であった。

またレバノンの森の家の器もみな純金であって、銀はソ

ロモンの世には尊ばれなかった。 21これは王の船がヒラ

ムのしもべたちを乗せてタルシシへ行き、三年ごとに一

度、そのタルシシの船が金、銀、象牙、さる、くじゃく

を載せて来たからである。 22このようにソロモン王は富

と知恵において、地のすべての王にまさっていたので、

23地のすべての王は神がソロモンの心に授けられた知恵

を聞こうとしてソロモンに謁見を求めた。 24人々はおの

おの贈り物を携えてきた。すなわち銀の器、金の器、衣

服、没薬、香料、馬、騾馬など年々定まっていた。 25ソ

ロモンは馬と戦車のために馬屋四千と騎兵一万二千を持

ち、これを戦車の町に置き、またエルサレムの王のもと

に置いた。 26彼はユフラテ川からペリシテびとの地と、

エジプトの境に至るまでのすべての王を治めた。 27王は

また銀を石のようにエルサレムに多くし、香柏を平野の

いちじく桑のように多くした。 28また人々はエジプトお

よび諸国から馬をソロモンのために輸入した。 29ソロモ

ンのそのほかの始終の行為は、預言者ナタンの書と、シ

ロびとアヒヤの預言と、先見者イドがネバテの子ヤラベ

アムについて述べた黙示のなかに、しるされているでは

ないか。 30ソロモンはエルサレムで四十年の間イスラエ

ルの全地を治めた。 31ソロモンはその先祖たちと共に眠

って、父ダビデの町に葬られ、その子レハベアムが代っ

て王となった。

10レハベアムはシケムへ行った。すべてのイスラエル
びとが彼を王にしようとシケムへ行ったからである

。 2ネバテの子ヤラベアムは、ソロモンを避けてエジプ

トにのがれていたが、これを聞いてエジプトから帰った

ので、 3人々は人をつかわして彼を招いた。そこでヤラ

ベアムとすべてのイスラエルは来て、レハベアムに言っ

た、 4「あなたの父は、われわれのくびきを重くしまし

たが、今あなたの父のきびしい使役と、あなたの父が、

われわれに負わせた重いくびきを軽くしてください。そ

うすればわたしたちはあなたに仕えましょう」。 5レハ

ベアムは彼らに答えた、「三日の後、またわたしの所に

来なさい」。それで民は去った。 6レハベアム王は父ソ

ロモンの存命中ソロモンに仕えた長老たちに相談して言

った、「あなたがたはこの民にどう返答すればよいと思

いますか」。 7彼らはレハベアムに言った、「あなたが

もしこの民を親切にあつかい、彼らを喜ばせ、ねんごろ

に語られるならば彼らは長くあなたのしもべとなるでし

ょう」。 8しかし彼は長老たちが与えた勧めをすてて、

自分と一緒に大きくなって自分に仕えている若者たちに

相談して、 9彼らに言った、「あなたがたは、この民が

わたしに向かって、『あなたの父上が、われわれに負わ

せたくびきを軽くしてください』と言うのに、われわれ

はなんと返答すればよいと思いますか」。 10彼と一緒に

大きくなった若者たちは彼に言った、「あなたに向かっ

て、『あなたの父は、われわれのくびきを重くしたが、

あなたは、それをわれわれのために軽くしてください』

と言ったこの民に、こう言いなさい、『わたしの小指は

父の腰よりも太い、 11父はあなたがたに重いくびきを負

わせたが、わたしはさらに、あなたがたのくびきを重く

しよう。父はむちであなたがたを懲らしたが、わたしは

さそりであなたがたを懲らそう』」。 12さてヤラベアム

と民は皆、王が「三日目にわたしのところに来なさい」

と言ったとおりに、三日目にレハベアムのところへ行っ

た。 13王は荒々しく彼らに答えた。すなわちレハベアム

王は長老たちの勧めをすて、 14若者たちの勧めに従い、

彼らに告げて言った、「父はあなたがたのくびきを重く

したが、わたしは更にこれを重くしよう。父はむちであ

なたがたを懲らしたが、わたしはさそりであなたがたを

懲らそう」。 15このように王は民の言うことを聞きいれ

なかった。これは主が、かつてシロびとアヒヤによって

、ネバテの子ヤラベアムに言われた言葉を成就するため

に、神がなされたのであった。 16イスラエルの人々は皆

、王が自分たちの言うことを聞きいれないのを見たので

、民は王に答えて言った、「われわれはダビデのうちに

何の分があろうか。われわれはエッサイの子のうちに嗣

業がない。イスラエルよ、めいめいの天幕に帰れ。ダビ

デよ、今あなたの家を見よ」。そしてイスラエルは皆彼

らの天幕へ去って行った。 17しかしレハベアムはユダの

町々に住んでいるイスラエルの人々を治めた。 18レハベ

アム王は徴募人の監督であったアドラムをつかわしたが

、イスラエルの人々が石で彼を撃ち殺したので、レハベ

アム王は急いで車に乗り、エルサレムに逃げた。 19こう

してイスラエルはダビデの家にそむいて今日に至った。

11レハベアムはエルサレムに来て、ユダとベニヤミン
の家の者、すなわち、えり抜きの軍人十八万人を集

め、国を取りもどすためにイスラエルと戦おうとしたが

、 2主の言葉が神の人シマヤに臨んで言った、 3「ソロ



歴代誌Ⅱ263

モンの子、ユダの王レハベアムおよびユダとベニヤミン

にいるすべてのイスラエルの人々に言いなさい、 4『主

はこう仰せられる、あなたがたは上ってはならない。あ

なたがたの兄弟と戦ってはならない。おのおの自分の家

に帰りなさい。この事はわたしから出たのである』」。

それで人々は主の言葉を聞き、ヤラベアムを攻めに行く

のをやめて帰った。 5レハベアムはエルサレムに住んで

、ユダに防衛の町々を建てた。 6すなわちベツレヘム、

エタム、テコア、 7ベテズル、ソコ、アドラム、 8ガテ

、マレシャ、ジフ、 9アドライム、ラキシ、アゼカ、 10

ゾラ、アヤロン、およびヘブロン。これらはユダとベニ

ヤミンにあって要害の町々である。 11彼はその要害を堅

固にし、これに軍長を置き、糧食と油とぶどう酒をたく

わえ、 12またそのすべての町に盾とやりを備えて、これ

を非常に強化し、そしてユダとベニヤミンを確保した。

13イスラエルの全地の祭司とレビびとは四方の境から来

てレハベアムに身を寄せた。 14すなわちレビびとは自分

の放牧地と領地を離れてユダとエルサレムに来た。これ

はヤラベアムとその子らが彼らを排斥して、主の前に祭

司の務をさせなかったためである。 15ヤラベアムは高き

所と、みだらな神と、自分で造った子牛のために自分の

祭司を立てた。 16またイスラエルのすべての部族のうち

で、すべてその心を傾けて、イスラエルの神、主を求め

る者は先祖の神、主に犠牲をささげるために、レビびと

に従ってエルサレムに来た。 17このように彼らはユダの

国を堅くし、ソロモンの子レハベアムを三年の間強くし

た。彼らは三年の間ダビデとソロモンの道に歩んだから

である。 18レハベアムはダビデの子エレモテの娘マハラ

テを妻にめとった。マハラテはエッサイの子エリアブの

娘アビハイルが産んだ者である。 19彼女はエウシ、シマ

リヤおよびザハムの三子を産んだ。 20彼はまた彼女の後

にアブサロムの娘マアカをめとった。マアカはアビヤ、

アッタイ、ジザおよびシロミテを産んだ。 21レハベアム

はアブサロムの娘マアカをすべての妻とそばめにまさっ

て愛した。彼は妻十八人、そばめ六十人をめとって、男

の子二十八人と女の子六十人をもうけた。 22レハベアム

はマアカの子アビヤを立ててかしらとし、その兄弟の長

とした。彼はアビヤを王にしようと思ったからである。

23それで王は賢くとり行い、そのむすこたちをことごと

く、ユダとベニヤミンの全地方にあるすべての要害の町

に散在させ、彼らに糧食を多く与え、また多くの妻を得

させた。

12レハベアムはその国が堅く立ち、強くなるに及んで
、主のおきてを捨てた。イスラエルも皆彼にならっ

た。 2彼らがこのように主に向かって罪を犯したので、

レハベアム王の五年にエジプトの王シシャクがエルサレ

ムに攻め上ってきた。 3その戦車は一千二百、騎兵は六

万、また彼に従ってエジプトから来た民、すなわちリビ

アびと、スキびと、エチオピヤびとは無数であった。 4

シシャクはユダの要害の町々を取り、エルサレムに迫っ

て来た。 5そこで預言者シマヤは、レハベアムおよびシ

シャクのゆえに、エルサレムに集まったユダのつかさた

ちのもとにきて言った、「主はこう仰せられる、『あな

たがたはわたしを捨てたので、わたしもあなたがたを捨

ててシシャクにわたした』と」。 6そこでイスラエルの

つかさたち、および王はへりくだって、「主は正しい」

と言った。 7主は彼らのへりくだるのを見られたので、

主の言葉がシマヤにのぞんで言った、「彼らがへりくだ

ったから、わたしは彼らを滅ぼさないで、間もなく救を

施す。わたしはシシャクの手によって、怒りをエルサレ

ムに注ぐことをしない。 8しかし彼らはシシャクのしも

べになる。これは彼らがわたしに仕えることと、国々の

王たちに仕えることとの相違を知るためである」。 9エ

ジプトの王シシャクはエルサレムに攻めのぼって、主の

宮の宝物と、王の家の宝物とを奪い去った。すなわちそ

れらをことごとく奪い去り、またソロモンの造った金の

盾をも奪い去った。 10それでレハベアム王は、その代り

に青銅の盾を造って、王の家の門を守る侍衛長たちの手

に渡した。 11王が主の宮にはいるごとに侍衛は来て、こ

れを負い、またこれを侍衛のへやへ持って帰った。 12レ

ハベアムがへりくだったので主の怒りは彼を離れ、彼を

ことごとく滅ぼそうとはされなかった。またユダの事情

もよくなった。 13レハベアム王はエルサレムで自分の地

位を確立し、世を治めた。すなわちレハベアムは四十一

歳のとき位につき、十七年の間エルサレムで世を治めた

。エルサレムは主がその名を置くためにイスラエルのす

べての部族のうちから選ばれた町である。彼の母はアン

モンの女で、名をナアマといった。 14レハベアムは主を

求めることに心を傾けないで、悪い事を行った。 15レハ

ベアムの始終の行為は、預言者シマヤおよび先見者イド

の書にしるされているではないか。レハベアムとヤラベ

アムとの間には絶えず戦争があった。 16レハベアムはそ

の先祖たちと共に眠って、ダビデの町に葬られ、その子

アビヤが彼に代って王となった。

13ヤラベアム王の第十八年にアビヤがユダの王となっ
た。 2彼は三年の間エルサレムで世を治めた。彼の

母はギベアのウリエルの娘で、名をミカヤといった。 3

ここにアビヤとヤラベアムとの間に戦争が起り、アビヤ

は四十万の精兵から成る勇敢な軍勢をもって戦いにいで

、ヤラベアムも大勇士から成る八十万の精兵をもって、

これに向かって戦いの備えをした。 4時にアビヤはエフ

ライムの山地にあるゼマライム山の上に立って言った、

「ヤラベアムおよびイスラエルの人々よ皆聞け。 5あな

たがたはイスラエルの神、主が塩の契約をもってイスラ

エルの国をながくダビデとその子孫に賜わったことを知

らないのか。 6ところがダビデの子ソロモンの家来であ

るネバテの子ヤラベアムが起って、その主君にそむき、

7また卑しい無頼のともがらが集まって彼にくみし、ソ

ロモンの子レハベアムに敵したが、レハベアムは若く、

かつ意志が弱くてこれに当ることができなかった。 8今

また、あなたがたは大軍をたのみ、またヤラベアムが造

って、あなたがたの神とした金の子牛をたのんで、ダビ

デの子孫の手にある主の国に敵対しようとしている。 9

またあなたがたはアロンの子孫である主の祭司とレビび

ととを追いだして、他の国々の民がするように祭司を立

てたではないか。すなわちだれでも若い雄牛一頭、雄羊

七頭を携えてきて、自分を聖別する者は皆あの神でない

者の祭司とすることができた。 10しかしわれわれにおい

ては、主がわれわれの神であって、われわれは彼を捨て

ない。また主に仕える祭司はアロンの子孫であり、働き

をなす者はレビびとである。 11彼らは朝ごと夕ごとに主

に燔祭と、こうばしい香をささげ、供えのパンを純金の

机の上に供え、また金の燭台とそのともしび皿を整えて

、夕ごとにともすのである。このようにわれわれはわれ
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われの神、主の務を守っているが、あなたがたは彼を捨

てた。 12見よ、神はみずからわれわれと共におられて、

われわれのかしらとなられ、また、その祭司たちはラッ

パを吹きならして、あなたがたを攻める。イスラエルの

人々よ、あなたがたの先祖の神、主に敵して戦ってはな

らない。あなたがたは成功しない」。 13ヤラベアムは伏

兵を彼らのうしろに回らせたので、彼の軍隊はユダの前

にあり、伏兵は彼らのうしろにあった。 14ユダはうしろ

を見ると、敵が前とうしろとにあったので、主に向かっ

て呼ばわり、祭司たちはラッパを吹いた。 15そこでユダ

の人々はときの声をあげた。ユダの人々がときの声をあ

げると、神はヤラベアムとイスラエルの人々をアビヤと

ユダの前に打ち敗られたので、 16イスラエルの人々はユ

ダの前から逃げた。神が彼らをユダの手に渡されたので

、 17アビヤとその民は、彼らをおびただしく撃ち殺した

。イスラエルの殺されて倒れた者は五十万人、皆精兵で

あった。 18このように、この時イスラエルの人々は打ち

負かされ、ユダの人々は勝を得た。彼らがその先祖の神

、主を頼んだからである。 19アビヤはヤラベアムを追撃

して数個の町を彼から取った。すなわちベテルとその村

里、エシャナとその村里、エフロンとその村里である。

20ヤラベアムは、アビヤの世には再び力を得ることがで

きず、主に撃たれて死んだ。 21しかしアビヤは強くなり

、妻十四人をめとり、むすこ二十二人、むすめ十六人を

もうけた。 22アビヤのその他の行為すなわちその行動と

言葉は、預言者イドの注釈にしるされている。

14アビヤはその先祖たちと共に眠って、ダビデの町に
葬られ、その子アサが代って王となった。アサの治

世に国は十年の間、穏やかであった。 2アサはその神、

主の目に良しと見え、また正しと見えることを行った。

3彼は異なる祭壇と、もろもろの高き所を取り除き、石

柱をこわし、アシラ像を切り倒し、 4ユダに命じてその

先祖たちの神、主を求めさせ、おきてと戒めとを行わせ

、 5ユダのすべての町々から、高き所と香の祭壇とを取

り除いた。そして国は彼のもとに穏やかであった。 6彼

は国が穏やかであったので、要害の町数個をユダに建て

た。また主が彼に平安を賜わったので、この年ごろ戦争

がなかった。 7彼はユダに言った、「われわれはこれら

の町を建て、その周囲に石がきを築き、やぐらを建て、

門と貫の木を設けよう。われわれがわれわれの神、主を

求めたので、この国はなおわれわれのものであり、われ

われが彼を求めたので、四方において、われわれに平安

を賜わった」。こうして彼らは滞りなく建て終った。 8

アサの軍隊はユダから出た者三十万人あって、盾とやり

をとり、ベニヤミンから出た者二十八万人あって、小盾

をとり、弓を引いた。これはみな大勇士であった。 9エ

チオピヤびとゼラが、百万の軍隊と三百の戦車を率いて

、マレシャまで攻めてきた。 10アサは出て、これを迎え

、マレシャのゼパタの谷に戦いの備えをした。 11時にア

サはその神、主に向かって呼ばわって言った、「主よ、

力のある者を助けることも、力のない者を助けることも

、あなたにおいては異なることはありません。われわれ

の神、主よ、われわれをお助けください。われわれはあ

なたに寄り頼み、あなたの名によってこの大軍に当りま

す。主よ、あなたはわれわれの神です。どうぞ人をあな

たに勝たせないでください」。 12そこで主はアサの前と

ユダの前でエチオピヤびとを撃ち敗られたので、エチオ

ピヤびとは逃げ去った。 13アサと彼に従う民は彼らをゲ

ラルまで追撃したので、エチオピヤびとは倒れて、生き

残った者はひとりもなかった。主と主の軍勢の前に撃ち

破られたからである。ユダの人々の得たぶんどり物は非

常に多かった。 14彼らはまた、ゲラルの周囲の町々をこ

とごとく撃ち破った。主の恐れが彼らの上に臨んだから

である。そして彼らはそのすべての町をかすめ奪った。

その内に多くの物があったからである。 15また家畜をも

っている者の天幕を襲い、多くの羊とらくだを奪い取っ

て、エルサレムに帰った。

15時に神の霊がオデデの子アザリヤに臨んだので、 2

彼は出ていってアサを迎え、これに言った、「アサ

およびユダとベニヤミンの人々よ、わたしに聞きなさい

。あなたがたが主と共におる間は、主もあなたがたと共

におられます。あなたがたが、もし彼を求めるならば、

彼に会うでしょう。しかし、彼を捨てるならば、彼もあ

なたがたを捨てられるでしょう。 3そもそも、イスラエ

ルには長い間、まことの神がなく、教をなす祭司もなく

、律法もなかった。 4しかし、悩みの時、彼らがイスラ

エルの神、主に立ち返り、彼を求めたので彼に会った。

5そのころは、出る者にも入る者にも、平安がなく、大

いなる騒乱が国々のすべての住民を悩ました。 6国は国

に、町は町に撃ち砕かれた。神がもろもろの悩みをもっ

て彼らを苦しめられたからです。 7しかしあなたがたは

勇気を出しなさい。手を弱くしてはならない。あなたが

たのわざには報いがあるからです」。 8アサはこれらの

言葉すなわちオデデの子アザリヤの預言を聞いて勇気を

得、憎むべき偶像をユダとベニヤミンの全地から除き、

また彼がエフライムの山地で得た町々から除き、主の宮

の廊の前にあった主の祭壇を再興した。 9彼はまたユダ

とベニヤミンの人々およびエフライム、マナセ、シメオ

ンから来て、彼らの間に寄留していた者を集めた。その

神、主がアサと共におられるのを見て、イスラエルから

アサのもとに下った者が多くあったからである。 10彼ら

はアサの治世の十五年の三月にエルサレムに集まり、 11

携えてきたぶんどり物のうちから牛七百頭、羊七千頭を

その日主にささげた。 12そして彼らは契約を結び、心を

つくし、精神をつくして先祖の神、主を求めることと、

13すべてイスラエルの神、主を求めない者は老幼男女の

別なく殺さるべきことを約した。 14そして彼らは大声を

あげて叫び、ラッパを吹き、角笛を鳴らして、主に誓い

を立てた。 15ユダは皆その誓いを喜んだ。彼らは心をつ

くして誓いを立て、精神をつくして主を求めたので、主

は彼らに会い、四方で彼らに安息を賜わった。 16アサ王

の母マアカがアシラのために憎むべき像を造ったので、

アサは彼女をおとして太后とせず、その憎むべき像を切

り倒して粉々に砕き、キデロン川でそれを焼いた。 17た

だし高き所はイスラエルから除かなかったが、アサの心

は一生の間、正しかった。 18彼はまた、その父のささげ

た物および自分のささげた物、すなわち銀、金並びに器

物などを主の宮に携え入れた。 19そしてアサの治世の三

十五年までは再び戦争がなかった。

16アサの治世の三十六年にイスラエルの王バアシャは
ユダに攻め上り、ユダの王アサの所にだれをも出入

りさせないためにラマを築いた。 2そこでアサは主の宮

と王の家の宝蔵から金銀を取り出し、ダマスコに住んで



歴代誌Ⅱ265

いるスリヤの王ベネハダデに贈って言った、 3「わたし

の父とあなたの父の間のように、わたしとあなたの間に

同盟を結びましょう。わたしはあなたに金銀を贈ります

。行って、あなたとイスラエルの王バアシャとの同盟を

破り、彼をわたしから撤退させてください」。 4ベネハ

ダデはアサ王の言うことを聞き、自分の軍勢の長たちを

つかわしてイスラエルの町々を攻め、イヨンとダンとア

ベル・マイムおよびナフタリのすべての倉の町を撃った

。 5バアシャはこれを聞いて、ラマを築くことをやめ、

その工事を廃した。 6そこでアサ王はユダの全国の人々

を引き連れ、バアシャがラマを建てるために用いた石と

木材を運んでこさせ、それをもってゲバとミヅパを建て

た。 7そのころ先見者ハナニがユダの王アサのもとに来

て言った、「あなたがスリヤの王に寄り頼んで、あなた

の神、主に寄り頼まなかったので、スリヤ王の軍勢はあ

なたの手からのがれてしまった。 8かのエチオピヤびと

と、リビアびとは大軍で、その戦車と騎兵は、はなはだ

多かったではないか。しかしあなたが主に寄り頼んだの

で、主は彼らをあなたの手に渡された。 9主の目はあま

ねく全地を行きめぐり、自分に向かって心を全うする者

のために力をあらわされる。今度の事では、あなたは愚

かな事をした。ゆえにこの後、あなたに戦争が臨むであ

ろう」。 10するとアサはその先見者を怒って、獄屋に入

れた。この事のために激しく彼を怒ったからである。ア

サはまたそのころ民のある者をしえたげた。 11見よ、ア

サの始終の行為は、ユダとイスラエルの列王の書にしる

されている。 12アサはその治世の三十九年に足を病み、

その病は激しくなったが、その病の時にも、主を求めな

いで医者を求めた。 13アサは先祖たちと共に眠り、その

治世の四十一年に死んだ。 14人々は彼が自分のためにダ

ビデの町に掘っておいた墓に葬り、製香の術をもって造

った様々の香料を満たした床に横たえ、彼のためにおび

ただしく香をたいた。

17アサの子ヨシャパテがアサに代って王となり、イス
ラエルに向かって自分を強くし、 2ユダのすべての

堅固な町々に軍隊を置き、またユダの地およびその父ア

サが取ったエフライムの町々に守備隊を置いた。 3主は

ヨシャパテと共におられた。彼がその父ダビデの最初の

道に歩んで、バアルに求めず、 4その父の神に求めて、

その戒めに歩み、イスラエルの行いにならわなかったか

らである。 5それゆえ、主は国を彼の手に堅く立てられ

、またユダの人々は皆ヨシャパテに贈り物を持ってきた

。彼は大いなる富と誉とを得た。 6そこで彼は主の道に

心を励まし、さらに高き所とアシラ像とをユダから除い

た。 7彼はまたその治世の三年に、つかさたちベネハイ

ル、オバデヤ、ゼカリヤ、ネタンエルおよびミカヤをつ

かわしてユダの町々で教えさせ、 8また彼らと共にレビ

びとのうちからシマヤ、ネタニヤ、ゼバデヤ、アサヘル

、セミラモテ、ヨナタン、アドニヤ、トビヤ、トバドニ

ヤをつかわし、またこれらのレビびとと共に祭司エリシ

ャマとヨラムをもつかわした。 9彼らは主の律法の書を

携えて、ユダで教をなし、またユダの町々をことごとく

巡回して、民の間に教をなした。 10そこでユダの周囲の

国々は皆主を恐れ、ヨシャパテと戦うことをしなかった

。 11また、ペリシテびとのうちで贈り物や、みつぎの銀

をヨシャパテの所に持ってくる者があり、またアラビヤ

びとは雄羊七千七百頭、雄やぎ七千七百頭を彼に持って

きた。 12こうしてヨシャパテはますます大いになり、ユ

ダに要害および倉の町を建て、 13ユダの町々に多くの軍

需品を持ち、またエルサレムに大勇士である軍人たちを

持っていた。 14彼らをその氏族によって数えれば次のと

おりである。すなわちユダから出た千人の長のうちでは

、アデナという軍長と彼に従う大勇士三十万人、 15その

次は軍長ヨハナンと彼に従う者二十八万人、 16その次は

喜んでその身を主にささげた者ジクリの子アマジヤと彼

に従う大勇士二十万人。 17ベニヤミンから出た者のうち

では、エリアダという大勇士と彼に従う弓および盾を持

つ者二十万人、 18その次はヨザバデと彼に従う戦いの備

えある者十八万人である。 19これらは皆王に仕える者た

ちで、このほかにまたユダ全国の堅固な町々に、王が駐

在させた者があった。

18ヨシャパテは大いなる富と誉とをもち、アハブと縁
を結んだ。 2彼は数年の後、サマリヤに下って、ア

ハブをおとずれた。アハブは彼と彼に従ってきた民のた

めに羊と牛を多くほふり、ラモテ・ギレアデに一緒に攻

め上ることを彼にすすめた。 3イスラエルの王アハブは

ユダの王ヨシャパテに言った、「あなたはわたしと一緒

にラモテ・ギレアデに攻めて行きますか」。ヨシャパテ

は答えた、「わたしはあなたと一つです、わたしの民は

あなたの民と一つです。わたしはあなたと一緒に戦いに

臨みましょう」。 4ヨシャパテはまたイスラエルの王に

言った、「まず主の言葉を求めなさい」。 5そこでイス

ラエルの王は預言者四百人を集めて彼らに言った、「わ

れわれはラモテ・ギレアデに、戦いに行くべきか、ある

いは控えるべきか」。彼らは言った、「上って行きなさ

い。神はそれを王の手にわたされるでしょう」。 6ヨシ

ャパテは言った、「ほかにわれわれが問うべき主の預言

者はここにいませんか」。 7イスラエルの王はヨシャパ

テに言った、「ほかになおひとりいます。われわれはこ

の人によって主に問うことができますが、彼はわたしに

ついて良い事を預言したことがなく、常に悪いことだけ

を預言するので、わたしは彼を憎みます。その者はイム

ラの子ミカヤです」。ヨシャパテは言った、「王よ、そ

うは言わないでください」。 8そこでイスラエルの王は

ひとりの役人を呼んで、「イムラの子ミカヤを急いで連

れてきなさい」と言った。 9さてイスラエルの王および

ユダの王ヨシャパテは王の衣を着て、サマリヤの門の入

口の広場におのおのその玉座に座し、預言者たちは皆そ

の前で預言していた。 10ケナアナの子ゼデキヤは鉄の角

を造って言った、「主はこう仰せられます、『あなたは

これらの角をもってスリヤびとを突いて滅ぼし尽しなさ

い』」。 11預言者たちは皆そのように預言して言った、

「ラモテ・ギレアデに上っていって勝利を得なさい。主

はそれを王の手にわたされるでしょう」。 12さてミカヤ

を呼びに行った使者は彼に言った、「預言者たちは一致

して王に良い事を言いました。どうぞ、あなたの言葉も

、彼らのひとりの言葉のようにし、良い事を言ってくだ

さい」。 13ミカヤは言った、「主は生きておられる。わ

が神の言われることをわたしは申します」。 14彼が王の

所へ行くと、王は彼に言った、「ミカヤよ、われわれは

ラモテ・ギレアデに戦いに行くべきか、あるいは控える

べきか」。彼は言った、「上って行って勝利を得なさい

。彼らはあなたの手にわたされるでしょう」。 15しかし

王は彼に言った、「幾たびあなたを誓わせたら、あなた
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は主の名をもって、ただ真実のみをわたしに告げるだろ

うか」。 16彼は言った、「わたしはイスラエルが皆牧者

のない羊のように山に散っているのを見ました。すると

主は『これらの者は主人をもっていない。彼らをそれぞ

れ安らかに、その家に帰らせよ』と言われました」。 17

イスラエルの王はヨシャパテに言った、「わたしはあな

たに、彼はわたしについて良い事を預言せず、ただ悪い

事だけを預言すると告げたではありませんか」。 18ミカ

ヤは言った、「それだから主の言葉を聞きなさい。わた

しは主がその玉座に座し、天の万軍がその右左に立って

いるのを見たが、 19主は、『だれがイスラエルの王アハ

ブをいざなって、ラモテ・ギレアデに上らせ、彼を倒れ

させるであろうか』と言われた。するとひとりは、こう

しようと言い、ひとりは、ああしようと言った。 20その

時一つの霊が進み出て、主の前に立ち、『わたしが彼を

いざないましょう』と言ったので、主は彼に『何をもっ

てするか』と言われた。 21彼は『わたしが出て行って、

偽りを言う霊となって、すべての預言者の口に宿りまし

ょう』と言った。そこで主は『おまえは彼をいざなって

、それをなし遂げるであろう。出て行って、そうしなさ

い』と言われた。 22それゆえ、主は偽りを言う霊をこの

預言者たちの口に入れ、また主はあなたについて災を告

げられたのです」。 23するとケナアナの子ゼデキヤが近

寄ってミカヤのほおを打って言った、「主の霊がどの道

からわたしを離れて行って、あなたに語りましたか」。

24ミカヤは言った、「あなたが奥の間にはいって身を隠

す日に見るでしょう」。 25イスラエルの王は言った、「

ミカヤを捕え、町のつかさアモンと王の子ヨアシの所へ

引いて行って、 26言いなさい、『王はこう言う、この者

を獄屋に入れ、少しばかりのパンと水をもって彼を養い

、わたしが勝利を得て帰ってくるのを待て』と」。 27ミ

カヤは言った、「あなたがもし勝利を得て帰るならば、

主はわたしによって語られなかったのです」。また彼は

言った、「あなたがたすべての民よ、聞きなさい」。 28

こうしてイスラエルの王とユダの王ヨシャパテは、ラモ

テ・ギレアデに上った。 29イスラエルの王はヨシャパテ

に言った、「わたしは姿を変えて戦いに行きましょう。

しかしあなたは王の衣を着けなさい」。イスラエルの王

は姿を変えて戦いに行った。 30さて、スリヤの王は、そ

の戦車隊長たちに命じて言った、「あなたがたは小さい

者とも、大きい者とも戦ってはならない。ただイスラエ

ルの王とのみ戦いなさい」。 31戦車隊長らはヨシャパテ

を見たとき、これはきっとイスラエルの王だと思ったの

で、身を巡らしてこれと戦おうとした。しかしヨシャパ

テが呼ばわったので、主はこれを助けられた。すなわち

神は敵を彼から離れさせられた。 32戦車隊長らは彼がイ

スラエルの王でないのを見たので、彼を追うことをやめ

て引き返した。 33しかし、ひとりの人が、なにごころな

く弓を引いて、イスラエルの王の胸当と、くさずりの間

を射たので、彼はその車の御者に言った、「わたしは傷

を受けたから、車をめぐらして、わたしを軍中から運び

出せ」。 34その日戦いは激しくなった。イスラエルの王

は車の中に自分をささえて立ち、夕暮までスリヤびとに

向かっていたが、日の入るころになって死んだ。

19ユダの王ヨシャパテは、つつがなくエルサレムの自
分の家に帰った。 2そのとき、先見者ハナニの子エ

ヒウが出てヨシャパテを迎えて言った、「あなたは悪人

を助け、主を憎む者を愛してよいのですか。それゆえ怒

りが主の前から出て、あなたの上に臨みます。 3しかし

あなたには、なお良い事もあります。あなたはアシラ像

を国の中から除き、心を傾けて神を求められました」。

4ヨシャパテはエルサレムに住んでいたが、また出て、

ベエルシバからエフライムの山地まで民の中を巡り、先

祖たちの神、主に彼らを導き返した。 5彼はまたユダの

国中、すべての堅固な町ごとに裁判人を置いた。 6そし

て裁判人たちに言った、「あなたがたは自分のする事に

気をつけなさい。あなたがたは人のために裁判するので

はなく、主のためにするのです。あなたがたが裁判する

時には、主はあなたがたと共におられます。 7だからあ

なたがたは主を恐れ、慎んで行いなさい。われわれの神

、主には不義がなく、人をかたより見ることなく、まい

ないを取ることもないからです」。 8ヨシャパテはまた

レビびと、祭司、およびイスラエルの氏族の長たちを選

んでエルサレムに置き、主のために裁判を行い、争議の

解決に当らせた。彼らはエルサレムに居住した。 9ヨシ

ャパテは彼らに命じて言った、「あなたがたは主を恐れ

、真実と真心とをもって行わなければならない。 10すべ

てその町々に住んでいるあなたがたの兄弟たちから、血

を流した事または律法と戒め、定めとおきてなどの事に

ついて訴えてきたならば、彼らをさとして、主の前に罪

を犯させず、怒りがあなたがたと、あなたがたの兄弟た

ちに臨まないようにしなさい。そのようにすれば、あな

たがたは罪を犯すことがないでしょう。 11見よ、祭司長

アマリヤは、あなたがたの上にいて、主の事をすべてつ

かさどり、イシマエルの子、ユダの家のつかさゼバデヤ

は王の事をすべてつかさどり、またレビびとはあなたが

たの前にあって役人となります。雄々しく行動しなさい

。主は正直な人と共におられます」。

20この後モアブびと、アンモンびとおよびメウニびと
らがヨシャパテと戦おうと攻めてきた。 2その時あ

る人がきて、ヨシャパテに告げて言った、「海のかなた

のエドムから大軍があなたに攻めて来ます。見よ、彼ら

はハザゾン・タマル（すなわちエンゲデ）にいます」。

3そこでヨシャパテは恐れ、主に顔を向けて助けを求め

、ユダ全国に断食をふれさせた。 4それでユダはこぞっ

て集まり、主の助けを求めた。すなわちユダのすべての

町から人々が来て主を求めた。 5そこでヨシャパテは主

の宮の新しい庭の前で、ユダとエルサレムの会衆の中に

立って、 6言った、「われわれの先祖の神、主よ、あな

たは天にいます神ではありませんか。異邦人のすべての

国を治められるではありませんか。あなたの手には力が

あり、勢いがあって、あなたに逆らいうる者はありませ

ん。 7われわれの神よ、あなたはこの国の民をあなたの

民イスラエルの前から追い払って、あなたの友アブラハ

ムの子孫に、これを永遠に与えられたではありませんか

。 8彼らはここに住み、あなたの名のためにここに聖所

を建てて言いました、 9『つるぎ、審判、疫病、ききん

などの災がわれわれに臨む時、われわれはこの宮の前に

立って、あなたの前におり、その悩みの中であなたに呼

ばわります。すると、あなたは聞いて助けられます。あ

なたの名はこの宮にあるからです』と。 10今アンモン、

モアブ、およびセイル山の人々をごらんなさい。昔イス

ラエルがエジプトの国から出てきた時、あなたはイスラ

エルに彼らを侵すことをゆるされなかったので、イスラ
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エルは彼らを離れて、滅ぼしませんでした。 11彼らがわ

れわれに報いるところをごらんください。彼らは来て、

あなたがわれわれに賜わったあなたの領地からわれわれ

を追い払おうとしています。 12われわれの神よ、あなた

は彼らをさばかれないのですか。われわれはこのように

攻めて来る大軍に当る力がなく、またいかになすべきか

を知りません。ただ、あなたを仰ぎ望むのみです」。 13

ユダの人々はその幼な子、その妻、および子供たちと共

に皆主の前に立っていた。 14その時主の霊が会衆の中で

アサフの子孫であるレビびとヤハジエルに臨んだ。ヤハ

ジエルはゼカリヤの子、ゼカリヤはベナヤの子、ベナヤ

はエイエルの子、エイエルはマッタニヤの子である。 15

ヤハジエルは言った、「ユダの人々、エルサレムの住民

、およびヨシャパテ王よ、聞きなさい。主はあなたがた

にこう仰せられる、『この大軍のために恐れてはならな

い。おののいてはならない。これはあなたがたの戦いで

はなく、主の戦いだからである。 16あす、彼らの所へ攻

め下りなさい。見よ、彼らはヂヅの坂から上って来る。

あなたがたはエルエルの野の東、谷の端でこれに会うで

あろう。 17この戦いには、あなたがたは戦うに及ばない

。ユダおよびエルサレムよ、あなたがたは進み出て立ち

、あなたがたと共におられる主の勝利を見なさい。恐れ

てはならない。おののいてはならない。あす、彼らの所

に攻めて行きなさい。主はあなたがたと共におられるか

らである』」。 18ヨシャパテは地にひれ伏した。ユダの

人々およびエルサレムの民も主の前に伏して、主を拝し

た。 19その時コハテびとの子孫、およびコラびとの子孫

であるレビびとが立ち上がり、大声をあげてイスラエル

の神、主をさんびした。 20彼らは朝早く起きてテコアの

野に出て行った。その出て行くとき、ヨシャパテは立っ

て言った、「ユダの人々およびエルサレムの民よ、わた

しに聞きなさい。あなたがたの神、主を信じなさい。そ

うすればあなたがたは堅く立つことができる。主の預言

者を信じなさい。そうすればあなたがたは成功するでし

ょう」。 21彼はまた民と相談して人々を任命し、聖なる

飾りを着けて軍勢の前に進ませ、主に向かって歌をうた

い、かつさんびさせ、「主に感謝せよ、そのいつくしみ

はとこしえに絶えることがない」と言わせた。 22そして

彼らが歌をうたい、さんびし始めた時、主は伏兵を設け

、かのユダに攻めてきたアンモン、モアブ、セイル山の

人々に向かわせられたので、彼らは打ち敗られた。 23す

なわちアンモンとモアブの人々は立ち上がって、セイル

山の民に敵し、彼らを殺して全く滅ぼしたが、セイルの

民を殺し尽すに及んで、彼らもおのおの互に助けて滅ぼ

しあった。 24ユダの人々は野の物見やぐらへ行って、か

の群衆を見たが、地に倒れた死体だけであって、ひとり

ものがれた者はなかった。 25それでヨシャパテとその民

は彼らの物を奪うために来て見ると、多数の家畜、財宝

、衣服および宝石などおびただしくあったので、おのお

のそれをはぎ取ったが、運びきれないほどたくさんで、

かすめ取るに三日もかかった。それほど物が多かったの

である。 26四日目に彼らはベラカの谷に集まり、その所

で主を祝福した。それでその所の名を今日までベラカの

谷と呼んでいる。 27そしてユダとエルサレムの人々は皆

ヨシャパテを先に立て、喜んでエルサレムに帰ってきた

。主が彼らにその敵のことによって喜びを与えられたか

らである。 28すなわち彼らは立琴、琴およびラッパをも

ってエルサレムの主の宮に来た。 29そしてもろもろの国

の民は主がイスラエルの敵と戦われたことを聞いて神を

恐れた。 30こうして神が四方に安息を賜わったので、ヨ

シャパテの国は穏やかであった。 31このようにヨシャパ

テはユダを治めた。彼は三十五歳の時、王となり、二十

五年の間エルサレムで世を治めた。彼の母の名はアズバ

といってシルヒの娘である。 32ヨシャパテは父アサの道

を歩んでそれを離れず、主の目に正しいと見られること

を行った。 33しかし高き所は除かず、また民はその先祖

の神に心を傾けなかった。 34ヨシャパテのその他の始終

の行為は、ハナニの子エヒウの書にしるされ、イスラエ

ルの列王の書に載せられてある。 35この後ユダの王ヨシ

ャパテはイスラエルの王アハジヤと相結んだ。アハジヤ

は悪を行った。 36ヨシャパテはタルシシへ行く船を造る

ためにアハジヤと相結び、エジオン・ゲベルで一緒に船

数隻を造った。 37その時マレシャのドダワの子エリエゼ

ルはヨシャパテに向かって預言し、「あなたはアハジヤ

と相結んだので、主はあなたの造った物をこわされます

」と言ったが、その船は難破して、タルシシへ行くこと

ができなかった。

21ヨシャパテは先祖たちと共に眠り、先祖たちと共に
ダビデの町に葬られ、その子ヨラムが代って王とな

った。 2ヨシャパテの子であるその兄弟たちはアザリヤ

、エヒエル、ゼカリヤ、アザリヤ、ミカエルおよびシパ

テヤで、皆ユダの王ヨシャパテの子たちであった。 3そ

の父は彼らに金、銀、宝物の賜物を多く与え、またユダ

の要害の町々を与えたが、ヨラムは長子なので、国はヨ

ラムに与えた。 4ヨラムはその父の位に登って強くなっ

た時、その兄弟たちをことごとくつるぎにかけて殺し、

またユダのつかさたち数人を殺した。 5ヨラムは位につ

いた時三十二歳で、エルサレムで八年の間世を治めた。

6彼はアハブの家がしたようにイスラエルの王たちの道

に歩んだ。アハブの娘を妻としたからである。このよう

に彼は主の目の前に悪をおこなったが、 7主はさきにダ

ビデと結ばれた契約のゆえに、また彼とその子孫とにな

がく、ともしびを与えると約束されたことによって、ダ

ビデの家を滅ぼすことを好まれなかった。 8ヨラムの世

にエドムがそむいて、ユダの支配を脱し、みずから王を

立てたので、 9ヨラムはその将校たち、およびすべての

戦車を従えて渡って行き、夜のうちに立ち上がって、自

分を包囲しているエドムびととその戦車の隊長たちを撃

った。 10エドムはこのようにそむいてユダの支配を脱し

、今日に至っている。そのころリブナもまたそむいてユ

ダの支配を脱した。ヨラムが先祖たちの神、主を捨てた

からである。 11彼はまたユダの山地に高き所を造って、

エルサレムの民に姦淫を行わせ、ユダを惑わした。 12そ

の時預言者エリヤから次のような一通の手紙がヨラムの

もとに来た、「あなたの先祖ダビデの神、主はこう仰せ

られる、『あなたは父ヨシャパテの道に歩まず、またユ

ダの王アサの道に歩まないで、 13イスラエルの王たちの

道に歩み、ユダとエルサレムの民に、かのアハブの家が

イスラエルに姦淫を行わせたように、姦淫を行わせ、ま

たあなたの父の家の者で、あなたにまさっているあなた

の兄弟たちを殺したゆえ、 14主は大いなる災をもってあ

なたの民と子供と妻たちと、すべての所有を撃たれる。

15あなたはまた内臓の病気にかかって大病になり、それ

が日に日に重くなって、ついに内臓が出るようになる』

」。 16その時、主はヨラムに対してエチオピヤびとの近
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くに住んでいるペリシテびととアラビヤびとの霊を振り

起されたので、 17彼らはユダに攻め上って、これを侵し

、王の家にある貨財をことごとく奪い去り、またヨラム

の子供と妻たちをも奪い去ったので、末の子エホアハズ

のほかには、ひとりも残った者がなかった。 18このもろ

もろの事の後、主は彼を撃って内臓にいえがたい病気を

起させられた。 19時がたって、二年の終りになり、その

内臓が病気のために出て、重い病苦によって死んだ。民

は彼の先祖のために香をたいたように、彼のために香を

たかなかった。 20ヨラムはその位についた時三十二歳で

、八年の間エルサレムで世を治め、ついに死んだ。ひと

りも彼を惜しむ者がなかった。人々は彼をダビデの町に

葬ったが、王たちの墓にではなかった。

22エルサレムの民はヨラムの末の子アハジヤを彼の代
りに王とした。かつてアラビヤびとと一緒に陣営に

攻めてきた一隊の者が上の子たちをことごとく殺したの

で、ユダの王ヨラムの子アハジヤが王となったのである

。 2アハジヤは王となった時四十二歳で、エルサレムで

一年の間世を治めた。その母はオムリの娘で名をアタリ

ヤといった。 3アハジヤもまたアハブの家の道に歩んだ

。その母が彼の相談相手となって悪を行わせたからであ

る。 4彼はまたアハブの家がしたように主の目の前に悪

を行った。すなわちその父が死んだ後、アハブの家の者

がその相談役となったので、彼はついに自分を滅ぼすに

至った。 5アハジヤはまた彼らの勧めに従って、イスラ

エルの王アハブの子ヨラムと共にラモテ・ギレアデへ行

き、スリヤの王ハザエルと戦ったが、スリヤびとはヨラ

ムに傷を負わせた。 6そこでヨラムはスリヤの王ハザエ

ルと戦った時、ラマで負ったその傷をいやすためにエズ

レルに帰った。ユダの王ヨラムの子アハジヤはアハブの

子ヨラムが病気なのでエズレルに下ってこれを見舞った

。 7アハジヤがヨラムを見舞に行ったことによって滅び

に至ったのは神によって定められたことである。すなわ

ち彼がそこに着いた時、ヨラムと一緒に出て、ニムシの

子エヒウを迎えた。エヒウは主がアハブの家を断ち滅ぼ

すために油を注がれた者である。 8エヒウはアハブの家

を罰するにあたって、ユダのつかさたち、およびアハジ

ヤの兄弟たちの子らがアハジヤに仕えているのを見たの

で、彼らをも殺した。 9アハジヤはサマリヤに隠れてい

たが、エヒウが彼を捜し求めたので、人々は彼を捕え、

エヒウのもとに引いてきて、彼を殺した。ただし「彼は

心をつくして主を求めたヨシャパテの子である」と人々

は言ったのでこれを葬った。こうしてアハジヤの家には

国を統べ治めうる者がなくなった。 10アハジヤの母アタ

リヤは自分の子の死んだのを見て、立ってユダの家の王

子をことごとく滅ぼしたが、 11王の娘エホシバはアハジ

ヤの子ヨアシを王の子たちの殺される者のうちから盗み

取り、彼とそのうばを寝室においた。こうしてエホシバ

がヨアシをアタリヤから隠したので、アタリヤはヨアシ

を殺さなかった。エホシバはヨラム王の娘、またアハジ

ヤの妹で、祭司エホヤダの妻である。 12こうしてヨアシ

は神の宮に隠れて彼らと共におること六年、その間アタ

リヤが国を治めた。

23第七年になって、エホヤダは勇気をだしてエロハム
の子アザリヤ、ヨハナンの子イシマエル、オベデの

子アザリヤ、アダヤの子マアセヤ、ジクリの子エリシャ

パテなどの百人の長たちを招いて契約を結ばせた。 2そ

こで彼らはユダを行きめぐって、ユダのすべての町から

レビびとを集め、またイスラエルの氏族の長たちを集め

て、エルサレムに来た。 3そしてその会衆は皆神の宮で

王と契約を結んだ。その時エホヤダは彼らに言った、「

主がダビデの子孫のことについて言われたように、王の

子が位につくべきです。 4あなたがたのなすべき事はこ

れです。すなわちあなたがた祭司およびレビびとの安息

日にはいって来る者の、三分の一は門を守る者となり、

5三分の一は王の家におり、三分の一は礎の門におり、

民は皆、主の宮の庭にいなさい。 6祭司と、勤めをする

レビびとのほかは、だれも主の宮に、はいってはならな

い。彼らは聖なる者であるから、はいることができる。

民は皆、主の命令を守らなければならない。 7レビびと

はめいめい手に武器をとって王のまわりに立たなければ

ならない。宮にはいる者をすべて殺しなさい。あなたが

たは王がはいる時にも出る時にも、王と共にいなさい」

。 8そこでレビびとおよびユダの人々は、祭司エホヤダ

がすべて命じたように行い、めいめいその組の者で、安

息日にはいって来るべき者と、安息日に出て行くべき者

を率いていた。祭司エホヤダが組の者を去らせなかった

からである。 9また祭司エホヤダは、神の宮にあるダビ

デ王のやりおよび大盾、小盾を百人の長たちに渡し、 10

また王を守るために、すべての民にめいめい手に武器を

とらせ、宮の南側から北側にわたって、祭壇と宮に沿っ

て立たせた。 11こうして王の子を連れ出して、これに冠

をいただかせ、あかしの書を渡して王となし、エホヤダ

およびその子たちが彼に油を注いだ。そして「王万歳」

と言った。 12アタリヤは民の走りながら王をほめる声を

聞いたので、主の宮に入り、民の所へ行って、 13見ると

、王は入口で柱のかたわらに立ち、王のかたわらには将

軍たちとラッパ手が立っており、また国の民は皆喜んで

ラッパを吹き、歌をうたう者は楽器をもってさんびして

いたので、アタリヤは衣を裂いて「反逆だ、反逆だ」と

叫んだ。 14その時エホヤダは軍勢を統率する百人の長た

ちを呼び出し、「列の間から彼女を連れ出せ、彼女に従

う者をつるぎで殺せ」と言った。祭司が彼女を主の宮で

殺してはならないと言ったからである。 15そこで人々は

彼女に手をかけ、王の家の馬の門の入口まで連れて行き

、その所で彼女を殺した。 16エホヤダは自分とすべての

民と王との間に、彼らは皆、主の民となるとの契約を結

んだ。 17そこですべての民はバアルの家に行って、それ

をこわし、その祭壇とその像とを打ち砕き、バアルの祭

司マッタンを祭壇の前で殺した。 18エホヤダはまた主の

宮の守衛を、祭司とレビびとの指揮のもとに置いた。こ

のレビびとは昔ダビデがモーセの律法にしるされている

ように、喜びと歌とをもって主に燔祭をささげるために

、主の宮に配置したものであって、今そのダビデの例に

ならったものである。 19彼はまた主の宮のもろもろの門

に門衛を置き、汚れた者は何によって汚れた者でも、は

いらせないようにした。 20こうしてエホヤダは百人の長

たち、貴族たち、民のつかさたちおよび国のすべての民

を率いて、主の宮から王を連れ下り、上の門から王の家

に進み、王を国の位につかせた。 21国の民は皆喜んだ。

町はアタリヤがつるぎで殺された後、穏やかであった。

24ヨアシは位についた時七歳で、エルサレムで四十年
の間、世を治めた。彼の母はベエルシバから出た者
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で名をヂビアといった。 2ヨアシは祭司エホヤダの世に

ある日の間は常に主の良しと見られることを行った。 3

エホヤダは彼のためにふたりの妻をめとり、彼に男子と

女子が生れた。 4この後ヨアシは主の宮を修繕しようと

志して、 5祭司とレビびとを集めて言った、「ユダの町

々へ行って、あなたがたの神の宮を年々修繕する資金を

すべてのイスラエルびとから集めなさい。その事を急い

でしなさい」。ところがレビびとはこれを急いでしなか

った。 6それで王はかしらであるエホヤダを召して言っ

た、「あなたはなぜレビびとに求めて、主のしもべモー

セがあかしの幕屋のためにイスラエルの会衆に課した税

金をユダとエルサレムから取り立てさせないのか」。 7

かの悪い女アタリヤの子らが神の宮に侵入して主の宮の

もろもろの奉納物をとり、バアルのために用いたからで

ある。 8そこで王は命じて一個の箱を造らせ、これを主

の宮の門の外に置き、 9ユダとエルサレムにふれて、神

のしもべモーセが荒野でイスラエルに課した税金を主の

ために持ってこさせた。 10すべてのつかさたちおよびす

べての民は皆喜んでその税金を持って来て、その箱に投

げ入れたので、ついに箱はいっぱいになった。 11レビび

とはその箱に金が多くあるのを見て、王の役人の所へ持

って行くと、王の書記と祭司長の下役とが来て、その箱

を傾け、これを取ってもとの所に返した。彼らは日々こ

のようにして金をおびただしく集めた。 12王とエホヤダ

はこれを主の宮の工事をなす者に渡し、石工および木工

を雇って、主の宮を修繕させ、また鉄工および青銅工を

雇って、主の宮を修復させた。 13工人たちは働いたので

、修復の工事は彼らの手によってはかどり、神の宮を、

もとの状態に復し、これを堅固にした。 14それをなし終

ったとき、余った金を王とエホヤダの前に持って来たの

で、それをもって主の宮のために器物を造った。すなわ

ち勤めの器、燔祭の器、香の皿、および金銀の器を造っ

た。エホヤダの世にある日の間は、絶えず主の宮で燔祭

をささげた。 15しかしエホヤダは年老い、日が満ちて死

んだ。その死んだ時は百三十歳であった。 16人々は彼を

ダビデの町で王たちの中に葬った。彼はイスラエルにお

いて神とその宮とに良い事を行ったからである。 17エホ

ヤダの死んだ後、ユダのつかさたちが来て、うやうやし

く王に敬意を表した。王は彼らに聞き従った。 18彼らは

その先祖の神、主の宮を捨てて、アシラ像および偶像に

仕えたので、そのとがのために、怒りがユダとエルサレ

ムに臨んだ。 19主は彼らをご自分に引き返そうとして、

預言者たちをつかわし、彼らにむかってあかしをさせら

れたが、耳を傾けなかった。 20そこで神の霊が祭司エホ

ヤダの子ゼカリヤに臨んだので、彼は民の前に立ち上が

って言った、「神はこう仰せられる、『あなたがたが主

の戒めを犯して、災を招くのはどういうわけであるか。

あなたがたが主を捨てたために、主もあなたがたを捨て

られたのである』」。 21しかし人々は彼を害しようと計

り、王の命によって、石をもって彼を主の宮の庭で撃ち

殺した。 22このようにヨアシ王はゼカリヤの父エホヤダ

が自分に施した恵みを思わず、その子を殺した。ゼカリ

ヤは死ぬ時、「どうぞ主がこれをみそなわして罰せられ

るように」と言った。 23年の終りになって、スリヤの軍

勢はヨアシにむかって攻め上り、ユダとエルサレムに来

て、民のつかさたちをことごとく民のうちから滅ぼし、

そのぶんどり物を皆ダマスコの王に送った。 24この時ス

リヤの軍勢は少数で来たのであるが、主は大軍を彼らの

手に渡された。これは彼らがその先祖の神、主を捨てた

ためである。このように彼らはヨアシを罰した。 25スリ

ヤ軍はヨアシに大傷を負わせて捨て去ったが、ヨアシの

家来たちは祭司エホヤダの子の血のために、党を結んで

彼にそむき、彼を床の上に殺して、死なせた。人々は彼

をダビデの町に葬ったが、王の墓には葬らなかった。 26

党を結んで彼にそむいた者は、アンモンの女シメアテの

子ザバデおよびモアブの女シムリテの子ヨザバデであっ

た。 27ヨアシの子らのこと、ヨアシに対する多くの預言

および神の宮の修理の事などは、列王の書の注釈にしる

されている。ヨアシの子アマジヤが彼に代って王となっ

た。

25アマジヤは王となった時二十五歳で、二十九年の間
エルサレムで世を治めた。その母はエルサレムの者

で、名をエホアダンといった。 2アマジヤは主の良しと

見られることを行ったが、全き心をもってではなかった

。 3彼は、国が彼の手のうちに強くなったとき、父ヨア

シ王を殺害した家来たちを殺した。 4しかしその子供た

ちは殺さなかった。これはモーセの律法の書にしるされ

ている所に従ったのであって、そこに主は命じて、「父

は子のゆえに殺されるべきではない。子は父のゆえに殺

されるべきではない。おのおの自分の罪のゆえに殺され

るべきである」と言われている。 5アマジヤはユダの人

々を集め、その氏族に従って、千人の長に付属させ、ま

たは百人の長に付属させた。ユダとベニヤミンのすべて

に行った。そして二十歳以上の者を数えたところ、やり

と盾をとって戦いに臨みうる精兵三十万人を得た。 6彼

はまた銀百タラントをもってイスラエルから大勇士十万

人を雇った。 7その時、神の人が彼の所に来て言った、

「王よ、イスラエルの軍勢をあなたと共に行かせてはい

けません。主はイスラエルびと、すなわちエフライムの

すべての人々とは共におられないからです。 8もしあな

たがこのような方法で戦いに強くなろうと思うならば、

神はあなたを敵の前に倒されるでしょう。神には助ける

力があり、また倒す力があるからです」。 9アマジヤは

神の人に言った、「それではわたしがイスラエルの軍隊

に与えた百タラントをどうしましょうか」。神の人は答

えた、「主はそれよりも多いものをあなたにお与えにな

ることができます」。 10そこでアマジヤはエフライムか

ら来て自分に加わった軍隊を分離して帰らせたので、彼

らはユダに対して激しい怒りを発し、火のように怒って

自分の所に帰った。 11しかしアマジヤは勇気を出し、そ

の民を率いて塩の谷へ行き、セイルびと一万人を撃ち殺

した。 12またユダの人々はこのほかに一万人をいけどり

、岩の頂に引いて行って岩の頂から彼らを投げ落したの

で、皆こなごなに砕けた。 13ところがアマジヤが自分と

共に戦いに行かせないで帰してやった兵卒らが、サマリ

ヤからベテホロンまでの、ユダの町々を襲って三千人を

殺し、多くの物を奪い取った。 14アマジヤはエドムびと

を殺して帰った時、セイルびとの神々を携えてきて、こ

れを安置して自分の神とし、これを礼拝し、これにささ

げ物をなした。 15それゆえ、主はアマジヤに向かって怒

りを発し、預言者を彼につかわして言わせられた、「か

の民の神々は自分の民をあなたの手から救うことができ

なかったのに、あなたはどうしてそれを求めたのか」。

16彼がこう王に語ると、王は彼に、「われわれはあなた

を王の顧問にしたのですか。やめなさい。あなたはどう
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して殺されようとするのですか」と言ったので、預言者

はやめて言った、「あなたはこの事を行って、わたしの

いさめを聞きいれないゆえ、神はあなたを滅ぼそうと定

められたことをわたしは知っています」。 17そこでユダ

の王アマジヤは協議の結果、人をエヒウの子エホアハズ

の子であるイスラエルの王ヨアシにつかわし、「さあ、

われわれは互に顔をあわせよう」と言わせたところ、 18

イスラエルの王ヨアシはユダの王アマジヤに言い送った

、「レバノンのいばらが、かつてレバノンの香柏に、『

あなたの娘をわたしのむすこの妻に与えよ』と言い送っ

たところが、レバノンの野獣が通りかかって、そのいば

らを踏み倒した。 19あなたは『見よ、わたしはエドムを

撃ち破った』と言って心に誇り高ぶっている。しかしあ

なたは自分の家にとどまっていなさい。どうしてあなた

は災を引き起して、自分もユダも共に滅びようとするの

か」。 20しかしアマジヤは聞きいれなかった。これは神

から出たのであって、彼らがエドムの神々を求めたので

神は彼らを敵の手に渡されるためである。 21そこでイス

ラエルの王ヨアシは上って来て、ユダのベテシメシでユ

ダの王アマジヤと顔を合わせたが、 22ユダはイスラエル

に撃ち破られ、おのおのその天幕に逃げ帰った。 23その

時イスラエルの王ヨアシはエホアハズの子ヨアシの子で

あるユダの王アマジヤをベテシメシで捕えて、エルサレ

ムに引いて行き、エルサレムの城壁をエフライム門から

、隅の門まで四百キュビトほどをこわし、 24また神の宮

のうちで、オベデエドムが守っていたすべての金銀およ

びもろもろの器物ならびに王の家の財宝を奪い、また人

質をとって、サマリヤに帰った。 25ユダの王ヨアシの子

アマジヤはイスラエルの王エホアハズの子ヨアシが死ん

で後なお十五年生きながらえた。 26アマジヤのその他の

始終の行為は、ユダとイスラエルの列王の書にしるされ

ているではないか。 27アマジヤがそむいて、主に従わな

くなった時から、人々はエルサレムにおいて党を結び、

彼に敵したので、彼はラキシに逃げて行ったが、その人

々はラキシに人をやって、彼をその所で殺させた。 28人

々はこれを馬に負わせて持ってきて、ユダの町でその先

祖たちと共にこれを葬った。

26そこでユダの民は皆ウジヤをとって王となし、その
父アマジヤに代らせた。時に十六歳であった。 2彼

はエラテを建てて、これをふたたびユダのものにした。

これはかの王がその先祖たちと共に眠った後であった。

3ウジヤは王となった時十六歳で、エルサレムで五十二

年の間世を治めた。その母はエルサレムの者で名をエコ

リヤといった。 4ウジヤは父アマジヤがしたように、す

べて主の良しと見られることを行った。 5彼は神を恐れ

ることを自分に教えたゼカリヤの世にある日の間、神を

求めることに努めた。彼が主を求めた間、神は彼を栄え

させられた。 6彼は出てペリシテびとと戦い、ガテの城

壁、ヤブネの城壁およびアシドドの城壁をくずし、アシ

ドドの地とペリシテびとのなかに町を建てた。 7神は彼

を助けてペリシテびとと、グルバアルに住むアラビヤび

とおよびメウニびとを攻め撃たせられた。 8アンモンび

とはウジヤにみつぎを納めた。ウジヤは非常に強くなっ

たので、その名はエジプトの入口までも広まった。 9ウ

ジヤはまたエルサレムの隅の門、谷の門および城壁の曲

りかどにやぐらを建てて、これを堅固にした。 10彼はま

た荒野にやぐらを建て、また多くの水ためを掘った。彼

は平野にも平地にもたくさんの家畜をもっていたからで

ある。彼はまた農事を好んだので、山々および肥えた畑

には農夫とぶどうをつくる者をもっていた。 11ウジヤは

またよく戦う一軍団を持っていた。彼らは書記エイエル

と、つかさマアセヤによって調べた数に従って組々に分

れ、皆王の軍長のひとりハナニヤの指揮下にあった。 12

その氏族の長である大勇士の数は合わせて二千六百人で

あった。 13その指揮下にある軍勢は三十万七千五百人で

、皆大いなる力をもって戦い、王を助けて敵に当った。

14ウジヤはその全軍のために盾、やり、かぶと、よろい

、弓および石投げの石を備えた。 15彼はまたエルサレム

で技術者の考案した機械を造って、これをやぐらおよび

城壁のすみずみにすえ、これをもって矢および大石を射

出した。こうして彼の名声は遠くまで広まった。彼が驚

くほど神の助けを得て強くなったからである。 16ところ

が彼は強くなるに及んで、その心に高ぶり、ついに自分

を滅ぼすに至った。すなわち彼はその神、主にむかって

罪を犯し、主の宮にはいって香の祭壇の上に香をたこう

とした。 17その時、祭司アザリヤは主の祭司である勇士

八十人を率いて、彼のあとに従ってはいり、 18ウジヤ王

を引き止めて言った、「ウジヤよ、主に香をたくことは

あなたのなすべきことではなく、ただアロンの子孫で、

香をたくために清められた祭司たちのすることです。す

ぐ聖所から出なさい。あなたは罪を犯しました。あなた

は主なる神から栄えを得ることはできません」。 19する

とウジヤは怒りを発し、香炉を手にとって香をたこうと

したが、彼が祭司に向かって怒りを発している間に、ら

い病がその額に起った。時に彼は主の宮で祭司たちの前

、香の祭壇のかたわらにいた。 20祭司の長アザリヤおよ

びすべての祭司たちが彼を見ると、彼の額にらい病が生

じていたので、急いで彼をそこから追い出した。彼自身

もまた主に撃たれたことを知って、急いで出て行った。

21ウジヤ王は、死ぬ日までらい病人であった。彼はらい

病人であったので、離れ殿に住んだ。主の宮から断たれ

たからである。その子ヨタムが王の家をつかさどり、国

の民を治めた。 22ウジヤのその他の始終の行為は、アモ

ツの子預言者イザヤがこれを書きしるした。 23ウジヤは

先祖たちと共に眠ったので、人々は「彼はらい病人であ

る」と言って、王たちの墓に連なる墓地に、その先祖た

ちと共に葬った。その子ヨタムが彼に代って王となった

。

27ヨタムは王となった時二十五歳で、十六年の間エル
サレムで世を治めた。その母はザドクの娘で名をエ

ルシャといった。 2ヨタムはその父ウジヤがしたように

主の良しと見られることをした。しかし主の宮には、は

いらなかった。民はなお悪を行った。 3彼は主の宮の上

の門を建て、オペルの石がきを多く築き増し、 4またユ

ダの山地に数個の町を建て、林の間に城とやぐらを築い

た。 5彼はアンモンびとの王と戦ってこれに勝った。そ

の年アンモンの人々は銀百タラント、小麦一万コル、大

麦一万コルを彼に贈った。アンモンの人々は第二年にも

第三年にも同じように彼に納めた。 6ヨタムはその神、

主の前にその行いを堅くしたので力ある者となった。 7

ヨタムのその他の行為、そのすべての戦いおよびその行

いなどは、イスラエルとユダの列王の書にしるされてい

る。 8彼は王となった時、二十五歳で、十六年の間エル

サレムで世を治めた。 9ヨタムはその先祖と共に眠った
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ので、ダビデの町に葬られ、その子アハズが彼に代って

王となった。

28アハズは王となった時二十歳で、十六年の間エルサ
レムで世を治めたが、その父ダビデとは違って、主

の良しと見られることを行わず、 2イスラエルの王たち

の道に歩み、またもろもろのバアルのために鋳た像を造

り、 3ベンヒンノムの谷で香をたき、その子らを火に焼

いて供え物とするなど、主がイスラエルの人々の前から

追い払われた異邦人の憎むべき行いにならい、 4また高

き所の上、丘の上、すべての青木の下で犠牲をささげ、

香をたいた。 5それゆえ、その神、主は彼をスリヤの王

の手に渡されたので、スリヤびとは彼を撃ち破り、その

民を多く捕虜として、ダマスコに引いて行った。彼はま

たイスラエルの王の手にも渡されたので、イスラエルの

王も彼を撃ち破って大いに殺した。 6すなわちレマリヤ

の子ペカはユダで一日のうちに十二万人を殺した。皆勇

士であった。これは彼らがその先祖の神、主を捨てたた

めである。 7その時、エフライムの勇士ジクリという者

が王の子マアセヤ、宮内大臣アズリカムおよび王に次ぐ

人エルカナを殺した。 8イスラエルの人々はついにその

兄弟のうちから婦人ならびに男子、女子など二十万人を

捕虜にし、また多くのぶんどり物をとり、そのぶんどり

物をサマリヤに持って行った。 9その時そこに名をオデ

デという主の預言者があって、サマリヤに帰って来た軍

勢の前に進み出て言った、「見よ、あなたがたの先祖の

神、主はユダを怒って、これをあなたがたの手に渡され

たが、あなたがたは天に達するほどの怒りをもってこれ

を殺した。 10そればかりでなく、あなたがたは今、ユダ

とエルサレムの人々を従わせて、自分の男女の奴隷にし

ようと思っている。しかしあなたがた自身もまた、あな

たがたの神、主に罪を犯しているではないか。 11いまわ

たしに聞き、あなたがたがその兄弟のうちから捕えて来

た捕虜を放ち帰らせなさい。主の激しい怒りがあなたが

たの上に臨んでいるからです」。 12そこでエフライムび

とのおもなる人々、すなわちヨハナンの子アザリヤ、メ

シレモテの子ベレキヤ、シャルムの子ヒゼキヤ、ハデラ

イの子アマサらもまた、戦争から帰った者どもに向かっ

て立ちあがり、 13彼らに言った、「捕虜をここに引き入

れてはならない。あなたがたはわたしどもに主に対する

とがを得させて、さらにわれわれの罪とがを増し加えよ

うとしている。われわれのとがは大きく、激しい怒りが

イスラエルの上に臨んでいるからです」。 14そこで兵卒

どもがその捕虜とぶんどり物をつかさたちと全会衆の前

に捨てておいたので、 15前に名をあげた人々が立って捕

虜を受け取り、ぶんどり物のうちから衣服をとって、裸

の者に着せ、また、くつをはかせ、食い飲みさせ、油を

注ぎなどし、その弱い者を皆ろばに乗せ、こうして彼ら

をしゅろの町エリコに連れて行って、その兄弟たちに渡

し、そしてサマリヤに帰って来た。 16その時アハズ王は

人をアッスリヤの王につかわして助けを求めさせた。 17

エドムびとが再び侵入してユダを撃ち、民を捕え去った

からである。 18ペリシテびともまた平野の町々およびユ

ダのネゲブの町々を侵して、ベテシメシ、アヤロン、ゲ

デロテおよびソコとその村里、テムナとその村里、ギム

ゾとその村里を取って、そこに住んだ。 19これはイスラ

エルの王アハズのゆえに、主がユダを低くされたのであ

って、彼がユダのうちにみだらなことを行い、主に向か

って大いに罪を犯したからである。 20アッスリヤの王テ

ルガデ・ピルネセルは彼の所に来たが、彼に力を添えな

いで、かえって彼を悩ました。 21アハズは主の宮と王の

家、およびつかさたちの家の物を取ってアッスリヤの王

に与えたが、それはアハズの助けにはならなかった。 22

このアハズ王はその悩みの時にあたって、ますます主に

罪を犯した。 23すなわち、彼は自分を撃ったダマスコの

神々に、犠牲をささげて言った、「スリヤの王たちの神

々はその王たちを助けるから、わたしもそれに犠牲をさ

さげよう。そうすれば彼らはわたしを助けるであろう」

と。しかし、彼らはかえってアハズとイスラエル全国と

を倒す者となった。 24アハズは神の宮の器物を集めて、

神の宮の器物を切り破り、主の宮の戸を閉じ、エルサレ

ムのすべてのすみずみに祭壇を造り、 25ユダのすべての

町々に高き所を造って、他の神々に香をたきなどして、

先祖の神、主の怒りを引き起した。 26アハズのその他の

始終の行為およびそのすべての行動は、ユダとイスラエ

ルの列王の書にしるされている。 27アハズはその先祖た

ちと共に眠ったので、エルサレムの町にこれを葬った。

しかし、イスラエルの王たちの墓には持って行かなかっ

た。その子ヒゼキヤが彼に代って王となった。

29ヒゼキヤは王となった時二十五歳で、二十九年の間
エルサレムで世を治めた。その母はアビヤと言って

、ゼカリヤの娘である。 2ヒゼキヤは父ダビデがすべて

なしたように主の良しと見られることをした。 3彼はそ

の治世の第一年の一月に主の宮の戸を開き、かつこれを

繕った。 4彼は祭司とレビびとを連れていって、東の広

場に集め、 5彼らに言った、「レビびとよ、聞きなさい

。あなたがたは今、身を清めて、あなたがたの先祖の神

、主の宮を清め、聖所から汚れを除き去りなさい。 6わ

れわれの先祖は罪を犯し、われわれの神、主の悪と見ら

れることを行って、主を捨て、主のすまいに顔をそむけ

、うしろを向けた。 7また廊の戸を閉じ、ともしびを消

し、聖所でイスラエルの神に香をたかず、燔祭をささげ

なかった。 8それゆえ、主の怒りはユダとエルサレムに

臨み、あなたがたが目に見るように、主は彼らを恐れと

驚きと物笑いにされた。 9見よ、われわれの父たちはつ

るぎにたおれ、われわれのむすこたち、むすめたち、妻

たちはこれがために捕虜となった。 10今わたしは、イス

ラエルの神、主と契約を結ぶ志をもっている。そうすれ

ばその激しい怒りは、われわれを離れるであろう。 11わ

が子らよ、今は怠ってはならない。主はあなたがたを選

んで、主の前に立って仕えさせ、ご自分に仕える者とな

し、また香をたく者とされたからである」。 12そこでレ

ビびとは立ち上がった。すなわちコハテびとの子孫のう

ちでは、アマサイの子マハテおよびアザリヤの子ヨエル

。メラリの子孫では、アブデの子キシおよびエハレレル

の子アザリヤ。ゲルションびとのうちでは、ジンマの子

ヨアおよびヨアの子エデン。 13エリザパンの子孫のうち

では、シムリとエイエル。アサフの子孫のうちでは、ゼ

カリヤとマッタニヤ。 14ヘマンの子孫のうちでは、エヒ

エルとシメイ。エドトンの子孫のうちでは、シマヤとウ

ジエルである。 15彼らはその兄弟たちを集めて身を清め

、主の言葉による王の命令に従って、主の宮を清めるた

めにはいって来た。 16祭司たちが主の宮の奥にはいって

これを清め、主の宮にあった汚れた物をことごとく主の

宮の庭に運び出すと、レビびとはそれを受けて外に出し
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、キデロン川に持って行った。 17彼らは正月の元日に清

めることを始めて、その月の八日に主の宮の廊に達した

。それから主の宮を清めるのに八日を費し、正月の十六

日にこれを終った。 18そこで彼らはヒゼキヤ王の所へ行

って言った、「われわれは主の宮をことごとく清め、ま

た燔祭の壇とそのすべての器物、および供えのパンの机

とそのすべての器物とを清めました。 19またアハズ王が

その治世に罪を犯して捨てたすべての器物をも整えて清

めました。それらは主の祭壇の前にあります」。 20そこ

でヒゼキヤ王は朝早く起きいで、町のつかさたちを集め

て、主の宮に上って行き、 21雄牛七頭、雄羊七頭、小羊

七頭、雄やぎ七頭を引いてこさせ、国と聖所とユダのた

めにこれを罪祭とし、アロンの子孫である祭司たちに命

じてこれを主の祭壇の上にささげさせた。 22すなわち、

雄牛をほふると、祭司たちはその血を受けて祭壇にふり

かけ、また雄羊をほふると、その血を祭壇にふりかけ、

また小羊をほふると、その血を祭壇にふりかけた。 23そ

して罪祭の雄やぎを王と会衆の前に引いて来たので、彼

らはその上に手を置いた。 24そして祭司たちはこれをほ

ふり、その血を罪祭として祭壇の上にささげてイスラエ

ル全国のためにあがないをした。これは王がイスラエル

全国のために燔祭および罪祭をささげることを命じたた

めである。 25王はまたレビびとを主の宮に置き、ダビデ

および王の先見者ガドと預言者ナタンの命令に従って、

これにシンバル、立琴および琴をとらせた。これは主が

その預言者によって命じられたところである。 26こうし

てレビびとはダビデの楽器をとり、祭司はラッパをとっ

て立った。 27そこでヒゼキヤは燔祭を祭壇の上にささげ

ることを命じた。燔祭をささげ始めた時、主の歌をうた

い、ラッパを吹き、イスラエルの王ダビデの楽器をなら

し始めた。 28そして会衆は皆礼拝し、歌うたう者は歌を

うたい、ラッパ手はラッパを吹き鳴らし、燔祭が終るま

ですべてこのようであったが、 29ささげる事が終ると、

王および彼と共にいた者はみな身をかがめて礼拝した。

30またヒゼキヤ王およびつかさたちはレビびとに命じて

、ダビデと先見者アサフの言葉をもって主をさんびさせ

た。彼らは喜んでさんびし、頭をさげて礼拝した。 31そ

の時、ヒゼキヤは言った、「あなたがたはすでに主に仕

えるために身を清めたのであるから、進みよって、主の

宮に犠牲と感謝の供え物を携えて来なさい」と。そこで

会衆は犠牲と感謝の供え物を携えて来た。また志ある者

は皆燔祭を携えて来た。 32会衆の携えて来た燔祭の数は

雄牛七十頭、雄羊百頭、小羊二百頭、これらは皆主に燔

祭としてささげるものであった。 33また奉納物は牛六百

頭、小羊三千頭であった。 34ところが祭司が少なくてそ

の燔祭の物の皮を、はぎつくすことができなかったので

、その兄弟であるレビびとがこれを助けて、そのわざを

なし終え、その間に他の祭司たちは身を清めた。これは

レビびとが祭司たちよりも、身を清めることに、きちょ

うめんであったからである。 35このほかおびただしい燔

祭があり、また、酬恩祭の脂肪および燔祭の灌祭もあっ

た。こうして、主の宮の勤めは回復された。 36この事は

、にわかになされたけれども、神がこのように民のため

に備えをされたので、ヒゼキヤおよびすべての民は喜ん

だ。

30ヒゼキヤはイスラエルとユダにあまねく人をつかわ
し、また手紙をエフライムとマナセに書き送り、エ

ルサレムにある主の宮に来て、イスラエルの神、主に過

越の祭を行うように勧めた。 2王はすでにつかさたちお

よびエルサレムにおる全会衆に計って、二月に過越の祭

を行うことを定めた。 3これは身を清めた祭司の数が足

らず、民もまた、エルサレムに集まらなかったので、正

月にこれを行うことができなかったからである 4この事

が、王にも全会衆にも良かったので、 5この事を定めて

、ベエルシバからダンまでイスラエルにあまねくふれ示

し、エルサレムに来て、イスラエルの神、主に過越の祭

を行うことを勧めた。これはしるされているように、こ

れを行う者が多くなかったゆえである。 6そこで飛脚た

ちは、王とそのつかさたちから受けた手紙をもって、イ

スラエルとユダをあまねく行き巡り、王の命を伝えて言

った、「イスラエルの人々よ、あなたがたはアブラハム

、イサク、イスラエルの神、主に立ち返りなさい。そう

すれば主は、アッスリヤの王たちの手からのがれた残り

のあなたがたに、帰られるでしょう。 7あなたがたの父

たちおよび兄弟たちのようになってはならない。彼らは

その先祖たちの神、主にむかって罪を犯したので、あな

たがたの見るように主は彼らを滅びに渡されたのです。

8あなたがたの父たちのように強情にならないで、主に

帰服し、主がとこしえに聖別された聖所に入り、あなた

がたの神、主に仕えなさい。そうすれば、その激しい怒

りがあなたがたを離れるでしょう。 9もしあなたがたが

主に立ち返るならば、あなたがたの兄弟および子供は、

これを捕えていった者の前にあわれみを得て、この国に

帰ることができるでしょう。あなたがたの神、主は恵み

あり、あわれみある方であられるゆえ、あなたがたが彼

に立ち返るならば、顔をあなたがたにそむけられること

はありません」。 10このように飛脚たちは、エフライム

とマナセの国にはいって、町から町に行き巡り、ついに

、ゼブルンまで行ったが、人々はこれをあざけり笑った

。 11ただしアセル、マナセ、ゼブルンのうちには身を低

くして、エルサレムにきた人々もあった。 12またユダに

おいては神の手が人々に一つ心を与えて、王とつかさた

ちが主の言葉によって命じたことを行わせた。 13こうし

て二月になって、多くの民は、種入れぬパンの祭を行う

ためエルサレムに集まったが、非常に大きな会衆であっ

た。 14彼らは立ってエルサレムにあるもろもろの祭壇を

取り除き、またすべての香をたく祭壇を取り除いてキデ

ロン川に投げすて、 15二月の十四日に過越の小羊をほふ

った。そこで祭司たちおよびレビびとはみずから恥じ、

身を清めて主の宮に燔祭を携えて来た。 16彼らは神の人

モーセの律法に従い、いつものようにその所に立ち、祭

司たちは、レビびとの手から血を受けて注いだ。 17時に

、会衆のうちにまだ身を清めていない者が多かったので

、レビびとはその清くないすべての人々に代って過越の

小羊をほふり、主に清めてささげた。 18多くの民すなわ

ちエフライム、マナセ、イッサカル、ゼブルンからきた

多くの者はまだ身を清めていないのに、書きしるされた

とおりにしないで過越の物を食べた。それでヒゼキヤは

、彼らのために祈って言った、「恵みふかき主よ、彼ら

をゆるしてください。 19彼らは聖所の清めの規定どおり

にしなかったけれども、その心を傾けて神を求め、その

先祖の神、主を求めたのです」。 20主はヒゼキヤに聞い

て、民をいやされた。 21そこでエルサレムに来ていたイ

スラエルの人々は大いなる喜びをいだいて、七日のあい

だ種入れぬパンの祭を行った。またレビびとと祭司たち
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は日々に主をさんびし、力をつくして主をたたえた。 22

そしてヒゼキヤは主の勤めによく通じているすべてのレ

ビびとを深くねぎらった。こうして人々は酬恩祭の犠牲

をささげ、その先祖の神、主に感謝して、七日のあいだ

祭の供え物を食べた。 23なお全会衆は相はかって、さら

に七日のあいだ祭を守ることを定め、喜びをもってまた

七日のあいだ守った。 24時にユダの王ヒゼキヤは雄牛一

千頭、羊七千頭を会衆に贈り、また、つかさたちは雄牛

一千頭、羊一万頭を会衆に贈った。祭司もまた多く身を

清めた。 25ユダの全会衆および祭司、レビびと、ならび

にイスラエルからきた全会衆、およびイスラエルの地か

らきた他国人と、ユダに住む他国人は皆喜んだ。 26この

ようにエルサレムに大いなる喜びがあった。イスラエル

の王ダビデの子ソロモンの時からこのかた、このような

事はエルサレムになかった。 27このとき祭司たちとレビ

びとは立って、民を祝福したが、その声は聞かれ、その

祈は主の聖なるすみかである天に達した。

31この事がすべて終った時、そこにいたイスラエルび
とは皆、ユダの町々に出て行って、石柱を砕き、ア

シラ像を切り倒し、ユダとベニヤミンの全地、およびエ

フライムとマナセにある高き所と祭壇とを取りこわし、

ついにこれをことごとく破壊した。そしてイスラエルの

人々はおのおのその町々、その所領に帰った。 2ヒゼキ

ヤは祭司およびレビびとの班を定め、班ごとにおのおの

その勤めに従って、祭司とレビびとに燔祭と酬恩祭をさ

さげさせ、主の営の門で勤めをし、感謝をし、さんびを

させた。 3また燔祭のために自分の財産のうちから王の

分を出した。すなわち朝夕の燔祭および安息日、新月、

定めの祭などの燔祭のために出して、主の律法にしるさ

れているとおりにした。 4またエルサレムに住む民に、

祭司とレビびとにその分を与えることを命じた。これは

彼らをして主の律法に身をゆだねさせるためである。 5

その命令が伝わるやいなや、イスラエルの人々は穀物、

酒、油、蜜ならびに畑のもろもろの産物の初物を多くさ

さげ、またすべての物の十分の一をおびただしく携えて

来た。 6ユダの町々に住んでいたイスラエルとユダの人

々もまた牛、羊の十分の一ならびにその神、主にささげ

られた奉納物を携えて来て、これを積み重ねた。 7三月

にこれを積み重ねることを始め、七月にこれを終った。

8ヒゼキヤおよびつかさたちは来て、その積み重ねた物

を見、主とその民イスラエルを祝福した。 9そしてヒゼ

キヤがその積み重ねた物について祭司およびレビびとに

問い尋ねた時、 10ザドクの家から出た祭司の長アザリヤ

は彼に答えて言った、「民が主の宮に供え物を携えて来

ることを始めてからこのかた、われわれは飽きるほど食

べたが、たくさん残りました。主がその民を恵まれたか

らです。それでわれわれは、このように多くの残った物

をもっているのです」。 11そこでヒゼキヤは主の宮のう

ちに室を設けることを命じたので、彼らはこれを設け、

12その供え物の十分の一および奉納物を忠実に携え入れ

た。これをつかさどる者のかしらはレビびとコナニヤで

、その兄弟シメイは彼に次ぐ者となり、 13エヒエル、ア

ザジヤ、ナハテ、アサヘル、エレモテ、ヨザバデ、エリ

エル、イスマキヤ、マハテ、ベナヤらは、ヒゼキヤ王お

よび神の宮のつかさアザリヤの任命によって、コナニヤ

およびその兄弟シメイを助けて、その監督者となった。

14東の門を守る者レビびとイムナの子コレは、神にささ

げる自発のささげ物をつかさどり、主の供え物および最

も聖なる物を分配した。 15彼を助ける者はエデン、ミニ

ヤミン、エシュア、シマヤ、アマリヤおよびシカニヤで

、皆祭司の町々でその兄弟たちに、班によって、老若ひ

としく忠実に分配した。 16ただしすべて登録された三歳

以上の男子で主の宮に入り、その班に従って日々の職分

をつくし、その受持の勤めをなす者は除かれた。 17祭司

の登録はその氏族によってなされ、二十歳以上のレビび

との登録はその班により、その受持にしたがってなされ

た。 18また祭司はその幼な子、その妻、そのむすこ、そ

の娘、全会衆と共に登録した。彼らは忠実に身を聖なる

事にささげたからである。 19また町々の放牧地におるア

ロンの子孫である祭司たちのためには、町ごとに人を名

ざし選んで、祭司のうちのすべての男およびレビびとの

うちの登録されたすべての者に、その分を与えさせた。

20ヒゼキヤはユダ全国にこのようにし、良い事、正しい

事、忠実な事をその神、主の前に行った。 21彼がその神

を求めるために神の宮の務につき、律法につき、戒めに

ついて始めたわざは、ことごとく心をつくして行い、こ

れをなし遂げた。

32ヒゼキヤがこれらの事を忠実に行った後、アッスリ
ヤの王セナケリブが来てユダに侵入し、堅固な町々

に向かって陣を張り、これを攻め取ろうとした。 2ヒゼ

キヤはセナケリブが来て、エルサレムを攻めようとする

のを見たので、 3そのつかさたちおよび勇士たちと相談

して、町の外にある泉の水を、ふさごうとした。彼らは

これを助けた。 4多くの民は集まって、すべての泉およ

び国の中を流れる谷川をふさいで言った、「アッスリヤ

の王たちがきて、多くの水を得られるようなことをして

おいていいだろうか」。 5ヒゼキヤはまた勇気を出して

、破れた城壁をことごとく築き直して、その上にやぐら

を建て、その外にまた城壁を巡らし、ダビデの町のミロ

を堅固にし、武器および盾を多く造り、 6軍長を民の上

に置き、町の門の広場に民を集めて、これを励まして言

った、 7「心を強くし、勇みたちなさい。アッスリヤの

王をも、彼と共にいるすべての群衆をも恐れてはならな

い。おののいてはならない。われわれと共におる者は彼

らと共におる者よりも大いなる者だからである。 8彼と

共におる者は肉の腕である。しかしわれわれと共におる

者はわれわれの神、主であって、われわれを助け、われ

われに代って戦われる」。民はユダの王ヒゼキヤの言葉

に安心した。 9この後アッスリヤの王セナケリブはその

全軍をもってラキシを囲んでいたが、その家来をエルサ

レムにつかわして、ユダの王ヒゼキヤおよびエルサレム

にいるすべてのユダの人に告げさせて言った、 10「アッ

スリヤの王セナケリブはこう言います、『あなたがたは

何を頼んでエルサレムにこもっているのか。 11ヒゼキヤ

は「われわれの神、主がアッスリヤの王の手から、われ

われを救ってくださる」と言って、あなたがたをそその

かし、飢えと、かわきをもって、あなたがたを死なせよ

うとしているのではないか。 12このヒゼキヤは主のもろ

もろの高き所と祭壇を取り除き、ユダとエルサレムに命

じて、「あなたがたはただ一つの祭壇の前で礼拝し、そ

の上に犠牲をささげなければならない」と言った者では

ないか。 13あなたがたは、わたしおよびわたしの先祖た

ちが、他の国々のすべての民にしたことを知らないのか

。それらの国々の民の神々は、少しでもその国を、わた
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しの手から救い出すことができたか。 14わたしの先祖た

ちが滅ぼし尽したそれらの国民のもろもろの神のうち、

だれか自分の民をわたしの手から救い出すことのできた

ものがあるか。それで、どうしてあなたがたの神が、あ

なたがたをわたしの手から救い出すことができよう。 15

それゆえ、あなたがたはヒゼキヤに欺かれてはならない

。そそのかされてはならない。また彼を信じてはならな

い。いずれの民、いずれの国の神もその民をわたしの手

、または、わたしの先祖の手から救いだすことができな

かったのだから、ましてあなたがたの神が、どうしてわ

たしの手からあなたがたを救いだすことができようか』

」。 16セナケリブの家来は、このほかにも多く主なる神

、およびそのしもべヒゼキヤをそしった。 17セナケリブ

はまた手紙を書き送って、イスラエルの神、主をあざけ

り、かつそしって言った、「諸国の民の神々が、その民

をわたしの手から救い出さなかったように、ヒゼキヤの

神も、その民をわたしの手から救い出さないであろう」

と。 18そして彼らは大声をあげ、ユダヤの言葉をもって

、城壁の上にいるエルサレムの民に向かって叫び、これ

をおどし、かつおびやかした。彼らは町を取るためであ

る。 19このように彼らがエルサレムの神について語るこ

と、人の手のわざである地上の民の神々について語るよ

うであった。 20そこでヒゼキヤ王およびアモツの子預言

者イザヤは共に祈って、天に呼ばわったので、 21主はひ

とりのみ使をつかわして、アッスリヤ王の陣営にいるす

べての大勇士と将官、軍長らを滅ぼされた。それで王は

赤面して自分の国に帰ったが、その神の家にはいった時

、その子のひとりが、つるぎをもって彼をその所で殺し

た。 22このように主は、ヒゼキヤとエルサレムの住民を

アッスリヤの王セナケリブの手およびすべての敵の手か

ら救い出し、いたる所で彼らを守られた。 23そこで多く

の人々はささげ物をエルサレムに携えてきて主にささげ

、また宝物をユダの王ヒゼキヤに贈った。この後ヒゼキ

ヤは万国の民に尊ばれた。 24そのころ、ヒゼキヤは病ん

で死ぬばかりであったが、主に祈ったので、主はこれに

答えて、しるしを賜わった。 25しかしヒゼキヤはその受

けた恵みに報いることをせず、その心が高ぶったので、

怒りが彼とユダおよびエルサレムに臨もうとしたが、 26

ヒゼキヤはその心の高ぶりを悔いてへりくだり、またエ

ルサレムの住民も同様にしたので、主の怒りは、ヒゼキ

ヤの世には彼らに臨まなかった。 27ヒゼキヤは富と栄誉

をきわめ、宝蔵を造って、金、銀、宝石、香料、盾およ

び各種の尊い器物をおさめ、 28また倉庫を造って穀物、

酒、油などの産物をおさめ、小屋を造って種々の家畜を

置き、おりを造って羊の群れを置き、 29また多数の町を

設け、かつ羊と牛をおびただしく所有した。神が非常に

多くの貨財を彼に賜わったからである。 30このヒゼキヤ

はまたギホンの水の上の源をふさいで、これをダビデの

町の西の方にまっすぐに引き下した。このようにヒゼキ

ヤはそのすべてのわざをなし遂げた。 31しかしバビロン

の君たちが使者をつかわして、この国にあった、しるし

について尋ねさせた時には、神は彼を試みて、彼の心に

あることを、ことごとく知るために彼を捨て置かれた。

32ヒゼキヤのその他の行為およびその徳行は、アモツの

子預言者イザヤの黙示とユダとイスラエルの列王の書に

しるされている。 33ヒゼキヤはその先祖たちと共に眠っ

たので、ダビデの子孫の墓のうちの高い所に葬られた。

ユダの人々およびエルサレムの住民は皆その死に当って

彼に敬意を表した。その子マナセが彼に代って王となっ

た。

33マナセは十二歳で王となり、五十五年の間エルサレ
ムで世を治めた。 2彼は主がイスラエルの人々の前

から追い払われた国々の民の憎むべき行いに見ならって

、主の目の前に悪を行った。 3すなわち、その父ヒゼキ

ヤがこわした高き所を再び築き、またもろもろのバアル

のために祭壇を設け、アシラ像を造り、天の万象を拝ん

で、これに仕え、 4また主が「わが名は永遠にエルサレ

ムにある」と言われた主の宮のうちに数個の祭壇を築き

、 5主の宮の二つの庭に天の万象のために祭壇を築いた

。 6彼はまたベンヒンノムの谷でその子供を火に焼いて

供え物とし、占いをし、魔法をつかい、まじないを行い

、口寄せと、占い師を任用するなど、主の前に多くの悪

を行って、その怒りをひき起した。 7彼はまた刻んだ偶

像を造って神の宮に安置した。神はこの宮についてダビ

デとその子ソロモンに言われたことがある、「わたしは

この宮と、わたしがイスラエルのすべての部族のうちか

ら選んだエルサレムとに、わたしの名を永遠に置く。 8

彼らがもし、わたしがすべて命じた事、すなわち、モー

セが伝えたすべての律法と定めとおきてとを慎んで行う

ならば、わたしがあなたがたの先祖のために定めた地か

ら、重ねてイスラエルの足を移すことをしない」と。 9

マナセはこのようにユダとエルサレムの住民を迷わせ、

主がイスラエルの人々の前に滅ぼされた国々の民にもま

さって悪を行わせた。 10主はマナセおよびその民に告げ

られたが、彼らは心に留めなかった。 11それゆえ、主は

アッスリヤの王の軍勢の諸将をこれに攻めこさせられた

ので、彼らはマナセをかぎで捕え、青銅のかせにつない

で、バビロンに引いて行った。 12彼は悩みにあうに及ん

で、その神、主に願い求め、その先祖の神の前に大いに

身を低くして、 13神に祈ったので、神はその祈を受けい

れ、その願いを聞き、彼をエルサレムに連れ帰って、再

び国に臨ませられた。これによってマナセは主こそ、ま

ことに神にいますことを知った。 14この後、彼はダビデ

の町の外の石がきをギホンの西の方の谷のうちに築き、

魚の門の入口にまで及ぼし、またオペルに石がきをめぐ

らして、非常に高くこれを築き上げ、ユダのすべての堅

固な町に軍長を置き、 15また主の宮から、異邦の神々お

よび偶像を取り除き、主の宮の山とエルサレムに自分で

築いたすべての祭壇を取り除いて、町の外に投げ捨て、

16主の祭壇を築き直して、酬恩祭および感謝の犠牲を、

その上にささげ、ユダに命じてイスラエルの神、主に仕

えさせた。 17しかし民は、なお高き所で犠牲をささげた

。ただしその神、主にのみささげた。 18マナセのそのほ

かの行為、その神にささげた祈、およびイスラエルの神

、主の名をもって彼に告げた先見者たちの言葉は、イス

ラエルの列王の記録のうちにしるされている。 19またそ

の祈と、祈の聞かれた事、そのもろもろの罪と、とが、

その身を低くする前に高き所を築いて、アシラ像および

刻んだ像を立てた場所などは、先見者の記録のうちにし

るされている。 20マナセはその先祖たちと共に眠ったの

で、その家に葬られた。その子アモンが彼に代って王と

なった。 21アモンは王となった時二十二歳で、二年の間

エルサレムで世を治めた。 22彼はその父マナセのしたよ

うに主の前に悪を行った。すなわちアモンはその父マナ

セが造ったもろもろの刻んだ像に犠牲をささげて、これ
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に仕え、 23その父マナセが身を低くしたように主の前に

身を低くしなかった。かえってこのアモンは、いよいよ

そのとがを増した。 24その家来たちは党を結んで彼にそ

むき、彼をその家で殺した。 25しかし国の民は、党を結

んでアモン王にそむいた者どもをことごとく撃ち殺した

。そして国の民はその子ヨシヤを王となして、そのあと

を継がせた。

34ヨシヤは八歳のとき王となり、エルサレムで三十一
年の間世を治めた。 2彼は主の良しと見られること

をなし、その父ダビデの道を歩んで、右にも左にも曲ら

なかった。 3彼はまだ若かったが、その治世の第八年に

父ダビデの神を求めることを始め、その十二年には高き

所、アシラ像、刻んだ像、鋳た像などを除いて、ユダと

エルサレムを清めることを始め、 4もろもろのバアルの

祭壇を、自分の前で打ちこわさせ、その上に立っていた

香の祭壇を切り倒し、アシラ像、刻んだ像、鋳た像を打

ち砕いて粉々にし、これらの像に犠牲をささげた者ども

の墓の上にそれをまき散らし、 5祭司らの骨をそのもろ

もろの祭壇の上で焼き、こうしてユダとエルサレムを清

めた。 6またマナセ、エフライム、シメオンおよびナフ

タリの荒れた町々にもこのようにし、 7もろもろの祭壇

をこわし、アシラ像およびもろもろの刻んだ像を粉々に

打ち砕き、イスラエル全国の香の祭壇をことごとく切り

倒して、エルサレムに帰った。 8ヨシヤはその治世の十

八年に、国と宮とを清めた時、その神、主の宮を繕わせ

ようと、アザリヤの子シャパン、町のつかさマアセヤお

よびヨアハズの子史官ヨアをつかわした。 9彼らは大祭

司ヒルキヤのもとへ行って、神の宮にはいった金を渡し

た。これは門を守るレビびとがマナセ、エフライムおよ

びその他のすべてのイスラエル、ならびにユダとベニヤ

ミンのすべての人、およびエルサレムの住民の手から集

めたものである。 10彼らはこれを主の宮を監督する職工

らの手に渡したので、主の宮で働く職工らは、これを宮

を繕い直すために支払った。 11すなわち、大工および建

築者にこれを渡して、ユダの王たちが破った建物のため

に、切り石および骨組の材木を買わせ、梁材を整えさせ

た。 12その人々は忠実に仕事をした。その監督者はメラ

リの子孫であるレビびとヤハテとオバデヤ、およびコハ

テびとの子孫であるゼカリヤとメシュラムであって、工

事をつかさどった。また楽器に巧みなレビびとがこれに

伴った。 13彼らはまた荷を負う者を監督し、様々の仕事

に働くすべての者をつかさどった。また他のレビびとは

書記となり、役人となり、また門衛となった。 14さて彼

らが主の宮にはいった金を取りだした時、祭司ヒルキヤ

はモーセの伝えた主の律法の書を発見した。 15そこでヒ

ルキヤは書記官シャパンに言った、「わたしは主の宮で

律法の書を発見しました」と。そしてヒルキヤはその書

をシャパンに渡した。 16シャパンはその書を王のもとに

持って行き、さらに王に復命して言った、「しもべらは

ゆだねられた事をことごとくなし、 17主の宮にあった金

をあけて、監督者の手および職工の手に渡しました」。

18書記官シャパンはまた王に告げて、「祭司ヒルキヤは

わたしに一つの書物を渡しました」と言い、シャパンは

それを王の前で読んだ。 19王はその律法の言葉を聞いて

衣を裂いた。 20そして王はヒルキヤおよびシャパンの子

アヒカムとミカの子アブドンと書記官シャパンと王の家

来アサヤとに命じて言った、 21「あなたがたは行って、

この発見された書物の言葉についてわたしのために、ま

たイスラエルとユダの残りの者のために主に問いなさい

。われわれの先祖たちが主の言葉を守らず、すべてこの

書物にしるされていることを行わなかったので、主はわ

れわれに大いなる怒りを注がれるからです」。 22そこで

ヒルキヤおよび王のつかわした人々は、シャルムの妻で

ある女預言者ホルダのもとへ行った。シャルムはハスラ

の子であるトクハテの子で、衣装を守る者である。時に

ホルダは、エルサレムの第二区に住んでいた。彼らはホ

ルダにその趣意を語ったので、 23ホルダは彼らに言った

、「イスラエルの神、主はこう仰せられます、『あなた

がたをわたしにつかわした人に告げなさい。 24主はこう

仰せられます。見よ、わたしはユダの王の前で読んだ書

物にしるされているもろもろののろい、すなわち災をこ

の所と、ここに住む者に下す。 25彼らはわたしを捨てて

、他の神々に香をたき、自分の手で造ったもろもろの物

をもって、わたしの怒りを引き起そうとしたからである

。それゆえ、わたしの怒りは、この所に注がれて消えな

い。 26しかしあなたがたをつかわして、主に問わせるユ

ダの王にはこう言いなさい。イスラエルの神、主はこう

仰せられる。あなたが聞いた言葉については、 27この所

と、ここに住む者を責める神の言葉を、あなたが聞いた

時、心に悔い、神の前に身をひくくし、わたしの前にへ

りくだり、衣を裂いて、わたしの前に泣いたので、わた

しもまた、あなたに聞いた、と主は言われる。 28見よ、

わたしはあなたを先祖たちのもとに集める。あなたは安

らかにあなたの墓に集められる。あなたはわたしがこの

所と、ここに住む者に下すもろもろの災を目に見ること

がない』と」。彼らは王に復命した。 29そこで王は人を

つかわしてユダとエルサレムの長老をことごとく集め、

30そして王は主の宮に上って行った。ユダのすべての人

々、エルサレムの住民、祭司、レビびと、およびすべて

の民は、老いた者も若い者もことごとく彼に従った。そ

こで王は主の宮で発見した契約の書の言葉を、ことごと

く彼らの耳に読み聞かせ、 31そして王は自分の所に立っ

て、主の前に契約を立て、主に従って歩み、心をつくし

、精神をつくして、その戒めと、あかしと定めとをまも

り、この書にしるされた契約の言葉を行おうと言い、 32

エルサレムおよびベニヤミンの人々を皆これに加わらせ

た。エルサレムの住民は先祖の神であるその神の契約に

したがって行った。 33ヨシヤはイスラエルの人々に属す

るすべての地から、憎むべきものをことごとく取り除き

、イスラエルにいるすべての人をその神、主に仕えさせ

た。ヨシヤが世にある日の間は、彼らは先祖の神、主に

従って離れなかった。

35ヨシヤはエルサレムで主に過越の祭を行った。すな
わち正月の十四日に過越の小羊をほふらせ、 2祭司

にその職務をとり行わせ、彼らを励まして主の宮の務を

させ、 3また主の聖なる者となってすべてのイスラエル

びとを教えるレビびとに言った、「あなたがたはイスラ

エルの王ダビデの子ソロモンの建てた宮に、聖なる箱を

置きなさい。再びこれを肩にになうに及ばない。あなた

がたの神、主およびその民イスラエルに仕えなさい。 4

あなたがたはイスラエルの王ダビデの書、およびその子

ソロモンの書に基いて氏族にしたがい、その班によって

、みずから備えをなし、 5あなたがたの兄弟である民の

人々の氏族の区分にしたがって聖所に立ち、このために
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レビびとの氏族の分が欠けることのないようにしなさい

。 6あなたがたは過越の小羊をほふり、身を清め、あな

たがたの兄弟のために備えをし、モーセが伝えた主の言

葉にしたがって行いなさい」。 7ヨシヤは、小羊および

子やぎを民の人々に贈った。これは皆その所にいるすべ

ての人のための過越の供え物であって、その数三万、ま

た雄牛三千を贈った。それらは王の所有から出したので

ある。 8そのつかさたちも民と祭司とレビびとに真心か

ら贈った。また神の宮のつかさたちヒルキヤ、ゼカリヤ

、エヒエルも小羊と子やぎ二千六百頭、牛三百頭を祭司

に与えて過越の供え物とした。 9またレビびとの長であ

る人々すなわちコナニヤおよびその兄弟シマヤ、ネタン

エルならびにハシャビヤ、エイエル、ヨザバデなども小

羊と子やぎ五千頭、牛五百頭をレビびとに贈って過越の

供え物とした。 10このように勤めのことが備わったので

、王の命に従って祭司たちはその持ち場に立ち、レビび

とはその班に従って仕え、 11やがて過越の小羊がほふら

れたので、祭司はその血を受け取って注いだ。レビびと

はその皮をはいだ。 12それから燔祭の物をとり分け、そ

れを民の人々の氏族の区分に従って渡し、主にささげさ

せた。これはモーセの書にしるされたとおりである。ま

た牛をもこのようにした。 13そして定めに従って過越の

小羊を火であぶり、その他の聖なる供え物を深なべ、か

ま、浅なべなどに煮て、急いですべての民の人々にくば

った。 14その後、彼らは自分のためと、祭司たちのため

に備えをした。アロンの子孫である祭司たちは、燔祭と

脂肪をささげるのに忙しくて、夜になったからである。

それでレビびとは自分たちのためと、アロンの子孫であ

る祭司たちのために備えたのである。 15アサフの子孫で

ある歌うたう者たちは、ダビデ、アサフ、ヘマンおよび

王の先見者エドトンの命に従ってその持ち場におり、門

衛たちはおのおの門にいて、その職務を離れるに及ばな

かった。兄弟であるレビびとが彼らのために備えたから

である。 16このようにその日、主の勤めの事がことごと

く備わったので、ヨシヤ王の命に従って過越の祭を行い

、主の祭壇に燔祭をささげた。 17ここに来ていたイスラ

エルの人々は、そのとき過越の祭を行い、また七日の間

、種入れぬパンの祭を行った。 18預言者サムエルの日か

らこのかた、イスラエルでこのような過越の祭を行った

ことはなかった。またイスラエルの諸王のうちには、ヨ

シヤが、祭司、レビびと、ならびにそこに来たユダとイ

スラエルのすべての人々、およびエルサレムの住民と共

に行ったような過越の祭を行った者はひとりもなかった

。 19この過越の祭はヨシヤの治世の第十八年に行われた

。 20このようにヨシヤが宮を整えた後、エジプトの王ネ

コはユフラテ川のほとりにあるカルケミシで戦うために

上ってきたので、ヨシヤはこれを防ごうと出て行った。

21しかしネコは彼に使者をつかわして言った、「ユダの

王よ、われわれはお互に何のあずかるところがあります

か。わたしはきょう、あなたを攻めようとして来たので

はありません。わたしの敵の家を攻めようとして来たの

です。神がわたしに命じて急がせています。わたしと共

におられる神に逆らうことをやめなさい。そうしないと

、神はあなたを滅ぼされるでしょう」。 22しかしヨシヤ

は引き返すことを好まず、かえって彼と戦うために、姿

を変え、神の口から出たネコの言葉を聞きいれず、行っ

てメギドの谷で戦ったが、 23射手の者どもがヨシヤを射

あてたので、王はその家来たちに、「わたしを助け出せ

。わたしはひどく傷ついた」と言った。 24そこで家来た

ちは彼を車から助け出し、王のもっていた第二の車に乗

せてエルサレムにつれて行ったが、ついに死んだので、

その先祖の墓にこれを葬った。そしてユダとエルサレム

は皆ヨシヤのために悲しんだ。 25時にエレミヤはヨシヤ

のために哀歌を作った。歌うたう男、歌うたう女は今日

に至るまで、その哀歌のうちにヨシヤのことを述べ、イ

スラエルのうちにこれを例とした。これは哀歌のうちに

しるされている。 26ヨシヤのその他の行為、主の律法に

しるされた所に従って行った徳行、 27およびその始終の

行いなどは、イスラエルとユダの列王の書にしるされて

いる。

36国の民はヨシヤの子エホアハズを立て、エルサレム
でその父に代って王とならせた。 2エホアハズは王

となった時二十三歳で、エルサレムで三月の間、世を治

めたが、 3エジプトの王はエルサレムで彼を廃し、かつ

銀百タラント、金一タラントの罰金を国に課した。 4そ

してエジプト王は彼の兄弟エリアキムをユダとエルサレ

ムの王とし、その名をエホヤキムと改め、その兄弟エホ

アハズを捕えてエジプトへ引いて行った。 5エホヤキム

は王となった時二十五歳で、十一年の間エルサレムで世

を治めた。彼はその神、主の前に悪を行った。 6時に、

バビロンの王ネブカデネザルが彼の所に攻め上り、彼を

バビロンに引いて行こうとして、かせにつないだ。 7ネ

ブカデネザルはまた主の宮の器物をバビロンに運んで行

って、バビロンにあるその宮殿にそれをおさめた。 8エ

ホヤキムのその他の行為、その行った憎むべき事および

彼がひそかに行った事などは、イスラエルとユダの列王

の書にしるされている。その子エホヤキンが彼に代って

王となった。 9エホヤキンは王となった時八歳で、エル

サレムで三月と十日の間、世を治め、主の前に悪を行っ

た。 10年が改まり春になって、ネブカデネザル王は人を

つかわして、彼を主の宮の尊い器物と共にバビロンに連

れて行かせ、その兄弟ゼデキヤをユダとエルサレムの王

とした。 11ゼデキヤは王となった時二十一歳で、十一年

の間エルサレムで世を治めた。 12彼はその神、主の前に

悪を行い、主の言葉を伝える預言者エレミヤの前に、身

をひくくしなかった。 13彼はまた、彼に神をさして誓わ

せたネブカデネザル王にもそむいた。彼は強情で、その

心をかたくなにして、イスラエルの神、主に立ち返らな

かった。 14祭司のかしらたちおよび民らもまた、すべて

異邦人のもろもろの憎むべき行為にならって、はなはだ

しく罪を犯し、主がエルサレムに聖別しておかれた主の

宮を汚した。 15その先祖の神、主はその民と、すみかを

あわれむがゆえに、しきりに、その使者を彼らにつかわ

されたが、 16彼らが神の使者たちをあざけり、その言葉

を軽んじ、その預言者たちをののしったので、主の怒り

がその民に向かって起り、ついに救うことができないよ

うになった。 17そこで主はカルデヤびとの王を彼らに攻

めこさせられたので、彼はその聖所の家でつるぎをもっ

て若者たちを殺し、若者をも、処女をも、老人をも、し

らがの者をもあわれまなかった。主は彼らをことごとく

彼の手に渡された。 18彼は神の宮のもろもろの大小の器

物、主の宮の貨財、王とそのつかさたちの貨財など、す

べてこれをバビロンに携えて行き、 19神の宮を焼き、エ

ルサレムの城壁をくずし、そのうちの宮殿をことごとく

火で焼き、そのうちの尊い器物をことごとくこわした。
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20彼はまたつるぎをのがれた者どもを、バビロンに捕え

て行って、彼とその子らの家来となし、ペルシャの国の

興るまで、そうして置いた。 21これはエレミヤの口によ

って伝えられた主の言葉の成就するためであった。こう

して国はついにその安息をうけた。すなわちこれはその

荒れている間、安息して、ついに七十年が満ちた。 22ペ

ルシャ王クロスの元年に当り、主はエレミヤの口によっ

て伝えた主の言葉を成就するため、ペルシャ王クロスの

霊を感動されたので、王はあまねく国中にふれ示し、ま

たそれを書き示して言った、 23「ペルシャの王クロスは

こう言う、『天の神、主は地上の国々をことごとくわた

しに賜わって、主の宮をユダにあるエルサレムに建てる

ことをわたしに命じられた。あなたがたのうち、その民

である者は皆、その神、主の助けを得て上って行きなさ

い』」。
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エズラ記

1ペルシャ王クロスの元年に、主はさきにエレミヤの口
によって伝えられた主の言葉を成就するため、ペルシ

ャ王クロスの心を感動されたので、王は全国に布告を発

し、また詔書をもって告げて言った、 2「ペルシャ王ク

ロスはこのように言う、天の神、主は地上の国々をこと

ごとくわたしに下さって、主の宮をユダにあるエルサレ

ムに建てることをわたしに命じられた。 3あなたがたの

うち、その民である者は皆その神の助けを得て、ユダに

あるエルサレムに上って行き、イスラエルの神、主の宮

を復興せよ。彼はエルサレムにいます神である。 4すべ

て生き残って、どこに宿っている者でも、その所の人々

は金、銀、貨財、家畜をもって助け、そのほかにまたエ

ルサレムにある神の宮のために真心よりの供え物をささ

げよ」。 5そこでユダとベニヤミンの氏族の長、祭司お

よびレビびとなど、すべて神にその心を感動された者は

、エルサレムにある主の宮を復興するために上って行こ

うと立ち上がった。 6その周囲の人々は皆、銀の器、金

、貨財、家畜および宝物を与えて彼らを力づけ、そのほ

かにまた、もろもろの物を惜しげなくささげた。 7クロ

ス王はまたネブカデネザルが、さきにエルサレムから携

え出して自分の神の宮に納めた主の宮の器を取り出した

。 8すなわちペルシャ王クロスは倉づかさミテレダテの

手によってこれを取り出して、ユダのつかさセシバザル

に数え渡した。 9その数は次のとおりである。金のたら

い一千、銀のたらい一千、香炉二十九、 10金の鉢三十、

銀の鉢二千四百十、その他の器一千、 11金銀の器は合わ

せて五千四百六十九あったが、セシバザルは捕囚を連れ

てバビロンからエルサレムに上った時、これらのものを

ことごとく携えて上った。

2バビロンの王ネブカデネザルに捕えられて、バビロン
に移された者のうち、捕囚をゆるされてエルサレムお

よびユダに上って、おのおの自分の町に帰ったこの州の

人々は次のとおりである。 2彼らはゼルバベル、エシュ

ア、ネヘミヤ、セラヤ、レエラヤ、モルデカイ、ビルシ

ャン、ミスパル、ビグワイ、レホム、バアナと共に帰っ

てきた。そのイスラエルの民の人数は次のとおりである

。 3パロシの子孫は二千百七十二人、 4シパテヤの子孫

は三百七十二人、 5アラの子孫は七百七十五人、 6パハ

テ・モアブの子孫すなわちエシュアとヨアブの子孫は二

千八百十二人、 7エラムの子孫は一千二百五十四人、 8

ザットの子孫は九百四十五人、 9ザッカイの子孫は七百

六十人、 10バニの子孫は六百四十二人、 11ベバイの子

孫は六百二十三人、 12アズガデの子孫は一千二百二十二

人、 13アドニカムの子孫は六百六十六人、 14ビグワイ

の子孫は二千五十六人、 15アデンの子孫は四百五十四人

、 16アテルの子孫すなわちヒゼキヤの子孫は九十八人、

17ベザイの子孫は三百二十三人、 18ヨラの子孫は百十二

人、 19ハシュムの子孫は二百二十三人、 20ギバルの子

孫は九十五人、 21ベツレヘムの子孫は百二十三人、 22

ネトパの人々は五十六人、 23アナトテの人々は百二十八

人、 24アズマウテの子孫は四十二人、 25キリアテ・ヤ

リム、ケピラおよびベエロテの子孫は七百四十三人、 26

ラマおよびゲバの子孫は六百二十一人、 27ミクマシの人

々は百二十二人、 28ベテルおよびアイの人々は二百二十

三人、 29ネボの子孫は五十二人、 30マグビシの子孫は

百五十六人、 31他のエラムの子孫は一千二百五十四人、

32ハリムの子孫は三百二十人、 33ロド、ハデデおよびオ

ノの子孫は七百二十五人、 34エリコの子孫は三百四十五

人、 35セナアの子孫は三千六百三十人。 36祭司は、エ

シュアの家のエダヤの子孫九百七十三人、 37インメルの

子孫一千五十二人、 38パシュルの子孫一千二百四十七人

、 39ハリムの子孫一千十七人。 40レビびとは、ホダヤ

の子孫すなわちエシュアとカデミエルの子孫七十四人。

41歌うたう者は、アサフの子孫百二十八人。 42門衛の子

孫は、シャルムの子孫、アテルの子孫、タルモンの子孫

、アックブの子孫、ハテタの子孫、ショバイの子孫合わ

せて百三十九人。 43宮に仕えるしもべたちは、ヂハの子

孫、ハスパの子孫、タバオテの子孫、 44ケロスの子孫、

シアハの子孫、パドンの子孫、 45レバナの子孫、ハガバ

の子孫、アックブの子孫、 46ハガブの子孫、シャルマイ

の子孫、ハナンの子孫、 47ギデルの子孫、ガハルの子孫

、レアヤの子孫、 48レヂンの子孫、ネコダの子孫、ガザ

ムの子孫、 49ウザの子孫、パセアの子孫、ベサイの子孫

、 50アスナの子孫、メウニムの子孫、ネフシムの子孫、

51バクブクの子孫、ハクパの子孫、ハルホルの子孫、 52

バヅリテの子孫、メヒダの子孫、ハルシャの子孫、 53バ

ルコスの子孫、シセラの子孫、テマの子孫、 54ネヂアの

子孫、ハテパの子孫である。 55ソロモンのしもべたちの

子孫は、ソタイの子孫、ハッソペレテの子孫、ペリダの

子孫、 56ヤアラの子孫、ダルコンの子孫、ギデルの子孫

、 57シパテヤの子孫、ハッテルの子孫、ポケレテ・ハッ

ゼバイムの子孫、アミの子孫。 58宮に仕えるしもべたち

とソロモンのしもべたちの子孫とは合わせて三百九十二

人。 59次にあげる人々はテル・メラ、テル・ハレサ、ケ

ルブ、アダンおよびインメルから上って来た者であった

が、彼らはその氏族とその血統とを示して、そのイスラ

エルの者であることを明らかにすることができなかった

。 60すなわちデラヤの子孫、トビヤの子孫、ネコダの子

孫で合わせて六百五十二人。 61祭司の子孫のうちにはハ

バヤの子孫、ハッコヅの子孫、バルジライの子孫があっ

た。バルジライはギレアデびとバルジライの娘たちのう

ちから妻をめとったので、その名で呼ばれることになっ

た。 62これらの者は系譜に載った者たちのうちに自分の

名を尋ねたが見いだされなかったので、汚れた者として

、祭司の職から除かれた。 63総督は彼らに告げて、ウリ

ムとトンミムを身につける祭司の興るまでは、いと聖な

る物を食べてはならないと言った。 64会衆は合わせて四

万二千三百六十人であった。 65このほかに、しもべおよ

びはしため合わせて七千三百三十七人、また歌うたう男

女二百人あった。 66その馬は七百三十六頭、その騾馬は

二百四十五頭、 67そのらくだは四百三十五頭、そのろば

は六千七百二十頭あった。 68氏族の長数人はエルサレム

にある主の宮の所にきた時、神の宮をもとの所に建てる

ために真心よりの供え物をささげた。 69すなわち、その

力に従って工事のために倉に納めたものは、金六万一千

ダリク、銀五千ミナ、祭司の衣服百かさねであった。 70

祭司、レビびと、および民のある者はエルサレムおよび

その近郊に住み、歌うたう者、門衛および宮に仕えるし

もべたちはその町々に住み、一般のイスラエルびとは自

分たちの町々に住んだ。

3こうしてイスラエルの人々はその町々に住んでいたが
、七月になって、民はひとりのようにエルサレムに集
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まった。 2そこでヨザダクの子エシュアとその仲間の祭

司たち、およびシャルテルの子ゼルバベルとその兄弟た

ちは立って、イスラエルの神の祭壇を築いた。これは神

の人モーセの律法にしるされたところに従って、その上

に燔祭をささげるためであった。 3彼らは国々の民を恐

れていたので、祭壇をもとの所に設けた。そしてその上

で燔祭を主にささげ、朝夕それをささげた。 4また、し

るされたところに従って仮庵の祭を行い、おきてに従っ

て、毎日ささぐべき数のとおりに、日々の燔祭をささげ

た。 5そしてその後は常燔祭、新月と主のすべて定めら

れた祭とにささげる供え物および各自が主にささげる真

心よりの供え物をささげた。 6すなわち七月一日から燔

祭を主にささげることを始めたが、主の宮の基礎はまだ

すえられてなかった。 7そこで石工と木工に金を渡し、

またシドンとツロの人々に食い物、飲み物および油を与

えて、ペルシャ王クロスから得た許可に従って、レバノ

ンからヨッパの海に香柏を運ばせた。 8さてエルサレム

の神の宮に帰った次の年の二月に、シャルテルの子ゼル

バベルとヨザダクの子エシュアはその兄弟である他の祭

司、レビびとおよび捕囚からエルサレムに帰って来たす

べての人々と共に工事を始め、二十歳以上のレビびとを

立てて、主の宮の工事を監督させた。 9そこでユダの子

孫であるエシュアとその子らおよびその兄弟、カデミエ

ルとその子らは共に立って、神の宮で工事をなす者を監

督した。ヘナダデの子らおよびレビびとの子らと、その

兄弟たちもまた一緒であった。 10こうして建築者が主の

宮の基礎をすえた時、祭司たちは礼服をつけてラッパを

とり、アサフの子らであるレビびとはシンバルをとり、

イスラエルの王ダビデの指令に従って主をさんびした。

11彼らは互に歌いあって主をほめ、かつ感謝し、「主は

めぐみ深く、そのいつくしみはとこしえにイスラエルに

絶えることがない」と言った。そして民はみな主をさん

びするとき、大声をあげて叫んだ。主の宮の基礎がすえ

られたからである。 12しかし祭司、レビびと、氏族の長

である多くの人々のうちに、もとの宮を見た老人たちが

あったが、今この宮の基礎のすえられるのを見た時、大

声をあげて泣いた。また喜びのために声をあげて叫ぶ者

も多かった。 13それで、人々は民の喜び叫ぶ声と、民の

泣く声とを聞きわけることができなかった。民が大声に

叫んだので、その声が遠くまで聞えたからである。

4ユダとベニヤミンの敵である者たちは捕囚から帰って
きた人々が、イスラエルの神、主のために神殿を建て

ていることを聞き、 2ゼルバベルと氏族の長たちのもと

に来て言った、「われわれも、あなたがたと一緒にこれ

を建てさせてください。われわれはあなたがたと同じく

、あなたがたの神を礼拝します。アッスリヤの王エサル

・ハドンがわれわれをここにつれて来た日からこのかた

、われわれは彼に犠牲をささげてきました」。 3しかし

ゼルバベル、エシュアおよびその他のイスラエルの氏族

の長たちは、彼らに言った、「あなたがたは、われわれ

の神に宮を建てることにあずかってはなりません。ペル

シャの王クロス王がわれわれに命じたように、われわれ

だけで、イスラエルの神、主のために建てるのです」。

4そこでその地の民はユダの民の手を弱らせて、その建

築を妨げ、 5その企てを破るために役人を買収して彼ら

に敵せしめ、ペルシャ王クロスの代からペルシャ王ダリ

ヨスの治世にまで及んだ。 6アハスエロスの治世、すな

わちその治世の初めに、彼らはユダとエルサレムの住民

を訴える告訴状を書いた。 7またアルタシャスタの世に

ビシラム、ミテレダテ、タビエルおよびその他の同僚も

、ペルシャ王アルタシャスタに手紙を書いた。その手紙

の文はアラム語で書かれて訳されていた。 8長官レホム

と書記官シムシャイはアルタシャスタ王にエルサレムを

訴えて次のような手紙をしたためた。 9すなわち長官レ

ホムと書記官シムシャイおよびその他の同僚、すなわち

裁判官、知事、役人、ペルシャ人、エレクの人々、バビ

ロン人、スサの人々すなわちエラムびと、 10およびその

他の民すなわち大いなる尊いオスナパルが、移してサマ

リヤの町々および川向こうのその他の地に住ませた者ど

もが、 11送った手紙の写しはこれである。「アルタシャ

スタ王へ、川向こうのあなたのしもべども、あいさつを

申し上げます。 12王よ、ご承知ください。あなたのもと

から、わたしたちの所に上って来たユダヤ人らはエルサ

レムに来て、かのそむいた悪い町を建て直し、その城壁

を築きあげ、その基礎をつくろっています。 13王よ、い

まご承知ください。もしこの町を建て、城壁を築きあげ

るならば、彼らはみつぎ、関税、税金を納めなくなりま

す。そうすれば王の収入が減るでしょう。 14われわれは

王宮の塩をはむ者ですから、王の不名誉を見るに忍びな

いので、人をつかわして王にお聞かせするのです。 15歴

代の記録をお調べください。その記録の書において、こ

の町はそむいた町で、諸王と諸州に害を及ぼしたもので

あることを見、その中に古来、むほんの行われたことを

知られるでしょう。この町が滅ぼされたのはこれがため

なのです。 16われわれは王にお知らせいたします。もし

この町が建てられ、城壁が築きあげられたなら、王は川

向こうの領地を失うに至るでしょう」。 17王は返書を送

って言った、「長官レホム、書記官シムシャイ、その他

サマリヤおよび川向こうのほかの所に住んでいる同僚に

、あいさつをする。いま、 18あなたがたがわれわれに送

った手紙を、わたしの前に明らかに読ませた。 19わたし

は命令を下して調査させたところ、この町は古来、諸王

にそむいた事、その中に反乱、むほんのあったことを見

いだした。 20またエルサレムには大いなる王たちがあっ

て、川向こうの地をことごとく治め、みつぎ、関税、税

金を納めさせたこともあった。 21それであなたがたは命

令を伝えて、その人々をとどめ、わたしの命令の下るま

で、この町を建てさせてはならない。 22あなたがたは慎

んでこのことについて怠ることのないようにしなさい。

どうして損害を増して、王に害を及ぼしてよかろうか」

。 23アルタシャスタ王の手紙の写しがレホムおよび書記

官シムシャイとその同僚の前に読み上げられたので、彼

らは急いでエルサレムのユダヤ人のもとにおもむき、腕

力と権力とをもって彼らをやめさせた。 24それでエルサ

レムにある神の宮の工事は中止された。すなわちペルシ

ャ王ダリヨスの治世の二年まで中止された。

5さて預言者ハガイおよびイドの子ゼカリヤのふたりの
預言者は、ユダとエルサレムにいるユダヤ人に向かっ

て、彼らの上にいますイスラエルの神の名によって預言

した。 2そこでシャルテルの子ゼルバベルおよびヨザダ

クの子エシュアは立ちあがって、エルサレムにある神の

宮を建て始めた。神の預言者たちも、彼らと共にいて彼

らを助けた。 3その時、川向こうの州の知事タテナイお

よびセタル・ボズナイとその同僚は彼らの所に来てこう
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言った、「だれがあなたがたにこの宮を建て、この城壁

を築きあげることを命じたのか」。 4また「この建物を

建てている人々の名はなんというのか」と尋ねた。 5し

かしユダヤ人の長老たちの上には、神の目が注がれてい

たので、彼らはこれをやめさせることができず、その事

をダリヨスに奏して、その返答の来るのを待った。 6川

向こうの州の知事タテナイおよびセタル・ボズナイとそ

の同僚である川向こうの州の知事たちが、ダリヨス王に

送った手紙の写しは次のとおりである。 7すなわち、彼

らが王に送った手紙には、次のようにしるされてあった

。「願わくはダリヨス王に全き平安があるように。 8王

に次のことをお知らせいたします。すなわち、われわれ

がユダヤ州へ行き、かの大いなる神の宮へ行って見たと

ころ、それは大きな石をもって建てられ、材木を組んで

壁をつくり、その工事は勤勉に行われ、彼らの手によっ

て大いにはかどっています。 9そこでわれわれはその長

老たちに尋ねてこう言いました、『だれがあなたがたに

この宮を建て、この城壁を築きあげることを命じたのか

』と。 10われわれはまた彼らのかしらたる人々の名を書

きしるして、あなたにお知らせするために、その名を尋

ねました。 11すると、彼らはわれわれに答えてこう言い

ました、『われわれは天地の神のしもべであって、年久

しい昔に建てられた宮を、再び建てるのです。これはも

と、イスラエルの大いなる王の建てあげたものですが、

12われわれの先祖たちが、天の神の怒りを引き起したた

め、神は彼らを、カルデヤびとバビロンの王ネブカデネ

ザルの手に渡されたので、彼はこの宮をこわし、民をバ

ビロンに捕えて行きました。 13ところがバビロンの王ク

ロスの元年に、クロス王は神のこの宮を再び建てること

の命令を下されました。 14またクロス王は先にネブカデ

ネザルが、エルサレムの宮からバビロンの神殿に移した

神の宮の金銀の器を、バビロンの神殿から取り出して、

彼が総督に任じたセシバザルという名の者に渡して、 15

彼に言われました、「これらの器を携えて行って、エル

サレムにある宮に納め、神の宮をもとの所に建てよ」と

。 16そこでこのセシバザルは来てエルサレムにある神の

宮の基礎をすえました。その時から今に至るまで、建築

を続けていますが、まだ完成しないのです』と。 17それ

で今、もし王がよしと見られるならば、バビロンにある

王の宝庫を調べて、エルサレムの神のこの宮を建てるこ

との命令が、はたしてクロス王から出ているかどうかを

確かめ、この事についての王のお考えをわれわれに伝え

てください」。

6そこでダリヨス王は命を下して、バビロンのうちで、
古文書をおさめてある書庫を調べさせたところ、 2メ

デヤ州の都エクバタナで、一つの巻物を見いだした。そ

のうちにこうしるされてある。「記録。 3クロス王の元

年にクロス王は命を下した、『エルサレムにある神の宮

については、犠牲をささげ、燔祭を供える所の宮を建て

、その宮の高さを六十キュビトにし、その幅を六十キュ

ビトにせよ。 4大いなる石の層を三段にし、木の層を一

段にせよ。その費用は王の家から与えられる。 5またネ

ブカデネザルが、エルサレムの宮からバビロンに移した

神の宮の金銀の器物は、これをかえして、エルサレムに

ある宮のもとの所に持って行き、これを神の宮に納めよ

』」。 6「それで川向こうの州の知事タテナイおよびセ

タル・ボズナイとその同僚である川向こうの州の知事た

ちよ、あなたがたはこれに遠ざかり、 7神のこの宮の工

事を彼らに任せ、ユダヤ人の知事とユダヤ人の長老たち

に、神のこの宮をもとの所に建てさせよ。 8わたしはま

た命を下し、神のこの宮を建てることについて、あなた

がたがこれらのユダヤ人の長老たちになすべき事を示す

。王の財産、すなわち川向こうの州から納めるみつぎの

中から、その費用をじゅうぶんそれらの人々に与えて、

その工事を滞らないようにせよ。 9またその必要とする

もの、すなわち天の神にささげる燔祭の子牛、雄羊およ

び小羊ならびに麦、塩、酒、油などエルサレムにいる祭

司たちの求めにしたがって、日々怠りなく彼らに与え、

10彼らにこうばしい犠牲を天の神にささげさせ、王と王

子たちの長寿を祈らせよ。 11わたしはまた命を下す。だ

れでもこの命ずる所を改める者があるならば、その家の

梁は抜き取られ、彼はその上にくぎづけにされ、その家

はまた、これがために汚物の山とされるであろう。 12こ

れを改めようとする者、あるいはエルサレムにある神の

この宮を滅ぼそうとして手を出す王あるいは民は、かし

こにその名をとどめられる神よ、願わくはこれを倒され

るように。われダリヨスは命を下す。心してこれを行え

」。 13ダリヨス王がこう言い送ったので、川向こうの州

の知事タテナイおよびセタル・ボズナイとその同僚たち

は心してこれを行った。 14そしてユダヤ人の長老たちは

、預言者ハガイおよびイドの子ゼカリヤの預言によって

建て、これをなし遂げた。彼らはイスラエルの神の命令

により、またクロス、ダリヨスおよびペルシャ王アルタ

シャスタの命によって、これを建て終った。 15この宮は

ダリヨス王の治世の六年アダルの月の三日に完成した。

16そこでイスラエルの人々、祭司たち、レビびとおよび

その他の捕囚から帰った人々は、喜んで神のこの宮の奉

献式を行った。 17すなわち神のこの宮の奉献式において

、雄牛一百頭、雄羊二百頭、小羊四百頭をささげ、また

イスラエルの部族の数にしたがって、雄やぎ十二頭をさ

さげて、すべてのイスラエルびとのための罪祭とした。

18またモーセの書にしるされてあるように祭司を組別に

より、レビびとを班別によって立て、エルサレムで神に

仕えさせた。 19こうして捕囚から帰って来た人々は、正

月の十四日に過越の祭を行った。 20すなわち祭司、レビ

びとたちは共に身を清めて皆清くなり、すべて捕囚から

帰って来た人々のため、その兄弟である祭司たちのため

、また彼ら自身のために過越の小羊をほふった。 21そし

て捕囚から帰って来たイスラエルの人々、およびその地

の異邦人の汚れを捨てて彼らに連なり、イスラエルの神

、主を拝しようとする者はすべてこれを食べ、 22喜んで

七日の間、種入れぬパンの祭を行った。これは主が彼ら

を喜ばせ、またアッスリヤの王の心を彼らに向かわせ、

彼にイスラエルの神にいます神の宮の工事を助けさせら

れたからである。

7これらの事の後ペルシャ王アルタシャスタの治世にエ
ズラという者があった。エズラはセラヤの子、セラヤ

はアザリヤの子、アザリヤはヒルキヤの子、 2ヒルキヤ

はシャルムの子、シャルムはザドクの子、ザドクはアヒ

トブの子、 3アヒトブはアマリヤの子、アマリヤはアザ

リヤの子、アザリヤはメラヨテの子、 4メラヨテはゼラ

ヒヤの子、ゼラヒヤはウジの子、ウジはブッキの子、 5

ブッキはアビシュアの子、アビシュアはピネハスの子、

ピネハスはエレアザルの子、エレアザルは祭司長アロン
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の子である。 6このエズラはバビロンから上って来た。

彼はイスラエルの神、主がお授けになったモーセの律法

に精通した学者であった。その神、主の手が彼の上にあ

ったので、その求めることを王はことごとく許した。 7

アルタシャスタ王の七年にまたイスラエルの人々および

祭司、レビびと、歌うたう者、門衛、宮に仕えるしもべ

などエルサレムに上った。 8そして王の七年の五月にエ

ズラはエルサレムに来た。 9すなわち正月の一日にバビ

ロンを出立して、五月一日にエルサレムに着いた。その

神の恵みの手が彼の上にあったからである。 10エズラは

心をこめて主の律法を調べ、これを行い、かつイスラエ

ルのうちに定めとおきてとを教えた。 11主の戒めの言葉

、およびイスラエルに賜わった定めに通じた学者で、祭

司であるエズラにアルタシャスタ王の与えた手紙の写し

は、次のとおりである。 12「諸王の王アルタシャスタ、

天の神の律法の学者である祭司エズラに送る。今、 13わ

たしは命を下す。わが国のうちにいるイスラエルの民お

よびその祭司、レビびとのうち、すべてエルサレムへ行

こうと望む者は皆、あなたと共に行くことができる。 14

あなたは、自分の手にあるあなたの神の律法に照して、

ユダとエルサレムの事情を調べるために、王および七人

の議官によってつかわされるのである。 15かつあなたは

王およびその議官らが、エルサレムにいますイスラエル

の神に真心からささげる銀と金を携え、 16またバビロン

全州であなたが獲るすべての金銀、および民と祭司とが

、エルサレムにあるその神の宮のために、真心からささ

げた供え物を携えて行く。 17それであなたはその金をも

って雄牛、雄羊、小羊およびその素祭と灌祭の品々を気

をつけて買い、エルサレムにあるあなたがたの神の宮の

祭壇の上に、これをささげなければならない。 18また、

あなたとあなたの兄弟たちが、その余った金銀でしよう

と思うよい事があるならば、あなたがたの神のみ旨に従

ってそれを行え。 19またあなたの神の宮の勤め事のため

にあなたが与えられた器は、エルサレムの神の前に納め

よ。 20そのほかあなたの神の宮のために用うべき必要な

ものがあれば、それを王の倉から出して用いよ。 21われ

、アルタシャスタ王は川向こうの州のすべての倉づかさ

に命を下して言う、『天の神の律法の学者である祭司エ

ズラがあなたがたに求める事は、すべてこれを心して行

え。 22すなわち銀は百タラントまで、小麦は百コルまで

、ぶどう酒は百バテまで、油は百バテまで、塩は制限な

く与えよ。 23天の神の宮のために、天の神の命じるとこ

ろは、すべて正しくこれを行え。そうしないと神の怒り

が、王と王の子らの国に臨むであろう』。 24われわれは

、またあなたがたに告げる、『祭司、レビびと、歌うた

う者、門衛、宮に仕えるしもべ、および神のこの宮の仕

えびとたちには、みつぎ、租税、税金を課してはならぬ

』。 25エズラよ、あなたはあなたの手にある神の知恵に

よって、つかさおよび裁判人を立て、川向こうの州のす

べての民、すなわちあなたの神の律法を知っている者た

ちを、ことごとくさばかせよ。あなたがたはまたこれを

知らない者を教えよ。 26あなたの神の律法および王の律

法を守らない者を、きびしくその罪に定めて、あるいは

死刑に、あるいは追放に、あるいは財産没収に、あるい

は投獄に処せよ」。 27われわれの先祖の神、主はほむべ

きかな。主はこのように、王の心に、エルサレムにある

主の宮を飾る心を起させ、 28また王の前と、その議官の

前と王の大臣の前で、わたしに恵みを得させられた。わ

たしはわが神、主の手がわたしの上にあるので力を得、

イスラエルのうちから首領たる人々を集めて、わたしと

共に上らせた。

8アルタシャスタ王の治世に、バビロンからわたしと一
緒に上って来た者の氏族の長、およびその系譜は次の

とおりである。 2ピネハスの子孫のうちではゲルショム

。イタマルの子孫のうちではダニエル。ダビデの子孫の

うちではシカニヤの子ハットシ。 3パロシの子孫のうち

ではゼカリヤおよび彼と共に系譜に載せられた男百五十

人。 4パハテ・モアブの子孫のうちではゼラヒヤの子エ

リヨエナイおよび彼と共にある男二百人。 5ザッツの子

孫のうちではヤハジエルの子シカニヤおよび彼と共にあ

る男三百人。 6アデンの子孫のうちではヨナタンの子エ

ベデおよび彼と共にある男五十人。 7エラムの子孫のう

ちではアタリヤの子エサヤおよび彼と共にある男七十人

。 8シパテヤの子孫のうちではミカエルの子ゼバデヤお

よび彼と共にある男八十人。 9ヨアブの子孫のうちでは

エヒエルの子オバデヤおよび彼と共にある男二百十八人

。 10バニの子孫のうちではヨシピアの子シロミテおよび

彼と共にある男百六十人。 11ベバイの子孫のうちではベ

バイの子ゼカリヤおよび彼と共にある男二十八人。 12ア

ズガデの子孫のうちではハッカタンの子ヨハナンおよび

彼と共にある男百十人。 13アドニカムの子孫のうちでは

後に来た者どもで、その名はエリペレテ、ユエル、シマ

ヤおよび彼らと共にある男六十人。 14ビグワイの子孫の

うちではウタイとザックルおよび彼らと共にある男七十

人である。 15わたしは彼らをアハワに流れる川のほとり

に集めて、そこに三日のあいだ露営した。わたしは民と

祭司とを調べたが、そこにはレビの子孫はひとりもいな

かったので、 16人をつかわしてエリエゼル、アリエル、

シマヤ、エルナタン、ヤリブ、エルナタン、ナタン、ゼ

カリヤ、メシュラムという首長たる人々を招き、またヨ

ヤリブ、およびエルナタンのような見識のある人々を招

いた。 17そしてわたしはカシピアという所の首長イドの

もとに彼らをつかわし、カシピアという所にいるイドと

、その兄弟である宮に仕えるしもべたちに告ぐべき言葉

を、彼らに授け、われわれの神の宮のために、仕え人を

われわれに連れて来いと言った。 18われわれの神がよく

われわれを助けられたので、彼らはイスラエルの子、レ

ビの子、マヘリの子孫のうちの思慮深い人、すなわちセ

レビヤおよびその子らとその兄弟たち十八人を、われわ

れに連れて来、 19またハシャビヤおよび彼と共に、メラ

リの子孫のエサヤとその兄弟およびその子ら二十人、 20

および宮に仕えるしもべ、すなわちダビデとそのつかさ

たちが、レビびとに仕えさせるために選んだ宮に仕える

しもべ二百二十人を連れてきた。これらの者は皆その名

を言って記録された。 21そこでわたしは、かしこのアハ

ワ川のほとりで断食を布告し、われわれの神の前で身を

ひくくし、われわれと、われわれの幼き者と、われわれ

のすべての貨財のために、正しい道を示されるように神

に求めた。 22これは、われわれがさきに王に告げて、「

われわれの神の手は、神を求めるすべての者の上にやさ

しく下り、その威力と怒りとはすべて神を捨てる者の上

に下る」と言ったので、わたしは道中の敵に対して、わ

れわれを守るべき歩兵と騎兵とを、王に頼むことを恥じ

たからである。 23そこでわれわれは断食して、このこと

をわれわれの神に求めたところ、神はその願いを聞きい
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れられた。 24わたしはおもだった祭司十二人すなわちセ

レビヤ、ハシャビヤおよびその兄弟十人を選び、 25金銀

および器物、すなわち王と、その議官と、その諸侯およ

びすべて在留のイスラエルびとが、われわれの神の宮の

ためにささげた奉納物を量って彼らに渡した。 26わたし

が量って彼らの手に渡したものは、銀六百五十タラント

、銀の器百タラント、金百タラントであった。 27また金

の大杯が二十あって、一千ダリクに当る。また光り輝く

青銅の器二個あって、その尊いこと金のようである。 28

そしてわたしは彼らに言った、「あなたがたは主に聖別

された者である。この器物も聖である。またこの金銀は

、あなたがたの先祖の神、主にささげた真心よりの供え

物である。 29あなたがたはエルサレムで、主の宮のへや

の中で、祭司長、レビびとおよびイスラエルの氏族のか

しらたちの前で、これを量るまで、見張り、かつ守りな

さい」。 30そこで祭司およびレビびとたちは、その金銀

および器物を、エルサレムにあるわれわれの神の宮に携

えて行くため、その重さのものを受け取った。 31われわ

れは正月の十二日に、アハワ川を出立してエルサレムに

向かったが、われわれの神の手は、われわれの上にあっ

て、敵の手および道に待ち伏せする者の手から、われわ

れを救われた。 32われわれはエルサレムに着いて、三日

そこにいたが、 33四日目にわれわれの神の宮の内で、そ

の金銀および器物を、ウリヤの子祭司メレモテの手に量

って渡した。ピネハスの子エレアザルが彼と共にいた。

またエシュアの子ヨザバデ、およびビンヌイの子ノアデ

ヤのふたりのレビびとも、彼らと共にいた。 34すなわち

そのすべての数と重さとを調べ、その重さは皆書きとめ

られた。 35そのとき捕囚の人々で捕囚から帰って来た者

は、イスラエルの神に燔祭をささげた。すなわちイスラ

エル全体のために雄牛十二頭、雄羊九十六頭、小羊七十

七頭をささげ、また罪祭として雄やぎ十二頭をささげた

。これらはみな、主にささげた燔祭である。 36彼らはま

た王の命令書を、王の総督たち、および川向こうの州の

知事たちに渡したので、彼らは民と神の宮とを援助した

。

9これらの事がなされた後、つかさたちは、わたしのも
とに来て言った、「イスラエルの民、祭司およびレビ

びとは諸国の民と離れないで、カナンびと、ヘテびと、

ペリジびと、エブスびと、アンモンびと、モアブびと、

エジプトびと、アモリびとなどの憎むべき事を行いまし

た。 2すなわち、彼らの娘たちをみずからめとり、また

そのむすこたちにめとったので、聖なる種が諸国の民と

まじりました。そしてつかさたる者、長たる者が先だっ

て、このとがを犯しました」。 3わたしはこの事を聞い

た時、着物と上着とを裂き、髪の毛とひげを抜き、驚き

あきれてすわった。 4イスラエルの神の言葉におののく

者は皆、捕囚から帰って来た人々のとがのゆえに、わた

しのもとに集まったが、わたしは夕の供え物の時まで、

驚きあきれてすわった。 5夕の供え物の時になって、わ

たしは断食から立ちあがり、着物と上着を裂いたまま、

ひざをかがめて、わが神、主にむかって手をさし伸べて

、 6言った、「わが神よ、わたしはあなたにむかって顔

を上げるのを恥じて、赤面します。われわれの不義は積

って頭よりも高くなり、われわれのとがは重なって天に

達したからです。 7われわれの先祖の日から今日まで、

われわれは大いなるとがを負い、われわれの不義によっ

て、われわれとわれわれの王たち、および祭司たちは国

々の王たちの手にわたされ、つるぎにかけられ、捕え行

かれ、かすめられ、恥をこうむりました。今日のとおり

です。 8ところがいま、われわれの神、主は、しばし恵

みを施して、のがれ残るべき者をわれわれのうちにおき

、その聖所のうちに確かなよりどころを与え、こうして

われわれの神はわれわれの目を明らかにし、われわれを

その奴隷のうちにあって、少しく生き返らせられました

。 9われわれは奴隷の身でありますが、その奴隷たる時

にも神はわれわれを見捨てられず、かえってペルシャ王

たちの目の前でいつくしみを施して、われわれを生き返

らせ、われわれの神の宮を建てさせ、その破壊をつくろ

わせ、ユダとエルサレムでわれわれに保護を与えられま

した。 10われわれの神よ、この後、何を言うことができ

ましょう。われわれは、あなたの戒めを捨てたからです

。 11あなたはかつて、あなたのしもべである預言者たち

によって命じて仰せられました、『おまえたちが行って

獲ようとする地は、各地の民の汚れにより、その憎むべ

きわざによって汚れた地で、この果から、かの果まで、

その汚れに満ちている。 12それでおまえたちの娘を、彼

らのむすこに与えてはならない。彼らの娘を、おまえた

ちのむすこにめとってはならない。また永久に彼らの平

安をも福祉をも求めてはならない。そうすればおまえた

ちは強くなり、その地の良き物を食べ、これを永久にお

まえたちの子孫に伝えて嗣業とさせることができる』と

。 13われわれの悪い行いにより、大いなるとがによって

、これらすべてのことが、すでにわれわれに臨みました

が、われわれの神なるあなたは、われわれの不義よりも

軽い罰をくだして、このように残りの者を与えてくださ

ったのを見ながら、 14われわれは再びあなたの命令を破

って、これらの憎むべきわざを行う民と縁を結んでよい

でしょうか。あなたはわれわれを怒って、ついに滅ぼし

尽し、残る者も、のがれる者もないようにされるのでは

ないでしょうか。 15ああ、イスラエルの神、主よ、あな

たは正しくいらせられます。われわれはのがれて残るこ

と今日のとおりです。われわれは、とがをもってあなた

の前にあります。それゆえだれもあなたの前に立つこと

はできません」。

10エズラが神の宮の前に泣き伏して祈り、かつざんげ
していた時、男、女および子供の大いなる群集がイ

スラエルのうちから彼のもとに集まってきた。民はいた

く泣き悲しんだ。 2時にエラムの子孫のうちのエヒエル

の子シカニヤが、エズラに告げて言った、「われわれは

神にむかって罪を犯し、この地の民から異邦の女をめと

りました。しかし、このことについてはイスラエルに、

今なお望みがあります。 3それでわれわれはわが主の教

と、われわれの神の命令におののく人々の教とに従って

、これらの妻ならびにその子供たちを、ことごとく追い

出すという契約を、われわれの神に立てましょう。そし

て律法に従ってこれを行いましょう。 4立ちあがってく

ださい、この事はあなたの仕事です。われわれはあなた

を助けます。心を強くしてこれを行いなさい」。 5エズ

ラは立って、おもだった祭司、レビびとおよびすべての

イスラエルびとに、この言葉のように行うことを誓わせ

たので、彼らは誓った。 6エズラは神の宮の前から出て

、エリアシブの子ヨハナンのへやにはいったが、そこへ

行っても彼はパンも食べず、水も飲まずに夜を過ごした
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。これは彼が、捕囚から帰った人々のとがを嘆いたから

である。 7そしてユダおよびエルサレムにあまねく布告

を出し、捕囚から帰ったすべての者に告げて、エルサレ

ムに集まるべき事と、 8つかさおよび長老たちのさとし

に従って、三日のうちにこない者はだれでもその財産は

ことごとく没収され、その人自身は捕われ人の会から破

門されると言った。 9そこでユダとベニヤミンの人々は

皆三日のうちにエルサレムに集まった。これは九月の二

十日であった。すべての民は神の宮の前の広場に座して

、このことのため、また大雨のために震えおののいてい

た。 10時に祭司エズラは立って彼らに言った、「あなた

がたは罪を犯し、異邦の女をめとって、イスラエルのと

がを増した。 11それで今、あなたがたの先祖の神、主に

ざんげして、そのみ旨を行いなさい。あなたがたはこの

地の民および異邦の女と離れなさい」。 12すると会衆は

皆大声をあげて答えた、「あなたの言われたとおり、わ

れわれは必ず行います。 13しかし民は多く、また大雨の

季節ですから、外に立っていることはできません。また

これは一日やふつかの仕事ではありません。われわれは

この事について大いに罪を犯したからです。 14それでど

うぞ、われわれのつかさたちは全会衆のために立ってく

ださい。われわれの町の内に、もし異邦の女をめとった

者があるならば、みな定めの時にこさせなさい。またお

のおのの町の長老および裁判人も、それと一緒にこさせ

なさい。そうすればこの事によるわれわれの神の激しい

怒りは、ついにわれわれを離れるでしょう」。 15ところ

がアサヘルの子ヨナタンおよびテクワの子ヤハジアはこ

れに反対した。そしてメシュラムおよびレビびとシャベ

タイは彼らを支持した。 16そこで捕囚から帰って来た人

々はこのように行った。すなわち祭司エズラは、氏族の

長たちをその氏族にしたがい、おのおのその名をさして

選んだ。彼らは十月の一日から座してこの事を調べ、 17

正月の一日になって、異邦の女をめとった人々をことご

とく調べ終った。 18祭司の子孫のうちで異邦の女をめと

った事のあらわれた者は、ヨザダクの子エシュアの子ら

、およびその兄弟たちのうちではマアセヤ、エリエゼル

、ヤリブ、ゲダリヤであった。 19彼らはその妻を離縁し

ようという誓いをなし、すでに罪を犯したというので、

そのとがのために雄羊一頭をささげた。 20インメルの子

らのうちではハナニおよびゼバデヤ。 21ハリムの子らの

うちではマアセヤ、エリヤ、シマヤ、エヒエル、ウジヤ

。 22パシュルの子らのうちではエリオエナイ、マアセヤ

、イシマエル、ネタンエル、ヨザバデ、エラサ。 23レビ

びとのうちではヨザバテ、シメイ、ケラヤ（すなわちケ

リタ）、ペタヒヤ、ユダ、エリエゼル。 24歌うたう者の

うちではエリアシブ。門衛のうちではシャルム、テレム

、ウリ。 25イスラエルのうち、パロシの子らのうちでは

ラミヤ、エジア、マルキヤ、ミヤミン、エレアザル、ハ

シャビヤ、ベナヤ。 26エラムの子らのうちではマッタニ

ヤ、ゼカリヤ、エヒエル、アブデ、エレモテ、エリヤ。

27ザットの子らのうちではエリオエナイ、エリアシブ、

マッタニヤ、エレモテ、ザバデ、アジザ。 28ベバイの子

らのうちではヨハナン、ハナニヤ、ザバイ、アテライ。

29バニの子らのうちではメシュラム、マルク、アダヤ、

ヤシュブ、シヤル、エレモテ。 30パハテ・モアブの子ら

のうちではアデナ、ケラル、ベナヤ、マアセヤ、マッタ

ニヤ、ベザレル、ビンヌイ、マナセ。 31ハリムの子らの

うちではエリエゼル、イシヤ、マルキヤ、シマヤ、シメ

オン、 32ベニヤミン、マルク、シマリヤ。 33ハシュム

の子らのうちではマッテナイ、マッタタ、ザバデ、エリ

パレテ、エレマイ、マナセ、シメイ。 34バニの子らのう

ちではマアダイ、アムラム、ウエル、 35ベナヤ、ベデヤ

、ケルヒ、 36ワニア、メレモテ、エリアシブ、 37マッ

タニヤ、マッテナイ、ヤアス。 38ビンヌイの子らのうち

ではシメイ、 39シレミヤ、ナタン、アダヤ、 40マクナ

デバイ、シャシャイ、シャライ、 41アザリエル、シレミ

ヤ、シマリヤ、 42シャルム、アマリヤ、ヨセフ。 43ネ

ボの子らではエイエル、マッタテヤ、ザバデ、ゼビナ、

ヤッダイ、ヨエル、ベナヤ。 44これらの者は皆異邦の女

をめとった者である。彼らはその女たちをその子供と共

に離縁した。
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ネヘミヤ記

1ハカリヤの子ネヘミヤの言葉。第二十年のキスレウの
月に、わたしが首都スサにいた時、 2わたしの兄弟の

ひとりハナニが数人の者と共にユダから来たので、わた

しは捕囚を免れて生き残ったユダヤ人の事およびエルサ

レムの事を尋ねた。 3彼らはわたしに言った、「かの州

で捕囚を免れて生き残った者は大いなる悩みと、はずか

しめのうちにあり、エルサレムの城壁はくずされ、その

門は火で焼かれたままであります」と。 4わたしはこれ

らの言葉を聞いた時、すわって泣き、数日のあいだ嘆き

悲しみ、断食して天の神の前に祈って、 5言った、「天

の神、主、おのれを愛し、その戒めを守る者には契約を

守り、いつくしみを施される大いなる恐るべき神よ、 6

どうぞ耳を傾け、目を開いてしもべの祈を聞いてくださ

い。わたしは今、あなたのしもべであるイスラエルの子

孫のために、昼も夜もみ前に祈り、われわれイスラエル

の子孫が、あなたに対して犯した罪をざんげいたします

。まことにわたしも、わたしの父の家も罪を犯しました

。 7われわれはあなたに対して大いに悪い事を行い、あ

なたのしもべモーセに命じられた戒めをも、定めをも、

おきてをも守りませんでした。 8どうぞ、あなたのしも

べモーセに命じられた言葉を、思い起してください。す

なわちあなたは言われました、『もしあなたがたが罪を

犯すならば、わたしはあなたがたを、もろもろの民の間

に散らす。 9しかし、あなたがたがわたしに立ち返り、

わたしの戒めを守って、これを行うならば、たといあな

たがたのうちの散らされた者が、天の果にいても、わた

しはそこから彼らを集め、わたしの名を住まわせるため

に選んだ所に連れて来る』と。 10彼らは、あなたが大い

なる力と強い手をもって、あがなわれたあなたのしもべ

、あなたの民です。 11主よ、どうぞしもべの祈と、あな

たの名を恐れることを喜ぶあなたのしもべらの祈に耳を

傾けてください。どうぞ、きょう、しもべを恵み、この

人の目の前であわれみを得させてください」。この時、

わたしは王の給仕役であった。

2アルタシャスタ王の第二十年、ニサンの月に、王の前
に酒が出た時、わたしは酒をついで王にささげた。こ

れまでわたしは王の前で悲しげな顔をしていたことはな

かった。 2王はわたしに言われた、「あなたは病気でも

ないのにどうして悲しげな顔をしているのか。何か心に

悲しみをもっているにちがいない」。そこでわたしは大

いに恐れて、 3王に申しあげた、「どうぞ王よ、長生き

されますように。わたしの先祖の墳墓の地であるあの町

は荒廃し、その門が火で焼かれたままであるのに、どう

してわたしは悲しげな顔をしないでいられましょうか」

。 4王はわたしにむかって、「それでは、あなたは何を

願うのか」と言われたので、わたしは天の神に祈って、

5王に申しあげた、「もし王がよしとされ、しもべがあ

なたの前に恵みを得ますならば、どうかわたしを、ユダ

にあるわたしの先祖の墳墓の町につかわして、それを再

建させてください」。 6時に王妃もかたわらに座してい

たが、王はわたしに言われた、「あなたの旅の期間はど

れほどですか。いつごろ帰ってきますか」。こうして王

がわたしをつかわすことをよしとされたので、わたしは

期間を定めて王に申しあげた。 7わたしはまた王に申し

あげた、「もし王がよしとされるならば、川向こうの州

の知事たちに与える手紙をわたしに賜わり、わたしがユ

ダに行きつくまで、彼らがわたしを通過させるようにし

てください。 8また王の山林を管理するアサフに与える

手紙をも賜わり、神殿に属する城の門を建てるため、ま

た町の石がき、およびわたしの住むべき家を建てるため

に用いる材木をわたしに与えるようにしてください」。

わたしの神がよくわたしを助けられたので、王はわたし

の願いを許された。 9そこでわたしは川向こうの州の知

事たちの所へ行って、王の手紙を渡した。なお王は軍の

長および騎兵をわたしと共につかわした。 10ところがホ

ロニびとサンバラテおよびアンモンびと奴隷トビヤはこ

れを聞き、イスラエルの子孫の福祉を求める人が来たと

いうので、大いに感情を害した。 11わたしはエルサレム

に着いて、そこに三日滞在した後、 12夜中に起き出た。

数人の者がわたしに伴ったが、わたしは、神がエルサレ

ムのためになそうとして、わたしの心に入れられたこと

を、だれにも告げ知らせず、またわたしが乗った獣のほ

かには、獣をつれて行かなかった。 13わたしは夜中に出

て谷の門を通り、龍の井戸および糞の門に行って、エル

サレムのくずれた城壁や、火に焼かれた門を調査し、 14

また泉の門および王の池に行ったが、わたしの乗ってい

る獣の通るべき所もなかった。 15わたしはまたその夜の

うちに谷に沿って上り、城壁を調査したうえ、身をめぐ

らして、谷の門を通って帰った。 16つかさたちは、わた

しがどこへ行ったか、何をしたかを知らなかった。わた

しはまたユダヤ人にも、祭司たちにも、尊い人たちにも

、つかさたちにも、その他工事をする人々にもまだ知ら

せなかった。 17しかしわたしはついに彼らに言った、「

あなたがたの見るとおり、われわれは難局にある。エル

サレムは荒廃し、その門は火に焼かれた。さあ、われわ

れは再び世のはずかしめをうけることのないように、エ

ルサレムの城壁を築こう」。 18そして、わたしの神がよ

くわたしを助けられたことを彼らに告げ、また王がわた

しに語られた言葉をも告げたので、彼らは「さあ、立ち

上がって築こう」と言い、奮い立って、この良きわざに

着手しようとした。 19ところがホロニびとサンバラテ、

アンモンびと奴隷トビヤおよびアラビヤびとガシムがこ

れを聞いて、われわれをあざけり、われわれを侮って言

った、「あなたがたは何をするのか、王に反逆しようと

するのか」。 20わたしは彼らに答えて言った、「天の神

がわれわれを恵まれるので、そのしもべであるわれわれ

は奮い立って築くのである。しかしあなたがたはエルサ

レムに何の分もなく、権利もなく、記念もない」。

3かくて大祭司エリアシブは、その兄弟である祭司たち
と共に立って羊の門を建て、これを聖別してそのとび

らを設け、さらにこれを聖別して、ハンメアの望楼に及

ぼし、またハナネルの望楼にまで及ぼした。 2彼の次に

はエリコの人々が建て、その次にはイムリの子ザックル

が建てた。 3魚の門はハッセナアの子らが建て、その梁

を置き、そのとびらと横木と貫の木とを設けた。 4その

次にハッコヅの子ウリヤの子メレモテが修理し、その次

にメシザベルの子ベレキヤの子メシュラムが修理し、そ

の次にバアナの子ザドクが修理した。 5その次にテコア

びとらが修理したが、その貴人たちはその主の工事に服

さなかった。 6古い門はパセアの子ヨイアダおよびベソ

デヤの子メシュラムがこれを修理し、その梁を置き、そ

のとびらと横木と貫の木とを設けた。 7その次にギベオ
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ンびとメラテヤ、メロノテびとヤドン、および川向こう

の州の知事の行政下にあるギベオンとミヅパの人々が修

理した。 8その次にハルハヤの子ウジエルなどの金細工

人が修理し、その次に製香者のひとりハナニヤが修理し

た。こうして彼らはエルサレムを城壁の広い所まで復旧

した。 9その次にエルサレムの半区域の知事ホルの子レ

パヤが修理し、 10その次にハルマフの子エダヤが自分の

家と向かい合っている所を修理し、その次にはハシャブ

ニヤの子ハットシが修理した。 11ハリムの子マルキヤお

よびバハテ・モアブの子ハシュブも他の部分および炉の

望楼を修理した。 12その次にエルサレムの他の半区域の

知事ハロヘシの子シャルムがその娘たちと共に修理した

。 13谷の門はハヌンがザノアの民と共にこれを修理し、

これを建て直して、そのとびらと横木と貫の木とを設け

、また糞の門まで城壁一千キュビトを修理した。 14糞の

門はベテ・ハケレムの区域の知事レカブの子マルキヤが

これを修理し、これを建て直して、そのとびらと横木と

貫の木とを設けた。 15泉の門はミヅパの区域の知事コロ

ホゼの子シャルンがこれを修理し、これを建て直して、

おおいを施し、そのとびらと横木と貫の木とを設けた。

彼はまた王の園のほとりのシラの池に沿った石がきを修

理して、ダビデの町から下る階段にまで及んだ。 16その

後にベテズルの半区域の知事アズブクの子ネヘミヤが修

理して、ダビデの墓と向かい合った所に及び、掘池と勇

士の宅にまで及んだ。 17その後にバニの子レホムなどの

レビびとが修理し、その次にケイラの半区域の知事ハシ

ャビヤがその区域のために修理した。 18その後にケイラ

の半区域の知事ヘナダデの子バワイなどその兄弟たちが

修理し、 19その次にエシュアの子でミヅパの知事である

エゼルが、城壁の曲りかどにある武器倉に上る所と向か

い合った他の部分を修理し、 20その後にザバイの子バル

クが、力をつくして城壁の曲りかどから大祭司エリアシ

ブの家の門までの他の部分を修理し、 21その後にハッコ

ヅの子ウリヤの子メレモテが、エリアシブの家の門から

エリアシブの家の端までの他の部分を修理し、 22彼の後

に低地の人々である祭司たちが修理し、 23その後にベニ

ヤミンおよびハシュブが、自分たちの家と向かい合って

いる所を修理し、その後にアナニヤの子マアセヤの子ア

ザリヤが、自分の家の附近を修理し、 24その後にヘナダ

デの子ビンヌイが、アザリヤの家から城壁の曲りかど、

およびすみまでの他の部分を修理した。 25ウザイの子パ

ラルは、城壁の曲りかどと向かい合っている所、および

監視の庭に近い王の上の家から突き出ている望楼と向か

い合っている所を修理した。その後にパロシの子ペダヤ

、 26およびオペルに住んでいる宮に仕えるしもべたちが

、東の方の水の門と向かい合っている所、および突き出

ている望楼と向かい合っている所まで修理した。 27その

後にテコアびとが、突き出ている大望楼と向かい合って

いる他の部分を修理し、オペルの城壁にまで及んだ。 28

馬の門から上の方は祭司たちが、おのおの自分の家と向

かい合っている所を修理した。 29その後にインメルの子

ザドクが、自分の家と向かい合っている所を修理し、そ

の後にシカニヤの子シマヤという東の門を守る者が修理

し、 30その後にシレミヤの子ハナニヤおよびザラフの第

六の子ハヌンが他の部分を修理し、その後にベレキヤの

子メシュラムが、自分のへやと向かい合っている所を修

理した。 31その後に金細工人のひとりマルキヤという者

が、召集の門と向かい合っている所を修理して、すみの

二階のへやに至り、宮に仕えるしもべたちおよび商人の

家にまで及んだ。 32またすみの二階のへやと羊の門の間

は金細工人と商人たちがこれを修理した。

4サンバラテはわれわれが城壁を築くのを聞いて怒り、
大いに憤ってユダヤ人をあざけった。 2彼はその兄弟

たちおよびサマリヤの兵隊の前で語って言った、「この

弱々しいユダヤ人は何をしているのか。自分で再興しよ

うとするのか。犠牲をささげようとするのか。一日で事

を終えようとするのか。塵塚の中の石はすでに焼けてい

るのに、これを取りだして生かそうとするのか」。 3ま

たアンモンびとトビヤは、彼のかたわらにいて言った、

「そうだ、彼らの築いている城壁は、きつね一匹が上っ

てもくずれるであろう」と。 4「われわれの神よ、聞い

てください。われわれは侮られています。彼らのはずか

しめを彼らのこうべに返し、彼らを捕囚の地でぶんどり

物にしてください。 5彼らのとがをおおわず、彼らの罪

をみ前から消し去らないでください。彼らは築き建てる

者の前であなたを怒らせたからです」。 6こうしてわれ

われは城壁を築いたが、石がきはみな相連なって、その

高さの半ばにまで達した。民が心をこめて働いたからで

ある。 7ところがサンバラテ、トビヤ、アラビヤびと、

アンモンびと、アシドドびとらは、エルサレムの城壁の

修理が進展し、その破れ目もふさがり始めたと聞いて大

いに怒り、 8皆共に相はかり、エルサレムを攻めて、そ

の中に混乱を起そうとした。 9そこでわれわれは神に祈

り、また日夜見張りを置いて彼らに備えた。 10その時、

ユダびとは言った、「荷を負う者の力は衰え、そのうえ

、灰土がおびただしいので、われわれは城壁を築くこと

ができない」。 11またわれわれの敵は言った、「彼らの

知らないうちに、また見ないうちに、彼らの中にはいり

こんで彼らを殺し、その工事をやめさせよう」。 12また

彼らの近くに住んでいるユダヤ人たちはきて、十度もわ

れわれに言った、「彼らはその住んでいるすべての所か

らわれわれに攻め上るでしょう」と。 13そこでわたしは

民につるぎ、やりおよび弓を持たせ、城壁の後の低い所

、すなわち空地にその家族にしたがって立たせた。 14わ

たしは見めぐり、立って尊い人々、つかさたち、および

その他の民らに言った、「あなたがたは彼らを恐れては

ならない。大いなる恐るべき主を覚え、あなたがたの兄

弟、むすこ、娘、妻および家のために戦いなさい」。 15

われわれの敵は自分たちの事が、われわれに悟られたこ

とを聞き、また神が彼らの計りごとを破られたことを聞

いたので、われわれはみな城壁に帰り、おのおのその工

事を続けた。 16その日から後は、わたしのしもべの半数

は工事に働き、半数はやり、盾、弓、よろいをもって武

装した。そしてつかさたちは城壁を築いているユダの全

家の後に立った。 17荷を負い運ぶ者はおのおの片手で工

事をなし、片手に武器を執った。 18築き建てる者はおの

おのその腰につるぎを帯びて築き建て、ラッパを吹く者

はわたしのかたわらにいた。 19わたしは尊い人々、つか

さたち、およびその他の民に言った、「工事は大きくか

つ広がっているので、われわれは城壁の上で互に遠く離

れている。 20どこででもラッパの音を聞いたなら、そこ

にいるわれわれの所に集まってほしい。われわれの神は

われわれのために戦われます」。 21このようにして、わ

れわれは工事を進めたが、半数の者は夜明けから星の出

る時まで、やりを執っていた。 22その時わたしはまた民
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に告げて、「おのおのそのしもべと共にエルサレムの内

に宿り、夜はわれわれの護衛者となり、昼は工事をする

ように」と言った。 23そして、わたしも、わたしの兄弟

たちも、わたしのしもべたちも、わたしを護衛する人々

も、われわれのうちひとりも、その衣を脱がず、おのお

の手に武器を執っていた。

5さて、ここに民がその妻と共に、その兄弟であるユダ
ヤ人に向かって大いに叫び訴えることがあった。 2す

なわち、ある人々は言った、「われわれはむすこ娘と共

に大ぜいです。われわれは穀物を得て、食べて生きてい

かなければなりません」。 3またある人々は言った、「

われわれは飢えのために、穀物を得ようと田畑も、ぶど

う畑も、家も抵当に入れています」。 4ある人々は言っ

た、「われわれは王の税金のために、われわれの田畑お

よびぶどう畑をもって金を借りました。 5現にわれわれ

の肉はわれわれの兄弟の肉に等しく、われわれの子供も

彼らの子供に等しいのに、見よ、われわれはむすこ娘を

人の奴隷とするようにしいられています。われわれの娘

のうちには、すでに人の奴隷になった者もありますが、

われわれの田畑も、ぶどう畑も他人のものになっている

ので、われわれにはどうする力もありません」。 6わた

しは彼らの叫びと、これらの言葉を聞いて大いに怒った

。 7わたしはみずから考えたすえ、尊い人々およびつか

さたちを責めて言った、「あなたがたはめいめいその兄

弟から利息をとっている」。そしてわたしは彼らの事に

ついて大会を開き、 8彼らに言った、「われわれは異邦

人に売られたわれわれの兄弟ユダヤ人を、われわれの力

にしたがってあがなった。しかるにあなたがたは自分の

兄弟を売ろうとするのか。彼らはわれわれに売られるの

か」。彼らは黙してひと言もいわなかった。 9わたしは

また言った、「あなたがたのする事はよくない。あなた

がたは、われわれの敵である異邦人のそしりをやめさせ

るために、われわれの神を恐れつつ事をなすべきではな

いか。 10わたしもわたしの兄弟たちも、わたしのしもべ

たちも同じく金と穀物とを貸しているが、われわれはこ

の利息をやめよう。 11どうぞ、あなたがたは、きょうに

も彼らの田畑、ぶどう畑、オリブ畑および家屋を彼らに

返し、またあなたがたが彼らから取っていた金銭、穀物

、ぶどう酒、油などの百分の一を返しなさい」。 12する

と彼らは「われわれはそれを返します。彼らから何をも

要求しません。あなたの言うようにします」と言った。

そこでわたしは祭司たちを呼び、彼らにこの言葉のとお

りに行うという誓いを立てさせた。 13わたしはまたわた

しのふところを打ち払って言った、「この約束を実行し

ない者を、どうぞ神がこのように打ち払って、その家お

よびその仕事を離れさせられるように。その人はこのよ

うに打ち払われてむなしくなるように」。会衆はみな「

アァメン」と言って、主をさんびした。そして民はこの

約束のとおりに行った。 14またわたしは、ユダの地の総

督に任ぜられた時から、すなわちアルタシャスタ王の第

二十年から第三十二年まで、十二年の間、わたしもわた

しの兄弟たちも、総督としての手当てを受けなかった。

15わたしより以前の総督らは民に重荷を負わせ、彼らか

ら銀四十シケルのほかにパンとぶどう酒を取り、また彼

らのしもべたちも民を圧迫した。しかしわたしは神を恐

れるので、そのようなことはしなかった。 16わたしはか

えって、この城壁の工事に身をゆだね、どんな土地をも

買ったことはない。わたしのしもべたちは皆そこに集ま

って工事をした。 17またわたしの食卓にはユダヤ人と、

つかさたち百五十人もあり、そのほかに、われわれの周

囲の異邦人のうちからきた人々もあった。 18これがため

に一日に牛一頭、肥えた羊六頭を備え、また鶏をもわた

しのために備え、十日ごとにたくさんのぶどう酒を備え

たが、わたしはこの民の労役が重かったので、総督とし

ての手当てを求めなかった。 19わが神よ、わたしがこの

民のためにしたすべての事を覚えて、わたしをお恵みく

ださい。

6サンバラテ、トビヤ、アラビヤびとガシムおよびその
他のわれわれの敵は、わたしが城壁を築き終って、一

つの破れも残らないと聞いた。（しかしその時にはまだ

門のとびらをつけていなかったのである。） 2そこでサ

ンバラテとガシムはわたしに使者をつかわして言った、

「さあ、われわれはオノの平野にある一つの村で会見し

よう」と。彼らはわたしに危害を加えようと考えていた

のである。 3それでわたしは彼らに使者をつかわして言

わせた、「わたしは大いなる工事をしているから下って

行くことはできない。どうしてこの工事をさしおいて、

あなたがたの所へ下って行き、その間、工事をやめるこ

とができようか」。 4彼らは四度までこのようにわたし

に人をつかわしたが、わたしは同じように彼らに答えた

。 5ところが、サンバラテは五度目にそのしもべを前の

ようにわたしにつかわした。その手には開封の手紙を携

えていた。 6その中に次のようにしるしてあった、「諸

国民の間に言い伝えられ、またガシムも言っているが、

あなたはユダヤ人と共に反乱を企て、これがために城壁

を築いている。またその言うところによれば、あなたは

彼らの王になろうとしている。 7またあなたは預言者を

立てて、あなたのことをエルサレムにのべ伝えさせ、『

ユダに王がある』と言わせているが、そのことはこの言

葉のとおり王に聞えるでしょう。それゆえ、今おいでな

さい。われわれは共に相談しましょう」。 8そこでわた

しは彼に人をつかわして言わせた、「あなたの言うよう

なことはしていません。あなたはそれを自分の心から造

り出したのです」と。 9彼らはみな「彼らの手が弱って

工事をやめるようになれば、工事は成就しないだろう」

と考えて、われわれをおどそうとしたのである。しかし

神よ、どうぞいまわたしの手を強めてください。 10さて

わたしはメヘタベルの子デラヤの子シマヤの家に行った

ところ、彼は閉じこもっていて言った、「われわれは神

の宮すなわち神殿の中で会合し、神殿の戸を閉じておき

ましょう。彼らはあなたを殺そうとして来るからです。

きっと夜のうちにあなたを殺そうとして来るでしょう」

。 11わたしは言った、「わたしのような者がどうして逃

げられよう。わたしのような者でだれが神殿にはいって

命を全うすることができよう。わたしははいらない」。

12わたしは悟った。神が彼をつかわされたのではない。

彼がわたしにむかってこの預言を伝えたのは、トビヤと

サンバラテが彼を買収したためである。 13彼が買収され

たのはこの事のためである。すなわちわたしを恐れさせ

、わたしにこのようにさせて、罪を犯させ、わたしに悪

名をきせて侮辱するためであった。 14わが神よ、トビヤ

、サンバラテおよび女預言者ノアデヤならびにその他の

預言者など、すべてわたしを恐れさせようとする者たち

をおぼえて、彼らが行ったこれらのわざに報いてくださ
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い。 15こうして城壁は五十二日を経て、エルルの月の二

十五日に完成した。 16われわれの敵が皆これを聞いた時

、われわれの周囲の異邦人はみな恐れ、大いに面目を失

った。彼らはこの工事が、われわれの神の助けによって

成就したことを悟ったからである。 17またそのころ、ユ

ダの尊い人々は多くの手紙をトビヤに送った。トビヤの

手紙もまた彼らにきた。 18トビヤはアラの子シカニヤの

婿であったので、ユダのうちの多くの者が彼と誓いを立

てていたからである。トビヤの子ヨハナンもベレキヤの

子メシュラムの娘を妻にめとった。 19彼らはまたトビヤ

の善行をわたしの前に語り、またわたしの言葉を彼に伝

えた。トビヤはたびたび手紙を送って、わたしを恐れさ

せようとした。

7城壁が築かれて、とびらを設け、さらに門衛、歌うた
う者およびレビびとを任命したので、 2わたしは、わ

たしの兄弟ハナニと、城のつかさハナニヤに命じて、エ

ルサレムを治めさせた。彼は多くの者にまさって忠信な

、神を恐れる者であったからである。 3わたしは彼らに

言った、「日の暑くなるまではエルサレムのもろもろの

門を開いてはならない。人々が立って守っている間に門

を閉じさせ、貫の木を差せ。またエルサレムの住民の中

から番兵を立てて、おのおのにその所を守らせ、またお

のおのの家と向かい合う所を守らせよ」。 4町は広くて

大きかったが、その内の民は少なく、家々はまだ建てら

れていなかった。 5時に神はわたしの心に、尊い人々、

つかさおよび民を集めて、家系によってその名簿をしら

べようとの思いを起された。わたしは最初に上って来た

人々の系図を発見し、その中にこのようにしるしてある

のを見いだした。 6バビロンの王ネブカデネザルが捕え

移した捕囚のうち、ゆるされてエルサレムおよびユダに

上り、おのおの自分の町に帰ったこの州の人々は次のと

おりである。 7彼らはゼルバベル、エシュア、ネヘミヤ

、アザリヤ、ラアミヤ、ナハマニ、モルデカイ、ビルシ

ャン、ミスペレテ、ビグワイ、ネホム、バアナと一緒に

帰ってきた者たちである。そのイスラエルの民の人数は

次のとおりである。 8パロシの子孫は二千百七十二人。

9シパテヤの子孫は三百七十二人。 10アラの子孫は六百

五十二人。 11パハテ・モアブの子孫すなわちエシュアと

ヨアブの子孫は二千八百十八人。 12エラムの子孫は一千

二百五十四人。 13ザットの子孫は八百四十五人。 14ザ

ッカイの子孫は七百六十人。 15ビンヌイの子孫は六百四

十八人。 16ベバイの子孫は六百二十八人。 17アズガデ

の子孫は二千三百二十二人。 18アドニカムの子孫は六百

六十七人。 19ビグワイの子孫は二千六十七人。 20アデ

ンの子孫は六百五十五人。 21ヒゼキヤの家のアテルの子

孫は九十八人。 22ハシュムの子孫は三百二十八人。 23

ベザイの子孫は三百二十四人。 24ハリフの子孫は百十二

人。 25ギベオンの子孫は九十五人。 26ベツレヘムおよ

びネトパの人々は百八十八人。 27アナトテの人々は百二

十八人。 28ベテ・アズマウテの人々は四十二人。 29キ

リアテ・ヤリム、ケピラおよびベエロテの人々は七百四

十三人。 30ラマおよびゲバの人々は六百二十一人。 31

ミクマシの人々は百二十二人。 32ベテルおよびアイの人

々は百二十三人。 33ほかのネボの人々は五十二人。 34

ほかのエラムの子孫は一千二百五十四人。 35ハリムの子

孫は三百二十人。 36エリコの人々は三百四十五人。 37

ロド、ハデデおよびオノの人々は七百二十一人。 38セナ

アの子孫は三千九百三十人。 39祭司では、エシュアの家

のエダヤの子孫が九百七十三人。 40インメルの子孫が一

千五十二人。 41パシュルの子孫が一千二百四十七人。

42ハリムの子孫が一千十七人。 43レビびとでは、エシュ

アの子孫すなわちホデワの子孫のうちのカデミエルの子

孫が七十四人。 44歌うたう者では、アサフの子孫が百四

十八人。 45門衛では、シャルムの子孫、アテルの子孫、

タルモンの子孫、アックブの子孫、ハテタの子孫および

ショバイの子孫合わせて百三十八人。 46宮に仕えるしも

べでは、ジハの子孫、ハスパの子孫、タバオテの子孫、

47ケロスの子孫、シアの子孫、パドンの子孫、 48レバナ

の子孫、ハガバの子孫、サルマイの子孫、 49ハナンの子

孫、ギデルの子孫、ガハルの子孫、 50レアヤの子孫、レ

ヂンの子孫、ネコダの子孫、 51ガザムの子孫、ウザの子

孫、パセアの子孫、 52ベサイの子孫、メウニムの子孫、

ネフセシムの子孫、 53バクブクの子孫、ハクパの子孫、

ハルホルの子孫、 54バヅリテの子孫、メヒダの子孫、ハ

ルシャの子孫、 55バルコスの子孫、シセラの子孫、テマ

の子孫、 56ネヂアの子孫およびハテパの子孫。 57ソロ

モンのしもべであった者たちの子孫では、ソタイの子孫

、ソペレテの子孫、ペリダの子孫、 58ヤアラの子孫、ダ

ルコンの子孫、ギデルの子孫、 59シパテヤの子孫、ハッ

テルの子孫、ポケレテ・ハッゼバイムの子孫、アモンの

子孫。 60宮に仕えるしもべたちとソロモンのしもべであ

った者たちの子孫とは合わせて三百九十二人。 61テルメ

ラ、テルハレサ、ケルブ、アドンおよびインメルから上

って来た者があったが、その氏族と、血統とを示して、

イスラエルの者であることを明らかにすることができな

かった。その人々は次のとおりである。 62すなわちデラ

ヤの子孫、トビヤの子孫、ネコダの子孫であって、合わ

せて六百四十二人。 63また祭司のうちにホバヤの子孫、

ハッコヅの子孫、バルジライの子孫がある。バルジライ

はギレアデびとバルジライの娘たちのうちから妻をめと

ったので、その名で呼ばれた。 64これらの者はこの系図

に載った者のうちに、自分の籍をたずねたが、なかった

ので、汚れた者として祭司の職から除かれた。 65総督は

彼らに告げて、ウリムとトンミムを帯びる祭司の起るま

では、いと聖なる物を食べてはならぬと言った。 66会衆

は合わせて四万二千三百六十人であった。 67このほかに

男女の奴隷が七千三百三十七人、歌うたう者が男女合わ

せて二百四十五人あった。 68その馬は七百三十六頭、そ

の騾馬は二百四十五頭、 69そのらくだは四百三十五頭、

そのろばは六千七百二十頭であった。 70氏族の長のうち

工事のためにささげ物をした人々があった。総督は金一

千ダリク、鉢五十、祭司の衣服五百三十かさねを倉に納

めた。 71また氏族の長のうちのある人々は金二万ダリク

、銀二千二百ミナを工事のために倉に納めた。 72その他

の民の納めたものは金二万ダリク、銀二千ミナ、祭司の

衣服六十七かさねであった。 73こうして祭司、レビびと

、門衛、歌うたう者、民のうちのある人々、宮に仕える

しもべたち、およびイスラエルびとは皆その町々に住ん

だ。イスラエルの人々はその町々に住んで七月になった

。

8その時民は皆ひとりのようになって水の門の前の広場
に集まり、主がイスラエルに与えられたモーセの律法

の書を持って来るように、学者エズラに求めた。 2祭司

エズラは七月の一日に律法を携えて来て、男女の会衆お
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よびすべて聞いて悟ることのできる人々の前にあらわれ

、 3水の門の前にある広場で、あけぼのから正午まで、

男女および悟ることのできる人々の前でこれを読んだ。

民はみな律法の書に耳を傾けた。 4学者エズラはこの事

のために、かねて設けた木の台の上に立ったが、彼のか

たわらには右の方にマッタテヤ、シマ、アナヤ、ウリヤ

、ヒルキヤおよびマアセヤが立ち、左の方にはペダヤ、

ミサエル、マルキヤ、ハシュム、ハシバダナ、ゼカリヤ

およびメシュラムが立った。 5エズラはすべての民の前

にその書を開いた。彼はすべての民よりも高い所にいた

からである。彼が書を開くと、すべての民は起立した。

6エズラは大いなる神、主をほめ、民は皆その手をあげ

て、「アァメン、アァメン」と言って答え、こうべをた

れ、地にひれ伏して主を拝した。 7エシュア、バニ、セ

レビヤ、ヤミン、アックブ、シャベタイ、ホデヤ、マア

セヤ、ケリタ、アザリヤ、ヨザバデ、ハナン、ペラヤお

よびレビびとたちは民に律法を悟らせた。民はその所に

立っていた。 8彼らはその書、すなわち神の律法をめい

りょうに読み、その意味を解き明かしてその読むところ

を悟らせた。 9総督であるネヘミヤと、祭司であり、学

者であるエズラと、民を教えるレビびとたちはすべての

民に向かって「この日はあなたがたの神、主の聖なる日

です。嘆いたり、泣いたりしてはならない」と言った。

すべての民が律法の言葉を聞いて泣いたからである。 10

そして彼らに言った、「あなたがたは去って、肥えたも

のを食べ、甘いものを飲みなさい。その備えのないもの

には分けてやりなさい。この日はわれわれの主の聖なる

日です。憂えてはならない。主を喜ぶことはあなたがた

の力です」。 11レビびともまたすべての民を静めて、「

泣くことをやめなさい。この日は聖なる日です。憂えて

はならない」と言った。 12すべての民は去って食い飲み

し、また分け与えて、大いに喜んだ。これは彼らが読み

聞かされた言葉を悟ったからである。 13次の日、すべて

の民の氏族の長たち、祭司、レビびとらは律法の言葉を

学ぶために学者エズラのもとに集まってきて、 14律法の

うちに主がモーセに命じられたこと、すなわちイスラエ

ルの人々は七月の祭の間、仮庵の中に住むべきことがし

るされているのを見いだした。 15またすべての町々およ

びエルサレムにのべ伝えて、「あなたがたは山に出て行

って、オリブと野生のオリブ、ミルトス、なつめやし、

および茂った木の枝を取ってきて、しるされてあるとお

り、仮庵を造れ」と言ってあるのを見いだした。 16それ

で民は出て行って、それを持って帰り、おのおのその家

の屋根の上、その庭、神の宮の庭、水の門の広場、エフ

ライムの門の広場などに仮庵を造った。 17捕囚から帰っ

て来た会衆は皆仮庵を造って、仮庵に住んだ。ヌンの子

ヨシュアの日からこの日まで、イスラエルの人々はこの

ように行ったことがなかった。それでその喜びは非常に

大きかった。 18エズラは初めの日から終りの日まで、毎

日神の律法の書を読んだ。人々は七日の間、祭を行い、

八日目になって、おきてにしたがって聖会を開いた。

9その月の二十四日にイスラエルの人々は集まって断食
し、荒布をまとい、土をかぶった。 2そしてイスラエ

ルの子孫は、すべての異邦人を離れ、立って自分の罪と

先祖の不義とをざんげした。 3彼らはその所に立って、

その日の四分の一をもってその神、主の律法の書を読み

、他の四分の一をもってざんげをなし、その神、主を拝

した。 4その時エシュア、バニ、カデミエル、シバニヤ

、ブンニ、セレビヤ、バニ、ケナニらはレビびとの台の

上に立ち、大声をあげて、その神、主に呼ばわった。 5

それからまたエシュア、カデミエル、バニ、ハシャブニ

ヤ、セレビヤ、ホデヤ、セバニヤ、ペタヒヤなどのレビ

びとは言った、「立ちあがって永遠から永遠にいますあ

なたがたの神、主をほめなさい。あなたの尊いみ名はほ

むべきかな。これはすべての祝福とさんびを越えるもの

です」。 6またエズラは言った、「あなたは、ただあな

たのみ、主でいらせられます。あなたは天と諸天の天と

、その万象、地とその上のすべてのもの、海とその中の

すべてのものを造り、これをことごとく保たれます。天

の万軍はあなたを拝します。 7あなたは主、神でいらせ

られます。あなたは昔アブラムを選んでカルデヤのウル

から導き出し、彼にアブラハムという名を与え、 8彼の

心があなたの前に忠信なのを見られて、彼と契約を結び

、その子孫にカナンびと、ヘテびと、アモリびと、ペリ

ジびと、エブスびとおよびギルガシびとの地を与えると

言われたが、ついにあなたはその約束を成就されました

。あなたは正しくいらせられるからです。 9あなたはわ

れわれの先祖がエジプトで苦難を受けるのを顧みられ、

また紅海のほとりで呼ばわり叫ぶのを聞きいれられ、 10

しるしと不思議とをあらわしてパロと、そのすべての家

来と、その国のすべての民を攻められました。彼らがわ

れわれの先祖に対して、ごうまんにふるまったことを知

られたからです。そしてあなたが名をあげられたこと今

日のようです。 11あなたはまた彼らの前で海を分け、彼

らに、かわいた地を踏んで海の中を通らせ、彼らを追う

者を、石を大水に投げ入れるように淵に投げ入れ、 12昼

は雲の柱をもって彼らを導き、夜は火の柱をもってその

行くべき道を照されました。 13あなたはまたシナイ山の

上に下り、天から彼らと語り、正しいおきてと、まこと

の律法および良きさだめと戒めとを授け、 14あなたの聖

なる安息日を彼らに示し、あなたのしもべモーセによっ

て戒めと、さだめと、律法とを彼らに命じ、 15天から食

物を与えてその飢えをとどめ、岩から水を出してそのか

わきを潤し、また、彼らに与えると誓われたその国には

いって、これを獲るように彼らに命じられました。 16し

かし彼ら、すなわちわれわれの先祖はごうまんにふるま

い、かたくなで、あなたの戒めに従わず、 17従うことを

拒み、あなたが彼らの中で行われた奇跡を心にとめず、

かえってかたくなになり、みずからひとりのかしらを立

てて、エジプトの奴隷の生活に帰ろうとしました。しか

しあなたは罪をゆるす神、恵みあり、あわれみあり、怒

ることおそく、いつくしみ豊かにましまして、彼らを捨

てられませんでした。 18また彼らがみずから一つの鋳物

の子牛を造って、『これはあなたがたをエジプトから導

き上ったあなたがたの神である』と言って、大いに汚し

事を行った時にも、 19あなたは大いなるあわれみをもっ

て彼らを荒野に見捨てられず、昼は雲の柱を彼らの上か

ら離さないで道々彼らを導き、夜は火の柱をもって彼ら

の行くべき道を照されました。 20またあなたは良きみた

まを賜わって彼らを教え、あなたのマナを常に彼らの口

に与え、また水を彼らに与えて、かわきをとどめ、 21四

十年の間彼らを荒野で養われたので、彼らはなんの欠け

るところもなく、その衣服も古びず、その足もはれませ

んでした。 22そしてあなたは彼らに諸国、諸民を与えて

、これをすべて分かち取らせられました。彼らはヘシボ
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ンの王シホンの領地、およびバシャンの王オグの領地を

獲ました。 23また彼らの子孫を増して空の星のようにし

、彼らの先祖たちに、はいって獲よと言われた地に彼ら

を導き入れられたので、 24その子孫は、はいってこの地

を獲ました。あなたはまた、この地に住むカナンびとを

彼らの前に征服し、その王たちおよびその地の民を彼ら

の手に渡して、意のままに扱わせられました。 25それで

彼らは堅固な町々および肥えた地を取り、もろもろの良

い物の満ちた家、掘池、ぶどう畑、オリブ畑および多く

の果樹を獲、食べて飽き、肥え太り、あなたの大いなる

恵みによって楽しみました。 26それにもかかわらず彼ら

は不従順で、あなたにそむき、あなたの律法を後に投げ

捨て、彼らを戒めて、あなたに立ち返らせようとした預

言者たちを殺し、大いに汚し事を行いました。 27そこで

あなたは彼らを敵の手に渡して苦しめられましたが、彼

らがその苦難の時にあなたに呼ばわったので、あなたは

天からこれを聞かれ、大いなるあわれみをもって彼らに

救う者を与え、敵の手から救わせられました。 28ところ

が彼らは安息を得るやいなや、またあなたの前に悪事を

行ったので、あなたは彼らを敵の手に捨て置いて、これ

に治めさせられましたが、彼らがまた立ち返ってあなた

に呼ばわったので、あなたは天からこれを聞き、あわれ

みをもってしばしば彼らを救い出し、 29彼らを戒めて、

あなたの律法に引きもどそうとされました。けれども彼

らはごうまんにふるまい、あなたの戒めに従わず、人が

これを行うならば、これによって生きるというあなたの

おきてを破って罪を犯し、肩をそびやかし、かたくなに

なって、聞き従おうとはしませんでした。 30それでもあ

なたは年久しく彼らを忍び、あなたの預言者たちにより

、あなたのみたまをもって彼らを戒められましたが、彼

らは耳を傾けなかったので、彼らを国々の民の手に渡さ

れました。 31しかしあなたは大いなるあわれみによって

彼らを絶やさず、また彼らを捨てられませんでした。あ

なたは恵みあり、あわれみある神でいらせられるからで

す。 32それゆえ、われわれの神、契約を保ち、いつくし

みを施される大いにして力強く、恐るべき神よ、アッス

リヤの王たちの時から今日まで、われわれとわれわれの

王たち、つかさたち、祭司たち、預言者たち、先祖たち

、およびあなたのすべての民に臨んだもろもろの苦難を

小さい事と見ないでください。 33われわれに臨んだすべ

ての事について、あなたは正しいのです。あなたは誠実

をもって行われたのに、われわれは悪を行ったのです。

34われわれの王たち、つかさたち、祭司たち、先祖たち

はあなたの律法を行わず、あなたがお与えになった命令

と戒めとに聞き従いませんでした。 35すなわち彼らはお

のれの国におり、あなたが下さった大きな恵みのうちに

おり、またあなたがお与えになった広い肥えた地におり

ながら、あなたに仕えず、また自分の悪いわざをやめる

ことをしませんでした。 36われわれは今日奴隷です。あ

なたがわれわれの先祖に与えて、その実とその良き物と

を食べさせようとされた地で、われわれは奴隷となって

いるのです。 37そしてこの地はわれわれの罪のゆえに、

あなたがわれわれの上に立てられた王たちのために多く

の産物を出しています。かつ彼らはわれわれの身をも、

われわれの家畜をも意のままに左右することができるの

で、われわれは大いなる苦難のうちにあるのです」。 38

このもろもろの事のためにわれわれは堅い契約を結んで

、これを記録し、われわれのつかさたち、レビびとたち

祭司たちはこれに印を押した。

10印を押した者はハカリヤの子である総督ネヘミヤ、
およびゼデキヤ、 2セラヤ、アザリヤ、エレミヤ、

3パシュル、アマリヤ、マルキヤ、 4ハットシ、シバニ

ヤ、マルク、 5ハリム、メレモテ、オバデヤ、 6ダニエ

ル、ギンネトン、バルク、 7メシュラム、アビヤ、ミヤ

ミン、 8マアジヤ、ビルガイ、シマヤで、これらは祭司

である。 9レビびとではアザニヤの子エシュア、ヘナダ

デの子らのうちのビンヌイ、カデミエル、 10およびその

兄弟シバニヤ、ホデヤ、ケリタ、ペラヤ、ハナン、 11ミ

カ、レホブ、ハシャビヤ、 12ザックル、セレビヤ、シバ

ニヤ、 13ホデヤ、バニ、ベニヌである。 14民のかしら

ではパロシ、パハテ・モアブ、エラム、ザット、バニ、

15ブンニ、アズガデ、ベバイ、 16アドニヤ、ビグワイ、

アデン、 17アテル、ヒゼキヤ、アズル、 18ホデヤ、ハ

シュム、ベザイ、 19ハリフ、アナトテ、ノバイ、 20マ

グピアシ、メシュラム、ヘジル、 21メシザベル、ザドク

、ヤドア、 22ペラテヤ、ハナン、アナニヤ、 23ホセア

、ハナニヤ、ハシュブ、 24ハロヘシ、ピルハ、ショベク

、 25レホム、ハシャブナ、マアセヤ、 26アヒヤ、ハナ

ン、アナン、 27マルク、ハリム、バアナである。 28そ

の他の民、祭司、レビびと、門を守る者、歌うたう者、

宮に仕えるしもべ、ならびにすべて国々の民と離れて神

の律法に従った者およびその妻、むすこ、娘などすべて

知識と悟りのある者は、 29その兄弟である尊い人々につ

き従い、神のしもべモーセによって授けられた神の律法

に歩み、われわれの主、主のすべての戒めと、おきてと

、定めとを守り行うために、のろいと誓いとに加わった

。 30われわれはこの地の民らにわれわれの娘を与えず、

われわれのむすこに彼らの娘をめとらない。 31またこの

地の民らがたとい品物または穀物を安息日に携えて来て

売ろうとしても、われわれは安息日または聖日にはそれ

を買わない。また七年ごとに耕作をやめ、すべての負債

をゆるす。 32われわれはまたみずから規定を設けて、わ

れわれの神の宮の用のために年々シケルの三分の一を出

し、 33供えのパン、常素祭、常燔祭のため、安息日、新

月および定めの祭の供え物のため、聖なる物のため、イ

スラエルのあがないをなす罪祭、およびわれわれの神の

宮のもろもろのわざのために用いることにした。 34また

われわれ祭司、レビびとおよび民はくじを引いて、律法

にしるされてあるようにわれわれの神、主の祭壇の上に

たくべきたきぎの供え物を、年々定められた時に氏族に

したがって、われわれの神の宮に納める者を定めた。 35

またわれわれの土地の初なり、および各種の木の実の初

なりを、年々主の宮に携えてくることを誓い、 36また律

法にしるしてあるように、われわれの子どもおよび家畜

のういご、およびわれわれの牛や羊のういごを、われわ

れの神の宮に携えてきて、われわれの神の宮に仕える祭

司に渡し、 37われわれの麦粉の初物、われわれの供え物

、各種の木の実、ぶどう酒および油を祭司のもとに携え

て行って、われわれの神の宮のへやに納め、またわれわ

れの土地の産物の十分の一をレビびとに与えることにし

た。レビびとはわれわれのすべての農作をなす町におい

て、その十分の一を受くべき者だからである。 38レビび

とが十分の一を受ける時には、アロンの子孫である祭司

が、そのレビびとと共にいなければならない。そしてま
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たレビびとはその十分の一の十分の一を、われわれの神

の宮に携え上って、へやまたは倉に納めなければならな

い。 39すなわちイスラエルの人々およびレビの子孫は穀

物、ぶどう酒、および油の供え物を携えて行って、聖所

の器物および勤めをする祭司、門衛、歌うたう者たちの

いるへやにこれを納めなければならない。こうしてわれ

われは、われわれの神の宮をなおざりにしない。

11民のつかさたちはエルサレムに住み、その他の民は
くじを引いて、十人のうちからひとりずつを、聖都

エルサレムに来て住ませ、九人を他の町々に住ませた。

2またすべてみずから進みでてエルサレムに住むことを

申し出た人々は、民はこれを祝福した。 3さてエルサレ

ムに住んだこの州の長たちは次のとおりである。ただし

ユダの町々ではおのおのその町々にある自分の所有地に

住んだ。すなわちイスラエルびと、祭司、レビびと、宮

に仕えるしもべ、およびソロモンのしもべであった者た

ちの子孫である。 4そしてエルサレムにはユダの子孫お

よびベニヤミンの子孫のうちのある者たちが住んだ。す

なわちユダの子孫ではウジヤの子アタヤで、ウジヤはゼ

カリヤの子、ゼカリヤはアマリヤの子、アマリヤはシパ

テヤの子、シパテヤはマハラレルの子、マハラレルはペ

レヅの子孫である。 5またバルクの子マアセヤで、バル

クはコロホゼの子、コロホゼはハザヤの子、ハザヤはア

ダヤの子、アダヤはヨヤリブの子、ヨヤリブはゼカリヤ

の子、ゼカリヤはシロニびとの子である。 6ペレヅの子

孫でエルサレムに住んだ者は合わせて四百六十八人で、

みな勇敢な人々である。 7ベニヤミンの子孫では次のと

おりである。すなわちメシュラムの子サルで、メシュラ

ムはヨエデの子、ヨエデはペダヤの子、ペダヤはコラヤ

の子、コラヤはマアセヤの子、マアセヤはイテエルの子

、イテエルはエサヤの子である。 8その次はガバイおよ

びサライなどで合わせて九百二十八人。 9ジクリの子ヨ

エルが彼らの監督である。ハッセヌアの子ユダがその副

官として町を治めた。 10祭司ではヨヤリブの子エダヤ、

ヤキン、 11および神の宮のつかさセラヤで、セラヤはヒ

ルキヤの子、ヒルキヤはメシュラムの子、メシュラムは

ザドクの子、ザドクはメラヨテの子、メラヨテはアヒト

ブの子である。 12宮の務をするその兄弟は八百二十二人

あり、また、エロハムの子アダヤがある。エロハムはペ

ラリヤの子、ペラリヤはアムジの子、アムジはゼカリヤ

の子、ゼカリヤはパシホルの子、パシホルはマルキヤの

子である。 13アダヤの兄弟で、氏族の長たる者は二百四

十二人あり、またアザリエルの子アマシサイがある。ア

ザリエルはアハザイの子、アハザイはメシレモテの子、

メシレモテはインメルの子である。 14その兄弟である勇

士は百二十八人あり、その監督はハッゲドリムの子ザブ

デエルである。 15レビびとではハシュブの子シマヤで、

ハシュブはアズリカムの子、アズリカムはハシャビヤの

子、ハシャビヤはブンニの子である。 16またシャベタイ

およびヨザバデがある。これらはレビびとのかしらであ

って、神の宮の外のわざをつかさどった。 17またミカの

子マッタニヤがある。ミカはザブデの子、ザブデはアサ

フの子である。マッタニヤは祈の時に感謝の言葉を唱え

始める者である。その兄弟のうちのバクブキヤは彼に次

ぐ者であった。またシャンマの子アブダがある。シャン

マはガラルの子、ガラルはエドトンの子である。 18聖都

におるレビびとは合わせて二百八十四人であった。 19門

衛では門を守るアックブ、タルモンおよびその兄弟たち

合わせて百七十二人である。 20その他のイスラエルびと

、祭司、レビびとたちは皆ユダのすべての町々にあって

、おのおの自分の嗣業にとどまった。 21ただし宮に仕え

るしもべたちはオペルに住み、ヂハおよびギシパが宮に

仕えるしもべたちを監督していた。 22エルサレムにおる

レビびとの監督はウジである。ウジはバニの子、バニは

ハシャビヤの子、ハシャビヤはマッタニヤの子、マッタ

ニヤはミカの子である。ミカは歌うたう者なるアサフの

子孫である。ウジは神の宮のわざを監督した。 23彼らに

ついては王からの命令があって、歌うたう者に日々の定

まった分を与えさせた。 24またユダの子ゼラの子孫であ

るメシザベルの子ペタヒヤは王の手に属して民に関する

すべての事を取り扱った。 25また村々とその田畑につい

ては、ユダの子孫の者はキリアテ・アルバとその村々、

デボンとその村々、エカブジエルとその村々に住み、 26

エシュア、モラダおよびベテペレテに住み、 27ハザル・

シュアルおよびベエルシバとその村々に住み、 28チクラ

グおよびメコナとその村々に住み、 29エンリンモン、ザ

レア、ヤルムテに住み、 30ザノア、アドラムおよびそれ

らの村々、ラキシとその田野、アゼカとその村々に住ん

だ。こうして彼らはベエルシバからヒンノムの谷にまで

宿営した。 31ベニヤミンの子孫はまたゲバからミクマシ

、アヤおよびベテルとその村々に住み、 32アナトテ、ノ

ブ、アナニヤ、 33ハゾル、ラマ、ギッタイム、 34ハデ

デ、ゼボイム、ネバラテ、 35ロド、オノ、工人の谷に住

んだ。 36レビびとの組のユダにあるもののうちベニヤミ

ンに合したものもあった。

12シャルテルの子ゼルバベルおよびエシュアと一緒に
上ってきた祭司とレビびとは次のとおりである。す

なわちセラヤ、エレミヤ、エズラ、 2アマリヤ、マルク

、ハットシ、 3シカニヤ、レホム、メレモテ、 4イド、

ギンネトイ、アビヤ、 5ミヤミン、マアデヤ、ビルガ、

6シマヤ、ヨヤリブ、エダヤ、 7サライ、アモク、ヒル

キヤ、エダヤで、これらの者はエシュアの時代に祭司お

よびその兄弟らのかしらであった。 8レビびとではエシ

ュア、ビンヌイ、カデミエル、セレビヤ、ユダ、マッタ

ニヤで、マッタニヤはその兄弟らと共に感謝のことをつ

かさどった。 9また彼らの兄弟であるバグブキヤおよび

ウンノは彼らの向かいに立って勤めをした。 10エシュア

の子はヨアキム、ヨアキムの子はエリアシブ、エリアシ

ブの子はヨイアダ、 11ヨイアダの子はヨナタン、ヨナタ

ンの子はヤドアである。 12ヨアキムの時代に祭司で氏族

の長であった者はセラヤの氏族ではメラヤ、エレミヤの

氏族ではハナニヤ、 13エズラの氏族ではメシュラム、ア

マリヤの氏族ではヨハナン、 14マルキの氏族ではヨナタ

ン、シバニヤの氏族ではヨセフ、 15ハリムの氏族ではア

デナ、メラヨテの氏族ではヘルカイ、 16イドの氏族では

ゼカリヤ、ギンネトンの氏族ではメシュラム、 17アビヤ

の氏族ではジクリ、ミニヤミンの氏族、モアデヤの氏族

ではピルタイ、 18ビルガの氏族ではシャンマ、シマヤの

氏族ではヨナタン、 19ヨヤリブの氏族ではマッテナイ、

エダヤの氏族ではウジ、 20サライの氏族ではカライ、ア

モクの氏族ではエベル、 21ヒルキヤの氏族ではハシャビ

ヤ、エダヤの氏族ではネタンエルである。 22レビびとに

ついては、エリアシブ、ヨイアダ、ヨハナンおよびヤド

アの時代に、その氏族の長たちが登録された。また祭司
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たちもペルシャ王ダリヨスの治世まで登録された。 23レ

ビの子孫で氏族の長たる者は、エリアシブの子ヨハナン

の世まで歴代志の書にしるされている。 24レビびとのか

しらはハシャビヤ、セレビヤおよびカデミエルの子エシ

ュアであって、その兄弟たち相向かい合い、組と組と対

応して神の人ダビデの命令に従い、さんびと感謝をささ

げた。 25マツタニヤ、バクブキヤ、オバデヤ、メシュラ

ム、タルモンおよびアックブは門を守る者で門の内の倉

を監督した。 26これらはヨザダクの子エシュアの子ヨア

キムの時代、また総督ネヘミヤおよび学者である祭司エ

ズラの時代にいた人々である。 27さてエルサレムの城壁

の落成式に当って、レビびとを、そのすべての所から招

いてエルサレムにこさせ、感謝と、歌と、シンバルと、

立琴と、琴とをもって喜んで落成式を行おうとした。 28

そこで、歌うたう人々はエルサレムの周囲の地方、ネト

パびとの村々から集まってきた。 29またベテギルガルお

よびゲバとアズマウテの地方からも集まってきた。この

歌うたう者たちはエルサレムの周囲に自分の村々を建て

ていたからである。 30そして祭司とレビびとたちは身を

清め、また民およびもろもろの門と城壁とを清めた。 31

そこでわたしはユダのつかさたちを城壁の上にのぼらせ

、また感謝する者の二つの大きな組を作って、行進させ

た。その一つは城壁の上を右に糞の門をさして進んだ。

32そのあとに従って進んだ者はホシャヤ、およびユダの

つかさたちの半ば、 33ならびにアザリヤ、エズラ、メシ

ュラム、 34ユダ、ベニヤミン、シマヤ、エレミヤであっ

た。 35また数人の祭司がラッパをもって従った。すなわ

ちヨナタンの子ゼカリヤ。ヨナタンはシマヤの子、シマ

ヤはマッタニヤの子、マッタニヤはミカヤの子、ミカヤ

はザックルの子、ザックルはアサフの子である。 36また

ゼカリヤの兄弟たちシマヤ、アザリエル、ミラライ、ギ

ラライ、マアイ、ネタンエル、ユダ、ハナニなどであっ

て、神の人ダビデの楽器を持って従った。そして学者エ

ズラは彼らの先に進んだ。 37彼らは泉の門を経て、まっ

すぐに進み、城壁の上り口で、ダビデの町の階段から上

り、ダビデの家の上を過ぎて東の方、水の門に至った。

38他の一組の感謝する者は左に進んだ。わたしは民の半

ばと共に彼らのあとに従った。そして城壁の上を行き、

炉の望楼の上を過ぎて、城壁の広い所に至り、 39エフラ

イムの門の上を通り、古い門を過ぎ、魚の門およびハナ

ネルの望楼とハンメアの望楼を過ぎて、羊の門に至り、

近衛の門に立ち止まった。 40こうして二組の感謝する者

は神の宮にはいって立った。わたしもそこに立ち、つか

さたちの半ばもわたしと共に立った。 41また祭司エリア

キム、マアセヤ、ミニヤミン、ミカヤ、エリオエナイ、

ゼカリヤ、ハナニヤらはラッパを持ち、 42マアセヤ、シ

マヤ、エレアザル、ウジ、ヨハナン、マルキヤ、エラム

およびエゼルも共にいた。そして歌うたう者たちは声高

く歌った。エズラヒヤはその監督であった。 43こうして

彼らはその日、大いなる犠牲をささげて喜んだ。神が彼

らを大いに喜び楽しませられたからである。女子供まで

も喜んだ。それでエルサレムの喜びの声は遠くまで聞え

た。 44その日、倉のもろもろのへやをつかさどる人々を

選び、ささげ物、初物、十分の一など律法の定めるとこ

ろの祭司およびレビびとの分を町々の田畑にしたがって

取り集めて、へやに入れることをつかさどらせた。これ

は祭司およびレビびとの仕えるのを、ユダびとが喜んだ

からである。 45彼らはダビデおよびその子ソロモンの命

令に従って、神の勤めおよび清め事の勤めをした。歌う

たう者および門を守る者もそのように行った。 46昔ダビ

デおよびアサフの日には、歌うたう者のかしらがひとり

いて、神にさんびと感謝をささげる事があった。 47また

ゼルバベルの日およびネヘミヤの日には、イスラエルび

とはみな歌うたう者と門を守る者に日々の分を与え、ま

たレビびとに物を聖別して与え、レビびとはまたこれを

聖別してアロンの子孫に与えた。

13その日モーセの書を読んで民に聞かせたが、その中
にアンモンびと、およびモアブびとは、いつまでも

神の会に、はいってはならないとしるされているのを見

いだした。 2これは彼らがかつて、パンと水をもってイ

スラエルの人々を迎えず、かえってこれをのろわせるた

めにバラムを雇ったからである。しかしわれわれの神は

そののろいを変えて祝福とされた。 3人々はこの律法を

聞いた時、混血の民をことごとくイスラエルから分け離

した。 4これより先、われわれの神の宮のへやをつかさ

どっていた祭司エリアシブは、トビヤと縁組したので、

5トビヤのために大きなへやを備えた。そのへやはもと

、素祭の物、乳香、器物および規定によってレビびと、

歌うたう者および門を守る者たちに与える穀物、ぶどう

酒、油の十分の一、ならびに祭司のためのささげ物を置

いた所である。 6その当時、わたしはエルサレムにいな

かった。わたしはバビロンの王アルタシャスタの三十二

年に王の所へ行ったが、しばらくたって王にいとまを請

い、 7エルサレムに来て、エリアシブがトビヤのために

した悪事、すなわち彼のために神の宮の庭に一つのへや

を備えたことを発見した。 8わたしは非常に怒り、トビ

ヤの家の器物をことごとくそのへやから投げだし、 9命

じて、すべてのへやを清めさせ、そして神の宮の器物お

よび素祭、乳香などを再びそこに携え入れた。 10わたし

はまたレビびとがその受くべき分を与えられていなかっ

たことを知った。これがためにその務をなすレビびとお

よび歌うたう者たちは、おのおの自分の畑に逃げ帰った

。 11それでわたしはつかさたちを責めて言った、「なぜ

神の宮を捨てさせたのか」。そしてレビびとを招き集め

て、その持ち場に復帰させた。 12そこでユダの人々は皆

、穀物、ぶどう酒、油の十分の一を倉に携えてきた。 13

わたしは祭司シレミヤ、学者ザドクおよびレビびとペダ

ヤを倉のつかさとし、またマッタニヤの子ザックルの子

ハナンをその助手として倉をつかさどらせた。彼らは忠

実な者と思われたからである。彼らの任務は兄弟たちに

分配する事であった。 14わが神よ、この事のためにわた

しを覚えてください。わが神の宮とその勤めのためにわ

たしが行った良きわざをぬぐい去らないでください。 15

そのころわたしはユダのうちで安息日に酒ぶねを踏む者

、麦束を持ってきて、ろばに負わす者、またぶどう酒、

ぶどう、いちじくおよびさまざまの荷を安息日にエルサ

レムに運び入れる者を見たので、わたしは彼らが食物を

売っていたその日に彼らを戒めた。 16そこに住んでいた

ツロの人々もまた魚およびさまざまの品物を持ってきて

、安息日にユダの人々に売り、エルサレムで商売した。

17そこでわたしはユダの尊い人々を責めて言った、「あ

なたがたはなぜこの悪事を行って、安息日を汚すのか。

18あなたがたの先祖も、このように行ったので、われわ

れの神はこのすべての災を、われわれとこの町に下され

たではないか。ところがあなたがたは安息日を汚して、
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さらに大いなる怒りをイスラエルの上に招くのである」

。 19そこで安息日の前に、エルサレムのもろもろの門が

暗くなり始めた時、わたしは命じてそのとびらを閉じさ

せ、安息日が終るまでこれを開いてはならないと命じ、

わたしのしもべ数人を門に置いて、安息日に荷を携え入

れさせないようにした。 20これがために、商人およびさ

まざまの品物を売る者どもは一、二回エルサレムの外に

宿った。 21わたしは彼らを戒めて言った、「あなたがた

はなぜ城壁の前に宿るのか。もしあなたがたが重ねてそ

のようなことをするならば、わたしはあなたがたを処罰

する」と。そのとき以来、彼らは安息日にはこなかった

。 22わたしはまたレビびとに命じて、その身を清めさせ

、来て門を守らせて、安息日を聖別した。わが神よ、わ

たしのためにまた、このことを覚え、あなたの大いなる

いつくしみをもって、わたしをあわれんでください。 23

そのころまた、わたしはアシドド、アンモン、モアブの

女をめとったユダヤ人を見た。 24彼らの子供の半分はア

シドドの言葉を語って、ユダヤの言葉を語ることができ

ず、おのおのその母親の出た民の言葉を語った。 25わた

しは彼らを責め、またののしり、そのうちの数人を撃っ

て、その毛を抜き、神の名をさして誓わせて言った、「

あなたがたは彼らのむすこに自分の娘を与えてはならな

い。またあなたがたのむすこ、またはあなたがた自身の

ために彼らの娘をめとってはならない。 26イスラエルの

王ソロモンはこれらのことによって罪を犯したではない

か。彼のような王は多くの国民のうちにもなく、神に愛

せられた者である。神は彼をイスラエル全国の王とせら

れた。ところが異邦の女たちは彼に罪を犯させた。 27そ

れゆえあなたがたが異邦の女をめとり、このすべての大

いなる悪を行って、われわれの神に罪を犯すのを、われ

われは聞き流しにしておけようか」。 28大祭司エリアシ

ブの子ヨイアダのひとりの子はホロニびとサンバラテの

婿であったので、わたしは彼をわたしのところから追い

出した。 29わが神よ、彼らのことを覚えてください。彼

らは祭司の職を汚し、また祭司およびレビびとの契約を

汚しました。 30このように、わたしは彼らを清めて、異

邦のものをことごとく捨てさせ、祭司およびレビびとの

務を定めて、おのおのそのわざにつかせた。 31また定め

られた時に、たきぎの供え物をささげさせ、また初物を

ささげさせた。わが神よ、わたしを覚え、わたしをお恵

みください。
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エステル記

1アハシュエロスすなわちインドからエチオピヤまで百
二十七州を治めたアハシュエロスの世、 2アハシュエ

ロス王が首都スサで、その国の位に座していたころ、 3

その治世の第三年に、彼はその大臣および侍臣たちのた

めに酒宴を設けた。ペルシャとメデアの将軍および貴族

ならびに諸州の大臣たちがその前にいた。 4その時、王

はその盛んな国の富と、その王威の輝きと、はなやかさ

を示して多くの日を重ね、百八十日に及んだ。 5これら

の日が終った時、王は王の宮殿の園の庭で、首都スサに

いる大小のすべての民のために七日の間、酒宴を設けた

。 6そこには白綿布の垂幕と青色のとばりとがあって、

紫色の細布のひもで銀の輪および大理石の柱につながれ

ていた。また長いすは金銀で作られ、石膏と大理石と真

珠貝および宝石の切りはめ細工の床の上に置かれていた

。 7酒は金の杯で賜わり、その杯はそれぞれ違ったもの

で、王の大きな度量にふさわしく、王の用いる酒を惜し

みなく賜わった。 8その飲むことは法にかない、だれも

しいられることはなかった。これは王が人々におのおの

自分の好むようにさせよと宮廷のすべての役人に命じて

おいたからである。 9王妃ワシテもまたアハシュエロス

王に属する王宮の内で女たちのために酒宴を設けた。 10

七日目にアハシュエロス王は酒のために心が楽しくなり

、王の前に仕える七人の侍従メホマン、ビズタ、ハルボ

ナ、ビグタ、アバグタ、ゼタルおよびカルカスに命じて

、 11王妃ワシテに王妃の冠をかぶらせて王の前にこさせ

よと言った。これは彼女が美しかったので、その美しさ

を民らと大臣たちに見せるためであった。 12ところが、

王妃ワシテは侍従が伝えた王の命令に従って来ることを

拒んだので、王は大いに憤り、その怒りが彼の内に燃え

た。 13そこで王は時を知っている知者に言った、王はす

べて法律と審判に通じている者に相談するのを常とした

。 14時に王の次にいた人々はペルシャおよびメデアの七

人の大臣カルシナ、セタル、アデマタ、タルシシ、メレ

ス、マルセナ、メムカンであった。彼らは皆王の顔を見

る者で、国の首位に座する人々であった 15「王妃ワシテ

は、アハシュエロス王が侍従をもって伝えた命令を行わ

ないゆえ、法律に従って彼女にどうしたらよかろうか」

。 16メムカンは王と大臣たちの前で言った、「王妃ワシ

テはただ王にむかって悪い事をしたばかりでなく、すべ

ての大臣およびアハシュエロス王の各州のすべての民に

むかってもしたのです。 17王妃のこの行いはあまねくす

べての女たちに聞えて、彼らはついにその目に夫を卑し

め、『アハシュエロス王は王妃ワシテに、彼の前に来る

ように命じたがこなかった』と言うでしょう。 18王妃の

この行いを聞いたペルシャとメデアの大臣の夫人たちも

また、今日、王のすべての大臣たちにこのように言うで

しょう。そうすれば必ず卑しめと怒りが多く起ります。

19もし王がよしとされるならば、ワシテはこの後、再び

アハシュエロス王の前にきてはならないという王の命令

を下し、これをペルシャとメデアの法律の中に書きいれ

て変ることのないようにし、そして王妃の位を彼女にま

さる他の者に与えなさい。 20王の下される詔がこの大き

な国にあまねく告げ示されるとき、妻たる者はことごと

く、その夫を高下の別なく共に敬うようになるでしょう

」。 21王と大臣たちはこの言葉をよしとしたので、王は

メムカンの言葉のとおりに行った。 22王は王の諸州にあ

まねく書を送り、各州にはその文字にしたがい、各民族

にはその言語にしたがって書き送り、すべて男子たる者

はその家の主となるべきこと、また自分の民の言語を用

いて語るべきことをさとした。

2これらのことの後、アハシュエロス王の怒りがとけ、
王はワシテおよび彼女のしたこと、また彼女に対して

定めたことを思い起した。 2時に王に仕える侍臣たちは

言った、「美しい若い処女たちを王のために尋ね求めま

しょう。 3どうぞ王はこの国の各州において役人を選び

、美しい若い処女をことごとく首都スサにある婦人の居

室に集めさせ、婦人をつかさどる王の侍従ヘガイの管理

のもとにおいて、化粧のための品々を彼らに与えてくだ

さい。 4こうして御意にかなうおとめをとって、ワシテ

の代りに王妃としてください」。王はこの事をよしとし

、そのように行った。 5さて首都スサにひとりのユダヤ

人がいた。名をモルデカイといい、キシのひこ、シメイ

の孫、ヤイルの子で、ベニヤミンびとであった。 6彼は

バビロンの王ネブカデネザルが捕えていったユダの王エ

コニヤと共に捕えられていった捕虜のひとりで、エルサ

レムから捕え移された者である。 7彼はそのおじの娘ハ

ダッサすなわちエステルを養い育てた。彼女には父も母

もなかったからである。このおとめは美しく、かわいら

しかったが、その父母の死後、モルデカイは彼女を引き

とって自分の娘としたのである。 8王の命令と詔が伝え

られ、多くのおとめが首都スサに集められて、ヘガイの

管理のもとにおかれたとき、エステルもまた王宮に携え

行かれ、婦人をつかさどるヘガイの管理のもとにおかれ

た。 9このおとめはヘガイの心にかなって、そのいつく

しみを得た。すなわちヘガイはすみやかに彼女に化粧の

品々および食物の分け前を与え、また宮中から七人のす

ぐれた侍女を選んで彼女に付き添わせ、彼女とその侍女

たちを婦人の居室のうちの最も良い所に移した。 10エス

テルは自分の民のことをも、自分の同族のことをも人に

知らせなかった。モルデカイがこれを知らすなと彼女に

命じたからである。 11モルデカイはエステルの様子およ

び彼女がどうしているかを知ろうと、毎日婦人の居室の

庭の前を歩いた。 12おとめたちはおのおの婦人のための

規定にしたがって十二か月を経て後、順番にアハシュエ

ロス王の所へ行くのであった。これは彼らの化粧の期間

として、没薬の油を用いること六か月、香料および婦人

の化粧に使う品々を用いること六か月が定められていた

からである。 13こうしておとめは王の所へ行くのであっ

た。そしておとめが婦人の居室を出て王宮へ行く時には

、すべてその望む物が与えられた。 14そして夕方行って

、あくる朝第二の婦人の居室に帰り、そばめたちをつか

さどる王の侍従シャシガズの管理に移された。王がその

女を喜び、名ざして召すのでなければ、再び王の所へ行

くことはなかった。 15さてモルデカイのおじアビハイル

の娘、すなわちモルデカイが引きとって自分の娘とした

エステルが王の所へ行く順番となったが、彼女は婦人を

つかさどる王の侍従ヘガイが勧めた物のほか何をも求め

なかった。エステルはすべて彼女を見る者に喜ばれた。

16エステルがアハシュエロス王に召されて王宮へ行った

のは、その治世の第七年の十月、すなわちテベテの月で

あった。 17王はすべての婦人にまさってエステルを愛し

たので、彼女はすべての処女にまさって王の前に恵みと
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いつくしみとを得た。王はついに王妃の冠を彼女の頭に

いただかせ、ワシテに代って王妃とした。 18そして王は

大いなる酒宴を催して、すべての大臣と侍臣をもてなし

た。エステルの酒宴がこれである。また諸州に免税を行

い、王の大きな度量にしたがって贈り物を与えた。 19二

度目に処女たちが集められたとき、モルデカイは王の門

にすわっていた。 20エステルはモルデカイが命じたよう

に、まだ自分の同族のことをも自分の民のことをも人に

知らせなかった。エステルはモルデカイの言葉に従うこ

と、彼に養い育てられた時と少しも変らなかった。 21そ

のころ、モルデカイが王の門にすわっていた時、王の侍

従で、王のへやの戸を守る者のうちのビグタンとテレシ

のふたりが怒りのあまりアハシュエロス王を殺そうとね

らっていたが、 22その事がモルデカイに知れたので、彼

はこれを王妃エステルに告げ、エステルはこれをモルデ

カイの名をもって王に告げた。 23その事が調べられて、

それに相違ないことがあらわれたので、彼らふたりは木

にかけられた。この事は王の前で日誌の書にかきしるさ

れた。

3これらの事の後、アハシュエロス王はアガグびとハン
メダタの子ハマンを重んじ、これを昇進させて、自分

と共にいるすべての大臣たちの上にその席を定めさせた

。 2王の門の内にいる王の侍臣たちは皆ひざまずいてハ

マンに敬礼した。これは王が彼についてこうすることを

命じたからである。しかしモルデカイはひざまずかず、

また敬礼しなかった。 3そこで王の門にいる王の侍臣た

ちはモルデカイにむかって、「あなたはどうして王の命

令にそむくのか」と言った。 4彼らは毎日モルデカイに

こう言うけれども聞きいれなかったので、その事がゆる

されるかどうかを見ようと、これをハマンに告げた。な

ぜならモルデカイはすでに自分のユダヤ人であることを

彼らに語ったからである。 5ハマンはモルデカイのひざ

まずかず、また自分に敬礼しないのを見て怒りに満たさ

れたが、 6ただモルデカイだけを殺すことを潔しとしな

かった。彼らがモルデカイの属する民をハマンに知らせ

たので、ハマンはアハシュエロスの国のうちにいるすべ

てのユダヤ人、すなわちモルデカイの属する民をことご

とく滅ぼそうと図った。 7アハシュエロス王の第十二年

の正月すなわちニサンの月に、ハマンの前で、十二月す

なわちアダルの月まで、一日一日のため、一月一月のた

めに、プルすなわちくじを投げさせた。 8そしてハマン

はアハシュエロス王に言った、「お国の各州にいる諸民

のうちに、散らされて、別れ別れになっている一つの民

がいます。その法律は他のすべての民のものと異なり、

また彼らは王の法律を守りません。それゆえ彼らを許し

ておくことは王のためになりません。 9もし王がよしと

されるならば、彼らを滅ぼせと詔をお書きください。そ

うすればわたしは王の事をつかさどる者たちの手に銀一

万タラントを量りわたして、王の金庫に入れさせましょ

う」。 10そこで王は手から指輪をはずし、アガグびとハ

ンメダタの子で、ユダヤ人の敵であるハマンにわたした

。 11そして王はハマンに言った、「その銀はあなたに与

える。その民もまたあなたに与えるから、よいと思うよ

うにしなさい」。 12そこで正月の十三日に王の書記官が

召し集められ、王の総督、各州の知事および諸民のつか

さたちにハマンが命じたことをことごとく書きしるした

。すなわち各州に送るものにはその文字を用い、諸民に

送るものにはその言語を用い、おのおのアハシュエロス

王の名をもってそれを書き、王の指輪をもってそれに印

を押した。 13そして急使をもってその書を王の諸州に送

り、十二月すなわちアダルの月の十三日に、一日のうち

にすべてのユダヤ人を、若い者、老いた者、子供、女の

別なく、ことごとく滅ぼし、殺し、絶やし、かつその貨

財を奪い取れと命じた。 14この文書の写しを詔として各

州に伝え、すべての民に公示して、その日のために備え

させようとした。 15急使は王の命令により急いで出てい

った。この詔は首都スサで発布された。時に王とハマン

は座して酒を飲んでいたが、スサの都はあわて惑った。

4モルデカイはすべてこのなされたことを知ったとき、
その衣を裂き、荒布をまとい、灰をかぶり、町の中へ

行って大声をあげ、激しく叫んで、 2王の門の入口まで

行った。荒布をまとっては王の門の内にはいることがで

きないからである。 3すべて王の命令と詔をうけ取った

各州ではユダヤ人のうちに大いなる悲しみがあり、断食

、嘆き、叫びが起り、また荒布をまとい、灰の上に座す

る者が多かった。 4エステルの侍女たちおよび侍従たち

がきて、この事を告げたので、王妃は非常に悲しみ、モ

ルデカイに着物を贈り、それを着せて、荒布を脱がせよ

うとしたが受けなかった。 5そこでエステルは王の侍従

のひとりで、王が自分にはべらせたハタクを召し、モル

デカイのもとへ行って、それは何事であるか、何ゆえで

あるかを尋ねて来るようにと命じた。 6ハタクは出て、

王の門の前にある町の広場にいるモルデカイのもとへ行

くと、 7モルデカイは自分の身に起ったすべての事を彼

に告げ、かつハマンがユダヤ人を滅ぼすことのために王

の金庫に量り入れると約束した銀の正確な額を告げた。

8また彼らを滅ぼさせるために、スサで発布された詔書

の写しを彼にわたし、それをエステルに見せ、かつ説き

あかし、彼女が王のもとへ行ってその民のために王のあ

われみを請い、王の前に願い求めるように彼女に言い伝

えよと言った。 9ハタクが帰ってきてモルデカイの言葉

をエステルに告げたので、 10エステルはハタクに命じ、

モルデカイに言葉を伝えさせて言った、 11「王の侍臣お

よび王の諸州の民は皆、男でも女でも、すべて召されな

いのに内庭にはいって王のもとへ行く者は、必ず殺され

なければならないという一つの法律のあることを知って

います。ただし王がその者に金の笏を伸べれば生きるこ

とができるのです。しかしわたしはこの三十日の間、王

のもとへ行くべき召をこうむらないのです」。 12エステ

ルの言葉をモルデカイに告げたので、 13モルデカイは命

じてエステルに答えさせて言った、「あなたは王宮にい

るゆえ、すべてのユダヤ人と異なり、難を免れるだろう

と思ってはならない。 14あなたがもし、このような時に

黙っているならば、ほかの所から、助けと救がユダヤ人

のために起るでしょう。しかし、あなたとあなたの父の

家とは滅びるでしょう。あなたがこの国に迎えられたの

は、このような時のためでなかったとだれが知りましょ

う」。 15そこでエステルは命じてモルデカイに答えさせ

た、 16「あなたは行ってスサにいるすべてのユダヤ人を

集め、わたしのために断食してください。三日のあいだ

夜も昼も食い飲みしてはなりません。わたしとわたしの

侍女たちも同様に断食しましょう。そしてわたしは法律

にそむくことですが王のもとへ行きます。わたしがもし

死なねばならないのなら、死にます」。 17モルデカイは
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行って、エステルがすべて自分に命じたとおりに行った

。

5三日目にエステルは王妃の服を着、王宮の内庭に入り
、王の広間にむかって立った。王は王宮の玉座に座し

て王宮の入口にむかっていたが、 2王妃エステルが庭に

立っているのを見て彼女に恵みを示し、その手にある金

の笏をエステルの方に伸ばしたので、エステルは進みよ

ってその笏の頭にさわった。 3王は彼女に言った、「王

妃エステルよ、何を求めるのか。あなたの願いは何か。

国の半ばでもあなたに与えよう」。 4エステルは言った

、「もし王がよしとされるならば、きょうわたしが王の

ために設けた酒宴に、ハマンとご一緒にお臨みください

」。 5そこで王は「ハマンを速く連れてきて、エステル

の言うようにせよ」と言い、やがて王とハマンはエステ

ルの設けた酒宴に臨んだ。 6酒宴の時、王はエステルに

言った、「あなたの求めることは何か。必ず聞かれる。

あなたの願いは何か。国の半ばでも聞きとどけられる」

。 7エステルは答えて言った、「わたしの求め、わたし

の願いはこれです。 8もしわたしが王の目の前に恵みを

得、また王がもしわたしの求めを許し、わたしの願いを

聞きとどけるのをよしとされるならば、ハマンとご一緒

に、あすまた、わたしが設けようとする酒宴に、お臨み

ください。わたしはあす王のお言葉どおりにいたしまし

ょう」。 9こうしてハマンはその日、心に喜び楽しんで

出てきたが、ハマンはモルデカイが王の門にいて、自分

にむかって立ちあがりもせず、また身動きもしないのを

見たので、モルデカイに対し怒りに満たされた。 10しか

しハマンは耐え忍んで家に帰り、人をやってその友だち

および妻ゼレシを呼んでこさせ、 11そしてハマンはその

富の栄華と、そのむすこたちの多いことと、すべて王が

自分を重んじられたこと、また王の大臣および侍臣たち

にまさって自分を昇進させられたことを彼らに語った。

12ハマンはまた言った、「王妃エステルは酒宴を設けた

が、わたしのほかはだれも王と共にこれに臨ませなかっ

た。あすもまたわたしは王と共に王妃に招かれている。

13しかしユダヤ人モルデカイが王の門に座しているのを

見る間は、これらの事もわたしには楽しくない」。 14そ

の時、妻ゼレシとすべての友は彼に言った、「高さ五十

キュビトの木を立てさせ、あすの朝、モルデカイをその

上に掛けるように王に申し上げなさい。そして王と一緒

に楽しんでその酒宴においでなさい」。ハマンはこの事

をよしとして、その木を立てさせた。

6その夜、王は眠ることができなかったので、命じて日
々の事をしるした記録の書を持ってこさせ、王の前で

読ませたが、 2その中に、モルデカイがかつて王の侍従

で、王のへやの戸を守る者のうちのビグタナとテレシの

ふたりが、アハシュエロス王を殺そうとねらっているこ

とを告げた、としるされているのを見いだした。 3そこ

で王は言った、「この事のために、どんな栄誉と爵位を

モルデカイに与えたか」。王に仕える侍臣たちは言った

、「何も彼に与えていません」。 4王は言った、「庭に

いるのはだれか」。この時ハマンはモルデカイのために

設けた木にモルデカイを掛けることを王に申し上げよう

と王宮の外庭にはいってきていた。 5王の侍臣たちが「

ハマンが庭に立っています」と王に言ったので、王は「

ここへ、はいらせよ」と言った。 6やがてハマンがはい

って来ると王は言った、「王が栄誉を与えようと思う人

にはどうしたらよかろうか」。ハマンは心のうちに言っ

た、「王はわたし以外にだれに栄誉を与えようと思われ

るだろうか」。 7ハマンは王に言った、「王が栄誉を与

えようと思われる人のためには、 8王の着られた衣服を

持ってこさせ、また王の乗られた馬、すなわちその頭に

王冠をいただいた馬をひいてこさせ、 9その衣服と馬と

を王の最も尊い大臣のひとりの手にわたして、王が栄誉

を与えようと思われる人にその衣服を着させ、またその

人を馬に乗せ、町の広場を導いて通らせ、『王が栄誉を

与えようと思う人にはこうするのだ』とその前に呼ばわ

らせなさい」。 10それで王はハマンに言った、「急いで

あなたが言ったように、その衣服と馬とを取り寄せ、王

の門に座しているユダヤ人モルデカイにそうしなさい。

あなたが言ったことを一つも欠いてはならない」。 11そ

こでハマンは衣服と馬とを取り寄せ、モルデカイにその

衣服を着せ、彼を馬に乗せて町の広場を通らせ、その前

に呼ばわって、「王が栄誉を与えようと思う人にはこう

するのだ」と言った。 12こうしてモルデカイは王の門に

帰ってきたが、ハマンは憂え悩み、頭をおおって急いで

家に帰った。 13そしてハマンは自分の身に起った事をこ

とごとくその妻ゼレシと友だちに告げた。するとその知

者たちおよび妻ゼレシは彼に言った、「あのモルデカイ

、すなわちあなたがその人の前に敗れ始めた者が、もし

ユダヤ人の子孫であるならば、あなたは彼に勝つことは

できない。必ず彼の前に敗れるでしょう」。 14彼らがな

おハマンと話している時、王の侍従たちがきてハマンを

促し、エステルが設けた酒宴に臨ませた。

7王とハマンは王妃エステルの酒宴に臨んだ。 2このふ

つか目の酒宴に王はまたエステルに言った、「王妃エ

ステルよ、あなたの求めることは何か。必ず聞かれる。

あなたの願いは何か。国の半ばでも聞きとどけられる」

。 3王妃エステルは答えて言った、「王よ、もしわたし

が王の目の前に恵みを得、また王がもしよしとされるな

らば、わたしの求めにしたがってわたしの命をわたしに

与え、またわたしの願いにしたがってわたしの民をわた

しに与えてください。 4わたしとわたしの民は売られて

滅ぼされ、殺され、絶やされようとしています。もしわ

たしたちが男女の奴隷として売られただけなら、わたし

は黙っていたでしょう。わたしたちの難儀は王の損失と

は比較にならないからです」。 5アハシュエロス王は王

妃エステルに言った、「そんな事をしようと心にたくら

んでいる者はだれか。またどこにいるのか」。 6エステ

ルは言った、「そのあだ、その敵はこの悪いハマンです

」。そこでハマンは王と王妃の前に恐れおののいた。 7

王は怒って酒宴の席を立ち、宮殿の園へ行ったが、ハマ

ンは残って王妃エステルに命ごいをした。彼は王が自分

に害を加えようと定めたのを見たからである。 8王が宮

殿の園から酒宴の場所に帰ってみると、エステルのいた

長いすの上にハマンが伏していたので、王は言った、「

彼はまたわたしの家で、しかもわたしの前で王妃をはず

かしめようとするのか」。この言葉が王の口から出たと

き、人々は、ハマンの顔をおおった。 9その時、王に付

き添っていたひとりの侍従ハルボナが「王のためによい

事を告げたあのモルデカイのためにハマンが用意した高

さ五十キュビトの木がハマンの家に立っています」と言

ったので、王は「彼をそれに掛けよ」と言った。 10そこ
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で人々はハマンをモルデカイのために備えてあったその

木に掛けた。こうして王の怒りは和らいだ。

8その日アハシュエロス王は、ユダヤ人の敵ハマンの家
を王妃エステルに与えた。モルデカイは王の前にきた

。これはエステルが自分とモルデカイがどんな関係の者

であるかを告げたからである。 2王はハマンから取り返

した自分の指輪をはずして、モルデカイに与えた。エス

テルはモルデカイにハマンの家を管理させた。 3エステ

ルは再び王の前に奏し、その足もとにひれ伏して、アガ

グびとハマンの陰謀すなわち彼がユダヤ人に対して企て

たその計画を除くことを涙ながらに請い求めた。 4王は

エステルにむかって金の笏を伸べたので、エステルは身

を起して王の前に立ち、 5そして言った、「もし王がよ

しとされ、わたしが王の前に恵みを得、またこの事が王

の前に正しいと見え、かつわたしが王の目にかなうなら

ば、アガグびとハンメダタの子ハマンが王の諸州にいる

ユダヤ人を滅ぼそうとはかって書き送った書を取り消す

旨を書かせてください。 6どうしてわたしは、わたしの

民に臨もうとする災を、だまって見ていることができま

しょうか。どうしてわたしの同族の滅びるのを、だまっ

て見ていることができましょうか」。 7アハシュエロス

王は王妃エステルとユダヤ人モルデカイに言った、「ハ

マンがユダヤ人を殺そうとしたので、わたしはハマンの

家をエステルに与え、またハマンを木に掛けさせた。 8

あなたがたは自分たちの思うままに王の名をもってユダ

ヤ人についての書をつくり、王の指輪をもってそれに印

を押すがよい。王の名をもって書き、王の指輪をもって

印を押した書はだれも取り消すことができない」。 9そ

の時王の書記官が召し集められた。それは三月すなわち

シワンの月の二十三日であった。そしてインドからエチ

オピヤまでの百二十七州にいる総督、諸州の知事および

大臣たちに、モルデカイがユダヤ人について命じたとお

りに書き送った。すなわち各州にはその文字を用い、各

民族にはその言語を用いて書き送り、ユダヤ人に送るも

のにはその文字と言語とを用いた。 10その書はアハシュ

エロス王の名をもって書かれ、王の指輪をもって印を押

し、王の御用馬として、そのうまやに育った早馬に乗る

急使によって送られた。 11その中で、王はすべての町に

いるユダヤ人に、彼らが相集まって自分たちの生命を保

護し、自分たちを襲おうとする諸国、諸州のすべての武

装した民を、その妻子もろともに滅ぼし、殺し、絶やし

、かつその貨財を奪い取ることを許した。 12ただしこの

事をアハシュエロス王の諸州において、十二月すなわち

アダルの月の十三日に、一日のうちに行うことを命じた

。 13この書いた物の写しを詔として各州に伝え、すべて

の民に公示して、ユダヤ人に、その日のために備えして

、その敵にあだをかえさせようとした。 14王の御用馬で

ある早馬に乗った急使は、王の命によって急がされ、せ

きたてられて出て行った。この詔は首都スサで出された

。 15モルデカイは青と白の朝服を着、大きな金の冠をい

ただき、紫色の細布の上着をまとって王の前から出て行

った。スサの町中、声をあげて喜んだ。 16ユダヤ人には

光と喜びと楽しみと誉があった。 17いずれの州でも、い

ずれの町でも、すべて王の命令と詔の伝達された所では

、ユダヤ人は喜び楽しみ、酒宴を開いてこの日を祝日と

した。そしてこの国の民のうち多くの者がユダヤ人とな

った。これはユダヤ人を恐れる心が彼らのうちに起った

からである。

9十二月すなわちアダルの月の十三日、王の命令と詔の
行われる時が近づいたとき、すなわちユダヤ人の敵が

、ユダヤ人を打ち伏せようと望んでいたのに、かえって

ユダヤ人が自分たちを憎む者を打ち伏せることとなった

その日に、 2ユダヤ人はアハシュエロス王の各州にある

自分たちの町々に集まり、自分たちに害を加えようとす

る者を殺そうとしたが、だれもユダヤ人に逆らうことの

できるものはなかった。すべての民がユダヤ人を恐れた

からである。 3諸州の大臣、総督、知事および王の事を

つかさどる者は皆ユダヤ人を助けた。彼らはモルデカイ

を恐れたからである。 4モルデカイは王の家で大いなる

者となり、その名声は各州に聞えわたった。この人モル

デカイがますます勢力ある者となったからである。 5そ

こでユダヤ人はつるぎをもってすべての敵を撃って殺し

、滅ぼし、自分たちを憎む者に対し心のままに行った。

6ユダヤ人はまた首都スサにおいても五百人を殺し、滅

ぼした。 7またパルシャンダタ、ダルポン、アスパタ、

8ポラタ、アダリヤ、アリダタ、 9パルマシタ、アリサ

イ、アリダイ、ワエザタ、 10すなわちハンメダタの子で

、ユダヤ人の敵であるハマンの十人の子をも殺した。し

かし、そのぶんどり物には手をかけなかった。 11その日

、首都スサで殺された者の数が王に報告されると、 12王

は王妃エステルに言った、「ユダヤ人は首都スサで五百

人を殺し、またハマンの十人の子を殺した。王のその他

の諸州ではどんなに彼らは殺したことであろう。さてあ

なたの求めることは何か。必ず聞かれる。更にあなたの

願いは何か。必ず聞きとどけられる」。 13エステルは言

った、「もし王がよしとされるならば、どうぞスサにい

るユダヤ人にあすも、きょうの詔のように行うことをゆ

るしてください。かつハマンの十人の子を木に掛けさせ

てください」。 14王はそうせよと命じたので、スサにお

いて詔が出て、ハマンの十人の子は木に掛けられた。 15

アダルの月の十四日にまたスサにいるユダヤ人が集まり

、スサで三百人を殺した。しかし、そのぶんどり物には

手をかけなかった。 16王の諸州にいる他のユダヤ人もま

た集まって、自分たちの生命を保護し、その敵に勝って

平安を得、自分たちを憎む者七万五千人を殺した。しか

し、そのぶんどり物には手をかけなかった。 17これはア

ダルの月の十三日であって、その十四日に休んで、その

日を酒宴と喜びの日とした。 18しかしスサにいるユダヤ

人は十三日と十四日に集まり、十五日に休んで、その日

を酒宴と喜びの日とした。 19それゆえ村々のユダヤ人す

なわち城壁のない町々に住む者はアダルの月の十四日を

喜びの日、酒宴の日、祝日とし、互に食べ物を贈る日と

した。 20モルデカイはこれらのことを書きしるしてアハ

シュエロス王の諸州にいるすべてのユダヤ人に、近い者

にも遠い者にも書を送り、 21アダルの月の十四日と十五

日とを年々祝うことを命じた。 22すなわちこの両日にユ

ダヤ人がその敵に勝って平安を得、またこの月は彼らの

ために憂いから喜びに変り、悲しみから祝日に変ったの

で、これらを酒宴と喜びの日として、互に食べ物を贈り

、貧しい者に施しをする日とせよとさとした。 23そこで

ユダヤ人は彼らがすでに始めたように、またモルデカイ

が彼らに書き送ったように、行うことを約束した。 24こ

れはアガグびとハンメダタの子ハマン、すなわちすべて
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のユダヤ人の敵がユダヤ人を滅ぼそうとはかり、プルす

なわちくじを投げて彼らを絶やし、滅ぼそうとしたが、

25エステルが王の前にきたとき、王は書を送って命じ、

ハマンがユダヤ人に対して企てたその悪い計画をハマン

の頭上に臨ませ、彼とその子らを木に掛けさせたからで

ある。 26このゆえに、この両日をプルの名にしたがって

プリムと名づけた。そしてこの書のすべての言葉により

、またこの事について見たところ、自分たちの会ったと

ころによって、 27ユダヤ人は相定め、年々その書かれて

いるところにしたがい、その定められた時にしたがって

、この両日を守り、自分たちと、その子孫およびすべて

自分たちにつらなる者はこれを行い続けて廃することな

く、 28この両日を、代々、家々、州々、町々において必

ず覚えて守るべきものとし、これらのプリムの日がユダ

ヤ人のうちに廃せられることのないようにし、またこの

記念がその子孫の中に絶えることのないようにした。 29

さらにアビハイルの娘である王妃エステルとユダヤ人モ

ルデカイは、権威をもってこのプリムの第二の書を書き

、それを確かめた。 30そしてアハシュエロスの国の百二

十七州にいるすべてのユダヤ人に、平和と真実の言葉を

もって書を送り、 31断食と悲しみのことについて、ユダ

ヤ人モルデカイと王妃エステルが、かつてユダヤ人に命

じたように、またユダヤ人たちが、かつて自分たちとそ

の子孫のために定めたように、プリムのこれらの日をそ

の定めた時に守らせた。 32エステルの命令はプリムに関

するこれらの事を確定した。またこれは書にしるされた

。

10アハシュエロス王はその国および海に沿った国々に
みつぎを課した。 2彼の権力と勢力によるすべての

事業、および王がモルデカイを高い地位にのぼらせた事

の詳しい話はメデアとペルシャの王たちの日誌の書にし

るされているではないか。 3ユダヤ人モルデカイはアハ

シュエロス王に次ぐ者となり、ユダヤ人の中にあって大

いなる者となり、その多くの兄弟に喜ばれた。彼はその

民の幸福を求め、すべての国民に平和を述べたからであ

る。
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ヨブ記

1ウヅの地にヨブという名の人があった。そのひととな
りは全く、かつ正しく、神を恐れ、悪に遠ざかった。

2彼に男の子七人と女の子三人があり、 3その家畜は羊

七千頭、らくだ三千頭、牛五百くびき、雌ろば五百頭で

、しもべも非常に多く、この人は東の人々のうちで最も

大いなる者であった。 4そのむすこたちは、めいめい自

分の日に、自分の家でふるまいを設け、その三人の姉妹

をも招いて一緒に食い飲みするのを常とした。 5そのふ

るまいの日がひとめぐり終るごとに、ヨブは彼らを呼び

寄せて聖別し、朝早く起きて、彼らすべての数にしたが

って燔祭をささげた。これはヨブが「わたしのむすこた

ちは、ことによったら罪を犯し、その心に神をのろった

かもしれない」と思ったからである。ヨブはいつも、こ

のように行った。 6ある日、神の子たちが来て、主の前

に立った。サタンも来てその中にいた。 7主は言われた

、「あなたはどこから来たか」。サタンは主に答えて言

った、「地を行きめぐり、あちらこちら歩いてきました

」。 8主はサタンに言われた、「あなたはわたしのしも

べヨブのように全く、かつ正しく、神を恐れ、悪に遠ざ

かる者の世にないことを気づいたか」。 9サタンは主に

答えて言った、「ヨブはいたずらに神を恐れましょうか

。 10あなたは彼とその家およびすべての所有物のまわり

にくまなく、まがきを設けられたではありませんか。あ

なたは彼の勤労を祝福されたので、その家畜は地にふえ

たのです。 11しかし今あなたの手を伸べて、彼のすべて

の所有物を撃ってごらんなさい。彼は必ずあなたの顔に

向かって、あなたをのろうでしょう」。 12主はサタンに

言われた、「見よ、彼のすべての所有物をあなたの手に

まかせる。ただ彼の身に手をつけてはならない」。サタ

ンは主の前から出て行った。 13ある日ヨブのむすこ、娘

たちが第一の兄の家で食事をし、酒を飲んでいたとき、

14使者がヨブのもとに来て言った、「牛が耕し、ろばが

そのかたわらで草を食っていると、 15シバびとが襲って

きて、これを奪い、つるぎをもってしもべたちを打ち殺

しました。わたしはただひとりのがれて、あなたに告げ

るために来ました」。 16彼がなお語っているうちに、ま

たひとりが来て言った、「神の火が天から下って、羊お

よびしもべたちを焼き滅ぼしました。わたしはただひと

りのがれて、あなたに告げるために来ました」。 17彼が

なお語っているうちに、またひとりが来て言った、「カ

ルデヤびとが三組に分れて来て、らくだを襲ってこれを

奪い、つるぎをもってしもべたちを打ち殺しました。わ

たしはただひとりのがれて、あなたに告げるために来ま

した」。 18彼がなお語っているうちに、またひとりが来

て言った、「あなたのむすこ、娘たちが第一の兄の家で

食事をし、酒を飲んでいると、 19荒野の方から大風が吹

いてきて、家の四すみを撃ったので、あの若い人たちの

上につぶれ落ちて、皆死にました。わたしはただひとり

のがれて、あなたに告げるために来ました」。 20このと

きヨブは起き上がり、上着を裂き、頭をそり、地に伏し

て拝し、 21そして言った、「わたしは裸で母の胎を出た

。また裸でかしこに帰ろう。主が与え、主が取られたの

だ。主のみ名はほむべきかな」。 22すべてこの事におい

てヨブは罪を犯さず、また神に向かって愚かなことを言

わなかった。

2ある日、また神の子たちが来て、主の前に立った。サ
タンもまたその中に来て、主の前に立った。 2主はサ

タンに言われた、「あなたはどこから来たか」。サタン

は主に答えて言った、「地を行きめぐり、あちらこちら

歩いてきました」。 3主はサタンに言われた、「あなた

は、わたしのしもべヨブのように全く、かつ正しく、神

を恐れ、悪に遠ざかる者の世にないことを気づいたか。

あなたは、わたしを勧めて、ゆえなく彼を滅ぼそうとし

たが、彼はなお堅く保って、おのれを全うした」。 4サ

タンは主に答えて言った、「皮には皮をもってします。

人は自分の命のために、その持っているすべての物をも

与えます。 5しかしいま、あなたの手を伸べて、彼の骨

と肉とを撃ってごらんなさい。彼は必ずあなたの顔に向

かって、あなたをのろうでしょう」。 6主はサタンに言

われた、「見よ、彼はあなたの手にある。ただ彼の命を

助けよ」。 7サタンは主の前から出て行って、ヨブを撃

ち、その足の裏から頭の頂まで、いやな腫物をもって彼

を悩ました。 8ヨブは陶器の破片を取り、それで自分の

身をかき、灰の中にすわった。 9時にその妻は彼に言っ

た、「あなたはなおも堅く保って、自分を全うするので

すか。神をのろって死になさい」。 10しかしヨブは彼女

に言った、「あなたの語ることは愚かな女の語るのと同

じだ。われわれは神から幸をうけるのだから、災をも、

うけるべきではないか」。すべてこの事においてヨブは

そのくちびるをもって罪を犯さなかった。 11時に、ヨブ

の三人の友がこのすべての災のヨブに臨んだのを聞いて

、めいめい自分の所から尋ねて来た。すなわちテマンび

とエリパズ、シュヒびとビルダデ、ナアマびとゾパルで

ある。彼らはヨブをいたわり、慰めようとして、たがい

に約束してきたのである。 12彼らは目をあげて遠方から

見たが、彼のヨブであることを認めがたいほどであった

ので、声をあげて泣き、めいめい自分の上着を裂き、天

に向かって、ちりをうちあげ、自分たちの頭の上にまき

散らした。 13こうして七日七夜、彼と共に地に座してい

て、ひと言も彼に話しかける者がなかった。彼の苦しみ

の非常に大きいのを見たからである。

3この後、ヨブは口を開いて、自分の生れた日をのろっ
た。 2すなわちヨブは言った、 3「わたしの生れた日

は滅びうせよ。『男の子が、胎にやどった』と言った夜

もそのようになれ。 4その日は暗くなるように。神が上

からこれを顧みられないように。光がこれを照さないよ

うに。 5やみと暗黒がこれを取りもどすように。雲が、

その上にとどまるように。日を暗くする者が、これを脅

かすように。 6その夜は、暗やみが、これを捕えるよう

に。年の日のうちに加わらないように。月の数にもはい

らないように。 7また、その夜は、はらむことのないよ

うに。喜びの声がそのうちに聞かれないように。 8日を

のろう者が、これをのろうように。レビヤタンを奮い起

すに巧みな者が、これをのろうように。 9その明けの星

は暗くなるように。光を望んでも、得られないように。

また、あけぼののまぶたを見ることのないように。 10こ

れは、わたしの母の胎の戸を閉じず、また悩みをわたし

の目に隠さなかったからである。 11なにゆえ、わたしは

胎から出て、死ななかったのか。腹から出たとき息が絶

えなかったのか。 12なにゆえ、ひざが、わたしを受けた

のか。なにゆえ、乳ぶさがあって、わたしはそれを吸っ

たのか。 13そうしなかったならば、わたしは伏して休み
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、眠ったであろう。そうすればわたしは安んじており、

14自分のために荒れ跡を築き直した地の王たち、参議た

ち、 15あるいは、こがねを持ち、しろがねを家に満たし

た君たちと一緒にいたであろう。 16なにゆえ、わたしは

人知れずおりる胎児のごとく、光を見ないみどりごのよ

うでなかったのか。 17かしこでは悪人も、あばれること

をやめ、うみ疲れた者も、休みを得、 18捕われ人も共に

安らかにおり、追い使う者の声を聞かない。 19小さい者

も大きい者もそこにおり、奴隷も、その主人から解き放

される。 20なにゆえ、悩む者に光を賜い、心の苦しむ者

に命を賜わったのか。 21このような人は死を望んでも来

ない、これを求めることは隠れた宝を掘るよりも、はな

はだしい。 22彼らは墓を見いだすとき、非常に喜び楽し

むのだ。 23なにゆえ、その道の隠された人に、神が、ま

がきをめぐらされた人に、光を賜わるのか。 24わたしの

嘆きはわが食物に代って来り、わたしのうめきは水のよ

うに流れ出る。 25わたしの恐れるものが、わたしに臨み

、わたしの恐れおののくものが、わが身に及ぶ。 26わた

しは安らかでなく、またおだやかでない。わたしは休み

を得ない、ただ悩みのみが来る」。

4その時、テマンびとエリパズが答えて言った、 2「も

し人があなたにむかって意見を述べるならば、あなた

は腹を立てるでしょうか。しかしだれが黙っておれまし

ょう。 3見よ、あなたは多くの人を教えさとし、衰えた

手を強くした。 4あなたの言葉はつまずく者をたすけ起

し、かよわいひざを強くした。 5ところが今、この事が

あなたに臨むと、あなたは耐え得ない。この事があなた

に触れると、あなたはおじ惑う。 6あなたが神を恐れて

いることは、あなたのよりどころではないか。あなたの

道の全きことは、あなたの望みではないか。 7考えてみ

よ、だれが罪のないのに、滅ぼされた者があるか。どこ

に正しい者で、断ち滅ぼされた者があるか。 8わたしの

見た所によれば、不義を耕し、害悪をまく者は、それを

刈り取っている。 9彼らは神のいぶきによって滅び、そ

の怒りの息によって消えうせる。 10ししのほえる声、た

けきししの声はともにやみ、若きししのきばは折られ、

11雄じしは獲物を得ずに滅び、雌じしの子は散らされる

。 12さて、わたしに、言葉がひそかに臨んだ、わたしの

耳はそのささやきを聞いた。 13すなわち人の熟睡するこ

ろ、夜の幻によって思い乱れている時、 14恐れがわたし

に臨んだので、おののき、わたしの骨はことごとく震え

た。 15時に、霊があって、わたしの顔の前を過ぎたので

、わたしの身の毛はよだった。 16そのものは立ちどまっ

たが、わたしはその姿を見わけることができなかった。

一つのかたちが、わたしの目の前にあった。わたしは静

かな声を聞いた、 17『人は神の前に正しくありえようか

。人はその造り主の前に清くありえようか。 18見よ、彼

はそのしもべをさえ頼みとせず、その天使をも誤れる者

とみなされる。 19まして、泥の家に住む者、ちりをその

基とする者、しみのようにつぶされる者。 20彼らは朝か

ら夕までの間に打ち砕かれ、顧みる者もなく、永遠に滅

びる。 21もしその天幕の綱が彼らのうちに取り去られる

なら、ついに悟ることもなく、死にうせるではないか』

。

5試みに呼んでみよ、だれかあなたに答える者があるか
。どの聖者にあなたは頼もうとするのか。 2確かに、

憤りは愚かな者を殺し、ねたみはあさはかな者を死なせ

る。 3わたしは愚かな者の根を張るのを見た、しかしわ

たしは、にわかにそのすみかをのろった。 4その子らは

安きを得ず、町の門でしえたげられても、これを救う者

がない。 5その収穫は飢えた人が食べ、いばらの中から

さえ、これを奪う。また、かわいた者はその財産をあえ

ぎ求める。 6苦しみは、ちりから起るものでなく、悩み

は土から生じるものでない。 7人が生れて悩みを受ける

のは、火の子が上に飛ぶにひとしい。 8しかし、わたし

であるならば、神に求め、神に、わたしの事をまかせる

。 9彼は大いなる事をされるかたで、測り知れない、そ

の不思議なみわざは数えがたい。 10彼は地に雨を降らせ

、野に水を送られる。 11彼は低い者を高くあげ、悲しむ

者を引き上げて、安全にされる。 12彼は悪賢い者の計り

ごとを敗られる。それで何事もその手になし遂げること

はできない。 13彼は賢い者を、彼ら自身の悪巧みによっ

て捕え、曲った者の計りごとをくつがえされる。 14彼ら

は昼も、やみに会い、真昼にも、夜のように手探りする

。 15彼は貧しい者を彼らの口のつるぎから救い、また強

い者の手から救われる。 16それゆえ乏しい者に望みがあ

り、不義はその口を閉じる。 17見よ、神に戒められる人

はさいわいだ。それゆえ全能者の懲しめを軽んじてはな

らない。 18彼は傷つけ、また包み、撃ち、またその手を

もっていやされる。 19彼はあなたを六つの悩みから救い

、七つのうちでも、災はあなたに触れることがない。 20

ききんの時には、あなたをあがなって、死を免れさせ、

いくさの時には、つるぎの力を免れさせられる。 21あな

たは舌をもってむち打たれる時にも、おおい隠され、滅

びが来る時でも、恐れることはない。 22あなたは滅びと

、ききんとを笑い、地の獣をも恐れることはない。 23あ

なたは野の石と契約を結び、野の獣はあなたと和らぐか

らである。 24あなたは自分の天幕の安全なことを知り、

自分の家畜のおりを見回っても、欠けた物がなく、 25ま

た、あなたの子孫の多くなり、そのすえが地の草のよう

になるのを知るであろう。 26あなたは高齢に達して墓に

入る、あたかも麦束をその季節になって打ち場に運びあ

げるようになるであろう。 27見よ、われわれの尋ねきわ

めた所はこのとおりだ。あなたはこれを聞いて、みずか

ら知るがよい」。

6ヨブは答えて言った、 2「どうかわたしの憤りが正し

く量られ、同時にわたしの災も、はかりにかけられる

ように。 3そうすれば、これは海の砂よりも重いに相違

ない。それゆえ、わたしの言葉が軽率であったのだ。 4

全能者の矢が、わたしのうちにあり、わたしの霊はその

毒を飲み、神の恐るべき軍勢が、わたしを襲い攻めてい

る。 5野ろばは、青草のあるのに鳴くであろうか。牛は

飼葉の上でうなるであろうか。 6味のない物は塩がなく

て食べられようか。すべりひゆのしるは味があろうか。

7わたしの食欲はこれに触れることを拒む。これは、わ

たしのきらう食物のようだ。 8どうかわたしの求めるも

のが獲られるように。どうか神がわたしの望むものをく

ださるように。 9どうか神がわたしを打ち滅ぼすことを

よしとし、み手を伸べてわたしを断たれるように。 10そ

うすれば、わたしはなお慰めを得、激しい苦しみの中に

あっても喜ぶであろう。わたしは聖なる者の言葉を否ん

だことがないからだ。 11わたしにどんな力があって、な

お待たねばならないのか。わたしにどんな終りがあるの

で、なお耐え忍ばねばならないのか。 12わたしの力は石
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の力のようであるのか。わたしの肉は青銅のようである

のか。 13まことに、わたしのうちに助けはなく、救われ

る望みは、わたしから追いやられた。 14その友に対する

いつくしみをさし控える者は、全能者を恐れることをす

てる。 15わが兄弟たちは谷川のように、過ぎ去る出水の

ように欺く。 16これは氷のために黒くなり、そのうちに

雪が隠れる。 17これは暖かになると消え去り、暑くなる

とその所からなくなる。 18隊商はその道を転じ、むなし

い所へ行って滅びる。 19テマの隊商はこれを望み、シバ

の旅びとはこれを慕う。 20彼らはこれにたよったために

失望し、そこに来てみて、あわてる。 21あなたがたは今

わたしにはこのような者となった。あなたがたはわたし

の災難を見て恐れた。 22わたしは言ったことがあるか、

『わたしに与えよ』と、あるいは『あなたがたの財産の

うちからわたしのために、まいないを贈れ』と、 23ある

いは『あだの手からわたしを救い出せ』と、あるいは『

しえたげる者の手からわたしをあがなえ』と。 24わたし

に教えよ、そうすればわたしは黙るであろう。わたしの

誤っている所をわたしに悟らせよ。 25正しい言葉はいか

に力のあるものか。しかしあなたがたの戒めは何を戒め

るのか。 26あなたがたは言葉を戒めうると思うのか。望

みの絶えた者の語ることは風のようなものだ。 27あなた

がたは、みなしごのためにくじをひき、あなたがたの友

をさえ売り買いするであろう。 28今、どうぞわたしを見

られよ、わたしはあなたがたの顔に向かって偽らない。

29どうぞ、思いなおせ、まちがってはならない。さらに

思いなおせ、わたしの義は、なおわたしのうちにある。

30わたしの舌に不義があるか。わたしの口は災をわきま

えることができぬであろうか。

7地上の人には、激しい労務があるではないか。またそ
の日は雇人の日のようではないか。 2奴隷が夕暮を慕

うように、雇人がその賃銀を望むように、 3わたしは、

むなしい月を持たせられ、悩みの夜を与えられる。 4わ

たしは寝るときに言う、『いつ起きるだろうか』と。し

かし夜は長く、暁までころびまわる。 5わたしの肉はう

じと土くれとをまとい、わたしの皮は固まっては、また

くずれる。 6わたしの日は機のひよりも速く、望みをも

たずに消え去る。 7記憶せよ、わたしの命は息にすぎな

いことを。わたしの目は再び幸を見ることがない。 8わ

たしを見る者の目は、かさねてわたしを見ることがなく

、あなたがわたしに目を向けられても、わたしはいない

。 9雲が消えて、なくなるように、陰府に下る者は上が

って来ることがない。 (Sheol h7585) 10彼は再びその家に帰

らず、彼の所も、もはや彼を認めない。 11それゆえ、わ

たしはわが口をおさえず、わたしの霊のもだえによって

語り、わたしの魂の苦しさによって嘆く。 12わたしは海

であるのか、龍であるのか、あなたはわたしの上に見張

りを置かれる。 13『わたしの床はわたしを慰め、わたし

の寝床はわが嘆きを軽くする』とわたしが言うとき、 14

あなたは夢をもってわたしを驚かし、幻をもってわたし

を恐れさせられる。 15それゆえ、わたしは息の止まるこ

とを願い、わが骨よりもむしろ死を選ぶ。 16わたしは命

をいとう。わたしは長く生きることを望まない。わたし

に構わないでください。わたしの日は息にすぎないのだ

から。 17人は何者なので、あなたはこれを大きなものと

し、これにみ心をとめ、 18朝ごとに、これを尋ね、絶え

間なく、これを試みられるのか。 19いつまで、あなたは

わたしに目を離さず、つばをのむまも、わたしを捨てて

おかれないのか。 20人を監視される者よ、わたしが罪を

犯したとて、あなたに何をなしえようか。なにゆえ、わ

たしをあなたの的とし、わたしをあなたの重荷とされる

のか。 21なにゆえ、わたしのとがをゆるさず、わたしの

不義を除かれないのか。わたしはいま土の中に横たわる

。あなたがわたしを尋ねられても、わたしはいないでし

ょう」。

8時にシュヒびとビルダデが答えて言った、 2「いつま

であなたは、そのような事を言うのか。あなたの口の

言葉は荒い風ではないか。 3神は公義を曲げられるであ

ろうか。全能者は正義を曲げられるであろうか。 4あな

たの子たちが彼に罪を犯したので、彼らをそのとがの手

に渡されたのだ。 5あなたがもし神に求め、全能者に祈

るならば、 6あなたがもし清く、正しくあるならば、彼

は必ずあなたのために立って、あなたの正しいすみかを

栄えさせられる。 7あなたの初めは小さくあっても、あ

なたの終りは非常に大きくなるであろう。 8先の代の人

に問うてみよ、先祖たちの尋ねきわめた事を学べ。 9わ

れわれはただ、きのうからあった者で、何も知らない、

われわれの世にある日は、影のようなものである。 10彼

らはあなたに教え、あなたに語り、その悟りから言葉を

出さないであろうか。 11紙草は泥のない所に生長するこ

とができようか。葦は水のない所におい茂ることができ

ようか。 12これはなお青くて、まだ刈られないのに、す

べての草に先だって枯れる。 13すべて神を忘れる者の道

はこのとおりだ。神を信じない者の望みは滅びる。 14そ

の頼むところは断たれ、その寄るところは、くもの巣の

ようだ。 15その家によりかかろうとすれば、家は立たず

、それにすがろうとしても、それは耐えない。 16彼は日

の前に青々と茂り、その若枝を園にはびこらせ、 17その

根を石塚にからませ、岩の間に生きていても、 18もしそ

の所から取り除かれれば、その所は彼を拒んで言うであ

ろう、『わたしはあなたを見たことがない』と。 19見よ

、これこそ彼の道の喜びである、そしてほかの者が地か

ら生じるであろう。 20見よ、神は全き人を捨てられない

。また悪を行う者の手を支持されない。 21彼は笑いをも

ってあなたの口を満たし、喜びの声をもってあなたのく

ちびるを満たされる。 22あなたを憎む者は恥を着せられ

、悪しき者の天幕はなくなる」。

9ヨブは答えて言った、 2「まことにわたしは、その事

のそのとおりであることを知っている。しかし人はど

うして神の前に正しくありえようか。 3よし彼と争おう

としても、千に一つも答えることができない。 4彼は心

賢く、力強くあられる。だれが彼にむかい、おのれをか

たくなにして、栄えた者があるか。 5彼は、山を移され

るが、山は知らない。彼は怒りをもって、これらをくつ

がえされる。 6彼が、地を震い動かしてその所を離れさ

せられると、その柱はゆらぐ。 7彼が日に命じられると

、日は出ない。彼はまた星を閉じこめられる。 8彼はた

だひとり天を張り、海の波を踏まれた。 9彼は北斗、オ

リオン、プレアデスおよび南の密室を造られた。 10彼が

大いなる事をされることは測りがたく、不思議な事をさ

れることは数知れない。 11見よ、彼がわたしのかたわら

を通られても、わたしは彼を見ない。彼は進み行かれる

が、わたしは彼を認めない。 12見よ、彼が奪い去られる
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のに、だれが彼をはばむことができるか。だれが彼にむ

かって『あなたは何をするのか』と言うことができるか

。 13神はその怒りをやめられない。ラハブを助ける者ど

もは彼のもとにかがんだ。 14どうしてわたしは彼に答え

、言葉を選んで、彼と議論することができよう。 15たと

いわたしは正しくても答えることができない。わたしを

責められる者にあわれみを請わなければならない。 16た

といわたしが呼ばわり、彼がわたしに答えられても、わ

たしの声に耳を傾けられたとは信じない。 17彼は大風を

もってわたしを撃ち砕き、ゆえなく、わたしに多くの傷

を負わせ、 18わたしに息をつかせず、苦い物をもってわ

たしを満たされる。 19力の争いであるならば、彼を見よ

、さばきの事であるならば、だれが彼を呼び出すことが

できよう。 20たといわたしは正しくても、わたしの口は

わたしを罪ある者とする。たといわたしは罪がなくても

、彼はわたしを曲った者とする。 21わたしは罪がない、

しかしわたしは自分を知らない。わたしは自分の命をい

とう。 22皆同一である。それゆえ、わたしは言う、『彼

は罪のない者と、悪しき者とを共に滅ぼされるのだ』と

。 23災がにわかに人を殺すような事があると、彼は罪の

ない者の苦難をあざ笑われる。 24世は悪人の手に渡され

てある。彼はその裁判人の顔をおおわれる。もし彼でな

ければ、これはだれのしわざか。 25わたしの日は飛脚よ

りも速く、飛び去って幸を見ない。 26これは走ること葦

舟のごとく、えじきに襲いかかる、わしのようだ。 27た

といわたしは『わが嘆きを忘れ、憂い顔をかえて元気よ

くなろう』と言っても、 28わたしはわがもろもろの苦し

みを恐れる。あなたがわたしを罪なき者とされないこと

をわたしは知っているからだ。 29わたしは罪ある者とさ

れている。どうして、いたずらに労する必要があるか。

30たといわたしは雪で身を洗い、灰汁で手を清めても、

31あなたはわたしを、みぞの中に投げ込まれるので、わ

たしの着物も、わたしをいとうようになる。 32神はわた

しのように人ではないゆえ、わたしは彼に答えることが

できない。われわれは共にさばきに臨むことができない

。 33われわれの間には、われわれふたりの上に手を置く

べき仲裁者がない。 34どうか彼がそのつえをわたしから

取り離し、その怒りをもって、わたしを恐れさせられな

いように。 35そうすれば、わたしは語って、彼を恐れる

ことはない。わたしはみずからそのような者ではないか

らだ。

10わたしは自分の命をいとう。わたしは自分の嘆きを
包まず言いあらわし、わが魂の苦しみによって語ろ

う。 2わたしは神に申そう、わたしを罪ある者とされな

いように。なぜわたしと争われるかを知らせてほしい。

3あなたはしえたげをなし、み手のわざを捨て、悪人の

計画を照すことを良しとされるのか。 4あなたの持って

おられるのは肉の目か、あなたは人が見るように見られ

るのか。 5あなたの日は人の日のごとく、あなたの年は

人の年のようであるのか。 6あなたはなにゆえわたしの

とがを尋ね、わたしの罪を調べられるのか。 7あなたは

わたしの罪のないことを知っておられる。またあなたの

手から救い出しうる者はない。 8あなたの手はわたしを

かたどり、わたしを作った。ところが今あなたはかえっ

て、わたしを滅ぼされる。 9どうぞ覚えてください、あ

なたは土くれをもってわたしを作られた事を。ところが

、わたしをちりに返そうとされるのか。 10あなたはわた

しを乳のように注ぎ、乾酪のように凝り固まらせたでは

ないか。 11あなたは肉と皮とをわたしに着せ、骨と筋と

をもってわたしを編み、 12命といつくしみとをわたしに

授け、わたしを顧みてわが霊を守られた。 13しかしあな

たはこれらの事をみ心に秘めおかれた。この事があなた

の心のうちにあった事をわたしは知っている。 14わたし

がもし罪を犯せば、あなたはわたしに目をつけて、わた

しを罪から解き放されない。 15わたしがもし悪ければわ

たしはわざわいだ。たといわたしが正しくても、わたし

は頭を上げることができない。わたしは恥に満ち、悩み

を見ているからだ。 16もし頭をあげれば、あなたは、し

しのようにわたしを追い、わたしにむかって再びくすし

き力をあらわされる。 17あなたは証人を入れ替えてわた

しを攻め、わたしにむかってあなたの怒りを増し、新た

に軍勢を出してわたしを攻められる。 18なにゆえあなた

はわたしを胎から出されたか、わたしは息絶えて目に見

られることなく、 19胎から墓に運ばれて、初めからなか

った者のようであったなら、よかったのに。 20わたしの

命の日はいくばくもないではないか。どうぞ、しばしわ

たしを離れて、少しく慰めを得させられるように。 21わ

たしが行って、帰ることのないその前に、これを得させ

られるように。わたしは暗き地、暗黒の地へ行く。 22こ

れは暗き地で、やみにひとしく、暗黒で秩序なく、光も

やみのようだ」。

11そこでナアマびとゾパルは答えて言った、 2「言葉

が多ければ、答なしにすまされるだろうか。口の達

者な人は義とされるだろうか。 3あなたのむなしい言葉

は人を沈黙させるだろうか。あなたがあざけるとき、人

はあなたを恥じさせないだろうか。 4あなたは言う、『

わたしの教は正しい、わたしは神の目に潔い』と。 5ど

うぞ神が言葉を出し、あなたにむかってくちびるを開き

、 6知恵の秘密をあなたに示されるように。神はさまざ

まの知識をもたれるからである。それであなたは知るが

よい、神はあなたの罪よりも軽くあなたを罰せられるこ

とを。 7あなたは神の深い事を窮めることができるか。

全能者の限界を窮めることができるか。 8それは天より

も高い、あなたは何をなしうるか。それは陰府よりも深

い、あなたは何を知りうるか。 (Sheol h7585) 9その量は地

よりも長く、海よりも広い。 10彼がもし行きめぐって人

を捕え、さばきに召し集められるとき、だれが彼をはば

むことができよう。 11彼は卑しい人間を知っておられる

からだ。彼は不義を見る時、これに心をとめられぬであ

ろうか。 12しかし野ろばの子が人として生れるとき、愚

かな者も悟りを得るであろう。 13もしあなたが心を正し

くするならば、神に向かって手を伸べるであろう。 14も

しあなたの手に不義があるなら、それを遠く去れ、あな

たの天幕に悪を住まわせてはならない。 15そうすれば、

あなたは恥じることなく顔をあげることができ、堅く立

って、恐れることはない。 16あなたは苦しみを忘れ、あ

なたのこれを覚えることは、流れ去った水のようになる

。 17そしてあなたの命は真昼よりも光り輝き、たとい暗

くても朝のようになる。 18あなたは望みがあるゆえに安

んじ、保護されて安らかにいこうことができる。 19あな

たは伏してやすみ、あなたを恐れさせるものはない。多

くの者はあなたの好意を求めるであろう。 20しかし悪し

き者の目は衰える。彼らは逃げ場を失い、その望みは息

の絶えるにひとしい」。
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12そこでヨブは答えて言った、 2「まことに、あなた

がたのみ、人である、知恵はあなたがたと共に死ぬ

であろう。 3しかしわたしも、あなたがたと同様に悟り

をもつ。わたしはあなたがたに劣らない。だれがこのよ

うな事を知らないだろうか。 4わたしは神に呼ばわって

、聞かれた者であるのに、その友の物笑いとなっている

。正しく全き人は物笑いとなる。 5安らかな者の思いに

は、不幸な者に対する侮りがあって、足のすべる者を待

っている。 6かすめ奪う者の天幕は栄え、神を怒らす者

は安らかである。自分の手に神を携えている者も同様だ

。 7しかし獣に問うてみよ、それはあなたに教える。空

の鳥に問うてみよ、それはあなたに告げる。 8あるいは

地の草や木に問うてみよ、彼らはあなたに教える。海の

魚もまたあなたに示す。 9これらすべてのもののうち、

いずれか主の手がこれをなしたことを知らぬ者があろう

か。 10すべての生き物の命、およびすべての人の息は彼

の手のうちにある。 11口が食物を味わうように、耳は言

葉をわきまえないであろうか。 12老いた者には知恵があ

り、命の長い者には悟りがある。 13知恵と力は神と共に

あり、深慮と悟りも彼のものである。 14彼が破壊すれば

、再び建てることができない。彼が人を閉じ込めれば、

開き出すことができない。 15彼が水を止めれば、それは

かれ、彼が水を出せば、地をくつがえす。 16力と深き知

恵は彼と共にあり、惑わされる者も惑わす者も彼のもの

である。 17彼は議士たちを裸にして連れ行き、さばきび

とらを愚かにし、 18王たちのきずなを解き、彼らの腰に

腰帯を巻き、 19祭司たちを裸にして連れ行き、力ある者

を滅ぼし、 20みずから頼む者たちの言葉を奪い、長老た

ちの分別を取り去り、 21君たちの上に侮りを注ぎ、強い

者たちの帯を解き、 22暗やみの中から隠れた事どもをあ

らわし、暗黒を光に引き出し、 23国々を大きくし、また

これを滅ぼし、国々を広くし、また捕え行き、 24地の民

の長たちの悟りを奪い、彼らを道なき荒野にさまよわせ

、 25光なき暗やみに手探りさせ、酔うた者のようによろ

めかせる。

13見よ、わたしの目は、これをことごとく見た。わた
しの耳はこれを聞いて悟った。 2あなたがたの知っ

ている事は、わたしも知っている。わたしはあなたがた

に劣らない。 3しかしわたしは全能者に物を言おう、わ

たしは神と論ずることを望む。 4あなたがたは偽りをも

ってうわべを繕う者、皆、無用の医師だ。 5どうか、あ

なたがたは全く沈黙するように。これがあなたがたの知

恵であろう。 6今、わたしの論ずることを聞くがよい。

わたしの口で言い争うことに耳を傾けるがよい。 7あな

たがたは神のために不義を言おうとするのか。また彼の

ために偽りを述べるのか。 8あなたがたは彼にひいきし

ようとするのか。神のために争おうとするのか。 9神が

あなたがたを調べられるとき、あなたがたは無事だろう

か。あなたがたは人を欺くように彼を欺くことができる

か。 10あなたがたがもし、ひそかにひいきするならば、

彼は必ずあなたがたを責められる。 11その威厳はあなた

がたを恐れさせないであろうか。彼をおそれる恐れがあ

なたがたに臨まないであろうか。 12あなたがたの格言は

灰のことわざだ。あなたがたの盾は土の盾だ。 13黙して

、わたしにかかわるな、わたしは話そう。何事でもわた

しに来るなら、来るがよい。 14わたしはわが肉をわが歯

に取り、わが命をわが手のうちに置く。 15見よ、彼はわ

たしを殺すであろう。わたしは絶望だ。しかしなおわた

しはわたしの道を彼の前に守り抜こう。 16これこそわた

しの救となる。神を信じない者は、神の前に出ることが

できないからだ。 17あなたがたはよくわたしの言葉を聞

き、わたしの述べる所を耳に入れよ。 18見よ、わたしは

すでにわたしの立ち場を言い並べた。わたしは義とされ

ることをみずから知っている。 19だれかわたしと言い争

う事のできる者があろうか。もしあるならば、わたしは

黙して死ぬであろう。 20ただわたしに二つの事を許して

ください。そうすれば、わたしはあなたの顔をさけて隠

れることはないでしょう。 21あなたの手をわたしから離

してください。あなたの恐るべき事をもってわたしを恐

れさせないでください。 22そしてお呼びください、わた

しは答えます。わたしに物を言わせて、あなたご自身、

わたしにお答えください。 23わたしのよこしまと、わた

しの罪がどれほどあるか。わたしのとがと罪とをわたし

に知らせてください。 24なにゆえ、あなたはみ顔をかく

し、わたしをあなたの敵とされるのか。 25あなたは吹き

回される木の葉をおどし、干あがったもみがらを追われ

るのか。 26あなたはわたしについて苦き事どもを書きし

るし、わたしに若い時の罪を継がせ、 27わたしの足を足

かせにはめ、わたしのすべての道をうかがい、わたしの

足の周囲に限りをつけられる。 28このような人は腐れた

物のように朽ち果て、虫に食われた衣服のようにすたれ

る。

14女から生れる人は日が短く、悩みに満ちている。 2

彼は花のように咲き出て枯れ、影のように飛び去っ

て、とどまらない。 3あなたはこのような者にさえ目を

開き、あなたの前に引き出して、さばかれるであろうか

。 4だれが汚れたもののうちから清いものを出すことが

できようか、ひとりもない。 5その日は定められ、その

月の数もあなたと共にあり、あなたがその限りを定めて

、越えることのできないようにされたのだから、 6彼か

ら目をはなし、手をひいてください。そうすれば彼は雇

人のように、その日を楽しむことができるでしょう。 7

木には望みがある。たとい切られてもまた芽をだし、そ

の若枝は絶えることがない。 8たといその根が地の中に

老い、その幹が土の中に枯れても、 9なお水の潤いにあ

えば芽をふき、若木のように枝を出す。 10しかし人は死

ねば消えうせる。息が絶えれば、どこにおるか。 11水が

湖から消え、川がかれて、かわくように、 12人は伏して

寝、また起きず、天のつきるまで、目ざめず、その眠り

からさまされない。 13どうぞ、わたしを陰府にかくし、

あなたの怒りのやむまで、潜ませ、わたしのために時を

定めて、わたしを覚えてください。 (Sheol h7585) 14人がも

し死ねば、また生きるでしょうか。わたしはわが服役の

諸日の間、わが解放の来るまで待つでしょう。 15あなた

がお呼びになるとき、わたしは答えるでしょう。あなた

はみ手のわざを顧みられるでしょう。 16その時あなたは

わたしの歩みを数え、わたしの罪を見のがされるでしょ

う。 17わたしのとがは袋の中に封じられ、あなたはわた

しの罪を塗りかくされるでしょう。 18しかし山は倒れて

くずれ、岩もその所から移される。 19水は石をうがち、

大水は地のちりを洗い去る。このようにあなたは人の望

みを断たれる。 20あなたはながく彼に勝って、彼を去り

行かせ、彼の顔かたちを変らせて追いやられる。 21彼の

子らは尊くなっても、彼はそれを知らない、卑しくなっ
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ても、それを悟らない。 22ただおのが身に痛みを覚え、

おのれのために嘆くのみである」。

15そこでテマンびとエリパズは答えて言った、 2「知

者はむなしき知識をもって答えるであろうか。東風

をもってその腹を満たすであろうか。 3役に立たない談

話をもって論じるであろうか。無益な言葉をもって争う

であろうか。 4ところがあなたは神を恐れることを捨て

、神の前に祈る事をやめている。 5あなたの罪はあなた

の口を教え、あなたは悪賢い人の舌を選び用いる。 6あ

なたの口みずからあなたの罪を定める、わたしではない

。あなたのくちびるがあなたに逆らって証明する。 7あ

なたは最初に生れた人であるのか。山よりも先に生れた

のか。 8あなたは神の会議にあずかったのか。あなたは

知恵を独占しているのか。 9あなたが知るものはわれわ

れも知るではないか。あなたが悟るものはわれわれも悟

るではないか。 10われわれの中にはしらがの人も、年老

いた人もあって、あなたの父よりも年上だ。 11神の慰め

およびあなたに対するやさしい言葉も、あなたにとって

、あまりに小さいというのか。 12どうしてあなたの心は

狂うのか。どうしてあなたの目はしばたたくのか。 13あ

なたが神にむかって気をいらだて、このような言葉をあ

なたの口から出すのはなぜか。 14人はいかなる者か、ど

うしてこれは清くありえよう。女から生れた者は、どう

して正しくありえよう。 15見よ、神はその聖なる者にす

ら信を置かれない、もろもろの天も彼の目には清くない

。 16まして憎むべき汚れた者、また不義を水のように飲

む人においては。 17わたしはあなたに語ろう、聞くがよ

い。わたしは自分の見た事を述べよう。 18これは知者た

ちがその先祖からうけて、隠す所なく語り伝えたもので

ある。 19彼らにのみこの地は授けられて、他国人はその

中に行き来したことがなかった。 20悪しき人は一生の間

、もだえ苦しむ。残酷な人には年の数が定められている

。 21その耳には恐ろしい音が聞え、繁栄の時にも滅ぼす

者が彼に臨む。 22彼は、暗やみから帰りうるとは信ぜず

、つるぎにねらわれる。 23彼は食物はどこにあるかと言

いつつさまよい、暗き日が手近に備えられてあるのを知

る。 24悩みと苦しみとが彼を恐れさせ、戦いの備えをし

た王のように彼に打ち勝つ。 25これは彼が神に逆らって

その手を伸べ、全能者に逆らって高慢にふるまい、 26盾

の厚い面をもって強情に、彼にはせ向かうからだ。 27ま

た彼は脂肪をもってその顔をおおい、その腰には脂肪の

肉を集め、 28滅ぼされた町々に住み、人の住まない家、

荒塚となる所におるからだ。 29彼は富める者とならず、

その富はながく続かない、また地に根を張ることはない

。 30彼は暗やみからのがれることができない。炎はその

若枝を枯らし、その花は風に吹き去られる。 31彼をして

みずから欺いて、むなしい事にたよらせてはならない。

その報いはむなしいからだ。 32彼の時のこない前にその

事がなし遂げられ、彼の枝は緑とならないであろう。 33

彼はぶどうの木のように、その熟さない実をふり落すで

あろう。またオリブの木のように、その花を落すであろ

う。 34神を信じない者のやからは子なく、まいないによ

る天幕は火で焼き滅ぼされるからだ。 35彼らは害悪をは

らみ、不義を生み、その腹は偽りをつくる」。

16そこでヨブは答えて言った、 2「わたしはこのよう

な事を数多く聞いた。あなたがたは皆人を慰めよう

として、かえって人を煩わす者だ。 3むなしき言葉に、

はてしがあろうか。あなたは何に激して答をするのか。

4わたしもあなたがたのように語ることができる。もし

あなたがたがわたしと代ったならば、わたしは言葉を練

って、あなたがたを攻め、あなたがたに向かって頭を振

ることができる。 5また口をもって、あなたがたを強く

し、くちびるの慰めをもって、あなたがたの苦しみを和

らげることができる。 6たといわたしは語っても、わた

しの苦しみは和らげられない。たといわたしは忍んでも

、どれほどそれがわたしを去るであろうか。 7まことに

神は今わたしを疲れさせた。彼はわたしのやからをこと

ごとく荒した。 8彼はわたしを、しわ寄らせた。これが

わたしに対する証拠である。またわたしのやせ衰えた姿

が立って、わたしを攻め、わたしの顔にむかって証明す

る。 9彼は怒ってわたしをかき裂き、わたしを憎み、わ

たしに向かって歯をかみ鳴らした。わたしの敵は目を鋭

くして、わたしを攻める。 10人々はわたしに向かって口

を張り、侮ってわたしのほおを打ち、ともに集まってわ

たしを攻める。 11神はわたしをよこしまな者に渡し、悪

人の手に投げいれられる。 12わたしは安らかであったの

に、彼はわたしを切り裂き、首を捕えて、わたしを打ち

砕き、わたしを立てて的とされた。 13その射手はわたし

を囲む。彼は無慈悲にもわたしの腰を射通し、わたしの

肝を地に流れ出させられる。 14彼はわたしを打ち破って

、破れに破れを加え、勇士のようにわたしに、はせかか

られる。 15わたしは荒布を膚に縫いつけ、わたしの角を

ちりに伏せた。 16わたしの顔は泣いて赤くなり、わたし

のまぶたには深いやみがある。 17しかし、わたしの手に

は暴虐がなく、わたしの祈は清い。 18地よ、わたしの血

をおおってくれるな。わたしの叫びに、休む所を得させ

るな。 19見よ、今でもわたしの証人は天にある。わたし

のために保証してくれる者は高い所にある。 20わたしの

友はわたしをあざける、しかしわたしの目は神に向かっ

て涙を注ぐ。 21どうか彼が人のために神と弁論し、人と

その友との間をさばいてくれるように。 22数年過ぎ去れ

ば、わたしは帰らぬ旅路に行くであろう。

17わが霊は破れ、わが日は尽き、墓はわたしを待って
いる。 2まことにあざける者どもはわたしのまわり

にあり、わが目は常に彼らの侮りを見る。 3どうか、あ

なた自ら保証となられるように。ほかにだれがわたしの

ために保証となってくれる者があろうか。 4あなたは彼

らの心を閉じて、悟ることのないようにされた。それゆ

え、彼らに勝利を得させられるはずはない。 5分け前を

得るために友を訴えるものは、その子らの目がつぶれる

であろう。 6彼はわたしを民の笑い草とされた。わたし

は顔につばきされる者となる。 7わが目は憂いによって

かすみ、わがからだはすべて影のようだ。 8正しい者は

これに驚き、罪なき者は神を信ぜぬ者に対して憤る。 9

それでもなお正しい者はその道を堅く保ち、潔い手をも

つ者はますます力を得る。 10しかし、あなたがたは皆再

び来るがよい、わたしはあなたがたのうちに賢い者を見

ないのだ。 11わが日は過ぎ去り、わが計りごとは敗れ、

わが心の願いも敗れた。 12彼らは夜を昼に変える。彼ら

は言う、『光が暗やみに近づいている』と。 13わたしが

もし陰府をわたしの家として望み、暗やみに寝床をのべ

、 (Sheol h7585) 14穴に向かって『あなたはわたしの父であ

る』と言い、うじに向かって『あなたはわたしの母、わ

たしの姉妹である』と言うならば、 15わたしの望みはど
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こにあるか、だれがわたしの望みを見ることができよう

か。 16これは下って陰府の関門にいたり、われわれは共

にちりに下るであろうか」。 (Sheol h7585)

18そこでシュヒびとビルダデは答えて言った、 2「あ

なたはいつまで言葉にわなを設けるのか。あなたは

まず悟るがよい、それからわれわれは論じよう。 3なぜ

、われわれは獣のように思われるのか。なぜ、あなたの

目に愚かな者と見えるのか。 4怒っておのが身を裂く者

よ、あなたのために地は捨てられるだろうか。岩はその

所から移されるだろうか。 5悪しき者の光は消え、その

火の炎は光を放たず、 6その天幕のうちの光は暗く、彼

の上のともしびは消える。 7その力ある歩みはせばめら

れ、その計りごとは彼を倒す。 8彼は自分の足で網にか

かり、また落し穴の上を歩む。 9わなは彼のかかとを捕

え、網わなは彼を捕える。 10輪なわは彼を捕えるために

地に隠され、張り網は彼を捕えるために道に設けられる

。 11恐ろしい事が四方にあって彼を恐れさせ、その歩み

にしたがって彼を追う。 12その力は飢え、災は彼をつま

ずかすために備わっている。 13その皮膚は病によって食

いつくされ、死のういごは彼の手足を食いつくす。 14彼

はその頼む所の天幕から引き離されて、恐れの王のもと

に追いやられる。 15彼に属さない者が彼の天幕に住み、

硫黄が彼のすまいの上にまき散らされる。 16下ではその

根が枯れ、上ではその枝が切られる。 17彼の形見は地か

ら滅び、彼の名はちまたに消える。 18彼は光からやみに

追いやられ、世の中から追い出される。 19彼はその民の

中に子もなく、孫もなく、彼のすみかには、ひとりも生

き残る者はない。 20西の者は彼の日について驚き、東の

者はおじ恐れる。 21まことに、悪しき者のすまいはこの

ようであり、神を知らない者の所はこのようである」。

19そこでヨブは答えて言った、 2「あなたがたはいつ

までわたしを悩まし、言葉をもってわたしを打ち砕

くのか。 3あなたがたはすでに十度もわたしをはずかし

め、わたしを悪くあしらってもなお恥じないのか。 4た

といわたしが、まことにあやまったとしても、そのあや

まちは、わたし自身にとどまる。 5もしあなたがたが、

まことにわたしに向かって高ぶり、わたしの恥を論じる

ならば、 6『神がわたしをしえたげ、その網でわたしを

囲まれたのだ』と知るべきだ。 7見よ、わたしが『暴虐

』と叫んでも答えられず、助けを呼び求めても、さばき

はない。 8彼はわたしの道にかきをめぐらして、越える

ことのできないようにし、わたしの行く道に暗やみを置

かれた。 9彼はわたしの栄えをわたしからはぎ取り、わ

たしのこうべから冠を奪い、 10四方からわたしを取りこ

わして、うせさせ、わたしの望みを木のように抜き去り

、 11わたしに向かって怒りを燃やし、わたしを敵のひと

りのように思われた。 12その軍勢がいっせいに来て、塁

を築いて攻め寄せ、わたしの天幕のまわりに陣を張った

。 13彼はわたしの兄弟たちをわたしから遠く離れさせら

れた。わたしを知る人々は全くわたしに疎遠になった。

14わたしの親類および親しい友はわたしを見捨て、 15わ

たしの家に宿る者はわたしを忘れ、わたしのはしためら

はわたしを他人のように思い、わたしは彼らの目に他国

人となった。 16わたしがしもべを呼んでも、彼は答えず

、わたしは口をもって彼に請わなければならない。 17わ

たしの息はわが妻にいとわれ、わたしは同じ腹の子たち

にきらわれる。 18わらべたちさえもわたしを侮り、わた

しが起き上がれば、わたしをあざける。 19親しい人々は

皆わたしをいみきらい、わたしの愛した人々はわたしに

そむいた。 20わたしの骨は皮と肉につき、わたしはわず

かに歯の皮をもってのがれた。 21わが友よ、わたしをあ

われめ、わたしをあわれめ、神のみ手がわたしを打った

からである。 22あなたがたは、なにゆえ神のようにわた

しを責め、わたしの肉をもって満足しないのか。 23どう

か、わたしの言葉が、書きとめられるように。どうか、

わたしの言葉が、書物にしるされるように。 24鉄の筆と

鉛とをもって、ながく岩に刻みつけられるように。 25わ

たしは知る、わたしをあがなう者は生きておられる、後

の日に彼は必ず地の上に立たれる。 26わたしの皮がこの

ように滅ぼされたのち、わたしは肉を離れて神を見るで

あろう。 27しかもわたしの味方として見るであろう。わ

たしの見る者はこれ以外のものではない。わたしの心は

これを望んでこがれる。 28あなたがたがもし『われわれ

はどうして彼を責めようか』と言い、また『事の根源は

彼のうちに見いだされる』と言うならば、 29つるぎを恐

れよ、怒りはつるぎの罰をきたらすからだ。これによっ

て、あなたがたは、さばきのあることを知るであろう」

。

20そこでナアマびとゾパルは答えて言った、 2「これ

によって、わたしは答えようとの思いを起し、これ

がために心中しきりに騒ぎ立つ。 3わたしはわたしをは

ずかしめる非難を聞く、しかし、わたしの悟りの霊がわ

たしに答えさせる。 4あなたはこの事を知らないのか、

昔から地の上に人の置かれてよりこのかた、 5悪しき人

の勝ち誇はしばらくであって、神を信じない者の楽しみ

はただつかのまであることを。 6たといその高さが天に

達し、その頭が雲におよんでも、 7彼はおのれの糞のよ

うに、とこしえに滅び、彼を見た者は言うであろう、『

彼はどこにおるか』と。 8彼は夢のように飛び去って、

再び見ることはない。彼は夜の幻のように追い払われる

であろう。 9彼を見た目はかさねて彼を見ることがなく

、彼のいた所も再び彼を見ることがなかろう。 10その子

らは貧しい者に恵みを求め、その手は彼の貨財を償うで

あろう。 11その骨には若い力が満ちている、しかしそれ

は彼と共にちりに伏すであろう。 12たとい悪は彼の口に

甘く、これを舌の裏にかくし、 13これを惜しんで捨てる

ことなく、口の中に含んでいても、 14その食物は彼の腹

の中で変り、彼の内で毒蛇の毒となる。 15彼は貨財をの

んでも、またそれを吐き出す、神がそれを彼の腹から押

し出されるからだ。 16彼は毒蛇の毒を吸い、まむしの舌

は彼を殺すであろう。 17彼は蜜と凝乳の流れる川々を見

ることができない。 18彼はほねおって獲たものを返して

、それを食うことができない。その商いによって得た利

益をもって楽しむことができない。 19彼が貧しい者をし

えたげ、これを捨てたからだ。彼は家を奪い取っても、

それを建てることができない。 20彼の欲張りは足ること

を知らぬゆえ、その楽しむ何物をも救うことができない

であろう。 21彼が残して食べなかった物とては一つもな

い。それゆえ、その繁栄はながく続かないであろう。 22

その力の満ちている時、彼は窮境に陥り、悩みの手がこ

とごとく彼の上に臨むであろう。 23彼がその腹を満たそ

うとすれば、神はその激しい怒りを送って、それを彼の

上に降り注ぎ、彼の食物とされる。 24彼は鉄の武器を免
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れても、青銅の矢は彼を射通すであろう。 25彼がこれを

その身から引き抜けば、きらめく矢じりがその肝から出

てきて、恐れが彼の上に臨む。 26もろもろの暗黒が彼の

宝物のためにたくわえられ、人が吹き起したものでない

火が彼を焼きつくし、その天幕に残っている者を滅ぼす

であろう。 27天は彼の罪をあらわし、地は起って彼を攻

めるであろう。 28その家の財産は奪い去られ、神の怒り

の日に消えうせるであろう。 29これが悪しき人の神から

受ける分、神によって定められた嗣業である」。

21そこでヨブは答えて言った、 2「あなたがたはとく

と、わたしの言葉を聞き、これをもって、あなたが

たの慰めとするがよい。 3まずわたしをゆるして語らせ

なさい。わたしが語ったのち、あざけるのもよかろう。

4わたしのつぶやきは人に対してであろうか。わたしは

どうして、いらだたないでいられようか。 5あなたがた

はわたしを見て、驚き、手を口にあてるがよい。 6わた

しはこれを思うと恐ろしくなって、からだがしきりに震

えわななく。 7なにゆえ悪しき人が生きながらえ、老齢

に達し、かつ力強くなるのか。 8その子らは彼らの前に

堅く立ち、その子孫もその目の前に堅く立つ。 9その家

は安らかで、恐れがなく、神のつえは彼らの上に臨むこ

とがない。 10その雄牛は種を与えて、誤ることなく、そ

の雌牛は子を産んで、そこなうことがない。 11彼らはそ

の小さい者どもを群れのように連れ出し、その子らは舞

い踊る。 12彼らは手鼓と琴に合わせて歌い、笛の音によ

って楽しみ、 13その日をさいわいに過ごし、安らかに陰

府にくだる。 (Sheol h7585) 14彼らは神に言う、『われわれ

を離れよ、われわれはあなたの道を知ることを好まない

。 15全能者は何者なので、われわれはこれに仕えねばな

らないのか。われわれはこれに祈っても、なんの益があ

るか』と。 16見よ、彼らの繁栄は彼らの手にあるではな

いか。悪人の計りごとは、わたしの遠く及ぶ所でない。

17悪人のともしびの消されること、幾たびあるか。その

災の彼らの上に臨むこと、神がその怒りをもって苦しみ

を与えられること、幾たびあるか。 18彼らが風の前のわ

らのようになること、あらしに吹き去られるもみがらの

ようになること、幾たびあるか。 19あなたがたは言う、

『神は彼らの罪を積みたくわえて、その子らに報いられ

るのだ』と。どうかそれを彼ら自身に報いて、彼らにそ

の罪を知らせられるように。 20すなわち彼ら自身の目に

その滅びを見させ、全能者の怒りを彼らに飲ませられる

ように。 21その月の数のつきるとき、彼らはその後の家

になんのかかわる所があろうか。 22神は天にある者たち

をさえ、さばかれるのに、だれが神に知識を教えること

ができようか。 23ある者は繁栄をきわめ、全く安らかに

、かつおだやかに死に、 24そのからだには脂肪が満ち、

その骨の髄は潤っている。 25ある者は心を苦しめて死に

、なんの幸をも味わうことがない。 26彼らはひとしくち

りに伏し、うじにおおわれる。 27見よ、わたしはあなた

がたの思いを知り、わたしを害しようとするたくらみを

知る。 28あなたがたは言う、『王侯の家はどこにあるか

、悪人の住む天幕はどこにあるか』と。 29あなたがたは

道行く人々に問わなかったか、彼らの証言を受け入れな

いのか。 30すなわち、災の日に悪人は免れ、激しい怒り

の日に彼は救い出される。 31だれが彼に向かって、その

道を告げ知らせる者があるか、だれが彼のした事を彼に

報いる者があるか。 32彼はかかれて墓に行き、塚の上で

見張りされ、 33谷の土くれも彼には快く、すべての人は

そのあとに従う。彼の前に行った者も数えきれない。 34

それで、あなたがたはどうしてむなしい事をもって、わ

たしを慰めようとするのか。あなたがたの答は偽り以外

の何ものでもない」。

22そこでテマンびとエリパズは答えて言った、 2「人

は神を益することができるであろうか。賢い人も、

ただ自身を益するのみである。 3あなたが正しくても、

全能者になんの喜びがあろう。あなたが自分の道を全う

しても、彼になんの利益があろう。 4神はあなたが神を

恐れることのゆえに、あなたを責め、あなたをさばかれ

るであろうか。 5あなたの悪は大きいではないか。あな

たの罪は、はてしがない。 6あなたはゆえなく兄弟のも

のを質にとり、裸な者の着物をはぎ取り、 7疲れた者に

水を飲ませず、飢えた者に食物を与えなかった。 8力あ

る人は土地を得、名ある人はそのうちに住んだ。 9あな

たは、やもめをむなしく去らせた。みなしごの腕は折ら

れた。 10それゆえ、わなはあなたをめぐり、恐怖は、に

わかにあなたを驚かす。 11あなたの光は暗くされ、あな

たは見ることができない。大水はあなたをおおうであろ

う。 12神は天に高くおられるではないか。見よ、いと高

き星を。いかに高いことよ。 13それであなたは言う、『

神は何を知っておられるか。彼は黒雲を通して、さばく

ことができるのか。 14濃い雲が彼をおおい隠すと、彼は

見ることができない。彼は天の大空を歩まれるのだ』と

。 15あなたは悪しき人々が踏んだいにしえの道を守ろう

とするのか。 16彼らは時がこないうちに取り去られ、そ

の基は川のように押し流された。 17彼らは神に言った、

『われわれを離れてください』と、また『全能者はわれ

われに何をなしえようか』と。 18しかし神は彼らの家を

良い物で満たされた。ただし悪人の計りごとはわたしの

くみする所ではない。 19正しい者はこれを見て喜び、罪

なき者は彼らをあざ笑って言う、 20『まことにわれわれ

のあだは滅ぼされ、その残した物は火で焼き滅ぼされた

』と。 21あなたは神と和らいで、平安を得るがよい。そ

うすれば幸福があなたに来るでしょう。 22どうか、彼の

口から教を受け、その言葉をあなたの心におさめるよう

に。 23あなたがもし全能者に立ち返って、おのれを低く

し、あなたの天幕から不義を除き去り、 24こがねをちり

の中に置き、オフルのこがねを谷川の石の中に置き、 25

全能者があなたのこがねとなり、あなたの貴重なしろが

ねとなるならば、 26その時、あなたは全能者を喜び、神

に向かって顔をあげることができる。 27あなたが彼に祈

るならば、彼はあなたに聞かれる。そしてあなたは自分

の誓いを果す。 28あなたが事をなそうと定めるならば、

あなたはその事を成就し、あなたの道には光が輝く。 29

彼は高ぶる者を低くされるが、へりくだる者を救われる

からだ。 30彼は罪のない者を救われる。あなたはその手

の潔いことによって、救われるであろう」。

23そこでヨブは答えて言った、 2「きょうもまた、わ

たしのつぶやきは激しく、彼の手はわたしの嘆きに

かかわらず、重い。 3どうか、彼を尋ねてどこで会える

かを知り、そのみ座に至ることができるように。 4わた

しは彼の前にわたしの訴えをならべ、口をきわめて論議

するであろう。 5わたしは、わたしに答えられるみ言葉

を知り、わたしに言われる所を悟ろう。 6彼は大いなる
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力をもって、わたしと争われるであろうか、いな、かえ

ってわたしを顧みられるであろう。 7かしこでは正しい

人は彼と言い争うことができる。そうすれば、わたしは

わたしをさばく者から永久に救われるであろう。 8見よ

、わたしが進んでも、彼を見ない。退いても、彼を認め

ることができない。 9左の方に尋ねても、会うことがで

きない。右の方に向かっても、見ることができない。 10

しかし彼はわたしの歩む道を知っておられる。彼がわた

しを試みられるとき、わたしは金のように出て来るであ

ろう。 11わたしの足は彼の歩みに堅く従った。わたしは

彼の道を守って離れなかった。 12わたしは彼のくちびる

の命令にそむかず、その口の言葉をわたしの胸にたくわ

えた。 13しかし彼は変ることはない。だれが彼をひるが

えすことができようか。彼はその心の欲するところを行

われるのだ。 14彼はわたしのために定めた事をなし遂げ

られる。そしてこのような事が多く彼の心にある。 15そ

れゆえ、わたしは彼の前におののく。わたしは考えると

き、彼を恐れる。 16神はわたしの心を弱くされた。全能

者はわたしを恐れさせられた。 17わたしは、やみによっ

て閉じこめられ、暗黒がわたしの顔をおおっている。

24なにゆえ、全能者はさばきの時を定めておかれない
のか。なにゆえ、彼を知る者がその日を見ないのか

。 2世には地境を移す者、群れを奪ってそれを飼う者、

3みなしごのろばを追いやる者、やもめの牛を質に取る

者、 4貧しい者を道から押しのける者がある。世の弱い

者は皆彼らをさけて身をかくす。 5見よ、彼らは荒野に

おる野ろばのように出て働き、野で獲物を求めて、その

子らの食物とする。 6彼らは畑でそのまぐさを刈り、ま

た悪人のぶどう畑で拾い集める。 7彼らは着る物がなく

、裸で夜を過ごし、寒さに身をおおうべき物もない。 8

彼らは山の雨にぬれ、しのぎ場もなく岩にすがる。 9（

みなしごをその母のふところから奪い、貧しい者の幼な

子を質にとる者がある。） 10彼らは着る物がなく、裸で

歩き、飢えつつ麦束を運び、 11悪人のオリブ並み木の中

で油をしぼり、酒ぶねを踏んでも、かわきを覚える。 12

町の中から死のうめきが起り、傷ついた者の魂が助けを

呼び求める。しかし神は彼らの祈を顧みられない。 13光

にそむく者たちがある。彼らは光の道を知らず、光の道

にとどまらない。 14人を殺す者は暗いうちに起き出て弱

い者と貧しい者を殺し、夜は盗びととなる。 15姦淫する

者の目はたそがれを待って、『だれもわたしを見ていな

いだろう』と言い、顔におおう物を当てる。 16彼らは暗

やみで家をうがち、昼は閉じこもって光を知らない。 17

彼らには暗黒は朝である。彼らは暗黒の恐れを友とする

からだ。 18あなたがたは言う、『彼らは水のおもてにす

みやかに流れ去り、その受ける分は地でのろわれ、酒ぶ

ねを踏む者はだれも彼らのぶどう畑の道に行かない。 19

ひでりと熱さは雪水を奪い去る、陰府が罪を犯した者に

対するも、これと同様だ。 (Sheol h7585) 20町の広場は彼ら

を忘れ、彼らの名は覚えられることなく、不義は木の折

られるように折られる』と。 21彼らは子を産まぬうまず

めをくらい、やもめをあわれむことをしない。 22しかし

神はその力をもって、強い人々を生きながらえさせられ

る。彼らは生きる望みのない時にも起きあがる。 23神が

彼らに安全を与えられるので、彼らは安らかである。神

の目は彼らの道の上にある。 24彼らはしばし高められて

、いなくなり、ぜにあおいのように枯れて消えうせ、麦

の穂先のように切り取られる。 25もし、そうでないなら

、だれがわたしにその偽りを証明し、わが言葉のむなし

いことを示しうるだろうか」。

25そこでシュヒびとビルダデは答えて言った、 2「大

権と恐れとは神と共にある。彼は高き所で平和を施

される。 3その軍勢は数えることができるか。何物かそ

の光に浴さないものがあるか。 4それで人はどうして神

の前に正しくありえようか。女から生れた者がどうして

清くありえようか。 5見よ、月さえも輝かず、星も彼の

目には清くない。 6うじのような人、虫のような人の子

はなおさらである」。

26そこでヨブは答えて言った、 2「あなたは力のない

者をどれほど助けたかしれない。気力のない腕をど

れほど救ったかしれない。 3知恵のない者をどれほど教

えたかしれない。悟りをどれほど多く示したかしれない

。 4あなたはだれの助けによって言葉をだしたのか。あ

なたから出たのはだれの霊なのか。 5亡霊は水およびそ

の中に住むものの下に震う。 6神の前では陰府も裸であ

る。滅びの穴もおおい隠すものはない。 (Sheol h7585) 7彼

は北の天を空間に張り、地を何もない所に掛けられる。

8彼は水を濃い雲の中に包まれるが、その下の雲は裂け

ない。 9彼は月のおもてをおおい隠して、雲をその上に

のべ、 10水のおもてに円を描いて、光とやみとの境とさ

れた。 11彼が戒めると、天の柱は震い、かつ驚く。 12

彼はその力をもって海を静め、その知恵をもってラハブ

を打ち砕き、 13その息をもって天を晴れわたらせ、その

手をもって逃げるへびを突き通される。 14見よ、これら

はただ彼の道の端にすぎない。われわれが彼について聞

く所はいかにかすかなささやきであろう。しかし、その

力のとどろきに至っては、だれが悟ることができるか」

。

27ヨブはまた言葉をついで言った、 2「神は生きてお

られる。彼はわたしの義を奪い去られた。全能者は

わたしの魂を悩まされた。 3わたしの息がわたしのうち

にあり、神の息がわたしの鼻にある間、 4わたしのくち

びるは不義を言わない、わたしの舌は偽りを語らない。

5わたしは断じて、あなたがたを正しいとは認めない。

わたしは死ぬまで、潔白を主張してやめない。 6わたし

は堅くわが義を保って捨てない。わたしは今まで一日も

心に責められた事がない。 7どうか、わたしの敵は悪人

のようになり、わたしに逆らう者は不義なる者のように

なるように。 8神が彼を断ち、その魂を抜きとられると

き、神を信じない者になんの望みがあろう。 9災が彼に

臨むとき、神はその叫びを聞かれるであろうか。 10彼は

全能者を喜ぶであろうか、常に神を呼ぶであろうか。 11

わたしは神のみ手についてあなたがたに教え、全能者と

共にあるものを隠すことをしない。 12見よ、あなたがた

は皆みずからこれを見た、それなのに、どうしてむなし

い者となったのか。 13これは悪人の神から受ける分、圧

制者の全能者から受ける嗣業である。 14その子らがふえ

ればつるぎに渡され、その子孫は食物に飽きることがな

い。 15その生き残った者は疫病で死んで埋められ、その

やもめらは泣き悲しむことをしない。 16たとい彼は銀を

ちりのように積み、衣服を土のように備えても、 17その

備えるものは正しい人がこれを着、その銀は罪なき者が

分かち取るであろう。 18彼の建てる家は、くもの巣のよ
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うであり、番人の造る小屋のようである。 19彼は富める

身で寝ても、再び富むことがなく、目を開けばその富は

ない。 20恐ろしい事が大水のように彼を襲い、夜はつむ

じ風が彼を奪い去る。 21東風が彼を揚げると、彼は去り

、彼をその所から吹き払う。 22それは彼を投げつけて、

あわれむことなく、彼はその力からのがれようと、もが

く。 23それは彼に向かって手を鳴らし、あざけり笑って

、その所から出て行かせる。

28しろがねには掘り出す穴があり、精錬するこがねに
は出どころがある。 2くろがねは土から取り、あか

がねは石から溶かして取る。 3人は暗やみを破り、いや

はてまでも尋ねきわめて、暗やみおよび暗黒の中から鉱

石を取る。 4彼らは人の住む所を離れて縦穴をうがち、

道行く人に忘れられ、人を離れて身をつりさげ、揺れ動

く。 5地はそこから食物を出す。その下は火でくつがえ

されるようにくつがえる。 6その石はサファイヤのある

所、そこにはまた金塊がある。 7その道は猛禽も知らず

、たかの目もこれを見ず、 8猛獣もこれを踏まず、しし

もこれを通らなかった。 9人は堅い岩に手をくだして、

山を根元からくつがえす。 10彼は岩に坑道を掘り、その

目はもろもろの尊い物を見る。 11彼は水路をふさいで、

漏れないようにし、隠れた物を光に取り出す。 12しかし

知恵はどこに見いだされるか。悟りのある所はどこか。

13人はそこに至る道を知らない、また生ける者の地でそ

れを獲ることができない。 14淵は言う、『それはわたし

のうちにない』と。また海は言う、『わたしのもとにな

い』と。 15精金もこれと換えることはできない。銀も量

ってその価とすることはできない。 16オフルの金をもっ

てしても、その価を量ることはできない。尊い縞めのう

も、サファイヤも同様である。 17こがねも、玻璃もこれ

に並ぶことができない。また精金の器物もこれと換える

ことができない。 18さんごも水晶も言うに足りない。知

恵を得るのは真珠を得るのにまさる。 19エチオピヤのト

パズもこれに並ぶことができない。純金をもってしても

、その価を量ることはできない。 20それでは知恵はどこ

から来るか。悟りのある所はどこか。 21これはすべての

生き物の目に隠され、空の鳥にも隠されている。 22滅び

も死も言う、『われわれはそのうわさを耳に聞いただけ

だ』。 23神はこれに至る道を悟っておられる、彼はその

ある所を知っておられる。 24彼は地の果までもみそなわ

し、天が下を見きわめられるからだ。 25彼が風に重さを

与え、水をますで量られたとき、 26彼が雨のために規定

を設け、雷のひらめきのために道を設けられたとき、 27

彼は知恵を見て、これをあらわし、これを確かめ、これ

をきわめられた。 28そして人に言われた、『見よ、主を

恐れることは知恵である、悪を離れることは悟りである

』と」。

29ヨブはまた言葉をついで言った、 2「ああ過ぎた年

月のようであったらよいのだが、神がわたしを守っ

てくださった日のようであったらよいのだが。 3あの時

には、彼のともしびがわたしの頭の上に輝き、彼の光に

よってわたしは暗やみを歩んだ。 4わたしの盛んな時の

ようであったならよいのだが。あの時には、神の親しみ

がわたしの天幕の上にあった。 5あの時には、全能者が

なおわたしと共にいまし、わたしの子供たちもわたしの

周囲にいた。 6あの時、わたしの足跡は乳で洗われ、岩

もわたしのために油の流れを注ぎだした。 7あの時には

、わたしは町の門に出て行き、わたしの座を広場に設け

た。 8若い者はわたしを見てしりぞき、老いた者は身を

おこして立ち、 9君たる者も物言うことをやめて、その

口に手を当て、 10尊い者も声をおさめて、その舌を上あ

ごにつけた。 11耳に聞いた者はわたしを祝福された者と

なし、目に見た者はこれをあかしした。 12これは助けを

求める貧しい者を救い、また、みなしごおよび助ける人

のない者を救ったからである。 13今にも滅びようとした

者の祝福がわたしに来た。わたしはまたやもめの心をし

て喜び歌わせた。 14わたしは正義を着、正義はわたしを

おおった。わたしの公義は上着のごとく、また冠のよう

であった。 15わたしは目しいの目となり、足なえの足と

なり、 16貧しい者の父となり、知らない人の訴えの理由

を調べてやった。 17わたしはまた悪しき者のきばを折り

、その歯の間から獲物を引き出した。 18その時、わたし

は言った、『わたしは自分の巣の中で死に、わたしの日

は砂のように多くなるであろう。 19わたしの根は水のほ

とりにはびこり、露は夜もすがらわたしの枝におくであ

ろう。 20わたしの栄えはわたしと共に新しく、わたしの

弓はわたしの手にいつも強い』と。 21人々はわたしに聞

いて待ち、黙して、わたしの教に従った。 22わたしが言

った後は彼らは再び言わなかった。わたしの言葉は彼ら

の上に雨のように降りそそいだ。 23彼らは雨を待つよう

に、わたしを待ち望み、春の雨を仰ぐように口を開いて

仰いだ。 24彼らが希望を失った時にも、わたしは彼らに

むかってほほえんだ。彼らはわたしの顔の光を除くこと

ができなかった。 25わたしは彼らのために道を選び、そ

のかしらとして座し、軍中の王のようにしており、嘆く

者を慰める人のようであった。

30しかし今はわたしよりも年若い者が、かえってわた
しをあざ笑う。彼らの父はわたしが卑しめて、群れ

の犬と一緒にさえしなかった者だ。 2彼らの手の力から

わたしは何を得るであろうか、彼らはその気力がすでに

衰えた人々だ。 3彼らは乏しさと激しい飢えとによって

、かわいた荒れ地をかむ。 4彼らは、ぜにあおいおよび

灌木の葉を摘み、れだまの根をもって身を暖める。 5彼

らは人々の中から追いだされ、盗びとを追うように、人

々は彼らを追い呼ばわる。 6彼らは急流の谷間に住み、

土の穴または岩の穴におり、 7灌木の中にいななき、い

らくさの下に押し合う。 8彼らは愚かな者の子、また卑

しい者の子であって、国から追いだされた者だ。 9それ

なのに、わたしは今彼らの歌となり、彼らの笑い草とな

った。 10彼らはわたしをいとい、遠くわたしをはなれ、

わたしの顔につばきすることも、ためらわない。 11神が

わたしの綱を解いて、わたしを卑しめられたので、彼ら

もわたしの前に慎みを捨てた。 12このともがらはわたし

の右に立ち上がり、わたしを追いのけ、わたしにむかっ

て滅びの道を築く。 13彼らはわたしの道をこわし、わた

しの災を促す。これをさし止める者はない。 14彼らは広

い破れ口からはいるように進みきたり、破壊の中をおし

寄せる。 15恐ろしい事はわたしに臨み、わたしの誉は風

のように吹き払われ、わたしの繁栄は雲のように消えう

せた。 16今は、わたしの魂はわたしの内にとけて流れ、

悩みの日はわたしを捕えた。 17夜はわたしの骨を激しく

悩まし、わたしをかむ苦しみは、やむことがない。 18そ

れは暴力をもって、わたしの着物を捕え、はだ着のえり
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のように、わたしをしめつける。 19神がわたしを泥の中

に投げ入れられたので、わたしはちり灰のようになった

。 20わたしがあなたにむかって呼ばわっても、あなたは

答えられない。わたしが立っていても、あなたは顧みら

れない。 21あなたは変って、わたしに無情な者となり、

み手の力をもってわたしを攻め悩まされる。 22あなたは

わたしを揚げて風の上に乗せ、大風のうなり声の中に、

もませられる。 23わたしは知っている、あなたはわたし

を死に帰らせ、すべての生き物の集まる家に帰らせられ

ることを。 24さりながら荒塚の中にある者は、手を伸べ

ないであろうか、災の中にある者は助けを呼び求めない

であろうか。 25わたしは苦しい日を送る者のために泣か

なかったか。わたしの魂は貧しい人のために悲しまなか

ったか。 26しかしわたしが幸を望んだのに災が来た。光

を待ち望んだのにやみが来た。 27わたしのはらわたは沸

きかえって、静まらない。悩みの日がわたしに近づいた

。 28わたしは日の光によらずに黒くなって歩き、公会の

中に立って助けを呼び求める。 29わたしは山犬の兄弟と

なり、だちょうの友となった。 30わたしの皮膚は黒くな

って、はげ落ち、わたしの骨は熱さによって燃え、 31わ

たしの琴は悲しみの音となり、わたしの笛は泣く者の声

となった。

31わたしは、わたしの目と契約を結んだ、どうして、
おとめを慕うことができようか。 2もしそうすれば

上から神の下される分はどんなであろうか。高き所から

全能者の与えられる嗣業はどんなであろうか。 3不義な

る者には災が下らないであろうか。悪をなす者には災難

が臨まないであろうか。 4彼はわたしの道をみそなわし

、わたしの歩みをことごとく数えられぬであろうか。 5

もし、わたしがうそと共に歩み、わたしの足が偽りにむ

かって急いだことがあるなら、 6（正しいはかりをもっ

てわたしを量れ、そうすれば神はわたしの潔白を知られ

るであろう。） 7もしわたしの歩みが、道をはなれ、わ

たしの心がわたしの目にしたがって歩み、わたしの手に

汚れがついていたなら、 8わたしのまいたのを他の人が

食べ、わたしのために成長するものが、抜き取られても

かまわない。 9もし、わたしの心が、女に迷ったことが

あるか、またわたしが隣り人の門で待ち伏せしたことが

あるなら、 10わたしの妻が他の人のためにうすをひき、

他の人が彼女の上に寝てもかまわない。 11これは重い罪

であって、さばきびとに罰せられるべき悪事だからであ

る。 12これは滅びに至るまでも焼きつくす火であって、

わたしのすべての産業を根こそぎ焼くであろう。 13わた

しのしもべ、また、はしためがわたしと言い争ったとき

に、わたしがもしその言い分を退けたことがあるなら、

14神が立ち上がられるとき、わたしはどうしようか、神

が尋ねられるとき、なんとお答えしようか。 15わたしを

胎内に造られた者は、彼をも造られたのではないか。わ

れわれを腹の内に形造られた者は、ただひとりではない

か。 16わたしがもし貧しい者の願いを退け、やもめの目

を衰えさせ、 17あるいはわたしひとりで食物を食べて、

みなしごに食べさせなかったことがあるなら、 18（わた

しは彼の幼い時から父のように彼を育て、またその母の

胎を出たときから彼を導いた。） 19もし着物がないため

に死のうとする者や、身をおおう物のない貧しい人をわ

たしが見た時に、 20その腰がわたしを祝福せず、また彼

がわたしの羊の毛で暖まらなかったことがあるなら、 21

もしわたしを助ける者が門におるのを見て、みなしごに

むかってわたしの手を振り上げたことがあるなら、 22わ

たしの肩骨が、肩から落ち、わたしの腕が、つけ根から

折れてもかまわない。 23わたしは神から出る災を恐れる

、その威光の前には何事もなすことはできない。 24わた

しがもし金をわが望みとし、精金をわが頼みと言ったこ

とがあるなら、 25わたしがもしわが富の大いなる事と、

わたしの手に多くの物を獲た事とを喜んだことがあるな

ら、 26わたしがもし日の輝くのを見、または月の照りわ

たって動くのを見た時、 27心ひそかに迷って、手に口づ

けしたことがあるなら、 28これもまたさばきびとに罰せ

らるべき悪事だ。わたしは上なる神を欺いたからである

。 29わたしがもしわたしを憎む者の滅びるのを喜び、ま

たは災が彼に臨んだとき、勝ち誇ったことがあるなら、

30（わたしはわが口に罪を犯させず、のろいをもって彼

の命を求めたことはなかった。） 31もし、わたしの天幕

の人々で、『だれか彼の肉に飽きなかった者があるか』

と、言わなかったことがあるなら、 32（他国人はちまた

に宿らず、わたしはわが門を旅びとに開いた。） 33わた

しがもし人々の前にわたしのとがをおおい、わたしの悪

事を胸の中に隠したことがあるなら、 34わたしが大衆を

恐れ、宗族の侮りにおじて、口を閉じ、門を出なかった

ことがあるなら、 35ああ、わたしに聞いてくれる者があ

ればよいのだが、（わたしのかきはんがここにある。ど

うか、全能者がわたしに答えられるように。）ああ、わ

たしの敵の書いた告訴状があればよいのだが。 36わたし

は必ずこれを肩に負い、冠のようにこれをわが身に結び

、 37わが歩みの数を彼に述べ、君たる者のようにして、

彼に近づくであろう。 38もしわが田畑がわたしに向かっ

て呼ばわり、そのうねみぞが共に泣き叫んだことがある

なら、 39もしわたしが金を払わないでその産物を食べ、

その持ち主を死なせたことがあるなら、 40小麦の代りに

、いばらがはえ、大麦の代りに雑草がはえてもかまわな

い」。ヨブの言葉は終った。

32このようにヨブが自分の正しいことを主張したので
、これら三人の者はヨブに答えるのをやめた。 2そ

の時ラム族のブズびとバラケルの子エリフは怒りを起し

た。すなわちヨブが神よりも自分の正しいことを主張す

るので、彼はヨブに向かって怒りを起した。 3またヨブ

の三人の友がヨブを罪ありとしながら、答える言葉がな

かったので、エリフは彼らにむかっても怒りを起した。

4エリフは彼らが皆、自分よりも年長者であったので、

ヨブに物言うことをひかえて待っていたが、 5ここにエ

リフは三人の口に答える言葉のないのを見て怒りを起し

た。 6ブズびとバラケルの子エリフは答えて言った、「

わたしは年若く、あなたがたは年老いている。それゆえ

、わたしははばかって、わたしの意見を述べることをあ

えてしなかった。 7わたしは思った、『日を重ねた者が

語るべきだ、年を積んだ者が知恵を教えるべきだ』と。

8しかし人のうちには霊があり、全能者の息が人に悟り

を与える。 9老いた者、必ずしも知恵があるのではなく

、年とった者、必ずしも道理をわきまえるのではない。

10ゆえにわたしは言う、『わたしに聞け、わたしもまた

わが意見を述べよう』。 11見よ、わたしはあなたがたの

言葉に期待し、その知恵ある言葉に耳を傾け、あなたが

たが言うべき言葉を捜し出すのを待っていた。 12わたし

はあなたがたに心をとめたが、あなたがたのうちにヨブ
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を言いふせる者はひとりもなく、また彼の言葉に答える

者はひとりもなかった。 13おそらくあなたがたは言うだ

ろう、『われわれは知恵を見いだした、彼に勝つことの

できるのは神だけで、人にはできない』と。 14彼はその

言葉をわたしに向けて言わなかった。わたしはあなたが

たの言葉をもって彼に答えることはしない。 15彼らは驚

いて、もはや答えることをせず、彼らには、もはや言う

べき言葉がない。 16彼らは物言わず、立ちとどまって、

もはや答えるところがないので、わたしはこれ以上待つ

必要があろうか。 17わたしもまたわたしの分を答え、わ

たしの意見を述べよう。 18わたしには言葉が満ち、わた

しのうちの霊がわたしに迫るからだ。 19見よ、わたしの

心は口を開かないぶどう酒のように、新しいぶどう酒の

皮袋のように、今にも張りさけようとしている。 20わた

しは語って、気を晴らし、くちびるを開いて答えよう。

21わたしはだれをもかたより見ることなく、また何人と

にもへつらうことをしない。 22わたしはへつらうことを

知らないからだ。もしへつらうならば、わたしの造り主

は直ちにわたしを滅ぼされるであろう。

33だから、ヨブよ、今わたしの言うことを聞け、わた
しのすべての言葉に耳を傾けよ。 2見よ、わたしは

口を開き、口の中の舌は物言う。 3わたしの言葉はわが

心の正しきを語り、わたしのくちびるは真実をもってそ

の知識を語る。 4神の霊はわたしを造り、全能者の息は

わたしを生かす。 5あなたがもしできるなら、わたしに

答えよ、わたしの前に言葉を整えて、立て。 6見よ、神

に対しては、わたしもあなたと同様であり、わたしもま

た土から取って造られた者だ。 7見よ、わたしの威厳は

あなたを恐れさせない、わたしの勢いはあなたを圧しな

い。 8確かに、あなたはわたしの聞くところで言った、

わたしはあなたの言葉の声を聞いた。 9あなたは言う、

『わたしはいさぎよく、とがはない。わたしは清く、不

義はない。 10見よ、彼はわたしを攻める口実を見つけ、

わたしを自分の敵とみなし、 11わたしの足をかせにはめ

、わたしのすべての行いに目をとめられる』と。 12見よ

、わたしはあなたに答える、あなたはこの事において正

しくない。神は人よりも大いなる者だ。 13あなたが『彼

はわたしの言葉に少しも答えられない』といって、彼に

向かって言い争うのは、どういうわけであるか。 14神は

一つの方法によって語られ、また二つの方法によって語

られるのだが、人はそれを悟らないのだ。 15人々が熟睡

するとき、または床にまどろむとき、夢あるいは夜の幻

のうちで、 16彼は人々の耳を開き、警告をもって彼らを

恐れさせ、 17こうして人にその悪しきわざを離れさせ、

高ぶりを人から除き、 18その魂を守って、墓に至らせず

、その命を守って、つるぎに滅びないようにされる。 19

人はまたその床の上で痛みによって懲らされ、その骨に

戦いが絶えることなく、 20その命は、食物をいとい、そ

の食欲は、おいしい食物をきらう。 21その肉はやせ落ち

て見えず、その骨は見えなかったものまでもあらわにな

り、 22その魂は墓に近づき、その命は滅ぼす者に近づく

。 23もしそこに彼のためにひとりの天使があり、千のう

ちのひとりであって、仲保となり、人にその正しい道を

示すならば、 24神は彼をあわれんで言われる、『彼を救

って、墓に下ることを免れさせよ、わたしはすでにあが

ないしろを得た。 25彼の肉を幼な子の肉よりもみずみず

しくならせ、彼を若い時の元気に帰らせよ』と。 26その

時、彼が神に祈るならば、神は彼を顧み、喜びをもって

、み前にいたらせ、その救を人に告げ知らせられる。 27

彼は人々の前に歌って言う、『わたしは罪を犯し、正し

い事を曲げた。しかしわたしに報復がなかった。 28彼は

わたしの魂をあがなって、墓に下らせられなかった。わ

たしの命は光を見ることができる』と。 29見よ、神はこ

れらすべての事をふたたび、みたび人に行い、 30その魂

を墓から引き返し、彼に命の光を見させられる。 31ヨブ

よ、耳を傾けてわたしに聞け、黙せよ、わたしは語ろう

。 32あなたがもし言うべきことがあるなら、わたしに答

えよ、語れ、わたしはあなたを正しい者にしようと望む

からだ。 33もし語ることがないなら、わたしに聞け、黙

せよ、わたしはあなたに知恵を教えよう」。

34エリフはまた答えて言った、 2「あなたがた知恵あ

る人々よ、わたしの言葉を聞け、あなたがた知識あ

る人々よ、わたしに耳を傾けよ。 3口が食物を味わうよ

うに、耳は言葉をわきまえるからだ。 4われわれは正し

い事を選び、われわれの間に良い事の何であるかを明ら

かにしよう。 5ヨブは言った、『わたしは正しい、神は

わたしの公義を奪われた。 6わたしは正しいにもかかわ

らず、偽る者とされた。わたしにはとががないけれども

、わたしの矢傷はいえない』と。 7だれかヨブのような

人があろう。彼はあざけりを水のように飲み、 8悪をな

す者どもと交わり、悪人と共に歩む。 9彼は言った、『

人は神と親しんでも、なんの益もない』と。 10それであ

なたがた理解ある人々よ、わたしに聞け、神は断じて悪

を行うことなく、全能者は断じて不義を行うことはない

。 11神は人のわざにしたがってその身に報い、おのおの

の道にしたがって、その身に振りかからせられる。 12ま

ことに神は悪しき事を行われない。全能者はさばきをま

げられない。 13だれかこの地を彼にゆだねた者があるか

。だれか全世界を彼に負わせた者があるか。 14神がもし

その霊をご自分に取りもどし、その息をご自分に取りあ

つめられるならば、 15すべての肉は共に滅び、人はちり

に帰るであろう。 16もし、あなたに悟りがあるならば、

これを聞け、わたしの言うところに耳を傾けよ。 17公義

を憎む者は世を治めることができようか。正しく力ある

者を、あなたは非難するであろうか。 18王たる者に向か

って『よこしまな者』と言い、つかさたる者に向かって

、『悪しき者』と言うことができるであろうか。 19神は

君たる者をもかたより見られることなく、富める者を貧

しき者にまさって顧みられることはない。彼らは皆み手

のわざだからである。 20彼らはまたたく間に死に、民は

夜の間に振われて、消えうせ、力ある者も人手によらず

に除かれる。 21神の目が人の道の上にあって、そのすべ

ての歩みを見られるからだ。 22悪を行う者には身を隠す

べき暗やみもなく、暗黒もない。 23人がさばきのために

神の前に出るとき、神は人のために時を定めておかれな

い。 24彼は力ある者をも調べることなく打ち滅ぼし、他

の人々を立てて、これに替えられる。 25このように、神

は彼らのわざを知り、夜の間に彼らをくつがえされるの

で、彼らはやがて滅びる。 26彼は人々の見る所で、彼ら

をその悪のために撃たれる。 27これは彼らがそむいて彼

に従わず、その道を全く顧みないからだ。 28こうして彼

らは貧しき者の叫びを彼のもとにいたらせ、悩める者の

叫びを彼に聞かせる。 29彼が黙っておられるとき、だれ

が非難することができようか。彼が顔を隠されるとき、
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だれが彼を見ることができようか。一国の上にも、一人

の上にも同様だ。 30これは神を信じない者が世を治める

ことがなく、民をわなにかける事のないようにするため

である。 31だれが神に向かって言ったか、『わたしは罪

を犯さないのに、懲しめられた。 32わたしの見ないもの

をわたしに教えられたい。もしわたしが悪い事をしたな

ら、重ねてこれをしない』と。 33あなたが拒むゆえに、

彼はあなたの好むように報いをされるであろうか。あな

たみずから選ぶがよい、わたしはしない。あなたの知る

ところを言いなさい。 34悟りある人々はわたしに言うだ

ろう、わたしに聞くところの知恵ある人は言うだろう、

35『ヨブの言うところは知識がなく、その言葉は悟りが

ない』と。 36どうかヨブが終りまで試みられるように、

彼は悪人のように答えるからである。 37彼は自分の罪に

、とがを加え、われわれの中にあって手をうち、神に逆

らって、その言葉をしげくする」。

35エリフはまた答えて言った、 2「あなたはこれを正

しいと思うのか、あなたは『神の前に自分は正しい

』と言うのか。 3あなたは言う、『これはわたしになん

の益があるか、罪を犯したのとくらべてなんのまさると

ころがあるか』と。 4わたしはあなたおよび、あなたと

共にいるあなたの友人たちに答えよう。 5天を仰ぎ見よ

、あなたの上なる高き空を望み見よ。 6あなたが罪を犯

しても、彼になんのさしさわりがあるか。あなたのとが

が多くても、彼に何をなし得ようか。 7またあなたは正

しくても、彼に何を与え得ようか。彼はあなたの手から

何を受けられるであろうか。 8あなたの悪はただあなた

のような人にかかわり、あなたの義はただ人の子にかか

わるのみだ。 9しえたげの多いために叫び、力ある者の

腕のゆえに呼ばわる人々がある。 10しかし、ひとりとし

て言う者はない、『わが造り主なる神はどこにおられる

か、彼は夜の間に歌を与え、 11地の獣よりも多く、われ

われを教え、空の鳥よりも、われわれを賢くされる方で

ある』と。 12彼らが叫んでも答えられないのは、悪しき

者の高ぶりによる。 13まことに神はむなしい叫びを聞か

れない。また全能者はこれを顧みられない。 14あなたが

彼を見ないと言う時はなおさらだ。さばきは神の前にあ

る。あなたは彼を待つべきである。 15今彼が怒りをもっ

て罰せず、罪とがを深く心にとめられないゆえに 16ヨブ

は口を開いてむなしい事を述べ、無知の言葉をしげくす

る」。

36エリフは重ねて言った、 2「しばらく待て、わたし

はあなたに示すことがある。なお神のために言うべ

き事がある。 3わたしは遠くからわが知識を取り、わが

造り主に正義を帰する。 4まことにわたしの言葉は偽ら

ない。知識の全き者があなたと共にいる。 5見よ、神は

力ある者であるが、何をも卑しめられない、その悟りの

力は大きい。 6彼は悪しき者を生かしておかれない、苦

しむ者のためにさばきを行われる。 7彼は正しい者から

目を離さず、位にある王たちと共に、とこしえに、彼ら

をすわらせて、尊くされる。 8もし彼らが足かせにつな

がれ、悩みのなわに捕えられる時は、 9彼らの行いと、

とがと、その高ぶったふるまいを彼らに示し、 10彼らの

耳を開いて、教を聞かせ、悪を離れて帰ることを命じら

れる。 11もし彼らが聞いて彼に仕えるならば、彼らはそ

の日を幸福に過ごし、その年を楽しく送るであろう。 12

しかし彼らが聞かないならば、つるぎによって滅び、知

識を得ないで死ぬであろう。 13心に神を信じない者ども

は怒りをたくわえ、神に縛られる時も、助けを呼び求め

ることをしない。 14彼らは年若くして死に、その命は恥

のうちに終る。 15神は苦しむ者をその苦しみによって救

い、彼らの耳を逆境によって開かれる。 16神はまたあな

たを悩みから、束縛のない広い所に誘い出された。そし

てあなたの食卓に置かれた物はすべて肥えた物であった

。 17しかしあなたは悪人のうくべきさばきをおのれに満

たし、さばきと公義はあなたを捕えている。 18あなたは

怒りに誘われて、あざけりに陥らぬように心せよ。あが

ないしろの大いなるがために、おのれを誤るな。 19あな

たの叫びはあなたを守って、悩みを免れさせるであろう

か、いかに力をつくしても役に立たない。 20人々がその

所から断たれるその夜を慕ってはならない。 21慎んで悪

に傾いてはならない。あなたは悩みよりもむしろこれを

選んだからだ。 22見よ、神はその力をもってあがめられ

る。だれか彼のように教える者があるか。 23だれか彼の

ためにその道を定めた者があるか。だれか『あなたは悪

い事をした』と言いうる者があるか。 24神のみわざをほ

めたたえる事を忘れてはならない。これは人々の歌いあ

がめるところである。 25すべての人はこれを仰ぎ見る。

人は遠くからこれを見るにすぎない。 26見よ、神は大い

なる者にいまして、われわれは彼を知らない。その年の

数も計り知ることができない。 27彼は水のしたたりを引

きあげ、その霧をしたたらせて雨とされる。 28空はこれ

を降らせて、人の上に豊かに注ぐ。 29だれか雲の広がる

わけと、その幕屋のとどろくわけとを悟ることができよ

うか。 30見よ、彼はその光をおのれのまわりにひろげ、

また海の底をおおわれる。 31彼はこれらをもって民をさ

ばき、食物を豊かに賜い、 32いなずまをもってもろ手を

包み、これに命じて敵を打たせられる。 33そのとどろき

は、悪にむかって怒りに燃える彼を現す。

37これがためにわが心もまたわななき、その所からと
び離れる。 2聞け、神の声のとどろきを、またその

口から出るささやきを。 3彼はこれを天が下に放ち、そ

の光を地のすみずみまで至らせられる。 4その後、声と

どろき、彼はそのいかめしい声をもって鳴り渡られる。

その声の聞える時、彼はいなずまを引きとめられない。

5神はその驚くべき声をもって鳴り渡り、われわれの悟

りえない大いなる事を行われる。 6彼は雪に向かって『

地に降れ』と命じ、夕立ちおよび雨に向かって『強く降

れ』と命じられる。 7彼はすべての人の手を封じられる

。これはすべての人にみわざを知らせるためである。 8

その時、獣は穴に入り、そのほらにとどまる。 9つむじ

風はそのへやから、寒さは北風から来る。 10神のいぶき

によって氷が張り、広々とした水は凍る。 11彼は濃い雲

に水気を負わせ、雲はそのいなずまを散らす。 12これは

彼の導きによってめぐる。彼の命じるところをことごと

く世界のおもてに行うためである。 13神がこれらをこさ

せるのは、懲しめのため、あるいはその地のため、ある

いはいつくしみのためである。 14ヨブよ、これを聞け、

立って神のくすしきみわざを考えよ。 15あなたは知って

いるか、神がいかにこれらに命じて、その雲の光を輝か

されるかを。 16あなたは知っているか、雲のつりあいと

、知識の全き者のくすしきみわざを。 17南風によって地

が穏やかになる時、あなたの着物が熱くなることを。 18
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あなたは鋳た鏡のように堅い大空を、彼のように張るこ

とができるか。 19われわれが彼に言うべき事をわれわれ

に教えよ、われわれは暗くて、言葉をつらねることはで

きない。 20わたしは語ることがあると彼に告げることが

できようか、人は滅ぼされることを望むであろうか。 21

光が空に輝いているとき、風過ぎて空を清めると、人々

はその光を見ることができない。 22北から黄金のような

輝きがでてくる。神には恐るべき威光がある。 23全能者

はわれわれはこれを見いだすことができない。彼は力と

公義とにすぐれ、正義に満ちて、これを曲げることはな

い。 24それゆえ、人々は彼を恐れる。彼はみずから賢い

と思う者を顧みられない」。

38この時、主はつむじ風の中からヨブに答えられた、
2「無知の言葉をもって、神の計りごとを暗くする

この者はだれか。 3あなたは腰に帯して、男らしくせよ

。わたしはあなたに尋ねる、わたしに答えよ。 4わたし

が地の基をすえた時、どこにいたか。もしあなたが知っ

ているなら言え。 5あなたがもし知っているなら、だれ

がその度量を定めたか。だれが測りなわを地の上に張っ

たか。 6その土台は何の上に置かれたか。その隅の石は

だれがすえたか。 7かの時には明けの星は相共に歌い、

神の子たちはみな喜び呼ばわった。 8海の水が流れいで

、胎内からわき出たとき、だれが戸をもって、これを閉

じこめたか。 9あの時、わたしは雲をもって衣とし、黒

雲をもってむつきとし、 10これがために境を定め、関お

よび戸を設けて、 11言った、『ここまで来てもよい、越

えてはならぬ、おまえの高波はここにとどまるのだ』と

。 12あなたは生れた日からこのかた朝に命じ、夜明けに

その所を知らせ、 13これに地の縁をとらえさせ、悪人を

その上から振り落させたことがあるか。 14地は印せられ

た土のように変り、衣のようにいろどられる。 15悪人は

その光を奪われ、その高くあげた腕は折られる。 16あな

たは海の源に行ったことがあるか。淵の底を歩いたこと

があるか。 17死の門はあなたのために開かれたか。あな

たは暗黒の門を見たことがあるか。 18あなたは地の広さ

を見きわめたか。もしこれをことごとく知っているなら

ば言え。 19光のある所に至る道はいずれか。暗やみのあ

る所はどこか。 20あなたはこれをその境に導くことがで

きるか。その家路を知っているか。 21あなたは知ってい

るだろう、あなたはかの時すでに生れており、またあな

たの日数も多いのだから。 22あなたは雪の倉にはいった

ことがあるか。ひょうの倉を見たことがあるか。 23これ

らは悩みの時のため、いくさと戦いの日のため、わたし

がたくわえて置いたものだ。 24光の広がる道はどこか。

東風の地に吹き渡る道はどこか。 25だれが大雨のために

水路を切り開き、いかずちの光のために道を開き、 26人

なき地にも、人なき荒野にも雨を降らせ、 27荒れすたれ

た地をあき足らせ、これに若草をはえさせるか。 28雨に

父があるか。露の玉はだれが生んだか。 29氷はだれの胎

から出たか。空の霜はだれが生んだか。 30水は固まって

石のようになり、淵のおもては凍る。 31あなたはプレア

デスの鎖を結ぶことができるか。オリオンの綱を解くこ

とができるか。 32あなたは十二宮をその時にしたがって

引き出すことができるか。北斗とその子星を導くことが

できるか。 33あなたは天の法則を知っているか、そのお

きてを地に施すことができるか。 34あなたは声を雲にあ

げ、多くの水にあなたをおおわせることができるか。 35

あなたはいなずまをつかわして行かせ、『われわれはこ

こにいる』と、あなたに言わせることができるか。 36雲

に知恵を置き、霧に悟りを与えたのはだれか。 37だれが

知恵をもって雲を数えることができるか。だれが天の皮

袋を傾けて、 38ちりを一つに流れ合させ、土くれを固ま

らせることができるか。 39あなたはししのために食物を

狩り、子じしの食欲を満たすことができるか。 40彼らが

ほら穴に伏し、林のなかに待ち伏せする時、あなたはこ

の事をなすことができるか。 41からすの子が神に向かっ

て呼ばわり、食物がなくて、さまようとき、からすにえ

さを与える者はだれか。

39あなたは岩間のやぎが子を産むときを知っているか
。あなたは雌じかが子を産むのを見たことがあるか

。 2これらの妊娠の月を数えることができるか。これら

が産む時を知っているか。 3これらは身をかがめて子を

産み、そのはらみ子を産みいだす。 4その子は強くなっ

て、野に育ち、出て行って、その親のもとに帰らない。

5だれが野ろばを放って、自由にしたか。だれが野ろば

のつなぎを解いたか。 6わたしは荒野をその家として与

え、荒れ地をそのすみかとして与えた。 7これは町の騒

ぎをいやしめ、御者の呼ぶ声を聞きいれず、 8山を牧場

としてはせまわり、もろもろの青物を尋ね求める。 9野

牛は快くあなたに仕え、あなたの飼葉おけのかたわらに

とどまるだろうか。 10あなたは野牛に手綱をつけてうね

を歩かせることができるか、これはあなたに従って谷を

耕すであろうか。 11その力が強いからとて、あなたはこ

れに頼むであろうか。またあなたの仕事をこれに任せる

であろうか。 12あなたはこれにたよって、あなたの穀物

を打ち場に運び帰らせるであろうか。 13だちょうは威勢

よくその翼をふるう。しかしこれにはきれいな羽と羽毛

があるか。 14これはその卵を土の中に捨て置き、これを

砂のなかで暖め、 15足でつぶされることも、野の獣に踏

まれることも忘れている。 16これはその子に無情であっ

て、あたかも自分の子でないようにし、その苦労のむな

しくなるをも恐れない。 17これは神がこれに知恵を授け

ず、悟りを与えなかったゆえである。 18これがその身を

起して走る時には、馬をも、その乗り手をもあざける。

19あなたは馬にその力を与えることができるか。力をも

ってその首を装うことができるか。 20あなたはこれをい

なごのように、とばせることができるか。その鼻あらし

の威力は恐ろしい。 21これは谷であがき、その力に誇り

、みずから出ていって武器に向かう。 22これは恐れをあ

ざ笑って、驚くことなく、つるぎをさけて退くことがな

い。 23矢筒はその上に鳴り、やりと投げやりと、あいき

らめく。 24これはたけりつ、狂いつ、地をひとのみにし

、ラッパの音が鳴り渡っても、立ちどまることがない。

25これはラッパの鳴るごとにハアハアと言い、遠くから

戦いをかぎつけ、隊長の大声およびときの声を聞き知る

。 26たかが舞いあがり、その翼をのべて南に向かうのは

、あなたの知恵によるのか、 27わしがかけのぼり、その

巣を高い所につくるのは、あなたの命令によるのか。 28

これは岩の上にすみかを構え、岩のとがり、または険し

い所におり、 29そこから獲物をうかがう。その目の及ぶ

ところは遠い。 30そのひなもまた血を吸う。おおよそ殺

された者のある所には、これもそこにいる」。

40主はまたヨブに答えて言われた、 2「非難する者が

全能者と争おうとするのか、神と論ずる者はこれに
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答えよ」。 3そこで、ヨブは主に答えて言った、 4「見

よ、わたしはまことに卑しい者です、なんとあなたに答

えましょうか。ただ手を口に当てるのみです。 5わたし

はすでに一度言いました、また言いません、すでに二度

言いました、重ねて申しません」。 6主はまたつむじ風

の中からヨブに答えられた、 7「あなたは腰に帯して、

男らしくせよ。わたしはあなたに尋ねる、わたしに答え

よ。 8あなたはなお、わたしに責任を負わそうとするの

か。あなたはわたしを非とし、自分を是としようとする

のか。 9あなたは神のような腕を持っているのか、神の

ような声でとどろきわたることができるか。 10あなたは

威光と尊厳とをもってその身を飾り、栄光と華麗とをも

ってその身を装ってみよ。 11あなたのあふるる怒りを漏

らし、すべての高ぶる者を見て、これを低くせよ。 12す

べての高ぶる者を見て、これをかがませ、また悪人をそ

の所で踏みつけ、 13彼らをともにちりの中にうずめ、そ

の顔を隠れた所に閉じこめよ。 14そうすれば、わたしも

また、あなたをほめて、あなたの右の手はあなたを救う

ことができるとしよう。 15河馬を見よ、これはあなたと

同様にわたしが造ったもので、牛のように草を食う。 16

見よ、その力は腰にあり、その勢いは腹の筋にある。 17

これはその尾を香柏のように動かし、そのももの筋は互

にからみ合う。 18その骨は青銅の管のようで、その肋骨

は鉄の棒のようだ。 19これは神のわざの第一のものであ

って、これを造った者がこれにつるぎを授けた。 20山も

これがために食物をいだし、もろもろの野の獣もそこに

遊ぶ。 21これは酸棗の木の下に伏し、葦の茂み、または

沼に隠れている。 22酸棗の木はその陰でこれをおおい、

川の柳はこれをめぐり囲む。 23見よ、たとい川が荒れて

も、これは驚かない。ヨルダンがその口に注ぎかかって

も、これはあわてない。 24だれが、かぎでこれを捕える

ことができるか。だれが、わなでその鼻を貫くことがで

きるか。

41あなたはつり針でわにをつり出すことができるか。
糸でその舌を押えることができるか。 2あなたは葦

のなわをその鼻に通すことができるか。つり針でそのあ

ごを突き通すことができるか。 3これはしきりに、あな

たに願い求めるであろうか。柔らかな言葉をあなたに語

るであろうか。 4これはあなたと契約を結ぶであろうか

。あなたはこれを取って、ながくあなたのしもべとする

ことができるであろうか。 5あなたは鳥と戯れるように

これと戯れ、またあなたのおとめたちのために、これを

つないでおくことができるであろうか。 6商人の仲間は

これを商品として、小売商人の間に分けるであろうか。

7あなたは、もりでその皮を満たし、やすでその頭を突

き通すことができるか。 8あなたの手をこれの上に置け

、あなたは戦いを思い出して、再びこれをしないであろ

う。 9見よ、その望みはむなしくなり、これを見てすら

倒れる。 10あえてこれを激する勇気のある者はひとりも

ない。それで、だれがわたしの前に立つことができるか

。 11だれが先にわたしに与えたので、わたしはこれに報

いるのか。天が下にあるものは、ことごとくわたしのも

のだ。 12わたしはこれが全身と、その著しい力と、その

美しい構造について黙っていることはできない。 13だれ

がその上着をはぐことができるか。だれがその二重のよ

ろいの間にはいることができるか。 14だれがその顔の戸

を開くことができるか。そのまわりの歯は恐ろしい。 15

その背は盾の列でできていて、その堅く閉じたさまは密

封したように、 16相互に密接して、風もその間に、はい

ることができず、 17互に相連なり、固く着いて離すこと

ができない。 18これが、くしゃみすれば光を発し、その

目はあけぼののまぶたに似ている。 19その口からは、た

いまつが燃えいで、火花をいだす。 20その鼻の穴からは

煙が出てきて、さながら煮え立つなべの水煙のごとく、

燃える葦の煙のようだ。 21その息は炭火をおこし、その

口からは炎が出る。 22その首には力が宿っていて、恐ろ

しさが、その前に踊っている。 23その肉片は密接に相連

なり、固く身に着いて動かすことができない。 24その心

臓は石のように堅く、うすの下石のように堅い。 25その

身を起すときは勇士も恐れ、その衝撃によってあわて惑

う。 26つるぎがこれを撃っても、きかない、やりも、矢

も、もりも用をなさない。 27これは鉄を見ること、わら

のように、青銅を見ること朽ち木のようである。 28弓矢

もこれを逃がすことができない。石投げの石もこれには

、わらくずとなる。 29こん棒もわらくずのようにみなさ

れ、投げやりの響きを、これはあざ笑う。 30その下腹は

鋭いかわらのかけらのようで、麦こき板のようにその身

を泥の上に伸ばす。 31これは淵をかなえのように沸きか

えらせ、海を香油のなべのようにする。 32これは自分の

あとに光る道を残し、淵をしらがのように思わせる。 33

地の上にはこれと並ぶものなく、これは恐れのない者に

造られた。 34これはすべての高き者をさげすみ、すべて

の誇り高ぶる者の王である」。

42そこでヨブは主に答えて言った、 2「わたしは知り

ます、あなたはすべての事をなすことができ、また

いかなるおぼしめしでも、あなたにできないことはない

ことを。 3『無知をもって神の計りごとをおおうこの者

はだれか』。それゆえ、わたしはみずから悟らない事を

言い、みずから知らない、測り難い事を述べました。 4

『聞け、わたしは語ろう、わたしはあなたに尋ねる、わ

たしに答えよ』。 5わたしはあなたの事を耳で聞いてい

ましたが、今はわたしの目であなたを拝見いたします。

6それでわたしはみずから恨み、ちり灰の中で悔います

」。 7主はこれらの言葉をヨブに語られて後、テマンび

とエリパズに言われた、「わたしの怒りはあなたとあな

たのふたりの友に向かって燃える。あなたがたが、わた

しのしもべヨブのように正しい事をわたしについて述べ

なかったからである。 8それで今、あなたがたは雄牛七

頭、雄羊七頭を取って、わたしのしもべヨブの所へ行き

、あなたがたのために燔祭をささげよ。わたしのしもべ

ヨブはあなたがたのために祈るであろう。わたしは彼の

祈を受けいれるによって、あなたがたの愚かを罰するこ

とをしない。あなたがたはわたしのしもべヨブのように

正しい事をわたしについて述べなかったからである」。

9そこでテマンびとエリパズ、シュヒびとビルダデ、ナ

アマびとゾパルは行って、主が彼らに命じられたように

したので、主はヨブの祈を受けいれられた。 10ヨブがそ

の友人たちのために祈ったとき、主はヨブの繁栄をもと

にかえし、そして主はヨブのすべての財産を二倍に増さ

れた。 11そこで彼のすべての兄弟、すべての姉妹、およ

び彼の旧知の者どもことごとく彼のもとに来て、彼と共

にその家で飲み食いし、かつ主が彼にくだされたすべて

の災について彼をいたわり、慰め、おのおの銀一ケシタ

と金の輪一つを彼に贈った。 12主はヨブの終りを初めよ
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りも多く恵まれた。彼は羊一万四千頭、らくだ六千頭、

牛一千くびき、雌ろば一千頭をもった。 13また彼は男の

子七人、女の子三人をもった。 14彼はその第一の娘をエ

ミマと名づけ、第二をケジアと名づけ、第三をケレン・

ハップクと名づけた。 15全国のうちでヨブの娘たちほど

美しい女はなかった。父はその兄弟たちと同様に嗣業を

彼らにも与えた。 16この後、ヨブは百四十年生きながら

えて、その子とその孫と四代までを見た。 17ヨブは年老

い、日満ちて死んだ。
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詩篇

1悪しき者のはかりごとに歩まず、罪びとの道に立たず
、あざける者の座にすわらぬ人はさいわいである。 2

このような人は主のおきてをよろこび、昼も夜もそのお

きてを思う。 3このような人は流れのほとりに植えられ

た木の時が来ると実を結び、その葉もしぼまないように

、そのなすところは皆栄える。 4悪しき者はそうでない

、風の吹き去るもみがらのようだ。 5それゆえ、悪しき

者はさばきに耐えない。罪びとは正しい者のつどいに立

つことができない。 6主は正しい者の道を知られる。し

かし、悪しき者の道は滅びる。

2なにゆえ、もろもろの国びとは騒ぎたち、もろもろの
民はむなしい事をたくらむのか。 2地のもろもろの王

は立ち構え、もろもろのつかさはともに、はかり、主と

その油そそがれた者とに逆らって言う、 3「われらは彼

らのかせをこわし、彼らのきずなを解き捨てるであろう

」と。 4天に座する者は笑い、主は彼らをあざけられる

であろう。 5そして主は憤りをもって彼らに語り、激し

い怒りをもって彼らを恐れ惑わせて言われる、 6「わた

しはわが王を聖なる山シオンに立てた」と。 7わたしは

主の詔をのべよう。主はわたしに言われた、「おまえは

わたしの子だ。きょう、わたしはおまえを生んだ。 8わ

たしに求めよ、わたしはもろもろの国を嗣業としておま

えに与え、地のはてまでもおまえの所有として与える。

9おまえは鉄のつえをもって彼らを打ち破り、陶工の作

る器物のように彼らを打ち砕くであろう」と。 10それゆ

え、もろもろの王よ、賢くあれ、地のつかさらよ、戒め

をうけよ。 11恐れをもって主に仕え、おののきをもって

12その足に口づけせよ。さもないと主は怒って、あなた

がたを道で滅ぼされるであろう、その憤りがすみやかに

燃えるからである。すべて主に寄り頼む者はさいわいで

ある。

3ダビデがその子アブサロムを避けてのがれたときの歌
主よ、わたしに敵する者のいかに多いことでしょう。

わたしに逆らって立つ者が多く、 2「彼には神の助けが

ない」と、わたしについて言う者が多いのです。 (セラ)

3しかし主よ、あなたはわたしを囲む盾、わが栄え、わ

たしの頭を、もたげてくださるかたです。 4わたしが声

をあげて主を呼ばわると、主は聖なる山からわたしに答

えられる。 (セラ) 5わたしはふして眠り、また目をさま

す。主がわたしをささえられるからだ。 6わたしを囲ん

で立ち構えるちよろずの民をもわたしは恐れない。 7主

よ、お立ちください。わが神よ、わたしをお救いくださ

い。あなたはわたしのすべての敵のほおを打ち、悪しき

者の歯を折られるのです。 8救は主のものです。どうか

あなたの祝福があなたの民の上にありますように。 (セ

ラ)

4聖歌隊の指揮者によって琴にあわせてうたわせたダビ
デの歌わたしの義を助け守られる神よ、わたしが呼

ばわる時、お答えください。あなたはわたしが悩んでい

た時、わたしをくつろがせてくださいました。わたしを

あわれみ、わたしの祈をお聞きください。 2人の子らよ

、いつまでわたしの誉をはずかしめるのか。いつまでむ

なしい言葉を愛し、偽りを慕い求めるのか。 (セラ) 3し

かしあなたがたは知るがよい、主は神を敬う人をご自分

のために聖別されたことを。主はわたしが呼ばわる時に

おききくださる。 4あなたがたは怒っても、罪を犯して

はならない。床の上で静かに自分の心に語りなさい。

(セラ) 5義のいけにえをささげて主に寄り頼みなさい。

6多くの人は言う、「どうか、わたしたちに良い事が見

られるように。主よ、どうか、み顔の光をわたしたちの

上に照されるように」と。 7あなたがわたしの心にお与

えになった喜びは、穀物と、ぶどう酒の豊かな時の喜び

にまさるものでした。 8わたしは安らかに伏し、また眠

ります。主よ、わたしを安らかにおらせてくださるのは

、ただあなただけです。

5聖歌隊の指揮者によって笛にあわせてうたわせたダビ
デの歌主よ、わたしの言葉に耳を傾け、わたしの嘆き

に、み心をとめてください。 2わが王、わが神よ、わた

しの叫びの声をお聞きください。わたしはあなたに祈っ

ています。 3主よ、朝ごとにあなたはわたしの声を聞か

れます。わたしは朝ごとにあなたのためにいけにえを備

えて待ち望みます。 4あなたは悪しき事を喜ばれる神で

はない。悪人はあなたのもとに身を寄せることはできな

い。 5高ぶる者はあなたの目の前に立つことはできない

。あなたはすべて悪を行う者を憎まれる。 6あなたは偽

りを言う者を滅ぼされる。主は血を流す者と、人をだま

す者を忌みきらわれる。 7しかし、わたしはあなたの豊

かないつくしみによって、あなたの家に入り、聖なる宮

にむかって、かしこみ伏し拝みます。 8主よ、わたしの

あだのゆえに、あなたの義をもってわたしを導き、わた

しの前にあなたの道をまっすぐにしてください。 9彼ら

の口には真実がなく、彼らの心には滅びがあり、そのの

どは開いた墓、その舌はへつらいを言うのです。 10神よ

、どうか彼らにその罪を負わせ、そのはかりごとによっ

て、みずから倒れさせ、その多くのとがのゆえに彼らを

追いだしてください。彼らはあなたにそむいたからです

。 11しかし、すべてあなたに寄り頼む者を喜ばせ、とこ

しえに喜び呼ばわらせてください。また、み名を愛する

者があなたによって喜びを得るように、彼らをお守りく

ださい。 12主よ、あなたは正しい者を祝福し、盾をもっ

てするように、恵みをもってこれをおおい守られます。

6聖歌隊の指揮者によってシェミニテにあわせ琴をもっ
てうたわせたダビデの歌主よ、あなたの怒りをもっ

て、わたしを責めず、あなたの激しい怒りをもって、わ

たしを懲しめないでください。 2主よ、わたしをあわれ

んでください。わたしは弱り衰えています。主よ、わた

しをいやしてください。わたしの骨は悩み苦しんでいま

す。 3わたしの魂もまたいたく悩み苦しんでいます。主

よ、あなたはいつまでお怒りになるのですか。 4主よ、

かえりみて、わたしの命をお救いください。あなたのい

つくしみにより、わたしをお助けください。 5死におい

ては、あなたを覚えるものはなく、陰府においては、だ

れがあなたをほめたたえることができましょうか。 (Sheol

h7585) 6わたしは嘆きによって疲れ、夜ごとに涙をもって

、わたしのふしどをただよわせ、わたしのしとねをぬら

した。 7わたしの目は憂いによって衰え、もろもろのあ

だのゆえに弱くなった。 8すべて悪を行う者よ、わたし

を離れ去れ。主はわたしの泣く声を聞かれた。 9主はわ

たしの願いを聞かれた。主はわたしの祈をうけられる。
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10わたしの敵は恥じて、いたく悩み苦しみ、彼らは退い

て、たちどころに恥をうけるであろう。

7ベニヤミンびとクシのことについてダビデが主にむか
ってうたったシガヨンの歌わが神、主よ、わたしは

あなたに寄り頼みます。どうかすべての追い迫る者から

わたしを救い、わたしをお助けください。 2さもないと

彼らは、ししのように、わたしをかき裂き、助ける者の

来ないうちに、引いて行くでしょう。 3わが神、主よ、

もしわたしがこの事を行ったならば、もしわたしの手に

よこしまな事があるならば、 4もしわたしの友に悪をも

って報いたことがあり、ゆえなく、敵のものを略奪した

ことがあるならば、 5敵にわたしを追い捕えさせ、わた

しの命を地に踏みにじらせ、わたしの魂をちりにゆだね

させてください。 (セラ) 6主よ、怒りをもって立ち、わ

たしの敵の憤りにむかって立ちあがり、わたしのために

目をさましてください。あなたはさばきを命じられまし

た。 7もろもろの民をあなたのまわりにつどわせ、その

上なる高みくらにおすわりください。 8主はもろもろの

民をさばかれます。主よ、わたしの義と、わたしにある

誠実とに従って、わたしをさばいてください。 9どうか

悪しき者の悪を断ち、正しき者を堅く立たせてください

。義なる神よ、あなたは人の心と思いとを調べられます

。 10わたしを守る盾は神である。神は心の直き者を救わ

れる。 11神は義なるさばきびと、日ごとに憤りを起され

る神である。 12もし人が悔い改めないならば、神はその

つるぎをとぎ、その弓を張って構え、 13また死に至らせ

る武器を備え、その矢を火矢とされる。 14見よ、悪しき

者は邪悪をはらみ、害毒をやどし、偽りを生む。 15彼は

穴を掘って、それを深くし、みずから作った穴に陥る。

16その害毒は自分のかしらに帰り、その強暴は自分のこ

うべに下る。 17わたしは主にむかって、その義にふさわ

しい感謝をささげ、いと高き者なる主の名をほめ歌うで

あろう。

8聖歌隊の指揮者によってギテトにあわせてうたわせた
ダビデの歌主、われらの主よ、あなたの名は地にあ

まねく、いかに尊いことでしょう。あなたの栄光は天の

上にあり、 2みどりごと、ちのみごとの口によって、ほ

めたたえられています。あなたは敵と恨みを晴らす者と

を静めるため、あだに備えて、とりでを設けられました

。 3わたしは、あなたの指のわざなる天を見、あなたが

設けられた月と星とを見て思います。 4人は何者なので

、これをみ心にとめられるのですか、人の子は何者なの

で、これを顧みられるのですか。 5ただ少しく人を神よ

りも低く造って、栄えと誉とをこうむらせ、 6これにみ

手のわざを治めさせ、よろずの物をその足の下におかれ

ました。 7すべての羊と牛、また野の獣、 8空の鳥と海

の魚、海路を通うものまでも。 9主、われらの主よ、あ

なたの名は地にあまねく、いかに尊いことでしょう。

9聖歌隊の指揮者によってムツラベンのしらべにあわせ
てうたわせたダビデの歌わたしは心をつくして主に

感謝し、あなたのくすしきみわざをことごとく宣べ伝え

ます。 2いと高き者よ、あなたによってわたしは喜びか

つ楽しみ、あなたの名をほめ歌います。 3わたしの敵は

退くとき、つまずき倒れてあなたの前に滅びました。 4

あなたがわたしの正しい訴えを助け守られたからです。

あなたはみくらに座して、正しいさばきをされました。

5あなたはもろもろの国民を責め、悪しき者を滅ぼし、

永久に彼らの名を消し去られました。 6敵は絶えはてて

、とこしえに滅び、あなたが滅ぼされたもろもろの町は

その記憶さえ消えうせました。 7しかし主はとこしえに

、み位に座し、さばきのために、みくらを設けられまし

た。 8主は正義をもって世界をさばき、公平をもっても

ろもろの民をさばかれます。 9主はしえたげられる者の

とりで、なやみの時のとりでです。 10み名を知る者はあ

なたに寄り頼みます。主よ、あなたを尋ね求める者をあ

なたは捨てられたことがないからです。 11シオンに住ま

われる主にむかってほめうたい、そのみわざをもろもろ

の民のなかに宣べ伝えよ。 12血を流す者にあだを報いら

れる主は彼らを心にとめ、苦しむ者の叫びをお忘れにな

らないからです。 13主よ、わたしをあわれんでください

。死の門からわたしを引きあげられる主よ、あだする者

のわたしを悩ますのをみそなわしてください。 14そうす

れば、わたしはあなたのすべての誉を述べ、シオンの娘

の門で、あなたの救を喜ぶことができましょう。 15もろ

もろの国民は自分の作った穴に陥り、隠し設けた網に自

分の足を捕えられる。 16主はみずからを知らせ、さばき

を行われた。悪しき者は自分の手で作ったわなに捕えら

れる。[ヒガヨン、セラ 17悪しき者、また神を忘れるも

ろもろの国民は陰府へ去って行く。 (Sheol h7585) 18貧しい

者は常に忘れられるのではない。苦しむ者の望みはとこ

しえに滅びるのではない。 19主よ、立ちあがってくださ

い。人に勝利を得させず、もろもろの国民に、み前でさ

ばきを受けさせてください。 20主よ、彼らに恐れを起さ

せ、もろもろの国民に自分がただ、人であることを知ら

せてください。 (セラ)

10主よ、なにゆえ遠く離れて立たれるのですか。なに
ゆえ悩みの時に身を隠されるのですか。 2悪しき者

は高ぶって貧しい者を激しく責めます。どうぞ彼らがそ

の企てたはかりごとにみずから捕えられますように。 3

悪しき者は自分の心の願いを誇り、むさぼる者は主をの

ろい、かつ捨てる。 4悪しき者は誇り顔をして、神を求

めない。その思いに、すべて「神はない」という。 5彼

の道は常に栄え、あなたのさばきは彼を離れて高く、彼

はそのすべてのあだを口先で吹く。 6彼は心の内に言う

、「わたしは動かされることはなく、世々わざわいにあ

うことがない」と。 7その口はのろいと、欺きと、しえ

たげとに満ち、その舌の下には害毒と不正とがある。 8

彼は村里の隠れ場におり、忍びやかな所で罪のない者を

殺す。その目は寄るべなき者をうかがい、 9隠れ場にひ

そむししのように、ひそかに待ち伏せする。彼は貧しい

者を捕えようと待ち伏せし、貧しい者を網にひきいれて

捕える。 10寄るべなき者は彼の力によって打ちくじかれ

、衰え、倒れる。 11彼は心のうちに言う、「神は忘れた

、神はその顔を隠した、神は絶えて見ることはなかろう

」と。 12主よ、立ちあがってください。神よ、み手をあ

げてください。苦しむ者を忘れないでください。 13なに

ゆえ、悪しき者は神を侮り、心のうちに「あなたはとが

めることをしない」と言うのですか。 14あなたはみそな

わし、悩みと苦しみとを見て、それをみ手に取られます

。寄るべなき者はあなたに身をゆだねるのです。あなた

はいつもみなしごを助けられました。 15悪しき者と悪を

行う者の腕を折り、その悪を一つも残さないまでに探り

出してください。 16主はとこしえに王でいらせられる。
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もろもろの国民は滅びて主の国から跡を断つでしょう。

17主よ、あなたは柔和な者の願いを聞き、その心を強く

し、耳を傾けて、 18みなしごと、しえたげられる者との

ためにさばきを行われます。地に属する人は再び人を脅

かすことはないでしょう。

11聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌わ
たしは主に寄り頼む。なにゆえ、あなたがたはわた

しにむかって言うのか、「鳥のように山にのがれよ。 2

見よ、悪しき者は、暗やみで、心の直き者を射ようと弓

を張り、弦に矢をつがえている。 3基が取りこわされる

ならば、正しい者は何をなし得ようか」と。 4主はその

聖なる宮にいまし、主のみくらは天にあり、その目は人

の子らをみそなわし、そのまぶたは人の子らを調べられ

る。 5主は正しき者をも、悪しき者をも調べ、そのみ心

は乱暴を好む者を憎まれる。 6主は悪しき者の上に炭火

と硫黄とを降らせられる。燃える風は彼らがその杯にう

くべきものである。 7主は正しくいまして、正しい事を

愛されるからである。直き者は主のみ顔を仰ぎ見るであ

ろう。

12聖歌隊の指揮者によってシェミニテにあわせてうた
わせたダビデの歌主よ、お助けください。神を敬

う人は絶え、忠信な者は人の子らのなかから消えうせま

した。 2人はみなその隣り人に偽りを語り、へつらいの

くちびると、ふたごころとをもって語る。 3主はすべて

のへつらいのくちびると、大きな事を語る舌とを断たれ

るように。 4彼らは言う、「わたしたちは舌をもって勝

を得よう、わたしたちのくちびるはわたしたちのものだ

、だれがわたしたちの主人であるか」と。 5主は言われ

る、「貧しい者がかすめられ、乏しい者が嘆くゆえに、

わたしはいま立ちあがって、彼らをその慕い求める安全

な所に置こう」と。 6主のことばは清き言葉である。地

に設けた炉で練り、七たびきよめた銀のようである。 7

主よ、われらを保ち、とこしえにこの人々から免れさせ

てください。 8卑しい事が人の子のなかにあがめられて

いる時、悪しき者はいたる所でほしいままに歩いていま

す。

13聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌主
よ、いつまでなのですか。とこしえにわたしをお忘

れになるのですか。いつまで、み顔をわたしに隠される

のですか。 2いつまで、わたしは魂に痛みを負い、ひね

もす心に悲しみをいだかなければならないのですか。い

つまで敵はわたしの上にあがめられるのですか。 3わが

神、主よ、みそなわして、わたしに答え、わたしの目を

明らかにしてください。さもないと、わたしは死の眠り

に陥り、 4わたしの敵は「わたしは敵に勝った」と言い

、わたしのあだは、わたしの動かされることによって喜

ぶでしょう。 5しかしわたしはあなたのいつくしみに信

頼し、わたしの心はあなたの救を喜びます。 6主は豊か

にわたしをあしらわれたゆえ、わたしは主にむかって歌

います。

14聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌愚
かな者は心のうちに「神はない」と言う。彼らは腐

れはて、憎むべき事をなし、善を行う者はない。 2主は

天から人の子らを見おろして、賢い者、神をたずね求め

る者があるかないかを見られた。 3彼らはみな迷い、み

なひとしく腐れた。善を行う者はない、ひとりもない。

4すべて悪を行う者は悟りがないのか。彼らは物食うよ

うにわが民をくらい、また主を呼ぶことをしない。 5そ

の時、彼らは大いに恐れた。神は正しい者のやからと共

におられるからである。 6あなたがたは貧しい者の計画

をはずかしめようとする。しかし主は彼の避け所である

。 7どうか、シオンからイスラエルの救が出るように。

主がその民の繁栄を回復されるとき、ヤコブは喜び、イ

スラエルは楽しむであろう。

15ダビデの歌主よ、あなたの幕屋にやどるべき者は
だれですか、あなたの聖なる山に住むべき者はだれ

ですか。 2直く歩み、義を行い、心から真実を語る者、

3その舌をもってそしらず、その友に悪をなさず、隣り

人に対するそしりを取りあげず、 4その目は神に捨てら

れた者を卑しめ、主を恐れる者を尊び、誓った事は自分

の損害になっても変えることなく、 5利息をとって金銭

を貸すことなく、まいないを取って罪のない者の不利を

はかることをしない人である。これらの事を行う者はと

こしえに動かされることはない。

16ダビデのミクタムの歌神よ、わたしをお守りくだ
さい。わたしはあなたに寄り頼みます。 2わたしは

主に言う、「あなたはわたしの主、あなたのほかにわた

しの幸はない」と。 3地にある聖徒は、すべてわたしの

喜ぶすぐれた人々である。 4おおよそ、ほかの神を選ぶ

者は悲しみを増す。わたしは彼らのささげる血の灌祭を

注がず、その名を口にとなえることをしない。 5主はわ

たしの嗣業、またわたしの杯にうくべきもの。あなたは

わたしの分け前を守られる。 6測りなわは、わたしのた

めに好ましい所に落ちた。まことにわたしは良い嗣業を

得た。 7わたしにさとしをさずけられる主をほめまつる

。夜はまた、わたしの心がわたしを教える。 8わたしは

常に主をわたしの前に置く。主がわたしの右にいますゆ

え、わたしは動かされることはない。 9このゆえに、わ

たしの心は楽しみ、わたしの魂は喜ぶ。わたしの身もま

た安らかである。 10あなたはわたしを陰府に捨ておかれ

ず、あなたの聖者に墓を見させられないからである。

(Sheol h7585) 11あなたはいのちの道をわたしに示される。

あなたの前には満ちあふれる喜びがあり、あなたの右に

は、とこしえにもろもろの楽しみがある。

17ダビデの祈主よ、正しい訴えを聞き、わたしの叫
びにみ心をとめ、偽りのないくちびるから出るわた

しの祈に耳を傾けてください。 2どうかわたしについて

の宣告がみ前から出て、あなたの目が公平をみられるよ

うに。 3あなたがわたしの心をためし、夜、わたしに臨

み、わたしを試みられても、わたしのうちになんの悪い

思いをも見いだされないでしょう。わたしの口も罪を犯

しません。 4人のおこないの事をいえば、あなたのくち

びるの言葉によって、わたしは不法な者の道を避けまし

た。 5わたしの歩みはあなたの道に堅く立ち、わたしの

足はすべることがなかったのです。 6神よ、わたしはあ

なたに呼ばわります。あなたはわたしに答えられます。

どうか耳を傾けて、わたしの述べることをお聞きくださ

い。 7寄り頼む者をそのあだから右の手で救われる者よ

、あなたのいつくしみを驚くばかりにあらわし、 8ひと

みのようにわたしを守り、みつばさの陰にわたしを隠し

、 9わたしをしえたげる悪しき者から、わたしを囲む恐
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ろしい敵から、のがれさせてください。 10彼らはその心

を閉じて、あわれむことなく、その口をもって高ぶって

語るのです。 11彼らはわたしを追いつめ、わたしを囲み

、わたしを地に投げ倒さんと、その目をそそぎます。 12

彼らはかき裂かんと、いらだつししのごとく、隠れた所

にひそみ待つ子じしのようです。 13主よ、立ちあがって

、彼らに立ちむかい、彼らを倒してください。つるぎを

もって悪しき者からわたしのいのちをお救いください。

14主よ、み手をもって人々からわたしをお救いください

。すなわち自分の分け前をこの世で受け、あなたの宝を

もってその腹を満たされる世の人々からわたしをお救い

ください。彼らは多くの子に飽き足り、その富を幼な子

に残すのです。 15しかしわたしは義にあって、み顔を見

、目ざめる時、みかたちを見て、満ち足りるでしょう。

18聖歌隊の指揮者によってうたわせた主のしもべダビ
デの歌、すなわち主がもろもろのあだの手とサウル

の手から救い出された日にダビデはこの歌の言葉を主に

むかって述べて言った わが力なる主よ、わたしはあなた

を愛します。 2主はわが岩、わが城、わたしを救う者、

わが神、わが寄り頼む岩、わが盾、わが救の角、わが高

きやぐらです。 3わたしはほめまつるべき主に呼ばわっ

て、わたしの敵から救われるのです。 4死の綱は、わた

しを取り巻き、滅びの大水は、わたしを襲いました。 5

陰府の綱は、わたしを囲み、死のわなは、わたしに立ち

むかいました。 (Sheol h7585) 6わたしは悩みのうちに主に

呼ばわり、わが神に叫び求めました。主はその宮からわ

たしの声を聞かれ、主にさけぶわたしの叫びがその耳に

達しました。 7そのとき地は揺れ動き、山々の基は震い

動きました。主がお怒りになったからです。 8煙はその

鼻から立ちのぼり、火はその口から出て焼きつくし、炭

はそれによって燃えあがりました。 9主は天をたれて下

られ、暗やみがその足の下にありました。 10主はケルブ

に乗って飛び、風の翼をもってかけり、 11やみをおおい

として、自分のまわりに置き、水を含んだ暗い濃き雲を

その幕屋とされました。 12そのみ前の輝きから濃き雲を

破って、ひょうと燃える炭とが降ってきました。 13主は

また天に雷をとどろかせ、いと高き者がみ声を出される

と、ひょうと燃える炭とが降ってきました。 14主は矢を

放って彼らを散らし、いなずまをひらめかして彼らを打

ち敗られました。 15主よ、そのとき、あなたのとがめと

、あなたの鼻のいぶきとによって、海の底はあらわれ、

地の基があらわになったのです。 16主は高い所からみ手

を伸べて、わたしを捕え、大水からわたしを引きあげ、

17わたしの強い敵と、わたしを憎む者とからわたしを助

け出されました。彼らはわたしにまさって強かったから

です。 18彼らはわたしの災の日にわたしを襲いました。

しかし主はわたしのささえとなられました。 19主はわた

しを広い所につれ出し、わたしを喜ばれるがゆえに、わ

たしを助けられました。 20主はわたしの義にしたがって

わたしに報い、わたしの手の清きにしたがってわたしに

報いかえされました。 21わたしは主の道を守り、悪意を

もって、わが神を離れたことがなかったのです、 22その

すべてのおきてはわたしの前にあって、わたしはその定

めを捨てたことがなかったのです。 23わたしは主の前に

欠けたところがなく、自分を守って罪を犯しませんでし

た。 24このゆえに主はわたしの義にしたがい、その目の

前にわたしの手の清きにしたがってわたしに報いられま

した。 25あなたはいつくしみある者には、いつくしみあ

る者となり、欠けたところのない者には、欠けたところ

のない者となり、 26清い者には、清い者となり、ひがん

だ者には、ひがんだ者となられます。 27あなたは苦しん

でいる民を救われますが、高ぶる目をひくくされるので

す。 28あなたはわたしのともしびをともし、わが神、主

はわたしのやみを照されます。 29まことに、わたしはあ

なたによって敵軍を打ち破り、わが神によって城壁をと

び越えることができます。 30この神こそ、その道は完全

であり、主の言葉は真実です。主はすべて寄り頼む者の

盾です。 31主のほかに、だれが神でしょうか。われらの

神のほかに、だれが岩でしょうか。 32神はわたしに力を

帯びさせ、わたしの道を安全にされました。 33神はわた

しの足をめじかの足のようにされ、わたしを高い所に安

全に立たせ、 34わたしの手を戦いに慣らされたので、わ

たしの腕は青銅の弓をもひくことができます。 35あなた

はその救の盾をわたしに与え、あなたの右の手はわたし

をささえ、あなたの助けはわたしを大いなる者とされま

した。 36あなたがわたしの歩む所を広くされたので、わ

たしの足はすべらなかったのです。 37わたしは敵を追っ

て、これに追いつき、これを滅ぼしつくすまでは帰らな

かったのです。 38わたしが彼らを突き通したので、彼ら

は立ちあがることができず、わたしの足もとに倒れまし

た。 39あなたは戦いのためにわたしに力を帯びさせ、わ

たしに立ち向かう者らをわたしのもとに、かがませられ

ました。 40あなたは敵にその後をわたしに向けさせられ

たので、わたしは自分を憎む者を滅ぼしました。 41彼ら

は助けを叫び求めたが、救う者はなく、主にむかって叫

んだけれども、彼らに答えられなかったのです。 42わた

しは彼らを風の前のちりのように細かに砕き、ちまたの

泥のように打ち捨てました。 43あなたは民の争いからわ

たしを救い、わたしをもろもろの国民のかしらとされま

した。わたしの知らなかった民がわたしに仕えました。

44彼らはわたしの事を聞くと、ただちにわたしに従い、

異邦の人々はきて、わたしにへつらいました。 45異邦の

人々は打ちしおれて、その城から震えながら出てきまし

た。 46主は生きておられます。わが岩はほむべきかな。

わが救の神はあがむべきかな。 47神はわたしにあだを報

いさせ、もろもろの民をわたしのもとに従わせ、 48わた

しの敵からわたしを救い出されました。まことに、あな

たはわたしに逆らって起りたつ者の上にわたしをあげ、

不法の人からわたしを救い出されました。 49このゆえに

主よ、わたしはもろもろの国民のなかであなたをたたえ

、あなたのみ名をほめ歌います。 50主はその王に大いな

る勝利を与え、その油そそがれた者に、ダビデとその子

孫とに、とこしえにいつくしみを加えられるでしょう。

19聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌も
ろもろの天は神の栄光をあらわし、大空はみ手のわ

ざをしめす。 2この日は言葉をかの日につたえ、この夜

は知識をかの夜につげる。 3話すことなく、語ることな

く、その声も聞えないのに、 4その響きは全地にあまね

く、その言葉は世界のはてにまで及ぶ。神は日のために

幕屋を天に設けられた。 5日は花婿がその祝のへやから

出てくるように、また勇士が競い走るように、その道を

喜び走る。 6それは天のはてからのぼって、天のはてに

まで、めぐって行く。その暖まりをこうむらないものは

ない。 7主のおきては完全であって、魂を生きかえらせ
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、主のあかしは確かであって、無学な者を賢くする。 8

主のさとしは正しくて、心を喜ばせ、主の戒めはまじり

なくて、眼を明らかにする。 9主を恐れる道は清らかで

、とこしえに絶えることがなく、主のさばきは真実であ

って、ことごとく正しい。 10これらは金よりも、多くの

純金よりも慕わしく、また蜜よりも、蜂の巣のしたたり

よりも甘い。 11あなたのしもべは、これらによって戒め

をうける。これらを守れば、大いなる報いがある。 12だ

れが自分のあやまちを知ることができましようか。どう

か、わたしを隠れたとがから解き放ってください。 13ま

た、あなたのしもべを引きとめて、故意の罪を犯させず

、これに支配されることのないようにしてください。そ

うすれば、わたしはあやまちのない者となって、大いな

るとがを免れることができるでしょう。 14わが岩、わが

あがないぬしなる主よ、どうか、わたしの口の言葉と、

心の思いがあなたの前に喜ばれますように。

20聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌主
が悩みの日にあなたに答え、ヤコブの神のみ名があ

なたを守られるように。 2主が聖所から助けをあなたに

おくり、シオンからあなたをささえ、 3あなたのもろも

ろの供え物をみ心にとめ、あなたの燔祭をうけられるよ

うに。 (セラ) 4主があなたの心の願いをゆるし、あなた

のはかりごとをことごとく遂げさせられるように。 5わ

れらがあなたの勝利を喜びうたい、われらの神のみ名に

よって旗を揚げるように。主があなたの求めをすべて遂

げさせられるように。 6今わたしは知る、主はその油そ

そがれた者を助けられることを。主はその右の手による

大いなる勝利をもってその聖なる天から彼に答えられる

であろう。 7ある者は戦車を誇り、ある者は馬を誇る。

しかしわれらは、われらの神、主のみ名を誇る。 8彼ら

はかがみ、また倒れる。しかしわれらは起きて、まっす

ぐに立つ。 9主よ、王に勝利をおさずけください。われ

らが呼ばわる時、われらにお答えください。

21聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌主
よ、王はあなたの力によって喜び、あなたの助けに

よって、いかに大きな喜びをもつことでしょう。 2あな

たは彼の心の願いをゆるし、そのくちびるの求めをいな

まれなかった。 (セラ) 3あなたは大いなる恵みをもって

彼を迎え、そのかしらに純金の冠をいただかせられる。

4彼がいのちを求めると、あなたはそれを彼にさずけ、

世々限りなくそのよわいを長くされた。 5あなたの助け

によって彼の栄光は大きい。あなたは誉と威厳とを彼に

与えられる。 6まことに、あなたは彼をとこしえに恵ま

れた者とし、み前に喜びをもって楽しませられる。 7王

は主に信頼するゆえ、いと高き者のいつくしみをこうむ

って、動かされることはない。 8あなたの手はもろもろ

の敵を尋ね出し、あなたの右の手はあなたを憎む者を尋

ね出すであろう。 9あなたが怒る時、彼らを燃える炉の

ようにするであろう。主はみ怒りによって彼らをのみつ

くされる。火は彼らを食いつくすであろう。 10あなたは

彼らのすえを地から断ち、彼らの種を人の子らの中から

滅ぼすであろう。 11たとい彼らがあなたにむかって悪い

事を企て、悪いはかりごとを思いめぐらしても、なし遂

げることはできない。 12あなたは彼らを逃げ走らせ、あ

なたの弓弦を張って、彼らの顔をねらうであろう。 13主

よ、力をあらわして、みずからを高くしてください。わ

れらはあなたの大能をうたい、かつほめたたえるでしょ

う。

22聖歌隊の指揮者によってあけぼののめじかのしらべ
にあわせてうたわせたダビデの歌わが神、わが神

、なにゆえわたしを捨てられるのですか。なにゆえ遠く

離れてわたしを助けず、わたしの嘆きの言葉を聞かれな

いのですか。 2わが神よ、わたしが昼よばわっても、あ

なたは答えられず、夜よばわっても平安を得ません。 3

しかしイスラエルのさんびの上に座しておられるあなた

は聖なるおかたです。 4われらの先祖たちはあなたに信

頼しました。彼らが信頼したので、あなたは彼らを助け

られました。 5彼らはあなたに呼ばわって救われ、あな

たに信頼して恥をうけなかったのです。 6しかし、わた

しは虫であって、人ではない。人にそしられ、民に侮ら

れる。 7すべてわたしを見る者は、わたしをあざ笑い、

くちびるを突き出し、かしらを振り動かして言う、 8「

彼は主に身をゆだねた、主に彼を助けさせよ。主は彼を

喜ばれるゆえ、主に彼を救わせよ」と。 9しかし、あな

たはわたしを生れさせ、母のふところにわたしを安らか

に守られた方です。 10わたしは生れた時から、あなたに

ゆだねられました。母の胎を出てからこのかた、あなた

はわたしの神でいらせられました。 11わたしを遠く離れ

ないでください。悩みが近づき、助ける者がないのです

。 12多くの雄牛はわたしを取り巻き、バシャンの強い雄

牛はわたしを囲み、 13かき裂き、ほえたけるししのよう

に、わたしにむかって口を開く。 14わたしは水のように

注ぎ出され、わたしの骨はことごとくはずれ、わたしの

心臓は、ろうのように、胸のうちで溶けた。 15わたしの

力は陶器の破片のようにかわき、わたしの舌はあごにつ

く。あなたはわたしを死のちりに伏させられる。 16まこ

とに、犬はわたしをめぐり、悪を行う者の群れがわたし

を囲んで、わたしの手と足を刺し貫いた。 17わたしは自

分の骨をことごとく数えることができる。彼らは目をと

めて、わたしを見る。 18彼らは互にわたしの衣服を分け

、わたしの着物をくじ引にする。 19しかし主よ、遠く離

れないでください。わが力よ、速く来てわたしをお助け

ください。 20わたしの魂をつるぎから、わたしのいのち

を犬の力から助け出してください。 21わたしをししの口

から、苦しむわが魂を野牛の角から救い出してください

。 22わたしはあなたのみ名を兄弟たちに告げ、会衆の中

であなたをほめたたえるでしょう。 23主を恐れる者よ、

主をほめたたえよ。ヤコブのもろもろのすえよ、主をあ

がめよ。イスラエルのもろもろのすえよ、主をおじおそ

れよ。 24主が苦しむ者の苦しみをかろんじ、いとわれず

、またこれにみ顔を隠すことなく、その叫ぶときに聞か

れたからである。 25大いなる会衆の中で、わたしのさん

びはあなたから出るのです。わたしは主を恐れる者の前

で、わたしの誓いを果します。 26貧しい者は食べて飽く

ことができ、主を尋ね求める者は主をほめたたえるでし

ょう。どうか、あなたがたの心がとこしえに生きるよう

に。 27地のはての者はみな思い出して、主に帰り、もろ

もろの国のやからはみな、み前に伏し拝むでしょう。 28

国は主のものであって、主はもろもろの国民を統べ治め

られます。 29地の誇り高ぶる者はみな主を拝み、ちりに

下る者も、おのれを生きながらえさせえない者も、みな

そのみ前にひざまずくでしょう。 30子々孫々、主に仕え
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、人々は主のことをきたるべき代まで語り伝え、 31主が

なされたその救を後に生れる民にのべ伝えるでしょう。

23ダビデの歌主はわたしの牧者であって、わたしに
は乏しいことがない。 2主はわたしを緑の牧場に伏

させ、いこいのみぎわに伴われる。 3主はわたしの魂を

いきかえらせ、み名のためにわたしを正しい道に導かれ

る。 4たといわたしは死の陰の谷を歩むとも、わざわい

を恐れません。あなたがわたしと共におられるからです

。あなたのむちと、あなたのつえはわたしを慰めます。

5あなたはわたしの敵の前で、わたしの前に宴を設け、

わたしのこうべに油をそそがれる。わたしの杯はあふれ

ます。 6わたしの生きているかぎりは必ず恵みといつく

しみとが伴うでしょう。わたしはとこしえに主の宮に住

むでしょう。

24ダビデの歌地と、それに満ちるもの、世界と、そ
のなかに住む者とは主のものである。 2主はその基

を大海のうえにすえ、大川のうえに定められた。 3主の

山に登るべき者はだれか。その聖所に立つべき者はだれ

か。 4手が清く、心のいさぎよい者、その魂がむなしい

事に望みをかけない者、偽って誓わない者こそ、その人

である。 5このような人は主から祝福をうけ、その救の

神から義をうける。 6これこそ主を慕う者のやから、ヤ

コブの神の、み顔を求める者のやからである。(セラ) 7

門よ、こうべをあげよ。とこしえの戸よ、あがれ。栄光

の王がはいられる。 8栄光の王とはだれか。強く勇まし

い主、戦いに勇ましい主である。 9門よ、こうべをあげ

よ。とこしえの戸よ、あがれ。栄光の王がはいられる。

10この栄光の王とはだれか。万軍の主、これこそ栄光の

王である。 (セラ)

25ダビデの歌主よ、わが魂はあなたを仰ぎ望みます
。 2わが神よ、わたしはあなたに信頼します。どう

か、わたしをはずかしめず、わたしの敵を勝ち誇らせな

いでください。 3すべてあなたを待ち望む者をはずかし

めず、みだりに信義にそむく者をはずかしめてください

。 4主よ、あなたの大路をわたしに知らせ、あなたの道

をわたしに教えてください。 5あなたのまことをもって

、わたしを導き、わたしを教えてください。あなたはわ

が救の神です。わたしはひねもすあなたを待ち望みます

。 6主よ、あなたのあわれみと、いつくしみとを思い出

してください。これはいにしえから絶えることがなかっ

たのです。 7わたしの若き時の罪と、とがとを思い出さ

ないでください。主よ、あなたの恵みのゆえに、あなた

のいつくしみにしたがって、わたしを思い出してくださ

い。 8主は恵みふかく、かつ正しくいらせられる。それ

ゆえ、主は道を罪びとに教え、 9へりくだる者を公義に

導き、へりくだる者にその道を教えられる。 10主のすべ

ての道はその契約とあかしとを守る者にはいつくしみで

あり、まことである。 11主よ、み名のために、わたしの

罪をおゆるしください。わたしの罪は大きいのです。 12

主を恐れる人はだれか。主はその選ぶべき道をその人に

教えられる。 13彼はみずからさいわいに住まい、そのす

えは地を継ぐであろう。 14主の親しみは主をおそれる者

のためにあり、主はその契約を彼らに知らせられる。 15

わたしの目は常に主に向かっている。主はわたしの足を

網から取り出されるからである。 16わたしをかえりみ、

わたしをあわれんでください。わたしはひとりわびしく

苦しんでいるのです。 17わたしの心の悩みをゆるめ、わ

たしを苦しみから引き出してください。 18わたしの苦し

み悩みをかえりみ、わたしのすべての罪をおゆるしくだ

さい。 19わたしの敵がいかに多く、かつ激しい憎しみを

もってわたしを憎んでいるかをごらんください。 20わた

しの魂を守り、わたしをお助けください。わたしをはず

かしめないでください。わたしはあなたに寄り頼んでい

ます。 21どうか、誠実と潔白とが、わたしを守ってくれ

るように。わたしはあなたを待ち望んでいます。 22神よ

、イスラエルをあがない、すべての悩みから救いだして

ください。

26ダビデの歌主よ、わたしをさばいてください。わ
たしは誠実に歩み、迷うことなく主に信頼していま

す。 2主よ、わたしをためし、わたしを試み、わたしの

心と思いとを練りきよめてください。 3あなたのいつく

しみはわたしの目の前にあり、わたしはあなたのまこと

によって歩みました。 4わたしは偽る人々と共にすわら

ず、偽善者と交わらず、 5悪を行う者のつどいを憎み、

悪しき者と共にすわることをしません。 6主よ、わたし

は手を洗って、罪のないことを示し、あなたの祭壇をめ

ぐって、 7感謝の歌を声高くうたい、あなたのくすしき

みわざをことごとくのべ伝えます。 8主よ、わたしはあ

なたの住まわれる家と、あなたの栄光のとどまる所とを

愛します。 9どうか、わたしを罪びとと共に、わたしの

いのちを、血を流す人々と共に、取り去らないでくださ

い。 10彼らの手には悪い企てがあり、彼らの右の手は、

まいないで満ちています。 11しかしわたしは誠実に歩み

ます。わたしをあがない、わたしをあわれんでください

。 12わたしの足は平らかな所に立っています。わたしは

会衆のなかで主をたたえましょう。

27ダビデの歌主はわたしの光、わたしの救だ、わた
しはだれを恐れよう。主はわたしの命のとりでだ。

わたしはだれをおじ恐れよう。 2わたしのあだ、わたし

の敵である悪を行う者どもが、襲ってきて、わたしをそ

しり、わたしを攻めるとき、彼らはつまずき倒れるであ

ろう。 3たとい軍勢が陣営を張って、わたしを攻めても

、わたしの心は恐れない。たといいくさが起って、わた

しを攻めても、なおわたしはみずから頼むところがある

。 4わたしは一つの事を主に願った、わたしはそれを求

める。わたしの生きるかぎり、主の家に住んで、主のう

るわしきを見、その宮で尋ねきわめることを。 5それは

主が悩みの日に、その仮屋のうちにわたしを潜ませ、そ

の幕屋の奥にわたしを隠し、岩の上にわたしを高く置か

れるからである。 6今わたしのこうべはわたしをめぐる

敵の上に高くあげられる。それゆえ、わたしは主の幕屋

で喜びの声をあげて、いけにえをささげ、歌って、主を

ほめたたえるであろう。 7主よ、わたしが声をあげて呼

ばわるとき、聞いて、わたしをあわれみ、わたしに答え

てください。 8あなたは仰せられました、「わが顔をた

ずね求めよ」と。あなたにむかって、わたしの心は言い

ます、「主よ、わたしはみ顔をたずね求めます」と。 9

み顔をわたしに隠さないでください。怒ってあなたのし

もべを退けないでください。あなたはわたしの助けです

。わが救の神よ、わたしを追い出し、わたしを捨てない

でください。 10たとい父母がわたしを捨てても、主がわ

たしを迎えられるでしょう。 11主よ、あなたの道をわた

しに教え、わたしのあだのゆえに、わたしを平らかな道
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に導いてください。 12わたしのあだの望むがままに、わ

たしを引き渡さないでください。偽りのあかしをする者

がわたしに逆らって起り、暴言を吐くからです。 13わた

しは信じます、生ける者の地でわたしは主の恵みを見る

ことを。 14主を待ち望め、強く、かつ雄々しくあれ。主

を待ち望め。

28ダビデの歌主よ、わたしはあなたにむかって呼ば
わります。わが岩よ、わたしにむかって耳しいとな

らないでください。もしあなたが黙っておられるならば

、おそらく、わたしは墓に下る者と等しくなるでしょう

。 2わたしがあなたにむかって助けを求め、あなたの至

聖所にむかって手をあげるとき、わたしの願いの声を聞

いてください。 3悪しき者および悪を行う者らと共にわ

たしを引き行かないでください。彼らはその隣り人とむ

つまじく語るけれども、その心には害悪をいだく者です

。 4どうぞ、そのわざにしたがい、その悪しき行いにし

たがって彼らに報い、その手のわざにしたがって彼らに

報い、その受くべき罰を彼らに与えてください。 5彼ら

は主のもろもろのみわざと、み手のわざとを顧みないゆ

えに、主は彼らを倒して、再び建てられることはない。

6主はほむべきかな。主はわたしの願いの声を聞かれた

。 7主はわが力、わが盾。わたしの心は主に寄り頼む。

わたしは助けを得たので、わたしの心は大いに喜び、歌

をもって主をほめたたえる。 8主はその民の力、その油

そそがれた者の救のとりでである。 9どうぞ、あなたの

民を救い、あなたの嗣業を恵み、彼らの牧者となって、

とこしえに彼らをいだき導いてください。

29ダビデの歌神の子らよ、主に帰せよ、栄光と力と
を主に帰せよ。 2み名の栄光を主に帰せよ、聖なる

装いをもって主を拝め。 3主のみ声は水の上にあり、栄

光の神は雷をとどろかせ、主は大水の上におられる。 4

主のみ声は力があり、主のみ声は威厳がある。 5主のみ

声は香柏を折り砕き、主はレバノンの香柏を折り砕かれ

る。 6主はレバノンを子牛のように踊らせ、シリオンを

若い野牛のように踊らされる。 7主のみ声は炎をひらめ

かす。 8主のみ声は荒野を震わせ、主はカデシの荒野を

震わされる。 9主のみ声はかしの木を巻きあげ、また林

を裸にする。その宮で、すべてのものは呼ばわって言う

、「栄光」と。 10主は洪水の上に座し、主はみくらに座

して、とこしえに王であらせられる。 11主はその民に力

を与え、平安をもってその民を祝福されるであろう。

30宮をささげるときにうたったダビデの歌主よ、わ
たしはあなたをあがめます。あなたはわたしを引き

あげ、敵がわたしの事によって喜ぶのを、ゆるされなか

ったからです。 2わが神、主よ、わたしがあなたにむか

って助けを叫び求めると、あなたはわたしをいやしてく

ださいました。 3主よ、あなたはわたしの魂を陰府から

ひきあげ、墓に下る者のうちから、わたしを生き返らせ

てくださいました。 (Sheol h7585) 4主の聖徒よ、主をほめ

うたい、その聖なるみ名に感謝せよ。 5その怒りはただ

つかのまで、その恵みはいのちのかぎり長いからである

。夜はよもすがら泣きかなしんでも、朝と共に喜びが来

る。 6わたしは安らかな時に言った、「わたしは決して

動かされることはない」と。 7主よ、あなた恵みをもっ

て、わたしをゆるがない山のように堅くされました。あ

なたがみ顔をかくされたので、わたしはおじ惑いました

。 8主よ、わたしはあなたに呼ばわりました。ひたすら

主に請い願いました、 9「わたしが墓に下るならば、わ

たしの死になんの益があるでしょうか。ちりはあなたを

ほめたたえるでしょうか。あなたのまことをのべ伝える

でしょうか。 10主よ、聞いてください、わたしをあわれ

んでください。主よ、わたしの助けとなってください」

と。 11あなたはわたしのために、嘆きを踊りにかえ、荒

布を解き、喜びをわたしの帯とされました。 12これはわ

たしの魂があなたをほめたたえて、口をつぐむことのな

いためです。わが神、主よ、わたしはとこしえにあなた

に感謝します。

31聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌主
よ、わたしはあなたに寄り頼みます。とこしえにわ

たしをはずかしめず、あなたの義をもってわたしをお助

けください。 2あなたの耳をわたしに傾けて、すみやか

にわたしをお救いください。わたしのためにのがれの岩

となり、わたしを救う堅固な城となってください。 3ま

ことに、あなたはわたしの岩、わたしの城です。み名の

ためにわたしを引き、わたしを導き、 4わたしのために

ひそかに設けた網からわたしを取り出してください。あ

なたはわたしの避け所です。 5わたしは、わが魂をみ手

にゆだねます。主、まことの神よ、あなたはわたしをあ

がなわれました。 6あなたはむなしい偶像に心を寄せる

者を憎まれます。しかしわたしは主に信頼し、 7あなた

のいつくしみを喜び楽しみます。あなたがわたしの苦し

みをかえりみ、わたしの悩みにみこころをとめ、 8わた

しを敵の手にわたさず、わたしの足を広い所に立たせら

れたからです。 9主よ、わたしをあわれんでください。

わたしは悩み苦しんでいます。わたしの目は憂いによっ

て衰え、わたしの魂も、からだもまた衰えました。 10わ

たしのいのちは悲しみによって消えゆき、わたしの年は

嘆きによって消えさり、わたしの力は苦しみによって尽

き、わたしの骨は枯れはてました。 11わたしはすべての

あだにそしられる者となり、隣り人には恐れられ、知り

人には恐るべき者となり、ちまたでわたしを見る者は避

けて逃げます。 12わたしは死んだ者のように人の心に忘

れられ、破れた器のようになりました。 13まことに、わ

たしは多くの人のささやくのを聞きます、「至る所に恐

るべきことがある」と。彼らはわたしに逆らってともに

計り、わたしのいのちを取ろうと、たくらむのです。 14

しかし、主よ、わたしはあなたに信頼して、言います、

「あなたはわたしの神である」と。 15わたしの時はあな

たのみ手にあります。わたしをわたしの敵の手と、わた

しを責め立てる者から救い出してください。 16み顔をし

もべの上に輝かせ、いつくしみをもってわたしをお救い

ください。 17主よ、わたしはあなたに呼ばわります、わ

たしをはずかしめないでください。悪しき者に恥をうけ

させ、彼らに声をあげさせずに陰府に行かせてください

。 (Sheol h7585) 18高ぶりと侮りとをもって正しい者をみだ

りにそしる偽りのくちびるをつぐませてください。 19あ

なたを恐れる者のためにたくわえ、あなたに寄り頼む者

のために人の子らの前に施されたあなたの恵みはいかに

大いなるものでしょう。 20あなたは彼らをみ前のひそか

な所に隠して人々のはかりごとを免れさせ、また仮屋の

うちに潜ませて舌の争いを避けさせられます。 21主はほ

むべきかな、包囲された町のようにわたしが囲まれたと

き、主は驚くばかりに、いつくしみをわたしに示された
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。 22わたしは驚きあわてて言った、「わたしはあなたの

目の前から断たれた」と。しかしわたしがあなたに助け

を呼び求めたとき、わたしの願いを聞きいれられた。 23

すべての聖徒よ、主を愛せよ。主は真実な者を守られる

が、おごりふるまう者にはしたたかに報いられる。 24す

べて主を待ち望む者よ、強くあれ、心を雄々しくせよ。

32ダビデのマスキールの歌そのとががゆるされ、そ
の罪がおおい消される者はさいわいである。 2主に

よって不義を負わされず、その霊に偽りのない人はさい

わいである。 3わたしが自分の罪を言いあらわさなかっ

た時は、ひねもす苦しみうめいたので、わたしの骨はふ

るび衰えた。 4あなたのみ手が昼も夜も、わたしの上に

重かったからである。わたしの力は、夏のひでりによっ

てかれるように、かれ果てた。 (セラ) 5わたしは自分の

罪をあなたに知らせ、自分の不義を隠さなかった。わた

しは言った、「わたしのとがを主に告白しよう」と。そ

の時あなたはわたしの犯した罪をゆるされた。(セラ) 6

このゆえに、すべて神を敬う者はあなたに祈る。大水の

押し寄せる悩みの時にもその身に及ぶことはない。 7あ

なたはわたしの隠れ場であって、わたしを守って悩みを

免れさせ、救をもってわたしを囲まれる。 (セラ) 8わた

しはあなたを教え、あなたの行くべき道を示し、わたし

の目をあなたにとめて、さとすであろう。 9あなたはさ

とりのない馬のようであってはならない。また騾馬のよ

うであってはならない。彼らはくつわ、たづなをもって

おさえられなければ、あなたに従わないであろう。 10悪

しき者は悲しみが多い。しかし主に信頼する者はいつく

しみで囲まれる。 11正しき者よ、主によって喜び楽しめ

、すべて心の直き者よ、喜びの声を高くあげよ。

33正しき者よ、主によって喜べ、さんびは直き者にふ
さわしい。 2琴をもって主をさんびせよ、十弦の立

琴をもって主をほめたたえよ。 3新しい歌を主にむかっ

て歌い、喜びの声をあげて巧みに琴をかきならせ。 4主

のみことばは直く、そのすべてのみわざは真実だからで

ある。 5主は正義と公平とを愛される。地は主のいつく

しみで満ちている。 6もろもろの天は主のみことばによ

って造られ、天の万軍は主の口の息によって造られた。

7主は海の水を水がめの中に集めるように集め、深い淵

を倉におさめられた。 8全地は主を恐れ、世に住むすべ

ての者は主を恐れかしこめ。 9主が仰せられると、その

ようになり、命じられると、堅く立ったからである。 10

主はもろもろの国のはかりごとをむなしくし、もろもろ

の民の企てをくじかれる。 11主のはかりごとはとこしえ

に立ち、そのみこころの思いは世々に立つ。 12主をおの

が神とする国はさいわいである。主がその嗣業として選

ばれた民はさいわいである。 13主は天から見おろされ、

すべての人の子らを見、 14そのおられる所から地に住む

すべての人をながめられる。 15主はすべて彼らの心を造

り、そのすべてのわざに心をとめられる。 16王はその軍

勢の多きによって救を得ない。勇士はその力の大いなる

によって助けを得ない。 17馬は勝利に頼みとならない。

その大いなる力も人を助けることはできない。 18見よ、

主の目は主を恐れる者の上にあり、そのいつくしみを望

む者の上にある。 19これは主が彼らの魂を死から救い、

ききんの時にも生きながらえさせるためである。 20われ

らの魂は主を待ち望む。主はわれらの助け、われらの盾

である。 21われらは主の聖なるみ名に信頼するがゆえに

、われらの心は主にあって喜ぶ。 22主よ、われらが待ち

望むように、あなたのいつくしみをわれらの上にたれて

ください。

34ダビデがアビメレクの前で狂ったさまをよそおい、
追われて出ていったときの歌わたしは常に主をほ

めまつる。そのさんびはわたしの口に絶えない。 2わが

魂は主によって誇る。苦しむ者はこれを聞いて喜ぶであ

ろう。 3わたしと共に主をあがめよ、われらは共にみ名

をほめたたえよう。 4わたしが主に求めたとき、主はわ

たしに答え、すべての恐れからわたしを助け出された。

5主を仰ぎ見て、光を得よ、そうすれば、あなたがたは

、恥じて顔を赤くすることはない。 6この苦しむ者が呼

ばわったとき、主は聞いて、すべての悩みから救い出さ

れた。 7主の使は主を恐れる者のまわりに陣をしいて彼

らを助けられる。 8主の恵みふかきことを味わい知れ、

主に寄り頼む人はさいわいである。 9主の聖徒よ、主を

恐れよ、主を恐れる者には乏しいことがないからである

。 10若きししは乏しくなって飢えることがある。しかし

主を求める者は良き物に欠けることはない。 11子らよ、

来てわたしに聞け、わたしは主を恐るべきことをあなた

がたに教えよう。 12さいわいを見ようとして、いのちを

慕い、ながらえることを好む人はだれか。 13あなたの舌

をおさえて悪を言わせず、あなたのくちびるをおさえて

偽りを言わすな。 14悪を離れて善をおこない、やわらぎ

を求めて、これを努めよ。 15主の目は正しい人をかえり

み、その耳は彼らの叫びに傾く。 16主のみ顔は悪を行う

者にむかい、その記憶を地から断ち滅ぼされる。 17正し

い者が助けを叫び求めるとき、主は聞いて、彼らをその

すべての悩みから助け出される。 18主は心の砕けた者に

近く、たましいの悔いくずおれた者を救われる。 19正し

い者には災が多い。しかし、主はすべてその中から彼を

助け出される。 20主は彼の骨をことごとく守られる。そ

の一つだに折られることはない。 21悪は悪しき者を殺す

。正しい者を憎む者は罪に定められる。 22主はそのしも

べらの命をあがなわれる。主に寄り頼む者はひとりだに

罪に定められることはない。

35ダビデの歌主よ、わたしと争う者とあらそい、わ
たしと戦う者と戦ってください。 2盾と大盾とを執

って、わたしを助けるために立ちあがってください。 3

やりと投げやりとを抜いて、わたしに追い迫る者に立ち

むかい、「わたしはおまえの救である」と、わたしに言

ってください。 4どうか、わたしの命を求める者をはず

かしめ、いやしめ、わたしにむかって悪をたくらむ者を

退け、あわてふためかせてください。 5彼らを風の前の

もみがらのようにし、主の使に彼らを追いやらせてくだ

さい。 6彼らの道を暗く、なめらかにし、主の使に彼ら

を追い行かせてください。 7彼らはゆえなくわたしのた

めに網を隠し、ゆえなくわたしのために穴を掘ったから

です。 8不意に滅びを彼らに臨ませ、みずから隠した網

にとらえられ、彼らを滅びに陥らせてください。 9その

ときわが魂は主によって喜び、その救をもって楽しむで

しょう。 10わたしの骨はことごとく言うでしょう、「主

よ、だれかあなたにたぐうべき者がありましょう。あな

たは弱い者を強い者から助け出し、弱い者と貧しい者を

、かすめ奪う者から助け出される方です」と。 11悪意の

ある証人が起って、わたしの知らない事をわたしに尋ね
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る。 12彼らは悪をもってわたしの善に報い、わが魂を寄

るべなき者とした。 13しかし、わたしは彼らが病んだと

き、荒布をまとい、断食してわが身を苦しめた。わたし

は胸にこうべをたれて祈った、 14ちょうど、わが友、わ

が兄弟のために悲しんだかのように。わたしは母をいた

む者のように悲しみうなだれて歩きまわった。 15しかし

彼らはわたしのつまずくとき、喜びつどい、ともに集ま

ってわたしを責めた。わたしの知らない他国の者はわた

しをののしってやめなかった。 16彼らはますます、けが

す言葉をもってあざけり、わたしにむかって歯をかみな

らした。 17主よ、いつまであなたはながめておられます

か、わたしを彼らの破壊から、わたしのいのちを若きし

しから救い出してください。 18わたしは大いなるつどい

の中で、あなたに感謝し、多くの民の中で、あなたをほ

めたたえるでしょう。 19偽ってわたしの敵となった者ど

ものわたしについて喜ぶことを許さないでください。ゆ

えなく、わたしを憎む者どものたがいに目くばせするこ

とを許さないでください。 20彼らは平和を語らず、国の

うちに穏やかに住む者にむかって欺きの言葉をたくらむ

からです。 21彼らはわたしにむかって口をあけひろげ、

「あはぁ、あはぁ、われらの目はそれを見た」と言いま

す。 22主よ、あなたはこれを見られました。もださない

でください。主よ、わたしに遠ざからないでください。

23わが神、わが主よ、わがさばきのため、わが訴えのた

めに奮いたち、目をさましてください。 24わが神、主よ

、あなたの義にしたがってわたしをさばき、わたしの事

について彼らを喜ばせないでください。 25彼らにその心

のうちで、「あはぁ、われらの願ったことが達せられた

」と言わせないでください。また彼らに「われらは彼を

滅ぼしつくした」と言わせないでください。 26わたしの

災を喜ぶ者どもをともに恥じ、あわてふためかせてくだ

さい。わたしにむかって誇りたかぶる者どもに恥と、は

ずかしめとを着せてください。 27わたしの義を喜ぶ者を

ば喜びの声をあげて喜ばせ、「そのしもべの幸福を喜ば

れる主は大いなるかな」とつねに言わせてください。 28

わたしの舌はひねもすあなたの義と、あなたの誉とを語

るでしょう。

36聖歌隊の指揮者によってうたわせた主のしもべダビ
デの歌とがは悪しき者にむかい、その心のうちに

言う。その目の前に神を恐れる恐れはない。 2彼は自分

の不義があらわされないため、また憎まれないために、

みずからその目でおもねる。 3その口の言葉はよこしま

と欺きである。彼は知恵を得ることと、善を行う事とを

やめた。 4彼はその床の上でよこしまな事をたくらみ、

よからぬ道に身をおいて、悪をきらわない。 5主よ、あ

なたのいつくしみは天にまで及び、あなたのまことは雲

にまで及ぶ。 6あなたの義は神の山のごとく、あなたの

さばきは大きな淵のようだ。主よ、あなたは人と獣とを

救われる。 7神よ、あなたのいつくしみはいかに尊いこ

とでしょう。人の子らはあなたの翼のかげに避け所を得

、 8あなたの家の豊かなのによって飽き足りる。あなた

はその楽しみの川の水を彼らに飲ませられる。 9いのち

の泉はあなたのもとにあり、われらはあなたの光によっ

て光を見る。 10どうか、あなたを知る者に絶えずいつく

しみを施し、心の直き者に絶えず救を施してください。

11高ぶる者の足がわたしを踏み、悪しき者の手がわたし

を追い出すことをゆるさないでください。 12悪を行う者

はそこに倒れ、彼らは打ち伏せられて、起きあがること

はできない。

37ダビデの歌悪をなす者のゆえに、心を悩ますな。
不義を行う者のゆえに、ねたみを起すな。 2彼らは

やがて草のように衰え、青菜のようにしおれるからであ

る。 3主に信頼して善を行え。そうすればあなたはこの

国に住んで、安きを得る。 4主によって喜びをなせ。主

はあなたの心の願いをかなえられる。 5あなたの道を主

にゆだねよ。主に信頼せよ、主はそれをなしとげ、 6あ

なたの義を光のように明らかにし、あなたの正しいこと

を真昼のように明らかにされる。 7主の前にもだし、耐

え忍びて主を待ち望め。おのが道を歩んで栄える者のゆ

えに、悪いはかりごとを遂げる人のゆえに、心を悩ます

な。 8怒りをやめ、憤りを捨てよ。心を悩ますな、これ

はただ悪を行うに至るのみだ。 9悪を行う者は断ち滅ぼ

され、主を待ち望む者は国を継ぐからである。 10悪しき

者はただしばらくで、うせ去る。あなたは彼の所をつぶ

さに尋ねても彼はいない。 11しかし柔和な者は国を継ぎ

、豊かな繁栄をたのしむことができる。 12悪しき者は正

しい者にむかってはかりごとをめぐらし、これにむかっ

て歯がみする。 13しかし主は悪しき者を笑われる、彼の

日の来るのを見られるからである。 14悪しき者はつるぎ

を抜き、弓を張って、貧しい者と乏しい者とを倒し、直

く歩む者を殺そうとする。 15しかしそのつるぎはおのが

胸を刺し、その弓は折られる。 16正しい人の持ち物の少

ないのは、多くの悪しきの者の豊かなのにまさる。 17悪

しき者の腕は折られるが、主は正しい者を助けささえら

れるからである。 18主は全き者のもろもろの日を知られ

る。彼らの嗣業はとこしえに続く。 19彼らは災の時にも

恥をこうむらず、ききんの日にも飽き足りる。 20しかし

、悪しき者は滅び、主の敵は牧場の栄えの枯れるように

消え、煙のように消えうせる。 21悪しき者は物を借りて

返すことをしない。しかし正しい人は寛大で、施し与え

る。 22主に祝福された者は国を継ぎ、主にのろわれた者

は断ち滅ぼされる。 23人の歩みは主によって定められる

。主はその行く道を喜ばれる。 24たといその人が倒れて

も、全く打ち伏せられることはない、主がその手を助け

ささえられるからである。 25わたしは、むかし年若かっ

た時も、年老いた今も、正しい人が捨てられ、あるいは

その子孫が食物を請いあるくのを見たことがない。 26正

しい人は常に寛大で、物を貸し与え、その子孫は祝福を

得る。 27悪をさけて、善を行え。そうすれば、あなたは

とこしえに住むことができる。 28主は公義を愛し、その

聖徒を見捨てられないからである。正しい者はとこしえ

に助け守られる。しかし、悪しき者の子孫は断ち滅ぼさ

れる。 29正しい者は国を継ぎ、とこしえにその中に住む

ことができる。 30正しい者の口は知恵を語り、その舌は

公義を述べる。 31その心には神のおきてがあり、その歩

みはすべることがない。 32悪しき者は正しい人をうかが

い、これを殺そうとはかる。 33主は正しい人を悪しき者

の手にゆだねられない、またさばかれる時、これを罪に

定められることはない。 34主を待ち望め、その道を守れ

。そうすれば、主はあなたを上げて、国を継がせられる

。あなたは悪しき者の断ち滅ぼされるのを見るであろう

。 35わたしは悪しき者が勝ち誇って、レバノンの香柏の

ようにそびえたつのを見た。 36しかし、わたしが通り過

ぎると、見よ、彼はいなかった。わたしは彼を尋ねたけ
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れども見つからなかった。 37全き人に目をそそぎ、直き

人を見よ。おだやかな人には子孫がある。 38しかし罪を

犯す者どもは共に滅ぼされ、悪しき者の子孫は断たれる

。 39正しい人の救は主から出る。主は彼らの悩みの時の

避け所である。 40主は彼らを助け、彼らを解き放ち、彼

らを悪しき者どもから解き放って救われる。彼らは主に

寄り頼むからである。

38記念のためにうたったダビデの歌主よ、あなたの
憤りをもってわたしを責めず、激しい怒りをもって

わたしを懲らさないでください。 2あなたの矢がわたし

に突き刺さり、あなたの手がわたしの上にくだりました

。 3あなたの怒りによって、わたしの肉には全きところ

なく、わたしの罪によって、わたしの骨には健やかなと

ころはありません。 4わたしの不義はわたしの頭を越え

、重荷のように重くて負うことができません。 5わたし

の愚かによって、わたしの傷は悪臭を放ち、腐れただれ

ました。 6わたしは折れかがんで、いたくうなだれ、ひ

ねもす悲しんで歩くのです。 7わたしの腰はことごとく

焼け、わたしの肉には全きところがありません。 8わた

しは衰えはて、いたく打ちひしがれ、わたしの心の激し

い騒ぎによってうめき叫びます。 9主よ、わたしのすべ

ての願いはあなたに知られ、わたしの嘆きはあなたに隠

れることはありません。 10わたしの胸は激しく打ち、わ

たしの力は衰え、わたしの目の光もまた、わたしを離れ

去りました。 11わが友、わがともがらはわたしの災を見

て離れて立ち、わが親族もまた遠く離れて立っています

。 12わたしのいのちを求める者はわなを設け、わたしを

そこなおうとする者は滅ぼすことを語り、ひねもす欺く

ことをはかるのです。 13しかしわたしは耳しいのように

聞かず、おしのように口を開きません。 14まことに、わ

たしは聞かない人のごとく、議論を口にしない人のよう

です。 15しかし、主よ、わたしはあなたを待ち望みます

。わが神、主よ、あなたこそわたしに答えられるのです

。 16わたしは祈ります、「わが足のすべるとき、わたし

にむかって高ぶる彼らにわたしのことによって喜ぶこと

をゆるさないでください」と。 17わたしは倒れるばかり

になり、わたしの苦しみは常にわたしと共にあります。

18わたしは、みずから不義を言いあらわし、わが罪のた

めに悲しみます。 19ゆえなく、わたしに敵する者は強く

、偽ってわたしを憎む者は多いのです。 20悪をもって善

に報いる者は、わたしがよい事に従うがゆえに、わがあ

だとなります。 21主よ、わたしを捨てないでください。

わが神よ、わたしに遠ざからないでください。 22主、わ

が救よ、すみやかにわたしをお助けください。

39聖歌隊の指揮者エドトンによってうたわせたダビデ
の歌わたしは言った、「舌をもって罪を犯さない

ために、わたしの道を慎み、悪しき者のわたしの前にあ

る間はわたしの口にくつわをかけよう」と。 2わたしは

黙して物言わず、むなしく沈黙を守った。しかし、わた

しの悩みはさらにひどくなり、 3わたしの心はわたしの

うちに熱し、思いつづけるほどに火が燃えたので、わた

しは舌をもって語った。 4「主よ、わが終りと、わが日

の数のどれほどであるかをわたしに知らせ、わが命のい

かにはかないかを知らせてください。 5見よ、あなたは

わたしの日をつかのまとされました。わたしの一生はあ

なたの前では無にひとしいのです。まことに、すべての

人はその盛んな時でも息にすぎません。 (セラ) 6まこと

に人は影のように、さまよいます。まことに彼らはむな

しい事のために騒ぎまわるのです。彼は積みたくわえる

けれども、だれがそれを収めるかを知りません。 7主よ

、今わたしは何を待ち望みましょう。わたしの望みはあ

なたにあります。 8わたしをすべてのとがから助け出し

、愚かな者にわたしをあざけらせないでください。 9わ

たしは黙して口を開きません。あなたがそれをなされた

からです。 10あなたが下された災をわたしから取り去っ

てください。わたしはあなたのみ手に打ち懲らされるこ

とにより滅びるばかりです。 11あなたは罪を責めて人を

懲らされるとき、その慕い喜ぶものを、しみが食うよう

に、消し滅ぼされるのです。まことにすべての人は息に

すぎません。 (セラ) 12主よ、わたしの祈を聞き、わた

しの叫びに耳を傾け、わたしの涙を見て、もださないで

ください。わたしはあなたに身を寄せる旅びと、わがす

べての先祖たちのように寄留者です。 13わたしが去って

、うせない前に、み顔をそむけて、わたしを喜ばせてく

ださい」。

40聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌わ
たしは耐え忍んで主を待ち望んだ。主は耳を傾けて

、わたしの叫びを聞かれた。 2主はわたしを滅びの穴か

ら、泥の沼から引きあげて、わたしの足を岩の上におき

、わたしの歩みをたしかにされた。 3主は新しい歌をわ

たしの口に授け、われらの神にささげるさんびの歌をわ

たしの口に授けられた。多くの人はこれを見て恐れ、か

つ主に信頼するであろう。 4主をおのが頼みとする人、

高ぶる者にたよらず、偽りの神に迷う者にたよらない人

はさいわいである。 5わが神、主よ、あなたのくすしき

みわざと、われらを思うみおもいとは多くて、くらべう

るものはない。わたしはこれを語り述べようとしても多

くて数えることはできない。 6あなたはいけにえと供え

物とを喜ばれない。あなたはわたしの耳を開かれた。あ

なたは燔祭と罪祭とを求められない。 7その時わたしは

言った、「見よ、わたしはまいります。書の巻に、わた

しのためにしるされています。 8わが神よ、わたしはみ

こころを行うことを喜びます。あなたのおきてはわたし

の心のうちにあります」と。 9わたしは大いなる集会で

、救についての喜びのおとずれを告げ示しました。見よ

、わたしはくちびるを閉じませんでした。主よ、あなた

はこれをご存じです。 10わたしはあなたの救を心のうち

に隠しおかず、あなたのまことと救とを告げ示しました

。わたしはあなたのいつくしみとまこととを大いなる集

会に隠しませんでした。 11主よ、あなたのあわれみをわ

たしに惜しまず、あなたのいつくしみとまこととをもっ

て常にわたしをお守りください。 12数えがたい災がわた

しを囲み、わたしの不義がわたしに追い迫って、物見る

ことができないまでになりました。それはわたしの頭の

毛よりも多く、わたしの心は消えうせるばかりになりま

した。 13主よ、みこころならばわたしをお救いください

。主よ、すみやかにわたしをお助けください。 14わたし

のいのちを奪おうと尋ね求める者どもをことごとく恥じ

あわてさせてください。わたしのそこなわれることを願

う者どもをうしろに退かせ、恥を負わせてください。 15

わたしにむかって「あはぁ、あはぁ」と言う者どもを自

分の恥によって恐れおののかせてください。 16しかし、

すべてあなたを尋ね求める者はあなたによって喜び楽し

むように。あなたの救を愛する者は常に「主は大いなる



詩篇 324

かな」ととなえるように。 17わたしは貧しく、かつ乏し

い。しかし主はわたしをかえりみられます。あなたはわ

が助け、わが救主です。わが神よ、ためらわないでくだ

さい。

41聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌貧
しい者をかえりみる人はさいわいである。主はその

ような人を悩みの日に救い出される。 2主は彼を守って

、生きながらえさせられる。彼はこの地にあって、さい

わいな者と呼ばれる。あなたは彼をその敵の欲望にわた

されない。 3主は彼をその病の床でささえられる。あな

たは彼の病む時、その病をことごとくいやされる。 4わ

たしは言った、「主よ、わたしをあわれみ、わたしをい

やしてください。わたしはあなたにむかって罪を犯しま

した」と。 5わたしの敵はわたしをそしって言う、「い

つ彼は死に、その名がほろびるであろうか」と。 6その

ひとりがわたしを見ようとして来るとき、彼は偽りを語

り、その心によこしまを集め、外に出てはそれを言いふ

らす。 7すべてわたしを憎む者はわたしについて共にさ

さやき、わたしのために災を思いめぐらす。 8彼らは言

う、「彼に一つのたたりがつきまとったから、倒れ伏し

て再び起きあがらないであろう」と。 9わたしの信頼し

た親しい友、わたしのパンを食べた親しい友さえもわた

しにそむいてくびすをあげた。 10しかし主よ、わたしを

あわれみ、わたしを助け起してください。そうすればわ

たしは彼らに報い返すことができます。 11わたしの敵が

わたしに打ち勝てないことによって、あなたがわたしを

喜ばれることをわたしは知ります。 12あなたはわたしの

全きによって、わたしをささえ、とこしえにみ前に置か

れます。 13イスラエルの神、主はとこしえからとこしえ

までほむべきかな。アァメン、アァメン。

42聖歌隊の指揮者によってうたわせたコラの子のマス
キールの歌神よ、しかが谷川を慕いあえぐように

、わが魂もあなたを慕いあえぐ。 2わが魂はかわいてい

るように神を慕い、いける神を慕う。いつ、わたしは行

って神のみ顔を見ることができるだろうか。 3人々がひ

ねもすわたしにむかって「おまえの神はどこにいるのか

」と言いつづける間はわたしの涙は昼も夜もわたしの食

物であった。 4わたしはかつて祭を守る多くの人と共に

群れをなして行き、喜びと感謝の歌をもって彼らを神の

家に導いた。今これらの事を思い起して、わが魂をそそ

ぎ出すのである。 5わが魂よ、何ゆえうなだれるのか。

何ゆえわたしのうちに思いみだれるのか。神を待ち望め

。わたしはなおわが助け、わが神なる主をほめたたえる

であろう。 6わが魂はわたしのうちにうなだれる。それ

で、わたしはヨルダンの地から、またヘルモンから、ミ

ザルの山からあなたを思い起す。 7あなたの大滝の響き

によって淵々呼びこたえ、あなたの波、あなたの大波は

ことごとくわたしの上を越えていった。 8昼には、主は

そのいつくしみをほどこし、夜には、その歌すなわちわ

がいのちの神にささげる祈がわたしと共にある。 9わた

しはわが岩なる神に言う、「何ゆえわたしをお忘れにな

りましたか。何ゆえわたしは敵のしえたげによって悲し

み歩くのですか」と。 10わたしのあだは骨も砕けるばか

りにわたしをののしり、ひねもすわたしにむかって「お

まえの神はどこにいるのか」と言う。 11わが魂よ、何ゆ

えうなだれるのか。何ゆえわたしのうちに思いみだれる

のか。神を待ち望め。わたしはなおわが助け、わが神な

る主をほめたたえるであろう。

43神よ、わたしをさばき、神を恐れない民にむかって
、わたしの訴えをあげつらい、たばかりをなすよこ

しまな人からわたしを助け出してください。 2あなたは

わたしの寄り頼む神です。なぜわたしを捨てられたので

すか。なぜわたしは敵のしえたげによって悲しみ歩くの

ですか。 3あなたの光とまこととを送ってわたしを導き

、あなたの聖なる山と、あなたの住まわれる所にわたし

をいたらせてください。 4その時わたしは神の祭壇へ行

き、わたしの大きな喜びである神へ行きます。神よ、わ

が神よ、わたしは琴をもってあなたをほめたたえます。

5わが魂よ、何ゆえうなだれるのか。何ゆえわたしのう

ちに思いみだれるのか。神を待ち望め。わたしはなおわ

が助け、わが神なる主をほめたたえるであろう。

44聖歌隊の指揮者によってうたわせたコラの子のマス
キールの歌神よ、いにしえ、われらの先祖たちの

日に、あなたがなされたみわざを彼らがわれらに語った

のを耳で聞きました。 2すなわちあなたはみ手をもって

、もろもろの国民を追い払ってわれらの先祖たちを植え

、またもろもろの民を悩まして、われらの先祖たちをふ

え広がらせられました。 3彼らは自分のつるぎによって

国を獲たのでなく、また自分の腕によって勝利を得たの

でもありません。ただあなたの右の手、あなたの腕、あ

なたのみ顔の光によるのでした。あなたが彼らを恵まれ

たからです。 4あなたはわが王、わが神、ヤコブのため

に勝利を定められる方です。 5われらはあなたによって

、あだを押し倒し、われらに立ちむかう者を、み名によ

って踏みにじるのです。 6わたしは自分の弓を頼まず、

わたしのつるぎもまた、わたしを救うことができないか

らです。 7しかしあなたはわれらをあだから救い、われ

らを憎む者をはずかしめられました。 8われらは常に神

によって誇り、とこしえにあなたのみ名に感謝するでし

ょう。 (セラ) 9ところがあなたはわれらを捨てて恥を負

わせ、われらの軍勢と共に出て行かれませんでした。 10

あなたがわれらをあだの前から退かせられたので、われ

らの敵は心のままにかすめ奪いました。 11あなたはわれ

らをほふられる羊のようにし、またもろもろの国民のな

かに散らされました。 12あなたはわずかの金であなたの

民を売り、彼らのために高い価を求められませんでした

。 13あなたはわれらを隣り人にそしらせ、われらをめぐ

る者どもに侮らせ、あざけらせられました。 14またもろ

もろの国民のなかにわれらを笑い草とし、もろもろの民

のなかに笑い者とされました。 15わがはずかしめはひね

もすわたしの前にあり、恥はわたしの顔をおおいました

。 16これはそしる者と、ののしる者の言葉により、敵と

、恨みを報いる者のゆえによるのです。 17これらの事が

皆われらに臨みましたが、われらはあなたを忘れず、あ

なたの契約にそむくことがありませんでした。 18われら

の心はたじろがず、またわれらの歩みはあなたの道を離

れませんでした。 19それでもあなたは山犬の住む所でわ

れらを砕き、暗やみをもってわれらをおおわれました。

20われらがもしわれらの神の名を忘れ、ほかの神に手を

伸べたことがあったならば、 21神はこれを見あらわされ

ないでしょうか。神は心の秘密をも知っておられるから

です。 22ところがわれらはあなたのためにひねもす殺さ
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れて、ほふられる羊のようにみなされました。 23主よ、

起きてください。なぜ眠っておられるのですか。目をさ

ましてください。われらをとこしえに捨てないでくださ

い。 24なぜあなたはみ顔を隠されるのですか。なぜわれ

らの悩みと、しえたげをお忘れになるのですか。 25まこ

とにわれらの魂はかがんで、ちりに伏し、われらのから

だは土につきました。 26起きて、われらをお助けくださ

い。あなたのいつくしみのゆえに、われらをあがなって

ください。

45聖歌隊の指揮者によってゆりの花のしらべにあわ
せてうたわせたコラの子のマスキールの歌、愛の歌

わたしの心はうるわしい言葉であふれる。わたしは王に

ついてよんだわたしの詩を語る。わたしの舌はすみやか

に物書く人の筆のようだ。 2あなたは人の子らにまさっ

て麗しく、気品がそのくちびるに注がれている。このゆ

えに神はとこしえにあなたを祝福された。 3ますらおよ

、光栄と威厳とをもって、つるぎを腰に帯びよ。 4真理

のため、また正義を守るために威厳をもって、勝利を得

て乗り進め。あなたの右の手はあなたに恐るべきわざを

教えるであろう。 5あなたの矢は鋭くて、王の敵の胸を

つらぬき、もろもろの民はあなたのもとに倒れる。 6神

から賜わったあなたの位は永遠にかぎりなく続き、あな

たの王のつえは公平のつえである。 7あなたは義を愛し

、悪を憎む。このゆえに神、あなたの神は喜びの油をあ

なたのともがらにまさって、あなたに注がれた。 8あな

たの衣はみな没薬、芦薈、肉桂で、よいかおりを放って

いる。琴の音は象牙の殿から出て、あなたを喜ばせる。

9あなたの愛する女たちのうちには王の娘たちがあり、

王妃はオフルの金を飾って、あなたの右に立つ。 10娘よ

、聞け、かえりみて耳を傾けよ。あなたの民と、あなた

の父の家とを忘れよ。 11王はあなたのうるわしさを慕う

であろう。彼はあなたの主であるから、彼を伏しおがめ

。 12ツロの民は贈り物をもちきたり、民のうちの富める

者もあなたの好意を請い求める。 13王の娘は殿のうちで

栄えをきわめ、こがねを織り込んだ衣を着飾っている。

14彼女は縫い取りした衣を着て王のもとに導かれ、その

供びとなるおとめらは彼女に従ってその行列にある。 15

彼らは喜びと楽しみとをもって導かれ行き、王の宮殿に

はいる。 16あなたの子らは父祖に代って立ち、あなたは

彼らを全地に君とするであろう。 17わたしはあなたの名

をよろず代におぼえさせる。このゆえにもろもろの民は

世々かぎりなくあなたをほめたたえるであろう。

46聖歌隊の指揮者によって女の声のしらべにあわせて
うたわせたコラの子の歌神はわれらの避け所また

力である。悩める時のいと近き助けである。 2このゆえ

に、たとい地は変り、山は海の真中に移るとも、われら

は恐れない。 3たといその水は鳴りとどろき、あわだつ

とも、そのさわぎによって山は震え動くとも、われらは

恐れない。 (セラ) 4一つの川がある。その流れは神の都

を喜ばせ、いと高き者の聖なるすまいを喜ばせる。 5神

がその中におられるので、都はゆるがない。神は朝はや

く、これを助けられる。 6もろもろの民は騒ぎたち、も

ろもろの国は揺れ動く、神がその声を出されると地は溶

ける。 7万軍の主はわれらと共におられる、ヤコブの神

はわれらの避け所である。 (セラ) 8来て、主のみわざを

見よ、主は驚くべきことを地に行われた。 9主は地のは

てまでも戦いをやめさせ、弓を折り、やりを断ち、戦車

を火で焼かれる。 10「静まって、わたしこそ神であるこ

とを知れ。わたしはもろもろの国民のうちにあがめられ

、全地にあがめられる」。 11万軍の主はわれらと共にお

られる、ヤコブの神はわれらの避け所である。 (セラ)

47聖歌隊の指揮者によってうたわせたコラの子の歌
もろもろの民よ、手をうち、喜びの声をあげ、神に

むかって叫べ。 2いと高き主は恐るべく、全地をしろし

めす大いなる王だからである。 3主はもろもろの民をわ

れらに従わせ、もろもろの国をわれらの足の下に従わせ

られた。 4主はその愛されたヤコブの誇をわれらの嗣業

として、われらのために選ばれた。 (セラ) 5神は喜び叫

ぶ声と共にのぼり、主はラッパの声と共にのぼられた。

6神をほめうたえよ、ほめうたえよ、われらの王をほめ

うたえよ、ほめうたえよ。 7神は全地の王である。巧み

な歌をもってほめうたえよ。 8神はもろもろの国民を統

べ治められる。神はその聖なるみくらに座せられる。 9

もろもろの民の君たちはつどい来て、アブラハムの神の

民となる。地のもろもろの盾は神のものである。神は大

いにあがめられる。

48コラの子の歌、さんび主は大いなる神であって、
われらの神の都、その聖なる山で、大いにほめたた

えらるべき方である。 2シオンの山は北の端が高くて、

うるわしく、全地の喜びであり、大いなる王の都である

。 3そのもろもろの殿のうちに神はみずからを高きやぐ

らとして現された。 4見よ、王らは相会して共に進んで

きたが、 5彼らは都を見るや驚き、あわてふためき、急

ぎ逃げ去った。 6おののきは彼らに臨み、その苦しみは

産みの苦しみをする女のようであった。 7あなたは東風

を起してタルシシの舟を破られた。 8さきにわれらが聞

いたように、今われらは万軍の主の都、われらの神の都

でこれを見ることができた。神はとこしえにこの都を堅

くされる。 (セラ) 9神よ、われらはあなたの宮のうちで

あなたのいつくしみを思いました。 10神よ、あなたの誉

は、あなたのみ名のように、地のはてにまで及びます。

あなたの右の手は勝利で満ちています。 11あなたのさば

きのゆえに、シオンの山を喜ばせ、ユダの娘を楽しませ

てください。 12シオンのまわりを歩き、あまねくめぐっ

て、そのやぐらを数え、 13その城壁に心をとめ、そのも

ろもろの殿をしらべよ。これはあなたがたが後の代に語

り伝えるためである。 14これこそ神であり、世々かぎり

なくわれらの神であって、とこしえにわれらを導かれる

であろう。

49聖歌隊の指揮者によってうたわせたコラの子の歌
もろもろの民よ、これを聞け、すべて世に住む者よ

、耳を傾けよ。 2低きも高きも、富めるも貧しきも、共

に耳を傾けよ。 3わが口は知恵を語り、わが心は知識を

思う。 4わたしは耳をたとえに傾け、琴を鳴らして、わ

たしのなぞを解き明かそう。 5わたしをしえたげる者の

不義がわたしを取り囲む悩みの日に、どうして恐れなけ

ればならないのか。 6彼らはおのが富をたのみ、そのた

からの多いのを誇る人々である。 7まことに人はだれも

自分をあがなうことはできない。そのいのちの価を神に

払うことはできない。 9とこしえに生きながらえて、墓

を見ないためにそのいのちをあがなうには、あまりに価

高くて、それを満足に払うことができないからである。

10まことに賢い人も死に、愚かな者も、獣のような者も
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、ひとしく滅んで、その富を他人に残すことは人の見る

ところである。 11たとい彼らはその地を自分の名をもっ

て呼んでも、墓こそ彼らのとこしえのすまい、世々彼ら

のすみかである。 12人は栄華のうちに長くとどまること

はできない、滅びうせる獣にひとしい。 13これぞ自分を

たのむ愚かな者どもの成りゆき、自分の分け前を喜ぶ者

どもの果である。 (セラ) 14彼らは陰府に定められた羊

のように死が彼らを牧するであろう。彼らはまっすぐに

墓に下り、そのかたちは消えうせ、陰府が彼らのすまい

となるであろう。 (Sheol h7585) 15しかし神はわたしを受け

られるゆえ、わたしの魂を陰府の力からあがなわれる。

(セラ) (Sheol h7585) 16人が富を得るときも、その家の栄え

が増し加わるときも、恐れてはならない。 17彼が死ぬと

きは何ひとつ携え行くことができず、その栄えも彼に従

って下って行くことはないからである。 18たとい彼が生

きながらえる間、自分を幸福と思っても、またみずから

幸な時に、人々から称賛されても、 19彼はついにおのれ

の先祖の仲間に連なる。彼らは絶えて光を見ることがな

い。 20人は栄華のうちに長くとどまることはできない。

滅びうせる獣にひとしい。

50アサフの歌全能者なる神、主は詔して、日の出る
ところから日の入るところまであまねく地に住む者

を召し集められる。 2神は麗しさのきわみであるシオン

から光を放たれる。 3われらの神は来て、もだされない

。み前には焼きつくす火があり、そのまわりには、はげ

しい暴風がある。 4神はその民をさばくために、上なる

天および地に呼ばわれる、 5「いけにえをもってわたし

と契約を結んだわが聖徒をわたしのもとに集めよ」と。

6天は神の義をあらわす、神はみずから、さばきぬしだ

からである。 (セラ) 7「わが民よ、聞け、わたしは言う

。イスラエルよ、わたしはあなたにむかってあかしをな

す。わたしは神、あなたの神である。 8わたしがあなた

を責めるのは、あなたのいけにえのゆえではない。あな

たの燔祭はいつもわたしの前にある。 9わたしはあなた

の家から雄牛を取らない。またあなたのおりから雄やぎ

を取らない。 10林のすべての獣はわたしのもの、丘の上

の千々の家畜もわたしのものである。 11わたしは空の鳥

をことごとく知っている。野に動くすべてのものはわた

しのものである。 12たといわたしは飢えても、あなたに

告げない、世界とその中に満ちるものとはわたしのもの

だからである。 13わたしは雄牛の肉を食べ、雄やぎの血

を飲むだろうか。 14感謝のいけにえを神にささげよ。あ

なたの誓いをいと高き者に果せ。 15悩みの日にわたしを

呼べ、わたしはあなたを助け、あなたはわたしをあがめ

るであろう」。 16しかし神は悪しき者に言われる、「あ

なたはなんの権利があってわたしの定めを述べ、わたし

の契約を口にするのか。 17あなたは教を憎み、わたしの

言葉を捨て去った。 18あなたは盗びとを見ればこれとむ

つみ、姦淫を行う者と交わる。 19あなたはその口を悪に

わたし、あなたの舌はたばかりを仕組む。 20あなたは座

してその兄弟をそしり、自分の母の子をののしる。 21あ

なたがこれらの事をしたのを、わたしが黙っていたので

、あなたはわたしを全く自分とひとしい者と思った。し

かしわたしはあなたを責め、あなたの目の前にその罪を

ならべる。 22神を忘れる者よ、このことを思え。さもな

いとわたしはあなたをかき裂く。そのときだれも助ける

者はないであろう。 23感謝のいけにえをささげる者はわ

たしをあがめる。自分のおこないを慎む者にはわたしは

神の救を示す」。

51聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌、こ
れはダビデがバテセバに通った後預言者ナタンがき

たときによんだもの 神よ、あなたのいつくしみによって

、わたしをあわれみ、あなたの豊かなあわれみによって

、わたしのもろもろのとがをぬぐい去ってください。 2

わたしの不義をことごとく洗い去り、わたしの罪からわ

たしを清めてください。 3わたしは自分のとがを知って

います。わたしの罪はいつもわたしの前にあります。 4

わたしはあなたにむかい、ただあなたに罪を犯し、あな

たの前に悪い事を行いました。それゆえ、あなたが宣告

をお与えになるときは正しく、あなたが人をさばかれる

ときは誤りがありません。 5見よ、わたしは不義のなか

に生れました。わたしの母は罪のうちにわたしをみごも

りました。 6見よ、あなたは真実を心のうちに求められ

ます。それゆえ、わたしの隠れた心に知恵を教えてくだ

さい。 7ヒソプをもって、わたしを清めてください、わ

たしは清くなるでしょう。わたしを洗ってください、わ

たしは雪よりも白くなるでしょう。 8わたしに喜びと楽

しみとを満たし、あなたが砕いた骨を喜ばせてください

。 9み顔をわたしの罪から隠し、わたしの不義をことご

とくぬぐい去ってください。 10神よ、わたしのために清

い心をつくり、わたしのうちに新しい、正しい霊を与え

てください。 11わたしをみ前から捨てないでください。

あなたの聖なる霊をわたしから取らないでください。 12

あなたの救の喜びをわたしに返し、自由の霊をもって、

わたしをささえてください。 13そうすればわたしは、と

がを犯した者にあなたの道を教え、罪びとはあなたに帰

ってくるでしょう。 14神よ、わが救の神よ、血を流した

罪からわたしを助け出してください。わたしの舌は声高

らかにあなたの義を歌うでしょう。 15主よ、わたしのく

ちびるを開いてください。わたしの口はあなたの誉をあ

らわすでしょう。 16あなたはいけにえを好まれません。

たといわたしが燔祭をささげてもあなたは喜ばれないで

しょう。 17神の受けられるいけにえは砕けた魂です。神

よ、あなたは砕けた悔いた心をかろしめられません。 18

あなたのみこころにしたがってシオンに恵みを施し、エ

ルサレムの城壁を築きなおしてください。 19その時あな

たは義のいけにえと燔祭と、全き燔祭とを喜ばれるでし

ょう。その時あなたの祭壇に雄牛がささげられるでしょ

う。

52聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデのマスキ
ールの歌。これはエドムびとドエグがサウルにきて

、「ダビデはアヒメレクの家にきた」と告げたときにダ

ビデがよんだもの 力ある者よ、何ゆえあなたは神を敬う

人に与えた災について誇るのか。あなたはひねもす人を

滅ぼすことをたくらむ。 2虚偽を行う者よ、あなたの舌

は鋭いかみそりのようだ。 3あなたは善よりも悪を好み

、まことを語るよりも偽りを語ることを好む。(セラ) 4

欺きの舌よ、あなたはすべての滅ぼす言葉を好む。 5し

かし神はとこしえにあなたを砕き、あなたを捕えて、そ

の天幕から引き離し、生ける者の地から、あなたの根を

絶やされる。 (セラ) 6正しい者はこれを見て恐れ、彼を

笑って言うであろう、 7「神をおのが避け所とせず、そ

の富の豊かなるを頼み、その宝に寄り頼む人を見よ」と

。 8しかし、わたしは神の家にある緑のオリブの木のよ
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うだ。わたしは世々かぎりなく神のいつくしみを頼む。

9あなたがこの事をなされたので、わたしはとこしえに

、あなたに感謝し、聖徒の前であなたのみ名をふれ示そ

う。これはよいことだからである。

53聖歌隊の指揮者によってマハラテのしらべにあわせ
てうたわせたダビデのマスキールの歌愚かな者は

心のうちに「神はない」と言う。彼らは腐れはて、憎む

べき不義をおこなった。善を行う者はない。 2神は天か

ら人の子を見おろして、賢い者、神を尋ね求める者があ

るかないかを見られた。 3彼らは皆そむき、みなひとし

く堕落した。善を行う者はない、ひとりもない。 4悪を

行う者は悟りがないのか。彼らは物食うようにわが民を

食らい、また神を呼ぶことをしない。 5彼らは恐るべき

ことのない時に大いに恐れた。神はよこしまな者の骨を

散らされるからである。神が彼らを捨てられるので、彼

らは恥をこうむるであろう。 6どうか、シオンからイス

ラエルの救が出るように。神がその民の繁栄を回復され

る時、ヤコブは喜び、イスラエルは楽しむであろう。

54聖歌隊の指揮者によって琴をもってうたわせたダビ
デのマスキールの歌。これはジフびとがサウルにき

て、「ダビデはわれらのうちに隠れている」と言った時

によんだもの 神よ、み名によってわたしを救い、み力に

よってわたしをさばいてください。 2神よ、わたしの祈

をきき、わが口の言葉に耳を傾けてください。 3高ぶる

者がわたしに逆らって起り、あらぶる者がわたしのいの

ちを求めています。彼らは神をおのが前に置くことをし

ません。 (セラ) 4見よ、神はわが助けぬし、主はわがい

のちを守られるかたです。 5神はわたしのあだに災をも

って報いられるでしょう。あなたのまことをもって彼ら

を滅ぼしてください。 6わたしは喜んであなたにいけに

えをささげます。主よ、わたしはみ名に感謝します。こ

れはよい事だからです。 7あなたはすべての悩みからわ

たしを救い、わたしの目に敵の敗北を見させられたから

です。

55聖歌隊の指揮者によって琴をもってうたわせたダビ
デのマスキールの歌神よ、わたしの祈に耳を傾け

てください。わたしの願いを避けて身を隠さないでくだ

さい。 2わたしにみこころをとめ、わたしに答えてくだ

さい。わたしは悩みによって弱りはて、 3敵の声と、悪

しき者のしえたげとによって気が狂いそうです。彼らは

わたしに悩みを臨ませ、怒ってわたしを苦しめるからで

す。 4わたしの心はわがうちにもだえ苦しみ、死の恐れ

がわたしの上に落ちました。 5恐れとおののきがわたし

に臨み、はなはだしい恐れがわたしをおおいました。 6

わたしは言います、「どうか、はとのように翼をもちた

いものだ。そうすればわたしは飛び去って安きを得るで

あろう。 7わたしは遠くのがれ去って、野に宿ろう。

(セラ) 8わたしは急ぎ避難して、はやてとあらしをのが

れよう」と。 9主よ、彼らのはかりごとを打ち破ってく

ださい。彼らの舌を混乱させてください。わたしは町の

うちに暴力と争いとを見るからです。 10彼らは昼も夜も

町の城壁の上を歩きめぐり、町のうちには害悪と悩みと

があります。 11また滅ぼす事が町のうちにあり、しえた

げと欺きとはその市場を離れることがありません。 12わ

たしをののしる者は敵ではありません。もしそうである

ならば忍ぶことができます。わたしにむかって高ぶる者

はあだではありません。もしそうであるならば身を隠し

て彼を避けることができます。 13しかしそれはあなたで

す、わたしと同じ者、わたしの同僚、わたしの親しい友

です。 14われらはたがいに楽しく語らい、つれだって神

の宮に上りました。 15どうぞ、死を彼らに臨ませ、生き

たままで陰府に下らせ、恐れをもって彼らを墓に去らせ

てください。 (Sheol h7585) 16しかしわたしが神に呼ばわれ

ば、主はわたしを救われます。 17夕べに、あしたに、真

昼にわたしが嘆きうめけば、主はわたしの声を聞かれま

す。 18たといわたしを攻める者が多くとも、主はわたし

がたたかう戦いからわたしを安らかに救い出されます。

19昔からみくらに座しておられる神は聞いて彼らを悩ま

されるでしょう。[セラ彼らはおきてを守らず、神を恐れ

ないからです。 20わたしの友はその親しき者に手を伸ば

して、その契約を破った。 21その口は牛酪よりもなめら

かだが、その心には戦いがある。その言葉は油よりもや

わらかだが、それは抜いたつるぎである。 22あなたの荷

を主にゆだねよ。主はあなたをささえられる。主は正し

い人の動かされるのを決してゆるされない。 23しかし主

よ、あなたは彼らを滅びの穴に投げ入れられます。血を

流す者と欺く者とはおのが日の半ばも生きながらえるこ

とはできません。しかしわたしはあなたに寄り頼みます

。

56聖歌隊の指揮者によって、「遠き所におる音をたて
ぬはと」のしらべにあわせてうたわせたダビデのミ

クタムの歌。これはダビデがガテでペリシテびとに捕え

られたときによんだもの 神よ、どうかわたしをあわれん

でください。人々がわたしを踏みつけ、あだする人々が

ひねもすわたしをしえたげます。 2わたしの敵はひねも

すわたしを踏みつけ、誇りたかぶって、わたしと戦う者

が多いのです。 3わたしが恐れるときは、あなたに寄り

頼みます。 4わたしは神によって、そのみ言葉をほめた

たえます。わたしは神に信頼するゆえ、恐れることはあ

りません。肉なる者はわたしに何をなし得ましょうか。

5彼らはひねもすわたしの事を妨害し、その思いはこと

ごとくわたしにわざわいします。 6彼らは共に集まって

身をひそめ、わたしの歩みに目をとめ、わたしのいのち

をうかがい求めます。 7神よ、彼らにその罪を報い、憤

りをもってもろもろの民を倒してください。 8あなたは

わたしのさすらいを数えられました。わたしの涙をあな

たの皮袋にたくわえてください。これは皆あなたの書に

しるされているではありませんか。 9わたしが呼び求め

る日に、わたしの敵は退きます。これによって神がわた

しを守られることを知ります。 10わたしは神によってそ

のみ言葉をほめたたえ、主によってそのみ言葉をほめた

たえます。 11わたしは神に信頼するゆえ、恐れることは

ありません。人はわたしに何をなし得ましょうか。 12神

よ、わたしがあなたに立てた誓いは果さなければなりま

せん。わたしは感謝の供え物をあなたにささげます。 13

あなたはわたしの魂を死から救い、わたしの足を守って

倒れることなく、いのちの光のうちで神の前にわたしを

歩ませられたからです。

57聖歌隊の指揮者によって、「滅ぼすな」というしら
べにあわせてうたわせたダビデのミクタムの歌。こ

れはダビデが洞にはいってサウルの手をのがれたときに

よんだもの 神よ、わたしをあわれんでください。わたし
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をあわれんでください。わたしの魂はあなたに寄り頼み

ます。滅びのあらしの過ぎ去るまではあなたの翼の陰を

わたしの避け所とします。 2わたしはいと高き神に呼ば

わります。わたしのためにすべての事をなしとげられる

神に呼ばわります。 3神は天から送ってわたしを救い、

わたしを踏みつける者をはずかしめられます。[セラすな

わち神はそのいつくしみとまこととを送られるのです。

4わたしは人の子らをむさぼり食らうししの中に横たわ

っています。彼らの歯はほこ、また矢、彼らの舌は鋭い

つるぎです。 5神よ、みずからを天よりも高くし、みさ

かえを全地の上にあげてください。 6彼らはわたしの足

を捕えようと網を設けました。わたしの魂はうなだれま

した。彼らはわたしの前に穴を掘りました。しかし彼ら

はみずからその中に陥ったのです。 (セラ) 7神よ、わた

しの心は定まりました。わたしの心は定まりました。わ

たしは歌い、かつほめたたえます。 8わが魂よ、さめよ

。立琴よ、琴よ、さめよ。わたしはしののめを呼びさま

します。 9主よ、わたしはもろもろの民の中であなたに

感謝し、もろもろの国の中であなたをほめたたえます。

10あなたのいつくしみは大きく、天にまで及び、あなた

のまことは雲にまで及びます。 11神よ、みずからを天よ

りも高くし、みさかえを全地の上にあげてください。

58聖歌隊の指揮者によって、「滅ぼすな」というしら
べにあわせてうたわせたダビデのミクタムの歌あ

なたがた力ある者よ、まことにあなたがたは正しい事を

語り、公平をもって人の子らをさばくのか。 2否、あな

たがたは心のうちに悪い事をたくらみ、その手は地に暴

虐を行う。 3悪しき者は胎を出た時から、そむき去り、

生れ出た時から、あやまちを犯し、偽りを語る。 5彼ら

はへびの毒のような毒をもち、魔法使または巧みに呪文

を唱える者の声を聞かない耳をふさぐ耳しいのまむしの

ようである。 6神よ、彼らの口の歯を折ってください。

主よ、若いししのきばを抜き砕いてください。 7彼らを

流れゆく水のように消え去らせ、踏み倒される若草のよ

うに衰えさせてください。 8また溶けてどろどろになる

かたつむりのように、時ならず生れた日を見ぬ子のよう

にしてください。 9あなたがたの釜がまだいばらの熱を

感じない前に青いのも、燃えているのも共につむじ風に

吹き払われるように彼らを吹き払ってください。 10正し

い者は復讐を見て喜び、その足を悪しき者の血で洗うで

あろう。 11そして人々は言うであろう、「まことに正し

い者には報いがある。まことに地にさばきを行われる神

がある」と。

59聖歌隊の指揮者によって、「滅ぼすな」というしら
べにあわせてうたわせたダビデのミクタムの歌。こ

れはサウルがダビデを殺そうとして人をつかわし、その

家をうかがわせたときダビデのよんだもの わが神よ、ど

うかわたしをわが敵から助け出し、わたしに逆らって起

りたつ者からお守りください。 2悪を行う者からわたし

を助け出し、血を流す人からわたしをお救いください。

3見よ、彼らはひそみかくれて、わたしの命をうかがい

、力ある人々が共に集まってわたしを攻めます。主よ、

わたしにとがも罪もなく、 4わたしにあやまちもないの

に、彼らは走りまわって備えをします。わたしを助ける

ために目をさまして、ごらんください。 5万軍の神、主

よ、あなたはイスラエルの神です。目をさまして、もろ

もろの国民を罰し、悪をたくらむ者どもに、あわれみを

施さないでください。 (セラ) 6彼らは夕ごとに帰ってき

て、犬のようにほえて町をあさりまわる。 7見よ、彼ら

はその口をもってほえ叫び、そのくちびるをもってうな

り、「だれが聞くものか」と言う。 8しかし、主よ、あ

なたは彼らを笑い、もろもろの国民をあざけり笑われる

。 9わが力よ、わたしはあなたにむかってほめ歌います

。神よ、あなたはわたしの高きやぐらです。 10わが神は

そのいつくしみをもってわたしを迎えられる。わが神は

わたしに敵の敗北を見させられる。 11どうぞ、わが民の

忘れることのないために、彼らを殺さないでください。

主、われらの盾よ、み力をもって彼らをよろめかせ、彼

らを倒れさせないでください。 12彼らの口の罪、そのく

ちびるの言葉のために彼らをその高ぶりに捕われさせて

ください。彼らが語るのろいと偽りのために 13憤りをも

って彼らを滅ぼし、もはやながらえることのないまでに

、彼らを滅ぼしてください。そうすれば地のはてまで、

人々は神がヤコブを治められることを知るに至るでしょ

う。 (セラ) 14彼らは夕ごとに帰ってきて、犬のように

ほえて町をあさりまわる。 15彼らは食い物のためにある

きまわり、飽くことを得なければ怒りうなる。 16しかし

、わたしはあなたのみ力をうたい、朝には声をあげてみ

いつくしみを歌います。あなたはわたしの悩みの日にわ

が高きやぐらとなり、わたしの避け所となられたからで

す。 17わが力よ、わたしはあなたにむかってほめうたい

ます。神よ、あなたはわが高きやぐら、わたしにいつく

しみを賜わる神であられるからです。

60聖歌隊の指揮者によって、「あかしのゆり」という
しらべにあわせて教のためにうたわせたダビデのミ

クタムの歌。これはダビデが、アラムナハライムおよび

アラムゾバと戦ったとき、ヨアブがその帰りに、塩の谷

でエドムびと一万二千人を殺したときによんだもの 神よ

、あなたはわれらを捨て、われらを打ち破られました。

あなたは憤られました。再びわれらをかえしてください

。 2あなたは国を震わせ、これを裂かれました。その破

れをいやしてください。国が揺れ動くのです。 3あなた

はその民に耐えがたい事をさせ、人をよろめかす酒をわ

れらに飲ませられました。 4あなたは弓の前からのがれ

た者を再び集めようとあなたを恐れる者のために一つの

旗を立てられました。 (セラ) 5あなたの愛される者が助

けを得るために、右の手をもって勝利を与え、われらに

答えてください。 6神はその聖所で言われた、「わたし

は大いなる喜びをもってシケムを分かち、スコテの谷を

分かち与えよう。 7ギレアデはわたしのもの、マナセも

わたしのものである。エフライムはわたしのかぶと、ユ

ダはわたしのつえである。 8モアブはわたしの足だらい

、エドムにはわたしのくつを投げる。ペリシテについて

は、かちどきをあげる」と。 9だれがわたしを堅固な町

に至らせるでしょうか。だれがわたしをエドムに導くで

しょうか。 10神よ、あなたはわれらを捨てられたではあ

りませんか。神よ、あなたはわれらの軍勢と共に出て行

かれません。 11われらに助けを与えて、あだにむかわせ

てください。人の助けはむなしいのです。 12われらは神

によって勇ましく働きます。われらのあだを踏みにじる

者は神だからです。

61聖歌隊の指揮者によって琴にあわせてうたわせたダ
ビデの歌神よ、わたしの叫びを聞いてください。

わたしの祈に耳を傾けてください。 2わが心のくずおれ
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るとき、わたしは地のはてからあなたに呼ばわります。

わたしを導いてわたしの及びがたいほどの高い岩にのぼ

らせてください。 3あなたはわたしの避け所、敵に対す

る堅固なやぐらです。 4わたしをとこしえにあなたの幕

屋に住まわせ、あなたの翼の陰にのがれさせてください

。 (セラ) 5神よ、あなたはわたしのもろもろの誓いを聞

き、み名を恐れる者に賜わる嗣業をわたしに与えられま

した。 6どうか王のいのちを延ばし、そのよわいをよろ

ずよに至らせてください。 7彼をとこしえに神の前に王

たらしめ、いつくしみとまこととに命じて彼を守らせて

ください。 8そうすればわたしはとこしえにみ名をほめ

うたい、日ごとにわたしのもろもろの誓いを果すでしょ

う。

62聖歌隊の指揮者によってエドトンのしらべにしたが
ってうたわせたダビデの歌わが魂はもだしてただ

神をまつ。わが救は神から来る。 2神こそわが岩、わが

救、わが高きやぐらである。わたしはいたく動かされる

ことはない。 3あなたがたは、いつまで人に押し迫るの

か。あなたがたは皆、傾いた石がきのように、揺り動く

まがきのように人を倒そうとするのか。 4彼らは人を尊

い地位から落そうとのみはかり、偽りを喜び、その口で

は祝福し、心のうちではのろうのである。 (セラ) 5わが

魂はもだしてただ神をまつ。わが望みは神から来るから

である。 6神こそわが岩、わが救、わが高きやぐらであ

る。わたしは動かされることはない。 7わが救とわが誉

とは神にある。神はわが力の岩、わが避け所である。 8

民よ、いかなる時にも神に信頼せよ。そのみ前にあなた

がたの心を注ぎ出せ。神はわれらの避け所である。 (セ

ラ) 9低い人はむなしく、高い人は偽りである。彼らを

はかりにおけば、彼らは共に息よりも軽い。 10あなたが

たは、しえたげにたよってはならない。かすめ奪うこと

に、むなしい望みをおいてはならない。富の増し加わる

とき、これに心をかけてはならない。 11神はひとたび言

われた、わたしはふたたびこれを聞いた、力は神に属す

ることを。 12主よ、いつくしみもまたあなたに属するこ

とを。あなたは人おのおののわざにしたがって報いられ

るからである。

63ユダの野にあったときによんだダビデの歌神よ、
あなたはわたしの神、わたしは切にあなたをたずね

求め、わが魂はあなたをかわき望む。水なき、かわき衰

えた地にあるように、わが肉体はあなたを慕いこがれる

。 2それでわたしはあなたの力と栄えとを見ようと、聖

所にあって目をあなたに注いだ。 3あなたのいつくしみ

は、いのちにもまさるゆえ、わがくちびるはあなたをほ

めたたえる。 4わたしは生きながらえる間、あなたをほ

め、手をあげて、み名を呼びまつる。 6わたしが床の上

であなたを思いだし、夜のふけるままにあなたを深く思

うとき、わたしの魂は髄とあぶらとをもってもてなされ

るように飽き足り、わたしの口は喜びのくちびるをもっ

てあなたをほめたたえる。 7あなたはわたしの助けとな

られたゆえ、わたしはあなたの翼の陰で喜び歌う。 8わ

たしの魂はあなたにすがりつき、あなたの右の手はわた

しをささえられる。 9しかしわたしの魂を滅ぼそうとた

ずね求める者は地の深き所に行き、 10つるぎの力にわた

され、山犬のえじきとなる。 11しかし王は神にあって喜

び、神によって誓う者はみな誇ることができる。偽りを

言う者の口はふさがれるからである。

64聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌神
よ、わたしが嘆き訴えるとき、わたしの声をお聞き

ください。敵の恐れからわたしの命をお守りください。

2わたしを隠して、悪を行う者のひそかなはかりごとか

ら免れさせ、不義を行う者のはかりごとから免れさせて

ください。 3彼らはその舌をつるぎのようにとぎ、苦い

言葉を矢のように放ち、 4隠れた所から罪なき者を射よ

うとする。にわかに彼を射て恐れることがない。 5彼ら

は悪い企てを固くたもち、共にはかり、ひそかにわなを

かけて言う、「だれがわれらを見破ることができるか。

6だれがわれらの罪をたずね出すことができるか。われ

らは巧みに、はかりごとを考えめぐらしたのだ」と。人

の内なる思いと心とは深い。 7しかし神は矢をもって彼

らを射られる。彼らはにわかに傷をうけるであろう。 8

神は彼らの舌のゆえに彼らを滅ぼされる。彼らを見る者

は皆そのこうべを振るであろう。 9その時すべての人は

恐れ、神のみわざを宣べ伝え、そのなされた事を考える

であろう。 10正しい人は主にあって喜び、かつ主に寄り

頼む。すべて心の直き者は誇ることができる。

65聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌、さ
んび神よ、シオンにて、あなたをほめたたえるこ

とはふさわしいことである。人はあなたに誓いを果すで

あろう。 3祈を聞かれる方よ、すべての肉なる者は罪の

ゆえにあなたに来る。われらのとががわれらに打ち勝つ

とき、あなたはこれをゆるされる。 4あなたに選ばれ、

あなたに近づけられて、あなたの大庭に住む人はさいわ

いである。われらはあなたの家、あなたの聖なる宮の恵

みによって飽くことができる。 5われらの救の神よ、地

のもろもろのはてと、遠き海の望みであるあなたは恐る

べきわざにより、救をもってわれらに答えられる。 6あ

なたは大能を帯び、そのみ力によって、もろもろの山を

堅く立たせられる。 7あなたは海の響き、大波の響き、

もろもろの民の騒ぎを静められる。 8それゆえ、地のは

てに住む人々も、あなたのもろもろのしるしを見て恐れ

る。あなたは朝と夕の出る所をして喜び歌わせられる。

9あなたは地に臨んで、これに水をそそぎ、これを大い

に豊かにされる。神の川は水で満ちている。あなたはそ

のように備えして彼らに穀物を与えられる。 10あなたは

その田みぞを豊かにうるおし、そのうねを整え、夕立ち

をもってそれを柔らかにし、そのもえ出るのを祝福し、

11またその恵みをもって年の冠とされる。あなたの道に

はあぶらがしたたる。 12野の牧場はしたたり、小山は喜

びをまとい、 13牧場は羊の群れを着、もろもろの谷は穀

物をもっておおわれ、彼らは喜び呼ばわって共に歌う。

66聖歌隊の指揮者によってうたわせた歌、さんび全
地よ、神にむかって喜び呼ばわれ。 2そのみ名の栄

光を歌え。栄えあるさんびをささげよ。 3神に告げよ。

「あなたのもろもろのみわざは恐るべきかな。大いなる

み力によって、あなたの敵はみ前に屈服し、 4全地はあ

なたを拝み、あなたをほめうたい、み名をほめうたうで

あろう」と。 (セラ) 5来て、神のみわざを見よ。人の子

らにむかってなされることは恐るべきかな。 6神は海を

変えて、かわいた地とされた。人々は徒歩で川を渡った

。その所でわれらは神を喜んだ。 7神は大能をもって、
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とこしえに統べ治め、その目はもろもろの国民を監視さ

れる。そむく者はみずからを高くしてはならない。 (セ

ラ) 8もろもろの民よ、われらの神をほめよ。神をほめ

たたえる声を聞えさせよ。 9神はわれらを生きながらえ

させ、われらの足のすべるのをゆるされない。 10神よ、

あなたはわれらを試み、しろがねを練るように、われら

を練られた。 11あなたはわれらを網にひきいれ、われら

の腰に重き荷を置き、 12人々にわれらの頭の上を乗り越

えさせられた。われらは火の中、水の中を通った。しか

しあなたはわれらを広い所に導き出された。 13わたしは

燔祭をもってあなたの家に行き、わたしの誓いをあなた

に果します。 14これはわたしが悩みにあったとき、わた

しのくちびるの言い出したもの、わたしの口が約束した

ものです。 15わたしは肥えたものの燔祭を雄羊のいけに

えの煙と共にあなたにささげ、雄牛と雄やぎとをささげ

ます。 (セラ) 16すべて神を恐れる者よ、来て聞け。神

がわたしのためになされたことを告げよう。 17わたしは

声をあげて神に呼ばわり、わが舌をもって神をあがめた

。 18もしわたしが心に不義をいだいていたならば、主は

お聞きにならないであろう。 19しかし、まことに神はお

聞きになり、わが祈の声にみこころをとめられた。 20神

はほむべきかな。神はわが祈をしりぞけず、そのいつく

しみをわたしから取り去られなかった。

67聖歌隊の指揮者によって琴にあわせてうたわせた歌
、さんびどうか、神がわれらをあわれみ、われら

を祝福し、そのみ顔をわれらの上に照されるように。

(セラ) 2これはあなたの道があまねく地に知られ、あな

たの救の力がもろもろの国民のうちに知られるためです

。 3神よ、民らにあなたをほめたたえさせ、もろもろの

民にあなたをほめたたえさせてください。 4もろもろの

国民を楽しませ、また喜び歌わせてください。あなたは

公平をもってもろもろの民をさばき、地の上なるもろも

ろの国民を導かれるからです。 (セラ) 5神よ、民らにあ

なたをほめたたえさせ、もろもろの民にあなたをほめた

たえさせてください。 6地はその産物を出しました。神

、われらの神はわれらを祝福されました。 7神はわれら

を祝福されました。地のもろもろのはてにことごとく神

を恐れさせてください。

68聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌、さ
んび神よ、立ちあがって、その敵を散らし、神を

憎む者をみ前から逃げ去らせてください。 2煙の追いや

られるように彼らを追いやり、ろうの火の前に溶けるよ

うに悪しき者を神の前に滅ぼしてください。 3しかし正

しい者を喜ばせ、神の前に喜び踊らせ、喜び楽しませて

ください。 4神にむかって歌え、そのみ名をほめうたえ

。雲に乗られる者にむかって歌声をあげよ。その名は主

、そのみ前に喜び踊れ。 5その聖なるすまいにおられる

神はみなしごの父、やもめの保護者である。 6神は寄る

べなき者に住むべき家を与え、めしゅうどを解いて幸福

に導かれる。しかしそむく者はかわいた地に住む。 7神

よ、あなたが民に先だち出て、荒野を進み行かれたとき

、 (セラ) 8シナイの主なる神の前に、イスラエルの神な

る神の前に、地は震い、天は雨を降らせました。 9神よ

、あなたは豊かな雨を降らせて、疲れ衰えたあなたの嗣

業の地を回復され、 10あなたの群れは、そのうちにすま

いを得ました。神よ、あなたは恵みをもって貧しい者の

ために備えられました。 11主は命令を下される。おとず

れを携えた女たちの大いなる群れは言う、 12「もろもろ

の軍勢の王たちは逃げ去り、逃げ去った」と。家にとど

まる女たちは獲物を分ける、 13たとい彼らは羊のおりの

中にとどまるとも。はとの翼は、しろがねをもっておお

われ、その羽はきらめくこがねをもっておおわれる。 14

全能者がかしこで王たちを散らされたとき、ザルモンに

雪が降った。 15神の山、バシャンの山、峰かさなる山、

バシャンの山よ。 16峰かさなるもろもろの山よ、何ゆえ

神がすまいにと望まれた山をねたみ見るのか。まことに

主はとこしえにそこに住まわれる。 17主は神のいくさ車

幾千万をもって、シナイから聖所に来られた。 18あなた

はとりこを率い、人々のうちから、またそむく者のうち

から贈り物をうけて、高い山に登られた。主なる神がそ

こに住まわれるためである。 19日々にわれらの荷を負わ

れる主はほむべきかな。神はわれらの救である。 (セラ)

20われらの神は救の神である。死からのがれ得るのは主

なる神による。 21神はその敵のこうべを打ち砕き、おの

がとがの中に歩む者の毛深い頭のいただきを打ち砕かれ

る。 22主は言われた、「わたしはバシャンから彼らを携

え帰り、海の深い所から彼らを携え帰る。 23あなたはそ

の足を彼らの血に浸し、あなたの犬の舌はその分け前を

敵から得るであろう」と。 24神よ、人々はあなたのこう

ごうしい行列を見た。わが神、わが王の、聖所に進み行

かれるのを見た。 25歌う者は前に行き、琴をひく者はあ

とになり、おとめらはその間にあって手鼓を打って言う

、 26「大いなる集会で神をほめよ。イスラエルの源から

出た者よ、主をほめまつれ」と。 27そこに彼らを導く年

若いベニヤミンがおり、その群れの中にユダの君たちが

おり、ゼブルンの君たち、ナフタリの君たちがいる。 28

神よ、あなたの大能を奮い起してください。われらのた

めに事をなされた神よ、あなたの力をお示しください。

29エルサレムにあるあなたの宮のために、王たちはあな

たに贈り物をささげるでしょう。 30葦の中に住む獣、も

ろもろの民の子牛を率いる雄牛の群れをいましめてくだ

さい。みつぎ物をむさぼる者たちを足の下に踏みつけ、

戦いを好むもろもろの民を散らしてください。 31青銅を

エジプトから持ちきたらせ、エチオピヤには急いでその

手を神に伸べさせてください。 32地のもろもろの国よ、

神にむかって歌え、主をほめうたえ。 (セラ) 33いにし

えからの天の天に乗られる主にむかってほめうたえ。見

よ、主はみ声を出し、力あるみ声を出される。 34力を神

に帰せよ。その威光はイスラエルの上にあり、その力は

雲の中にある。 35神はその聖所で恐るべく、イスラエル

の神はその民に力と勢いとを与えられる。神はほむべき

かな。

69聖歌隊の指揮者によってゆりの花のしらべにあわせ
てうたわせたダビデの歌神よ、わたしをお救いく

ださい。大水が流れ来て、わたしの首にまで達しました

。 2わたしは足がかりもない深い泥の中に沈みました。

わたしは深い水に陥り、大水がわたしの上を流れ過ぎま

した。 3わたしは叫びによって疲れ、わたしののどはか

わき、わたしの目は神を待ちわびて衰えました。 4ゆえ

なく、わたしを憎む者はわたしの頭の毛よりも多く、偽

ってわたしの敵となり、わたしを滅ぼそうとする者は強

いのです。わたしは盗まなかった物をも償わなければな

らないのですか。 5神よ、あなたはわたしの愚かなこと
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を知っておられます。わたしのもろもろのとがはあなた

に隠れることはありません。 6万軍の神、主よ、あなた

を待ち望む者がわたしの事によって、はずかしめられる

ことのないようにしてください。イスラエルの神よ、あ

なたを求める者がわたしの事によって、恥を負わせられ

ることのないようにしてください。 7わたしはあなたの

ためにそしりを負い、恥がわたしの顔をおおったのです

。 8わたしはわが兄弟には、知らぬ者となり、わが母の

子らには、のけ者となりました。 9あなたの家を思う熱

心がわたしを食いつくし、あなたをそしる者のそしりが

わたしに及んだからです。 10わたしが断食をもってわた

しの魂を悩ませば、かえってそれによってそしりをうけ

ました。 11わたしが荒布を衣とすれば、かえって彼らの

ことわざとなりました。 12わたしは門に座する者の話題

となり、酔いどれの歌となりました。 13しかし主よ、わ

たしはあなたに祈ります。神よ、恵みの時に、あなたの

いつくしみの豊かなるにより、わたしにお答えください

。 14あなたのまことの救により、わたしを泥の中に沈ま

ぬよう助け出してください。わたしを憎む者から、また

深い水からわたしを助け出してください。 15大水がわた

しの上を流れ過ぎることなく、淵がわたしをのむことな

く、穴がその口をわたしの上に閉じることのないように

してください。 16主よ、あなたのいつくしみの深きによ

り、わたしにお答えください。あなたのあわれみの豊か

なるにより、わたしを顧みてください。 17あなたの顔を

しもべに隠さないでください。わたしは悩んでいるので

す。すみやかにわたしにお答えください。 18わたしに近

く寄って、わたしをあがない、わが敵のゆえにわたしを

お救いください。 19あなたはわたしの受けるそしりと、

恥と、はずかしめとを知っておられます。わたしのあだ

は皆あなたの前にあります。 20そしりがわたしの心を砕

いたので、わたしは望みを失いました。わたしは同情す

る者を求めたけれども、ひとりもなく、慰める者を求め

たけれども、ひとりも見ませんでした。 21彼らはわたし

の食物に毒を入れ、わたしのかわいた時に酢を飲ませま

した。 22彼らの前の食卓を網とし、彼らが犠牲をささげ

る祭を、わなとしてください。 23彼らの目を暗くして見

えなくし、彼らの腰を常に震わせ、 24あなたの憤りを彼

らの上にそそぎ、あなたの激しい怒りを彼らに追いつか

せてください。 25彼らの宿営を荒し、ひとりもその天幕

に住まわせないでください。 26彼らはあなたが撃たれた

者を迫害し、あなたが傷つけられた者をさらに苦しめる

からです。 27彼らに、罰に罰を加え、あなたの赦免にあ

ずからせないでください。 28彼らをいのちの書から消し

去って、義人のうちに記録されることのないようにして

ください。 29しかしわたしは悩み苦しんでいます。神よ

、あなたの救がわたしを高い所に置かれますように。 30

わたしは歌をもって神の名をほめたたえ、感謝をもって

神をあがめます。 31これは雄牛または角とひずめのある

雄牛にまさって主を喜ばせるでしょう。 32へりくだる者

は、これを見て喜べ。神を求める者よ、あなたがたの心

を生きかえらせよ。 33主は乏しい者に聞き、その捕われ

人をかろしめられないからである。 34天と地は主をほめ

たたえ、海とその中に動くあらゆるものは主をほめたた

えよ。 35神はシオンを救い、ユダの町々を建て直される

からである。そのしもべらはそこに住んでこれを所有し

、 36そのしもべらの子孫はこれを継ぎ、み名を愛する者

はその中に住むであろう。

70聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの記念の
歌神よ、みこころならばわたしをお救いください

。主よ、すみやかにわたしをお助けください。 2わたし

のいのちをたずね求める者どもを恥じあわてさせてくだ

さい。わたしのそこなわれることを願う者どもをうしろ

に退かせ、恥を負わせてください。 3「あはぁ、あはぁ

」と言う者どもを自分の恥によって恐れおののかせてく

ださい。 4すべてあなたを尋ね求める者はあなたによっ

て喜び楽しむように。あなたの救を愛する者はつねに「

神は大いなるかな」ととなえるように。 5しかし、わた

しは貧しく、かつ乏しい。神よ、急いでわたしに来てく

ださい。あなたはわが助け、わが救主です。主よ、ため

らわないでください。

71主よ、わたしはあなたに寄り頼む。とこしえにわた
しをはずかしめないでください。 2あなたの義をも

ってわたしを助け、わたしを救い出してください。あな

たの耳を傾けて、わたしをお救いください。 3わたしの

ためにのがれの岩となり、わたしを救う堅固な城となっ

てください。あなたはわが岩、わが城だからです。 4わ

が神よ、悪しき者の手からわたしを救い、不義、残忍な

人の支配から、わたしを救い出してください。 5主なる

神よ、あなたはわたしの若い時からのわたしの望み、わ

たしの頼みです。 6わたしは生れるときからあなたに寄

り頼みました。あなたはわたしを母の胎から取り出され

たかたです。わたしは常にあなたをほめたたえます。 7

わたしは多くの人に怪しまれるような者となりました。

しかしあなたはわたしの堅固な避け所です。 8わたしの

口はひねもす、あなたをたたえるさんびと、頌栄とをも

って満たされています。 9わたしが年老いた時、わたし

を見離さないでください。わたしが力衰えた時、わたし

を見捨てないでください。 10わたしの敵はわたしについ

て語り、わたしのいのちをうかがう者は共にはかって、

11「神は彼を見捨てた。彼を助ける者がないから彼を追

って捕えよ」と言います。 12神よ、わたしに遠ざからな

いでください。わが神よ、すみやかに来てわたしを助け

てください。 13わたしにあだする者を恥じさせ、滅ぼし

てください。わたしをそこなわんとする者を、そしりと

、はずかしめとをもっておおってください。 14しかしわ

たしは絶えず望みをいだいて、いよいよあなたをほめた

たえるでしょう。 15わたしの口はひねもすあなたの義と

、あなたの救とを語るでしょう。わたしはその数を知ら

ないからです。 16わたしは主なる神の大能のみわざを携

えゆき、ただあなたの義のみを、ほめたたえるでしょう

。 17神よ、あなたはわたしを若い時から教えられました

。わたしはなお、あなたのくすしきみわざを宣べ伝えま

す。 18神よ、わたしが年老いて、しらがとなるとも、あ

なたの力をきたらんとするすべての代に宣べ伝えるまで

、わたしを見捨てないでください。 19神よ、あなたの大

能と義とは高い天にまで及ぶ。あなたは大いなる事をな

されました。神よ、だれかあなたに等しい者があるでし

ょうか。 20あなたはわたしを多くの重い悩みにあわされ

ましたが、再びわたしを生かし、地の深い所から引きあ

げられるでしょう。 21あなたはわたしの誉を増し、再び

わたしを慰められるでしょう。 22わが神よ、わたしはま

た立琴をもってあなたと、あなたのまこととをほめたた

えます。イスラエルの聖者よ、わたしは琴をもってあな

たをほめ歌います。 23わたしがあなたにむかってほめ歌
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うとき、わがくちびるは喜び呼ばわり、あなたがあがな

われたわが魂もまた喜び呼ばわるでしょう。 24わたしの

舌もまたひねもすあなたの義を語るでしょう。わたしを

そこなわんとした者が恥じあわてたからです。

72ソロモンの歌神よ、あなたの公平を王に与え、あ
なたの義を王の子に与えてください。 2彼は義をも

ってあなたの民をさばき、公平をもってあなたの貧しい

者をさばくように。 3もろもろの山と丘とは義によって

民に平和を与えるように。 4彼は民の貧しい者の訴えを

弁護し、乏しい者に救を与え、しえたげる者を打ち砕く

ように。 5彼は日と月とのあらんかぎり、世々生きなが

らえるように。 6彼は刈り取った牧草の上に降る雨のご

とく、地を潤す夕立ちのごとく臨むように。 7彼の世に

義は栄え、平和は月のなくなるまで豊かであるように。

8彼は海から海まで治め、川から地のはてまで治めるよ

うに。 9彼のあだは彼の前にかがみ、彼の敵はちりをな

めるように。 10タルシシおよび島々の王たちはみつぎを

納め、シバとセバの王たちは贈り物を携えて来るように

。 11もろもろの王は彼の前にひれ伏し、もろもろの国民

は彼に仕えるように。 12彼は乏しい者をその呼ばわる時

に救い、貧しい者と、助けなき者とを救う。 13彼は弱い

者と乏しい者とをあわれみ、乏しい者のいのちを救い、

14彼らのいのちを、しえたげと暴力とからあがなう。彼

らの血は彼の目に尊い。 15彼は生きながらえ、シバの黄

金が彼にささげられ、彼のために絶えず祈がささげられ

、ひねもす彼のために祝福が求められるように。 16国の

うちには穀物が豊かにみのり、その実はレバノンのよう

に山々の頂に波打ち、人々は野の草のごとく町々に栄え

るように。 17彼の名はとこしえに続き、その名声は日の

あらん限り、絶えることのないように。人々は彼によっ

て祝福を得、もろもろの国民は彼をさいわいなる者とと

なえるように。 18イスラエルの神、主はほむべきかな。

ただ主のみ、くすしきみわざをなされる。 19その光栄あ

る名はとこしえにほむべきかな。全地はその栄光をもっ

て満たされるように。アァメン、アァメン。 20エッサイ

の子ダビデの祈は終った。

73アサフの歌神は正しい者にむかい、心の清い者に
むかって、まことに恵みふかい。 2しかし、わたし

は、わたしの足がつまずくばかり、わたしの歩みがすべ

るばかりであった。 3これはわたしが、悪しき者の栄え

るのを見て、その高ぶる者をねたんだからである。 4彼

らには苦しみがなく、その身はすこやかで、つやがあり

、 5ほかの人々のように悩むことがなく、ほかの人々の

ように打たれることはない。 6それゆえ高慢は彼らの首

飾となり、暴力は衣のように彼らをおおっている。 7彼

らは肥え太って、その目はとびいで、その心は愚かな思

いに満ちあふれている。 8彼らはあざけり、悪意をもっ

て語り、高ぶって、しえたげを語る。 9彼らはその口を

天にさからって置き、その舌は地をあるきまわる。 10そ

れゆえ民は心を変えて彼らをほめたたえ、彼らのうちに

あやまちを認めない。 11彼らは言う、「神はどうして知

り得ようか、いと高き者に知識があろうか」と。 12見よ

、これらは悪しき者であるのに、常に安らかで、その富

が増し加わる。 13まことに、わたしはいたずらに心をき

よめ、罪を犯すことなく手を洗った。 14わたしはひねも

す打たれ、朝ごとに懲しめをうけた。 15もしわたしが「

このような事を語ろう」と言ったなら、わたしはあなた

の子らの代を誤らせたであろう。 16しかし、わたしがこ

れを知ろうと思いめぐらしたとき、これはわたしにめん

どうな仕事のように思われた。 17わたしが神の聖所に行

って、彼らの最後を悟り得たまではそうであった。 18ま

ことにあなたは彼らをなめらかな所に置き、彼らを滅び

に陥らせられる。 19なんと彼らはまたたくまに滅ぼされ

、恐れをもって全く一掃されたことであろう。 20あなた

が目をさまして彼らの影をかろしめられるとき、彼らは

夢みた人の目をさました時のようである。 21わたしの魂

が痛み、わたしの心が刺されたとき、 22わたしは愚かで

悟りがなく、あなたに対しては獣のようであった。 23け

れどもわたしは常にあなたと共にあり、あなたはわたし

の右の手を保たれる。 24あなたはさとしをもってわたし

を導き、その後わたしを受けて栄光にあずからせられる

。 25わたしはあなたのほかに、だれを天にもち得よう。

地にはあなたのほかに慕うものはない。 26わが身とわが

心とは衰える。しかし神はとこしえにわが心の力、わが

嗣業である。 27見よ、あなたに遠い者は滅びる。あなた

は、あなたにそむく者を滅ぼされる。 28しかし神に近く

あることはわたしに良いことである。わたしは主なる神

をわが避け所として、あなたのもろもろのみわざを宣べ

伝えるであろう。

74アサフのマスキールの歌神よ、なぜ、われらをと
こしえに捨てられるのですか。なぜ、あなたの牧の

羊に怒りを燃やされるのですか。 2昔あなたが手に入れ

られたあなたの公会、すなわち、あなたの嗣業の部族と

なすためにあがなわれたものを思い出してください。あ

なたが住まわれたシオンの山を思い出してください。 3

とこしえの滅びの跡に、あなたの足を向けてください。

敵は聖所で、すべての物を破壊しました。 4あなたのあ

だは聖所の中でほえさけび、彼らのしるしを立てて、し

るしとしました。 5彼らは上の入口では、おのをもって

木の格子垣を切り倒しました。 6また彼らは手おのと鎚

とをもって聖所の彫り物をことごとく打ち落しました。

7彼らはあなたの聖所に火をかけ、み名のすみかをけが

して、地に倒しました。 8彼らは心のうちに言いました

、「われらはことごとくこれを滅ぼそう」と。彼らは国

のうちの神の会堂をことごとく焼きました。 9われらは

自分たちのしるしを見ません。預言者も今はいません。

そしていつまで続くのか、われらのうちには、知る者が

ありません。 10神よ、あだはいつまであざけるでしょう

か。敵はとこしえにあなたの名をののしるでしょうか。

11なぜあなたは手を引かれるのですか。なぜあなたは右

の手をふところに入れておかれるのですか。 12神はいに

しえからわたしの王であって、救を世の中に行われた。

13あなたはみ力をもって海をわかち、水の上の龍の頭を

砕かれた。 14あなたはレビヤタンの頭をくだき、これを

野の獣に与えてえじきとされた。 15あなたは泉と流れと

を開き、絶えず流れるもろもろの川をからされた。 16昼

はあなたのもの、夜もまたあなたのもの。あなたは光と

太陽とを設けられた。 17あなたは地のもろもろの境を定

め、夏と冬とを造られた。 18主よ、敵はあなたをあざけ

り、愚かな民はあなたのみ名をののしります。この事を

思い出してください。 19どうかあなたのはとの魂を野の

獣にわたさないでください。貧しい者のいのちをとこし

えに忘れないでください。 20あなたの契約をかえりみて

ください。地の暗い所は暴力のすまいで満ちています。
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21しえたげられる者を恥じさせないでください。貧しい

者と乏しい者とにみ名をほめたたえさせてください。 22

神よ、起きてあなたの訴えをあげつらい、愚かな者のひ

ねもすあなたをあざけるのをみこころにとめてください

。 23あなたのあだの叫びを忘れないでください。あなた

の敵の絶えずあげる騒ぎを忘れないでください。

75聖歌隊の指揮者によって、「滅ぼすな」というしら
べにあわせてうたわせたアサフの歌、さんび神よ

、われらはあなたに感謝します。われらは感謝します。

われらはあなたのみ名を呼び、あなたのくすしきみわざ

を語ります。 2定まった時が来れば、わたしは公平をも

ってさばく。 3地とすべてこれに住むものがよろめくと

き、わたしはその柱を堅くする。 (セラ) 4わたしは、誇

る者には「誇るな」と言い、悪しき者には「角をあげる

な、 5角を高くあげるな、高慢な態度をもって語るな」

と言う。 6上げることは東からでなく、西からでなく、

また荒野からでもない。 7それはさばきを行われる神で

あって、神はこれを下げ、かれを上げられる。 8主の手

には杯があって、よく混ぜた酒があわだっている。主が

これを注ぎ出されると、地のすべての悪しき者はこれを

一滴も残さずに飲みつくすであろう。 9しかしわたしは

とこしえに喜び、ヤコブの神をほめうたいます。 10悪し

き者の角はことごとく切り離されるが正しい者の角はあ

げられるであろう。

76聖歌隊の指揮者によって琴にあわせてうたわせたア
サフの歌、さんび神はユダに知られ、そのみ名は

イスラエルにおいて偉大である。 2その幕屋はサレムに

あり、そのすまいはシオンにある。 3かしこで神は弓の

火矢を折り、盾とつるぎと戦いの武器をこわされた。

(セラ) 4あなたは永久の山々にまさって光栄あり、威厳

がある。 5雄々しい者はかすめられ、彼らは眠りに沈み

、いくさびとは皆その手を施すことができなかった。 6

ヤコブの神よ、あなたのとがめによって、乗り手と馬と

は深い眠りに陥った。 7しかし、あなたこそは恐るべき

方である。あなたが怒りを発せられるとき、だれがみ前

に立つことができよう。 9あなたは天からさばきを仰せ

られた。神が地のしえたげられた者を救うために、さば

きに立たれたとき、地は恐れて、沈黙した。 (セラ) 10

まことに人の怒りはあなたをほめたたえる。怒りの余り

をあなたは帯とされる。 11あなたがたの神、主に誓いを

立てて、それを償え。その周囲のすべての者は恐るべき

主に贈り物をささげよ。 12主はもろもろの君たちのいの

ちを断たれる。主は地の王たちの恐るべき者である。

77聖歌隊の指揮者によってエドトンのしらべにしたが
ってうたわせたアサフの歌わたしは神にむかい声

をあげて叫ぶ。わたしが神にむかって声をあげれば、神

はわたしに聞かれる。 2わたしは悩みの日に主をたずね

求め、夜はわが手を伸べてたゆむことなく、わが魂は慰

められるのを拒む。 3わたしは神を思うとき、嘆き悲し

み、深く思うとき、わが魂は衰える。 (セラ) 4あなたは

わたしのまぶたをささえて閉じさせず、わたしは物言う

こともできないほどに悩む。 5わたしは昔の日を思い、

いにしえの年を思う。 6わたしは夜、わが心と親しく語

り、深く思うてわが魂を探り、言う、 7「主はとこしえ

にわれらを捨てられるであろうか。ふたたび、めぐみを

施されないであろうか。 8そのいつくしみはとこしえに

絶え、その約束は世々ながくすたれるであろうか。 9神

は恵みを施すことを忘れ、怒りをもってそのあわれみを

閉じられたであろうか」と。 (セラ) 10その時わたしは

言う、「わたしの悲しみはいと高き者の右の手が変った

ことである」と。 11わたしは主のみわざを思い起す。わ

たしは、いにしえからのあなたのくすしきみわざを思い

いだす。 12わたしは、あなたのすべてのみわざを思い、

あなたの力あるみわざを深く思う。 13神よ、あなたの道

は聖である。われらの神のように大いなる神はだれか。

14あなたは、くすしきみわざを行われる神である。あな

たは、もろもろの民の間に、その大能をあらわし、 15そ

の腕をもっておのれの民をあがない、ヤコブとヨセフの

子らをあがなわれた。 (セラ) 16神よ、大水はあなたを

見た。大水はあなたを見ておののき、淵もまた震えた。

17雲は水を注ぎいだし、空は雷をとどろかし、あなたの

矢は四方にきらめいた。 18あなたの雷のとどろきは、つ

むじ風の中にあり、あなたのいなずまは世を照し、地は

震い動いた。 19あなたの大路は海の中にあり、あなたの

道は大水の中にあり、あなたの足跡はたずねえなかった

。 20あなたは、その民をモーセとアロンの手によって羊

の群れのように導かれた。

78アサフのマスキールの歌わが民よ、わが教を聞き
、わが口の言葉に耳を傾けよ。 2わたしは口を開い

て、たとえを語り、いにしえからの、なぞを語ろう。 3

これはわれらがさきに聞いて知ったこと、またわれらの

先祖たちがわれらに語り伝えたことである。 4われらは

これを子孫に隠さず、主の光栄あるみわざと、その力と

、主のなされたくすしきみわざとをきたるべき代に告げ

るであろう。 5主はあかしをヤコブのうちにたて、おき

てをイスラエルのうちに定めて、その子孫に教うべきこ

とをわれらの先祖たちに命じられた。 6これは次の代に

生れる子孫がこれを知り、みずから起って、そのまた子

孫にこれを伝え、 7彼らをして神に望みをおき、神のみ

わざを忘れず、その戒めを守らせるためである。 8また

その先祖たちのようにかたくなで、そむく者のやからと

なり、その心が定まりなく、その魂が神に忠実でないや

からとならないためである。 9エフライムの人々は武装

し、弓を携えたが、戦いの日に引き返した。 10彼らは神

の契約を守らず、そのおきてにしたがって歩むことを拒

み、 11神がなされた事と、彼らに示されたくすしきみわ

ざとを忘れた。 12神はエジプトの地と、ゾアンの野でく

すしきみわざを彼らの先祖たちの前に行われた。 13神は

海を分けて彼らを通らせ、水を立たせて山のようにされ

た。 14昼は雲をもって彼らを導き、夜は、よもすがら火

の光をもって彼らを導かれた。 15神は荒野で岩を裂き、

淵から飲むように豊かに彼らに飲ませ、 16また岩から流

れを引いて、川のように水を流れさせられた。 17ところ

が彼らはなお神にむかって罪をかさね、荒野でいと高き

者にそむき、 18おのが欲のために食物を求めて、その心

のうちに神を試みた。 19また彼らは神に逆らって言った

、「神は荒野に宴を設けることができるだろうか。 20見

よ、神が岩を打たれると、水はほとばしりいで、流れが

あふれた。神はまたパンを与えることができるだろうか

。民のために肉を備えることができるだろうか」と。 21

それゆえ、主は聞いて憤られた。火はヤコブにむかって

燃えあがり、怒りはイスラエルにむかって立ちのぼった

。 22これは彼らが神を信ぜず、その救の力を信用しなか
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ったからである。 23しかし神は上なる大空に命じて天の

戸を開き、 24彼らの上にマナを降らせて食べさせ、天の

穀物を彼らに与えられた。 25人は天使のパンを食べた。

神は彼らに食物をおくって飽き足らせられた。 26神は天

に東風を吹かせ、み力をもって南風を導かれた。 27神は

彼らの上に肉をちりのように降らせ、翼ある鳥を海の砂

のように降らせて、 28その宿営のなか、そのすまいのま

わりに落された。 29こうして彼らは食べて、飽き足るこ

とができた。神が彼らにその望んだものを与えられたか

らである。 30ところが彼らがまだその欲を離れず、食物

がなお口の中にあるうちに、 31神の怒りが彼らにむかっ

て立ちのぼり、彼らのうちの最も強い者を殺し、イスラ

エルのうちのえり抜きの者を打ち倒された。 32すべてこ

れらの事があったにもかかわらず、彼らはなお罪を犯し

、そのくすしきみわざを信じなかった。 33それゆえ神は

彼らの日を息のように消えさせ、彼らの年を恐れをもっ

て過ごさせられた。 34神が彼らを殺されたとき、彼らは

神をたずね、悔いて神を熱心に求めた。 35こうして彼ら

は、神は彼らの岩、いと高き神は彼らのあがないぬしで

あることを思い出した。 36しかし彼らはその口をもって

神にへつらい、その舌をもって神に偽りを言った。 37彼

らの心は神にむかって堅実でなく、神の契約に真実でな

かった。 38しかし神はあわれみに富まれるので、彼らの

不義をゆるして滅ぼさず、しばしばその怒りをおさえて

、その憤りをことごとくふり起されなかった。 39また神

は、彼らがただ肉であって、過ぎ去れば再び帰りこぬ風

であることを思い出された。 40幾たび彼らは野で神にそ

むき、荒野で神を悲しませたことであろうか。 41彼らは

かさねがさね神を試み、イスラエルの聖者を怒らせた。

42彼らは神の力をも、神が彼らをあだからあがなわれた

日をも思い出さなかった。 43神はエジプトでもろもろの

しるしをおこない、ゾアンの野でもろもろの奇跡をおこ

ない、 44彼らの川を血に変らせて、その流れを飲むこと

ができないようにされた。 45神ははえの群れを彼らのう

ちに送って彼らを食わせ、かえるを送って彼らを滅ぼさ

れた。 46また神は彼らの作物を青虫にわたし、彼らの勤

労の実をいなごにわたされた。 47神はひょうをもって彼

らのぶどうの木を枯らし、霜をもって彼らのいちじく桑

の木を枯らされた。 48神は彼らの家畜をひょうにわたし

、彼らの群れを燃えるいなずまにわたされた。 49神は彼

らの上に激しい怒りと、憤りと、恨みと、悩みと、滅ぼ

す天使の群れとを放たれた。 50神はその怒りのために道

を設け、彼らの魂を死から免れさせず、そのいのちを疫

病にわたされた。 51神はエジプトですべてのういごを撃

ち、ハムの天幕で彼らの力の初めの子を撃たれた。 52こ

うして神はおのれの民を羊のように引き出し、彼らを荒

野で羊の群れのように導き、 53彼らを安らかに導かれた

ので彼らは恐れることがなかった。しかし海は彼らの敵

をのみつくした。 54神は彼らをその聖地に伴い、その右

の手をもって獲たこの山に伴いこられた。 55神は彼らの

前からもろもろの国民を追い出し、その地を分けて嗣業

とし、イスラエルの諸族を彼らの天幕に住まわせられた

。 56しかし彼らはいと高き神を試み、これにそむいて、

そのもろもろのあかしを守らず、 57そむき去って、先祖

たちのように真実を失い、狂った弓のようにねじれた。

58彼らは高き所を設けて神を怒らせ、刻んだ像をもって

神のねたみを起した。 59神は聞いて大いに怒り、イスラ

エルを全くしりぞけられた。 60神は人々のなかに設けた

幕屋なるシロのすまいを捨て、 61その力をとりことなら

せ、その栄光をあだの手にわたされた。 62神はその民を

つるぎにわたし、その嗣業にむかって大いなる怒りをも

らされた。 63火は彼らの若者たちを焼きつくし、彼らの

おとめたちは婚姻の歌を失い、 64彼らの祭司たちはつる

ぎによって倒れ、彼らのやもめたちは嘆き悲しむことさ

えしなかった。 65そのとき主は眠った者のさめたように

、勇士が酒によって叫ぶように目をさまして、 66そのあ

だを撃ち退け、とこしえの恥を彼らに負わせられた。 67

神はヨセフの天幕をしりぞけ、エフライムの部族を選ば

ず、 68ユダの部族を選び、神の愛するシオンの山を選ば

れた。 69神はその聖所を高い天のように建て、とこしえ

に基を定められた地のように建てられた。 70神はそのし

もべダビデを選んで、羊のおりから取り、 71乳を与える

雌羊の番をするところからつれて来て、その民ヤコブ、

その嗣業イスラエルの牧者とされた。 72こうして彼は直

き心をもって彼らを牧し、巧みな手をもって彼らを導い

た。

79アサフの歌神よ、もろもろの異邦人はあなたの嗣
業の地を侵し、あなたの聖なる宮をけがし、エルサ

レムを荒塚としました。 2彼らはあなたのしもべのしか

ばねを空の鳥に与えてえさとし、あなたの聖徒の肉を地

の獣に与え、 3その血をエルサレムのまわりに水のよう

に流し、これを葬る人がありませんでした。 4われらは

隣り人にそしられ、まわりの人々に侮られ、あざけられ

る者となりました。 5主よ、いつまでなのですか。とこ

しえにお怒りになられるのですか。あなたのねたみは火

のように燃えるのですか。 6どうか、あなたを知らない

異邦人と、あなたの名を呼ばない国々の上にあなたの怒

りを注いでください。 7彼らはヤコブを滅ぼし、そのす

みかを荒したからです。 8われらの先祖たちの不義をみ

こころにとめられず、あわれみをもって、すみやかにわ

れらを迎えてください。われらは、はなはだしく低くさ

れたからです。 9われらの救の神よ、み名の栄光のため

にわれらを助け、み名のためにわれらを救い、われらの

罪をおゆるしください。 10どうして異邦人は言うのでし

ょう、「彼らの神はどこにいるのか」と。あなたのしも

べらの流された血の報いをわれらのまのあたりになして

、異邦人に知らせてください。 11捕われ人の嘆きをあな

たのみ前にいたらせ、あなたの大いなる力により、死に

定められた者を守りながらえさせてください。 12主よ、

われらの隣り人があなたをそしったそしりを七倍にして

彼らのふところに報い返してください。 13そうすれば、

あなたの民、あなたの牧の羊は、とこしえにあなたに感

謝し、世々あなたをほめたたえるでしょう。

80聖歌隊の指揮者によってゆりの花のしらべにあわせ
てうたわせたアサフのあかしの歌イスラエルの牧

者よ、羊の群れのようにヨセフを導かれる者よ、耳を傾

けてください。ケルビムの上に座せられる者よ、光を放

ってください。 2エフライム、ベニヤミン、マナセの前

にあなたの力を振り起し、来て、われらをお救いくださ

い。 3神よ、われらをもとに返し、み顔の光を照してく

ださい。そうすればわれらは救をえるでしょう。 4万軍

の神、主よ、いつまで、その民の祈にむかってお怒りに

なるのですか。 5あなたは涙のパンを彼らに食わせ、多

くの涙を彼らに飲ませられました。 6あなたはわれらを
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隣り人のあざけりとし、われらの敵はたがいにあざわら

いました。 7万軍の神よ、われらをもとに返し、われら

の救われるため、み顔の光を照してください。 8あなた

は、ぶどうの木をエジプトから携え出し、もろもろの国

民を追い出して、これを植えられました。 9あなたはこ

れがために地を開かれたので、深く根ざして、国にはび

こりました。 10山々はその影でおおわれ、神の香柏はそ

の枝でおおわれました。 11これはその枝を海にまでのべ

、その若枝を大川にまでのべました。 12あなたは何ゆえ

、そのかきをくずして道ゆくすべての人にその実を摘み

取らせられるのですか。 13林のいのししはこれを荒し、

野のすべての獣はこれを食べます。 14万軍の神よ、再び

天から見おろして、このぶどうの木をかえりみてくださ

い。 15あなたの右の手の植えられた幹と、みずからのた

めに強くされた枝とをかえりみてください。 16彼らは火

をもってこれを焼き、これを切り倒しました。彼らをみ

顔のとがめによって滅ぼしてください。 17しかしあなた

の手をその右の手の人の上におき、みずからのために強

くされた人の子の上においてください。 18そうすれば、

われらはあなたを離れ退くことはありません。われらを

生かしてください。われらはあなたのみ名を呼びます。

19万軍の神、主よ、われらをもとに返し、み顔の光を照

してください。そうすればわれらは救をえるでしょう。

81聖歌隊の指揮者によってギテトのしらべにあわせて
うたわせたアサフの歌われらの力なる神にむかっ

て高らかに歌え。ヤコブの神にむかって喜びの声をあげ

よ。 2歌をうたい、鼓を打て。良い音の琴と立琴とをか

きならせ。 3新月と満月とわれらの祭の日とにラッパを

吹きならせ。 4これはイスラエルの定め、ヤコブの神の

おきてである。 5神が出てエジプトの国を攻められたと

き、ヨセフのなかにこれを立てて、あかしとされた。わ

たしはかしこでまだ知らなかった言葉を聞いた、 6「わ

たしはあなたの肩から重荷をのぞき、あなたの手をかご

から免れさせた。 7あなたが悩んだとき、呼ばわったの

でわたしはあなたを救った。わたしは雷の隠れた所で、

あなたに答え、メリバの水のほとりで、あなたを試みた

。 (セラ) 8わが民よ、聞け、わたしはあなたに勧告する

。イスラエルよ、あなたがわたしに聞き従うことを望む

。 9あなたのうちに他の神があってはならない。あなた

は外国の神を拝んではならない。 10わたしはエジプトの

国から、あなたをつれ出したあなたの神、主である。あ

なたの口を広くあけよ、わたしはそれを満たそう。 11し

かしわが民はわたしの声に聞き従わず、イスラエルはわ

たしを好まなかった。 12それゆえ、わたしは彼らをその

かたくなな心にまかせ、その思いのままに行くにまかせ

た。 13わたしはわが民のわたしに聞き従い、イスラエル

のわが道に歩むことを欲する。 14わたしはすみやかに彼

らの敵を従え、わが手を彼らのあだに向けよう。 15主を

憎む者も彼らに恐れ従い、彼らの時はとこしえに続くで

あろう。 16わたしは麦の最も良いものをもってあなたを

養い、岩から出た蜜をもってあなたを飽かせるであろう

」。

82アサフの歌神は神の会議のなかに立たれる。神は
神々のなかで、さばきを行われる。 2「あなたがた

はいつまで不正なさばきをなし、悪しき者に好意を示す

のか。 (セラ) 3弱い者と、みなしごとを公平に扱い、苦

しむ者と乏しい者の権利を擁護せよ。 4弱い者と貧しい

者を救い、彼らを悪しき者の手から助け出せ」。 5彼ら

は知ることなく、悟ることもなくて、暗き中をさまよう

。地のもろもろの基はゆり動いた。 6わたしは言う、「

あなたがたは神だ、あなたがたは皆いと高き者の子だ。

7しかし、あなたがたは人のように死に、もろもろの君

のひとりのように倒れるであろう」。 8神よ、起きて、

地をさばいてください。すべての国民はあなたのものだ

からです。

83アサフの歌、さんび神よ、沈黙を守らないでくだ
さい。神よ、何も言わずに、黙っていないでくださ

い。 2見よ、あなたの敵は騒ぎたち、あなたを憎む者は

頭をあげました。 3彼らはあなたの民にむかって巧みな

はかりごとをめぐらし、あなたの保護される者にむかっ

て相ともに計ります。 4彼らは言います、「さあ、彼ら

を断ち滅ぼして国を立てさせず、イスラエルの名をふた

たび思い出させないようにしよう」。 5彼らは心をひと

つにして共にはかり、あなたに逆らって契約を結びます

。 6すなわちエドムの天幕に住む者とイシマエルびと、

モアブとハガルびと、 7ゲバルとアンモンとアマレク、

ペリシテとツロの住民などです。 8アッスリヤもまた彼

らにくみしました。彼らはロトの子孫を助けました。

(セラ) 9あなたがミデアンにされたように、キション川

でシセラとヤビンにされたように、彼らにしてください

。 10彼らはエンドルで滅ぼされ、地のために肥料となり

ました。 11彼らの貴人をオレブとゼエブのように、その

すべての君たちをゼバとザルムンナのようにしてくださ

い。 12彼らは言いました、「われらは神の牧場を獲て、

われらの所有にしよう」と。 13わが神よ、彼らを巻きあ

げられるちりのように、風の前のもみがらのようにして

ください。 14林を焼く火のように、山を燃やす炎のよう

に、 15あなたのはやてをもって彼らを追い、つむじかぜ

をもって彼らを恐れさせてください。 16彼らの顔に恥を

満たしてください。主よ、そうすれば彼らはあなたの名

を求めるでしょう。 17彼らをとこしえに恥じ恐れさせ、

あわて惑って滅びうせさせてください。 18主という名を

おもちになるあなたのみ、全地をしろしめすいと高き者

であることを彼らに知らせてください。

84聖歌隊の指揮者によってギテトのしらべにあわせて
うたわせたコラの子の歌万軍の主よ、あなたのす

まいはいかに麗しいことでしょう。 2わが魂は絶えいる

ばかりに主の大庭を慕い、わが心とわが身は生ける神に

むかって喜び歌います。 3すずめがすみかを得、つばめ

がそのひなをいれる巣を得るように、万軍の主、わが王

、わが神よ、あなたの祭壇のかたわらにわがすまいを得

させてください。 4あなたの家に住み、常にあなたをほ

めたたえる人はさいわいです。 (セラ) 5その力があなた

にあり、その心がシオンの大路にある人はさいわいです

。 6彼らはバカの谷を通っても、そこを泉のある所とし

ます。また前の雨は池をもってそこをおおいます。 7彼

らは力から力に進み、シオンにおいて神々の神にまみえ

るでしょう。 8万軍の神、主よ、わが祈をおききくださ

い。ヤコブの神よ、耳を傾けてください。 (セラ) 9神よ

、われらの盾をみそなわし、あなたの油そそがれた者の

顔をかえりみてください。 10あなたの大庭にいる一日は

、よそにいる千日にもまさるのです。わたしは悪の天幕
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にいるよりは、むしろ、わが神の家の門守となることを

願います。 11主なる神は日です、盾です。主は恵みと誉

とを与え、直く歩む者に良い物を拒まれることはありま

せん。 12万軍の主よ、あなたに信頼する人はさいわいで

す。

85聖歌隊の指揮者によってうたわせたコラの子の歌
主よ、あなたはみ国にめぐみを示し、ヤコブの繁栄

を回復されました。 2あなたはその民の不義をゆるし、

彼らの罪をことごとくおおわれました。 (セラ) 3あなた

はすべての怒りを捨て、激しい憤りを遠ざけられました

。 4われらの救の神よ、われらを回復し、われらに対す

るあなたの憤りをおやめください。 5あなたはとこしえ

にわれらを怒り、よろずよまで、あなたの怒りを延ばさ

れるのですか。 6あなたの民が、あなたによって喜びを

得るため、われらを再び生かされないのですか。 7主よ

、あなたのいつくしみをわれらに示し、あなたの救をわ

れらに与えてください。 8わたしは主なる神の語られる

ことを聞きましょう。主はその民、その聖徒、ならびに

その心を主に向ける者に、平和を語られるからです。 9

まことに、その救は神を恐れる者に近く、その栄光はわ

れらの国にとどまるでしょう。 10いつくしみと、まこと

とは共に会い、義と平和とは互に口づけし、 11まことは

地からはえ、義は天から見おろすでしょう。 12主が良い

物を与えられるので、われらの国はその産物を出し、 13

義は主のみ前に行き、その足跡を道とするでしょう。

86ダビデの祈主よ、あなたの耳を傾けて、わたしに
お答えください。わたしは苦しみかつ乏しいからで

す。 2わたしのいのちをお守りください。わたしは神を

敬う者だからです。あなたに信頼するあなたのしもべを

お救いください。あなたはわたしの神です。 3主よ、わ

たしをあわれんでください。わたしはひねもすあなたに

呼ばわります。 4あなたのしもべの魂を喜ばせてくださ

い。主よ、わが魂はあなたを仰ぎ望みます。 5主よ、あ

なたは恵みふかく、寛容であって、あなたに呼ばわるす

べての者にいつくしみを豊かに施されます。 6主よ、わ

たしの祈に耳を傾け、わたしの願いの声をお聞きくださ

い。 7わたしの悩みの日にわたしはあなたに呼ばわりま

す。あなたはわたしに答えられるからです。 8主よ、も

ろもろの神のうちにあなたに等しい者はなく、また、あ

なたのみわざに等しいものはありません。 9主よ、あな

たが造られたすべての国民はあなたの前に来て、伏し拝

み、み名をあがめるでしょう。 10あなたは大いなる神で

、くすしきみわざをなされます。ただあなたのみ、神で

いらせられます。 11主よ、あなたの道をわたしに教えて

ください。わたしはあなたの真理に歩みます。心をひと

つにしてみ名を恐れさせてください。 12わが神、主よ、

わたしは心をつくしてあなたに感謝し、とこしえに、み

名をあがめるでしょう。 13わたしに示されたあなたのい

つくしみは大きく、わが魂を陰府の深い所から助け出さ

れたからです。 (Sheol h7585) 14神よ、高ぶる者はわたしに

逆らって起り、荒ぶる者の群れはわたしのいのちを求め

、彼らは自分の前にあなたを置くことをしません。 15し

かし主よ、あなたはあわれみと恵みに富み、怒りをおそ

くし、いつくしみと、まこととに豊かな神でいらせられ

ます。 16わたしをかえりみ、わたしをあわれみ、あなた

のしもべにみ力を与え、あなたのはしための子をお救い

ください。 17わたしに、あなたの恵みのしるしをあらわ

してください。そうすれば、わたしを憎む者どもはわた

しを見て恥じるでしょう。主よ、あなたはわたしを助け

、わたしを慰められたからです。

87コラの子の歌、さんび主が基をすえられた都は聖
なる山の上に立つ。 2主はヤコブのすべてのすまい

にまさって、シオンのもろもろの門を愛される。 3神の

都よ、あなたについて、もろもろの栄光ある事が語られ

る。 (セラ) 4わたしはラハブとバビロンをわたしを知る

者のうちに挙げる。ペリシテ、ツロ、またエチオピヤを

見よ。「この者はかしこに生れた」と言われる。 5しか

しシオンについては「この者も、かの者もその中に生れ

た」と言われる。いと高き者みずからシオンを堅く立て

られるからである。 6主がもろもろの民を登録されると

き、「この者はかしこに生れた」としるされる。 (セラ)

7歌う者と踊る者はみな言う、「わがもろもろの泉はあ

なたのうちにある」と。

88聖歌隊の指揮者によってマハラテ・レアノテのしら
べにあわせてうたわせたコラの子の歌、さんび。エ

ズラびとヘマンのマスキールの歌 わが神、主よ、わたし

は昼、助けを呼び求め、夜、み前に叫び求めます。 2わ

たしの祈をみ前にいたらせ、わたしの叫びに耳を傾けて

ください。 3わたしの魂は悩みに満ち、わたしのいのち

は陰府に近づきます。 (Sheol h7585) 4わたしは穴に下る者

のうちに数えられ、力のない人のようになりました。 5

すなわち死人のうちに捨てられた者のように、墓に横た

わる殺された者のように、あなたが再び心にとめられな

い者のようになりました。彼らはあなたのみ手から断ち

滅ぼされた者です。 6あなたはわたしを深い穴、暗い所

、深い淵に置かれました。 7あなたの怒りはわたしの上

に重く、あなたはもろもろの波をもってわたしを苦しめ

られました。 (セラ) 8あなたはわが知り人をわたしから

遠ざけ、わたしを彼らの忌みきらう者とされました。わ

たしは閉じこめられて、のがれることはできません。 9

わたしの目は悲しみによって衰えました。主よ、わたし

は日ごとにあなたを呼び、あなたにむかってわが両手を

伸べました。 10あなたは死んだ者のために奇跡を行われ

るでしょうか。なき人のたましいは起きあがってあなた

をほめたたえるでしょうか。 (セラ) 11あなたのいつく

しみは墓のなかに、あなたのまことは滅びのなかに、宣

べ伝えられるでしょうか。 12あなたの奇跡は暗やみに、

あなたの義は忘れの国に知られるでしょうか。 13しかし

主よ、わたしはあなたに呼ばわります。あしたに、わが

祈をあなたのみ前にささげます。 14主よ、なぜ、あなた

はわたしを捨てられるのですか。なぜ、わたしにみ顔を

隠されるのですか。 15わたしは若い時から苦しんで死ぬ

ばかりです。あなたの脅しにあって衰えはてました。 16

あなたの激しい怒りがわたしを襲い、あなたの恐ろしい

脅しがわたしを滅ぼしました。 17これらの事がひねもす

大水のようにわたしをめぐり、わたしを全く取り巻きま

した。 18あなたは愛する者と友とをわたしから遠ざけ、

わたしの知り人を暗やみにおかれました。

89エズラびとエタンのマスキールの歌主よ、わたし
はとこしえにあなたのいつくしみを歌い、わたしの

口をもってあなたのまことをよろずよに告げ知らせます

。 2あなたのいつくしみはとこしえに堅く立ち、あなた
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のまことは天のようにゆるぐことはありません。 3あな

たは言われました、「わたしはわたしの選んだ者と契約

を結び、わたしのしもべダビデに誓った、 4『わたしは

あなたの子孫をとこしえに堅くし、あなたの王座を建て

て、よろずよに至らせる』」。 (セラ) 5主よ、もろもろ

の天にあなたのくすしきみわざをほめたたえさせ、聖な

る者のつどいで、あなたのまことをほめたたえさせてく

ださい。 6大空のうちに、だれか主と並ぶものがあるで

しょうか。神の子らのうちに、だれか主のような者があ

るでしょうか。 7主は聖なる者の会議において恐るべき

神、そのまわりにあるすべての者にまさって大いなる恐

るべき者です。 8万軍の神、主よ、主よ、だれかあなた

のように大能のある者があるでしょうか。あなたのまこ

とは、あなたをめぐっています。 9あなたは海の荒れる

のを治め、その波の起るとき、これを静められます。 10

あなたはラハブを、殺された者のように打ち砕き、あな

たの敵を力ある腕をもって散らされました。 11もろもろ

の天はあなたのもの、地もまたあなたのもの、世界とそ

の中にあるものとはあなたがその基をおかれたものです

。 12北と南はあなたがこれを造られました。タボルとヘ

ルモンは、み名を喜び歌います。 13あなたは大能の腕を

もたれます。あなたの手は強く、あなたの右の手は高く

、 14義と公平はあなたのみくらの基、いつくしみと、ま

ことはあなたの前に行きます。 15祭の日の喜びの声を知

る民はさいわいです。主よ、彼らはみ顔の光のなかを歩

み、 16ひねもす、み名によって喜び、あなたの義をほめ

たたえます。 17あなたは彼らの力の栄光だからです。わ

れらの角はあなたの恵みによって高くあげられるでしょ

う。 18われらの盾は主に属し、われらの王はイスラエル

の聖者に属します。 19昔あなたは幻をもってあなたの聖

徒に告げて言われました、「わたしは勇士に栄冠を授け

、民の中から選ばれた者を高くあげた。 20わたしはわが

しもべダビデを得て、これにわが聖なる油をそそいだ。

21わが手は常に彼と共にあり、わが腕はまた彼を強くす

る。 22敵は彼をだますことなく、悪しき者は彼を卑しめ

ることはない。 23わたしは彼の前にもろもろのあだを打

ち滅ぼし、彼を憎む者どもを打ち倒す。 24わがまことと

、わがいつくしみは彼と共にあり、わが名によって彼の

角は高くあげられる。 25わたしは彼の手を海の上におき

、彼の右の手を川の上におく。 26彼はわたしにむかい『

あなたはわが父、わが神、わが救の岩』と呼ぶであろう

。 27わたしはまた彼をわがういごとし、地の王たちのう

ちの最も高い者とする。 28わたしはとこしえに、わがい

つくしみを彼のために保ち、わが契約は彼のために堅く

立つ。 29わたしは彼の家系をとこしえに堅く定め、その

位を天の日数のようにながらえさせる。 30もしその子孫

がわがおきてを捨て、わがさばきに従って歩まないなら

ば、 31もし彼らがわが定めを犯し、わが戒めを守らない

ならば、 32わたしはつえをもって彼らのとがを罰し、む

ちをもって彼らの不義を罰する。 33しかし、わたしはわ

がいつくしみを彼から取り去ることなく、わがまことに

そむくことはない。 34わたしはわが契約を破ることなく

、わがくちびるから出た言葉を変えることはない。 35わ

たしはひとたびわが聖によって誓った。わたしはダビデ

に偽りを言わない。 36彼の家系はとこしえに続き、彼の

位は太陽のように常にわたしの前にある。 37また月のよ

うにとこしえに堅く定められ、大空の続くかぎり堅く立

つ」。 (セラ) 38しかしあなたは、あなたの油そそがれ

た者を捨ててしりぞけ、彼に対して激しく怒られました

。 39あなたはそのしもべとの契約を廃棄し、彼の冠を地

になげうって、けがされました。 40あなたはその城壁を

ことごとくこわし、そのとりでを荒れすたれさせられま

した。 41そこを通り過ぎる者は皆彼をかすめ、彼はその

隣り人のあざけりとなりました。 42あなたは彼のあだの

右の手を高くあげ、そのもろもろの敵を喜ばせられまし

た。 43まことに、あなたは彼のつるぎの刃をかえして、

彼を戦いに立たせられなかったのです。 44あなたは彼の

手から王のつえを取り去り、その王座を地に投げすてら

れました。 45あなたは彼の若き日をちぢめ、恥をもって

彼をおおわれました。 (セラ) 46主よ、いつまでなので

すか。とこしえにお隠れになるのですか。あなたの怒り

はいつまで火のように燃えるのですか。 47主よ、人のい

のちの、いかに短く、すべての人の子を、いかにはかな

く造られたかを、みこころにとめてください。 48だれか

生きて死を見ず、その魂を陰府の力から救いうるものが

あるでしょうか。 (セラ) (Sheol h7585) 49主よ、あなたが

まことをもってダビデに誓われた昔のいつくしみはどこ

にありますか。 51主よ、あなたのしもべがうけるはずか

しめをみこころにとめてください。主よ、あなたのもろ

もろの敵はわたしをそしり、あなたの油そそがれた者の

足跡をそしります。わたしはもろもろの民のそしりをわ

たしのふところにいだいているのです。 52主はとこしえ

にほむべきかな。アァメン、アァメン。

90神の人モーセの祈主よ、あなたは世々われらのす
みかでいらせられる。 2山がまだ生れず、あなたが

まだ地と世界とを造られなかったとき、とこしえからと

こしえまで、あなたは神でいらせられる。 3あなたは人

をちりに帰らせて言われます、「人の子よ、帰れ」と。

4あなたの目の前には千年も過ぎ去ればきのうのごとく

、夜の間のひと時のようです。 5あなたは人を大水のよ

うに流れ去らせられます。彼らはひと夜の夢のごとく、

あしたにもえでる青草のようです。 6あしたにもえでて

、栄えるが、夕べには、しおれて枯れるのです。 7われ

らはあなたの怒りによって消えうせ、あなたの憤りによ

って滅び去るのです。 8あなたはわれらの不義をみ前に

おき、われらの隠れた罪をみ顔の光のなかにおかれまし

た。 9われらのすべての日は、あなたの怒りによって過

ぎ去り、われらの年の尽きるのは、ひと息のようです。

10われらのよわいは七十年にすぎません。あるいは健や

かであっても八十年でしょう。しかしその一生はただ、

ほねおりと悩みであって、その過ぎゆくことは速く、わ

れらは飛び去るのです。 11だれがあなたの怒りの力を知

るでしょうか。だれがあなたをおそれる恐れにしたがっ

てあなたの憤りを知るでしょうか。 12われらにおのが日

を数えることを教えて、知恵の心を得させてください。

13主よ、み心を変えてください。いつまでお怒りになる

のですか。あなたのしもべをあわれんでください。 14あ

したに、あなたのいつくしみをもってわれらを飽き足ら

せ、世を終るまで喜び楽しませてください。 15あなたが

われらを苦しめられた多くの日と、われらが災にあった

多くの年とに比べて、われらを楽しませてください。 16

あなたのみわざを、あなたのしもべらに、あなたの栄光

を、その子らにあらわしてください。 17われらの神、主

の恵みを、われらの上にくだし、われらの手のわざを、
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われらの上に栄えさせてください。われらの手のわざを

栄えさせてください。

91いと高き者のもとにある隠れ場に住む人、全能者の
陰にやどる人は 2主に言うであろう、「わが避け所

、わが城、わが信頼しまつるわが神」と。 3主はあなた

をかりゅうどのわなと、恐ろしい疫病から助け出される

からである。 4主はその羽をもって、あなたをおおわれ

る。あなたはその翼の下に避け所を得るであろう。その

まことは大盾、また小盾である。 5あなたは夜の恐ろし

い物をも、昼に飛んでくる矢をも恐れることはない。 6

また暗やみに歩きまわる疫病をも、真昼に荒す滅びをも

恐れることはない。 7たとい千人はあなたのかたわらに

倒れ、万人はあなたの右に倒れても、その災はあなたに

近づくことはない。 8あなたはただ、その目をもって見

、悪しき者の報いを見るだけである。 9あなたは主を避

け所とし、いと高き者をすまいとしたので、 10災はあな

たに臨まず、悩みはあなたの天幕に近づくことはない。

11これは主があなたのために天使たちに命じて、あなた

の歩むすべての道であなたを守らせられるからである。

12彼らはその手で、あなたをささえ、石に足を打ちつけ

ることのないようにする。 13あなたはししと、まむしと

を踏み、若いししと、へびとを足の下に踏みにじるであ

ろう。 14彼はわたしを愛して離れないゆえに、わたしは

彼を助けよう。彼はわが名を知るゆえに、わたしは彼を

守る。 15彼がわたしを呼ぶとき、わたしは彼に答える。

わたしは彼の悩みのときに、共にいて、彼を救い、彼に

光栄を与えよう。 16わたしは長寿をもって彼を満ち足ら

せ、わが救を彼に示すであろう。

92安息日の歌、さんびいと高き者よ、主に感謝し、
み名をほめたたえるのは、よいことです。 2あした

に、あなたのいつくしみをあらわし、夜な夜な、あなた

のまことをあらわすために、 3十弦の楽器と立琴を用い

、琴のたえなる調べを用いるのは、よいことです。 4主

よ、あなたはみわざをもってわたしを楽しませられまし

た。わたしはあなたのみ手のわざを喜び歌います。 5主

よ、あなたのみわざはいかに大いなることでしょう。あ

なたのもろもろの思いは、いとも深く、 6鈍い者は知る

ことができず、愚かな者はこれを悟ることができません

。 7たとい、悪しき者は草のようにもえいで、不義を行

う者はことごとく栄えても、彼らはとこしえに滅びに定

められているのです。 8しかし、主よ、あなたはとこし

えに高き所にいらせられます。 9主よ、あなたの敵、あ

なたの敵は滅び、不義を行う者はことごとく散らされる

でしょう。 10しかし、あなたはわたしの角を野牛の角の

ように高くあげ、新しい油をわたしに注がれました。 11

わたしの目はわが敵の没落を見、わたしの耳はわたしを

攻める悪者どもの破滅を聞きました。 12正しい者はなつ

めやしの木のように栄え、レバノンの香柏のように育ち

ます。 13彼らは主の家に植えられ、われらの神の大庭に

栄えます。 14彼らは年老いてなお実を結び、いつも生気

に満ち、青々として、 15主の正しいことを示すでしょう

。主はわが岩です。主には少しの不義もありません。

93主は王となり、威光の衣をまとわれます。主は衣を
まとい、力をもって帯とされます。まことに、世界

は堅く立って、動かされることはありません。 2あなた

の位はいにしえより堅く立ち、あなたはとこしえよりい

らせられます。 3主よ、大水は声をあげました。大水は

その声をあげました。大水はそのとどろく声をあげます

。 4主は高き所にいらせられて、その勢いは多くの水の

とどろきにまさり、海の大波にまさって盛んです。 5あ

なたのあかしはいとも確かです。主よ、聖なることはと

こしえまでもあなたの家にふさわしいのです。

94あだを報いられる神、主よ、あだを報いられる神よ
、光を放ってください。 2地をさばかれる者よ、立

って高ぶる者にその受くべき罰をお与えください。 3主

よ、悪しき者はいつまで、悪しき者はいつまで勝ち誇る

でしょうか。 4彼らは高慢な言葉を吐き散らし、すべて

不義を行う者はみずから高ぶります。 5主よ、彼らはあ

なたの民を打ち砕き、あなたの嗣業を苦しめます。 6彼

らはやもめと旅びとのいのちをうばい、みなしごを殺し

ます。 7彼らは言います、「主は見ない、ヤコブの神は

悟らない」と。 8民のうちの鈍き者よ、悟れ。愚かな者

よ、いつ賢くなるだろうか。 9耳を植えた者は聞くこと

をしないだろうか、目を造った者は見ることをしないだ

ろうか。 10もろもろの国民を懲らす者は罰することをし

ないだろうか、人を教える者は知識をもたないだろうか

。 11主は人の思いの、むなしいことを知られる。 12主

よ、あなたによって懲らされる人、あなたのおきてを教

えられる人はさいわいです。 13あなたはその人を災の日

からのがれさせ、悪しき者のために穴が掘られるまでそ

の人に平安を与えられます。 14主はその民を捨てず、そ

の嗣業を見捨てられないからです。 15さばきは正義に帰

り、すべて心の正しい者はそれに従うでしょう。 16だれ

がわたしのために立ちあがって、悪しき者を責めるだろ

うか。だれがわたしのために立って、不義を行う者を責

めるだろうか。 17もしも主がわたしを助けられなかった

ならば、わが魂はとくに音なき所に住んだであろう。 18

しかし「わたしの足がすべる」と思ったとき、主よ、あ

なたのいつくしみはわたしをささえられました。 19わた

しのうちに思い煩いの満ちるとき、あなたの慰めはわが

魂を喜ばせます。 20定めをもって危害をたくらむ悪しき

支配者はあなたと親しむことができるでしょうか。 21彼

らは相結んで正しい人の魂を責め、罪のない者に死を宣

告します。 22しかし主はわが高きやぐらとなり、わが神

はわが避け所の岩となられました。 23主は彼らの不義を

彼らに報い、彼らをその悪のゆえに滅ぼされます。われ

らの神、主は彼らを滅ぼされます。

95さあ、われらは主にむかって歌い、われらの救の岩
にむかって喜ばしい声をあげよう。 2われらは感謝

をもって、み前に行き、主にむかい、さんびの歌をもっ

て、喜ばしい声をあげよう。 3主は大いなる神、すべて

の神にまさって大いなる王だからである。 4地の深い所

は主のみ手にあり、山々の頂もまた主のものである。 5

海は主のもの、主はこれを造られた。またそのみ手はか

わいた地を造られた。 6さあ、われらは拝み、ひれ伏し

、われらの造り主、主のみ前にひざまずこう。 7主はわ

れらの神であり、われらはその牧の民、そのみ手の羊で

ある。どうか、あなたがたは、きょう、そのみ声を聞く

ように。 8あなたがたは、メリバにいた時のように、ま

た荒野のマッサにいた日のように、心をかたくなにして

はならない。 9あの時、あなたがたの先祖たちはわたし

のわざを見たにもかかわらず、わたしを試み、わたしを
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ためした。 10わたしは四十年の間、その代をきらって言

った、「彼らは心の誤っている民であって、わたしの道

を知らない」と。 11それゆえ、わたしは憤って、彼らは

わが安息に入ることができないと誓った。

96新しい歌を主にむかってうたえ。全地よ、主にむか
ってうたえ。 2主にむかって歌い、そのみ名をほめ

よ。日ごとにその救を宣べ伝えよ。 3もろもろの国の中

にその栄光をあらわし、もろもろの民の中にそのくすし

きみわざをあらわせ。 4主は大いなる神であって、いと

もほめたたうべきもの、もろもろの神にまさって恐るべ

き者である。 5もろもろの民のすべての神はむなしい。

しかし主はもろもろの天を造られた。 6誉と、威厳とは

そのみ前にあり、力と、うるわしさとはその聖所にある

。 7もろもろの民のやからよ、主に帰せよ、栄光と力と

を主に帰せよ。 8そのみ名にふさわしい栄光を主に帰せ

よ。供え物を携えてその大庭にきたれ。 9聖なる装いを

して主を拝め、全地よ、そのみ前におののけ。 10もろも

ろの国民の中に言え、「主は王となられた。世界は堅く

立って、動かされることはない。主は公平をもってもろ

もろの民をさばかれる」と。 11天は喜び、地は楽しみ、

海とその中に満ちるものとは鳴りどよめき、 12田畑とそ

の中のすべての物は大いに喜べ。そのとき、林のもろも

ろの木も主のみ前に喜び歌うであろう。 13主は来られる

、地をさばくために来られる。主は義をもって世界をさ

ばき、まことをもってもろもろの民をさばかれる。

97主は王となられた。地は楽しみ、海に沿った多くの
国々は喜べ。 2雲と暗やみとはそのまわりにあり、

義と正とはそのみくらの基である。 3火はそのみ前に行

き、そのまわりのあだを焼きつくす。 4主のいなずまは

世界を照し、地は見ておののく。 5もろもろの山は主の

み前に、全地の主のみ前に、ろうのように溶けた。 6も

ろもろの天はその義をあらわし、よろずの民はその栄光

を見た。 7すべて刻んだ像を拝む者、むなしい偶像をも

ってみずから誇る者ははずかしめをうける。もろもろの

神は主のみ前にひれ伏す。 8主よ、あなたのさばきのゆ

えに、シオンは聞いて喜び、ユダの娘たちは楽しむ。 9

主よ、あなたは全地の上にいまして、いと高く、もろも

ろの神にまさって大いにあがめられます。 10主は悪を憎

む者を愛し、その聖徒のいのちを守り、これを悪しき者

の手から助け出される。 11光は正しい人のために現れ、

喜びは心の正しい者のためにあらわれる。 12正しき人よ

、主によって喜べ、その聖なるみ名に感謝せよ。

98歌新しき歌を主にむかってうたえ。主はくすしき
みわざをなされたからである。その右の手と聖なる

腕とは、おのれのために勝利を得られた。 2主はその勝

利を知らせ、その義をもろもろの国民の前にあらわされ

た。 3主はそのいつくしみと、まこととをイスラエルの

家にむかって覚えられた。地のもろもろのはては、われ

らの神の勝利を見た。 4全地よ、主にむかって喜ばしき

声をあげよ。声を放って喜び歌え、ほめうたえ。 5琴を

もって主をほめうたえ。琴と歌の声をもってほめうたえ

。 6ラッパと角笛の音をもって王なる主の前に喜ばしき

声をあげよ。 7海とその中に満ちるもの、世界とそのう

ちに住む者とは鳴りどよめけ。 8大水はその手を打ち、

もろもろの山は共に主のみ前に喜び歌え。 9主は地をさ

ばくために来られるからである。主は義をもって世界を

さばき、公平をもってもろもろの民をさばかれる。

99主は王となられた。もろもろの民はおののけ。主は
ケルビムの上に座せられる。地は震えよ。 2主はシ

オンにおられて大いなる神、主はもろもろの民の上に高

くいらせられる。 3彼らはあなたの大いなる恐るべきみ

名をほめたたえるであろう。主は聖でいらせられる。 4

大能の王であり、公義を愛する者であるあなたは堅く公

平を立て、ヤコブの中に正と義とを行われた。 5われら

の神、主をあがめ、その足台のもとで拝みまつれ。主は

聖でいらせられる。 6その祭司の中にモーセとアロンと

があった。そのみ名を呼ぶ者の中にサムエルもあった。

彼らが主に呼ばわると、主は答えられた。 7主は雲の柱

のうちで彼らに語られた。彼らはそのあかしと、彼らに

賜わった定めとを守った。 8われらの神、主よ、あなた

は彼らに答えられた。あなたは彼らにゆるしを与えられ

た神であったが、悪を行う者には報復された。 9われら

の神、主をあがめ、その聖なる山で拝みまつれ。われら

の神、主は聖でいらせられるからである。

100感謝の供え物のための歌全地よ、主にむかって
喜ばしき声をあげよ。 2喜びをもって主に仕え

よ。歌いつつ、そのみ前にきたれ。 3主こそ神であるこ

とを知れ。われらを造られたものは主であって、われら

は主のものである。われらはその民、その牧の羊である

。 4感謝しつつ、その門に入り、ほめたたえつつ、その

大庭に入れ。主に感謝し、そのみ名をほめまつれ。 5主

は恵みふかく、そのいつくしみはかぎりなく、そのまこ

とはよろず代に及ぶからである。

101ダビデの歌わたしはいつくしみと公義について
歌います。主よ、わたしはあなたにむかって歌い

ます。 2わたしは全き道に心をとめます。あなたはいつ

、わたしに来られるでしょうか。わたしは直き心をもっ

て、わが家のうちを歩みます。 3わたしは目の前に卑し

い事を置きません。わたしはそむく者の行いを憎みます

。それはわたしに付きまといません。 4ひがんだ心はわ

たしを離れるでしょう。わたしは悪い事を知りません。

5ひそかに、その隣り人をそしる者をわたしは滅ぼしま

す。高ぶる目と高慢な心の人を耐え忍ぶ事はできません

。 6わたしは国のうちの忠信な者に好意を寄せ、わたし

と共に住まわせます。全き道を歩む者はわたしに仕える

でしょう。 7欺くことをする者はわが家のうちに住むこ

とができません。偽りを言う者はわが目の前に立つこと

ができません。 8わたしは朝ごとに国の悪しき者をこと

ごとく滅ぼし、不義を行う者をことごとく主の都から断

ち除きます。

102苦しむ者が思いくずおれてその嘆きを主のみ前に
注ぎ出すときの祈主よ、わたしの祈をお聞きく

ださい。わたしの叫びをみ前に至らせてください。 2わ

たしの悩みの日にみ顔を隠すことなく、あなたの耳をわ

たしに傾け、わが呼ばわる日に、すみやかにお答えくだ

さい。 3わたしの日は煙のように消え、わたしの骨は炉

のように燃えるからです。 4わたしの心は草のように撃

たれて、しおれました。わたしはパンを食べることを忘

れました。 5わが嘆きの声によってわたしの骨はわたし

の肉に着きます。 6わたしは荒野のはげたかのごとく、
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荒れた跡のふくろうのようです。 7わたしは眠らずに屋

根にひとりいるすずめのようです。 8わたしの敵はひね

もす、わたしをそしり、わたしをあざける者はわが名に

よってのろいます。 9わたしは灰をパンのように食べ、

わたしの飲み物に涙を交えました。 10これはあなたの憤

りと怒りのゆえです。あなたはわたしをもたげて投げす

てられました。 11わたしのよわいは夕暮の日影のようで

す。わたしは草のようにしおれました。 12しかし主よ、

あなたはとこしえにみくらに座し、そのみ名はよろず代

に及びます。 13あなたは立ってシオンをあわれまれるで

しょう。これはシオンを恵まれる時であり、定まった時

が来たからです。 14あなたのしもべはシオンの石をも喜

び、そのちりをさえあわれむのです。 15もろもろの国民

は主のみ名を恐れ、地のもろもろの王はあなたの栄光を

恐れるでしょう。 16主はシオンを築き、その栄光をもっ

て現れ、 17乏しい者の祈をかえりみ、彼らの願いをかろ

しめられないからです。 18きたるべき代のために、この

事を書きしるしましょう。そうすれば新しく造られる民

は、主をほめたたえるでしょう。 19主はその聖なる高き

所から見おろし、天から地を見られた。 20これは捕われ

人の嘆きを聞き、死に定められた者を解き放ち、 21人々

がシオンで主のみ名をあらわし、エルサレムでその誉を

あらわすためです。 22その時もろもろの民、もろもろの

国はともに集まって、主に仕えるでしょう。 23主はわた

しの力を中途でくじき、わたしのよわいを短くされまし

た。 24わたしは言いました、「わが神よ、どうか、わた

しのよわいの半ばでわたしを取り去らないでください。

あなたのよわいはよろず代に及びます」と。 25あなたは

いにしえ、地の基をすえられました。天もまたあなたの

み手のわざです。 26これらは滅びるでしょう。しかしあ

なたは長らえられます。これらはみな衣のように古びる

でしょう。あなたがこれらを上着のように替えられると

、これらは過ぎ去ります。 27しかしあなたは変ることな

く、あなたのよわいは終ることがありません。 28あなた

のしもべの子らは安らかに住み、その子孫はあなたの前

に堅く立てられるでしょう。

103ダビデの歌わがたましいよ、主をほめよ。わが
うちなるすべてのものよ、その聖なるみ名をほめ

よ。 2わがたましいよ、主をほめよ。そのすべてのめぐ

みを心にとめよ。 3主はあなたのすべての不義をゆるし

、あなたのすべての病をいやし、 4あなたのいのちを墓

からあがないいだし、いつくしみと、あわれみとをあな

たにこうむらせ、 5あなたの生きながらえるかぎり、良

き物をもってあなたを飽き足らせられる。こうしてあな

たは若返って、わしのように新たになる。 6主はすべて

しえたげられる者のために正義と公正とを行われる。 7

主はおのれの道をモーセに知らせ、おのれのしわざをイ

スラエルの人々に知らせられた。 8主はあわれみに富み

、めぐみふかく、怒ること遅く、いつくしみ豊かでいら

せられる。 9主は常に責めることをせず、また、とこし

えに怒りをいだかれない。 10主はわれらの罪にしたがっ

てわれらをあしらわず、われらの不義にしたがって報い

られない。 11天が地よりも高いように、主がおのれを恐

れる者に賜わるいつくしみは大きい、 12東が西から遠い

ように、主はわれらのとがをわれらから遠ざけられる。

13父がその子供をあわれむように、主はおのれを恐れる

者をあわれまれる。 14主はわれらの造られたさまを知り

、われらのちりであることを覚えていられるからである

。 15人は、そのよわいは草のごとく、その栄えは野の花

にひとしい。 16風がその上を過ぎると、うせて跡なく、

その場所にきいても、もはやそれを知らない。 17しかし

主のいつくしみは、とこしえからとこしえまで、主を恐

れる者の上にあり、その義は子らの子に及び、 18その契

約を守り、その命令を心にとめて行う者にまで及ぶ。 19

主はその玉座を天に堅くすえられ、そのまつりごとはす

べての物を統べ治める。 20主の使たちよ、そのみ言葉の

声を聞いて、これを行う勇士たちよ、主をほめまつれ。

21そのすべての万軍よ、そのみこころを行うしもべたち

よ、主をほめよ。 22主が造られたすべての物よ、そのま

つりごとの下にあるすべての所で、主をほめよ。わがた

ましいよ、主をほめよ。

104わがたましいよ、主をほめよ。わが神、主よ、あ
なたはいとも大いにして誉と威厳とを着、 2光

を衣のようにまとい、天を幕のように張り、 3水の上に

おのが高殿のうつばりをおき、雲をおのれのいくさ車と

し、風の翼に乗りあるき、 4風をおのれの使者とし、火

と炎をおのれのしもべとされる。 5あなたは地をその基

の上にすえて、とこしえに動くことのないようにされた

。 6あなたはこれを衣でおおうように大水でおおわれた

。水はたたえて山々の上を越えた。 7あなたのとがめに

よって水は退き、あなたの雷の声によって水は逃げ去っ

た。 8山は立ちあがり、谷はあなたが定められた所に沈

んだ。 9あなたは水に境を定めて、これを越えさせず、

再び地をおおうことのないようにされた。 10あなたは泉

を谷にわき出させ、それを山々の間に流れさせ、 11野の

もろもろの獣に飲ませられる。野のろばもそのかわきを

いやす。 12空の鳥もそのほとりに住み、こずえの間にさ

えずり歌う。 13あなたはその高殿からもろもろの山に水

を注がれる。地はあなたのみわざの実をもって満たされ

る。 14あなたは家畜のために草をはえさせ、また人のた

めにその栽培する植物を与えて、地から食物を出させら

れる。 15すなわち人の心を喜ばすぶどう酒、その顔をつ

ややかにする油、人の心を強くするパンなどである。 16

主の木と、主がお植えになったレバノンの香柏とは豊か

に潤され、 17鳥はその中に巣をつくり、こうのとりはも

みの木をそのすまいとする。 18高き山はやぎのすまい、

岩は岩だぬきの隠れる所である。 19あなたは月を造って

季節を定められた。日はその入る時を知っている。 20あ

なたは暗やみを造って夜とされた。その時、林の獣は皆

忍び出る。 21若きししはほえてえさを求め、神に食物を

求める。 22日が出ると退いて、その穴に寝る。 23人は

出てわざにつき、その勤労は夕べに及ぶ。 24主よ、あな

たのみわざはいかに多いことであろう。あなたはこれら

をみな知恵をもって造られた。地はあなたの造られたも

ので満ちている。 25かしこに大いなる広い海がある。そ

の中に無数のもの、大小の生き物が満ちている。 26そこ

に舟が走り、あなたが造られたレビヤタンはその中に戯

れる。 27彼らは皆あなたが時にしたがって食物をお与え

になるのを期待している。 28あなたがお与えになると、

彼らはそれを集める。あなたが手を開かれると、彼らは

良い物で満たされる。 29あなたがみ顔を隠されると、彼

らはあわてふためく。あなたが彼らの息を取り去られる

と、彼らは死んでちりに帰る。 30あなたが霊を送られる

と、彼らは造られる。あなたは地のおもてを新たにされ
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る。 31どうか、主の栄光がとこしえにあるように。主が

そのみわざを喜ばれるように。 32主が地を見られると、

地は震い、山に触れられると、煙をいだす。 33わたしは

生きるかぎり、主にむかって歌い、ながらえる間はわが

神をほめ歌おう。 34どうか、わたしの思いが主に喜ばれ

るように。わたしは主によって喜ぶ。 35どうか、罪びと

が地から断ち滅ぼされ、悪しき者が、もはや、いなくな

るように。わがたましいよ、主をほめよ。主をほめたた

えよ。

105主に感謝し、そのみ名を呼び、そのみわざをもろ
もろの民のなかに知らせよ。 2主にむかって歌

え、主をほめうたえ、そのすべてのくすしきみわざを語

れ。 3その聖なるみ名を誇れ。主を尋ね求める者の心を

喜ばせよ。 4主とそのみ力とを求めよ、つねにそのみ顔

を尋ねよ。 6そのしもべアブラハムの子孫よ、その選ば

れた者であるヤコブの子らよ、主のなされたくすしきみ

わざと、その奇跡と、そのみ口のさばきとを心にとめよ

。 7彼はわれらの神、主でいらせられる。そのさばきは

全地にある。 8主はとこしえに、その契約をみこころに

とめられる。これはよろず代に命じられたみ言葉であっ

て、 9アブラハムと結ばれた契約、イサクに誓われた約

束である。 10主はこれを堅く立てて、ヤコブのために定

めとし、イスラエルのために、とこしえの契約として 11

言われた、「わたしはあなたにカナンの地を与えて、あ

なたがたの受ける嗣業の分け前とする」と。 12このとき

彼らの数は少なくて、数えるに足らず、その所で旅びと

となり、 13この国からかの国へ行き、この国から他の民

へ行った。 14主は人の彼らをしえたげるのをゆるさず、

彼らのために王たちを懲しめて、 15言われた、「わが油

そそがれた者たちにさわってはならない、わが預言者た

ちに害を加えてはならない」と。 16主はききんを地に招

き、人のつえとするパンをことごとく砕かれた。 17また

彼らの前にひとりをつかわされた。すなわち売られて奴

隷となったヨセフである。 18彼の足は足かせをもって痛

められ、彼の首は鉄の首輪にはめられ、 19彼の言葉の成

る時まで、主のみ言葉が彼を試みた。 20王は人をつかわ

して彼を解き放ち、民のつかさは彼に自由を与えた。 21

王はその家のつかさとしてその所有をことごとくつかさ

どらせ、 22その心のままに君たちを教えさせ、長老たち

に知恵を授けさせた。 23その時イスラエルはエジプトに

きたり、ヤコブはハムの地に寄留した。 24主はその民を

大いに増し加え、これをそのあだよりも強くされた。 25

主は人々の心をかえて、その民を憎ませ、そのしもべた

ちを悪賢く扱わせられた。 26主はそのしもべモーセと、

そのお選びになったアロンとをつかわされた。 27彼らは

ハムの地で主のしるしと、奇跡とを彼らのうちにおこな

った。 28主は暗やみをつかわして地を暗くされた。しか

し彼らはそのみ言葉に従わなかった。 29主は彼らの水を

血に変らせて、その魚を殺された。 30彼らの国には、か

えるが群がり、王の寝間にまではいった。 31主が言われ

ると、はえの群れがきたり、ぶよが国じゅうにあった。

32主は雨にかえて、ひょうを彼らに与え、きらめくいな

ずまを彼らの国に放たれた。 33主は彼らのぶどうの木と

、いちじくの木とを撃ち、彼らの国のもろもろの木を折

り砕かれた。 34主が言われると、いなごがきたり、無数

の若いいなごが来て、 35彼らの国のすべての青物を食い

つくし、その地の実を食いつくした。 36主は彼らの国の

すべてのういごを撃ち、彼らのすべての力の初めを撃た

れた。 37そして金銀を携えてイスラエルを出て行かせら

れた。その部族のうちに、ひとりの倒れる者もなかった

。 38エジプトは彼らの去るのを喜んだ。彼らに対する恐

れが彼らに臨んだからである。 39主は雲をひろげておお

いとし、夜は火をもって照された。 40また彼らの求めに

よって、うずらを飛びきたらせ、天から、かてを豊かに

彼らに与えられた。 41主が岩を開かれると、水がほとば

しり出て、かわいた地に川のように流れた。 42これは主

がその聖なる約束と、そのしもべアブラハムを覚えられ

たからである。 43こうして主はその民を導いて喜びつつ

出て行かせ、その選ばれた民を導いて歌いつつ出て行か

せられた。 44主はもろもろの国びとの地を彼らに与えら

れたので、彼らはもろもろの民の勤労の実を自分のもの

とした。 45これは彼らが主の定めを守り、そのおきてを

行うためである。主をほめたたえよ。

106主をほめたたえよ。主に感謝せよ、主は恵みふか
く、そのいつくしみはとこしえに絶えることがな

い。 2だれが主の大能のみわざを語り、その誉をことご

とく言いあらわすことができようか。 3公正を守る人々

、常に正義を行う人はさいわいである。 4主よ、あなた

がその民を恵まれるとき、わたしを覚えてください。あ

なたが彼らを救われるとき、わたしを助けてください。

5そうすれば、わたしはあなたの選ばれた者の繁栄を見

、あなたの国民の喜びをよろこび、あなたの嗣業と共に

誇ることができるでしょう。 6われらは先祖たちと同じ

く罪を犯した。われらは不義をなし、悪しきことを行っ

た。 7われらの先祖たちはエジプトにいたとき、あなた

のくすしきみわざに心を留めず、あなたのいつくしみの

豊かなのを思わず、紅海で、いと高き神にそむいた。 8

けれども主はその大能を知らせようと、み名のために彼

らを救われた。 9主は紅海をしかって、それをかわかし

、彼らを導いて荒野を行くように、淵を通らせられた。

10こうして主は彼らをあだの手から救い、敵の力からあ

がなわれた。 11水が彼らのあだをおおったので、そのう

ち、ひとりも生き残った者はなかった。 12このとき彼ら

はそのみ言葉を信じ、その誉を歌った。 13しかし彼らは

まもなくそのみわざを忘れ、その勧めを待たず、 14野で

わがままな欲望を起し、荒野で神を試みた。 15主は彼ら

にその求めるものを与えられたが、彼らのうちに病気を

送って、やせ衰えさせられた。 16人々が宿営のうちでモ

ーセをねたみ、主の聖者アロンをねたんだとき、 17地が

開けてダタンを飲み、アビラムの仲間をおおった。 18火

はまたこの仲間のうちに燃え起り、炎は悪しき者を焼き

つくした。 19彼らはホレブで子牛を造り、鋳物の像を拝

んだ。 20彼らは神の栄光を草を食う牛の像と取り替えた

。 22彼らは、エジプトで大いなる事をなし、ハムの地で

くすしきみわざをなし、紅海のほとりで恐るべき事をな

された救主なる神を忘れた。 23それゆえ、主は彼らを滅

ぼそうと言われた。しかし主のお選びになったモーセは

破れ口で主のみ前に立ち、み怒りを引きかえして、滅び

を免れさせた。 24彼らは麗しい地を侮り、主の約束を信

ぜず、 25またその天幕でつぶやき、主のみ声に聞き従わ

なかった。 26それゆえ、主はみ手をあげて、彼らに誓い

、彼らを荒野で倒れさせ、 27またその子孫を、もろもろ

の国民のうちに追い散らし、もろもろの地に彼らをまき

散らそうとされた。 28また彼らはペオルのバアルを慕っ
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て、死んだ者にささげた、いけにえを食べた。 29彼らは

そのおこないをもって主を怒らせたので、彼らのうちに

疫病が起った。 30その時ピネハスが立って仲裁にはいっ

たので、疫病はやんだ。 31これによってピネハスはよろ

ず代まで、とこしえに義とされた。 32彼らはまたメリバ

の水のほとりで主を怒らせたので、モーセは彼らのため

に災にあった。 33これは彼らが神の霊にそむいたとき、

彼がそのくちびるで軽率なことを言ったからである。 34

彼らは主が命じられたもろもろの民を滅ぼさず、 35かえ

ってもろもろの国民とまじってそのわざにならい、 36自

分たちのわなとなった偶像に仕えた。 37彼らはそのむす

こ、娘たちを悪霊にささげ、 38罪のない血、すなわちカ

ナンの偶像にささげたそのむすこ、娘たちの血を流した

。こうして国は血で汚された。 39このように彼らはその

わざによっておのれを汚し、そのおこないによって姦淫

をなした。 40それゆえ、主の怒りがその民にむかって燃

え、その嗣業を憎んで、 41彼らをもろもろの国民の手に

わたされた。彼らはおのれを憎む者に治められ、 42その

敵にしえたげられ、その力の下に征服された。 43主はし

ばしば彼らを助けられたが、彼らははかりごとを設けて

そむき、その不義によって低くされた。 44それにもかか

わらず、主は彼らの叫びを聞かれたとき、その悩みをか

えりみ、 45その契約を彼らのために思い出し、そのいつ

くしみの豊かなるにより、みこころを変えられ、 46彼ら

をとりこにした者どもによって、あわれまれるようにさ

れた。 47われらの神、主よ、われらを救って、もろもろ

の国民のなかから集めてください。われらはあなたの聖

なるみ名に感謝し、あなたの誉を誇るでしょう。 48イス

ラエルの神、主はとこしえからとこしえまでほむべきか

な。すべての民は「アァメン」ととなえよ。主をほめた

たえよ。

107「主に感謝せよ、主は恵みふかく、そのいつくし
みはとこしえに絶えることがない」と、 2主に

あがなわれた者は言え。主は彼らを悩みからあがない、

3もろもろの国から、東、西、北、南から彼らを集めら

れた。 4彼らは人なき荒野にさまよい、住むべき町にい

たる道を見いださなかった。 5彼らは飢え、またかわき

、その魂は彼らのうちに衰えた。 6彼らはその悩みのう

ちに主に呼ばわったので、主は彼らをその悩みから助け

出し、 7住むべき町に行き着くまで、まっすぐな道に導

かれた。 8どうか、彼らが主のいつくしみと、人の子ら

になされたくすしきみわざとのために、主に感謝するよ

うに。 9主はかわいた魂を満ち足らせ、飢えた魂を良き

物で満たされるからである。 10暗黒と深いやみの中にい

る者、苦しみと、くろがねに縛られた者、 11彼らは神の

言葉にそむき、いと高き者の勧めを軽んじたので、 12主

は重い労働をもって彼らの心を低くされた。彼らはつま

ずき倒れても、助ける者がなかった。 13彼らはその悩み

のうちに主に呼ばわったので、主は彼らをその悩みから

救い、 14暗黒と深いやみから彼らを導き出して、そのか

せをこわされた。 15どうか、彼らが主のいつくしみと、

人の子らになされたくすしきみわざとのために、主に感

謝するように。 16主は青銅のとびらをこわし、鉄の貫の

木を断ち切られたからである。 17ある者はその罪に汚れ

た行いによって病み、その不義のゆえに悩んだ。 18彼ら

はすべての食物をきらって、死の門に近づいた。 19彼ら

はその悩みのうちに主に呼ばわったので、主は彼らをそ

の悩みから救い、 20そのみ言葉をつかわして、彼らをい

やし、彼らを滅びから助け出された。 21どうか、彼らが

主のいつくしみと、人の子らになされたくすしきみわざ

とのために、主に感謝するように。 22彼らが感謝のいけ

にえをささげ、喜びの歌をもって、そのみわざを言いあ

らわすように。 23舟で海にくだり、大海で商売をする者

は、 24主のみわざを見、また深い所でそのくすしきみわ

ざを見た。 25主が命じられると暴風が起って、海の波を

あげた。 26彼らは天にのぼり、淵にくだり、悩みによっ

てその勇気は溶け去り、 27酔った人のようによろめき、

よろめいて途方にくれる。 28彼らはその悩みのうちに主

に呼ばわったので、主は彼らをその悩みから救い出され

た。 29主があらしを静められると、海の波は穏やかにな

った。 30こうして彼らは波の静まったのを喜び、主は彼

らをその望む港へ導かれた。 31どうか、彼らが主のいつ

くしみと、人の子らになされたくすしきみわざとのため

に、主に感謝するように。 32彼らが民の集会で主をあが

め、長老の会合で主をほめたたえるように。 33主は川を

野に変らせ、泉をかわいた地に変らせ、 34肥えた地をそ

れに住む者の悪のゆえに塩地に変らせられる。 35主は野

を池に変らせ、かわいた地を泉に変らせ、 36飢えた者を

そこに住まわせられる。こうして彼らはその住むべき町

を建て、 37畑に種をまき、ぶどう畑を設けて多くの収穫

を得た。 38主が彼らを祝福されたので彼らは大いにふえ

、その家畜の減るのをゆるされなかった。 39彼らがしえ

たげと、悩みと、悲しみとによって減り、かつ卑しめら

れたとき、 40主はもろもろの君に侮りをそそぎ、道なき

荒れ地にさまよわせられた。 41しかし主は貧しい者を悩

みのうちからあげて、その家族を羊の群れのようにされ

た。 42正しい者はこれを見て喜び、もろもろの不義はそ

の口を閉じた。 43すべて賢い者はこれらの事に心をよせ

、主のいつくしみをさとるようにせよ。

108ダビデの歌、さんび神よ、わが心は定まりまし
た。わが心は定まりました。わたしは歌い、かつ

ほめたたえます。わが魂よ、さめよ。 2立琴よ、琴よ、

さめよ。わたしはしののめを呼びさまします。 3主よ、

わたしはもろもろの民の中であなたに感謝し、もろもろ

の国の中であなたをほめたたえます。 4あなたのいつく

しみは大きく、天にまでおよびあなたのまことは雲にま

で及ぶ。 5神よ、みずからを天よりも高くし、みさかえ

を全地の上にあげてください。 6あなたの愛される者が

助けを得るために、右のみ手をもって救をほどこし、わ

たしに答えてください。 7神はその聖所で言われた、「

わたしは大いなる喜びをもってシケムを分かち、スコテ

の谷を分かち与えよう。 8ギレアデはわたしのもの、マ

ナセもわたしのものである。エフライムはわたしのかぶ

と、ユダはわたしのつえである。 9モアブはわたしの足

だらい、エドムにはわたしのくつを投げる。ペリシテに

ついては、かちどきをあげる」。 10だれがわたしを堅固

な町に至らせるであろうか。だれがわたしをエドムに導

くであろうか。 11神よ、あなたはわれらを捨てられたで

はありませんか。神よ、あなたはわれらの軍勢と共に出

て行かれません。 12われらに助けを与えて、あだにむか

わせてください。人の助けはむなしいからです。 13われ

らは神によって勇ましく働きます。われらのあだを踏み

にじる者は神だからです。
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109聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌
わたしのほめたたえる神よ、もださないでくださ

い。 2彼らは悪しき口と欺きの口をあけて、わたしにむ

かい、偽りの舌をもってわたしに語り、 3恨みの言葉を

もってわたしを囲み、ゆえなくわたしを攻めるのです。

4彼らはわが愛にむくいて、わたしを非難します。しか

しわたしは彼らのために祈ります。 5彼らは悪をもって

わが善に報い、恨みをもってわが愛に報いるのです。 6

彼の上に悪しき人を立て、訴える者に彼を訴えさせてく

ださい。 7彼がさばかれるとき、彼を罪ある者とし、そ

の祈を罪に変えてください。 8その日を少なくし、その

財産をほかの人にとらせ、 9その子らをみなしごにし、

その妻をやもめにしてください。 10その子らを放浪者と

して施しをこわせ、その荒れたすまいから追い出させて

ください。 11彼が持っているすべての物を債主に奪わせ

、その勤労の実をほかの人にかすめさせてください。 12

彼にいつくしみを施す者はひとりもなく、またそのみな

しごをあわれむ者もなく、 13その子孫を絶えさせ、その

名を次の代に消し去ってください。 14その父たちの不義

は主のみ前に覚えられ、その母の罪を消し去らないでく

ださい。 15それらを常に主のみ前に置き、彼の記憶を地

から断ってください。 16これは彼がいつくしみを施すこ

とを思わず、かえって貧しい者、乏しい者を責め、心の

痛める者を殺そうとしたからです。 17彼はのろうことを

好んだ。のろいを彼に臨ませてください。彼は恵むこと

を喜ばなかった。恵みを彼から遠ざけてください。 18彼

はのろいを衣のように着た。のろいを水のようにその身

にしみこませ、油のようにその骨にしみこませてくださ

い。 19またそれを自分の着る着物のようにならせ、常に

締める帯のようにならせてください。 20これがわたしを

非難する者と、わたしに逆らって悪いことを言う者の主

からうける報いとしてください。 21しかし、わが主なる

神よ、あなたはみ名のために、わたしを顧みてください

。あなたのいつくしみの深きにより、わたしをお助けく

ださい。 22わたしは貧しく、かつ乏しいのです。わたし

の心はわがうちに傷ついています。 23わたしは夕日の影

のように去りゆき、いなごのように追い払われます。 24

わたしのひざは断食によってよろめき、わたしの肉はや

せ衰え、 25わたしは彼らにそしられる者となりました。

彼らはわたしを見ると、頭を振ります。 26わが神、主よ

、わたしをお助けください。あなたのいつくしみにした

がって、わたしをお救いください。 27主よ、これがあな

たのみ手のわざであること、あなたがそれをなされたこ

とを、彼らに知らせてください。 28彼らはのろうけれど

も、あなたは祝福されます。わたしを攻める者をはずか

しめ、あなたのしもべを喜ばせてください。 29わたしを

非難する者にはずかしめを着せ、おのが恥を上着のよう

にまとわせてください。 30わたしはわが口をもって大い

に主に感謝し、多くの人のなかで主をほめたたえます。

31主は貧しい者の右に立って、死罪にさだめようとする

者から彼を救われるからです。

110ダビデの歌主はわが主に言われる、「わたしが
あなたのもろもろの敵をあなたの足台とするまで

、わたしの右に座せよ」と。 2主はあなたの力あるつえ

をシオンから出される。あなたはもろもろの敵のなかで

治めよ。 3あなたの民は、あなたがその軍勢を聖なる山

々に導く日に心から喜んでおのれをささげるであろう。

あなたの若者は朝の胎から出る露のようにあなたに来る

であろう。 4主は誓いを立てて、み心を変えられること

はない、「あなたはメルキゼデクの位にしたがってとこ

しえに祭司である」。 5主はあなたの右におられて、そ

の怒りの日に王たちを打ち破られる。 6主はもろもろの

国のなかでさばきを行い、しかばねをもって満たし、広

い地を治める首領たちを打ち破られる。 7彼は道のほと

りの川からくんで飲み、それによって、そのこうべをあ

げるであろう。

111主をほめたたえよ。わたしは正しい者のつどい
、および公会で、心をつくして主に感謝する。 2

主のみわざは偉大である。すべてそのみわざを喜ぶ者に

よって尋ね窮められる。 3そのみわざは栄光と威厳とに

満ち、その義はとこしえに、うせることがない。 4主は

そのくすしきみわざを記念させられた。主は恵みふかく

、あわれみに満ちていられる。 5主はおのれを恐れる者

に食物を与え、その契約をとこしえに心にとめられる。

6主はもろもろの国民の所領をその民に与えて、みわざ

の力をこれにあらわされた。 7そのみ手のわざは真実か

つ公正であり、すべてのさとしは確かである。 8これら

は世々かぎりなく堅く立ち、真実と正直とをもってなさ

れた。 9主はその民にあがないを施し、その契約をとこ

しえに立てられた。そのみ名は聖にして、おそれおおい

。 10主を恐れることは知恵のはじめである。これを行う

者はみな良き悟りを得る。主の誉は、とこしえに、うせ

ることはない。

112主をほめたたえよ。主をおそれて、そのもろもろ
の戒めを大いに喜ぶ人はさいわいである。 2そ

の子孫は地において強くなり、正しい者のやからは祝福

を得る。 3繁栄と富とはその家にあり、その義はとこし

えに、うせることはない。 4光は正しい者のために暗黒

の中にもあらわれる。主は恵み深く、あわれみに満ち、

正しくいらせられる。 5恵みを施し、貸すことをなし、

その事を正しく行う人はさいわいである。 6正しい人は

決して動かされることなく、とこしえに覚えられる。 7

彼は悪いおとずれを恐れず、その心は主に信頼してゆる

がない。 8その心は落ち着いて恐れることなく、ついに

そのあだについての願いを見る。 9彼は惜しげなく施し

、貧しい者に与えた。その義はとこしえに、うせること

はない。その角は誉を得てあげられる。 10悪しき者はこ

れを見て怒り、歯をかみならして溶け去る。悪しき者の

願いは滅びる。

113主をほめたたえよ。主のしもべたちよ、ほめたた
えよ。主のみ名をほめたたえよ。 2今より、と

こしえに至るまで主のみ名はほむべきかな。 3日のいず

るところから日の入るところまで、主のみ名はほめたた

えられる。 4主はもろもろの国民の上に高くいらせられ

、その栄光は天よりも高い。 5われらの神、主にくらぶ

べき者はだれか。主は高き所に座し、 6遠く天と地とを

見おろされる。 7主は貧しい者をちりからあげ、乏しい

者をあくたからあげて、 8もろもろの君たちと共にすわ

らせ、その民の君たちと共にすわらせられる。 9また子

を産まぬ女に家庭を与え、多くの子供たちの喜ばしい母

とされる。主をほめたたえよ。
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114イスラエルがエジプトをいで、ヤコブの家が異言
の民を離れたとき、 2ユダは主の聖所となり、

イスラエルは主の所領となった。 3海はこれを見て逃げ

、ヨルダンはうしろに退き、 4山は雄羊のように踊り、

小山は小羊のように踊った。 5海よ、おまえはどうして

逃げるのか、ヨルダンよ、おまえはどうしてうしろに退

くのか。 6山よ、おまえたちはどうして雄羊のように踊

るのか、小山よ、おまえたちはどうして小羊のように踊

るのか。 7地よ、主のみ前におののけ、ヤコブの神のみ

前におののけ。 8主は岩を池に変らせ、石を泉に変らせ

られた。

115主よ、栄光をわれらにではなく、われらにではな
く、あなたのいつくしみと、まこととのゆえに、

ただ、み名にのみ帰してください。 2なにゆえ、もろも

ろの国民は言うのでしょう、「彼らの神はどこにいるの

か」と。 3われらの神は天にいらせられる。神はみここ

ろにかなうすべての事を行われる。 4彼らの偶像はしろ

がねと、こがねで、人の手のわざである。 5それは口が

あっても語ることができない。目があっても見ることが

できない。 6耳があっても聞くことができない。鼻があ

ってもかぐことができない。 7手があっても取ることが

できない。足があっても歩くことができない。また、の

どから声を出すこともできない。 8これを造る者と、こ

れに信頼する者とはみな、これと等しい者になる。 9イ

スラエルよ、主に信頼せよ。主は彼らの助け、また彼ら

の盾である。 10アロンの家よ、主に信頼せよ。主は彼ら

の助け、また彼らの盾である。 11主を恐れる者よ、主に

信頼せよ。主は彼らの助け、また彼らの盾である。 12主

はわれらをみこころにとめられた。主はわれらを恵み、

イスラエルの家を恵み、アロンの家を恵み、 13また、小

さい者も、大いなる者も、主を恐れる者を恵まれる。 14

どうか、主があなたがたを増し加え、あなたがたと、あ

なたがたの子孫とを増し加えられるように。 15天地を造

られた主によってあなたがたが恵まれるように。 16天は

主の天である。しかし地は人の子らに与えられた。 17死

んだ者も、音なき所に下る者も、主をほめたたえること

はない。 18しかし、われらは今より、とこしえに至るま

で、主をほめまつるであろう。主をほめたたえよ。

116わたしは主を愛する。主はわが声と、わが願いと
を聞かれたからである。 2主はわたしに耳を傾

けられたので、わたしは生きるかぎり主を呼びまつるで

あろう。 3死の綱がわたしを取り巻き、陰府の苦しみが

わたしを捕えた。わたしは悩みと悲しみにあった。 (Sheol

h7585) 4その時わたしは主のみ名を呼んだ。「主よ、どう

ぞわたしをお救いください」と。 5主は恵みふかく、正

しくいらせられ、われらの神はあわれみに富まれる。 6

主は無学な者を守られる。わたしが低くされたとき、主

はわたしを救われた。 7わが魂よ、おまえの平安に帰る

がよい。主は豊かにおまえをあしらわれたからである。

8あなたはわたしの魂を死から、わたしの目を涙から、

わたしの足をつまずきから助け出されました。 9わたし

は生ける者の地で、主のみ前に歩みます。 10「わたしは

大いに悩んだ」と言った時にもなお信じた。 11わたしは

驚きあわてたときに言った、「すべての人は当にならぬ

者である」と。 12わたしに賜わったもろもろの恵みにつ

いて、どうして主に報いることができようか。 13わたし

は救の杯をあげて、主のみ名を呼ぶ。 14わたしはすべて

の民の前で、主にわが誓いをつぐなおう。 15主の聖徒の

死はそのみ前において尊い。 16主よ、わたしはあなたの

しもべです。わたしはあなたのしもべ、あなたのはした

めの子です。あなたはわたしのなわめを解かれました。

17わたしは感謝のいけにえをあなたにささげて、主のみ

名を呼びます。 18わたしはすべての民の前で主にわが誓

いをつぐないます。 19エルサレムよ、あなたの中で、主

の家の大庭の中で、これをつぐないます。主をほめたた

えよ。

117もろもろの国よ、主をほめたたえよ。もろもろの
民よ、主をたたえまつれ。 2われらに賜わるそ

のいつくしみは大きいからである。主のまことはとこし

えに絶えることがない。主をほめたたえよ。

118主に感謝せよ、主は恵みふかく、そのいつくしみ
はとこしえに絶えることがない。 2イスラエルは

言え、「そのいつくしみはとこしえに絶えることがない

」と。 3アロンの家は言え、「そのいつくしみはとこし

えに絶えることがない」と。 4主をおそれる者は言え、

「そのいつくしみはとこしえに絶えることがない」と。

5わたしが悩みのなかから主を呼ぶと、主は答えて、わ

たしを広い所に置かれた。 6主がわたしに味方されるの

で、恐れることはない。人はわたしに何をなし得ようか

。 7主はわたしに味方し、わたしを助けられるので、わ

たしを憎む者についての願いを見るであろう。 8主に寄

り頼むは人にたよるよりも良い。 9主に寄り頼むはもろ

もろの君にたよるよりも良い。 10もろもろの国民はわた

しを囲んだ。わたしは主のみ名によって彼らを滅ぼす。

11彼らはわたしを囲んだ、わたしを囲んだ。わたしは主

のみ名によって彼らを滅ぼす。 12彼らは蜂のようにわた

しを囲み、いばらの火のように燃えたった。わたしは主

のみ名によって彼らを滅ぼす。 13わたしはひどく押され

て倒れようとしたが、主はわたしを助けられた。 14主は

わが力、わが歌であって、わが救となられた。 15聞け、

勝利の喜ばしい歌が正しい者の天幕にある。「主の右の

手は勇ましいはたらきをなし、 16主の右の手は高くあが

り、主の右の手は勇ましいはたらきをなす」。 17わたし

は死ぬことなく、生きながらえて、主のみわざを物語る

であろう。 18主はいたくわたしを懲らされたが、死には

わたされなかった。 19わたしのために義の門を開け、わ

たしはその内にはいって、主に感謝しよう。 20これは主

の門である。正しい者はその内にはいるであろう。 21わ

たしはあなたに感謝します。あなたがわたしに答えて、

わが救となられたことを。 22家造りらの捨てた石は隅の

かしら石となった。 23これは主のなされた事でわれらの

目には驚くべき事である。 24これは主が設けられた日で

あって、われらはこの日に喜び楽しむであろう。 25主よ

、どうぞわれらをお救いください。主よ、どうぞわれら

を栄えさせてください。 26主のみ名によってはいる者は

さいわいである。われらは主の家からあなたをたたえま

す。 27主は神であって、われらを照された。枝を携えて

祭の行列を祭壇の角にまで進ませよ。 28あなたはわが神

、わたしはあなたに感謝します。あなたはわが神、わた

しはあなたをあがめます。 29主に感謝せよ、主は恵みふ

かく、そのいつくしみはとこしえに絶えることがない。
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119アレフおのが道を全くして、主のおきてに歩む
者はさいわいです。 2主のもろもろのあかしを

守り心をつくして主を尋ね求め、 3また悪を行わず、主

の道に歩む者はさいわいです。 4あなたはさとしを命じ

て、ねんごろに守らせられます。 5どうかわたしの道を

堅くして、あなたの定めを守らせてください。 6わたし

は、あなたのもろもろの戒めに目をとめる時、恥じるこ

とはありません。 7わたしは、あなたの正しいおきてを

学ぶとき、正しい心をもってあなたに感謝します。 8わ

たしはあなたの定めを守ります。わたしを全くお捨てに

ならないでください。 9ベス若い人はどうしておのが道

を清く保つことができるでしょうか。み言葉にしたがっ

て、それを守るよりほかにありません。 10わたしは心を

つくしてあなたを尋ね求めます。わたしをあなたの戒め

から迷い出させないでください。 11わたしはあなたにむ

かって罪を犯すことのないように、心のうちにみ言葉を

たくわえました。 12あなたはほむべきかな、主よ、あな

たの定めをわたしに教えてください。 13わたしはくちび

るをもって、あなたの口から出るもろもろのおきてを言

いあらわします。 14わたしは、もろもろのたからを喜ぶ

ように、あなたのあかしの道を喜びます。 15わたしは、

あなたのさとしを思い、あなたの道に目をとめます。 16

わたしはあなたの定めを喜び、あなたのみ言葉を忘れま

せん。 17ギメルあなたのしもべを豊かにあしらって、

生きながらえさせ、み言葉を守らせてください。 18わた

しの目を開いて、あなたのおきてのうちのくすしき事を

見させてください。 19わたしはこの地にあっては寄留者

です。あなたの戒めをわたしに隠さないでください。 20

わが魂はつねにあなたのおきてを慕って、絶えいるばか

りです。 21あなたは、あなたの戒めから迷い出る高ぶる

者、のろわれた者を責められます。 22わたしはあなたの

あかしを守りました。彼らのそしりと侮りとをわたしか

ら取り去ってください。 23たといもろもろの君が座して

、わたしをそこなおうと図っても、あなたのしもべは、

あなたの定めを深く思います。 24あなたのあかしは、わ

たしを喜ばせ、わたしを教えさとすものです。 25ダレス

わが魂はちりについています。み言葉に従って、わたし

を生き返らせてください。 26わたしが自分の歩んだ道を

語ったとき、あなたはわたしに答えられました。あなた

の定めをわたしに教えてください。 27あなたのさとしの

道をわたしにわきまえさせてください。わたしはあなた

のくすしきみわざを深く思います。 28わが魂は悲しみに

よって溶け去ります。み言葉に従って、わたしを強くし

てください。 29偽りの道をわたしから遠ざけ、あなたの

おきてをねんごろに教えてください。 30わたしは真実の

道を選び、あなたのおきてをわたしの前に置きました。

31主よ、わたしはあなたのあかしに堅く従っています。

願わくは、わたしをはずかしめないでください。 32あな

たがわたしの心を広くされるとき、わたしはあなたの戒

めの道を走ります。 33ヘ主よ、あなたの定めの道をわ

たしに教えてください。わたしは終りまでこれを守りま

す。 34わたしに知恵を与えてください。わたしはあなた

のおきてを守り、心をつくしてこれに従います。 35わた

しをあなたの戒めの道に導いてください。わたしはそれ

を喜ぶからです。 36わたしの心をあなたのあかしに傾け

させ、不正な利得に傾けさせないでください。 37わたし

の目をほかにむけて、むなしいものを見させず、あなた

の道をもって、わたしを生かしてください。 38あなたを

恐れる者にかかわる約束をあなたのしもべに堅くしてく

ださい。 39わたしの恐れるそしりを除いてください。あ

なたのおきては正しいからです。 40見よ、わたしはあな

たのさとしを慕います。あなたの義をもって、わたしを

生かしてください。 41ワウ主よ、あなたの約束にした

がって、あなたのいつくしみと、あなたの救をわたしに

臨ませてください。 42そうすれば、わたしをそしる者に

、答えることができます。わたしはあなたのみ言葉に信

頼するからです。 43またわたしの口から真理の言葉をこ

とごとく除かないでください。わたしの望みはあなたの

おきてにあるからです。 44わたしは絶えず、とこしえに

、あなたのおきてを守ります。 45わたしはあなたのさと

しを求めたので、自由に歩むことができます。 46わたし

はまた王たちの前にあなたのあかしを語って恥じること

はありません。 47わたしは、わたしの愛するあなたの戒

めに自分の喜びを見いだすからです。 48わたしは、わた

しの愛するあなたの戒めを尊び、あなたの定めを深く思

います。 49ザインどうか、あなたのしもべに言われた

み言葉を思い出してください。あなたはわたしにそれを

望ませられました。 50あなたの約束はわたしを生かすの

で、わが悩みの時の慰めです。 51高ぶる者は大いにわた

しをあざ笑います。しかしわたしはあなたのおきてを離

れません。 52主よ、わたしはあなたの昔からのおきてを

思い出して、みずから慰めます。 53あなたのおきてを捨

てる悪しき者のゆえに、わたしは激しい憤りを起します

。 54あなたの定めはわが旅の家で、わたしの歌となりま

した。 55主よ、わたしは夜の間にあなたのみ名を思い出

して、あなたのおきてを守ります。 56わたしはあなたの

さとしを守ったことによって、この祝福がわたしに臨み

ました。 57ヘス主はわたしの受くべき分です。わたし

はあなたのみ言葉を守ることを約束します。 58わたしは

心をつくして、あなたの恵みを請い求めます。あなたの

約束にしたがって、わたしをお恵みください。 59わたし

は、あなたの道を思うとき、足をかえして、あなたのあ

かしに向かいます。 60わたしはあなたの戒めを守るのに

、すみやかで、ためらいません。 61たとい、悪しき者の

なわがわたしを捕えても、わたしはあなたのおきてを忘

れません。 62わたしはあなたの正しいおきてのゆえに夜

半に起きて、あなたに感謝します。 63わたしは、すべて

あなたを恐れる者、またあなたのさとしを守る者の仲間

です。 64主よ、地はあなたのいつくしみで満ちています

。あなたの定めをわたしに教えてください。 65テス主

よ、あなたはみ言葉にしたがってしもべをよくあしらわ

れました。 66わたしに良い判断と知識とを教えてくださ

い。わたしはあなたの戒めを信じるからです。 67わたし

は苦しまない前には迷いました。しかし今はみ言葉を守

ります。 68あなたは善にして善を行われます。あなたの

定めをわたしに教えてください。 69高ぶる者は偽りをも

ってわたしをことごとくおおいます。しかしわたしは心

をつくしてあなたのさとしを守ります。 70彼らの心は肥

え太って脂肪のようです。しかしわたしはあなたのおき

てを喜びます。 71苦しみにあったことは、わたしに良い

事です。これによってわたしはあなたのおきてを学ぶこ

とができました。 72あなたの口のおきては、わたしのた

めには幾千の金銀貨幣にもまさるのです。 73ヨードあ

なたのみ手はわたしを造り、わたしを形造りました。わ

たしに知恵を与えて、あなたの戒めを学ばせてください

。 74あなたを恐れる者はわたしを見て喜ぶでしょう。わ
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たしはみ言葉によって望みをいだいたからです。 75主よ

、わたしはあなたのさばきの正しく、また、あなたが真

実をもってわたしを苦しめられたことを知っています。

76あなたがしもべに告げられた約束にしたがって、あな

たのいつくしみをわが慰めとしてください。 77あなたの

あわれみをわたしに臨ませ、わたしを生かしてください

。あなたのおきてはわが喜びだからです。 78高ぶる者に

恥をこうむらせてください。彼らは偽りをもって、わた

しをくつがえしたからです。しかしわたしはあなたのさ

としを深く思います。 79あなたをおそれる者と、あなた

のあかしを知る者とをわたしに帰らせてください。 80わ

たしの心を全くして、あなたの定めを守らせてください

。そうすればわたしは恥をこうむることがありません。

81カフわが魂はあなたの救を慕って絶えいるばかりです

。わたしはみ言葉によって望みをいだきます。 82わたし

の目はあなたの約束を待つによって衰え、「いつ、あな

たはわたしを慰められるのですか」と尋ねます。 83わた

しは煙の中の皮袋のようになりましたが、なお、あなた

の定めを忘れませんでした。 84あなたのしもべの日はど

れほど続くでしょうか。いつあなたは、わたしを迫害す

る者をさばかれるでしょうか。 85高ぶる者はわたしをお

としいれようと穴を掘りました。彼らはあなたのおきて

に従わない人々です。 86あなたの戒めはみな真実です。

彼らは偽りをもってわたしを迫害します。わたしをお助

けください。 87彼らはこの地において、ほとんどわたし

を滅ぼしました。しかし、わたしはあなたのさとしを捨

てませんでした。 88あなたのいつくしみにしたがってわ

たしを生かしてください。そうすればわたしはあなたの

口から出るあかしを守ります。 89ラメド主よ、あなた

のみ言葉は天においてとこしえに堅く定まり、 90あなた

のまことはよろずよに及びます。あなたが地を定められ

たので、地は堅く立っています。 91これらのものはあな

たの仰せにより、堅く立って今日に至っています。よろ

ずのものは皆あなたのしもべだからです。 92あなたのお

きてがわが喜びとならなかったならば、わたしはついに

悩みのうちに滅びたでしょう。 93わたしは常にあなたの

さとしを忘れません。あなたはこれをもって、わたしを

生かされたからです。 94わたしはあなたのものです。わ

たしをお救いください。わたしはあなたのさとしを求め

ました。 95悪しき者はわたしを滅ぼそうと待ち伏せてい

ます。しかし、わたしはあなたのあかしを思います。 96

わたしはすべての全きことに限りあることを見ました。

しかしあなたの戒めは限りなく広いのです。 97メムい

かにわたしはあなたのおきてを愛することでしょう。わ

たしはひねもすこれを深く思います。 98あなたの戒めは

常にわたしと共にあるので、わたしをわが敵にまさって

賢くします。 99わたしはあなたのあかしを深く思うので

、わがすべての師にまさって知恵があります。 100わた

しはあなたのさとしを守るので、老いた者にまさって事

をわきまえます。 101わたしはみ言葉を守るために、わ

が足をとどめて、すべての悪い道に行かせません。 102

あなたがわたしを教えられたので、わたしはあなたのお

きてを離れません。 103あなたのみ言葉はいかにわがあ

ごに甘いことでしょう。蜜にまさってわが口に甘いので

す。 104わたしはあなたのさとしによって知恵を得まし

た。それゆえ、わたしは偽りのすべての道を憎みます。

105ヌン あなたのみ言葉はわが足のともしび、わが道の

光です。 106わたしはあなたの正しいおきてを守ること

を誓い、かつこれを実行しました。 107わたしはいたく

苦しみました。主よ、み言葉に従って、わたしを生かし

てください。 108主よ、わがさんびの供え物をうけて、

あなたのおきてを教えてください。 109わたしのいのち

は常に危険にさらされています。しかし、わたしはあな

たのおきてを忘れません。 110悪しき者はわたしのため

にわなを設けました。しかし、わたしはあなたのさとし

から迷い出ません。 111あなたのあかしはとこしえにわ

が嗣業です。まことに、そのあかしはわが心の喜びです

。 112わたしはあなたの定めを終りまで、とこしえに守

ろうと心を傾けます。 113サメクわたしは二心の者を憎

みます。しかしあなたのおきてを愛します。 114あなた

はわが隠れ場、わが盾です。わたしはみ言葉によって望

みをいだきます。 115悪をなす者よ、わたしを離れ去れ

、わたしはわが神の戒めを守るのです。 116あなたの約

束にしたがって、わたしをささえて、ながらえさせ、わ

が望みについて恥じることのないようにしてください。

117わたしをささえてください。そうすれば、わたしは安

らかで、常にあなたの定めに心をそそぎます。 118すべ

てあなたの定めから迷い出る者をあなたは、かろしめら

れます。まことに、彼らの欺きはむなしいのです。 119

あなたは地のすべての悪しき者を、金かすのようにみな

されます。それゆえ、わたしはあなたのあかしを愛しま

す。 120わが肉はあなたを恐れるので震えます。わたし

はあなたのさばきを恐れます。 121アインわたしは正し

く義にかなったことを行いました。わたしを捨てて、し

えたげる者にゆだねないでください。 122しもべのため

に保証人となって、高ぶる者にわたしを、しえたげさせ

ないでください。 123わが目はあなたの救と、あなたの

正しい約束とを待ち望んで衰えます。 124あなたのいつ

くしみにしたがって、しもべをあしらい、あなたの定め

を教えてください。 125わたしはあなたのしもべです。

わたしに知恵を与えて、あなたのあかしを知らせてくだ

さい。 126彼らはあなたのおきてを破りました。今は主

のはたらかれる時です。 127それゆえ、わたしは金より

も、純金よりもまさってあなたの戒めを愛します。 128

それゆえ、わたしは、あなたのもろもろのさとしにした

がって、正しき道に歩み、すべての偽りの道を憎みます

。 129ペあなたのあかしは驚くべきものです。それゆえ

、わが魂はこれを守ります。 130み言葉が開けると光を

放って、無学な者に知恵を与えます。 131わたしはあな

たの戒めを慕うゆえに、口を広くあけてあえぎ求めまし

た。 132み名を愛する者に常にされるように、わたしを

かえりみ、わたしをあわれんでください。 133あなたの

約束にしたがって、わが歩みを確かにし、すべての不義

に支配されないようにしてください。 134わたしを人の

しえたげからあがなってください。そうすればわたしは

、あなたのさとしを守ります。 135み顔をしもべの上に

照し、あなたの定めを教えてください。 136人々があな

たのおきてを守らないので、わが目の涙は川のように流

れます。 137ツァデー主よ、あなたは正しく、あなたの

さばきは正しいのです。 138あなたの正義と、この上な

い真実とをもってあなたのあかしを命じられました。

139 わたしのあだが、あなたのみ言葉を忘れるので、わが

熱心はわたしを滅ぼすのです。 140あなたの約束はまこ

とに確かです。あなたのしもべはこれを愛します。 141

わたしは取るにたらない者で、人に侮られるけれども、

なお、あなたのさとしを忘れません。 142あなたの義は
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とこしえに正しく、あなたのおきてはまことです。 143

悩みと苦しみがわたしに臨みました。しかしあなたの戒

めはわたしの喜びです。 144あなたのあかしはとこしえ

に正しいのです。わたしに知恵を与えて、生きながらえ

させてください。 145コフわたしは心をつくして呼ばわ

ります。主よ、お答えください。わたしはあなたの定め

を守ります。 146わたしはあなたに呼ばわります。わた

しをお救いください。わたしはあなたのあかしを守りま

す。 147わたしは朝早く起き出て呼ばわります。わたし

はみ言葉によって望みをいだくのです。 148わが目は夜

警の交代する時に先だってさめ、あなたの約束を深く思

います。 149あなたのいつくしみにしたがって、わが声

を聞いてください。主よ、あなたの公義にしたがって、

わたしを生かしてください。 150わたしをしえたげる者

が悪いたくらみをもって近づいています。彼らはあなた

のおきてを遠くはなれているのです。 151しかし主よ、

あなたは近くいらせられます。あなたのもろもろの戒め

はまことです。 152わたしは早くからあなたのあかしに

よって、あなたがこれをとこしえに立てられたことを知

りました。 153レシわが悩みを見て、わたしをお救いく

ださい。わたしはあなたのおきてを忘れないからです。

154 わが訴えを弁護して、わたしをあがない、あなたの約

束にしたがって、わたしを生かしてください。 155救は

悪しき者を遠く離れている。彼らはあなたの定めを求め

ないからです。 156主よ、あなたのあわれみは大きい。

あなたの公義に従って、わたしを生かしてください。

157 わたしをしえたげる者、わたしをあだする者は多い。

しかしわたしは、あなたのあかしを離れません。 158不

信仰な者があなたのみ言葉を守らないので、わたしは彼

らを見て、いとわしく思います。 159わたしがいかにあ

なたのさとしを愛するかをお察しください。主よ、あな

たのいつくしみにしたがって、わたしを生かしてくださ

い。 160あなたのみ言葉の全体は真理です。あなたの正

しいおきてのすべてはとこしえに絶えることはありませ

ん。 161シンもろもろの君はゆえなくわたしをしえたげ

ます。しかしわが心はみ言葉をおそれます。 162わたし

は大いなる獲物を得た者のようにあなたのみ言葉を喜び

ます。 163わたしは偽りを憎み、忌みきらいます。しか

しあなたのおきてを愛します。 164わたしはあなたの正

しいおきてのゆえに、一日に七たびあなたをほめたたえ

ます。 165あなたのおきてを愛する者には大いなる平安

があり、何ものも彼らをつまずかすことはできません。

166 主よ、わたしはあなたの救を望み、あなたの戒めをお

こないます。 167わが魂は、あなたのあかしを守ります

。わたしはいたくこれを愛します。 168わがすべての道

があなたのみ前にあるので、わたしはあなたのさとしと

、あかしとを守ります。 169タウ主よ、どうか、わが叫

びをみ前にいたらせ、み言葉に従って、わたしに知恵を

お与えください。 170わが願いをみ前にいたらせ、み言

葉にしたがって、わたしをお助けください。 171あなた

の定めをわたしに教えられるので、わがくちびるはさん

びを唱えます。 172あなたのすべての戒めは正しいので

、わが舌はみ言葉を歌います。 173わたしはあなたのさ

としを選びました。あなたのみ手を、常にわが助けとし

てください。 174主よ、わたしはあなたの救を慕います

。あなたのおきてはわたしの喜びです。 175わたしを生

かして、あなたをほめたたえさせ、あなたのおきてを、

わが助けとしてください。 176わたしは失われた羊のよ

うに迷い出ました。あなたのしもべを捜し出してくださ

い。わたしはあなたの戒めを忘れないからです。

120都もうでの歌わたしが悩みのうちに、主に呼ば
わると、主はわたしに答えられる。 2「主よ、

偽りのくちびるから、欺きの舌から、わたしを助け出し

てください」。 3欺きの舌よ、おまえに何が与えられ、

何が加えられるであろうか。 4ますらおの鋭い矢と、え

にしだの熱い炭とである。 5わざわいなるかな、わたし

はメセクにやどり、ケダルの天幕のなかに住んでいる。

6わたしは久しく平安を憎む者のなかに住んでいた。 7

わたしは平安を願う、しかし、わたしが物言うとき、彼

らは戦いを好む。

121都もうでの歌わたしは山にむかって目をあげる
。わが助けは、どこから来るであろうか。 2わ

が助けは、天と地を造られた主から来る。 3主はあなた

の足の動かされるのをゆるされない。あなたを守る者は

まどろむことがない。 4見よ、イスラエルを守る者はま

どろむこともなく、眠ることもない。 5主はあなたを守

る者、主はあなたの右の手をおおう陰である。 6昼は太

陽があなたを撃つことなく、夜は月があなたを撃つこと

はない。 7主はあなたを守って、すべての災を免れさせ

、またあなたの命を守られる。 8主は今からとこしえに

至るまで、あなたの出ると入るとを守られるであろう。

122ダビデがよんだ都もうでの歌人々がわたしにむ
かって「われらは主の家に行こう」と言ったとき

、わたしは喜んだ。 2エルサレムよ、われらの足はあな

たの門のうちに立っている。 3しげくつらなった町のよ

うに建てられているエルサレムよ、 4もろもろの部族す

なわち主の部族が、そこに上って来て主のみ名に感謝す

ることは、イスラエルのおきてである。 5そこにさばき

の座、ダビデの家の王座が設けられてあった。 6エルサ

レムのために平安を祈れ、「エルサレムを愛する者は栄

え、 7その城壁のうちに平安があり、もろもろの殿のう

ちに安全があるように」と。 8わが兄弟および友のため

に、わたしは「エルサレムのうちに平安があるように」

と言い、 9われらの神、主の家のために、わたしはエル

サレムのさいわいを求めるであろう。

123都もうでの歌天に座しておられる者よ、わたし
はあなたにむかって目をあげます。 2見よ、し

もべがその主人の手に目をそそぎ、はしためがその主婦

の手に目をそそぐように、われらはわれらの神、主に目

をそそいで、われらをあわれまれるのを待ちます。 3主

よ、われらをあわれんでください。われらをあわれんで

ください。われらに侮りが満ちあふれています。 4思い

煩いのない者のあざけりと、高ぶる者の侮りとは、われ

らの魂に満ちあふれています。

124ダビデがよんだ都もうでの歌今、イスラエルは
言え、主がもしわれらの方におられなかったなら

ば、 2人々がわれらに逆らって立ちあがったとき、主が

もしわれらの方におられなかったならば、 3彼らの怒り

がわれらにむかって燃えたったとき、彼らはわれらを生

きているままで、のんだであろう。 4また大水はわれら

を押し流し、激流はわれらの上を越え、 5さか巻く水は

われらの上を越えたであろう。 6主はほむべきかな。主

はわれらをえじきとして彼らの歯にわたされなかった。
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7われらは野鳥を捕えるわなをのがれる鳥のようにのが

れた。わなは破れてわれらはのがれた。 8われらの助け

は天地を造られた主のみ名にある。

125都もうでの歌主に信頼する者は、動かされるこ
となくて、とこしえにあるシオンの山のようであ

る。 2山々がエルサレムを囲んでいるように、主は今か

らとこしえにその民を囲まれる。 3これは悪しき者のつ

えが正しい者の所領にとどまることなく、正しい者がそ

の手を不義に伸べることのないためである。 4主よ、善

良な人と、心の正しい人とに、さいわいを施してくださ

い。 5しかし転じて自分の曲った道に入る者を主は、悪

を行う者と共に去らせられる。イスラエルの上に平安が

あるように。

126都もうでの歌主がシオンの繁栄を回復されたと
き、われらは夢みる者のようであった。 2その

時われらの口は笑いで満たされ、われらの舌は喜びの声

で満たされた。その時「主は彼らのために大いなる事を

なされた」と言った者が、もろもろの国民の中にあった

。 3主はわれらのために大いなる事をなされたので、わ

れらは喜んだ。 4主よ、どうか、われらの繁栄を、ネゲ

ブの川のように回復してください。 5涙をもって種まく

者は、喜びの声をもって刈り取る。 6種を携え、涙を流

して出て行く者は、束を携え、喜びの声をあげて帰って

くるであろう。

127ソロモンがよんだ都もうでの歌主が家を建てら
れるのでなければ、建てる者の勤労はむなしい。

主が町を守られるのでなければ、守る者のさめているの

はむなしい。 2あなたがたが早く起き、おそく休み、辛

苦のかてを食べることは、むなしいことである。主はそ

の愛する者に、眠っている時にも、なくてならぬものを

与えられるからである。 3見よ、子供たちは神から賜わ

った嗣業であり、胎の実は報いの賜物である。 4壮年の

時の子供は勇士の手にある矢のようだ。 5矢の満ちた矢

筒を持つ人はさいわいである。彼は門で敵と物言うとき

恥じることはない。

128都もうでの歌すべて主をおそれ、主の道に歩む
者はさいわいである。 2あなたは自分の手の勤

労の実を食べ、幸福で、かつ安らかであろう。 3あなた

の妻は家の奥にいて多くの実を結ぶぶどうの木のようで

あり、あなたの子供たちは食卓を囲んでオリブの若木の

ようである。 4見よ、主をおそれる人は、このように祝

福を得る。 5主はシオンからあなたを祝福されるように

。あなたは世にあるかぎりエルサレムの繁栄を見、 6ま

たあなたの子らの子を見るであろう。どうぞ、イスラエ

ルの上に平安があるように。

129都もうでの歌今イスラエルは言え、「彼らはわ
たしの若い時から、ひどくわたしを悩ました。 2

彼らはわたしの若い時から、ひどくわたしを悩ました。

しかしわたしに勝つことができなかった。 3耕す者はわ

たしの背の上をたがやして、そのうねみぞを長くした」

と。 4主は正しくいらせられ、悪しき者のなわを断ち切

られた。 5シオンを憎む者はみな、恥を得て、退くよう

に。 6彼らを、育たないさきに枯れる屋根の草のように

してください。 7これを刈る者はその手に満たず、これ

をたばねる者はそのふところに満たない。 8かたわらを

過ぎる者は、「主の恵みがあなたの上にあるように。わ

れらは主のみ名によってあなたがたを祝福する」と言わ

ない。

130京まうでの歌ああヱホバよわれふかき淵より汝
をよべり 2主よねがはくはわが聲をきい汝のみ

みをわが懇求のこゑにかたぶけたまヘ 3ヤハよ主よなん

ぢ若もろもろの不義ふぎに目をとめたまはば誰たれかよ

く立たつことをえんや 4されどなんぢに赦あれば人にお

それかしこまれ給ふべし 5我ヱホバを俟望むわが霊魂は

まちのぞむわれはその聖言によりて望をいだく 6わがた

ましひは衛士があしたを待にまさり 誠にゑじが旦をまつ

にまさりて主をまてり 7イスラエルよヱホバによりて望

をいだけそはヱホバにあはれみありまたゆたかなる救贖

あり 8ヱホバはイスラエルをそのもろもろの邪曲よりあ

がなひたまはん

131ダビデのよめる京まうでのうたヱホバよわが心
おごらずわが目たかぶらずわれは大なることと

我におよばぬ奇しき事とをつとめざりき 2われはわが霊

魂をもださしめまた安からしめたり 乳をたちし嬰児の

その母にたよるごとく 我がたましひは乳をたちし嬰児

のごとくわれに恃れり 3イスラエルよ今よりとこしへに

ヱホバにたよりて望をいだけ

132京まうでの歌ヱホバよねがはくはダビデの爲に
そのもろもろの憂をこころに記たまヘ 2ダビデ

、ヱホバにちかひヤコブの全能者にうけひていふ 5われ

ヱホバのために處をたづねいだし ヤコブの全能者のため

に居所をもとめうるまでは我家の幕屋にいらずわが臥床

にのぼらずわが目をねぶらしめずわが眼瞼をとぢしめざ

るべしと 6われらエフラタにて之をききヤアルの野にて

見とめたり 7われらはその居所にゆきてその承足のまへ

に俯伏さん 8ヱホバよねがはくは起きてなんぢの稜威の

櫃とともになんぢの安居所にいりたまへ 9なんぢの祭司

たちは義を衣なんぢの聖徒はみな歓びよばふべし 10な

んぢの僕ダビデのためになんぢの受膏者の面をしりぞけ

たまふなかれ 11ヱホバ眞實をもてダビデに誓ひたまひた

れば之にたがふことあらじ 曰くわれなんぢの身よりいで

し者をなんぢの座位にざせしめん 12なんぢの子輩もしわ

がをしふる契約と證詞とをまもらばかれらの子輩もまた

永遠になんぢの座位にざすべしと 13ヱホバはシオンを擇

びておのが居所にせんとのぞみたまへり 14曰くこれは永

遠にわが安居處なりわれここに住んそはわれ之をのぞみ

たればなり 15われシオンの糧をゆたかに祝しくひもの

をもてその貧者をあかしめん 16われ救をもてその祭司た

ちに衣せん その聖徒はみな聲たからかによろこびよばふ

べし 17われダビデのためにかしこに一つの角をはえしめ

んわが受膏者のために燈火をそなへたり 18われかれの

仇にはぢを衣せんされどかれはその冠弁さかゆべし

133ダビデがよめる京まうでの歌 観よはらから相

睦てともにをるはいかに善いかに樂きかな 2

首にそそがれたる貴きあぶら鬚にながれ アロンの鬚

にながれ その衣のすそにまで流れしたたるるがごとく

3またヘルモンの露くだりてシオンの山にながるるがご

とし そはヱホバかしこに福祉をくだし窮なき生命をさ

へあたへたまへり
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134京まうでの歌夜間ヱホバの家にたちヱホバに事
ふるもろもろの僕よヱホバをほめまつれ 2なん

ぢら聖所にむかひ手をあげてヱホバをほめまつれ 3ねが

はくはヱホバ天地をつくりたまへるもの シオンより汝

をめぐみたまはんことを

135なんぢらヱホバを讃稱へよヱホバの名をほめた
たへよヱホバの僕等ほめたたへよ 2ヱホバの家

われらの神のいへの大庭にたつものよ讃稱へよ 3ヱホバ

は恵ふかしなんぢらヱホバをほめたたへよその聖名はう

るはし讃うたへ 4そはヤハおのがためにヤコブをえらみ

イスラエルをえらみてその珍寳となしたまへり 5われヱ

ホバの大なるとわれらの主のもろもろの神にまされると

をしれり 6ヱホバその聖旨にかなふことを天にも地にも

海にも淵にもみなことごとく行ひ給ふなり 7ヱホバは地

のはてより霧をのぼらせ 雨のために電光をつくりその庫

より風をいだしたまふ 8ヱホバは人より畜類にいたるま

でエジプトの首出をうちたまへり 9エジプトよヱホバは

なんぢの中にしるしと奇しき事跡とをおくりて パロとそ

の僕とに臨ませ給へり 10ヱホバはおほくの國々をうち

又いきほひある王等をころし給へり 11アモリ人のわうシ

ホン、バシヤンの王オグならびにカナンの國々なり 12か

れらの地をゆづりとしその民イスフルの嗣業としてあた

へ給へり 13ヱホバよなんぢの名はとこしへに絶ることな

しヱホバよなんぢの記念はよろづ世におよばん 14ヱホ

バはその民のために審判をなしその僕等にかかはれる聖

意をかへたまふ可ればなり 15もろもろのくにの偶像はし

ろかねと金にして人の手のわざなり 16そのぐうざうは口

あれどいはず目あれど見ず 17耳あれどきかずまたその

口に氣息あることなし 18これを造るものと之によりたの

むものとは皆これにひとしからん 19イスラエルの家よヱ

ホバをほめまつれアロンのいへよヱホバをほめまつれ 20

レビの家よヱホバをほめまつれ ヱホバを畏るるものよヱ

ホバをはめまつれ 21ヱルサレムにすみたまふヱホバはシ

オンにて讃まつるべきかなヱホバをほめたたへよ

136ヱホバに感謝せよヱホバはめぐみふかしその憐
憫はとこしへに絶ることなければなり 2もろも

ろの神の神にかんしやせよ その憐憫はとこしへにたゆる

ことなければなり 3もろもろの主の主にかんしやせよそ

の憐憫はとこしへにたゆることなければなり 4ただ獨り

おほいなる奇跡なしたまふものに感謝せよ その憐憫はと

こしへにたゆることなければなり 5智慧をもてもろもろ

の天をつくりたまへるものに感謝せよ そのあはれみは

とこしへにたゆることなければなり 6地を水のうへに布

たまへるものに感謝せよ そのあはれみは永遠にたゆる

ことなければなり 7巨大なる光をつくりたまへる者にか

んしやせよ その憐憫はとこしへに絶ることなければな

り 8晝をつかさどらするために日をつくりたまへる者に

かんしやせよ その憐憫はとこしへにたゆることなければ

なり 9夜をつかさどらするために月ともろもろの星とを

つくりたまへる者にかんしやせよ その隣憫はとこしへに

たゆることなければなり 10もろもろの首出をうちてエジ

プトを責たまへるものに感謝せよ そのあはれみは永遠に

たゆることなければなり 11イスラエルを率てエジプト人

のなかより出したまへる者にかんしやせよ そのあはれみ

はとこしへに絶ることなければなり 12臂をのばしつよき

手をもて之をひきいだしたまへる者にかんしやせよ その

憐憫はとこしへにたゆることなければなり 13紅海をふた

つに分たまへる者にかんしやせよ その憐憫はとこしへに

たゆることなければなり 14イスラエルをしてその中をわ

たらしめ給へるものに感謝せよ そのあはれみは永遠にた

ゆることなければなり 15パロとその軍兵とを紅海のうち

に仆したまへるものに感謝せよ そのあはれみは永遠に

たゆることなければなり 16その民をみちびきて野をすぎ

しめたまへる者にかんしやせよ その憐憫はとこしへに

たゆることなければなり 17大なる王たちを撃たまへるも

のに感謝せよ そのあはれみは永遠にたゆることなけれ

ばなり 18名ある王等をころしたまへる者にかんしやせよ

その憐憫はとこしへに絶ることなければなり 19アモリ人

のわうシホンをころしたまへる者にかんしやせよ その

憐憫はとこしへにたゆることなければなり 20バシヤンの

わうオグを誅したまへるものに感謝せよ そのあはれみ

は永遠にたゆることなければなり 21かれらの地を嗣業と

してあたへたまへる者にかんしやせよ その憐憫はとこ

しへにたゆることなければなり 22その僕イスラエルにゆ

づりとして之をあたへたまへるものに感謝せよ そのあ

はれみは永遠にたゆることなければなり 23われらが微賤

かりしときに記念したまへる者にかんしやせよ その憐

憫はとこしへに絶ることなければなり 24わが敵よりわれ

らを助けいだしたまへる者にかんしやせよ その憐憫は

とこしへに絶ることなければなり 25すべての生るものに

食物をあたへたまふものに感謝せよ そのあはれみはと

こしへに絶ることなければなり 26天の神にかんしやせよ

その憐憫はとこしへに絶ることなければなり

137われらバビロンの河のほとりにすわりシオンを
おもひいでて涙をながしぬ 2われらそのあたり

の柳にわが琴をかけたり 3そはわれらを虜にせしものわ

れらに歌をもとめたり 我儕をくるしむる者われらにおの

れを歓ばせんとてシオンのうた一つうたへといへり 4わ

れら外邦にありていかでヱホバの歌をうたはんや 5エル

サレムよもし我なんぢをわすれなばわが右の手にその巧

をわすれしめたまへ 6もしわれ汝を思ひいでずもしわれ

ヱルサレムをわがすべての歓喜の極となさずばわが舌を

わが腭につかしめたまヘ 7ヱホバよねがはくはヱルサレ

ムの日にエドムの子輩がこれを掃除けその基までもはら

ひのぞけといへるを聖意にとめたまへ 8ほろぼさるべき

バビロンの女よ なんぢがわれらに作しごとく汝にむくゆ

る人はさいはひなるべし 9なんぢの嬰児をとりて岩のう

へになげうつものは福ひなるべし

138ダビデのうたわれはわが心をつくしてなんぢに
感謝しもろもろの神のまへにて汝をほめうたは

ん 2我なんぢのきよき宮にむかひて伏拝みなんぢの仁慈

とまこととの故によりて聖名にかんしやせん そは汝その

みことばをもろもろの聖名にまさりて高くしたまひたれ

ばなり 3汝わがよばはりし日にわれにこたへわが霊魂に

ちからをあたへて雄々しからしめたまへり 4ヱホバよ地

のすべての王はなんぢに感謝せん かれらはなんぢの口の

もろもろの言をききたればなり 5かれらはヱホバのもろ

もろの途についてうたはん ヱホバの榮光おほいなればな

り 6ヱホバは高くましませども卑きものを顧みたまふさ

れど亦おごれるものを遠よりしりたまへり 7縦ひわれ患

難のなかを歩むとも汝われをふたたび活し その手をのば

してわが仇のいかりをふせぎ その右の手われをすくひた

まふべし 8ヱホバはわれに係れることを全うしたまはん
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ヱホバよなんぢの憐憫はとこしへにたゆることなし願く

はなんぢの手のもろもろの事跡をすてたまふなかれ

139伶長にうたはしめたるダビデの歌ヱホバよなん
ぢは我をさぐり我をしりたまへり 2なんぢはわ

が坐るをも立をもしり 又とほくよりわが念をわきまへた

まふ 3なんぢはわが歩むをもわが臥をもさぐりいだしわ

がもろもろの途をことごとく知たまへり 4そはわが舌に

一言ありとも観よヱホバよなんぢことごとく知たまふ 5

なんぢは前より後よりわれをかこみ わが上にその手を

おき給へり 6かかる知識はいとくすしくして我にすぐま

た高くして及ぶことあたはず 7我いづこにゆきてなんぢ

の聖霊をはなれんや われいづこに往てなんぢの前をの

がれんや 8われ天にのぼるとも汝かしこにいましわれ

わが榻を陰府にまうくるとも 観よなんぢ彼處にいます

(Sheol h7585) 9我あけぼのの翼をかりて海のはてにすむと

も 10かしこにて尚なんぢの手われをみちびき汝のみぎの

手われをたもちたまはん 11暗はかならす我をおほひ我

をかこめる光は夜とならんと我いふとも 12汝のみまへに

は暗ものをかくすことなく夜もひるのごとくに輝けりな

んぢにはくらきも光もことなることなし 13汝はわがは

らわたをつくり 又わがははの胎にわれを組成たまひた

り 14われなんぢに感謝すわれは畏るべく奇しくつくら

れたりなんぢの事跡はことごとくくすしわが霊魂はいと

つばらに之をしれり 15われ隠れたるところにてつくら

れ地の底所にて妙につづりあはされしとき わが骨なん

ぢにかくるることなかりき 16わが體いまだ全からざる

になんぢの目ははやくより之をみ日々かたちづくられし

わが百體の一だにあらざりし時に ことごとくなんぢの

冊にしるされたり 17神よなんぢりもろもろの思念はわれ

に寶きこといかばかりぞや そのみおもひの総計はいか

に多きかな 18我これを算へんとすれどもそのかずは沙よ

りもおほしわれ眼さむるときも尚なんぢとともにをる 19

神よなんぢはかならず惡者をころし給はん されば血をな

がすものよ我をはなれされ 20かれらはあしき企圖をもて

汝にさからひて言ふ なんぢの仇はみだりに聖名をとな

ふるなり 21ヱホバよわれは汝をにくむ者をにくむにあら

ずやなんぢに逆ひておこりたつものを厭ふにあらずや 22

われ甚くかれらをにくみてわが仇とす 23神よねがはくは

我をさぐりてわが心をしり 我をこころみてわがもろも

ろの思念をしりたまへ 24ねがはくは我によこしまなる途

のありやなしやを見てわれを永遠のみちに導きたまへ

140聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの歌
主よ、悪しき人々からわたしを助け出し、わたし

を守って、乱暴な人々からのがれさせてください。 2彼

らは心のうちに悪い事をはかり、絶えず戦いを起します

。 3彼らはへびのようにおのが舌を鋭くし、そのくちび

るの下にはまむしの毒があります。 (セラ) 4主よ、わた

しを保って、悪しき人の手からのがれさせ、わたしを守

って、わが足をつまずかせようとする乱暴な人々からの

がれさせてください。 5高ぶる者はわたしのためにわな

を伏せ、綱をもって網を張り、道のほとりにわなを設け

ました。 (セラ) 6わたしは主に言います、「あなたはわ

が神です。主よ、わが願いの声に耳を傾けてください。

7わが救の力、主なる神よ、あなたは戦いの日に、わが

こうべをおおわれました。 8主よ、悪しき人の願いをゆ

るさないでください。その悪しき計画をとげさせないで

ください。 (セラ) 9わたしを囲む者がそのこうべをあげ

るとき、そのくちびるの害悪で彼らをおおってください

。 10燃える炭を彼らの上に落してください。彼らを穴に

投げ入れ、再び上がることのできないようにしてくださ

い。 11悪口を言う者を世に立たせないでください。乱暴

な人をすみやかに災に追い捕えさせてください」。 12わ

たしは主が苦しむ者の訴えをたすけ、貧しい者のために

正しいさばきを行われることを知っています。 13正しい

人は必ずみ名に感謝し、直き人はみ前に住むでしょう。

141ダビデの歌主よ、わたしはあなたに呼ばわりま
す。すみやかにわたしをお助けください。わたし

があなたに呼ばわるとき、わが声に耳を傾けてください

。 2わたしの祈を、み前にささげる薫香のようにみなし

、わたしのあげる手を、夕べの供え物のようにみなして

ください。 3主よ、わが口に門守を置いて、わがくちび

るの戸を守ってください。 4悪しき事にわが心を傾けさ

せず、不義を行う人々と共に悪しきわざにあずからせな

いでください。また彼らのうまき物を食べさせないでく

ださい。 5正しい者にいつくしみをもってわたしを打た

せ、わたしを責めさせてください。しかし悪しき者の油

をわがこうべにそそがせないでください。わが祈は絶え

ず彼らの悪しきわざに敵しているからです。 6彼らはお

のれを罪に定める者にわたされるとき、主のみ言葉のま

ことなることを学ぶでしょう。 7人が岩を裂いて地の上

に打ち砕くように、彼らの骨は陰府の口にまき散らされ

るでしょう。 (Sheol h7585) 8しかし主なる神よ、わが目は

あなたに向かっています。わたしはあなたに寄り頼みま

す。わたしを助けるものもないままに捨ておかないでく

ださい。 9わたしを守って、彼らがわたしのために設け

たわなと、悪を行う者のわなとをのがれさせてください

。 10わたしがのがれると同時に、悪しき者をおのれの網

に陥らせてください。

142ダビデがほら穴にいた時によんだマスキールの歌
、祈わたしは声を出して主に呼ばわり、声を出

して主に願い求めます。 2わたしはみ前にわが嘆きを注

ぎ出し、み前にわが悩みをあらわします。 3わが霊のわ

がうちに消えうせようとする時も、あなたはわが道を知

られます。彼らはわたしを捕えようとわたしの行く道に

わなを隠しました。 4わたしは右の方に目を注いで見回

したが、わたしに心をとめる者はひとりもありません。

わたしには避け所がなく、わたしをかえりみる人はあり

ません。 5主よ、わたしはあなたに呼ばわります。わた

しは言います、「あなたはわが避け所、生ける者の地で

わたしの受くべき分です。 6どうか、わが叫びにみここ

ろをとめてください。わたしは、はなはだしく低くされ

ています。わたしを責める者から助け出してください。

彼らはわたしにまさって強いのです。 7わたしをひとや

から出し、み名に感謝させてください。あなたが豊かに

わたしをあしらわれるので、正しい人々はわたしのまわ

りに集まるでしょう」。

143ダビデの歌主よ、わが祈を聞き、わが願いに耳
を傾けてください。あなたの真実と、あなたの正

義とをもって、わたしにお答えください。 2あなたのし

もべのさばきにたずさわらないでください。生ける者は

ひとりもみ前に義とされないからです。 3敵はわたしを

せめ、わがいのちを地に踏みにじり、死んで久しく時を
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経た者のようにわたしを暗い所に住まわせました。 4そ

れゆえ、わが霊はわがうちに消えうせようとし、わが心

はわがうちに荒れさびれています。 5わたしはいにしえ

の日を思い出し、あなたが行われたすべての事を考え、

あなたのみ手のわざを思います。 6わたしはあなたにむ

かって手を伸べ、わが魂は、かわききった地のようにあ

なたを慕います。 (セラ) 7主よ、すみやかにわたしにお

答えください。わが霊は衰えます。わたしにみ顔を隠さ

ないでください。さもないと、わたしは穴にくだる者の

ようになるでしょう。 8あしたに、あなたのいつくしみ

を聞かせてください。わたしはあなたに信頼します。わ

が歩むべき道を教えてください。わが魂はあなたを仰ぎ

望みます。 9主よ、わたしをわが敵から助け出してくだ

さい。わたしは避け所を得るためにあなたのもとにのが

れました。 10あなたのみむねを行うことを教えてくださ

い。あなたはわが神です。恵みふかい、みたまをもって

わたしを平らかな道に導いてください。 11主よ、み名の

ために、わたしを生かし、あなたの義によって、わたし

を悩みから救い出してください。 12また、あなたのいつ

くしみによって、わが敵を断ち、わがあだをことごとく

滅ぼしてください。わたしはあなたのしもべです。

144ダビデの歌わが岩なる主はほむべきかな。主は
、いくさすることをわが手に教え、戦うことをわ

が指に教えられます。 2主はわが岩、わが城、わが高き

やぐら、わが救主、わが盾、わが寄り頼む者です。主は

もろもろの民をおのれに従わせられます。 3主よ、人は

何ものなので、あなたはこれをかえりみ、人の子は何も

のなので、これをみこころに、とめられるのですか。 4

人は息にひとしく、その日は過ぎゆく影にひとしいので

す。 5主よ、あなたの天を垂れてくだり、山に触れて煙

を出させてください。 6いなずまを放って彼らを散らし

、矢を放って彼らを打ち敗ってください。 7高い所から

み手を伸べて、わたしを救い、大水から、異邦人の手か

らわたしを助け出してください。 8彼らの口は偽りを言

い、その右の手は偽りの右の手です。 9神よ、わたしは

新しい歌をあなたにむかって歌い、十弦の立琴にあわせ

てあなたをほめ歌います。 10あなたは王たちに勝利を与

え、そのしもべダビデを救われます。 11わたしを残忍な

つるぎから救い、異邦人の手から助け出してください。

彼らの口は偽りを言い、その右の手は偽りの右の手です

。 12われらのむすこたちはその若い時、よく育った草木

のようです。われらの娘たちは宮の建物のために刻まれ

たすみの柱のようです。 13われらの倉は満ちて様々の物

を備え、われらの羊は野でちよろずの子を産み、 14われ

らの家畜はみごもって子を産むに誤ることなく、われら

のちまたには悩みの叫びがありません。 15このような祝

福をもつ民はさいわいです。主をおのが神とする民はさ

いわいです。

145ダビデのさんびの歌わが神、王よ、わたしはあ
なたをあがめ、世々かぎりなくみ名をほめまつり

ます。 2わたしは日ごとにあなたをほめ、世々かぎりな

くみ名をほめたたえます。 3主は大いなる神で、大いに

ほめたたえらるべきです。その大いなることは測り知る

ことができません。 4この代はかの代にむかってあなた

のみわざをほめたたえ、あなたの大能のはたらきを宣べ

伝えるでしょう。 5わたしはあなたの威厳の光栄ある輝

きと、あなたのくすしきみわざとを深く思います。 6人

々はあなたの恐るべきはたらきの勢いを語り、わたしは

あなたの大いなることを宣べ伝えます。 7彼らはあなた

の豊かな恵みの思い出を言いあらわし、あなたの義を喜

び歌うでしょう。 8主は恵みふかく、あわれみに満ち、

怒ることおそく、いつくしみ豊かです。 9主はすべての

ものに恵みがあり、そのあわれみはすべてのみわざの上

にあります。 10主よ、あなたのすべてのみわざはあなた

に感謝し、あなたの聖徒はあなたをほめまつるでしょう

。 11彼らはみ国の栄光を語り、あなたのみ力を宣べ、

12あなたの大能のはたらきと、み国の光栄ある輝きとを

人の子に知らせるでしょう。 13あなたの国はとこしえの

国です。あなたのまつりごとはよろずよに絶えることは

ありません。 14主はすべて倒れんとする者をささえ、す

べてかがむ者を立たせられます。 15よろずのものの目は

あなたを待ち望んでいます。あなたは時にしたがって彼

らに食物を与えられます。 16あなたはみ手を開いて、す

べての生けるものの願いを飽かせられます。 17主はその

すべての道に正しく、そのすべてのみわざに恵みふかく

、 18すべて主を呼ぶ者、誠をもって主を呼ぶ者に主は近

いのです。 19主はおのれを恐れる者の願いを満たし、ま

たその叫びを聞いてこれを救われます。 20主はおのれを

愛する者をすべて守られるが、悪しき者をことごとく滅

ぼされます。 21わが口は主の誉を語り、すべての肉なる

者は世々かぎりなくその聖なるみ名をほめまつるでしょ

う。

146主をほめたたえよ。わが魂よ、主をほめたたえよ
。 2わたしは生けるかぎりは主をほめたたえ、

ながらえる間は、わが神をほめうたおう。 3もろもろの

君に信頼してはならない。人の子に信頼してはならない

。彼らには助けがない。 4その息が出ていけば彼は土に

帰る。その日には彼のもろもろの計画は滅びる。 5ヤコ

ブの神をおのが助けとし、その望みをおのが神、主にお

く人はさいわいである。 6主は天と地と、海と、その中

にあるあらゆるものを造り、とこしえに真実を守り、 7

しえたげられる者のためにさばきをおこない、飢えた者

に食物を与えられる。主は捕われ人を解き放たれる。 8

主は盲人の目を開かれる。主はかがむ者を立たせられる

。主は正しい者を愛される。 9主は寄留の他国人を守り

、みなしごと、やもめとをささえられる。しかし、悪し

き者の道を滅びに至らせられる。 10主はとこしえに統べ

治められる。シオンよ、あなたの神はよろず代まで統べ

治められる。主をほめたたえよ。

147主をほめたたえよ。われらの神をほめうたうこと
はよいことである。主は恵みふかい。さんびはふ

さわしいことである。 2主はエルサレムを築き、イスラ

エルの追いやられた者を集められる。 3主は心の打ち砕

かれた者をいやし、その傷を包まれる。 4主はもろもろ

の星の数を定め、すべてそれに名を与えられる。 5われ

らの主は大いなる神、力も豊かであって、その知恵はは

かりがたい。 6主はしえたげられた者をささえ、悪しき

者を地に投げ捨てられる。 7主に感謝して歌え、琴にあ

わせてわれらの神をほめうたえ。 8主は雲をもって天を

おおい、地のために雨を備え、もろもろの山に草をはえ

させ、 9食物を獣に与え、また鳴く小がらすに与えられ

る。 10主は馬の力を喜ばれず、人の足をよみせられない

。 11主はおのれを恐れる者とそのいつくしみを望む者と



詩篇 352

をよみせられる。 12エルサレムよ、主をほめたたえよ。

シオンよ、あなたの神をほめたたえよ。 13主はあなたの

門の貫の木を堅くし、あなたのうちにいる子らを祝福さ

れるからである。 14主はあなたの国境を安らかにし、最

も良い麦をもってあなたを飽かせられる。 15主はその戒

めを地に下される。そのみ言葉はすみやかに走る。 16主

は雪を羊の毛のように降らせ、霜を灰のようにまかれる

。 17主は氷をパンくずのように投げうたれる。だれがそ

の寒さに耐えることができましょうか。 18主はみ言葉を

下してこれを溶かし、その風を吹かせられると、もろも

ろの水は流れる。 19主はそのみ言葉をヤコブに示し、そ

のもろもろの定めと、おきてとをイスラエルに示される

。 20主はいずれの国民をも、このようにはあしらわれな

かった。彼らは主のもろもろのおきてを知らない。主を

ほめたたえよ。

148主をほめたたえよ。もろもろの天から主をほめた
たえよ。もろもろの高き所で主をほめたたえよ。

2その天使よ、みな主をほめたたえよ。その万軍よ、み

な主をほめたたえよ。 3日よ、月よ、主をほめたたえよ

。輝く星よ、みな主をほめたたえよ。 4いと高き天よ、

天の上にある水よ、主をほめたたえよ。 5これらのもの

に主のみ名をほめたたえさせよ、これらは主が命じられ

ると造られたからである。 6主はこれらをとこしえに堅

く定め、越えることのできないその境を定められた。 7

海の獣よ、すべての淵よ、地から主をほめたたえよ。 8

火よ、あられよ、雪よ、霜よ、み言葉を行うあらしよ、

9もろもろの山、すべての丘、実を結ぶ木、すべての香

柏よ、 10野の獣、すべての家畜、這うもの、翼ある鳥よ

、 11地の王たち、すべての民、君たち、地のすべてのつ

かさよ、 12若い男子、若い女子、老いた人と幼い者よ、

13彼らをして主のみ名をほめたたえさせよ。そのみ名は

高く、たぐいなく、その栄光は地と天の上にあるからで

ある。 14主はその民のために一つの角をあげられた。こ

れはすべての聖徒のほめたたえるもの、主に近いイスラ

エルの人々のほめたたえるものである。主をほめたたえ

よ。

149主をほめたたえよ。主にむかって新しい歌をうた
え。聖徒のつどいで、主の誉を歌え。 2イスラ

エルにその造り主を喜ばせ、シオンの子らにその王を喜

ばせよ。 3彼らに踊りをもって主のみ名をほめたたえさ

せ、鼓と琴とをもって主をほめ歌わせよ。 4主はおのが

民を喜び、へりくだる者を勝利をもって飾られるからで

ある。 5聖徒を栄光によって喜ばせ、その床の上で喜び

歌わせよ。 6そののどには神をあがめる歌があり、その

手にはもろ刃のつるぎがある。 7これはもろもろの国に

あだを返し、もろもろの民を懲らし、 8彼らの王たちを

鎖で縛り、彼らの貴人たちを鉄のかせで縛りつけ、 9し

るされたさばきを彼らに行うためである。これはそのす

べての聖徒に与えられる誉である。主をほめたたえよ。

150主をほめたたえよ。その聖所で神をほめたたえよ
。その力のあらわれる大空で主をほめたたえよ。

2その大能のはたらきのゆえに主をほめたたえよ。その

すぐれて大いなることのゆえに主をほめたたえよ。 3ラ

ッパの声をもって主をほめたたえよ。立琴と琴とをもっ

て主をほめたたえよ。 4鼓と踊りとをもって主をほめた

たえよ。緒琴と笛とをもって主をほめたたえよ。 5音の

高いシンバルをもって主をほめたたえよ。鳴りひびくシ

ンバルをもって主をほめたたえよ。 6息のあるすべての

ものに主をほめたたえさせよ。主をほめたたえよ。
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箴言知恵の泉

1ダビデの子、イスラエルの王ソロモンの箴言。 2これ

は人に知恵と教訓とを知らせ、悟りの言葉をさとらせ

、 3賢い行いと、正義と公正と公平の教訓をうけさせ、

4思慮のない者に悟りを与え、若い者に知識と慎みを得

させるためである。 5賢い者はこれを聞いて学に進み、

さとい者は指導を得る。 6人はこれによって箴言と、た

とえと、賢い者の言葉と、そのなぞとを悟る。 7主を恐

れることは知識のはじめである、愚かな者は知恵と教訓

を軽んじる。 8わが子よ、あなたは父の教訓を聞き、母

の教を捨ててはならない。 9それらは、あなたの頭の麗

しい冠となり、あなたの首の飾りとなるからである。 10

わが子よ、悪者があなたを誘っても、それに従ってはな

らない。 11彼らがあなたに向かって、「一緒に来なさい

。われわれは待ち伏せして、人の血を流し、罪のない者

を、ゆえなく伏してねらい、 12陰府のように、彼らを生

きたままで、のみ尽し、健やかな者を、墓に下る者のよ

うにしよう。 (Sheol h7585) 13われわれは、さまざまの尊い

貨財を得、奪い取った物で、われわれの家を満たそう。

14あなたもわれわれの仲間に加わりなさい、われわれは

共に一つの金袋を持とう」と言っても、 15わが子よ、彼

らの仲間になってはならない、あなたの足をとどめて、

彼らの道に行ってはならない。 16彼らの足は悪に走り、

血を流すことに速いからだ。 17すべて鳥の目の前で網を

張るのは、むだである。 18彼らは自分の血を待ち伏せし

、自分の命を伏してねらうのだ。 19すべて利をむさぼる

者の道はこのようなものである。これはその持ち主の命

を取り去るのだ。 20知恵は、ちまたに呼ばわり、市場に

その声をあげ、 21城壁の頂で叫び、町の門の入口で語る

。 22「思慮のない者たちよ、あなたがたは、いつまで思

慮のないことを好むのか。あざける者は、いつまで、あ

ざけり楽しみ、愚かな者は、いつまで、知識を憎むのか

。 23わたしの戒めに心をとめよ、見よ、わたしは自分の

思いを、あなたがたに告げ、わたしの言葉を、あなたが

たに知らせる。 24わたしは呼んだが、あなたがたは聞く

ことを拒み、手を伸べたが、顧みる者はなく、 25かえっ

て、あなたがたはわたしのすべての勧めを捨て、わたし

の戒めを受けなかったので、 26わたしもまた、あなたが

たが災にあう時に、笑い、あなたがたが恐慌にあう時、

あざけるであろう。 27これは恐慌が、あらしのようにあ

なたがたに臨み、災が、つむじ風のように臨み、悩みと

悲しみとが、あなたがたに臨む時である。 28その時、彼

らはわたしを呼ぶであろう、しかし、わたしは答えない

。ひたすら、わたしを求めるであろう、しかし、わたし

に会えない。 29彼らは知識を憎み、主を恐れることを選

ばず、 30わたしの勧めに従わず、すべての戒めを軽んじ

たゆえ、 31自分の行いの実を食らい、自分の計りごとに

飽きる。 32思慮のない者の不従順はおのれを殺し、愚か

な者の安楽はおのれを滅ぼす。 33しかし、わたしに聞き

従う者は安らかに住まい、災に会う恐れもなく、安全で

ある」。

2わが子よ、もしあなたがわたしの言葉を受け、わたし
の戒めを、あなたの心におさめ、 2あなたの耳を知恵

に傾け、あなたの心を悟りに向け、 3しかも、もし知識

を呼び求め、悟りを得ようと、あなたの声をあげ、 4銀

を求めるように、これを求め、かくれた宝を尋ねるよう

に、これを尋ねるならば、 5あなたは、主を恐れること

を悟り、神を知ることができるようになる。 6これは、

主が知恵を与え、知識と悟りとは、み口から出るからで

ある。 7彼は正しい人のために、確かな知恵をたくわえ

、誠実に歩む者の盾となって、 8公正の道を保ち、その

聖徒たちの道筋を守られる。 9そのとき、あなたは、つ

いに正義と公正、公平とすべての良い道を悟る。 10これ

は知恵が、あなたの心にはいり、知識があなたの魂に楽

しみとなるからである。 11慎みはあなたを守り、悟りは

あなたを保って、 12悪の道からあなたを救い、偽りをい

う者から救う。 13彼らは正しい道を離れて、暗い道に歩

み、 14悪を行うことを楽しみ、悪人の偽りを喜び、 15

その道は曲り、その行いは、よこしまである。 16慎みと

悟りはまたあなたを遊女から救い、言葉の巧みな、みだ

らな女から救う。 17彼女は若い時の友を捨て、その神に

契約したことを忘れている。 18その家は死に下り、その

道は陰府におもむく。 19すべて彼女のもとへ行く者は、

帰らない、また命の道にいたらない。 20こうして、あな

たは善良な人々の道に歩み、正しい人々の道を守ること

ができる。 21正しい人は地にながらえ、誠実な人は地に

とどまる。 22しかし悪しき者は地から断ち滅ぼされ、不

信実な者は地から抜き捨てられる。

3わが子よ、わたしの教を忘れず、わたしの戒めを心に
とめよ。 2そうすれば、これはあなたの日を長くし、

命の年を延べ、あなたに平安を増し加える。 3いつくし

みと、まこととを捨ててはならない、それをあなたの首

に結び、心の碑にしるせ。 4そうすれば、あなたは神と

人との前に恵みと、誉とを得る。 5心をつくして主に信

頼せよ、自分の知識にたよってはならない。 6すべての

道で主を認めよ、そうすれば、主はあなたの道をまっす

ぐにされる。 7自分を見て賢いと思ってはならない、主

を恐れて、悪を離れよ。 8そうすれば、あなたの身を健

やかにし、あなたの骨に元気を与える。 9あなたの財産

と、すべての産物の初なりをもって主をあがめよ。 10そ

うすれば、あなたの倉は満ちて余り、あなたの酒ぶねは

新しい酒であふれる。 11わが子よ、主の懲しめを軽んじ

てはならない、その戒めをきらってはならない。 12主は

、愛する者を、戒められるからである、あたかも父がそ

の愛する子を戒めるように。 13知恵を求めて得る人、悟

りを得る人はさいわいである。 14知恵によって得るもの

は、銀によって得るものにまさり、その利益は精金より

も良いからである。 15知恵は宝石よりも尊く、あなたの

望む何物も、これと比べるに足りない。 16その右の手に

は長寿があり、左の手には富と、誉がある。 17その道は

楽しい道であり、その道筋はみな平安である。 18知恵は

、これを捕える者には命の木である、これをしっかり捕

える人はさいわいである。 19主は知恵をもって地の基を

すえ、悟りをもって天を定められた。 20その知識によっ

て海はわきいで、雲は露をそそぐ。 21わが子よ、確かな

知恵と、慎みとを守って、それをあなたの目から離して

はならない。 22それはあなたの魂の命となりあなたの首

の飾りとなる。 23こうして、あなたは安らかに自分の道

を行き、あなたの足はつまずくことがない。 24あなたは

座しているとき、恐れることはなく、伏すとき、あなた

の眠りはここちよい。 25あなたはにわかに起る恐怖を恐

れることなく、悪しき者の滅びが来ても、それを恐れる
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ことはない。 26これは、主があなたの信頼する者であり

、あなたの足を守って、わなに捕われさせられないから

である。 27あなたの手に善をなす力があるならば、これ

をなすべき人になすことをさし控えてはならない。 28あ

なたが物を持っている時、その隣り人に向かい、「去っ

て、また来なさい。あす、それをあげよう」と言っては

ならない。 29あなたの隣り人がかたわらに安らかに住ん

でいる時、これに向かって、悪を計ってはならない。 30

もし人があなたに悪を行ったのでなければ、ゆえなく、

これと争ってはならない。 31暴虐な人を、うらやんでは

ならない、そのすべての道を選んではならない。 32よこ

しまな者は主に憎まれるからである、しかし、正しい者

は主に信任される。 33主の、のろいは悪しき者の家にあ

る、しかし、正しい人のすまいは主に恵まれる。 34彼は

あざける者をあざけり、へりくだる者に恵みを与えられ

る。 35知恵ある者は、誉を得る、しかし、愚かな者はは

ずかしめを得る。

4子供らよ、父の教を聞き、悟りを得るために耳を傾け
よ。 2わたしは、良い教訓を、あなたがたにさずける

。わたしの教を捨ててはならない。 3わたしもわが父に

は子であり、わが母の目には、ひとりのいとし子であっ

た。 4父はわたしを教えて言った、「わたしの言葉を、

心に留め、わたしの戒めを守って、命を得よ。 5それを

忘れることなく、またわが口の言葉にそむいてはならな

い、知恵を得よ、悟りを得よ。 6知恵を捨てるな、それ

はあなたを守る。それを愛せよ、それはあなたを保つ。

7知恵の初めはこれである、知恵を得よ、あなたが何を

得るにしても、悟りを得よ。 8それを尊べ、そうすれば

、それはあなたを高くあげる、もしそれをいだくならば

、それはあなたを尊くする。 9それはあなたの頭に麗し

い飾りを置き、栄えの冠をあなたに与える」。 10わが子

よ、聞け、わたしの言葉をうけいれよ、そうすれば、あ

なたの命の年は多くなる。 11わたしは知恵の道をあなた

に教え、正しい道筋にあなたを導いた。 12あなたが歩く

とき、その歩みは妨げられず、走る時にも、つまずくこ

とはない。 13教訓をかたくとらえて、離してはならない

、それを守れ、それはあなたの命である。 14よこしまな

者の道に、はいってはならない、悪しき者の道を歩んで

はならない。 15それを避けよ、通ってはならない、それ

を離れて進め。 16彼らは悪を行わなければ眠ることがで

きず、人をつまずかせなければ、寝ることができず、 17

不正のパンを食らい、暴虐の酒を飲むからである。 18正

しい者の道は、夜明けの光のようだ、いよいよ輝きを増

して真昼となる。 19悪しき人の道は暗やみのようだ、彼

らは何につまずくかを知らない。 20わが子よ、わたしの

言葉に心をとめ、わたしの語ることに耳を傾けよ。 21そ

れを、あなたの目から離さず、あなたの心のうちに守れ

。 22それは、これを得る者の命であり、またその全身を

健やかにするからである。 23油断することなく、あなた

の心を守れ、命の泉は、これから流れ出るからである。

24曲った言葉をあなたから捨てさり、よこしまな談話を

あなたから遠ざけよ。 25あなたの目は、まっすぐに正面

を見、あなたのまぶたはあなたの前を、まっすぐに見よ

。 26あなたの足の道に気をつけよ、そうすれば、あなた

のすべての道は安全である。 27右にも左にも迷い出ては

ならない、あなたの足を悪から離れさせよ。

5わが子よ、わたしの知恵に心をとめ、わたしの悟りに
耳をかたむけよ。 2これは、あなたが慎みを守り、あ

なたのくちびるに知識を保つためである。 3遊女のくち

びるは蜜をしたたらせ、その言葉は油よりもなめらかで

ある。 4しかしついには、彼女はにがよもぎのように苦

く、もろ刃のつるぎのように鋭くなる。 5その足は死に

下り、その歩みは陰府の道におもむく。 (Sheol h7585) 6彼

女はいのちの道に心をとめず、その道は人を迷わすが、

彼女はそれを知らない。 7子供らよ、今わたしの言うこ

とを聞け、わたしの口の言葉から、離れ去ってはならな

い。 8あなたの道を彼女から遠く離し、その家の門に近

づいてはならない。 9おそらくはあなたの誉を他人にわ

たし、あなたの年を無慈悲な者にわたすに至る。 10おそ

らくは他人があなたの資産によって満たされ、あなたの

労苦は他人の家に行く。 11そしてあなたの終りが来て、

あなたの身と、からだが滅びるとき、泣き悲しんで、 12

言うであろう、「わたしは教訓をいとい、心に戒めを軽

んじ、 13教師の声に聞き従わず、わたしを教える者に耳

を傾けず、 14集まりの中、会衆のうちにあって、わたし

は、破滅に陥りかけた」と。 15あなたは自分の水ためか

ら水を飲み、自分の井戸から、わき出す水を飲むがよい

。 16あなたの泉を、外にまきちらし、水の流れを、ちま

たに流してよかろうか。 17それを自分だけのものとし、

他人を共にあずからせてはならない。 18あなたの泉に祝

福を受けさせ、あなたの若い時の妻を楽しめ。 19彼女は

愛らしい雌じか、美しいしかのようだ。いつも、その乳

ぶさをもって満足し、その愛をもって常に喜べ。 20わが

子よ、どうして遊女に迷い、みだらな女の胸をいだくの

か。 21人の道は主の目の前にあり、主はすべて、その行

いを見守られる。 22悪しき者は自分のとがに捕えられ、

自分の罪のなわにつながれる。 23彼は、教訓がないため

に死に、その愚かさの大きいことによって滅びる。

6わが子よ、あなたがもし隣り人のために保証人となり
、他人のために手をうって誓ったならば、 2もしあな

たのくちびるの言葉によって、わなにかかり、あなたの

口の言葉によって捕えられたならば、 3わが子よ、その

時はこうして、おのれを救え、あなたは隣り人の手に陥

ったのだから。急いで行って、隣り人にひたすら求めよ

。 4あなたの目を眠らせず、あなたのまぶたを、まどろ

ませず、 5かもしかが、かりゅうどの手からのがれるよ

うに、鳥が鳥を取る者の手からのがれるように、おのれ

を救え。 6なまけ者よ、ありのところへ行き、そのする

ことを見て、知恵を得よ。 7ありは、かしらなく、つか

さなく、王もないが、 8夏のうちに食物をそなえ、刈入

れの時に、かてを集める。 9なまけ者よ、いつまで寝て

いるのか、いつ目をさまして起きるのか。 10しばらく眠

り、しばらくまどろみ、手をこまぬいて、またしばらく

休む。 11それゆえ、貧しさは盗びとのようにあなたに来

り、乏しさは、つわもののようにあなたに来る。 12よこ

しまな人、悪しき人は偽りの言葉をもって行きめぐり、

13目でめくばせし、足で踏み鳴らし、指で示し、 14よこ

しまな心をもって悪を計り、絶えず争いをおこす。 15そ

れゆえ、災は、にわかに彼に臨み、たちまちにして打ち

敗られ、助かることはない。 16主の憎まれるものが六つ

ある、否、その心に、忌みきらわれるものが七つある。

17すなわち、高ぶる目、偽りを言う舌、罪なき人の血を

流す手、 18悪しき計りごとをめぐらす心、すみやかに悪
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に走る足、 19偽りをのべる証人、また兄弟のうちに争い

をおこす人がこれである。 20わが子よ、あなたの父の戒

めを守り、あなたの母の教を捨てるな。 21つねに、これ

をあなたの心に結び、あなたの首のまわりにつけよ。 22

これは、あなたが歩くとき、あなたを導き、あなたが寝

るとき、あなたを守り、あなたが目ざめるとき、あなた

と語る。 23戒めはともしびである、教は光である、教訓

の懲しめは命の道である。 24これは、あなたを守って、

悪い女に近づかせず、みだらな女の、巧みな舌に惑わさ

れぬようにする。 25彼女の麗しさを心に慕ってはならな

い、そのまぶたに捕えられてはならない。 26遊女は一塊

のパンのために雇われる、しかし、みだらな女は人の尊

い命を求める。 27人は火を、そのふところにいだいてそ

の着物が焼かれないであろうか。 28また人は、熱い火を

踏んで、その足が、焼かれないであろうか。 29その隣の

妻と不義を行う者も、それと同じだ。すべて彼女に触れ

る者は罰を免れることはできない。 30盗びとが飢えたと

き、その飢えを満たすために盗むならば、人は彼を軽ん

じないであろうか。 31もし捕えられたなら、その七倍を

償い、その家の貨財を、ことごとく出さなければならな

い。 32女と姦淫を行う者は思慮がない。これを行う者は

おのれを滅ぼし、 33傷と、はずかしめとを受けて、その

恥をすすぐことができない。 34ねたみは、その夫を激し

く怒らせるゆえ、恨みを報いるとき、容赦することはな

い。 35どのようなあがない物をも顧みず、多くの贈り物

をしても、和らがない。

7わが子よ、わたしの言葉を守り、わたしの戒めをあな
たの心にたくわえよ。 2わたしの戒めを守って命を得

よ、わたしの教を守ること、ひとみを守るようにせよ。

3これをあなたの指にむすび、これをあなたの心の碑に

しるせ。 4知恵に向かって、「あなたはわが姉妹だ」と

言い、悟りに向かっては、あなたの友と呼べ。 5そうす

れば、これはあなたを守って遊女に迷わせず、言葉巧み

な、みだらな女に近づかせない。 6わたしはわが家の窓

により、格子窓から外をのぞいて、 7思慮のない者のう

ちに、若い者のうちに、ひとりの知恵のない若者のいる

のを見た。 8彼はちまたを過ぎ、女の家に行く曲りかど

に近づき、その家に行く道を、 9たそがれに、よいに、

また夜中に、また暗やみに歩いていった。 10見よ、遊女

の装いをした陰険な女が彼に会う。 11この女は、騒がし

くて、慎みなく、その足は自分の家にとどまらず、 12あ

る時はちまたにあり、ある時は市場にあり、すみずみに

立って人をうかがう。 13この女は彼を捕えて口づけし、

恥しらぬ顔で彼に言う、 14「わたしは酬恩祭をささげな

ければならなかったが、きょう、その誓いを果しました

。 15それでわたしはあなたを迎えようと出て、あなたを

尋ね、あなたに会いました。 16わたしは床に美しい、し

とねと、エジプトのあや布を敷き、 17没薬、ろかい、桂

皮をもってわたしの床をにおわせました。 18さあ、わた

したちは夜が明けるまで、情をつくし、愛をかわして楽

しみましょう。 19夫は家にいません、遠くへ旅立ち、

20手に金袋を持って出ました。満月になるまでは帰りま

せん」と。 21女が多くの、なまめかしい言葉をもって彼

を惑わし、巧みなくちびるをもって、いざなうと、 22若

い人は直ちに女に従った、あたかも牛が、ほふり場に行

くように、雄じかが、すみやかに捕えられ、 23ついに、

矢がその内臓を突き刺すように、鳥がすみやかに網にか

かるように、彼は自分が命を失うようになることを知ら

ない。 24子供らよ、今わたしの言うことを聞き、わが口

の言葉に耳を傾けよ。 25あなたの心を彼女の道に傾けて

はならない、またその道に迷ってはならない。 26彼女は

多くの人を傷つけて倒した、まことに、彼女に殺された

者は多い。 27その家は陰府へ行く道であって、死のへや

へ下って行く。 (Sheol h7585)

8知恵は呼ばわらないのか、悟りは声をあげないのか。
2 これは道のほとりの高い所の頂、また、ちまたの中

に立ち、 3町の入口にあるもろもろの門のかたわら、正

門の入口で呼ばわって言う、 4「人々よ、わたしはあな

たがたに呼ばわり、声をあげて人の子らを呼ぶ。 5思慮

のない者よ、悟りを得よ、愚かな者よ、知恵を得よ。 6

聞け、わたしは高貴な事を語り、わがくちびるは正しい

事を語り出す。 7わが口は真実を述べ、わがくちびるは

悪しき事を憎む。 8わが口の言葉はみな正しい、そのう

ちに偽りと、よこしまはない。 9これはみな、さとき者

の明らかにするところ、知識を得る者の正しとするとこ

ろである。 10あなたがたは銀を受けるよりも、わたしの

教を受けよ、精金よりも、むしろ知識を得よ。 11知恵は

宝石にまさり、あなたがたの望むすべての物は、これと

比べるにたりない。 12知恵であるわたしは悟りをすみか

とし、知識と慎みとをもつ。 13主を恐れるとは悪を憎む

ことである。わたしは高ぶりと、おごりと、悪しき道と

、偽りの言葉とを憎む。 14計りごとと、確かな知恵とは

、わたしにある、わたしには悟りがあり、わたしには力

がある。 15わたしによって、王たる者は世を治め、君た

る者は正しい定めを立てる。 16わたしによって、主たる

者は支配し、つかさたる者は地を治める。 17わたしは、

わたしを愛する者を愛する、わたしをせつに求める者は

、わたしに出会う。 18富と誉とはわたしにあり、すぐれ

た宝と繁栄もまたそうである。 19わたしの実は金よりも

精金よりも良く、わたしの産物は精銀にまさる。 20わた

しは正義の道、公正な道筋の中を歩み、 21わたしを愛す

る者に宝を得させ、またその倉を満ちさせる。 22主が昔

そのわざをなし始められるとき、そのわざの初めとして

、わたしを造られた。 23いにしえ、地のなかった時、初

めに、わたしは立てられた。 24まだ海もなく、また大い

なる水の泉もなかった時、わたしはすでに生れ、 25山も

まだ定められず、丘もまだなかった時、わたしはすでに

生れた。 26すなわち神がまだ地をも野をも、地のちりの

もとをも造られなかった時である。 27彼が天を造り、海

のおもてに、大空を張られたとき、わたしはそこにあっ

た。 28彼が上に空を堅く立たせ、淵の泉をつよく定め、

29海にその限界をたて、水にその岸を越えないようにし

、また地の基を定められたとき、 30わたしは、そのかた

わらにあって、名匠となり、日々に喜び、常にその前に

楽しみ、 31その地で楽しみ、また世の人を喜んだ。 32

それゆえ、子供らよ、今わたしの言うことを聞け、わた

しの道を守る者はさいわいである。 33教訓を聞いて、知

恵を得よ、これを捨ててはならない。 34わたしの言うこ

とを聞き、日々わたしの門のかたわらでうかがい、わた

しの戸口の柱のわきで待つ人はさいわいである。 35それ

は、わたしを得る者は命を得、主から恵みを得るからで

ある。 36わたしを失う者は自分の命をそこなう、すべて

わたしを憎む者は死を愛する者である」。
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9知恵は自分の家を建て、その七つの柱を立て、 2獣を

ほふり、酒を混ぜ合わせて、ふるまいを備え、 3はし

ためをつかわして、町の高い所で呼ばわり言わせた、 4

「思慮のない者よ、ここに来れ」と。また、知恵のない

者に言う、 5「来て、わたしのパンを食べ、わたしの混

ぜ合わせた酒をのみ、 6思慮のないわざを捨てて命を得

、悟りの道を歩め」と。 7あざける者を戒める者は、自

ら恥を得、悪しき者を責める者は自ら傷を受ける。 8あ

ざける者を責めるな、おそらく彼はあなたを憎むであろ

う。知恵ある者を責めよ、彼はあなたを愛する。 9知恵

ある者に教訓を授けよ、彼はますます知恵を得る。正し

い者を教えよ、彼は学に進む。 10主を恐れることは知恵

のもとである、聖なる者を知ることは、悟りである。 11

わたしによって、あなたの日は多くなり、あなたの命の

年は増す。 12もしあなたに知恵があるならば、あなた自

身のために知恵があるのである。もしあなたがあざける

ならば、あなたひとりがその責めを負うことになる。 13

愚かな女は、騒がしく、みだらで、恥を知らない。 14彼

女はその家の戸口に座し、町の高い所にある座にすわり

、 15道を急ぐ行き来の人を招いて言う、 16「思慮のな

い者よ、ここに来れ」と。また知恵のない人に向かって

これに言う、 17「盗んだ水は甘く、ひそかに食べるパン

はうまい」と。 18しかしその人は、死の影がそこにある

ことを知らず、彼女の客は陰府の深みにおることを知ら

ない。 (Sheol h7585)

10ソロモンの箴言。知恵ある子は父を喜ばせ、愚かな
子は母の悲しみとなる。 2不義の宝は益なく、正義

は人を救い出して、死を免れさせる。 3主は正しい人を

飢えさせず、悪しき者の欲望をくじかれる。 4手を動か

すことを怠る者は貧しくなり、勤め働く者の手は富を得

る。 5夏のうちに集める者は賢い子であり、刈入れの時

に眠る者は恥をきたらせる子である。 6正しい者のこう

べには祝福があり、悪しき者の口は暴虐を隠す。 7正し

い者の名はほめられ、悪しき者の名は朽ちる。 8心のさ

とき者は戒めを受ける、むだ口をたたく愚かな者は滅ぼ

される。 9まっすぐに歩む者の歩みは安全である、しか

し、その道を曲げる者は災にあう。 10目で、めくばせす

る者は憂いをおこし、あからさまに、戒める者は平和を

きたらせる。 11正しい者の口は命の泉である、悪しき者

の口は暴虐を隠す。 12憎しみは、争いを起し、愛はすべ

てのとがをおおう。 13さとき者のくちびるには知恵があ

り、知恵のない者の背にはむちがある。 14知恵ある者は

知識をたくわえる、愚かな者のむだ口は、今にも滅びを

きたらせる。 15富める者の宝は、その堅き城であり、貧

しい者の乏しきは、その滅びである。 16正しい者の受け

る賃銀は命に導き、悪しき者の利得は罪に至る。 17教訓

を守る者は命の道にあり、懲しめを捨てる者は道をふみ

迷う。 18憎しみを隠す者には偽りのくちびるがあり、そ

しりを口に出す者は愚かな者である。 19言葉が多ければ

、とがを免れない、自分のくちびるを制する者は知恵が

ある。 20正しい者の舌は精銀である、悪しき者の心は価

値が少ない。 21正しい者のくちびるは多くの人を養い、

愚かな者は知恵がなくて死ぬ。 22主の祝福は人を富ませ

る、主はこれになんの悲しみをも加えない。 23愚かな者

は、戯れ事のように悪を行う、さとき人には賢い行いが

楽しみである。 24悪しき者の恐れることは自分に来り、

正しい者の願うことは与えられる。 25あらしが通りすぎ

る時、悪しき者は、もはや、いなくなり、正しい者は永

久に堅く立てられる。 26なまけ者は、これをつかわす者

にとっては、酢が歯をいため、煙が目を悩ますようなも

のだ。 27主を恐れることは人の命の日を多くする、悪し

き者の年は縮められる。 28正しい者の望みは喜びに終り

、悪しき者の望みは絶える。 29主は、まっすぐに歩む者

には城であり、悪を行う者には滅びである。 30正しい者

はいつまでも動かされることはない、悪しき者は、地に

住むことができない。 31正しい者の口は知恵をいだし、

偽りの舌は抜かれる。 32正しい者のくちびるは喜ばるべ

きことをわきまえ、悪しき者の口は偽りを語る。

11偽りのはかりは主に憎まれ、正しいふんどうは彼に
喜ばれる。 2高ぶりが来れば、恥もまた来る、へり

くだる者には知恵がある。 3正しい者の誠実はその人を

導き、不信実な者のよこしまはその人を滅ぼす。 4宝は

怒りの日に益なく、正義は人を救い出して、死を免れさ

せる。 5誠実な者は、その正義によって、その道をまっ

すぐにせられ、悪しき者は、その悪によって倒れる。 6

正しい者はその正義によって救われ、不信実な者は自分

の欲によって捕えられる。 7悪しき者は死ぬとき、その

望みは絶え、不信心な者の望みもまた絶える。 8正しい

者は、悩みから救われ、悪しき者は代ってそれに陥る。

9不信心な者はその口をもって隣り人を滅ぼす、正しい

者は知識によって救われる。 10正しい者が、しあわせに

なれば、その町は喜び、悪しき者が滅びると、喜びの声

がおこる。 11町は正しい者の祝福によって、高くあげら

れ、悪しき者の口によって、滅ぼされる。 12隣り人を侮

る者は知恵がない、さとき人は口をつぐむ。 13人のよし

あしを言いあるく者は秘密をもらす、心の忠信なる者は

事を隠す。 14指導者がなければ民は倒れ、助言者が多け

れば安全である。 15他人のために保証をする者は苦しみ

をうけ、保証をきらう者は安全である。 16しとやかな女

は、誉を得、強暴な男は富を得る。 17いつくしみある者

はおのれ自身に益を得、残忍な者はおのれの身をそこな

う。 18悪しき者の得る報いはむなしく、正義を播く者は

確かな報いを得る。 19正義を堅く保つ者は命に至り、悪

を追い求める者は死を招く。 20心のねじけた者は主に憎

まれ、まっすぐに道を歩む者は彼に喜ばれる。 21確かに

、悪人は罰を免れない、しかし正しい人は救を得る。 22

美しい女の慎みがないのは、金の輪の、ぶたの鼻にある

ようだ。 23正しい者の願いは、すべて良い結果を得、悪

しき者の望みは怒りに至る。 24施し散らして、なお富を

増す人があり、与えるべきものを惜しんで、かえって貧

しくなる者がある。 25物惜しみしない者は富み、人を潤

す者は自分も潤される。 26穀物を、しまい込んで売らな

い者は民にのろわれる、それを売る者のこうべには祝福

がある。 27善を求める者は恵みを得る、悪を求める者に

は悪が来る。 28自分の富を頼む者は衰える、正しい者は

木の青葉のように栄える。 29自分の家族を苦しめる者は

風を所有とする、愚かな者は心のさとき者のしもべとな

る。 30正しい者の結ぶ実は命の木である、不法な者は人

の命をとる。 31もし正しい者がこの世で罰せられるなら

ば、悪しき者と罪びととは、なおさらである。

12戒めを愛する人は知識を愛する、懲しめを憎む者は
愚かである。 2善人は主の恵みをうけ、悪い計りご

とを設ける人は主に罰せられる。 3人は悪をもって堅く
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立つことはできない、正しい人の根は動くことはない。

4賢い妻はその夫の冠である、恥をこうむらせる妻は夫

の骨に生じた腐れのようなものである。 5正しい人の考

えは公正である、悪しき者の計ることは偽りである。 6

悪しき者の言葉は、人の血を流そうとうかがう、正しい

人の口は人を救う。 7悪しき者は倒されて、うせ去る、

正しい人の家は堅く立つ。 8人はその悟りにしたがって

、ほめられ、心のねじけた者は、卑しめられる。 9身分

の低い人でも自分で働く者は、みずから高ぶって食に乏

しい者にまさる。 10正しい人はその家畜の命を顧みる、

悪しき者は残忍をもって、あわれみとする。 11自分の田

地を耕す者は食糧に飽きる、無益な事に従う者は知恵が

ない。 12悪しき者の堅固なやぐらは崩壊する、正しい人

の根は堅く立つ。 13悪人はくちびるのとがによって、わ

なに陥る、しかし正しい人は悩みをのがれる。 14人はそ

の口の実によって、幸福に満ち足り、人の手のわざは、

その人の身に帰る。 15愚かな人の道は、自分の目に正し

く見える、しかし知恵ある者は勧めをいれる。 16愚かな

人は、すぐに怒りをあらわす、しかし賢い人は、はずか

しめをも気にとめない。 17真実を語る人は正しい証言を

なし、偽りの証人は偽りを言う。 18つるぎをもって刺す

ように、みだりに言葉を出す者がある、しかし知恵ある

人の舌は人をいやす。 19真実を言うくちびるは、いつま

でも保つ、偽りを言う舌は、ただ、まばたきの間だけで

ある。 20悪をたくらむ者の心には欺きがあり、善をはか

る人には喜びがある。 21正しい人にはなんの害悪も生じ

ない、しかし悪しき者は災をもって満たされる。 22偽り

を言うくちびるは主に憎まれ、真実を行う者は彼に喜ば

れる。 23さとき人は知識をかくす、しかし愚かな者は自

分の愚かなことをあらわす。 24勤め働く者の手はついに

人を治める、怠る者は人に仕えるようになる。 25心に憂

いがあればその人をかがませる、しかし親切な言葉はそ

の人を喜ばせる。 26正しい人は悪を離れ去る、しかし悪

しき者は自ら道に迷う。 27怠る者は自分の獲物を捕えな

い、しかし勤め働く人は尊い宝を獲る。 28正義の道には

命がある、しかし誤りの道は死に至る。

13知恵ある子は父の教訓をきく、あざける者は、懲し
めをきかない。 2善良な人はその口の実によって、

幸福を得る、不信実な者の願いは、暴虐である。 3口を

守る者はその命を守る、くちびるを大きく開く者には滅

びが来る。 4なまけ者の心は、願い求めても、何も得な

い、しかし勤め働く者の心は豊かに満たされる。 5正し

い人は偽りを憎む、しかし悪しき人は恥ずべく、忌まわ

しくふるまう。 6正義は道をまっすぐ歩む者を守り、罪

は悪しき者を倒す。 7富んでいると偽って、何も持たな

い者がいる、貧しいと偽って、多くの富を持つ者がいる

。 8人の富はその命をあがなう、しかし貧しい者にはあ

がなうべき富がない。 9正しい者の光は輝き、悪しき者

のともしびは消される。 10高ぶりはただ争いを生じる、

勧告をきく者は知恵がある。 11急いで得た富は減る、少

しずつたくわえる者はそれを増すことができる。 12望み

を得ることが長びくときは、心を悩ます、願いがかなう

ときは、命の木を得たようだ。 13み言葉を軽んじる者は

滅ぼされ、戒めを重んじる者は報いを得る。 14知恵ある

人の教は命の泉である、これによって死のわなをのがれ

ることができる。 15善良な賢い者は恵みを得る、しかし

、不信実な者の道は滅びである。 16おおよそ、さとき者

は知識によって事をおこない、愚かな者は自分の愚を見

せびらかす。 17悪しき使者は人を災におとしいれる、し

かし忠実な使者は人を救う。 18貧乏と、はずかしめとは

教訓を捨てる者に来る、しかし戒めを守る者は尊ばれる

。 19願いがかなえば、心は楽しい、愚かな者は悪を捨て

ることをきらう。 20知恵ある者とともに歩む者は知恵を

得る。愚かな者の友となる者は害をうける。 21災は罪び

とを追い、正しい者は良い報いを受ける。 22善良な人は

その嗣業を子孫にのこす、しかし罪びとの富は正しい人

のためにたくわえられる。 23貧しい人の新田は多くの食

糧を産する、しかし不正によれば押し流される。 24むち

を加えない者はその子を憎むのである、子を愛する者は

、つとめてこれを懲らしめる。 25正しい者は食べてその

食欲を満たす、しかし悪しき者の腹は満たされない。

14知恵はその家を建て、愚かさは自分の手でそれをこ
わす。 2まっすぐに歩む者は主を恐れる、曲って歩

む者は主を侮る。 3愚かな者の言葉は自分の背にむちを

当てる、知恵ある者のくちびるはその身を守る。 4牛が

なければ穀物はない、牛の力によって農作物は多くなる

。 5真実な証人はうそをいわない、偽りの証人はうそを

つく。 6あざける者は知恵を求めても得られない、さと

き者は知識を得ることがたやすい。 7愚かな者の前を離

れ去れ、そこには知識の言葉がないからである。 8さと

き者の知恵は自分の道をわきまえることにあり、愚かな

者の愚かは、欺くことにある。 9神は悪しき者をあざけ

られる、正しい者は、その恵みを受ける。 10心の苦しみ

は心みずからが知る、その喜びには他人はあずからない

。 11悪しき者の家は滅ぼされ、正しい者の幕屋は栄える

。 12人が見て自ら正しいとする道でも、その終りはつい

に死に至る道となるものがある。 13笑う時にも心に悲し

みがあり、喜びのはてに憂いがある。 14心のもとれる者

はそのしわざの実を刈り取り、善良な人もまたその行い

の実を刈り取る。 15思慮のない者はすべてのことを信じ

る、さとき者は自分の歩みを慎む。 16知恵ある者は用心

ぶかく、悪を離れる、愚かな者は高ぶって用心しない。

17怒りやすい者は愚かなことを行い、賢い者は忍耐強い

。 18思慮のない者は愚かなことを自分のものとする、さ

とき者は知識をもって冠とする。 19悪人は善人の前にひ

れ伏し、悪しき者は正しい者の門にひれ伏す。 20貧しい

者はその隣にさえも憎まれる、しかし富める者は多くの

友をもつ。 21隣り人を卑しめる者は罪びとである、貧し

い人をあわれむ者はさいわいである。 22悪を計る者はお

のれを誤るではないか、善を計る者にはいつくしみと、

まこととがある。 23すべての勤労には利益がある、しか

し口先だけの言葉は貧乏をきたらせるだけだ。 24知恵あ

る者の冠はその知恵である、愚かな者の花の冠はただ愚

かさである。 25まことの証人は人の命を救う、偽りを吐

く者は裏切者である。 26主を恐れることによって人は安

心を得、その子らはのがれ場を得る。 27主を恐れること

は命の泉である、人を死のわなからのがれさせる。 28王

の栄えは民の多いことにあり、君の滅びは民を失うこと

にある。 29怒りをおそくする者は大いなる悟りがあり、

気の短い者は愚かさをあらわす。 30穏やかな心は身の命

である、しかし興奮は骨を腐らせる。 31貧しい者をしえ

たげる者はその造り主を侮る、乏しい者をあわれむ者は

、主をうやまう。 32悪しき者はその悪しき行いによって

滅ぼされ、正しい者はその正しきによって、のがれ場を
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得る。 33知恵はさとき者の心にとどまり、愚かな者の心

に知られない。 34正義は国を高くし、罪は民をはずかし

める。 35賢いしもべは王の恵みをうけ、恥をきたらす者

はその怒りにあう。

15柔かい答は憤りをとどめ、激しい言葉は怒りをひき
おこす。 2知恵ある者の舌は知識をわかち与え、愚

かな者の口は愚かを吐き出す。 3主の目はどこにでもあ

って、悪人と善人とを見張っている。 4優しい舌は命の

木である、乱暴な言葉は魂を傷つける。 5愚かな者は父

の教訓を軽んじる、戒めを守る者は賢い者である。 6正

しい者の家には多くの宝がある、悪しき者の所得には煩

いがある。 7知恵ある者のくちびるは知識をひろめる、

愚かな者の心はそうでない。 8悪しき者の供え物は主に

憎まれ、正しい者の祈は彼に喜ばれる。 9悪しき者の道

は主に憎まれ、正義を求める者は彼に愛せられる。 10道

を捨てる者には、きびしい懲しめがあり、戒めを憎む者

は死に至る。 11陰府と滅びとは主の目の前にあり、人の

心はなおさらである。 (Sheol h7585) 12あざける者は戒めら

れることを好まない、また知恵ある者に近づかない。 13

心に楽しみがあれば顔色も喜ばしい、心に憂いがあれば

気はふさぐ。 14さとき者の心は知識をたずね、愚かな者

の口は愚かさを食物とする。 15悩んでいる者の日々はこ

とごとくつらく、心の楽しい人は常に宴会をもつ。 16少

しの物を所有して主を恐れるのは、多くの宝をもって苦

労するのにまさる。 17野菜を食べて互に愛するのは、肥

えた牛を食べて互に憎むのにまさる。 18憤りやすい者は

争いをおこし、怒りをおそくする者は争いをとどめる。

19なまけ者の道には、いばらがはえしげり、正しい者の

道は平らかである。 20知恵ある子は父を喜ばせる、愚か

な人はその母を軽んじる。 21無知な者は愚かなことを喜

び、さとき者はまっすぐに歩む。 22相はかることがなけ

れば、計画は破れる、はかる者が多ければ、それは必ず

成る。 23人は口から出る好ましい答によって喜びを得る

、時にかなった言葉は、いかにも良いものだ。 24知恵あ

る人の道は上って命に至る、こうしてその人は下にある

陰府を離れる。 (Sheol h7585) 25主は高ぶる者の家を滅ぼし

、やもめの地境を定められる。 26悪人の計りごとは主に

憎まれ、潔白な人の言葉は彼に喜ばれる。 27不正な利を

むさぼる者はその家を煩らわせる、まいないを憎む者は

生きながらえる。 28正しい者の心は答えるべきことを考

える、悪しき者の口は悪を吐き出す。 29主は悪しき者に

遠ざかり、正しい者の祈を聞かれる。 30目の光は心を喜

ばせ、よい知らせは骨を潤す。 31ためになる戒めを聞く

耳をもつ者は、知恵ある者の中にとどまる。 32教訓を捨

てる者はおのれの命を軽んじ、戒めを重んじる者は悟り

を得る。 33主を恐れることは知恵の教訓である、謙遜は

、栄誉に先だつ。

16心にはかることは人に属し、舌の答は主から出る。
2人の道は自分の目にことごとく潔しと見える、し

かし主は人の魂をはかられる。 3あなたのなすべき事を

主にゆだねよ、そうすれば、あなたの計るところは必ず

成る。 4主はすべての物をおのおのその用のために造り

、悪しき人をも災の日のために造られた。 5すべて心に

高ぶる者は主に憎まれる、確かに、彼は罰を免れない。

6いつくしみとまことによって、とがはあがなわれる、

主を恐れることによって、人は悪を免れる。 7人の道が

主を喜ばせる時、主はその人の敵をもその人と和らがせ

られる。 8正義によって得たわずかなものは、不義によ

って得た多くの宝にまさる。 9人は心に自分の道を考え

計る、しかし、その歩みを導く者は主である。 10王のく

ちびるには神の決定がある、さばきをするとき、その口

に誤りがない。 11正しいはかりと天びんとは主のもので

ある、袋にあるふんどうもすべて彼の造られたものであ

る。 12悪を行うことは王の憎むところである、その位が

正義によって堅く立っているからである。 13正しいくち

びるは王に喜ばれる、彼は正しい事を言う者を愛する。

14王の怒りは死の使者である、知恵ある人はこれをなだ

める。 15王の顔の光には命がある、彼の恵みは春雨をも

たらす雲のようだ。 16知恵を得るのは金を得るのにまさ

る、悟りを得るのは銀を得るよりも望ましい。 17悪を離

れることは正しい人の道である、自分の道を守る者はそ

の魂を守る。 18高ぶりは滅びにさきだち、誇る心は倒れ

にさきだつ。 19へりくだって貧しい人々と共におるのは

、高ぶる者と共にいて、獲物を分けるにまさる。 20慎ん

で、み言葉をおこなう者は栄える、主に寄り頼む者はさ

いわいである。 21心に知恵ある者はさとき者ととなえら

れる、くちびるが甘ければ、その教に人を説きつける力

を増す。 22知恵はこれを持つ者に命の泉となる、しかし

、愚かさは愚かな者の受ける懲しめである。 23知恵ある

者の心はその言うところを賢くし、またそのくちびるに

人を説きつける力を増す。 24ここちよい言葉は蜂蜜のよ

うに、魂に甘く、からだを健やかにする。 25人が見て自

分で正しいとする道があり、その終りはついに死にいた

る道となるものがある。 26ほねおる者は飲食のためにほ

ねおる、その口が自分に迫るからである。 27よこしまな

人は悪を企てる、そのくちびるには激しい火のようなも

のがある。 28偽る者は争いを起し、つげ口する者は親し

い友を離れさせる。 29しえたげる者はその隣り人をいざ

ない、これを良くない道に導く。 30めくばせする者は悪

を計り、くちびるを縮める者は悪事をなし遂げる。 31し

らがは栄えの冠である、正しく生きることによってそれ

が得られる。 32怒りをおそくする者は勇士にまさり、自

分の心を治める者は城を攻め取る者にまさる。 33人はく

じをひく、しかし事を定めるのは全く主のことである。

17平穏であって、ひとかたまりのかわいたパンのある
のは、争いがあって、食物の豊かな家にまさる。 2

賢いしもべは身持の悪いむすこを治め、かつ、その兄弟

たちの中にあって、資産の分け前を獲る。 3銀を試みる

ものはるつぼ、金を試みるものは炉、人の心を試みるも

のは主である。 4悪を行う者は偽りのくちびるに聞き、

偽りをいう者は悪しき舌に耳を傾ける。 5貧しい者をあ

ざける者はその造り主を侮る、人の災を喜ぶ者は罰を免

れない。 6孫は老人の冠である、父は子の栄えである。

7すぐれた言葉は愚かな者には似合わない、まして偽り

を言うくちびるは君たる者には似合わない。 8まいない

はこれを贈る人の目には幸運の玉のようだ、その向かう

所、どこでも彼は栄える。 9愛を追い求める人は人のあ

やまちをゆるす、人のことを言いふらす者は友を離れさ

せる。 10一度の戒めがさとき人に徹するのは、百度の懲

しめが愚かな人に徹するよりも深い。 11悪しき者はただ

、そむく事のみを求める、それゆえ、彼に向かっては残

忍な使者がつかわされる。 12愚かな者が愚かな事をする

のに会うよりは、子をとられた雌ぐまに会うほうがよい

。 13悪をもて善に報いる者は、悪がその家を離れること
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がない。 14争いの初めは水がもれるのに似ている、それ

ゆえ、けんかの起らないうちにそれをやめよ。 15悪しき

者を正しいとする者、正しい者を悪いとする者、この二

つの者はともに主に憎まれる。 16愚かな者はすでに心が

ないのに、どうして知恵を買おうとして手にその代金を

持っているのか。 17友はいずれの時にも愛する、兄弟は

なやみの時のために生れる。 18知恵のない人は手をうっ

て、その隣り人の前で保証をする。 19争いを好む者は罪

を好む、その門を高くする者は滅びを求める。 20曲った

心の者はさいわいを得ない、みだりに舌をもって語る者

は災に陥る。 21愚かな子を生む者は嘆きを得る、愚か者

の父は喜びを得ない。 22心の楽しみは良い薬である、た

ましいの憂いは骨を枯らす。 23悪しき者は人のふところ

からまいないを受けて、さばきの道をまげる。 24さとき

者はその顔を知恵にむける、しかし、愚かな者は目を地

の果にそそぐ。 25愚かな子はその父の憂いである、また

これを産んだ母の痛みである。 26正しい人を罰するのは

よくない、尊い人を打つのは悪い。 27言葉を少なくする

者は知識のある者、心の冷静な人はさとき人である。 28

愚かな者も黙っているときは、知恵ある者と思われ、そ

のくちびるを閉じている時は、さとき者と思われる。

18人と交わりをしない者は口実を捜し、すべてのよい
考えに激しく反対する。 2愚かな者は悟ることを喜

ばず、ただ自分の意見を言い表わすことを喜ぶ。 3悪し

き者が来ると、卑しめもまた来る、不名誉が来ると、は

ずかしめも共にくる。 4人の口の言葉は深い水のようだ

、知恵の泉は、わいて流れる川である。 5悪しき者をえ

こひいきすることは良くない、正しい者をさばいて、悪

しき者とすることも良くない。 6愚かな者のくちびるは

争いを起し、その口はむち打たれることを招く。 7愚か

な者の口は自分の滅びとなり、そのくちびるは自分を捕

えるわなとなる。 8人のよしあしをいう者の言葉はおい

しい食物のようで、腹の奥にしみこむ。 9その仕事を怠

る者は、滅ぼす者の兄弟である。 10主の名は堅固なやぐ

らのようだ、正しい者はその中に走りこんで救を得る。

11富める者の富はその堅き城である、それは高き城壁の

ように彼を守る。 12人の心の高ぶりは滅びにさきだち、

謙遜は栄誉にさきだつ。 13事をよく聞かないで答える者

は、愚かであって恥をこうむる。 14人の心は病苦をも忍

ぶ、しかし心の痛むときは、だれがそれに耐えようか。

15さとき者の心は知識を得、知恵ある者の耳は知識を求

める。 16人の贈り物は、その人のために道をひらき、ま

た尊い人の前に彼を導く。 17先に訴え出る者は正しいよ

うに見える、しかしその訴えられた人が来て、それを調

べて、事は明らかになる。 18くじは争いをとどめ、かつ

強い争い相手の間を決定する。 19助けあう兄弟は堅固な

城のようだ、しかし争いは、やぐらの貫の木のようだ。

20人は自分の言葉の結ぶ実によって、満ち足り、そのく

ちびるの産物によって自ら飽きる。 21死と生とは舌に支

配される、これを愛する者はその実を食べる。 22妻を得

る者は、良き物を得る、かつ主から恵みを与えられる。

23貧しい者は、あわれみを請い、富める者は、はげしい

答をする。 24世には友らしい見せかけの友がある、しか

し兄弟よりもたのもしい友もある。

19正しく歩む貧しい者は、曲ったことを言う愚かな者
にまさる。 2人が知識のないのは良くない、足で急

ぐ者は道に迷う。 3人は自分の愚かさによって道につま

ずき、かえって心のうちに主をうらむ。 4富は多くの新

しい友を作る、しかし貧しい人はその友に捨てられる。

5偽りの証人は罰を免れない、偽りをいう者はのがれる

ことができない。 6気前のよい人にこびる者は多い、人

はみな贈り物をする人の友となる。 7貧しい者はその兄

弟すらもみなこれを憎む、ましてその友はこれに遠ざか

らないであろうか。言葉をかけてこれを呼んでも、去っ

て帰らないのである。 8知恵を得る者は自分の魂を愛し

、悟りを保つ者は幸を得る。 9偽りの証人は罰を免れな

い、偽りをいう者は滅びる。 10愚かな者が、ぜいたくな

暮しをするのは、ふさわしいことではない、しもべたる

者が、君たる者を治めるなどは、なおさらである。 11悟

りは人に怒りを忍ばせる、あやまちをゆるすのは人の誉

である。 12王の怒りは、ししのほえるようであり、その

恵みは草の上におく露のようである。 13愚かな子はその

父の災である、妻の争うのは、雨漏りの絶えないのとひ

としい。 14家と富とは先祖からうけつぐもの、賢い妻は

主から賜わるものである。 15怠りは人を熟睡させる、な

まけ者は飢える。 16戒めを守る者は自分の魂を守る、み

言葉を軽んじる者は死ぬ。 17貧しい者をあわれむ者は主

に貸すのだ、その施しは主が償われる。 18望みのあるう

ちに、自分の子を懲らせ、これを滅ぼす心を起してはな

らない。 19怒ることの激しい者は罰をうける、たとい彼

を救ってやっても、さらにくり返さねばならない。 20勧

めを聞き、教訓をうけよ、そうすれば、ついには知恵あ

る者となる。 21人の心には多くの計画がある、しかした

だ主の、み旨だけが堅く立つ。 22人に望ましいのは、い

つくしみ深いことである、貧しい人は偽りをいう人にま

さる。 23主を恐れることは人を命に至らせ、常に飽き足

りて、災にあうことはない。 24なまけ者は、手を皿に入

れても、それを口に持ってゆくことをしない。 25あざけ

る者を打て、そうすれば思慮のない者も慎む。さとき者

を戒めよ、そうすれば彼は知識を得る。 26父に乱暴をは

たらき、母を追い出す者は、恥をきたらし、はずかしめ

をまねく子である。 27わが子よ、知識の言葉をはなれて

人を迷わせる教訓を聞くことをやめよ。 28悪い証人はさ

ばきをあざけり、悪しき者の口は悪をむさぼり食う。 29

さばきはあざける者のために備えられ、むちは愚かな者

の背のために備えられる。

20酒は人をあざける者とし、濃い酒は人をあばれ者と
する、これに迷わされる者は無知である。酒は人

をあざける者とし、濃い酒は人をあばれ者とする、これ

に迷わされる者は無知である。 2王の怒りは、ししがほ

えるようだ、彼を怒らせる者は自分の命をそこなう。 王

の怒りは、ししがほえるようだ、彼を怒らせる者は自分

の命をそこなう。 3争いに関係しないことは人の誉であ

る、すべて愚かな者は怒り争う。 争いに関係しないこと

は人の誉である、すべて愚かな者は怒り争う。 4なまけ

者は寒いときに耕さない、それゆえ刈入れのときになっ

て、求めても何もない。 なまけ者は寒いときに耕さない

、それゆえ刈入れのときになって、求めても何もない。

5人の心にある計りごとは深い井戸の水のようだ、しか

し、さとき人はこれをくみ出す。 人の心にある計りごと

は深い井戸の水のようだ、しかし、さとき人はこれをく

み出す。 6自分は真実だという人が多い、しかし、だれ

が忠信な人に会うであろうか。 自分は真実だという人が

多い、しかし、だれが忠信な人に会うであろうか。 7欠
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けた所なく、正しく歩む人その後の子孫はさいわいであ

る。 欠けた所なく、正しく歩む人その後の子孫はさいわ

いである。 8さばきの座にすわる王はその目をもって、

すべての悪をふるいわける。 さばきの座にすわる王はそ

の目をもって、すべての悪をふるいわける。 9だれが「

わたしは自分の心を清めた、わたしの罪は清められた」

ということができようか。 だれが「わたしは自分の心を

清めた、わたしの罪は清められた」ということができよ

うか。 10互に違った二種のはかり、二種のますは、ひと

しく主に憎まれる。 互に違った二種のはかり、二種のま

すは、ひとしく主に憎まれる。 11幼な子でさえも、その

行いによって自らを示し、そのすることの清いか正しい

かを現す。 幼な子でさえも、その行いによって自らを示

し、そのすることの清いか正しいかを現す。 12聞く耳と

、見る目とは、ともに主が造られたものである。 聞く耳

と、見る目とは、ともに主が造られたものである。 13眠

りを愛してはならない、そうすれば貧しくなる、目を開

け、そうすればパンに飽くことができる。 眠りを愛して

はならない、そうすれば貧しくなる、目を開け、そうす

ればパンに飽くことができる。 14買う者は、「悪い、悪

い」という、しかし去って後、彼は自ら誇る。 買う者は

、「悪い、悪い」という、しかし去って後、彼は自ら誇

る。 15金もあり、価の高い宝石も多くあるが、尊い器は

知識のくちびるである。 金もあり、価の高い宝石も多く

あるが、尊い器は知識のくちびるである。 16人のために

保証する者からは、まずその着物を取れ、他人のために

保証する者をば抵当に取れ。 人のために保証する者から

は、まずその着物を取れ、他人のために保証する者をば

抵当に取れ。 17欺き取ったパンはおいしい、しかし後に

はその口は砂利で満たされる。 欺き取ったパンはおいし

い、しかし後にはその口は砂利で満たされる。 18計りご

とは共に議することによって成る、戦おうとするならば

、まずよく議しなければならない。 計りごとは共に議す

ることによって成る、戦おうとするならば、まずよく議

しなければならない。 19歩きまわって人のよしあしをい

う者は秘密をもらす、くちびるを開いて歩く者と交わっ

てはならない。 歩きまわって人のよしあしをいう者は秘

密をもらす、くちびるを開いて歩く者と交わってはなら

ない。 20自分の父母をののしる者は、そのともしびは暗

やみの中に消える。 自分の父母をののしる者は、そのと

もしびは暗やみの中に消える。 21初めに急いで得た資産

は、その終りがさいわいでない。 初めに急いで得た資産

は、その終りがさいわいでない。 22「わたしが悪に報い

る」と言ってはならない、主を待ち望め、主はあなたを

助けられる。 「わたしが悪に報いる」と言ってはならな

い、主を待ち望め、主はあなたを助けられる。 23互に違

った二種のふんどうは主に憎まれる、偽りのはかりは良

くない。 互に違った二種のふんどうは主に憎まれる、偽

りのはかりは良くない。 24人の歩みは主によって定めら

れる、人はどうして自らその道を、明らかにすることが

できようか。 人の歩みは主によって定められる、人はど

うして自らその道を、明らかにすることができようか。

25軽々しく「これは聖なるささげ物だ」と言い、また誓

いを立てて後に考えることは、その人のわなとなる。 軽

々しく「これは聖なるささげ物だ」と言い、また誓いを

立てて後に考えることは、その人のわなとなる。 26知恵

ある王は、箕をもってあおぎ分けるように悪人を散らし

、車をもって脱穀するように、これを罰する。 知恵ある

王は、箕をもってあおぎ分けるように悪人を散らし、車

をもって脱穀するように、これを罰する。 27人の魂は主

のともしびであり、人の心の奥を探る。 人の魂は主のと

もしびであり、人の心の奥を探る。 28いつくしみと、ま

こととは王を守る、その位もまた正義によって保たれる

。 いつくしみと、まこととは王を守る、その位もまた正

義によって保たれる。 29若い人の栄えはその力、老人の

美しさはそのしらがである。 若い人の栄えはその力、老

人の美しさはそのしらがである。 30傷つくまでに打てば

悪い所は清くなり、むちで打てば心の底までも清まる。

傷つくまでに打てば悪い所は清くなり、むちで打てば心

の底までも清まる。

21王の心は、主の手のうちにあって、水の流れのよう
だ、主はみこころのままにこれを導かれる。王の

心は、主の手のうちにあって、水の流れのようだ、主は

みこころのままにこれを導かれる。 2人の道は自分の目

には正しく見える、しかし主は人の心をはかられる。 人

の道は自分の目には正しく見える、しかし主は人の心を

はかられる。 3正義と公平を行うことは、犠牲にもまさ

って主に喜ばれる。 正義と公平を行うことは、犠牲にも

まさって主に喜ばれる。 4高ぶる目とおごる心とは、悪

しき人のともしびであって、罪である。 高ぶる目とおご

る心とは、悪しき人のともしびであって、罪である。 5

勤勉な人の計画は、ついにその人を豊かにする、すべて

怠るものは貧しくなる。 勤勉な人の計画は、ついにその

人を豊かにする、すべて怠るものは貧しくなる。 6偽り

の舌をもって宝を得るのは、吹きはらわれる煙、死のわ

なである。 偽りの舌をもって宝を得るのは、吹きはらわ

れる煙、死のわなである。 7悪しき者の暴虐はその身を

滅ぼす、彼らは公平を行うことを好まないからである。

悪しき者の暴虐はその身を滅ぼす、彼らは公平を行うこ

とを好まないからである。 8罪びとの道は曲っている、

潔白な人の行いはまっすぐである。 罪びとの道は曲って

いる、潔白な人の行いはまっすぐである。 9争いを好む

女と一緒に家におるよりは屋根のすみにおるほうがよい

。 争いを好む女と一緒に家におるよりは屋根のすみにお

るほうがよい。 10悪しき者の魂は悪を行うことを願う、

その隣り人にも好意をもって見られない。 悪しき者の魂

は悪を行うことを願う、その隣り人にも好意をもって見

られない。 11あざけるものが罰をうけるならば、思慮の

ない者は知恵を得る。知恵ある者が教をうけるならば知

識を得る。 あざけるものが罰をうけるならば、思慮のな

い者は知恵を得る。知恵ある者が教をうけるならば知識

を得る。 12正しい神は、悪しき者の家をみとめて、悪し

き者を滅びに投げいれられる。 正しい神は、悪しき者の

家をみとめて、悪しき者を滅びに投げいれられる。 13耳

を閉じて貧しい者の呼ぶ声を聞かない者は、自分が呼ぶ

ときに、聞かれない。 耳を閉じて貧しい者の呼ぶ声を聞

かない者は、自分が呼ぶときに、聞かれない。 14ひそか

な贈り物は憤りをなだめる、ふところのまいないは激し

い怒りを和らげる。 ひそかな贈り物は憤りをなだめる、

ふところのまいないは激しい怒りを和らげる。 15公義を

行うことは、正しい者には喜びであるが、悪を行う者に

は滅びである。 公義を行うことは、正しい者には喜びで

あるが、悪を行う者には滅びである。 16悟りの道を離れ

る人は、死人の集会の中におる。 悟りの道を離れる人は

、死人の集会の中におる。 17快楽を好む者は貧しい人と
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なり、酒と油とを好む者は富むことがない。 快楽を好む

者は貧しい人となり、酒と油とを好む者は富むことがな

い。 18悪しき者は正しい者のあがないとなり、不信実な

者は正しい人に代る。 悪しき者は正しい者のあがないと

なり、不信実な者は正しい人に代る。 19争い怒る女と共

におるよりは、荒野に住むほうがましだ。 争い怒る女と

共におるよりは、荒野に住むほうがましだ。 20知恵ある

者の家には尊い宝があり、愚かな人はこれを、のみ尽す

。 知恵ある者の家には尊い宝があり、愚かな人はこれを

、のみ尽す。 21正義といつくしみとを追い求める者は、

命と誉とを得る。 正義といつくしみとを追い求める者は

、命と誉とを得る。 22知恵ある者は強い者の城にのぼっ

て、その頼みとするとりでをくずす。 知恵ある者は強い

者の城にのぼって、その頼みとするとりでをくずす。 23

口と舌とを守る者はその魂を守って、悩みにあわせない

。 口と舌とを守る者はその魂を守って、悩みにあわせな

い。 24高ぶりおごる者を「あざける者」となづける、彼

は高慢無礼な行いをするものである。 高ぶりおごる者を

「あざける者」となづける、彼は高慢無礼な行いをする

ものである。 25なまけ者の欲望は自分の身を殺す、これ

はその手を働かせないからである。 なまけ者の欲望は自

分の身を殺す、これはその手を働かせないからである。

26悪しき者はひねもす人の物をむさぼる、正しい者は与

えて惜しまない。 悪しき者はひねもす人の物をむさぼる

、正しい者は与えて惜しまない。 27悪しき者の供え物は

憎まれる、悪意をもってささげる時はなおさらである。

悪しき者の供え物は憎まれる、悪意をもってささげる時

はなおさらである。 28偽りの証人は滅ぼされる、よく聞

く人の言葉はすたることがない。 偽りの証人は滅ぼされ

る、よく聞く人の言葉はすたることがない。 29悪しき者

はあつかましくし、正しい人はその道をつつしむ。 悪し

き者はあつかましくし、正しい人はその道をつつしむ。

30主に向かっては知恵も悟りも、計りごとも、なんの役

にも立たない。 主に向かっては知恵も悟りも、計りごと

も、なんの役にも立たない。 31戦いの日のために馬を備

える、しかし勝利は主による。 戦いの日のために馬を備

える、しかし勝利は主による。

22令名は大いなる富にまさり、恩恵は銀や金よりも良
い。 2富める者と貧しい者とは共に世におる、すべ

てこれを造られたのは主である。 3賢い者は災を見て自

ら避け、思慮のない者は進んでいって、罰をうける。 4

謙遜と主を恐れることとの報いは、富と誉と命とである

。 5よこしまな者の道にはいばらとわながあり、たまし

いを守る者は遠くこれを離れる。 6子をその行くべき道

に従って教えよ、そうすれば年老いても、それを離れる

ことがない。 7富める者は貧しき者を治め、借りる者は

貸す人の奴隷となる。 8悪をまく者は災を刈り、その怒

りのつえはすたれる。 9人を見て恵む者はめぐまれる、

自分のパンを貧しい人に与えるからである。 10あざける

者を追放すれば争いもまた去り、かつ、いさかいも、は

ずかしめもなくなる。 11心の潔白を愛する者、その言葉

の上品な者は、王がその友となる。 12主の目は知識ある

者を守る、しかし主は不信実な者の言葉を敗られる。 13

なまけ者は言う、「ししがそとにいる、わたしは、ちま

たで殺される」と。 14遊女の口は深い落し穴である、主

に憎まれる者はその中に陥る。 15愚かなことが子供の心

の中につながれている、懲しめのむちは、これを遠く追

いだす。 16貧しい者をしえたげて自分の富を増そうとす

る者と、富める者に与える者とは、ついに必ず貧しくな

る。 17あなたの耳を傾けて知恵ある者の言葉を聞き、か

つ、わたしの知識にあなたの心を用いよ。 18これをあな

たのうちに保ち、ことごとく、あなたのくちびるに備え

ておくなら、楽しいことである。 19あなたが主に、寄り

頼むことのできるように、わたしはきょう、これをあな

たにも教える。 20わたしは、勧めと知識との三十の言葉

をあなたのためにしるしたではないか。 21それは正しい

こと、真実なことをあなたに示し、あなたをつかわした

者に真実の答をさせるためであった。 22貧しい者を、貧

しいゆえに、かすめてはならない、悩む者を、町の門で

おさえつけてはならない。 23それは主が彼らの訴えをた

だし、かつ彼らをそこなう者の命を、そこなわれるから

である。 24怒る者と交わるな、憤る人と共に行くな。

25それはあなたがその道にならって、みずから、わなに

陥ることのないためである。 26あなたは人と手を打つ者

となってはならない、人の負債の保証をしてはならない

。 27あなたが償うものがないとき、あなたの寝ている寝

床までも、人が奪い取ってよかろうか。 28あなたの先祖

が立てた古い地境を移してはならない。 29あなたはその

わざに巧みな人を見るか、そのような人は王の前に立つ

が、卑しい人々の前には立たない。

23治める人と共に座して食事するとき、あなたの前に
あるものを、よくわきまえ、 2あなたがもし食をた

しなむ者であるならば、あなたののどに刀をあてよ。 3

そのごちそうをむさぼり食べてはならない、これは人を

欺く食物だからである。 4富を得ようと苦労してはなら

ない、かしこく思いとどまるがよい。 5あなたの目をそ

れにとめると、それはない、富はたちまち自ら翼を生じ

て、わしのように天に飛び去るからだ。 6物惜しみする

人のパンを食べてはならない、そのごちそうをむさぼり

願ってはならない。 7彼は心のうちで勘定する人のよう

に、「食え、飲め」とあなたに言うけれども、その心は

あなたに真実ではない。 8あなたはついにその食べた物

を吐き出すようになり、あなたのねんごろな言葉もむだ

になる。 9愚かな者の耳に語ってはならない、彼はあな

たの言葉が示す知恵をいやしめるからだ。 10古い地境を

移してはならない、みなしごの畑を侵してはならない。

11彼らのあがない主は強くいらせられ、あなたに逆らっ

て彼らの訴えを弁護されるからだ。 12あなたの心を教訓

に用い、あなたの耳を知識の言葉に傾けよ。 13子を懲ら

すことを、さし控えてはならない、むちで彼を打っても

死ぬことはない。 14もし、むちで彼を打つならば、その

命を陰府から救うことができる。 (Sheol h7585) 15わが子よ

、もしあなたの心が賢くあれば、わたしの心もまた喜び

、 16もしあなたのくちびるが正しい事を言うならば、わ

たしの心も喜ぶ。 17心に罪びとをうらやんではならない

、ただ、ひねもす主を恐れよ。 18かならず後のよい報い

があって、あなたの望みは、すたらない。 19わが子よ、

よく聞いて、知恵を得よ、かつ、あなたの心を道に向け

よ。 20酒にふけり、肉をたしなむ者と交わってはならな

い。 21酒にふける者と、肉をたしなむ者とは貧しくなり

、眠りをむさぼる者は、ぼろを身にまとうようになる。

22あなたを生んだ父のいうことを聞き、年老いた母を軽

んじてはならない。 23真理を買え、これを売ってはなら

ない、知恵と教訓と悟りをも買え。 24正しい人の父は大
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いによろこび、知恵ある子を生む者は子のために楽しむ

。 25あなたの父母を楽しませ、あなたを産んだ母を喜ば

せよ。 26わが子よ、あなたの心をわたしに与え、あなた

の目をわたしの道に注げ。 27遊女は深い穴のごとく、み

だらな女は狭い井戸のようだ。 28彼女は盗びとのように

人をうかがい、かつ世の人のうちに、不信実な者を多く

する。 29災ある者はだれか、憂いある者はだれか、争い

をする者はだれか、煩いある者はだれか、ゆえなく傷を

うける者はだれか、赤い目をしている者はだれか。 30酒

に夜をふかす者、行って、混ぜ合わせた酒を味わう者で

ある。 31酒はあかく、杯の中にあわだち、なめらかにく

だる、あなたはこれを見てはならない。 32これはついに

、へびのようにかみ、まむしのように刺す。 33あなたの

目は怪しいものを見、あなたの心は偽りを言う。 34あな

たは海の中に寝ている人のように、帆柱の上に寝ている

人のようになる。 35あなたは言う、「人がわたしを撃っ

たが、わたしは痛くはなかった。わたしを、たたいたが

、わたしは何も覚えはない。いつわたしはさめるのか、

また酒を求めよう」と。

24悪を行う人をうらやんではならない、また彼らと共
におることを願ってはならない。 2彼らはその心に

強奪を計り、そのくちびるに人をそこなうことを語るか

らである。 3家は知恵によって建てられ、悟りによって

堅くせられ、 4また、へやは知識によってさまざまの尊

く、麗しい宝で満たされる。 5知恵ある者は強い人より

も強く、知識ある人は力ある人よりも強い。 6良い指揮

によって戦いをすることができ、勝利は多くの議する者

がいるからである。 7知恵は高くて愚かな者の及ぶとこ

ろではない、愚かな者は門で口を開くことができない。

8悪を行うことを計る者を人はいたずら者ととなえる。 9

愚かな者の計るところは罪であり、あざける者は人に憎

まれる。 10もしあなたが悩みの日に気をくじくならば、

あなたの力は弱い。 11死地にひかれゆく者を助け出せ、

滅びによろめきゆく者を救え。 12あなたが、われわれは

これを知らなかったといっても、心をはかる者はそれを

悟らないであろうか。あなたの魂を守る者はそれを知ら

ないであろうか。彼はおのおのの行いにより、人に報い

ないであろうか。 13わが子よ、蜜を食べよ、これは良い

ものである、また、蜂の巣のしたたりはあなたの口に甘

い。 14知恵もあなたの魂にはそのようであることを知れ

。それを得るならば、かならず報いがあって、あなたの

望みは、すたらない。 15悪しき者がするように、正しい

者の家をうかがってはならない、その住む所に乱暴をし

てはならない。 16正しい者は七たび倒れても、また起き

あがる、しかし、悪しき者は災によって滅びる。 17あな

たのあだが倒れるとき楽しんではならない、彼のつまず

くとき心に喜んではならない。 18主はそれを見て悪いこ

ととし、その怒りを彼から転じられる。 19悪を行う者の

ゆえに心を悩ましてはならない、よこしまな者をうらや

んではならない。 20悪しき者には後の良い報いはない、

よこしまな者のともしびは消される。 21わが子よ、主と

王とを恐れよ、そのいずれにも不従順であってはならな

い。 22その災はたちまち起るからである。この二つの者

からくる滅びをだれが知り得ようか。 23これらもまた知

恵ある者の箴言である。片寄ったさばきをするのは、よ

くない。 24悪しき者に向かって、「あなたは正しい」と

いう者を、人々はのろい、諸民は憎む。 25悪しき者をせ

める者は恵みを得る、また幸福が与えられる。 26正しい

答をする者は、くちびるに、口づけするのである。 27外

で、あなたの仕事を整え、畑で、すべての物をおのれの

ために備え、その後あなたの家を建てるがよい。 28ゆえ

なく隣り人に敵して、証言をしてはならない、くちびる

をもって欺いてはならない。 29「彼がわたしにしたよう

に、わたしも彼にしよう、わたしは人がしたところにし

たがって、その人に報いよう」と言ってはならない。 30

わたしはなまけ者の畑のそばと、知恵のない人のぶどう

畑のそばを通ってみたが、 31いばらが一面に生え、あざ

みがその地面をおおい、その石がきはくずれていた。 32

わたしはこれをみて心をとどめ、これを見て教訓を得た

。 33「しばらく眠り、しばらくまどろみ、手をこまぬい

て、またしばらく休む」。 34それゆえ、貧しさは盗びと

のように、あなたに来、乏しさは、つわもののように、

あなたに来る。

25これらもまたソロモンの箴言であり、ユダの王ヒゼ
キヤに属する人々がこれを書き写した。 2事を隠す

のは神の誉であり、事を窮めるのは王の誉である。 3天

の高さと地の深さと、王たる者の心とは測ることができ

ない。 4銀から、かなくそを除け、そうすれば、銀細工

人が器を造る材料となる。 5王の前から悪しき者を除け

、そうすれば、その位は正義によって堅く立つ。 6王の

前で自ら高ぶってはならない、偉い人の場に立ってはな

らない。 7尊い人の前で下にさげられるよりは、「ここ

に上がれ」といわれるほうがましだ。 8あなたが目に見

たことを、軽々しく法廷に出してはならない。あとにな

り、あなたが隣り人にはずかしめられるとき、あなたは

どうしようとするのか。 9隣り人と争うことがあるなら

ば、ただその人と争え、他人の秘密をもらしてはならな

い。 10そうでないと、聞く者があなたをいやしめ、あな

たは、いつまでもそしられる。 11おりにかなって語る言

葉は、銀の彫り物に金のりんごをはめたようだ。 12知恵

をもって戒める者は、これをきく者の耳にとって、金の

耳輪、精金の飾りのようだ。 13忠実な使者はこれをつか

わす者にとって、刈入れの日に冷やかな雪があるようだ

、よくその主人の心を喜ばせる。 14贈り物をすると偽っ

て誇る人は、雨のない雲と風のようだ。 15忍耐をもって

説けば君も言葉をいれる、柔らかな舌は骨を砕く。 16蜜

を得たならば、ただ足るほどにこれを食べよ、おそらく

は食べすごして、それを吐き出すであろう。 17隣り人の

家に足をしげくしてはならない、おそらくは彼は煩わし

くなって、あなたを憎むようになろう。 18隣り人に敵し

て偽りのあかしを立てる人は、こん棒、つるぎ、または

鋭い矢のようだ。 19悩みに会うとき不信実な者を頼みに

するのは、悪い歯、またはなえた足を頼みとするような

ものだ。 20心の痛める人の前で歌をうたうのは、寒い日

に着物を脱ぐようであり、また傷の上に酢をそそぐよう

だ。 21もしあなたのあだが飢えているならば、パンを与

えて食べさせ、もしかわいているならば水を与えて飲ま

せよ。 22こうするのは、火を彼のこうべに積むのである

、主はあなたに報いられる。 23北風は雨を起し、陰言を

いう舌は人の顔を怒らす。 24争いを好む女と一緒に家に

おるよりは、屋根のすみにおるほうがよい。 25遠い国か

ら来るよい消息は、かわいている人が飲む冷やかな水の

ようだ。 26正しい者が悪い者の前に屈服するのは、井戸

が濁ったよう、また泉がよごれたようなものだ。 27蜜を
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多く食べるのはよくない、ほめる言葉は控え目にするが

よい。 28自分の心を制しない人は、城壁のない破れた城

のようだ。

26誉が愚かな者にふさわしくないのは、夏に雪が降り
、刈入れの時に雨が降るようなものだ。 2いわれの

ないのろいは、飛びまわるすずめや、飛びかけるつばめ

のようなもので、止まらない。 3馬のためにはむちがあ

り、ろばのためにはくつわがあり、愚かな者の背のため

にはつえがある。 4愚かな者にその愚かさにしたがって

答をするな、自分も彼と同じようにならないためだ。 5

愚かな者にその愚かさにしたがって答をせよ、彼が自分

の目に自らを知恵ある者と見ないためだ。 6愚かな者に

託して事を言い送る者は、自分の足を切り去り、身に害

をうける。 7あしなえの足は用がない、愚かな者の口に

は箴言もそれにひとしい。 8誉を愚かな者に与えるのは

、石を石投げにつなぐようだ。 9愚かな者の口に箴言が

あるのは、酔った者が、とげのあるつえを手で振り上げ

るようだ。 10通りがかりの愚か者や、酔った者を雇う者

は、すべての人を傷つける射手のようだ。 11犬が帰って

来てその吐いた物を食べるように、愚かな者はその愚か

さをくり返す。 12自分の目に自らを知恵ある者とする人

を、あなたは見るか、彼よりもかえって愚かな人に望み

がある。 13なまけ者は、「道にししがいる、ちまたにし

しがいる」という。 14戸がちょうつがいによって回るよ

うに、なまけ者はその寝床で寝返りをする。 15なまけ者

は手を皿に入れても、それを口に持ってゆくことをいと

う。 16なまけ者は自分の目に、良く答えることのできる

七人の者よりも、自らを知恵ありとする。 17自分に関係

のない争いにたずさわる者は、通りすぎる犬の耳をとら

える者のようだ。 19隣り人を欺いて、「わたしはただ戯

れにした」という者は、燃え木または矢、または死を、

投げつける気違いのようだ。 20たきぎがなければ火は消

え、人のよしあしを言う者がなければ争いはやむ。 21お

き火に炭をつぎ、火にたきぎをくべるように、争いを好

む人は争いの火をおこす。 22人のよしあしをいう者の言

葉はおいしい食物のようで、腹の奥にしみこむ。 23くち

びるはなめらかであっても、心の悪いのは上ぐすりをか

けた土の器のようだ。 24憎む者はくちびるをもって自ら

飾るけれども、心のうちには偽りをいだく。 25彼が声を

やわらげて語っても、信じてはならない。その心に七つ

の憎むべきものがあるからだ。 26たとい偽りをもってそ

の憎しみをかくしても、彼の悪は会衆の中に現れる。 27

穴を掘る者は自らその中に陥る、石をまろばしあげる者

の上に、その石はまろびかえる。 28偽りの舌は自分が傷

つけた者を憎み、へつらう口は滅びをきたらせる。

27あすのことを誇ってはならない、一日のうちに何が
おこるかを知ることができないからだ。 2自分の口

をもって自らをほめることなく、他人にほめさせよ。自

分のくちびるをもってせず、ほかの人にあなたをほめさ

せよ。 3石は重く、砂も軽くはない、しかし愚かな者の

怒りはこの二つよりも重い。 4憤りはむごく、怒りはは

げしい、しかしねたみの前には、だれが立ちえよう。 5

あからさまに戒めるのは、ひそかに愛するのにまさる。

6愛する者が傷つけるのは、まことからであり、あだの

口づけするのは偽りからである。 7飽いている者は蜂蜜

をも踏みつける、しかし飢えた者には苦い物でさえ、み

な甘い。 8その家を離れてさまよう人は、巣を離れてさ

まよう鳥のようだ。 9油と香とは人の心を喜ばせる、し

かし魂は悩みによって裂かれる。 10あなたの友、あなた

の父の友を捨てるな、あなたが悩みにあう日には兄弟の

家に行くな、近い隣り人は遠くにいる兄弟にまさる。 11

わが子よ、知恵を得て、わたしの心を喜ばせよ、そうす

ればわたしをそしる者に答えることができる。 12賢い者

は災を見て自ら避け、思慮のない者は進んでいって、罰

をうける。 13人のために保証する者からは、まずその着

物をとれ、他人のために保証をする者をば抵当に取れ。

14朝はやく起きて大声にその隣り人を祝すれば、かえっ

てのろいと見なされよう。 15雨の降る日に雨漏りの絶え

ないのと、争い好きな女とは同じだ。 16この女を制する

のは風を制するのとおなじく、右の手に油をつかむのと

おなじだ。 17鉄は鉄をとぐ、そのように人はその友の顔

をとぐ。 18いちじくの木を守る者はその実を食べる、主

人を尊ぶ者は誉を得る。 19水にうつせば顔と顔とが応じ

るように、人の心はその人をうつす。 20陰府と滅びとは

飽くことなく、人の目もまた飽くことがない。 (Sheol

h7585) 21るつぼによって銀をためし、炉によって金をた

めす、人はその称賛によってためされる。 22愚かな者を

うすに入れ、きねをもって、麦と共にこれをついても、

その愚かさは去ることがない。 23あなたの羊の状態をよ

く知り、あなたの群れに心をとめよ。 24富はいつまでも

続くものではない、どうして位が末代までも保つであろ

うか。 25草が刈り取られ、新しい芽がのび、山の牧草も

集められると、 26小羊はあなたの衣料を出し、やぎは畑

を買う価となり、 27やぎの乳は多くて、あなたと、あな

たの家のものの食物となり、おとめらを養うのにじゅう

ぶんである。

28悪しき者は追う人もないのに逃げる、正しい人はし
しのように勇ましい。 2国の罪によって、治める者

は多くなり、さとく、また知識ある人によって、国はな

がく保つ。 3貧しい者をしえたげる貧しい人は、糧食を

残さない激しい雨のようだ。 4律法を捨てる者は悪しき

者をほめる、律法を守る者はこれに敵対する。 5悪人は

正しいことを悟らない、主を求める者はこれをことごと

く悟る。 6正しく歩む貧しい者は、曲った道を歩む富め

る者にまさる。 7律法を守る者は賢い子である、不品行

な者と交わるものは、父をはずかしめる。 8利息と高利

とによってその富をます者は、貧しい者を恵む者のため

に、それをたくわえる。 9耳をそむけて律法を聞かない

者は、その祈でさえも憎まれる。 10正しい者を悪い道に

惑わす者は、みずから自分の穴に陥る、しかし誠実な人

は幸福を継ぐ。 11富める人は自分の目に自らを知恵ある

者と見る、しかし悟りのある貧しい者は彼を見やぶる。

12正しい者が勝つときは、大いなる栄えがある、悪しき

者が起るときは、民は身をかくす。 13その罪を隠す者は

栄えることがない、言い表わしてこれを離れる者は、あ

われみをうける。 14常に主を恐れる人はさいわいである

、心をかたくなにする者は災に陥る。 15貧しい民を治め

る悪いつかさは、ほえるしし、または飢えたくまのよう

だ。 16悟りのないつかさは残忍な圧制者である、不正の

利を憎む者は長命を得る。 17人を殺してその血を身に負

う者は死ぬまで、のがれびとである、だれもこれを助け

てはならない。 18正しく歩む者は救を得、曲った道に歩

む者は穴に陥る。 19自分の田地を耕す者は食糧に飽き、
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無益な事に従う者は貧乏に飽きる。 20忠実な人は多くの

祝福を得る、急いで富を得ようとする者は罰を免れない

。 21人を片寄り見ることは良くない、人は一切れのパン

のために、とがを犯すことがある。 22欲の深い人は急い

で富を得ようとする、かえって欠乏が自分の所に来るこ

とを知らない。 23人を戒める者は舌をもってへつらう者

よりも、大いなる感謝をうける。 24父や母の物を盗んで

「これは罪ではない」と言う者は、滅ぼす者の友である

。 25むさぼる者は争いを起し、主に信頼する者は豊かに

なる。 26自分の心を頼む者は愚かである、知恵をもって

歩む者は救を得る。 27貧しい者に施す者は物に不足しな

い、目をおおって見ない人は多くののろいをうける。 28

悪しき者が起るときは、民は身をかくす、その滅びると

きは、正しい人が増す。

29しばしばしかられても、なおかたくなな者は、たち
まち打ち敗られて助かることはない。 2正しい者が

権力を得れば民は喜び、悪しき者が治めるとき、民はう

めき苦しむ。 3知恵を愛する人はその父を喜ばせ、遊女

に交わる者はその資産を浪費する。 4王は公儀をもって

国を堅くする、しかし、重税を取り立てる者はこれを滅

ぼす。 5その隣り人にへつらう者は、彼の足の前に網を

張る。 6悪人は自分の罪のわなに陥る、しかし正しい人

は喜び楽しむ。 7正しい人は貧しい者の訴えをかえりみ

る、悪しき人はそれを知ろうとはしない。 8あざける人

は町を乱し、知恵ある者は怒りを静める。 9知恵ある人

が愚かな人と争うと、愚かな者はただ怒り、あるいは笑

って、休むことがない。 10血に飢えている人は罪のない

者を憎む、悪しき者は彼の命を求める。 11愚かな者は怒

りをことごとく表わし、知恵ある者は静かにこれをおさ

える。 12もし治める者が偽りの言葉に聞くならば、その

役人らはみな悪くなる。 13貧しい者と、しえたげる者と

は共に世におる、主は彼ら両者の目に光を与えられる。

14もし王が貧しい者を公平にさばくならば、その位はい

つまでも堅く立つ。 15むちと戒めとは知恵を与える、わ

がままにさせた子はその母に恥をもたらす。 16悪しき者

が権力を得ると罪も増す、正しい者は彼らの倒れるのを

見る。 17あなたの子を懲しめよ、そうすれば彼はあなた

を安らかにし、またあなたの心に喜びを与える。 18預言

がなければ民はわがままにふるまう、しかし律法を守る

者はさいわいである。 19しもべは言葉だけで訓練するこ

とはできない、彼は聞いて知っても、心にとめないから

である。 20言葉の軽率な人を見るか、彼よりもかえって

愚かな者のほうに望みがある。 21しもべをその幼い時か

らわがままに育てる人は、ついにはそれを自分のあとつ

ぎにする。 22怒る人は争いを起し、憤る人は多くの罪を

犯す。 23人の高ぶりはその人を低くし、心にへりくだる

者は誉を得る。 24盗びとにくみする者は自分の魂を憎む

、彼はのろいを聞いても何事をも口外しない。 25人を恐

れると、わなに陥る、主に信頼する者は安らかである。

26治める者の歓心を得ようとする人は多い、しかし人の

事を定めるのは主による。 27正しい人は不正を行う人を

憎み、悪しき者は正しく歩む人を憎む。

30ヤケの子アグルの語なる箴言かれイテエルにむか
ひて之をいへり即ちイテエルとクカルとにいへる

所のものなり 2我は人よりも愚なり我には人の聡明あ

らず 3我いまた智慧をならひ得ずまたいまだ至聖きも

のを暁ることをえず 4天に昇りまた降りし者は誰か風

をその掌中に聚めし者は誰か 水を衣につつみし者は誰

か他のすべての限界を定めし者は誰かその名は何ぞそ

の子の名は何ぞ汝これを知るや 5神の言はみな潔よし

神は彼を頼むものの盾なり 6汝その言に加ふること勿

れ恐くは彼なんぢをせめ又なんぢを謊る者となしたまは

ん 7われ二の事をなんぢに求めたり我が死ざる先にこれ

をたまへ 8即ち虚假と謊言とを我より離れしめ我をして

貧からしめずまた富しめず 惟なくてならぬ糧をあたへ

給へ 9そは我あきて神を知ずといひヱホバは誰なりやと

いはんことを恐れ また貧くして窃盗をなし我が紳の名

を汚さんことを恐るればなり 10なんぢ僕をその主に讒る

ことなかれ恐くは彼なんぢを詛ひてなんぢ罪せられん 11

その父を詛ひその母を祝せざる世類あり 12おのれの目に

自らを潔者となして尚その汚穢を滌はれざる世類あり 13

また一の世類あり嗚呼その眼はいかに高きぞやその瞼は

昂れり 14その歯は劍のごとくその牙は刃のごとき世類

あり彼等は貧き者を地より呑み窮乏者を人の中より食ふ

15蛭に二人の女あり與ヘよ與へよと呼はる飽ことを知ざ

るもの三あり否な四あり皆たれりといはず 16即ち陰府

姙まざる胎水に満されざる地 足りといはざる火これた

り (Sheol h7585) 17おのれの父を嘲り母に從ふことをいや

しとする眼は 谷の鴉これを抜いだし鷲の雛これを食は

ん 18わが奇とするもの三あり否な四あり共にわが識ざる

者なり 19即ち空にとぷ鷲の路磐の上にはふ蛇の路淘に

はしる舟の路男の女にあふの路これなり 20淫婦の途も

亦しかり彼は食ひてその口を拭ひわれ惡きことを爲ざり

きといふ 21地は三の者によりて震ふ否な四の者によりて

耐ることあたはざるなり 22即ち僕たるもの王となるに因

り愚なるもの糧に飽るにより 23厭忌はれたる婦の嫁ぐに

より婢女その生母に績に囚りてなり 24地に四の物あり微

小といへども最智し 25蟻は力なき者なれどもその糧を夏

のうちに備ふ 26山鼠ば強からざれどもその室を磐につく

る 27蝗は王なけれどもみな隊を立ていづ 28守宮は手を

もてつかまり王の宮にをる 29善あゆむもの三あり否な四

あり皆よく歩く 30獣の中にて最も強くもろもろのものの

前より退かざる獅子 31肚帯せし戦馬牡野羊および當る

こと能はざる王これなり 32汝もし愚にして自から高ぶり

或は惡きことを計らば汝の手を口に當つべし 33それ乳を

搾れば乾酪いで鼻を搾れば血いで怒を激れば争端おこる

31レムエル王のことば即ちその母の彼に教へし箴言な
り 2わが子よ何を言んかわが胎の子よ何をいはん

か我が願ひて得たる子よ何をいはんか 3なんぢの力を女

につひやすなかれ 王を滅すものに汝の途をまかする勿れ

4レムエルよ酒を飮は王の爲べき事に非ず王の爲べき事

にあらず醇醪を求むるは牧伯の爲すべき事にあらず 5恐

くは洒を飮て律法をわすれ 且すべて惱まさるる者の審判

を枉げん 6醇醪を亡びんとする者にあたへ酒を心の傷め

る者にあたへよ 7かれ飮てその貧窮をわすれ復その苦楚

を憶はざるべし 8なんぢ瘖者のため又すべての孤者の訟

のために口をひらけ 9なんぢ口をひらきて義しき審判を

なし貧者と窮乏者の訟を糺せ 10誰か賢き女を見出すこと

を得んその價は眞珠よりも貴とし 11その夫の心は彼を

恃みその産業は乏しくならじ 12彼が存命ふる間はその

夫に善事をなして惡き事をなさず 13彼は羊の毛と麻とを

求め喜びて手から操き 14商賈の舟のごとく遠き國よりそ

の糧を運び 15夜のあけぬ先に起てその家人に糧をあたへ
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その婢女に日用の分をあたふ 16田畝をはかりて之を買ひ

その手の操作をもて葡萄園を植ゑ 17力をもて腰に帯し

その手を強くす 18彼はその利潤の益あるを知るその燈

火は終夜きえず 19かれ手を紡線車にのべその指に紡錘

をとり 20手を貧者にのべ手を困苦者に舒ぶ 21彼は家人

の爲に雪をおそれず 蓋その家人みな蕃紅の衣をきればな

り 22彼はおのれの爲に美しき褥子をつくり細布と紫と

をもてその衣とせり 23その夫はその地の長老とともに邑

の門に坐するによりて人に知らるるなり 24彼は細布の衣

を製りてこれをうり帯をつくりて商賈にあたふ 25彼は

筋力と尊貴とを衣とし且のちの日を笑ふ 26彼は口を啓き

て智慧をのぶ仁愛の教誨その舌にあり 27かれはその家

の事を鑒み怠惰の糧を食はず 28その衆子は起て彼を祝

すその夫も彼を讃ていふ 29賢く事をなす女子は多けれ

ども汝はすべての女子に愈れり 30艶麗はいつはりなり

美色は呼吸のごとし惟ヱホバを畏るる女は誉られん 31

その手の操作の果をこれにあたへ その行爲によりてこれ

を邑の門にほめよ
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伝道者の書

1ダビデの子、エルサレムの王である伝道者の言葉。 2

伝道者は言う、空の空、空の空、いっさいは空である

。 3日の下で人が労するすべての労苦は、その身になん

の益があるか。 4世は去り、世はきたる。しかし地は永

遠に変らない。 5日はいで、日は没し、その出た所に急

ぎ行く。 6風は南に吹き、また転じて、北に向かい、め

ぐりにめぐって、またそのめぐる所に帰る。 7川はみな

、海に流れ入る、しかし海は満ちることがない。川はそ

の出てきた所にまた帰って行く。 8すべての事は人をう

み疲れさせる、人はこれを言いつくすことができない。

目は見ることに飽きることがなく、耳は聞くことに満足

することがない。 9先にあったことは、また後にもある

、先になされた事は、また後にもなされる。日の下には

新しいものはない。 10「見よ、これは新しいものだ」と

言われるものがあるか、それはわれわれの前にあった世

々に、すでにあったものである。 11前の者のことは覚え

られることがない、また、きたるべき後の者のことも、

後に起る者はこれを覚えることがない。 12伝道者である

わたしはエルサレムで、イスラエルの王であった。 13わ

たしは心をつくし、知恵を用いて、天が下に行われるす

べてのことを尋ね、また調べた。これは神が、人の子ら

に与えて、ほねおらせられる苦しい仕事である。 14わた

しは日の下で人が行うすべてのわざを見たが、みな空で

あって風を捕えるようである。 15曲ったものは、まっす

ぐにすることができない、欠けたものは数えることがで

きない。 16わたしは心の中に語って言った、「わたしは

、わたしより先にエルサレムを治めたすべての者にまさ

って、多くの知恵を得た。わたしの心は知恵と知識を多

く得た」。 17わたしは心をつくして知恵を知り、また狂

気と愚痴とを知ろうとしたが、これもまた風を捕えるよ

うなものであると悟った。 18それは知恵が多ければ悩み

が多く、知識を増す者は憂いを増すからである。

2わたしは自分の心に言った、「さあ、快楽をもって、
おまえを試みよう。おまえは愉快に過ごすがよい」と

。しかし、これもまた空であった。 2わたしは笑いにつ

いて言った、「これは狂気である」と。また快楽につい

て言った、「これは何をするのか」と。 3わたしの心は

知恵をもってわたしを導いているが、わたしは酒をもっ

て自分の肉体を元気づけようと試みた。また、人の子は

天が下でその短い一生の間、どんな事をしたら良いかを

、見きわめるまでは、愚かな事をしようと試みた。 4わ

たしは大きな事業をした。わたしは自分のために家を建

て、ぶどう畑を設け、 5園と庭をつくり、またすべて実

のなる木をそこに植え、 6池をつくって、木のおい茂る

林に、そこから水を注がせた。 7わたしは男女の奴隷を

買った。またわたしの家で生れた奴隷を持っていた。わ

たしはまた、わたしより先にエルサレムにいただれより

も多くの牛や羊の財産を持っていた。 8わたしはまた銀

と金を集め、王たちと国々の財宝を集めた。またわたし

は歌うたう男、歌うたう女を得た。また人の子の楽しみ

とするそばめを多く得た。 9こうして、わたしは大いな

る者となり、わたしより先にエルサレムにいたすべての

者よりも、大いなる者となった。わたしの知恵もまた、

わたしを離れなかった。 10なんでもわたしの目の好むも

のは遠慮せず、わたしの心の喜ぶものは拒まなかった。

わたしの心がわたしのすべての労苦によって、快楽を得

たからである。そしてこれはわたしのすべての労苦によ

って得た報いであった。 11そこで、わたしはわが手のな

したすべての事、およびそれをなすに要した労苦を顧み

たとき、見よ、皆、空であって、風を捕えるようなもの

であった。日の下には益となるものはないのである。 12

わたしはまた、身をめぐらして、知恵と、狂気と、愚痴

とを見た。そもそも、王の後に来る人は何をなし得よう

か。すでに彼がなした事にすぎないのだ。 13光が暗きに

まさるように、知恵が愚痴にまさるのを、わたしは見た

。 14知者の目は、その頭にある。しかし愚者は暗やみを

歩む。けれどもわたしはなお同一の運命が彼らのすべて

に臨むことを知っている。 15わたしは心に言った、「愚

者に臨む事はわたしにも臨むのだ。それでどうしてわた

しは賢いことがあろう」。わたしはまた心に言った、「

これもまた空である」と。 16そもそも、知者も愚者も同

様に長く覚えられるものではない。きたるべき日には皆

忘れられてしまうのである。知者が愚者と同じように死

ぬのは、どうしたことであろう。 17そこで、わたしは生

きることをいとった。日の下に行われるわざは、わたし

に悪しく見えたからである。皆空であって、風を捕える

ようである。 18わたしは日の下で労したすべての労苦を

憎んだ。わたしの後に来る人にこれを残さなければなら

ないからである。 19そして、その人が知者であるか、ま

たは愚者であるかは、だれが知り得よう。そうであるの

に、その人が、日の下でわたしが労し、かつ知恵を働か

してなしたすべての労苦をつかさどることになるのだ。

これもまた空である。 20それでわたしはふり返ってみて

、日の下でわたしが労したすべての労苦について、望み

を失った。 21今ここに人があって、知恵と知識と才能を

もって労しても、これがために労しない人に、すべてを

残して、その所有とさせなければならないのだ。これも

また空であって、大いに悪い。 22そもそも、人は日の下

で労するすべての労苦と、その心づかいによってなんの

得るところがあるか。 23そのすべての日はただ憂いのみ

であって、そのわざは苦しく、その心は夜の間も休まる

ことがない。これもまた空である。 24人は食い飲みし、

その労苦によって得たもので心を楽しませるより良い事

はない。これもまた神の手から出ることを、わたしは見

た。 25だれが神を離れて、食い、かつ楽しむことのでき

る者があろう。 26神は、その心にかなう人に、知恵と知

識と喜びとをくださる。しかし罪びとには仕事を与えて

集めることと、積むことをさせられる。これは神の心に

かなう者にそれを賜わるためである。これもまた空であ

って、風を捕えるようである。

3天が下のすべての事には季節があり、すべてのわざに
は時がある。 2生るるに時があり、死ぬるに時があり

、植えるに時があり、植えたものを抜くに時があり、 3

殺すに時があり、いやすに時があり、こわすに時があり

、建てるに時があり、 4泣くに時があり、笑うに時があ

り、悲しむに時があり、踊るに時があり、 5石を投げる

に時があり、石を集めるに時があり、抱くに時があり、

抱くことをやめるに時があり、 6捜すに時があり、失う

に時があり、保つに時があり、捨てるに時があり、 7裂

くに時があり、縫うに時があり、黙るに時があり、語る

に時があり、 8愛するに時があり、憎むに時があり、戦
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うに時があり、和らぐに時がある。 9働く者はその労す

ることにより、なんの益を得るか。 10わたしは神が人の

子らに与えて、ほねおらせられる仕事を見た。 11神のな

されることは皆その時にかなって美しい。神はまた人の

心に永遠を思う思いを授けられた。それでもなお、人は

神のなされるわざを初めから終りまで見きわめることは

できない。 12わたしは知っている。人にはその生きなが

らえている間、楽しく愉快に過ごすよりほかに良い事は

ない。 13またすべての人が食い飲みし、そのすべての労

苦によって楽しみを得ることは神の賜物である。 14わた

しは知っている。すべて神がなさる事は永遠に変ること

がなく、これに加えることも、これから取ることもでき

ない。神がこのようにされるのは、人々が神の前に恐れ

をもつようになるためである。 15今あるものは、すでに

あったものである。後にあるものも、すでにあったもの

である。神は追いやられたものを尋ね求められる。 16わ

たしはまた、日の下を見たが、さばきを行う所にも不正

があり、公義を行う所にも不正がある。 17わたしは心に

言った、「神は正しい者と悪い者とをさばかれる。神は

すべての事と、すべてのわざに、時を定められたからで

ある」と。 18わたしはまた、人の子らについて心に言っ

た、「神は彼らをためして、彼らに自分たちが獣にすぎ

ないことを悟らせられるのである」と。 19人の子らに臨

むところは獣にも臨むからである。すなわち一様に彼ら

に臨み、これの死ぬように、彼も死ぬのである。彼らは

みな同様の息をもっている。人は獣にまさるところがな

い。すべてのものは空だからである。 20みな一つ所に行

く。皆ちりから出て、皆ちりに帰る。 21だれが知るか、

人の子らの霊は上にのぼり、獣の霊は地にくだるかを。

22それで、わたしは見た、人はその働きによって楽しむ

にこした事はない。これが彼の分だからである。だれが

彼をつれていって、その後の、どうなるかを見させるこ

とができようか。

4わたしはまた、日の下に行われるすべてのしえたげを
見た。見よ、しえたげられる者の涙を。彼らを慰める

者はない。しえたげる者の手には権力がある。しかし彼

らを慰める者はいない。 2それで、わたしはなお生きて

いる生存者よりも、すでに死んだ死者を、さいわいな者

と思った。 3しかし、この両者よりもさいわいなのは、

まだ生れない者で、日の下に行われる悪しきわざを見な

い者である。 4また、わたしはすべての労苦と、すべて

の巧みなわざを見たが、これは人が互にねたみあってな

すものである。これもまた空であって、風を捕えるよう

である。 5愚かなる者は手をつかねて、自分の肉を食う

。 6片手に物を満たして平穏であるのは、両手に物を満

たして労苦し、風を捕えるのにまさる。 7わたしはまた

、日の下に空なる事のあるのを見た。 8ここに人がある

。ひとりであって、仲間もなく、子もなく、兄弟もない

。それでも彼の労苦は窮まりなく、その目は富に飽くこ

とがない。また彼は言わない、「わたしはだれのために

労するのか、どうして自分を楽しませないのか」と。こ

れもまた空であって、苦しいわざである。 9ふたりはひ

とりにまさる。彼らはその労苦によって良い報いを得る

からである。 10すなわち彼らが倒れる時には、そのひと

りがその友を助け起す。しかしひとりであって、その倒

れる時、これを助け起す者のない者はわざわいである。

11またふたりが一緒に寝れば暖かである。ひとりだけで

、どうして暖かになり得ようか。 12人がもし、そのひと

りを攻め撃ったなら、ふたりで、それに当るであろう。

三つよりの綱はたやすくは切れない。 13貧しくて賢いわ

らべは、老いて愚かで、もはや、いさめをいれることを

知らない王にまさる。 14たとい、その王が獄屋から出て

、王位についた者であっても、また自分の国に貧しく生

れて王位についた者であっても、そうである。 15わたし

は日の下に歩むすべての民が、かのわらべのように王に

代って立つのを見た。 16すべての民は果てしがない。彼

はそのすべての民を導いた。しかし後に来る者は彼を喜

ばない。たしかに、これもまた空であって、風を捕える

ようである。

5神の宮に行く時には、その足を慎むがよい。近よって
聞くのは愚かな者の犠牲をささげるのにまさる。彼ら

は悪を行っていることを知らないからである。 2神の前

で軽々しく口をひらき、また言葉を出そうと、心にあせ

ってはならない。神は天にいまし、あなたは地におるか

らである。それゆえ、あなたは言葉を少なくせよ。 3夢

は仕事の多いことによってきたり、愚かなる者の声は言

葉の多いことによって知られる。 4あなたは神に誓いを

なすとき、それを果すことを延ばしてはならない。神は

愚かな者を喜ばれないからである。あなたの誓ったこと

を必ず果せ。 5あなたが誓いをして、それを果さないよ

りは、むしろ誓いをしないほうがよい。 6あなたの口が

、あなたに罪を犯させないようにせよ。また使者の前に

それは誤りであったと言ってはならない。どうして、神

があなたの言葉を怒り、あなたの手のわざを滅ぼしてよ

かろうか。 7夢が多ければ空なる言葉も多い。しかし、

あなたは神を恐れよ。 8あなたは国のうちに貧しい者を

しえたげ、公道と正義を曲げることのあるのを見ても、

その事を怪しんではならない。それは位の高い人よりも

、さらに高い者があって、その人をうかがうからである

。そしてそれらよりもなお高い者がある。 9しかし、要

するに耕作した田畑をもつ国には王は利益である。 10金

銭を好む者は金銭をもって満足しない。富を好む者は富

を得て満足しない。これもまた空である。 11財産が増せ

ば、これを食う者も増す。その持ち主は目にそれを見る

だけで、なんの益があるか。 12働く者は食べることが少

なくても多くても、快く眠る。しかし飽き足りるほどの

富は、彼に眠ることをゆるさない。 13わたしは日の下に

悲しむべき悪のあるのを見た。すなわち、富はこれをた

くわえるその持ち主に害を及ぼすことである。 14またそ

の富は不幸な出来事によってうせ行くことである。それ

で、その人が子をもうけても、彼の手には何も残らない

。 15彼は母の胎から出てきたように、すなわち裸で出て

きたように帰って行く。彼はその労苦によって得た何物

をもその手に携え行くことができない。 16人は全くその

来たように、また去って行かなければならない。これも

また悲しむべき悪である。風のために労する者になんの

益があるか。 17人は一生、暗やみと、悲しみと、多くの

悩みと、病と、憤りの中にある。 18見よ、わたしが見た

ところの善かつ美なる事は、神から賜わった短い一生の

間、食い、飲み、かつ日の下で労するすべての労苦によ

って、楽しみを得る事である。これがその分だからであ

る。 19また神はすべての人に富と宝と、それを楽しむ力

を与え、またその分を取らせ、その労苦によって楽しみ

を得させられる。これが神の賜物である。 20このような
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人は自分の生きる日のことを多く思わない。神は喜びを

もって彼の心を満たされるからである。

6わたしは日の下に一つの悪のあるのを見た。これは人
々の上に重い。 2すなわち神は富と、財産と、誉とを

人に与えて、その心に慕うものを、一つも欠けることの

ないようにされる。しかし神は、その人にこれを持つこ

とを許されないで、他人がこれを持つようになる。これ

は空である。悪しき病である。 3たとい人は百人の子を

もうけ、また命長く、そのよわいの日が多くても、その

心が幸福に満足せず、また葬られることがなければ、わ

たしは言う、流産の子はその人にまさると。 4これはむ

なしく来て、暗やみの中に去って行き、その名は暗やみ

におおわれる。 5またこれは日を見ず、物を知らない。

けれどもこれは彼よりも安らかである。 6たとい彼は千

年に倍するほど生きても幸福を見ない。みな一つ所に行

くのではないか。 7人の労苦は皆、その口のためである

。しかしその食欲は満たされない。 8賢い者は愚かな者

になんのまさるところがあるか。また生ける者の前に歩

むことを知る貧しい者もなんのまさるところがあるか。

9目に見る事は欲望のさまよい歩くにまさる。これもま

た空であって、風を捕えるようなものである。 10今ある

ものは、すでにその名がつけられた。そして人はいかな

る者であるかは知られた。それで人は自分よりも力強い

者と争うことはできない。 11言葉が多ければむなしい事

も多い。人になんの益があるか。 12人はその短く、むな

しい命の日を影のように送るのに、何が人のために善で

あるかを知ることができよう。だれがその身の後に、日

の下に何があるであろうかを人に告げることができるか

。

7良き名は良き油にまさり、死ぬる日は生るる日にまさ
る。 2悲しみの家にはいるのは、宴会の家にはいるの

にまさる。死はすべての人の終りだからである。生きて

いる者は、これを心にとめる。 3悲しみは笑いにまさる

。顔に憂いをもつことによって、心は良くなるからであ

る。 4賢い者の心は悲しみの家にあり、愚かな者の心は

楽しみの家にある。 5賢い者の戒めを聞くのは、愚かな

者の歌を聞くのにまさる。 6愚かな者の笑いはかまの下

に燃えるいばらの音のようである。これもまた空である

。 7たしかに、しえたげは賢い人を愚かにし、まいない

は人の心をそこなう。 8事の終りはその初めよりも良い

。耐え忍ぶ心は、おごり高ぶる心にまさる。 9気をせき

たてて怒るな。怒りは愚かな者の胸に宿るからである。

10「昔が今よりもよかったのはなぜか」と言うな。あな

たがこれを問うのは知恵から出るのではない。 11知恵に

財産が伴うのは良い。それは日を見る者どもに益がある

。 12知恵が身を守るのは、金銭が身を守るようである。

しかし、知恵はこれを持つ者に生命を保たせる。これが

知識のすぐれた所である。 13神のみわざを考えみよ。神

の曲げられたものを、だれがまっすぐにすることができ

るか。 14順境の日には楽しめ、逆境の日には考えよ。神

は人に将来どういう事があるかを、知らせないために、

彼とこれとを等しく造られたのである。 15わたしはこの

むなしい人生において、もろもろの事を見た。そこには

義人がその義によって滅びることがあり、悪人がその悪

によって長生きすることがある。 16あなたは義に過ぎて

はならない。また賢きに過ぎてはならない。あなたはど

うして自分を滅ぼしてよかろうか。 17悪に過ぎてはなら

ない。また愚かであってはならない。あなたはどうして

、自分の時のこないのに、死んでよかろうか。 18あなた

がこれを執るのはよい、また彼から手を引いてはならな

い。神をかしこむ者は、このすべてからのがれ出るので

ある。 19知恵が知者を強くするのは、十人のつかさが町

におるのにまさる。 20善を行い、罪を犯さない正しい人

は世にいない。 21人の語るすべての事に心をとめてはな

らない。これはあなたが、自分のしもべのあなたをのろ

う言葉を聞かないためである。 22あなたもまた、しばし

ば他人をのろったのを自分の心に知っているからである

。 23わたしは知恵をもってこのすべての事を試みて、「

わたしは知者となろう」と言ったが、遠く及ばなかった

。 24物事の理は遠く、また、はなはだ深い。だれがこれ

を見いだすことができよう。 25わたしは、心を転じて、

物を知り、事を探り、知恵と道理を求めようとし、また

悪の愚かなこと、愚痴の狂気であることを知ろうとした

。 26わたしは、その心が、わなと網のような女、その手

が、かせのような女は、死よりも苦い者であることを見

いだした。神を喜ばす者は彼女からのがれる。しかし罪

びとは彼女に捕えられる。 27伝道者は言う、見よ、その

数を知ろうとして、いちいち数えて、わたしが得たもの

はこれである。 28わたしはなおこれを求めたけれども、

得なかった。わたしは千人のうちにひとりの男子を得た

けれども、そのすべてのうちに、ひとりの女子をも得な

かった。 29見よ、わたしが得た事は、ただこれだけであ

る。すなわち、神は人を正しい者に造られたけれども、

人は多くの計略を考え出した事である。

8だれが知者のようになり得よう。だれが事の意義を知
り得よう。人の知恵はその人の顔を輝かせ、またその

粗暴な顔を変える。 2王の命を守れ。すでに神をさして

誓ったことゆえ、驚くな。 3事が悪い時は、王の前を去

れ、ためらうな。彼はすべてその好むところをなすから

である。 4王の言葉は決定的である。だれが彼に「あな

たは何をするのか」と言うことができようか。 5命令を

守る者は災にあわない。知者の心は時と方法をわきまえ

ている。 6人の悪が彼の上に重くても、すべてのわざに

は時と方法がある。 7後に起る事を知る者はない。どん

な事が起るかをだれが彼に告げ得よう。 8風をとどめる

力をもつ人はない。また死の日をつかさどるものはない

。戦いには免除はない。また悪はこれを行う者を救うこ

とができない。 9わたしはこのすべての事を見た。また

日の下に行われるもろもろのわざに心を用いた。時とし

てはこの人が、かの人を治めて、これに害をこうむらせ

ることがある。 10またわたしは悪人の葬られるのを見た

。彼らはいつも聖所に出入りし、それを行ったその町で

ほめられた。これもまた空である。 11悪しきわざに対す

る判決がすみやかに行われないために、人の子らの心は

もっぱら悪を行うことに傾いている。 12罪びとで百度悪

をなして、なお長生きするものがあるけれども、神をか

しこみ、み前に恐れをいだく者には幸福があることを、

わたしは知っている。 13しかし悪人には幸福がない。ま

たその命は影のようであって長くは続かない。彼は神の

前に恐れをいだかないからである。 14地の上に空な事が

行われている。すなわち、義人であって、悪人に臨むべ

き事が、その身に臨む者がある。また、悪人であって、

義人に臨むべき事が、その身に臨む者がある。わたしは
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言った、これもまた空であると。 15そこで、わたしは歓

楽をたたえる。それは日の下では、人にとって、食い、

飲み、楽しむよりほかに良い事はないからである。これ

こそは日の下で、神が賜わった命の日の間、その勤労に

よってその身に伴うものである。 16わたしは心をつくし

て知恵を知ろうとし、また地上に行われるわざを昼も夜

も眠らずに窮めようとしたとき、 17わたしは神のもろも

ろのわざを見たが、人は日の下に行われるわざを窮める

ことはできない。人はこれを尋ねようと労しても、これ

を窮めることはできない。また、たとい知者があって、

これを知ろうと思っても、これを窮めることはできない

のである。

9わたしはこのすべての事に心を用いて、このすべての
事を明らかにしようとした。すなわち正しい者と賢い

者、および彼らのわざが、神の手にあることを明らかに

しようとした。愛するか憎むかは人にはわからない。彼

らの前にあるすべてのことは空である。 2すべての人に

臨むところは、みな同様である。正しい者にも正しくな

い者にも、善良な者にも悪い者にも、清い者にも汚れた

者にも、犠牲をささげる者にも、犠牲をささげない者に

も、その臨むところは同様である。善良な人も罪びとも

異なることはない。誓いをなす者も、誓いをなすことを

恐れる者も異なることはない。 3すべての人に同一に臨

むのは、日の下に行われるすべての事のうちの悪事であ

る。また人の心は悪に満ち、その生きている間は、狂気

がその心のうちにあり、その後は死者のもとに行くので

ある。 4すべて生ける者に連なる者には望みがある。生

ける犬は、死せるししにまさるからである。 5生きてい

る者は死ぬべき事を知っている。しかし死者は何事をも

知らない、また、もはや報いを受けることもない。その

記憶に残る事がらさえも、ついに忘れられる。 6その愛

も、憎しみも、ねたみも、すでに消えうせて、彼らはも

はや日の下に行われるすべての事に、永久にかかわるこ

とがない。 7あなたは行って、喜びをもってあなたのパ

ンを食べ、楽しい心をもってあなたの酒を飲むがよい。

神はすでに、あなたのわざをよみせられたからである。

8あなたの衣を常に白くせよ。あなたの頭に油を絶やす

な。 9日の下で神から賜わったあなたの空なる命の日の

間、あなたはその愛する妻と共に楽しく暮すがよい。こ

れはあなたが世にあってうける分、あなたが日の下で労

する労苦によって得るものだからである。 10すべてあな

たの手のなしうる事は、力をつくしてなせ。あなたの行

く陰府には、わざも、計略も、知識も、知恵もないから

である。 (Sheol h7585) 11わたしはまた日の下を見たが、必

ずしも速い者が競走に勝つのではなく、強い者が戦いに

勝つのでもない。また賢い者がパンを得るのでもなく、

さとき者が富を得るのでもない。また知識ある者が恵み

を得るのでもない。しかし時と災難はすべての人に臨む

。 12人はその時を知らない。魚がわざわいの網にかかり

、鳥がわなにかかるように、人の子らもわざわいの時が

突然彼らに臨む時、それにかかるのである。 13またわた

しは日の下にこのような知恵の例を見た。これはわたし

にとって大きな事である。 14ここに一つの小さい町があ

って、そこに住む人は少なかったが、大いなる王が攻め

て来て、これを囲み、これに向かって大きな雲梯を建て

た。 15しかし、町のうちにひとりの貧しい知恵のある人

がいて、その知恵をもって町を救った。ところがだれひ

とり、その貧しい人を記憶する者がなかった。 16そこで

わたしは言う、「知恵は力にまさる。しかしかの貧しい

人の知恵は軽んぜられ、その言葉は聞かれなかった」。

17静かに聞かれる知者の言葉は、愚かな者の中のつかさ

たる者の叫びにまさる。 18知恵は戦いの武器にまさる。

しかし、ひとりの罪びとは多くの良きわざを滅ぼす。

10死んだはえは、香料を造る者のあぶらを臭くし、少
しの愚痴は知恵と誉よりも重い。 2知者の心は彼を

右に向けさせ、愚者の心は左に向けさせる。 3愚者は道

を行く時、思慮が足りない、自分の愚かなことをすべて

の人に告げる。 4つかさたる者があなたに向かって立腹

しても、あなたの所を離れてはならない。温順は大いな

るとがを和らげるからである。 5わたしは日の下に一つ

の悪のあるのを見た。それはつかさたる者から出るあや

まちに似ている。 6すなわち愚かなる者が高い地位に置

かれ、富める者が卑しい所に座している。 7わたしはし

もべたる者が馬に乗り、君たる者が奴隷のように徒歩で

あるくのを見た。 8穴を掘る者はみずからこれに陥り、

石がきをこわす者は、へびにかまれる。 9石を切り出す

者はそれがために傷をうけ、木を割る者はそれがために

危険にさらされる。 10鉄が鈍くなったとき、人がその刃

をみがかなければ、力を多くこれに用いねばならない。

しかし、知恵は人を助けてなし遂げさせる。 11へびがも

し呪文をかけられる前に、かみつけば、へび使は益がな

い。 12知者の口の言葉は恵みがある、しかし愚者のくち

びるはその身を滅ぼす。 13愚者の口の言葉の初めは愚痴

である、またその言葉の終りは悪い狂気である。 14愚者

は言葉を多くする、しかし人はだれも後に起ることを知

らない。だれがその身の後に起る事を告げることができ

ようか。 15愚者の労苦はその身を疲れさせる、彼は町に

はいる道をさえ知らない。 16あなたの王はわらべであっ

て、その君たちが朝から、ごちそうを食べる国よ、あな

たはわざわいだ。 17あなたの王は自主の子であって、そ

の君たちが酔うためでなく、力を得るために、適当な時

にごちそうを食べる国よ、あなたはさいわいだ。 18怠惰

によって屋根は落ち、無精によって家は漏る。 19食事は

笑いのためになされ、酒は命を楽しませる。金銭はすべ

ての事に応じる。 20あなたは心のうちでも王をのろって

はならない、また寝室でも富める者をのろってはならな

い。空の鳥はあなたの声を伝え、翼のあるものは事を告

げるからである。

11あなたのパンを水の上に投げよ、多くの日の後、あ
なたはそれを得るからである。 2あなたは一つの分

を七つまた八つに分けよ、あなたは、どんな災が地に起

るかを知らないからだ。 3雲がもし雨で満ちるならば、

地にそれを注ぐ、また木がもし南か北に倒れるならば、

その木は倒れた所に横たわる。 4風を警戒する者は種を

まかない、雲を観測する者は刈ることをしない。 5あな

たは、身ごもった女の胎の中で、どうして霊が骨にはい

るかを知らない。そのようにあなたは、すべての事をな

される神のわざを知らない。 6朝のうちに種をまけ、夕

まで手を休めてはならない。実るのは、これであるか、

あれであるか、あるいは二つともに良いのであるか、あ

なたは知らないからである。 7光は快いものである。目

に太陽を見るのは楽しいことである。 8人が多くの年、

生きながらえ、そのすべてにおいて自分を楽しませても
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、暗い日の多くあるべきことを忘れてはならない。すべ

て、きたらんとする事は皆空である。 9若い者よ、あな

たの若い時に楽しめ。あなたの若い日にあなたの心を喜

ばせよ。あなたの心の道に歩み、あなたの目の見るとこ

ろに歩め。ただし、そのすべての事のために、神はあな

たをさばかれることを知れ。 10あなたの心から悩みを去

り、あなたのからだから痛みを除け。若い時と盛んな時

はともに空だからである。

12あなたの若い日に、あなたの造り主を覚えよ。悪し
き日がきたり、年が寄って、「わたしにはなんの楽

しみもない」と言うようにならない前に、 2また日や光

や、月や星の暗くならない前に、雨の後にまた雲が帰ら

ないうちに、そのようにせよ。 3その日になると、家を

守る者は震え、力ある人はかがみ、ひきこなす女は少な

いために休み、窓からのぞく者の目はかすみ、 4町の門

は閉ざされる。その時ひきこなす音は低くなり、人は鳥

の声によって起きあがり、歌の娘たちは皆、低くされる

。 5彼らはまた高いものを恐れる。恐ろしいものが道に

あり、あめんどうは花咲き、いなごはその身をひきずり

歩き、その欲望は衰え、人が永遠の家に行こうとするの

で、泣く人が、ちまたを歩きまわる。 6その後、銀のひ

もは切れ、金の皿は砕け、水がめは泉のかたわらで破れ

、車は井戸のかたわらで砕ける。 7ちりは、もとのよう

に土に帰り、霊はこれを授けた神に帰る。 8伝道者は言

う、「空の空、いっさいは空である」と。 9さらに伝道

者は知恵があるゆえに、知識を民に教えた。彼はよく考

え、尋ねきわめ、あまたの箴言をまとめた。 10伝道者は

麗しい言葉を得ようとつとめた。また彼は真実の言葉を

正しく書きしるした。 11知者の言葉は突き棒のようであ

り、またよく打った釘のようなものであって、ひとりの

牧者から出た言葉が集められたものである。 12わが子よ

、これら以外の事にも心を用いよ。多くの書を作れば際

限がない。多く学べばからだが疲れる。 13事の帰する所

は、すべて言われた。すなわち、神を恐れ、その命令を

守れ。これはすべての人の本分である。 14神はすべての

わざ、ならびにすべての隠れた事を善悪ともにさばかれ

るからである。
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雅歌

1ソロモンの雅歌 2どうか、あなたの口の口づけをもっ

て、わたしに口づけしてください。あなたの愛はぶど

う酒にまさり、 3あなたのにおい油はかんばしく、あな

たの名は注がれたにおい油のようです。それゆえ、おと

めたちはあなたを愛するのです。 4あなたのあとについ

て、行かせてください。わたしたちは急いでまいりまし

ょう。王はわたしをそのへやに連れて行かれた。わたし

たちは、あなたによって喜び楽しみ、ぶどう酒にまさっ

て、あなたの愛をほめたたえます。おとめたちは真心を

もってあなたを愛します。 5エルサレムの娘たちよ、わ

たしは黒いけれども美しい。ケダルの天幕のように、ソ

ロモンのとばりのように。 6わたしが日に焼けているが

ために、日がわたしを焼いたがために、わたしを見つめ

てはならない。わが母の子らは怒って、わたしにぶどう

園を守らせた。しかし、わたしは自分のぶどう園を守ら

なかった。 7わが魂の愛する者よ、あなたはどこで、あ

なたの群れを養い、昼の時にどこで、それを休ませるの

か、わたしに告げてください。どうして、わたしはさま

よう者のように、あなたの仲間の群れのかたわらに、い

なければならないのですか。 8女のうちの最も美しい者

よ、あなたが知らないなら、群れの足跡に従っていって

、羊飼たちの天幕のかたわらで、あなたの子やぎを飼い

なさい。 9わが愛する者よ、わたしはあなたをパロの車

の雌馬になぞらえる。 10あなたのほおは美しく飾られ、

あなたの首は宝石をつらねた首飾で美しい。 11われわれ

は銀を散らした金の飾り物を、あなたのために造ろう。

12王がその席に着かれたとき、わたしのナルドはそのか

おりを放った。 13わが愛する者は、わたしにとっては、

わたしの乳ぶさの間にある没薬の袋のようです。 14わが

愛する者は、わたしにとっては、エンゲデのぶどう園に

あるヘンナ樹の花ぶさのようです。 15わが愛する者よ、

見よ、あなたは美しい、見よ、あなたは美しい、あなた

の目ははとのようだ。 16わが愛する者よ、見よ、あなた

は美しく、まことにりっぱです。わたしたちの床は緑、

17わたしたちの家の梁は香柏、そのたるきはいとすぎで

す。

2わたしはシャロンのばら、谷のゆりです。 2おとめた

ちのうちにわが愛する者のあるのは、いばらの中にゆ

りの花があるようだ。 3わが愛する者の若人たちの中に

あるのは、林の木の中にりんごの木があるようです。わ

たしは大きな喜びをもって、彼の陰にすわった。彼の与

える実はわたしの口に甘かった。 4彼はわたしを酒宴の

家に連れて行った。わたしの上にひるがえる彼の旗は愛

であった。 5干ぶどうをもって、わたしに力をつけ、り

んごをもって、わたしに元気をつけてください。わたし

は愛のために病みわずらっているのです。 6どうか、彼

の左の手がわたしの頭の下にあり、右の手がわたしを抱

いてくれるように。 7エルサレムの娘たちよ、わたしは

、かもしかと野の雌じかをさして、あなたがたに誓い、

お願いする、愛のおのずから起るときまでは、ことさら

に呼び起すことも、さますこともしないように。 8わが

愛する者の声が聞える。見よ、彼は山をとび、丘をおど

り越えて来る。 9わが愛する者はかもしかのごとく、若

い雄じかのようです。見よ、彼はわたしたちの壁のうし

ろに立ち、窓からのぞき、格子からうかがっている。 10

わが愛する者はわたしに語って言う、「わが愛する者よ

、わが麗しき者よ、立って、出てきなさい。 11見よ、冬

は過ぎ、雨もやんで、すでに去り、 12もろもろの花は地

にあらわれ、鳥のさえずる時がきた。山ばとの声がわれ

われの地に聞える。 13いちじくの木はその実を結び、ぶ

どうの木は花咲いて、かんばしいにおいを放つ。わが愛

する者よ、わが麗しき者よ、立って、出てきなさい。 14

岩の裂け目、がけの隠れ場におるわがはとよ、あなたの

顔を見せなさい。あなたの声を聞かせなさい。あなたの

声は愛らしく、あなたの顔は美しい。 15われわれのため

にきつねを捕えよ、ぶどう園を荒す小ぎつねを捕えよ、

われわれのぶどう園は花盛りだから」と。 16わが愛する

者はわたしのもの、わたしは彼のもの。彼はゆりの花の

中で、その群れを養っている。 17わが愛する者よ、日の

涼しくなるまで、影の消えるまで、身をかえして出てい

って、険しい山々の上で、かもしかのように、若い雄じ

かのようになってください。

3わたしは夜、床の上で、わが魂の愛する者をたずねた
。わたしは彼をたずねたが、見つからなかった。わた

しは彼を呼んだが、答がなかった。 2「わたしは今起き

て、町をまわり歩き、街路や広場で、わが魂の愛する者

をたずねよう」と、彼をたずねたが、見つからなかった

。 3町をまわり歩く夜回りたちに出会ったので、「あな

たがたは、わが魂の愛する者を見ましたか」と尋ねた。

4わたしが彼らと別れて行くとすぐ、わが魂の愛する者

に出会った。わたしは彼を引き留めて行かせず、ついに

わが母の家につれて行き、わたしを産んだ者のへやには

いった。 5エルサレムの娘たちよ、わたしは、かもしか

と野の雌じかをさして、あなたがたに誓い、お願いする

、愛のおのずから起るときまでは、ことさらに呼び起す

ことも、さますこともしないように。 6没薬、乳香など

、商人のもろもろの香料をもって、かおりを放ち、煙の

柱のように、荒野から上って来るものは何か。 7見よ、

あれはソロモンの乗物で、六十人の勇士がそのまわりに

いる。イスラエルの勇士で、 8皆、つるぎをとり、戦い

をよくし、おのおの腰に剣を帯びて、夜の危険に備えて

いる。 9ソロモン王はレバノンの木をもって、自分のた

めに輿をつくった。 10その柱は銀、そのうしろは金、そ

の座は紫の布でつくった。その内部にはエルサレムの娘

たちが、愛情をこめてつくった物を張りつけた。 11シオ

ンの娘たちよ、出てきてソロモン王を見よ。彼は婚姻の

日、心の喜びの日に、その母の彼にかぶらせた冠をいた

だいている。

4わが愛する者よ、見よ、あなたは美しい、見よ、あな
たは美しい。あなたの目は、顔おおいのうしろにあっ

て、はとのようだ。あなたの髪はギレアデの山を下るや

ぎの群れのようだ。 2あなたの歯は洗い場から上ってき

た毛を切られた雌羊の群れのようだ。みな二子を産んで

、一匹も子のないものはない。 3あなたのくちびるは紅

の糸のようで、その口は愛らしい。あなたのほおは顔お

おいのうしろにあって、ざくろの片われのようだ。 4あ

なたの首は武器倉のために建てたダビデのやぐらのよう

だ。その上には一千の盾を掛けつらね、みな勇士の大盾

である。 5あなたの両乳ぶさは、かもしかの二子である

二匹の子じかが、ゆりの花の中に草を食べているようだ

。 6日の涼しくなるまで、影の消えるまで、わたしは没
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薬の山および乳香の丘へ急ぎ行こう。 7わが愛する者よ

、あなたはことごとく美しく、少しのきずもない。 8わ

が花嫁よ、レバノンからわたしと一緒にきなさい、レバ

ノンからわたしと一緒にきなさい。アマナの頂を去り、

セニルおよびヘルモンの頂を去り、ししの穴、ひょうの

山を去りなさい。 9わが妹、わが花嫁よ、あなたはわた

しの心を奪った。あなたはただひと目で、あなたの首飾

のひと玉で、わたしの心を奪った。 10わが妹、わが花嫁

よ、あなたの愛は、なんと麗しいことであろう。あなた

の愛はぶどう酒よりも、あなたの香油のかおりはすべて

の香料よりも、いかにすぐれていることであろう。 11わ

が花嫁よ、あなたのくちびるは甘露をしたたらせ、あな

たの舌の下には、蜜と乳とがある。あなたの衣のかおり

はレバノンのかおりのようだ。 12わが妹、わが花嫁は閉

じた園、閉じた園、封じた泉のようだ。 13あなたの産み

出す物は、もろもろの良き実をもつざくろの園、ヘンナ

およびナルド、 14ナルド、さふらん、しょうぶ、肉桂、

さまざまの乳香の木、没薬、ろかい、およびすべての尊

い香料である。 15あなたは園の泉、生ける水の井、また

レバノンから流れ出る川である。 16北風よ、起れ、南風

よ、きたれ。わが園を吹いて、そのかおりを広く散らせ

。わが愛する者がその園にはいってきて、その良い実を

食べるように。

5わが妹、わが花嫁よ、わたしはわが園にはいって、わ
が没薬と香料とを集め、わが蜜蜂の巣と、蜜とを食べ

、わがぶどう酒と乳とを飲む。友らよ、食らえ、飲め、

愛する人々よ、大いに飲め。 2わたしは眠っていたが、

心はさめていた。聞きなさい、わが愛する者が戸をたた

いている。「わが妹、わが愛する者、わがはと、わが全

き者よ、あけてください。わたしの頭は露でぬれ、わた

しの髪の毛は夜露でぬれている」と言う。 3わたしはす

でに着物を脱いだ、どうしてまた着られようか。すでに

足を洗った、どうしてまた、よごせようか。 4わが愛す

る者が掛けがねに手をかけたので、わが心は内におどっ

た。 5わたしが起きて、わが愛する者のためにあけよう

としたとき、わたしの手から没薬がしたたり、わたしの

指から没薬の液が流れて、貫の木の取手の上に落ちた。

6わたしはわが愛する者のために開いたが、わが愛する

者はすでに帰り去った。彼が帰り去ったとき、わが心は

力を失った。わたしは尋ねたけれども見つからず、呼ん

だけれども答がなかった。 7町をまわり歩く夜回りらは

わたしを見ると、撃って傷つけ、城壁を守る者らは、わ

たしの上着をはぎ取った。 8エルサレムの娘たちよ、わ

たしはあなたがたに誓って、お願いする。もしわが愛す

る者を見たなら、わたしが愛のために病みわずらってい

ると、彼に告げてください。 9女のうちの最も美しい者

よ、あなたの愛する者は、ほかの人の愛する者に、なん

のまさるところがあるか。あなたの愛する者は、ほかの

人の愛する者に、なんのまさるところがあって、そのよ

うに、わたしたちに誓い、願うのか。 10わが愛する者は

白く輝き、かつ赤く、万人にぬきんで、 11その頭は純金

のように、その髪の毛はうねっていて、からすのように

黒い。 12その目は泉のほとりのはとのように、乳で洗わ

れて、良く落ち着いている。 13そのほおは、かんばしい

花の床のように、かおりを放ち、そのくちびるは、ゆり

の花のようで、没薬の液をしたたらす。 14その手は宝石

をはめた金の円筒のごとく、そのからだはサファイヤを

もっておおった象牙の細工のごとく、 15その足のすねは

金の台の上にすえた大理石の柱のごとく、その姿はレバ

ノンのごとく、香柏のようで、美しい。 16その言葉は、

はなはだ美しく、彼はことごとく麗しい。エルサレムの

娘たちよ、これがわが愛する者、これがわが友なのです

。

6女のうちの最も美しい者よ、あなたの愛する者はどこ
へ行ったか。あなたの愛する者はどこへおもむいたか

。わたしたちはあなたと一緒にたずねよう。 2わが愛す

る者は園の中で、群れを飼い、またゆりの花を取るため

に自分の園に下り、かんばしい花の床へ行きました。 3

わたしはわが愛する人のもの、わが愛する者はわたしの

ものです。彼はゆりの花の中で、その群れを飼っていま

す。 4わが愛する者よ、あなたは美しいことテルザのご

とく、麗しいことエルサレムのごとく、恐るべきこと旗

を立てた軍勢のようだ。 5あなたの目はわたしを恐れさ

せるゆえ、わたしからそむけてください。あなたの髪は

ギレアデの山を下るやぎの群れのようだ。 6あなたの歯

は洗い場から上ってきた雌羊の群れのようだ。みな二子

を産んで、一匹も子のないものはない。 7あなたのほお

は顔おおいのうしろにあって、ざくろの片われのようだ

。 8王妃は六十人、そばめは八十人、また数しれぬおと

めがいる。 9わがはと、わが全き者はただひとり、彼女

は母のひとり子、彼女を産んだ者の最愛の者だ。おとめ

たちは彼女を見て、さいわいな者ととなえ、王妃たち、

そばめたちもまた、彼女を見て、ほめた。 10「このしの

のめのように見え、月のように美しく、太陽のように輝

き、恐るべき事、旗を立てた軍勢のような者はだれか」

。 11わたしは谷の花を見、ぶどうが芽ざしたか、ざくろ

の花が咲いたかを見ようと、くるみの園へ下っていった

。 12わたしの知らないうちに、わたしの思いは、わたし

を車の中のわが君のかたわらにおらせた。 13帰れ、帰れ

、シュラムの女よ、帰れ、帰れ、わたしたちはあなたを

見たいものだ。あなたがたはどうしてマハナイムの踊り

を見るようにシュラムの女を見たいのか。

7女王のような娘よ、あなたの足は、くつの中にあって
、なんと麗しいことであろう。あなたのももは、まろ

やかで、玉のごとく、名人の手のわざのようだ。 2あな

たのほぞは、混ぜたぶどう酒を欠くことのない丸い杯の

ごとく、あなたの腹は、ゆりの花で囲まれた山盛りの麦

のようだ。 3あなたの両乳ぶさは、かもしかの二子であ

る二匹の子じかのようだ。 4あなたの首は象牙のやぐら

のごとく、あなたの目は、バテラビムの門のほとりにあ

るヘシボンの池のごとく、あなたの鼻は、ダマスコを見

おろすレバノンのやぐらのようだ。 5あなたの頭は、カ

ルメルのようにあなたを飾り、髪の毛は紫色のようで、

王はそのたれ髪に捕われた。 6愛する者よ、快活なおと

めよ、あなたはなんと美しく愛すべき者であろう。 7あ

なたはなつめやしの木のように威厳があり、あなたの乳

ぶさはそのふさのようだ。 8わたしは言う、「このなつ

めやしの木にのぼり、その枝に取りつこう。どうか、あ

なたの乳ぶさが、ぶどうのふさのごとく、あなたの息の

においがりんごのごとく、 9あなたの口づけが、なめら

かに流れ下る良きぶどう酒のごとく、くちびると歯の上

をすべるように」と。 10わたしはわが愛する人のもの、

彼はわたしを恋い慕う。 11わが愛する者よ、さあ、わた

したちはいなかへ出ていって、村里に宿りましょう。 12
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わたしたちは早く起き、ぶどう園へ行って、ぶどうの木

が芽ざしたか、ぶどうの花が咲いたか、ざくろが花咲い

たかを見ましょう。その所で、わたしはわが愛をあなた

に与えます。 13恋なすは、かおりを放ち、もろもろの良

きくだものは、新しいのも古いのも共にわたしたちの戸

の上にある。わが愛する者よ、わたしはこれをあなたの

ためにたくわえました。

8どうか、あなたは、わが母の乳ぶさを吸ったわが兄弟
のようになってください。わたしがそとであなたに会

うとき、あなたに口づけしても、だれもわたしをいやし

めないでしょう。 2わたしはあなたを導いて、わが母の

家に行き、わたしを産んだ者のへやにはいり、香料のは

いったぶどう酒、ざくろの液を、あなたに飲ませましょ

う。 3どうか、彼の左の手がわたしの頭の下にあり、右

の手がわたしを抱いてくれるように。 4エルサレムの娘

たちよ、わたしはあなたがたに誓い、お願いする、愛の

おのずから起るときまでは、ことさらに呼び起すことも

、さますこともしないように。 5自分の愛する者により

かかって、荒野から上って来る者はだれですか。りんご

の木の下で、わたしはあなたを呼びさました。あなたの

母上は、かしこで、あなたのために産みの苦しみをなし

、あなたの産んだ者が、かしこで産みの苦しみをした。

6わたしをあなたの心に置いて印のようにし、あなたの

腕に置いて印のようにしてください。愛は死のように強

く、ねたみは墓のように残酷だからです。そのきらめき

は火のきらめき、最もはげしい炎です。 (Sheol h7585) 7愛

は大水も消すことができない、洪水もおぼれさせること

ができない。もし人がその家の財産をことごとく与えて

、愛に換えようとするならば、いたくいやしめられるで

しょう。 8わたしたちに小さい妹がある、まだ乳ぶさが

ない。わたしたちの妹に縁談のある日には、彼女のため

に何をしてやろうか。 9彼女が城壁であるなら、その上

に銀の塔を建てよう。彼女が戸であるなら、香柏の板で

それを囲もう。 10わたしは城壁、わたしの乳ぶさは、や

ぐらのようでありました。それでわたしは彼の目には、

平和をもたらす者のようでありました。 11ソロモンはバ

アルハモンにぶどう園をもっていた。彼はぶどう園を、

守る者どもにあずけて、おのおのその実のために銀一千

を納めさせた。 12わたしのものであるぶどう園は、わた

しの前にある。ソロモンよ、あなたは一千を獲るでしょ

う、その実を守る者どもは二百を獲るでしょう。 13園の

中に住む者よ、わたしの友だちはあなたの声に耳を傾け

ます、どうぞ、それをわたしに聞かせてください。 14わ

が愛する者よ、急いでください。かんばしい山々の上で

、かもしかのように、また若い雄じかのようになってく

ださい。
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イザヤ書

1アモツの子イザヤがユダの王ウジヤ、ヨタム、アハズ
、ヒゼキヤの世にユダとエルサレムについて見た幻。

2天よ、聞け、地よ、耳を傾けよ、主が次のように語ら

れたから、「わたしは子を養い育てた、しかし彼らはわ

たしにそむいた。 3牛はその飼主を知り、ろばはその主

人のまぐさおけを知る。しかしイスラエルは知らず、わ

が民は悟らない」。 4ああ、罪深い国びと、不義を負う

民、悪をなす者のすえ、堕落せる子らよ。彼らは主を捨

て、イスラエルの聖者をあなどり、これをうとんじ遠ざ

かった。 5あなたがたは、どうして重ね重ねそむいて、

なおも打たれようとするのか。その頭はことごとく病み

、その心は全く弱りはてている。 6足のうらから頭まで

、完全なところがなく、傷と打ち傷と生傷ばかりだ。こ

れを絞り出すものなく、包むものなく、油をもってやわ

らげるものもない。 7あなたがたの国は荒れすたれ、町

々は火で焼かれ、田畑のものはあなたがたの前で外国人

に食われ、滅ぼされたソドムのように荒れすたれた。 8

シオンの娘はぶどう畑の仮小屋のように、きゅうり畑の

番小屋のように、包囲された町のように、ただひとり残

った。 9もし万軍の主が、われわれに少しの生存者を残

されなかったなら、われわれはソドムのようになり、ま

たゴモラと同じようになったであろう。 10あなたがたソ

ドムのつかさたちよ、主の言葉を聞け。あなたがたゴモ

ラの民よ、われわれの神の教に耳を傾けよ。 11主は言わ

れる、「あなたがたがささげる多くの犠牲は、わたしに

なんの益があるか。わたしは雄羊の燔祭と、肥えた獣の

脂肪とに飽いている。わたしは雄牛あるいは小羊、ある

いは雄やぎの血を喜ばない。 12あなたがたは、わたしに

まみえようとして来るが、だれが、わたしの庭を踏み荒

すことを求めたか。 13あなたがたは、もはや、むなしい

供え物を携えてきてはならない。薫香は、わたしの忌み

きらうものだ。新月、安息日、また会衆を呼び集めるこ

とわたしは不義と聖会とに耐えられない。 14あなたがた

の新月と定めの祭とは、わが魂の憎むもの、それはわた

しの重荷となり、わたしは、それを負うのに疲れた。 15

あなたがたが手を伸べるとき、わたしは目をおおって、

あなたがたを見ない。たとい多くの祈をささげても、わ

たしは聞かない。あなたがたの手は血まみれである。 16

あなたがたは身を洗って、清くなり、わたしの目の前か

らあなたがたの悪い行いを除き、悪を行うことをやめ、

17善を行うことをならい、公平を求め、しえたげる者を

戒め、みなしごを正しく守り、寡婦の訴えを弁護せよ。

18主は言われる、さあ、われわれは互に論じよう。たと

いあなたがたの罪は緋のようであっても、雪のように白

くなるのだ。紅のように赤くても、羊の毛のようになる

のだ。 19もし、あなたがたが快く従うなら、地の良き物

を食べることができる。 20しかし、あなたがたが拒みそ

むくならば、つるぎで滅ぼされる」。これは主がその口

で語られたことである。 21かつては忠信であった町、ど

うして遊女となったのか。昔は公平で満ち、正義がその

うちにやどっていたのに、今は人を殺す者ばかりとなっ

てしまった。 22あなたの銀はかすとなり、あなたのぶど

う酒は水をまじえ、 23あなたのつかさたちはそむいて、

盗びとの仲間となり、みな、まいないを好み、贈り物を

追い求め、みなしごを正しく守らず、寡婦の訴えは彼ら

に届かない。 24このゆえに、主、万軍の主、イスラエル

の全能者は言われる、「ああ、わたしはわが敵にむかっ

て憤りをもらし、わがあだにむかって恨みをはらす。 25

わたしはまた、わが手をあなたに向け、あなたのかすを

灰汁で溶かすように溶かし去り、あなたの混ざり物をす

べて取り除く。 26こうして、あなたのさばきびとをもと

のとおりに、あなたの議官を初めのとおりに回復する。

その後あなたは正義の都、忠信の町ととなえられる」。

27シオンは公平をもってあがなわれ、そのうちの悔い改

める者は、正義をもってあがなわれる。 28しかし、そむ

く者と罪びととは共に滅ぼされ、主を捨てる者は滅びう

せる。 29あなたがたは、みずから喜んだかしの木によっ

て、はずかしめを受け、みずから選んだ園によって、恥

じ赤らむ。 30あなたがたは葉の枯れるかしの木のように

、水のない園のようになり、 31強い者も麻くずのように

、そのわざは火花のようになり、その二つのものは共に

燃えて、それを消す者はない。

2アモツの子イザヤがユダとエルサレムについて示され
た言葉。 2終りの日に次のことが起る。主の家の山は

、もろもろの山のかしらとして堅く立ち、もろもろの峰

よりも高くそびえ、すべて国はこれに流れてき、 3多く

の民は来て言う、「さあ、われわれは主の山に登り、ヤ

コブの神の家へ行こう。彼はその道をわれわれに教えら

れる、われわれはその道に歩もう」と。律法はシオンか

ら出、主の言葉はエルサレムから出るからである。 4彼

はもろもろの国のあいだにさばきを行い、多くの民のた

めに仲裁に立たれる。こうして彼らはそのつるぎを打ち

かえて、すきとし、そのやりを打ちかえて、かまとし、

国は国にむかって、つるぎをあげず、彼らはもはや戦い

のことを学ばない。 5ヤコブの家よ、さあ、われわれは

主の光に歩もう。 6あなたはあなたの民ヤコブの家を捨

てられた。これは彼らが東の国からの占い師をもって満

たし、ペリシテびとのように占い者となり、外国人と同

盟を結んだからである。 7彼らの国には金銀が満ち、そ

の財宝は限りない。また彼らの国には馬が満ち、その戦

車も限りない。 8また彼らの国には偶像が満ち、彼らは

その手のわざを拝み、その指で作ったものを拝む。 9こ

うして人はかがめられ、人々は低くされる。どうか彼ら

をおゆるしにならぬように。 10あなたは岩の間にはいり

、ちりの中にかくれて、主の恐るべきみ前と、その威光

の輝きとを避けよ。 11その日には目をあげて高ぶる者は

低くせられ、おごる人はかがめられ、主のみ高くあげら

れる。 12これは、万軍の主の一日があって、すべて誇る

者と高ぶる者、すべておのれを高くする者と得意な者と

に臨むからである。 13またレバノンの高くそびえるすべ

ての香柏、バシャンのすべてのかしの木、 14またすべて

の高い山々、すべてのそびえ立つ峰々、 15すべての高き

やぐら、すべての堅固な城壁、 16タルシシのすべての船

、すべての麗しい船舶に臨む。 17その日には高ぶる者は

かがめられ、おごる人は低くせられ、主のみ高くあげら

れる。 18こうして偶像はことごとく滅びうせる。 19主

が立って地を脅かされるとき、人々は岩のほら穴にはい

り、また地の穴にはいって、主の恐るべきみ前と、その

威光の輝きとを避ける。 20その日、人々は拝むためにみ

ずから造ったしろがねの偶像と、こがねの偶像とを、も

ぐらもちと、こうもりに投げ与え、 21岩のほら穴や、が

けの裂け目にはいり、主が立って地を脅かされるとき、
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主の恐るべきみ前と、その威光の輝きとを避ける。 22あ

なたがたは鼻から息の出入りする人に、たよることをや

めよ、このような者はなんの価値があろうか。

3見よ、主、万軍の主はエルサレムとユダからささえと
なり、頼みとなるものすべてささえとなるパン、すべ

てささえとなる水を取り去られる。 2すなわち勇士と軍

人、裁判官と預言者、占い師と長老、 3五十人の長と身

分の高い人、議官と巧みな魔術師、老練なまじない師を

取り去られる。 4わたしはわらべを立てて彼らの君とし

、みどりごに彼らを治めさせる。 5民は互に相しえたげ

、人はおのおのその隣をしえたげ、若い者は老いたる者

にむかって高ぶり、卑しい者は尊い者にむかって高ぶる

。 6その時、人はその父の家で、兄弟をつかまえて言う

、「あなたは外套を持っている、わたしたちのつかさび

とになって、この荒れ跡をあなたの手で治めてください

」と。 7その日、彼は声をあげて言う、「わたしはいや

す者となることはできません、わたしの家にはパンもな

く、外套もありません、わたしを立てて、民のつかさび

とにしないでください」。 8これは彼らの言葉と行いと

が主にそむき、その栄光の目をおかしたので、エルサレ

ムはつまずき、ユダは倒れたからである。 9彼らの不公

平は彼らにむかって不利なあかしをし、ソドムのように

その罪をあらわして隠さない。わざわいなるかな、彼ら

はみずから悪の報いをうけた。 10正しい人に言え、彼ら

はさいわいであると。彼らはその行いの実を食べるから

である。 11悪しき者はわざわいだ、彼は災をうける。そ

の手のなした事が彼に報いられるからである。 12わが民

は幼な子にしえたげられ、女たちに治められる。ああ、

わが民よ、あなたを導く者はかえって、あなたを迷わせ

、あなたの行くべき道を混乱させる。 13主は言い争うた

めに立ちあがり、その民をさばくために立たれる。 14主

はその民の長老と君たちとをさばいて、「あなたがたは

、ぶどう畑を食い荒した。貧しい者からかすめとった物

は、あなたがたの家にある。 15なぜ、あなたがたはわが

民を踏みにじり、貧しい者の顔をすり砕くのか」と万軍

の神、主は言われる。 16主は言われた、シオンの娘らは

高ぶり、首をのばしてあるき、目でこびをおくり、その

行くとき気どって歩き、その足でりんりんと鳴り響かす

。 17それゆえ、主はシオンの娘らの頭を撃って、かさぶ

たでおおい、彼らの隠れた所をあらわされる。 18その日

、主は彼らの美しい装身具と服装すなわち、くるぶし輪

、髪ひも、月形の飾り、 19耳輪、腕輪、顔おおい、 20

頭飾り、すね飾り、飾り帯、香箱、守り袋、 21指輪、鼻

輪、 22礼服、外套、肩掛、手さげ袋、 23薄織の上着、

亜麻布の着物、帽子、被衣などを取り除かれる。 24芳香

はかわって、悪臭となり、帯はかわって、なわとなり、

よく編んだ髪はかわって、かぶろとなり、はなやかな衣

はかわって、荒布の衣となり、美しい顔はかわって、焼

き印された顔となる。 25あなたの男たちはつるぎに倒れ

、あなたの勇士たちは戦いに倒れる。 26シオンの門は嘆

き悲しみ、シオンは荒れすたれて、地に座する。

4その日、七人の女がひとりの男にすがって、「わたし
たちは自分のパンをたべ、自分の着物を着ます。ただ

、あなたの名によって呼ばれることを許して、わたした

ちの恥を取り除いてください」と言う。 2その日、主の

枝は麗しく栄え、地の産物はイスラエルの生き残った者

の誇、また光栄となる。 4そして主が審判の霊と滅亡の

霊とをもって、シオンの娘らの汚れを洗い、エルサレム

の血をその中から除き去られるとき、シオンに残る者、

エルサレムにとどまる者、すべてエルサレムにあって、

生命の書にしるされた者は聖なる者ととなえられる。 5

その時、主はシオンの山のすべての場所と、そのもろも

ろの集会との上に、昼は雲をつくり、夜は煙と燃える火

の輝きとをつくられる。これはすべての栄光の上にある

天蓋であり、あずまやであって、 6昼は暑さをふせぐ陰

となり、また暴風と雨を避けて隠れる所となる。

5わたしはわが愛する者のために、そのぶどう畑につい
てのわが愛の歌をうたおう。わが愛する者は土肥えた

小山の上に、一つのぶどう畑をもっていた。 2彼はそれ

を掘りおこし、石を除き、それに良いぶどうを植え、そ

の中に物見やぐらを建て、またその中に酒ぶねを掘り、

良いぶどうの結ぶのを待ち望んだ。ところが結んだもの

は野ぶどうであった。 3それで、エルサレムに住む者と

ユダの人々よ、どうか、わたしとぶどう畑との間をさば

け。 4わたしが、ぶどう畑になした事のほかに、何かな

すべきことがあるか。わたしは良いぶどうの結ぶのを待

ち望んだのに、どうして野ぶどうを結んだのか。 5それ

で、わたしが、ぶどう畑になそうとすることを、あなた

がたに告げる。わたしはそのまがきを取り去って、食い

荒されるにまかせ、そのかきをとりこわして、踏み荒さ

れるにまかせる。 6わたしはこれを荒して、刈り込むこ

とも、耕すこともせず、おどろと、いばらとを生えさせ

、また雲に命じて、その上に雨を降らさない。 7万軍の

主のぶどう畑はイスラエルの家であり、主が喜んでそこ

に植えられた物は、ユダの人々である。主はこれに公平

を望まれたのに、見よ、流血。正義を望まれたのに、見

よ、叫び。 8わざわいなるかな、彼らは家に家を建て連

ね、田畑に田畑をまし加えて、余地をあまさず、自分ひ

とり、国のうちに住まおうとする。 9万軍の主はわたし

の耳に誓って言われた、「必ずや多くの家は荒れすたれ

、大きな麗しい家も住む者がないようになる。 10十反の

ぶどう畑もわずかに一バテの実を結び、一ホメルの種も

わずかに一エパの実を結ぶ」。 11わざわいなるかな、彼

らは朝早く起きて、濃き酒をおい求め、夜のふけるまで

飲みつづけて、酒にその身を焼かれている。 12彼らの酒

宴には琴あり、立琴あり、鼓あり笛あり、ぶどう酒があ

る。しかし彼らは主のみわざを顧みず、み手のなされる

事に目をとめない。 13それゆえ、わが民は無知のために

、とりこにせられ、その尊き者は飢えて死に、そのもろ

もろの民は、かわきによって衰えはてる。 14また陰府は

その欲望を大きくし、その口を限りなく開き、エルサレ

ムの貴族、そのもろもろの民、その群集およびそのうち

の喜びたのしめる者はみなその中に落ちこむ。 (Sheol

h7585) 15人はかがめられ、人々は低くせられ、高ぶる者

の目は低くされる。 16しかし万軍の主は公平によってあ

がめられ、聖なる神は正義によって、おのれを聖なる者

として示される。 17こうして小羊は自分の牧場におるよ

うに草をはみ、肥えた家畜および子やぎは荒れ跡の中で

食を得る。 18わざわいなるかな、彼らは偽りのなわをも

って悪を引きよせ、車の綱をもってするように罪を引き

よせる。 19彼らは言う、「彼を急がせ、そのわざをすみ

やかにさせよ、それを見せてもらおう。イスラエルの聖

者の定める事を近づききたらせよ、それを見せてもらお

う」と。 20わざわいなるかな、彼らは悪を呼んで善とい
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い、善を呼んで悪といい、暗きを光とし、光を暗しとし

、苦きを甘しとし、甘きを苦しとする。 21わざわいなる

かな、彼らはおのれを見て、賢しとし、みずから顧みて

、さとしとする。 22わざわいなるかな、彼らはぶどう酒

を飲むことの英雄であり、濃き酒をまぜ合わせることの

勇士である。 23彼らはまいないによって悪しき者を義と

し、義人からその義を奪う。 24それゆえ、火の舌が刈り

株を食い尽すように、枯れ草が炎の中に消えうせるよう

に、彼らの根は朽ちたものとなり、彼らの花はちりのよ

うに飛び去る。彼らは万軍の主の律法を捨て、イスラエ

ルの聖者の言葉を侮ったからである。 25それゆえ、主は

その民にむかって怒りを発し、み手を伸べて彼らを撃た

れた。山は震い動き、彼らのしかばねは、ちまたの中で

、あくたのようになった。それにもかかわらず、み怒り

はやまず、なお、み手を伸ばされる。 26主は旗をあげて

遠くから一つの国民を招き、地の果から彼らを呼ばれる

。見よ、彼らは走って、すみやかに来る。 27その中には

疲れる者も、つまずく者もなく、まどろむ者も、眠る者

もない。その腰の帯はとけず、そのくつのひもは切れて

いない。 28その矢は鋭く、その弓はことごとく張り、そ

の馬のひずめは火打石のように、その車の輪はつむじ風

のように思われる。 29そのほえることは、ししのように

、若いししのようにほえ、うなって獲物を捕え、かすめ

去っても救う者がない。 30その日、その鳴りどよめくこ

とは、海の鳴りどよめくようだ。もし地をのぞむならば

、見よ、暗きと悩みとがあり、光は雲によって暗くなる

。

6ウジヤ王の死んだ年、わたしは主が高くあげられたみ
くらに座し、その衣のすそが神殿に満ちているのを見

た。 2その上にセラピムが立ち、おのおの六つの翼をも

っていた。その二つをもって顔をおおい、二つをもって

足をおおい、二つをもって飛びかけり、 3互に呼びかわ

して言った。「聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな、

万軍の主、その栄光は全地に満つ」。 4その呼ばわって

いる者の声によって敷居の基が震い動き、神殿の中に煙

が満ちた。 5その時わたしは言った、「わざわいなるか

な、わたしは滅びるばかりだ。わたしは汚れたくちびる

の者で、汚れたくちびるの民の中に住む者であるのに、

わたしの目が万軍の主なる王を見たのだから」。 6この

時セラピムのひとりが火ばしをもって、祭壇の上から取

った燃えている炭を手に携え、わたしのところに飛んで

きて、 7わたしの口に触れて言った、「見よ、これがあ

なたのくちびるに触れたので、あなたの悪は除かれ、あ

なたの罪はゆるされた」。 8わたしはまた主の言われる

声を聞いた、「わたしはだれをつかわそうか。だれがわ

れわれのために行くだろうか」。その時わたしは言った

、「ここにわたしがおります。わたしをおつかわしくだ

さい」。 9主は言われた、「あなたは行って、この民に

こう言いなさい、『あなたがたはくりかえし聞くがよい

、しかし悟ってはならない。あなたがたはくりかえし見

るがよい、しかしわかってはならない』と。 10あなたは

この民の心を鈍くし、その耳を聞えにくくし、その目を

閉ざしなさい。これは彼らがその目で見、その耳で聞き

、その心で悟り、悔い改めていやされることのないため

である」。 11そこで、わたしは言った、「主よ、いつま

でですか」。主は言われた、「町々は荒れすたれて、住

む者もなく、家には人かげもなく、国は全く荒れ地とな

り、 12人々は主によって遠くへ移され、荒れはてた所が

国の中に多くなる時まで、こうなっている。 13その中に

十分の一の残る者があっても、これもまた焼き滅ぼされ

る。テレビンの木またはかしの木が切り倒されるとき、

その切り株が残るように」。聖なる種族はその切り株で

ある。

7ユダの王、ウジヤの子ヨタム、その子アハズの時、ス
リヤの王レヂンとレマリヤの子であるイスラエルの王

ペカとが上ってきて、エルサレムを攻めたが勝つことが

できなかった。 2時に「スリヤがエフライムと同盟して

いる」とダビデの家に告げる者があったので、王の心と

民の心とは風に動かされる林の木のように動揺した。 3

その時、主はイザヤに言われた、「今、あなたとあなた

の子シャル・ヤシュブと共に出て行って、布さらしの野

へ行く大路に沿う上の池の水道の端でアハズに会い、 4

彼に言いなさい、『気をつけて、静かにし、恐れてはな

らない。レヂンとスリヤおよびレマリヤの子が激しく怒

っても、これら二つの燃え残りのくすぶっている切り株

のゆえに心を弱くしてはならない。 5スリヤはエフライ

ムおよびレマリヤの子と共にあなたにむかって悪い事を

企てて言う、 6「われわれはユダに攻め上って、これを

脅し、われわれのためにこれを破り取り、タビエルの子

をそこの王にしよう」と。 7主なる神はこう言われる、

この事は決して行われない、また起ることはない。 8ス

リヤのかしらはダマスコ、ダマスコのかしらはレヂンで

ある。（六十五年のうちにエフライムは敗れて、国をな

さないようになる。） 9エフライムのかしらはサマリヤ

、サマリヤのかしらはレマリヤの子である。もしあなた

がたが信じないならば、立つことはできない』」。 10主

は再びアハズに告げて言われた、 11「あなたの神、主に

一つのしるしを求めよ、陰府のように深い所に、あるい

は天のように高い所に求めよ」。 (Sheol h7585) 12しかしア

ハズは言った、「わたしはそれを求めて、主を試みるこ

とをいたしません」。 13そこでイザヤは言った、「ダビ

デの家よ、聞け。あなたがたは人を煩わすことを小さい

事とし、またわが神をも煩わそうとするのか。 14それゆ

え、主はみずから一つのしるしをあなたがたに与えられ

る。見よ、おとめがみごもって男の子を産む。その名は

インマヌエルととなえられる。 15その子が悪を捨て、善

を選ぶことを知るころになって、凝乳と、蜂蜜とを食べ

る。 16それはこの子が悪を捨て、善を選ぶことを知る前

に、あなたが恐れているふたりの王の地は捨てられるか

らである。 17主はエフライムがユダから分れた時からこ

のかた、臨んだことのないような日をあなたと、あなた

の民と、あなたの父の家とに臨ませられる。それはアッ

スリヤの王である」。 18その日、主はエジプトの川々の

源にいる、はえを招き、アッスリヤの地にいる蜂を呼ば

れる。 19彼らはみな来て、険しい谷、岩の裂け目、すべ

てのいばら、すべての牧場の上にとどまる。 20その日、

主は大川の向こうから雇ったかみそり、すなわちアッス

リヤの王をもって、頭と足の毛とをそり、また、ひげを

も除き去られる。 21その日、人は若い雌牛一頭と羊二頭

を飼い、 22それから出る乳が多いので、凝乳を食べるこ

とができ、すべて国のうちに残された者は凝乳と、蜂蜜

とを食べることができる。 23その日、銀一千シケルの価

ある千株のぶどうの木のあった所も、ことごとくいばら

と、おどろの生える所となり、 24いばらと、おどろとが
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地にはびこるために、人々は弓と矢をもってそこへ行く

。 25くわをもって掘り耕したすべての山々にも、あなた

は、いばらと、おどろとを恐れて、そこへ行くことがで

きない。その地はただ牛を放ち、羊の踏むところとなる

。

8主はわたしに言われた、「一枚の大きな札を取って、
その上に普通の文字で、『マヘル・シャラル・ハシ・

バズ』と書きなさい」。 2そこで、わたしは確かな証人

として、祭司ウリヤおよびエベレキヤの子ゼカリヤを立

てた。 3わたしが預言者の妻に近づくと、彼女はみごも

って男の子を産んだ。その時、主はわたしに言われた、

「その名をマヘル・シャラル・ハシ・バズと呼びなさい

。 4それはこの子がまだ『おとうさん、おかあさん』と

呼ぶことを知らないうちに、ダマスコの富と、サマリヤ

のぶんどり品とが、アッスリヤ王の前に奪い去られるか

らである」。 5主はまた重ねてわたしに言われた、 6「

この民はゆるやかに流れるシロアの水を捨てて、レヂン

とレマリヤの子の前に恐れくじける。 7それゆえ見よ、

主は勢いたけく、みなぎりわたる大川の水を彼らにむか

ってせき入れられる。これはアッスリヤの王と、そのも

ろもろの威勢とであって、そのすべての支流にはびこり

、すべての岸を越え、 8ユダに流れ入り、あふれみなぎ

って、首にまで及ぶ。インマヌエルよ、その広げた翼は

あまねく、あなたの国に満ちわたる」。 9もろもろの民

よ、打ち破られて、驚きあわてよ。遠き国々のものよ、

耳を傾けよ。腰に帯して、驚きあわてよ。腰に帯して、

驚きあわてよ。 10ともに計れ、しかし、成らない。言葉

を出せ、しかし、行われない。神がわれわれと共におら

れるからである。 11主は強いみ手をもって、わたしを捕

え、わたしに語り、この民の道に歩まないように、さと

して言われた、 12「この民がすべて陰謀ととなえるもの

を陰謀ととなえてはならない。彼らの恐れるものを恐れ

てはならない。またおののいてはならない。 13あなたが

たは、ただ万軍の主を聖として、彼をかしこみ、彼を恐

れなければならない。 14主はイスラエルの二つの家には

聖所となり、またさまたげの石、つまずきの岩となり、

エルサレムの住民には網となり、わなとなる。 15多くの

者はこれにつまずき、かつ倒れ、破られ、わなにかけら

れ、捕えられる」。 16わたしは、あかしを一つにまとめ

、教をわが弟子たちのうちに封じておこう。 17主はいま

、ヤコブの家に、み顔をかくしておられるとはいえ、わ

たしはその主を待ち、主を望みまつる。 18見よ、わたし

と、主のわたしに賜わった子たちとは、シオンの山にい

ます万軍の主から与えられたイスラエルのしるしであり

、前ぶれである。 19人々があなたがたにむかって「さえ

ずるように、ささやくように語る巫子および魔術者に求

めよ」という時、民は自分たちの神に求むべきではない

か。生ける者のために死んだ者に求めるであろうか。 20

ただ教とあかしとに求めよ。まことに彼らはこの言葉に

よって語るが、そこには夜明けがない。 21彼らはしえた

げられ、飢えて国の中を経あるく。その飢えるとき怒り

を放ち、自分たちの王、自分たちの神をのろい、かつそ

の顔を天に向ける。 22また地を見ると、見よ、悩みと暗

きと、苦しみのやみとがあり、彼らは暗黒に追いやられ

る。

9しかし、苦しみにあった地にも、やみがなくなる。さ
きにはゼブルンの地、ナフタリの地にはずかしめを与

えられたが、後には海に至る道、ヨルダンの向こうの地

、異邦人のガリラヤに光栄を与えられる。 2暗やみの中

に歩んでいた民は大いなる光を見た。暗黒の地に住んで

いた人々の上に光が照った。 3あなたが国民を増し、そ

の喜びを大きくされたので、彼らは刈入れ時に喜ぶよう

に、獲物を分かつ時に楽しむように、あなたの前に喜ん

だ。 4これはあなたが彼らの負っているくびきと、その

肩のつえと、しえたげる者のむちとを、ミデアンの日に

なされたように折られたからだ。 5すべて戦場で、歩兵

のはいたくつと、血にまみれた衣とは、火の燃えくさと

なって焼かれる。 6ひとりのみどりごがわれわれのため

に生れた、ひとりの男の子がわれわれに与えられた。ま

つりごとはその肩にあり、その名は、「霊妙なる議士、

大能の神、とこしえの父、平和の君」ととなえられる。

7そのまつりごとと平和とは、増し加わって限りなく、

ダビデの位に座して、その国を治め、今より後、とこし

えに公平と正義とをもってこれを立て、これを保たれる

。万軍の主の熱心がこれをなされるのである。 8主はひ

と言をヤコブにおくり、これをイスラエルの上にくださ

れる。 9すべてこの民、エフライムとサマリヤに住む者

とは知るであろう。彼らは高ぶり、心おごって言う、 10

「かわらがくずれても、われわれは切り石をもって建て

よう。くわの木が切り倒されても、われわれは香柏をも

ってこれにかえよう」と。 11それゆえ、主は敵を起して

彼らを攻めさせ、そのあだを奮い立たせられる。 12東に

スリヤびとあり、西にペリシテびとあり、彼らは大口を

あけてイスラエルを食い尽す。それでも主の怒りはやま

ず、なおも、そのみ手を伸ばされる。 13しかもなお、こ

の民は自分たちを撃った者に帰らず、万軍の主を求めな

い。 14それゆえ、主はイスラエルから頭と尾と、しゅろ

の枝と葦とを一日のうちに断ち切られる。 15その頭とは

、長老と尊き人、その尾とは、偽りを教える預言者であ

る。 16この民を導く者は、これを迷わせ、彼らに導かれ

る者は、のみ尽される。 17それゆえ、主はその若き人々

を喜ばれず、そのみなしごと寡婦とをあわれまれない。

彼らはみな、不信仰であって、悪を行う者、すべての口

は愚かな事を語るからである。それでも主の怒りはやま

ず、なおも、そのみ手を伸ばされる。 18悪は火のように

燃え、いばらと、おどろとを食い尽し、茂りあう林を焼

き、煙の柱となって巻きあがる。 19万軍の主の怒りによ

って地は焼け、その民は火の燃えくさのようになり、だ

れもその兄弟をあわれむ者がない。 20彼らは右手につか

んでも、なお飢え、左手で食べても飽くことがない。お

のおのその隣り人の肉を食う。 21マナセはエフライムを

、エフライムはマナセを食い、彼らは共にユダを攻める

。それでも主の怒りはやまず、なおも、そのみ手を伸ば

される。

10わざわいなるかな、不義の判決を下す者、暴虐の宣
告を書きしるす者。 2彼らは乏しい者の訴えを引き

受けず、わが民のうちの貧しい者の権利をはぎ、寡婦の

資産を奪い、みなしごのものをかすめる。 3あなたがた

は刑罰の日がきたなら、何をしようとするのか。大風が

遠くから来るとき、何をしようとするのか。あなたがた

はのがれていって、だれに助けを求めようとするのか。

また、どこにあなたがたの富を残そうとするのか。 4た
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だ捕われた者の中にかがみ、殺された者の中に伏し倒れ

るのみだ。それでも主の怒りはやまず、なおも、そのみ

手を伸ばされる。 5ああ、アッスリヤはわが怒りのつえ

、わが憤りのむちだ。 6わたしは彼をつかわして不信の

国を攻め、彼に命じてわが怒りの民を攻め、かすめ奪わ

せ、彼らをちまたの泥のように踏みにじらせる。 7しか

し彼はそのようには思わず、その心もそのようには考え

ず、かえってその心は滅ぼすことを思い、あまたの国々

を倒そうとする。 8彼は言う、「わが諸侯はみな王では

ないか。 9カルノはカルケミシのようではないか。ハマ

テはアルパデのようではないか。サマリヤはダマスコの

ようではないか。 10わが手は偶像に仕える国々に伸びた

。その彫った像はエルサレムおよびサマリヤのものにま

さっていた。 11わたしはサマリヤとその偶像に行ったよ

うに、エルサレムとその偶像に行わぬであろうか」。 12

主がシオンの山とエルサレムとになそうとすることを、

ことごとくなし遂げられた時、主はアッスリヤ王の無礼

な言葉と、その高ぶりとを罰せられる。 13彼は言う、「

わが手の力により、またわが知恵によって、わたしはこ

れをなした。わたしは賢いからである。わたしはもろも

ろの民の境を除き、その財宝を奪った。またわたしは雄

牛のように、位に座する者を引きおろした。 14わが手は

巣を取るように、もろもろの民の富を得た。またわたし

は人々が捨てられた卵を集めるように、全地を取り集め

た。あるいは翼を動かし、あるいは口を開き、あるいは

ぺちゃくちゃ言う者もなかった」。 15おのは、それを用

いて切る者にむかって、自分を誇ることができようか。

のこぎりは、それを動かす者にむかって、みずから高ぶ

ることができようか。これはあたかも、むちが自分をあ

げる者を動かし、つえが木でない者をあげようとするの

に等しい。 16それゆえ、主、万軍の主は、その肥えた勇

士の中に病気を送って衰えさせ、その栄光の下に火の燃

えるような炎を燃やされる。 17イスラエルの光は火とな

り、その聖者は炎となり、そのいばらと、おどろとを一

日のうちに焼き滅ぼす。 18また、その林と土肥えた田畑

の栄えを、魂も、からだも二つながら滅ぼし、病める者

のやせ衰える時のようにされる。 19その林の木の残りの

ものはわずかであって、わらべもそれを書きとめること

ができる。 20その日にはイスラエルの残りの者と、ヤコ

ブの家の生き残った者とは、もはや自分たちを撃った者

にたよらず、真心をもってイスラエルの聖者、主にたよ

り、 21残りの者、すなわちヤコブの残りの者は大能の神

に帰る。 22あなたの民イスラエルは海の砂のようであっ

ても、そのうちの残りの者だけが帰って来る。滅びはす

でに定まり、義であふれている。 23主、万軍の主は定め

られた滅びを全地に行われる。 24それゆえ、主、万軍の

主はこう言われる、「シオンに住むわが民よ、アッスリ

ヤびとが、エジプトびとがしたように、むちをもってあ

なたを打ち、つえをあげてあなたをせめても、彼らを恐

れてはならない。 25ただしばらくして、わが憤りはやみ

、わが怒りは彼らを滅ぼすからである。 26万軍の主は、

むかしミデアンびとをオレブの岩で撃たれた時のように

、彼らにむかって、むちをふるわれる。またそのつえを

海の上にのばし、エジプトでなされたように、それをあ

げられる。 27その日には、彼の重荷はあなたの肩からお

り、彼のくびきはあなたの首から離れる」。彼はリンモ

ンから上り、 28アイアテにきたり、ミグロンを過ぎ、ミ

クマシでその行李をとどめ、 29渡しを過ぎて、ゲバに宿

る。ラマはおののき、サウルのギベアは逃げ去った。 30

ガリムの娘よ、声をあげて叫べ。ライシよ、耳を傾けよ

。アナトテよ、彼に答えよ。 31マデメナは逃げ去り、ゲ

ビムの民は隠れ場を求めた。 32この日彼はノブに立ちと

どまり、シオンの娘の山、エルサレムの丘にむかって、

その手を振る。 33見よ、主、万軍の主は、恐ろしい力を

もって枝を切りおろされる。たけの高いものも切り落さ

れ、そびえ立つものは低くされる。 34主はおのをもって

茂りあう林を切られる。みごとな木の茂るレバノンも倒

される。

11エッサイの株から一つの芽が出、その根から一つの
若枝が生えて実を結び、 2その上に主の霊がとどま

る。これは知恵と悟りの霊、深慮と才能の霊、主を知る

知識と主を恐れる霊である。 3彼は主を恐れることを楽

しみとし、その目の見るところによって、さばきをなさ

ず、その耳の聞くところによって、定めをなさず、 4正

義をもって貧しい者をさばき、公平をもって国のうちの

柔和な者のために定めをなし、その口のむちをもって国

を撃ち、そのくちびるの息をもって悪しき者を殺す。 5

正義はその腰の帯となり、忠信はその身の帯となる。 6

おおかみは小羊と共にやどり、ひょうは子やぎと共に伏

し、子牛、若じし、肥えたる家畜は共にいて、小さいわ

らべに導かれ、 7雌牛と熊とは食い物を共にし、牛の子

と熊の子と共に伏し、ししは牛のようにわらを食い、 8

乳のみ子は毒蛇のほらに戯れ、乳離れの子は手をまむし

の穴に入れる。 9彼らはわが聖なる山のどこにおいても

、そこなうことなく、やぶることがない。水が海をおお

っているように、主を知る知識が地に満ちるからである

。 10その日、エッサイの根が立って、もろもろの民の旗

となり、もろもろの国びとはこれに尋ね求め、その置か

れる所に栄光がある。 11その日、主は再び手を伸べて、

その民の残れる者をアッスリヤ、エジプト、パテロス、

エチオピヤ、エラム、シナル、ハマテおよび海沿いの国

々からあがなわれる。 12主は国々のために旗をあげて、

イスラエルの追いやられた者を集め、ユダの散らされた

者を地の四方から集められる。 13エフライムのねたみは

うせ、ユダを悩ます者は断たれ、エフライムはユダをね

たまず、ユダはエフライムを悩ますことはない。 14しか

し彼らは西の方ペリシテびとの肩に襲いかかり、相共に

東の民をかすめ、その手をエドムおよびモアブに伸べ、

アンモンの人々をおのれに従わせる。 15主はエジプトの

海の舌をからし、川の上に手を振って熱い風を吹かせ、

その川を打って七つの川となし、くつをぬらさないで渡

らせられる。 16その民の残れる者のためにアッスリヤか

らの大路があり、昔イスラエルがエジプトの国から上っ

てきた時にあったようになる。

12その日あなたは言う、「主よ、わたしはあなたに感
謝します。あなたは、さきにわたしにむかって怒ら

れたが、その怒りはやんで、わたしを慰められたからで

す。 2見よ、神はわが救である。わたしは信頼して恐れ

ることはない。主なる神はわが力、わが歌であり、わが

救となられたからである」。 3あなたがたは喜びをもっ

て、救の井戸から水をくむ。 4その日、あなたがたは言

う、「主に感謝せよ。そのみ名を呼べ。そのみわざをも

ろもろの民の中につたえよ。そのみ名のあがむべきこと

を語りつげよ。 5主をほめうたえ。主はそのみわざを、

みごとになし遂げられたから。これを全地に宣べ伝えよ
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。 6シオンに住む者よ、声をあげて、喜びうたえ。イス

ラエルの聖者はあなたがたのうちで大いなる者だから」

。

13アモツの子イザヤに示されたバビロンについての託
宣。 2あなたがたは木のない山に旗を立て、声をあ

げて彼らを招き、手を振って彼らを貴族の門に、はいら

せよ。 3わたしはわが怒りのさばきを行うために聖別し

た者どもに命じ、わが勇士、わが勝ち誇る者どもを招い

た。 4聞け、多くの民のような騒ぎ声が山々に聞える。

聞け、もろもろの国々、寄りつどえるもろもろの国民の

ざわめく声が聞える。これは万軍の主が戦いのために軍

勢を集められるのだ。 5彼らは遠い国から、天の果から

来る。これは、主とその憤りの器で、全地を滅ぼすため

に来るのだ。 6あなたがたは泣き叫べ。主の日が近づき

、滅びが全能者から来るからだ。 7それゆえ、すべての

手は弱り、すべての人の心は溶け去る。 8彼らは恐れお

ののき、苦しみと悩みに捕えられ、子を産まんとする女

のようにもだえ苦しみ、互に驚き、顔を見あわせ、その

顔は炎のようになる。 9見よ、主の日が来る。残忍で、

憤りと激しい怒りとをもってこの地を荒し、その中から

罪びとを断ち滅ぼすために来る。 10天の星とその星座と

はその光を放たず、太陽は出ても暗く、月はその光を輝

かさない。 11わたしはその悪のために世を罰し、その不

義のために悪い者を罰し、高ぶる者の誇をとどめ、あら

ぶる者の高慢を低くする。 12わたしは人を精金よりも、

オフルのこがねよりも少なくする。 13それゆえ、万軍の

主の憤りにより、その激しい怒りの日に、天は震い、地

は揺り動いて、その所をはなれる。 14彼らは追われた、

かもしかのように、あるいは集める者のない羊のように

なって、おのおの自分の民に帰り、自分の国に逃げて行

く。 15すべて見いだされる者は刺され、すべて捕えられ

る者はつるぎによって倒され、 16彼らのみどりごはその

目の前で投げ砕かれ、その家はかすめ奪われ、その妻は

汚される。 17見よ、わたしは、しろがねをも顧みず、こ

がねをも喜ばないメデアびとを起して、彼らにむかわせ

る。 18彼らの弓は若い者を射殺し、腹の実をあわれむこ

となく、幼な子を見て、惜しむことがない。 19国々の誉

であり、カルデヤびとの誇である麗しいバビロンは、神

に滅ぼされたソドム、ゴモラのようになる。 20ここには

ながく住む者が絶え、世々にいたるまで住みつく者がな

く、アラビヤびともそこに天幕を張らず、羊飼もそこに

群れを伏させることがない。 21ただ、野の獣がそこに伏

し、ほえる獣がその家に満ち、だちょうがそこに住み、

鬼神がそこに踊る。 22ハイエナはその城の中で鳴き、山

犬は楽しい宮殿でほえる。その時の来るのは近い、その

日は延びることがない。

14主はヤコブをあわれみ、イスラエルを再び選んで、
これをおのれの地に置かれる。異邦人はこれに加わ

って、ヤコブの家に結びつらなり、 2もろもろの民は彼

らを連れてその所に導いて来る。そしてイスラエルの家

は、主の地で彼らを男女の奴隷とし、さきに自分たちを

捕虜にした者を捕虜にし、自分たちをしえたげた者を治

める。 3主があなたの苦労と不安とを除き、またあなた

が服した苦役を除いて、安息をお与えになるとき、 4あ

なたはこのあざけりの歌をとなえ、バビロンの王をのの

しって言う、「あの、しえたげる者は全く絶えてしまっ

た。あの、おごる者は全く絶えてしまった。 5主は悪い

者のつえと、つかさびとの笏を折られた。 6彼らは憤り

をもってもろもろの民を絶えず撃っては打ち、怒りをも

ってもろもろの国を治めても、そのしえたげをとどめる

者がなかった。 7全地はやすみを得、穏やかになり、こ

とごとく声をあげて歌う。 8いとすぎおよびレバノンの

香柏でさえもあなたのゆえに喜んで言う、『あなたはす

でに倒れたので、もはや、きこりが上ってきて、われわ

れを攻めることはない』。 9下の陰府はあなたのために

動いて、あなたの来るのを迎え、地のもろもろの指導者

たちの亡霊をあなたのために起し、国々のもろもろの王

をその王座から立ちあがらせる。 (Sheol h7585) 10彼らは皆

あなたに告げて言う、『あなたもまたわれわれのように

弱くなった、あなたもわれわれと同じようになった』。

11あなたの栄華とあなたの琴の音は陰府に落ちてしまっ

た。うじはあなたの下に敷かれ、みみずはあなたをおお

っている。 (Sheol h7585) 12黎明の子、明けの明星よ、あな

たは天から落ちてしまった。もろもろの国を倒した者よ

、あなたは切られて地に倒れてしまった。 13あなたはさ

きに心のうちに言った、『わたしは天にのぼり、わたし

の王座を高く神の星の上におき、北の果なる集会の山に

座し、 14雲のいただきにのぼり、いと高き者のようにな

ろう』。 15しかしあなたは陰府に落され、穴の奥底に入

れられる。 (Sheol h7585) 16あなたを見る者はつくづくあな

たを見、あなたに目をとめて言う、『この人は地を震わ

せ、国々を動かし、 17世界を荒野のようにし、その都市

をこわし、捕えた者をその家に解き帰さなかった者であ

るのか』。 18もろもろの国の王たちは皆尊いさまで、自

分の墓に眠る。 19しかしあなたは忌みきらわれる月足ら

ぬ子のように墓のそとに捨てられ、つるぎで刺し殺され

た者でおおわれ、踏みつけられる死体のように穴の石に

下る。 20あなたは自分の国を滅ぼし、自分の民を殺した

ために、彼らと共に葬られることはない。どうか、悪を

行う者の子孫はとこしえに名を呼ばれることのないよう

に。 21先祖のよこしまのゆえに、その子孫のためにほふ

り場を備えよ。これは彼らが起って地を取り、世界のお

もてに町々を満たすことのないためである」。 22万軍の

主は言われる、「わたしは立って彼らを攻め、バビロン

からその名と、残れる者、その子と孫とを断ち滅ぼす、

と主は言う。 23わたしはこれをはりねずみのすみかとし

、水の池とし、滅びのほうきをもって、これを払い除く

、と万軍の主は言う」。 24万軍の主は誓って言われる、

「わたしが思ったように必ず成り、わたしが定めたよう

に必ず立つ。 25わたしはアッスリヤびとをわが地で打ち

破り、わが山々で彼を踏みにじる。こうして彼が置いた

くびきはイスラエルびとから離れ、彼が負わせた重荷は

イスラエルびとの肩から離れる」。 26これは全地につい

て定められた計画である。これは国々の上に伸ばされた

手である。 27万軍の主が定められるとき、だれがそれを

取り消すことができるのか。その手を伸ばされるとき、

だれがそれを引きもどすことができるのか。 28アハズ王

の死んだ年にこの託宣があった、 29「ペリシテの全地よ

、あなたを打ったむちが折られたことを喜んではならな

い。へびの根からまむしが出、その実は飛びかけるへび

となるからだ。 30いと貧しい者は食を得、乏しい者は安

らかに伏す。しかし、わたしはききんをもってあなたの

子孫を殺し、あなたの残れる者を滅ぼす。 31門よ、泣き

わめけ。町よ、叫べ。ペリシテの全地よ、恐れのあまり

消えうせよ、北から煙が来るからだ。その隊列からは、
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ひとりも脱落する者はない」。 32その国の使者たちにな

んと答えようか。「主はシオンの基をおかれた、その民

の苦しむ者はこの中に避け所を得る」と答えよ。

15モアブについての託宣。アルは一夜のうちに荒され
て、モアブは滅びうせ、キルは一夜のうちに荒され

て、モアブは滅びうせた。 2デボンの娘は高き所にのぼ

って泣き、モアブはネボとメデバの上で嘆き叫ぶ。おの

おのその頭をかぶろにし、そのひげをことごとくそった

。 3彼らはそのちまたで荒布をまとい、その屋根または

広場で、みな泣き叫び、涙に浸る。 4ヘシボンとエレア

レとは叫び、その声はヤハズまで聞える。それゆえ、モ

アブの兵士は声をあげ、その魂はおののく。 5わが心は

モアブのために叫び呼ばわる。その落人はゾアルおよび

エグラテ・シリシヤにのがれ、泣きながらルヒテの坂を

のぼり、ホロナイムの道で滅びの叫びをあげる。 6ニム

リムの水はかわき、草は枯れ、苗は消えて、青い物はな

い。 7それゆえ、彼らはその得た富と、そのたくわえた

物とを携えて、柳の川をわたる。 8その叫びの声はモア

ブの境をめぐり、その嘆きの声はエグライムにいたり、

またその嘆きの声はベエル・エリムにいたる。 9デボン

の水は血で満ちる。わたしはデボンの上にさらに災を加

え、モアブののがれた者とこの地の残った者とに、しし

を送る。

16彼らはセラから荒野の道によって小羊をシオンの娘
の山に送り、国のつかさに納めた。 2モアブの娘ら

はアルノンの渡しで、さまよう鳥のように、巣を追われ

たひなのようである。 3「相はかって、事を定めよ。真

昼の中でも、あなたの陰を夜のようにし、さすらい人を

隠し、のがれて来た者をわたさず、 4モアブのさすらい

人を、あなたのうちにやどらせ、彼らの避け所となって

、滅ぼす者からのがれさせよ。しえたげる者がなくなり

、滅ぼす者が絶え、踏みにじる者が地から断たれたとき

、 5一つの玉座がいつくしみによって堅く立てられ、ダ

ビデの幕屋にあって、さばきをなし、公平を求め、正義

を行うに、すみやかなる者が真実をもってその上に座す

る」。 6われわれはモアブの高ぶりのことを聞いた、そ

の高ぶることは、はなはだしい。われわれはその誇と、

高ぶりと、そのおごりとのことを聞いた、その自慢は偽

りである。 7それゆえ、モアブは泣き叫べ、民はみなモ

アブのために泣き叫べ。全く撃ちのめされて、キルハレ

セテの干ぶどうのために嘆け。 8ヘシボンの畑と、シブ

マのぶどうの木とは、しぼみ衰えた。国々のもろもろの

主が、その枝を打ち落したからである。その枝はさきに

はヤゼルまでいたり、荒野にまではびこり、そのつるは

広がって海を越えた。 9それゆえ、わたしはヤゼルと共

に、シブマのぶどうの木のために泣く。ヘシボンよ、エ

レアレよ、わたしは涙をもってあなたを浸す。ときの声

が、あなたの果実と、あなたの収穫の上にふりかかって

きたからである。 10喜びと楽しみとは土肥えた畑から取

り去られ、ぶどう畑には歌うことなく、喜び呼ばわるこ

となく、酒ぶねを踏んで酒を絞る者なく、ぶどうの収穫

を喜ぶ声はやんだ。 11それゆえ、わが魂はモアブのため

に、わが心はキルハレスのために、琴のように鳴りひび

く。 12モアブが高き所に出て、おのれを疲れさせ、また

その聖所にきて祈っても、効果はない。 13これは主がさ

きにモアブについて語られたみ言葉である。 14しかし今

、主は語って言われる、「モアブの栄えはその大いなる

群衆にもかかわらず、雇人の年期とひとしく三年のうち

に、はずかしめを受け、残れる者はまことに少なく、力

がない」。

17ダマスコについての託宣。見よ、ダマスコは町の姿
を失って、荒塚となる。 2その町々はとこしえに捨

てられ、家畜の群れの住む所となって、伏しやすむが、

これを脅かす者はない。 3エフライムのとりではすたり

、ダマスコの主権はやみ、スリヤの残れる者は、イスラ

エルの子らの栄光のように消えうせると万軍の主は言わ

れる。 4その日、ヤコブの栄えは衰え、その肥えたる肉

はやせ、 5あたかも刈入れ人がまだ刈らない麦を集め、

かいなをもって穂を刈り取ったあとのように、レパイム

の谷で穂を拾い集めたあとのようになる。 6オリブの木

を打つとき、二つ三つの実をこずえに残し、あるいは四

つ五つをみのり多き木の枝に残すように、とり残される

ものがあるとイスラエルの神、主は言われる。 7その日

、人々はその造り主を仰ぎのぞみ、イスラエルの聖者に

目をとめ、 8おのれの手のわざである祭壇を仰ぎのぞま

ず、おのれの指が造ったアシラ像と香の祭壇とに目をと

めない。 9その日、彼らの堅固な町々は昔イスラエルの

子らのゆえに捨て去られたヒビびとおよびアモリびとの

荒れ跡のように荒れ地になる。 10これはあなたがたが自

分の救の神を忘れ、自分の避け所なる岩を心にとめなか

ったからだ。それゆえ、あなたがたは美しい植物を植え

、異なる神の切り枝をさし、 11その植えた日にこれを成

長させ、そのまいた朝にこれを花咲かせても、その収穫

は悲しみと、いやしがたい苦しみの日にとび去る。 12あ

あ、多くの民はなりどよめく、海のなりどよめくように

、彼らはなりどよめく。ああ、もろもろの国はなりとど

ろく、大水のなりとどろくように、彼らはなりとどろく

。 13もろもろの国は多くの水のなりとどろくように、な

りとどろく。しかし、神は彼らを懲しめられる。彼らは

遠くのがれて、風に吹き去られる山の上のもみがらのよ

うに、また暴風にうず巻くちりのように追いやられる。

14夕暮には、見よ、恐れがある。まだ夜の明けないうち

に彼らはうせた。これはわれわれをかすめる者の受くべ

き分、われわれを奪う者の引くべきくじである。

18ああ、エチオピヤの川々のかなたなるぶんぶんと羽
音のする国、 2この国は葦の船を水にうかべ、ナイ

ル川によって使者をつかわす。とく走る使者よ、行け。

川々の分れる国の、たけ高く、膚のなめらかな民、遠近

に恐れられる民、力強く、戦いに勝つ民へ行け。 3すべ

て世におるもの、地に住むものよ、山の上に旗の立つと

きは見よ、ラッパの鳴りひびくときは聞け。 4主はわた

しにこう言われた、「晴れわたった日光の熱のように、

刈入れの熱むして露の多い雲のように、わたしは静かに

わたしのすまいから、ながめよう」。 5刈入れの前、花

は過ぎてその花がぶどうとなって熟すとき、彼はかまを

もって、つるを刈り、枝を切り去る。 6彼らはみな山の

猛禽と、地の獣とに捨て置かれる。猛禽はその上で夏を

過ごし、地の獣はみなその上で冬を過ごす。 7その時、

川々の分れる国のたけ高く、膚のなめらかな民、遠くの

者にも近くの者にも恐れられる民、力強く、戦いに勝つ

民から万軍の主にささげる贈り物を携えて、万軍の主の

み名のある所、シオンの山に来る。
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19エジプトについての託宣。見よ、主は速い雲に乗っ
て、エジプトに来られる。エジプトのもろもろの偶

像は、み前に震えおののき、エジプトびとの心は彼らの

うちに溶け去る。 2わたしはエジプトびとを奮いたたせ

て、エジプトびとに逆らわせる。彼らはおのおのその兄

弟に敵して戦い、おのおのその隣に敵し、町は町を攻め

、国は国を攻める。 3エジプトびとの魂は、彼らのうち

にうせて、むなしくなる。わたしはその計りごとを破る

。彼らは偶像および魔術師、巫子および魔法使に尋ね求

める。 4わたしはエジプトびとをきびしい主人の手に渡

す、荒々しい王が彼らを治めると、主、万軍の主は言わ

れる。 5ナイルの水はつき、川はかれてかわく。 6また

その運河は臭いにおいを放ち、エジプトのナイルの支流

はややに減ってかわき、葦とよしとは枯れはてる。 7ナ

イルのほとり、ナイルの岸には裸の所があり、ナイルの

ほとりにまいた物はことごとく枯れ、散らされて、うせ

去る。 8漁夫は嘆き、すべてナイルにつりをたれる者は

悲しみ、網を水のおもてにうつ者は衰える。 9練った麻

で物を造る者と、白布を織る者は恥じる。 10国の柱たる

者は砕かれ、すべて雇われて働く者は嘆き悲しむ。 11ゾ

アンの君たちは全く愚かであり、パロの賢い議官らは愚

かな計りごとをなす。あなたがたはどうしてパロにむか

って「わたしは賢い者の子、いにしえの王の子です」と

言うことができようか。 12あなたの賢い者はどこにおる

か。彼らをして、万軍の主がエジプトについて定められ

たことをあなたに告げ知らしめよ。 13ゾアンの君たちは

愚かとなり、メンピスの君たちは欺かれ、エジプトのも

ろもろの部族の隅の石たる彼らは、かえってエジプトを

迷わせた。 14主は曲った心を彼らのうちに混ぜられた。

彼らはエジプトをして、すべてその行うことに迷わせ、

あたかも酔った人の物吐くときによろめくようにさせた

。 15エジプトに対しては、頭あるいは尾、しゅろの枝あ

るいは葦が共になしうるわざはない。 16その日、エジプ

トびとは女のようになり、万軍の主の彼らの上に振り動

かされるみ手の前に恐れおののく。 17ユダの地は、エジ

プトびとに恐れられ、ユダについて語り告げることを聞

くエジプトびとはみな、万軍の主がエジプトびとにむか

って定められた計りごとのゆえに恐れる。 18その日、エ

ジプトの地にカナンの国ことばを語り、また万軍の主に

誓いを立てる五つの町があり、その中の一つは太陽の町

ととなえられる。 19その日、エジプトの国の中に主をま

つる一つの祭壇があり、その境に主をまつる一つの柱が

ある。 20これはエジプトの国で万軍の主に、しるしとな

り、あかしとなる。彼らがしえたげる者のゆえに、主に

叫び求めるとき、主は救う者をつかわして、彼らを守り

助けられる。 21主はご自分をエジプトびとに知らせられ

る。その日、エジプトびとは主を知り、犠牲と供え物と

をもって主に仕え、主に誓願をたててこれを果す。 22主

はエジプトを撃たれる。主はこれを撃たれるが、またい

やされる。それゆえ彼らは主に帰る。主は彼らの願いを

いれて、彼らをいやされる。 23その日、エジプトからア

ッスリヤに通う大路があって、アッスリヤびとはエジプ

トに、エジプトびとはアッスリヤに行き、エジプトびと

はアッスリヤびとと共に主に仕える。 24その日、イスラ

エルはエジプトとアッスリヤと共に三つ相並び、全地の

うちで祝福をうけるものとなる。 25万軍の主は、これを

祝福して言われる、「さいわいなるかな、わが民なるエ

ジプト、わが手のわざなるアッスリヤ、わが嗣業なるイ

スラエル」と。

20アッスリヤの王サルゴンからつかわされた最高司令
官がアシドドに来て、これを攻め、これを取った年

、 2その時に主はアモツの子イザヤによって語って言わ

れた、「さあ、あなたの腰から荒布を解き、足からくつ

を脱ぎなさい」。そこでイザヤはそのようにし、裸、は

だしで歩いた。 3主は言われた、「わがしもべイザヤは

三年の間、裸、はだしで歩き、エジプトとエチオピヤに

対するしるしとなり、前ぶれとなったが、 4このように

エジプトびとのとりことエチオピヤびとの捕われ人とは

、アッスリヤの王に引き行かれて、その若い者も老いた

者もみな裸、はだしで、しりをあらわし、エジプトの恥

を示す。 5彼らはその頼みとしたエチオピヤのゆえに、

その誇としたエジプトのゆえに恐れ、かつ恥じる。 6そ

の日には、この海べに住む民は言う、『見よ、われわれ

が頼みとした国、すなわちわれわれがのがれて行って助

けを求め、アッスリヤ王から救い出されようとした国は

すでにこのとおりである。われわれはどうしてのがれる

ことができようか』と。」

21海の荒野についての託宣。つむじ風がネゲブを吹き
過ぎるように、荒野から、恐るべき地から、来るも

のがある。 2わたしは一つのきびしい幻を示された。か

すめ奪う者はかすめ奪い、滅ぼす者は滅ぼす。エラムよ

、のぼれ、メデアよ、囲め。わたしはすべての嘆きをや

めさせる。 3それゆえ、わが腰は激しい痛みに満たされ

、出産に臨む女の苦しみのような苦しみがわたしを捕え

た。わたしは、かがんで聞くことができず、恐れおのの

いて見ることができない。 4わが心はみだれ惑い、わな

なき恐れること、はなはだしく、わたしのあこがれたた

そがれは変っておののきとなった。 5彼らは食卓を設け

、じゅうたんを敷いて食い飲みする。もろもろの君よ、

立って、盾に油をぬれ。 6主はわたしにこう言われた、

「行って、見張びとをおき、その見るところを告げさせ

よ。 7馬に乗って二列に並んだ者と、ろばに乗った者と

、らくだに乗った者とを彼が見るならば、耳を傾けてつ

まびらかに聞かせよ」。 8その時、見張びとは呼ばわっ

て言った、「主よ、わたしがひねもすやぐらに立ち、夜

もすがらわが見張所に立っていると、 9見よ、馬に乗っ

て二列に並んだ者がここに来ます」。彼は答えて言った

、「倒れた、バビロンは倒れた、その神々の像はことご

とく打ち砕かれて地に伏した」。 10ああ、踏みにじられ

たわが民、わが打ち場の子よ、イスラエルの神、万軍の

主からわたしが聞いたところのものをあなたがたに告げ

る。 11ドマについての託宣。セイルからわたしに呼ばわ

る者がある、「夜回りよ、今は夜のなんどきですか、夜

回りよ、今は夜のなんどきですか」。 12夜回りは言う、

「朝がきます、夜もまたきます。もしあなたがたが聞こ

うと思うならば聞きなさい、また来なさい」。 13アラビ

ヤについての託宣。デダンびとの隊商よ、あなたがたは

アラビヤの林にやどる。 14テマの地に住む民よ、水を携

えて、かわいた者を迎え、パンをもって、逃げのがれた

者を迎えよ。 15彼らはつるぎを避け、抜いたつるぎを避

け、張った弓を避け、また激しい戦いを避けて、逃げて

きたからである。 16主はわたしにこう言われた、「雇人

の年期のように一年以内にケダルのすべての栄華はつき
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はてる。 17ケダルの子らの勇士で、射手の残る者は少な

い」。これはイスラエルの神、主が語られたのである。

22幻の谷についての託宣。あなたがたはなぜ、みな屋
根にのぼったのか。 2叫び声で満ちている者、騒が

しい都、喜びに酔っている町よ。あなたのうちの殺され

た者はつるぎで殺されたのではなく、また戦いに倒れた

のでもない。 3あなたのつかさたちは皆共にのがれて行

ったが、弓を捨てて捕えられた。彼らは遠く逃げて行っ

たが、あなたのうちの見つかった者はみな捕えられた。

4それゆえ、わたしは言った、「わたしを顧みてくれる

な、わたしはいたく泣き悲しむ。わが民の娘の滅びのた

めに、わたしを慰めようと努めてはならない」。 5万軍

の神、主は幻の谷に騒ぎと、踏みにじりと、混乱の日を

こさせられる。城壁はくずれ落ち、叫び声は山に聞える

。 6エラムは箙を負い、戦車と騎兵とをもってきたり、

キルは盾をあらわした。 7あなたの最も美しい谷は戦車

で満ち、騎兵はもろもろの門にむかって立った。 8ユダ

を守るおおいは取り除かれた。その日あなたは林の家の

武具を仰ぎ望んだ。 9またあなたがたはダビデの町の破

れの多いのを見、下の池の水を集め、 10エルサレムの家

を数え、またその家をこわして城壁を築き、 11一つの貯

水池を二つの城壁の間に造って古池の水をひいた。しか

しあなたがたはこの事をなされた者を仰ぎ望まず、この

事を昔から計画された者を顧みなかった。 12その日、万

軍の神、主は泣き悲しみ、頭をかぶろにし、荒布をまと

うことを命じられたが、 13見よ、あなたがたは喜び楽し

み、牛をほふり、羊を殺し、肉を食い、酒を飲んで言う

、「われわれは食い、かつ飲もう、明日は死ぬのだから

」。 14万軍の主はみずからわたしの耳に示された、「ま

ことに、この不義はあなたがたが死ぬまで、ゆるされる

ことはない」と万軍の神、主は言われる。 15万軍の神、

主はこう言われる、「さあ、王の家をつかさどるこの執

事セブナに行って言いなさい、 16『あなたはここになん

の係わりがありますか。あなたはだれの縁故でここに自

分のために墓を掘ったのですか。あなたは高い所に墓を

掘り、岩をうがって自分のためにすみかを造った。 17強

い人よ、見よ、主はあなたを激しくなげ倒される。主は

あなたを堅くつかまえ、 18ぐるぐるまわして、まりのよ

うに広々した地に投げられる。主人の家の恥となる者よ

、あなたはそこで死に、あなたの華麗な車はそこに残る

。 19わたしは、あなたをその職から追い、その地位から

引きおろす。 20その日、わたしは、わがしもべヒルキヤ

の子エリアキムを呼んで、 21あなたの衣を着せ、あなた

の帯をしめさせ、あなたの権力を彼の手にゆだねる。彼

はエルサレムの民とユダの家との父となる。 22わたしは

またダビデの家のかぎを彼の肩に置く。彼が開けば閉じ

る者なく、彼が閉じれば開く者はない。 23わたしは彼を

堅い所に打ったくぎのようにする。そして彼はその父の

家の誉の座となり、 24その父の家のすべての重さは彼の

上にかかる。すなわちその子、その孫およびすべての小

さい器、鉢からすべてのびんにいたるまでみな、彼の上

にかかる』」。 25万軍の主は言われる、「その日、堅い

所に打ったくぎは抜け、切られて落ちる。その上にかか

っている荷もまた取り去られる」と主は語られた。

23ツロについての託宣。タルシシのもろもろの船よ、
泣き叫べ、ツロは荒れすたれて、家なく、船泊まり

する港もないからだ。この事はクプロの地から彼らに告

げ知らせられる。 2海べに住む民よ、シドンの商人よ、

もだせ、あなたがたの使者は海を渡り、大いなる水の上

にあった。 3ツロの収入はシホルの穀物、ナイル川の収

穫であった。ツロはもろもろの国びとの商人であった。

4シドンよ、恥じよ、海は言った、海の城は言う、「わ

たしは苦しまず、また産まなかった。わたしは若い男子

を養わず、また処女を育てなかった」。 5この報道がエ

ジプトに達するとき、彼らはツロについての報道によっ

て、いたく苦しむ。 6タルシシに渡れ、海べに住む民よ

、泣き叫べ。 7これがその起源も古い町、自分の足で移

り、遠くにまで移住した町、あなたがたの喜び誇る町な

のか。 8ツロにむかってこれを定めたのはだれか。ツロ

は冠を授けた町、その商人は君たち、その貿易業者は地

の尊い人々であった。 9万軍の主はすべての栄光の誇を

汚し、地のすべての尊い者をはずかしめるためにこれを

定められたのだ。 10タルシシの娘よ、ナイル川のように

おのが地にあふれよ。もはや束縛するものはない。 11主

はその手を海の上に伸べて国々を震い動かされた。主は

カナンについて詔を出し、そのとりでをこわされた。 12

主は言われた、「しえたげられた処女シドンの娘よ、あ

なたはもはや喜ぶことはない。立って、クプロに渡れ、

そこでもあなたは安息を得ることはない」。 13カルデヤ

びとの国を見よ、アッスリヤではなく、この民がツロを

野の獣のすみかに定めた。彼らはやぐらを建て、もろも

ろの宮殿をこわして荒塚とした。 14タルシシのもろもろ

の船よ、泣き叫べ、あなたがたのとりでは荒れすたれた

から。 15その日、ツロはひとりの王のながらえる日と同

じく七十年の間忘れられ、七十年終って後、ツロは遊女

の歌のようになる、 16「忘れられた遊女よ、琴を執って

町を経めぐり、巧みに弾じ、多くの歌をうたって、人に

思い出されよ」。 17七十年終って後、主はツロを顧みら

れる。ツロは再び淫行の価を得て、地のおもてにある世

のすべての国々と姦淫を行い、 18その商品とその価とは

主にささげられる。これはたくわえられることなく、積

まれることなく、その商品は主の前に住む者のために豊

かな食物となり、みごとな衣服となる。

24見よ、主はこの地をむなしくし、これを荒れすたれ
させ、これをくつがえして、その民を散らされる。

2そして、その民も祭司もひとしく、しもべも主人もひ

としく、はしためも主婦もひとしく、買う者も売る者も

ひとしく、貸す者も借りる者もひとしく、債権者も債務

者もひとしく、この事にあう。 3地は全くむなしくされ

、全くかすめられる。主がこの言葉を告げられたからで

ある。 4地は悲しみ、衰え、世はしおれ、衰え、天も地

と共にしおれはてる。 5地はその住む民の下に汚された

。これは彼らが律法にそむき、定めを犯し、とこしえの

契約を破ったからだ。 6それゆえ、のろいは地をのみつ

くし、そこに住む者はその罪に苦しみ、また地の民は焼

かれて、わずかの者が残される。 7新しいぶどう酒は悲

しみ、ぶどうはしおれ、心の楽しい者もみな嘆く。 8鼓

の音は静まり、喜ぶ者の騒ぎはやみ、琴の音もまた静ま

った。 9彼らはもはや歌をうたって酒を飲まず、濃き酒

はこれを飲む者に苦くなる。 10混乱せる町は破られ、す

べての家は閉ざされて、はいることができない。 11ちま

たには酒の不足のために叫ぶ声があり、すべての喜びは

暗くなり、地の楽しみは追いやられた。 12町には荒れす

たれた所のみ残り、その門もこわされて破れた。 13地の
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うちで、もろもろの民のなかで残るものは、オリブの木

の打たれた後の実のように、ぶどうの収穫の終った後に

その採り残りを集めるときのようになる。 14彼らは声を

あげて喜び歌う。主の威光のゆえに、西から喜び呼ばわ

る。 15それゆえ、東で主をあがめ、海沿いの国々でイス

ラエルの神、主の名をあがめよ。 16われわれは地の果か

ら、さんびの歌を聞いた、「栄光は正しい者にある」と

。しかし、わたしは言う、「わたしはやせ衰える、わた

しはやせ衰える、わたしはわざわいだ。欺く者はあざむ

き、欺く者は、はなはだしくあざむく」。 17地に住む者

よ、恐れと、落し穴と、わなとはあなたの上にある。 18

恐れの声をのがれる者は落し穴に陥り、落し穴から出る

者はわなに捕えられる。天の窓は開け、地の基が震い動

くからである。 19地は全く砕け、地は裂け、地は激しく

震い、 20地は酔いどれのようによろめき、仮小屋のよう

にゆり動く。そのとがはその上に重く、ついに倒れて再

び起きあがることはない。 21その日、主は天において、

天の軍勢を罰し、地の上で、地のもろもろの王を罰せら

れる。 22彼らは囚人が土ろうの中に集められるように集

められて、獄屋の中に閉ざされ、多くの日を経て後、罰

せられる。 23こうして万軍の主がシオンの山およびエル

サレムで統べ治め、かつその長老たちの前にその栄光を

あらわされるので、月はあわて、日は恥じる。

25主よ、あなたはわが神、わたしはあなたをあがめ、
み名をほめたたえる。あなたはさきに驚くべきみわ

ざを行い、いにしえから定めた計画を真実をもって行わ

れたから。 2あなたは町を石塚とし、堅固な町を荒塚と

された。外国人のやかたは、もはや町ではなく、とこし

えに建てられることはない。 3それゆえ、強い民はあな

たを尊び、あらぶる国々の町はあなたを恐れる。 4あな

たは貧しい者のとりでとなり、乏しい者の悩みのときの

とりでとなり、あらしをさける避け所となり、熱さをさ

ける陰となられた。あらぶる者の及ぼす害は、石がきを

打つあらしのごとく、 5かわいた地の熱さのようだから

である。あなたは外国人の騒ぎをおさえ、雲が陰をもっ

て熱をとどめるようにあらぶる者の歌をとどめられる。

6万軍の主はこの山で、すべての民のために肥えたもの

をもって祝宴を設け、久しくたくわえたぶどう酒をもっ

て祝宴を設けられる。すなわち髄の多い肥えたものと、

よく澄んだ長くたくわえたぶどう酒をもって祝宴を設け

られる。 7また主はこの山で、すべての民のかぶってい

る顔おおいと、すべての国のおおっているおおい物とを

破られる。 8主はとこしえに死を滅ぼし、主なる神はす

べての顔から涙をぬぐい、その民のはずかしめを全地の

上から除かれる。これは主の語られたことである。 9そ

の日、人は言う、「見よ、これはわれわれの神である。

わたしたちは彼を待ち望んだ。彼はわたしたちを救われ

る。これは主である。わたしたちは彼を待ち望んだ。わ

たしたちはその救を喜び楽しもう」と。 10主の手はこの

山にとどまり、モアブは肥だめの中に踏まれるわらのよ

うに、おのれの所で踏みにじられる。 11彼はその中で泳

ぐ物が泳ごうとして手を伸ばすように、その手を伸ばす

。しかし主はその高ぶりを、その手の巧みなわざと共に

低くされる。 12その石がきの高い城郭を主は傾け倒し、

地に投げうって、ちりにかえされる。

26その日ユダの国で、この歌をうたう、「われわれは
堅固な町をもつ。主は救をその石がきとし、またと

りでとされる。 2門を開いて、信仰を守る正しい国民を

入れよ。 3あなたは全き平安をもってこころざしの堅固

なものを守られる。彼はあなたに信頼しているからであ

る。 4とこしえに主に信頼せよ、主なる神はとこしえの

岩だからである。 5主は高き所、そびえたつ町に住む者

をひきおろし、これを伏させ、これを地に伏させて、ち

りにかえされる。 6こうして足で踏まれ、貧しい者の足

で踏まれ、乏しい者はその上を歩む」。 7正しい者の道

は平らである。あなたは正しい者の道をなめらかにされ

る。 8主よ、あなたがさばきをなさる道で、われわれは

あなたを待ち望む。われわれの魂の慕うものは、あなた

の記念の名である。 9わが魂は夜あなたを慕い、わがう

ちなる霊は、せつにあなたを求める。あなたのさばきが

地に行われるとき、世に住む者は正義を学ぶからである

。 10悪しき者は恵まれても、なお正義を学ばず、正しい

地にあっても不義を行い、主の威光を仰ぐことをしない

。 11主よ、あなたのみ手が高くあがるけれども、彼らは

それを顧みない。どうか、あなたの、おのが民を救われ

る熱心を彼らに見させて、大いに恥じさせ、火をもって

あなたの敵を焼き滅ぼしてください。 12主よ、あなたは

われわれのために平和を設けられる。あなたはわれわれ

のためにわれわれのすべてのわざをなし遂げられた。 13

われわれの神、主よ、あなた以外のもろもろの主がわれ

われを治めた。しかし、われわれはただ、あなたの名の

みをあがめる。 14死んだ者はまた生きない。亡霊は生き

返らない。それで、あなたは彼らを罰して滅ぼし、彼ら

の思い出をことごとく消し去られた。 15主よ、あなたは

この国民を増し加えられた。あなたはこの国民を増し加

えられた。あなたは栄光をあらわされた。あなたは地の

境を四方に広げられた。 16主よ、彼らは悩みのとき、あ

なたに求めた。彼らがあなたの懲しめにあったとき、祈

をささげた。 17主よ、はらめる女の産むときが近づいて

苦しみ、その痛みによって叫ぶように、われわれはあな

たのゆえに、そのようであった。 18われわれは、はらみ

、苦しんだ。しかしわれわれの産んだものは風にすぎな

かった。われわれは救を地に施すこともせず、また世に

住む者を滅ぼすこともしなかった。 19あなたの死者は生

き、彼らのなきがらは起きる。ちりに伏す者よ、さめて

喜びうたえ。あなたの露は光の露であって、それを亡霊

の国の上に降らされるからである。 20さあ、わが民よ、

あなたのへやにはいり、あなたのうしろの戸を閉じて、

憤りの過ぎ去るまで、しばらく隠れよ。 21見よ、主はそ

のおられる所を出て、地に住む者の不義を罰せられる。

地はその上に流された血をあらわして、殺された者を、

もはやおおうことがない。

27その日、主は堅く大いなる強いつるぎで逃げるへび
レビヤタン、曲りくねるへびレビヤタンを罰し、ま

た海におる龍を殺される。 2その日「麗しきぶどう畑よ

、このことを歌え。 3主なるわたしはこれを守り、常に

水をそそぎ、夜も昼も守って、そこなう者のないように

する。 4わたしは憤らない。いばら、おどろがわたしと

戦うなら、わたしは進んでこれを攻め、皆もろともに焼

きつくす。 5それを望まないなら、わたしの保護にたよ

って、わたしと和らぎをなせ、わたしと和らぎをなせ」

。 6後になれば、ヤコブは根をはり、イスラエルは芽を
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出して花咲き、その実を全世界に満たす。 7主は彼らを

撃った者を撃たれたように彼らを撃たれたか。あるいは

彼らを殺した者が殺されたように彼らは殺されたか。 8

あなたは彼らと争って、彼らを追放された。主は東風の

日に、その激しい風をもって彼らを移しやられた。 9そ

れゆえ、ヤコブの不義はこれによって、あがなわれる。

これによって結ぶ実は彼の罪を除く。すなわち彼が祭壇

のすべての石を砕けた白堊のようにし、アシラ像と香の

祭壇とを再び建てないことである。 10堅固な町は荒れて

さびしく、捨て去られたすまいは荒野のようだ。子牛は

そこに草を食い、そこに伏して、その木の枝を裸にする

。 11その枝が枯れると、折り取られ、女が来てそれを燃

やす。これは無知の民だからである。それゆえ、彼らを

造られた主は彼らをあわれまれない。彼らを形造られた

主は、彼らを恵まれない。 12イスラエルの人々よ、その

日、主はユフラテ川からエジプトの川にいたるまで穀物

の穂を打ち落される。そしてあなたがたは、ひとりびと

り集められる。 13その日大いなるラッパが鳴りひびき、

アッスリヤの地にある失われた者と、エジプトの地に追

いやられた者とがきて、エルサレムの聖山で主を拝む。

28エフライムの酔いどれの誇る冠と、酒におぼれた者
の肥えた谷のかしらにあるしぼみゆく花の美しい飾

りは、わざわいだ。 2見よ、主はひとりの力ある強い者

を持っておられる。これはひょうをまじえた暴風のよう

に、破り、そこなう暴風雨のように、大水のあふれみな

ぎる暴風のように、それを激しく地に投げうつ。 3エフ

ライムの酔いどれの誇る冠は足で踏みにじられる。 4肥

えた谷のかしらにあるしぼみゆく花の美しい飾りは、夏

前に熟した初なりのいちじくのようだ。人がこれを見る

と、取るやいなや、食べてしまう。 5その日、万軍の主

はその民の残った者のために、栄えの冠となり、麗しい

冠となられる。 6また、さばきの席に座する者にはさば

きの霊となり、戦いを門まで追い返す者には力となられ

る。 7しかし、これらもまた酒のゆえによろめき、濃き

酒のゆえによろける。祭司と預言者とは濃き酒のゆえに

よろめき、酒のゆえに心みだれ、濃き酒のゆえによろけ

る。彼らは幻を見るときに誤り、さばきを行うときにつ

まづく。 8すべての食卓は吐いた物で満ち、清い所はな

い。 9「彼はだれに知識を教えようとするのか。だれに

おとずれを説きあかそうとするのか。乳をやめ、乳ぶさ

を離れた者にするのだろうか。 10それは教訓に教訓、教

訓に教訓、規則に規則、規則に規則。ここにも少し、そ

こにも少し教えるのだ」。 11否、むしろ主は異国のくち

びると、異国の舌とをもってこの民に語られる。 12主は

さきに彼らに言われた、「これが安息だ、疲れた者に安

息を与えよ。これが休息だ」と。しかし彼らは聞こうと

はしなかった。 13それゆえ、主の言葉は彼らに、教訓に

教訓、教訓に教訓、規則に規則、規則に規則、ここにも

少し、そこにも少しとなる。これは彼らが行って、うし

ろに倒れ、破られ、わなにかけられ、捕えられるためで

ある。 14それゆえ、エルサレムにあるこの民を治めるあ

ざける人々よ、主の言葉を聞け。 15あなたがたは言った

、「われわれは死と契約をなし、陰府と協定を結んだ。

みなぎりあふれる災の過ぎる時にも、それはわれわれに

来ない。われわれはうそを避け所となし、偽りをもって

身をかくしたからである」。 (Sheol h7585) 16それゆえ、主

なる神はこう言われる、「見よ、わたしはシオンに一つ

の石をすえて基とした。これは試みを経た石、堅くすえ

た尊い隅の石である。『信ずる者はあわてることはない

』。 17わたしは公平を、測りなわとし、正義を、下げ振

りとする。ひょうは偽りの避け所を滅ぼし、水は隠れ場

を押し倒す」。 18その時あなたがたが死とたてた契約は

取り消され、陰府と結んだ協定は行われない。みなぎり

あふれる災の過ぎるとき、あなたがたはこれによって打

ち倒される。 (Sheol h7585) 19それが過ぎるごとに、あなた

がたを捕える。それは朝な朝な過ぎ、昼も夜も過ぎるか

らだ。このおとずれを聞きわきまえることは、全くの恐

れである。 20床が短くて身を伸べることができず、かけ

る夜具が狭くて身をおおうことができないからだ。 21主

はペラジム山で立たれたように立ちあがり、ギベオンの

谷で憤られたように憤られて、その行いをなされる。そ

の行いは類のないものである。またそのわざをなされる

。そのわざは異なったものである。 22それゆえ、あなた

がたはあざけってはならない。さもないと、あなたがた

のなわめは、きびしくなる。わたしは主なる万軍の神か

ら全地の上に臨む滅びの宣言を聞いたからである。 23あ

なたがたは耳を傾けて、わが声を聞くがよい。心してわ

が言葉を聞くがよい。 24種をまくために耕す者は絶えず

耕すだろうか。彼は絶えずその地をひらき、まぐわをも

って土をならすだろうか。 25地のおもてを平らにしたな

らば、いのんどをまき、クミンをまき、小麦をうねに植

え、大麦を定めた所に植え、スペルト麦をその境に植え

ないだろうか。 26これは彼の神が正しく、彼を導き教え

られるからである。 27いのんどは麦こき板でこかない、

クミンはその上に車輪をころがさない。いのんどを打つ

には棒を用い、クミンを打つにはさおを用いる。 28人は

パン用の麦を打つとき砕くだろうか、否、それが砕ける

までいつまでも打つことをしない。馬をもってその上に

車輪を引かせるとき、それを砕くことをしない。 29これ

もまた万軍の主から出ることである。その計りごとは驚

くべく、その知恵はすぐれている。

29ああ、アリエルよ、アリエルよ、ダビデが営をかま
えた町よ、年に年を加え、祭をめぐりこさせよ。 2

その時わたしはアリエルを悩ます。そこには悲しみと嘆

きとがあって、アリエルのようなものとなる。 3わたし

はあなたのまわりに営を構え、やぐらをもってあなたを

囲み、塁を築いてあなたを攻める。 4その時あなたは深

い地の中から物言い、低いちりの中から言葉を出す。あ

なたの声は亡霊の声のように地から出、あなたの言葉は

ちりの中から、さえずるようである。 5しかしあなたの

あだの群れは細かなちりのようになり、あらぶる者の群

れは吹き去られるもみがらのようになる。また、にわか

に、またたくまに、この事がある。 6すなわち万軍の主

は雷、地震、大いなる叫び、つむじ風、暴風および焼き

つくす火の炎をもって臨まれる。 7そしてアリエルを攻

めて戦う国々の群れ、すなわちアリエルとその城を攻め

て戦い、これを悩ます者はみな夢のように、夜の幻のよ

うになる。 8飢えた者が食べることを夢みても、さめる

と、その飢えがいえないように、あるいは、かわいた者

が飲むことを夢みても、さめると、疲れてそのかわきが

とまらないように、シオンの山を攻めて戦う国々の群れ

もそのようになる。 9あなたがたは知覚を失って気が遠

くなれ、目がくらんで盲となれ。あなたがたは酔ってい

よ、しかし酒のゆえではない、よろめけ、しかし濃き酒
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のゆえではない。 10主が深い眠りの霊をあなたがたの上

にそそぎ、あなたがたの目である預言者を閉じこめ、あ

なたがたの頭である先見者をおおわれたからである。 11

それゆえ、このすべての幻は、あなたがたには封じた書

物の言葉のようになり、人々はこれを読むことのできる

者にわたして、「これを読んでください」と言えば、「

これは封じてあるから読むことができない」と彼は言う

。 12またその書物を読むことのできない者にわたして、

「これを読んでください」と言えば、「読むことはでき

ない」と彼は言う。 13主は言われた、「この民は口をも

ってわたしに近づき、くちびるをもってわたしを敬うけ

れども、その心はわたしから遠く離れ、彼らのわたしを

かしこみ恐れるのは、そらで覚えた人の戒めによるので

ある。 14それゆえ、見よ、わたしはこの民に、再び驚く

べきわざを行う、それは不思議な驚くべきわざである。

彼らのうちの賢い人の知恵は滅び、さとい人の知識は隠

される」。 15わざわいなるかな、おのが計りごとを主に

深く隠す者。彼らは暗い中でわざを行い、「だれがわれ

われを見るか、だれがわれわれのことを知るか」と言う

。 16あなたがたは転倒して考えている。陶器師は粘土と

同じものに思われるだろうか。造られた物はそれを造っ

た者について、「彼はわたしを造らなかった」と言い、

形造られた物は形造った者について、「彼は知恵がない

」と言うことができようか。 17しばらくしてレバノンは

変って肥えた畑となり、肥えた畑は林のように思われる

時が来るではないか。 18その日、耳しいは書物の言葉を

聞き、目しいの目はその暗やみから、見ることができる

。 19柔和な者は主によって新たなる喜びを得、人のなか

の貧しい者はイスラエルの聖者によって楽しみを得る。

20あらぶる者は絶え、あざける者はうせ、悪を行おうと

、おりをうかがう者は、ことごとく断ち滅ぼされるから

である。 21彼らは言葉によって人を罪に定め、町の門で

いさめる者をわなにおとしいれ、むなしい言葉をかまえ

て正しい者をしりぞける。 22それゆえ、昔アブラハムを

あがなわれた主は、ヤコブの家についてこう言われる、

「ヤコブは、もはやはずかしめを受けず、その顔は、も

はや色を失うことはない。 23彼の子孫が、その中にわが

手のわざを見るとき、彼らはわが名を聖とし、ヤコブの

聖者を聖として、イスラエルの神を恐れる。 24心のあや

まれる者も、悟りを得、つぶやく者も教をうける」。

30主は言われる、「そむける子らはわざわいだ、彼ら
は計りごとを行うけれども、わたしによってではな

い。彼らは同盟を結ぶけれども、わが霊によってではな

い、罪に罪を加えるためだ。 2彼らはわが言葉を求めず

、エジプトへ下っていって、パロの保護にたより、エジ

プトの陰に隠れようとする。 3それゆえ、パロの保護は

かえってあなたがたの恥となり、エジプトの陰に隠れる

ことはあなたがたのはずかしめとなる。 4たとい、彼の

君たちがゾアンにあり、彼の使者たちがハネスに来ても

、 5彼らは皆おのれを益することのできない民により、

すなわち助けとならず、益とならず、かえって恥となり

、はずかしめとなる民によって、恥をかくからである」

。 6ネゲブの獣についての託宣。彼らはその富を若いろ

ばの背に負わせ、その宝をらくだの背に負わせて、雌じ

し、雄じし、まむしおよび飛びかけるへびの出る悩みと

苦しみの国を通って、おのれを益することのできない民

に行く。 7そのエジプトの助けは無益であって、むなし

い。それゆえ、わたしはこれを「休んでいるラハブ」と

呼んだ。 8いま行って、これを彼らの前で札にしるし、

書物に載せ、後の世に伝えて、とこしえにあかしとせよ

。 9彼らはそむける民、偽りを言う子ら、主の教を聞こ

うとしない子らだ。 10彼らは先見者にむかって「見るな

」と言い、預言者にむかっては「正しい事をわれわれに

預言するな、耳に聞きよいことを語れ、迷わしごとを預

言せよ。 11大路を去り、小路をはなれ、イスラエルの聖

者について語り聞かすな」と言う。 12それゆえ、イスラ

エルの聖者はこう言われる、「あなたがたはこの言葉を

侮り、しえたげと、よこしまとを頼み、これにたよるが

ゆえに、 13この不義はあなたがたには突き出て、くずれ

落ちようとする高い石がきの破れのようであって、その

倒壊はにわかに、またたくまに来る。 14その破れること

は陶器師の器を破るように惜しむことなく打ち砕き、そ

の砕けのなかには、炉から火を取り、池から水をくめる

ほどの、ひとかけらさえ見いだされない」。 15主なる神

、イスラエルの聖者はこう言われた、「あなたがたは立

ち返って、落ち着いているならば救われ、穏やかにして

信頼しているならば力を得る」。しかし、あなたがたは

この事を好まなかった。 16かえって、あなたがたは言っ

た、「否、われわれは馬に乗って、とんで行こう」と。

それゆえ、あなたがたはとんで帰る。また言った、「わ

れらは速い馬に乗ろう」と。それゆえ、あなたがたを追

う者は速い。 17ひとりの威嚇によって千人は逃げ、五人

の威嚇によってあなたがたは逃げて、その残る者はわず

かに山の頂にある旗ざおのように、丘の上にある旗のよ

うになる。 18それゆえ、主は待っていて、あなたがたに

恵を施される。それゆえ、主は立ちあがって、あなたが

たをあわれまれる。主は公平の神でいらせられる。すべ

て主を待ち望む者はさいわいである。 19シオンにおり、

エルサレムに住む民よ、あなたはもはや泣くことはない

。主はあなたの呼ばわる声に応じて、必ずあなたに恵み

を施される。主がそれを聞かれるとき、直ちに答えられ

る。 20たとい主はあなたがたに悩みのパンと苦しみの水

を与えられても、あなたの師は再び隠れることはなく、

あなたの目はあなたの師を見る。 21また、あなたが右に

行き、あるいは左に行く時、そのうしろで「これは道だ

、これに歩め」と言う言葉を耳に聞く。 22その時、あな

たがたはしろがねをおおった刻んだ像と、こがねを張っ

た鋳た像とを汚し、これをきたない物のようにまき散ら

して、これに「去れ」と言う。 23主はあなたが地にまく

種に雨を与え、地の産物なる穀物をくださる。それはお

びただしく、かつ豊かである。その日あなたの家畜は広

い牧場で草を食べ、 24地を耕す牛と、ろばは、シャベル

と、くまででより分けて塩を加えた飼料を食べる。 25大

いなる虐殺の日、やぐらの倒れる時、すべてのそびえた

つ山と、すべての高い丘に水の流れる川がある。 26さら

に主がその民の傷を包み、その打たれた傷をいやされる

日には、月の光は日の光のようになり、日の光は七倍と

なり、七つの日の光のようにになる。 27見よ、主の名は

遠い所から燃える怒りと、立ちあがる濃い煙をもって来

る。そのくちびるは憤りで満ち、その舌は焼きつくす火

のごとく、 28その息はあふれて首にまで達する流れのよ

うであって、滅びのふるいをもってもろもろの国をふる

い、また惑わす手綱をもろもろの民のあごにつけるため

に来る。 29あなたがたは、聖なる祭を守る夜のように歌

をうたう。また笛をならして主の山にきたり、イスラエ
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ルの岩なる主にまみえる時のように心に喜ぶ。 30主はそ

の威厳ある声を聞かせ、激しい怒りと、焼きつくす火の

炎と、豪雨と、暴風と、ひょうとをもってその腕の下る

ことを示される。 31主がそのむちをもって打たれる時、

アッスリヤの人々は主の声によって恐れおののく。 32主

が懲しめのつえを彼らの上に加えられるごとに鼓を鳴ら

し、琴をひく。主は腕を振りかざして、彼らと戦われる

。 33焼き場はすでに設けられた。しかも王のために深く

広く備えられ、火と多くのたきぎが積まれてある。主の

息はこれを硫黄の流れのように燃やす。

31助けを得るためにエジプトに下り、馬にたよる者は
わざわいだ。彼らは戦車が多いので、これに信頼し

、騎兵がはなはだ強いので、これに信頼する。しかしイ

スラエルの聖者を仰がず、また主にはかることをしない

。 2それにもかかわらず、主もまた賢くいらせられ、必

ず災をくだし、その言葉を取り消すことなく、立って悪

をなす者の家を攻め、また不義を行う者を助ける者を攻

められる。 3かのエジプトびとは人であって、神ではな

い。その馬は肉であって、霊ではない。主がみ手を伸ば

されるとき、助ける者はつまずき、助けられる者も倒れ

て、皆ともに滅びる。 4主はわたしにこう言われた、「

ししまたは若いししが獲物をつかんで、ほえたけるとき

、あまたの羊飼が呼び出されて、これにむかっても、そ

の声によって驚かず、その叫びによって恐れないように

、万軍の主は下ってきて、シオンの山およびその丘で戦

われる。 5鳥がひなを守るように、万軍の主はエルサレ

ムを守り、これを守って救い、これを惜しんで助けられ

る」。 6イスラエルの人々よ、主に帰れ。あなたがたは

、はなはだしく主にそむいた。 7その日、あなたがたは

自分の手で造って罪を犯したしろがねの偶像と、こがね

の偶像をめいめい投げすてる。 8「アッスリヤびとはつ

るぎによって倒れる、人のつるぎではない。つるぎが彼

らを滅ぼす、人のつるぎではない。彼らはつるぎの前か

ら逃げ去り、その若い者は奴隷の働きをしいられる。 9

彼らの岩は恐れによって過ぎ去り、その君たちはあわて

、旗をすてて逃げ去る」。これは主の言葉である。主の

火はシオンにあり、その炉はエルサレムにある。

32見よ、ひとりの王が正義をもって統べ治め、君たち
は公平をもってつかさどり、 2おのおの風をさける

所、暴風雨をのがれる所のようになり、かわいた所にあ

る水の流れのように、疲れた地にある大きな岩の陰のよ

うになる。 3こうして、見る者の目は開かれ、聞く者の

耳はよく聞き、 4気短な者の心は悟る知識を得、どもり

の舌はたやすく、あざやかに語ることができる。 5愚か

な者は、もはや尊い人と呼ばれることなく、悪人はもは

や、りっぱな人と言われることはない。 6それは愚かな

者は愚かなことを語り、その心は不義をたくらみ、よこ

しまを行い、主について誤ったことを語り、飢えた者の

望みを満たさず、かわいた者の飲み物を奪い取るからで

ある。 7悪人の行いは悪い。彼は悪い計りごとをめぐら

し、偽りの言葉をもって貧しい者をおとしいれ、乏しい

者が正しいことを語っても、なお、これをおとしいれる

。 8しかし尊い人は尊いことを語り、つねに尊いことを

行う。 9安んじている女たちよ、起きて、わが声を聞け

。思い煩いなき娘たちよ、わが言葉に耳を傾けよ。 10思

い煩いなき女たちよ、一年あまりの日をすぎて、あなた

がたは震えおののく。ぶどうの収穫がむなしく、実を取

り入れる時が来ないからだ。 11安んじている女たちよ、

震え恐れよ。思い煩いなき女たちよ、震えおののけ。衣

を脱ぎ、裸になって腰に荒布をまとえ。 12良き畑のため

、実り豊かなぶどうの木のために胸を打て。 13いばら、

おどろの生えているわが民の地のため、喜びに満ちてい

る町にあるすべての喜びの家のために胸を打て。 14宮殿

は捨てられ、にぎわった町は荒れすたれ、丘と、やぐら

とは、とこしえにほら穴となり、野のろばの楽しむ所、

羊の群れの牧場となるからである。 15しかし、ついには

霊が上からわれわれの上にそそがれて、荒野は良き畑と

なり、良き畑は林のごとく見られるようになる。 16その

時、公平は荒野に住み、正義は良き畑にやどる。 17正義

は平和を生じ、正義の結ぶ実はとこしえの平安と信頼で

ある。 18わが民は平和の家におり、安らかなすみかにお

り、静かな休み所におる。 19しかし林はことごとく切り

倒され、町もことごとく倒される。 20すべての水のほと

りに種をまき、牛およびろばを自由に放ちおくあなたが

たは、さいわいである。

33わざわいなるかな、おのれ自ら滅ぼされないのに、
人を滅ぼし、だれも欺かないのに人を欺く者よ。あ

なたが滅ぼすことをやめたとき、あなたは滅ぼされ、あ

なたが欺くことを終えたとき、あなたは欺かれる。 2主

よ、われわれをお恵みください、われわれはあなたを待

ち望む。朝ごとに、われわれの腕となり、悩みの時に、

救となってください。 3鳴りとどろく声によって、もろ

もろの民は逃げ去り、あなたが立ちあがられると、もろ

もろの国は散らされる。 4青虫が物を集めるようにぶん

どり品は集められ、いなごのとびつどうように、人々は

その上にとびつどう。 5主は高くいらせられ、高い所に

住まわれる。主はシオンに公平と正義とを満たされる。

6また主は救と知恵と知識を豊かにして、あなたの代を

堅く立てられる。主を恐れることはその宝である。 7見

よ、勇士たちは外にあって叫び、平和の使者はいたく嘆

く。 8大路は荒れすたれて、旅びとは絶え、契約は破ら

れ、証人は軽んぜられ、人を顧みることがない。 9地は

嘆き衰え、レバノンは恥じて枯れ、シャロンは荒野のよ

うになり、バシャンとカルメルはその葉を落す。 10主は

言われる、「今わたしは起きよう、いま立ちあがろう、

いま自らを高くしよう。 11あなたがたは、もみがらをは

らみ、わらを産む。あなたがたの息は火となって、あな

たがたを食いつくす。 12もろもろの民は焼かれて石灰の

ようになり、いばらが切られて火に燃やされたようにな

る」。 13あなたがた遠くにいる者よ、わたしがおこなっ

たことを聞け。あなたがた近くにいる者よ、わが大能を

知れ。 14シオンの罪びとは恐れに満たされ、おののきは

神を恐れない者を捕えた。「われわれのうち、だれが焼

きつくす火の中におることができよう。われわれのうち

、だれがとこしえの燃える火の中におることができよう

」。 15正しく歩む者、正直に語る者、しえたげて得た利

をいやしめる者、手を振って、まいないを取らない者、

耳をふさいで血を流す謀略を聞かない者、目を閉じて悪

を見ない者、 16このような人は高い所に住み、堅い岩は

そのとりでとなり、そのパンは与えられ、その水は絶え

ることがない。 17あなたの目は麗しく飾った王を見、遠

く広い国を見る。 18あなたの心はかの恐ろしかった事を

思い出す。「数を調べた者はどこにいるか。みつぎを量
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った者はどこにいるか。やぐらを数えた者はどこにいる

か」。 19あなたはもはや高慢な民を見ない。かの民の言

葉はあいまいで、聞きとりがたく、その舌はどもって、

悟りがたい。 20定めの祭の町シオンを見よ。あなたの目

は平和なすまい、移されることのない幕屋エルサレムを

見る。その杭はとこしえに抜かれず、その綱は、ひとす

じも断たれることはない。 21主は威厳をもってかしこに

いまし、われわれのために広い川と流れのある所となり

、その中には、こぐ舟も入らず、大きな船も過ぎること

はない。 22主はわれわれのさばき主、主はわれわれのつ

かさ、主はわれわれの王であって、われわれを救われる

。 23あなたの船綱は解けて、帆柱のもとを結びかためる

ことができず、帆を張ることもできない。その時多くの

獲物とぶんどり品は分けられ、足なえまでも獲物を取る

。 24そこに住む者のうちには、「わたしは病気だ」と言

う者はなく、そこに住む民はその罪がゆるされる。

34もろもろの国よ、近づいて聞け。もろもろの民よ、
耳を傾けよ。地とそれに満ちるもの、世界とそれか

ら出るすべてのものよ、聞け。 2主はすべての国にむか

って怒り、そのすべての軍勢にむかって憤り、彼らをこ

とごとく滅ぼし、彼らをわたして、ほふらせられた。 3

彼らは殺されて投げすてられ、その死体の悪臭は立ちの

ぼり、山々はその血で溶けて流れる。 4天の万象は衰え

、もろもろの天は巻物のように巻かれ、その万象はぶど

うの木から葉の落ちるように、いちじくの木から葉の落

ちるように落ちる。 5わたしのつるぎは天において憤り

をもって酔った。見よ、これはエドムの上にくだり、わ

たしが滅びに定めた民の上にくだって、これをさばく。

6主のつるぎは血で満ち、脂肪で肥え、小羊とやぎの血

、雄羊の腎臓の脂肪で肥えている。主がボズラで犠牲の

獣をほふり、エドムの地で大いに殺されたからである。

7野牛は彼らと共にほふり場にくだり、子牛は力ある雄

牛と共にくだる。その国は血で酔い、その土は脂肪で肥

やされる。 8主はあだをかえす日をもち、シオンの訴え

のために報いられる年をもたれるからである。 9エドム

のもろもろの川は変って樹脂となり、その土は変って硫

黄となり、その地は変って燃える樹脂となって、 10夜も

昼も消えず、その煙は、とこしえに立ちのぼる。これは

世々荒れすたれて、とこしえまでもそこを通る者はない

。 11たかと、やまあらしとがそこをすみかとし、ふくろ

うと、からすがそこに住む。主はその上に荒廃をきたら

せる測りなわを張り、尊い人々の上に混乱を起す下げ振

りをさげられる。 12人々はこれを名づけて「国なき所」

といい、その君たちは皆うせてなくなる。 13そのとりで

の上には、いばらが生え、その城には、いらくさと、あ

ざみとが生え、山犬のすみか、だちょうのおる所となる

。 14野の獣はハイエナと出会い、鬼神はその友を呼び、

夜の魔女もそこに降りてきて、休み所を得る。 15ふくろ

うはそこに巣をつくって卵を産み、それをかえして、そ

のひなを翼の陰に集める。とびもまた、おのおのその連

れ合いと共に、そこに集まる。 16あなたがたは主の書を

つまびらかにたずねて、これを読め。これらのものは一

つも欠けることなく、また一つもその連れ合いを欠くも

のはない。これは主の口がこれを命じ、その霊が彼らを

集められたからである。 17主は彼らのためにくじを引き

、手ずから測りなわをもって、この地を分け与え、長く

彼らに所有させ、世々ここに住まわせられる。

35荒野と、かわいた地とは楽しみ、さばくは喜びて花
咲き、さふらんのように、 2さかんに花咲き、かつ

喜び楽しみ、かつ歌う。これにレバノンの栄えが与えら

れ、カルメルおよびシャロンの麗しさが与えられる。彼

らは主の栄光を見、われわれの神の麗しさを見る。 3あ

なたがたは弱った手を強くし、よろめくひざを健やかに

せよ。 4心おののく者に言え、「強くあれ、恐れてはな

らない。見よ、あなたがたの神は報復をもって臨み、神

の報いをもってこられる。神は来て、あなたがたを救わ

れる」と。 5その時、目しいの目は開かれ、耳しいの耳

はあけられる。 6その時、足なえは、しかのように飛び

走り、おしの舌は喜び歌う。それは荒野に水がわきいで

、さばくに川が流れるからである。 7焼けた砂は池とな

り、かわいた地は水の源となり、山犬の伏したすみかは

、葦、よしの茂りあう所となる。 8そこに大路があり、

その道は聖なる道ととなえられる。汚れた者はこれを通

り過ぎることはできない、愚かなる者はそこに迷い入る

ことはない。 9そこには、ししはおらず、飢えた獣も、

その道にのぼることはなく、その所でこれに会うことは

ない。ただ、あがなわれた者のみ、そこを歩む。 10主に

あがなわれた者は帰ってきて、その頭に、とこしえの喜

びをいただき、歌うたいつつ、シオンに来る。彼らは楽

しみと喜びとを得、悲しみと嘆きとは逃げ去る。

36ヒゼキヤ王の第十四年に、アッスリヤの王セナケリ
ブが上ってきて、ユダのすべての堅固な町々を攻め

取った。 2アッスリヤの王はラキシからラブシャケをエ

ルサレムにつかわし、大軍を率いてヒゼキヤ王のもとへ

行かせた。ラブシャケは布さらしの野へ行く大路に沿う

、上の池の水道のかたわらに立った。 3この時ヒルキヤ

の子である宮内卿エリアキム、書記官セブナおよびアサ

フの子である史官ヨアが彼の所に出てきた。 4ラブシャ

ケは彼らに言った、「ヒゼキヤに言いなさい、『大王ア

ッスリヤの王はこう仰せられる、あなたが頼みとする者

は何か。 5口先だけの言葉が戦争をする計略と力だと考

えるのか。あなたは今だれを頼んで、わたしにそむいた

のか。 6見よ、あなたはかの折れかけている葦のつえエ

ジプトを頼みとしているが、それは人が寄りかかるとき

、その人の手を刺し通す。エジプトの王パロはすべて寄

り頼む者にそのようにするのだ。 7しかし、あなたがも

し「われわれはわれわれの神、主を頼む」とわたしに言

うならば、ヒゼキヤがユダとエルサレムに告げて、「あ

なたがたはこの祭壇の前で礼拝しなければならない」と

言って除いたのは、その神の高き所と祭壇ではなかった

のか。 8さあ、今わたしの主君アッスリヤの王とかけを

せよ。もしあなたの方に乗る人があるならば、わたしは

馬二千頭を与えよう。 9あなたはエジプトを頼み、戦車

と騎兵を請い求めているが、わたしの主君の家来のうち

の最も小さい一隊長でさえ、どうして撃退することがで

きようか。 10わたしがこの国を滅ぼすために上ってきた

のは、主の許しなしでしたことであろうか。主はわたし

に、この国へ攻め上って、これを滅ぼせと言われたのだ

』」。 11その時、エリアキム、セブナおよびヨアはラブ

シャケに言った、「どうぞ、アラム語でしもべたちに話

してください。わたしたちはそれがわかるからです。城

壁の上にいる民の聞いているところで、わたしたちにユ

ダヤの言葉で話さないでください」。 12しかしラブシャ

ケは言った、「わたしの主君は、あなたの主君とあなた
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にだけでなく、城壁の上に座している人々にも、この言

葉を告げるために、わたしをつかわされたのではないか

。彼らをも、あなたがたと共に自分の糞尿を食い飲みす

るに至らせるためではないか」。 13そしてラブシャケは

立ちあがり、ユダヤの言葉で大声に呼ばわって言った、

「大王、アッスリヤの王の言葉を聞け。 14王はこう仰せ

られる、『あなたがたはヒゼキヤに欺かれてはならない

。彼はあなたがたを救い出すことはできない。 15ヒゼキ

ヤが、主は必ずわれわれを救い出される。この町はアッ

スリヤの王の手に陥ることはない、と言っても、あなた

がたは主を頼みとしてはならない』。 16あなたがたはヒ

ゼキヤの言葉を聞いてはならない。アッスリヤの王はこ

う仰せられる、『あなたがたは、わたしと和ぼくして、

わたしに降服せよ。そうすれば、あなたがたはめいめい

自分のぶどうの実を食べ、めいめい自分のいちじくの実

を食べ、めいめい自分の井戸の水を飲むことができる。

17やがて、わたしが来て、あなたがたを一つの国へ連れ

て行く。それは、あなたがたの国のように穀物とぶどう

酒の多い地、パンとぶどう畑の多い地だ。 18ヒゼキヤが

、主はわれわれを救われる、と言って、あなたがたを惑

わすことのないように気をつけよ。もろもろの国の神々

のうち、どの神がその国をアッスリヤの王の手から救っ

たか。 19ハマテやアルパデの神々はどこにいるか。セパ

ルワイムの神々はどこにいるか。彼らはサマリヤをわた

しの手から救い出したか。 20これらの国々のすべての神

々のうちに、だれかその国をわたしの手から救い出した

者があるか。主がどうしてエルサレムをわたしの手から

救い出すことができよう』」。 21しかし民は黙ってひと

言も答えなかった。王が命じて、「彼に答えてはならな

い」と言っておいたからである。 22その時ヒルキヤの子

である宮内卿エリアキム、書記官セブナおよびアサフの

子である史官ヨアは衣を裂き、ヒゼキヤのもとに来て、

ラブシャケの言葉を彼に告げた。

37ヒゼキヤ王はこれを聞いて、衣を裂き、荒布を身に
まとって主の宮に入り、 2宮内卿エリアキムと書記

官セブナおよび祭司のうちの年長者たちに荒布をまとわ

せて、アモツの子預言者イザヤのもとへつかわした。 3

彼らはイザヤに言った、「ヒゼキヤはこう言います、『

きょうは悩みと責めと、はずかしめの日です。胎児がま

さに生れようとして、これを産み出す力がないのです。

4あなたの神、主は、あるいはラブシャケのもろもろの

言葉を聞かれたかもしれません。彼はその主君アッスリ

ヤの王につかわされて、生ける神をそしりました。あな

たの神、主はその言葉を聞いて、あるいは責められるか

もしれません。それゆえ、この残っている者のために祈

をささげてください』」。 5ヒゼキヤ王の家来たちがイ

ザヤのもとに来たとき、 6イザヤは彼らに言った、「あ

なたがたの主君にこう言いなさい、『主はこう仰せられ

る、アッスリヤの王のしもべらが、わたしをそしった言

葉を聞いて恐れるには及ばない。 7見よ、わたしは一つ

の霊を彼のうちに送って、一つのうわさを聞かせ、彼を

自分の国へ帰らせて、その国でつるぎに倒れさせる』」

。 8ラブシャケは引き返して、アッスリヤの王がリブナ

を攻めているところへ行った。彼は王がラキシを去った

ことを聞いたからである。 9この時、アッスリヤの王は

エチオピヤの王テルハカについて、「彼はあなたと戦う

ために出てきた」と人々が言うのを聞いた。彼はこのこ

とを聞いて、使者をヒゼキヤにつかわそうとして言った

、 10「ユダの王ヒゼキヤにこう言いなさい、『あなたは

、エルサレムはアッスリヤの王の手に陥ることはない、

と言うあなたの信頼する神に欺かれてはならない。 11あ

なたはアッスリヤの王たちが、国々にしたこと、彼らを

全く滅ぼしたことを聞いている。どうしてあなたは救わ

れることができようか。 12わたしの先祖たちはゴザン、

ハラン、レゼフおよびテラサルにいたエデンの人々を滅

ぼしたが、その国々の神々は彼らを救ったか。 13ハマテ

の王、アルパデの王、セパルワイムの町の王、ヘナの王

およびイワの王はどこにいるか』」。 14ヒゼキヤは使者

の手から手紙を受け取ってそれを読み、主の宮にのぼっ

ていって、主の前にそれをひろげ、 15主に祈って言った

、 16「ケルビムの上に座しておられるイスラエルの神、

万軍の主よ、地のすべての国のうちで、ただあなただけ

が神でいらせられます。あなたは天と地を造られました

。 17主よ、耳を傾けて聞いてください。主よ、目を開い

て見てください。セナケリブが生ける神をそしるために

書き送った言葉を聞いてください。 18主よ、まことにア

ッスリヤの王たちは、もろもろの民とその国々を滅ぼし

、 19またその神々を火に投げ入れました。それらは神で

はなく、人の手の造ったもので、木や石だから滅ぼされ

たのです。 20今われわれの神、主よ、どうぞ、われわれ

を彼の手から救い出してください。そうすれば地の国々

は皆あなただけが主でいらせられることを知るようにな

るでしょう」。 21その時アモツの子イザヤは人をつかわ

してヒゼキヤに言った、「イスラエルの神、主はこう言

われる、あなたはアッスリヤの王セナケリブについてわ

たしに祈ったゆえ、 22主が彼について語られた言葉はこ

うである、『処女であるシオンの娘はあなたを侮り、あ

なたをあざける。エルサレムの娘は、あなたのうしろで

頭を振る。 23あなたはだれをそしり、だれをののしった

のか。あなたはだれにむかって声をあげ、目を高くあげ

たのか。イスラエルの聖者にむかってだ。 24あなたは、

そのしもべらによって主をそしって言った、「わたしは

多くの戦車を率いて山々の頂にのぼり、レバノンの奥へ

行き、たけの高い香柏と、最も良いいとすぎを切り倒し

、またその果の高地へ行き、その密林にはいった。 25わ

たしは井戸を掘って水を飲んだ。わたしは足の裏でエジ

プトのすべての川を踏みからした」。 26あなたは聞かな

かったか、昔わたしがそれを定めたことを。堅固な町々

を、あなたがこわして荒塚とすることも、いにしえの日

から、わたしが計画して今それをきたらせたのだ。 27そ

のうちに住む民は力弱く、おののき恥をいだいて、野の

草のように、青菜のようになり、育たずに枯れる屋根の

草のようになった。 28わたしは、あなたの座すること、

出入りすること、また、わたしにむかって怒り叫んだこ

とをも知っている。 29あなたが、わたしにむかって怒り

叫んだことと、あなたの高慢な言葉とがわたしの耳には

いったゆえ、わたしは、あなたの鼻に輪をつけ、あなた

の口にくつわをはめて、あなたを、もと来た道へ引きも

どす』。 30あなたに与えるしるしはこれである。すなわ

ち、ことしは落ち穂から生えた物を食べ、二年目には、

またその落ち穂から生えた物を食べ、三年目には種をま

き、刈り入れ、ぶどう畑を作ってその実を食べる。 31ユ

ダの家の、のがれて残る者は再び下に根を張り、上に実

を結ぶ。 32すなわち残る者はエルサレムから出、のがれ

る物はシオンの山から出る。万軍の主の熱心がこれをな
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し遂げられる。 33それゆえ、主はアッスリヤの王につい

て、こう仰せられる、『彼はこの町にこない。またここ

に矢を放たない。また盾をもって、その前にこない。ま

た塁を築いて、これを攻めることはない。 34彼は来た道

から帰って、この町に、はいることはない、と主は言う

。 35わたしは自分のため、また、わたしのしもべダビデ

のために町を守って、これを救おう』」。 36主の使が出

て、アッスリヤびとの陣営で十八万五千人を撃ち殺した

。人々が朝早く起きて見ると、彼らは皆死体となってい

た。 37アッスリヤの王セナケリブは立ち去り、帰ってい

ってニネベにいたが、 38その神ニスロクの神殿で礼拝し

ていた時、その子らのアデラン・メレクとシャレゼルが

つるぎをもって彼を殺し、ともにアララテの地へ逃げて

いった。それで、その子エサルハドンが代って王となっ

た。

38そのころヒゼキヤは病気になって死にかかっていた
。アモツの子預言者イザヤは彼のところに来て言っ

た、「主はこう仰せられます、あなたの家を整えておき

なさい。あなたは死にます、生きながらえることはでき

ません」。 2そこでヒゼキヤは顔を壁に向けて主に祈っ

て言った、 3「ああ主よ、願わくは、わたしが真実と真

心とをもって、み前に歩み、あなたの目にかなう事を行

ったのを覚えてください」。そしてヒゼキヤはひどく泣

いた。 4その時主の言葉がイザヤに臨んで言った、 5「

行って、ヒゼキヤに言いなさい、『あなたの父ダビデの

神、主はこう仰せられます、「わたしはあなたの祈を聞

いた。あなたの涙を見た。見よ、わたしはあなたのよわ

いを十五年増そう。 6わたしはあなたと、この町とをア

ッスリヤの王の手から救い、この町を守ろう」。 7主が

約束されたことを行われることについては、あなたは主

からこのしるしを得る。 8見よ、わたしはアハズの日時

計の上に進んだ日影を十度退かせよう』」。すると日時

計の上に進んだ日影が十度退いた。 9次の言葉はユダの

王ヒゼキヤが病気になって、その病気が直った後、書き

しるしたものである。 10わたしは言った、わたしはわが

一生のまっ盛りに、去らなければならない。わたしは陰

府の門に閉ざされて、わが残りの年を失わなければなら

ない。 (Sheol h7585) 11わたしは言った、わたしは生ける者

の地で、主を見ることなく、世におる人々のうちに、再

び人を見ることがない。 12わがすまいは抜き去られて羊

飼の天幕のようにわたしを離れる。わたしは、わが命を

機織りのように巻いた。彼はわたしを機から切り離す。

あなたは朝から夕までの間に、わたしを滅ぼされる。 13

わたしは朝まで叫んだ。主はししのようにわが骨をこと

ごとく砕かれる。あなたは朝から夕までの間に、わたし

を滅ぼされる。 14わたしは、つばめのように、つるのよ

うに鳴き、はとのようにうめき、わが目は上を見て衰え

る。主よ、わたしは、しえたげられています。どうか、

わたしの保証人となってください。 15しかし、わたしは

何を言うことができましょう。主はわたしに言われ、か

つ、自らそれをなされたからである。わが魂の苦しみに

よって、わが眠りはことごとく逃げ去った。 16主よ、こ

れらの事によって人は生きる。わが霊の命もすべてこれ

らの事による。どうか、わたしをいやし、わたしを生か

してください。 17見よ、わたしが大いなる苦しみにあっ

たのは、わが幸福のためであった。あなたはわが命を引

きとめて、滅びの穴をまぬかれさせられた。これは、あ

なたがわが罪をことごとく、あなたの後に捨てられたか

らである。 18陰府は、あなたに感謝することはできない

。死はあなたをさんびすることはできない。墓にくだる

者は、あなたのまことを望むことはできない。 (Sheol

h7585) 19ただ生ける者、生ける者のみ、きょう、わたし

がするように、あなたに感謝する。父はあなたのまこと

を、その子らに知らせる。 20主はわたしを救われる。わ

れわれは世にあるかぎり、主の家で琴にあわせて、歌を

うたおう。 21イザヤは言った、「干いちじくのひとかた

まりを持ってこさせ、それを腫物につけなさい。そうす

れば直るでしょう」。 22ヒゼキヤはまた言った、「わた

しが主の家に上ることについて、どんなしるしがありま

しょうか」。

39そのころ、バラダンの子であるバビロンの王メロダ
ク・バラダンは手紙と贈り物を持たせて使節をヒゼ

キヤにつかわした。これはヒゼキヤが病気であったが、

直ったことを聞いたからである。 2ヒゼキヤは彼らを喜

び迎えて、宝物の蔵、金銀、香料、貴重な油および武器

倉、ならびにその倉庫にあるすべての物を彼らに見せた

。家にある物も、国にある物も、ヒゼキヤが彼らに見せ

ない物は一つもなかった。 3時に預言者イザヤはヒゼキ

ヤ王のもとに来て言った、「あの人々は何を言いました

か。どこから来たのですか」。ヒゼキヤは言った、「彼

らは遠い国から、すなわちバビロンから来たのです」。

4イザヤは言った、「彼らは、あなたの家で何を見まし

たか」。ヒゼキヤは答えて言った、「彼らは、わたしの

家にある物を皆見ました。倉庫のうちには、彼らに見せ

なかった物は一つもありません」。 5そこでイザヤはヒ

ゼキヤに言った、「万軍の主の言葉を聞きなさい。 6見

よ、すべてあなたの家にある物およびあなたの先祖たち

が今日までに積みたくわえた物がバビロンに運び去られ

る日が来る。何も残るものはない、と主が言われます。

7また、あなたの身から出るあなたの子たちも連れ去ら

れて、バビロンの王の宮殿において宦官となるでしょう

」。 8ヒゼキヤはイザヤに言った、「あなたが言われた

主の言葉は結構です」。彼は「少なくとも自分が世にあ

る間は太平と安全があるだろう」と思ったからである。

40あなたがたの神は言われる、「慰めよ、わが民を慰
めよ、 2ねんごろにエルサレムに語り、これに呼ば

われ、その服役の期は終り、そのとがはすでにゆるされ

、そのもろもろの罪のために二倍の刑罰を主の手から受

けた」。 3呼ばわる者の声がする、「荒野に主の道を備

え、さばくに、われわれの神のために、大路をまっすぐ

にせよ。 4もろもろの谷は高くせられ、もろもろの山と

丘とは低くせられ、高底のある地は平らになり、険しい

所は平地となる。 5こうして主の栄光があらわれ、人は

皆ともにこれを見る。これは主の口が語られたのである

」。 6声が聞える、「呼ばわれ」。わたしは言った、「

なんと呼ばわりましょうか」。「人はみな草だ。その麗

しさは、すべて野の花のようだ。 7主の息がその上に吹

けば、草は枯れ、花はしぼむ。たしかに人は草だ。 8草

は枯れ、花はしぼむ。しかし、われわれの神の言葉はと

こしえに変ることはない」。 9よきおとずれをシオンに

伝える者よ、高い山にのぼれ。よきおとずれをエルサレ

ムに伝える者よ、強く声をあげよ、声をあげて恐れるな

。ユダのもろもろの町に言え、「あなたがたの神を見よ
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」と。 10見よ、主なる神は大能をもってこられ、その腕

は世を治める。見よ、その報いは主と共にあり、そのは

たらきの報いは、そのみ前にある。 11主は牧者のように

その群れを養い、そのかいなに小羊をいだき、そのふと

ころに入れて携えゆき、乳を飲ませているものをやさし

く導かれる。 12だれが、たなごころをもって海をはかり

、指を伸ばして天をはかり、地のちりを枡に盛り、てん

びんをもって、もろもろの山をはかり、はかりをもって

、もろもろの丘をはかったか。 13だれが、主の霊を導き

、その相談役となって主を教えたか。 14主はだれと相談

して悟りを得たか。だれが主に公義の道を教え、知識を

教え、悟りの道を示したか。 15見よ、もろもろの国民は

、おけの一しずくのように、はかりの上のちりのように

思われる。見よ、主は島々を、ほこりのようにあげられ

る。 16レバノンは、たきぎに足りない、またその獣は、

燔祭に足りない。 17主のみ前には、もろもろの国民は無

きにひとしい。彼らは主によって、無きもののように、

むなしいもののように思われる。 18それで、あなたがた

は神をだれとくらべ、どんな像と比較しようとするのか

。 19偶像は細工人が鋳て造り、鍛冶が、金をもって、そ

れをおおい、また、これがために銀の鎖を造る。 20貧し

い者は、ささげ物として朽ちることのない木を選び、巧

みな細工人を求めて、動くことのない像を立たせる。 21

あなたがたは知らなかったか。あなたがたは聞かなかっ

たか。初めから、あなたがたに伝えられなかったか。地

の基をおいた時から、あなたがたは悟らなかったか。 22

主は地球のはるか上に座して、地に住む者をいなごのよ

うに見られる。主は天を幕のようにひろげ、これを住む

べき天幕のように張り、 23また、もろもろの君を無きも

のとせられ、地のつかさたちを、むなしくされる。 24彼

らは、かろうじて植えられ、かろうじてまかれ、その幹

がかろうじて地に根をおろしたとき、神がその上を吹か

れると、彼らは枯れて、わらのように、つむじ風にまき

去られる。 25聖者は言われる、「それで、あなたがたは

、わたしをだれにくらべ、わたしは、だれにひとしいと

いうのか」。 26目を高くあげて、だれが、これらのもの

を創造したかを見よ。主は数をしらべて万軍をひきいだ

し、おのおのをその名で呼ばれる。その勢いの大いなる

により、またその力の強きがゆえに、一つも欠けること

はない。 27ヤコブよ、何ゆえあなたは、「わが道は主に

隠れている」と言うか。イスラエルよ、何ゆえあなたは

、「わが訴えはわが神に顧みられない」と言うか。 28あ

なたは知らなかったか、あなたは聞かなかったか。主は

とこしえの神、地の果の創造者であって、弱ることなく

、また疲れることなく、その知恵ははかりがたい。 29弱

った者には力を与え、勢いのない者には強さを増し加え

られる。 30年若い者も弱り、かつ疲れ、壮年の者も疲れ

はてて倒れる。 31しかし主を待ち望む者は新たなる力を

得、わしのように翼をはって、のぼることができる。走

っても疲れることなく、歩いても弱ることはない。

41海沿いの国々よ、静かにして、わたしに聞け。もろ
もろの民よ、力を新たにし、近づいて語れ。われわ

れは共にさばきの座に近づこう。 2だれが東から人を起

したか。彼はその行く所で勝利をもって迎えられ、もろ

もろの国を征服し、もろもろの王を足の下に踏みつけ、

そのつるぎをもって彼らをちりのようにし、その弓をも

って吹き去られる、わらのようにする。 3彼はこれらの

者を追ってその足のまだ踏んだことのない道を、安らか

に過ぎて行く。 4だれがこの事を行ったか、なしたか。

だれが初めから世々の人々を呼び出したか。主なるわた

しは初めであって、また終りと共にあり、わたしがそれ

だ。 5海沿いの国々は見て恐れ、地の果は、おののき、

近づいて来た。 6彼らはおのおのその隣を助け、その兄

弟たちに言う、「勇気を出せよ」と。 7細工人は鍛冶を

励まし、鎚をもって平らかにする者は金敷きを打つ者に

、はんだづけについて言う、「それは良い」と。また、

くぎをもってそれを堅くし、動くことのないようにする

。 8しかし、わがしもべイスラエルよ、わたしの選んだ

ヤコブ、わが友アブラハムの子孫よ、 9わたしは地の果

から、あなたを連れてき、地のすみずみから、あなたを

召して、あなたに言った、「あなたは、わたしのしもべ

、わたしは、あなたを選んで捨てなかった」と。 10恐れ

てはならない、わたしはあなたと共にいる。驚いてはな

らない、わたしはあなたの神である。わたしはあなたを

強くし、あなたを助け、わが勝利の右の手をもって、あ

なたをささえる。 11見よ、あなたにむかって怒る者はみ

な、はじて、あわてふためき、あなたと争う者は滅びて

無に帰する。 12あなたは、あなたと争う者を尋ねても見

いださず、あなたと戦う者は全く消えうせる。 13あなた

の神、主なるわたしはあなたの右の手をとってあなたに

言う、「恐れてはならない、わたしはあなたを助ける」

。 14主は言われる、「虫にひとしいヤコブよ、イスラエ

ルの人々よ、恐れてはならない。わたしはあなたを助け

る。あなたをあがなう者はイスラエルの聖者である。 15

見よ、わたしはあなたを鋭い歯のある新しい打穀機とす

る。あなたは山を打って、これを粉々にし、丘をもみが

らのようにする。 16あなたがあおげば風はこれを巻き去

り、つむじ風がこれを吹き散らす。あなたは主によって

喜びイスラエルの聖者によって誇る。 17貧しい者と乏し

い者とは水を求めても、水がなく、その舌がかわいて焼

けているとき、主なるわたしは彼らに答える、イスラエ

ルの神なるわたしは彼らを捨てることがない。 18わたし

は裸の山に川を開き、谷の中に泉をいだし、荒野を池と

なし、かわいた地を水の源とする。 19わたしは荒野に香

柏、アカシヤ、ミルトスおよびオリブの木を植え、さば

くに、いとすぎ、すずかけ、からまつをともに置く。 20

人々はこれを見て、主のみ手がこれをなし、イスラエル

の聖者がこれを創造されたことを知り、かつ、よく考え

て共に悟る」。 21主は言われる、「あなたがたの訴えを

出せ」と。ヤコブの王は言われる、「あなたがたの証拠

を持ってこい。 22それを持ってきて、起るべき事をわれ

われに告げよ。さきの事どもの何であるかを告げよ。わ

れわれはよく考えて、その結末を知ろう。あるいはきた

るべき事をわれわれに聞かせよ。 23この後きたるべき事

をわれわれに告げよ。われわれはあなたがたが神である

ことを知るであろう。幸をくだし、あるいは災をくだせ

。われわれは驚いて肝をつぶすであろう。 24見よ、あな

たがたは無きものである。あなたがたのわざはむなしい

。あなたがたを選ぶ者は憎むべき者である」。 25わたし

はひとりを起して北からこさせ、わが名を呼ぶ者を東か

らこさせる。彼はもろもろのつかさを踏みつけてしっく

いのようにし、陶器師が粘土を踏むようにする。 26だれ

か、初めからこの事をわれわれに告げ知らせたか。だれ

か、あらかじめわれわれに告げて、「彼は正しい」と言

わせたか。ひとりもこの事を告げた者はない。ひとりも
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聞かせた者はない。ひとりもあなたがたの言葉を聞いた

者はない。 27わたしははじめてこれをシオンに告げた。

わたしは、よきおとずれを伝える者をエルサレムに与え

る。 28しかし、わたしが見ると、ひとりもない。彼らの

なかには、わたしが尋ねても答えうる助言者はひとりも

ない。 29見よ、彼らはみな人を惑わす者であって、その

わざは無きもの、その鋳た像はむなしき風である。

42わたしの支持するわがしもべ、わたしの喜ぶわが選
び人を見よ。わたしはわが霊を彼に与えた。彼はも

ろもろの国びとに道をしめす。 2彼は叫ぶことなく、声

をあげることなく、その声をちまたに聞えさせず、 3ま

た傷ついた葦を折ることなく、ほのぐらい灯心を消すこ

となく、真実をもって道をしめす。 4彼は衰えず、落胆

せず、ついに道を地に確立する。海沿いの国々はその教

を待ち望む。 5天を創造してこれをのべ、地とそれに生

ずるものをひらき、その上の民に息を与え、その中を歩

む者に霊を与えられる主なる神はこう言われる、 6「主

なるわたしは正義をもってあなたを召した。わたしはあ

なたの手をとり、あなたを守った。わたしはあなたを民

の契約とし、もろもろの国びとの光として与え、 7盲人

の目を開き、囚人を地下の獄屋から出し、暗きに座する

者を獄屋から出させる。 8わたしは主である、これがわ

たしの名である。わたしはわが栄光をほかの者に与えな

い。また、わが誉を刻んだ像に与えない。 9見よ、さき

に預言した事は起った。わたしは新しい事を告げよう。

その事がまだ起らない前に、わたしはまず、あなたがた

に知らせよう」。 10主にむかって新しき歌をうたえ。地

の果から主をほめたたえよ。海とその中に満ちるもの、

海沿いの国々とそれに住む者とは鳴りどよめ。 11荒野と

その中のもろもろの町と、ケダルびとの住むもろもろの

村里は声をあげよ。セラの民は喜びうたえ。山の頂から

呼ばわり叫べ。 12栄光を主に帰し、その誉を海沿いの国

々で語り告げよ。 13主は勇士のように出て行き、いくさ

人のように熱心を起し、ときの声をあげて呼ばわり、そ

の敵にむかって大能をあらわされる。 14わたしは久しく

声を出さず、黙して、おのれをおさえていた。今わたし

は子を産もうとする女のように叫ぶ。わたしの息は切れ

、かつあえぐ。 15わたしは山と丘とを荒し、すべての草

を枯らし、もろもろの川を島とし、もろもろの池をから

す。 16わたしは目しいを彼らのまだ知らない大路に行か

せ、まだ知らない道に導き、暗きをその前に光とし、高

低のある所を平らにする。わたしはこれらの事をおこな

って彼らを捨てない。 17刻んだ偶像に頼み、鋳た偶像に

むかって「あなたがたは、われわれの神である」と言う

者は退けられて、大いに恥をかく。 18耳しいよ、聞け。

目しいよ、目を注いで見よ。 19だれか、わがしもべのほ

かに目しいがあるか。だれか、わがつかわす使者のよう

な耳しいがあるか。だれか、わが献身者のような目しい

があるか。だれか、主のしもべのような目しいがあるか

。 20彼は多くの事を見ても認めず、耳を開いても聞かな

い。 21主はおのれの義のために、その教を大いなるもの

とし、かつ光栄あるものとすることを喜ばれた。 22とこ

ろが、この民はかすめられ、奪われて、みな穴の中に捕

われ、獄屋の中に閉じこめられた。彼らはかすめられて

も助ける者がなく、物を奪われても「もどせ」と言う者

もない。 23あなたがたのうち、だれがこの事に耳を傾け

るだろうか、だれが心をもちいて後のためにこれを聞く

だろうか。 24ヤコブを奪わせた者はだれか。かすめる者

にイスラエルをわたした者はだれか。これは主ではない

か。われわれは主にむかって罪を犯し、その道に歩むこ

とを好まず、またその教に従うことを好まなかった。 25

それゆえ、主は激しい怒りと、猛烈な戦いを彼らに臨ま

せられた。それが火のように周囲に燃えても、彼らは悟

らず、彼らを焼いても、心にとめなかった。

43ヤコブよ、あなたを創造された主はこう言われる。
イスラエルよ、あなたを造られた主はいまこう言わ

れる、「恐れるな、わたしはあなたをあがなった。わた

しはあなたの名を呼んだ、あなたはわたしのものだ。 2

あなたが水の中を過ぎるとき、わたしはあなたと共にお

る。川の中を過ぎるとき、水はあなたの上にあふれるこ

とがない。あなたが火の中を行くとき、焼かれることも

なく、炎もあなたに燃えつくことがない。 3わたしはあ

なたの神、主である、イスラエルの聖者、あなたの救主

である。わたしはエジプトを与えてあなたのあがないし

ろとし、エチオピヤとセバとをあなたの代りとする。 4

あなたはわが目に尊く、重んぜられるもの、わたしはあ

なたを愛するがゆえに、あなたの代りに人を与え、あな

たの命の代りに民を与える。 5恐れるな、わたしはあな

たと共におる。わたしは、あなたの子孫を東からこさせ

、西からあなたを集める。 6わたしは北にむかって『ゆ

るせ』と言い、南にむかって『留めるな』と言う。わが

子らを遠くからこさせ、わが娘らを地の果からこさせよ

。 7すべてわが名をもってとなえられる者をこさせよ。

わたしは彼らをわが栄光のために創造し、これを造り、

これを仕立てた」。 8目があっても目しいのような民、

耳があっても耳しいのような民を連れ出せ。 9国々はみ

な相つどい、もろもろの民は集まれ。彼らのうち、だれ

がこの事を告げ、さきの事どもを、われわれに聞かせる

ことができるか。その証人を出して、おのれの正しい事

を証明させ、それを聞いて「これは真実だ」と言わせよ

。 10主は言われる、「あなたがたはわが証人、わたしが

選んだわがしもべである。それゆえ、あなたがたは知っ

て、わたしを信じ、わたしが主であることを悟ることが

できる。わたしより前に造られた神はなく、わたしより

後にもない。 11ただわたしのみ主である。わたしのほか

に救う者はいない。 12わたしはさきに告げ、かつ救い、

かつ聞かせた。あなたがたのうちには、ほかの神はなか

った。あなたがたはわが証人である」と主は言われる。

13「わたしは神である、今より後もわたしは主である。

わが手から救い出しうる者はない。わたしがおこなえば

、だれが、これをとどめることができよう」。 14あなた

がたをあがなう者、イスラエルの聖者、主はこう言われ

る、「あなたがたのために、わたしは人をバビロンにつ

かわし、すべての貫の木をこわし、カルデヤびとの喜び

の声を嘆きに変らせる。 15わたしは主、あなたがたの聖

者、イスラエルの創造者、あなたがたの王である」。 16

海のなかに大路を設け、大いなる水の中に道をつくり、

17戦車および馬、軍勢および兵士を出てこさせ、これを

倒して起きることができないようにし、絶え滅ぼして、

灯心の消えうせるようにされる主はこう言われる、 18「

あなたがたは、さきの事を思い出してはならない、また

、いにしえのことを考えてはならない。 19見よ、わたし

は新しい事をなす。やがてそれは起る、あなたがたはそ

れを知らないのか。わたしは荒野に道を設け、さばくに
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川を流れさせる。 20野の獣はわたしをあがめ、山犬およ

び、だちょうもわたしをあがめる。わたしが荒野に水を

いだし、さばくに川を流れさせて、わたしの選んだ民に

飲ませるからだ。 21この民は、わが誉を述べさせるため

にわたしが自分のために造ったものである。 22ところが

ヤコブよ、あなたはわたしを呼ばなかった。イスラエル

よ、あなたはわたしをうとんじた。 23あなたは燔祭の羊

をわたしに持ってこなかった。また犠牲をもってわたし

をあがめなかった。わたしは供え物の重荷をあなたに負

わせなかった。また乳香をもってあなたを煩わさなかっ

た。 24あなたは金を出して、わたしのために菖蒲を買わ

ず、犠牲の脂肪を供えて、わたしを飽かせず、かえって

、あなたの罪の重荷をわたしに負わせ、あなたの不義を

もって、わたしを煩わせた。 25わたしこそ、わたし自身

のためにあなたのとがを消す者である。わたしは、あな

たの罪を心にとめない。 26あなたは、自分の正しいこと

を証明するために自分のことを述べて、わたしに思い出

させよ。われわれは共に論じよう。 27あなたの遠い先祖

は罪を犯し、あなたの仲保者らはわたしにそむいた。 28

それゆえ、わたしは聖所の君たちを汚し、ヤコブを全き

滅びにわたし、イスラエルをののしらしめた。

44しかし、わがしもべヤコブよ、わたしが選んだイス
ラエルよ、いま聞け。 2あなたを造り、あなたを胎

内に形造り、あなたを助ける主はこう言われる、『わが

しもべヤコブよ、わたしが選んだエシュルンよ、恐れる

な。 3わたしは、かわいた地に水を注ぎ、干からびた地

に流れをそそぎ、わが霊をあなたの子らにそそぎ、わが

恵みをあなたの子孫に与えるからである。 4こうして、

彼らは水の中の草のように、流れのほとりの柳のように

、生え育つ。 5ある人は「わたしは主のものである」と

言い、ある人はヤコブの名をもって自分を呼び、またあ

る人は「主のものである」と手にしるして、イスラエル

の名をもって自分を呼ぶ』」。 6主、イスラエルの王、

イスラエルをあがなう者、万軍の主はこう言われる、「

わたしは初めであり、わたしは終りである。わたしのほ

かに神はない。 7だれかわたしに等しい者があるか。そ

の者はそれを示し、またそれを告げ、わが前に言いつら

ねよ。だれが、昔から、きたるべき事を聞かせたか。そ

の者はやがて成るべき事をわれわれに告げよ。 8恐れて

はならない、またおののいてはならない。わたしはこの

事を昔から、あなたがたに聞かせなかったか、また告げ

なかったか。あなたがたはわが証人である。わたしのほ

かに神があるか。わたしのほかに岩はない。わたしはそ

のあることを知らない」。 9偶像を造る者は皆むなしく

、彼らの喜ぶところのものは、なんの役にも立たない。

その信者は見ることもなく、また知ることもない。ゆえ

に彼らは恥を受ける。 10だれが神を造り、またなんの役

にも立たない偶像を鋳たか。 11見よ、その仲間は皆恥を

受ける。その細工人らは人間にすぎない。彼らが皆集ま

って立つとき、恐れて共に恥じる。 12鉄の細工人はこれ

を造るのに炭の火をもって細工し、鎚をもってこれを造

り、強い腕をもってこれを鍛える。彼が飢えれば力は衰

え、水を飲まなければ疲れはてる。 13木の細工人は線を

引き、鉛筆でえがき、かんなで削り、コンパスでえがき

、それを人の美しい姿にしたがって人の形に造り、家の

中に安置する。 14彼は香柏を切り倒し、あるいはかしの

木、あるいはかしわの木を選んで、それを林の木の中で

強く育てる。あるいは香柏を植え、雨にそれを育てさせ

る。 15こうして人はその一部をとって、たきぎとし、こ

れをもって身を暖め、またこれを燃やしてパンを焼き、

また他の一部を神に造って拝み、刻んだ像に造ってその

前にひれ伏す。 16その半ばは火に燃やし、その半ばで肉

を煮て食べ、あるいは肉をあぶって食べ飽き、また身を

暖めて言う、「ああ、暖まった、熱くなった」と。 17そ

してその余りをもって神を造って偶像とし、その前にひ

れ伏して拝み、これに祈って、「あなたはわが神だ、わ

たしを救え」と言う。 18これらの人は知ることがなく、

また悟ることがない。その目はふさがれて見ることがで

きず、その心は鈍くなって悟ることができない。 19その

心のうちに思うことをせず、また知識がなく、悟りがな

いために、「わたしはその半ばを火に燃やし、またその

炭火の上でパンを焼き、肉をあぶって食べ、その残りの

木をもって憎むべきものを造るのか。木のはしくれの前

にひれ伏すのか」と言う者もない。 20彼は灰を食い、迷

った心に惑わされて、おのれを救うことができず、また

「わが右の手に偽りがあるではないか」と言わない。 21

ヤコブよ、イスラエルよ、これらの事を心にとめよ。あ

なたはわがしもべだから。わたしはあなたを造った、あ

なたはわがしもべだ。イスラエルよ、わたしはあなたを

忘れない。 22わたしはあなたのとがを雲のように吹き払

い、あなたの罪を霧のように消した。わたしに立ち返れ

、わたしはあなたをあがなったから。 23天よ、歌え、主

がこの事をなされたから。地の深き所よ、呼ばわれ。も

ろもろの山よ、林およびその中のもろもろの木よ、声を

放って歌え。主はヤコブをあがない、イスラエルのうち

に栄光をあらわされたから。 24あなたをあがない、あな

たを胎内に造られた主はこう言われる、「わたしは主で

ある。わたしはよろずの物を造り、ただわたしだけが天

をのべ、地をひらき、だれがわたしと共にいたか 25偽る

物のしるしをむなしくし、占う者を狂わせ、賢い者をう

しろに退けて、その知識を愚かにする。 26わたしは、わ

がしもべの言葉を遂げさせ、わが使の計りごとを成らせ

、エルサレムについては、『これは民の住む所となる』

と言い、ユダのもろもろの町については、『ふたたび建

てられる、わたしはその荒れ跡を興そう』と言い、 27ま

た淵については、『かわけ、わたしはあなたのもろもろ

の川を干す』と言い、 28またクロスについては、『彼は

わが牧者、わが目的をことごとくなし遂げる』と言い、

エルサレムについては、『ふたたび建てられる』と言い

、神殿については、『あなたの基がすえられる』と言う

」。

45わたしはわが受膏者クロスの右の手をとって、もろ
もろの国をその前に従わせ、もろもろの王の腰を解

き、とびらをその前に開かせて、門を閉じさせない、と

言われる主はその受膏者クロスにこう言われる、 2「わ

たしはあなたの前に行って、もろもろの山を平らにし、

青銅のとびらをこわし、鉄の貫の木を断ち切り、 3あな

たに、暗い所にある財宝と、ひそかな所に隠した宝物と

を与えて、わたしは主、あなたの名を呼んだイスラエル

の神であることをあなたに知らせよう。 4わがしもべヤ

コブのために、わたしの選んだイスラエルのために、わ

たしはあなたの名を呼んだ。あなたがわたしを知らなく

ても、わたしはあなたに名を与えた。 5わたしは主であ

る。わたしのほかに神はない、ひとりもない。あなたが
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わたしを知らなくても、わたしはあなたを強くする。 6

これは日の出る方から、また西の方から、人々がわたし

のほかに神のないことを知るようになるためである。わ

たしは主である、わたしのほかに神はない。 7わたしは

光をつくり、また暗きを創造し、繁栄をつくり、またわ

ざわいを創造する。わたしは主である、すべてこれらの

事をなす者である。 8天よ、上より水を注げ、雲は義を

降らせよ。地は開けて救を生じ、また義をも、生えさせ

よ。主なるわたしはこれを創造した。 9陶器が陶器師と

争うように、おのれを造った者と争う者はわざわいだ。

粘土は陶器師にむかって『あなたは何を造るか』と言い

、あるいは『あなたの造った物には手がない』と言うだ

ろうか。 10父にむかって『あなたは、なぜ子をもうける

のか』と言い、あるいは女にむかって『あなたは、なぜ

産みの苦しみをするのか』と言う者はわざわいだ」。 11

イスラエルの聖者、イスラエルを造られた主はこう言わ

れる、「あなたがたは、わが子らについてわたしに問い

、またわが手のわざについてわたしに命ずるのか。 12わ

たしは地を造って、その上に人を創造した。わたしは手

をもって天をのべ、その万軍を指揮した。 13わたしは義

をもってクロスを起した。わたしは彼のすべての道をま

っすぐにしよう。彼はわが町を建て、わが捕囚を価のた

めでなく、また報いのためでもなく解き放つ」と万軍の

主は言われる。 14主はこう言われる、「エジプトの富と

、エチオピヤの商品と、たけの高いセバびととはあなた

に来て、あなたのものとなり、あなたに従い、彼らは鎖

につながれて来て、あなたの前にひれ伏し、あなたに願

って言う、『神はただあなたと共にいまし、このほかに

神はなく、ひとりもない』」。 15イスラエルの神、救主

よ、まことに、あなたはご自分を隠しておられる神であ

る。 16偶像を造る者は皆恥を負い、はずかしめを受け、

ともに、あわてふためいて退く。 17しかし、イスラエル

は主に救われて、とこしえの救を得る。あなたがたは世

々かぎりなく、恥を負わず、はずかしめを受けない。 18

天を創造された主、すなわち神であってまた地をも造り

成し、これを堅くし、いたずらにこれを創造されず、こ

れを人のすみかに造られた主はこう言われる、「わたし

は主である、わたしのほかに神はない。 19わたしは隠れ

たところ、地の暗い所で語らず、ヤコブの子孫に『わた

しを尋ねるのはむだだ』と言わなかった。主なるわたし

は正しい事を語り、まっすぐな事を告げる。 20もろもろ

の国からのがれてきた者よ、集まってきて、共に近寄れ

。木像をにない、救うことのできない神に祈る者は無知

である。 21あなたがたの言い分を持ってきて述べよ。ま

た共に相談せよ。この事をだれがいにしえから示したか

。だれが昔から告げたか。わたし、すなわち主ではなか

ったか。わたしのほかに神はない。わたしは義なる神、

救主であって、わたしのほかに神はない。 22地の果なる

もろもろの人よ、わたしを仰ぎのぞめ、そうすれば救わ

れる。わたしは神であって、ほかに神はないからだ。 23

わたしは自分をさして誓った、わたしの口から出た正し

い言葉は帰ることがない、『すべてのひざはわが前にか

がみ、すべての舌は誓いをたてる』。 24人はわたしにつ

いて言う、『正義と力とは主にのみある』と。人々は主

にきたり、主にむかって怒る者は皆恥を受ける。 25しか

しイスラエルの子孫は皆主によって勝ち誇ることができ

る」。

46ベルは伏し、ネボはかがみ、彼らの像は獣と家畜と
の上にある。あなたがたが持ち歩いたものは荷とな

り、疲れた獣の重荷となった。 2彼らはかがみ、彼らは

共に伏し、重荷となった者を救うことができずかえって

、自分は捕われて行く。 3「ヤコブの家よ、イスラエル

の家の残ったすべての者よ、生れ出た時から、わたしに

負われ、胎を出た時から、わたしに持ち運ばれた者よ、

わたしに聞け。 4わたしはあなたがたの年老いるまで変

らず、白髪となるまで、あなたがたを持ち運ぶ。わたし

は造ったゆえ、必ず負い、持ち運び、かつ救う。 5あな

たがたは、わたしをだれにたぐい、だれと等しくし、だ

れにくらべ、かつなぞらえようとするのか。 6彼らは袋

からこがねを注ぎ出し、はかりをもって、しろがねをは

かり、金細工人を雇って、それを神に造らせ、これにひ

れ伏して拝む。 7彼らはこれをもたげて肩に載せ、持っ

て行って、その所に置き、そこに立たせる。これはその

所から動くことができない。人がこれに呼ばわっても答

えることができない。また彼をその悩みから救うことが

できない。 8あなたがたはこの事をおぼえ、よく考えよ

。そむける者よ、この事を心にとめよ、 9いにしえより

このかたの事をおぼえよ。わたしは神である、わたしの

ほかに神はない。わたしは神である、わたしと等しい者

はない。 10わたしは終りの事を初めから告げ、まだなさ

れない事を昔から告げて言う、『わたしの計りごとは必

ず成り、わが目的をことごとくなし遂げる』と。 11わた

しは東から猛禽を招き、遠い国からわが計りごとを行う

人を招く。わたしはこの事を語ったゆえ、必ずこさせる

。わたしはこの事をはかったゆえ、必ず行う。 12心をか

たくなにして、救に遠い者よ、わたしに聞け。 13わたし

はわが救を近づかせるゆえ、その来ることは遠くない。

わが救はおそくない。わたしは救をシオンに与え、わが

栄光をイスラエルに与える」。

47処女なるバビロンの娘よ、下って、ちりの中にすわ
れ。カルデヤびとの娘よ、王座のない地にすわれ。

あなたはもはや、やさしく、たおやかな女ととなえられ

ることはない。 2石うすをとって粉をひけ、顔おおいを

取り去り、うちぎを脱ぎ、すねをあらわして川を渡れ。

3あなたの裸はあらわれ、あなたの恥は見られる。わた

しはあだを報いて、何人とをも助けない。 4われわれを

あがなう者はその名を万軍の主といい、イスラエルの聖

者である。 5カルデヤびとの娘よ、黙してすわれ、また

暗い所にはいれ。あなたはもはや、もろもろの国の女王

ととなえられることはない。 6わたしはわが民を憤り、

わが嗣業を汚して、これをあなたの手に渡した。あなた

はこれに、あわれみを施さず、年老いた者の上に、はな

はだ重いくびきを負わせた。 7あなたは言った、「わた

しは、とこしえに女王となる」と。そして、あなたはこ

れらの事を心にとめず、またその終りを思わなかった。

8楽しみにふけり、安らかにおり、心のうちに「ただわ

たしだけで、わたしのほかにだれもなく、わたしは寡婦

となることはない、また子を失うことはない」と言う者

よ、今この事を聞け。 9これらの二つの事は一日のうち

に、またたくまにあなたに臨む。すなわち子を失い、寡

婦となる事はたといあなたが多くの魔術を行い、魔法の

大いなる力をもってしてもことごとくあなたに臨む。 10

あなたは自分の悪に寄り頼んで言う、「わたしを見る者

はない」と。あなたの知恵と、あなたの知識とはあなた
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を惑わした。あなたは心のうちに言った、「ただわたし

だけで、わたしのほかにだれもない」と。 11しかし、わ

ざわいが、あなたに臨む、あなたは、それをあがなうこ

とができない。なやみが、あなたを襲う、あなたは、そ

れをつぐなうことができない。滅びが、にわかにあなた

に臨む、あなたは、それについて何も知らない。 12あな

たが若い時から勤め行ったあなたの魔法と、多くの魔術

とをもって立ちむかってみよ、あるいは成功するかもし

れない、あるいは敵を恐れさせるかもしれない。 13あな

たは多くの計りごとによってうみ疲れた。かの天を分か

つ者、星を見る者、新月によって、あなたに臨む事を告

げる者を立ちあがらせて、あなたを救わせてみよ。 14見

よ、彼らはわらのようになって、火に焼き滅ぼされ、自

分の身を炎の勢いから、救い出すことができない。その

火は身を暖める炭火ではない、またその前にすわるべき

火でもない。 15あなたが勤めて行ったものと、あなたの

若い時からあなたと売り買いした者とは、ついにこのよ

うになる。彼らはめいめい自分の方向にさすらいゆき、

ひとりもあなたを救う者はない。

48ヤコブの家よ、これを聞け。あなたがたはイスラエ
ルの名をもってとなえられ、ユダの腰から出、主の

名によって誓い、イスラエルの神をとなえるけれども、

真実をもってせず、正義をもってしない。 2彼らはみず

から聖なる都のものととなえ、イスラエルの神に寄り頼

む。その名は万軍の主という。 3「わたしはさきに成っ

た事を、いにしえから告げた。わたしは口から出して彼

らに知らせた。わたしは、にわかにこの事を行い、そし

て成った。 4わたしはあなたが、かたくなで、その首は

鉄の筋、その額は青銅であることを知るゆえに、 5いに

しえから、かの事をあなたに告げ、その成らないさきに

、これをあなたに聞かせた。そうでなければ、あなたは

言うだろう、『わが偶像がこれをしたのだ、わが刻んだ

像と、鋳た像がこれを命じたのだ』と。 6あなたはすで

に聞いた、すべてこれが成ったことを見よ。あなたがた

はこれを宣べ伝えないのか。わたしは今から新しい事、

あなたがまだ知らない隠れた事をあなたに聞かせよう。

7これらの事はいま創造されたので、いにしえからあっ

たのではない。この日以前には、あなたはこれを聞かな

かった。そうでなければ、あなたは言うだろう、『見よ

、わたしはこれを知っていた』と。 8あなたはこれを聞

くこともなく、知ることもなく、あなたの耳は、いにし

えから開かれなかった。わたしはあなたが全く不信実で

、生れながら反逆者ととなえられたことを知っていたか

らである。 9わが名のために、わたしは怒りをおそくす

る。わが誉のために、わたしはこれをおさえて、あなた

を断ち滅ぼすことをしない。 10見よ、わたしはあなたを

練った。しかし銀のようにではなくて、苦しみの炉をも

ってあなたを試みた。 11わたしは自分のために、自分の

ためにこれを行う。どうしてわが名を汚させることがで

きよう。わたしはわが栄光をほかの者に与えることをし

ない。 12ヤコブよ、わたしの召したイスラエルよ、わた

しに聞け。わたしはそれだ、わたしは初めであり、わた

しはまた終りである。 13わが手は地の基をすえ、わが右

の手は天をのべた。わたしが呼ぶと、彼らはもろともに

立つ。 14あなたがたは皆集まって聞け。彼らのうち、だ

れがこれらの事を告げたか。主の愛せられる彼は主のみ

こころをバビロンに行い、その腕はカルデヤびとの上に

臨む。 15語ったのは、ただわたしであって、わたしは彼

を召した。わたしは彼をこさせた。彼はその道に栄える

。 16あなたがたはわたしに近寄って、これを聞け。わた

しは初めから、ひそかに語らなかった。それが成った時

から、わたしはそこにいたのだ」。いま主なる神は、わ

たしとその霊とをつかわされた。 17あなたのあがない主

、イスラエルの聖者、主はこう言われる、「わたしはあ

なたの神、主である。わたしは、あなたの利益のために

、あなたを教え、あなたを導いて、その行くべき道に行

かせる。 18どうか、あなたはわたしの戒めに聞き従うよ

うに。そうすれば、あなたの平安は川のように、あなた

の義は海の波のようになり、 19あなたのすえは砂のよう

に、あなたの子孫は砂粒のようになって、その名はわが

前から断たれることなく、滅ぼされることはない」。 20

あなたがたはバビロンから出、カルデヤからのがれよ。

喜びの声をもってこれをのべ聞かせ、地の果にまで語り

伝え、「主はそのしもべヤコブをあがなわれた」と言え

。 21主が彼らを導いて、さばくを通らせられたとき、彼

らは、かわいたことがなかった。主は彼らのために岩か

ら水を流れさせ、また岩を裂かれると、水がほとばしり

出た。 22主は言われた、「悪い者には平安がない」と

。

49海沿いの国々よ、わたしに聞け。遠いところのもろ
もろの民よ、耳を傾けよ。主はわたしを生れ出た時

から召し、母の胎を出た時からわが名を語り告げられた

。 2主はわが口を鋭利なつるぎとなし、わたしをみ手の

陰にかくし、とぎすました矢となして、箙にわたしを隠

された。 3また、わたしに言われた、「あなたはわがし

もべ、わが栄光をあらわすべきイスラエルである」と。

4しかし、わたしは言った、「わたしはいたずらに働き

、益なく、むなしく力を費した。しかもなお、まことに

わが正しきは主と共にあり、わが報いはわが神と共にあ

る」と。 5ヤコブをおのれに帰らせ、イスラエルをおの

れのもとに集めるために、わたしを腹の中からつくって

そのしもべとされた主は言われる。（わたしは主の前に

尊ばれ、わが神はわが力となられた） 6主は言われる、

「あなたがわがしもべとなって、ヤコブのもろもろの部

族をおこし、イスラエルのうちの残った者を帰らせるこ

とは、いとも軽い事である。わたしはあなたを、もろも

ろの国びとの光となして、わが救を地の果にまでいたら

せよう」と。 7イスラエルのあがない主、イスラエルの

聖者なる主は、人に侮られる者、民に忌みきらわれる者

、つかさたちのしもべにむかってこう言われる、「もろ

もろの王は見て、立ちあがり、もろもろの君は立って、

拝する。これは真実なる主、イスラエルの聖者が、あな

たを選ばれたゆえである」。 8主はこう言われる、「わ

たしは恵みの時に、あなたに答え、救の日にあなたを助

けた。わたしはあなたを守り、あなたを与えて民の契約

とし、国を興し、荒れすたれた地を嗣業として継がせる

。 9わたしは捕えられた人に『出よ』と言い、暗きにお

る者に『あらわれよ』と言う。彼らは道すがら食べるこ

とができ、すべての裸の山にも牧草を得る。 10彼らは飢

えることがなく、かわくこともない。また熱い風も、太

陽も彼らを撃つことはない。彼らをあわれむ者が彼らを

導き、泉のほとりに彼らを導かれるからだ。 11わたしは

、わがもろもろの山を道とし、わが大路を高くする。 12

見よ、人々は遠くから来る。見よ、人々は北から西から
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、またスエネの地から来る」。 13天よ、歌え、地よ、喜

べ。もろもろの山よ、声を放って歌え。主はその民を慰

め、その苦しむ者をあわれまれるからだ。 14しかしシオ

ンは言った、「主はわたしを捨て、主はわたしを忘れら

れた」と。 15「女がその乳のみ子を忘れて、その腹の子

を、あわれまないようなことがあろうか。たとい彼らが

忘れるようなことがあっても、わたしは、あなたを忘れ

ることはない。 16見よ、わたしは、たなごころにあなた

を彫り刻んだ。あなたの石がきは常にわが前にある。 17

あなたを建てる者は、あなたをこわす者を追い越し、あ

なたを荒した者は、あなたから出て行く。 18あなたの目

をあげて見まわせ。彼らは皆集まって、あなたのもとに

来る。主は言われる、わたしは生きている、あなたは彼

らを皆、飾りとして身につけ、花嫁の帯のようにこれを

結ぶ。 19あなたの荒れ、かつすたれた所、こわされた地

は、住む人の多いために狭くなり、あなたを、のみつく

した者は、はるかに離れ去る。 20あなたが子を失った後

に生れた子らは、なおあなたの耳に言う、『この所はわ

たしには狭すぎる、わたしのために住むべき所を得させ

よ』と。 21その時あなたは心のうちに言う、『だれがわ

たしのためにこれらの者を産んだのか。わたしは子を失

って、子をもたない。わたしは捕われ、かつ追いやられ

た。だれがこれらの者を育てたのか。見よ、わたしはひ

とり残された。これらの者はどこから来たのか』と」。

22主なる神はこう言われる、「見よ、わたしは手をもろ

もろの国にむかってあげ、旗をもろもろの民にむかって

立てる。彼らはそのふところにあなたの子らを携え、そ

の肩にあなたの娘たちを載せて来る。 23もろもろの王は

、あなたの養父となり、その王妃たちは、あなたの乳母

となり、彼らはその顔を地につけて、あなたにひれ伏し

、あなたの足のちりをなめる。こうして、あなたはわた

しが主であることを知る。わたしを待ち望む者は恥をこ

うむることがない」。 24勇士が奪った獲物をどうして取

り返すことができようか。暴君がかすめた捕虜をどうし

て救い出すことができようか。 25しかし主はこう言われ

る、「勇士がかすめた捕虜も取り返され、暴君が奪った

獲物も救い出される。わたしはあなたと争う者と争い、

あなたの子らを救うからである。 26わたしはあなたをし

えたげる者にその肉を食わせ、その血を新しい酒のよう

に飲ませて酔わせる。こうして、すべての人はわたしが

主であって、あなたの救主、またあなたのあがない主、

ヤコブの全能者であることを知るようになる」。

50主はこう言われる、「わたしがあなたがたの母を去
らせたその離縁状は、どこにあるか。わたしはどの

債主にあなたがたを売りわたしたか。見よ、あなたがた

は、その不義のために売られ、あなたがたの母は、あな

たがたのとがのために出されたのだ。 2わたしが来たと

き、なぜひとりもいなかったか。わたしが呼んだとき、

なぜひとりも答える者がなかったか。わたしの手が短く

て、あがなうことができないのか。わたしは救う力を持

たないのか。見よ、わたしが、しかると海はかれ、川は

荒野となり、その中の魚は水がないために、かわき死ん

で悪臭を放つ。 3わたしは黒い衣を天に着せ、荒布をも

ってそのおおいとする」。 4主なる神は教をうけた者の

舌をわたしに与えて、疲れた者を言葉をもって助けるこ

とを知らせ、また朝ごとにさまし、わたしの耳をさまし

て、教をうけた者のように聞かせられる。 5主なる神は

わたしの耳を開かれた。わたしは、そむくことをせず、

退くことをしなかった。 6わたしを打つ者に、わたしの

背をまかせ、わたしのひげを抜く者に、わたしのほおを

まかせ、恥とつばきとを避けるために、顔をかくさなか

った。 7しかし主なる神はわたしを助けられる。それゆ

え、わたしは恥じることがなかった。それゆえ、わたし

は顔を火打石のようにした。わたしは決してはずかしめ

られないことを知る。 8わたしを義とする者が近くおら

れる。だれがわたしと争うだろうか、われわれは共に立

とう。わたしのあだはだれか、わたしの所へ近くこさせ

よ。 9見よ、主なる神はわたしを助けられる。だれがわ

たしを罪に定めるだろうか。見よ、彼らは皆衣のように

ふるび、しみのために食いつくされる。 10あなたがたの

うち主を恐れ、そのしもべの声に聞き従い、暗い中を歩

いて光を得なくても、なお主の名を頼み、おのれの神に

たよる者はだれか。 11見よ、火を燃やし、たいまつをと

もす者よ、皆その火の炎の中を歩め、またその燃やした

、たいまつの中を歩め。あなたがたは、これをわたしの

手から受けて、苦しみのうちに伏し倒れる。

51「義を追い求め、主を尋ね求める者よ、わたしに聞
け。あなたがたの切り出された岩と、あなたがたの

掘り出された穴とを思いみよ。 2あなたがたの父アブラ

ハムと、あなたがたを産んだサラとを思いみよ。わたし

は彼をただひとりであったときに召し、彼を祝福して、

その子孫を増し加えた。 3主はシオンを慰め、またその

すべて荒れた所を慰めて、その荒野をエデンのように、

そのさばくを主の園のようにされる。こうして、その中

に喜びと楽しみとがあり、感謝と歌の声とがある。 4わ

が民よ、わたしに聞け、わが国びとよ、わたしに耳を傾

けよ。律法はわたしから出、わが道はもろもろの民の光

となる。 5わが義はすみやかに近づき、わが救は出て行

った。わが腕はもろもろの民を治める。海沿いの国々は

わたしを待ち望み、わが腕に寄り頼む。 6目をあげて天

を見、また下なる地を見よ。天は煙のように消え、地は

衣のようにふるび、その中に住む者は、ぶよのように死

ぬ。しかし、わが救はとこしえにながらえ、わが義はく

じけることがない。 7義を知る者よ、心のうちにわが律

法をたもつ者よ、わたしに聞け。人のそしりを恐れては

ならない、彼らのののしりに驚いてはならない。 8彼ら

は衣のように、しみに食われ、羊の毛のように虫に食わ

れるからだ。しかし、わが義はとこしえにながらえ、わ

が救はよろず代に及ぶ」。 9主のかいなよ、さめよ、さ

めよ、力を着よ。さめて、いにしえの日、昔の代にあっ

たようになれ。ラハブを切り殺し、龍を刺し貫いたのは

、あなたではなかったか。 10海をかわかし、大いなる淵

の水をかわかし、また海の深き所を、あがなわれた者の

過ぎる道とされたのは、あなたではなかったか。 11主に

あがなわれた者は、歌うたいつつ、シオンに帰ってきて

、そのこうべに、とこしえの喜びをいただき、彼らは喜

びと楽しみとを得、悲しみと嘆きとは逃げ去る。 12「わ

たしこそあなたを慰める者だ。あなたは何者なれば、死

ぬべき人を恐れ、草のようになるべき人の子を恐れるの

か。 13天をのべ、地の基をすえられたあなたの造り主、

主を忘れて、なぜ、しえたげる者が滅ぼそうと備えをす

るとき、その憤りのゆえに常にひねもす恐れるのか。し

えたげる者の憤りはどこにあるか。 14身をかがめている

捕われ人は、すみやかに解かれて、死ぬことなく、穴に
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くだることなく、その食物はつきることがない。 15わた

しは海をふるわせ、その波をなりどよめかすあなたの神

、主である。その名を万軍の主という。 16わたしはわが

言葉をあなたの口におき、わが手の陰にあなたを隠した

。こうして、わたしは天をのべ、地の基をすえ、シオン

にむかって、あなたはわが民であると言う」。 17エルサ

レムよ、起きよ、起きよ、立て。あなたはさきに主の手

から憤りの杯をうけて飲み、よろめかす大杯を、滓まで

も飲みほした。 18その産んだもろもろの子のなかに、自

分を導く者なく、その育てたもろもろの子のなかに、自

分の手をとる者がない。 19これら二つの事があなたに臨

んだだれがあなたと共に嘆くだろうか荒廃と滅亡、きき

んとつるぎ。だれがあなたを慰めるだろうか。 20あなた

の子らは息絶えだえになり、網にかかった、かもしかの

ように、すべてのちまたのすみに横たわり、主の憤りと

、あなたの神の責めとは、彼らに満ちている。 21それゆ

え、苦しめる者、酒にではなく酔っている者よ、これを

聞け。 22あなたの主、おのが民の訴えを弁護されるあな

たの神、主はこう言われる、「見よ、わたしはよろめか

す杯をあなたの手から取り除き、わが憤りの大杯を取り

除いた。あなたは再びこれを飲むことはない。 23わたし

はこれをあなたを悩ます者の手におく。彼らはさきにあ

なたにむかって言った、『身をかがめよ、われわれは越

えていこう』と。そしてあなたはその背を地のようにし

、ちまたのようにして、彼らの越えていくにまかせた」

。

52シオンよ、さめよ、さめよ、力を着よ。聖なる都エ
ルサレムよ、美しい衣を着よ。割礼を受けない者お

よび汚れた者は、もはやあなたのところに、はいること

がないからだ。 2捕われたエルサレムよ、あなたの身か

らちりを振り落せ、起きよ。捕われたシオンの娘よ、あ

なたの首のなわを解きすてよ。 3主はこう言われる、「

あなたがたは、ただで売られた。金を出さずにあがなわ

れる」。 4主なる神はこう言われる、「わが民はさきに

エジプトへ下って行って、かしこに寄留した。またアッ

スリヤびとはゆえなく彼らをしえたげた。 5それゆえ、

今わたしはここに何をしようか。わが民はゆえなく捕わ

れた」と主は言われる。主は言われる、「彼らをつかさ

どる者はわめき、わが名は常にひねもす侮られる。 6そ

れゆえ、わが民はわが名を知るにいたる。その日には彼

らはこの言葉を語る者がわたしであることを知る。わた

しはここにおる」。 7よきおとずれを伝え、平和を告げ

、よきおとずれを伝え、救を告げ、シオンにむかって「

あなたの神は王となられた」と言う者の足は山の上にあ

って、なんと麗しいことだろう。 8聞けよ、あなたの見

張びとは声をあげて、共に喜び歌っている。彼らは目と

目と相合わせて、主がシオンに帰られるのを見るからだ

。 9エルサレムの荒れすたれた所よ、声を放って共に歌

え。主はその民を慰め、エルサレムをあがなわれたから

だ。 10主はその聖なるかいなを、もろもろの国びとの前

にあらわされた。地のすべての果は、われわれの神の救

を見る。 11去れよ、去れよ、そこを出て、汚れた物にさ

わるな。その中を出よ、主の器をになう者よ、おのれを

清く保て。 12あなたがたは急いで出るに及ばない、また

、とんで行くにも及ばない。主はあなたがたの前に行き

、イスラエルの神はあなたがたのしんがりとなられるか

らだ。 13見よ、わがしもべは栄える。彼は高められ、あ

げられ、ひじょうに高くなる。 14多くの人が彼に驚いた

ように彼の顔だちは、そこなわれて人と異なり、その姿

は人の子と異なっていたからである 15彼は多くの国民を

驚かす。王たちは彼のゆえに口をつむぐ。それは彼らが

まだ伝えられなかったことを見、まだ聞かなかったこと

を悟るからだ。

53だれがわれわれの聞いたことを信じ得たか。主の腕
は、だれにあらわれたか。 2彼は主の前に若木のよ

うに、かわいた土から出る根のように育った。彼にはわ

れわれの見るべき姿がなく、威厳もなく、われわれの慕

うべき美しさもない。 3彼は侮られて人に捨てられ、悲

しみの人で、病を知っていた。また顔をおおって忌みき

らわれる者のように、彼は侮られた。われわれも彼を尊

ばなかった。 4まことに彼はわれわれの病を負い、われ

われの悲しみをになった。しかるに、われわれは思った

、彼は打たれ、神にたたかれ、苦しめられたのだと。 5

しかし彼はわれわれのとがのために傷つけられ、われわ

れの不義のために砕かれたのだ。彼はみずから懲しめを

うけて、われわれに平安を与え、その打たれた傷によっ

て、われわれはいやされたのだ。 6われわれはみな羊の

ように迷って、おのおの自分の道に向かって行った。主

はわれわれすべての者の不義を、彼の上におかれた。 7

彼はしえたげられ、苦しめられたけれども、口を開かな

かった。ほふり場にひかれて行く小羊のように、また毛

を切る者の前に黙っている羊のように、口を開かなかっ

た。 8彼は暴虐なさばきによって取り去られた。その代

の人のうち、だれが思ったであろうか、彼はわが民のと

がのために打たれて、生けるものの地から断たれたのだ

と。 9彼は暴虐を行わず、その口には偽りがなかったけ

れども、その墓は悪しき者と共に設けられ、その塚は悪

をなす者と共にあった。 10しかも彼を砕くことは主のみ

旨であり、主は彼を悩まされた。彼が自分を、とがの供

え物となすとき、その子孫を見ることができ、その命を

ながくすることができる。かつ主のみ旨が彼の手によっ

て栄える。 11彼は自分の魂の苦しみにより光を見て満足

する。義なるわがしもべはその知識によって、多くの人

を義とし、また彼らの不義を負う。 12それゆえ、わたし

は彼に大いなる者と共に物を分かち取らせる。彼は強い

者と共に獲物を分かち取る。これは彼が死にいたるまで

、自分の魂をそそぎだし、とがある者と共に数えられた

からである。しかも彼は多くの人の罪を負い、とがある

者のためにとりなしをした。

54「子を産まなかったうまずめよ、歌え。産みの苦し
みをしなかった者よ、声を放って歌いよばわれ。夫

のない者の子は、とついだ者の子よりも多い」と主は言

われる。 2「あなたの天幕の場所を広くし、あなたのす

まいの幕を張りひろげ、惜しむことなく、あなたの綱を

長くし、あなたの杭を強固にせよ。 3あなたは右に左に

ひろがり、あなたの子孫はもろもろの国を獲、荒れすた

れた町々をも住民で満たすからだ。 4恐れてはならない

。あなたは恥じることがない。あわてふためいてはなら

ない。あなたは、はずかしめられることがない。あなた

は若い時の恥を忘れ、寡婦であった時のはずかしめを、

再び思い出すことがない。 5あなたを造られた者はあな

たの夫であって、その名は万軍の主。あなたをあがなわ

れる者は、イスラエルの聖者であって、全地の神ととな

えられる。 6捨てられて心悲しむ妻、また若い時にとつ
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いで出された妻を招くように主はあなたを招かれた」と

あなたの神は言われる。 7「わたしはしばしばあなたを

捨てたけれども、大いなるあわれみをもってあなたを集

める。 8あふれる憤りをもって、しばしわが顔を隠した

けれども、とこしえのいつくしみをもって、あなたをあ

われむ」とあなたをあがなわれる主は言われる。 9「こ

のことはわたしにはノアの時のようだ。わたしはノアの

洪水を、再び地にあふれさせないと誓ったが、そのよう

に、わたしは再びあなたを怒らない、再びあなたを責め

ないと誓った。 10山は移り、丘は動いても、わがいつく

しみはあなたから移ることなく、平安を与えるわが契約

は動くことがない」とあなたをあわれまれる主は言われ

る。 11「苦しみをうけ、あらしにもてあそばれ、慰めを

得ない者よ、見よ、わたしはアンチモニーであなたの石

をすえ、サファイヤであなたの基をおき、 12めのうであ

なたの尖塔を造り、紅玉であなたの門を造り、あなたの

城壁をことごとく宝石で造る。 13あなたの子らはみな主

に教をうけ、あなたの子らは大いに栄える。 14あなたは

義をもって堅く立ち、しえたげから遠ざかって恐れるこ

とはない。また恐怖から遠ざかる、それはあなたに近づ

くことがないからである。 15たとい争いを起す者があっ

てもわたしによるのではない。すべてあなたと争う者は

、あなたのゆえに倒れる。 16見よ、炭火を吹きおこして

、その目的にかなう武器を造り出す鍛冶は、わたしが創

造した者、また荒し滅ぼす者も、わたしが創造した者で

ある。 17すべてあなたを攻めるために造られる武器は、

その目的を達しない。すべてあなたに逆らい立って、争

い訴える舌は、あなたに説き破られる。これが主のしも

べらの受ける嗣業であり、また彼らがわたしから受ける

義である」と主は言われる。

55「さあ、かわいている者はみな水にきたれ。金のな
い者もきたれ。来て買い求めて食べよ。あなたがた

は来て、金を出さずに、ただでぶどう酒と乳とを買い求

めよ。 2なぜ、あなたがたは、かてにもならぬもののた

めに金を費し、飽きることもできぬもののために労する

のか。わたしによく聞き従え。そうすれば、良い物を食

べることができ、最も豊かな食物で、自分を楽しませる

ことができる。 3耳を傾け、わたしにきて聞け。そうす

れば、あなたがたは生きることができる。わたしは、あ

なたがたと、とこしえの契約を立てて、ダビデに約束し

た変らない確かな恵みを与える。 4見よ、わたしは彼を

立てて、もろもろの民への証人とし、また、もろもろの

民の君とし、命令する者とした。 5見よ、あなたは知ら

ない国民を招く、あなたを知らない国民はあなたのもと

に走ってくる。これはあなたの神、主、イスラエルの聖

者のゆえであり、主があなたに光栄を与えられたからで

ある。 6あなたがたは主にお会いすることのできるうち

に、主を尋ねよ。近くおられるうちに呼び求めよ。 7悪

しき者はその道を捨て、正らぬ人はその思いを捨てて、

主に帰れ。そうすれば、主は彼にあわれみを施される。

われわれの神に帰れ、主は豊かにゆるしを与えられる。

8わが思いは、あなたがたの思いとは異なり、わが道は

、あなたがたの道とは異なっていると主は言われる。 9

天が地よりも高いように、わが道は、あなたがたの道よ

りも高く、わが思いは、あなたがたの思いよりも高い。

10天から雨が降り、雪が落ちてまた帰らず、地を潤して

物を生えさせ、芽を出させて、種まく者に種を与え、食

べる者にかてを与える。 11このように、わが口から出る

言葉も、むなしくわたしに帰らない。わたしの喜ぶとこ

ろのことをなし、わたしが命じ送った事を果す。 12あな

たがたは喜びをもって出てきて、安らかに導かれて行く

。山と丘とはあなたの前に声を放って喜び歌い、野にあ

る木はみな手を打つ。 13いとすぎは、いばらに代って生

え、ミルトスの木は、おどろに代って生える。これは主

の記念となり、また、とこしえのしるしとなって、絶え

ることはない」。

56主はこう言われる、「あなたがたは公平を守って正
義を行え。わが救の来るのは近く、わが助けのあら

われるのが近いからだ。 2安息日を守って、これを汚さ

ず、その手をおさえて、悪しき事をせず、このように行

う人、これを堅く守る人の子はさいわいである」。 3主

に連なっている異邦人は言ってはならない、「主は必ず

わたしをその民から分かたれる」と。宦官もまた言って

はならない、「見よ、わたしは枯れ木だ」と。 4主はこ

う言われる、「わが安息日を守り、わが喜ぶことを選ん

で、わが契約を堅く守る宦官には、 5わが家のうちで、

わが垣のうちで、むすこにも娘にもまさる記念のしるし

と名を与え、絶えることのない、とこしえの名を与える

。 6また主に連なり、主に仕え、主の名を愛し、そのし

もべとなり、すべて安息日を守って、これを汚さず、わ

が契約を堅く守る異邦人は 7わたしはこれをわが聖なる

山にこさせ、わが祈の家のうちで楽しませる、彼らの燔

祭と犠牲とは、わが祭壇の上に受けいれられる。わが家

はすべての民の祈の家ととなえられるからである」。 8

イスラエルの追いやられた者を集められる主なる神はこ

う言われる、「わたしはさらに人を集めて、すでに集め

られた者に加えよう」と。 9野のすべての獣よ、林にお

るすべての獣よ、来て食らえ。 10見張人らはみな目しい

で、知ることがなく、みな、おしの犬で、ほえることが

できない。みな夢みる者、伏している者、まどろむこと

を好む者だ。 11この犬どもは強欲で、飽くことを知らな

い。彼らはまた悟ることのできない牧者で、皆おのが道

にむかいゆき、おのおのみな、おのれの利を求める。 12

彼らは互に言う、「さあ、われわれは酒を手に入れ、濃

い酒をあびるほど飲もう。あすも、きょうのようである

だろう、すばらしい日だ」と。

57正しい者が滅びても、心にとめる人がなく、神を敬
う人々が取り去られても、悟る者はない。正しい者

は災の前に取り去られて、 2平安に入るからである。す

べて正直に歩む者は、その床に休むことができる。 3し

かし、あなたがた女魔法使の子よ、姦夫と遊女のすえよ

、こちらへ近寄れ。 4あなたがたは、だれにむかって戯

れをなすのか。だれにむかって口を開き、舌を出すのか

。あなたがたは背信の子ら、偽りのすえではないか。 5

あなたがたは、かしの木の間、すべての青木の下で心を

こがし、谷の中、岩のはざまで子どもを殺した。 6あな

たは谷のなめらかな石を自分の嗣業とし、これを自分の

分け前とし、これに灌祭をそそぎ、供え物をささげた。

わたしはこれらの物によってなだめられようか。 7あな

たは高くそびえた山の上に自分の床を設け、またそこに

登って行って犠牲をささげた。 8また戸および柱のうし

ろに、あなたのしるしを置いた。あなたはわたしを離れ

て自分の床をあらわし、それにのぼって、その床をひろ

くした。また彼らと契約をなし、彼らの床を愛し、その
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裸を見た。 9あなたは、におい油を携えてモレクに行き

、多くのかおり物をささげた。またあなたの使者を遠く

につかわし、陰府の深い所にまでつかわした。 (Sheol

h7585) 10あなたは道の長いのに疲れても、なお「望みが

ない」とは言わなかった。あなたはおのが力の回復を得

たので、衰えることがなかった。 11あなたはだれをおじ

恐れて、偽りを言い、わたしを覚えず、また心におかな

かったのか。わたしが久しく黙っていたために、あなた

はわたしを恐れなかったのではなかったか。 12わたしは

あなたの義と、あなたのわざを告げ示そう、しかしこれ

らはあなたを益しない。 13あなたが呼ばわる時、あなた

が集めておいた偶像にあなたを救わせよ。風は彼らを運

び去り、息は彼らを取り去る。しかしわたしに寄り頼む

者は地を継ぎ、わが聖なる山をまもる。 14主は言われる

、「土を盛り、土を盛って道を備えよ、わが民の道から

、つまずく物を取り去れ」と。 15いと高く、いと上なる

者、とこしえに住む者、その名を聖ととなえられる者が

こう言われる、「わたしは高く、聖なる所に住み、また

心砕けて、へりくだる者と共に住み、へりくだる者の霊

をいかし、砕ける者の心をいかす。 16わたしはかぎりな

く争わない、また絶えず怒らない。霊はわたしから出、

いのちの息はわたしがつくったからだ。 17彼のむさぼり

の罪のゆえに、わたしは怒って彼を打ち、わが顔をかく

して怒った。しかし彼はなおそむいて、おのが心の道へ

行った。 18わたしは彼の道を見た。わたしは彼をいやし

、また彼を導き、慰めをもって彼に報い、悲しめる者の

ために、くちびるの実を造ろう。 19遠い者にも近い者に

も平安あれ、平安あれ、わたしは彼をいやそう」と主は

言われる。 20しかし悪しき者は波の荒い海のようだ。静

まることができないで、その水はついに泥と汚物とを出

す。 21わが神は言われる、「よこしまな者には平安がな

い」と。

58「大いに呼ばわって声を惜しむな。あなたの声をラ
ッパのようにあげ、わが民にそのとがを告げ、ヤコ

ブの家にその罪を告げ示せ。 2彼らは日々わたしを尋ね

求め、義を行い、神のおきてを捨てない国民のように、

わが道を知ることを喜ぶ。彼らは正しいさばきをわたし

に求め、神に近づくことを喜ぶ。 3彼らは言う、『われ

われが断食したのに、なぜ、ごらんにならないのか。わ

れわれがおのれを苦しめたのに、なぜ、ごぞんじないの

か』と。見よ、あなたがたの断食の日には、おのが楽し

みを求め、その働き人をことごとくしえたげる。 4見よ

、あなたがたの断食するのは、ただ争いと、いさかいの

ため、また悪のこぶしをもって人を打つためだ。きょう

、あなたがたのなす断食は、その声を上に聞えさせるも

のではない。 5このようなものは、わたしの選ぶ断食で

あろうか。人がおのれを苦しめる日であろうか。そのこ

うべを葦のように伏せ、荒布と灰とをその下に敷くこと

であろうか。あなたは、これを断食ととなえ、主に受け

いれられる日と、となえるであろうか。 6わたしが選ぶ

ところの断食は、悪のなわをほどき、くびきのひもを解

き、しえたげられる者を放ち去らせ、すべてのくびきを

折るなどの事ではないか。 7また飢えた者に、あなたの

パンを分け与え、さすらえる貧しい者を、あなたの家に

入れ、裸の者を見て、これを着せ、自分の骨肉に身を隠

さないなどの事ではないか。 8そうすれば、あなたの光

が暁のようにあらわれ出て、あなたは、すみやかにいや

され、あなたの義はあなたの前に行き、主の栄光はあな

たのしんがりとなる。 9また、あなたが呼ぶとき、主は

答えられ、あなたが叫ぶとき、『わたしはここにおる』

と言われる。もし、あなたの中からくびきを除き、指を

さすこと、悪い事を語ることを除き、 10飢えた者にあな

たのパンを施し、苦しむ者の願いを満ち足らせるならば

、あなたの光は暗きに輝き、あなたのやみは真昼のよう

になる。 11主は常にあなたを導き、良き物をもってあな

たの願いを満ち足らせ、あなたの骨を強くされる。あな

たは潤った園のように、水の絶えない泉のようになる。

12あなたの子らは久しく荒れすたれたる所を興し、あな

たは代々やぶれた基を立て、人はあなたを『破れを繕う

者』と呼び、『市街を繕って住むべき所となす者』と呼

ぶようになる。 13もし安息日にあなたの足をとどめ、わ

が聖日にあなたの楽しみをなさず、安息日を喜びの日と

呼び、主の聖日を尊ぶべき日ととなえ、これを尊んで、

おのが道を行わず、おのが楽しみを求めず、むなしい言

葉を語らないならば、 14その時あなたは主によって喜び

を得、わたしは、あなたに地の高い所を乗り通らせ、あ

なたの先祖ヤコブの嗣業をもって、あなたを養う」。こ

れは主の口から語られたものである。

59見よ、主の手が短くて、救い得ないのではない。そ
の耳が鈍くて聞き得ないのでもない。 2ただ、あな

たがたの不義があなたがたと、あなたがたの神との間を

隔てたのだ。またあなたがたの罪が主の顔をおおったた

めに、お聞きにならないのだ。 3あなたがたの手は血で

汚れ、あなたがたの指は不義で汚れ、あなたがたのくち

びるは偽りを語り、あなたがたの舌は悪をささやき、 4

ひとりも正義をもって訴え、真実をもって論争する者が

ない。彼らはむなしきことを頼み、偽りを語り、害悪を

はらみ、不義を産む。 5彼らはまむしの卵をかえし、く

もの巣を織る。その卵を食べる者は死ぬ。卵が踏まれる

と破れて毒蛇を出す。 6その織る物は着物とならない。

その造る物をもって身をおおうことができない。彼のわ

ざは不義のわざであり、彼らの手には暴虐の行いがある

。 7彼らの足は悪に走り、罪のない血を流すことに速い

。彼らの思いは不義の思いであり、荒廃と滅亡とがその

道にある。 8彼らは平和の道を知らず、その行く道には

公平がない。彼らはその道を曲げた。すべてこれを歩む

者は平和を知らない。 9それゆえ、公平は遠くわれわれ

を離れ、正義はわれわれに追いつかない。われわれは光

を望んでも、暗きを見、輝きを望んでも、やみを行く。

10われわれは盲人のように、かきを手さぐりゆき、目の

ない者のように手さぐりゆき、真昼でも、たそがれのよ

うにつまずき、強壮な者の中にあっても死人のようだ。

11われわれは皆くまのようにほえ、はとのようにいたく

うめき、公平を望んでも、きたらず、救を望んでも、遠

くわれわれを離れ去る。 12われわれのとがは、あなたの

前に多く、罪は、われわれを訴えて、あかしをなし、と

がは、われわれと共にあり、不義は、われわれがこれを

知る。 13われわれは、そむいて主をいなみ、退いて、わ

れわれの神に従わず、しえたげと、そむきとを語り、偽

りの言葉を心にはらんで、それを言いあらわす。 14公平

はうしろに退けられ、正義ははるかに立つ。それは、真

実は広場に倒れ、正直は、はいることができないからで

ある。 15真実は欠けてなく、悪を離れる者はかすめ奪わ

れる。主はこれを見て、公平がなかったことを喜ばれな
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かった。 16主は人のないのを見られ、仲に立つ者のない

のをあやしまれた。それゆえ、ご自分のかいなをもって

、勝利を得、その義をもって、おのれをささえられた。

17主は義を胸当としてまとい、救のかぶとをその頭にい

ただき、報復の衣をまとって着物とし、熱心を外套とし

て身を包まれた。 18主は彼らの行いにしたがって報いを

なし、あだにむかって怒り、敵にむかって報いをなし、

海沿いの国々にむかって報いをされる。 19こうして、人

々は西の方から主の名を恐れ、日の出る方からその栄光

を恐れる。主は、せき止めた川を、そのいぶきで押し流

すように、こられるからである。 20主は言われる、「主

は、あがなう者としてシオンにきたり、ヤコブのうちの

、とがを離れる者に至る」と。 21主は言われる、「わた

しが彼らと立てる契約はこれである。あなたの上にある

わが霊、あなたの口においたわが言葉は、今から後とこ

しえに、あなたの口から、あなたの子らの口から、あな

たの子らの子の口から離れることはない」と。

60起きよ、光を放て。あなたの光が臨み、主の栄光が
あなたの上にのぼったから。 2見よ、暗きは地をお

おい、やみはもろもろの民をおおう。しかし、あなたの

上には主が朝日のごとくのぼられ、主の栄光があなたの

上にあらわれる。 3もろもろの国は、あなたの光に来、

もろもろの王は、のぼるあなたの輝きに来る。 4あなた

の目をあげて見まわせ、彼らはみな集まってあなたに来

る。あなたの子らは遠くから来、あなたの娘らは、かい

なにいだかれて来る。 5その時あなたは見て、喜びに輝

き、あなたの心はどよめき、かつ喜ぶ。海の富が移って

あなたに来、もろもろの国の宝が、あなたに来るからで

ある。 6多くのらくだ、ミデアンおよびエパの若きらく

だはあなたをおおい、シバの人々はみな黄金、乳香を携

えてきて、主の誉を宣べ伝える。 7ケダルの羊の群れは

みなあなたに集まって来、ネバヨテの雄羊はあなたに仕

え、わが祭壇の上にのぼって受けいれられる。こうして

、わたしはわが栄光の家を輝かす。 8雲のように飛び、

はとがその小屋に飛び帰るようにして来る者はだれか。

9海沿いの国々はわたしを待ち望み、タルシシの船はい

や先にあなたの子らを遠くから載せて来、また彼らの金

銀を共に載せて来て、あなたの神、主の名にささげ、イ

スラエルの聖者にささげる。主があなたを輝かされたか

らである。 10異邦人はあなたの城壁を築き、彼らの王た

ちはあなたに仕える。わたしは怒りをもってあなたを打

ったけれども、また恵みをもってあなたをあわれんだか

らである。 11あなたの門は常に開いて、昼も夜も閉ざす

ことはない。これは人々が国々の宝をあなたに携えて来

、その王たちを率いて来るためである。 12あなたに仕え

ない国と民とは滅び、その国々は全く荒れすたれる。 13

レバノンの栄えはあなたに来、いとすぎ、すずかけ、ま

つは皆共に来て、わが聖所をかざる。またわたしはわが

足をおく所を尊くする。 14あなたを苦しめた者の子らは

、かがんで、あなたのもとに来、あなたをさげすんだ者

は、ことごとくあなたの足もとに伏し、あなたを主の都

、イスラエルの聖者のシオンととなえる。 15あなたは捨

てられ、憎まれて、その中を過ぎる者もなかったが、わ

たしはあなたを、とこしえの誇、世々の喜びとする。 16

あなたはまた、もろもろの国の乳を吸い、王たちの乳ぶ

さを吸い、そして主なるわたしが、あなたの救主、また

、あなたのあがない主、ヤコブの全能者であることを知

るにいたる。 17わたしは青銅の代りに黄金を携え、くろ

がねの代りにしろがねを携え、木の代りに青銅を、石の

代りに鉄を携えてきて、あなたのまつりごとを平和にし

、あなたのつかさびとを正しくする。 18暴虐は、もはや

あなたの地に聞かれず、荒廃と滅亡は、もはやあなたの

境のうちに聞かれず、あなたはその城壁を「救」ととな

え、その門を「誉」ととなえる。 19昼は、もはや太陽が

あなたの光とならず、夜も月が輝いてあなたを照さず、

主はとこしえにあなたの光となり、あなたの神はあなた

の栄えとなられる。 20あなたの太陽は再び没せず、あな

たの月はかけることがない。主がとこしえにあなたの光

となり、あなたの悲しみの日が終るからである。 21あな

たの民はことごとく正しい者となって、とこしえに地を

所有する。彼らはわたしの植えた若枝、わが手のわざ、

わが栄光をあらわすものとなる。 22その最も小さい者は

氏族となり、その最も弱い者は強い国となる。わたしは

主である。その時がくるならば、すみやかにこの事をな

す。

61主なる神の霊がわたしに臨んだ。これは主がわたし
に油を注いで、貧しい者に福音を宣べ伝えることを

ゆだね、わたしをつかわして心のいためる者をいやし、

捕われ人に放免を告げ、縛られている者に解放を告げ、

2主の恵みの年とわれわれの神の報復の日とを告げさせ

、また、すべての悲しむ者を慰め、 3シオンの中の悲し

む者に喜びを与え、灰にかえて冠を与え、悲しみにかえ

て喜びの油を与え、憂いの心にかえて、さんびの衣を与

えさせるためである。こうして、彼らは義のかしの木と

となえられ、主がその栄光をあらわすために植えられた

者ととなえられる。 4彼らはいにしえの荒れた所を建て

なおし、さきに荒れすたれた所を興し、荒れた町々を新

たにし、世々すたれた所を再び建てる。 5外国人は立っ

てあなたがたの群れを飼い、異邦人はあなたがたの畑を

耕す者となり、ぶどうを作る者となる。 6しかし、あな

たがたは主の祭司ととなえられ、われわれの神の役者と

呼ばれ、もろもろの国の富を食べ、彼らの宝を得て喜ぶ

。 7あなたがたは、さきに受けた恥にかえて、二倍の賜

物を受け、はずかしめにかえて、その嗣業を得て楽しむ

。それゆえ、あなたがたはその地にあって、二倍の賜物

を獲、とこしえの喜びを得る。 8主なるわたしは公平を

愛し、強奪と邪悪を憎み、真実をもって彼らに報いを与

え、彼らと、とこしえの契約を結ぶからである。 9彼ら

の子孫は、もろもろの国の中で知られ、彼らの子らは、

もろもろの民の中に知られる。すべてこれを見る者はこ

れが主の祝福された民であることを認める。 10わたしは

主を大いに喜び、わが魂はわが神を楽しむ。主がわたし

に救の衣を着せ、義の上衣をまとわせて、花婿が冠をい

ただき、花嫁が宝玉をもって飾るようにされたからであ

る。 11地が芽をいだし、園がまいたものを生やすように

、主なる神は義と誉とを、もろもろの国の前に、生やさ

れる。

62シオンの義が朝日の輝きのようにあらわれいで、エ
ルサレムの救が燃えるたいまつの様になるまで、わ

たしはシオンのために黙せず、エルサレムのために休ま

ない。 2もろもろの国はあなたの義を見、もろもろの王

は皆あなたの栄えを見る。そして、あなたは主の口が定

められる新しい名をもってとなえられる。 3また、あな

たは主の手にある麗しい冠となり、あなたの神の手にあ



イザヤ書 400

る王の冠となる。 4あなたはもはや「捨てられた者」と

言われず、あなたの地はもはや「荒れた者」と言われず

、あなたは「わが喜びは彼女にある」ととなえられ、あ

なたの地は「配偶ある者」ととなえられる。主はあなた

を喜ばれ、あなたの地は配偶を得るからである。 5若い

者が処女をめとるようにあなたの子らはあなたをめとり

、花婿が花嫁を喜ぶようにあなたの神はあなたを喜ばれ

る。 6エルサレムよ、わたしはあなたの城壁の上に見張

人をおいて、昼も夜もたえず、もだすことのないように

しよう。主に思い出されることを求める者よ、みずから

休んではならない。 7主がエルサレムを堅く立てて、全

地に誉を得させられるまで、お休みにならぬようにせよ

。 8主はその右の手をさし、大能のかいなをさして誓わ

れた、「わたしは再びあなたの穀物をあなたの敵に与え

て食べさせない。また、あなたが労して得たぶどう酒を

異邦人に与えて飲ませない。 9しかし、穀物を刈り入れ

た者はこれを食べて主をほめたたえ、ぶどうを集めた者

はわが聖所の庭でこれを飲む」。 10門を通って行け、通

って行け。民の道を備えよ。土を盛り、土を盛って大路

を設けよ。石を取りのけ。もろもろの民の上に旗をあげ

よ。 11見よ、主は地の果にまで告げて言われた、「シオ

ンの娘に言え、『見よ、あなたの救は来る。見よ、その

報いは主と共にあり、その働きの報いは、その前にある

』と。 12彼らは『聖なる民、主にあがなわれた者』とと

なえられ、あなたは『人に尋ね求められる者、捨てられ

ない町』ととなえられる」。

63「このエドムから来る者、深紅の衣を着て、ボズラ
から来る者はだれか。その装いは、はなやかに、大

いなる力をもって進み来る者はだれか」。「義をもって

語り、救を施す力あるわたしがそれだ」。 2「何ゆえあ

なたの装いは赤く、あなたの衣は酒ぶねを踏む者のよう

に赤いのか」。 3「わたしはひとりで酒ぶねを踏んだ。

もろもろの民のなかに、わたしと事を共にする者はなか

った。わたしは怒りによって彼らを踏み、憤りによって

彼らを踏みにじったので、彼らの血がわが衣にふりかか

り、わが装いをことごとく汚した。 4報復の日がわが心

のうちにあり、わがあがないの年が来たからである。 5

わたしは見たけれども、助ける者はなく、怪しんだけれ

ども、ささえる者はなかった。それゆえ、わがかいなが

わたしを勝たせ、わが憤りがわたしをささえた。 6わた

しは怒りによって、もろもろの民を踏みにじり、憤りに

よって彼らを酔わせ、彼らの血を、地に流れさせた」。

7わたしは主がわれわれになされたすべてのことによっ

て、主のいつくしみと、主の誉とを語り告げ、また、そ

のあわれみにより、その多くのいつくしみによって、イ

スラエルの家に施されたその大いなる恵みを語り告げよ

う。 8主は言われた、「まことに彼らはわが民、偽りの

ない子らである」と。そして主は彼らの救主となられた

。 9彼らのすべての悩みのとき、主も悩まれて、そのみ

前の使をもって彼らを救い、その愛とあわれみとによっ

て彼らをあがない、いにしえの日、つねに彼らをもたげ

、彼らを携えられた。 10ところが彼らはそむいてその聖

なる霊を憂えさせたので、主はひるがえって彼らの敵と

なり、みずから彼らと戦われた。 11その時、民はいにし

えのモーセの日を思い出して言った、「その群れの牧者

を、海から携えあげた者はどこにいるか。彼らの中に聖

なる霊をおいた者はどこにいるか。 12栄光のかいなをモ

ーセの右に行かせ、彼らの前に水を二つに分けて、みず

から、とこしえの名をつくり、 13彼らを導いて、馬が野

を走るように、つまずくことなく淵を通らせた者はどこ

にいるか。 14谷にくだる家畜のように、主の霊は彼らを

いこわせられた。このように、あなたはおのれの民を導

いてみずから栄光の名をつくられた」。 15どうか、天か

ら見おろし、その聖なる栄光あるすみかからごらんくだ

さい。あなたの熱心と、大能とはどこにありますか。あ

なたのせつなる同情とあわれみとはおさえられて、わた

しにあらわれません。 16たといアブラハムがわれわれを

知らず、イスラエルがわれわれを認めなくても、あなた

はわれわれの父です。主よ、あなたはわれわれの父、い

にしえからあなたの名はわれわれのあながい主です。 17

主よ、なぜ、われわれをあなたの道から離れ迷わせ、わ

れわれの心をかたくなにして、あなたを恐れないように

されるのですか。どうぞ、あなたのしもべらのために、

あなたの嗣業である部族らのために、お帰りください。

18あなたの聖なる民が、あなたの聖所を獲て間もないの

に、われわれのあだは、それを踏みにじりました。 19わ

れわれはあなたによって、いにしえから治められない者

のようになり、あなたの名をもって、となえられない者

のようになりました。

64どうか、あなたが天を裂いて下り、あなたの前に山
々が震い動くように。 2火が柴木を燃やし、火が水

を沸かすときのごとく下られるように。そして、み名を

あなたのあだにあらわし、もろもろの国をあなたの前に

震えおののかせられるように。 3あなたは、われわれが

期待しなかった恐るべき事をなされた時に下られたので

、山々は震い動いた。 4いにしえからこのかた、あなた

のほか神を待ち望む者に、このような事を行われた神を

聞いたことはなく、耳に入れたこともなく、目に見たこ

ともない。 5あなたは喜んで義を行い、あなたの道にあ

って、あなたを記念する者を迎えられる。見よ、あなた

は怒られた、われわれは罪を犯した。われわれは久しく

罪のうちにあった。われわれは救われるであろうか。 6

われわれはみな汚れた人のようになり、われわれの正し

い行いは、ことごとく汚れた衣のようである。われわれ

はみな木の葉のように枯れ、われわれの不義は風のよう

にわれわれを吹き去る。 7あなたの名を呼ぶ者はなく、

みずから励んで、あなたによりすがる者はない。あなた

はみ顔を隠して、われわれを顧みられず、われわれをお

のれの不義の手に渡された。 8されど主よ、あなたはわ

れわれの父です。われわれは粘土であって、あなたは陶

器師です。われわれはみな、み手のわざです。 9主よ、

ひどくお怒りにならぬように、いつまでも不義をみここ

ろにとめられぬように。どうぞ、われわれを顧みてくだ

さい。われわれはみな、あなたの民です。 10あなたの聖

なる町々は荒野となり、シオンは荒野となり、エルサレ

ムは荒れすたれた。 11われわれの先祖があなたをほめた

たえた聖なる麗しいわれわれの宮は火で焼かれ、われわ

れが慕った所はことごとく荒れはてた。 12主よ、これら

の事があってもなお、あなたはみずからをおさえ、黙し

て、われわれをいたく苦しめられるのですか。

65わたしはわたしを求めなかった者に問われることを
喜び、わたしを尋ねなかった者に見いだされること

を喜んだ。わたしはわが名を呼ばなかった国民に言った
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、「わたしはここにいる、わたしはここにいる」と。 2

よからぬ道に歩み、自分の思いに従うそむける民に、わ

たしはひねもす手を伸べて招いた。 3この民はまのあた

り常にわたしを怒らせ、園の中で犠牲をささげ、かわら

の上で香をたき、 4墓場にすわり、ひそかな所にやどり

、豚の肉を食らい、憎むべき物の、あつものをその器に

盛って、 5言う、「あなたはそこに立って、わたしに近

づいてはならない。わたしはあなたと区別されたものだ

から」と。これらはわが鼻の煙、ひねもす燃える火であ

る。 6見よ、この事はわが前にしるされた、「わたしは

黙っていないで報い返す。そうだ、わたしは彼らのふと

ころに、 7彼らの不義と、彼らの先祖たちの不義とを共

に報い返す。彼らが山の上で香をたき、丘の上でわたし

をそしったゆえ、わたしは彼らのさきのわざを量って、

そのふところに返す」と主は言われる。 8主はこう言わ

れる、「人がぶどうのふさの中に、ぶどうのしるのある

のを見るならば、『それを破るな、その中に祝福がある

から』と言う。そのようにわたしは、わがしもべらのた

めに行って、ことごとくは滅ぼさない。 9わたしはヤコ

ブから子孫をいだし、ユダからわが山々を受けつぐべき

者をいだす。わたしが選んだ者はこれを受けつぎ、わが

しもべらはそこに住む。 10シャロンは羊の群れの牧場と

なり、アコルの谷は牛の群れの伏す所となって、わたし

を尋ね求めたわが民のものとなる。 11しかし主を捨て、

わが聖なる山を忘れ、机を禍福の神に供え、混ぜ合わせ

た酒を盛って運命の神にささげるあなたがたよ、 12わた

しは、あなたがたをつるぎに渡すことに定めた。あなた

がたは皆かがんでほふられる。あなたがたはわたしが呼

んだときに答えず、わたしが語ったときに聞かず、わた

しの目に悪い事をおこない、わたしの好まなかった事を

選んだからだ」。 13それゆえ、主なる神はこう言われる

、「見よ、わがしもべたちは食べる、しかし、あなたが

たは飢える。見よ、わがしもべたちは飲む、しかし、あ

なたがたはかわく。見よ、わがしもべたちは喜ぶ、しか

し、あなたがたは恥じる。 14見よ、わがしもべたちは心

の楽しみによって歌う、しかし、あなたがたは心の苦し

みによって叫び、たましいの悩みによって泣き叫ぶ。 15

あなたがたの残す名はわが選んだ者には、のろいの文句

となり、主なる神はあなたがたを殺される。しかし、お

のれのしもべたちを、ほかの名をもって呼ばれる。 16そ

れゆえ、地にあっておのれのために祝福を求める者は、

真実の神によっておのれの祝福を求め、地にあって誓う

者は、真実の神をさして誓う。さきの悩みは忘れられて

、わが目から隠れうせるからである。 17見よ、わたしは

新しい天と、新しい地とを創造する。さきの事はおぼえ

られることなく、心に思い起すことはない。 18しかし、

あなたがたはわたしの創造するものにより、とこしえに

楽しみ、喜びを得よ。見よ、わたしはエルサレムを造っ

て喜びとし、その民を楽しみとする。 19わたしはエルサ

レムを喜び、わが民を楽しむ。泣く声と叫ぶ声は再びそ

の中に聞えることはない。 20わずか数日で死ぬみどりご

と、おのが命の日を満たさない老人とは、もはやその中

にいない。百歳で死ぬ者も、なお若い者とせられ、百歳

で死ぬ者は、のろわれた罪びととされる。 21彼らは家を

建てて、それに住み、ぶどう畑を作って、その実を食べ

る。 22彼らが建てる所に、ほかの人は住まず、彼らが植

えるものは、ほかの人が食べない。わが民の命は、木の

命のようになり、わが選んだ者は、その手のわざをなが

く楽しむからである。 23彼らの勤労はむだでなく、その

生むところの子らは災にかからない。彼らは主に祝福さ

れた者のすえであって、その子らも彼らと共におるから

である。 24彼らが呼ばないさきに、わたしは答え、彼ら

がなお語っているときに、わたしは聞く。 25おおかみと

小羊とは共に食らい、ししは牛のようにわらを食らい、

へびはちりを食物とする。彼らはわが聖なる山のどこで

もそこなうことなく、やぶることはない」と主は言われ

る。

66主はこう言われる、「天はわが位、地はわが足台で
ある。あなたがたはわたしのためにどんな家を建て

ようとするのか。またどんな所がわが休み所となるのか

」。 2主は言われる、「わが手はすべてこれらの物を造

った。これらの物はことごとくわたしのものである。し

かし、わたしが顧みる人はこれである。すなわち、へり

くだって心悔い、わが言葉に恐れおののく者である。 3

牛をほふる者は、また人を殺す者、小羊を犠牲とする者

は、また犬をくびり殺す者、供え物をささげる者は、ま

た豚の血をささげる者、乳香を記念としてささげる者は

、また偶像をほめる者である。これはおのが道を選び、

その心は憎むべきものを楽しむ。 4わたしもまた彼らの

ために悩みを選び、彼らの恐れるところのものを彼らに

臨ませる。これは、わたしが呼んだときに答える者なく

、わたしが語ったときに聞くことをせず、わたしの目に

悪い事を行い、わたしの好まなかった事を選んだからで

ある」。 5あなたがた、主の言葉に恐れおののく者よ、

主の言葉を聞け、「あなたがたの兄弟たちはあなたがた

を憎み、あなたがたをわが名のために追い出して言った

、『願わくは主がその栄光をあらわしてわれわれにあな

たがたの喜びを見させよ』と。しかし彼らは恥を受ける

。 6聞けよ、町から起る騒ぎを。宮から聞える声を。主

がその敵に報復される声を。 7シオンは産みの苦しみを

なす前に産み、その苦しみの来ない前に男子を産んだ。

8だれがこのような事を聞いたか、だれがこのような事

どもを見たか。一つの国は一日の苦しみで生れるだろう

か。一つの国民はひと時に生れるだろうか。しかし、シ

オンは産みの苦しみをするやいなやその子らを産んだ。

9わたしが出産に臨ませて産ませないことがあろうか」

と主は言われる。「わたしは産ませる者なのに胎をとざ

すであろうか」とあなたの神は言われる。 10「すべてエ

ルサレムを愛する者よ、彼女と共に喜べ、彼女のゆえに

楽しめ。すべて彼女のために悲しむ者よ、彼女と共に喜

び楽しめ。 11あなたがたは慰めを与えるエルサレムの乳

ぶさから乳を吸って飽くことができ、またその豊かな栄

えから飲んで楽しむことができるからだ」。 12主はこう

言われる、「見よ、わたしは川のように彼女に繁栄を与

え、みなぎる流れのように、もろもろの国の富を与える

。あなたがたは乳を飲み、腰に負われ、ひざの上であや

される。 13母のその子を慰めるように、わたしもあなた

がたを慰める。あなたがたはエルサレムで慰めを得る。

14あなたがたは見て、心喜び、あなたがたの骨は若草の

ように栄える。主の手はそのしもべらと共にあり、その

憤りはその敵にむかっていることを知る。 15見よ、主は

火の中にあらわれて来られる。その車はつむじ風のよう

だ。激しい怒りをもってその憤りをもらし、火の炎をも

って責められる。 16主は火をもって、またつるぎをもっ

て、すべての人にさばきを行われる。主に殺される者は
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多い」。 17「みずからを聖別し、みずからを清めて園に

行き、その中にあるものに従い、豚の肉、憎むべき物お

よびねずみを食う者はみな共に絶えうせる」と主は言わ

れる。 18「わたしは彼らのわざと、彼らの思いとを知っ

ている。わたしは来て、すべての国民と、もろもろのや

からとを集める。彼らは来て、わが栄光を見る。 19わた

しは彼らの中に一つのしるしを立てて、のがれた者をも

ろもろの国、すなわちタルシシ、よく弓をひくプトおよ

びルデ、トバル、ヤワン、またわが名声を聞かず、わが

栄光を見ない遠くの海沿いの国々につかわす。彼らはわ

が栄光をもろもろの国民の中に伝える。 20彼らはイスラ

エルの子らが清い器に供え物を盛って主の宮に携えて来

るように、あなたがたの兄弟をことごとくもろもろの国

の中から馬、車、かご、騾馬、らくだに乗せて、わが聖

なる山エルサレムにこさせ、主の供え物とする」と主は

言われる。 21「わたしはまた彼らの中から人を選んで祭

司とし、レビびととする」と主は言われる。 22「わたし

が造ろうとする新しい天と、新しい地がわたしの前にな

がくとどまるように、あなたの子孫と、あなたの名はな

がくとどまる」と主は言われる。 23「新月ごとに、安息

日ごとに、すべての人はわが前に来て礼拝する」と主は

言われる。 24「彼らは出て、わたしにそむいた人々のし

かばねを見る。そのうじは死なず、その火は消えること

がない。彼らはすべての人に忌みきらわれる」。



エレミヤ書403

エレミヤ書

1ベニヤミンの地アナトテの祭司のひとりである、ヒル
キヤの子エレミヤの言葉。 2アモンの子、ユダの王ヨ

シヤの時、すなわちその治世の十三年に、主の言葉がエ

レミヤに臨んだ。 3その言葉はまたヨシヤの子、ユダの

王エホヤキムの時にも臨んで、ヨシヤの子、ユダの王ゼ

デキヤの十一年の終り、すなわちその年の五月にエルサ

レムの民が捕え移された時にまで及んだ。 4主の言葉が

わたしに臨んで言う、 5「わたしはあなたをまだ母の胎

につくらないさきに、あなたを知り、あなたがまだ生れ

ないさきに、あなたを聖別し、あなたを立てて万国の預

言者とした」。 6その時わたしは言った、「ああ、主な

る神よ、わたしはただ若者にすぎず、どのように語って

よいか知りません」。 7しかし主はわたしに言われた、

「あなたはただ若者にすぎないと言ってはならない。だ

れにでも、すべてわたしがつかわす人へ行き、あなたに

命じることをみな語らなければならない。 8彼らを恐れ

てはならない、わたしがあなたと共にいて、あなたを救

うからである」と主は仰せられる。 9そして主はみ手を

伸べて、わたしの口につけ、主はわたしに言われた、「

見よ、わたしの言葉をあなたの口に入れた。 10見よ、わ

たしはきょう、あなたを万民の上と、万国の上に立て、

あなたに、あるいは抜き、あるいはこわし、あるいは滅

ぼし、あるいは倒し、あるいは建て、あるいは植えさせ

る」。 11主の言葉がまたわたしに臨んで言う、「エレミ

ヤよ、あなたは何を見るか」。わたしは答えた、「あめ

んどうの枝を見ます」。 12主はわたしに言われた、「あ

なたの見たとおりだ。わたしは自分の言葉を行おうとし

て見張っているのだ」。 13主の言葉がふたたびわたしに

臨んで言う、「あなたは何を見るか」。わたしは答えた

、「煮え立っているなべを見ます。北からこちらに向か

っています」。 14主はわたしに言われた、「災が北から

起って、この地に住むすべての者の上に臨む」。 15主は

言われる、「見よ、わたしは北の国々のすべての民を呼

ぶ。彼らは来て、エルサレムの門の入口と、周囲のすべ

ての城壁、およびユダのすべての町々に向かって、おの

おのその座を設ける。 16わたしは、彼らがわたしを捨て

て、すべての悪事を行ったゆえに、わたしのさばきを彼

らに告げる。彼らは他の神々に香をたき、自分の手で作

った物を拝したのである。 17しかしあなたは腰に帯して

立ち、わたしが命じるすべての事を彼らに告げよ。彼ら

を恐れてはならない。さもないと、わたしは彼らの前で

あなたをあわてさせる。 18見よ、わたしはきょう、この

全国と、ユダの王と、そのつかさと、その祭司と、その

地の民の前に、あなたを堅き城、鉄の柱、青銅の城壁と

する。 19彼らはあなたと戦うが、あなたに勝つことはで

きない。わたしがあなたと共にいて、あなたを救うから

である」と主は言われる。

2主の言葉がわたしに臨んで言う、 2「行って、エルサ

レムに住む者の耳に告げよ、主はこう言われる、わた

しはあなたの若い時の純情、花嫁の時の愛、荒野なる、

種まかぬ地でわたしに従ったことを覚えている。 3イス

ラエルは主のために聖別されたもの、その刈入れの初穂

である。すべてこれを食べる者は罪せられ、災にあう」

と主は言われる。 4ヤコブの家とイスラエルの家のすべ

てのやからよ、主の言葉を聞け。 5主はこう言われる、

「あなたがたの先祖は、わたしになんの悪い事があるの

を見て、わたしから遠ざかり、むなしいものに従って、

むなしくなったのか。 6彼らは言わなかった、『われわ

れをエジプトの地より導き出し、荒野なる、穴の多い荒

れた地、かわいた濃い暗黒の地、人の通らない、人の住

まない地を通らせた主はどこにおられるか』と。 7わた

しはあなたがたを導いて豊かな地に入れ、その実と良い

物を食べさせた。しかしあなたがたはここにはいって、

わたしの地を汚し、わたしの嗣業を憎むべきものとした

。 8祭司たちは、『主はどこにおられるか』と言わなか

った。律法を扱う者たちはわたしを知らず、つかさたち

はわたしにそむき、預言者たちはバアルによって預言し

、益なき者に従って行った。 9それゆえ、わたしはなお

、あなたがたと争う、またあなたがたの子孫と争う」と

主は言われる。 10「あなたがたはクプロの島々に渡って

みよ、また人をケダルにつかわして、このようなことが

かつてあったかをつまびらかに、しらべてみよ。 11その

神を神ではない者に取り替えた国があろうか。ところが

、わたしの民はその栄光を益なきものと取り替えた。 12

天よ、この事を知って驚け、おののけ、いたく恐れよ」

と主は言われる。 13「それは、わたしの民が二つの悪し

き事を行ったからである。すなわち生ける水の源である

わたしを捨てて、自分で水ためを掘った。それは、こわ

れた水ためで、水を入れておくことのできないものだ。

14イスラエルは奴隷であるか、家に生れたしもべである

か。それならなぜ捕われの身となったのか。 15ししは彼

に向かってほえ、その声を高くあげて、彼の地を荒した

。その町々は滅びて住む人もない。 16メンピスとタパネ

スの人々もまた、あなたのかしらの冠を砕いた。 17あな

たの神、主があなたを道に導かれた時、あなたは主を捨

てたので、この事があなたに及んだのではないか。 18あ

なたがナイルの水を飲もうとして、エジプトへ行くのは

何のためか。またユフラテの水を飲もうとして、アッス

リヤへ行くのは何のためか。 19あなたの悪事はあなたを

懲しめ、あなたの背信はあなたを責める。あなたが、あ

なたの神、主を捨てることの悪しくかつ苦いことである

のを見て知るがよい。わたしを恐れることがあなたのう

ちにないのだ」と万軍の神、主は言われる。 20「あなた

は久しい以前に自分のくびきを折り、自分のなわめを断

ち切って、『わたしは仕えることをしない』と言った。

そして、すべての高い丘の上と、すべての青木の下で、

遊女のように身をかがめた。 21わたしはあなたを、まっ

たく良い種のすぐれたぶどうの木として植えたのに、ど

うしてあなたは変って、悪い野ぶどうの木となったのか

。 22たといソーダをもって自ら洗い、また多くの灰汁を

用いても、あなたの悪の汚れは、なおわたしの前にある

」と主なる神は言われる。 23「どうしてあなたは、『わ

たしは汚れていない、バアルに従わなかった』と言うこ

とができようか。谷の中でのあなたの行いを見るがよい

。あなたのしたことを知るがよい。あなたは御しがたい

若いらくだであって、その道を行きつもどりつする。 24

あなたは荒野に慣れた野の雌ろばである、その欲情のた

めに風にあえぐ。その欲情をだれがとどめることができ

ようか。すべてこれを尋ねる者は苦労するにおよばない

、その月であればこれに会うことができる。 25あなたの

足が、はだしにならないように、のどが、かわかないよ

うにせよ。ところが、あなたは言った、『それはだめだ



エレミヤ書 404

、わたしは異なる国の者を愛して、それに従って行こう

』と。 26盗びとが捕えられて、はずかしめを受けるよう

に、イスラエルの家は、はずかしめを受ける。彼らはそ

の王も、そのつかさも、その祭司も、その預言者もみな

そのとおりである。 27彼らは木に向かって、『あなたは

わたしの父です』と言い、また石に向かって、『あなた

はわたしを生んでくださった』と言う。彼らは背をわた

しに向けて、その顔をわたしに向けない。しかし彼らが

災にあう時は、『立って、われわれを救いたまえ』と言

う。 28あなたが自分のために造った神々はどこにいるの

か。あなたが災にあう時、もし彼らがあなたを救えるな

ら、立ってもらうがよい。ユダよ、あなたの神々は、あ

なたの町の数ほど多いからである。 29あなたがたは、な

ぜわたしと争うのか。あなたがたは皆わたしにそむいて

いる」と主は言われる。 30「わたしがあなたがたの子ど

もたちを打ったのはむだであった。彼らは戒めを受けず

、あなたがたのつるぎは、たけりたつししのように、預

言者たちを滅ぼした。 31あなたがたこの世代の人よ、主

の言葉を聞け。わたしはイスラエルにとって、荒野であ

ったであろうか。暗黒の地であったであろうか。それな

らなぜ、わたしの民は『われわれは自由だ、もはやあな

たのところへは行かない』と言うのか。 32おとめはその

飾り物を忘れることができようか。花嫁はその帯を忘れ

ることができようか。ところが、わたしの民の、わたし

を忘れた日は数えがたい。 33あなたは恋人を尋ねて、い

かにも巧みにその方に足を向ける。それゆえ悪い女さえ

、あなたの道を学んだ。 34また、あなたの着物のすそに

は罪のない貧しい人の命の血がついている。あなたは彼

らが押し入るのを見たのではない。しかも、すべてこれ

らの事にもかかわらず、 35あなたは言う、『わたしは罪

がない。彼の怒りは、決してわたしに臨むことがない』

と。あなたが『わたしは罪を犯さなかった』と言うこと

によって、わたしはあなたをさばく。 36あなたはなぜ軽

々しくさまよって、その道を変えようとするのか。あな

たはアッスリヤに、はずかしめを受けたように、エジプ

トにもまた、はずかしめを受ける。 37あなたはまた両手

を頭に置いて、そこから出て来る。主があなたの頼みと

する者どもを捨てられたので、あなたは彼らによって栄

えることがないからだ。

3もし人がその妻を離婚し、女が彼のもとを去って、他
人の妻となるなら、その人はふたたび彼女に帰るであ

ろうか。その地は大いに汚れないであろうか。あなたは

多くの恋人と姦淫を行った。しかもわたしに帰ろうとい

うのか」と主は言われる。 2「目をあげてもろもろの裸

の山を見よ、姦淫を行わなかった所がどこにあるか。荒

野にいるアラビヤびとがするように、あなたは道のかた

わらに座して恋人を待った。あなたは姦淫の悪事をもっ

て、この地を汚した。 3それゆえ雨はとどめられ、春の

雨は降らなかった。しかもあなたには遊女の額があり、

少しも恥じようとはしない。 4今あなたは、わたしを呼

んで言ったではないか、『わが父よ、あなたはわたしの

若い時の友です。 5永久に怒られるのですか、終りまで

憤られるのですか』と。見よ、あなたはこう言ったけれ

ども、なしうるかぎりのもろもろの悪を行った」。 6ヨ

シヤ王の時、主はまたわたしに言われた、「あなたは、

かの背信のイスラエルがしたことを見たか。彼女はすべ

ての高い丘にのぼり、すべての青木の下に行って、そこ

で姦淫を行った。 7わたしは、彼女がこのすべてを行っ

た後、わたしの所に帰るであろうと思ったが、帰ってこ

なかった。その不信の姉妹ユダはこれを見た。 8わたし

が背信のイスラエルを、そのすべての姦淫のゆえに、離

縁状を与えて出したのをユダは見た。しかもその不信の

姉妹ユダは恐れず、自分も行って姦淫を行った。 9彼女

にとって姦淫は軽いことであったので、石と木とに姦淫

を行って、この地を汚した。 10このすべての事があって

も、なおその不信の姉妹ユダは真心をもってわたしに帰

らない、ただ偽っているだけだ」と主は言われる。 11主

はまたわたしに言われた、「背信のイスラエルは不信の

ユダよりも自分の罪の少ないことを示した。 12あなたは

行って北にむかい、この言葉をのべて言うがよい、『主

は言われる、背信のイスラエルよ、帰れ。わたしは怒り

の顔をあなたがたに向けない、わたしはいつくしみ深い

者である。いつまでも怒ることはしないと、主は言われ

る。 13ただあなたは自分の罪を認め、あなたの神、主に

そむいてすべての青木の下で異なる神々にあなたの愛を

惜しまず与えたこと、わたしの声に聞き従わなかったこ

とを言いあらわせと、主は言われる。 14主は言われる、

背信の子らよ、帰れ。わたしはあなたがたの夫だからで

ある。町からひとり、氏族からふたりを取って、あなた

がたをシオンへ連れて行こう。 15わたしは自分の心にか

なう牧者たちをあなたがたに与える。彼らは知識と悟り

とをもってあなたがたを養う。 16主は言われる、あなた

がたが地に増して多くなるとき、その日には、人々はか

さねて「主の契約の箱」と言わず、これを思い出さず、

これを覚えず、これを尋ねず、これを作らない。 17その

ときエルサレムは主のみ位ととなえられ、万国の民はこ

こに集まる。すなわち主の名のもとにエルサレムに集ま

り、かさねて、かたくなに自分の悪い心に従うことはし

ない。 18その日には、ユダの家はイスラエルの家と一緒

になり、北の地から出て、わたしがあなたがたの先祖た

ちに嗣業として与えた地に共に来る。 19どのようにして

、あなたをわたしの子どもたちのうちに置き、万国のう

ちで最も美しい嗣業である良い地をあなたに与えようか

と、わたしは思っていた。わたしはまた、あなたがわた

しを「わが父」と呼び、わたしに従って離れることはな

いと思っていた。 20イスラエルの家よ、背信の妻が夫の

もとを去るように、たしかに、あなたがたはわたしにそ

むいた』と主は言われる」。 21裸の山の上に声が聞える

、イスラエルの民が悲しみ祈るのである。彼らが曲った

道に歩み、その神、主を忘れたからだ。 22「背信の子ど

もたちよ、帰れ。わたしはあなたがたの背信をいやす」

。「見よ、われわれはあなたのもとに帰ります。あなた

はわれわれの神、主であらせられます。 23まことに、も

ろもろの丘は迷いであり、山の上の騒ぎも同じです。ま

ことに、イスラエルの救はわれわれの神、主にあるので

す。 24しかし、われわれの幼少の時から、恥ずべきこと

が、われわれの先祖のほねおって得たもの、すなわちそ

の羊、その牛、およびそのむすこ、娘たちをことごとく

のみ尽しました。 25われわれは恥の中に伏し、はずかし

めにおおわれています。それはわれわれと先祖とが、わ

れわれの幼少の時から今日まで、われわれの神、主に罪

を犯し、われわれの神、主の声に従わなかったからです

」。
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4主は言われる、「イスラエルよ、もし、あなたが帰る
ならば、わたしのもとに帰らなければならない。もし

、あなたが憎むべき者をわたしの前から取り除いて、た

めらうことなく、 2また真実と正義と正直とをもって、

『主は生きておられる』と誓うならば、万国の民は彼に

よって祝福を受け、彼によって誇る」。 3主はユダの人

々とエルサレムに住む人々にこう言われる、「あなたが

たの新田を耕せ、いばらの中に種をまくな。 4ユダの人

々とエルサレムに住む人々よ、あなたがたは自ら割礼を

行って、主に属するものとなり、自分の心の前の皮を取

り去れ。さもないと、あなたがたの悪しき行いのために

わたしの怒りが火のように発して燃え、これを消す者は

ない」。 5ユダに告げ、エルサレムに示して言え、「国

中にラッパを吹き、大声に呼ばわって言え、『集まれ、

われわれは堅固な町々へ行こう』と。 6シオンの方を示

す旗を立てよ。避難せよ、とどまってはならない、わた

しが北から災と大いなる破滅をこさせるからだ。 7しし

はその森から出てのぼり、国々を滅ぼす者は進んできた

。彼はあなたの国を荒そうとして、すでにその所から出

てきた。あなたの町々は滅ぼされて、住む者もなくなる

。 8このために、あなたがたは荒布を身にまとって、悲

しみ嘆け。主の激しい怒りが、まだわれわれを離れない

からだ」。 9主は言われる、「その日、王と君たちとは

その心を失い、祭司は驚き、預言者は怪しむ」。 10そこ

でわたしは言った、「ああ主なる神よ、まことにあなた

はこの民とエルサレムとをまったく欺かれました。『あ

なたがたは安らかになる』と言われましたが、つるぎが

命にまでも及びました」。 11その時この民とエルサレム

とはこう告げられる、「熱い風が荒野の裸の山からわた

しの民の娘のほうに吹いてくる。これはあおぎ分けるた

めではなく、清めるためでもない。 12これよりもなお激

しい風がわたしのために吹く。いまわたしは彼らにさば

きを告げる」。 13見よ、彼は雲のように上ってくる。そ

の戦車はつむじ風のよう、その馬はわしの飛ぶよりも速

い。ああ、われわれはわざわいだ、われわれは滅ぼされ

る。 14エルサレムよ、あなたの心の悪を洗い清めよ、そ

うするならば救われる。悪しき思いはいつまであなたの

うちにとどまるのか。 15ダンから告げる声がある、エフ

ライムの山から災を知らせている。 16国々の民に彼の来

ることを告げ、またエルサレムに知らせよ。「攻めかこ

む者が遠くの国から来て、ユダの町々にむかってその声

をあげる。 17彼らは畑を守る者のようにこれを攻めかこ

む。それはわたしにそむいたからだと、主は言われる。

18あなたの道とその行いとが、あなたの身にこれを招い

たのだ。これはあなたの悪の結果で、まことに苦く、あ

なたの心をつらぬく」。 19ああ、わがはらわたよ、わが

はらわたよ、わたしは苦しみにもだえる。ああ、わが心

臓の壁よ、わたしの心臓は、はげしく鼓動する。わたし

は沈黙を守ることができない、ラッパの声と、戦いの叫

びを聞くからである。 20破壊に次ぐに破壊があり、全地

は荒され、わたしの天幕はにわかに破られ、わたしの幕

はたちまち破られた。 21いつまでわたしは旗を見、また

ラッパの声を聞かなければならないのか。 22「わたしの

民は愚かであって、わたしを知らない。彼らは愚鈍な子

どもらで、悟ることがない。彼らは悪を行うのにさとい

けれども、善を行うことを知らない」。 23わたしは地を

見たが、それは形がなく、またむなしかった。天をあお

いだが、そこには光がなかった。 24わたしは山を見たが

、みな震え、もろもろの丘は動いていた。 25わたしは見

たが、人はひとりもおらず、空の鳥はみな飛び去ってい

た。 26わたしは見たが、豊かな地は荒れ地となり、その

すべての町は、主の前に、その激しい怒りの前に、破壊

されていた。 27それは主がこう言われたからだ、「全地

は荒れ地となる。しかしわたしはことごとくはこれを滅

ぼさない。 28このために地は悲しみ、上なる天は暗くな

る。わたしがすでにこれを言い、これを定めたからだ。

わたしは悔いない、またそれをする事をやめない」。 29

どの町の人も、騎兵と射手の叫びのために逃げて森に入

り、岩に上る。町はみな捨てられ、そこに住む人はない

。 30ああ、荒された女よ、あなたが紅の着物をき、金の

飾りで身をよそおい、目を塗って大きくするのは、なん

のためか。あなたが美しくしても、むだである。あなた

の恋人らはあなたを卑しめ、あなたの命を求めている。

31わたしは子を産む女のような声、ういごを産む女の苦

しむような声を聞いた。シオンの娘のあえぐ叫びである

。両手を伸べて彼女は言う、「わたしはわざわいだ、わ

たしを殺す者らの前にわたしは気が遠くなる」と。

5エルサレムのちまたを行きめぐり、見て、知るがよい
。その広場を尋ねて、公平を行い、真実を求める者が

、ひとりでもあるか捜してみよ。あれば、わたしはエル

サレムをゆるす。 2彼らは、「主は生きておられる」と

言うけれども、実は、偽って誓うのだ。 3主よ、あなた

の目は、真実を顧みられるではありませんか。あなたが

彼らを打たれても、痛みを覚えず、彼らを滅ぼされても

、懲しめを受けることを拒み、その顔を岩よりも堅くし

て、悔い改めることを拒みました。 4それで、わたしは

言った、「これらはただ貧しい愚かな人々で、主の道と

、神のおきてを知りません。 5わたしは偉い人たちの所

へ行って、彼らに語ります。彼らは主の道を知り、神の

おきてを知っています」。ところが、彼らも皆おなじよ

うに、くびきを折り、なわめを断っていた。 6それゆえ

林から、ししが出てきて彼らを殺し、荒野から、おおか

みが出てきて彼らを滅ぼす。ひょうは彼らの町々をねら

っている。そこから出る者はみな裂かれる。彼らの罪が

多く、その背信がはなはだしいからである。 7「わたし

はどうしてあなたを、ゆるすことができようか。あなた

の子どもらは、わたしを捨てさり、神でもないものをさ

して誓った。わたしが彼らを満ち足らせた時、彼らは姦

淫を行い、遊女の家に群れ集まった。 8彼らは肥え太っ

た丈夫な雄馬のように、おのおの、いなないて隣の妻を

慕う。 9わたしはこれらの事のために彼らを罰しないで

いられようか。このような国民にあだを返さないであろ

うか」と主は言われる。 10「あなたがたはユダのぶどう

の並み木の間を、のぼって行って、滅ぼせ、ただ、こと

ごとく滅ぼしてはならない。その枝を切り除け、主のも

のではないからである。 11イスラエルの家とユダの家と

はわたしにまったく不信であった」と主は言われる。 12

「彼らは主について偽り語って言った、『主は何事もな

されない、災はわれわれに来ない、またつるぎや、きき

んを見ることはない。 13預言者らは風となり、彼らのう

ちに言葉はない。彼らはこのようになる』と」。 14それ

ゆえ万軍の神、主はこう言われる、「彼らがこの言葉を

語ったので、見よ、わたしはあなたの口にあるわたしの

言葉を火とし、この民をたきぎとする。火は彼らを焼き

尽す」。 15主は言われる、「イスラエルの家よ、見よ、
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わたしは遠い国の民をあなたがたのところに攻めこさせ

る。その国は長く続く国、古い国で、あなたがたはその

国の言葉を知らず、人々の語るのを悟ることもできない

。 16その箙は開いた墓のようであり、彼らはみな勇士で

ある。 17彼らはあなたが刈り入れた物と、あなたの糧食

とを食い尽し、あなたのむすこ娘を食い尽し、あなたの

羊と牛を食い尽し、あなたのぶどうの木といちじくの木

を食い尽し、またつるぎをもって、あなたが頼みとする

堅固な町々を滅ぼす」。 18主は言われる、「しかしその

時でも、わたしはことごとくはあなたを滅ぼさない。 19

あなたの民が、『どうしてわれわれの神、主はこれらの

すべての事をわれわれになされたのか』と言うならば、

あなたは彼らに答えなければならない、『あなたがたが

わたしを捨てて、自分の地で異なる神々に仕えたように

、あなたがたは自分のものでない地で異邦の人に仕える

ようになる』と」。 20これをヤコブの家にのべ、またユ

ダに示して言え、 21「愚かで、悟りもなく、目があって

も見えず、耳があっても聞えない民よ、これを聞け。 22

主は言われる、あなたがたはわたしを恐れないのか、わ

たしの前におののかないのか。わたしは砂を置いて海の

境とし、これを永遠の限界として、越えることができな

いようにした。波はさかまいても、勝つことはできない

、鳴りわたっても、これを越えることはできない。 23と

ころが、この民には強情な、そむく心があり、彼らはわ

き道にそれて、去ってしまった。 24彼らは『われわれに

雨を与え、秋の雨と春の雨を時にしたがって降らせ、わ

れわれのために刈入れの時を定められたわれわれの神、

主を恐れよう』とその心のうちに言わないのだ。 25あな

たがたのとがは、これらの事をしりぞけ、あなたがたの

罪は、良い物があなたがたに来るのをさまたげた。 26わ

が民のうちには悪い者があって、鳥をとる人のように身

をかがめてうかがい、わなを置いて人を捕える。 27かご

に鳥が満ちているように、彼らの家は不義の宝で満ちて

いる。それゆえ、彼らは大いなる者、裕福な者となり、

28肥えて、つやがあり、その悪しき行いには際限がない

。彼らは公正に、みなしごの訴えをさばいて、それを助

けようとはせず、また貧しい人の訴えをさばかない。 29

主は言われる、わたしはこのような事のために、彼らを

罰しないであろうか。わたしはこのような民に、あだを

返さないであろうか」。 30驚くべきこと、恐るべきこと

がこの地に起っている。 31預言者は偽って預言し、祭司

は自分の手によって治め、わが民はこのようにすること

を愛している。しかしあなたがたはその終りにはどうす

るつもりか。

6ベニヤミンの人々よ、エルサレムの中から避難せよ。
テコアでラッパを吹き、ベテハケレムに合図の火をあ

げよ。北から災が臨み、大いなる滅びが来るからである

。 2わたしは美しい、たおやかなシオンの娘を滅ぼす。

3牧者たちは、その群れをひきいて来て、彼女を攻め、

彼女の周囲に天幕を張る。群れはおのおのその所で草を

食う。 4「戦いを始め、彼女を攻めよ。立て、われわれ

は真昼に攻撃しよう」。「わざわいなるかな、日ははや

傾き、夕日の影は長くなった」。 5「立て、われわれは

夜の間に攻撃しよう、そして彼女のもろもろの宮殿を破

壊しよう」。 6万軍の主はこう言われる、「あなたがた

は彼女の木を切り倒し、エルサレムにむかって塁を築け

。これは罰すべき町である、そのうちにはただ圧制だけ

がある。 7井戸に新しい水がわくように彼女はその悪を

常にあらたに流す。そのうちには暴虐と破滅とが聞える

。わたしの前に病と傷とが絶えない。 8エルサレムよ、

戒めを受けいれよ。さもないと、わたしはあなたから離

れ、あなたを荒れ地とし、住む人のない地とする」。 9

万軍の主はこう言われる、「ぶどうの残りを摘みとるよ

うに、イスラエルの残りの民をのこらず摘み取れ。ぶど

うを摘みとる人のように、あなたの手をふたたびその枝

に伸ばせ」。 10わたしはだれに語り、だれを戒めて、聞

かせようか。見よ、彼らの耳は閉ざされて、聞くことが

できない。見よ、彼らは主の言葉をあざけり、それを喜

ばない。 11それゆえ、わたしの身には主の怒りが満ち、

それを忍ぶのに、うみつかれている。「それをちまたに

いる子供らと、集まっている若い人々とに漏らせ。夫も

妻も、老いた人も、年のひじょうに進んだ人も捕えられ

、 12彼らの家と畑と妻とは共に他人に渡る。わたしが手

を伸ばして、この地に住む者を撃つからである」と主は

言われる。 13「それは彼らが、小さい者から大きい者ま

で、みな不正な利をむさぼり、また預言者から祭司にい

たるまで、みな偽りを行っているからだ。 14彼らは、手

軽にわたしの民の傷をいやし、平安がないのに『平安、

平安』と言っている。 15彼らは憎むべきことをして、恥

じたであろうか。すこしも恥ずかしいとは思わず、また

恥じることを知らなかった。それゆえ彼らは倒れる者と

共に倒れる。わたしが彼らを罰するとき、彼らは倒れる

」と主は言われる。 16主はこう言われる、「あなたがた

はわかれ道に立って、よく見、いにしえの道につき、良

い道がどれかを尋ねて、その道に歩み、そしてあなたが

たの魂のために、安息を得よ。しかし彼らは答えて、『

われわれはその道に歩まない』と言った。 17わたしはあ

なたがたの上に見張びとを立て、『ラッパの音に気をつ

けよ』と言った。しかし彼らは答えて、『われわれは気

をつけることはしない』と言った。 18それゆえ国々の民

よ、聞け。会衆よ、彼らにどのようなことが起るかを知

れ。 19地よ、聞け。見よ、わたしはこの民に災をくだす

。それは彼らのたくらみの実である。彼らがわたしの言

葉に気をつけず、わたしのおきてを捨てたからである。

20シバから、わたしの所に乳香が来、遠い国から、菖蒲

が来るのはなんのためか。あなたがたの燔祭はわたしに

は喜ばしくなく、あなたがたの犠牲もうれしくはない。

21それゆえ主はこう言われる、『見よ、わたしはこの民

の前につまずく石を置く、人々は父も子も共にそれにつ

まずき、隣り人もその友も滅びる』」。 22主はこう言わ

れる、「見よ、民が北の国から来る、大いなる国民が地

の果から興る。 23彼らは弓とやりをとる。彼らは残忍で

、あわれみがなく、海のような響きを立てる。シオンの

娘よ、彼らは馬に乗り、いくさ人のように身をよろって

、あなたを攻める」。 24われわれはそのうわさを聞いて

、手は弱り、子を産む女に臨むような悩みと苦しみとに

捕えられた。 25畑に出てはならない、また道を歩いては

ならない。敵はつるぎを持ち、恐れが四方にあるからだ

。 26わが民の娘よ、荒布を身にまとい、灰の中にまろび

、ひとり子を失った時のように、悲しみ、いたく嘆け。

滅ぼす者が、にわかにわれわれを襲うからだ。 27「わた

しはあなたを民のうちに立てて、ためす者、試みる者と

した。あなたが彼らの道を知り、それをためすことがで

きるようにするためである。 28彼らはみな、強情な反逆

者であって、歩きまわって人をそしる。彼らは青銅や鉄
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であって、みな卑しいことを行う。 29ふいごは激しく吹

き、鉛は火にとけて尽き、精錬はいたずらに進む。悪し

き者がまだ除かれないからである。 30主が彼らを捨てら

れたので、彼らは捨てられた銀と呼ばれる」。

7主からエレミヤに臨んだ言葉はこうである。 2「主の

家の門に立ち、その所で、この言葉をのべて言え、主

を拝むために、この門をはいるユダのすべての人よ、主

の言葉を聞け。 3万軍の主、イスラエルの神はこう言わ

れる、あなたがたの道とあなたがたの行いを改めるなら

ば、わたしはあなたがたをこの所に住まわせる。 4あな

たがたは、『これは主の神殿だ、主の神殿だ、主の神殿

だ』という偽りの言葉を頼みとしてはならない。 5もし

あなたがたが、まことに、その道と行いを改めて、互に

公正を行い、 6寄留の他国人と、みなしごと、やもめを

しえたげることなく、罪のない人の血をこの所に流すこ

となく、また、ほかの神々に従って自ら害をまねくこと

をしないならば、 7わたしはあなたがたを、わたしが昔

あなたがたの先祖に与えたこの地に永遠に住まわせる。

8見よ、あなたがたは偽りの言葉を頼みとしているが、

それはむだである。 9あなたがたは盗み、殺し、姦淫し

、偽って誓い、バアルに香をたき、あなたがたが以前に

は知らなかった他の神々に従いながら、 10わたしの名を

もって、となえられるこの家に来てわたしの前に立ち、

『われわれは救われた』と言い、しかもすべてこれら憎

むべきことを行うのは、どうしたことか。 11わたしの名

をもって、となえられるこの家が、あなたがたの目には

盗賊の巣と見えるのか。わたし自身、そう見たと主は言

われる。 12わたしが初めにわたしの名を置いた場所シロ

へ行き、わが民イスラエルの悪のために、わたしがその

場所に対して行ったことを見よ。 13主は言われる、今あ

なたがたはこれらのすべてのことを行っている。またわ

たしはあなたがたに、しきりに語ったけれども、あなた

がたは聞かず、あなたがたを呼んだけれども答えなかっ

た。 14それゆえわたしはシロに対して行ったように、わ

たしの名をもって、となえられるこの家にも行う。すな

わちあなたがたが頼みとする所、わたしがあなたがたと

、あなたがたの先祖に与えたこの所に行う。 15そしてわ

たしは、あなたがたのすべての兄弟、すなわちエフライ

ムのすべての子孫を捨てたように、わたしの前からあな

たがたをも捨てる。 16あなたはこの民のために祈っては

ならない。彼らのために嘆き、祈ってはならない。また

わたしに、とりなしをしてはならない。わたしはあなた

の求めを聞かない。 17あなたは彼らがユダの町々と、エ

ルサレムのちまたでしていることを見ないのか。 18子ど

もらは、たきぎを集め、父たちは火をたき、女は粉をこ

ね、パンを造ってこれを天后に供える。また彼らは他の

神々の前に酒を注いで、わたしを怒らせる。 19主は言わ

れる、彼らが怒らせるのはわたしなのか。自分たち自身

ではないのか。そして自らうろたえている。 20それゆえ

主なる神はこう言われる、見よ、わたしの怒りと憤りを

、この所と、人と獣と、畑の木と、地の産物とに注ぐ。

怒りは燃えて消えることがない」。 21万軍の主、イスラ

エルの神はこう言われる、「あなたがたの犠牲に燔祭の

物を合わせて肉を食べるがよい。 22それはあなたがたの

先祖をエジプトの地から導き出した日に、わたしは燔祭

と犠牲とについて彼らに語ったこともなく、また命じた

こともないからである。 23ただわたしはこの戒めを彼ら

に与えて言った、『わたしの声に聞きしたがいなさい。

そうすれば、わたしはあなたがたの神となり、あなたが

たはわたしの民となる。わたしがあなたがたに命じるす

べての道を歩んで幸を得なさい』と。 24しかし彼らは聞

き従わず、耳を傾けず、自分の悪い心の計りごとと強情

にしたがって歩み、悪くなるばかりで、よくはならなか

った。 25あなたがたの先祖がエジプトの地を出た日から

今日まで、わたしはわたしのしもべである預言者たちを

日々彼らにつかわした。 26しかし彼らはわたしに聞かず

、耳を傾けないで強情になり、先祖たちにもまさって悪

を行った。 27たといあなたが彼らにこのすべての言葉を

語っても彼らは聞かない。また彼らを呼んでもあなたに

答えない。 28それゆえ、あなたはこう彼らに言わなけれ

ばならない、『これはその神、主の声に聞き従わず、そ

の戒めを受けいれなかった国民である。真実はうせ、彼

らの口から絶えた。 29あなたの髪の毛を切って捨てよ、

裸の山の上に嘆きの声をあげよ。主が、お怒りになって

いる世の人を退け捨てられたからだ』。 30主は言われる

、ユダの民はわたしの前に悪を行い、わたしの名をもっ

てとなえられる家に、憎むべき者を置いてそこを汚した

。 31またベンヒンノムの谷にあるトペテの高き所を築い

て、むすこ娘を火に焼いた。わたしはそれを命じたこと

はなく、またそのようなことを考えたこともなかった。

32主は言われる、それゆえに見よ、その所をトペテ、ま

たはベンヒンノムの谷と呼ばないで、ほふりの谷と呼ぶ

日が来る。それはほかに場所がないので、トペテに葬る

からである。 33この民の死体は空の鳥と地の獣の食物と

なり、これを追い払う者もない。 34そのときわたしはユ

ダの町々とエルサレムのちまたに、喜びの声、楽しみの

声、花婿の声、花嫁の声を絶やす。この地は荒れ果てる

からである。

8主は言われる、その時ユダの王たちの骨と、そのつか
さたちの骨と、祭司たちの骨と、預言者たちの骨と、

エルサレムに住む人々の骨は墓より掘り出されて、 2彼

らの愛し、仕え、従い、求め、また拝んだ、日と月と天

の衆群の前にさらされる。その骨は集める者も葬る者も

なく、地のおもてに糞土のようになる。 3この悪しき民

のうちの残っている残りの者はみな、わたしが追いやっ

た場所で、生きることよりも死ぬことを願うようになる

と、万軍の主は言われる。 4あなたは彼らに言わなけれ

ばならない。主はこう仰せられる、人は倒れたならば、

また起きあがらないであろうか。離れていったならば、

帰ってこないであろうか。 5それにどうしてこの民は、

常にそむいて離れていくのか。彼らは偽りを固くとらえ

て、帰ってくることを拒んでいる。 6わたしは気をつけ

て聞いたが、彼らは正しくは語らなかった。その悪を悔

いて、『わたしのした事は何か』という者はひとりもな

い。彼らはみな戦場に、はせ入る馬のように、自分のす

きな道に向かう。 7空のこうのとりでもその時を知り、

山ばとと、つばめと、つるはその来る時を守る。しかし

わが民は主のおきてを知らない。 8どうしてあなたがた

は、『われわれには知恵がある、主のおきてがある』と

言うことができようか。見よ、まことに書記の偽りの筆

がこれを偽りにしたのだ。 9知恵ある者は、はずかしめ

られ、あわてふためき、捕えられる。見よ、彼らは主の

言葉を捨てた、彼らになんの知恵があろうか。 10それゆ

え、わたしは彼らの妻を他人に与え、その畑を征服者に
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与える。それは彼らが小さい者から大きい者にいたるま

で、みな不正な利をむさぼり、預言者から祭司にいたる

まで、みな偽りを行っているからである。 11彼らは手軽

に、わたしの民の傷をいやし、平安がないのに、『平安

、平安』と言っている。 12彼らは憎むべきことをして、

恥じたであろうか。すこしも恥ずかしいとは思わず、ま

た恥じることを知らなかった。それゆえ彼らは倒れる者

と共に倒れる。わたしが彼らを罰するとき、彼らは倒れ

ると、主は言われる。 13主は言われる、わたしが集めよ

うと思うとき、ぶどうの木にぶどうはなく、いちじくの

木に、いちじくはなく、葉さえ、しぼんでいる。わたし

が彼らに与えたものも、彼らを離れて、うせ去った」。

14どうしてわれわれはなす事もなく座しているのか。集

まって、堅固な町にはいり、そこでわれわれは滅びよう

。われわれが主に罪を犯したので、われわれの神、主が

われわれを滅ぼそうとして、毒の水を飲ませられるのだ

。 15われわれは平安を望んだが、良い事はこなかった。

いやされる時を望んだが、かえって恐怖が来た。 16「彼

らの馬のいななきはダンから聞えてくる。彼らの強い馬

の声によって全地は震う。彼らは来て、この地と、ここ

にあるすべてのもの、町と、そのうちに住む者とを食い

滅ぼす。 17見よ、魔法をもってならすことのできない、

へびや、まむしをあなたがたのうちにつかわす。それは

あなたがたをかむ」と主は言われる。 18わが嘆きはいや

しがたく、わが心はうちに悩む。 19聞け、地の全面から

、わが民の娘の声があがるのを。「主はシオンにおられ

ないのか、シオンの王はそのうちにおられないのか」。

「なぜ彼らはその彫像と、異邦の偶像とをもって、わた

しを怒らせたのか」。 20「刈入れの時は過ぎ、夏もはや

終った、しかしわれわれはまだ救われない」。 21わが民

の娘の傷によって、わが心は痛む。わたしは嘆き、うろ

たえる。 22ギレアデに乳香があるではないか。その所に

医者がいるではないか。それにどうしてわが民の娘はい

やされることがないのか。

9ああ、わたしの頭が水となり、わたしの目が涙の泉と
なればよいのに。そうすれば、わたしは民の娘の殺さ

れた者のために昼も夜も嘆くことができる。 2ああ、わ

たしが荒野に、隊商の宿を得ることができればよいのに

。そうすれば、わたしは民を離れて去って行くことがで

きる。彼らはみな姦淫する者、不信のともがらだからで

ある。 3彼らは弓をひくように、その舌を曲げる。真実

ではなく、偽りがこの地に強くなった。彼らは悪より悪

に進み、またわたしを知らないと、主は言われる。 4あ

なたがたはおのおの隣り人に気をつけよ。どの兄弟をも

信じてはならない。兄弟はみな、押しのける者であり、

隣り人はみな、ののしって歩く者だからである。 5人は

みな、その隣り人を欺き、真実を言う者はない。彼らは

自分の舌に偽りを言うことを教え、悪を行い、疲れて悔

い改めるいとまもなく、 6しえたげに、しえたげを積み

重ね、偽りに偽りを積み重ね、わたしを知ることを拒ん

でいると、主は言われる。 7それゆえ万軍の主はこう言

われる、「見よ、わたしは彼らを溶かし、試みる。この

ほか、わが民をどうすることができよう。 8彼らの舌は

殺す矢のようだ、それは偽りを言う。その口ではおのお

の隣り人におだやかに語るが、その心では彼を待ち伏せ

る計りごとを立てる。 9主は言われる、これらのことの

ために、わたしが彼らを罰しないだろうか。わたしがこ

のような民にあだを返さないだろうか。 10山のために泣

き叫び、野の牧場のために悲しめ。これらは荒れすたれ

て、通り過ぎる人もない。ここには牛、羊の鳴く声も聞

えず、空の鳥も獣も皆逃げ去った。 11わたしはエルサレ

ムを荒塚とし、山犬の巣とする。またユダの町々を荒し

て、住む人もない所とする」。 12知恵があって、これを

悟ることのできる人はだれか。主の口の言葉をうけて、

それを示す人はだれか。この地が滅ぼされて荒野のよう

になり、通り過ぎる人もなくなったのはどういうわけか

。 13主は言われる、「それは彼らの前にわたしが立てた

おきてを彼らが捨てて、わたしの声に聞き従わず、その

とおりに歩かなかったからである。 14彼らは強情に自分

の心に従い、また先祖の教えたようにバアルに従った。

15それゆえ万軍の主、イスラエルの神はこう言われる、

見よ、わたしはこの民に、にがよもぎを食べさせ、毒の

水を飲ませ、 16彼らも、その先祖たちも知らなかった国

びとのうちに彼らを散らし、また彼らを滅ぼし尽すまで

、そのうしろに、つるぎをつかわす」。 17万軍の主はこ

う言われる、「よく考えて、泣き女を呼べ。また人をつ

かわして巧みな女を招け。 18彼らに急いでこさせ、われ

われのために泣き悲しませて、われわれの目に涙をこぼ

させ、まぶたから水をあふれさせよ。 19シオンから悲し

みの声が聞える。それは言う、『ああ、われわれは滅ぼ

され、いたく、はずかしめられている。われわれはその

地を去り、彼らがわれわれのすみかをこわしたからだ』

」。 20女たちよ、主の言葉を聞け。あなたがたの耳に、

その口の言葉をいれよ。あなたがたの娘に悲しみの歌を

教え、おのおのその隣り人に哀悼の歌を教えよ。 21死が

われわれの窓に上って来、われわれの邸宅の中にはいり

、ちまたにいる子どもらを絶やし、広場にいる若い人た

ちを殺そうとしているからだ。 22あなたはこう言いなさ

い、「主は言われる、『人の死体が糞土のように、野に

倒れているようになり、また刈入れする人のうしろに残

って、だれも集めることをしない束のようになる』」。

23主はこう言われる、「知恵ある人はその知恵を誇って

はならない。力ある人はその力を誇ってはならない。富

める者はその富を誇ってはならない。 24誇る者はこれを

誇とせよ。すなわち、さとくあって、わたしを知ってい

ること、わたしが主であって、地に、いつくしみと公平

と正義を行っている者であることを知ることがそれであ

る。わたしはこれらの事を喜ぶと、主は言われる」。 25

主は言われる、「見よ、このような日が来る。その日に

は、割礼をうけても、心に割礼をうけていないすべての

人をわたしは罰する。 26エジプト、ユダ、エドム、アン

モンの人々、モアブ、および野にいて、髪の毛のすみず

みをそる人々はそれである。これらの国びとはみな割礼

をうけていない者であり、イスラエルの全家もみな心に

割礼をうけていない者である」。

10イスラエルの家よ、主のあなたがたに語られる言葉
を聞け。 2主はこう言われる、「異邦の人の道に習

ってはならない。また異邦の人が天に現れるしるしを恐

れても、あなたがたはそれを恐れてはならない。 3異邦

の民のならわしはむなしいからだ。彼らの崇拝するもの

は、林から切りだした木で、木工の手で、おのをもって

造ったものだ。 4人々は銀や金をもって、それを飾り、

くぎと鎚をもって動かないようにそれをとめる。 5その

偶像は、きゅうり畑のかかしのようで、ものを言うこと
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ができない。歩くこともできないから、人に運んでもら

わなければならない。それを恐れるに及ばない。それは

災をくだすことができず、また幸をくだす力もないから

だ」。 6主よ、あなたに並びうる者はありません。あな

たは大いなる者であり、あなたの名もその力のために大

いなるものであります。 7万国の王であるあなたを、恐

れない者がありましょうか。あなたを恐れるのは当然の

ことであります。万国のすべての知恵ある者のうちにも

、その国々のうちにも、あなたに並びうる者はありませ

ん。 8彼らは皆、愚かで鈍く、偶像の教は、ただ木にす

ぎない。 9銀ぱくはタルシシから渡来し、金はウパズか

ら携えてくる。これらは工人と金細工人の工作である。

彼らの着物はすみれ色と紫色である。これらはみな巧み

な細工人の作った物である。 10しかし主はまことの神で

ある。生きた神であり、永遠の王である。その怒りによ

って地は震いうごき、万国はその憤りに当ることができ

ない。 11あなたがたは彼らに、こう言わなければならな

い、「天地を造らなかった神々は地の上、天の下から滅

び去る」と。 12主はその力をもって地を造り、その知恵

をもって世界を建て、その悟りをもって天をのべられた

。 13彼が声を出されると、天に多くの水のざわめきがあ

り、また地の果から霧を立ちあがらせられる。彼は雨の

ために、いなびかりをおこし、その倉から風を取り出さ

れる。 14すべての人は愚かで知恵がなく、すべての金細

工人はその造った偶像のために恥をこうむる。その偶像

は偽り物で、そのうちに息がないからだ。 15これらは、

むなしいもので、迷いのわざである。罰せられる時に滅

びるものである。 16ヤコブの分である彼はこのようなも

のではない。彼は万物の造り主だからである。イスラエ

ルは彼の嗣業としての部族である。彼の名を万軍の主と

いう。 17囲みの中におる者よ、あなたの包を地から取り

上げよ。 18主がこう言われるからだ、「見よ、わたしは

このたび、この地に住む者を投げ捨てる。かつ彼らをせ

めなやまして、思い知らせる」。 19わたしはいたでをう

けた、ああ、わざわいなるかな、わたしの傷は重い。し

かしわたしは言った、「まことに、これは悩みである。

わたしはこれを忍ばなければならない」と。 20わたしの

天幕は破れ、綱はことごとく切れ、子どもたちはわたし

を捨てて行って、いなくなった。もはやわたしの天幕を

張る者はなく、幕を掛ける者もない。 21牧者は愚かであ

って、主に問うことをしないからである。それゆえ彼ら

は栄えることもなく、その群れはみな散り去っている。

22聞けよ、うわさのあるのを。見よ、北の国から大いな

る騒ぎが来る。これはユダの町々を荒して山犬の巣とす

る。 23主よ、わたしは知っています、人の道は自身によ

るのではなく、歩む人が、その歩みを自分で決めること

のできないことを。 24主よ、わたしを懲らしてください

。正しい道にしたがって、怒らずに懲らしてください。

さもないと、わたしは無に帰してしまうでしょう。 25あ

なたを知らない国民と、あなたの名をとなえない人々に

あなたの怒りを注いでください。彼らはヤコブを食い尽

しこれを食い尽して滅ぼし、そのすみかを荒したからで

す。

11主からエレミヤに臨んだ言葉は言う、 2「この契約

の言葉を聞き、ユダの人々とエルサレムに住む者に

告げよ。 3彼らに言え、イスラエルの神、主はこう仰せ

られる、この契約の言葉に従わない人は、のろわれる。

4この契約は、わたしがあなたがたの先祖をエジプトの

地、鉄のかまどの中から導き出した時に、彼らに命じた

ところのものである。すなわち、その時わたしは彼らに

言った、わたしの声を聞き、あなたがたに命じるすべて

のことを行うならば、あなたがたはわたしの民となり、

わたしはあなたがたの神となる。 5そして、わたしがあ

なたがたの先祖に、乳と蜜との流れる地を与えると誓っ

たことを、なし遂げると。すなわち今日のとおりである

」。その時わたしは、「主よ、仰せのとおりです」と答

えた。 6主はわたしに言われた、「このすべての言葉を

、ユダの町々と、エルサレムのちまたに告げ示し、この

契約の言葉を聞き、これを行え、と言いなさい。 7わた

しは、あなたがたの先祖をエジプトの地から導き出した

時から今日にいたるまで、おごそかに彼らを戒め、絶え

ず戒めて、わたしの声に聞き従うようにと言った。 8し

かし彼らは従わず、その耳を傾けず、おのおの自分の悪

い強情な心に従って歩んだ。それゆえ、わたしはこの契

約の言葉をもって彼らを責めた。これはわたしが彼らに

行えと命じたが、行わなかったものである」。 9主はま

たわたしに言われた、「ユダの人々とエルサレムに住む

者のうちに反逆の事がある。 10彼らは、わたしの言葉を

聞くことを拒んだその先祖たちの罪に立ち返り、またほ

かの神々に従ってそれに仕えた。イスラエルの家とユダ

の家とは、わたしがその先祖たちと結んだ契約を破った

。 11それゆえ主はこう言われる、見よ、わたしは災を彼

らの上に下す。彼らはそれを免れることはできない。彼

らがわたしを呼んでも、わたしは聞かない。 12ユダの町

々とエルサレムに住む者は、行って、自分たちがそれに

香をたいている神々に呼び求めるが、これらは、彼らの

災の時にも決して彼らを救うことはできない。 13ユダよ

、あなたの神々は、あなたの町の数ほど多くなった。ま

たあなたがたはエルサレムのちまたの数ほどの祭壇を恥

ずべき者のために立てた。すなわちバアルに香をたくた

めの祭壇である。 14それゆえ、この民のために祈っては

ならない。また彼らのために泣き、あるいは祈り求めて

はならない。彼らがその災の時に、わたしに呼ばわって

も、わたしは彼らに聞くことをしないからだ。 15わが愛

する者は、わたしの家で何をするのか。すでにこれは悪

事を行った。誓願と犠牲の肉とがあなたに災を免れさせ

ることができるであろうか。それであなたは喜ぶことが

できるであろうか。 16主はあなたを、かつては『良い実

のなる美しい青々としたオリブの木』と呼ばれたが、激

しい暴風のとどろきと共に、主はそれに火をかけ、その

枝を焼き払われるのである。 17あなたを植えた万軍の主

は、あなたに向かって災を言い渡された。これはイスラ

エルの家とユダの家とが悪を行い、バアルに香をたいて

、わたしを怒らせたからである」。 18主が知らせてくだ

さったので、わたしはそれを知った。その時、あなたは

彼らの悪しきわざをわたしに示された。 19しかしわたし

は、ほふられに行く、おとなしい小羊のようで、彼らが

わたしを害しようと、計りごとをめぐらしているのを知

らなかった。彼らは言う、「さあ、木とその実を共に滅

ぼそう。生ける者の地から彼を絶って、その名を人に忘

れさせよう」。 20正しいさばきをし、人の心と思いを探

られる万軍の主よ、わたしは自分の訴えをあなたにお任

せしました。あなたが彼らにあだをかえされるのを見さ

せてください。 21それゆえ主はアナトテの人々について

こう言われる、彼らはあなたの命を取ろうと求めて言う
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、「主の名によって預言してはならない。それをするな

らば、あなたはわれわれの手にかかって死ぬであろう」

。 22それで万軍の主はこう言われる、「見よ、わたしは

彼らを罰する。若い人はつるぎで死に、彼らのむすこ娘

は、ききんで死に、 23だれも残る者はない。わたしがア

ナトテの人々に災を下し、彼らを罰する年をこさせるか

らである」。

12主よ、わたしがあなたと論じ争う時、あなたは常に
正しい。しかしなお、わたしはあなたの前に、さば

きのことを論じてみたい。悪人の道がさかえ、不信実な

者がみな繁栄するのはなにゆえですか。 2あなたが彼ら

を植えられたので、彼らは根づき、育って、実を結びま

す。彼らは口ではあなたに近づきますが、心はあなたか

ら遠ざかっています。 3主よ、あなたはわたしを知り、

わたしを見、わたしの心があなたに対していかにあるか

を試みられます。ほふるために羊を引き出すように、彼

らを引き出し、殺す日にそなえて、彼らを残しておいて

ください。 4いつまで、この地は嘆き、どの畑の野菜も

枯れていてよいでしょうか。この地に住む者の悪によっ

て、獣と鳥は滅びうせます。人々は言いました、「彼は

われわれの終りを見ることはない」と。 5「もしあなた

が、徒歩の人と競争して疲れるなら、どうして騎馬の人

と競うことができようか。もし安全な地で、あなたが倒

れるなら、ヨルダンの密林では、どうするつもりか。 6

あなたの兄弟たち、あなたの父の家のものさえ、あなた

を欺き、大声をあげて、あなたを追っている。彼らが親

しげにあなたに語ることがあっても、彼らを信じてはな

らない」。 7「わたしはわが家を離れ、わが嗣業を捨て

、わが魂の愛する者を敵の手に渡した。 8わたしの嗣業

は、わたしにとって林の中のししのようになった。これ

はわたしに向かってその声をあげる。それゆえわたしは

これを憎む。 9わたしの嗣業は、わたしにとって、斑点

のある猛禽のようではないか。他の猛禽がこれを囲んで

いるではないか。行って、野の獣をみな集め、連れてき

てこれを食べさせよ。 10多くの牧者たちはわたしのぶど

う畑を滅ぼし、わたしの地を踏み荒した。わたしの麗し

い地を荒れた野にした。 11彼らはこれを荒れ地としてし

まった。その荒れ地がわたしに向かって嘆くのだ。全地

は荒れ地にされた。しかし、ひとりもこれを心に留める

者はない。 12滅ぼす者どもが荒野のすべての、はげ山の

上にきた。主のつるぎが、地の、この果から、かの果ま

でを滅ぼすのだ。命あるものは安らかであることができ

ない。 13彼らは麦をまいて、いばらを刈り取る。苦労し

てもなんの利益もない。彼らはその収穫を恥じるように

なる。主の激しい怒りによってである」。 14わたしがわ

が民イスラエルにつがせた嗣業に手を触れるすべての悪

い隣り人について、主はこう言われる、「見よ、わたし

は彼らをその地から抜き出し、ユダの家を彼らのうちか

ら抜き出す。 15わたしは、彼らを抜き出したのちに、ま

た彼らをあわれんで、それぞれその嗣業に導き返し、お

のおのを、その地に帰らせる。 16もし彼らがわたしの民

の道を学び、わたしの名によって、『主は生きておられ

る』と言って誓うことが、かつて彼らがわたしの民に教

えてバアルをさして誓わせたようになるならば、彼らは

わたしの民のうちに建てられる。 17しかし耳をかさない

民があるときは、わたしはその民を抜き出して滅ぼすと

、主は言われる」。

13主はわたしにこう言われた、「行って、亜麻布の帯
を買い、腰に結べ。水につけてはならない」。 2そ

こで、わたしは主の言葉に従い、帯を買って腰に結んだ

。 3主の言葉は、再びわたしに臨んで言った、 4「あな

たが買って腰に結んでいる帯を手に取り、立ってユフラ

テの川へ行き、その所の岩の裂け目にこれを隠せ」。 5

わたしは主が命じられたように、行って、これをユフラ

テの川のほとりに隠した。 6多くの日を経てのち、主は

わたしに言われた、「立って、ユフラテの川へ行き、あ

なたに命じて、そこに隠させた帯をその所から取ってき

なさい」。 7そこでわたしはユフラテの川へ行き、地を

掘って、隠した所から帯を取り出したが、その帯はそこ

なわれて、役に立たなくなっていた。 8その時、主の言

葉がわたしに臨んだ、 9「主はこう仰せられる、これと

同じように、わたしはユダの高ぶりとエルサレムの大い

なる高ぶりを、破るのである。 10この悪しき民はわたし

の言葉を聞くことを拒み、自分の心を強情にして歩み、

また他の神々に従ってこれに仕え、これを拝んでいる。

彼らはこの帯のように、なんの役にも立たなくなる」。

11主は言われる、「帯が人の腰に着くように、イスラエ

ルのすべての家とユダのすべての家とをわたしに着かせ

、これをわたしの民とし、名とし、誉とし、栄えとしよ

うとした。しかし彼らは聞き従おうともしなかった」。

12「あなたはこの言葉を彼らに語らなければならない、

『イスラエルの神はこう言われる、酒つぼには、みな酒

が満ちる』と。彼らはあなたに言うであろう、『酒つぼ

に、みな酒が満ちることをわれわれが知らないことがあ

ろうか』と。 13その時、あなたは彼らに言わなければな

らない、『主はこう言われる、見よ、わたしはこの地に

住むすべての者と、ダビデの位に座す王たちと、祭司と

預言者およびエルサレムに住むすべての者に酔いを満た

し、 14彼らを互に打ち当てて砕く。父と子をもそのよう

にすると、主は言われる。わたしは彼らをあわれまず、

惜しまず、かわいそうとも思わずに滅ぼす』と」。 15耳

を傾けて聞け、高ぶってはならない、主がお語りになる

からである。 16主がまだやみを起されないうちに、また

あなたがたの足が薄暗がりの山につまずかないうちに、

あなたがたの神、主に栄光を帰せよ。さもないと、あな

たがたが光を望んでいる間に、主はそれを暗黒に変え、

それを暗やみとされるからである。 17もしあなたがたが

聞かないならば、わたしの魂はひそかな所で、あなたが

たの高ぶりのために悲しむ。また主の群れが、かすめら

れたために、わたしの目はいたく泣いて、涙を流すので

ある。 18王と太后とに告げよ、「あなたがたは低い座に

すわりなさい。麗しい冠はすでにあなたがたの頭から落

ちてしまったからです」。 19ネゲブの町々は閉ざされて

、これを開く人がない。ユダはみな捕え移される、こと

ごとく捕え移される。 20「目をあげて、北の方からくる

者を見よ、あなたに賜わった群れ、あなたの麗しい群れ

はどこにいるのか。 21彼らがあなたの親しみ慣れた人た

ちを、あなたの上に立ててかしらとするとき、あなたは

何を言おうとするのか。あなたの苦しみは、子を産む女

の苦しみのようでないであろうか。 22あなたが心のうち

に、『どうしてこのようなことがわたしに起ったのか』

というならば、あなたの罪が重いゆえに、あなたの着物

のすそはあげられ、はずかしめを受けるのだ。 23エチオ

ピヤびとはその皮膚を変えることができようか。ひょう

はその斑点を変えることができようか。もしそれができ
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るならば、悪に慣れたあなたがたも、善を行うことがで

きる。 24わたしはあなたがたを散らし、野の風に吹き散

らされるもみがらのようにする。 25主は言われる、これ

があなたに授けられた定め、わたしが量ってあなたに与

える分である。あなたがわたしを忘れて、偽りを頼みと

したからだ。 26わたしはまたあなたの着物のすそを顔ま

であげて、あなたの恥をあらわす。 27わたしはあなたの

憎むべき行い、あなたの姦淫と、いななき、野の丘の上

で行ったあなたのみだらな行いを見た。エルサレムよ、

あなたはわざわいだ、あなたの清められるのはいつのこ

とであろうか」。

14ひでりの事についてエレミヤに臨んだ主の言葉。 2

「ユダは悲しみ、その町々の門は傾き、民は地に座

して嘆き、エルサレムの叫びはあがる。 3その君たちは

、しもべをつかわして水をくませる。彼らが井戸の所に

きても、水は見つからず、むなしい器をもって帰り、恥

じ、かつ当惑して、その頭をおおう。 4地に雨が降らず

、土が、かわいて割れたため、農夫は恥じて、その頭を

おおう。 5野にいる雌じかでさえも子を産んで、これを

捨てる。草がないからである。 6野ろばは、はげ山の上

に立って、山犬のようにあえぎ、草のないために、その

目はくらむ。 7主よ、われわれの罪がわれわれを訴えて

不利な証言をしても、あなたの名のために、事をなして

ください。われわれの背信の数は多く、あなたに向かっ

て罪を犯しました。 8イスラエルの望みなる主よ、悩み

の時の救主よ、なぜ、あなたはこの地に住む異邦の人の

ようにし、また一夜の宿りのために立ち寄る旅びとのよ

うになさらねばならないのですか。 9なぜ、あなたは、

うろたえている人のようにし、また人を救いえない勇士

のようになさらねばならないのですか。主よ、あなたは

われわれのうちにいらせられます。われわれは、み名に

よって呼ばれている者です。われわれを見捨てないでく

ださい」。 10この民について主はこう言われる、「彼ら

はこのように好んで、さまよい、その足をとどめること

をしなかったので、主は彼らを喜ばず、いまそのとがを

覚え、その罪を罰するのだ」。 11主はわたしに言われた

、「この民のために恵みを祈ってはならない。 12彼らが

断食しても、わたしは彼らの呼ぶのを聞かない。燔祭と

素祭をささげても、わたしはそれを受けない。かえって

、つるぎと、ききん、および疫病をもって、彼らを滅ぼ

してしまう」。 13わたしは言った、「ああ、主なる神よ

、預言者たちはこの民に向かい、『あなたがたは、つる

ぎを見ることはない。ききんもこない。わたしはこの所

に確かな平安をあなたがたに与える』と言っています」

。 14主はわたしに言われた、「預言者らはわたしの名に

よって偽りの預言をしている。わたしは彼らをつかわさ

なかった。また彼らに命じたこともなく、話したことも

ない。彼らは偽りの黙示と、役に立たない占い、および

自分の心でつくりあげた欺きをあなたがたに預言してい

るのだ。 15それゆえ、わたしがつかわさないのに、わた

しの名によって預言して、『つるぎとききんは、この地

にこない』と言っているあの預言者について、主はこう

仰せられる、この預言者らは、つるぎとききんに滅ぼさ

れる。 16また彼らの預言を聞く民は、ききんとつるぎと

によって、エルサレムのちまたに投げ捨てられる。だれ

もこれを葬る者はない。彼らとその妻、およびそのむす

こ娘も同様である。わたしが彼らの悪をその上に注ぐか

らである。 17この言葉を彼らに語れ、『わたしの目は夜

も昼も絶えず涙を流す。わが民の娘であるおとめが大き

な傷と重い打撃によって滅ぼされるからである。 18わた

しが出て畑に行くと、つるぎで殺された者がある。町に

はいると、ききんで病んでいる者がある。預言者も祭司

も共にその地にさまよって、知るところがない』」。 19

あなたはまったくユダを捨てられたのですか。あなたの

心はシオンをきらわれるのですか。あなたはわれわれを

撃ったのに、どうしていやしてはくださらないのですか

。われわれは平安を望んだが、良い事はこなかった。い

やされる時を望んだが、かえって恐怖が来た。 20主よ、

われわれは自分の悪と、先祖のとがとを認めています。

われわれはあなたに罪を犯しました。 21み名のために、

われわれを捨てないでください。あなたの栄えあるみ位

をはずかしめないでください。あなたがわれわれにお立

てになった契約を覚えて、それを破らないでください。

22異邦の偽りの神々のうちに、雨を降らせうる者がある

であろうか。天が自分で夕立ちを降らすことができよう

か。われわれの神、主よ、あなたこそ、これをなさる方

ではありませんか。われわれの待ち望むのはあなたです

。あなたがこれらすべてのことをなさるからです。

15主はわたしに言われた、「たといモーセとサムエル
とがわたしの前に立っても、わたしの心はこの民を

顧みない。彼らをわたしの前から追い出し、ここを去ら

せよ。 2もし彼らが、『われわれはどこに行けばよいの

か』とあなたに尋ねるならば、彼らに言いなさい、『主

はこう仰せられる、疫病に定められた者は疫病に、つる

ぎに定められた者はつるぎに、ききんに定められた者は

ききんに、とりこに定められた者はとりこに行く』。 3

主は仰せられる、わたしは四つの物をもって彼らを罰す

る。すなわち、つるぎをもって殺し、犬をもってかませ

、空の鳥と地の獣をもって食い滅ぼさせる。 4またユダ

の王ヒゼキヤの子マナセが、エルサレムでした行いのゆ

えに、わたしは彼らを地のすべての国が見て恐れおのの

くものとする。 5エルサレムよ、だれがあなたをあわれ

むであろうか。だれがあなたのために嘆くであろうか。

だれがふり返って、あなたの安否を問うであろうか。 6

主は言われる、あなたはわたしを捨てた。そしてますま

す退いて行く。それゆえ、わたしは手を伸べてあなたを

滅ぼした。わたしはあわれむことには飽きた。 7わたし

はこの地の門で、箕で彼らをあおぎ分けた。彼らがその

道を離れなかったので、わたしは彼らの子を奪い、わが

民を滅ぼした。 8わたしは彼らの寡婦の数を浜べの砂よ

りも多くした。わたしは真昼に、滅ぼす者を連れてきて

、若者らの母たちをせめ、驚きと恐れを、にわかに母た

ちにおこした。 9七人の子を産んだ女は、弱り衰えて、

息絶え、まだ昼であったが、彼女の日は没した。彼女は

恥じ、うろたえた。その残りの者は、これを敵のつるぎ

に渡すと主は言われる」。 10ああ、わたしはわざわいだ

。わが母よ、あなたは、なぜ、わたしを産んだのか。全

国の人はわたしと争い、わたしを攻める。わたしは人に

貸したこともなく、人に借りたこともないのに、皆わた

しをのろう。 11主よ、もしわたしが彼らの幸福をあなた

に祈り求めず、また敵のため、その悩みのときと、災の

ときに、わたしがあなたにとりなしをしなかったのであ

れば、彼らののろいも、やむをえないでしょう。 12人は

鉄を、北からくる鉄や青銅を砕くことができましょうか
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。 13「わたしはあなたの富と宝を、ぶんどり物として他

に与える。代価を受けることはできない。それはあなた

のすべての罪によるので、領域内のいたる所にこのこと

が起る。 14わたしはあなたの知らない地で、あなたの敵

に仕えさせる。わたしの怒りによって火は点じられ、い

つまでも燃え続けるからである」。 15主よ、あなたは知

っておられます。わたしを覚え、わたしを顧みてくださ

い。わたしを迫害する者に、あだを返し、あなたの寛容

によって、わたしを取り去らないでください。わたしが

あなたのために、はずかしめを受けるのを知ってくださ

い。 16わたしはみ言葉を与えられて、それを食べました

。み言葉は、わたしに喜びとなり、心の楽しみとなりま

した。万軍の神、主よ、わたしは、あなたの名をもって

となえられている者です。 17わたしは笑いさざめく人の

つどいにすわることなく、また喜ぶことをせず、ただひ

とりですわっていました。あなたの手がわたしの上にあ

り、あなたが憤りをもってわたしを満たされたからです

。 18どうしてわたしの痛みは止まらず、傷は重くて、な

おらないのですか。あなたはわたしにとって、水がなく

て人を欺く谷川のようになられるのですか。 19それゆえ

主はこう仰せられる、「もしあなたが帰ってくるならば

、もとのようにして、わたしの前に立たせよう。もしあ

なたが、つまらないことを言うのをやめて、貴重なこと

を言うならば、わたしの口のようになる。彼らはあなた

の所に帰ってくる。しかしあなたが彼らの所に帰るので

はない。 20わたしはあなたをこの民の前に、堅固な青銅

の城壁にする。彼らがあなたを攻めても、あなたに勝つ

ことはできない。わたしがあなたと共にいて、あなたを

助け、あなたを救うからであると、主は言われる。 21わ

たしはあなたを悪人の手から救い、無慈悲な人の手から

あがなう」。

16主の言葉はまたわたしに臨んだ、 2「あなたはこの

所で妻をめとってはならない。またむすこ娘を持っ

てはならない。 3この所で生れるむすこ娘と、この地で

これを産む母たちと、これを生む父たちとについて主は

こう言われる、 4彼らは死の病にかかって死に、哀悼す

る者もなく、埋葬する者もなく、地のおもてに、糞土の

ようになる。またつるぎと、ききんに滅ぼされて、その

死体は空の鳥と地の獣の食い物となる。 5主はこう言わ

れる、喪のある家に、はいってはならない。また行って

、それを悲しみ嘆いてはならない。わたしがこの民から

わたしの平安と、いつくしみと、あわれみとを取り去っ

たからであると、主は言われる。 6大いなる者も小さき

者も、この地に死ぬ。彼らは葬られず、また彼らのため

に悲しむ者もなく、自分の身を傷つける者もなく、髪を

そる者もない。 7悲しむ者のためにパンをさいて、死者

のためにこれを慰める者はなく、また父あるいは母のた

めに慰めの杯をこれに与えて飲ませる者もない。 8また

あなたは宴会をする家にはいって、人々と共にすわって

食い飲みしてはならない。 9万軍の主、イスラエルの神

はこう言われる、見よ、あなたの目の前で、あなたのな

おこの世にいる間に、わたしは喜びの声と楽しみの声、

花婿の声と花嫁の声とをこの所に絶やしてしまう。 10あ

なたがこのすべての言葉をこの民に告げるとき、彼らが

あなたに尋ねて、『主がわれわれにこの大きな災を宣告

されるのはどうしてですか。われわれにどんな悪い所が

あるのですか。われわれの神、主にそむいて、われわれ

が犯した罪とはなんですか』と言うならば、 11あなたは

彼らに答えなければならない、『主は仰せられる、それ

はあなたがたの先祖がわたしを捨てて他の神々に従い、

これに仕え、これを拝し、またわたしを捨て、わたしの

律法を守らなかったからである。 12あなたがたは、あな

たがたの先祖よりも、いっそう悪いことをした。見よ、

あなたがたはおのおの自分の悪い強情な心に従い、わた

しに聞き従うことはしない。 13それゆえ、わたしはあな

たがたをこの地より追い出し、あなたがたも、あなたが

たの先祖も知らない地に行かせる。その所であなたがた

は昼夜、ほかの神々に仕えるようになる。これはわたし

があなたがたにあわれみを示さないからである』と。 14

主は言われる、それゆえ、見よ、こののち『イスラエル

の民をエジプトの地から導き出した主は生きておられる

』とは言わないで、 15『イスラエルの民を北の国と、そ

のすべて追いやられた国々から導き出した主は生きてお

られる』という日がくる。わたしが彼らを、その先祖に

与えた彼らの地に導きかえすからである。 16主は言われ

る、見よ、わたしは多くの漁夫を呼んできて、彼らをす

などらせ、また、そののち多くの猟師を呼んできて、も

ろもろの山、もろもろの丘、および岩の裂け目から彼ら

をかり出させる。 17わたしの目は彼らのすべての道を見

ているからである。みなわたしに隠れてはいない。また

その悪はわたしの目に隠れることはない。 18わたしはそ

の悪とその罪の報いを二倍にする。彼らがその忌むべき

偶像の死体をもって、わたしの地を汚し、その憎むべき

ものをもって、わたしの嗣業を満たしたからである」。

19主、わが力、わが城、悩みの時の、のがれ場よ、万国

の民は地の果からあなたのもとにきて申します、「われ

われの先祖が受け嗣いだのは、ただ偽りと、役に立たな

いつまらない事ばかりです。 20人が自分で神々を造るこ

とができましょうか。そういうものは神ではありません

」。 21「それゆえ、見よ、わたしは彼らに知らせよう。

すなわち、この際わたしの力と、わたしの勢いとを知ら

せよう。彼らはわたしの名が、主であることを知るよう

になる」。

17「ユダの罪は、鉄の筆、金剛石のとがりをもってし
るされ、彼らの心の碑と、祭壇の角に彫りつけられ

ている。 2彼らの子供たちは青木の下と、高い丘の上、

野の山の上にある祭壇とアシラのことを覚えている。 3

わたしはあなたの富とすべての宝とを、あなたの全領域

の内で犯した罪の代価として、ぶんどり物とならせる。

4わたしがあなたに与えた嗣業からあなたは手をはなす

ようになる。またわたしは、あなたの知らない地で、あ

なたの敵に仕えさせる。わたしの怒りによって、火は点

じられ、いつまでも燃え続けるからである」。 5主はこ

う言われる、「おおよそ人を頼みとし肉なる者を自分の

腕とし、その心が主を離れている人は、のろわれる。 6

彼は荒野に育つ小さい木のように、何も良いことの来る

のを見ない。荒野の、干上がった所に住み、人の住まな

い塩地にいる。 7おおよそ主にたより、主を頼みとする

人はさいわいである。 8彼は水のほとりに植えた木のよ

うで、その根を川にのばし、暑さにあっても恐れること

はない。その葉は常に青く、ひでりの年にも憂えること

なく、絶えず実を結ぶ」。 9心はよろずの物よりも偽る

もので、はなはだしく悪に染まっている。だれがこれを

、よく知ることができようか。 10「主であるわたしは心
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を探り、思いを試みる。おのおのに、その道にしたがい

、その行いの実によって報いをするためである」。 11し

ゃこが自分が産んだのではない卵を抱くように、不正な

財産を得る者がある。その人は一生の半ばにそれから離

れて、その終りには愚かな者となる。 12初めから高くあ

げられた栄えあるみ座は、われわれの聖所のある所であ

る。 13またイスラエルの望みである主よ、あなたを捨て

る者はみな恥をかき、あなたを離れる者は土に名をしる

されます。それは生ける水の源である主を捨てたからで

す。 14主よ、わたしをいやしてください、そうすれば、

わたしはいえます。わたしをお救いください、そうすれ

ば、わたしは救われます。あなたはわたしのほめたたえ

る者だからです。 15彼らはわたしに言います、「主の言

葉はどこにあるのか。今、それを出して見せよ」と。 16

悪をつかわされるようにとは、わたしはたって求めませ

んでした。また災の日を願わなかったのを、あなたはご

ぞんじです。わたしのくちびるから出たことは、み前に

あります。 17どうか、わたしを恐れさせないでください

。災のときに、あなたはわたしののがれ場です。 18わた

しを攻め悩ます者をはずかしめてください。しかしわた

しをはずかしめないでください。彼らを恐れさせてくだ

さい。しかしわたしを恐れさせないでください。災の日

を彼らにきたらせ、滅びを倍にして彼らを滅ぼしてくだ

さい。 19主はわたしにこう言われた、「行って、ユダの

王たちの出入りするベニヤミンの門、およびエルサレム

のすべての門に立って、 20言いなさい、『これらの門か

らはいるユダの王たち、およびユダのすべての民とエル

サレムに住むすべての者よ、主の言葉を聞きなさい。 21

主はこう言われる、命が惜しいならば気をつけるがよい

。安息日に荷をたずさえ、またはそれを持ってエルサレ

ムの門にはいってはならない。 22また安息日にあなたが

たの家から荷を運び出してはならない。なんのわざをも

してはならない。わたしがあなたがたの先祖に命じたよ

うに安息日を聖別して守りなさい。 23しかし彼らは従わ

ず耳を傾けず、聞くことも、戒めをうけることをも強情

に拒んだ。 24主は言われる、もしあなたがたがわたしに

聞き従い、安息日に荷をたずさえてこの町の門にはいら

ず、安息日を聖別して、なんのわざをもしないならば、

25ダビデの位に座する王たち、つかさたち、ユダの人々

、エルサレムに住む者は、車と馬に乗ってこの町の門か

らはいることができる。そしてこの町には長く人が住む

ようになる。 26また人々はユダの町々やエルサレムの周

囲、ベニヤミンの地、平地と山地およびネゲブから来て

燔祭、犠牲、素祭、乳香、感謝祭をたずさえて主の家に

はいる。 27しかし、もしあなたがたがわたしに聞き従わ

ないで、安息日を聖別して守ることをせず、安息日に荷

をたずさえてエルサレムの門にはいるならば、わたしは

火をその門の中に燃やして、エルサレムのもろもろの宮

殿を焼き滅ぼす。その火は消えることがない』」。

18主からエレミヤに臨んだ言葉。 2「立って、陶器師

の家に下って行きなさい。その所でわたしはあなた

にわたしの言葉を聞かせよう」。 3わたしは陶器師の家

へ下って行った。見ると彼は、ろくろで仕事をしていた

が、 4粘土で造っていた器が、その人の手の中で仕損じ

たので、彼は自分の意のままに、それをもってほかの器

を造った。 5その時、主の言葉がわたしに臨んだ、 6「

主は仰せられる、イスラエルの家よ、この陶器師がした

ように、わたしもあなたがたにできないのだろうか。イ

スラエルの家よ、陶器師の手に粘土があるように、あな

たがたはわたしの手のうちにある。 7ある時には、わた

しが民または国を抜く、破る、滅ぼすということがある

が、 8もしわたしの言った国がその悪を離れるならば、

わたしはこれに災を下そうとしたことを思いかえす。 9

またある時には、わたしが民または国を建てる、植える

ということがあるが、 10もしその国がわたしの目に悪と

見えることを行い、わたしの声に聞き従わないなら、わ

たしはこれに幸を与えようとしたことを思いかえす。 11

それゆえ、ユダの人々とエルサレムに住む者に言いなさ

い、『主はこう仰せられる、見よ、わたしはあなたがた

に災を下そうと工夫し、あなたがたを攻める計りごとを

立てている。あなたがたはおのおのその悪しき道を離れ

、その道と行いを改めなさい』と。 12しかし彼らは言う

、『それはむだです。われわれは自分の図るところに従

い、おのおのその悪い強情な心にしたがって行動します

』と。 13それゆえ主はこう言われる、異邦の民のうちの

ある者に尋ねてみよ、このような事を聞いた者があろう

か。おとめイスラエルは恐ろしい事をした。 14レバノン

の雪が、どうしてシリオンの岩を離れようか。山の水、

冷たい川の流れが、どうしてかわいてしまおうか。 15そ

れなのにわが民はわたしを忘れて、偽りの神々に香をた

いている。彼らはその道、古い道につまずき、また小道

に入り、大路からはなれた。 16自分の地を荒れすたれさ

せて、いつまでも人に舌打ちされるものとした。そこを

通る人はみな身震いして、首を振る。 17わたしは東風の

ように、彼らをその敵の前に散らす。その滅びの日には

、わたしは彼らに背を向け、顔を向けない」。 18彼らは

言った、「さあ、計略をめぐらして、エレミヤを倒そう

。祭司には律法があり、知恵ある者には計りごとがあり

、預言者には言葉があって、これらのものが滅びてしま

うことはない。さあ、われわれは舌をもって彼を撃とう

。彼のすべての言葉に、心を留めないことにしよう」。

19主よ、どうぞわたしにみ心を留め、わたしの訴えをお

聞きください。 20悪をもって善に報いるべきでしょうか

。しかもなお彼らはわたしの命を取ろうとして穴を掘り

ました。わたしがあなたの前に立って、彼らのことを良

く言い、あなたの憤りを止めようとしたのを覚えてくだ

さい。 21それゆえ、彼らの子どもたちをききんに渡し、

彼らをつるぎの刃に渡してください。彼らの妻は子を失

い、また寡婦となり、男は疫病にかかって死に、若い者

は、戦争でつるぎに殺されますように。 22あなたが敵を

にわかに彼らに臨ませられるとき、彼らの家から叫び声

が聞えますように。彼らは穴を掘って、わたしを捕えよ

うとし、わなをつくって、わたしの足を捕えようとした

からです。 23主よ、あなたは彼らがわたしを殺すために

めぐらしている計略を皆ごぞんじです。その悪をゆるす

ことなく、その罪をあなたの前から消し去らないでくだ

さい。彼らをあなたの前に倒れさせてください。あなた

のお怒りになる時に彼らを罰してください。

19主はこう言われる、「行って、陶器師のびんを買い
、民の長老と年長の祭司のうちの数人を伴って、 2

瀬戸かけの門の入口にあるベンヒンノムの谷へ行き、そ

の所で、わたしがあなたに語る言葉をのべて、 3言いな

さい、『ユダの王たち、およびエルサレムに住む者よ、

主の言葉を聞きなさい。万軍の主、イスラエルの神はこ
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う仰せられる、見よ、わたしは災をこの所に下す。おお

よそ、その災のことを聞くものの耳は両方とも鳴る。 4

彼らがわたしを捨て、この所を汚し、この所で、自分も

先祖たちもユダの王たちも知らなかった他の神々に香を

たき、かつ罪のない者の血を、この所に満たしたからで

ある。 5また彼らはバアルのために高き所を築き、火を

もって自分の子どもたちを焼き、燔祭としてバアルにさ

さげた。これはわたしの命じたことではなく、定めたこ

とでもなく、また思いもしなかったことである。 6主は

言われる、それゆえ、見よ、この所をトペテまたはベン

ヒンノムの谷と呼ばないで、虐殺の谷と呼ぶ日がくる。

7またわたしはこの所でユダとエルサレムの計りごとを

打ち破り、つるぎをもって、彼らをその敵の前と、その

いのちを求める者の手に倒れさせ、またその死体を空の

鳥と地の獣の食い物とし、 8かつ、この町を荒れすたれ

させて、人に舌打ちされるものとする。そこを通る人は

皆そのもろもろの災を見て身震いし、舌打ちする。 9ま

た彼らがその敵とその命を求める者とに囲まれて苦しみ

悩む時、わたしは彼らに自分のむすこの肉、娘の肉を食

べさせる。彼らはまた互にその友の肉を食べるようにな

る』。 10そこで、あなたは、一緒に行く人々の目の前で

、そのびんを砕き、 11そして彼らに言いなさい、『万軍

の主はこう仰せられる、陶器師の器をひとたび砕くなら

ば、もはやもとのようにすることはできない。このよう

にわたしはこの民とこの町とを砕く。人々はほかに葬る

べき場所がないために、トペテに葬るであろう。 12主は

仰せられる、わたしはこの所と、ここに住む者とにこの

ようにし、この町をトペテのようにする。 13エルサレム

の家とユダの王たちの家、すなわち彼らがその屋上で天

の衆群に香をたき、ほかの神々に酒を注いだ家は、皆ト

ペテの所のように汚される』」。 14エレミヤは主が彼を

つかわして預言させられたトペテから帰ってきて、主の

家の庭に立ち、すべての民に言った、 15「万軍の主、イ

スラエルの神はこう仰せられる、見よ、わたしは、この

町とそのすべての村々に、わたしの言ったもろもろの災

を下す。彼らが強情で、わたしの言葉に聞き従おうとし

ないからである」。

20さて祭司インメルの子で、主の宮のつかさの長であ
ったパシュルは、エレミヤがこれらの事を預言する

のを聞いた。 2そしてパシュルは預言者エレミヤを打ち

、主の宮にある上のベニヤミンの門の足かせにつないだ

。 3その翌日パシュルがエレミヤを足かせから解き放し

た時、エレミヤは彼に言った、「主はあなたの名をパシ

ュルとは呼ばないで、『恐れが周囲にある』と呼ばれる

。 4主はこう仰せられる、見よ、わたしはあなたを、あ

なた自身とあなたのすべての友だちに恐れを起させる者

とする。彼らはあなたが見ている目の前で敵のつるぎに

倒れる。わたしはまたユダのすべての民をバビロン王の

手に渡す。彼は彼らを捕えてバビロンに移し、つるぎを

もって殺す。 5わたしはまたこの町のすべての富と、そ

の獲たすべての物と、そのすべての貴重な物と、ユダの

王たちのすべての宝物をその敵の手に渡す。彼らはこれ

をかすめ、民を捕えてバビロンに移す。 6パシュルよ、

あなたと、あなたの家に住む者とはみな捕え移される。

あなたはバビロンに行って、その所で死に、その所に葬

られる。あなたも、あなたが偽って預言した言葉に聞き

従った友もみなそのようになる」。 7主よ、あなたがわ

たしを欺かれたので、わたしはその欺きに従いました。

あなたはわたしよりも強いので、わたしを説き伏せられ

たのです。わたしは一日中、物笑いとなり、人はみなわ

たしをあざけります。 8それは、わたしが語り、呼ばわ

るごとに、「暴虐、滅亡」と叫ぶからです。主の言葉が

一日中、わが身のはずかしめと、あざけりになるからで

す。 9もしわたしが、「主のことは、重ねて言わない、

このうえその名によって語る事はしない」と言えば、主

の言葉がわたしの心にあって、燃える火のわが骨のうち

に閉じこめられているようで、それを押えるのに疲れは

てて、耐えることができません。 10多くの人のささやく

のを聞くからです。恐れが四方にあります。「告発せよ

。さあ、彼を告発しよう」と言って、わが親しい友は皆

わたしのつまずくのを、うかがっています。また、「彼

は欺かれるだろう。そのとき、われわれは彼に勝って、

あだを返すことができる」と言います。 11しかし主は強

い勇士のようにわたしと共におられる。それゆえ、わた

しに迫りくる者はつまずき、わたしに打ち勝つことはで

きない。彼らは、なし遂げることができなくて、大いに

恥をかく。その恥は、いつまでも忘れられることはない

。 12正しき者を試み、人の心と思いを見られる万軍の主

よ、あなたが彼らに、あだを返されるのを見せてくださ

い。わたしはあなたに、わたしの訴えをお任せしたから

です。 13主に向かって歌い、主をほめたたえよ。主は貧

しい者の命を、悪人の手から救われたからである。 14わ

たしの生れた日はのろわれよ。母がわたしを産んだ日は

祝福を受けるな。 15わたしの父に「男の子が、生れまし

た」と告げて、彼を大いに喜ばせた人は、のろわれよ。

16その人は、主のあわれみを受けることなく、滅ぼされ

た町のようになれ。朝には、彼に叫びを聞かせ、昼には

戦いの声を聞かせよ。 17彼がわたしを胎内で殺さず、わ

が母をわたしの墓場となさず、その胎をいつまでも大き

くしなかったからである。 18なにゆえにわたしは胎内を

出てきて、悩みと悲しみに会い、恥を受けて一生を過ご

すのか。

21ゼデキヤ王は、マルキヤの子パシュルと祭司マアセ
ヤの子ゼパニヤを、エレミヤのもとにつかわし、 2

「バビロンの王ネブカデレザルがわれわれを攻めようと

しているゆえ、われわれのために主に尋ねてほしい。主

はそのもろもろの不思議なわざをもって、われわれを助

け、バビロンの王をわれわれから退かせられるかも知れ

ない」と言わせた。その時、主の言葉がエレミヤに臨ん

だ。 3エレミヤは彼らに答えて言った、「あなたがたは

ゼデキヤにこのように言いなさい、 4『イスラエルの神

、主はこう仰せられる、見よ、あなたがたが、この城壁

の外にあって、あなたがたを攻め囲むバビロンの王およ

びカルデヤびとと戦うとき、わたしはあなたがたの手に

持っている武器をとりあげ、これを町の中に集めさせる

。 5わたしは手を伸べ、強い腕をもって、怒り、憤り、

激しく怒って、あなたがたを攻める。 6わたしはまたこ

の町に住む人と獣とを撃つ。彼らはみな重い疫病にかか

って死ぬ。 7主は言われる、この後、わたしはユダの王

ゼデキヤとその家来たち、および疫病と、つるぎと、き

きんを免れて、この町に残っている民を、バビロンの王

ネブカデレザルの手と、その敵の手、およびその命を求

める者の手に渡す。バビロンの王はつるぎの刃にかけて

彼らを撃ち、彼らを惜しまず、顧みず、またあわれむこ
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ともしない』。 8あなたはまたこの民に言いなさい、『

主はこう仰せられる、見よ、わたしは命の道と死の道と

をあなたがたの前に置く。 9この町にとどまる者は、つ

るぎと、ききんと、疫病とで死ぬ。しかし、出て行って

、あなたがたを攻め囲んでいるカルデヤびとに降伏する

者は死を免れ、その命は自分のぶんどり物となる。 10主

は言われる、わたしがこの町に顔を向けたのは幸を与え

るためではなく、災を与えるためである。この町はバビ

ロンの王の手に渡される。彼は火をもって、これを焼き

払う』。 11またユダの王の家に言いなさい、『主の言葉

を聞きなさい。 12ダビデの家よ、主はこう仰せられる、

朝ごとに、正しいさばきを行い、物を奪われた人をしえ

たげる者の手から救え。そうしないと、あなたがたの悪

い行いのために、わたしの怒りは火のように燃えて、そ

れを消すことはできない』」。 13「主は言われる、谷に

住む者よ、平原の岩よ、見よ、わたしはあなたに敵する

。あなたがたは言う、『だれが下ってきて、われわれを

攻めるものか、だれがわれわれのいる所に、はいるもの

か』と。 14わたしはあなたがたを、その行いの実によっ

て罰する。またその林に火をつけて、その周囲のものを

みな焼き尽すと、主は言われる」。

22主はこう言われる、「ユダの王の家に下り、その所
にこの言葉をのべて、 2言いなさい、『ダビデの位

にすわるユダの王よ、あなたと、あなたの家臣、および

、この門からはいるあなたの民は主の言葉を聞きなさい

。 3主はこう言われる、公平と正義を行い、物を奪われ

た人を、しえたげる者の手から救い、異邦の人、孤児、

寡婦を悩まし、しえたげてはならない。またこの所に、

罪なき者の血を流してはならない。 4もしあなたがたが

この言葉を真実に行うならば、ダビデの位にすわる王と

その家臣、およびその民は、車と馬に乗って、この家の

門にはいることができる。 5しかしあなたがたがこの言

葉を聞かないならば、わたしは自身をさして誓うが、こ

の家は荒れ地となると、主は言われる。 6主はユダの王

の家についてこう言われる、あなたはわたしに対してギ

レアデのようであり、レバノンの頂のようである。しか

し、わたしは必ずあなたを荒れ地にし、人の住まない町

にする。 7わたしは滅ぼす者を設けて、あなたを攻めさ

せる、彼らはおのおのその武器をとり、あなたの麗しい

香柏を切り倒し、火に投げ入れる。 8多くの国の人はこ

の町を過ぎ、互に語って、「なぜ主はこの大いなる町を

このようにされたのか」と言うとき、 9人は答えて、「

これは彼らがその神、主の契約を捨てて他の神々を拝し

、これに仕えたからである」と言うであろう』」。 10死

んだ者のために泣くことなく、またそのために嘆いては

ならない。捕え移されてゆく者のために、激しく泣け。

彼はふたたび帰ってきて、その故郷を見ることがないか

らである。 11ユダの王ヨシヤの子シャルムは父ヨシヤに

ついで王となったが、ついにこの所から出て行った。主

は彼についてこう言われる、「彼は再びここに帰らない

。 12彼はその捕え行かれた所で死に、再びこの地を見な

い」。 13「不義をもってその家を建て、不法をもってそ

の高殿を造り、隣り人を雇って何をも与えず、その賃金

を払わない者はわざわいである。 14彼は言う、『わたし

は自分のために大きな家を建て、広い高殿を造ろう』と

。そしてこれがために窓を造り、香柏の鏡板でおおい、

それを朱で塗る。 15あなたは競って香柏を用いることに

よって、王であると思うのか。あなたの父は食い飲みし

、公平と正義を行って、幸を得たのではないか。 16彼は

貧しい人と乏しい人の訴えをただして、さいわいを得た

。こうすることがわたしを知ることではないかと主は言

われる。 17しかし、あなたは目も心も、不正な利益のた

めにのみ用い、罪なき者の血を流そうとし、圧制と暴虐

を行おうとする」。 18それゆえ、主はユダの王ヨシヤの

子エホヤキムについてこう言われる、「人々は『悲しい

かな、わが兄』、『悲しいかな、わが姉』と言って、彼

のために嘆かない。また『悲しいかな、主君よ』、『悲

しいかな、陛下よ』と言って嘆かない。 19ろばが埋めら

れるように、彼は葬られる。引かれて行って、エルサレ

ムの門の外に投げ捨てられる」。 20「レバノンに登って

呼ばわり、バシャンにあなたの声をあげ、アバリムから

呼ばわれ。あなたの愛する者がみな滅ぼされるからだ。

21あなたの栄えていた時、わたしはあなたに語ったが『

聞きたくはない』と言った。あなたがわたしの声に聞き

従わないことは、あなたの幼い時からの、ならわしであ

った。 22あなたの牧者はみな、風に追い立てられ、あな

たの愛する者は捕え移される。その時、あなたは自分の

もろもろの悪のために、恥じ、うろたえる。 23レバノン

に住み、香柏の中に巣をつくっている者よ、子を産む女

に臨む苦しみのような苦痛があなたに臨むとき、あなた

はどんなに嘆くことであろうか」。 24「主は言われる、

わたしは生きている。ユダの王エホヤキムの子コニヤが

、わたしの右手の指輪であっても、わたしはあなたを抜

き取る。 25あなたの命を求める者の手、あなたがその顔

を恐れる者の手、すなわちバビロンの王ネブカデレザル

の手と、カルデヤびとの手にあなたを渡す。 26わたしは

、あなたと、あなたを産んだ母を、あなたがたの生れた

国でない他の国に追いやる。あなたがたはそこで死ぬ。

27彼らが帰りたいとせつに願う国に、彼らは再び帰るこ

とができない」。 28この人コニヤは卑しむべき、こわれ

たつぼであろうか、だれも心に留めない器であろうか。

なぜ彼とその子孫は追いやられて、知らない地に投げや

られるのか。 29ああ、地よ、地よ、地よ、主の言葉を聞

けよ。 30主はこう言われる、「この人を、子なき人とし

て、またその一生のうち、栄えることのない人として記

録せよ。その子孫のうち、ひとりも栄えて、ダビデの位

にすわり、ユダを治めるものが再び起らないからである

」。

23主は言われる、「わが牧場の羊を滅ぼし散らす牧者
はわざわいである」。 2それゆえイスラエルの神、

主はわが民を養う牧者についてこう言われる、「あなた

がたはわたしの群れを散らし、これを追いやって顧みな

かった。見よ、わたしはあなたがたの悪しき行いによっ

てあなたがたに報いると、主は言われる。 3わたしの群

れの残った者を、追いやったすべての地から集め、再び

これをそのおりに帰らせよう。彼らは子を産んでその数

が多くなる。 4わたしはこれを養う牧者をその上に立て

る、彼らは再び恐れることなく、またおののくことなく

、いなくなることもないと、主は言われる。 5主は仰せ

られる、見よ、わたしがダビデのために一つの正しい枝

を起す日がくる。彼は王となって世を治め、栄えて、公

平と正義を世に行う。 6その日ユダは救を得、イスラエ

ルは安らかにおる。その名は『主はわれわれの正義』と

となえられる。 7主は言われる、それゆえ見よ、人々は
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『イスラエルの民をエジプトの地から導き出された主は

生きておられる』とまた言わないで、 8『イスラエルの

家の子孫を北の地と、そのすべて追いやられた地から導

き出された神は生きておられる』という日がくる。その

時、彼らは自分の地に住んでいる」。 9預言者たちにつ

いて。わが心はわたしのうちに破れ、わが骨はみな震う

。主とその聖なる言葉のために、わたしは酔っている人

のよう、酒に打ち負かされた人のようである。 10この地

に姦淫を行うものが満ちているからだ。のろいによって

地は嘆き、荒野の牧場はかわく。彼らの道は悪く、その

力は正しくない。 11「預言者と祭司とは共に神を汚す者

である。わたしの家においてすら彼らの悪を見たと、主

は言われる。 12それゆえ、彼らの道は、おのずから暗黒

の中にあるなめらかな道のようになり、彼らは押されて

その道に倒れる。わたしが彼らの罰せられる年に、災を

その上に臨ませるからであると、主は言われる。 13わた

しはサマリヤの預言者のうちに不快な事のあるのを見た

。彼らはバアルによって預言し、わが民イスラエルを惑

わした。 14しかしエルサレムの預言者のうちには、恐ろ

しい事のあるのを見た。彼らは姦淫を行い、偽りに歩み

、悪人の手を強くし、人をその悪から離れさせない。彼

らはみなわたしにはソドムのようであり、その民はゴモ

ラのようである」。 15それゆえ万軍の主は預言者につい

てこう言われる、「見よ、わたしは彼らに、にがよもぎ

を食べさせ、毒の水を飲ませる。神を汚すことがエルサ

レムの預言者から出て、全地に及んでいるからである」

。 16万軍の主はこう言われる、「あなたがたに預言する

預言者の言葉を聞いてはならない。彼らはあなたがたに

、むなしい望みをいだかせ、主の口から出たのでない、

自分の心の黙示を語るのである。 17彼らは主の言葉を軽

んじる者に向かって絶えず、『あなたがたは平安を得る

』と言い、また自分の強情な心にしたがって歩むすべて

の人に向かって、『あなたがたに災はこない』と言う」

。 18彼らのうちだれか主の議会に立って、その言葉を見

聞きした者があろうか。だれか耳を傾けてその言葉を聞

いた者があろうか。 19見よ、主の暴風がくる。憤りと、

つむじ風が出て、悪人のこうべをうつ。 20主の怒りは、

み心に思い定められたことをなし遂げられるまで退くこ

とはない。末の日にあなたがたはそれを明らかに悟る。

21預言者たちはわたしがつかわさなかったのに、彼らは

走った。わたしが、彼らに告げなかったのに、彼らは預

言した。 22もし彼らがわたしの議会に立ったのであれば

、わたしの民にわが言葉を告げ示して、その悪い道と悪

い行いから、離れさせたであろうに。 23「主は言われる

、わたしはただ近くの神であって、遠くの神ではないの

であるか。 24主は言われる、人は、ひそかな所に身を隠

して、わたしに見られないようにすることができようか

。主は言われる、わたしは天と地とに満ちているではな

いか。 25わが名によって偽りを預言する預言者たちが、

『わたしは夢を見た、わたしは夢を見た』と言うのを聞

いた。 26偽りを預言する預言者たちの心に、いつまで偽

りがあるのであるか。彼らはその心の欺きを預言する。

27彼らはその先祖がバアルに従ってわが名を忘れたよう

に、互に夢を語って、わたしの民にわが名を忘れさせよ

うとする。 28夢をみた預言者は夢を語るがよい。しかし

、わたしの言葉を受けた者は誠実にわたしの言葉を語ら

なければならない。わらと麦とをくらべることができよ

うかと、主は言われる。 29主は仰せられる、わたしの言

葉は火のようではないか。また岩を打ち砕く鎚のようで

はないか。 30それゆえ見よ、わたしはわたしの言葉を互

に盗む預言者の敵となると、主は言われる。 31見よ、わ

たしは、『主は言いたもう』と舌をもって語る預言者の

敵となると、主は言われる。 32主は仰せられる、見よ、

わたしは偽りの夢を預言する者の敵となる。彼らはそれ

を語り、またその偽りと大言をもってわたしの民を惑わ

す。わたしが彼らをつかわしたのではなく、また彼らに

命じたのでもない。それで彼らはこの民にすこしも益に

ならないと、主は言われる。 33この民のひとり、または

預言者、または祭司があなたに、『主の重荷はなんです

か』と問うならば、彼らに答えなさい、『あなたがたが

その重荷です。そして主は、あなたがたを捨てると言っ

ておられます』と。 34そして、『主の重荷』と言うその

預言者、祭司、または民のひとりを、その家族と共にわ

たしは罰する。 35あなたがたは、みな互に、隣り人に、

また兄弟に、こう言わなければならない、『主はなんと

答えられましたか』、『主はなんと言われましたか』と

。 36しかし重ねて『主の重荷』と言ってはならない。重

荷は人おのおのの自分の言葉だからである。あなたがた

は生ける神、万軍の主なるわれわれの神の言葉を曲げる

者である。 37あなたは預言者にこう言わなければならな

い、『主はあなたになんと答えられましたか』、『主は

なんと言われましたか』と。 38もしあなたがたが『主の

重荷』と言うならば、主はこう仰せられる、『わたしが

人をあなたがたにつかわして、あなたがたは「主の重荷

」と言ってはならないと言わせたのに、あなたがたは「

主の重荷」という言葉を言ったので、 39わたしは必ずあ

なたがたを捕え移させ、あなたがたとあなたがたの先祖

とに与えたこの町と、あなたがたとを、わたしの前から

捨て去る。 40そして、忘れられることのない永遠のはず

かしめと永遠の恥を、あなたがたにこうむらせる』」。

24バビロンの王ネブカデレザルがユダの王エホヤキム
の子エコニヤおよびユダの君たちと工匠と鍛冶をエ

ルサレムからバビロンに移して後、主はわたしにこの幻

をお示しになった。見よ、主の宮の前に置かれているい

ちじくを盛った二つのかごがあった。 2その一つのかご

には、はじめて熟したような非常に良いいちじくがあり

、ほかのかごには非常に悪くて食べられないほどの悪い

いちじくが入れてあった。 3主はわたしに、「エレミヤ

よ、何を見るか」と言われた。わたしは、「いちじくで

す。その良いいちじくは非常によく、悪いほうのいちじ

くは非常に悪くて、食べられません」と答えた。 4主の

言葉がまたわたしに臨んだ、 5「イスラエルの神、主は

こう仰せられる、この所からカルデヤびとの地に追いや

ったユダの捕われ人を、わたしはこの良いいちじくのよ

うに顧みて恵もう。 6わたしは彼らに目をかけてこれを

恵み、彼らをこの地に返し、彼らを建てて倒さず、植え

て抜かない。 7わたしは彼らにわたしが主であることを

知る心を与えよう。彼らはわたしの民となり、わたしは

彼らの神となる。彼らは一心にわたしのもとに帰ってく

る。 8主はこう仰せられる、わたしはユダの王ゼデキヤ

とそのつかさたち、およびエルサレムの人の残ってこの

地にいる者、ならびにエジプトの地に住んでいる者を、

この悪くて食べられない悪いいちじくのようにしよう。

9わたしは彼らを地のもろもろの国で、忌みきらわれる

ものとし、またわたしの追いやるすべての所で、はずか
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しめに会わせ、ことわざとなり、あざけりと、のろいに

会わせる。 10わたしはつるぎと、ききんと、疫病を彼ら

のうちに送って、ついに彼らをわたしが彼らとその先祖

とに与えた地から絶えさせる」。

25ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの四年（バビロンの
王ネブカデレザルの元年）にユダのすべての民につ

いての言葉がエレミヤに臨んだ。 2預言者エレミヤはこ

の言葉をユダのすべての民とエルサレムに住むすべての

人に告げて言った、 3「ユダの王アモンの子ヨシヤの十

三年から今日にいたるまで二十三年の間、主の言葉がわ

たしに臨んだ。わたしはたゆまずにそれをあなたがたに

語ってきたが、あなたがたは聞かなかった。 4主はたゆ

まず、そのしもべである預言者を、あなたがたにつかわ

されたが、あなたがたは聞かずまた耳を傾けて聞こうと

もしなかった。 5彼らは言った、『あなたがたはおのお

の今その悪の道と悪い行いを捨てなさい。そうすれば主

が昔からあなたがたと先祖たちとに与えられた地に永遠

に住むことができる。 6あなたがたは、ほかの神に従っ

て、それに仕え、それを拝んではならない。あなたがた

の手で作ったものをもって、わたしを怒らせてはならな

い。このようなことをしないなら、わたしはあなたがた

をそこなうことはない』と。 7しかしあなたがたはわた

しに聞き従わず、あなたがたの手で作った物をもって、

わたしを怒らせて自ら害を招いたと、主は言われる。 8

それゆえ万軍の主はこう仰せられる、あなたがたがわた

しの言葉に聞き従わないゆえ、 9見よ、わたしは北の方

のすべての種族と、わたしのしもべであるバビロンの王

ネブカデレザルを呼び寄せて、この地とその民と、その

まわりの国々を攻め滅ぼさせ、これを忌みきらわれるも

のとし、人の笑いものとし、永遠のはずかしめとすると

、主は言われる。 10またわたしは喜びの声、楽しみの声

、花婿の声、花嫁の声、ひきうすの音、ともしびの光を

彼らの中に絶えさせる。 11この地はみな滅ぼされて荒れ

地となる。そしてその国々は七十年の間バビロンの王に

仕える。 12主は言われる、七十年の終った後に、わたし

はバビロンの王と、その民と、カルデヤびとの地を、そ

の罪のために罰し、永遠の荒れ地とする。 13わたしはあ

の地について、わたしが語ったすべての言葉をその上に

臨ませる。これはエレミヤが、万国のことについて預言

したものであって、みなこの書にしるされている。 14多

くの国々と偉大な王たちとは、彼らをさえ奴隷として仕

えさせる。わたしは彼らの行いと、その手のわざに従っ

て報いる」。 15イスラエルの神、主はわたしにこう仰せ

られた、「わたしの手から、この怒りの杯を受けて、わ

たしがあなたをつかわす国々の民に飲ませなさい。 16彼

らは飲んで、よろめき狂う。これはわたしが彼らのうち

に、つるぎをつかわそうとしているからである」。 17こ

うしてわたしは主の手から杯を受け、主がわたしをつか

わされた国々の民に飲ませた。 18すなわちエルサレムと

ユダのすべての町と、その王たちおよびそのつかさたち

に飲ませて、それらを滅ぼし、荒れ地とし、人の笑いも

のとし、のろわれるものとした。今日のとおりである。

19またエジプトの王パロとその家来たち、その君たち、

そのすべての民と、 20もろもろの寄留の異邦人、および

ウズの地のすべての王たち、およびペリシテびとの地の

すべての王たち、（アシケロン、ガザ、エクロン、アシ

ドドの残りの者）、 21エドム、モアブ、アンモンの子孫

、 22ツロのすべての王たち、シドンのすべての王たち、

海のかなたの海沿いの地の王たち、 23デダン、テマ、ブ

ズおよびすべて髪の毛のすみずみをそる者、 24アラビヤ

のすべての王たち、荒野の雑種の民のすべての王たち、

25ジムリのすべての王たち、エラムのすべての王たち、

メデアのすべての王たち、 26北のすべての王たちの遠き

者、近き者もつぎつぎに、またすべて地のおもてにある

世の国々の王たちもこの杯を飲む。そして彼らの次にバ

ビロンの王もこれを飲む。 27「それであなたは彼らに言

いなさい、『万軍の主、イスラエルの神はこう仰せられ

る、飲め、酔って吐け、倒れて再び立つな、わたしがあ

なたがたのうちに、つるぎをつかわすからである』」。

28「もし彼らがあなたの手から杯を受けて飲むことをし

ないならば、あなたは彼らに言いなさい、『万軍の主は

こう仰せられる、あなたがたは必ず飲まなければならな

い。 29見よ、わたしの名をもって呼ばれるこの町にさえ

災を下すのだ。どうしてあなたがたが罰を免れることが

できようか。あなたがたは罰を免れることはできない。

わたしがつるぎを呼び寄せて、地に住むすべての者を攻

めるからであると、万軍の主は仰せられる』。 30それゆ

え、あなたは彼らにこのすべての言葉を預言して言いな

さい、『主は高い所から呼ばわり、その聖なるすまいか

ら声を出し、自分のすみかに向かって大いに呼ばわり、

地に住むすべての者に向かってぶどうを踏む者のように

叫ばれる。 31叫びは地の果にまで響きわたる。主が国々

と争い、すべての肉なる者をさばき、悪人をつるぎに渡

すからであると、主は言われる』。 32万軍の主はこう仰

せられる、見よ、国から国へ災が出て行く。大きなあら

しが地の果からおこる。 33その日、主に殺される人々は

、地のこの果から、かの果に及ぶ。彼らは悲しまれず、

集められず、また葬られずに、地のおもてに糞土となる

。 34牧者よ、嘆き叫べ、群れのかしらたちよ、灰の中に

まろべ。あなたがたのほふられる日、散らされる日が来

たからだ。あなたがたは選び分けられた雄羊のように倒

れる。 35牧者には、のがれ場なく、群れのかしらたちは

逃げる所がない。 36牧者の叫び声と、群れのかしらたち

の嘆きの声が聞える。主が彼らの牧場を滅ぼしておられ

るからだ。 37主の激しい怒りによって、平和な牧場は荒

れていく。 38ししのように彼はその巣を出た。主のつる

ぎと、その激しい怒りによって、彼らの地は荒れ地とな

った」。

26ユダの王ヨシヤの子エホヤキムが世を治めた初めの
ころ、主からこの言葉があった、 2「主はこう仰せ

られる、主の宮の庭に立ち、わたしがあなたに命じて言

わせるすべての言葉を、主の宮で礼拝するために来てい

るユダの町々の人々に告げなさい。ひと言をも言い残し

ておいてはならない。 3彼らが聞いて、おのおのその悪

い道を離れることがあるかも知れない。そのとき、わた

しは彼らの行いの悪いために、災を彼らに下そうとした

のを思いなおす。 4あなたは彼らに言いなさい、『主は

こう仰せられる、もしあなたがたがわたしに聞き従わず

、わたしがあなたがたの前に定めおいた律法を行わず、

5わたしがあなたがたに、しきりにつかわすわたしのし

もべである預言者の言葉に聞き従わないならば、（あな

たがたは聞き従わなかったが、） 6わたしはこの宮をシ

ロのようにし、またこの町を地の万国にのろわれるもの

とする』」。 7祭司と預言者およびすべての民は、エレ
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ミヤが主の宮でこれらの言葉を語るのを聞いた。 8エレ

ミヤが主に命じられたすべての言葉を民に告げ終った時

、祭司と預言者および民はみな彼を捕えて言った、「あ

なたは死ななければならない。 9なぜあなたは主の名に

よって預言し、この宮はシロのようになり、この町は荒

されて住む人もなくなるであろうと言ったのか」と。民

はみな主の宮に集まってエレミヤを取り囲んだ。 10ユダ

のつかさたちはこの事を聞いて王の宮殿を出て主の宮に

上り、主の宮の「新しい門」の入口に座した。 11祭司と

預言者らは、つかさたちとすべての民に訴えて言った、

「この人は死刑に処すべき者です。あなたがたが自分の

耳で聞かれたように、この町に逆らう預言をしたのです

」。 12その時エレミヤは、つかさたちとすべての民に言

った、「主はわたしをつかわし、この宮とこの町にむか

って、預言をさせられたので、そのすべての言葉をあな

たがたは聞いた。 13それで、あなたがたは今、あなたが

たの道と行いを改め、あなたがたの神、主の声に聞き従

いなさい。そうするならば主はあなたがたに災を下そう

としたことを思いなおされる。 14見よ、わたしはあなた

がたの手の中にある。あなたがたの目に、良いと見え、

正しいと思うことをわたしに行うがよい。 15ただ明らか

にこのことを知っておきなさい。もしあなたがたがわた

しを殺すならば、罪なき者の血はあなたがたの身と、こ

の町と、その住民とに帰する。まことに主がわたしをつ

かわして、このすべての言葉をあなたがたの耳に、告げ

させられたからである」。 16つかさたちと、すべての民

とは、祭司と預言者に言った、「この人は死刑に処すべ

き者ではない。われわれの神、主の名によってわれわれ

に語ったのである」。 17その時この地の長老たち数人が

立って、そこに集まっているすべての者に告げて言った

、 18「ユダの王ヒゼキヤの世に、モレシテびとミカはユ

ダのすべての民に預言して言った、『万軍の主はこう仰

せられる、シオンは畑のように耕され、エルサレムは石

塚となり、宮の山は木のおい茂る高い所となる』。 19ユ

ダの王ヒゼキヤと、すべてのユダの人は彼を殺そうとし

たことがあろうか。ヒゼキヤは主を恐れ、主の恵みを求

めたので、主は彼らに災を下すとお告げになったのを思

いなおされたではないか。しかし、われわれは、自分の

身に大きな災を招こうとしている」。 20主の名によって

預言した人がほかにもあった。すなわちキリアテ・ヤリ

ムのシマヤの子ウリヤである。彼はエレミヤとおなじよ

うな言葉をもって、この町とこの地にむかって預言した

。 21エホヤキム王と、そのすべての勇士と、すべてのつ

かさたちはその言葉を聞いた。そして王は彼を殺そうと

思ったが、ウリヤはこれを聞いて恐れ、エジプトに逃げ

て行ったので、 22エホヤキム王は人をエジプトにつかわ

した。すなわちアクボルの子エルナタンと他の数名の人

を、エジプトにつかわした。 23彼らはウリヤをエジプト

から引き出し、エホヤキム王のもとに連れてきたので、

王はつるぎをもって彼を殺し、その死体を共同墓地に捨

てさせた。 24しかしシャパンの子アヒカムはエレミヤを

助け、民の手に渡されて殺されることのないようにした

。

27ユダの王ヨシヤの子ゼデキヤが世を治め始めたころ
、この言葉が主からエレミヤに臨んだ。 2すなわち

主はこうわたしに仰せられた、「綱と、くびきとを作っ

て、それをあなたの首につけ、 3エルサレムにいるユダ

の王ゼデキヤの所に来た使者たちによって、エドムの王

、モアブの王、アンモンびとの王、ツロの王、シドンの

王に言いおくりなさい。 4彼らの主君にこの命を伝えさ

せなさい、『万軍の主、イスラエルの神はこう仰せられ

る、あなたがたは主君にこのように告げなければならな

い。 5わたしは大いなる力と伸べた腕とをもって、地と

地の上にいる人と獣とをつくった者である。そして心の

ままに地を人に与える。 6いまわたしはこのすべての国

を、わたしのしもべであるバビロンの王ネブカデネザル

の手に与え、また野の獣をも彼に与えて彼に仕えさせた

。 7彼の地に時がくるまで、万国民は彼とその子とその

孫に仕える。その時がくるならば、多くの国と大いなる

王たちとが彼を自分の奴隷にする。 8バビロンの王ネブ

カデネザルに仕えず、バビロンの王のくびきを自分の首

に負わない民と国とは、わたしがつるぎと、ききんと、

疫病をもって罰し、ついには彼の手によってことごとく

滅ぼすと主は言われる。 9それで、あなたがたの預言者

、占い師、夢みる者、法術師、魔法使が、「あなたがた

はバビロンの王に仕えることはない」と言っても、聞い

てはならない。 10彼らはあなたがたに偽りを預言して、

あなたがたを自分の国から遠く離れさせ、わたしに、あ

なたがたを追い出してあなたがたを滅ぼさせるのである

。 11しかしバビロンの王のくびきを首に負って、彼に仕

える国民を、わたしはその故国に残らせ、それを耕して

、そこに住まわせると主は言われる』」。 12わたしはユ

ダの王ゼデキヤにも同じように言った、「あなたがたは

、バビロンの王のくびきを自分の首に負って、彼とその

民とに仕え、そして生きなさい。 13どうしてあなたと、

あなたの民とが、主がバビロンの王に仕えない国民につ

いて言われたように、つるぎと、ききんと、疫病に死ん

でよかろうか。 14あなたがたはバビロンの王に仕えるこ

とはないとあなたがたに告げる預言者の言葉を聞いては

ならない。彼らがあなたがたに預言していることは偽り

であるからだ。 15主は言われる、わたしが彼らをつかわ

したのではないのに、彼らはわたしの名によって偽って

預言している。そのために、わたしはあなたがたを追い

払い、あなたがたと、あなたがたに預言する預言者たち

を滅ぼすようになるのだ」。 16わたしはまた祭司とこの

すべての民とに語って言った、「主はこう仰せられる、

『見よ、主の宮の器は今、すみやかに、バビロンから返

されてくる』とあなたがたに預言する預言者の言葉を聞

いてはならない。それは、彼らがあなたがたに預言して

いることは偽りであるからだ。 17彼らのいうことを聞い

てはならない。バビロンの王に仕え、そして生きなさい

。どうしてこの町が荒れ地となってよかろうか。 18もし

彼らが預言者であって、主の言葉が彼らのうちにあるの

であれば、主の宮とユダの王の宮殿とエルサレムとに残

されている器が、バビロンに移されないように、万軍の

主に、とりなしを願うべきだ。 19万軍の主は柱と海と台

、その他この町に残っている器について、こう仰せられ

る。 20これはバビロンの王ネブカデネザルが、ユダの王

エホヤキムの子エコニヤ、およびユダとエルサレムのす

べての身分の尊い人々を捕えてエルサレムからバビロン

に移したときに、持ち去らなかった器である。 21すなわ

ち万軍の主、イスラエルの神は、主の宮とユダの王の宮

殿とエルサレムとに残されている器について、こう仰せ

られる。 22これらはバビロンに携え行かれ、わたしが顧
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みる日までそこにおかれている。その後、わたしはこれ

らのものを、この所に携え帰らせると主は言われる」。

28その年、すなわちユダの王ゼデキヤの治世の初め、
その第四年の五月、ギベオン出身の預言者であって

、アズルの子であるハナニヤは、主の宮で祭司とすべて

の民の前でわたしに語って言った、 2「万軍の主、イス

ラエルの神はこう仰せられる、わたしはバビロンの王の

くびきを砕いた。 3二年の内に、バビロンの王ネブカデ

ネザルが、この所から取ってバビロンに携えて行った主

の宮の器を、皆この所に帰らせる。 4わたしはまたユダ

の王エホヤキムの子エコニヤと、バビロンに行ったユダ

のすべての捕われ人をこの所に帰らせる。それは、わた

しがバビロンの王のくびきを、砕くからであると主は言

われる」。 5そこで預言者エレミヤは主の宮のうちに立

っている祭司とすべての民の前で、預言者ハナニヤに言

った。 6すなわち預言者エレミヤは言った、「アァメン

。どうか主がこのようにしてくださるように。どうかあ

なたの預言した言葉が成就して、バビロンに携えて行っ

た主の宮の器とすべての捕われ人を、主がバビロンから

再びこの所に帰らせてくださるように。 7ただし、今わ

たしがあなたとすべての民の聞いている所で語るこの言

葉を聞きなさい。 8わたしと、あなたの先に出た預言者

は、むかしから、多くの地と大きな国について、戦いと

、ききんと、疫病の事を預言した。 9平和を預言する預

言者は、その預言者の言葉が成就するとき、真実に主が

その預言者をつかわされたのであることが知られるのだ

」。 10そこで預言者ハナニヤは預言者エレミヤの首から

、くびきを取って、それを砕いた。 11そしてハナニヤは

、すべての民の前で語り、「主はこう仰せられる、『わ

たしは二年のうちに、このように、万国民の首からバビ

ロンの王ネブカデネザルのくびきを離して砕く』」と言

った。預言者エレミヤは去って行った。 12預言者ハナニ

ヤが預言者エレミヤの首から、くびきを離して砕いた後

、しばらくして主の言葉がエレミヤに臨んだ、 13「行っ

て、ハナニヤに告げなさい、『主はこう仰せられる、あ

なたは木のくびきを砕いたが、わたしはそれに替えて鉄

のくびきを作ろう。 14万軍の主、イスラエルの神はこう

仰せられる、わたしは鉄のくびきをこの万国民の首に置

いて、バビロンの王ネブカデネザルに仕えさせる。彼ら

はこれに仕える。わたしは野の獣をも彼に与えた』」。

15預言者エレミヤはまた預言者ハナニヤに言った、「ハ

ナニヤよ、聞きなさい。主があなたをつかわされたので

はない。あなたはこの民に偽りを信じさせた。 16それゆ

え主は仰せられる、『わたしはあなたを地のおもてから

除く。あなたは主に対する反逆を語ったので、今年のう

ちに死ぬのだ』と」。 17預言者ハナニヤはその年の七月

に死んだ。

29これは預言者エレミヤがエルサレムから、かの捕え
移された長老たち、およびネブカデネザルによって

エルサレムからバビロンに捕え移された祭司と預言者な

らびにすべての民に送った手紙に書きしるした言葉であ

る。 2それはエコニヤ王と太后と宦官およびユダとエル

サレムのつかさたち、および工匠と鍛冶とがエルサレム

を去ってのちに書かれたものであって、 3エレミヤはそ

の手紙をシャパンの子エラサおよびヒルキヤの子ゲマリ

ヤの手によって送った。この人々はユダの王ゼデキヤが

バビロンに行かせ、バビロンの王ネブカデネザルのもと

につかわしたものであった。その手紙には次のように書

いてあった。 4「万軍の主、イスラエルの神は、すべて

捕え移された者、すなわち、わたしがエルサレムから、

バビロンに捕え移させた者に、こう言う、 5あなたがた

は家を建てて、それに住み、畑を作ってその産物を食べ

よ。 6妻をめとって、むすこ娘を産み、また、そのむす

こに嫁をめとり、娘をとつがせて、むすこ娘を産むよう

にせよ。その所であなたがたの数を増し、減ってはなら

ない。 7わたしがあなたがたを捕え移させたところの町

の平安を求め、そのために主に祈るがよい。その町が平

安であれば、あなたがたも平安を得るからである。 8万

軍の主、イスラエルの神はこう言われる、あなたがたの

うちにいる預言者と占い師に惑わされてはならない。ま

た彼らの見る夢に聞き従ってはならない。 9それは、彼

らがわたしの名によってあなたがたに偽りを預言してい

るからである。わたしが彼らをつかわしたのではないと

主は言われる。 10主はこう言われる、バビロンで七十年

が満ちるならば、わたしはあなたがたを顧み、わたしの

約束を果し、あなたがたをこの所に導き帰る。 11主は言

われる、わたしがあなたがたに対していだいている計画

はわたしが知っている。それは災を与えようというので

はなく、平安を与えようとするものであり、あなたがた

に将来を与え、希望を与えようとするものである。 12そ

の時、あなたがたはわたしに呼ばわり、来て、わたしに

祈る。わたしはあなたがたの祈を聞く。 13あなたがたは

わたしを尋ね求めて、わたしに会う。もしあなたがたが

一心にわたしを尋ね求めるならば、 14わたしはあなたが

たに会うと主は言われる。わたしはあなたがたの繁栄を

回復し、あなたがたを万国から、すべてわたしがあなた

がたを追いやった所から集め、かつ、わたしがあなたが

たを捕われ離れさせたそのもとの所に、あなたがたを導

き帰ろうと主は言われる。 15あなたがたは、『主はバビ

ロンでわれわれのために預言者たちを起された』と言っ

たが、 16主はダビデの位に座している王と、この町に住

むすべての民で、あなたがたと共に捕え移されなかった

兄弟たちについて、こう言われる、 17『万軍の主はこう

言われる、見よ、わたしは、つるぎと、ききんと、疫病

を彼らに送り、彼らを悪くて食べられない腐ったいちじ

くのようにしてしまう。 18わたしはつるぎと、ききんと

、疫病をもって彼らのあとを追い、また彼らを地の万国

に忌みきらわれるものとなし、わたしが彼らを追いやる

国々で、のろいとなり、恐れとなり、物笑いとなり、は

ずかしめとならせる。 19それは彼らがわたしの言葉に聞

き従わなかったからであると主は言われる。わたしはこ

の言葉を、わたしのしもべである預言者たちによって、

しきりに送ったが、あなたがたは聞こうともしなかった

と主は言われる』。 20わたしがエルサレムからバビロン

に送ったあなたがたすべての捕われ人よ、主の言葉を聞

きなさい、 21『わたしの名によって、あなたがたに偽り

を預言しているコラヤの子アハブと、マアセヤの子ゼデ

キヤについて万軍の主、イスラエルの神はこう仰せられ

る、見よ、わたしは彼らをバビロンの王ネブカデレザル

の手に渡す。王はあなたがたの目の前で彼らを殺す。 22

バビロンにいるユダの捕われ人は皆、彼らの名を、のろ

いの言葉に用いて、「主があなたをバビロンの王が火で

焼いたゼデキヤとアハブのようにされるように」という

。 23それは、彼らがイスラエルのうちで愚かな事をし、

隣の妻と不義を行い、わたしが命じたのでない偽りの言
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葉を、わたしの名によって語ったことによるのである。

わたしはそれを知っており、またその証人であると主は

言われる』」。 24ネヘラムびとシマヤにあなたは言いな

さい、 25「万軍の主、イスラエルの神はこう仰せられる

、あなたは自分の名でエルサレムにいるすべての民と、

マアセヤの子祭司ゼパニヤおよびすべての祭司に手紙を

送って言う、 26『主は祭司エホヤダに代ってあなたを祭

司とし、主の宮をつかさどらせ、すべて狂い、かつ預言

する者を足かせと首かせにつながせられる。 27そうであ

るのに、どうしてあなたは、あなたがたに預言している

アナトテのエレミヤを戒めないのか。 28彼はバビロンに

いるわれわれの所に手紙を送って、捕われの時はなお長

いゆえ、あなたがたは家を建ててそこに住み、畑を作っ

てその産物を食べよと言ってきた』」。 29祭司ゼパニヤ

はこの手紙を預言者エレミヤに読み聞かせた。 30その時

、主の言葉がエレミヤに臨んだ、 31「すべての捕われ人

に書き送って言いなさい、ネヘラムびとシマヤの事につ

いて主はこう仰せられる、わたしはシマヤをつかわさな

かったのに、彼があなたがたに預言して偽りを信じさせ

たので、 32主はこう仰せられる、見よ、わたしはネヘラ

ムびとシマヤとその子孫を罰する。彼は主に対する反逆

を語ったゆえ、彼に属する者で、この民のうちに住み、

わたしが自分の民に行おうとしている良い事を見るもの

はひとりもいない」。

30主からエレミヤに臨んだ言葉。 2「イスラエルの神

、主はこう仰せられる、わたしがあなたに語った言

葉を、ことごとく書物にしるしなさい。 3主は言われる

、見よ、わたしがわが民イスラエルとユダの繁栄を回復

する日が来る。主がこれを言われる。わたしは彼らを、

その先祖に与えた地に帰らせ、彼らにこれを保たせる」

。 4これは主がイスラエルとユダについて言われた言葉

である。 5「主はこう仰せられる、われわれはおののき

の声を聞いた。恐れがあり、平安はない。 6子を産む男

があるか、尋ねてみよ。どうして男がみな子を産む女の

ように手を腰におくのをわたしは見るのか。なぜ、どの

人の顔色も青く変っているのか。 7悲しいかな、その日

は大いなる日であって、それに比べるべき日はない。そ

れはヤコブの悩みの時である。しかし彼はそれから救い

出される。 8万軍の主は仰せられる、その日わたしは彼

らの首からそのくびきを砕き離し、彼らの束縛を解く。

異邦の人はもはや、彼らを使役することをしない。 9彼

らはその神、主と、わたしが彼らのために立てるその王

ダビデに仕える。 10主は仰せられる、わがしもべヤコブ

よ、恐れることはない、イスラエルよ、驚くことはない

。見よ、わたしがあなたを救って、遠くからかえし、あ

なたの子孫を救って、その捕え移された地からかえすか

らだ。ヤコブは帰ってきて、穏やかに安らかにおり、彼

を恐れさせる者はない。 11主は言われる、わたしはあな

たと共にいて、あなたを救う。わたしはあなたを散らし

た国々をことごとく滅ぼし尽す。しかし、あなたを滅ぼ

し尽すことはしない。わたしは正しい道に従ってあなた

を懲らしめる。決して罰しないではおかない。 12主はこ

う仰せられる、あなたの痛みはいえず、あなたの傷は重

い。 13あなたの訴えを支持する者はなく、あなたの傷を

つつむ薬はなく、あなたをいやすものもない。 14あなた

の愛する者は皆あなたを忘れてあなたの事を心に留めな

い。それは、あなたのとがが多く、あなたの罪がはなは

だしいので、わたしがあだを撃つようにあなたを撃ち、

残忍な敵のように懲らしたからだ。 15なぜ、あなたの傷

のために叫ぶのか、あなたの悩みはいえることはない。

あなたのとがが多く、あなたの罪がはなはだしいので、

これらの事をわたしはあなたにしたのである。 16しかし

、すべてあなたを食い滅ぼす者は食い滅ぼされ、あなた

をしえたげる者は、ひとり残らず、捕え移され、あなた

をかすめる者は、かすめられ、すべてあなたの物を奪う

者は奪われる者となる。 17主は言われる、わたしはあな

たの健康を回復させ、あなたの傷をいやす。それは、人

があなたを捨てられた者とよび、『だれも心に留めない

シオン』というからである。 18主はこう仰せられる、見

よ、わたしはヤコブの天幕を再び栄えさせ、そのすまい

にあわれみを施す。町は、その丘に建てなおされ、宮殿

はもと立っていた所に立つ。 19感謝の歌と喜ぶ者の声と

が、その中から出る。わたしが彼らを増すゆえ、彼らは

少なくはなく、また彼らを尊ばれしめるゆえ、卑しめら

れることはない。 20その子らは、いにしえのようになり

、その会衆はわたしの前に堅く立つ。すべて彼らをしえ

たげる者をわたしは罰する。 21その君は彼ら自身のうち

のひとりであり、そのつかさは、そのうちから出る。わ

たしは彼をわたしに近づけ、彼はわたしに近づく。だれ

か自分の命をかけてわたしに近づく者があろうかと主は

言われる。 22あなたがたは、わたしの民となり、わたし

はあなたがたの神となる」。 23見よ、主の暴風がくる。

憤りと、つむじ風が出て、悪人のこうべをうつ。 24主の

激しい怒りは、み心に思い定められたことを行って、こ

れを遂げるまで、退くことはない。末の日にあなたがた

はこれを悟るのである。

31「主は言われる、その時わたしはイスラエルの全部
族の神となり、彼らはわたしの民となる」。 2主は

こう言われる、「つるぎをのがれて生き残った民は、荒

野で恵みを得た。イスラエルが安息を求めた時、 3主は

遠くから彼に現れた。わたしは限りなき愛をもってあな

たを愛している。それゆえ、わたしは絶えずあなたに真

実をつくしてきた。 4イスラエルのおとめよ、再びわた

しはあなたを建てる、あなたは建てられる。あなたは再

び鼓をもって身を飾り、出て行って、喜び楽しむ者と共

に踊る。 5またあなたはぶどうの木をサマリヤの山に植

える。植える者は、植えてその実を食べることができる

。 6見守る者がエフライムの山の上に立って呼ばわる日

が来る。『立って、シオンに上り、われわれの神、主に

、もうでよう』と」。 7主はこう仰せられる、「ヤコブ

のために喜んで声高く歌い、万国のかしらのために叫び

声をあげよ。告げ示し、ほめたたえて言え、『主はその

民イスラエルの残りの者を救われた』と。 8見よ、わた

しは彼らを北の国から連れ帰り、彼らを地の果から集め

る。彼らのうちには、盲人やあしなえ、妊婦、産婦も共

にいる。彼らは大きな群れとなって、ここに帰ってくる

。 9彼らは泣き悲しんで帰ってくる。わたしは慰めなが

ら彼らを導き帰る。彼らがつまずかないように、まっす

ぐな道により、水の流れのそばを通らせる。それは、わ

たしがイスラエルの父であり、エフライムはわたしの長

子だからである。 10万国の民よ、あなたがたは主の言葉

を聞き、これを遠い、海沿いの地に示して言いなさい、

『イスラエルを散らした者がこれを集められる。牧者が

その群れを守るようにこれを守られる』と。 11すなわち
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主はヤコブをあがない、彼らよりも強い者の手から彼を

救いだされた。 12彼らは来てシオンの山で声高く歌い、

主から賜わった良い物のために、穀物と酒と油および若

き羊と牛のために、喜びに輝く。その魂は潤う園のよう

になり、彼らは重ねて憂えることがない。 13その時おと

めたちは舞って楽しみ、若い者も老いた者も共に楽しむ

。わたしは彼らの悲しみを喜びにかえ、彼らを慰め、憂

いの代りに喜びを与える。 14わたしは多くのささげ物で

、祭司の心を飽かせ、わたしの良き物で、わたしの民を

満ち足らせると主は言われる」。 15主はこう仰せられる

、「嘆き悲しみ、いたく泣く声がラマで聞える。ラケル

がその子らのために嘆くのである。子らがもはやいない

ので、彼女はその子らのことで慰められるのを願わない

」。 16主はこう仰せられる、「あなたは泣く声をとどめ

、目から涙をながすことをやめよ。あなたのわざに報い

がある。彼らは敵の地から帰ってくると主は言われる。

17あなたの将来には希望があり、あなたの子供たちは自

分の国に帰ってくると主は言われる。 18わたしは確かに

、エフライムがこう言って嘆くの聞いた、『あなたはわ

たしを懲しめられた、わたしはくびきに慣れない子牛の

ように懲しめをうけた。主よ、あなたはわたしの神、主

でいらせられる、わたしを連れ帰って、もとにかえして

ください。 19わたしはそむき去った後、悔い、教をうけ

た後、ももを打った。若い時のはずかしめが身にあるの

で、わたしは恥じ、うろたえた』。 20主は言われる、

エフライムはわたしの愛する子、わたしの喜ぶ子であろ

うか。わたしは彼について語るごとに、なお彼を忘れる

ことができない。それゆえ、わたしの心は彼をしたって

いる。わたしは必ず彼をあわれむ。 21みずからのために

道しるべを置き、みずからのために標柱を立てよ。大路

に、あなたの通って行った道に心を留めよ。イスラエル

のおとめよ、帰れ、これらの、あなたの町々に帰れ。 22

不信の娘よ、いつまでさまようのか。主は地の上に新し

い事を創造されたのだ、女が男を保護する事である」。

23万軍の主、イスラエルの神はこう言われる、「わたし

が彼らを再び栄えさせる時、人々はまたユダの地とその

町々でこの言葉を言う、『正義のすみかよ、聖なる山よ

、どうか主がおまえを祝福してくださるように』。 24ユ

ダとそのすべての町の人、および農夫と群れを飼って歩

き回る者は共にそこに住む。 25わたしが疲れた魂を飽き

足らせ、すべて悩んでいる魂を慰めるからである」。 26

ここでわたしは目をさましたが、わたしの眠りは、ここ

ちよかった。 27「主は言われる、見よ、わたしが人の種

と獣の種とをイスラエルの家とユダの家とにまく日が来

る。 28わたしは彼らを抜き、砕き、倒し、滅ぼし、悩ま

そうと待ちかまえていたように、また彼らを建て、植え

ようと待ちかまえていると主は言われる。 29その時、彼

らはもはや、『父がすっぱいぶどうを食べたので、子ど

もの歯がうく』とは言わない。 30人はめいめい自分の罪

によって死ぬ。すっぱいぶどうを食べる人はみな、その

歯がうく。 31主は言われる、見よ、わたしがイスラエル

の家とユダの家とに新しい契約を立てる日が来る。 32こ

の契約はわたしが彼らの先祖をその手をとってエジプト

の地から導き出した日に立てたようなものではない。わ

たしは彼らの夫であったのだが、彼らはそのわたしの契

約を破ったと主は言われる。 33しかし、それらの日の後

にわたしがイスラエルの家に立てる契約はこれである。

すなわちわたしは、わたしの律法を彼らのうちに置き、

その心にしるす。わたしは彼らの神となり、彼らはわた

しの民となると主は言われる。 34人はもはや、おのおの

その隣とその兄弟に教えて、『あなたは主を知りなさい

』とは言わない。それは、彼らが小より大に至るまで皆

、わたしを知るようになるからであると主は言われる。

わたしは彼らの不義をゆるし、もはやその罪を思わない

」。 35主はこう言われる、すなわち太陽を与えて昼の光

とし、月と星とを定めて夜の光とし、海をかき立てて、

その波を鳴りとどろかせる者その名は万軍の主という。

36主は言われる、「もしこの定めがわたしの前ですたれ

てしまうなら、イスラエルの子孫もすたって、永久にわ

たしの前で民であることはできない」。 37主はこう言わ

れる、「もし上の天を量ることができ、下の地の基を探

ることができるなら、そのとき、わたしはイスラエルの

すべての子孫をそのもろもろの行いのために捨て去ると

主は言われる」。 38主は言われる、「見よ、この町が、

ハナネルの塔から隅の門まで、主のために再建される時

が来る。 39測りなわはそれよりも遠くまっすぐに延びて

、ガレブの丘に達し、ゴアのほうに向かう。 40死体と灰

との谷の全部、またキデロンの谷に行くまでと、東のほ

うの馬の門のすみに行くまでとのすべての畑はみな主の

聖なる所となり、永遠にわたって、ふたたび抜かれ、ま

た倒されることはない」。

32ユダの王ゼデキヤの十年、すなわちネブカデレザル
の十八年に、主の言葉がエレミヤに臨んだ。 2その

時、バビロンの王の軍勢がエルサレムを攻め囲んでいて

、預言者エレミヤはユダの王の宮殿にある監視の庭のう

ちに監禁されていた。 3ユダの王ゼデキヤが彼を閉じ込

めたのであるが、王は言った、「なぜあなたは預言して

言うのか、『主はこう仰せられる、見よ、わたしはこの

町をバビロンの王の手に渡し、彼はこれを取る。 4また

ユダの王ゼデキヤはカルデヤびとの手をのがれることな

く、かならずバビロンの王の手に渡され、顔と顔を合わ

せて彼と語り、目と目は相まみえる。 5そして彼はゼデ

キヤをバビロンに引いていき、ゼデキヤは、わたしが彼

を顧みる時まで、そこにいると主は言われる。あなたが

たは、カルデヤびとと戦っても勝つことはできない』と

」。 6エレミヤは言った、「主の言葉がわたしに臨んで

言われる、 7『見よ、あなたのおじシャルムの子ハナメ

ルがあなたの所に来て言う、「アナトテにあるわたしの

畑を買いなさい。それは、これを買い取り、あがなう権

利があなたにあるから」と』。 8はたして主の言葉のよ

うに、わたしのいとこであるハナメルが監視の庭のうち

にいるわたしの所に来て言った、『ベニヤミンの地のア

ナトテにあるわたしの畑を買ってください。所有するの

も、あがなうのも、あなたの権利なのです。買い取って

あなたの物にしてください。これが主の言葉であるのを

わたしは知っていました』。 9そこでわたしは、いとこ

のハナメルからアナトテにある畑を買い取り、銀十七シ

ケルを量って彼に支払った。 10すなわち、わたしはその

証書をつくって、これに記名し、それを封印し、証人を

立て、はかりをもって銀を量って与えた。 11そしてわた

しはその約定をしるして封印した買収証書と、封印のな

い写しとを取り、 12いとこのハナメルと、買収証書に記

名した証人たち、および監視の庭にすわっているすべて

のユダヤ人の前で、その証書をマアセヤの子であるネリ

ヤの子バルクに与え、 13彼らの前で、わたしはバルクに
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命じて言った、 14『万軍の主、イスラエルの神はこう仰

せられる、これらの証書すなわち、この買収証書の封印

したものと、封印のない写しとを取り、これらを土の器

に入れて、長く保存せよ。 15万軍の主、イスラエルの神

がこう言われるからである、「この地で人々はまた家と

畑とぶどう畑を買うようになる」と』。 16わたしは買収

証書をネリヤの子バルクに渡したあとで主に祈って言っ

た、 17『ああ主なる神よ、あなたは大いなる力と、伸べ

た腕をもって天と地をお造りになったのです。あなたの

できないことは、ひとつもありません。 18あなたはいつ

くしみを千万人に施し、また父の罪をそののちの子孫に

報いられるのです。あなたは大いなる全能の神でいらせ

られ、その名は万軍の主と申されます。 19あなたの計り

ごとは大きく、また、事を行うのに力があり、あなたの

目は人々の歩むすべての道を見て、おのおのの道にした

がい、その行いの実によってこれに報いられます。 20あ

なたは、しるしと、不思議なわざとをエジプトの地に行

い、また今日に至るまでイスラエルと全人類のうちに行

い、そして今日のように名をあげられました。 21あなた

は、しるしと、不思議なわざと、強い手と、伸べた腕と

、大いなる恐るべき事をもって、あなたの民イスラエル

をエジプトの地から導き出し、 22この地を彼らに賜わり

ました。これはあなたが彼らの先祖たちに与えようと誓

われた乳と蜜の流れる地です。 23こうして彼らは、はい

ってこれを獲たのですが、あなたの声に聞き従わず、あ

なたの律法を行わず、すべてあなたがせよと命じられた

ことをしなかったので、あなたはこの災を彼らの上にお

下しになりました。 24見よ、塁が築きあげられたのは、

この町を取るためです。つるぎと、ききんと、疫病のた

めに、町はこれを攻めているカルデヤびとの手に渡され

ます。あなたの言われたようになりましたのは、ごらん

のとおりであります。 25主なる神よ、あなたはわたしに

言われました、「銀をもって畑を買い、証人を立てよ」

と。そうであるのに、町はカルデヤびとの手に渡されて

います』」。 26主の言葉がエレミヤに臨んだ、 27「見

よ、わたしは主である、すべて命ある者の神である。わ

たしにできない事があろうか。 28それゆえ、主はこう言

われる、見よ、わたしはこの町をカルデヤびとと、バビ

ロンの王ネブカデレザルの手に渡す。彼はこれを取る。

29この町を攻めているカルデヤびとがきて、この町に火

をつけて焼き払う。屋根の上で人々が、バアルに香をた

き、ほかの神々に酒をそそいで、わたしを怒らせたその

家をも彼らは焼く。 30それは、イスラエルの人々とユダ

の人々とは、その若い時から、わたしの前に悪いことの

みを行い、またイスラエルの民はその手のわざをもって

、わたしを怒らせることばかりをしたからであると主は

言われる。 31この町はそれが建った日からきょうまで、

わたしの怒りと憤りとをひき起してきたので、わたしの

前からこれを除き去るのである。 32それは、イスラエル

の民とユダの民とが、もろもろの悪を行って、わたしを

怒らせたことによるのである。彼らの王たちと、そのつ

かさたち、祭司たち、預言者たち、またユダの人々とエ

ルサレムの住民たちが皆そうである。 33彼らはその背中

をわたしに向けて顔をわたしに向けず、わたしがたゆま

ず教えたにもかかわらず、彼らは教を聞かず、またうけ

ないのである。 34彼らは憎むべき物を、わが名をもって

呼ばれている家にすえつけて、そこを汚し、 35またベン

ヒンノムの谷にバアルの高き所を築いて、むすこ娘をモ

レクにささげた。わたしは彼らにこのようなことを命じ

たことはなく、また彼らがこの憎むべきことを行って、

ユダに罪を犯させようとは考えもしなかった。 36それゆ

え今イスラエルの神、主は、この町、すなわちあなたが

たが、『つるぎと、ききんと、疫病のためにバビロンの

王の手に渡される』といっている町についてこう仰せら

れる、 37見よ、わたしは、わたしの怒りと憤りと大いな

る怒りをもって、彼らを追いやったもろもろの国から彼

らを集め、この所へ導きかえって、安らかに住まわせる

。 38そして彼らはわたしの民となり、わたしは彼らの神

となる。 39わたしは彼らに一つの心と一つの道を与えて

常にわたしを恐れさせる。これは彼らが彼ら自身とその

後の子孫の幸を得るためである。 40わたしは彼らと永遠

の契約を立てて、彼らを見捨てずに恵みを施すことを誓

い、またわたしを恐れる恐れを彼らの心に置いて、わた

しを離れることのないようにしよう。 41わたしは彼らに

恵みを施すことを喜びとし、心をつくし、精神をつくし

、真実をもって彼らをこの地に植える。 42主はこう仰せ

られる、わたしがこのもろもろの大きな災をこの民に下

したように、わたしが彼らに約束するもろもろの幸を彼

らの上に下す。 43人々はこの地に畑を買うようになる。

あなたがたが、『それは荒れて人も獣もいなくなり、カ

ルデヤびとの手に渡されてしまう』といっている地であ

る。 44人々はベニヤミンの地と、エルサレムの周囲と、

ユダの町々と、山地の町々と、平地の町々と、ネゲブの

町々で、銀をもって畑を買い、証書をつくって、これに

記名し封印し、また証人を立てる。それは、わたしが彼

らを再び栄えさせるからであると主は言われる」。

33エレミヤがなお監視の庭に閉じ込められている時、
主の言葉はふたたび彼に臨んだ、 2「地を造られた

主、それを形造って堅く立たせられた主、その名を主と

名のっておられる者がこう仰せられる、 3わたしに呼び

求めよ、そうすれば、わたしはあなたに答える。そして

あなたの知らない大きな隠されている事を、あなたに示

す。 4イスラエルの神、主は塁と、つるぎとを防ぐため

に破壊されたこの町の家と、ユダの王の家についてこう

言われる、 5カルデヤびとは来て戦い、わたしが怒りと

憤りをもって殺す人々の死体を、それに満たす。わたし

は人々のもろもろの悪のために、この町にわたしの顔を

おおい隠した。 6見よ、わたしは健康と、いやしとを、

ここにもたらして人々をいやし、豊かな繁栄と安全とを

彼らに示す。 7わたしはユダとイスラエルを再び栄えさ

せ、彼らを建てて、もとのようにする。 8わたしは彼ら

がわたしに向かって犯した罪のすべてのとがを清め、彼

らがわたしに向かって犯した罪と反逆のすべてのとがを

ゆるす。 9この町は地のもろもろの民の前に、わたしの

ために喜びの名となり、誉となり、栄えとなる。彼らは

わたしがわたしの民に施すもろもろの恵みのことを聞く

。そして、わたしがこの町に施すもろもろの恵みと、も

ろもろの繁栄のために恐れて身をふるわす。 10主はこう

言われる、あなたがたが、『それは荒れて、人もおらず

獣もいない』というこの所、すなわち、荒れて、人もお

らず住む者もなく、獣もいないユダの町とエルサレムの

ちまたに、 11再び喜びの声、楽しみの声、花婿の声、花

嫁の声、および『万軍の主に感謝せよ、主は恵みふかく

、そのいつくしみは、いつまでも絶えることがない』と

いって、感謝の供え物を主の宮に携えてくる者の声が聞
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える。それは、わたしがこの地を再び栄えさせて初めの

ようにするからであると主は言われる。 12万軍の主はこ

う言われる、荒れて、人もおらず獣もいないこの所と、

そのすべての町々に再びその群れを伏させる牧者のすま

いがあるようになる。 13山地の町々と、平地の町々と、

ネゲブの町々と、ベニヤミンの地、エルサレムの周囲と

、ユダの町々で、群れは再びそれを数える者の手の下を

通りすぎると主は言われる。 14主は言われる、見よ、わ

たしがイスラエルの家とユダの家に約束したことをなし

遂げる日が来る。 15その日、その時になるならば、わた

しはダビデのために一つの正しい枝を生じさせよう。彼

は公平と正義を地に行う。 16その日、ユダは救を得、エ

ルサレムは安らかにおる。その名は『主はわれわれの正

義』ととなえられる。 17主はこう仰せられる、イスラエ

ルの家の位に座する人がダビデの子孫のうちに欠けるこ

とはない。 18またわたしの前に燔祭をささげ、素祭を焼

き、つねに犠牲をささげる人が、レビびとである祭司の

うちに絶えることはない」。 19主の言葉はエレミヤに臨

んだ、 20「主はこう仰せられる、もしあなたがたが、昼

と結んだわたしの契約を破り、また夜と結んだわたしの

契約を破り、昼と夜が定められた時に来ないようにする

ことができるならば、 21しもべダビデとわたしが結んだ

契約もまた破れ、彼はその位に座して王となる子を与え

られない。またわたしがわたしに仕えるレビびとである

祭司に立てた契約も破れる。 22天の星は数えることがで

きず、浜の砂は量ることができない。そのようにわたし

は、しもべダビデの子孫と、わたしに仕えるレビびとで

ある祭司の数を増そう」。 23主の言葉はエレミヤに臨ん

だ、 24「あなたはこの民が、『主は自ら選んだ二つのや

からを捨てた』といっているのを聞かないか。彼らはこ

のようにわたしの民を侮って、これを国とみなさないの

である。 25主はこう言われる、もしわたしが昼と夜とに

契約を立てず、また天地のおきてを定めなかったのであ

れば、 26わたしは、ヤコブとわたしのしもべダビデとの

子孫を捨てて、再び彼の子孫のうちからアブラハム、イ

サク、ヤコブの子孫を治める者を選ばない。わたしは彼

らを再び栄えさせ、彼らにあわれみをたれよう」。

34バビロンの王ネブカデレザルがその全軍と、彼に従
っている地のすべての国の人々、およびもろもろの

民を率いて、エルサレムとその町々を攻めて戦っていた

時に、主からエレミヤに臨んだ言葉、 2「イスラエルの

神、主はこう言われる、行ってユダの王ゼデキヤに告げ

て言いなさい、『主はこう言われる、見よ、わたしはこ

の町をバビロンの王の手に渡す。彼は火でこれを焼く。

3あなたはその手をのがれることはできない、必ず捕え

られてその手に渡される。あなたはまのあたりバビロン

の王を見、顔と顔を合わせて彼と語る。それからバビロ

ンへ行く』。 4しかしユダの王ゼデキヤよ、主の言葉を

聞きなさい。主はあなたの事についてこう言われる、『

あなたはつるぎで死ぬことはない。 5あなたは安らかに

死ぬ。民はあなたの先祖であるあなたの先の王たちのた

めに香をたいたように、あなたのためにも香をたき、ま

たあなたのために嘆いて「ああ、主君よ」と言う』。わ

たしがこの言葉をいうのであると主は言われる」。 6そ

こで預言者エレミヤはこの言葉をことごとくエルサレム

でユダの王ゼデキヤに告げた。 7その時バビロンの王の

軍勢はエルサレム、および残っているユダのすべての町

、すなわちラキシとアゼカを攻めて戦っていた。それは

ユダの町々のうちに、これらの堅固な町がなお残ってい

たからである。 8ゼデキヤ王がエルサレムにいるすべて

の民と契約を立てて、彼らに釈放のことを告げ示した後

に、主からエレミヤに臨んだ言葉。 9その契約はすなわ

ち人がおのおのそのヘブルびとである男女の奴隷を解放

し、その兄弟であるユダヤ人を奴隷としないことを定め

たものであった。 10この契約をしたつかさたちと、すべ

ての民は人がおのおのその男女の奴隷を解放し、再びこ

れを奴隷としないということに聞き従って、これを解放

したが、 11後に心を翻し、解放した男女の奴隷をひきか

えさせ、再びこれを従わせて奴隷とした。 12そこで主の

言葉が主からエレミヤに臨んだ、 13「イスラエルの神、

主はこう言われる、わたしはあなたがたの先祖をエジプ

トの地、その奴隷であった家から導き出した時、彼らと

契約を立てて言った、 14『あなたがたの兄弟であるヘブ

ルびとで、あなたがたに身を売り、六年の間あなたがた

に仕えた者は、六年の終りに、あなたがたおのおのがこ

れを解放しなければならない。あなたがたは彼を解放し

て、あなたがたに仕えることをやめさせなければならな

い』。ところがあなたがたの先祖たちはわたしに聞き従

わず、またその耳を傾けなかった。 15しかしあなたがた

は今日、心を改め、おのおのその隣り人に釈放のことを

告げ示して、わたしの見て正しいとすることを行い、か

つわたしの名をもってとなえられる家で、わたしの前に

契約を立てた。 16ところがあなたがたは再び心を翻して

、わたしの名を汚し、おのおの男女の奴隷をその願いの

ままに解放したのをひきかえさせ、再びこれを従わせて

、あなたがたの奴隷とした。 17それゆえに、主はこう仰

せられる、あなたがたがわたしに聞き従わず、おのおの

その兄弟とその隣に釈放のことを告げ示さなかったので

、見よ、わたしはあなたがたのために釈放を告げ示して

、あなたがたをつるぎと、疫病と、ききんとに渡すと主

は言われる。わたしはあなたがたを地のもろもろの国に

忌みきらわれるものとする。 18わたしの契約を破り、わ

たしの前に立てた契約の定めに従わない人々を、わたし

は彼らが二つに裂いて、その二つの間を通った子牛のよ

うにする。 19すなわち二つに分けた子牛の間を通ったユ

ダのつかさたち、エルサレムのつかさたちと宦官と祭司

と、この地のすべての民を、 20わたしはその敵の手と、

その命を求める者の手に渡す。その死体は空の鳥と野の

獣の食物となる。 21わたしはまたユダの王ゼデキヤと、

そのつかさたちをその敵の手、その命を求める者の手、

あなたがたを離れて去ったバビロンの王の軍勢の手に渡

す。 22主は言われる、見よ、わたしは彼らに命じて、こ

の町に引きかえしてこさせる。彼らはこの町を攻めて戦

い、これを取り、火を放って焼き払う。わたしはユダの

町々を住む人のない荒れ地とする」。

35ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの時、主からエレミ
ヤに臨んだ言葉。 2「レカブびとの家に行って、彼

らと語り、彼らを主の宮の一室に連れてきて、酒を飲ま

せなさい」。 3そこでわたしはハバジニヤの子エレミヤ

の子であるヤザニヤと、その兄弟と、そのむすこたち、

およびレカブびとの全家を連れ、 4これを主の宮にある

ハナンの子たちの室に連れてきた。ハナンはイグダリヤ

の子であって神の人であった。その室は、つかさたちの

室の次にあって、門を守るシャルムの子マアセヤの室の
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上にあった。 5わたしはレカブびとの前に酒を満たした

つぼと杯を置き、彼らに、「酒を飲みなさい」と言った

が、 6彼らは答えた、「われわれは酒を飲みません。そ

れは、レカブの子であるわれわれの先祖ヨナダブがわれ

われに命じて、『あなたがたとあなたがたの子孫はいつ

までも酒を飲んではならない。 7また家を建てず、種を

まかず、またぶどう畑を植えてはならない。またこれを

所有してはならない。あなたがたは生きながらえる間は

幕屋に住んでいなさい。そうするならば、あなたがたは

その宿っている地に長く生きることができると言ったか

らです』。 8こうしてわれわれは、レカブの子であるわ

れわれの先祖ヨナダブがすべて命じた言葉に従って、わ

れわれも、妻も、むすこ娘も生きながらえる間、酒を飲

まず、 9住む家を建てず、ぶどう畑も畑も種も持たない

で、 10幕屋に住み、すべてわれわれの先祖ヨナダブがわ

れわれに命じたところに従い、そのように行いました。

11しかしバビロンの王ネブカデレザルがこの地に上って

きた時、われわれは言いました、『さあ、われわれはエ

ルサレムへ行こう。カルデヤびとの軍勢とスリヤびとの

軍勢が恐ろしい』と。こうしてわれわれはエルサレムに

住んでいるのです」。 12その時、主の言葉がエレミヤに

臨んだ、 13「万軍の主、イスラエルの神はこう言われる

、行って、ユダの人々とエルサレムに住む者とに告げよ

。主は仰せられる、あなたがたはわたしの言葉を聞いて

教を受けないのか。 14レカブの子ヨナダブがその子孫に

酒を飲むなと命じた言葉は守られてきた。彼らは今日に

至るまで酒を飲まず、その先祖の命に従ってきた。とこ

ろがあなたがたはわたしがしきりに語ったけれども、わ

たしに聞き従わなかった。 15わたしはまた、わたしのし

もべである預言者たちを、しきりにあなたがたにつかわ

して言わせた、『あなたがたは今おのおのその悪い道を

離れ、その行いを改めなさい。ほかの神々に従い仕えて

はならない。そうすれば、あなたがたはわたしがあなた

がたと、あなたがたの先祖に与えたこの地に住むことが

できる』と。しかしあなたがたは耳を傾けず、わたしに

聞かなかった。 16レカブの子ヨナダブの子孫は、その先

祖が彼らに命じた命令を守っているのである。しかしこ

の民はわたしに従わなかった。 17それゆえ万軍の神、主

、イスラエルの神はこう仰せられる、見よ、わたしはユ

ダとエルサレムに住む者とに、わたしが彼らの上に宣告

した災を下す。わたしが彼らに語っても聞かず、彼らを

呼んでも答えなかったからである」。 18ところでエレミ

ヤはレカブびとの家の人々に言った、「万軍の主、イス

ラエルの神はこう仰せられる、あなたがたは先祖ヨナダ

ブの命に従い、そのすべての戒めを守り、彼があなたが

たに命じた事を行った。 19それゆえ、万軍の主、イスラ

エルの神はこう言われる、レカブの子ヨナダブには、わ

たしの前に立つ人がいつまでも欠けることはない」。

36ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの四年に主からこの
言葉がエレミヤに臨んだ、 2「あなたは巻物を取り

、わたしがあなたに語った日、すなわちヨシヤの日から

今日に至るまで、イスラエルとユダと万国とに関してあ

なたに語ったすべての言葉を、それにしるしなさい。 3

ユダの家がわたしの下そうとしているすべての災を聞い

て、おのおのその悪い道を離れて帰ることもあろう。そ

うすれば、わたしはそのとがとその罪をゆるすかも知れ

ない」。 4そこでエレミヤはネリヤの子バルクを呼んだ

。バルクはエレミヤの口述にしたがって、主が彼にお告

げになった言葉をことごとく巻物に書きしるした。 5そ

してエレミヤはバルクに命じて言った、「わたしは主の

宮に行くことを妨げられている。 6それで、あなたが行

って、断食の日に主の宮で、すべての民が聞いていると

ころで、あなたがわたしの口述にしたがって、巻物に筆

記した主の言葉を読みなさい。またユダの人々がその町

々から来て聞いているところで、それを読みなさい。 7

彼らは主の前に祈願をささげ、おのおのその悪い道を離

れて帰ることもあろう。主がこの民に対して宣告された

怒りと憤りは大きいからである」。 8こうしてネリヤの

子バルクはすべて預言者エレミヤが自分に命じたように

、主の宮で、その巻物に書かれた主の言葉を読んだ。 9

ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの五年九月、エルサレム

のすべての民と、ユダの町々からエルサレムに来たすべ

ての民とは、主の前に断食を行うべきことを告げ示され

た。 10バルクは主の宮の上の庭で、主の宮の新しい門の

入口のかたわらにある書記シャパンの子であるゲマリヤ

のへやで、巻物に書かれたエレミヤの言葉をすべての民

に読み聞かせた。 11シャパンの子であるゲマリヤの子ミ

カヤはその巻物にある主の言葉をことごとく聞いて、 12

王の家にある書記のへやに下って行くと、もろもろのつ

かさたち、すなわち書記エリシャマ、シマヤの子デラヤ

、アカボルの子エルナタン、シャパンの子ゲマリヤ、ハ

ナニヤの子ゼデキヤおよびすべてのつかさたちがそこに

座していた。 13ミカヤはバルクが民に巻物を読んで聞か

せたとき、自分の聞いたすべての言葉を彼らに告げたの

で、 14つかさたちはクシの子セレミヤの子であるネタニ

ヤの子エホデをバルクのもとにつかわして言わせた、「

あなたが民に読み聞かせたその巻物を手に取って、来て

ください」。そこでネリヤの子バルクは巻物を手に取っ

て、彼らのもとに来たので、 15彼らはバルクに言った、

「座してそれを読んでください」。バルクはそれを彼ら

に読みきかせた。 16彼らはそのすべての言葉を聞き、恐

れて互に見かわし、バルクに言った、「われわれはこの

すべての言葉を、王に報告しなければならない」。 17そ

してバルクに尋ねて言った、「このすべての言葉を、あ

なたがどのようにして書いたのか話してください。彼の

口述によるのですか」。 18バルクは彼らに答えた、「彼

がわたしにこのすべての言葉を口述したので、わたしは

それを墨汁で巻物に書いたのです」。 19つかさたちはバ

ルクに言った、「行って、エレミヤと一緒に身を隠しな

さい。人に所在を知られてはなりません」。 20そこで彼

らは巻物を書記エリシャマのへやに置いて庭にはいり、

王のもとへ行って、このすべての言葉を王に告げたので

、 21王はその巻物を持ってこさせるためにエホデをつか

わした。エホデは書記エリシャマのへやから巻物を取っ

てきて、それを王と王のかたわらに立っているすべての

つかさたちに読みきかせた。 22時は九月であって、王は

冬の家に座していた。その前に炉があって火が燃えてい

た。 23エホデが三段か四段を読むと、王は小刀をもって

それを切り取り、炉の火に投げいれ、ついに巻物全部を

炉の火で焼きつくした。 24王とその家来たちはこのすべ

ての言葉を聞いても恐れず、またその着物を裂くことも

しなかった。 25エルナタン、デラヤおよびゲマリヤが王

にその巻物を焼かないようにと願ったときにも彼は聞き

いれなかった。 26そして王は王子エラメルとアヅリエル

の子セラヤとアブデルの子セレミヤに、書記バルクと預
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言者エレミヤを捕えるようにと命じたが、主は彼らを隠

された。 27バルクがエレミヤの口述にしたがって筆記し

た言葉を載せた巻物を王が焼いた後、主の言葉がエレミ

ヤに臨んだ、 28「他の巻物を取り、ユダの王エホヤキム

が焼いた、前の巻物のうちにある言葉を皆それに書きし

るしなさい。 29またユダの王エホヤキムについて言いな

さい、『主はこう仰せられる、あなたはこの巻物を焼い

て言った、「どうしてあなたはこの巻物に、バビロンの

王が必ず来てこの地を滅ぼし、ここから人と獣とを絶や

す、と書いたのか」と。 30それゆえ主はユダの王エホヤ

キムについてこう言われる、彼の子孫にはダビデの位に

すわる者がなくなる。また彼の死体は捨てられて昼は暑

さにあい、夜は霜にあう。 31わたしはまた彼とその子孫

とその家来たちをその罪のために罰する。また彼らとエ

ルサレムの民とユダの人々には災を下す。この災のこと

については、すでに語ったけれども、彼らは聞くことを

しなかった』」。 32そこでエレミヤは他の巻物を取り、

ネリヤの子書記バルクに与えたので、バルクはユダの王

エホヤキムが火にくべて焼いた巻物のすべての言葉を、

エレミヤの口述にしたがってそれに書きしるし、また同

じような言葉を多くそれに加えた。

37ヨシヤの子ゼデキヤはエホヤキムの子コニヤに代っ
て王となった。バビロンの王ネブカデレザルが彼を

ユダの地の王としたのである。 2彼もその家来たちも、

その地の人々も、主が預言者エレミヤによって語られた

言葉に聞き従わなかった。 3ゼデキヤ王はセレミヤの子

ユカルと、マアセヤの子祭司ゼパニヤを預言者エレミヤ

につかわして、「われわれのために、われわれの神、主

に祈ってください」と言わせた。 4エレミヤは民の中に

出入りしていた。まだ獄屋に入れられなかったからであ

る。 5パロの軍勢がエジプトから出て来たので、エルサ

レムを攻め囲んでいたカルデヤびとはその情報を聞いて

エルサレムを退いた。 6その時、主の言葉は預言者エレ

ミヤに臨んだ、 7「イスラエルの神、主はこう言われる

、あなたがたをつかわしてわたしに求めたユダの王にこ

う言いなさい、『あなたがたを救うために出てきたパロ

の軍勢はその国エジプトに帰ろうとしている。 8カルデ

ヤびとが再び来てこの町を攻めて戦い、これを取って火

で焼き滅ぼす。 9主はこう言われる、あなたがたは、「

カルデヤびとはきっとわれわれを離れ去る」といって自

分を欺いてはならない。彼らは去ることはない。 10たと

いあなたがたが自分を攻めて戦うカルデヤびとの全軍を

撃ち破って、その天幕のうちに負傷者のみを残しても、

彼らは立ち上がって火でこの町を焼き滅ぼす』」。 11さ

てカルデヤびとの軍勢がパロの軍勢の来るのを聞いてエ

ルサレムを退いたとき、 12エレミヤは、ベニヤミンの地

で民のうちに自分の分け前を受け取るため、エルサレム

を立ってその地へ行こうと、 13ベニヤミンの門に着いた

とき、そこにハナニヤの子セレミヤの子でイリヤという

名の番兵がいて、預言者エレミヤを捕え、「あなたはカ

ルデヤびとの側に脱走しようとしている」と言った。 14

エレミヤは言った、「それはまちがいだ。わたしはカル

デヤびとの側に脱走しようとしていない」。しかしイリ

ヤは聞かず、エレミヤを捕えて、つかさたちのもとへ引

いて行った。 15つかさたちは怒って、エレミヤを打ちた

たき、書記ヨナタンの家の獄屋にいれた。この家が獄屋

になっていたからである。 16エレミヤが地下の獄屋には

いって、そこに多くの日を送ってのち、 17ゼデキヤ王は

人をつかわし、彼を連れてこさせた。王は自分の家でひ

そかに彼に尋ねて言った、「主から何かお言葉があった

か」。エレミヤはあったと答えた。そして言った、「あ

なたはバビロンの王の手に引き渡されます」。 18エレミ

ヤはまたゼデキヤ王に言った、「わたしが獄屋にいれら

れたのは、あなたに、またはあなたの家来に、あるいは

この民に、どのような罪を犯したからなのですか。 19あ

なたがたに預言して、『バビロンの王はあなたがたをも

、この地をも攻めにこない』と言っていたあなたがたの

預言者は今どこにいるのですか。 20王なるわが君よ、ど

うぞ今お聞きください。わたしの願いをお聞きとどけく

ださい。わたしを書記ヨナタンの家へ帰らせないでくだ

さい。そうでないと、わたしはそこで殺されるでしょう

」。 21そこでゼデキヤ王は命を下し、エレミヤを監視の

庭に入れさせ、かつ、パンを造る者の町から毎日パン一

個を彼に与えさせた。これは町にパンがなくなるまで続

いた。こうしてエレミヤは監視の庭にいた。

38マッタンの子シパテヤ、パシュルの子ゲダリヤ、セ
レミヤの子ユカル、マルキヤの子パシュルはエレミ

ヤがすべての民に告げていたその言葉を聞いた。 2彼は

言った、「主はこう言われる、この町にとどまる者は、

つるぎや、ききんや、疫病で死ぬ。しかし出てカルデヤ

びとにくだる者は死を免れる。すなわちその命を自分の

ぶんどり物として生きることができる。 3主はこう言わ

れる、この町は必ずバビロンの王の軍勢の手に渡される

。彼はこれを取る」。 4すると、つかさたちは王に言っ

た、「この人を殺してください。このような言葉をのべ

て、この町に残っている兵士の手と、すべての民の手を

弱くしているからです。この人は民の安泰を求めないで

、その災を求めているのです」。 5ゼデキヤ王は言った

、「見よ、彼はあなたがたの手にある。王はあなたがた

に逆らって何事をもなし得ない」。 6そこで彼らはエレ

ミヤを捕え、監視の庭にある王子マルキヤの穴に投げ入

れた。すなわち、綱をもってエレミヤをつり降ろしたが

、その穴には水がなく、泥だけであったので、エレミヤ

は泥の中に沈んだ。 7王の家の宦官エチオピヤびとエベ

デメレクは、彼らがエレミヤを穴に投げ入れたことを聞

いた。その時、王はベニヤミンの門に座していたので、

8エベデメレクは王の家から出て行って王に言った、 9

「王なるわが君よ、この人々が預言者エレミヤにしたこ

とはみな良いことではありません。彼を穴に投げ入れま

した。町に食物がなくなりましたから、彼はそこで餓死

するでしょう」。 10王はエチオピヤびとエベデメレクに

命じて言った、「ここから三人のひとを連れて行って、

預言者エレミヤを、死なないうちに穴から引き上げなさ

い」。 11そこでエベデメレクはその人々を連れて王の家

の倉の衣服室に行き、そこから古い布切れや、着ふるし

た着物を取り、これを穴の中にいるエレミヤのところへ

、綱をもってつり降ろした。 12そしてエチオピヤびとエ

ベデメレクは、「この布切れや着物を、あなたのわきの

下にはさんで、綱に当てなさい」とエレミヤに言った。

エレミヤはそのようにした。 13すると彼らは綱をもって

エレミヤを穴から引き上げた。そしてエレミヤは監視の

庭にとどまった。 14ゼデキヤ王は人をつかわして預言者

エレミヤを主の宮の第三の門に連れてこさせ、王はエレ

ミヤに言った、「あなたに尋ねたいことがある。何事も
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わたしに隠してはならない」。 15エレミヤはゼデキヤに

言った、「もしわたしがお話するなら、あなたは必ずわ

たしを殺されるではありませんか。たといわたしが忠告

をしても、あなたはお聞きにならないでしょう」。 16そ

の時ゼデキヤ王は、ひそかにエレミヤに誓って言った、

「われわれの魂を造られた主は生きておられる。わたし

はあなたを殺さない、またあなたの命を求める者の手に

、あなたを渡すこともしない」。 17そこでエレミヤはゼ

デキヤに言った、「万軍の神、イスラエルの神、主はこ

う仰せられる、もしあなたがバビロンの王のつかさたち

に降伏するならば、あなたの命は助かり、またこの町は

火で焼かれることなく、あなたも、あなたの家の者も生

きながらえることができる。 18しかし、もしあなたが出

てバビロンの王のつかさたちに降伏しないならば、この

町はカルデヤびとの手に渡される。彼らは火でこれを焼

く。あなたはその手をのがれることができない」。 19ゼ

デキヤ王はエレミヤに言った、「わたしはカルデヤびと

に脱走したユダヤ人を恐れている。カルデヤびとはわた

しを彼らの手に渡し、彼らはわたしをはずかしめる」。

20エレミヤは言った、「彼らはあなたを渡さないでしょ

う。どうか、わたしがあなたに告げた主の声に聞き従っ

てください。そうすれば幸を得、また命が助かります。

21しかし降伏することを拒むならば、主がわたしに示さ

れた幻を申しましょう。 22すなわち、ユダの王の家に残

っている女たちは、みなバビロンの王のつかさたちの所

へ引いて行かれます。その女たちは言うのです、『あな

たの親しい友だちがあなたを欺いた、そしてあなたに勝

った。今あなたの足は泥に沈んでいるので、彼らはあな

たを捨てて去る』。 23あなたの妻たちと子供たちは皆カ

ルデヤびとの所へひき出される。あなた自身もその手を

のがれることができず、バビロンの王に捕えられる。そ

してこの町は火で焼かれるでしょう」。 24ゼデキヤはエ

レミヤに言った、「これらの言葉を人に知らせてはなら

ない。そうすればあなたは殺されることはない。 25わた

しがあなたと話をしたことを、つかさたちが聞いて、彼

らがあなたの所に来て、『あなたが王に話したこと、王

があなたに話したことをわれわれに告げなさい。何事も

隠してはならない。われわれはあなたを殺しはしない』

と言うならば、 26あなたは彼らに、『わたしは王に願っ

て、わたしをヨナタンの家に送り返さず、そこで死ぬこ

とのないようにしてくださいと言った』と答えなさい」

。 27さて、つかさたちは皆エレミヤのところへ来て尋ね

たが、王が彼に教えたように彼らに答えたので、彼らは

彼と話すことをやめた。その会話を聞いた者がなかった

からである。 28エレミヤはエルサレムの取られる日まで

監視の庭にとどまっていた。

39ユダの王ゼデキヤの九年十月、バビロンの王ネブカ
デレザルはその全軍を率い、エルサレムに来てこれ

を攻め囲んだが、 2ゼデキヤの十一年四月九日になって

町の一角が破れた。 3エルサレムが取られたので、バビ

ロンの王のつかさたち、すなわちネルガル・シャレゼル

、サムガル・ネボ、ラブサリスのサルセキム、ラブマグ

のネルガル・シャレゼルおよびバビロンの王のその他の

つかさたちは皆ともに来て中の門に座した。 4ユダの王

ゼデキヤとすべての兵士たちはこれを見て逃げ、夜のう

ちに、王の庭園の道を通って、二つの城壁の間の門から

町を出て、アラバの方へ行ったが、 5カルデヤびとの軍

勢はこれを追って、エリコの平地でゼデキヤに追いつき

、これを捕えて、ハマテの地リブラにいるバビロンの王

ネブカデレザルのもとに引いて行ったので、王はそこで

彼の罪をさだめた。 6バビロンの王はリブラで、ゼデキ

ヤの子たちを彼の目の前で殺した。バビロンの王はまた

ユダのすべての貴族たちを殺した。 7王はまたゼデキヤ

の目をつぶさせ、彼をバビロンに引いて行くために、鎖

につないだ。 8またカルデヤびとは王宮と民家を火で焼

き、エルサレムの城壁を破壊した。 9そして侍衛の長ネ

ブザラダンは町のうちに残っている民と、自分に降伏し

た者、およびその他の残っている民をバビロンに捕え移

した。 10しかし侍衛の長ネブザラダンは、民の貧しい無

産者をユダの地に残し、同時にぶどう畑と田地をこれに

与えた。 11さてバビロンの王ネブカデレザルはエレミヤ

の事について侍衛の長ネブザラダンに命じて言った、 12

「彼をとり、よく世話をせよ。害を加えることなく、彼

があなたに言うようにしてやりなさい」。 13そこで侍衛

の長ネブザラダン、ラブサリスのネブシャズバン、ラブ

マグのネルガル・シャレゼル、およびバビロンの王のつ

かさたちは、 14人をつかわして、エレミヤを監視の庭か

ら連れてこさせ、シャパンの子アヒカムの子であるゲダ

リヤに託して、家につれて行かせた。こうして彼は民の

うちにいた。 15エレミヤが監視の庭に閉じこめられてい

た時、主の言葉が彼に臨んだ、 16「行って、エチオピヤ

びとエベデメレクに告げなさい、『万軍の主、イスラエ

ルの神はこう言われる、わたしの言った災をわたしはこ

の町に下す、幸をこれに下すのではない。その日、この

事があなたの目の前で成就する。 17主は言われる、その

日わたしはあなたを救う。あなたは自分の恐れている人

々の手に渡されることはない。 18わたしが必ずあなたを

救い、つるぎに倒れることのないようにするからである

。あなたの命はあなたのぶんどり物となる。あなたがわ

たしに寄り頼んだからであると主は言われる』」。

40侍衛の長ネブザラダンは、バビロンに移されるエル
サレムとユダの人々のうちにエレミヤを鎖につない

でおいて、これを捕えて行ったが、ついにラマで彼を釈

放した。その後、主の言葉がエレミヤに臨んだ。 2侍衛

の長はエレミヤを召して彼に言った、「あなたの神、主

はこの所にこの災を下すと告げ示された。 3主はこれを

下し、自ら言われたとおりに行われた。あなたがたが主

に対して罪を犯し、み声に従わなかったから、この事が

あなたがたの上に臨んだのだ。 4見よ、わたしはきょう

、あなたの手の鎖を解いてあなたを釈放する。もしあな

たがわたしと一緒にバビロンへ行くのが良いと思われる

なら、おいでなさい。わたしは、じゅうぶんあなたの世

話をします。もしあなたがわたしと一緒にバビロンには

行きたくないなら、行かなくてもよろしい。見よ、この

地はみなあなたの前にあります、あなたが良いと思い、

正しいと思う所に行きなさい。 5あなたがとどまるなら

ば、バビロンの王がユダの町々の総督として立てたシャ

パンの子アヒカムの子であるゲダリヤの所へ帰り、彼と

共に民のうちに住みなさい。あるいはまたあなたが正し

いと思う所へ行きなさい」。こうして侍衛の長は彼に糧

食と贈り物を与えて去らせた。 6そこでエレミヤはミヅ

パへ行き、アヒカムの子ゲダリヤの所へ行って、彼と共

にその地に残っている民のうちに住んだ。 7さて野外に

いた軍勢の長たちと、その配下の人々は、バビロンの王
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がアヒカムの子ゲダリヤを立てて、その地の総督とし、

男、女、子供、および国のうちのバビロンに移されない

貧しい者を彼に委託した事を聞いたので、 8ネタニヤの

子イシマエルと、カレヤの子ヨハナンおよびタンホメテ

の子セラヤと、ネトパびとであるエパイの子たちと、マ

アカびとの子ヤザニヤおよびその配下の人々は、ミヅパ

にいるゲダリヤのもとへ行った。 9シャパンの子である

アヒカムの子ゲダリヤは、彼らとその配下の人々に誓っ

て言った、「カルデヤびとに仕えることを恐れるに及ば

ない。この地に住んでバビロンの王に仕えるならば、あ

なたがたは幸福になる。 10わたしはミヅパにいて、われ

われの所に来るカルデヤびとの前に、あなたがたのため

に立ちましょう。あなたがたは、ぶどう酒や夏のくだも

の、油を集めて、それを器にたくわえ、あなたがたの獲

た町々に住みなさい」。 11同じように、モアブとアンモ

ンびとのうち、またエドムおよび他の国々にいるユダヤ

人は、バビロンの王がユダに人を残したことと、シャパ

ンの子であるアヒカムの子ゲダリヤを立ててその総督と

したこととを聞いた。 12そこでそのユダヤ人らはみなそ

の追いやられたもろもろの所から帰ってきて、ユダの地

のミヅパにいるゲダリヤのもとにきた。そして多くのぶ

どう酒と夏のくだものを集めた。 13またカレヤの子ヨハ

ナンと、野外にいた軍勢の長たちはみなミヅパにいるゲ

ダリヤのもとにきて、 14彼に言った、「アンモンびとの

王バアリスがあなたを殺すためにネタニヤの子イシマエ

ルをつかわしたことを知っていますか」。しかしアヒカ

ムの子ゲダリヤは彼らの言うことを信じなかったので、

15カレヤの子ヨハナンはミヅパでひそかにゲダリヤに言

った、「わたしが行って、人に知れないように、ネタニ

ヤの子イシマエルを殺しましょう。どうして彼があなた

を殺して、あなたの周囲に集まっているユダヤ人を散ら

し、ユダの残った者を滅ぼしてよいでしょう」。 16しか

しアヒカムの子ゲダリヤはカレヤの子ヨハナンに言った

、「この事をしてはならない。あなたはイシマエルにつ

いて偽りを言っているのです」。

41七月のころ、王家のもので、エリシャマの子ネタニ
ヤの子であり、また王の高官のひとりであるイシマ

エルは、王の十人のつかさたちと共にミヅパにいたアヒ

カムの子ゲダリヤのもとにきて、ミヅパで食を共にした

が、 2ネタニヤの子イシマエルおよび共にいた十人の者

は立ち上がって、バビロンの王がこの地の総督としたシ

ャパンの子アヒカムの子であるゲダリヤを刀で殺し、 3

イシマエルはまたミヅパでゲダリヤと共にいたすべての

ユダヤ人と、たまたまそこにいたカルデヤびとの兵士た

ちを殺した。 4ゲダリヤが殺された次の日、まだだれも

その事を知らないうちに、 5八十人の人々がそのひげを

そり、衣服をさき、身に傷をつけ、手には素祭のささげ

物と香を携え、シケム、シロ、サマリヤからきて、主の

宮にささげようとした。 6ネタニヤの子イシマエルはミ

ヅパから泣きながら出てきて彼らを迎え、彼らに会って

、「アヒカムの子ゲダリヤのもとにおいでなさい」と言

った。 7そして彼らが町の中にはいったとき、ネタニヤ

の子イシマエルは自分と一緒にいた人々と共に彼らを殺

して、その死体を穴に投げ入れた。 8しかしそのうちの

十人はイシマエルに向かい、「わたしたちは畑に小麦、

大麦、油、および蜜を隠しています、わたしたちを殺さ

ないでください」と言ったので、彼らをその仲間と共に

殺さないでしまった。 9イシマエルが自分の殺した人々

の死体を投げ入れた穴は、アサ王がイスラエルの王バア

シャを恐れて掘った穴であった。ネタニヤの子イシマエ

ルは殺した人々をこれに満たした。 10次いでイシマエル

はミヅパに残っているすべての民、すなわち王の娘たち

と侍衛の長ネブザラダンがアヒカムの子ゲダリヤに託し

たミヅパに残っているすべての民とを捕虜とした。ネタ

ニヤの子イシマエルは彼らを捕虜とし、アンモンびとの

もとに渡り行こうとして立ち去った。 11カレヤの子ヨハ

ナンおよび彼と共にいる軍勢の長たちはネタニヤの子イ

シマエルの行った悪事をみな聞き、 12その兵士たちを率

いて、ネタニヤの子イシマエルと戦うために出て行き、

ギベオンの大池のほとりで彼に会った。 13イシマエルと

共にいる人々は、カレヤの子ヨハナンおよび彼と共にい

る軍勢の長たちを見て喜んだ。 14そしてイシマエルがミ

ヅパから捕虜にしてきた人々は身をめぐらしてカレヤの

子ヨハナンのもとへ行った。 15ネタニヤの子イシマエル

は八人の者と共にヨハナンを避けて逃げ、アンモンびと

の所へ行った。 16そこでカレヤの子ヨハナンおよび彼と

共にいる軍勢の長たちはネタニヤの子イシマエルがアヒ

カムの子ゲダリヤを殺して、ミヅパから捕虜として連れ

てきた、あの残っていた民、すなわち兵士や女、子供、

宦官をギベオンから連れ帰ったが、 17彼らはエジプトへ

行こうとしてベツレヘムの近くにあるゲルテ・キムハム

へ行って、そこにとどまった。 18これは、ネタニヤの子

イシマエルが、バビロンの王によってこの地の総督に任

じられたアヒカムの子ゲダリヤを殺したことにより、カ

ルデヤびとを恐れたからである。

42そのとき軍勢の長たち、およびカレヤの子ヨハナン
と、ホシャヤの子アザリヤ、ならびに民の最も小さ

い者から最も大いなる者にいたるまで、 2みな預言者エ

レミヤの所に来て言った、「どうかあなたの前にわれわ

れの求めが受けいれられますように。われわれのため、

この残っている者すべてのために、あなたの神、主に祈

ってください、（今ごらんのとおり、われわれは多くの

うち、わずかに残っている者です） 3そうすれば、あな

たの神、主は、われわれの行くべき道と、なすべき事を

お示しになるでしょう」。 4預言者エレミヤは彼らに言

った、「よくわかりました。あなたがたの求めにしたが

って、あなたがたの神、主に祈りましょう。主があなた

がたに答えられることを、何事も隠さないであなたがた

に言いましょう」。 5彼らはエレミヤに言った、「もし

、あなたの神、主があなたをつかわしてお告げになるす

べての言葉を、われわれが行わないときは、どうか主が

われわれに対してまことの真実な証人となられるように

。 6われわれは良くても悪くても、われわれがあなたを

つかわそうとするわれわれの神、主の声に従います。わ

れわれの神、主の声に従うとき、われわれは幸を得るで

しょう」。 7十日の後、主の言葉がエレミヤに臨んだ。

8エレミヤはカレヤの子ヨハナンおよび彼と共にいる軍

勢の長たち、ならびに民の最も小さい者から最も大いな

る者までことごとく招いて、 9彼らに言った、「あなた

がたがわたしをつかわして、あなたの祈願をその前にの

べさせたイスラエルの神、主はこう言われます、 10もし

あなたがたがこの地にとどまるならば、わたしはあなた

がたを建てて倒すことなく、あなたがたを植えて抜くこ

とはしない。わたしはあなたがたに災を下したことを悔
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いているからである。 11主は言われる、あなたが恐れて

いるバビロンの王を恐れてはならない。彼を恐れてはな

らない、わたしが共にいて、あなたがたを救い、彼の手

から助け出すからである。 12わたしはあなたがたをあわ

れみ、また彼にあなたがたをあわれませ、あなたがたを

自分の地にとどまらせる。 13しかし、もしあなたがたが

、『われわれはこの地にとどまらない』といって、あな

たがたの神、主の声にしたがわず、 14また、『いいえ、

われわれはあの戦争を見ず、ラッパの声を聞かず、食物

も乏しくないエジプトの地へ行って、あそこに住まおう

』と言うならば、 15あなたがた、ユダの残っている者た

ちよ、主の言葉を聞きなさい。万軍の主、イスラエルの

神はこう言われる、もしあなたがたがむりにエジプトへ

行ってそこに住むならば、 16あなたがたの恐れているつ

るぎはエジプトの地であなたがたに追いつき、あなたが

たの恐れているききんは、すぐあとを追ってエジプトま

で行き、その所であなたがたは死ぬ。 17すべてむりにエ

ジプトへ行ってそこに住む者は、つるぎと、ききんと、

疫病で死ぬ。わたしが彼らに下そうとしている災をのが

れて残る者はそのうちにない。 18万軍の主、イスラエル

の神はこう言われる、わたしの怒りと憤りとをエルサレ

ムの住民の上に注いだように、わたしの憤りは、あなた

がたがエジプトへ行くとき、あなたがたの上に注ぐ。あ

なたがたは、のろいとなり、恐怖となり、ののしりとな

り、はずかしめとなる。あなたがたは再びこの所を見る

ことができない。 19ユダの残っている者たちよ、『エジ

プトへ行ってはならない』と主はあなたがたに言われた

。わたしがきょう警告したことを、あなたがたは確かに

知らなければならない。 20あなたがたはみずからそむき

去って、命を失った。なぜなら、あなたがたがわたしを

あなたがたの神、主につかわし、『われわれの神、主に

祈り、われわれの神、主の言われることをことごとく示

してください。われわれはそれを行います』と言ったの

で、 21わたしはきょうそれを示したが、あなたがたはあ

なたがたの神、主の声を聞かず、主がわたしをつかわし

て命じさせられた事には、すこしも従わなかったからで

ある。 22それゆえ、あなたがたが行って住まうことを願

っているその所で、あなたがたはつるぎと、ききんと、

疫病で死ぬことを確かに知らなければならない」。

43エレミヤがすべての民にむかって、彼らの神、主の
言葉をことごとく語り、彼らの神、主が自分をつか

わして言わせられるその言葉をみな告げ終った時、 2ホ

シャヤの子アザリヤと、カレヤの子ヨハナンおよび高慢

な人々はみなエレミヤに言った、「あなたは偽りを言っ

ている。われわれの神、主が、『エジプトへ行ってそこ

に住むな』と言わせるためにあなたをつかわされたので

はない。 3ネリヤの子バルクがあなたをそそのかして、

われわれに逆らわせ、われわれをカルデヤびとの手に渡

して殺すか、あるいはバビロンに捕え移させるのだ」。

4こうしてカレヤの子ヨハナンと軍勢の長たちおよび民

らは皆、主の声にしたがわず、ユダの地にとどまろうと

しなかった。 5そしてカレヤの子ヨハナンと軍勢の長た

ちは、ユダに残っている者すなわち追いやられた国々か

らユダの地に住むために帰ってきた者、 6男、女、子供

、王の娘たち、およびすべて侍衛の長ネブザラダンがシ

ャパンの子であるアヒカムの子ゲダリヤに渡しておいた

者、ならびに預言者エレミヤとネリヤの子バルクをつれ

て、 7エジプトの地へ行った。彼らは主の声にしたがわ

なかったのである。そして彼らはついにタパネスに行っ

た。 8主の言葉はタパネスでエレミヤに臨んだ、 9「大

きな石を手に取り、ユダの人々の目の前で、これをタパ

ネスにあるパロの宮殿の入口の敷石のしっくいの中に隠

して、 10彼らに言いなさい、『万軍の主、イスラエルの

神はこう言われる、見よ、わたしは使者をつかわして、

わたしのしもべであるバビロンの王ネブカデレザルを招

く。彼はその位をこの隠した石の上にすえ、その上に王

の天蓋を張る。 11彼は来てエジプトの地を撃ち、疫病に

定まっている者を疫病に渡し、とりこに定まっている者

をとりこにし、つるぎに定まっている者をつるぎにかけ

る。 12彼はエジプトの神々の宮に火をつけてこれを焼き

、彼らをとりこにする。そして羊を飼う者が着物の虫を

はらいきよめるように、エジプトの地をきよめる。彼は

安らかにそこを去る。 13彼はエジプトの地にあるヘリオ

ポリスのオベリスクをこわし、エジプトの神々の宮を火

で焼く』」。

44エジプトの地に住んでいるユダヤ人すなわちミグド
ル、タパネス、メンピス、パテロスの地に住む者の

事についてエレミヤに臨んだ言葉、 2「万軍の主、イス

ラエルの神はこう言われる、あなたがたはわたしがエル

サレムとユダの町々に下した災を見た。見よ、これらは

今日、すでに荒れ地となって住む人もない。 3これは彼

らが悪を行って、わたしを怒らせたことによるのである

。すなわち彼らは自分も、あなたがたも、あなたがたの

先祖たちも知らなかった、ほかの神々に行って、香をた

き、これに仕えた。 4わたしは自分のしもべであるすべ

ての預言者たちを、しきりにあなたがたにつかわして、

『どうか、わたしの忌みきらうこの憎むべき事をしない

ように』と言わせたけれども、 5彼らは聞かず、耳を傾

けず、ほかの神々に香をたいて、その悪を離れなかった

。 6それゆえ、わたしは怒りと憤りをユダの町々とエル

サレムのちまたに注ぎ、それを焼いたので、それらは今

日のように荒れ、滅びてしまった。 7万軍の神、イスラ

エルの神、主は今こう言われる、あなたがたはなぜ大い

なる悪を行って自分自身を害し、ユダのうちから、あな

たがたの男と女と、子供と乳のみ子を断って、ひとりも

残らないようにしようとするのか。 8なぜあなたがたは

その手のわざをもってわたしを怒らせ、あなたがたが行

って住まうエジプトの地で、ほかの神々に香をたいて自

分の身を滅ぼし、地の万国のうちに、のろいとなり、は

ずかしめとなろうとするのか。 9ユダの地とエルサレム

のちまたで行ったあなたがたの先祖たちの悪、ユダの王

たちの悪、その妻たちの悪、およびあなたがた自身の悪

、あなたがたの妻たちの悪をあなたがたは忘れたのか。

10彼らは今日に至るまで悔いず、また恐れず、あなたが

たとあなたがたの先祖たちの前に立てた、わたしの律法

とわたしの定めとに従って歩まないのである。 11それゆ

え万軍の主、イスラエルの神はこう言われる、見よ、わ

たしは顔をあなたがたに向けて災を下し、ユダの人々を

ことごとく断つ。 12またわたしは、エジプトの地に住む

ために、むりに行ったあのユダの残りの者を取り除く。

彼らはみな滅ぼされてエジプトの地に倒れる。彼らは、

つるぎとききんに滅ぼされ、最も小さい者から最も大い

なる者まで、つるぎとききんによって死ぬ。そして、の

ろいとなり、恐怖となり、ののしりとなり、はずかしめ
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となる。 13わたしはエルサレムを罰したように、つるぎ

と、ききんと、疫病をもってエジプトに住んでいる者を

罰する。 14それゆえ、エジプトの地へ行ってそこに住ん

でいるユダの残りの者のうち、のがれ、または残って、

帰り住まおうと願うユダの地へ帰る者はひとりもない。

少数ののがれる者のほかには、帰ってくる者はない」。

15その時、自分の妻がほかの神々に香をたいたことを知

っている人々、およびその所に立っている女たちの大い

なる群衆、ならびにエジプトの地のパテロスに住んでい

る民はエレミヤに答えて言った、 16「あなたが主の名に

よってわたしたちに述べられた言葉は、わたしたちは聞

くことができません。 17わたしたちは誓ったことをみな

行い、わたしたちが、もと行っていたように香を天后に

たき、また酒をその前に注ぎます。すなわち、ユダの町

々とエルサレムのちまたで、わたしたちとわたしたちの

先祖たちおよびわたしたちの王たちと、わたしたちのつ

かさたちが行ったようにいたします。その時には、わた

したちは糧食には飽き、しあわせで、災に会いませんで

した。 18ところが、わたしたちが、天后に香をたくこと

をやめ、酒をその前に注がなくなった時から、すべての

物に乏しくなり、つるぎとききんに滅ぼされました」。

19また女たちは言った、「わたしたちが天后に香をたき

、酒をその前に注ぐに当って、これにかたどってパンを

造り、酒を注いだのは、わたしたちの夫が許したことで

はありませんか」。 20そこでエレミヤは男女のすべての

人、およびこの答をしたすべての民に言った、 21「ユダ

の町々とエルサレムのちまたで、あなたがたとあなたが

たの先祖たち、およびあなたがたの王たちとあなたがた

のつかさたち、およびその地の民が香をたいたことは、

主がこれを忘れず、また、心にとどめておられることで

はないか。 22主はあなたがたの悪しきわざのため、あな

たがたの憎むべき行いのために、もはや忍ぶことができ

なくなられた。それゆえ、あなたがたの地は今日のごと

く荒れ地となり、驚きとなり、のろいとなり、住む人の

ない地となった。 23あなたがたが香をたき、主に罪を犯

し、主の声に聞き従わず、その律法と、定めと、あかし

に従って歩まなかったので、今日のようにこの災があな

たがたに臨んだのである」。 24エレミヤはまたすべての

民と女たちに言った、「あなたがたすべてエジプトの地

にいるユダの人々よ、主の言葉を聞きなさい。 25万軍の

主、イスラエルの神はこう言われる、あなたがたとあな

たがたの妻たちは口で言い、手で行い、『わたしたちは

天后に香をたき、酒を注いで立てた誓いを必ずなし遂げ

る』と言う。それならば、あなたがたの誓いをかため、

あなたがたの誓いをなし遂げなさい。 26それゆえ、あな

たがたすべてエジプトの地にいるユダの人々よ、主の言

葉を聞きなさい。主は言われる、わたしは自分の大いな

る名をさして誓う、すなわちエジプトの全地に、ユダの

人々で、その口に、『主なる神は生きておられる』と言

って、わたしの名をとなえるものは、もはやひとりもな

いようになる。 27見よ、わたしは彼らを見守っている、

それは幸を与えるためではなく、災を下すためである。

エジプトの地にいるユダの人々は、つるぎとききんによ

って滅び絶える。 28しかし、つるぎをのがれるわずかの

者はエジプトの地を出てユダの地に帰る。そしてユダの

残っている民でエジプトに来て住んだ者は、わたしの言

葉が立つか、彼らの言葉が立つか、いずれであるかを知

るようになる。 29主は言われる、わたしがこの所であな

たがたを罰するしるしはこれである。わたしはこのよう

にしてわたしがあなたがたに災を下そうと言った事の必

ず立つことを知らせよう。 30すなわち主はこう言われる

、見よ、わたしはユダの王ゼデキヤを、その命を求める

敵であるバビロンの王ネブカデレザルの手に渡したよう

に、エジプトの王パロ・ホフラをその敵の手、その命を

求める者の手に渡す」。

45ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの四年に、ネリヤの
子バルクがこれらの言葉をエレミヤの口述にしたが

って書にしるした時、預言者エレミヤが彼に語った言葉

、 2「バルクよ、イスラエルの神、主はあなたについて

こう言われる、 3あなたはかつて、『ああ、わたしはわ

ざわいだ、主がわたしの苦しみに悲しみをお加えになっ

た。わたしは嘆き疲れて、安息が得られない』と言った

。 4あなたはこう彼に言いなさい、主はこう言われる、

見よ、わたしは自分で建てたものをこわし、自分で植え

たものを抜いているそれは、この全地である。 5あなた

は自分のために大いなる事を求めるのか、これを求めて

はならない。見よ、わたしはすべての人に災を下そうと

している。しかしあなたの命はあなたの行くすべての所

で、ぶんどり物としてあなたに与えると主は言われる」

。

46もろもろの国の事について預言者エレミヤに臨んだ
主の言葉。 2エジプトの事、すなわちユフラテ川の

ほとりにあるカルケミシの近くにいるエジプトの王パロ

・ネコの軍勢の事について。これはユダの王ヨシヤの子

エホヤキムの四年に、バビロンの王ネブカデレザルが撃

ち破ったものである。その言葉は次のとおりである、 3

「大盾と小盾とを備え、進んで戦え。 4騎兵よ、馬を戦

車につなぎ、馬に乗れ。かぶとをかぶって立て。ほこを

みがき、よろいを着よ。 5わたしは見たが、何ゆえか彼

らは恐れて退き、その勇士たちは打ち敗られ、あわてて

逃げて、うしろをふり向くこともしない、恐れが彼らの

周囲にあると主は言われる。 6足早き者も逃げることが

できず、勇士ものがれることができない。北の方、ユフ

ラテ川のほとりで彼らはつまずき倒れた。 7あのナイル

川のようにわきあがり、川々のように、その水のさかま

く者はだれか。 8エジプトはナイル川のようにわきあが

り、その水は川々のようにさかまく。そしてこれは言う

、わたしは上って、地をおおい、町々とそのうちに住む

者を滅ぼそう。 9馬よ、進め、車よ、激しく走れ。勇士

よ、盾を取るエチオピヤびとと、プテびとよ、弓を巧み

に引くルデびとよ、進み出よ。 10その日は万軍の神、主

の日であって、主があだを報いられる日、その敵にあだ

をかえされる日だ。つるぎは食べて飽き、彼らの血に酔

う。万軍の神、主が、北の地で、ユフラテ川のほとりで

、ほふることをなされるからだ。 11おとめなるエジプト

の娘よ、ギレアデに上って乳香を取れ。あなたは多くの

薬を用いても、むだだ。あなたは、いやされることはな

い。 12あなたの恥は国々に聞えている、あなたの叫びは

地に満ちている。勇士が勇士につまずいて、共に倒れた

からである」。 13バビロンの王ネブカデレザルが来て、

エジプトの地を撃とうとする事について、主が預言者エ

レミヤにお告げになった言葉、 14「エジプトで宣べ、ミ

グドルで告げ示し、またメンピスとタパネスに告げ示し

て言え、『堅く立って、備えせよ、つるぎがあなたの周

囲を、滅ぼし尽すからだ』。 15なぜ、アピスはのがれた
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のか。あなたの雄牛は、なぜ立たなかったのか。それは

主がこれを倒されたからだ。 16あなたに属する多くの兵

は、つまずいて倒れた。そして互に言った、『立てよ、

われわれは、しえたげる者のつるぎを避けて、われわれ

の民に帰り、故郷の地へ行こう』と。 17エジプトの王パ

ロの名を、『好機を逸する騒がしい者』と呼べ。 18万軍

の主という名の王は言われる、わたしは生きている、彼

は山々のうちのタボルのように、海のほとりのカルメル

のように来り臨む。 19エジプトに住む民よ、捕われのた

めに荷物を備えよ。メンピスは荒れ地となり、廃虚とな

って住む人もなくなる。 20エジプトは美しい雌の子牛だ

、しかし北から、牛ばえが来て、それにとまった。 21そ

のうちにいる雇兵でさえ、肥えた子牛のようだ。彼らは

ふり返って共に逃げ、立つことをしなかった。彼らの災

難の日、その罰せられる時が来たからだ。 22彼は逃げ去

るへびのような音をたてる。その敵が軍勢を率いて彼に

臨み、きこりのように、おのをもって来るからだ。 23彼

らは彼の林がいかに入り込みがたくとも、それを切り倒

す。彼らはいなごよりも多く、数えがたいからであると

、主は言われる。 24エジプトの娘ははずかしめを受け、

北からくる民の手に渡される」。 25万軍の主、イスラエ

ルの神は言われた、「見よ、わたしはテーベのアモンと

、パロと、エジプトとその神々とその王たち、すなわち

パロと彼を頼む者とを罰する。 26わたしは彼らを、その

命を求める者の手と、バビロンの王ネブカデレザルの手

と、その家来たちの手に渡す。その後、エジプトは昔の

ように人の住む所となると、主は言われる。 27わたしの

しもべヤコブよ、恐れることはない、イスラエルよ、驚

くことはない。見よ、わたしがあなたを遠くから救い、

あなたの子孫をその捕え移された地から救うからだ。ヤ

コブは帰ってきて、おだやかに、安らかになり、彼を恐

れさせる者はない。 28主は言われる、わたしのしもべヤ

コブよ、恐れることはない、わたしが共にいるからだ。

わたしはあなたを追いやった国々をことごとく滅ぼし尽

す。しかしあなたを滅ぼし尽すことはしない。わたしは

正しい道に従って、あなたを懲らしめる、決して罰しな

いではおかない」。

47パロがまだガザを撃たなかったころ、ペリシテびと
の事について預言者エレミヤに臨んだ主の言葉。 2

「主はこう言われる、見よ、水は北から起り、あふれ流

れて、この地と、そこにあるすべての物、その町と、そ

の中に住む者とにあふれかかる。その時、人々は叫び、

この地に住む者はみな嘆く。 3そのたくましい馬のひず

めの踏み鳴らす音のため、その戦車の響きのため、その

車輪のとどろきのために、父はその手が弱くなって、自

分の子をも顧みない。 4これは、ペリシテびとを滅ぼし

尽し、ツロとシドンに残って助けをなす者をことごとく

絶やす日が来るからである。主はカフトルの海岸に残っ

ているペリシテびとを滅ぼされる。 5ガザには髪をそる

ことが始まっている。アシケロンは滅びた。アナクびと

の残りの民よ、いつまで自分の身に傷つけるのか。 6主

のつるぎよ、おまえはいつになれば静かになるのか。お

まえのさやに帰り、休んで静かにしておれ。 7主がこれ

に命を下されたのだ、どうして静かにしておれようか。

アシケロンと海岸の地を攻めることを定められたのだ」

。

48モアブの事について、万軍の主、イスラエルの神は
こう言われる、「ああ、ネボはわざわいだ、これは

滅ぼされた。キリヤタイムははずかしめられて取られ、

とりでは、はずかしめられてこわされた。 2モアブの誉

は、消え去った。ヘシボンで人々はモアブの害を図り、

『さあ、この国を断ち滅ぼそう』という。マデメンよ、

おまえもまた滅ぼされる、つるぎがおまえを追う。 3ホ

ロナイムから叫び声が聞える、『荒廃と大いなる滅亡だ

』という。 4モアブは滅ぼされ、叫びはゾアルにまで聞

える。 5彼らは泣きながらルヒテの坂を登る。彼らはホ

ロナイムの下り坂で、『滅亡』の叫びを聞いたからだ。

6逃げて、自分の身を救え、荒野の野ろばのようになれ

。 7おまえが、とりでと財宝とを頼みにしたので、おま

えも捕えられるからだ。またケモシは、その祭司とつか

さたちと共に、捕えられて行く。 8滅ぼす者はすべての

町に来る、一つの町ものがれることができない。谷は滅

び、平地は荒される、主の言われたとおりである。 9モ

アブに翼を与えて、飛び去らせよ。その町々は荒れて、

住む者はなくなる。 10主のわざを行うことを怠る者はの

ろわれる。またそのつるぎを押えて血を流さない者はの

ろわれる。 11モアブはその幼い時から安らかで、酒が、

沈んだおりの上にとどまって、器から器に、くみ移され

なかったように、捕え移されなかったので、その味はな

お存し、その香気も変ることがない。 12主は言われる、

それゆえ見よ、わたしがこれを傾ける者どもをつかわす

日が来る。彼らはこれを傾け、その器をあけ、そのかめ

を砕く。 13その時モアブはケモシのために恥をかく。ち

ょうどイスラエルの家がその頼みとしたベテルのために

恥をかいたようになる。 14あなたがたはどうして『われ

われは勇士だ。強い戦士だ』というのか。 15モアブとそ

の町々を滅ぼす者は上って来、モアブのえり抜きの若者

たちは下って殺されたと万軍の主と名のる王が言われる

。 16モアブの災難は近づいている、その苦難はすみやか

に来る。 17すべてその周囲にある者よ、またその名を知

る者よ、彼のために嘆いて、『ああ、強き笏、麗しきつ

えは、ついに折れた』と言え。 18デボンに住む者よ、あ

なたの栄えを離れて下り、かわいた地に座せよ。モアブ

を滅ぼす者があなたに攻めのぼって来て、あなたの城を

滅ぼしたからだ。 19アロエルに住む者よ、道のかたわら

に立って見張りし、逃げてくる男、のがれてくる女に尋

ねて、『何が起ったのか』と言え。 20モアブは敗れて、

恥をこうむっている。嘆き呼ばわれ。アルノン川のほと

りで、モアブは滅ぼされたと告げよ。 21さばきは高原の

地に臨み、ホロン、ヤハズ、メパアテ、 22デボン、ネボ

、ベテ・デブラタイム、 23キリヤタイム、ベテ・ガムル

、ベテ・メオン、 24ケリオテ、ボズラなどモアブの地の

すべての町の、遠いものにも近いものにも、臨んだ。 25

モアブの角は砕け、その腕は折れたと主は言われる。 26

モアブを酔わせよ、彼が主に敵して自ら高ぶったからで

ある。モアブは自分の吐いた物の中にころがって、笑い

草となる。 27イスラエルはあなたの笑い草ではなかった

か。あなたが、彼のことを語るごとに首を振ったのは、

彼が盗賊の中にいたとでもいうのか。 28モアブに住む者

よ、町を去って岩の間に住め。谷の入口のかたわらに巣

を作る山ばとのようにせよ。 29われわれはモアブの高慢

な事を聞いた、その高慢は、はなはだしい。すなわち、

その尊大、高慢、横柄、およびその心の高ぶりのことを

聞いた。 30主は言われる、わたしは彼の横着なのを知る
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、彼の自慢は偽りで、その行いも偽りである。 31それゆ

え、わたしはモアブのために嘆き、モアブの全地のため

に呼ばわる。キルヘレスの人々のためにわたしは悲しむ

。 32シブマのぶどうの木よ、わたしはヤゼルのために泣

くのにまさっておまえのために泣く。おまえのつるは延

びて海を越え、ヤゼルに及んだ。おまえの夏の実と、そ

の収穫を滅ぼす者が襲ってきた。 33喜びと楽しみは、実

り多いモアブの地を去った。わたしは、ぶどうをしぼる

所にも酒をなくした。楽しく呼ばわって、ぶどうを踏む

者もなくなった。呼ばわっても、喜んで呼ばわる声では

ない。 34ヘシボンとエレアレは叫ぶ。ヤハヅに至るまで

、ゾアルからホロナイムとエグラテ・シリシヤに至るま

で、彼らはその声をあげる。ニムリムの水も絶えたから

である。 35主は言われる、わたしは犠牲を高き所にささ

げ、香をその神にたく者をモアブのうちに滅ぼす。 36そ

れゆえ、わたしの心はモアブのために笛のように嘆き、

わたしの心はキルヘレスの人々のために笛のように嘆く

。彼らの獲た富が消えうせたからである。 37人はみな髪

をそり、皆ひげをそり、みな手に傷をつけ、腰に荒布を

着ける。 38モアブではどこの屋根の上も、広場も、ただ

悲しみに包まれている。これは、わたしが、だれもほし

がらない器のようにモアブを砕いたからであると主は言

われる。 39ああ、モアブはついに滅びた。人々は嘆く。

ああ、モアブは恥じて顔をそむけた。モアブはその周囲

のすべての者の笑い草となり恐れとなった」。 40主はこ

う言われる、「見よ、敵はわしのように速く飛んできて

、モアブに向かって翼をのべる。 41町々は取られ、城は

奪われる。その日モアブの勇士の心は子を産む女の心の

ようになる。 42モアブは滅ぼされて、国を成さないよう

になる。主に敵して自ら誇ったからである。 43主は言わ

れる、モアブに住む者よ、恐れと、穴と、わなとがあな

たに臨んでいる。 44恐れをさけて逃げる者は穴におちい

り、穴をよじ上って出る者は、わなに捕えられる。わた

しがモアブに、その罰せられる年に、これらのものを臨

ませるからであると主は言われる。 45逃げた者はヘシボ

ンの陰に、力なく立ちどまる。ヘシボンから火が出、シ

ホンの家から炎が出て、モアブの額、騒ぐ人々の頭の頂

を焼いたからだ。 46モアブよ、おまえはわざわいだ。ケ

モシの民は滅びた。おまえのむすこらは捕え移され、お

まえの娘らも捕え行かれたからである。 47しかし末の日

にわたしは再びモアブを栄えさせると主は言われる」。

ここまではモアブのさばきの事をいったのである。

49アンモンびとについて、主はこう言われる、「イス
ラエルには子がないのか、世継ぎがないのか。どう

してミルコムがガドを追い出して、その民がその町々に

住んでいるのか。 2主は言われる、それゆえ、見よ、ア

ンモンびとのラバを攻める戦いの叫びを、わたしが聞え

させる日が来る。ラバは荒塚となり、その村々は火で焼

かれる。そのときイスラエルは自分を追い出した者ども

を追い出すと主は言われる。 3ヘシボンよ嘆け、アイは

滅ぼされた。ラバの娘たちよ呼ばわれ。荒布を身にまと

い、悲しんで、まがきのうちを走りまわれ。ミルコムと

その祭司およびつかさが共に捕え移されるからだ。 4不

信の娘よ、あなたはなぜ自分の谷の事を誇るのか。あな

たは自分の富に寄り頼んで、『だれがわたしに攻めてく

るものか』と言う。 5主なる万軍の神は言われる、見よ

、わたしはあなたの上に恐れを臨ませる、それはあなた

の周囲の者から来る。あなたは追われて、おのおの直ち

に他人に続き、逃げる者を集める人もない。 6しかし、

のちになって、わたしはアンモンびとを再び栄えさせる

と、主は言われる」。 7エドムの事について、万軍の主

はこう言われる、「テマンには、もはや知恵がないのか

。さとい者には計りごとがなくなったのか。その知恵は

消えうせたのか。 8デダンに住む者よ、逃げよ、のがれ

よ、深い所に隠れよ。わたしがエサウの災難を彼の上に

臨ませ、彼を罰する時をこさせるからだ。 9ぶどうを集

める者があなたの所に来たならば、すこしの実をも残さ

ないであろうか。夜、盗びとが来たならば、自分たちの

満足するだけ滅ぼさないであろうか。 10しかしわたしは

エサウを裸にし、その隠れる所を現したので、彼はその

身を隠すことができない。その子どもたちも、兄弟も、

隣り人も滅ぼされる。そして彼は、いなくなる。 11あな

たのみなしごを残せ、わたしがそれを生きながらえさせ

る。あなたのやもめには、わたしに寄り頼ませよ」。 12

主はこう言われる、「もし、杯を飲むべきでない者もそ

れを飲まなければならなかったとすれば、あなたは罰を

免れることができようか。あなたは罰を免れない。それ

を飲まなければならない。 13主は言われる、わたしは自

分をさして誓った、ボズラは驚きとなり、ののしりとな

り、荒れ地となり、のろいとなる。その町々は長く荒れ

地となる」。 14わたしは主からのおとずれを聞いた。ひ

とりの使者がつかわされて万国に行き、そして言った、

「あなたがたは集まり、行って彼を攻め、立って戦え。

15見よ、わたしはあなたを万国のうちに小さい者とし、

人々のうちに卑しめられる者とする。 16岩の割れ目に住

み、山の高みを占める者よ、あなたの恐ろしい事と、あ

なたの心の高ぶりが、あなたを欺いた。あなたは、わた

しのように巣を高い所に作っているが、わたしはその所

からあなたを取りおろすと主は言われる。 17エドムは恐

れとなる。そのかたわらを通り過ぎる者はみな恐れ、そ

の災のために、舌打ちする。 18主は言われる、ソドムと

ゴモラとその隣の町々がくつがえされた時のように、そ

こに住む人はなく、そこに宿る人もなくなる。 19見よ、

ししがヨルダンの密林から上ってきて、じょうぶな羊の

おりを襲うように、わたしは、たちまち彼らをそこから

逃げ走らせ、わたしの選ぶ者をその上に立てる。だれか

わたしのような者があるであろうか。だれがわたしを呼

びつけることができようか。どの牧者がわたしの前に立

つことができようか。 20それゆえ、エドムに対して主が

立てた計りごとと、テマンに住む者に対してしようとす

る事を聞くがよい。彼らの群れのうちの小さいものまで

も皆、引かれて行く。彼らのおりのものもその終りを見

て恐れる。 21その倒れる音を聞いて、地は震い、彼らの

叫び声は紅海にも聞える。 22見よ、敵はわしのように上

り、すみやかに飛びかけり、その翼をボズラの上に張り

広げる。その日エドムの勇士の心は子を産む女の心のよ

うになる」。 23ダマスコの事について、「ハマテとアル

パデは、うろたえている、彼らは悪いおとずれを聞いた

からだ。彼らは勇気を失い、穏やかになることのできな

い海のように悩む。 24ダマスコは弱り、身をめぐらして

逃げた、恐怖に襲われている。子を産む女に臨むように

痛みと悲しみと彼に臨む。 25ああ、名ある町、楽しい町

は捨てられる。 26それゆえ、その日に、若い者は、広場

に倒れ、兵士はことごとく滅ぼされると万軍の主は言わ

れる。 27わたしはダマスコの城壁の上に火を燃やし、ベ
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ネハダデの宮殿を焼き尽す」。 28バビロンの王ネブカデ

レザルが攻め撃ったケダルとハゾルの諸国の事について

、主はこう言われる、「立って、ケダルに向かって進み

、東の人々を滅ぼせ。 29彼らの天幕と、その羊の群れと

は取られ、その垂幕とそのもろもろの器と、らくだとは

彼らの所から運び去られ、人々は彼らに向かって叫ぶ、

『恐ろしいことが四方にある』と。 30主は言われる、ハ

ゾルに住む者よ、逃げよ、遠くさまよい行き、深い所に

隠れよ。バビロンの王ネブカデレザルがあなたがたを攻

める計りごとをめぐらし、あなたがたを攻める、てだて

を設けたからだ。 31主は言われる、立って進み、安全な

所に住むきらくな民を攻めよ、彼らは門もなく、貫の木

もなく、ひとり離れて住む。 32彼らのらくだは、ぶんど

り物となり、家畜の群れは奪われる。わたしは、かの髪

の毛のすみずみを切る者を四方に散らし、その災難を八

方からこさせると主は言われる。 33ハゾルは山犬のすま

いとなり、いつまでも荒れ地となっている。だれもそこ

に住む人はなく、そこに宿る人もない」。 34ユダの王ゼ

デキヤの治世の初めのころに、エラムの事について預言

者エレミヤに臨んだ主の言葉。 35万軍の主はこう言われ

る、「見よ、わたしはエラムが力として頼んでいる弓を

折る。 36わたしは天の四方から、四方の風をエラムにこ

させ、彼らを四方の風に散らす。エラムから追い出され

る者の行かない国はない。 37主は言われる、わたしはエ

ラムをしてその敵の前、またその命を求める者の前に恐

れさせる。わたしは災をくだし、激しい怒りをその上に

くだす。彼らのうしろに、つるぎを送って滅ぼし尽す。

38そしてわたしの位をエラムにすえ、王とつかさたちと

を滅ぼすと主は言われる。 39しかし末の日に、わたしは

エラムを再び栄えさせると、主は言われる」。

50主が預言者エレミヤによって語られたバビロンとカ
ルデヤびとの地の事についての言葉。 2「国々のう

ちに告げ、また触れ示せよ、旗を立てて、隠すことなく

触れ示して言え、『バビロンは取られ、ベルははずかし

められ、メロダクは砕かれ、その像ははずかしめられ、

その偶像は砕かれる』と。 3それは、北の方から一つの

国民がきて、これを攻め、その地を荒して、住む人もな

いようにするからである。人も獣もみな逃げ去ってしま

う。 4主は言われる、その日その時、イスラエルの民と

ユダの民は共に帰ってくる。彼らは嘆きながら帰ってく

る。そしてその神、主を求める。 5彼らは顔をシオンに

向けて、その道を問い、『さあ、われわれは、永遠に忘

れられることのない契約を結んで主に連なろう』と言う

。 6わたしの民は迷える羊の群れである、その牧者がこ

れをいざなって、山に踏み迷わせたので、山から丘へと

行きめぐり、その休む所を忘れた。 7これに会う者はみ

なこれを食べた。その敵は言った、『われわれに罪はな

い。彼らがそのまことのすみかである主、先祖たちの希

望であった主に対して罪を犯したのだ』と。 8バビロン

のうちから逃げよ。カルデヤびとの地から出よ。群れの

前に行く雄やぎのようにせよ。 9見よ、わたしは大きい

国々を起し集めて、北の地からバビロンに攻めこさせる

。彼らはこれに向かって勢ぞろいをし、これをその所か

ら取る。彼らの矢はむなしく帰らない老練な勇士のよう

である。 10カルデヤは人にかすめられる。これをかすめ

る者はみな飽くことができると、主は言われる。 11わた

しの嗣業をかすめる者どもよ、あなたがたは喜び楽しみ

、雌の子牛のように草に戯れ、雄馬のように、いなない

ているが、 12あなたがたの母はいたくはずかしめられ、

あなたがたを産んだ者は恥をこうむる。見よ、彼女は国

々のうちの最もあとなるものとなり、かわいた砂原の荒

野となる。 13主の怒りによって、ここに住む者はなく、

完全に荒れ地となる。バビロンのかたわらを通る者は、

みなその傷を見て驚き、かつあざ笑う。 14あなたがたす

べて弓を張る者よ、バビロンの周囲に勢ぞろいして、こ

れを攻め、矢を惜しまずに、これを射よ、彼女が主に罪

を犯したからだ。 15その周囲に叫び声をあげよ、彼女は

降伏した。そのとりでは倒れ、その城壁はくずれた、主

があだをかえされたからだ。彼女に報復せよ、彼女がお

こなったように、これに行え。 16種まく者と、刈入れど

きに、かまを取る者をバビロンに絶やせ。滅ぼす者のつ

るぎを恐れて、人はおのおの自分の民の所に帰り、その

ふるさとに逃げて行く。 17イスラエルは、ししに追われ

て散った羊である。初めにアッスリヤの王がこれを食い

、そして今はついにバビロンの王ネブカデレザルがその

骨をかじった。 18それゆえ万軍の主、イスラエルの神は

、こう言われる、見よ、わたしはアッスリヤの王を罰し

たように、バビロンの王とその国に罰を下す。 19わたし

はイスラエルを再びその牧場に帰らせる。彼はカルメル

とバシャンで草を食べる。またエフライムの山とギレア

デでその望みが満たされる。 20主は言われる、その日そ

の時には、イスラエルのとがを探しても見当らず、ユダ

の罪を探してもない。それはわたしが残しておく人々を

、ゆるすからである。 21主は言われる、上って行って、

メラタイムの地を攻め、ペコデの民を攻め、彼らを殺し

て全く滅ぼし、わたしがあなたがたに命じたことを皆、

行いなさい。 22その地に、いくさの叫びと、大いなる滅

びがある。 23ああ、全地を砕いた鎚はついに折れ砕ける

。ああ、バビロンはついに国々のうちの恐るべき見もの

となる。 24バビロンよ、わたしは、おまえを捕えるため

にわなをかけたが、おまえはそれにかかった。そしてお

まえはそれを知らなかった。おまえは主に敵したので、

尋ね出され、捕えられた。 25主は武器の倉を開いてその

怒りの武器を取り出された。主なる万軍の神が、カルデ

ヤびとの地に事を行われるからである。 26あらゆる方面

からきて、これを攻め、その穀倉を開き、これを穀物の

山のように積み上げ、完全に滅ぼし尽し、そこに残る者

のないようにせよ。 27その雄牛をことごとく殺せ、それ

を、ほふり場に下らせよ。それらのものはわざわいだ、

その日、その罰を受ける時がきたからだ。 28聞けよ、バ

ビロンの地から逃げ、のがれてきた者の声がする。われ

われの神、主の報復、その宮の報復の事をシオンに告げ

示す。 29弓を張る射手をことごとく呼び集めて、バビロ

ンを攻めよ。その周囲に陣を敷け。ひとりも逃がすな。

そのしわざにしたがってバビロンに報い、これがおこな

った所にしたがってこれに行え。彼がイスラエルの聖者

である主に向かって高慢にふるまったからだ。 30それゆ

え、その日、若い者は、広場に倒れ、兵士はみな絶やさ

れると主は言われる。 31主なる万軍の神は言われる、高

ぶる者よ、見よ、わたしはおまえの敵となる、あなたの

日、わたしがおまえを罰する時が来た。 32高ぶる者はつ

まずき倒れる、これを助け起すものはない。わたしはそ

の町々に火を燃やして、その周囲の者をことごとく焼き

尽す。 33万軍の主はこう言われる、イスラエルの民とユ

ダの民は共にしえたげられている。彼らをとりこにした
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者はみな彼らを固く守って釈放することを拒む。 34彼ら

をあがなう者は強く、その名は万軍の主といわれる。彼

は必ず彼らの訴えをただし、この地に安きを与えるが、

バビロンに住む者には不安を与えられる。 35主は言われ

る、カルデヤびとの上とバビロンに住む者の上、そのつ

かさたち、その知者たちの上につるぎが臨む。 36占い師

の上につるぎが臨み、彼らは愚か者となる。その勇士の

上につるぎが臨み、彼らは滅ぼされる。 37その馬の上と

、その車の上につるぎが臨み、またそのうちにあるすべ

ての雇兵の上に臨み、彼らは女のようになる。その財宝

の上につるぎが臨み、それはかすめられる。 38その水の

上に、ひでりが来て、それはかわく。それは、この地が

偶像の地であって、人々が偶像に心が狂っているからだ

。 39それゆえ、野の獣と山犬とは共にバビロンにおり、

だちょうもそこに住む。しかし、いつまでもその地に住

む人はなく、世々ここに住む人はない。 40主は言われる

、神がソドムとゴモラと、その隣の町々を滅ぼされたよ

うに、そこに住む人はなく、そこに宿る人の子はない。

41見よ、一つの民が北の方から来る。大いなる国と多く

の王が地の果から立ち上がっている。 42彼らは弓と、や

りを取る。残忍で、あわれみがなく、その響きは海の鳴

りとどろくようである。バビロンの娘よ、彼らは馬に乗

り、いくさびとのように身をよろって、あなたを攻める

。 43バビロンの王はそのうわさを聞いて、その手は弱り

、子を産む女に臨むような痛みと苦しみに迫られた。 44

見よ、ししがヨルダンの密林から上ってきて、じょうぶ

な羊のおりを襲うように、わたしは、たちまち彼らをそ

こから逃げ去らせる。そしてわたしの選ぶ者をその上に

立てる。だれかわたしのような者があるであろうか。だ

れがわたしを呼びつけることができようか。どの牧者が

わたしの前に立つことができようか。 45それゆえ、バビ

ロンに対して主が立てた計りごとと、カルデヤびとの地

に対してしようとする事を聞くがよい。彼らの群れのう

ちの小さい者は、かならず引かれて行く。彼らのおりの

ものも必ずその終りを見て恐れる。 46バビロンが取られ

たとの声によって地は震い、その叫びは国々のうちに聞

える」。

51主はこう言われる、「見よ、わたしは、滅ぼす者の
心を奮い起して、バビロンを攻め、カルデヤに住む

者を攻めさせる。 2わたしはバビロンに、あおぎ分ける

者をつかわす。彼らは、その災の日に、四方からこれを

攻め、それをあおぎ分けて、その地をむなしくする。 3

射手にはその弓を張らせることなく、よろいを着て立ち

上がらせるな。その若き者をあわれむことなく、その軍

勢をことごとく滅ぼせ。 4彼らはカルデヤびとの地に殺

されて倒れ、そのちまたに傷ついて倒れる。 5イスラエ

ルとユダはその神、万軍の主に捨てられてはいないが、

しかしカルデヤびとの地にはイスラエルの聖者に向かっ

て犯した罪が満ちている。 6バビロンのうちからのがれ

出て、おのおのその命を救え。その罰にまきこまれて断

ち滅ぼされてはならない。今は主があだを返される時だ

から、それに報復をされるのである。 7バビロンは主の

手のうちにある金の杯であって、すべての地を酔わせた

。国々はその酒を飲んだので、国々は狂った。 8バビロ

ンはたちまち倒れて破れた。これがために嘆け。その傷

のために乳香を取れ。あるいは、いえるかも知れない。

9われわれはバビロンをいやそうとしたが、これはいえ

なかった。われわれはこれを捨てて、おのおの自分の国

に帰ろう。その罰が天に達し、雲にまで及んでいるから

だ。 10主はわれわれの正しいことを明らかにされた。さ

あ、われわれはシオンで、われわれの神、主のみわざを

告げ示そう。 11矢をとぎ、盾を取れ。主はメデアびとの

王たちの心を引き立てられる。主のバビロンに思い図る

ことは、これを滅ぼすことであり、主があだを返し、そ

の宮のあだを返されるのである。 12バビロンの城壁に向

かって旗を立て、見張りを強固にし、番兵を置き、伏兵

を備えよ。主がバビロンに住む者を攻めようと図り、そ

の言われたことを、いま行われるからだ。 13多くの水の

ほとりに住み、多くの財宝を持つ者よ、あなたの終りが

来て、その命の糸は断たれる。 14万軍の主はみずからを

さして誓い、言われる、わたしは必ずあなたのうちに、

人をいなごのように満たす。彼らはあなたに向かって、

かちどきの声をあげる。 15主はその力をもって地を造り

、その知恵をもって世界を建て、その悟りをもって天を

のべられた。 16彼が声を出されると、天に多くの水のざ

わめきがあり、また地の果から霧を立ちあがらせられる

。彼は雨のためにいなびかりをおこし、その倉から風を

取り出される。 17すべての人は愚かで知恵がなく、すべ

ての金細工人はその造った偶像のために恥をこうむる。

その偶像は偽り物で、そのうちに息がないからだ。 18そ

れらは、むなしいもの、迷いのわざである。罰せられる

時になれば滅びるものである。 19ヤコブの分である彼は

このようなものではない、彼は万物の造り主だからであ

る。イスラエルは彼の嗣業としての部族である。彼の名

は万軍の主という。 20おまえはわたしの鎚であり、戦い

の武器である。わたしはおまえをもってすべての国を砕

き、おまえをもって万国を滅ぼす。 21おまえをもってわ

たしは馬と、その騎手とを砕き、おまえをもって戦車と

それに乗る者とを砕く。 22わたしはおまえをもって男と

女とを砕き、おまえをもって老いた者と幼い者とを砕き

、おまえをもって若い者と、おとめとを砕く。 23わたし

はおまえをもって、羊飼と、その群れとを砕き、おまえ

をもって農夫と、くびきを負う家畜とを砕き、おまえを

もっておさたちと、つかさたちとを砕く。 24わたしはバ

ビロンとカルデヤに住むすべての者とに、彼らがシオン

で行ったもろもろの悪しき事のために、あなたがたの目

の前で報いをすると、主は言われる。 25主は言われる、

全地を滅ぼし尽す滅ぼしの山よ、見よ、わたしはおまえ

の敵となる、わたしは手をおまえの上に伸べて、おまえ

を岩からころばし、おまえを焼け山にする。 26主は言わ

れる、人がおまえから石を取って、隅の石とすることな

く、また礎とすることもない。おまえはいつまでも荒れ

地となっている。 27地に旗を立て、国々のうちにラッパ

を吹き、国々の民を集めてそれを攻め、アララテ、ミン

ニ、アシケナズの国々をまねいてそれを攻め、軍の長を

立ててそれを攻め、群がるいなごのように馬を上り行か

せよ。 28国々の民を集めてそれを攻め、メデアびとの王

たちと、そのおさたち、つかさたち、およびすべての領

地の人々を集めてこれを攻めよ。 29その地は震い、かつ

もだえ苦しむ、主がその思い図ることをバビロンにおこ

ない、バビロンの地を、住む人なき荒れ地とされるから

だ。 30バビロンの勇士たちは戦いをやめて、その城にこ

もり、力はうせて、女のようになる。その家は焼け、そ

の貫の木は砕かれる。 31飛脚は走って飛脚に会い、使者

は走って使者に会い、バビロンの王に告げて、町はこと
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ごとく取られ、 32渡し場は奪われ、とりでは火で焼かれ

、兵士はおびえていると言う。 33万軍の主、イスラエル

の神はこう言われる、バビロンの娘は、打ち場のようだ

、その踏まれる時が来たのだ。しばらくしてその刈り取

られる時が来る」。 34「バビロンの王ネブカデレザルは

わたしを食い尽し、わたしを滅ぼし、わたしを、からの

器のようにし、龍のようにわたしを飲み、わたしのうま

い物でその腹を満たし、わたしを洗いざらいにした。 35

わたしとわたしの肉親におこなった暴虐は、バビロンに

ふりかかる」とシオンに住む者は言わなければならない

。「わたしの血はカルデヤに住む者にふりかかる」とエ

ルサレムは言わなければならない。 36それゆえ主はこう

言われる、「見よ、わたしはあなたの訴えをただし、あ

なたのためにあだを返す。わたしはバビロンの海をかわ

かし、その泉をかわかす。 37バビロンは荒塚となり、山

犬のすまいとなり、驚きとなり、笑いとなり、住む人の

ない所となる。 38彼らはししのように共にほえ、若いし

しのようにほえる。 39彼らの欲の燃えている時、わたし

は宴を設けて彼らを酔わせ、彼らがついに気を失って、

ながい眠りにいり、もはや目をさますことのないように

しようと主は言われる。 40わたしは彼らを小羊のように

、また雄羊や雄やぎのように、ほふり場に下らせよう。

41ああ、バビロンはついに取られた、全地の人の、ほめ

たたえた者は捕えられた。ああ、バビロンはついに国々

のうちに驚きとなった。 42海はバビロンにあふれかかり

、どよめく波におおわれた。 43その町々は荒れて、かわ

いた地となり、砂原となり、住む人のない地となる。人

の子はひとりとしてそこを過ぎることはない。 44わたし

はバビロンでベルを罰し、そののみこんだものを口から

取り出す。国々が川のように彼に流れ入ることはなくな

る。バビロンの城壁は倒れた。 45わが民よ、あなたがた

はその中から出て、おのおの主の激しい怒りを免れ、そ

の命を救え。 46心を弱くしてはならない、この地で聞く

うわさを恐れてはならない。うわさはこの年にもくれば

、また次の年にもくる。この地に暴虐があり、つかさと

つかさとが攻めあうことがある。 47それゆえ見よ、わた

しがバビロンの偶像を罰する日が来る。その全地ははず

かしめられ、その殺される者はみなその中に倒れる。 48

天と地とそのうちにあるすべてのものはバビロンの事で

喜び歌う。滅ぼす者が北の方からここに来るからである

と主は言われる。 49イスラエルの殺された者たちのため

に、バビロンは倒れなければならない、バビロンのため

に全地の殺された者は倒れたのだ。 50つるぎをのがれて

きたあなたがたは、行け、立ちとどまってはならない。

遠くから主を覚え、エルサレムを心にとめよ。 51『われ

われはののしりを聞いたので、恥じている。異邦人が主

の宮の聖所にはいったので、恥がわれわれの顔をおおっ

た』。 52主は言われる、それゆえ見よ、わたしがその偶

像を罰する日が来る、傷つけられた者が、その全国にう

めくようになる。 53たといバビロンが天に上っても、そ

の城を高くして固めても、滅ぼす者はわたしから出て、

これに臨むと主は言われる。 54聞け、バビロンの叫びを

、カルデヤびとの地に起る大いなる滅びの騒ぎ声を。 55

主がバビロンを滅ぼし、その大いなる声を絶やされるの

だ。その波は大水のように鳴りとどろき、その声はひび

き渡る。 56滅ぼす者がこれに臨み、バビロンに来た。そ

の勇士たちは捕えられ、その弓は折られる。主は報いを

する神であるから必ず報いられるのだ。 57わたしはその

君たちと知者たち、おさたち、つかさたち、および勇士

たちを酔わせる。彼らは、ながい眠りにいり、目をさま

すことはない。万軍の主と呼ばれる王がこれを言わせる

。 58万軍の主はこう言われる、バビロンの広い城壁は地

にくずされ、その高い門は火に焼かれる。こうして民の

労苦はむなしくなり、国民はただ火のために疲れる」。

59マアセヤの子であるネリヤの子セラヤが、ユダの王ゼ

デキヤと共に、その治世の四年にバビロンへ行くとき、

預言者エレミヤがセラヤに命じた言葉。セラヤは宿営の

長であった。 60エレミヤはバビロンに臨もうとするすべ

ての災を巻物にしるした。これはすなわちバビロンの事

についてしるしたすべての言葉である。 61エレミヤはセ

ラヤに言った、「あなたはバビロンへ行ったならば、忘

れることなくこのすべての言葉を読み、 62そして言いな

さい、『主よ、あなたはこの所を滅ぼし、人と獣とを問

わず、すべてここに住む者のないようにし、永久にここ

を荒れ地としようと、この所について語られました』と

。 63あなたがこの巻物を読み終ったならば、これに石を

むすびつけてユフラテ川の中に投げこみ、 64そして言い

なさい、『バビロンはこのように沈んで、二度と上がっ

てこない。わたしがこれに災を下すからである』と」。

ここまではエレミヤの言葉である。

52ゼデキヤは王となったとき二十一歳であったが、エ
ルサレムで十一年世を治めた。母の名はハムタルと

いい、リブナのエレミヤの娘である。 2ゼデキヤはエホ

ヤキムがすべて行ったように、主の目の前に悪事を行っ

た。 3たしかに、主の怒りによって、エルサレムとユダ

とは、そのみ前から捨て去られるようなことになった。

そしてゼデキヤはバビロンの王にそむいた。 4そこで彼

の治世の九年十月十日に、バビロンの王ネブカデレザル

はその軍勢を率い、エルサレムにきて、これを包囲し、

周囲に塁を築いてこれを攻めた。 5こうしてこの町は攻

め囲まれて、ゼデキヤ王の十一年にまで及んだが、 6そ

の四月九日になって、町の中の食糧は、はなはだしく欠

乏し、その地の民は食物を得ることができなくなった。

7そして町の城壁はついに打ち破られたので、兵士たち

はみな逃げ、夜のうちに、王の園の近くの、二つの城壁

の間の門から町をのがれ出て、カルデヤびとが、町を攻

め囲んでいるうちに、アラバの方へ落ちて行った。 8し

かしカルデヤびとの軍勢は王を追って行って、エリコの

平地でゼデキヤに追いついたが、彼の軍勢がみな散って

彼のそばを離れたので、 9カルデヤびとは王を捕え、ハ

マテの地のリブラにいるバビロンの王のもとに引いてい

ったので、王は彼の罪を定めた。 10すなわちバビロンの

王はゼデキヤの子たちをその目の前で殺させ、ユダのつ

かさたちをことごとくリブラで殺させ、 11またゼデキヤ

の目をつぶさせた。そしてバビロンの王は彼を鎖につな

いでバビロンへ連れて行き、その死ぬ日まで獄屋に入れ

て置いた。 12五月十日に、それはバビロンの王ネブカデ

レザルの世の十九年であったバビロンの王に仕える侍衛

の長ネブザラダンはエルサレムに、はいって、 13主の宮

と王の宮殿を焼き、エルサレムのすべての家を焼いた。

彼は大きな家をみな焼きはらった。 14また侍衛の長と共

にいたカルデヤびとの軍勢は、エルサレムの周囲の城壁

をみな取りこわした。 15そして侍衛の長ネブザラダンは

民のうちの最も貧しい者若干、そのほか町のうちに残っ

た者、およびバビロンの王にくだった人、その他工匠た
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ちを捕え移した。 16しかし侍衛の長ネブザラダンはその

地の最も貧しい者若干を残して、ぶどうを作る者とし、

農夫とした。 17カルデヤびとはまた主の宮の青銅の柱と

、洗盤の台と、青銅の海を砕いて、その青銅をことごと

くバビロンへ運び、 18また、つぼと、十能と、心切りば

さみと、鉢と、香を盛る皿および宮の勤めに用いる青銅

の器をことごとく取って行った。 19また彼らは小鉢と、

心取り皿と、鉢と、つぼと、燭台と、香を盛る皿と、灌

祭の鉢を取った。金で作った物は金として、銀で作った

物は銀として、侍衛の長は運び去った。 20ソロモン王が

主の宮に造った二本の柱と、一つの海と、海の下の十二

の青銅の牛と、台など、このすべての物の青銅の重さは

量ることもできなかった。 21この一本の柱の高さは十八

キュビト、周囲は十二キュビトで、指四本の厚さがあり

、中は、うつろであった。 22その上に青銅の柱頭があり

、柱頭の高さは五キュビト、柱頭の周囲は網細工と、ざ

くろとで飾り、これらもみな青銅であった。他の柱もそ

のざくろも、これと同じであった。 23その四方に九十六

個のざくろがあり、周囲の網細工の上にあるざくろの数

は百個であった。 24侍衛の長は祭司長セラヤと次席の祭

司ゼパニヤと三人の門を守る者を捕え、 25また兵士をつ

かさどるひとりの役人と、町にいた王の側近の者七人と

、その地の民を募る軍勢の長の書記官と、町の中にいた

六十人の者を町から捕え去った。 26侍衛の長ネブザラダ

ンは、これらの人を捕えて、リブラにいるバビロンの王

のもとに連れて行った。 27バビロンの王は、ハマテの地

のリブラで彼らを撃ち殺した。こうして、ユダは自分の

地から捕え移された。 28ネブカデレザルが捕え移した民

の数は次のとおりである。第七年にはユダヤ人三千二十

三人。 29またネブカデレザルはその第十八年にエルサレ

ムから八百三十二人を捕え移した。 30ネブカデレザルの

二十三年に侍衛の長ネブザラダンは、ユダヤ人七百四十

五人を捕え移した。この総数は四千六百人であった。 31

ユダの王エホヤキンが捕え移されて後三十七年の十二月

二十五日に、バビロンの王エビルメロダクはその即位の

年に、ユダの王エホヤキンを獄屋から出し、そのこうべ

を挙げさせ、 32親切に彼を慰め、その位を、バビロンで

共にいる王たちの位よりも高くした。 33こうしてエホヤ

キンは獄屋の服を脱いだ。そして生きている間は毎日王

の食卓で食事し、 34彼の給与としては、その死ぬ日まで

一生の間、たえず日々の必要にしたがって、バビロンの

王から給与を賜わった。
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哀歌

1ああ、むかしは、民の満ちみちていたこの都、国々の
民のうちで大いなる者であったこの町、今は寂しいさ

まで座し、やもめのようになった。もろもろの町のうち

で女王であった者、今は奴隷となった。 2これは夜もす

がらいたく泣き悲しみ、そのほおには涙が流れている。

そのすべての愛する者のうちには、これを慰める者はひ

とりもなく、そのすべての友はこれにそむいて、その敵

となった。 3ユダは悩みのゆえに、また激しい苦役のゆ

えに、のがれて行って、もろもろの国民のうちに住んで

いるが、安息を得ず、これを追う者がみな追いついてみ

ると、悩みのうちにあった。 4シオンの道は祭に上って

くる者のないために悲しみ、その門はことごとく荒れ、

その祭司たちは嘆き、そのおとめたちは引かれて行き、

シオンはみずからいたく苦しむ。 5そのあだはかしらと

なり、その敵は栄えている。そのとがが多いので、主が

これを悩まされたからである。その幼な子たちは捕われ

て、あだの前に行った。 6シオンの娘の栄華はことごと

く彼女を離れ去り、その君たちは牧草を得ない、しかの

ようになり、自分を追う者の前に力なく逃げ去った。 7

エルサレムはその悩みと苦しみの日に、昔から持ってい

たもろもろの宝を思い出す。その民があだの手に陥り、

だれもこれを助ける者のない時、あだはこれを見て、そ

の滅びをあざ笑った。 8エルサレムは、はなはだしく罪

を犯したので、汚れたものとなった。これを尊んだ者も

皆その裸を見たので、これを卑しめる。これもまたみず

から嘆き、顔をそむける。 9その汚れはその衣のすそに

あり、これはその終りを思わなかった。それゆえ、これ

は驚くばかりに落ちぶれ、これを慰める者はひとりもな

い。「主よ、わが悩みを顧みてください、敵は勝ち誇っ

ていますから」。 10敵は手を伸べて、その財宝をことご

とく奪った。あなたがさきに異邦人らはあなたの公会に

、はいってはならないと命じられたのに、彼らがその聖

所にはいるのをシオンは見た。 11その民はみな嘆いて食

物を求め、その命をささえるために、財宝を食物にかえ

た。「主よ、みそなわして、わたしの卑しめられるのを

顧みてください」。 12「すべて道行く人よ、あなたがた

はなんとも思わないのか。主がその激しい怒りの日にわ

たしを悩まして、わたしにくだされた苦しみのような苦

しみが、また世にあるだろうか、尋ねて見よ。 13主は上

から火を送り、それをわが骨にくだし、網を張ってわが

足を捕え、わたしを引き返させ、ひねもす心わびしく、

かつ病み衰えさせられた。 14わたしのとがは、つかねら

れて、一つのくびきとせられ、主のみ手により固く締め

られて、わたしの首におかれ、わたしの力を衰えさせら

れた。主はわたしを、立ちむかい得ざる者の手に渡され

た。 15主はわたしのうちにあるすべての勇士を無視し、

聖会を召集して、わたしを攻め、わが若き人々を打ち滅

ぼされた。主は酒ぶねを踏むように、ユダの娘なるおと

めを踏みつけられた。 16このために、わたしは泣き悲し

み、わたしの目は涙であふれる。わたしを慰める者、わ

たしを勇気づける者がわたしから遠く離れたからである

。わが子らは敵が勝ったために、わびしい者となった」

。 17シオンは手を伸ばしても、これを慰める者はひとり

もない。ヤコブについては、主は命じて、その周囲の者

を、これがあだとせられた。エルサレムは彼らの中にあ

って、汚れた物のようになった。 18「主は正しい、わた

しは、み言葉にそむいた。すべての民よ、聞け、わが苦

しみを顧みよ。わがおとめらも、わが若人らも捕われて

行った。 19わたしはわが愛する者を呼んだが、彼らはわ

たしを欺いた。わが祭司および長老たちは、その命をさ

さえようと、食物を求めている間に、町のうちで息絶え

た。 20主よ、顧みてください、わたしは悩み、わがはら

わたはわきかえり、わが心臓はわたしの内に転倒してい

ます。わたしは、はなはだしくそむいたからです。外に

はつるぎがあって、わが子を奪い、家の内には死のよう

なものがある。 21わたしがどんなに嘆くかを聞いてくだ

さい。わたしを慰める者はひとりもなく、敵はみなわた

しの悩みを聞いて、あなたがこれをなされたのを喜んだ

。あなたがさきに告げ知らせたその日をきたらせ、彼ら

をも、わたしのようにしてください。 22彼らの悪をこと

ごとくあなたの前にあらわし、さきにわがもろもろのと

がのために、わたしに行われたように、彼らにも行って

ください。わが嘆きは多く、わが心は弱りはてているか

らです」。

2ああ、主は怒りを起し、黒雲をもってシオンの娘をお
おわれた。主はイスラエルの栄光を天から地に投げ落

し、その怒りの日に、おのれの足台を心にとめられなか

った。 2主はヤコブのすべてのすまいを滅ぼして、あわ

れまず、その怒りによって、ユダの娘のとりでをこわし

、これを地に倒して、その国とそのつかさたちをはずか

しめられた。 3主は激しい怒りをもって、イスラエルの

すべての力を断ち、敵の前で、おのれの右の手を引きも

どし、周囲を焼きつくす燃える火のように、ヤコブを焼

かれた。 4主は敵のように弓を張り、あだのように右の

手を伸べて立ち、シオンの娘の天幕におるわれわれの目

に誇る者を、ことごとく殺し、火のようにその怒りを注

がれた。 5主は敵のようになって、イスラエルを滅ぼし

、そのすべての宮殿を滅ぼし、そのとりでをこわし、ユ

ダの娘の上に憂いと悲しみとを増し加えられた。 6主は

園の小屋のようにおのれの幕屋を倒し、その祭の場所を

こわされた。主は祭と安息日とをシオンに忘れさせ、激

しい怒りによって、王と祭司とを捨てられた。 7主はそ

の祭壇を忌み、その聖所をきらって、もろもろの宮殿の

石がきを敵の手に渡された。彼らは祭の日のように、主

の宮で声をあげた。 8主はシオンの娘の城壁を破壊しよ

うと思い定めて、なわを張り、打ちこわして、その手を

ひかず、城壁と石がきとを悲しませられた。これらは共

に衰える。 9その門は地にうずもれ、主はその貫の木を

こわし砕かれた。その王と君たちはもろもろの国民の中

におり、もはや律法はなく、またその預言者は主から幻

を得ない。 10シオンの娘の長老たちは地に座して黙し、

頭にちりをかぶり、身に荒布をまとった。エルサレムの

おとめたちはこうべを地にたれた。 11わが目は涙のため

につぶれ、わがはらわたはわきかえり、わが肝はわが民

の娘の滅びのために、地に注ぎ出される。幼な子や乳の

み子が町のちまたに息も絶えようとしているからである

。 12彼らが、傷ついた者のように町のちまたで息も絶え

ようとするとき、その母のふところにその命を注ぎ出そ

うとするとき、母にむかって、「パンとぶどう酒とはど

こにありますか」と叫ぶ。 13エルサレムの娘よ、わたし

は何をあなたに言い、何にあなたを比べることができよ

うか。シオンの娘なるおとめよ、わたしは何をもってあ
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なたになぞらえて、あなたを慰めることができようか。

あなたの破れは海のように大きい、だれがあなたをいや

すことができようか。 14あなたの預言者たちはあなたの

ために人を欺く偽りの幻を見た。彼らはあなたの不義を

あらわして捕われを免れさせようとはせず、あなたのた

めに人を迷わす偽りの託宣を見た。 15すべて道行く人は

、あなたにむかって手を打ち、エルサレムの娘にむかっ

て、あざ笑い、かつ頭を振って言う、「麗しさのきわみ

、全地の喜びととなえられた町はこれなのか」と。 16あ

なたのもろもろの敵は、あなたをののしり、あざ笑い、

歯がみして言う、「われわれはこれを滅ぼした、ああ、

これはわれわれが望んだ日だ、今われわれはこれにあい

、これを見た」と。 17主はその計画されたことを行い、

警告されたことをなし遂げ、いにしえから命じておかれ

たように、滅ぼして、あわれむことをせず、あなたにつ

いて敵を喜ばせ、あなたのあだの力を高められた。 18シ

オンの娘よ、声高らかに主に呼ばわれ、夜も昼も川のよ

うに涙を流せ。みずから安んじることをせず、あなたの

ひとみを休ませるな。 19夜、初更に起きて叫べ。主の前

にあなたの心を水のように注ぎ出せ。町のかどで、飢え

て息も絶えようとする幼な子の命のために、主にむかっ

て両手をあげよ。 20主よ、みそなわして、顧みてくださ

い。あなたはだれにむかってこのように行われたのです

か。女は自分の産んだ子、その大事に育てた幼な子を食

べるでしょうか。祭司と預言者が主の聖所で殺されてい

いでしょうか。 21老いも若きも、ちまたのちりに伏し、

わがおとめも、若人も、つるぎで倒されてしまった。あ

なたは、その怒りの日にこれを殺し、これをほふって、

あわれむことをされなかった。 22あなたは、わたしの恐

れるものを、祭の日のように四方から呼び集められた。

主の怒りの日には、のがれた者も残った者もなかった。

わたしが、いだき育てた者をわたしの敵は滅ぼし尽した

。

3わたしは彼の怒りのむちによって、悩みにあった人で
ある。 2彼はわたしをかり立てて、光のない暗い中を

歩かせ、 3まことにその手をしばしばかえて、ひねもす

わたしを攻められた。 4彼はわが肉と皮を衰えさせ、わ

が骨を砕き、 5苦しみと悩みをもって、わたしを囲み、

わたしを閉じこめ、 6遠い昔に死んだ者のように、暗い

所に住まわせられた。 7彼はわたしのまわりに、かきを

めぐらして、出ることのできないようにし、重い鎖でわ

たしをつながれた。 8わたしは叫んで助けを求めたが、

彼はわたしの祈をしりぞけ、 9切り石をもって、わたし

の行く道をふさぎ、わたしの道筋を曲げられた。 10彼は

わたしに対して待ち伏せするくまのように、潜み隠れる

ししのように、 11わが道を離れさせ、わたしを引き裂い

て、見るかげもないみじめな者とし、 12その弓を張って

、わたしを矢の的のようにされた。 13彼はその箙の矢を

わたしの心臓に打ち込まれた。 14わたしはすべての民の

物笑いとなり、ひねもす彼らの歌となった。 15彼はわた

しを苦い物で飽かせ、にがよもぎをわたしに飲ませられ

た。 16彼は小石をもって、わたしの歯を砕き、灰の中に

わたしをころがされた。 17わが魂は平和を失い、わたし

は幸福を忘れた。 18そこでわたしは言った、「わが栄え

はうせ去り、わたしが主に望むところのものもうせ去っ

た」と。 19どうか、わが悩みと苦しみ、にがよもぎと胆

汁とを心に留めてください。 20わが魂は絶えずこれを思

って、わがうちにうなだれる。 21しかし、わたしはこの

事を心に思い起す。それゆえ、わたしは望みをいだく。

22主のいつくしみは絶えることがなく、そのあわれみは

尽きることがない。 23これは朝ごとに新しく、あなたの

真実は大きい。 24わが魂は言う、「主はわたしの受くべ

き分である、それゆえ、わたしは彼を待ち望む」と。 25

主はおのれを待ち望む者と、おのれを尋ね求める者にむ

かって恵みふかい。 26主の救を静かに待ち望むことは、

良いことである。 27人が若い時にくびきを負うことは、

良いことである。 28主がこれを負わせられるとき、ひと

りすわって黙しているがよい。 29口をちりにつけよ、あ

るいはなお望みがあるであろう。 30おのれを撃つ者にほ

おを向け、満ち足りるまでに、はずかしめを受けよ。 31

主はとこしえにこのような人を捨てられないからである

。 32彼は悩みを与えられるが、そのいつくしみが豊かな

ので、またあわれみをたれられる。 33彼は心から人の子

を苦しめ悩ますことをされないからである。 34地のすべ

ての捕われ人を足の下に踏みにじり、 35いと高き者の前

に人の公義をまげ、 36人の訴えをくつがえすことは、主

のよみせられないことである。 37主が命じられたのでな

ければ、だれが命じて、その事の成ったことがあるか。

38災もさいわいも、いと高き者の口から出るではないか

。 39生ける人はどうしてつぶやかねばならないのか、人

は自分の罪の罰せられるのを、つぶやくことができよう

か。 40われわれは、自分の行いを調べ、かつ省みて、主

に帰ろう。 41われわれは天にいます神にむかって、手と

共に心をもあげよう。 42「わたしたちは罪を犯し、そむ

きました、あなたはおゆるしになりませんでした。 43あ

なたは怒りをもってご自分をおおい、わたしたちを追い

攻め、殺して、あわれまず、 44また雲をもってご自分を

おおい、祈を通じないようにし、 45もろもろの民の中に

、わたしたちをちりあくたとなさいました。 46敵はみな

わたしたちをののしり、 47恐れと落し穴と、荒廃と滅亡

とが、わたしたちに臨みました。 48わが民の娘の滅びに

よって、わたしの目には涙の川が流れています。 49わが

目は絶えず涙を注ぎ出して、やむことなく、 50主が天か

ら見おろして、顧みられる時にまで及ぶでしょう。 51わ

が目はわが町のすべての娘の最期のゆえに、わたしを痛

ませます。 52ゆえなくわたしに敵する者どもによって、

わたしは鳥のように追われました。 53彼らは生きている

わたしを穴の中に投げ入れ、わたしの上に石を投げつけ

ました。 54水はわたしの頭の上にあふれ、わたしは『断

ち滅ぼされた』と言いました。 55主よ、わたしは深い穴

からみ名を呼びました。 56あなたはわが声を聞かれまし

た、『わが嘆きと叫びに耳をふさがないでください』。

57わたしがあなたに呼ばわったとき、あなたは近寄って

、『恐れるな』と言われました。 58主よ、あなたはわが

訴えを取りあげて、わたしの命をあがなわれました。 59

主よ、あなたはわたしがこうむった不義をごらんになり

ました。わたしの訴えをおさばきください。 60あなたは

わたしに対する彼らの報復と、陰謀とを、ことごとくご

らんになりました。 61主よ、あなたはわたしに対する彼

らのそしりと、陰謀とを、ことごとく聞かれました。 62

立ってわたしに逆らう者どものくちびると、その思いは

、ひねもすわたしを攻めています。 63どうか、彼らのす

わるをも、立つをも、みそなわしてください。わたしは

彼らの歌となっています。 64主よ、彼らの手のわざにし

たがって、彼らに報い、 65彼らの心をかたくなにし、あ
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なたののろいを彼らに注いでください。 66主よ、怒りを

もって彼らを追い、天が下から彼らを滅ぼしてください

」。

4ああ、黄金は光を失い、純金は色を変じ、聖所の石は
すべてのちまたのかどに投げ捨てられた。 2ああ、精

金にも比すべきシオンのいとし子らは、陶器師の手のわ

ざである土の器のようにみなされる。 3山犬さえも乳ぶ

さをたれて、その子に乳を飲ませる。ところが、わが民

の娘は、荒野のだちょうのように無慈悲になった。 4乳

のみ子の舌はかわいて、上あごに、ひたとつき、幼な子

らはパンを求めても、これに与える者がない。 5うまい

物を食べていた者は、落ちぶれて、ちまたにおり、紫の

着物で育てられた者も、今は灰だまりの上に伏している

。 6わが民の娘のうけた懲しめは、ソドムの罰よりも大

きかった。ソドムは昔、人の手によらないで、またたく

まに滅ぼされたのだ。 7わが民の君たちは雪よりも清ら

かに、乳よりも白く、そのからだは、さんごよりも赤く

、その姿の美しさはサファイヤのようであった。 8今は

その顔はすすよりも黒く、町の中にいても人に知られず

、その皮膚は縮んで骨につき、かわいて枯れ木のように

なった。 9つるぎで殺される者は、飢えて死ぬ者よりも

さいわいである。彼らは田畑の産物の欠乏によって、刺

された者のように衰え行くからである。 10わが民の娘の

滅びる時には情深い女たちさえも、手ずから自分の子ど

もを煮て、それを食物とした。 11主はその憤りをことご

とく漏らし、激しい怒りをそそぎ、シオンに火を燃やし

て、その礎までも焼き払われた。 12地の王たちも、世の

民らもみな、エルサレムの門に、あだや敵が、討ち入ろ

うとは信じなかった。 13これはその預言者たちの罪のた

め、その祭司たちの不義のためであった。彼らは義人の

血をその町の中に流した者である。 14彼らは盲人のよう

に、ちまたにさまよい、血で汚れている。だれもその衣

にさわることができない。 15人々は彼らにむかって、「

去れよ、けがらわしい」、「去れよ、去れよ、さわるな

」と叫んだので、彼らは逃げ去って放浪者となったが、

異邦人の中でも人々は「もうわれわれのうちに宿っては

ならない」と言った。 16主はみずから彼らを散らして、

再び彼らを顧みず、祭司を尊ばず、長老をいたわられな

かった。 17われわれの目は、むなしく助けを待ち望んで

疲れ衰えた。われわれは待ち望んだが、救を与え得ない

国びとを待ち望んだ。 18人々がわれわれの歩みをうかが

うので、われわれは自分の町の中をも、歩くことができ

なかった。われわれの終りは近づいた、日は尽きた。わ

れわれの終りが来たからである。 19われわれを追う者は

空のはげたかよりも速く、彼らは山でわれわれを追い立

て、野でわれわれを待ち伏せる。 20われわれが鼻の息と

たのんだ者、主に油そそがれた者は、彼らの落し穴で捕

えられた。彼はわれわれが「異邦人の中でもその陰に生

きるであろう」と思った者である。 21ウズの地に住むエ

ドムの娘よ、喜び楽しめ、あなたにもまた杯がめぐって

行く、あなたも酔って裸になる。 22シオンの娘よ、あな

たの不義の罰は終った。主は重ねてあなたを捕え移され

ない。エドムの娘よ、主はあなたの不義を罰し、あなた

の罪をあらわされる。

5主よ、われわれに臨んだ事を覚えてください。われわ
れのはずかしめを顧みてください。 2われわれの嗣業

は他国の人に移り、家は異邦人のものとなった。 3われ

われはみなしごとなって父はなく、母はやもめにひとし

い。 4われわれは金を出して水を飲み、価を払って、た

きぎを獲なければならない。 5われわれは首にくびきを

かけられて追い使われ、疲れても休むことができない。

6われわれは足りるだけの食物を獲るために、エジプト

およびアッスリヤに手をさし伸べた。 7われわれの先祖

は罪を犯して、すでに世になく、われわれはその不義の

責めを負っている。 8奴隷であった者がわれわれを治め

るが、われわれをその手から救い出す者がない。 9われ

われは荒野のつるぎのゆえに、おのが命をかけて食物を

獲る。 10われわれの皮膚は飢餓の激しい熱のために、炉

のように熱い。 11女たちはシオンで犯され、おとめたち

はユダの町々で汚された。 12君たる者も彼らの手でつる

され、長老たちも尊ばれず、 13若者たちは、ひきうすを

になわせられ、わらべたちは、たきぎを負って、よろめ

き、 14長老たちは門に集まることをやめ、若者たちはそ

の音楽を廃した。 15われわれの心の喜びはやみ、踊りは

悲しみに変り、 16われわれの冠はこうべから落ちた。わ

ざわいなるかな、われわれは罪を犯したからである。 17

このために、われわれの心は衰え、これらの事のために

、われわれの目はくらくなった。 18シオンの山は荒れは

て、山犬がその上を歩いているからである。 19しかし主

よ、あなたはとこしえに統べ治められる。あなたの、み

位は世々絶えることがない。 20なぜ、あなたはわれわれ

をながく忘れ、われわれを久しく捨ておかれるのですか

。 21主よ、あなたに帰らせてください、われわれは帰り

ます。われわれの日を新たにして、いにしえの日のよう

にしてください。 22あなたは全くわれわれを捨てられた

のですか、はなはだしく怒っていられるのですか。
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エゼキエル書

1第三十年四月五日に、わたしがケバル川のほとりで、
捕囚の人々のうちにいた時、天が開けて、神の幻を見

た。 2これはエホヤキン王の捕え移された第五年であっ

て、その月の五日に、 3主の言葉がケバル川のほとり、

カルデヤびとの地でブジの子祭司エゼキエルに臨み、主

の手がその所で彼の上にあった。 4わたしが見ていると

、見よ、激しい風と大いなる雲が北から来て、その周囲

に輝きがあり、たえず火を吹き出していた。その火の中

に青銅のように輝くものがあった。 5またその中から四

つの生きものの形が出てきた。その様子はこうである。

彼らは人の姿をもっていた。 6おのおの四つの顔をもち

、またそのおのおのに四つの翼があった。 7その足はま

っすぐで、足のうらは子牛の足のうらのようであり、み

がいた青銅のように光っていた。 8その四方に、そのお

のおのの翼の下に人の手があった。この四つの者はみな

顔と翼をもち、 9翼は互に連なり、行く時は回らずに、

おのおの顔の向かうところにまっすぐに進んだ。 10顔の

形は、おのおのその前方に人の顔をもっていた。四つの

者は右の方に、ししの顔をもち、四つの者は左の方に牛

の顔をもち、また四つの者は後ろの方に、わしの顔をも

っていた。 11彼らの顔はこのようであった。その翼は高

く伸ばされ、その二つは互に連なり、他の二つをもって

からだをおおっていた。 12彼らはおのおのその顔の向か

うところへまっすぐに行き、霊の行くところへ彼らも行

き、その行く時は回らない。 13この生きもののうちには

燃える炭の火のようなものがあり、たいまつのように、

生きものの中を行き来している。火は輝いて、その火か

ら、いなずまが出ていた。 14生きものは、いなずまのひ

らめきのように速く行き来していた。 15わたしが生きも

のを見ていると、生きもののかたわら、地の上に輪があ

った。四つの生きものおのおのに、一つずつの輪である

。 16もろもろの輪の形と作りは、光る貴かんらん石のよ

うである。四つのものは同じ形で、その作りは、あたか

も、輪の中に輪があるようである。 17その行く時、彼ら

は四方のいずれかに行き、行く時は回らない。 18四つの

輪には輪縁と輻とがあり、その輪縁の周囲は目をもって

満たされていた。 19生きものが行く時には、輪もそのか

たわらに行き、生きものが地からあがる時は、輪もあが

る。 20霊の行く所には彼らも行き、輪は彼らに伴ってあ

がる。生きものの霊が輪の中にあるからである。 21彼ら

が行く時は、これらも行き、彼らがとどまる時は、これ

らもとどまり、彼らが地からあがる時は、輪もまたこれ

らと共にあがる。生きものの霊が輪の中にあるからであ

る。 22生きものの頭の上に水晶のように輝く大空の形が

あって、彼らの頭の上に広がっている。、 23大空の下に

はまっすぐに伸ばした翼があり、たがいに相連なり、生

きものはおのおの二つの翼をもって、からだをおおって

いる。 24その行く時、わたしは大水の声、全能者の声の

ような翼の声を聞いた。その声の響きは大軍の声のよう

で、そのとどまる時は翼をたれる。 25また彼らの頭の上

の大空から声があった。彼らが立ちとどまる時は翼をお

ろした。 26彼らの頭の上の大空の上に、サファイヤのよ

うな位の形があった。またその位の形の上に、人の姿の

ような形があった。 27そしてその腰とみえる所の上の方

に、火の形のような光る青銅の色のものが、これを囲ん

でいるのを見た。わたしはその腰とみえる所の下の方に

、火のようなものを見た。そして彼のまわりに輝きがあ

った。 28そのまわりにある輝きのさまは、雨の日に雲に

起るにじのようであった。主の栄光の形のさまは、この

ようであった。わたしはこれを見て、わたしの顔をふせ

たとき、語る者の声を聞いた。

2彼はわたしに言われた、「人の子よ、立ちあがれ、わ
たしはあなたに語ろう」。 2そして彼がわたしに語ら

れた時、霊がわたしのうちに入り、わたしを立ちあがら

せた。そして彼のわたしに語られるのを聞いた。 3彼は

わたしに言われた、「人の子よ、わたしはあなたをイス

ラエルの民、すなわちわたしにそむいた反逆の民につか

わす。彼らもその先祖も、わたしにそむいて今日に及ん

でいる。 4彼らは厚顔で強情な者たちである。わたしは

あなたを彼らにつかわす。あなたは彼らに『主なる神は

こう言われる』と言いなさい。 5彼らは聞いても、拒ん

でも、（彼らは反逆の家だから）彼らの中に預言者がい

たことを知るだろう。 6人の子よ、彼らを恐れてはなら

ない。彼らの言葉をも恐れてはならない。たといあざみ

といばらがあなたと一緒にあっても、またあなたが、さ

そりの中に住んでも、彼らの言葉を恐れてはならない。

彼らの顔をはばかってはならない。彼らは反逆の家であ

る。 7彼らが聞いても、拒んでも、あなたはただわたし

の言葉を彼らに語らなければならない。彼らは反逆の家

だから。 8人の子よ、わたしがあなたに語るところを聞

きなさい。反逆の家のようにそむいてはならない。あな

たの口を開いて、わたしが与えるものを食べなさい」。

9この時わたしが見ると、見よ、わたしの方に伸べた手

があった。また見よ、手の中に巻物があった。 10彼がわ

たしの前にこれを開くと、その表にも裏にも文字が書い

てあった。その書かれていることは悲しみと、嘆きと、

災の言葉であった。

3彼はわたしに言われた。「人の子よ、あなたに与えら
れたものを食べなさい。この巻物を食べ、行ってイス

ラエルの家に語りなさい」。 2そこでわたしが口を開く

と、彼はわたしにその巻物を食べさせた。 3そして彼は

わたしに言われた、「人の子よ、わたしがあなたに与え

るこの巻物を食べ、これであなたの腹を満たしなさい」

。わたしがそれを食べると、それはわたしの口に甘いこ

と蜜のようであった。 4彼はまたわたしに言われた、「

人の子よ、イスラエルの家に行って、わたしの言葉を語

りなさい。 5わたしはあなたを、異国語を用い、舌の重

い民につかわすのでなく、イスラエルの家につかわすの

である。 6すなわちあなたがその言葉を知らない、異国

語の舌の重い多くの民につかわすのではない。もしわた

しがあなたをそのような民につかわしたら、彼らはあな

たに聞いたであろう。 7しかしイスラエルの家はあなた

に聞くのを好まない。彼らはわたしに聞くのを好まない

からである。イスラエルの家はすべて厚顔でまた強情で

ある。 8見よ、わたしはあなたの顔を彼らの顔に向かっ

て堅くし、あなたの額を彼らの額に向かって堅くした。

9わたしはあなたの額を岩よりも堅いダイヤモンドのよ

うにした。ゆえに彼らを恐れてはならない。彼らの顔を

はばかってはならない。彼らは反逆の家である」。 10ま

た彼はわたしに言われた、「人の子よ、わたしがあなた

に語るすべての言葉をあなたの心におさめ、あなたの耳

に聞きなさい。 11そして捕囚の人々、あなたの民の人々
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の所へ行って、彼らが聞いても、彼らが拒んでも、『主

なる神はこう言われる』と彼らに言いなさい」。 12時に

霊がわたしをもたげた。そして主の栄光がその所からの

ぼった時、わたしの後に大いなる地震の響きを聞いた。

13それは互に相触れる生きものの翼の音と、そのかたわ

らの輪の音で、大いなる地震のように響いた。 14霊はわ

たしをもたげ、わたしを取り去ったので、わたしは心を

熱くし、苦々しい思いで出て行った。主の手が強くわた

しの上にあった。 15そしてわたしはケバル川のほとりの

テルアビブにいる捕囚の人々のもとへ行き、七日の間、

驚きあきれて彼らの中に座した。 16七日過ぎて後、主の

言葉がわたしに臨んだ、 17「人の子よ、わたしはあなた

をイスラエルの家のために見守る者とした。あなたはわ

たしの口から言葉を聞くたびに、わたしに代って彼らを

戒めなさい。 18わたしが悪人に『あなたは必ず死ぬ』と

言うとき、あなたは彼の命を救うために彼を戒めず、ま

た悪人を戒めて、その悪い道から離れるように語らない

なら、その悪人は自分の悪のために死ぬ。しかしその血

をわたしはあなたの手から求める。 19しかし、もしあな

たが悪人を戒めても、彼がその悪をも、またその悪い道

をも離れないなら、彼はその悪のために死ぬ。しかしあ

なたは自分の命を救う。 20また義人がその義にそむき、

不義を行うなら、わたしは彼の前に、つまずきを置き、

彼は死ぬ。あなたが彼を戒めなかったゆえ、彼はその罪

のために死に、その行った義は覚えられない。しかしそ

の血をわたしはあなたの手から求める。 21けれども、も

しあなたが義人を戒めて、罪を犯さないように語り、そ

して彼が罪を犯さないなら、彼は戒めを受けいれたゆえ

に、その命を保ち、あなたは自分の命を救う」。 22その

所で主の手がわたしの上に臨み、彼はわたしに言われた

、「立って、平野に出て行きなさい。その所でわたしは

あなたに語ろう」。 23そこで、わたしは立って平野に出

て行った。見よ、主の栄光が、かつてわたしがケバル川

のほとりで見た栄光のように、その所に立ち現れたので

、わたしはひれ伏した。 24しかし霊がわたしのうちには

いって、わたしを立ちあがらせ、わたしに語って言った

、「行って、あなたの家にこもっていなさい。 25人の子

よ、見よ、彼らはあなたの上になわをかけ、それであな

たを縛り、あなたを民の中に行かせないようにする。 26

わたしはあなたの舌を上あごにつかせ、あなたをおしに

して、彼らを戒めることができないようにする。彼らは

反逆の家だからである。 27しかし、わたしがあなたと語

るときは、あなたの口を開く。あなたは彼らに『主なる

神はこう言われる』と言わなければならない。聞く者は

聞くがよい、拒む者は拒むがよい。彼らは反逆の家だか

らである。

4人の子よ、一枚のかわらを取って、あなたの前に置き
、その上にエルサレムの町を描きなさい。 2そしてこ

れを取り囲み、これにむかって雲梯を設け、塁を築き、

陣を張り、その回りに城くずしを備えてこれを攻めなさ

い。 3また鉄の板をとり、それをあなたと町の間に置い

て鉄の壁となし、あなたの顔をこれに向けなさい。町を

このように囲んで、その包囲を押し進めなさい。これが

イスラエルの家のしるしである。 4あなたはまた自分の

左脇を下にして寝なさい。わたしはあなたの上にイスラ

エルの家の罰を置く。あなたはこのようにして寝ている

日の間、彼らの罰を負わなければならない。 5わたしは

彼らの罰の年数に等しいその日数、すなわち三百九十日

をあなたのために定める。その間あなたはイスラエルの

家の罰を負わなければならない。 6あなたはその期間を

終ったなら、また右脇を下にして寝て、ユダの家の罰を

負わなければならない。わたしは一日を一年として四十

日をあなたのために定める。 7あなたは自分の顔をエル

サレムの包囲の方に向け、腕をあらわし、町に向かって

預言しなければならない。 8見よ、わたしはあなたに、

なわをかけて、あなたの包囲の期間の終るまで、左右に

動くことができないようにする。 9あなたはまた小麦、

大麦、豆、レンズ豆、あわ、はだか麦を取って、一つの

器に入れ、これでパンを造り、あなたが横になって寝る

日の数、すなわち三百九十日の間これを食べなければな

らない。 10あなたが食べる食物は量って一日に二十シケ

ルである。あなたは一日に一度これを食べなければなら

ない。 11また水を量って一ヒンの六分の一を一日に一度

飲まなければならない。 12あなたは大麦の菓子のように

してこれを食べなさい。すなわち彼らの目の前でこれを

人の糞で焼かなければならない」。 13そして主は言われ

た、「このようにイスラエルの民はわたしが追いやろう

とする国々の中で汚れたパンを食べなければならない」

。 14そこでわたしは言った、「ああ、主なる神よ、わた

しは自分を汚したことはありません。わたしは幼い時か

ら今日まで、自然に死んだものや、野獣に裂き殺された

ものを食べたことはありません。また汚れた肉がわたし

の口にはいったことはありません」。 15すると彼はわた

しに言われた、「見よ、わたしは牛の糞をもって人の糞

に換えることをあなたにゆるす。あなたはそれで自分の

パンを整えなさい」。 16またわたしに言われた、「人の

子よ、見よ、わたしはエルサレムで人のつえとするパン

を打ち砕く。彼らはパンを量って、恐れながら食べ、ま

た水を量って驚きながら飲む。 17これは彼らをパンと水

とに乏しくし、互に驚いて顔を見合わせ、その罰のため

に衰えさせるためである。

5人の子よ、鋭いつるぎを取り、それを理髪師のかみそ
りとして、あなたの頭と、ひげとをそり、はかりで量

って、その毛を分けなさい。 2その三分の一は包囲の期

間の終る時、町の中で火で焼き、また三分の一を取り、

つるぎで町のまわりでこれを打ち、さらに三分の一を風

に散らしなさい。わたしはつるぎを抜いて、彼らのあと

を追う。 3あなたはその毛を少し取って、衣のすそに包

み、 4またそのうちから少しを取って火の中に投げ入れ

、火でこれを焼きなさい。火はその中から出て、イスラ

エルの全家に及ぶ。 5主なる神はこう言われる、わたし

はこのエルサレムを万国の中に置き、国々をそのまわり

に置いた。 6エルサレムは他の国々よりも悪しく、わた

しのおきてにそむき、そのまわりの国々よりもわたしの

定めにそむいた。すなわち彼らはわたしのおきてを捨て

、わたしの定めに歩まなかった。 7それゆえ主はこう言

われる、あなたがたはそのまわりにいる異邦人よりも狂

暴であって、わたしの定めに歩まず、わたしのおきてを

行わず、むしろ、あなたがたの回りにいる異邦人のおき

てを守っていた。 8それゆえ主なる神はこう言われる、

見よ、わたしはあなたを攻め、異邦人の目の前で、あな

たの中にさばきを行う。 9あなたのもろもろの憎むべき

事のために、わたしがまだした事のないような事、また

この後ふたたびしないような事をあなたに対してする。
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10それゆえ、あなたのうちで父はその子を食い、子はそ

の父を食う。わたしはあなたに対してさばきを行い、あ

なたのうちの残りの者をことごとく四方の風に散らす。

11それゆえ、主なる神は言われる、わたしは生きている

。あなたはその忌むべき物と、その憎むべき事とをもっ

て、わたしの聖所を汚したので、わたしは必ずあなたの

数を減らす。わたしの目はあなたを惜しみ見ず、またわ

たしはあなたをあわれまない。 12あなたの三分の一はあ

なたの中で疫病で死に、ききんで滅び、三分の一はあな

たのまわりでつるぎに倒れ、三分の一は四方の風に散ら

される。わたしはつるぎを抜いてそのあとを追う。 13こ

うしてわたしは怒りを漏らし尽し、憤りを彼らの上に漏

らして、満足する。こうして、わたしの憤りを彼らの上

に漏らし尽した時、彼らは主であるわたしが熱心に語っ

たことを知るであろう。 14わたしはまわりにある国々の

中と、すべてそばを通る者の目の前であなたを滅亡とあ

ざけりに渡す。 15わたしが怒りと、憤りと、重い懲罰と

をもって、あなたに対してさばきを行う時、あなたはそ

のまわりにある国々のあざけりとなり、そしりとなり、

戒めとなり、驚きとなる。これは主であるわたしが語る

のである。 16すなわち、わたしがあなたを滅ぼすききん

の矢、滅亡の矢をあなたに放つ時、わたしはあなたを滅

ぼすために放つのだ。わたしはあなたの上にききんを増

し加え、あなたがつえとするパンを打ち砕く。 17わたし

はあなたにききんと野獣を送って、あなたの子を奪い取

り、また疫病と流血にあなたの中を通らせ、またつるぎ

をあなたに送る。主であるわたしがこれを言う」。

6主の言葉が、わたしに臨んで言った、 2「人の子よ、

あなたの顔をイスラエルの山々に向け、預言して、 3

言え。イスラエルの山々よ、主なる神の言葉を聞け。主

なる神は山と丘と、谷と川に向かって、こう言われる、

見よ、わたしはつるぎをあなたがたに送り、あなたがた

の高き所を滅ぼす。 4あなたがたの祭壇は荒され、あな

たがたの香の祭壇はこわされる。わたしはあなたがたの

偶像の前に、あなたがたの殺された者を投げ出す。 5わ

たしはイスラエルの民の死体を彼らの偶像の前に置き、

骨をあなたがたの祭壇のまわりに散らす。 6すべてあな

たがたの住む所で町々は滅ぼされ、高き所は荒される。

こうしてあなたがたの祭壇はこわし荒され、あなたがた

の偶像は砕かれて滅び、あなたがたの香の祭壇は倒され

、あなたがたのわざは消し去られる。 7また殺された者

はあなたがたのうちに倒れる。これによって、あなたが

たはわたしが主であることを知るようになる。 8わたし

は、あなたがたのある者を生かしておく。あなたがたが

、つるぎをのがれて国々の中におり、国々に散らされる

時、 9あなたがたのうちののがれた者は、その捕え移さ

れた国々の中でわたしを思い出す。これはわたしが、彼

らのわたしを離れた姦淫の心と、偶像を慕って姦淫を行

う目をくじくからである。そして彼らはそのもろもろの

憎むべきことと、その犯した悪のために、みずからをい

とうようになる。 10そして彼らはわたしが主であること

を知る。この災を彼らに対して下すと、わたしが言った

のは決してむなしい事ではない」。 11主なる神はこう言

われる、「あなたは手を打ち、足を踏みならして言え。

ああ、イスラエルの家のすべての悪しき憎むべき者はわ

ざわいだ。彼らはつるぎと、ききんと、疫病に倒れるか

らである。 12遠くにいる者は疫病で死に、近くにいる者

はつるぎに倒れる。生き残って身を全うする者はききん

によって死ぬ。このようにわたしはわが憤りを彼らの上

に漏らし尽す。 13彼らの殺される者がその偶像の中にあ

り、その祭壇のまわりにあり、すべての高き丘の上にあ

り、すべての山の頂にあり、すべての青木の下にあり、

すべての茂ったかしの木の下にあり、彼らがこうばしい

かおりを、すべての偶像にささげた所にある時、あなた

がたはわたしが主であることを知るのである。 14わたし

はまた手を彼らの上に伸べて、その地を荒し、すべて彼

らの住む所を、荒野からリブラまで荒れ地とする。これ

によって彼らはわたしが主であることを知るようになる

」。

7主の言葉がまたわたしに臨んだ、 2「人の子よ、イス

ラエルの地の終りについて主はこう言われる、この国

の四方の境に終りが来た。 3いま、あなたの終りが来た

。わたしはわが怒りをあなたに漏らし、あなたの行いに

従って、あなたをさばき、あなたのもろもろの憎むべき

物のためにあなたを罰する。 4わたしの目はあなたを惜

しみ見ず、またあなたをあわれまない。わたしはあなた

の行いのためにあなたを罰する。あなたの憎むべき事が

あなたのうちにある。これによって、あなたがたはわた

しが主であることを知るようになる。 5主なる神はこう

言われる、災が引き続いて起る。見よ、災が来る。 6終

りが来る。その終りが来る。それが起って、あなたに臨

む。見よ、それが来る。 7この地に住む者よ、あなたの

最後の運命があなたに来た。時は来た。日が近づいた。

混乱の日で、山々に聞える喜びの日ではない。 8今わた

しは、すみやかにわたしの憤りをあなたの上に注ぎ、わ

たしの怒りをあなたに漏らし尽し、あなたの行いに従っ

てあなたをさばき、あなたのもろもろの憎むべき事のた

めにあなたを罰する。 9わたしの目はあなたを惜しみ見

ず、またあなたをあわれまない。わたしはあなたの行い

のためにあなたを罰する。あなたの憎むべき事があなた

のうちにある。これによって、あなたがたは、主である

わたしがあなたを撃つことを知るようになる。 10見よ、

その日を。また見よ、かの日が来た。あなたの最後の運

命が来た。不義は花咲き、高ぶりは芽を出した。 11暴虐

はつのって悪のつえとなった。彼らもその群衆も、その

富も消え、また彼らの名声も消えて何も残らなくなる。

12時は来た。日は近づいた。買う者は喜ぶな。売る者は

悲しむな。怒りがすべての群衆の上に臨むからだ。 13売

る者はたとい生きていても、その売ったものに帰ること

はない。怒りがそのすべての民衆の上にあるからだ。そ

れはもとに帰らない。その不義のために、だれも命を全

うすることはできない。 14人々がラッパを吹いて備えを

しても戦いに出る者はない。それはわたしの怒りがその

すべての群衆の上にあるからだ。 15外にはつるぎがあり

、内には疫病とききんがある。畑にいる者はつるぎに死

に、町にいる者はききんと疫病に滅ぼされる。 16そのう

ちの、のがれる者は谷間のはとのように山々に行って、

おのおの皆その罪のために悲しむ。 17両手とも弱くなり

、両ひざとも水のように弱くなる。 18彼らは荒布を身に

まとい、恐れが彼らをおおい、すべての顔には恥があら

われ、すべての頭は髪をそり落す。 19彼らはその銀をち

またに捨て、その金はあくたのようになる。主の怒りの

日には金銀も彼らを救うことはできない。それらは彼ら

の飢えを満足させることができない、またその腹を満た



エゼキエル書 442

すことができない。それは彼らの不義のつまずきであっ

たからだ。 20彼らはその美しい飾り物を高ぶりのために

用い、またこれをもってその憎むべき偶像と忌むべき物

を造った。それゆえわたしはこれを彼らに対して汚れた

ものとする。 21わたしはこれを外国人の手に渡して奪わ

せ、地の悪人に渡してかすめさせる。彼らはこれを汚す

。 22わたしは彼らから顔をそむけて、彼らにわたしの聖

所を汚させる。強盗がこれにはいって汚し、 23また荒れ

地とする。この地は流血のとがに満ち、この町は暴虐に

満ちているゆえ、 24わたしは国々のうちの悪い者どもを

招いて、彼らの家をかすめさせる。わたしは強い者の高

ぶりをやめさせる。また彼らの聖所は汚される。 25滅び

が来るとき、彼らは平安を求めても得られない。 26災に

災が重なりきたり、知らせに知らせが相つぐ。その時、

彼らは預言者に幻を求める。しかし律法は祭司のうちに

絶え、計りごとは長老のうちに絶える。 27王は悲しみ、

つかさは望みを失い、その地の民の手はおののきによっ

てこわばる。わたしは彼らの行いに従って彼らをあつか

い、そのさばきに従って彼らをさばく。そして彼らはわ

たしが主であることを知るようになる」。

8第六年の六月五日にわたしがわたしの家に座し、ユダ
の長老たちがわたしの前に座していたとき、主なる神

の手がわたしの上に下った。 2わたしは見ていると、見

よ、人のような形があって、その腰とみられる所から下

は火のように見え、腰から上は光る青銅のように輝いて

見えた。 3彼は手のようなものを伸べて、わたしの髪の

毛をつかんだ。そして霊がわたしを天と地の間に引きあ

げ、神の幻のうちにわたしをエルサレムに携えて行き、

北に向かった内庭の門の入口に至らせた。そこには、ね

たみをひき起すねたみの偶像があった。 4見よ、そこに

、わたしがかの平野で見た幻のようなイスラエルの神の

栄光があらわれた。 5時に彼はわたしに言われた、「人

の子よ、目をあげて北の方をのぞめ」。そこでわたしが

目をあげて北の方をのぞむと、見よ、祭壇の門の北にあ

たって、その入口に、このねたみの偶像があった。 6彼

はまたわたしに言われた、「人の子よ、あなたは彼らの

していること、すなわちイスラエルの家がここでしてい

る大いなる憎むべきことを見るか。これはわたしを聖所

から遠ざけるものである。しかしあなたは、さらに大い

なる憎むべきことを見るだろう」。 7そして彼はわたし

を庭の門に行かせた。わたしが見ると、見よ、壁に一つ

の穴があった。 8彼はわたしに言われた、「人の子よ、

壁に穴をあけよ」。そこでわたしが壁に穴をあけると、

見よ、一つの戸があった。 9彼はわたしに言われた、「

はいって、彼らがここでなす所の悪しき憎むべきことを

見よ」。 10そこでわたしがはいって見ると、もろもろの

這うものと、憎むべき獣の形、およびイスラエルの家の

もろもろの偶像が、まわりの壁に描いてあった。 11また

イスラエルの家の長老七十人が、その前に立っていた。

シャパンの子ヤザニヤも、彼らの中に立っていた。おの

おの手に香炉を持ち、そしてその香の煙が雲のようにの

ぼった。 12時に彼はわたしに言われた、「人の子よ、イ

スラエルの家の長老たちが暗い所で行う事、すなわちお

のおのその偶像の室で行う事を見るか。彼らは言う、『

主はわれわれを見られない。主はこの地を捨てられた』

と」。 13またわたしに言われた、「あなたはさらに彼ら

がなす大いなる憎むべきことを見る」。 14そして彼はわ

たしを連れて主の家の北の門の入口に行った。見よ、そ

こに女たちがすわって、タンムズのために泣いていた。

15その時、彼はわたしに言われた、「人の子よ、あなた

はこれを見たか。これよりもさらに大いなる憎むべきこ

とを見るだろう」。 16彼はまたわたしを連れて、主の家

の内庭にはいった。見よ、主の宮の入口に、廊と祭壇と

の間に二十五人ばかりの人が、主の宮にその背中を向け

、顔を東に向け、東に向かって太陽を拝んでいた。 17時

に彼はわたしに言われた、「人の子よ、あなたはこれを

見たか。ユダの家にとって、彼らがここでしているこれ

らの憎むべきわざは軽いことであるか。彼らはこの地を

暴虐で満たし、さらにわたしを怒らせる。見よ、彼らは

その鼻に木の枝を置く。 18それゆえ、わたしも憤って事

を行う。わたしの目は彼らを惜しみ見ず、またあわれま

ない。たとい彼らがわたしの耳に大声で呼ばわっても、

わたしは彼らの言うことを聞かない」。

9時に彼はわたしの耳に大声に呼ばわって言われた、「
町を罰する者たちよ、おのおの滅ぼす武器をその手に

持って近よれ」と。 2見よ、北に向かう上の門の道から

出て来る六人の者があった。おのおのその手に滅ぼす武

器を持ち、彼らの中のひとりは亜麻布を着、その腰に物

を書く墨つぼをつけていた。彼らははいって来て、青銅

の祭壇のかたわらに立った。 3ここにイスラエルの神の

栄光がその座しているケルビムから立ちあがって、宮の

敷居にまで至った。そして主は、亜麻布を着て、その腰

に物を書く墨つぼをつけている者を呼び、 4彼に言われ

た、「町の中、エルサレムの中をめぐり、その中で行わ

れているすべての憎むべきことに対して嘆き悲しむ人々

の額にしるしをつけよ」。 5またわたしの聞いている所

で他の者に言われた、「彼のあとに従い町をめぐって、

撃て。あなたの目は惜しみ見るな。またあわれむな。 6

老若男女をことごとく殺せ。しかし身にしるしのある者

には触れるな。まずわたしの聖所から始めよ」。そこで

、彼らは宮の前にいた老人から始めた。 7この時、主は

彼らに言われた、「宮を汚し、死人で庭を満たせ。行け

」。そこで彼らは出て行って、町の中で撃った。 8さて

彼らが人々を打ち殺していた時、わたしひとりだけが残

されたので、ひれ伏して、叫んで言った、「ああ主なる

神よ、あなたがエルサレムの上に怒りを注がれるとき、

イスラエルの残りの者を、ことごとく滅ぼされるのです

か」。 9主はわたしに言われた、「イスラエルとユダの

家の罪は非常に大きい。国は血で満ち、町は不義で満ち

ている。彼らは言う、『主はこの地を捨てられた。主は

顧みられない』。 10それゆえ、わたしの目は彼らを惜し

み見ず、またあわれまない。彼らの行うところを、彼ら

のこうべに報いる」。 11時に、かの亜麻布を着、物を書

く墨つぼを腰につけていた人が報告して言った、「わた

しはあなたがお命じになったように行いました」。

10時にわたしは見ていたが、見よ、ケルビムの頭の上
の大空に、サファイヤのようなものが王座の形をし

て、その上に現れた。 2彼は亜麻布を着たその人に言わ

れた、「ケルビムの下の回る車の間にはいり、ケルビム

の間から炭火をとってあなたの手に満たし、これを町中

にまき散らせ」。そして彼はわたしの目の前ではいった

。 3この人がはいった時、ケルビムは宮の南側に立って

いた。また雲はその内庭を満たしていた。 4主の栄光は
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ケルビムの上から宮の敷居の上にあがり、宮は雲で満ち

、庭は主の栄光の輝きで満たされた。 5時にケルビムの

翼の音が大能の神が語られる声のように外庭にまで聞え

た。 6彼が亜麻布を着ている人に、「回る車の間、ケル

ビムの間から火を取れ」。と命じた時、その人ははいっ

て、輪のかたわらに立った。 7ひとりのケルブはその手

をケルビムの間から伸べて、ケルビムの間にある火を取

り、亜麻布を着た人の手に置いた。すると彼はこれを取

って出て行った。 8ケルビムはその翼の下に人の手のよ

うな形のものを持っているように見えた。 9わたしが見

ていると、見よ、ケルビムのかたわらに四つの輪があり

、一つの輪はひとりのケルブのかたわらに、他の輪は他

のケルブのかたわらにあった。輪のさまは、光る貴かん

らん石のようであった。 10そのさまは四つとも同じ形で

、あたかも輪の中に輪があるようであった。 11その行く

時は四方のどこへでも行く。その行く時は回らない。た

だ先頭の輪の向くところに従い、その行く時は回ること

をしない。 12その輪縁、その輻、および輪には、まわり

に目が満ちていた。―その輪は四つともこれを持ってい

た。 13その輪はわたしの聞いている所で、「回る輪」と

呼ばれた。 14そのおのおのには四つの顔があった。第一

の顔はケルブの顔、第二の顔は人の顔、第三はししの顔

、第四はわしの顔であった。 15その時ケルビムはのぼっ

た。これがケバル川でわたしが見た生きものである。 16

ケルビムの行く時、輪もそのかたわらに行き、ケルビム

が翼をあげて地から飛びあがる時は、輪もそのかたわら

を離れない。 17その立ちどまる時は、輪も立ちどまり、

そののぼる時は、輪も共にのぼる。生きものの霊がその

中にあるからである。 18時に主の栄光が宮の敷居から出

て行って、ケルビムの上に立った。 19するとケルビムは

翼をあげて、わたしの目の前で、地からのぼった。その

出て行く時、輪もまたこれと共にあり、主の宮の東の門

の入口の所へ行って止まった。イスラエルの神の栄光が

その上にあった。 20これがすなわちわたしがケバル川の

ほとりで、イスラエルの神の下に見たかの生きものであ

る。わたしはそれがケルビムであることを知っていた。

21これにはおのおの四つの顔があり、おのおの四つの翼

があり、また人の手のようなものがその翼の下にあった

。 22その顔の形は、ケバル川のほとりでわたしが見たそ

のままの顔である。おのおのその前の方にまっすぐに行

った。

11時に霊はわたしをあげて、東に向かう主の宮の東の
門に連れて行った。見よ、その門の入口に二十五人

の者がいた。わたしはその中にアズルの子ヤザニヤと、

ベナヤの子ペラテヤを見た。共に民のつかさであった。

2すると彼はわたしに言われた、「人の子よ、これらの

者はこの町の中で悪い事を考え、悪い計りごとをめぐら

す人々である。 3彼らは言う、『家を建てる時は近くは

ない。この町はなべであり、われわれは肉である』と。

4それゆえ、彼らに向かって預言せよ。人の子よ、預言

せよ」。 5時に、主の霊がわたしに下って、わたしに言

われた、「主はこう言われると言え、イスラエルの家よ

、考えてみよ。わたしはあなたがたの心にある事どもを

知っている。 6あなたがたはこの町に殺される者を増し

、殺された者をもってちまたを満たした。 7それゆえ、

主なる神はこう言われる、町の中にあなたがたが置く殺

された者は肉である。この町はなべである。しかし、あ

なたがたはその中から取り出される。 8あなたがたはつ

るぎを恐れた。わたしはあなたがたにつるぎを臨ませる

と、主は言われる。 9またわたしはあなたがたをその中

から引き出して、他国人の手に渡し、あなたがたをさば

く。 10あなたがたはつるぎに倒れる。わたしはあなたが

たをイスラエルの境でさばく。これによってあなたがた

はわたしが主であることを知るようになる。 11この町は

あなたがたに対してなべとはならず、あなたがたはその

肉とはならない。わたしはイスラエルの境であなたがた

をさばく。 12これによって、あなたがたはわたしが主で

あることを知るようになる。あなたがたはわたしの定め

に歩まず、またわたしのおきてを行わず、かえってその

周囲の他国人のおきてに従って行っているからである」

。 13このようにわたしが預言していた時、ベナヤの子ペ

ラテヤが死んだので、わたしは打ち伏して、大声で叫ん

で言った、「ああ主なる神よ、あなたはイスラエルの残

りの者をことごとく滅ぼそうとされるのですか」。 14時

に主の言葉がわたしに臨んで言った、 15「人の子よ、あ

なたの兄弟、あなたの友、あなたの兄弟である捕われ人

、イスラエルの全家、エルサレムの住民は言った、『彼

らが主から遠く離れた。この地はわれわれの所有として

与えられているのだ』と。 16それゆえ、言え、『主なる

神はこう言われる、たといわたしは彼らを遠く他国人の

中に移し、国々の中に散らしても、彼らの行った国々で

、わたしはしばらく彼らのために聖所となる』と。 17そ

れゆえ、言え、『主はこう言われる、わたしはあなたが

たをもろもろの民の中から集め、その散らされた国々か

ら集めて、イスラエルの地をあなたがたに与える』と。

18彼らはその所に来る時、そのもろもろのいとうべきも

のと、もろもろの憎むべきものとをその所から取り除く

。 19そしてわたしは彼らに一つの心を与え、彼らのうち

に新しい霊を授け、彼らの肉から石の心を取り去って、

肉の心を与える。 20これは彼らがわたしの定めに歩み、

わたしのおきてを守って行い、そして彼らがわたしの民

となり、わたしが彼らの神となるためである。 21しかし

いとうべきもの、憎むべきものをその心に慕って歩む者

には、彼らの行いに従ってそのこうべに報いると、主な

る神は言われる」。 22時にケルビムはその翼をあげた。

輪がそのかたわらにあり、イスラエルの神の栄光がその

上にあった。 23主の栄光が町の中からのぼって、町の東

にある山の上に立ちどまった。 24その時、霊はわたしを

あげ、神の霊によって、幻のうちにわたしをカルデヤの

捕われ人の所へ携えて行った。そしてわたしが見た幻は

わたしを離れてのぼった。 25そこでわたしは主がわたし

に示された事をことごとくかの捕われ人に告げた。

12主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、あなた

は反逆の家の中にいる。彼らは見る目があるが見ず

、聞く耳があるが聞かず、彼らは反逆の家である。 3そ

れゆえ、人の子よ、捕囚の荷物を整え、彼らの目の前で

昼のうちに移れ、彼らの目の前であなたの所から他の所

に移れ。彼らは反逆の家であるが、あるいは彼らは顧み

るところがあろう。 4あなたは、捕囚の荷物のようなあ

なたの荷物を、彼らの目の前で昼のうちに持ち出せ。そ

して捕囚に行くべき人々のように、彼らの目の前で夕べ

のうちに出て行け。 5すなわち彼らの目の前で壁に穴を

あけ、そこから出て行け。 6あなたは彼らの目の前でそ

の荷物を肩に負い、やみのうちにそれを運び出せ。あな
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たの顔をおおって地を見るな。わたしはあなたをしるし

となして、イスラエルの家に示すのだ」。 7そこでわた

しは命じられたようにし、捕囚の荷物のような荷物を昼

のうちに持ち出し、夕べにはわたしの手で壁に穴をあけ

、やみのうちに彼らの目の前で、これを肩に負って運び

出した。 8次の朝、主の言葉がわたしに臨んだ、 9「人

の子よ、反逆の家であるイスラエルの家は、あなたに向

かって、『何をしているのか』と言わなかったか。 10あ

なたは彼らに言いなさい、『主なる神はこう言われる、

この託宣はエルサレムの君、およびその中にあるイスラ

エルの全家にかかわるものである』と。 11また言いなさ

い、『わたしはあなたがたのしるしである。わたしがし

たとおりに彼らもされる。彼らはとりこにされて移され

る』と。 12彼らのうちの君は、やみのうちにその荷物を

肩に載せて出て行く。彼は壁に穴をあけて、そこから出

て行く。彼は顔をおおって、自分の目でこの地を見ない

。 13わたしはわたしの網を彼の上に打ちかける。彼はわ

たしのわなにかかる。わたしは彼をカルデヤびとの地の

バビロンに引いて行く。しかし彼はそれを見ないで、そ

こで死ぬであろう。 14またすべて彼の周囲にいて彼を助

ける者および彼の軍隊を、わたしは四方に散らし、つる

ぎを抜いてそのあとを追う。 15わたしが彼らを諸国民の

中に散らし、国々にまき散らすとき、彼らはわたしが主

であることを知る。 16ただし、わたしは彼らのうちに、

わずかの者を残して、つるぎと、ききんと、疫病を免れ

させ、彼らがおこなったもろもろの憎むべきことを、彼

らが行く国びとの中に告白させよう。そして彼らはわた

しが主であることを知るようになる」。 17主の言葉がま

たわたしに臨んだ、 18「人の子よ、震えてあなたのパン

を食べ、おののきと恐れとをもって水を飲め。 19そして

この地の民について言え、主なる神はイスラエルの地の

エルサレムの民についてこう言われる、彼らは恐れをも

ってそのパンを食べ、驚きをもってその水を飲むように

なる。これはその地が、すべてその中に住む者の暴虐の

ために衰え、荒れ地となるからである。 20人の住んでい

た町々は荒れはて、地は荒塚となる。そしてあなたがた

は、わたしが主であることを知るようになる」。 21主の

言葉がわたしに臨んだ、 22「人の子よ、イスラエルの地

について、あなたがたが『日は延び、すべての幻はむな

しくなった』という、このことわざはなんであるか。 23

それゆえ、彼らに言え、『主なる神はこう言われる、わ

たしはこのことわざをやめさせ、彼らが再びイスラエル

で、これをことわざとしないようにする』と。しかし、

あなたは彼らに言え、『日とすべての幻の実現とは近づ

いた』と。 24イスラエルの家のうちには、もはやむなし

い幻も、偽りの占いもなくなる。 25しかし主なるわたし

は、わが語るべきことを語り、それは必ず成就する。決

して延びることはない。ああ、反逆の家よ、あなたの日

にわたしはこれを語り、これを成就すると、主なる神は

言われる」。 26主の言葉がまたわたしに臨んだ、 27「

人の子よ、見よ、イスラエルの家は言う、『彼の見る幻

は、なお多くの日の後の事である。彼が預言することは

遠い後の時のことである』と。 28それゆえ、彼らに言え

、主なる神はこう言われる、わたしの言葉はもはや延び

ない。わたしの語る言葉は成就すると、主なる神は言わ

れる」。

13主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、イスラ

エルの預言者たちに向かって預言せよ。すなわち自

分の心のままに預言する人々に向かって、預言して言え

、『あなたがたは主の言葉を聞け』。 3主なる神はこう

言われる、なにも見ないで、自分の霊に従う愚かな預言

者たちはわざわいだ。 4イスラエルよ、あなたの預言者

たちは、荒れ跡にいるきつねのようだ。 5あなたがたは

主の日に戦いに立つため、破れ口にのぼらず、またイス

ラエルの家のために石がきを築こうともしない。 6彼ら

は虚偽を言い、偽りを占った。彼らは主が彼らをつかわ

さないのに『主が言われる』と言い、なおその言葉の成

就することを期待する。 7あなたがたはむなしい幻を見

、偽りの占いを語り、わたしが言わないのに『主が言わ

れる』と言ったではないか」。 8それゆえ、主なる神は

こう言われる、「あなたがたはむなしいことを語り、偽

りの物を見るゆえ、わたしはあなたがたを罰すると主な

る神は言われる。 9わたしの手は、むなしい幻を見、偽

りの占いを言う預言者に敵対する。彼らはわが民の会に

臨まず、イスラエルの家の籍にしるされず、イスラエル

の地に、はいることができない。そしてあなたがたはわ

たしが主なる神であることを知るようになる。 10彼らは

わが民を惑わし、平和がないのに『平和』と言い、また

民が塀を築く時、これらの預言者たちは水しっくいをも

ってこれを塗る。 11それゆえ、水しっくいを塗る者ども

に『これはかならずくずれる』と言え。これに大雨が注

ぎ、ひょうが降り、あらしが吹く。 12そして塀がくずれ

る時、人々はあなたがたに向かって、『あなたがたが塗

った水しっくいはどこにあるか』と言わないであろうか

。 13それゆえ、主なる神はこう言われる、わたしはわが

憤りをもって大風を起し、わが怒りをもって大雨を注が

せ、憤りをもってひょうを降らせて、これを滅ぼす。 14

またわたしはあなたがたが水しっくいをもって塗った塀

をこわして、これを地に倒し、その基をあらわす。これ

が倒れる時、あなたがたはその中に滅びる。そしてあな

たがたは、わたしが主であることを知るようになる。 15

こうしてわたしが、その塀と、これを水しっくいで塗っ

た者との上に、わたしの憤りを漏らし尽して、あなたが

たに言う、塀はなくなり、これを塗った者もなくなる。

16これがすなわち平和がないのに平和の幻を見、エルサ

レムについて預言したイスラエルの預言者であると、主

なる神は言われる。 17人の子よ、心のままに預言するあ

なたの民の娘たちに対して、あなたの顔を向け、彼らに

向かって預言して、 18言え、主なる神はこう言われる、

手の節々に占いひもを縫いつけ、もろもろの大きさの人

の頭に、かぶり物を作りかぶせて、魂をかり取ろうとす

る女はわざわいだ。あなたがたは、わが民の魂をかり取

って、あなたがたの利益のために、他の魂を生かしおこ

うとするのか。 19あなたがたは少しばかりの大麦のため

、少しばかりのパンのために、わが民のうちに、わたし

を汚し、かの偽りを聞きいれるわが民に偽りを述べて、

死んではならない者を死なせ、生きていてはならない者

を生かす。 20それゆえ、主なる神はこう言われる、見よ

、わたしはあなたがたが用いて、魂をかり取るところの

占いひもを奪い、あなたがたの腕から占いひもを裂き取

って、あなたがたがかり取るところの魂を、鳥のように

放ちやる。 21わたしはまたあなたがたの、かぶり物を裂

き、わが民をあなたがたの手から救う。彼らは再びあな

たがたの獲物とはならない。そしてあなたがたはわたし
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が主であることを知るようになる。 22あなたがたは偽り

をもって正しい者の心を悩ました。わたしはこれを悩ま

さなかった。またあなたがたは悪人が、その命を救うた

めに、その悪しき道から離れようとする時、それをしな

いように勧める。 23それゆえ、あなたがたは重ねてむな

しい幻を見ることができず、占いをすることができない

ようになる。わたしはわが民を、あなたがたの手から救

い出す。そのとき、あなたがたはわたしが主であること

を知るようになる」。

14ここにイスラエルの長老のうちのある人々が、わた
しの所に来て、わたしの前に座した。 2時に主の言

葉が、わたしに臨んだ、 3「人の子よ、これらの人々は

、その偶像を心の中に持ち、罪に落しいれるところのつ

まずきを、その顔の前に置いている。わたしはどうして

彼らの願いをいれることができようか。 4それゆえ彼ら

に告げて言え、主なる神は、こう言われる、イスラエル

の家の人々で、その偶像を心の中に持ち、その顔の前に

罪に落しいれるところのつまずくものを置きながら、預

言者のもとに来る者には、その多くの偶像のゆえに、主

なるわたしは、みずからこれに答をする。 5これはその

偶像のために、すべてわたしを離れたイスラエルの家の

心を、わたしが捕えるためである。 6それゆえイスラエ

ルの家に言え、主なる神はこう言われる、あなたがたは

悔いて、あなたがたの偶像を捨てよ。あなたがたの顔を

、そのすべての憎むべきものからそむけよ。 7イスラエ

ルの家の者およびイスラエルに宿る外国人のだれでも、

わたしから離れ、その心に偶像を持ち、その顔の前に罪

に落しいれるところのつまずきを置きながら、預言者に

来て、心のままにわたしに求めるときは、主であるわた

しは、みずからこれに答をする。 8わたしはわたしの顔

を、その人に向け、彼を、しるし、およびことわざとな

し、これをわが民のうちから断ち滅ぼす。その時、あな

たがたはわたしが主であることを知るようになる。 9も

し預言者が欺かれて言葉を出すことがあれば、それは主

であるわたしが、その預言者を欺いたのである。わたし

は手を彼の上に伸べ、わが民イスラエルのうちから彼を

滅ぼす。 10彼らはその罰を負う。その預言者の罰は、問

い求める者の罰と同様である。 11これはイスラエルの家

が、重ねてわたしを離れて迷わず、重ねてそのもろもろ

のとがによって、おのれを汚さないため、また彼らがわ

が民となり、わたしが彼らの神となるためであると、主

なる神は言われる」。 12主の言葉が、またわたしに臨ん

だ、 13「人の子よ、もし国がわたしに、もとりそむいて

罪を犯し、わたしがその上に手を伸べて、そのつえとた

のむパンを砕き、これにききんを送り、人と獣とをその

うちから断つ時、 14たといそこにノア、ダニエル、ヨブ

の三人がいても、彼らはその義によって、ただ自分の命

を救いうるのみであると、主なる神は言われる。 15もし

わたしが野の獣にこの地を通らせ、これを荒させ、これ

を荒れ地となし、その獣のためにそこを通る者がないよ

うにしたなら、 16主なる神は言われる、わたしは生きて

いる、たといこれら三人の者がその中にいても、そのむ

すこ娘を救うことはできない。ただ自分自身を救いうる

のみで、その地は荒れ地となる。 17あるいは、わたしが

もし、つるぎをその地に臨ませ、つるぎよ、この地を行

きめぐれと言って、人と獣とをそこから断つならば、 18

主なる神は言われる、わたしは生きている、たといこれ

ら三人の者がその中にいても、そのむすこ娘を救うこと

はできない。ただ自分自身を救いうるのみである。 19あ

るいは、わたしがもし、この地に疫病を送り、血をもっ

てわが憤りをその上に注ぎ、人と獣とをそこから断つな

らば、 20主なる神は言われる、わたしは生きている、た

といノア、ダニエル、ヨブがそこにいても、彼らはその

むすこ娘を救うことができない。ただその義によって自

分の命を救いうるのみである。 21主なる神はこう言われ

る、わたしが人と獣とを地から断つために、つるぎと、

ききんと、悪しき獣と、疫病との四つのきびしい罰をエ

ルサレムに送る時はどうであろうか。 22しかし、もしそ

れがあなたがたに来るとき、むすこ娘たちを助け出す者

が、その中に残っていて、あなたがたがその行いと、わ

ざとを見るならば、わたしがエルサレムの上に与えたす

べての災について慰められるであろう。 23すなわち、あ

なたがたが、その行いと、わざとを見る時、彼らはあな

たがたを慰め、あなたがたはわたしがこれに行った事は

、すべてゆえなくしたのではないことを知るようになる

と、主なる神は言われる」。

15主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、ぶどう

の木、森の木のうちにあるぶどうの枝は、ほかの木

になんのまさる所があるか。 3その木は何かを造るため

に用いられるか。また人はこれを用いて、器物を掛ける

木釘を造るだろうか。 4見よ、これは火に投げ入れられ

て燃える。火がその両端を焼いたとき、またその中ほど

がこげたとき、それはなんの役に立つだろうか。 5見よ

、これは完全な時でも、なんの用をもなさない。まして

火がこれを焼き、これをこがした時には、なんの役に立

つだろうか。 6それゆえ主なる神はこう言われる、わた

しが森の木の中のぶどうの木を、火に投げ入れて焼くよ

うに、エルサレムの住民をそのようにする。 7わたしは

わたしの顔を彼らに向けて攻める。彼らがその火からの

がれても、火は彼らを焼き尽す。わたしが顔を彼らに向

けて攻める時、あなたがたはわたしが主であることを知

る。 8彼らが、もとりそむいたゆえに、わたしはこの地

を荒れ地とすると、主なる神は言われる」。

16主の言葉が再びわたしに臨んだ、 2「人の子よ、エ

ルサレムにその憎むべき事どもを示して、 3言え。

主なる神はエルサレムにこう言われる、あなたの起り、

あなたの生れはカナンびとの地である。あなたの父はア

モリびと、あなたの母はヘテびとである。 4あなたの生

れについていえば、その生れた日に、へその緒は切られ

ず、水で洗い清められず、塩でこすられず、また布で包

まれなかった。 5ひとりもあなたをあわれみ見る者なく

、情をもってこれらのことの一つをも、あなたにしてや

る者もなく、あなたの生れた日に、あなたはきらわれて

、野原に捨てられた。 6わたしはあなたのかたわらを通

り、あなたが血の中にころがりまわっているのを見た時

、わたしは血の中にいるあなたに言った、『生きよ、 7

野の木のように育て』と。すなわちあなたは成長して大

きくなり、一人前の女になり、その乳ぶさは形が整い、

髪は長くなったが、着物がなく、裸であった。 8わたし

は再びあなたのかたわらをとおって、あなたを見たが、

見よ、あなたは愛せられる年齢に達していたので、わた

しは着物のすそであなたをおおい、あなたの裸をかくし

、そしてあなたに誓い、あなたと契約を結んだ。そして

あなたはわたしのものとなったと、主なる神は言われる
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。 9そこでわたしは水であなたを洗い、あなたの血を洗

い落して油を塗り、 10縫い取りした着物を着せ、皮のく

つをはかせ、細布をかぶらせ、絹のきれであなたをおお

った。 11また飾り物であなたを飾り、腕輪をあなたの手

にはめ、鎖をあなたの首にかけ、 12鼻には鼻輪、耳には

耳輪、頭には美しい冠を与えた。 13このようにあなたは

金銀で飾られ、細布、絹、縫い取りの服をあなたの衣と

し、麦粉と、蜜と、油とを食べた。あなたは非常に美し

くなって王の地位に進み、 14あなたの美しさのために、

あなたの名声は国々に広まった。これはわたしが、あな

たに施した飾りによって全うされたからであると、主な

る神は言われる。 15ところが、あなたは自分の美しさを

たのみ、自分の名声によって姦淫を行い、すべてかたわ

らを通る者と、ほしいままに姦淫を行った。 16あなたは

自分の衣をとって、自分のために、はなやかに色どった

聖所を造り、その上で姦淫を行っている。こんなことは

かつてなかったこと、またあってはならないことである

。 17あなたはわたしが与えた金銀の美しい飾りの品をと

り、自分のために男の像を造って、これと姦淫を行った

。 18また縫い取りのある自分の衣をとって彼らに着せ、

わたしの油と香とをその前に供え、 19またわたしがあな

たに与えたパン、わたしがあなたを養うための麦粉、油

および蜜を、こうばしきかおりとして彼らの前に供えた

と、主なる神は言われる。 20あなたはまた、あなたがわ

たしに産んだむすこ、娘たちをとって、その像に供え、

彼らに食わせた。このようなあなたの姦淫は小さい事で

あろうか。 21あなたはわたしの子どもを殺し、火の中を

通らせて彼らにささげた。 22あなたがそのすべての憎む

べきことや姦淫を行うに当って、あなたが衣もなく、裸

で、血の中にころがりまわっていた自分の若き日のこと

を思わなかった。 23あなたがもろもろの悪を行った後、

（あなたはわざわいだ、わざわいだと、主なる神は言わ

れる） 24あなたは自分のために高楼を建て、広場、広場

に台を造り、 25ちまた、ちまたのつじに台を造って、あ

なたの美しさを汚し、すべてかたわらを通る者に身をま

かせて、大いに姦淫を行っている。 26あなたはまた、か

の肉欲的な隣りエジプトの人々と姦淫を行い、大いに姦

淫を行って、わたしを怒らせた。 27それゆえ、わたしは

わたしの手をあなたの上に伸べて、あなたの賜わる分を

減らし、あなたの敵、すなわち、あなたのみだらな行為

を恥じるペリシテびとの娘らの欲のままに、あなたを渡

した。 28あなたは飽くことがないので、またアッスリヤ

の人々と姦淫を行ったが、彼らと姦淫を行っても、なお

飽くことがなかった。 29あなたはまたカルデヤの商業地

と大いに姦淫を行ったが、これと姦淫を行っても、なお

飽くことがなかった。 30主なる神は言われる、あなたの

心はどんなに恋いわずらうのか。あなたは、これらすべ

ての事を行った。これはあつかましい姦淫のわざである

。 31あなたは、ちまた、ちまたのつじに高楼を建て、広

場、広場に台を設けたが、価をもらうことをあざけった

ので、遊女のようではなかった。 32自分の夫に替えて他

人と通じる姦婦よ。 33人はすべての遊女に物を与える。

しかしあなたはすべての恋人に物を与え、彼らにまいな

いして、あなたと姦淫するために、四方からあなたの所

にこさせる。 34このようにあなたは姦淫を行うに当って

、他の女と違っている。すなわち、だれもあなたに姦淫

をさせたのではない。あなたはかえって価を払い、相手

はあなたに払わない。これがあなたの違うところである

。 35それで遊女よ、主の言葉を聞け。 36主なる神はこ

う言われる、あなたがその恋人と姦淫して、あなたの恥

じる所をあらわし、あなたの裸をあらわし、またすべて

の偶像と、あなたが彼らにささげたあなたの子どもらの

血のゆえに、 37見よ、わたしはあなたと遊んだあなたの

すべての恋人、およびすべてあなたが恋した者と、すべ

てあなたが憎んだ者とを集め、四方から彼らをあなたの

所に集めて、あなたの裸を彼らにあらわす。彼らはあな

たの裸を、ことごとく見る。 38わたしは姦淫を行った女

と、血を流した女がさばかれるように、あなたをさばき

、憤りと、ねたみの血とを、あなたに注ぐ。 39わたしは

あなたを恋人の手に渡す。彼らはあなたの高楼を倒し、

台をこわし、あなたの衣をはぎ取り、あなたの美しい飾

りの品を奪い、あなたを衣服のない裸者にする。 40彼ら

は民衆をかり立ててあなたを攻め、石であなたを撃ち、

つるぎであなたを切り、 41火であなたの家を焼き、多く

の女たちの前で、あなたにさばきを行う。こうしてわた

しはあなたに淫行をやめさせ、重ねて価を払わせないよ

うにする。 42そしてあなたに対するわが憤りをしずめ、

わがねたみをあなたから離し、わたしは心を安んじて、

再び怒ることをしない。 43またあなたはその若き日の事

を覚えず、すべてこれらの事をもって、わたしを怒らせ

たから、見よ、わたしもあなたの行うところをあなたの

こうべに報いると、主なる神は言われる。あなたはもろ

もろの憎むべき事に加えて、このみだらな事をおこなっ

たではないか。 44見よ、すべてことわざを用いる者は、

あなたについて、『この母にしてこの娘あり』という、

ことわざを用いる。 45あなたは、その夫と子どもとを捨

てたあなたの母の娘、またその夫と子どもとを捨てた姉

妹を持っている。あなたの母はヘテびと、あなたの父は

アモリびと、 46あなたの姉はサマリヤ、サマリヤはその

娘たちと共に、あなたの北に住み、あなたの妹はソドム

で、その娘たちと共に、あなたの南に住んでいる。 47あ

なたは彼らの道を歩まず、彼らの憎むべき事に従ってい

ないが、しばらくすると、あなたのおこないは、彼らよ

りもさらに悪くなる。 48主なる神は言われる、わたしは

生きている。あなたの妹ソドムとその娘たちは、あなた

とあなたの娘たちがしたほどのことはしなかった。 49見

よ、あなたの妹ソドムの罪はこれである。すなわち彼女

と、その娘たちは高ぶり、食物に飽き、安泰に暮してい

たが、彼らは、乏しい者と貧しい者を助けなかった。 50

彼らは高ぶり、わたしの前に憎むべき事をおこなったの

で、わたしはそれを見た時、彼らを除いた。 51サマリヤ

はあなたの半分も罪を犯さなかった。あなたは彼らより

も多く憎むべき事をおこない、あなたのおこなったもろ

もろの憎むべき事によって、あなたの姉妹を義と見せか

けた。 52あなたはその姉妹を有利にさばいたことによっ

て、あなたもまた自分のはずかしめを負わなければなら

ない。それはあなたが彼らよりも、さらに憎むべきこと

をした罪によって、彼らはあなたよりも義とされるから

である。それであなたも恥を受け、はずかしめを負わな

ければならない。それはあなたがその姉妹を義と見せか

けたからである。 53わたしは彼らの幸福をもとに返す。

すなわちソドムとその娘たちの幸福、サマリヤとその娘

たちの幸福、また彼らの中にいるあなたの幸福をもとに

返す。 54これはあなたに自分のはずかしめを負わせるた

め、またすべてあなたのなした事を恥じさせるためであ

る。こうしてあなたは彼らの慰めとなる。 55あなたの姉
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妹ソドムと、その娘たちとは、そのもとの所に帰り、サ

マリヤと、その娘たちとは、そのもとの所に帰り、あな

たと、あなたの娘たちとは、そのもとの所に帰る。 56あ

なたの高ぶりの日に、あなたの姉妹ソドムは、あなたの

口に、ことわざとなったではなかったか。 57すなわちあ

なたの悪があらわされた時まで、そうではなかったか。

しかし今はあなたも彼女と同様に、エドムの娘たちと、

すべてその周囲の者、および四方からあなたをあざける

ペリシテの娘たちのそしりとなった。 58あなたはあなた

のみだらな行為と、あなたの憎むべき事のとがとを、身

に負っていると主は言われる。 59主なる神はこう言われ

る、誓いを軽んじ、契約を破ったあなたには、あなたが

したように、わたしもあなたにする。 60しかしわたしは

あなたの若き日に、あなたと結んだ契約を覚え、永遠の

契約をあなたと立てる。 61わたしがあなたの姉および妹

を受け、またあなたとの契約によらずに、娘として彼ら

をあなたに与える時、あなたは自分のおこないを思い出

して恥じる。 62わたしはあなたと契約を立て、あなたは

わたしが主であることを知るようになる。 63こうしてす

べてあなたの行ったことにつき、わたしがあなたをゆる

す時、あなたはそれを思い出して恥じ、その恥のゆえに

重ねて口を開くことがないと、主なる神は言われる」。

17時に主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、イ

スラエルの家になぞをかけ、たとえを語って、 3言

え。主なる神がこう言われる、さまざまの色の羽毛を多

く持ち、大きな翼と、長い羽根とを持つ大わしがレバノ

ンに来て、香柏のこずえにとまり、 4その若枝の頂を摘

み切り、これを商業の地に運び、商人の町に置いた。 5

またその地の種をとって、これを肥えた土に植えた。す

なわち水の多い所にもって行って、柳を植えるようにこ

れを植えた。 6これが成長して、たけ低く、はびこるぶ

どうの木となり、枝はわしに向かい、根はわしの下にあ

り、こうしてついにぶどうの木となり、枝を伸ばし、葉

を出した。 7ここにまた大きな翼と、羽毛の多いほかの

一羽の大わしがあった。見よ、このぶどうの木は、潤い

を得るために、その根をわしに向かってまげ、その枝を

わしに向かって伸ばした。 8これが枝を出し、実を結び

、みごとなぶどうの木となるために、わしはこれを植え

た苗床から水の多い良い地に移し植えた。 9あなたは、

主なる神がこう言われると言え、これは栄えるであろう

か。わしはその根を抜き、その枝を切り、その若葉を皆

枯らさないであろうか。これをその根からあげるには、

強い腕や多くの民を必要としない。 10見よ、それが移し

植えられたら、また栄えるであろうか。東風がこれを打

つ時、それは枯れてしまわないであろうか。その育った

苗床で枯れないであろうか」。 11主の言葉がまたわたし

に臨んだ、 12「反逆の家に言え。これらがなんであるか

をあなたがたは知らないのか。彼らに言え、見よ、バビ

ロンの王がエルサレムにきて、その王とつかさとを捕え

、これをバビロンに引いて行った。 13また王の子孫のひ

とりを捕えて、これと契約を結び、誓いを立てさせ、ま

た国のおもだった人々を捕えて行った。 14これはこの国

を卑しくして、みずから立つことができないようにし、

その契約を守ることによって立たせるためである。 15し

かし彼はバビロンの王にそむき、使者をエジプトに送っ

て、馬と多くの兵とをそこから獲ようとした。彼は成功

するだろうか。このようなことをなす者は、のがれるこ

とができようか。 16契約を破ってなおのがれることがで

きようか。主なる神は言われる、わたしは生きている、

必ず彼は自分を王となした王の住む所、彼が立てた誓い

を軽んじ、その契約を破った相手の王のいるバビロンで

彼は死ぬ。 17多くの命を断つために塁を築き、雲梯を建

てるとき、パロは決して大いなる軍勢と、多くの人とを

もって、彼を助けて戦いをしない。 18彼は誓いを軽んじ

、契約を破り、その手を与えて誓いながら、なおこれら

の事をしたゆえ、のがれることはできない。 19それゆえ

、主なる神はこう言われる、わたしは生きている、彼が

わたしの誓いを軽んじ、わたしの契約を破ったことを、

必ず彼のこうべに報いる。 20わたしはわが網を彼の上に

打ちかけ、彼をわがわなに捕えて、バビロンに引いて行

き、彼がわたしにむかって犯した反逆のために、その所

で彼をさばく。 21彼のすべての軍隊のえり抜きの兵士は

皆つるぎに倒れ、生き残った者は八方に散らされる。そ

してあなたがたは主なるわたしが、これを語ったことを

知るようになる」。 22主なる神はこう言われる、「わた

しはまた香柏の高いこずえから小枝をとって、これを植

え、その若芽の頂から柔かい芽を摘みとり、これを高い

すぐれた山に植える。 23わたしはイスラエルの高い山に

これを植える。これは枝を出し、実を結び、みごとな香

柏となり、その下にもろもろの種類の獣が住み、その枝

の陰に各種の鳥が巣をつくる。 24そして野のすべての木

は、主なるわたしが高い木を低くし、低い木を高くし、

緑の木を枯らし、枯れ木を緑にすることを知るようにな

る。主であるわたしはこれを語り、これをするのである

」。

18主の言葉がわたしに臨んだ、 2「あなたがたがイス

ラエルの地について、このことわざを用い、『父た

ちが、酢いぶどうを食べたので子供たちの歯がうく』と

いうのはどんなわけか。 3主なる神は言われる、わたし

は生きている、あなたがたは再びイスラエルでこのこと

わざを用いることはない。 4見よ、すべての魂はわたし

のものである。父の魂も子の魂もわたしのものである。

罪を犯した魂は必ず死ぬ。 5人がもし正しくあって、公

道と正義とを行い、 6山の上で食事をせず、また目をあ

げてイスラエルの家の偶像を仰がず、隣り人の妻を犯さ

ず、汚れの時にある女に近づかず、 7だれをもしえたげ

ず、質物を返し、決して奪わず、食物を飢えた者に与え

、裸の者に衣服を着せ、 8利息や高利をとって貸さず、

手をひいて悪を行わず、人と人との間に真実のさばきを

行い、 9わたしの定めに歩み、わたしのおきてを忠実に

守るならば、彼は正しい人である。彼は必ず生きること

ができると、主なる神は言われる。 10しかし彼が子を生

み、その子が荒い者で、人の血を流し、これらの義務の

一つをも行わず、 11かえって山の上で食事をし、隣り人

の妻を犯し、 12乏しい者や貧しい者をしえたげ、物を奪

い、質物を返さず、目をあげて偶像を仰ぎ、憎むべき事

をおこない、 13利息や高利をとって貸すならば、その子

は生きるであろうか。彼は生きることはできない。彼は

これらの憎むべき事をしたので、必ず死に、その血は彼

自身に帰する。 14しかし彼が子を生み、その子が父の行

ったすべての罪を見て、恐れ、そのようなことを行わず

、 15山の上で食事せず、目をあげてイスラエルの家の偶

像を仰がず、隣り人の妻を犯さず、 16だれをもしえたげ

ず、質物をひき留めず、物を奪わず、かえって自分の食
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物を飢えた者に与え、裸の者に衣服を着せ、 17その手を

ひいて悪を行わず、利息や高利をとらず、わたしのおき

てを行い、わたしの定めに歩むならば、彼はその父の悪

のために死なず、必ず生きる。 18しかしその父は人をか

すめ、その兄弟の物を奪い、その民の中で良くない事を

行ったゆえ、見よ、彼はその悪のために死ぬ。 19しかし

あなたがたは、『なぜ、子は父の悪を負わないのか』と

言う。子は公道と正義とを行い、わたしのすべての定め

を守っておこなったので、必ず生きるのである。 20罪を

犯す魂は死ぬ。子は父の悪を負わない。父は子の悪を負

わない。義人の義はその人に帰し、悪人の悪はその人に

帰する。 21しかし、悪人がもしその行ったもろもろの罪

を離れ、わたしのすべての定めを守り、公道と正義とを

行うならば、彼は必ず生きる。死ぬことはない。 22その

犯したもろもろのとがは、彼に対して覚えられない。彼

はそのなした正しい事のために生きる。 23主なる神は言

われる、わたしは悪人の死を好むであろうか。むしろ彼

がそのおこないを離れて生きることを好んでいるではな

いか。 24しかし義人がもしその義を離れて悪を行い、悪

人のなすもろもろの憎むべき事を行うならば、生きるで

あろうか。彼が行ったもろもろの正しい事は覚えられな

い。彼はその犯したとがと、その犯した罪とのために死

ぬ。 25しかしあなたがたは、『主のおこないは正しくな

い』と言う。イスラエルの家よ、聞け。わたしのおこな

いは正しくないのか。正しくないのは、あなたがたのお

こないではないか。 26義人がその義を離れて悪を行い、

そのために死ぬならば、彼は自分の行った悪のために死

ぬのである。 27しかし悪人がその行った悪を離れて、公

道と正義とを行うならば、彼は自分の命を救うことがで

きる。 28彼は省みて、その犯したすべてのとがを離れた

のだから必ず生きる。死ぬことはない。 29しかしイスラ

エルの家は『主のおこないは正しくない』と言う。イス

ラエルの家よ、わたしのおこないは、はたして正しくな

いのか。正しくないのは、あなたがたのおこないではな

いか。 30それゆえ、イスラエルの家よ、わたしはあなた

がたを、おのおのそのおこないに従ってさばくと、主な

る神は言われる。悔い改めて、あなたがたのすべてのと

がを離れよ。さもないと悪はあなたがたを滅ぼす。 31あ

なたがたがわたしに対しておこなったすべてのとがを捨

て去り、新しい心と、新しい霊とを得よ。イスラエルの

家よ、あなたがたはどうして死んでよかろうか。 32わた

しは何人との死をも喜ばないのであると、主なる神は言

われる。それゆえ、あなたがたは翻って生きよ」。

19あなたはイスラエルの君たちのために悲しみの歌を
のべて 2言え、あなたの母はししのうちにあって、

どんな雌じしであったろう。彼女は若いししのうちに伏

して子じしを養った。 3彼女は子じしの一つを育てたが

、それは若いししとなって、獲物をとることを学び、人

を食べた。 4国々の人は彼に対して叫び声をあげ、落し

穴でこれを捕え、かぎでこれをエジプトの地に引いて行

った。 5雌じしは自分の思いが破れ、その望みを失った

のを見たので、ほかの子じしをとって、これを若い子じ

しとした。 6彼はししのうちに行き来し、若いししとな

って、獲物をとることを学び、人を食べた。 7彼はその

要害を荒し、その町々を滅ぼした。そのほえる声によっ

て、その地とその中に満ちるものとは皆恐れた。 8そこ

で国々の人は彼に対して四方にわなを設け、彼に網を打

ちかけ、落し穴で彼を捕えた。 9彼らはかぎをもって、

これをかごに入れ、これをバビロンの王のもとに連れて

行き、これをおりの中に入れて、再びその声をイスラエ

ルの山々に聞えさせないようにした。 10あなたの母は水

のほとりに移し植えられたぶどう畑のぶどうの木のよう

で、水が多いために実りがよく、枝がはびこった。 11そ

の強い幹は君たる者のつえとなった。それは茂みの中に

高くそびえ、多くの枝をつけて高く見えた。 12しかしこ

のぶどうの木は憤りによって抜かれ、地に投げうたれ、

東風がそれを枯らし、その実はもぎ取られ、その強い幹

は枯れて、火に焼き滅ぼされた。 13今これは荒野に、か

わいた、水のない地に移し植えられ、 14火がその幹から

出て、その枝と実とを滅ぼしたので、強い幹で、君たる

者のつえとなるべきものはそこにない。これが悲しみの

言葉、また悲しみの歌となった。

20第七年の五月十日に、イスラエルの長老たちのある
人々が、主に尋ねるためにきて、わたしの前に座し

た。 2時に主の言葉がわたしに臨んだ、 3「人の子よ、

イスラエルの長老たちに告げて言え。主なる神はこう言

われる、あなたがたがわたしのもとに来たのは、わたし

に何か尋ねるためであるか。主なる神は言われる、わた

しは生きている、わたしはあなたがたの尋ねに答えない

。 4あなたは彼らをさばこうとするのか。人の子よ、あ

なたは彼らをさばこうとするのか。それなら彼らの先祖

たちのした憎むべき事を彼らに知らせ、 5かつ彼らに言

え。主なる神はこう言われる、わたしがイスラエルを選

び、ヤコブの家の子孫に誓い、エジプトの地でわたし自

身を彼らに知らせ彼らに誓って、わたしはあなたがたの

神、主であると言った日、 6その日にわたしは彼らに誓

って、エジプトの地から彼らを導き出し、わたしが彼ら

のために探り求めた乳と蜜との流れる地、全地の中で最

もすばらしい所へ行かせると言った。 7わたしは彼らに

言った、あなたがたは、おのおのその目を楽しませる憎

むべきものを捨てよ。エジプトの偶像をもって、その身

を汚すな。わたしはあなたがたの神、主であると。 8と

ころが彼らはわたしにそむき、わたしの言うことを聞こ

うともしなかった。彼らは、おのおのその目を楽しませ

た憎むべきものを捨てず、またエジプトの偶像を捨てな

かった。それで、わたしはエジプトの地のうちで、わた

しの憤りを彼らに注ぎ、わたしの怒りを彼らに漏らそう

と思った。 9しかしわたしはわたしの名のために行動し

た。それはエジプトの地から彼らを導き出して、周囲に

住んでいた異邦人たちに、わたしのことを知らせ、わた

しの名が彼らの目の前に、はずかしめられないためであ

る。 10すなわち、わたしはエジプトの地から彼らを導き

出して、荒野に連れて行き、 11わたしの定めを彼らに授

け、わたしのおきてを彼らに示した。これは人がこれを

行うことによって生きるものである。 12わたしはまた彼

らに安息日を与えて、わたしと彼らとの間のしるしとし

た。これは主なるわたしが彼らを聖別したことを、彼ら

に知らせるためである。 13しかしイスラエルの家は荒野

でわたしにそむき、わたしの定めに歩まず、人がそれを

行うことによって、生きることのできるわたしのおきて

を捨て、大いにわたしの安息日を汚した。そこでわたし

は荒野で、わたしの憤りを彼らの上に注ぎ、これを滅ぼ

そうと思ったが、 14わたしはわたしの名のために行動し

た。それはわたしが彼らを導き出して見せた異邦人の前
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に、わたしの名が汚されないためである。 15ただし、わ

たしは荒野で彼らに誓い、わたしが彼らに与えた乳と蜜

との流れる地、全地の最もすばらしい地に、彼らを導か

ないと言った。 16これは彼らがその心に偶像を慕って、

わがおきてを捨て、わが定めに歩まず、わが安息日を汚

したからである。 17けれどもわたしは彼らを惜しみ見て

、彼らを滅ぼさず、荒野で彼らを絶やさなかった。 18わ

たしはまた荒野で彼らの子どもたちに言った、あなたが

たの先祖の定めに歩んではならない。そのおきてを守っ

てはならない。その偶像をもって、あなたがたの身を汚

してはならない。 19主なるわたしはあなたがたの神であ

る。わが定めに歩み、わがおきてを守ってこれを行い、

20わが安息日を聖別せよ。これはわたしとあなたがたと

の間のしるしとなって、主なるわたしがあなたがたの神

であることを、あなたがたに知らせるためである。 21し

かしその子どもたちはわたしにそむき、わが定めに歩ま

ず、人がこれを行うことによって、生きることのできる

わたしのおきてを守り行わず、わが安息日を汚した。そ

こでわたしはわが憤りを彼らの上に注ぎ、荒野で彼らに

対し、わが怒りを漏らそうと思った。 22しかしわたしは

わが手を翻して、わが名のために行動した。それはわた

しが彼らを導き出して見せた異邦人の前に、わたしの名

が汚されないためである。 23ただしわたしは荒野で彼ら

に誓い、わたしは異邦人の間に彼らを散らし、国々の中

に彼らをふりまくと言った。 24これは彼らがわがおきて

を行わず、わが定めを捨て、わが安息日を汚し、彼らの

目にその先祖の偶像を慕ったからである。 25またわたし

は彼らに良くない定めと、それによって生きることので

きないおきてとを与え、 26そして、彼らのういごに火の

中を通らせるその供え物によって、彼らを汚し、彼らを

恐れさせた。わたしがこれを行ったのは、わたしが主で

あることを、彼らに知らせるためである。 27それゆえ人

の子よ、イスラエルの家に告げて言え。主なる神はこう

言われる、あなたがたの先祖はまた、不信の罪を犯して

わたしを汚した。 28わたしが彼らに与えようと誓った地

に、彼らを導き入れた時、彼らはすべての高い丘と、す

べての茂った木とを見て、その所で犠牲をささげ、忌む

べき供え物をささげ、またこうばしいかおりをその所に

上らせ、その所に灌祭を注いだ。 29（わたしは彼らに言

った、あなたがたが通うその高き所はなんであるか。そ

れでその名は今日までバマととなえられている。） 30そ

れゆえ、イスラエルの家に言え。主なる神はこう言われ

る、あなたがたは、その先祖のおこないに従って、その

身を汚し、その憎むべきものを慕うのか。 31あなたがた

は、その供え物をささげ、その子供に火の中を通らせて

、今日まですべての偶像をもって、その身を汚すのであ

る。イスラエルの家よ、わたしは、なおあなたがたに尋

ねられるべきであろうか。わたしは生きている。わたし

は決してあなたがたに尋ねられるはずはないと、主なる

神は言われる。 32あなたがたの心にあること、すなわち

『われわれは異邦人のようになり、国々のもろもろのや

からのようになって、木や石を拝もう』との考えは決し

て成就しない。 33主なる神は言われる、わたしは生きて

いる、わたしは必ず強い手と伸べた腕と注がれた憤りと

をもって、あなたがたを治める。 34わたしはわが強い手

と伸べた腕と注がれた憤りとをもって、あなたがたをも

ろもろの民の中から導き出し、その散らされた国々から

集め、 35もろもろの民の荒野に導き入れ、その所で顔と

顔とを合わせて、あなたがたをさばく。 36すなわち、エ

ジプトの地の荒野で、あなたがたの先祖をさばいたよう

に、わたしはあなたがたをさばくと、主なる神は言われ

る。 37わたしはあなたがたに、むちの下を通らせ、数え

てはいらせ、 38あなたがたのうちから、従わぬ者と、わ

たしにそむいた者とを分かち、その寄留した地から、彼

らを導き出す。しかし彼らはイスラエルの地に入ること

はできない。こうしてあなたがたはわたしが主であるこ

とを知るようになる。 39それで、イスラエルの家よ、主

なる神はこう言われる、あなたがたはわたしに聞かない

なら、今も後も、おのおのその偶像に行って仕えるがよ

い。しかし再び供え物と偶像とをもって、わたしの聖な

る名を汚してはならない。 40主なる神は言われる、わた

しの聖なる山、イスラエルの高い山の上で、イスラエル

の全家はその地で、ことごとくわたしに仕える。その所

でわたしは喜んで彼らを受けいれ、あなたがたのささげ

物と最上の供え物とを、その聖なるささげ物と共に求め

る。 41わたしがあなたがたをもろもろの民の中から導き

出し、かつてあなたがたを散らした国々から集める時、

こうばしいかおりとして、あなたがたを喜んで受けいれ

る。そしてわたしは異邦人の前で、あなたがたの中に、

わたしの聖なることをあらわす。 42こうしてわたしがあ

なたがたを、イスラエルの地、すなわちあなたがたの先

祖たちに与えると誓った地に、はいらせる時、あなたが

たはわたしが主であることを知るようになる。 43またそ

の所であなたがたは、その身を汚したあなたがたのおこ

ないと、すべてのわざとを思い出し、みずから行ったす

べての悪事のために、自分を忌みきらうようになる。 44

イスラエルの家よ、わたしがあなたがたの悪しきおこな

いによらず、またその腐れたわざによらず、わたしの名

のために、あなたがたを扱う時、あなたがたはわたしが

主であることを知るのであると、主なる神は言われる」

。 45主の言葉がまたわたしに臨んだ、 46「人の子よ、

顔を南に向け、南に向かって語り、ネゲブの森の地に対

して預言せよ。 47すなわちネゲブの森に言え、主の言葉

を聞け、主なる神はこう言われる、見よ、わたしはあな

たのうちに火を燃やす。その火はあなたのうちのすべて

の青木と、すべての枯れ木を焼き滅ぼし、その燃える炎

は消されることがなく、南から北まで、すべての地のお

もては、これがために焼ける。 48すべて肉なる者は、主

なるわたしがこれを焼いたことを見る。その火は消され

ない」。 49そこでわたしは言った、「ああ主なる神よ、

彼らはわたしについてこう語っています、『彼はたとえ

をもって語る者ではないか』と」。

21主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、あなた

の顔をエルサレムに向け、あなたの言葉を聖所に向

けてのべ、イスラエルの地に向かって預言し、 3イスラ

エルの地に言え。主はこう言われる、見よ、わたしはあ

なたを攻め、わたしのつるぎをさやから抜き、あなたの

うちから、正しい者も悪しき者をも断ってしまう。 4わ

たしがあなたのうちから、正しい者も悪しき者をも断つ

ゆえに、わたしのつるぎはさやから抜け出て、南から北

までのすべての肉なる者を攻める。 5すべて肉なる者は

、主なるわたしが、そのつるぎをさやから抜き放ったこ

とを知る。このつるぎは再びさやに納められない。 6そ

れゆえ、人の子よ、嘆け、心砕けるまでに嘆き、彼らの

目の前でいたく嘆け。 7人があなたに向かって、『なぜ



エゼキエル書 450

嘆くのか』と言うなら、『この知らせのためである。そ

れが来れば人の心はみな溶け、手はみななえ、霊はみな

弱り、ひざはみな水のようになる。見よ、それは来る、

必ず成就する』と言え」と主なる神は言われる。 8主の

言葉がわたしに臨んだ、 9「人の子よ、預言して言え、

主はこう言われる、つるぎがある、とぎ、かつ、みがい

たつるぎがある。 10殺すためにといであり、いなずまの

ようにきらめくためにみがいてある。わたしたちは喜ぶ

ことができるか。わが子よ、あなたはつえと、すべて木

で作ったものとを軽んじた。 11このつるぎは手にとるた

めに、とがれ、殺す者の手に渡すために、とがれみがか

れるのである。 12人の子よ、叫び嘆け、このことはわが

民に臨み、イスラエルのすべての君たちに臨むからであ

る。彼らはわが民と共につるぎにわたされる。それゆえ

、あなたのももを打て。 13これはためしにすることでは

ない。もしあなたが、つえをあざけったら、どういうこ

とになろうか」と主なる神は言われる。 14「それゆえ、

人の子よ、あなたは預言し、手を打ちならせ。つるぎを

二度も三度も臨ませよ。これは人を殺すつるぎ、大いに

殺すつるぎであって、彼らを囲むものである。 15これが

ために彼らの心は溶け、多くの者がすべての門に倒れる

。わたしはひらめくつるぎを彼らに送る。ああ、これは

いなずまのようになり、人を殺すためにみがかれている

。 16あなたの刃の向かうところで、右に左になぎ倒せ。

17わたしもまた、わたしの手を打ちならし、わたしの怒

りをしずめると、主なるわたしは言った」。 18主の言葉

がまたわたしに臨んだ、 19「人の子よ、バビロンの王の

つるぎが来るために、二つの道を備えよ。この二つの道

は一つの国から出ている。あなたは道しるべを作り、こ

れを町に向かう道のはじめに置け。 20あなたはまたアン

モンの人々のラバと、ユダと、堅固な城の町エルサレム

とにつるぎの来る道を設けよ。 21バビロンの王は道の分

れ目、二つの道のはじめに立って占いをし、矢をふり、

テラピムに問い、肝を見る。 22彼の右にエルサレムのた

めに占いが出る。すなわち口を開いて叫び、声をあげ、

ときを作り、門に向かって城くずしを設け、塁を築き、

雲悌を建てよと言う。 23しかしこれは彼らの目には偽り

の占いと思われ、彼らは堅き誓いをなした。しかし彼は

、彼らを捕えることによって、罪を思い出させる。 24そ

れゆえ、主なる神はこう言われる、あなたがたの罪は覚

えられ、その反逆は現れ、その罪はすべてのわざに現れ

る。このようにあなたがたは、すでに覚えられているか

ら、彼らの手に捕えられる。 25汚れた悪人であるイスラ

エルの君よ、あなたの終りの刑罰の時であるその日が来

る。 26主なる神はこう言われる、かぶり物を脱ぎ、冠を

取り離せ。すべてのものは、そのままには残らない。卑

しい者は高くされ、高い者は卑しくされる。 27ああ破滅

、破滅、破滅、わたしはこれをこさせる。わたしが与え

る権威をもつ者が来る時まで、その跡形さえも残らない

。 28人の子よ、預言して言え。主なる神はアンモンの人

々と、そのあざけりについて、こう言われる、つるぎが

ある。このつるぎは殺すために抜かれ、いなずまのよう

にひかりきらめくようにとがれている。 29彼らがあなた

に偽りの幻を示し、偽りを占ったゆえ、これは殺さるべ

き悪しき者の首の上に置かれる。彼らの終りの刑罰の時

であるその日がきている。 30これをさやに納めよ、わた

しはあなたの造られた所、あなたの生れた地であなたを

さばく。 31わたしの怒りをあなたに注ぎ、わたしの憤り

の火をあなたに向けて燃やし、滅ぼすことに巧みな残忍

な人の手にあなたを渡す。 32あなたは火のための、たき

ぎとなり、あなたの血は国の中に流され、覚えられるこ

とはない、主なるわたしが言う」。

22また主の言葉がわたしに臨んで言った、 2「人の子

よ、あなたはさばくのか。血を流すこの町をさばく

のか。それならこの町にそのもろもろの憎むべき事を示

して、 3言え。主なる神はこう言われる、自分のうちに

血を流して、その刑罰の時をまねき、偶像を造ってその

身を汚す町よ、 4あなたはその流した血によって罪を得

、その造った偶像によって汚れ、あなたの日を近づかせ

、あなたの年の定めの時はきた。それゆえわたしはあな

たをもろもろの国民のあざけりとなし、万国の物笑いと

する。 5あなたに近い者も、遠い者も、汚れと、混乱に

満ちているあなたをあざける。 6見よ、あなたのうちの

イスラエルの君たちは、おのおのその力にしたがって、

血を流そうとしている。 7父母はあなたのうちで卑しめ

られ、寄留者はあなたのうちで虐待をうけ、みなしごと

、やもめとはあなたのうちで悩まされている。 8あなた

はわたしの聖なるものを卑しめ、わたしの安息日を汚し

た。 9人をののしって血を流そうとする者は、あなたの

うちにおり、人々はあなたのうちで、山の上で食事をし

、あなたのうちで、みだらなおこないをし、 10あなたの

うちで、父の裸を現し、あなたのうちで、汚れのうちに

ある女を犯す。 11またあなたのうちに、その隣の妻と憎

むべき事を行う者があり、淫行をもって、その嫁を汚す

者があり、自分の父の娘である自分の姉妹を犯す者があ

り、 12また血を流そうとして、あなたのうちで、まいな

いを取る者がある。あなたは利息と高利とを取り、しえ

たげによって、あなたの隣り人のものをかすめ、そして

わたしを忘れてしまったと、主なる神は言われる。 13そ

れゆえ見よ、あなたが得た不正の利の事、およびあなた

のうちにある流血の事に対して、わたしは手を打ちなら

す。 14わたしがあなたを攻める日には、あなたの勇気は

、これに耐え得ようか。またあなたの手は強くあり得よ

うか。主なるわたしはこれを宣言し、これをなす。 15わ

たしはあなたを、もろもろの国民のうちに散らし、国々

の間にまき、そしてあなたから汚れを除く。 16わたしは

あなたによって、もろもろの国民の前に汚される。そし

てあなたはわたしが主であることを知る」。 17主の言葉

がまたわたしに臨んだ、 18「人の子よ、イスラエルの家

はわたしに対して、かなかすとなった。彼らはすべて炉

の中の銀、青銅、すず、鉄、鉛のかなかすとなった。 19

それゆえ、主なる神はこう言われる、あなたがたは皆か

なかすとなったゆえ、見よ、わたしはあなたがたをエル

サレムの中に集める。 20人が銀、青銅、鉄、鉛、すずな

どを炉の中に集め、これに火を吹きかけて溶かすように

、わたしは怒りと憤りとをもって、あなたがたを集め入

れて溶かす。 21すなわち、わたしはあなたがたを集め、

わたしの怒りの火を、あなたがたに吹きかける。あなた

がたはその中で溶ける。 22銀が炉の中で溶けるように、

あなたがたもその中で溶ける。そしてあなたがたは主な

るわたしが、あなたがたの上に、わたしの怒りを注いだ

ことを知るようになる」。 23主の言葉がまたわたしに臨

んだ、 24「人の子よ、これに言え、あなたは怒りの日に

清められず、また雨の降らない地である。 25その中の君

たちは、獲物を裂くほえるししのような者で、彼らは人
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々を滅ぼし、宝と尊い物とを取り、そのうちに、やもめ

の数をふやす。 26その祭司たちはわが律法を犯し、聖な

る物を汚した。彼らは聖なる物と汚れた物とを区別せず

、清くない物と清い物との違いを教えず、わが安息日を

無視し、こうしてわたしは彼らの間に汚されている。 27

その中にいる君たちは、獲物を裂くおおかみのようで、

血を流し、不正の利を得るために人々を滅ぼす。 28その

預言者たちは、水しっくいでこれを塗り、偽りの幻を見

、彼らに偽りを占い、主が語らないのに『主なる神はこ

う言われる』と言う。 29国の民はしえたげを行い、奪う

ことをなし、乏しい者と貧しい者とをかすめ、不法に他

国人をしえたぐ。 30わたしは、国のために石がきを築き

、わたしの前にあって、破れ口に立ち、わたしにこれを

滅ぼさせないようにする者を、彼らのうちに尋ねたが得

られなかった。 31それゆえ、わたしはわが怒りを彼らの

上に注ぎ、わが憤りの火をもって彼らを滅ぼし、彼らの

おこないを、そのこうべに報いたと、主なる神は言われ

る」。

23主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、ここに

ふたりの女があった。ひとりの母の娘である。 3彼

らはエジプトで淫行をした。彼らは若い時に淫行をした

。すなわちその所で彼らの胸は押され、その処女の乳ぶ

さはいじられた。 4彼らの名は姉はアホラ、妹はアホリ

バである。彼らはわたしのものとなって、むすこ娘たち

を産んだ。その本名はアホラはサマリヤ、アホリバはエ

ルサレムである。 5アホラはわたしのものである間に淫

行をなし、その恋人なるアッスリヤびとにこがれた。 6

すなわち紫の衣をきた軍人、長官、司令官、すべて好ま

しい若者、馬に乗る者たちである。 7彼女は彼らに淫行

を供えた。彼らはすべてアッスリヤのえり抜きの人々で

ある。彼女はまた、そのこがれたすべての者のもろもろ

の偶像をもって、おのれを汚した。 8彼女はエジプトの

日からおこなっていた、その淫行を捨てなかった。それ

は彼女の若い時に、彼らが彼女と寝、その処女の乳ぶさ

をいじり、その情欲を彼女の上に注いだからである。 9

それゆえ、わたしは彼女をその恋人の手に渡し、そのこ

がれたアッスリヤの人々の手に渡した。 10彼らは彼女の

裸を現し、そのむすこ娘たちを奪い、つるぎをもって彼

女を殺した。こうして彼女に対するさばきが行われたと

き、彼女は女たちの間の語り草となった。 11その妹アホ

リバはこれを見て、姉よりも情欲をほしいままにし、姉

の淫行よりも多く淫行をなし、 12アッスリヤの人々に恋

こがれた。長官、司令官、盛装した軍人、馬に乗る者た

ちで、すべて好ましい若者たちである。 13わたしは彼女

が身を汚したのを見た。彼らは共に一つの道をたどった

が、 14彼女はさらにその淫行を続け、壁に描いた人々を

見た。すなわち朱で描いたカルデヤびとの像で、 15腰に

は帯を結び、頭にはたれさがったずきんをいただいてい

た。これらはみな官吏のような姿で、その生れた国カル

デヤのバビロン人に似ていた。 16彼女はこれらを見て、

これに恋こがれ、使者をカルデヤの彼らのもとに送った

。 17そこでバビロンの人々は彼女のもとに来て、恋の床

につき、情欲をもって彼女を汚したが、彼女は彼らに汚

されるにおよんで、その心は彼らから離れた。 18彼女が

その淫行を公然と続け、その裸をさらしたので、わたし

の心は彼女から離れた。これはあたかもわたしの心が、

彼女の姉から離れたと同様である。 19しかし彼女はなお

エジプトの地で姦淫をしたその若き日を覚えて、その淫

行を続け、 20その情夫たちに恋こがれた。その人の肉は

、ろばの肉のごとく、その精は馬の精のようであった。

21このようにあなたは、かのエジプトびとが、あなたの

胸に手をつけ、あなたの若い乳ぶさをおさえた時の、若

い時の淫行を慕っている」。 22それゆえ、アホリバよ、

主なる神はこう言われる、「見よ、わたしは、あなたの

心がすでに離れたあなたの恋人らを起して、あなたを攻

めさせ、彼らに四方から来てあなたを攻めさせる。 23す

なわちバビロンの人々およびカルデヤのすべての人々、

ペコデ、ショア、コア、アッスリヤのすべての人々、好

ましい若者、長官、司令官、官吏、軍人など、すべて馬

に乗る者たちである。 24彼らは戦車、貨車、および多く

の民を率いて、北からあなたに攻めて来る。大盾、小盾

、かぶとを備えて、四方からあなたに攻めかかる。わた

しが彼らにさばきをゆだねるゆえ、彼らは、そのおきて

に従って、あなたをさばく。 25わたしはあなたに向かっ

てわたしの憤りを起すゆえ、彼らは怒りをもってあなた

を扱い、あなたの鼻と耳とを切り落し、そして残りの者

はつるぎに倒れる。彼らはあなたのむすこ娘たちを奪い

、生き残った者を火で焼く。 26彼らはまたあなたの衣服

をはぎ取り、あなたの美しい飾りを取り去る。 27こうし

てわたしはあなたの淫乱と、エジプトの地から持って来

た淫行とを取り除き、重ねてあなたの目を、エジプトび

とに向けて上げさせず、彼らの事を思わないようにする

。 28主なる神はこう言われる、見よ、わたしはあなたの

憎む者の手、あなたの心の離れた者の手にあなたを渡す

。 29彼らは憎しみをもってあなたを扱い、あなたの所得

をことごとく取り去り、あなたを赤はだかにし、あなた

の淫行の裸を現す。あなたの淫乱と淫行とのゆえに、 30

すなわち、あなたが異邦人を慕って姦淫を行い、彼らの

偶像をもって身を汚したゆえに、これらのことがあなた

に臨むのだ。 31あなたはその姉の道を歩んだので、わた

しも彼女の杯をあなたにわたす。 32主なる神はこう言わ

れる、あなたは姉の深い、大きな杯を飲み、笑い物とな

り、あざけりとなる、この杯にはそれらが多くこもって

いる。 33あなたは酔いと憂いとに満たされる。驚きと滅

びの杯、これがあなたの姉サマリヤの杯である。 34あな

たはこれを飲みこれをかたむけ、あなたの髪の毛をひき

むしり、あなたの乳ぶさをかきさく。わたしがこれを言

うと、主なる神は言われる。 35それゆえ、主なる神はこ

う言われる、あなたはわたしを忘れ、わたしをあなたの

うしろに捨て去ったゆえ、あなたは自分の淫乱と淫行と

の罪を負わねばならぬ」。 36主はわたしに言われた、「

人の子よ、あなたはアホラとアホリバをさばくのか。そ

れならば彼らにその憎むべき事を告げよ。 37彼らは姦淫

を行い、血が彼らの手の上にある。彼らはその偶像と姦

淫を行い、またわたしに産んだ子らを、食物のために彼

らにささげた。 38さらに彼らは、わたしに対してこのよ

うにした。すなわち、彼らは同じ日にわたしの聖所を汚

し、わたしの安息日を犯した。 39彼らはその子らを、偶

像にささげるためにほふった同じ日に、わたしの聖所に

きて、これを汚した。見よ、彼らがわたしの家の中でし

たことはこれである。 40さらに彼らは使者をやって、遠

くから来るように人々を招いた。見よ、彼らはきた。あ

なたは、この人々のために身を洗い、目を描き、飾り物

を身につけ、 41尊い床に座し、食卓をその前に設け、わ

たしの香と、わたしの油とを、その上に供えた。 42こう
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して、のんきな群衆の声は彼女と共にあり、また、荒野

から連れて来た通りがかりの酔いどれも、彼らと共にい

た。彼らは女たちの手に腕輪をはめさせ、頭に美しい冠

をいただかせた。 43そこでわたしは言った、彼女と姦淫

を行う時、人々は姦淫を犯さないであろうか。 44人が遊

女の所にはいるように、彼らは彼女の所にはいった。こ

うして彼らは姦淫を行うために、アホラおよびアホリバ

の所にはいった。 45しかし正しい人々は淫婦のさばきと

、血を流した女のさばきとをもって、彼らをさばく。そ

れは彼らが淫婦であって、その手に血があるからである

」。 46主なる神はこう言われる、「わたしは軍隊を彼ら

に向かって攻め上らせ、彼らを恐れと略奪とに渡す。 47

軍隊は彼らを石で打ち、つるぎで切り、そのむすこ娘た

ちを殺し、火でその家を焼く。 48こうしてわたしはこの

地に淫乱を絶やす。すべての女はみずからいましめて、

あなたがたがしたような淫乱を行わない。 49あなたがた

の淫乱の報いは、あなたがたの上にくだり、あなたがた

はその偶像礼拝の罪を負い、そしてわたしが主なる神で

あることを知るようになる」。

24第九年の十月十日に、主の言葉がわたしに臨んだ、
2「人の子よ、あなたはこの日すなわち今日の名を

書きしるせ。バビロンの王は、この日エルサレムを包囲

した。 3あなたはこの反逆の家にたとえを語って言え。

主なる神はこう言われる、かますをすえ、これをすえて

、水をくみ入れよ。 4その中に肉の切れを入れよ、すべ

て良い肉の切れ、すなわち、ももと肩の肉をこれに入れ

よ。良い骨をこれに満たせ。 5羊の最も良いものを取れ

。かまの下にまきを積み、その肉を煮たぎらせ、またそ

の中の骨を煮よ。 6それゆえ、主なる神はこう言われる

、わざわいなるかな、流血の町、さびているかま。その

さびはこれを離れない。肉をひとつびとつ無差別に取り

出せ。 7その流した血はまだその中にある。彼女はこれ

を裸岩の上に流し、土でこれをおおうために、地面には

注がなかった。 8これは、わたしの怒りをつのらせ、あ

だを返すために、その流した血がおおわれないように、

裸岩の上に流したのである。 9それゆえ、主なる神はこ

う言われる、わざわいなるかな、流血の町。わたしもま

た、まきをさらに積み重ねる。 10まきを積み重ね、火を

燃やし、肉をよく煮て、煮つくし、骨を焼け。 11そして

かまを熱くするため、それをからにして炭火の上に置き

、その銅を焼いて、汚れをその中に溶かし、そのさびを

去れ。 12しかしわたしのほねおりは、むだであった。そ

の多くのさびは火によって消えない。 13そのさびとは、

あなたの不潔な淫行である。わたしはあなたを清めよう

としたが、あなたはあなたの不潔から清められようとし

ないから、わたしの怒りをあなたに漏らし尽すまでは、

あなたは汚れから清まることはない。 14主なるわたしは

これを言った。そしてこれは必ず成る。わたしはこれを

なす。わたしはやめない、惜しまない、悔いない。あな

たのおこないにより、あなたのわざによって、あなたを

さばくと、主なる神は言われる」。 15また主の言葉がわ

たしに臨んだ、 16「人の子よ、見よ、わたしは、にわか

にあなたの目の喜ぶ者を取り去る。嘆いてはならない。

泣いてはならない。涙を流してはならない。 17声をたて

ずに嘆け。死人のために嘆き悲しむな。ずきんをかぶり

、足にくつをはけ。口をおおうな。嘆きのパンを食べる

な」。 18朝のうちに、わたしは人々に語ったが、夕べに

は、わたしの妻は死んだ。翌朝わたしは命じられたよう

にした。 19人々はわたしに言った、「あなたがするこの

事は、われわれになんの関係があるのか、それをわれわ

れに告げてはくれまいか」。 20わたしは彼らに言った、

「主の言葉がわたしに臨んだ、 21『イスラエルの家に言

え、主なる神はこう言われる、見よ、わたしはあなたが

たの力の誇、目の喜び、心の望みであるわが聖所を汚す

。あなたがたが残すむすこ娘たちは、つるぎに倒れる。

22あなたがたもわたしがしたようにし、口をおおわず、

嘆きのパンを食べず、 23頭にずきんをかぶり、足にくつ

をはき、嘆かず、泣かず、その罪の中にやせ衰えて、互

にうめくようになる。 24このようにエゼキエルはあなた

がたのためにしるしとなる。彼がしたようにあなたがた

もせよ。この事が成る時、あなたがたはわたしが主なる

神であることを知るようになる』。 25人の子よ、わたし

が、彼らのとりで、彼らの喜びと栄え、彼らの目の喜び

であり、その心の望みであるもの、また彼らのむすこ娘

たちを取り去る日、 26その日に難をのがれて来る者が、

あなたのもとにきて、あなたに事を告げる。 27その日あ

なたは、そののがれてきた者に向かって口を開き、語り

、もはや沈黙しない。こうしてあなたは彼らのためにし

るしとなり、彼らはわたしが主であることを知る」。

25主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、あなた

の顔をアンモンの人々に向け、これに向かって預言

し、 3アンモンの人々に言え。主なる神の言葉を聞け。

主なる神はこう言われる、あなたはわが聖所の汚された

時、またイスラエルの地の荒された時、またユダの家が

捕え移された時、ああ、それはよい気味であると言った

。 4それゆえ、わたしはあなたを、東の人々に渡して彼

らの所有とする。彼らはあなたのうちに陣営を設け、あ

なたのうちに住居を造り、あなたのくだものを食べ、あ

なたの乳を飲む。 5わたしはラバを、らくだを飼う所と

し、アンモンびとの町々を、羊の伏す所とする。そして

あなたがたは、わたしが主であることを知るようになる

。 6主なる神はこう言われる、あなたはイスラエルの地

に向かって手をうち、足を踏み、心に悪意を満たして喜

んだ。 7それゆえ、見よ、わたしはわが手をあなたに向

けて伸べ、あなたを、もろもろの国民に渡して略奪にあ

わせ、あなたを、もろもろの民の中から断ち、諸国の中

から滅ぼし絶やす。そしてあなたは、わたしが主である

ことを知るようになる。 8主なる神はわたしにこう言わ

れる、モアブは言った、見よ、ユダの家は、他のすべて

の国民と同様であると。 9それゆえ、わたしはモアブの

境界の町々、すなわち国の栄えであるベテエシモテ、バ

アルメオン、キリアタイムの横腹を開き、 10これをアン

モンの人々と共に、東方の人々に与えて、その所有とし

、モアブの人々をもろもろの国民の中に記憶させない。

11わたしはモアブの上にさばきを行う。そのとき、彼ら

はわたしが主であることを知る。 12主なる神はこう言わ

れる、エドムは恨みをふくんでユダの家に敵対し、これ

に恨みを返して、はなはだしく罪を犯した。 13それゆえ

、主なる神はこう言われる、わたしはエドムの上に手を

伸べて、その中から人と獣とを断ち、これを荒れ地とす

る。テマンからデダンまで人々はつるぎに倒れる。 14わ

たしはわが民イスラエルの手をもって、エドムにわがあ

だを報いる。彼らがわが怒り、わが憤りに従ってエドム

に行う時、エドムの人々は、わたしがあだを返すことを
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知るようになると、主なる神は言われる。 15主なる神は

こう言われる、ペリシテびとは恨みをふくんで行動し、

心に悪意をもってあだを返し、深い敵意をもって、滅ぼ

すことをした。 16それゆえ、主なる神はこう言われる、

見よ、わたしは手をペリシテびとの上に伸べ、ケレテび

とを断ち、海べの残りの者を滅ぼす。 17わたしは怒りに

満ちた懲罰をもって、大いなる復讐を彼らになす。わた

しが彼らにあだを返す時、彼らはわたしが主であること

を知るようになる」。

26第十一年の第一日に主の言葉がわたしに臨んだ、 2

「人の子よ、ツロはエルサレムについて言った、『

ああ、それはよい気味である。もろもろの民の門は破れ

て、わたしに開かれた。わたしは豊かになり、彼は破れ

はてた』と。 3それゆえ、主なる神はこう言われる、ツ

ロよ、わたしはあなたを攻め、海がその波を起すように

、わたしは多くの国民を、あなたに攻めこさせる。 4彼

らはツロの城壁をこわし、そのやぐらを倒す。わたしは

その土を払い去って、裸の岩にする。 5ツロは海の中に

あって、網をはる場所になる。これはわたしが言ったの

であると、主なる神は言われる。ツロは、もろもろの民

にかすめられ、 6その本土におる娘たちは、つるぎで殺

される。そして彼らは、わたしが主であることを知るよ

うになる。 7主なる神はこう言われる、見よ、わたしは

王の王なるバビロンの王ネブカデレザルに、馬、戦車、

騎兵、および多くの軍勢をひきいて、北からツロに攻め

こさせる。 8彼は本土におるあなたの娘たちを、つるぎ

で殺し、あなたに向かって雲悌を建て、塁を築き、盾を

備え、 9城くずしをあなたの城壁に向け、おのであなた

のやぐらを打ち砕く。 10その多くの馬の土煙は、あなた

をおおう。人が破れた町にはいるように、彼があなたの

門にはいる時、騎兵と貨車と戦車の響きによって、あな

たの石がきはゆるぐ。 11彼はその馬のひずめで、あなた

のすべてのちまたを踏みあらし、つるぎであなたの民を

殺す。あなたの力強い柱は地に倒れる。 12彼らはあなた

の財宝を奪い、商品をかすめ、城壁をくずし、楽しい家

をこわし、石と木と土とを水の中に投げ込む。 13わたし

はあなたの歌の声をとどめる。琴の音はもはや聞えなく

なる。 14わたしはあなたを裸の岩にする。あなたは網を

張る場所となり、再び建てられることはない。主なるわ

たしがこれを言ったと、主なる神は言われる。 15主なる

神はツロにこう言われる、海沿いの国々はあなたの倒れ

る響き、手負いのうめき、あなたのうちの殺人のゆえに

、身震いしないであろうか。 16その時、海の君たちは皆

その位からおり、朝服を脱ぎ、縫い取りの衣服を取り去

り、恐れを身にまとい、地に座して、いたく恐れ、あな

たの事を驚き、 17あなたのために悲しみの歌をのべて言

う、『あなたは海にあって、強い誉ある町、本土に恐れ

を与えていたあなたも、その住民も、海から消え去った

。 18島々はあなたの倒れる日に身震いする。海の島々は

あなたの去り行くことを見て驚く』。 19主なる神はこう

言われる、わたしはあなたを、荒れた町となし、住む者

のない町のようにし、淵をあなたに向かってわきあがら

せ、大水にあなたをおおわせる時、 20あなたを穴に下る

者どもと共に、昔の民の所に下し、穴に下る者と共に下

の国に、昔のままの荒れ跡の中に、あなたを住ませる。

それゆえ、あなたは人の住む所とならず、また生ある者

の地に所を得ない。 21わたしはあなたの終りを、恐るべ

きものとする。あなたは無に帰する。あなたを尋ねる人

があっても、永久に見いださないと、主なる神は言われ

る」。

27主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、ツロの

ために悲しみの歌をのべ、 3海の入口に住んで、多

くの海沿いの国々の民の商人であるツロに対して言え、

主なる神はこう言われる、ツロよ、あなたは言った、『

わたしの美は完全である』と。 4あなたの境は海の中に

あり、あなたの建設者はあなたの美を完全にした。 5人

々はセニルのもみの木であなたのために船板を造り、レ

バノンから香柏をとって、あなたのために帆柱を造り、

6バシャンのかしの木で、あなたのためにかいを造り、

クプロの島から来る松の木に象牙をはめて、あなたのた

めに甲板を造った。 7あなたの帆はエジプトから来るあ

や布であって、あなたの旗に用いられ、あなたのおおい

はエリシャの海岸から来る青と紫の布である。 8あなた

のこぎ手は、シドンとアルワデの住民、あなたのかじと

りは、あなたのうちにいる熟練なゼメルの人々である。

9ゲバルの老人たち、およびその熟練な人々は、あなた

のうちにいて漏りを繕い、海のすべての船およびその船

員らはあなたのうちにいて、あなたの商品を交易する。

10ペルシャ人、ルデびと、プテびとはあなたの軍に加わ

って、あなたの戦士となる。彼らはあなたのうちに、盾

とかぶとを掛け、あなたに輝きをそえた。 11アルワデと

ヘレクの人々は、あなたの周囲の城壁の上にあり、ガマ

デの人々は、あなたのやぐらの中にあり、彼らは、あな

たの周囲の城壁にその盾を掛けて、あなたの美観を全う

した。 12あなたはそのすべての貨物に富むゆえに、タル

シシはあなたと交易をなし、銀、鉄、すず、鉛をあなた

の商品と交換した。 13ヤワン、トバル、およびメセクは

あなたと取引し、彼らは人身と青銅の器とを、あなたの

商品と交換した。 14ベテ・トガルマは馬、軍馬、および

騾馬をあなたの商品と交換した。 15ローヅ島の人々はあ

なたと取引し、多くの海沿いの国々は、あなたの市場と

なり、象牙と黒たんとを、みつぎとしてあなたに持って

きた。 16あなたの製品が多いので、エドムはあなたと商

売し、彼らは赤玉、紫、縫い取りの布、細布、さんご、

めのうをもって、あなたの商品と交換した。 17ユダとイ

スラエルの地は、あなたと取引し、麦、オリブ、いちじ

く、蜜、油、および乳香をもって、あなたの商品と交換

した。 18あなたの製品が多く、あなたの富が多いので、

ダマスコはあなたと取引し、ヘルボンの酒と、さらした

羊毛と、 19ウザルの酒をもって、あなたの商品と交換し

、銑鉄、肉桂、菖蒲をもって、あなたの商品と交易した

。 20デダンは乗物の鞍敷をもって、あなたと取引した。

21アラビヤびと、およびケダルのすべての君たちは小羊

、雄羊、やぎをもって、あなたと取引し、これらの物を

あなたと交易した。 22シバとラアマの商人は、あなたと

取引し、もろもろの尊い香料と、もろもろの宝石と金と

をもって、あなたの商品と交換した。 23ハラン、カンネ

、エデン、アッスリヤ、キルマデはあなたと取引した。

24彼らは、はなやかな衣服と、青く縫い取りした布と、

ひもで結んで、じょうぶにした敷物などをもって、あな

たと取引した。 25タルシシの船はあなたの商品を運んで

まわった。あなたは海の中にいて満ち足り、いたく栄え

た。 26あなたのこぎ手らはあなたを大海の中に進め、海

の中で東風があなたの船を破った。 27あなたの財宝、あ
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なたの貨物、あなたの商品、あなたの船員、あなたのか

じ取り、あなたの漏りを繕う者、あなたの商品を商う者

、あなたの中にいるすべての軍人、あなたの中にいるす

べての仲間は皆、あなたの破滅の日に海の中に沈む。 28

あなたのかじ取りの叫び声に、近郷は震い、 29すべてか

いをとる者は船からくだる。船員および海のすべてのか

じ取りは海べに立ち、 30あなたのために声をあげて泣き

、はげしく叫び、ちりをこうべにかぶり、灰の中にまろ

び、 31あなたのために髪をそり、荒布をまとい、あなた

のために心を痛めて泣き、はげしく嘆く。 32彼らは悲し

んで、あなたのために悲しみの歌をのべ、あなたを弔っ

て言う、『だれかツロのように海の中で滅びたものがあ

るか。 33あなたの商品が海を越えてきた時、あなたは多

くの民を飽かせ、あなたの多くの財宝と商品とをもって

、地の王たちを富ませた。 34今あなたは海で破船し、深

い水に沈み、あなたの商品と、あなたのすべての船員と

は、あなたと共に沈んだ。 35海沿いの国々に住む者は皆

あなたについて驚き、その王たちは大いに恐れてその顔

を震わす。 36もろもろの民の中の商人らはあなたをあざ

ける。あなたは恐るべき終りを遂げ、永遠にうせはてる

』」。

28主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、ツロの

君に言え、主なる神はこう言われる、あなたは心に

高ぶって言う、『わたしは神である、神々の座にすわっ

て、海の中にいる』と。しかし、あなたは自分を神のよ

うに賢いと思っても、人であって、神ではない。 3見よ

、あなたはダニエルよりも賢く、すべての秘密もあなた

には隠れていない。 4あなたは知恵と悟りとによって富

を得、金銀を倉にたくわえた。 5あなたは大いなる貿易

の知恵によってあなたの富を増し、その富によってあな

たの心は高ぶった。 6それゆえ、主なる神はこう言われ

る、あなたは自分を神のように賢いと思っているゆえ、

7見よ、わたしは、もろもろの国民の最も恐れている異

邦人をあなたに攻めこさせる。彼らはつるぎを抜いて、

あなたが知恵をもって得た麗しいものに向かい、あなた

の輝きを汚し、 8あなたを穴に投げ入れる。あなたは海

の中で殺された者のような死を遂げる。 9それでもなお

あなたは、『自分は神である』と、あなたを殺す人々の

前で言うことができるか。あなたは自分を傷つける者の

手にかかっては、人であって、神ではないではないか。

10あなたは異邦人の手によって割礼を受けない者の死を

遂げる。これはわたしが言うのであると、主なる神は言

われる」。 11また主の言葉がわたしに臨んだ、 12「人

の子よ、ツロの王のために悲しみの歌をのべて、これに

言え。主なる神はこう言われる、あなたは知恵に満ち、

美のきわみである完全な印である。 13あなたは神の園エ

デンにあって、もろもろの宝石が、あなたをおおってい

た。すなわち赤めのう、黄玉、青玉、貴かんらん石、緑

柱石、縞めのう、サファイヤ、ざくろ石、エメラルド。

そしてあなたの象眼も彫刻も金でなされた。これらはあ

なたの造られた日に、あなたのために備えられた。 14わ

たしはあなたを油そそがれた守護のケルブと一緒に置い

た。あなたは神の聖なる山にいて、火の石の間を歩いた

。 15あなたは造られた日から、あなたの中に悪が見いだ

された日まではそのおこないが完全であった。 16あなた

の商売が盛んになると、あなたの中に暴虐が満ちて、あ

なたは罪を犯した。それゆえ、わたしはあなたを神の山

から汚れたものとして投げ出し、守護のケルブはあなた

を火の石の間から追い出した。 17あなたは自分の美しさ

のために心高ぶり、その輝きのために自分の知恵を汚し

たゆえに、わたしはあなたを地に投げうち、王たちの前

に置いて見せ物とした。 18あなたは不正な交易をして犯

した多くの罪によってあなたの聖所を汚したゆえ、わた

しはあなたの中から火を出してあなたを焼き、あなたを

見るすべての者の前であなたを地の上の灰とした。 19も

ろもろの民のうちであなたを知る者は皆あなたについて

驚く。あなたは恐るべき終りを遂げ、永遠にうせはてる

」。 20主の言葉がわたしに臨んだ、 21「人の子よ、あ

なたの顔をシドンに向け、これに向かって預言して、 22

言え。主なる神はこう言われる、シドンよ、見よ、わた

しはあなたの敵となる、わたしはあなたのうちで栄えを

あらわす。わたしがシドンのうちにさばきをおこない、

そのうちにわたしの聖なることをあらわす時、彼らはわ

たしが主であることを知る。 23わたしは疫病をこれに送

り、そのちまたに流血を送る。その四方からこれに臨む

つるぎによって殺される者がその中に倒れる時、彼らは

わたしが主であることを知る。 24イスラエルの家には、

もはや刺すいばらはなく、これを卑しめたその周囲の人

々のうちには、苦しめるとげもなくなる。こうして彼ら

はわたしが主であることを知るようになる。 25主なる神

はこう言われる、わたしがイスラエルの家の者を、その

散らされたもろもろの民の中から集め、もろもろの国民

の目の前で、彼らにわたしの聖なることをあらわす時、

彼らはわたしが、わがしもべヤコブに与えた地に住むよ

うになる。 26彼らはそこに安らかに住み、家を建て、ま

たぶどう畑を作る。かつて彼らを卑しめたすべての隣り

人たちに対して、わたしがさばきを行う時、彼らは安ら

かに住む。こうして彼らは、わたしが彼らの神、主であ

ることを知る」。

29第十年の十月十二日に、主の言葉がわたしに臨んだ
、 2「人の子よ、あなたの顔をエジプトの王パロに

向け、彼とエジプト全国に対して預言し、 3語って言え

。主なる神はこう言われる、エジプトの王パロよ、見よ

、わたしはあなたの敵となる。あなたはその川の中に伏

す大いなる龍で、『ナイル川はわたしのもの、わたしが

これを造った』と言う。 4わたしは、かぎをあなたのあ

ごにかけ、あなたの川の魚を、あなたのうろこにつかせ

、あなたと、あなたのうろこについているもろもろの魚

を、あなたの川から引きあげ、 5あなたとあなたの川の

もろもろの魚を、荒野に投げ捨てる。あなたは野の面に

倒れ、あなたを取り集める者も、葬る者もない。わたし

はあなたを地の獣と空の鳥のえじきとして与える。 6そ

してエジプトのすべての住民はわたしが主であることを

知る。あなたはイスラエルの家に対して葦のつえであっ

た。 7彼らがあなたを手にとる時、あなたは折れ、彼ら

の肩はことごとく裂ける。彼らがまたあなたに寄りかか

る時、あなたは破れ、彼らの腰をことごとく震えさせる

。 8それゆえ、主なる神はこう言われる、見よ、わたし

はつるぎをあなたに持ってきて、人と獣とをあなたのう

ちから断つ。 9エジプトの地は荒れて、むなしくなる。

そして彼はわたしが主であることを知る。あなたは『ナ

イル川はわたしのもの、わたしがこれを造った』と言っ

ているゆえに、 10見よ、わたしはあなたとあなたの川々

の敵となって、エジプトの地をミグドルからスエネまで
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、エチオピヤの境に至るまで、ことごとく荒し、むなし

くする。 11人の足はこれを渡らず、獣の足もこれを渡ら

ない。四十年の間、ここに住む者はない。 12わたしはエ

ジプトの地を荒して、荒れた国々の中に置き、その町々

は荒れて、四十年のあいだ荒れた町々の中にある。わた

しはエジプトびとを、もろもろの国民の中に散らし、も

ろもろの国の中に散らす。 13主なる神はこう言われる、

四十年の後、わたしはエジプトびとを、その散らされた

もろもろの民の中から集める。 14すなわちエジプトの運

命をもとに返し、彼らをその生れた地であるパテロスの

地に帰らせる。その所で彼らは卑しい国となる。 15これ

はもろもろの国よりも卑しくなり、再びもろもろの国民

の上に出ることができない。わたしは彼らを小さくする

ゆえ、再びもろもろの国民を治めることはない。 16これ

はイスラエルが助けを求める時、その罪を思い出して、

再びイスラエルの家の頼みとはならない。こうして彼ら

は、わたしが主なる神であることを知る」。 17第二十七

年の一月一日に、主の言葉がわたしに臨んだ、 18「人の

子よ、バビロンの王ネブカデレザルは、その軍勢をツロ

に対して大いに働かせた。頭は皆はげ、肩はみな破れた

。しかし彼もその軍勢も、ツロに対してなしたその働き

のために、なんの報いをも得なかった。 19それゆえ、主

なる神はこう言われる、見よ、わたしはバビロンの王ネ

ブカデレザルに、エジプトの地を与える。彼はその財宝

を取り、物をかすめ、物を奪い、それをその軍勢に与え

て報いとする。 20彼の働いた報酬として、わたしはエジ

プトの地を彼に与える。彼らはわたしのために、これを

したからであると、主なる神は言われる。 21その日、わ

たしはイスラエルの家に、一つの角を生じさせ、あなた

の口を彼らのうちに開かせる。そして彼らはわたしが主

であることを知る」。

30主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、預言し

て言え、主なる神はこう言われる、嘆け、その日は

わざわいだ。 3その日は近い、主の日は近い。これは雲

の日、異邦人の滅びの時である。 4つるぎがエジプトに

臨む。エジプトで殺される者の倒れる時、エチオピヤに

は苦しみがあり、その財宝は奪い去られ、その基は破ら

れる。 5エチオピヤ、プテ、ルデ、アラビヤ、リビヤお

よび同盟国の人々は、彼らと共につるぎに倒れる。 6主

はこう言われる、エジプトを助ける者は倒れ、その誇る

力はうせる。ミグドルからスエネまで、人々はつるぎに

よってそのうちに倒れると主なる神が言われる。 7それ

は荒れて、荒れはてた国々のうちにあり、その町々は荒

れた町々のうちにある。 8わたしがエジプトに火を送り

、これを助ける者が皆滅びる時、彼らはわたしが主であ

ることを知る。 9その日、早足の使者がわたしから出て

、何事も知らぬエチオピヤびとを恐れさせる。そしてか

のエジプトの滅びの日に、彼らに苦しみが来る。見よ、

これはかならず来る。 10主なる神はこう言われる、わた

しはバビロンの王ネブカデレザルの手によってエジプト

の富を滅ぼす。 11彼と彼に従うその民、すなわち国民の

うちの最も恐るべき者がきて、その地を滅ぼす。彼らは

つるぎを抜いて、エジプトを攻め、殺した者を国に満た

す。 12わたしはナイル川をからし、その国を悪しき者の

手に売り、異邦人の手によって国とその中のものとを荒

す。主なるわたしはこれを言った。 13主なる神はこう言

われる、わたしは偶像をこわし、メンピスで偶像を滅ぼ

す。エジプトの国には、もはや君たる者がなくなる。わ

たしはエジプトの国に恐れを与える。 14わたしはパテロ

スを荒し、ゾアンに火を放ち、テーベにさばきをおこな

い、 15わたしの怒りを、エジプトの要害であるペルシゥ

ムに注ぎ、テーベの群衆を断ち、 16エジプトに火を下す

。ペルシゥムはいたく苦しみ、テーベは打ち破られ、そ

の城壁は破壊され、 17オンとピベセテの若者はつるぎに

倒れ、女たちは捕え移される。 18わたしがエジプトの支

配を砕く時、テパネスでは日は暗くなり、その誇る力は

絶え、雲はこれをおおい、その娘たちは捕え移される。

19このようにわたしはエジプトにさばきを行う。そのと

き彼らはわたしが主であることを知る」。 20第十一年の

一月七日に主の言葉がわたしに臨んだ、 21「人の子よ、

わたしはエジプトの王パロの腕を折った。見よ、これは

包まれず、いやされず、ほうたいをも施されない。それ

は強くなって、つるぎを執ることができない。 22それゆ

え、主なる神はこう言われる、見よ、わたしはエジプト

の王パロを攻め、その強い腕と、折れた腕とを共に折り

、その手からつるぎを落させる。 23わたしはエジプトび

とを、もろもろの国民の中に散らし、国々に散らす。 24

わたしはバビロンの王の腕を強くし、わたしのつるぎを

、その手に与える。しかしわたしはパロの腕を折るゆえ

、彼は深手を負った者のように、彼の前にうめく。 25わ

たしがバビロンの王の腕を強くし、パロの腕がたれる時

、彼らはわたしが主であることを知る。わたしがわたし

のつるぎを、バビロンの王に授け、これをエジプトの国

に向かって伸べさせ、 26わたしがエジプトびとを、もろ

もろの国民の中に散らし、国々に散らす時、彼らはわた

しが主であることを知る」。

31第十一年の三月一日に主の言葉がわたしに臨んだ、
2「人の子よ、エジプトの王パロと、その民衆とに

言え、あなたはその大いなること、だれに似ているか。

3見よ、わたしはあなたをレバノンの香柏のようにする

。麗しき枝と森の陰があり、たけが高く、その頂は雲の

中にある。 4水はこれを育て、大水がこれを高くする。

その川々はその植えた所をめぐって流れ、その流れを野

のすべての木に送る。 5これによってそのたけは、野の

すべての木よりも高くなり、その育つとき多くの水のた

めに枝葉は茂り、枝は伸び、 6その枝葉に空のすべての

鳥が、巣をつくり、その枝の下に野のすべての獣は子を

生み、その陰にもろもろの国民は住む。 7これはその大

きなことと、その枝の長いことによって美しかった。そ

の根を多くの水に、おろしていたからである。 8神の園

の香柏も、これと競うことはできない。もみの木もその

枝葉に及ばない。けやきもその枝と比べられない。神の

園のすべての木も、その麗しきこと、これに比すべきも

のはない。 9わたしはその枝を多くして、これを美しく

した。神の園にあるエデンの木は皆これをうらやんだ。

10それゆえ、主なる神はこう言われる、これは、たけが

高くなり、その頂を雲の中におき、その心が高ぶりおご

るゆえ、 11わたしはこれを、もろもろの国民の力ある者

の手に渡す。彼はこれに対してその悪のために正しい処

置をとる。わたしはこれを追い出した。 12もろもろの国

民の最も恐れている異邦人はこれを切り倒して捨てる。

その枝はもろもろの山と、すべての谷とに落ち、その枝

葉は砕けて、地のすべての流れにあり、地のすべての民

は、その陰を離れて、これを捨てる。 13その倒れた所に
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、空のもろもろの鳥は住み、その枝の上に、野のもろも

ろの獣はいる。 14これは水のほとりのすべての木が、そ

の高さのために誇ることなく、その頂を雲の中におくこ

となく、水に潤う木が、みずから高ぶり立つことのない

ためである。これらは皆、死に渡され、下の国に入り、

穴に下る者と共に他の人々のうちにいる。 15主なる神は

こう言われる、これが陰府に下る日にわたしが淵をこれ

がために悲しませ、その川々をせきとめるので、大水は

とどまる。わたしはレバノンを、これがために嘆かせ、

野のすべての木を、これがために衰えさせる。 (Sheol

h7585) 16わたしがこれを穴に下る者と共に陰府に落す時

、もろもろの国民をその落ちる響きのために、打ち震え

させる。そしてエデンのすべての木、レバノンのすぐれ

て美しいもの、すべて水に潤うものは、下の国で慰めら

れる。 (Sheol h7585) 17彼らもこれと共に陰府に下り、つる

ぎで殺された者のところに至る。まことにもろもろの国

民のうちで、その陰に住んだ者も滅びる。 (Sheol h7585) 18

エデンの木のうちで、その栄えと大いなることで、あな

たはどれに似ているのか。あなたはこのように、エデン

の木と共に、下の国に落され、つるぎで殺された者と共

に、割礼を受けない者のうちに住む。これがパロとその

民衆であると、主なる神は言われる」。

32第十二年の十二月一日に、主の言葉がわたしに臨ん
だ、 2「人の子よ、エジプトの王パロのために、悲

しみの歌をのべて、これに言え、あなたは自分をもろも

ろの国民のうちのししであると考えているが、あなたは

海の中の龍のような者である。あなたは川の中に、はね

起き、足で水をかきまぜ、川を濁す。 3主なる神はこう

言われる、わたしは多くの民の集団をもって、わたしの

網をあなたに投げかけ、あなたを網で引きあげる。 4わ

たしはあなたを地に投げ捨て、野の面に投げうち、空の

すべての鳥をあなたの上にとまらせ、全地の獣にあなた

を与えて飽かせる。 5わたしはあなたの肉を山々に捨て

、あなたの死体で谷を満たす。 6わたしはあなたの流れ

る血で、地を潤し、山々にまで及ぼす。谷川はあなたの

死体で満ちる。 7わたしはあなたを滅ぼす時、空をおお

い、星を暗くし、雲で日をおおい、月に光を放たせない

。 8わたしは空の輝く光を、ことごとくあなたの上に暗

くし、あなたの国をやみとすると主なる神は言う。 9わ

たしはもろもろの国民、あなたの知らない国々の中に、

あなたを捕え移す時、多くの民の心を痛ませる。 10わた

しはあなたについて、多くの民を驚かせる。その王たち

は、わたしがわたしのつるぎを、彼らの前に振るう時、

あなたの事でおののく。あなたの倒れる日には、彼らは

おのおの自分の命を思って、絶えず打ち震える。 11主な

る神はこう言われる、バビロンの王のつるぎはあなたに

臨む。 12わたしはあなたの民衆を勇士のつるぎに倒れさ

せる。彼らは皆、もろもろの国民の中で、最も恐れられ

ている者たちである。彼らはエジプトの誇を断つ、エジ

プトの民衆は皆滅ぼされる。 13わたしはその家畜をこと

ごとく、多くの水のかたわらから滅ぼす。人の足は再び

これを濁さず、家畜のひずめもこれを乱さない。 14その

時わたしはその水を清くし、その川々を油のように流れ

させると、主なる神は言う。 15わたしはエジプトの国を

荒し、その国に満ちるものが、ことごとく取り去られる

時、わたしがその中に住む者をことごとく撃つ時、彼ら

はわたしが主であることを知る。 16これは悲しみの歌で

ある。人々はこれを歌い、もろもろの国の娘たちはこれ

を歌う。すなわちエジプトと、そのすべての民衆とのた

めに、これを歌うのであると、主なる神は言われる」。

17第十二年の一月十五日に、主の言葉がわたしに臨んだ

、 18「人の子よ、エジプトの民衆のために嘆き、これと

大いなる国々の娘らとを、下の国に投げ下し、穴に下っ

た者のところに至らせよ。 19『あなたの美はだれにまさ

っているか。下って、割礼を受けない者と共に伏せよ』

。 20彼らはつるぎに殺される者のうちに倒れる。その民

衆はこれと共に伏せる。 21勇士の首領はその助け手と共

に、陰府の中から彼らに言う、『割礼を受けない者、つ

るぎに殺された者は下って伏している』と。 (Sheol h7585)

22アッスリヤとその仲間とはその所におり、その墓はこ

れを囲む。彼らはみな殺された者、またつるぎに倒れた

者である。 23彼らの墓は穴の奥に設けられ、その仲間は

その墓の周囲にあり、これはみな殺された者、つるぎに

倒れた者、生ける者の地に恐れを起した者である。 24そ

の所にエラムがおり、その民衆は皆、その墓の周囲にお

る。彼らはみな殺された者、つるぎに倒れた者、割礼を

受けないで、下の国に下った者、生ける者の地に、恐れ

を起した者で、穴に下る者と共に、恥を負うのである。

25彼らはそのすべての民衆と共に、殺された者の中に床

を置き、その墓はこれを囲む。これは皆、割礼を受けな

い者、つるぎに殺された者、生ける者の地に恐れを起し

た者で、穴に下る者と共に恥を負う。彼らは殺された者

の中に置かれている。 26その所にメセクとトバル、およ

びすべての民衆がおる。その墓はこれを囲む。彼らは皆

、割礼を受けない者で、つるぎで殺された者である。生

ける者の地に恐れを起したからである。 27彼らは昔の倒

れた勇士と共に伏さない。これらの勇士は、武具を持っ

て陰府に下り、つるぎをまくらとし、その盾は骨の上に

ある。これは勇士の恐れが、生ける者の地にあったから

である。 (Sheol h7585) 28あなたは割礼を受けない者のうち

に、つるぎで殺された者と共に横たわる。 29その所にエ

ドムとその王たちと、そのすべての君たちがおる。彼ら

はその力を持つにもかかわらず、かのつるぎで殺された

者と共に横たえられ、割礼を受けない者および穴に下る

者と共に伏している。 30その所に北の君たち、およびシ

ドンびとが皆おる。彼らは自分の力によって恐れを起し

たので、殺された者と共に恥を受けて、下って行った者

である。彼らはつるぎで殺された者と共に、割礼を受け

ずに伏し、穴に下る者と共に恥を負う。 31パロは彼らを

見る時、そのすべての民衆について慰められる。パロと

そのすべての軍勢とは、つるぎで殺されると、主なる神

は言われる。 32彼は生ける者の国に恐れを広げた。それ

ゆえ、パロとすべての民衆とは、割礼を受けない者のう

ちにあって、つるぎで殺された者と共に伏すと、主なる

神は言われる」。

33主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、あなた

の民の人々に語って言え、わたしがつるぎを一つの

国に臨ませる時、その国の民が彼らのうちからひとりを

選んで、これを自分たちの見守る者とする。 3彼は国に

つるぎが臨むのを見て、ラッパを吹き、民を戒める。 4

しかし人がラッパの音を聞いても、みずから警戒せず、

ついにつるぎが来て、その人を殺したなら、その血は彼

のこうべに帰する。 5彼はラッパの音を聞いて、みずか

ら警戒しなかったのであるから、その血は彼自身に帰す
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る。しかしその人が、みずから警戒したなら、その命は

救われる。 6しかし見守る者が、つるぎの臨むのを見て

も、ラッパを吹かず、そのため民が、みずから警戒しな

いでいるうちに、つるぎが臨み、彼らの中のひとりを失

うならば、その人は、自分の罪のために殺されるが、わ

たしはその血の責任を、見守る者の手に求める。 7それ

ゆえ、人の子よ、わたしはあなたを立てて、イスラエル

の家を見守る者とする。あなたはわたしの口から言葉を

聞き、わたしに代って彼らを戒めよ。 8わたしが悪人に

向かって、悪人よ、あなたは必ず死ぬと言う時、あなた

が悪人を戒めて、その道から離れさせるように語らなか

ったら、悪人は自分の罪によって死ぬ。しかしわたしは

その血を、あなたの手に求める。 9しかしあなたが悪人

に、その道を離れるように戒めても、その悪人がその道

を離れないなら、彼は自分の罪によって死ぬ。しかしあ

なたの命は救われる。 10それゆえ、人の子よ、イスラエ

ルの家に言え、あなたがたはこう言った、『われわれの

とがと、罪はわれわれの上にある。われわれはその中に

あって衰えはてる。どうして生きることができようか』

と。 11あなたは彼らに言え、主なる神は言われる、わた

しは生きている。わたしは悪人の死を喜ばない。むしろ

悪人が、その道を離れて生きるのを喜ぶ。あなたがたは

心を翻せ、心を翻してその悪しき道を離れよ。イスラエ

ルの家よ、あなたはどうして死んでよかろうか。 12人の

子よ、あなたの民の人々に言え、義人の義は、彼が罪を

犯す時には、彼を救わない。悪人の悪は、彼がその悪を

離れる時、その悪のために倒れることはない。義人は彼

が罪を犯す時、その義のために生きることはできない。

13わたしが義人に、彼は必ず生きると言っても、もし彼

が自分の義をたのんで、罪を犯すなら、彼のすべての義

は覚えられない。彼はみずから犯した罪のために死ぬ。

14また、わたしが悪人に『あなたは必ず死ぬ』と言って

も、もし彼がその罪を離れ、公道と正義とを行うならば

、 15すなわちその悪人が質物を返し、奪った物をもどし

、命の定めに歩み、悪を行わないならば、彼は必ず生き

る。決して死なない。 16彼の犯したすべての罪は彼に対

して覚えられない。彼は公道と正義とを行ったのである

から、必ず生きる。 17あなたの民の人々は『主の道は公

平でない』と言う。しかし彼らの道こそ公平でないので

ある。 18義人がその義を離れて、罪を犯すならば、彼は

これがために死ぬ。 19悪人がその悪を離れて、公道と正

義とを行うならば、彼はこれによって生きる。 20それで

あるのに、あなたがたは『主の道は公平でない』と言う

。イスラエルの家よ、わたしは各自のおこないにしたが

って、あなたがたをさばく」。 21わたしたちが捕え移さ

れた後、すなわち第十二年の十月五日に、エルサレムか

らのがれて来た者が、わたしのもとに来て言った、「町

は打ち破られた」と。 22その者が来た前の夜、主の手が

わたしに臨んだ。次の朝、その人がわたしのもとに来た

ころ、主はわたしの口を開かれた。わたしの口が開けた

ので、もはやわたしは沈黙しなかった。 23主の言葉がわ

たしに臨んだ、 24「人の子よ、イスラエルの地の、かの

荒れ跡の住民らは、語り続けて言う、『アブラハムはた

だひとりで、なおこの地を所有した。しかしわたしたち

の数は多い。この地はわれわれの所有として与えられて

いる』と。 25それゆえ、あなたは彼らに言え、主なる神

はこう言われる、あなたがたは肉を血のついたままで食

べ、おのが偶像を仰ぎ、血を流していて、なおこの地を

所有することができるか。 26あなたがたはつるぎをたの

み、憎むべき事をおこない、おのおの隣り人の妻を汚し

て、なおこの地を所有することができるか。 27あなたは

彼らに言いなさい。主なる神はこう言われる、わたしは

生きている。かの荒れ跡にいる者は必ずつるぎに倒れる

。わたしは野の面にいる者を、獣に与えて食わせ、要害

とほら穴とにいる者は疫病で死ぬ。 28わたしはこの国を

全く荒す。彼の誇る力はうせ、イスラエルの山々は荒れ

て通る者もなくなる。 29彼らがおこなったすべての憎む

べきことのために、わたしがこの国を全く荒す時、彼ら

はわたしが主であることを悟る。 30人の子よ、あなたの

民の人々は、かきのかたわら、家の入口で、あなたの事

を論じ、たがいに語りあって言う、『さあ、われわれは

、どんな言葉が主から出るかを聞こう』と。 31彼らは民

が来るようにあなたの所に来、わたしの民のようにあな

たの前に座して、あなたの言葉を聞く。しかし彼らはそ

れを行わない。彼等は口先では多くの愛を現すが、その

心は利におもむいている。 32見よ、あなたは彼らには、

美しい声で愛の歌をうたう者のように、また楽器をよく

奏する者のように思われる。彼らはあなたの言葉は聞く

が、それを行おうとはしない。 33この事が起る時これは

必ず起るそのとき彼らの中にひとりの預言者がいたこと

を彼らは悟る」。

34主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、イスラ

エルの牧者たちに向かって預言せよ。預言して彼ら

牧者に言え、主なる神はこう言われる、わざわいなるか

な、自分自身を養うイスラエルの牧者。牧者は群れを養

うべき者ではないか。 3ところが、あなたがたは脂肪を

食べ、毛織物をまとい、肥えたものをほふるが、群れを

養わない。 4あなたがたは弱った者を強くせず、病んで

いる者をいやさず、傷ついた者をつつまず、迷い出た者

を引き返らせず、うせた者を尋ねず、彼らを手荒く、き

びしく治めている。 5彼らは牧者がないために散り、野

のもろもろの獣のえじきになる。 6わが羊は散らされて

いる。彼らはもろもろの山と、もろもろの高き丘にさま

よい、わが羊は地の全面に散らされているが、これを捜

す者もなく、尋ねる者もない。 7それゆえ、牧者よ、主

の言葉を聞け。 8主なる神は言われる、わたしは生きて

いる。わが羊はかすめられ、わが羊は野のもろもろの獣

のえじきとなっているが、その牧者はいない。わが牧者

はわが羊を尋ねない。牧者は自身を養うが、わが羊を養

わない。 9それゆえ牧者らよ、主の言葉を聞け。 10主な

る神はこう言われる、見よ、わたしは牧者らの敵となり

、わたしの羊を彼らの手に求め、彼らにわたしの群れを

養うことをやめさせ、再び牧者自身を養わせない。また

わが羊を彼らの口から救って、彼らの食物にさせない。

11主なる神はこう言われる、見よ、わたしは、わたしみ

ずからわが羊を尋ねて、これを捜し出す。 12牧者がその

羊の散り去った時、その羊の群れを捜し出すように、わ

たしはわが羊を捜し出し、雲と暗やみの日に散った、す

べての所からこれを救う。 13わたしは彼らをもろもろの

民の中から導き出し、もろもろの国から集めて、彼らの

国に携え入れ、イスラエルの山の上、泉のほとり、また

国のうちの人の住むすべての所でこれを養う。 14わたし

は良き牧場で彼らを養う。その牧場はイスラエルの高い

山にあり、その所で彼らは良い羊のおりに伏し、イスラ

エルの山々の上で肥えた牧場で草を食う。 15わたしはみ
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ずからわが羊を飼い、これを伏させると主なる神は言わ

れる。 16わたしは、うせたものを尋ね、迷い出たものを

引き返し、傷ついたものを包み、弱ったものを強くし、

肥えたものと強いものとは、これを監督する。わたしは

公平をもって彼らを養う。 17主なる神はこう言われる、

あなたがた、わが群れよ、見よ、わたしは羊と羊との間

、雄羊と雄やぎとの間をさばく。 18あなたがたは良き牧

場で草を食い、その草の残りを足で踏み、また澄んだ水

を飲み、その残りを足で濁すが、これは、あまりのこと

ではないか。 19わが羊はあなたがたが、足で踏んだもの

を食い、あなたがたの足で濁したものを、飲まなければ

ならないのか。 20それゆえ、主なる神はこう彼らに言わ

れる、見よ、わたしは肥えた羊と、やせた羊との間をさ

ばく。 21あなたがたは、わきと肩とをもって押し、角を

もって、すべて弱い者を突き、ついに彼らを外に追い散

らした。 22それゆえ、わたしはわが群れを助けて、再び

かすめさせず、羊と羊との間をさばく。 23わたしは彼ら

の上にひとりの牧者を立てる。すなわちわがしもべダビ

デである。彼は彼らを養う。彼は彼らを養い、彼らの牧

者となる。 24主なるわたしは彼らの神となり、わがしも

べダビデは彼らのうちにあって君となる。主なるわたし

はこれを言う。 25わたしは彼らと平和の契約を結び、国

の内から野獣を追い払う。彼らは心を安んじて荒野に住

み、森の中に眠る。 26わたしは彼らおよびわが山の周囲

の所々を祝福し、季節にしたがって雨を降らす。これは

祝福の雨となる。 27野の木は実を結び、地は産物を出す

。彼らは心を安んじてその国におり、わたしが彼らのく

びきの棒を砕き、彼らを奴隷とした者の手から救い出す

時、彼らはわたしが主であることを悟る。 28彼らは重ね

て、もろもろの国民にかすめられることなく、地の獣も

彼らを食うことはない。彼らは心を安んじて住み、彼ら

を恐れさせる者はない。 29わたしは彼らのために、良い

栽培所を与える。彼らは重ねて、国のききんに滅びるこ

となく重ねて諸国民のはずかしめを受けることはない。

30彼らはその神、主なるわたしが彼らと共におり、彼ら

イスラエルの家が、わが民であることを悟ると、主なる

神は言われる。 31あなたがたはわが羊、わが牧場の羊で

ある。わたしはあなたがたの神であると、主なる神は言

われる」。

35主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、あなた

の顔をセイル山に向け、これに対して預言し、 3こ

れに言え。主なる神はこう言われる、セイル山よ、見よ

、わたしはあなたを敵とし、わたしの手をあなたに向か

って伸べ、あなたを全く荒し、 4あなたの町々を滅ぼす

。あなたは荒れはてる。そしてわたしが主であることを

悟る。 5あなたは限りない敵意をいだいて、イスラエル

の人々をその災の時、終りの刑罰の時に、つるぎの手に

渡した。 6それゆえ、主なる神は言われる、わたしは生

きている。わたしはあなたを血にわたす。血はあなたを

追いかける。あなたには血のとががあるゆえ、血はあな

たを追いかける 7わたしはセイル山を全く荒し、そこに

行き来する者を断ち、 8その山々を殺された者で満たす

。つるぎで殺された者が、あなたのもろもろの丘、もろ

もろの谷、もろもろのくぼ地に倒れる。 9わたしはあな

たを、永遠の荒れ地とし、あなたの町々には住む者がな

くなる。そしてあなたがたは、わたしが主であることを

悟る。 10あなたは言う、『これら二つの国民、二つの国

はわたしのもの、われわれはこれを獲よう』と。しかし

主はそこにおられる。 11それゆえ、主なる神は言われる

、わたしは生きている。あなたが彼らを憎んで、彼らに

示した怒りと、ねたみにしたがって、わたしはあなたを

扱う。わたしがあなたをさばく時、わたし自身をあなた

に示す。 12あなたがイスラエルの山々に向かって、『こ

れは荒れはてて、われわれの食となる』と言ったもろも

ろのそしりを、主なるわたしが聞いたことをあなたは悟

る。 13あなたがたは、わたしに対して口をもって誇り、

またわたしに対して、あなたがたの言葉を多くした。わ

たしはそれを聞いた。 14主なる神はこう言われる、全地

の喜びのために、わたしはあなたを荒れ地とする。 15あ

なたが、イスラエルの家の嗣業の荒れるのを喜んだよう

に、わたしはあなたに、そのようにする。セイル山よ、

あなたは荒れ地となる。エドムもすべてそのようになる

。そのとき彼らは、わたしが主であることを悟るように

なる。

36人の子よ、イスラエルの山々に預言して言え。イス
ラエルの山々よ、主の言葉を聞け。 2主なる神はこ

う言われる、敵はあなたがたについて言う、『ああ、昔

の高き所が、われわれのものとなった』と。 3それゆえ

、あなたは預言して言え。主なる神はこう言われる、彼

らはあなたがたを荒し、四方からあなたがたを打ち滅ぼ

したので、あなたがたは他の国民の所有となり、また民

の悪いうわさとなった。 4それゆえ、イスラエルの山々

よ、主なる神の言葉を聞け。主なる神は、山と、丘と、

くぼ地と、谷と、滅びた荒れ跡と、人の捨てた町々、す

なわちその周囲にある諸国民の残った者にかすめられ、

あざけられるようになったものに、こう言われる。 5主

なる神はこう言われる、わたしはねたみの炎をもって、

他の国民とエドム全国とに対して言う、彼らは心ゆくま

で喜び、心に誇ってわが地を自分の所有とし、これを奪

い、かすめた者である。 6それゆえ、あなたはイスラエ

ルの地の事を預言し、山と、丘と、くぼ地と、谷とに言

え。主なる神はこう言われる、見よ、あなたがたは諸国

民のはずかしめを受けたので、わたしはねたみと怒りと

をもって語る。 7それゆえ、主なる神はこう言われる、

わたしは誓って言う、あなたがたの周囲の諸国民は必ず

はずかしめを受ける。 8しかしイスラエルの山々よ、あ

なたがたは枝を出し、わが民イスラエルのために実を結

ぶ。この事の成るのは近い。 9見よ、わたしはあなたが

たに臨み、あなたがたを顧みる。あなたがたは耕され、

種をまかれる。 10わたしはあなたがたの上に人をふやす

。これはことごとくイスラエルの家の者となり、町々に

は人が住み、荒れ跡は建て直される。 11わたしはあなた

がたの上に人と獣とをふやす。彼らはふえて、子を生む

。わたしはあなたがたの上に、昔のように人を住ませ、

初めの時よりも、まさる恵みをあなたがたに施す。その

時あなたがたは、わたしが主であることを悟る。 12わた

しはわが民イスラエルの人々をあなたがたの上に歩ませ

る。彼らはあなたがたを所有し、あなたがたはその嗣業

となり、あなたがたは重ねて彼らに子のない嘆きをさせ

ない。 13主なる神はこう言われる、彼らはあなたがたに

向かって、『あなたは人を食い、あなたの民に子のない

嘆きをさせる』と言う。 14あなたはもはや人を食わない

。あなたの民に重ねて子のない嘆きをさせることはない

と、主なる神は言われる。 15わたしは重ねて諸国民のは
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ずかしめをあなたに聞かせない。あなたは重ねて、もろ

もろの民のはずかしめを受けることはなく、あなたの民

を重ねてつまずかせることはないと、主なる神は言われ

る」。 16主の言葉がわたしに臨んだ、 17「人の子よ、

昔、イスラエルの家が、自分の国に住んだとき、彼らは

おのれのおこないとわざとをもって、これを汚した。そ

のおこないは、わたしの前には、汚れにある女の汚れの

ようであった。 18彼らが国に血を流し、またその偶像を

もって、国を汚したため、わたしはわが怒りを彼らの上

に注ぎ、 19彼らを諸国民の中に散らしたので、彼らは国

々の中に散った。わたしは彼らのおこないと、わざとに

したがって、彼らをさばいた。 20彼らがその行くところ

の国々へ行ったとき、わが聖なる名を汚した。これは人

々が彼らについて『これは主の民であるが、その国から

出た者である』と言ったからである。 21しかしわたしは

イスラエルの家が、その行くところの諸国民の中で汚し

たわが聖なる名を惜しんだ。 22それゆえ、あなたはイス

ラエルの家に言え。主なる神はこう言われる、イスラエ

ルの家よ、わたしがすることはあなたがたのためではな

い。それはあなたがたが行った諸国民の中で汚した、わ

が聖なる名のためである。 23わたしは諸国民の中で汚さ

れたもの、すなわち、あなたがたが彼らの中で汚した、

わが大いなる名の聖なることを示す。わたしがあなたが

たによって、彼らの目の前に、わたしの聖なることを示

す時、諸国民はわたしが主であることを悟ると、主なる

神は言われる。 24わたしはあなたがたを諸国民の中から

導き出し、万国から集めて、あなたがたの国に行かせる

。 25わたしは清い水をあなたがたに注いで、すべての汚

れから清め、またあなたがたを、すべての偶像から清め

る。 26わたしは新しい心をあなたがたに与え、新しい霊

をあなたがたの内に授け、あなたがたの肉から、石の心

を除いて、肉の心を与える。 27わたしはまたわが霊をあ

なたがたのうちに置いて、わが定めに歩ませ、わがおき

てを守ってこれを行わせる。 28あなたがたは、わたしが

あなたがたの先祖に与えた地に住んで、わが民となり、

わたしはあなたがたの神となる。 29わたしはあなたがた

をそのすべての汚れから救い、穀物を呼びよせてこれを

増し、ききんをあなたがたに臨ませない。 30またわたし

は木の実と、田畑の作物とを多くする。あなたがたは重

ねて諸国民の間に、ききんのはずかしめを受けることが

ない。 31その時あなたがたは自身の悪しきおこないと、

良からぬわざとを覚えて、その罪と、その憎むべきこと

とのために、みずから恨む。 32わたしがなすことはあな

たがたのためではないと、主なる神は言われる。あなた

がたはこれを知れ。イスラエルの家よ、あなたがたは自

分のおこないを恥じて悔やむべきである。 33主なる神は

こう言われる、わたしは、あなたがたのすべての罪を清

める日に、町々に人を住ませ、その荒れ跡を建て直す。

34荒れた地は、行き来の人々の目に荒れ地と見えたのに

引きかえて耕される。 35そこで人々は言う、『この荒れ

た地は、エデンの園のようになった。荒れ、滅び、くず

れた町々は、堅固になり、人の住む所となった』と。 36

あなたがたの周囲に残った諸国民は主なるわたしがくず

れた所を建て直し、荒れた所にものを植えたということ

を悟るようになる。主なるわたしがこれを言い、これを

なすのである。 37主なる神はこう言われる、イスラエル

の家は、わたしが次のことを彼らのためにするように、

わたしに求めるべきである。すなわち人を群れのように

ふやすこと、 38すなわち犠牲のための群れのように、エ

ルサレムの祝い日の群れのようにすることである。こう

して荒れた町々は人の群れで満ちる。その時人々は、わ

たしが主であることを悟るようになる」。

37主の手がわたしに臨み、主はわたしを主の霊に満た
して出て行かせ、谷の中にわたしを置かれた。そこ

には骨が満ちていた。 2彼はわたしに谷の周囲を行きめ

ぐらせた。見よ、谷の面には、はなはだ多くの骨があり

、皆いたく枯れていた。 3彼はわたしに言われた、「人

の子よ、これらの骨は、生き返ることができるのか」。

わたしは答えた、「主なる神よ、あなたはご存じです」

。 4彼はまたわたしに言われた、「これらの骨に預言し

て、言え。枯れた骨よ、主の言葉を聞け。 5主なる神は

これらの骨にこう言われる、見よ、わたしはあなたがた

のうちに息を入れて、あなたがたを生かす。 6わたしは

あなたがたの上に筋を与え、肉を生じさせ、皮でおおい

、あなたがたのうちに息を与えて生かす。そこであなた

がたはわたしが主であることを悟る」。 7わたしは命じ

られたように預言したが、わたしが預言した時、声があ

った。見よ、動く音があり、骨と骨が集まって相つらな

った。 8わたしが見ていると、その上に筋ができ、肉が

生じ、皮がこれをおおったが、息はその中になかった。

9時に彼はわたしに言われた、「人の子よ、息に預言せ

よ、息に預言して言え。主なる神はこう言われる、息よ

、四方から吹いて来て、この殺された者たちの上に吹き

、彼らを生かせ」。 10そこでわたしが命じられたように

預言すると、息はこれにはいった。すると彼らは生き、

その足で立ち、はなはだ大いなる群衆となった。 11そこ

で彼はわたしに言われた、「人の子よ、これらの骨はイ

スラエルの全家である。見よ、彼らは言う、『われわれ

の骨は枯れ、われわれの望みは尽き、われわれは絶え果

てる』と。 12それゆえ彼らに預言して言え。主なる神は

こう言われる、わが民よ、見よ、わたしはあなたがたの

墓を開き、あなたがたを墓からとりあげて、イスラエル

の地にはいらせる。 13わが民よ、わたしがあなたがたの

墓を開き、あなたがたをその墓からとりあげる時、あな

たがたは、わたしが主であることを悟る。 14わたしがわ

が霊を、あなたがたのうちに置いて、あなたがたを生か

し、あなたがたをその地に安住させる時、あなたがたは

、主なるわたしがこれを言い、これをおこなったことを

悟ると、主は言われる」。 15主の言葉がわたしに臨んだ

、 16「人の子よ、あなたは一本の木を取り、その上に『

ユダおよびその友であるイスラエルの子孫のために』と

書き、また一本の木を取って、その上に『ヨセフおよび

その友であるイスラエルの全家のために』と書け。これ

はエフライムの木である。 17あなたはこれらを合わせて

、一つの木となせ。これらはあなたの手で一つになる。

18あなたの民の人々があなたに向かって、『これはなん

のことであるか、われわれに示してくれないか』と言う

時は、 19これに言え、主なる神はこう言われる、見よ、

わたしはエフライムの手にあるヨセフと、その友である

イスラエルの部族の木を取り、これをユダの木に合わせ

て、一つの木となす。これらはわたしの手で一つとなる

。 20あなたが文字を書いた木が、彼らの目の前で、あな

たの手にあるとき、 21あなたは彼らに言え。主なる神は

、こう言われる、見よ、わたしはイスラエルの人々を、

その行った国々から取り出し、四方から彼らを集めて、
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その地にみちびき、 22その地で彼らを一つの民となして

イスラエルの山々におらせ、ひとりの王が彼ら全体の王

となり、彼らは重ねて二つの国民とならず、再び二つの

国に分れない。 23彼らはまた、その偶像と、その憎むべ

きことどもと、もろもろのとがとをもって、身を汚すこ

とはない。わたしは彼らを、その犯したすべての背信か

ら救い出して、これを清める。そして彼らはわが民とな

り、わたしは彼らの神となる。 24わがしもべダビデは彼

らの王となる。彼らすべての者のために、ひとりの牧者

が立つ。彼らはわがおきてに歩み、わが定めを守って行

う。 25彼らはわがしもべヤコブに、わたしが与えた地に

住む。これはあなたがたの先祖の住んだ所である。そこ

に彼らと、その子らと、その子孫とが永遠に住み、わが

しもべダビデが、永遠に彼らの君となる。 26わたしは彼

らと平和の契約を結ぶ。これは彼らの永遠の契約となる

。わたしは彼らを祝福し、彼らをふやし、わが聖所を永

遠に彼らの中に置く。 27わがすみかは彼らと共にあり、

わたしは彼らの神となり、彼らはわが民となる。 28そし

てわが聖所が永遠に、彼らのうちにあるようになるとき

、諸国民は主なるわたしが、イスラエルを聖別する者で

あることを悟る」。

38主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、メセク

とトバルの大君であるマゴグの地のゴグに、あなた

の顔を向け、これに対して預言して、 3言え。主なる神

はこう言われる、メセクとトバルの大君であるゴグよ、

見よ、わたしはあなたの敵となる。 4わたしはあなたを

引きもどし、あなたのあごにかぎをかけて、あなたと、

あなたのすべての軍勢と、馬と、騎兵とを引き出す。彼

らはみな武具をつけ、大盾、小盾を持ち、すべてつるぎ

をとる者で大軍である。 5ペルシャ、エチオピヤ、プテ

は彼らと共におり、みな盾とかぶとを持つ。 6ゴメルと

そのすべての軍隊、北の果のベテ・トガルマと、そのす

べての軍隊など、多くの民もあなたと共におる。 7あな

たは備えをなせ。あなたとあなたの所に集まった軍隊は

、みな備えをなせ。そしてあなたは彼らの保護者となれ

。 8多くの日の後、あなたは集められ、終りの年にあな

たは戦いから回復された地、すなわち多くの民の中から

、人々が集められた地に向かい、久しく荒れすたれたイ

スラエルの山々に向かって進む。その人々は国々から導

き出されて、みな安らかに住んでいる。 9あなたはその

すべての軍隊および多くの民を率いて上り、暴風のよう

に進み、雲のように地をおおう。 10主なる神はこう言わ

れる、その日に、あなたの心に思いが起り、悪い計りご

とを企てて、 11言う、『わたしは無防備の村々の地に上

り、穏やかにして安らかに住む民、すべて石がきもなく

、貫の木も門もない地に住む者どもを攻めよう』と。 12

そしてあなたは物を奪い、物をかすめ、いま人の住むよ

うになっている荒れ跡を攻め、また国々から集まってき

て、地の中央に住み、家畜と貨財とを持つ民を攻めよう

とする。 13シバ、デダン、タルシシの商人、およびその

もろもろの村々はあなたに言う、『あなたは物を奪うた

めに来たのか。物をかすめるために軍隊を集めたのか。

あなたは金銀を持ち去り、家畜と貨財とを取りあげ、大

いに物を奪おうとするのか』と。 14それゆえ、人の子よ

、ゴグに預言して言え。主なる神はこう言われる、わが

民イスラエルの安らかに住むその日に、あなたは立ちあ

がり、 15北の果のあなたの所から来る。多くの民はあな

たと共におり、みな馬に乗り、その軍隊は大きく、その

兵士は強い。 16あなたはわが民イスラエルに攻めのぼり

、雲のように地をおおう。ゴグよ、終りの日にわたしは

あなたを、わが国に攻めきたらせ、あなたをとおして、

わたしの聖なることを諸国民の目の前にあらわして、彼

らにわたしを知らせる。 17主なる神はこう言われる、わ

たしが昔、わがしもべイスラエルの預言者たちによって

語ったのは、あなたのことではないか。すなわち彼らは

、そのころ年久しく預言して、わたしはあなたを送って

、彼らを攻めさせると言ったではないか。 18しかし主な

る神は言われる、その日、すなわちゴグがイスラエルの

地に攻め入る日に、わが怒りは現れる。 19わたしは、わ

がねたみと、燃えたつ怒りとをもって言う。その日には

必ずイスラエルの地に、大いなる震動があり、 20海の魚

、空の鳥、野の獣、すべての地に這うもの、地のおもて

にあるすべての人は、わが前に打ち震える。また山々は

くずれ、がけは落ち、すべての石がきは地に倒れる。 21

主なる神は言われる、わたしはゴグに対し、すべての恐

れを呼びよせる。すべての人のつるぎは、その兄弟に向

けられる。 22わたしは疫病と流血とをもって彼をさばく

。わたしはみなぎる雨と、ひょうと、火と、硫黄とを、

彼とその軍隊および彼と共におる多くの民の上に降らせ

る。 23そしてわたしはわたしの大いなることと、わたし

の聖なることとを、多くの国民の目に示す。そして彼ら

はわたしが主であることを悟る。

39人の子よ、ゴグに向かって預言して言え。主なる神
はこう言われる、メセクとトバルの大君であるゴグ

よ、見よ、わたしはあなたの敵となる。 2わたしはあな

たを引きもどし、あなたを押しやり、北の果から上らせ

、イスラエルの山々に導き、 3あなたの左の手から弓を

打ち落し、右の手から矢を落させる。 4あなたとあなた

のすべての軍隊およびあなたと共にいる民たちは、イス

ラエルの山々に倒れる。わたしはあなたを、諸種の猛禽

と野獣とに与えて食わせる。 5あなたは野の面に倒れる

。わたしがこれを言ったからであると、主なる神は言わ

れる。 6わたしはゴグと、海沿いの国々に安らかに住む

者に対して火を送り、彼らにわたしが主であることを悟

らせる。 7わたしはわが聖なる名を、わが民イスラエル

のうちに知らせ、重ねてわが聖なる名を汚させない。諸

国民はわたしが主、イスラエルの聖者であることを悟る

。 8主なる神は言われる、見よ、これは来る、必ず成就

する。これはわたしが言った日である。 9イスラエルの

町々に住む者は出て来て、武器すなわち大盾、小盾、弓

、矢、手やり、およびやりなどを燃やし、焼き、七年の

間これを火に燃やす。 10彼らは野から木を取らず、森か

ら木を切らず、武器で火を燃やし、自分をかすめた者を

かすめ、自分の物を奪った者を奪うと、主なる神は言わ

れる。 11その日、わたしはイスラエルのうちに、墓地を

ゴグに与える。これは旅びとの谷にあって海の東にある

。これは旅びとを妨げる。そこにゴグとその民衆を埋め

るからである。これをハモン・ゴグの谷と名づける。 12

イスラエルの家はこれを埋めて、地を清めるために七か

月を費す。 13国のすべての民はこれを埋め、これによっ

て名を高める。これはわが栄えを現す日であると、主な

る神は言われる。 14彼らは人々を選んで、絶えず国の中

を行きめぐらせ、地のおもてに残っている者を埋めて、

これを清めさせる。七か月の終りに彼らは尋ねる。 15国
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を行きめぐる者が行きめぐって、人の骨を見る時、死人

を埋める者が、これをハモン・ゴグの谷に埋めるまで、

そのかたわらに、標を建てて置く。 16（ハモナの町もそ

こにある。）こうして彼らはその国を清める。 17主なる

神はこう言われる、人の子よ、諸種の鳥と野の獣とに言

え、みな集まってこい。わたしがおまえたちのために供

えた犠牲、すなわちイスラエルの山々の上にある、大い

なる犠牲に、四方から集まり、その肉を食い、その血を

飲め。 18おまえたちは勇士の肉を食い、地の君たちの血

を飲め。雄羊、小羊、雄やぎ、雄牛などすべてバシャン

の肥えた獣を食え。 19わたしがおまえたちのために供え

た犠牲は、飽きるまでその脂肪を食べ、酔うまで血を飲

め。 20おまえたちはわが食卓について馬と、騎手と、勇

士と、もろもろの戦士とを飽きるほど食べると、主なる

神は言われる。 21わたしはわが栄光を諸国民に示す。す

べての国民はわたしが行ったさばきと、わたしが彼らの

上に加えた手とを見る。 22この日から後、イスラエルの

家はわたしが彼らの神、主であることを悟るようになる

。 23また諸国民はイスラエルの家が、その悪によって捕

え移されたことを悟る。彼らがわたしにそむいたので、

わたしはわが顔を彼らに隠し、彼らをその敵の手に渡し

た。それで彼らは皆つるぎに倒れた。 24わたしは彼らの

汚れと、とがとに従って、彼らを扱い、わたしの顔を彼

らに隠した。 25それゆえ、主なる神はこう言われる、い

まわたしはヤコブの幸福をもとに返し、イスラエルの全

家をあわれみ、わが聖なる名のために、ねたみを起す。

26彼らは、その国に安らかに住み、だれもこれを恐れさ

せる者がないようになった時、自分の恥と、わたしに向

かってなした反逆とを忘れる。 27わたしが彼らを諸国民

の中から帰らせ、その敵の国から呼び集め、彼らによっ

て、わたしの聖なることを、多くの国民の前に示す時、

28彼らは、わたしが彼らの神、主であることを悟る。こ

れはわたしが彼らを諸国民のうちに移し、またこれをそ

の国に呼び集めたからである。わたしはそのひとりをも

、国々のうちに残すことをしない。 29わたしは、わが霊

をイスラエルの家に注ぐ時、重ねてわが顔を彼らに隠さ

ないと、主なる神は言われる」。

40われわれが捕え移されてから二十五年、都が打ち破
られて後十四年、その年の初めの月の十日、その日

に主の手がわたしに臨み、わたしをかの所に携えて行っ

た。 2すなわち神は幻のうちに、わたしをイスラエルの

地に携えて行って、非常に高い山の上におろされた。そ

の山の上に、わたしと相対して、一つの町のような建物

があった。 3神がわたしをそこに携えて行かれると、見

よ、ひとりの人がいた。その姿は青銅の形のようで、手

に麻のなわと、測りざおとを持って門に立っていた。 4

その人はわたしに言った、「人の子よ、目で見、耳で聞

き、わたしがあなたに示す、すべての事を心にとめよ。

あなたをここに携えて来たのは、これをあなたに示すた

めである。あなたの見ることを、ことごとくイスラエル

の家に告げよ」。 5見よ、宮の外の周囲に、かきがあり

、その人の手に六キュビトの測りざおがあった。そのキ

ュビトは、おのおの一キュビトと一手幅とである。彼が

、そのかきの厚さを測ると、一さおあり、高さも一さお

あった。 6彼が東向きの門に行き、その階段を上って、

門の敷居を測ると、その厚さは一さおあり、 7その詰め

所は長さ一さお、幅一さお、詰め所と、詰め所との間は

五キュビトあり、内の門の廊のかたわらの門の敷居は一

さおあった。 8門の廊を測ると八キュビトあり、 9その

脇柱は二キュビト、門の廊は内側にあった。 10東向きの

門の詰め所は、こなたに三つ、かなたに三つあり、三つ

とも同じ寸法である。脇柱もまた、こなたかなたともに

同じ寸法である。 11門の入口の広さを測ると十キュビト

あり、門の長さは十三キュビトあった。 12詰め所の前の

境は一キュビト、かなたの境も一キュビトで、詰め所は

、こなたかなたともに六キュビトあった。 13彼がまたこ

の詰め所の裏から、かの詰め所の裏まで、門を測ると、

入口から入口まで二十五キュビトあった。 14彼がまた廊

を測ると二十キュビトあり、門の廊の周囲は、すべて庭

である。 15入口の門の前から内の門の廊の前まで五十キ

ュビトあり、 16詰め所と、門の内側の周囲の脇柱とに窓

があり、廊の内側の周囲にも、同様に窓があり、脇柱に

は、しゅろがあった。 17彼がまたわたしを外庭に携え入

れると、見よ、庭の周囲に設けた室と、敷石とがあり、

敷石の上に三十の室があった。 18敷石は門のわきにあり

、門と同じ長さで、これは下の敷石である。 19彼が下の

門の内の前から、内庭の外の前までの距離を測ると、百

キュビトあった。 20また彼はわたしに先だって北へ行っ

た。見よ、そこに外庭に属する北向きの門があった。彼

はその長さと幅とを測った。 21その詰め所が、こなたに

三つ、かなたに三つあり、また脇柱と廊とがあった。こ

れらは初めの門と同じ寸法で、長さは五十キュビト、幅

は二十五キュビトである。 22その窓と、廊と、しゅろと

は、東向きの門にあるものと同じ寸法である。そして七

段の階段を経て、それに上ると、廊は内側にあった。 23

内庭の門は北と東の門に向かっていた。彼が門から門ま

でを測ると、百キュビトあった。 24彼がまたわたしを南

へ行かせると、見よ、南向きの門があった。その脇柱と

廊を測ると、他と同じ寸法であった。 25これと、その廊

の周囲とに、他の窓のような窓があって、その長さは五

十キュビト、幅は二十五キュビトあった。 26これを上る

のに七段の階段があり、その廊は内側にあった。その脇

柱の上には、こなたに一つ、かなたに一つのしゅろがあ

った。 27内庭には南向きの門があり、門から門まで南の

方へ測ると、百キュビトあった。 28彼がわたしを南の門

から内庭にはいらせ、南の門を測ると、さきのものと、

同じ寸法であった。 29その詰め所と、脇柱と、廊とは、

他のものと同じ寸法で、その門と、廊の周囲とには窓が

あり、門の長さは五十キュビト、幅は二十五キュビトで

あった。 30周囲に廊があって、その長さは二十五キュビ

ト、幅は五キュビトである。 31その廊は外庭に面して、

脇柱の上にしゅろがあり、その階段は八段であった。 32

彼はまたわたしを内庭の東の方に携えて行って、門を測

った。それは他と同じ寸法であった。 33その詰め所と、

脇柱と、廊とは、他と同じ寸法で、その門と、その廊の

周囲とに窓があり、門の長さは五十キュビト、幅は二十

五キュビトである。 34その廊は外庭に面し、その脇柱の

上には、こなたかなたに、しゅろがあり、その階段は八

段であった。 35彼がまたわたしを北の門に携えて行って

、これを測ると、それは他と同じ寸法であった。 36その

詰め所と、脇柱と、廊とは、他と同じ寸法で、その周囲

に窓があり、門の長さは五十キュビト、幅は二十五キュ

ビトである。 37その廊は外庭に面し、その脇柱の上には

、こなたかなたに、しゅろがあり、その階段は八段であ

った。 38門の廊に戸のある室があって、そこは燔祭の物
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を洗う所である。 39門の廊に、こなたに二つの台、かな

たに二つの台があり、その上で、燔祭、罪祭、愆祭の物

をほふるのであった。 40北の門の入口にある廊の外の片

側に、二つの台があり、門の廊の他の側にも、二つの台

があり、 41門のかたわら、内側に四つの台、外側に四つ

の台があって、合わせて八つの台である。その上で、犠

牲の物をほふるのである。 42そこにまた燔祭のために四

つの切り石の台があり、その長さは一キュビト半、幅は

一キュビト半、高さは一キュビト、その上に燔祭および

犠牲をほふる器を置くのである。 43内の周囲に、一手幅

の折り釘が打ちつけてあって、供え物の肉は、台の上に

置かれるのである。 44彼はまたわたしを、外から内庭に

連れてはいった。見よ、内庭に二つの室があり、一つは

北の門のかたわらにあって南に向かい、一つは南の門の

かたわらにあって、北に向かっていた。 45彼はわたしに

言った、この南向きの室は、宮を守る祭司のためのもの

、 46また北向きの室は、祭壇を守る祭司のためのもので

ある。その人たちは、レビの子孫のうちのザドクの子孫

であって、主に近く仕える者たちである。 47そして彼が

庭を測ると、その長さは百キュビト、幅も百キュビトで

四角である。宮の前には祭壇があった。 48彼がわたしを

宮の廊に連れて行って、廊の脇柱を測ると、こなたも五

キュビト、かなたも五キュビトであり、門の幅は十四キ

ュビトである。門の壁は、こなたも三キュビト、かなた

も三キュビトである。 49廊の長さは二十キュビト、幅は

十二キュビトであり、十の階段によって上るのである。

脇柱に沿って、こなたに一つ、かなたに一つの柱があっ

た。

41彼がわたしを拝殿に連れて行って、脇柱を測ると、
こなたの幅も六キュビト、かなたの幅も六キュビト

あった。 2その戸の幅は十キュビト、戸のわきの壁は、

こなたも五キュビト、かなたも五キュビトあった。彼は

また拝殿の長さを測ると四十キュビト、その幅は二十キ

ュビトあった。 3彼がまた内にはいって、戸の脇柱を測

ると、それは二キュビトあり、戸の幅は六キュビト、戸

のわきの壁は七キュビトあった。 4彼はまた拝殿の奥の

室の長さを測ると二十キュビト、幅も二十キュビトあっ

た。そして彼はわたしに、これは至聖所であると言った

。 5彼が宮の壁を測ると、その厚さは六キュビトあり、

宮の周囲の脇間の広さは、四方おのおの四キュビトあり

、 6脇間は、室の上に室があって三階になり、各階に三

十の室がある。宮の周囲の壁には、脇間をささえる突起

があった。これは脇間が、宮の壁そのものによってささ

えられないためである。 7脇間は、宮の周囲の各階にあ

る突起につれて、階を重ねて上にいくにしたがって広く

なり、宮の外部の階段が上に通じ、一階から三階へは、

二階をとおって上るのである。 8わたしはまた宮の周囲

に高い所のあるのを見た。脇間の基を測ると、六キュビ

トの一さおあった。 9脇間の外の壁の厚さは五キュビト

、あき地になっている高い所は五キュビトあった。宮の

高い所と、 10庭の室の間には、宮の周囲に、広さ二十キ

ュビトの所があった。 11脇間の戸は、あき地になってい

る高い所に向かって開け、一つの戸は北に向かい、一つ

の戸は南に向かっていた。そのあき地になっている所の

幅は、周囲五キュビトであった。 12西の方の宮の庭に面

した建物は、幅七十キュビト、その建物の周囲の壁の厚

さは五キュビト、長さは九十キュビトであった。 13彼が

宮を測ると、その長さは百キュビトあり、その庭と建物

と、その壁は長さ百キュビト、 14また宮の東に面した所

と庭との幅は百キュビトであった。 15彼が西の方の庭に

面した建物と、その壁の長さを測ると、かなた、こなた

ともに百キュビトであった。宮の拝殿と、内部の室と、

外の廊とには、羽目板があった。 16これらの三つのもの

の周囲には、すべて引込み枠の窓があり、宮の敷居に面

して、宮の周囲は、床から窓まで、羽目板であって、窓

には、おおいがあった。 17戸の上の空所、内室、外室と

もに、羽目板であった。内室および拝殿の周囲のすべて

の壁には、同じように彫刻してあった。 18すなわちケル

ビムと、しゅろとが彫刻してあった。ケルブとケルブと

の間に、しゅろがあり、おのおののケルブには、二つの

顔があり、 19こなたには、しゅろに向かって、人の顔が

あり、かなたには、しゅろに向かって、若じしの顔があ

り、宮の周囲は、すべてこのように彫刻してあった。 20

床から戸の上まで、ケルビムと、しゅろとが、壁に彫刻

してあった。 21拝殿の柱は四角であった。聖所の前には

、木の祭壇に似たものがあった。 22その高さは三キュビ

ト、長さは二キュビト、幅は二キュビトで、すみと、台

と、壁とは、ともに木である。彼はわたしに言った、「

これは主の前にある机である」 23拝殿と聖所とには、二

つの戸があり、 24その戸には、二つのとびらがあった。

すなわち二つの開き戸である。 25拝殿の戸には、おのお

のにケルビムと、しゅろとが、彫刻してあって、それは

壁に彫刻したものと同じである。また外の廊に面して、

木の天蓋があり、 26廊の壁には、こなたかなたに引込み

窓と、しゅろとがあった。

42彼はわたしを北の方の内庭に連れ出し、庭に向かっ
た北の方の建物に対する室に導いた。 2北側にある

建物の長さは百キュビト、幅は五十キュビトである。 3

二十キュビトの内庭に続いて、外庭の敷石に面し、三階

になった廊下があった。 4また室の前に幅十キュビト、

長さ百キュビトの通路があった。その戸は北に向かって

いた。 5その建物の上の室は、下の室と中の室よりも狭

かった。それは廊下のために、場所を取ったためである

。 6これらは三階であって、外庭の柱のような柱は持た

なかった。それで上の室は、下および中の室よりも狭い

のである。 7室の外に沿ってかきがあり、それは他の室

に向かって外庭に至る。その長さは五十キュビト、 8外

庭の室の長さも五十キュビトあった。宮に面する所は百

キュビトであった。 9これらの室の下に外庭からこれに

はいるように、東側に入口があった。 10外側のかきは、

外庭に始まっている。南の方で、庭と建物との前に、室

があった。 11北向きの室と同様に、その前に通路があり

、その長さも幅も同様で、その出口もその配置もその戸

も同様である。 12南の室の下に、人々が通路にはいる東

の入口があり、これに対して隔てのかきがあった。 13時

に彼はわたしに言った、「庭に面した北の室と、南の室

とは、聖なる室であって、主に近く仕える祭司たちが、

最も聖なるものを食べる場所である。その場所に彼らは

、最も聖なるもの、すなわち素祭、罪祭、愆祭のものを

置かなければならない。その場所は聖だからである。 14

祭司たちが、聖所にはいった時は、そこから外庭に出て

はならない。彼らは勤めを行う衣服を、その所に置かな

ければならない。これは聖だからである。彼らは民衆に

属する場所に近づく前に、他の衣服を着けなければなら
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ない」。 15彼らは宮の庭の内部を測り終えると、東向き

の門の道から、わたしを連れ出して、宮の周囲を測った

。 16彼が測りざおで、東側を測ると、測りざおで五百キ

ュビトあり、 17また転じて、北側を測ると、測りざおで

五百キュビトあり、 18また転じて、南側を測ると、測り

ざおで五百キュビトあり、 19また転じて、西側を測ると

、測りざおで五百キュビトあった。 20このように、四方

を測ったが、その周囲に、長さ五百キュビト、幅五百キ

ュビトのかきがあって、聖所と、俗の所との隔てをなし

ていた。

43その後、彼はわたしを門に導いた。門は東に面して
いた。 2その時、見よ、イスラエルの神の栄光が、

東の方から来たが、その来る響きは、大水の響きのよう

で、地はその栄光で輝いた。 3わたしが見た幻の様は、

彼がこの町を滅ぼしに来た時に、わたしが見た幻と同様

で、これはまたわたしがケバル川のほとりで見た幻のよ

うであった。それでわたしは顔を伏せた。 4主の栄光が

、東の方に面した門の道から宮にはいった時、 5霊がわ

たしを引き上げて、内庭に導き入れると、見よ、主の栄

光が宮に満ちた。 6その人がわたしのかたわらに立った

時、わたしはひとりの人が、宮の中からわたしに語るの

を聞いた。 7彼はわたしに言った、「人の子よ、これは

わたしの位のある所、わたしの足の裏の踏む所、わたし

が永久にイスラエルの人々の中に住む所である。またイ

スラエルの家は、民もその王たちも、再び姦淫と、王た

ちの死体とをもって、わが聖なる名を汚さない。 8彼ら

はその敷居を、わが敷居のかたわらに設け、その門柱を

、わが門柱のかたわらに設けたので、わたしと彼らとの

間には、わずかに壁があるのみである。そして彼らは、

その犯した憎むべき事をもって、わが聖なる名を汚した

ので、わたしは怒りをもって、これを滅ぼした。 9今彼

らに命じて姦淫と、その王たちの死体を、わたしから遠

く取り除かせよ。そうしたら、わたしは永久に彼らの中

に住む。 10人の子よ、宮と、その外形と、設計とをイス

ラエルの家に示せ。彼らはその悪を恥じるであろう。 11

彼らがその犯したすべての事を恥じたら、彼らに、この

宮の建て方、設備、出口、入口、すべての形式、すべて

のおきて、すべての規定を示せ。これを彼らの目の前に

書き、彼らにそのすべての規定と、おきてとを守り行わ

せよ。 12宮の規定はこれである。山の頂の四方の地域は

みな最も聖である。見よ、これは宮の規定である。 13祭

壇の寸法はキュビトですれば、次のようである。（その

キュビトは一キュビトと一手幅である。）土台は高さ一

キュビト、幅一キュビト、その周囲の縁は半キュビトで

ある。 14祭壇の高さは、次のとおりである。地面の土台

から下のかさねまで二キュビト、幅は一キュビト、また

小さいかさねから大きいかさねまで四キュビト、その幅

は一キュビトである。 15祭壇の炉は四キュビトで、祭壇

の炉から高さ一キュビトの角が四本出ていた。 16炉は長

さ十二キュビト、幅十二キュビトの四角形である。 17そ

のかさねは四方とも長さ十四キュビト、幅十四キュビト

の四角形、その周囲の縁は幅半キュビト、その台は四方

一キュビト、その階段は東に面する」。 18彼はわたしに

言った、「人の子よ、主なる神はこう言われる、祭壇を

建て、その上に燔祭をささげ、これに血を注ぐ日には、

次のことを祭壇の定めとせよ。 19すなわち主なる神は言

われる、ザドクの子孫で、わたしに近く仕えるレビびと

である祭司には、罪祭のために雄牛の子を与えよ。 20ま

たその血をとって、これを祭壇の四つの角と、かさねの

四すみと、周囲の縁に塗って、祭壇を清め、これをあが

なえ。 21あなたはまた罪祭の牛をとって、これを聖所の

外、宮のうちの定められた所で焼け。 22第二日に、あな

たは無傷の雄やぎを、罪祭としてささげよ。すなわち雄

牛で清めたように、これで祭壇を清めよ。 23清めごとを

終えたなら、無傷の雄牛の子と、群れの中の無傷の雄羊

とをささげよ。 24これを主の前に持ってきて、祭司らは

その上に塩をまき、これらを燔祭として主にささげよ。

25七日の間、あなたは日々雄やぎを罪祭とせよ。また雄

牛の子と、群れの中の雄羊との無傷のものをととのえ、

26七日の間、彼らは祭壇をあがない、これを清め、これ

を聖別しなければならない。 27彼らがこれらの日を満た

したとき、八日目から後は、祭司たちは、あなたがたの

燔祭と、酬恩祭とを祭壇の上に供える。そうすれば、わ

たしは、あなたがたを受けいれると、主なる神は言われ

る」。

44こうして、彼はわたしを連れて、聖所の東に向いて
いる外の門に帰ると、門は閉じてあった。 2彼はわ

たしに言った、「この門は閉じたままにしておけ、開い

てはならない。ここからだれもはいってはならない。イ

スラエルの神、主が、ここからはいったのだから、これ

は閉じたままにしておけ。 3ただ君たる者だけが、この

内に座し、主の前でパンを食し、門の廊を通ってはいり

、またそこから外に出よ」。 4彼はまたわたしを連れて

、北の門の道から宮の前に行った。わたしが見ていると

、見よ、主の栄光が主の宮に満ちた。わたしがひれ伏す

と、 5主はわたしに言われた、「人の子よ、主の宮のす

べてのおきてと、そのすべての規定とについて、わたし

があなたに告げるすべての事に心をとめ、目を注ぎ、耳

を傾けよ。また宮にはいることを許されている者と、聖

所にはいることのできない者とに心せよ。 6また反逆の

家であるイスラエルの家に言え。主なる神は、こう言わ

れる、イスラエルの家よ、その憎むべきことをやめよ。

7すなわちあなたがたは、わたしの食物である脂肪と血

とがささげられる時、心にも肉にも、割礼を受けない異

邦人を入れて、わが聖所におらせ、これを汚した。また

、もろもろの憎むべきものをもって、わが契約を破った

。 8あなたがたは、わが聖なる物を守る務を怠り、かえ

って異邦人を立てて、わが聖所の務を守らせた。 9それ

ゆえ、主なる神は、こう言われる、イスラエルの人々の

うちにいるすべての異邦人のうち、心と肉とに割礼を受

けないすべての者は、わが聖所にはいってはならない。

10またレビ人であって、イスラエルが迷った時、偶像を

慕い、わたしから迷い出て、遠く離れた者は、その罪を

負わなければならない。 11すなわち彼らはわが聖所で、

仕え人となり、宮の門を守る者となり、宮に仕えるしも

べとなり、民のために、燔祭および犠牲のものを殺し、

彼らの前に立って仕えなければならない。 12彼らはその

偶像の前で民に仕え、イスラエルの家にとって、罪のつ

まずきとなったゆえ、主なる神は言われる、わたしは彼

らについて誓った。彼らはその罪を負わなければならな

い。 13彼らはわたしに近づき、祭司として、わたしに仕

えることはできない。またわたしの聖なる物、および最

も聖なる物に、近づいてはならない。彼らはそのおこな

った憎むべきことのため、恥を負わなければならない。
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14しかし彼らには、宮を守る務をさせ、そのもろもろの

務と、宮でなすべきすべての事とに当らせる。 15しかし

ザドクの子孫であるレビの祭司たち、すなわちイスラエ

ルの人々が、わたしを捨てて迷った時に、わが聖所の務

を守った者どもは、わたしに仕えるために近づき、脂肪

と血とをわたしにささげるために、わたしの前に立てと

、主なる神は言われる。 16すなわち彼らはわが聖所に入

り、わが台に近づいてわたしに仕え、わたしの務を守る

。 17彼らが内庭の門にはいる時は、麻の衣服を着なけれ

ばならない。内庭の門および宮の内で、務をなす時は、

毛織物を身につけてはならない。 18また頭には亜麻布の

冠をつけ、腰には亜麻布の袴をつけなければならない。

ただし汗の出るような衣を身につけてはならない。 19彼

らは外庭に出る時、すなわち外庭に出て民に接する時は

、務をなす時の衣服は脱いで聖なる室に置き、ほかの衣

服を着なければならない。これはその衣服をもって、そ

の聖なることを民にうつさないためである。 20彼らはま

た頭をそってはならない。また髪を長くのばしてはなら

ない。その頭の髪は切らなければならない。 21祭司はす

べて内庭にはいる時は、酒を飲んではならない。 22また

寡婦、および出された女をめとってはならない。ただイ

スラエルの家の血統の処女、あるいは祭司の妻で、やも

めになったものをめとらなければならない。 23彼らはわ

が民に、聖と俗との区別を教え、汚れたものと、清いも

のとの区別を示さなければならない。 24争いのある時は

、さばきのために立ち、わがおきてにしたがってさばき

、また、わたしのもろもろの祭の時は、彼らはわが律法

と定めを守り、わが安息日を、聖別しなければならない

。 25死人に近づいて、身を汚してはならない。ただ父の

ため、母のため、むすこのため、娘のため、兄弟のため

、夫をもたない姉妹のためには、近よって身を汚すこと

も許される。 26このような人は、汚れた後、自身のため

に、七日の期間を数えよ。そうすれば清まる。 27彼は聖

所に入り、内庭に行き、聖所で務に当る日には、罪祭を

ささげなければならないと、主なる神は言われる。 28彼

らには嗣業はない。わたしがその嗣業である。あなたが

たはイスラエルの中で、彼らに所有を与えてはならない

。わたしが彼らの所有である。 29彼らは素祭、罪祭、愆

祭の物を食べる。すべてイスラエルのうちのささげられ

た物は彼らの物となる。 30すべての物の初なりの初物、

およびすべてあなたがたのささげるもろもろのささげ物

は、みな祭司のものとなる。またあなたがたの麦粉の初

物は祭司に与えよ。これはあなたがたの家が、祝福され

るためである。 31祭司は、鳥でも獣でも、すべて自然に

死んだもの、または裂き殺されたものを食べてはならな

い。

45あなたがたは、くじを引き、地を分けて、それを所
有するときには、地の一部を聖なる地所として主に

ささげよ。その長さは二万五千キュビト、幅は二万キュ

ビトで、その区域はすべて聖なる地である。 2そのうち

聖所に属するものは縦横五百キュビトずつであって、そ

れは四角である。また五十キュビトの空地をその周囲に

つくれ。 3あなたはこの聖なる地所から長さ二万五千キ

ュビト、幅一万キュビトを測り取り、その中に聖所と至

聖所とを設けよ。 4これは国の中で聖なる所であって、

主に近く仕える聖所の仕え人である祭司に帰属する。こ

れは彼らのためには家を建てる所、聖所のためには聖地

となる。 5また長さ二万五千キュビト、幅一万キュビト

の別の地所は、宮に仕えるレビびとに帰属し、彼らの住

む町のための所有とする。 6聖地として区別した部分に

沿い、幅五千キュビト、長さ二万五千キュビトは、町の

所有とせよ。これはイスラエル全家のものとなる。 7ま

た君たる者の分は、かの聖地と町の所有地との、こなた

かなたにある。すなわち聖地と町の所有地に沿い、西と

東に向かい、部族の分の一つに応じて、地所の西から東

の境に至り、 8その所有の地所はイスラエルの中にある

。わたしの君たちは、重ねてわたしの民をしえたげず、

部族にしたがってイスラエルの家に土地を与える。 9主

なる神は、こう言われる、イスラエルの君たちよ、暴虐

と略奪とをやめ、公道と正義を行え。わが民を追いたて

ることをやめよと、主なる神は言われる。 10あなたがた

は正しいはかり、正しいエパ、正しいバテを用いよ。 11

エパとバテとは同量にせよ。すなわちバテをホメルの十

分の一とし、エパもホメルの十分の一とし、すべてホメ

ルによって量を定めよ。 12一シケルは二十ゲラである。

五シケルは五シケル、十シケルは十シケルとせよ。一ミ

ナは五十シケルとせよ。 13あなたがたがささげるささげ

物はこれである。すなわち、一ホメルの小麦のうちから

六分の一エパをささげ、大麦一ホメルのうちから六分の

一エパをささげよ。 14油は一コルのうちから十分の一バ

テをささげよ。コルはホメルと同じく十バテに当る。 15

またイスラエルの氏族から、家畜の群れ二百につき一頭

の羊を出して、素祭、燔祭、酬恩祭とし、彼らのために

、あがないをなせと主なる神は言われる。 16国の民は皆

これをイスラエルの君にささげ物とせよ。 17また祭日、

ついたち、安息日、すなわちイスラエルの家のすべての

祝い日に、燔祭、素祭、灌祭を供えるのは、君たる者の

務である。すなわち彼はイスラエルの家のあがないのた

めに、罪祭、素祭、燔祭、酬恩祭をささげなければなら

ない。 18主なる神は、こう言われる、正月の元日に、あ

なたは無傷の雄牛の子を取って聖所を清めよ。 19祭司は

罪祭の獣の血を取って、宮の柱と祭壇のかさねの四すみ

、および内庭の門の柱に塗れ。 20月の七日に、あなたが

たは、過失や無知のために罪を犯した者のために、この

ように行って宮のためにあがないをなせ。 21正月の十四

日に、あなたがたは過越の祭を祝え。七日の間、種を入

れぬパンを食べよ。 22その日に君たる者は、自身のため

、また国のすべての民のため、雄牛をささげて罪祭とし

、 23祝い日である七日の間は、七頭の雄牛と、七頭の雄

羊の無傷のものを、七日の間毎日、燔祭として主に供え

よ。また、雄やぎを罪祭として日々ささげよ。 24また素

祭として麦粉一エパを各雄牛のため、一エパを各雄羊の

ためにととのえ、油一ヒンを各エパに加えよ。 25七月十

五日の祝い日に、彼は七日の間、罪祭、燔祭、素祭およ

び油を、このように供えなければならない。

46主なる神は、こう言われる、内庭にある東向きの門
は、働きをする六日の間は閉じ、安息日にはこれを

開き、またついたちにはこれを開け。 2君たる者は、外

から門の廊をとおってはいり、門の柱のかたわらに立て

。そのとき祭司たちは、燔祭と酬恩祭とをささげ、彼は

門の敷居で、礼拝して出て行くのである。しかし門は夕

暮まで閉じてはならない。 3国の民は安息日と、ついた

ちとに、その門の入口で主の前に礼拝をせよ。 4君たる

者が、安息日に主にささげる燔祭は、六頭の無傷の小羊
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と、一頭の無傷の雄羊とである。 5また素祭は雄羊のた

めに麦粉一エパ、小羊のための素祭は、その人のささげ

うる程度とし、麦粉一エパに油一ヒンを加えよ。 6つい

たちには無傷の雄牛の子一頭、六頭の小羊および一頭の

雄羊をささげよ。これらはすべて無傷のものでなければ

ならない。 7素祭は雄牛のために麦粉一エパ、雄羊のた

めに麦粉一エパ、小羊のためには、その人のささげうる

程度のものを供えよ。また麦粉一エパに油一ヒンを加え

よ。 8君たる者がはいる時は門の廊の道からはいり、ま

たその道から出よ。 9国の民が、祝い日に主の前に出る

時、礼拝のため、北の門の道からはいる者は、南の門の

道から出て行き、南の門の道からはいる者は、北の門の

道から出て行け。そのはいった門の道からは、帰っては

ならない。まっすぐに進んで、出て行かなければならな

い。 10彼らがはいる時、君たる者は、彼らと共にはいり

、彼らが出る時、彼も出なければならない。 11祭日と祝

い日には、素祭として、若い雄牛のために麦粉一エパ、

雄羊のために麦粉一エパ、小羊のためには、その人のさ

さげうる程度のものを供え、麦粉一エパには油一ヒンを

加えよ。 12また君たる者が、心からの供え物として、燔

祭または酬恩祭を主にささげる時は、彼のために東に面

した門を開け。彼は安息日に行うように、その燔祭と酬

恩祭を供え、そして退出する。その退出の後、門は閉ざ

される。 13彼は日ごとに一歳の無傷の小羊を燔祭として

、主にささげなければならない。すなわち朝ごとに、こ

れをささげなければならない。 14彼は朝ごとに、素祭を

これに添えてささげなければならない。すなわち麦粉一

エパの六分の一に、これを潤す油一ヒンの三分の一を、

素祭として主にささげなければならない。これは常燔祭

のおきてである。 15すなわち朝ごとに常燔祭として、小

羊と素祭と油とをささげなければならない。 16主なる神

は、こう言われる、君たる者が、もしその嗣業から、そ

の子のひとりに財産を与える時は、それはその子らの嗣

業の所有となる。 17しかし彼がその奴隷のひとりに、嗣

業の一部分を与える時は、それは彼の解放の年まで、そ

の人に属していて、その後は君たる人に帰る。彼の嗣業

は、ただその子らにだけ伝わるべきである。 18君たる者

はその民の嗣業を取って、その財産を継がせないように

してはならない。彼はただ、自分の財産のうちから、そ

の子らにその嗣業を、与えなければならない。これはわ

が民のひとりでも、その財産を失わないためである」。

19こうして彼はわたしを連れて、門のかたわらの入口か

ら、北向きの祭司の聖なる室に、はいらせた。見ると、

西の奥の方に一つの場所があった。 20彼はわたしに言っ

た、「これは祭司たちが愆祭および罪祭のものを煮、素

祭のものを焼く所である。これは外庭にそれらを携え出

て、聖なるべきことを、民にうつさないためである」。

21彼はまたわたしを外庭に連れ出し、庭の四すみを通ら

せた。見よ、庭のこのすみにも庭があり、また庭のかの

すみにも庭があった。 22すなわち庭の四すみに小さい庭

があり、長さ四十キュビト、幅三十キュビトで、四つと

も同じ大きさである。 23その四つの小さい庭の内部の四

方には、石の壁があり、周囲の壁の下に、物を煮る所が

設けてあった。 24彼はわたしに言った、「これらは宮の

仕え人たちが、民のささげる犠牲のものを煮る台所であ

る」。

47そして彼はわたしを宮の戸口に帰らせた。見よ、水
の宮の敷居の下から、東の方へ流れていた。宮は東

に面し、その水は、下から出て、祭壇の南にある宮の敷

居の南の端から、流れ下っていた。 2彼は北の門の道か

ら、わたしを連れ出し、外をまわって、東に向かう外の

門に行かせた。見よ、水は南の方から流れ出ていた。 3

その人は東に進み、手に測りなわをもって一千キュビト

を測り、わたしを渡らせた。すると水はくるぶしに達し

た。 4彼がまた一千キュビトを測って、わたしを渡らせ

ると、水はひざに達した。彼がまた一千キュビトを測っ

て、わたしを渡らせると、水は腰に達した。 5彼がまた

一千キュビトを測ると、渡り得ないほどの川になり、水

は深くなって、泳げるほどの水、越え得ないほどの川に

なった。 6彼はわたしに「人の子よ、あなたはこれを見

るか」と言った。それから、彼はわたしを川の岸に沿っ

て連れ帰った。 7わたしが帰ってくると、見よ、川の岸

のこなたかなたに、はなはだ多くの木があった。 8彼は

わたしに言った、「この水は東の境に流れて行き、アラ

バに落ち下り、その水が、よどんだ海にはいると、それ

は清くなる。 9おおよそこの川の流れる所では、もろも

ろの動く生き物が皆生き、また、はなはだ多くの魚がい

る。これはその水がはいると、海の水を清くするためで

ある。この川の流れる所では、すべてのものが生きてい

る。 10すなどる者が、海のかたわらに立ち、エンゲデか

らエン・エグライムまで、網を張る所となる。その魚は

、大海の魚のように、その種類がはなはだ多い。 11ただ

し、その沢と沼とは清められないで、塩地のままで残る

。 12川のかたわら、その岸のこなたかなたに、食物とな

る各種の木が育つ。その葉は枯れず、その実は絶えず、

月ごとに新しい実がなる。これはその水が聖所から流れ

出るからである。その実は食用に供せられ、その葉は薬

となる」。 13主なる神は、こう言われる、「あなたがた

がイスラエルの十二の部族に、嗣業として土地を分け与

えるには、その境を次のように定めなければならない。

ヨセフには二つの分を与えよ。 14あなたがたは、これを

公平に分けよ。これはわたしが、あなたがたの先祖に与

えると誓ったもので、これは嗣業として、あなたがたに

属するものである。 15その地の境はこのとおりである。

北は大海からヘテロンの道を経て、ハマテの入口および

ゼダデに至り、 16またベロテおよびダマスコとハマテの

境にあるシブライムに至り、ハウランの境にあるハザル

・ハテコンに及ぶ。 17その境は海からダマスコの北の境

にあるハザル・エノンにおよび、北の方はハマテがその

境である。これが北の方である。 18東の方は、ハウラン

とダマスコの間のハザル・エノンから、ギレアデとイス

ラエルの地との間の、ヨルダンに沿い、東の海に至り、

タマルに及ぶ。これが東の方である。 19南の方はタマル

からメリボテ・カデシの川に及び、そこからエジプトの

川に沿って大海に至る。これが南の方である。 20西の方

はハマテの入口に至る大海を境とする。これが西の方で

ある。 21あなたがたはこのように、イスラエルの部族に

従って、この地をあなたがたの間に分割せよ。 22あなた

がたは、くじをもって、これをあなたがたのうちに分け

、またあなたがたのうちにいて、あなたがたのうちに、

子を生んだ寄留の他国人のうちに分けて、嗣業とせよ。

彼らは、あなたがたには、イスラエルの人々のうちの本

国人と同様である。彼らもあなたがたと一緒にくじを引

いて、イスラエルの部族のうちに嗣業を得るべきである
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。 23他国人には、その住んでいる部族のうちで、その嗣

業をこれに与えなければならないと、主なる神は言われ

る。

48イスラエルの部族の名は次のとおりである。北の果
からヘテロンの道を経て、ハマテの入口に至り、ハ

マテに相対するダマスコの北の境にあるハザル・エノン

に及び、東の方から西の方へのびる地方、これがダンの

分である。 2ダンの領地に沿って、東の方から西の方へ

のびる地方、これがアセルの分である。 3アセルの領地

に沿って、東の方から西の方へのびる地方、これがナフ

タリの分である。 4ナフタリの領地に沿って、東の方か

ら西の方へのびる地方、これがマナセの分である。 5マ

ナセの領地に沿って、東の方から西の方へのびる地方、

これがエフライムの分である。 6エフライムの領地に沿

って、東の方から西の方へのびる地方、これがルベンの

分である。 7ルベンの領地に沿って、東の方から西の方

へのびる地方、これがユダの分である。 8ユダの領地に

沿って、東の方から西の方へのびる地方は、あなたがた

のささげる献納地とせよ。その幅は二万五千キュビト、

その東の方から西の方へのびる長さは、部族の一つの分

に同じで、聖所はその中にある。 9すなわちあなたがた

の主にささげる献納地は長さ二万五千キュビト、幅二万

キュビトとである。 10これが祭司への聖なる献納地であ

る。すなわち祭司の分は、北は二万五千キュビト、西は

幅一万キュビト、東は幅一万キュビト、南は長さ二万五

千キュビトである。主の聖所はその中にある。 11これは

イスラエルの人々が迷い出た時、レビびとが迷ったよう

に迷ったことはなく、わが務を守り通したザドクの子孫

のうちから、聖別された祭司に属する。 12このようにレ

ビびとの境に沿って、いと聖なる地、すなわち聖なる献

納地が、特別な分として彼らに帰属する。 13レビびとの

分は祭司の所有地の境に沿って、長さ二万五千キュビト

、幅一万キュビト、すなわち、そのすべての長さ二万五

千キュビト、幅二万キュビトである。 14彼らはこれを売

ってはならない、また交換してはならない、またその大

事な分を手ばなしてはならない。これは主に属する聖な

る物だからである。 15その残りの地すなわち幅五千キュ

ビト、長さ二万五千キュビトは町のため、すみかのため

、また郊外のための一般人の地所とせよ。町はその中に

置け。 16一般人の地所の広さは次のとおりである。すな

わち北の方四千五百キュビト、南の方四千五百キュビト

、東の方四千五百キュビト、西の方四千五百キュビトで

ある。 17町は郊外を含む。郊外は北二百五十キュビト、

南二百五十キュビト、東二百五十キュビト、西二百五十

キュビトである。 18聖なる献納地に沿っている残りの地

の長さは東へ一万キュビト、西へ一万キュビトである。

これは聖なる献納地に沿っており、その産物は町の働き

人の食物となる。 19町の働き人は、イスラエルのすべて

の部族から出て、これを耕作するのである。 20あなたが

たがささげる献納地の全体は二万五千キュビト四方であ

る。これは町の所有地と共に聖なる献納地である。 21聖

なる献納地と町の所有地との、こなたかなたの残りの地

は、君たる者に属する。これは聖なる献納地の二万五千

キュビトに面して東の境に至り、西はその二万五千キュ

ビトに面して西の境に至り、部族の分に沿うもので、君

たる者に属する。聖なる献納地と、宮の聖所とは、その

中にある。 22町の所有地は、君たる者に属する部分の中

にあり、そして君たる者の分は、ユダの領地と、ベニヤ

ミンの領地との間にある。 23なお残りの部族では東の方

から西の方に至る地方、これがベニヤミンの分である。

24ベニヤミンの領地に沿って、東の方から西の方に至る

地方、これがシメオンの分である。 25シメオンの領地に

沿って、東の方から西の方に至る地方、これがイッサカ

ルの分である。 26イッサカルの領地に沿って、東の方か

ら西の方に至る地方、これがゼブルンの分である。 27ゼ

ブルンの領地に沿って、東の方から西の方に至る地方、

これがガドの分である。 28南の方はガドの領地に沿って

、タマルからメリボテ・カデシの水に至り、そこからエ

ジプトの川に沿って大海に至る。 29これはあなたがたが

、くじをもってイスラエルの部族のうちに分けて、嗣業

とすべき地である。これが彼らの分であると、主なる神

は言われる。 30町の出口は次のとおりである。北の方の

長さは四千五百キュビトである。 31町の門はイスラエル

の部族の名にしたがい、三つの門になっている。すなわ

ちルベンの門、ユダの門、レビの門である。 32東の方は

四千五百キュビトであって、三つの門がある。すなわち

ヨセフの門、ベニヤミンの門、ダンの門である。 33南の

方は四千五百キュビトであって、三つの門がある。すな

わちシメオンの門、イッサカルの門、ゼブルンの門であ

る。 34西の方は四千五百キュビトであって、三つの門が

ある。すなわちガドの門、アセルの門、ナフタリの門で

ある。 35町の周囲は一万八千キュビトあり、この日から

後、この町の名は『主そこにいます』と呼ばれる」。
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ダニエル書

1ユダの王エホヤキムの治世の第三年にバビロンの王ネ
ブカデネザルはエルサレムにきて、これを攻め囲んだ

。 2主はユダの王エホヤキムと、神の宮の器具の一部と

を、彼の手にわたされたので、彼はこれをシナルの地の

自分の神の宮に携えゆき、その器具を自分の神の蔵に納

めた。 3時に王は宦官の長アシペナズに、イスラエルの

人々の中から、王の血統の者と、貴族たる者数人とを、

連れて来るように命じた。 4すなわち身に傷がなく、容

姿が美しく、すべての知恵にさとく、知識があって、思

慮深く、王の宮に仕えるに足る若者を連れてこさせ、こ

れにカルデヤびとの文学と言語とを学ばせようとした。

5そして王は王の食べる食物と、王の飲む酒の中から、

日々の分を彼らに与えて、三年のあいだ彼らを養い育て

、その後、彼らをして王の前に、はべらせようとした。

6彼らのうちに、ユダの部族のダニエル、ハナニヤ、ミ

シャエル、アザリヤがあった。 7宦官の長は彼らに名を

与えて、ダニエルをベルテシャザルと名づけ、ハナニヤ

をシャデラクと名づけ、ミシャエルをメシャクと名づけ

、アザリヤをアベデネゴと名づけた。 8ダニエルは王の

食物と、王の飲む酒とをもって、自分を汚すまいと、心

に思い定めたので、自分を汚させることのないように、

宦官の長に求めた。 9神はダニエルをして、宦官の長の

前に、恵みとあわれみとを得させられたので、 10宦官の

長はダニエルに言った、「わが主なる王は、あなたがた

の食べ物と、飲み物とを定められたので、わたしはあな

たがたの健康の状態が、同年輩の若者たちよりも悪いと

、王が見られることを恐れるのです。そうすればあなた

がたのために、わたしのこうべが、王の前に危くなるで

しょう」。 11そこでダニエルは宦官の長がダニエル、ハ

ナニヤ、ミシャエルおよびアザリヤの上に立てた家令に

言った、 12「どうぞ、しもべらを十日の間ためしてくだ

さい。わたしたちにただ野菜を与えて食べさせ、水を飲

ませ、 13そしてわたしたちの顔色と、王の食物を食べる

若者の顔色とをくらべて見て、あなたの見るところにし

たがって、しもべらを扱ってください」。 14家令はこの

事について彼らの言うところを聞きいれ、十日の間、彼

らをためした。 15十日の終りになってみると、彼らの顔

色は王の食物を食べたすべての若者よりも美しく、また

肉も肥え太っていた。 16それで家令は彼らの食物と、彼

らの飲むべき酒とを除いて、彼らに野菜を与えた。 17こ

の四人の者には、神は知識を与え、すべての文学と知恵

にさとい者とされた。ダニエルはまたすべての幻と夢と

を理解した。 18さて、王が命じたところの若者を召し入

れるまでの日数が過ぎたので、宦官の町は彼らをネブカ

デネザルの前に連れていった。 19王が彼らと語ってみる

と、彼らすべての中にはダニエル、ハナニヤ、ミシャエ

ル、アザリヤにならぶ者がなかったので、彼らは王の前

にはべることとなった。 20王が彼らにさまざまの事を尋

ねてみると、彼らは知恵と理解において、全国の博士、

法術士にまさること十倍であった。 21ダニエルはクロス

王の元年まで仕えていた。

2ネブカデネザルの治世の第二年に、ネブカデネザルは
夢を見、そのために心に思い悩んで眠ることができな

かった。 2そこで王は命じて王のためにその夢を解かせ

ようと、博士、法術士、魔術士、カルデヤびとを召させ

たので、彼らはきて王の前に立った。 3王は彼らにむか

って、「わたしは夢を見たが、その夢を知ろうと心に思

い悩んでいる」と言ったので、 4カルデヤびとらはアラ

ム語で王に言った、「王よ、とこしえに生きながらえら

れますように。どうぞしもべらにその夢をお話しくださ

い。わたしたちはその解き明かしを申しあげましょう」

。 5王は答えてカルデヤびとに言った、「わたしの言う

ことは必ず行う。あなたがたがもしその夢と、その解き

明かしを、わたしに示さないならば、あなたがたの身は

切り裂かれ、あなたがたの家は滅ぼされる。 6しかし、

その夢とその解き明かしとを示すならば、贈り物と報酬

と大いなる栄誉とを、わたしから受けるだろう。それゆ

えその夢とその解き明かしとを、わたしに示しなさい」

。 7彼らは再び答えて言った、「王よ、しもべらにその

夢をお話しください。そうすればわたしたちはその解き

明かしを示しましょう」。 8王は答えて言った、「あな

たがたはわたしが言ったことは、必ず行うことを承知し

ているので、時を延ばそうとしているのを、わたしは確

かに知っている。 9もしその夢をわたしに示さないなら

ば、あなたがたの受ける刑罰はただ一つあるのみだ。あ

なたがたは一致して、偽りと、欺きの言葉をわたしの前

に述べて、時の変るのを待とうとしているのだ。まずそ

の夢をわたしに示しなさい。そうすれば、わたしはあな

たがたがその解き明かしをも、示しうることを知るだろ

う」。 10カルデヤびとらは王の前に答えて言った、「世

の中には王のその要求に応じうる者はひとりもありませ

ん。どんな大いなる力ある王でも、このような事を、博

士、法術士、カルデヤびとに尋ねた者はありませんでし

た。 11王の尋ねられる事はむずかしい事であって、肉な

る者と共におられない神々を除いては、王の前にこれを

示しうる者はないでしょう」。 12これによって王は怒り

、かつ大いに憤り、バビロンの知者をすべて滅ぼせと命

じた。 13この命令が発せられたので、知者らは殺される

ことになった。またダニエルとその同僚をも殺そうと求

めた。 14そして王の侍衛の長アリオクが、バビロンの知

者らを殺そうと出てきたので、ダニエルは思慮と知恵と

をもってこれに応答した。 15すなわち王の高官アリオク

に「どうして王はそんなにきびしい命令を出されたので

すか」と言った。アリオクがその事をダニエルに告げ知

らせると、 16ダニエルは王のところへはいっていって、

その解き明かしを示すために、しばらくの時を与えられ

るよう王に願った。 17それからダニエルは家に帰り、同

僚のハナニヤ、ミシャエルおよびアザリヤにこの事を告

げ知らせ、 18共にこの秘密について天の神のあわれみを

請い、ダニエルとその同僚とが、他のバビロンの知者と

共に滅ぼされることのないように求めた。 19ついに夜の

幻のうちにこの秘密がダニエルに示されたので、ダニエ

ルは天の神をほめたたえた。 20ダニエルは言った、「神

のみ名は永遠より永遠に至るまでほむべきかな、知恵と

権能とは神のものである。 21神は時と季節とを変じ、王

を廃し、王を立て、知者に知恵を与え、賢者に知識を授

けられる。 22神は深妙、秘密の事をあらわし、暗黒にあ

るものを知り、光をご自身のうちに宿す。 23わが先祖た

ちの神よ、あなたはわたしに知恵と力とを賜い、今われ

われがあなたに請い求めたところのものをわたしに示し

、王の求めたことをわれわれに示されたので、わたしは

あなたに感謝し、あなたをさんびします」。 24そこでダ
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ニエルは、王がバビロンの知者たちを滅ぼすことを命じ

ておいたアリオクのもとへ行って、彼にこう言った、「

バビロンの知者たちを滅ぼしてはなりません。わたしを

王の前に連れて行ってください。わたしはその解き明か

しを王に示します」。 25アリオクは急いでダニエルを王

の前に連れて行き、王にこう言った、「ユダから捕え移

した者の中に、その解き明かしを王にお知らせすること

のできる、ひとりの人を見つけました」。 26王は答えて

、ベルテシャザルという名のダニエルに言った、「あな

たはわたしが見た夢と、その解き明かしとをわたしに知

らせることができるのか」。 27ダニエルは王に答えて言

った、「王が求められる秘密は、知者、法術士、博士、

占い師など、これを王に示すことはできません。 28しか

し秘密をあらわすひとりの神が天におられます。彼は後

の日に起るべき事を、ネブカデネザル王に知らされたの

です。あなたの夢と、あなたが床にあって見た脳中の幻

はこれです。 29王よ、あなたが床におられたとき、この

後どんな事があろうかと、思いまわされたが、秘密をあ

らわされるかたが、将来どんな事が起るかを、あなたに

知らされたのです。 30この秘密をわたしにあらわされた

のは、すべての生ける者にまさって、わたしに知恵があ

るためではなく、ただその解き明かしを、王にお知らせ

することによって、あなたが心に思われたことを、お知

りになるためです。 31王よ、あなたは一つの大いなる像

が、あなたの前に立っているのを見られました。その像

は大きく、非常に光り輝いて、恐ろしい外観をもってい

ました。 32その像の頭は純金、胸と両腕とは銀、腹と、

ももとは青銅、 33すねは鉄、足の一部は鉄、一部は粘土

です。 34あなたが見ておられたとき、一つの石が人手に

よらずに切り出されて、その像の鉄と粘土との足を撃ち

、これを砕きました。 35こうして鉄と、粘土と、青銅と

、銀と、金とはみな共に砕けて、夏の打ち場のもみがら

のようになり、風に吹き払われて、あとかたもなくなり

ました。ところがその像を撃った石は、大きな山となっ

て全地に満ちました。 36これがその夢です。今わたした

ちはその解き明かしを、王の前に申しあげましょう。 37

王よ、あなたは諸王の王であって、天の神はあなたに国

と力と勢いと栄えとを賜い、 38また人の子ら、野の獣、

空の鳥はどこにいるものでも、皆これをあなたの手に与

えて、ことごとく治めさせられました。あなたはあの金

の頭です。 39あなたの後にあなたに劣る一つの国が起り

ます。また第三に青銅の国が起って、全世界を治めるよ

うになります。 40第四の国は鉄のように強いでしょう。

鉄はよくすべての物をこわし砕くからです。鉄がこれら

をことごとく打ち砕くように、その国はこわし砕くでし

ょう。 41あなたはその足と足の指を見られましたが、そ

の一部は陶器師の粘土、一部は鉄であったので、それは

分裂した国をさします。しかしあなたが鉄と粘土との混

じったのを見られたように、その国には鉄の強さがある

でしょう。 42その足の指の一部は鉄、一部は粘土であっ

たように、その国は一部は強く、一部はもろいでしょう

。 43あなたが鉄と粘土との混じったのを見られたように

、それらは婚姻によって、互に混ざるでしょう。しかし

鉄と粘土とは相混じらないように、かれとこれと相合す

ることはありません。 44それらの王たちの世に、天の神

は一つの国を立てられます。これはいつまでも滅びるこ

とがなく、その主権は他の民にわたされず、かえってこ

れらのもろもろの国を打ち破って滅ぼすでしょう。そし

てこの国は立って永遠に至るのです。 45一つの石が人手

によらずに山から切り出され、その石が鉄と、青銅と、

粘土と、銀と、金とを打ち砕いたのを、あなたが見られ

たのはこの事です。大いなる神がこの後に起るべきこと

を、王に知らされたのです。その夢はまことであって、

この解き明かしは確かです」。 46そこでネブカデネザル

王はひれ伏して、ダニエルを拝し、供え物と薫香とを、

彼にささげることを命じた。 47そして王はダニエルに答

えて言った、「あなたがこの秘密をあらわすことができ

たのを見ると、まことに、あなたがたの神は神々の神、

王たちの主であって、秘密をあらわされるかただ」。 48

こうして王はダニエルに高い位を授け、多くの大いなる

贈り物を与えて、彼をバビロン全州の総督とし、またバ

ビロンの知者たちを統轄する者の長とした。 49王はまた

ダニエルの願いによって、シャデラクとメシャクとアベ

デネゴを任命して、バビロン州の事務をつかさどらせた

。ただしダニエルは王の宮にとどまっていた。

3ネブカデネザル王は一つの金の像を造った。その高さ
は六十キュビト、その幅は六キュビトで、彼はこれを

バビロン州のドラの平野に立てた。 2そしてネブカデネ

ザル王は、総督、長官、知事、参議、庫官、法官、高僧

および諸州の官吏たちを召し集め、ネブカデネザル王の

立てたこの像の落成式に臨ませようとした。 3そこで、

総督、長官、知事、参議、庫官、法官、高僧および諸州

の官吏たちは、ネブカデネザル王の立てた像の落成式に

臨み、そのネブカデネザルの立てた像の前に立った。 4

時に伝令者は大声に呼ばわって言った、「諸民、諸族、

諸国語の者よ、あなたがたにこう命じられる。 5角笛、

横笛、琴、三角琴、立琴、風笛などの、もろもろの楽器

の音を聞く時は、ひれ伏してネブカデネザル王の立てた

金の像を拝まなければならない。 6だれでもひれ伏して

拝まない者は、ただちに火の燃える炉の中に投げ込まれ

る」と。 7そこで民らはみな、角笛、横笛、琴、三角琴

、立琴、風笛などの、もろもろの楽器の音を聞くや、諸

民、諸族、諸国語の者たちはみな、ひれ伏して、ネブカ

デネザル王の立てた金の像を拝んだ。 8その時、あるカ

ルデヤびとらが進みきて、ユダヤ人をあしざまに訴えた

。 9すなわち彼らはネブカデネザル王に言った、「王よ

、とこしえに生きながらえられますように。 10王よ、あ

なたは命令を出して仰せられました。すべて、角笛、横

笛、琴、三角琴、立琴、風笛などの、もろもろの楽器の

音を聞く者は皆、ひれ伏して金の像を拝まなければなら

ない。 11また、だれでもひれ伏して拝まない者はみな、

火の燃える炉の中に投げ込まれると。 12ここにあなたが

任命して、バビロン州の事務をつかさどらせられている

ユダヤ人シャデラク、メシャクおよびアベデネゴがおり

ます。王よ、この人々はあなたを尊ばず、あなたの神々

にも仕えず、あなたの立てられた金の像をも拝もうとし

ません」。 13そこでネブカデネザルは怒りかつ憤って、

シャデラク、メシャクおよびアベデネゴを連れてこいと

命じたので、この人々を王の前に連れてきた。 14ネブカ

デネザルは彼らに言った、「シャデラク、メシャク、ア

ベデネゴよ、あなたがたがわが神々に仕えず、またわた

しの立てた金の像を拝まないとは、ほんとうなのか。 15

あなたがたがもし、角笛、横笛、琴、三角琴、立琴、風

笛などの、もろもろの楽器の音を聞くときにひれ伏して

、わたしが立てた像を、ただちに拝むならば、それでよ
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ろしい。しかし、拝むことをしないならば、ただちに火

の燃える炉の中に投げ込まれる。いったい、どの神が、

わたしの手からあなたがたを救うことができようか」。

16シャデラク、メシャクおよびアベデネゴは王に答えて

言った、「ネブカデネザルよ、この事について、お答え

する必要はありません。 17もしそんなことになれば、わ

たしたちの仕えている神は、その火の燃える炉から、わ

たしたちを救い出すことができます。また王よ、あなた

の手から、わたしたちを救い出されます。 18たといそう

でなくても、王よ、ご承知ください。わたしたちはあな

たの神々に仕えず、またあなたの立てた金の像を拝みま

せん」。 19そこでネブカデネザルは怒りに満ち、シャデ

ラク、メシャクおよびアベデネゴにむかって、顔色を変

え、炉を平常よりも七倍熱くせよと命じた。 20またその

軍勢の中の力の強い人々を呼んで、シャデラク、メシャ

クおよびアベデネゴを縛って、彼らを火の燃える炉の中

に投げ込めと命じた。 21そこでこの人々は、外套、下着

、帽子、その他の衣服のまま縛られて、火の燃える炉の

中に投げ込まれた。 22王の命令はきびしく、かつ炉は、

はなはだしく熱していたので、シャデラク、メシャクお

よびアベデネゴを引きつれていった人々は、その火炎に

焼き殺された。 23シャデラク、メシャク、アベデネゴの

三人は縛られたままで、火の燃える炉の中に落ち込んだ

。 24その時、ネブカデネザル王は驚いて急ぎ立ちあがり

、大臣たちに言った、「われわれはあの三人を縛って、

火の中に投げ入れたではないか」。彼らは王に答えて言

った、「王よ、そのとおりです」。 25王は答えて言った

、「しかし、わたしの見るのに四人の者がなわめなしに

、火の中を歩いているが、なんの害をも受けていない。

その第四の者の様子は神の子のようだ」。 26そこでネブ

カデネザルは、その火の燃える炉の入口に近寄って、「

いと高き神のしもべシャデラク、メシャク、アベデネゴ

よ、出てきなさい」と言ったので、シャデラク、メシャ

ク、アベデネゴはその火の中から出てきた。 27総督、長

官、知事および王の大臣たちも集まってきて、この人々

を見たが、火は彼らの身にはなんの力もなく、その頭の

毛は焼けず、その外套はそこなわれず、火のにおいもこ

れに付かなかった。 28ネブカデネザルは言った、「シャ

デラク、メシャク、アベデネゴの神はほむべきかな。神

はその使者をつかわして、自分に寄り頼むしもべらを救

った。また彼らは自分の神以外の神に仕え、拝むよりも

、むしろ王の命令を無視し、自分の身をも捨てようとし

たのだ。 29それでわたしはいま命令を下す。諸民、諸族

、諸国語の者のうちだれでも、シャデラク、メシャク、

アベデネゴの神をののしる者があるならば、その身は切

り裂かれ、その家は滅ぼされなければならない。このよ

うに救を施すことのできる神は、ほかにないからだ」。

30こうして、王はシャデラク、メシャクおよびアベデネ

ゴの位を進めて、バビロン州におらせた。

4ネブカデネザル王は全世界に住む諸民、諸族、諸国語
の者に告げる。どうか、あなたがたに平安が増すよう

に。 2いと高き神はわたしにしるしと奇跡とを行われた

。わたしはこれを知らせたいと思う。 3ああ、そのしる

しの大いなること、ああ、その奇跡のすばらしいこと、

その国は永遠の国、その主権は世々に及ぶ。 4われネブ

カデネザルはわが家に安らかにおり、わが宮にあって栄

えていたが、 5わたしは一つの夢を見て、そのために恐

れた。すなわち床にあって、その事を思いめぐらし、わ

が脳中の幻のために心を悩ました。 6そこでわたしは命

令を下し、バビロンの知者をことごとくわが前に召し寄

せて、その夢の解き明かしを示させようとした。 7する

と、博士、法術士、カルデヤびと、占い師たちがきたの

で、わたしはその夢を彼らに語ったが、彼らはその解き

明かしを示すことができなかった。 8最後にダニエルが

わたしの前にきた、彼の名はわが神の名にちなんで、ベ

ルテシャザルととなえられ、彼のうちには聖なる神の霊

がやどっていたわたしは彼にその夢を語って言った、 9

「博士の長ベルテシャザルよ、わたしは知っている。聖

なる神の霊があなたのうちにやどっているから、どんな

秘密もあなたにはむずかしいことはない。ここにわたし

が見た夢がある。その解き明かしをわたしに告げなさい

。 10わたしが床にあって見た脳中の幻はこれである。わ

たしが見たのに、地の中央に一本の木があって、そのた

けが高かったが、 11その木は成長して強くなり、天に達

するほどの高さになって、地の果までも見えわたり、 12

その葉は美しく、その実は豊かで、すべての者がその中

から食物を獲、また野の獣はその陰にやどり、空の鳥は

その枝にすみ、すべての肉なる者はこれによって養われ

た。 13わたしが床にあって見た脳中の幻の中に、ひとり

の警護者、ひとりの聖者の天から下るのを見たが、 14彼

は声高く呼ばわって、こう言った、『この木を切り倒し

、その枝を切りはらい、その葉をゆり落し、その実を打

ち散らし、獣をその下から逃げ去らせ、鳥をその枝から

飛び去らせよ。 15ただしその根の切り株を地に残し、そ

れに鉄と青銅のなわをかけて、野の若草の中におき、天

からくだる露にぬれさせ、また地の草の中で、獣と共に

その分にあずからせよ。 16またその心は変って人間の心

のようでなく、獣の心が与えられて、七つの時を過ごさ

せよ。 17この宣言は警護者たちの命令によるもの、この

決定は聖者たちの言葉によるもので、いと高き者が、人

間の国を治めて、自分の意のままにこれを人に与え、ま

た人のうちの最も卑しい者を、その上に立てられるとい

う事を、すべての者に知らせるためである』と。 18われ

ネブカデネザル王はこの夢を見た。ベルテシャザルよ、

あなたはその解き明かしをわたしに告げなさい。わが国

の知者たちは、いずれもその解き明かしを、わたしに示

すことができなかったけれども、あなたにはそれができ

る。あなたのうちには、聖なる神の霊がやどっているか

らだ」。 19その時、その名をベルテシャザルととなえる

ダニエルは、しばらくのあいだ驚き、思い悩んだので、

王は彼に告げて言った、「ベルテシャザルよ、あなたは

この夢と、その解き明かしのために、悩むには及ばない

」。ベルテシャザルは答えて言った、「わが主よ、どう

か、この夢は、あなたを憎む者にかかわるように。この

解き明かしは、あなたの敵に臨むように。 20あなたが見

られた木、すなわちその成長して強くなり、天に達する

ほどの高さになって、地の果までも見えわたり、 21その

葉は美しく、その実は豊かで、すべての者がその中から

食物を獲、また野の獣がその陰にやどり、空の鳥がその

枝に住んだ木、 22王よ、それはすなわちあなたです。あ

なたは成長して強くなり、天に達するほどに大きくなり

、あなたの主権は地の果にまで及びました。 23ところが

、王はひとりの警護者、ひとりの聖者が、天から下って

、こう言うのを見られました、『この木を切り倒して、

これを滅ぼせ。ただしその根の切り株を地に残し、それ
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に鉄と青銅のなわをかけて、野の若草の中におき、天か

らくだる露にぬれさせ、また野の獣と共にその分にあず

からせて、七つの時を過ごさせよ』と。 24王よ、その解

き明かしはこうです。すなわちこれはいと高き者の命令

であって、わが主なる王に臨まんとするものです。 25す

なわちあなたは追われて世の人を離れ、野の獣と共にお

り、牛のように草を食い、天からくだる露にぬれるでし

ょう。こうして七つの時が過ぎて、ついにあなたは、い

と高き者が人間の国を治めて、自分の意のままに、これ

を人に与えられることを知るに至るでしょう。 26また彼

らはその木の根の切り株を残しおけと命じたので、あな

たが、天はまことの支配者であるということを知った後

、あなたの国はあなたに確保されるでしょう。 27それゆ

え王よ、あなたはわたしの勧告をいれ、義を行って罪を

離れ、しえたげられる者をあわれんで、不義を離れなさ

い。そうすれば、あるいはあなたの繁栄が、長く続くか

もしれません」。 28この事は皆ネブカデネザル王に臨ん

だ。 29十二か月を経て後、王がバビロンの王宮の屋上を

歩いていたとき、 30王は自ら言った、「この大いなるバ

ビロンは、わたしの大いなる力をもって建てた王城であ

って、わが威光を輝かすものではないか」。 31その言葉

がなお王の口にあるうちに、天から声がくだって言った

、「ネブカデネザル王よ、あなたに告げる。国はあなた

を離れ去った。 32あなたは、追われて世の人を離れ、野

の獣と共におり、牛のように草を食い、こうして七つの

時を経て、ついにあなたは、いと高き者が人間の国を治

めて、自分の意のままに、これを人に与えられることを

知るに至るだろう」。 33この言葉は、ただちにネブカデ

ネザルに成就した。彼は追われて世の人を離れ、牛のよ

うに草を食い、その身は天からくだる露にぬれ、ついに

その毛は、わしの羽のようになり、そのつめは鳥のつめ

のようになった。 34こうしてその期間が満ちた後、われ

ネブカデネザルは、目をあげて天を仰ぎ見ると、わたし

の理性が自分に帰ったので、わたしはいと高き者をほめ

、その永遠に生ける者をさんびし、かつあがめた。その

主権は永遠の主権、その国は世々かぎりなく、 35地に住

む民はすべて無き者のように思われ、天の衆群にも、地

に住む民にも、彼はその意のままに事を行われる。だれ

も彼の手をおさえて「あなたは何をするのか」と言いう

る者はない。 36この時わたしの理性は自分に帰り、また

わが国の光栄のために、わが尊厳と光輝とが、わたしに

帰った。わが大臣、わが貴族らもきて、わたしに求め、

わたしは国の上に堅く立って、前にもまさって大いなる

者となった。 37そこでわれネブカデネザルは今、天の王

をほめたたえ、かつあがめたてまつる。そのみわざはこ

とごとく真実で、その道は正しく、高ぶり歩む者を低く

される。

5ベルシャザル王は、その大臣一千人のために、盛んな
酒宴を設け、その一千人の前で酒を飲んでいた。 2酒

が進んだとき、ベルシャザルは、その父ネブカデネザル

がエルサレムの神殿から取ってきた金銀の器を持ってこ

いと命じた。王とその大臣たち、および王の妻とそばめ

らが、これをもって酒を飲むためであった。 3そこで人

々はそのエルサレムの神の宮すなわち神殿から取ってき

た金銀の器を持ってきたので、王とその大臣たち、およ

び王の妻とそばめらは、これをもって飲んだ。 4すなわ

ち彼らは酒を飲んで、金、銀、青銅、鉄、木、石などの

神々をほめたたえた。 5すると突然人の手の指があらわ

れて、燭台と相対する王の宮殿の塗り壁に物を書いた。

王はその物を書いた手の先を見た。 6そのために王の顔

色は変り、その心は思い悩んで乱れ、その腰のつがいは

ゆるみ、ひざは震えて互に打ちあった。 7王は大声に呼

ばわって、法術士、カルデヤびと、占い師らを召してこ

させた。王はバビロンの知者たちに告げて言った、「こ

の文字を読み、その解き明かしをわたしに示す者には紫

の衣を着せ、首に金の鎖をかけさせて、国の第三のつか

さとしよう」と。 8王の知者たちは皆はいってきた。し

かしその文字を読むことができず、またその解き明かし

を王に示すことができなかったので、 9ベルシャザル王

は大いに思い悩んで、その顔色は変り、王の大臣たちも

当惑した。 10時に王妃は王と大臣たちの言葉を聞いて、

その宴会場にはいってきた。そして王妃は言った、「王

よ、どうか、とこしえに生きながらえられますように。

あなたは心に思い悩んではなりません。また顔色を変え

るには及びません。 11あなたの国には、聖なる神の霊の

やどっているひとりの人がおります。あなたの父の代に

、彼は、明知、分別および神のような知恵のあることを

あらわしました。あなたの父ネブカデネザル王は、彼を

立てて、博士、法術士、カルデヤびと、占い師らの長と

されました。 12彼は、王がベルテシャザルという名を与

えたダニエルという者ですが、このダニエルには、すぐ

れた霊、知識、分別があって、夢を解き、なぞを解き、

難問を解くことができます。ゆえにダニエルを召しなさ

い。彼はその解き明かしを示すでしょう」。 13そこでダ

ニエルは王の前に召された。王はダニエルに言った、「

あなたは、わが父の王が、ユダからひきつれてきたユダ

の捕囚のひとりなのか。 14聞くところによると、あなた

のうちには、聖なる神の霊がやどっていて、明知、分別

および非凡な知恵があるそうだ。 15わたしは、知者、法

術士らを、わが前に召しよせて、この文字を読ませ、そ

の解き明かしを示させようとしたが、彼らは、この事の

解き明かしを示すことができなかった。 16しかしまた聞

くところによると、あなたは解き明かしをなし、かつ難

問を解くことができるそうだ。それで、あなたがもし、

この文字を読み、その解き明かしをわたしに示すことが

できたなら、あなたに紫の衣を着せ、金の鎖を首にかけ

させて、この国の第三のつかさとしよう」。 17ダニエル

は王の前に答えて言った、「あなたの賜物は、あなたご

自身にとっておき、あなたの贈り物は、他人にお与えく

ださい。それでも、わたしは王のためにその文字を読み

、その解き明かしをお知らせいたしましょう。 18王よ、

いと高き神はあなたの父ネブカデネザルに国と権勢と、

光栄と尊厳とを賜いました。 19彼に権勢を賜わったこと

によって、諸民、諸族、諸国語の者はみな、彼の前にお

ののき恐れました。彼は自分の欲する者を殺し、自分の

欲する者を生かし、自分の欲する者を上げ、自分の欲す

る者を下しました。 20しかし彼は心に高ぶり、かたくな

になり、ごうまんにふるまったので、王位からしりぞけ

られ、その光栄を奪われ、 21追われて世の人と離れ、そ

の思いは獣のようになり、そのすまいは野ろばと共にあ

り、牛のように草を食い、その身は天からくだる露にぬ

れ、こうしてついに彼は、いと高き神が人間の国を治め

て、自分の意のままに人を立てられるということを、知

るようになりました。 22ベルシャザルよ、あなたは彼の

子であって、この事をことごとく知っていながら、なお
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心を低くせず、 23かえって天の主にむかって、みずから

高ぶり、その宮の器物をあなたの前に持ってこさせ、あ

なたとあなたの大臣たちと、あなたの妻とそばめたちは

、それをもって酒を飲み、そしてあなたは見ることも、

聞くことも、物を知ることもできない金、銀、青銅、鉄

、木、石の神々をほめたたえたが、あなたの命をその手

ににぎり、あなたのすべての道をつかさどられる神をあ

がめようとはしなかった。 24それゆえ、彼の前からこの

手が出てきて、この文字が書きしるされたのです。 25そ

のしるされた文字はこうです。メネ、メネ、テケル、ウ

パルシン。 26その事の解き明かしはこうです、メネは神

があなたの治世を数えて、これをその終りに至らせたこ

とをいうのです。 27テケルは、あなたがはかりで量られ

て、その量の足りないことがあらわれたことをいうので

す。 28ペレスは、あなたの国が分かたれて、メデアとペ

ルシャの人々に与えられることをいうのです」。 29そこ

でベルシャザルは命じて、ダニエルに紫の衣を着せ、金

の鎖をその首にかけさせ、彼について布告を発して、彼

は国の第三のつかさであると言わせた。 30カルデヤびと

の王ベルシャザルは、その夜のうちに殺され、 31メデア

びとダリヨスが、その国を受けた。この時ダリヨスは、

おおよそ六十二歳であった。

6ダリヨスは全国を治めるために、その国に百二十人の
総督を立てることをよしとし、 2また彼らの上に三人

の総監を立てた。ダニエルはそのひとりであった。これ

は総督たちをして、この三人の前に、その職務に関する

報告をさせて、王に損失の及ぶことのないようにするた

めであった。 3ダニエルは彼のうちにあるすぐれた霊の

ゆえに、他のすべての総監および総督たちにまさってい

たので、王は彼を立てて全国を治めさせようとした。 4

そこで総監および総督らは、国事についてダニエルを訴

えるべき口実を得ようとしたが、訴えるべきなんの口実

も、なんのとがをも見いだすことができなかった。それ

は彼が忠信な人であって、その身になんのあやまちも、

とがも見いだされなかったからである。 5そこでその人

々は言った、「われわれはダニエルの神の律法に関して

、彼を訴える口実を得るのでなければ、ついに彼を訴え

ることはできまい」と。 6こうして総監と総督らは、王

のもとに集まってきて、王に言った、「ダリヨス王よ、

どうかとこしえに生きながらえられますように。 7国の

総監、長官および総督、参議および知事らは、相はかっ

て、王が一つのおきてを立て、一つの禁令を定められる

よう求めることになりました。王よ、それはこうです。

すなわち今から三十日の間は、ただあなたにのみ願い事

をさせ、もしあなたをおいて、神または人にこれをなす

者があれば、すべてその者を、ししの穴に投げ入れると

いうのです。 8それで王よ、その禁令を定め、その文書

に署名して、メデアとペルシャの変ることのない法律の

ごとく、これを変えることのできないようにしてくださ

い」。 9そこでダリヨス王は、その禁令の文書に署名し

た。 10ダニエルは、その文書の署名されたことを知って

家に帰り、二階のへやの、エルサレムに向かって窓の開

かれた所で、以前からおこなっていたように、一日に三

度ずつ、ひざをかがめて神の前に祈り、かつ感謝した。

11そこでその人々は集まってきて、ダニエルがその神の

前に祈り、かつ求めていることを見たので、 12彼らは王

の前にきて、王の禁令について奏上して言った、「王よ

、あなたは禁令に署名して、今から三十日の間は、ただ

あなたにのみ願い事をさせ、もしあなたをおいて、神ま

たは人に、これをなす者があれば、すべてその者を、し

しの穴に投げ入れると、定められたではありませんか」

。王は答えて言った、「その事は確かであって、メデア

とペルシャの法律のごとく、変えることのできないもの

だ」。 13彼らは王の前に答えて言った、「王よ、ユダか

ら引いてきた捕囚のひとりである、かのダニエルは、あ

なたをも、あなたの署名された禁令をも顧みず、一日に

三度ずつ、祈をささげています」。 14王はこの言葉を聞

いて大いに憂え、ダニエルを救おうと心を用い、日の入

るまで、彼を救い出すことに努めた。 15時にその人々は

、また王のもとに集まってきて、王に言った、「王よ、

メデアとペルシャの法律によれば、王の立てた禁令、ま

たは、おきては変えることのできないものであることを

、ご承知ください」。 16そこで王は命令を下したので、

ダニエルは引き出されて、ししの穴に投げ入れられた。

王はダニエルに言った、「どうか、あなたの常に仕える

神が、あなたを救われるように」。 17そして一つの石を

持ってきて、穴の口をふさいだので、王は自分の印と、

大臣らの印をもって、これに封印した。これはダニエル

の処置を変えることのないようにするためであった。 18

こうして王はその宮殿に帰ったが、その夜は食をとらず

、また、そばめたちを召し寄せず、全く眠ることもしな

かった。 19こうして王は朝まだき起きて、ししの穴へ急

いで行ったが、 20ダニエルのいる穴に近づいたとき、悲

しげな声をあげて呼ばわり、ダニエルに言った、「生け

る神のしもべダニエルよ、あなたが常に仕えている神は

あなたを救って、ししの害を免れさせることができたか

」。 21ダニエルは王に言った、「王よ、どうか、とこし

えに生きながらえられますように。 22わたしの神はその

使をおくって、ししの口を閉ざされたので、ししはわた

しを害しませんでした。これはわたしに罪のないことが

、神の前に認められたからです。王よ、わたしはあなた

の前にも、何も悪い事をしなかったのです」。 23そこで

王は大いに喜び、ダニエルを穴の中から出せと命じたの

で、ダニエルは穴の中から出されたが、その身になんの

害をも受けていなかった。これは彼が自分の神を頼みと

していたからである。 24王はまた命令を下して、ダニエ

ルをあしざまに訴えた人々を引いてこさせ、彼らをその

妻子と共に、ししの穴に投げ入れさせた。彼らが穴の底

に達しないうちに、ししは彼らにとびかかって、その骨

までもかみ砕いた。 25そこでダリヨス王は全世界に住む

諸民、諸族、諸国語の者に詔を書きおくって言った、「

どうか、あなたがたに平安が増すように。 26わたしは命

令を出す。わが国のすべての州の人は、皆ダニエルの神

を、おののき恐れなければならない。彼は生ける神であ

って、とこしえに変ることなく、その国は滅びず、その

主権は終りまで続く。 27彼は救を施し、助けをなし、天

においても、地においても、しるしと奇跡とをおこない

、ダニエルを救って、ししの力をのがれさせたかたであ

る」。 28こうして、このダニエルはダリヨスの世と、ペ

ルシャ人クロスの世において栄えた。

7バビロンの王ベルシャザルの元年に、ダニエルは床に
あって夢を見、また脳中に幻を得たので、彼はその夢

をしるして、その事の大意を述べた。 2ダニエルは述べ

て言った、「わたしは夜の幻のうちに見た。見よ、天の
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四方からの風が大海をかきたてると、 3四つの大きな獣

が海からあがってきた。その形は、おのおの異なり、 4

第一のものは、ししのようで、わしの翼をもっていたが

、わたしが見ていると、その翼は抜きとられ、また地か

ら起されて、人のように二本の足で立たせられ、かつ人

の心が与えられた。 5見よ、第二の獣は熊のようであっ

た。これはそのからだの一方をあげ、その口の歯の間に

、三本の肋骨をくわえていたが、これに向かって『起き

あがって、多くの肉を食らえ』と言う声があった。 6そ

の後わたしが見たのは、ひょうのような獣で、その背に

は鳥の翼が四つあった。またこの獣には四つの頭があり

、主権が与えられた。 7その後わたしが夜の幻のうちに

見た第四の獣は、恐ろしい、ものすごい、非常に強いも

ので、大きな鉄の歯があり、食らい、かつ、かみ砕いて

、その残りを足で踏みつけた。これは、その前に出たす

べての獣と違って、十の角を持っていた。 8わたしが、

その角を注意して見ていると、その中に、また一つの小

さい角が出てきたが、この小さい角のために、さきの角

のうち三つがその根から抜け落ちた。見よ、この小さい

角には、人の目のような目があり、また大きな事を語る

口があった。 9わたしが見ていると、もろもろのみ座が

設けられて、日の老いたる者が座しておられた。その衣

は雪のように白く、頭の毛は混じりもののない羊の毛の

ようであった。そのみ座は火の炎であり、その車輪は燃

える火であった。 10彼の前から、ひと筋の火の流れが出

てきた。彼に仕える者は千々、彼の前にはべる者は万々

、審判を行う者はその席に着き、かずかずの書き物が開

かれた。 11わたしは、その角の語る大いなる言葉の声が

するので見ていたが、わたしが見ている間にその獣は殺

され、そのからだはそこなわれて、燃える火に投げ入れ

られた。 12その他の獣はその主権を奪われたが、その命

は、時と季節の来るまで延ばされた。 13わたしはまた夜

の幻のうちに見ていると、見よ、人の子のような者が、

天の雲に乗ってきて、日の老いたる者のもとに来ると、

その前に導かれた。 14彼に主権と光栄と国とを賜い、諸

民、諸族、諸国語の者を彼に仕えさせた。その主権は永

遠の主権であって、なくなることがなく、その国は滅び

ることがない。 15そこで、われダニエル、わがうちなる

霊は憂え、わが脳中の幻は、わたしを悩ましたので、 16

わたしは、そこに立っている者のひとりに近寄って、こ

のすべての事の真意を尋ねた。するとその者は、わたし

にこの事の解き明かしを告げ知らせた。 17『この四つの

大きな獣は、地に起らんとする四人の王である。 18しか

しついには、いと高き者の聖徒が国を受け、永遠にその

国を保って、世々かぎりなく続く』。 19そこでわたしは

、さらに第四の獣の真意を知ろうとした。その獣は他の

獣と異なって、はなはだ恐ろしく、その歯は鉄、そのつ

めは青銅であって、食らい、かつ、かみ砕いて、その残

りを足で踏みつけた。 20この獣の頭には、十の角があっ

たが、そのほかに一つの角が出てきたので、この角のた

めに、三つの角が抜け落ちた。この角には目があり、ま

た大きな事を語る口があって、その形は、その同類のも

のよりも大きく見えた。 21わたしが見ていると、この角

は聖徒と戦って、彼らに勝ったが、 22ついに日の老いた

る者がきて、いと高き者の聖徒のために審判をおこなっ

た。そしてその時がきて、この聖徒たちは国を受けた。

23彼はこう言った、『第四の獣は地上の第四の国である

。これはすべての国と異なって、全世界を併合し、これ

を踏みつけ、かつ打ち砕く。 24十の角はこの国から起る

十人の王である。その後にまたひとりの王が起る。彼は

先の者と異なり、かつ、その三人の王を倒す。 25彼は、

いと高き者に敵して言葉を出し、かつ、いと高き者の聖

徒を悩ます。彼はまた時と律法とを変えようと望む。聖

徒はひと時と、ふた時と、半時の間、彼の手にわたされ

る。 26しかし審判が行われ、彼の主権は奪われて、永遠

に滅び絶やされ、 27国と主権と全天下の国々の権威とは

、いと高き者の聖徒たる民に与えられる。彼らの国は永

遠の国であって、諸国の者はみな彼らに仕え、かつ従う

』。 28その事はここで終った。われダニエルは、これを

思いまわして、非常に悩み、顔色も変った。しかし、わ

たしはこの事を心に留めた」。

8われダニエルは先に幻を見たが、後またベルシャザル
王の治世の第三年に、一つの幻がわたしに示された。

2その幻を見たのは、エラム州の首都スサにいた時であ

って、ウライ川のほとりにおいてであった。 3わたしが

目をあげて見ると、川の岸に一匹の雄羊が立っていた。

これに二つの角があって、その角は共に長かったが、一

つの角は他の角よりも長かった。その長いのは後に伸び

たのである。 4わたしが見ていると、その雄羊は、西、

北、南にむかって突撃したが、これに当ることのできる

獣は一匹もなく、またその手から救い出すことのできる

ものもなかった。これはその心のままにふるまい、みず

から高ぶっていた。 5わたしがこれを考え、見ていると

、一匹の雄やぎが、全地のおもてを飛びわたって西から

きたが、その足は土を踏まなかった。このやぎには、目

の間に著しい一つの角があった。 6この者は、さきにわ

たしが川の岸に立っているのを見た、あの二つの角のあ

る雄羊にむかってきて、激しく怒ってこれに走り寄った

。 7わたしが見ていると、それが雄羊に近寄るや、これ

にむかって怒りを発し、雄羊を撃って、その二つの角を

砕いた。雄羊には、これに当る力がなかったので、やぎ

は雄羊を地に打ち倒して踏みつけた。また、その雄羊を

、やぎの力から救いうる者がなかった。 8こうして、そ

の雄やぎは、はなはだしく高ぶったが、その盛んになっ

た時、あの大きな角が折れて、その代りに四つの著しい

角が生じ、天の四方に向かった。 9その角の一つから、

一つの小さい角が出て、南に向かい、東に向かい、麗し

い地に向かって、はなはだしく大きくなり、 10天の衆群

に及ぶまでに大きくなり、星の衆群のうちの数個を地に

投げ下して、これを踏みつけ、 11またみずから高ぶって

、その衆群の主に敵し、その常供の燔祭を取り除き、か

つその聖所を倒した。 12そしてその衆群は、罪によって

、常供の燔祭と共に、これにわたされた。その角はまた

真理を地に投げうち、ほしいままにふるまって、みずか

ら栄えた。 13それから、わたしはひとりの聖者の語って

いるのを聞いた。またひとりの聖者があって、その語っ

ている聖者にむかって言った、「常供の燔祭と、荒すこ

とをなす罪と、聖所とその衆群がわたされて、足の下に

踏みつけられることについて、幻にあらわれたことは、

いつまでだろうか」と。 14彼は言った、「二千三百の夕

と朝の間である。そして聖所は清められてその正しい状

態に復する」。 15われダニエルはこの幻を見て、その意

味を知ろうと求めていた時、見よ、人のように見える者

が、わたしの前に立った。 16わたしはウライ川の両岸の

間から人の声が出て、呼ばわるのを聞いた、「ガブリエ
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ルよ、この幻をその人に悟らせよ」。 17すると彼はわた

しの立っている所にきた。彼がきたとき、わたしは恐れ

て、ひれ伏した。しかし、彼はわたしに言った、「人の

子よ、悟りなさい。この幻は終りの時にかかわるもので

す」。 18彼がわたしに語っていた時、わたしは地にひれ

伏して、深い眠りに陥ったが、彼はわたしに手を触れ、

わたしを立たせて、 19言った、「見よ、わたしは憤りの

終りの時に起るべきことを、あなたに知らせよう。それ

は定められた終りの時にかかわるものであるから。 20あ

なたが見た、あの二つの角のある雄羊は、メデアとペル

シャの王です。 21また、かの雄やぎはギリシヤの王です

、その目の間の大きな角は、その第一の王です。 22また

その角が折れて、その代りに四つの角が生じたのは、そ

の民から四つの国が起るのです。しかし、第一の王のよ

うな勢力はない。 23彼らの国の終りの時になり、罪びと

の罪が満ちるに及んで、ひとりの王が起るでしょう。そ

の顔は猛悪で、彼はなぞを解き、 24その勢力は盛んであ

って、恐ろしい破壊をなし、そのなすところ成功して、

有力な人々と、聖徒である民を滅ぼすでしょう。 25彼は

悪知恵をもって、偽りをその手におこない遂げ、みずか

ら心に高ぶり、不意に多くの人を打ち滅ぼし、また君の

君たる者に敵するでしょう。しかし、ついに彼は人手に

よらずに滅ぼされるでしょう。 26先に示された朝夕の幻

は真実です。しかし、あなたはその幻を秘密にしておか

なければならない。これは多くの日の後にかかわる事だ

から」。 27われダニエルは疲れはてて、数日の間病みわ

ずらったが、後起きて、王の事務を執った。しかし、わ

たしはこの幻の事を思って驚いた。またこれを悟ること

ができなかった。

9メデアびとアハシュエロスの子ダリヨスが、カルデヤ
びとの王となったその元年、 2すなわちその治世の第

一年に、われダニエルは主が預言者エレミヤに臨んで告

げられたその言葉により、エルサレムの荒廃の終るまで

に経ねばならぬ年の数は七十年であることを、文書によ

って悟った。 3それでわたしは、わが顔を主なる神に向

け、断食をなし、荒布を着、灰をかぶって祈り、かつ願

い求めた。 4すなわちわたしは、わが神、主に祈り、ざ

んげして言った、「ああ、大いなる恐るべき神、主、お

のれを愛し、おのれの戒めを守る者のために契約を保ち

、いつくしみを施される者よ、 5われわれは罪を犯し、

悪をおこない、よこしまなふるまいをなし、そむいて、

あなたの戒めと、おきてを離れました。 6われわれはま

た、あなたのしもべなる預言者たちが、あなたの名をも

って、われわれの王たち、君たち、先祖たち、および国

のすべての民に告げた言葉に聞き従いませんでした。 7

主よ、正義はあなたのものですが、恥はわれわれに加え

られて、今日のような有様です。すなわちユダの人々、

エルサレムの住民および全イスラエルの者は、近き者も

、遠き者もみな、あなたが追いやられたすべての国々で

恥をこうむりました。これは彼らがあなたにそむいて犯

した罪によるのです。 8主よ、恥はわれわれのもの、わ

れわれの王たち、君たちおよび先祖たちのものです。こ

れはわれわれがあなたにむかって罪を犯したからです。

9あわれみと、ゆるしはわれわれの神、主のものです。

これはわれわれが彼にそむいたからです。 10またわれわ

れの神、主のみ声に聞き従わず、主がそのしもべ預言者

たちによって、われわれの前に賜わった律法を行わなか

ったからです。 11まことにイスラエルの人々は皆あなた

の律法を犯し、離れ去って、あなたのみ声に聞き従わな

かったので、神のしもべモーセの律法にしるされたのろ

いと誓いが、われわれの上に注ぎかかりました。これは

われわれが神にむかって罪を犯したからです。 12すなわ

ち神は大いなる災をわれわれの上にくだして、さきにわ

れわれと、われわれを治めたつかさたちにむかって告げ

られた言葉を実行されたのです。あのエルサレムに臨ん

だような事は、全天下にいまだかつてなかった事です。

13モーセの律法にしるされたように、この災はすべてわ

れわれに臨みましたが、なおわれわれの神、主の恵みを

請い求めることをせず、その不義を離れて、あなたの真

理を悟ることをもしませんでした。 14それゆえ、主はこ

れを心に留めて、災をわれわれに下されたのです。われ

われの神、主は、何事をされるにも、正しくあらせられ

ます。ところが、われわれはそのみ声に聞き従わなかっ

たのです。 15われわれの神、主よ、あなたは強きみ手を

もって、あなたの民をエジプトの地から導き出して、今

日のように、み名をあげられました。われわれは罪を犯

し、よこしまなふるまいをしました。 16主よ、どうぞあ

なたが、これまで正しいみわざをなされたように、あな

たの町エルサレム、あなたの聖なる山から、あなたの怒

りと憤りとを取り去ってください。これはわれわれの罪

と、われわれの先祖の不義のために、エルサレムと、あ

なたの民が、われわれの周囲の者の物笑いとなったから

です。 17それゆえ、われわれの神よ、しもべの祈と願い

を聞いてください。主よ、あなたご自身のために、あの

荒れたあなたの聖所に、あなたのみ顔を輝かせてくださ

い。 18わが神よ、耳を傾けて聞いてください。目を開い

て、われわれの荒れたさまを見、み名をもってとなえら

れる町をごらんください。われわれがあなたの前に祈を

ささげるのは、われわれの義によるのではなく、ただあ

なたの大いなるあわれみによるのです。 19主よ、聞いて

ください。主よ、ゆるしてください。主よ、み心に留め

て、おこなってください。わが神よ、あなたご自身のた

めに、これを延ばさないでください。あなたの町と、あ

なたの民は、み名をもってとなえられているからです」

。 20わたしがこう言って祈り、かつわが罪とわが民イス

ラエルの罪をざんげし、わが神の聖なる山のために、わ

が神、主の前に願いをしていたとき、 21すなわちわたし

が祈の言葉を述べていたとき、わたしが初めに幻のうち

に見た、かの人ガブリエルは、すみやかに飛んできて、

夕の供え物をささげるころ、わたしに近づき、 22わたし

に告げて言った、「ダニエルよ、わたしは今あなたに、

知恵と悟りを与えるためにきました。 23あなたが祈を始

めたとき、み言葉が出たので、それをあなたに告げるた

めにきたのです。あなたは大いに愛せられている者です

。ゆえに、このみ言葉を考えて、この幻を悟りなさい。

24あなたの民と、あなたの聖なる町については、七十週

が定められています。これはとがを終らせ、罪に終りを

告げ、不義をあがない、永遠の義をもたらし、幻と預言

者を封じ、いと聖なる者に油を注ぐためです。 25それゆ

え、エルサレムを建て直せという命令が出てから、メシ

ヤなるひとりの君が来るまで、七週と六十二週あること

を知り、かつ悟りなさい。その間に、しかも不安な時代

に、エルサレムは広場と街路とをもって、建て直される

でしょう。 26その六十二週の後にメシヤは断たれるでし

ょう。ただし自分のためにではありません。またきたる
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べき君の民は、町と聖所とを滅ぼすでしょう。その終り

は洪水のように臨むでしょう。そしてその終りまで戦争

が続き、荒廃は定められています。 27彼は一週の間多く

の者と、堅く契約を結ぶでしょう。そして彼はその週の

半ばに、犠牲と供え物とを廃するでしょう。また荒す者

が憎むべき者の翼に乗って来るでしょう。こうしてつい

にその定まった終りが、その荒す者の上に注がれるので

す」。

10ペルシャの王クロスの第三年に、ベルテシャザルと
名づけられたダニエルに、一つの言葉が啓示された

が、その言葉は真実であり、大いなる戦いを意味するも

のであった。彼はその言葉に心を留め、その幻を悟った

。 2そのころ、われダニエルは三週の間、悲しんでいた

。 3すなわち三週間の全く満ちるまでは、うまい物を食

べず、肉と酒とを口にせず、また身に油を塗らなかった

。 4正月の二十四日に、わたしがチグリスという大川の

岸に立っていたとき、 5目をあげて望み見ると、ひとり

の人がいて、亜麻布の衣を着、ウパズの金の帯を腰にし

めていた。 6そのからだは緑柱石のごとく、その顔は電

光のごとく、その目は燃えるたいまつのごとく、その腕

と足は、みがいた青銅のように輝き、その言葉の声は、

群衆の声のようであった。 7この幻を見た者は、われダ

ニエルのみであって、わたしと共にいた人々は、この幻

を見なかったが、彼らは大いにおののいて、逃げかくれ

た。 8それでわたしひとり残って、この大いなる幻を見

たので、力が抜け去り、わが顔の輝きは恐ろしく変って

、全く力がなくなった。 9わたしはその言葉の声を聞い

たが、その言葉の声を聞いたとき、顔を伏せ、地にひれ

伏して、深い眠りに陥った。 10見よ、一つの手があって

、わたしに触れたので、わたしは震えながらひざまずき

、手をつくと、 11彼はわたしに言った、「大いに愛せら

れる人ダニエルよ、わたしがあなたに告げる言葉に心を

留め、立ちあがりなさい。わたしは今あなたのもとにつ

かわされたのです」。彼がこの言葉をわたしに告げてい

るとき、わたしは震えながら立ちあがった。 12すると彼

はわたしに言った、「ダニエルよ、恐れるに及ばない。

あなたが悟ろうと心をこめ、あなたの神の前に身を悩ま

したその初めの日から、あなたの言葉は、すでに聞かれ

たので、わたしは、あなたの言葉のゆえにきたのです。

13ペルシャの国の君が、二十一日の間わたしの前に立ち

ふさがったが、天使の長のひとりであるミカエルがきて

、わたしを助けたので、わたしは、彼をペルシャの国の

君と共に、そこに残しておき、 14末の日に、あなたの民

に臨まんとする事を、あなたに悟らせるためにきたので

す。この幻は、なおきたるべき日にかかわるものです」

。 15彼がこれらの言葉を、わたしに述べていたとき、わ

たしは、地にひれ伏して黙っていたが、 16見よ、人の子

のような者が、わたしのくちびるにさわったので、わた

しは口を開き、わが前に立っている者に語って言った、

「わが主よ、この幻によって、苦しみがわたしに臨み、

全く力を失いました。 17わが主のしもべは、どうしてわ

が主と語ることができましょう。わたしは全く力を失い

、息も止まるばかりです」。 18人の形をした者は、再び

わたしにさわり、わたしを力づけて、 19言った、「大い

に愛せられる人よ、恐れるには及ばない。安心しなさい

。心を強くし、勇気を出しなさい」。彼がこう言ったと

き、わたしは力づいて言った、「わが主よ、語ってくだ

さい。あなたは、わたしに力をつけてくださったから」

。 20そこで彼は言った、「あなたは、わたしがなんのた

めにきたかを知っていますか。わたしは、今帰っていっ

て、ペルシャの君と戦おうとしているのです。彼との戦

いがすむと、ギリシヤの君があらわれるでしょう。 21し

かしわたしは、まず真理の書にしるされている事を、あ

なたに告げよう。わたしを助けて、彼らと戦う者は、あ

なたがたの君ミカエルのほかにはありません。

11わたしはまたメデアびとダリヨスの元年に立って彼
を強め、彼を力づけたことがあります。 2わたしは

今あなたに真理を示そう。見よ、ペルシャになお三人の

王が起るでしょう。その第四の者は、他のすべての者に

まさって富み、その富によって強くなったとき、彼はす

べてのものを動員して、ギリシヤの国を攻めます。 3ま

たひとりの勇ましい王が起り、大いなる権力をもって世

を治め、その意のままに事をなすでしょう。 4彼が強く

なった時、その国は破られ、天の四方に分かたれます。

それは彼の子孫に帰せず、また彼が治めたほどの権力も

なく、彼の国は抜き取られて、これら以外の者どもに帰

するでしょう。 5南の王は強くなります。しかしその将

軍のひとりが、彼にまさって強くなり、権力をふるいま

す。その権力は、大いなる権力です。 6年を経て後、彼

らは縁組をなし、南の王の娘が、北の王にきて、和親を

はかります。しかしその女は、その腕の力を保つことが

できず、またその王も、その子も立つことができません

。その女と、その従者と、その子およびその女を獲た者

とは、わたされるでしょう。 7そのころ、この女の根か

ら、一つの芽が起って彼に代り、北の王の軍勢にむかっ

てきて、その城に討ち入り、これを攻めて勝つでしょう

。 8彼はまた彼らの神々、鋳像および金銀の貴重な器物

を、エジプトに携え去り、そして数年の間、北の王を討

つことを控えます。 9その後、北の王は、南の王の国に

討ち入るが、自分の国に帰るでしょう。 10その子らはま

た憤激して、あまたの大軍を集め、進んで行って、みな

ぎりあふれ、通り過ぎるが、また行って、その城にまで

攻め寄せるでしょう。 11そこで南の王は、大いに怒り、

出てきて北の王と戦います。彼は大軍を起すけれども、

その軍は相手の手にわたされるでしょう。 12彼がその軍

を打ち破ったとき、その心は高ぶり、数万人を倒します

。しかし、勝つことはありません。 13それは北の王がま

た初めよりも大いなる軍を起し、数年の後、大いなる軍

勢と多くの軍需品とをもって、攻めて来るからです。 14

そのころ多くの者が起って、南の王に敵します。またあ

なたの民のうちのあらくれ者が、みずから高ぶって事を

なし、幻を成就しようとするが失敗するでしょう。 15こ

うして北の王がきて、塁を築き、堅固な町を取るが、南

の王の力は、これに立ち向かうことができず、またその

えり抜きの民も、これに立ち向かう力がありません。 16

これに攻めて来る者は、その心のままに事をなし、その

前に立ち向かうことのできる者はなく、彼は麗しい地に

立ち、その地は全く彼のために荒されます。 17彼は全国

の力をもって討ち入ろうと、その顔を向けるが、相手と

仲直りをし、その娘を与えて、その国を取ろうとします

。しかし、その事は成らず、また彼の利益にはならない

でしょう。 18その後、彼は顔を海沿いの国々に向けて、

その多くのものを取ります。しかし、ひとりの大将があ

って、彼が与えた恥辱をそそぎ、その恥辱を彼の上に返
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します。 19こうして彼は、その顔を自分の国の要害に向

けるが、彼はつまずき倒れて消えうせるでしょう。 20彼

に代って起る者は、栄光の国に人をつかわして、租税を

取り立てさせるでしょう。しかし彼は、怒りにも戦いに

もよらず、数日のうちに滅ぼされます。 21彼に代って起

る者は、卑しむべき者であって、彼には、王の尊厳が与

えられず、彼は不意にきて、巧言をもって国を獲るでし

ょう。 22洪水のような軍勢は、彼の前に押し流されて敗

られ、契約の君たる者もまた敗られるでしょう。 23彼は

、これと同盟を結んで後、偽りのおこないをなし、わず

かな民をもって強くなり、 24不意にその州の最も肥えた

所に攻め入り、その父も、その父の父もしなかった事を

おこない、その奪った物、かすめた物および財宝を、人

々の中に散らすでしょう。彼はまた計略をめぐらして、

堅固な城を攻めるが、ただし、それは時の至るまでです

。 25彼はその勢力と勇気とを奮い起し、大軍を率いて南

の王を攻めます。南の王もまたみずから奮い、はなはだ

大いなる強力な軍勢をもって戦います。しかし、彼に対

して、陰謀をめぐらす者があるので、これに立ち向かう

ことができません。 26すなわち彼の食物を食べる者たち

が、彼を滅ぼします。そして、その軍勢は押し流されて

、多くの者が倒れ死ぬでしょう。 27このふたりの王は、

害を与えようと心にはかり、ひとつ食卓に共に食して、

偽りを語るが、それは成功しません。終りはなお定まっ

た時の来るまでこないからです。 28彼は大いなる財宝を

もって、自分の国に帰るでしょう。しかし、彼の心は聖

なる契約にそむき、ほしいままに事をなして、自分の国

に帰ります。 29定まった時になって、彼はまた南に討ち

入ります。しかし、この時は前の時のようではありませ

ん。 30それはキッテムの船が、彼に立ち向かって来るの

で、彼は脅かされて帰り、聖なる契約に対して憤り、事

を行うでしょう。彼は帰っていって、聖なる契約を捨て

る者を顧み用いるでしょう。 31彼から軍勢が起って、神

殿と城郭を汚し、常供の燔祭を取り除き、荒す憎むべき

ものを立てるでしょう。 32彼は契約を破る者どもを、巧

言をもってそそのかし、そむかせるが、自分の神を知る

民は、堅く立って事を行います。 33民のうちの賢い人々

は、多くの人を悟りに至らせます。それでも、彼らはし

ばらくの間、やいばにかかり、火に焼かれ、捕われ、か

すめられなどして倒れます。 34その倒れるとき、彼らは

少しの助けを獲ます。また多くの人が、巧言をもって彼

らにくみするでしょう。 35また賢い者のうちのある者は

、終りの時まで、自分を練り、清め、白くするために倒

れるでしょう。終りはなお定まった時の来るまでこない

からです。 36この王は、その心のままに事をおこない、

すべての神を越えて、自分を高くし、自分を大いにし、

神々の神たる者にむかって、驚くべき事を語り、憤りの

やむ時まで栄えるでしょう。これは定められた事が成就

するからです。 37彼はその先祖の神々を顧みず、また婦

人の好む者も、いかなる神をも顧みないでしょう。彼は

すべてにまさって、自分を大いなる者とするからです。

38彼はこれらの者の代りに、要害の神をあがめ、金、銀

、宝石、および宝物をもって、その先祖たちの知らなか

った神をあがめ、 39異邦の神の助けによって、最も強固

な城にむかって、事をなすでしょう。そして彼を認める

者には、栄誉を増し与え、これに多くの人を治めさせ、

賞与として土地を分け与えるでしょう。 40終りの時にな

って、南の王は彼と戦います。北の王は、戦車と騎兵と

、多くの船をもって、つむじ風のように彼を攻め、国々

にはいっていって、みなぎりあふれ、通り過ぎるでしょ

う。 41彼はまた麗しい国にはいります。また彼によって

、多くの者が滅ぼされます。しかし、エドム、モアブ、

アンモンびとらのうちのおもな者は、彼の手から救われ

ましょう。 42彼は国々にその手を伸ばし、エジプトの地

も免れません。 43彼は金銀の財宝と、エジプトのすべて

の宝物を支配し、リビヤびと、エチオピヤびとは、彼の

あとに従います。 44しかし東と北からの知らせが彼を驚

かし、彼は多くの人を滅ぼし絶やそうと、大いなる怒り

をもって出て行きます。 45彼は海と麗しい聖山との間に

、天幕の宮殿を設けるでしょう。しかし、彼はついにそ

の終りにいたり、彼を助ける者はないでしょう。

12その時あなたの民を守っている大いなる君ミカエル
が立ちあがります。また国が始まってから、その時

にいたるまで、かつてなかったほどの悩みの時があるで

しょう。しかし、その時あなたの民は救われます。すな

わちあの書に名をしるされた者は皆救われます。 2また

地のちりの中に眠っている者のうち、多くの者は目をさ

ますでしょう。そのうち永遠の生命にいたる者もあり、

また恥と、限りなき恥辱をうける者もあるでしょう。 3

賢い者は、大空の輝きのように輝き、また多くの人を義

に導く者は、星のようになって永遠にいたるでしょう。

4ダニエルよ、あなたは終りの時までこの言葉を秘し、

この書を封じておきなさい。多くの者は、あちこちと探

り調べ、そして知識が増すでしょう」。 5そこで、われ

ダニエルが見ていると、ほかにまたふたりの者があって

、ひとりは川のこなたの岸に、ひとりは川のかなたの岸

に立っていた。 6わたしは、かの亜麻布を着て川の水の

上にいる人にむかって言った、「この異常なできごとは

、いつになって終るでしょうか」と。 7かの亜麻布を着

て、川の水の上にいた人が、天に向かって、その右の手

と左の手をあげ、永遠に生ける者をさして誓い、それは

、ひと時とふた時と半時である。聖なる民を打ち砕く力

が消え去る時に、これらの事はみな成就するだろうと言

うのを、わたしは聞いた。 8わたしはこれを聞いたけれ

ども悟れなかった。わたしは言った、「わが主よ、これ

らの事の結末はどんなでしょうか」。 9彼は言った、「

ダニエルよ、あなたの道を行きなさい。この言葉は終り

の時まで秘し、かつ封じておかれます。 10多くの者は、

自分を清め、自分を白くし、かつ練られるでしょう。し

かし、悪い者は悪い事をおこない、ひとりも悟ることは

ないが、賢い者は悟るでしょう。 11常供の燔祭が取り除

かれ、荒す憎むべきものが立てられる時から、千二百九

十日が定められている。 12待っていて千三百三十五日に

至る者はさいわいです。 13しかし、終りまであなたの道

を行きなさい。あなたは休みに入り、定められた日の終

りに立って、あなたの分を受けるでしょう」。
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ホセア書

1ユダヤの王ウジヤ、ヨタム、アハズ、ヒゼキヤの世、
イスラエルの王ヨアシの子ヤラベアムの世に、ベエリ

の子ホセアに臨んだ主の言葉。 2主が最初ホセアによっ

て語られた時、主はホセアに言われた、「行って、淫行

の妻と、淫行によって生れた子らを受けいれよ。この国

は主にそむいて、はなはだしい淫行をなしているからで

ある」。 3そこで彼は行ってデブライムの娘ゴメルをめ

とった。彼女はみごもって男の子を産んだ。 4主はまた

彼に言われた、「あなたはその子の名をエズレルと名づ

けよ。しばらくしてわたしはエズレルの血のためにエヒ

ウの家を罰し、イスラエルの家の国を滅ぼすからである

。 5その日、わたしはエズレルの谷でイスラエルの弓を

折る」と。 6ゴメルはまたみごもって女の子を産んだ。

主はホセアに言われた、「あなたはその名をロルハマと

名づけよ。わたしはもはやイスラエルの家をあわれまず

、決してこれをゆるさないからである。 7しかし、わた

しはユダの家をあわれみ、その神、主によってこれを救

う。わたしは弓、つるぎ、戦争、馬および騎兵によって

救うのではない」と。 8ゴメルはロルハマを乳離れさせ

たとき、またみごもって男の子を産んだ。 9主は言われ

た、「その子の名をロアンミと名づけよ。あなたがたは

、わたしの民ではなく、わたしは、あなたがたの神では

ないからである」。 10しかしイスラエルの人々の数は海

の砂のように量ることも、数えることもできないほどに

なって、さきに彼らが「あなたがたは、わたしの民では

ない」と言われたその所で、「あなたがたは生ける神の

子である」と言われるようになる。 11そしてユダの人々

とイスラエルの人々は共に集まり、ひとりの長を立てて

、その地からのぼって来る。エズレルの日は大いなるも

のとなる。

2あなたがたの兄弟に向かっては「アンミ（わが民）」
と言い、あなたがたの姉妹に向かっては「ルハマ（あ

われまれる者）」と言え。 2「あなたがたの母とあげつ

らえ、あげつらえ彼女はわたしの妻ではない、わたしは

彼女の夫ではないそして彼女にその顔から淫行を除かせ

、その乳ぶさの間から姦淫を除かせよ。 3そうでなけれ

ば、わたしは彼女の着物をはいで裸にし、その生れ出た

日のようにし、また荒野のようにし、かわききった地の

ようにし、かわきによって彼女を殺す。 4わたしはその

子らをあわれまない、彼らは淫行の子らだからである。

5彼らの母は淫行をなし、彼らをはらんだ彼女は恥ずべ

きことを行った。彼女は言った、『わたしはわが恋人た

ちについて行こう。彼らはパンと水と羊の毛と麻と油と

飲み物とを、わたしに与える者である』と。 6それゆえ

、わたしはいばらで彼女の道をふさぎ、かきをたてて、

彼女にはその道がわからないようにする。 7彼女はその

恋人たちのあとを慕って行く、しかし彼らに追いつくこ

とはない。彼らを尋ねる、しかし見いだすことはない。

そこで彼女は言う、『わたしは行って、さきの夫に帰ろ

う。あの時は今よりもわたしによかったから』と。 8彼

女に穀物と酒と油とを与えた者、またバアルのために用

いた銀と金とを多く彼女に与えた者は、わたしであった

ことを彼女は知らなかった。 9それゆえ、わたしは穀物

をその時になって奪い、ぶどう酒をその季節になって奪

い、また彼女の裸をおおうために用いる羊の毛と麻とを

奪い取る。 10わたしは今、彼女のみだらなことをその恋

人たちの目の前にあらわす。だれも彼女をわたしの手か

ら救う者はない。 11わたしは彼女のすべての楽しみ、す

なわち祝、新月、安息日、すべての祭をやめさせる。 12

わたしはまた彼女が先に『これはわたしの恋人らが、わ

たしに与えた報酬だ』と言った彼女のぶどうの木と、い

ちじくの木とを荒し、これを林とし、野の獣にこれを食

わせる。 13また彼女が耳輪と宝石で身を飾り、その恋人

たちを慕って行って、わたしを忘れ、香をたいて仕えた

バアルの祭の日のために、わたしは彼女を罰すると主は

言われる。 14それゆえ、見よ、わたしは彼女をいざなっ

て、荒野に導いて行き、ねんごろに彼女に語ろう。 15そ

の所でわたしは彼女にそのぶどう畑を与え、アコルの谷

を望みの門として与える。その所で彼女は若かった日の

ように、エジプトの国からのぼって来た時のように、答

えるであろう。 16主は言われる、その日には、あなたは

わたしを『わが夫』と呼び、もはや『わがバアル』とは

呼ばない。 17わたしはもろもろのバアルの名を彼女の口

から取り除き、重ねてその名をとなえることのないよう

にする。 18その日には、わたしはまたあなたのために野

の獣、空の鳥および地の這うものと契約を結び、また弓

と、つるぎと、戦争とを地から断って、あなたを安らか

に伏させる。 19またわたしは永遠にあなたとちぎりを結

ぶ。すなわち正義と、公平と、いつくしみと、あわれみ

とをもってちぎりを結ぶ。 20わたしは真実をもって、あ

なたとちぎりを結ぶ。そしてあなたは主を知るであろう

。 21主は言われる、その日わたしは天に答え、天は地に

答える。 22地は穀物と酒と油とに答え、またこれらのも

のはエズレルに答える。 23わたしはわたしのために彼を

地にまき、あわれまれぬ者をあわれみ、わたしの民でな

い者に向かって、『あなたはわたしの民である』と言い

、彼は『あなたはわたしの神である』と言う」。

3主はわたしに言われた、「あなたは再び行って、イス
ラエルの人々が他の神々に転じて、干ぶどうの菓子を

愛するにもかかわらず、主がこれを愛せられるように、

姦夫に愛せられる女、姦淫を行う女を愛せよ」と。 2そ

こでわたしは銀十五シケルと大麦一ホメル半とをもって

彼女を買い取った。 3わたしは彼女に言った、「あなた

は長くわたしの所にとどまって、淫行をなさず、また他

の人のものとなってはならない。わたしもまた、あなた

にそうしよう」と。 4イスラエルの子らは多くの日の間

、王なく、君なく、犠牲なく、柱なく、エポデおよびテ

ラピムもなく過ごす。 5そしてその後イスラエルの子ら

は帰って来て、その神、主と、その王ダビデとをたずね

求め、終りの日におののいて、主とその恵みに向かって

来る。

4イスラエルの人々よ、主の言葉を聞け。主はこの地に
住む者と争われる。この地には真実がなく、愛情がな

く、また神を知ることもないからである。 2ただのろい

と、偽りと、人殺しと、盗みと、姦淫することのみで、

人々は皆荒れ狂い、殺害に殺害が続いている。 3それゆ

え、この地は嘆き、これに住む者はみな、野の獣も空の

鳥も共に衰え、海の魚さえも絶えはてる。 4しかし、だ

れも争ってはならない、責めてはならない。祭司よ。わ

たしの争うのは、あなたと争うのだ。 5あなたは昼つま

ずき、預言者もまたあなたと共に夜つまずく。わたしは

あなたの母を滅ぼす。 6わたしの民は知識がないために
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滅ぼされる。あなたは知識を捨てたゆえに、わたしもあ

なたを捨てて、わたしの祭司としない。あなたはあなた

の神の律法を忘れたゆえに、わたしもまたあなたの子ら

を忘れる。 7彼らは大きくなるにしたがって、ますます

わたしに罪を犯したゆえ、わたしは彼らの栄えを恥に変

える。 8彼らはわが民の罪を食いものにし、その罪を犯

すことをせつに願っている。 9それゆえ祭司も民と同じ

ようになる。わたしはそのわざのために彼らを罰し、そ

のおこないのために彼らに報いる。 10彼らは食べても飽

くことなく、淫行をなしてもその数を増すことがない。

彼らは主を捨てて、淫行を愛したからである。 11酒と新

しい酒とは思慮を奪う。 12わが民は木に向かって事を尋

ねる。またそのつえは彼らに事を示す。これは淫行の霊

が彼らを迷わしたからである。彼らはその神を捨てて淫

行をなした。 13彼らは山々の頂で犠牲をささげ、丘の上

、かしの木、柳の木、テレビンの木の下で供え物をささ

げる。これはその木陰がここちよいためである。それゆ

え、あなたがたの娘は淫行をなし、あなたがたの嫁は姦

淫を行う。 14わたしはあなたがたの娘が淫行をしても罰

しない。またあなたがたの嫁が姦淫を行っても罰しない

。男たちみずから遊女と共に離れ去り、宮の遊女と共に

犠牲をささげているからである。悟りのない民は滅びる

。 15イスラエルよ、あなたは淫行をなしても、ユダに罪

を犯させてはならない。ギルガルへ行ってはならない。

ベテアベンにのぼってはならない。また「主は生きてお

られる」と言って誓ってはならない。 16イスラエルは強

情な雌牛のように強情である。今、主は小羊を広い野に

放つようにして、彼らを養うことができようか。 17エフ

ライムは偶像に結びつらなった。そのなすにまかせよ。

18彼らは酒宴のとりことなり、淫行にふけっている。彼

らはその光栄よりも恥を愛する。 19風はその翼に彼らを

包んだ。彼らはその祭壇のゆえに恥を受ける。

5祭司たちよ、これを聞け、イスラエルの家よ、心をと
めよ、王の家よ、耳を傾けよ、さばきはあなたがたに

臨む。あなたがたはミヅパにわなを設け、タボルの上に

網を張ったからだ。 2彼らはシッテムの穴を深くしたが

、わたしは彼らをことごとく懲らしめる。 3わたしはエ

フライムを知っている。イスラエルはわたしに隠れるこ

とがない。エフライムよ、あなたは今淫行をなし、イス

ラエルは汚された。 4彼らのおこないは彼らを神に帰ら

せない。それは淫行の霊が彼らのうちにあって、主を知

ることができないからだ。 5イスラエルの誇はその顔に

向かって証言している。エフライムはその不義によって

つまずき、ユダもまた彼らと共につまずく。 6彼らは羊

の群れ、牛の群れを携えて行って、主を求めても、主に

会うことはない。主は彼らから離れ去られた。 7彼らは

主にむかって貞操を守らず、ほかの者の子を産んだ。新

月は彼らをその田畑と共に滅ぼす。 8ギベアで角笛を吹

き、ラマでラッパを鳴らし、ベテアベンで呼ばわり叫べ

。ベニヤミンよ、おののけ。 9エフライムは刑罰の日に

荒れすたれる。わたしはイスラエルの部族のうちに、必

ず起るべき事を知らせる。 10ユダの君たちは境を移す者

のようになった。わたしはわが怒りを水のように彼らの

上に注ぐ。 11エフライムは甘んじて、むなしいものに従

って歩んだゆえ、さばきを受けて、しえたげられ、打ち

ひしがれる。 12それゆえ、わたしはエフライムには、し

みのように、ユダの家には腐れのようになる。 13エフラ

イムはおのれの病を見、ユダはおのれの傷を見たとき、

エフライムはアッスリヤに行き、大王に人をつかわした

。しかし彼はあなたがたをいやすことができない。また

、あなたがたの傷をなおすことができない。 14わたしは

エフライムに対しては、ししのようになり、ユダの家に

対しては若きししのようになる。わたしは、わたしこそ

、かき裂いて去り、かすめて行くが、だれも救う者はな

い。 15わたしは彼らがその罪を認めて、わが顔をたずね

求めるまで、わたしの所に帰っていよう。彼らは悩みに

よって、わたしを尋ね求めて言う、

6「さあ、わたしたちは主に帰ろう。主はわたしたちを
かき裂かれたが、またいやし、わたしたちを打たれた

が、また包んでくださるからだ。 2主は、ふつかの後、

わたしたちを生かし、三日目にわたしたちを立たせられ

る。わたしたちはみ前で生きる。 3わたしたちは主を知

ろう、せつに主を知ることを求めよう。主はあしたの光

のように必ず現れいで、冬の雨のように、わたしたちに

臨み、春の雨のように地を潤される」。 4エフライムよ

、わたしはあなたに何をしようか。ユダよ、わたしはあ

なたに何をしようか。あなたがたの愛はあしたの雲のご

とく、また、たちまち消える露のようなものである。 5

それゆえ、わたしは預言者たちによって彼らを切り倒し

、わが口の言葉をもって彼らを殺した。わがさばきは現

れ出る光のようだ。 6わたしはいつくしみを喜び、犠牲

を喜ばない。燔祭よりもむしろ神を知ることを喜ぶ。 7

ところが彼らはアダムで契約を破り、かしこでわたしに

そむいた。 8ギレアデは悪を行う者の町で、血の足跡で

満たされている。 9盗賊が人を待ち伏せするように、祭

司たちは党を組み、シケムへ行く道で人を殺す。このよ

うに彼らは悪しき事を行う。 10わたしはイスラエルの家

に恐るべき事を見た。かしこでエフライムは淫行をなし

、イスラエルは汚された。 11ユダよ、あなたのためにも

刈入れが定められている。わたしがわが民の繁栄を回復

するとき、

7わたしがイスラエルをいやすとき、エフライムの不義
と、サマリヤの悪しきわざとは現れる。彼らは偽りを

おこない、内では盗びとが押し入り、外では山賊の群れ

が襲いきたる。 2しかし、彼らはわたしが彼らのすべて

の悪を覚えていることを悟らない。今、そのわざは彼ら

を囲んで、わたしの顔の前にある。 3彼らはその悪をも

って王を喜ばせ、その偽りをもって君たちを喜ばせる。

4彼らはみな姦淫を行う者で、パンを焼く者が熱くする

炉のようだ。パンを焼く者は、ねり粉をこねてから、そ

れがふくれるまで、しばらく、火をおこす事をしないだ

けだ。 5われわれの王の日に、つかさたちは酒の熱によ

って病みわずらい、王はあざける者と共に手を伸べた。

6彼らは陰謀をもってその心を炉のように燃やす。その

怒りは夜通しくすぶり、朝になると炎のように燃える。

7彼らは皆、炉のように熱くなって、そのさばきびとを

焼き滅ぼす。そのもろもろの王は皆たおれる。彼らの中

にはわたしを呼ぶ者がひとりもない。 8エフライムはも

ろもろの民の中に入り混じる。エフライムは火にかけて

、かえさない菓子である。 9他国人らは彼の力を食い尽

すが、彼はそれを知らない。しらがが混じってはえても

、それを悟らない。 10イスラエルの誇は自らに向かって

証言している、彼らはこのもろもろの事があっても、な
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おその神、主に帰らず、また主を求めない。 11エフライ

ムは知恵のない愚かな、はとのようだ。彼らはエジプト

に向かって呼び求め、またアッスリヤへ行く。 12彼らが

行くとき、わたしは彼らの上に網を張って、空の鳥のよ

うに引き落し、その悪しきおこないのゆえに、彼らを懲

らしめる。 13わざわいなるかな、彼らはわたしを離れて

迷い出た。滅びは彼らに臨む。彼らがわたしに向かって

罪を犯したからだ。わたしは彼らをあがなおうと思うが

、彼らはわたしに逆らって偽りを言う。 14彼らは真心を

もってわたしを呼ばず、ただ床の上で悲しみ叫ぶ。彼ら

は穀物と酒のためには集まるが、わたしに逆らう。 15わ

たしは彼らを教え、その腕を強くしたが、彼らはわたし

に逆らって、悪しき事をはかる。 16彼らはバアルに帰る

。彼らはあざむく弓のようだ。彼らの君たちはその舌の

高ぶりのために、つるぎに倒れる。これはエジプトの国

で人々のあざけりとなる。

8ラッパをあなたの口にあてよ、はげたかは主の家に臨
む。彼らがわたしの契約を破り、わたしの律法を犯し

たからだ。 2彼らはわたしに向かって叫ぶ、「わが神よ

、われわれイスラエルはあなたを知る」と。 3イスラエ

ルは善はしりぞけた。敵はこれを追うであろう。 4彼ら

は王を立てた、しかし、わたしによって立てたのではな

い。彼らは君を立てた、しかし、わたしはこれを知らな

い。彼らは銀と金をもって、自分たちの滅びのために偶

像を造った。 5サマリヤよ、わたしはあなたの子牛を忌

みきらう。わたしの怒りは彼らに向かって燃える。彼ら

はいつになればイスラエルで罪なき者となるであろうか

。 6これは工人の作ったもので、神ではない。サマリヤ

の子牛は砕けて粉となる。 7彼らは風をまいて、つむじ

風を刈り取る。立っている穀物は穂を持たず、また実ら

ない。たとい実っても、他国人がこれを食い尽す。 8イ

スラエルはのまれた。彼らは諸国民の間にあって、すで

に無用な器のようになった。 9彼らはひとりさまよう野

のろばのように、アッスリヤにのぼって行った。エフラ

イムは物を贈って恋人を得た。 10たとい彼らが国々に物

を贈って同盟者を得ても、わたしはまもなく彼らを集め

る。彼らはしばらくにして、王や君たちに油をそそぐこ

とをやめる。 11エフライムは多くの祭壇を造って罪を犯

したゆえ、これは彼には罪を犯すための祭壇となった。

12わたしは彼のために、あまたの律法を書きしるしたが

、これはかえって怪しい物のように思われた。 13彼らは

犠牲を好み、肉をささげてこれを食べる。しかし主はこ

れを喜ばれない。今、彼らの不義を覚え、彼らの罪を罰

せられる。彼らはエジプトに帰る。 14イスラエルは自分

の造り主を忘れて、もろもろの宮殿を建てた。ユダは堅

固な町々を多く増し加えた。しかしわたしは火をその町

々に送って、もろもろの城を焼き滅ぼす。

9イスラエルよ、もろもろの民のように喜びおどるな。
あなたは淫行をなして、あなたの神を離れ、すべての

穀物の打ち場で受ける淫行の価を愛した。 2打ち場と酒

ぶねとは彼らを養わない。また新しい酒もむなしくなる

。 3彼らは主の地に住むことなく、エフライムはエジプ

トに帰り、アッスリヤで汚れた物を食べる。 4彼らは主

に向かって酒を注がず、また犠牲をもって主を喜ばせず

、彼らのパンは喪におる者のパンのようで、すべてこれ

を食べる者は汚される。彼らのパンはただ自分の飢えを

満たすためで、主の家に、はいることはできない。 5あ

なたがたは祝の日と、主の祭の日に、何をしようとする

のか。 6見よ、彼らはアッスリヤへ行く。エジプトは彼

らを集め、メンピスは彼らを葬る。あざみは彼らの銀の

宝物を所有し、いばらは彼らの天幕にはびこる。 7刑罰

の日は来た。報いの日は来た。イスラエルはこれを知る

。預言者は愚かな者、霊に感じた人は狂った者だ。これ

はあなたがたの不義が多く、恨みが大きいためである。

8預言者はわが神の民エフライムの見張人である。しか

し預言者のすべての道には鳥をとる者のわながあり、恨

みはその神の家にある。 9彼らはギベアの日のように、

深くおのれを腐らせた。主はその不義を覚え、その罪を

罰せられる。 10わたしはイスラエルを荒野のぶどうのよ

うに見、あなたがたの先祖たちを、いちじくの木の初め

に結んだ初なりのように見た。ところが彼らはバアル・

ペオルへ行き、身をバアルにゆだね、彼らが愛した物と

同じように憎むべき者となった。 11エフライムの栄光は

、鳥のようにとび去る。すなわち産むことも、はらむこ

とも、みごもることもなくなる。 12たとい彼らが子を育

てても、わたしはその子を奪って、残る者のないように

する。わたしが彼らを離れるとき、彼らはわざわいだ。

13わたしが見たように、エフライムの子らはえじきに定

められた。エフライムはその子らを、人を殺す者に渡さ

なければならない。 14主よ、彼らに与えてください。あ

なたは何を与えられますか。流産の胎と、かわいた乳ぶ

さを彼らに与えてください。 15彼らのすべての悪はギル

ガルにある。わたしはかしこで彼らを憎んだ。彼らのお

こないの悪しきがゆえに、彼らをわが家から追いだし、

重ねて愛することをしない。その君たちはみな、反逆者

である。 16エフライムは撃たれ、その根は枯れて、実を

結ばない。たとい彼らが子を産んでも、わたしはそのい

つくしむ子らを殺す。 17彼らは聞き従わないので、わが

神はこれを捨てられる。彼らはもろもろの国民のうちに

、さすらい人となる。

10イスラエルは実を結ぶ茂ったぶどうの木である。そ
の実を多く結ぶにしたがって、祭壇を増し、その地

の豊かなるにしたがって、柱の像を麗しくした。 2彼ら

の心は偽りである。今、彼らはその罪を負わなければな

らない。主はその祭壇をこわし、その柱の像を砕かれる

。 3今、彼らは言う、「われわれは主を恐れないので、

われわれには王がない。王はわれわれのために何をなし

えようか」と。 4彼らはむなしき言葉をいだし、偽りの

誓いをもって契約を結ぶ。それゆえ、さばきは畑のうね

の毒草のように現れる。 5サマリヤの住民は、ベテアベ

ンの子牛のためにおののき、その民はこれがために嘆き

、その偶像に仕える祭司たちは、その栄光のうせたるが

ために泣き悲しむ。 6その子牛はアッスリヤに携えられ

、礼物として大王にささげられ、エフライムは恥をうけ

、イスラエルはおのれの偶像を恥じる。 7サマリヤの王

は、水のおもての木切れのように滅ぼされる。 8イスラ

エルの罪であるアベンの高き所も滅び、いばらとあざみ

がその祭壇の上にはえ茂る。その時彼らは山に向かって

、「われわれをおおえ」と言い、丘に向かって「われわ

れの上に倒れよ」と言う。 9イスラエルよ、あなたはギ

ベアの日からこのかた罪を犯した。彼らはその所に立っ

ていた。戦いはギベアにおる彼らに及ばないであろうか

。 10わたしは来てよこしまな民を攻め、これを懲らしめ
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る。彼らがその二つの罪のために懲しめられるとき、も

ろもろの民は集まって彼らを攻める。 11エフライムはな

らされた若い雌牛であって、穀物を踏むことを好む。わ

たしはその麗しい首を惜しんだ。しかし、わたしはエフ

ライムにくびきをかける。ユダは耕し、ヤコブは自分の

ために、まぐわをひかねばならない。 12あなたがたは自

分のために正義をまき、いつくしみの実を刈り取り、あ

なたがたの新田を耕せ。今は主を求むべき時である。主

は来て救いを雨のように、あなたがたに降りそそがれる

。 13あなたがたは悪を耕し、不義を刈りおさめ、偽りの

実を食べた。これはあなたがたが自分の戦車を頼み、勇

士の多いことを頼んだためである。 14それゆえ、あなた

がたの民の中にいくさの騒ぎが起り、シャルマンが戦い

の日にベテ・アルベルを打ち破ったように、あなたがた

の城はことごとく打ち破られる。母らはその子らと共に

打ち砕かれた。 15イスラエルの家よ、あなたがたの大い

なる悪のゆえに、このように、あなたがたにも行われ、

イスラエルの王は、あらしの中に全く滅ぼされる。

11わたしはイスラエルの幼い時、これを愛した。わた
しはわが子をエジプトから呼び出した。 2わたしが

呼ばわるにしたがって、彼らはいよいよわたしから遠ざ

かり、もろもろのバアルに犠牲をささげ、刻んだ像に香

をたいた。 3わたしはエフライムに歩むことを教え、彼

らをわたしの腕にいだいた。しかし彼らはわたしにいや

された事を知らなかった。 4わたしはあわれみの綱、す

なわち愛のひもで彼らを導いた。わたしは彼らに対して

は、あごから、くびきをはずす者のようになり、かがん

で彼らに食物を与えた。 5彼らはエジプトの地に帰り、

アッスリヤびとが彼らの王となる。彼らがわたしに帰る

ことを拒んだからである。 6つるぎは、そのもろもろの

町にあれ狂い、その門の貫の木を砕き、その城の中に彼

らを滅ぼす。 7わが民はわたしからそむき去ろうとして

いる。それゆえ、彼らはくびきをかけられ、これを除き

うる者はひとりもいない。 8エフライムよ、どうして、

あなたを捨てることができようか。イスラエルよ、どう

してあなたを渡すことができようか。どうしてあなたを

アデマのようにすることができようか。どうしてあなた

をゼボイムのように扱うことができようか。わたしの心

は、わたしのうちに変り、わたしのあわれみは、ことご

とくもえ起っている。 9わたしはわたしの激しい怒りを

あらわさない。わたしは再びエフライムを滅ぼさない。

わたしは神であって、人ではなく、あなたのうちにいる

聖なる者だからである。わたしは滅ぼすために臨むこと

をしない。 10彼らは主に従って歩む。主はししのほえる

ように声を出される。主が声を出されると、子らはおの

のきつつ西から来る。 11彼らはエジプトから鳥のように

、アッスリヤの地から、はとのように急いで来る。わた

しは彼らをその家に帰らせると主は言われる。 12エフラ

イムは偽りをもって、わたしを囲み、イスラエルの家は

欺きをもって、わたしを囲んだ。しかしユダはなお神に

知られ、聖なる者に向かって真実である。

12エフライムはひねもす風を牧し、東風を追い、偽り
と暴虐とを増し加え、アッスリヤと取引をなし、油

をエジプトに送った。 2主はユダと争い、ヤコブをその

しわざにしたがって罰し、そのおこないにしたがって報

いられる。 3ヤコブは胎にいたとき、その兄弟のかかと

を捕え、成人したとき神と争った。 4彼は天の使と争っ

て勝ち、泣いてこれにあわれみを求めた。彼はベテルで

神に出会い、その所で神は彼と語られた。 5主は万軍の

神、その名は主である。 6それゆえ、あなたはあなたの

神に帰り、いつくしみと正しきとを守り、つねにあなた

の神を待ち望め。 7商人はその手に偽りのはかりを持ち

、しえたげることを好む。 8エフライムは言った、「ま

ことにわたしは富める者となった。わたしは自分ために

財宝を得た」と。しかし彼のすべての富もその犯した罪

をつぐなうことはできない。 9わたしはエジプトの国を

出たときから、あなたの神、主である。わたしは祭の日

のように、再びあなたを天幕に住まわせよう。 10わたし

は預言者たちに語った。幻を多く示したのはわたしであ

る。わたしは預言者たちによってたとえを語った。 11も

しギレアデに不義があるなら、彼らは必ずむなしき者と

なる。もし彼らがギルガルで雄牛を犠牲にささげるなら

、彼らの祭壇は畑のうねに積んだ石塚のようになる。 12

（ヤコブはアラムの地に逃げっていった。イスラエルは

妻をめとるために人に仕えた。彼は妻をめとるために羊

を飼った。） 13主はひとりの預言者によって、イスラエ

ルをエジプトから導き出し、ひとりの預言者によってこ

れを守られた。 14エフライムはいたく主を怒らせた。そ

れゆえ主はその血のとがを彼の上にのこし、そのはずか

しめを彼に返される。

13エフライムが物言えば、人々はおののいた。彼はイ
スラエルの中に自分を高くした。しかし彼はバアル

によって罪を犯して死んだ。 2そして彼らは今もなおま

すます罪を犯し、その銀をもって自分のために像を鋳、

巧みに偶像を造る。これは皆工人のわざである。彼らは

言う、これに犠牲をささげよ、人々は子牛に口づけせよ

と。 3それゆえ彼らは朝の霧のように、すみやかに消え

うせる露のように、打ち場から風に吹き去られるもみが

らのように、また窓から出て行く煙のようになる。 4わ

たしはエジプトの国を出てからこのかた、あなたの神、

主である。あなたはわたしのほかに神を知らない。わた

しのほかに救う者はない。 5わたしは荒野で、またかわ

いた地で、あなたを知った。 6しかし彼らは食べて飽き

、飽きて、その心が高ぶり、わたしを忘れた。 7それゆ

え、わたしは彼らに向かって、ししのようになり、ひょ

うのように道のかたわらに潜んでうかがう。 8わたしは

子を取られた熊のように彼らに出会って、その胸をかき

さき、その所で、ししのようにこれを食い尽し、野の獣

のようにこれをかき破る。 9イスラエルよ、わたしはあ

なたを滅ぼす。だれがあなたを助けることができよう。

10あなたを助けるあなたの王は今、どこにいるのか。あ

なたがかつて「わたしに王と君たちとを与えよ」と言っ

たあなたを保護すべき、すべてのつかさたちは今、どこ

にいるのか。 11わたしは怒りをもってあなたに王を与え

た、また憤りをもってこれを奪い取った。 12エフライム

の不義は包みおかれ、その罪は積みたくわえられてある

。 13子を産む女の苦しみが彼に臨む。彼は知恵のない子

である。生れる時が来ても彼は産門にあらわれない。 14

わたしは彼らを陰府の力から、あがなうことがあろうか

。彼らを死から、あがなうことがあろうか。死よ、おま

えの災はどこにあるのか。陰府よ、おまえの滅びはどこ

にあるのか。あわれみは、わたしの目から隠されている

。 (Sheol h7585) 15たとい彼は葦のように栄えても、東風が

吹いて来る。主の風が荒野から吹き起る。これがために
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その源はかれ、その泉はかわく。それはすべての尊い物

の宝庫をかすめ奪う。 16サマリヤはその神にそむいたの

で、その罪を負い、つるぎに倒れ、その幼な子は投げ砕

かれ、そのはらめる女は引き裂かれる。

14イスラエルよ、あなたの神、主に帰れ。あなたは自
分の不義によって、つまずいたからだ。 2あなたが

たは言葉を携えて、主に帰って言え、「不義はことごと

くゆるして、よきものを受けいれてください。わたした

ちは自分のくちびるの実をささげます。 3アッスリヤは

わたしたちを助けず、わたしたちは馬に乗りません。わ

たしたちはもはや自分たちの手のわざに向かって『われ

われの神』とは言いません。みなしごはあなたによって

、あわれみを得るでしょう」。 4わたしは彼らのそむき

をいやし、喜んでこれを愛する。わたしの怒りは彼らを

離れ去ったからである。 5わたしはイスラエルに対して

は露のようになる。彼はゆりのように花咲き、ポプラの

ように根を張り、 6その枝は茂りひろがり、その麗しさ

はオリブの木のように、そのかんばしさはレバノンのよ

うになる。 7彼らは帰って来て、わが陰に住み、園のよ

うに栄え、ぶどうの木のように花咲き、そのかんばしさ

はレバノンの酒のようになる。 8エフライムよ、わたし

は偶像となんの係わりがあろうか。あなたに答え、あな

たを顧みる者はわたしである。わたしは緑のいとすぎの

ようだ。あなたはわたしから実を得る。 9知恵のある者

はだれか。その人にこれらのことを悟らせよ。悟りある

者はだれか。その人にこれらのことを知らせよ。主の道

は直く、正しき者はこれを歩む。しかし罪びとはこれに

つまずく。
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ヨエル書

1ペトエルの子ヨエルに臨んだ主の言葉。 2老人たちよ

、これを聞け。すべてこの地に住む者よ、耳を傾けよ

。あなたがたの世、またはあなたがたの先祖の世にこの

ような事があったか。 3これをあなたがたの子たちに語

り、子たちはまたその子たちに語り、その子たちはまた

これを後の代に語り伝えよ。 4かみ食らういなごの残し

たものは、群がるいなごがこれを食い、群がるいなごの

残したものは、とびいなごがこれを食い、とびいなごの

残したものは、滅ぼすいなごがこれを食った。 5酔える

者よ、目をさまして泣け。すべて酒を飲む者よ、うまい

酒のゆえに泣き叫べ。うまい酒はあなたがたの口から断

たれるからだ。 6一つの国民がわたしの国に攻めのぼっ

てきた。その勢いは強く、その数は計られず、その歯は

ししの歯のようで、雌じしのきばをもっている。 7彼ら

はわがぶどうの木を荒し、わがいちじくの木を折り、そ

の皮をはだかにして捨てた。その枝は白くなった。 8あ

なたがたは若い時の夫のために荒布を腰にまとったおと

めのように泣き悲しめ。 9素祭と灌祭とは主の家に絶え

、主に仕える祭司たちは嘆き悲しむ。 10畑は荒れ、地は

悲しむ。これは穀物が荒れはて、新しい酒は尽き、油も

絶えるためである。 11小麦および大麦のために、農夫た

ちよ、恥じよ、ぶどう作りたちよ、泣け。畑の収穫がう

せ去ったからである。 12ぶどうの木は枯れ、いちじくの

木はしおれ、ざくろ、やし、りんご、野のすべての木は

しぼんだ。それゆえ楽しみは人の子らからかれうせた。

13祭司たちよ、荒布を腰にまとい、泣き悲しめ。祭壇に

仕える者たちよ、泣け。神に仕える者たちよ、来て、荒

布をまとい、夜を過ごせ。素祭も灌祭もあなたがたの神

の家から退けられたからである。 14あなたがたは断食を

聖別し、聖会を召集し、長老たちを集め、国の民をこと

ごとくあなたがたの神、主の家に集め、主に向かって叫

べ。 15ああ、その日はわざわいだ。主の日は近く、全能

者からの滅びのように来るからである。 16われわれの目

の前に食物は絶え、われわれの神の家から喜びと楽しみ

が絶えたではないか。 17種は土の下に朽ち、倉は荒れ、

穀物がつきたので、穀倉はこわされる。 18いかに家畜は

うめき鳴くか。牛の群れはさまよう。彼らには牧草がな

いからだ。羊の群れも滅びうせる。 19主よ、わたしはあ

なたに向かって呼ばわる。火が荒野の牧草を焼き滅ぼし

、炎が野のすべての木を焼き尽したからである。 20野の

獣もまたあなたに向かって呼ばわる。水の流れがかれは

て、火が荒野の牧草を焼き滅ぼしたからである

2あなたがたはシオンでラッパを吹け。わが聖なる山で
警報を吹きならせ。国の民はみな、ふるいわななけ。

主の日が来るからである。それは近い。 2これは暗く、

薄暗い日、雲の群がるまっくらな日である。多くの強い

民が暗やみのようにもろもろの山をおおう。このような

ことは昔からあったことがなく、後の代々の年にも再び

起ることがないであろう。 3火は彼らの前を焼き、炎は

彼らの後に燃える。彼らのこない前には、地はエデンの

園のようであるが、その去った後は荒れ果てた野のよう

になる。これをのがれうるものは一つもない。 4そのか

たちは馬のかたちのようであり、その走ることは軍馬の

ようである。 5山の頂でとびおどる音は、戦車のとどろ

くようである。また刈り株を焼く火の炎の音のようであ

り、戦いの備えをした強い軍隊のようである。 6その前

にもろもろの民はなやみ、すべての顔は色を失う。 7彼

らは勇士のように走り、兵士のように城壁によじ登る。

彼らはおのおの自分の道を進んで行って、その道を踏み

はずさない。 8彼らは互におしあわず、おのおのその道

を進み行く。彼らは武器の中にとびこんでも、身をそこ

なわない。 9彼らは町にとび入り、城壁の上を走り、家

々によじ登り、盗びとのように窓からはいる。 10地は彼

らの前におののき、天はふるい、日も月も暗くなり、星

はその光を失う。 11主はその軍勢の前で声をあげられる

。その軍隊は非常に多いからである。そのみ言葉をなし

遂げる者は強い。主の日は大いにして、はなはだ恐ろし

いゆえ、だれがこれに耐えることができよう。 12主は言

われる、「今からでも、あなたがたは心をつくし、断食

と嘆きと、悲しみとをもってわたしに帰れ。 13あなたが

たは衣服ではなく、心を裂け」。あなたがたの神、主に

帰れ。主は恵みあり、あわれみあり、怒ることがおそく

、いつくしみが豊かで、災を思いかえされるからである

。 14神があるいは立ち返り、思いかえして祝福をその後

に残し、素祭と灌祭とをあなたがたの神、主にささげさ

せられる事はないとだれが知るだろうか。 15シオンでラ

ッパを吹きならせ。断食を聖別し、聖会を召集し、 16民

を集め、会衆を聖別し、老人たちを集め、幼な子、乳の

み子を集め、花婿をその家から呼びだし、花嫁をそのへ

やから呼びだせ。 17主に仕える祭司たちは、廊と祭壇と

の間で泣いて言え、「主よ、あなたの民をゆるし、あな

たの嗣業をもろもろの国民のうちに、そしりと笑い草に

させないでください。どうしてもろもろの国民に、『彼

らの神はどこにいるのか』と言わせてよいでしょうか」

。 18その時主は自分の地のために、ねたみを起し、その

民をあわれまれた。 19主は答えて、その民に言われた、

「見よ、わたしは穀物と新しい酒と油とをあなたがたに

送る。あなたがたはこれを食べて飽きるであろう。わた

しは重ねてあなたがたにもろもろの国民のうちでそしり

を受けさせない。 20わたしは北から来る者をあなたがた

から遠ざけ、これをかわいた荒れ地に追いやり、その前

の者を東の海に、その後の者を西の海に追いやる。その

臭いにおいは起り、その悪しきにおいは上る。これは大

いなる事をしたからである。 21地よ恐るな、喜び楽しめ

、主は大いなる事を行われたからである。 22野のもろも

ろの獣よ、恐るな。荒野の牧草はもえいで、木はその実

を結び、いちじくの木とぶどうの木とは豊かに実る。 23

シオンの子らよ、あなたがたの神、主によって喜び楽し

め。主はあなたがたを義とするために秋の雨を賜い、ま

たあなたがたのために豊かに雨を降らせ、前のように、

秋の雨と春の雨とを降らせられる。 24打ち場は穀物で満

ち、石がめは新しい酒と油とであふれる。 25わたしがあ

なたがたに送った大軍、すなわち群がるいなご、とびい

なご、滅ぼすいなご、かみ食らういなごの食った年をわ

たしはあなたがたに償う。 26あなたがたは、じゅうぶん

食べて飽き、あなたがたに不思議なわざをなされたあな

たがたの神、主のみ名をほめたたえる。わが民は永遠に

はずかしめられることがない。 27あなたがたはイスラエ

ルのうちにわたしのいることを知り、主なるわたしがあ

なたがたの神であって、ほかにないことを知る。わが民

は永遠にはずかしめられることがない。 28その後わたし

はわが霊をすべての肉なる者に注ぐ。あなたがたのむす
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こ、娘は預言をし、あなたがたの老人たちは夢を見、あ

なたがたの若者たちは幻を見る。 29その日わたしはまた

わが霊をしもべ、はしために注ぐ。 30わたしはまた、天

と地とにしるしを示す。すなわち血と、火と、煙の柱と

があるであろう。 31主の大いなる恐るべき日が来る前に

、日は暗く、月は血に変る。 32すべて主の名を呼ぶ者は

救われる。それは主が言われたように、シオンの山とエ

ルサレムとに、のがれる者があるからである。その残っ

た者のうちに、主のお召しになる者がある。

3見よ、わたしがユダとエルサレムとの幸福をもとに返
すその日、その時、 2わたしは万国の民を集めて、こ

れをヨシャパテの谷に携えくだり、その所でわが民、わ

が嗣業であるイスラエルのために彼らをさばく。彼らが

わが民を諸国民のうちに散らして、わたしの地を分かち

取ったからである。 3彼らはわが民をくじ引きにし、遊

女のために少年をわたし、酒のために少女を売って飲ん

だ。 4ツロとシドンよ、ペリシテのすべての地方よ、お

まえたちは、わたしとなんのかかわりがあるか。おまえ

たちはわたしに報復をしようとするのか。もしおまえた

ちがわたしに報復しようとするなら、わたしは時をうつ

さず、すみやかに、おまえたちのおこないの報復をおま

えたちの頭上にこさせる。 5これはおまえたちがわたし

の銀と金とをとり、わたしの貴重な宝をおまえたちの宮

に携え行き、 6またユダの人々とエルサレムの人々とを

ギリシヤびとに売って、その本国から遠く離れさせたか

らである。 7見よ、わたしはおまえたちが売ったその所

から彼らを起して、おまえたちのおこないの報復をおま

えたちの頭上にこさせる。 8わたしはおまえたちのむす

こ娘たちをユダの人々の手に売る。彼らはこれを遠い国

びとであるシバびとに売ると、主は言われる」。 9もろ

もろの国民の中に宣べ伝えよ。戦いの備えをなし、勇士

をふるい立たせ、兵士をことごとく近づかせ、のぼらせ

よ。 10あなたがたのすきを、つるぎに、あなたがたのか

まを、やりに打ちかえよ。弱い者に「わたしは勇士であ

る」と言わせよ。 11周囲のすべての国民よ、急ぎ来て、

集まれ。主よ、あなたの勇士をかしこにお下しください

。 12もろもろの国民をふるい立たせ、ヨシャパテの谷に

のぼらせよ。わたしはそこに座して、周囲のすべての国

民をさばく。 13かまを入れよ、作物は熟した。来て踏め

、酒ぶねは満ち、石がめはあふれている。彼らの悪が大

きいからだ。 14群衆また群衆は、さばきの谷におる。主

の日がさばきの谷に近いからである。 15日も月も暗くな

り、星もその光を失う。 16主はシオンから大声で叫び、

エルサレムから声を出される。天も地もふるい動く。し

かし主はその民の避け所、イスラエルの人々のとりでで

ある。 17「そこであなたがたは知るであろう、わたしは

あなたがたの神、主であって、わが聖なる山シオンに住

むことを。エルサレムは聖所となり、他国人は重ねてそ

の中を通ることがない。 18その日もろもろの山にうまい

酒がしたたり、もろもろの丘は乳を流し、ユダのすべて

の川は水を流す。泉は主の家から出て、シッテムの谷を

潤す。 19エジプトは荒れ地となり、エドムは荒野となる

。彼らはその国でユダの人々をしえたげ、罪なき者の血

を流したからである。 20しかしユダは永遠に人の住む所

となり、エルサレムは世々に保つ。 21わたしは彼らに血

の報復をなし、とがある者をゆるさない。主はシオンに

住まわれる」。
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アモス書

1テコアの牧者のひとりであるアモスの言葉。これはユ
ダの王ウジヤの世、イスラエルの王ヨアシの子ヤラベ

アムの世、地震の二年前に、彼がイスラエルについて示

されたものである。 2彼は言った、「主はシオンからほ

え、エルサレムから声を出される。牧者の牧場は嘆き、

カルメルの頂は枯れる」。 3主はこう言われる、「ダマ

スコの三つのとが、四つのとがのために、わたしはこれ

を罰してゆるさない。これは彼らが鉄のすり板で、ギレ

アデを踏みにじったからである。 4わたしはハザエルの

家に火を送り、ベネハダデのもろもろの宮殿を焼き滅ぼ

す。 5わたしはダマスコの貫の木を砕き、アベンの谷か

ら住民を断ち、ベテエデンから王のつえをとる者を断つ

。スリヤの民はキルに捕えられて行く」と主は言われる

。 6主はこう言われる、「ガザの三つのとが、四つのと

がのために、わたしはこれを罰してゆるさない。これは

彼らが人々をことごとく捕えて行って、エドムに渡した

からである。 7わたしはガザの石がきに火を送り、その

もろもろの宮殿を焼き滅ぼす。 8わたしはアシドドから

住民を断ち、アシケロンから王のつえをとる者を断つ。

わたしはまた手をかえしてエクロンを撃つ。そして残っ

たペリシテびとも滅びる」と主なる神は言われる。 9主

はこう言われる、「ツロの三つのとが、四つのとがのた

めに、わたしはこれを罰してゆるさない。これは彼らが

人々をことごとくエドムに渡し、また兄弟の契約を心に

留めなかったからである。 10それゆえ、わたしはツロの

石がきに火を送り、そのもろもろの宮殿を焼き滅ぼす」

。 11主はこう言われる、「エドムの三つのとが、四つの

とがのために、わたしはこれを罰してゆるさない。これ

は彼がつるぎをもってその兄弟を追い、全くあわれみの

情を断ち、常に怒って、人をかき裂き、ながくその憤り

を保ったからである。 12それゆえ、わたしはテマンに火

を送り、ボズラのもろもろの宮殿を焼き滅ぼす」。 13主

はこう言われる、「アンモンの人々の三つのとが、四つ

のとがのために、わたしはこれを罰してゆるさない。こ

れは彼らがその国境を広げるために、ギレアデのはらん

でいる女をひき裂いたからである。 14それゆえ、わたし

はラバの石がきに火をはなち、そのもろもろの宮殿を焼

き滅ぼす。これは戦いの日に、ときの声をもってせられ

、つむじ風の日に、暴風をもってせられる。 15彼らの王

はそのつかさたちと共に捕えられて行く」と主は言われ

る。

2主はこう言われる、「モアブの三つのとが、四つのと
がのために、わたしはこれを罰してゆるさない。これ

は彼がエドムの王の骨を焼いて灰にしたからである。 2

それゆえ、わたしはモアブに火を送り、ケリオテのもろ

もろの宮殿を焼き滅ぼす。モアブは騒ぎと、ときの声と

、ラッパの音の中に死ぬ。 3わたしはそのうちから、支

配者を断ち、そのすべてのつかさを彼と共に殺す」と主

は言われる。 4主はこう言われる、「ユダの三つのとが

、四つのとがのために、わたしはこれを罰してゆるさな

い。これは彼らが主の律法を捨て、その定めを守らず、

その先祖たちが従い歩いた偽りの物に惑わされたからで

ある。 5それゆえ、わたしはユダに火を送り、エルサレ

ムのもろもろの宮殿を焼き滅ぼす」。 6主はこう言われ

る、「イスラエルの三つのとが、四つのとがのために、

わたしはこれを罰してゆるさない。これは彼らが正しい

者を金のために売り、貧しい者をくつ一足のために売る

からである。 7彼らは弱い者の頭を地のちりに踏みつけ

、苦しむ者の道をまげ、また父子ともにひとりの女のと

ころへ行って、わが聖なる名を汚す。 8彼らはすべての

祭壇のかたわらに質に取った衣服を敷いて、その上に伏

し、罰金をもって得た酒を、その神の家で飲む。 9さき

にわたしはアモリびとを彼らの前から滅ぼした。これは

その高きこと、香柏のごとく、その強きこと、かしの木

のようであったが、わたしはその上の実と、下の根とを

滅ぼした。 10わたしはまた、あなたがたをエジプトの地

から連れ上り、四十年のあいだ荒野で、あなたがたを導

き、アモリびとの地を獲させた。 11わたしはあなたがた

の子らのうちから預言者を起し、あなたがたの若者のう

ちからナジルびとを起した。イスラエルの人々よ、そう

ではないか」と主は言われる。 12「ところがあなたがた

はナジルびとに酒を飲ませ、預言者に命じて『預言する

な』と言う。 13見よ、わたしは麦束をいっぱい積んだ車

が物を圧するように、あなたがたをその所で圧する。 14

速く走る者も逃げ場を失い、強い者もその力をふるうこ

とができず、勇士もその命を救うことができない。 15弓

をとる者も立つことができず、足早の者も自分を救うこ

とができず、馬に乗る者もその命を救うことができない

。 16勇士のうちの雄々しい心の者もその日には裸で逃げ

る」と主は言われる。

3イスラエルの人々よ、主があなたがたに向かって言わ
れたこと、わたしがエジプトの地から導き上った全家

に向かって言ったこの言葉を聞け。 2「地のもろもろの

やからのうちで、わたしはただ、あなたがただけを知っ

た。それゆえ、わたしはあなたがたのもろもろの罪のた

め、あなたがたを罰する。 3ふたりの者がもし約束しな

かったなら、一緒に歩くだろうか。 4ししがもし獲物が

なかったなら、林の中でほえるだろうか。若いししがも

し物をつかまなかったなら、その穴から声を出すだろう

か。 5もしわながなかったなら、鳥は地に張った網にか

かるだろうか。網にもし何もかからなかったなら、地か

らとびあがるだろうか。 6町でラッパが鳴ったなら、民

は驚かないだろうか。主がなされるのでなければ、町に

災が起るだろうか。 7まことに主なる神はそのしもべで

ある預言者にその隠れた事を示さないでは、何事をもな

されない。 8ししがほえる、だれが恐れないでいられよ

う。主なる神が語られる、だれが預言しないでいられよ

う」。 9アッスリヤにあるもろもろの宮殿、エジプトの

地にあるもろもろの宮殿に宣べて言え、「サマリヤの山

々に集まり、そのうちにある大いなる騒ぎと、その中で

行われる暴虐とを見よ」と。 10主は言われる、「彼らは

正義を行うことを知らず、しえたげ取った物と奪い取っ

た物とをそのもろもろの宮殿にたくわえている」。 11そ

れゆえ主なる神はこう言われる、「敵がきて、この国を

囲み、あなたの防備をあなたから取り除き、あなたのも

ろもろの宮殿はかすめられる」。 12主はこう言われる、

「羊飼がししの口から、羊の両足、あるいは片耳を取り

返すように、サマリヤに住むイスラエルの人々も、長い

すのすみや、寝台の一部を携えて救われるであろう」。

13万軍の神、主なる神は言われる、「聞け、そしてヤコ

ブの家に証言せよ。 14わたしはイスラエルのもろもろの

とがを罰する日にベテルの祭壇を罰する。その祭壇の角
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は折れて、地に落ちる。 15わたしはまた冬の家と夏の家

とを撃つ、象牙の家は滅び、大いなる家は消えうせる」

と主は言われる。

4「バシャンの雌牛どもよ、この言葉を聞け。あなたが
たはサマリヤの山におり、弱い者をしえたげ、貧しい

者を圧迫し、またその主人に向かって、『持ってきて、

わたしたちに飲ませよ』と言う。 2主なる神はご自分の

聖なることによって誓われた、見よ、あなたがたの上に

このような時が来る。その時、人々はあなたがたをつり

針にかけ、あなたがたの残りの者を魚つり針にかけて引

いて行く。 3あなたがたはおのおのまっすぐに石がきの

破れた所を出て、ハルモンに追いやられる」と主は言わ

れる。 4「あなたがたはベテルへ行って罪を犯し、ギル

ガルへ行って、とがを増し加えよ。朝ごとに、あなたが

たの犠牲を携えて行け、三日ごとに、あなたがたの十分

の一を携えて行け。 5種を入れたパンの感謝祭をささげ

、心よりの供え物をふれ示せ。イスラエルの人々よ、あ

なたがたはこのようにするのを好んでいる」と主なる神

は言われる。 6「わたしはまた、あなたがたのすべての

町であなたがたの歯を清くし、あなたがたのすべての所

でパンを乏しくした。それでも、あなたがたはわたしに

帰らなかった」と主は言われる。 7「わたしはまた、刈

入れまでなお三月あるのに雨をとどめて、あなたがたの

上にくださず、この町には雨を降らし、かの町には雨を

降らさず、この畑は雨をえ、かの畑は雨をえないで枯れ

た。 8そこで二つ三つの町が一つの町によろめいて行っ

て、水を飲んでも、飽くことができなかった。それでも

、あなたがたはわたしに帰らなかった」と主は言われる

。 9「わたしは立ち枯れと腐り穂とをもってあなたがた

を撃ち、あなたがたの園と、ぶどう畑とを荒した。いち

じくの木とオリブの木とは、いなごが食った。それでも

、あなたがたはわたしに帰らなかった」と主は言われる

。 10「わたしはエジプトにしたようにあなたがたのうち

に疫病を送り、つるぎをもってあなたがたの若者を殺し

、あなたがたの馬を奪い去り、あなたがたの宿営の臭気

を上らせて、あなたがたの鼻をつかせた。それでも、あ

なたがたはわたしに帰らなかった」と主は言われる。 11

「わたしはあなたがたのうちの町を神がソドムとゴモラ

を滅ぼされた時のように滅ぼしたので、あなたがたは炎

の中から取り出された燃えさしのようであった。それで

も、あなたがたはわたしに帰らなかった」と主は言われ

る。 12「それゆえイスラエルよ、わたしはこのようにあ

なたに行う。わたしはこれを行うゆえ、イスラエルよ、

あなたの神に会う備えをせよ」。 13見よ、彼は山を造り

、風を創造し、人にその思いのいかなるかを示し、また

、あけぼのを変えて暗やみとなし、地の高い所を踏まれ

る者、その名を万軍の神、主と言う。

5イスラエルの家よ、わたしが悲しみの歌をもって、あ
なたがたについて宣べるこの言葉を聞け、 2「おとめ

イスラエルは倒れて、また起き上がらず、彼女はおのれ

の地に投げ倒されてこれを起す者がない」。 3主なる神

はこう言われる、「イスラエルの家では、千人出た町は

百人残り、百人出た町は十人残る」。 4主はイスラエル

の家にこう言われる、「あなたがたはわたしを求めよ、

そして生きよ。 5ベテルを求めるな、ギルガルに行くな

。ベエルシバにおもむくな。ギルガルは必ず捕えられて

行き、ベテルは無に帰するからである」。 6あなたがた

は主を求めよ、そして生きよ。さもないと主は火のよう

にヨセフの家に落ち下られる。火はこれを焼くが、ベテ

ルのためにこれを消す者はひとりもない。 7あなたがた

、公道をにがよもぎに変え、正義を地に投げ捨てる者よ

。 8プレアデスおよびオリオンを造り、暗黒を朝に変じ

、昼を暗くして夜となし、海の水を呼んで、地のおもて

に注がれる者、その名は主という。 9主は滅びをたちま

ち強い者に臨ませられるので、滅びはついに城に臨む。

10彼らは門にいて戒める者を憎み、真実を語る者を忌み

きらう。 11あなたがたは貧しい者を踏みつけ、彼から麦

の贈り物をとるゆえ、あなたがたは切り石の家を建てて

も、その中に住むことはできない。美しいぶどう畑を作

っても、その酒を飲むことはできない。 12わたしは知る

、あなたがたのとがは多く、あなたがたの罪は大きいか

らである。あなたがたは正しい者をしえたげ、まいない

を取り、門で貧しい者を退ける。 13それゆえ、このよう

な時には賢い者は沈黙する、これは悪い時だからである

。 14善を求めよ、悪を求めるな。そうすればあなたがた

は生きることができる。またあなたがたが言うように、

万軍の神、主はあなたがたと共におられる。 15悪を憎み

、善を愛し、門で公義を立てよ。万軍の神、主は、ある

いはヨセフの残りの者をあわれまれるであろう。 16それ

ゆえ、主なる万軍の神、主はこう言われる、「すべての

広場で泣くことがあろう。すべてのちまたで人々は『悲

しいかな、悲しいかな』と言う。また彼らは農夫を呼ん

できて嘆かせ、巧みな泣き女を招いて泣かせ、 17またす

べてのぶどう畑にも泣くことがあろう。それはわたしが

あなたがたの中を通るからである」と主は言われる。 18

わざわいなるかな、主の日を望む者よ、あなたがたは何

ゆえ主の日を望むのか。これは暗くて光がない。 19人が

ししの前を逃れてもくまに出会い、また家にはいって、

手を壁につけると、へびにかまれるようなものである。

20主の日は暗くて、光がなく、薄暗くて輝きがないでは

ないか。 21わたしはあなたがたの祭を憎み、かつ卑しめ

る。わたしはまた、あなたがたの聖会を喜ばない。 22た

といあなたがたは燔祭や素祭をささげても、わたしはこ

れを受けいれない。あなたがたの肥えた獣の酬恩祭はわ

たしはこれを顧みない。 23あなたがたの歌の騒がしい音

をわたしの前から断て。あなたがたの琴の音は、わたし

はこれを聞かない。 24公道を水のように、正義をつきな

い川のように流れさせよ。 25「イスラエルの家よ、あな

たがたは四十年の間、荒野でわたしに犠牲と供え物をさ

さげたか。 26かえってあなたがたの王シクテをにない、

あなたがたが自分で作ったあなたがたの偶像、星の神、

キウンをになった。 27それゆえわたしはあなたがたをダ

マスコのかなたに捕え移す」と、その名を万軍の神とと

なえられる主は言われる。

6「わざわいなるかな、安らかにシオンにいる者、また
安心してサマリヤの山にいる者、諸国民のかしらのう

ちの著名な人々で、イスラエルの家がきて従う者よ。 2

カルネに渡って見よ。そこから大ハマテに行き、またペ

リシテびとのガテに下って見よ。彼らはこれらの国にま

さっているか。彼らの土地はあなたがたの土地よりも大

きいか。 3あなたがたは災の日を遠ざけ、強暴の座を近

づけている。 4わざわいなるかな、みずから象牙の寝台

に伏し、長いすの上に身を伸ばし、群れのうちから小羊

を取り、牛舎のうちから子牛を取って食べ、 5琴の音に
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合わせて歌い騒ぎ、ダビデのように楽器を造り出し、 6

鉢をもって酒を飲み、いとも尊い油を身にぬり、ヨセフ

の破滅を悲しまない者たちよ。 7それゆえ今、彼らは捕

われて、捕われ人のまっ先に立って行く。そしてかの身

を伸ばした者どもの騒ぎはやむであろう」。 8主なる神

はおのれによって誓われた、（万軍の神、主は言われる

、）「わたしはヤコブの誇を忌みきらい、そのもろもろ

の宮殿を憎む。わたしはこの町とすべてその中にいる者

を渡す」。 9一つの家に十人の者が残っていても、彼ら

は死に、 10そしてその親戚、すなわちこれを焼く者は、

骨を家から運びだすために、これを取り上げ、またその

家の奥にいる者に向かって、「まだあなたと共にいる者

があるか」と言い、「ない」との答がある時、かの人は

また「声を出すな、主の名をとなえるな」と言うであろ

う。 11見よ、主は命じて、大きな家を撃って、みじんと

なし、小さな家を撃って、切れ切れとされる。 12馬は岩

の上を走るだろうか。人は牛で海を耕すだろうか。とこ

ろがあなたがたは公道を毒に変じ、正義の実をにがよも

ぎに変じた。 13あなたがたはロデバルを喜び、「われわ

れは自分の力でカルナイムを得たではないか」と言う。

14それゆえ、万軍の神、主は言われる、「イスラエルの

家よ、見よ、わたしは一つの国民を起して、あなたがた

に敵対させる。彼らはハマテの入口からアラバの川まで

あなたがたを悩ます」。

7主なる神はこのようにわたしに示された。見よ、二番
草のはえ出る初めに主は、いなごを造られた。見よ、

その二番草は王の刈った後に、はえたものである。 2そ

のいなごが地の青草を食い尽した時、わたしは言った、

「主なる神よ、どうぞ、ゆるしてください。ヤコブは小

さい者です、どうして立つことができましょう」。 3主

はこのことについて思いかえされ、「このことは起さな

い」と主は言われた。 4主なる神はこのようにわたしに

示された。見よ、主なる神はさばきのために火を呼ばれ

た。火は大淵を焼き、また地を焼こうとした。 5その時

わたしは言った、「主なる神よ、どうぞ、やめてくださ

い。ヤコブは小さい者です、どうして立つことができま

しょう」。 6主はこのことについて思いかえされ、「こ

のこともまた起さない」と主なる神は言われた。 7また

主はわたしに示された。見よ、主は測りなわをもって築

いた石がきの上に立ち、その手に測りなわをもっておら

れた。 8そして主はわたしに言われた、「アモスよ、あ

なたは何を見るか」。「測りなわ」とわたしが答えると

、主はまた言われた、「見よ、わたしは測りなわをわが

民イスラエルの中に置く。わたしはもはや彼らを見過し

にしない。 9イサクの高き所は荒され、イスラエルの聖

所は荒れはてる。わたしはつるぎをもってヤラベアムの

家に立ち向かう」。 10時にベテルの祭司アマジヤは、イ

スラエルの王ヤラベアムに人をつかわして言う、「イス

ラエルの家のただ中で、アモスはあなたにそむきました

。この地は彼のもろもろの言葉に耐えることができませ

ん。 11アモスはこのように言っています、『ヤラベアム

はつるぎによって死ぬ、イスラエルは必ず捕えられて行

って、その国を離れる』と」。 12それからアマジヤはア

モスに言った、「先見者よ、行ってユダの地にのがれ、

かの地でパンを食べ、かの地で預言せよ。 13しかしベテ

ルでは二度と預言してはならない。ここは王の聖所、国

の宮だから」。 14アモスはアマジヤに答えた、「わたし

は預言者でもなく、また預言者の子でもない。わたしは

牧者である。わたしはいちじく桑の木を作る者である。

15ところが主は群れに従っている所からわたしを取り、

『行って、わが民イスラエルに預言せよ』と、主はわた

しに言われた。 16それゆえ今、主の言葉を聞け。あなた

は言う、『イスラエルに向かって預言するな、イサクの

家に向かって語るな』と。 17それゆえ、主はこう言われ

る、『あなたの妻は町で遊女となり、あなたのむすこ、

娘たちはつるぎに倒れ、あなたの地は測りなわで分かた

れる。そしてあなたは汚れた地で死に、イスラエルは必

ず捕えられて行って、その国を離れる』」。

8主なる神は、このようにわたしに示された。見よ、ひ
とかごの夏のくだものがある。 2主は言われた、「ア

モスよ、あなたは何を見るか」。わたしは「ひとかごの

夏のくだもの」と答えた。すると主はわたしに言われた

、「わが民イスラエルの終りがきた。わたしは再び彼ら

を見過しにしない。 3その日には宮の歌は嘆きに変り、

しかばねがおびただしく、人々は無言でこれを至る所に

投げ捨てる」と主なる神は言われる。 4あなたがた、貧

しい者を踏みつけ、また国の乏しい者を滅ぼす者よ、こ

れを聞け。 5あなたがたは言う、「新月はいつ過ぎ去る

だろう、そうしたら、われわれは穀物を売ろう。安息日

はいつ過ぎ去るだろう、そうしたら、われわれは麦を売

り出そう。われわれはエパを小さくし、シケルを大きく

し、偽りのはかりをもって欺き、 6乏しい者を金で買い

、貧しい者をくつ一足で買いとり、また、くず麦を売ろ

う」。 7主はヤコブの誇をさして誓われた、「わたしは

必ず彼らのすべてのわざをいつまでも忘れない。 8これ

がために地は震わないであろうか。地に住む者はみな嘆

かないであろうか。地はみなナイル川のようにわきあが

り、エジプトのナイル川のようにみなぎって、また沈ま

ないであろうか」。 9主なる神は言われる、「その日に

は、わたしは真昼に太陽を沈ませ、白昼に地を暗くし、

10あなたがたの祭を嘆きに変らせ、あなたがたの歌をこ

とごとく悲しみの歌に変らせ、すべての人に荒布を腰に

まとわせ、すべての人に髪をそり落させ、その日を、ひ

とり子を失った喪中のようにし、その終りを、苦い日の

ようにする」。 11主なる神は言われる、「見よ、わたし

がききんをこの国に送る日が来る、それはパンのききん

ではない、水にかわくのでもない、主の言葉を聞くこと

のききんである。 12彼らは海から海へさまよい歩き、主

の言葉を求めて、こなたかなたへはせまわる、しかしこ

れを得ないであろう。 13その日には美しいおとめも、若

い男もかわきのために気を失う。 14かのサマリヤのアシ

マをさして誓い、『ダンよ、あなたの神は生きている』

と言い、また『ベエルシバの道は生きている』と言う者

どもは必ず倒れる。再び起きあがることはない」。

9わたしは祭壇のかたわらに立っておられる主を見た。
主は言われた、「柱の頭を打って、敷居を震わせ、こ

れを打ち砕いて、すべての民の頭の上に落ちかからせよ

。その残った者を、わたしはつるぎで殺し、そのひとり

も逃げおおす者はなく、のがれうる者はない。 2たとい

彼らは陰府に掘り下っても、わたしの手はこれをそこか

ら引き出す。たとい彼らは天によじのぼっても、わたし

はそこからこれを引きおろす。 (Sheol h7585) 3たとい彼ら

はカルメルの頂に隠れても、わたしはこれを捜して、そ

こから引き出す。たとい彼らはわたしの目をのがれて、



アモス書 486

海の底に隠れても、わたしはへびに命じて、その所でこ

れをかませる。 4たとい彼らは捕われて、その敵の前に

行っても、わたしはその所でつるぎに命じて、これを殺

させる。わたしは彼らの上にわたしの目を注ぐ、それは

災のためであって、幸のためではない」。 5万軍の神、

主が地に触れられると、地は溶け、その中に住む者はみ

な嘆き、地はみなナイル川のようにわきあがり、エジプ

トのナイル川のようにまた沈む。 6主はご自分の高殿を

天に築き、大空の基を地の上にすえ、海の水を呼んで、

地のおもてに注がれる。その名は主ととなえられる。 7

主は言われる、「イスラエルの子らよ、あなたがたはわ

たしにとってエチオピヤびとのようではないか。わたし

はイスラエルをエジプトの国から、ペリシテびとをカフ

トルから、スリヤびとをキルから導き上ったではないか

。 8見よ、主なる神の目はこの罪を犯した国の上に注が

れている。わたしはこれを地のおもてから断ち滅ぼす。

しかし、わたしはヤコブの家をことごとくは滅ぼさない

」と主は言われる。 9「見よ、わたしは命じて、人がふ

るいで物をふるうように、わたしはイスラエルの家を万

国民のうちでふるう。ひと粒も地に落ちることはない。

10わが民の罪びと、すなわち『災はわれわれに近づかな

い、われわれに臨まない』と言う者どもはみな、つるぎ

で殺される。 11その日には、わたしはダビデの倒れた幕

屋を興し、その破損を繕い、そのくずれた所を興し、こ

れを昔の時のように建てる。 12これは彼らがエドムの残

った者、およびわが名をもって呼ばれるすべての国民を

所有するためである」とこの事をなされる主は言われる

。 13主は言われる、「見よ、このような時が来る。その

時には、耕す者は刈る者に相継ぎ、ぶどうを踏む者は種

まく者に相継ぐ。もろもろの山にはうまい酒がしたたり

、もろもろの丘は溶けて流れる。 14わたしはわが民イス

ラエルの幸福をもとに返す。彼らは荒れた町々を建てて

住み、ぶどう畑を作ってその酒を飲み、園を作ってその

実を食べる。 15わたしは彼らをその地に植えつける。彼

らはわたしが与えた地から再び抜きとられることはない

」とあなたの神、主は言われる。
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オバデヤ書

1オバデヤの幻。主なる神はエドムについてこう言われ
る、われわれは主から出たおとずれを聞いた。ひとり

の使者が諸国民のうちにつかわされて言う、「立てよ、

われわれは立ってエドムと戦おう」。 2見よ、わたしは

あなたを国々のうちで小さい者とする。あなたはひどく

卑しめられる。 3岩のはざまにおり、高い所に住む者よ

、あなたの心の高ぶりは、あなたを欺いた。あなたは心

のうちに言う、「だれがわたしを地に引き下らせる事が

できるか」。 4たといあなたは、わしのように高くあが

り、星の間に巣を設けても、わたしはそこからあなたを

引きおろすと主は言われる。 5もし盗びとがあなたの所

に来、強盗が夜きても、彼らは、ほしいだけ盗むではな

いか。ああ、あなたは全く滅ぼされてしまう。もしぶど

うを集める者があなたの所に来たなら、彼らはなお余り

の実を残さないであろうか。 6ああ、エサウはかすめら

れ、その隠しておいた宝は探り出される。 7あなたと契

約を結んだ人々はみな、あなたを欺き、あなたを国境に

追いやった。あなたと同盟を結んだ人々はあなたに勝っ

た。あなたの信頼する友はあなたの下にわなを設けた、

しかしその事を悟らない。 8主は言われる、その日には

、わたしはエドムから知者を滅ぼし、エサウの山から悟

りを断ち除かないだろうか。 9テマンよ、あなたの勇士

は驚き恐れる。人はみな殺されてエサウの山から断ち除

かれる。 10あなたはその兄弟ヤコブに暴虐を行ったので

、恥はあなたをおおい、あなたは永遠に断たれる。 11あ

なたが離れて立っていた日、すなわち異邦人がその財宝

を持ち去り、外国人がその門におし入り、エルサレムを

くじ引きにした日、あなたも彼らのひとりのようであっ

た。 12しかしあなたは自分の兄弟の日、すなわちその災

の日をながめていてはならなかった。あなたはユダの人

々の滅びの日に、これを喜んではならず、その悩みの日

に誇ってはならなかった。 13あなたはわが民の災の日に

、その門にはいってはならず、その災の日にその苦しみ

をながめてはならなかった。またその災の日に、その財

宝に手をかけてはならなかった。 14あなたは分れ道に立

って、そののがれる者を切ってはならなかった。あなた

は悩みの日にその残った者を敵にわたしてはならなかっ

た。 15主の日が万国の民に臨むのは近い。あなたがした

ようにあなたもされる。あなたの報いはあなたのこうべ

に帰する。 16あなたがたがわが聖なる山で飲んだように

、周囲のもろもろの民も飲む。すなわち彼らは飲んでよ

ろめき、かつてなかったようになる。 17しかしシオンの

山には、のがれる者がいて、聖なる所となる。またヤコ

ブの家はその領地を獲る。 18ヤコブの家は火となり、ヨ

セフの家は炎となり、エサウの家はわらとなる。彼らは

その中に燃えて、これを焼く。エサウの家には残る者が

ないようになると主は言われた。 19ネゲブの人々はエサ

ウの山を獲、セフェラの人々はペリシテびとを獲る。ま

た彼らはエフライムの地、およびサマリヤの地を獲、ベ

ニヤミンはギレアデを獲る。 20ハラにいるイスラエルの

人々の捕われ人は、フェニキヤをザレパテまで取り、セ

パラデにいるエルサレムの捕われ人は、ネゲブの町々を

獲る。 21こうして救う者はシオンの山に上って、エサウ

の山を治める。そして王国は主のものとなる。
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ヨナ書

1主の言葉がアミッタイの子ヨナに臨んで言った、 2「

立って、あの大きな町ニネベに行き、これに向かって

呼ばわれ。彼らの悪がわたしの前に上ってきたからであ

る」。 3しかしヨナは主の前を離れてタルシシへのがれ

ようと、立ってヨッパに下って行った。ところがちょう

ど、タルシシへ行く船があったので、船賃を払い、主の

前を離れて、人々と共にタルシシへ行こうと船に乗った

。 4時に、主は大風を海の上に起されたので、船が破れ

るほどの激しい暴風が海の上にあった。 5それで水夫た

ちは恐れて、めいめい自分の神を呼び求め、また船を軽

くするため、その中の積み荷を海に投げ捨てた。しかし

、ヨナは船の奥に下り、伏して熟睡していた。 6そこで

船長は来て、彼に言った、「あなたはどうして眠ってい

るのか。起きて、あなたの神に呼ばわりなさい。神があ

るいは、われわれを顧みて、助けてくださるだろう」。

7やがて人々は互に言った、「この災がわれわれに臨ん

だのは、だれのせいか知るために、さあ、くじを引いて

みよう」。そして彼らが、くじを引いたところ、くじは

ヨナに当った。 8そこで人々はヨナに言った、「この災

がだれのせいで、われわれに臨んだのか、われわれに告

げなさい。あなたの職業は何か。あなたはどこから来た

のか。あなたの国はどこか。あなたはどこの民か」。 9

ヨナは彼らに言った、「わたしはヘブルびとです。わた

しは海と陸とをお造りになった天の神、主を恐れる者で

す」。 10そこで人々ははなはだしく恐れて、彼に言った

、「あなたはなんたる事をしてくれたのか」。人々は彼

がさきに彼らに告げた事によって、彼が主の前を離れて

、のがれようとしていた事を知っていたからである。 11

人々は彼に言った、「われわれのために海が静まるには

、あなたをどうしたらよかろうか」。それは海がますま

す荒れてきたからである。 12ヨナは彼らに言った、「わ

たしを取って海に投げ入れなさい。そうしたら海は、あ

なたがたのために静まるでしょう。わたしにはよくわか

っています。この激しい暴風があなたがたに臨んだのは

、わたしのせいです」。 13しかし人々は船を陸にこぎも

どそうとつとめたが、成功しなかった。それは海が彼ら

に逆らって、いよいよ荒れたからである。 14そこで人々

は主に呼ばわって言った、「主よ、どうぞ、この人の生

命のために、われわれを滅ぼさないでください。また罪

なき血を、われわれに帰しないでください。主よ、これ

はみ心に従って、なされた事だからです」。 15そして彼

らはヨナを取って海に投げ入れた。すると海の荒れるの

がやんだ。 16そこで人々は大いに主を恐れ、犠牲を主に

ささげて、誓願を立てた。 17主は大いなる魚を備えて、

ヨナをのませられた。ヨナは三日三夜その魚の腹の中に

いた。

2ヨナは魚の腹の中からその神、主に祈って、 2言った

、「わたしは悩みのうちから主に呼ばわると、主はわ

たしに答えられた。わたしが陰府の腹の中から叫ぶと、

あなたはわたしの声を聞かれた。 (Sheol h7585) 3あなたは

わたしを淵の中、海のまん中に投げ入れられた。大水は

わたしをめぐり、あなたの波と大波は皆、わたしの上を

越えて行った。 4わたしは言った、『わたしはあなたの

前から追われてしまった、どうして再びあなたの聖なる

宮を望みえようか』。 5水がわたしをめぐって魂にまで

および、淵はわたしを取り囲み、海草は山の根元でわた

しの頭にまといついた。 6わたしは地に下り、地の貫の

木はいつもわたしの上にあった。しかしわが神、主よ、

あなたはわが命を穴から救いあげられた。 7わが魂がわ

たしのうちに弱っているとき、わたしは主をおぼえ、わ

たしの祈はあなたに至り、あなたの聖なる宮に達した。

8むなしい偶像に心を寄せる者は、そのまことの忠節を

捨てる。 9しかしわたしは感謝の声をもって、あなたに

犠牲をささげ、わたしの誓いをはたす。救は主にある」

。 10主は魚にお命じになったので、魚はヨナを陸に吐き

出した。

3時に主の言葉は再びヨナに臨んで言った、 2「立って

、あの大きな町ニネベに行き、あなたに命じる言葉を

これに伝えよ」。 3そこでヨナは主の言葉に従い、立っ

て、ニネベに行った。ニネベは非常に大きな町であって

、これを行きめぐるには、三日を要するほどであった。

4ヨナはその町にはいり、初め一日路を行きめぐって呼

ばわり、「四十日を経たらニネベは滅びる」と言った。

5そこでニネベの人々は神を信じ、断食をふれ、大きい

者から小さい者まで荒布を着た。 6このうわさがニネベ

の王に達すると、彼はその王座から立ち上がり、朝服を

脱ぎ、荒布をまとい、灰の中に座した。 7また王とその

大臣の布告をもって、ニネベ中にふれさせて言った、「

人も獣も牛も羊もみな、何をも味わってはならない。物

を食い、水を飲んではならない。 8人も獣も荒布をまと

い、ひたすら神に呼ばわり、おのおのその悪い道および

その手にある強暴を離れよ。 9あるいは神はみ心をかえ

、その激しい怒りをやめて、われわれを滅ぼされないか

もしれない。だれがそれを知るだろう」。 10神は彼らの

なすところ、その悪い道を離れたのを見られ、彼らの上

に下そうと言われた災を思いかえして、これをおやめに

なった。

4ところがヨナはこれを非常に不快として、激しく怒り
、 2主に祈って言った、「主よ、わたしがなお国にお

りました時、この事を申したではありませんか。それで

こそわたしは、急いでタルシシにのがれようとしたので

す。なぜなら、わたしはあなたが恵み深い神、あわれみ

あり、怒ることおそく、いつくしみ豊かで、災を思いか

えされることを、知っていたからです。 3それで主よ、

どうぞ今わたしの命をとってください。わたしにとって

は、生きるよりも死ぬ方がましだからです」。 4主は言

われた、「あなたの怒るのは、よいことであろうか」。

5そこでヨナは町から出て、町の東の方に座し、そこに

自分のために一つの小屋を造り、町のなりゆきを見きわ

めようと、その下の日陰にすわっていた。 6時に主なる

神は、ヨナを暑さの苦痛から救うために、とうごまを備

えて、それを育て、ヨナの頭の上に日陰を設けた。ヨナ

はこのとうごまを非常に喜んだ。 7ところが神は翌日の

夜明けに虫を備えて、そのとうごまをかませられたので

、それは枯れた。 8やがて太陽が出たとき、神が暑い東

風を備え、また太陽がヨナの頭を照したので、ヨナは弱

りはて、死ぬことを願って言った、「生きるよりも死ぬ

方がわたしにはましだ」。 9しかし神はヨナに言われた

、「とうごまのためにあなたの怒るのはよくない」。ヨ

ナは言った、「わたしは怒りのあまり狂い死にそうです
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」。 10主は言われた、「あなたは労せず、育てず、一夜

に生じて、一夜に滅びたこのとうごまをさえ、惜しんで

いる。 11ましてわたしは十二万あまりの、右左をわきま

えない人々と、あまたの家畜とのいるこの大きな町ニネ

ベを、惜しまないでいられようか」。
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ミカ書

1ユダの王ヨタム、アハズおよびヒゼキヤの世に、モレ
シテびとミカが、サマリヤとエルサレムについて示さ

れた主の言葉。 2あなたがたすべての民よ、聞け。地と

その中に満てる者よ、耳を傾けよ。主なる神はあなたが

たにむかって証言し、主はその聖なる宮から証言される

。 3見よ、主はそのご座所から出てこられ、下ってきて

地の高い所を踏まれる。 4山は彼の下に溶け、谷は裂け

、火の前のろうのごとく、坂に流れる水のようだ。 5こ

れはみなヤコブのとがのゆえ、イスラエルの家の罪のゆ

えである。ヤコブのとがとは何か、サマリヤではないか

。ユダの家の罪とは何か、エルサレムではないか。 6こ

のゆえにわたしはサマリヤを野の石塚となし、ぶどうを

植える所となし、またその石を谷に投げ落し、その基を

あらわにする。 7その彫像はみな砕かれ、その獲た価は

みな火で焼かれる。わたしはその偶像をことごとくこわ

す。これは遊女の価から集めたのだから、遊女の価に帰

る。 8わたしはこれがために嘆き悲しみ、はだしと裸で

歩きまわり、山犬のように嘆き、だちょうのように悲し

み鳴く。 9サマリヤの傷はいやすことのできないもので

、ユダまでひろがり、わが民の門、エルサレムまで及ん

でいる。 10ガテに告げるな、泣き叫ぶな。ベテレアフラ

で、ちりの中にころがれ。 11サピルに住む者よ、裸にな

り、恥をこうむって進み行け。ザアナンに住む者は出て

こない。ベテエゼルの嘆きはあなたがたからその跡を断

つ。 12マロテに住む者は気づかわしそうに幸を待つ。災

が主から出て、エルサレムの門に臨んだからである。 13

ラキシに住む者よ、戦車に早馬をつなげ。ラキシはシオ

ンの娘にとって罪の初めであった。イスラエルのとがが

、あなたがたのうちに見られたからである。 14それゆえ

、あなたはモレセテ・ガテに別れの贈り物を与える。ア

クジブの家々はイスラエルの王たちにとって、人を欺く

ものとなる。 15マレシャに住む者よ、わたしはまた侵略

者をあなたの所に連れて行く。イスラエルの栄光はアド

ラムに去るであろう。 16あなたの喜ぶ子らのために、あ

なたの髪をそり落せ。そのそった所をはげたかのように

大きくせよ。彼らは捕えられてあなたを離れるからであ

る。

2その床の上で不義を計り、悪を行う者はわざわいであ
る。彼らはその手に力あるゆえ、夜が明けるとこれを

行う。 2彼らは田畑をむさぼってこれを奪い、家をむさ

ぼってこれを取る。彼らは人をしえたげてその家を奪い

、人をしえたげてその嗣業を奪う。 3それゆえ、主はこ

う言われる、見よ、わたしはこのやからにむかって災を

下そうと計る。あなたがたはその首をこれから、はずす

ことはできない。また、まっすぐに立って歩くことはで

きない。これは災の時だからである。 4その日、人々は

歌を作ってあなたがたをののしり、悲しみの歌をもって

嘆き悲しみ、「われわれはことごとく滅ぼされる、わが

民の分は人に与えられる。どうしてこれはわたしから離

れるのであろう。われわれの田畑はわれわれを捕えた者

の間に分け与えられる」と言う。 5それゆえ、主の会衆

のうちにはくじによって測りなわを張る者はひとりもな

くなる。 6彼らは言う、「あなたがたは説教してはなら

ない。そのような事について説教してはならない。そう

すればわれわれは恥をこうむることがない」と。 7ヤコ

ブの家よ、そんなことは言えるのだろうか。主は気短な

方であろうか。これらは主のみわざなのであろうか。わ

が言葉は正しく歩む者に、益とならないのであろうか。

8ところが、あなたがたは立ってわが民の敵となり、い

くさのことを知らずに、安らかに過ぎゆく者から、平和

な者から、上着をはぎ取り、 9わが民の女たちをその楽

しい家から追い出し、その子どもから、わが栄えをとこ

しえに奪う。 10立って去れ、これはあなたがたの休み場

所ではない。これは汚れのゆえに滅びる。その滅びは悲

惨な滅びだ。 11もし人が風に歩み、偽りを言い、「わた

しはぶどう酒と濃き酒とについて、あなたに説教しよう

」と言うならば、その人はこの民の説教者となるであろ

う。 12ヤコブよ、わたしは必ずあなたをことごとく集め

、イスラエルの残れる者を集める。わたしはこれをおり

の羊のように、牧場の中の群れのように共におく。これ

は人の多きによって騒がしくなる。 13打ち破る者は彼ら

に先だって登りゆき、彼らは門を打ち破り、これをとお

って外に出て行く。彼らの王はその前に進み、主はその

先頭に立たれる。

3わたしは言った、ヤコブのかしらたちよ、イスラエル
の家のつかさたちよ、聞け、公義はあなたがたの知っ

ておるべきことではないか。 2あなたがたは善を憎み、

悪を愛し、わが民の身から皮をはぎ、その骨から肉をそ

ぎ、 3またわが民の肉を食らい、その皮をはぎ、その骨

を砕き、これを切りきざんで、なべに入れる食物のよう

にし、大なべに入れる肉のようにする。 4こうして彼ら

が主に呼ばわっても、主はお答えにならない。かえって

その時には、み顔を彼らに隠される。彼らのおこないが

悪いからである。 5わが民を惑わす預言者について主は

こう言われる、彼らは食べ物のある時には、「平安」を

叫ぶけれども、その口に何も与えない者にむかっては、

宣戦を布告する。 6それゆえ、あなたがたには夜があっ

ても幻がなく、暗やみがあっても占いがない。太陽はそ

の預言者たちに没し、昼も彼らの上に暗くなる。 7先見

者は恥をかき、占い師は顔をあからめ、彼らは皆そのく

ちびるをおおう。神の答がないからである。 8しかしわ

たしは主のみたまによって力に満ち、公義と勇気とに満

たされ、ヤコブにそのとがを示し、イスラエルにその罪

を示すことができる。 9ヤコブの家のかしらたち、イス

ラエルの家のつかさたちよ、すなわち公義を憎み、すべ

ての正しい事を曲げる者よ、これを聞け。 10あなたがた

は血をもってシオンを建て、不義をもってエルサレムを

建てた。 11そのかしらたちは、まいないをとってさばき

、その祭司たちは価をとって教え、その預言者たちは金

をとって占う。しかもなお彼らは主に寄り頼んで、「主

はわれわれの中におられるではないか、だから災はわれ

われに臨むことがない」と言う。 12それゆえ、シオンは

あなたがたのゆえに田畑となって耕され、エルサレムは

石塚となり、宮の山は木のおい茂る高い所となる。

4末の日になって、主の家の山はもろもろの山のかしら
として堅く立てられ、もろもろの峰よりも高くあげら

れ、もろもろの民はこれに流れくる。 2多くの国民は来

て言う、「さあ、われわれは主の山に登り、ヤコブの神

の家に行こう。彼はその道をわれわれに教え、われわれ

はその道に歩もう」と。律法はシオンから出、主の言葉

はエルサレムから出るからである。 3彼は多くの民の間

をさばき、遠い所まで強い国々のために仲裁される。そ
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こで彼らはつるぎを打ちかえて、すきとし、そのやりを

打ちかえて、かまとし、国は国にむかってつるぎをあげ

ず、再び戦いのことを学ばない。 4彼らは皆そのぶどう

の木の下に座し、そのいちじくの木の下にいる。彼らを

恐れさせる者はない。これは万軍の主がその口で語られ

たことである。 5すべての民はおのおのその神の名によ

って歩む。しかしわれわれはわれわれの神、主の名によ

って、とこしえに歩む。 6主は言われる、その日には、

わたしはかの足のなえた者を集め、またかの追いやられ

た者およびわたしが苦しめた者を集め、 7その足のなえ

た者を残れる民とし、遠く追いやられた者を強い国民と

する。主はシオンの山で、今よりとこしえに彼らを治め

られる。 8羊の群れのやぐら、シオンの娘の山よ、以前

の主権はあなたに帰ってくる。すなわちエルサレムの娘

の国はあなたに帰ってくる。 9今あなたは何ゆえわめき

叫ぶのか、あなたのうちに王がないのか。あなたの相談

相手は絶えはて、産婦のように激しい痛みがあなたを捕

えたのか。 10シオンの娘よ、産婦のように苦しんでうめ

け。あなたは今、町を出て野にやどり、バビロンに行か

なければならない。その所であなたは救われる。主はそ

の所であなたを敵の手からあがなわれる。 11いま多くの

国民はあなたに逆らい、集まって言う、「どうかシオン

が汚されるように、われわれの目がシオンを見てあざ笑

うように」と。 12しかし彼らは主の思いを知らず、また

その計画を悟らない。すなわち主が麦束を打ち場に集め

るように、彼らを集められることを悟らない。 13シオン

の娘よ、立って打ちこなせ。わたしはあなたの角を鉄と

なし、あなたのひずめを青銅としよう。あなたは多くの

民を打ち砕き、彼らのぶんどり物を主にささげ、彼らの

富を全地の主にささげる。

5今あなたは壁でとりまかれている。敵はわれわれを攻
め囲み、つえをもってイスラエルのつかさのほおを

撃つ。 2しかしベツレヘム・エフラタよ、あなたはユダ

の氏族のうちで小さい者だが、イスラエルを治める者が

あなたのうちからわたしのために出る。その出るのは昔

から、いにしえの日からである。 3それゆえ、産婦の産

みおとす時まで、主は彼らを渡しおかれる。その後その

兄弟たちの残れる者はイスラエルの子らのもとに帰る。

4彼は主の力により、その神、主の名の威光により、立

ってその群れを養い、彼らを安らかにおらせる。今、彼

は大いなる者となって、地の果にまで及ぶからである。

5これは平和である。アッスリヤびとがわれわれの国に

来て、われわれの土地を踏むとき、七人の牧者を起し、

八人の君を起してこれに当らせる。 6彼らはつるぎをも

ってアッスリヤの地を治め、ぬきみのつるぎをもってニ

ムロデの地を治める。アッスリヤびとがわれわれの地に

来て、われわれの境を踏み荒すとき、彼らはアッスリヤ

びとから、われわれを救う。 7その時ヤコブの残れる者

は多くの民の中にあること、人によらず、また人の子ら

を待たずに主からくだる露のごとく、青草の上に降る夕

立ちのようである。 8またヤコブの残れる者が国々の中

におり、多くの民の中にいること、林の獣の中のししの

ごとく、羊の群れの中の若いししのようである。それが

過ぎるときは踏み、かつ裂いて救う者はない。 9あなた

の手はもろもろのあだの上にあげられ、あなたの敵はこ

とごとく断たれる。 10主は言われる、その日には、わた

しはあなたのうちから馬を絶やし、戦車をこわし、 11あ

なたの国の町々を絶やし、あなたの城をことごとくくつ

がえす。 12またあなたの手から魔術を絶やす。あなたの

うちには占い師がないようになる。 13またあなたのうち

から彫像および石の柱を絶やす。あなたは重ねて手で作

った物を拝むことはない。 14またあなたのうちからアシ

ラ像を抜き倒し、あなたの町々を滅ぼす。 15そしてわた

しは怒りと憤りとをもってその聞き従わないもろもろの

国民に復讐する。

6あなたがたは主の言われることを聞き、立ちあがって
、もろもろの山の前に訴えをのべ、もろもろの丘にあ

なたの声を聞かせよ。 2もろもろの山よ、地の変ること

なき基よ、主の言い争いを聞け。主はその民と言い争い

、イスラエルと論争されるからである。 3「わが民よ、

わたしはあなたに何をなしたか、何によってあなたを疲

れさせたか、わたしに答えよ。 4わたしはエジプトの国

からあなたを導きのぼり、奴隷の家からあなたをあがな

い出し、モーセ、アロンおよびミリアムをつかわして、

あなたに先だたせた。 5わが民よ、モアブの王バラクが

たくらんだ事、ベオルの子バラムが彼に答えた事、シッ

テムからギルガルに至るまでに起った事どもを思い起せ

。そうすれば、あなたは主の正義のみわざを知るであろ

う」。 6「わたしは何をもって主のみ前に行き、高き神

を拝すべきか。燔祭および当歳の子牛をもってそのみ前

に行くべきか。 7主は数千の雄羊、万流の油を喜ばれる

だろうか。わがとがのためにわが長子をささぐべきか。

わが魂の罪のためにわが身の子をささぐべきか」。 8人

よ、彼はさきによい事のなんであるかをあなたに告げら

れた。主のあなたに求められることは、ただ公義をおこ

ない、いつくしみを愛し、へりくだってあなたの神と共

に歩むことではないか。 9主の声が町にむかって呼ばわ

る全き知恵はあなたの名を恐れることである「部族およ

び町の会衆よ、聞け。 10わたしは悪人の家にある不義の

財宝、のろうべき不正な枡を忘れ得ようか。 11不正なは

かりを用い、偽りのおもしを入れた袋を用いる人をわた

しは罪なしとするだろうか。 12あなたのうちの富める人

は暴虐で満ち、あなたの住民は偽りを言い、その舌は口

で欺くことをなす。 13それゆえ、わたしはあなたを撃ち

、あなたをその罪のために滅ぼすことを始めた。 14あな

たは食べても、飽くことがなく、あなたの腹はいつもひ

もじい。あなたは移しても、救うことができない。あな

たが救う者を、わたしはつるぎにわたす。 15あなたは種

をまいても、刈ることがなく、オリブの実を踏んでも、

その身に油を塗ることがなく、ぶどうを踏んでも、その

酒を飲むことがない。 16あなたはオムリの定めを守り、

アハブの家のすべてのわざをおこない、彼らの計りごと

に従って歩んだ。これはわたしがあなたを荒し、その住

民を笑い物とするためである。あなたがたは民のはずか

しめを負わねばならぬ」。

7わざわいなるかな、わたしは夏のくだものを集める時
のように、ぶどうの収穫の残りを集める時のようにな

った。食らうべきぶどうはなく、わが心の好む初なりの

いちじくもない。 2神を敬う人は地に絶え、人のうちに

正しい者はない。みな血を流そうと待ち伏せし、おのお

の網をもってその兄弟を捕える。 3両手は悪い事をしよ

うと努めてやまない。つかさと裁判官はまいないを求め

、大いなる人はその心の悪い欲望を言いあらわし、こう
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して彼らはその悪を仕組む。 4彼らの最もよい者もいば

らのごとく、最も正しい者もいばらのいけがきのようだ

。彼らの見張びとの日、すなわち彼らの刑罰の日が来る

。いまや彼らの混乱が近い。 5あなたがたは隣り人を信

じてはならない。友人をたのんではならない。あなたの

ふところに寝る者にも、あなたの口の戸を守れ。 6むす

こは父をいやしめ、娘はその母にそむき、嫁はそのしゅ

うとめにそむく。人の敵はその家の者である。 7しかし

、わたしは主を仰ぎ見、わが救の神を待つ。わが神はわ

たしの願いを聞かれる。 8わが敵よ、わたしについて喜

ぶな。たといわたしが倒れるとも起きあがる。たといわ

たしが暗やみの中にすわるとも、主はわが光となられる

。 9主はわが訴えを取りあげ、わたしのためにさばきを

行われるまで、わたしは主の怒りを負わなければならな

い。主に対して罪を犯したからである。主はわたしを光

に導き出してくださる。わたしは主の正義を見るであろ

う。 10その時「あなたの神、主はどこにいるか」とわた

しに言ったわが敵は、これを見て恥をこうむり、わが目

は彼を見てあざ笑う。彼は街路の泥のように踏みつけら

れる。 11あなたの城壁を築く日が来る。その日には国境

が遠く広がる。 12その日にはアッスリヤからエジプトま

で、エジプトからユフラテ川まで、海から海まで、山か

ら山まで、人々はあなたに来る。 13しかしかの地はその

住民のゆえに、そのおこないの実によって荒れはてる。

14どうか、あなたのつえをもってあなたの民、すなわち

園の中の林にひとりおるあなたの嗣業の羊を牧し、いに

しえの日のようにバシャンとギレアデで、彼らを養って

ください。 15あなたがエジプトの国を出た時のように、

わたしはもろもろの不思議な事を彼らに示す。 16国々の

民は見て、そのすべての力を恥じ、その手を口にあて、

その耳は聞えぬ耳となる。 17彼らはへびのように、地に

這うもののようにちりをなめ、震えながらその城から出

、おののきつつ、われわれの神、主に近づいてきて、あ

なたのために恐れる。 18だれかあなたのように不義をゆ

るし、その嗣業の残れる者のためにとがを見過ごされる

神があろうか。神はいつくしみを喜ばれるので、その怒

りをながく保たず、 19再びわれわれをあわれみ、われわ

れの不義を足で踏みつけられる。あなたはわれわれのも

ろもろの罪を海の深みに投げ入れ、 20昔からわれわれの

先祖たちに誓われたように、真実をヤコブに示し、いつ

くしみをアブラハムに示される。
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ナホム書

1ニネベについての託宣。エルコシびとナホムの幻の書
。 2主はねたみ、かつあだを報いる神、主はあだを報

いる者、また憤る者、主はおのがあだに報復し、おのが

敵に対して憤りをいだく。 3主は怒ることおそく、力強

き者、主は罰すべき者を決してゆるされない者、主の道

はつむじ風と大風の中にあり、雲はその足のちりである

。 4彼は海を戒めて、これをかわかし、すべての川をか

れさせる。バシャンとカルメルはしおれ、レバノンの花

はしぼむ。 5もろもろの山は彼の前に震い、もろもろの

丘は溶け、地は彼の前にむなしくなり、世界とその中に

住む者も皆、むなしくなる。 6だれが彼の憤りの前に立

つことができよう。だれが彼の燃える怒りに耐えること

ができよう。その憤りは火のように注がれ、岩も彼によ

って裂かれる。 7主は恵み深く、なやみの日の要害であ

る。彼はご自分を避け所とする者を知っておられる。 8

しかし、彼はみなぎる洪水であだを全く滅ぼし、おのが

敵を暗やみに追いやられる。 9あなたがたは主に対して

何を計るか。彼はその敵に二度としかえしをする必要が

ないように敵を全く滅ぼされる。 10彼らは結びからまっ

たいばらのように、かわいた刈り株のように、焼き尽さ

れる。 11主に対して悪事を計り、よこしまな事を勧める

者があなたのうちから出たではないか。 12主はこう言わ

れる、「たとい彼らは強く、かつ多くあっても、切り倒

されて絶えはてる。わたしはあなたを苦しめたが、重ね

てあなたを苦しめない。 13今わたしは彼のくびきを砕い

て、あなたからとり除き、あなたのなわめを切りはなす

」。 14主はあなたについてお命じになった、「あなたの

名は長く続かない。わたしはあなたの神々の家から、彫

像および鋳造を除き去る。あなたは罪深い者だから、わ

たしはあなたの墓を設ける」。 15見よ、良きおとずれを

伝える者の足は山の上にある。彼は平安を宣べている。

ユダよ、あなたの祭を行い、あなたの誓願をはたせ。よ

こしまな者は重ねて、あなたに向かって攻めてこないか

らである。彼は全く断たれる。

2撃ち破る者があなたに向かって上って来る。城を守れ
、道をうかがえ。腰に帯せよ、大いに力を強くせよ。

2主はヤコブの栄えを回復して、イスラエルの栄えのよ

うにされる。かすめる者が彼らをかすめ、そのぶどうづ

るを、そこなったからである。 3その勇士の盾は赤くい

ろどられ、その兵士は紅に身をよろう。戦車はその備え

の日に、火のように輝き、軍馬はおどる。 4戦車はちま

たに狂い走り、大路に飛びかける。彼らはたいまつのよ

うに輝き、いなずまのように飛びかける。 5将士らは召

集され、彼らはその道でつまずき倒れ、城壁に向かって

急いで行って大盾を備える。 6川々の門は開け、宮殿は

あわてふためく。 7その王妃は裸にされて、捕われゆき

、その侍女たちは悲しみ、胸を打って、はとのようにう

めく。 8ニネベは池のようであったが、その水は注ぎ出

された。「立ち止まれ、立ち止まれ」と呼んでも、ふり

かえるものもない。 9銀を奪え、金を奪え。その宝は限

りなく、もろもろの尊い物はおびただしい。 10消えうせ

、むなしくなり、荒れはてた。心は消え、ひざは震え、

すべての腰には痛みがあり、すべての顔は色を失った。

11ししのすみかはどこであるか。若いししの穴はどこで

あるか。そこに雄じしはその獲物を携え行き、その子じ

しと共にいても、これを恐れさせる者はない。 12雄じし

はその子じしのために引き裂き、雌じしのために獲物を

絞め殺し、獲物をもってその穴を満たし、引き裂いた肉

をもってそのすみかを満たした。 13万軍の主は言われる

、見よ、わたしはあなたに臨む。わたしはあなたの戦車

を焼いて煙にする。つるぎはあなたの若いししを滅ぼす

。わたしはまた、あなたの獲物を地から断つ。あなたの

使者の声は重ねて聞かれない。

3わざわいなるかな、血を流す町。その中には偽りと、
ぶんどり物が満ち、略奪はやまない。 2むちの音がす

る。車輪のとどろく音が聞える。かける馬があり、走る

戦車がある。 3騎兵は突撃し、つるぎがきらめき、やり

がひらめく。殺される者はおびただしく、しかばねは山

をなす。死体は数限りなく、人々はその死体につまずく

。 4これは皆あでやかな遊女の恐るべき魔力と、多くの

淫行のためであって、その淫行をもって諸国民を売り、

その魔力をもって諸族を売り渡したものである。 5万軍

の主は言われる、見よ、わたしはあなたに臨む、わたし

はあなたのすそを顔の上まであげ、あなたの裸を諸民に

見せ、あなたの恥じる所を諸国に見せる。 6わたしは汚

らわしい物を、あなたの上に投げかけて、あなたをはず

かしめ、あなたを見ものとする。 7すべてあなたを見る

ものは、あなたを避けて逃げ去って言う、「ニネベは滅

びた」と。だれがこのために嘆こう。わたしはどこから

彼女を慰める者を、尋ね出し得よう。 8あなたはテーベ

にまさっているか。これはナイル川のかたわらに座し、

水をその周囲にめぐらし、海をとりでとなし、水をその

垣としている。 9その力はエチオピヤ、またエジプトで

あって、限りがない。プトびと、リビヤびともその助け

手であった。 10しかし、これもとりことなって捕えられ

て行き、その子供もすべてのちまたのかどで打ち砕かれ

、その尊い人々はくじで分けられ、その大いなる人々は

皆、鎖につながれた。 11あなたもまた酔わされて気を失

い、あなたは敵を避けて逃げ場を求める。 12あなたのと

りでは皆初なりの実をもつ、いちじくの木のようだ。こ

れをゆすぶればその実は落ちて、食べようとする者の口

にはいる。 13見よ、あなたのうちにいる兵士は女のよう

だ。あなたの国の門はあなたの敵の前に広く開かれ、火

はあなたの貫の木を焼いた。 14籠城のために水をくめ。

あなたのとりでを堅めよ。粘土の中にはいって、しっく

いを踏み、れんがの型をとれ。 15その所で火はあなたを

焼き、つるぎはあなたを切る。それはいなごのようにあ

なたを食い滅ぼす。あなたはいなごのように数を増せ。

ばったのようにふえよ。 16あなたは自分の商人を天の星

よりも多くした。いなごは羽をはって飛び去る。 17あな

たの君たちは、ばったのように、あなたの学者たちは、

いなごのように、寒い日には垣にとまり、日が出て来る

と飛び去る。そのありかはだれも知らない。 18アッスリ

ヤの王よ、あなたの牧者は眠り、あなたの貴族はまどろ

む。あなたの民は山の上に散らされ、これを集める者は

ない。 19あなたの破れは、いえることがなく、あなたの

傷は重い。あなたのうわさを聞く者は皆、あなたの事に

ついて手を打つ。あなたの悪を常に身に受けなかったよ

うな者が、だれひとりあるか。
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ハバクク書

1預言者ハバククが見た神の託宣。 2主よ、わたしが呼

んでいるのに、いつまであなたは聞きいれて下さらな

いのか。わたしはあなたに「暴虐がある」と訴えたが、

あなたは助けて下さらないのか。 3あなたは何ゆえ、わ

たしによこしまを見せ、何ゆえ、わたしに災を見せられ

るのか。略奪と暴虐がわたしの前にあり、また論争があ

り、闘争も起っている。 4それゆえ、律法はゆるみ、公

義は行われず、悪人は義人を囲み、公義は曲げて行われ

ている。 5諸国民のうちを望み見て、驚け、そして怪し

め。わたしはあなたがたの日に一つの事をする。人がこ

の事を知らせても、あなたがたはとうてい信じまい。 6

見よ、わたしはカルデヤびとを興す。これはたけく、激

しい国民であって、地を縦横に行きめぐり、自分たちの

ものでないすみかを奪う。 7これはきびしく、恐ろしく

、そのさばきと威厳とは彼ら自身から出る。 8その馬は

ひょうよりも速く、夜のおおかみよりも荒い。その騎兵

は威勢よく進む。すなわち、その騎兵は遠い所から来る

。彼らは物を食おうと急ぐわしのように飛ぶ。 9彼らは

みな暴虐のために来る。彼らを恐れる恐れが彼らの前を

行く。彼らはとりこを砂のように集める。 10彼らは王た

ちを侮り、つかさたちをあざける。彼らはすべての城を

あざ笑い、土を積み上げてこれを奪う。 11こうして、彼

らは風のようになぎ倒して行き過ぎる。彼らは罪深い者

で、おのれの力を神となす。 12わが神、主、わが聖者よ

。あなたは永遠からいますかたではありませんか。わた

したちは死んではならない。主よ、あなたは彼らをさば

きのために備えられた。岩よ、あなたは彼らを懲しめの

ために立てられた。 13あなたは目が清く、悪を見られな

い者、また不義を見られない者であるのに、何ゆえ不真

実な者に目をとめていられるのですか。悪しき者が自分

よりも正しい者を、のみ食らうのに、何ゆえ黙っていら

れるのですか。 14あなたは人を海の魚のようにし、治め

る者のない這う虫のようにされる。 15彼はつり針でこれ

をことごとくつり上げ、網でこれを捕え、引き網でこれ

を集め、こうして彼は喜び楽しむ。 16それゆえ、彼はそ

の網に犠牲をささげ、その引き網に香をたく。これによ

って彼はぜいたくに暮し、その食物も豊かになるからで

ある。 17それで、彼はいつまでもその網の獲物を取り入

れて、無情にも諸国民を殺すのであろうか。

2わたしはわたしの見張所に立ち、物見やぐらに身を置
き、望み見て、彼がわたしになんと語られるかを見、

またわたしの訴えについてわたし自らなんと答えたらよ

かろうかを見よう。 2主はわたしに答えて言われた、「

この幻を書き、これを板の上に明らかにしるし、走りな

がらも、これを読みうるようにせよ。 3この幻はなお定

められたときを待ち、終りをさして急いでいる。それは

偽りではない。もしおそければ待っておれ。それは必ず

臨む。滞りはしない。 4見よ、その魂の正しくない者は

衰える。しかし義人はその信仰によって生きる。 5また

、酒は欺くものだ。高ぶる者は定まりがない。彼の欲は

陰府のように広い。彼は死のようであって、飽くことな

く、万国をおのれに集め、万民をおのれのものとしてつ

どわせる」。 (Sheol h7585) 6これらは皆ことわざをもって

彼をあざけり、あざけりのなぞをもって彼をあざ笑わな

いだろうか。すなわち言う、「わざわいなるかな、おの

れに属さないものを増し加える者よ。いつまでこのよう

であろうか。質物でおのれを重くする者よ」。 7あなた

の負債者は、にわかに興らないであろうか。あなたを激

しくゆすぶる者は目ざめないであろうか。その時あなた

は彼らにかすめられる。 8あなたは多くの国民をかすめ

たゆえ、そのもろもろの民の残れる者は皆あなたをかす

める。これは人の血を流し、国と町と、その中に住むす

べての者に暴虐を行ったからである。 9わざわいなるか

な、災の手を免れるために高い所に巣を構えようと、お

のが家のために不義の利を取る者よ。 10あなたは事をは

かって自分の家に恥を招き、多くの民を滅ぼして、自分

の生命を失った。 11石は石がきから叫び、梁は建物から

これに答えるからである。 12わざわいなるかな、血をも

って町を建て、悪をもって町を築く者よ。 13見よ、もろ

もろの民は火のために労し、もろもろの国びとはむなし

い事のために疲れる。これは万軍の主から出る言葉では

ないか。 14海が水でおおわれているように、地は主の栄

光の知識で満たされるからである。 15わざわいなるかな

、その隣り人に怒りの杯を飲ませて、これを酔わせ、彼

らの隠し所を見ようとする者よ。 16あなたは誉の代りに

恥に飽き、あなたもまた飲んでよろめけ。主の右の手の

杯は、あなたに巡り来る。恥はあなたの誉に代る。 17あ

なたがレバノンになした暴虐は、あなたを倒し、獣のよ

うな滅亡は、あなたを恐れさせる。これは人の血を流し

、国と町と、町の中に住むすべての者に、暴虐を行った

からである。 18刻める像、鋳像および偽りを教える者は

、その作者がこれを刻んだとてなんの益があろうか。そ

の作者が物言わぬ偶像を造って、その造ったものに頼ん

でみても、なんの益があろうか。 19わざわいなるかな、

木に向かって、さめよと言い、物言わぬ石に向かって、

起きよと言う者よ。これは黙示を与え得ようか。見よ、

これは金銀をきせたもので、その中には命の息は少しも

ない。 20しかし、主はその聖なる宮にいます、全地はそ

のみ前に沈黙せよ。

3シギヨノテの調べによる、預言者ハバククの祈。 2主

よ、わたしはあなたのことを聞きました。主よ、わた

しはあなたのみわざを見て恐れます。この年のうちにこ

れを新たにし、この年のうちにこれを知らせてください

。怒る時にもあわれみを思いおこしてください。 3神は

テマンからこられ、聖者はパランの山からこられた。そ

の栄光は天をおおい、そのさんびは地に満ちた。 (セラ)

4その輝きは光のようであり、その光は彼の手からほと

ばしる。かしこにその力を隠す。 5疫病はその前に行き

、熱病はその後に従う。 6彼は立って、地をはかり、彼

は見て、諸国民をおののかせられる。とこしえの山は散

らされ、永遠の丘は沈む。彼の道は昔のとおりである。

7わたしが見ると、クシャンの天幕に悩みがあり、ミデ

アンの国の幕は震う。 8主よ、あなたが馬に乗り、勝利

の戦車に乗られる時、あなたは川に向かって怒られるの

か。川に向かって憤られるのか。あるいは海に向かって

立腹されるのか。 9あなたの弓は取り出された。矢は、

弦につがえられた。[セラ あなたは川をもって地を裂か

れた。 10山々はあなたを見て震い、荒れ狂う水は流れい

で、淵は声を出して、その手を高くあげた。 11飛び行く

あなたの矢の光のために、電光のようにきらめく、あな

たのやりのために、日も月もそのすみかに立ち止まった
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。 12あなたは憤って地を行きめぐり、怒って諸国民を踏

みつけられた。 13あなたはあなたの民を救うため、あな

たの油そそいだ者を救うために出て行かれた。あなたは

悪しき者の頭を砕き、彼を腰から首まで裸にされた。

(セラ) 14あなたはあなたのやりで将軍の首を刺しとおさ

れた。彼らはわたしを散らそうとして、つむじ風のよう

に来、貧しい者をひそかに、のみ滅ぼすことを楽しみと

した。 15あなたはあなたの馬を使って、海と大水のさか

まくところを踏みつけられた。 16わたしは聞いて、わた

しのからだはわななき、わたしのくちびるはその声を聞

いて震える。腐れはわたしの骨に入り、わたしの歩みは

、わたしの下によろめく。わたしはわれわれに攻め寄せ

る民の上に悩みの日の臨むのを静かに待とう。 17いちじ

くの木は花咲かず、ぶどうの木は実らず、オリブの木の

産はむなしくなり、田畑は食物を生ぜず、おりには羊が

絶え、牛舎には牛がいなくなる。 18しかし、わたしは主

によって楽しみ、わが救の神によって喜ぶ。 19主なる神

はわたしの力であって、わたしの足を雌じかの足のよう

にし、わたしに高い所を歩ませられる。これを琴に合わ

せ、聖歌隊の指揮者によって歌わせる。
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ゼパニヤ書

1ユダの王アモンの子ヨシヤの世に、ゼパニヤに臨んだ
主の言葉。ゼパニヤはクシの子、クシはゲダリヤの子

、ゲダリヤはアマリヤの子、アマリヤはヒゼキヤの子で

ある。 2主は言われる、「わたしは地のおもてからすべ

てのものを一掃する」。 3主は言われる、「わたしは人

も獣も一掃し、空の鳥、海の魚をも一掃する。わたしは

悪人を倒す。わたしは地のおもてから人を絶ち滅ぼす」

。 4「わたしはユダとエルサレムのすべての住民との上

に手を伸べる。わたしはこの所からバアルの残党と、偶

像の祭司の名とを断つ。 5また屋上で天の万象を拝む者

、主に誓いを立てて拝みながら、またミルコムをさして

誓う者、 6主にそむいて従わない者、主を求めず、主を

尋ねない者を断つ」。 7主なる神の前に沈黙せよ。主の

日は近づき、主はすでに犠牲を備え、その招いた者を聖

別されたからである。 8主の犠牲をささげる日に、「わ

たしはつかさたちと王の子たち、およびすべて異邦の衣

服を着る者を罰する。 9その日にわたしはまた、すべて

敷居をとび越え、暴虐と欺きとを自分の主君の家に満た

す者を罰する」。 10主は言われる、「その日には魚の門

から叫び声がおこり、第二の町からうめき声がおこり、

もろもろの丘からすさまじい響きがおこる。 11しっくい

の家の住民よ、泣き叫べ。あきないする民は皆滅ぼされ

、銀を量る者は皆断たれるからである。 12その時、わた

しはともしびをもって、エルサレムを尋ねる。そして滓

の上に凝り固まり、その心の中で『主は良いことも、悪

いこともしない』と言う人々をわたしは罰する。 13彼ら

の財宝はかすめられ、彼らの家は荒れはてる。彼らは家

を建てても、それに住むことができない、ぶどう畑を作

っても、そのぶどう酒を飲むことができない」。 14主の

大いなる日は近い、近づいて、すみやかに来る。主の日

の声は耳にいたい。そこに、勇士もいたく叫ぶ。 15その

日は怒りの日、なやみと苦しみの日、荒れ、また滅びる

日、暗く、薄暗い日、雲と黒雲の日、 16ラッパとときの

声の日、堅固な町と高いやぐらを攻める日である。 17わ

たしは人々になやみを下して、盲人のように歩かせる。

彼らが主に対して罪を犯したからである。彼らの血はち

りのように流され、彼らの肉は糞土のように捨てられる

。 18彼らの銀も金も、主の怒りの日には彼らを救うこと

ができない。全地は主のねたみの火にのまれる。主は地

に住む人々をたちまち滅ぼし尽される。

2あなたがた、恥を知らぬ民よ、共につどい、集まれ。
2 すなわち、もみがらのように追いやられる前に、主

の激しい怒りがまだあなたがたに臨まない前に、主の憤

りの日がまだあなたがたに来ない前に。 3すべて主の命

令を行うこの地のへりくだる者よ、主を求めよ。正義を

求めよ。謙遜を求めよ。そうすればあなたがたは主の怒

りの日に、あるいは隠されることがあろう。 4ともあれ

、ガザは捨てられ、アシケロンは荒れはて、アシドドは

真昼に追い払われ、エクロンは抜き去られる。 5わざわ

いなるかな、海べに住む者、ケレテの国民。ペリシテび

との地、カナンよ、主の言葉があなたがたに臨む。わた

しはあなたを滅ぼして、住む者がないようにする。 6海

べよ、あなたは牧場となり、羊飼の牧草地となり、また

羊のおりとなる。 7海べはユダの家の残りの者に帰する

。彼らはその所で群れを養い、夕暮にはアシケロンの家

に伏す。彼らの神、主が彼らを顧み、その幸福を回復さ

れるからである。 8「わたしはモアブのあざけりと、ア

ンモンの人々の、ののしりを聞いた。彼らはわが民をあ

ざけり、自ら誇って彼らの国境を侵した。 9それゆえ、

万軍の主、イスラエルの神は言われる、わたしは生きて

いる。モアブは必ずソドムのようになる。アンモンの人

々はゴモラのようになる。いらくさと塩穴とがここを占

領して、永遠に荒れ地となる。わが民の残りの者は彼ら

をかすめ、わが国民の残りの者はこれを所有する」。 10

この事の彼らに臨むのはその高ぶりによるのだ。彼らが

万軍の主の民をあざけり、みずから誇ったからである。

11主は彼らに対して恐るべき者となられる。主は地のす

べての神々を飢えさせられる。もろもろの国の民は、お

のおの自分の所から出て主を拝む。 12エチオピヤびとよ

、あなたがたもまたわがつるぎによって殺される。 13主

はまた北に向かって手を伸べ、アッスリヤを滅ぼし、ニ

ネベを荒して、荒野のような、かわいた地とされる。 14

家畜の群れ、もろもろの野の獣はその中に伏し、はげた

かや、やまあらしはその柱の頂に住み、ふくろうは、そ

の窓のうちになき、からすは、その敷居の上に鳴く。そ

の香柏の細工が裸にされるからである。 15この町は勝ち

誇って、安らかに落ち着き、その心の中で、「ただわた

しだけだ、わたしの外にはだれもない」と言った町であ

るが、このように荒れはてて、獣の伏す所になってしま

った。ここを通り過ぎる者は皆あざけって、手を振る。

3わざわいなるかな、このそむき汚れた暴虐の町。 2こ

れはだれの声にも耳を傾けず、懲しめを受けいれず、

主に寄り頼まず、おのれの神に近よらない。 3その中に

いるつかさたちは、ほえるしし、そのさばきびとたちは

、夜のおおかみで、彼らは朝まで何一つ残さない。 4そ

の預言者たちは、放縦で偽りびと、その祭司たちは聖な

る物を汚し、律法を破る。 5その中にいます主は義であ

って、不義を行われない。朝ごとにその公義を現して、

誤ることがない。しかし不義な者は恥を知らない。 6「

わたしは諸国民を滅ぼした。そのやぐらは荒れはてた。

わたしはそのちまたを荒したので、ちまたを行き来する

者もない。その町々は荒れすたれて、人の姿もなく、住

む者もない。 7わたしは言った、『これは必ずわたしを

恐れ、懲しめを受ける。これはわたしが命じたすべての

事を見失わない』と。しかし彼らはしきりに自分の行状

を乱した」。 8主は言われる、「それゆえ、あなたがた

は、わたしが立って、証言する日を待て。わたしの決意

は諸国民をよせ集め、もろもろの国を集めて、わが憤り

、わが激しい怒りをことごとくその上に注ぐことであっ

て、全地は、ねたむわたしの怒りの火に焼き滅ぼされる

からである。 9その時わたしはもろもろの民に清きくち

びるを与え、すべて彼らに主の名を呼ばせ、心を一つに

して主に仕えさせる。 10わたしを拝む者、わたしが散ら

した者の娘はエチオピヤの川々の向こうから来て、わた

しに供え物をささげる。 11その日には、あなたはわたし

にそむいたすべてのわざのゆえに、はずかしめられるこ

とはない。その時わたしはあなたのうちから、高ぶって

誇る者どもを除くゆえ、あなたは重ねてわが聖なる山で

、高ぶることはない。 12わたしは柔和にしてへりくだる

民を、あなたのうちに残す。彼らは主の名を避け所とす

る。 13イスラエルの残りの者は不義を行わず、偽りを言

わず、その口には欺きの舌を見ない。それゆえ、彼らは
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食を得て伏し、彼らをおびやかす者はいない」。 14シオ

ンの娘よ、喜び歌え。イスラエルよ、喜び呼ばわれ。エ

ルサレムの娘よ、心のかぎり喜び楽しめ。 15主はあなた

を訴える者を取り去り、あなたの敵を追い払われた。イ

スラエルの王なる主はあなたのうちにいます。あなたは

もはや災を恐れることはない。 16その日、人々はエルサ

レムに向かって言う、「シオンよ、恐れるな。あなたの

手を弱々しくたれるな。 17あなたの神、主はあなたのう

ちにいまし、勇士であって、勝利を与えられる。彼はあ

なたのために喜び楽しみ、その愛によってあなたを新に

し、祭の日のようにあなたのために喜び呼ばわられる」

。 18「わたしはあなたから悩みを取り去る。あなたは恥

を受けることはない。 19見よ、その時あなたをしえたげ

る者をわたしはことごとく処分し、足なえを救い、追い

やられた者を集め、彼らの恥を誉にかえ、全地にほめら

れるようにする。 20その時、わたしはあなたがたを連れ

かえる。わたしがあなたがたを集めるとき、わたしがあ

なたがたの目の前に、あなたがたの幸福を回復するとき

、地のすべての民の中で、あなたがたに名を得させ、誉

を得させる」と主は言われる。
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ハガイ書

1ダリヨス王の二年六月、その月の一日に、主の言葉が
預言者ハガイによって、シャルテルの子、ユダの総督

ゼルバベル、およびヨザダクの子、大祭司ヨシュアに臨

んだ、 2「万軍の主はこう言われる、この民は、主の家

を再び建てる時は、まだこないと言っている」。 3そこ

で、主の言葉はまた預言者ハガイに臨んだ、 4「主の家

はこのように荒れはてているのに、あなたがたは、みず

から板で張った家に住んでいる時であろうか。 5それで

今、万軍の主はこう言われる、あなたがたは自分のなす

べきことをよく考えるがよい。 6あなたがたは多くまい

ても、取入れは少なく、食べても、飽きることはない。

飲んでも、満たされない。着ても、暖まらない。賃銀を

得ても、これを破れた袋に入れているようなものである

。 7万軍の主はこう言われる、あなたがたは、自分のな

すべきことを考えるがよい。 8山に登り、木を持ってき

て主の家を建てよ。そうすればわたしはこれを喜び、か

つ栄光のうちに現れると主は言われる。 9あなたがたは

多くを望んだが、見よ、それは少なかった。あなたがた

が家に持ってきたとき、わたしはそれを吹き払った。こ

れは何ゆえであるかと、万軍の主は言われる。これはわ

たしの家が荒れはてているのに、あなたがたは、おのお

の自分の家の事だけに、忙しくしている。 10それゆえ、

あなたがたの上の天は露をさし止め、地はその産物をさ

し止めた。 11また、わたしは地にも、山にも、穀物にも

、新しい酒にも、油にも、地に生じるものにも、人間に

も、家畜にも、手で作るすべての作物にも、ひでりを呼

び寄せた」。 12そこで、シャルテルの子ゼルバベルとヨ

ザダクの子、大祭司ヨシュアおよび残りのすべての民は

、その神、主の声と、その神、主のつかわされた預言者

ハガイの言葉とに聞きしたがい、そして民は、主の前に

恐れかしこんだ。 13時に、主の使者ハガイは主の命令に

より、民に告げて言った、「わたしはあなたがたと共に

いると主は言われる」。 14そして主は、シャルテルの子

、ユダの総督ゼルバベルの心と、ヨザダクの子、大祭司

ヨシュアの心、および残りのすべての民の心を、振り動

かされたので、彼らは来て、その神、万軍の主の家の作

業にとりかかった。 15これは六月二十四日のことであっ

た。

2ダリヨス王の二年の七月二十一日に、主の言葉が預言
者ハガイに臨んだ、 2「シャルテルの子、ユダの総督

ゼルバベルと、ヨザダクの子、大祭司ヨシュア、および

残りのすべての民に告げて言え、 3『あなたがた残りの

者のうち、以前の栄光に輝く主の家を見た者はだれか。

あなたがたは今、この状態をどう思うか。これはあなた

がたの目には、無にひとしいではないか。 4主は言われ

る、ゼルバベルよ、勇気を出せ。ヨザダクの子、大祭司

ヨシュアよ、勇気を出せ。主は言われる。この地のすべ

ての民よ、勇気を出せ。働け。わたしはあなたがたと共

にいると、万軍の主は言われる。 5これはあなたがたが

エジプトから出た時、わたしがあなたがたに、約束した

言葉である。わたしの霊が、あなたがたのうちに宿って

いる。恐れるな。 6万軍の主はこう言われる、しばらく

して、いま一度、わたしは天と、地と、海と、かわいた

地とを震う。 7わたしはまた万国民を震う。万国民の財

宝は、はいって来て、わたしは栄光をこの家に満たすと

、万軍の主は言われる。 8銀はわたしのもの、金もわた

しのものであると、万軍の主は言われる。 9主の家の後

の栄光は、前の栄光よりも大きいと、万軍の主は言われ

る。わたしはこの所に繁栄を与えると、万軍の主は言わ

れる』」。 10ダリヨスの二年の九月二十四日に、主の言

葉が預言者ハガイに臨んだ、 11「万軍の主はこう言われ

る、律法について祭司たちに尋ねて言え、 12『人がその

衣服のすそで聖なる肉を運んで行き、そのすそがもし、

パンまたはあつもの、または酒、または油、またはどん

な食物にでもさわったなら、それらは聖なるものとなる

か』と」。祭司たちは「ならない」と答えた。 13ハガイ

はまた言った、「もし、死体によって汚れた人が、これ

らの一つにさわったなら、それは汚れるか」。祭司たち

は「汚れる」と答えた。 14そこで、ハガイは言った、「

主は言われる、この民も、この国も、わたしの前では、

そのようである。またその手のわざもそのようである。

その所で彼らのささげるものは、汚れたものである。 15

今、あなたがたはこの日から、後の事を思うがよい。主

の宮で石の上に石が積まれなかった前、あなたがたは、

どんなであったか。 16あの時には、二十枡の麦の積まれ

る所に行ったが、わずかに十枡を得、また五十桶をくも

うとして、酒ぶねに行ったが、二十桶を得たのみであっ

た。 17わたしは立ち枯れと、腐り穂と、ひょうをもって

あなたがたと、あなたがたのすべての手のわざを撃った

。しかし、あなたがたは、わたしに帰らなかったと主は

言われる。 18あなたがたはこの日より後、すなわち、九

月二十四日よりの事を思うがよい。また主の宮の基をす

えた日から後の事を心にとめるがよい。 19種はなお、納

屋にあるか。ぶどうの木、いちじくの木、ざくろの木、

オリブの木もまだ実を結ばない。しかし、わたしはこの

日から、あなたがたに恵みを与える」。 20この月の二十

四日に、主の言葉がふたたびハガイに臨んだ、 21「ユダ

の総督ゼルバベルに告げて言え、わたしは天と地を震う

。 22わたしは国々の王位を倒し、異邦の国々の力を滅ぼ

し、また戦車、およびこれに乗る者を倒す。馬およびこ

れに乗る者は、たがいにその仲間のつるぎによって倒れ

る。 23万軍の主は言われる、シャルテルの子、わがしも

べゼルバベルよ、主は言われる、その日、わたしはあな

たを立て、あなたを印章のようにする。わたしはあなた

を選んだからであると、万軍の主は言われる」。
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ゼカリヤ書

1ダリヨスの第二年の八月に、主の言葉がイドの子ベレ
キヤの子である預言者ゼカリヤに臨んだ、 2「主はあ

なたがたの先祖たちに対して、いたくお怒りになった。

3それゆえ、万軍の主はこう仰せられると、彼らに告げ

よ。万軍の主は仰せられる、わたしに帰れ、そうすれば

、わたしもあなたがたに帰ろうと、万軍の主は仰せられ

る。 4あなたがたの先祖たちのようであってはならない

。先の預言者たちは、彼らにむかって叫んで言った、『

万軍の主はこう仰せられる、悪い道を離れ、悪いおこな

いを捨てて帰れ』と。しかし彼らは聞きいれず、耳をわ

たしに傾けなかったと主は言われる。 5あなたがたの先

祖たち、彼らはどこにいるか。預言者たち、彼らは永遠

に生きているのか。 6しかしわたしのしもべである預言

者たちに命じたわが言葉と、わが定めとは、あなたがた

の先祖たちに及んだではないか。それで彼らは立ち返っ

て言った、『万軍の主がわれわれの道にしたがい、おこ

ないに従って、われわれに、なそうと思い定められたよ

うに、そのとおりされたのだ』と」。 7ダリヨスの第二

年の十一月、すなわちセバテという月の二十四日に、主

の言葉がイドの子ベレキヤの子である預言者ゼカリヤに

臨んだ。そしてゼカリヤは言った、 8「わたしは夜、見

ていると、ひとりの人が赤馬に乗って、谷間にあるミル

トスの木の中に立ち、その後に赤馬、栗毛の馬、白馬が

いた。 9その時わたしが『わが主よ、これらはなんです

か』と尋ねると、わたしと語る天の使は言った、『これ

がなんであるか、あなたに示しましょう』。 10すると、

ミルトスの木の中に立っている人が答えて、『これらは

地を見回らせるために、主がつかわされた者です』と言

うと、 11彼らは答えて、ミルトスの中に立っている主の

使に言った、『われわれは地を見回ったが、全地はすべ

て平穏です』。 12すると主の使は言った、『万軍の主よ

、あなたは、いつまでエルサレムとユダの町々とを、あ

われんで下さらないのですか。あなたはお怒りになって

、すでに七十年になりました』。 13主はわたしと語る天

の使に、ねんごろな慰めの言葉をもって答えられた。 14

そこで、わたしと語る天の使は言った、『あなたは呼ば

わって言いなさい。万軍の主はこう仰せられます、わた

しはエルサレムのため、シオンのために、大いなるねた

みを起し、 15安らかにいる国々の民に対して、大いに怒

る。なぜなら、わたしが少しばかり怒ったのに、彼らは

、大いにこれを悩ましたからであると。 16それゆえ、主

はこう仰せられます、わたしはあわれみをもってエルサ

レムに帰る。わたしの家はその中に建てられ、測りなわ

はエルサレムに張られると、万軍の主は仰せられます。

17あなたはまた呼ばわって言いなさい。万軍の主はこう

仰せられます、わが町々は再び良い物で満ちあふれ、主

は再びシオンを慰め、再びエルサレムを選ぶ』と」。 18

わたしが目をあげて見ていると、見よ、四つの角があっ

た。 19わたしと語る天の使に「これらはなんですか」と

言うと、彼は答えて言った、「これらはユダ、イスラエ

ルおよびエルサレムを散らした角です」。 20その時、主

は四人の鍛冶をわたしに示された。 21わたしが「これら

は何をするために来たのですか」と言うと、彼は答えた

、「これらの角はユダを散らして、人にその頭をあげさ

せなかったものですが、この四人の者が来たのは彼らを

おどし、かのユダの地にむかって角をあげ、これを散ら

した国々の民の角を投げうつためです」。

2またわたしが目をあげて見ていると、見よ、ひとりの
人が、測りなわを手に持っているので、 2「あなたは

どこへ行くのですか」と尋ねると、その人はわたしに言

った、「エルサレムを測って、その広さと、長さを見よ

うとするのです」。 3すると見よ、わたしと語る天の使

が出て行くと、またひとりの天の使が出てきて、これに

出会って、 4言った、「走って行って、あの若い人に言

いなさい、『エルサレムはその中に、人と家畜が多くな

るので、城壁のない村里のように、人の住む所となるで

しょう。 5主は仰せられます、わたしはその周囲で火の

城壁となり、その中で栄光となる』と」。 6主は仰せら

れる、さあ、北の地から逃げて来なさい。わたしはあな

たがたを、天の四方の風のように散らしたからである。

7さあ、バビロンの娘と共にいる者よ、シオンにのがれ

なさい。 8あなたがたにさわる者は、彼の目の玉にさわ

るのであるから、あなたがたを捕えていった国々の民に

、その栄光にしたがって、わたしをつかわされた万軍の

主は、こう仰せられる、 9「見よ、わたしは彼らの上に

手を振る。彼らは自分に仕えた者のとりことなる。その

時あなたがたは万軍の主が、わたしをつかわされたこと

を知る。 10主は言われる、シオンの娘よ、喜び歌え。わ

たしが来て、あなたの中に住むからである。 11その日に

は、多くの国民が主に連なって、わたしの民となる。わ

たしはあなたの中に住む。 12あなたは万軍の主が、わた

しをあなたにつかわされたことを知る。主は聖地で、ユ

ダを自分の分として取り、エルサレムを再び選ばれるで

あろう」。 13すべて肉なる者よ、主の前に静まれ。主は

その聖なるすみかから立ちあがられたからである。

3時に主は大祭司ヨシュアが、主の使の前に立ち、サタ
ンがその右に立って、これを訴えているのをわたしに

示された。 2主はサタンに言われた、「サタンよ、主は

あなたを責めるのだ。すなわちエルサレムを選んだ主は

あなたを責めるのだ。これは火の中から取り出した燃え

さしではないか」。 3ヨシュアは汚れた衣を着て、み使

の前に立っていたが、 4み使は自分の前に立っている者

どもに言った、「彼の汚れた衣を脱がせなさい」。また

ヨシュアに向かって言った、「見よ、わたしはあなたの

罪を取り除いた。あなたに祭服を着せよう」。 5わたし

は言った、「清い帽子を頭にかぶらせなさい」。そこで

清い帽子を頭にかぶらせ、衣を彼に着せた。主の使はか

たわらに立っていた。 6主の使は、ヨシュアを戒めて言

った、 7「万軍の主は、こう仰せられる、あなたがもし

、わたしの道に歩み、わたしの務を守るならば、わたし

の家をつかさどり、わたしの庭を守ることができる。わ

たしはまた、ここに立っている者どもの中に行き来する

ことを得させる。 8大祭司ヨシュアよ、あなたも、あな

たの前にすわっている同僚たちも聞きなさい。彼らはよ

いしるしとなるべき人々だからである。見よ、わたしは

わたしのしもべなる枝を生じさせよう。 9万軍の主は言

われる、見よ、ヨシュアの前にわたしが置いた石の上に

、すなわち七つの目をもっているこの一つの石の上に、

わたしはみずから文字を彫刻する。そしてわたしはこの

地の罪を、一日の内に取り除く。 10万軍の主は言われる

、その日には、あなたがたはめいめいその隣り人を招い
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て、ぶどうの木の下、いちじくの木の下に座すのである

」。

4わたしと語った天の使がまた来て、わたしを呼びさま
した。わたしは眠りから呼びさまされた人のようであ

った。 2彼がわたしに向かって「何を見るか」と言った

ので、わたしは言った、「わたしが見ていると、すべて

金で造られた燭台が一つあって、その上に油を入れる器

があり、また燭台の上に七つのともしび皿があり、その

ともしび皿は燭台の上にあって、これにおのおの七本ず

つの管があります。 3また燭台のかたわらに、オリブの

木が二本あって、一本は油をいれる器の右にあり、一本

はその左にあります」。 4わたしはまたわたしと語る天

の使に言った、「わが主よ、これらはなんですか」。 5

わたしと語る天の使は答えて、「あなたはそれがなんで

あるか知らないのですか」と言ったので、わたしは「わ

が主よ、知りません」と言った。 6すると彼はわたしに

言った、「ゼルバベルに、主がお告げになる言葉はこれ

です。万軍の主は仰せられる、これは権勢によらず、能

力によらず、わたしの霊によるのである。 7大いなる山

よ、おまえは何者か。おまえはゼルバベルの前に平地と

なる。彼は『恵みあれ、これに恵みあれ』と呼ばわりな

がら、かしら石を引き出すであろう」。 8主の言葉がわ

たしに臨んで言うには、 9「ゼルバベルの手はこの宮の

礎をすえた。彼の手はこれを完成する。その時あなたが

たは万軍の主が、わたしをあなたがたにつかわされたこ

とを知る。 10だれでも小さい事の日をいやしめた者は、

ゼルバベルの手に、下げ振りのあるのを見て、喜ぶ。こ

れらの七つのものは、あまねく全地を行き来する主の目

である」。 11わたしはまた彼に尋ねて、「燭台の左右に

ある、この二本のオリブの木はなんですか」と言い、 12

重ねてまた「この二本の金の管によって、油をそれから

注ぎ出すオリブの二枝はなんですか」と言うと、 13彼は

わたしに答えて、「あなたはそれがなんであるか知らな

いのですか」と言ったので、「わが主よ、知りません」

と言った。 14すると彼は言った、「これらはふたりの油

そそがれた者で、全地の主のかたわらに立つ者です」。

5わたしがまた目をあげて見ていると、飛んでいる巻物
を見た。 2彼がわたしに「何を見るか」と言ったので

、「飛んでいる巻物を見ます。その長さは二十キュビト

、その幅は十キュビトです」と答えた。 3すると彼はま

た、わたしに言った、「これは全地のおもてに出て行く

、のろいの言葉です。すべて盗む者はこれに照して除き

去られ、すべて偽り誓う者は、これに照して除き去られ

るのです。 4万軍の主は仰せられます、わたしはこれを

出て行かせる。これは盗む者の家に入り、またわたしの

名をさして偽り誓う者の家に入り、その家の中に宿って

、これをその木と石と共に滅ぼすと」。 5わたしと語る

天の使は進んで来て、わたしに「目をあげて、この出て

きた物が、なんであるかを見なさい」と言った。 6わた

しが「これはなんですか」と言うと、彼は「この出てき

た物は、エパ枡です」と言い、また「これは全地の罪で

す」と言った。 7そして見よ、鉛のふたを取りあげると

、そのエパ枡の中にひとりの女がすわっていた。 8する

と彼は「これは罪悪である」と言って、その女をエパ枡

の中に押し入れ、鉛の重しを、その枡の口に投げかぶせ

た。 9それからわたしが目をあげて見ていると、ふたり

の女が出てきた。これに、こうのとりの翼のような翼が

あり、その翼に風をはらんで、エパ枡を天と地との間に

持ちあげた。 10わたしは、わたしと語る天の使に言った

、「彼らはエパ枡を、どこへ持って行くのですか」。 11

彼はわたしに言った、「シナルの地で、女たちのために

家を建てるのです。それが建てられると、彼らはエパ枡

をそこにすえ、それの土台の上に置くのです」。

6わたしがまた目をあげて見ていると、四両の戦車が二
つの山の間から出てきた。その山は青銅の山であった

。 2第一の戦車には赤馬を着け、第二の戦車には黒馬を

着け、 3第三の戦車には白馬を着け、第四の戦車には、

まだらのねずみ色の馬を着けていた。 4わたしは、わた

しと語るみ使に尋ねた、「わが主よ、これらはなんです

か」。 5天の使は答えて、わたしに言った、「これらは

全地の主の前に現れて後、天の四方に出て行くものです

。 6黒馬を着けた戦車は、北の国をさして出て行き、白

馬は西の国をさして出て行き、まだらの馬は南の国をさ

して出て行くのです」。 7馬が出てくると、彼らは、地

をあまねくめぐるために、しきりに出たがるのであった

。それで彼が「行って、地をあまねくめぐれ」と言うと

、彼らは地を行きめぐった。 8すると彼はわたしを呼ん

で、「北の国をさして行く者どもは、北の国でわたしの

心を静まらせてくれた」と言った。 9主の言葉がまたわ

たしに臨んだ、 10「バビロンから帰ってきたかの捕囚の

中から、ヘルダイ、トビヤおよびエダヤを連れて、その

日にゼパニヤの子ヨシヤの家に行き、 11彼らから金銀を

受け取って、一つの冠を造り、それをヨザダクの子であ

る大祭司ヨシュアの頭にかぶらせて、 12彼に言いなさい

、『万軍の主は、こう仰せられる、見よ、その名を枝と

いう人がある。彼は自分の場所で成長して、主の宮を建

てる。 13すなわち彼は主の宮を建て、王としての光栄を

帯び、その位に座して治める。その位のかたわらに、ひ

とりの祭司がいて、このふたりの間に平和の一致がある

』。 14またその冠はヘルダイ、トビヤ、エダヤおよびゼ

パニヤの子ヨシヤの記念として、主の宮に納められる。

15また遠い所の者どもが来て、主の宮を建てることを助

ける。そしてあなたがたは万軍の主が、わたしをつかわ

されたことを知るようになる。あなたがたがもし励んで

、あなたがたの神、主の声に聞き従うならば、このよう

になる」。

7ダリヨス王の第四年の九月、すなわちキスリウという
月の四日に、主の言葉がゼカリヤに臨んだ。 2その時

ベテルの人々は、シャレゼル、レゲン・メレクおよびそ

の従者をつかわして、主の恵みを請い、 3かつ万軍の主

の宮にいる祭司に問わせ、かつ預言者に問わせて言った

、「わたしは今まで、多年おこなってきたように、五月

に泣き悲しみ、かつ断食すべきでしょうか」。 4この時

、万軍の主の言葉がわたしに臨んだ、 5「地のすべての

民、および祭司に告げて言いなさい、あなたがたが七十

年の間、五月と七月とに断食し、かつ泣き悲しんだ時、

はたして、わたしのために断食したか。 6あなたがたが

食い飲みする時、それは全く自分のために食い、自分の

ために飲むのではないか。 7昔エルサレムがその周囲の

町々と共に、人が住み、栄えていた時、また南の地およ

び平野にも、人が住んでいた時に、さきの預言者たちに

よって、主がお告げになった言葉は、これらの事ではな

かったか」。 8主の言葉が、またゼカリヤに臨んだ、 9

「万軍の主はこう仰せられる、真実のさばきを行い、互
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に相いつくしみ、相あわれみ、 10やもめ、みなしご、寄

留の他国人および貧しい人を、しえたげてはならない。

互に人を害することを、心に図ってはならない」。 11と

ころが、彼らは聞くことを拒み、肩をそびやかし、耳を

鈍くして聞きいれず、 12その心を金剛石のようにして、

万軍の主がそのみたまにより、さきの預言者によって伝

えられた、律法と言葉とに聞き従わなかった。それゆえ

、大いなる怒りが、万軍の主から出て、彼らに臨んだの

である。 13「わたしが呼ばわったけれども、彼らは聞こ

うとしなかった。そのとおりに、彼らが呼ばわっても、

わたしは聞かない」と万軍の主は仰せられる。 14「わた

しは、つむじ風をもって、彼らを未知のもろもろの国民

の中に散らした。こうして彼らが去った後、この地は荒

れて行き来する者もなく、この麗しい地は荒れ地となっ

たのである」。

8万軍の主の言葉がわたしに臨んだ、 2「万軍の主は、

こう仰せられる、『わたしはシオンのために、大いな

るねたみを起し、またこれがために、大いなる憤りをも

ってねたむ』。 3主はこう仰せられる、『わたしはシオ

ンに帰って、エルサレムの中に住む。エルサレムは忠信

な町ととなえられ、万軍の主の山は聖なる山と、となえ

られる』。 4万軍の主は、こう仰せられる、『エルサレ

ムの街路には再び老いた男、老いた女が座するようにな

る。みな年寄の人々で、おのおのつえを手に持つ。 5ま

たその町の街路には、男の子、女の子が満ちて、街路に

遊び戯れる』。 6万軍の主は、こう仰せられる、『その

日には、たとい、この民の残れる者の目に、不思議な事

であっても、それはわたしの目にも、不思議な事であろ

うか』と万軍の主は言われる。 7万軍の主は、こう仰せ

られる、『見よ、わが民を東の国から、また西の国から

救い出し、 8彼らを連れてきて、エルサレムに住まわせ

、彼らはわが民となり、わたしは彼らの神となって、共

に真実と正義とをもって立つ』」。 9万軍の主は、こう

仰せられる、「万軍の主の家である宮を建てるために、

その礎をすえた日からこのかた、預言者たちの口から出

たこれらの言葉を、きょう聞く者よ、あなたがたの手を

強くせよ。 10この日の以前には、人も働きの価を得ず、

獣も働きの価を得ず、また出る者もはいる者も、あだの

ために安全ではなかった。わたしはまた人々を相たがい

にそむかせた。 11しかし今は、わたしのこの民の残れる

者に対することは、さきの日のようではないと、万軍の

主は言われる。 12そこには、平和と繁栄との種がまかれ

るからである。すなわちぶどうの木は実を結び、地は産

物を出し、天は露を与える。わたしはこの民の残れる者

に、これをことごとく与える。 13ユダの家およびイスラ

エルの家よ、あなたがたが、国々の民の中に、のろいと

なっていたように、わたしはあなたがたを救って祝福と

する。恐れてはならない。あなたがたの手を強くせよ」

。 14万軍の主は、こう仰せられる、「あなたがたの先祖

が、わたしを怒らせた時に、災を下そうと思って、これ

をやめなかったように、万軍の主は言われる 15そのよう

に、わたしはまた今日、エルサレムとユダの家に恵みを

与えよう。恐れてはならない。 16あなたがたのなすべき

事はこれである。あなたがたは互に真実を語り、またあ

なたがたの門で、真実と平和のさばきとを、行わなけれ

ばならない。 17あなたがたは、互に人を害することを、

心に図ってはならない。偽りの誓いを好んではならない

。わたしはこれらの事を憎むからであると、主は言われ

る」。 18万軍の主の言葉がわたしに臨んだ、 19「万軍

の主は、こう仰せられる、四月の断食と、五月の断食と

、七月の断食と、十月の断食とは、ユダの家の喜び楽し

みの時となり、よき祝の時となる。ゆえにあなたがたは

、真実と平和とを愛せよ。 20万軍の主は、こう仰せられ

る、もろもろの民および多くの町の住民、すなわち、一

つの町の住民は、他の町の人々のところに行き、 21『わ

れわれは、ただちに行って、主の恵みを請い、万軍の主

に呼び求めよう』と言うと、『わたしも行こう』と言う

。 22多くの民および強い国民はエルサレムに来て、万軍

の主を求め、主の恵みを請う。 23万軍の主は、こう仰せ

られる、その日には、もろもろの国ことばの民の中から

十人の者が、ひとりのユダヤ人の衣のすそをつかまえて

、『あなたがたと一緒に行こう。神があなたがたと共に

いますことを聞いたから』と言う」。

9託宣主の言葉はハデラクの地に臨み、ダマスコの上
にとどまる。アラムの町々はイスラエルのすべての部

族のように主に属するからである。 2これに境するハマ

テもまたそのとおりだ。非常に賢いが、ツロとシドンも

また同様である。 3ツロは自分のために、とりでを築き

、銀をちりのように積み、金を道ばたの泥のように積ん

だ。 4しかし見よ、主はこれを攻め取り、その富を海の

中に投げ入れられる。これは火で焼き滅ぼされる。 5ア

シケロンはこれを見て恐れ、ガザもまた見てもだえ苦し

み、エクロンもまたその望む所のものがはずかしめられ

て苦しむ。ガザには王が絶え、アシケロンには住む者が

なくなり、 6アシドドには混血の民が住む。わたしはペ

リシテびとの誇を断つ。 7またその口から血を取り除き

、その歯の間から憎むべき物を取り除く。これもまた残

ってわれわれの神に帰し、ユダの一民族のようになる。

またエクロンはエブスびとのようになる。 8その時わた

しは、わが家のために営を張って、見張りをし、行き来

する者のないようにする。しえたげる者は、かさねて通

ることがない。わたしが今、自分の目で見ているからで

ある。 9シオンの娘よ、大いに喜べ、エルサレムの娘よ

、呼ばわれ。見よ、あなたの王はあなたの所に来る。彼

は義なる者であって勝利を得、柔和であって、ろばに乗

る。すなわち、ろばの子である子馬に乗る。 10わたしは

エフライムから戦車を断ち、エルサレムから軍馬を断つ

。また、いくさ弓も断たれる。彼は国々の民に平和を告

げ、その政治は海から海に及び、大川から地の果にまで

及ぶ。 11あなたについてはまた、あなたとの契約の血の

ゆえに、わたしはかの水のない穴から、あなたの捕われ

人を解き放す。 12望みをいだく捕われ人よ、あなたの城

に帰れ。わたしはきょうもなお告げて言う、必ず倍して

、あなたをもとに返すことを。 13わたしはユダを張って

、わが弓となし、エフライムをその矢とした。シオンよ

、わたしはあなたの子らを呼び起して、ギリシヤの人々

を攻めさせ、あなたを勇士のつるぎのようにさせる。 14

その時、主は彼らの上に現れて、その矢をいなずまのよ

うに射られる。主なる神はラッパを吹きならし、南のつ

むじ風に乗って出てこられる。 15万軍の主は彼らを守ら

れるので、彼らは石投げどもを食い尽し、踏みつける。

彼らはまたぶどう酒のように彼らの血を飲み、鉢のよう

にそれで満たされ、祭壇のすみのように浸される。 16そ

の日、彼らの神、主は、彼らを救い、その民を羊のよう



ゼカリヤ書 502

に養われる。彼らは冠の玉のように、その地に輝く。 17

そのさいわい、その麗しさは、いかばかりであろう。穀

物は若者を栄えさせ、新しいぶどう酒は、おとめを栄え

させる。

10あなたがたは春の雨の時に、雨を主に請い求めよ。
主はいなずまを造り、大雨を人々に賜い、野の青草

をおのおのに賜わる。 2テラピムは、たわごとを言い、

占い師は偽りを見、夢見る者は偽りの夢を語り、むなし

い慰めを与える。このゆえに、民は羊のようにさまよい

、牧者がないために悩む。 3「わが怒りは牧者にむかっ

て燃え、わたしは雄やぎを罰する。万軍の主が、その群

れの羊であるユダの家を顧み、これをみごとな軍馬のよ

うにされるからである。 4隅石は彼らから出、天幕の杭

も彼らから出、いくさ弓も彼らから出、支配者も皆彼ら

の中から出る。 5彼らが戦う時は勇士のようになって、

道ばたの泥の中に敵を踏みにじる。主が彼らと共におら

れるゆえに彼らは戦い、馬に乗る者どもを困らせる。 6

わたしはユダの家を強くし、ヨセフの家を救う。わたし

は彼らをあわれんで、彼らを連れ帰る。彼らはわたしに

捨てられたことのないようになる。わたしは彼らの神、

主であって、彼らに答えるからである。 7エフライムび

とは勇士のようになり、その心は酒を飲んだように喜ぶ

。その子供らはこれを見て喜び、その心は主によって楽

しむ。 8わたしは彼らに向かい、口笛を吹いて彼らを集

める、わたしが彼らをあがなったからである。彼らは昔

のように数多くなる。 9わたしは彼らを国々の民の中に

散らした。しかし彼らは遠い国々でわたしを覚え、その

子供らと共に生きながらえて帰ってくる。 10わたしは彼

らをエジプトの国から連れ帰り、アッスリヤから彼らを

集める。わたしはギレアデの地およびレバノンに彼らを

連れて行く。彼らはいる所もないほどに多くなる。 11彼

らはエジプトの海を通る。海の波は撃たれ、ナイルの淵

はことごとくかれた。アッスリヤの高ぶりは低くされ、

エジプトのつえは移り去る。 12わたしは彼らを主によっ

て強くする。彼らは主の名を誇る」と主は言われる。

11レバノンよ、おまえの門を開き、おまえの香柏を火
に焼き滅ぼさせよ。 2いとすぎよ、泣き叫べ。香柏

は倒れ、みごとな木は、そこなわれたからである。バシ

ャンのかしよ、泣き叫べ。茂った林は倒れたからである

。 3聞け、牧者の泣き叫ぶ声を。彼らの栄えが消え去っ

たからである。聞け、ししのほえる声を。ヨルダンの草

むらが荒れ果てたからである。 4わが神、主はこう仰せ

られた、「ほふらるべき羊の群れの牧者となれ。 5これ

を買う者は、これをほふっても罰せられない。これを売

る者は言う、『主はほむべきかな、わたしは富んだ』と

。そしてその牧者は、これをあわれまない。 6わたしは

、もはやこの地の住民をあわれまないと、主は言われる

。見よ、わたしは人をおのおのその牧者の手に渡し、お

のおのその王の手に渡す。彼らは地を荒す。わたしは彼

らの手からこれを救い出さない」。 7わたしは羊の商人

のために、ほふらるべき羊の群れの牧者となった。わた

しは二本のつえを取り、その一本を恵みと名づけ、一本

を結びと名づけて、その羊を牧した。 8わたしは一か月

に牧者三人を滅ぼした。わたしは彼らに、がまんしきれ

なくなったが、彼らもまた、わたしを忌みきらった。 9

それでわたしは言った、「わたしはあなたがたの牧者と

ならない。死ぬ者は死に、滅びる者は滅び、残った者は

たがいにその肉を食いあうがよい」。 10わたしは恵みと

いうつえを取って、これを折った。これはわたしがもろ

もろの民と結んだ契約を、廃するためであった。 11そし

てこれは、その日に廃された。そこで、わたしに目を注

いでいた羊の商人らは、これが主の言葉であったことを

知った。 12わたしは彼らに向かって、「あなたがたがも

し、よいと思うならば、わたしに賃銀を払いなさい。も

し、いけなければやめなさい」と言ったので、彼らはわ

たしの賃銀として、銀三十シケルを量った。 13主はわた

しに言われた、「彼らによって、わたしが値積られたそ

の尊い価を、宮のさいせん箱に投げ入れよ」。わたしは

銀三十シケルを取って、これを主の宮のさいせん箱に投

げ入れた。 14そしてわたしは結びという第二のつえを折

った。これはユダとイスラエルの間の、兄弟関係を廃す

るためであった。 15主はわたしに言われた、「おまえは

また愚かな牧者の器を取れ。 16見よ、わたしは地にひと

りの牧者を起す。彼は滅ぼされる者を顧みず、迷える者

を尋ねず、傷ついた者をいやさず、健やかな者を養わず

、肥えた者の肉を食らい、そのひずめをさえ裂く者であ

る。 17その羊の群れを捨てる愚かな牧者はわざわいだ。

どうか、つるぎがその腕を撃ち、その右の目を撃つよう

に。その腕は全く衰え、その右の目は全く見えなくなる

ように」。

12託宣イスラエルについての主の言葉。すなわち天
をのべ、地の基をすえ、人の霊をその中に造られた

主は、こう仰せられる、 2「見よ、わたしはエルサレム

を、その周囲にあるすべての民をよろめかす杯にしよう

としている。これはエルサレムの攻め囲まれる時、ユダ

にも及ぶ。 3その日には、わたしはエルサレムをすべて

の民に対して重い石とする。これを持ちあげる者はみな

大傷を受ける。地の国々の民は皆集まって、これを攻め

る。 4主は言われる、その日には、わたしはすべての馬

を撃って驚かせ、その乗り手を撃って狂わせる。しかし

、もろもろの民の馬を、ことごとく撃って、めくらとす

るとき、ユダの家に対しては、わたしの目を開く。 5そ

の時ユダの諸族は、その心の中に『エルサレムの住民は

、その神、万軍の主によって力強くなった』と言う。 6

その日には、わたしはユダの諸族を、たきぎの中の火皿

のようにし、麦束の中のたいまつのようにする。彼らは

右に左に、その周囲にあるすべての民を、焼き滅ぼす。

しかしエルサレムはなお、そのもとの所、すなわちエル

サレムで、人の住む所となる。 7主はまずユダの幕屋を

救われる。これはダビデの家の光栄と、エルサレムの住

民の光栄とが、ユダの光栄にまさることのないようにす

るためである。 8その日、主はエルサレムの住民を守ら

れる。彼らの中の弱い者も、その日には、ダビデのよう

になる。またダビデの家は神のように、彼らに先だつ主

の使のようになる。 9その日には、わたしはエルサレム

に攻めて来る国民を、ことごとく滅ぼそうと努める。 10

わたしはダビデの家およびエルサレムの住民に、恵みと

祈の霊とを注ぐ。彼らはその刺した者を見る時、ひとり

子のために嘆くように彼のために嘆き、ういごのために

悲しむように、彼のためにいたく悲しむ。 11その日には

、エルサレムの嘆きは、メギドの平野にあったハダデ・

リンモンのための嘆きのように大きい。 12国じゅう、氏

族おのおの別れて嘆く。すなわちダビデの家の氏族は別

れて嘆き、その妻たちも別れて嘆く。ナタンの家の氏族
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は別れて嘆き、その妻たちも別れて嘆く。 13レビの家の

氏族は別れて嘆き、その妻たちも別れて嘆く。シメイの

氏族は別れて嘆き、その妻たちも別れて嘆く。 14その他

の氏族も皆別れて嘆き、その妻たちも別れて嘆くのであ

る。

13その日には、罪と汚れとを清める一つの泉が、ダビ
デの家とエルサレムの住民とのために開かれる。 2

万軍の主は言われる、その日には、わたしは地から偶像

の名を取り除き、重ねて人に覚えられることのないよう

にする。わたしはまた預言者および汚れの霊を、地から

去らせる。 3もし、人が今後預言するならば、その産み

の父母はこれにむかって、『あなたは主の名をもって偽

りを語るゆえ、生きていることができない』と言い、そ

の産みの父母は彼が預言している時、彼を刺すであろう

。 4その日には、預言者たちは皆預言する時、その幻を

恥じる。また人を欺くための毛の上着を着ない。 5そし

て『わたしは預言者ではない、わたしは土地を耕す者だ

。若い時から土地を持っている』と言う。 6もし、人が

彼に『あなたの背中の傷は何か』と尋ねるならば、『こ

れはわたしの友だちの家で受けた傷だ』と、彼は言うで

あろう」。 7万軍の主は言われる、「つるぎよ、立ち上

がってわが牧者を攻めよ。わたしの次に立つ人を攻めよ

。牧者を撃て、その羊は散る。わたしは手をかえして、

小さい者どもを攻める。 8主は言われる、全地の人の三

分の二は断たれて死に、三分の一は生き残る。 9わたし

はこの三分の一を火の中に入れ、銀をふき分けるように

、これをふき分け、金を精錬するように、これを精錬す

る。彼らはわたしの名を呼び、わたしは彼らに答える。

わたしは『彼らはわが民である』と言い、彼らは『主は

わが神である』と言う」。

14見よ、主の日が来る。その時あなたの奪われた物は
、あなたの中で分かたれる。 2わたしは万国の民を

集めて、エルサレムを攻め撃たせる。町は取られ、家は

かすめられ、女は犯され、町の半ばは捕えられて行く。

しかし残りの民は町から断たれることはない。 3その時

、主は出てきて、いくさの日にみずから戦われる時のよ

うに、それらの国びとと戦われる。 4その日には彼の足

が、東の方エルサレムの前にあるオリブ山の上に立つ。

そしてオリブ山は、非常に広い一つの谷によって、東か

ら西に二つに裂け、その山の半ばは北に、半ばは南に移

り、 5わが山の谷はふさがれる。裂けた山の谷が、その

かたわらに接触するからである。そして、あなたがたは

ユダの王ウジヤの世に、地震を避けて逃げたように逃げ

る。こうして、あなたがたの神、主はこられる、もろも

ろの聖者と共にこられる。 6その日には、寒さも霜もな

い。 7そこには長い連続した日がある（主はこれを知ら

れる）。これには昼もなく、夜もない。夕暮になっても

、光があるからである。 8その日には、生ける水がエル

サレムから流れ出て、その半ばは東の海に、その半ばは

西の海に流れ、夏も冬もやむことがない。 9主は全地の

王となられる。その日には、主ひとり、その名一つのみ

となる。 10全地はゲバからエルサレムの南リンモンまで

、平地のように変る。しかしエルサレムは高くなって、

そのもとの所にとどまり、ベニヤミンの門から、先にあ

った門の所に及び、隅の門に至り、ハナネルのやぐらか

ら、王の酒ぶねにまで及ぶ。 11その中には人が住み、も

はやのろいはなく、エルサレムは安らかに立つ。 12エル

サレムを攻撃したもろもろの民を、主は災をもって撃た

れる。すなわち彼らはなお足で立っているうちに、その

肉は腐れ、目はその穴の中で腐れ、舌はその口の中で腐

れる。 13その日には、主は彼らを大いにあわてさせられ

るので、彼らはおのおのその隣り人を捕え、手をあげて

その隣り人を攻める。 14ユダもまた、エルサレムに敵し

て戦う。その周囲のすべての国びとの財宝、すなわち金

銀、衣服などが、はなはだ多く集められる。 15また馬、

騾、らくだ、ろば、およびその陣営にあるすべての家畜

にも、この災のような災が臨む。 16エルサレムに攻めて

来たもろもろの国びとの残った者は、皆年々上って来て

、王なる万軍の主を拝み、仮庵の祭を守るようになる。

17地の諸族のうち、王なる万軍の主を拝むために、エル

サレムに上らない者の上には、雨が降らない。 18エジプ

トの人々が、もし上ってこない時には、主が仮庵の祭を

守るために、上ってこないすべての国びとを撃たれるそ

の災が、彼らの上に臨む。 19これが、エジプトびとの受

ける罰、およびすべて仮庵の祭を守るために上ってこな

い国びとの受ける罰である。 20その日には、馬の鈴の上

に「主に聖なる者」と、しるすのである。また主の宮の

なべは、祭壇の前の鉢のように、聖なる物となる。 21エ

ルサレムおよびユダのすべてのなべは、万軍の主に対し

て聖なる物となり、すべて犠牲をささげる者は来てこれ

を取り、その中で犠牲の肉を煮ることができる。その日

には、万軍の主の宮に、もはや商人はいない。
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マラキ書

1マラキによってイスラエルに臨んだ主の言葉の託宣。
2 主は言われる、「わたしはあなたがたを愛した」と

。ところがあなたがたは言う、「あなたはどんなふうに

、われわれを愛されたか」。主は言われる、「エサウは

ヤコブの兄ではないか。しかしわたしはヤコブを愛し、

3エサウを憎んだ。かつ、わたしは彼の山地を荒し、そ

の嗣業を荒野の山犬に与えた」。 4もしエドムが「われ

われは滅ぼされたけれども、荒れた所を再び建てる」と

言うならば、万軍の主は「彼らは建てるかもしれない。

しかしわたしはそれを倒す。人々は、彼らを悪しき国と

となえ、とこしえに主の怒りをうける民ととなえる」と

言われる。 5あなたがたの目はこれを見て、「主はイス

ラエルの境を越えて大いなる神である」と言うであろう

。 6「子はその父を敬い、しもべはその主人を敬う。そ

れでわたしがもし父であるならば、あなたがたのわたし

を敬う事実が、どこにあるか。わたしがもし主人である

ならば、わたしを恐れる事実が、どこにあるか。わたし

の名を侮る祭司たちよ、と万軍の主はあなたがたに言わ

れる。ところがあなたがたは『われわれはどんなふうに

あなたの名を侮ったか』と言い、 7汚れた食物をわたし

の祭壇の上にささげる。またあなたがたは、主の台は卑

しむべき物であると考えて、『われわれはどんなふうに

、それを汚したか』と言う。 8あなたがたが盲目の獣を

、犠牲にささげるのは悪い事ではないか。また足のなえ

たもの、病めるものをささげるのは悪い事ではないか。

今これをあなたのつかさにささげてみよ。彼はあなたを

喜び、あなたを受けいれるであろうかと、万軍の主は言

われる。 9あなたがたは、神がわれわれをあわれまれる

ように、神の恵みを求めてみよ。このようなあなたがた

の手のささげ物をもって、彼はあなたがたを受けいれら

れるであろうかと、万軍の主は言われる。 10あなたがた

がわが祭壇の上にいたずらに、火をたくことのないよう

に戸を閉じる者があなたがたのうちに、ひとりあったら

いいのだが。わたしはあなたがたを喜ばない、またあな

たがたの手からささげ物を受けないと、万軍の主は言わ

れる。 11日の出る所から没する所まで、国々のうちにわ

が名はあがめられている。また、どこでも香と清いささ

げ物が、わが名のためにささげられる。これはわが名が

国々のうちにあがめられているからであると、万軍の主

は言われる。 12ところがあなたがたは、主の台は汚れて

いる、またこの食物は卑しむべき物であると言って、こ

れを汚した。 13あなたがたはまた『これはなんと煩わし

い事か』と言って、わたしを鼻であしらうと、万軍の主

は言われる。あなたがたはまた奪った物、足なえのもの

、病めるものを、ささげ物として携えて来る。わたしは

それを、あなたがたの手から、受けるであろうかと主は

言われる。 14群れのうちに雄の獣があり、それをささげ

ると誓いを立てているのに、傷のあるものを、主にささ

げる偽り者はのろわれる。わたしは大いなる王で、わが

名は国々のうちに恐れられるべきであると、万軍の主は

言われる。

2祭司たちよ、今この命令があなたがたに与えられる。
2 万軍の主は言われる、あなたがたがもし聞き従わず

、またこれを心に留めず、わが名に栄光を帰さないなら

ば、わたしはあなたがたの上に、のろいを送り、またあ

なたがたの祝福をのろいに変える。あなたがたは、これ

を心に留めないので、わたしはすでにこれをのろった。

3見よ、わたしはあなたがたの子孫を責める。またあな

たがたの犠牲の糞を、あなたがたの顔の上にまき散らし

、あなたがたをわたしの前から退ける。 4こうしてわた

しが、この命令をあなたがたに与えたのは、レビと結ん

だわが契約が、保たれるためであることを、あなたがた

が知るためであると、万軍の主は言われる。 5彼と結ん

だわが契約は、生命と平安との契約であって、わたしが

これを彼に与えたのは、彼にわたしを恐れさせるためで

ある。彼はすでにわたしを恐れ、わが名の前におののい

た。 6彼の口には、まことの律法があり、そのくちびる

には、不義が見られなかった。彼は平安と公義とをもっ

て、わたしと共に歩み、また多くの人を不義から立ち返

らせた。 7祭司のくちびるは知識を保ち、人々が彼の口

から律法を尋ねるのが当然である。彼は万軍の主の使者

だからだ。 8ところが、あなたがたは道を離れ、多くの

人を教えてつまずかせ、レビの契約を破ったと、万軍の

主は言われる。 9あなたがたはわたしの道を守らず、律

法を教えるに当って、人にかたよったがために、あなた

がたをすべての民の前に侮られ、卑しめられるようにす

る」。 10われわれの父は皆一つではないか。われわれを

造った神は一つではないか。なにゆえ、われわれは先祖

たちの契約を破って、おのおのその兄弟に偽りを行うの

か。 11ユダは偽りを行い、イスラエルおよびエルサレム

の中には憎むべき事が行われた。すなわちユダは主が愛

しておられる聖所を汚して、他の神に仕える女をめとっ

た。 12どうか、主がこうした事を行う人をば、証言する

者も、答弁する者も、また万軍の主にささげ物をする者

をも、ヤコブの幕屋から断たれるように。 13あなたがた

はまたこのような事をする。すなわち神がもはやささげ

物をかえりみず、またこれをあなたがたの手から、喜ん

で受けられないために、あなたがたは涙と、泣くことと

、嘆きとをもって、主の祭壇をおおい、 14「なぜ神は受

けられないのか」と尋ねる。これは主があなたと、あな

たの若い時の妻との間の、契約の証人だったからである

。彼女は、あなたの連れ合い、契約によるあなたの妻で

あるのに、あなたは彼女を裏切った。 15一つ神は、われ

われのために命の霊を造り、これをささえられたではな

いか。彼は何を望まれるか。神を敬う子孫であるゆえ、

あなたがたはみずから慎んで、その若い時の妻を裏切っ

てはならない。 16イスラエルの神、主は言われる、「わ

たしは離縁する者を憎み、また、しえたげをもってその

衣をおおう人を憎むと、万軍の主は言われる。ゆえにみ

ずから慎んで、裏切ることをしてはならない」。 17あな

たがたは言葉をもって主を煩わした。しかしあなたがた

は言う、「われわれはどんなふうに、彼を煩わしたか」

。それはあなたがたが「すべて悪を行う者は主の目に良

く見え、かつ彼に喜ばれる」と言い、また「さばきを行

う神はどこにあるか」と言うからである。

3「見よ、わたしはわが使者をつかわす。彼はわたしの
前に道を備える。またあなたがたが求める所の主は、

たちまちその宮に来る。見よ、あなたがたの喜ぶ契約の

使者が来ると、万軍の主が言われる。 2その来る日には

、だれが耐え得よう。そのあらわれる時には、だれが立

ち得よう。彼は金をふきわける者の火のようであり、布
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さらしの灰汁のようである。 3彼は銀をふきわけて清め

る者のように座して、レビの子孫を清め、金銀のように

彼らを清める。そして彼らは義をもって、ささげ物を主

にささげる。 4その時ユダとエルサレムとのささげ物は

、昔の日のように、また先の年のように主に喜ばれる。

5そしてわたしはあなたがたに近づいて、さばきをなし

、占い者、姦淫を行う者、偽りの誓いをなす者にむかい

、雇人の賃銀をかすめ、やもめと、みなしごとをしえた

げ、寄留の他国人を押しのけ、わたしを恐れない者ども

にむかって、すみやかにあかしを立てると、万軍の主は

言われる。 6主なるわたしは変ることがない。それゆえ

、ヤコブの子らよ、あなたがたは滅ぼされない。 7あな

たがたは、その先祖の日から、わが定めを離れて、これ

を守らなかった。わたしに帰れ、わたしはあなたがたに

帰ろうと、万軍の主は言われる。ところが、あなたがた

は『われわれはどうして帰ろうか』と尋ねる。 8人は神

の物を盗むことをするだろうか。しかしあなたがたは、

わたしの物を盗んでいる。あなたがたはまた『どうして

われわれは、あなたの物を盗んでいるのか』と言う。十

分の一と、ささげ物をもってである。 9あなたがたは、

のろいをもって、のろわれる。あなたがたすべての国民

は、わたしの物を盗んでいるからである。 10わたしの宮

に食物のあるように、十分の一全部をわたしの倉に携え

てきなさい。これをもってわたしを試み、わたしが天の

窓を開いて、あふるる恵みを、あなたがたに注ぐか否か

を見なさいと、万軍の主は言われる。 11わたしは食い滅

ぼす者を、あなたがたのためにおさえて、あなたがたの

地の産物を、滅ぼさないようにしよう。また、あなたが

たのぶどうの木が、その熟する前に、その実を畑に落す

ことのないようにしようと、万軍の主は言われる。 12こ

うして万国の人は、あなたがたを祝福された者ととなえ

るであろう。あなたがたは楽しい地となるからであると

、万軍の主は言われる。 13主は言われる、あなたがたは

言葉を激しくして、わたしに逆らった。しかもあなたが

たは『われわれはあなたに逆らって、どんな事を言った

か』と言う。 14あなたがたは言った、『神に仕える事は

つまらない。われわれがその命令を守り、かつ万軍の主

の前に、悲しんで歩いたからといって、なんの益がある

か。 15今われわれは高ぶる者を、祝福された者と思う。

悪を行う者は栄えるばかりでなく、神を試みても罰せら

れない』」。 16そのとき、主を恐れる者は互に語った。

主は耳を傾けてこれを聞かれた。そして主を恐れる者、

およびその名を心に留めている者のために、主の前に一

つの覚え書がしるされた。 17「万軍の主は言われる、彼

らはわたしが手を下して事を行う日に、わたしの者とな

り、わたしの宝となる。また人が自分に仕える子をあわ

れむように、わたしは彼らをあわれむ。 18その時あなた

がたは、再び義人と悪人、神に仕える者と、仕えない者

との区別を知るようになる。

4万軍の主は言われる、見よ、炉のように燃える日が来
る。その時すべて高ぶる者と、悪を行う者とは、わら

のようになる。その来る日は、彼らを焼き尽して、根も

枝も残さない。 2しかしわが名を恐れるあなたがたには

、義の太陽がのぼり、その翼には、いやす力を備えてい

る。あなたがたは牛舎から出る子牛のように外に出て、

とびはねる。 3また、あなたがたは悪人を踏みつけ、わ

たしが事を行う日に、彼らはあなたがたの足の裏の下に

あって、灰のようになると、万軍の主は言われる。 4あ

なたがたは、わがしもべモーセの律法、すなわちわたし

がホレブで、イスラエル全体のために、彼に命じた定め

とおきてとを覚えよ。 5見よ、主の大いなる恐るべき日

が来る前に、わたしは預言者エリヤをあなたがたにつか

わす。 6彼は父の心をその子供たちに向けさせ、子供た

ちの心をその父に向けさせる。これはわたしが来て、の

ろいをもってこの国を撃つことのないようにするためで

ある」。





新約聖書



そのとき、イエスは言われた、「父よ、彼らをおゆるしください。

彼らは何をしているのか、わからずにいるのです」。

人々はイエスの着物をくじ引きで分け合った。

ルカの福音書 23:34
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マタイの福音書

1アブラハムの子であるダビデの子、イエス・キリスト
の系図。 2アブラハムはイサクの父であり、イサクは

ヤコブの父、ヤコブはユダとその兄弟たちとの父、 3ユ

ダはタマルによるパレスとザラとの父、パレスはエスロ

ンの父、エスロンはアラムの父、 4アラムはアミナダブ

の父、アミナダブはナアソンの父、ナアソンはサルモン

の父、 5サルモンはラハブによるボアズの父、ボアズは

ルツによるオベデの父、オベデはエッサイの父、 6エッ

サイはダビデ王の父であった。ダビデはウリヤの妻によ

るソロモンの父であり、 7ソロモンはレハベアムの父、

レハベアムはアビヤの父、アビヤはアサの父、 8アサは

ヨサパテの父、ヨサパテはヨラムの父、ヨラムはウジヤ

の父、 9ウジヤはヨタムの父、ヨタムはアハズの父、ア

ハズはヒゼキヤの父、 10ヒゼキヤはマナセの父、マナセ

はアモンの父、アモンはヨシヤの父、 11ヨシヤはバビロ

ンへ移されたころ、エコニヤとその兄弟たちとの父とな

った。 12バビロンへ移されたのち、エコニヤはサラテル

の父となった。サラテルはゾロバベルの父、 13ゾロバベ

ルはアビウデの父、アビウデはエリヤキムの父、エリヤ

キムはアゾルの父、 14アゾルはサドクの父、サドクはア

キムの父、アキムはエリウデの父、 15エリウデはエレア

ザルの父、エレアザルはマタンの父、マタンはヤコブの

父、 16ヤコブはマリヤの夫ヨセフの父であった。このマ

リヤからキリストといわれるイエスがお生れになった。

17だから、アブラハムからダビデまでの代は合わせて十

四代、ダビデからバビロンへ移されるまでは十四代、そ

して、バビロンへ移されてからキリストまでは十四代で

ある。 18イエス・キリストの誕生の次第はこうであった

。母マリヤはヨセフと婚約していたが、まだ一緒になら

ない前に、聖霊によって身重になった。 19夫ヨセフは正

しい人であったので、彼女のことが公けになることを好

まず、ひそかに離縁しようと決心した。 20彼がこのこと

を思いめぐらしていたとき、主の使が夢に現れて言った

、「ダビデの子ヨセフよ、心配しないでマリヤを妻とし

て迎えるがよい。その胎内に宿っているものは聖霊によ

るのである。 21彼女は男の子を産むであろう。その名を

イエスと名づけなさい。彼は、おのれの民をそのもろも

ろの罪から救う者となるからである」。 22すべてこれら

のことが起ったのは、主が預言者によって言われたこと

の成就するためである。すなわち、 23「見よ、おとめが

みごもって男の子を産むであろう。その名はインマヌエ

ルと呼ばれるであろう」。これは、「神われらと共にい

ます」という意味である。 24ヨセフは眠りからさめた後

に、主の使が命じたとおりに、マリヤを妻に迎えた。 25

しかし、子が生れるまでは、彼女を知ることはなかった

。そして、その子をイエスと名づけた。

2イエスがヘロデ王の代に、ユダヤのベツレヘムでお生
れになったとき、見よ、東からきた博士たちがエルサ

レムに着いて言った、 2「ユダヤ人の王としてお生れに

なったかたは、どこにおられますか。わたしたちは東の

方でその星を見たので、そのかたを拝みにきました」。

3ヘロデ王はこのことを聞いて不安を感じた。エルサレ

ムの人々もみな、同様であった。 4そこで王は祭司長た

ちと民の律法学者たちとを全部集めて、キリストはどこ

に生れるのかと、彼らに問いただした。 5彼らは王に言

った、「それはユダヤのベツレヘムです。預言者がこう

しるしています、 6『ユダの地、ベツレヘムよ、おまえ

はユダの君たちの中で、決して最も小さいものではない

。おまえの中からひとりの君が出て、わが民イスラエル

の牧者となるであろう』」。 7そこで、ヘロデはひそか

に博士たちを呼んで、星の現れた時について詳しく聞き

、 8彼らをベツレヘムにつかわして言った、「行って、

その幼な子のことを詳しく調べ、見つかったらわたしに

知らせてくれ。わたしも拝みに行くから」。 9彼らは王

の言うことを聞いて出かけると、見よ、彼らが東方で見

た星が、彼らより先に進んで、幼な子のいる所まで行き

、その上にとどまった。 10彼らはその星を見て、非常な

喜びにあふれた。 11そして、家にはいって、母マリヤの

そばにいる幼な子に会い、ひれ伏して拝み、また、宝の

箱をあけて、黄金・乳香・没薬などの贈り物をささげた

。 12そして、夢でヘロデのところに帰るなとのみ告げを

受けたので、他の道をとおって自分の国へ帰って行った

。 13彼らが帰って行ったのち、見よ、主の使が夢でヨセ

フに現れて言った、「立って、幼な子とその母を連れて

、エジプトに逃げなさい。そして、あなたに知らせるま

で、そこにとどまっていなさい。ヘロデが幼な子を捜し

出して、殺そうとしている」。 14そこで、ヨセフは立っ

て、夜の間に幼な子とその母とを連れてエジプトへ行き

、 15ヘロデが死ぬまでそこにとどまっていた。それは、

主が預言者によって「エジプトからわが子を呼び出した

」と言われたことが、成就するためである。 16さて、ヘ

ロデは博士たちにだまされたと知って、非常に立腹した

。そして人々をつかわし、博士たちから確かめた時に基

いて、ベツレヘムとその附近の地方とにいる二歳以下の

男の子を、ことごとく殺した。 17こうして、預言者エレ

ミヤによって言われたことが、成就したのである。 18「

叫び泣く大いなる悲しみの声がラマで聞えた。ラケルは

その子らのためになげいた。子らがもはやいないので、

慰められることさえ願わなかった」。 19さて、ヘロデが

死んだのち、見よ、主の使がエジプトにいるヨセフに夢

で現れて言った、 20「立って、幼な子とその母を連れて

、イスラエルの地に行け。幼な子の命をねらっていた人

々は、死んでしまった」。 21そこでヨセフは立って、幼

な子とその母とを連れて、イスラエルの地に帰った。 22

しかし、アケラオがその父ヘロデに代ってユダヤを治め

ていると聞いたので、そこへ行くことを恐れた。そして

夢でみ告げを受けたので、ガリラヤの地方に退き、 23ナ

ザレという町に行って住んだ。これは預言者たちによっ

て、「彼はナザレ人と呼ばれるであろう」と言われたこ

とが、成就するためである。

3そのころ、バプテスマのヨハネが現れ、ユダヤの荒野
で教を宣べて言った、 2「悔い改めよ、天国は近づい

た」。 3預言者イザヤによって、「荒野で呼ばわる者の

声がする、『主の道を備えよ、その道筋をまっすぐにせ

よ』」と言われたのは、この人のことである。 4このヨ

ハネは、らくだの毛ごろもを着物にし、腰に皮の帯をし

め、いなごと野蜜とを食物としていた。 5すると、エル

サレムとユダヤ全土とヨルダン附近一帯の人々が、ぞく

ぞくとヨハネのところに出てきて、 6自分の罪を告白し

、ヨルダン川でヨハネからバプテスマを受けた。 7ヨハ

ネは、パリサイ人やサドカイ人が大ぜいバプテスマを受
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けようとしてきたのを見て、彼らに言った、「まむしの

子らよ、迫ってきている神の怒りから、おまえたちはの

がれられると、だれが教えたのか。 8だから、悔改めに

ふさわしい実を結べ。 9自分たちの父にはアブラハムが

あるなどと、心の中で思ってもみるな。おまえたちに言

っておく、神はこれらの石ころからでも、アブラハムの

子を起すことができるのだ。 10斧がすでに木の根もとに

置かれている。だから、良い実を結ばない木はことごと

く切られて、火の中に投げ込まれるのだ。 11わたしは悔

改めのために、水でおまえたちにバプテスマを授けてい

る。しかし、わたしのあとから来る人はわたしよりも力

のあるかたで、わたしはそのくつをぬがせてあげる値う

ちもない。このかたは、聖霊と火とによっておまえたち

にバプテスマをお授けになるであろう。 12また、箕を手

に持って、打ち場の麦をふるい分け、麦は倉に納め、か

らは消えない火で焼き捨てるであろう」。 13そのときイ

エスは、ガリラヤを出てヨルダン川に現れ、ヨハネのと

ころにきて、バプテスマを受けようとされた。 14ところ

がヨハネは、それを思いとどまらせようとして言った、

「わたしこそあなたからバプテスマを受けるはずですの

に、あなたがわたしのところにおいでになるのですか」

。 15しかし、イエスは答えて言われた、「今は受けさせ

てもらいたい。このように、すべての正しいことを成就

するのは、われわれにふさわしいことである」。そこで

ヨハネはイエスの言われるとおりにした。 16イエスはバ

プテスマを受けるとすぐ、水から上がられた。すると、

見よ、天が開け、神の御霊がはとのように自分の上に下

ってくるのを、ごらんになった。 17また天から声があっ

て言った、「これはわたしの愛する子、わたしの心にか

なう者である」。

4さて、イエスは御霊によって荒野に導かれた。悪魔に
試みられるためである。 2そして、四十日四十夜、断

食をし、そののち空腹になられた。 3すると試みる者が

きて言った、「もしあなたが神の子であるなら、これら

の石がパンになるように命じてごらんなさい」。 4イエ

スは答えて言われた、「『人はパンだけで生きるもので

はなく、神の口から出る一つ一つの言で生きるものであ

る』と書いてある」。 5それから悪魔は、イエスを聖な

る都に連れて行き、宮の頂上に立たせて 6言った、「も

しあなたが神の子であるなら、下へ飛びおりてごらんな

さい。『神はあなたのために御使たちにお命じになると

、あなたの足が石に打ちつけられないように、彼らはあ

なたを手でささえるであろう』と書いてありますから」

。 7イエスは彼に言われた、「『主なるあなたの神を試

みてはならない』とまた書いてある」。 8次に悪魔は、

イエスを非常に高い山に連れて行き、この世のすべての

国々とその栄華とを見せて 9言った、「もしあなたが、

ひれ伏してわたしを拝むなら、これらのものを皆あなた

にあげましょう」。 10するとイエスは彼に言われた、「

サタンよ、退け。『主なるあなたの神を拝し、ただ神に

のみ仕えよ』と書いてある」。 11そこで、悪魔はイエス

を離れ去り、そして、御使たちがみもとにきて仕えた。

12さて、イエスはヨハネが捕えられたと聞いて、ガリラ

ヤへ退かれた。 13そしてナザレを去り、ゼブルンとナフ

タリとの地方にある海べの町カペナウムに行って住まわ

れた。 14これは預言者イザヤによって言われた言が、成

就するためである。 15「ゼブルンの地、ナフタリの地、

海に沿う地方、ヨルダンの向こうの地、異邦人のガリラ

ヤ、 16暗黒の中に住んでいる民は大いなる光を見、死の

地、死の陰に住んでいる人々に、光がのぼった」。 17こ

の時からイエスは教を宣べはじめて言われた、「悔い改

めよ、天国は近づいた」。 18さて、イエスがガリラヤの

海べを歩いておられると、ふたりの兄弟、すなわち、ペ

テロと呼ばれたシモンとその兄弟アンデレとが、海に網

を打っているのをごらんになった。彼らは漁師であった

。 19イエスは彼らに言われた、「わたしについてきなさ

い。あなたがたを、人間をとる漁師にしてあげよう」。

20すると、彼らはすぐに網を捨てて、イエスに従った。

21そこから進んで行かれると、ほかのふたりの兄弟、す

なわち、ゼベダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネとが、父

ゼベダイと一緒に、舟の中で網を繕っているのをごらん

になった。そこで彼らをお招きになると、 22すぐ舟と父

とをおいて、イエスに従って行った。 23イエスはガリラ

ヤの全地を巡り歩いて、諸会堂で教え、御国の福音を宣

べ伝え、民の中のあらゆる病気、あらゆるわずらいをお

いやしになった。 24そこで、その評判はシリヤ全地にひ

ろまり、人々があらゆる病にかかっている者、すなわち

、いろいろの病気と苦しみとに悩んでいる者、悪霊につ

かれている者、てんかん、中風の者などをイエスのとこ

ろに連れてきたので、これらの人々をおいやしになった

。 25こうして、ガリラヤ、デカポリス、エルサレム、ユ

ダヤ及びヨルダンの向こうから、おびただしい群衆がき

てイエスに従った。

5イエスはこの群衆を見て、山に登り、座につかれると
、弟子たちがみもとに近寄ってきた。 2そこで、イエ

スは口を開き、彼らに教えて言われた。 3「こころの貧

しい人たちは、さいわいである、天国は彼らのものであ

る。 4悲しんでいる人たちは、さいわいである、彼らは

慰められるであろう。 5柔和な人たちは、さいわいであ

る、彼らは地を受けつぐであろう。 6義に飢えかわいて

いる人たちは、さいわいである、彼らは飽き足りるよう

になるであろう。 7あわれみ深い人たちは、さいわいで

ある、彼らはあわれみを受けるであろう。 8心の清い人

たちは、さいわいである、彼らは神を見るであろう。 9

平和をつくり出す人たちは、さいわいである、彼らは神

の子と呼ばれるであろう。 10義のために迫害されてきた

人たちは、さいわいである、天国は彼らのものである。

11わたしのために人々があなたがたをののしり、また迫

害し、あなたがたに対し偽って様々の悪口を言う時には

、あなたがたは、さいわいである。 12喜び、よろこべ、

天においてあなたがたの受ける報いは大きい。あなたが

たより前の預言者たちも、同じように迫害されたのであ

る。 13あなたがたは、地の塩である。もし塩のききめが

なくなったら、何によってその味が取りもどされようか

。もはや、なんの役にも立たず、ただ外に捨てられて、

人々にふみつけられるだけである。 14あなたがたは、世

の光である。山の上にある町は隠れることができない。

15また、あかりをつけて、それを枡の下におく者はいな

い。むしろ燭台の上において、家の中のすべてのものを

照させるのである。 16そのように、あなたがたの光を人

々の前に輝かし、そして、人々があなたがたのよいおこ

ないを見て、天にいますあなたがたの父をあがめるよう

にしなさい。 17わたしが律法や預言者を廃するためにき

た、と思ってはならない。廃するためではなく、成就す
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るためにきたのである。 18よく言っておく。天地が滅び

行くまでは、律法の一点、一画もすたることはなく、こ

とごとく全うされるのである。 19それだから、これらの

最も小さいいましめの一つでも破り、またそうするよう

に人に教えたりする者は、天国で最も小さい者と呼ばれ

るであろう。しかし、これをおこないまたそう教える者

は、天国で大いなる者と呼ばれるであろう。 20わたしは

言っておく。あなたがたの義が律法学者やパリサイ人の

義にまさっていなければ、決して天国に、はいることは

できない。 21昔の人々に『殺すな。殺す者は裁判を受け

ねばならない』と言われていたことは、あなたがたの聞

いているところである。 22しかし、わたしはあなたがた

に言う。兄弟に対して怒る者は、だれでも裁判を受けね

ばならない。兄弟にむかって愚か者と言う者は、議会に

引きわたされるであろう。また、ばか者と言う者は、地

獄の火に投げ込まれるであろう。 (Geenna g1067) 23だから

、祭壇に供え物をささげようとする場合、兄弟が自分に

対して何かうらみをいだいていることを、そこで思い出

したなら、 24その供え物を祭壇の前に残しておき、まず

行ってその兄弟と和解し、それから帰ってきて、供え物

をささげることにしなさい。 25あなたを訴える者と一緒

に道を行く時には、その途中で早く仲直りをしなさい。

そうしないと、その訴える者はあなたを裁判官にわたし

、裁判官は下役にわたし、そして、あなたは獄に入れら

れるであろう。 26よくあなたに言っておく。最後の一コ

ドラントを支払ってしまうまでは、決してそこから出て

くることはできない。 27『姦淫するな』と言われていた

ことは、あなたがたの聞いているところである。 28しか

し、わたしはあなたがたに言う。だれでも、情欲をいだ

いて女を見る者は、心の中ですでに姦淫をしたのである

。 29もしあなたの右の目が罪を犯させるなら、それを抜

き出して捨てなさい。五体の一部を失っても、全身が地

獄に投げ入れられない方が、あなたにとって益である。

(Geenna g1067) 30もしあなたの右の手が罪を犯させるなら

、それを切って捨てなさい。五体の一部を失っても、全

身が地獄に落ち込まない方が、あなたにとって益である

。 (Geenna g1067) 31また『妻を出す者は離縁状を渡せ』と

言われている。 32しかし、わたしはあなたがたに言う。

だれでも、不品行以外の理由で自分の妻を出す者は、姦

淫を行わせるのである。また出された女をめとる者も、

姦淫を行うのである。 33また昔の人々に『いつわり誓う

な、誓ったことは、すべて主に対して果せ』と言われて

いたことは、あなたがたの聞いているところである。 34

しかし、わたしはあなたがたに言う。いっさい誓っては

ならない。天をさして誓うな。そこは神の御座であるか

ら。 35また地をさして誓うな。そこは神の足台であるか

ら。またエルサレムをさして誓うな。それは『大王の都

』であるから。 36また、自分の頭をさして誓うな。あな

たは髪の毛一すじさえ、白くも黒くもすることができな

い。 37あなたがたの言葉は、ただ、しかり、しかり、否

、否、であるべきだ。それ以上に出ることは、悪から来

るのである。 38『目には目を、歯には歯を』と言われて

いたことは、あなたがたの聞いているところである。 39

しかし、わたしはあなたがたに言う。悪人に手向かうな

。もし、だれかがあなたの右の頬を打つなら、ほかの頬

をも向けてやりなさい。 40あなたを訴えて、下着を取ろ

うとする者には、上着をも与えなさい。 41もし、だれか

が、あなたをしいて一マイル行かせようとするなら、そ

の人と共に二マイル行きなさい。 42求める者には与え、

借りようとする者を断るな。 43『隣り人を愛し、敵を憎

め』と言われていたことは、あなたがたの聞いていると

ころである。 44しかし、わたしはあなたがたに言う。敵

を愛し、迫害する者のために祈れ。 45こうして、天にい

ますあなたがたの父の子となるためである。天の父は、

悪い者の上にも良い者の上にも、太陽をのぼらせ、正し

い者にも正しくない者にも、雨を降らして下さるからで

ある。 46あなたがたが自分を愛する者を愛したからとて

、なんの報いがあろうか。そのようなことは取税人でも

するではないか。 47兄弟だけにあいさつをしたからとて

、なんのすぐれた事をしているだろうか。そのようなこ

とは異邦人でもしているではないか。 48それだから、あ

なたがたの天の父が完全であられるように、あなたがた

も完全な者となりなさい。

6自分の義を、見られるために人の前で行わないように
、注意しなさい。もし、そうしないと、天にいますあ

なたがたの父から報いを受けることがないであろう。 2

だから、施しをする時には、偽善者たちが人にほめられ

るため会堂や町の中でするように、自分の前でラッパを

吹きならすな。よく言っておくが、彼らはその報いを受

けてしまっている。 3あなたは施しをする場合、右の手

のしていることを左の手に知らせるな。 4それは、あな

たのする施しが隠れているためである。すると、隠れた

事を見ておられるあなたの父は、報いてくださるであろ

う。 5また祈る時には、偽善者たちのようにするな。彼

らは人に見せようとして、会堂や大通りのつじに立って

祈ることを好む。よく言っておくが、彼らはその報いを

受けてしまっている。 6あなたは祈る時、自分のへやに

はいり、戸を閉じて、隠れた所においでになるあなたの

父に祈りなさい。すると、隠れた事を見ておられるあな

たの父は、報いてくださるであろう。 7また、祈る場合

、異邦人のように、くどくどと祈るな。彼らは言葉かず

が多ければ、聞きいれられるものと思っている。 8だか

ら、彼らのまねをするな。あなたがたの父なる神は、求

めない先から、あなたがたに必要なものはご存じなので

ある。 9だから、あなたがたはこう祈りなさい、天にい

ますわれらの父よ、御名があがめられますように。 10御

国がきますように。みこころが天に行われるとおり、地

にも行われますように。 11わたしたちの日ごとの食物を

、きょうもお与えください。 12わたしたちに負債のある

者をゆるしましたように、わたしたちの負債をもおゆる

しください。 13わたしたちを試みに会わせないで、悪し

き者からお救いください。 14もしも、あなたがたが、人

々のあやまちをゆるすならば、あなたがたの天の父も、

あなたがたをゆるして下さるであろう。 15もし人をゆる

さないならば、あなたがたの父も、あなたがたのあやま

ちをゆるして下さらないであろう。 16また断食をする時

には、偽善者がするように、陰気な顔つきをするな。彼

らは断食をしていることを人に見せようとして、自分の

顔を見苦しくするのである。よく言っておくが、彼らは

その報いを受けてしまっている。 17あなたがたは断食を

する時には、自分の頭に油を塗り、顔を洗いなさい。 18

それは断食をしていることが人に知れないで、隠れた所

においでになるあなたの父に知られるためである。する

と、隠れた事を見ておられるあなたの父は、報いて下さ

るであろう。 19あなたがたは自分のために、虫が食い、
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さびがつき、また、盗人らが押し入って盗み出すような

地上に、宝をたくわえてはならない。 20むしろ自分のた

め、虫も食わず、さびもつかず、また、盗人らが押し入

って盗み出すこともない天に、宝をたくわえなさい。 21

あなたの宝のある所には、心もあるからである。 22目は

からだのあかりである。だから、あなたの目が澄んでお

れば、全身も明るいだろう。 23しかし、あなたの目が悪

ければ、全身も暗いだろう。だから、もしあなたの内な

る光が暗ければ、その暗さは、どんなであろう。 24だれ

も、ふたりの主人に兼ね仕えることはできない。一方を

憎んで他方を愛し、あるいは、一方に親しんで他方をう

とんじるからである。あなたがたは、神と富とに兼ね仕

えることはできない。 25それだから、あなたがたに言っ

ておく。何を食べようか、何を飲もうかと、自分の命の

ことで思いわずらい、何を着ようかと自分のからだのこ

とで思いわずらうな。命は食物にまさり、からだは着物

にまさるではないか。 26空の鳥を見るがよい。まくこと

も、刈ることもせず、倉に取りいれることもしない。そ

れだのに、あなたがたの天の父は彼らを養っていて下さ

る。あなたがたは彼らよりも、はるかにすぐれた者では

ないか。 27あなたがたのうち、だれが思いわずらったか

らとて、自分の寿命をわずかでも延ばすことができよう

か。 28また、なぜ、着物のことで思いわずらうのか。野

の花がどうして育っているか、考えて見るがよい。働き

もせず、紡ぎもしない。 29しかし、あなたがたに言うが

、栄華をきわめた時のソロモンでさえ、この花の一つほ

どにも着飾ってはいなかった。 30きょうは生えていて、

あすは炉に投げ入れられる野の草でさえ、神はこのよう

に装って下さるのなら、あなたがたに、それ以上よくし

てくださらないはずがあろうか。ああ、信仰の薄い者た

ちよ。 31だから、何を食べようか、何を飲もうか、ある

いは何を着ようかと言って思いわずらうな。 32これらの

ものはみな、異邦人が切に求めているものである。あな

たがたの天の父は、これらのものが、ことごとくあなた

がたに必要であることをご存じである。 33まず神の国と

神の義とを求めなさい。そうすれば、これらのものは、

すべて添えて与えられるであろう。 34だから、あすのこ

とを思いわずらうな。あすのことは、あす自身が思いわ

ずらうであろう。一日の苦労は、その日一日だけで十分

である。

7人をさばくな。自分がさばかれないためである。 2あ

なたがたがさばくそのさばきで、自分もさばかれ、あ

なたがたの量るそのはかりで、自分にも量り与えられる

であろう。 3なぜ、兄弟の目にあるちりを見ながら、自

分の目にある梁を認めないのか。 4自分の目には梁があ

るのに、どうして兄弟にむかって、あなたの目からちり

を取らせてください、と言えようか。 5偽善者よ、まず

自分の目から梁を取りのけるがよい。そうすれば、はっ

きり見えるようになって、兄弟の目からちりを取りのけ

ることができるだろう。 6聖なるものを犬にやるな。ま

た真珠を豚に投げてやるな。恐らく彼らはそれらを足で

踏みつけ、向きなおってあなたがたにかみついてくるで

あろう。 7求めよ、そうすれば、与えられるであろう。

捜せ、そうすれば、見いだすであろう。門をたたけ、そ

うすれば、あけてもらえるであろう。 8すべて求める者

は得、捜す者は見いだし、門をたたく者はあけてもらえ

るからである。 9あなたがたのうちで、自分の子がパン

を求めるのに、石を与える者があろうか。 10魚を求める

のに、へびを与える者があろうか。 11このように、あな

たがたは悪い者であっても、自分の子供には、良い贈り

物をすることを知っているとすれば、天にいますあなた

がたの父はなおさら、求めてくる者に良いものを下さら

ないことがあろうか。 12だから、何事でも人々からして

ほしいと望むことは、人々にもそのとおりにせよ。これ

が律法であり預言者である。 13狭い門からはいれ。滅び

にいたる門は大きく、その道は広い。そして、そこから

はいって行く者が多い。 14命にいたる門は狭く、その道

は細い。そして、それを見いだす者が少ない。 15にせ預

言者を警戒せよ。彼らは、羊の衣を着てあなたがたのと

ころに来るが、その内側は強欲なおおかみである。 16あ

なたがたは、その実によって彼らを見わけるであろう。

茨からぶどうを、あざみからいちじくを集める者があろ

うか。 17そのように、すべて良い木は良い実を結び、悪

い木は悪い実を結ぶ。 18良い木が悪い実をならせること

はないし、悪い木が良い実をならせることはできない。

19良い実を結ばない木はことごとく切られて、火の中に

投げ込まれる。 20このように、あなたがたはその実によ

って彼らを見わけるのである。 21わたしにむかって『主

よ、主よ』と言う者が、みな天国にはいるのではなく、

ただ、天にいますわが父の御旨を行う者だけが、はいる

のである。 22その日には、多くの者が、わたしにむかっ

て『主よ、主よ、わたしたちはあなたの名によって預言

したではありませんか。また、あなたの名によって悪霊

を追い出し、あなたの名によって多くの力あるわざを行

ったではありませんか』と言うであろう。 23そのとき、

わたしは彼らにはっきり、こう言おう、『あなたがたを

全く知らない。不法を働く者どもよ、行ってしまえ』。

24それで、わたしのこれらの言葉を聞いて行うものを、

岩の上に自分の家を建てた賢い人に比べることができよ

う。 25雨が降り、洪水が押し寄せ、風が吹いてその家に

打ちつけても、倒れることはない。岩を土台としている

からである。 26また、わたしのこれらの言葉を聞いても

行わない者を、砂の上に自分の家を建てた愚かな人に比

べることができよう。 27雨が降り、洪水が押し寄せ、風

が吹いてその家に打ちつけると、倒れてしまう。そして

その倒れ方はひどいのである」。 28イエスがこれらの言

を語り終えられると、群衆はその教にひどく驚いた。 29

それは律法学者たちのようにではなく、権威ある者のよ

うに、教えられたからである。

8イエスが山をお降りになると、おびただしい群衆がつ
いてきた。 2すると、そのとき、ひとりのらい病人が

イエスのところにきて、ひれ伏して言った、「主よ、み

こころでしたら、きよめていただけるのですが」。 3イ

エスは手を伸ばして、彼にさわり、「そうしてあげよう

、きよくなれ」と言われた。すると、らい病は直ちにき

よめられた。 4イエスは彼に言われた、「だれにも話さ

ないように、注意しなさい。ただ行って、自分のからだ

を祭司に見せ、それから、モーセが命じた供え物をささ

げて、人々に証明しなさい」。 5さて、イエスがカペナ

ウムに帰ってこられたとき、ある百卒長がみもとにきて

訴えて言った、 6「主よ、わたしの僕が中風でひどく苦

しんで、家に寝ています」。 7イエスは彼に、「わたし

が行ってなおしてあげよう」と言われた。 8そこで百卒

長は答えて言った、「主よ、わたしの屋根の下にあなた
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をお入れする資格は、わたしにはございません。ただ、

お言葉を下さい。そうすれば僕はなおります。 9わたし

も権威の下にある者ですが、わたしの下にも兵卒がいま

して、ひとりの者に『行け』と言えば行き、ほかの者に

『こい』と言えばきますし、また、僕に『これをせよ』

と言えば、してくれるのです」。 10イエスはこれを聞い

て非常に感心され、ついてきた人々に言われた、「よく

聞きなさい。イスラエル人の中にも、これほどの信仰を

見たことがない。 11なお、あなたがたに言うが、多くの

人が東から西からきて、天国で、アブラハム、イサク、

ヤコブと共に宴会の席につくが、 12この国の子らは外の

やみに追い出され、そこで泣き叫んだり、歯がみをした

りするであろう」。 13それからイエスは百卒長に「行け

、あなたの信じたとおりになるように」と言われた。す

ると、ちょうどその時に、僕はいやされた。 14それから

、イエスはペテロの家にはいって行かれ、そのしゅうと

めが熱病で、床についているのをごらんになった。 15そ

こで、その手にさわられると、熱が引いた。そして女は

起きあがってイエスをもてなした。 16夕暮になると、人

々は悪霊につかれた者を大ぜい、みもとに連れてきたの

で、イエスはみ言葉をもって霊どもを追い出し、病人を

ことごとくおいやしになった。 17これは、預言者イザヤ

によって「彼は、わたしたちのわずらいを身に受け、わ

たしたちの病を負うた」と言われた言葉が成就するため

である。 18イエスは、群衆が自分のまわりに群がってい

るのを見て、向こう岸に行くようにと弟子たちにお命じ

になった。 19するとひとりの律法学者が近づいてきて言

った、「先生、あなたがおいでになる所なら、どこへで

も従ってまいります」。 20イエスはその人に言われた、

「きつねには穴があり、空の鳥には巣がある。しかし、

人の子にはまくらする所がない」。 21また弟子のひとり

が言った、「主よ、まず、父を葬りに行かせて下さい」

。 22イエスは彼に言われた、「わたしに従ってきなさい

。そして、その死人を葬ることは、死人に任せておくが

よい」。 23それから、イエスが舟に乗り込まれると、弟

子たちも従った。 24すると突然、海上に激しい暴風が起

って、舟は波にのまれそうになった。ところが、イエス

は眠っておられた。 25そこで弟子たちはみそばに寄って

きてイエスを起し、「主よ、お助けください、わたした

ちは死にそうです」と言った。 26するとイエスは彼らに

言われた、「なぜこわがるのか、信仰の薄い者たちよ」

。それから起きあがって、風と海とをおしかりになると

、大なぎになった。 27彼らは驚いて言った、「このかた

はどういう人なのだろう。風も海も従わせるとは」。 28

それから、向こう岸、ガダラ人の地に着かれると、悪霊

につかれたふたりの者が、墓場から出てきてイエスに出

会った。彼らは手に負えない乱暴者で、だれもその辺の

道を通ることができないほどであった。 29すると突然、

彼らは叫んで言った、「神の子よ、あなたはわたしども

となんの係わりがあるのです。まだその時ではないのに

、ここにきて、わたしどもを苦しめるのですか」。 30さ

て、そこからはるか離れた所に、おびただしい豚の群れ

が飼ってあった。 31悪霊どもはイエスに願って言った、

「もしわたしどもを追い出されるのなら、あの豚の群れ

の中につかわして下さい」。 32そこで、イエスが「行け

」と言われると、彼らは出て行って、豚の中へはいり込

んだ。すると、その群れ全体が、がけから海へなだれを

打って駆け下り、水の中で死んでしまった。 33飼う者た

ちは逃げて町に行き、悪霊につかれた者たちのことなど

、いっさいを知らせた。 34すると、町中の者がイエスに

会いに出てきた。そして、イエスに会うと、この地方か

ら去ってくださるようにと頼んだ。

9さて、イエスは舟に乗って海を渡り、自分の町に帰ら
れた。 2すると、人々が中風の者を床の上に寝かせた

ままでみもとに運んできた。イエスは彼らの信仰を見て

、中風の者に、「子よ、しっかりしなさい。あなたの罪

はゆるされたのだ」と言われた。 3すると、ある律法学

者たちが心の中で言った、「この人は神を汚している」

。 4イエスは彼らの考えを見抜いて、「なぜ、あなたが

たは心の中で悪いことを考えているのか。 5あなたの罪

はゆるされた、と言うのと、起きて歩け、と言うのと、

どちらがたやすいか。 6しかし、人の子は地上で罪をゆ

るす権威をもっていることが、あなたがたにわかるため

に」と言い、中風の者にむかって、「起きよ、床を取り

あげて家に帰れ」と言われた。 7すると彼は起きあがり

、家に帰って行った。 8群衆はそれを見て恐れ、こんな

大きな権威を人にお与えになった神をあがめた。 9さて

イエスはそこから進んで行かれ、マタイという人が収税

所にすわっているのを見て、「わたしに従ってきなさい

」と言われた。すると彼は立ちあがって、イエスに従っ

た。 10それから、イエスが家で食事の席についておられ

た時のことである。多くの取税人や罪人たちがきて、イ

エスや弟子たちと共にその席に着いていた。 11パリサイ

人たちはこれを見て、弟子たちに言った、「なぜ、あな

たがたの先生は、取税人や罪人などと食事を共にするの

か」。 12イエスはこれを聞いて言われた、「丈夫な人に

は医者はいらない。いるのは病人である。 13『わたしが

好むのは、あわれみであって、いけにえではない』とは

どういう意味か、学んできなさい。わたしがきたのは、

義人を招くためではなく、罪人を招くためである」。 14

そのとき、ヨハネの弟子たちがイエスのところにきて言

った、「わたしたちとパリサイ人たちとが断食をしてい

るのに、あなたの弟子たちは、なぜ断食をしないのです

か」。 15するとイエスは言われた、「婚礼の客は、花婿

が一緒にいる間は、悲しんでおられようか。しかし、花

婿が奪い去られる日が来る。その時には断食をするであ

ろう。 16だれも、真新しい布ぎれで、古い着物につぎを

当てはしない。そのつぎきれは着物を引き破り、そして

、破れがもっとひどくなるから。 17だれも、新しいぶど

う酒を古い皮袋に入れはしない。もしそんなことをした

ら、その皮袋は張り裂け、酒は流れ出るし、皮袋もむだ

になる。だから、新しいぶどう酒は新しい皮袋に入れる

べきである。そうすれば両方とも長もちがするであろう

」。 18これらのことを彼らに話しておられると、そこに

ひとりの会堂司がきて、イエスを拝して言った、「わた

しの娘がただ今死にました。しかしおいでになって手を

その上においてやって下さい。そうしたら、娘は生き返

るでしょう」。 19そこで、イエスが立って彼について行

かれると、弟子たちも一緒に行った。 20するとそのとき

、十二年間も長血をわずらっている女が近寄ってきて、

イエスのうしろからみ衣のふさにさわった。 21み衣にさ

わりさえすれば、なおしていただけるだろう、と心の中

で思っていたからである。 22イエスは振り向いて、この

女を見て言われた、「娘よ、しっかりしなさい。あなた

の信仰があなたを救ったのです」。するとこの女はその
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時に、いやされた。 23それからイエスは司の家に着き、

笛吹きどもや騒いでいる群衆を見て言われた。 24「あち

らへ行っていなさい。少女は死んだのではない。眠って

いるだけである」。すると人々はイエスをあざ笑った。

25しかし、群衆を外へ出したのち、イエスは内へはいっ

て、少女の手をお取りになると、少女は起きあがった。

26そして、そのうわさがこの地方全体にひろまった。 27

そこから進んで行かれると、ふたりの盲人が、「ダビデ

の子よ、わたしたちをあわれんで下さい」と叫びながら

、イエスについてきた。 28そしてイエスが家にはいられ

ると、盲人たちがみもとにきたので、彼らに「わたしに

それができると信じるか」と言われた。彼らは言った、

「主よ、信じます」。 29そこで、イエスは彼らの目にさ

わって言われた、「あなたがたの信仰どおり、あなたが

たの身になるように」。 30すると彼らの目が開かれた。

イエスは彼らをきびしく戒めて言われた、「だれにも知

れないように気をつけなさい」。 31しかし、彼らは出て

行って、その地方全体にイエスのことを言いひろめた。

32彼らが出て行くと、人々は悪霊につかれたおしをイエ

スのところに連れてきた。 33すると、悪霊は追い出され

て、おしが物を言うようになった。群衆は驚いて、「こ

のようなことがイスラエルの中で見られたことは、これ

まで一度もなかった」と言った。 34しかし、パリサイ人

たちは言った、「彼は、悪霊どものかしらによって悪霊

どもを追い出しているのだ」。 35イエスは、すべての町

々村々を巡り歩いて、諸会堂で教え、御国の福音を宣べ

伝え、あらゆる病気、あらゆるわずらいをおいやしにな

った。 36また群衆が飼う者のない羊のように弱り果てて

、倒れているのをごらんになって、彼らを深くあわれま

れた。 37そして弟子たちに言われた、「収穫は多いが、

働き人が少ない。 38だから、収穫の主に願って、その収

穫のために働き人を送り出すようにしてもらいなさい」

。

10そこで、イエスは十二弟子を呼び寄せて、汚れた霊
を追い出し、あらゆる病気、あらゆるわずらいをい

やす権威をお授けになった。 2十二使徒の名は、次のと

おりである。まずペテロと呼ばれたシモンとその兄弟ア

ンデレ、それからゼベダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネ

、 3ピリポとバルトロマイ、トマスと取税人マタイ、ア

ルパヨの子ヤコブとタダイ、 4熱心党のシモンとイスカ

リオテのユダ。このユダはイエスを裏切った者である。

5イエスはこの十二人をつかわすに当り、彼らに命じて

言われた、「異邦人の道に行くな。またサマリヤ人の町

にはいるな。 6むしろ、イスラエルの家の失われた羊の

ところに行け。 7行って、『天国が近づいた』と宣べ伝

えよ。 8病人をいやし、死人をよみがえらせ、らい病人

をきよめ、悪霊を追い出せ。ただで受けたのだから、た

だで与えるがよい。 9財布の中に金、銀または銭を入れ

て行くな。 10旅行のための袋も、二枚の下着も、くつも

、つえも持って行くな。働き人がその食物を得るのは当

然である。 11どの町、どの村にはいっても、その中でだ

れがふさわしい人か、たずね出して、立ち去るまではそ

の人のところにとどまっておれ。 12その家にはいったな

ら、平安を祈ってあげなさい。 13もし平安を受けるにふ

さわしい家であれば、あなたがたの祈る平安はその家に

来るであろう。もしふさわしくなければ、その平安はあ

なたがたに帰って来るであろう。 14もしあなたがたを迎

えもせず、またあなたがたの言葉を聞きもしない人があ

れば、その家や町を立ち去る時に、足のちりを払い落し

なさい。 15あなたがたによく言っておく。さばきの日に

は、ソドム、ゴモラの地の方が、その町よりは耐えやす

いであろう。 16わたしがあなたがたをつかわすのは、羊

をおおかみの中に送るようなものである。だから、へび

のように賢く、はとのように素直であれ。 17人々に注意

しなさい。彼らはあなたがたを衆議所に引き渡し、会堂

でむち打つであろう。 18またあなたがたは、わたしのた

めに長官たちや王たちの前に引き出されるであろう。そ

れは、彼らと異邦人とに対してあかしをするためである

。 19彼らがあなたがたを引き渡したとき、何をどう言お

うかと心配しないがよい。言うべきことは、その時に授

けられるからである。 20語る者は、あなたがたではなく

、あなたがたの中にあって語る父の霊である。 21兄弟は

兄弟を、父は子を殺すために渡し、また子は親に逆らっ

て立ち、彼らを殺させるであろう。 22またあなたがたは

、わたしの名のゆえにすべての人に憎まれるであろう。

しかし、最後まで耐え忍ぶ者は救われる。 23一つの町で

迫害されたなら、他の町へ逃げなさい。よく言っておく

。あなたがたがイスラエルの町々を回り終らないうちに

、人の子は来るであろう。 24弟子はその師以上のもので

はなく、僕はその主人以上の者ではない。 25弟子がその

師のようであり、僕がその主人のようであれば、それで

十分である。もし家の主人がベルゼブルと言われるなら

ば、その家の者どもはなおさら、どんなにか悪く言われ

ることであろう。 26だから彼らを恐れるな。おおわれた

もので、現れてこないものはなく、隠れているもので、

知られてこないものはない。 27わたしが暗やみであなた

がたに話すことを、明るみで言え。耳にささやかれたこ

とを、屋根の上で言いひろめよ。 28また、からだを殺し

ても、魂を殺すことのできない者どもを恐れるな。むし

ろ、からだも魂も地獄で滅ぼす力のあるかたを恐れなさ

い。 (Geenna g1067) 29二羽のすずめは一アサリオンで売ら

れているではないか。しかもあなたがたの父の許しがな

ければ、その一羽も地に落ちることはない。 30またあな

たがたの頭の毛までも、みな数えられている。 31それだ

から、恐れることはない。あなたがたは多くのすずめよ

りも、まさった者である。 32だから人の前でわたしを受

けいれる者を、わたしもまた、天にいますわたしの父の

前で受けいれるであろう。 33しかし、人の前でわたしを

拒む者を、わたしも天にいますわたしの父の前で拒むで

あろう。 34地上に平和をもたらすために、わたしがきた

と思うな。平和ではなく、つるぎを投げ込むためにきた

のである。 35わたしがきたのは、人をその父と、娘をそ

の母と、嫁をそのしゅうとめと仲たがいさせるためであ

る。 36そして家の者が、その人の敵となるであろう。

37わたしよりも父または母を愛する者は、わたしにふさ

わしくない。わたしよりもむすこや娘を愛する者は、わ

たしにふさわしくない。 38また自分の十字架をとってわ

たしに従ってこない者はわたしにふさわしくない。 39自

分の命を得ている者はそれを失い、わたしのために自分

の命を失っている者は、それを得るであろう。 40あなた

がたを受けいれる者は、わたしを受けいれるのである。

わたしを受けいれる者は、わたしをおつかわしになった

かたを受けいれるのである。 41預言者の名のゆえに預言

者を受けいれる者は、預言者の報いを受け、義人の名の

ゆえに義人を受けいれる者は、義人の報いを受けるであ
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ろう。 42わたしの弟子であるという名のゆえに、この小

さい者のひとりに冷たい水一杯でも飲ませてくれる者は

、よく言っておくが、決してその報いからもれることは

ない」。

11イエスは十二弟子にこのように命じ終えてから、町
々で教えまた宣べ伝えるために、そこを立ち去られ

た。 2さて、ヨハネは獄中でキリストのみわざについて

伝え聞き、自分の弟子たちをつかわして、 3イエスに言

わせた、「『きたるべきかた』はあなたなのですか。そ

れとも、ほかにだれかを待つべきでしょうか」。 4イエ

スは答えて言われた、「行って、あなたがたが見聞きし

ていることをヨハネに報告しなさい。 5盲人は見え、足

なえは歩き、らい病人はきよまり、耳しいは聞え、死人

は生きかえり、貧しい人々は福音を聞かされている。 6

わたしにつまずかない者は、さいわいである」。 7彼ら

が帰ってしまうと、イエスはヨハネのことを群衆に語り

はじめられた、「あなたがたは、何を見に荒野に出てき

たのか。風に揺らぐ葦であるか。 8では、何を見に出て

きたのか。柔らかい着物をまとった人か。柔らかい着物

をまとった人々なら、王の家にいる。 9では、なんのた

めに出てきたのか。預言者を見るためか。そうだ、あな

たがたに言うが、預言者以上の者である。 10『見よ、わ

たしは使をあなたの先につかわし、あなたの前に、道を

整えさせるであろう』と書いてあるのは、この人のこと

である。 11あなたがたによく言っておく。女の産んだ者

の中で、バプテスマのヨハネより大きい人物は起らなか

った。しかし、天国で最も小さい者も、彼よりは大きい

。 12バプテスマのヨハネの時から今に至るまで、天国は

激しく襲われている。そして激しく襲う者たちがそれを

奪い取っている。 13すべての預言者と律法とが預言した

のは、ヨハネの時までである。 14そして、もしあなたが

たが受けいれることを望めば、この人こそは、きたるべ

きエリヤなのである。 15耳のある者は聞くがよい。 16

今の時代を何に比べようか。それは子供たちが広場にす

わって、ほかの子供たちに呼びかけ、 17『わたしたちが

笛を吹いたのに、あなたたちは踊ってくれなかった。弔

いの歌を歌ったのに、胸を打ってくれなかった』と言う

のに似ている。 18なぜなら、ヨハネがきて、食べること

も、飲むこともしないと、あれは悪霊につかれているの

だ、と言い、 19また人の子がきて、食べたり飲んだりし

ていると、見よ、あれは食をむさぼる者、大酒を飲む者

、また取税人、罪人の仲間だ、と言う。しかし、知恵の

正しいことは、その働きが証明する」。 20それからイエ

スは、数々の力あるわざがなされたのに、悔い改めるこ

とをしなかった町々を、責めはじめられた。 21「わざわ

いだ、コラジンよ。わざわいだ、ベツサイダよ。おまえ

たちのうちでなされた力あるわざが、もしツロとシドン

でなされたなら、彼らはとうの昔に、荒布をまとい灰を

かぶって、悔い改めたであろう。 22しかし、おまえたち

に言っておく。さばきの日には、ツロとシドンの方がお

まえたちよりも、耐えやすいであろう。 23ああ、カペナ

ウムよ、おまえは天にまで上げられようとでもいうのか

。黄泉にまで落されるであろう。おまえの中でなされた

力あるわざが、もしソドムでなされたなら、その町は今

日までも残っていたであろう。 (Hadēs g86) 24しかし、あ

なたがたに言う。さばきの日には、ソドムの地の方がお

まえよりは耐えやすいであろう」。 25そのときイエスは

声をあげて言われた、「天地の主なる父よ。あなたをほ

めたたえます。これらの事を知恵のある者や賢い者に隠

して、幼な子にあらわしてくださいました。 26父よ、こ

れはまことにみこころにかなった事でした。 27すべての

事は父からわたしに任せられています。そして、子を知

る者は父のほかにはなく、父を知る者は、子と、父をあ

らわそうとして子が選んだ者とのほかに、だれもありま

せん。 28すべて重荷を負うて苦労している者は、わたし

のもとにきなさい。あなたがたを休ませてあげよう。 29

わたしは柔和で心のへりくだった者であるから、わたし

のくびきを負うて、わたしに学びなさい。そうすれば、

あなたがたの魂に休みが与えられるであろう。 30わたし

のくびきは負いやすく、わたしの荷は軽いからである」

。

12そのころ、ある安息日に、イエスは麦畑の中を通ら
れた。すると弟子たちは、空腹であったので、穂を

摘んで食べはじめた。 2パリサイ人たちがこれを見て、

イエスに言った、「ごらんなさい、あなたの弟子たちが

、安息日にしてはならないことをしています」。 3そこ

でイエスは彼らに言われた、「あなたがたは、ダビデと

その供の者たちとが飢えたとき、ダビデが何をしたか読

んだことがないのか。 4すなわち、神の家にはいって、

祭司たちのほか、自分も供の者たちも食べてはならぬ供

えのパンを食べたのである。 5また、安息日に宮仕えを

している祭司たちは安息日を破っても罪にはならないこ

とを、律法で読んだことがないのか。 6あなたがたに言

っておく。宮よりも大いなる者がここにいる。 7『わた

しが好むのは、あわれみであって、いけにえではない』

とはどういう意味か知っていたなら、あなたがたは罪の

ない者をとがめなかったであろう。 8人の子は安息日の

主である」。 9イエスはそこを去って、彼らの会堂には

いられた。 10すると、そのとき、片手のなえた人がいた

。人々はイエスを訴えようと思って、「安息日に人をい

やしても、さしつかえないか」と尋ねた。 11イエスは彼

らに言われた、「あなたがたのうちに、一匹の羊を持っ

ている人があるとして、もしそれが安息日に穴に落ちこ

んだなら、手をかけて引き上げてやらないだろうか。 12

人は羊よりも、はるかにすぐれているではないか。だか

ら、安息日に良いことをするのは、正しいことである」

。 13そしてイエスはその人に、「手を伸ばしなさい」と

言われた。そこで手を伸ばすと、ほかの手のように良く

なった。 14パリサイ人たちは出て行って、なんとかして

イエスを殺そうと相談した。 15イエスはこれを知って、

そこを去って行かれた。ところが多くの人々がついてき

たので、彼らを皆いやし、 16そして自分のことを人々に

あらわさないようにと、彼らを戒められた。 17これは預

言者イザヤの言った言葉が、成就するためである、 18「

見よ、わたしが選んだ僕、わたしの心にかなう、愛する

者。わたしは彼にわたしの霊を授け、そして彼は正義を

異邦人に宣べ伝えるであろう。 19彼は争わず、叫ばず、

またその声を大路で聞く者はない。 20彼が正義に勝ちを

得させる時まで、いためられた葦を折ることがなく、煙

っている燈心を消すこともない。 21異邦人は彼の名に望

みを置くであろう」。 22そのとき、人々が悪霊につかれ

た盲人のおしを連れてきたので、イエスは彼をいやして

、物を言い、また目が見えるようにされた。 23すると群

衆はみな驚いて言った、「この人が、あるいはダビデの
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子ではあるまいか」。 24しかし、パリサイ人たちは、こ

れを聞いて言った、「この人が悪霊を追い出しているの

は、まったく悪霊のかしらベルゼブルによるのだ」。 25

イエスは彼らの思いを見抜いて言われた、「おおよそ、

内部で分れ争う国は自滅し、内わで分れ争う町や家は立

ち行かない。 26もしサタンがサタンを追い出すならば、

それは内わで分れ争うことになる。それでは、その国は

どうして立ち行けよう。 27もしわたしがベルゼブルによ

って悪霊を追い出すとすれば、あなたがたの仲間はだれ

によって追い出すのであろうか。だから、彼らがあなた

がたをさばく者となるであろう。 28しかし、わたしが神

の霊によって悪霊を追い出しているのなら、神の国はす

でにあなたがたのところにきたのである。 29まただれで

も、まず強い人を縛りあげなければ、どうして、その人

の家に押し入って家財を奪い取ることができようか。縛

ってから、はじめてその家を掠奪することができる。 30

わたしの味方でない者は、わたしに反対するものであり

、わたしと共に集めない者は、散らすものである。 31だ

から、あなたがたに言っておく。人には、その犯すすべ

ての罪も神を汚す言葉も、ゆるされる。しかし、聖霊を

汚す言葉は、ゆるされることはない。 32また人の子に対

して言い逆らう者は、ゆるされるであろう。しかし、聖

霊に対して言い逆らう者は、この世でも、きたるべき世

でも、ゆるされることはない。 (aiōn g165) 33木が良けれ

ば、その実も良いとし、木が悪ければ、その実も悪いと

せよ。木はその実でわかるからである。 34まむしの子ら

よ。あなたがたは悪い者であるのに、どうして良いこと

を語ることができようか。おおよそ、心からあふれるこ

とを、口が語るものである。 35善人はよい倉から良い物

を取り出し、悪人は悪い倉から悪い物を取り出す。 36あ

なたがたに言うが、審判の日には、人はその語る無益な

言葉に対して、言い開きをしなければならないであろう

。 37あなたは、自分の言葉によって正しいとされ、また

自分の言葉によって罪ありとされるからである」。 38そ

のとき、律法学者、パリサイ人のうちのある人々がイエ

スにむかって言った、「先生、わたしたちはあなたから

、しるしを見せていただきとうございます」。 39すると

、彼らに答えて言われた、「邪悪で不義な時代は、しる

しを求める。しかし、預言者ヨナのしるしのほかには、

なんのしるしも与えられないであろう。 40すなわち、ヨ

ナが三日三晩、大魚の腹の中にいたように、人の子も三

日三晩、地の中にいるであろう。 41ニネベの人々が、今

の時代の人々と共にさばきの場に立って、彼らを罪に定

めるであろう。なぜなら、ニネベの人々はヨナの宣教に

よって悔い改めたからである。しかし見よ、ヨナにまさ

る者がここにいる。 42南の女王が、今の時代の人々と共

にさばきの場に立って、彼らを罪に定めるであろう。な

ぜなら、彼女はソロモンの知恵を聞くために地の果から

、はるばるきたからである。しかし見よ、ソロモンにま

さる者がここにいる。 43汚れた霊が人から出ると、休み

場を求めて水の無い所を歩きまわるが、見つからない。

44そこで、出てきた元の家に帰ろうと言って帰って見る

と、その家はあいていて、そうじがしてある上、飾りつ

けがしてあった。 45そこでまた出て行って、自分以上に

悪い他の七つの霊を一緒に引き連れてきて中にはいり、

そこに住み込む。そうすると、その人ののちの状態は初

めよりももっと悪くなるのである。よこしまな今の時代

も、このようになるであろう」。 46イエスがまだ群衆に

話しておられるとき、その母と兄弟たちとが、イエスに

話そうと思って外に立っていた。 47それで、ある人がイ

エスに言った、「ごらんなさい。あなたの母上と兄弟が

たが、あなたに話そうと思って、外に立っておられます

」。 48イエスは知らせてくれた者に答えて言われた、「

わたしの母とは、だれのことか。わたしの兄弟とは、だ

れのことか」。 49そして、弟子たちの方に手をさし伸べ

て言われた、「ごらんなさい。ここにわたしの母、わた

しの兄弟がいる。 50天にいますわたしの父のみこころを

行う者はだれでも、わたしの兄弟、また姉妹、また母な

のである」。

13その日、イエスは家を出て、海べにすわっておられ
た。 2ところが、大ぜいの群衆がみもとに集まった

ので、イエスは舟に乗ってすわられ、群衆はみな岸に立

っていた。 3イエスは譬で多くの事を語り、こう言われ

た、「見よ、種まきが種をまきに出て行った。 4まいて

いるうちに、道ばたに落ちた種があった。すると、鳥が

きて食べてしまった。 5ほかの種は土の薄い石地に落ち

た。そこは土が深くないので、すぐ芽を出したが、 6日

が上ると焼けて、根がないために枯れてしまった。 7ほ

かの種はいばらの地に落ちた。すると、いばらが伸びて

、ふさいでしまった。 8ほかの種は良い地に落ちて実を

結び、あるものは百倍、あるものは六十倍、あるものは

三十倍にもなった。 9耳のある者は聞くがよい」。 10そ

れから、弟子たちがイエスに近寄ってきて言った、「な

ぜ、彼らに譬でお話しになるのですか」。 11そこでイエ

スは答えて言われた、「あなたがたには、天国の奥義を

知ることが許されているが、彼らには許されていない。

12おおよそ、持っている人は与えられて、いよいよ豊か

になるが、持っていない人は、持っているものまでも取

り上げられるであろう。 13だから、彼らには譬で語るの

である。それは彼らが、見ても見ず、聞いても聞かず、

また悟らないからである。 14こうしてイザヤの言った預

言が、彼らの上に成就したのである。『あなたがたは聞

くには聞くが、決して悟らない。見るには見るが、決し

て認めない。 15この民の心は鈍くなり、その耳は聞えに

くく、その目は閉じている。それは、彼らが目で見ず、

耳で聞かず、心で悟らず、悔い改めていやされることが

ないためである』。 16しかし、あなたがたの目は見てお

り、耳は聞いているから、さいわいである。 17あなたが

たによく言っておく。多くの預言者や義人は、あなたが

たの見ていることを見ようと熱心に願ったが、見ること

ができず、またあなたがたの聞いていることを聞こうと

したが、聞けなかったのである。 18そこで、種まきの譬

を聞きなさい。 19だれでも御国の言を聞いて悟らないな

らば、悪い者がきて、その人の心にまかれたものを奪い

とって行く。道ばたにまかれたものというのは、そうい

う人のことである。 20石地にまかれたものというのは、

御言を聞くと、すぐに喜んで受ける人のことである。 21

その中に根がないので、しばらく続くだけであって、御

言のために困難や迫害が起ってくると、すぐつまずいて

しまう。 22また、いばらの中にまかれたものとは、御言

を聞くが、世の心づかいと富の惑わしとが御言をふさぐ

ので、実を結ばなくなる人のことである。 (aiōn g165) 23

また、良い地にまかれたものとは、御言を聞いて悟る人

のことであって、そういう人が実を結び、百倍、あるい

は六十倍、あるいは三十倍にもなるのである」。 24また
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、ほかの譬を彼らに示して言われた、「天国は、良い種

を自分の畑にまいておいた人のようなものである。 25人

々が眠っている間に敵がきて、麦の中に毒麦をまいて立

ち去った。 26芽がはえ出て実を結ぶと、同時に毒麦もあ

らわれてきた。 27僕たちがきて、家の主人に言った、『

ご主人様、畑におまきになったのは、良い種ではありま

せんでしたか。どうして毒麦がはえてきたのですか』。

28主人は言った、『それは敵のしわざだ』。すると僕た

ちが言った『では行って、それを抜き集めましょうか』

。 29彼は言った、『いや、毒麦を集めようとして、麦も

一緒に抜くかも知れない。 30収穫まで、両方とも育つま

まにしておけ。収穫の時になったら、刈る者に、まず毒

麦を集めて束にして焼き、麦の方は集めて倉に入れてく

れ、と言いつけよう』」。 31また、ほかの譬を彼らに示

して言われた、「天国は、一粒のからし種のようなもの

である。ある人がそれをとって畑にまくと、 32それはど

んな種よりも小さいが、成長すると、野菜の中でいちば

ん大きくなり、空の鳥がきて、その枝に宿るほどの木に

なる」。 33またほかの譬を彼らに語られた、「天国は、

パン種のようなものである。女がそれを取って三斗の粉

の中に混ぜると、全体がふくらんでくる」。 34イエスは

これらのことをすべて、譬で群衆に語られた。譬によら

ないでは何事も彼らに語られなかった。 35これは預言者

によって言われたことが、成就するためである、「わた

しは口を開いて譬を語り、世の初めから隠されているこ

とを語り出そう」。 36それからイエスは、群衆をあとに

残して家にはいられた。すると弟子たちは、みもとにき

て言った、「畑の毒麦の譬を説明してください」。 37イ

エスは答えて言われた、「良い種をまく者は、人の子で

ある。 38畑は世界である。良い種と言うのは御国の子た

ちで、毒麦は悪い者の子たちである。 39それをまいた敵

は悪魔である。収穫とは世の終りのことで、刈る者は御

使たちである。 (aiōn g165) 40だから、毒麦が集められて

火で焼かれるように、世の終りにもそのとおりになるで

あろう。 (aiōn g165) 41人の子はその使たちをつかわし、

つまずきとなるものと不法を行う者とを、ことごとく御

国からとり集めて、 42炉の火に投げ入れさせるであろう

。そこでは泣き叫んだり、歯がみをしたりするであろう

。 43そのとき、義人たちは彼らの父の御国で、太陽のよ

うに輝きわたるであろう。耳のある者は聞くがよい。 44

天国は、畑に隠してある宝のようなものである。人がそ

れを見つけると隠しておき、喜びのあまり、行って持ち

物をみな売りはらい、そしてその畑を買うのである。 45

また天国は、良い真珠を捜している商人のようなもので

ある。 46高価な真珠一個を見いだすと、行って持ち物を

みな売りはらい、そしてこれを買うのである。 47また天

国は、海におろして、あらゆる種類の魚を囲みいれる網

のようなものである。 48それがいっぱいになると岸に引

き上げ、そしてすわって、良いのを器に入れ、悪いのを

外へ捨てるのである。 49世の終りにも、そのとおりにな

るであろう。すなわち、御使たちがきて、義人のうちか

ら悪人をえり分け、 (aiōn g165) 50そして炉の火に投げこ

むであろう。そこでは泣き叫んだり、歯がみをしたりす

るであろう。 51あなたがたは、これらのことが皆わかっ

たか」。彼らは「わかりました」と答えた。 52そこで、

イエスは彼らに言われた、「それだから、天国のことを

学んだ学者は、新しいものと古いものとを、その倉から

取り出す一家の主人のようなものである」。 53イエスは

これらの譬を語り終えてから、そこを立ち去られた。 54

そして郷里に行き、会堂で人々を教えられたところ、彼

らは驚いて言った、「この人は、この知恵とこれらの力

あるわざとを、どこで習ってきたのか。 55この人は大工

の子ではないか。母はマリヤといい、兄弟たちは、ヤコ

ブ、ヨセフ、シモン、ユダではないか。 56またその姉妹

たちもみな、わたしたちと一緒にいるではないか。こん

な数々のことを、いったい、どこで習ってきたのか」。

57こうして人々はイエスにつまずいた。しかし、イエス

は言われた、「預言者は、自分の郷里や自分の家以外で

は、どこででも敬われないことはない」。 58そして彼ら

の不信仰のゆえに、そこでは力あるわざを、あまりなさ

らなかった。

14そのころ、領主ヘロデはイエスのうわさを聞いて、
2家来に言った、「あれはバプテスマのヨハネだ。

死人の中からよみがえったのだ。それで、あのような力

が彼のうちに働いているのだ」。 3というのは、ヘロデ

は先に、自分の兄弟ピリポの妻ヘロデヤのことで、ヨハ

ネを捕えて縛り、獄に入れていた。 4すなわち、ヨハネ

はヘロデに、「その女をめとるのは、よろしくない」と

言ったからである。 5そこでヘロデはヨハネを殺そうと

思ったが、群衆を恐れた。彼らがヨハネを預言者と認め

ていたからである。 6さてヘロデの誕生日の祝に、ヘロ

デヤの娘がその席上で舞をまい、ヘロデを喜ばせたので

、 7彼女の願うものは、なんでも与えようと、彼は誓っ

て約束までした。 8すると彼女は母にそそのかされて、

「バプテスマのヨハネの首を盆に載せて、ここに持って

きていただきとうございます」と言った。 9王は困った

が、いったん誓ったのと、また列座の人たちの手前、そ

れを与えるように命じ、 10人をつかわして、獄中でヨハ

ネの首を切らせた。 11その首は盆に載せて運ばれ、少女

にわたされ、少女はそれを母のところに持って行った。

12それから、ヨハネの弟子たちがきて、死体を引き取っ

て葬った。そして、イエスのところに行って報告した。

13イエスはこのことを聞くと、舟に乗ってそこを去り、

自分ひとりで寂しい所へ行かれた。しかし、群衆はそれ

と聞いて、町々から徒歩であとを追ってきた。 14イエス

は舟から上がって、大ぜいの群衆をごらんになり、彼ら

を深くあわれんで、そのうちの病人たちをおいやしにな

った。 15夕方になったので、弟子たちがイエスのもとに

きて言った、「ここは寂しい所でもあり、もう時もおそ

くなりました。群衆を解散させ、めいめいで食物を買い

に、村々へ行かせてください」。 16するとイエスは言わ

れた、「彼らが出かけて行くには及ばない。あなたがた

の手で食物をやりなさい」。 17弟子たちは言った、「わ

たしたちはここに、パン五つと魚二ひきしか持っていま

せん」。 18イエスは言われた、「それをここに持ってき

なさい」。 19そして群衆に命じて、草の上にすわらせ、

五つのパンと二ひきの魚とを手に取り、天を仰いでそれ

を祝福し、パンをさいて弟子たちに渡された。弟子たち

はそれを群衆に与えた。 20みんなの者は食べて満腹した

。パンくずの残りを集めると、十二のかごにいっぱいに

なった。 21食べた者は、女と子供とを除いて、おおよそ

五千人であった。 22それからすぐ、イエスは群衆を解散

させておられる間に、しいて弟子たちを舟に乗り込ませ

、向こう岸へ先におやりになった。 23そして群衆を解散

させてから、祈るためひそかに山へ登られた。夕方にな
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っても、ただひとりそこにおられた。 24ところが舟は、

もうすでに陸から数丁も離れており、逆風が吹いていた

ために、波に悩まされていた。 25イエスは夜明けの四時

ごろ、海の上を歩いて彼らの方へ行かれた。 26弟子たち

は、イエスが海の上を歩いておられるのを見て、幽霊だ

と言っておじ惑い、恐怖のあまり叫び声をあげた。 27し

かし、イエスはすぐに彼らに声をかけて、「しっかりす

るのだ、わたしである。恐れることはない」と言われた

。 28するとペテロが答えて言った、「主よ、あなたでし

たか。では、わたしに命じて、水の上を渡ってみもとに

行かせてください」。 29イエスは、「おいでなさい」と

言われたので、ペテロは舟からおり、水の上を歩いてイ

エスのところへ行った。 30しかし、風を見て恐ろしくな

り、そしておぼれかけたので、彼は叫んで、「主よ、お

助けください」と言った。 31イエスはすぐに手を伸ばし

、彼をつかまえて言われた、「信仰の薄い者よ、なぜ疑

ったのか」。 32ふたりが舟に乗り込むと、風はやんでし

まった。 33舟の中にいた者たちはイエスを拝して、「ほ

んとうに、あなたは神の子です」と言った。 34それから

、彼らは海を渡ってゲネサレの地に着いた。 35するとそ

の土地の人々はイエスと知って、その附近全体に人をつ

かわし、イエスのところに病人をみな連れてこさせた。

36そして彼らにイエスの上着のふさにでも、さわらせて

やっていただきたいとお願いした。そしてさわった者は

皆いやされた。

15ときに、パリサイ人と律法学者たちとが、エルサレ
ムからイエスのもとにきて言った、 2「あなたの弟

子たちは、なぜ昔の人々の言伝えを破るのですか。彼ら

は食事の時に手を洗っていません」。 3イエスは答えて

言われた、「なぜ、あなたがたも自分たちの言伝えによ

って、神のいましめを破っているのか。 4神は言われた

、『父と母とを敬え』、また『父または母をののしる者

は、必ず死に定められる』と。 5それだのに、あなたが

たは『だれでも父または母にむかって、あなたにさしあ

げるはずのこのものは供え物です、と言えば、 6父また

は母を敬わなくてもよろしい』と言っている。こうして

あなたがたは自分たちの言伝えによって、神の言を無に

している。 7偽善者たちよ、イザヤがあなたがたについ

て、こういう適切な預言をしている、 8『この民は、口

さきではわたしを敬うが、その心はわたしから遠く離れ

ている。 9人間のいましめを教として教え、無意味にわ

たしを拝んでいる』」。 10それからイエスは群衆を呼び

寄せて言われた、「聞いて悟るがよい。 11口にはいるも

のは人を汚すことはない。かえって、口から出るものが

人を汚すのである」。 12そのとき、弟子たちが近寄って

きてイエスに言った、「パリサイ人たちが御言を聞いて

つまずいたことを、ご存じですか」。 13イエスは答えて

言われた、「わたしの天の父がお植えにならなかったも

のは、みな抜き取られるであろう。 14彼らをそのままに

しておけ。彼らは盲人を手引きする盲人である。もし盲

人が盲人を手引きするなら、ふたりとも穴に落ち込むで

あろう」。 15ペテロが答えて言った、「その譬を説明し

てください」。 16イエスは言われた、「あなたがたも、

まだわからないのか。 17口にはいってくるものは、みな

腹の中にはいり、そして、外に出て行くことを知らない

のか。 18しかし、口から出て行くものは、心の中から出

てくるのであって、それが人を汚すのである。 19という

のは、悪い思い、すなわち、殺人、姦淫、不品行、盗み

、偽証、誹りは、心の中から出てくるのであって、 20こ

れらのものが人を汚すのである。しかし、洗わない手で

食事することは、人を汚すのではない」。 21さて、イエ

スはそこを出て、ツロとシドンとの地方へ行かれた。 22

すると、そこへ、その地方出のカナンの女が出てきて、

「主よ、ダビデの子よ、わたしをあわれんでください。

娘が悪霊にとりつかれて苦しんでいます」と言って叫び

つづけた。 23しかし、イエスはひと言もお答えにならな

かった。そこで弟子たちがみもとにきて願って言った、

「この女を追い払ってください。叫びながらついてきて

いますから」。 24するとイエスは答えて言われた、「わ

たしは、イスラエルの家の失われた羊以外の者には、つ

かわされていない」。 25しかし、女は近寄りイエスを拝

して言った、「主よ、わたしをお助けください」。 26イ

エスは答えて言われた、「子供たちのパンを取って小犬

に投げてやるのは、よろしくない」。 27すると女は言っ

た、「主よ、お言葉どおりです。でも、小犬もその主人

の食卓から落ちるパンくずは、いただきます」。 28そこ

でイエスは答えて言われた、「女よ、あなたの信仰は見

あげたものである。あなたの願いどおりになるように」

。その時に、娘はいやされた。 29イエスはそこを去って

、ガリラヤの海べに行き、それから山に登ってそこにす

わられた。 30すると大ぜいの群衆が、足なえ、不具者、

盲人、おし、そのほか多くの人々を連れてきて、イエス

の足もとに置いたので、彼らをおいやしになった。 31群

衆は、おしが物を言い、不具者が直り、足なえが歩き、

盲人が見えるようになったのを見て驚き、そしてイスラ

エルの神をほめたたえた。 32イエスは弟子たちを呼び寄

せて言われた、「この群衆がかわいそうである。もう三

日間もわたしと一緒にいるのに、何も食べるものがない

。しかし、彼らを空腹のままで帰らせたくはない。恐ら

く途中で弱り切ってしまうであろう」。 33弟子たちは言

った、「荒野の中で、こんなに大ぜいの群衆にじゅうぶ

ん食べさせるほどたくさんのパンを、どこで手に入れま

しょうか」。 34イエスは弟子たちに「パンはいくつある

か」と尋ねられると、「七つあります。また小さい魚が

少しあります」と答えた。 35そこでイエスは群衆に、地

にすわるようにと命じ、 36七つのパンと魚とを取り、感

謝してこれをさき、弟子たちにわたされ、弟子たちはこ

れを群衆にわけた。 37一同の者は食べて満腹した。そし

て残ったパンくずを集めると、七つのかごにいっぱいに

なった。 38食べた者は、女と子供とを除いて四千人であ

った。 39そこでイエスは群衆を解散させ、舟に乗ってマ

ガダンの地方へ行かれた。

16パリサイ人とサドカイ人とが近寄ってきて、イエス
を試み、天からのしるしを見せてもらいたいと言っ

た。 2イエスは彼らに言われた、「あなたがたは夕方に

なると、『空がまっかだから、晴だ』と言い、 3また明

け方には『空が曇ってまっかだから、きょうは荒れだ』

と言う。あなたがたは空の模様を見分けることを知りな

がら、時のしるしを見分けることができないのか。 4邪

悪で不義な時代は、しるしを求める。しかし、ヨナのし

るしのほかには、なんのしるしも与えられないであろう

」。そして、イエスは彼らをあとに残して立ち去られた

。 5弟子たちは向こう岸に行ったが、パンを持って来る

のを忘れていた。 6そこでイエスは言われた、「パリサ
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イ人とサドカイ人とのパン種を、よくよく警戒せよ」。

7弟子たちは、これは自分たちがパンを持ってこなかっ

たためであろうと言って、互に論じ合った。 8イエスは

それと知って言われた、「信仰の薄い者たちよ、なぜパ

ンがないからだと互に論じ合っているのか。 9まだわか

らないのか。覚えていないのか。五つのパンを五千人に

分けたとき、幾かご拾ったか。 10また、七つのパンを四

千人に分けたとき、幾かご拾ったか。 11わたしが言った

のは、パンについてではないことを、どうして悟らない

のか。ただ、パリサイ人とサドカイ人とのパン種を警戒

しなさい」。 12そのとき彼らは、イエスが警戒せよと言

われたのは、パン種のことではなく、パリサイ人とサド

カイ人との教のことであると悟った。 13イエスがピリポ

・カイザリヤの地方に行かれたとき、弟子たちに尋ねて

言われた、「人々は人の子をだれと言っているか」。 14

彼らは言った、「ある人々はバプテスマのヨハネだと言

っています。しかし、ほかの人たちは、エリヤだと言い

、また、エレミヤあるいは預言者のひとりだ、と言って

いる者もあります」。 15そこでイエスは彼らに言われた

、「それでは、あなたがたはわたしをだれと言うか」。

16シモン・ペテロが答えて言った、「あなたこそ、生け

る神の子キリストです」。 17すると、イエスは彼にむか

って言われた、「バルヨナ・シモン、あなたはさいわい

である。あなたにこの事をあらわしたのは、血肉ではな

く、天にいますわたしの父である。 18そこで、わたしも

あなたに言う。あなたはペテロである。そして、わたし

はこの岩の上にわたしの教会を建てよう。黄泉の力もそ

れに打ち勝つことはない。 (Hadēs g86) 19わたしは、あな

たに天国のかぎを授けよう。そして、あなたが地上でつ

なぐことは、天でもつながれ、あなたが地上で解くこと

は天でも解かれるであろう」。 20そのとき、イエスは、

自分がキリストであることをだれにも言ってはいけない

と、弟子たちを戒められた。 21この時から、イエス・キ

リストは、自分が必ずエルサレムに行き、長老、祭司長

、律法学者たちから多くの苦しみを受け、殺され、そし

て三日目によみがえるべきことを、弟子たちに示しはじ

められた。 22すると、ペテロはイエスをわきへ引き寄せ

て、いさめはじめ、「主よ、とんでもないことです。そ

んなことがあるはずはございません」と言った。 23イエ

スは振り向いて、ペテロに言われた、「サタンよ、引き

さがれ。わたしの邪魔をする者だ。あなたは神のことを

思わないで、人のことを思っている」。 24それからイエ

スは弟子たちに言われた、「だれでもわたしについてき

たいと思うなら、自分を捨て、自分の十字架を負うて、

わたしに従ってきなさい。 25自分の命を救おうと思う者

はそれを失い、わたしのために自分の命を失う者は、そ

れを見いだすであろう。 26たとい人が全世界をもうけて

も、自分の命を損したら、なんの得になろうか。また、

人はどんな代価を払って、その命を買いもどすことがで

きようか。 27人の子は父の栄光のうちに、御使たちを従

えて来るが、その時には、実際のおこないに応じて、そ

れぞれに報いるであろう。 28よく聞いておくがよい、人

の子が御国の力をもって来るのを見るまでは、死を味わ

わない者が、ここに立っている者の中にいる」。

17六日ののち、イエスはペテロ、ヤコブ、ヤコブの兄
弟ヨハネだけを連れて、高い山に登られた。 2とこ

ろが、彼らの目の前でイエスの姿が変り、その顔は日の

ように輝き、その衣は光のように白くなった。 3すると

、見よ、モーセとエリヤが彼らに現れて、イエスと語り

合っていた。 4ペテロはイエスにむかって言った、「主

よ、わたしたちがここにいるのは、すばらしいことです

。もし、おさしつかえなければ、わたしはここに小屋を

三つ建てましょう。一つはあなたのために、一つはモー

セのために、一つはエリヤのために」。 5彼がまだ話し

終えないうちに、たちまち、輝く雲が彼らをおおい、そ

して雲の中から声がした、「これはわたしの愛する子、

わたしの心にかなう者である。これに聞け」。 6弟子た

ちはこれを聞いて非常に恐れ、顔を地に伏せた。 7イエ

スは近づいてきて、手を彼らにおいて言われた、「起き

なさい、恐れることはない」。 8彼らが目をあげると、

イエスのほかには、だれも見えなかった。 9一同が山を

下って来るとき、イエスは「人の子が死人の中からよみ

がえるまでは、いま見たことをだれにも話してはならな

い」と、彼らに命じられた。 10弟子たちはイエスにお尋

ねして言った、「いったい、律法学者たちは、なぜ、エ

リヤが先に来るはずだと言っているのですか」。 11答え

て言われた、「確かに、エリヤがきて、万事を元どおり

に改めるであろう。 12しかし、あなたがたに言っておく

。エリヤはすでにきたのだ。しかし人々は彼を認めず、

自分かってに彼をあしらった。人の子もまた、そのよう

に彼らから苦しみを受けることになろう」。 13そのとき

、弟子たちは、イエスがバプテスマのヨハネのことを言

われたのだと悟った。 14さて彼らが群衆のところに帰る

と、ひとりの人がイエスに近寄ってきて、ひざまずいて

、言った、 15「主よ、わたしの子をあわれんでください

。てんかんで苦しんでおります。何度も何度も火の中や

水の中に倒れるのです。 16それで、その子をお弟子たち

のところに連れてきましたが、なおしていただけません

でした」。 17イエスは答えて言われた、「ああ、なんと

いう不信仰な、曲った時代であろう。いつまで、わたし

はあなたがたと一緒におられようか。いつまであなたが

たに我慢ができようか。その子をここに、わたしのとこ

ろに連れてきなさい」。 18イエスがおしかりになると、

悪霊はその子から出て行った。そして子はその時いやさ

れた。 19それから、弟子たちがひそかにイエスのもとに

きて言った、「わたしたちは、どうして霊を追い出せな

かったのですか」。 20するとイエスは言われた、「あな

たがたの信仰が足りないからである。よく言い聞かせて

おくが、もし、からし種一粒ほどの信仰があるなら、こ

の山にむかって『ここからあそこに移れ』と言えば、移

るであろう。このように、あなたがたにできない事は、

何もないであろう。〔 21しかし、このたぐいは、祈と断

食とによらなければ、追い出すことはできない〕」。 22

彼らがガリラヤで集まっていた時、イエスは言われた、

「人の子は人々の手にわたされ、 23彼らに殺され、そし

て三日目によみがえるであろう」。弟子たちは非常に心

をいためた。 24彼らがカペナウムにきたとき、宮の納入

金を集める人たちがペテロのところにきて言った、「あ

なたがたの先生は宮の納入金を納めないのか」。 25ペテ

ロは「納めておられます」と言った。そして彼が家には

いると、イエスから先に話しかけて言われた、「シモン

、あなたはどう思うか。この世の王たちは税や貢をだれ

から取るのか。自分の子からか、それとも、ほかの人た

ちからか」。 26ペテロが「ほかの人たちからです」と答

えると、イエスは言われた、「それでは、子は納めなく
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てもよいわけである。 27しかし、彼らをつまずかせない

ために、海に行って、つり針をたれなさい。そして最初

につれた魚をとって、その口をあけると、銀貨一枚が見

つかるであろう。それをとり出して、わたしとあなたの

ために納めなさい」。

18そのとき、弟子たちがイエスのもとにきて言った、
「いったい、天国ではだれがいちばん偉いのですか

」。 2すると、イエスは幼な子を呼び寄せ、彼らのまん

中に立たせて言われた、 3「よく聞きなさい。心をいれ

かえて幼な子のようにならなければ、天国にはいること

はできないであろう。 4この幼な子のように自分を低く

する者が、天国でいちばん偉いのである。 5また、だれ

でも、このようなひとりの幼な子を、わたしの名のゆえ

に受けいれる者は、わたしを受けいれるのである。 6し

かし、わたしを信ずるこれらの小さい者のひとりをつま

ずかせる者は、大きなひきうすを首にかけられて海の深

みに沈められる方が、その人の益になる。 7この世は、

罪の誘惑があるから、わざわいである。罪の誘惑は必ず

来る。しかし、それをきたらせる人は、わざわいである

。 8もしあなたの片手または片足が、罪を犯させるなら

、それを切って捨てなさい。両手、両足がそろったまま

で、永遠の火に投げ込まれるよりは、片手、片足になっ

て命に入る方がよい。 (aiōnios g166) 9もしあなたの片目が

罪を犯させるなら、それを抜き出して捨てなさい。両眼

がそろったままで地獄の火に投げ入れられるよりは、片

目になって命に入る方がよい。 (Geenna g1067) 10あなたが

たは、これらの小さい者のひとりをも軽んじないように

、気をつけなさい。あなたがたに言うが、彼らの御使た

ちは天にあって、天にいますわたしの父のみ顔をいつも

仰いでいるのである。〔 11人の子は、滅びる者を救うた

めにきたのである。〕 12あなたがたはどう思うか。ある

人に百匹の羊があり、その中の一匹が迷い出たとすれば

、九十九匹を山に残しておいて、その迷い出ている羊を

捜しに出かけないであろうか。 13もしそれを見つけたな

ら、よく聞きなさい、迷わないでいる九十九匹のためよ

りも、むしろその一匹のために喜ぶであろう。 14そのよ

うに、これらの小さい者のひとりが滅びることは、天に

いますあなたがたの父のみこころではない。 15もしあな

たの兄弟が罪を犯すなら、行って、彼とふたりだけの所

で忠告しなさい。もし聞いてくれたら、あなたの兄弟を

得たことになる。 16もし聞いてくれないなら、ほかにひ

とりふたりを、一緒に連れて行きなさい。それは、ふた

りまたは三人の証人の口によって、すべてのことがらが

確かめられるためである。 17もし彼らの言うことを聞か

ないなら、教会に申し出なさい。もし教会の言うことも

聞かないなら、その人を異邦人または取税人同様に扱い

なさい。 18よく言っておく。あなたがたが地上でつなぐ

ことは、天でも皆つながれ、あなたがたが地上で解くこ

とは、天でもみな解かれるであろう。 19また、よく言っ

ておく。もしあなたがたのうちのふたりが、どんな願い

事についても地上で心を合わせるなら、天にいますわた

しの父はそれをかなえて下さるであろう。 20ふたりまた

は三人が、わたしの名によって集まっている所には、わ

たしもその中にいるのである」。 21そのとき、ペテロが

イエスのもとにきて言った、「主よ、兄弟がわたしに対

して罪を犯した場合、幾たびゆるさねばなりませんか。

七たびまでですか」。 22イエスは彼に言われた、「わた

しは七たびまでとは言わない。七たびを七十倍するまで

にしなさい。 23それだから、天国は王が僕たちと決算を

するようなものだ。 24決算が始まると、一万タラントの

負債のある者が、王のところに連れられてきた。 25しか

し、返せなかったので、主人は、その人自身とその妻子

と持ち物全部とを売って返すように命じた。 26そこで、

この僕はひれ伏して哀願した、『どうぞお待ちください

。全部お返しいたしますから』。 27僕の主人はあわれに

思って、彼をゆるし、その負債を免じてやった。 28その

僕が出て行くと、百デナリを貸しているひとりの仲間に

出会い、彼をつかまえ、首をしめて『借金を返せ』と言

った。 29そこでこの仲間はひれ伏し、『どうか待ってく

れ。返すから』と言って頼んだ。 30しかし承知せずに、

その人をひっぱって行って、借金を返すまで獄に入れた

。 31その人の仲間たちは、この様子を見て、非常に心を

いため、行ってそのことをのこらず主人に話した。 32そ

こでこの主人は彼を呼びつけて言った、『悪い僕、わた

しに願ったからこそ、あの負債を全部ゆるしてやったの

だ。 33わたしがあわれんでやったように、あの仲間をあ

われんでやるべきではなかったか』。 34そして主人は立

腹して、負債全部を返してしまうまで、彼を獄吏に引き

わたした。 35あなたがためいめいも、もし心から兄弟を

ゆるさないならば、わたしの天の父もまたあなたがたに

対して、そのようになさるであろう」。

19イエスはこれらのことを語り終えられてから、ガリ
ラヤを去ってヨルダンの向こうのユダヤの地方へ行

かれた。 2すると大ぜいの群衆がついてきたので、彼ら

をそこでおいやしになった。 3さてパリサイ人たちが近

づいてきて、イエスを試みようとして言った、「何かの

理由で、夫がその妻を出すのは、さしつかえないでしょ

うか」。 4イエスは答えて言われた、「あなたがたはま

だ読んだことがないのか。『創造者は初めから人を男と

女とに造られ、 5そして言われた、それゆえに、人は父

母を離れ、その妻と結ばれ、ふたりの者は一体となるべ

きである』。 6彼らはもはや、ふたりではなく一体であ

る。だから、神が合わせられたものを、人は離してはな

らない」。 7彼らはイエスに言った、「それでは、なぜ

モーセは、妻を出す場合には離縁状を渡せ、と定めたの

ですか」。 8イエスが言われた、「モーセはあなたがた

の心が、かたくななので、妻を出すことを許したのだが

、初めからそうではなかった。 9そこでわたしはあなた

がたに言う。不品行のゆえでなくて、自分の妻を出して

他の女をめとる者は、姦淫を行うのである」。 10弟子た

ちは言った、「もし妻に対する夫の立場がそうだとすれ

ば、結婚しない方がましです」。 11するとイエスは彼ら

に言われた、「その言葉を受けいれることができるのは

すべての人ではなく、ただそれを授けられている人々だ

けである。 12というのは、母の胎内から独身者に生れつ

いているものがあり、また他から独身者にされたものも

あり、また天国のために、みずから進んで独身者となっ

たものもある。この言葉を受けられる者は、受けいれる

がよい」。 13そのとき、イエスに手をおいて祈っていた

だくために、人々が幼な子らをみもとに連れてきた。と

ころが、弟子たちは彼らをたしなめた。 14するとイエス

は言われた、「幼な子らをそのままにしておきなさい。

わたしのところに来るのをとめてはならない。天国はこ

のような者の国である」。 15そして手を彼らの上におい
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てから、そこを去って行かれた。 16すると、ひとりの人

がイエスに近寄ってきて言った、「先生、永遠の生命を

得るためには、どんなよいことをしたらいいでしょうか

」。 (aiōnios g166) 17イエスは言われた、「なぜよい事に

ついてわたしに尋ねるのか。よいかたはただひとりだけ

である。もし命に入りたいと思うなら、いましめを守り

なさい」。 18彼は言った、「どのいましめですか」。イ

エスは言われた、「『殺すな、姦淫するな、盗むな、偽

証を立てるな。 19父と母とを敬え』。また『自分を愛す

るように、あなたの隣り人を愛せよ』」。 20この青年は

イエスに言った、「それはみな守ってきました。ほかに

何が足りないのでしょう」。 21イエスは彼に言われた、

「もしあなたが完全になりたいと思うなら、帰ってあな

たの持ち物を売り払い、貧しい人々に施しなさい。そう

すれば、天に宝を持つようになろう。そして、わたしに

従ってきなさい」。 22この言葉を聞いて、青年は悲しみ

ながら立ち去った。たくさんの資産を持っていたからで

ある。 23それからイエスは弟子たちに言われた、「よく

聞きなさい。富んでいる者が天国にはいるのは、むずか

しいものである。 24また、あなたがたに言うが、富んで

いる者が神の国にはいるよりは、らくだが針の穴を通る

方が、もっとやさしい」。 25弟子たちはこれを聞いて非

常に驚いて言った、「では、だれが救われることができ

るのだろう」。 26イエスは彼らを見つめて言われた、「

人にはそれはできないが、神にはなんでもできない事は

ない」。 27そのとき、ペテロがイエスに答えて言った、

「ごらんなさい、わたしたちはいっさいを捨てて、あな

たに従いました。ついては、何がいただけるでしょうか

」。 28イエスは彼らに言われた、「よく聞いておくがよ

い。世が改まって、人の子がその栄光の座につく時には

、わたしに従ってきたあなたがたもまた、十二の位に座

してイスラエルの十二の部族をさばくであろう。 29おお

よそ、わたしの名のために、家、兄弟、姉妹、父、母、

子、もしくは畑を捨てた者は、その幾倍もを受け、また

永遠の生命を受けつぐであろう。 (aiōnios g166) 30しかし

、多くの先の者はあとになり、あとの者は先になるであ

ろう。

20天国は、ある家の主人が、自分のぶどう園に労働者
を雇うために、夜が明けると同時に、出かけて行く

ようなものである。 2彼は労働者たちと、一日一デナリ

の約束をして、彼らをぶどう園に送った。 3それから九

時ごろに出て行って、他の人々が市場で何もせずに立っ

ているのを見た。 4そして、その人たちに言った、『あ

なたがたも、ぶどう園に行きなさい。相当な賃銀を払う

から』。 5そこで、彼らは出かけて行った。主人はまた

、十二時ごろと三時ごろとに出て行って、同じようにし

た。 6五時ごろまた出て行くと、まだ立っている人々を

見たので、彼らに言った、『なぜ、何もしないで、一日

中ここに立っていたのか』。 7彼らが『だれもわたした

ちを雇ってくれませんから』と答えたので、その人々に

言った、『あなたがたも、ぶどう園に行きなさい』。 8

さて、夕方になって、ぶどう園の主人は管理人に言った

、『労働者たちを呼びなさい。そして、最後にきた人々

からはじめて順々に最初にきた人々にわたるように、賃

銀を払ってやりなさい』。 9そこで、五時ごろに雇われ

た人々がきて、それぞれ一デナリずつもらった。 10とこ

ろが、最初の人々がきて、もっと多くもらえるだろうと

思っていたのに、彼らも一デナリずつもらっただけであ

った。 11もらったとき、家の主人にむかって不平をもら

して 12言った、『この最後の者たちは一時間しか働かな

かったのに、あなたは一日じゅう、労苦と暑さを辛抱し

たわたしたちと同じ扱いをなさいました』。 13そこで彼

はそのひとりに答えて言った、『友よ、わたしはあなた

に対して不正をしてはいない。あなたはわたしと一デナ

リの約束をしたではないか。 14自分の賃銀をもらって行

きなさい。わたしは、この最後の者にもあなたと同様に

払ってやりたいのだ。 15自分の物を自分がしたいように

するのは、当りまえではないか。それともわたしが気前

よくしているので、ねたましく思うのか』。 16このよう

に、あとの者は先になり、先の者はあとになるであろう

」。 17さて、イエスはエルサレムへ上るとき、十二弟子

をひそかに呼びよせ、その途中で彼らに言われた、 18「

見よ、わたしたちはエルサレムへ上って行くが、人の子

は祭司長、律法学者たちの手に渡されるであろう。彼ら

は彼に死刑を宣告し、 19そして彼をあざけり、むち打ち

、十字架につけさせるために、異邦人に引きわたすであ

ろう。そして彼は三日目によみがえるであろう」。 20そ

のとき、ゼベダイの子らの母が、その子らと一緒にイエ

スのもとにきてひざまずき、何事かをお願いした。 21そ

こでイエスは彼女に言われた、「何をしてほしいのか」

。彼女は言った、「わたしのこのふたりのむすこが、あ

なたの御国で、ひとりはあなたの右に、ひとりは左にす

われるように、お言葉をください」。 22イエスは答えて

言われた、「あなたがたは、自分が何を求めているのか

、わかっていない。わたしの飲もうとしている杯を飲む

ことができるか」。彼らは「できます」と答えた。 23イ

エスは彼らに言われた、「確かに、あなたがたはわたし

の杯を飲むことになろう。しかし、わたしの右、左にす

わらせることは、わたしのすることではなく、わたしの

父によって備えられている人々だけに許されることであ

る」。 24十人の者はこれを聞いて、このふたりの兄弟た

ちのことで憤慨した。 25そこで、イエスは彼らを呼び寄

せて言われた、「あなたがたの知っているとおり、異邦

人の支配者たちはその民を治め、また偉い人たちは、そ

の民の上に権力をふるっている。 26あなたがたの間では

そうであってはならない。かえって、あなたがたの間で

偉くなりたいと思う者は、仕える人となり、 27あなたが

たの間でかしらになりたいと思う者は、僕とならねばな

らない。 28それは、人の子がきたのも、仕えられるため

ではなく、仕えるためであり、また多くの人のあがない

として、自分の命を与えるためであるのと、ちょうど同

じである」。 29それから、彼らがエリコを出て行ったと

き、大ぜいの群衆がイエスに従ってきた。 30すると、ふ

たりの盲人が道ばたにすわっていたが、イエスがとおっ

て行かれると聞いて、叫んで言った、「主よ、ダビデの

子よ、わたしたちをあわれんで下さい」。 31群衆は彼ら

をしかって黙らせようとしたが、彼らはますます叫びつ

づけて言った、「主よ、ダビデの子よ、わたしたちをあ

われんで下さい」。 32イエスは立ちどまり、彼らを呼ん

で言われた、「わたしに何をしてほしいのか」。 33彼ら

は言った、「主よ、目をあけていただくことです」。 34

イエスは深くあわれんで、彼らの目にさわられた。する

と彼らは、たちまち見えるようになり、イエスに従って

行った。
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21さて、彼らがエルサレムに近づき、オリブ山沿いの
ベテパゲに着いたとき、イエスはふたりの弟子をつ

かわして言われた、 2「向こうの村へ行きなさい。する

とすぐ、ろばがつながれていて、子ろばがそばにいるの

を見るであろう。それを解いてわたしのところに引いて

きなさい。 3もしだれかが、あなたがたに何か言ったな

ら、主がお入り用なのです、と言いなさい。そう言えば

、すぐ渡してくれるであろう」。 4こうしたのは、預言

者によって言われたことが、成就するためである。 5す

なわち、「シオンの娘に告げよ、見よ、あなたの王がお

いでになる、柔和なおかたで、ろばに乗って、くびきを

負うろばの子に乗って」。 6弟子たちは出て行って、イ

エスがお命じになったとおりにし、 7ろばと子ろばとを

引いてきた。そしてその上に自分たちの上着をかけると

、イエスはそれにお乗りになった。 8群衆のうち多くの

者は自分たちの上着を道に敷き、また、ほかの者たちは

木の枝を切ってきて道に敷いた。 9そして群衆は、前に

行く者も、あとに従う者も、共に叫びつづけた、「ダビ

デの子に、ホサナ。主の御名によってきたる者に、祝福

あれ。いと高き所に、ホサナ」。 10イエスがエルサレム

にはいって行かれたとき、町中がこぞって騒ぎ立ち、「

これは、いったい、どなただろう」と言った。 11そこで

群衆は、「この人はガリラヤのナザレから出た預言者イ

エスである」と言った。 12それから、イエスは宮にはい

られた。そして、宮の庭で売り買いしていた人々をみな

追い出し、また両替人の台や、はとを売る者の腰掛をく

つがえされた。 13そして彼らに言われた、「『わたしの

家は、祈の家ととなえらるべきである』と書いてある。

それだのに、あなたがたはそれを強盗の巣にしている」

。 14そのとき宮の庭で、盲人や足なえがみもとにきたの

で、彼らをおいやしになった。 15しかし、祭司長、律法

学者たちは、イエスがなされた不思議なわざを見、また

宮の庭で「ダビデの子に、ホサナ」と叫んでいる子供た

ちを見て立腹し、 16イエスに言った、「あの子たちが何

を言っているのか、お聞きですか」。イエスは彼らに言

われた、「そうだ、聞いている。あなたがたは『幼な子

、乳のみ子たちの口にさんびを備えられた』とあるのを

読んだことがないのか」。 17それから、イエスは彼らを

あとに残し、都を出てベタニヤに行き、そこで夜を過ご

された。 18朝はやく都に帰るとき、イエスは空腹をおぼ

えられた。 19そして、道のかたわらに一本のいちじくの

木があるのを見て、そこに行かれたが、ただ葉のほかは

何も見当らなかった。そこでその木にむかって、「今か

ら後いつまでも、おまえには実がならないように」と言

われた。すると、いちじくの木はたちまち枯れた。 (aiōn

g165) 20弟子たちはこれを見て、驚いて言った、「いちじ

くがどうして、こうすぐに枯れたのでしょう」。 21イエ

スは答えて言われた、「よく聞いておくがよい。もしあ

なたがたが信じて疑わないならば、このいちじくにあっ

たようなことが、できるばかりでなく、この山にむかっ

て、動き出して海の中にはいれと言っても、そのとおり

になるであろう。 22また、祈のとき、信じて求めるもの

は、みな与えられるであろう」。 23イエスが宮にはいら

れたとき、祭司長たちや民の長老たちが、その教えてお

られる所にきて言った、「何の権威によって、これらの

事をするのですか。だれが、そうする権威を授けたので

すか」。 24そこでイエスは彼らに言われた、「わたしも

一つだけ尋ねよう。あなたがたがそれに答えてくれたな

ら、わたしも、何の権威によってこれらの事をするのか

、あなたがたに言おう。 25ヨハネのバプテスマはどこか

らきたのであったか。天からであったか、人からであっ

たか」。すると、彼らは互に論じて言った、「もし天か

らだと言えば、では、なぜ彼を信じなかったのか、とイ

エスは言うだろう。 26しかし、もし人からだと言えば、

群衆が恐ろしい。人々がみなヨハネを預言者と思ってい

るのだから」。 27そこで彼らは、「わたしたちにはわか

りません」と答えた。すると、イエスが言われた、「わ

たしも何の権威によってこれらの事をするのか、あなた

がたに言うまい。 28あなたがたはどう思うか。ある人に

ふたりの子があったが、兄のところに行って言った、『

子よ、きょう、ぶどう園へ行って働いてくれ』。 29する

と彼は『おとうさん、参ります』と答えたが、行かなか

った。 30また弟のところにきて同じように言った。彼は

『いやです』と答えたが、あとから心を変えて、出かけ

た。 31このふたりのうち、どちらが父の望みどおりにし

たのか」。彼らは言った、「あとの者です」。イエスは

言われた、「よく聞きなさい。取税人や遊女は、あなた

がたより先に神の国にはいる。 32というのは、ヨハネが

あなたがたのところにきて、義の道を説いたのに、あな

たがたは彼を信じなかった。ところが、取税人や遊女は

彼を信じた。あなたがたはそれを見たのに、あとになっ

ても、心をいれ変えて彼を信じようとしなかった。 33も

う一つの譬を聞きなさい。ある所に、ひとりの家の主人

がいたが、ぶどう園を造り、かきをめぐらし、その中に

酒ぶねの穴を掘り、やぐらを立て、それを農夫たちに貸

して、旅に出かけた。 34収穫の季節がきたので、その分

け前を受け取ろうとして、僕たちを農夫のところへ送っ

た。 35すると、農夫たちは、その僕たちをつかまえて、

ひとりを袋だたきにし、ひとりを殺し、もうひとりを石

で打ち殺した。 36また別に、前よりも多くの僕たちを送

ったが、彼らをも同じようにあしらった。 37しかし、最

後に、わたしの子は敬ってくれるだろうと思って、主人

はその子を彼らの所につかわした。 38すると農夫たちは

、その子を見て互に言った、『あれはあと取りだ。さあ

、これを殺して、その財産を手に入れよう』。 39そして

彼をつかまえて、ぶどう園の外に引き出して殺した。 40

このぶどう園の主人が帰ってきたら、この農夫たちをど

うするだろうか」。 41彼らはイエスに言った、「悪人ど

もを、皆殺しにして、季節ごとに収穫を納めるほかの農

夫たちに、そのぶどう園を貸し与えるでしょう」。 42イ

エスは彼らに言われた、「あなたがたは、聖書でまだ読

んだことがないのか、『家造りらの捨てた石が隅のかし

ら石になった。これは主がなされたことで、わたしたち

の目には不思議に見える』。 43それだから、あなたがた

に言うが、神の国はあなたがたから取り上げられて、御

国にふさわしい実を結ぶような異邦人に与えられるであ

ろう。 44またその石の上に落ちる者は打ち砕かれ、それ

がだれかの上に落ちかかるなら、その人はこなみじんに

されるであろう」。 45祭司長たちやパリサイ人たちがこ

の譬を聞いたとき、自分たちのことをさして言っておら

れることを悟ったので、 46イエスを捕えようとしたが、

群衆を恐れた。群衆はイエスを預言者だと思っていたか

らである。

22イエスはまた、譬で彼らに語って言われた、 2「天

国は、ひとりの王がその王子のために、婚宴を催す



マタイの福音書523

ようなものである。 3王はその僕たちをつかわして、こ

の婚宴に招かれていた人たちを呼ばせたが、その人たち

はこようとはしなかった。 4そこでまた、ほかの僕たち

をつかわして言った、『招かれた人たちに言いなさい。

食事の用意ができました。牛も肥えた獣もほふられて、

すべての用意ができました。さあ、婚宴においでくださ

い』。 5しかし、彼らは知らぬ顔をして、ひとりは自分

の畑に、ひとりは自分の商売に出て行き、 6またほかの

人々は、この僕たちをつかまえて侮辱を加えた上、殺し

てしまった。 7そこで王は立腹し、軍隊を送ってそれら

の人殺しどもを滅ぼし、その町を焼き払った。 8それか

ら僕たちに言った、『婚宴の用意はできているが、招か

れていたのは、ふさわしくない人々であった。 9だから

、町の大通りに出て行って、出会った人はだれでも婚宴

に連れてきなさい』。 10そこで、僕たちは道に出て行っ

て、出会う人は、悪人でも善人でもみな集めてきたので

、婚宴の席は客でいっぱいになった。 11王は客を迎えよ

うとしてはいってきたが、そこに礼服をつけていないひ

とりの人を見て、 12彼に言った、『友よ、どうしてあな

たは礼服をつけないで、ここにはいってきたのですか』

。しかし、彼は黙っていた。 13そこで、王はそばの者た

ちに言った、『この者の手足をしばって、外の暗やみに

ほうり出せ。そこで泣き叫んだり、歯がみをしたりする

であろう』。 14招かれる者は多いが、選ばれる者は少な

い」。 15そのときパリサイ人たちがきて、どうかしてイ

エスを言葉のわなにかけようと、相談をした。 16そして

、彼らの弟子を、ヘロデ党の者たちと共に、イエスのも

とにつかわして言わせた、「先生、わたしたちはあなた

が真実なかたであって、真理に基いて神の道を教え、ま

た、人に分け隔てをしないで、だれをもはばかられない

ことを知っています。 17それで、あなたはどう思われま

すか、答えてください。カイザルに税金を納めてよいで

しょうか、いけないでしょうか」。 18イエスは彼らの悪

意を知って言われた、「偽善者たちよ、なぜわたしをた

めそうとするのか。 19税に納める貨幣を見せなさい」。

彼らはデナリ一つを持ってきた。 20そこでイエスは言わ

れた、「これは、だれの肖像、だれの記号か」。 21彼ら

は「カイザルのです」と答えた。するとイエスは言われ

た、「それでは、カイザルのものはカイザルに、神のも

のは神に返しなさい」。 22彼らはこれを聞いて驚嘆し、

イエスを残して立ち去った。 23復活ということはないと

主張していたサドカイ人たちが、その日、イエスのもと

にきて質問した、 24「先生、モーセはこう言っています

、『もし、ある人が子がなくて死んだなら、その弟は兄

の妻をめとって、兄のために子をもうけねばならない』

。 25さて、わたしたちのところに七人の兄弟がありまし

た。長男は妻をめとったが死んでしまい、そして子がな

かったので、その妻を弟に残しました。 26次男も三男も

、ついに七人とも同じことになりました。 27最後に、そ

の女も死にました。 28すると復活の時には、この女は、

七人のうちだれの妻なのでしょうか。みんながこの女を

妻にしたのですが」。 29イエスは答えて言われた、「あ

なたがたは聖書も神の力も知らないから、思い違いをし

ている。 30復活の時には、彼らはめとったり、とついだ

りすることはない。彼らは天にいる御使のようなもので

ある。 31また、死人の復活については、神があなたがた

に言われた言葉を読んだことがないのか。 32『わたしは

アブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神である』と書

いてある。神は死んだ者の神ではなく、生きている者の

神である」。 33群衆はこれを聞いて、イエスの教に驚い

た。 34さて、パリサイ人たちは、イエスがサドカイ人た

ちを言いこめられたと聞いて、一緒に集まった。 35そし

て彼らの中のひとりの律法学者が、イエスをためそうと

して質問した、 36「先生、律法の中で、どのいましめが

いちばん大切なのですか」。 37イエスは言われた、「『

心をつくし、精神をつくし、思いをつくして、主なるあ

なたの神を愛せよ』。 38これがいちばん大切な、第一の

いましめである。 39第二もこれと同様である、『自分を

愛するようにあなたの隣り人を愛せよ』。 40これらの二

つのいましめに、律法全体と預言者とが、かかっている

」。 41パリサイ人たちが集まっていたとき、イエスは彼

らにお尋ねになった、 42「あなたがたはキリストをどう

思うか。だれの子なのか」。彼らは「ダビデの子です」

と答えた。 43イエスは言われた、「それではどうして、

ダビデが御霊に感じてキリストを主と呼んでいるのか。

44すなわち『主はわが主に仰せになった、あなたの敵を

あなたの足もとに置くときまでは、わたしの右に座して

いなさい』。 45このように、ダビデ自身がキリストを主

と呼んでいるなら、キリストはどうしてダビデの子であ

ろうか」。 46イエスにひと言でも答えうる者は、なかっ

たし、その日からもはや、進んでイエスに質問する者も

、いなくなった。

23そのときイエスは、群衆と弟子たちとに語って言わ
れた、 2「律法学者とパリサイ人とは、モーセの座

にすわっている。 3だから、彼らがあなたがたに言うこ

とは、みな守って実行しなさい。しかし、彼らのするこ

とには、ならうな。彼らは言うだけで、実行しないから

。 4また、重い荷物をくくって人々の肩にのせるが、そ

れを動かすために、自分では指一本も貸そうとはしない

。 5そのすることは、すべて人に見せるためである。す

なわち、彼らは経札を幅広くつくり、その衣のふさを大

きくし、 6また、宴会の上座、会堂の上席を好み、 7広

場であいさつされることや、人々から先生と呼ばれるこ

とを好んでいる。 8しかし、あなたがたは先生と呼ばれ

てはならない。あなたがたの先生は、ただひとりであっ

て、あなたがたはみな兄弟なのだから。 9また、地上の

だれをも、父と呼んではならない。あなたがたの父はた

だひとり、すなわち、天にいます父である。 10また、あ

なたがたは教師と呼ばれてはならない。あなたがたの教

師はただひとり、すなわち、キリストである。 11そこで

、あなたがたのうちでいちばん偉い者は、仕える人でな

ければならない。 12だれでも自分を高くする者は低くさ

れ、自分を低くする者は高くされるであろう。 13偽善な

律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざわい

である。あなたがたは、天国を閉ざして人々をはいらせ

ない。自分もはいらないし、はいろうとする人をはいら

せもしない。〔 14偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。

あなたがたは、わざわいである。あなたがたは、やもめ

たちの家を食い倒し、見えのために長い祈をする。だか

ら、もっときびしいさばきを受けるに違いない。〕 15偽

善な律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざ

わいである。あなたがたはひとりの改宗者をつくるため

に、海と陸とを巡り歩く。そして、つくったなら、彼を

自分より倍もひどい地獄の子にする。 (Geenna g1067) 16盲

目な案内者たちよ。あなたがたは、わざわいである。あ
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なたがたは言う、『神殿をさして誓うなら、そのままで

よいが、神殿の黄金をさして誓うなら、果す責任がある

』と。 17愚かな盲目な人たちよ。黄金と、黄金を神聖に

する神殿と、どちらが大事なのか。 18また、あなたがた

は言う、『祭壇をさして誓うなら、そのままでよいが、

その上の供え物をさして誓うなら、果す責任がある』と

。 19盲目な人たちよ。供え物と供え物を神聖にする祭壇

とどちらが大事なのか。 20祭壇をさして誓う者は、祭壇

と、その上にあるすべての物とをさして誓うのである。

21神殿をさして誓う者は、神殿とその中に住んでおられ

るかたとをさして誓うのである。 22また、天をさして誓

う者は、神の御座とその上にすわっておられるかたとを

さして誓うのである。 23偽善な律法学者、パリサイ人た

ちよ。あなたがたは、わざわいである。はっか、いのん

ど、クミンなどの薬味の十分の一を宮に納めておりなが

ら、律法の中でもっと重要な、公平とあわれみと忠実と

を見のがしている。それもしなければならないが、これ

も見のがしてはならない。 24盲目な案内者たちよ。あな

たがたは、ぶよはこしているが、らくだはのみこんでい

る。 25偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがた

は、わざわいである。杯と皿との外側はきよめるが、内

側は貪欲と放縦とで満ちている。 26盲目なパリサイ人よ

。まず、杯の内側をきよめるがよい。そうすれば、外側

も清くなるであろう。 27偽善な律法学者、パリサイ人た

ちよ。あなたがたは、わざわいである。あなたがたは白

く塗った墓に似ている。外側は美しく見えるが、内側は

死人の骨や、あらゆる不潔なものでいっぱいである。 28

このようにあなたがたも、外側は人に正しく見えるが、

内側は偽善と不法とでいっぱいである。 29偽善な律法学

者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざわいである

。あなたがたは預言者の墓を建て、義人の碑を飾り立て

て、こう言っている、 30『もしわたしたちが先祖の時代

に生きていたなら、預言者の血を流すことに加わっては

いなかっただろう』と。 31このようにして、あなたがた

は預言者を殺した者の子孫であることを、自分で証明し

ている。 32あなたがたもまた先祖たちがした悪の枡目を

満たすがよい。 33へびよ、まむしの子らよ、どうして地

獄の刑罰をのがれることができようか。 (Geenna g1067) 34

それだから、わたしは、預言者、知者、律法学者たちを

あなたがたにつかわすが、そのうちのある者を殺し、ま

た十字架につけ、そのある者を会堂でむち打ち、また町

から町へと迫害して行くであろう。 35こうして義人アベ

ルの血から、聖所と祭壇との間であなたがたが殺したバ

ラキヤの子ザカリヤの血に至るまで、地上に流された義

人の血の報いが、ことごとくあなたがたに及ぶであろう

。 36よく言っておく。これらのことの報いは、みな今の

時代に及ぶであろう。 37ああ、エルサレム、エルサレム

、預言者たちを殺し、おまえにつかわされた人たちを石

で打ち殺す者よ。ちょうど、めんどりが翼の下にそのひ

なを集めるように、わたしはおまえの子らを幾たび集め

ようとしたことであろう。それだのに、おまえたちは応

じようとしなかった。 38見よ、おまえたちの家は見捨て

られてしまう。 39わたしは言っておく、『主の御名によ

ってきたる者に、祝福あれ』とおまえたちが言う時まで

は、今後ふたたび、わたしに会うことはないであろう」

。

24イエスが宮から出て行こうとしておられると、弟子
たちは近寄ってきて、宮の建物にイエスの注意を促

した。 2そこでイエスは彼らにむかって言われた、「あ

なたがたは、これらすべてのものを見ないか。よく言っ

ておく。その石一つでもくずされずに、そこに他の石の

上に残ることもなくなるであろう」。 3またオリブ山で

すわっておられると、弟子たちが、ひそかにみもとにき

て言った、「どうぞお話しください。いつ、そんなこと

が起るのでしょうか。あなたがまたおいでになる時や、

世の終りには、どんな前兆がありますか」。 (aiōn g165) 4

そこでイエスは答えて言われた、「人に惑わされないよ

うに気をつけなさい。 5多くの者がわたしの名を名のっ

て現れ、自分がキリストだと言って、多くの人を惑わす

であろう。 6また、戦争と戦争のうわさとを聞くであろ

う。注意していなさい、あわててはいけない。それは起

らねばならないが、まだ終りではない。 7民は民に、国

は国に敵対して立ち上がるであろう。またあちこちに、

ききんが起り、また地震があるであろう。 8しかし、す

べてこれらは産みの苦しみの初めである。 9そのとき人

々は、あなたがたを苦しみにあわせ、また殺すであろう

。またあなたがたは、わたしの名のゆえにすべての民に

憎まれるであろう。 10そのとき、多くの人がつまずき、

また互に裏切り、憎み合うであろう。 11また多くのにせ

預言者が起って、多くの人を惑わすであろう。 12また不

法がはびこるので、多くの人の愛が冷えるであろう。 13

しかし、最後まで耐え忍ぶ者は救われる。 14そしてこの

御国の福音は、すべての民に対してあかしをするために

、全世界に宣べ伝えられるであろう。そしてそれから最

後が来るのである。 15預言者ダニエルによって言われた

荒らす憎むべき者が、聖なる場所に立つのを見たならば

（読者よ、悟れ）、 16そのとき、ユダヤにいる人々は山

へ逃げよ。 17屋上にいる者は、家からものを取り出そう

として下におりるな。 18畑にいる者は、上着を取りにあ

とへもどるな。 19その日には、身重の女と乳飲み子をも

つ女とは、不幸である。 20あなたがたの逃げるのが、冬

または安息日にならないように祈れ。 21その時には、世

の初めから現在に至るまで、かつてなく今後もないよう

な大きな患難が起るからである。 22もしその期間が縮め

られないなら、救われる者はひとりもないであろう。し

かし、選民のためには、その期間が縮められるであろう

。 23そのとき、だれかがあなたがたに『見よ、ここにキ

リストがいる』、また、『あそこにいる』と言っても、

それを信じるな。 24にせキリストたちや、にせ預言者た

ちが起って、大いなるしるしと奇跡とを行い、できれば

、選民をも惑わそうとするであろう。 25見よ、あなたが

たに前もって言っておく。 26だから、人々が『見よ、彼

は荒野にいる』と言っても、出て行くな。また『見よ、

へやの中にいる』と言っても、信じるな。 27ちょうど、

いなずまが東から西にひらめき渡るように、人の子も現

れるであろう。 28死体のあるところには、はげたかが集

まるものである。 29しかし、その時に起る患難の後、た

ちまち日は暗くなり、月はその光を放つことをやめ、星

は空から落ち、天体は揺り動かされるであろう。 30その

とき、人の子のしるしが天に現れるであろう。またその

とき、地のすべての民族は嘆き、そして力と大いなる栄

光とをもって、人の子が天の雲に乗って来るのを、人々

は見るであろう。 31また、彼は大いなるラッパの音と共

に御使たちをつかわして、天のはてからはてに至るまで
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、四方からその選民を呼び集めるであろう。 32いちじく

の木からこの譬を学びなさい。その枝が柔らかになり、

葉が出るようになると、夏の近いことがわかる。 33その

ように、すべてこれらのことを見たならば、人の子が戸

口まで近づいていると知りなさい。 34よく聞いておきな

さい。これらの事が、ことごとく起るまでは、この時代

は滅びることがない。 35天地は滅びるであろう。しかし

わたしの言葉は滅びることがない。 36その日、その時は

、だれも知らない。天の御使たちも、また子も知らない

、ただ父だけが知っておられる。 37人の子の現れるのも

、ちょうどノアの時のようであろう。 38すなわち、洪水

の出る前、ノアが箱舟にはいる日まで、人々は食い、飲

み、めとり、とつぎなどしていた。 39そして洪水が襲っ

てきて、いっさいのものをさらって行くまで、彼らは気

がつかなかった。人の子の現れるのも、そのようであろ

う。 40そのとき、ふたりの者が畑にいると、ひとりは取

り去られ、ひとりは取り残されるであろう。 41ふたりの

女がうすをひいていると、ひとりは取り去られ、ひとり

は残されるであろう。 42だから、目をさましていなさい

。いつの日にあなたがたの主がこられるのか、あなたが

たには、わからないからである。 43このことをわきまえ

ているがよい。家の主人は、盗賊がいつごろ来るかわか

っているなら、目をさましていて、自分の家に押し入る

ことを許さないであろう。 44だから、あなたがたも用意

をしていなさい。思いがけない時に人の子が来るからで

ある。 45主人がその家の僕たちの上に立てて、時に応じ

て食物をそなえさせる忠実な思慮深い僕は、いったい、

だれであろう。 46主人が帰ってきたとき、そのようにつ

とめているのを見られる僕は、さいわいである。 47よく

言っておくが、主人は彼を立てて自分の全財産を管理さ

せるであろう。 48もしそれが悪い僕であって、自分の主

人は帰りがおそいと心の中で思い、 49その僕仲間をたた

きはじめ、また酒飲み仲間と一緒に食べたり飲んだりし

ているなら、 50その僕の主人は思いがけない日、気がつ

かない時に帰ってきて、 51彼を厳罰に処し、偽善者たち

と同じ目にあわせるであろう。彼はそこで泣き叫んだり

、歯がみをしたりするであろう。

25このとき天國は、燈火を執りて新郎を迎へに出づる
、十人の處女に比ふべし。 2その中の五人は愚に

して五人は慧し。 3愚なる者は燈火をとりて油を携へず

、 4慧きものは油を器に入れて燈火とともに携へたり。

5新郎遲かりしかば、皆まどろみて寢ぬ。 6夜半に「や

よ、新郎なるぞ、出で迎へよ」と呼はる聲す。 7ここに

處女みな起きてその燈火を整へたるに、 8愚なる者は慧

きものに言ふ「なんぢらの油を分けあたへよ、我らの燈

火きゆるなり」 9慧きもの答へて言ふ「恐らくは我らと

汝らとに足るまじ、寧ろ賣るものに往きて己がために買

へ」 10彼ら買はんとて往きたる間に新郎きたりたれば、

備へをりし者どもは彼とともに婚筵にいり、而して門は

閉されたり。 11その後かの他の處女ども來りて「主よ、

主よ、われらの爲にひらき給へ」と言ひしに、 12答へて

「まことに汝らに告ぐ、我は汝らを知らず」と言へり。

13されば目を覺しをれ、汝らは其の日その時を知らざる

なり。 14また或人とほく旅立せんとして、其の僕ども

を呼び、之に己が所有を預くるが如し。 15各人の能力に

應じて、或者には五タラント、或者には二タラント、或

者には一タラントを與へ置きて旅立せり。 16五タラント

を受けし者は、直ちに往き、之をはたらかせて他に五タ

ラントを贏け、 17二タラントを受けし者も同じく他に二

タラントを贏く。 18然るに一タラントを受けし者は、往

きて地を掘り、その主人の銀をかくし置けり。 19久しう

して後この僕どもの主人きたりて彼らと計算したるに、

20五タラントを受けし者は他に五タラントを持ちきたり

て言ふ「主よ、なんぢ我に五タラントを預けたりしが、

視よ、他に五タラントを贏けたり」 21主人いふ「宜いか

な、善かつ忠なる僕、なんぢは僅なる物に忠なりき。我

なんぢに多くの物を掌どらせん、汝の主人の勸喜に入れ

」 22二タラントを受けし者も來りて言ふ「主よ、なんぢ

我に二タラントを預けたりしが、視よ、他に二タラント

を贏けたり」 23主人いふ「宜いかな、善かつ忠なる僕、

なんぢは僅なる物に忠なりき。我なんぢに多くの物を掌

どらせん、汝の主人の勸喜にいれ」 24また一タラントを

受けし者もきたりて言ふ「主よ、我はなんぢの嚴しき人

にて、播かぬ處より刈り、散らさぬ處より斂むることを

知るゆゑに、 25懼れてゆき、汝のタラントを地に藏しお

けり。視よ、汝はなんぢの物を得たり」 26主人こたへて

言ふ「惡しくかつ惰れる僕、わが播かぬ處より刈り、散

さぬ處より斂むることを知るか。 27さらば我が銀を銀行

にあづけ置くべかりしなり、我きたりて利子とともに我

が物をうけ取りしものを。 28されば彼のタラントを取り

て十タラントを有てる人に與へよ。 29すべて有てる人は

、與へられて愈々 豐ならん。されど有たぬ者は、その有

てる物をも取らるべし。 30而して此の無益なる僕を外

の暗黒に逐ひいだせ、其處にて哀哭・切齒することあら

ん」 31人の子その榮光をもて、もろもろの御使を率ゐき

たる時、その榮光の座位に坐せん。 32かくてその前にも

ろもろの國人あつめられん、之を別つこと牧羊者が羊と

山羊とを別つ如くして、 33羊をその右に、山羊をその左

におかん。 34ここに王その右にをる者どもに言はん「わ

が父に祝せられたる者よ、來りて世の創より汝 等のため

に備へられたる國を嗣げ。 35なんぢら我が飢ゑしときに

食はせ、渇きしときに飮ませ、旅人なりし時に宿らせ、

36裸なりしときに衣せ、病みしときに訪ひ、獄に在りし

ときに來りたればなり」 37ここに、正しき者ら答へて言

はん「主よ、何時なんぢの飢ゑしを見て食はせ、渇きし

を見て飮ませし。 38何時なんぢの旅人なりしを見て宿ら

せ、裸なりしを見て衣せし。 39何時なんぢの病みまた獄

に在りしを見て、汝にいたりし」 40王こたへて言はん「

まことに汝らに告ぐ、わが兄弟なる此 等のいと小き者の

一人になしたるは、即ち我に爲したるなり」 41かくてま

た左にをる者どもに言はん「詛はれたる者よ、我を離れ

て惡魔とその使らとのために備へられたる永遠の火に入

れ。 (aiōnios g166) 42なんぢら我が飢ゑしときに食はせず

、渇きしときに飮ませず、 43旅人なりしときに宿らせず

、裸なりしときに衣せず、病みまた獄にありしときに訪

はざればなり」 44ここに彼らも答へて言はん「主よ、い

つ汝の飢ゑ、或は渇き、或は旅人、あるひは裸、あるひ

は病み、或は獄に在りしを見て事へざりし」 45ここに王

こたへて言はん「誠になんぢらに告ぐ、此 等のいと小き

ものの一人に爲さざりしは、即ち我になさざりしなり」

と。 46かくて、これらの者は去りて永遠の刑罰にいり、

正しき者は永遠の生命に入らん』 (aiōnios g166)

26イエスこれらの言をみな語りをへて、弟子たちに言
ひ給ふ 2『なんぢらの知るごとく、二日の後は過越
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の祭なり、人の子は十字架につけられん爲に賣らるべし

』 3そのとき祭司長・民の長老ら、カヤパといふ大祭司

の中庭に集り、 4詭計をもてイエスを捕へ、かつ殺さん

と相議りたれど、 5又いふ『まつりの間は爲すべからず

、恐らくは民の中に亂起らん』 6イエス、ベタニヤにて

癩病人シモンの家に居給ふ時、 7ある女、石膏の壺に入

りたる貴き香 油を持ちて、近づき來り、食事の席に就き

居給ふイエスの首に注げり。 8弟子たち之を見て憤ほり

言ふ『何故かく濫なる費をなすか。 9之を多くの金に賣

りて、貧しき者に施すことを得たりしものを』 10イエス

之を知りて言ひたまふ『何ぞこの女を惱すか、我に善き

事をなせるなり。 11貧しき者は常に汝らと偕にをれど、

我は常に偕に居らず。 12この女の我が體に香油を注ぎ

しは、わが葬りの備をなせるなり。 13まことに汝らに告

ぐ、全世界いずこにても、この福音の宣傅へらるる處に

は、この女のなしし事も記念として語らるべし』 14ここ

に十二 弟子の一人イスカリオテのユダといふ者、祭司長

らの許にゆきて言ふ 15『なんぢらに彼を付さば、何ほど

我に與へんとするか』彼ら銀三十を量り出せり。 16ユ

ダこの時よりイエスを付さんと好き機を窺ふ。 17除酵祭

の初の日、弟子たちイエスに來りて言ふ『過越の食をな

し給ふために、何處に我らが備ふる事を望み給ふか』 18

イエス言ひたまふ『都にゆき、某のもとに到りて「師い

ふ、わが時 近づけり。われ弟子たちと共に過越を汝の家

にて守らん」と言へ』 19弟子たちイエスの命じ給ひし如

くして、過越の備をなせり。 20日暮れて十二弟子とと

もに席に就きて、 21食するとき言ひ給ふ『まことに汝ら

に告ぐ、汝らの中の一人われを賣らん』 22弟子たち甚く

憂ひて、おのおの『主よ、我なるか』と言ひいでしに、

23答へて言ひたまふ『我とともに手を鉢に入るる者われ

を賣らん。 24人の子は己に就きて録されたる如く逝くな

り。されど人の子を賣る者は禍害なるかな、その人は生

れざりし方よかりしものを』 25イエスを賣るユダ答へて

言ふ『ラビ、我なるか』イエス言ひ給ふ『なんぢの言へ

る如し』 26彼ら食しをる時、イエス、パンをとり、祝し

てさき、弟子たちに與へて言ひ給ふ『取りて食へ、これ

は我が體なり』 27また酒杯をとりて謝し、彼らに與へて

言ひ給ふ『なんぢら皆この酒杯より飮め。 28これは契約

のわが血なり、多くの人のために、罪の赦を得させんと

て流す所のものなり。 29われ汝らに告ぐ、わが父の國に

て新しきものを汝らと共に飮む日までは、われ今より後

この葡萄の果より成るものを飮まじ』 30彼ら讃美を歌ひ

て後オリブ山に出でゆく。 31ここにイエス弟子たちに言

ひ給ふ『今宵なんぢら皆われに就きて躓かん「われ牧羊

者を打たん、さらば群の羊 散るべし」と録されたるなり

。 32されど我よみがへりて後、なんぢらに先だちてガリ

ラヤに往かん』 33ペテロ答へて言ふ『假令みな汝に就き

て躓くとも我はいつまでも躓かじ』 34イエス言ひ給ふ『

まことに汝に告ぐ、こよひ鷄 鳴く前に、なんぢ三たび我

を否むべし』 35ペテロ言ふ『我なんぢと共に死ぬべき事

ありとも汝を否まず』弟子たち皆かく言へり。 36ここに

イエス彼らと共にゲツセマネといふ處にいたりて、弟子

たちに言ひ給ふ『わが彼處にゆきて祈る間、なんぢら此

處に坐せよ』 37かくてペテロとゼベダイの子二人とを

伴ひゆき、憂ひ悲しみ出でて言ひ給ふ、 38『わが心いた

く憂ひて死ぬばかりなり。汝ら此處に止りて我と共に目

を覺しをれ』 39少し進みゆきて、平伏し祈りて言ひ給ふ

『わが父よ、もし得べくば此の酒杯を我より過ぎ去らせ

給へ。されど我が意の儘にとにはあらず、御意のままに

爲し給へ』 40弟子たちの許にきたり、その眠れるを見て

ペテロに言ひ給ふ『なんぢら斯く一 時も我と共に目を覺

し居ること能はぬか。 41誘惑に陷らぬやう、目を覺しか

つ祈れ。實に心は熱すれども肉體よわきなり』 42また二

度ゆき祈りて言ひ給ふ『わが父よ、この酒杯もし我 飮ま

では過ぎ去りがたくば、御意のままに成し給へ』 43復き

たりて彼らの眠れるを見たまふ、是その目 疲れたるなり

。 44また離れゆきて、三たび同じ言にて祈り給ふ。 45

而して弟子たちの許に來りて言ひ給ふ『今は眠りて休め

。視よ、時 近づけり、人の子は罪人らの手に付さるるな

り。 46起きよ、我ら往くべし。視よ、我を賣るもの近づ

けり』 47なほ語り給ふほどに、視よ、十二弟子の一人

なるユダ來る、祭司長・民の長老らより遣されたる大な

る群衆、劍と棒とをもちて之に伴ふ。 48イエスを賣る者

あらかじめ合圖を示して言ふ『わが接吻する者はそれな

り、之を捕へよ』 49かくて直ちにイエスに近づき『ラビ

、安かれ』といひて接吻したれば、 50イエス言ひたまふ

『友よ、何とて來る』このとき人々すすみてイエスに手

をかけて捕ふ。 51視よ、イエスと偕にありし者のひとり

、手をのべ劍を拔きて、大 祭司の僕をうちて、その耳を

切り落せり。 52ここにイエス彼に言ひ給ふ『なんぢの劍

をもとに收めよ、すべて劍をとる者は劍にて亡ぶるなり

。 53我わが父に請ひて、十二軍に餘る御使を今あたへ

らるること能はずと思ふか。 54もし然せば、斯くあるべ

く録したる聖書はいかで成就すべき』 55この時イエス群

衆に言ひ給ふ『なんぢら強盜に向ふごとく劍と棒とをも

ち、我を捕へんとて出で來るか。我は日々 宮に坐して教

へたりしに、汝ら我を捕へざりき。 56されどかくの如く

なるは、みな預言者たちの書の成就せん爲なり』ここに

弟子たち皆イエスを棄てて逃げさりぬ。 57イエスを捕へ

たる者ども、學者・長老らの集り居る大 祭司カヤパの許

に曳きゆく。 58ペテロ遠く離れ、イエスに從ひて大祭

司の中庭まで到り、その成行を見んとて、そこに入り下

役どもと共に坐せり。 59祭司長らと全議會と、イエス

を死に定めんとて、いつはりの證據を求めたるに、 60多

くの僞證者いでたれども得ず。後に二人の者いでて言ふ

61『この人は「われ神の宮を毀ち三日にて建て得べし」

と云へり』 62大祭司たちてイエスに言ふ『この人々が

汝に對して立つる證據に何をも答へぬか』 63されどイエ

ス默し居給ひたれば、大 祭司いふ『われ汝に命ず、活け

る神に誓ひて我らに告げよ、汝はキリスト、神の子なる

か』 64イエス言ひ給ふ『なんぢの言へる如し。かつ我な

んぢらに告ぐ、今より後、なんぢら人の子の全能者の右

に坐し、天の雲に乘りて來るを見ん』 65ここに大祭司

おのが衣を裂きて言ふ『かれ瀆言をいへり、何ぞ他に證

人を求めん。視よ、なんぢら今この瀆言をきけり。 66い

かに思ふか』答へて言ふ『かれは死に當れり』 67ここに

彼等その御顏に唾し、拳にて搏ち、或者どもは手掌にて

批きて言ふ 68『キリストよ、我らに預言せよ、汝をうち

し者は誰なるか』 69ペテロ外にて中庭に坐しゐたるに、

一人の婢女きたりて言ふ『なんぢもガリラヤ人イエスと

偕にゐたり』 70かれ凡ての人の前に肯はずして言ふ『わ

れは汝の言ふことを知らず』 71かくて門まで出で往きた

るとき、他の婢女かれを見て、其處にをる者どもに向ひ

て『この人はナザレ人イエスと偕にゐたり』と言へるに

、 72重ねて肯はず、契ひて『我はその人を知らず』とい

ふ。 73暫くして其處に立つ者ども近づきてペテロに言ふ
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『なんぢも慥にかの黨與なり、汝の國訛なんぢを表せり

』 74ここにペテロ盟ひかつ契ひて『我その人を知らず』

と言ひ出づるをりしも、鷄鳴きぬ。 75ペテロ『にはと

り鳴く前に、なんぢ三度われを否まん』と、イエスの言

ひ給ひし御言を思ひだし、外に出でて甚く泣けり。

27夜明けになりて、凡ての祭司長・民の長老ら、イエ
スを殺さんと相議り、 2遂に之を縛り、曳きゆき

て總督ピラトに付せり。 3ここにイエスを賣りしユダ、

その死に定められ給ひしを見て悔い、祭司長・長老らに

、かの三十の銀をかへして言ふ、 4『われ罪なきの血を

賣りて罪を犯したり』彼らいふ『われら何ぞ干らん、汝

みづから當るべし』 5彼その銀を聖所に投げすてて去り

、ゆきて自ら縊れたり。 6祭司長らその銀をとりて言ふ

『これは血の價なれば、宮の庫に納むるは可からず』 7

かくて相 議り、その銀をもて陶工の畑を買ひ、旅人らの

墓地とせり。 8之によりて其の畑は、今に至るまで血の

畑と稱へらる。 9ここに預言者エレミヤによりて云はれ

たる言は成就したり。曰く『かくて彼ら値積られしもの

、即ちイスラエルの子らが値積りし者の價の銀 三十をと

りて、 10陶工の畑の代に之を與へたり。主の我に命じ給

ひし如し』 11さてイエス、總督の前に立ち給ひしに、總

督 問ひて言ふ『なんぢはユダヤ人の王なるか』イエス言

ひ給ふ『なんぢの言ふが如し』 12祭司長・長老ら訴ふれ

ども、何をも答へ給はず。 13ここにピラト彼に言ふ『聞

かぬか、彼らが汝に對して如何におほくの證據を立つる

を』 14されど總督の甚く怪しむまで、一言をも答へ給は

ず。 15祭の時には、總督群衆の望にまかせて、囚人一

人を之に赦す例あり。 16ここにバラバといふ隱れなき囚

人あり。 17されば人々の集れる時、ピラト言ふ『なんぢ

ら我が誰を赦さんことを願ふか。バラバなるか、キリス

トと稱ふるイエスなるか』 18これピラト彼らのイエスを

付ししは嫉に因ると知る故なり。 19彼なほ審判の座にを

る時、その妻、人を遣して言はしむ『かの義人に係るこ

とを爲な、我けふ夢の中にて彼の故にさまざま苦しめり

』 20祭司長・長老ら、群衆にバラバの赦されん事を請は

しめ、イエスを亡さんことを勸む。 21總督こたへて彼ら

に言ふ『二人の中いづれを我が赦さん事を願ふか』彼ら

いふ『バラバなり』 22ピラト言ふ『さらばキリストと稱

ふるイエスを我いかにすべきか』皆いふ『十字架につく

べし』 23ピラト言ふ『かれ何の惡事をなしたるか』彼ら

烈しく叫びていふ『十字架につくべし』 24ピラトは何の

效なく反つて亂にならんとするを見て、水をとり群衆の

まへに手を洗ひて言ふ『この人の血につきて我は罪なし

、汝等みづから當れ』 25民みな答へて言ふ『其の血は

、我らと我らの子孫とに歸すべし』 26ここにピラト、バ

ラバを彼らに赦し、イエスを鞭うちて、十字架につくる

爲に付せり。 27ここに總督の兵卒ども、イエスを官邸に

つれゆき、全隊を御許に集め、 28その衣をはぎて、緋

色の上衣をきせ、 29茨の冠冕を編みて、その首に冠らせ

、葦を右の手にもたせ、且その前に跪づき、嘲弄して言

ふ『ユダヤ人の王、安かれ』 30また之に唾し、かの葦を

とりて其の首を叩く。 31かく嘲弄してのち、上衣を剥ぎ

て、故の衣をきせ、十字架につけんとて曳きゆく。 32そ

の出づる時、シモンといふクレネ人にあひしかば、強ひ

て之にイエスの十字架をおはしむ。 33かくてゴルゴタと

いふ處、即ち髑髏の地にいたり、 34苦味を混ぜたる葡萄

酒を飮ませんとしたるに、嘗めて、飮まんとし給はず。

35彼らイエスを十字架につけてのち、籤をひきて其の衣

をわかち、 36且そこに坐して、イエスを守る。 37その

首の上に『これはユダヤ人の王イエスなり』と記したる

罪標を置きたり。 38ここにイエスとともに二人の強盜、

十字架につけられ、一人はその右に、一人はその左にお

かる。 39往來の者どもイエスを譏り、首を振りていふ、

40『宮を毀ちて三日のうちに建つる者よ、もし神の子な

らば己を救へ、十字架より下りよ』 41祭司長らもまた同

じく、學者・長老らとともに嘲弄して言ふ、 42『人を救

ひて己を救ふこと能はず。彼はイスラエルの王なり、い

ま十字架より下りよかし、さらば我ら彼を信ぜん。 43彼

は神に依り頼めり、神かれを愛しまば今すくひ給ふべし

「我は神の子なり」と云へり』 44ともに十字架につけら

れたる強盜どもも、同じ事をもてイエスを罵れり。 45晝

の十二 時より地の上あまねく暗くなりて、三時に及ぶ。

46三時ごろイエス大聲に叫びて『エリ、エリ、レマ、サ

バクタニ』と言ひ給ふ。わが神、わが神、なんぞ我を見

棄て給ひしとの意なり。 47そこに立つ者のうち或人々

これを聞きて『彼はエリヤを呼ぶなり』と言ふ。 48直ち

にその中の一人はしりゆきて海綿をとり、酸き葡萄酒を

含ませ、葦につけてイエスに飮ましむ。 49その他の者ど

も言ふ『まて、エリヤ來りて彼を救ふや否や、我ら之を

見ん』 50イエス再び大聲に呼はりて息絶えたまふ。 51

視よ、聖所の幕、上より下まで裂けて二つとなり、また

地震ひ、磐さけ、 52墓ひらけて、眠りたる聖徒の屍體お

ほく活きかへり、 53イエスの復活ののち墓をいで、聖な

る都に入りて、多くの人に現れたり。 54百卒長および之

と共にイエスを守りゐたる者ども、地震とその有りし事

とを見て甚く懼れ『實に彼は神の子なりき』と言へり。

55その處にて遙に望みゐたる多くの女あり、イエスに事

へてガリラヤより從ひ來りし者どもなり。 56その中には

、マグダラのマリヤ、ヤコブとヨセフとの母マリヤ、及

びゼベダイの子らの母などもゐたり。 57日暮れて、ヨ

セフと云ふアリマタヤの富める人きたる。彼もイエスの

弟子なるが、 58ピラトに往きてイエスの屍體を請ふ。こ

こにピラト之を付すことを命ず。 59ヨセフ屍體をとりて

淨き亞麻布につつみ、 60岩にほりたる己が新しき墓に

納め、墓の入口に大なる石を轉しおきて去りぬ。 61其處

にはマグダラのマリヤと他のマリヤと墓に向ひて坐しゐ

たり。 62あくる日、即ち準備日の翌日、祭司長らとパ

リサイ人らとピラトの許に集りて言ふ、 63『主よ、かの

惑すもの生き居りし時「われ三日の後に甦へらん」と言

ひしを、我ら思ひいだせり。 64されば命じて三日に至る

まで墓を固めしめ給へ、恐らくはその弟子ら來りて之を

盜み、「彼は死人の中より甦へれり」と民に言はん。然

らば後の惑は前のよりも甚だしからん』 65ピラト言ふ『

なんぢらに番兵あり、往きて力限り固めよ』 66乃ち彼

らゆきて石に封印し、番兵を置きて墓を固めたり。

28さて安息日をはりて、一週の初の日のほの明き頃
、マグダラのマリヤと他のマリヤと墓を見んとて來

りしに、 2視よ、大なる地震あり、これ主の使、天より

降り來りて、かの石を轉し退け、その上に坐したるなり

。 3その状は電光のごとく輝き、その衣は雪のごとく白

し。 4守の者ども彼を懼れたれば、戰きて死人の如くな

りぬ。 5御使こたへて女たちに言ふ『なんぢら懼るな、

我なんぢらが十字架につけられ給ひしイエスを尋ぬるを

知る。 6此處には在さず、その言へる如く甦へり給へり
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。來りてその置かれ給ひし處を見よ。 7かつ速かに往き

て、その弟子たちに「彼は死人の中より甦へり給へり。

視よ、汝らに先だちてガリラヤに往き給ふ、彼處にて謁

ゆるを得ん」と告げよ。視よ、汝らに之を告げたり』 8

女たち懼と大なる歡喜とをもて、速かに墓を去り、弟子

たちに知らせんとて走りゆく。 9視よ、イエス彼らに遇

ひて『安かれ』と言ひ給ひたれば、進みゆき、御足を抱

きて拜す。 10ここにイエス言ひたまふ『懼るな、往きて

我が兄弟たちに、ガリラヤにゆき、彼處にて我を見るべ

きことを知らせよ』 11女たちの往きたるとき、視よ、番

兵のうちの數人、都にいたり、凡て有りし事どもを祭司

長らに告ぐ。 12祭司長ら、長老らと共に集りて相議り

、兵卒どもに多くの銀を與へて言ふ、 13『なんぢら言へ

「その弟子ら夜きたりて、我らの眠れる間に彼を盜めり

」と。 14この事もし總督に聞えなば、我ら彼を宥めて汝

らに憂なからしめん』 15彼ら銀をとりて言ひ含められた

る如くしたれば、此の話ユダヤ人の中にひろまりて、今

日に至れり。 16十一弟子たちガリラヤに往きて、イエ

スの命じ給ひし山にのぼり、 17遂に謁えて拜せり。され

ど疑ふ者もありき。 18イエス進みきたり、彼らに語りて

言ひたまふ『我は天にても地にても一切の權を與へられ

たり。 19されば汝ら往きて、もろもろの國人を弟子とな

し、父と子と聖靈との名によりてバプテスマを施し、 20

わが汝らに命ぜし凡ての事を守るべきを教へよ。視よ、

我は世の終まで常に汝らと偕に在るなり』 (aiōn g165)
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マルコの福音書

1神の子イエス・キリストの福音のはじめ。 2預言者イ

ザヤの書に、「見よ、わたしは使をあなたの先につか

わし、あなたの道を整えさせるであろう。 3荒野で呼ば

わる者の声がする、『主の道を備えよ、その道筋をまっ

すぐにせよ』」と書いてあるように、 4バプテスマのヨ

ハネが荒野に現れて、罪のゆるしを得させる悔改めのバ

プテスマを宣べ伝えていた。 5そこで、ユダヤ全土とエ

ルサレムの全住民とが、彼のもとにぞくぞくと出て行っ

て、自分の罪を告白し、ヨルダン川でヨハネからバプテ

スマを受けた。 6このヨハネは、らくだの毛ごろもを身

にまとい、腰に皮の帯をしめ、いなごと野蜜とを食物と

していた。 7彼は宣べ伝えて言った、「わたしよりも力

のあるかたが、あとからおいでになる。わたしはかがん

で、そのくつのひもを解く値うちもない。 8わたしは水

でバプテスマを授けたが、このかたは、聖霊によってバ

プテスマをお授けになるであろう」。 9そのころ、イエ

スはガリラヤのナザレから出てきて、ヨルダン川で、ヨ

ハネからバプテスマをお受けになった。 10そして、水の

中から上がられるとすぐ、天が裂けて、聖霊がはとのよ

うに自分に下って来るのを、ごらんになった。 11すると

天から声があった、「あなたはわたしの愛する子、わた

しの心にかなう者である」。 12それからすぐに、御霊が

イエスを荒野に追いやった。 13イエスは四十日のあいだ

荒野にいて、サタンの試みにあわれた。そして獣もそこ

にいたが、御使たちはイエスに仕えていた。 14ヨハネが

捕えられた後、イエスはガリラヤに行き、神の福音を宣

べ伝えて言われた、 15「時は満ちた、神の国は近づいた

。悔い改めて福音を信ぜよ」。 16さて、イエスはガリラ

ヤの海べを歩いて行かれ、シモンとシモンの兄弟アンデ

レとが、海で網を打っているのをごらんになった。彼ら

は漁師であった。 17イエスは彼らに言われた、「わたし

についてきなさい。あなたがたを、人間をとる漁師にし

てあげよう」。 18すると、彼らはすぐに網を捨てて、イ

エスに従った。 19また少し進んで行かれると、ゼベダイ

の子ヤコブとその兄弟ヨハネとが、舟の中で網を繕って

いるのをごらんになった。 20そこで、すぐ彼らをお招き

になると、父ゼベダイを雇人たちと一緒に舟において、

イエスのあとについて行った。 21それから、彼らはカペ

ナウムに行った。そして安息日にすぐ、イエスは会堂に

はいって教えられた。 22人々は、その教に驚いた。律法

学者たちのようにではなく、権威ある者のように、教え

られたからである。 23ちょうどその時、けがれた霊につ

かれた者が会堂にいて、叫んで言った、 24「ナザレのイ

エスよ、あなたはわたしたちとなんの係わりがあるので

す。わたしたちを滅ぼしにこられたのですか。あなたが

どなたであるか、わかっています。神の聖者です」。 25

イエスはこれをしかって、「黙れ、この人から出て行け

」と言われた。 26すると、けがれた霊は彼をひきつけさ

せ、大声をあげて、その人から出て行った。 27人々はみ

な驚きのあまり、互に論じて言った、「これは、いった

い何事か。権威ある新しい教だ。けがれた霊にさえ命じ

られると、彼らは従うのだ」。 28こうしてイエスのうわ

さは、たちまちガリラヤの全地方、いたる所にひろまっ

た。 29それから会堂を出るとすぐ、ヤコブとヨハネとを

連れて、シモンとアンデレとの家にはいって行かれた。

30ところが、シモンのしゅうとめが熱病で床についてい

たので、人々はさっそく、そのことをイエスに知らせた

。 31イエスは近寄り、その手をとって起されると、熱が

引き、女は彼らをもてなした。 32夕暮になり日が沈むと

、人々は病人や悪霊につかれた者をみな、イエスのとこ

ろに連れてきた。 33こうして、町中の者が戸口に集まっ

た。 34イエスは、さまざまの病をわずらっている多くの

人々をいやし、また多くの悪霊を追い出された。また、

悪霊どもに、物言うことをお許しにならなかった。彼ら

がイエスを知っていたからである。 35朝はやく、夜の明

けるよほど前に、イエスは起きて寂しい所へ出て行き、

そこで祈っておられた。 36すると、シモンとその仲間と

が、あとを追ってきた。 37そしてイエスを見つけて、「

みんなが、あなたを捜しています」と言った。 38イエス

は彼らに言われた、「ほかの、附近の町々にみんなで行

って、そこでも教を宣べ伝えよう。わたしはこのために

出てきたのだから」。 39そして、ガリラヤ全地を巡りあ

るいて、諸会堂で教を宣べ伝え、また悪霊を追い出され

た。 40ひとりのらい病人が、イエスのところに願いにき

て、ひざまずいて言った、「みこころでしたら、きよめ

ていただけるのですが」。 41イエスは深くあわれみ、手

を伸ばして彼にさわり、「そうしてあげよう、きよくな

れ」と言われた。 42すると、らい病が直ちに去って、そ

の人はきよくなった。 43イエスは彼をきびしく戒めて、

すぐにそこを去らせ、こう言い聞かせられた、 44「何も

人に話さないように、注意しなさい。ただ行って、自分

のからだを祭司に見せ、それから、モーセが命じた物を

あなたのきよめのためにささげて、人々に証明しなさい

」。 45しかし、彼は出て行って、自分の身に起ったこと

を盛んに語り、また言いひろめはじめたので、イエスは

もはや表立っては町に、はいることができなくなり、外

の寂しい所にとどまっておられた。しかし、人々は方々

から、イエスのところにぞくぞくと集まってきた。

2幾日かたって、イエスがまたカペナウムにお帰りにな
ったとき、家におられるといううわさが立ったので、

2多くの人々が集まってきて、もはや戸口のあたりまで

も、すきまが無いほどになった。そして、イエスは御言

を彼らに語っておられた。 3すると、人々がひとりの中

風の者を四人の人に運ばせて、イエスのところに連れて

きた。 4ところが、群衆のために近寄ることができない

ので、イエスのおられるあたりの屋根をはぎ、穴をあけ

て、中風の者を寝かせたまま、床をつりおろした。 5イ

エスは彼らの信仰を見て、中風の者に、「子よ、あなた

の罪はゆるされた」と言われた。 6ところが、そこに幾

人かの律法学者がすわっていて、心の中で論じた、 7「

この人は、なぜあんなことを言うのか。それは神をけが

すことだ。神ひとりのほかに、だれが罪をゆるすことが

できるか」。 8イエスは、彼らが内心このように論じて

いるのを、自分の心ですぐ見ぬいて、「なぜ、あなたが

たは心の中でそんなことを論じているのか。 9中風の者

に、あなたの罪はゆるされた、と言うのと、起きよ、床

を取りあげて歩け、と言うのと、どちらがたやすいか。

10しかし、人の子は地上で罪をゆるす権威をもっている

ことが、あなたがたにわかるために」と彼らに言い、中

風の者にむかって、 11「あなたに命じる。起きよ、床を

取りあげて家に帰れ」と言われた。 12すると彼は起きあ

がり、すぐに床を取りあげて、みんなの前を出て行った
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ので、一同は大いに驚き、神をあがめて、「こんな事は

、まだ一度も見たことがない」と言った。 13イエスはま

た海べに出て行かれると、多くの人々がみもとに集まっ

てきたので、彼らを教えられた。 14また途中で、アルパ

ヨの子レビが収税所にすわっているのをごらんになって

、「わたしに従ってきなさい」と言われた。すると彼は

立ちあがって、イエスに従った。 15それから彼の家で、

食事の席についておられたときのことである。多くの取

税人や罪人たちも、イエスや弟子たちと共にその席に着

いていた。こんな人たちが大ぜいいて、イエスに従って

きたのである。 16パリサイ派の律法学者たちは、イエス

が罪人や取税人たちと食事を共にしておられるのを見て

、弟子たちに言った、「なぜ、彼は取税人や罪人などと

食事を共にするのか」。 17イエスはこれを聞いて言われ

た、「丈夫な人には医者はいらない。いるのは病人であ

る。わたしがきたのは、義人を招くためではなく、罪人

を招くためである」。 18ヨハネの弟子とパリサイ人とは

、断食をしていた。そこで人々がきて、イエスに言った

、「ヨハネの弟子たちとパリサイ人の弟子たちとが断食

をしているのに、あなたの弟子たちは、なぜ断食をしな

いのですか」。 19するとイエスは言われた、「婚礼の客

は、花婿が一緒にいるのに、断食ができるであろうか。

花婿と一緒にいる間は、断食はできない。 20しかし、花

婿が奪い去られる日が来る。その日には断食をするであ

ろう。 21だれも、真新しい布ぎれを、古い着物に縫いつ

けはしない。もしそうすれば、新しいつぎは古い着物を

引き破り、そして、破れがもっとひどくなる。 22まただ

れも、新しいぶどう酒を古い皮袋に入れはしない。もし

そうすれば、ぶどう酒は皮袋をはり裂き、そして、ぶど

う酒も皮袋もむだになってしまう。〔だから、新しいぶ

どう酒は新しい皮袋に入れるべきである〕」。 23ある安

息日に、イエスは麦畑の中をとおって行かれた。そのと

き弟子たちが、歩きながら穂をつみはじめた。 24すると

、パリサイ人たちがイエスに言った、「いったい、彼ら

はなぜ、安息日にしてはならぬことをするのですか」。

25そこで彼らに言われた、「あなたがたは、ダビデとそ

の供の者たちとが食物がなくて飢えたとき、ダビデが何

をしたか、まだ読んだことがないのか。 26すなわち、大

祭司アビアタルの時、神の家にはいって、祭司たちのほ

か食べてはならぬ供えのパンを、自分も食べ、また供の

者たちにも与えたではないか」。 27また彼らに言われた

、「安息日は人のためにあるもので、人が安息日のため

にあるのではない。 28それだから、人の子は、安息日に

もまた主なのである」。

3イエスがまた会堂にはいられると、そこに片手のなえ
た人がいた。 2人々はイエスを訴えようと思って、安

息日にその人をいやされるかどうかをうかがっていた。

3すると、イエスは片手のなえたその人に、「立って、

中へ出てきなさい」と言い、 4人々にむかって、「安息

日に善を行うのと悪を行うのと、命を救うのと殺すのと

、どちらがよいか」と言われた。彼らは黙っていた。 5

イエスは怒りを含んで彼らを見まわし、その心のかたく

ななのを嘆いて、その人に「手を伸ばしなさい」と言わ

れた。そこで手を伸ばすと、その手は元どおりになった

。 6パリサイ人たちは出て行って、すぐにヘロデ党の者

たちと、なんとかしてイエスを殺そうと相談しはじめた

。 7それから、イエスは弟子たちと共に海べに退かれた

が、ガリラヤからきたおびただしい群衆がついて行った

。またユダヤから、 8エルサレムから、イドマヤから、

更にヨルダンの向こうから、ツロ、シドンのあたりから

も、おびただしい群衆が、そのなさっていることを聞い

て、みもとにきた。 9イエスは群衆が自分に押し迫るの

を避けるために、小舟を用意しておけと、弟子たちに命

じられた。 10それは、多くの人をいやされたので、病苦

に悩む者は皆イエスにさわろうとして、押し寄せてきた

からである。 11また、けがれた霊どもはイエスを見るご

とに、みまえにひれ伏し、叫んで、「あなたこそ神の子

です」と言った。 12イエスは御自身のことを人にあらわ

さないようにと、彼らをきびしく戒められた。 13さてイ

エスは山に登り、みこころにかなった者たちを呼び寄せ

られたので、彼らはみもとにきた。 14そこで十二人をお

立てになった。彼らを自分のそばに置くためであり、さ

らに宣教につかわし、 15また悪霊を追い出す権威を持た

せるためであった。 16こうして、この十二人をお立てに

なった。そしてシモンにペテロという名をつけ、 17また

ゼベダイの子ヤコブと、ヤコブの兄弟ヨハネ、彼らには

ボアネルゲ、すなわち、雷の子という名をつけられた。

18つぎにアンデレ、ピリポ、バルトロマイ、マタイ、ト

マス、アルパヨの子ヤコブ、タダイ、熱心党のシモン、

19それからイスカリオテのユダ。このユダがイエスを裏

切ったのである。イエスが家にはいられると、 20群衆が

また集まってきたので、一同は食事をする暇もないほど

であった。 21身内の者たちはこの事を聞いて、イエスを

取押えに出てきた。気が狂ったと思ったからである。 22

また、エルサレムから下ってきた律法学者たちも、「彼

はベルゼブルにとりつかれている」と言い、「悪霊ども

のかしらによって、悪霊どもを追い出しているのだ」と

も言った。 23そこでイエスは彼らを呼び寄せ、譬をもっ

て言われた、「どうして、サタンがサタンを追い出すこ

とができようか。 24もし国が内部で分れ争うなら、その

国は立ち行かない。 25また、もし家が内わで分れ争うな

ら、その家は立ち行かないであろう。 26もしサタンが内

部で対立し分争するなら、彼は立ち行けず、滅んでしま

う。 27だれでも、まず強い人を縛りあげなければ、その

人の家に押し入って家財を奪い取ることはできない。縛

ってからはじめて、その家を略奪することができる。 28

よく言い聞かせておくが、人の子らには、その犯すすべ

ての罪も神をけがす言葉も、ゆるされる。 29しかし、聖

霊をけがす者は、いつまでもゆるされず、永遠の罪に定

められる」。 (aiōn g165, aiōnios g166) 30そう言われたのは、

彼らが「イエスはけがれた霊につかれている」と言って

いたからである。 31さて、イエスの母と兄弟たちとがき

て、外に立ち、人をやってイエスを呼ばせた。 32ときに

、群衆はイエスを囲んですわっていたが、「ごらんなさ

い。あなたの母上と兄弟、姉妹たちが、外であなたを尋

ねておられます」と言った。 33すると、イエスは彼らに

答えて言われた、「わたしの母、わたしの兄弟とは、だ

れのことか」。 34そして、自分をとりかこんで、すわっ

ている人々を見まわして、言われた、「ごらんなさい、

ここにわたしの母、わたしの兄弟がいる。 35神のみここ

ろを行う者はだれでも、わたしの兄弟、また姉妹、また

母なのである」。

4イエスはまたも、海べで教えはじめられた。おびただ
しい群衆がみもとに集まったので、イエスは舟に乗っ
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てすわったまま、海上におられ、群衆はみな海に沿って

陸地にいた。 2イエスは譬で多くの事を教えられたが、

その教の中で彼らにこう言われた、 3「聞きなさい、種

まきが種をまきに出て行った。 4まいているうちに、道

ばたに落ちた種があった。すると、鳥がきて食べてしま

った。 5ほかの種は土の薄い石地に落ちた。そこは土が

深くないので、すぐ芽を出したが、 6日が上ると焼けて

、根がないために枯れてしまった。 7ほかの種はいばら

の中に落ちた。すると、いばらが伸びて、ふさいでしま

ったので、実を結ばなかった。 8ほかの種は良い地に落

ちた。そしてはえて、育って、ますます実を結び、三十

倍、六十倍、百倍にもなった」。 9そして言われた、「

聞く耳のある者は聞くがよい」。 10イエスがひとりにな

られた時、そばにいた者たちが、十二弟子と共に、これ

らの譬について尋ねた。 11そこでイエスは言われた、「

あなたがたには神の国の奥義が授けられているが、ほか

の者たちには、すべてが譬で語られる。 12それは『彼ら

は見るには見るが、認めず、聞くには聞くが、悟らず、

悔い改めてゆるされることがない』ためである」。 13ま

た彼らに言われた、「あなたがたはこの譬がわからない

のか。それでは、どうしてすべての譬がわかるだろうか

。 14種まきは御言をまくのである。 15道ばたに御言が

まかれたとは、こういう人たちのことである。すなわち

、御言を聞くと、すぐにサタンがきて、彼らの中にまか

れた御言を、奪って行くのである。 16同じように、石地

にまかれたものとは、こういう人たちのことである。御

言を聞くと、すぐに喜んで受けるが、 17自分の中に根が

ないので、しばらく続くだけである。そののち、御言の

ために困難や迫害が起ってくると、すぐつまずいてしま

う。 18また、いばらの中にまかれたものとは、こういう

人たちのことである。御言を聞くが、 19世の心づかいと

、富の惑わしと、その他いろいろな欲とがはいってきて

、御言をふさぐので、実を結ばなくなる。 (aiōn g165) 20

また、良い地にまかれたものとは、こういう人たちのこ

とである。御言を聞いて受けいれ、三十倍、六十倍、百

倍の実を結ぶのである」。 21また彼らに言われた、「ま

すの下や寝台の下に置くために、あかりを持ってくるこ

とがあろうか。燭台の上に置くためではないか。 22なん

でも、隠されているもので、現れないものはなく、秘密

にされているもので、明るみに出ないものはない。 23聞

く耳のある者は聞くがよい」。 24また彼らに言われた、

「聞くことがらに注意しなさい。あなたがたの量るその

はかりで、自分にも量り与えられ、その上になお増し加

えられるであろう。 25だれでも、持っている人は更に与

えられ、持っていない人は、持っているものまでも取り

上げられるであろう」。 26また言われた、「神の国は、

ある人が地に種をまくようなものである。 27夜昼、寝起

きしている間に、種は芽を出して育って行くが、どうし

てそうなるのか、その人は知らない。 28地はおのずから

実を結ばせるもので、初めに芽、つぎに穂、つぎに穂の

中に豊かな実ができる。 29実がいると、すぐにかまを入

れる。刈入れ時がきたからである」。 30また言われた、

「神の国を何に比べようか。また、どんな譬で言いあら

わそうか。 31それは一粒のからし種のようなものである

。地にまかれる時には、地上のどんな種よりも小さいが

、 32まかれると、成長してどんな野菜よりも大きくなり

、大きな枝を張り、その陰に空の鳥が宿るほどになる」

。 33イエスはこのような多くの譬で、人々の聞く力にし

たがって、御言を語られた。 34譬によらないでは語られ

なかったが、自分の弟子たちには、ひそかにすべてのこ

とを解き明かされた。 35さてその日、夕方になると、イ

エスは弟子たちに、「向こう岸へ渡ろう」と言われた。

36そこで、彼らは群衆をあとに残し、イエスが舟に乗っ

ておられるまま、乗り出した。ほかの舟も一緒に行った

。 37すると、激しい突風が起り、波が舟の中に打ち込ん

できて、舟に満ちそうになった。 38ところがイエス自身

は、舳の方でまくらをして、眠っておられた。そこで、

弟子たちはイエスをおこして、「先生、わたしどもがお

ぼれ死んでも、おかまいにならないのですか」と言った

。 39イエスは起きあがって風をしかり、海にむかって、

「静まれ、黙れ」と言われると、風はやんで、大なぎに

なった。 40イエスは彼らに言われた、「なぜ、そんなに

こわがるのか。どうして信仰がないのか」。 41彼らは恐

れおののいて、互に言った、「いったい、この方はだれ

だろう。風も海も従わせるとは」。

5こうして彼らは海の向こう岸、ゲラサ人の地に着いた
。 2それから、イエスが舟からあがられるとすぐに、

けがれた霊につかれた人が墓場から出てきて、イエスに

出会った。 3この人は墓場をすみかとしており、もはや

だれも、鎖でさえも彼をつなぎとめて置けなかった。 4

彼はたびたび足かせや鎖でつながれたが、鎖を引きちぎ

り、足かせを砕くので、だれも彼を押えつけることがで

きなかったからである。 5そして、夜昼たえまなく墓場

や山で叫びつづけて、石で自分のからだを傷つけていた

。 6ところが、この人がイエスを遠くから見て、走り寄

って拝し、 7大声で叫んで言った、「いと高き神の子イ

エスよ、あなたはわたしとなんの係わりがあるのです。

神に誓ってお願いします。どうぞ、わたしを苦しめない

でください」。 8それは、イエスが、「けがれた霊よ、

この人から出て行け」と言われたからである。 9また彼

に、「なんという名前か」と尋ねられると、「レギオン

と言います。大ぜいなのですから」と答えた。 10そして

、自分たちをこの土地から追い出さないようにと、しき

りに願いつづけた。 11さて、そこの山の中腹に、豚の大

群が飼ってあった。 12霊はイエスに願って言った、「わ

たしどもを、豚にはいらせてください。その中へ送って

ください」。 13イエスがお許しになったので、けがれた

霊どもは出て行って、豚の中へはいり込んだ。すると、

その群れは二千匹ばかりであったが、がけから海へなだ

れを打って駆け下り、海の中でおぼれ死んでしまった。

14豚を飼う者たちが逃げ出して、町や村にふれまわった

ので、人々は何事が起ったのかと見にきた。 15そして、

イエスのところにきて、悪霊につかれた人が着物を着て

、正気になってすわっており、それがレギオンを宿して

いた者であるのを見て、恐れた。 16また、それを見た人

たちは、悪霊につかれた人の身に起った事と豚のことと

を、彼らに話して聞かせた。 17そこで、人々はイエスに

、この地方から出て行っていただきたいと、頼みはじめ

た。 18イエスが舟に乗ろうとされると、悪霊につかれて

いた人がお供をしたいと願い出た。 19しかし、イエスは

お許しにならないで、彼に言われた、「あなたの家族の

もとに帰って、主がどんなに大きなことをしてくださっ

たか、またどんなにあわれんでくださったか、それを知

らせなさい」。 20そこで、彼は立ち去り、そして自分に

イエスがしてくださったことを、ことごとくデカポリス
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の地方に言いひろめ出したので、人々はみな驚き怪しん

だ。 21イエスがまた舟で向こう岸へ渡られると、大ぜい

の群衆がみもとに集まってきた。イエスは海べにおられ

た。 22そこへ、会堂司のひとりであるヤイロという者が

きて、イエスを見かけるとその足もとにひれ伏し、 23し

きりに願って言った、「わたしの幼い娘が死にかかって

います。どうぞ、その子がなおって助かりますように、

おいでになって、手をおいてやってください」。 24そこ

で、イエスは彼と一緒に出かけられた。大ぜいの群衆も

イエスに押し迫りながら、ついて行った。 25さてここに

、十二年間も長血をわずらっている女がいた。 26多くの

医者にかかって、さんざん苦しめられ、その持ち物をみ

な費してしまったが、なんのかいもないばかりか、かえ

ってますます悪くなる一方であった。 27この女がイエス

のことを聞いて、群衆の中にまぎれ込み、うしろから、

み衣にさわった。 28それは、せめて、み衣にでもさわれ

ば、なおしていただけるだろうと、思っていたからであ

る。 29すると、血の元がすぐにかわき、女は病気がなお

ったことを、その身に感じた。 30イエスはすぐ、自分の

内から力が出て行ったことに気づかれて、群衆の中で振

り向き、「わたしの着物にさわったのはだれか」と言わ

れた。 31そこで弟子たちが言った、「ごらんのとおり、

群衆があなたに押し迫っていますのに、だれがさわった

かと、おっしゃるのですか」。 32しかし、イエスはさわ

った者を見つけようとして、見まわしておられた。 33そ

の女は自分の身に起ったことを知って、恐れおののきな

がら進み出て、みまえにひれ伏して、すべてありのまま

を申し上げた。 34イエスはその女に言われた、「娘よ、

あなたの信仰があなたを救ったのです。安心して行きな

さい。すっかりなおって、達者でいなさい」。 35イエス

が、まだ話しておられるうちに、会堂司の家から人々が

きて言った、「あなたの娘はなくなりました。このうえ

、先生を煩わすには及びますまい」。 36イエスはその話

している言葉を聞き流して、会堂司に言われた、「恐れ

ることはない。ただ信じなさい」。 37そしてペテロ、ヤ

コブ、ヤコブの兄弟ヨハネのほかは、ついて来ることを

、だれにもお許しにならなかった。 38彼らが会堂司の家

に着くと、イエスは人々が大声で泣いたり、叫んだりし

て、騒いでいるのをごらんになり、 39内にはいって、彼

らに言われた、「なぜ泣き騒いでいるのか。子供は死ん

だのではない。眠っているだけである」。 40人々はイエ

スをあざ笑った。しかし、イエスはみんなの者を外に出

し、子供の父母と供の者たちだけを連れて、子供のいる

所にはいって行かれた。 41そして子供の手を取って、「

タリタ、クミ」と言われた。それは、「少女よ、さあ、

起きなさい」という意味である。 42すると、少女はすぐ

に起き上がって、歩き出した。十二歳にもなっていたか

らである。彼らはたちまち非常な驚きに打たれた。 43イ

エスは、だれにもこの事を知らすなと、きびしく彼らに

命じ、また、少女に食物を与えるようにと言われた。

6イエスはそこを去って、郷里に行かれたが、弟子たち
も従って行った。 2そして、安息日になったので、会

堂で教えはじめられた。それを聞いた多くの人々は、驚

いて言った、「この人は、これらのことをどこで習って

きたのか。また、この人の授かった知恵はどうだろう。

このような力あるわざがその手で行われているのは、ど

うしてか。 3この人は大工ではないか。マリヤのむすこ

で、ヤコブ、ヨセ、ユダ、シモンの兄弟ではないか。ま

たその姉妹たちも、ここにわたしたちと一緒にいるでは

ないか」。こうして彼らはイエスにつまずいた。 4イエ

スは言われた、「預言者は、自分の郷里、親族、家以外

では、どこででも敬われないことはない」。 5そして、

そこでは力あるわざを一つもすることができず、ただ少

数の病人に手をおいていやされただけであった。 6そし

て、彼らの不信仰を驚き怪しまれた。それからイエスは

、附近の村々を巡りあるいて教えられた。 7また十二弟

子を呼び寄せ、ふたりずつつかわすことにして、彼らに

けがれた霊を制する権威を与え、 8また旅のために、つ

え一本のほかには何も持たないように、パンも、袋も、

帯の中に銭も持たず、 9ただわらじをはくだけで、下着

も二枚は着ないように命じられた。 10そして彼らに言わ

れた、「どこへ行っても、家にはいったなら、その土地

を去るまでは、そこにとどまっていなさい。 11また、あ

なたがたを迎えず、あなたがたの話を聞きもしない所が

あったなら、そこから出て行くとき、彼らに対する抗議

のしるしに、足の裏のちりを払い落しなさい」。 12そこ

で、彼らは出て行って、悔改めを宣べ伝え、 13多くの悪

霊を追い出し、大ぜいの病人に油をぬっていやした。 14

さて、イエスの名が知れわたって、ヘロデ王の耳にはい

った。ある人々は「バプテスマのヨハネが、死人の中か

らよみがえってきたのだ。それで、あのような力が彼の

うちに働いているのだ」と言い、 15他の人々は「彼はエ

リヤだ」と言い、また他の人々は「昔の預言者のような

預言者だ」と言った。 16ところが、ヘロデはこれを聞い

て、「わたしが首を切ったあのヨハネがよみがえったの

だ」と言った。 17このヘロデは、自分の兄弟ピリポの妻

ヘロデヤをめとったが、そのことで、人をつかわし、ヨ

ハネを捕えて獄につないだ。 18それは、ヨハネがヘロデ

に、「兄弟の妻をめとるのは、よろしくない」と言った

からである。 19そこで、ヘロデヤはヨハネを恨み、彼を

殺そうと思っていたが、できないでいた。 20それはヘロ

デが、ヨハネは正しくて聖なる人であることを知って、

彼を恐れ、彼に保護を加え、またその教を聞いて非常に

悩みながらも、なお喜んで聞いていたからである。 21と

ころが、よい機会がきた。ヘロデは自分の誕生日の祝に

、高官や将校やガリラヤの重立った人たちを招いて宴会

を催したが、 22そこへ、このヘロデヤの娘がはいってき

て舞をまい、ヘロデをはじめ列座の人たちを喜ばせた。

そこで王はこの少女に「ほしいものはなんでも言いなさ

い。あなたにあげるから」と言い、 23さらに「ほしけれ

ば、この国の半分でもあげよう」と誓って言った。 24そ

こで少女は座をはずして、母に「何をお願いしましょう

か」と尋ねると、母は「バプテスマのヨハネの首を」と

答えた。 25するとすぐ、少女は急いで王のところに行っ

て願った、「今すぐに、バプテスマのヨハネの首を盆に

のせて、それをいただきとうございます」。 26王は非常

に困ったが、いったん誓ったのと、また列座の人たちの

手前、少女の願いを退けることを好まなかった。 27そこ

で、王はすぐに衛兵をつかわし、ヨハネの首を持って来

るように命じた。衛兵は出て行き、獄中でヨハネの首を

切り、 28盆にのせて持ってきて少女に与え、少女はそれ

を母にわたした。 29ヨハネの弟子たちはこのことを聞き

、その死体を引き取りにきて、墓に納めた。 30さて、使

徒たちはイエスのもとに集まってきて、自分たちがした

ことや教えたことを、みな報告した。 31するとイエスは
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彼らに言われた、「さあ、あなたがたは、人を避けて寂

しい所へ行って、しばらく休むがよい」。それは、出入

りする人が多くて、食事をする暇もなかったからである

。 32そこで彼らは人を避け、舟に乗って寂しい所へ行っ

た。 33ところが、多くの人々は彼らが出かけて行くのを

見、それと気づいて、方々の町々からそこへ、一せいに

駆けつけ、彼らより先に着いた。 34イエスは舟から上が

って大ぜいの群衆をごらんになり、飼う者のない羊のよ

うなその有様を深くあわれんで、いろいろと教えはじめ

られた。 35ところが、はや時もおそくなったので、弟子

たちはイエスのもとにきて言った、「ここは寂しい所で

もあり、もう時もおそくなりました。 36みんなを解散さ

せ、めいめいで何か食べる物を買いに、まわりの部落や

村々へ行かせてください」。 37イエスは答えて言われた

、「あなたがたの手で食物をやりなさい」。弟子たちは

言った、「わたしたちが二百デナリものパンを買ってき

て、みんなに食べさせるのですか」。 38するとイエスは

言われた、「パンは幾つあるか。見てきなさい」。彼ら

は確かめてきて、「五つあります。それに魚が二ひき」

と言った。 39そこでイエスは、みんなを組々に分けて、

青草の上にすわらせるように命じられた。 40人々は、あ

るいは百人ずつ、あるいは五十人ずつ、列をつくってす

わった。 41それから、イエスは五つのパンと二ひきの魚

とを手に取り、天を仰いでそれを祝福し、パンをさき、

弟子たちにわたして配らせ、また、二ひきの魚もみんな

にお分けになった。 42みんなの者は食べて満腹した。

43そこで、パンくずや魚の残りを集めると、十二のかご

にいっぱいになった。 44パンを食べた者は男五千人であ

った。 45それからすぐ、イエスは自分で群衆を解散させ

ておられる間に、しいて弟子たちを舟に乗り込ませ、向

こう岸のベツサイダへ先におやりになった。 46そして群

衆に別れてから、祈るために山へ退かれた。 47夕方にな

ったとき、舟は海のまん中に出ており、イエスだけが陸

地におられた。 48ところが逆風が吹いていたために、弟

子たちがこぎ悩んでいるのをごらんになって、夜明けの

四時ごろ、海の上を歩いて彼らに近づき、そのそばを通

り過ぎようとされた。 49彼らはイエスが海の上を歩いて

おられるのを見て、幽霊だと思い、大声で叫んだ。 50み

んなの者がそれを見て、おじ恐れたからである。しかし

、イエスはすぐ彼らに声をかけ、「しっかりするのだ。

わたしである。恐れることはない」と言われた。 51そし

て、彼らの舟に乗り込まれると、風はやんだ。彼らは心

の中で、非常に驚いた。 52先のパンのことを悟らず、そ

の心が鈍くなっていたからである。 53彼らは海を渡り、

ゲネサレの地に着いて舟をつないだ。 54そして舟からあ

がると、人々はすぐイエスと知って、 55その地方をあま

ねく駆けめぐり、イエスがおられると聞けば、どこへで

も病人を床にのせて運びはじめた。 56そして、村でも町

でも部落でも、イエスがはいって行かれる所では、病人

たちをその広場におき、せめてその上着のふさにでも、

さわらせてやっていただきたいと、お願いした。そして

さわった者は皆いやされた。

7さて、パリサイ人と、ある律法学者たちとが、エルサ
レムからきて、イエスのもとに集まった。 2そして弟

子たちのうちに、不浄な手、すなわち洗わない手で、パ

ンを食べている者があるのを見た。 3もともと、パリサ

イ人をはじめユダヤ人はみな、昔の人の言伝えをかたく

守って、念入りに手を洗ってからでないと、食事をしな

い。 4また市場から帰ったときには、身を清めてからで

ないと、食事をせず、なおそのほかにも、杯、鉢、銅器

を洗うことなど、昔から受けついでかたく守っている事

が、たくさんあった。 5そこで、パリサイ人と律法学者

たちとは、イエスに尋ねた、「なぜ、あなたの弟子たち

は、昔の人の言伝えに従って歩まないで、不浄な手でパ

ンを食べるのですか」。 6イエスは言われた、「イザヤ

は、あなたがた偽善者について、こう書いているが、そ

れは適切な預言である、『この民は、口さきではわたし

を敬うが、その心はわたしから遠く離れている。 7人間

のいましめを教として教え、無意味にわたしを拝んでい

る』。 8あなたがたは、神のいましめをさしおいて、人

間の言伝えを固執している」。 9また、言われた、「あ

なたがたは、自分たちの言伝えを守るために、よくも神

のいましめを捨てたものだ。 10モーセは言ったではない

か、『父と母とを敬え』、また『父または母をののしる

者は、必ず死に定められる』と。 11それだのに、あなた

がたは、もし人が父または母にむかって、あなたに差上

げるはずのこのものはコルバン、すなわち、供え物です

と言えば、それでよいとして、 12その人は父母に対して

、もう何もしないで済むのだと言っている。 13こうして

あなたがたは、自分たちが受けついだ言伝えによって、

神の言を無にしている。また、このような事をしばしば

おこなっている」。 14それから、イエスは再び群衆を呼

び寄せて言われた、「あなたがたはみんな、わたしの言

うことを聞いて悟るがよい。 15すべて外から人の中には

いって、人をけがしうるものはない。かえって、人の中

から出てくるものが、人をけがすのである。〔 16聞く耳

のある者は聞くがよい〕」。 17イエスが群衆を離れて家

にはいられると、弟子たちはこの譬について尋ねた。 18

すると、言われた、「あなたがたも、そんなに鈍いのか

。すべて、外から人の中にはいって来るものは、人を汚

し得ないことが、わからないのか。 19それは人の心の中

にはいるのではなく、腹の中にはいり、そして、外に出

て行くだけである」。イエスはこのように、どんな食物

でもきよいものとされた。 20さらに言われた、「人から

出て来るもの、それが人をけがすのである。 21すなわち

内部から、人の心の中から、悪い思いが出て来る。不品

行、盗み、殺人、 22姦淫、貪欲、邪悪、欺き、好色、妬

み、誹り、高慢、愚痴。 23これらの悪はすべて内部から

出てきて、人をけがすのである」。 24さて、イエスは、

そこを立ち去って、ツロの地方に行かれた。そして、だ

れにも知れないように、家の中にはいられたが、隠れて

いることができなかった。 25そして、けがれた霊につか

れた幼い娘をもつ女が、イエスのことをすぐ聞きつけて

きて、その足もとにひれ伏した。 26この女はギリシヤ人

で、スロ・フェニキヤの生れであった。そして、娘から

悪霊を追い出してくださいとお願いした。 27イエスは女

に言われた、「まず子供たちに十分食べさすべきである

。子供たちのパンを取って小犬に投げてやるのは、よろ

しくない」。 28すると、女は答えて言った、「主よ、お

言葉どおりです。でも、食卓の下にいる小犬も、子供た

ちのパンくずは、いただきます」。 29そこでイエスは言

われた、「その言葉で、じゅうぶんである。お帰りなさ

い。悪霊は娘から出てしまった」。 30そこで、女が家に

帰ってみると、その子は床の上に寝ており、悪霊は出て

しまっていた。 31それから、イエスはまたツロの地方を
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去り、シドンを経てデカポリス地方を通りぬけ、ガリラ

ヤの海べにこられた。 32すると人々は、耳が聞えず口の

きけない人を、みもとに連れてきて、手を置いてやって

いただきたいとお願いした。 33そこで、イエスは彼ひと

りを群衆の中から連れ出し、その両耳に指をさし入れ、

それから、つばきでその舌を潤し、 34天を仰いでため息

をつき、その人に「エパタ」と言われた。これは「開け

よ」という意味である。 35すると彼の耳が開け、その舌

のもつれもすぐ解けて、はっきりと話すようになった。

36イエスは、この事をだれにも言ってはならぬと、人々

に口止めをされたが、口止めをすればするほど、かえっ

て、ますます言いひろめた。 37彼らは、ひとかたならず

驚いて言った、「このかたのなさった事は、何もかも、

すばらしい。耳の聞えない者を聞えるようにしてやり、

口のきけない者をきけるようにしておやりになった」。

8そのころ、また大ぜいの群衆が集まっていたが、何も
食べるものがなかったので、イエスは弟子たちを呼び

寄せて言われた、 2「この群衆がかわいそうである。も

う三日間もわたしと一緒にいるのに、何も食べるものが

ない。 3もし、彼らを空腹のまま家に帰らせるなら、途

中で弱り切ってしまうであろう。それに、なかには遠く

からきている者もある」。 4弟子たちは答えた、「こん

な荒野で、どこからパンを手に入れて、これらの人々に

じゅうぶん食べさせることができましょうか」。 5イエ

スが弟子たちに、「パンはいくつあるか」と尋ねられる

と、「七つあります」と答えた。 6そこでイエスは群衆

に地にすわるように命じられた。そして七つのパンを取

り、感謝してこれをさき、人々に配るように弟子たちに

渡されると、弟子たちはそれを群衆に配った。 7また小

さい魚が少しばかりあったので、祝福して、それをも人

々に配るようにと言われた。 8彼らは食べて満腹した。

そして残ったパンくずを集めると、七かごになった。 9

人々の数はおよそ四千人であった。それからイエスは彼

らを解散させ、 10すぐ弟子たちと共に舟に乗って、ダル

マヌタの地方へ行かれた。 11パリサイ人たちが出てきて

、イエスを試みようとして議論をしかけ、天からのしる

しを求めた。 12イエスは、心の中で深く嘆息して言われ

た、「なぜ、今の時代はしるしを求めるのだろう。よく

言い聞かせておくが、しるしは今の時代には決して与え

られない」。 13そして、イエスは彼らをあとに残し、ま

た舟に乗って向こう岸へ行かれた。 14弟子たちはパンを

持って来るのを忘れていたので、舟の中にはパン一つし

か持ち合わせがなかった。 15そのとき、イエスは彼らを

戒めて、「パリサイ人のパン種とヘロデのパン種とを、

よくよく警戒せよ」と言われた。 16弟子たちは、これは

自分たちがパンを持っていないためであろうと、互に論

じ合った。 17イエスはそれと知って、彼らに言われた、

「なぜ、パンがないからだと論じ合っているのか。まだ

わからないのか、悟らないのか。あなたがたの心は鈍く

なっているのか。 18目があっても見えないのか。耳があ

っても聞えないのか。まだ思い出さないのか。 19五つの

パンをさいて五千人に分けたとき、拾い集めたパンくず

は、幾つのかごになったか」。弟子たちは答えた、「十

二かごです」。 20「七つのパンを四千人に分けたときに

は、パンくずを幾つのかごに拾い集めたか」。「七かご

です」と答えた。 21そこでイエスは彼らに言われた、「

まだ悟らないのか」。 22そのうちに、彼らはベツサイダ

に着いた。すると人々が、ひとりの盲人を連れてきて、

さわってやっていただきたいとお願いした。 23イエスは

この盲人の手をとって、村の外に連れ出し、その両方の

目につばきをつけ、両手を彼に当てて、「何か見えるか

」と尋ねられた。 24すると彼は顔を上げて言った、「人

が見えます。木のように見えます。歩いているようです

」。 25それから、イエスが再び目の上に両手を当てられ

ると、盲人は見つめているうちに、なおってきて、すべ

てのものがはっきりと見えだした。 26そこでイエスは、

「村にはいってはいけない」と言って、彼を家に帰され

た。 27さて、イエスは弟子たちとピリポ・カイザリヤの

村々へ出かけられたが、その途中で、弟子たちに尋ねて

言われた、「人々は、わたしをだれと言っているか」。

28彼らは答えて言った、「バプテスマのヨハネだと、言

っています。また、エリヤだと言い、また、預言者のひ

とりだと言っている者もあります」。 29そこでイエスは

彼らに尋ねられた、「それでは、あなたがたはわたしを

だれと言うか」。ペテロが答えて言った、「あなたこそ

キリストです」。 30するとイエスは、自分のことをだれ

にも言ってはいけないと、彼らを戒められた。 31それか

ら、人の子は必ず多くの苦しみを受け、長老、祭司長、

律法学者たちに捨てられ、また殺され、そして三日の後

によみがえるべきことを、彼らに教えはじめ、 32しかも

あからさまに、この事を話された。すると、ペテロはイ

エスをわきへ引き寄せて、いさめはじめたので、 33イエ

スは振り返って、弟子たちを見ながら、ペテロをしかっ

て言われた、「サタンよ、引きさがれ。あなたは神のこ

とを思わないで、人のことを思っている」。 34それから

群衆を弟子たちと一緒に呼び寄せて、彼らに言われた、

「だれでもわたしについてきたいと思うなら、自分を捨

て、自分の十字架を負うて、わたしに従ってきなさい。

35自分の命を救おうと思う者はそれを失い、わたしのた

め、また福音のために、自分の命を失う者は、それを救

うであろう。 36人が全世界をもうけても、自分の命を損

したら、なんの得になろうか。 37また、人はどんな代価

を払って、その命を買いもどすことができようか。 38邪

悪で罪深いこの時代にあって、わたしとわたしの言葉と

を恥じる者に対しては、人の子もまた、父の栄光のうち

に聖なる御使たちと共に来るときに、その者を恥じるで

あろう」。

9また、彼らに言われた、「よく聞いておくがよい。神
の国が力をもって来るのを見るまでは、決して死を味

わわない者が、ここに立っている者の中にいる」。 2六

日の後、イエスは、ただペテロ、ヤコブ、ヨハネだけを

連れて、高い山に登られた。ところが、彼らの目の前で

イエスの姿が変り、 3その衣は真白く輝き、どんな布さ

らしでも、それほどに白くすることはできないくらいに

なった。 4すると、エリヤがモーセと共に彼らに現れて

、イエスと語り合っていた。 5ペテロはイエスにむかっ

て言った、「先生、わたしたちがここにいるのは、すば

らしいことです。それで、わたしたちは小屋を三つ建て

ましょう。一つはあなたのために、一つはモーセのため

に、一つはエリヤのために」。 6そう言ったのは、みん

なの者が非常に恐れていたので、ペテロは何を言ってよ

いか、わからなかったからである。 7すると、雲がわき

起って彼らをおおった。そして、その雲の中から声があ

った、「これはわたしの愛する子である。これに聞け」
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。 8彼らは急いで見まわしたが、もはやだれも見えず、

ただイエスだけが、自分たちと一緒におられた。 9一同

が山を下って来るとき、イエスは「人の子が死人の中か

らよみがえるまでは、いま見たことをだれにも話しては

ならない」と、彼らに命じられた。 10彼らはこの言葉を

心にとめ、死人の中からよみがえるとはどういうことか

と、互に論じ合った。 11そしてイエスに尋ねた、「なぜ

、律法学者たちは、エリヤが先に来るはずだと言ってい

るのですか」。 12イエスは言われた、「確かに、エリヤ

が先にきて、万事を元どおりに改める。しかし、人の子

について、彼が多くの苦しみを受け、かつ恥ずかしめら

れると、書いてあるのはなぜか。 13しかしあなたがたに

言っておく、エリヤはすでにきたのだ。そして彼につい

て書いてあるように、人々は自分かってに彼をあしらっ

た」。 14さて、彼らがほかの弟子たちの所にきて見ると

、大ぜいの群衆が弟子たちを取り囲み、そして律法学者

たちが彼らと論じ合っていた。 15群衆はみな、すぐイエ

スを見つけて、非常に驚き、駆け寄ってきて、あいさつ

をした。 16イエスが彼らに、「あなたがたは彼らと何を

論じているのか」と尋ねられると、 17群衆のひとりが答

えた、「先生、おしの霊につかれているわたしのむすこ

を、こちらに連れて参りました。 18霊がこのむすこにと

りつきますと、どこででも彼を引き倒し、それから彼は

あわを吹き、歯をくいしばり、からだをこわばらせてし

まいます。それでお弟子たちに、この霊を追い出してく

ださるように願いましたが、できませんでした」。 19イ

エスは答えて言われた、「ああ、なんという不信仰な時

代であろう。いつまで、わたしはあなたがたと一緒にお

られようか。いつまで、あなたがたに我慢ができようか

。その子をわたしの所に連れてきなさい」。 20そこで人

々は、その子をみもとに連れてきた。霊がイエスを見る

や否や、その子をひきつけさせたので、子は地に倒れ、

あわを吹きながらころげまわった。 21そこで、イエスが

父親に「いつごろから、こんなになったのか」と尋ねら

れると、父親は答えた、「幼い時からです。 22霊はたび

たび、この子を火の中、水の中に投げ入れて、殺そうと

しました。しかしできますれば、わたしどもをあわれん

でお助けください」。 23イエスは彼に言われた、「もし

できれば、と言うのか。信ずる者には、どんな事でもで

きる」。 24その子の父親はすぐ叫んで言った、「信じま

す。不信仰なわたしを、お助けください」。 25イエスは

群衆が駆け寄って来るのをごらんになって、けがれた霊

をしかって言われた、「おしとつんぼの霊よ、わたしが

おまえに命じる。この子から出て行け。二度と、はいっ

て来るな」。 26すると霊は叫び声をあげ、激しく引きつ

けさせて出て行った。その子は死人のようになったので

、多くの人は、死んだのだと言った。 27しかし、イエス

が手を取って起されると、その子は立ち上がった。 28家

にはいられたとき、弟子たちはひそかにお尋ねした、「

わたしたちは、どうして霊を追い出せなかったのですか

」。 29すると、イエスは言われた、「このたぐいは、祈

によらなければ、どうしても追い出すことはできない」

。 30それから彼らはそこを立ち去り、ガリラヤをとおっ

て行ったが、イエスは人に気づかれるのを好まれなかっ

た。 31それは、イエスが弟子たちに教えて、「人の子は

人々の手にわたされ、彼らに殺され、殺されてから三日

の後によみがえるであろう」と言っておられたからであ

る。 32しかし、彼らはイエスの言われたことを悟らず、

また尋ねるのを恐れていた。 33それから彼らはカペナウ

ムにきた。そして家におられるとき、イエスは弟子たち

に尋ねられた、「あなたがたは途中で何を論じていたの

か」。 34彼らは黙っていた。それは途中で、だれが一ば

ん偉いかと、互に論じ合っていたからである。 35そこで

、イエスはすわって十二弟子を呼び、そして言われた、

「だれでも一ばん先になろうと思うならば、一ばんあと

になり、みんなに仕える者とならねばならない」。 36そ

して、ひとりの幼な子をとりあげて、彼らのまん中に立

たせ、それを抱いて言われた。 37「だれでも、このよう

な幼な子のひとりを、わたしの名のゆえに受けいれる者

は、わたしを受けいれるのである。そして、わたしを受

けいれる者は、わたしを受けいれるのではなく、わたし

をおつかわしになったかたを受けいれるのである」。 38

ヨハネがイエスに言った、「先生、わたしたちについて

こない者が、あなたの名を使って悪霊を追い出している

のを見ましたが、その人はわたしたちについてこなかっ

たので、やめさせました」。 39イエスは言われた、「や

めさせないがよい。だれでもわたしの名で力あるわざを

行いながら、すぐそのあとで、わたしをそしることはで

きない。 40わたしたちに反対しない者は、わたしたちの

味方である。 41だれでも、キリストについている者だと

いうので、あなたがたに水一杯でも飲ませてくれるもの

は、よく言っておくが、決してその報いからもれること

はないであろう。 42また、わたしを信じるこれらの小さ

い者のひとりをつまずかせる者は、大きなひきうすを首

にかけられて海に投げ込まれた方が、はるかによい。 43

もし、あなたの片手が罪を犯させるなら、それを切り捨

てなさい。両手がそろったままで地獄の消えない火の中

に落ち込むよりは、かたわになって命に入る方がよい。

〔 (Geenna g1067) 44地獄では、うじがつきず、火も消える

ことがない。〕 (questioned) 45もし、あなたの片足が罪を

犯させるなら、それを切り捨てなさい。両足がそろった

ままで地獄に投げ入れられるよりは、片足で命に入る方

がよい。〔 (Geenna g1067) 46地獄では、うじがつきず、火

も消えることがない。〕 (questioned) 47もし、あなたの片

目が罪を犯させるなら、それを抜き出しなさい。両眼が

そろったままで地獄に投げ入れられるよりは、片目にな

って神の国に入る方がよい。 (Geenna g1067) 48地獄では、

うじがつきず、火も消えることがない。 (questioned) 49人

はすべて火で塩づけられねばならない。 50塩はよいもの

である。しかし、もしその塩の味がぬけたら、何によっ

てその味が取りもどされようか。あなたがた自身の内に

塩を持ちなさい。そして、互に和らぎなさい」。

10それから、イエスはそこを去って、ユダヤの地方と
ヨルダンの向こう側へ行かれたが、群衆がまた寄り

集まったので、いつものように、また教えておられた。

2そのとき、パリサイ人たちが近づいてきて、イエスを

試みようとして質問した、「夫はその妻を出しても差し

つかえないでしょうか」。 3イエスは答えて言われた、

「モーセはあなたがたになんと命じたか」。 4彼らは言

った、「モーセは、離縁状を書いて妻を出すことを許し

ました」。 5そこでイエスは言われた、「モーセはあな

たがたの心が、かたくななので、あなたがたのためにこ

の定めを書いたのである。 6しかし、天地創造の初めか

ら、『神は人を男と女とに造られた。 7それゆえに、人

はその父母を離れ、 8ふたりの者は一体となるべきであ
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る』。彼らはもはや、ふたりではなく一体である。 9だ

から、神が合わせられたものを、人は離してはならない

」。 10家にはいってから、弟子たちはまたこのことにつ

いて尋ねた。 11そこで、イエスは言われた、「だれでも

、自分の妻を出して他の女をめとる者は、その妻に対し

て姦淫を行うのである。 12また妻が、その夫と別れて他

の男にとつぐならば、姦淫を行うのである」。 13イエス

にさわっていただくために、人々が幼な子らをみもとに

連れてきた。ところが、弟子たちは彼らをたしなめた。

14それを見てイエスは憤り、彼らに言われた、「幼な子

らをわたしの所に来るままにしておきなさい。止めては

ならない。神の国はこのような者の国である。 15よく聞

いておくがよい。だれでも幼な子のように神の国を受け

いれる者でなければ、そこにはいることは決してできな

い」。 16そして彼らを抱き、手をその上において祝福さ

れた。 17イエスが道に出て行かれると、ひとりの人が走

り寄り、みまえにひざまずいて尋ねた、「よき師よ、永

遠の生命を受けるために、何をしたらよいでしょうか」

。 (aiōnios g166) 18イエスは言われた、「なぜわたしをよ

き者と言うのか。神ひとりのほかによい者はいない。 19

いましめはあなたの知っているとおりである。『殺すな

、姦淫するな、盗むな、偽証を立てるな。欺き取るな。

父と母とを敬え』」。 20すると、彼は言った、「先生、

それらの事はみな、小さい時から守っております」。 21

イエスは彼に目をとめ、いつくしんで言われた、「あな

たに足りないことが一つある。帰って、持っているもの

をみな売り払って、貧しい人々に施しなさい。そうすれ

ば、天に宝を持つようになろう。そして、わたしに従っ

てきなさい」。 22すると、彼はこの言葉を聞いて、顔を

曇らせ、悲しみながら立ち去った。たくさんの資産を持

っていたからである。 23それから、イエスは見まわして

、弟子たちに言われた、「財産のある者が神の国にはい

るのは、なんとむずかしいことであろう」。 24弟子たち

はこの言葉に驚き怪しんだ。イエスは更に言われた、「

子たちよ、神の国にはいるのは、なんとむずかしいこと

であろう。 25富んでいる者が神の国にはいるよりは、ら

くだが針の穴を通る方が、もっとやさしい」。 26すると

彼らはますます驚いて、互に言った、「それでは、だれ

が救われることができるのだろう」。 27イエスは彼らを

見つめて言われた、「人にはできないが、神にはできる

。神はなんでもできるからである」。 28ペテロがイエス

に言い出した、「ごらんなさい、わたしたちはいっさい

を捨てて、あなたに従って参りました」。 29イエスは言

われた、「よく聞いておくがよい。だれでもわたしのた

めに、また福音のために、家、兄弟、姉妹、母、父、子

、もしくは畑を捨てた者は、 30必ずその百倍を受ける。

すなわち、今この時代では家、兄弟、姉妹、母、子およ

び畑を迫害と共に受け、また、きたるべき世では永遠の

生命を受ける。 (aiōn g165, aiōnios g166) 31しかし、多くの先

の者はあとになり、あとの者は先になるであろう」。 32

さて、一同はエルサレムへ上る途上にあったが、イエス

が先頭に立って行かれたので、彼らは驚き怪しみ、従う

者たちは恐れた。するとイエスはまた十二弟子を呼び寄

せて、自分の身に起ろうとすることについて語りはじめ

られた、 33「見よ、わたしたちはエルサレムへ上って行

くが、人の子は祭司長、律法学者たちの手に引きわたさ

れる。そして彼らは死刑を宣告した上、彼を異邦人に引

きわたすであろう。 34また彼をあざけり、つばきをかけ

、むち打ち、ついに殺してしまう。そして彼は三日の後

によみがえるであろう」。 35さて、ゼベダイの子のヤコ

ブとヨハネとがイエスのもとにきて言った、「先生、わ

たしたちがお頼みすることは、なんでもかなえてくださ

るようにお願いします」。 36イエスは彼らに「何をして

ほしいと、願うのか」と言われた。 37すると彼らは言っ

た、「栄光をお受けになるとき、ひとりをあなたの右に

、ひとりを左にすわるようにしてください」。 38イエス

は言われた、「あなたがたは自分が何を求めているのか

、わかっていない。あなたがたは、わたしが飲む杯を飲

み、わたしが受けるバプテスマを受けることができるか

」。 39彼らは「できます」と答えた。するとイエスは言

われた、「あなたがたは、わたしが飲む杯を飲み、わた

しが受けるバプテスマを受けるであろう。 40しかし、わ

たしの右、左にすわらせることは、わたしのすることで

はなく、ただ備えられている人々だけに許されることで

ある」。 41十人の者はこれを聞いて、ヤコブとヨハネと

のことで憤慨し出した。 42そこで、イエスは彼らを呼び

寄せて言われた、「あなたがたの知っているとおり、異

邦人の支配者と見られている人々は、その民を治め、ま

た偉い人たちは、その民の上に権力をふるっている。 43

しかし、あなたがたの間では、そうであってはならない

。かえって、あなたがたの間で偉くなりたいと思う者は

、仕える人となり、 44あなたがたの間でかしらになりた

いと思う者は、すべての人の僕とならねばならない。 45

人の子がきたのも、仕えられるためではなく、仕えるた

めであり、また多くの人のあがないとして、自分の命を

与えるためである」。 46それから、彼らはエリコにきた

。そして、イエスが弟子たちや大ぜいの群衆と共にエリ

コから出かけられたとき、テマイの子、バルテマイとい

う盲人のこじきが、道ばたにすわっていた。 47ところが

、ナザレのイエスだと聞いて、彼は「ダビデの子イエス

よ、わたしをあわれんでください」と叫び出した。 48多

くの人々は彼をしかって黙らせようとしたが、彼はます

ます激しく叫びつづけた、「ダビデの子イエスよ、わた

しをあわれんでください」。 49イエスは立ちどまって「

彼を呼べ」と命じられた。そこで、人々はその盲人を呼

んで言った、「喜べ、立て、おまえを呼んでおられる」

。 50そこで彼は上着を脱ぎ捨て、踊りあがってイエスの

もとにきた。 51イエスは彼にむかって言われた、「わた

しに何をしてほしいのか」。その盲人は言った、「先生

、見えるようになることです」。 52そこでイエスは言わ

れた、「行け、あなたの信仰があなたを救った」。する

と彼は、たちまち見えるようになり、イエスに従って行

った。

11さて、彼らがエルサレムに近づき、オリブの山に沿
ったベテパゲ、ベタニヤの附近にきた時、イエスは

ふたりの弟子をつかわして言われた、 2「むこうの村へ

行きなさい。そこにはいるとすぐ、まだだれも乗ったこ

とのないろばの子が、つないであるのを見るであろう。

それを解いて引いてきなさい。 3もし、だれかがあなた

がたに、なぜそんな事をするのかと言ったなら、主がお

入り用なのです。またすぐ、ここへ返してくださいます

と、言いなさい」。 4そこで、彼らは出かけて行き、そ

して表通りの戸口に、ろばの子がつないであるのを見た

ので、それを解いた。 5すると、そこに立っていた人々

が言った、「そのろばの子を解いて、どうするのか」。
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6弟子たちは、イエスが言われたとおり彼らに話したの

で、ゆるしてくれた。 7そこで、弟子たちは、そのろば

の子をイエスのところに引いてきて、自分たちの上着を

それに投げかけると、イエスはその上にお乗りになった

。 8すると多くの人々は自分たちの上着を道に敷き、ま

た他の人々は葉のついた枝を野原から切ってきて敷いた

。 9そして、前に行く者も、あとに従う者も共に叫びつ

づけた、「ホサナ、主の御名によってきたる者に、祝福

あれ。 10今きたる、われらの父ダビデの国に、祝福あれ

。いと高き所に、ホサナ」。 11こうしてイエスはエルサ

レムに着き、宮にはいられた。そして、すべてのものを

見まわった後、もはや時もおそくなっていたので、十二

弟子と共にベタニヤに出て行かれた。 12翌日、彼らがベ

タニヤから出かけてきたとき、イエスは空腹をおぼえら

れた。 13そして、葉の茂ったいちじくの木を遠くからご

らんになって、その木に何かありはしないかと近寄られ

たが、葉のほかは何も見当らなかった。いちじくの季節

でなかったからである。 14そこで、イエスはその木にむ

かって、「今から後いつまでも、おまえの実を食べる者

がないように」と言われた。弟子たちはこれを聞いてい

た。 (aiōn g165) 15それから、彼らはエルサレムにきた。

イエスは宮に入り、宮の庭で売り買いしていた人々を追

い出しはじめ、両替人の台や、はとを売る者の腰掛をく

つがえし、 16また器ものを持って宮の庭を通り抜けるの

をお許しにならなかった。 17そして、彼らに教えて言わ

れた、「『わたしの家は、すべての国民の祈の家ととな

えらるべきである』と書いてあるではないか。それだの

に、あなたがたはそれを強盗の巣にしてしまった」。 18

祭司長、律法学者たちはこれを聞いて、どうかしてイエ

スを殺そうと計った。彼らは、群衆がみなその教に感動

していたので、イエスを恐れていたからである。 19夕方

になると、イエスと弟子たちとは、いつものように都の

外に出て行った。 20朝はやく道をとおっていると、彼ら

は先のいちじくが根元から枯れているのを見た。 21そこ

で、ペテロは思い出してイエスに言った、「先生、ごら

んなさい。あなたがのろわれたいちじくが、枯れていま

す」。 22イエスは答えて言われた、「神を信じなさい。

23よく聞いておくがよい。だれでもこの山に、動き出し

て、海の中にはいれと言い、その言ったことは必ず成る

と、心に疑わないで信じるなら、そのとおりに成るであ

ろう。 24そこで、あなたがたに言うが、なんでも祈り求

めることは、すでにかなえられたと信じなさい。そうす

れば、そのとおりになるであろう。 25また立って祈ると

き、だれかに対して、何か恨み事があるならば、ゆるし

てやりなさい。そうすれば、天にいますあなたがたの父

も、あなたがたのあやまちを、ゆるしてくださるであろ

う。〔 26もしゆるさないならば、天にいますあなたがた

の父も、あなたがたのあやまちを、ゆるしてくださらな

いであろう〕」。 27彼らはまたエルサレムにきた。そし

て、イエスが宮の内を歩いておられると、祭司長、律法

学者、長老たちが、みもとにきて言った、 28「何の権威

によってこれらの事をするのですか。だれが、そうする

権威を授けたのですか」。 29そこで、イエスは彼らに言

われた、「一つだけ尋ねよう。それに答えてほしい。そ

うしたら、何の権威によって、わたしがこれらの事をす

るのか、あなたがたに言おう。 30ヨハネのバプテスマは

天からであったか、人からであったか、答えなさい」。

31すると、彼らは互に論じて言った、「もし天からだと

言えば、では、なぜ彼を信じなかったのか、とイエスは

言うだろう。 32しかし、人からだと言えば……」。彼ら

は群衆を恐れていた。人々が皆、ヨハネを預言者だとほ

んとうに思っていたからである。 33それで彼らは「わた

したちにはわかりません」と答えた。するとイエスは言

われた、「わたしも何の権威によってこれらの事をする

のか、あなたがたに言うまい」。

12そこでイエスは譬で彼らに語り出された、「ある人
がぶどう園を造り、垣をめぐらし、また酒ぶねの穴

を掘り、やぐらを立て、それを農夫たちに貸して、旅に

出かけた。 2季節になったので、農夫たちのところへ、

ひとりの僕を送って、ぶどう園の収穫の分け前を取り立

てさせようとした。 3すると、彼らはその僕をつかまえ

て、袋だたきにし、から手で帰らせた。 4また他の僕を

送ったが、その頭をなぐって侮辱した。 5そこでまた他

の者を送ったが、今度はそれを殺してしまった。そのほ

か、なお大ぜいの者を送ったが、彼らを打ったり、殺し

たりした。 6ここに、もうひとりの者がいた。それは彼

の愛子であった。自分の子は敬ってくれるだろうと思っ

て、最後に彼をつかわした。 7すると、農夫たちは『あ

れはあと取りだ。さあ、これを殺してしまおう。そうし

たら、その財産はわれわれのものになるのだ』と話し合

い、 8彼をつかまえて殺し、ぶどう園の外に投げ捨てた

。 9このぶどう園の主人は、どうするだろうか。彼は出

てきて、農夫たちを殺し、ぶどう園を他の人々に与える

であろう。 10あなたがたは、この聖書の句を読んだこと

がないのか。『家造りらの捨てた石が隅のかしら石にな

った。 11これは主がなされたことで、わたしたちの目に

は不思議に見える』」。 12彼らはいまの譬が、自分たち

に当てて語られたことを悟ったので、イエスを捕えよう

としたが、群衆を恐れた。そしてイエスをそこに残して

立ち去った。 13さて、人々はパリサイ人やヘロデ党の者

を数人、イエスのもとにつかわして、その言葉じりを捕

えようとした。 14彼らはきてイエスに言った、「先生、

わたしたちはあなたが真実なかたで、だれをも、はばか

られないことを知っています。あなたは人に分け隔てを

なさらないで、真理に基いて神の道を教えてくださいま

す。ところで、カイザルに税金を納めてよいでしょうか

、いけないでしょうか。納めるべきでしょうか、納めて

はならないのでしょうか」。 15イエスは彼らの偽善を見

抜いて言われた、「なぜわたしをためそうとするのか。

デナリを持ってきて見せなさい」。 16彼らはそれを持っ

てきた。そこでイエスは言われた、「これは、だれの肖

像、だれの記号か」。彼らは「カイザルのです」と答え

た。 17するとイエスは言われた、「カイザルのものはカ

イザルに、神のものは神に返しなさい」。彼らはイエス

に驚嘆した。 18復活ということはないと主張していたサ

ドカイ人たちが、イエスのもとにきて質問した、 19「先

生、モーセは、わたしたちのためにこう書いています、

『もし、ある人の兄が死んで、その残された妻に、子が

ない場合には、弟はこの女をめとって、兄のために子を

もうけねばならない』。 20ここに、七人の兄弟がいまし

た。長男は妻をめとりましたが、子がなくて死に、 21次

男がその女をめとって、また子をもうけずに死に、三男

も同様でした。 22こうして、七人ともみな子孫を残しま

せんでした。最後にその女も死にました。 23復活のとき

、彼らが皆よみがえった場合、この女はだれの妻なので
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しょうか。七人とも彼女を妻にしたのですが」。 24イエ

スは言われた、「あなたがたがそんな思い違いをしてい

るのは、聖書も神の力も知らないからではないか。 25彼

らが死人の中からよみがえるときには、めとったり、と

ついだりすることはない。彼らは天にいる御使のような

ものである。 26死人がよみがえることについては、モー

セの書の柴の篇で、神がモーセに仰せられた言葉を読ん

だことがないのか。『わたしはアブラハムの神、イサク

の神、ヤコブの神である』とあるではないか。 27神は死

んだ者の神ではなく、生きている者の神である。あなた

がたは非常な思い違いをしている」。 28ひとりの律法学

者がきて、彼らが互に論じ合っているのを聞き、またイ

エスが巧みに答えられたのを認めて、イエスに質問した

、「すべてのいましめの中で、どれが第一のものですか

」。 29イエスは答えられた、「第一のいましめはこれで

ある、『イスラエルよ、聞け。主なるわたしたちの神は

、ただひとりの主である。 30心をつくし、精神をつくし

、思いをつくし、力をつくして、主なるあなたの神を愛

せよ』。 31第二はこれである、『自分を愛するようにあ

なたの隣り人を愛せよ』。これより大事ないましめは、

ほかにない」。 32そこで、この律法学者はイエスに言っ

た、「先生、仰せのとおりです、『神はひとりであって

、そのほかに神はない』と言われたのは、ほんとうです

。 33また『心をつくし、知恵をつくし、力をつくして神

を愛し、また自分を愛するように隣り人を愛する』とい

うことは、すべての燔祭や犠牲よりも、はるかに大事な

ことです」。 34イエスは、彼が適切な答をしたのを見て

言われた、「あなたは神の国から遠くない」。それから

後は、イエスにあえて問う者はなかった。 35イエスが宮

で教えておられたとき、こう言われた、「律法学者たち

は、どうしてキリストをダビデの子だと言うのか。 36ダ

ビデ自身が聖霊に感じて言った、『主はわが主に仰せに

なった、あなたの敵をあなたの足もとに置くときまでは

、わたしの右に座していなさい』。 37このように、ダビ

デ自身がキリストを主と呼んでいる。それなら、どうし

てキリストはダビデの子であろうか」。大ぜいの群衆は

、喜んでイエスに耳を傾けていた。 38イエスはその教の

中で言われた、「律法学者に気をつけなさい。彼らは長

い衣を着て歩くことや、広場であいさつされることや、

39また会堂の上席、宴会の上座を好んでいる。 40また、

やもめたちの家を食い倒し、見えのために長い祈をする

。彼らはもっときびしいさばきを受けるであろう」。 41

イエスは、さいせん箱にむかってすわり、群衆がその箱

に金を投げ入れる様子を見ておられた。多くの金持は、

たくさんの金を投げ入れていた。 42ところが、ひとりの

貧しいやもめがきて、レプタ二つを入れた。それは一コ

ドラントに当る。 43そこで、イエスは弟子たちを呼び寄

せて言われた、「よく聞きなさい。あの貧しいやもめは

、さいせん箱に投げ入れている人たちの中で、だれより

もたくさん入れたのだ。 44みんなの者はありあまる中か

ら投げ入れたが、あの婦人はその乏しい中から、あらゆ

る持ち物、その生活費全部を入れたからである」。

13イエスが宮から出て行かれるとき、弟子のひとりが
言った、「先生、ごらんなさい。なんという見事な

石、なんという立派な建物でしょう」。 2イエスは言わ

れた、「あなたは、これらの大きな建物をながめている

のか。その石一つでもくずされないままで、他の石の上

に残ることもなくなるであろう」。 3またオリブ山で、

宮にむかってすわっておられると、ペテロ、ヤコブ、ヨ

ハネ、アンデレが、ひそかにお尋ねした。 4「わたした

ちにお話しください。いつ、そんなことが起るのでしょ

うか。またそんなことがことごとく成就するような場合

には、どんな前兆がありますか」。 5そこで、イエスは

話しはじめられた、「人に惑わされないように気をつけ

なさい。 6多くの者がわたしの名を名のって現れ、自分

がそれだと言って、多くの人を惑わすであろう。 7また

、戦争と戦争のうわさとを聞くときにも、あわてるな。

それは起らねばならないが、まだ終りではない。 8民は

民に、国は国に敵対して立ち上がるであろう。またあち

こちに地震があり、またききんが起るであろう。これら

は産みの苦しみの初めである。 9あなたがたは自分で気

をつけていなさい。あなたがたは、わたしのために、衆

議所に引きわたされ、会堂で打たれ、長官たちや王たち

の前に立たされ、彼らに対してあかしをさせられるであ

ろう。 10こうして、福音はまずすべての民に宣べ伝えら

れねばならない。 11そして、人々があなたがたを連れて

行って引きわたすとき、何を言おうかと、前もって心配

するな。その場合、自分に示されることを語るがよい。

語る者はあなたがた自身ではなくて、聖霊である。 12ま

た兄弟は兄弟を、父は子を殺すために渡し、子は両親に

逆らって立ち、彼らを殺させるであろう。 13また、あな

たがたはわたしの名のゆえに、すべての人に憎まれるで

あろう。しかし、最後まで耐え忍ぶ者は救われる。 14荒

らす憎むべきものが、立ってはならぬ所に立つのを見た

ならば（読者よ、悟れ）、そのとき、ユダヤにいる人々

は山へ逃げよ。 15屋上にいる者は、下におりるな。また

家から物を取り出そうとして内にはいるな。 16畑にいる

者は、上着を取りにあとへもどるな。 17その日には、身

重の女と乳飲み子をもつ女とは、不幸である。 18この事

が冬おこらぬように祈れ。 19その日には、神が万物を造

られた創造の初めから現在に至るまで、かつてなく今後

もないような患難が起るからである。 20もし主がその期

間を縮めてくださらないなら、救われる者はひとりもな

いであろう。しかし、選ばれた選民のために、その期間

を縮めてくださったのである。 21そのとき、だれかがあ

なたがたに『見よ、ここにキリストがいる』、『見よ、

あそこにいる』と言っても、それを信じるな。 22にせキ

リストたちや、にせ預言者たちが起って、しるしと奇跡

とを行い、できれば、選民をも惑わそうとするであろう

。 23だから、気をつけていなさい。いっさいの事を、あ

なたがたに前もって言っておく。 24その日には、この患

難の後、日は暗くなり、月はその光を放つことをやめ、

25星は空から落ち、天体は揺り動かされるであろう。 26

そのとき、大いなる力と栄光とをもって、人の子が雲に

乗って来るのを、人々は見るであろう。 27そのとき、彼

は御使たちをつかわして、地のはてから天のはてまで、

四方からその選民を呼び集めるであろう。 28いちじくの

木からこの譬を学びなさい。その枝が柔らかになり、葉

が出るようになると、夏の近いことがわかる。 29そのよ

うに、これらの事が起るのを見たならば、人の子が戸口

まで近づいていると知りなさい。 30よく聞いておきなさ

い。これらの事が、ことごとく起るまでは、この時代は

滅びることがない。 31天地は滅びるであろう。しかしわ

たしの言葉は滅びることがない。 32その日、その時は、

だれも知らない。天にいる御使たちも、また子も知らな
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い、ただ父だけが知っておられる。 33気をつけて、目を

さましていなさい。その時がいつであるか、あなたがた

にはわからないからである。 34それはちょうど、旅に立

つ人が家を出るに当り、その僕たちに、それぞれ仕事を

割り当てて責任をもたせ、門番には目をさましておれと

、命じるようなものである。 35だから、目をさましてい

なさい。いつ、家の主人が帰って来るのか、夕方か、夜

中か、にわとりの鳴くころか、明け方か、わからないか

らである。 36あるいは急に帰ってきて、あなたがたの眠

っているところを見つけるかも知れない。 37目をさまし

ていなさい。わたしがあなたがたに言うこの言葉は、す

べての人々に言うのである」。

14さて、過越と除酵との祭の二日前になった。祭司長
たちや律法学者たちは、策略をもってイエスを捕え

たうえ、なんとかして殺そうと計っていた。 2彼らは、

「祭の間はいけない。民衆が騒ぎを起すかも知れない」

と言っていた。 3イエスがベタニヤで、らい病人シモン

の家にいて、食卓についておられたとき、ひとりの女が

、非常に高価で純粋なナルドの香油が入れてある石膏の

つぼを持ってきて、それをこわし、香油をイエスの頭に

注ぎかけた。 4すると、ある人々が憤って互に言った、

「なんのために香油をこんなにむだにするのか。 5この

香油を三百デナリ以上にでも売って、貧しい人たちに施

すことができたのに」。そして女をきびしくとがめた。

6するとイエスは言われた、「するままにさせておきな

さい。なぜ女を困らせるのか。わたしによい事をしてく

れたのだ。 7貧しい人たちはいつもあなたがたと一緒に

いるから、したいときにはいつでも、よい事をしてやれ

る。しかし、わたしはあなたがたといつも一緒にいるわ

けではない。 8この女はできる限りの事をしたのだ。す

なわち、わたしのからだに油を注いで、あらかじめ葬り

の用意をしてくれたのである。 9よく聞きなさい。全世

界のどこででも、福音が宣べ伝えられる所では、この女

のした事も記念として語られるであろう」。 10ときに、

十二弟子のひとりイスカリオテのユダは、イエスを祭司

長たちに引きわたそうとして、彼らの所へ行った。 11彼

らはこれを聞いて喜び、金を与えることを約束した。そ

こでユダは、どうかしてイエスを引きわたそうと、機会

をねらっていた。 12除酵祭の第一日、すなわち過越の小

羊をほふる日に、弟子たちがイエスに尋ねた、「わたし

たちは、過越の食事をなさる用意を、どこへ行ってした

らよいでしょうか」。 13そこで、イエスはふたりの弟子

を使いに出して言われた、「市内に行くと、水がめを持

っている男に出会うであろう。その人について行きなさ

い。 14そして、その人がはいって行く家の主人に言いな

さい、『弟子たちと一緒に過越の食事をする座敷はどこ

か、と先生が言っておられます』。 15するとその主人は

、席を整えて用意された二階の広間を見せてくれるから

、そこにわたしたちのために用意をしなさい」。 16弟子

たちは出かけて市内に行って見ると、イエスが言われた

とおりであったので、過越の食事の用意をした。 17夕方

になって、イエスは十二弟子と一緒にそこに行かれた。

18そして、一同が席について食事をしているとき言われ

た、「特にあなたがたに言っておくが、あなたがたの中

のひとりで、わたしと一緒に食事をしている者が、わた

しを裏切ろうとしている」。 19弟子たちは心配して、ひ

とりびとり「まさか、わたしではないでしょう」と言い

出した。 20イエスは言われた、「十二人の中のひとりで

、わたしと一緒に同じ鉢にパンをひたしている者が、そ

れである。 21たしかに人の子は、自分について書いてあ

るとおりに去って行く。しかし、人の子を裏切るその人

は、わざわいである。その人は生れなかった方が、彼の

ためによかったであろう」。 22一同が食事をしていると

き、イエスはパンを取り、祝福してこれをさき、弟子た

ちに与えて言われた、「取れ、これはわたしのからだで

ある」。 23また杯を取り、感謝して彼らに与えられると

、一同はその杯から飲んだ。 24イエスはまた言われた、

「これは、多くの人のために流すわたしの契約の血であ

る。 25あなたがたによく言っておく。神の国で新しく飲

むその日までは、わたしは決して二度と、ぶどうの実か

ら造ったものを飲むことをしない」。 26彼らは、さんび

を歌った後、オリブ山へ出かけて行った。 27そのとき、

イエスは弟子たちに言われた、「あなたがたは皆、わた

しにつまずくであろう。『わたしは羊飼を打つ。そして

、羊は散らされるであろう』と書いてあるからである。

28しかしわたしは、よみがえってから、あなたがたより

先にガリラヤへ行くであろう」。 29するとペテロはイエ

スに言った、「たとい、みんなの者がつまずいても、わ

たしはつまずきません」。 30イエスは言われた、「あな

たによく言っておく。きょう、今夜、にわとりが二度鳴

く前に、そう言うあなたが、三度わたしを知らないと言

うだろう」。 31ペテロは力をこめて言った、「たといあ

なたと一緒に死なねばならなくなっても、あなたを知ら

ないなどとは、決して申しません」。みんなの者もまた

、同じようなことを言った。 32さて、一同はゲツセマネ

という所にきた。そしてイエスは弟子たちに言われた、

「わたしが祈っている間、ここにすわっていなさい」。

33そしてペテロ、ヤコブ、ヨハネを一緒に連れて行かれ

たが、恐れおののき、また悩みはじめて、彼らに言われ

た、 34「わたしは悲しみのあまり死ぬほどである。ここ

に待っていて、目をさましていなさい」。 35そして少し

進んで行き、地にひれ伏し、もしできることなら、この

時を過ぎ去らせてくださるようにと祈りつづけ、そして

言われた、 36「アバ、父よ、あなたには、できないこと

はありません。どうか、この杯をわたしから取りのけて

ください。しかし、わたしの思いではなく、みこころの

ままになさってください」。 37それから、きてごらんに

なると、弟子たちが眠っていたので、ペテロに言われた

、「シモンよ、眠っているのか、ひと時も目をさまして

いることができなかったのか。 38誘惑に陥らないように

、目をさまして祈っていなさい。心は熱しているが、肉

体が弱いのである」。 39また離れて行って同じ言葉で祈

られた。 40またきてごらんになると、彼らはまだ眠って

いた。その目が重くなっていたのである。そして、彼ら

はどうお答えしてよいか、わからなかった。 41三度目に

きて言われた、「まだ眠っているのか、休んでいるのか

。もうそれでよかろう。時がきた。見よ、人の子は罪人

らの手に渡されるのだ。 42立て、さあ行こう。見よ、わ

たしを裏切る者が近づいてきた」。 43そしてすぐ、イエ

スがまだ話しておられるうちに、十二弟子のひとりのユ

ダが進みよってきた。また祭司長、律法学者、長老たち

から送られた群衆も、剣と棒とを持って彼についてきた

。 44イエスを裏切る者は、あらかじめ彼らに合図をして

おいた、「わたしの接吻する者が、その人だ。その人を

つかまえて、まちがいなく引ひっぱって行け」。 45彼は
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来るとすぐ、イエスに近寄り、「先生」と言って接吻し

た。 46人々はイエスに手をかけてつかまえた。 47する

と、イエスのそばに立っていた者のひとりが、剣を抜い

て大祭司の僕に切りかかり、その片耳を切り落した。 48

イエスは彼らにむかって言われた、「あなたがたは強盗

にむかうように、剣や棒を持ってわたしを捕えにきたの

か。 49わたしは毎日あなたがたと一緒に宮にいて教えて

いたのに、わたしをつかまえはしなかった。しかし聖書

の言葉は成就されねばならない」。 50弟子たちは皆イエ

スを見捨てて逃げ去った。 51ときに、ある若者が身に亜

麻布をまとって、イエスのあとについて行ったが、人々

が彼をつかまえようとしたので、 52その亜麻布を捨てて

、裸で逃げて行った。 53それから、イエスを大祭司のと

ころに連れて行くと、祭司長、長老、律法学者たちがみ

な集まってきた。 54ペテロは遠くからイエスについて行

って、大祭司の中庭まではいり込み、その下役どもにま

じってすわり、火にあたっていた。 55さて、祭司長たち

と全議会とは、イエスを死刑にするために、イエスに不

利な証拠を見つけようとしたが、得られなかった。 56多

くの者がイエスに対して偽証を立てたが、その証言が合

わなかったからである。 57ついに、ある人々が立ちあが

り、イエスに対して偽証を立てて言った、 58「わたした

ちはこの人が『わたしは手で造ったこの神殿を打ちこわ

し、三日の後に手で造られない別の神殿を建てるのだ』

と言うのを聞きました」。 59しかし、このような証言も

互に合わなかった。 60そこで大祭司が立ちあがって、ま

ん中に進み、イエスに聞きただして言った、「何も答え

ないのか。これらの人々があなたに対して不利な証言を

申し立てているが、どうなのか」。 61しかし、イエスは

黙っていて、何もお答えにならなかった。大祭司は再び

聞きただして言った、「あなたは、ほむべき者の子、キ

リストであるか」。 62イエスは言われた、「わたしがそ

れである。あなたがたは人の子が力ある者の右に座し、

天の雲に乗って来るのを見るであろう」。 63すると、大

祭司はその衣を引き裂いて言った、「どうして、これ以

上、証人の必要があろう。 64あなたがたはこのけがし言

を聞いた。あなたがたの意見はどうか」。すると、彼ら

は皆、イエスを死に当るものと断定した。 65そして、あ

る者はイエスにつばきをかけ、目隠しをし、こぶしでた

たいて、「言いあててみよ」と言いはじめた。また下役

どもはイエスを引きとって、手のひらでたたいた。 66ペ

テロは下で中庭にいたが、大祭司の女中のひとりがきて

、 67ペテロが火にあたっているのを見ると、彼を見つめ

て、「あなたもあのナザレ人イエスと一緒だった」と言

った。 68するとペテロはそれを打ち消して、「わたしは

知らない。あなたの言うことがなんの事か、わからない

」と言って、庭口の方に出て行った。 69ところが、先の

女中が彼を見て、そばに立っていた人々に、またもや「

この人はあの仲間のひとりです」と言いだした。 70ペテ

ロは再びそれを打ち消した。しばらくして、そばに立っ

ていた人たちがまたペテロに言った、「確かにあなたは

彼らの仲間だ。あなたもガリラヤ人だから」。 71しかし

、彼は、「あなたがたの話しているその人のことは何も

知らない」と言い張って、激しく誓いはじめた。 72する

とすぐ、にわとりが二度目に鳴いた。ペテロは、「にわ

とりが二度鳴く前に、三度わたしを知らないと言うであ

ろう」と言われたイエスの言葉を思い出し、そして思い

かえして泣きつづけた。

15夜が明けるとすぐ、祭司長たちは長老、律法学者た
ち、および全議会と協議をこらした末、イエスを縛

って引き出し、ピラトに渡した。 2ピラトはイエスに尋

ねた、「あなたがユダヤ人の王であるか」。イエスは、

「そのとおりである」とお答えになった。 3そこで祭司

長たちは、イエスのことをいろいろと訴えた。 4ピラト

はもう一度イエスに尋ねた、「何も答えないのか。見よ

、あなたに対してあんなにまで次々に訴えているではな

いか」。 5しかし、イエスはピラトが不思議に思うほど

に、もう何もお答えにならなかった。 6さて、祭のたび

ごとに、ピラトは人々が願い出る囚人ひとりを、ゆるし

てやることにしていた。 7ここに、暴動を起し人殺しを

してつながれていた暴徒の中に、バラバという者がいた

。 8群衆が押しかけてきて、いつものとおりにしてほし

いと要求しはじめたので、 9ピラトは彼らにむかって、

「おまえたちはユダヤ人の王をゆるしてもらいたいのか

」と言った。 10それは、祭司長たちがイエスを引きわた

したのは、ねたみのためであることが、ピラトにわかっ

ていたからである。 11しかし祭司長たちは、バラバの方

をゆるしてもらうように、群衆を煽動した。 12そこでピ

ラトはまた彼らに言った、「それでは、おまえたちがユ

ダヤ人の王と呼んでいるあの人は、どうしたらよいか」

。 13彼らは、また叫んだ、「十字架につけよ」。 14ピ

ラトは言った、「あの人は、いったい、どんな悪事をし

たのか」。すると、彼らは一そう激しく叫んで、「十字

架につけよ」と言った。 15それで、ピラトは群衆を満足

させようと思って、バラバをゆるしてやり、イエスをむ

ち打ったのち、十字架につけるために引きわたした。 16

兵士たちはイエスを、邸宅、すなわち総督官邸の内に連

れて行き、全部隊を呼び集めた。 17そしてイエスに紫の

衣を着せ、いばらの冠を編んでかぶらせ、 18「ユダヤ人

の王、ばんざい」と言って敬礼をしはじめた。 19また、

葦の棒でその頭をたたき、つばきをかけ、ひざまずいて

拝んだりした。 20こうして、イエスを嘲弄したあげく、

紫の衣をはぎとり、元の上着を着せた。それから、彼ら

はイエスを十字架につけるために引き出した。 21そこへ

、アレキサンデルとルポスとの父シモンというクレネ人

が、郊外からきて通りかかったので、人々はイエスの十

字架を無理に負わせた。 22そしてイエスをゴルゴタ、そ

の意味は、されこうべ、という所に連れて行った。 23そ

してイエスに、没薬をまぜたぶどう酒をさし出したが、

お受けにならなかった。 24それから、イエスを十字架に

つけた。そしてくじを引いて、だれが何を取るかを定め

たうえ、イエスの着物を分けた。 25イエスを十字架につ

けたのは、朝の九時ごろであった。 26イエスの罪状書き

には「ユダヤ人の王」と、しるしてあった。 27また、イ

エスと共にふたりの強盗を、ひとりを右に、ひとりを左

に、十字架につけた。〔 28こうして「彼は罪人たちのひ

とりに数えられた」と書いてある言葉が成就したのであ

る。〕 29そこを通りかかった者たちは、頭を振りながら

、イエスをののしって言った、「ああ、神殿を打ちこわ

して三日のうちに建てる者よ、 30十字架からおりてきて

自分を救え」。 31祭司長たちも同じように、律法学者た

ちと一緒になって、かわるがわる嘲弄して言った、「他

人を救ったが、自分自身を救うことができない。 32イス

ラエルの王キリスト、いま十字架からおりてみるがよい

。それを見たら信じよう」。また、一緒に十字架につけ

られた者たちも、イエスをののしった。 33昼の十二時に
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なると、全地は暗くなって、三時に及んだ。 34そして三

時に、イエスは大声で、「エロイ、エロイ、ラマ、サバ

クタニ」と叫ばれた。それは「わが神、わが神、どうし

てわたしをお見捨てになったのですか」という意味であ

る。 35すると、そばに立っていたある人々が、これを聞

いて言った、「そら、エリヤを呼んでいる」。 36ひとり

の人が走って行き、海綿に酢いぶどう酒を含ませて葦の

棒につけ、イエスに飲ませようとして言った、「待て、

エリヤが彼をおろしに来るかどうか、見ていよう」。 37

イエスは声高く叫んで、ついに息をひきとられた。 38そ

のとき、神殿の幕が上から下まで真二つに裂けた。 39イ

エスにむかって立っていた百卒長は、このようにして息

をひきとられたのを見て言った、「まことに、この人は

神の子であった」。 40また、遠くの方から見ている女た

ちもいた。その中には、マグダラのマリヤ、小ヤコブと

ヨセとの母マリヤ、またサロメがいた。 41彼らはイエス

がガリラヤにおられたとき、そのあとに従って仕えた女

たちであった。なおそのほか、イエスと共にエルサレム

に上ってきた多くの女たちもいた。 42さて、すでに夕が

たになったが、その日は準備の日、すなわち安息日の前

日であったので、 43アリマタヤのヨセフが大胆にもピラ

トの所へ行き、イエスのからだの引取りかたを願った。

彼は地位の高い議員であって、彼自身、神の国を待ち望

んでいる人であった。 44ピラトは、イエスがもはや死ん

でしまったのかと不審に思い、百卒長を呼んで、もう死

んだのかと尋ねた。 45そして、百卒長から確かめた上、

死体をヨセフに渡した。 46そこで、ヨセフは亜麻布を買

い求め、イエスをとりおろして、その亜麻布に包み、岩

を掘って造った墓に納め、墓の入口に石をころがしてお

いた。 47マグダラのマリヤとヨセの母マリヤとは、イエ

スが納められた場所を見とどけた。

16さて、安息日が終ったので、マグダラのマリヤとヤ
コブの母マリヤとサロメとが、行ってイエスに塗る

ために、香料を買い求めた。 2そして週の初めの日に、

早朝、日の出のころ墓に行った。 3そして、彼らは「だ

れが、わたしたちのために、墓の入口から石をころがし

てくれるのでしょうか」と話し合っていた。 4ところが

、目をあげて見ると、石はすでにころがしてあった。こ

の石は非常に大きかった。 5墓の中にはいると、右手に

真白な長い衣を着た若者がすわっているのを見て、非常

に驚いた。 6するとこの若者は言った、「驚くことはな

い。あなたがたは十字架につけられたナザレ人イエスを

捜しているのであろうが、イエスはよみがえって、ここ

にはおられない。ごらんなさい、ここがお納めした場所

である。 7今から弟子たちとペテロとの所へ行って、こ

う伝えなさい。イエスはあなたがたより先にガリラヤへ

行かれる。かねて、あなたがたに言われたとおり、そこ

でお会いできるであろう、と」。 8女たちはおののき恐

れながら、墓から出て逃げ去った。そして、人には何も

言わなかった。恐ろしかったからである。〔 9 (note: The

most reliable and earliest manuscripts do not include Mark 16:9-20.)週

の初めの日の朝早く、イエスはよみがえって、まずマグ

ダラのマリヤに御自身をあらわされた。イエスは以前に

、この女から七つの悪霊を追い出されたことがある。 10

マリヤは、イエスと一緒にいた人々が泣き悲しんでいる

所に行って、それを知らせた。 11彼らは、イエスが生き

ておられる事と、彼女に御自身をあらわされた事とを聞

いたが、信じなかった。 12この後、そのうちのふたりが

、いなかの方へ歩いていると、イエスはちがった姿で御

自身をあらわされた。 13このふたりも、ほかの人々の所

に行って話したが、彼らはその話を信じなかった。 14そ

の後、イエスは十一弟子が食卓についているところに現

れ、彼らの不信仰と、心のかたくななことをお責めにな

った。彼らは、よみがえられたイエスを見た人々の言う

ことを、信じなかったからである。 15そして彼らに言わ

れた、「全世界に出て行って、すべての造られたものに

福音を宣べ伝えよ。 16信じてバプテスマを受ける者は救

われる。しかし、不信仰の者は罪に定められる。 17信じ

る者には、このようなしるしが伴う。すなわち、彼らは

わたしの名で悪霊を追い出し、新しい言葉を語り、 18へ

びをつかむであろう。また、毒を飲んでも、決して害を

受けない。病人に手をおけば、いやされる」。 19主イエ

スは彼らに語り終ってから、天にあげられ、神の右にす

わられた。 20弟子たちは出て行って、至る所で福音を宣

べ伝えた。主も彼らと共に働き、御言に伴うしるしをも

って、その確かなことをお示しになった。〕
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ルカの福音書

1わたしたちの間に成就された出来事を、最初から親し
く見た人々であって、 2御言に仕えた人々が伝えたと

おり物語に書き連ねようと、多くの人が手を着けました

が、 3テオピロ閣下よ、わたしもすべての事を初めから

詳しく調べていますので、ここに、それを順序正しく書

きつづって、閣下に献じることにしました。 4すでにお

聞きになっている事が確実であることを、これによって

十分に知っていただきたいためであります。 5ユダヤの

王ヘロデの世に、アビヤの組の祭司で名をザカリヤとい

う者がいた。その妻はアロン家の娘のひとりで、名をエ

リサベツといった。 6ふたりとも神のみまえに正しい人

であって、主の戒めと定めとを、みな落度なく行ってい

た。 7ところが、エリサベツは不妊の女であったため、

彼らには子がなく、そしてふたりともすでに年老いてい

た。 8さてザカリヤは、その組が当番になり神のみまえ

に祭司の務をしていたとき、 9祭司職の慣例に従ってく

じを引いたところ、主の聖所にはいって香をたくことに

なった。 10香をたいている間、多くの民衆はみな外で祈

っていた。 11すると主の御使が現れて、香壇の右に立っ

た。 12ザカリヤはこれを見て、おじ惑い、恐怖の念に襲

われた。 13そこで御使が彼に言った、「恐れるな、ザカ

リヤよ、あなたの祈が聞きいれられたのだ。あなたの妻

エリサベツは男の子を産むであろう。その子をヨハネと

名づけなさい。 14彼はあなたに喜びと楽しみとをもたら

し、多くの人々もその誕生を喜ぶであろう。 15彼は主の

みまえに大いなる者となり、ぶどう酒や強い酒をいっさ

い飲まず、母の胎内にいる時からすでに聖霊に満たされ

ており、 16そして、イスラエルの多くの子らを、主なる

彼らの神に立ち帰らせるであろう。 17彼はエリヤの霊と

力とをもって、みまえに先立って行き、父の心を子に向

けさせ、逆らう者に義人の思いを持たせて、整えられた

民を主に備えるであろう」。 18するとザカリヤは御使に

言った、「どうしてそんな事が、わたしにわかるでしょ

うか。わたしは老人ですし、妻も年をとっています」。

19御使が答えて言った、「わたしは神のみまえに立つガ

ブリエルであって、この喜ばしい知らせをあなたに語り

伝えるために、つかわされたものである。 20時が来れば

成就するわたしの言葉を信じなかったから、あなたはお

しになり、この事の起る日まで、ものが言えなくなる」

。 21民衆はザカリヤを待っていたので、彼が聖所内で暇

どっているのを不思議に思っていた。 22ついに彼は出て

きたが、物が言えなかったので、人々は彼が聖所内でま

ぼろしを見たのだと悟った。彼は彼らに合図をするだけ

で、引きつづき、おしのままでいた。 23それから務の期

日が終ったので、家に帰った。 24そののち、妻エリサベ

ツはみごもり、五か月のあいだ引きこもっていたが、 25

「主は、今わたしを心にかけてくださって、人々の間か

らわたしの恥を取り除くために、こうしてくださいまし

た」と言った。 26六か月目に、御使ガブリエルが、神か

らつかわされて、ナザレというガリラヤの町の一処女の

もとにきた。 27この処女はダビデ家の出であるヨセフと

いう人のいいなづけになっていて、名をマリヤといった

。 28御使がマリヤのところにきて言った、「恵まれた女

よ、おめでとう、主があなたと共におられます」。 29こ

の言葉にマリヤはひどく胸騒ぎがして、このあいさつは

なんの事であろうかと、思いめぐらしていた。 30すると

御使が言った、「恐れるな、マリヤよ、あなたは神から

恵みをいただいているのです。 31見よ、あなたはみごも

って男の子を産むでしょう。その子をイエスと名づけな

さい。 32彼は大いなる者となり、いと高き者の子と、と

なえられるでしょう。そして、主なる神は彼に父ダビデ

の王座をお与えになり、 33彼はとこしえにヤコブの家を

支配し、その支配は限りなく続くでしょう」。 (aiōn g165)

34そこでマリヤは御使に言った、「どうして、そんな事

があり得ましょうか。わたしにはまだ夫がありませんの

に」。 35御使が答えて言った、「聖霊があなたに臨み、

いと高き者の力があなたをおおうでしょう。それゆえに

、生れ出る子は聖なるものであり、神の子と、となえら

れるでしょう。 36あなたの親族エリサベツも老年ながら

子を宿しています。不妊の女といわれていたのに、はや

六か月になっています。 37神には、なんでもできないこ

とはありません」。 38そこでマリヤが言った、「わたし

は主のはしためです。お言葉どおりこの身に成りますよ

うに」。そして御使は彼女から離れて行った。 39そのこ

ろ、マリヤは立って、大急ぎで山里へむかいユダの町に

行き、 40ザカリヤの家にはいってエリサベツにあいさつ

した。 41エリサベツがマリヤのあいさつを聞いたとき、

その子が胎内でおどった。エリサベツは聖霊に満たされ

、 42声高く叫んで言った、「あなたは女の中で祝福され

たかた、あなたの胎の実も祝福されています。 43主の母

上がわたしのところにきてくださるとは、なんという光

栄でしょう。 44ごらんなさい。あなたのあいさつの声が

わたしの耳にはいったとき、子供が胎内で喜びおどりま

した。 45主のお語りになったことが必ず成就すると信じ

た女は、なんとさいわいなことでしょう」。 46するとマ

リヤは言った、「わたしの魂は主をあがめ、 47わたしの

霊は救主なる神をたたえます。 48この卑しい女をさえ、

心にかけてくださいました。今からのち代々の人々は、

わたしをさいわいな女と言うでしょう、 49力あるかたが

、わたしに大きな事をしてくださったからです。そのみ

名はきよく、 50そのあわれみは、代々限りなく主をかし

こみ恐れる者に及びます。 51主はみ腕をもって力をふる

い、心の思いのおごり高ぶる者を追い散らし、 52権力あ

る者を王座から引きおろし、卑しい者を引き上げ、 53飢

えている者を良いもので飽かせ、富んでいる者を空腹の

まま帰らせなさいます。 54主は、あわれみをお忘れにな

らず、その僕イスラエルを助けてくださいました、 55わ

たしたちの父祖アブラハムとその子孫とをとこしえにあ

われむと約束なさったとおりに」。 (aiōn g165) 56マリヤ

は、エリサベツのところに三か月ほど滞在してから、家

に帰った。 57さてエリサベツは月が満ちて、男の子を産

んだ。 58近所の人々や親族は、主が大きなあわれみを彼

女におかけになったことを聞いて、共どもに喜んだ。 59

八日目になったので、幼な子に割礼をするために人々が

きて、父の名にちなんでザカリヤという名にしようとし

た。 60ところが、母親は、「いいえ、ヨハネという名に

しなくてはいけません」と言った。 61人々は、「あなた

の親族の中には、そういう名のついた者は、ひとりもい

ません」と彼女に言った。 62そして父親に、どんな名に

したいのですかと、合図で尋ねた。 63ザカリヤは書板を

持ってこさせて、それに「その名はヨハネ」と書いたの

で、みんなの者は不思議に思った。 64すると、立ちどこ

ろにザカリヤの口が開けて舌がゆるみ、語り出して神を
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ほめたたえた。 65近所の人々はみな恐れをいだき、また

ユダヤの山里の至るところに、これらの事がことごとく

語り伝えられたので、 66聞く者たちは皆それを心に留め

て、「この子は、いったい、どんな者になるだろう」と

語り合った。主のみ手が彼と共にあった。 67父ザカリヤ

は聖霊に満たされ、預言して言った、 68「主なるイスラ

エルの神は、ほむべきかな。神はその民を顧みてこれを

あがない、 69わたしたちのために救の角を僕ダビデの家

にお立てになった。 70古くから、聖なる預言者たちの口

によってお語りになったように、 (aiōn g165) 71わたした

ちを敵から、またすべてわたしたちを憎む者の手から、

救い出すためである。 72こうして、神はわたしたちの父

祖たちにあわれみをかけ、その聖なる契約、 73すなわち

、父祖アブラハムにお立てになった誓いをおぼえて、 74

わたしたちを敵の手から救い出し、 75生きている限り、

きよく正しく、みまえに恐れなく仕えさせてくださるの

である。 76幼な子よ、あなたは、いと高き者の預言者と

呼ばれるであろう。主のみまえに先立って行き、その道

を備え、 77罪のゆるしによる救をその民に知らせるので

あるから。 78これはわたしたちの神のあわれみ深いみこ

ころによる。また、そのあわれみによって、日の光が上

からわたしたちに臨み、 79暗黒と死の陰とに住む者を照

し、わたしたちの足を平和の道へ導くであろう」。 80幼

な子は成長し、その霊も強くなり、そしてイスラエルに

現れる日まで、荒野にいた。

2そのころ、全世界の人口調査をせよとの勅令が、皇帝
アウグストから出た。 2これは、クレニオがシリヤの

総督であった時に行われた最初の人口調査であった。 3

人々はみな登録をするために、それぞれ自分の町へ帰っ

て行った。 4ヨセフもダビデの家系であり、またその血

統であったので、ガリラヤの町ナザレを出て、ユダヤの

ベツレヘムというダビデの町へ上って行った。 5それは

、すでに身重になっていたいいなづけの妻マリヤと共に

、登録をするためであった。 6ところが、彼らがベツレ

ヘムに滞在している間に、マリヤは月が満ちて、 7初子

を産み、布にくるんで、飼葉おけの中に寝かせた。客間

には彼らのいる余地がなかったからである。 8さて、こ

の地方で羊飼たちが夜、野宿しながら羊の群れの番をし

ていた。 9すると主の御使が現れ、主の栄光が彼らをめ

ぐり照したので、彼らは非常に恐れた。 10御使は言った

、「恐れるな。見よ、すべての民に与えられる大きな喜

びを、あなたがたに伝える。 11きょうダビデの町に、あ

なたがたのために救主がお生れになった。このかたこそ

主なるキリストである。 12あなたがたは、幼な子が布に

くるまって飼葉おけの中に寝かしてあるのを見るであろ

う。それが、あなたがたに与えられるしるしである」。

13するとたちまち、おびただしい天の軍勢が現れ、御使

と一緒になって神をさんびして言った、 14「いと高きと

ころでは、神に栄光があるように、地の上では、み心に

かなう人々に平和があるように」。 15御使たちが彼らを

離れて天に帰ったとき、羊飼たちは「さあ、ベツレヘム

へ行って、主がお知らせ下さったその出来事を見てこよ

うではないか」と、互に語り合った。 16そして急いで行

って、マリヤとヨセフ、また飼葉おけに寝かしてある幼

な子を捜しあてた。 17彼らに会った上で、この子につい

て自分たちに告げ知らされた事を、人々に伝えた。 18人

々はみな、羊飼たちが話してくれたことを聞いて、不思

議に思った。 19しかし、マリヤはこれらの事をことごと

く心に留めて、思いめぐらしていた。 20羊飼たちは、見

聞きしたことが何もかも自分たちに語られたとおりであ

ったので、神をあがめ、またさんびしながら帰って行っ

た。 21八日が過ぎ、割礼をほどこす時となったので、受

胎のまえに御使が告げたとおり、幼な子をイエスと名づ

けた。 22それから、モーセの律法による彼らのきよめの

期間が過ぎたとき、両親は幼な子を連れてエルサレムへ

上った。 23それは主の律法に「母の胎を初めて開く男の

子はみな、主に聖別された者と、となえられねばならな

い」と書いてあるとおり、幼な子を主にささげるためで

あり、 24また同じ主の律法に、「山ばと一つがい、また

は、家ばとのひな二羽」と定めてあるのに従って、犠牲

をささげるためであった。 25その時、エルサレムにシメ

オンという名の人がいた。この人は正しい信仰深い人で

、イスラエルの慰められるのを待ち望んでいた。また聖

霊が彼に宿っていた。 26そして主のつかわす救主に会う

までは死ぬことはないと、聖霊の示しを受けていた。 27

この人が御霊に感じて宮にはいった。すると律法に定め

てあることを行うため、両親もその子イエスを連れては

いってきたので、 28シメオンは幼な子を腕に抱き、神を

ほめたたえて言った、 29「主よ、今こそ、あなたはみ言

葉のとおりにこの僕を安らかに去らせてくださいます、

30わたしの目が今あなたの救を見たのですから。 31この

救はあなたが万民のまえにお備えになったもので、 32異

邦人を照す啓示の光、み民イスラエルの栄光であります

」。 33父と母とは幼な子についてこのように語られたこ

とを、不思議に思った。 34するとシメオンは彼らを祝し

、そして母マリヤに言った、「ごらんなさい、この幼な

子は、イスラエルの多くの人を倒れさせたり立ちあがら

せたりするために、また反対を受けるしるしとして、定

められています。 35そして、あなた自身もつるぎで胸を

刺し貫かれるでしょう。それは多くの人の心にある思い

が、現れるようになるためです」。 36また、アセル族の

パヌエルの娘で、アンナという女預言者がいた。彼女は

非常に年をとっていた。むすめ時代にとついで、七年間

だけ夫と共に住み、 37その後やもめぐらしをし、八十四

歳になっていた。そして宮を離れずに夜も昼も断食と祈

とをもって神に仕えていた。 38この老女も、ちょうどそ

のとき近寄ってきて、神に感謝をささげ、そしてこの幼

な子のことを、エルサレムの救を待ち望んでいるすべて

の人々に語りきかせた。 39両親は主の律法どおりすべて

の事をすませたので、ガリラヤへむかい、自分の町ナザ

レに帰った。 40幼な子は、ますます成長して強くなり、

知恵に満ち、そして神の恵みがその上にあった。 41さて

、イエスの両親は、過越の祭には毎年エルサレムへ上っ

ていた。 42イエスが十二歳になった時も、慣例に従って

祭のために上京した。 43ところが、祭が終って帰るとき

、少年イエスはエルサレムに居残っておられたが、両親

はそれに気づかなかった。 44そして道連れの中にいるこ

とと思いこんで、一日路を行ってしまい、それから、親

族や知人の中を捜しはじめたが、 45見つからないので、

捜しまわりながらエルサレムへ引返した。 46そして三日

の後に、イエスが宮の中で教師たちのまん中にすわって

、彼らの話を聞いたり質問したりしておられるのを見つ

けた。 47聞く人々はみな、イエスの賢さやその答に驚嘆

していた。 48両親はこれを見て驚き、そして母が彼に言

った、「どうしてこんな事をしてくれたのです。ごらん
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なさい、おとう様もわたしも心配して、あなたを捜して

いたのです」。 49するとイエスは言われた、「どうして

お捜しになったのですか。わたしが自分の父の家にいる

はずのことを、ご存じなかったのですか」。 50しかし、

両親はその語られた言葉を悟ることができなかった。 51

それからイエスは両親と一緒にナザレに下って行き、彼

らにお仕えになった。母はこれらの事をみな心に留めて

いた。 52イエスはますます知恵が加わり、背たけも伸び

、そして神と人から愛された。

3皇帝テベリオ在位の第十五年、ポンテオ・ピラトがユ
ダヤの総督、ヘロデがガリラヤの領主、その兄弟ピリ

ポがイツリヤ・テラコニテ地方の領主、ルサニヤがアビ

レネの領主、 2アンナスとカヤパとが大祭司であったと

き、神の言が荒野でザカリヤの子ヨハネに臨んだ。 3彼

はヨルダンのほとりの全地方に行って、罪のゆるしを得

させる悔改めのバプテスマを宣べ伝えた。 4それは、預

言者イザヤの言葉の書に書いてあるとおりである。すな

わち「荒野で呼ばわる者の声がする、『主の道を備えよ

、その道筋をまっすぐにせよ』。 5すべての谷は埋めら

れ、すべての山と丘とは、平らにされ、曲ったところは

まっすぐに、わるい道はならされ、 6人はみな神の救を

見るであろう」。 7さて、ヨハネは、彼からバプテスマ

を受けようとして出てきた群衆にむかって言った、「ま

むしの子らよ、迫ってきている神の怒りから、のがれら

れると、おまえたちにだれが教えたのか。 8だから、悔

改めにふさわしい実を結べ。自分たちの父にはアブラハ

ムがあるなどと、心の中で思ってもみるな。おまえたち

に言っておく。神はこれらの石ころからでも、アブラハ

ムの子を起すことができるのだ。 9斧がすでに木の根も

とに置かれている。だから、良い実を結ばない木はこと

ごとく切られて、火の中に投げ込まれるのだ」。 10そこ

で群衆が彼に、「それでは、わたしたちは何をすればよ

いのですか」と尋ねた。 11彼は答えて言った、「下着を

二枚もっている者は、持たない者に分けてやりなさい。

食物を持っている者も同様にしなさい」。 12取税人もバ

プテスマを受けにきて、彼に言った、「先生、わたした

ちは何をすればよいのですか」。 13彼らに言った、「き

まっているもの以上に取り立ててはいけない」。 14兵卒

たちもたずねて言った、「では、わたしたちは何をすれ

ばよいのですか」。彼は言った、「人をおどかしたり、

だまし取ったりしてはいけない。自分の給与で満足して

いなさい」。 15民衆は救主を待ち望んでいたので、みな

心の中でヨハネのことを、もしかしたらこの人がそれで

はなかろうかと考えていた。 16そこでヨハネはみんなの

者にむかって言った、「わたしは水でおまえたちにバプ

テスマを授けるが、わたしよりも力のあるかたが、おい

でになる。わたしには、そのくつのひもを解く値うちも

ない。このかたは、聖霊と火とによっておまえたちにバ

プテスマをお授けになるであろう。 17また、箕を手に持

って、打ち場の麦をふるい分け、麦は倉に納め、からは

消えない火で焼き捨てるであろう」。 18こうしてヨハネ

はほかにもなお、さまざまの勧めをして、民衆に教を説

いた。 19ところが領主ヘロデは、兄弟の妻ヘロデヤのこ

とで、また自分がしたあらゆる悪事について、ヨハネか

ら非難されていたので、 20彼を獄に閉じ込めて、いろい

ろな悪事の上に、もう一つこの悪事を重ねた。 21さて、

民衆がみなバプテスマを受けたとき、イエスもバプテス

マを受けて祈っておられると、天が開けて、 22聖霊がは

とのような姿をとってイエスの上に下り、そして天から

声がした、「あなたはわたしの愛する子、わたしの心に

かなう者である」。 23イエスが宣教をはじめられたのは

、年およそ三十歳の時であって、人々の考えによれば、

ヨセフの子であった。ヨセフはヘリの子、 24それから、

さかのぼって、マタテ、レビ、メルキ、ヤンナイ、ヨセ

フ、 25マタテヤ、アモス、ナホム、エスリ、ナンガイ、

26マハテ、マタテヤ、シメイ、ヨセク、ヨダ、 27ヨハナ

ン、レサ、ゾロバベル、サラテル、ネリ、 28メルキ、ア

デイ、コサム、エルマダム、エル、 29ヨシュア、エリエ

ゼル、ヨリム、マタテ、レビ、 30シメオン、ユダ、ヨセ

フ、ヨナム、エリヤキム、 31メレヤ、メナ、マタタ、ナ

タン、ダビデ、 32エッサイ、オベデ、ボアズ、サラ、ナ

アソン、 33アミナダブ、アデミン、アルニ、エスロン、

パレス、ユダ、 34ヤコブ、イサク、アブラハム、テラ、

ナホル、 35セルグ、レウ、ペレグ、エベル、サラ、 36

カイナン、アルパクサデ、セム、ノア、ラメク、 37メト

セラ、エノク、ヤレデ、マハラレル、カイナン、 38エノ

ス、セツ、アダム、そして神にいたる。

4さて、イエスは聖霊に満ちてヨルダン川から帰り、 2

荒野を四十日のあいだ御霊にひきまわされて、悪魔の

試みにあわれた。そのあいだ何も食べず、その日数がつ

きると、空腹になられた。 3そこで悪魔が言った、「も

しあなたが神の子であるなら、この石に、パンになれと

命じてごらんなさい」。 4イエスは答えて言われた、「

『人はパンだけで生きるものではない』と書いてある」

。 5それから、悪魔はイエスを高い所へ連れて行き、ま

たたくまに世界のすべての国々を見せて 6言った、「こ

れらの国々の権威と栄華とをみんな、あなたにあげまし

ょう。それらはわたしに任せられていて、だれでも好き

な人にあげてよいのですから。 7それで、もしあなたが

わたしの前にひざまずくなら、これを全部あなたのもの

にしてあげましょう」。 8イエスは答えて言われた、「

『主なるあなたの神を拝し、ただ神にのみ仕えよ』と書

いてある」。 9それから悪魔はイエスをエルサレムに連

れて行き、宮の頂上に立たせて言った、「もしあなたが

神の子であるなら、ここから下へ飛びおりてごらんなさ

い。 10『神はあなたのために、御使たちに命じてあなた

を守らせるであろう』とあり、 11また、『あなたの足が

石に打ちつけられないように、彼らはあなたを手でささ

えるであろう』とも書いてあります」。 12イエスは答え

て言われた、「『主なるあなたの神を試みてはならない

』と言われている」。 13悪魔はあらゆる試みをしつくし

て、一時イエスを離れた。 14それからイエスは御霊の力

に満ちあふれてガリラヤへ帰られると、そのうわさがそ

の地方全体にひろまった。 15イエスは諸会堂で教え、み

んなの者から尊敬をお受けになった。 16それからお育ち

になったナザレに行き、安息日にいつものように会堂に

はいり、聖書を朗読しようとして立たれた。 17すると預

言者イザヤの書が手渡されたので、その書を開いて、こ

う書いてある所を出された、 18「主の御霊がわたしに宿

っている。貧しい人々に福音を宣べ伝えさせるために、

わたしを聖別してくださったからである。主はわたしを

つかわして、囚人が解放され、盲人の目が開かれること

を告げ知らせ、打ちひしがれている者に自由を得させ、

19主のめぐみの年を告げ知らせるのである」。 20イエス
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は聖書を巻いて係りの者に返し、席に着かれると、会堂

にいるみんなの者の目がイエスに注がれた。 21そこでイ

エスは、「この聖句は、あなたがたが耳にしたこの日に

成就した」と説きはじめられた。 22すると、彼らはみな

イエスをほめ、またその口から出て来るめぐみの言葉に

感嘆して言った、「この人はヨセフの子ではないか」。

23そこで彼らに言われた、「あなたがたは、きっと『医

者よ、自分自身をいやせ』ということわざを引いて、カ

ペナウムで行われたと聞いていた事を、あなたの郷里の

この地でもしてくれ、と言うであろう」。 24それから言

われた、「よく言っておく。預言者は、自分の郷里では

歓迎されないものである。 25よく聞いておきなさい。エ

リヤの時代に、三年六か月にわたって天が閉じ、イスラ

エル全土に大ききんがあった際、そこには多くのやもめ

がいたのに、 26エリヤはそのうちのだれにもつかわされ

ないで、ただシドンのサレプタにいるひとりのやもめに

だけつかわされた。 27また預言者エリシャの時代に、イ

スラエルには多くのらい病人がいたのに、そのうちのひ

とりもきよめられないで、ただシリヤのナアマンだけが

きよめられた」。 28会堂にいた者たちはこれを聞いて、

みな憤りに満ち、 29立ち上がってイエスを町の外へ追い

出し、その町が建っている丘のがけまでひっぱって行っ

て、突き落そうとした。 30しかし、イエスは彼らのまん

中を通り抜けて、去って行かれた。 31それから、イエス

はガリラヤの町カペナウムに下って行かれた。そして安

息日になると、人々をお教えになったが、 32その言葉に

権威があったので、彼らはその教に驚いた。 33すると、

汚れた悪霊につかれた人が会堂にいて、大声で叫び出し

た、 34「ああ、ナザレのイエスよ、あなたはわたしたち

となんの係わりがあるのです。わたしたちを滅ぼしにこ

られたのですか。あなたがどなたであるか、わかってい

ます。神の聖者です」。 35イエスはこれをしかって、「

黙れ、この人から出て行け」と言われた。すると悪霊は

彼を人なかに投げ倒し、傷は負わせずに、その人から出

て行った。 36みんなの者は驚いて、互に語り合って言っ

た、「これは、いったい、なんという言葉だろう。権威

と力とをもって汚れた霊に命じられると、彼らは出て行

くのだ」。 37こうしてイエスの評判が、その地方のいた

る所にひろまっていった。 38イエスは会堂を出てシモン

の家におはいりになった。ところがシモンのしゅうとめ

が高い熱を病んでいたので、人々は彼女のためにイエス

にお願いした。 39そこで、イエスはそのまくらもとに立

って、熱が引くように命じられると、熱は引き、女はす

ぐに起き上がって、彼らをもてなした。 40日が暮れると

、いろいろな病気になやむ者をかかえている人々が、皆

それをイエスのところに連れてきたので、そのひとりび

とりに手を置いて、おいやしになった。 41悪霊も「あな

たこそ神の子です」と叫びながら多くの人々から出てい

った。しかし、イエスは彼らを戒めて、物を言うことを

お許しにならなかった。彼らがイエスはキリストだと知

っていたからである。 42夜が明けると、イエスは寂しい

所へ出て行かれたが、群衆が捜しまわって、みもとに集

まり、自分たちから離れて行かれないようにと、引き止

めた。 43しかしイエスは、「わたしは、ほかの町々にも

神の国の福音を宣べ伝えねばならない。自分はそのため

につかわされたのである」と言われた。 44そして、ユダ

ヤの諸会堂で教を説かれた。

5さて、群衆が神の言を聞こうとして押し寄せてきたと
き、イエスはゲネサレ湖畔に立っておられたが、 2そ

こに二そうの小舟が寄せてあるのをごらんになった。漁

師たちは、舟からおりて網を洗っていた。 3その一そう

はシモンの舟であったが、イエスはそれに乗り込み、シ

モンに頼んで岸から少しこぎ出させ、そしてすわって、

舟の中から群衆にお教えになった。 4話がすむと、シモ

ンに「沖へこぎ出し、網をおろして漁をしてみなさい」

と言われた。 5シモンは答えて言った、「先生、わたし

たちは夜通し働きましたが、何も取れませんでした。し

かし、お言葉ですから、網をおろしてみましょう」。 6

そしてそのとおりにしたところ、おびただしい魚の群れ

がはいって、網が破れそうになった。 7そこで、もう一

そうの舟にいた仲間に、加勢に来るよう合図をしたので

、彼らがきて魚を両方の舟いっぱいに入れた。そのため

に、舟が沈みそうになった。 8これを見てシモン・ペテ

ロは、イエスのひざもとにひれ伏して言った、「主よ、

わたしから離れてください。わたしは罪深い者です」。

9彼も一緒にいた者たちもみな、取れた魚がおびただし

いのに驚いたからである。 10シモンの仲間であったゼベ

ダイの子ヤコブとヨハネも、同様であった。すると、イ

エスがシモンに言われた、「恐れることはない。今から

あなたは人間をとる漁師になるのだ」。 11そこで彼らは

舟を陸に引き上げ、いっさいを捨ててイエスに従った。

12イエスがある町におられた時、全身らい病になってい

る人がそこにいた。イエスを見ると、顔を地に伏せて願

って言った、「主よ、みこころでしたら、きよめていた

だけるのですが」。 13イエスは手を伸ばして彼にさわり

、「そうしてあげよう、きよくなれ」と言われた。する

と、らい病がただちに去ってしまった。 14イエスは、だ

れにも話さないようにと彼に言い聞かせ、「ただ行って

自分のからだを祭司に見せ、それからあなたのきよめの

ため、モーセが命じたとおりのささげ物をして、人々に

証明しなさい」とお命じになった。 15しかし、イエスの

評判はますますひろまって行き、おびただしい群衆が、

教を聞いたり、病気をなおしてもらったりするために、

集まってきた。 16しかしイエスは、寂しい所に退いて祈

っておられた。 17ある日のこと、イエスが教えておられ

ると、ガリラヤやユダヤの方々の村から、またエルサレ

ムからきたパリサイ人や律法学者たちが、そこにすわっ

ていた。主の力が働いて、イエスは人々をいやされた。

18その時、ある人々が、ひとりの中風をわずらっている

人を床にのせたまま連れてきて、家の中に運び入れ、イ

エスの前に置こうとした。 19ところが、群衆のためにど

うしても運び入れる方法がなかったので、屋根にのぼり

、瓦をはいで、病人を床ごと群衆のまん中につりおろし

て、イエスの前においた。 20イエスは彼らの信仰を見て

、「人よ、あなたの罪はゆるされた」と言われた。 21す

ると律法学者とパリサイ人たちとは、「神を汚すことを

言うこの人は、いったい、何者だ。神おひとりのほかに

、だれが罪をゆるすことができるか」と言って論じはじ

めた。 22イエスは彼らの論議を見ぬいて、「あなたがた

は心の中で何を論じているのか。 23あなたの罪はゆるさ

れたと言うのと、起きて歩けと言うのと、どちらがたや

すいか。 24しかし、人の子は地上で罪をゆるす権威を持

っていることが、あなたがたにわかるために」と彼らに

対して言い、中風の者にむかって、「あなたに命じる。

起きよ、床を取り上げて家に帰れ」と言われた。 25する
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と病人は即座にみんなの前で起きあがり、寝ていた床を

取りあげて、神をあがめながら家に帰って行った。 26み

んなの者は驚嘆してしまった。そして神をあがめ、おそ

れに満たされて、「きょうは驚くべきことを見た」と言

った。 27そののち、イエスが出て行かれると、レビとい

う名の取税人が収税所にすわっているのを見て、「わた

しに従ってきなさい」と言われた。 28すると、彼はいっ

さいを捨てて立ちあがり、イエスに従ってきた。 29それ

から、レビは自分の家で、イエスのために盛大な宴会を

催したが、取税人やそのほか大ぜいの人々が、共に食卓

に着いていた。 30ところが、パリサイ人やその律法学者

たちが、イエスの弟子たちに対してつぶやいて言った、

「どうしてあなたがたは、取税人や罪人などと飲食を共

にするのか」。 31イエスは答えて言われた、「健康な人

には医者はいらない。いるのは病人である。 32わたしが

きたのは、義人を招くためではなく、罪人を招いて悔い

改めさせるためである」。 33また彼らはイエスに言った

、「ヨハネの弟子たちは、しばしば断食をし、また祈を

しており、パリサイ人の弟子たちもそうしているのに、

あなたの弟子たちは食べたり飲んだりしています」。 34

するとイエスは言われた、「あなたがたは、花婿が一緒

にいるのに、婚礼の客に断食をさせることができるであ

ろうか。 35しかし、花婿が奪い去られる日が来る。その

日には断食をするであろう」。 36それからイエスはまた

一つの譬を語られた、「だれも、新しい着物から布ぎれ

を切り取って、古い着物につぎを当てるものはない。も

しそんなことをしたら、新しい着物を裂くことになるし

、新しいのから取った布ぎれも古いのに合わないであろ

う。 37まただれも、新しいぶどう酒を古い皮袋に入れは

しない。もしそんなことをしたら、新しいぶどう酒は皮

袋をはり裂き、そしてぶどう酒は流れ出るし、皮袋もむ

だになるであろう。 38新しいぶどう酒は新しい皮袋に入

れるべきである。 39まただれも、古い酒を飲んでから、

新しいのをほしがりはしない。『古いのが良い』と考え

ているからである」。

6ある安息日にイエスが麦畑の中をとおって行かれたと
き、弟子たちが穂をつみ、手でもみながら食べていた

。 2すると、あるパリサイ人たちが言った、「あなたが

たはなぜ、安息日にしてはならぬことをするのか」。 3

そこでイエスが答えて言われた、「あなたがたは、ダビ

デとその供の者たちとが飢えていたとき、ダビデのした

ことについて、読んだことがないのか。 4すなわち、神

の家にはいって、祭司たちのほかだれも食べてはならぬ

供えのパンを取って食べ、また供の者たちにも与えたで

はないか」。 5また彼らに言われた、「人の子は安息日

の主である」。 6また、ほかの安息日に会堂にはいって

教えておられたところ、そこに右手のなえた人がいた。

7律法学者やパリサイ人たちは、イエスを訴える口実を

見付けようと思って、安息日にいやされるかどうかをう

かがっていた。 8イエスは彼らの思っていることを知っ

て、その手のなえた人に、「起きて、まん中に立ちなさ

い」と言われると、起き上がって立った。 9そこでイエ

スは彼らにむかって言われた、「あなたがたに聞くが、

安息日に善を行うのと悪を行うのと、命を救うのと殺す

のと、どちらがよいか」。 10そして彼ら一同を見まわし

て、その人に「手を伸ばしなさい」と言われた。そのと

おりにすると、その手は元どおりになった。 11そこで彼

らは激しく怒って、イエスをどうかしてやろうと、互に

話合いをはじめた。 12このころ、イエスは祈るために山

へ行き、夜を徹して神に祈られた。 13夜が明けると、弟

子たちを呼び寄せ、その中から十二人を選び出し、これ

に使徒という名をお与えになった。 14すなわち、ペテロ

とも呼ばれたシモンとその兄弟アンデレ、ヤコブとヨハ

ネ、ピリポとバルトロマイ、 15マタイとトマス、アルパ

ヨの子ヤコブと、熱心党と呼ばれたシモン、 16ヤコブの

子ユダ、それからイスカリオテのユダ。このユダが裏切

者となったのである。 17そして、イエスは彼らと一緒に

山を下って平地に立たれたが、大ぜいの弟子たちや、ユ

ダヤ全土、エルサレム、ツロとシドンの海岸地方などか

らの大群衆が、 18教を聞こうとし、また病気をなおして

もらおうとして、そこにきていた。そして汚れた霊に悩

まされている者たちも、いやされた。 19また群衆はイエ

スにさわろうと努めた。それは力がイエスの内から出て

、みんなの者を次々にいやしたからである。 20そのとき

、イエスは目をあげ、弟子たちを見て言われた、「あな

たがた貧しい人たちは、さいわいだ。神の国はあなたが

たのものである。 21あなたがたいま飢えている人たちは

、さいわいだ。飽き足りるようになるからである。あな

たがたいま泣いている人たちは、さいわいだ。笑うよう

になるからである。 22人々があなたがたを憎むとき、ま

た人の子のためにあなたがたを排斥し、ののしり、汚名

を着せるときは、あなたがたはさいわいだ。 23その日に

は喜びおどれ。見よ、天においてあなたがたの受ける報

いは大きいのだから。彼らの祖先も、預言者たちに対し

て同じことをしたのである。 24しかしあなたがた富んで

いる人たちは、わざわいだ。慰めを受けてしまっている

からである。 25あなたがた今満腹している人たちは、わ

ざわいだ。飢えるようになるからである。あなたがた今

笑っている人たちは、わざわいだ。悲しみ泣くようにな

るからである。 26人が皆あなたがたをほめるときは、あ

なたがたはわざわいだ。彼らの祖先も、にせ預言者たち

に対して同じことをしたのである。 27しかし、聞いてい

るあなたがたに言う。敵を愛し、憎む者に親切にせよ。

28のろう者を祝福し、はずかしめる者のために祈れ。 29

あなたの頬を打つ者にはほかの頬をも向けてやり、あな

たの上着を奪い取る者には下着をも拒むな。 30あなたに

求める者には与えてやり、あなたの持ち物を奪う者から

は取りもどそうとするな。 31人々にしてほしいと、あな

たがたの望むことを、人々にもそのとおりにせよ。 32自

分を愛してくれる者を愛したからとて、どれほどの手柄

になろうか。罪人でさえ、自分を愛してくれる者を愛し

ている。 33自分によくしてくれる者によくしたとて、ど

れほどの手柄になろうか。罪人でさえ、それくらいの事

はしている。 34また返してもらうつもりで貸したとて、

どれほどの手柄になろうか。罪人でも、同じだけのもの

を返してもらおうとして、仲間に貸すのである。 35しか

し、あなたがたは、敵を愛し、人によくしてやり、また

何も当てにしないで貸してやれ。そうすれば受ける報い

は大きく、あなたがたはいと高き者の子となるであろう

。いと高き者は、恩を知らぬ者にも悪人にも、なさけ深

いからである。 36あなたがたの父なる神が慈悲深いよう

に、あなたがたも慈悲深い者となれ。 37人をさばくな。

そうすれば、自分もさばかれることがないであろう。ま

た人を罪に定めるな。そうすれば、自分も罪に定められ

ることがないであろう。ゆるしてやれ。そうすれば、自
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分もゆるされるであろう。 38与えよ。そうすれば、自分

にも与えられるであろう。人々はおし入れ、ゆすり入れ

、あふれ出るまでに量をよくして、あなたがたのふとこ

ろに入れてくれるであろう。あなたがたの量るその量り

で、自分にも量りかえされるであろうから」。 39イエス

はまた一つの譬を語られた、「盲人は盲人の手引ができ

ようか。ふたりとも穴に落ち込まないだろうか。 40弟子

はその師以上のものではないが、修業をつめば、みなそ

の師のようになろう。 41なぜ、兄弟の目にあるちりを見

ながら、自分の目にある梁を認めないのか。 42自分の目

にある梁は見ないでいて、どうして兄弟にむかって、兄

弟よ、あなたの目にあるちりを取らせてください、と言

えようか。偽善者よ、まず自分の目から梁を取りのける

がよい、そうすれば、はっきり見えるようになって、兄

弟の目にあるちりを取りのけることができるだろう。 43

悪い実のなる良い木はないし、また良い実のなる悪い木

もない。 44木はそれぞれ、その実でわかる。いばらから

いちじくを取ることはないし、野ばらからぶどうを摘む

こともない。 45善人は良い心の倉から良い物を取り出し

、悪人は悪い倉から悪い物を取り出す。心からあふれ出

ることを、口が語るものである。 46わたしを主よ、主よ

、と呼びながら、なぜわたしの言うことを行わないのか

。 47わたしのもとにきて、わたしの言葉を聞いて行う者

が、何に似ているか、あなたがたに教えよう。 48それは

、地を深く掘り、岩の上に土台をすえて家を建てる人に

似ている。洪水が出て激流がその家に押し寄せてきても

、それを揺り動かすことはできない。よく建ててあるか

らである。 49しかし聞いても行わない人は、土台なしで

、土の上に家を建てた人に似ている。激流がその家に押

し寄せてきたら、たちまち倒れてしまい、その被害は大

きいのである」。

7イエスはこれらの言葉をことごとく人々に聞かせてし
まったのち、カペナウムに帰ってこられた。 2ところ

が、ある百卒長の頼みにしていた僕が、病気になって死

にかかっていた。 3この百卒長はイエスのことを聞いて

、ユダヤ人の長老たちをイエスのところにつかわし、自

分の僕を助けにきてくださるようにと、お願いした。 4

彼らはイエスのところにきて、熱心に願って言った、「

あの人はそうしていただくねうちがございます。 5わた

したちの国民を愛し、わたしたちのために会堂を建てて

くれたのです」。 6そこで、イエスは彼らと連れだって

お出かけになった。ところが、その家からほど遠くない

あたりまでこられたとき、百卒長は友だちを送ってイエ

スに言わせた、「主よ、どうぞ、ご足労くださいません

ように。わたしの屋根の下にあなたをお入れする資格は

、わたしにはございません。 7それですから、自分でお

迎えにあがるねうちさえないと思っていたのです。ただ

、お言葉を下さい。そして、わたしの僕をなおしてくだ

さい。 8わたしも権威の下に服している者ですが、わた

しの下にも兵卒がいまして、ひとりの者に『行け』と言

えば行き、ほかの者に『こい』と言えばきますし、また

、僕に『これをせよ』と言えば、してくれるのです」。

9イエスはこれを聞いて非常に感心され、ついてきた群

衆の方に振り向いて言われた、「あなたがたに言ってお

くが、これほどの信仰は、イスラエルの中でも見たこと

がない」。 10使にきた者たちが家に帰ってみると、僕は

元気になっていた。 11そののち、間もなく、ナインとい

う町へおいでになったが、弟子たちや大ぜいの群衆も一

緒に行った。 12町の門に近づかれると、ちょうど、ある

やもめにとってひとりむすこであった者が死んだので、

葬りに出すところであった。大ぜいの町の人たちが、そ

の母につきそっていた。 13主はこの婦人を見て深い同情

を寄せられ、「泣かないでいなさい」と言われた。 14そ

して近寄って棺に手をかけられると、かついでいる者た

ちが立ち止まったので、「若者よ、さあ、起きなさい」

と言われた。 15すると、死人が起き上がって物を言い出

した。イエスは彼をその母にお渡しになった。 16人々は

みな恐れをいだき、「大預言者がわたしたちの間に現れ

た」、また、「神はその民を顧みてくださった」と言っ

て、神をほめたたえた。 17イエスについてのこの話は、

ユダヤ全土およびその附近のいたる所にひろまった。 18

ヨハネの弟子たちは、これらのことを全部彼に報告した

。するとヨハネは弟子の中からふたりの者を呼んで、 19

主のもとに送り、「『きたるべきかた』はあなたなので

すか。それとも、ほかにだれかを待つべきでしょうか」

と尋ねさせた。 20そこで、この人たちがイエスのもとに

きて言った、「わたしたちはバプテスマのヨハネからの

使ですが、『きたるべきかた』はあなたなのですか、そ

れとも、ほかにだれかを待つべきでしょうか、とヨハネ

が尋ねています」。 21そのとき、イエスはさまざまの病

苦と悪霊とに悩む人々をいやし、また多くの盲人を見え

るようにしておられたが、 22答えて言われた、「行って

、あなたがたが見聞きしたことを、ヨハネに報告しなさ

い。盲人は見え、足なえは歩き、らい病人はきよまり、

耳しいは聞え、死人は生きかえり、貧しい人々は福音を

聞かされている。 23わたしにつまずかない者は、さいわ

いである」。 24ヨハネの使が行ってしまうと、イエスは

ヨハネのことを群衆に語りはじめられた、「あなたがた

は、何を見に荒野に出てきたのか。風に揺らぐ葦である

か。 25では、何を見に出てきたのか。柔らかい着物をま

とった人か。きらびやかに着かざって、ぜいたくに暮し

ている人々なら、宮殿にいる。 26では、何を見に出てき

たのか。預言者か。そうだ、あなたがたに言うが、預言

者以上の者である。 27『見よ、わたしは使をあなたの先

につかわし、あなたの前に、道を整えさせるであろう』

と書いてあるのは、この人のことである。 28あなたがた

に言っておく。女の産んだ者の中で、ヨハネより大きい

人物はいない。しかし、神の国で最も小さい者も、彼よ

りは大きい。 29（これを聞いた民衆は皆、また取税人た

ちも、ヨハネのバプテスマを受けて神の正しいことを認

めた。 30しかし、パリサイ人と律法学者たちとは彼から

バプテスマを受けないで、自分たちに対する神のみここ

ろを無にした。） 31だから今の時代の人々を何に比べよ

うか。彼らは何に似ているか。 32それは子供たちが広場

にすわって、互に呼びかけ、『わたしたちが笛を吹いた

のに、あなたたちは踊ってくれなかった。弔いの歌を歌

ったのに、泣いてくれなかった』と言うのに似ている。

33なぜなら、バプテスマのヨハネがきて、パンを食べる

ことも、ぶどう酒を飲むこともしないと、あなたがたは

、あれは悪霊につかれているのだ、と言い、 34また人の

子がきて食べたり飲んだりしていると、見よ、あれは食

をむさぼる者、大酒を飲む者、また取税人、罪人の仲間

だ、と言う。 35しかし、知恵の正しいことは、そのすべ

ての子が証明する」。 36あるパリサイ人がイエスに、食

事を共にしたいと申し出たので、そのパリサイ人の家に
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はいって食卓に着かれた。 37するとそのとき、その町で

罪の女であったものが、パリサイ人の家で食卓に着いて

おられることを聞いて、香油が入れてある石膏のつぼを

持ってきて、 38泣きながら、イエスのうしろでその足も

とに寄り、まず涙でイエスの足をぬらし、自分の髪の毛

でぬぐい、そして、その足に接吻して、香油を塗った。

39イエスを招いたパリサイ人がそれを見て、心の中で言

った、「もしこの人が預言者であるなら、自分にさわっ

ている女がだれだか、どんな女かわかるはずだ。それは

罪の女なのだから」。 40そこでイエスは彼にむかって言

われた、「シモン、あなたに言うことがある」。彼は「

先生、おっしゃってください」と言った。 41イエスが言

われた、「ある金貸しに金をかりた人がふたりいたが、

ひとりは五百デナリ、もうひとりは五十デナリを借りて

いた。 42ところが、返すことができなかったので、彼は

ふたり共ゆるしてやった。このふたりのうちで、どちら

が彼を多く愛するだろうか」。 43シモンが答えて言った

、「多くゆるしてもらったほうだと思います」。イエス

が言われた、「あなたの判断は正しい」。 44それから女

の方に振り向いて、シモンに言われた、「この女を見な

いか。わたしがあなたの家にはいってきた時に、あなた

は足を洗う水をくれなかった。ところが、この女は涙で

わたしの足をぬらし、髪の毛でふいてくれた。 45あなた

はわたしに接吻をしてくれなかったが、彼女はわたしが

家にはいった時から、わたしの足に接吻をしてやまなか

った。 46あなたはわたしの頭に油を塗ってくれなかった

が、彼女はわたしの足に香油を塗ってくれた。 47それで

あなたに言うが、この女は多く愛したから、その多くの

罪はゆるされているのである。少しだけゆるされた者は

、少しだけしか愛さない」。 48そして女に、「あなたの

罪はゆるされた」と言われた。 49すると同席の者たちが

心の中で言いはじめた、「罪をゆるすことさえするこの

人は、いったい、何者だろう」。 50しかし、イエスは女

にむかって言われた、「あなたの信仰があなたを救った

のです。安心して行きなさい」。

8そののちイエスは、神の国の福音を説きまた伝えなが
ら、町々村々を巡回し続けられたが、十二弟子もお供

をした。 2また悪霊を追い出され病気をいやされた数名

の婦人たち、すなわち、七つの悪霊を追い出してもらっ

たマグダラと呼ばれるマリヤ、 3ヘロデの家令クーザの

妻ヨハンナ、スザンナ、そのほか多くの婦人たちも一緒

にいて、自分たちの持ち物をもって一行に奉仕した。 4

さて、大ぜいの群衆が集まり、その上、町々からの人た

ちがイエスのところに、ぞくぞくと押し寄せてきたので

、一つの譬で話をされた、 5「種まきが種をまきに出て

行った。まいているうちに、ある種は道ばたに落ち、踏

みつけられ、そして空の鳥に食べられてしまった。 6ほ

かの種は岩の上に落ち、はえはしたが水気がないので枯

れてしまった。 7ほかの種は、いばらの間に落ちたので

、いばらも一緒に茂ってきて、それをふさいでしまった

。 8ところが、ほかの種は良い地に落ちたので、はえ育

って百倍もの実を結んだ」。こう語られたのち、声をあ

げて「聞く耳のある者は聞くがよい」と言われた。 9弟

子たちは、この譬はどういう意味でしょうか、とイエス

に質問した。 10そこで言われた、「あなたがたには、神

の国の奥義を知ることが許されているが、ほかの人たち

には、見ても見えず、聞いても悟られないために、譬で

話すのである。 11この譬はこういう意味である。種は神

の言である。 12道ばたに落ちたのは、聞いたのち、信じ

ることも救われることもないように、悪魔によってその

心から御言が奪い取られる人たちのことである。 13岩の

上に落ちたのは、御言を聞いた時には喜んで受けいれる

が、根が無いので、しばらくは信じていても、試錬の時

が来ると、信仰を捨てる人たちのことである。 14いばら

の中に落ちたのは、聞いてから日を過ごすうちに、生活

の心づかいや富や快楽にふさがれて、実の熟するまでに

ならない人たちのことである。 15良い地に落ちたのは、

御言を聞いたのち、これを正しい良い心でしっかりと守

り、耐え忍んで実を結ぶに至る人たちのことである。 16

だれもあかりをともして、それを何かの器でおおいかぶ

せたり、寝台の下に置いたりはしない。燭台の上に置い

て、はいって来る人たちに光が見えるようにするのであ

る。 17隠されているもので、あらわにならないものはな

く、秘密にされているもので、ついには知られ、明るみ

に出されないものはない。 18だから、どう聞くかに注意

するがよい。持っている人は更に与えられ、持っていな

い人は、持っていると思っているものまでも、取り上げ

られるであろう」。 19さて、イエスの母と兄弟たちとが

イエスのところにきたが、群衆のためそば近くに行くこ

とができなかった。 20それで、だれかが「あなたの母上

と兄弟がたが、お目にかかろうと思って、外に立ってお

られます」と取次いだ。 21するとイエスは人々にむかっ

て言われた、「神の御言を聞いて行う者こそ、わたしの

母、わたしの兄弟なのである」。 22ある日のこと、イエ

スは弟子たちと舟に乗り込み、「湖の向こう岸へ渡ろう

」と言われたので、一同が船出した。 23渡って行く間に

、イエスは眠ってしまわれた。すると突風が湖に吹きお

ろしてきたので、彼らは水をかぶって危険になった。 24

そこで、みそばに寄ってきてイエスを起し、「先生、先

生、わたしたちは死にそうです」と言った。イエスは起

き上がって、風と荒浪とをおしかりになると、止んでな

ぎになった。 25イエスは彼らに言われた、「あなたがた

の信仰は、どこにあるのか」。彼らは恐れ驚いて互に言

い合った、「いったい、このかたはだれだろう。お命じ

になると、風も水も従うとは」。 26それから、彼らはガ

リラヤの対岸、ゲラサ人の地に渡った。 27陸にあがられ

ると、その町の人で、悪霊につかれて長いあいだ着物も

着ず、家に居つかないで墓場にばかりいた人に、出会わ

れた。 28この人がイエスを見て叫び出し、みまえにひれ

伏して大声で言った、「いと高き神の子イエスよ、あな

たはわたしとなんの係わりがあるのです。お願いです、

わたしを苦しめないでください」。 29それは、イエスが

汚れた霊に、その人から出て行け、とお命じになったか

らである。というのは、悪霊が何度も彼をひき捕えたの

で、彼は鎖と足かせとでつながれて看視されていたが、

それを断ち切っては悪霊によって荒野へ追いやられてい

たのである。 30イエスは彼に「なんという名前か」とお

尋ねになると、「レギオンと言います」と答えた。彼の

中にたくさんの悪霊がはいり込んでいたからである。 31

悪霊どもは、底知れぬ所に落ちて行くことを自分たちに

お命じにならぬようにと、イエスに願いつづけた。

(Abyssos g12) 32ところが、そこの山べにおびただしい豚の

群れが飼ってあったので、その豚の中へはいることを許

していただきたいと、悪霊どもが願い出た。イエスはそ

れをお許しになった。 33そこで悪霊どもは、その人から



ルカの福音書549

出て豚の中へはいり込んだ。するとその群れは、がけか

ら湖へなだれを打って駆け下り、おぼれ死んでしまった

。 34飼う者たちは、この出来事を見て逃げ出して、町や

村里にふれまわった。 35人々はこの出来事を見に出てき

た。そして、イエスのところにきて、悪霊を追い出して

もらった人が着物を着て、正気になってイエスの足もと

にすわっているのを見て、恐れた。 36それを見た人たち

は、この悪霊につかれていた者が救われた次第を、彼ら

に語り聞かせた。 37それから、ゲラサの地方の民衆はこ

ぞって、自分たちの所から立ち去ってくださるようにと

イエスに頼んだ。彼らが非常な恐怖に襲われていたから

である。そこで、イエスは舟に乗って帰りかけられた。

38悪霊を追い出してもらった人は、お供をしたいと、し

きりに願ったが、イエスはこう言って彼をお帰しになっ

た。 39「家へ帰って、神があなたにどんなに大きなこと

をしてくださったか、語り聞かせなさい」。そこで彼は

立ち去って、自分にイエスがして下さったことを、こと

ごとく町中に言いひろめた。 40イエスが帰ってこられる

と、群衆は喜び迎えた。みんながイエスを待ちうけてい

たのである。 41するとそこに、ヤイロという名の人がき

た。この人は会堂司であった。イエスの足もとにひれ伏

して、自分の家においでくださるようにと、しきりに願

った。 42彼に十二歳ばかりになるひとり娘があったが、

死にかけていた。ところが、イエスが出て行かれる途中

、群衆が押し迫ってきた。 43ここに、十二年間も長血を

わずらっていて、医者のために自分の身代をみな使い果

してしまったが、だれにもなおしてもらえなかった女が

いた。 44この女がうしろから近寄ってみ衣のふさにさわ

ったところ、その長血がたちまち止まってしまった。 45

イエスは言われた、「わたしにさわったのは、だれか」

。人々はみな自分ではないと言ったので、ペテロが「先

生、群衆があなたを取り囲んで、ひしめき合っているの

です」と答えた。 46しかしイエスは言われた、「だれか

がわたしにさわった。力がわたしから出て行ったのを感

じたのだ」。 47女は隠しきれないのを知って、震えなが

ら進み出て、みまえにひれ伏し、イエスにさわった訳と

、さわるとたちまちなおったこととを、みんなの前で話

した。 48そこでイエスが女に言われた、「娘よ、あなた

の信仰があなたを救ったのです。安心して行きなさい」

。 49イエスがまだ話しておられるうちに、会堂司の家か

ら人がきて、「お嬢さんはなくなられました。この上、

先生を煩わすには及びません」と言った。 50しかしイエ

スはこれを聞いて会堂司にむかって言われた、「恐れる

ことはない。ただ信じなさい。娘は助かるのだ」。 51そ

れから家にはいられるとき、ペテロ、ヨハネ、ヤコブお

よびその子の父母のほかは、だれも一緒にはいって来る

ことをお許しにならなかった。 52人々はみな、娘のため

に泣き悲しんでいた。イエスは言われた、「泣くな、娘

は死んだのではない。眠っているだけである」。 53人々

は娘が死んだことを知っていたので、イエスをあざ笑っ

た。 54イエスは娘の手を取って、呼びかけて言われた、

「娘よ、起きなさい」。 55するとその霊がもどってきて

、娘は即座に立ち上がった。イエスは何か食べ物を与え

るように、さしずをされた。 56両親は驚いてしまった。

イエスはこの出来事をだれにも話さないようにと、彼ら

に命じられた。

9それからイエスは十二弟子を呼び集めて、彼らにすべ
ての悪霊を制し、病気をいやす力と権威とをお授けに

なった。 2また神の国を宣べ伝え、かつ病気をなおすた

めにつかわして 3言われた、「旅のために何も携えるな

。つえも袋もパンも銭も持たず、また下着も二枚は持つ

な。 4また、どこかの家にはいったら、そこに留まって

おれ。そしてそこから出かけることにしなさい。 5だれ

もあなたがたを迎えるものがいなかったら、その町を出

て行くとき、彼らに対する抗議のしるしに、足からちり

を払い落しなさい」。 6弟子たちは出て行って、村々を

巡り歩き、いたる所で福音を宣べ伝え、また病気をいや

した。 7さて、領主ヘロデはいろいろな出来事を耳にし

て、あわて惑っていた。それは、ある人たちは、ヨハネ

が死人の中からよみがえったと言い、 8またある人たち

は、エリヤが現れたと言い、またほかの人たちは、昔の

預言者のひとりが復活したのだと言っていたからである

。 9そこでヘロデが言った、「ヨハネはわたしがすでに

首を切ったのだが、こうしてうわさされているこの人は

、いったい、だれなのだろう」。そしてイエスに会って

みようと思っていた。 10使徒たちは帰ってきて、自分た

ちのしたことをすべてイエスに話した。それからイエス

は彼らを連れて、ベツサイダという町へひそかに退かれ

た。 11ところが群衆がそれと知って、ついてきたので、

これを迎えて神の国のことを語り聞かせ、また治療を要

する人たちをいやされた。 12それから日が傾きかけたの

で、十二弟子がイエスのもとにきて言った、「群衆を解

散して、まわりの村々や部落へ行って宿を取り、食物を

手にいれるようにさせてください。わたしたちはこんな

寂しい所にきているのですから」。 13しかしイエスは言

われた、「あなたがたの手で食物をやりなさい」。彼ら

は言った、「わたしたちにはパン五つと魚二ひきしかあ

りません、この大ぜいの人のために食物を買いに行くか

しなければ」。 14というのは、男が五千人ばかりもいた

からである。しかしイエスは弟子たちに言われた、「人

々をおおよそ五十人ずつの組にして、すわらせなさい」

。 15彼らはそのとおりにして、みんなをすわらせた。

16イエスは五つのパンと二ひきの魚とを手に取り、天を

仰いでそれを祝福してさき、弟子たちにわたして群衆に

配らせた。 17みんなの者は食べて満腹した。そして、そ

の余りくずを集めたら、十二かごあった。 18イエスがひ

とりで祈っておられたとき、弟子たちが近くにいたので

、彼らに尋ねて言われた、「群衆はわたしをだれと言っ

ているか」。 19彼らは答えて言った、「バプテスマのヨ

ハネだと、言っています。しかしほかの人たちは、エリ

ヤだと言い、また昔の預言者のひとりが復活したのだと

、言っている者もあります」。 20彼らに言われた、「そ

れでは、あなたがたはわたしをだれと言うか」。ペテロ

が答えて言った、「神のキリストです」。 21イエスは彼

らを戒め、この事をだれにも言うなと命じ、そして言わ

れた、 22「人の子は必ず多くの苦しみを受け、長老、祭

司長、律法学者たちに捨てられ、また殺され、そして三

日目によみがえる」。 23それから、みんなの者に言われ

た、「だれでもわたしについてきたいと思うなら、自分

を捨て、日々自分の十字架を負うて、わたしに従ってき

なさい。 24自分の命を救おうと思う者はそれを失い、わ

たしのために自分の命を失う者は、それを救うであろう

。 25人が全世界をもうけても、自分自身を失いまたは損

したら、なんの得になろうか。 26わたしとわたしの言葉
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とを恥じる者に対しては、人の子もまた、自分の栄光と

、父と聖なる御使との栄光のうちに現れて来るとき、そ

の者を恥じるであろう。 27よく聞いておくがよい、神の

国を見るまでは、死を味わわない者が、ここに立ってい

る者の中にいる」。 28これらのことを話された後、八日

ほどたってから、イエスはペテロ、ヨハネ、ヤコブを連

れて、祈るために山に登られた。 29祈っておられる間に

、み顔の様が変り、み衣がまばゆいほどに白く輝いた。

30すると見よ、ふたりの人がイエスと語り合っていた。

それはモーセとエリヤであったが、 31栄光の中に現れて

、イエスがエルサレムで遂げようとする最後のことにつ

いて話していたのである。 32ペテロとその仲間の者たち

とは熟睡していたが、目をさますと、イエスの栄光の姿

と、共に立っているふたりの人とを見た。 33このふたり

がイエスを離れ去ろうとしたとき、ペテロは自分が何を

言っているのかわからないで、イエスに言った、「先生

、わたしたちがここにいるのは、すばらしいことです。

それで、わたしたちは小屋を三つ建てましょう。一つは

あなたのために、一つはモーセのために、一つはエリヤ

のために」。 34彼がこう言っている間に、雲がわき起っ

て彼らをおおいはじめた。そしてその雲に囲まれたとき

、彼らは恐れた。 35すると雲の中から声があった、「こ

れはわたしの子、わたしの選んだ者である。これに聞け

」。 36そして声が止んだとき、イエスがひとりだけにな

っておられた。弟子たちは沈黙を守って、自分たちが見

たことについては、そのころだれにも話さなかった。 37

翌日、一同が山を降りて来ると、大ぜいの群衆がイエス

を出迎えた。 38すると突然、ある人が群衆の中から大声

をあげて言った、「先生、お願いです。わたしのむすこ

を見てやってください。この子はわたしのひとりむすこ

ですが、 39霊が取りつきますと、彼は急に叫び出すので

す。それから、霊は彼をひきつけさせて、あわを吹かせ

、彼を弱り果てさせて、なかなか出て行かないのです。

40それで、お弟子たちに、この霊を追い出してくださる

ように願いましたが、できませんでした」。 41イエスは

答えて言われた、「ああ、なんという不信仰な、曲った

時代であろう。いつまで、わたしはあなたがたと一緒に

おられようか、またあなたがたに我慢ができようか。あ

なたの子をここに連れてきなさい」。 42ところが、その

子がイエスのところに来る時にも、悪霊が彼を引き倒し

て、引きつけさせた。イエスはこの汚れた霊をしかりつ

け、その子供をいやして、父親にお渡しになった。 43人

々はみな、神の偉大な力に非常に驚いた。みんなの者が

イエスのしておられた数々の事を不思議に思っていると

、弟子たちに言われた、 44「あなたがたはこの言葉を耳

におさめて置きなさい。人の子は人々の手に渡されよう

としている」。 45しかし、彼らはなんのことかわからな

かった。それが彼らに隠されていて、悟ることができな

かったのである。また彼らはそのことについて尋ねるの

を恐れていた。 46弟子たちの間に、彼らのうちでだれが

いちばん偉いだろうかということで、議論がはじまった

。 47イエスは彼らの心の思いを見抜き、ひとりの幼な子

を取りあげて自分のそばに立たせ、彼らに言われた、 48

「だれでもこの幼な子をわたしの名のゆえに受けいれる

者は、わたしを受けいれるのである。そしてわたしを受

けいれる者は、わたしをおつかわしになったかたを受け

いれるのである。あなたがたみんなの中でいちばん小さ

い者こそ、大きいのである」。 49するとヨハネが答えて

言った、「先生、わたしたちはある人があなたの名を使

って悪霊を追い出しているのを見ましたが、その人はわ

たしたちの仲間でないので、やめさせました」。 50イエ

スは彼に言われた、「やめさせないがよい。あなたがた

に反対しない者は、あなたがたの味方なのである」。 51

さて、イエスが天に上げられる日が近づいたので、エル

サレムへ行こうと決意して、その方へ顔をむけられ、 52

自分に先立って使者たちをおつかわしになった。そして

彼らがサマリヤ人の村へはいって行き、イエスのために

準備をしようとしたところ、 53村人は、エルサレムへむ

かって進んで行かれるというので、イエスを歓迎しよう

とはしなかった。 54弟子のヤコブとヨハネとはそれを見

て言った、「主よ、いかがでしょう。彼らを焼き払って

しまうように、天から火をよび求めましょうか」。 55イ

エスは振りかえって、彼らをおしかりになった。 56そし

て一同はほかの村へ行った。 57道を進んで行くと、ある

人がイエスに言った、「あなたがおいでになる所ならど

こへでも従ってまいります」。 58イエスはその人に言わ

れた、「きつねには穴があり、空の鳥には巣がある。し

かし、人の子にはまくらする所がない」。 59またほかの

人に、「わたしに従ってきなさい」と言われた。すると

その人が言った、「まず、父を葬りに行かせてください

」。 60彼に言われた、「その死人を葬ることは、死人に

任せておくがよい。あなたは、出て行って神の国を告げ

ひろめなさい」。 61またほかの人が言った、「主よ、従

ってまいりますが、まず家の者に別れを言いに行かせて

ください」。 62イエスは言われた、「手をすきにかけて

から、うしろを見る者は、神の国にふさわしくないもの

である」。

10その後、主は別に七十二人を選び、行こうとしてお
られたすべての町や村へ、ふたりずつ先におつかわ

しになった。 2そのとき、彼らに言われた、「収穫は多

いが、働き人が少ない。だから、収穫の主に願って、そ

の収穫のために働き人を送り出すようにしてもらいなさ

い。 3さあ、行きなさい。わたしがあなたがたをつかわ

すのは、小羊をおおかみの中に送るようなものである。

4財布も袋もくつも持って行くな。だれにも道であいさ

つするな。 5どこかの家にはいったら、まず『平安がこ

の家にあるように』と言いなさい。 6もし平安の子がそ

こにおれば、あなたがたの祈る平安はその人の上にとど

まるであろう。もしそうでなかったら、それはあなたが

たの上に帰って来るであろう。 7それで、その同じ家に

留まっていて、家の人が出してくれるものを飲み食いし

なさい。働き人がその報いを得るのは当然である。家か

ら家へと渡り歩くな。 8どの町へはいっても、人々があ

なたがたを迎えてくれるなら、前に出されるものを食べ

なさい。 9そして、その町にいる病人をいやしてやり、

『神の国はあなたがたに近づいた』と言いなさい。 10し

かし、どの町へはいっても、人々があなたがたを迎えな

い場合には、大通りに出て行って言いなさい、 11『わた

したちの足についているこの町のちりも、ぬぐい捨てて

行く。しかし、神の国が近づいたことは、承知している

がよい』。 12あなたがたに言っておく。その日には、こ

の町よりもソドムの方が耐えやすいであろう。 13わざわ

いだ、コラジンよ。わざわいだ、ベツサイダよ。おまえ

たちの中でなされた力あるわざが、もしツロとシドンで

なされたなら、彼らはとうの昔に、荒布をまとい灰の中
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にすわって、悔い改めたであろう。 14しかし、さばきの

日には、ツロとシドンの方がおまえたちよりも、耐えや

すいであろう。 15ああ、カペナウムよ、おまえは天にま

で上げられようとでもいうのか。黄泉にまで落されるで

あろう。 (Hadēs g86) 16あなたがたに聞き従う者は、わた

しに聞き従うのであり、あなたがたを拒む者は、わたし

を拒むのである。そしてわたしを拒む者は、わたしをお

つかわしになったかたを拒むのである」。 17七十二人が

喜んで帰ってきて言った、「主よ、あなたの名によって

いたしますと、悪霊までがわたしたちに服従します」。

18彼らに言われた、「わたしはサタンが電光のように天

から落ちるのを見た。 19わたしはあなたがたに、へびや

さそりを踏みつけ、敵のあらゆる力に打ち勝つ権威を授

けた。だから、あなたがたに害をおよぼす者はまったく

無いであろう。 20しかし、霊があなたがたに服従するこ

とを喜ぶな。むしろ、あなたがたの名が天にしるされて

いることを喜びなさい」。 21そのとき、イエスは聖霊に

よって喜びあふれて言われた、「天地の主なる父よ。あ

なたをほめたたえます。これらの事を知恵のある者や賢

い者に隠して、幼な子にあらわしてくださいました。父

よ、これはまことに、みこころにかなった事でした。 22

すべての事は父からわたしに任せられています。そして

、子がだれであるかは、父のほか知っている者はありま

せん。また父がだれであるかは、子と、父をあらわそう

として子が選んだ者とのほか、だれも知っている者はい

ません」。 23それから弟子たちの方に振りむいて、ひそ

かに言われた、「あなたがたが見ていることを見る目は

、さいわいである。 24あなたがたに言っておく。多くの

預言者や王たちも、あなたがたの見ていることを見よう

としたが、見ることができず、あなたがたの聞いている

ことを聞こうとしたが、聞けなかったのである」。 25す

るとそこへ、ある律法学者が現れ、イエスを試みようと

して言った、「先生、何をしたら永遠の生命が受けられ

ましょうか」。 (aiōnios g166) 26彼に言われた、「律法に

はなんと書いてあるか。あなたはどう読むか」。 27彼は

答えて言った、「『心をつくし、精神をつくし、力をつ

くし、思いをつくして、主なるあなたの神を愛せよ』。

また、『自分を愛するように、あなたの隣り人を愛せよ

』とあります」。 28彼に言われた、「あなたの答は正し

い。そのとおり行いなさい。そうすれば、いのちが得ら

れる」。 29すると彼は自分の立場を弁護しようと思って

、イエスに言った、「では、わたしの隣り人とはだれの

ことですか」。 30イエスが答えて言われた、「ある人が

エルサレムからエリコに下って行く途中、強盗どもが彼

を襲い、その着物をはぎ取り、傷を負わせ、半殺しにし

たまま、逃げ去った。 31するとたまたま、ひとりの祭司

がその道を下ってきたが、この人を見ると、向こう側を

通って行った。 32同様に、レビ人もこの場所にさしかか

ってきたが、彼を見ると向こう側を通って行った。 33と

ころが、あるサマリヤ人が旅をしてこの人のところを通

りかかり、彼を見て気の毒に思い、 34近寄ってきてその

傷にオリブ油とぶどう酒とを注いでほうたいをしてやり

、自分の家畜に乗せ、宿屋に連れて行って介抱した。 35

翌日、デナリ二つを取り出して宿屋の主人に手渡し、『

この人を見てやってください。費用がよけいにかかった

ら、帰りがけに、わたしが支払います』と言った。 36こ

の三人のうち、だれが強盗に襲われた人の隣り人になっ

たと思うか」。 37彼が言った、「その人に慈悲深い行い

をした人です」。そこでイエスは言われた、「あなたも

行って同じようにしなさい」。 38一同が旅を続けている

うちに、イエスがある村へはいられた。するとマルタと

いう名の女がイエスを家に迎え入れた。 39この女にマリ

ヤという妹がいたが、主の足もとにすわって、御言に聞

き入っていた。 40ところが、マルタは接待のことで忙が

しくて心をとりみだし、イエスのところにきて言った、

「主よ、妹がわたしだけに接待をさせているのを、なん

ともお思いになりませんか。わたしの手伝いをするよう

に妹におっしゃってください」。 41主は答えて言われた

、「マルタよ、マルタよ、あなたは多くのことに心を配

って思いわずらっている。 42しかし、無くてならぬもの

は多くはない。いや、一つだけである。マリヤはその良

い方を選んだのだ。そしてそれは、彼女から取り去って

はならないものである」。

11また、イエスはある所で祈っておられたが、それが
終ったとき、弟子のひとりが言った、「主よ、ヨハ

ネがその弟子たちに教えたように、わたしたちにも祈る

ことを教えてください」。 2そこで彼らに言われた、「

祈るときには、こう言いなさい、『父よ、御名があがめ

られますように。御国がきますように。 3わたしたちの

日ごとの食物を、日々お与えください。 4わたしたちに

負債のある者を皆ゆるしますから、わたしたちの罪をも

おゆるしください。わたしたちを試みに会わせないでく

ださい』」。 5そして彼らに言われた、「あなたがたの

うちのだれかに、友人があるとして、その人のところへ

真夜中に行き、『友よ、パンを三つ貸してください。 6

友だちが旅先からわたしのところに着いたのですが、何

も出すものがありませんから』と言った場合、 7彼は内

から、『面倒をかけないでくれ。もう戸は締めてしまっ

たし、子供たちもわたしと一緒に床にはいっているので

、いま起きて何もあげるわけにはいかない』と言うであ

ろう。 8しかし、よく聞きなさい、友人だからというの

では起きて与えないが、しきりに願うので、起き上がっ

て必要なものを出してくれるであろう。 9そこでわたし

はあなたがたに言う。求めよ、そうすれば、与えられる

であろう。捜せ、そうすれば見いだすであろう。門をた

たけ、そうすれば、あけてもらえるであろう。 10すべて

求める者は得、捜す者は見いだし、門をたたく者はあけ

てもらえるからである。 11あなたがたのうちで、父であ

るものは、その子が魚を求めるのに、魚の代りにへびを

与えるだろうか。 12卵を求めるのに、さそりを与えるだ

ろうか。 13このように、あなたがたは悪い者であっても

、自分の子供には、良い贈り物をすることを知っている

とすれば、天の父はなおさら、求めて来る者に聖霊を下

さらないことがあろうか」。 14さて、イエスが悪霊を追

い出しておられた。それは、おしの霊であった。悪霊が

出て行くと、おしが物を言うようになったので、群衆は

不思議に思った。 15その中のある人々が、「彼は悪霊の

かしらベルゼブルによって、悪霊どもを追い出している

のだ」と言い、 16またほかの人々は、イエスを試みよう

として、天からのしるしを求めた。 17しかしイエスは、

彼らの思いを見抜いて言われた、「おおよそ国が内部で

分裂すれば自滅してしまい、また家が分れ争えば倒れて

しまう。 18そこでサタンも内部で分裂すれば、その国は

どうして立ち行けよう。あなたがたはわたしがベルゼブ

ルによって悪霊を追い出していると言うが、 19もしわた
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しがベルゼブルによって悪霊を追い出すとすれば、あな

たがたの仲間はだれによって追い出すのであろうか。だ

から、彼らがあなたがたをさばく者となるであろう。 20

しかし、わたしが神の指によって悪霊を追い出している

のなら、神の国はすでにあなたがたのところにきたので

ある。 21強い人が十分に武装して自分の邸宅を守ってい

る限り、その持ち物は安全である。 22しかし、もっと強

い者が襲ってきて彼に打ち勝てば、その頼みにしていた

武具を奪って、その分捕品を分けるのである。 23わたし

の味方でない者は、わたしに反対するものであり、わた

しと共に集めない者は、散らすものである。 24汚れた霊

が人から出ると、休み場を求めて水の無い所を歩きまわ

るが、見つからないので、出てきた元の家に帰ろうと言

って、 25帰って見ると、その家はそうじがしてある上、

飾りつけがしてあった。 26そこでまた出て行って、自分

以上に悪い他の七つの霊を引き連れてきて中にはいり、

そこに住み込む。そうすると、その人の後の状態は初め

よりももっと悪くなるのである」。 27イエスがこう話し

ておられるとき、群衆の中からひとりの女が声を張りあ

げて言った、「あなたを宿した胎、あなたが吸われた乳

房は、なんとめぐまれていることでしょう」。 28しかし

イエスは言われた、「いや、めぐまれているのは、むし

ろ、神の言を聞いてそれを守る人たちである」。 29さて

群衆が群がり集まったので、イエスは語り出された、「

この時代は邪悪な時代である。それはしるしを求めるが

、ヨナのしるしのほかには、なんのしるしも与えられな

いであろう。 30というのは、ニネベの人々に対してヨナ

がしるしとなったように、人の子もこの時代に対してし

るしとなるであろう。 31南の女王が、今の時代の人々と

共にさばきの場に立って、彼らを罪に定めるであろう。

なぜなら、彼女はソロモンの知恵を聞くために、地の果

からはるばるきたからである。しかし見よ、ソロモンに

まさる者がここにいる。 32ニネベの人々が、今の時代の

人々と共にさばきの場に立って、彼らを罪に定めるであ

ろう。なぜなら、ニネベの人々はヨナの宣教によって悔

い改めたからである。しかし見よ、ヨナにまさる者がこ

こにいる。 33だれもあかりをともして、それを穴倉の中

や枡の下に置くことはしない。むしろはいって来る人た

ちに、そのあかりが見えるように、燭台の上におく。 34

あなたの目は、からだのあかりである。あなたの目が澄

んでおれば、全身も明るいが、目がわるければ、からだ

も暗い。 35だから、あなたの内なる光が暗くならないよ

うに注意しなさい。 36もし、あなたのからだ全体が明る

くて、暗い部分が少しもなければ、ちょうど、あかりが

輝いてあなたを照す時のように、全身が明るくなるであ

ろう」。 37イエスが語っておられた時、あるパリサイ人

が、自分の家で食事をしていただきたいと申し出たので

、はいって食卓につかれた。 38ところが、食前にまず洗

うことをなさらなかったのを見て、そのパリサイ人が不

思議に思った。 39そこで主は彼に言われた、「いったい

、あなたがたパリサイ人は、杯や盆の外側をきよめるが

、あなたがたの内側は貪欲と邪悪とで満ちている。 40愚

かな者たちよ、外側を造ったかたは、また内側も造られ

たではないか。 41ただ、内側にあるものをきよめなさい

。そうすれば、いっさいがあなたがたにとって、清いも

のとなる。 42しかし、あなた方パリサイ人は、わざわい

である。はっか、うん香、あらゆる野菜などの十分の一

を宮に納めておりながら、義と神に対する愛とをなおざ

りにしている。それもなおざりにはできないが、これは

行わねばならない。 43あなたがたパリサイ人は、わざわ

いである。会堂の上席や広場での敬礼を好んでいる。 44

あなたがたは、わざわいである。人目につかない墓のよ

うなものである。その上を歩いても人々は気づかないで

いる」。 45ひとりの律法学者がイエスに答えて言った、

「先生、そんなことを言われるのは、わたしたちまでも

侮辱することです」。 46そこで言われた、「あなたがた

律法学者も、わざわいである。負い切れない重荷を人に

負わせながら、自分ではその荷に指一本でも触れようと

しない。 47あなたがたは、わざわいである。預言者たち

の碑を建てるが、しかし彼らを殺したのは、あなたがた

の先祖であったのだ。 48だから、あなたがたは、自分の

先祖のしわざに同意する証人なのだ。先祖が彼らを殺し

、あなたがたがその碑を建てるのだから。 49それゆえに

、『神の知恵』も言っている、『わたしは預言者と使徒

とを彼らにつかわすが、彼らはそのうちのある者を殺し

たり、迫害したりするであろう』。 50それで、アベルの

血から祭壇と神殿との間で殺されたザカリヤの血に至る

まで、世の初めから流されてきたすべての預言者の血に

ついて、この時代がその責任を問われる。 51そうだ、あ

なたがたに言っておく、この時代がその責任を問われる

であろう。 52あなたがた律法学者は、わざわいである。

知識のかぎを取りあげて、自分がはいらないばかりか、

はいろうとする人たちを妨げてきた」。 53イエスがそこ

を出て行かれると、律法学者やパリサイ人は、激しく詰

め寄り、いろいろな事を問いかけて、 54イエスの口から

何か言いがかりを得ようと、ねらいはじめた。

12その間に、おびただしい群衆が、互に踏み合うほど
に群がってきたが、イエスはまず弟子たちに語りは

じめられた、「パリサイ人のパン種、すなわち彼らの偽

善に気をつけなさい。 2おおいかぶされたもので、現れ

てこないものはなく、隠れているもので、知られてこな

いものはない。 3だから、あなたがたが暗やみで言った

ことは、なんでもみな明るみで聞かれ、密室で耳にささ

やいたことは、屋根の上で言いひろめられるであろう。

4そこでわたしの友であるあなたがたに言うが、からだ

を殺しても、そのあとでそれ以上なにもできない者ども

を恐れるな。 5恐るべき者がだれであるか、教えてあげ

よう。殺したあとで、更に地獄に投げ込む権威のあるか

たを恐れなさい。そうだ、あなたがたに言っておくが、

そのかたを恐れなさい。 (Geenna g1067) 6五羽のすずめは

二アサリオンで売られているではないか。しかも、その

一羽も神のみまえで忘れられてはいない。 7その上、あ

なたがたの頭の毛までも、みな数えられている。恐れる

ことはない。あなたがたは多くのすずめよりも、まさっ

た者である。 8そこで、あなたがたに言う。だれでも人

の前でわたしを受けいれる者を、人の子も神の使たちの

前で受けいれるであろう。 9しかし、人の前でわたしを

拒む者は、神の使たちの前で拒まれるであろう。 10また

、人の子に言い逆らう者はゆるされるであろうが、聖霊

をけがす者は、ゆるされることはない。 11あなたがたが

会堂や役人や高官の前へひっぱられて行った場合には、

何をどう弁明しようか、何を言おうかと心配しないがよ

い。 12言うべきことは、聖霊がその時に教えてくださる

からである」。 13群衆の中のひとりがイエスに言った、

「先生、わたしの兄弟に、遺産を分けてくれるようにお
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っしゃってください」。 14彼に言われた、「人よ、だれ

がわたしをあなたがたの裁判人または分配人に立てたの

か」。 15それから人々にむかって言われた、「あらゆる

貪欲に対してよくよく警戒しなさい。たといたくさんの

物を持っていても、人のいのちは、持ち物にはよらない

のである」。 16そこで一つの譬を語られた、「ある金持

の畑が豊作であった。 17そこで彼は心の中で、『どうし

ようか、わたしの作物をしまっておく所がないのだが』

と思いめぐらして 18言った、『こうしよう。わたしの倉

を取りこわし、もっと大きいのを建てて、そこに穀物や

食糧を全部しまい込もう。 19そして自分の魂に言おう。

たましいよ、おまえには長年分の食糧がたくさんたくわ

えてある。さあ安心せよ、食え、飲め、楽しめ』。 20す

ると神が彼に言われた、『愚かな者よ、あなたの魂は今

夜のうちにも取り去られるであろう。そしたら、あなた

が用意した物は、だれのものになるのか』。 21自分のた

めに宝を積んで神に対して富まない者は、これと同じで

ある」。 22それから弟子たちに言われた、「それだから

、あなたがたに言っておく。何を食べようかと、命のこ

とで思いわずらい、何を着ようかとからだのことで思い

わずらうな。 23命は食物にまさり、からだは着物にまさ

っている。 24からすのことを考えて見よ。まくことも、

刈ることもせず、また、納屋もなく倉もない。それだの

に、神は彼らを養っていて下さる。あなたがたは鳥より

も、はるかにすぐれているではないか。 25あなたがたの

うち、だれが思いわずらったからとて、自分の寿命をわ

ずかでも延ばすことができようか。 26そんな小さな事さ

えできないのに、どうしてほかのことを思いわずらうの

か。 27野の花のことを考えて見るがよい。紡ぎもせず、

織りもしない。しかし、あなたがたに言うが、栄華をき

わめた時のソロモンでさえ、この花の一つほどにも着飾

ってはいなかった。 28きょうは野にあって、あすは炉に

投げ入れられる草でさえ、神はこのように装って下さる

のなら、あなたがたに、それ以上よくしてくださらない

はずがあろうか。ああ、信仰の薄い者たちよ。 29あなた

がたも、何を食べ、何を飲もうかと、あくせくするな、

また気を使うな。 30これらのものは皆、この世の異邦人

が切に求めているものである。あなたがたの父は、これ

らのものがあなたがたに必要であることを、ご存じであ

る。 31ただ、御国を求めなさい。そうすれば、これらの

ものは添えて与えられるであろう。 32恐れるな、小さい

群れよ。御国を下さることは、あなたがたの父のみここ

ろなのである。 33自分の持ち物を売って、施しなさい。

自分のために古びることのない財布をつくり、盗人も近

寄らず、虫も食い破らない天に、尽きることのない宝を

たくわえなさい。 34あなたがたの宝のある所には、心も

あるからである。 35腰に帯をしめ、あかりをともしてい

なさい。 36主人が婚宴から帰ってきて戸をたたくとき、

すぐあけてあげようと待っている人のようにしていなさ

い。 37主人が帰ってきたとき、目を覚しているのを見ら

れる僕たちは、さいわいである。よく言っておく。主人

が帯をしめて僕たちを食卓につかせ、進み寄って給仕を

してくれるであろう。 38主人が夜中ごろ、あるいは夜明

けごろに帰ってきても、そうしているのを見られるなら

、その人たちはさいわいである。 39このことを、わきま

えているがよい。家の主人は、盗賊がいつごろ来るかわ

かっているなら、自分の家に押し入らせはしないであろ

う。 40あなたがたも用意していなさい。思いがけない時

に人の子が来るからである」。 41するとペテロが言った

、「主よ、この譬を話しておられるのはわたしたちのた

めなのですか。それとも、みんなの者のためなのですか

」。 42そこで主が言われた、「主人が、召使たちの上に

立てて、時に応じて定めの食事をそなえさせる忠実な思

慮深い家令は、いったいだれであろう。 43主人が帰って

きたとき、そのようにつとめているのを見られる僕は、

さいわいである。 44よく言っておくが、主人はその僕を

立てて自分の全財産を管理させるであろう。 45しかし、

もしその僕が、主人の帰りがおそいと心の中で思い、男

女の召使たちを打ちたたき、そして食べたり、飲んだり

して酔いはじめるならば、 46その僕の主人は思いがけな

い日、気がつかない時に帰って来るであろう。そして、

彼を厳罰に処して、不忠実なものたちと同じ目にあわせ

るであろう。 47主人のこころを知っていながら、それに

従って用意もせず勤めもしなかった僕は、多くむち打た

れるであろう。 48しかし、知らずに打たれるようなこと

をした者は、打たれ方が少ないだろう。多く与えられた

者からは多く求められ、多く任せられた者からは更に多

く要求されるのである。 49わたしは、火を地上に投じる

ためにきたのだ。火がすでに燃えていたならと、わたし

はどんなに願っていることか。 50しかし、わたしには受

けねばならないバプテスマがある。そして、それを受け

てしまうまでは、わたしはどんなにか苦しい思いをする

ことであろう。 51あなたがたは、わたしが平和をこの地

上にもたらすためにきたと思っているのか。あなたがた

に言っておく。そうではない。むしろ分裂である。 52と

いうのは、今から後は、一家の内で五人が相分れて、三

人はふたりに、ふたりは三人に対立し、 53また父は子に

、子は父に、母は娘に、娘は母に、しゅうとめは嫁に、

嫁はしゅうとめに、対立するであろう」。 54イエスはま

た群衆に対しても言われた、「あなたがたは、雲が西に

起るのを見るとすぐ、にわか雨がやって来る、と言う。

果してそのとおりになる。 55それから南風が吹くと、暑

つくなるだろう、と言う。果してそのとおりになる。 56

偽善者よ、あなたがたは天地の模様を見分けることを知

りながら、どうして今の時代を見分けることができない

のか。 57また、あなたがたは、なぜ正しいことを自分で

判断しないのか。 58たとえば、あなたを訴える人と一緒

に役人のところへ行くときには、途中でその人と和解す

るように努めるがよい。そうしないと、その人はあなた

を裁判官のところへひっぱって行き、裁判官はあなたを

獄吏に引き渡し、獄吏はあなたを獄に投げ込むであろう

。 59わたしは言って置く、最後の一レプタまでも支払っ

てしまうまでは、決してそこから出て来ることはできな

い」。

13ちょうどその時、ある人々がきて、ピラトがガリラ
ヤ人たちの血を流し、それを彼らの犠牲の血に混ぜ

たことを、イエスに知らせた。 2そこでイエスは答えて

言われた、「それらのガリラヤ人が、そのような災難に

あったからといって、他のすべてのガリラヤ人以上に罪

が深かったと思うのか。 3あなたがたに言うが、そうで

はない。あなたがたも悔い改めなければ、みな同じよう

に滅びるであろう。 4また、シロアムの塔が倒れたため

におし殺されたあの十八人は、エルサレムの他の全住民

以上に罪の負債があったと思うか。 5あなたがたに言う

が、そうではない。あなたがたも悔い改めなければ、み
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な同じように滅びるであろう」。 6それから、この譬を

語られた、「ある人が自分のぶどう園にいちじくの木を

植えて置いたので、実を捜しにきたが見つからなかった

。 7そこで園丁に言った、『わたしは三年間も実を求め

て、このいちじくの木のところにきたのだが、いまだに

見あたらない。その木を切り倒してしまえ。なんのため

に、土地をむだにふさがせて置くのか』。 8すると園丁

は答えて言った、『ご主人様、ことしも、そのままにし

て置いてください。そのまわりを掘って肥料をやって見

ますから。 9それで来年実がなりましたら結構です。も

しそれでもだめでしたら、切り倒してください』」。 10

安息日に、ある会堂で教えておられると、 11そこに十八

年間も病気の霊につかれ、かがんだままで、からだを伸

ばすことの全くできない女がいた。 12イエスはこの女を

見て、呼びよせ、「女よ、あなたの病気はなおった」と

言って、 13手をその上に置かれた。すると立ちどころに

、そのからだがまっすぐになり、そして神をたたえはじ

めた。 14ところが会堂司は、イエスが安息日に病気をい

やされたことを憤り、群衆にむかって言った、「働くべ

き日は六日ある。その間に、なおしてもらいにきなさい

。安息日にはいけない」。 15主はこれに答えて言われた

、「偽善者たちよ、あなたがたはだれでも、安息日であ

っても、自分の牛やろばを家畜小屋から解いて、水を飲

ませに引き出してやるではないか。 16それなら、十八年

間もサタンに縛られていた、アブラハムの娘であるこの

女を、安息日であっても、その束縛から解いてやるべき

ではなかったか」。 17こう言われたので、イエスに反対

していた人たちはみな恥じ入った。そして群衆はこぞっ

て、イエスがなされたすべてのすばらしいみわざを見て

喜んだ。 18そこで言われた、「神の国は何に似ているか

。またそれを何にたとえようか。 19一粒のからし種のよ

うなものである。ある人がそれを取って庭にまくと、育

って木となり、空の鳥もその枝に宿るようになる」。 20

また言われた、「神の国を何にたとえようか。 21パン種

のようなものである。女がそれを取って三斗の粉の中に

混ぜると、全体がふくらんでくる」。 22さてイエスは教

えながら町々村々を通り過ぎ、エルサレムへと旅を続け

られた。 23すると、ある人がイエスに、「主よ、救われ

る人は少ないのですか」と尋ねた。 24そこでイエスは人

々にむかって言われた、「狭い戸口からはいるように努

めなさい。事実、はいろうとしても、はいれない人が多

いのだから。 25家の主人が立って戸を閉じてしまってか

ら、あなたがたが外に立ち戸をたたき始めて、『ご主人

様、どうぞあけてください』と言っても、主人はそれに

答えて、『あなたがたがどこからきた人なのか、わたし

は知らない』と言うであろう。 26そのとき、『わたした

ちはあなたとご一緒に飲み食いしました。また、あなた

はわたしたちの大通りで教えてくださいました』と言い

出しても、 27彼は、『あなたがたがどこからきた人なの

か、わたしは知らない。悪事を働く者どもよ、みんな行

ってしまえ』と言うであろう。 28あなたがたは、アブラ

ハム、イサク、ヤコブやすべての預言者たちが、神の国

にはいっているのに、自分たちは外に投げ出されること

になれば、そこで泣き叫んだり、歯がみをしたりするで

あろう。 29それから人々が、東から西から、また南から

北からきて、神の国で宴会の席につくであろう。 30こう

してあとのもので先になるものがあり、また、先のもの

であとになるものもある」。 31ちょうどその時、あるパ

リサイ人たちが、イエスに近寄ってきて言った、「ここ

から出て行きなさい。ヘロデがあなたを殺そうとしてい

ます」。 32そこで彼らに言われた、「あのきつねのとこ

ろへ行ってこう言え、『見よ、わたしはきょうもあすも

悪霊を追い出し、また、病気をいやし、そして三日目に

わざを終えるであろう。 33しかし、きょうもあすも、ま

たその次の日も、わたしは進んで行かねばならない。預

言者がエルサレム以外の地で死ぬことは、あり得ないか

らである』。 34ああ、エルサレム、エルサレム、預言者

たちを殺し、おまえにつかわされた人々を石で打ち殺す

者よ。ちょうどめんどりが翼の下にひなを集めるように

、わたしはおまえの子らを幾たび集めようとしたことで

あろう。それだのに、おまえたちは応じようとしなかっ

た。 35見よ、おまえたちの家は見捨てられてしまう。わ

たしは言って置く、『主の名によってきたるものに、祝

福あれ』とおまえたちが言う時の来るまでは、再びわた

しに会うことはないであろう」。

14ある安息日のこと、食事をするために、あるパリサ
イ派のかしらの家にはいって行かれたが、人々はイ

エスの様子をうかがっていた。 2するとそこに、水腫を

わずらっている人が、みまえにいた。 3イエスは律法学

者やパリサイ人たちにむかって言われた、「安息日に人

をいやすのは、正しいことかどうか」。 4彼らは黙って

いた。そこでイエスはその人に手を置いていやしてやり

、そしてお帰しになった。 5それから彼らに言われた、

「あなたがたのうちで、自分のむすこか牛が井戸に落ち

込んだなら、安息日だからといって、すぐに引き上げて

やらない者がいるだろうか」。 6彼らはこれに対して返

す言葉がなかった。 7客に招かれた者たちが上座を選ん

でいる様子をごらんになって、彼らに一つの譬を語られ

た。 8「婚宴に招かれたときには、上座につくな。ある

いは、あなたよりも身分の高い人が招かれているかも知

れない。 9その場合、あなたとその人とを招いた者がき

て、『このかたに座を譲ってください』と言うであろう

。そのとき、あなたは恥じ入って末座につくことになる

であろう。 10むしろ、招かれた場合には、末座に行って

すわりなさい。そうすれば、招いてくれた人がきて、『

友よ、上座の方へお進みください』と言うであろう。そ

のとき、あなたは席を共にするみんなの前で、面目をほ

どこすことになるであろう。 11おおよそ、自分を高くす

る者は低くされ、自分を低くする者は高くされるであろ

う」。 12また、イエスは自分を招いた人に言われた、「

午餐または晩餐の席を設ける場合には、友人、兄弟、親

族、金持の隣り人などは呼ばぬがよい。恐らく彼らもあ

なたを招きかえし、それであなたは返礼を受けることに

なるから。 13むしろ、宴会を催す場合には、貧乏人、不

具者、足なえ、盲人などを招くがよい。 14そうすれば、

彼らは返礼ができないから、あなたはさいわいになるで

あろう。正しい人々の復活の際には、あなたは報いられ

るであろう」。 15列席者のひとりがこれを聞いてイエス

に「神の国で食事をする人は、さいわいです」と言った

。 16そこでイエスが言われた、「ある人が盛大な晩餐会

を催して、大ぜいの人を招いた。 17晩餐の時刻になった

ので、招いておいた人たちのもとに僕を送って、『さあ

、おいでください。もう準備ができましたから』と言わ

せた。 18ところが、みんな一様に断りはじめた。最初の

人は、『わたしは土地を買いましたので、行って見なけ
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ればなりません。どうぞ、おゆるしください』と言った

。 19ほかの人は、『わたしは五対の牛を買いましたので

、それをしらべに行くところです。どうぞ、おゆるしく

ださい』、 20もうひとりの人は、『わたしは妻をめとり

ましたので、参ることができません』と言った。 21僕は

帰ってきて、以上の事を主人に報告した。すると家の主

人はおこって僕に言った、『いますぐに、町の大通りや

小道へ行って、貧乏人、不具者、盲人、足なえなどを、

ここへ連れてきなさい』。 22僕は言った、『ご主人様、

仰せのとおりにいたしましたが、まだ席がございます』

。 23主人が僕に言った、『道やかきねのあたりに出て行

って、この家がいっぱいになるように、人々を無理やり

にひっぱってきなさい。 24あなたがたに言って置くが、

招かれた人で、わたしの晩餐にあずかる者はひとりもな

いであろう』」。 25大ぜいの群衆がついてきたので、イ

エスは彼らの方に向いて言われた、 26「だれでも、父、

母、妻、子、兄弟、姉妹、さらに自分の命までも捨てて

、わたしのもとに来るのでなければ、わたしの弟子とな

ることはできない。 27自分の十字架を負うてわたしにつ

いて来るものでなければ、わたしの弟子となることはで

きない。 28あなたがたのうちで、だれかが邸宅を建てよ

うと思うなら、それを仕上げるのに足りるだけの金を持

っているかどうかを見るため、まず、すわってその費用

を計算しないだろうか。 29そうしないと、土台をすえた

だけで完成することができず、見ているみんなの人が、

30『あの人は建てかけたが、仕上げができなかった』と

言ってあざ笑うようになろう。 31また、どんな王でも、

ほかの王と戦いを交えるために出て行く場合には、まず

座して、こちらの一万人をもって、二万人を率いて向か

って来る敵に対抗できるかどうか、考えて見ないだろう

か。 32もし自分の力にあまれば、敵がまだ遠くにいるう

ちに、使者を送って、和を求めるであろう。 33それと同

じように、あなたがたのうちで、自分の財産をことごと

く捨て切るものでなくては、わたしの弟子となることは

できない。 34塩は良いものだ。しかし、塩もききめがな

くなったら、何によって塩味が取りもどされようか。 35

土にも肥料にも役立たず、外に投げ捨てられてしまう。

聞く耳のあるものは聞くがよい」。

15さて、取税人や罪人たちが皆、イエスの話を聞こう
として近寄ってきた。 2するとパリサイ人や律法学

者たちがつぶやいて、「この人は罪人たちを迎えて一緒

に食事をしている」と言った。 3そこでイエスは彼らに

、この譬をお話しになった、 4「あなたがたのうちに、

百匹の羊を持っている者がいたとする。その一匹がいな

くなったら、九十九匹を野原に残しておいて、いなくな

った一匹を見つけるまでは捜し歩かないであろうか。 5

そして見つけたら、喜んでそれを自分の肩に乗せ、 6家

に帰ってきて友人や隣り人を呼び集め、『わたしと一緒

に喜んでください。いなくなった羊を見つけましたから

』と言うであろう。 7よく聞きなさい。それと同じよう

に、罪人がひとりでも悔い改めるなら、悔改めを必要と

しない九十九人の正しい人のためにもまさる大きいよろ

こびが、天にあるであろう。 8また、ある女が銀貨十枚

を持っていて、もしその一枚をなくしたとすれば、彼女

はあかりをつけて家中を掃き、それを見つけるまでは注

意深く捜さないであろうか。 9そして、見つけたなら、

女友だちや近所の女たちを呼び集めて、『わたしと一緒

に喜んでください。なくした銀貨が見つかりましたから

』と言うであろう。 10よく聞きなさい。それと同じよう

に、罪人がひとりでも悔い改めるなら、神の御使たちの

前でよろこびがあるであろう」。 11また言われた、「あ

る人に、ふたりのむすこがあった。 12ところが、弟が父

親に言った、『父よ、あなたの財産のうちでわたしがい

ただく分をください』。そこで、父はその身代をふたり

に分けてやった。 13それから幾日もたたないうちに、弟

は自分のものを全部とりまとめて遠い所へ行き、そこで

放蕩に身を持ちくずして財産を使い果した。 14何もかも

浪費してしまったのち、その地方にひどいききんがあっ

たので、彼は食べることにも窮しはじめた。 15そこで、

その地方のある住民のところに行って身を寄せたところ

が、その人は彼を畑にやって豚を飼わせた。 16彼は、豚

の食べるいなご豆で腹を満たしたいと思うほどであった

が、何もくれる人はなかった。 17そこで彼は本心に立ち

かえって言った、『父のところには食物のあり余ってい

る雇人が大ぜいいるのに、わたしはここで飢えて死のう

としている。 18立って、父のところへ帰って、こう言お

う、父よ、わたしは天に対しても、あなたにむかっても

、罪を犯しました。 19もう、あなたのむすこと呼ばれる

資格はありません。どうぞ、雇人のひとり同様にしてく

ださい』。 20そこで立って、父のところへ出かけた。ま

だ遠く離れていたのに、父は彼をみとめ、哀れに思って

走り寄り、その首をだいて接吻した。 21むすこは父に言

った、『父よ、わたしは天に対しても、あなたにむかっ

ても、罪を犯しました。もうあなたのむすこと呼ばれる

資格はありません』。 22しかし父は僕たちに言いつけた

、『さあ、早く、最上の着物を出してきてこの子に着せ

、指輪を手にはめ、はきものを足にはかせなさい。 23ま

た、肥えた子牛を引いてきてほふりなさい。食べて楽し

もうではないか。 24このむすこが死んでいたのに生き返

り、いなくなっていたのに見つかったのだから』。それ

から祝宴がはじまった。 25ところが、兄は畑にいたが、

帰ってきて家に近づくと、音楽や踊りの音が聞えたので

、 26ひとりの僕を呼んで、『いったい、これは何事なの

か』と尋ねた。 27僕は答えた、『あなたのご兄弟がお帰

りになりました。無事に迎えたというので、父上が肥え

た子牛をほふらせなさったのです』。 28兄はおこって家

にはいろうとしなかったので、父が出てきてなだめると

、 29兄は父にむかって言った、『わたしは何か年もあな

たに仕えて、一度でもあなたの言いつけにそむいたこと

はなかったのに、友だちと楽しむために子やぎ一匹も下

さったことはありません。 30それだのに、遊女どもと一

緒になって、あなたの身代を食いつぶしたこのあなたの

子が帰ってくると、そのために肥えた子牛をほふりなさ

いました』。 31すると父は言った、『子よ、あなたはい

つもわたしと一緒にいるし、またわたしのものは全部あ

なたのものだ。 32しかし、このあなたの弟は、死んでい

たのに生き返り、いなくなっていたのに見つかったのだ

から、喜び祝うのはあたりまえである』」。

16イエスはまた、弟子たちに言われた、「ある金持の
ところにひとりの家令がいたが、彼は主人の財産を

浪費していると、告げ口をする者があった。 2そこで主

人は彼を呼んで言った、『あなたについて聞いているこ

とがあるが、あれはどうなのか。あなたの会計報告を出

しなさい。もう家令をさせて置くわけにはいかないから
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』。 3この家令は心の中で思った、『どうしようか。主

人がわたしの職を取り上げようとしている。土を掘るに

は力がないし、物ごいするのは恥ずかしい。 4そうだ、

わかった。こうしておけば、職をやめさせられる場合、

人々がわたしをその家に迎えてくれるだろう』。 5それ

から彼は、主人の負債者をひとりびとり呼び出して、初

めの人に、『あなたは、わたしの主人にどれだけ負債が

ありますか』と尋ねた。 6『油百樽です』と答えた。そ

こで家令が言った、『ここにあなたの証書がある。すぐ

そこにすわって、五十樽と書き変えなさい』。 7次に、

もうひとりに、『あなたの負債はどれだけですか』と尋

ねると、『麦百石です』と答えた。これに対して、『こ

こに、あなたの証書があるが、八十石と書き変えなさい

』と言った。 8ところが主人は、この不正な家令の利口

なやり方をほめた。この世の子らはその時代に対しては

、光の子らよりも利口である。 (aiōn g165) 9またあなたが

たに言うが、不正の富を用いてでも、自分のために友だ

ちをつくるがよい。そうすれば、富が無くなった場合、

あなたがたを永遠のすまいに迎えてくれるであろう。

(aiōnios g166) 10小事に忠実な人は、大事にも忠実である。

そして、小事に不忠実な人は大事にも不忠実である。 11

だから、もしあなたがたが不正の富について忠実でなか

ったら、だれが真の富を任せるだろうか。 12また、もし

ほかの人のものについて忠実でなかったら、だれがあな

たがたのものを与えてくれようか。 13どの僕でも、ふた

りの主人に兼ね仕えることはできない。一方を憎んで他

方を愛し、あるいは、一方に親しんで他方をうとんじる

からである。あなたがたは、神と富とに兼ね仕えること

はできない」。 14欲の深いパリサイ人たちが、すべてこ

れらの言葉を聞いて、イエスをあざ笑った。 15そこで彼

らにむかって言われた、「あなたがたは、人々の前で自

分を正しいとする人たちである。しかし、神はあなたが

たの心をご存じである。人々の間で尊ばれるものは、神

のみまえでは忌みきらわれる。 16律法と預言者とはヨハ

ネの時までのものである。それ以来、神の国が宣べ伝え

られ、人々は皆これに突入している。 17しかし、律法の

一画が落ちるよりは、天地の滅びる方が、もっとたやす

い。 18すべて自分の妻を出して他の女をめとる者は、姦

淫を行うものであり、また、夫から出された女をめとる

者も、姦淫を行うものである。 19ある金持がいた。彼は

紫の衣や細布を着て、毎日ぜいたくに遊び暮していた。

20ところが、ラザロという貧乏人が全身でき物でおおわ

れて、この金持の玄関の前にすわり、 21その食卓から落

ちるもので飢えをしのごうと望んでいた。その上、犬が

きて彼のでき物をなめていた。 22この貧乏人がついに死

に、御使たちに連れられてアブラハムのふところに送ら

れた。金持も死んで葬られた。 23そして黄泉にいて苦し

みながら、目をあげると、アブラハムとそのふところに

いるラザロとが、はるかに見えた。 (Hadēs g86) 24そこで

声をあげて言った、『父、アブラハムよ、わたしをあわ

れんでください。ラザロをおつかわしになって、その指

先を水でぬらし、わたしの舌を冷やさせてください。わ

たしはこの火炎の中で苦しみもだえています』。 25アブ

ラハムが言った、『子よ、思い出すがよい。あなたは生

前よいものを受け、ラザロの方は悪いものを受けた。し

かし今ここでは、彼は慰められ、あなたは苦しみもだえ

ている。 26そればかりか、わたしたちとあなたがたとの

間には大きな淵がおいてあって、こちらからあなたがた

の方へ渡ろうと思ってもできないし、そちらからわたし

たちの方へ越えて来ることもできない』。 27そこで金持

が言った、『父よ、ではお願いします。わたしの父の家

へラザロをつかわしてください。 28わたしに五人の兄弟

がいますので、こんな苦しい所へ来ることがないように

、彼らに警告していただきたいのです』。 29アブラハム

は言った、『彼らにはモーセと預言者とがある。それに

聞くがよかろう』。 30金持が言った、『いえいえ、父ア

ブラハムよ、もし死人の中からだれかが兄弟たちのとこ

ろへ行ってくれましたら、彼らは悔い改めるでしょう』

。 31アブラハムは言った、『もし彼らがモーセと預言者

とに耳を傾けないなら、死人の中からよみがえってくる

者があっても、彼らはその勧めを聞き入れはしないであ

ろう』」。

17イエスは弟子たちに言われた、「罪の誘惑が来るこ
とは避けられない。しかし、それをきたらせる者は

、わざわいである。 2これらの小さい者のひとりを罪に

誘惑するよりは、むしろ、ひきうすを首にかけられて海

に投げ入れられた方が、ましである。 3あなたがたは、

自分で注意していなさい。もしあなたの兄弟が罪を犯す

なら、彼をいさめなさい。そして悔い改めたら、ゆるし

てやりなさい。 4もしあなたに対して一日に七度罪を犯

し、そして七度『悔い改めます』と言ってあなたのとこ

ろへ帰ってくれば、ゆるしてやるがよい」。 5使徒たち

は主に「わたしたちの信仰を増してください」と言った

。 6そこで主が言われた、「もし、からし種一粒ほどの

信仰があるなら、この桑の木に、『抜け出して海に植わ

れ』と言ったとしても、その言葉どおりになるであろう

。 7あなたがたのうちのだれかに、耕作か牧畜かをする

僕があるとする。その僕が畑から帰って来たとき、彼に

『すぐきて、食卓につきなさい』と言うだろうか。 8か

えって、『夕食の用意をしてくれ。そしてわたしが飲み

食いをするあいだ、帯をしめて給仕をしなさい。そのあ

とで、飲み食いをするがよい』と、言うではないか。 9

僕が命じられたことをしたからといって、主人は彼に感

謝するだろうか。 10同様にあなたがたも、命じられたこ

とを皆してしまったとき、『わたしたちはふつつかな僕

です。すべき事をしたに過ぎません』と言いなさい」。

11イエスはエルサレムへ行かれるとき、サマリヤとガリ

ラヤとの間を通られた。 12そして、ある村にはいられる

と、十人のらい病人に出会われたが、彼らは遠くの方で

立ちとどまり、 13声を張りあげて、「イエスさま、わた

したちをあわれんでください」と言った。 14イエスは彼

らをごらんになって、「祭司たちのところに行って、か

らだを見せなさい」と言われた。そして、行く途中で彼

らはきよめられた。 15そのうちのひとりは、自分がいや

されたことを知り、大声で神をほめたたえながら帰って

きて、 16イエスの足もとにひれ伏して感謝した。これは

サマリヤ人であった。 17イエスは彼にむかって言われた

、「きよめられたのは、十人ではなかったか。ほかの九

人は、どこにいるのか。 18神をほめたたえるために帰っ

てきたものは、この他国人のほかにはいないのか」。 19

それから、その人に言われた、「立って行きなさい。あ

なたの信仰があなたを救ったのだ」。 20神の国はいつ来

るのかと、パリサイ人が尋ねたので、イエスは答えて言

われた、「神の国は、見られるかたちで来るものではな

い。 21また『見よ、ここにある』『あそこにある』など
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とも言えない。神の国は、実にあなたがたのただ中にあ

るのだ」。 22それから弟子たちに言われた、「あなたが

たは、人の子の日を一日でも見たいと願っても見ること

ができない時が来るであろう。 23人々はあなたがたに、

『見よ、あそこに』『見よ、ここに』と言うだろう。し

かし、そちらへ行くな、彼らのあとを追うな。 24いなず

まが天の端からひかり出て天の端へとひらめき渡るよう

に、人の子もその日には同じようであるだろう。 25しか

し、彼はまず多くの苦しみを受け、またこの時代の人々

に捨てられねばならない。 26そして、ノアの時にあった

ように、人の子の時にも同様なことが起るであろう。 27

ノアが箱舟にはいる日まで、人々は食い、飲み、めとり

、とつぎなどしていたが、そこへ洪水が襲ってきて、彼

らをことごとく滅ぼした。 28ロトの時にも同じようなこ

とが起った。人々は食い、飲み、買い、売り、植え、建

てなどしていたが、 29ロトがソドムから出て行った日に

、天から火と硫黄とが降ってきて、彼らをことごとく滅

ぼした。 30人の子が現れる日も、ちょうどそれと同様で

あろう。 31その日には、屋上にいる者は、自分の持ち物

が家の中にあっても、取りにおりるな。畑にいる者も同

じように、あとへもどるな。 32ロトの妻のことを思い出

しなさい。 33自分の命を救おうとするものは、それを失

い、それを失うものは、保つのである。 34あなたがたに

言っておく。その夜、ふたりの男が一つ寝床にいるなら

ば、ひとりは取り去られ、他のひとりは残されるであろ

う。 35ふたりの女が一緒にうすをひいているならば、ひ

とりは取り去られ、他のひとりは残されるであろう。〔

36ふたりの男が畑におれば、ひとりは取り去られ、他の

ひとりは残されるであろう〕」。 37弟子たちは「主よ、

それはどこであるのですか」と尋ねた。するとイエスは

言われた、「死体のある所には、またはげたかが集まる

ものである」。

18また、イエスは失望せずに常に祈るべきことを、人
々に譬で教えられた。 2「ある町に、神を恐れず、

人を人とも思わぬ裁判官がいた。 3ところが、その同じ

町にひとりのやもめがいて、彼のもとにたびたびきて、

『どうぞ、わたしを訴える者をさばいて、わたしを守っ

てください』と願いつづけた。 4彼はしばらくの間きき

入れないでいたが、そののち、心のうちで考えた、『わ

たしは神をも恐れず、人を人とも思わないが、 5このや

もめがわたしに面倒をかけるから、彼女のためになる裁

判をしてやろう。そうしたら、絶えずやってきてわたし

を悩ますことがなくなるだろう』」。 6そこで主は言わ

れた、「この不義な裁判官の言っていることを聞いたか

。 7まして神は、日夜叫び求める選民のために、正しい

さばきをしてくださらずに長い間そのままにしておかれ

ることがあろうか。 8あなたがたに言っておくが、神は

すみやかにさばいてくださるであろう。しかし、人の子

が来るとき、地上に信仰が見られるであろうか」。 9自

分を義人だと自任して他人を見下げている人たちに対し

て、イエスはまたこの譬をお話しになった。 10「ふたり

の人が祈るために宮に上った。そのひとりはパリサイ人

であり、もうひとりは取税人であった。 11パリサイ人は

立って、ひとりでこう祈った、『神よ、わたしはほかの

人たちのような貪欲な者、不正な者、姦淫をする者では

なく、また、この取税人のような人間でもないことを感

謝します。 12わたしは一週に二度断食しており、全収入

の十分の一をささげています』。 13ところが、取税人は

遠く離れて立ち、目を天にむけようともしないで、胸を

打ちながら言った、『神様、罪人のわたしをおゆるしく

ださい』と。 14あなたがたに言っておく。神に義とされ

て自分の家に帰ったのは、この取税人であって、あのパ

リサイ人ではなかった。おおよそ、自分を高くする者は

低くされ、自分を低くする者は高くされるであろう」。

15イエスにさわっていただくために、人々が幼な子らを

みもとに連れてきた。ところが、弟子たちはそれを見て

、彼らをたしなめた。 16するとイエスは幼な子らを呼び

寄せて言われた、「幼な子らをわたしのところに来るま

まにしておきなさい、止めてはならない。神の国はこの

ような者の国である。 17よく聞いておくがよい。だれで

も幼な子のように神の国を受けいれる者でなければ、そ

こにはいることは決してできない」。 18また、ある役人

がイエスに尋ねた、「よき師よ、何をしたら永遠の生命

が受けられましょうか」。 (aiōnios g166) 19イエスは言わ

れた、「なぜわたしをよき者と言うのか。神ひとりのほ

かによい者はいない。 20いましめはあなたの知っている

とおりである、『姦淫するな、殺すな、盗むな、偽証を

立てるな、父と母とを敬え』」。 21すると彼は言った、

「それらのことはみな、小さい時から守っております」

。 22イエスはこれを聞いて言われた、「あなたのする事

がまだ一つ残っている。持っているものをみな売り払っ

て、貧しい人々に分けてやりなさい。そうすれば、天に

宝を持つようになろう。そして、わたしに従ってきなさ

い」。 23彼はこの言葉を聞いて非常に悲しんだ。大金持

であったからである。 24イエスは彼の様子を見て言われ

た、「財産のある者が神の国にはいるのはなんとむずか

しいことであろう。 25富んでいる者が神の国にはいるよ

りは、らくだが針の穴を通る方が、もっとやさしい」。

26これを聞いた人々が、「それでは、だれが救われるこ

とができるのですか」と尋ねると、 27イエスは言われた

、「人にはできない事も、神にはできる」。 28ペテロが

言った、「ごらんなさい、わたしたちは自分のものを捨

てて、あなたに従いました」。 29イエスは言われた、「

よく聞いておくがよい。だれでも神の国のために、家、

妻、兄弟、両親、子を捨てた者は、 30必ずこの時代では

その幾倍もを受け、また、きたるべき世では永遠の生命

を受けるのである」。 (aiōn g165, aiōnios g166) 31イエスは十

二弟子を呼び寄せて言われた、「見よ、わたしたちはエ

ルサレムへ上って行くが、人の子について預言者たちが

しるしたことは、すべて成就するであろう。 32人の子は

異邦人に引きわたされ、あざけられ、はずかしめを受け

、つばきをかけられ、 33また、むち打たれてから、つい

に殺され、そして三日目によみがえるであろう」。 34弟

子たちには、これらのことが何一つわからなかった。こ

の言葉が彼らに隠されていたので、イエスの言われた事

が理解できなかった。 35イエスがエリコに近づかれたと

き、ある盲人が道ばたにすわって、物ごいをしていた。

36群衆が通り過ぎる音を耳にして、彼は何事があるのか

と尋ねた。 37ところが、ナザレのイエスがお通りなのだ

と聞かされたので、 38声をあげて、「ダビデの子イエス

よ、わたしをあわれんで下さい」と言った。 39先頭に立

つ人々が彼をしかって黙らせようとしたが、彼はますま

す激しく叫びつづけた、「ダビデの子よ、わたしをあわ

れんで下さい」。 40そこでイエスは立ちどまって、その

者を連れて来るように、とお命じになった。彼が近づい
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たとき、 41「わたしに何をしてほしいのか」とおたずね

になると、「主よ、見えるようになることです」と答え

た。 42そこでイエスは言われた、「見えるようになれ。

あなたの信仰があなたを救った」。 43すると彼は、たち

まち見えるようになった。そして神をあがめながらイエ

スに従って行った。これを見て、人々はみな神をさんび

した。

19さて、イエスはエリコにはいって、その町をお通り
になった。 2ところが、そこにザアカイという名の

人がいた。この人は取税人のかしらで、金持であった。

3彼は、イエスがどんな人か見たいと思っていたが、背

が低かったので、群衆にさえぎられて見ることができな

かった。 4それでイエスを見るために、前の方に走って

行って、いちじく桑の木に登った。そこを通られるとこ

ろだったからである。 5イエスは、その場所にこられた

とき、上を見あげて言われた、「ザアカイよ、急いで下

りてきなさい。きょう、あなたの家に泊まることにして

いるから」。 6そこでザアカイは急いでおりてきて、よ

ろこんでイエスを迎え入れた。 7人々はみな、これを見

てつぶやき、「彼は罪人の家にはいって客となった」と

言った。 8ザアカイは立って主に言った、「主よ、わた

しは誓って自分の財産の半分を貧民に施します。また、

もしだれかから不正な取立てをしていましたら、それを

四倍にして返します」。 9イエスは彼に言われた、「き

ょう、救がこの家にきた。この人もアブラハムの子なの

だから。 10人の子がきたのは、失われたものを尋ね出し

て救うためである」。 11人々がこれらの言葉を聞いてい

るときに、イエスはなお一つの譬をお話しになった。そ

れはエルサレムに近づいてこられたし、また人々が神の

国はたちまち現れると思っていたためである。 12それで

言われた、「ある身分の高い人が、王位を受けて帰って

くるために遠い所へ旅立つことになった。 13そこで十人

の僕を呼び十ミナを渡して言った、『わたしが帰って来

るまで、これで商売をしなさい』。 14ところが、本国の

住民は彼を憎んでいたので、あとから使者をおくって、

『この人が王になるのをわれわれは望んでいない』と言

わせた。 15さて、彼が王位を受けて帰ってきたとき、だ

れがどんなもうけをしたかを知ろうとして、金を渡して

おいた僕たちを呼んでこさせた。 16最初の者が進み出て

言った、『ご主人様、あなたの一ミナで十ミナをもうけ

ました』。 17主人は言った、『よい僕よ、うまくやった

。あなたは小さい事に忠実であったから、十の町を支配

させる』。 18次の者がきて言った、『ご主人様、あなた

の一ミナで五ミナをつくりました』。 19そこでこの者に

も、『では、あなたは五つの町のかしらになれ』と言っ

た。 20それから、もうひとりの者がきて言った、『ご主

人様、さあ、ここにあなたの一ミナがあります。わたし

はそれをふくさに包んで、しまっておきました。 21あな

たはきびしい方で、おあずけにならなかったものを取り

たて、おまきにならなかったものを刈る人なので、おそ

ろしかったのです』。 22彼に言った、『悪い僕よ、わた

しはあなたの言ったその言葉であなたをさばこう。わた

しがきびしくて、あずけなかったものを取りたて、まか

なかったものを刈る人間だと、知っているのか。 23では

、なぜわたしの金を銀行に入れなかったのか。そうすれ

ば、わたしが帰ってきたとき、その金を利子と一緒に引

き出したであろうに』。 24そして、そばに立っていた人

々に、『その一ミナを彼から取り上げて、十ミナを持っ

ている者に与えなさい』と言った。 25彼らは言った、『

ご主人様、あの人は既に十ミナを持っています』。 26『

あなたがたに言うが、おおよそ持っている人には、なお

与えられ、持っていない人からは、持っているものまで

も取り上げられるであろう。 27しかしわたしが王になる

ことを好まなかったあの敵どもを、ここにひっぱってき

て、わたしの前で打ち殺せ』」。 28イエスはこれらのこ

とを言ったのち、先頭に立ち、エルサレムへ上って行か

れた。 29そしてオリブという山に沿ったベテパゲとベタ

ニヤに近づかれたとき、ふたりの弟子をつかわして言わ

れた、 30「向こうの村へ行きなさい。そこにはいったら

、まだだれも乗ったことのないろばの子がつないである

のを見るであろう。それを解いて、引いてきなさい。 31

もしだれかが『なぜ解くのか』と問うたら、『主がお入

り用なのです』と、そう言いなさい」。 32そこで、つか

わされた者たちが行って見ると、果して、言われたとお

りであった。 33彼らが、そのろばの子を解いていると、

その持ち主たちが、「なぜろばの子を解くのか」と言っ

たので、 34「主がお入り用なのです」と答えた。 35そ

してそれをイエスのところに引いてきて、その子ろばの

上に自分たちの上着をかけてイエスをお乗せした。 36そ

して進んで行かれると、人々は自分たちの上着を道に敷

いた。 37いよいよオリブ山の下り道あたりに近づかれる

と、大ぜいの弟子たちはみな喜んで、彼らが見たすべて

の力あるみわざについて、声高らかに神をさんびして言

いはじめた、 38「主の御名によってきたる王に、祝福あ

れ。天には平和、いと高きところには栄光あれ」。 39と

ころが、群衆の中にいたあるパリサイ人たちがイエスに

言った、「先生、あなたの弟子たちをおしかり下さい」

。 40答えて言われた、「あなたがたに言うが、もしこの

人たちが黙れば、石が叫ぶであろう」。 41いよいよ都の

近くにきて、それが見えたとき、そのために泣いて言わ

れた、 42「もしおまえも、この日に、平和をもたらす道

を知ってさえいたら……しかし、それは今おまえの目に

隠されている。 43いつかは、敵が周囲に塁を築き、おま

えを取りかこんで、四方から押し迫り、 44おまえとその

内にいる子らとを地に打ち倒し、城内の一つの石も他の

石の上に残して置かない日が来るであろう。それは、お

まえが神のおとずれの時を知らないでいたからである」

。 45それから宮にはいり、商売人たちを追い出しはじめ

て、 46彼らに言われた、「『わが家は祈の家であるべき

だ』と書いてあるのに、あなたがたはそれを盗賊の巣に

してしまった」。 47イエスは毎日、宮で教えておられた

。祭司長、律法学者また民衆の重立った者たちはイエス

を殺そうと思っていたが、 48民衆がみな熱心にイエスに

耳を傾けていたので、手のくだしようがなかった。

20ある日、イエスが宮で人々に教え、福音を宣べてお
られると、祭司長や律法学者たちが、長老たちと共

に近寄ってきて、 2イエスに言った、「何の権威によっ

てこれらの事をするのですか。そうする権威をあなたに

与えたのはだれですか、わたしたちに言ってください」

。 3そこで、イエスは答えて言われた、「わたしも、ひ

と言たずねよう。それに答えてほしい。 4ヨハネのバプ

テスマは、天からであったか、人からであったか」。 5

彼らは互に論じて言った、「もし天からだと言えば、で

は、なぜ彼を信じなかったのか、とイエスは言うだろう
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。 6しかし、もし人からだと言えば、民衆はみな、ヨハ

ネを預言者だと信じているから、わたしたちを石で打つ

だろう」。 7それで彼らは「どこからか、知りません」

と答えた。 8イエスはこれに対して言われた、「わたし

も何の権威によってこれらの事をするのか、あなたがた

に言うまい」。 9そこでイエスは次の譬を民衆に語り出

された、「ある人がぶどう園を造って農夫たちに貸し、

長い旅に出た。 10季節になったので、農夫たちのところ

へ、ひとりの僕を送って、ぶどう園の収穫の分け前を出

させようとした。ところが、農夫たちは、その僕を袋だ

たきにし、から手で帰らせた。 11そこで彼はもうひとり

の僕を送った。彼らはその僕も袋だたきにし、侮辱を加

えて、から手で帰らせた。 12そこで更に三人目の者を送

ったが、彼らはこの者も、傷を負わせて追い出した。 13

ぶどう園の主人は言った、『どうしようか。そうだ、わ

たしの愛子をつかわそう。これなら、たぶん敬ってくれ

るだろう』。 14ところが、農夫たちは彼を見ると、『あ

れはあと取りだ。あれを殺してしまおう。そうしたら、

その財産はわれわれのものになるのだ』と互に話し合い

、 15彼をぶどう園の外に追い出して殺した。そのさい、

ぶどう園の主人は、彼らをどうするだろうか。 16彼は出

てきて、この農夫たちを殺し、ぶどう園を他の人々に与

えるであろう」。人々はこれを聞いて、「そんなことが

あってはなりません」と言った。 17そこで、イエスは彼

らを見つめて言われた、「それでは、『家造りらの捨て

た石が隅のかしら石になった』と書いてあるのは、どう

いうことか。 18すべてその石の上に落ちる者は打ち砕か

れ、それがだれかの上に落ちかかるなら、その人はこな

みじんにされるであろう」。 19このとき、律法学者たち

や祭司長たちはイエスに手をかけようと思ったが、民衆

を恐れた。いまの譬が自分たちに当てて語られたのだと

、悟ったからである。 20そこで、彼らは機会をうかがい

、義人を装うまわし者どもを送って、イエスを総督の支

配と権威とに引き渡すため、その言葉じりを捕えさせよ

うとした。 21彼らは尋ねて言った、「先生、わたしたち

は、あなたの語り教えられることが正しく、また、あな

たは分け隔てをなさらず、真理に基いて神の道を教えて

おられることを、承知しています。 22ところで、カイザ

ルに貢を納めてよいでしょうか、いけないでしょうか」

。 23イエスは彼らの悪巧みを見破って言われた、 24「

デナリを見せなさい。それにあるのは、だれの肖像、だ

れの記号なのか」。「カイザルのです」と、彼らが答え

た。 25するとイエスは彼らに言われた、「それなら、カ

イザルのものはカイザルに、神のものは神に返しなさい

」。 26そこで彼らは、民衆の前でイエスの言葉じりを捕

えることができず、その答に驚嘆して、黙ってしまった

。 27復活ということはないと言い張っていたサドカイ人

のある者たちが、イエスに近寄ってきて質問した、 28「

先生、モーセは、わたしたちのためにこう書いています

、『もしある人の兄が妻をめとり、子がなくて死んだな

ら、弟はこの女をめとって、兄のために子をもうけねば

ならない』。 29ところで、ここに七人の兄弟がいました

。長男は妻をめとりましたが、子がなくて死に、 30そし

て次男、三男と、次々に、その女をめとり、 31七人とも

同様に、子をもうけずに死にました。 32のちに、その女

も死にました。 33さて、復活の時には、この女は七人の

うち、だれの妻になるのですか。七人とも彼女を妻にし

たのですが」。 34イエスは彼らに言われた、「この世の

子らは、めとったり、とついだりするが、 (aiōn g165) 35

かの世にはいって死人からの復活にあずかるにふさわし

い者たちは、めとったり、とついだりすることはない。

(aiōn g165) 36彼らは天使に等しいものであり、また復活に

あずかるゆえに、神の子でもあるので、もう死ぬことは

あり得ないからである。 37死人がよみがえることは、モ

ーセも柴の篇で、主を『アブラハムの神、イサクの神、

ヤコブの神』と呼んで、これを示した。 38神は死んだ者

の神ではなく、生きている者の神である。人はみな神に

生きるものだからである」。 39律法学者のうちのある人

々が答えて言った、「先生、仰せのとおりです」。 40彼

らはそれ以上何もあえて問いかけようとしなかった。 41

イエスは彼らに言われた、「どうして人々はキリストを

ダビデの子だと言うのか。 42ダビデ自身が詩篇の中で言

っている、『主はわが主に仰せになった、 43あなたの敵

をあなたの足台とする時までは、わたしの右に座してい

なさい』。 44このように、ダビデはキリストを主と呼ん

でいる。それなら、どうしてキリストはダビデの子であ

ろうか」。 45民衆がみな聞いているとき、イエスは弟子

たちに言われた、 46「律法学者に気をつけなさい。彼ら

は長い衣を着て歩くのを好み、広場での敬礼や会堂の上

席や宴会の上座をよろこび、 47やもめたちの家を食い倒

し、見えのために長い祈をする。彼らはもっときびしい

さばきを受けるであろう」。

21イエスは目をあげて、金持たちがさいせん箱に献金
を投げ入れるのを見られ、 2また、ある貧しいやも

めが、レプタ二つを入れるのを見て 3言われた、「よく

聞きなさい。あの貧しいやもめはだれよりもたくさん入

れたのだ。 4これらの人たちはみな、ありあまる中から

献金を投げ入れたが、あの婦人は、その乏しい中から、

持っている生活費全部を入れたからである」。 5ある人

々が、見事な石と奉納物とで宮が飾られていることを話

していたので、イエスは言われた、 6「あなたがたはこ

れらのものをながめているが、その石一つでもくずされ

ずに、他の石の上に残ることもなくなる日が、来るであ

ろう」。 7そこで彼らはたずねた、「先生、では、いつ

そんなことが起るのでしょうか。またそんなことが起る

ような場合には、どんな前兆がありますか」。 8イエス

が言われた、「あなたがたは、惑わされないように気を

つけなさい。多くの者がわたしの名を名のって現れ、自

分がそれだとか、時が近づいたとか、言うであろう。彼

らについて行くな。 9戦争と騒乱とのうわさを聞くとき

にも、おじ恐れるな。こうしたことはまず起らねばなら

ないが、終りはすぐにはこない」。 10それから彼らに言

われた、「民は民に、国は国に敵対して立ち上がるであ

ろう。 11また大地震があり、あちこちに疫病やききんが

起り、いろいろ恐ろしいことや天からの物すごい前兆が

あるであろう。 12しかし、これらのあらゆる出来事のあ

る前に、人々はあなたがたに手をかけて迫害をし、会堂

や獄に引き渡し、わたしの名のゆえに王や総督の前にひ

っぱって行くであろう。 13それは、あなたがたがあかし

をする機会となるであろう。 14だから、どう答弁しよう

かと、前もって考えておかないことに心を決めなさい。

15あなたの反対者のだれもが抗弁も否定もできないよう

な言葉と知恵とを、わたしが授けるから。 16しかし、あ

なたがたは両親、兄弟、親族、友人にさえ裏切られるで

あろう。また、あなたがたの中で殺されるものもあろう
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。 17また、わたしの名のゆえにすべての人に憎まれるで

あろう。 18しかし、あなたがたの髪の毛一すじでも失わ

れることはない。 19あなたがたは耐え忍ぶことによって

、自分の魂をかち取るであろう。 20エルサレムが軍隊に

包囲されるのを見たならば、そのときは、その滅亡が近

づいたとさとりなさい。 21そのとき、ユダヤにいる人々

は山へ逃げよ。市中にいる者は、そこから出て行くがよ

い。また、いなかにいる者は市内にはいってはいけない

。 22それは、聖書にしるされたすべての事が実現する刑

罰の日であるからだ。 23その日には、身重の女と乳飲み

子をもつ女とは、不幸である。地上には大きな苦難があ

り、この民にはみ怒りが臨み、 24彼らはつるぎの刃に倒

れ、また捕えられて諸国へ引きゆかれるであろう。そし

てエルサレムは、異邦人の時期が満ちるまで、彼らに踏

みにじられているであろう。 25また日と月と星とに、し

るしが現れるであろう。そして、地上では、諸国民が悩

み、海と大波とのとどろきにおじ惑い、 26人々は世界に

起ろうとする事を思い、恐怖と不安で気絶するであろう

。もろもろの天体が揺り動かされるからである。 27その

とき、大いなる力と栄光とをもって、人の子が雲に乗っ

て来るのを、人々は見るであろう。 28これらの事が起り

はじめたら、身を起し頭をもたげなさい。あなたがたの

救が近づいているのだから」。 29それから一つの譬を話

された、「いちじくの木を、またすべての木を見なさい

。 30はや芽を出せば、あなたがたはそれを見て、夏がす

でに近いと、自分で気づくのである。 31このようにあな

たがたも、これらの事が起るのを見たなら、神の国が近

いのだとさとりなさい。 32よく聞いておきなさい。これ

らの事が、ことごとく起るまでは、この時代は滅びるこ

とがない。 33天地は滅びるであろう。しかしわたしの言

葉は決して滅びることがない。 34あなたがたが放縦や、

泥酔や、世の煩いのために心が鈍っているうちに、思い

がけないとき、その日がわなのようにあなたがたを捕え

ることがないように、よく注意していなさい。 35その日

は地の全面に住むすべての人に臨むのであるから。 36こ

れらの起ろうとしているすべての事からのがれて、人の

子の前に立つことができるように、絶えず目をさまして

祈っていなさい」。 37イエスは昼のあいだは宮で教え、

夜には出て行ってオリブという山で夜をすごしておられ

た。 38民衆はみな、み教を聞こうとして、いつも朝早く

宮に行き、イエスのもとに集まった。

22さて、過越といわれている除酵祭が近づいた。 2祭

司長たちや律法学者たちは、どうかしてイエスを殺

そうと計っていた。民衆を恐れていたからである。 3そ

のとき、十二弟子のひとりで、イスカリオテと呼ばれて

いたユダに、サタンがはいった。 4すなわち、彼は祭司

長たちや宮守がしらたちのところへ行って、どうしてイ

エスを彼らに渡そうかと、その方法について協議した。

5彼らは喜んで、ユダに金を与える取決めをした。 6ユ

ダはそれを承諾した。そして、群衆のいないときにイエ

スを引き渡そうと、機会をねらっていた。 7さて、過越

の小羊をほふるべき除酵祭の日がきたので、 8イエスは

ペテロとヨハネとを使いに出して言われた、「行って、

過越の食事ができるように準備をしなさい」。 9彼らは

言った、「どこに準備をしたらよいのですか」。 10イエ

スは言われた、「市内にはいったら、水がめを持ってい

る男に出会うであろう。その人がはいる家までついて行

って、 11その家の主人に言いなさい、『弟子たちと一緒

に過越の食事をする座敷はどこか、と先生が言っておら

れます』。 12すると、その主人は席の整えられた二階の

広間を見せてくれるから、そこに用意をしなさい」。 13

弟子たちは出て行ってみると、イエスが言われたとおり

であったので、過越の食事の用意をした。 14時間になっ

たので、イエスは食卓につかれ、使徒たちも共に席につ

いた。 15イエスは彼らに言われた、「わたしは苦しみを

受ける前に、あなたがたとこの過越の食事をしようと、

切に望んでいた。 16あなたがたに言って置くが、神の国

で過越が成就する時までは、わたしは二度と、この過越

の食事をすることはない」。 17そして杯を取り、感謝し

て言われた、「これを取って、互に分けて飲め。 18あな

たがたに言っておくが、今からのち神の国が来るまでは

、わたしはぶどうの実から造ったものを、いっさい飲ま

ない」。 19またパンを取り、感謝してこれをさき、弟子

たちに与えて言われた、「これは、あなたがたのために

与えるわたしのからだである。わたしを記念するため、

このように行いなさい」。 20食事ののち、杯も同じ様に

して言われた、「この杯は、あなたがたのために流すわ

たしの血で立てられる新しい契約である。 21しかし、そ

こに、わたしを裏切る者が、わたしと一緒に食卓に手を

置いている。 22人の子は定められたとおりに、去って行

く。しかし人の子を裏切るその人は、わざわいである」

。 23弟子たちは、自分たちのうちのだれが、そんな事を

しようとしているのだろうと、互に論じはじめた。 24そ

れから、自分たちの中でだれがいちばん偉いだろうかと

言って、争論が彼らの間に、起った。 25そこでイエスが

言われた、「異邦の王たちはその民の上に君臨し、また

、権力をふるっている者たちは恩人と呼ばれる。 26しか

し、あなたがたは、そうであってはならない。かえって

、あなたがたの中でいちばん偉い人はいちばん若い者の

ように、指導する人は仕える者のようになるべきである

。 27食卓につく人と給仕する者と、どちらが偉いのか。

食卓につく人の方ではないか。しかし、わたしはあなた

がたの中で、給仕をする者のようにしている。 28あなた

がたは、わたしの試錬のあいだ、わたしと一緒に最後ま

で忍んでくれた人たちである。 29それで、わたしの父が

国の支配をわたしにゆだねてくださったように、わたし

もそれをあなたがたにゆだね、 30わたしの国で食卓につ

いて飲み食いをさせ、また位に座してイスラエルの十二

の部族をさばかせるであろう。 31シモン、シモン、見よ

、サタンはあなたがたを麦のようにふるいにかけること

を願って許された。 32しかし、わたしはあなたの信仰が

なくならないように、あなたのために祈った。それで、

あなたが立ち直ったときには、兄弟たちを力づけてやり

なさい」。 33シモンが言った、「主よ、わたしは獄にで

も、また死に至るまでも、あなたとご一緒に行く覚悟で

す」。 34するとイエスが言われた、「ペテロよ、あなた

に言っておく。きょう、鶏が鳴くまでに、あなたは三度

わたしを知らないと言うだろう」。 35そして彼らに言わ

れた、「わたしが財布も袋もくつも持たせずにあなたが

たをつかわしたとき、何かこまったことがあったか」。

彼らは、「いいえ、何もありませんでした」と答えた。

36そこで言われた、「しかし今は、財布のあるものは、

それを持って行け。袋も同様に持って行け。また、つる

ぎのない者は、自分の上着を売って、それを買うがよい

。 37あなたがたに言うが、『彼は罪人のひとりに数えら
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れた』としるしてあることは、わたしの身に成しとげら

れねばならない。そうだ、わたしに係わることは成就し

ている」。 38弟子たちが言った、「主よ、ごらんなさい

、ここにつるぎが二振りございます」。イエスは言われ

た、「それでよい」。 39イエスは出て、いつものように

オリブ山に行かれると、弟子たちも従って行った。 40い

つもの場所に着いてから、彼らに言われた、「誘惑に陥

らないように祈りなさい」。 41そしてご自分は、石を投

げてとどくほど離れたところへ退き、ひざまずいて、祈

って言われた、 42「父よ、みこころならば、どうぞ、こ

の杯をわたしから取りのけてください。しかし、わたし

の思いではなく、みこころが成るようにしてください」

。 43そのとき、御使が天からあらわれてイエスを力づけ

た。 44イエスは苦しみもだえて、ますます切に祈られた

。そして、その汗が血のしたたりのように地に落ちた。

45祈を終えて立ちあがり、弟子たちのところへ行かれる

と、彼らが悲しみのはて寝入っているのをごらんになっ

て 46言われた、「なぜ眠っているのか。誘惑に陥らない

ように、起きて祈っていなさい」。 47イエスがまだそう

言っておられるうちに、そこに群衆が現れ、十二弟子の

ひとりでユダという者が先頭に立って、イエスに接吻し

ようとして近づいてきた。 48そこでイエスは言われた、

「ユダ、あなたは接吻をもって人の子を裏切るのか」。

49イエスのそばにいた人たちは、事のなりゆきを見て、

「主よ、つるぎで切りつけてやりましょうか」と言って

、 50そのうちのひとりが、祭司長の僕に切りつけ、その

右の耳を切り落した。 51イエスはこれに対して言われた

、「それだけでやめなさい」。そして、その僕の耳に手

を触て、おいやしになった。 52それから、自分にむかっ

て来る祭司長、宮守がしら、長老たちに対して言われた

、「あなたがたは、強盗にむかうように剣や棒を持って

出てきたのか。 53毎日あなたがたと一緒に宮にいた時に

は、わたしに手をかけなかった。だが、今はあなたがた

の時、また、やみの支配の時である」。 54それから人々

はイエスを捕え、ひっぱって大祭司の邸宅へつれて行っ

た。ペテロは遠くからついて行った。 55人々は中庭のま

ん中に火をたいて、一緒にすわっていたので、ペテロも

その中にすわった。 56すると、ある女中が、彼が火のそ

ばにすわっているのを見、彼を見つめて、「この人もイ

エスと一緒にいました」と言った。 57ペテロはそれを打

ち消して、「わたしはその人を知らない」と言った。 58

しばらくして、ほかの人がペテロを見て言った、「あな

たもあの仲間のひとりだ」。するとペテロは言った、「

いや、それはちがう」。 59約一時間たってから、またほ

かの者が言い張った、「たしかにこの人もイエスと一緒

だった。この人もガリラヤ人なのだから」。 60ペテロは

言った、「あなたの言っていることは、わたしにわから

ない」。すると、彼がまだ言い終らぬうちに、たちまち

、鶏が鳴いた。 61主は振りむいてペテロを見つめられた

。そのときペテロは、「きょう、鶏が鳴く前に、三度わ

たしを知らないと言うであろう」と言われた主のお言葉

を思い出した。 62そして外へ出て、激しく泣いた。 63

イエスを監視していた人たちは、イエスを嘲弄し、打ち

たたき、 64目かくしをして、「言いあててみよ。打った

のは、だれか」ときいたりした。 65そのほか、いろいろ

な事を言って、イエスを愚弄した。 66夜が明けたとき、

人民の長老、祭司長たち、律法学者たちが集まり、イエ

スを議会に引き出して言った、 67「あなたがキリストな

ら、そう言ってもらいたい」。イエスは言われた、「わ

たしが言っても、あなたがたは信じないだろう。 68また

、わたしがたずねても、答えないだろう。 69しかし、人

の子は今からのち、全能の神の右に座するであろう」。

70彼らは言った、「では、あなたは神の子なのか」。イ

エスは言われた、「あなたがたの言うとおりである」。

71すると彼らは言った、「これ以上、なんの証拠がいる

か。われわれは直接彼の口から聞いたのだから」。

23群衆はみな立ちあがって、イエスをピラトのところ
へ連れて行った。 2そして訴え出て言った、「わた

したちは、この人が国民を惑わし、貢をカイザルに納め

ることを禁じ、また自分こそ王なるキリストだと、とな

えているところを目撃しました」。 3ピラトはイエスに

尋ねた、「あなたがユダヤ人の王であるか」。イエスは

「そのとおりである」とお答えになった。 4そこでピラ

トは祭司長たちと群衆とにむかって言った、「わたしは

この人になんの罪もみとめない」。 5ところが彼らは、

ますます言いつのってやまなかった、「彼は、ガリラヤ

からはじめてこの所まで、ユダヤ全国にわたって教え、

民衆を煽動しているのです」。 6ピラトはこれを聞いて

、この人はガリラヤ人かと尋ね、 7そしてヘロデの支配

下のものであることを確かめたので、ちょうどこのころ

、ヘロデがエルサレムにいたのをさいわい、そちらへイ

エスを送りとどけた。 8ヘロデはイエスを見て非常に喜

んだ。それは、かねてイエスのことを聞いていたので、

会って見たいと長いあいだ思っていたし、またイエスが

何か奇跡を行うのを見たいと望んでいたからである。 9

それで、いろいろと質問を試みたが、イエスは何もお答

えにならなかった。 10祭司長たちと律法学者たちとは立

って、激しい語調でイエスを訴えた。 11またヘロデはそ

の兵卒どもと一緒になって、イエスを侮辱したり嘲弄し

たりしたあげく、はなやかな着物を着せてピラトへ送り

かえした。 12ヘロデとピラトとは以前は互に敵視してい

たが、この日に親しい仲になった。 13ピラトは、祭司長

たちと役人たちと民衆とを、呼び集めて言った、 14「お

まえたちは、この人を民衆を惑わすものとしてわたしの

ところに連れてきたので、おまえたちの面前でしらべた

が、訴え出ているような罪は、この人に少しもみとめら

れなかった。 15ヘロデもまたみとめなかった。現に彼は

イエスをわれわれに送りかえしてきた。この人はなんら

死に当るようなことはしていないのである。 16だから、

彼をむち打ってから、ゆるしてやることにしよう」。〔

17祭ごとにピラトがひとりの囚人をゆるしてやることに

なっていた。〕 18ところが、彼らはいっせいに叫んで言

った、「その人を殺せ。バラバをゆるしてくれ」。 19こ

のバラバは、都で起った暴動と殺人とのかどで、獄に投

ぜられていた者である。 20ピラトはイエスをゆるしてや

りたいと思って、もう一度かれらに呼びかけた。 21しか

し彼らは、わめきたてて「十字架につけよ、彼を十字架

につけよ」と言いつづけた。 22ピラトは三度目に彼らに

むかって言った、「では、この人は、いったい、どんな

悪事をしたのか。彼には死に当る罪は全くみとめられな

かった。だから、むち打ってから彼をゆるしてやること

にしよう」。 23ところが、彼らは大声をあげて詰め寄り

、イエスを十字架につけるように要求した。そして、そ

の声が勝った。 24ピラトはついに彼らの願いどおりにす

ることに決定した。 25そして、暴動と殺人とのかどで獄
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に投ぜられた者の方を、彼らの要求に応じてゆるしてや

り、イエスの方は彼らに引き渡して、その意のままにま

かせた。 26彼らがイエスをひいてゆく途中、シモンとい

うクレネ人が郊外から出てきたのを捕えて十字架を負わ

せ、それをになってイエスのあとから行かせた。 27大ぜ

いの民衆と、悲しみ嘆いてやまない女たちの群れとが、

イエスに従って行った。 28イエスは女たちの方に振りむ

いて言われた、「エルサレムの娘たちよ、わたしのため

に泣くな。むしろ、あなたがた自身のため、また自分の

子供たちのために泣くがよい。 29『不妊の女と子を産ま

なかった胎と、ふくませなかった乳房とは、さいわいだ

』と言う日が、いまに来る。 30そのとき、人々は山にむ

かって、われわれの上に倒れかかれと言い、また丘にむ

かって、われわれにおおいかぶされと言い出すであろう

。 31もし、生木でさえもそうされるなら、枯木はどうさ

れることであろう」。 32さて、イエスと共に刑を受ける

ために、ほかにふたりの犯罪人も引かれていった。 33さ

れこうべと呼ばれている所に着くと、人々はそこでイエ

スを十字架につけ、犯罪人たちも、ひとりは右に、ひと

りは左に、十字架につけた。 34そのとき、イエスは言わ

れた、「父よ、彼らをおゆるしください。彼らは何をし

ているのか、わからずにいるのです」。人々はイエスの

着物をくじ引きで分け合った。 35民衆は立って見ていた

。役人たちもあざ笑って言った、「彼は他人を救った。

もし彼が神のキリスト、選ばれた者であるなら、自分自

身を救うがよい」。 36兵卒どももイエスをののしり、近

寄ってきて酢いぶどう酒をさし出して言った、 37「あな

たがユダヤ人の王なら、自分を救いなさい」。 38イエス

の上には、「これはユダヤ人の王」と書いた札がかけて

あった。 39十字架にかけられた犯罪人のひとりが、「あ

なたはキリストではないか。それなら、自分を救い、ま

たわれわれも救ってみよ」と、イエスに悪口を言いつづ

けた。 40もうひとりは、それをたしなめて言った、「お

まえは同じ刑を受けていながら、神を恐れないのか。 41

お互は自分のやった事のむくいを受けているのだから、

こうなったのは当然だ。しかし、このかたは何も悪いこ

とをしたのではない」。 42そして言った、「イエスよ、

あなたが御国の権威をもっておいでになる時には、わた

しを思い出してください」。 43イエスは言われた、「よ

く言っておくが、あなたはきょう、わたしと一緒にパラ

ダイスにいるであろう」。 44時はもう昼の十二時ごろで

あったが、太陽は光を失い、全地は暗くなって、三時に

及んだ。 45そして聖所の幕がまん中から裂けた。 46そ

のとき、イエスは声高く叫んで言われた、「父よ、わた

しの霊をみ手にゆだねます」。こう言ってついに息を引

きとられた。 47百卒長はこの有様を見て、神をあがめ、

「ほんとうに、この人は正しい人であった」と言った。

48この光景を見に集まってきた群衆も、これらの出来事

を見て、みな胸を打ちながら帰って行った。 49すべてイ

エスを知っていた者や、ガリラヤから従ってきた女たち

も、遠い所に立って、これらのことを見ていた。 50ここ

に、ヨセフという議員がいたが、善良で正しい人であっ

た。 51この人はユダヤの町アリマタヤの出身で、神の国

を待ち望んでいた。彼は議会の議決や行動には賛成して

いなかった。 52この人がピラトのところへ行って、イエ

スのからだの引取り方を願い出て、 53それを取りおろし

て亜麻布に包み、まだだれも葬ったことのない、岩を掘

って造った墓に納めた。 54この日は準備の日であって、

安息日が始まりかけていた。 55イエスと一緒にガリラヤ

からきた女たちは、あとについてきて、その墓を見、ま

たイエスのからだが納められる様子を見とどけた。 56そ

して帰って、香料と香油とを用意した。それからおきて

に従って安息日を休んだ。

24週の初めの日、夜明け前に、女たちは用意しておい
た香料を携えて、墓に行った。 2ところが、石が墓

からころがしてあるので、 3中にはいってみると、主イ

エスのからだが見当らなかった。 4そのため途方にくれ

ていると、見よ、輝いた衣を着たふたりの者が、彼らに

現れた。 5女たちは驚き恐れて、顔を地に伏せていると

、このふたりの者が言った、「あなたがたは、なぜ生き

た方を死人の中にたずねているのか。 6そのかたは、こ

こにはおられない。よみがえられたのだ。まだガリラヤ

におられたとき、あなたがたにお話しになったことを思

い出しなさい。 7すなわち、人の子は必ず罪人らの手に

渡され、十字架につけられ、そして三日目によみがえる

、と仰せられたではないか」。 8そこで女たちはその言

葉を思い出し、 9墓から帰って、これらいっさいのこと

を、十一弟子や、その他みんなの人に報告した。 10この

女たちというのは、マグダラのマリヤ、ヨハンナ、およ

びヤコブの母マリヤであった。彼女たちと一緒にいたほ

かの女たちも、このことを使徒たちに話した。 11ところ

が、使徒たちには、それが愚かな話のように思われて、

それを信じなかった。〔 12ペテロは立って墓へ走って行

き、かがんで中を見ると、亜麻布だけがそこにあったの

で、事の次第を不思議に思いながら帰って行った。〕 13

この日、ふたりの弟子が、エルサレムから七マイルばか

り離れたエマオという村へ行きながら、 14このいっさい

の出来事について互に語り合っていた。 15語り合い論じ

合っていると、イエスご自身が近づいてきて、彼らと一

緒に歩いて行かれた。 16しかし、彼らの目がさえぎられ

て、イエスを認めることができなかった。 17イエスは彼

らに言われた、「歩きながら互に語り合っているその話

は、なんのことなのか」。彼らは悲しそうな顔をして立

ちどまった。 18そのひとりのクレオパという者が、答え

て言った、「あなたはエルサレムに泊まっていながら、

あなただけが、この都でこのごろ起ったことをご存じな

いのですか」。 19「それは、どんなことか」と言われる

と、彼らは言った、「ナザレのイエスのことです。あの

かたは、神とすべての民衆との前で、わざにも言葉にも

力ある預言者でしたが、 20祭司長たちや役人たちが、死

刑に処するために引き渡し、十字架につけたのです。 21

わたしたちは、イスラエルを救うのはこの人であろうと

、望みをかけていました。しかもその上に、この事が起

ってから、きょうが三日目なのです。 22ところが、わた

したちの仲間である数人の女が、わたしたちを驚かせま

した。というのは、彼らが朝早く墓に行きますと、 23イ

エスのからだが見当らないので、帰ってきましたが、そ

のとき御使が現れて、『イエスは生きておられる』と告

げたと申すのです。 24それで、わたしたちの仲間が数人

、墓に行って見ますと、果して女たちが言ったとおりで

、イエスは見当りませんでした」。 25そこでイエスが言

われた、「ああ、愚かで心のにぶいため、預言者たちが

説いたすべての事を信じられない者たちよ。 26キリスト

は必ず、これらの苦難を受けて、その栄光に入るはずで

はなかったのか」。 27こう言って、モーセやすべての預
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言者からはじめて、聖書全体にわたり、ご自身について

しるしてある事どもを、説きあかされた。 28それから、

彼らは行こうとしていた村に近づいたが、イエスがなお

先へ進み行かれる様子であった。 29そこで、しいて引き

止めて言った、「わたしたちと一緒にお泊まり下さい。

もう夕暮になっており、日もはや傾いています」。イエ

スは、彼らと共に泊まるために、家にはいられた。 30一

緒に食卓につかれたとき、パンを取り、祝福してさき、

彼らに渡しておられるうちに、 31彼らの目が開けて、そ

れがイエスであることがわかった。すると、み姿が見え

なくなった。 32彼らは互に言った、「道々お話しになっ

たとき、また聖書を説き明してくださったとき、お互の

心が内に燃えたではないか」。 33そして、すぐに立って

エルサレムに帰って見ると、十一弟子とその仲間が集ま

っていて、 34「主は、ほんとうによみがえって、シモン

に現れなさった」と言っていた。 35そこでふたりの者は

、途中であったことや、パンをおさきになる様子でイエ

スだとわかったことなどを話した。 36こう話していると

、イエスが彼らの中にお立ちになった。〔そして「やす

かれ」と言われた。〕 37彼らは恐れ驚いて、霊を見てい

るのだと思った。 38そこでイエスが言われた、「なぜお

じ惑っているのか。どうして心に疑いを起すのか。 39わ

たしの手や足を見なさい。まさしくわたしなのだ。さわ

って見なさい。霊には肉や骨はないが、あなたがたが見

るとおり、わたしにはあるのだ」。〔 40こう言って、手

と足とをお見せになった。〕 41彼らは喜びのあまり、ま

だ信じられないで不思議に思っていると、イエスが「こ

こに何か食物があるか」と言われた。 42彼らが焼いた魚

の一きれをさしあげると、 43イエスはそれを取って、み

んなの前で食べられた。 44それから彼らに対して言われ

た、「わたしが以前あなたがたと一緒にいた時分に話し

て聞かせた言葉は、こうであった。すなわち、モーセの

律法と預言書と詩篇とに、わたしについて書いてあるこ

とは、必ずことごとく成就する」。 45そこでイエスは、

聖書を悟らせるために彼らの心を開いて 46言われた、「

こう、しるしてある。キリストは苦しみを受けて、三日

目に死人の中からよみがえる。 47そして、その名によっ

て罪のゆるしを得させる悔改めが、エルサレムからはじ

まって、もろもろの国民に宣べ伝えられる。 48あなたが

たは、これらの事の証人である。 49見よ、わたしの父が

約束されたものを、あなたがたに贈る。だから、上から

力を授けられるまでは、あなたがたは都にとどまってい

なさい」。 50それから、イエスは彼らをベタニヤの近く

まで連れて行き、手をあげて彼らを祝福された。 51祝福

しておられるうちに、彼らを離れて、〔天にあげられた

。〕 52彼らは〔イエスを拝し、〕非常な喜びをもってエ

ルサレムに帰り、 53絶えず宮にいて、神をほめたたえて

いた。
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ヨハネの福音書

1初めに言があった。言は神と共にあった。言は神であ
った。 2この言は初めに神と共にあった。 3すべての

ものは、これによってできた。できたもののうち、一つ

としてこれによらないものはなかった。 4この言に命が

あった。そしてこの命は人の光であった。 5光はやみの

中に輝いている。そして、やみはこれに勝たなかった。

6ここにひとりの人があって、神からつかわされていた

。その名をヨハネと言った。 7この人はあかしのために

きた。光についてあかしをし、彼によってすべての人が

信じるためである。 8彼は光ではなく、ただ、光につい

てあかしをするためにきたのである。 9すべての人を照

すまことの光があって、世にきた。 10彼は世にいた。そ

して、世は彼によってできたのであるが、世は彼を知ら

ずにいた。 11彼は自分のところにきたのに、自分の民は

彼を受けいれなかった。 12しかし、彼を受けいれた者、

すなわち、その名を信じた人々には、彼は神の子となる

力を与えたのである。 13それらの人は、血すじによらず

、肉の欲によらず、また、人の欲にもよらず、ただ神に

よって生れたのである。 14そして言は肉体となり、わた

したちのうちに宿った。わたしたちはその栄光を見た。

それは父のひとり子としての栄光であって、めぐみとま

こととに満ちていた。 15ヨハネは彼についてあかしをし

、叫んで言った、「『わたしのあとに来るかたは、わた

しよりもすぐれたかたである。わたしよりも先におられ

たからである』とわたしが言ったのは、この人のことで

ある」。 16わたしたちすべての者は、その満ち満ちてい

るものの中から受けて、めぐみにめぐみを加えられた。

17律法はモーセをとおして与えられ、めぐみとまことと

は、イエス・キリストをとおしてきたのである。 18神を

見た者はまだひとりもいない。ただ父のふところにいる

ひとり子なる神だけが、神をあらわしたのである。 19さ

て、ユダヤ人たちが、エルサレムから祭司たちやレビ人

たちをヨハネのもとにつかわして、「あなたはどなたで

すか」と問わせたが、その時ヨハネが立てたあかしは、

こうであった。 20すなわち、彼は告白して否まず、「わ

たしはキリストではない」と告白した。 21そこで、彼ら

は問うた、「それでは、どなたなのですか、あなたはエ

リヤですか」。彼は「いや、そうではない」と言った。

「では、あの預言者ですか」。彼は「いいえ」と答えた

。 22そこで、彼らは言った、「あなたはどなたですか。

わたしたちをつかわした人々に、答を持って行けるよう

にしていただきたい。あなた自身をだれだと考えるので

すか」。 23彼は言った、「わたしは、預言者イザヤが言

ったように、『主の道をまっすぐにせよと荒野で呼ばわ

る者の声』である」。 24つかわされた人たちは、パリサ

イ人であった。 25彼らはヨハネに問うて言った、「では

、あなたがキリストでもエリヤでもまたあの預言者でも

ないのなら、なぜバプテスマを授けるのですか」。 26ヨ

ハネは彼らに答えて言った、「わたしは水でバプテスマ

を授けるが、あなたがたの知らないかたが、あなたがた

の中に立っておられる。 27それがわたしのあとにあとに

おいでになる方であって、わたしはその人のくつのひも

を解く値うちもない」。 28これらのことは、ヨハネがバ

プテスマを授けていたヨルダンの向こうのベタニヤであ

ったのである。 29その翌日、ヨハネはイエスが自分の方

にこられるのを見て言った、「見よ、世の罪を取り除く

神の小羊。 30『わたしのあとに来るかたは、わたしより

もすぐれたかたである。わたしよりも先におられたから

である』とわたしが言ったのは、この人のことである。

31わたしはこのかたを知らなかった。しかし、このかた

がイスラエルに現れてくださるそのことのために、わた

しはきて、水でバプテスマを授けているのである」。 32

ヨハネはまたあかしをして言った、「わたしは、御霊が

はとのように天から下って、彼の上にとどまるのを見た

。 33わたしはこの人を知らなかった。しかし、水でバプ

テスマを授けるようにと、わたしをおつかわしになった

そのかたが、わたしに言われた、『ある人の上に、御霊

が下ってとどまるのを見たら、その人こそは、御霊によ

ってバプテスマを授けるかたである』。 34わたしはそれ

を見たので、このかたこそ神の子であると、あかしをし

たのである」。 35その翌日、ヨハネはまたふたりの弟子

たちと一緒に立っていたが、 36イエスが歩いておられる

のに目をとめて言った、「見よ、神の小羊」。 37そのふ

たりの弟子は、ヨハネがそう言うのを聞いて、イエスに

ついて行った。 38イエスはふり向き、彼らがついてくる

のを見て言われた、「何か願いがあるのか」。彼らは言

った、「ラビ（訳して言えば、先生）どこにおとまりな

のですか」。 39イエスは彼らに言われた、「きてごらん

なさい。そうしたらわかるだろう」。そこで彼らはつい

て行って、イエスの泊まっておられる所を見た。そして

、その日はイエスのところに泊まった。時は午後四時ご

ろであった。 40ヨハネから聞いて、イエスについて行っ

たふたりのうちのひとりは、シモン・ペテロの兄弟アン

デレであった。 41彼はまず自分の兄弟シモンに出会って

言った、「わたしたちはメシヤ（訳せば、キリスト）に

いま出会った」。 42そしてシモンをイエスのもとにつれ

てきた。イエスは彼に目をとめて言われた、「あなたは

ヨハネの子シモンである。あなたをケパ（訳せば、ペテ

ロ）と呼ぶことにする」。 43その翌日、イエスはガリラ

ヤに行こうとされたが、ピリポに出会って言われた、「

わたしに従ってきなさい」。 44ピリポは、アンデレとペ

テロとの町ベツサイダの人であった。 45このピリポがナ

タナエルに出会って言った、「わたしたちは、モーセが

律法の中にしるしており、預言者たちがしるしていた人

、ヨセフの子、ナザレのイエスにいま出会った」。 46ナ

タナエルは彼に言った、「ナザレから、なんのよいもの

が出ようか」。ピリポは彼に言った、「きて見なさい」

。 47イエスはナタナエルが自分の方に来るのを見て、彼

について言われた、「見よ、あの人こそ、ほんとうのイ

スラエル人である。その心には偽りがない」。 48ナタナ

エルは言った、「どうしてわたしをご存じなのですか」

。イエスは答えて言われた、「ピリポがあなたを呼ぶ前

に、わたしはあなたが、いちじくの木の下にいるのを見

た」。 49ナタナエルは答えた、「先生、あなたは神の子

です。あなたはイスラエルの王です」。 50イエスは答え

て言われた、「あなたが、いちじくの木の下にいるのを

見たと、わたしが言ったので信じるのか。これよりも、

もっと大きなことを、あなたは見るであろう」。 51また

言われた、「よくよくあなたがたに言っておく。天が開

けて、神の御使たちが人の子の上に上り下りするのを、

あなたがたは見るであろう」。
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2三日目にガリラヤのカナに婚礼があって、イエスの母
がそこにいた。 2イエスも弟子たちも、その婚礼に招

かれた。 3ぶどう酒がなくなったので、母はイエスに言

った、「ぶどう酒がなくなってしまいました」。 4イエ

スは母に言われた、「婦人よ、あなたは、わたしと、な

んの係わりがありますか。わたしの時は、まだきていま

せん」。 5母は僕たちに言った、「このかたが、あなた

がたに言いつけることは、なんでもして下さい」。 6そ

こには、ユダヤ人のきよめのならわしに従って、それぞ

れ四、五斗もはいる石の水がめが、六つ置いてあった。

7イエスは彼らに「かめに水をいっぱい入れなさい」と

言われたので、彼らは口のところまでいっぱいに入れた

。 8そこで彼らに言われた、「さあ、くんで、料理がし

らのところに持って行きなさい」。すると、彼らは持っ

て行った。 9料理がしらは、ぶどう酒になった水をなめ

てみたが、それがどこからきたのか知らなかったので、

（水をくんだ僕たちは知っていた）花婿を呼んで 10言っ

た、「どんな人でも、初めによいぶどう酒を出して、酔

いがまわったころにわるいのを出すものだ。それだのに

、あなたはよいぶどう酒を今までとっておかれました」

。 11イエスは、この最初のしるしをガリラヤのカナで行

い、その栄光を現された。そして弟子たちはイエスを信

じた。 12そののち、イエスは、その母、兄弟たち、弟子

たちと一緒に、カペナウムに下って、幾日かそこにとど

まられた。 13さて、ユダヤ人の過越の祭が近づいたので

、イエスはエルサレムに上られた。 14そして牛、羊、は

とを売る者や両替する者などが宮の庭にすわり込んでい

るのをごらんになって、 15なわでむちを造り、羊も牛も

みな宮から追いだし、両替人の金を散らし、その台をひ

っくりかえし、 16はとを売る人々には「これらのものを

持って、ここから出て行け。わたしの父の家を商売の家

とするな」と言われた。 17弟子たちは、「あなたの家を

思う熱心が、わたしを食いつくすであろう」と書いてあ

ることを思い出した。 18そこで、ユダヤ人はイエスに言

った、「こんなことをするからには、どんなしるしをわ

たしたちに見せてくれますか」。 19イエスは彼らに答え

て言われた、「この神殿をこわしたら、わたしは三日の

うちに、それを起すであろう」。 20そこで、ユダヤ人た

ちは言った、「この神殿を建てるのには、四十六年もか

かっています。それだのに、あなたは三日のうちに、そ

れを建てるのですか」。 21イエスは自分のからだである

神殿のことを言われたのである。 22それで、イエスが死

人の中からよみがえったとき、弟子たちはイエスがこう

言われたことを思い出して、聖書とイエスのこの言葉と

を信じた。 23過越の祭の間、イエスがエルサレムに滞在

しておられたとき、多くの人々は、その行われたしるし

を見て、イエスの名を信じた。 24しかしイエスご自身は

、彼らに自分をお任せにならなかった。それは、すべて

の人を知っておられ、 25また人についてあかしする者を

、必要とされなかったからである。それは、ご自身人の

心の中にあることを知っておられたからである。

3パリサイ人のひとりで、その名をニコデモというユダ
ヤ人の指導者があった。 2この人が夜イエスのもとに

きて言った、「先生、わたしたちはあなたが神からこら

れた教師であることを知っています。神がご一緒でない

なら、あなたがなさっておられるようなしるしは、だれ

にもできはしません」。 3イエスは答えて言われた、「

よくよくあなたに言っておく。だれでも新しく生れなけ

れば、神の国を見ることはできない」。 4ニコデモは言

った、「人は年をとってから生れることが、どうしてで

きますか。もう一度、母の胎にはいって生れることがで

きましょうか」。 5イエスは答えられた、「よくよくあ

なたに言っておく。だれでも、水と霊とから生れなけれ

ば、神の国にはいることはできない。 6肉から生れる者

は肉であり、霊から生れる者は霊である。 7あなたがた

は新しく生れなければならないと、わたしが言ったから

とて、不思議に思うには及ばない。 8風は思いのままに

吹く。あなたはその音を聞くが、それがどこからきて、

どこへ行くかは知らない。霊から生れる者もみな、それ

と同じである」。 9ニコデモはイエスに答えて言った、

「どうして、そんなことがあり得ましょうか」。 10イエ

スは彼に答えて言われた、「あなたはイスラエルの教師

でありながら、これぐらいのことがわからないのか。 11

よくよく言っておく。わたしたちは自分の知っているこ

とを語り、また自分の見たことをあかししているのに、

あなたがたはわたしたちのあかしを受けいれない。 12わ

たしが地上のことを語っているのに、あなたがたが信じ

ないならば、天上のことを語った場合、どうしてそれを

信じるだろうか。 13天から下ってきた者、すなわち人の

子のほかには、だれも天に上った者はない。 14そして、

ちょうどモーセが荒野でへびを上げたように、人の子も

また上げられなければならない。 15それは彼を信じる者

が、すべて永遠の命を得るためである」。 (aiōnios g166) 16

神はそのひとり子を賜わったほどに、この世を愛して下

さった。それは御子を信じる者がひとりも滅びないで、

永遠の命を得るためである。 (aiōnios g166) 17神が御子を

世につかわされたのは、世をさばくためではなく、御子

によって、この世が救われるためである。 18彼を信じる

者は、さばかれない。信じない者は、すでにさばかれて

いる。神のひとり子の名を信じることをしないからであ

る。 19そのさばきというのは、光がこの世にきたのに、

人々はそのおこないが悪いために、光よりもやみの方を

愛したことである。 20悪を行っている者はみな光を憎む

。そして、そのおこないが明るみに出されるのを恐れて

、光にこようとはしない。 21しかし、真理を行っている

者は光に来る。その人のおこないの、神にあってなされ

たということが、明らかにされるためである。 22このの

ち、イエスは弟子たちとユダヤの地に行き、彼らと一緒

にそこに滞在して、バプテスマを授けておられた。 23ヨ

ハネもサリムに近いアイノンで、バプテスマを授けてい

た。そこには水がたくさんあったからである。人々がぞ

くぞくとやってきてバプテスマを受けていた。 24そのと

き、ヨハネはまだ獄に入れられてはいなかった。 25とこ

ろが、ヨハネの弟子たちとひとりのユダヤ人との間に、

きよめのことで争論が起った。 26そこで彼らはヨハネの

ところにきて言った、「先生、ごらん下さい。ヨルダン

の向こうであなたと一緒にいたことがあり、そして、あ

なたがあかしをしておられたあのかたが、バプテスマを

授けており、皆の者が、そのかたのところへ出かけてい

ます」。 27ヨハネは答えて言った、「人は天から与えら

れなければ、何ものも受けることはできない。 28『わた

しはキリストではなく、そのかたよりも先につかわされ

た者である』と言ったことをあかししてくれるのは、あ

なたがた自身である。 29花嫁をもつ者は花婿である。花

婿の友人は立って彼の声を聞き、その声を聞いて大いに
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喜ぶ。こうして、この喜びはわたしに満ち足りている。

30彼は必ず栄え、わたしは衰える。 31上から来る者は、

すべてのものの上にある。地から出る者は、地に属する

者であって、地のことを語る。天から来る者は、すべて

のものの上にある。 32彼はその見たところ、聞いたとこ

ろをあかししているが、だれもそのあかしを受けいれな

い。 33しかし、そのあかしを受けいれる者は、神がまこ

とであることを、たしかに認めたのである。 34神がおつ

かわしになったかたは、神の言葉を語る。神は聖霊を限

りなく賜うからである。 35父は御子を愛して、万物をそ

の手にお与えになった。 36御子を信じる者は永遠の命を

もつ。御子に従わない者は、命にあずかることがないば

かりか、神の怒りがその上にとどまるのである」。

(aiōnios g166)

4イエスが、ヨハネよりも多く弟子をつくり、またバプ
テスマを授けておられるということを、パリサイ人た

ちが聞き、それを主が知られたとき、 2（しかし、イエ

スみずからが、バプテスマをお授けになったのではなく

、その弟子たちであった） 3ユダヤを去って、またガリ

ラヤへ行かれた。 4しかし、イエスはサマリヤを通過し

なければならなかった。 5そこで、イエスはサマリヤの

スカルという町においでになった。この町は、ヤコブが

その子ヨセフに与えた土地の近くにあったが、 6そこに

ヤコブの井戸があった。イエスは旅の疲れを覚えて、そ

のまま、この井戸のそばにすわっておられた。時は昼の

十二時ごろであった。 7ひとりのサマリヤの女が水をく

みにきたので、イエスはこの女に、「水を飲ませて下さ

い」と言われた。 8弟子たちは食物を買いに町に行って

いたのである。 9すると、サマリヤの女はイエスに言っ

た、「あなたはユダヤ人でありながら、どうしてサマリ

ヤの女のわたしに、飲ませてくれとおっしゃるのですか

」。これは、ユダヤ人はサマリヤ人と交際していなかっ

たからである。 10イエスは答えて言われた、「もしあな

たが神の賜物のことを知り、また、『水を飲ませてくれ

』と言った者が、だれであるか知っていたならば、あな

たの方から願い出て、その人から生ける水をもらったこ

とであろう」。 11女はイエスに言った、「主よ、あなた

は、くむ物をお持ちにならず、その上、井戸は深いので

す。その生ける水を、どこから手に入れるのですか。 12

あなたは、この井戸を下さったわたしたちの父ヤコブよ

りも、偉いかたなのですか。ヤコブ自身も飲み、その子

らも、その家畜も、この井戸から飲んだのですが」。 13

イエスは女に答えて言われた、「この水を飲む者はだれ

でも、またかわくであろう。 14しかし、わたしが与える

水を飲む者は、いつまでも、かわくことがないばかりか

、わたしが与える水は、その人のうちで泉となり、永遠

の命に至る水が、わきあがるであろう」。 (aiōn g165,

aiōnios g166) 15女はイエスに言った、「主よ、わたしがか

わくことがなく、また、ここにくみにこなくてもよいよ

うに、その水をわたしに下さい」。 16イエスは女に言わ

れた、「あなたの夫を呼びに行って、ここに連れてきな

さい」。 17女は答えて言った、「わたしには夫はありま

せん」。イエスは女に言われた、「夫がないと言ったの

は、もっともだ。 18あなたには五人の夫があったが、今

のはあなたの夫ではない。あなたの言葉のとおりである

」。 19女はイエスに言った、「主よ、わたしはあなたを

預言者と見ます。 20わたしたちの先祖は、この山で礼拝

をしたのですが、あなたがたは礼拝すべき場所は、エル

サレムにあると言っています」。 21イエスは女に言われ

た、「女よ、わたしの言うことを信じなさい。あなたが

たが、この山でも、またエルサレムでもない所で、父を

礼拝する時が来る。 22あなたがたは自分の知らないもの

を拝んでいるが、わたしたちは知っているかたを礼拝し

ている。救はユダヤ人から来るからである。 23しかし、

まことの礼拝をする者たちが、霊とまこととをもって父

を礼拝する時が来る。そうだ、今きている。父は、この

ような礼拝をする者たちを求めておられるからである。

24神は霊であるから、礼拝をする者も、霊とまこととを

もって礼拝すべきである」。 25女はイエスに言った、「

わたしは、キリストと呼ばれるメシヤがこられることを

知っています。そのかたがこられたならば、わたしたち

に、いっさいのことを知らせて下さるでしょう」。 26イ

エスは女に言われた、「あなたと話をしているこのわた

しが、それである」。 27そのとき、弟子たちが帰って来

て、イエスがひとりの女と話しておられるのを見て不思

議に思ったが、しかし、「何を求めておられますか」と

も、「何を彼女と話しておられるのですか」とも、尋ね

る者はひとりもなかった。 28この女は水がめをそのまま

そこに置いて町に行き、人々に言った、 29「わたしのし

たことを何もかも、言いあてた人がいます。さあ、見に

きてごらんなさい。もしかしたら、この人がキリストか

も知れません」。 30人々は町を出て、ぞくぞくとイエス

のところへ行った。 31その間に弟子たちはイエスに、「

先生、召しあがってください」とすすめた。 32ところが

、イエスは言われた、「わたしには、あなたがたの知ら

ない食物がある」。 33そこで、弟子たちが互に言った、

「だれかが、何か食べるものを持ってきてさしあげたの

であろうか」。 34イエスは彼らに言われた、「わたしの

食物というのは、わたしをつかわされたかたのみこころ

を行い、そのみわざをなし遂げることである。 35あなた

がたは、刈入れ時が来るまでには、まだ四か月あると、

言っているではないか。しかし、わたしはあなたがたに

言う。目をあげて畑を見なさい。はや色づいて刈入れを

待っている。 36刈る者は報酬を受けて、永遠の命に至る

実を集めている。まく者も刈る者も、共々に喜ぶためで

ある。 (aiōnios g166) 37そこで、『ひとりがまき、ひとり

が刈る』ということわざが、ほんとうのこととなる。 38

わたしは、あなたがたをつかわして、あなたがたがその

ために労苦しなかったものを刈りとらせた。ほかの人々

が労苦し、あなたがたは、彼らの労苦の実にあずかって

いるのである」。 39さて、この町からきた多くのサマリ

ヤ人は、「この人は、わたしのしたことを何もかも言い

あてた」とあかしした女の言葉によって、イエスを信じ

た。 40そこで、サマリヤ人たちはイエスのもとにきて、

自分たちのところに滞在していただきたいと願ったので

、イエスはそこにふつか滞在された。 41そしてなお多く

の人々が、イエスの言葉を聞いて信じた。 42彼らは女に

言った、「わたしたちが信じるのは、もうあなたが話し

てくれたからではない。自分自身で親しく聞いて、この

人こそまことに世の救主であることが、わかったからで

ある」。 43ふつかの後に、イエスはここを去ってガリラ

ヤへ行かれた。 44イエスはみずからはっきり、「預言者

は自分の故郷では敬われないものだ」と言われたのであ

る。 45ガリラヤに着かれると、ガリラヤの人たちはイエ

スを歓迎した。それは、彼らも祭に行っていたので、そ
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の祭の時、イエスがエルサレムでなされたことをことご

とく見ていたからである。 46イエスは、またガリラヤの

カナに行かれた。そこは、かつて水をぶどう酒にかえら

れた所である。ところが、病気をしているむすこを持つ

ある役人がカペナウムにいた。 47この人が、ユダヤから

ガリラヤにイエスのきておられることを聞き、みもとに

きて、カペナウムに下って、彼の子をなおしていただき

たいと、願った。その子が死にかかっていたからである

。 48そこで、イエスは彼に言われた、「あなたがたは、

しるしと奇跡とを見ない限り、決して信じないだろう」

。 49この役人はイエスに言った、「主よ、どうぞ、子供

が死なないうちにきて下さい」。 50イエスは彼に言われ

た、「お帰りなさい。あなたのむすこは助かるのだ」。

彼は自分に言われたイエスの言葉を信じて帰って行った

。 51その下って行く途中、僕たちが彼に出会い、その子

が助かったことを告げた。 52そこで、彼は僕たちに、そ

のなおりはじめた時刻を尋ねてみたら、「きのうの午後

一時に熱が引きました」と答えた。 53それは、イエスが

「あなたのむすこは助かるのだ」と言われたのと同じ時

刻であったことを、この父は知って、彼自身もその家族

一同も信じた。 54これは、イエスがユダヤからガリラヤ

にきてなされた第二のしるしである。

5こののち、ユダヤ人の祭があったので、イエスはエル
サレムに上られた。 2エルサレムにある羊の門のそば

に、ヘブル語でベテスダと呼ばれる池があった。そこに

は五つの廊があった。 3その廊の中には、病人、盲人、

足なえ、やせ衰えた者などが、大ぜいからだを横たえて

いた。〔彼らは水の動くのを待っていたのである。 4そ

れは、時々、主の御使がこの池に降りてきて水を動かす

ことがあるが、水が動いた時まっ先にはいる者は、どん

な病気にかかっていても、いやされたからである。〕 5

さて、そこに三十八年のあいだ、病気に悩んでいる人が

あった。 6イエスはその人が横になっているのを見、ま

た長い間わずらっていたのを知って、その人に「なおり

たいのか」と言われた。 7この病人はイエスに答えた、

「主よ、水が動く時に、わたしを池の中に入れてくれる

人がいません。わたしがはいりかけると、ほかの人が先

に降りて行くのです」。 8イエスは彼に言われた、「起

きて、あなたの床を取りあげ、そして歩きなさい」。 9

すると、この人はすぐにいやされ、床をとりあげて歩い

て行った。その日は安息日であった。 10そこでユダヤ人

たちは、そのいやされた人に言った、「きょうは安息日

だ。床を取りあげるのは、よろしくない」。 11彼は答え

た、「わたしをなおして下さったかたが、床を取りあげ

て歩けと、わたしに言われました」。 12彼らは尋ねた、

「取りあげて歩けと言った人は、だれか」。 13しかし、

このいやされた人は、それがだれであるか知らなかった

。群衆がその場にいたので、イエスはそっと出て行かれ

たからである。 14そののち、イエスは宮でその人に出会

ったので、彼に言われた、「ごらん、あなたはよくなっ

た。もう罪を犯してはいけない。何かもっと悪いことが

、あなたの身に起るかも知れないから」。 15彼は出て行

って、自分をいやしたのはイエスであったと、ユダヤ人

たちに告げた。 16そのためユダヤ人たちは、安息日にこ

のようなことをしたと言って、イエスを責めた。 17そこ

で、イエスは彼らに答えられた、「わたしの父は今に至

るまで働いておられる。わたしも働くのである」。 18こ

のためにユダヤ人たちは、ますますイエスを殺そうと計

るようになった。それは、イエスが安息日を破られたば

かりではなく、神を自分の父と呼んで、自分を神と等し

いものとされたからである。 19さて、イエスは彼らに答

えて言われた、「よくよくあなたがたに言っておく。子

は父のなさることを見てする以外に、自分からは何事も

することができない。父のなさることであればすべて、

子もそのとおりにするのである。 20なぜなら、父は子を

愛して、みずからなさることは、すべて子にお示しにな

るからである。そして、それよりもなお大きなわざを、

お示しになるであろう。あなたがたが、それによって不

思議に思うためである。 21すなわち、父が死人を起して

命をお与えになるように、子もまた、そのこころにかな

う人々に命を与えるであろう。 22父はだれをもさばかな

い。さばきのことはすべて、子にゆだねられたからであ

る。 23それは、すべての人が父を敬うと同様に、子を敬

うためである。子を敬わない者は、子をつかわされた父

をも敬わない。 24よくよくあなたがたに言っておく。わ

たしの言葉を聞いて、わたしをつかわされたかたを信じ

る者は、永遠の命を受け、またさばかれることがなく、

死から命に移っているのである。 (aiōnios g166) 25よくよ

くあなたがたに言っておく。死んだ人たちが、神の子の

声を聞く時が来る。今すでにきている。そして聞く人は

生きるであろう。 26それは、父がご自分のうちに生命を

お持ちになっていると同様に、子にもまた、自分のうち

に生命を持つことをお許しになったからである。 27そし

て子は人の子であるから、子にさばきを行う権威をお与

えになった。 28このことを驚くには及ばない。墓の中に

いる者たちがみな神の子の声を聞き、 29善をおこなった

人々は、生命を受けるためによみがえり、悪をおこなっ

た人々は、さばきを受けるためによみがえって、それぞ

れ出てくる時が来るであろう。 30わたしは、自分からは

何事もすることができない。ただ聞くままにさばくので

ある。そして、わたしのこのさばきは正しい。それは、

わたし自身の考えでするのではなく、わたしをつかわさ

れたかたの、み旨を求めているからである。 31もし、わ

たしが自分自身についてあかしをするならば、わたしの

あかしはほんとうではない。 32わたしについてあかしを

するかたはほかにあり、そして、その人がするあかしが

ほんとうであることを、わたしは知っている。 33あなた

がたはヨハネのもとへ人をつかわしたが、そのとき彼は

真理についてあかしをした。 34わたしは人からあかしを

受けないが、このことを言うのは、あなたがたが救われ

るためである。 35ヨハネは燃えて輝くあかりであった。

あなたがたは、しばらくの間その光を喜び楽しもうとし

た。 36しかし、わたしには、ヨハネのあかしよりも、も

っと力あるあかしがある。父がわたしに成就させようと

してお与えになったわざ、すなわち、今わたしがしてい

るこのわざが、父のわたしをつかわされたことをあかし

している。 37また、わたしをつかわされた父も、ご自分

でわたしについてあかしをされた。あなたがたは、まだ

そのみ声を聞いたこともなく、そのみ姿を見たこともな

い。 38また、神がつかわされた者を信じないから、神の

御言はあなたがたのうちにとどまっていない。 39あなた

がたは、聖書の中に永遠の命があると思って調べている

が、この聖書は、わたしについてあかしをするものであ

る。 (aiōnios g166) 40しかも、あなたがたは、命を得るた

めにわたしのもとにこようともしない。 41わたしは人か
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らの誉を受けることはしない。 42しかし、あなたがたの

うちには神を愛する愛がないことを知っている。 43わた

しは父の名によってきたのに、あなたがたはわたしを受

けいれない。もし、ほかの人が彼自身の名によって来る

ならば、その人を受けいれるのであろう。 44互に誉を受

けながら、ただひとりの神からの誉を求めようとしない

あなたがたは、どうして信じることができようか。 45わ

たしがあなたがたのことを父に訴えると、考えてはいけ

ない。あなたがたを訴える者は、あなたがたが頼みとし

ているモーセその人である。 46もし、あなたがたがモー

セを信じたならば、わたしをも信じたであろう。モーセ

は、わたしについて書いたのである。 47しかし、モーセ

の書いたものを信じないならば、どうしてわたしの言葉

を信じるだろうか」。

6そののち、イエスはガリラヤの海、すなわち、テベリ
ヤ湖の向こう岸へ渡られた。 2すると、大ぜいの群衆

がイエスについてきた。病人たちになさっていたしるし

を見たからである。 3イエスは山に登って、弟子たちと

一緒にそこで座につかれた。 4時に、ユダヤ人の祭であ

る過越が間近になっていた。 5イエスは目をあげ、大ぜ

いの群衆が自分の方に集まって来るのを見て、ピリポに

言われた、「どこからパンを買ってきて、この人々に食

べさせようか」。 6これはピリポをためそうとして言わ

れたのであって、ご自分ではしようとすることを、よく

ご承知であった。 7すると、ピリポはイエスに答えた、

「二百デナリのパンがあっても、めいめいが少しずつい

ただくにも足りますまい」。 8弟子のひとり、シモン・

ペテロの兄弟アンデレがイエスに言った、 9「ここに、

大麦のパン五つと、さかな二ひきとを持っている子供が

います。しかし、こんなに大ぜいの人では、それが何に

なりましょう」。 10イエスは「人々をすわらせなさい」

と言われた。その場所には草が多かった。そこにすわっ

た男の数は五千人ほどであった。 11そこで、イエスはパ

ンを取り、感謝してから、すわっている人々に分け与え

、また、さかなをも同様にして、彼らの望むだけ分け与

えられた。 12人々がじゅうぶんに食べたのち、イエスは

弟子たちに言われた、「少しでもむだにならないように

、パンくずのあまりを集めなさい」。 13そこで彼らが集

めると、五つの大麦のパンを食べて残ったパンくずは、

十二のかごにいっぱいになった。 14人々はイエスのなさ

ったこのしるしを見て、「ほんとうに、この人こそ世に

きたるべき預言者である」と言った。 15イエスは人々が

きて、自分をとらえて王にしようとしていると知って、

ただひとり、また山に退かれた。 16夕方になったとき、

弟子たちは海べに下り、 17舟に乗って海を渡り、向こう

岸のカペナウムに行きかけた。すでに暗くなっていたの

に、イエスはまだ彼らのところにおいでにならなかった

。 18その上、強い風が吹いてきて、海は荒れ出した。

19四、五十丁こぎ出したとき、イエスが海の上を歩いて

舟に近づいてこられるのを見て、彼らは恐れた。 20する

と、イエスは彼らに言われた、「わたしだ、恐れること

はない」。 21そこで、彼らは喜んでイエスを舟に迎えよ

うとした。すると舟は、すぐ、彼らが行こうとしていた

地に着いた。 22その翌日、海の向こう岸に立っていた群

衆は、そこに小舟が一そうしかなく、またイエスは弟子

たちと一緒に小舟にお乗りにならず、ただ弟子たちだけ

が船出したのを見た。 23しかし、数そうの小舟がテベリ

ヤからきて、主が感謝されたのちパンを人々に食べさせ

た場所に近づいた。 24群衆は、イエスも弟子たちもそこ

にいないと知って、それらの小舟に乗り、イエスをたず

ねてカペナウムに行った。 25そして、海の向こう岸でイ

エスに出会ったので言った、「先生、いつ、ここにおい

でになったのですか」。 26イエスは答えて言われた、「

よくよくあなたがたに言っておく。あなたがたがわたし

を尋ねてきているのは、しるしを見たためではなく、パ

ンを食べて満腹したからである。 27朽ちる食物のためで

はなく、永遠の命に至る朽ちない食物のために働くがよ

い。これは人の子があなたがたに与えるものである。父

なる神は、人の子にそれをゆだねられたのである」。

(aiōnios g166) 28そこで、彼らはイエスに言った、「神のわ

ざを行うために、わたしたちは何をしたらよいでしょう

か」。 29イエスは彼らに答えて言われた、「神がつかわ

された者を信じることが、神のわざである」。 30彼らは

イエスに言った、「わたしたちが見てあなたを信じるた

めに、どんなしるしを行って下さいますか。どんなこと

をして下さいますか。 31わたしたちの先祖は荒野でマナ

を食べました。それは『天よりのパンを彼らに与えて食

べさせた』と書いてあるとおりです」。 32そこでイエス

は彼らに言われた、「よくよく言っておく。天からのパ

ンをあなたがたに与えたのは、モーセではない。天から

のまことのパンをあなたがたに与えるのは、わたしの父

なのである。 33神のパンは、天から下ってきて、この世

に命を与えるものである」。 34彼らはイエスに言った、

「主よ、そのパンをいつもわたしたちに下さい」。 35イ

エスは彼らに言われた、「わたしが命のパンである。わ

たしに来る者は決して飢えることがなく、わたしを信じ

る者は決してかわくことがない。 36しかし、あなたがた

に言ったが、あなたがたはわたしを見たのに信じようと

はしない。 37父がわたしに与えて下さる者は皆、わたし

に来るであろう。そして、わたしに来る者を決して拒み

はしない。 38わたしが天から下ってきたのは、自分のこ

ころのままを行うためではなく、わたしをつかわされた

かたのみこころを行うためである。 39わたしをつかわさ

れたかたのみこころは、わたしに与えて下さった者を、

わたしがひとりも失わずに、終りの日によみがえらせる

ことである。 40わたしの父のみこころは、子を見て信じ

る者が、ことごとく永遠の命を得ることなのである。そ

して、わたしはその人々を終りの日によみがえらせるで

あろう」。 (aiōnios g166) 41ユダヤ人らは、イエスが「わ

たしは天から下ってきたパンである」と言われたので、

イエスについてつぶやき始めた。 42そして言った、「こ

れはヨセフの子イエスではないか。わたしたちはその父

母を知っているではないか。わたしは天から下ってきた

と、どうして今いうのか」。 43イエスは彼らに答えて言

われた、「互につぶやいてはいけない。 44わたしをつか

わされた父が引きよせて下さらなければ、だれもわたし

に来ることはできない。わたしは、その人々を終りの日

によみがえらせるであろう。 45預言者の書に、『彼らは

みな神に教えられるであろう』と書いてある。父から聞

いて学んだ者は、みなわたしに来るのである。 46神から

出た者のほかに、だれかが父を見たのではない。その者

だけが父を見たのである。 47よくよくあなたがたに言っ

ておく。信じる者には永遠の命がある。 (aiōnios g166) 48

わたしは命のパンである。 49あなたがたの先祖は荒野で

マナを食べたが、死んでしまった。 50しかし、天から下
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ってきたパンを食べる人は、決して死ぬことはない。 51

わたしは天から下ってきた生きたパンである。それを食

べる者は、いつまでも生きるであろう。わたしが与える

パンは、世の命のために与えるわたしの肉である」。

(aiōn g165) 52そこで、ユダヤ人らが互に論じて言った、「

この人はどうして、自分の肉をわたしたちに与えて食べ

させることができようか」。 53イエスは彼らに言われた

、「よくよく言っておく。人の子の肉を食べず、また、

その血を飲まなければ、あなたがたの内に命はない。 54

わたしの肉を食べ、わたしの血を飲む者には、永遠の命

があり、わたしはその人を終りの日によみがえらせるで

あろう。 (aiōnios g166) 55わたしの肉はまことの食物、わ

たしの血はまことの飲み物である。 56わたしの肉を食べ

、わたしの血を飲む者はわたしにおり、わたしもまたそ

の人におる。 57生ける父がわたしをつかわされ、また、

わたしが父によって生きているように、わたしを食べる

者もわたしによって生きるであろう。 58天から下ってき

たパンは、先祖たちが食べたが死んでしまったようなも

のではない。このパンを食べる者は、いつまでも生きる

であろう」。 (aiōn g165) 59これらのことは、イエスがカ

ペナウムの会堂で教えておられたときに言われたもので

ある。 60弟子たちのうちの多くの者は、これを聞いて言

った、「これは、ひどい言葉だ。だれがそんなことを聞

いておられようか」。 61しかしイエスは、弟子たちがそ

のことでつぶやいているのを見破って、彼らに言われた

、「このことがあなたがたのつまずきになるのか。 62そ

れでは、もし人の子が前にいた所に上るのを見たら、ど

うなるのか。 63人を生かすものは霊であって、肉はなん

の役にも立たない。わたしがあなたがたに話した言葉は

霊であり、また命である。 64しかし、あなたがたの中に

は信じない者がいる」。イエスは、初めから、だれが信

じないか、また、だれが彼を裏切るかを知っておられた

のである。 65そしてイエスは言われた、「それだから、

父が与えて下さった者でなければ、わたしに来ることは

できないと、言ったのである」。 66それ以来、多くの弟

子たちは去っていって、もはやイエスと行動を共にしな

かった。 67そこでイエスは十二弟子に言われた、「あな

たがたも去ろうとするのか」。 68シモン・ペテロが答え

た、「主よ、わたしたちは、だれのところに行きましょ

う。永遠の命の言をもっているのはあなたです。 (aiōnios

g166) 69わたしたちは、あなたが神の聖者であることを信

じ、また知っています」。 70イエスは彼らに答えられた

、「あなたがた十二人を選んだのは、わたしではなかっ

たか。それだのに、あなたがたのうちのひとりは悪魔で

ある」。 71これは、イスカリオテのシモンの子ユダをさ

して言われたのである。このユダは、十二弟子のひとり

でありながら、イエスを裏切ろうとしていた。

7そののち、イエスはガリラヤを巡回しておられた。ユ
ダヤ人たちが自分を殺そうとしていたので、ユダヤを

巡回しようとはされなかった。 2時に、ユダヤ人の仮庵

の祭が近づいていた。 3そこで、イエスの兄弟たちがイ

エスに言った、「あなたがしておられるわざを弟子たち

にも見せるために、ここを去りユダヤに行ってはいかが

です。 4自分を公けにあらわそうと思っている人で、隠

れて仕事をするものはありません。あなたがこれらのこ

とをするからには、自分をはっきりと世にあらわしなさ

い」。 5こう言ったのは、兄弟たちもイエスを信じてい

なかったからである。 6そこでイエスは彼らに言われた

、「わたしの時はまだきていない。しかし、あなたがた

の時はいつも備わっている。 7世はあなたがたを憎み得

ないが、わたしを憎んでいる。わたしが世のおこないの

悪いことを、あかししているからである。 8あなたがた

こそ祭に行きなさい。わたしはこの祭には行かない。わ

たしの時はまだ満ちていないから」。 9彼らにこう言っ

て、イエスはガリラヤにとどまっておられた。 10しかし

、兄弟たちが祭に行ったあとで、イエスも人目にたたぬ

ように、ひそかに行かれた。 11ユダヤ人らは祭の時に、

「あの人はどこにいるのか」と言って、イエスを捜して

いた。 12群衆の中に、イエスについていろいろとうわさ

が立った。ある人々は、「あれはよい人だ」と言い、他

の人々は、「いや、あれは群衆を惑わしている」と言っ

た。 13しかし、ユダヤ人らを恐れて、イエスのことを公

然と口にする者はいなかった。 14祭も半ばになってから

、イエスは宮に上って教え始められた。 15すると、ユダ

ヤ人たちは驚いて言った、「この人は学問をしたことも

ないのに、どうして律法の知識をもっているのだろう」

。 16そこでイエスは彼らに答えて言われた、「わたしの

教はわたし自身の教ではなく、わたしをつかわされたか

たの教である。 17神のみこころを行おうと思う者であれ

ば、だれでも、わたしの語っているこの教が神からのも

のか、それとも、わたし自身から出たものか、わかるで

あろう。 18自分から出たことを語る者は、自分の栄光を

求めるが、自分をつかわされたかたの栄光を求める者は

真実であって、その人の内には偽りがない。 19モーセは

あなたがたに律法を与えたではないか。それだのに、あ

なたがたのうちには、その律法を行う者がひとりもない

。あなたがたは、なぜわたしを殺そうと思っているのか

」。 20群衆は答えた、「あなたは悪霊に取りつかれてい

る。だれがあなたを殺そうと思っているものか」。 21イ

エスは彼らに答えて言われた、「わたしが一つのわざを

したところ、あなたがたは皆それを見て驚いている。 22

モーセはあなたがたに割礼を命じたので、（これは、実

は、モーセから始まったのではなく、先祖たちから始ま

ったものである）あなたがたは安息日にも人に割礼を施

している。 23もし、モーセの律法が破られないように、

安息日であっても割礼を受けるのなら、安息日に人の全

身を丈夫にしてやったからといって、どうして、そんな

におこるのか。 24うわべで人をさばかないで、正しいさ

ばきをするがよい」。 25さて、エルサレムのある人たち

が言った、「この人は人々が殺そうと思っている者では

ないか。 26見よ、彼は公然と語っているのに、人々はこ

れに対して何も言わない。役人たちは、この人がキリス

トであることを、ほんとうに知っているのではなかろう

か。 27わたしたちはこの人がどこからきたのか知ってい

る。しかし、キリストが現れる時には、どこから来るの

か知っている者は、ひとりもいない」。 28イエスは宮の

内で教えながら、叫んで言われた、「あなたがたは、わ

たしを知っており、また、わたしがどこからきたかも知

っている。しかし、わたしは自分からきたのではない。

わたしをつかわされたかたは真実であるが、あなたがた

は、そのかたを知らない。 29わたしは、そのかたを知っ

ている。わたしはそのかたのもとからきた者で、そのか

たがわたしをつかわされたのである」。 30そこで人々は

イエスを捕えようと計ったが、だれひとり手をかける者

はなかった。イエスの時が、まだきていなかったからで
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ある。 31しかし、群衆の中の多くの者が、イエスを信じ

て言った、「キリストがきても、この人が行ったよりも

多くのしるしを行うだろうか」。 32群衆がイエスについ

てこのようなうわさをしているのを、パリサイ人たちは

耳にした。そこで、祭司長たちやパリサイ人たちは、イ

エスを捕えようとして、下役どもをつかわした。 33イエ

スは言われた、「今しばらくの間、わたしはあなたがた

と一緒にいて、それから、わたしをおつかわしになった

かたのみもとに行く。 34あなたがたはわたしを捜すであ

ろうが、見つけることはできない。そしてわたしのいる

所に、あなたがたは来ることができない」。 35そこでユ

ダヤ人たちは互に言った、「わたしたちが見つけること

ができないというのは、どこへ行こうとしているのだろ

う。ギリシヤ人の中に離散している人たちのところにで

も行って、ギリシヤ人を教えようというのだろうか。 36

また、『わたしを捜すが、見つけることはできない。そ

してわたしのいる所には来ることができないだろう』と

言ったその言葉は、どういう意味だろう」。 37祭の終り

の大事な日に、イエスは立って、叫んで言われた、「だ

れでもかわく者は、わたしのところにきて飲むがよい。

38わたしを信じる者は、聖書に書いてあるとおり、その

腹から生ける水が川となって流れ出るであろう」。 39こ

れは、イエスを信じる人々が受けようとしている御霊を

さして言われたのである。すなわち、イエスはまだ栄光

を受けておられなかったので、御霊がまだ下っていなか

ったのである。 40群衆のある者がこれらの言葉を聞いて

、「このかたは、ほんとうに、あの預言者である」と言

い、 41ほかの人たちは「このかたはキリストである」と

言い、また、ある人々は、「キリストはまさか、ガリラ

ヤからは出てこないだろう。 42キリストは、ダビデの子

孫から、またダビデのいたベツレヘムの村から出ると、

聖書に書いてあるではないか」と言った。 43こうして、

群衆の間にイエスのことで分争が生じた。 44彼らのうち

のある人々は、イエスを捕えようと思ったが、だれひと

り手をかける者はなかった。 45さて、下役どもが祭司長

たちやパリサイ人たちのところに帰ってきたので、彼ら

はその下役どもに言った、「なぜ、あの人を連れてこな

かったのか」。 46下役どもは答えた、「この人の語るよ

うに語った者は、これまでにありませんでした」。 47パ

リサイ人たちが彼らに答えた、「あなたがたまでが、だ

まされているのではないか。 48役人たちやパリサイ人た

ちの中で、ひとりでも彼を信じた者があっただろうか。

49律法をわきまえないこの群衆は、のろわれている」。

50彼らの中のひとりで、以前にイエスに会いにきたこと

のあるニコデモが、彼らに言った、 51「わたしたちの律

法によれば、まずその人の言い分を聞き、その人のした

ことを知った上でなければ、さばくことをしないのでは

ないか」。 52彼らは答えて言った、「あなたもガリラヤ

出なのか。よく調べてみなさい、ガリラヤからは預言者

が出るものではないことが、わかるだろう」。〔 53そし

て、人々はおのおの家に帰って行った。

8イエスはオリブ山に行かれた。 2朝早くまた宮にはい

られると、人々が皆みもとに集まってきたので、イエ

スはすわって彼らを教えておられた。 3すると、律法学

者たちやパリサイ人たちが、姦淫をしている時につかま

えられた女をひっぱってきて、中に立たせた上、イエス

に言った、 4「先生、この女は姦淫の場でつかまえられ

ました。 5モーセは律法の中で、こういう女を石で打ち

殺せと命じましたが、あなたはどう思いますか」。 6彼

らがそう言ったのは、イエスをためして、訴える口実を

得るためであった。しかし、イエスは身をかがめて、指

で地面に何か書いておられた。 7彼らが問い続けるので

、イエスは身を起して彼らに言われた、「あなたがたの

中で罪のない者が、まずこの女に石を投げつけるがよい

」。 8そしてまた身をかがめて、地面に物を書きつづけ

られた。 9これを聞くと、彼らは年寄から始めて、ひと

りびとり出て行き、ついに、イエスだけになり、女は中

にいたまま残された。 10そこでイエスは身を起して女に

言われた、「女よ、みんなはどこにいるか。あなたを罰

する者はなかったのか」。 11女は言った、「主よ、だれ

もございません」。イエスは言われた、「わたしもあな

たを罰しない。お帰りなさい。今後はもう罪を犯さない

ように」。〕 12イエスは、また人々に語ってこう言われ

た、「わたしは世の光である。わたしに従って来る者は

、やみのうちを歩くことがなく、命の光をもつであろう

」。 13するとパリサイ人たちがイエスに言った、「あな

たは、自分のことをあかししている。あなたのあかしは

真実ではない」。 14イエスは彼らに答えて言われた、「

たとい、わたしが自分のことをあかししても、わたしの

あかしは真実である。それは、わたしがどこからきたの

か、また、どこへ行くのかを知っているからである。し

かし、あなたがたは、わたしがどこからきて、どこへ行

くのかを知らない。 15あなたがたは肉によって人をさば

くが、わたしはだれもさばかない。 16しかし、もしわた

しがさばくとすれば、わたしのさばきは正しい。なぜな

ら、わたしはひとりではなく、わたしをつかわされたか

たが、わたしと一緒だからである。 17あなたがたの律法

には、ふたりによる証言は真実だと、書いてある。 18わ

たし自身のことをあかしするのは、わたしであるし、わ

たしをつかわされた父も、わたしのことをあかしして下

さるのである」。 19すると、彼らはイエスに言った、「

あなたの父はどこにいるのか」。イエスは答えられた、

「あなたがたは、わたしをもわたしの父をも知っていな

い。もし、あなたがたがわたしを知っていたなら、わた

しの父をも知っていたであろう」。 20イエスが宮の内で

教えていた時、これらの言葉をさいせん箱のそばで語ら

れたのであるが、イエスの時がまだきていなかったので

、だれも捕える者がなかった。 21さて、また彼らに言わ

れた、「わたしは去って行く。あなたがたはわたしを捜

し求めるであろう。そして自分の罪のうちに死ぬであろ

う。わたしの行く所には、あなたがたは来ることができ

ない」。 22そこでユダヤ人たちは言った、「わたしの行

く所に、あなたがたは来ることができないと、言ったの

は、あるいは自殺でもしようとするつもりか」。 23イエ

スは彼らに言われた、「あなたがたは下から出た者だが

、わたしは上からきた者である。あなたがたはこの世の

者であるが、わたしはこの世の者ではない。 24だからわ

たしは、あなたがたは自分の罪のうちに死ぬであろうと

、言ったのである。もしわたしがそういう者であること

をあなたがたが信じなければ、罪のうちに死ぬことにな

るからである」。 25そこで彼らはイエスに言った、「あ

なたは、いったい、どういうかたですか」。イエスは彼

らに言われた、「わたしがどういう者であるかは、初め

からあなたがたに言っているではないか。 26あなたがた

について、わたしの言うべきこと、さばくべきことが、
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たくさんある。しかし、わたしをつかわされたかたは真

実なかたである。わたしは、そのかたから聞いたままを

世にむかって語るのである」。 27彼らは、イエスが父に

ついて話しておられたことを悟らなかった。 28そこでイ

エスは言われた、「あなたがたが人の子を上げてしまっ

た後はじめて、わたしがそういう者であること、また、

わたしは自分からは何もせず、ただ父が教えて下さった

ままを話していたことが、わかってくるであろう。 29わ

たしをつかわされたかたは、わたしと一緒におられる。

わたしは、いつも神のみこころにかなうことをしている

から、わたしをひとり置きざりになさることはない」。

30これらのことを語られたところ、多くの人々がイエス

を信じた。 31イエスは自分を信じたユダヤ人たちに言わ

れた、「もしわたしの言葉のうちにとどまっておるなら

、あなたがたは、ほんとうにわたしの弟子なのである。

32また真理を知るであろう。そして真理は、あなたがた

に自由を得させるであろう」。 33そこで、彼らはイエス

に言った、「わたしたちはアブラハムの子孫であって、

人の奴隷になったことなどは、一度もない。どうして、

あなたがたに自由を得させるであろうと、言われるのか

」。 34イエスは彼らに答えられた、「よくよくあなたが

たに言っておく。すべて罪を犯す者は罪の奴隷である。

35そして、奴隷はいつまでも家にいる者ではない。しか

し、子はいつまでもいる。 (aiōn g165) 36だから、もし子

があなたがたに自由を得させるならば、あなたがたは、

ほんとうに自由な者となるのである。 37わたしは、あな

たがたがアブラハムの子孫であることを知っている。そ

れだのに、あなたがたはわたしを殺そうとしている。わ

たしの言葉が、あなたがたのうちに根をおろしていない

からである。 38わたしはわたしの父のもとで見たことを

語っているが、あなたがたは自分の父から聞いたことを

行っている」。 39彼らはイエスに答えて言った、「わた

したちの父はアブラハムである」。イエスは彼らに言わ

れた、「もしアブラハムの子であるなら、アブラハムの

わざをするがよい。 40ところが今、神から聞いた真理を

あなたがたに語ってきたこのわたしを、殺そうとしてい

る。そんなことをアブラハムはしなかった。 41あなたが

たは、あなたがたの父のわざを行っているのである」。

彼らは言った、「わたしたちは、不品行の結果うまれた

者ではない。わたしたちにはひとりの父がある。それは

神である」。 42イエスは彼らに言われた、「神があなた

がたの父であるならば、あなたがたはわたしを愛するは

ずである。わたしは神から出た者、また神からきている

者であるからだ。わたしは自分からきたのではなく、神

からつかわされたのである。 43どうしてあなたがたは、

わたしの話すことがわからないのか。あなたがたが、わ

たしの言葉を悟ることができないからである。 44あなた

がたは自分の父、すなわち、悪魔から出てきた者であっ

て、その父の欲望どおりを行おうと思っている。彼は初

めから、人殺しであって、真理に立つ者ではない。彼の

うちには真理がないからである。彼が偽りを言うとき、

いつも自分の本音をはいているのである。彼は偽り者で

あり、偽りの父であるからだ。 45しかし、わたしが真理

を語っているので、あなたがたはわたしを信じようとし

ない。 46あなたがたのうち、だれがわたしに罪があると

責めうるのか。わたしは真理を語っているのに、なぜあ

なたがたは、わたしを信じないのか。 47神からきた者は

神の言葉に聞き従うが、あなたがたが聞き従わないのは

、神からきた者でないからである」。 48ユダヤ人たちは

イエスに答えて言った、「あなたはサマリヤ人で、悪霊

に取りつかれていると、わたしたちが言うのは、当然で

はないか」。 49イエスは答えられた、「わたしは、悪霊

に取りつかれているのではなくて、わたしの父を重んじ

ているのだが、あなたがたはわたしを軽んじている。 50

わたしは自分の栄光を求めてはいない。それを求めるか

たが別にある。そのかたは、またさばくかたである。 51

よくよく言っておく。もし人がわたしの言葉を守るなら

ば、その人はいつまでも死を見ることがないであろう」

。 (aiōn g165) 52ユダヤ人たちが言った、「あなたが悪霊

に取りつかれていることが、今わかった。アブラハムは

死に、預言者たちも死んでいる。それだのに、あなたは

、わたしの言葉を守る者はいつまでも死を味わうことが

ないであろうと、言われる。 (aiōn g165) 53あなたは、わ

たしたちの父アブラハムより偉いのだろうか。彼も死に

、預言者たちも死んだではないか。あなたは、いったい

、自分をだれと思っているのか」。 54イエスは答えられ

た、「わたしがもし自分に栄光を帰するなら、わたしの

栄光は、むなしいものである。わたしに栄光を与えるか

たは、わたしの父であって、あなたがたが自分の神だと

言っているのは、そのかたのことである。 55あなたがた

はその神を知っていないが、わたしは知っている。もし

わたしが神を知らないと言うならば、あなたがたと同じ

ような偽り者であろう。しかし、わたしはそのかたを知

り、その御言を守っている。 56あなたがたの父アブラハ

ムは、わたしのこの日を見ようとして楽しんでいた。そ

してそれを見て喜んだ」。 57そこでユダヤ人たちはイエ

スに言った、「あなたはまだ五十にもならないのに、ア

ブラハムを見たのか」。 58イエスは彼らに言われた、「

よくよくあなたがたに言っておく。アブラハムの生れる

前からわたしは、いるのである」。 59そこで彼らは石を

とって、イエスに投げつけようとした。しかし、イエス

は身を隠して、宮から出て行かれた。

9イエスが道をとおっておられるとき、生れつきの盲人
を見られた。 2弟子たちはイエスに尋ねて言った、「

先生、この人が生れつき盲人なのは、だれが罪を犯した

ためですか。本人ですか、それともその両親ですか」。

3イエスは答えられた、「本人が罪を犯したのでもなく

、また、その両親が犯したのでもない。ただ神のみわざ

が、彼の上に現れるためである。 4わたしたちは、わた

しをつかわされたかたのわざを、昼の間にしなければな

らない。夜が来る。すると、だれも働けなくなる。 5わ

たしは、この世にいる間は、世の光である」。 6イエス

はそう言って、地につばきをし、そのつばきで、どろを

つくり、そのどろを盲人の目に塗って言われた、 7「シ

ロアム（つかわされた者、の意）の池に行って洗いなさ

い」。そこで彼は行って洗った。そして見えるようにな

って、帰って行った。 8近所の人々や、彼がもと、こじ

きであったのを見知っていた人々が言った、「この人は

、すわってこじきをしていた者ではないか」。 9ある人

々は「その人だ」と言い、他の人々は「いや、ただあの

人に似ているだけだ」と言った。しかし、本人は「わた

しがそれだ」と言った。 10そこで人々は彼に言った、「

では、おまえの目はどうしてあいたのか」。 11彼は答え

た、「イエスというかたが、どろをつくって、わたしの

目に塗り、『シロアムに行って洗え』と言われました。
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それで、行って洗うと、見えるようになりました」。 12

人々は彼に言った、「その人はどこにいるのか」。彼は

「知りません」と答えた。 13人々は、もと盲人であった

この人を、パリサイ人たちのところにつれて行った。 14

イエスがどろをつくって彼の目をあけたのは、安息日で

あった。 15パリサイ人たちもまた、「どうして見えるよ

うになったのか」、と彼に尋ねた。彼は答えた、「あの

かたがわたしの目にどろを塗り、わたしがそれを洗い、

そして見えるようになりました」。 16そこで、あるパリ

サイ人たちが言った、「その人は神からきた人ではない

。安息日を守っていないのだから」。しかし、ほかの人

々は言った、「罪のある人が、どうしてそのようなしる

しを行うことができようか」。そして彼らの間に分争が

生じた。 17そこで彼らは、もう一度この盲人に聞いた、

「おまえの目をあけてくれたその人を、どう思うか」。

「預言者だと思います」と彼は言った。 18ユダヤ人たち

は、彼がもと盲人であったが見えるようになったことを

、まだ信じなかった。ついに彼らは、目が見えるように

なったこの人の両親を呼んで、 19尋ねて言った、「これ

が、生れつき盲人であったと、おまえたちの言っている

むすこか。それではどうして、いま目が見えるのか」。

20両親は答えて言った、「これがわたしどものむすこで

あること、また生れつき盲人であったことは存じていま

す。 21しかし、どうしていま見えるようになったのか、

それは知りません。また、だれがその目をあけて下さっ

たのかも知りません。あれに聞いて下さい。あれはもう

おとなですから、自分のことは自分で話せるでしょう」

。 22両親はユダヤ人たちを恐れていたので、こう答えた

のである。それは、もしイエスをキリストと告白する者

があれば、会堂から追い出すことに、ユダヤ人たちが既

に決めていたからである。 23彼の両親が「おとなですか

ら、あれに聞いて下さい」と言ったのは、そのためであ

った。 24そこで彼らは、盲人であった人をもう一度呼ん

で言った、「神に栄光を帰するがよい。あの人が罪人で

あることは、わたしたちにはわかっている」。 25すると

彼は言った、「あのかたが罪人であるかどうか、わたし

は知りません。ただ一つのことだけ知っています。わた

しは盲であったが、今は見えるということです」。 26そ

こで彼らは言った、「その人はおまえに何をしたのか。

どんなにしておまえの目をあけたのか」。 27彼は答えた

、「そのことはもう話してあげたのに、聞いてくれませ

んでした。なぜまた聞こうとするのですか。あなたがた

も、あの人の弟子になりたいのですか」。 28そこで彼ら

は彼をののしって言った、「おまえはあれの弟子だが、

わたしたちはモーセの弟子だ。 29モーセに神が語られた

ということは知っている。だが、あの人がどこからきた

者か、わたしたちは知らぬ」。 30そこで彼が答えて言っ

た、「わたしの目をあけて下さったのに、そのかたがど

こからきたか、ご存じないとは、不思議千万です。 31わ

たしたちはこのことを知っています。神は罪人の言うこ

とはお聞きいれになりませんが、神を敬い、そのみここ

ろを行う人の言うことは、聞きいれて下さいます。 32生

れつき盲であった者の目をあけた人があるということは

、世界が始まって以来、聞いたことがありません。 (aiōn

g165) 33もしあのかたが神からきた人でなかったら、何一

つできなかったはずです」。 34これを聞いて彼らは言っ

た、「おまえは全く罪の中に生れていながら、わたした

ちを教えようとするのか」。そして彼を外へ追い出した

。 35イエスは、その人が外へ追い出されたことを聞かれ

た。そして彼に会って言われた、「あなたは人の子を信

じるか」。 36彼は答えて言った、「主よ、それはどなた

ですか。そのかたを信じたいのですが」。 37イエスは彼

に言われた、「あなたは、もうその人に会っている。今

あなたと話しているのが、その人である」。 38すると彼

は、「主よ、信じます」と言って、イエスを拝した。 39

そこでイエスは言われた、「わたしがこの世にきたのは

、さばくためである。すなわち、見えない人たちが見え

るようになり、見える人たちが見えないようになるため

である」。 40そこにイエスと一緒にいたあるパリサイ人

たちが、それを聞いてイエスに言った、「それでは、わ

たしたちも盲なのでしょうか」。 41イエスは彼らに言わ

れた、「もしあなたがたが盲人であったなら、罪はなか

ったであろう。しかし、今あなたがたが『見える』と言

い張るところに、あなたがたの罪がある。

10よくよくあなたがたに言っておく。羊の囲いにはい
るのに、門からでなく、ほかの所からのりこえて来

る者は、盗人であり、強盗である。 2門からはいる者は

、羊の羊飼である。 3門番は彼のために門を開き、羊は

彼の声を聞く。そして彼は自分の羊の名をよんで連れ出

す。 4自分の羊をみな出してしまうと、彼は羊の先頭に

立って行く。羊はその声を知っているので、彼について

行くのである。 5ほかの人には、ついて行かないで逃げ

去る。その人の声を知らないからである」。 6イエスは

彼らにこの比喩を話されたが、彼らは自分たちにお話し

になっているのが何のことだか、わからなかった。 7そ

こで、イエスはまた言われた、「よくよくあなたがたに

言っておく。わたしは羊の門である。 8わたしよりも前

にきた人は、みな盗人であり、強盗である。羊は彼らに

聞き従わなかった。 9わたしは門である。わたしをとお

ってはいる者は救われ、また出入りし、牧草にありつく

であろう。 10盗人が来るのは、盗んだり、殺したり、滅

ぼしたりするためにほかならない。わたしがきたのは、

羊に命を得させ、豊かに得させるためである。 11わたし

はよい羊飼である。よい羊飼は、羊のために命を捨てる

。 12羊飼ではなく、羊が自分のものでもない雇人は、お

おかみが来るのを見ると、羊をすてて逃げ去る。そして

、おおかみは羊を奪い、また追い散らす。 13彼は雇人で

あって、羊のことを心にかけていないからである。 14わ

たしはよい羊飼であって、わたしの羊を知り、わたしの

羊はまた、わたしを知っている。 15それはちょうど、父

がわたしを知っておられ、わたしが父を知っているのと

同じである。そして、わたしは羊のために命を捨てるの

である。 16わたしにはまた、この囲いにいない他の羊が

ある。わたしは彼らをも導かねばならない。彼らも、わ

たしの声に聞き従うであろう。そして、ついに一つの群

れ、ひとりの羊飼となるであろう。 17父は、わたしが自

分の命を捨てるから、わたしを愛して下さるのである。

命を捨てるのは、それを再び得るためである。 18だれか

が、わたしからそれを取り去るのではない。わたしが、

自分からそれを捨てるのである。わたしには、それを捨

てる力があり、またそれを受ける力もある。これはわた

しの父から授かった定めである」。 19これらの言葉を語

られたため、ユダヤ人の間にまたも分争が生じた。 20そ

のうちの多くの者が言った、「彼は悪霊に取りつかれて

、気が狂っている。どうして、あなたがたはその言うこ



ヨハネの福音書573

とを聞くのか」。 21他の人々は言った、「それは悪霊に

取りつかれた者の言葉ではない。悪霊は盲人の目をあけ

ることができようか」。 22そのころ、エルサレムで宮き

よめの祭が行われた。時は冬であった。 23イエスは、宮

の中にあるソロモンの廊を歩いておられた。 24するとユ

ダヤ人たちが、イエスを取り囲んで言った、「いつまで

わたしたちを不安のままにしておくのか。あなたがキリ

ストであるなら、そうとはっきり言っていただきたい」

。 25イエスは彼らに答えられた、「わたしは話したのだ

が、あなたがたは信じようとしない。わたしの父の名に

よってしているすべてのわざが、わたしのことをあかし

している。 26あなたがたが信じないのは、わたしの羊で

ないからである。 27わたしの羊はわたしの声に聞き従う

。わたしは彼らを知っており、彼らはわたしについて来

る。 28わたしは、彼らに永遠の命を与える。だから、彼

らはいつまでも滅びることがなく、また、彼らをわたし

の手から奪い去る者はない。 (aiōn g165, aiōnios g166) 29わた

しの父がわたしに下さったものは、すべてにまさるもの

である。そしてだれも父のみ手から、それを奪い取るこ

とはできない。 30わたしと父とは一つである」。 31そ

こでユダヤ人たちは、イエスを打ち殺そうとして、また

石を取りあげた。 32するとイエスは彼らに答えられた、

「わたしは、父による多くのよいわざを、あなたがたに

示した。その中のどのわざのために、わたしを石で打ち

殺そうとするのか」。 33ユダヤ人たちは答えた、「あな

たを石で殺そうとするのは、よいわざをしたからではな

く、神を汚したからである。また、あなたは人間である

のに、自分を神としているからである」。 34イエスは彼

らに答えられた、「あなたがたの律法に、『わたしは言

う、あなたがたは神々である』と書いてあるではないか

。 35神の言を託された人々が、神々といわれておるとす

れば、（そして聖書の言は、すたることがあり得ない）

36父が聖別して、世につかわされた者が、『わたしは神

の子である』と言ったからとて、どうして『あなたは神

を汚す者だ』と言うのか。 37もしわたしが父のわざを行

わないとすれば、わたしを信じなくてもよい。 38しかし

、もし行っているなら、たといわたしを信じなくても、

わたしのわざを信じるがよい。そうすれば、父がわたし

におり、また、わたしが父におることを知って悟るであ

ろう」。 39そこで、彼らはまたイエスを捕えようとした

が、イエスは彼らの手をのがれて、去って行かれた。 40

さて、イエスはまたヨルダンの向こう岸、すなわち、ヨ

ハネが初めにバプテスマを授けていた所に行き、そこに

滞在しておられた。 41多くの人々がイエスのところにき

て、互に言った、「ヨハネはなんのしるしも行わなかっ

たが、ヨハネがこのかたについて言ったことは、皆ほん

とうであった」。 42そして、そこで多くの者がイエスを

信じた。

11さて、ひとりの病人がいた。ラザロといい、マリヤ
とその姉妹マルタの村ベタニヤの人であった。 2こ

のマリヤは主に香油をぬり、自分の髪の毛で、主の足を

ふいた女であって、病気であったのは、彼女の兄弟ラザ

ロであった。 3姉妹たちは人をイエスのもとにつかわし

て、「主よ、ただ今、あなたが愛しておられる者が病気

をしています」と言わせた。 4イエスはそれを聞いて言

われた、「この病気は死ぬほどのものではない。それは

神の栄光のため、また、神の子がそれによって栄光を受

けるためのものである」。 5イエスは、マルタとその姉

妹とラザロとを愛しておられた。 6ラザロが病気である

ことを聞いてから、なおふつか、そのおられた所に滞在

された。 7それから弟子たちに、「もう一度ユダヤに行

こう」と言われた。 8弟子たちは言った、「先生、ユダ

ヤ人らが、さきほどもあなたを石で殺そうとしていまし

たのに、またそこに行かれるのですか」。 9イエスは答

えられた、「一日には十二時間あるではないか。昼間あ

るけば、人はつまずくことはない。この世の光を見てい

るからである。 10しかし、夜あるけば、つまずく。その

人のうちに、光がないからである」。 11そう言われたが

、それからまた、彼らに言われた、「わたしたちの友ラ

ザロが眠っている。わたしは彼を起しに行く」。 12する

と弟子たちは言った、「主よ、眠っているのでしたら、

助かるでしょう」。 13イエスはラザロが死んだことを言

われたのであるが、弟子たちは、眠って休んでいること

をさして言われたのだと思った。 14するとイエスは、あ

からさまに彼らに言われた、「ラザロは死んだのだ。 15

そして、わたしがそこにいあわせなかったことを、あな

たがたのために喜ぶ。それは、あなたがたが信じるよう

になるためである。では、彼のところに行こう」。 16す

るとデドモと呼ばれているトマスが、仲間の弟子たちに

言った、「わたしたちも行って、先生と一緒に死のうで

はないか」。 17さて、イエスが行ってごらんになると、

ラザロはすでに四日間も墓の中に置かれていた。 18ベタ

ニヤはエルサレムに近く、二十五丁ばかり離れたところ

にあった。 19大ぜいのユダヤ人が、その兄弟のことで、

マルタとマリヤとを慰めようとしてきていた。 20マルタ

はイエスがこられたと聞いて、出迎えに行ったが、マリ

ヤは家ですわっていた。 21マルタはイエスに言った、「

主よ、もしあなたがここにいて下さったなら、わたしの

兄弟は死ななかったでしょう。 22しかし、あなたがどん

なことをお願いになっても、神はかなえて下さることを

、わたしは今でも存じています」。 23イエスはマルタに

言われた、「あなたの兄弟はよみがえるであろう」。 24

マルタは言った、「終りの日のよみがえりの時よみがえ

ることは、存じています」。 25イエスは彼女に言われた

、「わたしはよみがえりであり、命である。わたしを信

じる者は、たとい死んでも生きる。 26また、生きていて

、わたしを信じる者は、いつまでも死なない。あなたは

これを信じるか」。 (aiōn g165) 27マルタはイエスに言っ

た、「主よ、信じます。あなたがこの世にきたるべきキ

リスト、神の御子であると信じております」。 28マルタ

はこう言ってから、帰って姉妹のマリヤを呼び、「先生

がおいでになって、あなたを呼んでおられます」と小声

で言った。 29これを聞いたマリヤはすぐ立ち上がって、

イエスのもとに行った。 30イエスはまだ村に、はいって

こられず、マルタがお迎えしたその場所におられた。 31

マリヤと一緒に家にいて彼女を慰めていたユダヤ人たち

は、マリヤが急いで立ち上がって出て行くのを見て、彼

女は墓に泣きに行くのであろうと思い、そのあとからつ

いて行った。 32マリヤは、イエスのおられる所に行って

お目にかかり、その足もとにひれ伏して言った、「主よ

、もしあなたがここにいて下さったなら、わたしの兄弟

は死ななかったでしょう」。 33イエスは、彼女が泣き、

また、彼女と一緒にきたユダヤ人たちも泣いているのを

ごらんになり、激しく感動し、また心を騒がせ、そして

言われた、 34「彼をどこに置いたのか」。彼らはイエス
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に言った、「主よ、きて、ごらん下さい」。 35イエスは

涙を流された。 36するとユダヤ人たちは言った、「ああ

、なんと彼を愛しておられたことか」。 37しかし、彼ら

のある人たちは言った、「あの盲人の目をあけたこの人

でも、ラザロを死なせないようには、できなかったのか

」。 38イエスはまた激しく感動して、墓にはいられた。

それは洞穴であって、そこに石がはめてあった。 39イエ

スは言われた、「石を取りのけなさい」。死んだラザロ

の姉妹マルタが言った、「主よ、もう臭くなっておりま

す。四日もたっていますから」。 40イエスは彼女に言わ

れた、「もし信じるなら神の栄光を見るであろうと、あ

なたに言ったではないか」。 41人々は石を取りのけた。

すると、イエスは目を天にむけて言われた、「父よ、わ

たしの願いをお聞き下さったことを感謝します。 42あな

たがいつでもわたしの願いを聞きいれて下さることを、

よく知っています。しかし、こう申しますのは、そばに

立っている人々に、あなたがわたしをつかわされたこと

を、信じさせるためであります」。 43こう言いながら、

大声で「ラザロよ、出てきなさい」と呼ばわれた。 44す

ると、死人は手足を布でまかれ、顔も顔おおいで包まれ

たまま、出てきた。イエスは人々に言われた、「彼をほ

どいてやって、帰らせなさい」。 45マリヤのところにき

て、イエスのなさったことを見た多くのユダヤ人たちは

、イエスを信じた。 46しかし、そのうちの数人がパリサ

イ人たちのところに行って、イエスのされたことを告げ

た。 47そこで、祭司長たちとパリサイ人たちとは、議会

を召集して言った、「この人が多くのしるしを行ってい

るのに、お互は何をしているのだ。 48もしこのままにし

ておけば、みんなが彼を信じるようになるだろう。その

うえ、ローマ人がやってきて、わたしたちの土地も人民

も奪ってしまうであろう」。 49彼らのうちのひとりで、

その年の大祭司であったカヤパが、彼らに言った、「あ

なたがたは、何もわかっていないし、 50ひとりの人が人

民に代って死んで、全国民が滅びないようになるのがわ

たしたちにとって得だということを、考えてもいない」

。 51このことは彼が自分から言ったのではない。彼はこ

の年の大祭司であったので、預言をして、イエスが国民

のために、 52ただ国民のためだけではなく、また散在し

ている神の子らを一つに集めるために、死ぬことになっ

ていると、言ったのである。 53彼らはこの日からイエス

を殺そうと相談した。 54そのためイエスは、もはや公然

とユダヤ人の間を歩かないで、そこを出て、荒野に近い

地方のエフライムという町に行かれ、そこに弟子たちと

一緒に滞在しておられた。 55さて、ユダヤ人の過越の祭

が近づいたので、多くの人々は身をきよめるために、祭

の前に、地方からエルサレムへ上った。 56人々はイエス

を捜し求め、宮の庭に立って互に言った、「あなたがた

はどう思うか。イエスはこの祭にこないのだろうか」。

57祭司長たちとパリサイ人たちとは、イエスを捕えよう

として、そのいどころを知っている者があれば申し出よ

、という指令を出していた。

12過越の祭の六日まえに、イエスはベタニヤに行かれ
た。そこは、イエスが死人の中からよみがえらせた

ラザロのいた所である。 2イエスのためにそこで夕食の

用意がされ、マルタは給仕をしていた。イエスと一緒に

食卓についていた者のうちに、ラザロも加わっていた。

3その時、マリヤは高価で純粋なナルドの香油一斤を持

ってきて、イエスの足にぬり、自分の髪の毛でそれをふ

いた。すると、香油のかおりが家にいっぱいになった。

4弟子のひとりで、イエスを裏切ろうとしていたイスカ

リオテのユダが言った、 5「なぜこの香油を三百デナリ

に売って、貧しい人たちに、施さなかったのか」。 6彼

がこう言ったのは、貧しい人たちに対する思いやりがあ

ったからではなく、自分が盗人であり、財布を預かって

いて、その中身をごまかしていたからであった。 7イエ

スは言われた、「この女のするままにさせておきなさい

。わたしの葬りの日のために、それをとっておいたのだ

から。 8貧しい人たちはいつもあなたがたと共にいるが

、わたしはいつも共にいるわけではない」。 9大ぜいの

ユダヤ人たちが、そこにイエスのおられるのを知って、

押しよせてきた。それはイエスに会うためだけではなく

、イエスが死人のなかから、よみがえらせたラザロを見

るためでもあった。 10そこで祭司長たちは、ラザロも殺

そうと相談した。 11それは、ラザロのことで、多くのユ

ダヤ人が彼らを離れ去って、イエスを信じるに至ったか

らである。 12その翌日、祭にきていた大ぜいの群衆は、

イエスがエルサレムにこられると聞いて、 13しゅろの枝

を手にとり、迎えに出て行った。そして叫んだ、「ホサ

ナ、主の御名によってきたる者に祝福あれ、イスラエル

の王に」。 14イエスは、ろばの子を見つけて、その上に

乗られた。それは 15「シオンの娘よ、恐れるな。見よ、

あなたの王がろばの子に乗っておいでになる」と書いて

あるとおりであった。 16弟子たちは初めにはこのことを

悟らなかったが、イエスが栄光を受けられた時に、この

ことがイエスについて書かれてあり、またそのとおりに

、人々がイエスに対してしたのだということを、思い起

した。 17また、イエスがラザロを墓から呼び出して、死

人の中からよみがえらせたとき、イエスと一緒にいた群

衆が、そのあかしをした。 18群衆がイエスを迎えに出た

のは、イエスがこのようなしるしを行われたことを、聞

いていたからである。 19そこで、パリサイ人たちは互に

言った、「何をしてもむだだった。世をあげて彼のあと

を追って行ったではないか」。 20祭で礼拝するために上

ってきた人々のうちに、数人のギリシヤ人がいた。 21彼

らはガリラヤのベツサイダ出であるピリポのところにき

て、「君よ、イエスにお目にかかりたいのですが」と言

って頼んだ。 22ピリポはアンデレのところに行ってその

ことを話し、アンデレとピリポは、イエスのもとに行っ

て伝えた。 23すると、イエスは答えて言われた、「人の

子が栄光を受ける時がきた。 24よくよくあなたがたに言

っておく。一粒の麦が地に落ちて死ななければ、それは

ただ一粒のままである。しかし、もし死んだなら、豊か

に実を結ぶようになる。 25自分の命を愛する者はそれを

失い、この世で自分の命を憎む者は、それを保って永遠

の命に至るであろう。 (aiōnios g166) 26もしわたしに仕え

ようとする人があれば、その人はわたしに従って来るが

よい。そうすれば、わたしのおる所に、わたしに仕える

者もまた、おるであろう。もしわたしに仕えようとする

人があれば、その人を父は重んじて下さるであろう。 27

今わたしは心が騒いでいる。わたしはなんと言おうか。

父よ、この時からわたしをお救い下さい。しかし、わた

しはこのために、この時に至ったのです。 28父よ、み名

があがめられますように」。すると天から声があった、

「わたしはすでに栄光をあらわした。そして、更にそれ

をあらわすであろう」。 29すると、そこに立っていた群
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衆がこれを聞いて、「雷がなったのだ」と言い、ほかの

人たちは、「御使が彼に話しかけたのだ」と言った。 30

イエスは答えて言われた、「この声があったのは、わた

しのためではなく、あなたがたのためである。 31今はこ

の世がさばかれる時である。今こそこの世の君は追い出

されるであろう。 32そして、わたしがこの地から上げら

れる時には、すべての人をわたしのところに引きよせる

であろう」。 33イエスはこう言って、自分がどんな死に

方で死のうとしていたかを、お示しになったのである。

34すると群衆はイエスにむかって言った、「わたしたち

は律法によって、キリストはいつまでも生きておいでに

なるのだ、と聞いていました。それだのに、どうして人

の子は上げられねばならないと、言われるのですか。そ

の人の子とは、だれのことですか」。 (aiōn g165) 35そこ

でイエスは彼らに言われた、「もうしばらくの間、光は

あなたがたと一緒にここにある。光がある間に歩いて、

やみに追いつかれないようにしなさい。やみの中を歩く

者は、自分がどこへ行くのかわかっていない。 36光のあ

る間に、光の子となるために、光を信じなさい」。イエ

スはこれらのことを話してから、そこを立ち去って、彼

らから身をお隠しになった。 37このように多くのしるし

を彼らの前でなさったが、彼らはイエスを信じなかった

。 38それは、預言者イザヤの次の言葉が成就するためで

ある、「主よ、わたしたちの説くところを、だれが信じ

たでしょうか。また、主のみ腕はだれに示されたでしょ

うか」。 39こういうわけで、彼らは信じることができな

かった。イザヤはまた、こうも言った、 40「神は彼らの

目をくらまし、心をかたくなになさった。それは、彼ら

が目で見ず、心で悟らず、悔い改めていやされることが

ないためである」。 41イザヤがこう言ったのは、イエス

の栄光を見たからであって、イエスのことを語ったので

ある。 42しかし、役人たちの中にも、イエスを信じた者

が多かったが、パリサイ人をはばかって、告白はしなか

った。会堂から追い出されるのを恐れていたのである。

43彼らは神のほまれよりも、人のほまれを好んだからで

ある。 44イエスは大声で言われた、「わたしを信じる者

は、わたしを信じるのではなく、わたしをつかわされた

かたを信じるのであり、 45また、わたしを見る者は、わ

たしをつかわされたかたを見るのである。 46わたしは光

としてこの世にきた。それは、わたしを信じる者が、や

みのうちにとどまらないようになるためである。 47たと

い、わたしの言うことを聞いてそれを守らない人があっ

ても、わたしはその人をさばかない。わたしがきたのは

、この世をさばくためではなく、この世を救うためであ

る。 48わたしを捨てて、わたしの言葉を受けいれない人

には、その人をさばくものがある。わたしの語ったその

言葉が、終りの日にその人をさばくであろう。 49わたし

は自分から語ったのではなく、わたしをつかわされた父

ご自身が、わたしの言うべきこと、語るべきことをお命

じになったのである。 50わたしは、この命令が永遠の命

であることを知っている。それゆえに、わたしが語って

いることは、わたしの父がわたしに仰せになったことを

、そのまま語っているのである」。 (aiōnios g166)

13過越の祭の前に、イエスは、この世を去って父のみ
もとに行くべき自分の時がきたことを知り、世にい

る自分の者たちを愛して、彼らを最後まで愛し通された

。 2夕食のとき、悪魔はすでにシモンの子イスカリオテ

のユダの心に、イエスを裏切ろうとする思いを入れてい

たが、 3イエスは、父がすべてのものを自分の手にお与

えになったこと、また、自分は神から出てきて、神にか

えろうとしていることを思い、 4夕食の席から立ち上が

って、上着を脱ぎ、手ぬぐいをとって腰に巻き、 5それ

から水をたらいに入れて、弟子たちの足を洗い、腰に巻

いた手ぬぐいでふき始められた。 6こうして、シモン・

ペテロの番になった。すると彼はイエスに、「主よ、あ

なたがわたしの足をお洗いになるのですか」と言った。

7イエスは彼に答えて言われた、「わたしのしているこ

とは今あなたにはわからないが、あとでわかるようにな

るだろう」。 8ペテロはイエスに言った、「わたしの足

を決して洗わないで下さい」。イエスは彼に答えられた

、「もしわたしがあなたの足を洗わないなら、あなたは

わたしとなんの係わりもなくなる」。 (aiōn g165) 9シモン

・ペテロはイエスに言った、「主よ、では、足だけでは

なく、どうぞ、手も頭も」。 10イエスは彼に言われた、

「すでにからだを洗った者は、足のほかは洗う必要がな

い。全身がきれいなのだから。あなたがたはきれいなの

だ。しかし、みんながそうなのではない」。 11イエスは

自分を裏切る者を知っておられた。それで、「みんなが

きれいなのではない」と言われたのである。 12こうして

彼らの足を洗ってから、上着をつけ、ふたたび席にもど

って、彼らに言われた、「わたしがあなたがたにしたこ

とがわかるか。 13あなたがたはわたしを教師、また主と

呼んでいる。そう言うのは正しい。わたしはそのとおり

である。 14しかし、主であり、また教師であるわたしが

、あなたがたの足を洗ったからには、あなたがたもまた

、互に足を洗い合うべきである。 15わたしがあなたがた

にしたとおりに、あなたがたもするように、わたしは手

本を示したのだ。 16よくよくあなたがたに言っておく。

僕はその主人にまさるものではなく、つかわされた者は

つかわした者にまさるものではない。 17もしこれらのこ

とがわかっていて、それを行うなら、あなたがたはさい

わいである。 18あなたがた全部の者について、こう言っ

ているのではない。わたしは自分が選んだ人たちを知っ

ている。しかし、『わたしのパンを食べている者が、わ

たしにむかってそのかかとをあげた』とある聖書は成就

されなければならない。 19そのことがまだ起らない今の

うちに、あなたがたに言っておく。いよいよ事が起った

とき、わたしがそれであることを、あなたがたが信じる

ためである。 20よくよくあなたがたに言っておく。わた

しがつかわす者を受けいれる者は、わたしを受けいれる

のである。わたしを受けいれる者は、わたしをつかわさ

れたかたを、受けいれるのである」。 21イエスがこれら

のことを言われた後、その心が騒ぎ、おごそかに言われ

た、「よくよくあなたがたに言っておく。あなたがたの

うちのひとりが、わたしを裏切ろうとしている」。 22弟

子たちはだれのことを言われたのか察しかねて、互に顔

を見合わせた。 23弟子たちのひとりで、イエスの愛して

おられた者が、み胸に近く席についていた。 24そこで、

シモン・ペテロは彼に合図をして言った、「だれのこと

をおっしゃったのか、知らせてくれ」。 25その弟子はそ

のままイエスの胸によりかかって、「主よ、だれのこと

ですか」と尋ねると、 26イエスは答えられた、「わたし

が一きれの食物をひたして与える者が、それである」。

そして、一きれの食物をひたしてとり上げ、シモンの子

イスカリオテのユダにお与えになった。 27この一きれの
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食物を受けるやいなや、サタンがユダにはいった。そこ

でイエスは彼に言われた、「しようとしていることを、

今すぐするがよい」。 28席を共にしていた者のうち、な

ぜユダにこう言われたのか、わかっていた者はひとりも

なかった。 29ある人々は、ユダが金入れをあずかってい

たので、イエスが彼に、「祭のために必要なものを買え

」と言われたか、あるいは、貧しい者に何か施させよう

とされたのだと思っていた。 30ユダは一きれの食物を受

けると、すぐに出て行った。時は夜であった。 31さて、

彼が出て行くと、イエスは言われた、「今や人の子は栄

光を受けた。神もまた彼によって栄光をお受けになった

。 32彼によって栄光をお受けになったのなら、神ご自身

も彼に栄光をお授けになるであろう。すぐにもお授けに

なるであろう。 33子たちよ、わたしはまだしばらく、あ

なたがたと一緒にいる。あなたがたはわたしを捜すだろ

うが、すでにユダヤ人たちに言ったとおり、今あなたが

たにも言う、『あなたがたはわたしの行く所に来ること

はできない』。 34わたしは、新しいいましめをあなたが

たに与える、互に愛し合いなさい。わたしがあなたがた

を愛したように、あなたがたも互に愛し合いなさい。 35

互に愛し合うならば、それによって、あなたがたがわた

しの弟子であることを、すべての者が認めるであろう」

。 36シモン・ペテロがイエスに言った、「主よ、どこへ

おいでになるのですか」。イエスは答えられた、「あな

たはわたしの行くところに、今はついて来ることはでき

ない。しかし、あとになってから、ついて来ることにな

ろう」。 37ペテロはイエスに言った、「主よ、なぜ、今

あなたについて行くことができないのですか。あなたの

ためには、命も捨てます」。 38イエスは答えられた、「

わたしのために命を捨てると言うのか。よくよくあなた

に言っておく。鶏が鳴く前に、あなたはわたしを三度知

らないと言うであろう」。

14「あなたがたは、心を騒がせないがよい。神を信じ
、またわたしを信じなさい。 2わたしの父の家には

、すまいがたくさんある。もしなかったならば、わたし

はそう言っておいたであろう。あなたがたのために、場

所を用意しに行くのだから。 3そして、行って、場所の

用意ができたならば、またきて、あなたがたをわたしの

ところに迎えよう。わたしのおる所にあなたがたもおら

せるためである。 4わたしがどこへ行くのか、その道は

あなたがたにわかっている」。 5トマスはイエスに言っ

た、「主よ、どこへおいでになるのか、わたしたちには

わかりません。どうしてその道がわかるでしょう」。 6

イエスは彼に言われた、「わたしは道であり、真理であ

り、命である。だれでもわたしによらないでは、父のみ

もとに行くことはできない。 7もしあなたがたがわたし

を知っていたならば、わたしの父をも知ったであろう。

しかし、今は父を知っており、またすでに父を見たので

ある」。 8ピリポはイエスに言った、「主よ、わたした

ちに父を示して下さい。そうして下されば、わたしたち

は満足します」。 9イエスは彼に言われた、「ピリポよ

、こんなに長くあなたがたと一緒にいるのに、わたしが

わかっていないのか。わたしを見た者は、父を見たので

ある。どうして、わたしたちに父を示してほしいと、言

うのか。 10わたしが父におり、父がわたしにおられるこ

とをあなたは信じないのか。わたしがあなたがたに話し

ている言葉は、自分から話しているのではない。父がわ

たしのうちにおられて、みわざをなさっているのである

。 11わたしが父におり、父がわたしにおられることを信

じなさい。もしそれが信じられないならば、わざそのも

のによって信じなさい。 12よくよくあなたがたに言って

おく。わたしを信じる者は、またわたしのしているわざ

をするであろう。そればかりか、もっと大きいわざをす

るであろう。わたしが父のみもとに行くからである。 13

わたしの名によって願うことは、なんでもかなえてあげ

よう。父が子によって栄光をお受けになるためである。

14何事でもわたしの名によって願うならば、わたしはそ

れをかなえてあげよう。 15もしあなたがたがわたしを愛

するならば、わたしのいましめを守るべきである。 16わ

たしは父にお願いしよう。そうすれば、父は別に助け主

を送って、いつまでもあなたがたと共におらせて下さる

であろう。 (aiōn g165) 17それは真理の御霊である。この

世はそれを見ようともせず、知ろうともしないので、そ

れを受けることができない。あなたがたはそれを知って

いる。なぜなら、それはあなたがたと共におり、またあ

なたがたのうちにいるからである。 18わたしはあなたが

たを捨てて孤児とはしない。あなたがたのところに帰っ

て来る。 19もうしばらくしたら、世はもはやわたしを見

なくなるだろう。しかし、あなたがたはわたしを見る。

わたしが生きるので、あなたがたも生きるからである。

20その日には、わたしはわたしの父におり、あなたがた

はわたしにおり、また、わたしがあなたがたにおること

が、わかるであろう。 21わたしのいましめを心にいだい

てこれを守る者は、わたしを愛する者である。わたしを

愛する者は、わたしの父に愛されるであろう。わたしも

その人を愛し、その人にわたし自身をあらわすであろう

」。 22イスカリオテでない方のユダがイエスに言った、

「主よ、あなたご自身をわたしたちにあらわそうとして

、世にはあらわそうとされないのはなぜですか」。 23イ

エスは彼に答えて言われた、「もしだれでもわたしを愛

するならば、わたしの言葉を守るであろう。そして、わ

たしの父はその人を愛し、また、わたしたちはその人の

ところに行って、その人と一緒に住むであろう。 24わた

しを愛さない者はわたしの言葉を守らない。あなたがた

が聞いている言葉は、わたしの言葉ではなく、わたしを

つかわされた父の言葉である。 25これらのことは、あな

たがたと一緒にいた時、すでに語ったことである。 26し

かし、助け主、すなわち、父がわたしの名によってつか

わされる聖霊は、あなたがたにすべてのことを教え、ま

たわたしが話しておいたことを、ことごとく思い起させ

るであろう。 27わたしは平安をあなたがたに残して行く

。わたしの平安をあなたがたに与える。わたしが与える

のは、世が与えるようなものとは異なる。あなたがたは

心を騒がせるな、またおじけるな。 28『わたしは去って

行くが、またあなたがたのところに帰って来る』と、わ

たしが言ったのを、あなたがたは聞いている。もしわた

しを愛しているなら、わたしが父のもとに行くのを喜ん

でくれるであろう。父がわたしより大きいかたであるか

らである。 29今わたしは、そのことが起らない先にあな

たがたに語った。それは、事が起った時にあなたがたが

信じるためである。 30わたしはもはや、あなたがたに、

多くを語るまい。この世の君が来るからである。だが、

彼はわたしに対して、なんの力もない。 31しかし、わた

しが父を愛していることを世が知るように、わたしは父
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がお命じになったとおりのことを行うのである。立て。

さあ、ここから出かけて行こう。

15わたしはまことのぶどうの木、わたしの父は農夫で
ある。 2わたしにつながっている枝で実を結ばない

ものは、父がすべてこれをとりのぞき、実を結ぶものは

、もっと豊かに実らせるために、手入れしてこれをきれ

いになさるのである。 3あなたがたは、わたしが語った

言葉によって既にきよくされている。 4わたしにつなが

っていなさい。そうすれば、わたしはあなたがたとつな

がっていよう。枝がぶどうの木につながっていなければ

、自分だけでは実を結ぶことができないように、あなた

がたもわたしにつながっていなければ実を結ぶことがで

きない。 5わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝で

ある。もし人がわたしにつながっており、またわたしが

その人とつながっておれば、その人は実を豊かに結ぶよ

うになる。わたしから離れては、あなたがたは何一つで

きないからである。 6人がわたしにつながっていないな

らば、枝のように外に投げすてられて枯れる。人々はそ

れをかき集め、火に投げ入れて、焼いてしまうのである

。 7あなたがたがわたしにつながっており、わたしの言

葉があなたがたにとどまっているならば、なんでも望む

ものを求めるがよい。そうすれば、与えられるであろう

。 8あなたがたが実を豊かに結び、そしてわたしの弟子

となるならば、それによって、わたしの父は栄光をお受

けになるであろう。 9父がわたしを愛されたように、わ

たしもあなたがたを愛したのである。わたしの愛のうち

にいなさい。 10もしわたしのいましめを守るならば、あ

なたがたはわたしの愛のうちにおるのである。それはわ

たしがわたしの父のいましめを守ったので、その愛のう

ちにおるのと同じである。 11わたしがこれらのことを話

したのは、わたしの喜びがあなたがたのうちにも宿るた

め、また、あなたがたの喜びが満ちあふれるためである

。 12わたしのいましめは、これである。わたしがあなた

がたを愛したように、あなたがたも互に愛し合いなさい

。 13人がその友のために自分の命を捨てること、これよ

りも大きな愛はない。 14あなたがたにわたしが命じるこ

とを行うならば、あなたがたはわたしの友である。 15わ

たしはもう、あなたがたを僕とは呼ばない。僕は主人の

していることを知らないからである。わたしはあなたが

たを友と呼んだ。わたしの父から聞いたことを皆、あな

たがたに知らせたからである。 16あなたがたがわたしを

選んだのではない。わたしがあなたがたを選んだのであ

る。そして、あなたがたを立てた。それは、あなたがた

が行って実をむすび、その実がいつまでも残るためであ

り、また、あなたがたがわたしの名によって父に求める

ものはなんでも、父が与えて下さるためである。 17これ

らのことを命じるのは、あなたがたが互に愛し合うため

である。 18もしこの世があなたがたを憎むならば、あな

たがたよりも先にわたしを憎んだことを、知っておくが

よい。 19もしあなたがたがこの世から出たものであった

なら、この世は、あなたがたを自分のものとして愛した

であろう。しかし、あなたがたはこの世のものではない

。かえって、わたしがあなたがたをこの世から選び出し

たのである。だから、この世はあなたがたを憎むのであ

る。 20わたしがあなたがたに『僕はその主人にまさるも

のではない』と言ったことを、おぼえていなさい。もし

人々がわたしを迫害したなら、あなたがたをも迫害する

であろう。また、もし彼らがわたしの言葉を守っていた

なら、あなたがたの言葉をも守るであろう。 21彼らはわ

たしの名のゆえに、あなたがたに対してすべてそれらの

ことをするであろう。それは、わたしをつかわされたか

たを彼らが知らないからである。 22もしわたしがきて彼

らに語らなかったならば、彼らは罪を犯さないですんだ

であろう。しかし今となっては、彼らには、その罪につ

いて言いのがれる道がない。 23わたしを憎む者は、わた

しの父をも憎む。 24もし、ほかのだれもがしなかったよ

うなわざを、わたしが彼らの間でしなかったならば、彼

らは罪を犯さないですんだであろう。しかし事実、彼ら

はわたしとわたしの父とを見て、憎んだのである。 25そ

れは、『彼らは理由なしにわたしを憎んだ』と書いてあ

る彼らの律法の言葉が成就するためである。 26わたしが

父のみもとからあなたがたにつかわそうとしている助け

主、すなわち、父のみもとから来る真理の御霊が下る時

、それはわたしについてあかしをするであろう。 27あな

たがたも、初めからわたしと一緒にいたのであるから、

あかしをするのである。

16わたしがこれらのことを語ったのは、あなたがたが
つまずくことのないためである。 2人々はあなたが

たを会堂から追い出すであろう。更にあなたがたを殺す

者がみな、それによって自分たちは神に仕えているのだ

と思う時が来るであろう。 3彼らがそのようなことをす

るのは、父をもわたしをも知らないからである。 4わた

しがあなたがたにこれらのことを言ったのは、彼らの時

がきた場合、わたしが彼らについて言ったことを、思い

起させるためである。これらのことを初めから言わなか

ったのは、わたしがあなたがたと一緒にいたからである

。 5けれども今わたしは、わたしをつかわされたかたの

ところに行こうとしている。しかし、あなたがたのうち

、だれも『どこへ行くのか』と尋ねる者はない。 6かえ

って、わたしがこれらのことを言ったために、あなたが

たの心は憂いで満たされている。 7しかし、わたしはほ

んとうのことをあなたがたに言うが、わたしが去って行

くことは、あなたがたの益になるのだ。わたしが去って

行かなければ、あなたがたのところに助け主はこないで

あろう。もし行けば、それをあなたがたにつかわそう。

8それがきたら、罪と義とさばきとについて、世の人の

目を開くであろう。 9罪についてと言ったのは、彼らが

わたしを信じないからである。 10義についてと言ったの

は、わたしが父のみもとに行き、あなたがたは、もはや

わたしを見なくなるからである。 11さばきについてと言

ったのは、この世の君がさばかれるからである。 12わた

しには、あなたがたに言うべきことがまだ多くあるが、

あなたがたは今はそれに堪えられない。 13けれども真理

の御霊が来る時には、あなたがたをあらゆる真理に導い

てくれるであろう。それは自分から語るのではなく、そ

の聞くところを語り、きたるべき事をあなたがたに知ら

せるであろう。 14御霊はわたしに栄光を得させるであろ

う。わたしのものを受けて、それをあなたがたに知らせ

るからである。 15父がお持ちになっているものはみな、

わたしのものである。御霊はわたしのものを受けて、そ

れをあなたがたに知らせるのだと、わたしが言ったのは

、そのためである。 16しばらくすれば、あなたがたはも

うわたしを見なくなる。しかし、またしばらくすれば、

わたしに会えるであろう」。 17そこで、弟子たちのうち
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のある者は互に言い合った、「『しばらくすれば、わた

しを見なくなる。またしばらくすれば、わたしに会える

であろう』と言われ、『わたしの父のところに行く』と

言われたのは、いったい、どういうことなのであろう」

。 18彼らはまた言った、「『しばらくすれば』と言われ

るのは、どういうことか。わたしたちには、その言葉の

意味がわからない」。 19イエスは、彼らが尋ねたがって

いることに気がついて、彼らに言われた、「しばらくす

ればわたしを見なくなる、またしばらくすればわたしに

会えるであろうと、わたしが言ったことで、互に論じ合

っているのか。 20よくよくあなたがたに言っておく。あ

なたがたは泣き悲しむが、この世は喜ぶであろう。あな

たがたは憂えているが、その憂いは喜びに変るであろう

。 21女が子を産む場合には、その時がきたというので、

不安を感じる。しかし、子を産んでしまえば、もはやそ

の苦しみをおぼえてはいない。ひとりの人がこの世に生

れた、という喜びがあるためである。 22このように、あ

なたがたにも今は不安がある。しかし、わたしは再びあ

なたがたと会うであろう。そして、あなたがたの心は喜

びに満たされるであろう。その喜びをあなたがたから取

り去る者はいない。 23その日には、あなたがたがわたし

に問うことは、何もないであろう。よくよくあなたがた

に言っておく。あなたがたが父に求めるものはなんでも

、わたしの名によって下さるであろう。 24今までは、あ

なたがたはわたしの名によって求めたことはなかった。

求めなさい、そうすれば、与えられるであろう。そして

、あなたがたの喜びが満ちあふれるであろう。 25わたし

はこれらのことを比喩で話したが、もはや比喩では話さ

ないで、あからさまに、父のことをあなたがたに話して

きかせる時が来るであろう。 26その日には、あなたがた

は、わたしの名によって求めるであろう。わたしは、あ

なたがたのために父に願ってあげようとは言うまい。 27

父ご自身があなたがたを愛しておいでになるからである

。それは、あなたがたがわたしを愛したため、また、わ

たしが神のみもとからきたことを信じたためである。 28

わたしは父から出てこの世にきたが、またこの世を去っ

て、父のみもとに行くのである」。 29弟子たちは言った

、「今はあからさまにお話しになって、少しも比喩では

お話しになりません。 30あなたはすべてのことをご存じ

であり、だれもあなたにお尋ねする必要のないことが、

今わかりました。このことによって、わたしたちはあな

たが神からこられたかたであると信じます」。 31イエス

は答えられた、「あなたがたは今信じているのか。 32見

よ、あなたがたは散らされて、それぞれ自分の家に帰り

、わたしをひとりだけ残す時が来るであろう。いや、す

でにきている。しかし、わたしはひとりでいるのではな

い。父がわたしと一緒におられるのである。 33これらの

ことをあなたがたに話したのは、わたしにあって平安を

得るためである。あなたがたは、この世ではなやみがあ

る。しかし、勇気を出しなさい。わたしはすでに世に勝

っている」。

17これらのことを語り終えると、イエスは天を見あげ
て言われた、「父よ、時がきました。あなたの子が

あなたの栄光をあらわすように、子の栄光をあらわして

下さい。 2あなたは、子に賜わったすべての者に、永遠

の命を授けさせるため、万民を支配する権威を子にお与

えになったのですから。 (aiōnios g166) 3永遠の命とは、唯

一の、まことの神でいますあなたと、また、あなたがつ

かわされたイエス・キリストとを知ることであります。

(aiōnios g166) 4わたしは、わたしにさせるためにお授けに

なったわざをなし遂げて、地上であなたの栄光をあらわ

しました。 5父よ、世が造られる前に、わたしがみそば

で持っていた栄光で、今み前にわたしを輝かせて下さい

。 6わたしは、あなたが世から選んでわたしに賜わった

人々に、み名をあらわしました。彼らはあなたのもので

ありましたが、わたしに下さいました。そして、彼らは

あなたの言葉を守りました。 7いま彼らは、わたしに賜

わったものはすべて、あなたから出たものであることを

知りました。 8なぜなら、わたしはあなたからいただい

た言葉を彼らに与え、そして彼らはそれを受け、わたし

があなたから出たものであることをほんとうに知り、ま

た、あなたがわたしをつかわされたことを信じるに至っ

たからです。 9わたしは彼らのためにお願いします。わ

たしがお願いするのは、この世のためにではなく、あな

たがわたしに賜わった者たちのためです。彼らはあなた

のものなのです。 10わたしのものは皆あなたのもの、あ

なたのものはわたしのものです。そして、わたしは彼ら

によって栄光を受けました。 11わたしはもうこの世には

いなくなりますが、彼らはこの世に残っており、わたし

はみもとに参ります。聖なる父よ、わたしに賜わった御

名によって彼らを守って下さい。それはわたしたちが一

つであるように、彼らも一つになるためであります。 12

わたしが彼らと一緒にいた間は、あなたからいただいた

御名によって彼らを守り、また保護してまいりました。

彼らのうち、だれも滅びず、ただ滅びの子だけが滅びま

した。それは聖書が成就するためでした。 13今わたしは

みもとに参ります。そして世にいる間にこれらのことを

語るのは、わたしの喜びが彼らのうちに満ちあふれるた

めであります。 14わたしは彼らに御言を与えましたが、

世は彼らを憎みました。わたしが世のものでないように

、彼らも世のものではないからです。 15わたしがお願い

するのは、彼らを世から取り去ることではなく、彼らを

悪しき者から守って下さることであります。 16わたしが

世のものでないように、彼らも世のものではありません

。 17真理によって彼らを聖別して下さい。あなたの御言

は真理であります。 18あなたがわたしを世につかわされ

たように、わたしも彼らを世につかわしました。 19また

彼らが真理によって聖別されるように、彼らのためわた

し自身を聖別いたします。 20わたしは彼らのためばかり

ではなく、彼らの言葉を聞いてわたしを信じている人々

のためにも、お願いいたします。 21父よ、それは、あな

たがわたしのうちにおられ、わたしがあなたのうちにい

るように、みんなの者が一つとなるためであります。す

なわち、彼らをもわたしたちのうちにおらせるためであ

り、それによって、あなたがわたしをおつかわしになっ

たことを、世が信じるようになるためであります。 22わ

たしは、あなたからいただいた栄光を彼らにも与えまし

た。それは、わたしたちが一つであるように、彼らも一

つになるためであります。 23わたしが彼らにおり、あな

たがわたしにいますのは、彼らが完全に一つとなるため

であり、また、あなたがわたしをつかわし、わたしを愛

されたように、彼らをお愛しになったことを、世が知る

ためであります。 24父よ、あなたがわたしに賜わった人

々が、わたしのいる所に一緒にいるようにして下さい。

天地が造られる前からわたしを愛して下さって、わたし
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に賜わった栄光を、彼らに見させて下さい。 25正しい父

よ、この世はあなたを知っていません。しかし、わたし

はあなたを知り、また彼らも、あなたがわたしをおつか

わしになったことを知っています。 26そしてわたしは彼

らに御名を知らせました。またこれからも知らせましょ

う。それは、あなたがわたしを愛して下さったその愛が

彼らのうちにあり、またわたしも彼らのうちにおるため

であります」。

18イエスはこれらのことを語り終えて、弟子たちと一
緒にケデロンの谷の向こうへ行かれた。そこには園

があって、イエスは弟子たちと一緒にその中にはいられ

た。 2イエスを裏切ったユダは、その所をよく知ってい

た。イエスと弟子たちとがたびたびそこで集まったこと

があるからである。 3さてユダは、一隊の兵卒と祭司長

やパリサイ人たちの送った下役どもを引き連れ、たいま

つやあかりや武器を持って、そこへやってきた。 4しか

しイエスは、自分の身に起ろうとすることをことごとく

承知しておられ、進み出て彼らに言われた、「だれを捜

しているのか」。 5彼らは「ナザレのイエスを」と答え

た。イエスは彼らに言われた、「わたしが、それである

」。イエスを裏切ったユダも、彼らと一緒に立っていた

。 6イエスが彼らに「わたしが、それである」と言われ

たとき、彼らはうしろに引きさがって地に倒れた。 7そ

こでまた彼らに、「だれを捜しているのか」とお尋ねに

なると、彼らは「ナザレのイエスを」と言った。 8イエ

スは答えられた、「わたしがそれであると、言ったでは

ないか。わたしを捜しているのなら、この人たちを去ら

せてもらいたい」。 9それは、「あなたが与えて下さっ

た人たちの中のひとりも、わたしは失わなかった」とイ

エスの言われた言葉が、成就するためである。 10シモン

・ペテロは剣を持っていたが、それを抜いて、大祭司の

僕に切りかかり、その右の耳を切り落した。その僕の名

はマルコスであった。 11すると、イエスはペテロに言わ

れた、「剣をさやに納めなさい。父がわたしに下さった

杯は、飲むべきではないか」。 12それから一隊の兵卒や

その千卒長やユダヤ人の下役どもが、イエスを捕え、縛

りあげて、 13まずアンナスのところに引き連れて行った

。彼はその年の大祭司カヤパのしゅうとであった。 14カ

ヤパは前に、ひとりの人が民のために死ぬのはよいこと

だと、ユダヤ人に助言した者であった。 15シモン・ペテ

ロともうひとりの弟子とが、イエスについて行った。こ

の弟子は大祭司の知り合いであったので、イエスと一緒

に大祭司の中庭にはいった。 16しかし、ペテロは外で戸

口に立っていた。すると大祭司の知り合いであるその弟

子が、外に出て行って門番の女に話し、ペテロを内に入

れてやった。 17すると、この門番の女がペテロに言った

、「あなたも、あの人の弟子のひとりではありませんか

」。ペテロは「いや、そうではない」と答えた。 18僕や

下役どもは、寒い時であったので、炭火をおこし、そこ

に立ってあたっていた。ペテロもまた彼らに交じり、立

ってあたっていた。 19大祭司はイエスに、弟子たちのこ

とやイエスの教のことを尋ねた。 20イエスは答えられた

、「わたしはこの世に対して公然と語ってきた。すべて

のユダヤ人が集まる会堂や宮で、いつも教えていた。何

事も隠れて語ったことはない。 21なぜ、わたしに尋ねる

のか。わたしが彼らに語ったことは、それを聞いた人々

に尋ねるがよい。わたしの言ったことは、彼らが知って

いるのだから」。 22イエスがこう言われると、そこに立

っていた下役のひとりが、「大祭司にむかって、そのよ

うな答をするのか」と言って、平手でイエスを打った。

23イエスは答えられた、「もしわたしが何か悪いことを

言ったのなら、その悪い理由を言いなさい。しかし、正

しいことを言ったのなら、なぜわたしを打つのか」。 24

それからアンナスは、イエスを縛ったまま大祭司カヤパ

のところへ送った。 25シモン・ペテロは、立って火にあ

たっていた。すると人々が彼に言った、「あなたも、あ

の人の弟子のひとりではないか」。彼はそれをうち消し

て、「いや、そうではない」と言った。 26大祭司の僕の

ひとりで、ペテロに耳を切りおとされた人の親族の者が

言った、「あなたが園であの人と一緒にいるのを、わた

しは見たではないか」。 27ペテロはまたそれを打ち消し

た。するとすぐに、鶏が鳴いた。 28それから人々は、イ

エスをカヤパのところから官邸につれて行った。時は夜

明けであった。彼らは、けがれを受けないで過越の食事

ができるように、官邸にはいらなかった。 29そこで、ピ

ラトは彼らのところに出てきて言った、「あなたがたは

、この人に対してどんな訴えを起すのか」。 30彼らはピ

ラトに答えて言った、「もしこの人が悪事をはたらかな

かったなら、あなたに引き渡すようなことはしなかった

でしょう」。 31そこでピラトは彼らに言った、「あなた

がたは彼を引き取って、自分たちの律法でさばくがよい

」。ユダヤ人らは彼に言った、「わたしたちには、人を

死刑にする権限がありません」。 32これは、ご自身がど

んな死にかたをしようとしているかを示すために言われ

たイエスの言葉が、成就するためである。 33さて、ピラ

トはまた官邸にはいり、イエスを呼び出して言った、「

あなたは、ユダヤ人の王であるか」。 34イエスは答えら

れた、「あなたがそう言うのは、自分の考えからか。そ

れともほかの人々が、わたしのことをあなたにそう言っ

たのか」。 35ピラトは答えた、「わたしはユダヤ人なの

か。あなたの同族や祭司長たちが、あなたをわたしに引

き渡したのだ。あなたは、いったい、何をしたのか」。

36イエスは答えられた、「わたしの国はこの世のもので

はない。もしわたしの国がこの世のものであれば、わた

しに従っている者たちは、わたしをユダヤ人に渡さない

ように戦ったであろう。しかし事実、わたしの国はこの

世のものではない」。 37そこでピラトはイエスに言った

、「それでは、あなたは王なのだな」。イエスは答えら

れた、「あなたの言うとおり、わたしは王である。わた

しは真理についてあかしをするために生れ、また、その

ためにこの世にきたのである。だれでも真理につく者は

、わたしの声に耳を傾ける」。 38ピラトはイエスに言っ

た、「真理とは何か」。こう言って、彼はまたユダヤ人

の所に出て行き、彼らに言った、「わたしには、この人

になんの罪も見いだせない。 39過越の時には、わたしが

あなたがたのために、ひとりの人を許してやるのが、あ

なたがたのしきたりになっている。ついては、あなたが

たは、このユダヤ人の王を許してもらいたいのか」。 40

すると彼らは、また叫んで「その人ではなく、バラバを

」と言った。このバラバは強盗であった。

19ここにピラト、イエスをとりて鞭うつ。 2兵卒ども

茨にて冠冕をあみ、その首にかむらせ、紫色の上衣

をきせ、 3御許に進みて言ふ『ユダヤ人の王やすかれ』

而して手掌にて打てり。 4ピラト再び出でて人々にいふ
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『視よ、この人を汝らに引 出す、これは何の罪あるをも

我が見ぬことを汝らの知らん爲なり』 5ここにイエス茨

の冠冕をかむり、紫色の上衣をきて出で給へば、ピラト

言ふ『視よ、この人なり』 6祭司長・下役どもイエスを

見て叫びいふ『十字架につけよ、十字架につけよ』ピラ

ト言ふ『なんぢら自らとりて十字架につけよ、我は彼に

罪あるを見ず』 7ユダヤ人こたふ『我らに律法あり、そ

の律法によれば死に當るべき者なり、彼はおのれを神の

子となせり』 8ピラトこの言をききて増々おそれ、 9再

び官邸に入りてイエスに言ふ『なんぢは何處よりぞ』イ

エス答をなし給はず。 10ピラト言ふ『われに語らぬか、

我になんぢを赦す權威あり、また十字架につくる權威あ

るを知らぬか』 11イエス答へ給ふ『なんぢ上より賜はら

ずば、我に對して何の權威もなし。この故に我をなんぢ

に付しし者の罪は更に大なり』 12ここにおいてピラト、

イエスを赦さんことを力む。されどユダヤ人さけびて言

ふ『なんぢ若しこの人を赦さば、カイザルの忠臣にあら

ず、凡そおのれを王となす者はカイザルに叛くなり』 13

ピラトこれらの言をききて、イエスを外にひきゆき、敷

石（ヘブル語にてガバタ）といふ處にて審判の座につく

。 14この日は過越の準備日にて、時は第六時ごろなり

き。ピラト、ユダヤ人にいふ『視よ、なんぢらの王なり

』 15かれら叫びていふ『除け、除け、十字架につけよ』

ピラト言ふ『われ汝らの王を十字架につくべけんや』祭

司長ら答ふ『カイザルの他われらに王なし』 16ここにピ

ラト、イエスを十字架に釘くるために彼らに付せり。彼

らイエスを受取りたれば、 17イエス己に十字架を負ひて

、髑髏（ヘブル語にてゴルゴダ）といふ處に出でゆき給

ふ。 18其處にて彼らイエスを十字架につく。又ほかに二

人の者をともに十字架につけ、一人を右に、一人を左に

、イエスを眞中に置けり。 19ピラト罪標を書きて十字架

の上に掲ぐ『ユダヤ人の王、ナザレのイエス』と記した

り。 20イエスを十字架につけし處は都に近ければ、多く

のユダヤ人この標を讀む、標はヘブル、ロマ、ギリシヤ

の語にて記したり。 21ここにユダヤ人の祭司長らピラト

に言ふ『ユダヤ人の王と記さず、我はユダヤ人の王なり

と自稱せりと記せ』 22ピラト答ふ『わが記したることは

記したるままに』 23兵卒どもイエスを十字架につけし後

、その衣をとりて四つに分け、おのおの其の一つを得た

り。また下衣を取りしが、下衣は縫目なく、上より惣て

織りたる物なれば、 24兵卒ども互にいふ『これを裂くな

、誰がうるか鬮にすべし』これは聖書の成就せん爲なり

。曰く『かれら互にわが衣をわけ、わが衣を鬮にせり』

兵卒ども斯くなしたり。 25さてイエスの十字架の傍らに

は、その母と母の姉妹と、クロパの妻マリヤとマグダラ

のマリヤと立てり。 26イエスその母とその愛する弟子と

の近く立てるを見て、母に言ひ給ふ『をんなよ、視よ、

なんぢの子なり』 27また弟子に言ひたまふ『視よ、なん

ぢの母なり』この時より、その弟子かれを己が家に接け

たり。 28 この後イエス萬の事の終りたるを知りて、

――聖書の全うせられん爲に――『われ渇く』と言ひ給

ふ。 29ここに酸き葡萄酒の滿ちたる器あり、その葡萄酒

のふくみたる海綿をヒソプに著けてイエスの口に差附く

。 30イエスその葡萄酒をうけて後いひ給ふ『事畢りぬ

』遂に首をたれて靈をわたし給ふ。 31この日は準備日

なれば、ユダヤ人、安息 日に屍體を十字架のうへに留め

おかじとて（殊にこの度の安息 日は大なる日なるにより

）ピラトに、彼らの脛ををりて屍體を取除かんことを請

ふ。 32ここに兵卒ども來りて、イエスとともに十字架に

釘けられたる第一の者と他のものとの脛を折り、 33而し

てイエスに來りしに、はや死に給ふを見て、その脛を折

らず。 34然るに一人の兵卒、鎗にてその脅をつきたれば

、直ちに血と水と流れいづ。 35之を見しもの證をなす、

其の證は眞なり、彼はその言ふことの眞なるを知る、こ

れ汝等にも信ぜしめん爲なり。 36此等のことの成りた

るは『その骨くだかれず』とある聖 句の成就せん爲なり

。 37また他に『かれら己が刺したる者を見るべし』と云

へる聖句あり。 38この後、アリマタヤのヨセフとて、

ユダヤ人を懼れ密にイエスの弟子たりし者、イエスの屍

體を引 取らんことをピラトに請ひたれば、ピラト許せり

、乃ち往きてその屍體を引取る。 39また曾て夜御許に

來りしニコデモも、沒藥・沈香の混和物を百 斤ばかり携

へて來る。 40ここに彼らイエスの屍體をとり、ユダヤ人

の葬りの習慣にしたがひて、香料とともに布にて卷けり

。 41イエスの十字架につけられ給ひし處に園あり、園の

中にいまだ人を葬りしことなき新しき墓あり。 42ユダヤ

人の準備 日なれば、この墓の近きままに其處にイエスを

納めたり。

20さて、一週の初めの日に、朝早くまだ暗いうちに、
マグダラのマリヤが墓に行くと、墓から石がとりの

けてあるのを見た。 2そこで走って、シモン・ペテロと

イエスが愛しておられた、もうひとりの弟子のところへ

行って、彼らに言った、「だれかが、主を墓から取り去

りました。どこへ置いたのか、わかりません」。 3そこ

でペテロともうひとりの弟子は出かけて、墓へむかって

行った。 4ふたりは一緒に走り出したが、そのもうひと

りの弟子の方が、ペテロよりも早く走って先に墓に着き

、 5そして身をかがめてみると、亜麻布がそこに置いて

あるのを見たが、中へははいらなかった。 6シモン・ペ

テロも続いてきて、墓の中にはいった。彼は亜麻布がそ

こに置いてあるのを見たが、 7イエスの頭に巻いてあっ

た布は亜麻布のそばにはなくて、はなれた別の場所にく

るめてあった。 8すると、先に墓に着いたもうひとりの

弟子もはいってきて、これを見て信じた。 9しかし、彼

らは死人のうちからイエスがよみがえるべきことをしる

した聖句を、まだ悟っていなかった。 10それから、ふた

りの弟子たちは自分の家に帰って行った。 11しかし、マ

リヤは墓の外に立って泣いていた。そして泣きながら、

身をかがめて墓の中をのぞくと、 12白い衣を着たふたり

の御使が、イエスの死体のおかれていた場所に、ひとり

は頭の方に、ひとりは足の方に、すわっているのを見た

。 13すると、彼らはマリヤに、「女よ、なぜ泣いている

のか」と言った。マリヤは彼らに言った、「だれかが、

わたしの主を取り去りました。そして、どこに置いたの

か、わからないのです」。 14そう言って、うしろをふり

向くと、そこにイエスが立っておられるのを見た。しか

し、それがイエスであることに気がつかなかった。 15イ

エスは女に言われた、「女よ、なぜ泣いているのか。だ

れを捜しているのか」。マリヤは、その人が園の番人だ

と思って言った、「もしあなたが、あのかたを移したの

でしたら、どこへ置いたのか、どうぞ、おっしゃって下

さい。わたしがそのかたを引き取ります」。 16イエスは

彼女に「マリヤよ」と言われた。マリヤはふり返って、

イエスにむかってヘブル語で「ラボニ」と言った。それ

は、先生という意味である。 17イエスは彼女に言われた
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、「わたしにさわってはいけない。わたしは、まだ父の

みもとに上っていないのだから。ただ、わたしの兄弟た

ちの所に行って、『わたしは、わたしの父またあなたが

たの父であって、わたしの神またあなたがたの神であら

れるかたのみもとへ上って行く』と、彼らに伝えなさい

」。 18マグダラのマリヤは弟子たちのところに行って、

自分が主に会ったこと、またイエスがこれこれのことを

自分に仰せになったことを、報告した。 19その日、すな

わち、一週の初めの日の夕方、弟子たちはユダヤ人をお

それて、自分たちのおる所の戸をみなしめていると、イ

エスがはいってきて、彼らの中に立ち、「安かれ」と言

われた。 20そう言って、手とわきとを、彼らにお見せに

なった。弟子たちは主を見て喜んだ。 21イエスはまた彼

らに言われた、「安かれ。父がわたしをおつかわしにな

ったように、わたしもまたあなたがたをつかわす」。 22

そう言って、彼らに息を吹きかけて仰せになった、「聖

霊を受けよ。 23あなたがたがゆるす罪は、だれの罪でも

ゆるされ、あなたがたがゆるさずにおく罪は、そのまま

残るであろう」。 24十二弟子のひとりで、デドモと呼ば

れているトマスは、イエスがこられたとき、彼らと一緒

にいなかった。 25ほかの弟子たちが、彼に「わたしたち

は主にお目にかかった」と言うと、トマスは彼らに言っ

た、「わたしは、その手に釘あとを見、わたしの指をそ

の釘あとにさし入れ、また、わたしの手をそのわきにさ

し入れてみなければ、決して信じない」。 26八日ののち

、イエスの弟子たちはまた家の内におり、トマスも一緒

にいた。戸はみな閉ざされていたが、イエスがはいって

こられ、中に立って「安かれ」と言われた。 27それから

トマスに言われた、「あなたの指をここにつけて、わた

しの手を見なさい。手をのばしてわたしのわきにさし入

れてみなさい。信じない者にならないで、信じる者にな

りなさい」。 28トマスはイエスに答えて言った、「わが

主よ、わが神よ」。 29イエスは彼に言われた、「あなた

はわたしを見たので信じたのか。見ないで信ずる者は、

さいわいである」。 30イエスは、この書に書かれていな

いしるしを、ほかにも多く、弟子たちの前で行われた。

31しかし、これらのことを書いたのは、あなたがたがイ

エスは神の子キリストであると信じるためであり、また

、そう信じて、イエスの名によって命を得るためである

。

21そののち、イエスはテベリヤの海べで、ご自身をま
た弟子たちにあらわされた。そのあらわされた次第

は、こうである。 2シモン・ペテロが、デドモと呼ばれ

ているトマス、ガリラヤのカナのナタナエル、ゼベダイ

の子らや、ほかのふたりの弟子たちと一緒にいた時のこ

とである。 3シモン・ペテロは彼らに「わたしは漁に行

くのだ」と言うと、彼らは「わたしたちも一緒に行こう

」と言った。彼らは出て行って舟に乗った。しかし、そ

の夜はなんの獲物もなかった。 4夜が明けたころ、イエ

スが岸に立っておられた。しかし弟子たちはそれがイエ

スだとは知らなかった。 5イエスは彼らに言われた、「

子たちよ、何か食べるものがあるか」。彼らは「ありま

せん」と答えた。 6すると、イエスは彼らに言われた、

「舟の右の方に網をおろして見なさい。そうすれば、何

かとれるだろう」。彼らは網をおろすと、魚が多くとれ

たので、それを引き上げることができなかった。 7イエ

スの愛しておられた弟子が、ペテロに「あれは主だ」と

言った。シモン・ペテロは主であると聞いて、裸になっ

ていたため、上着をまとって海にとびこんだ。 8しかし

、ほかの弟子たちは舟に乗ったまま、魚のはいっている

網を引きながら帰って行った。陸からはあまり遠くない

五十間ほどの所にいたからである。 9彼らが陸に上って

見ると、炭火がおこしてあって、その上に魚がのせてあ

り、またそこにパンがあった。 10イエスは彼らに言われ

た、「今とった魚を少し持ってきなさい」。 11シモン・

ペテロが行って、網を陸へ引き上げると、百五十三びき

の大きな魚でいっぱいになっていた。そんなに多かった

が、網はさけないでいた。 12イエスは彼らに言われた、

「さあ、朝の食事をしなさい」。弟子たちは、主である

ことがわかっていたので、だれも「あなたはどなたです

か」と進んで尋ねる者がなかった。 13イエスはそこにき

て、パンをとり彼らに与え、また魚も同じようにされた

。 14イエスが死人の中からよみがえったのち、弟子たち

にあらわれたのは、これで既に三度目である。 15彼らが

食事をすませると、イエスはシモン・ペテロに言われた

、「ヨハネの子シモンよ、あなたはこの人たちが愛する

以上に、わたしを愛するか」。ペテロは言った、「主よ

、そうです。わたしがあなたを愛することは、あなたが

ご存じです」。イエスは彼に「わたしの小羊を養いなさ

い」と言われた。 16またもう一度彼に言われた、「ヨハ

ネの子シモンよ、わたしを愛するか」。彼はイエスに言

った、「主よ、そうです。わたしがあなたを愛すること

は、あなたがご存じです」。イエスは彼に言われた、「

わたしの羊を飼いなさい」。 17イエスは三度目に言われ

た、「ヨハネの子シモンよ、わたしを愛するか」。ペテ

ロは「わたしを愛するか」とイエスが三度も言われたの

で、心をいためてイエスに言った、「主よ、あなたはす

べてをご存じです。わたしがあなたを愛していることは

、おわかりになっています」。イエスは彼に言われた、

「わたしの羊を養いなさい。 18よくよくあなたに言って

おく。あなたが若かった時には、自分で帯をしめて、思

いのままに歩きまわっていた。しかし年をとってからは

、自分の手をのばすことになろう。そして、ほかの人が

あなたに帯を結びつけ、行きたくない所へ連れて行くで

あろう」。 19これは、ペテロがどんな死に方で、神の栄

光をあらわすかを示すために、お話しになったのである

。こう話してから、「わたしに従ってきなさい」と言わ

れた。 20ペテロはふり返ると、イエスの愛しておられた

弟子がついて来るのを見た。この弟子は、あの夕食のと

きイエスの胸近くに寄りかかって、「主よ、あなたを裏

切る者は、だれなのですか」と尋ねた人である。 21ペテ

ロはこの弟子を見て、イエスに言った、「主よ、この人

はどうなのですか」。 22イエスは彼に言われた、「たと

い、わたしの来る時まで彼が生き残っていることを、わ

たしが望んだとしても、あなたにはなんの係わりがある

か。あなたは、わたしに従ってきなさい」。 23こういう

わけで、この弟子は死ぬことがないといううわさが、兄

弟たちの間にひろまった。しかし、イエスは彼が死ぬこ

とはないと言われたのではなく、ただ「たとい、わたし

の来る時まで彼が生き残っていることを、わたしが望ん

だとしても、あなたにはなんの係わりがあるか」と言わ

れただけである。 24これらの事についてあかしをし、ま

たこれらの事を書いたのは、この弟子である。そして彼

のあかしが真実であることを、わたしたちは知っている

。 25イエスのなさったことは、このほかにまだ数多くあ
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る。もしいちいち書きつけるならば、世界もその書かれ

た文書を収めきれないであろうと思う。
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使徒の働き

1テオピロよ、わたしは先に第一巻を著わして、イエス
が行い、また教えはじめてから、 2お選びになった使

徒たちに、聖霊によって命じたのち、天に上げられた日

までのことを、ことごとくしるした。 3イエスは苦難を

受けたのち、自分の生きていることを数々の確かな証拠

によって示し、四十日にわたってたびたび彼らに現れて

、神の国のことを語られた。 4そして食事を共にしてい

るとき、彼らにお命じになった、「エルサレムから離れ

ないで、かねてわたしから聞いていた父の約束を待って

いるがよい。 5すなわち、ヨハネは水でバプテスマを授

けたが、あなたがたは間もなく聖霊によって、バプテス

マを授けられるであろう」。 6さて、弟子たちが一緒に

集まったとき、イエスに問うて言った、「主よ、イスラ

エルのために国を復興なさるのは、この時なのですか」

。 7彼らに言われた、「時期や場合は、父がご自分の権

威によって定めておられるのであって、あなたがたの知

る限りではない。 8ただ、聖霊があなたがたにくだる時

、あなたがたは力を受けて、エルサレム、ユダヤとサマ

リヤの全土、さらに地のはてまで、わたしの証人となる

であろう」。 9こう言い終ると、イエスは彼らの見てい

る前で天に上げられ、雲に迎えられて、その姿が見えな

くなった。 10イエスの上って行かれるとき、彼らが天を

見つめていると、見よ、白い衣を着たふたりの人が、彼

らのそばに立っていて 11言った、「ガリラヤの人たちよ

、なぜ天を仰いで立っているのか。あなたがたを離れて

天に上げられたこのイエスは、天に上って行かれるのを

あなたがたが見たのと同じ有様で、またおいでになるで

あろう」。 12それから彼らは、オリブという山を下って

エルサレムに帰った。この山はエルサレムに近く、安息

日に許されている距離のところにある。 13彼らは、市内

に行って、その泊まっていた屋上の間にあがった。その

人たちは、ペテロ、ヨハネ、ヤコブ、アンデレ、ピリポ

とトマス、バルトロマイとマタイ、アルパヨの子ヤコブ

と熱心党のシモンとヤコブの子ユダとであった。 14彼ら

はみな、婦人たち、特にイエスの母マリヤ、およびイエ

スの兄弟たちと共に、心を合わせて、ひたすら祈をして

いた。 15そのころ、百二十名ばかりの人々が、一団とな

って集まっていたが、ペテロはこれらの兄弟たちの中に

立って言った、 16「兄弟たちよ、イエスを捕えた者たち

の手びきになったユダについては、聖霊がダビデの口を

とおして預言したその言葉は、成就しなければならなか

った。 17彼はわたしたちの仲間に加えられ、この務を授

かっていた者であった。（ 18彼は不義の報酬で、ある地

所を手に入れたが、そこへまっさかさまに落ちて、腹が

まん中から引き裂け、はらわたがみな流れ出てしまった

。 19そして、この事はエルサレムの全住民に知れわたり

、そこで、この地所が彼らの国語でアケルダマと呼ばれ

るようになった。「血の地所」との意である。） 20詩篇

に、『その屋敷は荒れ果てよ、そこにはひとりも住む者

がいなくなれ』と書いてあり、また『その職は、ほかの

者に取らせよ』とあるとおりである。 21そういうわけで

、主イエスがわたしたちの間にゆききされた期間中、 22

すなわち、ヨハネのバプテスマの時から始まって、わた

したちを離れて天に上げられた日に至るまで、始終わた

したちと行動を共にした人たちのうち、だれかひとりが

、わたしたちに加わって主の復活の証人にならねばなら

ない」。 23そこで一同は、バルサバと呼ばれ、またの名

をユストというヨセフと、マッテヤとのふたりを立て、

24祈って言った、「すべての人の心をご存じである主よ

。このふたりのうちのどちらを選んで、 25ユダがこの使

徒の職務から落ちて、自分の行くべきところへ行ったそ

のあとを継がせなさいますか、お示し下さい」。 26それ

から、ふたりのためにくじを引いたところ、マッテヤに

当ったので、この人が十一人の使徒たちに加えられるこ

とになった。

2五旬節の日がきて、みんなの者が一緒に集まっている
と、 2突然、激しい風が吹いてきたような音が天から

起ってきて、一同がすわっていた家いっぱいに響きわた

った。 3また、舌のようなものが、炎のように分れて現

れ、ひとりびとりの上にとどまった。 4すると、一同は

聖霊に満たされ、御霊が語らせるままに、いろいろの他

国の言葉で語り出した。 5さて、エルサレムには、天下

のあらゆる国々から、信仰深いユダヤ人たちがきて住ん

でいたが、 6この物音に大ぜいの人が集まってきて、彼

らの生れ故郷の国語で、使徒たちが話しているのを、だ

れもかれも聞いてあっけに取られた。 7そして驚き怪し

んで言った、「見よ、いま話しているこの人たちは、皆

ガリラヤ人ではないか。 8それだのに、わたしたちがそ

れぞれ、生れ故郷の国語を彼らから聞かされるとは、い

ったい、どうしたことか。 9わたしたちの中には、パル

テヤ人、メジヤ人、エラム人もおれば、メソポタミヤ、

ユダヤ、カパドキヤ、ポントとアジヤ、 10フルギヤとパ

ンフリヤ、エジプトとクレネに近いリビヤ地方などに住

む者もいるし、またローマ人で旅にきている者、 11ユダ

ヤ人と改宗者、クレテ人とアラビヤ人もいるのだが、あ

の人々がわたしたちの国語で、神の大きな働きを述べる

のを聞くとは、どうしたことか」。 12みんなの者は驚き

惑って、互に言い合った、「これは、いったい、どうい

うわけなのだろう」。 13しかし、ほかの人たちはあざ笑

って、「あの人たちは新しい酒で酔っているのだ」と言

った。 14そこで、ペテロが十一人の者と共に立ちあがり

、声をあげて人々に語りかけた。「ユダヤの人たち、な

らびにエルサレムに住むすべてのかたがた、どうか、こ

の事を知っていただきたい。わたしの言うことに耳を傾

けていただきたい。 15今は朝の九時であるから、この人

たちは、あなたがたが思っているように、酒に酔ってい

るのではない。 16そうではなく、これは預言者ヨエルが

預言していたことに外ならないのである。すなわち、 17

『神がこう仰せになる。終りの時には、わたしの霊をす

べての人に注ごう。そして、あなたがたのむすこ娘は預

言をし、若者たちは幻を見、老人たちは夢を見るであろ

う。 18その時には、わたしの男女の僕たちにもわたしの

霊を注ごう。そして彼らも預言をするであろう。 19また

、上では、天に奇跡を見せ、下では、地にしるしを、す

なわち、血と火と立ちこめる煙とを、見せるであろう。

20主の大いなる輝かしい日が来る前に、日はやみに月は

血に変るであろう。 21そのとき、主の名を呼び求める者

は、みな救われるであろう』。 22イスラエルの人たちよ

、今わたしの語ることを聞きなさい。あなたがたがよく

知っているとおり、ナザレ人イエスは、神が彼をとおし

て、あなたがたの中で行われた数々の力あるわざと奇跡

としるしとにより、神からつかわされた者であることを
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、あなたがたに示されたかたであった。 23このイエスが

渡されたのは神の定めた計画と予知とによるのであるが

、あなたがたは彼を不法の人々の手で十字架につけて殺

した。 24神はこのイエスを死の苦しみから解き放って、

よみがえらせたのである。イエスが死に支配されている

はずはなかったからである。 25ダビデはイエスについて

こう言っている、『わたしは常に目の前に主を見た。主

は、わたしが動かされないため、わたしの右にいて下さ

るからである。 26それゆえ、わたしの心は楽しみ、わた

しの舌はよろこび歌った。わたしの肉体もまた、望みに

生きるであろう。 27あなたは、わたしの魂を黄泉に捨て

おくことをせず、あなたの聖者が朽ち果てるのを、お許

しにならないであろう。 (Hadēs g86) 28あなたは、いのち

の道をわたしに示し、み前にあって、わたしを喜びで満

たして下さるであろう』。 29兄弟たちよ、族長ダビデに

ついては、わたしはあなたがたにむかって大胆に言うこ

とができる。彼は死んで葬られ、現にその墓が今日に至

るまで、わたしたちの間に残っている。 30彼は預言者で

あって、『その子孫のひとりを王位につかせよう』と、

神が堅く彼に誓われたことを認めていたので、 31キリス

トの復活をあらかじめ知って、『彼は黄泉に捨ておかれ

ることがなく、またその肉体が朽ち果てることもない』

と語ったのである。 (Hadēs g86) 32このイエスを、神はよ

みがえらせた。そして、わたしたちは皆その証人なので

ある。 33それで、イエスは神の右に上げられ、父から約

束の聖霊を受けて、それをわたしたちに注がれたのであ

る。このことは、あなたがたが現に見聞きしているとお

りである。 34ダビデが天に上ったのではない。彼自身こ

う言っている、『主はわが主に仰せになった、 35あなた

の敵をあなたの足台にするまでは、わたしの右に座して

いなさい』。 36だから、イスラエルの全家は、この事を

しかと知っておくがよい。あなたがたが十字架につけた

このイエスを、神は、主またキリストとしてお立てにな

ったのである」。 37人々はこれを聞いて、強く心を刺さ

れ、ペテロやほかの使徒たちに、「兄弟たちよ、わたし

たちは、どうしたらよいのでしょうか」と言った。 38す

ると、ペテロが答えた、「悔い改めなさい。そして、あ

なたがたひとりびとりが罪のゆるしを得るために、イエ

ス・キリストの名によって、バプテスマを受けなさい。

そうすれば、あなたがたは聖霊の賜物を受けるであろう

。 39この約束は、われらの主なる神の召しにあずかるす

べての者、すなわちあなたがたと、あなたがたの子らと

、遠くの者一同とに、与えられているものである」。 40

ペテロは、ほかになお多くの言葉であかしをなし、人々

に「この曲った時代から救われよ」と言って勧めた。 41

そこで、彼の勧めの言葉を受けいれた者たちは、バプテ

スマを受けたが、その日、仲間に加わったものが三千人

ほどあった。 42そして一同はひたすら、使徒たちの教を

守り、信徒の交わりをなし、共にパンをさき、祈をして

いた。 43みんなの者におそれの念が生じ、多くの奇跡と

しるしとが、使徒たちによって、次々に行われた。 44信

者たちはみな一緒にいて、いっさいの物を共有にし、 45

資産や持ち物を売っては、必要に応じてみんなの者に分

け与えた。 46そして日々心を一つにして、絶えず宮もう

でをなし、家ではパンをさき、よろこびと、まごころと

をもって、食事を共にし、 47神をさんびし、すべての人

に好意を持たれていた。そして主は、救われる者を日々

仲間に加えて下さったのである。

3さて、ペテロとヨハネとが、午後三時の祈のときに宮
に上ろうとしていると、 2生れながら足のきかない男

が、かかえられてきた。この男は、宮もうでに来る人々

に施しをこうため、毎日、「美しの門」と呼ばれる宮の

門のところに、置かれていた者である。 3彼は、ペテロ

とヨハネとが、宮にはいって行こうとしているのを見て

、施しをこうた。 4ペテロとヨハネとは彼をじっと見て

、「わたしたちを見なさい」と言った。 5彼は何かもら

えるのだろうと期待して、ふたりに注目していると、 6

ペテロが言った、「金銀はわたしには無い。しかし、わ

たしにあるものをあげよう。ナザレ人イエス・キリスト

の名によって歩きなさい」。 7こう言って彼の右手を取

って起してやると、足と、くるぶしとが、立ちどころに

強くなって、 8踊りあがって立ち、歩き出した。そして

、歩き回ったり踊ったりして神をさんびしながら、彼ら

と共に宮にはいって行った。 9民衆はみな、彼が歩き回

り、また神をさんびしているのを見、 10これが宮の「美

しの門」のそばにすわって、施しをこうていた者である

と知り、彼の身に起ったことについて、驚き怪しんだ。

11彼がなおもペテロとヨハネとにつきまとっているとき

、人々は皆ひどく驚いて、「ソロモンの廊」と呼ばれる

柱廊にいた彼らのところに駆け集まってきた。 12ペテロ

はこれを見て、人々にむかって言った、「イスラエルの

人たちよ、なぜこの事を不思議に思うのか。また、わた

したちが自分の力や信心で、あの人を歩かせたかのよう

に、なぜわたしたちを見つめているのか。 13アブラハム

、イサク、ヤコブの神、わたしたちの先祖の神は、その

僕イエスに栄光を賜わったのであるが、あなたがたは、

このイエスを引き渡し、ピラトがゆるすことに決めてい

たのに、それを彼の面前で拒んだ。 14あなたがたは、こ

の聖なる正しいかたを拒んで、人殺しの男をゆるすよう

に要求し、 15いのちの君を殺してしまった。しかし、神

はこのイエスを死人の中から、よみがえらせた。わたし

たちは、その事の証人である。 16そして、イエスの名が

、それを信じる信仰のゆえに、あなたがたのいま見て知

っているこの人を、強くしたのであり、イエスによる信

仰が、彼をあなたがた一同の前で、このとおり完全にい

やしたのである。 17さて、兄弟たちよ、あなたがたは知

らずにあのような事をしたのであり、あなたがたの指導

者たちとても同様であったことは、わたしにわかってい

る。 18神はあらゆる預言者の口をとおして、キリストの

受難を予告しておられたが、それをこのように成就なさ

ったのである。 19だから、自分の罪をぬぐい去っていた

だくために、悔い改めて本心に立ちかえりなさい。 20そ

れは、主のみ前から慰めの時がきて、あなたがたのため

にあらかじめ定めてあったキリストなるイエスを、神が

つかわして下さるためである。 21このイエスは、神が聖

なる預言者たちの口をとおして、昔から預言しておられ

た万物更新の時まで、天にとどめておかれねばならなか

った。 (aiōn g165) 22モーセは言った、『主なる神は、わ

たしをお立てになったように、あなたがたの兄弟の中か

ら、ひとりの預言者をお立てになるであろう。その預言

者があなたがたに語ることには、ことごとく聞きしたが

いなさい。 23彼に聞きしたがわない者は、みな民の中か

ら滅ぼし去られるであろう』。 24サムエルをはじめ、そ

の後つづいて語ったほどの預言者はみな、この時のこと

を予告した。 25あなたがたは預言者の子であり、神があ

なたがたの先祖たちと結ばれた契約の子である。神はア
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ブラハムに対して、『地上の諸民族は、あなたの子孫に

よって祝福を受けるであろう』と仰せられた。 26神がま

ずあなたがたのために、その僕を立てて、おつかわしに

なったのは、あなたがたひとりびとりを、悪から立ちか

えらせて、祝福にあずからせるためなのである」。

4彼らが人々にこのように語っているあいだに、祭司た
ち、宮守がしら、サドカイ人たちが近寄ってきて、 2

彼らが人々に教を説き、イエス自身に起った死人の復活

を宣伝しているのに気をいら立て、 3彼らに手をかけて

捕え、はや日が暮れていたので、翌朝まで留置しておい

た。 4しかし、彼らの話を聞いた多くの人たちは信じた

。そして、その男の数が五千人ほどになった。 5明くる

日、役人、長老、律法学者たちが、エルサレムに召集さ

れた。 6大祭司アンナスをはじめ、カヤパ、ヨハネ、ア

レキサンデル、そのほか大祭司の一族もみな集まった。

7そして、そのまん中に使徒たちを立たせて尋問した、

「あなたがたは、いったい、なんの権威、また、だれの

名によって、このことをしたのか」。 8その時、ペテロ

が聖霊に満たされて言った、「民の役人たち、ならびに

長老たちよ、 9わたしたちが、きょう、取調べを受けて

いるのは、病人に対してした良いわざについてであり、

この人がどうしていやされたかについてであるなら、 10

あなたがたご一同も、またイスラエルの人々全体も、知

っていてもらいたい。この人が元気になってみんなの前

に立っているのは、ひとえに、あなたがたが十字架につ

けて殺したのを、神が死人の中からよみがえらせたナザ

レ人イエス・キリストの御名によるのである。 11このイ

エスこそは『あなたがた家造りらに捨てられたが、隅の

かしら石となった石』なのである。 12この人による以外

に救はない。わたしたちを救いうる名は、これを別にし

ては、天下のだれにも与えられていないからである」。

13人々はペテロとヨハネとの大胆な話しぶりを見、また

同時に、ふたりが無学な、ただの人たちであることを知

って、不思議に思った。そして彼らがイエスと共にいた

者であることを認め、 14かつ、彼らにいやされた者がそ

のそばに立っているのを見ては、まったく返す言葉がな

かった。 15そこで、ふたりに議会から退場するように命

じてから、互に協議をつづけて 16言った、「あの人たち

を、どうしたらよかろうか。彼らによって著しいしるし

が行われたことは、エルサレムの住民全体に知れわたっ

ているので、否定しようもない。 17ただ、これ以上この

ことが民衆の間にひろまらないように、今後はこの名に

よって、いっさいだれにも語ってはいけないと、おどし

てやろうではないか」。 18そこで、ふたりを呼び入れて

、イエスの名によって語ることも説くことも、いっさい

相成らぬと言いわたした。 19ペテロとヨハネとは、これ

に対して言った、「神に聞き従うよりも、あなたがたに

聞き従う方が、神の前に正しいかどうか、判断してもら

いたい。 20わたしたちとしては、自分の見たこと聞いた

ことを、語らないわけにはいかない」。 21そこで、彼ら

はふたりを更におどしたうえ、ゆるしてやった。みんな

の者が、この出来事のために、神をあがめていたので、

その人々の手前、ふたりを罰するすべがなかったからで

ある。 22そのしるしによっていやされたのは、四十歳あ

まりの人であった。 23ふたりはゆるされてから、仲間の

者たちのところに帰って、祭司長たちや長老たちが言っ

たいっさいのことを報告した。 24一同はこれを聞くと、

口をそろえて、神にむかい声をあげて言った、「天と地

と海と、その中のすべてのものとの造りぬしなる主よ。

25あなたは、わたしたちの先祖、あなたの僕ダビデの口

をとおして、聖霊によって、こう仰せになりました、『

なぜ、異邦人らは、騒ぎ立ち、もろもろの民は、むなし

いことを図り、 26地上の王たちは、立ちかまえ、支配者

たちは、党を組んで、主とそのキリストとに逆らったの

か』。 27まことに、ヘロデとポンテオ・ピラトとは、異

邦人らやイスラエルの民と一緒になって、この都に集ま

り、あなたから油を注がれた聖なる僕イエスに逆らい、

28み手とみ旨とによって、あらかじめ定められていたこ

とを、なし遂げたのです。 29主よ、いま、彼らの脅迫に

目をとめ、僕たちに、思い切って大胆に御言葉を語らせ

て下さい。 30そしてみ手を伸ばしていやしをなし、聖な

る僕イエスの名によって、しるしと奇跡とを行わせて下

さい」。 31彼らが祈り終えると、その集まっていた場所

が揺れ動き、一同は聖霊に満たされて、大胆に神の言を

語り出した。 32信じた者の群れは、心を一つにし思いを

一つにして、だれひとりその持ち物を自分のものだと主

張する者がなく、いっさいの物を共有にしていた。 33使

徒たちは主イエスの復活について、非常に力強くあかし

をした。そして大きなめぐみが、彼ら一同に注がれた。

34彼らの中に乏しい者は、ひとりもいなかった。地所や

家屋を持っている人たちは、それを売り、売った物の代

金をもってきて、 35使徒たちの足もとに置いた。そして

それぞれの必要に応じて、だれにでも分け与えられた。

36クプロ生れのレビ人で、使徒たちにバルナバ（「慰め

の子」との意）と呼ばれていたヨセフは、 37自分の所有

する畑を売り、その代金をもってきて、使徒たちの足も

とに置いた。

5ところが、アナニヤという人とその妻サッピラとは共
に資産を売ったが、 2共謀して、その代金をごまかし

、一部だけを持ってきて、使徒たちの足もとに置いた。

3そこで、ペテロが言った、「アナニヤよ、どうしてあ

なたは、自分の心をサタンに奪われて、聖霊を欺き、地

所の代金をごまかしたのか。 4売らずに残しておけば、

あなたのものであり、売ってしまっても、あなたの自由

になったはずではないか。どうして、こんなことをする

気になったのか。あなたは人を欺いたのではなくて、神

を欺いたのだ」。 5アナニヤはこの言葉を聞いているう

ちに、倒れて息が絶えた。このことを伝え聞いた人々は

、みな非常なおそれを感じた。 6それから、若者たちが

立って、その死体を包み、運び出して葬った。 7三時間

ばかりたってから、たまたま彼の妻が、この出来事を知

らずに、はいってきた。 8そこで、ペテロが彼女にむか

って言った、「あの地所は、これこれの値段で売ったの

か。そのとおりか」。彼女は「そうです、その値段です

」と答えた。 9ペテロは言った、「あなたがたふたりが

、心を合わせて主の御霊を試みるとは、何事であるか。

見よ、あなたの夫を葬った人たちの足が、そこの門口に

きている。あなたも運び出されるであろう」。 10すると

女は、たちまち彼の足もとに倒れて、息が絶えた。そこ

に若者たちがはいってきて、女が死んでしまっているの

を見、それを運び出してその夫のそばに葬った。 11教会

全体ならびにこれを伝え聞いた人たちは、みな非常なお

それを感じた。 12そのころ、多くのしるしと奇跡とが、

次々に使徒たちの手により人々の中で行われた。そして
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、一同は心を一つにして、ソロモンの廊に集まっていた

。 13ほかの者たちは、だれひとり、その交わりに入ろう

とはしなかったが、民衆は彼らを尊敬していた。 14しか

し、主を信じて仲間に加わる者が、男女とも、ますます

多くなってきた。 15ついには、病人を大通りに運び出し

、寝台や寝床の上に置いて、ペテロが通るとき、彼の影

なりと、そのうちのだれかにかかるようにしたほどであ

った。 16またエルサレム附近の町々からも、大ぜいの人

が、病人や汚れた霊に苦しめられている人たちを引き連

れて、集まってきたが、その全部の者が、ひとり残らず

いやされた。 17そこで、大祭司とその仲間の者、すなわ

ち、サドカイ派の人たちが、みな嫉妬の念に満たされて

立ちあがり、 18使徒たちに手をかけて捕え、公共の留置

場に入れた。 19ところが夜、主の使が獄の戸を開き、彼

らを連れ出して言った、 20「さあ行きなさい。そして、

宮の庭に立ち、この命の言葉を漏れなく、人々に語りな

さい」。 21彼らはこれを聞き、夜明けごろ宮にはいって

教えはじめた。一方では、大祭司とその仲間の者とが、

集まってきて、議会とイスラエル人の長老一同とを召集

し、使徒たちを引き出してこさせるために、人を獄につ

かわした。 22そこで、下役どもが行って見ると、使徒た

ちが獄にいないので、引き返して報告した、 23「獄には

、しっかりと錠がかけてあり、戸口には、番人が立って

いました。ところが、あけて見たら、中にはだれもいま

せんでした」。 24宮守がしらと祭司長たちとは、この報

告を聞いて、これは、いったい、どんな事になるのだろ

うと、あわて惑っていた。 25そこへ、ある人がきて知ら

せた、「行ってごらんなさい。あなたがたが獄に入れた

あの人たちが、宮の庭に立って、民衆を教えています」

。 26そこで宮守がしらが、下役どもと一緒に出かけて行

って、使徒たちを連れてきた。しかし、人々に石で打ち

殺されるのを恐れて、手荒なことはせず、 27彼らを連れ

てきて、議会の中に立たせた。すると、大祭司が問うて

28言った、「あの名を使って教えてはならないと、きび

しく命じておいたではないか。それだのに、なんという

事だ。エルサレム中にあなたがたの教を、はんらんさせ

ている。あなたがたは確かに、あの人の血の責任をわた

したちに負わせようと、たくらんでいるのだ」。 29これ

に対して、ペテロをはじめ使徒たちは言った、「人間に

従うよりは、神に従うべきである。 30わたしたちの先祖

の神は、あなたがたが木にかけて殺したイエスをよみが

えらせ、 31そして、イスラエルを悔い改めさせてこれに

罪のゆるしを与えるために、このイエスを導き手とし救

主として、ご自身の右に上げられたのである。 32わたし

たちはこれらの事の証人である。神がご自身に従う者に

賜わった聖霊もまた、その証人である」。 33これを聞い

た者たちは、激しい怒りのあまり、使徒たちを殺そうと

思った。 34ところが、国民全体に尊敬されていた律法学

者ガマリエルというパリサイ人が、議会で立って、使徒

たちをしばらくのあいだ外に出すように要求してから、

35一同にむかって言った、「イスラエルの諸君、あの人

たちをどう扱うか、よく気をつけるがよい。 36先ごろ、

チゥダが起って、自分を何か偉い者のように言いふらし

たため、彼に従った男の数が、四百人ほどもあったが、

結局、彼は殺されてしまい、従った者もみな四散して、

全く跡方もなくなっている。 37そののち、人口調査の時

に、ガリラヤ人ユダが民衆を率いて反乱を起したが、こ

の人も滅び、従った者もみな散らされてしまった。 38そ

こで、この際、諸君に申し上げる。あの人たちから手を

引いて、そのなすままにしておきなさい。その企てや、

しわざが、人間から出たものなら、自滅するだろう。 39

しかし、もし神から出たものなら、あの人たちを滅ぼす

ことはできまい。まかり違えば、諸君は神を敵にまわす

ことになるかも知れない」。そこで彼らはその勧告にし

たがい、 40使徒たちを呼び入れて、むち打ったのち、今

後イエスの名によって語ることは相成らぬと言いわたし

て、ゆるしてやった。 41使徒たちは、御名のために恥を

加えられるに足る者とされたことを喜びながら、議会か

ら出てきた。 42そして、毎日、宮や家で、イエスがキリ

ストであることを、引きつづき教えたり宣べ伝えたりし

た。

6そのころ、弟子の数がふえてくるにつれて、ギリシヤ
語を使うユダヤ人たちから、ヘブル語を使うユダヤ人

たちに対して、自分たちのやもめらが、日々の配給で、

おろそかにされがちだと、苦情を申し立てた。 2そこで

、十二使徒は弟子全体を呼び集めて言った、「わたした

ちが神の言をさしおいて、食卓のことに携わるのはおも

しろくない。 3そこで、兄弟たちよ、あなたがたの中か

ら、御霊と知恵とに満ちた、評判のよい人たち七人を捜

し出してほしい。その人たちにこの仕事をまかせ、 4わ

たしたちは、もっぱら祈と御言のご用に当ることにしよ

う」。 5この提案は会衆一同の賛成するところとなった

。そして信仰と聖霊とに満ちた人ステパノ、それからピ

リポ、プロコロ、ニカノル、テモン、パルメナ、および

アンテオケの改宗者ニコラオを選び出して、 6使徒たち

の前に立たせた。すると、使徒たちは祈って手を彼らの

上においた。 7こうして神の言は、ますますひろまり、

エルサレムにおける弟子の数が、非常にふえていき、祭

司たちも多数、信仰を受けいれるようになった。 8さて

、ステパノは恵みと力とに満ちて、民衆の中で、めざま

しい奇跡としるしとを行っていた。 9すると、いわゆる

「リベルテン」の会堂に属する人々、クレネ人、アレキ

サンドリヤ人、キリキヤやアジヤからきた人々などが立

って、ステパノと議論したが、 10彼は知恵と御霊とで語

っていたので、それに対抗できなかった。 11そこで、彼

らは人々をそそのかして、「わたしたちは、彼がモーセ

と神とを汚す言葉を吐くのを聞いた」と言わせた。 12そ

の上、民衆や長老たちや律法学者たちを煽動し、彼を襲

って捕えさせ、議会にひっぱってこさせた。 13それから

、偽りの証人たちを立てて言わせた、「この人は、この

聖所と律法とに逆らう言葉を吐いて、どうしても、やめ

ようとはしません。 14『あのナザレ人イエスは、この聖

所を打ちこわし、モーセがわたしたちに伝えた慣例を変

えてしまうだろう』などと、彼が言うのを、わたしたち

は聞きました」。 15議会で席についていた人たちは皆、

ステパノに目を注いだが、彼の顔は、ちょうど天使の顔

のように見えた。

7大祭司は「そのとおりか」と尋ねた。 2そこで、ステ

パノが言った、「兄弟たち、父たちよ、お聞き下さい

。わたしたちの父祖アブラハムが、カランに住む前、ま

だメソポタミヤにいたとき、栄光の神が彼に現れて 3仰

せになった、『あなたの土地と親族から離れて、あなた

にさし示す地に行きなさい』。 4そこで、アブラハムは

カルデヤ人の地を出て、カランに住んだ。そして、彼の
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父が死んだのち、神は彼をそこから、今あなたがたの住

んでいるこの地に移住させたが、 5そこでは、遺産とな

るものは何一つ、一歩の幅の土地すらも、与えられなか

った。ただ、その地を所領として授けようとの約束を、

彼と、そして彼にはまだ子がなかったのに、その子孫と

に与えられたのである。 6神はこう仰せになった、『彼

の子孫は他国に身を寄せるであろう。そして、そこで四

百年のあいだ、奴隷にされて虐待を受けるであろう』。

7それから、さらに仰せになった、『彼らを奴隷にする

国民を、わたしはさばくであろう。その後、彼らはそこ

からのがれ出て、この場所でわたしを礼拝するであろう

』。 8そして、神はアブラハムに、割礼の契約をお与え

になった。こうして、彼はイサクの父となり、これに八

日目に割礼を施し、それから、イサクはヤコブの父とな

り、ヤコブは十二人の族長たちの父となった。 9族長た

ちは、ヨセフをねたんで、エジプトに売りとばした。し

かし、神は彼と共にいまして、 10あらゆる苦難から彼を

救い出し、エジプト王パロの前で恵みを与え、知恵をあ

らわさせた。そこで、パロは彼を宰相の任につかせ、エ

ジプトならびに王家全体の支配に当らせた。 11時に、エ

ジプトとカナンとの全土にわたって、ききんが起り、大

きな苦難が襲ってきて、わたしたちの先祖たちは、食物

が得られなくなった。 12ヤコブは、エジプトには食糧が

あると聞いて、初めに先祖たちをつかわしたが、 13二回

目の時に、ヨセフが兄弟たちに、自分の身の上を打ち明

けたので、彼の親族関係がパロに知れてきた。 14ヨセフ

は使をやって、父ヤコブと七十五人にのぼる親族一同と

を招いた。 15こうして、ヤコブはエジプトに下り、彼自

身も先祖たちもそこで死に、 16それから彼らは、シケム

に移されて、かねてアブラハムがいくらかの金を出して

この地のハモルの子らから買っておいた墓に、葬られた

。 17神がアブラハムに対して立てられた約束の時期が近

づくにつれ、民はふえてエジプト全土にひろがった。 18

やがて、ヨセフのことを知らない別な王が、エジプトに

起った。 19この王は、わたしたちの同族に対し策略をめ

ぐらして、先祖たちを虐待し、その幼な子らを生かして

おかないように捨てさせた。 20モーセが生れたのは、ち

ょうどこのころのことである。彼はまれに見る美しい子

であった。三か月の間は、父の家で育てられたが、 21そ

ののち捨てられたのを、パロの娘が拾いあげて、自分の

子として育てた。 22モーセはエジプト人のあらゆる学問

を教え込まれ、言葉にもわざにも、力があった。 23四十

歳になった時、モーセは自分の兄弟であるイスラエル人

たちのために尽すことを、思い立った。 24ところが、そ

のひとりがいじめられているのを見て、これをかばい、

虐待されているその人のために、相手のエジプト人を撃

って仕返しをした。 25彼は、自分の手によって神が兄弟

たちを救って下さることを、みんなが悟るものと思って

いたが、実際はそれを悟らなかったのである。 26翌日モ

ーセは、彼らが争い合っているところに現れ、仲裁しよ

うとして言った、『まて、君たちは兄弟同志ではないか

。どうして互に傷つけ合っているのか』。 27すると、仲

間をいじめていた者が、モーセを突き飛ばして言った、

『だれが、君をわれわれの支配者や裁判人にしたのか。

28君は、きのう、エジプト人を殺したように、わたしも

殺そうと思っているのか』。 29モーセは、この言葉を聞

いて逃げ、ミデアンの地に身を寄せ、そこで男の子ふた

りをもうけた。 30四十年たった時、シナイ山の荒野にお

いて、御使が柴の燃える炎の中でモーセに現れた。 31彼

はこの光景を見て不思議に思い、それを見きわめるため

に近寄ったところ、主の声が聞えてきた、 32『わたしは

、あなたの先祖たちの神、アブラハム、イサク、ヤコブ

の神である』。モーセは恐れおののいて、もうそれを見

る勇気もなくなった。 33すると、主が彼に言われた、『

あなたの足から、くつを脱ぎなさい。あなたの立ってい

るこの場所は、聖なる地である。 34わたしは、エジプト

にいるわたしの民が虐待されている有様を確かに見とど

け、その苦悩のうめき声を聞いたので、彼らを救い出す

ために下ってきたのである。さあ、今あなたをエジプト

につかわそう』。 35こうして、『だれが、君を支配者や

裁判人にしたのか』と言って排斥されたこのモーセを、

神は、柴の中で彼に現れた御使の手によって、支配者、

解放者として、おつかわしになったのである。 36この人

が、人々を導き出して、エジプトの地においても、紅海

においても、また四十年のあいだ荒野においても、奇跡

としるしとを行ったのである。 37この人が、イスラエル

人たちに、『神はわたしをお立てになったように、あな

たがたの兄弟たちの中から、ひとりの預言者をお立てに

なるであろう』と言ったモーセである。 38この人が、シ

ナイ山で、彼に語りかけた御使や先祖たちと共に、荒野

における集会にいて、生ける御言葉を授かり、それをあ

なたがたに伝えたのである。 39ところが、先祖たちは彼

に従おうとはせず、かえって彼を退け、心の中でエジプ

トにあこがれて、 40『わたしたちを導いてくれる神々を

造って下さい。わたしたちをエジプトの地から導いてき

たあのモーセがどうなったのか、わかりませんから』と

アロンに言った。 41そのころ、彼らは子牛の像を造り、

その偶像に供え物をささげ、自分たちの手で造ったもの

を祭ってうち興じていた。 42そこで、神は顔をそむけ、

彼らを天の星を拝むままに任せられた。預言者の書にこ

う書いてあるとおりである、『イスラエルの家よ、四十

年のあいだ荒野にいた時に、いけにえと供え物とを、わ

たしにささげたことがあったか。 43あなたがたは、モロ

クの幕屋やロンパの星の神を、かつぎ回った。それらは

、拝むために自分で造った偶像に過ぎぬ。だからわたし

は、あなたがたをバビロンのかなたへ、移してしまうで

あろう』。 44わたしたちの先祖には、荒野にあかしの幕

屋があった。それは、見たままの型にしたがって造るよ

うにと、モーセに語ったかたのご命令どおりに造ったも

のである。 45この幕屋は、わたしたちの先祖が、ヨシュ

アに率いられ、神によって諸民族を彼らの前から追い払

い、その所領をのり取ったときに、そこに持ち込まれ、

次々に受け継がれて、ダビデの時代に及んだものである

。 46ダビデは、神の恵みをこうむり、そして、ヤコブの

神のために宮を造営したいと願った。 47けれども、じっ

さいにその宮を建てたのは、ソロモンであった。 48しか

し、いと高き者は、手で造った家の内にはお住みになら

ない。預言者が言っているとおりである、 49『主が仰せ

られる、どんな家をわたしのために建てるのか。わたし

のいこいの場所は、どれか。天はわたしの王座、地はわ

たしの足台である。 50これは皆わたしの手が造ったもの

ではないか』。 51ああ、強情で、心にも耳にも割礼のな

い人たちよ。あなたがたは、いつも聖霊に逆らっている

。それは、あなたがたの先祖たちと同じである。 52いっ

たい、あなたがたの先祖が迫害しなかった預言者が、ひ

とりでもいたか。彼らは正しいかたの来ることを予告し
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た人たちを殺し、今やあなたがたは、その正しいかたを

裏切る者、また殺す者となった。 53あなたがたは、御使

たちによって伝えられた律法を受けたのに、それを守る

ことをしなかった」。 54人々はこれを聞いて、心の底か

ら激しく怒り、ステパノにむかって、歯ぎしりをした。

55しかし、彼は聖霊に満たされて、天を見つめていると

、神の栄光が現れ、イエスが神の右に立っておられるの

が見えた。 56そこで、彼は「ああ、天が開けて、人の子

が神の右に立っておいでになるのが見える」と言った。

57人々は大声で叫びながら、耳をおおい、ステパノを目

がけて、いっせいに殺到し、 58彼を市外に引き出して、

石で打った。これに立ち合った人たちは、自分の上着を

脱いで、サウロという若者の足もとに置いた。 59こうし

て、彼らがステパノに石を投げつけている間、ステパノ

は祈りつづけて言った、「主イエスよ、わたしの霊をお

受け下さい」。 60そして、ひざまずいて、大声で叫んだ

、「主よ、どうぞ、この罪を彼らに負わせないで下さい

」。こう言って、彼は眠りについた。

8サウロは、ステパノを殺すことに賛成していた。その
日、エルサレムの教会に対して大迫害が起り、使徒以

外の者はことごとく、ユダヤとサマリヤとの地方に散ら

されて行った。 2信仰深い人たちはステパノを葬り、彼

のために胸を打って、非常に悲しんだ。 3ところが、サ

ウロは家々に押し入って、男や女を引きずり出し、次々

に獄に渡して、教会を荒し回った。 4さて、散らされて

行った人たちは、御言を宣べ伝えながら、めぐり歩いた

。 5ピリポはサマリヤの町に下って行き、人々にキリス

トを宣べはじめた。 6群衆はピリポの話を聞き、その行

っていたしるしを見て、こぞって彼の語ることに耳を傾

けた。 7汚れた霊につかれた多くの人々からは、その霊

が大声でわめきながら出て行くし、また、多くの中風を

わずらっている者や、足のきかない者がいやされたから

である。 8それで、この町では人々が、大変なよろこび

かたであった。 9さて、この町に以前からシモンという

人がいた。彼は魔術を行ってサマリヤの人たちを驚かし

、自分をさも偉い者のように言いふらしていた。 10それ

で、小さい者から大きい者にいたるまで皆、彼について

行き、「この人こそは『大能』と呼ばれる神の力である

」と言っていた。 11彼らがこの人について行ったのは、

ながい間その魔術に驚かされていたためであった。 12と

ころが、ピリポが神の国とイエス・キリストの名につい

て宣べ伝えるに及んで、男も女も信じて、ぞくぞくとバ

プテスマを受けた。 13シモン自身も信じて、バプテスマ

を受け、それから、引きつづきピリポについて行った。

そして、数々のしるしやめざましい奇跡が行われるのを

見て、驚いていた。 14エルサレムにいる使徒たちは、サ

マリヤの人々が、神の言を受け入れたと聞いて、ペテロ

とヨハネとを、そこにつかわした。 15ふたりはサマリヤ

に下って行って、みんなが聖霊を受けるようにと、彼ら

のために祈った。 16それは、彼らはただ主イエスの名に

よってバプテスマを受けていただけで、聖霊はまだだれ

にも下っていなかったからである。 17そこで、ふたりが

手を彼らの上においたところ、彼らは聖霊を受けた。 18

シモンは、使徒たちが手をおいたために、御霊が人々に

授けられたのを見て、金をさし出し、 19「わたしが手を

おけばだれにでも聖霊が授けられるように、その力をわ

たしにも下さい」と言った。 20そこで、ペテロが彼に言

った、「おまえの金は、おまえもろとも、うせてしまえ

。神の賜物が、金で得られるなどと思っているのか。 21

おまえの心が神の前に正しくないから、おまえは、とう

てい、この事にあずかることができない。 22だから、こ

の悪事を悔いて、主に祈れ。そうすればあるいはそんな

思いを心にいだいたことが、ゆるされるかも知れない。

23おまえには、まだ苦い胆汁があり、不義のなわ目がか

らみついている。それが、わたしにわかっている」。 24

シモンはこれを聞いて言った、「仰せのような事が、わ

たしの身に起らないように、どうぞ、わたしのために主

に祈って下さい」。 25使徒たちは力強くあかしをなし、

また主の言を語った後、サマリヤ人の多くの村々に福音

を宣べ伝えて、エルサレムに帰った。 26しかし、主の使

がピリポにむかって言った、「立って南方に行き、エル

サレムからガザへ下る道に出なさい」（このガザは、今

は荒れはてている）。 27そこで、彼は立って出かけた。

すると、ちょうど、エチオピヤ人の女王カンダケの高官

で、女王の財宝全部を管理していた宦官であるエチオピ

ヤ人が、礼拝のためエルサレムに上り、 28その帰途につ

いていたところであった。彼は自分の馬車に乗って、預

言者イザヤの書を読んでいた。 29御霊がピリポに「進み

寄って、あの馬車に並んで行きなさい」と言った。 30そ

こでピリポが駆けて行くと、預言者イザヤの書を読んで

いるその人の声が聞えたので、「あなたは、読んでいる

ことが、おわかりですか」と尋ねた。 31彼は「だれかが

、手びきをしてくれなければ、どうしてわかりましょう

」と答えた。そして、馬車に乗って一緒にすわるように

と、ピリポにすすめた。 32彼が読んでいた聖書の箇所は

、これであった、「彼は、ほふり場に引かれて行く羊の

ように、また、黙々として、毛を刈る者の前に立つ小羊

のように、口を開かない。 33彼は、いやしめられて、そ

のさばきも行われなかった。だれが、彼の子孫のことを

語ることができようか、彼の命が地上から取り去られて

いるからには」。 34宦官はピリポにむかって言った、「

お尋ねしますが、ここで預言者はだれのことを言ってい

るのですか。自分のことですか、それとも、だれかほか

の人のことですか」。 35そこでピリポは口を開き、この

聖句から説き起して、イエスのことを宣べ伝えた。 36道

を進んで行くうちに、水のある所にきたので、宦官が言

った、「ここに水があります。わたしがバプテスマを受

けるのに、なんのさしつかえがありますか」。〔 37これ

に対して、ピリポは、「あなたがまごころから信じるな

ら、受けてさしつかえはありません」と言った。すると

、彼は「わたしは、イエス・キリストを神の子と信じま

す」と答えた。〕 38そこで車をとめさせ、ピリポと宦官

と、ふたりとも、水の中に降りて行き、ピリポが宦官に

バプテスマを授けた。 39ふたりが水から上がると、主の

霊がピリポをさらって行ったので、宦官はもう彼を見る

ことができなかった。宦官はよろこびながら旅をつづけ

た。 40その後、ピリポはアゾトに姿をあらわして、町々

をめぐり歩き、いたるところで福音を宣べ伝えて、つい

にカイザリヤに着いた。

9さてサウロは、なおも主の弟子たちに対する脅迫、殺
害の息をはずませながら、大祭司のところに行って、

2ダマスコの諸会堂あての添書を求めた。それは、この

道の者を見つけ次第、男女の別なく縛りあげて、エルサ

レムにひっぱって来るためであった。 3ところが、道を
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急いでダマスコの近くにきたとき、突然、天から光がさ

して、彼をめぐり照した。 4彼は地に倒れたが、その時

「サウロ、サウロ、なぜわたしを迫害するのか」と呼び

かける声を聞いた。 5そこで彼は「主よ、あなたは、ど

なたですか」と尋ねた。すると答があった、「わたしは

、あなたが迫害しているイエスである。 6さあ立って、

町にはいって行きなさい。そうすれば、そこであなたの

なすべき事が告げられるであろう」。 7サウロの同行者

たちは物も言えずに立っていて、声だけは聞えたが、だ

れも見えなかった。 8サウロは地から起き上がって目を

開いてみたが、何も見えなかった。そこで人々は、彼の

手を引いてダマスコへ連れて行った。 9彼は三日間、目

が見えず、また食べることも飲むこともしなかった。 10

さて、ダマスコにアナニヤというひとりの弟子がいた。

この人に主が幻の中に現れて、「アナニヤよ」とお呼び

になった。彼は「主よ、わたしでございます」と答えた

。 11そこで主が彼に言われた、「立って、『真すぐ』と

いう名の路地に行き、ユダの家でサウロというタルソ人

を尋ねなさい。彼はいま祈っている。 12彼はアナニヤと

いう人がはいってきて、手を自分の上において再び見え

るようにしてくれるのを、幻で見たのである」。 13アナ

ニヤは答えた、「主よ、あの人がエルサレムで、どんな

にひどい事をあなたの聖徒たちにしたかについては、多

くの人たちから聞いています。 14そして彼はここでも、

御名をとなえる者たちをみな捕縛する権を、祭司長たち

から得てきているのです」。 15しかし、主は仰せになっ

た、「さあ、行きなさい。あの人は、異邦人たち、王た

ち、またイスラエルの子らにも、わたしの名を伝える器

として、わたしが選んだ者である。 16わたしの名のため

に彼がどんなに苦しまなければならないかを、彼に知ら

せよう」。 17そこでアナニヤは、出かけて行ってその家

にはいり、手をサウロの上において言った、「兄弟サウ

ロよ、あなたが来る途中で現れた主イエスは、あなたが

再び見えるようになるため、そして聖霊に満たされるた

めに、わたしをここにおつかわしになったのです」。 18

するとたちどころに、サウロの目から、うろこのような

ものが落ちて、元どおり見えるようになった。そこで彼

は立ってバプテスマを受け、 19また食事をとって元気を

取りもどした。サウロは、ダマスコにいる弟子たちと共

に数日間を過ごしてから、 20ただちに諸会堂でイエスの

ことを宣べ伝え、このイエスこそ神の子であると説きは

じめた。 21これを聞いた人たちはみな非常に驚いて言っ

た、「あれは、エルサレムでこの名をとなえる者たちを

苦しめた男ではないか。その上ここにやってきたのも、

彼らを縛りあげて、祭司長たちのところへひっぱって行

くためではなかったか」。 22しかし、サウロはますます

力が加わり、このイエスがキリストであることを論証し

て、ダマスコに住むユダヤ人たちを言い伏せた。 23相当

の日数がたったころ、ユダヤ人たちはサウロを殺す相談

をした。 24ところが、その陰謀が彼の知るところとなっ

た。彼らはサウロを殺そうとして、夜昼、町の門を見守

っていたのである。 25そこで彼の弟子たちが、夜の間に

彼をかごに乗せて、町の城壁づたいにつりおろした。 26

サウロはエルサレムに着いて、弟子たちの仲間に加わろ

うと努めたが、みんなの者は彼を弟子だとは信じないで

、恐れていた。 27ところが、バルナバは彼の世話をして

使徒たちのところへ連れて行き、途中で主が彼に現れて

語りかけたことや、彼がダマスコでイエスの名で大胆に

宣べ伝えた次第を、彼らに説明して聞かせた。 28それ以

来、彼は使徒たちの仲間に加わり、エルサレムに出入り

し、主の名によって大胆に語り、 29ギリシヤ語を使うユ

ダヤ人たちとしばしば語り合い、また論じ合った。しか

し、彼らは彼を殺そうとねらっていた。 30兄弟たちはそ

れと知って、彼をカイザリヤに連れてくだり、タルソへ

送り出した。 31こうして教会は、ユダヤ、ガリラヤ、サ

マリヤ全地方にわたって平安を保ち、基礎がかたまり、

主をおそれ聖霊にはげまされて歩み、次第に信徒の数を

増して行った。 32ペテロは方々をめぐり歩いたが、ルダ

に住む聖徒たちのところへも下って行った。 33そして、

そこで、八年間も床についているアイネヤという人に会

った。この人は中風であった。 34ペテロが彼に言った、

「アイネヤよ、イエス・キリストがあなたをいやして下

さるのだ。起きなさい。そして床を取りあげなさい」。

すると、彼はただちに起きあがった。 35ルダとサロンに

住む人たちは、みなそれを見て、主に帰依した。 36ヨッ

パにタビタ（これを訳すと、ドルカス、すなわち、かも

しか）という女弟子がいた。数々のよい働きや施しをし

ていた婦人であった。 37ところが、そのころ病気になっ

て死んだので、人々はそのからだを洗って、屋上の間に

安置した。 38ルダはヨッパに近かったので、弟子たちは

ペテロがルダにきていると聞き、ふたりの者を彼のもと

にやって、「どうぞ、早くこちらにおいで下さい」と頼

んだ。 39そこでペテロは立って、ふたりの者に連れられ

てきた。彼が着くとすぐ、屋上の間に案内された。する

と、やもめたちがみんな彼のそばに寄ってきて、ドルカ

スが生前つくった下着や上着の数々を、泣きながら見せ

るのであった。 40ペテロはみんなの者を外に出し、ひざ

まずいて祈った。それから死体の方に向いて、「タビタ

よ、起きなさい」と言った。すると彼女は目をあけ、ペ

テロを見て起きなおった。 41ペテロは彼女に手をかして

立たせた。それから、聖徒たちや、やもめたちを呼び入

れて、彼女が生きかえっているのを見せた。 42このこと

がヨッパ中に知れわたり、多くの人々が主を信じた。 43

ペテロは、皮なめしシモンという人の家に泊まり、しば

らくの間ヨッパに滞在した。

10さて、カイザリヤにコルネリオという名の人がいた
。イタリヤ隊と呼ばれた部隊の百卒長で、 2信心深

く、家族一同と共に神を敬い、民に数々の施しをなし、

絶えず神に祈をしていた。 3ある日の午後三時ごろ、神

の使が彼のところにきて、「コルネリオよ」と呼ぶのを

、幻ではっきり見た。 4彼は御使を見つめていたが、恐

ろしくなって、「主よ、なんでございますか」と言った

。すると御使が言った、「あなたの祈や施しは神のみ前

にとどいて、おぼえられている。 5ついては今、ヨッパ

に人をやって、ペテロと呼ばれるシモンという人を招き

なさい。 6この人は、海べに家をもつ皮なめしシモンと

いう者の客となっている」。 7このお告げをした御使が

立ち去ったのち、コルネリオは、僕ふたりと、部下の中

で信心深い兵卒ひとりとを呼び、 8いっさいの事を説明

して聞かせ、ヨッパへ送り出した。 9翌日、この三人が

旅をつづけて町の近くにきたころ、ペテロは祈をするた

め屋上にのぼった。時は昼の十二時ごろであった。 10彼

は空腹をおぼえて、何か食べたいと思った。そして、人

々が食事の用意をしている間に、夢心地になった。 11す

ると、天が開け、大きな布のような入れ物が、四すみを
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つるされて、地上に降りて来るのを見た。 12その中には

、地上の四つ足や這うもの、また空の鳥など、各種の生

きものがはいっていた。 13そして声が彼に聞えてきた、

「ペテロよ。立って、それらをほふって食べなさい」。

14ペテロは言った、「主よ、それはできません。わたし

は今までに、清くないもの、汚れたものは、何一つ食べ

たことがありません」。 15すると、声が二度目にかかっ

てきた、「神がきよめたものを、清くないなどと言って

はならない」。 16こんなことが三度もあってから、その

入れ物はすぐ天に引き上げられた。 17ペテロが、いま見

た幻はなんの事だろうかと、ひとり思案にくれていると

、ちょうどその時、コルネリオから送られた人たちが、

シモンの家を尋ね当てて、その門口に立っていた。 18そ

して声をかけて、「ペテロと呼ばれるシモンというかた

が、こちらにお泊まりではございませんか」と尋ねた。

19ペテロはなおも幻について、思いめぐらしていると、

御霊が言った、「ごらんなさい、三人の人たちが、あな

たを尋ねてきている。 20さあ、立って下に降り、ためら

わないで、彼らと一緒に出かけるがよい。わたしが彼ら

をよこしたのである」。 21そこでペテロは、その人たち

のところに降りて行って言った、「わたしがお尋ねのペ

テロです。どんなご用でおいでになったのですか」。 22

彼らは答えた、「正しい人で、神を敬い、ユダヤの全国

民に好感を持たれている百卒長コルネリオが、あなたを

家に招いてお話を伺うようにとのお告げを、聖なる御使

から受けましたので、参りました」。 23そこで、ペテロ

は、彼らを迎えて泊まらせた。翌日、ペテロは立って、

彼らと連れだって出発した。ヨッパの兄弟たち数人も一

緒に行った。 24その次の日に、一行はカイザリヤに着い

た。コルネリオは親族や親しい友人たちを呼び集めて、

待っていた。 25ペテロがいよいよ到着すると、コルネリ

オは出迎えて、彼の足もとにひれ伏して拝した。 26する

とペテロは、彼を引き起して言った、「お立ちなさい。

わたしも同じ人間です」。 27それから共に話しながら、

へやにはいって行くと、そこには、すでに大ぜいの人が

集まっていた。 28ペテロは彼らに言った、「あなたがた

が知っているとおり、ユダヤ人が他国の人と交際したり

、出入りしたりすることは、禁じられています。ところ

が、神は、どんな人間をも清くないとか、汚れていると

か言ってはならないと、わたしにお示しになりました。

29お招きにあずかった時、少しもためらわずに参ったの

は、そのためなのです。そこで伺いますが、どういうわ

けで、わたしを招いてくださったのですか」。 30これに

対してコルネリオが答えた、「四日前、ちょうどこの時

刻に、わたしが自宅で午後三時の祈をしていますと、突

然、輝いた衣を着た人が、前に立って申しました、 31『

コルネリオよ、あなたの祈は聞きいれられ、あなたの施

しは神のみ前におぼえられている。 32そこでヨッパに人

を送ってペテロと呼ばれるシモンを招きなさい。その人

は皮なめしシモンの海沿いの家に泊まっている』。 33そ

れで、早速あなたをお呼びしたのです。ようこそおいで

下さいました。今わたしたちは、主があなたにお告げに

なったことを残らず伺おうとして、みな神のみ前にまか

り出ているのです」。 34そこでペテロは口を開いて言っ

た、「神は人をかたよりみないかたで、 35神を敬い義を

行う者はどの国民でも受けいれて下さることが、ほんと

うによくわかってきました。 36あなたがたは、神がすべ

ての者の主なるイエス・キリストによって平和の福音を

宣べ伝えて、イスラエルの子らにお送り下さった御言を

ご存じでしょう。 37それは、ヨハネがバプテスマを説い

た後、ガリラヤから始まってユダヤ全土にひろまった福

音を述べたものです。 38神はナザレのイエスに聖霊と力

とを注がれました。このイエスは、神が共におられるの

で、よい働きをしながら、また悪魔に押えつけられてい

る人々をことごとくいやしながら、巡回されました。 39

わたしたちは、イエスがこうしてユダヤ人の地やエルサ

レムでなさったすべてのことの証人であります。人々は

このイエスを木にかけて殺したのです。 40しかし神はイ

エスを三日目によみがえらせ、 41全部の人々にではなか

ったが、わたしたち証人としてあらかじめ選ばれた者た

ちに現れるようにして下さいました。わたしたちは、イ

エスが死人の中から復活された後、共に飲食しました。

42それから、イエスご自身が生者と死者との審判者とし

て神に定められたかたであることを、人々に宣べ伝え、

またあかしするようにと、神はわたしたちにお命じにな

ったのです。 43預言者たちもみな、イエスを信じる者は

ことごとく、その名によって罪のゆるしが受けられると

、あかしをしています」。 44ペテロがこれらの言葉をま

だ語り終えないうちに、それを聞いていたみんなの人た

ちに、聖霊がくだった。 45割礼を受けている信者で、ペ

テロについてきた人たちは、異邦人たちにも聖霊の賜物

が注がれたのを見て、驚いた。 46それは、彼らが異言を

語って神をさんびしているのを聞いたからである。そこ

で、ペテロが言い出した、 47「この人たちがわたしたち

と同じように聖霊を受けたからには、彼らに水でバプテ

スマを授けるのを、だれがこばみ得ようか」。 48こう言

って、ペテロはその人々に命じて、イエス・キリストの

名によってバプテスマを受けさせた。それから、彼らは

ペテロに願って、なお数日のあいだ滞在してもらった。

11さて、異邦人たちも神の言を受けいれたということ
が、使徒たちやユダヤにいる兄弟たちに聞えてきた

。 2そこでペテロがエルサレムに上ったとき、割礼を重

んじる者たちが彼をとがめて言った、 3「あなたは、割

礼のない人たちのところに行って、食事を共にしたとい

うことだが」。 4そこでペテロは口を開いて、順序正し

く説明して言った、 5「わたしがヨッパの町で祈ってい

ると、夢心地になって幻を見た。大きな布のような入れ

物が、四すみをつるされて、天から降りてきて、わたし

のところにとどいた。 6注意して見つめていると、地上

の四つ足、野の獣、這うもの、空の鳥などが、はいって

いた。 7それから声がして、『ペテロよ、立って、それ

らをほふって食べなさい』と、わたしに言うのが聞えた

。 8わたしは言った、『主よ、それはできません。わた

しは今までに、清くないものや汚れたものを口に入れた

ことが一度もございません』。 9すると、二度目に天か

ら声がかかってきた、『神がきよめたものを、清くない

などと言ってはならない』。 10こんなことが三度もあっ

てから、全部のものがまた天に引き上げられてしまった

。 11ちょうどその時、カイザリヤからつかわされてきた

三人の人が、わたしたちの泊まっていた家に着いた。 12

御霊がわたしに、ためらわずに彼らと共に行けと言った

ので、ここにいる六人の兄弟たちも、わたしと一緒に出

かけて行き、一同がその人の家にはいった。 13すると彼

はわたしたちに、御使が彼の家に現れて、『ヨッパに人

をやって、ペテロと呼ばれるシモンを招きなさい。 14こ
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の人は、あなたとあなたの全家族とが救われる言葉を語

って下さるであろう』と告げた次第を、話してくれた。

15そこでわたしが語り出したところ、聖霊が、ちょうど

最初わたしたちの上にくだったと同じように、彼らの上

にくだった。 16その時わたしは、主が『ヨハネは水でバ

プテスマを授けたが、あなたがたは聖霊によってバプテ

スマを受けるであろう』と仰せになった言葉を思い出し

た。 17このように、わたしたちが主イエス・キリストを

信じた時に下さったのと同じ賜物を、神が彼らにもお与

えになったとすれば、わたしのような者が、どうして神

を妨げることができようか」。 18人々はこれを聞いて黙

ってしまった。それから神をさんびして、「それでは神

は、異邦人にも命にいたる悔改めをお与えになったのだ

」と言った。 19さて、ステパノのことで起った迫害のた

めに散らされた人々は、ピニケ、クプロ、アンテオケま

でも進んで行ったが、ユダヤ人以外の者には、だれにも

御言を語っていなかった。 20ところが、その中に数人の

クプロ人とクレネ人がいて、アンテオケに行ってからギ

リシヤ人にも呼びかけ、主イエスを宣べ伝えていた。 21

そして、主のみ手が彼らと共にあったため、信じて主に

帰依するものの数が多かった。 22このうわさがエルサレ

ムにある教会に伝わってきたので、教会はバルナバをア

ンテオケにつかわした。 23彼は、そこに着いて、神のめ

ぐみを見てよろこび、主に対する信仰を揺るがない心で

持ちつづけるようにと、みんなの者を励ました。 24彼は

聖霊と信仰とに満ちた立派な人であったからである。こ

うして主に加わる人々が、大ぜいになった。 25そこでバ

ルナバはサウロを捜しにタルソへ出かけて行き、 26彼を

見つけたうえ、アンテオケに連れて帰った。ふたりは、

まる一年、ともどもに教会で集まりをし、大ぜいの人々

を教えた。このアンテオケで初めて、弟子たちがクリス

チャンと呼ばれるようになった。 27そのころ、預言者た

ちがエルサレムからアンテオケにくだってきた。 28その

中のひとりであるアガボという者が立って、世界中に大

ききんが起るだろうと、御霊によって預言したところ、

果してそれがクラウデオ帝の時に起った。 29そこで弟子

たちは、それぞれの力に応じて、ユダヤに住んでいる兄

弟たちに援助を送ることに決めた。 30そして、それをバ

ルナバとサウロとの手に託して、長老たちに送りとどけ

た。

12そのころ、ヘロデ王は教会のある者たちに圧迫の手
をのばし、 2ヨハネの兄弟ヤコブをつるぎで切り殺

した。 3そして、それがユダヤ人たちの意にかなったの

を見て、さらにペテロをも捕えにかかった。それは除酵

祭の時のことであった。 4ヘロデはペテロを捕えて獄に

投じ、四人一組の兵卒四組に引き渡して、見張りをさせ

ておいた。過越の祭のあとで、彼を民衆の前に引き出す

つもりであったのである。 5こうして、ペテロは獄に入

れられていた。教会では、彼のために熱心な祈が神にさ

さげられた。 6ヘロデが彼を引き出そうとしていたその

夜、ペテロは二重の鎖につながれ、ふたりの兵卒の間に

置かれて眠っていた。番兵たちは戸口で獄を見張ってい

た。 7すると、突然、主の使がそばに立ち、光が獄内を

照した。そして御使はペテロのわき腹をつついて起し、

「早く起きあがりなさい」と言った。すると鎖が彼の両

手から、はずれ落ちた。 8御使が「帯をしめ、くつをは

きなさい」と言ったので、彼はそのとおりにした。それ

から「上着を着て、ついてきなさい」と言われたので、

9ペテロはついて出て行った。彼には御使のしわざが現

実のこととは考えられず、ただ幻を見ているように思わ

れた。 10彼らは第一、第二の衛所を通りすぎて、町に抜

ける鉄門のところに来ると、それがひとりでに開いたの

で、そこを出て一つの通路に進んだとたんに、御使は彼

を離れ去った。 11その時ペテロはわれにかえって言った

、「今はじめて、ほんとうのことがわかった。主が御使

をつかわして、ヘロデの手から、またユダヤ人たちの待

ちもうけていたあらゆる災から、わたしを救い出して下

さったのだ」。 12ペテロはこうとわかってから、マルコ

と呼ばれているヨハネの母マリヤの家に行った。その家

には大ぜいの人が集まって祈っていた。 13彼が門の戸を

たたいたところ、ロダという女中が取次ぎに出てきたが

、 14ペテロの声だとわかると、喜びのあまり、門をあけ

もしないで家に駆け込み、ペテロが門口に立っていると

報告した。 15人々は「あなたは気が狂っている」と言っ

たが、彼女は自分の言うことに間違いはないと、言い張

った。そこで彼らは「それでは、ペテロの御使だろう」

と言った。 16しかし、ペテロが門をたたきつづけるので

、彼らがあけると、そこにペテロがいたのを見て驚いた

。 17ペテロは手を振って彼らを静め、主が獄から彼を連

れ出して下さった次第を説明し、「このことを、ヤコブ

やほかの兄弟たちに伝えて下さい」と言い残して、どこ

かほかの所へ出て行った。 18夜が明けると、兵卒たちの

間に、ペテロはいったいどうなったのだろうと、大へん

な騒ぎが起った。 19ヘロデはペテロを捜しても見つから

ないので、番兵たちを取り調べたうえ、彼らを死刑に処

するように命じ、そして、ユダヤからカイザリヤにくだ

って行って、そこに滞在した。 20さて、ツロとシドンと

の人々は、ヘロデの怒りに触ていたので、一同うちそろ

って王をおとずれ、王の侍従官ブラストに取りいって、

和解かたを依頼した。彼らの地方が、王の国から食糧を

得ていたからである。 21定められた日に、ヘロデは王服

をまとって王座にすわり、彼らにむかって演説をした。

22集まった人々は、「これは神の声だ、人間の声ではな

い」と叫びつづけた。 23するとたちまち、主の使が彼を

打った。神に栄光を帰することをしなかったからである

。彼は虫にかまれて息が絶えてしまった。 24こうして、

主の言はますます盛んにひろまって行った。 25バルナバ

とサウロとは、その任務を果したのち、マルコと呼ばれ

ていたヨハネを連れて、エルサレムから帰ってきた。

13さて、アンテオケにある教会には、バルナバ、ニゲ
ルと呼ばれるシメオン、クレネ人ルキオ、領主ヘロ

デの乳兄弟マナエン、およびサウロなどの預言者や教師

がいた。 2一同が主に礼拝をささげ、断食をしていると

、聖霊が「さあ、バルナバとサウロとを、わたしのため

に聖別して、彼らに授けておいた仕事に当らせなさい」

と告げた。 3そこで一同は、断食と祈とをして、手をふ

たりの上においた後、出発させた。 4ふたりは聖霊に送

り出されて、セルキヤにくだり、そこから舟でクプロに

渡った。 5そしてサラミスに着くと、ユダヤ人の諸会堂

で神の言を宣べはじめた。彼らはヨハネを助け手として

連れていた。 6島全体を巡回して、パポスまで行ったと

ころ、そこでユダヤ人の魔術師、バルイエスというにせ

預言者に出会った。 7彼は地方総督セルギオ・パウロの

ところに出入りをしていた。この総督は賢明な人であっ
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て、バルナバとサウロとを招いて、神の言を聞こうとし

た。 8ところが魔術師エルマ（彼の名は「魔術師」との

意）は、総督を信仰からそらそうとして、しきりにふた

りの邪魔をした。 9サウロ、またの名はパウロ、は聖霊

に満たされ、彼をにらみつけて 10言った、「ああ、あら

ゆる偽りと邪悪とでかたまっている悪魔の子よ、すべて

正しいものの敵よ。主のまっすぐな道を曲げることを止

めないのか。 11見よ、主のみ手がおまえの上に及んでい

る。おまえは盲になって、当分、日の光が見えなくなる

のだ」。たちまち、かすみとやみとが彼にかかったため

、彼は手さぐりしながら、手を引いてくれる人を捜しま

わった。 12総督はこの出来事を見て、主の教にすっかり

驚き、そして信じた。 13パウロとその一行は、パポスか

ら船出して、パンフリヤのペルガに渡った。ここでヨハ

ネは一行から身を引いて、エルサレムに帰ってしまった

。 14しかしふたりは、ペルガからさらに進んで、ピシデ

ヤのアンテオケに行き、安息日に会堂にはいって席に着

いた。 15律法と預言書の朗読があったのち、会堂司たち

が彼らのところに人をつかわして、「兄弟たちよ、もし

あなたがたのうち、どなたか、この人々に何か奨励の言

葉がありましたら、どうぞお話し下さい」と言わせた。

16そこでパウロが立ちあがり、手を振りながら言った。

「イスラエルの人たち、ならびに神を敬うかたがたよ、

お聞き下さい。 17この民イスラエルの神は、わたしたち

の先祖を選び、エジプトの地に滞在中、この民を大いな

るものとし、み腕を高くさし上げて、彼らをその地から

導き出された。 18そして約四十年にわたって、荒野で彼

らをはぐくみ、 19カナンの地では七つの異民族を打ち滅

ぼし、その地を彼らに譲り与えられた。 20それらのこと

が約四百五十年の年月にわたった。その後、神はさばき

人たちをおつかわしになり、預言者サムエルの時に及ん

だ。 21その時、人々が王を要求したので、神はベニヤミ

ン族の人、キスの子サウロを四十年間、彼らにおつかわ

しになった。 22それから神はサウロを退け、ダビデを立

てて王とされたが、彼についてあかしをして、『わたし

はエッサイの子ダビデを見つけた。彼はわたしの心にか

なった人で、わたしの思うところを、ことごとく実行し

てくれるであろう』と言われた。 23神は約束にしたがっ

て、このダビデの子孫の中から救主イエスをイスラエル

に送られたが、 24そのこられる前に、ヨハネがイスラエ

ルのすべての民に悔改めのバプテスマを、あらかじめ宣

べ伝えていた。 25ヨハネはその一生の行程を終ろうとす

るに当って言った、『わたしは、あなたがたが考えてい

るような者ではない。しかし、わたしのあとから来るか

たがいる。わたしはそのくつを脱がせてあげる値うちも

ない』。 26兄弟たち、アブラハムの子孫のかたがた、な

らびに皆さんの中の神を敬う人たちよ。この救の言葉は

わたしたちに送られたのである。 27エルサレムに住む人

々やその指導者たちは、イエスを認めずに刑に処し、そ

れによって、安息日ごとに読む預言者の言葉が成就した

。 28また、なんら死に当る理由が見いだせなかったのに

、ピラトに強要してイエスを殺してしまった。 29そして

、イエスについて書いてあることを、皆なし遂げてから

、人々はイエスを木から取りおろして墓に葬った。 30し

かし、神はイエスを死人の中から、よみがえらせたので

ある。 31イエスは、ガリラヤからエルサレムへ一緒に上

った人たちに、幾日ものあいだ現れ、そして、彼らは今

や、人々に対してイエスの証人となっている。 32わたし

たちは、神が先祖たちに対してなされた約束を、ここに

宣べ伝えているのである。 33神は、イエスをよみがえら

せて、わたしたち子孫にこの約束を、お果しになった。

それは詩篇の第二篇にも、『あなたこそは、わたしの子

。きょう、わたしはあなたを生んだ』と書いてあるとお

りである。 34また、神がイエスを死人の中からよみがえ

らせて、いつまでも朽ち果てることのないものとされた

ことについては、『わたしは、ダビデに約束した確かな

聖なる祝福を、あなたがたに授けよう』と言われた。 35

だから、ほかの箇所でもこう言っておられる、『あなた

の聖者が朽ち果てるようなことは、お許しにならないで

あろう』。 36事実、ダビデは、その時代の人々に神のみ

旨にしたがって仕えたが、やがて眠りにつき、先祖たち

の中に加えられて、ついに朽ち果ててしまった。 37しか

し、神がよみがえらせたかたは、朽ち果てることがなか

ったのである。 38だから、兄弟たちよ、この事を承知し

ておくがよい。すなわち、このイエスによる罪のゆるし

の福音が、今やあなたがたに宣べ伝えられている。そし

て、モーセの律法では義とされることができなかったす

べての事についても、 39信じる者はもれなく、イエスに

よって義とされるのである。 40だから預言者たちの書に

かいてある次のようなことが、あなたがたの身に起らな

いように気をつけなさい。 41『見よ、侮る者たちよ。驚

け、そして滅び去れ。わたしは、あなたがたの時代に一

つの事をする。それは、人がどんなに説明して聞かせて

も、あなたがたのとうてい信じないような事なのである

』」。 42ふたりが会堂を出る時、人々は次の安息日にも

、これと同じ話をしてくれるようにと、しきりに願った

。 43そして集会が終ってからも、大ぜいのユダヤ人や信

心深い改宗者たちが、パウロとバルナバとについてきた

ので、ふたりは、彼らが引きつづき神のめぐみにとどま

っているようにと、説きすすめた。 44次の安息日には、

ほとんど全市をあげて、神の言を聞きに集まってきた。

45するとユダヤ人たちは、その群衆を見てねたましく思

い、パウロの語ることに口ぎたなく反対した。 46パウロ

とバルナバとは大胆に語った、「神の言は、まず、あな

たがたに語り伝えられなければならなかった。しかし、

あなたがたはそれを退け、自分自身を永遠の命にふさわ

しからぬ者にしてしまったから、さあ、わたしたちはこ

れから方向をかえて、異邦人たちの方に行くのだ。

(aiōnios g166) 47主はわたしたちに、こう命じておられる、

『わたしは、あなたを立てて異邦人の光とした。あなた

が地の果までも救をもたらすためである』」。 48異邦人

たちはこれを聞いてよろこび、主の御言をほめたたえて

やまなかった。そして、永遠の命にあずかるように定め

られていた者は、みな信じた。 (aiōnios g166) 49こうして

、主の御言はこの地方全体にひろまって行った。 50とこ

ろが、ユダヤ人たちは、信心深い貴婦人たちや町の有力

者たちを煽動して、パウロとバルナバを迫害させ、ふた

りをその地方から追い出させた。 51ふたりは、彼らに向

けて足のちりを払い落して、イコニオムへ行った。 52弟

子たちは、ますます喜びと聖霊とに満たされていた。

14ふたりは、イコニオムでも同じようにユダヤ人の会
堂にはいって語った結果、ユダヤ人やギリシヤ人が

大ぜい信じた。 2ところが、信じなかったユダヤ人たち

は異邦人たちをそそのかして、兄弟たちに対して悪意を

いだかせた。 3それにもかかわらず、ふたりは長い期間
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をそこで過ごして、大胆に主のことを語った。主は、彼

らの手によってしるしと奇跡とを行わせ、そのめぐみの

言葉をあかしされた。 4そこで町の人々が二派に分れ、

ある人たちはユダヤ人の側につき、ある人たちは使徒の

側についた。 5その時、異邦人やユダヤ人が役人たちと

一緒になって反対運動を起し、使徒たちをはずかしめ、

石で打とうとしたので、 6ふたりはそれと気づいて、ル

カオニヤの町々、ルステラ、デルベおよびその附近の地

へのがれ、 7そこで引きつづき福音を伝えた。 8ところ

が、ルステラに足のきかない人が、すわっていた。彼は

生れながらの足なえで、歩いた経験が全くなかった。 9

この人がパウロの語るのを聞いていたが、パウロは彼を

じっと見て、いやされるほどの信仰が彼にあるのを認め

、 10大声で「自分の足で、まっすぐに立ちなさい」と言

った。すると彼は踊り上がって歩き出した。 11群衆はパ

ウロのしたことを見て、声を張りあげ、ルカオニヤの地

方語で、「神々が人間の姿をとって、わたしたちのとこ

ろにお下りになったのだ」と叫んだ。 12彼らはバルナバ

をゼウスと呼び、パウロはおもに語る人なので、彼をヘ

ルメスと呼んだ。 13そして、郊外にあるゼウス神殿の祭

司が、群衆と共に、ふたりに犠牲をささげようと思って

、雄牛数頭と花輪とを門前に持ってきた。 14ふたりの使

徒バルナバとパウロとは、これを聞いて自分の上着を引

き裂き、群衆の中に飛び込んで行き、叫んで 15言った、

「皆さん、なぜこんな事をするのか。わたしたちとても

、あなたがたと同じような人間である。そして、あなた

がたがこのような愚にもつかぬものを捨てて、天と地と

海と、その中のすべてのものをお造りになった生ける神

に立ち帰るようにと、福音を説いているものである。 16

神は過ぎ去った時代には、すべての国々の人が、それぞ

れの道を行くままにしておかれたが、 17それでも、ご自

分のことをあかししないでおられたわけではない。すな

わち、あなたがたのために天から雨を降らせ、実りの季

節を与え、食物と喜びとで、あなたがたの心を満たすな

ど、いろいろのめぐみをお与えになっているのである」

。 18こう言って、ふたりは、やっとのことで、群衆が自

分たちに犠牲をささげるのを、思い止まらせた。 19とこ

ろが、あるユダヤ人たちはアンテオケやイコニオムから

押しかけてきて、群衆を仲間に引き入れたうえ、パウロ

を石で打ち、死んでしまったと思って、彼を町の外に引

きずり出した。 20しかし、弟子たちがパウロを取り囲ん

でいる間に、彼は起きあがって町にはいって行った。そ

して翌日には、バルナバと一緒にデルベにむかって出か

けた。 21その町で福音を伝えて、大ぜいの人を弟子とし

た後、ルステラ、イコニオム、アンテオケの町々に帰っ

て行き、 22弟子たちを力づけ、信仰を持ちつづけるよう

にと奨励し、「わたしたちが神の国にはいるのには、多

くの苦難を経なければならない」と語った。 23また教会

ごとに彼らのために長老たちを任命し、断食をして祈り

、彼らをその信じている主にゆだねた。 24それから、ふ

たりはピシデヤを通過してパンフリヤにきたが、 25ペル

ガで御言を語った後、アタリヤにくだり、 26そこから舟

でアンテオケに帰った。彼らが今なし終った働きのため

に、神の祝福を受けて送り出されたのは、このアンテオ

ケからであった。 27彼らは到着早々、教会の人々を呼び

集めて、神が彼らと共にいてして下さった数々のこと、

また信仰の門を異邦人に開いて下さったことなどを、報

告した。 28そして、ふたりはしばらくの間、弟子たちと

一緒に過ごした。

15さて、ある人たちがユダヤから下ってきて、兄弟た
ちに「あなたがたも、モーセの慣例にしたがって割

礼を受けなければ、救われない」と、説いていた。 2そ

こで、パウロやバルナバと彼らとの間に、少なからぬ紛

糾と争論とが生じたので、パウロ、バルナバそのほか数

人の者がエルサレムに上り、使徒たちや長老たちと、こ

の問題について協議することになった。 3彼らは教会の

人々に見送られ、ピニケ、サマリヤをとおって、道すが

ら、異邦人たちの改宗の模様をくわしく説明し、すべて

の兄弟たちを大いに喜ばせた。 4エルサレムに着くと、

彼らは教会と使徒たち、長老たちに迎えられて、神が彼

らと共にいてなされたことを、ことごとく報告した。 5

ところが、パリサイ派から信仰にはいってきた人たちが

立って、「異邦人にも割礼を施し、またモーセの律法を

守らせるべきである」と主張した。 6そこで、使徒たち

や長老たちが、この問題について審議するために集まっ

た。 7激しい争論があった後、ペテロが立って言った、

「兄弟たちよ、ご承知のとおり、異邦人がわたしの口か

ら福音の言葉を聞いて信じるようにと、神は初めのころ

に、諸君の中からわたしをお選びになったのである。 8

そして、人の心をご存じである神は、聖霊をわれわれに

賜わったと同様に彼らにも賜わって、彼らに対してあか

しをなし、 9また、その信仰によって彼らの心をきよめ

、われわれと彼らとの間に、なんの分けへだてもなさら

なかった。 10しかるに、諸君はなぜ、今われわれの先祖

もわれわれ自身も、負いきれなかったくびきをあの弟子

たちの首にかけて、神を試みるのか。 11確かに、主イエ

スのめぐみによって、われわれは救われるのだと信じる

が、彼らとても同様である」。 12すると、全会衆は黙っ

てしまった。それから、バルナバとパウロとが、彼らを

とおして異邦人の間に神が行われた数々のしるしと奇跡

のことを、説明するのを聞いた。 13ふたりが語り終えた

後、ヤコブはそれに応じて述べた、「兄弟たちよ、わた

しの意見を聞いていただきたい。 14神が初めに異邦人た

ちを顧みて、その中から御名を負う民を選び出された次

第は、シメオンがすでに説明した。 15預言者たちの言葉

も、それと一致している。すなわち、こう書いてある、

16『その後、わたしは帰ってきて、倒れたダビデの幕屋

を建てかえ、くずれた箇所を修理し、それを立て直そう

。 17残っている人々も、わたしの名を唱えているすべて

の異邦人も、主を尋ね求めるようになるためである。 18

世の初めからこれらの事を知らせておられる主が、こう

仰せになった』。 (aiōn g165) 19そこで、わたしの意見で

は、異邦人の中から神に帰依している人たちに、わずら

いをかけてはいけない。 20ただ、偶像に供えて汚れた物

と、不品行と、絞め殺したものと、血とを、避けるよう

にと、彼らに書き送ることにしたい。 21古い時代から、

どの町にもモーセの律法を宣べ伝える者がいて、安息日

ごとにそれを諸会堂で朗読するならわしであるから」。

22そこで、使徒たちや長老たちは、全教会と協議した末

、お互の中から人々を選んで、パウロやバルナバと共に

、アンテオケに派遣することに決めた。選ばれたのは、

バルサバというユダとシラスとであったが、いずれも兄

弟たちの間で重んじられていた人たちであった。 23この

人たちに託された書面はこうである。「あなたがたの兄
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弟である使徒および長老たちから、アンテオケ、シリヤ

、キリキヤにいる異邦人の兄弟がたに、あいさつを送る

。 24こちらから行ったある者たちが、わたしたちからの

指示もないのに、いろいろなことを言って、あなたがた

を騒がせ、あなたがたの心を乱したと伝え聞いた。 25そ

こで、わたしたちは人々を選んで、愛するバルナバおよ

びパウロと共に、あなたがたのもとに派遣することに、

衆議一決した。 26このふたりは、われらの主イエス・キ

リストの名のために、その命を投げ出した人々であるが

、 27彼らと共に、ユダとシラスとを派遣する次第である

。この人たちは、あなたがたに、同じ趣旨のことを、口

頭でも伝えるであろう。 28すなわち、聖霊とわたしたち

とは、次の必要事項のほかは、どんな負担をも、あなた

がたに負わせないことに決めた。 29それは、偶像に供え

たものと、血と、絞め殺したものと、不品行とを、避け

るということである。これらのものから遠ざかっておれ

ば、それでよろしい。以上」。 30さて、一行は人々に見

送られて、アンテオケに下って行き、会衆を集めて、そ

の書面を手渡した。 31人々はそれを読んで、その勧めの

言葉をよろこんだ。 32ユダとシラスとは共に預言者であ

ったので、多くの言葉をもって兄弟たちを励まし、また

力づけた。 33ふたりは、しばらくの時を、そこで過ごし

た後、兄弟たちから、旅の平安を祈られて、見送りを受

け、自分らを派遣した人々のところに帰って行った。〔

34しかし、シラスだけは、引きつづきとどまることにし

た。〕 35パウロとバルナバとはアンテオケに滞在をつづ

けて、ほかの多くの人たちと共に、主の言葉を教えかつ

宣べ伝えた。 36幾日かの後、パウロはバルナバに言った

、「さあ、前に主の言葉を伝えたすべての町々にいる兄

弟たちを、また訪問して、みんながどうしているかを見

てこようではないか」。 37そこで、バルナバはマルコと

いうヨハネも一緒に連れて行くつもりでいた。 38しかし

、パウロは、前にパンフリヤで一行から離れて、働きを

共にしなかったような者は、連れて行かないがよいと考

えた。 39こうして激論が起り、その結果ふたりは互に別

れ別れになり、バルナバはマルコを連れてクプロに渡っ

て行き、 40パウロはシラスを選び、兄弟たちから主の恵

みにゆだねられて、出発した。 41そしてパウロは、シリ

ヤ、キリキヤの地方をとおって、諸教会を力づけた。

16それから、彼はデルベに行き、次にルステラに行っ
た。そこにテモテという名の弟子がいた。信者のユ

ダヤ婦人を母とし、ギリシヤ人を父としており、 2ルス

テラとイコニオムの兄弟たちの間で、評判のよい人物で

あった。 3パウロはこのテモテを連れて行きたかったの

で、その地方にいるユダヤ人の手前、まず彼に割礼を受

けさせた。彼の父がギリシヤ人であることは、みんな知

っていたからである。 4それから彼らは通る町々で、エ

ルサレムの使徒たちや長老たちの取り決めた事項を守る

ようにと、人々にそれを渡した。 5こうして、諸教会は

その信仰を強められ、日ごとに数を増していった。 6そ

れから彼らは、アジヤで御言を語ることを聖霊に禁じら

れたので、フルギヤ・ガラテヤ地方をとおって行った。

7そして、ムシヤのあたりにきてから、ビテニヤに進ん

で行こうとしたところ、イエスの御霊がこれを許さなか

った。 8それで、ムシヤを通過して、トロアスに下って

行った。 9ここで夜、パウロは一つの幻を見た。ひとり

のマケドニヤ人が立って、「マケドニヤに渡ってきて、

わたしたちを助けて下さい」と、彼に懇願するのであっ

た。 10パウロがこの幻を見た時、これは彼らに福音を伝

えるために、神がわたしたちをお招きになったのだと確

信して、わたしたちは、ただちにマケドニヤに渡って行

くことにした。 11そこで、わたしたちはトロアスから船

出して、サモトラケに直航し、翌日ネアポリスに着いた

。 12そこからピリピへ行った。これはマケドニヤのこの

地方第一の町で、植民都市であった。わたしたちは、こ

の町に数日間滞在した。 13ある安息日に、わたしたちは

町の門を出て、祈り場があると思って、川のほとりに行

った。そして、そこにすわり、集まってきた婦人たちに

話をした。 14ところが、テアテラ市の紫布の商人で、神

を敬うルデヤという婦人が聞いていた。主は彼女の心を

開いて、パウロの語ることに耳を傾けさせた。 15そして

、この婦人もその家族も、共にバプテスマを受けたが、

その時、彼女は「もし、わたしを主を信じる者とお思い

でしたら、どうぞ、わたしの家にきて泊まって下さい」

と懇望し、しいてわたしたちをつれて行った。 16ある時

、わたしたちが、祈り場に行く途中、占いの霊につかれ

た女奴隷に出会った。彼女は占いをして、その主人たち

に多くの利益を得させていた者である。 17この女が、パ

ウロやわたしたちのあとを追ってきては、「この人たち

は、いと高き神の僕たちで、あなたがたに救の道を伝え

るかただ」と、叫び出すのであった。 18そして、そんな

ことを幾日間もつづけていた。パウロは困りはてて、そ

の霊にむかい「イエス・キリストの名によって命じる。

その女から出て行け」と言った。すると、その瞬間に霊

が女から出て行った。 19彼女の主人たちは、自分らの利

益を得る望みが絶えたのを見て、パウロとシラスとを捕

え、役人に引き渡すため広場に引きずって行った。 20そ

れから、ふたりを長官たちの前に引き出して訴えた、「

この人たちはユダヤ人でありまして、わたしたちの町を

かき乱し、 21わたしたちローマ人が、採用も実行もして

はならない風習を宣伝しているのです」。 22群衆もいっ

せいに立って、ふたりを責めたてたので、長官たちはふ

たりの上着をはぎ取り、むちで打つことを命じた。 23そ

れで、ふたりに何度もむちを加えさせたのち、獄に入れ

、獄吏にしっかり番をするようにと命じた。 24獄吏はこ

の厳命を受けたので、ふたりを奥の獄屋に入れ、その足

に足かせをしっかとかけておいた。 25真夜中ごろ、パウ

ロとシラスとは、神に祈り、さんびを歌いつづけたが、

囚人たちは耳をすまして聞きいっていた。 26ところが突

然、大地震が起って、獄の土台が揺れ動き、戸は全部た

ちまち開いて、みんなの者の鎖が解けてしまった。 27獄

吏は目をさまし、獄の戸が開いてしまっているのを見て

、囚人たちが逃げ出したものと思い、つるぎを抜いて自

殺しかけた。 28そこでパウロは大声をあげて言った、「

自害してはいけない。われわれは皆ひとり残らず、ここ

にいる」。 29すると、獄吏は、あかりを手に入れた上、

獄に駆け込んできて、おののきながらパウロとシラスの

前にひれ伏した。 30それから、ふたりを外に連れ出して

言った、「先生がた、わたしは救われるために、何をす

べきでしょうか」。 31ふたりが言った、「主イエスを信

じなさい。そうしたら、あなたもあなたの家族も救われ

ます」。 32それから、彼とその家族一同とに、神の言を

語って聞かせた。 33彼は真夜中にもかかわらず、ふたり

を引き取って、その打ち傷を洗ってやった。そして、そ

の場で自分も家族も、ひとり残らずバプテスマを受け、
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34さらに、ふたりを自分の家に案内して食事のもてなし

をし、神を信じる者となったことを、全家族と共に心か

ら喜んだ。 35夜が明けると、長官たちは警吏らをつかわ

して、「あの人たちを釈放せよ」と言わせた。 36そこで

、獄吏はこの言葉をパウロに伝えて言った、「長官たち

が、あなたがたを釈放させるようにと、使をよこしまし

た。さあ、出てきて、無事にお帰りなさい」。 37ところ

が、パウロは警吏らに言った、「彼らは、ローマ人であ

るわれわれを、裁判にかけもせずに、公衆の前でむち打

ったあげく、獄に入れてしまった。しかるに今になって

、ひそかに、われわれを出そうとするのか。それは、い

けない。彼ら自身がここにきて、われわれを連れ出すべ

きである」。 38警吏らはこの言葉を長官たちに報告した

。すると長官たちは、ふたりがローマ人だと聞いて恐れ

、 39自分でやってきてわびた上、ふたりを獄から連れ出

し、町から立ち去るようにと頼んだ。 40ふたりは獄を出

て、ルデヤの家に行った。そして、兄弟たちに会って勧

めをなし、それから出かけた。

17一行は、アムピポリスとアポロニヤとをとおって、
テサロニケに行った。ここにはユダヤ人の会堂があ

った。 2パウロは例によって、その会堂にはいって行っ

て、三つの安息日にわたり、聖書に基いて彼らと論じ、

3キリストは必ず苦難を受け、そして死人の中からよみ

がえるべきこと、また「わたしがあなたがたに伝えてい

るこのイエスこそは、キリストである」とのことを、説

明もし論証もした。 4ある人たちは納得がいって、パウ

ロとシラスにしたがった。その中には、信心深いギリシ

ヤ人が多数あり、貴婦人たちも少なくなかった。 5とこ

ろが、ユダヤ人たちは、それをねたんで、町をぶらつい

ているならず者らを集めて暴動を起し、町を騒がせた。

それからヤソンの家を襲い、ふたりを民衆の前にひっぱ

り出そうと、しきりに捜した。 6しかし、ふたりが見つ

からないので、ヤソンと兄弟たち数人を、市の当局者の

ところに引きずって行き、叫んで言った、「天下をかき

回してきたこの人たちが、ここにもはいり込んでいます

。 7その人たちをヤソンが自分の家に迎え入れました。

この連中は、みなカイザルの詔勅にそむいて行動し、イ

エスという別の王がいるなどと言っています」。 8これ

を聞いて、群衆と市の当局者は不安に感じた。 9そして

、ヤソンやほかの者たちから、保証金を取った上、彼ら

を釈放した。 10そこで、兄弟たちはただちに、パウロと

シラスとを、夜の間にベレヤへ送り出した。ふたりはベ

レヤに到着すると、ユダヤ人の会堂に行った。 11ここに

いるユダヤ人はテサロニケの者たちよりも素直であって

、心から教を受けいれ、果してそのとおりかどうかを知

ろうとして、日々聖書を調べていた。 12そういうわけで

、彼らのうちの多くの者が信者になった。また、ギリシ

ヤの貴婦人や男子で信じた者も、少なくなかった。 13テ

サロニケのユダヤ人たちは、パウロがベレヤでも神の言

を伝えていることを知り、そこにも押しかけてきて、群

衆を煽動して騒がせた。 14そこで、兄弟たちは、ただち

にパウロを送り出して、海べまで行かせ、シラスとテモ

テとはベレヤに居残った。 15パウロを案内した人たちは

、彼をアテネまで連れて行き、テモテとシラスとになる

べく早く来るようにとのパウロの伝言を受けて、帰った

。 16さて、パウロはアテネで彼らを待っている間に、市

内に偶像がおびただしくあるのを見て、心に憤りを感じ

た。 17そこで彼は、会堂ではユダヤ人や信心深い人たち

と論じ、広場では毎日そこで出会う人々を相手に論じた

。 18また、エピクロス派やストア派の哲学者数人も、パ

ウロと議論を戦わせていたが、その中のある者たちが言

った、「このおしゃべりは、いったい、何を言おうとし

ているのか」。また、ほかの者たちは、「あれは、異国

の神々を伝えようとしているらしい」と言った。パウロ

が、イエスと復活とを、宣べ伝えていたからであった。

19そこで、彼らはパウロをアレオパゴスの評議所に連れ

て行って、「君の語っている新しい教がどんなものか、

知らせてもらえまいか。 20君がなんだか珍らしいことを

われわれに聞かせているので、それがなんの事なのか知

りたいと思うのだ」と言った。 21いったい、アテネ人も

そこに滞在している外国人もみな、何か耳新しいことを

話したり聞いたりすることのみに、時を過ごしていたの

である。 22そこでパウロは、アレオパゴスの評議所のま

ん中に立って言った。「アテネの人たちよ、あなたがた

は、あらゆる点において、すこぶる宗教心に富んでおら

れると、わたしは見ている。 23実は、わたしが道を通り

ながら、あなたがたの拝むいろいろなものを、よく見て

いるうちに、『知られない神に』と刻まれた祭壇もある

のに気がついた。そこで、あなたがたが知らずに拝んで

いるものを、いま知らせてあげよう。 24この世界と、そ

の中にある万物とを造った神は、天地の主であるのだか

ら、手で造った宮などにはお住みにならない。 25また、

何か不足でもしておるかのように、人の手によって仕え

られる必要もない。神は、すべての人々に命と息と万物

とを与え、 26また、ひとりの人から、あらゆる民族を造

り出して、地の全面に住まわせ、それぞれに時代を区分

し、国土の境界を定めて下さったのである。 27こうして

、人々が熱心に追い求めて捜しさえすれば、神を見いだ

せるようにして下さった。事実、神はわれわれひとりび

とりから遠く離れておいでになるのではない。 28われわ

れは神のうちに生き、動き、存在しているからである。

あなたがたのある詩人たちも言ったように、『われわれ

も、確かにその子孫である』。 29このように、われわれ

は神の子孫なのであるから、神たる者を、人間の技巧や

空想で金や銀や石などに彫り付けたものと同じと、見な

すべきではない。 30神は、このような無知の時代を、こ

れまでは見過ごしにされていたが、今はどこにおる人で

も、みな悔い改めなければならないことを命じておられ

る。 31神は、義をもってこの世界をさばくためその日を

定め、お選びになったかたによってそれをなし遂げよう

とされている。すなわち、このかたを死人の中からよみ

がえらせ、その確証をすべての人に示されたのである」

。 32死人のよみがえりのことを聞くと、ある者たちはあ

ざ笑い、またある者たちは、「この事については、いず

れまた聞くことにする」と言った。 33こうして、パウロ

は彼らの中から出て行った。 34しかし、彼にしたがって

信じた者も、幾人かあった。その中には、アレオパゴス

の裁判人デオヌシオとダマリスという女、また、その他

の人々もいた。

18その後、パウロはアテネを去ってコリントへ行った
。 2そこで、アクラというポント生れのユダヤ人と

、その妻プリスキラとに出会った。クラウデオ帝が、す

べてのユダヤ人をローマから退去させるようにと、命令

したため、彼らは近ごろイタリヤから出てきたのである
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。 3パウロは彼らのところに行ったが、互に同業であっ

たので、その家に住み込んで、一緒に仕事をした。天幕

造りがその職業であった。 4パウロは安息日ごとに会堂

で論じては、ユダヤ人やギリシヤ人の説得に努めた。 5

シラスとテモテが、マケドニヤから下ってきてからは、

パウロは御言を伝えることに専念し、イエスがキリスト

であることを、ユダヤ人たちに力強くあかしした。 6し

かし、彼らがこれに反抗してののしり続けたので、パウ

ロは自分の上着を振りはらって、彼らに言った、「あな

たがたの血は、あなたがた自身にかえれ。わたしには責

任がない。今からわたしは異邦人の方に行く」。 7こう

言って、彼はそこを去り、テテオ・ユストという神を敬

う人の家に行った。その家は会堂と隣り合っていた。 8

会堂司クリスポは、その家族一同と共に主を信じた。ま

た多くのコリント人も、パウロの話を聞いて信じ、ぞく

ぞくとバプテスマを受けた。 9すると、ある夜、幻のう

ちに主がパウロに言われた、「恐れるな。語りつづけよ

、黙っているな。 10あなたには、わたしがついている。

だれもあなたを襲って、危害を加えるようなことはない

。この町には、わたしの民が大ぜいいる」。 11パウロは

一年六か月の間ここに腰をすえて、神の言を彼らの間に

教えつづけた。 12ところが、ガリオがアカヤの総督であ

った時、ユダヤ人たちは一緒になってパウロを襲い、彼

を法廷にひっぱって行って訴えた、 13「この人は、律法

にそむいて神を拝むように、人々をそそのかしています

」。 14パウロが口を開こうとすると、ガリオはユダヤ人

たちに言った、「ユダヤ人諸君、何か不法行為とか、悪

質の犯罪とかのことなら、わたしは当然、諸君の訴えを

取り上げもしようが、 15これは諸君の言葉や名称や律法

に関する問題なのだから、諸君みずから始末するがよか

ろう。わたしはそんな事の裁判人にはなりたくない」。

16こう言って、彼らを法廷から追いはらった。 17そこで

、みんなの者は、会堂司ソステネを引き捕え、法廷の前

で打ちたたいた。ガリオはそれに対して、そ知らぬ顔を

していた。 18さてパウロは、なお幾日ものあいだ滞在し

た後、兄弟たちに別れを告げて、シリヤへ向け出帆した

。プリスキラとアクラも同行した。パウロは、かねてか

ら、ある誓願を立てていたので、ケンクレヤで頭をそっ

た。 19一行がエペソに着くと、パウロはふたりをそこに

残しておき、自分だけ会堂にはいって、ユダヤ人たちと

論じた。 20人々は、パウロにもっと長いあいだ滞在する

ように願ったが、彼は聞きいれないで、 21「神のみここ

ろなら、またあなたがたのところに帰ってこよう」と言

って、別れを告げ、エペソから船出した。 22それから、

カイザリヤで上陸してエルサレムに上り、教会にあいさ

つしてから、アンテオケに下って行った。 23そこにしば

らくいてから、彼はまた出かけ、ガラテヤおよびフルギ

ヤの地方を歴訪して、すべての弟子たちを力づけた。 24

さて、アレキサンデリヤ生れで、聖書に精通し、しかも

、雄弁なアポロというユダヤ人が、エペソにきた。 25こ

の人は主の道に通じており、また、霊に燃えてイエスの

ことを詳しく語ったり教えたりしていたが、ただヨハネ

のバプテスマしか知っていなかった。 26彼は会堂で大胆

に語り始めた。それをプリスキラとアクラとが聞いて、

彼を招きいれ、さらに詳しく神の道を解き聞かせた。 27

それから、アポロがアカヤに渡りたいと思っていたので

、兄弟たちは彼を励まし、先方の弟子たちに、彼をよく

迎えるようにと、手紙を書き送った。彼は到着して、す

でにめぐみによって信者になっていた人たちに、大いに

力になった。 28彼はイエスがキリストであることを、聖

書に基いて示し、公然と、ユダヤ人たちを激しい語調で

論破したからである。

19アポロがコリントにいた時、パウロは奥地をとおっ
てエペソにきた。そして、ある弟子たちに出会って

、 2彼らに「あなたがたは、信仰にはいった時に、聖霊

を受けたのか」と尋ねたところ、「いいえ、聖霊なるも

のがあることさえ、聞いたことがありません」と答えた

。 3「では、だれの名によってバプテスマを受けたのか

」と彼がきくと、彼らは「ヨハネの名によるバプテスマ

を受けました」と答えた。 4そこで、パウロが言った、

「ヨハネは悔改めのバプテスマを授けたが、それによっ

て、自分のあとに来るかた、すなわち、イエスを信じる

ように、人々に勧めたのである」。 5人々はこれを聞い

て、主イエスの名によるバプテスマを受けた。 6そして

、パウロが彼らの上に手をおくと、聖霊が彼らにくだり

、それから彼らは異言を語ったり、預言をしたりし出し

た。 7その人たちはみんなで十二人ほどであった。 8そ

れから、パウロは会堂にはいって、三か月のあいだ、大

胆に神の国について論じ、また勧めをした。 9ところが

、ある人たちは心をかたくなにして、信じようとせず、

会衆の前でこの道をあしざまに言ったので、彼は弟子た

ちを引き連れて、その人たちから離れ、ツラノの講堂で

毎日論じた。 10それが二年間も続いたので、アジヤに住

んでいる者は、ユダヤ人もギリシヤ人も皆、主の言を聞

いた。 11神は、パウロの手によって、異常な力あるわざ

を次々になされた。 12たとえば、人々が、彼の身につけ

ている手ぬぐいや前掛けを取って病人にあてると、その

病気が除かれ、悪霊が出て行くのであった。 13そこで、

ユダヤ人のまじない師で、遍歴している者たちが、悪霊

につかれている者にむかって、主イエスの名をとなえ、

「パウロの宣べ伝えているイエスによって命じる。出て

行け」と、ためしに言ってみた。 14ユダヤの祭司長スケ

ワという者の七人のむすこたちも、そんなことをしてい

た。 15すると悪霊がこれに対して言った、「イエスなら

自分は知っている。パウロもわかっている。だが、おま

えたちは、いったい何者だ」。 16そして、悪霊につかれ

ている人が、彼らに飛びかかり、みんなを押えつけて負

かしたので、彼らは傷を負ったまま裸になって、その家

を逃げ出した。 17このことがエペソに住むすべてのユダ

ヤ人やギリシヤ人に知れわたって、みんな恐怖に襲われ

、そして、主イエスの名があがめられた。 18また信者に

なった者が大ぜいきて、自分の行為を打ちあけて告白し

た。 19それから、魔術を行っていた多くの者が、魔術の

本を持ち出してきては、みんなの前で焼き捨てた。その

値段を総計したところ、銀五万にも上ることがわかった

。 20このようにして、主の言はますます盛んにひろまり

、また力を増し加えていった。 21これらの事があった後

、パウロは御霊に感じて、マケドニヤ、アカヤをとおっ

て、エルサレムへ行く決心をした。そして言った、「わ

たしは、そこに行ったのち、ぜひローマをも見なければ

ならない」。 22そこで、自分に仕えている者の中から、

テモテとエラストとのふたりを、まずマケドニヤに送り

出し、パウロ自身は、なおしばらくアジヤにとどまった

。 23そのころ、この道について容易ならぬ騒動が起った

。 24そのいきさつは、こうである。デメテリオという銀
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細工人が、銀でアルテミス神殿の模型を造って、職人た

ちに少なからぬ利益を得させていた。 25この男がその職

人たちや、同類の仕事をしていた者たちを集めて言った

、「諸君、われわれがこの仕事で、金もうけをしている

ことは、ご承知のとおりだ。 26しかるに、諸君の見聞き

しているように、あのパウロが、手で造られたものは神

様ではないなどと言って、エペソばかりか、ほとんどア

ジヤ全体にわたって、大ぜいの人々を説きつけて誤らせ

た。 27これでは、お互の仕事に悪評が立つおそれがある

ばかりか、大女神アルテミスの宮も軽んじられ、ひいて

は全アジヤ、いや全世界が拝んでいるこの大女神のご威

光さえも、消えてしまいそうである」。 28これを聞くと

、人々は怒りに燃え、大声で「大いなるかな、エペソ人

のアルテミス」と叫びつづけた。 29そして、町中が大混

乱に陥り、人々はパウロの道連れであるマケドニヤ人ガ

イオとアリスタルコとを捕えて、いっせいに劇場へなだ

れ込んだ。 30パウロは群衆の中にはいって行こうとした

が、弟子たちがそれをさせなかった。 31アジヤ州の議員

で、パウロの友人であった人たちも、彼に使をよこして

、劇場にはいって行かないようにと、しきりに頼んだ。

32中では、集会が混乱に陥ってしまって、ある者はこの

ことを、ほかの者はあのことを、どなりつづけていたの

で、大多数の者は、なんのために集まったのかも、わか

らないでいた。 33そこで、ユダヤ人たちが、前に押し出

したアレキサンデルなる者を、群衆の中のある人たちが

促したため、彼は手を振って、人々に弁明を試みようと

した。 34ところが、彼がユダヤ人だとわかると、みんな

の者がいっせいに「大いなるかな、エペソ人のアルテミ

ス」と二時間ばかりも叫びつづけた。 35ついに、市の書

記役が群衆を押し静めて言った、「エペソの諸君、エペ

ソ市が大女神アルテミスと、天くだったご神体との守護

役であることを知らない者が、ひとりでもいるだろうか

。 36これは否定のできない事実であるから、諸君はよろ

しく静かにしているべきで、乱暴な行動は、いっさいし

てはならない。 37諸君はこの人たちをここにひっぱって

きたが、彼らは宮を荒す者でも、われわれの女神をそし

る者でもない。 38だから、もしデメテリオなりその職人

仲間なりが、だれかに対して訴え事があるなら、裁判の

日はあるし、総督もいるのだから、それぞれ訴え出るが

よい。 39しかし、何かもっと要求したい事があれば、そ

れは正式の議会で解決してもらうべきだ。 40きょうの事

件については、この騒ぎを弁護できるような理由が全く

ないのだから、われわれは治安をみだす罪に問われるお

それがある」。 41こう言って、彼はこの集会を解散させ

た。

20騒ぎがやんだ後、パウロは弟子たちを呼び集めて激
励を与えた上、別れのあいさつを述べ、マケドニヤ

へ向かって出発した。 2そして、その地方をとおり、多

くの言葉で人々を励ましたのち、ギリシヤにきた。 3彼

はそこで三か月を過ごした。それからシリヤへ向かって

、船出しようとしていた矢先、彼に対するユダヤ人の陰

謀が起ったので、マケドニヤを経由して帰ることに決し

た。 4プロの子であるエペソ人ソパテロ、テサロニケ人

アリスタルコとセクンド、デルベ人ガイオ、それからテ

モテ、またアジヤ人テキコとトロピモがパウロの同行者

であった。 5この人たちは先発して、トロアスでわたし

たちを待っていた。 6わたしたちは、除酵祭が終ったの

ちに、ピリピから出帆し、五日かかってトロアスに到着

して、彼らと落ち合い、そこに七日間滞在した。 7週の

初めの日に、わたしたちがパンをさくために集まった時

、パウロは翌日出発することにしていたので、しきりに

人々と語り合い、夜中まで語りつづけた。 8わたしたち

が集まっていた屋上の間には、あかりがたくさんともし

てあった。 9ユテコという若者が窓に腰をかけていたと

ころ、パウロの話がながながと続くので、ひどく眠けが

さしてきて、とうとうぐっすり寝入ってしまい、三階か

ら下に落ちた。抱き起してみたら、もう死んでいた。 10

そこでパウロは降りてきて、若者の上に身をかがめ、彼

を抱きあげて、「騒ぐことはない。まだ命がある」と言

った。 11そして、また上がって行って、パンをさいて食

べてから、明けがたまで長いあいだ人々と語り合って、

ついに出発した。 12人々は生きかえった若者を連れかえ

り、ひとかたならず慰められた。 13さて、わたしたちは

先に舟に乗り込み、アソスへ向かって出帆した。そこか

らパウロを舟に乗せて行くことにしていた。彼だけは陸

路をとることに決めていたからである。 14パウロがアソ

スで、わたしたちと落ち合った時、わたしたちは彼を舟

に乗せてミテレネに行った。 15そこから出帆して、翌日

キヨスの沖合にいたり、次の日にサモスに寄り、その翌

日ミレトに着いた。 16それは、パウロがアジヤで時間を

とられないため、エペソには寄らないで続航することに

決めていたからである。彼は、できればペンテコステの

日には、エルサレムに着いていたかったので、旅を急い

だわけである。 17そこでパウロは、ミレトからエペソに

使をやって、教会の長老たちを呼び寄せた。 18そして、

彼のところに寄り集まってきた時、彼らに言った。「わ

たしが、アジヤの地に足を踏み入れた最初の日以来、い

つもあなたがたとどんなふうに過ごしてきたか、よくご

存じである。 19すなわち、謙遜の限りをつくし、涙を流

し、ユダヤ人の陰謀によってわたしの身に及んだ数々の

試練の中にあって、主に仕えてきた。 20また、あなたが

たの益になることは、公衆の前でも、また家々でも、す

べてあますところなく話して聞かせ、また教え、 21ユダ

ヤ人にもギリシヤ人にも、神に対する悔改めと、わたし

たちの主イエスに対する信仰とを、強く勧めてきたので

ある。 22今や、わたしは御霊に迫られてエルサレムへ行

く。あの都で、どんな事がわたしの身にふりかかって来

るか、わたしにはわからない。 23ただ、聖霊が至るとこ

ろの町々で、わたしにはっきり告げているのは、投獄と

患難とが、わたしを待ちうけているということだ。 24し

かし、わたしは自分の行程を走り終え、主イエスから賜

わった、神のめぐみの福音をあかしする任務を果し得さ

えしたら、このいのちは自分にとって、少しも惜しいと

は思わない。 25わたしはいま信じている、あなたがたの

間を歩き回って御国を宣べ伝えたこのわたしの顔を、み

んなが今後二度と見ることはあるまい。 26だから、きょ

う、この日にあなたがたに断言しておく。わたしは、す

べての人の血について、なんら責任がない。 27神のみ旨

を皆あますところなく、あなたがたに伝えておいたから

である。 28どうか、あなたがた自身に気をつけ、また、

すべての群れに気をくばっていただきたい。聖霊は、神

が御子の血であがない取られた神の教会を牧させるため

に、あなたがたをその群れの監督者にお立てになったの

である。 29わたしが去った後、狂暴なおおかみが、あな

たがたの中にはいり込んできて、容赦なく群れを荒すよ
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うになることを、わたしは知っている。 30また、あなた

がた自身の中からも、いろいろ曲ったことを言って、弟

子たちを自分の方に、ひっぱり込もうとする者らが起る

であろう。 31だから、目をさましていなさい。そして、

わたしが三年の間、夜も昼も涙をもって、あなたがたひ

とりびとりを絶えずさとしてきたことを、忘れないでほ

しい。 32今わたしは、主とその恵みの言とに、あなたが

たをゆだねる。御言には、あなたがたの徳をたて、聖別

されたすべての人々と共に、御国をつがせる力がある。

33わたしは、人の金や銀や衣服をほしがったことはない

。 34あなたがた自身が知っているとおり、わたしのこの

両手は、自分の生活のためにも、また一緒にいた人たち

のためにも、働いてきたのだ。 35わたしは、あなたがた

もこのように働いて、弱い者を助けなければならないこ

と、また『受けるよりは与える方が、さいわいである』

と言われた主イエスの言葉を記憶しているべきことを、

万事について教え示したのである」。 36こう言って、パ

ウロは一同と共にひざまずいて祈った。 37みんなの者は

、はげしく泣き悲しみ、パウロの首を抱いて、幾度も接

吻し、 38もう二度と自分の顔を見ることはあるまいと彼

が言ったので、特に心を痛めた。それから彼を舟まで見

送った。

21さて、わたしたちは人々と別れて船出してから、コ
スに直航し、次の日はロドスに、そこからパタラに

着いた。 2ここでピニケ行きの舟を見つけたので、それ

に乗り込んで出帆した。 3やがてクプロが見えてきたが

、それを左手にして通りすぎ、シリヤへ航行をつづけ、

ツロに入港した。ここで積荷が陸上げされることになっ

ていたからである。 4わたしたちは、弟子たちを捜し出

して、そこに七日間泊まった。ところが彼らは、御霊の

示しを受けて、エルサレムには上って行かないようにと

、しきりにパウロに注意した。 5しかし、滞在期間が終

った時、わたしたちはまた旅立つことにしたので、みん

なの者は、妻や子供を引き連れて、町はずれまで、わた

したちを見送りにきてくれた。そこで、共に海岸にひざ

まずいて祈り、 6互に別れを告げた。それから、わたし

たちは舟に乗り込み、彼らはそれぞれ自分の家に帰った

。 7わたしたちは、ツロからの航行を終ってトレマイに

着き、そこの兄弟たちにあいさつをし、彼らのところに

一日滞在した。 8翌日そこをたって、カイザリヤに着き

、かの七人のひとりである伝道者ピリポの家に行き、そ

こに泊まった。 9この人に四人の娘があったが、いずれ

も処女であって、預言をしていた。 10幾日か滞在してい

る間に、アガボという預言者がユダヤから下ってきた。

11そして、わたしたちのところにきて、パウロの帯を取

り、それで自分の手足を縛って言った、「聖霊がこうお

告げになっている、『この帯の持ち主を、ユダヤ人たち

がエルサレムでこのように縛って、異邦人の手に渡すで

あろう』」。 12わたしたちはこれを聞いて、土地の人た

ちと一緒になって、エルサレムには上って行かないよう

にと、パウロに願い続けた。 13その時パウロは答えた、

「あなたがたは、泣いたり、わたしの心をくじいたりし

て、いったい、どうしようとするのか。わたしは、主イ

エスの名のためなら、エルサレムで縛られるだけでなく

、死ぬことをも覚悟しているのだ」。 14こうして、パウ

ロが勧告を聞きいれてくれないので、わたしたちは「主

のみこころが行われますように」と言っただけで、それ

以上、何も言わなかった。 15数日後、わたしたちは旅装

を整えてエルサレムへ上って行った。 16カイザリヤの弟

子たちも数人、わたしたちと同行して、古くからの弟子

であるクプロ人マナソンの家に案内してくれた。わたし

たちはその家に泊まることになっていたのである。 17わ

たしたちがエルサレムに到着すると、兄弟たちは喜んで

迎えてくれた。 18翌日パウロはわたしたちを連れて、ヤ

コブを訪問しに行った。そこに長老たちがみな集まって

いた。 19パウロは彼らにあいさつをした後、神が自分の

働きをとおして、異邦人の間になさった事どもを一々説

明した。 20一同はこれを聞いて神をほめたたえ、そして

彼に言った、「兄弟よ、ご承知のように、ユダヤ人の中

で信者になった者が、数万にものぼっているが、みんな

律法に熱心な人たちである。 21ところが、彼らが伝え聞

いているところによれば、あなたは異邦人の中にいるユ

ダヤ人一同に対して、子供に割礼を施すな、またユダヤ

の慣例にしたがうなと言って、モーセにそむくことを教

えている、ということである。 22どうしたらよいか。あ

なたがここにきていることは、彼らもきっと聞き込むに

違いない。 23ついては、今わたしたちが言うとおりのこ

とをしなさい。わたしたちの中に、誓願を立てている者

が四人いる。 24この人たちを連れて行って、彼らと共に

きよめを行い、また彼らの頭をそる費用を引き受けてや

りなさい。そうすれば、あなたについて、うわさされて

いることは、根も葉もないことで、あなたは律法を守っ

て、正しい生活をしていることが、みんなにわかるであ

ろう。 25異邦人で信者になった人たちには、すでに手紙

で、偶像に供えたものと、血と、絞め殺したものと、不

品行とを、慎むようにとの決議が、わたしたちから知ら

せてある」。 26そこでパウロは、その次の日に四人の者

を連れて、彼らと共にきよめを受けてから宮にはいった

。そしてきよめの期間が終って、ひとりびとりのために

供え物をささげる時を報告しておいた。 27七日の期間が

終ろうとしていた時、アジヤからきたユダヤ人たちが、

宮の内でパウロを見かけて、群衆全体を煽動しはじめ、

パウロに手をかけて叫び立てた、 28「イスラエルの人々

よ、加勢にきてくれ。この人は、いたるところで民と律

法とこの場所にそむくことを、みんなに教えている。そ

の上に、ギリシヤ人を宮の内に連れ込んで、この神聖な

場所を汚したのだ」。 29彼らは、前にエペソ人トロピモ

が、パウロと一緒に町を歩いていたのを見かけて、その

人をパウロが宮の内に連れ込んだのだと思ったのである

。 30そこで、市全体が騒ぎ出し、民衆が駆け集まってき

て、パウロを捕え、宮の外に引きずり出した。そして、

すぐそのあとに宮の門が閉ざされた。 31彼らがパウロを

殺そうとしていた時に、エルサレム全体が混乱状態に陥

っているとの情報が、守備隊の千卒長にとどいた。 32そ

こで、彼はさっそく、兵卒や百卒長たちを率いて、その

場に駆けつけた。人々は千卒長や兵卒たちを見て、パウ

ロを打ちたたくのをやめた。 33千卒長は近寄ってきてパ

ウロを捕え、彼を二重の鎖で縛っておくように命じた上

、パウロは何者か、また何をしたのか、と尋ねた。 34し

かし、群衆がそれぞれ違ったことを叫びつづけるため、

騒がしくて、確かなことがわからないので、彼はパウロ

を兵営に連れて行くように命じた。 35パウロが階段にさ

しかかった時には、群衆の暴行を避けるため、兵卒たち

にかつがれて行くという始末であった。 36大ぜいの民衆

が「あれをやっつけてしまえ」と叫びながら、ついてき
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たからである。 37パウロが兵営の中に連れて行かれよう

とした時、千卒長に、「ひと言あなたにお話してもよろ

しいですか」と尋ねると、千卒長が言った、「おまえは

ギリシヤ語が話せるのか。 38では、もしかおまえは、先

ごろ反乱を起した後、四千人の刺客を引き連れて荒野へ

逃げて行ったあのエジプト人ではないのか」。 39パウロ

は答えた、「わたしはタルソ生れのユダヤ人で、キリキ

ヤのれっきとした都市の市民です。お願いですが、民衆

に話をさせて下さい」。 40千卒長が許してくれたので、

パウロは階段の上に立ち、民衆にむかって手を振った。

すると、一同がすっかり静粛になったので、パウロはヘ

ブル語で話し出した。

22「兄弟たち、父たちよ、いま申し上げるわたしの弁
明を聞いていただきたい」。 2パウロが、ヘブル語

でこう語りかけるのを聞いて、人々はますます静粛にな

った。 3そこで彼は言葉をついで言った、「わたしはキ

リキヤのタルソで生れたユダヤ人であるが、この都で育

てられ、ガマリエルのひざもとで先祖伝来の律法につい

て、きびしい薫陶を受け、今日の皆さんと同じく神に対

して熱心な者であった。 4そして、この道を迫害し、男

であれ女であれ、縛りあげて獄に投じ、彼らを死に至ら

せた。 5このことは、大祭司も長老たち一同も、証明す

るところである。さらにわたしは、この人たちからダマ

スコの同志たちへあてた手紙をもらって、その地にいる

者たちを縛りあげ、エルサレムにひっぱってきて、処罰

するため、出かけて行った。 6旅をつづけてダマスコの

近くにきた時に、真昼ごろ、突然、つよい光が天からわ

たしをめぐり照した。 7わたしは地に倒れた。そして、

『サウロ、サウロ、なぜわたしを迫害するのか』と、呼

びかける声を聞いた。 8これに対してわたしは、『主よ

、あなたはどなたですか』と言った。すると、その声が

、『わたしは、あなたが迫害しているナザレ人イエスで

ある』と答えた。 9わたしと一緒にいた者たちは、その

光は見たが、わたしに語りかけたかたの声は聞かなかっ

た。 10わたしが『主よ、わたしは何をしたらよいでしょ

うか』と尋ねたところ、主は言われた、『起きあがって

ダマスコに行きなさい。そうすれば、あなたがするよう

に決めてある事が、すべてそこで告げられるであろう』

。 11わたしは、光の輝きで目がくらみ、何も見えなくな

っていたので、連れの者たちに手を引かれながら、ダマ

スコに行った。 12すると、律法に忠実で、ダマスコ在住

のユダヤ人全体に評判のよいアナニヤという人が、 13わ

たしのところにきて、そばに立ち、『兄弟サウロよ、見

えるようになりなさい』と言った。するとその瞬間に、

わたしの目が開いて、彼の姿が見えた。 14彼は言った、

『わたしたちの先祖の神が、あなたを選んでみ旨を知ら

せ、かの義人を見させ、その口から声をお聞かせになっ

た。 15それはあなたが、その見聞きした事につき、すべ

ての人に対して、彼の証人になるためである。 16そこで

今、なんのためらうことがあろうか。すぐ立って、み名

をとなえてバプテスマを受け、あなたの罪を洗い落しな

さい』。 17それからわたしは、エルサレムに帰って宮で

祈っているうちに、夢うつつになり、 18主にまみえたが

、主は言われた、『急いで、すぐにエルサレムを出て行

きなさい。わたしについてのあなたのあかしを、人々が

受けいれないから』。 19そこで、わたしが言った、『主

よ、彼らは、わたしがいたるところの会堂で、あなたを

信じる人々を獄に投じたり、むち打ったりしていたこと

を、知っています。 20また、あなたの証人ステパノの血

が流された時も、わたしは立ち合っていてそれに賛成し

、また彼を殺した人たちの上着の番をしていたのです』

。 21すると、主がわたしに言われた、『行きなさい。わ

たしが、あなたを遠く異邦の民へつかわすのだ』」。 22

彼の言葉をここまで聞いていた人々は、このとき、声を

張りあげて言った、「こんな男は地上から取り除いてし

まえ。生かしおくべきではない」。 23人々がこうわめき

立てて、空中に上着を投げ、ちりをまき散らす始末であ

ったので、 24千卒長はパウロを兵営に引き入れるように

命じ、どういうわけで、彼に対してこんなにわめき立て

ているのかを確かめるため、彼をむちの拷問にかけて、

取り調べるように言いわたした。 25彼らがむちを当てる

ため、彼を縛りつけていた時、パウロはそばに立ってい

る百卒長に言った、「ローマの市民たる者を、裁判にか

けもしないで、むち打ってよいのか」。 26百卒長はこれ

を聞き、千卒長のところに行って報告し、そして言った

、「どうなさいますか。あの人はローマの市民なのです

」。 27そこで、千卒長がパウロのところにきて言った、

「わたしに言ってくれ。あなたはローマの市民なのか」

。パウロは「そうです」と言った。 28これに対して千卒

長が言った、「わたしはこの市民権を、多額の金で買い

取ったのだ」。するとパウロは言った、「わたしは生れ

ながらの市民です」。 29そこで、パウロを取り調べよう

としていた人たちは、ただちに彼から身を引いた。千卒

長も、パウロがローマの市民であること、また、そうい

う人を縛っていたことがわかって、恐れた。 30翌日、彼

は、ユダヤ人がなぜパウロを訴え出たのか、その真相を

知ろうと思って彼を解いてやり、同時に祭司長たちと全

議会とを召集させ、そこに彼を引き出して、彼らの前に

立たせた。

23パウロは議会を見つめて言った、「兄弟たちよ、わ
たしは今日まで、神の前に、ひたすら明らかな良心

にしたがって行動してきた」。 2すると、大祭司アナニ

ヤが、パウロのそばに立っている者たちに、彼の口を打

てと命じた。 3そのとき、パウロはアナニヤにむかって

言った、「白く塗られた壁よ、神があなたを打つであろ

う。あなたは、律法にしたがって、わたしをさばくため

に座についているのに、律法にそむいて、わたしを打つ

ことを命じるのか」。 4すると、そばに立っている者た

ちが言った、「神の大祭司に対して無礼なことを言うの

か」。 5パウロは言った、「兄弟たちよ、彼が大祭司だ

とは知らなかった。聖書に『民のかしらを悪く言っては

いけない』と、書いてあるのだった」。 6パウロは、議

員の一部がサドカイ人であり、一部はパリサイ人である

のを見て、議会の中で声を高めて言った、「兄弟たちよ

、わたしはパリサイ人であり、パリサイ人の子である。

わたしは、死人の復活の望みをいだいていることで、裁

判を受けているのである」。 7彼がこう言ったところ、

パリサイ人とサドカイ人との間に争論が生じ、会衆が相

分れた。 8元来、サドカイ人は、復活とか天使とか霊と

かは、いっさい存在しないと言い、パリサイ人は、それ

らは、みな存在すると主張している。 9そこで、大騒ぎ

となった。パリサイ派のある律法学者たちが立って、強

く主張して言った、「われわれは、この人には何も悪い

ことがないと思う。あるいは、霊か天使かが、彼に告げ
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たのかも知れない」。 10こうして、争論が激しくなった

ので、千卒長は、パウロが彼らに引き裂かれるのを気づ

かって、兵卒どもに、降りて行ってパウロを彼らの中か

ら力づくで引き出し、兵営に連れて来るように、命じた

。 11その夜、主がパウロに臨んで言われた、「しっかり

せよ。あなたは、エルサレムでわたしのことをあかしし

たように、ローマでもあかしをしなくてはならない」。

12夜が明けると、ユダヤ人らは申し合わせをして、パウ

ロを殺すまでは飲食をいっさい断つと、誓い合った。 13

この陰謀に加わった者は、四十人あまりであった。 14彼

らは、祭司長たちや長老たちのところに行って、こう言

った。「われわれは、パウロを殺すまでは何も食べない

と、堅く誓い合いました。 15ついては、あなたがたは議

会と組んで、彼のことでなお詳しく取調べをするように

見せかけ、パウロをあなたがたのところに連れ出すよう

に、千卒長に頼んで下さい。われわれとしては、パウロ

がそこにこないうちに殺してしまう手はずをしています

」。 16ところが、パウロの姉妹の子が、この待伏せのこ

とを耳にし、兵営にはいって行って、パウロにそれを知

らせた。 17そこでパウロは、百卒長のひとりを呼んで言

った、「この若者を千卒長のところに連れて行ってくだ

さい。何か報告することがあるようですから」。 18この

百卒長は若者を連れて行き、千卒長に引きあわせて言っ

た、「囚人のパウロが、この若者があなたに話したいこ

とがあるので、あなたのところに連れて行ってくれるよ

うにと、わたしを呼んで頼みました」。 19そこで千卒長

は、若者の手を取り、人のいないところへ連れて行って

尋ねた、「わたしに話したいことというのは、何か」。

20若者が言った、「ユダヤ人たちが、パウロのことをも

っと詳しく取調べをすると見せかけて、あす議会に彼を

連れ出すように、あなたに頼むことに決めています。 21

どうぞ、彼らの頼みを取り上げないで下さい。四十人あ

まりの者が、パウロを待伏せしているのです。彼らは、

パウロを殺すまでは飲食をいっさい断つと、堅く誓い合

っています。そして、いま手はずをととのえて、あなた

の許可を待っているところなのです」。 22そこで千卒長

は、「このことをわたしに知らせたことは、だれにも口

外するな」と命じて、若者を帰した。 23それから彼は、

百卒長ふたりを呼んで言った、「歩兵二百名、騎兵七十

名、槍兵二百名を、カイザリヤに向け出発できるように

、今夜九時までに用意せよ。 24また、パウロを乗せるた

めに馬を用意して、彼を総督ペリクスのもとへ無事に連

れて行け」。 25さらに彼は、次のような文面の手紙を書

いた。 26「クラウデオ・ルシヤ、つつしんで総督ペリク

ス閣下の平安を祈ります。 27本人のパウロが、ユダヤ人

らに捕えられ、まさに殺されようとしていたのを、彼の

ローマ市民であることを知ったので、わたしは兵卒たち

を率いて行って、彼を救い出しました。 28それから、彼

が訴えられた理由を知ろうと思い、彼を議会に連れて行

きました。 29ところが、彼はユダヤ人の律法の問題で訴

えられたものであり、なんら死刑または投獄に当る罪の

ないことがわかりました。 30しかし、この人に対して陰

謀がめぐらされているとの報告がありましたので、わた

しは取りあえず、彼を閣下のもとにお送りすることにし

、訴える者たちには、閣下の前で、彼に対する申立てを

するようにと、命じておきました」。 31そこで歩兵たち

は、命じられたとおりパウロを引き取って、夜の間にア

ンテパトリスまで連れて行き、 32翌日は、騎兵たちにパ

ウロを護送させることにして、兵営に帰って行った。 33

騎兵たちは、カイザリヤに着くと、手紙を総督に手渡し

、さらにパウロを彼に引きあわせた。 34総督は手紙を読

んでから、パウロに、どの州の者かと尋ね、キリキヤの

出だと知って、 35「訴え人たちがきた時に、おまえを調

べることにする」と言った。そして、ヘロデの官邸に彼

を守っておくように命じた。

24五日の後、大祭司アナニヤは、長老数名と、テルト
ロという弁護人とを連れて下り、総督にパウロを訴

え出た。 2パウロが呼び出されたので、テルトロは論告

を始めた。「ペリクス閣下、わたしたちが、閣下のお陰

でじゅうぶんに平和を楽しみ、またこの国が、ご配慮に

よって、 3あらゆる方面に、またいたるところで改善さ

れていることは、わたしたちの感謝してやまないところ

であります。 4しかし、ご迷惑をかけないように、くど

くどと述べずに、手短かに申し上げますから、どうぞ、

忍んでお聞き取りのほど、お願いいたします。 5さて、

この男は、疫病のような人間で、世界中のすべてのユダ

ヤ人の中に騒ぎを起している者であり、また、ナザレ人

らの異端のかしらであります。 6この者が宮までも汚そ

うとしていたので、わたしたちは彼を捕縛したのです。

〔そして、律法にしたがって、さばこうとしていたとこ

ろ、 7千卒長ルシヤが干渉して、彼を無理にわたしたち

の手から引き離してしまい、 8彼を訴えた人たちには、

閣下のところに来るようにと命じました。〕それで、閣

下ご自身でお調べになれば、わたしたちが彼を訴え出た

理由が、全部おわかりになるでしょう」。 9ユダヤ人た

ちも、この訴えに同調して、全くそのとおりだと言った

。 10そこで、総督が合図をして発言を促したので、パウ

ロは答弁して言った。「閣下が、多年にわたり、この国

民の裁判をつかさどっておられることを、よく承知して

いますので、わたしは喜んで、自分のことを弁明いたし

ます。 11お調べになればわかるはずですが、わたしが礼

拝をしにエルサレムに上ってから、まだ十二日そこそこ

にしかなりません。 12そして、宮の内でも、会堂内でも

、あるいは市内でも、わたしがだれかと争論したり、群

衆を煽動したりするのを見たものはありませんし、 13今

わたしを訴え出ていることについて、閣下の前に、その

証拠をあげうるものはありません。 14ただ、わたしはこ

の事は認めます。わたしは、彼らが異端だとしている道

にしたがって、わたしたちの先祖の神に仕え、律法の教

えるところ、また預言者の書に書いてあることを、こと

ごとく信じ、 15また、正しい者も正しくない者も、やが

てよみがえるとの希望を、神を仰いでいだいているもの

です。この希望は、彼ら自身も持っているのです。 16わ

たしはまた、神に対しまた人に対して、良心に責められ

ることのないように、常に努めています。 17さてわたし

は、幾年ぶりかに帰ってきて、同胞に施しをし、また、

供え物をしていました。 18そのとき、彼らはわたしが宮

できよめを行っているのを見ただけであって、群衆もい

ず、騒動もなかったのです。 19ところが、アジヤからき

た数人のユダヤ人が彼らが、わたしに対して、何かとが

め立てをすることがあったなら、よろしく閣下の前にき

て、訴えるべきでした。 20あるいは、何かわたしに不正

なことがあったなら、わたしが議会の前に立っていた時

、彼らみずから、それを指摘すべきでした。 21ただ、わ

たしは、彼らの中に立って、『わたしは、死人のよみが
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えりのことで、きょう、あなたがたの前でさばきを受け

ているのだ』と叫んだだけのことです」。 22ここでペリ

クスは、この道のことを相当わきまえていたので、「千

卒長ルシヤが下って来るのを待って、おまえたちの事件

を判決することにする」と言って、裁判を延期した。 23

そして百卒長に、パウロを監禁するように、しかし彼を

寛大に取り扱い、友人らが世話をするのを止めないよう

にと、命じた。 24数日たってから、ペリクスは、ユダヤ

人である妻ドルシラと一緒にきて、パウロを呼び出し、

キリスト・イエスに対する信仰のことを、彼から聞いた

。 25そこで、パウロが、正義、節制、未来の審判などに

ついて論じていると、ペリクスは不安を感じてきて、言

った、「きょうはこれで帰るがよい。また、よい機会を

得たら、呼び出すことにする」。 26彼は、それと同時に

、パウロから金をもらいたい下ごころがあったので、た

びたびパウロを呼び出しては語り合った。 27さて、二か

年たった時、ポルキオ・フェストが、ペリクスと交代し

て任についた。ペリクスは、ユダヤ人の歓心を買おうと

思って、パウロを監禁したままにしておいた。

25さて、フェストは、任地に着いてから三日の後、カ
イザリヤからエルサレムに上ったところ、 2祭司長

たちやユダヤ人の重立った者たちが、パウロを訴え出て

、 3彼をエルサレムに呼び出すよう取り計らっていただ

きたいと、しきりに願った。彼らは途中で待ち伏せして

、彼を殺す考えであった。 4ところがフェストは、パウ

ロがカイザリヤに監禁してあり、自分もすぐそこへ帰る

ことになっていると答え、 5そして言った、「では、も

しあの男に何か不都合なことがあるなら、おまえたちの

うちの有力者らが、わたしと一緒に下って行って、訴え

るがよかろう」。 6フェストは、彼らのあいだに八日か

十日ほど滞在した後、カイザリヤに下って行き、その翌

日、裁判の席について、パウロを引き出すように命じた

。 7パウロが姿をあらわすと、エルサレムから下ってき

たユダヤ人たちが、彼を取りかこみ、彼に対してさまざ

まの重い罪状を申し立てたが、いずれもその証拠をあげ

ることはできなかった。 8パウロは「わたしは、ユダヤ

人の律法に対しても、宮に対しても、またカイザルに対

しても、なんら罪を犯したことはない」と弁明した。 9

ところが、フェストはユダヤ人の歓心を買おうと思って

、パウロにむかって言った、「おまえはエルサレムに上

り、この事件に関し、わたしからそこで裁判を受けるこ

とを承知するか」。 10パウロは言った、「わたしは今、

カイザルの法廷に立っています。わたしはこの法廷で裁

判されるべきです。よくご承知のとおり、わたしはユダ

ヤ人たちに、何も悪いことをしてはいません。 11もしわ

たしが悪いことをし、死に当るようなことをしているの

なら、死を免れようとはしません。しかし、もし彼らの

訴えることに、なんの根拠もないとすれば、だれもわた

しを彼らに引き渡す権利はありません。わたしはカイザ

ルに上訴します」。 12そこでフェストは、陪席の者たち

と協議したうえ答えた、「おまえはカイザルに上訴を申

し出た。カイザルのところに行くがよい」。 13数日たっ

た後、アグリッパ王とベルニケとが、フェストに敬意を

表するため、カイザリヤにきた。 14ふたりは、そこに何

日間も滞在していたので、フェストは、パウロのことを

王に話して言った、「ここに、ペリクスが囚人として残

して行ったひとりの男がいる。 15わたしがエルサレムに

行った時、この男のことを、祭司長たちやユダヤ人の長

老たちが、わたしに報告し、彼を罪に定めるようにと要

求した。 16そこでわたしは、彼らに答えた、『訴えられ

た者が、訴えた者の前に立って、告訴に対し弁明する機

会を与えられない前に、その人を見放してしまうのは、

ローマ人の慣例にはないことである』。 17それで、彼ら

がここに集まってきた時、わたしは時をうつさず、次の

日に裁判の席について、その男を引き出させた。 18訴え

た者たちは立ち上がったが、わたしが推測していたよう

な悪事は、彼について何一つ申し立てはしなかった。 19

ただ、彼と争い合っているのは、彼ら自身の宗教に関し

、また、死んでしまったのに生きているとパウロが主張

しているイエスなる者に関する問題に過ぎない。 20これ

らの問題を、どう取り扱ってよいかわからなかったので

、わたしは彼に、『エルサレムに行って、これらの問題

について、そこでさばいてもらいたくはないか』と尋ね

てみた。 21ところがパウロは、皇帝の判決を受ける時ま

で、このまま自分をとどめておいてほしいと言うので、

カイザルに彼を送りとどける時までとどめておくように

と、命じておいた」。 22そこで、アグリッパがフェスト

に「わたしも、その人の言い分を聞いて見たい」と言っ

たので、フェストは、「では、あす彼から聞きとるよう

にしてあげよう」と答えた。 23翌日、アグリッパとベル

ニケとは、大いに威儀をととのえて、千卒長たちや市の

重立った人たちと共に、引見所にはいってきた。すると

、フェストの命によって、パウロがそこに引き出された

。 24そこで、フェストが言った、「アグリッパ王、なら

びにご臨席の諸君。ごらんになっているこの人物は、ユ

ダヤ人たちがこぞって、エルサレムにおいても、また、

この地においても、これ以上、生かしておくべきでない

と叫んで、わたしに訴え出ている者である。 25しかし、

彼は死に当ることは何もしていないと、わたしは見てい

るのだが、彼自身が皇帝に上訴すると言い出したので、

彼をそちらへ送ることに決めた。 26ところが、彼につい

て、主君に書きおくる確かなものが何もないので、わた

しは、彼を諸君の前に、特に、アグリッパ王よ、あなた

の前に引き出して、取調べをしたのち、上書すべき材料

を得ようと思う。 27囚人を送るのに、その告訴の理由を

示さないということは、不合理だと思えるからである」

。

26アグリッパはパウロに、「おまえ自身のことを話し
てもよい」と言った。そこでパウロは、手をさし伸

べて、弁明をし始めた。 2「アグリッパ王よ、ユダヤ人

たちから訴えられているすべての事に関して、きょう、

あなたの前で弁明することになったのは、わたしのしあ

わせに思うところであります。 3あなたは、ユダヤ人の

あらゆる慣例や問題を、よく知り抜いておられるかたで

すから、わたしの申すことを、寛大なお心で聞いていた

だきたいのです。 4さて、わたしは若い時代には、初め

から自国民の中で、またエルサレムで過ごしたのですが

、そのころのわたしの生活ぶりは、ユダヤ人がみんなよ

く知っているところです。 5彼らはわたしを初めから知

っているので、証言しようと思えばできるのですが、わ

たしは、わたしたちの宗教の最も厳格な派にしたがって

、パリサイ人としての生活をしていたのです。 6今わた

しは、神がわたしたちの先祖に約束なさった希望をいだ

いているために、裁判を受けているのであります。 7わ
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たしたちの十二の部族は、夜昼、熱心に神に仕えて、そ

の約束を得ようと望んでいるのです。王よ、この希望の

ために、わたしはユダヤ人から訴えられています。 8神

が死人をよみがえらせるということが、あなたがたには

、どうして信じられないことと思えるのでしょうか。 9

わたし自身も、以前には、ナザレ人イエスの名に逆らっ

て反対の行動をすべきだと、思っていました。 10そして

わたしは、それをエルサレムで敢行し、祭司長たちから

権限を与えられて、多くの聖徒たちを獄に閉じ込め、彼

らが殺される時には、それに賛成の意を表しました。 11

それから、いたるところの会堂で、しばしば彼らを罰し

て、無理やりに神をけがす言葉を言わせようとし、彼ら

に対してひどく荒れ狂い、ついに外国の町々にまで、迫

害の手をのばすに至りました。 12こうして、わたしは、

祭司長たちから権限と委任とを受けて、ダマスコに行っ

たのですが、 13王よ、その途中、真昼に、光が天からさ

して来るのを見ました。それは、太陽よりも、もっと光

り輝いて、わたしと同行者たちとをめぐり照しました。

14わたしたちはみな地に倒れましたが、その時ヘブル語

でわたしにこう呼びかける声を聞きました、『サウロ、

サウロ、なぜわたしを迫害するのか。とげのあるむちを

ければ、傷を負うだけである』。 15そこで、わたしが『

主よ、あなたはどなたですか』と尋ねると、主は言われ

た、『わたしは、あなたが迫害しているイエスである。

16さあ、起きあがって、自分の足で立ちなさい。わたし

があなたに現れたのは、あなたがわたしに会った事と、

あなたに現れて示そうとしている事とをあかしし、これ

を伝える務に、あなたを任じるためである。 17わたしは

、この国民と異邦人との中から、あなたを救い出し、あ

らためてあなたを彼らにつかわすが、 18それは、彼らの

目を開き、彼らをやみから光へ、悪魔の支配から神のみ

もとへ帰らせ、また、彼らが罪のゆるしを得、わたしを

信じる信仰によって、聖別された人々に加わるためであ

る』。 19それですから、アグリッパ王よ、わたしは天よ

りの啓示にそむかず、 20まず初めにダマスコにいる人々

に、それからエルサレムにいる人々、さらにユダヤ全土

、ならびに異邦人たちに、悔い改めて神に立ち帰り、悔

改めにふさわしいわざを行うようにと、説き勧めました

。 21そのために、ユダヤ人は、わたしを宮で引き捕えて

殺そうとしたのです。 22しかし、わたしは今日に至るま

で神の加護を受け、このように立って、小さい者にも大

きい者にもあかしをなし、預言者たちやモーセが、今後

起るべきだと語ったことを、そのまま述べてきました。

23すなわち、キリストが苦難を受けること、また、死人

の中から最初によみがえって、この国民と異邦人とに、

光を宣べ伝えるに至ることを、あかししたのです」。 24

パウロがこのように弁明をしていると、フェストは大声

で言った、「パウロよ、おまえは気が狂っている。博学

が、おまえを狂わせている」。 25パウロが言った、「フ

ェスト閣下よ、わたしは気が狂ってはいません。わたし

は、まじめな真実の言葉を語っているだけです。 26王は

これらのことをよく知っておられるので、王に対しても

、率直に申し上げているのです。それは、片すみで行わ

れたのではないのですから、一つとして、王が見のがさ

れたことはないと信じます。 27アグリッパ王よ、あなた

は預言者を信じますか。信じておられると思います」。

28アグリッパがパウロに言った、「おまえは少し説いた

だけで、わたしをクリスチャンにしようとしている」。

29パウロが言った、「説くことが少しであろうと、多く

であろうと、わたしが神に祈るのは、ただあなただけで

なく、きょう、わたしの言葉を聞いた人もみな、わたし

のようになって下さることです。このような鎖は別です

が」。 30それから、王も総督もベルニケも、また列席の

人々も、みな立ちあがった。 31退場してから、互に語り

合って言った、「あの人は、死や投獄に当るようなこと

をしてはいない」。 32そして、アグリッパがフェストに

言った、「あの人は、カイザルに上訴していなかったら

、ゆるされたであろうに」。

27さて、わたしたちが、舟でイタリヤに行くことが決
まった時、パウロとそのほか数人の囚人とは、近衛

隊の百卒長ユリアスに託された。 2そしてわたしたちは

、アジヤ沿岸の各所に寄港することになっているアドラ

ミテオの舟に乗り込んで、出帆した。テサロニケのマケ

ドニヤ人アリスタルコも同行した。 3次の日、シドンに

入港したが、ユリアスは、パウロを親切に取り扱い、友

人をおとずれてかんたいを受けることを、許した。 4そ

れからわたしたちは、ここから船出したが、逆風にあっ

たので、クプロの島かげを航行し、 5キリキヤとパンフ

リヤの沖を過ぎて、ルキヤのミラに入港した。 6そこに

、イタリヤ行きのアレキサンドリヤの舟があったので、

百卒長は、わたしたちをその舟に乗り込ませた。 7幾日

ものあいだ、舟の進みがおそくて、わたしたちは、かろ

うじてクニドの沖合にきたが、風がわたしたちの行く手

をはばむので、サルモネの沖、クレテの島かげを航行し

、 8その岸に沿って進み、かろうじて「良き港」と呼ば

れる所に着いた。その近くにラサヤの町があった。 9長

い時が経過し、断食期も過ぎてしまい、すでに航海が危

険な季節になったので、パウロは人々に警告して言った

、 10「皆さん、わたしの見るところでは、この航海では

、積荷や船体ばかりでなく、われわれの生命にも、危害

と大きな損失が及ぶであろう」。 11しかし百卒長は、パ

ウロの意見よりも、船長や船主の方を信頼した。 12なお

、この港は冬を過ごすのに適しないので、大多数の者は

、ここから出て、できればなんとかして、南西と北西と

に面しているクレテのピニクス港に行って、そこで冬を

過ごしたいと主張した。 13時に、南風が静かに吹いてき

たので、彼らは、この時とばかりにいかりを上げて、ク

レテの岸に沿って航行した。 14すると間もなく、ユーラ

クロンと呼ばれる暴風が、島から吹きおろしてきた。 15

そのために、舟が流されて風に逆らうことができないの

で、わたしたちは吹き流されるままに任せた。 16それか

ら、クラウダという小島の陰に、はいり込んだので、わ

たしたちは、やっとのことで小舟を処置することができ

、 17それを舟に引き上げてから、綱で船体を巻きつけた

。また、スルテスの洲に乗り上げるのを恐れ、帆をおろ

して流れるままにした。 18わたしたちは、暴風にひどく

悩まされつづけたので、次の日に、人々は積荷を捨ては

じめ、 19三日目には、船具までも、てずから投げすてた

。 20幾日ものあいだ、太陽も星も見えず、暴風は激しく

吹きすさぶので、わたしたちの助かる最後の望みもなく

なった。 21みんなの者は、長いあいだ食事もしないでい

たが、その時、パウロが彼らの中に立って言った、「皆

さん、あなたがたが、わたしの忠告を聞きいれて、クレ

テから出なかったら、このような危害や損失を被らなく

てすんだはずであった。 22だが、この際、お勧めする。
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元気を出しなさい。舟が失われるだけで、あなたがたの

中で生命を失うものは、ひとりもいないであろう。 23昨

夜、わたしが仕え、また拝んでいる神からの御使が、わ

たしのそばに立って言った、 24『パウロよ、恐れるな。

あなたは必ずカイザルの前に立たなければならない。た

しかに神は、あなたと同船の者を、ことごとくあなたに

賜わっている』。 25だから、皆さん、元気を出しなさい

。万事はわたしに告げられたとおりに成って行くと、わ

たしは、神かけて信じている。 26われわれは、どこかの

島に打ちあげられるに相違ない」。 27わたしたちがアド

リヤ海に漂ってから十四日目の夜になった時、真夜中ご

ろ、水夫らはどこかの陸地に近づいたように感じた。 28

そこで、水の深さを測ってみたところ、二十ひろである

ことがわかった。それから少し進んで、もう一度測って

みたら、十五ひろであった。 29わたしたちが、万一暗礁

に乗り上げては大変だと、人々は気づかって、ともから

四つのいかりを投げおろし、夜の明けるのを待ちわびて

いた。 30その時、水夫らが舟から逃げ出そうと思って、

へさきからいかりを投げおろすと見せかけ、小舟を海に

おろしていたので、 31パウロは、百卒長や兵卒たちに言

った、「あの人たちが、舟に残っていなければ、あなた

がたは助からない」。 32そこで兵卒たちは、小舟の綱を

断ち切って、その流れて行くままに任せた。 33夜が明け

かけたころ、パウロは一同の者に、食事をするように勧

めて言った、「あなたがたが食事もせずに、見張りを続

けてから、何も食べないで、きょうが十四日目に当る。

34だから、いま食事を取ることをお勧めする。それが、

あなたがたを救うことになるのだから。たしかに髪の毛

ひとすじでも、あなたがたの頭から失われることはない

であろう」。 35彼はこう言って、パンを取り、みんなの

前で神に感謝し、それをさいて食べはじめた。 36そこで

、みんなの者も元気づいて食事をした。 37舟にいたわた

したちは、合わせて二百七十六人であった。 38みんなの

者は、じゅうぶんに食事をした後、穀物を海に投げすて

て舟を軽くした。 39夜が明けて、どこの土地かよくわか

らなかったが、砂浜のある入江が見えたので、できれば

、それに舟を乗り入れようということになった。 40そこ

で、いかりを切り離して海に捨て、同時にかじの綱をゆ

るめ、風に前の帆をあげて、砂浜にむかって進んだ。 41

ところが、潮流の流れ合う所に突き進んだため、舟を浅

瀬に乗りあげてしまって、へさきがめり込んで動かなく

なり、ともの方は激浪のためにこわされた。 42兵卒たち

は、囚人らが泳いで逃げるおそれがあるので、殺してし

まおうと図ったが、 43百卒長は、パウロを救いたいと思

うところから、その意図をしりぞけ、泳げる者はまず海

に飛び込んで陸に行き、 44その他の者は、板や舟の破片

に乗って行くように命じた。こうして、全部の者が上陸

して救われたのであった。

28わたしたちが、こうして救われてからわかったが、
これはマルタと呼ばれる島であった。 2土地の人々

は、わたしたちに並々ならぬ親切をあらわしてくれた。

すなわち、降りしきる雨や寒さをしのぐために、火をた

いてわたしたち一同をねぎらってくれたのである。 3そ

のとき、パウロはひとかかえの柴をたばねて火にくべた

ところ、熱気のためにまむしが出てきて、彼の手にかみ

ついた。 4土地の人々は、この生きものがパウロの手か

らぶら下がっているのを見て、互に言った、「この人は

、きっと人殺しに違いない。海からはのがれたが、ディ

ケーの神様が彼を生かしてはおかないのだ」。 5ところ

がパウロは、まむしを火の中に振り落して、なんの害も

被らなかった。 6彼らは、彼が間もなくはれ上がるか、

あるいは、たちまち倒れて死ぬだろうと、様子をうかが

っていた。しかし、長い間うかがっていても、彼の身に

なんの変ったことも起らないのを見て、彼らは考えを変

えて、「この人は神様だ」と言い出した。 7さて、その

場所の近くに、島の首長、ポプリオという人の所有地が

あった。彼は、そこにわたしたちを招待して、三日のあ

いだ親切にもてなしてくれた。 8たまたま、ポプリオの

父が赤痢をわずらい、高熱で床についていた。そこでパ

ウロは、その人のところにはいって行って祈り、手を彼

の上においていやしてやった。 9このことがあってから

、ほかに病気をしている島の人たちが、ぞくぞくとやっ

てきて、みないやされた。 10彼らはわたしたちを非常に

尊敬し、出帆の時には、必要な品々を持ってきてくれた

。 11三か月たった後、わたしたちは、この島に冬ごもり

をしていたデオスクリの船飾りのあるアレキサンドリヤ

の舟で、出帆した。 12そして、シラクサに寄港して三日

のあいだ停泊し、 13そこから進んでレギオンに行った。

それから一日おいて、南風が吹いてきたのに乗じ、ふつ

か目にポテオリに着いた。 14そこで兄弟たちに会い、勧

められるまま、彼らのところに七日間も滞在した。それ

からわたしたちは、ついにローマに到着した。 15ところ

が、兄弟たちは、わたしたちのことを聞いて、アピオ・

ポロおよびトレス・タベルネまで出迎えてくれた。パウ

ロは彼らに会って、神に感謝し勇み立った。 16わたした

ちがローマに着いた後、パウロは、ひとりの番兵をつけ

られ、ひとりで住むことを許された。 17三日たってから

、パウロは、重立ったユダヤ人たちを招いた。みんなの

者が集まったとき、彼らに言った、「兄弟たちよ、わた

しは、わが国民に対しても、あるいは先祖伝来の慣例に

対しても、何一つそむく行為がなかったのに、エルサレ

ムで囚人としてローマ人たちの手に引き渡された。 18彼

らはわたしを取り調べた結果、なんら死に当る罪状もな

いので、わたしを釈放しようと思ったのであるが、 19ユ

ダヤ人たちがこれに反対したため、わたしはやむを得ず

、カイザルに上訴するに至ったのである。しかしわたし

は、わが同胞を訴えようなどとしているのではない。 20

こういうわけで、あなたがたに会って語り合いたいと願

っていた。事実、わたしは、イスラエルのいだいている

希望のゆえに、この鎖につながれているのである」。 21

そこで彼らは、パウロに言った、「わたしたちは、ユダ

ヤ人たちから、あなたについて、なんの文書も受け取っ

ていないし、また、兄弟たちの中からここにきて、あな

たについて不利な報告をしたり、悪口を言ったりした者

もなかった。 22わたしたちは、あなたの考えていること

を、直接あなたから聞くのが、正しいことだと思ってい

る。実は、この宗派については、いたるところで反対の

あることが、わたしたちの耳にもはいっている」。 23そ

こで、日を定めて、大ぜいの人が、パウロの宿につめか

けてきたので、朝から晩まで、パウロは語り続け、神の

国のことをあかしし、またモーセの律法や預言者の書を

引いて、イエスについて彼らの説得につとめた。 24ある

者はパウロの言うことを受けいれ、ある者は信じようと

もしなかった。 25互に意見が合わなくて、みんなの者が

帰ろうとしていた時、パウロはひとこと述べて言った、
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「聖霊はよくも預言者イザヤによって、あなたがたの先

祖に語ったものである。 26『この民に行って言え、あな

たがたは聞くには聞くが、決して悟らない。見るには見

るが、決して認めない。 27この民の心は鈍くなり、その

耳は聞えにくく、その目は閉じている。それは、彼らが

目で見ず、耳で聞かず、心で悟らず、悔い改めていやさ

れることがないためである』。 28そこで、あなたがたは

知っておくがよい。神のこの救の言葉は、異邦人に送ら

れたのだ。彼らは、これに聞きしたがうであろう」。〔

29パウロがこれらのことを述べ終ると、ユダヤ人らは、

互に論じ合いながら帰って行った。〕 30パウロは、自分

の借りた家に満二年のあいだ住んで、たずねて来る人々

をみな迎え入れ、 31はばからず、また妨げられることも

なく、神の国を宣べ伝え、主イエス・キリストのことを

教えつづけた。
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ローマ人への手紙

1キリスト・イエスの僕、神の福音のために選び別たれ
、召されて使徒となったパウロから 2この福音は、神

が、預言者たちにより、聖書の中で、あらかじめ約束さ

れたものであって、 3御子に関するものである。御子は

、肉によればダビデの子孫から生れ、 4聖なる霊によれ

ば、死人からの復活により、御力をもって神の御子と定

められた。これがわたしたちの主イエス・キリストであ

る。 5わたしたちは、その御名のために、すべての異邦

人を信仰の従順に至らせるようにと、彼によって恵みと

使徒の務とを受けたのであり、 6あなたがたもまた、彼

らの中にあって、召されてイエス・キリストに属する者

となったのである 7ローマにいる、神に愛され、召され

た聖徒一同へ。わたしたちの父なる神および主イエス・

キリストから、恵みと平安とが、あなたがたにあるよう

に。 8まず第一に、わたしは、あなたがたの信仰が全世

界に言い伝えられていることを、イエス・キリストによ

って、あなたがた一同のために、わたしの神に感謝する

。 10わたしは、祈のたびごとに、絶えずあなたがたを覚

え、いつかは御旨にかなって道が開かれ、どうにかして

、あなたがたの所に行けるようにと願っている。このこ

とについて、わたしのためにあかしをして下さるのは、

わたしが霊により、御子の福音を宣べ伝えて仕えている

神である。 11わたしは、あなたがたに会うことを熱望し

ている。あなたがたに霊の賜物を幾分でも分け与えて、

力づけたいからである。 12それは、あなたがたの中にい

て、あなたがたとわたしとのお互の信仰によって、共に

励まし合うためにほかならない。 13兄弟たちよ。このこ

とを知らずにいてもらいたくない。わたしはほかの異邦

人の間で得たように、あなたがたの間でも幾分かの実を

得るために、あなたがたの所に行こうとしばしば企てた

が、今まで妨げられてきた。 14わたしには、ギリシヤ人

にも未開の人にも、賢い者にも無知な者にも、果すべき

責任がある。 15そこで、わたしとしての切なる願いは、

ローマにいるあなたがたにも、福音を宣べ伝えることな

のである。 16わたしは福音を恥としない。それは、ユダ

ヤ人をはじめ、ギリシヤ人にも、すべて信じる者に、救

を得させる神の力である。 17神の義は、その福音の中に

啓示され、信仰に始まり信仰に至らせる。これは、「信

仰による義人は生きる」と書いてあるとおりである。 18

神の怒りは、不義をもって真理をはばもうとする人間の

あらゆる不信心と不義とに対して、天から啓示される。

19なぜなら、神について知りうる事がらは、彼らには明

らかであり、神がそれを彼らに明らかにされたのである

。 20神の見えない性質、すなわち、神の永遠の力と神性

とは、天地創造このかた、被造物において知られていて

、明らかに認められるからである。したがって、彼らに

は弁解の余地がない。 (aïdios g126) 21なぜなら、彼らは神

を知っていながら、神としてあがめず、感謝もせず、か

えってその思いはむなしくなり、その無知な心は暗くな

ったからである。 22彼らは自ら知者と称しながら、愚か

になり、 23不朽の神の栄光を変えて、朽ちる人間や鳥や

獣や這うものの像に似せたのである。 24ゆえに、神は、

彼らが心の欲情にかられ、自分のからだを互にはずかし

めて、汚すままに任せられた。 25彼らは神の真理を変え

て虚偽とし、創造者の代りに被造物を拝み、これに仕え

たのである。創造者こそ永遠にほむべきものである、ア

ァメン。 (aiōn g165) 26それゆえ、神は彼らを恥ずべき情

欲に任せられた。すなわち、彼らの中の女は、その自然

の関係を不自然なものに代え、 27男もまた同じように女

との自然の関係を捨てて、互にその情欲の炎を燃やし、

男は男に対して恥ずべきことをなし、そしてその乱行の

当然の報いを、身に受けたのである。 28そして、彼らは

神を認めることを正しいとしなかったので、神は彼らを

正しからぬ思いにわたし、なすべからざる事をなすに任

せられた。 29すなわち、彼らは、あらゆる不義と悪と貪

欲と悪意とにあふれ、ねたみと殺意と争いと詐欺と悪念

とに満ち、また、ざん言する者、 30そしる者、神を憎む

者、不遜な者、高慢な者、大言壮語する者、悪事をたく

らむ者、親に逆らう者となり、 31無知、不誠実、無情、

無慈悲な者となっている。 32彼らは、こうした事を行う

者どもが死に価するという神の定めをよく知りながら、

自らそれを行うばかりではなく、それを行う者どもを是

認さえしている。

2だから、ああ、すべて人をさばく者よ。あなたには弁
解の余地がない。あなたは、他人をさばくことによっ

て、自分自身を罪に定めている。さばくあなたも、同じ

ことを行っているからである。 2わたしたちは、神のさ

ばきが、このような事を行う者どもの上に正しく下るこ

とを、知っている。 3ああ、このような事を行う者ども

をさばきながら、しかも自ら同じことを行う人よ。あな

たは、神のさばきをのがれうると思うのか。 4それとも

、神の慈愛があなたを悔改めに導くことも知らないで、

その慈愛と忍耐と寛容との富を軽んじるのか。 5あなた

のかたくなな、悔改めのない心のゆえに、あなたは、神

の正しいさばきの現れる怒りの日のために神の怒りを、

自分の身に積んでいるのである。 6神は、おのおのに、

そのわざにしたがって報いられる。 7すなわち、一方で

は、耐え忍んで善を行って、光栄とほまれと朽ちぬもの

とを求める人に、永遠のいのちが与えられ、 (aiōnios g166)

8他方では、党派心をいだき、真理に従わないで不義に

従う人に、怒りと激しい憤りとが加えられる。 9悪を行

うすべての人には、ユダヤ人をはじめギリシヤ人にも、

患難と苦悩とが与えられ、 10善を行うすべての人には、

ユダヤ人をはじめギリシヤ人にも、光栄とほまれと平安

とが与えられる。 11なぜなら、神には、かたより見るこ

とがないからである。 12そのわけは、律法なしに罪を犯

した者は、また律法なしに滅び、律法のもとで罪を犯し

た者は、律法によってさばかれる。 13なぜなら、律法を

聞く者が、神の前に義なるものではなく、律法を行う者

が、義とされるからである。 14すなわち、律法を持たな

い異邦人が、自然のままで、律法の命じる事を行うなら

、たとい律法を持たなくても、彼らにとっては自分自身

が律法なのである。 15彼らは律法の要求がその心にしる

されていることを現し、そのことを彼らの良心も共にあ

かしをして、その判断が互にあるいは訴え、あるいは弁

明し合うのである。 16そして、これらのことは、わたし

の福音によれば、神がキリスト・イエスによって人々の

隠れた事がらをさばかれるその日に、明らかにされるで

あろう。 17もしあなたが、自らユダヤ人と称し、律法に

安んじ、神を誇とし、 18御旨を知り、律法に教えられて

、なすべきことをわきまえており、 20さらに、知識と真

理とが律法の中に形をとっているとして、自ら盲人の手
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引き、やみにおる者の光、愚かな者の導き手、幼な子の

教師をもって任じているのなら、 21なぜ、人を教えて自

分を教えないのか。盗むなと人に説いて、自らは盗むの

か。 22姦淫するなと言って、自らは姦淫するのか。偶像

を忌みきらいながら、自らは宮の物をかすめるのか。 23

律法を誇としながら、自らは律法に違反して、神を侮っ

ているのか。 24聖書に書いてあるとおり、「神の御名は

、あなたがたのゆえに、異邦人の間で汚されている」。

25もし、あなたが律法を行うなら、なるほど、割礼は役

に立とう。しかし、もし律法を犯すなら、あなたの割礼

は無割礼となってしまう。 26だから、もし無割礼の者が

律法の規定を守るなら、その無割礼は割礼と見なされる

ではないか。 27かつ、生れながら無割礼の者であって律

法を全うする者は、律法の文字と割礼とを持ちながら律

法を犯しているあなたを、さばくのである。 28というの

は、外見上のユダヤ人がユダヤ人ではなく、また、外見

上の肉における割礼が割礼でもない。 29かえって、隠れ

たユダヤ人がユダヤ人であり、また、文字によらず霊に

よる心の割礼こそ割礼であって、そのほまれは人からで

はなく、神から来るのである。

3では、ユダヤ人のすぐれている点は何か。また割礼の
益は何か。 2それは、いろいろの点で数多くある。ま

ず第一に、神の言が彼らにゆだねられたことである。 3

すると、どうなるのか。もし、彼らのうちに不真実の者

があったとしたら、その不真実によって、神の真実は無

になるであろうか。 4断じてそうではない。あらゆる人

を偽り者としても、神を真実なものとすべきである。そ

れは、「あなたが言葉を述べるときは、義とせられ、あ

なたがさばきを受けるとき、勝利を得るため」と書いて

あるとおりである。 5しかし、もしわたしたちの不義が

、神の義を明らかにするとしたら、なんと言うべきか。

怒りを下す神は、不義であると言うのか（これは人間的

な言い方ではある）。 6断じてそうではない。もしそう

であったら、神はこの世を、どうさばかれるだろうか。

7しかし、もし神の真実が、わたしの偽りによりいっそ

う明らかにされて、神の栄光となるなら、どうして、わ

たしはなおも罪人としてさばかれるのだろうか。 8むし

ろ、「善をきたらせるために、わたしたちは悪をしよう

ではないか」（わたしたちがそう言っていると、ある人

々はそしっている）。彼らが罰せられるのは当然である

。 9すると、どうなるのか。わたしたちには何かまさっ

たところがあるのか。絶対にない。ユダヤ人もギリシヤ

人も、ことごとく罪の下にあることを、わたしたちはす

でに指摘した。 10次のように書いてある、「義人はいな

い、ひとりもいない。 11悟りのある人はいない、神を求

める人はいない。 12すべての人は迷い出て、ことごとく

無益なものになっている。善を行う者はいない、ひとり

もいない。 13彼らののどは、開いた墓であり、彼らは、

その舌で人を欺き、彼らのくちびるには、まむしの毒が

あり、 14彼らの口は、のろいと苦い言葉とで満ちている

。 15彼らの足は、血を流すのに速く、 16彼らの道には

、破壊と悲惨とがある。 17そして、彼らは平和の道を知

らない。 18彼らの目の前には、神に対する恐れがない」

。 19さて、わたしたちが知っているように、すべて律法

の言うところは、律法のもとにある者たちに対して語ら

れている。それは、すべての口がふさがれ、全世界が神

のさばきに服するためである。 20なぜなら、律法を行う

ことによっては、すべての人間は神の前に義とせられな

いからである。律法によっては、罪の自覚が生じるのみ

である。 21しかし今や、神の義が、律法とは別に、しか

も律法と預言者とによってあかしされて、現された。 22

それは、イエス・キリストを信じる信仰による神の義で

あって、すべて信じる人に与えられるものである。そこ

にはなんらの差別もない。 23すなわち、すべての人は罪

を犯したため、神の栄光を受けられなくなっており、 24

彼らは、価なしに、神の恵みにより、キリスト・イエス

によるあがないによって義とされるのである。 25神はこ

のキリストを立てて、その血による、信仰をもって受く

べきあがないの供え物とされた。それは神の義を示すた

めであった。すなわち、今までに犯された罪を、神は忍

耐をもって見のがしておられたが、 26それは、今の時に

、神の義を示すためであった。こうして、神みずからが

義となり、さらに、イエスを信じる者を義とされるので

ある。 27すると、どこにわたしたちの誇があるのか。全

くない。なんの法則によってか。行いの法則によってか

。そうではなく、信仰の法則によってである。 28わたし

たちは、こう思う。人が義とされるのは、律法の行いに

よるのではなく、信仰によるのである。 29それとも、神

はユダヤ人だけの神であろうか。また、異邦人の神であ

るのではないか。確かに、異邦人の神でもある。 30まこ

とに、神は唯一であって、割礼のある者を信仰によって

義とし、また、無割礼の者をも信仰のゆえに義とされる

のである。 31すると、信仰のゆえに、わたしたちは律法

を無効にするのであるか。断じてそうではない。かえっ

て、それによって律法を確立するのである。

4それでは、肉によるわたしたちの先祖アブラハムの場
合については、なんと言ったらよいか。 2もしアブラ

ハムが、その行いによって義とされたのであれば、彼は

誇ることができよう。しかし、神のみまえでは、できな

い。 3なぜなら、聖書はなんと言っているか、「アブラ

ハムは神を信じた。それによって、彼は義と認められた

」とある。 4いったい、働く人に対する報酬は、恩恵と

してではなく、当然の支払いとして認められる。 5しか

し、働きはなくても、不信心な者を義とするかたを信じ

る人は、その信仰が義と認められるのである。 6ダビデ

もまた、行いがなくても神に義と認められた人の幸福に

ついて、次のように言っている、 7「不法をゆるされ、

罪をおおわれた人たちは、さいわいである。 8罪を主に

認められない人は、さいわいである」。 9さて、この幸

福は、割礼の者だけが受けるのか。それとも、無割礼の

者にも及ぶのか。わたしたちは言う、「アブラハムには

、その信仰が義と認められた」のである。 10それでは、

どういう場合にそう認められたのか。割礼を受けてから

か、それとも受ける前か。割礼を受けてからではなく、

無割礼の時であった。 11そして、アブラハムは割礼とい

うしるしを受けたが、それは、無割礼のままで信仰によ

って受けた義の証印であって、彼が、無割礼のままで信

じて義とされるに至るすべての人の父となり、 12かつ、

割礼の者の父となるためなのである。割礼の者というの

は、割礼を受けた者ばかりではなく、われらの父アブラ

ハムが無割礼の時に持っていた信仰の足跡を踏む人々を

もさすのである。 13なぜなら、世界を相続させるとの約

束が、アブラハムとその子孫とに対してなされたのは、

律法によるのではなく、信仰の義によるからである。 14
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もし、律法に立つ人々が相続人であるとすれば、信仰は

むなしくなり、約束もまた無効になってしまう。 15いっ

たい、律法は怒りを招くものであって、律法のないとこ

ろには違反なるものはない。 16このようなわけで、すべ

ては信仰によるのである。それは恵みによるのであって

、すべての子孫に、すなわち、律法に立つ者だけにでは

なく、アブラハムの信仰に従う者にも、この約束が保証

されるのである。アブラハムは、神の前で、わたしたち

すべての者の父であって、 17「わたしは、あなたを立て

て多くの国民の父とした」と書いてあるとおりである。

彼はこの神、すなわち、死人を生かし、無から有を呼び

出される神を信じたのである。 18彼は望み得ないのに、

なおも望みつつ信じた。そのために、「あなたの子孫は

こうなるであろう」と言われているとおり、多くの国民

の父となったのである。 19すなわち、およそ百歳となっ

て、彼自身のからだが死んだ状態であり、また、サラの

胎が不妊であるのを認めながらも、なお彼の信仰は弱ら

なかった。 20彼は、神の約束を不信仰のゆえに疑うよう

なことはせず、かえって信仰によって強められ、栄光を

神に帰し、 21神はその約束されたことを、また成就する

ことができると確信した。 22だから、彼は義と認められ

たのである。 23しかし「義と認められた」と書いてある

のは、アブラハムのためだけではなく、 24わたしたちの

ためでもあって、わたしたちの主イエスを死人の中から

よみがえらせたかたを信じるわたしたちも、義と認めら

れるのである。 25主は、わたしたちの罪過のために死に

渡され、わたしたちが義とされるために、よみがえらさ

れたのである。

5このように、わたしたちは、信仰によって義とされた
のだから、わたしたちの主イエス・キリストにより、

神に対して平和を得ている。 2わたしたちは、さらに彼

により、いま立っているこの恵みに信仰によって導き入

れられ、そして、神の栄光にあずかる希望をもって喜ん

でいる。 3それだけではなく、患難をも喜んでいる。な

ぜなら、患難は忍耐を生み出し、 4忍耐は錬達を生み出

し、錬達は希望を生み出すことを、知っているからであ

る。 5そして、希望は失望に終ることはない。なぜなら

、わたしたちに賜わっている聖霊によって、神の愛がわ

たしたちの心に注がれているからである。 6わたしたち

がまだ弱かったころ、キリストは、時いたって、不信心

な者たちのために死んで下さったのである。 7正しい人

のために死ぬ者は、ほとんどいないであろう。善人のた

めには、進んで死ぬ者もあるいはいるであろう。 8しか

し、まだ罪人であった時、わたしたちのためにキリスト

が死んで下さったことによって、神はわたしたちに対す

る愛を示されたのである。 9わたしたちは、キリストの

血によって今は義とされているのだから、なおさら、彼

によって神の怒りから救われるであろう。 10もし、わた

したちが敵であった時でさえ、御子の死によって神との

和解を受けたとすれば、和解を受けている今は、なおさ

ら、彼のいのちによって救われるであろう。 11そればか

りではなく、わたしたちは、今や和解を得させて下さっ

たわたしたちの主イエス・キリストによって、神を喜ぶ

のである。 12このようなわけで、ひとりの人によって、

罪がこの世にはいり、また罪によって死がはいってきた

ように、こうして、すべての人が罪を犯したので、死が

全人類にはいり込んだのである。 13というのは、律法以

前にも罪は世にあったが、律法がなければ、罪は罪とし

て認められないのである。 14しかし、アダムからモーセ

までの間においても、アダムの違反と同じような罪を犯

さなかった者も、死の支配を免れなかった。このアダム

は、きたるべき者の型である。 15しかし、恵みの賜物は

罪過の場合とは異なっている。すなわち、もしひとりの

罪過のために多くの人が死んだとすれば、まして、神の

恵みと、ひとりの人イエス・キリストの恵みによる賜物

とは、さらに豊かに多くの人々に満ちあふれたはずでは

ないか。 16かつ、この賜物は、ひとりの犯した罪の結果

とは異なっている。なぜなら、さばきの場合は、ひとり

の罪過から、罪に定めることになったが、恵みの場合に

は、多くの人の罪過から、義とする結果になるからであ

る。 17もし、ひとりの罪過によって、そのひとりをとお

して死が支配するに至ったとすれば、まして、あふれる

ばかりの恵みと義の賜物とを受けている者たちは、ひと

りのイエス・キリストをとおし、いのちにあって、さら

に力強く支配するはずではないか。 18このようなわけで

、ひとりの罪過によってすべての人が罪に定められたよ

うに、ひとりの義なる行為によって、いのちを得させる

義がすべての人に及ぶのである。 19すなわち、ひとりの

人の不従順によって、多くの人が罪人とされたと同じよ

うに、ひとりの従順によって、多くの人が義人とされる

のである。 20律法がはいり込んできたのは、罪過の増し

加わるためである。しかし、罪の増し加わったところに

は、恵みもますます満ちあふれた。 21それは、罪が死に

よって支配するに至ったように、恵みもまた義によって

支配し、わたしたちの主イエス・キリストにより、永遠

のいのちを得させるためである。 (aiōnios g166)

6では、わたしたちは、なんと言おうか。恵みが増し加
わるために、罪にとどまるべきであろうか。 2断じて

そうではない。罪に対して死んだわたしたちが、どうし

て、なお、その中に生きておれるだろうか。 3それとも

、あなたがたは知らないのか。キリスト・イエスにあず

かるバプテスマを受けたわたしたちは、彼の死にあずか

るバプテスマを受けたのである。 4すなわち、わたした

ちは、その死にあずかるバプテスマによって、彼と共に

葬られたのである。それは、キリストが父の栄光によっ

て、死人の中からよみがえらされたように、わたしたち

もまた、新しいいのちに生きるためである。 5もしわた

したちが、彼に結びついてその死の様にひとしくなるな

ら、さらに、彼の復活の様にもひとしくなるであろう。

6わたしたちは、この事を知っている。わたしたちの内

の古き人はキリストと共に十字架につけられた。それは

、この罪のからだが滅び、わたしたちがもはや、罪の奴

隷となることがないためである。 7それは、すでに死ん

だ者は、罪から解放されているからである。 8もしわた

したちが、キリストと共に死んだなら、また彼と共に生

きることを信じる。 9キリストは死人の中からよみがえ

らされて、もはや死ぬことがなく、死はもはや彼を支配

しないことを、知っているからである。 10なぜなら、キ

リストが死んだのは、ただ一度罪に対して死んだのであ

り、キリストが生きるのは、神に生きるのだからである

。 11このように、あなたがた自身も、罪に対して死んだ

者であり、キリスト・イエスにあって神に生きている者

であることを、認むべきである。 12だから、あなたがた

の死ぬべきからだを罪の支配にゆだねて、その情欲に従
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わせることをせず、 13また、あなたがたの肢体を不義の

武器として罪にささげてはならない。むしろ、死人の中

から生かされた者として、自分自身を神にささげ、自分

の肢体を義の武器として神にささげるがよい。 14なぜな

ら、あなたがたは律法の下にあるのではなく、恵みの下

にあるので、罪に支配されることはないからである。 15

それでは、どうなのか。律法の下にではなく、恵みの下

にあるからといって、わたしたちは罪を犯すべきであろ

うか。断じてそうではない。 16あなたがたは知らないの

か。あなたがた自身が、だれかの僕になって服従するな

ら、あなたがたは自分の服従するその者の僕であって、

死に至る罪の僕ともなり、あるいは、義にいたる従順の

僕ともなるのである。 17しかし、神は感謝すべきかな。

あなたがたは罪の僕であったが、伝えられた教の基準に

心から服従して、 18罪から解放され、義の僕となった。

19わたしは人間的な言い方をするが、それは、あなたが

たの肉の弱さのゆえである。あなたがたは、かつて自分

の肢体を汚れと不法との僕としてささげて不法に陥った

ように、今や自分の肢体を義の僕としてささげて、きよ

くならねばならない。 20あなたがたが罪の僕であった時

は、義とは縁のない者であった。 21その時あなたがたは

、どんな実を結んだのか。それは、今では恥とするよう

なものであった。それらのものの終極は、死である。 22

しかし今や、あなたがたは罪から解放されて神に仕え、

きよきに至る実を結んでいる。その終極は永遠のいのち

である。 (aiōnios g166) 23罪の支払う報酬は死である。し

かし神の賜物は、わたしたちの主キリスト・イエスにお

ける永遠のいのちである。 (aiōnios g166)

7それとも、兄弟たちよ。あなたがたは知らないのか。
わたしは律法を知っている人々に語るのであるが、律

法は人をその生きている期間だけ支配するものである。

2すなわち、夫のある女は、夫が生きている間は、律法

によって彼につながれている。しかし、夫が死ねば、夫

の律法から解放される。 3であるから、夫の生存中に他

の男に行けば、その女は淫婦と呼ばれるが、もし夫が死

ねば、その律法から解かれるので、他の男に行っても、

淫婦とはならない。 4わたしの兄弟たちよ。このように

、あなたがたも、キリストのからだをとおして、律法に

対して死んだのである。それは、あなたがたが他の人、

すなわち、死人の中からよみがえられたかたのものとな

り、こうして、わたしたちが神のために実を結ぶに至る

ためなのである。 5というのは、わたしたちが肉にあっ

た時には、律法による罪の欲情が、死のために実を結ば

せようとして、わたしたちの肢体のうちに働いていた。

6しかし今は、わたしたちをつないでいたものに対して

死んだので、わたしたちは律法から解放され、その結果

、古い文字によってではなく、新しい霊によって仕えて

いるのである。 7それでは、わたしたちは、なんと言お

うか。律法は罪なのか。断じてそうではない。しかし、

律法によらなければ、わたしは罪を知らなかったであろ

う。すなわち、もし律法が「むさぼるな」と言わなかっ

たら、わたしはむさぼりなるものを知らなかったであろ

う。 8しかるに、罪は戒めによって機会を捕え、わたし

の内に働いて、あらゆるむさぼりを起させた。すなわち

、律法がなかったら、罪は死んでいるのである。 9わた

しはかつては、律法なしに生きていたが、戒めが来るに

及んで、罪は生き返り、 10わたしは死んだ。そして、い

のちに導くべき戒めそのものが、かえってわたしを死に

導いて行くことがわかった。 11なぜなら、罪は戒めによ

って機会を捕え、わたしを欺き、戒めによってわたしを

殺したからである。 12このようなわけで、律法そのもの

は聖なるものであり、戒めも聖であって、正しく、かつ

善なるものである。 13では、善なるものが、わたしにと

って死となったのか。断じてそうではない。それはむし

ろ、罪の罪たることが現れるための、罪のしわざである

。すなわち、罪は、戒めによって、はなはだしく悪性な

ものとなるために、善なるものによってわたしを死に至

らせたのである。 14わたしたちは、律法は霊的なもので

あると知っている。しかし、わたしは肉につける者であ

って、罪の下に売られているのである。 15わたしは自分

のしていることが、わからない。なぜなら、わたしは自

分の欲する事は行わず、かえって自分の憎む事をしてい

るからである。 16もし、自分の欲しない事をしていると

すれば、わたしは律法が良いものであることを承認して

いることになる。 17そこで、この事をしているのは、も

はやわたしではなく、わたしの内に宿っている罪である

。 18わたしの内に、すなわち、わたしの肉の内には、善

なるものが宿っていないことを、わたしは知っている。

なぜなら、善をしようとする意志は、自分にあるが、そ

れをする力がないからである。 19すなわち、わたしの欲

している善はしないで、欲していない悪は、これを行っ

ている。 20もし、欲しないことをしているとすれば、そ

れをしているのは、もはやわたしではなく、わたしの内

に宿っている罪である。 21そこで、善をしようと欲して

いるわたしに、悪がはいり込んでいるという法則がある

のを見る。 22すなわち、わたしは、内なる人としては神

の律法を喜んでいるが、 23わたしの肢体には別の律法が

あって、わたしの心の法則に対して戦いをいどみ、そし

て、肢体に存在する罪の法則の中に、わたしをとりこに

しているのを見る。 24わたしは、なんというみじめな人

間なのだろう。だれが、この死のからだから、わたしを

救ってくれるだろうか。 25わたしたちの主イエス・キリ

ストによって、神は感謝すべきかな。このようにして、

わたし自身は、心では神の律法に仕えているが、肉では

罪の律法に仕えているのである。

8こういうわけで、今やキリスト・イエスにある者は罪
に定められることがない。 2なぜなら、キリスト・イ

エスにあるいのちの御霊の法則は、罪と死との法則から

あなたを解放したからである。 3律法が肉により無力に

なっているためになし得なかった事を、神はなし遂げて

下さった。すなわち、御子を、罪の肉の様で罪のために

つかわし、肉において罪を罰せられたのである。 4これ

は律法の要求が、肉によらず霊によって歩くわたしたち

において、満たされるためである。 5なぜなら、肉に従

う者は肉のことを思い、霊に従う者は霊のことを思うか

らである。 6肉の思いは死であるが、霊の思いは、いの

ちと平安とである。 7なぜなら、肉の思いは神に敵する

からである。すなわち、それは神の律法に従わず、否、

従い得ないのである。 8また、肉にある者は、神を喜ば

せることができない。 9しかし、神の御霊があなたがた

の内に宿っているなら、あなたがたは肉におるのではな

く、霊におるのである。もし、キリストの霊を持たない

人がいるなら、その人はキリストのものではない。 10も

し、キリストがあなたがたの内におられるなら、からだ
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は罪のゆえに死んでいても、霊は義のゆえに生きている

のである。 11もし、イエスを死人の中からよみがえらせ

たかたの御霊が、あなたがたの内に宿っているなら、キ

リスト・イエスを死人の中からよみがえらせたかたは、

あなたがたの内に宿っている御霊によって、あなたがた

の死ぬべきからだをも、生かしてくださるであろう。 12

それゆえに、兄弟たちよ。わたしたちは、果すべき責任

を負っている者であるが、肉に従って生きる責任を肉に

対して負っているのではない。 13なぜなら、もし、肉に

従って生きるなら、あなたがたは死ぬ外はないからであ

る。しかし、霊によってからだの働きを殺すなら、あな

たがたは生きるであろう。 14すべて神の御霊に導かれて

いる者は、すなわち、神の子である。 15あなたがたは再

び恐れをいだかせる奴隷の霊を受けたのではなく、子た

る身分を授ける霊を受けたのである。その霊によって、

わたしたちは「アバ、父よ」と呼ぶのである。 16御霊み

ずから、わたしたちの霊と共に、わたしたちが神の子で

あることをあかしして下さる。 17もし子であれば、相続

人でもある。神の相続人であって、キリストと栄光を共

にするために苦難をも共にしている以上、キリストと共

同の相続人なのである。 18わたしは思う。今のこの時の

苦しみは、やがてわたしたちに現されようとする栄光に

比べると、言うに足りない。 19被造物は、実に、切なる

思いで神の子たちの出現を待ち望んでいる。 20なぜなら

、被造物が虚無に服したのは、自分の意志によるのでは

なく、服従させたかたによるのであり、 21かつ、被造物

自身にも、滅びのなわめから解放されて、神の子たちの

栄光の自由に入る望みが残されているからである。 22実

に、被造物全体が、今に至るまで、共にうめき共に産み

の苦しみを続けていることを、わたしたちは知っている

。 23それだけではなく、御霊の最初の実を持っているわ

たしたち自身も、心の内でうめきながら、子たる身分を

授けられること、すなわち、からだのあがなわれること

を待ち望んでいる。 24わたしたちは、この望みによって

救われているのである。しかし、目に見える望みは望み

ではない。なぜなら、現に見ている事を、どうして、な

お望む人があろうか。 25もし、わたしたちが見ないこと

を望むなら、わたしたちは忍耐して、それを待ち望むの

である。 26御霊もまた同じように、弱いわたしたちを助

けて下さる。なぜなら、わたしたちはどう祈ったらよい

かわからないが、御霊みずから、言葉にあらわせない切

なるうめきをもって、わたしたちのためにとりなして下

さるからである。 27そして、人の心を探り知るかたは、

御霊の思うところがなんであるかを知っておられる。な

ぜなら、御霊は、聖徒のために、神の御旨にかなうとり

なしをして下さるからである。 28神は、神を愛する者た

ち、すなわち、ご計画に従って召された者たちと共に働

いて、万事を益となるようにして下さることを、わたし

たちは知っている。 29神はあらかじめ知っておられる者

たちを、更に御子のかたちに似たものとしようとして、

あらかじめ定めて下さった。それは、御子を多くの兄弟

の中で長子とならせるためであった。 30そして、あらか

じめ定めた者たちを更に召し、召した者たちを更に義と

し、義とした者たちには、更に栄光を与えて下さったの

である。 31それでは、これらの事について、なんと言お

うか。もし、神がわたしたちの味方であるなら、だれが

わたしたちに敵し得ようか。 32ご自身の御子をさえ惜し

まないで、わたしたちすべての者のために死に渡された

かたが、どうして、御子のみならず万物をも賜わらない

ことがあろうか。 33だれが、神の選ばれた者たちを訴え

るのか。神は彼らを義とされるのである。 34だれが、わ

たしたちを罪に定めるのか。キリスト・イエスは、死ん

で、否、よみがえって、神の右に座し、また、わたした

ちのためにとりなして下さるのである。 35だれが、キリ

ストの愛からわたしたちを離れさせるのか。患難か、苦

悩か、迫害か、飢えか、裸か、危難か、剣か。 36「わた

したちはあなたのために終日、死に定められており、ほ

ふられる羊のように見られている」と書いてあるとおり

である。 37しかし、わたしたちを愛して下さったかたに

よって、わたしたちは、これらすべての事において勝ち

得て余りがある。 38わたしは確信する。死も生も、天使

も支配者も、現在のものも将来のものも、力あるものも

、 39高いものも深いものも、その他どんな被造物も、わ

たしたちの主キリスト・イエスにおける神の愛から、わ

たしたちを引き離すことはできないのである。

9わたしはキリストにあって真実を語る。偽りは言わな
い。わたしの良心も聖霊によって、わたしにこうあか

しをしている。 2すなわち、わたしに大きな悲しみがあ

り、わたしの心に絶えざる痛みがある。 3実際、わたし

の兄弟、肉による同族のためなら、わたしのこの身がの

ろわれて、キリストから離されてもいとわない。 4彼ら

はイスラエル人であって、子たる身分を授けられること

も、栄光も、もろもろの契約も、律法を授けられること

も、礼拝も、数々の約束も彼らのもの、 5また父祖たち

も彼らのものであり、肉によればキリストもまた彼らか

ら出られたのである。万物の上にいます神は、永遠にほ

むべきかな、アァメン。 (aiōn g165) 6しかし、神の言が無

効になったというわけではない。なぜなら、イスラエル

から出た者が全部イスラエルなのではなく、 7また、ア

ブラハムの子孫だからといって、その全部が子であるの

ではないからである。かえって「イサクから出る者が、

あなたの子孫と呼ばれるであろう」。 8すなわち、肉の

子がそのまま神の子なのではなく、むしろ約束の子が子

孫として認められるのである。 9約束の言葉はこうであ

る。「来年の今ごろ、わたしはまた来る。そして、サラ

に男子が与えられるであろう」。 10そればかりではなく

、ひとりの人、すなわち、わたしたちの父祖イサクによ

って受胎したリベカの場合も、また同様である。 11まだ

子供らが生れもせず、善も悪もしない先に、神の選びの

計画が、 12わざによらず、召したかたによって行われる

ために、「兄は弟に仕えるであろう」と、彼女に仰せら

れたのである。 13「わたしはヤコブを愛しエサウを憎ん

だ」と書いてあるとおりである。 14では、わたしたちは

なんと言おうか。神の側に不正があるのか。断じてそう

ではない。 15神はモーセに言われた、「わたしは自分の

あわれもうとする者をあわれみ、いつくしもうとする者

を、いつくしむ」。 16ゆえに、それは人間の意志や努力

によるのではなく、ただ神のあわれみによるのである。

17聖書はパロにこう言っている、「わたしがあなたを立

てたのは、この事のためである。すなわち、あなたによ

ってわたしの力をあらわし、また、わたしの名が全世界

に言いひろめられるためである」。 18だから、神はその

あわれもうと思う者をあわれみ、かたくなにしようと思

う者を、かたくなになさるのである。 19そこで、あなた

は言うであろう、「なぜ神は、なおも人を責められるの
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か。だれが、神の意図に逆らい得ようか」。 20ああ人よ

。あなたは、神に言い逆らうとは、いったい、何者なの

か。造られたものが造った者に向かって、「なぜ、わた

しをこのように造ったのか」と言うことがあろうか。 21

陶器を造る者は、同じ土くれから、一つを尊い器に、他

を卑しい器に造りあげる権能がないのであろうか。 22も

し、神が怒りをあらわし、かつ、ご自身の力を知らせよ

うと思われつつも、滅びることになっている怒りの器を

、大いなる寛容をもって忍ばれたとすれば、 23かつ、栄

光にあずからせるために、あらかじめ用意されたあわれ

みの器にご自身の栄光の富を知らせようとされたとすれ

ば、どうであろうか。 24神は、このあわれみの器として

、またわたしたちをも、ユダヤ人の中からだけではなく

、異邦人の中からも召されたのである。 25それは、ホセ

アの書でも言われているとおりである、「わたしは、わ

たしの民でない者を、わたしの民と呼び、愛されなかっ

た者を、愛される者と呼ぶであろう。 26あなたがたはわ

たしの民ではないと、彼らに言ったその場所で、彼らは

生ける神の子らであると、呼ばれるであろう」。 27また

、イザヤはイスラエルについて叫んでいる、「たとい、

イスラエルの子らの数は、浜の砂のようであっても、救

われるのは、残された者だけであろう。 28主は、御言を

きびしくまたすみやかに、地上になしとげられるであろ

う」。 29さらに、イザヤは預言した、「もし、万軍の主

がわたしたちに子孫を残されなかったなら、わたしたち

はソドムのようになり、ゴモラと同じようになったであ

ろう」。 30では、わたしたちはなんと言おうか。義を追

い求めなかった異邦人は、義、すなわち、信仰による義

を得た。 31しかし、義の律法を追い求めていたイスラエ

ルは、その律法に達しなかった。 32なぜであるか。信仰

によらないで、行いによって得られるかのように、追い

求めたからである。彼らは、つまずきの石につまずいた

のである。 33「見よ、わたしはシオンに、つまずきの石

、さまたげの岩を置く。それにより頼む者は、失望に終

ることがない」と書いてあるとおりである。

10兄弟よ、わが心のねがひ、神に對する祈は、彼らの
救はれんことなり。 2われ彼らが神のために熱心な

ることを證す、されど其の熱心は知識によらざるなり。

3それは神の義を知らず、己の義を立てんとして、神の

義に服はざればなり。 4キリストは凡て信ずる者の義と

せられん爲に律法の終となり給へり。 5モーセは、律法

による義をおこなふ人は之によりて生くべしと録したり

。 6されど信仰による義は斯くいふ『なんぢ心に「誰か

天に昇らん」と言ふなかれ』と。 7これキリストを引下

さんとするなり『また「たれか底なき所に下らん」と言

ふなかれ』と。是キリストを死人の中より引上げんとす

るなり。 (Abyssos g12) 8さらば何と言ふか『御言はなんぢ

に近し、なんぢの口にあり、汝の心にあり』と。これ我

らが宣ぶる信仰の言なり。 9即ち、なんぢ口にてイエス

を主と言ひあらはし、心にて神の之を死人の中より甦へ

らせ給ひしことを信ぜば、救はるべし。 10それ人は心に

信じて義とせられ、口に言ひあらはして救はるるなり。

11聖書にいふ『すべて彼を信ずる者は辱しめられじ』と

。 12ユダヤ人とギリシヤ人との區別なし、同一の主は萬

民の主にましまして、凡て呼び求むる者に對して豐なり

。 13『すべて主の御名を呼び求むる者は救はるべし』と

あればなり。 14然れど未だ信ぜぬ者を爭で呼び求むるこ

とをせん、未だ聽かぬ者を爭で信ずることをせん、宣傳

ふる者なくば爭で聽くことをせん。 15遣されずば爭で宣

傳ふることをせん『ああ美しきかな、善き事を告ぐる者

の足よ』と録されたる如し。 16されど、みな福音に從ひ

しにはあらず、イザヤいふ『主よ、われらに聞きたる言

を誰か信ぜし』 17斯く信仰は聞くにより、聞くはキリス

トの言による。 18されど我いふ、彼ら聞えざりしか、然

らず『その聲は全地にゆきわたり、其の言は世界の極に

まで及べり』 19我また言ふ、イスラエルは知らざりしか

、先づモーセ言ふ『われ民ならぬ者をもて汝らに嫉を起

させ、愚なる民をもて汝らを怒らせん』 20またイザヤ憚

らずして言ふ『我を求めざる者に、われ見出され、我を

尋ねざる者に我あらはれたり』 21更にイスラエルに就き

ては『われ服はずして言ひさからふ民に、終日 手を伸べ

たり』と云へり。

11そこで、わたしは問う、「神はその民を捨てたので
あろうか」。断じてそうではない。わたしもイスラ

エル人であり、アブラハムの子孫、ベニヤミン族の者で

ある。 2神は、あらかじめ知っておられたその民を、捨

てることはされなかった。聖書がエリヤについてなんと

言っているか、あなたがたは知らないのか。すなわち、

彼はイスラエルを神に訴えてこう言った。 3「主よ、彼

らはあなたの預言者たちを殺し、あなたの祭壇をこぼち

、そして、わたしひとりが取り残されたのに、彼らはわ

たしのいのちをも求めています」。 4しかし、彼に対す

る御告げはなんであったか、「バアルにひざをかがめな

かった七千人を、わたしのために残しておいた」。 5そ

れと同じように、今の時にも、恵みの選びによって残さ

れた者がいる。 6しかし、恵みによるのであれば、もは

や行いによるのではない。そうでないと、恵みはもはや

恵みでなくなるからである。 7では、どうなるのか。イ

スラエルはその追い求めているものを得ないで、ただ選

ばれた者が、それを得た。そして、他の者たちはかたく

なになった。 8「神は、彼らに鈍い心と、見えない目と

、聞えない耳とを与えて、きょう、この日に及んでいる

」と書いてあるとおりである。 9ダビデもまた言ってい

る、「彼らの食卓は、彼らのわなとなれ、網となれ、つ

まずきとなれ、報復となれ。 10彼らの目は、くらんで見

えなくなれ、彼らの背は、いつまでも曲っておれ」。 11

そこで、わたしは問う、「彼らがつまずいたのは、倒れ

るためであったのか」。断じてそうではない。かえって

、彼らの罪過によって、救が異邦人に及び、それによっ

てイスラエルを奮起させるためである。 12しかし、もし

、彼らの罪過が世の富となり、彼らの失敗が異邦人の富

となったとすれば、まして彼らが全部救われたなら、ど

んなにかすばらしいことであろう。 13そこでわたしは、

あなたがた異邦人に言う。わたし自身は異邦人の使徒な

のであるから、わたしの務を光栄とし、 14どうにかして

わたしの骨肉を奮起させ、彼らの幾人かを救おうと願っ

ている。 15もし彼らの捨てられたことが世の和解となっ

たとすれば、彼らの受けいれられることは、死人の中か

ら生き返ることではないか。 16もし、麦粉の初穂がきよ

ければ、そのかたまりもきよい。もし根がきよければ、

その枝もきよい。 17しかし、もしある枝が切り去られて

、野生のオリブであるあなたがそれにつがれ、オリブの

根の豊かな養分にあずかっているとすれば、 18あなたは

その枝に対して誇ってはならない。たとえ誇るとしても
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、あなたが根をささえているのではなく、根があなたを

ささえているのである。 19すると、あなたは、「枝が切

り去られたのは、わたしがつがれるためであった」と言

うであろう。 20まさに、そのとおりである。彼らは不信

仰のゆえに切り去られ、あなたは信仰のゆえに立ってい

るのである。高ぶった思いをいだかないで、むしろ恐れ

なさい。 21もし神が元木の枝を惜しまなかったとすれば

、あなたを惜しむようなことはないであろう。 22神の慈

愛と峻厳とを見よ。神の峻厳は倒れた者たちに向けられ

、神の慈愛は、もしあなたがその慈愛にとどまっている

なら、あなたに向けられる。そうでないと、あなたも切

り取られるであろう。 23しかし彼らも、不信仰を続けな

ければ、つがれるであろう。神には彼らを再びつぐ力が

ある。 24なぜなら、もしあなたが自然のままの野生のオ

リブから切り取られ、自然の性質に反して良いオリブに

つがれたとすれば、まして、これら自然のままの良い枝

は、もっとたやすく、元のオリブにつがれないであろう

か。 25兄弟たちよ。あなたがたが知者だと自負すること

のないために、この奥義を知らないでいてもらいたくな

い。一部のイスラエル人がかたくなになったのは、異邦

人が全部救われるに至る時までのことであって、 26こう

して、イスラエル人は、すべて救われるであろう。すな

わち、次のように書いてある、「救う者がシオンからき

て、ヤコブから不信心を追い払うであろう。 27そして、

これが、彼らの罪を除き去る時に、彼らに対して立てる

わたしの契約である」。 28福音について言えば、彼らは

、あなたがたのゆえに、神の敵とされているが、選びに

ついて言えば、父祖たちのゆえに、神に愛せられる者で

ある。 29神の賜物と召しとは、変えられることがない。

30あなたがたが、かつては神に不従順であったが、今は

彼らの不従順によってあわれみを受けたように、 31彼ら

も今は不従順になっているが、それは、あなたがたの受

けたあわれみによって、彼ら自身も今あわれみを受ける

ためなのである。 32すなわち、神はすべての人をあわれ

むために、すべての人を不従順のなかに閉じ込めたので

ある。 (eleēsē g1653) 33ああ深いかな、神の知恵と知識と

の富は。そのさばきは窮めがたく、その道は測りがたい

。 34「だれが、主の心を知っていたか。だれが、主の計

画にあずかったか。 35また、だれが、まず主に与えて、

その報いを受けるであろうか」。 36万物は、神からいで

、神によって成り、神に帰するのである。栄光がとこし

えに神にあるように、アァメン。 (aiōn g165)

12兄弟たちよ。そういうわけで、神のあわれみによっ
てあなたがたに勧める。あなたがたのからだを、神

に喜ばれる、生きた、聖なる供え物としてささげなさい

。それが、あなたがたのなすべき霊的な礼拝である。 2

あなたがたは、この世と妥協してはならない。むしろ、

心を新たにすることによって、造りかえられ、何が神の

御旨であるか、何が善であって、神に喜ばれ、かつ全き

ことであるかを、わきまえ知るべきである。 (aiōn g165) 3

わたしは、自分に与えられた恵みによって、あなたがた

ひとりびとりに言う。思うべき限度を越えて思いあがる

ことなく、むしろ、神が各自に分け与えられた信仰の量

りにしたがって、慎み深く思うべきである。 4なぜなら

、一つのからだにたくさんの肢体があるが、それらの肢

体がみな同じ働きをしてはいないように、 5わたしたち

も数は多いが、キリストにあって一つのからだであり、

また各自は互に肢体だからである。 6このように、わた

したちは与えられた恵みによって、それぞれ異なった賜

物を持っているので、もし、それが預言であれば、信仰

の程度に応じて預言をし、 7奉仕であれば奉仕をし、ま

た教える者であれば教え、 8勧めをする者であれば勧め

、寄附する者は惜しみなく寄附し、指導する者は熱心に

指導し、慈善をする者は快く慈善をすべきである。 9愛

には偽りがあってはならない。悪は憎み退け、善には親

しみ結び、 10兄弟の愛をもって互にいつくしみ、進んで

互に尊敬し合いなさい。 11熱心で、うむことなく、霊に

燃え、主に仕え、 12望みをいだいて喜び、患難に耐え、

常に祈りなさい。 13貧しい聖徒を助け、努めて旅人をも

てなしなさい。 14あなたがたを迫害する者を祝福しなさ

い。祝福して、のろってはならない。 15喜ぶ者と共に喜

び、泣く者と共に泣きなさい。 16互に思うことをひとつ

にし、高ぶった思いをいだかず、かえって低い者たちと

交わるがよい。自分が知者だと思いあがってはならない

。 17だれに対しても悪をもって悪に報いず、すべての人

に対して善を図りなさい。 18あなたがたは、できる限り

すべての人と平和に過ごしなさい。 19愛する者たちよ。

自分で復讐をしないで、むしろ、神の怒りに任せなさい

。なぜなら、「主が言われる。復讐はわたしのすること

である。わたし自身が報復する」と書いてあるからであ

る。 20むしろ、「もしあなたの敵が飢えるなら、彼に食

わせ、かわくなら、彼に飲ませなさい。そうすることに

よって、あなたは彼の頭に燃えさかる炭火を積むことに

なるのである」。 21悪に負けてはいけない。かえって、

善をもって悪に勝ちなさい。

13すべての人は、上に立つ権威に従うべきである。な
ぜなら、神によらない権威はなく、おおよそ存在し

ている権威は、すべて神によって立てられたものだから

である。 2したがって、権威に逆らう者は、神の定めに

そむく者である。そむく者は、自分の身にさばきを招く

ことになる。 3いったい、支配者たちは、善事をする者

には恐怖でなく、悪事をする者にこそ恐怖である。あな

たは権威を恐れないことを願うのか。それでは、善事を

するがよい。そうすれば、彼からほめられるであろう。

4彼は、あなたに益を与えるための神の僕なのである。

しかし、もしあなたが悪事をすれば、恐れなければなら

ない。彼はいたずらに剣を帯びているのではない。彼は

神の僕であって、悪事を行う者に対しては、怒りをもっ

て報いるからである。 5だから、ただ怒りをのがれるた

めだけではなく、良心のためにも従うべきである。 6あ

なたがたが貢を納めるのも、また同じ理由からである。

彼らは神に仕える者として、もっぱらこの務に携わって

いるのである。 7あなたがたは、彼らすべてに対して、

義務を果しなさい。すなわち、貢を納むべき者には貢を

納め、税を納むべき者には税を納め、恐るべき者は恐れ

、敬うべき者は敬いなさい。 8互に愛し合うことの外は

、何人にも借りがあってはならない。人を愛する者は、

律法を全うするのである。 9「姦淫するな、殺すな、盗

むな、むさぼるな」など、そのほかに、どんな戒めがあ

っても、結局「自分を愛するようにあなたの隣り人を愛

せよ」というこの言葉に帰する。 10愛は隣り人に害を加

えることはない。だから、愛は律法を完成するものであ

る。 11なお、あなたがたは時を知っているのだから、特

に、この事を励まねばならない。すなわち、あなたがた
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の眠りからさめるべき時が、すでにきている。なぜなら

今は、わたしたちの救が、初め信じた時よりも、もっと

近づいているからである。 12夜はふけ、日が近づいてい

る。それだから、わたしたちは、やみのわざを捨てて、

光の武具を着けようではないか。 13そして、宴楽と泥酔

、淫乱と好色、争いとねたみを捨てて、昼歩くように、

つつましく歩こうではないか。 14あなたがたは、主イエ

ス・キリストを着なさい。肉の欲を満たすことに心を向

けてはならない。

14信仰の弱い者を受けいれなさい。ただ、意見を批評
するためであってはならない。 2ある人は、何を食

べてもさしつかえないと信じているが、弱い人は野菜だ

けを食べる。 3食べる者は食べない者を軽んじてはなら

ず、食べない者も食べる者をさばいてはならない。神は

彼を受けいれて下さったのであるから。 4他人の僕をさ

ばくあなたは、いったい、何者であるか。彼が立つのも

倒れるのも、その主人によるのである。しかし、彼は立

つようになる。主は彼を立たせることができるからであ

る。 5また、ある人は、この日がかの日よりも大事であ

ると考え、ほかの人はどの日も同じだと考える。各自は

それぞれ心の中で、確信を持っておるべきである。 6日

を重んじる者は、主のために重んじる。また食べる者も

主のために食べる。神に感謝して食べるからである。食

べない者も主のために食べない。そして、神に感謝する

。 7すなわち、わたしたちのうち、だれひとり自分のた

めに生きる者はなく、だれひとり自分のために死ぬ者は

ない。 8わたしたちは、生きるのも主のために生き、死

ぬのも主のために死ぬ。だから、生きるにしても死ぬに

しても、わたしたちは主のものなのである。 9なぜなら

、キリストは、死者と生者との主となるために、死んで

生き返られたからである。 10それだのに、あなたは、な

ぜ兄弟をさばくのか。あなたは、なぜ兄弟を軽んじるの

か。わたしたちはみな、神のさばきの座の前に立つので

ある。 11すなわち、「主が言われる。わたしは生きてい

る。すべてのひざは、わたしに対してかがみ、すべての

舌は、神にさんびをささげるであろう」と書いてある。

12だから、わたしたちひとりびとりは、神に対して自分

の言いひらきをすべきである。 13それゆえ、今後わたし

たちは、互にさばき合うことをやめよう。むしろ、あな

たがたは、妨げとなる物や、つまずきとなる物を兄弟の

前に置かないことに、決めるがよい。 14わたしは、主イ

エスにあって知りかつ確信している。それ自体、汚れて

いるものは一つもない。ただ、それが汚れていると考え

る人にだけ、汚れているのである。 15もし食物のゆえに

兄弟を苦しめるなら、あなたは、もはや愛によって歩い

ているのではない。あなたの食物によって、兄弟を滅ぼ

してはならない。キリストは彼のためにも、死なれたの

である。 16それだから、あなたがたにとって良い事が、

そしりの種にならぬようにしなさい。 17神の国は飲食で

はなく、義と、平和と、聖霊における喜びとである。 18

こうしてキリストに仕える者は、神に喜ばれ、かつ、人

にも受けいれられるのである。 19こういうわけで、平和

に役立つことや、互の徳を高めることを、追い求めよう

ではないか。 20食物のことで、神のみわざを破壊しては

ならない。すべての物はきよい。ただ、それを食べて人

をつまずかせる者には、悪となる。 21肉を食わず、酒を

飲まず、そのほか兄弟をつまずかせないのは、良いこと

である。 22あなたの持っている信仰を、神のみまえに、

自分自身に持っていなさい。自ら良いと定めたことにつ

いて、やましいと思わない人は、さいわいである。 23し

かし、疑いながら食べる者は、信仰によらないから、罪

に定められる。すべて信仰によらないことは、罪である

。

15わたしたち強い者は、強くない者たちの弱さをにな
うべきであって、自分だけを喜ばせることをしては

ならない。 2わたしたちひとりびとりは、隣り人の徳を

高めるために、その益を図って彼らを喜ばすべきである

。 3キリストさえ、ご自身を喜ばせることはなさらなか

った。むしろ「あなたをそしる者のそしりが、わたしに

降りかかった」と書いてあるとおりであった。 4これま

でに書かれた事がらは、すべてわたしたちの教のために

書かれたのであって、それは聖書の与える忍耐と慰めと

によって、望みをいだかせるためである。 5どうか、忍

耐と慰めとの神が、あなたがたに、キリスト・イエスに

ならって互に同じ思いをいだかせ、 6こうして、心を一

つにし、声を合わせて、わたしたちの主イエス・キリス

トの父なる神をあがめさせて下さるように。 7こういう

わけで、キリストもわたしたちを受けいれて下さったよ

うに、あなたがたも互に受けいれて、神の栄光をあらわ

すべきである。 8わたしは言う、キリストは神の真実を

明らかにするために、割礼のある者の僕となられた。そ

れは父祖たちの受けた約束を保証すると共に、 9異邦人

もあわれみを受けて神をあがめるようになるためである

、「それゆえ、わたしは、異邦人の中であなたにさんび

をささげ、また、御名をほめ歌う」と書いてあるとおり

である。 10また、こう言っている、「異邦人よ、主の民

と共に喜べ」。 11また、「すべての異邦人よ、主をほめ

まつれ。もろもろの民よ、主をほめたたえよ」。 12また

イザヤは言っている、「エッサイの根から芽が出て、異

邦人を治めるために立ち上がる者が来る。異邦人は彼に

望みをおくであろう」。 13どうか、望みの神が、信仰か

ら来るあらゆる喜びと平安とを、あなたがたに満たし、

聖霊の力によって、あなたがたを、望みにあふれさせて

下さるように。 14さて、わたしの兄弟たちよ。あなたが

た自身が、善意にあふれ、あらゆる知恵に満たされ、そ

して互に訓戒し合う力のあることを、わたしは堅く信じ

ている。 15しかし、わたしはあなたがたの記憶を新たに

するために、ところどころ、かなり思いきって書いた。

それは、神からわたしに賜わった恵みによって、書いた

のである。 16このように恵みを受けたのは、わたしが異

邦人のためにキリスト・イエスに仕える者となり、神の

福音のために祭司の役を勤め、こうして異邦人を、聖霊

によってきよめられた、御旨にかなうささげ物とするた

めである。 17だから、わたしは神への奉仕については、

キリスト・イエスにあって誇りうるのである。 18わたし

は、異邦人を従順にするために、キリストがわたしを用

いて、言葉とわざ、 19しるしと不思議との力、聖霊の力

によって、働かせて下さったことの外には、あえて何も

語ろうとは思わない。こうして、わたしはエルサレムか

ら始まり、巡りめぐってイルリコに至るまで、キリスト

の福音を満たしてきた。 20その際、わたしの切に望んだ

ところは、他人の土台の上に建てることをしないで、キ

リストの御名がまだ唱えられていない所に福音を宣べ伝

えることであった。 21すなわち、「彼のことを宣べ伝え
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られていなかった人々が見、聞いていなかった人々が悟

るであろう」と書いてあるとおりである。 22こういうわ

けで、わたしはあなたがたの所に行くことを、たびたび

妨げられてきた。 23しかし今では、この地方にはもはや

働く余地がなく、かつイスパニヤに赴く場合、あなたが

たの所に行くことを、多年、熱望していたので、 24その

途中あなたがたに会い、まず幾分でもわたしの願いがあ

なたがたによって満たされたら、あなたがたに送られて

そこへ行くことを、望んでいるのである。 25しかし今の

場合、聖徒たちに仕えるために、わたしはエルサレムに

行こうとしている。 26なぜなら、マケドニヤとアカヤと

の人々は、エルサレムにおる聖徒の中の貧しい人々を援

助することに賛成したからである。 27たしかに、彼らは

賛成した。しかし同時に、彼らはかの人々に負債がある

。というのは、もし異邦人が彼らの霊の物にあずかった

とすれば、肉の物をもって彼らに仕えるのは、当然だか

らである。 28そこでわたしは、この仕事を済ませて彼ら

にこの実を手渡した後、あなたがたの所をとおって、イ

スパニヤに行こうと思う。 29そしてあなたがたの所に行

く時には、キリストの満ちあふれる祝福をもって行くこ

とと、信じている。 30兄弟たちよ。わたしたちの主イエ

ス・キリストにより、かつ御霊の愛によって、あなたが

たにお願いする。どうか、共に力をつくして、わたしの

ために神に祈ってほしい。 31すなわち、わたしがユダヤ

におる不信の徒から救われ、そしてエルサレムに対する

わたしの奉仕が聖徒たちに受けいれられるものとなるよ

うに、 32また、神の御旨により、喜びをもってあなたが

たの所に行き、共になぐさめ合うことができるように祈

ってもらいたい。 33どうか、平和の神があなたがた一同

と共にいますように、アァメン。

16ケンクレヤにある教会の執事、わたしたちの姉妹フ
ィベを、あなたがたに紹介する。 2どうか、聖徒た

るにふさわしく、主にあって彼女を迎え、そして、彼女

があなたがたにしてもらいたいことがあれば、何事でも

、助けてあげてほしい。彼女は多くの人の援助者であり

、またわたし自身の援助者でもあった。 3キリスト・イ

エスにあるわたしの同労者プリスカとアクラとに、よろ

しく言ってほしい。 4彼らは、わたしのいのちを救うた

めに、自分の首をさえ差し出してくれたのである。彼ら

に対しては、わたしだけではなく、異邦人のすべての教

会も、感謝している。 5また、彼らの家の教会にも、よ

ろしく。わたしの愛するエパネトに、よろしく言ってほ

しい。彼は、キリストにささげられたアジヤの初穂であ

る。 6あなたがたのために一方ならず労苦したマリヤに

、よろしく言ってほしい。 7わたしの同族であって、わ

たしと一緒に投獄されたことのあるアンデロニコとユニ

アスとに、よろしく。彼らは使徒たちの間で評判がよく

、かつ、わたしよりも先にキリストを信じた人々である

。 8主にあって愛するアムプリアトに、よろしく。 9キ

リストにあるわたしたちの同労者ウルバノと、愛するス

タキスとに、よろしく。 10キリストにあって錬達なアペ

レに、よろしく。アリストブロの家の人たちに、よろし

く。 11同族のヘロデオンに、よろしく。ナルキソの家の

、主にある人たちに、よろしく。 12主にあって労苦して

いるツルパナとツルポサとに、よろしく。主にあって一

方ならず労苦した愛するペルシスに、よろしく。 13主に

あって選ばれたルポスと、彼の母とに、よろしく。彼の

母は、わたしの母でもある。 14アスンクリト、フレゴン

、ヘルメス、パトロバ、ヘルマスおよび彼らと一緒にい

る兄弟たちに、よろしく。 15ピロロゴとユリヤとに、ま

たネレオとその姉妹とに、オルンパに、また彼らと一緒

にいるすべての聖徒たちに、よろしく言ってほしい。 16

きよい接吻をもって、互にあいさつをかわしなさい。キ

リストのすべての教会から、あなたがたによろしく。 17

さて兄弟たちよ。あなたがたに勧告する。あなたがたが

学んだ教にそむいて分裂を引き起し、つまずきを与える

人々を警戒し、かつ彼らから遠ざかるがよい。 18なぜな

ら、こうした人々は、わたしたちの主キリストに仕えな

いで、自分の腹に仕え、そして甘言と美辞とをもって、

純朴な人々の心を欺く者どもだからである。 19あなたが

たの従順は、すべての人々の耳に達しており、それをあ

なたがたのために喜んでいる。しかし、わたしの願うと

ころは、あなたがたが善にさとく、悪には、うとくあっ

てほしいことである。 20平和の神は、サタンをすみやか

にあなたがたの足の下に踏み砕くであろう。どうか、わ

たしたちの主イエスの恵みが、あなたがたと共にあるよ

うに。 21わたしの同労者テモテおよび同族のルキオ、ヤ

ソン、ソシパテロから、あなたがたによろしく。 22（こ

の手紙を筆記したわたしテルテオも、主にあってあなた

がたにあいさつの言葉をおくる。） 23わたしと全教会と

の家主ガイオから、あなたがたによろしく。市の会計係

エラストと兄弟クワルトから、あなたがたによろしく。

〔 24わたしたちの主イエス・キリストの恵みが、あなた

がた一同と共にあるように、アァメン。〕 25願わくは、

わたしの福音とイエス・キリストの宣教とにより、かつ

、長き世々にわたって、 (aiōnios g166) 26隠されていたが

、今やあらわされ、預言の書をとおして、永遠の神の命

令に従い、信仰の従順に至らせるために、もろもろの国

人に告げ知らされた奥義の啓示によって、あなたがたを

力づけることのできるかた、 (aiōnios g166) 27すなわち、

唯一の知恵深き神に、イエス・キリストにより、栄光が

永遠より永遠にあるように、アァメン。 (aiōn g165)
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コリント人への手紙

第一

1神の御旨により召されてキリスト・イエスの使徒とな
ったパウロと、兄弟ソステネから、 2コリントにある

神の教会、すなわち、わたしたちの主イエス・キリスト

の御名を至る所で呼び求めているすべての人々と共に、

キリスト・イエスにあってきよめられ、聖徒として召さ

れたかたがたへ。このキリストは、わたしたちの主であ

り、また彼らの主であられる。 3わたしたちの父なる神

と主イエス・キリストから、恵みと平安とが、あなたが

たにあるように。 4わたしは、あなたがたがキリスト・

イエスにあって与えられた神の恵みを思って、いつも神

に感謝している。 5あなたがたはキリストにあって、す

べてのことに、すなわち、すべての言葉にもすべての知

識にも恵まれ、 6キリストのためのあかしが、あなたが

たのうちに確かなものとされ、 7こうして、あなたがた

は恵みの賜物にいささかも欠けることがなく、わたした

ちの主イエス・キリストの現れるのを待ち望んでいる。

8主もまた、あなたがたを最後まで堅くささえて、わた

したちの主イエス・キリストの日に、責められるところ

のない者にして下さるであろう。 9神は真実なかたであ

る。あなたがたは神によって召され、御子、わたしたち

の主イエス・キリストとの交わりに、はいらせていただ

いたのである。 10さて兄弟たちよ。わたしたちの主イエ

ス・キリストの名によって、あなたがたに勧める。みな

語ることを一つにし、お互の間に分争がないようにし、

同じ心、同じ思いになって、堅く結び合っていてほしい

。 11わたしの兄弟たちよ。実は、クロエの家の者たちか

ら、あなたがたの間に争いがあると聞かされている。 12

はっきり言うと、あなたがたがそれぞれ、「わたしはパ

ウロにつく」「わたしはアポロに」「わたしはケパに」

「わたしはキリストに」と言い合っていることである。

13キリストは、いくつにも分けられたのか。パウロは、

あなたがたのために十字架につけられたことがあるのか

。それとも、あなたがたは、パウロの名によってバプテ

スマを受けたのか。 14わたしは感謝しているが、クリス

ポとガイオ以外には、あなたがたのうちのだれにも、バ

プテスマを授けたことがない。 15それはあなたがたがわ

たしの名によってバプテスマを受けたのだと、だれにも

言われることのないためである。 16もっとも、ステパナ

の家の者たちには、バプテスマを授けたことがある。し

かし、そのほかには、だれにも授けた覚えがない。 17い

ったい、キリストがわたしをつかわされたのは、バプテ

スマを授けるためではなく、福音を宣べ伝えるためであ

り、しかも知恵の言葉を用いずに宣べ伝えるためであっ

た。それは、キリストの十字架が無力なものになってし

まわないためなのである。 18十字架の言は、滅び行く者

には愚かであるが、救にあずかるわたしたちには、神の

力である。 19すなわち、聖書に、「わたしは知者の知恵

を滅ぼし、賢い者の賢さをむなしいものにする」と書い

てある。 20知者はどこにいるか。学者はどこにいるか。

この世の論者はどこにいるか。神はこの世の知恵を、愚

かにされたではないか。 (aiōn g165) 21この世は、自分の

知恵によって神を認めるに至らなかった。それは、神の

知恵にかなっている。そこで神は、宣教の愚かさによっ

て、信じる者を救うこととされたのである。 22ユダヤ人

はしるしを請い、ギリシヤ人は知恵を求める。 23しかし

わたしたちは、十字架につけられたキリストを宣べ伝え

る。このキリストは、ユダヤ人にはつまずかせるもの、

異邦人には愚かなものであるが、 24召された者自身にと

っては、ユダヤ人にもギリシヤ人にも、神の力、神の知

恵たるキリストなのである。 25神の愚かさは人よりも賢

く、神の弱さは人よりも強いからである。 26兄弟たちよ

。あなたがたが召された時のことを考えてみるがよい。

人間的には、知恵のある者が多くはなく、権力のある者

も多くはなく、身分の高い者も多くはいない。 27それだ

のに神は、知者をはずかしめるために、この世の愚かな

者を選び、強い者をはずかしめるために、この世の弱い

者を選び、 28有力な者を無力な者にするために、この世

で身分の低い者や軽んじられている者、すなわち、無き

に等しい者を、あえて選ばれたのである。 29それは、ど

んな人間でも、神のみまえに誇ることがないためである

。 30あなたがたがキリスト・イエスにあるのは、神によ

るのである。キリストは神に立てられて、わたしたちの

知恵となり、義と聖とあがないとになられたのである。

31それは、「誇る者は主を誇れ」と書いてあるとおりで

ある。

2兄弟たちよ。わたしもまた、あなたがたの所に行った
とき、神のあかしを宣べ伝えるのに、すぐれた言葉や

知恵を用いなかった。 2なぜなら、わたしはイエス・キ

リスト、しかも十字架につけられたキリスト以外のこと

は、あなたがたの間では何も知るまいと、決心したから

である。 3わたしがあなたがたの所に行った時には、弱

くかつ恐れ、ひどく不安であった。 4そして、わたしの

言葉もわたしの宣教も、巧みな知恵の言葉によらないで

、霊と力との証明によったのである。 5それは、あなた

がたの信仰が人の知恵によらないで、神の力によるもの

となるためであった。 6しかしわたしたちは、円熟して

いる者の間では、知恵を語る。この知恵は、この世の者

の知恵ではなく、この世の滅び行く支配者たちの知恵で

もない。 (aiōn g165) 7むしろ、わたしたちが語るのは、隠

された奥義としての神の知恵である。それは神が、わた

したちの受ける栄光のために、世の始まらぬ先から、あ

らかじめ定めておかれたものである。 (aiōn g165) 8この世

の支配者たちのうちで、この知恵を知っていた者は、ひ

とりもいなかった。もし知っていたなら、栄光の主を十

字架につけはしなかったであろう。 (aiōn g165) 9しかし、

聖書に書いてあるとおり、「目がまだ見ず、耳がまだ聞

かず、人の心に思い浮びもしなかったことを、神は、ご

自分を愛する者たちのために備えられた」のである。 10

そして、それを神は、御霊によってわたしたちに啓示し

て下さったのである。御霊はすべてのものをきわめ、神

の深みまでもきわめるのだからである。 11いったい、人

間の思いは、その内にある人間の霊以外に、だれが知っ

ていようか。それと同じように神の思いも、神の御霊以

外には、知るものはない。 12ところが、わたしたちが受

けたのは、この世の霊ではなく、神からの霊である。そ

れによって、神から賜わった恵みを悟るためである。 13

この賜物について語るにも、わたしたちは人間の知恵が

教える言葉を用いないで、御霊の教える言葉を用い、霊

によって霊のことを解釈するのである。 14生れながらの

人は、神の御霊の賜物を受けいれない。それは彼には愚
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かなものだからである。また、御霊によって判断される

べきであるから、彼はそれを理解することができない。

15しかし、霊の人は、すべてのものを判断するが、自分

自身はだれからも判断されることはない。 16「だれが主

の思いを知って、彼を教えることができようか」。しか

し、わたしたちはキリストの思いを持っている。

3兄弟たちよ。わたしはあなたがたには、霊の人に対す
るように話すことができず、むしろ、肉に属する者、

すなわち、キリストにある幼な子に話すように話した。

2あなたがたに乳を飲ませて、堅い食物は与えなかった

。食べる力が、まだあなたがたになかったからである。

今になってもその力がない。 3あなたがたはまだ、肉の

人だからである。あなたがたの間に、ねたみや争いがあ

るのは、あなたがたが肉の人であって、普通の人間のよ

うに歩いているためではないか。 4すなわち、ある人は

「わたしはパウロに」と言い、ほかの人は「わたしはア

ポロに」と言っているようでは、あなたがたは普通の人

間ではないか。 5アポロは、いったい、何者か。また、

パウロは何者か。あなたがたを信仰に導いた人にすぎな

い。しかもそれぞれ、主から与えられた分に応じて仕え

ているのである。 6わたしは植え、アポロは水をそそい

だ。しかし成長させて下さるのは、神である。 7だから

、植える者も水をそそぐ者も、ともに取るに足りない。

大事なのは、成長させて下さる神のみである。 8植える

者と水をそそぐ者とは一つであって、それぞれその働き

に応じて報酬を得るであろう。 9わたしたちは神の同労

者である。あなたがたは神の畑であり、神の建物である

。 10神から賜わった恵みによって、わたしは熟練した建

築師のように、土台をすえた。そして他の人がその上に

家を建てるのである。しかし、どういうふうに建てるか

、それぞれ気をつけるがよい。 11なぜなら、すでにすえ

られている土台以外のものをすえることは、だれにもで

きない。そして、この土台はイエス・キリストである。

12この土台の上に、だれかが金、銀、宝石、木、草、ま

たは、わらを用いて建てるならば、 13それぞれの仕事は

、はっきりとわかってくる。すなわち、かの日は火の中

に現れて、それを明らかにし、またその火は、それぞれ

の仕事がどんなものであるかを、ためすであろう。 14も

しある人の建てた仕事がそのまま残れば、その人は報酬

を受けるが、 15その仕事が焼けてしまえば、損失を被る

であろう。しかし彼自身は、火の中をくぐってきた者の

ようにではあるが、救われるであろう。 16あなたがたは

神の宮であって、神の御霊が自分のうちに宿っているこ

とを知らないのか。 17もし人が、神の宮を破壊するなら

、神はその人を滅ぼすであろう。なぜなら、神の宮は聖

なるものであり、そして、あなたがたはその宮なのだか

らである。 18だれも自分を欺いてはならない。もしあな

たがたのうちに、自分がこの世の知者だと思う人がいる

なら、その人は知者になるために愚かになるがよい。

(aiōn g165) 19なぜなら、この世の知恵は、神の前では愚か

なものだからである。「神は、知者たちをその悪知恵に

よって捕える」と書いてあり、 20更にまた、「主は、知

者たちの論議のむなしいことをご存じである」と書いて

ある。 21だから、だれも人間を誇ってはいけない。すべ

ては、あなたがたのものなのである。 22パウロも、アポ

ロも、ケパも、世界も、生も、死も、現在のものも、将

来のものも、ことごとく、あなたがたのものである。 23

そして、あなたがたはキリストのもの、キリストは神の

ものである。

4このようなわけだから、人はわたしたちを、キリスト
に仕える者、神の奥義を管理している者と見るがよい

。 2この場合、管理者に要求されているのは、忠実であ

ることである。 3わたしはあなたがたにさばかれたり、

人間の裁判にかけられたりしても、なんら意に介しない

。いや、わたしは自分をさばくこともしない。 4わたし

は自ら省みて、なんらやましいことはないが、それで義

とされているわけではない。わたしをさばくかたは、主

である。 5だから、主がこられるまでは、何事について

も、先走りをしてさばいてはいけない。主は暗い中に隠

れていることを明るみに出し、心の中で企てられている

ことを、あらわにされるであろう。その時には、神から

それぞれほまれを受けるであろう。 6兄弟たちよ。これ

らのことをわたし自身とアポロとに当てはめて言って聞

かせたが、それはあなたがたが、わたしたちを例にとっ

て、「しるされている定めを越えない」ことを学び、ひ

とりの人をあがめ、ほかの人を見さげて高ぶることのな

いためである。 7いったい、あなたを偉くしているのは

、だれなのか。あなたの持っているもので、もらってい

ないものがあるか。もしもらっているなら、なぜもらっ

ていないもののように誇るのか。 8あなたがたは、すで

に満腹しているのだ。すでに富み栄えているのだ。わた

したちを差しおいて、王になっているのだ。ああ、王に

なっていてくれたらと思う。そうであったなら、わたし

たちも、あなたがたと共に王になれたであろう。 9わた

しはこう考える。神はわたしたち使徒を死刑囚のように

、最後に出場する者として引き出し、こうしてわたした

ちは、全世界に、天使にも人々にも見せ物にされたのだ

。 10わたしたちはキリストのゆえに愚かな者となり、あ

なたがたはキリストにあって賢い者となっている。わた

したちは弱いが、あなたがたは強い。あなたがたは尊ば

れ、わたしたちは卑しめられている。 11今の今まで、わ

たしたちは飢え、かわき、裸にされ、打たれ、宿なしで

あり、 12苦労して自分の手で働いている。はずかしめら

れては祝福し、迫害されては耐え忍び、 13ののしられて

は優しい言葉をかけている。わたしたちは今に至るまで

、この世のちりのように、人間のくずのようにされてい

る。 14わたしがこのようなことを書くのは、あなたがた

をはずかしめるためではなく、むしろ、わたしの愛児と

してさとすためである。 15たといあなたがたに、キリス

トにある養育掛が一万人あったとしても、父が多くある

のではない。キリスト・イエスにあって、福音によりあ

なたがたを生んだのは、わたしなのである。 16そこで、

あなたがたに勧める。わたしにならう者となりなさい。

17このことのために、わたしは主にあって愛する忠実な

わたしの子テモテを、あなたがたの所につかわした。彼

は、キリスト・イエスにおけるわたしの生活のしかたを

、わたしが至る所の教会で教えているとおりに、あなた

がたに思い起させてくれるであろう。 18しかしある人々

は、わたしがあなたがたの所に来ることはあるまいとみ

て、高ぶっているということである。 19しかし主のみこ

ころであれば、わたしはすぐにでもあなたがたの所に行

って、高ぶっている者たちの言葉ではなく、その力を見

せてもらおう。 20神の国は言葉ではなく、力である。

21あなたがたは、どちらを望むのか。わたしがむちをも
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って、あなたがたの所に行くことか、それとも、愛と柔

和な心とをもって行くことであるか。

5現に聞くところによると、あなたがたの間に不品行な
者があり、しかもその不品行は、異邦人の間にもない

ほどのもので、ある人がその父の妻と一緒に住んでいる

ということである。 2それだのに、なお、あなたがたは

高ぶっている。むしろ、そんな行いをしている者が、あ

なたがたの中から除かれねばならないことを思って、悲

しむべきではないか。 3しかし、わたし自身としては、

からだは離れていても、霊では一緒にいて、その場にい

る者のように、そんな行いをした者を、すでにさばいて

しまっている。 4すなわち、主イエスの名によって、あ

なたがたもわたしの霊も共に、わたしたちの主イエスの

権威のもとに集まって、 5彼の肉が滅ぼされても、その

霊が主のさばきの日に救われるように、彼をサタンに引

き渡してしまったのである。 6あなたがたが誇っている

のは、よろしくない。あなたがたは、少しのパン種が粉

のかたまり全体をふくらませることを、知らないのか。

7新しい粉のかたまりになるために、古いパン種を取り

除きなさい。あなたがたは、事実パン種のない者なのだ

から。わたしたちの過越の小羊であるキリストは、すで

にほふられたのだ。 8ゆえに、わたしたちは、古いパン

種や、また悪意と邪悪とのパン種を用いずに、パン種の

はいっていない純粋で真実なパンをもって、祭をしよう

ではないか。 9わたしは前の手紙で、不品行な者たちと

交際してはいけないと書いたが、 10それは、この世の不

品行な者、貪欲な者、略奪をする者、偶像礼拝をする者

などと全然交際してはいけないと、言ったのではない。

もしそうだとしたら、あなたがたはこの世から出て行か

ねばならないことになる。 11しかし、わたしが実際に書

いたのは、兄弟と呼ばれる人で、不品行な者、貪欲な者

、偶像礼拝をする者、人をそしる者、酒に酔う者、略奪

をする者があれば、そんな人と交際をしてはいけない、

食事を共にしてもいけない、ということであった。 12外

の人たちをさばくのは、わたしのすることであろうか。

あなたがたのさばくべき者は、内の人たちではないか。

外の人たちは、神がさばくのである。 13その悪人を、あ

なたがたの中から除いてしまいなさい。

6あなたがたの中のひとりが、仲間の者と何か争いを起
した場合、それを聖徒に訴えないで、正しくない者に

訴え出るようなことをするのか。 2それとも、聖徒は世

をさばくものであることを、あなたがたは知らないのか

。そして、世があなたがたによってさばかれるべきであ

るのに、きわめて小さい事件でもさばく力がないのか。

3あなたがたは知らないのか、わたしたちは御使をさえ

さばく者である。ましてこの世の事件などは、いうまで

もないではないか。 4それだのに、この世の事件が起る

と、教会で軽んじられている人たちを、裁判の席につか

せるのか。 5わたしがこう言うのは、あなたがたをはず

かしめるためである。いったい、あなたがたの中には、

兄弟の間の争いを仲裁することができるほどの知者は、

ひとりもいないのか。 6しかるに、兄弟が兄弟を訴え、

しかもそれを不信者の前に持ち出すのか。 7そもそも、

互に訴え合うこと自体が、すでにあなたがたの敗北なの

だ。なぜ、むしろ不義を受けないのか。なぜ、むしろだ

まされていないのか。 8しかるに、あなたがたは不義を

働き、だまし取り、しかも兄弟に対してそうしているの

である。 9それとも、正しくない者が神の国をつぐこと

はないのを、知らないのか。まちがってはいけない。不

品行な者、偶像を礼拝する者、姦淫をする者、男娼とな

る者、男色をする者、盗む者、 10貪欲な者、酒に酔う者

、そしる者、略奪する者は、いずれも神の国をつぐこと

はないのである。 11あなたがたの中には、以前はそんな

人もいた。しかし、あなたがたは、主イエス・キリスト

の名によって、またわたしたちの神の霊によって、洗わ

れ、きよめられ、義とされたのである。 12すべてのこと

は、わたしに許されている。しかし、すべてのことが益

になるわけではない。すべてのことは、わたしに許され

ている。しかし、わたしは何ものにも支配されることは

ない。 13食物は腹のため、腹は食物のためである。しか

し神は、それもこれも滅ぼすであろう。からだは不品行

のためではなく、主のためであり、主はからだのためで

ある。 14そして、神は主をよみがえらせたが、その力で

、わたしたちをもよみがえらせて下さるであろう。 15あ

なたがたは自分のからだがキリストの肢体であることを

、知らないのか。それだのに、キリストの肢体を取って

遊女の肢体としてよいのか。断じていけない。 16それと

も、遊女につく者はそれと一つのからだになることを、

知らないのか。「ふたりの者は一体となるべきである」

とあるからである。 17しかし主につく者は、主と一つの

霊になるのである。 18不品行を避けなさい。人の犯すす

べての罪は、からだの外にある。しかし不品行をする者

は、自分のからだに対して罪を犯すのである。 19あなた

がたは知らないのか。自分のからだは、神から受けて自

分の内に宿っている聖霊の宮であって、あなたがたは、

もはや自分自身のものではないのである。 20あなたがた

は、代価を払って買いとられたのだ。それだから、自分

のからだをもって、神の栄光をあらわしなさい。

7さて、あなたがたが書いてよこした事について答える
と、男子は婦人にふれないがよい。 2しかし、不品行

に陥ることのないために、男子はそれぞれ自分の妻を持

ち、婦人もそれぞれ自分の夫を持つがよい。 3夫は妻に

その分を果し、妻も同様に夫にその分を果すべきである

。 4妻は自分のからだを自由にすることはできない。そ

れができるのは夫である。夫も同様に自分のからだを自

由にすることはできない。それができるのは妻である。

5互に拒んではいけない。ただし、合意の上で祈に専心

するために、しばらく相別れ、それからまた一緒になる

ことは、さしつかえない。そうでないと、自制力のない

のに乗じて、サタンがあなたがたを誘惑するかも知れな

い。 6以上のことは、譲歩のつもりで言うのであって、

命令するのではない。 7わたしとしては、みんなの者が

わたし自身のようになってほしい。しかし、ひとりびと

り神からそれぞれの賜物をいただいていて、ある人はこ

うしており、他の人はそうしている。 8次に、未婚者た

ちとやもめたちとに言うが、わたしのように、ひとりで

おれば、それがいちばんよい。 9しかし、もし自制する

ことができないなら、結婚するがよい。情の燃えるより

は、結婚する方が、よいからである。 10更に、結婚して

いる者たちに命じる。命じるのは、わたしではなく主で

あるが、妻は夫から別れてはいけない。 11（しかし、万

一別れているなら、結婚しないでいるか、それとも夫と

和解するかしなさい）。また夫も妻と離婚してはならな
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い。 12そのほかの人々に言う。これを言うのは、主では

なく、わたしである。ある兄弟に不信者の妻があり、そ

して共にいることを喜んでいる場合には、離婚してはい

けない。 13また、ある婦人の夫が不信者であり、そして

共にいることを喜んでいる場合には、離婚してはいけな

い。 14なぜなら、不信者の夫は妻によってきよめられて

おり、また、不信者の妻も夫によってきよめられている

からである。もしそうでなければ、あなたがたの子は汚

れていることになるが、実際はきよいではないか。 15し

かし、もし不信者の方が離れて行くのなら、離れるまま

にしておくがよい。兄弟も姉妹も、こうした場合には、

束縛されてはいない。神は、あなたがたを平和に暮させ

るために、召されたのである。 16なぜなら、妻よ、あな

たが夫を救いうるかどうか、どうしてわかるか。また、

夫よ、あなたも妻を救いうるかどうか、どうしてわかる

か。 17ただ、各自は、主から賜わった分に応じ、また神

に召されたままの状態にしたがって、歩むべきである。

これが、すべての教会に対してわたしの命じるところで

ある。 18召されたとき割礼を受けていたら、その跡をな

くそうとしないがよい。また、召されたとき割礼を受け

ていなかったら、割礼を受けようとしないがよい。 19割

礼があってもなくても、それは問題ではない。大事なの

は、ただ神の戒めを守ることである。 20各自は、召され

たままの状態にとどまっているべきである。 21召された

とき奴隷であっても、それを気にしないがよい。しかし

、もし自由の身になりうるなら、むしろ自由になりなさ

い。 22主にあって召された奴隷は、主によって自由人と

された者であり、また、召された自由人はキリストの奴

隷なのである。 23あなたがたは、代価を払って買いとら

れたのだ。人の奴隷となってはいけない。 24兄弟たちよ

。各自は、その召されたままの状態で、神のみまえにい

るべきである。 25おとめのことについては、わたしは主

の命令を受けてはいないが、主のあわれみにより信任を

受けている者として、意見を述べよう。 26わたしはこう

考える。現在迫っている危機のゆえに、人は現状にとど

まっているがよい。 27もし妻に結ばれているなら、解こ

うとするな。妻に結ばれていないなら、妻を迎えようと

するな。 28しかし、たとい結婚しても、罪を犯すのでは

ない。また、おとめが結婚しても、罪を犯すのではない

。ただ、それらの人々はその身に苦難を受けるであろう

。わたしは、あなたがたを、それからのがれさせたいの

だ。 29兄弟たちよ。わたしの言うことを聞いてほしい。

時は縮まっている。今からは妻のある者はないもののよ

うに、 30泣く者は泣かないもののように、喜ぶ者は喜ば

ないもののように、買う者は持たないもののように、 31

世と交渉のある者は、それに深入りしないようにすべき

である。なぜなら、この世の有様は過ぎ去るからである

。 32わたしはあなたがたが、思い煩わないようにしてい

てほしい。未婚の男子は主のことに心をくばって、どう

かして主を喜ばせようとするが、 33結婚している男子は

この世のことに心をくばって、どうかして妻を喜ばせよ

うとして、その心が分れるのである。 34未婚の婦人とお

とめとは、主のことに心をくばって、身も魂もきよくな

ろうとするが、結婚した婦人はこの世のことに心をくば

って、どうかして夫を喜ばせようとする。 35わたしがこ

う言うのは、あなたがたの利益になると思うからであっ

て、あなたがたを束縛するためではない。そうではなく

、正しい生活を送って、余念なく主に奉仕させたいから

である。 36もしある人が、相手のおとめに対して、情熱

をいだくようになった場合、それは適当でないと思いつ

つも、やむを得なければ、望みどおりにしてもよい。そ

れは罪を犯すことではない。ふたりは結婚するがよい。

37しかし、彼が心の内で堅く決心していて、無理をしな

いで自分の思いを制することができ、その上で、相手の

おとめをそのままにしておこうと、心の中で決めたなら

、そうしてもよい。 38だから、相手のおとめと結婚する

ことはさしつかえないが、結婚しない方がもっとよい。

39妻は夫が生きている間は、その夫につながれている。

夫が死ねば、望む人と結婚してもさしつかえないが、そ

れは主にある者とに限る。 40しかし、わたしの意見では

、そのままでいたなら、もっと幸福である。わたしも神

の霊を受けていると思う。

8偶像への供え物について答えると、「わたしたちはみ
な知識を持っている」ことは、わかっている。しかし

、知識は人を誇らせ、愛は人の徳を高める。 2もし人が

、自分は何か知っていると思うなら、その人は、知らな

ければならないほどの事すら、まだ知っていない。 3し

かし、人が神を愛するなら、その人は神に知られている

のである。 4さて、偶像への供え物を食べることについ

ては、わたしたちは、偶像なるものは実際は世に存在し

ないこと、また、唯一の神のほかには神がないことを、

知っている。 5というのは、たとい神々といわれるもの

が、あるいは天に、あるいは地にあるとしても、そして

、多くの神、多くの主があるようではあるが、 6わたし

たちには、父なる唯一の神のみがいますのである。万物

はこの神から出て、わたしたちもこの神に帰する。また

、唯一の主イエス・キリストのみがいますのである。万

物はこの主により、わたしたちもこの主によっている。

7しかし、この知識をすべての人が持っているのではな

い。ある人々は、偶像についての、これまでの習慣上、

偶像への供え物として、それを食べるが、彼らの良心が

、弱いために汚されるのである。 8食物は、わたしたち

を神に導くものではない。食べなくても損はないし、食

べても益にはならない。 9しかし、あなたがたのこの自

由が、弱い者たちのつまずきにならないように、気をつ

けなさい。 10なぜなら、ある人が、知識のあるあなたが

偶像の宮で食事をしているのを見た場合、その人の良心

が弱いため、それに「教育されて」、偶像への供え物を

食べるようにならないだろうか。 11するとその弱い人は

、あなたの知識によって滅びることになる。この弱い兄

弟のためにも、キリストは死なれたのである。 12このよ

うにあなたがたが、兄弟たちに対して罪を犯し、その弱

い良心を痛めるのは、キリストに対して罪を犯すことな

のである。 13だから、もし食物がわたしの兄弟をつまず

かせるなら、兄弟をつまずかせないために、わたしは永

久に、断じて肉を食べることはしない。 (aiōn g165)

9わたしは自由な者ではないか。使徒ではないか。わた
したちの主イエスを見たではないか。あなたがたは、

主にあるわたしの働きの実ではないか。 2わたしは、ほ

かの人に対しては使徒でないとしても、あなたがたには

使徒である。あなたがたが主にあることは、わたしの使

徒職の印なのである。 3わたしの批判者たちに対する弁

明は、これである。 4わたしたちには、飲み食いをする

権利がないのか。 5わたしたちには、ほかの使徒たちや

主の兄弟たちやケパのように、信者である妻を連れて歩
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く権利がないのか。 6それとも、わたしとバルナバとだ

けには、労働をせずにいる権利がないのか。 7いったい

、自分で費用を出して軍隊に加わる者があろうか。ぶど

う畑を作っていて、その実を食べない者があろうか。ま

た、羊を飼っていて、その乳を飲まない者があろうか。

8わたしは、人間の考えでこう言うのではない。律法も

また、そのように言っているではないか。 9すなわち、

モーセの律法に、「穀物をこなしている牛に、くつこを

かけてはならない」と書いてある。神は、牛のことを心

にかけておられるのだろうか。 10それとも、もっぱら、

わたしたちのために言っておられるのか。もちろん、そ

れはわたしたちのためにしるされたのである。すなわち

、耕す者は望みをもって耕し、穀物をこなす者は、その

分け前をもらう望みをもってこなすのである。 11もしわ

たしたちが、あなたがたのために霊のものをまいたのな

ら、肉のものをあなたがたから刈りとるのは、行き過ぎ

だろうか。 12もしほかの人々が、あなたがたに対するこ

の権利にあずかっているとすれば、わたしたちはなおさ

らのことではないか。しかしわたしたちは、この権利を

利用せず、かえってキリストの福音の妨げにならないよ

うにと、すべてのことを忍んでいる。 13あなたがたは、

宮仕えをしている人たちは宮から下がる物を食べ、祭壇

に奉仕している人たちは祭壇の供え物の分け前にあずか

ることを、知らないのか。 14それと同様に、主は、福音

を宣べ伝えている者たちが福音によって生活すべきこと

を、定められたのである。 15しかしわたしは、これらの

権利を一つも利用しなかった。また、自分がそうしても

らいたいから、このように書くのではない。そうされる

よりは、死ぬ方がましである。わたしのこの誇は、何者

にも奪い去られてはならないのだ。 16わたしが福音を宣

べ伝えても、それは誇にはならない。なぜなら、わたし

は、そうせずにはおれないからである。もし福音を宣べ

伝えないなら、わたしはわざわいである。 17進んでそれ

をすれば、報酬を受けるであろう。しかし、進んでしな

いとしても、それは、わたしにゆだねられた務なのであ

る。 18それでは、その報酬はなんであるか。福音を宣べ

伝えるのにそれを無代価で提供し、わたしが宣教者とし

て持つ権利を利用しないことである。 19わたしは、すべ

ての人に対して自由であるが、できるだけ多くの人を得

るために、自ら進んですべての人の奴隷になった。 20ユ

ダヤ人には、ユダヤ人のようになった。ユダヤ人を得る

ためである。律法の下にある人には、わたし自身は律法

の下にはないが、律法の下にある者のようになった。律

法の下にある人を得るためである。 21律法のない人には

わたしは神の律法の外にあるのではなく、キリストの律

法の中にあるのだが律法のない人のようになった。律法

のない人を得るためである。 22弱い人には弱い者になっ

た。弱い人を得るためである。すべての人に対しては、

すべての人のようになった。なんとかして幾人かを救う

ためである。 23福音のために、わたしはどんな事でもす

る。わたしも共に福音にあずかるためである。 24あなた

がたは知らないのか。競技場で走る者は、みな走りはす

るが、賞を得る者はひとりだけである。あなたがたも、

賞を得るように走りなさい。 25しかし、すべて競技をす

る者は、何ごとにも節制をする。彼らは朽ちる冠を得る

ためにそうするが、わたしたちは朽ちない冠を得るため

にそうするのである。 26そこで、わたしは目標のはっき

りしないような走り方をせず、空を打つような拳闘はし

ない。 27すなわち、自分のからだを打ちたたいて服従さ

せるのである。そうしないと、ほかの人に宣べ伝えてお

きながら、自分は失格者になるかも知れない。

10兄弟たちよ。このことを知らずにいてもらいたくな
い。わたしたちの先祖はみな雲の下におり、みな海

を通り、 2みな雲の中、海の中で、モーセにつくバプテ

スマを受けた。 3また、みな同じ霊の食物を食べ、 4み

な同じ霊の飲み物を飲んだ。すなわち、彼らについてき

た霊の岩から飲んだのであるが、この岩はキリストにほ

かならない。 5しかし、彼らの中の大多数は、神のみこ

ころにかなわなかったので、荒野で滅ぼされてしまった

。 6これらの出来事は、わたしたちに対する警告であっ

て、彼らが悪をむさぼったように、わたしたちも悪をむ

さぼることのないためなのである。 7だから、彼らの中

のある者たちのように、偶像礼拝者になってはならない

。すなわち、「民は座して飲み食いをし、また立って踊

り戯れた」と書いてある。 8また、ある者たちがしたよ

うに、わたしたちは不品行をしてはならない。不品行を

したため倒された者が、一日に二万三千人もあった。 9

また、ある者たちがしたように、わたしたちは主を試み

てはならない。主を試みた者は、へびに殺された。 10ま

た、ある者たちがつぶやいたように、つぶやいてはなら

ない。つぶやいた者は、「死の使」に滅ぼされた。 11こ

れらの事が彼らに起ったのは、他に対する警告としてで

あって、それが書かれたのは、世の終りに臨んでいるわ

たしたちに対する訓戒のためである。 (aiōn g165) 12だか

ら、立っていると思う者は、倒れないように気をつける

がよい。 13あなたがたの会った試錬で、世の常でないも

のはない。神は真実である。あなたがたを耐えられない

ような試錬に会わせることはないばかりか、試錬と同時

に、それに耐えられるように、のがれる道も備えて下さ

るのである。 14それだから、愛する者たちよ。偶像礼拝

を避けなさい。 15賢明なあなたがたに訴える。わたしの

言うことを、自ら判断してみるがよい。 16わたしたちが

祝福する祝福の杯、それはキリストの血にあずかること

ではないか。わたしたちがさくパン、それはキリストの

からだにあずかることではないか。 17パンが一つである

から、わたしたちは多くいても、一つのからだなのであ

る。みんなの者が一つのパンを共にいただくからである

。 18肉によるイスラエルを見るがよい。供え物を食べる

人たちは、祭壇にあずかるのではないか。 19すると、な

んと言ったらよいか。偶像にささげる供え物は、何か意

味があるのか。また、偶像は何かほんとうにあるものか

。 20そうではない。人々が供える物は、悪霊ども、すな

わち、神ならぬ者に供えるのである。わたしは、あなた

がたが悪霊の仲間になることを望まない。 21主の杯と悪

霊どもの杯とを、同時に飲むことはできない。主の食卓

と悪霊どもの食卓とに、同時にあずかることはできない

。 22それとも、わたしたちは主のねたみを起そうとする

のか。わたしたちは、主よりも強いのだろうか。 23すべ

てのことは許されている。しかし、すべてのことが益に

なるわけではない。すべてのことは許されている。しか

し、すべてのことが人の徳を高めるのではない。 24だれ

でも、自分の益を求めないで、ほかの人の益を求めるべ

きである。 25すべて市場で売られている物は、いちいち

良心に問うことをしないで、食べるがよい。 26地とそれ

に満ちている物とは、主のものだからである。 27もしあ
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なたがたが、不信者のだれかに招かれて、そこに行こう

と思う場合、自分の前に出される物はなんでも、いちい

ち良心に問うことをしないで、食べるがよい。 28しかし

、だれかがあなたがたに、これはささげ物の肉だと言っ

たなら、それを知らせてくれた人のために、また良心の

ために、食べないがよい。 29良心と言ったのは、自分の

良心ではなく、他人の良心のことである。なぜなら、わ

たしの自由が、どうして他人の良心によって左右される

ことがあろうか。 30もしわたしが感謝して食べる場合、

その感謝する物について、どうして人のそしりを受ける

わけがあろうか。 31だから、飲むにも食べるにも、また

何事をするにも、すべて神の栄光のためにすべきである

。 32ユダヤ人にもギリシヤ人にも神の教会にも、つまず

きになってはいけない。 33わたしもまた、何事にもすべ

ての人に喜ばれるように努め、多くの人が救われるため

に、自分の益ではなく彼らの益を求めている。

11わたしがキリストにならう者であるように、あなた
がたもわたしにならう者になりなさい。 2あなたが

たが、何かにつけわたしを覚えていて、あなたがたに伝

えたとおりに言伝えを守っているので、わたしは満足に

思う。 3しかし、あなたがたに知っていてもらいたい。

すべての男のかしらはキリストであり、女のかしらは男

であり、キリストのかしらは神である。 4祈をしたり預

言をしたりする時、かしらに物をかぶる男は、そのかし

らをはずかしめる者である。 5祈をしたり預言をしたり

する時、かしらにおおいをかけない女は、そのかしらを

はずかしめる者である。それは、髪をそったのとまった

く同じだからである。 6もし女がおおいをかけないなら

、髪を切ってしまうがよい。髪を切ったりそったりする

のが、女にとって恥ずべきことであるなら、おおいをか

けるべきである。 7男は、神のかたちであり栄光である

から、かしらに物をかぶるべきではない。女は、また男

の光栄である。 8なぜなら、男が女から出たのではなく

、女が男から出たのだからである。 9また、男は女のた

めに造られたのではなく、女が男のために造られたので

ある。 10それだから、女は、かしらに権威のしるしをか

ぶるべきである。それは天使たちのためでもある。 11た

だ、主にあっては、男なしには女はないし、女なしには

男はない。 12それは、女が男から出たように、男もまた

女から生れたからである。そして、すべてのものは神か

ら出たのである。 13あなたがた自身で判断してみるがよ

い。女がおおいをかけずに神に祈るのは、ふさわしいこ

とだろうか。 14自然そのものが教えているではないか。

男に長い髪があれば彼の恥になり、 15女に長い髪があれ

ば彼女の光栄になるのである。長い髪はおおいの代りに

女に与えられているものだからである。 16しかし、だれ

かがそれに反対の意見を持っていても、そんな風習はわ

たしたちにはなく、神の諸教会にもない。 17ところで、

次のことを命じるについては、あなたがたをほめるわけ

にはいかない。というのは、あなたがたの集まりが利益

にならないで、かえって損失になっているからである。

18まず、あなたがたが教会に集まる時、お互の間に分争

があることを、わたしは耳にしており、そしていくぶん

か、それを信じている。 19たしかに、あなたがたの中で

ほんとうの者が明らかにされるためには、分派もなけれ

ばなるまい。 20そこで、あなたがたが一緒に集まるとき

、主の晩餐を守ることができないでいる。 21というのは

、食事の際、各自が自分の晩餐をかってに先に食べるの

で、飢えている人があるかと思えば、酔っている人があ

る始末である。 22あなたがたには、飲み食いをする家が

ないのか。それとも、神の教会を軽んじ、貧しい人々を

はずかしめるのか。わたしはあなたがたに対して、なん

と言おうか。あなたがたを、ほめようか。この事では、

ほめるわけにはいかない。 23わたしは、主から受けたこ

とを、また、あなたがたに伝えたのである。すなわち、

主イエスは、渡される夜、パンをとり、 24感謝してこれ

をさき、そして言われた、「これはあなたがたのための

、わたしのからだである。わたしを記念するため、この

ように行いなさい」。 25食事ののち、杯をも同じように

して言われた、「この杯は、わたしの血による新しい契

約である。飲むたびに、わたしの記念として、このよう

に行いなさい」。 26だから、あなたがたは、このパンを

食し、この杯を飲むごとに、それによって、主がこられ

る時に至るまで、主の死を告げ知らせるのである。 27だ

から、ふさわしくないままでパンを食し主の杯を飲む者

は、主のからだと血とを犯すのである。 28だれでもまず

自分を吟味し、それからパンを食べ杯を飲むべきである

。 29主のからだをわきまえないで飲み食いする者は、そ

の飲み食いによって自分にさばきを招くからである。 30

あなたがたの中に、弱い者や病人が大ぜいおり、また眠

った者も少なくないのは、そのためである。 31しかし、

自分をよくわきまえておくならば、わたしたちはさばか

れることはないであろう。 32しかし、さばかれるとすれ

ば、それは、この世と共に罪に定められないために、主

の懲らしめを受けることなのである。 33それだから、兄

弟たちよ。食事のために集まる時には、互に待ち合わせ

なさい。 34もし空腹であったら、さばきを受けに集まる

ことにならないため、家で食べるがよい。そのほかの事

は、わたしが行った時に、定めることにしよう。

12兄弟たちよ。霊の賜物については、次のことを知ら
ずにいてもらいたくない。 2あなたがたがまだ異邦

人であった時、誘われるまま、物の言えない偶像のとこ

ろに引かれて行ったことは、あなたがたの承知している

とおりである。 3そこで、あなたがたに言っておくが、

神の霊によって語る者はだれも「イエスはのろわれよ」

とは言わないし、また、聖霊によらなければ、だれも「

イエスは主である」と言うことができない。 4霊の賜物

は種々あるが、御霊は同じである。 5務は種々あるが、

主は同じである。 6働きは種々あるが、すべてのものの

中に働いてすべてのことをなさる神は、同じである。 7

各自が御霊の現れを賜わっているのは、全体の益になる

ためである。 8すなわち、ある人には御霊によって知恵

の言葉が与えられ、ほかの人には、同じ御霊によって知

識の言、 9またほかの人には、同じ御霊によって信仰、

またほかの人には、一つの御霊によっていやしの賜物、

10またほかの人には力あるわざ、またほかの人には預言

、またほかの人には霊を見わける力、またほかの人には

種々の異言、またほかの人には異言を解く力が、与えら

れている。 11すべてこれらのものは、一つの同じ御霊の

働きであって、御霊は思いのままに、それらを各自に分

け与えられるのである。 12からだが一つであっても肢体

は多くあり、また、からだのすべての肢体が多くあって

も、からだは一つであるように、キリストの場合も同様

である。 13なぜなら、わたしたちは皆、ユダヤ人もギリ
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シヤ人も、奴隷も自由人も、一つの御霊によって、一つ

のからだとなるようにバプテスマを受け、そして皆一つ

の御霊を飲んだからである。 14実際、からだは一つの肢

体だけではなく、多くのものからできている。 15もし足

が、わたしは手ではないから、からだに属していないと

言っても、それで、からだに属さないわけではない。 16

また、もし耳が、わたしは目ではないから、からだに属

していないと言っても、それで、からだに属さないわけ

ではない。 17もしからだ全体が目だとすれば、どこで聞

くのか。もし、からだ全体が耳だとすれば、どこでかぐ

のか。 18そこで神は御旨のままに、肢体をそれぞれ、か

らだに備えられたのである。 19もし、すべてのものが一

つの肢体なら、どこにからだがあるのか。 20ところが実

際、肢体は多くあるが、からだは一つなのである。 21目

は手にむかって、「おまえはいらない」とは言えず、ま

た頭は足にむかって、「おまえはいらない」とも言えな

い。 22そうではなく、むしろ、からだのうちで他よりも

弱く見える肢体が、かえって必要なのであり、 23からだ

のうちで、他よりも見劣りがすると思えるところに、も

のを着せていっそう見よくする。麗しくない部分はいっ

そう麗しくするが、 24麗しい部分はそうする必要がない

。神は劣っている部分をいっそう見よくして、からだに

調和をお与えになったのである。 25それは、からだの中

に分裂がなく、それぞれの肢体が互にいたわり合うため

なのである。 26もし一つの肢体が悩めば、ほかの肢体も

みな共に悩み、一つの肢体が尊ばれると、ほかの肢体も

みな共に喜ぶ。 27あなたがたはキリストのからだであり

、ひとりびとりはその肢体である。 28そして、神は教会

の中で、人々を立てて、第一に使徒、第二に預言者、第

三に教師とし、次に力あるわざを行う者、次にいやしの

賜物を持つ者、また補助者、管理者、種々の異言を語る

者をおかれた。 29みんなが使徒だろうか。みんなが預言

者だろうか。みんなが教師だろうか。みんなが力あるわ

ざを行う者だろうか。 30みんながいやしの賜物を持って

いるのだろうか。みんなが異言を語るのだろうか。みん

なが異言を解くのだろうか。 31だが、あなたがたは、更

に大いなる賜物を得ようと熱心に努めなさい。そこで、

わたしは最もすぐれた道をあなたがたに示そう。

13たといわたしが、人々の言葉や御使たちの言葉を語
っても、もし愛がなければ、わたしは、やかましい

鐘や騒がしい鐃鉢と同じである。 2たといまた、わたし

に預言をする力があり、あらゆる奥義とあらゆる知識と

に通じていても、また、山を移すほどの強い信仰があっ

ても、もし愛がなければ、わたしは無に等しい。 3たと

いまた、わたしが自分の全財産を人に施しても、また、

自分のからだを焼かれるために渡しても、もし愛がなけ

れば、いっさいは無益である。 4愛は寛容であり、愛は

情深い。また、ねたむことをしない。愛は高ぶらない、

誇らない、 5不作法をしない、自分の利益を求めない、

いらだたない、恨みをいだかない。 6不義を喜ばないで

真理を喜ぶ。 7そして、すべてを忍び、すべてを信じ、

すべてを望み、すべてを耐える。 8愛はいつまでも絶え

ることがない。しかし、預言はすたれ、異言はやみ、知

識はすたれるであろう。 9なぜなら、わたしたちの知る

ところは一部分であり、預言するところも一部分にすぎ

ない。 10全きものが来る時には、部分的なものはすたれ

る。 11わたしたちが幼な子であった時には、幼な子らし

く語り、幼な子らしく感じ、また、幼な子らしく考えて

いた。しかし、おとなとなった今は、幼な子らしいこと

を捨ててしまった。 12わたしたちは、今は、鏡に映して

見るようにおぼろげに見ている。しかしその時には、顔

と顔とを合わせて、見るであろう。わたしの知るところ

は、今は一部分にすぎない。しかしその時には、わたし

が完全に知られているように、完全に知るであろう。 13

このように、いつまでも存続するものは、信仰と希望と

愛と、この三つである。このうちで最も大いなるものは

、愛である。

14愛を追い求めなさい。また、霊の賜物を、ことに預
言することを、熱心に求めなさい。 2異言を語る者

は、人にむかって語るのではなく、神にむかって語るの

である。それはだれにもわからない。彼はただ、霊によ

って奥義を語っているだけである。 3しかし預言をする

者は、人に語ってその徳を高め、彼を励まし、慰めるの

である。 4異言を語る者は自分だけの徳を高めるが、預

言をする者は教会の徳を高める。 5わたしは実際、あな

たがたがひとり残らず異言を語ることを望むが、特に預

言をしてもらいたい。教会の徳を高めるように異言を解

かない限り、異言を語る者よりも、預言をする者の方が

まさっている。 6だから、兄弟たちよ。たといわたしが

あなたがたの所に行って異言を語るとしても、啓示か知

識か預言か教かを語らなければ、あなたがたに、なんの

役に立つだろうか。 7また、笛や立琴のような楽器でも

、もしその音に変化がなければ、何を吹いているのか、

弾いているのか、どうして知ることができようか。 8ま

た、もしラッパがはっきりした音を出さないなら、だれ

が戦闘の準備をするだろうか。 9それと同様に、もしあ

なたがたが異言ではっきりしない言葉を語れば、どうし

てその語ることがわかるだろうか。それでは、空にむか

って語っていることになる。 10世には多種多様の言葉が

あるだろうが、意味のないものは一つもない。 11もしそ

の言葉の意味がわからないなら、語っている人にとって

は、わたしは異国人であり、語っている人も、わたしに

とっては異国人である。 12だから、あなたがたも、霊の

賜物を熱心に求めている以上は、教会の徳を高めるため

に、それを豊かにいただくように励むがよい。 13このよ

うなわけであるから、異言を語る者は、自分でそれを解

くことができるように祈りなさい。 14もしわたしが異言

をもって祈るなら、わたしの霊は祈るが、知性は実を結

ばないからである。 15すると、どうしたらよいのか。わ

たしは霊で祈ると共に、知性でも祈ろう。霊でさんびを

歌うと共に、知性でも歌おう。 16そうでないと、もしあ

なたが霊で祝福の言葉を唱えても、初心者の席にいる者

は、あなたの感謝に対して、どうしてアァメンと言えよ

うか。あなたが何を言っているのか、彼には通じない。

17感謝するのは結構だが、それで、ほかの人の徳を高め

ることにはならない。 18わたしは、あなたがたのうちの

だれよりも多く異言が語れることを、神に感謝する。 19

しかし教会では、一万の言葉を異言で語るよりも、ほか

の人たちをも教えるために、むしろ五つの言葉を知性に

よって語る方が願わしい。 20兄弟たちよ。物の考えかた

では、子供となってはいけない。悪事については幼な子

となるのはよいが、考えかたでは、おとなとなりなさい

。 21律法にこう書いてある、「わたしは、異国の舌と異

国のくちびるとで、この民に語るが、それでも、彼らは
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わたしに耳を傾けない、と主が仰せになる」。 22このよ

うに、異言は信者のためではなく未信者のためのしるし

であるが、預言は未信者のためではなく信者のためのし

るしである。 23もし全教会が一緒に集まって、全員が異

言を語っているところに、初心者か不信者かがはいって

きたら、彼らはあなたがたを気違いだと言うだろう。 24

しかし、全員が預言をしているところに、不信者か初心

者がはいってきたら、彼の良心はみんなの者に責められ

、みんなの者にさばかれ、 25その心の秘密があばかれ、

その結果、ひれ伏して神を拝み、「まことに、神があな

たがたのうちにいます」と告白するに至るであろう。 26

すると、兄弟たちよ。どうしたらよいのか。あなたがた

が一緒に集まる時、各自はさんびを歌い、教をなし、啓

示を告げ、異言を語り、それを解くのであるが、すべて

は徳を高めるためにすべきである。 27もし異言を語る者

があれば、ふたりか、多くて三人の者が、順々に語り、

そして、ひとりがそれを解くべきである。 28もし解く者

がいない時には、教会では黙っていて、自分に対しまた

神に対して語っているべきである。 29預言をする者の場

合にも、ふたりか三人かが語り、ほかの者はそれを吟味

すべきである。 30しかし、席にいる他の者が啓示を受け

た場合には、初めの者は黙るがよい。 31あなたがたは、

みんなが学びみんなが勧めを受けるために、ひとりずつ

残らず預言をすることができるのだから。 32かつ、預言

者の霊は預言者に服従するものである。 33神は無秩序の

神ではなく、平和の神である。聖徒たちのすべての教会

で行われているように、 34婦人たちは教会では黙ってい

なければならない。彼らは語ることが許されていない。

だから、律法も命じているように、服従すべきである。

35もし何か学びたいことがあれば、家で自分の夫に尋ね

るがよい。教会で語るのは、婦人にとっては恥ずべきこ

とである。 36それとも、神の言はあなたがたのところか

ら出たのか。あるいは、あなたがただけにきたのか。 37

もしある人が、自分は預言者か霊の人であると思ってい

るなら、わたしがあなたがたに書いていることは、主の

命令だと認めるべきである。 38もしそれを無視する者が

あれば、その人もまた無視される。 39わたしの兄弟たち

よ。このようなわけだから、預言することを熱心に求め

なさい。また、異言を語ることを妨げてはならない。 40

しかし、すべてのことを適宜に、かつ秩序を正して行う

がよい。

15兄弟たちよ。わたしが以前あなたがたに伝えた福音
、あなたがたが受けいれ、それによって立ってきた

あの福音を、思い起してもらいたい。 2もしあなたがた

が、いたずらに信じないで、わたしの宣べ伝えたとおり

の言葉を固く守っておれば、この福音によって救われる

のである。 3わたしが最も大事なこととしてあなたがた

に伝えたのは、わたし自身も受けたことであった。すな

わちキリストが、聖書に書いてあるとおり、わたしたち

の罪のために死んだこと、 4そして葬られたこと、聖書

に書いてあるとおり、三日目によみがえったこと、 5ケ

パに現れ、次に、十二人に現れたことである。 6そのの

ち、五百人以上の兄弟たちに、同時に現れた。その中に

はすでに眠った者たちもいるが、大多数はいまなお生存

している。 7そののち、ヤコブに現れ、次に、すべての

使徒たちに現れ、 8そして最後に、いわば、月足らずに

生れたようなわたしにも、現れたのである。 9実際わた

しは、神の教会を迫害したのであるから、使徒たちの中

でいちばん小さい者であって、使徒と呼ばれる値うちの

ない者である。 10しかし、神の恵みによって、わたしは

今日あるを得ているのである。そして、わたしに賜わっ

た神の恵みはむだにならず、むしろ、わたしは彼らの中

のだれよりも多く働いてきた。しかしそれは、わたし自

身ではなく、わたしと共にあった神の恵みである。 11と

にかく、わたしにせよ彼らにせよ、そのように、わたし

たちは宣べ伝えており、そのように、あなたがたは信じ

たのである。 12さて、キリストは死人の中からよみがえ

ったのだと宣べ伝えられているのに、あなたがたの中の

ある者が、死人の復活などはないと言っているのは、ど

うしたことか。 13もし死人の復活がないならば、キリス

トもよみがえらなかったであろう。 14もしキリストがよ

みがえらなかったとしたら、わたしたちの宣教はむなし

く、あなたがたの信仰もまたむなしい。 15すると、わた

したちは神にそむく偽証人にさえなるわけだ。なぜなら

、万一死人がよみがえらないとしたら、わたしたちは神

が実際よみがえらせなかったはずのキリストを、よみが

えらせたと言って、神に反するあかしを立てたことにな

るからである。 16もし死人がよみがえらないなら、キリ

ストもよみがえらなかったであろう。 17もしキリストが

よみがえらなかったとすれば、あなたがたの信仰は空虚

なものとなり、あなたがたは、いまなお罪の中にいるこ

とになろう。 18そうだとすると、キリストにあって眠っ

た者たちは、滅んでしまったのである。 19もしわたした

ちが、この世の生活でキリストにあって単なる望みをい

だいているだけだとすれば、わたしたちは、すべての人

の中で最もあわれむべき存在となる。 20しかし事実、キ

リストは眠っている者の初穂として、死人の中からよみ

がえったのである。 21それは、死がひとりの人によって

きたのだから、死人の復活もまた、ひとりの人によって

こなければならない。 22アダムにあってすべての人が死

んでいるのと同じように、キリストにあってすべての人

が生かされるのである。 23ただ、各自はそれぞれの順序

に従わねばならない。最初はキリスト、次に、主の来臨

に際してキリストに属する者たち、 24それから終末とな

って、その時に、キリストはすべての君たち、すべての

権威と権力とを打ち滅ぼして、国を父なる神に渡される

のである。 25なぜなら、キリストはあらゆる敵をその足

もとに置く時までは、支配を続けることになっているか

らである。 26最後の敵として滅ぼされるのが、死である

。 27「神は万物を彼の足もとに従わせた」からである。

ところが、万物を従わせたと言われる時、万物を従わせ

たかたがそれに含まれていないことは、明らかである。

28そして、万物が神に従う時には、御子自身もまた、万

物を従わせたそのかたに従うであろう。それは、神がす

べての者にあって、すべてとなられるためである。 29そ

うでないとすれば、死者のためにバプテスマを受ける人

々は、なぜそれをするのだろうか。もし死者が全くよみ

がえらないとすれば、なぜ人々が死者のためにバプテス

マを受けるのか。 30また、なんのために、わたしたちは

いつも危険を冒しているのか。 31兄弟たちよ。わたした

ちの主キリスト・イエスにあって、わたしがあなたがた

につき持っている誇にかけて言うが、わたしは日々死ん

でいるのである。 32もし、わたしが人間の考えによって

エペソで獣と戦ったとすれば、それはなんの役に立つの

か。もし死人がよみがえらないのなら、「わたしたちは
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飲み食いしようではないか。あすもわからぬいのちなの

だ」。 33まちがってはいけない。「悪い交わりは、良い

ならわしをそこなう」。 34目ざめて身を正し、罪を犯さ

ないようにしなさい。あなたがたのうちには、神につい

て無知な人々がいる。あなたがたをはずかしめるために

、わたしはこう言うのだ。 35しかし、ある人は言うだろ

う。「どんなふうにして、死人がよみがえるのか。どん

なからだをして来るのか」。 36おろかな人である。あな

たのまくものは、死ななければ、生かされないではない

か。 37また、あなたのまくのは、やがて成るべきからだ

をまくのではない。麦であっても、ほかの種であっても

、ただの種粒にすぎない。 38ところが、神はみこころの

ままに、これにからだを与え、その一つ一つの種にそれ

ぞれのからだをお与えになる。 39すべての肉が、同じ肉

なのではない。人の肉があり、獣の肉があり、鳥の肉が

あり、魚の肉がある。 40天に属するからだもあれば、地

に属するからだもある。天に属するものの栄光は、地に

属するものの栄光と違っている。 41日の栄光があり、月

の栄光があり、星の栄光がある。また、この星とあの星

との間に、栄光の差がある。 42死人の復活も、また同様

である。朽ちるものでまかれ、朽ちないものによみがえ

り、 43卑しいものでまかれ、栄光あるものによみがえり

、弱いものでまかれ、強いものによみがえり、 44肉のか

らだでまかれ、霊のからだによみがえるのである。肉の

からだがあるのだから、霊のからだもあるわけである。

45聖書に「最初の人アダムは生きたものとなった」と書

いてあるとおりである。しかし最後のアダムは命を与え

る霊となった。 46最初にあったのは、霊のものではなく

肉のものであって、その後に霊のものが来るのである。

47第一の人は地から出て土に属し、第二の人は天から来

る。 48この土に属する人に、土に属している人々は等し

く、この天に属する人に、天に属している人々は等しい

のである。 49すなわち、わたしたちは、土に属している

形をとっているのと同様に、また天に属している形をと

るであろう。 50兄弟たちよ。わたしはこの事を言ってお

く。肉と血とは神の国を継ぐことができないし、朽ちる

ものは朽ちないものを継ぐことがない。 51ここで、あな

たがたに奥義を告げよう。わたしたちすべては、眠り続

けるのではない。終りのラッパの響きと共に、またたく

間に、一瞬にして変えられる。 52というのは、ラッパが

響いて、死人は朽ちない者によみがえらされ、わたした

ちは変えられるのである。 53なぜなら、この朽ちるもの

は必ず朽ちないものを着、この死ぬものは必ず死なない

ものを着ることになるからである。 54この朽ちるものが

朽ちないものを着、この死ぬものが死なないものを着る

とき、聖書に書いてある言葉が成就するのである。 55「

死は勝利にのまれてしまった。死よ、おまえの勝利は、

どこにあるのか。死よ、おまえのとげは、どこにあるの

か」。 (Hadēs g86) 56死のとげは罪である。罪の力は律法

である。 57しかし感謝すべきことには、神はわたしたち

の主イエス・キリストによって、わたしたちに勝利を賜

わったのである。 58だから、愛する兄弟たちよ。堅く立

って動かされず、いつも全力を注いで主のわざに励みな

さい。主にあっては、あなたがたの労苦がむだになるこ

とはないと、あなたがたは知っているからである。

16聖徒たちへの献金については、わたしはガラテヤの
諸教会に命じておいたが、あなたがたもそのとおり

にしなさい。 2一週の初めの日ごとに、あなたがたはそ

れぞれ、いくらでも収入に応じて手もとにたくわえてお

き、わたしが着いた時になって初めて集めることのない

ようにしなさい。 3わたしが到着したら、あなたがたが

選んだ人々に手紙をつけ、あなたがたの贈り物を持たせ

て、エルサレムに送り出すことにしよう。 4もしわたし

も行く方がよければ、一緒に行くことになろう。 5わた

しは、マケドニヤを通過してから、あなたがたのところ

に行くことになろう。マケドニヤは通過するだけだが、

6あなたがたの所では、たぶん滞在するようになり、あ

るいは冬を過ごすかも知れない。そうなれば、わたしが

どこへゆくにしても、あなたがたに送ってもらえるだろ

う。 7わたしは今、あなたがたに旅のついでに会うこと

は好まない。もし主のお許しがあれば、しばらくあなた

がたの所に滞在したいと望んでいる。 8しかし五旬節ま

では、エペソに滞在するつもりだ。というのは、有力な

働きの門がわたしのために大きく開かれているし、 9ま

た敵対する者も多いからである。 10もしテモテが着いた

ら、あなたがたの所で不安なしに過ごせるようにしてあ

げてほしい。彼はわたしと同様に、主のご用にあたって

いるのだから。 11だれも彼を軽んじてはいけない。そし

て、わたしの所に来るように、どうか彼を安らかに送り

出してほしい。わたしは彼が兄弟たちと一緒に来るのを

待っている。 12兄弟アポロについては、兄弟たちと一緒

にあなたがたの所に行くように、たびたび勧めてみた。

しかし彼には、今行く意志は、全くない。適当な機会が

あれば、行くだろう。 13目をさましていなさい。信仰に

立ちなさい。男らしく、強くあってほしい。 14いっさい

のことを、愛をもって行いなさい。 15兄弟たちよ。あな

たがたに勧める。あなたがたが知っているように、ステ

パナの家はアカヤの初穂であって、彼らは身をもって聖

徒に奉仕してくれた。 16どうか、このような人々と、ま

たすべて彼らと共に働き共に労する人々とに、従ってほ

しい。 17わたしは、ステパナとポルトナトとアカイコと

がきてくれたのを喜んでいる。彼らはあなたがたの足り

ない所を満たし、 18わたしの心とあなたがたの心とを、

安らかにしてくれた。こうした人々は、重んじなければ

ならない。 19アジヤの諸教会から、あなたがたによろし

く。アクラとプリスカとその家の教会から、主にあって

心からよろしく。 20すべての兄弟たちから、よろしく。

あなたがたも互に、きよい接吻をもってあいさつをかわ

しなさい。 21ここでパウロが、手ずからあいさつをしる

す。 22もし主を愛さない者があれば、のろわれよ。マラ

ナ・タ（われらの主よ、きたりませ）。 23主イエスの恵

みが、あなたがたと共にあるように。 24わたしの愛が、

キリスト・イエスにあって、あなたがた一同と共にある

ように。
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コリント人への手紙

第二

1神の御旨によりキリスト・イエスの使徒となったパウ
ロと、兄弟テモテとから、コリントにある神の教会、

ならびにアカヤ全土にいるすべての聖徒たちへ。 2わた

したちの父なる神と主イエス・キリストから、恵みと平

安とが、あなたがたにあるように。 3ほむべきかな、わ

たしたちの主イエス・キリストの父なる神、あわれみ深

き父、慰めに満ちたる神。 4神は、いかなる患難の中に

いる時でもわたしたちを慰めて下さり、また、わたした

ち自身も、神に慰めていただくその慰めをもって、あら

ゆる患難の中にある人々を慰めることができるようにし

て下さるのである。 5それは、キリストの苦難がわたし

たちに満ちあふれているように、わたしたちの受ける慰

めもまた、キリストによって満ちあふれているからであ

る。 6わたしたちが患難に会うなら、それはあなたがた

の慰めと救とのためであり、慰めを受けるなら、それは

あなたがたの慰めのためであって、その慰めは、わたし

たちが受けているのと同じ苦難に耐えさせる力となるの

である。 7だから、あなたがたに対していだいているわ

たしたちの望みは、動くことがない。あなたがたが、わ

たしたちと共に苦難にあずかっているように、慰めにも

共にあずかっていることを知っているからである。 8兄

弟たちよ。わたしたちがアジヤで会った患難を、知らず

にいてもらいたくない。わたしたちは極度に、耐えられ

ないほど圧迫されて、生きる望みをさえ失ってしまい、

9心のうちで死を覚悟し、自分自身を頼みとしないで、

死人をよみがえらせて下さる神を頼みとするに至った。

10神はこのような死の危険から、わたしたちを救い出し

て下さった、また救い出して下さるであろう。わたした

ちは、神が今後も救い出して下さることを望んでいる。

11そして、あなたがたもまた祈をもって、ともどもに、

わたしたちを助けてくれるであろう。これは多くの人々

の願いによりわたしたちに賜わった恵みについて、多く

の人が感謝をささげるようになるためである。 12さて、

わたしたちがこの世で、ことにあなたがたに対し、人間

の知恵によってではなく神の恵みによって、神の神聖と

真実とによって行動してきたことは、実にわたしたちの

誇であって、良心のあかしするところである。 13わたし

たちが書いていることは、あなたがたが読んで理解でき

ないことではない。それを完全に理解してくれるように

、わたしは希望する。 14すでにある程度わたしたちを理

解してくれているとおり、わたしたちの主イエスの日に

は、あなたがたがわたしたちの誇であるように、わたし

たちもあなたがたの誇なのである。 15この確信をもって

、わたしたちはもう一度恵みを得させたいので、まずあ

なたがたの所に行き、 16それからそちらを通ってマケド

ニヤにおもむき、そして再びマケドニヤからあなたがた

の所に帰り、あなたがたの見送りを受けてユダヤに行く

計画を立てたのである。 17この計画を立てたのは、軽率

なことであったであろうか。それとも、自分の計画を肉

の思いによって計画したため、わたしの「しかり、しか

り」が同時に「否、否」であったのだろうか。 18神の真

実にかけて言うが、あなたがたに対するわたしの言葉は

、「しかり」と同時に「否」というようなものではない

。 19なぜなら、わたしたち、すなわち、わたしとシルワ

ノとテモテとが、あなたがたに宣べ伝えた神の子キリス

ト・イエスは、「しかり」となると同時に「否」となっ

たのではない。そうではなく、「しかり」がイエスにお

いて実現されたのである。 20なぜなら、神の約束はこと

ごとく、彼において「しかり」となったからである。だ

から、わたしたちは、彼によって「アァメン」と唱えて

、神に栄光を帰するのである。 21あなたがたと共にわた

したちを、キリストのうちに堅くささえ、油をそそいで

下さったのは、神である。 22神はまた、わたしたちに証

印をおし、その保証として、わたしたちの心に御霊を賜

わったのである。 23わたしは自分の魂をかけ、神を証人

に呼び求めて言うが、わたしがコリントに行かないでい

るのは、あなたがたに対して寛大でありたいためである

。 24わたしたちは、あなたがたの信仰を支配する者では

なく、あなたがたの喜びのために共に働いている者にす

ぎない。あなたがたは、信仰に堅く立っているからであ

る。

2そこでわたしは、あなたがたの所に再び悲しみをもっ
て行くことはすまいと、決心したのである。 2もしあ

なたがたを悲しませるとすれば、わたしが悲しませてい

るその人以外に、だれがわたしを喜ばせてくれるのか。

3このような事を書いたのは、わたしが行く時、わたし

を喜ばせてくれるはずの人々から、悲しい思いをさせら

れたくないためである。わたし自身の喜びはあなたがた

全体の喜びであることを、あなたがたすべてについて確

信しているからである。 4わたしは大きな患難と心の憂

いの中から、多くの涙をもってあなたがたに書きおくっ

た。それは、あなたがたを悲しませるためではなく、あ

なたがたに対してあふれるばかりにいだいているわたし

の愛を、知ってもらうためであった。 5しかし、もしだ

れかが人を悲しませたとすれば、それはわたしを悲しま

せたのではなく、控え目に言うが、ある程度、あなたが

た一同を悲しませたのである。 6その人にとっては、多

数の者から受けたあの処罰でもう十分なのだから、 7あ

なたがたはむしろ彼をゆるし、また慰めてやるべきであ

る。そうしないと、その人はますます深い悲しみに沈む

かも知れない。 8そこでわたしは、彼に対して愛を示す

ように、あなたがたに勧める。 9わたしが書きおくった

のも、あなたがたがすべての事について従順であるかど

うかを、ためすためにほかならなかった。 10もしあなた

がたが、何かのことについて人をゆるすなら、わたしも

またゆるそう。そして、もしわたしが何かのことでゆる

したとすれば、それは、あなたがたのためにキリストの

みまえでゆるしたのである。 11そうするのは、サタンに

欺かれることのないためである。わたしたちは、彼の策

略を知らないわけではない。 12さて、キリストの福音の

ためにトロアスに行ったとき、わたしのために主の門が

開かれたにもかかわらず、 13兄弟テトスに会えなかった

ので、わたしは気が気でなく、人々に別れて、マケドニ

ヤに出かけて行った。 14しかるに、神は感謝すべきかな

。神はいつもわたしたちをキリストの凱旋に伴い行き、

わたしたちをとおしてキリストを知る知識のかおりを、

至る所に放って下さるのである。 15わたしたちは、救わ

れる者にとっても滅びる者にとっても、神に対するキリ

ストのかおりである。 16後者にとっては、死から死に至

らせるかおりであり、前者にとっては、いのちからいの
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ちに至らせるかおりである。いったい、このような任務

に、だれが耐え得ようか。 17しかし、わたしたちは、多

くの人のように神の言を売物にせず、真心をこめて、神

につかわされた者として神のみまえで、キリストにあっ

て語るのである。

3わたしたちは、またもや、自己推薦をし始めているの
だろうか。それとも、ある人々のように、あなたがた

にあてた、あるいは、あなたがたからの推薦状が必要な

のだろうか。 2わたしたちの推薦状は、あなたがたなの

である。それは、わたしたちの心にしるされていて、す

べての人に知られ、かつ読まれている。 3そして、あな

たがたは自分自身が、わたしたちから送られたキリスト

の手紙であって、墨によらず生ける神の霊によって書か

れ、石の板にではなく人の心の板に書かれたものである

ことを、はっきりとあらわしている。 4こうした確信を

、わたしたちはキリストにより神に対していだいている

。 5もちろん、自分自身で事を定める力が自分にある、

と言うのではない。わたしたちのこうした力は、神から

きている。 6神はわたしたちに力を与えて、新しい契約

に仕える者とされたのである。それは、文字に仕える者

ではなく、霊に仕える者である。文字は人を殺し、霊は

人を生かす。 7もし石に彫りつけた文字による死の務が

栄光のうちに行われ、そのためイスラエルの子らは、モ

ーセの顔の消え去るべき栄光のゆえに、その顔を見つめ

ることができなかったとすれば、 8まして霊の務は、は

るかに栄光あるものではなかろうか。 9もし罪を宣告す

る務が栄光あるものだとすれば、義を宣告する務は、は

るかに栄光に満ちたものである。 10そして、すでに栄光

を受けたものも、この場合、はるかにまさった栄光のま

えに、その栄光を失ったのである。 11もし消え去るべき

ものが栄光をもって現れたのなら、まして永存すべきも

のは、もっと栄光のあるべきものである。 12こうした望

みをいだいているので、わたしたちは思いきって大胆に

語り、 13そしてモーセが、消え去っていくものの最後を

イスラエルの子らに見られまいとして、顔におおいをか

けたようなことはしない。 14実際、彼らの思いは鈍くな

っていた。今日に至るまで、彼らが古い契約を朗読する

場合、その同じおおいが取り去られないままで残ってい

る。それは、キリストにあってはじめて取り除かれるの

である。 15今日に至るもなお、モーセの書が朗読される

たびに、おおいが彼らの心にかかっている。 16しかし主

に向く時には、そのおおいは取り除かれる。 17主は霊で

ある。そして、主の霊のあるところには、自由がある。

18わたしたちはみな、顔おおいなしに、主の栄光を鏡に

映すように見つつ、栄光から栄光へと、主と同じ姿に変

えられていく。これは霊なる主の働きによるのである。

4このようにわたしたちは、あわれみを受けてこの務に
ついているのだから、落胆せずに、 2恥ずべき隠れた

ことを捨て去り、悪巧みによって歩かず、神の言を曲げ

ず、真理を明らかにし、神のみまえに、すべての人の良

心に自分を推薦するのである。 3もしわたしたちの福音

がおおわれているなら、滅びる者どもにとっておおわれ

ているのである。 4彼らの場合、この世の神が不信の者

たちの思いをくらませて、神のかたちであるキリストの

栄光の福音の輝きを、見えなくしているのである。 (aiōn

g165) 5しかし、わたしたちは自分自身を宣べ伝えるので

はなく、主なるキリスト・イエスを宣べ伝える。わたし

たち自身は、ただイエスのために働くあなたがたの僕に

すぎない。 6「やみの中から光が照りいでよ」と仰せに

なった神は、キリストの顔に輝く神の栄光の知識を明ら

かにするために、わたしたちの心を照して下さったので

ある。 7しかしわたしたちは、この宝を土の器の中に持

っている。その測り知れない力は神のものであって、わ

たしたちから出たものでないことが、あらわれるためで

ある。 8わたしたちは、四方から患難を受けても窮しな

い。途方にくれても行き詰まらない。 9迫害に会っても

見捨てられない。倒されても滅びない。 10いつもイエス

の死をこの身に負うている。それはまた、イエスのいの

ちが、この身に現れるためである。 11わたしたち生きて

いる者は、イエスのために絶えず死に渡されているので

ある。それはイエスのいのちが、わたしたちの死ぬべき

肉体に現れるためである。 12こうして、死はわたしたち

のうちに働き、いのちはあなたがたのうちに働くのであ

る。 13「わたしは信じた。それゆえに語った」としるし

てあるとおり、それと同じ信仰の霊を持っているので、

わたしたちも信じている。それゆえに語るのである。 14

それは、主イエスをよみがえらせたかたが、わたしたち

をもイエスと共によみがえらせ、そして、あなたがたと

共にみまえに立たせて下さることを、知っているからで

ある。 15すべてのことは、あなたがたの益であって、恵

みがますます多くの人に増し加わるにつれ、感謝が満ち

あふれて、神の栄光となるのである。 16だから、わたし

たちは落胆しない。たといわたしたちの外なる人は滅び

ても、内なる人は日ごとに新しくされていく。 17なぜな

ら、このしばらくの軽い患難は働いて、永遠の重い栄光

を、あふれるばかりにわたしたちに得させるからである

。 (aiōnios g166) 18わたしたちは、見えるものにではなく

、見えないものに目を注ぐ。見えるものは一時的であり

、見えないものは永遠につづくのである。 (aiōnios g166)

5わたしたちの住んでいる地上の幕屋がこわれると、神
からいただく建物、すなわち天にある、人の手によら

ない永遠の家が備えてあることを、わたしたちは知って

いる。 (aiōnios g166) 2そして、天から賜わるそのすみかを

、上に着ようと切に望みながら、この幕屋の中で苦しみ

もだえている。 3それを着たなら、裸のままではいない

ことになろう。 4この幕屋の中にいるわたしたちは、重

荷を負って苦しみもだえている。それを脱ごうと願うか

らではなく、その上に着ようと願うからであり、それに

よって、死ぬべきものがいのちにのまれてしまうためで

ある。 5わたしたちを、この事にかなう者にして下さっ

たのは、神である。そして、神はその保証として御霊を

わたしたちに賜わったのである。 6だから、わたしたち

はいつも心強い。そして、肉体を宿としている間は主か

ら離れていることを、よく知っている。 7わたしたちは

、見えるものによらないで、信仰によって歩いているの

である。 8それで、わたしたちは心強い。そして、むし

ろ肉体から離れて主と共に住むことが、願わしいと思っ

ている。 9そういうわけだから、肉体を宿としているに

しても、それから離れているにしても、ただ主に喜ばれ

る者となるのが、心からの願いである。 10なぜなら、わ

たしたちは皆、キリストのさばきの座の前にあらわれ、

善であれ悪であれ、自分の行ったことに応じて、それぞ

れ報いを受けねばならないからである。 11このようにわ

たしたちは、主の恐るべきことを知っているので、人々
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に説き勧める。わたしたちのことは、神のみまえには明

らかになっている。さらに、あなたがたの良心にも明ら

かになるようにと望む。 12わたしたちは、あなたがたに

対して、またもや自己推薦をしようとするのではない。

ただわたしたちを誇る機会を、あなたがたに持たせ、心

を誇るのではなくうわべだけを誇る人々に答えうるよう

にさせたいのである。 13もしわたしたちが、気が狂って

いるのなら、それは神のためであり、気が確かであるの

なら、それはあなたがたのためである。 14なぜなら、キ

リストの愛がわたしたちに強く迫っているからである。

わたしたちはこう考えている。ひとりの人がすべての人

のために死んだ以上、すべての人が死んだのである。 15

そして、彼がすべての人のために死んだのは、生きてい

る者がもはや自分のためにではなく、自分のために死ん

でよみがえったかたのために、生きるためである。 16そ

れだから、わたしたちは今後、だれをも肉によって知る

ことはすまい。かつてはキリストを肉によって知ってい

たとしても、今はもうそのような知り方をすまい。 17だ

れでもキリストにあるならば、その人は新しく造られた

者である。古いものは過ぎ去った、見よ、すべてが新し

くなったのである。 18しかし、すべてこれらの事は、神

から出ている。神はキリストによって、わたしたちをご

自分に和解させ、かつ和解の務をわたしたちに授けて下

さった。 19すなわち、神はキリストにおいて世をご自分

に和解させ、その罪過の責任をこれに負わせることをし

ないで、わたしたちに和解の福音をゆだねられたのであ

る。 20神がわたしたちをとおして勧めをなさるのである

から、わたしたちはキリストの使者なのである。そこで

、キリストに代って願う、神の和解を受けなさい。 21神

はわたしたちの罪のために、罪を知らないかたを罪とさ

れた。それは、わたしたちが、彼にあって神の義となる

ためなのである。

6わたしたちはまた、神と共に働く者として、あなたが
たに勧める。神の恵みをいたずらに受けてはならない

。 2神はこう言われる、「わたしは、恵みの時にあなた

の願いを聞きいれ、救の日にあなたを助けた」。見よ、

今は恵みの時、見よ、今は救の日である。 3この務がそ

しりを招かないために、わたしたちはどんな事にも、人

につまずきを与えないようにし、 4かえって、あらゆる

場合に、神の僕として、自分を人々にあらわしている。

すなわち、極度の忍苦にも、患難にも、危機にも、行き

詰まりにも、 5むち打たれることにも、入獄にも、騒乱

にも、労苦にも、徹夜にも、飢餓にも、 6真実と知識と

寛容と、慈愛と聖霊と偽りのない愛と、 7真理の言葉と

神の力とにより、左右に持っている義の武器により、 8

ほめられても、そしられても、悪評を受けても、好評を

博しても、神の僕として自分をあらわしている。わたし

たちは、人を惑わしているようであるが、しかも真実で

あり、 9人に知られていないようであるが、認められ、

死にかかっているようであるが、見よ、生きており、懲

らしめられているようであるが、殺されず、 10悲しんで

いるようであるが、常に喜んでおり、貧しいようである

が、多くの人を富ませ、何も持たないようであるが、す

べての物を持っている。 11コリントの人々よ。あなたが

たに向かってわたしたちの口は開かれており、わたした

ちの心は広くなっている。 12あなたがたは、わたしたち

に心をせばめられていたのではなく、自分で心をせばめ

ていたのだ。 13わたしは子供たちに対するように言うが

、どうかあなたがたの方でも心を広くして、わたしに応

じてほしい。 14不信者と、つり合わないくびきを共にす

るな。義と不義となんの係わりがあるか。光とやみとな

んの交わりがあるか。 15キリストとベリアルとなんの調

和があるか。信仰と不信仰となんの関係があるか。 16神

の宮と偶像となんの一致があるか。わたしたちは、生け

る神の宮である。神がこう仰せになっている、「わたし

は彼らの間に住み、かつ出入りをするであろう。そして

、わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となるで

あろう」。 17だから、「彼らの間から出て行き、彼らと

分離せよ、と主は言われる。そして、汚れたものに触て

はならない。触なければ、わたしはあなたがたを受けい

れよう。 18そしてわたしは、あなたがたの父となり、あ

なたがたは、わたしのむすこ、むすめとなるであろう。

全能の主が、こう言われる」。

7愛する者たちよ。わたしたちは、このような約束を与
えられているのだから、肉と霊とのいっさいの汚れか

ら自分をきよめ、神をおそれて全く清くなろうではない

か。 2どうか、わたしたちに心を開いてほしい。わたし

たちは、だれにも不義をしたことがなく、だれをも破滅

におとしいれたことがなく、だれからもだまし取ったこ

とがない。 3わたしは、責めるつもりでこう言うのでは

ない。前にも言ったように、あなたがたはわたしの心の

うちにいて、わたしたちと生死を共にしているのである

。 4わたしはあなたがたを大いに信頼し、大いに誇って

いる。また、あふれるばかり慰めを受け、あらゆる患難

の中にあって喜びに満ちあふれている。 5さて、マケド

ニヤに着いたとき、わたしたちの身に少しの休みもなく

、さまざまの患難に会い、外には戦い、内には恐れがあ

った。 6しかるに、うちしおれている者を慰める神は、

テトスの到来によって、わたしたちを慰めて下さった。

7ただ彼の到来によるばかりではなく、彼があなたがた

から受けたその慰めをもって、慰めて下さった。すなわ

ち、あなたがたがわたしを慕っていること、嘆いている

こと、またわたしに対して熱心であることを知らせてく

れたので、わたしの喜びはいよいよ増し加わったのであ

る。 8そこで、たとい、あの手紙であなたがたを悲しま

せたとしても、わたしはそれを悔いていない。あの手紙

がしばらくの間ではあるが、あなたがたを悲しませたの

を見て悔いたとしても、 9今は喜んでいる。それは、あ

なたがたが悲しんだからではなく、悲しんで悔い改める

に至ったからである。あなたがたがそのように悲しんだ

のは、神のみこころに添うたことであって、わたしたち

からはなんの損害も受けなかったのである。 10神のみこ

ころに添うた悲しみは、悔いのない救を得させる悔改め

に導き、この世の悲しみは死をきたらせる。 11見よ、神

のみこころに添うたその悲しみが、どんなにか熱情をあ

なたがたに起させたことか。また、弁明、義憤、恐れ、

愛慕、熱意、それから処罰に至らせたことか。あなたが

たはあの問題については、すべての点において潔白であ

ることを証明したのである。 12だから、わたしがあなた

がたに書きおくったのは、不義をした人のためでも、不

義を受けた人のためでもなく、わたしたちに対するあな

たがたの熱情が、神の前にあなたがたの間で明らかにな

るためである。 13こういうわけで、わたしたちは慰めら

れたのである。これらの慰めの上にテトスの喜びが加わ
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って、わたしたちはなおいっそう喜んだ。彼があなたが

た一同によって安心させられたからである。 14そして、

わたしは彼に対してあなたがたのことを少しく誇ったが

、それはわたしの恥にならないですんだ。あなたがたに

いっさいのことを真実に語ったように、テトスに対して

誇ったことも真実となってきたのである。 15また彼は、

あなたがた一同が従順であって、おそれおののきつつ自

分を迎えてくれたことを思い出して、ますます心をあな

たがたの方に寄せている。 16わたしは、あなたがたに全

く信頼することができて、喜んでいる。

8兄弟たちよ。わたしたちはここで、マケドニヤの諸教
会に与えられた神の恵みを、あなたがたに知らせよう

。 2すなわち、彼らは、患難のために激しい試錬をうけ

たが、その満ちあふれる喜びは、極度の貧しさにもかか

わらず、あふれ出て惜しみなく施す富となったのである

。 3わたしはあかしするが、彼らは力に応じて、否、力

以上に施しをした。すなわち、自ら進んで、 4聖徒たち

への奉仕に加わる恵みにあずかりたいと、わたしたちに

熱心に願い出て、 5わたしたちの希望どおりにしたばか

りか、自分自身をまず、神のみこころにしたがって、主

にささげ、また、わたしたちにもささげたのである。 6

そこで、この募金をテトスがあなたがたの所で、すでに

始めた以上、またそれを完成するようにと、わたしたち

は彼に勧めたのである。 7さて、あなたがたがあらゆる

事がらについて富んでいるように、すなわち、信仰にも

言葉にも知識にも、あらゆる熱情にも、また、あなたが

たに対するわたしたちの愛にも富んでいるように、この

恵みのわざにも富んでほしい。 8こう言っても、わたし

は命令するのではない。ただ、他の人たちの熱情によっ

て、あなたがたの愛の純真さをためそうとするのである

。 9あなたがたは、わたしたちの主イエス・キリストの

恵みを知っている。すなわち、主は富んでおられたのに

、あなたがたのために貧しくなられた。それは、あなた

がたが、彼の貧しさによって富む者になるためである。

10そこで、わたしは、この恵みのわざについて意見を述

べよう。それがあなたがたの益になるからである。あな

たがたはこの事を、昨年以来、他に先んじて実行したば

かりではなく、それを願っていた。 11だから今、それを

やりとげなさい。あなたがたが心から願っているように

、持っているところに応じて、それをやりとげなさい。

12もし心から願ってそうするなら、持たないところによ

らず、持っているところによって、神に受けいれられる

のである。 13それは、ほかの人々に楽をさせて、あなた

がたに苦労をさせようとするのではなく、持ち物を等し

くするためである。 14すなわち、今の場合は、あなたが

たの余裕があの人たちの欠乏を補い、後には、彼らの余

裕があなたがたの欠乏を補い、こうして等しくなるよう

にするのである。 15それは「多く得た者も余ることがな

く、少ししか得なかった者も足りないことはなかった」

と書いてあるとおりである。 16わたしがあなたがたに対

して持っている同じ熱情を、テトスの心にも与えて下さ

った神に感謝する。 17彼はわたしの勧めを受けいれ、そ

して更に熱心になって、自分から進んであなたがたのと

ころに行った。 18わたしたちはまた、テトスと一緒に、

ひとりの兄弟を送る。この兄弟が福音宣伝の上で得たほ

まれは、すべての教会に聞えているが、 19そのうえ、彼

は、主ご自身の栄光があらわれるため、また、わたした

ちの好意を示すために、骨を折って贈り物を集めている

わたしたちの同伴者として、諸教会から選ばれたのであ

る。 20そうしたのは、わたしたちが集めているこの寄附

金のことについて、人にかれこれ言われるのを避けるた

めである。 21わたしたちは、主のみまえばかりではなく

、人の前でも公正であるように、気を配っているのであ

る。 22また、もうひとりの兄弟を彼らと一緒に送る。わ

たしたちは、多くの事について彼が熱心であったことを

、たびたび認めた。彼は今、あなたがたを非常に信頼し

て、ますます熱心になっている。 23テトスについて言え

ば、彼はわたしの仲間であり、あなたがたに対するわた

しの協力者である。この兄弟たちについて言えば、彼ら

は諸教会の使者、キリストの栄光である。 24だから、あ

なたがたの愛と、また、あなたがたについてわたしたち

がいだいている誇とが、真実であることを、諸教会の前

で彼らにあかししていただきたい。

9聖徒たちに対する援助については、いまさら、あなた
がたに書きおくる必要はない。 2わたしは、あなたが

たの好意を知っており、そのために、あなたがたのこと

をマケドニヤの人々に誇って、アカヤでは昨年以来、す

でに準備をしているのだと言った。そして、あなたがた

の熱心は、多くの人を奮起させたのである。 3わたしが

兄弟たちを送ることにしたのは、あなたがたについてわ

たしたちの誇ったことが、この場合むなしくならないで

、わたしが言ったとおり準備していてもらいたいからで

ある。 4そうでないと、万一マケドニヤ人がわたしと一

緒に行って、準備ができていないのを見たら、あなたが

たはもちろん、わたしたちも、かように信じきっていた

だけに、恥をかくことになろう。 5だから、わたしは兄

弟たちを促して、あなたがたの所へ先に行かせ、以前あ

なたがたが約束していた贈り物の準備をさせておくこと

が必要だと思った。それをしぶりながらではなく、心を

こめて用意していてほしい。 6わたしの考えはこうであ

る。少ししかまかない者は、少ししか刈り取らず、豊か

にまく者は、豊かに刈り取ることになる。 7各自は惜し

む心からでなく、また、しいられてでもなく、自ら心で

決めたとおりにすべきである。神は喜んで施す人を愛し

て下さるのである。 8神はあなたがたにあらゆる恵みを

豊かに与え、あなたがたを常にすべてのことに満ち足ら

せ、すべての良いわざに富ませる力のあるかたなのであ

る。 9「彼は貧しい人たちに散らして与えた。その義は

永遠に続くであろう」と書いてあるとおりである。 (aiōn

g165) 10種まく人に種と食べるためのパンとを備えて下さ

るかたは、あなたがたにも種を備え、それをふやし、そ

してあなたがたの義の実を増して下さるのである。 11こ

うして、あなたがたはすべてのことに豊かになって、惜

しみなく施し、その施しはわたしたちの手によって行わ

れ、神に感謝するに至るのである。 12なぜなら、この援

助の働きは、聖徒たちの欠乏を補えだけではなく、神に

対する多くの感謝によってますます豊かになるからであ

る。 13すなわち、この援助を行った結果として、あなた

がたがキリストの福音の告白に対して従順であることや

、彼らにも、すべての人にも、惜しみなく施しをしてい

ることがわかってきて、彼らは神に栄光を帰し、 14そし

て、あなたがたに賜わったきわめて豊かな神の恵みのゆ

えに、あなたがたを慕い、あなたがたのために祈るので
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ある。 15言いつくせない賜物のゆえに、神に感謝する

。

10さて、「あなたがたの間にいて面と向かってはおと
なしいが、離れていると、気が強くなる」このパウ

ロが、キリストの優しさ、寛大さをもって、あなたがた

に勧める。 2わたしたちを肉に従って歩いているかのよ

うに思っている人々に対しては、わたしは勇敢に行動す

るつもりであるが、あなたがたの所では、どうか、その

ような思いきったことをしないですむようでありたい。

3わたしたちは、肉にあって歩いてはいるが、肉に従っ

て戦っているのではない。 4わたしたちの戦いの武器は

、肉のものではなく、神のためには要塞をも破壊するほ

どの力あるものである。わたしたちはさまざまな議論を

破り、 5神の知恵に逆らって立てられたあらゆる障害物

を打ちこわし、すべての思いをとりこにしてキリストに

服従させ、 6そして、あなたがたが完全に服従した時、

すべて不従順な者を処罰しようと、用意しているのであ

る。 7あなたがたは、うわべの事だけを見ている。もし

ある人が、キリストに属する者だと自任しているなら、

その人はもう一度よく反省すべきである。その人がキリ

ストに属する者であるように、わたしたちもそうである

。 8たとい、あなたがたを倒すためではなく高めるため

に主からわたしたちに賜わった権威について、わたしが

やや誇りすぎたとしても、恥にはなるまい。 9ただ、わ

たしは、手紙であなたがたをおどしているのだと、思わ

れたくはない。 10人は言う、「彼の手紙は重味があって

力強いが、会って見ると外見は弱々しく、話はつまらな

い」。 11そういう人は心得ているがよい。わたしたちは

、離れていて書きおくる手紙の言葉どおりに、一緒にい

る時でも同じようにふるまうのである。 12わたしたちは

、自己推薦をするような人々と自分を同列においたり比

較したりはしない。彼らは仲間同志で互にはかり合った

り、互に比べ合ったりしているが、知恵のないしわざで

ある。 13しかし、わたしたちは限度をこえて誇るような

ことはしない。むしろ、神が割り当てて下さった地域の

限度内で誇るにすぎない。わたしはその限度にしたがっ

て、あなたがたの所まで行ったのである。 14わたしたち

は、あなたがたの所まで行けない者であるかのように、

むりに手を延ばしているのではない。事実、わたしたち

が最初にキリストの福音を携えて、あなたがたの所まで

も行ったのである。 15わたしたちは限度をこえて、他人

の働きを誇るようなことはしない。ただ、あなたがたの

信仰が成長するにつれて、わたしたちの働きの範囲があ

なたがたの中でますます大きくなることを望んでいる。

16こうして、わたしたちはほかの人の地域ですでになさ

れていることを誇ることはせずに、あなたがたを越えた

さきざきにまで、福音を宣べ伝えたい。 17誇る者は主を

誇るべきである。 18自分で自分を推薦する人ではなく、

主に推薦される人こそ、確かな人なのである。

11わたしが少しばかり愚かなことを言うのを、どうか
、忍んでほしい。もちろん忍んでくれるのだ。 2わ

たしは神の熱情をもって、あなたがたを熱愛している。

あなたがたを、きよいおとめとして、ただひとりの男子

キリストにささげるために、婚約させたのである。 3た

だ恐れるのは、エバがへびの悪巧みで誘惑されたように

、あなたがたの思いが汚されて、キリストに対する純情

と貞操とを失いはしないかということである。 4という

のは、もしある人がきて、わたしたちが宣べ伝えもしな

かったような異なるイエスを宣べ伝え、あるいは、あな

たがたが受けたことのない違った霊を受け、あるいは、

受けいれたことのない違った福音を聞く場合に、あなた

がたはよくもそれを忍んでいる。 5事実、わたしは、あ

の大使徒たちにいささかも劣ってはいないと思う。 6た

とい弁舌はつたなくても、知識はそうでない。わたしは

、事ごとに、いろいろの場合に、あなたがたに対してそ

れを明らかにした。 7それとも、あなたがたを高めるた

めに自分を低くして、神の福音を価なしにあなたがたに

宣べ伝えたことが、罪になるのだろうか。 8わたしは他

の諸教会をかすめたと言われながら得た金で、あなたが

たに奉仕し、 9あなたがたの所にいて貧乏をした時にも

、だれにも負担をかけたことはなかった。わたしの欠乏

は、マケドニヤからきた兄弟たちが、補ってくれた。こ

うして、わたしはすべての事につき、あなたがたに重荷

を負わせまいと努めてきたし、今後も努めよう。 10わた

しの内にあるキリストの真実にかけて言う、この誇がア

カヤ地方で封じられるようなことは、決してない。 11な

ぜであるか。わたしがあなたがたを愛していないからか

。それは、神がご存じである。 12しかし、わたしは、現

在していることを今後もしていこう。それは、わたした

ちと同じように誇りうる立ち場を得ようと機会をねらっ

ている者どもから、その機会を断ち切ってしまうためで

ある。 13こういう人々はにせ使徒、人をだます働き人で

あって、キリストの使徒に擬装しているにすぎないから

である。 14しかし、驚くには及ばない。サタンも光の天

使に擬装するのだから。 15だから、たといサタンの手下

どもが、義の奉仕者のように擬装したとしても、不思議

ではない。彼らの最期は、そのしわざに合ったものとな

ろう。 16繰り返して言うが、だれも、わたしを愚か者と

思わないでほしい。もしそう思うなら、愚か者あつかい

にされてもよいから、わたしにも、少し誇らせてほしい

。 17いま言うことは、主によって言うのではなく、愚か

者のように、自分の誇とするところを信じきって言うの

である。 18多くの人が肉によって誇っているから、わた

しも誇ろう。 19あなたがたは賢い人たちなのだから、喜

んで愚か者を忍んでくれるだろう。 20実際、あなたがた

は奴隷にされても、食い倒されても、略奪されても、い

ばられても、顔をたたかれても、それを忍んでいる。 21

言うのも恥ずかしいことだが、わたしたちは弱すぎたの

だ。もしある人があえて誇るなら、わたしは愚か者にな

って言うが、わたしもあえて誇ろう。 22彼らはヘブル人

なのか。わたしもそうである。彼らはイスラエル人なの

か。わたしもそうである。彼らはアブラハムの子孫なの

か。わたしもそうである。 23彼らはキリストの僕なのか

。わたしは気が狂ったようになって言う、わたしは彼ら

以上にそうである。苦労したことはもっと多く、投獄さ

れたことももっと多く、むち打たれたことは、はるかに

おびただしく、死に面したこともしばしばあった。 24ユ

ダヤ人から四十に一つ足りないむちを受けたことが五度

、 25ローマ人にむちで打たれたことが三度、石で打たれ

たことが一度、難船したことが三度、そして、一昼夜、

海の上を漂ったこともある。 26幾たびも旅をし、川の難

、盗賊の難、同国民の難、異邦人の難、都会の難、荒野

の難、海上の難、にせ兄弟の難に会い、 27労し苦しみ、

たびたび眠られぬ夜を過ごし、飢えかわき、しばしば食
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物がなく、寒さに凍え、裸でいたこともあった。 28なお

いろいろの事があった外に、日々わたしに迫って来る諸

教会の心配ごとがある。 29だれかが弱っているのに、わ

たしも弱らないでおれようか。だれかが罪を犯している

のに、わたしの心が燃えないでおれようか。 30もし誇ら

ねばならないのなら、わたしは自分の弱さを誇ろう。 31

永遠にほむべき、主イエス・キリストの父なる神は、わ

たしが偽りを言っていないことを、ご存じである。 (aiōn

g165) 32ダマスコでアレタ王の代官が、わたしを捕えるた

めにダマスコ人の町を監視したことがあったが、 33その

時わたしは窓から町の城壁づたいに、かごでつり降ろさ

れて、彼の手からのがれた。

12わたしは誇らざるを得ないので、無益ではあろうが
、主のまぼろしと啓示とについて語ろう。 2わたし

はキリストにあるひとりの人を知っている。この人は十

四年前に第三の天にまで引き上げられたそれが、からだ

のままであったか、わたしは知らない。からだを離れて

であったか、それも知らない。神がご存じである。 3こ

の人がそれが、からだのままであったか、からだを離れ

てであったか、わたしは知らない。神がご存じである 4

パラダイスに引き上げられ、そして口に言い表わせない

、人間が語ってはならない言葉を聞いたのを、わたしは

知っている。 5わたしはこういう人について誇ろう。し

かし、わたし自身については、自分の弱さ以外には誇る

ことをすまい。 6もっとも、わたしが誇ろうとすれば、

ほんとうの事を言うのだから、愚か者にはならないだろ

う。しかし、それはさし控えよう。わたしがすぐれた啓

示を受けているので、わたしについて見たり聞いたりし

ている以上に、人に買いかぶられるかも知れないから。

7そこで、高慢にならないように、わたしの肉体に一つ

のとげが与えられた。それは、高慢にならないように、

わたしを打つサタンの使なのである。 8このことについ

て、わたしは彼を離れ去らせて下さるようにと、三度も

主に祈った。 9ところが、主が言われた、「わたしの恵

みはあなたに対して十分である。わたしの力は弱いとこ

ろに完全にあらわれる」。それだから、キリストの力が

わたしに宿るように、むしろ、喜んで自分の弱さを誇ろ

う。 10だから、わたしはキリストのためならば、弱さと

、侮辱と、危機と、迫害と、行き詰まりとに甘んじよう

。なぜなら、わたしが弱い時にこそ、わたしは強いから

である。 11わたしは愚か者となった。あなたがたが、む

りにわたしをそうしてしまったのだ。実際は、あなたが

たから推薦されるべきであった。というのは、たといわ

たしは取るに足りない者だとしても、あの大使徒たちに

はなんら劣るところがないからである。 12わたしは、使

徒たるの実を、しるしと奇跡と力あるわざとにより、忍

耐をつくして、あなたがたの間であらわしてきた。 13い

ったい、あなたがたが他の教会よりも劣っている点は何

か。ただ、このわたしがあなたがたに負担をかけなかっ

たことだけではないか。この不義は、どうか、ゆるして

もらいたい。 14さて、わたしは今、三度目にあなたがた

の所に行く用意をしている。しかし、負担はかけないつ

もりである。わたしの求めているのは、あなたがたの持

ち物ではなく、あなたがた自身なのだから。いったい、

子供は親のために財をたくわえて置く必要はなく、親が

子供のためにたくわえて置くべきである。 15そこでわた

しは、あなたがたの魂のためには、大いに喜んで費用を

使い、また、わたし自身をも使いつくそう。わたしがあ

なたがたを愛すれば愛するほど、あなたがたからますま

す愛されなくなるのであろうか。 16わたしは、あなたが

たに重荷を負わせなかったとしても、悪がしこくて、あ

なたがたからだまし取ったのだと、人は言う。 17わたし

は、あなたがたにつかわした人たちのうちのだれかをと

おして、あなたがたからむさぼり取っただろうか。 18わ

たしは、テトスに勧めてそちらに行かせ、また、かの兄

弟を同行させた。テトスは、あなたがたからむさぼり取

ったことがあろうか。わたしたちは、みな同じ心で歩い

たではないか。同じ足並みで歩いたではないか。 19あな

たがたは、わたしたちがあなたがたに対して弁明をして

いるのだと、今までずっと思ってきたであろう。しかし

、わたしたちは、神のみまえでキリストにあって語って

いるのである。愛する者たちよ。これらすべてのことは

、あなたがたの徳を高めるためなのである。 20わたしは

、こんな心配をしている。わたしが行ってみると、もし

かしたら、あなたがたがわたしの願っているような者で

はなく、わたしも、あなたがたの願っているような者で

ないことになりはすまいか。もしかしたら、争い、ねた

み、怒り、党派心、そしり、ざんげん、高慢、騒乱など

がありはすまいか。 21わたしが再びそちらに行った場合

、わたしの神が、あなたがたの前でわたしに恥をかかせ

、その上、多くの人が前に罪を犯していながら、その汚

れと不品行と好色とを悔い改めていないので、わたしを

悲しませることになりはすまいか。

13わたしは今、三度目にあなたがたの所に行こうとし
ている。すべての事がらは、ふたりか三人の証人の

証言によって確定する。 2わたしは、前に罪を犯した者

たちやその他のすべての人々に、二度目に滞在していた

とき警告しておいたが、離れている今またあらかじめ言

っておく。今度行った時には、決して容赦はしない。 3

なぜなら、あなたがたが、キリストのわたしにあって語

っておられるという証拠を求めているからである。キリ

ストは、あなたがたに対して弱くはなく、あなたがたの

うちにあって強い。 4すなわち、キリストは弱さのゆえ

に十字架につけられたが、神の力によって生きておられ

るのである。このように、わたしたちもキリストにあっ

て弱い者であるが、あなたがたに対しては、神の力によ

って、キリストと共に生きるのである。 5あなたがたは

、はたして信仰があるかどうか、自分を反省し、自分を

吟味するがよい。それとも、イエス・キリストがあなた

がたのうちにおられることを、悟らないのか。もし悟ら

なければ、あなたがたは、にせものとして見捨てられる

。 6しかしわたしは、自分たちが見捨てられた者ではな

いことを、知っていてもらいたい。 7わたしたちは、あ

なたがたがどんな悪をも行わないようにと、神に祈る。

それは、自分たちがほんとうの者であることを見せるた

めではなく、たといわたしたちが見捨てられた者のよう

になっても、あなたがたに良い行いをしてもらいたいた

めである。 8わたしたちは、真理に逆らっては何をする

力もなく、真理にしたがえば力がある。 9わたしたちは

、自分は弱くても、あなたがたが強ければ、それを喜ぶ

。わたしたちが特に祈るのは、あなたがたが完全に良く

なってくれることである。 10こういうわけで、離れてい

て以上のようなことを書いたのは、わたしがあなたがた

の所に行ったとき、倒すためではなく高めるために主が
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授けて下さった権威を用いて、きびしい処置をする必要

がないようにしたいためである。 11最後に、兄弟たちよ

。いつも喜びなさい。全き者となりなさい。互に励まし

合いなさい。思いを一つにしなさい。平和に過ごしなさ

い。そうすれば、愛と平和の神があなたがたと共にいて

下さるであろう。 12きよい接吻をもって互にあいさつを

かわしなさい。聖徒たち 13一同が、あなたがたによろし

く。 14主イエス・キリストの恵みと、神の愛と、聖霊の

交わりとが、あなたがた一同と共にあるように。
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ガラテヤ人への手紙

1人々からでもなく、人によってでもなく、イエス・キ
リストと彼を死人の中からよみがえらせた父なる神と

によって立てられた使徒パウロ、 2ならびにわたしと共

にいる兄弟たち一同から、ガラテヤの諸教会へ。 3わた

したちの父なる神と主イエス・キリストから、恵みと平

安とが、あなたがたにあるように。 4キリストは、わた

したちの父なる神の御旨に従い、わたしたちを今の悪の

世から救い出そうとして、ご自身をわたしたちの罪のた

めにささげられたのである。 (aiōn g165) 5栄光が世々限り

なく神にあるように、アァメン。 (aiōn g165) 6あなたがた

がこんなにも早く、あなたがたをキリストの恵みの内へ

お招きになったかたから離れて、違った福音に落ちてい

くことが、わたしには不思議でならない。 7それは福音

というべきものではなく、ただ、ある種の人々があなた

がたをかき乱し、キリストの福音を曲げようとしている

だけのことである。 8しかし、たといわたしたちであろ

うと、天からの御使であろうと、わたしたちが宣べ伝え

た福音に反することをあなたがたに宣べ伝えるなら、そ

の人はのろわるべきである。 9わたしたちが前に言って

おいたように、今わたしは重ねて言う。もしある人が、

あなたがたの受けいれた福音に反することを宣べ伝えて

いるなら、その人はのろわるべきである。 10今わたしは

、人に喜ばれようとしているのか、それとも、神に喜ば

れようとしているのか。あるいは、人の歓心を買おうと

努めているのか。もし、今もなお人の歓心を買おうとし

ているとすれば、わたしはキリストの僕ではあるまい。

11兄弟たちよ。あなたがたに、はっきり言っておく。わ

たしが宣べ伝えた福音は人間によるものではない。 12わ

たしは、それを人間から受けたのでも教えられたのでも

なく、ただイエス・キリストの啓示によったのである。

13ユダヤ教を信じていたころのわたしの行動については

、あなたがたはすでによく聞いている。すなわち、わた

しは激しく神の教会を迫害し、また荒しまわっていた。

14そして、同国人の中でわたしと同年輩の多くの者にま

さってユダヤ教に精進し、先祖たちの言伝えに対して、

だれよりもはるかに熱心であった。 15ところが、母の胎

内にある時からわたしを聖別し、み恵みをもってわたし

をお召しになったかたが、 16異邦人の間に宣べ伝えさせ

るために、御子をわたしの内に啓示して下さった時、わ

たしは直ちに、血肉に相談もせず、 17また先輩の使徒た

ちに会うためにエルサレムにも上らず、アラビヤに出て

行った。それから再びダマスコに帰った。 18その後三年

たってから、わたしはケパをたずねてエルサレムに上り

、彼のもとに十五日間、滞在した。 19しかし、主の兄弟

ヤコブ以外には、ほかのどの使徒にも会わなかった。 20

ここに書いていることは、神のみまえで言うが、決して

偽りではない。 21その後、わたしはシリヤとキリキヤと

の地方に行った。 22しかし、キリストにあるユダヤの諸

教会には、顔を知られていなかった。 23ただ彼らは、「

かつて自分たちを迫害した者が、以前には撲滅しようと

していたその信仰を、今は宣べ伝えている」と聞き、 24

わたしのことで、神をほめたたえた。

2その後十四年たってから、わたしはバルナバと一緒に
、テトスをも連れて、再びエルサレムに上った。 2そ

こに上ったのは、啓示によってである。そして、わたし

が異邦人の間に宣べ伝えている福音を、人々に示し、「

重だった人たち」には個人的に示した。それは、わたし

が現に走っており、またすでに走ってきたことが、むだ

にならないためである。 3しかし、わたしが連れていた

テトスでさえ、ギリシヤ人であったのに、割礼をしいら

れなかった。 4それは、忍び込んできたにせ兄弟らがい

たので彼らが忍び込んできたのは、キリスト・イエスに

あって持っているわたしたちの自由をねらって、わたし

たちを奴隷にするためであった。 5わたしたちは、福音

の真理があなたがたのもとに常にとどまっているように

、瞬時も彼らの強要に屈服しなかった。 6そして、かの

「重だった人たち」からは彼らがどんな人であったにし

ても、それは、わたしには全く問題ではない。神は人を

分け隔てなさらないのだから事実、かの「重だった人た

ち」は、わたしに何も加えることをしなかった。 7それ

どころか、彼らは、ペテロが割礼の者への福音をゆだね

られているように、わたしには無割礼の者への福音がゆ

だねられていることを認め、 8（というのは、ペテロに

働きかけて割礼の者への使徒の務につかせたかたは、わ

たしにも働きかけて、異邦人につかわして下さったから

である）、 9かつ、わたしに賜わった恵みを知って、柱

として重んじられているヤコブとケパとヨハネとは、わ

たしとバルナバとに、交わりの手を差し伸べた。そこで

、わたしたちは異邦人に行き、彼らは割礼の者に行くこ

とになったのである。 10ただ一つ、わたしたちが貧しい

人々をかえりみるようにとのことであったが、わたしは

もとより、この事のためにも大いに努めてきたのである

。 11ところが、ケパがアンテオケにきたとき、彼に非難

すべきことがあったので、わたしは面とむかって彼をな

じった。 12というのは、ヤコブのもとからある人々が来

るまでは、彼は異邦人と食を共にしていたのに、彼らが

きてからは、割礼の者どもを恐れ、しだいに身を引いて

離れて行ったからである。 13そして、ほかのユダヤ人た

ちも彼と共に偽善の行為をし、バルナバまでがそのよう

な偽善に引きずり込まれた。 14彼らが福音の真理に従っ

てまっすぐに歩いていないのを見て、わたしは衆人の面

前でケパに言った、「あなたは、ユダヤ人であるのに、

自分自身はユダヤ人のように生活しないで、異邦人のよ

うに生活していながら、どうして異邦人にユダヤ人のよ

うになることをしいるのか」。 15わたしたちは生れなが

らのユダヤ人であって、異邦人なる罪人ではないが、 16

人の義とされるのは律法の行いによるのではなく、ただ

キリスト・イエスを信じる信仰によることを認めて、わ

たしたちもキリスト・イエスを信じたのである。それは

、律法の行いによるのではなく、キリストを信じる信仰

によって義とされるためである。なぜなら、律法の行い

によっては、だれひとり義とされることがないからであ

る。 17しかし、キリストにあって義とされることを求め

ることによって、わたしたち自身が罪人であるとされる

のなら、キリストは罪に仕える者なのであろうか。断じ

てそうではない。 18もしわたしが、いったん打ちこわし

たものを、再び建てるとすれば、それこそ、自分が違反

者であることを表明することになる。 19わたしは、神に

生きるために、律法によって律法に死んだ。わたしはキ

リストと共に十字架につけられた。 20生きているのは、

もはや、わたしではない。キリストが、わたしのうちに

生きておられるのである。しかし、わたしがいま肉にあ

って生きているのは、わたしを愛し、わたしのためにご



ガラテヤ人への手紙631

自身をささげられた神の御子を信じる信仰によって、生

きているのである。 21わたしは、神の恵みを無にはしな

い。もし、義が律法によって得られるとすれば、キリス

トの死はむだであったことになる。

3ああ、物わかりのわるいガラテヤ人よ。十字架につけ
られたイエス・キリストが、あなたがたの目の前に描

き出されたのに、いったい、だれがあなたがたを惑わし

たのか。 2わたしは、ただこの一つの事を、あなたがた

に聞いてみたい。あなたがたが御霊を受けたのは、律法

を行ったからか、それとも、聞いて信じたからか。 3あ

なたがたは、そんなに物わかりがわるいのか。御霊で始

めたのに、今になって肉で仕上げるというのか。 4あれ

ほどの大きな経験をしたことは、むだであったのか。ま

さか、むだではあるまい。 5すると、あなたがたに御霊

を賜い、力あるわざをあなたがたの間でなされたのは、

律法を行ったからか、それとも、聞いて信じたからか。

6このように、アブラハムは「神を信じた。それによっ

て、彼は義と認められた」のである。 7だから、信仰に

よる者こそアブラハムの子であることを、知るべきであ

る。 8聖書は、神が異邦人を信仰によって義とされるこ

とを、あらかじめ知って、アブラハムに、「あなたによ

って、すべての国民は祝福されるであろう」との良い知

らせを、予告したのである。 9このように、信仰による

者は、信仰の人アブラハムと共に、祝福を受けるのであ

る。 10いったい、律法の行いによる者は、皆のろいの下

にある。「律法の書に書いてあるいっさいのことを守ら

ず、これを行わない者は、皆のろわれる」と書いてある

からである。 11そこで、律法によっては、神のみまえに

義とされる者はひとりもないことが、明らかである。な

ぜなら、「信仰による義人は生きる」からである。 12律

法は信仰に基いているものではない。かえって、「律法

を行う者は律法によって生きる」のである。 13キリスト

は、わたしたちのためにのろいとなって、わたしたちを

律法ののろいからあがない出して下さった。聖書に、「

木にかけられる者は、すべてのろわれる」と書いてある

。 14それは、アブラハムの受けた祝福が、イエス・キリ

ストにあって異邦人に及ぶためであり、約束された御霊

を、わたしたちが信仰によって受けるためである。 15兄

弟たちよ。世のならわしを例にとって言おう。人間の遺

言でさえ、いったん作成されたら、これを無効にしたり

、これに付け加えたりすることは、だれにもできない。

16さて、約束は、アブラハムと彼の子孫とに対してなさ

れたのである。それは、多数をさして「子孫たちとに」

と言わずに、ひとりをさして「あなたの子孫とに」と言

っている。これは、キリストのことである。 17わたしの

言う意味は、こうである。神によってあらかじめ立てら

れた契約が、四百三十年の後にできた律法によって破棄

されて、その約束がむなしくなるようなことはない。 18

もし相続が、律法に基いてなされるとすれば、もはや約

束に基いたものではない。ところが事実、神は約束によ

って、相続の恵みをアブラハムに賜わったのである。 19

それでは、律法はなんであるか。それは違反を促すため

、あとから加えられたのであって、約束されていた子孫

が来るまで存続するだけのものであり、かつ、天使たち

をとおし、仲介者の手によって制定されたものにすぎな

い。 20仲介者なるものは、一方だけに属する者ではない

。しかし、神はひとりである。 21では、律法は神の約束

と相いれないものか。断じてそうではない。もし人を生

かす力のある律法が与えられていたとすれば、義はたし

かに律法によって実現されたであろう。 22しかし、約束

が、信じる人々にイエス・キリストに対する信仰によっ

て与えられるために、聖書はすべての人を罪の下に閉じ

込めたのである。 23しかし、信仰が現れる前には、わた

したちは律法の下で監視されており、やがて啓示される

信仰の時まで閉じ込められていた。 24このようにして律

法は、信仰によって義とされるために、わたしたちをキ

リストに連れて行く養育掛となったのである。 25しかし

、いったん信仰が現れた以上、わたしたちは、もはや養

育掛のもとにはいない。 26あなたがたはみな、キリスト

・イエスにある信仰によって、神の子なのである。 27キ

リストに合うバプテスマを受けたあなたがたは、皆キリ

ストを着たのである。 28もはや、ユダヤ人もギリシヤ人

もなく、奴隷も自由人もなく、男も女もない。あなたが

たは皆、キリスト・イエスにあって一つだからである。

29もしキリストのものであるなら、あなたがたはアブラ

ハムの子孫であり、約束による相続人なのである。

4わたしの言う意味は、こうである。相続人が子供であ
る間は、全財産の持ち主でありながら、僕となんの差

別もなく、 2父親の定めた時期までは、管理人や後見人

の監督の下に置かれているのである。 3それと同じく、

わたしたちも子供であった時には、いわゆるこの世のも

ろもろの霊力の下に、縛られていた者であった。 4しか

し、時の満ちるに及んで、神は御子を女から生れさせ、

律法の下に生れさせて、おつかわしになった。 5それは

、律法の下にある者をあがない出すため、わたしたちに

子たる身分を授けるためであった。 6このように、あな

たがたは子であるのだから、神はわたしたちの心の中に

、「アバ、父よ」と呼ぶ御子の霊を送って下さったので

ある。 7したがって、あなたがたはもはや僕ではなく、

子である。子である以上、また神による相続人である。

8神を知らなかった当時、あなたがたは、本来神ならぬ

神々の奴隷になっていた。 9しかし、今では神を知って

いるのに、否、むしろ神に知られているのに、どうして

、あの無力で貧弱な、もろもろの霊力に逆もどりして、

またもや、新たにその奴隷になろうとするのか。 10あな

たがたは、日や月や季節や年などを守っている。 11わた

しは、あなたがたのために努力してきたことが、あるい

は、むだになったのではないかと、あなたがたのことが

心配でならない。 12兄弟たちよ。お願いする。どうか、

わたしのようになってほしい。わたしも、あなたがたの

ようになったのだから。あなたがたは、一度もわたしに

対して不都合なことをしたことはない。 13あなたがたも

知っているとおり、最初わたしがあなたがたに福音を伝

えたのは、わたしの肉体が弱っていたためであった。 14

そして、わたしの肉体にはあなたがたにとって試錬とな

るものがあったのに、それを卑しめもせず、またきらい

もせず、かえってわたしを、神の使かキリスト・イエス

かでもあるように、迎えてくれた。 15その時のあなたが

たの感激は、今どこにあるのか。はっきり言うが、あな

たがたは、できることなら、自分の目をえぐり出してで

も、わたしにくれたかったのだ。 16それだのに、真理を

語ったために、わたしはあなたがたの敵になったのか。

17彼らがあなたがたに対して熱心なのは、善意からでは

ない。むしろ、自分らに熱心にならせるために、あなた
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がたをわたしから引き離そうとしているのである。 18わ

たしがあなたがたの所にいる時だけでなく、いつも、良

いことについて熱心に慕われるのは、良いことである。

19ああ、わたしの幼な子たちよ。あなたがたの内にキリ

ストの形ができるまでは、わたしは、またもや、あなた

がたのために産みの苦しみをする。 20できることなら、

わたしは今あなたがたの所にいて、語調を変えて話して

みたい。わたしは、あなたがたのことで、途方にくれて

いる。 21律法の下にとどまっていたいと思う人たちよ。

わたしに答えなさい。あなたがたは律法の言うところを

聞かないのか。 22そのしるすところによると、アブラハ

ムにふたりの子があったが、ひとりは女奴隷から、ひと

りは自由の女から生れた。 23女奴隷の子は肉によって生

れたのであり、自由の女の子は約束によって生れたので

あった。 24さて、この物語は比喩としてみられる。すな

わち、この女たちは二つの契約をさす。そのひとりはシ

ナイ山から出て、奴隷となる者を産む。ハガルがそれで

ある。 25ハガルといえば、アラビヤではシナイ山のこと

で、今のエルサレムに当る。なぜなら、それは子たちと

共に、奴隷となっているからである。 26しかし、上なる

エルサレムは、自由の女であって、わたしたちの母をさ

す。 27すなわち、こう書いてある、「喜べ、不妊の女よ

。声をあげて喜べ、産みの苦しみを知らない女よ。ひと

り者となっている女は多くの子を産み、その数は、夫あ

る女の子らよりも多い」。 28兄弟たちよ。あなたがたは

、イサクのように、約束の子である。 29しかし、その当

時、肉によって生れた者が、霊によって生れた者を迫害

したように、今でも同様である。 30しかし、聖書はなん

と言っているか。「女奴隷とその子とを追い出せ。女奴

隷の子は、自由の女の子と共に相続をしてはならない」

とある。 31だから、兄弟たちよ。わたしたちは女奴隷の

子ではなく、自由の女の子なのである。

5自由を得させるために、キリストはわたしたちを解放
して下さったのである。だから、堅く立って、二度と

奴隷のくびきにつながれてはならない。 2見よ、このパ

ウロがあなたがたに言う。もし割礼を受けるなら、キリ

ストはあなたがたに用のないものになろう。 3割礼を受

けようとするすべての人たちに、もう一度言っておく。

そういう人たちは、律法の全部を行う義務がある。 4律

法によって義とされようとするあなたがたは、キリスト

から離れてしまっている。恵みから落ちている。 5わた

したちは、御霊の助けにより、信仰によって義とされる

望みを強くいだいている。 6キリスト・イエスにあって

は、割礼があってもなくても、問題ではない。尊いのは

、愛によって働く信仰だけである。 7あなたがたはよく

走り続けてきたのに、だれが邪魔をして、真理にそむか

せたのか。 8そのような勧誘は、あなたがたを召された

かたから出たものではない。 9少しのパン種でも、粉の

かたまり全体をふくらませる。 10あなたがたはいささか

もわたしと違った思いをいだくことはないと、主にあっ

て信頼している。しかし、あなたがたを動揺させている

者は、それがだれであろうと、さばきを受けるであろう

。 11兄弟たちよ。わたしがもし今でも割礼を宣べ伝えて

いたら、どうして、いまなお迫害されるはずがあろうか

。そうしていたら、十字架のつまずきは、なくなってい

るであろう。 12あなたがたの煽動者どもは、自ら不具に

なるがよかろう。 13兄弟たちよ。あなたがたが召された

のは、実に、自由を得るためである。ただ、その自由を

、肉の働く機会としないで、愛をもって互に仕えなさい

。 14律法の全体は、「自分を愛するように、あなたの隣

り人を愛せよ」というこの一句に尽きるからである。 15

気をつけるがよい。もし互にかみ合い、食い合っている

なら、あなたがたは互に滅ぼされてしまうだろう。 16わ

たしは命じる、御霊によって歩きなさい。そうすれば、

決して肉の欲を満たすことはない。 17なぜなら、肉の欲

するところは御霊に反し、また御霊の欲するところは肉

に反するからである。こうして、二つのものは互に相さ

からい、その結果、あなたがたは自分でしようと思うこ

とを、することができないようになる。 18もしあなたが

たが御霊に導かれるなら、律法の下にはいない。 19肉の

働きは明白である。すなわち、不品行、汚れ、好色、 20

偶像礼拝、まじない、敵意、争い、そねみ、怒り、党派

心、分裂、分派、 21ねたみ、泥酔、宴楽、および、その

たぐいである。わたしは以前も言ったように、今も前も

って言っておく。このようなことを行う者は、神の国を

つぐことがない。 22しかし、御霊の実は、愛、喜び、平

和、寛容、慈愛、善意、忠実、 23柔和、自制であって、

これらを否定する律法はない。 24キリスト・イエスに属

する者は、自分の肉を、その情と欲と共に十字架につけ

てしまったのである。 25もしわたしたちが御霊によって

生きるのなら、また御霊によって進もうではないか。 26

互にいどみ合い、互にねたみ合って、虚栄に生きてはな

らない。

6兄弟たちよ。もしもある人が罪過に陥っていることが
わかったなら、霊の人であるあなたがたは、柔和な心

をもって、その人を正しなさい。それと同時に、もしか

自分自身も誘惑に陥ることがありはしないかと、反省し

なさい。 2互に重荷を負い合いなさい。そうすれば、あ

なたがたはキリストの律法を全うするであろう。 3もし

ある人が、事実そうでないのに、自分が何か偉い者であ

るように思っているとすれば、その人は自分を欺いてい

るのである。 4ひとりびとり、自分の行いを検討してみ

るがよい。そうすれば、自分だけには誇ることができて

も、ほかの人には誇れなくなるであろう。 5人はそれぞ

れ、自分自身の重荷を負うべきである。 6御言を教えて

もらう人は、教える人と、すべて良いものを分け合いな

さい。 7まちがってはいけない、神は侮られるようなか

たではない。人は自分のまいたものを、刈り取ることに

なる。 8すなわち、自分の肉にまく者は、肉から滅びを

刈り取り、霊にまく者は、霊から永遠のいのちを刈り取

るであろう。 (aiōnios g166) 9わたしたちは、善を行うこと

に、うみ疲れてはならない。たゆまないでいると、時が

来れば刈り取るようになる。 10だから、機会のあるごと

に、だれに対しても、とくに信仰の仲間に対して、善を

行おうではないか。 11ごらんなさい。わたし自身いま筆

をとって、こんなに大きい字で、あなたがたに書いてい

ることを。 12いったい、肉において見えを飾ろうとする

者たちは、キリスト・イエスの十字架のゆえに、迫害を

受けたくないばかりに、あなたがたにしいて割礼を受け

させようとする。 13事実、割礼のあるもの自身が律法を

守らず、ただ、あなたがたの肉について誇りたいために

、割礼を受けさせようとしているのである。 14しかし、

わたし自身には、わたしたちの主イエス・キリストの十

字架以外に、誇とするものは、断じてあってはならない
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。この十字架につけられて、この世はわたしに対して死

に、わたしもこの世に対して死んでしまったのである。

15割礼のあるなしは問題ではなく、ただ、新しく造られ

ることこそ、重要なのである。 16この法則に従って進む

人々の上に、平和とあわれみとがあるように。また、神

のイスラエルの上にあるように。 17だれも今後は、わた

しに煩いをかけないでほしい。わたしは、イエスの焼き

印を身に帯びているのだから。 18兄弟たちよ。わたした

ちの主イエス・キリストの恵みが、あなたがたの霊と共

にあるように、アァメン。
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エペソ人への手紙

1神の御旨によるキリスト・イエスの使徒パウロから、
エペソにいる、キリスト・イエスにあって忠実な聖徒

たちへ。 2わたしたちの父なる神と主イエス・キリスト

から、恵みと平安とが、あなたがたにあるように。 3ほ

むべきかな、わたしたちの主イエス・キリストの父なる

神。神はキリストにあって、天上で霊のもろもろの祝福

をもって、わたしたちを祝福し、 4みまえにきよく傷の

ない者となるようにと、天地の造られる前から、キリス

トにあってわたしたちを選び、 5わたしたちに、イエス

・キリストによって神の子たる身分を授けるようにと、

御旨のよしとするところに従い、愛のうちにあらかじめ

定めて下さったのである。 6これは、その愛する御子に

よって賜わった栄光ある恵みを、わたしたちがほめたた

えるためである。 7わたしたちは、御子にあって、神の

豊かな恵みのゆえに、その血によるあがない、すなわち

、罪過のゆるしを受けたのである。 8神はその恵みをさ

らに増し加えて、あらゆる知恵と悟りとをわたしたちに

賜わり、 9御旨の奥義を、自らあらかじめ定められた計

画に従って、わたしたちに示して下さったのである。 10

それは、時の満ちるに及んで実現されるご計画にほかな

らない。それによって、神は天にあるもの地にあるもの

を、ことごとく、キリストにあって一つに帰せしめよう

とされたのである。 11わたしたちは、御旨の欲するまま

にすべての事をなさるかたの目的の下に、キリストにあ

ってあらかじめ定められ、神の民として選ばれたのであ

る。 12それは、早くからキリストに望みをおいているわ

たしたちが、神の栄光をほめたたえる者となるためであ

る。 13あなたがたもまた、キリストにあって、真理の言

葉、すなわち、あなたがたの救の福音を聞き、また、彼

を信じた結果、約束された聖霊の証印をおされたのであ

る。 14この聖霊は、わたしたちが神の国をつぐことの保

証であって、やがて神につける者が全くあがなわれ、神

の栄光をほめたたえるに至るためである。 15こういうわ

けで、わたしも、主イエスに対するあなたがたの信仰と

、すべての聖徒に対する愛とを耳にし、 16わたしの祈の

たびごとにあなたがたを覚えて、絶えずあなたがたのた

めに感謝している。 17どうか、わたしたちの主イエス・

キリストの神、栄光の父が、知恵と啓示との霊をあなた

がたに賜わって神を認めさせ、 18あなたがたの心の目を

明らかにして下さるように、そして、あなたがたが神に

召されていだいている望みがどんなものであるか、聖徒

たちがつぐべき神の国がいかに栄光に富んだものである

か、 19また、神の力強い活動によって働く力が、わたし

たち信じる者にとっていかに絶大なものであるかを、あ

なたがたが知るに至るように、と祈っている。 20神はそ

の力をキリストのうちに働かせて、彼を死人の中からよ

みがえらせ、天上においてご自分の右に座せしめ、 21彼

を、すべての支配、権威、権力、権勢の上におき、また

、この世ばかりでなくきたるべき世においても唱えられ

る、あらゆる名の上におかれたのである。 (aiōn g165) 22

そして、万物をキリストの足の下に従わせ、彼を万物の

上にかしらとして教会に与えられた。 23この教会はキリ

ストのからだであって、すべてのものを、すべてのもの

のうちに満たしているかたが、満ちみちているものに、

ほかならない。

2さてあなたがたは、先には自分の罪過と罪とによって
死んでいた者であって、 2かつてはそれらの中で、こ

の世のならわしに従い、空中の権をもつ君、すなわち、

不従順の子らの中に今も働いている霊に従って、歩いて

いたのである。 (aiōn g165) 3また、わたしたちもみな、か

つては彼らの中にいて、肉の欲に従って日を過ごし、肉

とその思いとの欲するままを行い、ほかの人々と同じく

、生れながらの怒りの子であった。 4しかるに、あわれ

みに富む神は、わたしたちを愛して下さったその大きな

愛をもって、 5罪過によって死んでいたわたしたちを、

キリストと共に生かしあなたがたの救われたのは、恵み

によるのである 6キリスト・イエスにあって、共によみ

がえらせ、共に天上で座につかせて下さったのである。

7それは、キリスト・イエスにあってわたしたちに賜わ

った慈愛による神の恵みの絶大な富を、きたるべき世々

に示すためであった。 (aiōn g165) 8あなたがたの救われた

のは、実に、恵みにより、信仰によるのである。それは

、あなたがた自身から出たものではなく、神の賜物であ

る。 9決して行いによるのではない。それは、だれも誇

ることがないためなのである。 10わたしたちは神の作品

であって、良い行いをするように、キリスト・イエスに

あって造られたのである。神は、わたしたちが、良い行

いをして日を過ごすようにと、あらかじめ備えて下さっ

たのである。 11だから、記憶しておきなさい。あなたが

たは以前には、肉によれば異邦人であって、手で行った

肉の割礼ある者と称せられる人々からは、無割礼の者と

呼ばれており、 12またその当時は、キリストを知らず、

イスラエルの国籍がなく、約束されたいろいろの契約に

縁がなく、この世の中で希望もなく神もない者であった

。 13ところが、あなたがたは、このように以前は遠く離

れていたが、今ではキリスト・イエスにあって、キリス

トの血によって近いものとなったのである。 14キリスト

はわたしたちの平和であって、二つのものを一つにし、

敵意という隔ての中垣を取り除き、ご自分の肉によって

、 15数々の規定から成っている戒めの律法を廃棄したの

である。それは、彼にあって、二つのものをひとりの新

しい人に造りかえて平和をきたらせ、 16十字架によって

、二つのものを一つのからだとして神と和解させ、敵意

を十字架にかけて滅ぼしてしまったのである。 17それか

ら彼は、こられた上で、遠く離れているあなたがたに平

和を宣べ伝え、また近くにいる者たちにも平和を宣べ伝

えられたのである。 18というのは、彼によって、わたし

たち両方の者が一つの御霊の中にあって、父のみもとに

近づくことができるからである。 19そこであなたがたは

、もはや異国人でも宿り人でもなく、聖徒たちと同じ国

籍の者であり、神の家族なのである。 20またあなたがた

は、使徒たちや預言者たちという土台の上に建てられた

ものであって、キリスト・イエスご自身が隅のかしら石

である。 21このキリストにあって、建物全体が組み合わ

され、主にある聖なる宮に成長し、 22そしてあなたがた

も、主にあって共に建てられて、霊なる神のすまいとな

るのである。

3こういうわけで、あなたがた異邦人のためにキリスト
・イエスの囚人となっているこのパウロ 2わたしがあ

なたがたのために神から賜わった恵みの務について、あ

なたがたはたしかに聞いたであろう。 3すなわち、すで

に簡単に書きおくったように、わたしは啓示によって奥
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義を知らされたのである。 4あなたがたはそれを読めば

、キリストの奥義をわたしがどう理解しているかがわか

る。 5この奥義は、いまは、御霊によって彼の聖なる使

徒たちと預言者たちとに啓示されているが、前の時代に

は、人の子らに対して、そのように知らされてはいなか

ったのである。 6それは、異邦人が、福音によりキリス

ト・イエスにあって、わたしたちと共に神の国をつぐ者

となり、共に一つのからだとなり、共に約束にあずかる

者となることである。 7わたしは、神の力がわたしに働

いて、自分に与えられた神の恵みの賜物により、福音の

僕とされたのである。 8すなわち、聖徒たちのうちで最

も小さい者であるわたしにこの恵みが与えられたが、そ

れは、キリストの無尽蔵の富を異邦人に宣べ伝え、 9更

にまた、万物の造り主である神の中に世々隠されていた

奥義にあずかる務がどんなものであるかを、明らかに示

すためである。 (aiōn g165) 10それは今、天上にあるもろ

もろの支配や権威が、教会をとおして、神の多種多様な

知恵を知るに至るためであって、 11わたしたちの主キリ

スト・イエスにあって実現された神の永遠の目的にそう

ものである。 (aiōn g165) 12この主キリストにあって、わ

たしたちは、彼に対する信仰によって、確信をもって大

胆に神に近づくことができるのである。 13だから、あな

たがたのためにわたしが受けている患難を見て、落胆し

ないでいてもらいたい。わたしの患難は、あなたがたの

光栄なのである。 14こういうわけで、わたしはひざをか

がめて、 15天上にあり地上にあって「父」と呼ばれてい

るあらゆるものの源なる父に祈る。 16どうか父が、その

栄光の富にしたがい、御霊により、力をもってあなたが

たの内なる人を強くして下さるように、 17また、信仰に

よって、キリストがあなたがたの心のうちに住み、あな

たがたが愛に根ざし愛を基として生活することにより、

18すべての聖徒と共に、その広さ、長さ、高さ、深さを

理解することができ、 19また人知をはるかに越えたキリ

ストの愛を知って、神に満ちているもののすべてをもっ

て、あなたがたが満たされるように、と祈る。 20どうか

、わたしたちのうちに働く力によって、わたしたちが求

めまた思うところのいっさいを、はるかに越えてかなえ

て下さることができるかたに、 21教会により、また、キ

リスト・イエスによって、栄光が世々限りなくあるよう

に、アァメン。 (aiōn g165)

4さて、主にある囚人であるわたしは、あなたがたに勧
める。あなたがたが召されたその召しにふさわしく歩

き、 2できる限り謙虚で、かつ柔和であり、寛容を示し

、愛をもって互に忍びあい、 3平和のきずなで結ばれて

、聖霊による一致を守り続けるように努めなさい。 4か

らだは一つ、御霊も一つである。あなたがたが召された

のは、一つの望みを目ざして召されたのと同様である。

5主は一つ、信仰は一つ、バプテスマは一つ。 6すべて

のものの上にあり、すべてのものを貫き、すべてのもの

の内にいます、すべてのものの父なる神は一つである。

7しかし、キリストから賜わる賜物のはかりに従って、

わたしたちひとりびとりに、恵みが与えられている。 8

そこで、こう言われている、「彼は高いところに上った

時、とりこを捕えて引き行き、人々に賜物を分け与えた

」。 9さて「上った」と言う以上、また地下の低い底に

も降りてこられたわけではないか。 10降りてこられた者

自身は、同時に、あらゆるものに満ちるために、もろも

ろの天の上にまで上られたかたなのである。 11そして彼

は、ある人を使徒とし、ある人を預言者とし、ある人を

伝道者とし、ある人を牧師、教師として、お立てになっ

た。 12それは、聖徒たちをととのえて奉仕のわざをさせ

、キリストのからだを建てさせ、 13わたしたちすべての

者が、神の子を信じる信仰の一致と彼を知る知識の一致

とに到達し、全き人となり、ついに、キリストの満ちみ

ちた徳の高さにまで至るためである。 14こうして、わた

したちはもはや子供ではないので、だまし惑わす策略に

より、人々の悪巧みによって起る様々な教の風に吹きま

わされたり、もてあそばれたりすることがなく、 15愛に

あって真理を語り、あらゆる点において成長し、かしら

なるキリストに達するのである。 16また、キリストを基

として、全身はすべての節々の助けにより、しっかりと

組み合わされ結び合わされ、それぞれの部分は分に応じ

て働き、からだを成長させ、愛のうちに育てられていく

のである。 17そこで、わたしは主にあっておごそかに勧

める。あなたがたは今後、異邦人がむなしい心で歩いて

いるように歩いてはならない。 18彼らの知力は暗くなり

、その内なる無知と心の硬化とにより、神のいのちから

遠く離れ、 19自ら無感覚になって、ほしいままにあらゆ

る不潔な行いをして、放縦に身をゆだねている。 20しか

しあなたがたは、そのようにキリストに学んだのではな

かった。 21あなたがたはたしかに彼に聞き、彼にあって

教えられて、イエスにある真理をそのまま学んだはずで

ある。 22すなわち、あなたがたは、以前の生活に属する

、情欲に迷って滅び行く古き人を脱ぎ捨て、 23心の深み

まで新たにされて、 24真の義と聖とをそなえた神にかた

どって造られた新しき人を着るべきである。 25こういう

わけだから、あなたがたは偽りを捨てて、おのおの隣り

人に対して、真実を語りなさい。わたしたちは、お互に

肢体なのであるから。 26怒ることがあっても、罪を犯し

てはならない。憤ったままで、日が暮れるようであって

はならない。 27また、悪魔に機会を与えてはいけない。

28盗んだ者は、今後、盗んではならない。むしろ、貧し

い人々に分け与えるようになるために、自分の手で正当

な働きをしなさい。 29悪い言葉をいっさい、あなたがた

の口から出してはいけない。必要があれば、人の徳を高

めるのに役立つような言葉を語って、聞いている者の益

になるようにしなさい。 30神の聖霊を悲しませてはいけ

ない。あなたがたは、あがないの日のために、聖霊の証

印を受けたのである。 31すべての無慈悲、憤り、怒り、

騒ぎ、そしり、また、いっさいの悪意を捨て去りなさい

。 32互に情深く、あわれみ深い者となり、神がキリスト

にあってあなたがたをゆるして下さったように、あなた

がたも互にゆるし合いなさい。

5こうして、あなたがたは、神に愛されている子供とし
て、神にならう者になりなさい。 2また愛のうちを歩

きなさい。キリストもあなたがたを愛して下さって、わ

たしたちのために、ご自身を、神へのかんばしいかおり

のささげ物、また、いけにえとしてささげられたのであ

る。 3また、不品行といろいろな汚れや貪欲などを、聖

徒にふさわしく、あなたがたの間では、口にすることさ

えしてはならない。 4また、卑しい言葉と愚かな話やみ

だらな冗談を避けなさい。これらは、よろしくない事で

ある。それよりは、むしろ感謝をささげなさい。 5あな

たがたは、よく知っておかねばならない。すべて不品行
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な者、汚れたことをする者、貪欲な者、すなわち、偶像

を礼拝する者は、キリストと神との国をつぐことができ

ない。 6あなたがたは、だれにも不誠実な言葉でだまさ

れてはいけない。これらのことから、神の怒りは不従順

の子らに下るのである。 7だから、彼らの仲間になって

はいけない。 8あなたがたは、以前はやみであったが、

今は主にあって光となっている。光の子らしく歩きなさ

い 9光はあらゆる善意と正義と真実との実を結ばせるも

のである 10主に喜ばれるものがなんであるかを、わきま

え知りなさい。 11実を結ばないやみのわざに加わらない

で、むしろ、それを指摘してやりなさい。 12彼らが隠れ

て行っていることは、口にするだけでも恥ずかしい事で

ある。 13しかし、光にさらされる時、すべてのものは、

明らかになる。 14明らかにされたものは皆、光となるの

である。だから、こう書いてある、「眠っている者よ、

起きなさい。死人のなかから、立ち上がりなさい。そう

すれば、キリストがあなたを照すであろう」。 15そこで

、あなたがたの歩きかたによく注意して、賢くない者の

ようにではなく、賢い者のように歩き、 16今の時を生か

して用いなさい。今は悪い時代なのである。 17だから、

愚かな者にならないで、主の御旨がなんであるかを悟り

なさい。 18酒に酔ってはいけない。それは乱行のもとで

ある。むしろ御霊に満たされて、 19詩とさんびと霊の歌

とをもって語り合い、主にむかって心からさんびの歌を

うたいなさい。 20そしてすべてのことにつき、いつも、

わたしたちの主イエス・キリストの御名によって、父な

る神に感謝し、 21キリストに対する恐れの心をもって、

互に仕え合うべきである。 22妻たる者よ。主に仕えるよ

うに自分の夫に仕えなさい。 23キリストが教会のかしら

であって、自らは、からだなる教会の救主であられるよ

うに、夫は妻のかしらである。 24そして教会がキリスト

に仕えるように、妻もすべてのことにおいて、夫に仕え

るべきである。 25夫たる者よ。キリストが教会を愛して

そのためにご自身をささげられたように、妻を愛しなさ

い。 26キリストがそうなさったのは、水で洗うことによ

り、言葉によって、教会をきよめて聖なるものとするた

めであり、 27また、しみも、しわも、そのたぐいのもの

がいっさいなく、清くて傷のない栄光の姿の教会を、ご

自分に迎えるためである。 28それと同じく、夫も自分の

妻を、自分のからだのように愛さねばならない。自分の

妻を愛する者は、自分自身を愛するのである。 29自分自

身を憎んだ者は、いまだかつて、ひとりもいない。かえ

って、キリストが教会になさったようにして、おのれを

育て養うのが常である。 30わたしたちは、キリストのか

らだの肢体なのである。 31「それゆえに、人は父母を離

れてその妻と結ばれ、ふたりの者は一体となるべきであ

る」。 32この奥義は大きい。それは、キリストと教会と

をさしている。 33いずれにしても、あなたがたは、それ

ぞれ、自分の妻を自分自身のように愛しなさい。妻もま

た夫を敬いなさい。

6子たる者よ。主にあって両親に従いなさい。これは正
しいことである。 2「あなたの父と母とを敬え」。こ

れが第一の戒めであって、次の約束がそれについている

、 3「そうすれば、あなたは幸福になり、地上でながく

生きながらえるであろう」。 4父たる者よ。子供をおこ

らせないで、主の薫陶と訓戒とによって、彼らを育てな

さい。 5僕たる者よ。キリストに従うように、恐れおの

のきつつ、真心をこめて、肉による主人に従いなさい。

6人にへつらおうとして目先だけの勤めをするのでなく

、キリストの僕として心から神の御旨を行い、 7人にで

はなく主に仕えるように、快く仕えなさい。 8あなたが

たが知っているとおり、だれでも良いことを行えば、僕

であれ、自由人であれ、それに相当する報いを、それぞ

れ主から受けるであろう。 9主人たる者よ。僕たちに対

して、同様にしなさい。おどすことを、してはならない

。あなたがたが知っているとおり、彼らとあなたがたと

の主は天にいますのであり、かつ人をかたより見ること

をなさらないのである。 10最後に言う。主にあって、そ

の偉大な力によって、強くなりなさい。 11悪魔の策略に

対抗して立ちうるために、神の武具で身を固めなさい。

12わたしたちの戦いは、血肉に対するものではなく、も

ろもろの支配と、権威と、やみの世の主権者、また天上

にいる悪の霊に対する戦いである。 (aiōn g165) 13それだ

から、悪しき日にあたって、よく抵抗し、完全に勝ち抜

いて、堅く立ちうるために、神の武具を身につけなさい

。 14すなわち、立って真理の帯を腰にしめ、正義の胸当

を胸につけ、 15平和の福音の備えを足にはき、 16その

上に、信仰のたてを手に取りなさい。それをもって、悪

しき者の放つ火の矢を消すことができるであろう。 17ま

た、救のかぶとをかぶり、御霊の剣、すなわち、神の言

を取りなさい。 18絶えず祈と願いをし、どんな時でも御

霊によって祈り、そのために目をさましてうむことがな

く、すべての聖徒のために祈りつづけなさい。 19また、

わたしが口を開くときに語るべき言葉を賜わり、大胆に

福音の奥義を明らかに示しうるように、わたしのために

も祈ってほしい。 20わたしはこの福音のための使節であ

り、そして鎖につながれているのであるが、つながれて

いても、語るべき時には大胆に語れるように祈ってほし

い。 21わたしがどういう様子か、何をしているかを、あ

なたがたに知ってもらうために、主にあって忠実に仕え

ている愛する兄弟テキコが、いっさいの事を報告するで

あろう。 22彼をあなたがたのもとに送るのは、あなたが

たがわたしたちの様子を知り、また彼によって心に励ま

しを受けるようになるためなのである。 23父なる神とわ

たしたちの主イエス・キリストから平安ならびに信仰に

伴う愛が、兄弟たちにあるように。 24変らない真実をも

って、わたしたちの主イエス・キリストを愛するすべて

の人々に、恵みがあるように。
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1キリスト・イエスの僕たち、パウロとテモテから、ピ
リピにいる、キリスト・イエスにあるすべての聖徒た

ち、ならびに監督たちと執事たちへ。 2わたしたちの父

なる神と主イエス・キリストから、恵みと平安とが、あ

なたがたにあるように。 3わたしはあなたがたを思うた

びごとに、わたしの神に感謝し、 4あなたがた一同のた

めに祈るとき、いつも喜びをもって祈り、 5あなたがた

が最初の日から今日に至るまで、福音にあずかっている

ことを感謝している。 6そして、あなたがたのうちに良

いわざを始められたかたが、キリスト・イエスの日まで

にそれを完成して下さるにちがいないと、確信している

。 7わたしが、あなたがた一同のために、そう考えるの

は当然である。それは、わたしが獄に捕われている時に

も、福音を弁明し立証する時にも、あなたがたをみな、

共に恵みにあずかる者として、わたしの心に深く留めて

いるからである。 8わたしがキリスト・イエスの熱愛を

もって、どんなに深くあなたがた一同を思っていること

か、それを証明して下さるかたは神である。 9わたしは

こう祈る。あなたがたの愛が、深い知識において、する

どい感覚において、いよいよ増し加わり、 10それによっ

て、あなたがたが、何が重要であるかを判別することが

でき、キリストの日に備えて、純真で責められるところ

のないものとなり、 11イエス・キリストによる義の実に

満たされて、神の栄光とほまれとをあらわすに至るよう

に。 12さて、兄弟たちよ。わたしの身に起った事が、む

しろ福音の前進に役立つようになったことを、あなたが

たに知ってもらいたい。 13すなわち、わたしが獄に捕わ

れているのはキリストのためであることが、兵営全体に

もそのほかのすべての人々にも明らかになり、 14そして

兄弟たちのうち多くの者は、わたしの入獄によって主に

ある確信を得、恐れることなく、ますます勇敢に、神の

言を語るようになった。 15一方では、ねたみや闘争心か

らキリストを宣べ伝える者がおり、他方では善意からそ

うする者がいる。 16後者は、わたしが福音を弁明するた

めに立てられていることを知り、愛の心でキリストを伝

え、 17前者は、わたしの入獄の苦しみに更に患難を加え

ようと思って、純真な心からではなく、党派心からそう

している。 18すると、どうなのか。見えからであるにし

ても、真実からであるにしても、要するに、伝えられて

いるのはキリストなのだから、わたしはそれを喜んでい

るし、また喜ぶであろう。 19なぜなら、あなたがたの祈

と、イエス・キリストの霊の助けとによって、この事が

ついには、わたしの救となることを知っているからであ

る。 20そこで、わたしが切実な思いで待ち望むことは、

わたしが、どんなことがあっても恥じることなく、かえ

って、いつものように今も、大胆に語ることによって、

生きるにも死ぬにも、わたしの身によってキリストがあ

がめられることである。 21わたしにとっては、生きるこ

とはキリストであり、死ぬことは益である。 22しかし、

肉体において生きていることが、わたしにとっては実り

多い働きになるのだとすれば、どちらを選んだらよいか

、わたしにはわからない。 23わたしは、これら二つのも

のの間に板ばさみになっている。わたしの願いを言えば

、この世を去ってキリストと共にいることであり、実は

、その方がはるかに望ましい。 24しかし、肉体にとどま

っていることは、あなたがたのためには、さらに必要で

ある。 25こう確信しているので、わたしは生きながらえ

て、あなたがた一同のところにとどまり、あなたがたの

信仰を進ませ、その喜びを得させようと思う。 26そうな

れば、わたしが再びあなたがたのところに行くので、あ

なたがたはわたしによってキリスト・イエスにある誇を

増すことになろう。 27ただ、あなたがたはキリストの福

音にふさわしく生活しなさい。そして、わたしが行って

あなたがたに会うにしても、離れているにしても、あな

たがたが一つの霊によって堅く立ち、一つ心になって福

音の信仰のために力を合わせて戦い、 28かつ、何事につ

いても、敵対する者どもにろうばいさせられないでいる

様子を、聞かせてほしい。このことは、彼らには滅びの

しるし、あなたがたには救のしるしであって、それは神

から来るのである。 29あなたがたはキリストのために、

ただ彼を信じることだけではなく、彼のために苦しむこ

とをも賜わっている。 30あなたがたは、さきにわたしに

ついて見、今またわたしについて聞いているのと同じ苦

闘を、続けているのである。

2そこで、あなたがたに、キリストによる勧め、愛の励
まし、御霊の交わり、熱愛とあわれみとが、いくらか

でもあるなら、 2どうか同じ思いとなり、同じ愛の心を

持ち、心を合わせ、一つ思いになって、わたしの喜びを

満たしてほしい。 3何事も党派心や虚栄からするのでな

く、へりくだった心をもって互に人を自分よりすぐれた

者としなさい。 4おのおの、自分のことばかりでなく、

他人のことも考えなさい。 5キリスト・イエスにあって

いだいているのと同じ思いを、あなたがたの間でも互に

生かしなさい。 6キリストは、神のかたちであられたが

、神と等しくあることを固守すべき事とは思わず、 7か

えって、おのれをむなしうして僕のかたちをとり、人間

の姿になられた。その有様は人と異ならず、 8おのれを

低くして、死に至るまで、しかも十字架の死に至るまで

従順であられた。 9それゆえに、神は彼を高く引き上げ

、すべての名にまさる名を彼に賜わった。 10それは、イ

エスの御名によって、天上のもの、地上のもの、地下の

ものなど、あらゆるものがひざをかがめ、 11また、あら

ゆる舌が、「イエス・キリストは主である」と告白して

、栄光を父なる神に帰するためである。 12わたしの愛す

る者たちよ。そういうわけだから、あなたがたがいつも

従順であったように、わたしが一緒にいる時だけでなく

、いない今は、いっそう従順でいて、恐れおののいて自

分の救の達成に努めなさい。 13あなたがたのうちに働き

かけて、その願いを起させ、かつ実現に至らせるのは神

であって、それは神のよしとされるところだからである

。 14すべてのことを、つぶやかず疑わないでしなさい。

15それは、あなたがたが責められるところのない純真な

者となり、曲った邪悪な時代のただ中にあって、傷のな

い神の子となるためである。あなたがたは、いのちの言

葉を堅く持って、彼らの間で星のようにこの世に輝いて

いる。 16このようにして、キリストの日に、わたしは自

分の走ったことがむだでなく、労したこともむだではな

かったと誇ることができる。 17そして、たとい、あなた

がたの信仰の供え物をささげる祭壇に、わたしの血をそ

そぐことがあっても、わたしは喜ぼう。あなたがた一同

と共に喜ぼう。 18同じように、あなたがたも喜びなさい

。わたしと共に喜びなさい。 19さて、わたしは、まもな
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くテモテをあなたがたのところに送りたいと、主イエス

にあって願っている。それは、あなたがたの様子を知っ

て、わたしも力づけられたいからである。 20テモテのよ

うな心で、親身になってあなたがたのことを心配してい

る者は、ほかにひとりもない。 21人はみな、自分のこと

を求めるだけで、キリスト・イエスのことは求めていな

い。 22しかし、テモテの錬達ぶりは、あなたがたの知っ

ているとおりである。すなわち、子が父に対するように

して、わたしと一緒に福音に仕えてきたのである。 23そ

こで、この人を、わたしの成行きがわかりしだい、すぐ

にでも、そちらへ送りたいと願っている。 24わたし自身

もまもなく行けるものと、主にあって確信している。 25

しかし、さしあたり、わたしの同労者で戦友である兄弟

、また、あなたがたの使者としてわたしの窮乏を補って

くれたエパフロデトを、あなたがたのもとに送り返すこ

とが必要だと思っている。 26彼は、あなたがた一同にし

きりに会いたがっているからである。その上、自分の病

気のことがあなたがたに聞えたので、彼は心苦しく思っ

ている。 27彼は実に、ひん死の病気にかかったが、神は

彼をあわれんで下さった。彼ばかりではなく、わたしを

もあわれんで下さったので、わたしは悲しみに悲しみを

重ねないですんだのである。 28そこで、大急ぎで彼を送

り返す。これで、あなたがたは彼と再び会って喜び、わ

たしもまた、心配を和らげることができよう。 29こうい

うわけだから、大いに喜んで、主にあって彼を迎えてほ

しい。また、こうした人々は尊重せねばならない。 30彼

は、わたしに対してあなたがたが奉仕のできなかった分

を補おうとして、キリストのわざのために命をかけ、死

ぬばかりになったのである。

3最後に、わたしの兄弟たちよ。主にあって喜びなさい
。さきに書いたのと同じことをここで繰り返すが、そ

れは、わたしには煩らわしいことではなく、あなたがた

には安全なことになる。 2あの犬どもを警戒しなさい。

悪い働き人たちを警戒しなさい。肉に割礼の傷をつけて

いる人たちを警戒しなさい。 3神の霊によって礼拝をし

、キリスト・イエスを誇とし、肉を頼みとしないわたし

たちこそ、割礼の者である。 4もとより、肉の頼みなら

、わたしにも無くはない。もし、だれかほかの人が肉を

頼みとしていると言うなら、わたしはそれをもっと頼み

としている。 5わたしは八日目に割礼を受けた者、イス

ラエルの民族に属する者、ベニヤミン族の出身、ヘブル

人の中のヘブル人、律法の上ではパリサイ人、 6熱心の

点では教会の迫害者、律法の義については落ち度のない

者である。 7しかし、わたしにとって益であったこれら

のものを、キリストのゆえに損と思うようになった。 8

わたしは、更に進んで、わたしの主キリスト・イエスを

知る知識の絶大な価値のゆえに、いっさいのものを損と

思っている。キリストのゆえに、わたしはすべてを失っ

たが、それらのものを、ふん土のように思っている。そ

れは、わたしがキリストを得るためであり、 9律法によ

る自分の義ではなく、キリストを信じる信仰による義、

すなわち、信仰に基く神からの義を受けて、キリストの

うちに自分を見いだすようになるためである。 10すなわ

ち、キリストとその復活の力とを知り、その苦難にあず

かって、その死のさまとひとしくなり、 11なんとかして

死人のうちからの復活に達したいのである。 12わたしが

すでにそれを得たとか、すでに完全な者になっていると

か言うのではなく、ただ捕えようとして追い求めている

のである。そうするのは、キリスト・イエスによって捕

えられているからである。 13兄弟たちよ。わたしはすで

に捕えたとは思っていない。ただこの一事を努めている

。すなわち、後のものを忘れ、前のものに向かってから

だを伸ばしつつ、 14目標を目ざして走り、キリスト・イ

エスにおいて上に召して下さる神の賞与を得ようと努め

ているのである。 15だから、わたしたちの中で全き人た

ちは、そのように考えるべきである。しかし、あなたが

たが違った考えを持っているなら、神はそのことも示し

て下さるであろう。 16ただ、わたしたちは、達し得たと

ころに従って進むべきである。 17兄弟たちよ。どうか、

わたしにならう者となってほしい。また、あなたがたの

模範にされているわたしたちにならって歩く人たちに、

目をとめなさい。 18わたしがそう言うのは、キリストの

十字架に敵対して歩いている者が多いからである。わた

しは、彼らのことをしばしばあなたがたに話したが、今

また涙を流して語る。 19彼らの最後は滅びである。彼ら

の神はその腹、彼らの栄光はその恥、彼らの思いは地上

のことである。 20しかし、わたしたちの国籍は天にある

。そこから、救主、主イエス・キリストのこられるのを

、わたしたちは待ち望んでいる。 21彼は、万物をご自身

に従わせうる力の働きによって、わたしたちの卑しいか

らだを、ご自身の栄光のからだと同じかたちに変えて下

さるであろう。

4だから、わたしの愛し慕っている兄弟たちよ。わたし
の喜びであり冠である愛する者たちよ。このように、

主にあって堅く立ちなさい。 2わたしはユウオデヤに勧

め、またスントケに勧める。どうか、主にあって一つ思

いになってほしい。 3ついては、真実な協力者よ。あな

たにお願いする。このふたりの女を助けてあげなさい。

彼らは、「いのちの書」に名を書きとめられているクレ

メンスや、その他の同労者たちと協力して、福音のため

にわたしと共に戦ってくれた女たちである。 4あなたが

たは、主にあっていつも喜びなさい。繰り返して言うが

、喜びなさい。 5あなたがたの寛容を、みんなの人に示

しなさい。主は近い。 6何事も思い煩ってはならない。

ただ、事ごとに、感謝をもって祈と願いとをささげ、あ

なたがたの求めるところを神に申し上げるがよい。 7そ

うすれば、人知ではとうてい測り知ることのできない神

の平安が、あなたがたの心と思いとを、キリスト・イエ

スにあって守るであろう。 8最後に、兄弟たちよ。すべ

て真実なこと、すべて尊ぶべきこと、すべて正しいこと

、すべて純真なこと、すべて愛すべきこと、すべてほま

れあること、また徳といわれるもの、称賛に値するもの

があれば、それらのものを心にとめなさい。 9あなたが

たが、わたしから学んだこと、受けたこと、聞いたこと

、見たことは、これを実行しなさい。そうすれば、平和

の神が、あなたがたと共にいますであろう。 10さて、わ

たしが主にあって大いに喜んでいるのは、わたしを思う

心が、あなたがたに今またついに芽ばえてきたことであ

る。実は、あなたがたは、わたしのことを心にかけてく

れてはいたが、よい機会がなかったのである。 11わたし

は乏しいから、こう言うのではない。わたしは、どんな

境遇にあっても、足ることを学んだ。 12わたしは貧に処

する道を知っており、富におる道も知っている。わたし

は、飽くことにも飢えることにも、富むことにも乏しい
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ことにも、ありとあらゆる境遇に処する秘けつを心得て

いる。 13わたしを強くして下さるかたによって、何事で

もすることができる。 14しかし、あなたがたは、よくも

わたしと患難を共にしてくれた。 15ピリピの人たちよ。

あなたがたも知っているとおり、わたしが福音を宣伝し

始めたころ、マケドニヤから出かけて行った時、物のや

りとりをしてわたしの働きに参加した教会は、あなたが

たのほかには全く無かった。 16またテサロニケでも、一

再ならず、物を送ってわたしの欠乏を補ってくれた。 17

わたしは、贈り物を求めているのではない。わたしの求

めているのは、あなたがたの勘定をふやしていく果実な

のである。 18わたしは、すべての物を受けてあり余るほ

どである。エパフロデトから、あなたがたの贈り物をい

ただいて、飽き足りている。それは、かんばしいかおり

であり、神の喜んで受けて下さる供え物である。 19わた

しの神は、ご自身の栄光の富の中から、あなたがたのい

っさいの必要を、キリスト・イエスにあって満たして下

さるであろう。 20わたしたちの父なる神に、栄光が世々

限りなくあるように、アァメン。 (aiōn g165) 21キリスト

・イエスにある聖徒のひとりびとりに、よろしく。わた

しと一緒にいる兄弟たちから、あなたがたによろしく。

22すべての聖徒たちから、特にカイザルの家の者たちか

ら、よろしく。 23主イエス・キリストの恵みが、あなた

がたの霊と共にあるように。
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コロサイ人への手紙

1神の御旨によるキリスト・イエスの使徒パウロと兄弟
テモテから、 2コロサイにいる、キリストにある聖徒

たち、忠実な兄弟たちへ。わたしたちの父なる神から、

恵みと平安とが、あなたがたにあるように。 3わたした

ちは、いつもあなたがたのために祈り、わたしたちの主

イエス・キリストの父なる神に感謝している。 4これは

、キリスト・イエスに対するあなたがたの信仰と、すべ

ての聖徒に対していだいているあなたがたの愛とを、耳

にしたからである。 5この愛は、あなたがたのために天

にたくわえられている望みに基くものであり、その望み

については、あなたがたはすでに、あなたがたのところ

まで伝えられた福音の真理の言葉によって聞いている。

6そして、この福音は、世界中いたる所でそうであるよ

うに、あなたがたのところでも、これを聞いて神の恵み

を知ったとき以来、実を結んで成長しているのである。

7あなたがたはこの福音を、わたしたちと同じ僕である

、愛するエペフラスから学んだのであった。彼はあなた

がたのためのキリストの忠実な奉仕者であって、 8あな

たがたが御霊によっていだいている愛を、わたしたちに

知らせてくれたのである。 9そういうわけで、これらの

事を耳にして以来、わたしたちも絶えずあなたがたのた

めに祈り求めているのは、あなたがたがあらゆる霊的な

知恵と理解力とをもって、神の御旨を深く知り、 10主の

みこころにかなった生活をして真に主を喜ばせ、あらゆ

る良いわざを行って実を結び、神を知る知識をいよいよ

増し加えるに至ることである。 11更にまた祈るのは、あ

なたがたが、神の栄光の勢いにしたがって賜わるすべて

の力によって強くされ、何事も喜んで耐えかつ忍び、 12

光のうちにある聖徒たちの特権にあずかるに足る者とな

らせて下さった父なる神に、感謝することである。 13神

は、わたしたちをやみの力から救い出して、その愛する

御子の支配下に移して下さった。 14わたしたちは、この

御子によってあがない、すなわち、罪のゆるしを受けて

いるのである。 15御子は、見えない神のかたちであって

、すべての造られたものに先だって生れたかたである。

16万物は、天にあるものも地にあるものも、見えるもの

も見えないものも、位も主権も、支配も権威も、みな御

子にあって造られたからである。これらいっさいのもの

は、御子によって造られ、御子のために造られたのであ

る。 17彼は万物よりも先にあり、万物は彼にあって成り

立っている。 18そして自らは、そのからだなる教会のか

しらである。彼は初めの者であり、死人の中から最初に

生れたかたである。それは、ご自身がすべてのことにお

いて第一の者となるためである。 19神は、御旨によって

、御子のうちにすべての満ちみちた徳を宿らせ、 20そし

て、その十字架の血によって平和をつくり、万物、すな

わち、地にあるもの、天にあるものを、ことごとく、彼

によってご自分と和解させて下さったのである。 21あな

たがたも、かつては悪い行いをして神から離れ、心の中

で神に敵対していた。 22しかし今では、御子はその肉の

からだにより、その死をとおして、あなたがたを神と和

解させ、あなたがたを聖なる、傷のない、責められると

ころのない者として、みまえに立たせて下さったのであ

る。 23ただし、あなたがたは、ゆるぐことがなく、しっ

かりと信仰にふみとどまり、すでに聞いている福音の望

みから移り行くことのないようにすべきである。この福

音は、天の下にあるすべての造られたものに対して宣べ

伝えられたものであって、それにこのパウロが奉仕して

いるのである。 24今わたしは、あなたがたのための苦難

を喜んで受けており、キリストのからだなる教会のため

に、キリストの苦しみのなお足りないところを、わたし

の肉体をもって補っている。 25わたしは、神の言を告げ

ひろめる務を、あなたがたのために神から与えられてい

るが、そのために教会に奉仕する者になっているのであ

る。 26その言の奥義は、代々にわたってこの世から隠さ

れていたが、今や神の聖徒たちに明らかにされたのであ

る。 (aiōn g165) 27神は彼らに、異邦人の受くべきこの奥

義が、いかに栄光に富んだものであるかを、知らせよう

とされたのである。この奥義は、あなたがたのうちにい

ますキリストであり、栄光の望みである。 28わたしたち

はこのキリストを宣べ伝え、知恵をつくしてすべての人

を訓戒し、また、すべての人を教えている。それは、彼

らがキリストにあって全き者として立つようになるため

である。 29わたしはこのために、わたしのうちに力強く

働いておられるかたの力により、苦闘しながら努力して

いるのである。

2わたしが、あなたがたとラオデキヤにいる人たちのた
め、また、直接にはまだ会ったことのない人々のため

に、どんなに苦闘しているか、わかってもらいたい。 2

それは彼らが、心を励まされ、愛によって結び合わされ

、豊かな理解力を十分に与えられ、神の奥義なるキリス

トを知るに至るためである。 3キリストのうちには、知

恵と知識との宝が、いっさい隠されている。 4わたしが

こう言うのは、あなたがたが、だれにも巧みな言葉で迷

わされることのないためである。 5たとい、わたしは肉

体においては離れていても、霊においてはあなたがたと

一緒にいて、あなたがたの秩序正しい様子とキリストに

対するあなたがたの強固な信仰とを見て、喜んでいる。

6このように、あなたがたは主キリスト・イエスを受け

いれたのだから、彼にあって歩きなさい。 7また、彼に

根ざし、彼にあって建てられ、そして教えられたように

、信仰が確立されて、あふれるばかり感謝しなさい。 8

あなたがたは、むなしいだましごとの哲学で、人のとり

こにされないように、気をつけなさい。それはキリスト

に従わず、世のもろもろの霊力に従う人間の言伝えに基

くものにすぎない。 9キリストにこそ、満ちみちている

いっさいの神の徳が、かたちをとって宿っており、 10そ

してあなたがたは、キリストにあって、それに満たされ

ているのである。彼はすべての支配と権威とのかしらで

あり、 11あなたがたはまた、彼にあって、手によらない

割礼、すなわち、キリストの割礼を受けて、肉のからだ

を脱ぎ捨てたのである。 12あなたがたはバプテスマを受

けて彼と共に葬られ、同時に、彼を死人の中からよみが

えらせた神の力を信じる信仰によって、彼と共によみが

えらされたのである。 13あなたがたは、先には罪の中に

あり、かつ肉の割礼がないままで死んでいた者であるが

、神は、あなたがたをキリストと共に生かし、わたした

ちのいっさいの罪をゆるして下さった。 14神は、わたし

たちを責めて不利におとしいれる証書を、その規定もろ

ともぬり消し、これを取り除いて、十字架につけてしま

われた。 15そして、もろもろの支配と権威との武装を解

除し、キリストにあって凱旋し、彼らをその行列に加え
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て、さらしものとされたのである。 16だから、あなたが

たは、食物と飲み物とにつき、あるいは祭や新月や安息

日などについて、だれにも批評されてはならない。 17こ

れらは、きたるべきものの影であって、その本体はキリ

ストにある。 18あなたがたは、わざとらしい謙そんと天

使礼拝とにおぼれている人々から、いろいろと悪評され

てはならない。彼らは幻を見たことを重んじ、肉の思い

によっていたずらに誇るだけで、 19キリストなるかしら

に、しっかりと着くことをしない。このかしらから出て

、からだ全体は、節と節、筋と筋とによって強められ結

び合わされ、神に育てられて成長していくのである。 20

もしあなたがたが、キリストと共に死んで世のもろもろ

の霊力から離れたのなら、なぜ、なおこの世に生きてい

るもののように、 21「さわるな、味わうな、触れるな」

などという規定に縛られているのか。 22これらは皆、使

えば尽きてしまうもの、人間の規定や教によっているも

のである。 23これらのことは、ひとりよがりの礼拝とわ

ざとらしい謙そんと、からだの苦行とをともなうので、

知恵のあるしわざらしく見えるが、実は、ほしいままな

肉欲を防ぐのに、なんの役にも立つものではない。

3このように、あなたがたはキリストと共によみがえら
されたのだから、上にあるものを求めなさい。そこで

はキリストが神の右に座しておられるのである。 2あな

たがたは上にあるものを思うべきであって、地上のもの

に心を引かれてはならない。 3あなたがたはすでに死ん

だものであって、あなたがたのいのちは、キリストと共

に神のうちに隠されているのである。 4わたしたちのい

のちなるキリストが現れる時には、あなたがたも、キリ

ストと共に栄光のうちに現れるであろう。 5だから、地

上の肢体、すなわち、不品行、汚れ、情欲、悪欲、また

貪欲を殺してしまいなさい。貪欲は偶像礼拝にほかなら

ない。 6これらのことのために、神の怒りが下るのであ

る。 7あなたがたも、以前これらのうちに日を過ごして

いた時には、これらのことをして歩いていた。 8しかし

今は、これらいっさいのことを捨て、怒り、憤り、悪意

、そしり、口から出る恥ずべき言葉を、捨ててしまいな

さい。 9互にうそを言ってはならない。あなたがたは、

古き人をその行いと一緒に脱ぎ捨て、 10造り主のかたち

に従って新しくされ、真の知識に至る新しき人を着たの

である。 11そこには、もはやギリシヤ人とユダヤ人、割

礼と無割礼、未開の人、スクテヤ人、奴隷、自由人の差

別はない。キリストがすべてであり、すべてのもののう

ちにいますのである。 12だから、あなたがたは、神に選

ばれた者、聖なる、愛されている者であるから、あわれ

みの心、慈愛、謙そん、柔和、寛容を身に着けなさい。

13互に忍びあい、もし互に責むべきことがあれば、ゆる

し合いなさい。主もあなたがたをゆるして下さったのだ

から、そのように、あなたがたもゆるし合いなさい。 14

これらいっさいのものの上に、愛を加えなさい。愛は、

すべてを完全に結ぶ帯である。 15キリストの平和が、あ

なたがたの心を支配するようにしなさい。あなたがたが

召されて一体となったのは、このためでもある。いつも

感謝していなさい。 16キリストの言葉を、あなたがたの

うちに豊かに宿らせなさい。そして、知恵をつくして互

に教えまた訓戒し、詩とさんびと霊の歌とによって、感

謝して心から神をほめたたえなさい。 17そして、あなた

のすることはすべて、言葉によるとわざによるとを問わ

ず、いっさい主イエスの名によってなし、彼によって父

なる神に感謝しなさい。 18妻たる者よ、夫に仕えなさい

。それが、主にある者にふさわしいことである。 19夫た

る者よ、妻を愛しなさい。つらくあたってはいけない。

20子たる者よ、何事についても両親に従いなさい。これ

が主に喜ばれることである。 21父たる者よ、子供をいら

だたせてはいけない。心がいじけるかも知れないから。

22僕たる者よ、何事についても、肉による主人に従いな

さい。人にへつらおうとして、目先だけの勤めをするの

ではなく、真心をこめて主を恐れつつ、従いなさい。 23

何をするにも、人に対してではなく、主に対してするよ

うに、心から働きなさい。 24あなたがたが知っていると

おり、あなたがたは御国をつぐことを、報いとして主か

ら受けるであろう。あなたがたは、主キリストに仕えて

いるのである。 25不正を行う者は、自分の行った不正に

対して報いを受けるであろう。それには差別扱いはない

。

4主人たる者よ、僕を正しく公平に扱いなさい。あなた
がたにも主が天にいますことが、わかっているのだか

ら。 2目をさまして、感謝のうちに祈り、ひたすら祈り

続けなさい。 3同時にわたしたちのためにも、神が御言

のために門を開いて下さって、わたしたちがキリストの

奥義を語れるように（わたしは、実は、そのために獄に

つながれているのである）、 4また、わたしが語るべき

ことをはっきりと語れるように、祈ってほしい。 5今の

時を生かして用い、そとの人に対して賢く行動しなさい

。 6いつも、塩で味つけられた、やさしい言葉を使いな

さい。そうすれば、ひとりびとりに対してどう答えるべ

きか、わかるであろう。 7わたしの様子については、主

にあって共に僕であり、また忠実に仕えている愛する兄

弟テキコが、あなたがたにいっさいのことを報告するで

あろう。 8わたしが彼をあなたがたのもとに送るのは、

わたしたちの様子を知り、また彼によって心に励ましを

受けるためなのである。 9あなたがたのひとり、忠実な

愛する兄弟オネシモをも、彼と共に送る。彼らはあなた

がたに、こちらのいっさいの事情を知らせるであろう。

10わたしと一緒に捕われの身となっているアリスタルコ

と、バルナバのいとこマルコとが、あなたがたによろし

くと言っている。このマルコについては、もし彼があな

たがたのもとに行くなら、迎えてやるようにとのさしず

を、あなたがたはすでに受けているはずである。 11また

、ユストと呼ばれているイエスからもよろしく。割礼の

者の中で、この三人だけが神の国のために働く同労者で

あって、わたしの慰めとなった者である。 12あなたがた

のうちのひとり、キリスト・イエスの僕エパフラスから

、よろしく。彼はいつも、祈のうちであなたがたを覚え

、あなたがたが全き人となり、神の御旨をことごとく確

信して立つようにと、熱心に祈っている。 13わたしは、

彼があなたがたのため、またラオデキヤとヒエラポリス

の人々のために、ひじょうに心労していることを、証言

する。 14愛する医者ルカとデマスとが、あなたがたによ

ろしく。 15ラオデキヤの兄弟たちに、またヌンパとその

家にある教会とに、よろしく。 16この手紙があなたがた

の所で朗読されたら、ラオデキヤの教会でも朗読される

ように、取り計らってほしい。またラオデキヤからまわ

って来る手紙を、あなたがたも朗読してほしい。 17アル

キポに、「主にあって受けた務をよく果すように」と伝



コロサイ人への手紙 642

えてほしい。 18パウロ自身が、手ずからこのあいさつを

書く。わたしが獄につながれていることを、覚えていて

ほしい。恵みが、あなたがたと共にあるように。
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テサロニケ人への手

紙第一

1パウロとシルワノとテモテから、父なる神と主イエス
・キリストとにあるテサロニケ人たちの教会へ。恵み

と平安とが、あなたがたにあるように。 2わたしたちは

祈の時にあなたがたを覚え、あなたがた一同のことを、

いつも神に感謝し、 3あなたがたの信仰の働きと、愛の

労苦と、わたしたちの主イエス・キリストに対する望み

の忍耐とを、わたしたちの父なる神のみまえに、絶えず

思い起している。 4神に愛されている兄弟たちよ。わた

したちは、あなたがたが神に選ばれていることを知って

いる。 5なぜなら、わたしたちの福音があなたがたに伝

えられたとき、それは言葉だけによらず、力と聖霊と強

い確信とによったからである。わたしたちが、あなたが

たの間で、みんなのためにどんなことをしたか、あなた

がたの知っているとおりである。 6そしてあなたがたは

、多くの患難の中で、聖霊による喜びをもって御言を受

けいれ、わたしたちと主とにならう者となり、 7こうし

て、マケドニヤとアカヤとにいる信者全体の模範になっ

た。 8すなわち、主の言葉はあなたがたから出て、ただ

マケドニヤとアカヤとに響きわたっているばかりではな

く、至るところで、神に対するあなたがたの信仰のこと

が言いひろめられたので、これについては何も述べる必

要はないほどである。 9わたしたちが、どんなにしてあ

なたがたの所にはいって行ったか、また、あなたがたが

、どんなにして偶像を捨てて神に立ち帰り、生けるまこ

との神に仕えるようになり、 10そして、死人の中からよ

みがえった神の御子、すなわち、わたしたちをきたるべ

き怒りから救い出して下さるイエスが、天から下ってこ

られるのを待つようになったかを、彼ら自身が言いひろ

めているのである。

2兄弟たちよ。あなたがた自身が知っているとおり、わ
たしたちがあなたがたの所にはいって行ったことは、

むだではなかった。 2それどころか、あなたがたが知っ

ているように、わたしたちは、先にピリピで苦しめられ

、はずかしめられたにもかかわらず、わたしたちの神に

勇気を与えられて、激しい苦闘のうちに神の福音をあな

たがたに語ったのである。 3いったい、わたしたちの宣

教は、迷いや汚れた心から出たものでもなく、だましご

とでもない。 4かえって、わたしたちは神の信任を受け

て福音を託されたので、人間に喜ばれるためではなく、

わたしたちの心を見分ける神に喜ばれるように、福音を

語るのである。 5わたしたちは、あなたがたが知ってい

るように、決してへつらいの言葉を用いたこともなく、

口実を設けて、むさぼったこともない。それは、神があ

かしして下さる。 6また、わたしたちは、キリストの使

徒として重んじられることができたのであるが、あなた

がたからにもせよ、ほかの人々からにもせよ、人間から

の栄誉を求めることはしなかった。 7むしろ、あなたが

たの間で、ちょうど母がその子供を育てるように、やさ

しくふるまった。 8このように、あなたがたを慕わしく

思っていたので、ただ神の福音ばかりではなく、自分の

いのちまでもあなたがたに与えたいと願ったほどに、あ

なたがたを愛したのである。 9兄弟たちよ。あなたがた

はわたしたちの労苦と努力とを記憶していることであろ

う。すなわち、あなたがたのだれにも負担をかけまいと

思って、日夜はたらきながら、あなたがたに神の福音を

宣べ伝えた。 10あなたがたもあかしし、神もあかしして

下さるように、わたしたちはあなたがた信者の前で、信

心深く、正しく、責められるところがないように、生活

をしたのである。 11そして、あなたがたも知っていると

おり、父がその子に対してするように、あなたがたのひ

とりびとりに対して、 12御国とその栄光とに召して下さ

った神のみこころにかなって歩くようにと、勧め、励ま

し、また、さとしたのである。 13これらのことを考えて

、わたしたちがまた絶えず神に感謝しているのは、あな

たがたがわたしたちの説いた神の言を聞いた時に、それ

を人間の言葉としてではなく、神の言として事実そのと

おりであるが受けいれてくれたことである。そして、こ

の神の言は、信じるあなたがたのうちに働いているので

ある。 14兄弟たちよ。あなたがたは、ユダヤの、キリス

ト・イエスにある神の諸教会にならう者となった。すな

わち、彼らがユダヤ人たちから苦しめられたと同じよう

に、あなたがたもまた同国人から苦しめられた。 15ユダ

ヤ人たちは主イエスと預言者たちとを殺し、わたしたち

を迫害し、神を喜ばせず、すべての人に逆らい、 16わた

したちが異邦人に救の言を語るのを妨げて、絶えず自分

の罪を満たしている。そこで、神の怒りは最も激しく彼

らに臨むに至ったのである。 17兄弟たちよ。わたしたち

は、しばらくの間、あなたがたから引き離されていたの

で心においてではなく、からだだけではあるがなおさら

、あなたがたの顔を見たいと切にこいねがった。 18だか

ら、わたしたちは、あなたがたの所に行こうとした。こ

とに、このパウロは、一再ならず行こうとしたのである

。それだのに、わたしたちはサタンに妨げられた。 19実

際、わたしたちの主イエスの来臨にあたって、わたした

ちの望みと喜びと誇の冠となるべき者は、あなたがたを

外にして、だれがあるだろうか。 20あなたがたこそ、実

にわたしたちのほまれであり、喜びである。

3そこで、わたしたちはこれ以上耐えられなくなって、
わたしたちだけがアテネに留まることに定め、 2わた

したちの兄弟で、キリストの福音における神の同労者テ

モテをつかわした。それは、あなたがたの信仰を強め、

3このような患難の中にあって、動揺する者がひとりも

ないように励ますためであった。あなたがたの知ってい

るとおり、わたしたちは患難に会うように定められてい

るのである。 4そして、あなたがたの所にいたとき、わ

たしたちがやがて患難に会うことをあらかじめ言ってお

いたが、あなたがたの知っているように、今そのとおり

になったのである。 5そこで、わたしはこれ以上耐えら

れなくなって、もしや「試みる者」があなたがたを試み

、そのためにわたしたちの労苦がむだになりはしないか

と気づかって、あなたがたの信仰を知るために、彼をつ

かわしたのである。 6ところが今テモテが、あなたがた

の所からわたしたちのもとに帰ってきて、あなたがたの

信仰と愛とについて知らせ、また、あなたがたがいつも

わたしたちのことを覚え、わたしたちがあなたがたに会

いたく思っていると同じように、わたしたちにしきりに

会いたがっているという吉報をもたらした。 7兄弟たち

よ。それによって、わたしたちはあらゆる苦難と患難と

の中にありながら、あなたがたの信仰によって慰められ
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た。 8なぜなら、あなたがたが主にあって堅く立ってく

れるなら、わたしたちはいま生きることになるからであ

る。 9ほんとうに、わたしたちの神のみまえで、あなた

がたのことで喜ぶ大きな喜びのために、どんな感謝を神

にささげたらよいだろうか。 10わたしたちは、あなたが

たの顔を見、あなたがたの信仰の足りないところを補い

たいと、日夜しきりに願っているのである。 11どうか、

わたしたちの父なる神ご自身と、わたしたちの主イエス

とが、あなたがたのところへ行く道を、わたしたちに開

いて下さるように。 12どうか、主が、あなたがた相互の

愛とすべての人に対する愛とを、わたしたちがあなたが

たを愛する愛と同じように、増し加えて豊かにして下さ

るように。 13そして、どうか、わたしたちの主イエスが

、そのすべての聖なる者と共にこられる時、神のみまえ

に、あなたがたの心を強め、清く、責められるところの

ない者にして下さるように。

4最後に、兄弟たちよ。わたしたちは主イエスにあって
あなたがたに願いかつ勧める。あなたがたが、どのよ

うに歩いて神を喜ばすべきかをわたしたちから学んだよ

うに、また、いま歩いているとおりに、ますます歩き続

けなさい。 2わたしたちがどういう教を主イエスによっ

て与えたか、あなたがたはよく知っている。 3神のみこ

ころは、あなたがたが清くなることである。すなわち、

不品行を慎み、 4各自、気をつけて自分のからだを清く

尊く保ち、 5神を知らない異邦人のように情欲をほしい

ままにせず、 6また、このようなことで兄弟を踏みつけ

たり、だましたりしてはならない。前にもあなたがたに

きびしく警告しておいたように、主はこれらすべてのこ

とについて、報いをなさるからである。 7神がわたした

ちを召されたのは、汚れたことをするためではなく、清

くなるためである。 8こういうわけであるから、これら

の警告を拒む者は、人を拒むのではなく、聖霊をあなた

がたの心に賜わる神を拒むのである。 9兄弟愛について

は、今さら書きおくる必要はない。あなたがたは、互に

愛し合うように神に直接教えられており、 10また、事実

マケドニヤ全土にいるすべての兄弟に対して、それを実

行しているのだから。しかし、兄弟たちよ。あなたがた

に勧める。ますます、そうしてほしい。 11そして、あな

たがたに命じておいたように、つとめて落ち着いた生活

をし、自分の仕事に身をいれ、手ずから働きなさい。 12

そうすれば、外部の人々に対して品位を保ち、まただれ

の世話にもならずに、生活できるであろう。 13兄弟たち

よ。眠っている人々については、無知でいてもらいたく

ない。望みを持たない外の人々のように、あなたがたが

悲しむことのないためである。 14わたしたちが信じてい

るように、イエスが死んで復活されたからには、同様に

神はイエスにあって眠っている人々をも、イエスと一緒

に導き出して下さるであろう。 15わたしたちは主の言葉

によって言うが、生きながらえて主の来臨の時まで残る

わたしたちが、眠った人々より先になることは、決して

ないであろう。 16すなわち、主ご自身が天使のかしらの

声と神のラッパの鳴り響くうちに、合図の声で、天から

下ってこられる。その時、キリストにあって死んだ人々

が、まず最初によみがえり、 17それから生き残っている

わたしたちが、彼らと共に雲に包まれて引き上げられ、

空中で主に会い、こうして、いつも主と共にいるであろ

う。 18だから、あなたがたは、これらの言葉をもって互

に慰め合いなさい。

5兄弟たちよ。その時期と場合とについては、書きおく
る必要はない。 2あなたがた自身がよく知っていると

おり、主の日は盗人が夜くるように来る。 3人々が平和

だ無事だと言っているその矢先に、ちょうど妊婦に産み

の苦しみが臨むように、突如として滅びが彼らをおそっ

て来る。そして、それからのがれることは決してできな

い。 4しかし兄弟たちよ。あなたがたは暗やみの中にい

ないのだから、その日が、盗人のようにあなたがたを不

意に襲うことはないであろう。 5あなたがたはみな光の

子であり、昼の子なのである。わたしたちは、夜の者で

もやみの者でもない。 6だから、ほかの人々のように眠

っていないで、目をさまして慎んでいよう。 7眠る者は

夜眠り、酔う者は夜酔うのである。 8しかし、わたした

ちは昼の者なのだから、信仰と愛との胸当を身につけ、

救の望みのかぶとをかぶって、慎んでいよう。 9神は、

わたしたちを怒りにあわせるように定められたのではな

く、わたしたちの主イエス・キリストによって救を得る

ように定められたのである。 10キリストがわたしたちの

ために死なれたのは、さめていても眠っていても、わた

したちが主と共に生きるためである。 11だから、あなた

がたは、今しているように、互に慰め合い、相互の徳を

高めなさい。 12兄弟たちよ。わたしたちはお願いする。

どうか、あなたがたの間で労し、主にあってあなたがた

を指導し、かつ訓戒している人々を重んじ、 13彼らの働

きを思って、特に愛し敬いなさい。互に平和に過ごしな

さい。 14兄弟たちよ。あなたがたにお勧めする。怠惰な

者を戒め、小心な者を励まし、弱い者を助け、すべての

人に対して寛容でありなさい。 15だれも悪をもって悪に

報いないように心がけ、お互に、またみんなに対して、

いつも善を追い求めなさい。 16いつも喜んでいなさい。

17絶えず祈りなさい。 18すべての事について、感謝しな

さい。これが、キリスト・イエスにあって、神があなた

がたに求めておられることである。 19御霊を消してはい

けない。 20預言を軽んじてはならない。 21すべてのも

のを識別して、良いものを守り、 22あらゆる種類の悪か

ら遠ざかりなさい。 23どうか、平和の神ご自身が、あな

たがたを全くきよめて下さるように。また、あなたがた

の霊と心とからだとを完全に守って、わたしたちの主イ

エス・キリストの来臨のときに、責められるところのな

い者にして下さるように。 24あなたがたを召されたかた

は真実であられるから、このことをして下さるであろう

。 25兄弟たちよ。わたしたちのためにも、祈ってほしい

。 26すべての兄弟たちに、きよい接吻をもって、よろし

く伝えてほしい。 27わたしは主によって命じる。この手

紙を、みんなの兄弟に読み聞かせなさい。 28わたしたち

の主イエス・キリストの恵みが、あなたがたと共にある

ように。
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テサロニケ人への手

紙第二

1パウロとシルワノとテモテから、わたしたちの父なる
神と主イエス・キリストとにあるテサロニケ人たちの

教会へ。 2父なる神と主イエス・キリストから、恵みと

平安とが、あなたがたにあるように。 3兄弟たちよ。わ

たしたちは、いつもあなたがたのことを神に感謝せずに

はおられない。またそうするのが当然である。それは、

あなたがたの信仰が大いに成長し、あなたがたひとりび

とりの愛が、お互の間に増し加わっているからである。

4そのために、わたしたち自身は、あなたがたがいま受

けているあらゆる迫害と患難とのただ中で示している忍

耐と信仰とにつき、神の諸教会に対してあなたがたを誇

としている。 5これは、あなたがたを、神の国にふさわ

しい者にしようとする神のさばきが正しいことを、証拠

だてるものである。その神の国のために、あなたがたも

苦しんでいるのである。 6すなわち、あなたがたを悩ま

す者には患難をもって報い、悩まされているあなたがた

には、わたしたちと共に、休息をもって報いて下さるの

が、神にとって正しいことだからである。 7それは、主

イエスが炎の中で力ある天使たちを率いて天から現れる

時に実現する。 8その時、主は神を認めない者たちや、

わたしたちの主イエスの福音に聞き従わない者たちに報

復し、 9そして、彼らは主のみ顔とその力の栄光から退

けられて、永遠の滅びに至る刑罰を受けるであろう。

(aiōnios g166) 10その日に、イエスは下ってこられ、聖徒た

ちの中であがめられ、すべて信じる者たちの間で驚嘆さ

れるであろうわたしたちのこのあかしは、あなたがたに

よって信じられているのである。 11このためにまた、わ

たしたちは、わたしたちの神があなたがたを召しにかな

う者となし、善に対するあらゆる願いと信仰の働きとを

力強く満たして下さるようにと、あなたがたのために絶

えず祈っている。 12それは、わたしたちの神と主イエス

・キリストとの恵みによって、わたしたちの主イエスの

御名があなたがたの間であがめられ、あなたがたも主に

あって栄光を受けるためである。

2さて兄弟たちよ。わたしたちの主イエス・キリストの
来臨と、わたしたちがみもとに集められることとにつ

いて、あなたがたにお願いすることがある。 2霊により

、あるいは言葉により、あるいはわたしたちから出たと

いう手紙によって、主の日はすでにきたとふれまわる者

があっても、すぐさま心を動かされたり、あわてたりし

てはいけない。 3だれがどんな事をしても、それにだま

されてはならない。まず背教のことが起り、不法の者、

すなわち、滅びの子が現れるにちがいない。 4彼は、す

べて神と呼ばれたり拝まれたりするものに反抗して立ち

上がり、自ら神の宮に座して、自分は神だと宣言する。

5わたしがまだあなたがたの所にいた時、これらの事を

くり返して言ったのを思い出さないのか。 6そして、あ

なたがたが知っているとおり、彼が自分に定められた時

になってから現れるように、いま彼を阻止しているもの

がある。 7不法の秘密の力が、すでに働いているのであ

る。ただそれは、いま阻止している者が取り除かれる時

までのことである。 8その時になると、不法の者が現れ

る。この者を、主イエスは口の息をもって殺し、来臨の

輝きによって滅ぼすであろう。 9不法の者が来るのは、

サタンの働きによるのであって、あらゆる偽りの力と、

しるしと、不思議と、 10また、あらゆる不義の惑わしと

を、滅ぶべき者どもに対して行うためである。彼らが滅

びるのは、自分らの救となるべき真理に対する愛を受け

いれなかった報いである。 11そこで神は、彼らが偽りを

信じるように、迷わす力を送り、 12こうして、真理を信

じないで不義を喜んでいたすべての人を、さばくのであ

る。 13しかし、主に愛されている兄弟たちよ。わたした

ちはいつもあなたがたのことを、神に感謝せずにはおら

れない。それは、神があなたがたを初めから選んで、御

霊によるきよめと、真理に対する信仰とによって、救を

得させようとし、 14そのために、わたしたちの福音によ

りあなたがたを召して、わたしたちの主イエス・キリス

トの栄光にあずからせて下さるからである。 15そこで、

兄弟たちよ。堅く立って、わたしたちの言葉や手紙で教

えられた言伝えを、しっかりと守り続けなさい。 16どう

か、わたしたちの主イエス・キリストご自身と、わたし

たちを愛し、恵みをもって永遠の慰めと確かな望みとを

賜わるわたしたちの父なる神とが、 (aiōnios g166) 17あな

たがたの心を励まし、あなたがたを強めて、すべての良

いわざを行い、正しい言葉を語る者として下さるように

。

3最後に、兄弟たちよ。わたしたちのために祈ってほし
い。どうか主の言葉が、あなたがたの所と同じように

、ここでも早く広まり、また、あがめられるように。 2

また、どうか、わたしたちが不都合な悪人から救われる

ように。事実、すべての人が信仰を持っているわけでは

ない。 3しかし、主は真実なかたであるから、あなたが

たを強め、悪しき者から守って下さるであろう。 4わた

したちが命じる事を、あなたがたは現に実行しており、

また、実行するであろうと、わたしたちは、主にあって

確信している。 5どうか、主があなたがたの心を導いて

、神の愛とキリストの忍耐とを持たせて下さるように。

6兄弟たちよ。主イエス・キリストの名によってあなた

がたに命じる。怠惰な生活をして、わたしたちから受け

た言伝えに従わないすべての兄弟たちから、遠ざかりな

さい。 7わたしたちに、どうならうべきであるかは、あ

なたがた自身が知っているはずである。あなたがたの所

にいた時には、わたしたちは怠惰な生活をしなかったし

、 8人からパンをもらって食べることもしなかった。そ

れどころか、あなたがたのだれにも負担をかけまいと、

日夜、労苦し努力して働き続けた。 9それは、わたした

ちにその権利がないからではなく、ただわたしたちにあ

なたがたが見習うように、身をもって模範を示したので

ある。 10また、あなたがたの所にいた時に、「働こうと

しない者は、食べることもしてはならない」と命じてお

いた。 11ところが、聞くところによると、あなたがたの

うちのある者は怠惰な生活を送り、働かないで、ただい

たずらに動きまわっているとのことである。 12こうした

人々に対しては、静かに働いて自分で得たパンを食べる

ように、主イエス・キリストによって命じまた勧める。

13兄弟たちよ。あなたがたは、たゆまずに良い働きをし

なさい。 14もしこの手紙にしるしたわたしたちの言葉に

聞き従わない人があれば、そのような人には注意をして

、交際しないがよい。彼が自ら恥じるようになるためで
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ある。 15しかし、彼を敵のように思わないで、兄弟とし

て訓戒しなさい。 16どうか、平和の主ご自身が、いつい

かなる場合にも、あなたがたに平和を与えて下さるよう

に。主があなたがた一同と共におられるように。 17ここ

でパウロ自身が、手ずからあいさつを書く。これは、わ

たしのどの手紙にも書く印である。わたしは、このよう

に書く。 18どうか、わたしたちの主イエス・キリストの

恵みが、あなたがた一同と共にあるように。
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テモテへの手紙第一

1わたしたちの救主なる神と、わたしたちの望みである
キリスト・イエスとの任命によるキリスト・イエスの

使徒パウロから、 2信仰によるわたしの真実な子テモテ

へ。父なる神とわたしたちの主キリスト・イエスから、

恵みとあわれみと平安とが、あなたにあるように。 3わ

たしがマケドニヤに向かって出発する際、頼んでおいた

ように、あなたはエペソにとどまっていて、ある人々に

、違った教を説くことをせず、 4作り話やはてしのない

系図などに気をとられることもないように、命じなさい

。そのようなことは信仰による神の務を果すものではな

く、むしろ論議を引き起させるだけのものである。 5わ

たしのこの命令は、清い心と正しい良心と偽りのない信

仰とから出てくる愛を目標としている。 6ある人々はこ

れらのものからそれて空論に走り、 7律法の教師たるこ

とを志していながら、自分の言っていることも主張して

いることも、わからないでいる。 8わたしたちが知って

いるとおり、律法なるものは、法に従って用いるなら、

良いものである。 9すなわち、律法は正しい人のために

定められたのではなく、不法な者と法に服さない者、不

信心な者と罪ある者、神聖を汚す者と俗悪な者、父を殺

す者と母を殺す者、人を殺す者、 10不品行な者、男色を

する者、誘かいする者、偽る者、偽り誓う者、そのほか

健全な教にもとることがあれば、そのために定められて

いることを認むべきである。 11これは、祝福に満ちた神

の栄光の福音が示すところであって、わたしはこの福音

をゆだねられているのである。 12わたしは、自分を強く

して下さったわたしたちの主キリスト・イエスに感謝す

る。主はわたしを忠実な者と見て、この務に任じて下さ

ったのである。 13わたしは以前には、神をそしる者、迫

害する者、不遜な者であった。しかしわたしは、これら

の事を、信仰がなかったとき、無知なためにしたのだか

ら、あわれみをこうむったのである。 14その上、わたし

たちの主の恵みが、キリスト・イエスにある信仰と愛と

に伴い、ますます増し加わってきた。 15「キリスト・イ

エスは、罪人を救うためにこの世にきて下さった」とい

う言葉は、確実で、そのまま受けいれるに足るものであ

る。わたしは、その罪人のかしらなのである。 16しかし

、わたしがあわれみをこうむったのは、キリスト・イエ

スが、まずわたしに対して限りない寛容を示し、そして

、わたしが今後、彼を信じて永遠のいのちを受ける者の

模範となるためである。 (aiōnios g166) 17世々の支配者、

不朽にして見えざる唯一の神に、世々限りなく、ほまれ

と栄光とがあるように、アァメン。 (aiōn g165) 18わたし

の子テモテよ。以前あなたに対してなされた数々の預言

の言葉に従って、この命令を与える。あなたは、これら

の言葉に励まされて、信仰と正しい良心とを保ちながら

、りっぱに戦いぬきなさい。 19ある人々は、正しい良心

を捨てたため、信仰の破船に会った。 20その中に、ヒメ

ナオとアレキサンデルとがいる。わたしは、神を汚さな

いことを学ばせるため、このふたりをサタンの手に渡し

たのである。

2そこで、まず第一に勧める。すべての人のために、王
たちと上に立っているすべての人々のために、願いと

、祈と、とりなしと、感謝とをささげなさい。 2それは

わたしたちが、安らかで静かな一生を、真に信心深くま

た謹厳に過ごすためである。 3これは、わたしたちの救

主である神のみまえに良いことであり、また、みこころ

にかなうことである。 4神は、すべての人が救われて、

真理を悟るに至ることを望んでおられる。 5神は唯一で

あり、神と人との間の仲保者もただひとりであって、そ

れは人なるキリスト・イエスである。 6彼は、すべての

人のあがないとしてご自身をささげられたが、それは、

定められた時になされたあかしにほかならない。 7その

ために、わたしは立てられて宣教者、使徒となり（わた

しは真実を言っている、偽ってはいない）、また異邦人

に信仰と真理とを教える教師となったのである。 8男は

、怒ったり争ったりしないで、どんな場所でも、きよい

手をあげて祈ってほしい。 9また、女はつつましい身な

りをし、適度に慎み深く身を飾るべきであって、髪を編

んだり、金や真珠をつけたり、高価な着物を着たりして

はいけない。 10むしろ、良いわざをもって飾りとするこ

とが、信仰を言いあらわしている女に似つかわしい。 11

女は静かにしていて、万事につけ従順に教を学ぶがよい

。 12女が教えたり、男の上に立ったりすることを、わた

しは許さない。むしろ、静かにしているべきである。 13

なぜなら、アダムがさきに造られ、それからエバが造ら

れたからである。 14またアダムは惑わされなかったが、

女は惑わされて、あやまちを犯した。 15しかし、女が慎

み深く、信仰と愛と清さとを持ち続けるなら、子を産む

ことによって救われるであろう。

3「もし人が監督の職を望むなら、それは良い仕事を願
うことである」とは正しい言葉である。 2さて、監督

は、非難のない人で、ひとりの妻の夫であり、自らを制

し、慎み深く、礼儀正しく、旅人をもてなし、よく教え

ることができ、 3酒を好まず、乱暴でなく、寛容であっ

て、人と争わず、金に淡泊で、 4自分の家をよく治め、

謹厳であって、子供たちを従順な者に育てている人でな

ければならない。 5自分の家を治めることも心得ていな

い人が、どうして神の教会を預かることができようか。

6彼はまた、信者になって間もないものであってはなら

ない。そうであると、高慢になって、悪魔と同じ審判を

受けるかも知れない。 7さらにまた、教会外の人々にも

よく思われている人でなければならない。そうでないと

、そしりを受け、悪魔のわなにかかるであろう。 8それ

と同様に、執事も謹厳であって、二枚舌を使わず、大酒

を飲まず、利をむさぼらず、 9きよい良心をもって、信

仰の奥義を保っていなければならない。 10彼らはまず調

べられて、不都合なことがなかったなら、それから執事

の職につかすべきである。 11女たちも、同様に謹厳で、

他人をそしらず、自らを制し、すべてのことに忠実でな

ければならない。 12執事はひとりの妻の夫であって、子

供と自分の家とをよく治める者でなければならない。 13

執事の職をよくつとめた者は、良い地位を得、さらにキ

リスト・イエスを信じる信仰による、大いなる確信を得

るであろう。 14わたしは、あなたの所にすぐ行きたいと

望みながら、この手紙を書いている。 15万一わたしが遅

れる場合には、神の家でいかに生活すべきかを、あなた

に知ってもらいたいからである。神の家というのは、生

ける神の教会のことであって、それは真理の柱、真理の

基礎なのである。 16確かに偉大なのは、この信心の奥義

である、「キリストは肉において現れ、霊において義と
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せられ、御使たちに見られ、諸国民の間に伝えられ、世

界の中で信じられ、栄光のうちに天に上げられた」。

4しかし、御霊は明らかに告げて言う。後の時になると
、ある人々は、惑わす霊と悪霊の教とに気をとられて

、信仰から離れ去るであろう。 2それは、良心に焼き印

をおされている偽り者の偽善のしわざである。 3これら

の偽り者どもは、結婚を禁じたり、食物を断つことを命

じたりする。しかし食物は、信仰があり真理を認める者

が、感謝して受けるようにと、神の造られたものである

。 4神の造られたものは、みな良いものであって、感謝

して受けるなら、何ひとつ捨てるべきものはない。 5そ

れらは、神の言と祈とによって、きよめられるからであ

る。 6これらのことを兄弟たちに教えるなら、あなたは

、信仰の言葉とあなたの従ってきた良い教の言葉とに養

われて、キリスト・イエスのよい奉仕者になるであろう

。 7しかし、俗悪で愚にもつかない作り話は避けなさい

。信心のために自分を訓練しなさい。 8からだの訓練は

少しは益するところがあるが、信心は、今のいのちと後

の世のいのちとが約束されてあるので、万事に益となる

。 9これは確実で、そのまま受けいれるに足る言葉であ

る。 10わたしたちは、このために労し苦しんでいる。そ

れは、すべての人の救主、特に信じる者たちの救主なる

生ける神に、望みを置いてきたからである。 11これらの

事を命じ、また教えなさい。 12あなたは、年が若いため

に人に軽んじられてはならない。むしろ、言葉にも、行

状にも、愛にも、信仰にも、純潔にも、信者の模範にな

りなさい。 13わたしがそちらに行く時まで、聖書を朗読

することと、勧めをすることと、教えることとに心を用

いなさい。 14長老の按手を受けた時、預言によってあな

たに与えられて内に持っている恵みの賜物を、軽視して

はならない。 15すべての事にあなたの進歩があらわれる

ため、これらの事を実行し、それを励みなさい。 16自分

のことと教のこととに気をつけ、それらを常に努めなさ

い。そうすれば、あなたは、自分自身とあなたの教を聞

く者たちとを、救うことになる。

5老人をとがめてはいけない。むしろ父親に対するよう
に、話してあげなさい。若い男には兄弟に対するよう

に、 2年とった女には母親に対するように、若い女には

、真に純潔な思いをもって、姉妹に対するように、勧告

しなさい。 3やもめについては、真にたよりのないやも

めたちを、よくしてあげなさい。 4やもめに子か孫かが

ある場合には、これらの者に、まず自分の家で孝養をつ

くし、親の恩に報いることを学ばせるべきである。それ

が、神のみこころにかなうことなのである。 5真にたよ

りのない、ひとり暮しのやもめは、望みを神において、

日夜、たえず願いと祈とに専心するが、 6これに反して

、みだらな生活をしているやもめは、生けるしかばねに

すぎない。 7これらのことを命じて、彼女たちを非難の

ない者としなさい。 8もしある人が、その親族を、こと

に自分の家族をかえりみない場合には、その信仰を捨て

たことになるのであって、不信者以上にわるい。 9やも

めとして登録さるべき者は、六十歳以下のものではなく

て、ひとりの夫の妻であった者、 10また子女をよく養育

し、旅人をもてなし、聖徒の足を洗い、困っている人を

助け、種々の善行に努めるなど、そのよいわざでひろく

認められている者でなければならない。 11若いやもめは

除外すべきである。彼女たちがキリストにそむいて気ま

まになると、結婚をしたがるようになり、 12初めの誓い

を無視したという非難を受けねばならないからである。

13その上、彼女たちはなまけていて、家々を遊び歩くこ

とをおぼえ、なまけるばかりか、むだごとをしゃべって

、いたずらに動きまわり、口にしてはならないことを言

う。 14そういうわけだから、若いやもめは結婚して子を

産み、家をおさめ、そして、反対者にそしられるすきを

作らないようにしてほしい。 15彼女たちのうちには、サ

タンのあとを追って道を踏みはずした者もある。 16女の

信者が家にやもめを持っている場合には、自分でそのや

もめの世話をしてあげなさい。教会のやっかいになって

はいけない。教会は、真にたよりのないやもめの世話を

しなければならない。 17よい指導をしている長老、特に

宣教と教とのために労している長老は、二倍の尊敬を受

けるにふさわしい者である。 18聖書は、「穀物をこなし

ている牛に、くつこをかけてはならない」また「働き人

がその報酬を受けるのは当然である」と言っている。 19

長老に対する訴訟は、ふたりか三人の証人がない場合に

は、受理してはならない。 20罪を犯した者に対しては、

ほかの人々も恐れをいだくに至るために、すべての人の

前でその罪をとがむべきである。 21わたしは、神とキリ

スト・イエスと選ばれた御使たちとの前で、おごそかに

あなたに命じる。これらのことを偏見なしに守り、何事

についても、不公平な仕方をしてはならない。 22軽々し

く人に手をおいてはならない。また、ほかの人の罪に加

わってはいけない。自分をきよく守りなさい。 23（これ

からは、水ばかりを飲まないで、胃のため、また、たび

たびのいたみを和らげるために、少量のぶどう酒を用い

なさい。） 24ある人の罪は明白であって、すぐ裁判にか

けられるが、ほかの人の罪は、あとになってわかって来

る。 25それと同じく、良いわざもすぐ明らかになり、そ

うならない場合でも、隠れていることはあり得ない。

6くびきの下にある奴隷はすべて、自分の主人を、真に
尊敬すべき者として仰ぐべきである。それは、神の御

名と教とが、そしりを受けないためである。 2信者であ

る主人を持っている者たちは、その主人が兄弟であると

いうので軽視してはならない。むしろ、ますます励んで

仕えるべきである。その益を受ける主人は、信者であり

愛されている人だからである。あなたは、これらの事を

教えかつ勧めなさい。 3もし違ったことを教えて、わた

したちの主イエス・キリストの健全な言葉、ならびに信

心にかなう教に同意しないような者があれば、 4彼は高

慢であって、何も知らず、ただ論議と言葉の争いとに病

みついている者である。そこから、ねたみ、争い、そし

り、さいぎの心が生じ、 5また知性が腐って、真理にそ

むき、信心を利得と心得る者どもの間に、はてしのない

いがみ合いが起るのである。 6しかし、信心があって足

ることを知るのは、大きな利得である。 7わたしたちは

、何ひとつ持たないでこの世にきた。また、何ひとつ持

たないでこの世を去って行く。 8ただ衣食があれば、そ

れで足れりとすべきである。 9富むことを願い求める者

は、誘惑と、わなとに陥り、また、人を滅びと破壊とに

沈ませる、無分別な恐ろしいさまざまの情欲に陥るので

ある。 10金銭を愛することは、すべての悪の根である。

ある人々は欲ばって金銭を求めたため、信仰から迷い出

て、多くの苦痛をもって自分自身を刺しとおした。 11し

かし、神の人よ。あなたはこれらの事を避けなさい。そ
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して、義と信心と信仰と愛と忍耐と柔和とを追い求めな

さい。 12信仰の戦いをりっぱに戦いぬいて、永遠のいの

ちを獲得しなさい。あなたは、そのために召され、多く

の証人の前で、りっぱなあかしをしたのである。 (aiōnios

g166) 13わたしはすべてのものを生かして下さる神のみま

えと、またポンテオ・ピラトの面前でりっぱなあかしを

なさったキリスト・イエスのみまえで、あなたに命じる

。 14わたしたちの主イエス・キリストの出現まで、その

戒めを汚すことがなく、また、それを非難のないように

守りなさい。 15時がくれば、祝福に満ちた、ただひとり

の力あるかた、もろもろの王の王、もろもろの主の主が

、キリストを出現させて下さるであろう。 16神はただひ

とり不死を保ち、近づきがたい光の中に住み、人間の中

でだれも見た者がなく、見ることもできないかたである

。ほまれと永遠の支配とが、神にあるように、アァメン

。 (aiōnios g166) 17この世で富んでいる者たちに、命じな

さい。高慢にならず、たよりにならない富に望みをおか

ず、むしろ、わたしたちにすべての物を豊かに備えて楽

しませて下さる神に、のぞみをおくように、 (aiōn g165) 18

また、良い行いをし、良いわざに富み、惜しみなく施し

、人に分け与えることを喜び、 19こうして、真のいのち

を得るために、未来に備えてよい土台を自分のために築

き上げるように、命じなさい。 (aiōnios g166) 20テモテよ

。あなたにゆだねられていることを守りなさい。そして

、俗悪なむだ話と、偽りの「知識」による反対論とを避

けなさい。 21ある人々はそれに熱中して、信仰からそれ

てしまったのである。恵みが、あなたがたと共にあるよ

うに。
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テモテへの手紙第二

1神の御旨により、キリスト・イエスにあるいのちの約
束によって立てられたキリスト・イエスの使徒パウロ

から、 2愛する子テモテへ。父なる神とわたしたちの主

キリスト・イエスから、恵みとあわれみと平安とが、あ

なたにあるように。 3わたしは、日夜、祈の中で、絶え

ずあなたのことを思い出しては、きよい良心をもって先

祖以来つかえている神に感謝している。 4わたしは、あ

なたの涙をおぼえており、あなたに会って喜びで満たさ

れたいと、切に願っている。 5また、あなたがいだいて

いる偽りのない信仰を思い起している。この信仰は、ま

ずあなたの祖母ロイスとあなたの母ユニケとに宿ったも

のであったが、今あなたにも宿っていると、わたしは確

信している。 6こういうわけで、あなたに注意したい。

わたしの按手によって内にいただいた神の賜物を、再び

燃えたたせなさい。 7というのは、神がわたしたちに下

さったのは、臆する霊ではなく、力と愛と慎みとの霊な

のである。 8だから、あなたは、わたしたちの主のあか

しをすることや、わたしが主の囚人であることを、決し

て恥ずかしく思ってはならない。むしろ、神の力にささ

えられて、福音のために、わたしと苦しみを共にしてほ

しい。 9神はわたしたちを救い、聖なる招きをもって召

して下さったのであるが、それは、わたしたちのわざに

よるのではなく、神ご自身の計画に基き、また、永遠の

昔にキリスト・イエスにあってわたしたちに賜わってい

た恵み、 (aiōnios g166) 10そして今や、わたしたちの救主

キリスト・イエスの出現によって明らかにされた恵みに

よるのである。キリストは死を滅ぼし、福音によってい

のちと不死とを明らかに示されたのである。 11わたしは

、この福音のために立てられて、その宣教者、使徒、教

師になった。 12そのためにまた、わたしはこのような苦

しみを受けているが、それを恥としない。なぜなら、わ

たしは自分の信じてきたかたを知っており、またそのか

たは、わたしにゆだねられているものを、かの日に至る

まで守って下さることができると、確信しているからで

ある。 13あなたは、キリスト・イエスに対する信仰と愛

とをもって、わたしから聞いた健全な言葉を模範にしな

さい。 14そして、あなたにゆだねられている尊いものを

、わたしたちの内に宿っている聖霊によって守りなさい

。 15あなたの知っているように、アジヤにいる者たちは

、皆わたしから離れて行った。その中には、フゲロとヘ

ルモゲネもいる。 16どうか、主が、オネシポロの家にあ

われみをたれて下さるように。彼はたびたび、わたしを

慰めてくれ、またわたしの鎖を恥とも思わないで、 17ロ

ーマに着いた時には、熱心にわたしを捜しまわった末、

尋ね出してくれたのである。 18どうか、主がかの日に、

あわれみを彼に賜わるように。彼がエペソで、どれほど

わたしに仕えてくれたかは、だれよりもあなたがよく知

っている。

2そこで、わたしの子よ。あなたはキリスト・イエスに
ある恵みによって、強くなりなさい。 2そして、あな

たが多くの証人の前でわたしから聞いたことを、さらに

ほかの者たちにも教えることのできるような忠実な人々

に、ゆだねなさい。 3キリスト・イエスの良い兵卒とし

て、わたしと苦しみを共にしてほしい。 4兵役に服して

いる者は、日常生活の事に煩わされてはいない。ただ、

兵を募った司令官を喜ばせようと努める。 5また、競技

をするにしても、規定に従って競技をしなければ、栄冠

は得られない。 6労苦をする農夫が、だれよりも先に、

生産物の分配にあずかるべきである。 7わたしの言うこ

とを、よく考えてみなさい。主は、それを十分に理解す

る力をあなたに賜わるであろう。 8ダビデの子孫として

生れ、死人のうちからよみがえったイエス・キリストを

、いつも思っていなさい。これがわたしの福音である。

9この福音のために、わたしは悪者のように苦しめられ

、ついに鎖につながれるに至った。しかし、神の言はつ

ながれてはいない。 10それだから、わたしは選ばれた人

たちのために、いっさいのことを耐え忍ぶのである。そ

れは、彼らもキリスト・イエスによる救を受け、また、

それと共に永遠の栄光を受けるためである。 (aiōnios g166)

11次の言葉は確実である。「もしわたしたちが、彼と共

に死んだなら、また彼と共に生きるであろう。 12もし耐

え忍ぶなら、彼と共に支配者となるであろう。もし彼を

否むなら、彼もわたしたちを否むであろう。 13たとい、

わたしたちは不真実であっても、彼は常に真実である。

彼は自分を偽ることが、できないのである」。 14あなた

は、これらのことを彼らに思い出させて、なんの益もな

く、聞いている人々を破滅におとしいれるだけである言

葉の争いをしないように、神のみまえでおごそかに命じ

なさい。 15あなたは真理の言葉を正しく教え、恥じると

ころのない錬達した働き人になって、神に自分をささげ

るように努めはげみなさい。 16俗悪なむだ話を避けなさ

い。それによって人々は、ますます不信心に落ちていき

、 17彼らの言葉は、がんのように腐れひろがるであろう

。その中にはヒメナオとピレトとがいる。 18彼らは真理

からはずれ、復活はすでに済んでしまったと言い、そし

て、ある人々の信仰をくつがえしている。 19しかし、神

のゆるがない土台はすえられていて、それに次の句が証

印として、しるされている。「主は自分の者たちを知る

」。また「主の名を呼ぶ者は、すべて不義から離れよ」

。 20大きな家には、金や銀の器ばかりではなく、木や土

の器もあり、そして、あるものは尊いことに用いられ、

あるものは卑しいことに用いられる。 21もし人が卑しい

ものを取り去って自分をきよめるなら、彼は尊いきよめ

られた器となって、主人に役立つものとなり、すべての

良いわざに間に合うようになる。 22そこで、あなたは若

い時の情欲を避けなさい。そして、きよい心をもって主

を呼び求める人々と共に、義と信仰と愛と平和とを追い

求めなさい。 23愚かで無知な論議をやめなさい。それは

、あなたが知っているとおり、ただ争いに終るだけであ

る。 24主の僕たる者は争ってはならない。だれに対して

も親切であって、よく教え、よく忍び、 25反対する者を

柔和な心で教え導くべきである。おそらく神は、彼らに

悔改めの心を与えて、真理を知らせ、 26一度は悪魔に捕

えられてその欲するままになっていても、目ざめて彼の

わなからのがれさせて下さるであろう。

3しかし、このことは知っておかねばならない。終りの
時には、苦難の時代が来る。 2その時、人々は自分を

愛する者、金を愛する者、大言壮語する者、高慢な者、

神をそしる者、親に逆らう者、恩を知らぬ者、神聖を汚

す者、 3無情な者、融和しない者、そしる者、無節制な

者、粗暴な者、善を好まない者、 4裏切り者、乱暴者、

高言をする者、神よりも快楽を愛する者、 5信心深い様
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子をしながらその実を捨てる者となるであろう。こうし

た人々を避けなさい。 6彼らの中には、人の家にもぐり

込み、そして、さまざまの欲に心を奪われて、多くの罪

を積み重ねている愚かな女どもを、とりこにしている者

がある。 7彼女たちは、常に学んではいるが、いつにな

っても真理の知識に達することができない。 8ちょうど

、ヤンネとヤンブレとがモーセに逆らったように、こう

した人々も真理に逆らうのである。彼らは知性の腐った

、信仰の失格者である。 9しかし、彼らはそのまま進ん

でいけるはずがない。彼らの愚かさは、あのふたりの場

合と同じように、多くの人に知れて来るであろう。 10し

かしあなたは、わたしの教、歩み、こころざし、信仰、

寛容、愛、忍耐、 11それから、わたしがアンテオケ、イ

コニオム、ルステラで受けた数々の迫害、苦難に、よく

も続いてきてくれた。そのひどい迫害にわたしは耐えて

きたが、主はそれらいっさいのことから、救い出して下

さったのである。 12いったい、キリスト・イエスにあっ

て信心深く生きようとする者は、みな、迫害を受ける。

13悪人と詐欺師とは人を惑わし人に惑わされて、悪から

悪へと落ちていく。 14しかし、あなたは、自分が学んで

確信しているところに、いつもとどまっていなさい。あ

なたは、それをだれから学んだか知っており、 15また幼

い時から、聖書に親しみ、それが、キリスト・イエスに

対する信仰によって救に至る知恵を、あなたに与えうる

書物であることを知っている。 16聖書は、すべて神の霊

感を受けて書かれたものであって、人を教え、戒め、正

しくし、義に導くのに有益である。 17それによって、神

の人が、あらゆる良いわざに対して十分な準備ができて

、完全にととのえられた者になるのである。

4神のみまえと、生きている者と死んだ者とをさばくべ
きキリスト・イエスのみまえで、キリストの出現とそ

の御国とを思い、おごそかに命じる。 2御言を宣べ伝え

なさい。時が良くても悪くても、それを励み、あくまで

も寛容な心でよく教えて、責め、戒め、勧めなさい。 3

人々が健全な教に耐えられなくなり、耳ざわりのよい話

をしてもらおうとして、自分勝手な好みにまかせて教師

たちを寄せ集め、 4そして、真理からは耳をそむけて、

作り話の方にそれていく時が来るであろう。 5しかし、

あなたは、何事にも慎み、苦難を忍び、伝道者のわざを

なし、自分の務を全うしなさい。 6わたしは、すでに自

身を犠牲としてささげている。わたしが世を去るべき時

はきた。 7わたしは戦いをりっぱに戦いぬき、走るべき

行程を走りつくし、信仰を守りとおした。 8今や、義の

冠がわたしを待っているばかりである。かの日には、公

平な審判者である主が、それを授けて下さるであろう。

わたしばかりではなく、主の出現を心から待ち望んでい

たすべての人にも授けて下さるであろう。 9わたしの所

に、急いで早くきてほしい。 10デマスはこの世を愛し、

わたしを捨ててテサロニケに行ってしまい、クレスケン

スはガラテヤに、テトスはダルマテヤに行った。 (aiōn

g165) 11ただルカだけが、わたしのもとにいる。マルコを

連れて、一緒にきなさい。彼はわたしの務のために役に

立つから。 12わたしはテキコをエペソにつかわした。

13あなたが来るときに、トロアスのカルポの所に残して

おいた上着を持ってきてほしい。また書物も、特に、羊

皮紙のを持ってきてもらいたい。 14銅細工人のアレキサ

ンデルが、わたしを大いに苦しめた。主はそのしわざに

対して、彼に報いなさるだろう。 15あなたも、彼を警戒

しなさい。彼は、わたしたちの言うことに強く反対した

のだから。 16わたしの第一回の弁明の際には、わたしに

味方をする者はひとりもなく、みなわたしを捨てて行っ

た。どうか、彼らが、そのために責められることがない

ように。 17しかし、わたしが御言を余すところなく宣べ

伝えて、すべての異邦人に聞かせるように、主はわたし

を助け、力づけて下さった。そして、わたしは、ししの

口から救い出されたのである。 18主はわたしを、すべて

の悪のわざから助け出し、天にある御国に救い入れて下

さるであろう。栄光が永遠から永遠にわたって主にある

ように、アァメン。 (aiōn g165) 19プリスカとアクラとに

、またオネシポロの家に、よろしく伝えてほしい。 20エ

ラストはコリントにとどまっており、トロピモは病気な

ので、ミレトに残してきた。 21冬になる前に、急いでき

てほしい。ユブロ、プデス、リノス、クラウデヤならび

にすべての兄弟たちから、あなたによろしく。 22主が、

あなたの霊と共にいますように。恵みが、あなたがたと

共にあるように。
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テトスへの手紙

1神の僕、イエス・キリストの使徒パウロからわたしが
使徒とされたのは、神に選ばれた者たちの信仰を強め

、また、信心にかなう真理の知識を彼らに得させるため

であり、 2偽りのない神が永遠の昔に約束された永遠の

いのちの望みに基くのである。 (aiōnios g166) 3神は、定め

られた時に及んで、御言を宣教によって明らかにされた

が、わたしは、わたしたちの救主なる神の任命によって

、この宣教をゆだねられたのである 4信仰を同じうする

わたしの真実の子テトスへ。父なる神とわたしたちの救

主キリスト・イエスから、恵みと平安とが、あなたにあ

るように。 5あなたをクレテにおいてきたのは、わたし

があなたに命じておいたように、そこにし残してあるこ

とを整理してもらい、また、町々に長老を立ててもらう

ためにほかならない。 6長老は、責められる点がなく、

ひとりの妻の夫であって、その子たちも不品行のうわさ

をたてられず、親不孝をしない信者でなくてはならない

。 7監督たる者は、神に仕える者として、責められる点

がなく、わがままでなく、軽々しく怒らず、酒を好まず

、乱暴でなく、利をむさぼらず、 8かえって、旅人をも

てなし、善を愛し、慎み深く、正しく、信仰深く、自制

する者であり、 9教にかなった信頼すべき言葉を守る人

でなければならない。それは、彼が健全な教によって人

をさとし、また、反対者の誤りを指摘することができる

ためである。 10実は、法に服さない者、空論に走る者、

人の心を惑わす者が多くおり、とくに、割礼のある者の

中に多い。 11彼らの口を封ずべきである。彼らは恥ずべ

き利のために、教えてはならないことを教えて、数々の

家庭を破壊してしまっている。 12クレテ人のうちのある

預言者が「クレテ人は、いつもうそつき、たちの悪いけ

もの、なまけ者の食いしんぼう」と言っているが、 13こ

の非難はあたっている。だから、彼らをきびしく責めて

、その信仰を健全なものにし、 14ユダヤ人の作り話や、

真理からそれていった人々の定めなどに、気をとられる

ことがないようにさせなさい。 15きよい人には、すべて

のものがきよい。しかし、汚れている不信仰な人には、

きよいものは一つもなく、その知性も良心も汚れてしま

っている。 16彼らは神を知っていると、口では言うが、

行いではそれを否定している。彼らは忌まわしい者、ま

た不従順な者であって、いっさいの良いわざに関しては

、失格者である。

2しかし、あなたは、健全な教にかなうことを語りなさ
い。 2老人たちには自らを制し、謹厳で、慎み深くし

、また、信仰と愛と忍耐とにおいて健全であるように勧

め、 3年老いた女たちにも、同じように、たち居ふるま

いをうやうやしくし、人をそしったり大酒の奴隷になっ

たりせず、良いことを教える者となるように、勧めなさ

い。 4そうすれば、彼女たちは、若い女たちに、夫を愛

し、子供を愛し、 5慎み深く、純潔で、家事に努め、善

良で、自分の夫に従順であるように教えることになり、

したがって、神の言がそしりを受けないようになるであ

ろう。 6若い男にも、同じく、万事につけ慎み深くある

ように、勧めなさい。 7あなた自身を良いわざの模範と

して示し、人を教える場合には、清廉と謹厳とをもって

し、 8非難のない健全な言葉を用いなさい。そうすれば

、反対者も、わたしたちについてなんの悪口も言えなく

なり、自ら恥じいるであろう。 9奴隷には、万事につけ

その主人に服従して、喜ばれるようになり、反抗をせず

、 10盗みをせず、どこまでも心をこめた真実を示すよう

にと、勧めなさい。そうすれば、彼らは万事につけ、わ

たしたちの救主なる神の教を飾ることになろう。 11すべ

ての人を救う神の恵みが現れた。 12そして、わたしたち

を導き、不信心とこの世の情欲とを捨てて、慎み深く、

正しく、信心深くこの世で生活し、 (aiōn g165) 13祝福に

満ちた望み、すなわち、大いなる神、わたしたちの救主

キリスト・イエスの栄光の出現を待ち望むようにと、教

えている。 14このキリストが、わたしたちのためにご自

身をささげられたのは、わたしたちをすべての不法から

あがない出して、良いわざに熱心な選びの民を、ご自身

のものとして聖別するためにほかならない。 15あなたは

、権威をもってこれらのことを語り、勧め、また責めな

さい。だれにも軽んじられてはならない。

3あなたは彼らに勧めて、支配者、権威ある者に服し、
これに従い、いつでも良いわざをする用意があり、 2

だれをもそしらず、争わず、寛容であって、すべての人

に対してどこまでも柔和な態度を示すべきことを、思い

出させなさい。 3わたしたちも以前には、無分別で、不

従順な、迷っていた者であって、さまざまの情欲と快楽

との奴隷になり、悪意とねたみとで日を過ごし、人に憎

まれ、互に憎み合っていた。 4ところが、わたしたちの

救主なる神の慈悲と博愛とが現れたとき、 5わたしたち

の行った義のわざによってではなく、ただ神のあわれみ

によって、再生の洗いを受け、聖霊により新たにされて

、わたしたちは救われたのである。 6この聖霊は、わた

したちの救主イエス・キリストをとおして、わたしたち

の上に豊かに注がれた。 7これは、わたしたちが、キリ

ストの恵みによって義とされ、永遠のいのちを望むこと

によって、御国をつぐ者となるためである。 (aiōnios g166)

8この言葉は確実である。わたしは、あなたがそれらの

ことを主張するのを願っている。それは、神を信じてい

る者たちが、努めて良いわざを励むことを心がけるよう

になるためである。これは良いことであって、人々の益

となる。 9しかし、愚かな議論と、系図と、争いと、律

法についての論争とを、避けなさい。それらは無益かつ

空虚なことである。 10異端者は、一、二度、訓戒を加え

た上で退けなさい。 11たしかに、こういう人たちは、邪

道に陥り、自ら悪と知りつつも、罪を犯しているからで

ある。 12わたしがアルテマスかテキコかをあなたのとこ

ろに送ったなら、急いでニコポリにいるわたしの所にき

なさい。わたしは、そこで冬を過ごすことにした。 13法

学者ゼナスと、アポロとを、急いで旅につかせ、不自由

のないようにしてあげなさい。 14わたしたちの仲間も、

さし迫った必要に備えて、努めて良いわざを励み、実を

結ばぬ者とならないように、心がけるべきである。 15わ

たしと共にいる一同の者から、あなたによろしく。わた

したちを愛している信徒たちに、よろしく。恵みが、あ

なたがた一同と共にあるように。
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ピレモンへの手紙

1キリスト・イエスの囚人パウロと兄弟テモテから、わ
たしたちの愛する同労者ピレモン、 2姉妹アピヤ、わ

たしたちの戦友アルキポ、ならびに、あなたの家にある

教会へ。 3わたしたちの父なる神と主イエス・キリスト

から、恵みと平安とが、あなたがたにあるように。 4わ

たしは、祈の時にあなたをおぼえて、いつもわたしの神

に感謝している。 5それは、主イエスに対し、また、す

べての聖徒に対するあなたの愛と信仰とについて、聞い

ているからである。 6どうか、あなたの信仰の交わりが

強められて、わたしたちの間でキリストのためになされ

ているすべての良いことが、知られて来るようになって

ほしい。 7兄弟よ。わたしは、あなたの愛によって多く

の喜びと慰めとを与えられた。聖徒たちの心が、あなた

によって力づけられたからである。 8こういうわけで、

わたしは、キリストにあってあなたのなすべき事を、き

わめて率直に指示してもよいと思うが、 9むしろ、愛の

ゆえにお願いする。すでに老年になり、今またキリスト

・イエスの囚人となっているこのパウロが、 10捕われの

身で産んだわたしの子供オネシモについて、あなたにお

願いする。 11彼は以前は、あなたにとって無益な者であ

ったが、今は、あなたにも、わたしにも、有益な者にな

った。 12彼をあなたのもとに送りかえす。彼はわたしの

心である。 13わたしは彼を身近に引きとめておいて、わ

たしが福音のために捕われている間、あなたに代って仕

えてもらいたかったのである。 14しかし、わたしは、あ

なたの承諾なしには何もしたくない。あなたが強制され

て良い行いをするのではなく、自発的にすることを願っ

ている。 15彼がしばらくの間あなたから離れていたのは

、あなたが彼をいつまでも留めておくためであったかも

知れない。 (aiōnios g166) 16しかも、もはや奴隷としてで

はなく、奴隷以上のもの、愛する兄弟としてである。と

りわけ、わたしにとってそうであるが、ましてあなたに

とっては、肉においても、主にあっても、それ以上であ

ろう。 17そこで、もしわたしをあなたの信仰の友と思っ

てくれるなら、わたし同様に彼を受けいれてほしい。 18

もし、彼があなたに何か不都合なことをしたか、あるい

は、何か負債があれば、それをわたしの借りにしておい

てほしい。 19このパウロが手ずからしるす、わたしがそ

れを返済する。この際、あなたが、あなた自身をわたし

に負うていることについては、何も言うまい。 20兄弟よ

。わたしはあなたから、主にあって何か益を得たいもの

である。わたしの心を、主にあって力づけてもらいたい

。 21わたしはあなたの従順を堅く信じて、この手紙を書

く。あなたは、確かにわたしが言う以上のことをしてく

れるだろう。 22ついでにお願いするが、わたしのために

宿を用意しておいてほしい。あなたがたの祈によって、

あなたがたの所に行かせてもらえるように望んでいるの

だから。 23キリスト・イエスにあって、わたしと共に捕

われの身になっているエパフラスから、あなたによろし

く。 24わたしの同労者たち、マルコ、アリスタルコ、デ

マス、ルカからも、よろしく。 25主イエス・キリストの

恵みが、あなたがたの霊と共にあるように。
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ヘブル人への手紙

1神は、むかしは、預言者たちにより、いろいろな時に
、いろいろな方法で、先祖たちに語られたが、 2この

終りの時には、御子によって、わたしたちに語られたの

である。神は御子を万物の相続者と定め、また、御子に

よって、もろもろの世界を造られた。 (aiōn g165) 3御子は

神の栄光の輝きであり、神の本質の真の姿であって、そ

の力ある言葉をもって万物を保っておられる。そして罪

のきよめのわざをなし終えてから、いと高き所にいます

大能者の右に、座につかれたのである。 4御子は、その

受け継がれた名が御使たちの名にまさっているので、彼

らよりもすぐれた者となられた。 5いったい、神は御使

たちのだれに対して、「あなたこそは、わたしの子。き

ょう、わたしはあなたを生んだ」と言い、さらにまた、

「わたしは彼の父となり、彼はわたしの子となるであろ

う」と言われたことがあるか。 6さらにまた、神は、そ

の長子を世界に導き入れるに当って、「神の御使たちは

ことごとく、彼を拝すべきである」と言われた。 7また

、御使たちについては、「神は、御使たちを風とし、ご

自分に仕える者たちを炎とされる」と言われているが、

8御子については、「神よ、あなたの御座は、世々限り

なく続き、あなたの支配のつえは、公平のつえである。

(aiōn g165) 9あなたは義を愛し、不法を憎まれた。それゆ

えに、神、あなたの神は、喜びのあぶらを、あなたの友

に注ぐよりも多く、あなたに注がれた」と言い、 10さら

に、「主よ、あなたは初めに、地の基をおすえになった

。もろもろの天も、み手のわざである。 11これらのもの

は滅びてしまうが、あなたは、いつまでもいますかたで

ある。すべてのものは衣のように古び、 12それらをあな

たは、外套のように巻かれる。これらのものは、衣のよ

うに変るが、あなたは、いつも変ることがなく、あなた

のよわいは、尽きることがない」とも言われている。 13

神は、御使たちのだれに対して、「あなたの敵を、あな

たの足台とするときまでは、わたしの右に座していなさ

い」と言われたことがあるか。 14御使たちはすべて仕え

る霊であって、救を受け継ぐべき人々に奉仕するため、

つかわされたものではないか。

2こういうわけだから、わたしたちは聞かされているこ
とを、いっそう強く心に留めねばならない。そうでな

いと、おし流されてしまう。 2というのは、御使たちを

とおして語られた御言が効力を持ち、あらゆる罪過と不

従順とに対して正当な報いが加えられたとすれば、 3わ

たしたちは、こんなに尊い救をなおざりにしては、どう

して報いをのがれることができようか。この救は、初め

主によって語られたものであって、聞いた人々からわた

したちにあかしされ、 4さらに神も、しるしと不思議と

さまざまな力あるわざとにより、また、御旨に従い聖霊

を各自に賜うことによって、あかしをされたのである。

5いったい、神は、わたしたちがここで語っているきた

るべき世界を、御使たちに服従させることは、なさらな

かった。 6聖書はある箇所で、こうあかししている、「

人間が何者だから、これを御心に留められるのだろうか

。人の子が何者だから、これをかえりみられるのだろう

か。 7あなたは、しばらくの間、彼を御使たちよりも低

い者となし、栄光とほまれとを冠として彼に与え、 8万

物をその足の下に服従させて下さった」。「万物を彼に

服従させて下さった」という以上、服従しないものは、

何ひとつ残されていないはずである。しかし、今もなお

万物が彼に服従している事実を、わたしたちは見ていな

い。 9ただ、「しばらくの間、御使たちよりも低い者と

された」イエスが、死の苦しみのゆえに、栄光とほまれ

とを冠として与えられたのを見る。それは、彼が神の恵

みによって、すべての人のために死を味わわれるためで

あった。 10なぜなら、万物の帰すべきかた、万物を造ら

れたかたが、多くの子らを栄光に導くのに、彼らの救の

君を、苦難をとおして全うされたのは、彼にふさわしい

ことであったからである。 11実に、きよめるかたも、き

よめられる者たちも、皆ひとりのかたから出ている。そ

れゆえに主は、彼らを兄弟と呼ぶことを恥とされない。

12すなわち、「わたしは、御名をわたしの兄弟たちに告

げ知らせ、教会の中で、あなたをほめ歌おう」と言い、

13また、「わたしは、彼により頼む」、また、「見よ、

わたしと、神がわたしに賜わった子らとは」と言われた

。 14このように、子たちは血と肉とに共にあずかってい

るので、イエスもまた同様に、それらをそなえておられ

る。それは、死の力を持つ者、すなわち悪魔を、ご自分

の死によって滅ぼし、 15死の恐怖のために一生涯、奴隷

となっていた者たちを、解き放つためである。 16確かに

、彼は天使たちを助けることはしないで、アブラハムの

子孫を助けられた。 17そこで、イエスは、神のみまえに

あわれみ深い忠実な大祭司となって、民の罪をあがなう

ために、あらゆる点において兄弟たちと同じようになら

ねばならなかった。 18主ご自身、試錬を受けて苦しまれ

たからこそ、試錬の中にある者たちを助けることができ

るのである。

3そこで、天の召しにあずかっている聖なる兄弟たちよ
。あなたがたは、わたしたちが告白する信仰の使者ま

た大祭司なるイエスを、思いみるべきである。 2彼は、

モーセが神の家の全体に対して忠実であったように、自

分を立てたかたに対して忠実であられた。 3おおよそ、

家を造る者が家そのものよりもさらに尊ばれるように、

彼は、モーセ以上に、大いなる光栄を受けるにふさわし

い者とされたのである。 4家はすべて、だれかによって

造られるものであるが、すべてのものを造られたかたは

、神である。 5さて、モーセは、後に語らるべき事がら

についてあかしをするために、仕える者として、神の家

の全体に対して忠実であったが、 6キリストは御子とし

て、神の家を治めるのに忠実であられたのである。もし

わたしたちが、望みの確信と誇とを最後までしっかりと

持ち続けるなら、わたしたちは神の家なのである。 7だ

から、聖霊が言っているように、「きょう、あなたがた

がみ声を聞いたなら、 8荒野における試錬の日に、神に

そむいた時のように、あなたがたの心を、かたくなにし

てはいけない。 9あなたがたの先祖たちは、そこでわた

しを試みためし、 10しかも、四十年の間わたしのわざを

見たのである。だから、わたしはその時代の人々に対し

て、いきどおって言った、彼らの心は、いつも迷ってお

り、彼らは、わたしの道を認めなかった。 11そこで、わ

たしは怒って、彼らをわたしの安息にはいらせることは

しない、と誓った」。 12兄弟たちよ。気をつけなさい。

あなたがたの中には、あるいは、不信仰な悪い心をいだ

いて、生ける神から離れ去る者があるかも知れない。 13
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あなたがたの中に、罪の惑わしに陥って、心をかたくな

にする者がないように、「きょう」といううちに、日々

、互に励まし合いなさい。 14もし最初の確信を、最後ま

でしっかりと持ち続けるならば、わたしたちはキリスト

にあずかる者となるのである。 15それについて、こう言

われている、「きょう、み声を聞いたなら、神にそむい

た時のように、あなたがたの心を、かたくなにしてはい

けない」。 16すると、聞いたのにそむいたのは、だれで

あったのか。モーセに率いられて、エジプトから出て行

ったすべての人々ではなかったか。 17また、四十年の間

、神がいきどおられたのはだれに対してであったか。罪

を犯して、その死かばねを荒野にさらした者たちに対し

てではなかったか。 18また、神が、わたしの安息に、は

いらせることはしない、と誓われたのは、だれに向かっ

てであったか。不従順な者に向かってではなかったか。

19こうして、彼らがはいることのできなかったのは、不

信仰のゆえであることがわかる。

4それだから、神の安息にはいるべき約束が、まだ存続
しているにかかわらず、万一にも、はいりそこなう者

が、あなたがたの中から出ることがないように、注意し

ようではないか。 2というのは、彼らと同じく、わたし

たちにも福音が伝えられているのである。しかし、その

聞いた御言は、彼らには無益であった。それが、聞いた

者たちに、信仰によって結びつけられなかったからであ

る。 3ところが、わたしたち信じている者は、安息には

いることができる。それは、「わたしが怒って、彼らを

わたしの安息に、はいらせることはしないと、誓ったよ

うに」と言われているとおりである。しかも、みわざは

世の初めに、でき上がっていた。 4すなわち、聖書のあ

る箇所で、七日目のことについて、「神は、七日目にす

べてのわざをやめて休まれた」と言われており、 5また

ここで、「彼らをわたしの安息に、はいらせることはし

ない」と言われている。 6そこで、その安息にはいる機

会が、人々になお残されているのであり、しかも、初め

に福音を伝えられた人々は、不従順のゆえに、はいるこ

とをしなかったのであるから、 7神は、あらためて、あ

る日を「きょう」として定め、長く時がたってから、先

に引用したとおり、「きょう、み声を聞いたなら、あな

たがたの心を、かたくなにしてはいけない」とダビデを

とおして言われたのである。 8もしヨシュアが彼らを休

ませていたとすれば、神はあとになって、ほかの日のこ

とについて語られたはずはない。 9こういうわけで、安

息日の休みが、神の民のためにまだ残されているのであ

る。 10なぜなら、神の安息にはいった者は、神がみわざ

をやめて休まれたように、自分もわざを休んだからであ

る。 11したがって、わたしたちは、この安息にはいるよ

うに努力しようではないか。そうでないと、同じような

不従順の悪例にならって、落ちて行く者が出るかもしれ

ない。 12というのは、神の言は生きていて、力があり、

もろ刃のつるぎよりも鋭くて、精神と霊魂と、関節と骨

髄とを切り離すまでに刺しとおして、心の思いと志とを

見分けることができる。 13そして、神のみまえには、あ

らわでない被造物はひとつもなく、すべてのものは、神

の目には裸であり、あらわにされているのである。この

神に対して、わたしたちは言い開きをしなくてはならな

い。 14さて、わたしたちには、もろもろの天をとおって

行かれた大祭司なる神の子イエスがいますのであるから

、わたしたちの告白する信仰をかたく守ろうではないか

。 15この大祭司は、わたしたちの弱さを思いやることの

できないようなかたではない。罪は犯されなかったが、

すべてのことについて、わたしたちと同じように試錬に

会われたのである。 16だから、わたしたちは、あわれみ

を受け、また、恵みにあずかって時機を得た助けを受け

るために、はばかることなく恵みの御座に近づこうでは

ないか。

5大祭司なるものはすべて、人間の中から選ばれて、罪
のために供え物といけにえとをささげるように、人々

のために神に仕える役に任じられた者である。 2彼は自

分自身、弱さを身に負うているので、無知な迷っている

人々を、思いやることができると共に、 3その弱さのゆ

えに、民のためだけではなく自分自身のためにも、罪に

ついてささげものをしなければならないのである。 4か

つ、だれもこの栄誉ある務を自分で得るのではなく、ア

ロンの場合のように、神の召しによって受けるのである

。 5同様に、キリストもまた、大祭司の栄誉を自分で得

たのではなく、「あなたこそは、わたしの子。きょう、

わたしはあなたを生んだ」と言われたかたから、お受け

になったのである。 6また、ほかの箇所でこう言われて

いる、「あなたこそは、永遠に、メルキゼデクに等しい

祭司である」。 (aiōn g165) 7キリストは、その肉の生活の

時には、激しい叫びと涙とをもって、ご自分を死から救

う力のあるかたに、祈と願いとをささげ、そして、その

深い信仰のゆえに聞きいれられたのである。 8彼は御子

であられたにもかかわらず、さまざまの苦しみによって

従順を学び、 9そして、全き者とされたので、彼に従順

であるすべての人に対して、永遠の救の源となり、

(aiōnios g166) 10神によって、メルキゼデクに等しい大祭司

と、となえられたのである。 11このことについては、言

いたいことがたくさんあるが、あなたがたの耳が鈍くな

っているので、それを説き明かすことはむずかしい。 12

あなたがたは、久しい以前からすでに教師となっている

はずなのに、もう一度神の言の初歩を、人から手ほどき

してもらわねばならない始末である。あなたがたは堅い

食物ではなく、乳を必要としている。 13すべて乳を飲ん

でいる者は、幼な子なのだから、義の言葉を味わうこと

ができない。 14しかし、堅い食物は、善悪を見わける感

覚を実際に働かせて訓練された成人のとるべきものであ

る。

6そういうわけだから、わたしたちは、キリストの教の
初歩をあとにして、完成を目ざして進もうではないか

。今さら、死んだ行いの悔改めと神への信仰、 2洗いご

とについての教と按手、死人の復活と永遠のさばき、な

どの基本の教をくりかえし学ぶことをやめようではない

か。 (aiōnios g166) 3神の許しを得て、そうすることにしよ

う。 4いったん、光を受けて天よりの賜物を味わい、聖

霊にあずかる者となり、 5また、神の良きみ言葉と、き

たるべき世の力とを味わった者たちが、 (aiōn g165) 6その

のち堕落した場合には、またもや神の御子を、自ら十字

架につけて、さらしものにするわけであるから、ふたた

び悔改めにたち帰ることは不可能である。 7たとえば、

土地が、その上にたびたび降る雨を吸い込で、耕す人々

に役立つ作物を育てるなら、神の祝福にあずかる。 8し

かし、いばらやあざみをはえさせるなら、それは無用に
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なり、やがてのろわれ、ついには焼かれてしまう。 9し

かし、愛する者たちよ。こうは言うものの、わたしたち

は、救にかかわる更に良いことがあるのを、あなたがた

について確信している。 10神は不義なかたではないから

、あなたがたの働きや、あなたがたがかつて聖徒に仕え

、今もなお仕えて、御名のために示してくれた愛を、お

忘れになることはない。 11わたしたちは、あなたがたが

ひとり残らず、最後まで望みを持ちつづけるためにも、

同じ熱意を示し、 12怠ることがなく、信仰と忍耐とをも

って約束のものを受け継ぐ人々に見習う者となるように

、と願ってやまない。 13さて、神がアブラハムに対して

約束されたとき、さして誓うのに、ご自分よりも上のも

のがないので、ご自分をさして誓って、 14「わたしは、

必ずあなたを祝福し、必ずあなたの子孫をふやす」と言

われた。 15このようにして、アブラハムは忍耐強く待っ

たので、約束のものを得たのである。 16いったい、人間

は自分より上のものをさして誓うのであり、そして、そ

の誓いはすべての反対論を封じる保証となるのである。

17そこで、神は、約束のものを受け継ぐ人々に、ご計画

の不変であることを、いっそうはっきり示そうと思われ

、誓いによって保証されたのである。 18それは、偽るこ

とのあり得ない神に立てられた二つの不変の事がらによ

って、前におかれている望みを捕えようとして世をのが

れてきたわたしたちが、力強い励ましを受けるためであ

る。 19この望みは、わたしたちにとって、いわば、たま

しいを安全にし不動にする錨であり、かつ「幕の内」に

はいり行かせるものである。 20その幕の内に、イエスは

、永遠にメルキゼデクに等しい大祭司として、わたした

ちのためにさきがけとなって、はいられたのである。

(aiōn g165)

7このメルキゼデクはサレムの王であり、いと高き神の
祭司であったが、王たちを撃破して帰るアブラハムを

迎えて祝福し、 2それに対して、アブラハムは彼にすべ

ての物の十分の一を分け与えたのである。その名の意味

は、第一に義の王、次にまたサレムの王、すなわち平和

の王である。 3彼には父がなく、母がなく、系図がなく

、生涯の初めもなく、生命の終りもなく、神の子のよう

であって、いつまでも祭司なのである。 4そこで、族長

のアブラハムが最もよいぶんどり品の十分の一を与えた

のだから、この人がどんなにすぐれた人物であったかが

、あなたがたにわかるであろう。 5さて、レビの子のう

ちで祭司の務をしている者たちは、兄弟である民から、

同じくアブラハムの子孫であるにもかかわらず、十分の

一を取るように、律法によって命じられている。 6とこ

ろが、彼らの血統に属さないこの人が、アブラハムから

十分の一を受けとり、約束を受けている者を祝福したの

である。 7言うまでもなく、小なる者が大なる者から祝

福を受けるのである。 8その上、一方では死ぬべき人間

が、十分の一を受けているが、他方では「彼は生きてい

る者」とあかしされた人が、それを受けている。 9そこ

で、十分の一を受けるべきレビでさえも、アブラハムを

通じて十分の一を納めた、と言える。 10なぜなら、メル

キゼデクがアブラハムを迎えた時には、レビはまだこの

父祖の腰の中にいたからである。 11もし全うされること

がレビ系の祭司制によって可能であったら民は祭司制の

下に律法を与えられたのであるがなんの必要があって、

なお、「アロンに等しい」と呼ばれない、別な「メルキ

ゼデクに等しい」祭司が立てられるのであるか。 12祭司

制に変更があれば、律法にも必ず変更があるはずである

。 13さて、これらのことは、いまだかつて祭壇に奉仕し

たことのない、他の部族に関して言われているのである

。 14というのは、わたしたちの主がユダ族の中から出ら

れたことは、明らかであるが、モーセは、この部族につ

いて、祭司に関することでは、ひとことも言っていない

。 15そしてこの事は、メルキゼデクと同様な、ほかの祭

司が立てられたことによって、ますます明白になる。 16

彼は、肉につける戒めの律法によらないで、朽ちること

のないいのちの力によって立てられたのである。 17それ

については、聖書に「あなたこそは、永遠に、メルキゼ

デクに等しい祭司である」とあかしされている。 (aiōn

g165) 18このようにして、一方では、前の戒めが弱くかつ

無益であったために無効になると共に、 19（律法は、何

事をも全うし得なかったからである）、他方では、さら

にすぐれた望みが現れてきて、わたしたちを神に近づか

せるのである。 20その上に、このことは誓いをもってな

された。人々は、誓いをしないで祭司とされるのである

が、 21この人の場合は、次のような誓いをもってされた

のである。すなわち、彼について、こう言われている、

「主は誓われたが、心を変えることをされなかった。あ

なたこそは、永遠に祭司である」。 (aiōn g165) 22このよ

うにして、イエスは更にすぐれた契約の保証となられた

のである。 23かつ、死ということがあるために、務を続

けることができないので、多くの人々が祭司に立てられ

るのである。 24しかし彼は、永遠にいますかたであるの

で、変らない祭司の務を持ちつづけておられるのである

。 (aiōn g165) 25そこでまた、彼は、いつも生きていて彼

らのためにとりなしておられるので、彼によって神に来

る人々を、いつも救うことができるのである。 26このよ

うに、聖にして、悪も汚れもなく、罪人とは区別され、

かつ、もろもろの天よりも高くされている大祭司こそ、

わたしたちにとってふさわしいかたである。 27彼は、ほ

かの大祭司のように、まず自分の罪のため、次に民の罪

のために、日々、いけにえをささげる必要はない。なぜ

なら、自分をささげて、一度だけ、それをされたからで

ある。 28律法は、弱さを身に負う人間を立てて大祭司と

するが、律法の後にきた誓いの御言は、永遠に全うされ

た御子を立てて、大祭司としたのである。 (aiōn g165)

8以上述べたことの要点は、このような大祭司がわたし
たちのためにおられ、天にあって大能者の御座の右に

座し、 2人間によらず主によって設けられた真の幕屋な

る聖所で仕えておられる、ということである。 3おおよ

そ、大祭司が立てられるのは、供え物やいけにえをささ

げるためにほかならない。したがって、この大祭司もま

た、何かささぐべき物を持っておられねばならない。 4

そこで、もし彼が地上におられたなら、律法にしたがっ

て供え物をささげる祭司たちが、現にいるのだから、彼

は祭司ではあり得なかったであろう。 5彼らは、天にあ

る聖所のひな型と影とに仕えている者にすぎない。それ

については、モーセが幕屋を建てようとしたとき、御告

げを受け、「山で示された型どおりに、注意してそのい

っさいを作りなさい」と言われたのである。 6ところが

キリストは、はるかにすぐれた務を得られたのである。

それは、さらにまさった約束に基いて立てられた、さら

にまさった契約の仲保者となられたことによる。 7もし
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初めの契約に欠けたところがなかったなら、あとのもの

が立てられる余地はなかったであろう。 8ところが、神

は彼らを責めて言われた、「主は言われる、見よ、わた

しがイスラエルの家およびユダの家と、新しい契約を結

ぶ日が来る。 9それは、わたしが彼らの先祖たちの手を

とって、エジプトの地から導き出した日に、彼らと結ん

だ契約のようなものではない。彼らがわたしの契約にと

どまることをしないので、わたしも彼らをかえりみなか

ったからであると、主が言われる。 10わたしが、それら

の日の後、イスラエルの家と立てようとする契約はこれ

である、と主が言われる。すなわち、わたしの律法を彼

らの思いの中に入れ、彼らの心に書きつけよう。こうし

て、わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となる

であろう。 11彼らは、それぞれ、その同胞に、また、そ

れぞれ、その兄弟に、主を知れ、と言って教えることは

なくなる。なぜなら、大なる者から小なる者に至るまで

、彼らはことごとく、わたしを知るようになるからであ

る。 12わたしは、彼らの不義をあわれみ、もはや、彼ら

の罪を思い出すことはしない」。 13神は、「新しい」と

言われたことによって、初めの契約を古いとされたので

ある。年を経て古びたものは、やがて消えていく。

9さて、初めの契約にも、礼拝についてのさまざまな規
定と、地上の聖所とがあった。 2すなわち、まず幕屋

が設けられ、その前の場所には燭台と机と供えのパンと

が置かれていた。これが、聖所と呼ばれた。 3また第二

の幕の後に、別の場所があり、それは至聖所と呼ばれた

。 4そこには金の香壇と全面金でおおわれた契約の箱と

が置かれ、その中にはマナのはいっている金のつぼと、

芽を出したアロンのつえと、契約の石板とが入れてあり

、 5箱の上には栄光に輝くケルビムがあって、贖罪所を

おおっていた。これらのことについては、今ここで、い

ちいち述べることができない。 6これらのものが、以上

のように整えられた上で、祭司たちは常に幕屋の前の場

所にはいって礼拝をするのであるが、 7幕屋の奥には大

祭司が年に一度だけはいるのであり、しかも自分自身と

民とのあやまちのためにささげる血をたずさえないで行

くことはない。 8それによって聖霊は、前方の幕屋が存

在している限り、聖所にはいる道はまだ開かれていない

ことを、明らかに示している。 9この幕屋というのは今

の時代に対する比喩である。すなわち、供え物やいけに

えはささげられるが、儀式にたずさわる者の良心を全う

することはできない。 10それらは、ただ食物と飲み物と

種々の洗いごとに関する行事であって、改革の時まで課

せられている肉の規定にすぎない。 11しかしキリストが

すでに現れた祝福の大祭司としてこられたとき、手で造

られず、この世界に属さない、さらに大きく、完全な幕

屋をとおり、 12かつ、やぎと子牛との血によらず、ご自

身の血によって、一度だけ聖所にはいられ、それによっ

て永遠のあがないを全うされたのである。 (aiōnios g166) 13

もし、やぎや雄牛の血や雌牛の灰が、汚れた人たちの上

にまきかけられて、肉体をきよめ聖別するとすれば、 14

永遠の聖霊によって、ご自身を傷なき者として神にささ

げられたキリストの血は、なおさら、わたしたちの良心

をきよめて死んだわざを取り除き、生ける神に仕える者

としないであろうか。 (aiōnios g166) 15それだから、キリ

ストは新しい契約の仲保者なのである。それは、彼が初

めの契約のもとで犯した罪過をあがなうために死なれた

結果、召された者たちが、約束された永遠の国を受け継

ぐためにほかならない。 (aiōnios g166) 16いったい、遺言

には、遺言者の死の証明が必要である。 17遺言は死によ

ってのみその効力を生じ、遺言者が生きている間は、効

力がない。 18だから、初めの契約も、血を流すことなし

に成立したのではない。 19すなわち、モーセが、律法に

従ってすべての戒めを民全体に宣言したとき、水と赤色

の羊毛とヒソプとの外に、子牛とやぎとの血を取って、

契約書と民全体とにふりかけ、 20そして、「これは、神

があなたがたに対して立てられた契約の血である」と言

った。 21彼はまた、幕屋と儀式用の器具いっさいにも、

同様に血をふりかけた。 22こうして、ほとんどすべての

物が、律法に従い、血によってきよめられたのである。

血を流すことなしには、罪のゆるしはあり得ない。 23こ

のように、天にあるもののひな型は、これらのものでき

よめられる必要があるが、天にあるものは、これらより

更にすぐれたいけにえで、きよめられねばならない。 24

ところが、キリストは、ほんとうのものの模型にすぎな

い、手で造った聖所にはいらないで、上なる天にはいり

、今やわたしたちのために神のみまえに出て下さったの

である。 25大祭司は、年ごとに、自分以外のものの血を

たずさえて聖所にはいるが、キリストは、そのように、

たびたびご自身をささげられるのではなかった。 26もし

そうだとすれば、世の初めから、たびたび苦難を受けね

ばならなかったであろう。しかし事実、ご自身をいけに

えとしてささげて罪を取り除くために、世の終りに、一

度だけ現れたのである。 (aiōn g165) 27そして、一度だけ

死ぬことと、死んだ後さばきを受けることとが、人間に

定まっているように、 28キリストもまた、多くの人の罪

を負うために、一度だけご自身をささげられた後、彼を

待ち望んでいる人々に、罪を負うためではなしに二度目

に現れて、救を与えられるのである。

10いったい、律法はきたるべき良いことの影をやどす
にすぎず、そのものの真のかたちをそなえているも

のではないから、年ごとに引きつづきささげられる同じ

ようないけにえによっても、みまえに近づいて来る者た

ちを、全うすることはできないのである。 2もしできた

とすれば、儀式にたずさわる者たちは、一度きよめられ

た以上、もはや罪の自覚がなくなるのであるから、ささ

げ物をすることがやんだはずではあるまいか。 3しかし

実際は、年ごとに、いけにえによって罪の思い出がよみ

がえって来るのである。 4なぜなら、雄牛ややぎなどの

血は、罪を除き去ることができないからである。 5それ

だから、キリストがこの世にこられたとき、次のように

言われた、「あなたは、いけにえやささげ物を望まれな

いで、わたしのために、からだを備えて下さった。 6あ

なたは燔祭や罪祭を好まれなかった。 7その時、わたし

は言った、『神よ、わたしにつき、巻物の書物に書いて

あるとおり、見よ、御旨を行うためにまいりました』」

。 8ここで、初めに、「あなたは、いけにえとささげ物

と燔祭と罪祭と（すなわち、律法に従ってささげられる

もの）を望まれず、好まれもしなかった」とあり、 9次

に、「見よ、わたしは御旨を行うためにまいりました」

とある。すなわち、彼は、後のものを立てるために、初

めのものを廃止されたのである。 10この御旨に基きただ

一度イエス・キリストのからだがささげられたことによ

って、わたしたちはきよめられたのである。 11こうして
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、すべての祭司は立って日ごとに儀式を行い、たびたび

同じようないけにえをささげるが、それらは決して罪を

除き去ることはできない。 12しかるに、キリストは多く

の罪のために一つの永遠のいけにえをささげた後、神の

右に座し、 13それから、敵をその足台とするときまで、

待っておられる。 14彼は一つのささげ物によって、きよ

められた者たちを永遠に全うされたのである。 15聖霊も

また、わたしたちにあかしをして、 16「わたしが、それ

らの日の後、彼らに対して立てようとする契約はこれで

あると、主が言われる。わたしの律法を彼らの心に与え

、彼らの思いのうちに書きつけよう」と言い、 17さらに

、「もはや、彼らの罪と彼らの不法とを、思い出すこと

はしない」と述べている。 18これらのことに対するゆる

しがある以上、罪のためのささげ物は、もはやあり得な

い。 19兄弟たちよ。こういうわけで、わたしたちはイエ

スの血によって、はばかることなく聖所にはいることが

でき、 20彼の肉体なる幕をとおり、わたしたちのために

開いて下さった新しい生きた道をとおって、はいって行

くことができるのであり、 21さらに、神の家を治める大

いなる祭司があるのだから、 22心はすすがれて良心のと

がめを去り、からだは清い水で洗われ、まごころをもっ

て信仰の確信に満たされつつ、みまえに近づこうではな

いか。 23また、約束をして下さったのは忠実なかたであ

るから、わたしたちの告白する望みを、動くことなくし

っかりと持ち続け、 24愛と善行とを励むように互に努め

、 25ある人たちがいつもしているように、集会をやめる

ことはしないで互に励まし、かの日が近づいているのを

見て、ますます、そうしようではないか。 26もしわたし

たちが、真理の知識を受けたのちにもなお、ことさらに

罪を犯しつづけるなら、罪のためのいけにえは、もはや

あり得ない。 27ただ、さばきと、逆らう者たちを焼きつ

くす激しい火とを、恐れつつ待つことだけがある。 28モ

ーセの律法を無視する者が、あわれみを受けることなし

に、二、三の人の証言に基いて死刑に処せられるとすれ

ば、 29神の子を踏みつけ、自分がきよめられた契約の血

を汚れたものとし、さらに恵みの御霊を侮る者は、どん

なにか重い刑罰に価することであろう。 30「復讐はわた

しのすることである。わたし自身が報復する」と言われ

、また「主はその民をさばかれる」と言われたかたを、

わたしたちは知っている。 31生ける神のみ手のうちに落

ちるのは、恐ろしいことである。 32あなたがたは、光に

照されたのち、苦しい大きな戦いによく耐えた初めのこ

ろのことを、思い出してほしい。 33そしられ苦しめられ

て見せ物にされたこともあれば、このようなめに会った

人々の仲間にされたこともあった。 34さらに獄に入れら

れた人々を思いやり、また、もっとまさった永遠の宝を

持っていることを知って、自分の財産が奪われても喜ん

でそれを忍んだ。 35だから、あなたがたは自分の持って

いる確信を放棄してはいけない。その確信には大きな報

いが伴っているのである。 36神の御旨を行って約束のも

のを受けるため、あなたがたに必要なのは、忍耐である

。 37「もうしばらくすれば、きたるべきかたがお見えに

なる。遅くなることはない。 38わが義人は、信仰によっ

て生きる。もし信仰を捨てるなら、わたしのたましいは

これを喜ばない」。 39しかしわたしたちは、信仰を捨て

て滅びる者ではなく、信仰に立って、いのちを得る者で

ある。

11さて、信仰とは、望んでいる事がらを確信し、まだ
見ていない事実を確認することである。 2昔の人た

ちは、この信仰のゆえに賞賛された。 3信仰によって、

わたしたちは、この世界が神の言葉で造られたのであり

、したがって、見えるものは現れているものから出てき

たのでないことを、悟るのである。 (aiōn g165) 4信仰によ

って、アベルはカインよりもまさったいけにえを神にさ

さげ、信仰によって義なる者と認められた。神が、彼の

供え物をよしとされたからである。彼は死んだが、信仰

によって今もなお語っている。 5信仰によって、エノク

は死を見ないように天に移された。神がお移しになった

ので、彼は見えなくなった。彼が移される前に、神に喜

ばれた者と、あかしされていたからである。 6信仰がな

くては、神に喜ばれることはできない。なぜなら、神に

来る者は、神のいますことと、ご自身を求める者に報い

て下さることとを、必ず信じるはずだからである。 7信

仰によって、ノアはまだ見ていない事がらについて御告

げを受け、恐れかしこみつつ、その家族を救うために箱

舟を造り、その信仰によって世の罪をさばき、そして、

信仰による義を受け継ぐ者となった。 8信仰によって、

アブラハムは、受け継ぐべき地に出て行けとの召しをこ

うむった時、それに従い、行く先を知らないで出て行っ

た。 9信仰によって、他国にいるようにして約束の地に

宿り、同じ約束を継ぐイサク、ヤコブと共に、幕屋に住

んだ。 10彼は、ゆるがぬ土台の上に建てられた都を、待

ち望んでいたのである。その都をもくろみ、また建てた

のは、神である。 11信仰によって、サラもまた、年老い

ていたが、種を宿す力を与えられた。約束をなさったか

たは真実であると、信じていたからである。 12このよう

にして、ひとりの死んだと同様な人から、天の星のよう

に、海べの数えがたい砂のように、おびただしい人が生

れてきたのである。 13これらの人はみな、信仰をいだい

て死んだ。まだ約束のものは受けていなかったが、はる

かにそれを望み見て喜び、そして、地上では旅人であり

寄留者であることを、自ら言いあらわした。 14そう言い

あらわすことによって、彼らがふるさとを求めているこ

とを示している。 15もしその出てきた所のことを考えて

いたなら、帰る機会はあったであろう。 16しかし実際、

彼らが望んでいたのは、もっと良い、天にあるふるさと

であった。だから神は、彼らの神と呼ばれても、それを

恥とはされなかった。事実、神は彼らのために、都を用

意されていたのである。 17信仰によって、アブラハムは

、試錬を受けたとき、イサクをささげた。すなわち、約

束を受けていた彼が、そのひとり子をささげたのである

。 18この子については、「イサクから出る者が、あなた

の子孫と呼ばれるであろう」と言われていたのであった

。 19彼は、神が死人の中から人をよみがえらせる力があ

る、と信じていたのである。だから彼は、いわば、イサ

クを生きかえして渡されたわけである。 20信仰によって

、イサクは、きたるべきことについて、ヤコブとエサウ

とを祝福した。 21信仰によって、ヤコブは死のまぎわに

、ヨセフの子らをひとりびとり祝福し、そしてそのつえ

のかしらによりかかって礼拝した。 22信仰によって、ヨ

セフはその臨終に、イスラエルの子らの出て行くことを

思い、自分の骨のことについてさしずした。 23信仰によ

って、モーセの生れたとき、両親は、三か月のあいだ彼

を隠した。それは、彼らが子供のうるわしいのを見たか

らである。彼らはまた、王の命令をも恐れなかった。 24
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信仰によって、モーセは、成人したとき、パロの娘の子

と言われることを拒み、 25罪のはかない歓楽にふけるよ

りは、むしろ神の民と共に虐待されることを選び、 26キ

リストのゆえに受けるそしりを、エジプトの宝にまさる

富と考えた。それは、彼が報いを望み見ていたからであ

る。 27信仰によって、彼は王の憤りをも恐れず、エジプ

トを立ち去った。彼は、見えないかたを見ているように

して、忍びとおした。 28信仰によって、滅ぼす者が、長

子らに手を下すことのないように、彼は過越を行い血を

塗った。 29信仰によって、人々は紅海をかわいた土地を

とおるように渡ったが、同じことを企てたエジプト人は

おぼれ死んだ。 30信仰によって、エリコの城壁は、七日

にわたってまわったために、くずれおちた。 31信仰によ

って、遊女ラハブは、探りにきた者たちをおだやかに迎

えたので、不従順な者どもと一緒に滅びることはなかっ

た。 32このほか、何を言おうか。もしギデオン、バラク

、サムソン、エフタ、ダビデ、サムエル及び預言者たち

について語り出すなら、時間が足りないであろう。 33彼

らは信仰によって、国々を征服し、義を行い、約束のも

のを受け、ししの口をふさぎ、 34火の勢いを消し、つる

ぎの刃をのがれ、弱いものは強くされ、戦いの勇者とな

り、他国の軍を退かせた。 35女たちは、その死者たちを

よみがえらさせてもらった。ほかの者は、更にまさった

いのちによみがえるために、拷問の苦しみに甘んじ、放

免されることを願わなかった。 36なおほかの者たちは、

あざけられ、むち打たれ、しばり上げられ、投獄される

ほどのめに会った。 37あるいは、石で打たれ、さいなま

れ、のこぎりで引かれ、つるぎで切り殺され、羊の皮や

、やぎの皮を着て歩きまわり、無一物になり、悩まされ

、苦しめられ、 38（この世は彼らの住む所ではなかった

）、荒野と山の中と岩の穴と土の穴とを、さまよい続け

た。 39さて、これらの人々はみな、信仰によってあかし

されたが、約束のものは受けなかった。 40神はわたした

ちのために、さらに良いものをあらかじめ備えて下さっ

ているので、わたしたちをほかにしては彼らが全うされ

ることはない。

12こういうわけで、わたしたちは、このような多くの
証人に雲のように囲まれているのであるから、いっ

さいの重荷と、からみつく罪とをかなぐり捨てて、わた

したちの参加すべき競走を、耐え忍んで走りぬこうでは

ないか。 2信仰の導き手であり、またその完成者である

イエスを仰ぎ見つつ、走ろうではないか。彼は、自分の

前におかれている喜びのゆえに、恥をもいとわないで十

字架を忍び、神の御座の右に座するに至ったのである。

3あなたがたは、弱り果てて意気そそうしないために、

罪人らのこのような反抗を耐え忍んだかたのことを、思

いみるべきである。 4あなたがたは、罪と取り組んで戦

う時、まだ血を流すほどの抵抗をしたことがない。 5ま

た子たちに対するように、あなたがたに語られたこの勧

めの言葉を忘れている、「わたしの子よ、主の訓練を軽

んじてはいけない。主に責められるとき、弱り果てては

ならない。 6主は愛する者を訓練し、受けいれるすべて

の子を、むち打たれるのである」。 7あなたがたは訓練

として耐え忍びなさい。神はあなたがたを、子として取

り扱っておられるのである。いったい、父に訓練されな

い子があるだろうか。 8だれでも受ける訓練が、あなた

がたに与えられないとすれば、それこそ、あなたがたは

私生子であって、ほんとうの子ではない。 9その上、肉

親の父はわたしたちを訓練するのに、なお彼をうやまう

とすれば、なおさら、わたしたちは、たましいの父に服

従して、真に生きるべきではないか。 10肉親の父は、し

ばらくの間、自分の考えに従って訓練を与えるが、たま

しいの父は、わたしたちの益のため、そのきよさにあず

からせるために、そうされるのである。 11すべての訓練

は、当座は、喜ばしいものとは思われず、むしろ悲しい

ものと思われる。しかし後になれば、それによって鍛え

られる者に、平安な義の実を結ばせるようになる。 12そ

れだから、あなたがたのなえた手と、弱くなっているひ

ざとを、まっすぐにしなさい。 13また、足のなえている

者が踏みはずすことなく、むしろいやされるように、あ

なたがたの足のために、まっすぐな道をつくりなさい。

14すべての人と相和し、また、自らきよくなるように努

めなさい。きよくならなければ、だれも主を見ることは

できない。 15気をつけて、神の恵みからもれることがな

いように、また、苦い根がはえ出て、あなたがたを悩ま

し、それによって多くの人が汚されることのないように

しなさい。 16また、一杯の食のために長子の権利を売っ

たエサウのように、不品行な俗悪な者にならないように

しなさい。 17あなたがたの知っているように、彼はその

後、祝福を受け継ごうと願ったけれども、捨てられてし

まい、涙を流してそれを求めたが、悔改めの機会を得な

かったのである。 18あなたがたが近づいているのは、手

で触れることができ、火が燃え、黒雲や暗やみやあらし

につつまれ、 19また、ラッパの響や、聞いた者たちがそ

れ以上、耳にしたくないと願ったような言葉がひびいて

きた山ではない。 20そこでは、彼らは、「けものであっ

ても、山に触たら、石で打ち殺されてしまえ」という命

令の言葉に、耐えることができなかったのである。 21そ

の光景が恐ろしかったのでモーセさえも、「わたしは恐

ろしさのあまり、おののいている」と言ったほどである

。 22しかしあなたがたが近づいているのは、シオンの山

、生ける神の都、天にあるエルサレム、無数の天使の祝

会、 23天に登録されている長子たちの教会、万民の審判

者なる神、全うされた義人の霊、 24新しい契約の仲保者

イエス、ならびに、アベルの血よりも力強く語るそそが

れた血である。 25あなたがたは、語っておられるかたを

拒むことがないように、注意しなさい。もし地上で御旨

を告げた者を拒んだ人々が、罰をのがれることができな

かったなら、天から告げ示すかたを退けるわたしたちは

、なおさらそうなるのではないか。 26あの時には、御声

が地を震わせた。しかし今は、約束して言われた、「わ

たしはもう一度、地ばかりでなく天をも震わそう」。 27

この「もう一度」という言葉は、震われないものが残る

ために、震われるものが、造られたものとして取り除か

れることを示している。 28このように、わたしたちは震

われない国を受けているのだから、感謝をしようではな

いか。そして感謝しつつ、恐れかしこみ、神に喜ばれる

ように、仕えていこう。 29わたしたちの神は、実に、焼

きつくす火である。

13兄弟愛を続けなさい。 2旅人をもてなすことを忘れ

てはならない。このようにして、ある人々は、気づ

かないで御使たちをもてなした。 3獄につながれている

人たちを、自分も一緒につながれている心持で思いやり

なさい。また、自分も同じ肉体にある者だから、苦しめ
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られている人たちのことを、心にとめなさい。 4すべて

の人は、結婚を重んずべきである。また寝床を汚しては

ならない。神は、不品行な者や姦淫をする者をさばかれ

る。 5金銭を愛することをしないで、自分の持っている

もので満足しなさい。主は、「わたしは、決してあなた

を離れず、あなたを捨てない」と言われた。 6だから、

わたしたちは、はばからずに言おう、「主はわたしの助

け主である。わたしには恐れはない。人は、わたしに何

ができようか」。 7神の言をあなたがたに語った指導者

たちのことを、いつも思い起しなさい。彼らの生活の最

後を見て、その信仰にならいなさい。 8イエス・キリス

トは、きのうも、きょうも、いつまでも変ることがない

。 (aiōn g165) 9さまざまな違った教によって、迷わされて

はならない。食物によらず、恵みによって、心を強くす

るがよい。食物によって歩いた者は、益を得ることがな

かった。 10わたしたちには一つの祭壇がある。幕屋で仕

えている者たちは、その祭壇の食物をたべる権利はない

。 11なぜなら、大祭司によって罪のためにささげられる

けものの血は、聖所のなかに携えて行かれるが、そのか

らだは、営所の外で焼かれてしまうからである。 12だか

ら、イエスもまた、ご自分の血で民をきよめるために、

門の外で苦難を受けられたのである。 13したがって、わ

たしたちも、彼のはずかしめを身に負い、営所の外に出

て、みもとに行こうではないか。 14この地上には、永遠

の都はない。きたらんとする都こそ、わたしたちの求め

ているものである。 15だから、わたしたちはイエスによ

って、さんびのいけにえ、すなわち、彼の御名をたたえ

るくちびるの実を、たえず神にささげようではないか。

16そして、善を行うことと施しをすることとを、忘れて

はいけない。神は、このようないけにえを喜ばれる。 17

あなたがたの指導者たちの言うことを聞きいれて、従い

なさい。彼らは、神に言いひらきをすべき者として、あ

なたがたのたましいのために、目をさましている。彼ら

が嘆かないで、喜んでこのことをするようにしなさい。

そうでないと、あなたがたの益にならない。 18わたした

ちのために、祈ってほしい。わたしたちは明らかな良心

を持っていると信じており、何事についても、正しく行

動しようと願っている。 19わたしがあなたがたの所に早

く帰れるため、祈ってくれるように、特にお願いする。

20永遠の契約の血による羊の大牧者、わたしたちの主イ

エスを、死人の中から引き上げられた平和の神が、

(aiōnios g166) 21イエス・キリストによって、みこころにか

なうことをわたしたちにして下さり、あなたがたが御旨

を行うために、すべての良きものを備えて下さるように

こい願う。栄光が、世々限りなく神にあるように、アァ

メン。 (aiōn g165) 22兄弟たちよ。どうかわたしの勧めの

言葉を受けいれてほしい。わたしは、ただ手みじかに書

いたのだから。 23わたしたちの兄弟テモテがゆるされた

ことを、お知らせする。もし彼が早く来れば、彼と一緒

にわたしはあなたがたに会えるだろう。 24あなたがたの

指導者一同と聖徒たち一同に、よろしく伝えてほしい。

イタリヤからきた人々から、あなたがたによろしく。 25

恵みが、あなたがた一同にあるように。



ヤコブの手紙661

ヤコブの手紙

1神と主イエス・キリストとの僕ヤコブから、離散して
いる十二部族の人々へ、あいさつをおくる。 2わたし

の兄弟たちよ。あなたがたが、いろいろな試錬に会った

場合、それをむしろ非常に喜ばしいことと思いなさい。

3あなたがたの知っているとおり、信仰がためされるこ

とによって、忍耐が生み出されるからである。 4だから

、なんら欠点のない、完全な、でき上がった人となるよ

うに、その忍耐力を十分に働かせるがよい。 5あなたが

たのうち、知恵に不足している者があれば、その人は、

とがめもせずに惜しみなくすべての人に与える神に、願

い求めるがよい。そうすれば、与えられるであろう。 6

ただ、疑わないで、信仰をもって願い求めなさい。疑う

人は、風の吹くままに揺れ動く海の波に似ている。 7そ

ういう人は、主から何かをいただけるもののように思う

べきではない。 8そんな人間は、二心の者であって、そ

のすべての行動に安定がない。 9低い身分の兄弟は、自

分が高くされたことを喜びなさい。 10また、富んでいる

者は、自分が低くされたことを喜ぶがよい。富んでいる

者は、草花のように過ぎ去るからである。 11たとえば、

太陽が上って熱風をおくると、草を枯らす。そしてその

花は落ち、その美しい姿は消えうせてしまう。それと同

じように、富んでいる者も、その一生の旅なかばで没落

するであろう。 12試錬を耐え忍ぶ人は、さいわいである

。それを忍びとおしたなら、神を愛する者たちに約束さ

れたいのちの冠を受けるであろう。 13だれでも誘惑に会

う場合、「この誘惑は、神からきたものだ」と言っては

ならない。神は悪の誘惑に陥るようなかたではなく、ま

た自ら進んで人を誘惑することもなさらない。 14人が誘

惑に陥るのは、それぞれ、欲に引かれ、さそわれるから

である。 15欲がはらんで罪を生み、罪が熟して死を生み

出す。 16愛する兄弟たちよ。思い違いをしてはいけない

。 17あらゆる良い贈り物、あらゆる完全な賜物は、上か

ら、光の父から下って来る。父には、変化とか回転の影

とかいうものはない。 18父は、わたしたちを、いわば被

造物の初穂とするために、真理の言葉によって御旨のま

まに、生み出して下さったのである。 19愛する兄弟たち

よ。このことを知っておきなさい。人はすべて、聞くに

早く、語るにおそく、怒るにおそくあるべきである。 20

人の怒りは、神の義を全うするものではないからである

。 21だから、すべての汚れや、はなはだしい悪を捨て去

って、心に植えつけられている御言を、すなおに受け入

れなさい。御言には、あなたがたのたましいを救う力が

ある。 22そして、御言を行う人になりなさい。おのれを

欺いて、ただ聞くだけの者となってはいけない。 23おお

よそ御言を聞くだけで行わない人は、ちょうど、自分の

生れつきの顔を鏡に映して見る人のようである。 24彼は

自分を映して見てそこから立ち去ると、そのとたんに、

自分の姿がどんなであったかを忘れてしまう。 25これに

反して、完全な自由の律法を一心に見つめてたゆまない

人は、聞いて忘れてしまう人ではなくて、実際に行う人

である。こういう人は、その行いによって祝福される。

26もし人が信心深い者だと自任しながら、舌を制するこ

とをせず、自分の心を欺いているならば、その人の信心

はむなしいものである。 27父なる神のみまえに清く汚れ

のない信心とは、困っている孤児や、やもめを見舞い、

自らは世の汚れに染まずに、身を清く保つことにほかな

らない。

2わたしの兄弟たちよ。わたしたちの栄光の主イエス・
キリストへの信仰を守るのに、分け隔てをしてはなら

ない。 2たとえば、あなたがたの会堂に、金の指輪をは

め、りっぱな着物を着た人がはいって来ると同時に、み

すぼらしい着物を着た貧しい人がはいってきたとする。

3その際、りっぱな着物を着た人に対しては、うやうや

しく「どうぞ、こちらの良い席にお掛け下さい」と言い

、貧しい人には、「あなたは、そこに立っていなさい。

それとも、わたしの足もとにすわっているがよい」と言

ったとしたら、 4あなたがたは、自分たちの間で差別立

てをし、よからぬ考えで人をさばく者になったわけでは

ないか。 5愛する兄弟たちよ。よく聞きなさい。神は、

この世の貧しい人たちを選んで信仰に富ませ、神を愛す

る者たちに約束された御国の相続者とされたではないか

。 6しかるに、あなたがたは貧しい人をはずかしめたの

である。あなたがたをしいたげ、裁判所に引きずり込む

のは、富んでいる者たちではないか。 7あなたがたに対

して唱えられた尊い御名を汚すのは、実に彼らではない

か。 8しかし、もしあなたがたが、「自分を愛するよう

に、あなたの隣り人を愛せよ」という聖書の言葉に従っ

て、このきわめて尊い律法を守るならば、それは良いこ

とである。 9しかし、もし分け隔てをするならば、あな

たがたは罪を犯すことになり、律法によって違反者とし

て宣告される。 10なぜなら、律法をことごとく守ったと

しても、その一つの点にでも落ち度があれば、全体を犯

したことになるからである。 11たとえば、「姦淫するな

」と言われたかたは、また「殺すな」とも仰せになった

。そこで、たとい姦淫はしなくても、人殺しをすれば、

律法の違反者になったことになる。 12だから、自由の律

法によってさばかるべき者らしく語り、かつ行いなさい

。 13あわれみを行わなかった者に対しては、仮借のない

さばきが下される。あわれみは、さばきにうち勝つ。 14

わたしの兄弟たちよ。ある人が自分には信仰があると称

していても、もし行いがなかったら、なんの役に立つか

。その信仰は彼を救うことができるか。 15ある兄弟また

は姉妹が裸でいて、その日の食物にもこと欠いている場

合、 16あなたがたのうち、だれかが、「安らかに行きな

さい。暖まって、食べ飽きなさい」と言うだけで、その

からだに必要なものを何ひとつ与えなかったとしたら、

なんの役に立つか。 17信仰も、それと同様に、行いを伴

わなければ、それだけでは死んだものである。 18しかし

、「ある人には信仰があり、またほかの人には行いがあ

る」と言う者があろう。それなら、行いのないあなたの

信仰なるものを見せてほしい。そうしたら、わたしの行

いによって信仰を見せてあげよう。 19あなたは、神はた

だひとりであると信じているのか。それは結構である。

悪霊どもでさえ、信じておののいている。 20ああ、愚か

な人よ。行いを伴わない信仰のむなしいことを知りたい

のか。 21わたしたちの父祖アブラハムは、その子イサク

を祭壇にささげた時、行いによって義とされたのではな

かったか。 22あなたが知っているとおり、彼においては

、信仰が行いと共に働き、その行いによって信仰が全う

され、 23こうして、「アブラハムは神を信じた。それに

よって、彼は義と認められた」という聖書の言葉が成就

し、そして、彼は「神の友」と唱えられたのである。 24



ヤコブの手紙 662

これでわかるように、人が義とされるのは、行いによる

のであって、信仰だけによるのではない。 25同じように

、かの遊女ラハブでさえも、使者たちをもてなし、彼ら

を別な道から送り出した時、行いによって義とされたで

はないか。 26霊魂のないからだが死んだものであると同

様に、行いのない信仰も死んだものなのである。

3わたしの兄弟たちよ。あなたがたのうち多くの者は、
教師にならないがよい。わたしたち教師が、他の人た

ちよりも、もっときびしいさばきを受けることが、よく

わかっているからである。 2わたしたちは皆、多くのあ

やまちを犯すものである。もし、言葉の上であやまちの

ない人があれば、そういう人は、全身をも制御すること

のできる完全な人である。 3馬を御するために、その口

にくつわをはめるなら、その全身を引きまわすことがで

きる。 4また船を見るがよい。船体が非常に大きく、ま

た激しい風に吹きまくられても、ごく小さなかじ一つで

、操縦者の思いのままに運転される。 5それと同じく、

舌は小さな器官ではあるが、よく大言壮語する。見よ、

ごく小さな火でも、非常に大きな森を燃やすではないか

。 6舌は火である。不義の世界である。舌は、わたした

ちの器官の一つとしてそなえられたものであるが、全身

を汚し、生存の車輪を燃やし、自らは地獄の火で焼かれ

る。 (Geenna g1067) 7あらゆる種類の獣、鳥、這うもの、

海の生物は、すべて人類に制せられるし、また制せられ

てきた。 8ところが、舌を制しうる人は、ひとりもいな

い。それは、制しにくい悪であって、死の毒に満ちてい

る。 9わたしたちは、この舌で父なる主をさんびし、ま

た、その同じ舌で、神にかたどって造られた人間をのろ

っている。 10同じ口から、さんびとのろいとが出て来る

。わたしの兄弟たちよ。このような事は、あるべきでな

い。 11泉が、甘い水と苦い水とを、同じ穴からふき出す

ことがあろうか。 12わたしの兄弟たちよ。いちじくの木

がオリブの実を結び、ぶどうの木がいちじくの実を結ぶ

ことができようか。塩水も、甘い水を出すことはできな

い。 13あなたがたのうちで、知恵があり物わかりのよい

人は、だれであるか。その人は、知恵にかなう柔和な行

いをしていることを、よい生活によって示すがよい。 14

しかし、もしあなたがたの心の中に、苦々しいねたみや

党派心をいだいているのなら、誇り高ぶってはならない

。また、真理にそむいて偽ってはならない。 15そのよう

な知恵は、上から下ってきたものではなくて、地につく

もの、肉に属するもの、悪魔的なものである。 16ねたみ

と党派心とのあるところには、混乱とあらゆる忌むべき

行為とがある。 17しかし上からの知恵は、第一に清く、

次に平和、寛容、温順であり、あわれみと良い実とに満

ち、かたより見ず、偽りがない。 18義の実は、平和を造

り出す人たちによって、平和のうちにまかれるものであ

る。

4あなたがたの中の戦いや争いは、いったい、どこから
起るのか。それはほかではない。あなたがたの肢体の

中で相戦う欲情からではないか。 2あなたがたは、むさ

ぼるが得られない。そこで人殺しをする。熱望するが手

に入れることができない。そこで争い戦う。あなたがた

は、求めないから得られないのだ。 3求めても与えられ

ないのは、快楽のために使おうとして、悪い求め方をす

るからだ。 4不貞のやからよ。世を友とするのは、神へ

の敵対であることを、知らないか。おおよそ世の友とな

ろうと思う者は、自らを神の敵とするのである。 5それ

とも、「神は、わたしたちの内に住まわせた霊を、ねた

むほどに愛しておられる」と聖書に書いてあるのは、む

なしい言葉だと思うのか。 6しかし神は、いや増しに恵

みを賜う。であるから、「神は高ぶる者をしりぞけ、へ

りくだる者に恵みを賜う」とある。 7そういうわけだか

ら、神に従いなさい。そして、悪魔に立ちむかいなさい

。そうすれば、彼はあなたがたから逃げ去るであろう。

8神に近づきなさい。そうすれば、神はあなたがたに近

づいて下さるであろう。罪人どもよ、手をきよめよ。二

心の者どもよ、心を清くせよ。 9苦しめ、悲しめ、泣け

。あなたがたの笑いを悲しみに、喜びを憂いに変えよ。

10主のみまえにへりくだれ。そうすれば、主は、あなた

がたを高くして下さるであろう。 11兄弟たちよ。互に悪

口を言い合ってはならない。兄弟の悪口を言ったり、自

分の兄弟をさばいたりする者は、律法をそしり、律法を

さばくやからである。もしあなたが律法をさばくなら、

律法の実行者ではなくて、その審判者なのである。 12し

かし、立法者であり審判者であるかたは、ただひとりで

あって、救うことも滅ぼすこともできるのである。しか

るに、隣り人をさばくあなたは、いったい、何者である

か。 13よく聞きなさい。「きょうか、あす、これこれの

町へ行き、そこに一か年滞在し、商売をして一もうけし

よう」と言う者たちよ。 14あなたがたは、あすのことも

わからぬ身なのだ。あなたがたのいのちは、どんなもの

であるか。あなたがたは、しばしの間あらわれて、たち

まち消え行く霧にすぎない。 15むしろ、あなたがたは「

主のみこころであれば、わたしは生きながらえもし、あ

の事この事もしよう」と言うべきである。 16ところが、

あなたがたは誇り高ぶっている。このような高慢は、す

べて悪である。 17人が、なすべき善を知りながら行わな

ければ、それは彼にとって罪である。

5富んでいる人たちよ。よく聞きなさい。あなたがたは
、自分の身に降りかかろうとしているわざわいを思っ

て、泣き叫ぶがよい。 2あなたがたの富は朽ち果て、着

物はむしばまれ、 3金銀はさびている。そして、そのさ

びの毒は、あなたがたの罪を責め、あなたがたの肉を火

のように食いつくすであろう。あなたがたは、終りの時

にいるのに、なお宝をたくわえている。 4見よ、あなた

がたが労働者たちに畑の刈入れをさせながら、支払わず

にいる賃銀が、叫んでいる。そして、刈入れをした人た

ちの叫び声が、すでに万軍の主の耳に達している。 5あ

なたがたは、地上でおごり暮し、快楽にふけり、「ほふ

らるる日」のために、おのが心を肥やしている。 6そし

て、義人を罪に定め、これを殺した。しかも彼は、あな

たがたに抵抗しない。 7だから、兄弟たちよ。主の来臨

の時まで耐え忍びなさい。見よ、農夫は、地の尊い実り

を、前の雨と後の雨とがあるまで、耐え忍んで待ってい

る。 8あなたがたも、主の来臨が近づいているから、耐

え忍びなさい。心を強くしていなさい。 9兄弟たちよ。

互に不平を言い合ってはならない。さばきを受けるかも

知れないから。見よ、さばき主が、すでに戸口に立って

おられる。 10兄弟たちよ。苦しみを耐え忍ぶことについ

ては、主の御名によって語った預言者たちを模範にする

がよい。 11忍び抜いた人たちはさいわいであると、わた

したちは思う。あなたがたは、ヨブの忍耐のことを聞い
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ている。また、主が彼になさったことの結末を見て、主

がいかに慈愛とあわれみとに富んだかたであるかが、わ

かるはずである。 12さて、わたしの兄弟たちよ。何はと

もあれ、誓いをしてはならない。天をさしても、地をさ

しても、あるいは、そのほかのどんな誓いによっても、

いっさい誓ってはならない。むしろ、「しかり」を「し

かり」とし、「否」を「否」としなさい。そうしないと

、あなたがたは、さばきを受けることになる。 13あなた

がたの中に、苦しんでいる者があるか。その人は、祈る

がよい。喜んでいる者があるか。その人は、さんびする

がよい。 14あなたがたの中に、病んでいる者があるか。

その人は、教会の長老たちを招き、主の御名によって、

オリブ油を注いで祈ってもらうがよい。 15信仰による祈

は、病んでいる人を救い、そして、主はその人を立ちあ

がらせて下さる。かつ、その人が罪を犯していたなら、

それもゆるされる。 16だから、互に罪を告白し合い、ま

た、いやされるようにお互のために祈りなさい。義人の

祈は、大いに力があり、効果のあるものである。 17エリ

ヤは、わたしたちと同じ人間であったが、雨が降らない

ようにと祈をささげたところ、三年六か月のあいだ、地

上に雨が降らなかった。 18それから、ふたたび祈ったと

ころ、天は雨を降らせ、地はその実をみのらせた。 19わ

たしの兄弟たちよ。あなたがたのうち、真理の道から踏

み迷う者があり、だれかが彼を引きもどすなら、 20かよ

うに罪人を迷いの道から引きもどす人は、そのたましい

を死から救い出し、かつ、多くの罪をおおうものである

ことを、知るべきである。
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ペテロの手紙第一

1イエス・キリストの使徒ペテロから、ポント、ガラテ
ヤ、カパドキヤ、アジヤおよびビテニヤに離散し寄留

している人たち、 2すなわち、イエス・キリストに従い

、かつ、その血のそそぎを受けるために、父なる神の予

知されたところによって選ばれ、御霊のきよめにあずか

っている人たちへ。恵みと平安とが、あなたがたに豊か

に加わるように。 3ほむべきかな、わたしたちの主イエ

ス・キリストの父なる神。神は、その豊かなあわれみに

より、イエス・キリストを死人の中からよみがえらせ、

それにより、わたしたちを新たに生れさせて生ける望み

をいだかせ、 4あなたがたのために天にたくわえてある

、朽ちず汚れず、しぼむことのない資産を受け継ぐ者と

して下さったのである。 5あなたがたは、終りの時に啓

示さるべき救にあずかるために、信仰により神の御力に

守られているのである。 6そのことを思って、今しばら

くのあいだは、さまざまな試錬で悩まねばならないかも

知れないが、あなたがたは大いに喜んでいる。 7こうし

て、あなたがたの信仰はためされて、火で精錬されても

朽ちる外はない金よりもはるかに尊いことが明らかにさ

れ、イエス・キリストの現れるとき、さんびと栄光とほ

まれとに変るであろう。 8あなたがたは、イエス・キリ

ストを見たことはないが、彼を愛している。現在、見て

はいないけれども、信じて、言葉につくせない、輝きに

みちた喜びにあふれている。 9それは、信仰の結果なる

たましいの救を得ているからである。 10この救について

は、あなたがたに対する恵みのことを預言した預言者た

ちも、たずね求め、かつ、つぶさに調べた。 11彼らは、

自分たちのうちにいますキリストの霊が、キリストの苦

難とそれに続く栄光とを、あらかじめあかしした時、そ

れは、いつの時、どんな場合をさしたのかを、調べたの

である。 12そして、それらについて調べたのは、自分た

ちのためではなくて、あなたがたのための奉仕であるこ

とを示された。それらの事は、天からつかわされた聖霊

に感じて福音をあなたがたに宣べ伝えた人々によって、

今や、あなたがたに告げ知らされたのであるが、これは

、御使たちも、うかがい見たいと願っている事である。

13それだから、心の腰に帯を締め、身を慎み、イエス・

キリストの現れる時に与えられる恵みを、いささかも疑

わずに待ち望んでいなさい。 14従順な子供として、無知

であった時代の欲情に従わず、 15むしろ、あなたがたを

召して下さった聖なるかたにならって、あなたがた自身

も、あらゆる行いにおいて聖なる者となりなさい。 16聖

書に、「わたしが聖なる者であるから、あなたがたも聖

なる者になるべきである」と書いてあるからである。 17

あなたがたは、人をそれぞれのしわざに応じて、公平に

さばくかたを、父と呼んでいるからには、地上に宿って

いる間を、おそれの心をもって過ごすべきである。 18あ

なたがたのよく知っているとおり、あなたがたが先祖伝

来の空疎な生活からあがない出されたのは、銀や金のよ

うな朽ちる物によったのではなく、 19きずも、しみもな

い小羊のようなキリストの尊い血によったのである。 20

キリストは、天地が造られる前から、あらかじめ知られ

ていたのであるが、この終りの時に至って、あなたがた

のために現れたのである。 21あなたがたは、このキリス

トによって、彼を死人の中からよみがえらせて、栄光を

お与えになった神を信じる者となったのであり、したが

って、あなたがたの信仰と望みとは、神にかかっている

のである。 22あなたがたは、真理に従うことによって、

たましいをきよめ、偽りのない兄弟愛をいだくに至った

のであるから、互に心から熱く愛し合いなさい。 23あな

たがたが新たに生れたのは、朽ちる種からではなく、朽

ちない種から、すなわち、神の変ることのない生ける御

言によったのである。 (aiōn g165) 24「人はみな草のごとく

、その栄華はみな草の花に似ている。草は枯れ、花は散

る。 25しかし、主の言葉は、とこしえに残る」。これが

、あなたがたに宣べ伝えられた御言葉である。 (aiōn g165)

2だから、あらゆる悪意、あらゆる偽り、偽善、そねみ
、いっさいの悪口を捨てて、 2今生れたばかりの乳飲

み子のように、混じりけのない霊の乳を慕い求めなさい

。それによっておい育ち、救に入るようになるためであ

る。 3あなたがたは、主が恵み深いかたであることを、

すでに味わい知ったはずである。 4主は、人には捨てら

れたが、神にとっては選ばれた尊い生ける石である。 5

この主のみもとにきて、あなたがたも、それぞれ生ける

石となって、霊の家に築き上げられ、聖なる祭司となっ

て、イエス・キリストにより、神によろこばれる霊のい

けにえを、ささげなさい。 6聖書にこう書いてある、「

見よ、わたしはシオンに、選ばれた尊い石、隅のかしら

石を置く。それにより頼む者は、決して、失望に終るこ

とがない」。 7この石は、より頼んでいるあなたがたに

は尊いものであるが、不信仰な人々には「家造りらの捨

てた石で、隅のかしら石となったもの」、 8また「つま

ずきの石、妨げの岩」である。しかし、彼らがつまずく

のは、御言に従わないからであって、彼らは、実は、そ

うなるように定められていたのである。 9しかし、あな

たがたは、選ばれた種族、祭司の国、聖なる国民、神に

つける民である。それによって、暗やみから驚くべきみ

光に招き入れて下さったかたのみわざを、あなたがたが

語り伝えるためである。 10あなたがたは、以前は神の民

でなかったが、いまは神の民であり、以前は、あわれみ

を受けたことのない者であったが、いまは、あわれみを

受けた者となっている。 11愛する者たちよ。あなたがた

に勧める。あなたがたは、この世の旅人であり寄留者で

あるから、たましいに戦いをいどむ肉の欲を避けなさい

。 12異邦人の中にあって、りっぱな行いをしなさい。そ

うすれば、彼らは、あなたがたを悪人呼ばわりしていて

も、あなたがたのりっぱなわざを見て、かえって、おと

ずれの日に神をあがめるようになろう。 13あなたがたは

、すべて人の立てた制度に、主のゆえに従いなさい。主

権者としての王であろうと、 14あるいは、悪を行う者を

罰し善を行う者を賞するために、王からつかわされた長

官であろうと、これに従いなさい。 15善を行うことによ

って、愚かな人々の無知な発言を封じるのは、神の御旨

なのである。 16自由人にふさわしく行動しなさい。ただ

し、自由をば悪を行う口実として用いず、神の僕にふさ

わしく行動しなさい。 17すべての人をうやまい、兄弟た

ちを愛し、神をおそれ、王を尊びなさい。 18僕たる者よ

。心からのおそれをもって、主人に仕えなさい。善良で

寛容な主人だけにでなく、気むずかしい主人にも、そう

しなさい。 19もしだれかが、不当な苦しみを受けても、

神を仰いでその苦痛を耐え忍ぶなら、それはよみせられ

ることである。 20悪いことをして打ちたたかれ、それを
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忍んだとしても、なんの手柄になるのか。しかし善を行

って苦しみを受け、しかもそれを耐え忍んでいるとすれ

ば、これこそ神によみせられることである。 21あなたが

たは、実に、そうするようにと召されたのである。キリ

ストも、あなたがたのために苦しみを受け、御足の跡を

踏み従うようにと、模範を残されたのである。 22キリス

トは罪を犯さず、その口には偽りがなかった。 23ののし

られても、ののしりかえさず、苦しめられても、おびや

かすことをせず、正しいさばきをするかたに、いっさい

をゆだねておられた。 24さらに、わたしたちが罪に死に

、義に生きるために、十字架にかかって、わたしたちの

罪をご自分の身に負われた。その傷によって、あなたが

たは、いやされたのである。 25あなたがたは、羊のよう

にさ迷っていたが、今は、たましいの牧者であり監督で

あるかたのもとに、たち帰ったのである。

3同じように、妻たる者よ。夫に仕えなさい。そうすれ
ば、たとい御言に従わない夫であっても、 2あなたが

たのうやうやしく清い行いを見て、その妻の無言の行い

によって、救に入れられるようになるであろう。 3あな

たがたは、髪を編み、金の飾りをつけ、服装をととのえ

るような外面の飾りではなく、 4かくれた内なる人、柔

和で、しとやかな霊という朽ちることのない飾りを、身

につけるべきである。これこそ、神のみまえに、きわめ

て尊いものである。 5むかし、神を仰ぎ望んでいた聖な

る女たちも、このように身を飾って、その夫に仕えたの

である。 6たとえば、サラはアブラハムに仕えて、彼を

主と呼んだ。あなたがたも、何事にもおびえ臆すること

なく善を行えば、サラの娘たちとなるのである。 7夫た

る者よ。あなたがたも同じように、女は自分よりも弱い

器であることを認めて、知識に従って妻と共に住み、い

のちの恵みを共どもに受け継ぐ者として、尊びなさい。

それは、あなたがたの祈が妨げられないためである。 8

最後に言う。あなたがたは皆、心をひとつにし、同情し

合い、兄弟愛をもち、あわれみ深くあり、謙虚でありな

さい。 9悪をもって悪に報いず、悪口をもって悪口に報

いず、かえって、祝福をもって報いなさい。あなたがた

が召されたのは、祝福を受け継ぐためなのである。 10「

いのちを愛し、さいわいな日々を過ごそうと願う人は、

舌を制して悪を言わず、くちびるを閉じて偽りを語らず

、 11悪を避けて善を行い、平和を求めて、これを追え。

12主の目は義人たちに注がれ、主の耳は彼らの祈にかた

むく。しかし主の御顔は、悪を行う者に対して向かう」

。 13そこで、もしあなたがたが善に熱心であれば、だれ

が、あなたがたに危害を加えようか。 14しかし、万一義

のために苦しむようなことがあっても、あなたがたはさ

いわいである。彼らを恐れたり、心を乱したりしてはな

らない。 15ただ、心の中でキリストを主とあがめなさい

。また、あなたがたのうちにある望みについて説明を求

める人には、いつでも弁明のできる用意をしていなさい

。 16しかし、やさしく、慎み深く、明らかな良心をもっ

て、弁明しなさい。そうすれば、あなたがたがキリスト

にあって営んでいる良い生活をそしる人々も、そのよう

にののしったことを恥じいるであろう。 17善をおこなっ

て苦しむことはそれが神の御旨であれば悪をおこなって

苦しむよりも、まさっている。 18キリストも、あなたが

たを神に近づけようとして、自らは義なるかたであるの

に、不義なる人々のために、ひとたび罪のゆえに死なれ

た。ただし、肉においては殺されたが、霊においては生

かされたのである。 19こうして、彼は獄に捕われている

霊どものところに下って行き、宣べ伝えることをされた

。 20これらの霊というのは、むかしノアの箱舟が造られ

ていた間、神が寛容をもって待っておられたのに従わな

かった者どものことである。その箱舟に乗り込み、水を

経て救われたのは、わずかに八名だけであった。 21この

水はバプテスマを象徴するものであって、今やあなたが

たをも救うのである。それは、イエス・キリストの復活

によるのであって、からだの汚れを除くことではなく、

明らかな良心を神に願い求めることである。 22キリスト

は天に上って神の右に座し、天使たちともろもろの権威

、権力を従えておられるのである。

4このように、キリストは肉において苦しまれたのであ
るから、あなたがたも同じ覚悟で心の武装をしなさい

。肉において苦しんだ人は、それによって罪からのがれ

たのである。 2それは、肉における残りの生涯を、もは

や人間の欲情によらず、神の御旨によって過ごすためで

ある。 3過ぎ去った時代には、あなたがたは、異邦人の

好みにまかせて、好色、欲情、酔酒、宴楽、暴飲、気ま

まな偶像礼拝などにふけってきたが、もうそれで十分で

あろう。 4今はあなたがたが、そうした度を過ごした乱

行に加わらないので、彼らは驚きあやしみ、かつ、のの

しっている。 5彼らは、やがて生ける者と死ねる者とを

さばくかたに、申し開きをしなくてはならない。 6死人

にさえ福音が宣べ伝えられたのは、彼らは肉においては

人間としてさばきを受けるが、霊においては神に従って

生きるようになるためである。 7万物の終りが近づいて

いる。だから、心を確かにし、身を慎んで、努めて祈り

なさい。 8何よりもまず、互の愛を熱く保ちなさい。愛

は多くの罪をおおうものである。 9不平を言わずに、互

にもてなし合いなさい。 10あなたがたは、それぞれ賜物

をいただいているのだから、神のさまざまな恵みの良き

管理人として、それをお互のために役立てるべきである

。 11語る者は、神の御言を語る者にふさわしく語り、奉

仕する者は、神から賜わる力による者にふさわしく奉仕

すべきである。それは、すべてのことにおいてイエス・

キリストによって、神があがめられるためである。栄光

と力とが世々限りなく、彼にあるように、アァメン。

(aiōn g165) 12愛する者たちよ。あなたがたを試みるために

降りかかって来る火のような試錬を、何か思いがけない

ことが起ったかのように驚きあやしむことなく、 13むし

ろ、キリストの苦しみにあずかればあずかるほど、喜ぶ

がよい。それは、キリストの栄光が現れる際に、よろこ

びにあふれるためである。 14キリストの名のためにそし

られるなら、あなたがたはさいわいである。その時には

、栄光の霊、神の霊が、あなたがたに宿るからである。

15あなたがたのうち、だれも、人殺し、盗人、悪を行う

者、あるいは、他人に干渉する者として苦しみに会うこ

とのないようにしなさい。 16しかし、クリスチャンとし

て苦しみを受けるのであれば、恥じることはない。かえ

って、この名によって神をあがめなさい。 17さばきが神

の家から始められる時がきた。それが、わたしたちから

まず始められるとしたら、神の福音に従わない人々の行

く末は、どんなであろうか。 18また義人でさえ、かろう

じて救われるのだとすれば、不信なる者や罪人は、どう

なるであろうか。 19だから、神の御旨に従って苦しみを
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受ける人々は、善をおこない、そして、真実であられる

創造者に、自分のたましいをゆだねるがよい。

5そこで、あなたがたのうちの長老たちに勧める。わた
しも、長老のひとりで、キリストの苦難についての証

人であり、また、やがて現れようとする栄光にあずかる

者である。 2あなたがたにゆだねられている神の羊の群

れを牧しなさい。しいられてするのではなく、神に従っ

て自ら進んでなし、恥ずべき利得のためではなく、本心

から、それをしなさい。 3また、ゆだねられた者たちの

上に権力をふるうことをしないで、むしろ、群れの模範

となるべきである。 4そうすれば、大牧者が現れる時に

は、しぼむことのない栄光の冠を受けるであろう。 5同

じように、若い人たちよ。長老たちに従いなさい。また

、みな互に謙遜を身につけなさい。神は高ぶる者をしり

ぞけ、へりくだる者に恵みを賜うからである。 6だから

、あなたがたは、神の力強い御手の下に、自らを低くし

なさい。時が来れば神はあなたがたを高くして下さるで

あろう。 7神はあなたがたをかえりみていて下さるので

あるから、自分の思いわずらいを、いっさい神にゆだね

るがよい。 8身を慎み、目をさましていなさい。あなた

がたの敵である悪魔が、ほえたけるししのように、食い

つくすべきものを求めて歩き回っている。 9この悪魔に

むかい、信仰にかたく立って、抵抗しなさい。あなたが

たのよく知っているとおり、全世界にいるあなたがたの

兄弟たちも、同じような苦しみの数々に会っているので

ある。 10あなたがたをキリストにある永遠の栄光に招き

入れて下さったあふるる恵みの神は、しばらくの苦しみ

の後、あなたがたをいやし、強め、力づけ、不動のもの

として下さるであろう。 (aiōnios g166) 11どうか、力が世

々限りなく、神にあるように、アァメン。 (aiōn g165) 12

わたしは、忠実な兄弟として信頼しているシルワノの手

によって、この短い手紙をあなたがたにおくり、勧めを

し、また、これが神のまことの恵みであることをあかし

した。この恵みのうちに、かたく立っていなさい。 13あ

なたがたと共に選ばれてバビロンにある教会、ならびに

、わたしの子マルコから、あなたがたによろしく。 14愛

の接吻をもって互にあいさつをかわしなさい。キリスト

にあるあなたがた一同に、平安があるように。
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ペテロの手紙第二

1イエス・キリストの僕また使徒であるシメオン・ペテ
ロから、わたしたちの神と救主イエス・キリストとの

義によって、わたしたちと同じ尊い信仰を授かった人々

へ。 2神とわたしたちの主イエスとを知ることによって

、恵みと平安とが、あなたがたに豊かに加わるように。

3いのちと信心とにかかわるすべてのことは、主イエス

の神聖な力によって、わたしたちに与えられている。そ

れは、ご自身の栄光と徳とによって、わたしたちを召さ

れたかたを知る知識によるのである。 4また、それらの

ものによって、尊く、大いなる約束が、わたしたちに与

えられている。それは、あなたがたが、世にある欲のた

めに滅びることを免れ、神の性質にあずかる者となるた

めである。 5それだから、あなたがたは、力の限りをつ

くして、あなたがたの信仰に徳を加え、徳に知識を、 6

知識に節制を、節制に忍耐を、忍耐に信心を、 7信心に

兄弟愛を、兄弟愛に愛を加えなさい。 8これらのものが

あなたがたに備わって、いよいよ豊かになるならば、わ

たしたちの主イエス・キリストを知る知識について、あ

なたがたは、怠る者、実を結ばない者となることはない

であろう。 9これらのものを備えていない者は、盲人で

あり、近視の者であり、自分の以前の罪がきよめられた

ことを忘れている者である。 10兄弟たちよ。それだから

、ますます励んで、あなたがたの受けた召しと選びとを

、確かなものにしなさい。そうすれば、決してあやまち

に陥ることはない。 11こうして、わたしたちの主また救

主イエス・キリストの永遠の国に入る恵みが、あなたが

たに豊かに与えられるからである。 (aiōnios g166) 12それ

だから、あなたがたは既にこれらのことを知っており、

また、いま持っている真理に堅く立ってはいるが、わた

しは、これらのことをいつも、あなたがたに思い起させ

たいのである。 13わたしがこの幕屋にいる間、あなたが

たに思い起させて、奮い立たせることが適当と思う。 14

それは、わたしたちの主イエス・キリストもわたしに示

して下さったように、わたしのこの幕屋を脱ぎ去る時が

間近であることを知っているからである。 15わたしが世

を去った後にも、これらのことを、あなたがたにいつも

思い出させるように努めよう。 16わたしたちの主イエス

・キリストの力と来臨とを、あなたがたに知らせた時、

わたしたちは、巧みな作り話を用いることはしなかった

。わたしたちが、そのご威光の目撃者なのだからである

。 17イエスは父なる神からほまれと栄光とをお受けにな

ったが、その時、おごそかな栄光の中から次のようなみ

声がかかったのである、「これはわたしの愛する子、わ

たしの心にかなう者である」。 18わたしたちもイエスと

共に聖なる山にいて、天から出たこの声を聞いたのであ

る。 19こうして、預言の言葉は、わたしたちにいっそう

確実なものになった。あなたがたも、夜が明け、明星が

のぼって、あなたがたの心の中を照すまで、この預言の

言葉を暗やみに輝くともしびとして、それに目をとめて

いるがよい。 20聖書の預言はすべて、自分勝手に解釈す

べきでないことを、まず第一に知るべきである。 21なぜ

なら、預言は決して人間の意志から出たものではなく、

人々が聖霊に感じ、神によって語ったものだからである

。

2しかし、民の間に、にせ預言者が起ったことがあるが
、それと同じく、あなたがたの間にも、にせ教師が現

れるであろう。彼らは、滅びに至らせる異端をひそかに

持ち込み、自分たちをあがなって下さった主を否定して

、すみやかな滅亡を自分の身に招いている。 2また、大

ぜいの人が彼らの放縦を見習い、そのために、真理の道

がそしりを受けるに至るのである。 3彼らは、貪欲のた

めに、甘言をもってあなたがたをあざむき、利をむさぼ

るであろう。彼らに対するさばきは昔から猶予なく行わ

れ、彼らの滅亡も滞ることはない。 4神は、罪を犯した

御使たちを許しておかないで、彼らを下界におとしいれ

、さばきの時まで暗やみの穴に閉じ込めておかれた。

(Tartaroō g5020) 5また、古い世界をそのままにしておかな

いで、その不信仰な世界に洪水をきたらせ、ただ、義の

宣伝者ノアたち八人の者だけを保護された。 6また、ソ

ドムとゴモラの町々を灰に帰せしめて破滅に処し、不信

仰に走ろうとする人々の見せしめとし、 7ただ、非道の

者どもの放縦な行いによってなやまされていた義人ロト

だけを救い出された。 8（この義人は、彼らの間に住み

、彼らの不法の行いを日々見聞きして、その正しい心を

痛めていたのである。） 9こういうわけで、主は、信心

深い者を試錬の中から救い出し、また、不義な者ども、

10特に、汚れた情欲におぼれ肉にしたがって歩み、また

、権威ある者を軽んじる人々を罰して、さばきの日まで

閉じ込めておくべきことを、よくご存じなのである。こ

ういう人々は、大胆不敵なわがまま者であって、栄光あ

る者たちをそしってはばかるところがない。 11しかし、

御使たちは、勢いにおいても力においても、彼らにまさ

っているにかかわらず、彼らを主のみまえに訴えそしる

ことはしない。 12これらの者は、捕えられ、ほふられる

ために生れてきた、分別のない動物のようなもので、自

分が知りもしないことをそしり、その不義の報いとして

罰を受け、必ず滅ぼされてしまうのである。 13彼らは、

真昼でさえ酒食を楽しみ、あなたがたと宴会に同席して

、だましごとにふけっている。彼らは、しみであり、き

ずである。 14その目は淫行を追い、罪を犯して飽くこと

を知らない。彼らは心の定まらない者を誘惑し、その心

は貪欲に慣れ、のろいの子となっている。 15彼らは正し

い道からはずれて迷いに陥り、ベオルの子バラムの道に

従った。バラムは不義の実を愛し、 16そのために、自分

のあやまちに対するとがめを受けた。ものを言わないろ

ばが、人間の声でものを言い、この預言者の狂気じみた

ふるまいをはばんだのである。 17この人々は、いわば、

水のない井戸、突風に吹きはらわれる霧であって、彼ら

には暗やみが用意されている。 18彼らはむなしい誇を語

り、迷いの中に生きている人々の間から、かろうじての

がれてきた者たちを、肉欲と色情とによって誘惑し、 19

この人々に自由を与えると約束しながら、彼ら自身は滅

亡の奴隷になっている。おおよそ、人は征服者の奴隷と

なるものである。 20彼らが、主また救主なるイエス・キ

リストを知ることにより、この世の汚れからのがれた後

、またそれに巻き込まれて征服されるならば、彼らの後

の状態は初めよりも、もっと悪くなる。 21義の道を心得

ていながら、自分に授けられた聖なる戒めにそむくより

は、むしろ義の道を知らなかった方がよい。 22ことわざ

に、「犬は自分の吐いた物に帰り、豚は洗われても、ま

た、どろの中にころがって行く」とあるが、彼らの身に

起ったことは、そのとおりである。
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3愛する者たちよ。わたしは今この第二の手紙をあなた
がたに書きおくり、これらの手紙によって記憶を呼び

起し、あなたがたの純真な心を奮い立たせようとした。

2それは、聖なる預言者たちがあらかじめ語った言葉と

、あなたがたの使徒たちが伝えた主なる救主の戒めとを

、思い出させるためである。 3まず次のことを知るべき

である。終りの時にあざける者たちが、あざけりながら

出てきて、自分の欲情のままに生活し、 4「主の来臨の

約束はどうなったのか。先祖たちが眠りについてから、

すべてのものは天地創造の初めからそのままであって、

変ってはいない」と言うであろう。 5すなわち、彼らは

このことを認めようとはしない。古い昔に天が存在し、

地は神の言によって、水がもとになり、また、水によっ

て成ったのであるが、 6その時の世界は、御言により水

でおおわれて滅んでしまった。 7しかし、今の天と地と

は、同じ御言によって保存され、不信仰な人々がさばか

れ、滅ぼさるべき日に火で焼かれる時まで、そのまま保

たれているのである。 8愛する者たちよ。この一事を忘

れてはならない。主にあっては、一日は千年のようであ

り、千年は一日のようである。 9ある人々がおそいと思

っているように、主は約束の実行をおそくしておられる

のではない。ただ、ひとりも滅びることがなく、すべて

の者が悔改めに至ることを望み、あなたがたに対してな

がく忍耐しておられるのである。 10しかし、主の日は盗

人のように襲って来る。その日には、天は大音響をたて

て消え去り、天体は焼けてくずれ、地とその上に造り出

されたものも、みな焼きつくされるであろう。 11このよ

うに、これらはみなくずれ落ちていくものであるから、

神の日の到来を熱心に待ち望んでいるあなたがたは、 12

極力、きよく信心深い行いをしていなければならない。

その日には、天は燃えくずれ、天体は焼けうせてしまう

。 13しかし、わたしたちは、神の約束に従って、義の住

む新しい天と新しい地とを待ち望んでいる。 14愛する者

たちよ。それだから、この日を待っているあなたがたは

、しみもなくきずもなく、安らかな心で、神のみまえに

出られるように励みなさい。 15また、わたしたちの主の

寛容は救のためであると思いなさい。このことは、わた

したちの愛する兄弟パウロが、彼に与えられた知恵によ

って、あなたがたに書きおくったとおりである。 16彼は

、どの手紙にもこれらのことを述べている。その手紙の

中には、ところどころ、わかりにくい箇所もあって、無

学で心の定まらない者たちは、ほかの聖書についてもし

ているように、無理な解釈をほどこして、自分の滅亡を

招いている。 17愛する者たちよ。それだから、あなたが

たはかねてから心がけているように、非道の者の惑わし

に誘い込まれて、あなたがた自身の確信を失うことのな

いように心がけなさい。 18そして、わたしたちの主また

救主イエス・キリストの恵みと知識とにおいて、ますま

す豊かになりなさい。栄光が、今も、また永遠の日に至

るまでも、主にあるように、アァメン。 (aiōn g165)



ヨハネの手紙第一669

ヨハネの手紙第一

1初めからあったもの、わたしたちが聞いたもの、目で
見たもの、よく見て手でさわったもの、すなわち、い

のちの言について 2このいのちが現れたので、この永遠

のいのちをわたしたちは見て、そのあかしをし、かつ、

あなたがたに告げ知らせるのである。この永遠のいのち

は、父と共にいましたが、今やわたしたちに現れたもの

である (aiōnios g166) 3すなわち、わたしたちが見たもの、

聞いたものを、あなたがたにも告げ知らせる。それは、

あなたがたも、わたしたちの交わりにあずかるようにな

るためである。わたしたちの交わりとは、父ならびに御

子イエス・キリストとの交わりのことである。 4これを

書きおくるのは、わたしたちの喜びが満ちあふれるため

である。 5わたしたちがイエスから聞いて、あなたがた

に伝えるおとずれは、こうである。神は光であって、神

には少しの暗いところもない。 6神と交わりをしている

と言いながら、もし、やみの中を歩いているなら、わた

したちは偽っているのであって、真理を行っているので

はない。 7しかし、神が光の中にいますように、わたし

たちも光の中を歩くならば、わたしたちは互に交わりを

もち、そして、御子イエスの血が、すべての罪からわた

したちをきよめるのである。 8もし、罪がないと言うな

ら、それは自分を欺くことであって、真理はわたしたち

のうちにない。 9もし、わたしたちが自分の罪を告白す

るならば、神は真実で正しいかたであるから、その罪を

ゆるし、すべての不義からわたしたちをきよめて下さる

。 10もし、罪を犯したことがないと言うなら、それは神

を偽り者とするのであって、神の言はわたしたちのうち

にない。

2わたしの子たちよ。これらのことを書きおくるのは、
あなたがたが罪を犯さないようになるためである。も

し、罪を犯す者があれば、父のみもとには、わたしたち

のために助け主、すなわち、義なるイエス・キリストが

おられる。 2彼は、わたしたちの罪のための、あがない

の供え物である。ただ、わたしたちの罪のためばかりで

はなく、全世界の罪のためである。 3もし、わたしたち

が彼の戒めを守るならば、それによって彼を知っている

ことを悟るのである。 4「彼を知っている」と言いなが

ら、その戒めを守らない者は、偽り者であって、真理は

その人のうちにない。 5しかし、彼の御言を守る者があ

れば、その人のうちに、神の愛が真に全うされるのであ

る。それによって、わたしたちが彼にあることを知るの

である。 6「彼におる」と言う者は、彼が歩かれたよう

に、その人自身も歩くべきである。 7愛する者たちよ。

わたしがあなたがたに書きおくるのは、新しい戒めでは

なく、あなたがたが初めから受けていた古い戒めである

。その古い戒めとは、あなたがたがすでに聞いた御言で

ある。 8しかも、新しい戒めを、あなたがたに書きおく

るのである。そして、それは、彼にとってもあなたがた

にとっても、真理なのである。なぜなら、やみは過ぎ去

り、まことの光がすでに輝いているからである。 9「光

の中にいる」と言いながら、その兄弟を憎む者は、今な

お、やみの中にいるのである。 10兄弟を愛する者は、光

におるのであって、つまずくことはない。 11兄弟を憎む

者は、やみの中におり、やみの中を歩くのであって、自

分ではどこへ行くのかわからない。やみが彼の目を見え

なくしたからである。 12子たちよ。あなたがたにこれを

書きおくるのは、御名のゆえに、あなたがたの多くの罪

がゆるされたからである。 13父たちよ。あなたがたに書

きおくるのは、あなたがたが、初めからいますかたを知

ったからである。若者たちよ。あなたがたに書きおくる

のは、あなたがたが、悪しき者にうち勝ったからである

。 14子供たちよ。あなたがたに書きおくったのは、あな

たがたが父を知ったからである。父たちよ。あなたがた

に書きおくったのは、あなたがたが、初めからいますか

たを知ったからである。若者たちよ。あなたがたに書き

おくったのは、あなたがたが強い者であり、神の言があ

なたがたに宿り、そして、あなたがたが悪しき者にうち

勝ったからである。 15世と世にあるものとを、愛しては

いけない。もし、世を愛する者があれば、父の愛は彼の

うちにない。 16すべて世にあるもの、すなわち、肉の欲

、目の欲、持ち物の誇は、父から出たものではなく、世

から出たものである。 17世と世の欲とは過ぎ去る。しか

し、神の御旨を行う者は、永遠にながらえる。 (aiōn g165)

18子供たちよ。今は終りの時である。あなたがたがかね

て反キリストが来ると聞いていたように、今や多くの反

キリストが現れてきた。それによって今が終りの時であ

ることを知る。 19彼らはわたしたちから出て行った。し

かし、彼らはわたしたちに属する者ではなかったのであ

る。もし属する者であったなら、わたしたちと一緒にと

どまっていたであろう。しかし、出て行ったのは、元来

、彼らがみなわたしたちに属さない者であることが、明

らかにされるためである。 20しかし、あなたがたは聖な

る者に油を注がれているので、あなたがたすべてが、そ

のことを知っている。 21わたしが書きおくったのは、あ

なたがたが真理を知らないからではなく、それを知って

いるからであり、また、すべての偽りは真理から出るも

のでないことを、知っているからである。 22偽り者とは

、だれであるか。イエスのキリストであることを否定す

る者ではないか。父と御子とを否定する者は、反キリス

トである。 23御子を否定する者は父を持たず、御子を告

白する者は、また父をも持つのである。 24初めから聞い

たことが、あなたがたのうちに、とどまるようにしなさ

い。初めから聞いたことが、あなたがたのうちにとどま

っておれば、あなたがたも御子と父とのうちに、とどま

ることになる。 25これが、彼自らわたしたちに約束され

た約束であって、すなわち、永遠のいのちである。

(aiōnios g166) 26わたしは、あなたがたを惑わす者たちにつ

いて、これらのことを書きおくった。 27あなたがたのう

ちには、キリストからいただいた油がとどまっているの

で、だれにも教えてもらう必要はない。この油が、すべ

てのことをあなたがたに教える。それはまことであって

、偽りではないから、その油が教えたように、あなたが

たは彼のうちにとどまっていなさい。 28そこで、子たち

よ。キリストのうちにとどまっていなさい。それは、彼

が現れる時に、確信を持ち、その来臨に際して、みまえ

に恥じいることがないためである。 29彼の義なるかたで

あることがわかれば、義を行う者はみな彼から生れたも

のであることを、知るであろう。

3わたしたちが神の子と呼ばれるためには、どんなに大
きな愛を父から賜わったことか、よく考えてみなさい

。わたしたちは、すでに神の子なのである。世がわたし
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たちを知らないのは、父を知らなかったからである。 2

愛する者たちよ。わたしたちは今や神の子である。しか

し、わたしたちがどうなるのか、まだ明らかではない。

彼が現れる時、わたしたちは、自分たちが彼に似るもの

となることを知っている。そのまことの御姿を見るから

である。 3彼についてこの望みをいだいている者は皆、

彼がきよくあられるように、自らをきよくする。 4すべ

て罪を犯す者は、不法を行う者である。罪は不法である

。 5あなたがたが知っているとおり、彼は罪をとり除く

ために現れたのであって、彼にはなんらの罪がない。 6

すべて彼におる者は、罪を犯さない。すべて罪を犯す者

は彼を見たこともなく、知ったこともない者である。 7

子たちよ。だれにも惑わされてはならない。彼が義人で

あると同様に、義を行う者は義人である。 8罪を犯す者

は、悪魔から出た者である。悪魔は初めから罪を犯して

いるからである。神の子が現れたのは、悪魔のわざを滅

ぼしてしまうためである。 9すべて神から生れた者は、

罪を犯さない。神の種が、その人のうちにとどまってい

るからである。また、その人は、神から生れた者である

から、罪を犯すことができない。 10神の子と悪魔の子と

の区別は、これによって明らかである。すなわち、すべ

て義を行わない者は、神から出た者ではない。兄弟を愛

さない者も、同様である。 11わたしたちは互に愛し合う

べきである。これが、あなたがたの初めから聞いていた

おとずれである。 12カインのようになってはいけない。

彼は悪しき者から出て、その兄弟を殺したのである。な

ぜ兄弟を殺したのか。彼のわざが悪く、その兄弟のわざ

は正しかったからである。 13兄弟たちよ。世があなたが

たを憎んでも、驚くには及ばない。 14わたしたちは、兄

弟を愛しているので、死からいのちへ移ってきたことを

、知っている。愛さない者は、死のうちにとどまってい

る。 15あなたがたが知っているとおり、すべて兄弟を憎

む者は人殺しであり、人殺しはすべて、そのうちに永遠

のいのちをとどめてはいない。 (aiōnios g166) 16主は、わ

たしたちのためにいのちを捨てて下さった。それによっ

て、わたしたちは愛ということを知った。それゆえに、

わたしたちもまた、兄弟のためにいのちを捨てるべきで

ある。 17世の富を持っていながら、兄弟が困っているの

を見て、あわれみの心を閉じる者には、どうして神の愛

が、彼のうちにあろうか。 18子たちよ。わたしたちは言

葉や口先だけで愛するのではなく、行いと真実とをもっ

て愛し合おうではないか。 19それによって、わたしたち

が真理から出たものであることがわかる。そして、神の

みまえに心を安んじていよう。 20なぜなら、たといわた

したちの心に責められるようなことがあっても、神はわ

たしたちの心よりも大いなるかたであって、すべてをご

存じだからである。 21愛する者たちよ。もし心に責めら

れるようなことがなければ、わたしたちは神に対して確

信を持つことができる。 22そして、願い求めるものは、

なんでもいただけるのである。それは、わたしたちが神

の戒めを守り、みこころにかなうことを、行っているか

らである。 23その戒めというのは、神の子イエス・キリ

ストの御名を信じ、わたしたちに命じられたように、互

に愛し合うべきことである。 24神の戒めを守る人は、神

におり、神もまたその人にいます。そして、神がわたし

たちのうちにいますことは、神がわたしたちに賜わった

御霊によって知るのである。

4愛する者たちよ。すべての霊を信じることはしないで
、それらの霊が神から出たものであるかどうか、ため

しなさい。多くのにせ預言者が世に出てきているからで

ある。 2あなたがたは、こうして神の霊を知るのである

。すなわち、イエス・キリストが肉体をとってこられた

ことを告白する霊は、すべて神から出ているものであり

、 3イエスを告白しない霊は、すべて神から出ているも

のではない。これは、反キリストの霊である。あなたが

たは、それが来るとかねて聞いていたが、今やすでに世

にきている。 4子たちよ。あなたがたは神から出た者で

あって、彼らにうち勝ったのである。あなたがたのうち

にいますのは、世にある者よりも大いなる者なのである

。 5彼らは世から出たものである。だから、彼らは世の

ことを語り、世も彼らの言うことを聞くのである。 6し

かし、わたしたちは神から出たものである。神を知って

いる者は、わたしたちの言うことを聞き、神から出ない

者は、わたしたちの言うことを聞かない。これによって

、わたしたちは、真理の霊と迷いの霊との区別を知るの

である。 7愛する者たちよ。わたしたちは互に愛し合お

うではないか。愛は、神から出たものなのである。すべ

て愛する者は、神から生れた者であって、神を知ってい

る。 8愛さない者は、神を知らない。神は愛である。 9

神はそのひとり子を世につかわし、彼によってわたした

ちを生きるようにして下さった。それによって、わたし

たちに対する神の愛が明らかにされたのである。 10わた

したちが神を愛したのではなく、神がわたしたちを愛し

て下さって、わたしたちの罪のためにあがないの供え物

として、御子をおつかわしになった。ここに愛がある。

11愛する者たちよ。神がこのようにわたしたちを愛して

下さったのであるから、わたしたちも互に愛し合うべき

である。 12神を見た者は、まだひとりもいない。もしわ

たしたちが互に愛し合うなら、神はわたしたちのうちに

いまし、神の愛がわたしたちのうちに全うされるのであ

る。 13神が御霊をわたしたちに賜わったことによって、

わたしたちが神におり、神がわたしたちにいますことを

知る。 14わたしたちは、父が御子を世の救主としておつ

かわしになったのを見て、そのあかしをするのである。

15もし人が、イエスを神の子と告白すれば、神はその人

のうちにいまし、その人は神のうちにいるのである。 16

わたしたちは、神がわたしたちに対して持っておられる

愛を知り、かつ信じている。神は愛である。愛のうちに

いる者は、神におり、神も彼にいます。 17わたしたちも

この世にあって彼のように生きているので、さばきの日

に確信を持って立つことができる。そのことによって、

愛がわたしたちに全うされているのである。 18愛には恐

れがない。完全な愛は恐れをとり除く。恐れには懲らし

めが伴い、かつ恐れる者には、愛が全うされていないか

らである。 19わたしたちが愛し合うのは、神がまずわた

したちを愛して下さったからである。 20「神を愛してい

る」と言いながら兄弟を憎む者は、偽り者である。現に

見ている兄弟を愛さない者は、目に見えない神を愛する

ことはできない。 21神を愛する者は、兄弟をも愛すべき

である。この戒めを、わたしたちは神から授かっている

。

5すべてイエスのキリストであることを信じる者は、神
から生れた者である。すべて生んで下さったかたを愛

する者は、そのかたから生れた者をも愛するのである。



ヨハネの手紙第一671

2神を愛してその戒めを行えば、それによってわたした

ちは、神の子たちを愛していることを知るのである。 3

神を愛するとは、すなわち、その戒めを守ることである

。そして、その戒めはむずかしいものではない。 4なぜ

なら、すべて神から生れた者は、世に勝つからである。

そして、わたしたちの信仰こそ、世に勝たしめた勝利の

力である。 5世に勝つ者はだれか。イエスを神の子と信

じる者ではないか。 6このイエス・キリストは、水と血

とをとおってこられたかたである。水によるだけではな

く、水と血とによってこられたのである。そのあかしを

するものは、御霊である。御霊は真理だからである。 7

あかしをするものが、三つある。 8御霊と水と血とであ

る。そして、この三つのものは一致する。 9わたしたち

は人間のあかしを受けいれるが、しかし、神のあかしは

さらにまさっている。神のあかしというのは、すなわち

、御子について立てられたあかしである。 10神の子を信

じる者は、自分のうちにこのあかしを持っている。神を

信じない者は、神を偽り者とする。神が御子についてあ

かしせられたそのあかしを、信じていないからである。

11そのあかしとは、神が永遠のいのちをわたしたちに賜

わり、かつ、そのいのちが御子のうちにあるということ

である。 (aiōnios g166) 12御子を持つ者はいのちを持ち、

神の御子を持たない者はいのちを持っていない。 13これ

らのことをあなたがたに書きおくったのは、神の子の御

名を信じるあなたがたに、永遠のいのちを持っているこ

とを、悟らせるためである。 (aiōnios g166) 14わたしたち

が神に対していだいている確信は、こうである。すなわ

ち、わたしたちが何事でも神の御旨に従って願い求める

なら、神はそれを聞きいれて下さるということである。

15そして、わたしたちが願い求めることは、なんでも聞

きいれて下さるとわかれば、神に願い求めたことはすで

にかなえられたことを、知るのである。 16もしだれかが

死に至ることのない罪を犯している兄弟を見たら、神に

願い求めなさい。そうすれば神は、死に至ることのない

罪を犯している人々には、いのちを賜わるであろう。死

に至る罪がある。これについては、願い求めよ、とは言

わない。 17不義はすべて、罪である。しかし、死に至る

ことのない罪もある。 18すべて神から生れた者は罪を犯

さないことを、わたしたちは知っている。神から生れた

かたが彼を守っていて下さるので、悪しき者が手を触れ

るようなことはない。 19また、わたしたちは神から出た

者であり、全世界は悪しき者の配下にあることを、知っ

ている。 20さらに、神の子がきて、真実なかたを知る知

力をわたしたちに授けて下さったことも、知っている。

そして、わたしたちは、真実なかたにおり、御子イエス

・キリストにおるのである。このかたは真実な神であり

、永遠のいのちである。 (aiōnios g166) 21子たちよ。気を

つけて、偶像を避けなさい。
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ヨハネの手紙第二

1長老のわたしから、真実に愛している選ばれた婦人と
その子たちへ。あなたがたを愛しているのは、わたし

だけではなく、真理を知っている者はみなそうである。

2それは、わたしたちのうちにあり、また永遠に共にあ

るべき真理によるのである。 (aiōn g165) 3父なる神および

父の御子イエス・キリストから、恵みとあわれみと平安

とが、真理と愛のうちにあって、わたしたちと共にある

ように。 4あなたの子供たちのうちで、わたしたちが父

から受けた戒めどおりに、真理のうちを歩いている者が

あるのを見て、わたしは非常に喜んでいる。 5婦人よ。

ここにお願いしたいことがある。それは、新しい戒めを

書くわけではなく、初めから持っていた戒めなのである

が、わたしたちは、みんな互に愛し合おうではないか。

6父の戒めどおりに歩くことが、すなわち、愛であり、

あなたがたが初めから聞いてきたとおりに愛のうちを歩

くことが、すなわち、戒めなのである。 7なぜなら、イ

エス・キリストが肉体をとってこられたことを告白しな

いで人を惑わす者が、多く世にはいってきたからである

。そういう者は、惑わす者であり、反キリストである。

8よく注意して、わたしたちの働いて得た成果を失うこ

とがなく、豊かな報いを受けられるようにしなさい。 9

すべてキリストの教をとおり過ごして、それにとどまら

ない者は、神を持っていないのである。その教にとどま

っている者は、父を持ち、また御子をも持つ。 10この教

を持たずにあなたがたのところに来る者があれば、その

人を家に入れることも、あいさつすることもしてはいけ

ない。 11そのような人にあいさつする者は、その悪い行

いにあずかることになるからである。 12あなたがたに書

きおくることはたくさんあるが、紙と墨とで書くことは

すまい。むしろ、あなたがたのところに行き、直接はな

し合って、共に喜びに満ちあふれたいものである。 13選

ばれたあなたの姉妹の子供たちが、あなたによろしく。
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ヨハネの手紙第三

1長老のわたしから、真実に愛している親愛なるガイオ
へ。 2愛する者よ。あなたのたましいがいつも恵まれ

ていると同じく、あなたがすべてのことに恵まれ、また

すこやかであるようにと、わたしは祈っている。 3兄弟

たちがきて、あなたが真理に生きていることを、あかし

してくれたので、ひじょうに喜んでいる。事実、あなた

は真理のうちを歩いているのである。 4わたしの子供た

ちが真理のうちを歩いていることを聞く以上に、大きい

喜びはない。 5愛する者よ。あなたが、兄弟たち、しか

も旅先にある者につくしていることは、みな真実なわざ

である。 6彼らは、諸教会で、あなたの愛についてあか

しをした。それらの人々を、神のみこころにかなうよう

に送り出してくれたら、それは願わしいことである。 7

彼らは、御名のために旅立った者であって、異邦人から

は何も受けていない。 8それだから、わたしたちは、真

理のための同労者となるように、こういう人々を助けね

ばならない。 9わたしは少しばかり教会に書きおくって

おいたが、みんなのかしらになりたがっているデオテレ

ペスが、わたしたちを受けいれてくれない。 10だから、

わたしがそちらへ行った時、彼のしわざを指摘しようと

思う。彼は口ぎたなくわたしたちをののしり、そればか

りか、兄弟たちを受けいれようともせず、受けいれよう

とする人たちを妨げて、教会から追い出している。 11愛

する者よ。悪にならわないで、善にならいなさい。善を

行う者は神から出た者であり、悪を行う者は神を見たこ

とのない者である。 12デメテリオについては、あらゆる

人も、また真理そのものも、証明している。わたしたち

も証明している。そして、あなたが知っているとおり、

わたしたちの証明は真実である。 13あなたに書きおくり

たいことはたくさんあるが、墨と筆とで書くことはすま

い。 14すぐにでもあなたに会って、直接はなし合いたい

ものである。 平安が、あなたにあるように。友人たちか

ら、あなたによろしく。友人たちひとりびとりに、よろ

しく。
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ユダの手紙

1イエス・キリストの僕またヤコブの兄弟であるユダか
ら、父なる神に愛され、イエス・キリストに守られて

いる召された人々へ。 2あわれみと平安と愛とが、あな

たがたに豊かに加わるように。 3愛する者たちよ。わた

したちが共にあずかっている救について、あなたがたに

書きおくりたいと心から願っていたので、聖徒たちによ

って、ひとたび伝えられた信仰のために戦うことを勧め

るように、手紙をおくる必要を感じるに至った。 4その

わけは、不信仰な人々がしのび込んできて、わたしたち

の神の恵みを放縦な生活に変え、唯一の君であり、わた

したちの主であるイエス・キリストを否定しているから

である。彼らは、このようなさばきを受けることに、昔

から予告されているのである。 5あなたがたはみな、じ

ゅうぶんに知っていることではあるが、主が民をエジプ

トの地から救い出して後、不信仰な者を滅ぼされたこと

を、思い起してもらいたい。 6主は、自分たちの地位を

守ろうとはせず、そのおるべき所を捨て去った御使たち

を、大いなる日のさばきのために、永久にしばりつけた

まま、暗やみの中に閉じ込めておかれた。 (aïdios g126) 7

ソドム、ゴモラも、まわりの町々も、同様であって、同

じように淫行にふけり、不自然な肉欲に走ったので、永

遠の火の刑罰を受け、人々の見せしめにされている。

(aiōnios g166) 8しかし、これと同じように、これらの人々

は、夢に迷わされて肉を汚し、権威ある者たちを軽んじ

、栄光ある者たちをそしっている。 9御使のかしらミカ

エルは、モーセの死体について悪魔と論じ争った時、相

手をののしりさばくことはあえてせず、ただ、「主がお

まえを戒めて下さるように」と言っただけであった。 10

しかし、この人々は自分が知りもしないことをそしり、

また、分別のない動物のように、ただ本能的な知識にあ

やまられて、自らの滅亡を招いている。 11彼らはわざわ

いである。彼らはカインの道を行き、利のためにバラム

の惑わしに迷い入り、コラのような反逆をして滅んでし

まうのである。 12彼らは、あなたがたの愛餐に加わるが

、それを汚し、無遠慮に宴会に同席して、自分の腹を肥

やしている。彼らは、いわば、風に吹きまわされる水な

き雲、実らない枯れ果てて、抜き捨てられた秋の木、 13

自分の恥をあわにして出す海の荒波、さまよう星である

。彼らには、まっくらなやみが永久に用意されている。

(aiōn g165) 14アダムから七代目にあたるエノクも彼らにつ

いて預言して言った、「見よ、主は無数の聖徒たちを率

いてこられた。 15それは、すべての者にさばきを行うた

めであり、また、不信心な者が、信仰を無視して犯した

すべての不信心なしわざと、さらに、不信心な罪人が主

にそむいて語ったすべての暴言とを責めるためである」

。 16彼らは不平をならべ、不満を鳴らす者であり、自分

の欲のままに生活し、その口は大言を吐き、利のために

人にへつらう者である。 17愛する者たちよ。わたしたち

の主イエス・キリストの使徒たちが予告した言葉を思い

出しなさい。 18彼らはあなたがたにこう言った、「終り

の時に、あざける者たちがあらわれて、自分の不信心な

欲のままに生活するであろう」。 19彼らは分派をつくる

者、肉に属する者、御霊を持たない者たちである。 20し

かし、愛する者たちよ。あなたがたは、最も神聖な信仰

の上に自らを築き上げ、聖霊によって祈り、 21神の愛の

中に自らを保ち、永遠のいのちを目あてとして、わたし

たちの主イエス・キリストのあわれみを待ち望みなさい

。 (aiōnios g166) 22疑いをいだく人々があれば、彼らをあ

われみ、 23火の中から引き出して救ってやりなさい。ま

た、そのほかの人たちを、おそれの心をもってあわれみ

なさい。しかし、肉に汚れた者に対しては、その下着さ

えも忌みきらいなさい。 24あなたがたを守ってつまずか

ない者とし、また、その栄光のまえに傷なき者として、

喜びのうちに立たせて下さるかた、 25すなわち、わたし

たちの救主なる唯一の神に、栄光、大能、力、権威が、

わたしたちの主イエス・キリストによって、世々の初め

にも、今も、また、世々限りなく、あるように、アァメ

ン。 (aiōn g165)
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ヨハネの黙示録

1イエス・キリストの黙示。この黙示は、神が、すぐに
も起るべきことをその僕たちに示すためキリストに与

え、そして、キリストが、御使をつかわして、僕ヨハネ

に伝えられたものである。 2ヨハネは、神の言とイエス

・キリストのあかしと、すなわち、自分が見たすべての

ことをあかしした。 3この預言の言葉を朗読する者と、

これを聞いて、その中に書かれていることを守る者たち

とは、さいわいである。時が近づいているからである。

4ヨハネからアジヤにある七つの教会へ。今いまし、昔

いまし、やがてきたるべきかたから、また、その御座の

前にある七つの霊から、 5また、忠実な証人、死人の中

から最初に生れた者、地上の諸王の支配者であるイエス

・キリストから、恵みと平安とが、あなたがたにあるよ

うに。わたしたちを愛し、その血によってわたしたちを

罪から解放し、 6わたしたちを、その父なる神のために

、御国の民とし、祭司として下さったかたに、世々限り

なく栄光と権力とがあるように、アァメン。 (aiōn g165) 7

見よ、彼は、雲に乗ってこられる。すべての人の目、こ

とに、彼を刺しとおした者たちは、彼を仰ぎ見るであろ

う。また地上の諸族はみな、彼のゆえに胸を打って嘆く

であろう。しかり、アァメン。 8今いまし、昔いまし、

やがてきたるべき者、全能者にして主なる神が仰せにな

る、「わたしはアルパであり、オメガである」。 9あな

たがたの兄弟であり、共にイエスの苦難と御国と忍耐と

にあずかっている、わたしヨハネは、神の言とイエスの

あかしとのゆえに、パトモスという島にいた。 10ところ

が、わたしは、主の日に御霊に感じた。そして、わたし

のうしろの方で、ラッパのような大きな声がするのを聞

いた。 11その声はこう言った、「あなたが見ていること

を書きものにして、それをエペソ、スミルナ、ペルガモ

、テアテラ、サルデス、ヒラデルヒヤ、ラオデキヤにあ

る七つの教会に送りなさい」。 12そこでわたしは、わた

しに呼びかけたその声を見ようとしてふりむいた。ふり

むくと、七つの金の燭台が目についた。 13それらの燭台

の間に、足までたれた上着を着、胸に金の帯をしめてい

る人の子のような者がいた。 14そのかしらと髪の毛とは

、雪のように白い羊毛に似て真白であり、目は燃える炎

のようであった。 15その足は、炉で精錬されて光り輝く

しんちゅうのようであり、声は大水のとどろきのようで

あった。 16その右手に七つの星を持ち、口からは、鋭い

もろ刃のつるぎがつき出ており、顔は、強く照り輝く太

陽のようであった。 17わたしは彼を見たとき、その足も

とに倒れて死人のようになった。すると、彼は右手をわ

たしの上において言った、「恐れるな。わたしは初めで

あり、終りであり、 18また、生きている者である。わた

しは死んだことはあるが、見よ、世々限りなく生きてい

る者である。そして、死と黄泉とのかぎを持っている。

(aiōn g165, Hadēs g86) 19そこで、あなたの見たこと、現在の

こと、今後起ろうとすることを、書きとめなさい。 20あ

なたがわたしの右手に見た七つの星と、七つの金の燭台

との奥義は、こうである。すなわち、七つの星は七つの

教会の御使であり、七つの燭台は七つの教会である。

2エペソにある教会の御使に、こう書きおくりなさい。
『右の手に七つの星を持つ者、七つの金の燭台の間を

歩く者が、次のように言われる。 2わたしは、あなたの

わざと労苦と忍耐とを知っている。また、あなたが、悪

い者たちをゆるしておくことができず、使徒と自称して

はいるが、その実、使徒でない者たちをためしてみて、

にせ者であると見抜いたことも、知っている。 3あなた

は忍耐をし続け、わたしの名のために忍びとおして、弱

り果てることがなかった。 4しかし、あなたに対して責

むべきことがある。あなたは初めの愛から離れてしまっ

た。 5そこで、あなたはどこから落ちたかを思い起し、

悔い改めて初めのわざを行いなさい。もし、そうしない

で悔い改めなければ、わたしはあなたのところにきて、

あなたの燭台をその場所から取りのけよう。 6しかし、

こういうことはある、あなたはニコライ宗の人々のわざ

を憎んでおり、わたしもそれを憎んでいる。 7耳のある

者は、御霊が諸教会に言うことを聞くがよい。勝利を得

る者には、神のパラダイスにあるいのちの木の実を食べ

ることをゆるそう』。 8スミルナにある教会の御使に、

こう書きおくりなさい。『初めであり、終りである者、

死んだことはあるが生き返った者が、次のように言われ

る。 9わたしは、あなたの苦難や、貧しさを知っている

（しかし実際は、あなたは富んでいるのだ）。また、ユ

ダヤ人と自称してはいるが、その実ユダヤ人でなくてサ

タンの会堂に属する者たちにそしられていることも、わ

たしは知っている。 10あなたの受けようとする苦しみを

恐れてはならない。見よ、悪魔が、あなたがたのうちの

ある者をためすために、獄に入れようとしている。あな

たがたは十日の間、苦難にあうであろう。死に至るまで

忠実であれ。そうすれば、いのちの冠を与えよう。 11耳

のある者は、御霊が諸教会に言うことを聞くがよい。勝

利を得る者は、第二の死によって滅ぼされることはない

』。 12ペルガモにある教会の御使に、こう書きおくりな

さい。『鋭いもろ刃のつるぎを持っているかたが、次の

ように言われる。 13わたしはあなたの住んでいる所を知

っている。そこにはサタンの座がある。あなたは、わた

しの名を堅く持ちつづけ、わたしの忠実な証人アンテパ

スがサタンの住んでいるあなたがたの所で殺された時で

さえ、わたしに対する信仰を捨てなかった。 14しかし、

あなたに対して責むべきことが、少しばかりある。あな

たがたの中には、現にバラムの教を奉じている者がある

。バラムは、バラクに教え込み、イスラエルの子らの前

に、つまずきになるものを置かせて、偶像にささげたも

のを食べさせ、また不品行をさせたのである。 15同じよ

うに、あなたがたの中には、ニコライ宗の教を奉じてい

る者もいる。 16だから、悔い改めなさい。そうしないと

、わたしはすぐにあなたのところに行き、わたしの口の

つるぎをもって彼らと戦おう。 17耳のある者は、御霊が

諸教会に言うことを聞くがよい。勝利を得る者には、隠

されているマナを与えよう。また、白い石を与えよう。

この石の上には、これを受ける者のほかだれも知らない

新しい名が書いてある』。 18テアテラにある教会の御使

に、こう書きおくりなさい。『燃える炎のような目と光

り輝くしんちゅうのような足とを持った神の子が、次の

ように言われる。 19わたしは、あなたのわざと、あなた

の愛と信仰と奉仕と忍耐とを知っている。また、あなた

の後のわざが、初めのよりもまさっていることを知って

いる。 20しかし、あなたに対して責むべきことがある。

あなたは、あのイゼベルという女を、そのなすがままに

させている。この女は女預言者と自称し、わたしの僕た

ちを教え、惑わして、不品行をさせ、偶像にささげたも
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のを食べさせている。 21わたしは、この女に悔い改める

おりを与えたが、悔い改めてその不品行をやめようとは

しない。 22見よ、わたしはこの女を病の床に投げ入れる

。この女と姦淫する者をも、悔い改めて彼女のわざから

離れなければ、大きな患難の中に投げ入れる。 23また、

この女の子供たちをも打ち殺そう。こうしてすべての教

会は、わたしが人の心の奥底までも探り知る者であるこ

とを悟るであろう。そしてわたしは、あなたがたひとり

びとりのわざに応じて報いよう。 24また、テアテラにい

るほかの人たちで、まだあの女の教を受けておらず、サ

タンの、いわゆる「深み」を知らないあなたがたに言う

。わたしは別にほかの重荷を、あなたがたに負わせるこ

とはしない。 25ただ、わたしが来る時まで、自分の持っ

ているものを堅く保っていなさい。 26勝利を得る者、わ

たしのわざを最後まで持ち続ける者には、諸国民を支配

する権威を授ける。 27彼は鉄のつえをもって、ちょうど

土の器を砕くように、彼らを治めるであろう。それは、

わたし自身が父から権威を受けて治めるのと同様である

。 28わたしはまた、彼に明けの明星を与える。 29耳の

ある者は、御霊が諸教会に言うことを聞くがよい』。

3サルデスにある教会の御使に、こう書きおくりなさい
。『神の七つの霊と七つの星とを持つかたが、次のよ

うに言われる。わたしはあなたのわざを知っている。す

なわち、あなたは、生きているというのは名だけで、実

は死んでいる。 2目をさましていて、死にかけている残

りの者たちを力づけなさい。わたしは、あなたのわざが

、わたしの神のみまえに完全であるとは見ていない。 3

だから、あなたが、どのようにして受けたか、また聞い

たかを思い起して、それを守りとおし、かつ悔い改めな

さい。もし目をさましていないなら、わたしは盗人のよ

うに来るであろう。どんな時にあなたのところに来るか

、あなたには決してわからない。 4しかし、サルデスに

はその衣を汚さない人が、数人いる。彼らは白い衣を着

て、わたしと共に歩みを続けるであろう。彼らは、それ

にふさわしい者である。 5勝利を得る者は、このように

白い衣を着せられるのである。わたしは、その名をいの

ちの書から消すようなことを、決してしない。また、わ

たしの父と御使たちの前で、その名を言いあらわそう。

6耳のある者は、御霊が諸教会に言うことを聞くがよい

』。 7ヒラデルヒヤにある教会の御使に、こう書きおく

りなさい。『聖なる者、まことなる者、ダビデのかぎを

持つ者、開けばだれにも閉じられることがなく、閉じれ

ばだれにも開かれることのない者が、次のように言われ

る。 8わたしは、あなたのわざを知っている。見よ、わ

たしは、あなたの前に、だれも閉じることのできない門

を開いておいた。なぜなら、あなたには少ししか力がな

かったにもかかわらず、わたしの言葉を守り、わたしの

名を否まなかったからである。 9見よ、サタンの会堂に

属する者、すなわち、ユダヤ人と自称してはいるが、そ

の実ユダヤ人でなくて、偽る者たちに、こうしよう。見

よ、彼らがあなたの足もとにきて平伏するようにし、そ

して、わたしがあなたを愛していることを、彼らに知ら

せよう。 10忍耐についてのわたしの言葉をあなたが守っ

たから、わたしも、地上に住む者たちをためすために、

全世界に臨もうとしている試錬の時に、あなたを防ぎ守

ろう。 11わたしは、すぐに来る。あなたの冠がだれにも

奪われないように、自分の持っているものを堅く守って

いなさい。 12勝利を得る者を、わたしの神の聖所におけ

る柱にしよう。彼は決して二度と外へ出ることはない。

そして彼の上に、わたしの神の御名と、わたしの神の都

、すなわち、天とわたしの神のみもとから下ってくる新

しいエルサレムの名と、わたしの新しい名とを、書きつ

けよう。 13耳のある者は、御霊が諸教会に言うことを聞

くがよい』。 14ラオデキヤにある教会の御使に、こう書

きおくりなさい。『アァメンたる者、忠実な、まことの

証人、神に造られたものの根源であるかたが、次のよう

に言われる。 15わたしはあなたのわざを知っている。あ

なたは冷たくもなく、熱くもない。むしろ、冷たいか熱

いかであってほしい。 16このように、熱くもなく、冷た

くもなく、なまぬるいので、あなたを口から吐き出そう

。 17あなたは、自分は富んでいる、豊かになった、なん

の不自由もないと言っているが、実は、あなた自身がみ

じめな者、あわれむべき者、貧しい者、目の見えない者

、裸な者であることに気がついていない。 18そこで、あ

なたに勧める。富む者となるために、わたしから火で精

錬された金を買い、また、あなたの裸の恥をさらさない

ため身に着けるように、白い衣を買いなさい。また、見

えるようになるため、目にぬる目薬を買いなさい。 19す

べてわたしの愛している者を、わたしはしかったり、懲

らしめたりする。だから、熱心になって悔い改めなさい

。 20見よ、わたしは戸の外に立って、たたいている。だ

れでもわたしの声を聞いて戸をあけるなら、わたしはそ

の中にはいって彼と食を共にし、彼もまたわたしと食を

共にするであろう。 21勝利を得る者には、わたしと共に

わたしの座につかせよう。それはちょうど、わたしが勝

利を得てわたしの父と共にその御座についたのと同様で

ある。 22耳のある者は、御霊が諸教会に言うことを聞く

がよい』」。

4その後、わたしが見ていると、見よ、開いた門が天に
あった。そして、さきにラッパのような声でわたしに

呼びかけるのを聞いた初めの声が、「ここに上ってきな

さい。そうしたら、これから後に起るべきことを、見せ

てあげよう」と言った。 2すると、たちまち、わたしは

御霊に感じた。見よ、御座が天に設けられており、その

御座にいますかたがあった。 3その座にいますかたは、

碧玉や赤めのうのように見え、また、御座のまわりには

、緑玉のように見えるにじが現れていた。 4また、御座

のまわりには二十四の座があって、二十四人の長老が白

い衣を身にまとい、頭に金の冠をかぶって、それらの座

についていた。 5御座からは、いなずまと、もろもろの

声と、雷鳴とが、発していた。また、七つのともし火が

、御座の前で燃えていた。これらは、神の七つの霊であ

る。 6御座の前は、水晶に似たガラスの海のようであっ

た。御座のそば近くそのまわりには、四つの生き物がい

たが、その前にも後にも、一面に目がついていた。 7第

一の生き物はししのようであり、第二の生き物は雄牛の

ようであり、第三の生き物は人のような顔をしており、

第四の生き物は飛ぶわしのようであった。 8この四つの

生き物には、それぞれ六つの翼があり、その翼のまわり

も内側も目で満ちていた。そして、昼も夜も、絶え間な

くこう叫びつづけていた、「聖なるかな、聖なるかな、

聖なるかな、全能者にして主なる神。昔いまし、今いま

し、やがてきたるべき者」。 9これらの生き物が、御座

にいまし、かつ、世々限りなく生きておられるかたに、
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栄光とほまれとを帰し、また、感謝をささげている時、

(aiōn g165) 10二十四人の長老は、御座にいますかたのみま

えにひれ伏し、世々限りなく生きておられるかたを拝み

、彼らの冠を御座のまえに、投げ出して言った、 (aiōn

g165) 11「われらの主なる神よ、あなたこそは、栄光とほ

まれと力とを受けるにふさわしいかた。あなたは万物を

造られました。御旨によって、万物は存在し、また造ら

れたのであります」。

5わたしはまた、御座にいますかたの右の手に、巻物が
あるのを見た。その内側にも外側にも字が書いてあっ

て、七つの封印で封じてあった。 2また、ひとりの強い

御使が、大声で、「その巻物を開き、封印をとくのにふ

さわしい者は、だれか」と呼ばわっているのを見た。 3

しかし、天にも地にも地の下にも、この巻物を開いて、

それを見ることのできる者は、ひとりもいなかった。 4

巻物を開いてそれを見るのにふさわしい者が見当らない

ので、わたしは激しく泣いていた。 5すると、長老のひ

とりがわたしに言った、「泣くな。見よ、ユダ族のしし

、ダビデの若枝であるかたが、勝利を得たので、その巻

物を開き七つの封印を解くことができる」。 6わたしは

また、御座と四つの生き物との間、長老たちの間に、ほ

ふられたとみえる小羊が立っているのを見た。それに七

つの角と七つの目とがあった。これらの目は、全世界に

つかわされた、神の七つの霊である。 7小羊は進み出て

、御座にいますかたの右の手から、巻物を受けとった。

8巻物を受けとった時、四つの生き物と二十四人の長老

とは、おのおの、立琴と、香の満ちている金の鉢とを手

に持って、小羊の前にひれ伏した。この香は聖徒の祈で

ある。 9彼らは新しい歌を歌って言った、「あなたこそ

は、その巻物を受けとり、封印を解くにふさわしいかた

であります。あなたはほふられ、その血によって、神の

ために、あらゆる部族、国語、民族、国民の中から人々

をあがない、 10わたしたちの神のために、彼らを御国の

民とし、祭司となさいました。彼らは地上を支配するに

至るでしょう」。 11さらに見ていると、御座と生き物と

長老たちとのまわりに、多くの御使たちの声が上がるの

を聞いた。その数は万の幾万倍、千の幾千倍もあって、

12大声で叫んでいた、「ほふられた小羊こそは、力と、

富と、知恵と、勢いと、ほまれと、栄光と、さんびとを

受けるにふさわしい」。 13またわたしは、天と地、地の

下と海の中にあるすべての造られたもの、そして、それ

らの中にあるすべてのものの言う声を聞いた、「御座に

いますかたと小羊とに、さんびと、ほまれと、栄光と、

権力とが、世々限りなくあるように」。 (aiōn g165) 14四

つの生き物はアァメンと唱え、長老たちはひれ伏して礼

拝した。

6小羊がその七つの封印の一つを解いた時、わたしが見
ていると、四つの生き物の一つが、雷のような声で「

きたれ」と呼ぶのを聞いた。 2そして見ていると、見よ

、白い馬が出てきた。そして、それに乗っている者は、

弓を手に持っており、また冠を与えられて、勝利の上に

もなお勝利を得ようとして出かけた。 3小羊が第二の封

印を解いた時、第二の生き物が「きたれ」と言うのを、

わたしは聞いた。 4すると今度は、赤い馬が出てきた。

そして、それに乗っている者は、人々が互に殺し合うよ

うになるために、地上から平和を奪い取ることを許され

、また、大きなつるぎを与えられた。 5また、第三の封

印を解いた時、第三の生き物が「きたれ」と言うのを、

わたしは聞いた。そこで見ていると、見よ、黒い馬が出

てきた。そして、それに乗っている者は、はかりを手に

持っていた。 6すると、わたしは四つの生き物の間から

出て来ると思われる声が、こう言うのを聞いた、「小麦

一ますは一デナリ。大麦三ますも一デナリ。オリブ油と

ぶどう酒とを、そこなうな」。 7小羊が第四の封印を解

いた時、第四の生き物が「きたれ」と言う声を、わたし

は聞いた。 8そこで見ていると、見よ、青白い馬が出て

きた。そして、それに乗っている者の名は「死」と言い

、それに黄泉が従っていた。彼らには、地の四分の一を

支配する権威、および、つるぎと、ききんと、死と、地

の獣らとによって人を殺す権威とが、与えられた。

(Hadēs g86) 9小羊が第五の封印を解いた時、神の言のゆえ

に、また、そのあかしを立てたために、殺された人々の

霊魂が、祭壇の下にいるのを、わたしは見た。 10彼らは

大声で叫んで言った、「聖なる、まことなる主よ。いつ

まであなたは、さばくことをなさらず、また地に住む者

に対して、わたしたちの血の報復をなさらないのですか

」。 11すると、彼らのひとりびとりに白い衣が与えられ

、それから、「彼らと同じく殺されようとする僕仲間や

兄弟たちの数が満ちるまで、もうしばらくの間、休んで

いるように」と言い渡された。 12小羊が第六の封印を解

いた時、わたしが見ていると、大地震が起って、太陽は

毛織の荒布のように黒くなり、月は全面、血のようにな

り、 13天の星は、いちじくのまだ青い実が大風に揺られ

て振り落されるように、地に落ちた。 14天は巻物が巻か

れるように消えていき、すべての山と島とはその場所か

ら移されてしまった。 15地の王たち、高官、千卒長、富

める者、勇者、奴隷、自由人らはみな、ほら穴や山の岩

かげに、身をかくした。 16そして、山と岩とにむかって

言った、「さあ、われわれをおおって、御座にいますか

たの御顔と小羊の怒りとから、かくまってくれ。 17御怒

りの大いなる日が、すでにきたのだ。だれが、その前に

立つことができようか」。

7この後、わたしは四人の御使が地の四すみに立ってい
るのを見た。彼らは地の四方の風をひき止めて、地に

も海にもすべての木にも、吹きつけないようにしていた

。 2また、もうひとりの御使が、生ける神の印を持って

、日の出る方から上って来るのを見た。彼は地と海とを

そこなう権威を授かっている四人の御使にむかって、大

声で叫んで言った、 3「わたしたちの神の僕らの額に、

わたしたちが印をおしてしまうまでは、地と海と木とを

そこなってはならない」。 4わたしは印をおされた者の

数を聞いたが、イスラエルの子らのすべての部族のうち

、印をおされた者は十四万四千人であった。 5ユダの部

族のうち、一万二千人が印をおされ、ルベンの部族のう

ち、一万二千人、ガドの部族のうち、一万二千人、 6ア

セルの部族のうち、一万二千人、ナフタリの部族のうち

、一万二千人、マナセの部族のうち、一万二千人、 7シ

メオンの部族のうち、一万二千人、レビの部族のうち、

一万二千人、イサカルの部族のうち、一万二千人、 8ゼ

ブルンの部族のうち、一万二千人、ヨセフの部族のうち

、一万二千人、ベニヤミンの部族のうち、一万二千人が

印をおされた。 9その後、わたしが見ていると、見よ、

あらゆる国民、部族、民族、国語のうちから、数えきれ
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ないほどの大ぜいの群衆が、白い衣を身にまとい、しゅ

ろの枝を手に持って、御座と小羊との前に立ち、 10大声

で叫んで言った、「救は、御座にいますわれらの神と小

羊からきたる」。 11御使たちはみな、御座と長老たちと

四つの生き物とのまわりに立っていたが、御座の前にひ

れ伏し、神を拝して言った、 12「アァメン、さんび、栄

光、知恵、感謝、ほまれ、力、勢いが、世々限りなく、

われらの神にあるように、アァメン」。 (aiōn g165) 13長

老たちのひとりが、わたしにむかって言った、「この白

い衣を身にまとっている人々は、だれか。また、どこか

らきたのか」。 14わたしは彼に答えた、「わたしの主よ

、それはあなたがご存じです」。すると、彼はわたしに

言った、「彼らは大きな患難をとおってきた人たちであ

って、その衣を小羊の血で洗い、それを白くしたのであ

る。 15それだから彼らは、神の御座の前におり、昼も夜

もその聖所で神に仕えているのである。御座にいますか

たは、彼らの上に幕屋を張って共に住まわれるであろう

。 16彼らは、もはや飢えることがなく、かわくこともな

い。太陽も炎暑も、彼らを侵すことはない。 17御座の正

面にいます小羊は彼らの牧者となって、いのちの水の泉

に導いて下さるであろう。また神は、彼らの目から涙を

ことごとくぬぐいとって下さるであろう」。

8小羊が第七の封印を解いた時、半時間ばかり天に静け
さがあった。 2それからわたしは、神のみまえに立っ

ている七人の御使を見た。そして、七つのラッパが彼ら

に与えられた。 3また、別の御使が出てきて、金の香炉

を手に持って祭壇の前に立った。たくさんの香が彼に与

えられていたが、これは、すべての聖徒の祈に加えて、

御座の前の金の祭壇の上にささげるためのものであった

。 4香の煙は、御使の手から、聖徒たちの祈と共に神の

みまえに立ちのぼった。 5御使はその香炉をとり、これ

に祭壇の火を満たして、地に投げつけた。すると、多く

の雷鳴と、もろもろの声と、いなずまと、地震とが起っ

た。 6そこで、七つのラッパを持っている七人の御使が

、それを吹く用意をした。 7第一の御使が、ラッパを吹

き鳴らした。すると、血のまじった雹と火とがあらわれ

て、地上に降ってきた。そして、地の三分の一が焼け、

木の三分の一が焼け、また、すべての青草も焼けてしま

った。 8第二の御使が、ラッパを吹き鳴らした。すると

、火の燃えさかっている大きな山のようなものが、海に

投げ込まれた。そして、海の三分の一は血となり、 9海

の中の造られた生き物の三分の一は死に、舟の三分の一

がこわされてしまった。 10第三の御使が、ラッパを吹き

鳴らした。すると、たいまつのように燃えている大きな

星が、空から落ちてきた。そしてそれは、川の三分の一

とその水源との上に落ちた。 11この星の名は「苦よもぎ

」と言い、水の三分の一が「苦よもぎ」のように苦くな

った。水が苦くなったので、そのために多くの人が死ん

だ。 12第四の御使が、ラッパを吹き鳴らした。すると、

太陽の三分の一と、月の三分の一と、星の三分の一とが

打たれて、これらのものの三分の一は暗くなり、昼の三

分の一は明るくなくなり、夜も同じようになった。 13ま

た、わたしが見ていると、一羽のわしが中空を飛び、大

きな声でこう言うのを聞いた、「ああ、わざわいだ、わ

ざわいだ、地に住む人々は、わざわいだ。なお三人の御

使がラッパを吹き鳴らそうとしている」。

9第五の御使が、ラッパを吹き鳴らした。するとわたし
は、一つの星が天から地に落ちて来るのを見た。この

星に、底知れぬ所の穴を開くかぎが与えられた。 (Abyssos

g12) 2そして、この底知れぬ所の穴が開かれた。すると

、その穴から煙が大きな炉の煙のように立ちのぼり、そ

の穴の煙で、太陽も空気も暗くなった。 (Abyssos g12) 3そ

の煙の中から、いなごが地上に出てきたが、地のさそり

が持っているような力が、彼らに与えられた。 4彼らは

、地の草やすべての青草、またすべての木をそこなって

はならないが、額に神の印がない人たちには害を加えて

もよいと、言い渡された。 5彼らは、人間を殺すことは

しないで、五か月のあいだ苦しめることだけが許された

。彼らの与える苦痛は、人がさそりにさされる時のよう

な苦痛であった。 6その時には、人々は死を求めても与

えられず、死にたいと願っても、死は逃げて行くのであ

る。 7これらのいなごは、出陣の用意のととのえられた

馬によく似ており、その頭には金の冠のようなものをつ

け、その顔は人間の顔のようであり、 8また、そのかみ

の毛は女のかみのようであり、その歯はししの歯のよう

であった。 9また、鉄の胸当のような胸当をつけており

、その羽の音は、馬に引かれて戦場に急ぐ多くの戦車の

響きのようであった。 10その上、さそりのような尾と針

とを持っている。その尾には、五か月のあいだ人間をそ

こなう力がある。 11彼らは、底知れぬ所の使を王にいた

だいており、その名をヘブル語でアバドンと言い、ギリ

シヤ語ではアポルオンと言う。 (Abyssos g12) 12第一のわ

ざわいは、過ぎ去った。見よ、この後、なお二つのわざ

わいが来る。 13第六の御使が、ラッパを吹き鳴らした。

すると、一つの声が、神のみまえにある金の祭壇の四つ

の角から出て、 14ラッパを持っている第六の御使にこう

呼びかけるのを、わたしは聞いた。「大ユウフラテ川の

ほとりにつながれている四人の御使を、解いてやれ」。

15すると、その時、その日、その月、その年に備えてお

かれた四人の御使が、人間の三分の一を殺すために、解

き放たれた。 16騎兵隊の数は二億であった。わたしはそ

の数を聞いた。 17そして、まぼろしの中で、それらの馬

とそれに乗っている者たちとを見ると、乗っている者た

ちは、火の色と青玉色と硫黄の色の胸当をつけていた。

そして、それらの馬の頭はししの頭のようであって、そ

の口から火と煙と硫黄とが、出ていた。 18この三つの災

害、すなわち、彼らの口から出て来る火と煙と硫黄とに

よって、人間の三分の一は殺されてしまった。 19馬の力

はその口と尾とにある。その尾はへびに似ていて、それ

に頭があり、その頭で人に害を加えるのである。 20これ

らの災害で殺されずに残った人々は、自分の手で造った

ものについて、悔い改めようとせず、また悪霊のたぐい

や、金、銀、銅、石、木で造られ、見ることも聞くこと

も歩くこともできない偶像を礼拝して、やめようともし

なかった。 21また、彼らは、その犯した殺人や、まじな

いや、不品行や、盗みを悔い改めようとしなかった。

10わたしは、もうひとりの強い御使が、雲に包まれて
、天から降りて来るのを見た。その頭に、にじをい

ただき、その顔は太陽のようで、その足は火の柱のよう

であった。 2彼は、開かれた小さな巻物を手に持ってい

た。そして、右足を海の上に、左足を地の上に踏みおろ

して、 3ししがほえるように大声で叫んだ。彼が叫ぶと

、七つの雷がおのおのその声を発した。 4七つの雷が声
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を発した時、わたしはそれを書きとめようとした。する

と、天から声があって、「七つの雷の語ったことを封印

せよ。それを書きとめるな」と言うのを聞いた。 5それ

から、海と地の上に立っているのをわたしが見たあの御

使は、天にむけて右手を上げ、 6天とその中にあるもの

、地とその中にあるもの、海とその中にあるものを造り

、世々限りなく生きておられるかたをさして誓った、「

もう時がない。 (aiōn g165) 7第七の御使が吹き鳴らすラッ

パの音がする時には、神がその僕、預言者たちにお告げ

になったとおり、神の奥義は成就される」。 8すると、

前に天から聞えてきた声が、またわたしに語って言った

、「さあ行って、海と地との上に立っている御使の手に

開かれている巻物を、受け取りなさい」。 9そこで、わ

たしはその御使のもとに行って、「その小さな巻物を下

さい」と言った。すると、彼は言った、「取って、それ

を食べてしまいなさい。あなたの腹には苦いが、口には

蜜のように甘い」。 10わたしは御使の手からその小さな

巻物を受け取って食べてしまった。すると、わたしの口

には蜜のように甘かったが、それを食べたら、腹が苦く

なった。 11その時、「あなたは、もう一度、多くの民族

、国民、国語、王たちについて、預言せねばならない」

と言う声がした。

11それから、わたしはつえのような測りざおを与えら
れて、こう命じられた、「さあ立って、神の聖所と

祭壇と、そこで礼拝している人々とを、測りなさい。 2

聖所の外の庭はそのままにしておきなさい。それを測っ

てはならない。そこは異邦人に与えられた所だから。彼

らは、四十二か月の間この聖なる都を踏みにじるであろ

う。 3そしてわたしは、わたしのふたりの証人に、荒布

を着て、千二百六十日のあいだ預言することを許そう」

。 4彼らは、全地の主のみまえに立っている二本のオリ

ブの木、また、二つの燭台である。 5もし彼らに害を加

えようとする者があれば、彼らの口から火が出て、その

敵を滅ぼすであろう。もし彼らに害を加えようとする者

があれば、その者はこのように殺されねばならない。 6

預言をしている期間、彼らは、天を閉じて雨を降らせな

いようにする力を持っている。さらにまた、水を血に変

え、何度でも思うままに、あらゆる災害で地を打つ力を

持っている。 7そして、彼らがそのあかしを終えると、

底知れぬ所からのぼって来る獣が、彼らと戦って打ち勝

ち、彼らを殺す。 (Abyssos g12) 8彼らの死体はソドムや、

エジプトにたとえられている大いなる都の大通りにさら

される。彼らの主も、この都で十字架につけられたので

ある。 9いろいろな民族、部族、国語、国民に属する人

々が、三日半の間、彼らの死体をながめるが、その死体

を墓に納めることは許さない。 10地に住む人々は、彼ら

のことで喜び楽しみ、互に贈り物をしあう。このふたり

の預言者は、地に住む者たちを悩ましたからである。 11

三日半の後、いのちの息が、神から出て彼らの中にはい

り、そして、彼らが立ち上がったので、それを見た人々

は非常な恐怖に襲われた。 12その時、天から大きな声が

して、「ここに上ってきなさい」と言うのを、彼らは聞

いた。そして、彼らは雲に乗って天に上った。彼らの敵

はそれを見た。 13この時、大地震が起って、都の十分の

一は倒れ、その地震で七千人が死に、生き残った人々は

驚き恐れて、天の神に栄光を帰した。 14第二のわざわい

は、過ぎ去った。見よ、第三のわざわいがすぐに来る。

15第七の御使が、ラッパを吹き鳴らした。すると、大き

な声々が天に起って言った、「この世の国は、われらの

主とそのキリストとの国となった。主は世々限りなく支

配なさるであろう」。 (aiōn g165) 16そして、神のみまえ

で座についている二十四人の長老は、ひれ伏し、神を拝

して言った、 17「今いまし、昔いませる、全能者にして

主なる神よ。大いなる御力をふるって支配なさったこと

を、感謝します。 18諸国民は怒り狂いましたが、あなた

も怒りをあらわされました。そして、死人をさばき、あ

なたの僕なる預言者、聖徒、小さき者も、大いなる者も

、すべて御名をおそれる者たちに報いを与え、また、地

を滅ぼす者どもを滅ぼして下さる時がきました」。 19そ

して、天にある神の聖所が開けて、聖所の中に契約の箱

が見えた。また、いなずまと、もろもろの声と、雷鳴と

、地震とが起り、大粒の雹が降った。

12また、大いなるしるしが天に現れた。ひとりの女が
太陽を着て、足の下に月を踏み、その頭に十二の星

の冠をかぶっていた。 2この女は子を宿しており、産み

の苦しみと悩みとのために、泣き叫んでいた。 3また、

もう一つのしるしが天に現れた。見よ、大きな、赤い龍

がいた。それに七つの頭と十の角とがあり、その頭に七

つの冠をかぶっていた。 4その尾は天の星の三分の一を

掃き寄せ、それらを地に投げ落した。龍は子を産もうと

している女の前に立ち、生れたなら、その子を食い尽そ

うとかまえていた。 5女は男の子を産んだが、彼は鉄の

つえをもってすべての国民を治めるべき者である。この

子は、神のみもとに、その御座のところに、引き上げら

れた。 6女は荒野へ逃げて行った。そこには、彼女が千

二百六十日のあいだ養われるように、神の用意された場

所があった。 7さて、天では戦いが起った。ミカエルと

その御使たちとが、龍と戦ったのである。龍もその使た

ちも応戦したが、 8勝てなかった。そして、もはや天に

は彼らのおる所がなくなった。 9この巨大な龍、すなわ

ち、悪魔とか、サタンとか呼ばれ、全世界を惑わす年を

経たへびは、地に投げ落され、その使たちも、もろとも

に投げ落された。 10その時わたしは、大きな声が天でこ

う言うのを聞いた、「今や、われらの神の救と力と国と

、神のキリストの権威とは、現れた。われらの兄弟らを

訴える者、夜昼われらの神のみまえで彼らを訴える者は

、投げ落された。 11兄弟たちは、小羊の血と彼らのあか

しの言葉とによって、彼にうち勝ち、死に至るまでもそ

のいのちを惜しまなかった。 12それゆえに、天とその中

に住む者たちよ、大いに喜べ。しかし、地と海よ、おま

えたちはわざわいである。悪魔が、自分の時が短いのを

知り、激しい怒りをもって、おまえたちのところに下っ

てきたからである」。 13龍は、自分が地上に投げ落され

たと知ると、男子を産んだ女を追いかけた。 14しかし、

女は自分の場所である荒野に飛んで行くために、大きな

わしの二つの翼を与えられた。そしてそこでへびからの

がれて、一年、二年、また、半年の間、養われることに

なっていた。 15へびは女の後に水を川のように、口から

吐き出して、女をおし流そうとした。 16しかし、地は女

を助けた。すなわち、地はその口を開いて、龍が口から

吐き出した川を飲みほした。 17龍は、女に対して怒りを

発し、女の残りの子ら、すなわち、神の戒めを守り、イ

エスのあかしを持っている者たちに対して、戦いをいど

むために、出て行った。そして、海の砂の上に立った。
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13わたしはまた、一匹の獣が海から上って来るのを見
た。それには角が十本、頭が七つあり、それらの角

には十の冠があって、頭には神を汚す名がついていた。

2わたしの見たこの獣はひょうに似ており、その足はく

まの足のようで、その口はししの口のようであった。龍

は自分の力と位と大いなる権威とを、この獣に与えた。

3その頭の一つが、死ぬほどの傷を受けたが、その致命

的な傷もなおってしまった。そこで、全地の人々は驚き

おそれて、その獣に従い、 4また、龍がその権威を獣に

与えたので、人々は龍を拝み、さらに、その獣を拝んで

言った、「だれが、この獣に匹敵し得ようか。だれが、

これと戦うことができようか」。 5この獣には、また、

大言を吐き汚しごとを語る口が与えられ、四十二か月の

あいだ活動する権威が与えられた。 6そこで、彼は口を

開いて神を汚し、神の御名と、その幕屋、すなわち、天

に住む者たちとを汚した。 7そして彼は、聖徒に戦いを

いどんでこれに勝つことを許され、さらに、すべての部

族、民族、国語、国民を支配する権威を与えられた。 8

地に住む者で、ほふられた小羊のいのちの書に、その名

を世の初めからしるされていない者はみな、この獣を拝

むであろう。 9耳のある者は、聞くがよい。 10とりこに

なるべき者は、とりこになっていく。つるぎで殺す者は

、自らもつるぎで殺されねばならない。ここに、聖徒た

ちの忍耐と信仰とがある。 11わたしはまた、ほかの獣が

地から上って来るのを見た。それには小羊のような角が

二つあって、龍のように物を言った。 12そして、先の獣

の持つすべての権力をその前で働かせた。また、地と地

に住む人々に、致命的な傷がいやされた先の獣を拝ませ

た。 13また、大いなるしるしを行って、人々の前で火を

天から地に降らせることさえした。 14さらに、先の獣の

前で行うのを許されたしるしで、地に住む人々を惑わし

、かつ、つるぎの傷を受けてもなお生きている先の獣の

像を造ることを、地に住む人々に命じた。 15それから、

その獣の像に息を吹き込んで、その獣の像が物を言うこ

とさえできるようにし、また、その獣の像を拝まない者

をみな殺させた。 16また、小さき者にも、大いなる者に

も、富める者にも、貧しき者にも、自由人にも、奴隷に

も、すべての人々に、その右の手あるいは額に刻印を押

させ、 17この刻印のない者はみな、物を買うことも売る

こともできないようにした。この刻印は、その獣の名、

または、その名の数字のことである。 18ここに、知恵が

必要である。思慮のある者は、獣の数字を解くがよい。

その数字とは、人間をさすものである。そして、その数

字は六百六十六である。

14なお、わたしが見ていると、見よ、小羊がシオンの
山に立っていた。また、十四万四千の人々が小羊と

共におり、その額に小羊の名とその父の名とが書かれて

いた。 2またわたしは、大水のとどろきのような、激し

い雷鳴のような声が、天から出るのを聞いた。わたしの

聞いたその声は、琴をひく人が立琴をひく音のようでも

あった。 3彼らは、御座の前、四つの生き物と長老たち

との前で、新しい歌を歌った。この歌は、地からあがな

われた十四万四千人のほかは、だれも学ぶことができな

かった。 4彼らは、女にふれたことのない者である。彼

らは、純潔な者である。そして、小羊の行く所へは、ど

こへでもついて行く。彼らは、神と小羊とにささげられ

る初穂として、人間の中からあがなわれた者である。 5

彼らの口には偽りがなく、彼らは傷のない者であった。

6わたしは、もうひとりの御使が中空を飛ぶのを見た。

彼は地に住む者、すなわち、あらゆる国民、部族、国語

、民族に宣べ伝えるために、永遠の福音をたずさえてき

て、 (aiōnios g166) 7大声で言った、「神をおそれ、神に栄

光を帰せよ。神のさばきの時がきたからである。天と地

と海と水の源とを造られたかたを、伏し拝め」。 8また

、ほかの第二の御使が、続いてきて言った、「倒れた、

大いなるバビロンは倒れた。その不品行に対する激しい

怒りのぶどう酒を、あらゆる国民に飲ませた者」。 9ほ

かの第三の御使が彼らに続いてきて、大声で言った、「

おおよそ、獣とその像とを拝み、額や手に刻印を受ける

者は、 10神の怒りの杯に混ぜものなしに盛られた、神の

激しい怒りのぶどう酒を飲み、聖なる御使たちと小羊と

の前で、火と硫黄とで苦しめられる。 11その苦しみの煙

は世々限りなく立ちのぼり、そして、獣とその像とを拝

む者、また、だれでもその名の刻印を受けている者は、

昼も夜も休みが得られない。 (aiōn g165) 12ここに、神の

戒めを守り、イエスを信じる信仰を持ちつづける聖徒の

忍耐がある」。 13またわたしは、天からの声がこう言う

のを聞いた、「書きしるせ、『今から後、主にあって死

ぬ死人はさいわいである』」。御霊も言う、「しかり、

彼らはその労苦を解かれて休み、そのわざは彼らについ

ていく」。 14また見ていると、見よ、白い雲があって、

その雲の上に人の子のような者が座しており、頭には金

の冠をいただき、手には鋭いかまを持っていた。 15する

と、もうひとりの御使が聖所から出てきて、雲の上に座

している者にむかって大声で叫んだ、「かまを入れて刈

り取りなさい。地の穀物は全く実り、刈り取るべき時が

きた」。 16雲の上に座している者は、そのかまを地に投

げ入れた。すると、地のものが刈り取られた。 17また、

もうひとりの御使が、天の聖所から出てきたが、彼もま

た鋭いかまを持っていた。 18さらに、もうひとりの御使

で、火を支配する権威を持っている者が、祭壇から出て

きて、鋭いかまを持つ御使にむかい、大声で言った、「

その鋭いかまを地に入れて、地のぶどうのふさを刈り集

めなさい。ぶどうの実がすでに熟しているから」。 19そ

こで、御使はそのかまを地に投げ入れて、地のぶどうを

刈り集め、神の激しい怒りの大きな酒ぶねに投げ込んだ

。 20そして、その酒ぶねが都の外で踏まれた。すると、

血が酒ぶねから流れ出て、馬のくつわにとどくほどにな

り、一千六百丁にわたってひろがった。

15またわたしは、天に大いなる驚くべきほかのしるし
を見た。七人の御使が、最後の七つの災害を携えて

いた。これらの災害で神の激しい怒りがその頂点に達す

るのである。 2またわたしは、火のまじったガラスの海

のようなものを見た。そして、このガラスの海のそばに

、獣とその像とその名の数字とにうち勝った人々が、神

の立琴を手にして立っているのを見た。 3彼らは、神の

僕モーセの歌と小羊の歌とを歌って言った、「全能者に

して主なる神よ。あなたのみわざは、大いなる、また驚

くべきものであります。万民の王よ、あなたの道は正し

く、かつ真実であります。 4主よ、あなたをおそれず、

御名をほめたたえない者が、ありましょうか。あなただ

けが聖なるかたであり、あらゆる国民はきて、あなたを

伏し拝むでしょう。あなたの正しいさばきが、あらわれ

るに至ったからであります」。 5その後、わたしが見て
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いると、天にある、あかしの幕屋の聖所が開かれ、 6そ

の聖所から、七つの災害を携えている七人の御使が、汚

れのない、光り輝く亜麻布を身にまとい、金の帯を胸に

しめて、出てきた。 7そして、四つの生き物の一つが、

世々限りなく生きておられる神の激しい怒りの満ちた七

つの金の鉢を、七人の御使に渡した。 (aiōn g165) 8すると

、聖所は神の栄光とその力とから立ちのぼる煙で満たさ

れ、七人の御使の七つの災害が終ってしまうまでは、だ

れも聖所にはいることができなかった。

16それから、大きな声が聖所から出て、七人の御使に
むかい、「さあ行って、神の激しい怒りの七つの鉢

を、地に傾けよ」と言うのを聞いた。 2そして、第一の

者が出て行って、その鉢を地に傾けた。すると、獣の刻

印を持つ人々と、その像を拝む人々とのからだに、ひど

い悪性のでき物ができた。 3第二の者が、その鉢を海に

傾けた。すると、海は死人の血のようになって、その中

の生き物がみな死んでしまった。 4第三の者がその鉢を

川と水の源とに傾けた。すると、みな血になった。 5そ

れから、水をつかさどる御使がこう言うのを、聞いた、

「今いまし、昔いませる聖なる者よ。このようにお定め

になったあなたは、正しいかたであります。 6聖徒と預

言者との血を流した者たちに、血をお飲ませになりまし

たが、それは当然のことであります」。 7わたしはまた

祭壇がこう言うのを聞いた、「全能者にして主なる神よ

。しかり、あなたのさばきは真実で、かつ正しいさばき

であります」。 8第四の者が、その鉢を太陽に傾けた。

すると、太陽は火で人々を焼くことを許された。 9人々

は、激しい炎熱で焼かれたが、これらの災害を支配する

神の御名を汚し、悔い改めて神に栄光を帰することをし

なかった。 10第五の者が、その鉢を獣の座に傾けた。す

ると、獣の国は暗くなり、人々は苦痛のあまり舌をかみ

、 11その苦痛とでき物とのゆえに、天の神をのろった。

そして、自分の行いを悔い改めなかった。 12第六の者が

、その鉢を大ユウフラテ川に傾けた。すると、その水は

、日の出る方から来る王たちに対し道を備えるために、

かれてしまった。 13また見ると、龍の口から、獣の口か

ら、にせ預言者の口から、かえるのような三つの汚れた

霊が出てきた。 14これらは、しるしを行う悪霊の霊であ

って、全世界の王たちのところに行き、彼らを召集した

が、それは、全能なる神の大いなる日に、戦いをするた

めであった。 15（見よ、わたしは盗人のように来る。裸

のままで歩かないように、また、裸の恥を見られないよ

うに、目をさまし着物を身に着けている者は、さいわい

である。） 16三つの霊は、ヘブル語でハルマゲドンとい

う所に、王たちを召集した。 17第七の者が、その鉢を空

中に傾けた。すると、大きな声が聖所の中から、御座か

ら出て、「事はすでに成った」と言った。 18すると、い

なずまと、もろもろの声と、雷鳴とが起り、また激しい

地震があった。それは人間が地上にあらわれて以来、か

つてなかったようなもので、それほどに激しい地震であ

った。 19大いなる都は三つに裂かれ、諸国民の町々は倒

れた。神は大いなるバビロンを思い起し、これに神の激

しい怒りのぶどう酒の杯を与えられた。 20島々はみな逃

げ去り、山々は見えなくなった。 21また一タラントの重

さほどの大きな雹が、天から人々の上に降ってきた。人

々は、この雹の災害のゆえに神をのろった。その災害が

、非常に大きかったからである。

17それから、七つの鉢を持つ七人の御使のひとりがき
て、わたしに語って言った、「さあ、きなさい。多

くの水の上にすわっている大淫婦に対するさばきを、見

せよう。 2地の王たちはこの女と姦淫を行い、地に住む

人々はこの女の姦淫のぶどう酒に酔いしれている」。 3

御使は、わたしを御霊に感じたまま、荒野へ連れて行っ

た。わたしは、そこでひとりの女が赤い獣に乗っている

のを見た。その獣は神を汚すかずかずの名でおおわれ、

また、それに七つの頭と十の角とがあった。 4この女は

紫と赤の衣をまとい、金と宝石と真珠とで身を飾り、憎

むべきものと自分の姦淫の汚れとで満ちている金の杯を

手に持ち、 5その額には、一つの名がしるされていた。

それは奥義であって、「大いなるバビロン、淫婦どもと

地の憎むべきものらとの母」というのであった。 6わた

しは、この女が聖徒の血とイエスの証人の血に酔いしれ

ているのを見た。この女を見た時、わたしは非常に驚き

あやしんだ。 7すると、御使はわたしに言った、「なぜ

そんなに驚くのか。この女の奥義と、女を乗せている七

つの頭と十の角のある獣の奥義とを、話してあげよう。

8あなたの見た獣は、昔はいたが、今はおらず、そして

、やがて底知れぬ所から上ってきて、ついには滅びに至

るものである。地に住む者のうち、世の初めからいのち

の書に名をしるされていない者たちは、この獣が、昔は

いたが今はおらず、やがて来るのを見て、驚きあやしむ

であろう。 (Abyssos g12) 9ここに、知恵のある心が必要で

ある。七つの頭は、この女のすわっている七つの山であ

り、また、七人の王のことである。 10そのうちの五人は

すでに倒れ、ひとりは今おり、もうひとりは、まだきて

いない。それが来れば、しばらくの間だけおることにな

っている。 11昔はいたが今はいないという獣は、すなわ

ち第八のものであるが、またそれは、かの七人の中のひ

とりであって、ついには滅びに至るものである。 12あな

たの見た十の角は、十人の王のことであって、彼らはま

だ国を受けてはいないが、獣と共に、一時だけ王として

の権威を受ける。 13彼らは心をひとつにしている。そし

て、自分たちの力と権威とを獣に与える。 14彼らは小羊

に戦いをいどんでくるが、小羊は、主の主、王の王であ

るから、彼らにうち勝つ。また、小羊と共にいる召され

た、選ばれた、忠実な者たちも、勝利を得る」。 15御使

はまた、わたしに言った、「あなたの見た水、すなわち

、淫婦のすわっている所は、あらゆる民族、群衆、国民

、国語である。 16あなたの見た十の角と獣とは、この淫

婦を憎み、みじめな者にし、裸にし、彼女の肉を食い、

火で焼き尽すであろう。 17神は、御言が成就する時まで

、彼らの心の中に、御旨を行い、思いをひとつにし、彼

らの支配権を獣に与える思いを持つようにされたからで

ある。 18あなたの見たかの女は、地の王たちを支配する

大いなる都のことである」。

18この後、わたしは、もうひとりの御使が、大いなる
権威を持って、天から降りて来るのを見た。地は彼

の栄光によって明るくされた。 2彼は力強い声で叫んで

言った、「倒れた、大いなるバビロンは倒れた。そして

、それは悪魔の住む所、あらゆる汚れた霊の巣くつ、ま

た、あらゆる汚れた憎むべき鳥の巣くつとなった。 3す

べての国民は、彼女の姦淫に対する激しい怒りのぶどう

酒を飲み、地の王たちは彼女と姦淫を行い、地上の商人

たちは、彼女の極度のぜいたくによって富を得たからで
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ある」。 4わたしはまた、もうひとつの声が天から出る

のを聞いた、「わたしの民よ。彼女から離れ去って、そ

の罪にあずからないようにし、その災害に巻き込まれな

いようにせよ。 5彼女の罪は積り積って天に達しており

、神はその不義の行いを覚えておられる。 6彼女がした

とおりに彼女にし返し、そのしわざに応じて二倍に報復

をし、彼女が混ぜて入れた杯の中に、その倍の量を、入

れてやれ。 7彼女が自ら高ぶり、ぜいたくをほしいまま

にしたので、それに対して、同じほどの苦しみと悲しみ

とを味わわせてやれ。彼女は心の中で『わたしは女王の

位についている者であって、やもめではないのだから、

悲しみを知らない』と言っている。 8それゆえ、さまざ

まの災害が、死と悲しみとききんとが、一日のうちに彼

女を襲い、そして、彼女は火で焼かれてしまう。彼女を

さばく主なる神は、力強いかたなのである。 9彼女と姦

淫を行い、ぜいたくをほしいままにしていた地の王たち

は、彼女が焼かれる火の煙を見て、彼女のために胸を打

って泣き悲しみ、 10彼女の苦しみに恐れをいだき、遠く

に立って言うであろう、『ああ、わざわいだ、大いなる

都、不落の都、バビロンは、わざわいだ。おまえに対す

るさばきは、一瞬にしてきた』。 11また、地の商人たち

も彼女のために泣き悲しむ。もはや、彼らの商品を買う

者が、ひとりもないからである。 12その商品は、金、銀

、宝石、真珠、麻布、紫布、絹、緋布、各種の香木、各

種の象牙細工、高価な木材、銅、鉄、大理石などの器、

13肉桂、香料、香、におい油、乳香、ぶどう酒、オリブ

油、麦粉、麦、牛、羊、馬、車、奴隷、そして人身など

である。 14おまえの心の喜びであったくだものはなくな

り、あらゆるはでな、はなやかな物はおまえから消え去

った。それらのものはもはや見られない。 15これらの品

々を売って、彼女から富を得た商人は、彼女の苦しみに

恐れをいだいて遠くに立ち、泣き悲しんで言う、 16『あ

あ、わざわいだ、麻布と紫布と緋布をまとい、金や宝石

や真珠で身を飾っていた大いなる都は、わざわいだ。 17

これほどの富が、一瞬にして無に帰してしまうとは』。

また、すべての船長、航海者、水夫、すべて海で働いて

いる人たちは、遠くに立ち、 18彼女が焼かれる火の煙を

見て、叫んで言う、『これほどの大いなる都は、どこに

あろう』。 19彼らは頭にちりをかぶり、泣き悲しんで叫

ぶ、『ああ、わざわいだ、この大いなる都は、わざわい

だ。そのおごりによって、海に舟を持つすべての人が富

を得ていたのに、この都も一瞬にして無に帰してしまっ

た』。 20天よ、聖徒たちよ、使徒たちよ、預言者たちよ

。この都について大いに喜べ。神は、あなたがたのため

に、この都をさばかれたのである」。 21すると、ひとり

の力強い御使が、大きなひきうすのような石を持ちあげ

、それを海に投げ込んで言った、「大いなる都バビロン

は、このように激しく打ち倒され、そして、全く姿を消

してしまう。 22また、おまえの中では、立琴をひく者、

歌を歌う者、笛を吹く者、ラッパを吹き鳴らす者の楽の

音は全く聞かれず、あらゆる仕事の職人たちも全く姿を

消し、また、ひきうすの音も、全く聞かれない。 23また

、おまえの中では、あかりもともされず、花婿、花嫁の

声も聞かれない。というのは、おまえの商人たちは地上

で勢力を張る者となり、すべての国民はおまえのまじな

いでだまされ、 24また、預言者や聖徒の血、さらに、地

上で殺されたすべての者の血が、この都で流されたから

である」。

19この後、わたしは天の大群衆が大声で唱えるような
声を聞いた、「ハレルヤ、救と栄光と力とは、われ

らの神のものであり、 2そのさばきは、真実で正しい。

神は、姦淫で地を汚した大淫婦をさばき、神の僕たちの

血の報復を彼女になさったからである」。 3再び声があ

って、「ハレルヤ、彼女が焼かれる火の煙は、世々限り

なく立ちのぼる」と言った。 (aiōn g165) 4すると、二十四

人の長老と四つの生き物とがひれ伏し、御座にいます神

を拝して言った、「アァメン、ハレルヤ」。 5その時、

御座から声が出て言った、「すべての神の僕たちよ、神

をおそれる者たちよ。小さき者も大いなる者も、共に、

われらの神をさんびせよ」。 6わたしはまた、大群衆の

声、多くの水の音、また激しい雷鳴のようなものを聞い

た。それはこう言った、「ハレルヤ、全能者にして主な

るわれらの神は、王なる支配者であられる。 7わたした

ちは喜び楽しみ、神をあがめまつろう。小羊の婚姻の時

がきて、花嫁はその用意をしたからである。 8彼女は、

光り輝く、汚れのない麻布の衣を着ることを許された。

この麻布の衣は、聖徒たちの正しい行いである」。 9そ

れから、御使はわたしに言った、「書きしるせ。小羊の

婚宴に招かれた者は、さいわいである」。またわたしに

言った、「これらは、神の真実の言葉である」。 10そこ

で、わたしは彼の足もとにひれ伏して、彼を拝そうとし

た。すると、彼は言った、「そのようなことをしてはい

けない。わたしは、あなたと同じ僕仲間であり、またイ

エスのあかしびとであるあなたの兄弟たちと同じ僕仲間

である。ただ神だけを拝しなさい。イエスのあかしは、

すなわち預言の霊である」。 11またわたしが見ていると

、天が開かれ、見よ、そこに白い馬がいた。それに乗っ

ているかたは、「忠実で真実な者」と呼ばれ、義によっ

てさばき、また、戦うかたである。 12その目は燃える炎

であり、その頭には多くの冠があった。また、彼以外に

はだれも知らない名がその身にしるされていた。 13彼は

血染めの衣をまとい、その名は「神の言」と呼ばれた。

14そして、天の軍勢が、純白で、汚れのない麻布の衣を

着て、白い馬に乗り、彼に従った。 15その口からは、諸

国民を打つために、鋭いつるぎが出ていた。彼は、鉄の

つえをもって諸国民を治め、また、全能者なる神の激し

い怒りの酒ぶねを踏む。 16その着物にも、そのももにも

、「王の王、主の主」という名がしるされていた。 17ま

た見ていると、ひとりの御使が太陽の中に立っていた。

彼は、中空を飛んでいるすべての鳥にむかって、大声で

叫んだ、「さあ、神の大宴会に集まってこい。 18そして

、王たちの肉、将軍の肉、勇者の肉、馬の肉、馬に乗っ

ている者の肉、また、すべての自由人と奴隷との肉、小

さき者と大いなる者との肉をくらえ」。 19なお見ている

と、獣と地の王たちと彼らの軍勢とが集まり、馬に乗っ

ているかたとその軍勢とに対して、戦いをいどんだ。 20

しかし、獣は捕えられ、また、この獣の前でしるしを行

って、獣の刻印を受けた者とその像を拝む者とを惑わし

たにせ預言者も、獣と共に捕えられた。そして、この両

者とも、生きながら、硫黄の燃えている火の池に投げ込

まれた。 (Limnē Pyr g3041 g4442) 21それ以外の者たちは、馬

に乗っておられるかたの口から出るつるぎで切り殺され

、その肉を、すべての鳥が飽きるまで食べた。

20またわたしが見ていると、ひとりの御使が、底知れ
ぬ所のかぎと大きな鎖とを手に持って、天から降り
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てきた。 (Abyssos g12) 2彼は、悪魔でありサタンである龍

、すなわち、かの年を経たへびを捕えて千年の間つなぎ

おき、 3そして、底知れぬ所に投げ込み、入口を閉じて

その上に封印し、千年の期間が終るまで、諸国民を惑わ

すことがないようにしておいた。その後、しばらくの間

だけ解放されることになっていた。 (Abyssos g12) 4また見

ていると、かず多くの座があり、その上に人々がすわっ

ていた。そして、彼らにさばきの権が与えられていた。

また、イエスのあかしをし神の言を伝えたために首を切

られた人々の霊がそこにおり、また、獣をもその像をも

拝まず、その刻印を額や手に受けることをしなかった人

々がいた。彼らは生きかえって、キリストと共に千年の

間、支配した。 5（それ以外の死人は、千年の期間が終

るまで生きかえらなかった。）これが第一の復活である

。 6この第一の復活にあずかる者は、さいわいな者であ

り、また聖なる者である。この人たちに対しては、第二

の死はなんの力もない。彼らは神とキリストとの祭司と

なり、キリストと共に千年の間、支配する。 7千年の期

間が終ると、サタンはその獄から解放される。 8そして

、出て行き、地の四方にいる諸国民、すなわちゴグ、マ

ゴグを惑わし、彼らを戦いのために召集する。その数は

、海の砂のように多い。 9彼らは地上の広い所に上って

きて、聖徒たちの陣営と愛されていた都とを包囲した。

すると、天から火が下ってきて、彼らを焼き尽した。 10

そして、彼らを惑わした悪魔は、火と硫黄との池に投げ

込まれた。そこには、獣もにせ預言者もいて、彼らは世

々限りなく日夜、苦しめられるのである。 (aiōn g165, Limnē

Pyr g3041 g4442) 11また見ていると、大きな白い御座があり

、そこにいますかたがあった。天も地も御顔の前から逃

げ去って、あとかたもなくなった。 12また、死んでいた

者が、大いなる者も小さき者も共に、御座の前に立って

いるのが見えた。かずかずの書物が開かれたが、もう一

つの書物が開かれた。これはいのちの書であった。死人

はそのしわざに応じ、この書物に書かれていることにし

たがって、さばかれた。 13海はその中にいる死人を出し

、死も黄泉もその中にいる死人を出し、そして、おのお

のそのしわざに応じて、さばきを受けた。 (Hadēs g86) 14

それから、死も黄泉も火の池に投げ込まれた。この火の

池が第二の死である。 (Hadēs g86, Limnē Pyr g3041 g4442) 15こ

のいのちの書に名がしるされていない者はみな、火の池

に投げ込まれた。 (Limnē Pyr g3041 g4442)

21わたしはまた、新しい天と新しい地とを見た。先の
天と地とは消え去り、海もなくなってしまった。 2

また、聖なる都、新しいエルサレムが、夫のために着飾

った花嫁のように用意をととのえて、神のもとを出て、

天から下って来るのを見た。 3また、御座から大きな声

が叫ぶのを聞いた、「見よ、神の幕屋が人と共にあり、

神が人と共に住み、人は神の民となり、神自ら人と共に

いまして、 4人の目から涙を全くぬぐいとって下さる。

もはや、死もなく、悲しみも、叫びも、痛みもない。先

のものが、すでに過ぎ去ったからである」。 5すると、

御座にいますかたが言われた、「見よ、わたしはすべて

のものを新たにする」。また言われた、「書きしるせ。

これらの言葉は、信ずべきであり、まことである」。 6

そして、わたしに仰せられた、「事はすでに成った。わ

たしは、アルパでありオメガである。初めであり終りで

ある。かわいている者には、いのちの水の泉から価なし

に飲ませよう。 7勝利を得る者は、これらのものを受け

継ぐであろう。わたしは彼の神となり、彼はわたしの子

となる。 8しかし、おくびょうな者、信じない者、忌む

べき者、人殺し、姦淫を行う者、まじないをする者、偶

像を拝む者、すべて偽りを言う者には、火と硫黄の燃え

ている池が、彼らの受くべき報いである。これが第二の

死である」。 (Limnē Pyr g3041 g4442) 9最後の七つの災害が

満ちている七つの鉢を持っていた七人の御使のひとりが

きて、わたしに語って言った、「さあ、きなさい。小羊

の妻なる花嫁を見せよう」。 10この御使は、わたしを御

霊に感じたまま、大きな高い山に連れて行き、聖都エル

サレムが、神の栄光のうちに、神のみもとを出て天から

下って来るのを見せてくれた。 11その都の輝きは、高価

な宝石のようであり、透明な碧玉のようであった。 12そ

れには大きな、高い城壁があって、十二の門があり、そ

れらの門には、十二の御使がおり、イスラエルの子らの

十二部族の名が、それに書いてあった。 13東に三つの門

、北に三つの門、南に三つの門、西に三つの門があった

。 14また都の城壁には十二の土台があり、それには小羊

の十二使徒の十二の名が書いてあった。 15わたしに語っ

ていた者は、都とその門と城壁とを測るために、金の測

りざおを持っていた。 16都は方形であって、その長さと

幅とは同じである。彼がその測りざおで都を測ると、一

万二千丁であった。長さと幅と高さとは、いずれも同じ

である。 17また城壁を測ると、百四十四キュビトであっ

た。これは人間の、すなわち、御使の尺度によるのであ

る。 18城壁は碧玉で築かれ、都はすきとおったガラスの

ような純金で造られていた。 19都の城壁の土台は、さま

ざまな宝石で飾られていた。第一の土台は碧玉、第二は

サファイヤ、第三はめのう、第四は緑玉、 20第五は縞め

のう、第六は赤めのう、第七はかんらん石、第八は緑柱

石、第九は黄玉石、第十はひすい、第十一は青玉、第十

二は紫水晶であった。 21十二の門は十二の真珠であり、

門はそれぞれ一つの真珠で造られ、都の大通りは、すき

とおったガラスのような純金であった。 22わたしは、こ

の都の中には聖所を見なかった。全能者にして主なる神

と小羊とが、その聖所なのである。 23都は、日や月がそ

れを照す必要がない。神の栄光が都を明るくし、小羊が

都のあかりだからである。 24諸国民は都の光の中を歩き

、地の王たちは、自分たちの光栄をそこに携えて来る。

25都の門は、終日、閉ざされることはない。そこには夜

がないからである。 26人々は、諸国民の光栄とほまれと

をそこに携えて来る。 27しかし、汚れた者や、忌むべき

こと及び偽りを行う者は、その中に決してはいれない。

はいれる者は、小羊のいのちの書に名をしるされている

者だけである。

22御使はまた、水晶のように輝いているいのちの水の
川をわたしに見せてくれた。この川は、神と小羊と

の御座から出て、 2都の大通りの中央を流れている。川

の両側にはいのちの木があって、十二種の実を結び、そ

の実は毎月みのり、その木の葉は諸国民をいやす。 3の

ろわるべきものは、もはや何ひとつない。神と小羊との

御座は都の中にあり、その僕たちは彼を礼拝し、 4御顔

を仰ぎ見るのである。彼らの額には、御名がしるされて

いる。 5夜は、もはやない。あかりも太陽の光も、いら

ない。主なる神が彼らを照し、そして、彼らは世々限り

なく支配する。 (aiōn g165) 6彼はまた、わたしに言った、
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「これらの言葉は信ずべきであり、まことである。預言

者たちのたましいの神なる主は、すぐにも起るべきこと

をその僕たちに示そうとして、御使をつかわされたので

ある。 7見よ、わたしは、すぐに来る。この書の預言の

言葉を守る者は、さいわいである」。 8これらのことを

見聞きした者は、このヨハネである。わたしが見聞きし

た時、それらのことを示してくれた御使の足もとにひれ

伏して拝そうとすると、 9彼は言った、「そのようなこ

とをしてはいけない。わたしは、あなたや、あなたの兄

弟である預言者たちや、この書の言葉を守る者たちと、

同じ僕仲間である。ただ神だけを拝しなさい」。 10また

わたしに言った、「この書の預言の言葉を封じてはなら

ない。時が近づいているからである。 11不義な者はさら

に不義を行い、汚れた者はさらに汚れたことを行い、義

なる者はさらに義を行い、聖なる者はさらに聖なること

を行うままにさせよ」。 12「見よ、わたしはすぐに来る

。報いを携えてきて、それぞれのしわざに応じて報いよ

う。 13わたしはアルパであり、オメガである。最初の者

であり、最後の者である。初めであり、終りである。 14

いのちの木にあずかる特権を与えられ、また門をとおっ

て都にはいるために、自分の着物を洗う者たちは、さい

わいである。 15犬ども、まじないをする者、姦淫を行う

者、人殺し、偶像を拝む者、また、偽りを好みかつこれ

を行う者はみな、外に出されている。 16わたしイエスは

、使をつかわして、諸教会のために、これらのことをあ

なたがたにあかしした。わたしは、ダビデの若枝また子

孫であり、輝く明けの明星である」。 17御霊も花嫁も共

に言った、「きたりませ」。また、聞く者も「きたりま

せ」と言いなさい。かわいている者はここに来るがよい

。いのちの水がほしい者は、価なしにそれを受けるがよ

い。 18この書の預言の言葉を聞くすべての人々に対して

、わたしは警告する。もしこれに書き加える者があれば

、神はその人に、この書に書かれている災害を加えられ

る。 19また、もしこの預言の書の言葉をとり除く者があ

れば、神はその人の受くべき分を、この書に書かれてい

るいのちの木と聖なる都から、とり除かれる。 20これら

のことをあかしするかたが仰せになる、「しかり、わた

しはすぐに来る」。アァメン、主イエスよ、きたりませ

。 21主イエスの恵みが、一同の者と共にあるように。





また、聖なる都、新しいエルサレムが、夫のために着飾った花嫁のように用意をとと

のえて、神のもとを出て、天から下って来るのを見た。また、御座から大きな声が叫

ぶのを聞いた、「見よ、神の幕屋が人と共にあり、神が人と共に住み、

人は神の民となり、神自ら人と共にいまして、

ヨハネの黙示録 21:2-3
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help your study. The notes show the location of eleven special Greek and Hebrew
Aionian Glossary words to help us better understand God’s love for individuals and for
all mankind, and the nature of afterlife destinies.
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The Aionian Bible un-translates and instead transliterates eleven special words to help
us better understand the extent of God’s love for individuals and all mankind, and the
nature of afterlife destinies. The original translation is unaltered and a note is added to
64 Old Testament and 201 New Testament verses. Compare the meanings below to the
Strong's Concordance and Glossary definitions.

Abyssos g12
Greek: proper noun, place
Usage: 9 times in 3 books, 6 chapters, and 9 verses
Meaning:

Temporary prison for special fallen angels such as Apollyon, the Beast, and Satan.

aïdios g126
Greek: adjective
Usage: 2 times in Romans 1:20 and Jude 6
Meaning:

Lasting, enduring forever, eternal.

aiōn g165
Greek: noun
Usage: 127 times in 22 books, 75 chapters, and 102 verses
Meaning:

A lifetime or time period with a beginning and end, an era, an age, the completion of
which is beyond human perception, but known only to God the creator of the aiōns,
Hebrews 1:2. Never meaning simple endless or infinite chronological time in Greek
usage. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs.

aiōnios g166
Greek: adjective
Usage: 71 times in 19 books, 44 chapters, and 69 verses
Meaning:

From start to finish, pertaining to the age, lifetime, entirety, complete, or even
consummate. Never meaning simple endless or infinite chronological time in Koine
Greek usage. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs.

eleēsē g1653
Greek: verb, aorist tense, active voice, subjunctive mood, 3rd person singular
Usage: 1 time in this conjugation, Romans 11:32
Meaning:

To have pity on, to show mercy. Typically, the subjunctive mood indicates possiblity,
not certainty. However, a subjunctive in a purpose clause is a resulting action as certain
as the causal action. The subjunctive in a purpose clause functions as an indicative, not
an optative. Thus, the grand conclusion of grace theology in Romans 11:32 must be
clarified. God's mercy on all is not a possibility, but a certainty. See ntgreek.org.
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Geenna g1067
Greek: proper noun, place
Usage: 12 times in 4 books, 7 chapters, and 12 verses
Meaning:

Valley of Hinnom, Jerusalem's trash dump, a place of ruin, destruction, and judgment
in this life, or the next, though not eternal to Jesus' audience.

Hadēs g86
Greek: proper noun, place
Usage: 11 times in 5 books, 9 chapters, and 11 verses
Meaning:

Synonomous with Sheol, though in New Testament usage Hades is the temporal
place of punishment for deceased unbelieving mankind, distinct from Paradise for
deceased believers.

Limnē Pyr g3041 g4442
Greek: proper noun, place
Usage: Phrase 5 times in the New Testament
Meaning:

Lake of Fire, final punishment for those not named in the Book of Life, prepared for
the Devil and his angels, Matthew 25:41.

Sheol h7585
Hebrew: proper noun, place
Usage: 66 times in 17 books, 50 chapters, and 64 verses
Meaning:

The grave or temporal afterlife world of both the righteous and unrighteous, believing
and unbelieving, until the general resurrection.

Tartaroō g5020
Greek: proper noun, place
Usage: 1 time in 2 Peter 2:4
Meaning:

Temporary prison for particular fallen angels awaiting final judgment.
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信仰によって、アブラハムは、受け継ぐべき地に出て行けとの召しをこうむった時、それに従い、行く先を知らないで出て行った。

- ヘブル人への手紙 11:8



さて、パロが民を去らせた時、ペリシテびとの国の道は近かったが、神は彼らをそれに導かれなかった。

民が戦いを見れば悔いてエジプトに帰るであろうと、神は思われたからである。 - 出エジプト記 13:17
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キリスト・イエスの僕、神の福音のために選び別たれ、召されて使徒となったパウロから

- ローマ人への手紙 1:1



Creation 4004 B.C.

Resurrected 33 A.D.Jesus Christ born 4 B.C.

New Heavens and Earth
	 Adam and Eve created	 4004
	 Tubal-cain forges metal	 3300
	 Enoch walks with God	 3017
	 Methuselah dies at age 969	 2349
	 God floods the Earth	 2349
	 Tower of Babel thwarted	 2247
	 Abraham sojourns to Canaan	 1922
	 Jacob moves to Egypt	 1706
	 Moses leads Exodus from Egypt	 1491
	 Gideon judges Israel	 1245
	 Ruth embraces the God of Israel	 1168
	 David installed as King	 1055
	 King Solomon builds the Temple	 1018
	 Elijah defeats Baal’s prophets	 896
	 Jonah preaches to Nineveh	 800
	 Assyrians conquer Israelites	 721
	 King Josiah reforms Judah	 630
	 Babylonians capture Judah	 605
	 Persians conquer Babylonians	 539
	 Cyrus frees Jews, rebuilds Temple	 537
	 Nehemiah rebuilds the wall	 454
	 Malachi prophecies the Messiah	 416
	 Greeks conquer Persians	 331
	 Seleucids conquer Greeks 	 312
	 Hebrew Bible translated to Greek	 250
	 Maccabees defeat Seleucids  	 165
	 Romans subject Judea	 63
	 Herod the Great rules Judea	 37
	 (The Annals of the World, James Uusher)	

	 Christ returns for his people
1956	 Jim Elliot martyrd in Ecuador
1830	 John Williams reaches Polynesia
1731	 Zinzendorf leads Moravian mission
1614	 Japanese kill 40,000 Christians
1572	 Jesuits reach Mexico  
1517	 Martin Luther leads Reformation
1455	 Gutenberg prints first Bible
1323	 Franciscans reach Sumatra
1276	 Ramon Llull trains missionaries
1100	 Crusades tarnish the church
1054	 The Great Schism
997	 Adalbert marytyrd in Prussia
864	 Bulgarian Prince Boris converts
716	 Boniface reaches Germany
635	 Alopen reaches China
569	 Longinus reaches Alodia / Sudan
432	 Saint Patrick reaches Ireland
397	 Carthage ratifies Bible Canon
341	 Ulfilas reaches Goth / Romania
325	 Niceae proclaims God is Trinity
250	 Denis reaches Paris, France
197	 Tertullian writes Christian literature
70	 Titus destroys the Jewish Temple
61	 Paul imprisoned in Rome, Italy
52	 Thomas reaches Malabar, India
39	 Peter reaches Gentile Cornelius
33	 Holy Spirit empowers the Church
	 (Wikipedia, Timeline of Christian missions)



What are we? Genesis 1:26 - 2:3		      Mankind is created in God’s image, male and female He created us

How are we sinful? Romans 5:12-19		      Sin entered the world through Adam and then death through sin

Where are we?

				             When are we?

Innocence Fallen Glory

Eternity
Past

Creation
4004 B.C.

Fall to sin
No Law

Moses’ Law
1500 B.C.

Christ
33 A.D.

Church Age
Kingdom Age

New Heavens
and Earth

Who
are
we?

God

Father
John 10:30

God’s
perfect
fellowship

Genesis 1:31

God’s
perfect
fellowship
with
Adam
in The
Garden
of Eden

1 Timothy 6:16
Living in unapproachable light Acts 3:21

Philippians 2:11
Revelation 20:3

God’s
perfectly
restored
fellowship
with all
Mankind
praising
Christ 
as Lord
in the
Holy
City

Son John 8:58
Pre-incarnate

John 1:14
Incarnate

Luke 23:43
Paradise

Holy Spirit Psalm 139:7
Everywhere

John 14:17
Living in believers

Mankind

Living

Genesis 1:1

No Creation
No people

Ephesians 2:1-5
Serving the Savior or Satan on Earth

Deceased
believing

Luke 16:22
Blessed in Paradise

Deceased
unbelieving

Luke 16:23, Revelation 20:5,13
Punished in Hades until the final judgment

Angels

Holy Hebrews 1:14
Serving mankind at God’s command

Imprisoned

Genesis 1:31

No Fall
No unholy Angels

2 Peter 2:4, Jude 6
Imprisoned in Tartarus

Matthew 25:41
Revelation 20:10

Lake of Fire
prepared
for the
Devil
and his
Angels

Fugitive

1 Peter 5:8, Revelation 12:10

Rebelling against Christ
Accusing mankind

Revelation 20:13
Thalaasa

First
Beast Revelation 19:20

Lake of FireFalse
Prophet

Satan Revelation 20:2
Abyss

Why are we? Romans 11:25-36, Ephesian 2:7	    For God has bound all over to disobedience in order to show mercy to all



運命
日本語 at AionianBible.org/Destiny

The Aionian Bible shows the location of eleven special Greek and Hebrew Aionian
Glossary words to help us better understand God’s love for individuals and for all
mankind, and the nature of after-life destinies. The underlying Hebrew and Greek words
typically translated as Hell show us that there are not just two after-life destinies, Heaven
or Hell. Instead, there are a number of different locations, each with different purposes,
different durations, and different inhabitants. Locations include 1) Old Testament Sheol
and New Testament Hadēs, 2) Geenna, 3) Tartaroō, 4) Abyssos, 5) Limnē Pyr, 6)
Paradise, 7) The New Heaven, and 8) The New Earth. So there is reason to review our
conclusions about the destinies of redeemed mankind and fallen angels.

The key observation is that fallen angels will be present at the final judgment, 2 Peter
2:4 and Jude 6. Traditionally, we understand the separation of the Sheep and the Goats
at the final judgment to divide believing from unbelieving mankind, Matthew 25:31-46
and Revelation 20:11-15. However, the presence of fallen angels alternatively suggests
that Jesus is separating redeemed mankind from the fallen angels. We do know that
Jesus is the helper of mankind and not the helper of the Devil, Hebrews 2. We also
know that Jesus has atoned for the sins of all mankind, both believer and unbeliever
alike, 1 John 2:1-2. Deceased believers are rewarded in Paradise, Luke 23:43, while
unbelievers are punished in Hades as the story of Lazarus makes plain, Luke 16:19-31.
Yet less commonly known, the punishment of this selfish man and all unbelievers is
before the final judgment, is temporal, and is punctuated when Hades is evacuated,
Revelation 20:13. So is there hope beyond Hades for unbelieving mankind? Jesus
promised, “the gates of Hades will not prevail,” Matthew 16:18. Paul asks, “Hades where
is your victory?” 1 Corinthians 15:55. John wrote, “Hades gives up,” Revelation 20:13.

Jesus comforts us saying, “Do not be afraid,” because he holds the keys to unlock death
and Hades, Revelation 1:18. Yet too often our Good News sounds like a warning to “be
afraid” because Jesus holds the keys to lock Hades! Wow, we have it backwards! Hades
will be evacuated! And to guarrantee hope, once emptied, Hades is thrown into the Lake
of Fire, never needed again, Revelation 20:14.

Finally, we read that anyone whose name is not written in the Book of Life is thrown into
the Lake of Fire, the second death, with no exit ever mentioned or promised, Revelation
21:1-8. So are those evacuated from Hades then, “out of the frying pan, into the fire?”
Certainly, the Lake of Fire is the destiny of the Goats. But, do not be afraid. Instead,
read the Bible's explicit mention of the purpose of the Lake of Fire and the identity of the
Goats, “Then he will say also to those on the left hand, ‘Depart from me, you cursed,
into the consummate fire which is prepared for... the devil and his angels,’” Matthew
25:41. Bad news for the Devil. Good news for all mankind!

Faith is not a pen to write your own name in the Book of Life. Instead, faith is the
glasses to see that the love of Christ for all mankind has already written our names in
Heaven. Jesus said, “You did not choose me, but I chose you,” John 15:16. Though
unbelievers will suffer regrettable punishment in Hades, redeemed mankind will never
enter the Lake of Fire, prepared for the devil and his angels. And as God promised, all
mankind will worship Christ together forever, Philippians 2:9-11.
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されば汝ら往きて、もろもろの國人を弟子となし、父と子と聖靈との名によりてバプテスマを施し、

- マタイの福音書 28:19
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